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眞鳥 マ トリ 武藏 等に 存 す、 又 古代 平 群 
眞鳥 あり。 

眞名 マナ 

眞井 マナ ヰ- 攝津に 眞井庄 、その他、 丹 
後、 豐後 等に 此の 地名 あリ 。丹 後國眞 井原 
は 豐受大 神の 舊地 と傳へ ら る。 

魚 井 マナ 4 日用 重寶 記に 此の 訓見 ゆ。 

眞中 マナカ 武藏 等に 存 す。 

間中 マナカ 下總國 猿 島郡巖 井の 士 間中 
宜之は 志士と して 名 あり、 雲 帆と 號 す。 又 
武藏に 存 す。 

眞中津 マナカ プ武藏 等に 存 す。 

眞名子 マナ ゴ 下野、 岩 代 等に 此の 缈名 
あり。 而 して、 筑前國 早 良 郡 背 布 利 神社の 
社 人に 眞名子 氏 •見 ゆ (管內 志〕。 . 

眞子 マナ n マサ ゴ條に 詳か 也。 

曲直 瀬 マナ セ 有名なる 醫家 也。 
丨佐々 木 氏族 馬 湖 廣貞の 三男 堀 部 成 網 
の 八 代親眞 の 男 正 盛 •曲直 瀨を稱 すと 云 
ふ 0 - 

2.橘姓又その祖正慶*字は1溪、號道 
三、 又 雖知苦 齋と云 ひ、 勅に より 翠竹 
院號を 授けら る。 又 習 竹 院と云 ひ、 雲陣 
夜話 等の 著 あり。 その 嗣主 朔正紹 •實は 
正慶の 甥、 道 三、 延命 院、 延壽 等と 云 ふ。 
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その 男 支 鑑親純 •亦 道 三、 橘 姓、 今 大路 
家の 族 也" その 男 「親 昌 (典薬 頭〕 丨支撒 
親 後 (道 三、 延 壽院) 」 以下 代々 名 あ®'。 
今 大路 條參 照。 又 三 喜、 津輕 等の 條參 照。 
3 幕臣 寬政 系譜、 佐々 木 氏の 族と し、 
「雖知 齋道三 養子 亨德院 正 純 (實は 岡 野 井 
氏) 八 代の 孫壽德 院主 吹 (元 祿、 江 戶奧醫 ) 
丨正 恩— 正 育 J と载 せたり。 領 二百 石。 
家紋 四 目 結、 釕拔。 

4 i 一智 姓 こ办 も、 江戶 幕臣に して、 寬政 
系譜に 「正慶 孫 女の 婿 又 五郎 正琳 (一柳 

氏、 恕心の 男、 啓迪庵 •養 安 玉 翁、 養 安 
院丫三 益 正圓 (養 安院〕 I 一 有 正 圓—平 
庵正璆 (正 珍)」 と 見え、 恕心は 一柳 刑 部 
少輔宣 高の 末孫 也。 家紋 丸に 三重 釕拔、 
下 藤。 初めは 傍 折 敷に 三文 字を 用 ふ。 千 
九 百 石。 

5雜载加賀藩給_に「貳百石(風車〕曲 
直瀨亨 德院」 を载 せ、 又 亨德院 正 之の 養 
子 道 策 (向日 明 神々 主 六 人 部 美 濃 守雅香 
の 次男) は 勤王家と して 名 あり、 新撰 組 
に 殺、 きる、 贈 正 五位。 

眞名野 マナ ノ敏達 天皇の 朝、 豐 後國大 
野 郡 三重 鄕に眞 多 野 長者 あり、 佛敎を 信じ、 
紫雲 山滿月 寺を 建つ と 云 ふ (國 志〕。 
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眼 部 マナべ 以下 各項 參 照。 > 

〇 眼 部宿禰 •古 姓 也、 以下の 氏は これと 
關係あ らん か。 

眞名邊 マナべ 眞鍋條 に 併せ 云へ り 0 

眞名部 マナべ 同上。 

眞鍋 マナべ 常 陸、 備 中等に 此の 地名 存 
す 0 

1 橘 姓 備中國 小 田 郡眞鍋 島ょ リ 起る。 
平家物語に 「備 中國の 住人 眞名 邊四郞 、 
五耶」 を 載せ、 源平 盛衰 記に 一讚岐 國住 
人眞鍋 五郎助 光、、 眞鍋四 郞」 等 見 ゆ。 四 
郎祐久 は 平家に 從ひて 一谷に 籠城し、 弟 
五 郞祐 光は 生 田の 森に て 高名す。 

2 讚岐の 眞鍋 氏又眞 部に 作る、 全 ft 史 
に 「向 城 杖 神 門 城の 東に 在りて 相對 す、 
故に 名を 得。 眞部彌 助祐主 •之に 居る。 壽 
永の 時、 一谷 戰に功 ありし 眞部 五郎助 光 
の 後に して、 橘を 號と爲 し、 祜 字を 仍字 
と爲 す。 後に 香 西 氏に 屬 して、 屢々 功 あ 
り J と。 マべ 條參 照。 

又 「室 山城は 坂 田 村に 在り。 眞鍋權 守 某 • 
之に 居る。 或は 云 ふ、 太 田 犬 養 居る と。 

今 之を 考ふ るに、 蓋し 犬 養の 後、 此に移 
.るか」 と载せ たり。 又 天 正中、 香 西 郡の 
士 に 眞鎬彌 助祐重 あり、 香 西 好淸の 一族 
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にして、 武勇を 以つて 名高く、 十六の 時、 
家宰 香西大 隅を 討ち、 後長 曾 我 部 氏との 
戰に屢 々功 あり。 香 西條參 照。 

3 藤 原 姓 前項 氏は 一に 藤 姓と 云 ふ。 

4 和 泉の 眞鍋氏 日 根 郡の 豪族に して、 
眞鎢 主馬 大夫 入道 眞 入は 其の 先き 淡 輪 村 
に 出づ 。主馬 •生年 十一、 始めて 平信 長 
に 見えて 舊領、 三千 貫を 賜 ふ。 信 長 •他羿 
の 後、 太 闇 秀吉に 見え、 所領 三分の ニを 
減じて、 中 村 式部 少輔の 旗下に 附き 、當 
國大律 城に 在りて、 毎夜 根來 、雜 貿黨と 
相戰 ふ。 相 州 小 田 原 合戰に 美名 あ f、 朝 
鮮 征伐の 時、 一道の 大將 某を 討ち、 闊ヶ 
原合戰 の 時、 福 島 左 衞門大 夫に 仕 ふ、 後 
胤今祀 伊の 國に 在り C 家譜 感狀) とぞ。 

5 桓武 平氏 正木 氏族 正木 賴忠の 男 五郎 

衞門 定時 •外祖 の 家を 繼いで 此の 氏を 稱 
す 0 

6 美 濃の 眞鎬 氏眞鍋 外 記 等 あり。 

7 新 届 氏族 伊豫 橘 氏の 一族に して、 一 
に眞名 部に 伶る。 後设 、當國 の 歌人に 眞 
鎬聱平 あ n、 蓁 齋と號 す、 平 田 篤 胤の 門 
也。 

8 雜載 その他- 瀧 野 脇 坂 藩 年寄に 見え、 
又攝津 、武藏 に 存す。 / 


置 ハ 部 マナべ 眞鍋 氏に 同じ。 紀州 家の 世 

臣 に 眞部璋 (子 明) ぁリ 、詩 書畫に 長ず。 
眞邊 マナべ 豐前に 此の 氏存ナ 〇 
間 鍋 マナべ 眞 鍋と 通じ 用 ひられ、 又但 

馬 等に 此の 地名 存 す。 

1 岩 代の 間 鍋 氏 耶麻郡 南 屋敷 村の 舘迹 
は 間 釾備中 •住せり と， 云 ふ (新 編 會津風 
土 記〕。 

2 大和の 間 鍋 氏 安西 軍 策に 「大和 住人 
間 鍋 主馬 兵衞 尉」 を载 せたり。 

間 部 マナべ 前 各條と 通ず。 

1 和 泉の 間 部氏眞 鍋 條第四 項を 見ょ。 

2 藤 原* 家 藤 原 山 蔭の 曾孫 季隨 ょり 出 
づ 。其の 男滿任 •_ 川 氏を 稱し 、其の 十 
三世 孫滿永 •尊 氏に 屬す 。其の 九 世鹽川 
伯 耆守信 氏 •三 河に 到り、 松 平 淸康に 仕 
ふ。， 其の 子 信 行、 其の 孤 子 刑 部詮光 •間 
鍋 (眞 鍋〕 主馬 兵衞に 養 はれ、 其の 氏を 冒 
す。 後 その 五世 淸貞の 時、 星 野を 稱 し、 
西 田に 改め、 更に 其の 男詮 房に 至り 間 鍋 
に 復 し、 間 部に 改 む。 「詮 光— 詮則丨 語 吉 
I 刑 部詮淸 丨淸貞 (喜 兵衞、 久右衞 門、 
紹 有)— 詮房 (右京、 営 內 、越 前 守) にし 
て、 詮房 •六 代 家宣に 仕へ て 倒 用人と な 
り、 次第に 身を 起して、 老中 辂とな 9、 


領土 も 次第に 增 して、 遂に 上野 高^ r 後 
越 後村上に 封ぜ られ 、五 萬 石を 領 す。 (次 
の詮言 の 代、 享保五 年 越 前 鯖 江に 移る)。 
その 弟に 主膳詮 貞 、隱 岐守詮 之、 中務少 
輔詮衡 (伊竄 守、 淡路 守)、 下總 守詮 言、 
妹は 安部 主 水 信 美 妻、 小 坂 孫九耶 の 妻 
也。 

その後は 「弟 下總 守詮 言— 若 狭 守 詮方 (改 
丹 波 守、 實詮貞 長男)— 主 膳正詮 央—下 
總守詮 茂 (實 詮方 三男〕— 若狹 守詮熙 丨主 
膳正詮 允— 弟下總 守詮勝 (四 位侍從 )— 安 
房守詮 實 丨下總 守詮 道— 詮 信」 にして、 
越 前 鯖 江 五 萬 石、 文久ニ 年より 四 萬 石 (明 
治 一 萬 四千 九 百 六十 石)。 現今 子爵。 家紋 
丸に 橫三 引、 三 銀杏。 


間 部 主馬 兵衞は 田 中條參 照。 

3 一族 淸貞 三男 隱岐 守詮之 (裔ニ 千 五 
百 石)、 四 男淡路 守詮衡 (裔千 五 百 五十 
石〕、また鯖江藩老臣間部司馬等、武鏗に 
見え、 又 間 部 甚十郎 、間 部 志 津摩等 あり。 
4 伊豫の 間 部 氏 眞鎬# 淒 照。 又藝藩 通 
志、 廣島府 故 家條に 「矢 賀村地 方 宇高 氏 • 


先祖 間 部太郎 右衞 門は 伊豫 宇高 村の 人、 
,因つて氏とす。慶長十七年、こ \ に來住 
し、 里 職を 世々 にす。 今常吉 まで 九 代」 
と 見えたり。 

摩尼珠 マ- I X 東鏗卷十三に摩尼珠判官 

見 ゆ。 

M0  マニ ハ 陸 前 國亘理 郡に、 眞庭邑 あ 

馬 庭 マ II ハ 上野 等に 此の 地名 存し 、武 
藏 、石 見、 出 雲 等に 此の 氏 あり。 

間 庭 マ II ハ 備前、罾_、武藏等に此の 

.氏 あリ 0 

滿田  マヌタ ミッダ 傑を 見ょ。 

3 興 沼 マ ヌマ 越後 國頸城 郡に 眞溶庄 あり 
て 「田 二十 六 町 八 段 八十 一歩」 と 見 ゆ。 

萬 年 馬 マネ バ 

_ 根 山 マネ ヤマ 武藏に 此の 氏 存 す。 

置 ハ 野 マノ マヌ 和名 抄 、常 陸 國久憝 郡 
に 眞野鄕 を 敬め、 次に 近 江 國毯賀 郡に 眞野 
鄕を载 せ、 末 乃と 訓 ず。 輿地 志 略に 「今の 
眞野 、和 邇 、堅 田邊 をい ひしなる べし」 と。 
後に 眞野庄 起り、 天 合 座主 記 等に 見 ゆ。 次 
に美濃國不被郡に眞野鄕、次に陸奥國行方 
郡 (磐 城) に 眞野鄕 、高山 寺 本に 末 乃と 訓 
ず。 次に ft 岐 國那珂 郡に 寘野 ■、萬 乃と 訓 
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じ、 後に 眞野庄 起る。 その他、 上 縝國眞 野 
郡、 陸 奥 國眞野 郡、 共に 中世の 私稱 也'  ま 
た攝津 、陸 郁、 佐 渡-伯 耆等に 此の 地名 存 
す 0 

1 眞野臣 春 日 氏の 族に して、 近 江國滋 
賛郡 眞野鄕 ょり 起る。 初め 難 波 根子 建 振 
熊 命の 子大矢 田宿禰 •神 功 皇后の 新羅 征 
伐に從ひ、皇后覬旋し給ふに當り、留り 
て 鎭守將 軍と なる。 而 し て 大矢田 •彼の 
地に て國 王の 女を聚 り、 佐久 命、 武義命 
を生む。其の九毋孫和顼部臣鳥、忍勝等丨 
歸 朝して、 志 質郡眞 野 村 pc 據り 、其の 地 
名を 貿 ふて 此の 氏を 稱せし 也。 

即ち 姓氏 錄 、右京 皇別に r 眞野臣 。天 足 
彥國押 人命 三世の 孫 彥國直 月 命の 後 也。 男 
大口 納 命、 男 難 波宿騸 、男 大矢田 宿 禰 • 
後に氣長足姬皇尊諡神功(皇后>新羅 
を 征伐し 給 ひて、 凱旋の 日、 傾ち 留 りて 
鎭守將 軍と 爲し給 ふ。 時に 彼の 國王 猶榻 
の 女を 娶 りて ニ 女 (蓋し 男の 誤冩な らん〕 
を 生む 云々。 兄は 佐久 命、 次は 武義 命、 
佐久 命九齿 の 孫 和珥 部臣 鳥、 務大肄 忍 勝 
等、 近 江國志 賀郡眞 野 村に 居住し、 庚 寅 
の 年、 眞野臣 の 姓を 貢 ふ 也、」 と 見 ゆ。 
氏人は 後、 貞觀五 年 九月耙 に 「右京 人 主 
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計少允 正 六 位 上眞野 臣永德 、姪 男眞 野臣 
道 緒 等に、 姓を 宿 禰と賜 ふ 云々。 永德、 

廣門 等の 先は、 天 足彥國 押 人命よ o 出づ 
る 也」 など 载 せ、 又 本 貫 眞野に 神 田紳 社 • 
鎮座す、 蓋し 此の 氏の 氏神 かと 云 ふ。 猶 
ほ 和珥 部、 春 日、 小 野 等の 條參 照。 

2 大和の 眞野臣 前項 氏の 一族に して、 
貞觀五 年 九月 紀に 「大和 國山邊 郡 人 上野 
權少掾 正 六 位 上 民 首廣 門、 右京 人 大宰醫 
師正七 位 上 民 首 方宗 、木工 醫師正 六 位 上 
民 首廣宅 等に、 姓を 眞野臣 と 賜 ふ。 永德、 

廣門 等の 先は、 天 足 彥國押 人命より 出づ 
る 也」 と载 せ、 また 貞觀六 年 七月 紀に 「右 
京人 無位 民 首 方 永 •姓を 眞野臣 と 賜 ふ。 
天 足 彥國忍 人命の 後 也」 など 見 ゆ。 蓋し 
前項の 族 人 •民 首と なり、 此の 時 本姓に 
歸り しか。 

3 眞野首 推 古 紀に眞 野 首 弟子なる 者 見 
ゆ 0 

4 眞野造 こは 百濟 族に して、 姓氏 錄、 
右京 諸蕃に 「眞野 造。 百 濟國速 (一本に 
は 肯に 作る〕 古 王より 出づる 也」 と载せ 
たり 0 

5 眞野公 こは 奧州の 土 豪、 夷 姓に して 
續後紀 に 見え、 連 姓を 賜 ふ。 
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6 眞野連 前項の 後に て、 弘 .仁 六 年 三月 
紀に 「陸 奥 國遠田 郡の 人 眞野公 榮山等 三 
十六 人に、 姓を眞 野 連と 賜 ふ」 と载 せた 

7 眞 野宿 禰眞 野臣の 宿禰 姓を 賜 ひし も 
の 也、 第一 項を 見ょ o - 

8 無 尸の 眞野氏 蓋し 多くは 眞野臣 の 族 
類な らん。 鎌倉時代の 撰 解 文集に も眞野 
冕 姑 丸と 云 ふ もの 見 ゆ。 

9 佐々 木 氏族 第一 項 氏の 後を 握げ る 
か。 佐々 木系圖 に 「行定 丨行範 (眞 野〕— 
定時 (眞 野 源 ニ) — 定範 丨 範實 — 忠時 — 阿 
忍」 と 載せ、 又 中興 系圖に 「眞野 •宇多、 
本國近 江、 佐々 木經 房息經 方の 男 萬 石 五 
郞 大 夫行定 •之を 稱 す」 と 見え、 又範實 
の 弟 「定 泰丨 光定」 など あり。 佐々 木、 
木 村、 井 等の 條參 照。 

戰國の 頃、 眞 野元定 •眞野 城に 在りて 六 
角氏に屬す。又扛戶幕臣に眞野五兵衞盛 
次 (賄 方〕 あ リ、 この 裔と云 ひ、 寬政 系譜 
に 「家® 丸に 四 目 結」 と 見 ゆ。 

10 秀 ，鄕流 藤 原 姓 これ も 江戶 幕臣に して 
家譜に 「秀鄕 の 後胤 左 衞門尉 行景の 子駿 
河太耶 親 道、 其の 五代 民 部 丞正永 •近 江 
眞 野を 領 して 家號 とす」 と 見 ゆ、 家软 下 


マ / 


藤の 丸、 葉 割 菊。 寬政 系譜に、 正 永の 裔 
「太 郎右衞 門 正 後 (信 長に 仕 ふ〕 丨勘 右衞 
門 正 次 (駒 藏 、近 江 百 七十 貫 文、 後 百 四 
十 石)— 勘 兵 衞正重 (二百 八十 石)」 と。 寬 
永系圖に家紋下藤の丸，丸の內に茗荷(寬 
'政に 葉 割 菊) と あり 0 
n 美 濃の 眞野氏 當國眞 野 镯と關 係 ある 
か。  费 
12 藤 原 姓 尾 張 國津島 七 苗字の 一にして 
南朝の 遺臣の 裔 、良 王に 從 e て來 りしと， 
云 ふ。 眞野 式部少 輔道輔 、眞野 藏人等 著 
はれ、 又 中興 系圔に r 眞 野、 藤 原 •本國 尾 
張、 津島 式部 大輔 道資 の裔」 と あり。 津 
島、 大 橋、 堀 田 等の 條參 照。 

又 太平 記卷 ニに 眞野 入道 あり、 當地の 人 
か。 又 後世、 津島 神社の 飼 官眞 野時鑷 (實 
は 藤 波 縫 殿 頭〕 は國學 者と して 名 あり。 
猶ほ以 下 各項の 者 も 或は 此の 族 か。 - 
13 桓武 平氏* 條 氏族 これ も 尾 州 津島の 
豪族に して、 家譜に 「北條 時 政の 末葉 津 
島の 住人 善 兵 衞有久 の 後胤な り」 と 云 ひ、 
寬政 系譜に.、 その 裔 「善 右衛門 有國 (信 
長秀吉 に 仕 ふ)— 七 左 衞門有 春 (秀賴 、、後 
家康に 仕 ふ〕」。 家紋 下 藤 •樓な ど 見 ゆ b 
14 尾 張の 眞野氏 前後 各項 參照 。律 島の 
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人眞野藏人は豐鏗、太閤記等に見ゅ。そ 
の 他 多く、 又 諸 輪 南 城主 柘植道 昌の裔 に 
眞野氏 あり、 ッゲ 條參 照。 

15 桓武 平氏 三 浦 氏族 間 野條參 照。 三 浦 
系圖に 「佐 原義 連— 太 郎兵 衞尉景 連— 時 
連 (眞野 ニ 郎左衞 門 尉)」 と载せ たる 者に 
て、 相 摸發祥 ならん も、 中興 系圖に は 「寘 
野 •平 姓、 本國尾 張、 モン 下 藤 丸、 藤 巴、 
抱 メゥガ 、佐 原太鄧 兵 衞尉景 連の. 男 五耶 
胤連 男 •之を 稱 す」 と 載せ、 又 その 裔と 
稱 する 者、 尾 州に 多し。 

江戶 幕臣に 此の 裔と云 ふ もの、 一は 「義 
連の 三代 眞野 五部 胤連の 後、 金 右衛門 重 
政 (尾 張 富 塚の 人、 信 長に 仕 ふ〕. 丨 同重吉 
(元 龜ニ 同 重 家 (寬 政に 孫三郎 重 政、 
家 庚に 仕 ふ〕 丨惣右 衞門重 則 (近 江 二百 四 
十 石)。 家紋 丸に 抱藭荷 、藤 巴」 と 云 b、 
又寬 永系圖 、藤 原の 部に 「金 右衛門 重吉 
丨同重 家— 惣右衞 門 勝 重 (實は 稻田義 政 
男〕。 家紋 下 藤の 丸」 と、 同流な らん。 
猶ほ藤 原の 部に 「重 次 (野 尻六藏 、信 長、 
秀吉に仕ふ〕丨重勝(庄九郞、外家の绒を 
繼 ぎ、 眞野に 改む〕 — 正 友」 と あるを、 寬 
政呈譜 には 「眞 野艽郞 胤連の 裔 に して、 
野 尻 某の 男 正 勝 (寬 永の 重 勝) •眞野 長 三 


郞重則 の 三男* 金 右衞門 重宗の 養子と な 
る， I とす、 家紋 上り藤、 抱襄 荷。 

16 藤 原 姓 前項に て 云へ り。 

17 磐 城の 眞野氏 行方 郡の 眞野鄕 より 起 
り、 一に 桑 折 氏に 作る。 蓋し 眞野鄕 は當 
郡の 郡 家な れ ば、 郡 司の 裔 •眞野 氏と も， 
郡 (桑 折) 氏と も 云 ひしな らん。 行方、 桑 
折、 郡 等の 條參 照。 され ど傳說 に據れ$ 
延元 中、 伊達 郡 桑 折より 來 ると 云 ふ、 ク 
ヲリ條 ニ 〇〇 四 頁を 見よ。 又寘 野五郞 道 
直、 眞野 五郎 元 家 (一に 四郎忠 家〕 等 ぁ 
«yo 

18 詉訪 氏族 詉訪 系圖に 「西 保與 次敦賴 
丨賴門 (眞野 十郞) 」 と载せ たり、 眞志野 
傑を 見よ。 

19 橘 姓 家紋 丸に 鳩 酸 草、 隅 四 目 結。 

20 鴨 縣主姓 ■山城の 名 族に して、 河 合 神 
職 鴨 系圖に 「河 合 禰宜祐 房— 祐勝 (社 司 
眞野 將監) 」 と载せ たり。 

21 攝津の 眞野氏 ■八 部 郡に 眞野村 ぁり 0 

22 伯耆の 眞 野 氏 日 野 郡眞野 村より 起り 
しならん o 

當國の 豪族に して、 會見郡 日 下 村 城に 據 
る。 氏人は 瑞泉 寺寬正 元年 二月 文書に 「眞 
野隱岐 守 重 成、 同宗 鎭人 道」 等 見 ゆ。 
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23 伊豫 Q 眞野氏 用 明 天皇の 朝、 «. 野 長 
者 あ 9 、 溫泉郡 護持 院太 山寺を 建立す」 と 
傳 ふ。 

24 雜载 その他、 朝鮮 征伐に 眞野 孫左衞 
門 あり、 牡丹 臺を 守る。 又豐臣 家人に 見 
え、 又 安西 軍 策に 「眞野 田 平 云々」 と。 又 
出 雲 日御硫 神社 上官に ニ 家 •見え、 又關 
長 門 守侍_ に 「五十石 眞野長 助」 と。 又 
京都の 國學 者に 眞野 小七耶 安道 あり、 是 
翁と 號す 。その他、 備前 、播 磨、 伊勢、 
武藏 等に 存 す。 

間 野 マノ 前條と 通ず。 

1桓武平氏三浦氏族眞野條第十五項氏 
に 同じ、 承 久記卷 ニに 間 野の 左衞 門の ぜ 
ぅ 時 連 •見 ゆ。 

2 淸和源 氏 山 本 氏族 尾 張國の 名 族に し 
て、 家紋 丸に ニ 引、 軸 梅 鉢。 

3 筑 後の 間 野 氏 近 藤氏え いにん 五 年 文 
書に「まのこたらぅ(間野小太郞〕」を载 
せたり o 

4 雜 载豐臣 氏の 家 土に 間 野 甚右衞 門、 
伊勢の 國學 者に 間 野 喜 一 郞欣榮 、可亭 と 
號す o 1 に 前條是 翁の 男 か a 云 ふ。 その 
他武藏 、攝津 等に 存 す。 

末 乃 マノ 更 級 日記に 末 乃 長者 あり。 


マノ 


間ノ目 マノ メ 
馬 墓 マ ハカ 

馬禱 マ ハシ 下總に 此の 地名 ぁ 0 て、 武 
藏等に 此の 氏存 す。 鞔 橋、 前 橋 等條參 照。 

3 具 橋 マ ハシ 武藏に 此の 氏 ぁり。 

置ハ幡 マ ハタ ミノ ハタ 條を 見ょ。 又 山城 
に 眞幡 本庄ぁ リ。 

馬 原 マ ハラ 石旯に泚の氏ぁり。 

間原 ? ハラ武藏等に此の氏見ゅ。 

眞春マ ハル 

〇 眞春眞 人 皇別 姓に して、 承 和 十年祀 
に 「右京 人 六 世 長 谷 王* 鳥 島 王、 池 子女 王、 
七 世 小 長 谷 王 等の 四 人に、 眞春眞 人の 姓を 
賜 ふ」 と载 せたり。 

眞張 マハリ 和名 抄 、上野 國山田 郡に 寘 
張鄕 を收 め、 萬 波 利と 註す。 

廻 マ ハ y 薩隅の 豪族 也、 メグ リ條を 見 

ME  マ ハ リダ メグ リダ 
舞マヒ 

眞備 マ ビ マ キビ 

〇 眞備 朝臣 吉備 氏の 族に して、 吉備朝 
臣眞備 の 後 也。 弘仁 五年閏 七月 紀に 「散 位 
正 四 位上寘 備 朝臣 泉 •卒す。 泉は 右大臣 從 
ニ 位眞備 の 子 也」 と载せ た リ。 
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マ 匕オカ —— マ ヒキ 


マ 匕 クサ —— マ ヒテ 


マ ヒ 


マフ チ 
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その他、 下道、 吉備 等の 條を 見よ。 

舞 岡 マヒヲ 力. 桓武 平氏 三 浦 氏の 族に し 
て、 相摸國 高座 郡 舞岡邑 より 起る。 三 浦 系 
圖に 「土 屋小次 郞義淸 の 子義則 (舞 岡兵衞 
尉〕」 と载せ 萎則の弟にニ郎 « 政、三部義 
成、 四郞秀 義を擧 <'' 。， 而 して 源平 盛衰 記、 
和 田 勢に 舞 岡兵衞 •見 ゅ。 

舞 木 マヒキ 三 河、 上野-磐 城 等に 此の 
地名 存す P 

1 秀鄕 .流 藤 原 姓 佐 貫 氏族 上野 國邑樂 郡 
舞 木邑よ 9 起る。 佐 貫條を 見よ。 氏人は 
, 鎌倉大 草紙に 舞 木 宮內丞 (営 內少輔 )、 舞 
木駿河 守持廣 、舞 木 太 郎等を 擧 r、 新田、 
岩 松、 長 尾 等の 條參 照。 

邑內舞 木 壘は舞 木 持 廣の據 る 所に して、 
應永 中、 上 杉禪秀 •亂 をな す や、 持廣 •管領 
.持 氏に 屬 し、 岩松滿 純を 討ちて 功 あ 90 永 
享 中、 結 城 氏 朝の 持 氏の ニ 孤を 奉じて 兵 
を擧 r る や、 持廣 •赴援 して 死す と 云 ふ。 
又 上野 國 志に 「邑樂 郡 舞 木 故城は 舞木駿 
河 守 持廣が 届り し處に して、 今 光 西 寺と 
云 ふ 時宗の 小 寺 •其の 跡な り。 大縣 入道 
謀反の 時、 舞 木 駿河守 •大縣 が 一味 岩 松 
天 用 入道を 策田庄 にて 生 捕る。 永享 十一 
年 二月、 持 舟 生害、 同 十二 年 正月、 持 氏 


の 一味 一色 伊豫 守 •初は 降參せ しが 終に 
逐電す。 此の 時 •舞 木持廣 • I 色が 黨た 
るに 依り、 長 尾芳傳 •舞 木を 方便して 剌 
殺す。 舞 木が 寄騎赤 井 若狹守 •芳 廛 が 亭 
中へ 討つ て 入り、 三人を 殺して # 死す」 

と。 鎌 倉 物語に 「永 享十 一年、 持 氏の 一 
昧舞木 駿河守 持 廣を誅 すべし とて、 長 尾 
芳傳に 命ず、 芳傳 たばかりて 舞 木を 刺殺 
す」 と 見 ゆ。 而 して 赤 井 氏は 永 享の亂 に 
結 城に 與 して 亡ぶ とぞ。 

舞 木駿河 守が 一族 赤 井若狹 守が 曾孫を 山 
城 守 勝 光と 云 ひ、 山城 守の 子を 但馬 守と 
云 ひ、 又 松 陰 私語に 「八 椚を攻 落して ょ 
リ 、佐 貫の 庄館 林へ 向 ふ。 城主は 舞 木 方の 
被 官赤木 文 三文 六な り」 と 云 ひ、 又 「太 
田 道灌六 千餘騎 •張陣 八十 餘 日、 赤 井信 
濃 入道 •惣 代官と 爲 りて 出仕 J と 云 ふ、 
赤 井條參 照。 但馬 守は 大袋に 住せり。 

2 雜载 その他、 田 村 家臣に 見 ゆ。 

舞 草 マ ヒグサ 陸 中に 此の 地名 存 す。 

舞 車 マヒ グル マ 三 河の 名 族に して、 吉 
田城麾下十八頭のー、舞車>平治は寶飯郡 
下地 城に 居る と 云 ふ、 石 田條參 照。 

舞澤 マヒザ ハ 遠 江に 此の 坡名 あり。 

M ハ秀 マ ヒデ 武藏に 此の 氏 あ ¢0 


置 ハ 人 マヒト マット 姓の 一種、 天武天 
皇 制定 八 姓の 內 、最高の カバ ネに して •皇 
族の 疎遠なる も ^ に 授けら る。 即ち 古代の 
君 (公〕 に 相當 す、 詳細は 日本 上代に 於け る 
社會 組織の 研究、 カバ ネ 編を 見ょ。 
眞人部 マ ヒトべ マト 匕眞 人の 部 曲の 
意か、されど古代に見えず、撰解文集に此 
の 氏を 载せ たり。 

眞弘マ 匕 ロ 

麻 生 マフ アサ フ條を 見ょ。 

馬 淵 マ プチ 駿 河、 近 江 等に 此の 地名 存 

す。 

1 佐々 木 氏族 近 江 國蒲生 郡 馬淵邑 より 
起る。 尊卑 分脈、 及び 淺羽本 佐々 木系圖 
に「定綱|廣定(馬淵五郞、左衞門尉〕丨， 
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と (括弧 內は 佐々 木 系圖) 載せ、 又正應 五. 
年の 佐々 木系圖 に は 「廣定 (母 橋 下宿 長 
者 女〕— 信定 (太郎 左衞門 尉〕— 泰信丨 公 
© 秀 SS 丨宗泰 ( 彥太郞 )」 と 見， え、 又 馬 
淵 系圖に 「公綱の 子、 定 源— 義定 、弟義 綱 

—滿 網— 九郞 左衞門 尉」 と あり。 

2 氏人 太平 記卷 三十 ニに 馬 淵 新 左衞門 
を 載せ、 又 蒲 生 系圖に 「賢秀 の 母は 馬瀨 
山城 守の 女」 と。 又 佐々 木泰 綱、 松禪院 
建立の 時、 馬 測 左衞 門を 奉行と すな ど载 
せたり。 而 して 佐々 木 七隊の 一に 馬 淵 氏 
見え、 猶 ほ野洲 郡に も 馬 淵 村 ありて 馬渕 
城跡 存 し、 馬 淵 廣定の 居城と 傳へら る、 
或は 二流 あるか。 又 武鑑に 峯山京 極 藩 重 
臣馬淵 氏 見 ゆ。 

3 端 流 馬 淵 系圖に 「宇多 天皇 十代 佐々 
木定 綱の 五男 馬 湖 五郎 左衞 門尉廣 長の 嫡 
流 •馬 測 丹 後 守實冬 。重 綱 (因幡 半、 馬 
凋 源 太〕。 冬 綱 (天 正 元年 八月 二十 九日、 
父子と も 討死、 源 太)。 宗甫 (馬 潮 孫左衞 
門、端と改む>加藤淸正伯母聱、淸正* 
始め 江 州、 佐々 木 義康小 處從也 。義康 の 
歿後、 秀吉に 仕 ふ。 宗甫 。慶長 十三 年 ニ 
H 二十日 卒 、六十 五 歳、 葬 五本寺。 馬 淵 
左 近 右衞門 •住 伏 見。 支收 •馬渕 孫 五耶、 

マフ チ 


佐々 木 義康小 性に 如き、 慶長四 年 正月 ニ 
十四日 死、 三十 四 止る。 重 時 •端但 馬 守、 
近 衞信尋 公 •藤 性 (姓〕 を 賜 ふ、 大鼓 名人、 
承應ニ 年卒 。易 重 •端 伊豆守、 始め 近衞 
信尋 公に 仕へ、 後 小 鞍を 以て 出 羽 守 直 政 

公に 仕へ、 二百 石、 慶 安二 年 死、 子孫 代 
々雲 州 公に 在り。 ニ 男 平 左 衞門正 重 •田 
中 周吉と 改め、 大和 守直矩 公に 仕 ふ。 三 
男 端 左 兵 衞尉信 重 •大和 守 直 基 公に 仕へ、 
百 五十石。 四 女は 野條久 左衞門 妻。 重 賴* 
瑞四郞 右衞 門、 小皲 名人。 球 岩 •妙 心 寺 
內 雜花院 。支 泉 •醫師 法眼。 女子 •東 本 
頭>臣 松 井 外 記 室。 女子 •窪 宗右衞 門 室。 
女子 •端 信 重 室。 近衞 殿諸大 夫に 子孫 ぁ 
り、 端 氏 合た なべ 氏と いふ 0 」 

■添書に 「馬 淵 丹 後守實 冬の ニ 男 彌左衞 門 
尉 •江 州 大亂の 後、 洛に 住み •日 端宗甫 
と改 む、 子孫 繁昌して、 今 先祖 連綿の 名 
を， S ら ざるに 依り、 二三 世を 揚げ、 以つ 
て先祖の統を繼がんと欲す。*之に依リて、 
當家 累代の 記録を， 考へ て、 書き 與ふる 者 
也。 仍って 後 證の爲 件の 如し。 寬文 十三 
年 九月 如意 寶珠 日、 佐 佐 貴 管領 氏鄕在 判、 
端 一家 衆 中」 と。 

4 幕臣 第一 項の 裔と云 ふ、 r 傳次郞 政治 


(傳榮 、猿樂 者、 四百 俵) 卜 新藏 正詮」 等 

見 ゆ。 

5 淸和 源氏 佐 竹 氏族 常陸國 太田鄕 馬 淵 
邑 ょり 起り。 佐 竹 行義の 子景義 、馬 淵を 
稱 すと。 諸家 系 圖纂に 【行 義 —( 高 久) 景 
義 (馬 淵 小三郞 、住 高久 、後 住 野 ロ、 又號 
'馬 淵但馬 守〕 丨義有 (式部 大夫 〕」 と 載す、 
高久 、野 ロ 等の 條參 照。 

6 淸和 源氏 武田 氏族 又 間 淵に 作る。 武 
# 田 系圖に 「武田 信 光の 子 信 基 (間 淵 九郎 )」 
と 載せ、 諸家 系圖纂 には 馬 淵 九 部と あり。 
又 中興 系圖に 「間 淵 •淸 和、 武田 伊豆守 
信 光の 男 岩 崎 九郞信 基 •之を 稱 す、 馬 淵 
とも」 と 見 ゆ。 天 文中、 曲 淵莊左 衞門吉 
景 、その子 彥 助正吉 、縫 殿 左衛門 吉淸等 
あり。 紋橫 木瓜。 曲 婣條參 照。 

7 同上 布施 氏族 一本 武田 系圖 、及び 諸 
家系 圖纂に 「安藝 守 信 淸丨右 馬頭 信 澄— 
信 茂 (號馬 淵彌七 郎〕 丨信俊 (號馬 湄)」 と 
あり、 子孫 •多實 、岡 等の 條を 見ょ。 

8 雜载 その他、 加 貿藩給 帳に 「二百 三 
拾 石 (三 巴〕 馬湄辰 五郎、 百 五十石 (同〕 馬 
淵 順 八」 を载 せ、 又 京都の 俳人に 馬淵宗 
畔 (宗 伴、 重 次) あり、 貞德門 也。 その 
，他、 武藏 、美 濃、 尾 張、 山城、 攝津 、筑 

電七 


マフ チ 


マフ チ 


マ ブチ 一 ^ マ 


マへ H タ —— マへ 力 ハ 


マへ 力 


荬七八 


前 等に 存 す。 

間 淵. マ プチ 前條 氏に 併せ 云へ り。 

眞淵 マ プチ 阿 州 將裔 記に 「但州 出 石の 
住人 眞淵 伊豆守 忠元 •親は 出 石 刑 部と いふ 
者 也」 と。 

眞藤 マフ チ シソ ドウ 條を 見よ。 

間 藤 マフ チ備前 等に 此の 氏存 す。 

S 具 船 マ フネ 伊貿 、上總 、岩 代 等に 此の 
地名 あり。 

1 淸和 源氏 伊 賈國の 名 族に して、 源 三 
位 賴政の 裔と云 ふ。 島 ケ原條 を 見よ。 

2 磐 城 岩 代の 眞船氏 白 河 郡に 眞船邑 あ 
り。 又 會津風 土 記、 安積 郡 赤津村 「詉訪 
神社 神職 眞船奧 守。 其の 先は 上野 國 より 
来り、 慶長中 神職と なり、 數代 を經 て、 
享保 中に 伊豫 義彥と 云 ふ 者 あり、 今の 奥 
守義 春が 四 代の 祖なり J と。 岩瀨郡 等に 
も存 す。 

0 マへ  サキ、 せ ン等 の條を 見よ。 又 蔭 
摩圖田 帳に 「名主 前內 舍人康 友」 あり。 

^ 則 納 マへ イレ 正訓 不明、 武藏に 此の 氏 
あリ 0 

置 ハ 部 マべ マナべ 條を 見よ。 又讚岐 ic 木 
太眞 部、 上の 村 真 部、 守 政の 眞！^ あ 
香 西條參 照。 


一 SS- 


前 枝 マへ H ダ 

51 0U 岡 マへ ヲカ 相 摸に 此の 地名 あり。 又 
親鸞 門侣交 名に 前 岡 •見ゆ 0 

前賀マ へ ガ 

前 垣 マへ ガキ 因幡 國小 代庄の 名 族に 見 
ゆ、 山 本條參 照。 

:一则 川 マへ ガハ 若狹に 前川庄 あり、 その 
他、 相 摸、 陸 前、 羽 前、 肥 後 等に 此の 地名 
存す。 ■ . 

.1 財 田 朝臣 姓 備前國 上 道 郡 財 村の 名 族 
也、 タカラ ダ、 サィシ H 等の 條を見 ょ。 
2 赤松 氏族 赤松 氏の 族、 福 田 三 郞景行 
(揺 磨 赤穗郡 矢 野 庄福田 山城 主) の 後裔に 
て、 貧の 子 村 上 民 部左衞 門尉廣 常を 祖と 
す。 福 田 三部 景行 は播磨 守則景 S 旗 城 
主) の 男、 上 月次 郞景盛 (佐 用 郡 上 月 城 
主) の 子孫に て、 兵 庫 頭 盛 家の 子な り。 
嘉吉元 辛 酉年 九月 十日、 京師に て 兄廣山 
五郎景則(揖東郡廣山庄中井城主)と夹 
，に 射 死せ リ 。時に 嫡子 民 部、 僅かに 五 歳、 
I 母方の 叔父 加 庄左衞 門 尉廣久 (赤松 則景 
の 男 間 島 太 郞景能 後裔) に 養育せられ、 
長 じて 村 上 民 部左衞 門尉廣 常と 稱 す、 室 
は廣久の女類子なり。文氬ニ壬戌年九月 
朔日卒 、行年 六十 六、 法虢弘 常 院殿正 岩 


道統 大禪定 門。 その 略 系に 「初代 廣常 (村 
上 民 部、 左衞門 尉。 父 福 田 三 耶景行 •嘉 
吉亂 討死 後、 母方の 叔父 加庄友 衞 門尉廣 
久に 養は る。 長 尾 山麓に 住し、 後 鵲巢山 
に 移り、 村 上 氏を 稱 す〕— ニ 代廣長 (村 上 

九郎 右衞 門〕— 三代 廣長 (村 上八郞 右衞 
門。 その 弟廣 重は 村 上 九郞大 夫と 云 ふ〕 
丨四代 良 安 (村 上九郎 右衞 門。 その 弟廣， 
雄は 源 四 郞と云 ふ)— 五代 良 道 (前 川 新 
右衞 門、 邸 前に 川 有り、 時人 前 川 殿と 呼 
ぶ。 因て 自ら 氏と 爲 す：}— 六 代 良季 (八郎 
右衞 門)— 七 代 道 可 (新 右衞 門〕— 八 代 良 
勝 (新 右衞門 、江 西 山隨岐 寺 再建祖 爲檀 
頭〕— I 


o 1 2 3 

丨 道 林-良 廣 —寬昌 丨良譽 丨良喬 I 

9 新右衡門茳右萑門斩右衝門断右衡門 

丨良政 h 良 安 -完 任-良 完 I 良以 

ff 右 ® P5 | 

厂 良 則 丨-良 兼 

丨良金 

— 良 可-良 淸 -良榮 -T- 良 恭-良 倫-良 稠 

I 良澤 -良辂 -良芳 
丨良久-元良-良定|良有|良隆-興良 _| 

L 良活 


4 6 

丨良 幹丨良 直® 十 K 

蒱 太夫 


霣前 川 
^ 良 寿 子 

5 7 8 9 

—良壽 — 良 邦 — 良質 — 良 高 

蒱 五郎 新 右 倚 門 新 右衛門 新 右衛門 

家紋 左 三 巴 •井筒 內七寶 梅 鉢。 

播磨赤 穗の舊 家 前 川 氏は、 領主 淺野 家、 
森家ょりも更に古く、代々里正として土 
地の開發上、殖產上功績多かりし家にて、 
現に 前 川 氏 遠祖 頌德表 •建設され 在り、 
大部なる 系譜、 並に 数多の 赤穗 義士 眞跡 
等を 所藏 せりと (太 田景靜 氏〕。 

3 淸 原姓淸 家系 圖に 「岩 城 三 郞武衡 丨 
八 郎兵衞 尉武通 L 重 俊 (號前 川)」 と 見 ゆ。 
4 丹 波の 前 川 氏 信 州 前 川ょり 起る。 藤 
原 か。 又 氷 上 郡の 名 族に 在 y て、 丹 波 志に 
「前 川 氏 •子孫 石 生 村。 先祖 播州ょり 出づ。 
今 前 川次郞 九郞 、持 高 八 百 石 地頭 三田領 」 

と 見 ゆ。 

5 攝津の 前 川 氏 三 島 郡 西 面 村の 名 族 前 
川 良 長は 東 仙 寺を 創立す。 又 浪花の 彫刻 
師に前 川 利 渉 あり、 虛 舟と 號す 。その他 
多し。 

6 淸和塬 氏 近 江の 名 族に して、 前 川 直 
之 助 氏 日 ふ 「前 川の 祖先は 源 賴義の 次男 
加 茂 次 郎義 綱の 後に して、 本國 越後より、 
某 年 近 江 國東淺 井 郡 川 道 村に 移り、 京都 


の 前 川は 享保十 年 前記 川 道ょ 0 移住し、 
七 代 目の 當主批 續 す。 舊幕 時代には 總割 
符 年寄に て、 相當 の顏觸 なり、 家紋 橫木 
瓜」、 と。  ， 

7 藤 原 姓 江戶 幕臣に 在り。 家紋 左 三 巴、 
糸 輪に 釕拔 。寬政 系譜に 「もと 保 見 氏、 

巴三郞 雄壽 (主 德 、法眼、 奥醫 )」 ょり 系 
あり 0 

8 雜载 その他、： 一中 礪波 郡の 名 族、 ま 
た 島津家 儒者に 前 川爲善 (爲 仙、 朝鮮人)、 
大村 藩に も存 し、 蜂 須賀藩 創業 文武 有功 
の士に 見え、 伊勢、 志 摩、 甲裴 、武藏 等 
にも 存 し、 又 京都の 衋家に 前 川良顯 (雪 
旦) 、俳人に 前 川 由 平 ( 自 入) あり。 

前 北 マへ ギタ-  、 , 

I 刖葡野 マへ クサ メ豐 前に 前 蒭野庄 あ 

仏则ロ  マへ グチ尾 張の 豪族に して、 良 峰 
氏の 族、 良 峰 系圖に 「成 镌大夫 長季の .子 眞遠 
(前 ロ三郞 )」 と 見 ゆ、 子孫は 和 田、 成 海、 
前部、小ロ"模社等の條を見ょ。 

M RIIJ 坂 マへ サカ 紀伊國 の 名 族、 續風土 記 
に 「那賀 郡 中津川 村 前 鬼。 役の 行者 葛 城 山 
を 開きし 時、 斧を 執りて 前行せ し 者 五 人を 
前 鬼と いふ。 當吋に 住む、 前 坂 主 殿、 龜岡 


式部、西野主馬、中井左京、中川怛馬.こ 
れな り」 と。 又 武藏に 存 す。 

前 崎 マへ ザキ 

前澤 マへ ザハ 武藏 、陸 中等に 此の 地名 
あり o' 

1 淸和塬 氏片桐 氏族 信 濃 發祥の 豪族に 
して、 尊卑 分脈に 「滿快 五世の 孫 •片切 
兵 庫 助 爲行丨 七 郞爲 遠丨ニ 郎長淸 — 盛 友 
(前澤 源 三〕 j と 載せたり。 家紋 九曜 C 
2 常 陸の 前 澤氏國 井 氏 日 ふ 「利 員 城 (金 
砂 村 上 利 員 力、 金鄕村 下、 中 利 員 力)、 石 
突 石 見守 良 通、 佐竹義 治の 三男 義武 (山 
根三郞 〕 後に 久米 城主と なり、 其の 臣前 
澤九 部次郞 の 子孫 繼 ぐ、 慶長七 年、 佐 竹 
義宣に 從ひ羽 州に 移り 廢 す」 と。 

3 雜载 その他 武藏 等に も存 す。 

00. マへ シナ サキ シナ 和名 抄 、信 濃 
國 安曇 郡に 前 社鄕を 敗む* 高山 寺 本には 前 
科に 作る。 

乂则 島. マへ ジマ 三 河、 駿 河、 武藏 、上總 
等に 此の 地名 あり。 

1 淸和 源氏 今 川 氏族 駿河國 志 太 郡 前 島 
邑 より 起り、 今 川 國範曾 孫 氏 國を祖 とす。 
,2 . 藤 原 姓 甲斐の 名 族に して 家紋 擬寶珠 
具" 角に 引 違。 幕臣に も あ*' て寬政 系譜 


マへ 力 ハ マへ キタ.. _ マへ サカ  マへ サキ マへ シマ 荬七九 


マへ シマ —— マ 《タ 


■5 C タ 


マへ タ 
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に 「武 田勝賴 家臣 前 島 又ニ郎 (後家 康に 
仕へ 武藏 五百石)— 十三 郎重 正」 と。 子孫 
七 百 五十石を 頜す。 

3 武藏の 前 島 氏 當國に 多く" 人間 郡 入 
曾十ニ衆に前島門太伊ぁり。又高麗文書 
に 前 島 平 次 左衞門 •見 ゆ。 

4 源 姓寬政 系譜に 「家紋 抱澤瀉 。小 左 
衞門政 明 (寶永 御家人〕— 勘左衞 門豐忠 J 
以下 系 ぁ 90 

5 雜载 その他、 紀伊國 在 田 郡 遠 井村の 
地士に 前 鳥 宅次郎 •續 風土記に 見え、 又 
明治に 前 島密ぁ 9、 邦家に 盡す所 甚だ 大、 
ょ 0 て 男爵を 授けら る。 その 嗣を 前島彌 
と 云 ふ。 又 美 作 代官に 前 島 小 左衞門 •見 
え、 信 濃、 三 河、 尾 張、 攝津 等に 存す。 

前 園 マへ ゾメ 

前 田 マへ ダ 尾 張、 常 陸、 岩 代、 陸 前、 羽 後 

丹 波、 讚岐 、蔭 摩、 大隅 等に 此の 地名 ぁり。 

1 前 田臣筑 前の 古名 族に して，、 齊衡ニ 
年 十一月 耙に 「筑 前國 奏して 言 ふ、 上座 
郡大頜 外 從七位 上前 田 臣市成 •郡を 理め 
て 年久しく、 善政 •日に 聞え、 百姓 •聲 
を 同じう して、 之を 不 煩と 謂 ふ。 假從五 
位下を 請 ふ。 効を 積み 眞と爲 す、 之に 從 
ふ」 と载せ た*'。 その 臣姓な るより 見れ 


ば、 恐らく 皇別 姓と 考へ られ 、或は 筑紫 
國造 安倍 氏と 同族 かと 思は る。 郡 大領た 
れば 也。 

2 橘 姓攝津 國西須 磨の 名 族に して、 神 
功 皇后 御征韓 Q 頃ょり 子孫 連綿と して 績 
くと 云 ひ、 又天應 の 頃ょり 續け りと 傳 ふ。 
前 田左衞 門なる 襲名 •六 代に 及び^: 十 
郎の稱 •十餘 代に 至る。 凡そ 六十 代も續 
き、 管 公 左遷の 際、 慰め 申せし 驛 長橘季 
祐も 此の 家人に して、 又 太閤 時代に 前 田 
又三郞 なる 者 ありたり とぞ 。又杜 若に て 
名高し。 

3 大和の 前 田 氏吉野 郡の 名 族に 存リ、 

十 律 川 鄕鎗役 由緒 書に 「風屋 村 前 田彌右 
衞 門」 を 载せ 、幕末 明治に 前 田隆禮 あり、 
勤王の 士にて 後 陸軍 中將 たり。 

4 菅原姓 高 辻 家 流寬政 系譜に 「(高 辻〕 
中納 言長雅 —參議 遂長丨 侍従長 純— 大納 
言豐長 (初 良 長〕— 式部 權大輔 長 量— 左少 
辨長春 (前 田祖 、信 濃 守、 從四 上〕」 と 載 
せ、 家譜に 「長泰 (初 正 長、 賢 長、 伊豆 
守、 信 濃 守、 左少將 。高 辻 式部 大輔長 量 
の ニ 男、 幕府に 仕へ 高 家、 ■千 石‘〕— 伊豆 
守 長 敦丨同 長禧 (信 濃 守〕— 長 行」 と 見 
ゅ、家紋劎梅鉢、斧菊、三階松。 


前 田 S 营 原長英 


又 五條 家 末流と 云 ふ もの あ 9、 浪左衞 門 
安直 (延寶 御家人〕、 家紋 梅 鉢 r ° 又 蛇 目の 
もの も 見 ゆ。 

5 藤 原 北 家 押 小路 流 押 小路 大納言 公 音 
の ニ 男 出 雲 守 支 長 (隱岐 守、 侍從 、左少 
將〕 •元 祿 十五 年、 江戶 幕府に 仕へ、 前 田 
を稱 す。 高 家、 千 四百 石。 その 男 「出 羽 
守 房 長— 隱岐守 淸長丨 帶刀珍 長— 繁之助 
县皓」 にして 家紋 劎六 丁字、 唐 鳩 酸 草 0 


前 田繁之 助 藤 原長皓 
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藤 原 姓 その他、 幕臣に 「近衞 家臣 前 
田 勘 解 由 政 直— 三 郎兵衞 政 房 (寶永 御 家 
人)、 家紋 十 枚 重 檜 扇、 三階 松」。 「前 田與 
右衞門 光吉 (了 益〕— 勝 之 丞光淸 、家紋 丸 
に 井桁、 劎 花菱、 丸に 四 目 結」 等 あり。 

丸 子 姓 熊 野新宮 宇井 判官 兼 純の 後裔 
民 部 重 次 •伊勢 國安濃 郡 前 田 村に 住し、 
此の 氏を 稱 すと。 寬永 系圖に は 「初め 宇 
井、 後 伊勢 前 田、 又 丸 子の 姓と 稱 す」 と C 
織 田 信 雄 家臣 「前 田 五 右衞門 安久 (後家 


康 に 屬 す〕— 萬五郞 定 勝、 弟 五 左 衞門定 
’良丨 五 左衞門 定時」 にして、 家紋 丸に 丸 文 
字、 下 稍 打 違の 内に 丸 文字、 稻穗 丸に 丸 文 
字 等。 所領 五 百 七十 石、 百 五十石、 千 石、、 
四百 石、 三百 石、 五百石 等の 數家 ぁり。 
又 中興 系圖に 「前 田 •丸 子 姓 •本國 伊勢」 
と 見 ゆ。 

8 伊勢 穗積姓 前項と 同族な れど 、稼 積 
系圖 には 「鈴 木ニ郞 右 衞門佐 m 基— 三郞 
兵 衞基義 丨太郞 信 氏 (尾 州 鞠 子祖〕 — 郡 司 
信 基 C 勢 州 前 田祖) 」 と ぁり。 第三 十七， 項 
參 照。 又穗 積條參 照。 

9 伊勢の 前 田 氏 前 ニ項參 照。 蟹 江 城 守 
に 前 田 與十郞 種 利 ぁり， 佐 久間正 勝が 母 
方の 叔父に して 織 田 信 雄 家臣 也。 瀧 川、 

九 鬼、 佐久 間、 富 田 等の 條を 見ょ。 又關 
長 門 守 侍 帳に 「百 五十石 前 田 兵左衞 門」 
など， あり o 

10 . 利 仁 流 藤 原 姓 美濃國 安八 郡 前 田邑ょ 
り 起る。 「齋藤 齋宮頭 叙 用の 裔 •爲賴 の 後、 
齋藤 伊豫 房 主 基の 孫を 前 田 孫四郞 利 世と 
云 ふ」 と 見え、 又 「叙 用の 後裔 彥九 郞季 
基、 安八 郡 前 田に ぁ 0 て家號 とす、 その 
子孫 左 近 將監基 光 •これ 德善 院主 以の父 

•dl l と あり。 


中興系圖には「前田 * 滕*本國越前、齋藤 
伊豫守支基の男右衞門尉季基*之を稱す」 
と. 載せ、 藩 翰譜に は 「前 田は 利. 仁將 軍の 
後胤、 鎌 倉の 時、 六 波羅の 沙汰 人齋藤 伊豫 
入道 主 基が 末流に て、 藤氏た るに やと 一 IT 
ふ。 され ど 武家 補任を 見る に、 此の 別れ 
营原のょし見えたれば、それに從ふ」と 
云 ひ、 頭注には 「利 仁 流の 藤氏 也。 美 濃 
安八 郡 前 田の 住人」 と。 支 以の 事は 第 十二 
項を 見ょ。 又 織 田秀信 家臣に 前 田 牛左衞 
門 等 あり。 

11 尾 州 菅姓前 田 支以 系圖に 「管 原道眞 
丨淳茂 (從 五位 下、 右 中 辨〕— 在躬 (從 五位 
下、 式部 少辦〕 丨輔正 (正三位、 參議〕 丨 
爲紀 (刑 部 大輔〕 丨忠貞 (肥 前 守、 尾張國 
前 田に 住す〕— 仲 章 (前 田 尾 張 守)— 仲國 
(蔵人〕— 仲 房 (太郞 )— 仲 行 ( 官兵衞 )— 
行忠 (又 左衞 門〕 丨忠房 (又 三部〕 丨忠光 
(又 五 1 郎) 丨 忠後(又八郞〕 丨 仲 俊 (又 七 
郞〕 丨 忠隣 (又 五郞〕 I 忠親 (又 次 IP ) 丨 忠 

#• ( 又 兵衞〕 —忠光 (又 左衞 門〕 丨仲光 (又 
四郞) — | 


丨； 1:1^ 前 田大學 頃、 大納言 利 家ノ趄 

丨仲利 一 ~ 保廣 — ml 保 丨 忠 重- 丨忠廣 - 


八 郞右衞 8 ::芡三郎 又 次 郞 次 郎左衞 門三郎 石衛門 


前田德 善 院许即 卩 
®' 石 見守 

丨 ® 利 羽 荣左近 太夫 
—泰重前田出雲守 
前 田但馬 

—•一^一一^前田太邸左衞 ^ 

と C 武藤 敬次郎 氏〕。 

12 龜山侯 主以の 後に して、 寬政 系譜に 
「主以 •法 印、 僧正、 德善院 、今の 呈譜に 
孫 十郞基 勝、 剃髪 半夢齋 、民 部 卿、 天文 
八 年* 美 濃に 生る」 と 載せ、 又宗 向と も 
云へ りと。 秀士 ロに 仕へ、 丹 波 龜山五 萬 石 
を領 し、 五 奉行の 一也。 其の 子 •長男 左 
近將 監秀以 (智 勝、 半右衞 門〕 •早世し、 
次男 主 膳 正 茂 勝 C 彥四郞 ) •狂 氣 して 領土 

沒 取。 家紋 花 橘、 瞿麥 、五 七 桐。 又 支以 
の 三男 「半 右 衞門正 勝 (半 十郞 、信 勝。 
千 石〕— 半 右 衞門正 信 (正 勝、 千 ニ 百 石) 
丨安藝 守 直 勝 (支 勝、 成 勝、 左太郞 、鐵 
舟、 ニ 千 ニ 百 石、 寄 合〕— 半右衞 門勝識 J 
と 見 ゆ。 

その 略歷は 藩 翰譜に 「前 田 主 膳 正 菅原茂 
勝は 德善 院主 以 法 印が 男 也 (頭註に 主 膳 
正 茂 勝 •原書 宗 利と あるは 誤。 主 以法印 • 


マへ タ 


マへ タ 


マへ タ 


袤 八 一 
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俗名は 基 勝* 孫十郞 とい ひしと ぞ 。或る 
書に 名は 宗 向と。 又 生 國は尾 張に て、 幼 
時秀吉 公と 親し かりし と 云 ふ もい か ^ 〕。 
法 印 初め 山 法師に て 候 ひしが、 三位 中將 
平信 忠痛に 召 仕 はれ、 双な ききり 者に て 
候 ひけり。 三位 中將殿 •明智 がた めに 失 
はれ 給 ふ 時、 支 以を 召し、 汝いか にもし 
て此 所を 遁れ 出で、 三 法師を よきに 守り 
育て、 父祖の 仇を 報ぜし めよ。 信忠 に從 
ひて 討死した らんより、 功は 百倍すべき 
者を と、 御 跡の 事共 仰せ 置れ て、 安土の 
城に 歸 された リ 。此人 •元よ リ止觀 の 窓 
に 入って 圓頓の 敎に從 ひ、 殊に 當時 有職 
の 聞え ありし かば、 豐臣 太閤 •天下 知 召 
されし 初め、 彼の 家の 奉行 五 人の-上 首と 
して、 丹 波の 國八 上の 城を 賜る、 C 五 萬 
石〕。 襃長五 年の 秋、 東西の 軍 一時に 起 
る。 支 以が男 主 膳 正 茂 勝は、 大 坂の 催促 
に 隨ひ 、丹 波但 馬の 人々' と 同じく、 丹 後 
の國に 向って 細 川が 城を 攻 む。 關が 原の 
軍 終って 後、 別の 義を 以て 茂 勝 本領を 安 
堵 す。 同き 十三 年 六月、 茂 勝 •忽 に 心 狂 
し、 宗徒の 家人 等を 切て 捨て、 所領を 召 
放さる (支以 は 慶長七 年 五月七日 卒 、年 
六十 四 歳。 茂 勝は 隱岐 に徙 し、 元 和 七 年 


マへ タ 


四十 歳に て 配所に 死す〕。 

武家 補任を 按ずる に、 前 田 安藝 守 直 勝は 
德善院 が 孫の よし 見えたり。 直 勝が 父を 
ば 半 右衞門 尉と 云 ひしと なり、 半 右衞門 
尉 は 半 ,+ lr とも 見えたり」 と。 

13 前 田臣姓 尾張國 愛知 郡 一 揚莊荒 子 村 
の 豪族 也。 この 邑は海 部 郡 前 田 村に 近く、 
諸家 系圖纂 所載 前 田 系圖に も 「海 部 郡笳 
子 城主」 と 見 ゆ。 蓋し 古く 前 田 村より 起 
りしや想像するに難からず。 

この 流は 寬永 系圖に 「右大臣 道眞 •太宰 
權帥 に遷 り、 筑紫 にあ 9 て ニ子を 儲く、 
兄を前田と稱し、-弟を原田といふ。その 
後 前 田 某 •尾 張國に 移リ 住す」 と。 其の 
事 •因より 傳說に 過ぎ じと 思は るれ ど、 
其の 筑 前前 田 氏と 云 ふより 考ふれ ば、 第 
一項 前 田臣の 後裔 か。 

14 美作营 家說 前項 氏は 一に 云 ふ 「道眞 
の男高規六毋の孫知善*美作に下向し、 
子孫 榮ゆ 、これ 美 作 营原家 也。 其の 十一. 
世の 孫佐廣 r 尾 張 海 東 郡に 住す。 曾孫 仲 
利 •美 濃 前 田 氏 利 倫の 女を 娶リ 、其の 氏 
を冒す」と。菅原條參照 -0 

15 营姓原 田氏說 第 十三 項參 照。 又" 一 本 
营原氏 系圖に 「道 寘— 淳茂丨 .在鈣 —輔正 
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忠貞 (原 田 肥 前 守〕— 安明 (式部 少丞) 、弟 
仲韋 (從 五位 下、 尾 張 守)— 仲 房 (前 田 右 
京大 夫)」 と 見 ゆ。  • 

又 藩 翰譜に 「系 圖を考 ふるに、 藏 人利昌 
•か 頜 せし 荒 子の 地 •前 田と い ム 所を 去る 
事、 僅に 十 町と 載せら る。 然か れ对 住せ 
し 所に* 依って、 かくは 名のりし なり。 或 
人 日く、 菅 家の 御 裔 •筑紫 太宰府の 营廟 
の 邊リ前 田と いふ 所に 住す。 これ 筑紫前 
田の 因って 出で し 所な り。 其の 子孫 •尾 
張！！ に 移るな りと いふ J と载 せ、 又 中興 
'系圖 に 「前 田 •营 原、 本國尾 張、 モン 梅 
鉢、 原 田 肥 前 守 忠貞の 男 尾 張守忠 草 •之 
を稱 す」 と あり。 

16 齋藤 流說利 家の 家は 一說齋 藤氏の 族 
前 田 氏な りと 云 ふ、 第 十項參 照。 藩翰譜 
に 「又 或 人 日く、 然は ぁら じ。 前 田 •元 
は 藤氏なる べし。 左大臣 藤 原 魚 名の 末葉、 
此陸道 七國 の押領 使、 越 前の 追 捕 使齋藤 
權介爲 箱が 後、 六 波羅の 奉行 人齋藤 伊豫 
房 春 基が 孫、 前 田 孫四郞 利 世が 孫に ぁら 
ず や。 春 基が 事' •大平 記 等に 見えたり と 
* いふ。 家に 傳へぬ 事 •外ょり 論ずべき に 
あらず」 と o 

又百莖 根に 「齋 藤氏は 利仁將 軍の 後裔に 
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$ 
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五千石 


丨知好 
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,3 
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ー丨 女子 
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乘驛守 
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丨利 孝- 
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て 藤 原 姓な り。 然るに 营神 の靈を 尊敬し 
て、 一族' の 住 地には 天神 社を 勸 請す。 そ 
の 紋に梅 鉢を 用 ひ來リ しも 故 あるなる ベ 
し 0 掘" 前 田な ど' の 家々 に、 此の 紋を付 
くる も、 齋藤が 一家 親族な 0 し 故と ぞ 0 
然るを 此 等の 氏人を 菅原 姓と する は" 後 
世の 誤りなる よし」 しるせり。 (新 編 志〕 
齋藤條 ニ 四 六 三頁參 照。 

以上の 如く 說多 けれど、 其の 筑 前前 田 氏 
と 云 ふより 考ふれ ば、 古代 前 田 臣と關 係 
あるや想像するに難からず。而して臣姓 
なる より 見て 皇別 姓と すべき か。 され ど 
暫く 舊說に 從ふ べし。 

17 加貿侯 系圖前 田系圖 \ 「管 原、 家紋 
梅輪內 、秀吉 Q 時、 菊と 桐と を 賜 ふ。 利 
昌 (藏 人、 尾 州 海 東 郡 荒 子 城主)— 利 家 
(又 左衞 門、 生國尾 張〕、 弟利久 (蔵人)、 
弟 利 支 C 三 右衞 門)、， 弟 安 勝 (五郞兵衞)、 
弟 良 之 (藤 八、 佐 脇 氏の 子と 爲る〕 、弟季 

繼 (右近〕、 妹 (高 畠 石 見守 定吉 室〕、 弟 利 
長 (本名 利 勝、 羽柴肥 前 守、 信 長の 女を 
娶 りて 妻と 爲す〕 、弟 利 政 (羽 柴孫四 郎、 
能 登 守、 侍從〕 、弟 知 好 (修理 亮) 、弟 利 
孝 (大和 守、 初 名 孫八郞 。元 和 ニ 年 領一萬 
石)、 弟利貞 ( 備前 守)、. 妹 (前 田 對馬守 長 


種 室)、 妹 (中 川 武藏守 光重 室、 剃髪 號宗 
伴〕、 妹 (宇喜多 中納言 三 宅秀家 室)、 妓 
(秀吉 妾、 後 嫁 萬 里 小路 大納言 光房 卿、 加 
賀 殿と 稱す) 、妹 (淺野 紀伊守 幸 長 室、 早 
世)、 妹 (細 川與 一郎 忠隆 室)。 

次に 利 家の 子 利 常 (本名 利 光、 筑前 守、 
後號肥 前 守、 實は利 家の 四 EfT 利 長子 無 
し、 故に 家督を 繼ぐ〕 I 光高 (母 秀忠公 
女、 筑前 守〕、 弟 利 次 (淡 路 守、， 母 同、 寬 
永 八 年 十二月 二十 七日、 任 侍従〕、 弟 利 治 
(飛驛 守、 母 同、 寬永 十一 年 十二月 五日、 
叙從四 位下〕、 妹 (森 右近 大夫 忠廣 室〕、 妹 
(松 平 安藝 守 室/妹 C 八 條智忠 親王 室〕、 妹 
(早 性)、 母 皆 同じ。 次に 光高の 男 綱 利 (綱 
紀と更 む、 童 名 犬 千代、 正 四 位下、 右近 
衞 權中將 、加貿 守〕」 と。  ' 

: 又寬政 系譜、 及び 武鑑に 「利 隆 C 主 膳 正、 
寬永 系圖に なし。 海 東 郡范 子邑 領主) 1 
利昌 (利 春、 藏 人、 後 縫 殿 介、'  荒 子 城主、 
ニ 千 貫、 永 祿三七 死、 道 機)—- 
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又 「藏人 利 昌—左 馬 允、 弟 利 家」 と 見 ゆ。 
18 略歷藩 翰譜に 「前 田 (後 賜 松 平) 中 
納言菅 原 利 長は、 大納言 利 家の 男な り。 
利 家の 父 前田藏 人利昌 •尾 張の 國海東 郡 
荒 子の 城を 頜す (七 千 石と 云 ふ、 家 記に 
.ニ 千餘 貫〕。 男子 凡そ 六 人、 利 家は 第 四 a 
男 (系 圖には 嫡子と せり 不審)、 童 名 犬 丸、 
改めて 孫 四 部と 名のる」 と。 

又 尾 張 志に 「荒 子 城 (荒 子 村大中 脇〕 •城 
主は 前 田 又 左 衞門利 家、 其の 子 肥 前 守 利 
長 等な り」 と 云 ひ、 又 「東 起 城 (東 起 村 
の* 西) の 城主は 前 田三郎 四郎 と府志 K 
いへ る 如し」 と 0 又 下 一色 城は 下 一色 村に 
在リ 。府 志に 「土人 归 ふ、 前 田 與十郞 •之 
に居る。今河と爲りて古址悉く亡ぶ矣」 
といへ り 0 

犬 千代 利 家 •天文 七 年 尾 張國に 生る。 織 

田 氏に 仕へ て、： i 前 府中 三 萬 三千 石を 領 
し、 後秀吉 1C 從 ひて、 加 貿金澤 に 據 る。 


五 大老の 一人也。 慶長 四年薨 、大納言、 
贈從 一位。 現今 尾 山 神社に 祀られ 、別格 
官幣 社に 列 せらる。 加 賈金澤 市 西 町に 鎭 
座す。 

藩 翰譜に 「童な りしょり 織 田に 仕へ、 生 
年 十四 歳に て 軍に 從ひ 、高名を 顯は す、 
其の後* 故 ぁりて、 織 田 殿の 童坊を 斬っ 
て 逃 去 ゅぬ (童坊 •名は 十阿彌 とい ふ 0 
此の 事 十八 歳の 時と いふ。 かの 童坊 •利 家 
の 刀の ^ を盜み しょり 事 起り しとい ふ 
家 記に 永 祿ニ 年、 二十 一歳の 時と す〕。 弘 
治 ニ 年 夏 •信 長 •舎弟 武藏守 信 之と 軍 ぁ 
りし 時-利 家 •首 ニっ を 切り、 信 之の 侍 

宮井勘 兵衞 尉に. 面 射られ、 終に 宮 井が 首 
取って、 信 長の 御前に 參る 、感じ 給 ふ 事 
淺から ず。 やがて 所領の 地を 給 ひ (三百 
石、 一說に 信 長に 勧 氣ゅ るされ しは、 永 
祿四年 五月 十三 日 濃 州 森 部 合戦の 時 也と 
云 ふ〕。 舍兄藏 人 利久が 世嗣 たるべし と 仰 
せら， る (初め 利久 ••瀧 川義大 夫が 弟慶ニ 
郞を養 ひて 子と せし なり。 此の 慶ニ郎 は 
性に かくれな き 勇士な り)。 

利 家 また 改めて 又 左衞門 尉と 名のる。 永 
祿 三年、 補 迫の 合戰 に、 首 二つを 切り、 同 
四 年 森 部 合戦に 先懸 して 首を 取る、 (世に 


傳ふる 所、 信 長 記に 異なり。 信 長 記には、 
此の 時 始めて 信 長の 勘氣を 免され しと〕。 
同 八 年 九月、 近 江の 國箕 作の 城を 攻めら 
る、 利 家 •先陣。 同 十 年 赤 母 ^ を 許さる 
(信 長 記に 出づ〕 。元龜 元年 九月、 攝律國 
大ー 坂の 合戦、 味方 散々 に 打な され、 利 家 
一人 踏み 止り、 追 来る 敵を 打破り て 引返 
へす。 其の 抽賞に 所領 多く 加へ らる (初 
め 一 萬 石。 當時 天下に 傳へし 前 田が 堤の 
上の 槍、 此の 事な り〕。 天 正 三年 五月、 長篠 
の 合戰に 自ら 槍 執って 戰ひ 、右 脚に 疵を 
蒙り、 九月、 一一 前 國平 ぎ、 府中の 地を 分 
ち 給 ひ (三 萬 三千 石)、 同 九 年、 柴田 修理 亮 
勝 家に 從ひ 、初めて 一方の 大將 となって、 
越 中の 國魚津 の 城を 攻お とす。 十 年、 能 
登智石動山の敵を討亡ぼし、十ー年春、 
利 家父 子 •柴 田に 組して、 近 江 國に發 向 
し、 四月 二十 一日、 利 家 •府中の 城に 引 
返へ す。 勝家や がて 府中の 城に 落ち 来り、 
利 家父 子に 對 面し、 湯漬を 乞ぅて 喰 ひ、 
疲れざる 馬壹疋 たぶべし とて、 打乘 って 
出づ 。利 家 •道の ほど 送り 參 らせんと 打 
出づ る。 勝 家 固く 辭 し、 又 利 家を 呼 返へ 
し、 紅 殿 •羽柴 と 年頃の ょしみ あり。 け 
ふょりは勝家との盟そ棄て \ 、和殿が家 


のた め 謀り 給. へと 云 ひ 捨て、 ■北の 庄へ趣 
く。 秀吉 •續 いて* 庄を 攻め、 勝 家 •腹 
切って 死す。， 秀吉 また 利 家を 賴み で、 加 
賀の國 を 平げ、 其の 賞と して 石 川 河北 ニ 
郡を 與へ 、御山の 城を 守らす (御山は 今 
の金澤 の 城〕。  ： 

かくて 利 家 •加實 能 登の 境、 末 森と 云 ふ 
所に 城廓を 構 ふ。 佐々 內藏 助成 政、 末 森 
を 落さん とす。 利 家 やがて 後卷 し、 成 政 
も 引いて 歸 る。 幾程なくて、 能 登の 國平 
ぎぬ。 秀吉 •此の 由を 聞き、 能 登 01 十 
三 萬 三千 石) は 自ら 從へ し國 なれば、 秀 
吉が 參ら する に 及ばず、 知行 せらる 可き 
こと 勿論な リ 。其の 賞な どか 無 かるべき 
とて、 叙爵 させ、 我が 名字を も官 をも讓 
りて、 羽 柴筑前 守と 名のらせ、 子息 も 劣ら 
ぬ 人な れば 、同じく 名字を まゐら せ、 叙 
.爵 させ、 羽柴肥 前 守に なさる (今まで 孫 
四郞 •初は 利 勝と いふ)。 是 れ秀吉 の家號 
を 賜 ひし 初な り (菊 桐の 紋をも 賜 ふと 云 
ふ)。 同 十三 年の 秋 •秀吉 •佐々 を攻 降し、 
越中國 i! 一郡を 割いて、 利 家 これを 領 せん 
こと 一雨 年、 其の後は 子息 利 勝に 讓るべ 
しとて たびて けり (利 長を 初め 越 中侍從 
とい ひしは、 この 故 か)」 と。 


此の 時、 利 家の 領 する 地 •併せて 百 ニ 萬 
五千石、 竄能越 三國に 渉る。 績 本朝 通鑑、 
戌 正 十三 年 八月に 「秀吉 の 諸 軍 •外 山を 
圍み 、成 政 降服す。 秀吉 •前 田 利 家、 利 
長 等を して、 悉く 成 政の 部下 諸壘を 取ら 
L め、 園 八月 朔 、越 中ょり 師を 班へ し、 
留 る數间 、利 家 •献茶、 越 中 國を利 長に 
賜 ふ」 と。 

十六 年 春、 右少將 、十八 年 (十九 年〕 •參 
議從四 位下。 同 三年 夏、 從 三位 權中納 言、 
慶長ニ 年 三月 十一 日、 從 二位 大納言に 轉 
じ •家 司 二人 •任官す (高畠織部、中 ;11 
淸六郞 〕。 同 三年 秀吉薨 じ、 利 家を 秀賴の 
傅と 定められし. かば、 天下の 倚賴 、當世 
の權威 •並ぶ 者な し。 明 四 年 春、 豐臣家 
の 奉行 等、 此の 人の 威を 假 りて、 家康を 
失 はんと 謀り、 利 家 •家康 と 快から ず。 
幾程 もな く 病み、 家康 •大 坂の 家に 見舞 
ふ。 閏 三月 三日に 至り、 六十 ニ 歳に て薨、 
從 一位を 贈らる。  ' 

その 男 中 納言利 長は 志津が 岳、 石 動、 末 
森 等を 始め、 筑 紫、 關 東の 戰に 至る まで、 
終に 不覺を 取らず。 初め 越 中 三 郡を 賜 ひ、 
肥 前 守に 任じ、 侍從 を經 て、 慶長二 年 秋、 
參議從 四 位下、 同 三年 夏、 從 三位 中納言 


に 至る (公卿 補任)。 父の 覺 後、 加賀越 中 
の 地、 八十 一 萬 石を 領 し、. 能 登は 弟侍從 

利 被 •領 す。 此の 年、， 長 •弟 犬 千代 丸 
を世嗣 とし、 秀忠 Q 女を迎 へ、 五 年 秋、 
關原の 役、 大聖 寺 城 (山 ロ正弘 〕 を攻落 
し、 小 松 城 (丹 羽條) に 戰ひ 、弟 能 登 侍 
從利 政は 所領 沒收 、利 長 •能 登國に 加賀 
の 能 美 江 沼 ニ 郡を そへ 賜 ひ、 百 十九 萬 ニ 
千 七 百 石。 明 六 年 五月 十一 日、 養子 犬 千代 
丸 元服、 侍從 兼筑前 守、 九月、 秀忠の 女 • 
加 賀に 至る、 年 一一 一歳 也、 十九 年 五月 二十 
日、利長*越中國戶山城に薨ず、五十三 
歳、 正 二位 大納言を 贈らる。 

次代 中納言 利 常 ( 始は利 光) は 利 家が 元 和 
元年 五月の 合戰に 、■先陣して、 •首 三千 ニ 
百を 取り、 閏 六月 參議 、寬永 三年 秋、 從 
三位 權中納 言、 老後* 國を讓 りて、 小 松 
の城に住せしかば、世の人小松中納言と 
稱 す。 嫡子 筑前守 光高は 秀忠の 外孫、 寬 
永 六 年 四月 二十 三日、 十四 歳 元服、 四 位 
少將 兼筑前 守、 正 保 ニ 年 四月 五日、 年 三 
十一、 父， に 先立って 卒し、 嫡孫 犬 千. 代 丸 
•家を 繼ぎ 、百 ニ 萬 五千石 餘 、其の 外は 
二人の 叔父に 分つ。 承應 三年 正月 十二 日 
犬 千代 丸 元服、 四位少 將兼 加賀 守、 裯利 
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と稱 す。 萬 治 元年 十月 十二 日、 中納言 利， 
常 •六十 六 歳に て薨 。同閏 十二月、 網 利、 • 
中將に 任ぜら る。 この 人 •後に 耦紀 と改 
む。 學を 好み、 政を 善くす。 多く 文學の 
士を 招き、 書を 集む る 事 數萬卷 、多くは 
稀世の 珍 册 也。 又三歲 にて 世を 嗣 ぎ、 享 
保元年に至るまで國を治むる事七十餘年 
也。 梅 暾と號 す。 松 雲 公 •是れ 也。 

子孫 相繼い で (第 十七 項を 見ょ〕、 幕末、 
「齊泰 f 寰寧 丨利嗣 丨利爲 (七日 市 前 田 利 
昭五 男〕— 利 建」 にして、 加 賀金澤 百 ニ 萬 
五千石 (又 ニ 千 七 百 石) (明治 六十 三 萬 六 
千 六 百 八十 石 •賞 一 萬 五千石)。 現今 侯 
爵 。家紋 紉 梅輪內 、菊、 桐。 

金澤 

前 田 

19 富 山 侯 その 祖侍從 兼 淡 路守菅 原 利 次 
は、 中 納言利 常の ニ 男、 母は 光高に 同じ。 
寬永八 年 十二月、 十五 歳 元服 任官、 正 保 
ニ年閏 六月 六日、 越 中國富 山城、 十 萬 石。 
延寶ニ 年 七月 七日 卒 、五十 七 歳。 其の 子 
掃 部 頭利昌 ニ 年 叙爵、 同 八 年從四 
位下、 大 藏大輔 也" 後正甫 (古 錢家〕 、そ 
の 男 長 門 守 利 興— (弟) 出 雲 守 利 隆丨出 雲 
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守 利 幸— 同 利 興— 同 利 久丨同 利 謙— 淡路 
守 利 幹 (侍從 、大聖 寺 利 道 男〕— 長 門 守 利 
保 C 出 雲 守、 侍従、 ■國學 者〕— 出 雲 守 利 友 
丨( 弟〕 大藏大 輔利聲 丨稠松 利 同 (實は 本 
家— 齊泰 男〕」 にして、 越 中 富 山 十 萬 石 (明 
治 六 萬 六 千 十 石、 賞 五千石〕。 現今 伯爵 a 

富 山 
前 田 

20 大聖 寺 侯 その 祖侍從 兼 飛 驊守菅 原 利 
治は、 中納言 利 常の 三男、 母は 光高に 同 
じ。 寬永 十一 年年 十二月 十五 日 十七 歳に 
て、 從四 位下 飛驛 守に 任じ、 正 保 ニ 年閏五 
月 六日、 加賀國 大聖 寺 城 七 萬 石を 分ち 賜 
ふ。 同 三年 十二月 侍從 、萬 治 三年 四月 ニ 
十一 日卒 、四十 三 歳。 其の 子 飛 驛守利 明 • 
實 は 小 松中納 言の 末子、 童 名は 万吉丸 • 
兄の # 嗣と なり、 從五 位下 大藏少 輔 、寬 
文 元年 飛驊 守、 同 三年 從四 位下に 叙 せら 

る 0 

その 男 「飛 驛守利 直 丨備後 守利韋 (本家 
綱紀 ニ 男) 丨備後 守 利 道 (後 遠 江 守〕— 
美 作 守 利靖 (備後 守〕— (弟) 美 濃 守 利 物丨 
飛 驛守利 考丨備 後 守 利 之 ( 侍 si 河 守 
利 極-- C 弟〕 備後守 利 平 丨備後 守利義 (本 
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家 齊泰四 男)— (弟) 豐之丞 利 行 (同 五男〕 
丨飛驛 守利鬯 (同 七 男、 利益)」 にして、 
加實 大聖 寺 十 萬 石 (明治 ニ 萬 八 千 七 百 三 
十 石)、 魂 今 子爵。 

大聖 寺 

A 

前 Z 田 

21 七日 市 侯 その 祖大和 守营瘀 利 孝 (後 
利高)は、大納言利家の四男にして、上 
野 七日 市の 地 一 萬 石を 領 す。 もと 利 家の 
弟 前 田 右近 秀繼の 佾嗣 となり、 其の後、 
利家の室芳春院(高畠氏>此の人を極め 
て 愛せし かば、 連れて 閼東に 下リ 、關屉 ' 
の 軍 後、 利 長 •加 賀能 登を 領 する や、 母に 
も 一 萬 石の 城を 寄す。 時に 土方 河内 守 雄 
久は 、上野 七日 市の 地を 賜 ひしが、 土方 
は 利 長 ゅかりの 人な れば 、利 長 望みて、 土 
方が 頜と 、加 質の 地と 替へ て、 七日 市を 
ば芳春 院の領 とし、 利 孝に 傳領 すと もい 
ふ。その嫡子右近大夫利豐(利意>家を 
繼ぎ 、以下 其の 子 r 宮內少 輔利廣 —右京 
利 慶丨弟 隼 人 利英丨 大和 守利理 (贸 帶刀 
男、 又 五郎〕— 丹 後 守 利尙丨 大和 守 利 見 
丨 大和 守利以 c 大聖 寺 美 濃‘ 守 利 物 弟) 丨同 
利 和 ； (同姓 丹 後 守 三男)— 同 利豁 (同姓 出 


雲 守 利 保 男〕—. 利昭丨 利定」 にして、 上野 
七日 市 一 萬 石 (明治 ニ 千 六 百 石〕 現今 子 
爵。 

七日 市 
前 田 

22 能 州 侯 利 家の 次男 利 政 •能 登 二十 一 
萬石を頜す。三州志に「鹿島郡小丸山(所 
口村 領) 。天 正 十一 年、 秀吉 公ょり、 國 
祖 •賢 州の 石 川 河 * ニ 郡を 賜は り、 金澤 
へ 遷 城して、 當 城を ば 前 田 安 勝 君 (號五 
郞 兵衞) 、及び、 其の 男 良繼君 C 號孫 左衞 
門、 後に 播磨守 利 好と 號〕 、高 畠定吉 (織 
部)、 中 川 光重 C 淸六郞 ) をして 守らし む。 
慶長四 年、 國祖 •能 州 ロ 郡を 利 政 君に 讓 
り玉ふ。依つて利政君の居城たり。同五 
年、 東 照 大君 •能 州 利， 政 君の 領地を 沒收し 
是を瑞 龍 公に 併せ 賜 ふ 也。 此の 時、 公 • 
又良繼 君、 曁 び、 大 井久 兵衞 ( 瑞龍 公の 
薨 後、 入洛 浪士 となる を、 微妙 公 召 返し 
玉 ふと 云 ふ。 今の 大聖 寺 大井閑 進 等の 祖〕 
をして 守らし む。 同 十五 年、 良 綱 君 卒し、 
其 男 知 好 (號修理、今の前田修理の祖也> 
遺領を 全く 繼ぃで 之を 守リ 、慶長 十九 年、 
元 和 元年の 役、 知 好 出陣の 後は、 三輪 藤 


兵衞 、大 井久 兵 衞等是 を 守り、 寬永 十六 

年 ^- 廢城 となれ り J . と 見 ゆ。 

23 一族 老臣 前項、 及び 其れ 以前の 各項 
參 照。 又 三 州 志、 礪波郡 「今 石動堡 ( 宮島 
鄕 上野 村 櫻 町村)、. 天 正 十三 年 四月、 我が 
公 •今 石 動に 築城せ しめ、 津幡 城ょ リ前 
田秀繼 君と、 其の 嫡利秀 を 移し 置く。 五 
月の 初めに 神 保 安藝 守、 佐 佐 平左衞 門、 
前 野 小兵 衞 。親 部 川を 渉って、 今 石 動 城 
下へ 働く。 同年の 秋、 秀繼君 •木 舟へ 移 
り、 利秀 のみ 守る と、 長湫 略譜に 見 ゆ。 

文 祿ニ年 十二月 九日、 利秀 •當 城に 卒す」 
と 0 

又 荒 山合戰 記に 「天 正 十 年、 前 田 又左衞 
門 尉 利 家」、 末 森 記に 「利 家 卿 舎弟 前 田 五 
郞兵衞 尉， 子息 孫 左衞門 尉、 利 家 卿 舎弟 
前 田 左 近 將監」 、また 前 田 又次郞 、前 田慶 
次、 前 田 宗兵衞 尉、 前 田 右近 等 見え、 又 
創業 記に 前 田 對馬長 種、 長湫 略記に 前 田 
宗兵衞 等 ぁり C 又 利 家の 兄 利久の 男慶ニ 
郎利太 (利益) は 上 杉 氏に 仕 ふ。 又 利 家 
ニ 男 孫四郞 利 政 (七 尾 城主、 能 登 侍從〕 の 
男 三 左 衞門直 之の 子孫は 加貿の 重臣 也。 
加 實藩給 帳に (一 萬 八 千 石 (角 切 梅 鉢〕 內 
三千 百 石 與カ知 •前 田 美 作 守、. 一 萬 千 石 


(瓜內 梅 鉢) 內千石 與カ知 •前 田靜之 介、 
七 千 石 (離 角 內同〕 人 持 •內七 百 石 與カ知 • 
前 田 桃 之 介、 七 千 石 (菊 一文字〕 同 •內千 
石 與カ知 •前 田 織 江、 六 千 石 (縫 甲內〕 同 • 
內ニ千石興カ知*前田萬之助、四千石(十 
ヶ根) 同 •內千 石 與カ知 •前 田內 記、 三 
千 四百 石 (重 釘 貫〕 同 •內ニ 百 石 與カ知 •前 
田將監 •三千 石 C 六角 內梅 鉢〕 同 •前 田內 
藏之 助、 參千石 (折 藤 內桐) 同 •內 千石與 
力 知 •前 田 式部、 三千 石 (丸 內立ァ ヲィ) 
同 •內千 石 與カ知 •前 田監 物、 ニ 千 五百石 
(角 切 角內梅 鉢〕 同 •內 五百石 與カ知 •前 田 
外 記、 ニ 千 四百 五十石 (抱 茗荷) 同 •內五 
百 十 石 與カ知 •前 田 主 殿 •千 五百石 (四ッ 
俵〕 寄 合組內 •五百石 與カ知 •前 田 主馬、 
千 二十 石 (角 內ニ 引〕 內ニ百 二十 石與カ 
知 •前 田 源 五左衞 門、 千 石 (六角 內梅〕 寄 
合 組 •內 五百石 與カ知 •前 田 求 馬、 五百石 
(十六 菊內 梅〕 同 •前 田 新之丞 、五百石 (菱 
內梅〕 同』 前 田 五郎 左衞 門、 五百石 (岩 形 
內梅〕 前 田 甚太郞 、六 百 石 (丸 俵〕 前 田 小 
左衞 門、 三百 五十石 (花 七寶〕 前田彌 五 
作、 三百 石 (九 ョゥ〕 前 田 脇 五郎、 三百 石 
(花 七寶) 前 田 淸九郞 、百 五十石 (角內 ニ 
..引) 前 田 九 兵衞」 等 見 ゆ。 


マへ タ マへ タ マへ タ 卖八七 


マへ タ 


又 武鑑に 金澤 藩老沒 「前 田 土 佐 守 •長 甲 
裴 守、 本 多 安房 守、 前 田 伊勢 守、 村 井 又 
兵衞 •橫 山山 城、 奥 村 左 京、 奥 村 助右衞 
門、 本 多 勘 解 由、 津 田支蕃 、前 田圖 書、 
前 田 織 江、 前部 兵 部、 前 田 掃 部」 等を 載 
せ、 富 山 藩 老臣に 「小 幡典 膳、 近 藤 甲斐、 

瀧 川支蕃 、富 田筑 後、 村 左 兵衞」 等を、 
大聖 寺 藩には r 生 駒 源 五兵 衞 、野 ロ 兵 部、 
前 田中務 、山畸 權丞 」 等を 收 む。 又 分家 
として、 前 田 主計 利 寧、 前 田 勘 解 由 利 行 
を载 せたり。 

明治に 至り、 前 田 直行、 前 田 孝、 前 田 利 
武 (男 利 功、 富 山 分家〕 等 •男爵を 賜 ふ。 
24 氏神 营原 天神に して、 藩內 至る 地に 
祀ら る。 三 州 志、 羽咋郡 营原堡 ( 营原莊 
营原 村〕 條 「天 正 八 年、 國祖 、及び 管屋九 
右衞 門長賴 、福處 平左衞 門行淸 を、 信 長 
公 •安土ょ 9 指 下さる。 此の 時、 國祖 •营 
原 村に 居 舘し玉 ふを 以つ て、 同 十 年、 此 
所の天滿宮へ社領ニ十五石、社僧ニ週照 
坊 、成 喜坊へ 寺領ニ 十 石 寄附 ぁり。 且つ 
此の 村の 農民 行 長と 云 ふ 者に 扶持 高を 賜 
0、 今に 至れり 。其の 遺證明 也」 と。 

25 三 河の 前 田 氏 額 田 郡 阿彌陀 村の 士に 
前 田 彥左衞 門 あり。 


マへ タ 

26 甲斐の 前 田 氏都留 郡の 名 族に して、 
長者 被 官の裔 と 云 ふ。 

27 伊豆の 前 田 氏 新 島の 名家に 前 田 氏 あ 
9 て、 三 宅 記を 傳 ふ。 

28 相 摸の 前 田 氏橫須 賢の 名 族 前 田 市 右 
衞門は 約 三百 餘年 前、 武州 江戸ょり 來る。 

29 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸の 名 族に し 
て、 吉 田次郎 盛 朝の 後な り ( 大掾傳 記〕。 

30 陸 奥の 前 田 氏 律輕 年代記に 前 田 氏 見 
ゆ 0 

31 羽後の前田氏仙牝大曲の城主にし 
て、 天文の 頃、 前 田 又 左 衞門尉 道 信 あり。 
その 男 又ニ郞 利 信 (薩摩 守〕、 その 男 左 兵 
衞尉に して、 大寳寺 文書に 前 田薩摩 守を 
載せ、 永慶 軍記に 「山 北大 曲 城主 前 田 又 
左 衞門道 信は 小 野 寺 氏 幕下の 將也 。天文 
元年、 由 利の 赤 尾 律、 羽 川と 戰ひ 、流 矢 
に 當 つて 死す。 其の 子 又 二部 •天文 十 年 
由 利に 働き、 赤 尾 律、 羽 川が 館に 押 寄せ 
牛角に して 歸陣す 。是を 始めと して 每年 
羽 川、 赤 尾 津と戰 ひ、 終に 元龜 三年、 赤 
尾 津左衞 門を 討 取り、 天 正 ニ 年に、 羽 川 

. ニ 郞を討 取り、 年 來の欝 煩を 散 じたり。 
その後、 天 正 十 年に 至り、 山 北 衆 •上洛の 
隙をゃ伺ひけむ、赤尾津が1子ニ郞*羽 


マへ タ 秃 八 八 


川が 一子 金刚 丸を 大將 として、 由 利 勢， 
大 曲の 城を 攻め 落し、 前 田 兄弟は 神宮 寺 
の 城に 引取り、 後 終に 亡 減す」 と。 地名 
辭 書は、 此の 前 田 氏を 大 曲の 城主と する 
を 疑 ひ、 「仙 北、 郡大 友の 邑 主は 前 田 氏なら 
ん 。永慶 軍記に 前 田 氏を 大曲 城主と する 
は 疑惑 あり。 何とな れば 、此の 前 田 氏が、 
久 年、 赤 尾 律、 羽 川 C 由 利 郡) の郯 敵と 
戰ひ しは、 心 定 、接 比の 地に 居れば 也。 
而か も大 曲は 樹 岡、' 大 友の 東に 河水を 隔 
て、 由 利 郡の 境 上に 在らず。 然らば 前 田 
氏の 舊邑 は大友 耳、 大曲に 非ず。 且つ 前 
田 氏の 破る や、 神宮 寺を 退 保す と 云 ふ 
ものは、 大 友、 大澤 等、 河水 左岸の 地の 
由 利 人に 掠 取せられ たれば ならん」 と 0 

32 越後の 前 田 氏 彌彥社 上條の 神官に 此 
の 氏 見え、 又 長 岡の 名 族に 在り。 

33 越前の前田氏當國儒者に曇川前田潤 
あり、 菅公の 裔と云 ひ、 七星を 紋 とす。 

34 丹 波の 前 田氏大 鹿太郞 大夫 9 裔に此 
の 氏 あり、 大鹿條 を 見ょ。 又 丹波士 1 、氷 
上 郡條に 「前 田 氏 •子孫 鴨 門 村。 先祖は 
天 正 年中、 沼 村 城主 芦田 出 雲 守に 仕へ、 
落城 後、 前 田 立 慢と云 ふ」 と 載せ、 又 矢 
田 郡條に 「前 田 和 泉 (今 大槻氏 ) •子孫 前 


田 村。 下 前 田に 古 屋敷 有り、 今は 畑と な 
る。 和 泉に 地士 也、 弟は 植村豐 後と 云 ふ」 
と 見 ゆ。 

35 美 作の 前 田 氏 勝 南 郡 位田 村 八幡宮の 

社 人に 前 田豐前 •見 ゅ。 

36 紀 伊の 前 田氏續 風土記、 海 部 郡 加 太 
莊條に 「加 太 村 延喜式 神 名 帳 名 草 郡 加 太 
神社、 本 國神名 帳 海 部 郡 從四位 上 粟島 大 
神" 神主 •前 田 氏。 明曆 記に 日 ふ、 淡 島 
神主の 家は、 往昔ょり 女の 血脉 にて 傳は 
り、 代々 人 婿な りと いふ。 其の 頃までは 
かく 有りし なるべし 。其の後は 其の 事 止 
みて 常の 家の 如し」 と o 
又 在 田 郡 市場 村に 前 田 氏 あり。 「先祖は 畠 
山の 家臣に して、 永祿 年中、 石垣 莊に住 
し、 落城の 後 農民と なり、 當 村に 住す」 
と。 猶ほ 次項參 照。 

3/ 祀伊穗 積 姓 第 八項參 照。 中興 系圖に 
「前 田 •穗 積、 本國紀 伊、 モン 稻穗 丸、 同 
丸 字、 丸內 丸。 鈴 木 宇井 判官 兼 綱 男大隅 
守 兼 家 •之を 稱 す」 と。 

38 讃岐の 前 田 氏 山 田 郡 前 田邑よ 9 起る 
全 讚史に 「前 田 城 •城墟 は、 今藥師 堂と 成 
る。 前 田 賴母助 光成 •之に 居る、 十 河 氏の 
麾下 也。 天 正 時、 前 田 甚之丞 なる 者 あり、 


土 兵 •西 尾 城を 攻 む， 甚之丞 •譖に 土 佐 
瞥に 入り 馬を 奪 ひ、 而 して 谷に 匿る、 今 
に 匿 馬 谷と 日 ふ」 と。 又、 補遺に 「前 田 
東 村 城 •山 田 郡 前 田 村に 在り、 前 田甚之 

.丞 •之に 居る」 と ^ ゆ。 

39 肥 前の 前 田 氏杵島 郡の 豪族に して、 
鎭西 要略、 文龜ニ 年に 「前 田 氏 •千 葉 胤 
治に 屬 す」 と。 又 有 馬 世譜に 「佐 留志の 
住人 前 田 志 摩 守」 を载 せ、 「天文の 頃、 有 
馬に 屬 す」 と。 又 肥 陽 軍記に 「佐 留忠の 
前 田 伊豫 守」 を载せ 、又 永 祿六年 「杵島 
郡橫邊 田の 首長 前 田、 伊木 等、 隆信に 屬 
す」 など 見 ゆ。 下って 明治に 佐 賢 士族 前 

田長定 あり。 

40 物 部姓筑 後の 名 族に して、 高 良下宮 
の 大宮司な り。 カウラ、 カガ ミヤ マ 等の 
條を 見ょ。 

41 肝 付 氏族 ニ 代 兼經の 三男 兼 明 •後に 
前 田を 領 して、 地名を 氏と す。 

42 薩 隅の 前 田 氏 前項 參 照。 又 鹿 兒島藩 
士に 見え、 又 種子 島の 士 前田宗 周の 男 十 
九郞 宗恭は 歌人に て 紫 洲と號 す。 

43 雜载又 武鑑、 佐 土 原 島津藩 用人、 詉 
訪藩 重臣、 三 田 九 鬼 藩 用人、 大溝分 部 藩 
用人、 大聖 寺 松 平 藩 重臣、 酒 井 縫 殿 頭 家臣 


等に此の氏を载せ、又京極殿給帳.に「ニ 
千 百 石 前 田 十左衞 門、 四百 石 前 田 又右衞 
門、 四百 石 右筆 前 田 又右衞 門、 来 千 俵 否 
人 扶持 前 田 丹 波」 等を 擧げ 、また 幕臣に 
前 田 八 右衞門 あり。 

又寬政 系譜に 前 田 源 五左衞 門、 同覺 兵衞、 
共に 未 勘に 收 む。 又 武鑑に 前 田 安房 守、 


前 田 熊次郎 


又 香 宗我部 家臣に 前 田 三助、 堀 尾 山城 守 
給 帳に 「三千 石 前 田 丹 波、 三百 石 前 田 十 
左衞 門、 二百 五十石 前 田 五郎作、 二百 石 
前田彌 犮衞 門、 二百 石 前 田 十兵衞 、百 四 
十 石 前 田 孫左衞 門、 百 石 前 田 善友衞 門」 
等 見 ゆ。 又 歌人に 夏 蔭 前 田 健 助 あり。 
また 松 山 藩儒に 前 田 一之進 時 棟 ( 東溪) 、 
もと 一色 氏、 葡學に も 長ず。 又 長 州 藩士 前 
田 孫右衞 門利濟 C 岩 助) は 勤王家に して 贈 
正 四 位、 土 佐 高 岡 郡 松原の 士前田 繁馬正 
種 (廣 作の 長男〕 は 前 田 恒五郞 に 拳法を 
學ぴ 、後 天誅 紐に 入る、 贈 正 五位。 又 土 
州 藩士に 前 田要藏 あり。 又 越前武 生藩醫 
に 前 田松閣 、又 津輕 、信 濃、 岩 磐、 豐 前、 
備 前* 越 中、 攝津 、山城、 志 摩、 土 佐、 


マへ タ 


マへ タ 


マへ タ 


袤 八 九 


マへ タキ —f マへ テ 


肥 後 等に 多し とぞ 0 

此刖 il マへ タキ 山城に 前龎庄 あり。 
i 刖田澤 マへ ダサ ハ 岩 代國 安積 郡 前田澤 
邑 ょり 起る。 伊東 祐長の ニ 男祐 光の 末流に 
して、 田 村 伊達 略記に 「伊東 七郞左 衞門尉 
祐能 末葉、 前田澤 越後 守祐昌 •前 田澤 在住」 
と 載せ、 伊東 家系に 「伊東 七 郞祐基 •前 田 
澤に 移る」 など 見 ゆ。 此の 氏は 畠 山 義繼に 
屬せ しが、 天 正 十三 年 五月 伊東 家に 從ひ、 
後 佐 竹に 屬す c 古 館辨 、館 基考〕 。應永 十一 
年、 笹 川、 奥州 大名 連署は、 此の 前 田澤越 
後の 家に 傳へ しもの なりと ぞ 0 
此则館 マへ タテ マへ ヤカタ 磐 城 國田村 
郡前館(逢隈村三町目〕は前館主水の居所な 
りと。 主 水は 田 村 大膳大 夫 淸顯の 家臣 也。 
前 谷 マへ ダ-一 
此刖塚 マへ ツカ 

大夫 マへ ツギ ミ マウ チギ ミ マチ ギミ 

官職 名に して、 前の 公の 意な®'。 即ち 天皇 
の御前に伺侯して政治に參與する大官を云 
ふ。 後 其の上 席の 者を オホ マへ ツギ ミと 云 
ひ、 臣 姓より 出づれ は 大臣、 連 姓より 出づ 
れば大 連と 云 ふ。 詳細は 日本 上代に 於け る 
社會組 織の 研究を 見よ。 

前 出 マへ デ 


マへ ト —— マへ / 


则刀 マへ ト サキ ト條を 見よ。 

M 则取 マへ トリ 伊豆に 前取庄 あり。 

則 中 マへ ナカ 武藏に 此の 氏存 す。 . 

前 永 マへ ナガ 

^则 波 マへ ナミ マへ ハ 條を 見よ。 

00  マへ / 尾 張、 遠 江、 武藏 、.美 濃、 
陸 前 等に 此の 地名 存 す。 

丨 息 岑姓尾 張 國丹羽 郡 前野邑 より 起 
り、 良 峰 系圖に 「原 大夫高 成— 散 位高 長 
I 瀧 ロ宗長 C 小弓庄 主〕— 瀧 ロ‘ 右 馬 入道 宗 
安 (越後 頸 城 郡 居住〕 丨前野 時 綱 (尾 州、 
前 野 右 馬三郞 と號 す〕 丨時基 (左 衞門 尉〕 
—宗牲 、弟宗 氏 (三 郞〕 、弟義 氏 C 四郞) 」： と 
载せ 、「時 綱の 子孫 •世々 前 野邑に 居る、 
而じ て繁衍 衆多。 織 田、 豐 臣の崛 起に 及 
び、 勇を 以て 世に 鳴る 者は、 所謂る 前 野 
加 賀 守、 前 野 又 五 郞忠 勝' •前 野 兵 庫 頭 等、 
皆 其の 子孫 也」 と载 せたり。 

前 野 邑の士 前 野 小兵 衞は 佐々 成 政に 仕 
ふ。 末 森 記に 「前 野 小兵 衞 尉」 見 ゆ、 佐 
々、前 田 等の 條を 見よ。 又 豐鏗卷 三に 前 野 
但馬 守長康 あり、 織 田、 後 秀吉に 仕 ふ、 
加藤、蜂須賀等の鯈を見よ。後に但馬出 
石 城主たり。  ，ゾ 
2 丹 後の 前 野 氏與謝 郡の 豪族に して、 


マへ ノ マへ ハ 美九0 


下 瀨屋城 (同村 下 瀨屋) の 城主を 前 野 半 
介と 云 ふ。 

3 桓武 平氏 常 陸の 豪族に して、 闕香を 
祖 とすと 云 ふ。 大橡流 系圖に 「石 河ニ郞 
家幹の男八郞(前野云々等祖〕」と載せ、 
又 新編國 志に 「大 泉、 小 泉、 前 野、 酚 町、 田 
谷 橋、 臼 根、 幡山 、以上 七 氏 皆 大野 八郞光 
幹の 後な り」 と。 石 川、 大野 等の 條參 照。 

4 利仁流藤原姓富樫介重純の後にし 
て、 奥州 藤 原 秀衡に 事へ、 藤 野 藤九郞 と 
號 すと 傳 ふ。 又 前 野 但馬守 長 康あリ 、奧 
州ょり 尾 張に 至 9 秀吉に 仕 ふ、 トガン 條 
を 見ょ。 又 前 野 小兵 衞 あり、 佐々 成 政に 
屬 し、 井波 城、 宮崎城 等を 守る。 

5 土 佐の 前 野氏國 侍に 前 野 孫 五 右衞門 
あり 0 

6 雜载 その他、 京 極 殿 蛤 帳に 「二百 石 
前 野 孫 太夫」 見え、 又 中 津奧平 藩士に 前 
野良 澤 (名は 熹 、號樂 山) あり、 蘭學者 
として 其の 名 轟く、 贈 正 四 位。 その 男を 良 

庵 (名は 達) と 云 ふ。 又 信 濃、 大和、 攝津、 
山城、 武藏 等に 存 す。 猶ほ間 江 野參 照。 

前之濱 マへ V ハマ 志 摩に 此の 氏 あリ。 

1则 波 マへ ハ マへ ナミ 

1 日 下部 姓 趣 前の 豪族、 朝 倉 氏の 族に 


して、 前 波 九郞兵 衞吉繼 は 越 前 守護 代に 
補 せらる、 カツ ラタ 條 I 五六 〇頁 に詳か 
也。 猶ほ 前場 條參 照。 

2 雜載秀 康卿給 帳に 「三百 石 前 波庄兵 
衞」 を载 せ、 又 加 賀藩給 帳に 「三百 石 (下 
り藤〕前波三左衞門 ' 三十五俵(藤丸〕外 

七 人 扶持 前 波 助 之丞」 等 見 ゆ。 

又 六鄕衆 に 前 波 氏、 又 花山院 家諸大 夫に 
見え、 殊に 木工 權助兼 河内 守 前 羽弼成 •名 
•あり。 又 蘆 門 歌人 四天王の 一に 前羽默 軒、 
その他、 攝津 、武藏 等に 存 す。 

则羽 マへ バ前條 氏に 同じ。 又武藏 等に 

存す 。猶ほ ゼン パ 參 照。 

前場 マへ バ 

1 日 下部 姓 朝 倉 氏 流 前 波條を 見ょ。 又 
江 戶 幕臣に あり、 家紋 藤 丸、 藤 巴。 寬政系 
譜に 「藤 右衞 門— 吉右衞 門勝秀 (半 入、 
信 長、 秀吉に 仕 ふ〕— 久三郞 勝 政」 と。 

2 雜载 その他、 棚 倉 小 笠 原 藩 重臣 等に 
見 ゆ (武鑑〕。 

00  マへ バウ せ ンバ ゥ條を 見ょ。 

00  マへ パ シ 上野 等に 此の 地名 あり 0 
1 石 上 姓 一に 在 原 姓と も 云 ふ、 長 野 氏 
の 族 也、 ナガ ノ條を 見よ。 上野 國勢多 郡 
前 橋 0 i 橋〕 邑よリ 起り-しにて、 旣橋 氏と 


マへ ハ 丨 マへ ハシ 


も稱 す。 和 田 記に 「厩 橋は 願 橋 氏 •代々 
居住」 と 載せ、 國志に 「厩 橋 城 •元 來上杉 
の 饌下厩 橋監 物、 同道 見 •居住の 所 也。 上 
杉定 正の 家臣 太 田 備中守 持 助 入道 道 寬 • 
繩張 なり。 崁前長 尾彈正 人道 謙忠の 居城 
なれ ども、 長 尾 謙 信 持 城と なる。 其の 比、 
* 條氏康 、武田 信 支 •兩 旗を 以つて 之を 
攻めし も 落ちず、 其の後、 北 條丹後 守、 

同 彌三郞 城代な り。 又 後に 瀧 川關東 管領 
の 時、 此の 城に 居住す」 と。 

又 前 橋 風土記に 「府城 封俟 •何將 が 何時 
を以つ て 築く かを 知らず 焉 。城下の 長昌 
寺に、 歷代 城主の 木 主を 設く矣 。第 I • 
延德 元年に 固山 宗賢 、其の ニ •道 安、 其 
の 三* 道 賢、 其の 四 •賢忠 、其の 五 •前 
藝州 大守芳 林、 其の 六 . 宗視 、各々 其の 
姓名を 計， るに、 固山 宗 賢は 長 野 左 衞門尉 
也。 道 安は 道 賢の 父 長 野道 安 也 (橋 林 寺 
所藏に 道賢眞 蹟附 田の 狀ぁ り〕。 道 賢は 
長 野彈正 入道 道 賢 也。 賢忠は 長 尾 人道 賢， 
.忠也。芳林は牝條安藝守也。宗視は北條 
丹 後 守 也。 又壽延 寺の 記を 考ふ るに、 笠 
間 明主 •此の 城を 創 築し、 天文の 間、 長 
野道 安 • 此 に 主たり。 永祿 元年、 長野彈 
正 入道 •此に 居リ 、長 尾賢忠 •亦 此の 地 


マへ ハ シ 


を 守る。 同 五 年、 長 尾 輝 虎 •親しく 賢忠 
を 殺し、 北條 をして 代らし む」 と。 
氏人は 長 倉追罸 記に 「上 州 一揆 前 橋」 を 
载 せ、 又 新田 老談 記、 金山 攻寄 手に 「廐 
橋 道 見、」 相 州 兵亂 記に 「長 野が 聱前 橋」 等 
見 ゆ。 

2 下野の 前 橋 氏 栃木 菌 部の 名 族に し 
て、 前 橋 佐 藏氏云 ふ 「前 橋 氏の 出 自詳か 
ならず、 先祖は 下野 國都實 郡 皆 川の 城主 
皆川山城守廣照に仕へ、元龜天正年間、 

. 厩 橋 氏と 稱 す。 又 前 林 氏、 古 橋 氏を 稱せ 
し 形跡 あれ ども 確かなら ず。 元祿 年中の 
頃、 前 橋 氏と 改 む。 上野 國の IM 橋の 前 橋 
と改稱 せる も 其の 頃な らん、 又 一 奇と云 
，ふべ し。 家紋は 丸に 鷹の 羽の 打 違へ、 氏 
神は 八幡 神社、 七社權 現な り」 と。 

3 因幡の 前 橋 氏 智頭郡 三 田鄕智 頭驛牛 
頭 天 王 社 神主 家に 前 橋 氏 あり。 

4 雜载寬 永年 中 海外 貿易の 船長に 前 橋 
淸兵衞 、大坂 首 帳に 前 橋 文太郞 なる もの 
あり。 又 美 作 東北 條郡 三輪 庄 大山 祇 社々 
人に 前 橋若狹 、その他、 備 前、 播 磨、 攝 律、 
伊勢、志摩'武藏等に存す。 

前 畑 マへ ハタ 

前濱 マへ ハマ 伊豆、 常 陸、 陸 前 等に 此 


マへ ハシ 1 マへ ハ. マ， 美 九 一 


マへ ハヤ — マへ ハラ 


マへ ハラ —— マへ モリ 


マへ モリ —— ママ タ 五兗| 一 


の 地名 あり 0 

マへ バヤ シ 下總國 猿 島 郡 前林邑 

(鄕〕 ょ 9 起る、 前 橋條參 照。 

前 原 マへ ハラ 

1 紀姓 肥 後國の 豪族に して •大野 國隆 
の 三男 秀親 •前 原藏 人と 稱す 、その 男秀 
能、 そのぶ 秀時也 (肥 後國志 略)。 ォホノ 
條參 照。 

2 中 國の前 原 氏 安西 軍 策に 前 原人 道を 
載せ、 その後、 毛 利 藩士に して、 幕末、 
前原彥 太郎 I 誠は 維新の 際 功 ありて 參議 
に 列せられ しも 亂を 起して 死し、 男 一格 
も 西鄕 方に 黨 して 死す。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 下野 國前 原邑 より 起 
る。 小山 氏の 族に して、 系圖に 「中 沼 淡 
路守 秀行丨 右近 大夫守 忠—守 行 <： 前 原に' 
住して 氏と す、 前 原 ニ 郞 、越後 守〕 丨 


丨咐 着- r 利 行- T- -tr 親— 親秀 -一- 親弘 


小 四郞 

- 行 信 

右京 介 

，行 長 

石 川 三郞 土 佐 


小 四郎ー 左 京 

-行兼ー-行宗 

左 門 伊豆  ‘ 

4 仃忠 


左 京 


右京 

— 親 春 

右近 

1 綴 

丨其 厩 檣 住 
三 ニ郞 


4 美 作の 前 原 氏 森忠政 家臣に 前 原彌九 
郞 あり、 英田郡 福 本邑ニ 百 五十石を 領 す、 
その 孫 長九郞 (儒 髮長九 郞〕 なりと。 又 


勝牝郡 小 吉野庄 河原 邑 社家に 前 原 織衞ノ 
庄屋に 前 原 喜右衞 門、 丑 右 衞門等 見え、 
又 安東 系圖に 「東北 條郡橫 野 村 前 原四郞 
右衞門」を擧 <'' 。又津山藩分限帳に「五 
石 三人 扶持 前 原 猪 之 助」 あり。 

5 卜 部 姓 赤穗 義士に 前 原 伊助 宗房 (十 
石三人扶持>金奉行たりしとぞ。 

9 上野の 前 原氏當 國の士 に 前 原 左 門 あ 
り、 佐 野、 桐 生 等の 條參 照。 

7 雜载 その他* 香 宗我部 記録に 「百 五 
十 石 前 原文 右衞 門」 を 載せ、 又大 隅國烚 
良 郡 西國分 の 名 族に 存 し、 又 劎法 家に 前 
原筑前 守、 その他、 石 見、 出 雲、 攝津、 
武藏 等に 存 す。 

前部 マへ ベ ゼン ブ尾 張に 良峯 氏の 
族、 信 濃に 高麗 族 等 多し。 ぜン ブ條を 見ょ。 

000 マへ ベ ダカ  ゼン ブ カウ 條を見 
上 C 

前 間 マへ. マ 武藏に 此の 氏存 す。 

0M  マへ ミ 信 濃に 前見庄 あり。 

前 村 マへ ムラ 武藏に 存 す。 又山內 家の 
窗師 に前村洞和(愛德>名あり。 

前 本 マへ モト 

此刚森 マへ モリ サキ モリ 羽 前 國田川 郡 
の 豪族に して、 庄內史 に 大 寶寺武 藤氏の 季 


设に あたり、 移りて 尾 浦 城に 居る。 天 正 十 
年 大寶寺 城代 前 森藏人 •惡 屋形義 氏を 除き、 
更に 新 屋形義 興を 涛 立し、 最上 家へ 結びて 
謀る 所 ありし が、 越後 勢の 亂入に 遇 ひ、 千 
安原に 死し、 臣節を 完 くしたり」 とぞ 。大 
寳 寺、 東 禪寺 等の 條參 照。 

义则 山 マへ ヤマ 伊勢、 信 濃 等に 此の 地名 
存 し、 畠 山家 重臣に 前山 左京亮 、その他、 
信濃、武藏、尾張、伊勢、志摩等に存す。 

SJ 興 保 マホ 東鑑卷四十に眞保次郞左衞門 
尉 を载 す。 

i! 興 間 マ > 萬 葉 集に 眞間娘 子、 葛 飾條參 照。 

間々  ママ 尾 張、 下總 、豐前 等に 此の 地 
名存 す。 

置 ハ々 田 ママ タ武藏 に 此の 氏 あ 0。 

馬 間 田 ママ タ 筑 後の 名 族に して、 下 妻 
郡 馬 間 田 村ょり 起り、 馬 間 田 城に 據る 。領 
主附に は 「馬 間 田攝津 守は 竹 野 郡 行德に 居 

.りて 五町を 頜 す」 と。 一に 「馬 間 田邑に 居 
る」 と あり o , 

間々 田 ママ タ 下野に 此の 地名 あり。 前 

後 各條參 照。 

隨田 ママ タ 安西 軍 策に 隨田賀 勘 兵衞 
(尼 子方) 見 ゆ。 

儘 田 ママ タ 下野 國都質 郡に 間々 田邑あ 


りて、 野 田 文書 天文の ものには 儘 田鄕に 作 
る。 東京に 此の 氏存 す。 

間々 山 マ マヤ マ 武藏に 在りと。 

万 見 マミ マン ミ 堀 尾 山 域 守 給 帳に 
「百 四十 石 万 見 長左衞 門」 を 載す。 

目 見 田 マミ タ 新居 系圖 裏書に 目 見田大 
夫 時 光を 載す。 

眞道マ ミチ 

1 眞道連 吉彌侯 部の 裔な りと、 貞道の 
誤な らん。 

丨眞道 宿 禰百濟 族に して、 韓 部の 裔 也。 
天 長 十 年 三月 紐に r 備前國 人直講 博士 正 
六 位 上 韓部廣 公に、 姓を 眞道宿 福と 賜 ふ。 
廣 公の 先は 百 濟國人 也」 と载せ たり。 
3雜載現今、備前、播磨地方に存すと 
ぞ。 

馬路 マミ チ 堀 尾 山城 守 給 帳に 「二百 石 
馬路市 太夫」 見 ゆ。 

眞水 マミ ヴ 武藏に 此の 氏存 す。 

馬 見 塚 ? 、/ ヴカゥ マ ミグ カ條を 見ょ 0 
1 肥 後の 馬 見 塚 氏 七三 八 頁を 見ょ。 

2 筑後の 馬見掾 氏 高 良 山永祿 十三 年の 
檢地帳 に 馬 見 塚 修理を 载 せたり。 

3 武藏の 馬 見 塚 氏 埼玉郡 馬 見 塚 村より 
起り、 成 田 分限 帳に 「永 二十 一貫 文 •馬 見 


ママ タ —— マミ ツカ 


塚 三 河」 と 載せたり。 

馬 見 原 マミ ハラ 肥 後に 此の 地名 あり 0 
眞峯  マミ ネ備 前、 武藏に 此の 氏 あり。 

間宮 マミヤ 

1 佐々 木 氏族 伊豆 國田方 郡 間宮邑 ょり 
起る と 云 ふ。 佐々 木 系圖に 「行 定 (佐々 
木宮 神主) 丨行範 (眞 野、 舟 木、 間宮〕 丨 
舟 木太郞 時 信— 太郞信 光 丨信景 (間宮 祖) 
- 丨景泰 (間宮 〕、 弟 信 有 ( 間宮〕 J と 見え、 
家譜には 「萬 石 五 郞大夫 行 定—散 位定通 
(或定 道〕— 眞野源 ニ 定時— 石橋 太郎定 
範 、弟 六郞時 信 丨太郞 信 光 (光 圓) 丨孫太 
郞信景 (右 衞門 尉〕— 新 左 衞門信 行— 信 重 
(法名 道圓〕 丨新左 衞門信 冬 (寶能 、間 営 
を稱 す〕」 と あり 。家紋 角 四 目 結、 五三の 
桐。 

氏人は 相 州兵亂 記に 「神奈 川の 住人 間宮 
の 某と 名乘 つて 云々」、 又 高 野 臺合戰 に 
「間宜 云々」 と。 又 小 田 原戰に 間 宮豐前 守 
好高(北條條參照>伊豆田方郡山中城に 
籠る。 山中に 間宮 豐前康 後の 五輪 塔 あり、 
同人 か、 その他、 次 項を 見よ。 

康 浚の 家は 系圖に r 豐前守 信 盛 (早 雲、 
氏綱に仕ふ、宗三〕丨豐前守信元(光林、 
弟に 左 衞門信 次、 兵 庫 頭 あり〕— 豐前守 


マ，、、 ハラ — マミヤ 


康浚 (伊豆山 中 城守將 、天 正 十八 年戰 死。 
弟に 若 狹守綱 信、 兵部少 輔 、監物 等 あり) 
丨彥三 郞康 次、 弟 新 左 衞門康 信 (天 正 十 
年 甲 州 討死、 弟 善十郞 は 相 州 三瀨 討死、 
又 造酒 丞信 高、 傳右衞 門 元 重 等 あ 9) 丨 
新 左 衞門直 元 C 家康 家臣 千 石)」 と 見 ゆ。 
信 盛 等の 事は 次 項を 見ょ。 

2 武藏の 間宮氏 橘樹郡 川崎壘 C 砂子 町) 
は 宗三寺 境内の 邊な 13. と 云 ふ。 前項 間宮 
豐前守 信 盛が 居住せ し 所に して、 墓は 三 
宗寺 本堂の 西南に 當れ る樹 下に あり。 碑 
面に 「當寺 (宗三 寺〕 開基 •雲 谷 宗三 居士」 
と 刻し、 左右に 「宇多 天皇 皇子 敦實 親王 十 
六 代 佐々 木 間 宮豐前 守 入道 源康 信」 と あ 
り。 又 側面に 「天 和 三 癸 亥年 三月 二十 九 
日 施主 間宮孫 兵衞盛 重、 同 金 五郎 盛 正 J 
と 彫る。 この 盛 重、 盛 正は 父子に て、 と 
もに 大番 衆な 9 しが、 盛 正 •後に 亂心し 
て 家廢せ y。 こ X に 豐前 守が 名 乘を康 信 

.と 記せし は 誤な り。 信 盛が 支 孫を 三郞右 
衞門康 信と 云 ひしな 0( 風土記 稿)。 

又 風土記 稿に r 久良岐 郡 松 本 陣屋 (松 本 
村) は、 金澤 道の 傍、 小名 笹下に あり、 平 
地に して 今は 陸 田と なれり 。廣八 段 許。 
按ずる に 間 宮家 傳に云 ふ 『豐前 守 信 元 (盛 


マミヤ  美 九 三 
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賴とも、又正綱とも>小田原北條家の總 
先手の 大將に て、 武州久 良岐郡 佐々 木 城 
主たり し』 と。 村內 安房 洲明 神の 由來記 
にも 『間 宮豐前 守 信 元、 此の 邊に在 城す』 
といへ ば、 此の 墟は信 元が 遺跡に して、 
今笹 下と 稱す るは 佐々 木の 轉語 なる ベ 

し。 又 村 內御镊 社 •間 宮敦 信が 記に、 『信 
元は 橘樹郡 川 崎 堀 之 内の 城主』 なる 由载 
せ たれ ど、 今 堀之內 村に 其の 居 跡と 云 ふ 
所な し。 但し 川 崎 宿の 內 、砂子 町に 信 元 

が 城跡 あれば、 其 所に も 住せし と 見えた 
り J と 0 

又 同 郡 杉 田 陣屋 (杉 田 村) 條に 『小名 辻 
にあり、 方 一町 許の 地な 90 間 営 左衞門 
尉 信 次 (或は 常 信) 以来 世々 の 陣屋な り 
と 云ひ傳 ふ。 家譜に 據るに 「信 次は 豐前 
守 信 盛が ニ 男に て、 北 條氏網 及び 氏康に 
仕 ふ。 天文 十五 年 八月 二十 七日、 相 州 三 
浦 走 水に 於て 戰 死す、 法名 法 西 •妙法 寺 
に 墳墓 あり。 其 ©' 子 左衞門 尉信忠 •初め 
藤太郞 と稱 す。 氏康 及び 氏 政に 仕 ふ」 と。 
北 條役帳 に 「五十 五 貫 文 •東漸 寺 分、 十 
五 貫 九 百 四十 四 文 •同所 壬寅增 分、 以上 
七十 貫 四十 四 文 ,* 間宮 藤太郞 領分」 とす、 
則ち 是な り。 其の 子 信 盛 も 亦 藤太郎 と稱 


し、 後 左衞門 尉に 改 む。 北條 氏に 仕へ て、 
小 田 原 水 尾 城を 預り て忠功 ぁり。 文祿元 
年 壬 辰、 東照宮に 召 出され、 舊領 の內、 
杉 田 中 里兩村 五百石の 祿を 賜は り、 御 使 
者番御鷹方を兼勤む ^ 慶長十年正月十五 
日、 武藏國 久良岐 郡 杉 田 村の 內 五百石、 
三 河 國碧海 郡 上 條村七 百 石 ►近 江國 伊香 
郡の 內 五百石 合せて 千 七 百 石を 充行ひ 訖 
る、 全く 領 知すべき 者 也」 との 御朱印を 
賜は る OC 或る 譜に左 衞門尉 信 盛、 母は 武 

田 卜 心が 孫 孫太郎 が 女 •初め 氏 政 及び 氏 
直に 仕 ふ。 天 正 十八 年、 東照宮に 仕へ 奉 
る。 次いで 台 德院 殿に 仕へ まつる)。 元 和 
三年 病死、 法名 日祿 。是れ 今 旗下の 士間 
宮 傳次郞 、同 友 膳 (浚 信が 四 男 伊太 夫 信 
明が 子孫な り〕 等が 宗家と す。 この 家 •元 
文 五 年、 左衞門 信 勝 歿し、 子な くして 封 
邑を 除かる。 家譜 及び 御朱印 皆 今 傳次郞 
が 家に 傳 ふ。' 

又 この 村の 百姓 源左衞 門が 庭圃に 奧 屋敷 
と稱す石地ぁり、これもまた間宮氏陣屋 
の蹟 なりと 傳ふ 。按ずる に 間宮 一族 •杉 
田に 住せし と 云 ふこと、 家 記に 往々 見え 
.たり、 その 領地た るに 依って 文祿天 正の 
頃、 子 族繁衍 'L て 此の 地に 聚り 居るなら 


ん。 この 佗、 ft 跡 及び 開基の 寺院 •本 郡に 
多し。 東照宮 江 戶御在 城の 後、 いつと なく 
各々 江 戶に 住居を 移せし と 云 ふ。 

家譜を 按ずる に、 間宮は 近 江 源氏 佐々 木 
の 支流に して、 その 後裔 •伊豆に 遷 る、. 
新 左 衞門信 冬、 及び 豐前守 信 盛 (信 次が 
父〕 に 至って、 北 條長氏 及び 氏 綱に 仕へ、 
總 先鋒の 士大將 となり、 川 崎 城主た 9。 
其の 子盛賴 •或は 信 元に 作リ 、又 政 網に 
.诈 る。 盛賴 Q 子康浚 •又豐 前 守と 稱 す、 
氏康 、及び 氏 政、 氏 直に 仕 ふ。 天 正 十八 年 
三月 二十 九日、 豆 州 山中 城に 於て 戰 死す、 
行年 七十 三、 法名 宗閑 (或る 譜 に 宗覺に 
作る は 誤〕、 豆 州筲根 に 葬 地 ぁり。 後 寺を 
建て 宗閑 寺と 號. す。 北 條役 帳に 「間宮 豐前 
守 •總高 六 百 九十 八 貫 百 二十 ニ 文」 と 註 
す。 其の 內 「五 百 文 •久良 岐郡杉 田、 七十 
五 貫 九 百 文、 同所 壬寅增 J と ぁり。 時代 
を 推し 考ふ るに、 永祿 年間な れ ば* 此の 
豐前 守は 康俊 のこと なり。 北條 五世 •間 
営氏多くこれに仕ふ、小田原沒落の後に 
及んで、 一族 御家人と なりし ものす ベて 
二十 人の 多き に 至る』 と 0 
3 淸和 源氏 武田 氏族 家譜に '「 眞里谷 信 
濃守匱次丨兵衞尉直信—助左衞門信正丨 


善九郎 C 外祖父 間宮主 水佐繁 辰の 家號を 
冒す)— 諸 左 衛門正 次— 三 郞左衞 門信秀 
丨播磨 守 信 明— 諸 左 衞門信 盛」 と。 家紋 
四 目 結、 五三の 桐、 割菱。 

4 下總 の 間宮氏 (平 姓) 葛 飾 郡 和名 谷 村 
山 王 社祠官 に 間宮氏 ぁリ 、社領 五 石、 天 
正 十九 年 辛 卯 十一月 付 也。 又寬政 系譜に 
「平 姓、 豐前 山城 守基賴 •鴻 毫戰 死、 男 山 
城 守 氏 盛 •武州 鷲 宮 住、 男 長 九 一郎 元 盛 •母. 
(間 宮豐 前守康 俊の 女) の 氏を 冒す」 と 云 
ひ、 寬永 系圖に は 元 盛を 長九郎 信 次と し、 
康俊 Q 四 男 傳右衞 門 元 重の 子と す。 家紋 
四 目 結、 五三の 桐。 

5 常 陸の 間宮氏 新編國 志に 「馬 見 谷、 
(又 間宮に 作る)。 戶村 本に 馬 見谷宗 三は 
本 苗 佐々 木 氏な り、 上 杉 氏に 仕へ て衋を 
よくす、 佐 竹義仁 •當國 へ 養子の 翌年、 
來り仕 ふと 云 ふ。 義仁 も衋を よくし、 鳴 
鶉の 名 あるは 宗三に 學 ばれし」 と 見えた 


o 


又 間 宮林藏 倫宗は 當國筑 波 郡 平 柳 村の 人 
にして、 父を 庄兵衞 と 日. ひ、 箍 H を 業と 
す。 倫宗 '•天資 穎敏 、材カ 人を 絕す 。寬 
政 八 年、 二十歳の 時、 江 戶に 至リ 、普請 
役 雇を 以って 幕府に 仕 ふ。 二十 ニ歲 、村 


上 島之丞 に隨っ て 松 前 蝦夷 島に 赴く。 後 
しばく 行く。 文化 三年 春、 倫 宗と松 田 
傳十郞 二人を して 奧地を 探らし めし も、 
猶ほ 其の 極畀に 及ばず して 歸れ り。 其の 
秋、 倫宗 一人 •命を 奉じ V 山に 梯 し、 海 
に 航し 、艱苦 遂に 屈せず、 へヲ ロッ n 、 ス 
メレン グルの 地を 歷 て、 此の 島の 北界を 
極め、 海を 踰へて 東 韃山旦 に 入り、 其の 
假府德 楞哩に 至って、 淸國の 官吏に 接し、 
冬 十一月 松 前に 歸 着す C 東韃 紀行〕。 間 宮 
海陝 の 名 ょって 起る。 又水戶 の國學 者に 
間 宮又左 衞門永 好 (松屋〕、 その 室 八十 子 
(久来氏>共に名ぁり。 

V 甲斐の 間宮 氏國 志に 「間 営 武 兵衞、 
造酒 丞 兄弟、 向井 氏、 以上 船 手の 海賊 衆 
也」 と。 又 寬政譜 に 「佐々 木 高 綱の 胤、 
間 宮八郞 五部 繁信 、その 男 主 水 佐繁辰 • 
武 田信繩 、信 虎に 仕へ、 その 男 左 太 郞繁 
氏 •信 主に 仕 ふ、 その 男 外記繁 高、 その 
男を 繁義 、造酒 丞信 高の 二人と し、 信 高 • 
實は間 宮豐前 守 康俊四 男 也」 と。 信 高 •後 
に 家康に 仕へ、 一千 二百 石 •その 男 造酒 
丞高則 也 •家紋 四 目 結、 五三の 桐。 

•三 河の 間宮氏 中 山村 古 屋敷は 間宮造 
酒 允、 畠 村 古 屋敷は 同 權右衞 門の 居所な 


りと。 間宮權 太夫 直 綱は 永 祿六 年、 今 川 
氏を 去 9 家康に 仕へ、 本 郡に て 千 百 七十 
六 石を 領 し、 畠 村に 居す。 其の 子 廣綱也 
など 見 ゆ。 戶 田、 九 鬼 等の 條參照 Q 
8 雜载 その他、 毛 利 藩劎客 (一刀流〕に 
間 宮五郞 兵衞 C 高 津 市左衞 門〕. あり、 そ 
の 男 五平、 養子 五郎 兵 衞等皆 名 あり。 又 
武鑑、 高 松 松 平 藩の 重， 臣 、明 石 松 平 藩 重 
臣等に 見 ゆ。 又 秀康卿 給 帳に 「百 五十石、 
御 庭 花 奉行、 間宮民 部」 を 載せ、 又 京 極 
殿 給 帳に 「百 五十石 間 宮小平 太」 あり。 
又 相 州 三 崎 船 奉行 間宮 造酒 丞 、前に 云へ 
り。 また 幕臣 間宮 宇山は 俳人と して 名 あ 
り。 その他、 攝津 、駿 河、 遠 江、 津輕等 
にも 見 ゆ。 

馬宮 マミヤ 蜂 須貿藩 創業 文武 有功の 士 
に 馬宮 を载 せ、 又武藏 に存 す。 

馬 見 谷 マミヤ 間宮 氏に 同じ、 常 陸、 武 
藏等に 存す。 

置 ハ 宫 マミヤ 間営氏ビ同じ。 

滿 マン ミツ 現今 滿禮氏 あり。 その他、 

マ D 條を 見ょ。 

万 マン 正 倉 院天正 八 年 文書に 見 ゆ。 

萬 マン 

1 禹阿 マン ア 室町 同朋の 名 也。 


マミヤ 


マミヤ 


マミヤ マ ムア 


nil 


マ ム H —— マ ムキ 

万 江 マン H 人 吉相 良 藩 家老に 此の 氏 ぁ 
VO 

萬 木 マン キ ョル キ條參 照。 • 

丨淸和 源氏 土岐 氏族 上總國 夷隅 郡 萬 喜 
邑 (萬 木) ょり 起る。 戰國の 頃、 土岐氏 • 
此に 居り 里 見 氏に 屬す 。已に して 北條氏 
に 降り、 里 見 氏の 逐ふ 所と 爲 る。 土岐、 
里 見 等の 條を 見ょ。 

氏人は 甲 陽 軍鑑に 萬 木 少弼 (土岐 彈正少 
弼爲賴 ) ぁり、 里 見 十三 將の 一な りしが、 
國府臺 役 後、 *; 條氏に 屬 し、 天 正 十一 年 
卒 、その 男 賴舂也 ( 國志〕 。野史に 「萬 喜 
賴春は 世々 上 總萬喜 城 (本 富 山〕 主な 9。 
故を 以 つて 族を 萬 喜と 稱す 。祖父 賴房 (上 

線 國海雄 寺 墓碑銘には 賴元に 作リ 、房總 
記に 爲廣に 作る) は 美 濃 土岐の 族な り。 
後 来りて 安西 氏に 寓 し、 里 見義豐 に屬 す。 
戰ぁ る每に 先鋒と なり、 彈正少 弼と稱 し、 
總州 を蠶 食し、 城を 夷隅 郡 萬 喜に 築きて 
焉に據 る。 明應 元年 五月 卒す。 父を 賴定 
(房總 記、 墓碑銘 等には 爲賴に - 作る〕、 彈 
正少弼 と稱す 云々」 と。 三世、 相傳へ て 

近 郡を 侵掠し、 武名 稍々 張る、 頜邑 殆ん 
ど 十 萬 石な りと 云 ふ 0 

2 和 田 氏族 千 葉 系圖に 「万 喜の 和 田 左 


マ ムキ マ ムクワ 


衞門 尉」 を载せ たり。 

3佐々木氏族近、江の豪族也、 ,3 ルギ條 
を 見よ。 

4 雜载 その他、 攝津 、武藏 等に 存 す。 
萬 宜 11  マン キ前條 氏に 同じ。 

萬龜マ ンキ 

f 禹士ロ  マン キチ 武藏 等に 此の 地名 あ 90 
而して淸和源氏小笠原氏の族忙此の氏あり 
て、 松 尾 深 志 系圖に 「小 笠 原 信 濃 守 秀政丨 
壹 岐守忠 知— C 萬 吉彥三 郞) J と 見 ゆ。 

萬 行 マン ギヤ ウ 能 登 國鹿島 郡 萬 行 保 
(田數 目錄) より 起る。 吉見 文書、 嘉元 三年 
の 政所 下 文に 「能 登國 家人 萬 行 又五郞 胤成」 
を载 せ、 建武 三年の 胤成 讓状に 「萬 行 保 東 
方 地頭 職」 など 見 ゆ。 吉 見、 三 宅 等條參 照。 
滿行 マン ギヤ ウ 前條 氏と 同一 か。 

00  マング ワン 

滿願寺マングヮンジ山城、攝津、下野、 
越後、 播 磨、 肥 後 等に 此の 地名 あり。 

1 越後の 萬 願 寺 氏. 蒲 原の 豪族に して、 
播州 佐 用 郡 C 佐 夜 郡〕 上 萬 願寺邑 より 移る 
と 云 ふ。 萬 願 寺 石 見守は 古志 郡 田 井城 主 
也。 又 萬 親 寺 隼 人は 謙 信に 仕へ 功多し。 
又滿願 寺 千右衞 門は 千 坂 伊豆守の 家督を 
繼ぎ 、伊豆と 云 ひ、 後に 對 馬と 改 む。 千 坂- 


マ ムケ マ ムサ V 袭九六 


條を 見よ。 又 慶長五 年 滿頋寺 仙 右衞門 • 
材木 奉行と なり、 會津神 指 城を 築く C 
2 大和の 滿願寺 氏 小 泉 氏 配下の 將に滿 
頭 寺 氏 あり、 ニ 千 石 程の 士 也。 
3雜载美作國勝牝郡余野村武大明神社 
家に 滿願寺 (東 作 志に， 長右衞 門〕 氏 あ 9。 
滿家マ ンケ薩 摩の 豪族 也、 ミッィへ 條 
を 見よ。 

f 馬 家院 マン ケ 4 ン ミツイへ、 及び ヒシ 
ジマ 條を 見よ。 

萬 石 マソコク遠江、上總、陸前等に此 
の 地名 ありて、 佐々 木 氏め 族、 經 方の 子 行 
定を祖 とすと 云 ふ。 

f 馬昆 マン コン 百濟族 也、 バン n ン條參 
照。 

丨 萬昆君 正倉院 天平 寶字ニ 年 文書に 見 

ゆ 0 

2 無 尸の 萬昆氏 正倉院 天平 五 年 文書に 
見 ゆ。 前項 氏の 族 也。 

萬 西 マン ザイ 萬歲 氏に 同じ。 

滿西 マン ザ イ 同上。 

財 マン ザ イ次條 氏に 同じ。 
f 禹歲 マン ザイ 大和に 萬 歲庄 、その他 下 
野 等に も 此の 地名 あり。、 

1 平田黨 大和 阈葛下 郡 萬 歲鄕 より 起 


る。 至德 元年 四月の 大和 武士 交 名に 萬 歳 
氏を 載せ、 後世、 國判衆 十二 氏の 一たり。 
氏人は 春 日 若宮 文書、 應永 十四 年 平田庄 
段来段錢間事に萬歳則盛(平田條を見 
ょ〕、 談山 社長 祿四年 文書に 「萬歲 之家傳 
云々、 萬歲鬼 鶴 丸」 を 載せ、 又 萬 財 右京 進 
則定 (高 田條參 照〕. あり。 又 永 正の 頃、 
萬 財備前 守則滿 (巨 勢條 、中 井條參 照)、 
また 大和 軍記に 萬 財 云々 (箸 尾條〕 、高 市 
郡 高取靈 鷲寺舊 記、 永祿の 連署に 萬 財 使 
福 田 善右衞 門、 筒井 時代に 萬 財友備 、萬 
財 友 興 等 見 ゆ。 

而 して その 居城 萬 財 城は、 大和 志 料に 「一 
は 陵 西 村の 大字 市場の 東に あり、 一は ニ 
上山の南*萬財山に在り。共に萬財氏の 
據る 所な り 。萬 財 •一に 萬 歳、 滿西に 作 
る。 萬歳鄕 の 豪族に して、 大和 武士 平 田 
黨の 巨擘たり。 其の 出づる 所を 詳に せず。 
元弘 中、 萬 歲九郞 なる もの、 春 日 若宮 祭 
鱧に 流鏑馬を 勤 仕せ しこと、 千島 家 文書 
に 見 ゆ。 若宮 神主 祐臣 元弘 三年 十一月 記 
に 『流鏑馬 十騎 •內萬 歳 九郞 •一騎』 と 
卽ち此 也。 應永 中に 則 盛あリ 、布施、 高 
田、 岡の 豪族と 共に、 平 田の 莊 官たリ (春 
日 社 文書)。 文 正 元年、 畠 山の 亂に 、萬 歳" 


岡、 吐 田、 越智 と共に 義 就の 爲めに 兵を 
出し、 筒井 光宣、 箸 尾、 布施、 高 田 等と 
相戰 ふこと •尋尊 僧正 記に 見 ゆ。 此の 時 
の 萬 歳 氏は 誰何なる を詳 かにせ ざれ ど 
も、 文 正 元年ょ リ六年 前、 卽ち 長祿四 年の 
磯野 庄 文書に 萬 歳 鬼 鶴 丸の 署名 あれば、 
疑ら くは 同人の 時代な らん。 

永 正中、 萬 財 右京 進 則 定あリ 、成 身院、 
箸 尾、 布施、！ 一智、 吐 田、 檑 原、 十 市、 
片 岡、 筒井、 俱尸羅 、高 田の 諸氏と 共に、 
國判 衆に 列 せらる (興 福 寺英陡 日記〕。 
天文 中に 備前守 則滿 あり、 筒井 順 昭と戰 
ひ、 之に 死せ りと、 事は 三輪の 越 氏系圖 
に 見 ゆ。 備前守 友 興に 至り、 筒井 氏に 屬 
し、 後ち 大阪の 難 起る や、 大野の 招に 應 
じ、 城 中 入る」 と 云 ふ。 

國 民鄕士 記に 「萬 財 家 (市場 村ょり 東に ニ 
丁 四方 平 城、 又 ニ 上 山に も 有り〕。 萬 財 喜 
太郞 (一本 喜 兵衞に 作る)、 同辨盛 (大永 
年中〕、 同 右京亮 則 之 (一本 •之 定に 作る〕、 
同 彥太郞 、同 備前守 友 興、 同次郞 九郞慶 
友 (筒井 順慶に 小姓、 十九 歳、 順慶 死去 
後 追 腹)、 同太郞 友備 (筒井 定次に 仕へ、 
伊 州へ 同す。 慶長 十一 年* 中坊と 上野を 
去り、 大阪友 興と 一所に 成る。 十九 年大 


阪 に 籠る〕。 家老 (南、 奥、 田 中、 竹 村、 
丹 後、 竹 內八郞 右衞 門、 竹 內九郞 右衞 門〕」 

と 0 

又 箸 尾氏酣 下の 士に萬 財 氏 あり。 

2 甲斐の 萬 歳 氏 一條 過去帳に 「延德 四 
年、 見 一房 萬 歳 能 州」 あ 9。 橘 姓 か。 

3 播 磨の 万歳 氏 峰 相 記に 「小 宅 鄕の万 
歲 長者」 見 ゆ。 

4 橘 姓. 佐 州 役人 附に 「橘 姓 •萬 歲十右 
衞門」 'と あり。 

萬藏 マン ザゥ 

f 禹坂 マン サカ 肥 後に 此の 地名 あり。 

1¢ 崎 マン ザキ 和 泉 國大鳥 郡の 名 族に し 
て、 應永 年中 萬 崎 長者 尼 あり、 太平 寺 金堂 
護摩堂 多寶塔 等を 再營 す。 

又武藏 等に 現存す。 

萬 澤 マン ザハ 甲葡等に此の地名存す。 
T 淸和 源氏 加賀美 氏族 甲斐 巨 摩 郡 (滿 
座) 万澤 村より 起る。 萬 澤遠江 守 君泰は 
元 _ 元年 卒す、 その 男 主 税助君 基 也。 力 
ガミ 、ヲ ガサ ハラ 等の 條を 見よ。 

萬 山 マン ザン 
分 禹事 マン ジ バン ジ條を 見よ。 

眞虫 マ ムシ 江戶 の俠 客に 眞虫次 兵衞あ 
り 。あだななる べし o 
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f 禹城 EI  マン ジヤ ウメ  マキ メ、 ヒエ ヌキ、 
萬 町 目 等の 條に詳 か 也。 

Wilt  マン ジユ 備中に 萬 壽本庄 、萬壽 東 
庄 、萬 壽西庄 、萬 壽新庄 等 ぁり。 而 して 源 
平 盛衰 記に 萬壽 冠者 ぁり、 土肥實 平の 外孫、 
眞鶴に 自殺し、 兒子明 神に 祀ら る。 
曼殊院 マン ジ JL 4 ン 門跡 寺の 一にし 
て、 その 法 系は 「傳敎 大師 (東 漢孝獻 帝の 
遠 裔登万 王 •勝 神 天皇の 御宇、 王化を 慕 ひ 
て來 り、 江 州 志 實 地を 賜 ひ 姓を 三 律 直と 改 
む 也。 登 万 王の 苗裔 百 枝の 男〕 丨慈覺 大師 
丨安意 和尙 I 寂圓和 尙—支 昭和 尙 I 支鑑和 
尙 —覺惠 和尙 1 是箅法 橋—遍 敎大 僧都— 邏 
圓大 僧都— 覺慶 大僧正 丨敎 圓權 僧正 丨長箅 
大 僧都— 仁邏大 僧都— 賴 lii 法眼— 眞孫權 律 
師丨忠 尋 大僧正 丨顯尋 襪 律師— 圓仙少 僧都 
丨仙 範少 僧都 丨承 信大 僧都— 承兼權 僧正— 
公澄大 僧都— 道救大 僧都— 實濟大 僧都— 慈 

順 大僧正— 慈 嚴 大僧正— 慈 快 僧正— 慈守大 
僧都— 慈 昭 大僧正— 道順 大僧正— 良 順大僧 
正— 覺什少 僧都 1 良 什 淮三宮 — 慈 雲 法 親王 
丨覺恕 法 親王 丨入 道良恕 親王— 入道 良尙親 
王— 入道 良應 親王— 入道 良 啓 親王— 入道 讓 
仁 親王」 也。 

而 して 雲上 明覽に 「曼 殊院 •御 無住。 御宗 


1 ■被 


旨 天台、 御領 七 百 二十 七 石。 一乗寺 村 御 里 
坊 •寺 町 鞍馬口 下る、 小 畠豐前 介。 紋菊 (略：*。 

御輿 號衣 D 
栗 皮 茶 唐草  」 

顱卷 紺地 籠 3X 
白 上り 

御 合印 0 

院室 •修 學院大 僧都 法 印、 靜 仙院大 僧都 法 
印、 大 乘院大 僧都 法 印。 坊官 •鹽 小路 法 印、 
，千 種 法 印、 同 法 橋、 鹽 小路 法 橋。 諸大夫 • 
山 本 伊勢 守、 西 池 遠 江 守、 山 本 近 江 守、 西 
池 越後 守。 侍 •小 畠豐前 介」 と 見. ゆ。 

¢£1 尋院 マン ジ d キン 康 正造內 裏段錢 引 
付に 「八 貫 ニ 百 六十 文、 萬 壽院領 、尾 州 味 
岡新庄 段錢」 と。  • 
萬 壽寺マ ンジ r| ジ 山城、 陸 前、 豐 後に 
此の 寺 あり。 又 康正造 内裏 段錢 引付に 「三 

貫 二百 六十 九 文 •萬 壽寺領 、泉 州 長 龍庄、 
段錢」 と。 

又 石 見、 出 雲 等に 此の 氏 見 ゆ。 
i 禺松院 マン シヤウ ヰン 
茨田 マン ダ 河 內國に 茨田 郡 あり、 和名 
抄に 萬牟 多と 註す。 宣化紀 元年 五月 條に 
茨田 郡、 延曆 三年 閏九 月紀に 茨田 郡な ど あ 
るを 初見と す。 又 古事記 傳に 「茨は 宇 婆 良、 
丰波 良と こそ 云へ、 萬 芈と云 ふは や X 後の 
訛なる べし」 と。 郡內に 茨田 鄉 、茨田 迪等 


あ 


.0 


丨茨田 連 多臣の 族に して、 河內茨 田 屯 
倉の 首長たり し 氏 也。 此の 屯 倉は、 和名 
抄 茨田 郡 茨田鄕 、交野 郡 三宅鄕 と 見 ゅる 
烛に して、 仁德 朝に 置かれた りと 見えた 
り。 仁德紀 十一 年 四月 條に 「群臣に 詔し 
て宣 はく、 今 朕 是の 國を視 るに、 郊澤曠 
く 遠く、 田圃少 く 芝し。 且つ 河水 橫に 逝れ 
て、 以つて 流末趺 からず、 聊か 霖雨に 逢へ 
ば、 海 潮 逆上りて、 巷 里 •船に 乘り 、道* 
路 も亦逞 あり。 故れ 群臣 共に 之を 視 て、 
橫 しまなる 源を 決りて 海に 通し、 逆流を 
塞ぎて、 田 宅を 全くせ ょと。 冬 十月、 宮 
牝 の郊 原を 堀り て、 南の 水を 引きて 西 海 
.に 入る。 因りて 其の 水を 號 けて 堀江と 日 
ふ。 又 北 河の 澇を 防がむ として、 茨田 堤 
を 築く。 

是の 時、 兩處 の 築 •有 U て、 乃ち 壤れて 塞 
ぎ 難し。 時に 天皇 •夢み 給は く、 神 あり、 
誨へ て宣は く、 武藏 の人强 頸、 河内の 人 
茨田 連衫子 ( 衫子 •此 を莒呂 母 能 古と 云 
ふ〕 二人を して、 河 伯を 祭ら しめば、 必 
ず 塞ぐ、、 とを 獲む と。 則ち 二人を 覚めて 
得たり。 因リて 河の 神を 禱 る。 爰に强 頸 • 
泣き悲みて、水に沒りて死にぬ。乃ち其の 


堤 •成りぬ 焉 。唯衫 子は、 全 匏兩箇 を取リ 
て、 塞ぎ 難き 水に 臨みて、 乃ち 兩 箇の匏 
を 取りて、 水中に 投げい れ て、 請 ひて 日 
く、 河 神 祟りて、 吾を 以 って 幣と爲 す。 
是を以 って 今 吾 来る 也。 必ず 我を 得む と 
欲は ^- 、是の匏を沉めて、な泛はせそ。 
則ち 吾は 眞 神と 知りて 親ら 水中に 入ら 
む。 若し 匏を 沈む るを 得ず ば、 自ら 僞神 
と 知らむ 。何ぞ 徒に 吾が 身を 亡は んや 
と。 是に飄 風 •忽ち 起り て匏を 引きて 水 
に 沒 む、 匏 •浪の 上に 轉びっ >1 沈まず、 則 
ち 翁 翁汎 りっ X 遠く 流、 る。 是を以 って 衫 
子 •死なず と雖 、其の 堤 •且 成りぬ。 是 
れ衫子の幹に因リて、其の身を亡ぼさ ^ 
る 耳。 故れ 時の 人 •其の 兩處 を號 けて 强 
頸斷 間、 彩子斷 間と 日 ふ 也。 是の歲 、新 
羅人 •朝貢し、 切ち 是の 役に 勞 ふ」 と。 
また 十三 年條に 「始めて 茨田 屯 倉を 立っ。 
因って 春 来 部を 定 む」 と。 堤を 築き、 地 
を拓き、屯倉を作り給へる也3古事詔、 
仁德 段には 「又秦 人を 役して、 茨田 堤、 
及び 茨田 三 宅を 作る」 と 見 ゆ。 # 

衫 子は 多臣の 族 人に して、 古事記 神武 段 
に 「日子 八 井耳 命は、 茨田 連、 手 島 連の 
祖」とぁるょり出づ。此の人の功にょリ 
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て、 此の 屯 倉を 掌る 事と なりし ならん。 

、 (天孫 本紀に も 「彥八 井耳 命は 茨田 連 等の 
祖 b とあリ 0 

氏人には、 繼體紀 に 茨田 連 小 望、 以下 多. 
く、 天武紀 十三 年に 至り、 宿 福 姓を 賜 ふ。 
され ど猶ほ 連 姓の 者 も あり。 正倉院 天平 
勝寶九年四月文書に_1次田連豐_主(右京 
六條三 坊即戶 主〕」 と载 せ、 また 姓氏 錄、 
右京 皇別に 「茨田 連。 多 朝臣と 同祖。 神 
八 井耳 命の 男彥八 井耳 命の 後 也。 日本 紀 
漏る j と载 せたり。 

2 景行 帝裔の 茨田 連 前項とは 別にて 景 
行 帝 裔と云 ふ。 天皇 本紀 、景行 帝條に 「樹 
角 別命は 茨田 連の 祖 」と载せたり。蓋し 
第 九 項 氏を 誤れるな るべ し。 

3 山城 Qf 次 田 連 第一 項 氏の 族に て、 東 
大寺奴 婢帳に 「(天平 二十 年 四月 二十 五 
日〕 茨田 連 元万呂 (山背 國紀伊 郡 堅 井鄕〕 J 
なる 者 見 ゆ。 姓氏 錄、 山城 皇 別に 收め 「茨 
田 連。 茨田 宿禰と 同祖、 彥八 井耳 命の 後 
也」 と 載せ、 又乙訓 郡に 茨田 神社 あり。 
4 ' 周 防の 茨田 連延 喜の 玖珂鄕 戶籍に 
，「茨田 連子 常、 同 稍 虫賣」 などを 载せた 
り o . 

5無尸裔茨田連文武紀ニ年八月條忙 


「茨田 足 島に 姓を 連と 賜 ふ」 と载 せ、 大寳 
三年 二月 紀にも 「從七 位下 茨田 足 島 云々 
に、 連 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

6 尾 張 族の 茨田 連 スキ タ條を 見ょ。 次 
田を 誤れる 也。 

7 茨田 連 族 東大寺 奴婢 帳、 天平 十三 年 
六月 二十 八日の 山城 國司 解に 「紀 伊郡邑 
薩里戶 主 茨田 連 族 小 墨」、 また 大宅 可是麻 
呂 の貢賤 解に 「紀伊 郡 大里鄕 戶主茨 田 連 
族智麻 ロ」 など 見 ゆ。 

8 豐後の 茨田 連 族 正倉院 文書 豐後 國戶 
籍に 「茨田 連族觴 賣 、兒 島、 牛 手賣」 な 
どを 載せたり。 

9 茨田 下 連景行 帝の 御裔に して、 古事 
記、 景行 段に 「櫛 角 別 王は、 茨田 下 連 等 
の祖 J と载せ たり。 第二 項參 照。 

10 . 茨田 勝吳 族な り、 蓋し 茨田 屯 倉の 職 
員たり し 氏な らん 。此の 屯 倉 設定に 多く 
の歸化 族を 使役せ しは 第一 項に て 云へ 
9。 姓氏 錄 、河 內諸蕃 に. 「茨田 勝。 吳國 
王孫 皓の 後、 意富 加牟枳 君の 後 也。 大鹪 
鷓 天皇 (諡仁德〕の御设、地を茨田邑に 
賜 ふ .0 因つ て 茨田 勝と 爲れ り」 と。 仁德 
朝は 此の 屯 倉を 立てられた る 時 也。 以つ 
て 此の 屯 倉に 關係深 かりし を 知るべし。 
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思 ふに 紀 、記に 新羅 人、 秦 人と ある 內の 
1なるべし。承和八年八月紀に至り、「河 
內國 讚 .^ 郡 大領從 七 位下 茨田 勝 男 泉 1C 、 
外從 五位 下を 假す 、國司 •褒擧 すれば 也」 
と载 せたり。 

また 中興 系圖に 「茨田 •吳 孫權の 苗 意富 
の後胤」と見ゅ、後世まで榮ぇしに據る 
か。 讚 良 郡は 上古 茨田 郡の 域內な りし 也。 
If 山城の 茨田 勝景 行 帝の 御 裔と稱 し、 
•姓氏 錄 、山城 皇別に 「茨田 勝。 景行 天皇 
の 皇子 息 長彥人 大兄 磯 域 命の 後 也」 と载 

せたり o 

12 茨田 宿禰 第一 項 茨田 連の 後に して、 
天武紐 十三 年條に 「茨田 連 云々、 姓を 賜 ひ 
て 宿 禰と日 ふ」 と载 せ、 又 その後、 天平 
十九 年 六月 紀に 「外從 五位 下 茨田 弓 束、 
從 八 位 上 茨田 牧野に、 姓を 宿禰と 賜. ふ」 
と ある も 此の 族 人なる •へし。 

而 して 天平 勝寶 元年 十月 紐に 「河 內國智 
識寺に 行幸し 給 ひ、 外從 五位 下 茨田 宿禰 
弓 束 女の 宅を以 つて、 行宮と 爲し給 ふ」 
と あるに より、 其の後 世まで 榮え しを 知 
るべ し。 姓氏 錄 、河 內皇 別に 收め 「茨田 
宿禰 。多 朝臣と 同祖。 彥八 井耳 命の 後- 
也。男野現(異本莒呂母能古>仁德天皇 


の 御世、 茨田 堤を 造る。 日本紀 に 合す J 
と载 せたり。 

13 豐 後の 茨田 宿 福 大同 類聚 方に 「玖 多 
•美藥 は 直 入 郡 球覃荧 田宿禰 舍麻呂 の 方」 
と载せ たり。 

14 茨田 眞人敏 達 帝の 御裔 にして、 姓氏 
錄 、未定 雜 姓、 左 京の 部に 「茨田 眞 人。 
淳中倉 太珠敷 天皇 (謀 敏達〕 の 孫大侯 王の 
後て へり、 詳か ならず」 と载 せたり。 

15 無 尸の 茨田 氏 茨田 連の 族 人な らん。 
文武 朝に 連 姓を 賜 ひ、 又聖武 朝に 宿 福 姓 
を賜へる者あり。後设なるは、元亨釋書 
十六に 「釋 慈恒は 京 兆の 人、 姓は 茨田 氏 
云々、 天 長 四 年 二月 卒」 など 見え、 其の 
他、 小 右 記に 茨田 重 方な ど 見 ゆ。 

16 美 作の 茨田 氏 笠 庭 寺 記に 「東北 條郡 
靑柳莊 (檜 椁 千寸〕 茨田 利 安」 を载 せたり。 

17 讚 岐の茨 田 氏寬弘 元年の 大內 郡戶籍 
に 茨田 則 女な ど 見 ゆ。 

18 雜载萬 葉 集に 「上 總國 防人 部 領使少 
目 茨田 沙彌 麻呂」 見 ゆ 0 
萬 田. マン ダ ョロヴダ相锷上縛出 

雲 等に. 此の 地名 ありて、 豐前國 下 毛 郡の 豪 

族に 此の 氏 あり、 天文 永祿の 頃には 萬田鑑 

實 、元 縫 天 正の 頃には 萬 田 左 近 あり。 左 近 


マムタ マム タイ  一 {|七 8 


は加來專順の旗下にして、野仲城を守る。 

萬 代 マン ダイ モ X 攝津に 萬代莊 あり 

て應仁 後記 等に 見え、 又 和 泉 等に も 此の 地 

名 あり。 

1 土 師姓和 泉の 豪族に して、* 條高時 
の 家臣に 萬 代 左衞門 あり。 モズ條 を 見よ。 

2 近 江の 萬 代 氏 藝藩通 志、 廣島府 故 家 
に 「橋 本 町 橫田屋 。先祖。 萬 代 彌三郞 は 
近 江の 人、 當國に 來 9 て、 初は 高 田 郡橫 
田 村に 居リ 、廣島 開府の 後、 宅地を 受けて 
こ >1 に 移る。 子四郞 右衞門 已後藥 屋とな 
る。 © 々 市 職を 勤む、 今の 四郎 右衞 門 ま 
で 八 代」 と 見 ゆ。 

3 近 江の 万代 氏 常 德院江 州 動 座 着 到に 
「五番 衆 •(備 中〕 万代 左 近將監 ，一を 載せ、 
又 戰國の 頃、 萬 代 市 之丞あ P、 鈴 木條を 
見よ。 

4 豐前の萬代氏當國の名族に1て、萬 
代三郞 左衞門 入道 淨慶に 至り、 黑田 侯に 
從ひて 藩士と なる。 その 裔 彥右衞 門の 男 
十 兵 衞常德 は 勤王家に して、 從四 位を 贈 
らる a 

5雜载其他、池田支藩附人に見え、又伊 
勢 神宮 祠官に 在り、 又武藏 、備 前、 播 磨、 攝 

津等 に存 す。 その他、 モズ條 を 見よ。 


万代 マン ダイ 前條氏 に 同じ。 

萬 台 マン ダイ 安西 軍 策に 「萬 4 ロ 善四郞 
(小 早 川 方〕」 見 ゆ。 

萬 道 マン ダゥ 

萬 谷 マンタ ニ 

茨田 下 マン ダ ノシモ 茨田 下 連 あり、 茨 
田條に 併せ 云へ*'。 

萬懷マ ンダハ ラ 
萬 治 マン チ 

萬 町 目 マン チヤ ウメ 陸 中 國稗貫 郡 萬 町 
目邑ょ 9 起る。 藤 原 姓 也。 •蜷川 家 記に 萬 町 
目 某 •見 ゆ、 稗 貫 氏 重臣 也。 ヒエ ヌキ 、マ 
キメ 等の 條參 照。 

萬 丁目 マン チヤ ウメ 同上。  ‘ 

萬燈  マン トウ 備前に 此の 氏 あ 衫。 

政所  マンド コロ  セイ シヨ 職名を 氏と 
せし にて、 多くは、 庄園の 政所ょり 起る。 
地名と なれる もの も 多く  •殊に 上野、 岩 代、 
羽 前、 豐 後の 政所は 物に 多く 見 ゆ。 

1 桓武 平氏 大和 國吉野 郡の 豪族に し 
て、 吉野舊 事 記に 「政所 某 (寒 野 川 五 百 
瀨邑に 住す)、 政所 左 京 •先祖は 平家 三位 
中 將維盛 卿 •高野山の 下 九 鬼と 云ふ邑 に 
隱れ 住し 給 ふ。 玆に 芋瀨庄 司と 云 ふ 地 侍 
あり ひ庄 司が 女を 娶って 三人の 子を 產め 


り。 其の 嫡孫 •五 百瀨に 住して、 其の 名 
を 左 京と 號 して 政所と 號 す。 次男 中 野の 
內上の 地と 云 ふ 在に 住す、 西 宗犮衞 門 • 
其の 裔 也。 三男 •谷瀨 村に あり、 今の 平 
三部、 三郞 右衞門 •其の 末 也」 と 見 ゆ。 
五百瀬に 寳藏 寺と 稱する 精舎 あり、 寺傳 
に 「平 維 盛の 建立す る 所な り J と。 寺に 
緇 盛と 庄 司の 神 牌あリ 、一は 「千 平院殿 
前 三位 中將 義山貞 公大 居士」 と 記し、 一 
は 「南方 院殿五 百瀨莊 司元峯 善利大 居士」 
と 記す (大和 志 料〕。 平、 小 松、 三 浦 等の 
條參 照。 又 十津川 鄕鎗持 由緒 書に 「五 百 
瀬 村 庄屋 政所 犮 京」 と。 

2 京師の 政所 氏. 承 久記卷 ニに 「伊賀 判 
官 光季の 郎從政 所の 太郞」 を载せ 、その 
後、 水 享以來 御番帳 に 「政所 •伊勢 守」 と、 
こは 職名 也。 

3 紐 伊の 政所 氏續 風土記、 牟婁 郡大井 
村舊 家政 所 與治右 衞門條 に 「昔 此の 莊を 
頜せ し莊官 の 末葉に て、 堀內氏 •當莊 を 

領せ L 頃、 莊 村ょり 轉 住せるな るべ し」 
と 0 

4 大 隅の 政所 氏 建久九 年の 大隅國 御 家 
人 交 名に 「営 方 •政所 守 平、 權 政所 良 政」 
を载 せたり。 


5 日向の 政所 氏 日向 記に 政所 隱岐 助. 
見 ゆ。 

6 雜载肥 前 河 上 淀姬社 文書に 政所 禪勝 
(元 德ニ 年〕、 政所 代 家 周 (文 保 ニ 年〕 等 あ 
り、 此 等は 職名 也。 又 土 佐 仙 頭 小 松 文書 
に 文 保 ニ 年、 公文、 田 所、 案 主、 下司と 
列べ て 政所の 連署 あり。 また 永 仁 三年 文 
書に 「政所 沙門」 と。 又備 前、 播 磨、 攝 
津 、伊勢、 武藏 等に 存す。 

咖禹所 マンド n p 前條 氏に 同じ。. 

萬 納マン ナフ 武馨 に存 す。 

萬 波 マンナ ミ備 前、 備中 地方に 存 す。 

成 マンナ y 武藏 等に 存す。 

萬 年 マン ネン 古く 東鑑卷 三十 九に 万年. 

九郞兵 衞を载 せ、 又 承 久記卷 四に 「万年 C1 

本に 羊〕 九 一郎 秀 幸」 見 ゆ。 

1 藤 原 姓 遠 江の 名 族に して、 家 記に 「先 
祖は 北面の 武士に して、 文治 年中 t 後 鳥 
羽院 ょり 万年の 稱號を 宣下せられ、 行 光 
の御鈕を賜ふ。のち後掘川院の御宇、故 
あ 0 て 遠 江國に 下リ 、代々 榛原郡 川尻 村 
に 住す」 と。 その 裔 •家康 の 臣 「七郎 右 
衞門正 勝 c 賴秀〕 —七郞 右衞 門高賴 (新 三 
郞〕— 同 久賴」 等、 寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 
丸に 三 っ褐の 葉 •源氏 車、 m の 葉の 鳩" 
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萬 字。 

2 雜載 そ Q 他、 日向 記に 萬 年 右近 將監、 
又六鄕 衆に 「七 海 •万年」、 また 万年 氏と 
見 ゆ。 

萬 野 マン メ 

マンバ 上野に 此の 地名 ありて、 備 
前、 備中 地方に 万 波 氏 あり。 

萬 福 マン プク 

間 室 マム □ 武藏に 馬 室 •羽 前に 間 室 (眞 
室)、 鲑延 、佐々 木 等の 條參 照。 

萬 力 マンリ キ淸和 源氏 石 川 氏の 族に て 
尊卑 分脈に 「義家 丨陸奥 五 郞義 時— ニ條院 
判官 代義資 (鳥 羽院に 於いて 平氏に 討たれ 
了ん ぬ〕— 高 松院藏 人有義 II 


丨信 盛- T- 信 宗丨宗 村 -r 行 宗 丨宗景 


万力 二郎 


一耶 太® 太郞 六部 

丨朝信 


1 義行 丨義連 

高 松院 
判官 代 
一男 也 


X ニ郞 


11 ffi na 


丨宗泰 

十郞 

—賴村 I 行 賴 

- 宗梭 正應合 戟 被 1 S 了 
七耶 


と载 せ、 中興 系圖に 「萬 力 •石 川 左 兵衞尉 
義時の 男 判官 代義資 •之を 稱 す」 と 見 ゆ。 
又 甲斐、 岩 代 等に 此の 地名 あり。 

滿王野 マン ワウ ノ ミヲ ノヤ 條を 見ょ。 
豆 田 マ メタ 和名 抄 、備前 國上道 郡に 寄 
田鄕を收む、高山寺本には豆田に睢り、末 


女 多と 註す、 後に 豆 田庄 •起る。 その他、 
下野、 豐後 等に も 此の 地名 あり。 

下野 那須郡 豆 田は 佛隱禪 師妙準 (藤 原 姓) の 
出で し 地 也、 磯條參 照。 

豆 谷 マ メタ ニ マメヤ 鎭西 探題逾 川 氏 
記 下の 將に 、豆 谷 掃 部 助 あり、 應永 中戰死 
す。 

一 - a 塚 マメヴ 力 筑後國 生 葉 郡に 豆 塚 長者 
ありて、 屋形 村に 住せ リと云 ふ。 

大 S 村 マ メム ラ S 國に 此の 氏 ありと 
ぞ。  ， 

眞本 マ モト 和名 抄 、下野 國寒川 郡に 眞 
木鄕 を收 む。 眞 本の 誤 かと 云 ふ。 

馬毛內 マ モナ イ淸和 源氏 南部 氏の 族に 
して、 南部 家譜に 「右馬允 安信— 某 (一に 
秀範) 」に 馬 毛內靱 貢と 註す。 

M ハ 守 マ モリ 但 馬の 古 姓に して、 天平 
勝寶ニ年の但馬國義倉帳に、眞守勇濟なる 
者 見 ゆ。 又 伯耆の 刀匠に 眞守 あり。 

守 マ モリ 渡 邊黨の 名 也。 その他は モリ 
條を 見ょ。 

馬屋 マヤ 備 前、 播 磨、 武藏 等に 此の 氏 
存 す。 

馬 谷 マヤ 以下 各條參 照。 

Mi  マヤ 同上。 


1 美 濃の 眞屋氏 當國の 名 族に て、 新撰 
志に 「森 方の眞 屋新 助」 など 見 ゆ。 

2 美 作の 眞屋氏 前項の 族なる べし、 森 
家々 臣に寘 屋 九兵衞 (奉行〕 見 ゆ。 又 安東 
系圖に 眞屋新 介 あり。 

3 雜载 春. 日 若宮 社 頜 大和 伴田庄 注進 狀 
に (まや) 源 太郎 入道を 載せたり。 

眞家 マヤ マイへ 常 陸國の 豪族に 在り 
て、 新編國 志に 「眞家 •新 治 郡眞家 村より 
起る。 宍戶朝 里の 三 子 家 里より 出づ 。家 里 
•彥 四郎 と稱 し、 法名 性 家、 小山の 戰に功 
あり。 永德 三年 五月、 足 利滿兼 •眞 壁郡漓 
法 寺鄕を 賜 ふて、 其の 功を 賞す、 時に 眞壁 
近 江次耶 •兵を 率ひ來 て、 之を 防ぎ、 其の 
地を 與へ ざらん とす」 云々 と。 眞 壁條參 照ン 
こは マイへ 也。 その 條を 見よ 0 
眞谷 マヤ 武藏に 此の 氏存 す。 

摩耶 マヤ 攝津 、羽 前 等の 國 に 此の 地名 
あり 0 

磨 矢 マャ  • 

眞柳 マヤ ナギ 奥州の 名 族 也。 

腐 橋 マヤ バシ マへ パ シ條を 見よ。 

馬屋 原 マヤ ハラ 

丨 淸和源 氏 義 家の 弟 加 茂 次 郎義 綱の 後 
也と 云 ふ。 


身 


2 豐前の 馬屋 原 氏 田 川 郡の 豪族に し 
て、 元 ■天 正の 頃、 馬屋 原 元 有 あ 0。 

眞山 マヤ マ 伊勢に 眞山 御厨 •見え、 又 
陸 前 等に 此の 地名 存 す。 

1 藤 原 姓 奥州の 名 族に して、 間 山 氏の 
裔也 。伊達正宗 家臣に 見え、 德川 時代、 
本 支數十 家に 分る。 

2 詉訪 氏族 陸 前 國玉造 郡眞 山村ょり 起 
る、 封內 記に 「眞山 下邑の 詉訪 館は 卽ち 
眞山 氏の 古壘 也。 其の 子孫 今 大番士 とな 
る。 傳へ日 ふ、 先祖は， 信 州 詉訪の 人、 木 
H 佐の 孫備 前繼貞 •元弘 年中、 本邑に 移 
りて 詉訪 神を 勸請 す。 其の 祭日には 每歲 
邦 君 •牡鹿 ニ 頭を 賜 ひ 以つ て牲 供と 爲す 
の 例 也」 と。 

3 雜載 その他、 信 濃、 武藏 等に 存す。 

間 山 マヤ マ 奥州の 豪族に して、 南牝朝 
の 頃、 南朝に 屬し 、北 畠顯家 配下の 將間山 

.十大 夫は、 岩 代 國信夫 郡 岡 部 村に 春 日 社を 
勤 請す (信 夫 郡 村 誌〕。 藤 原 姓な りと。 
又德川 時代、 弘前 藩に 在り、 間 山甚五 郞祐 
眞は 歌人と して 名高し。 又 津輕 、武藏 等に 
存 す。 

眉 折 マ ュ オリ 但馬の 豪族に して、 太 田 
文に 「養父 郡。 石 禾下庄 •院 御領、 頜家左 
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馬權頭重淸、入道妙蓮跡、地頭眉折 /\ 郞(八 
郞は史本に新八郞に作る〕。石禾村.地頭眉 
折 又太郞 入道 明怫 、子息 四 部 國 網。 .^ 木 谷 
村 •同 五郎 入道 行 沸。 高瀨村 •同 太郞眞 網 
女子。 八耶 兵衞 入道 光彿領 中分 •女子 治 田 
尼領 (中分〕 御家人、 公文 瀧 尻 小太郞 左衞門 
重 網 ( 但中 分、 後半 分 敷、 行佛被 押頜〕 」 と 
見 ゆ。 

黛 マ ユズ' ミ 中興 系圖に 「黛 •藤 姓、 本國 
武藏 、郡 天神 鄕黛 、モソ 丸に 根 笹」 と 見 ゆ 0 
3 興 弓 マ钛ミ大和に眞弓庄、その他、常 
陸 •下野 等に 此の 地名 あり。 

1 源 姓 松 浦黨の 一にして、 海 東 諸國記 
壹岐國條に -7-! 唯多ロハ鄕、志佐代官源武*之 
を 主る。 戊 子年、 圖 書を 受け、 歳に 一二 
船を 遣す を 約す。 書して 一岐 守護 代官 眞 
弓 兵部少 輔源 武と稱 す」 と 見 ゆ。 

2 筑後の 眞弓氏 傳へ云 ふ 「人皇 第 七 代 
孝靈 天皇 第 九の 皇子 道豐事 主命の 八 世 孫 
大弓 音 人 (三韓 征討に 從ふ 、本朝 射 術の 祖 
也) の 後裔な り。 或は 武智 氏、 或は 隱岐 
に 移 ^ て隱岐 氏を 稱 せし 事 あり。 後醛醐 
天皇の 朝、 次郎 太郞廣 有と 云 ふ 者 •紫宸殿 
の怪 鳥を 射る o 依つ て眞弓 姓を 賜は る 0 
懷良 親王に 從ひて 九州に 下向す」 と。 武 
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智 、大弓、 隱岐 等の 條參 照" 

又 「花 山院 御宇" 武智源 太 春 倫 •山門 郡 
. 飯 江村 館に 居る」 と傳 ふ。 子孫 •筑 後、 肥 
後 等に 在リ。 

3 雜載 その他、 攝津 、伊勢、 武藏 、岩 
代、 磐 城 等に 存 す。 

藤 山 マ ri ヤマ 武藏に 此の 氏 あり。 

眞士ロ  マ ヨシ 中國に 此の 氏 在リ 0 

眞依 マ •ヨリ 恭仁 京ょり 發 掘され し 古 瓦 

に 眞 依と 見 ゆる もの あり。 

客 マラ ウド 

1 客 姓 甲 作なる 部 民の 裔に して、 靈藥 
ニ 年 九月 紐に 「正 七 位 上 山背 甲 作 客 小 友 
等 二十 一人、 訴へて 雜戶を 免れ、 山背 甲 
作の 四 字を 除き、 改めて 客 姓を 賜 ふ.」 と 
見えた 90 

2 客 君 嘉祥ニ 年 正月 紀に 「山城 國 愛宕 
郡 人 散 位 正 八 位下 客 公成 人、 本 居を 改め 
て、 右京 六 條三坊 に 貫附 す」 と 見え、 其れ 
以前、 天平 十八 年 九月 紀に 客君狍 麻呂 、ま 
た 正倉院 天平 十七 年 文書 等に も 見 ゆ。 

客人、 マラ ウド 前條と 同族な らん。 

1 客人 君 前條ニ 項に 同じき か。 法隆寺 
良訓補 忘 集に 「客人 君 益 下 古、 阿古 麻呂、 
智 山、 白 石」 等 見 ゆ。 天平 寶字六 年頃の 
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人 也. > 

2 無 尸の 客人 氏延 喜の 周 防 國玖顼 郡 玖 
轲 鄕戶籍 に、 客人 大子賣 、客人 荇田賣 、外 
二人を 载せた リ。 

翰 井 マリ 4 康 正造內 锂段錢 引付に 「六 

貫 文* 鞠 井 殿 •若 州 鳥 羽 上下 保段錢 、一貫 

文 •鞠 井 殿 •美 濃國 ニ木庄 同」 と 見 ゆ。 

鞠 谷 マリ ガヤ ツ マ：： \ ヤツ マリヤ 眞 

里 谷條を 見ょ。 

丸ケ谷 マリ ガヤ ツ 同上。 

眞里谷 マリ ガヤ ッ マリヤ ツ 

1 淸和漓 氏武田 氏族 上總 國蚌蒜 郡 (望 
陀郡； } 眞 里谷邑 ょり 起る。 武田信 滿の次 
子八郎 信 長 •此の 地に 城き、 其の 男に 上 
總介信 高、 三 河 守淸嗣 (入道 道 環) Q 二子 
あり。 當城に は 其の後、 信 勝、 信淸 、信 保、 
信 助、 信隆 、信應 等、 相繼 ぎ、 眞里谷 和 
泉守武定の子眞勝に至り里見氏に降る。 

. 武田 系圖に 「信 滿丨信 長 (八 郞 、右馬助、 
號鞠 谷、 上 總國に て卒) 丨伊豆 千代 c 母 土 
屋氏 、滿春 養子〕」 と载せ 、又. 諸家 系 圖纂に 
「悪 八郞信 長 (右馬助、 上 總守讓 代、 號鞠 
谷、 屬 古河 公方、 又 fit 武田豐 三、 此の 子 
孫 多し〕 一と あり。 武田 條參照 0 
氏人. は 大草紙 に 「文明 十一 年 云々 I 丸ケ 
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谷上總 介」 (千 葉條〕 を载 せ、 又 「明應 六 
年、 里 見 氏 •上 總國丸 谷上總 介を 打 減す J 
と、 里 見條を 見よ。 又 相 州 兵亂 記に 「三 
浦 荒 二部 義葸 •上總 守護 眞里谷 三 河 守の 
聱とな る」 と 云 ひ、 又 「上摁 國の 守護 代 
武田豐 三、 眞里谷 三 河 守」 と载 せ、 又鴻 
臺戰記に「古河の公方政氏將軍の次男高 
基樣の 舍弟義 明は、 御中 不和に ならせ 給 
ひて、 奧州御 I 見とぞ 聞え ける。 兹に上 
總の國 の 守護 代に、 たけた の ふんどぅ、 眞 
里 谷 三 河 ^- •千 葉の 御內に 原の 次 部と 所 
頜を あらそ ふ 事、 年 久し。 之に 依 0 て 三 河 
守 •陸 奥へ 使者を たて、 義明の 御發 向を 
申しな し、 彼の 原の 次郎 がた て 籠る 小 弓 
の 城へ おしよせ、 みとせ の 間に 攻 落し、 
義 明の 御座を おゆみ に： そた て 申す」 と。 
原、 生實 、武田 等の 條參 照。 又 里 見系圖 
に r 義堯の 妹 •眞里 谷 大炊助 妻」 と あり。 

-而 して 房總志 料に 「眞如 寺より 十 町 計り 
隔 りて、 眞里 谷の 城跡 あり。 相傳へ て、 
如 見と 云 ふ 人 住めり と。 里 見 記には 麻呂 
上總 介と あり」 など 云 ひ、 古 戰錄に は 「望 
陀郡眞 里 谷の 城主 勝 左 近 將監眞 勝は 武田 
信 長の 末流に て、 父は 眞里谷 和 泉 守武定 
と 云 ふ C 里 見 義豐に 域を 渡し、 同 郡 山 本 
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村の 邊小澤 谷へ 蟄居し、 後年 里 見 義堯に 
召 出 2 れ 、五千石の 勘忍 分を 與 へられて、 
眞里谷 上 捣と改 む」 と。 麻 呂 、勝 等の 條 
參 照" 

2 久留 里の 眞里谷 氏 久留里 城は 初め 原 
田秀國 (秀鄕 後裔) 居 9、 その 男 八 郞秀 

•光 •近 江 國へ 移リて 後、 眞里谷 三 河 守 信 
重 •其の 族 遠 江 守を して 之に 居らし む。 
其の 子武重 •和 泉 守と 稱 し、 武重 •實勝 
を 生む、 勝將 監と稱 し、 里 見義堯 と戰ひ 
て、 之に 降る。 里 見 記に 「刑 部少輔 (義 
堯) が 築く 所の 畔蒜郡 浦 田 城」 と 云 ふ も、 
久留 里に 外なら ずと 云 ふ。 

3 天 羽の 眞里谷 氏 里 見 代々 記に 「寘里 
谷黨 の 内に 道觀 入道と 云 ふ 者、 峰 上頜に 
玉木の城と名づけ閑籠リ、一子眞里谷丹 

- 波は、 明 金の 邊 _ 海に 城郭を 構へ、 海陸 
の闊 所と して 閉籠る 」 と载 せ、 又國 志に 
「天 羽 郡 峰 上の 城主を 眞里谷 入道々 環 
と 云 ひ、 望 陀郡眞 里 谷と 共に、 同時の 治 
城な り。 又 家譜に 载 する處 に據れ ば、 天 
神 山城は、 天 正中、 戶埼 主審 正 勝 •久し 
く之に居ると。按ずるに、道環の後、勝久. 
主將 となりし もの か ' と (地名 辭書 )o 又 
地理 志 料に 「中の 鄕に瑱 城の 阯ぁ 9。 寘 


里 谷 道璜の 築く 所な リ。 蓋し 郡 司の 故資 
に 據る 者に して、 文明 中、 里 見 義實の 侵す 
所と なり、 退いて 眞里谷 城に 居る J と。 
又國 志に 「百 首は 今 竹 岡と 稱 し、 舊稱は 
造 海な り。 相傳 ふ、 文明 三年、 里 見義成 
•造 海の 城を 攻む 。城主 眞里谷 丹 波 守、 云 

々」 と 0 

4 安房の 眞里谷 氏 國志に 「天津 村は 戶 
數千餘 。古城 处ぁリ 、弘 長、 文 永の 頃、 
エ 藤吉隆 之に 居り、 里 見 氏の 時、 其の 臣 
糟谷石 見、 眞里谷 朝 信 等 •之に 居る」 と。 
5 雜载 その他、 椎津 城は 明應 中、 眞里 
谷 氏の 所 築な リ と。 猶ほ武 田、 廳 南、 正 
木、 里 見、 萬 喜 等の 條を 見ょ。 又 * 海道 
帶廣に 眞里谷 嘉藏君 ぁリ。 

丸 谷 マリ ガヤ ツ谓和 源氏 武田 氏の 族に 
して、 兩武田 系圖に 「I 宮七郞 信隆の 子孫、 
信賢」を祖とせり。一宮、上條、中條等の 
條を 見ょ。 下總 、武藏 等に も存 す。 

丸 子 マリコ マルコ ヮ=3  丸は 和邇 
にて、 丸 子は 和邇 子、 卽ち 和邇 氏の 子 部の 
義也 。籀ほ 丸 子 部條を 見よ。 又ワ 11 條參 
照。 

卜 丸 子 公， 丸 子 部の 管理者、 三輪 氏の 族 
和_君の族なるべし。拾芥抄、姓名錄搀 
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等に見ゆ。 

2 丸 子 連大伴 氏の 族に して、 丸 子 部の 
首長 也。 一族に 大伴氏 を稱 する 者 多し。 
後 ft 丸 子 部の 多くが 大伴連 の 配下に 移れ 
るを 見るべし。 丸 子 部條に 見 ゆる 如く、 
丸 子 部の 後裔が、 大伴 安積 連、 大伴山 田 
連 等を 賜へ る tr 大伴連 配下の 丸 子 部た 
P しに 據る 也。 

3 相 摸の 丸 子 連 此の 國な るは 萬 葉集卷 
二十に 「鎌 倉 郡 上 丁 丸 子 連 多 麻呂」 など 

' 見 ゆ。 

4 安房の 丸 子 連 萬 葉 集卷ニ 十に 「朝 夷 
郡 上 丁 丸 子 連大歲 」 を载せ 、又 地理 志 料 
に 「延曆 三年 記、 丸 子 連 石 虫に 外從 五位 
下を 授く 、軍粮 を献ず るを 以つて 也。 其の 
糢を 陸奧に 輸 すと、 東國の 人なる を 知る 
べし。 蓋し 此に 居る か。 保 元 物語に 丸太郞 
あり、 干城 小傳に 御子神 忠明 •典 膳と 稱 
す、 安房の 人、 劍 技に 精し く、 文祿 中、 德川 
家康に 仕へ て、 迸 子秀忠 の 師と爲 る」 と。 
丸、 御子 鮮 等の 條參 照" 

5陸前の丸子連天平.勝寳元年閏五月絍 
に 「私 度沙彌 •小 田 郡 人 丸 子 連 宮麻呂 に 
法名 應寳を 授け、 師优に 入る」 と 見 ゆ。 

6 仲 丸 子 連大伴 氏の 族に して、 承 和 ニ 
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年 四月 紀に 「大和 國人正 七 位 上 仲 丸 子 連 
乙 成、 同姓 從八位 上眞當 等に 姓を 仲 宿 漏 
と 賜 ふ」 と载 せたり。 仲條參 照。 . 

7 丸 子 宿禰大 伴 氏の 族 丸 子 連の 後なる 
べし。 陸 奥 話 記に 丸 子 宿福弘 政なる 者 見 
ゆ 0 

8 上總の 丸 子 氏 夷 姓に して、 承 和 十五 
年ニ月紀に「上總國*傳を馳せて、俘囚丸 
子 廻 毛 等が 叛逆の 狀を 奏す。 登 時 勅符を 
二道に 發遣 す。 一道は 上 總國に 賜 ひ、 一 
道は 相 摸 •上總 、下總 等の 五國 に 賜 ひ、 
相 共に 討伐せ しむ」 と载 せたり。 . 
9下總の丸子氏瓯瑗郡熊野社の古鐘銘 
に 「大 檀那 丸 子胤宣 、庄內 諸壇那 、地頭 丨 
頜 家。 文 和 ニ 年癸已 十二月 十三 日」 と。 財 
部條參 照。 又葛颔 八幡宮、 元亨 元年の 鐘 
銘に 「頭 主 右 衞門尉 丸 子眞吉 、別 當法印 
智圓」 と 見 ゆ。  V 
10 武藏の 丸 子 氏 橘樹 郡に 丸子庄 、丸 子 
保 ぁり、 風土記 稿に 「今 多 磨 川の 邊に上 
•丸 子、 中 丸 子の ニ 村ぁリ 。又 對岸荏 原 郡 
に 下 丸 子 村 あり。 此の 邊な るべ し。 東鑑 
治 承 四 年 十一月 十日の 條に 、賴朝 武藏國 
丸 子 庄を葛 西 三 郎淸 重に 賜 ひし、、 と 見え 
たり。 今は 潮 田 村の み、 昔 此の 庄に屬 せ 


マリコ  五 
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しと 云 ふ」 と 見 ゆ。 丸 子 氏の ありし 地な 
らん、 猶ほ次 項を 見よ。 

11 桓武 平氏 良 文 流 家 重を祖 とす。 畠 山 
系圖 u r 江戶 彥太郞 重 長— 家 重 (丸 子 三 
郎 、又 江 戶三郞 、家紋 裳黑〕 」 と载 せ、 又 
中興 系圖に 「丸 子 •平 姓 •本 國武藏 荏 原 
郡 •畠 山三郎 家 重 •之を 稱 す」 と。 

12 陸 前の 丸 子 氏 第五 項參 照。 天平 勝寶 
五年六月紀に「陸奥國牡鹿郡人外正六位 
下 丸 子牛 麻呂 、正 七 位 上 丸 子豐島 等の ニ 
十四 人に、 社 鹿 連 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

13 出 羽の 丸 子 氏 鳥 海山 兩所宮 古記に 
「吾 朝 御 形 現の 時、 大鳥の 兩翼に 乘つ て、 
雲路 より 飛び 来る。 左の 翅 に ニ 卵 あ 9、 
右翅に 卵 一 あり。 左は 兩所大 菩薩を 產 
み、 右は 丸 子 元祖を 產む 、其の 烏は 此の 
國に人 孫を 儲け、 再び 本 烏と 化し、 飛ん 
で 北嶺 地に 沈む」 と。 吹 浦 村の 氏子 •往 
古より 鳥を 食用せ ざるは、 此の 神を 崇敬 
する餘リ、鳥類迄に推し及すの心にや。 
また その 丸 子 元祖は 當鄕內 丸 子と いふ 村 
に 住みけ るに や、 彼の 村の あたりに 菅 
館ぁリ。かの元視草創したる所欺。後世 
も 其の 氏人は 彼の 館の 下に 住み、 丸 子 親 
王の 子孫と 稱し 、家紋は ニ 鳥 翼と 觜を合 


マリコ 


せ 圓 くした U と (風土 略記)。 蓋し 此の 
地方の 丸 子 氏が 山 神を 氏神と し、 以 つて 
祖先と混同したるにて2諸國に此の類多 
し。 なほ 丸 岡、 今 井 等の 條參 照。 

14 甲斐の 丸 子 氏敎來 石條を 見ょ。 

15 淸和 源氏 信 濃 國小縣 郡 丸 子邑ょ 9 起 
る。 源賴 親の 裔 、依田 氏の 族、 有 氏の 子 
に 鞠 子 冠者 ニ郞有 光と 云 ふ あり。 その 裔 
にして、 丸 子 城 (丸 子 村〕 に據 る。 天文 
中、 丸 子 三右衞 門は 武田 幕下に して、 甲 
陽軍鏗 に 「マリコ 三十騎 」と見ゅ。 

16 河內の 丸 子 氏 天台 座主 記に 「安惠 和 
尙は 河内 國大縣 郡の 人、 母は 丸 子 氏」 と 
载 せたり。 

17 紀 伊の 丸 子 氏 熊 野の 豪族に して、’ 模 

- 本、 穗 積の ニ 氏と 共に 後世 榮ゅ 。基 成な 
る 者 あり、 丸 子 氏な り' と。 其の 後裔は 宇 
井 (又 鵜 居) 氏に して 宇井 黨の名 あり。 此 
の 族を 鈴 木 氏と 共に、 穗積 氏と する は 信 
ずるに足らず。蓋し前諸項に照して大伴 
氏の 族と すべし。 宇井、 模本、 穗 積、 熊 
野、 鈴 木、 前 田 等の 條を 見ょ。 

18 無 尸の 仲 丸 子 氏 姓氏 錄 、大和 神 別に 
收め 「仲 丸 子。 日臣命 九 ft の 孫 金 村大連 
の 後 也」 と 載せたり。 


マリコ —— マリコへ  老 2 


19 雜载 その他、 萬 葉 歌人に 丸 子 多 麻 呂、 
丸 子 大歳等 ぁり。 

惋子  マリコ 前條 氏に 同じ。 

〇 椀子連大伴氏の族、丸子連に同じ。 
大化ニ 年紀に 見 ゆ。 

翰 子 マリコ 信 濃の 豪族に して、 淸和源 
氏、 宇 野 有 氏 •依田を 稱す 、其の 子を 鞠 子 
冠者 ニ郞有 光と 云 ふ。 丸 子條を 見よ。 

又 甲斐、 武藏 等に も 見 ゆ。 

圓子 マリコ マルコ 前 數條參 照。 
丨信濃の圓子氏源平盛衰記に「圆子小 
中 太 C 信濃國 )」 を载 せたり、 その他は 丸 
子、 鞠 子等の 條を 見よ 0 
2 丹 黨陸奥 國九戶 郡 圓子邑 より 起る。 
或は 丸 子 部裔な るべ し。， 丹 黧と稱 すれ ど 
_證な きが 如し。 家紋 蛇 目。 深 秘抄に 「0 
子 氏は 安保 親王の 末 也」 と 載せ、 下りて 
天 正の 頃、 九 戶政實 に 屬 する 士に、 顶 子 
氏 •見 ゆ 0 

丸 子 部 マリ n ベ ワ二コ ベ 丸 君の 部 曲 

丸の 子 部の 意なる 事、 吉彌子 部の 公の 子 部 
なる に 同じ 。丸は 和邇に して 古代の 大族 也- 
ヮ 一 一條を 見よ。 丸 子 部は 其の 部 曲、 卽ち配 
下の 民を 云 ふ。 ヮ = コべな れど 、後世 多く 
マリコ、 或は マル n と訓 ずるを 以 つて 此處 


に 载 せた リ 。多く 東國に 榮ゆ 。凡そ 和邇氏 
に 數流 あれ ど •其の 內榮 えたる は 和邇臣 
と 和 •再 君と なリ 。前者は 天 帶彥國 押 人命 
の 後に して、 皇別 第一流の 氏な れど 、其の 
部 曲に 和邇部 あるを 以て、 此の 丸 子 部は 和 
珥 君の 部 曲と 思は る。 和邇 君は 三輪 公の 族 
にして 出 雲 神 族 也。 

1 大和の 丸 子 部 姓氏 錄 、大和 神 別！ 4 「和 
仁 古。 大國 主神 六 设の孫 阿 太 貿田須 命の 
後 也」 と。 和 仁 古は 丸 子に 同じ。 卽ち丸 子 
部の 出 雲 神 族和邇 君の 部 曲なる を 知る ベ 
し。 ヮー I n 條參 照。 

2 駿 河の 丸 子 部 當國有 度 郡に 丸 子 (麻 
利子) 村、 また 駿河 郡に 丸 子 神社 あり。 
3 相 摸の 丸 子 部 天平 十 年の 當國 正税帳 
.に 「餘綾 郡 散 事 丸 子 部 大國」 なる 者 見 ゆ。 
此國に は 丸 子 川 (圓子 川) あリ 。猶 ほ丸條 
參 照。 

4 武藏の 丸 子 部橘樹 郡に 丸子庄 あり。 
丸 子條を 見ょ。 

5 常 陸の 丸 子 部 萬 葉集卷 二十に 「久憝 
郡丸子部佐壯」、また貞觀四年五月紀に 
「常 陸 國久慈 郡 人 丸 子部蚨 人」 など 見 ゆ。 
6 岩 代の 丸 子 部 安積 郡に 丸子鄕 あり。‘ 
而して延曆十六年正月紀に「安積郡人外 


少初位 上 丸 子 部 古 佐 美」 あり。. 大伴 安積 
連 姓を 賜 ふ。 猶ほ 安達 郡 (今 信 夫 郡〕 に 
も 丸 子 村 あり。 

7 陸 前の 丸 子 部 延曆四 年 二月 紀ド 「陸 
奥 國小田 郡 大領正 六 位 上 丸 子 部 勝麻吕 に 
外從 五位を 授 く。 征 戰を經 るを 以つて 也」 
と 見え、 又宜城 郡に 丸子鄕 ありて、 和名 抄 
に 载せ 、猶ほ 延曆 十六 年 正月 紐. に 「富 田 郡 
人 丸 子 部 佐 美、 小 田 郡 人 丸 子 部 稻麻呂 」 等 
あり、 大伴 安積 連 姓を 賜 ふ。 又 遠 田 郡 人 
外大初 位 上 丸 子 部 八千代は、 大伴山 田 連 
を 賜 ふ。 

8 陸 奥の 丸 子 部 陸 奥 國戶籍 に 「戶主 丸 
子 部 忍 (大寳 ニ 年、 籍 •里 內戶主 丸 子 部 尻 
ょり 分 柝今 移住)」 と载せ たり。 

9 出 羽の 丸 子 部 羽 前 國鉋海 郡に 丸子邑 
あり、. その他は 丸 子條を 見ょ。 

10 信 濃の 丸 子 部小縣 郡に 丸 子 村 あり。 
此の 部 民の 住居せ し 地な り。 後诅、 此の 
地の 丸 子 (鞠 子〕 氏は 此れと 關係 あらん。 

S 師 マ リシ 鞠 部條參 照。 

〇 餽 師公 鞠 部の 長な りし 氏な らん 0 高 
麗族 にして、' 姓氏 錄 、未定 雜姓 、大和の 
部に r 銳師 公。 高麗 國寶輪 王の 後と 云へ 
衫、 見えず j と载せ たり。 


输部 マリべ 職業 部の 一にして、 椀を 作 
るを 職と せし 品 部と 考へら る、 カナ マリ 條 
參照 S 延曆 八年紀 に 「甲 裴國山 梨 郡 人 鞠 部 
の 人々 が 大井氏 を 賜 ふ j 事 見 ゆ、 大井條 に 
詳か 也り  - 
目 鯉 部 マリべ 前 ニ條參 照。 

〇 目 鯉 部 君景行 帝の 御裔 にして、 前條 
翰 部の俾 造 家な りし かと 考へら る。 天皇 
本紀、景行條に「大帶根命は目鯉部君の 
祖」 と载 せたり。  一 
眞里谷 マリヤ  マリ ガヤ ■ツ條 を 見ょ。 

翰 谷 マリヤ 淸和 源氏 武田氏 b 族に し 
て、 武田 系圖に 「武田 信 滿の子 信 長 •鞠 谷 
と號 す」 と 見 ゆ。 マリ ガヤ ツ條に 詳か 也。 
丸 マル  マロ、及びヮ||條を見ょ。 

圓井 マル キ 

丨淸和 源氏 武田 氏族 甲斐 國巨摩 郡圓井 
邑 ょり 起る。 圓井 系圖に r 武田信 光— 光 
經 (圓井 十 郞〕」 と 載せ、 又武田 (河 窪) 系 
圖に 「信 光 丨光經 (十 郡、 圓 井、 垣 坪 【增坪 】 
' 先祖)— 貞經 (五郎〕— 信繼 」 と。 又 中興 系 
圖に 「圓井 •淸 和、 武田 伊豆守の 三代 十 
郎光經 •之を 稱 す」 と あり。  / 
2 雜 载攝津 等に も 此の 氏存 す。 

丸 井 マル 4 前條參 照- 


マリコへ  マ リコへ —— マ リシ  爱 マリへ 丨 マルイ  證七 


マル オ —— マ ルオ 力 マル 才力  マル 才力 —— マル カメ  ■八 


1 度會 氏族 伊勢神宮の 社家 也し 
2 雜载 その他、 攝津 、志 摩、 尾 張、 武 
藏等に 存 す。 

丸 尾 マル ヲ 地名を 貢 ひしな らん。 . 

1 遠 江の 丸 尾 氏 昔 長 下 郡 赤地 邑に丸 尾 
長者 あり、 高 天神 軍記に 見え、 其の 孫 高 
部 村に 住む とぞ 。ヌキ ナ條參 照。 

2 貫 名 氏族 貞應の 頃、 上總の 領主 貫 名 
與三 右衞 門重忠 あリ 、その 裔與三 右衞門 
重 孝 •美 作 國英田 郡 拾 町に 移り、 氏を 丸 
尾と 改 むと 云 ふ .0 前項と 關係 あるか 。そ 
の裔 、慶長 中に 丸 尾 重 信 (勝牝 郡 美野邑 
庄屋祖〕、また吉野郡奥海村奥海大明神の 
社家 (丸 尾 常 陸〕 等に 存 す。 又 津山藩 分 
限 帳に 「十 人 扶持 丸 尾 支 俊」 を载 す。 

3 雜載 その他、 那波活 所 年譜に 「母は 圓 
尾 氏」 と 載せ、 又播 磨、 備 前、 攝津 、武 
藏 、駿河 等に 存 す。 

丸 岡 マル ヲカ マロ 力 羽 前、 越 前 等に 
此の 地名 あり。 

1 丸 子 姓 出 羽 虱の 留守 家に して" 鳥 海 
兩所の 神領を 支配し、 丸 子と も 丸 岡 (マ 
n 力) とも. 稱す 。傳說 に 據れ ば、 「鳥 海山 
神の 裔 孫と 云 ひ、 社 司を も 兼ねたり」 と、 
丸 子 •留守 等の 條參 照。 


鉋 海 郡 宮內邑 に、 丸 岡 民部少 輔の館 跡 ぁ 
り、 古くは 盛大な りしが、 戰國の 頃、 所 
鏆 (神 領〕 減じて、 此の 氏 も衰ふ (新風 土 
記〕。 その 頃は 今 井 氏と 云へ り。 安倍 氏 
の 筆餘に 「留守 今 井 氏の 先祖は 丸 岡 民 部 
大輔 とて、 一 営の 社 人に して、 紋は 丸の 
中に 一 引を 用 ひたり」 と。 

V.2 秀鄕流 藤 原 姓 羽 前 國田川 郡 丸 岡邑ょ 
リ 起る。 武藤義 氏の 弟 兵 庫 頭義興 •此の 
地に 在りて 丸 岡を 稱號 とす。 砂 越 大乘院 
年代記に 「天 正 十 年、 大浦義 氏 切腹、 丸 
岡義興 •國主 三年」 と。 而 して 風土 略記 
に 「丸 岡 館 •大寳 寺 兵 庫 頭義興 •爰に 住 
居す。 或は 武藤屋 形と もい ふ。 惡 屋形義 
氏の 弟に して、 義氏滅 後、 大山に 移る」 
と 見 ゆ。 

一に r 義 氏の 弟 兵 庫 頭 氏 高 •丸 岡に 居り、 
其の 子義 興は 藤 島に 在 城、 後屋 形を 相續 
す」 と。 但し 庄內 物語には 「諸士 評議し 
て、 悪屋 形の 弟 丸 岡 兵 庫頭義 興を 大浦の 
城に 移し、 武 藤の 遺 勝を 繼が しむ」 と 
載せ、 荒澤 過去帳には 「義 氏の 甥義興 • 
實子な きに 依り、 本庄繁 長の 男義 勝を 養 
子と す」 と あり。 本 庄條參 照。 義 勝は 荒 
澤過去帳‘又羽源記にも、「信州に移さる」 


と 見 ゆ。 又 夏 目 記、 天 正 十六 年に 「丸 岡 
圖書助 云々」 と。 武 藤、 大寶 寺、 小 笠 原、 
高 坂 等の 條を 見よ。 

3 下線の 丸 岡 氏常緦 軍記に 「布 鎌には 
布鎌但 馬、 丸 岡 喜 一」 など 見 ゆ。 

4 久来姓 越 前 國坂井 郡 丸岡邑 より 起る 
とぞ 。伊勢神宮 神 郡 司 神戶司 家系に 「丸 
岡 (飯 野 郡 司 大頜〕 •久来 朝臣、 始祖 •姓 
久 来、 越 前國丸 岡より 起る、 初代 元 次」 
と。、； の 地は 其の後、 天 正の 頃、 靑木伊 
賀守忠 元が、 四 萬 六 千 石を 領せし 地な れ 
ど、 慶長五 年 •西 軍に 黨 し、 除 封 さる。 

5 雜载 その他、 攝津 、武藏 等に 存 す。 

圓丘 マル ヲ カ前條 氏に 同じ。 

丸 小 野 マル ヲノ 

丸簡ロ  マル n グチ 豐 前の 名 族に て •天 
正の 頃には 丸 箇ロ民 部 あ P。 

圓角 マル カド 

丸 川 マル 力 ハ 備中國 淺ロ郡 西 阿智 邑の 
名 族に して、 大江 姓と 云 ふ。 丸 川 一郎 茂延 
(千秋〕 は 儒者と して 名あリ 。又 石 見 等に も 
存す 0 

丸 上 マル 力 ミ 東京 日本 橋 袋物 屋阪倉 又 
四郎は 丸 上 老人と 稱す (人名 辭書〕 。 

丸龜 マル ガメ 讚岐の丸龜城は、全讚史 


i-c l 西 讚の 治 所 也。 慶長七 年。 生 駒 讚 岐守一 

政*始めて之に城く」と载せたり。 

丸 ロ マル グチ 

丸 栗 マルク リ信 濃に 丸 栗 庄あ衫 0 . 

丸 子 マルコ マリコ 條を 見よ。 

圓子  マルコ  マリ n 條を 見よ。 

丸 子 部 マル n ベ マリ n ベ 條を 見よ。 

丸 崎 マル サキ 備前に 此の 氏 あ 9。 

丸澤 マル サハ 出 羽の 豪族、 大江 氏の 族 
にして、 大江氏 系圖に 「 廣元丨 親 廣丨廣 時 
丨 政廣 丨 元顯 — 元 政 丨 時 茂 ハ 以上 左澤 、寒 河 
江 等の 條に詳 か 也)— 彈正元 時— 式部 氏 政 
丨伊與 守 滿廣丨 同時 高— 同 賴康丨 政 勝 「丸 
澤 式部〕」 と 載せ、 中興 系圖に 「丸澤 •大 江、 
毛 利 因幡 守廣 元が 十三 代 式部少 輔政勝 •之 
を稱 す」 と 見 ゆ。 

丸 下 マル シタ 

丸 島 マル シマ 東鏗卷 四十 八に 丸 島彌太 
郎久 經を载 せたり。 相當の 豪族た 9 しを 知 
らん。 現今 武藏 に存 ず。 

丸 瀬 マルセ 石 見 等に 此の 地名 ありて、 
安西 軍 策に 丸 蒲 氏 見え、 又武藏 等に 存 す。 

丸 田 マルタ 和名 抄 、上總 國周淮 郡に 丸 
田鄕 を收 む、 刻本の 旁訓に 麻留 多と あれ ど* 
ワダ かと 云 ふ。 その他、 越後、 丹 波 等に 此 


の 地名 存す。 

1 筑紫 氏族 越後 國蒲原 郡 丸 田 村ょり 起 
る。 遠祖は 筑 後の 産に て、 竹 地 源 太泰基 
と 云 ふ ° 源 賴義に 仕へ、 其の 後裔 •後藤 
兵 衛尉吉 道 •平 治の 亂に 源義 朝に 仕 ふ。 
其の 子孫 •文明 中 本州 安田に 来り 住す。 
北國 太平 記、 天 正 十三 年、 杉 原城攻 の條 
に 「雪の 丸 田 周 防 守 (また 薩摩堂 周 防 守)」 
を 載せ、 又 丸 田 伊豆守 見 ゆ、 I 城 厭 川 城 
主な りと。 

その 雷と 云 ふは 蒲 原 郡 雷 城 C 水戶野 村) に 
居 9 しに 因る。 又 魚 溶 郡 板木 城は 一に 雷 
土 城、 湯 ヶ谷城 (雷 土 村) とも 云 ひ、 天 正 

中、. 楡井 修理 亮親忠 、及び 丸 田， 周 防 守 • 
據 ると 見え、 又 蒲 原 郡大茂 ( 大 面〕 城 c 大 
面村)は城主成田備前守、後に丸田伊豆 
守 届 住し、 地蔵 堂 城 (一に 藏王 堂、 地藏 
堂 町) には 伊豆守の 弟 因幡 守 居住せ りと 
ぞ 0 

次に 厭 川とは 西 頸 城 郡 絲魚川 城の 事に し 
て、 一に 淸崎 城と も 云 ふ。 上 杉 氏 (長 尾) 
が當 國の大 守と なりて 後、 越 中口の 要路 
なる が 故に、 西方よりの 敵襲を 防禦す る 
爲 、築城せ しもの ならん かと 云 ふ。 越後 
野 志に 「天 正中、 丸 田 伊豆守 居住、 元 


和 ニ 年 松 平 越後 守 信 勝 居住、 食 祿ニ萬 石」 
と。 田 中 君 云 ふ 「此 等ょり 考ふ るに、 丸 
田 伊豆守は 上 杉 氏が 此處に 築城した る最 
初の 城代な らん か。 丸 田 氏は 元 來刈羽 郡 
五十土 城の 主たり 。果して 之れ が眞な リ 
とすれば、 此の 城の 創 築は 天 正 年間なる 
べし」 と。 又 直扛重 光の 臣丸田 九 左衞門 
盛 次は 霞 流 砲術の 祖 として 名 あり。 

2 藤 原 姓 佐 州 役人 附に 「藤 原 姓 •丸 田 
范 五郞 J と 見 ゆ 0 

3 上 織の 丸 田 氏 周淮郡 丸田鄕 ょり 起る 
かと 云 ふ。 成 田 分限 帳に 丸 田 宗藏な る 者 
あり 0 

4 鎭 西の 丸 田 氏 此の 地方に も 多く、 內、 
大村 藩の 丸 田 氏は 今 富 氏の 族 也と。 又薩 
摩の 刀鍛冶に 丸 田 伊豆守 正 房 ( 惣左衞 門、 
兵右衞 門) あり" 備前守 氏 房の 男な りと 
云 ふ。 

5 雜载 その他、 備 前、 攝津 、播 磨、 信 
濃、 武藏 等に 存 す。 

圓田  マルタ前條氏に同じ。木下順庵門 

の 儒 省に 圓 田宗叔 あり、 字を 子彝と 云 ふ。 

丸 竹 マル タケ 

丸 谷 マルタ 11  マリ ガヤ ッ條を 見よ。 


丸 地 マルチ 

マルク チ —— マルタ  マルタ  マルタ — マルチ  i 八 


マルツ 力 I マルハ シ マル ハヤ 1 マルメ  マルメ I マル モ 老 5 


存 す。 

丸 林 マルハ ヤシ 


流を 創む。 又 一 傳流拔 刀術の 祖 に 丸 目 主 
水 あり。 

丸 女 マルメ 前條 氏に 同じ。 

丸 茂 マル モ 


丸 塚 マル ヴカ 武藏に 此の 地名 あり。 

丸邇 マル H ヮー 一條を 見ょ。 

丸 野 マル/ 

1 藤 原 南 家相 良 氏族 肥 後國の 名 族に し 
て、 相 良 系圖に 「良 賴丨賴 成 (丸 野 四 郞) 
丨 賴豐」 と 載せ、 相 良 家譜には 「定 賴丨 
賴豐 (丸 野四郞 )」 と 見 ゆ。 新撰 事蹟 通考 
は後者に同じ。 

2 雜载 その他、 關長門 守 侍 帳に 「百 五 
十 石 丸野與 兵衞」 など 載せたり。 

丸寶 マル ハウ 

丸 橋 マル バシ 

丨秀鄕 流 藤 原 姓 上野の 名 族 益 田 氏の 族 
にして、 「益 田 和 泉 守 行 俊の ニ 男四郞 左衞 
門 行 安を 祖 とす」 と 云 ふ。 家紋 丸に 釕拔、 
丸に 鳩 酸 草 •結 雁金。 その 裔 「五 右 衞門茂 
行 c 元 和 元年 與 力〕— 庄左衞 門 茂 連 丨庄兵 
衛茂萑 — 縫 殿 之 丞茂矩 J 等、 寬政 系譜に 
見 ゆ。 

2 出 羽の 丸 橋 氏 出羽國 山形の 人 丸橋忠 
彌 (吉 十郎) 盛 澄 (盛 任〕 は、 慶 安四 年、 
由井正雪と共に事を擧げんとせしにょり 
有名 也。 十文字 鐽の 名人、 俗傳 、長 曾 我 
部 氏の 裔と云 ふ。 

3 雜载 そ £0 他、攝津、播磨、武藏等に 


丸_  マルビ 石 見に 此の 氏 あり。 又甲裴 
に 丸 尾の 地 あり。 

丸久 マル ヒサ 武藏に 此の 氏存 す。 

丸 藤 マル フデ 武藏に 此の 氏存 す。 

丸 部 マルべ 數流 あり、 ヮ -I ベ 條を 見ょ。 

丸卷 マル マキ 文 安 年中 御番 帳に 「二番. 
丸 卷善七 郞 J を载 せたり。 

丸 町 マル マチ  ， 

丸 見 マルミ 石 見に 此の 氏存 す。 

圓見  マルミ 美 作 國の名 族に して、 文化 
の 頃、 圓見 機左衞 門、 又 英田郡 橫尾邑 庄屋 
に 圓見伊 左 衞門等 あり。 

丸宫 マル ミヤ 

丸 目 マルメ 

1 藤 原 南 家相 良 氏族 肥 後 國の名 族に し 
て、 相 良 系圖に 「貞賴 丨賴書 (丸 目 兵 庫 
允〕 丨氏賴 J と 載せ、 家譜には 「定賴 —氏 
賴パ丸 目 兵 庫 允〕 J と あり。 

1 日向の 丸 目 氏 日向記に「丸目次郄兵 
衞 尉、 丸 目 兵 庫 頭、 丸 目 典 内」 及び 「三 
山 衆 •丸 目 兵庫丞 J 等を 載せたり。 

3 雜载上 泉 伊勢 守の 門人 丸 目 (丸 女〕 藏 
人大 夫は、 もと 北面の 武士な りと。 神 貫 


1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 信 濃 佐久 郡發祥 
の 豪族に して、 尊卑 分脈、 及び 小 笠 原 系 
圖に 「小 笠 原 信 濃 守 長 氏の 子兼賴 (丸 毛 
六郞 )」 と 載せ、 又 諸家 系 圖纂に 「長 淸丨 
丸 毛兼賴 (六 郎) 、その 男維賴 J と。 

2 美 濃の 丸 茂 氏 前項 氏 Q 族に して、 中 
興 系圖に 「丸 毛 •淸和 、本國 美 濃多藝 郡、 
紋 キキョゥ 五六、 三階 菱 、小 笠 原 信 濃 守 
長氏の孫、兼賴が男六郞兼貞*之を稱す」 
と あるを 採れば、 或は 當國 發祥か 。多藝 
郡大塚 城に 據 る。 船 田後祀 に 「明 德丙辰 
夏 四月、 土岐 元賴 、石 丸 利 光 等の 族 徒 • 
狐 穴 竹 鼻に 次し、 一 軍を 分って、 多藝庄 
に 入り、 民 里を 焚 毀し、 寡 村を 脅！！ す。 
丸 毛 氏 •之が 首領たり」 と あれば、 此の 
時ょり 多藝庄 を押領 し、 當城に 據るか と 
云 ふ。 

新撰 志に 「大塚 村大墳 古城 •城主 松 井 九 
郞直淸 、いつの 代の 人に や 定かなら ず。 
其の後、 丸 茂 兵 庫 頭、 丸 茂 三郎 兵衞 、こ 
れを 守る。 丸 茂 氏は 淸和源 氏 小 笠 原長淸 


の 裔孫 にて、 三階 菱を 紋所と す。 三郞兵 
衞兼賴 (或は 安 職 • 一に 親吉〕 入道 道 和 
は、 始め こ X に 住し、 後 安八 郡 福 束に •ぅ 
つり、 ニ 萬 石を 頜す 。慶長 五 年、 石 田 三 
成に 與 力して 沒 落し、 後 前 田 利 常に 屬し 
て ニ 千 石を 頜 し、 正 保 四 年 亥 正月 ニ 十八 
日 病死す、 法號友 松院合 水道 和 居士と 號 
す J と 0 

丸 茂 兵 庫 頭の 事は 國枝條 を 見ょ。 その 男 
三郞 兵衞 は、 太閤 記、 天 正 十二 年 五月、 
竹ヶ鼻 城攻の 條に 「直 江村を 要害と して、 
丸 毛三郞 兵衞を 入れ 置き 給 ふ」 と 見 ゆ。 
又 新撰 志、 安八 郡 福 束 村 古城 條に 「丸 茂 
三郞兵 衞安職 (或は 兼賴) •慶 長のは じめ 
居住す。 安 職は 小 笠 原長淸 の裔 孫、 丸 茂 
兵 庫 頭が 子に て多藝 郡大墳 ょり、： X に 
移りてニ萬石を領す。石田三成に與し 
て襃長 五年沒 落す」 と 云 ひ、 「其の後、 前 
田 利 常に 屬 して ニ 千 石を 知行し、 正 保 四 
年 正月 死去す、 法名 友 松院合 水道 和 居士 
と 云 ふ。 道 和の 弟五郞 兵衞は 御 旗本と な 
りて、 代々 江戶に 住す」 と あり。 

又 道 和の 弟 五郎 兵衞は 旗本と なりて、 代 
々江 戶に 在勤す。 常 山 耙談に 丸 尾 兵 庫 助 
長住*其の子三郞兵衞長隆*龍興に仕へ、 


多藝 郡大塚 の 城に ぁり。 安藤 伊貿 守、 氏 家 
常 陸 介 •龍 興に 叛い て大 塚に 押 寄せけ る 
を擊 破せ しか ば、 丸 尾 父子に 祿を增 し、 
感狀 を與へ られ けり」 と。 

又寬永 系圖に r 織 田信县 家臣 丸 茂 兵 庫 頭 
長 照 (不 白〕— 五郎 兵衞利 勝— 兵 左 衞門利 
久 (千 四百 石〕 丨同利 政」 と载 せ、 寬政呈 
譜には 「丸 毛 六 耶兼賴 八 代の 孫 喜 八 部 信 
吉の養子兵庫頭長照ニ貫は高瀨備前守の 
弟 也 C その 男三郎 兵衞 •豐臣 家に 仕 ふ。 利 
勝は 信 吉の實 子な り」 と。 家紋 三階 菱、 
丸に 桔梗。 武鑑に 


3 甲斐の 丸 茂 氏 第一 項 氏の 一族に し 
て、 小 笠 原 長淸の 後と 傳 ふ。 巨 摩 郡、 及 
び 山 梨 郡 等の 名 族 也。 猶ほ 丸山條 第一、 
第三 項參 照。 

4 雜载南 宗派の # 家に 丸 茂哲之 助簡ぁ 
り、 香 湖と 號 す。 

丸 毛 マル モ 前條と 通じ 用 ひらる。 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 前條 第一 項 氏に 
同じ。 豐鑑に 「美 濃 國人丸 毛」 など 見 ゆ。 
2 御神本 氏族 石 見 美 濃 郡 丸 茂 邑ょ 9 起 


る。 御神本 系圖に 「益 田 兼 T 兼忠 (丸 
毛 右兵衞 尉〕 丨兼信 (太 郞 。弟に 兼賴 •六 
部、 養子と す〕 — 兼 氏 — 兼 直」 と载 せ、 石 
見 志に 「美 濃 郡 丸 茂 村 丸 茂 兵 部 丞兼忠 • 
御神本 氏 益 田 兼季の 四 男 丸 茂兼忠 •此の 
地に 居り 氏と す。 建 長 ニ 年、 材木 糢 米を 
京都に 送リし 人」 と 見 ゆ 0 

丸本 マル モト 

丸 森 マル モリ 

丸 谷 マルヤ  マリ ガヤ ツ條を 見ょ。 

丸屋 マルヤ 家康の 時、 伏 見 銀座の 頭 役 
に 丸 屋次郞 兵衞 あり。 又 京都の 陶工 丸屋佐 
兵， 衞も 名高し。 

圓谷 マルヤ ヱ ンヤ 常 陸國の 豪族に し 
て、 久慈郡 下金 澤邑 十二 所權 現、 永 祿六 年、 
天 正 十一 年 棟 札 等に 圓谷尾 張 守 等を 載せた 
り。 佐 竹 氏の 家臣な り， と ぞ 。また 武鑑 •佐 
竹 家 重臣に 見え、 磐 城、 岩 代地 方に も存す 

と ^ o - 

丸 山 マルヤ マ 三 河、 甲斐、 武藏 、安房、 
上野、 岩 代、 陸 前、 美 作 等に 此の 地名 存す。 
その他 猶ほ多 かるべし 0 
1 藤 原 姓 勝 間 田 氏族 遠 江國發 祥 也、 力 
ツマ タ條參 照。 新 編武藏 風土記、 多 摩 郡 
卷に 「丸 山 氏 (雨間 村)。 家系を 閱す るに" 


マル モ マル モ マル モ —— マルヤ マ 3¢. 七 ニ 


マルヤ マ 


先祖は 大職冠 内大臣 鎌足 公の 四 代 左大臣 
藤 原 魚 名 公. の 嫡子 藤 原重郞 光 氏に 出づ 6 
是を勝 間 重郞光 氏と 云 ふ。 遠 淡 海 國榛原 
郡に 居城せ り。 三男 あり、 長男は 犮京亮 
光 伴、 ニ 男は 九郞 光成、 これ 井伊の 祖な 
り。 三男は 三郞 光重、、 れ橫 地の 祖な リ。 
長男 光 伴ょり 二十 八 代の 間、 系譜 蠹ばみ 
損じて 讀が たければ 詳な る： としれ ず。 
唯 その 世代を 記す のみ。 三十 一代 勝 間 田 
彈正忠 光 時 •遠 州 東 郡に 居城せ しが、 永 
享十 一年、 足 利義敎 、鎌 倉 持 氏の 兩將軍 
不和の 時、 箱 根に おひて 攝戰 すと あ 0。 
光 時ょり 三世 左 京 亮宗秋 に 至り、 姓を 丸 
山と 改 む。 ニ子 あり、 長を 備後守 光兼と 
云 ひ、 武 田家に 屬 し、 信 州 曳の城 主たり。 
.この 子孫 今 松 平伯耆 守が 家に 給仕す。 
宗秋の ニ 男 筑前守 光 言 •遠 州 掛川 橫須實 
に 居城し、 小 笠 原 長 時に 屬 し、 天文 十八 
年 四月 二十 二日、 信 州 鳥居峙 にて 戰 死す 
と载 す。 甲 陽軍鑑 には、 同年 海 野 平に 於 
いて 戰 死の 由を 载せ て、 家系とは 異 り、 
光 言に ニ 男 あり、 長は 彌兵衞 門 尉 光則、 
次は 兵 部 太夫 定吉と 云 ふ。 光則 ゆへ あり 
て 氏を 丸 莨と 改め、 武 田家に 屬せ しお 9 
から 賜は りし 文書 あり。 子孫 今甲州 山 梨 
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郡 八幡 大工 村に 住せる 丸 山勘 三 所蔵す。 
その 文には 『下知に まかせ、 奉公せ しむ 
るに おいては、 所望の 旨、 相違 あらざる』 
の 由を のせ、 文 祿九年 七月 二日と 書せ り、 
されば此の時よリ武田家に仕へしなるべ 
し。 光則に ニ 男 一女 あり、 長は 勘 三 光 
直、 次は 傳三郞 光定、 兄弟 共に 東照宮へ 
召 出され、 一女は 新箝 尼に 從ひ 當國に 來 
り、 後 剃髪して 當村齋 洞 庵に て 歿す。 天 
正 十 年 七月、 北條氏 * 川 浦 ロより 切入 
し 時、 光 直 光定の 兄弟の 働に て 藤の 木 ま 
で 切 返せし 戰功に よりて、 同年， 十二月 • 
兄弟 共に 本領の 御朱印を たま ふ。 一通は 
勘 三が 子孫の もの 甲 州に て 所持せ 9。 傳 
三郞 へた まふ 所の 御朱印 左. の 如し 云々。 
この 傳三郎 •御 小姓に 召 出されし が、 故 
ありて 御咎を 蒙りし を、 橫田次 郎兵衞 * 
成瀨 伊豆守 等が 申しな せし によりて 御敉 
免 ありし が、 其の後い かなる ゆへ にや、 
父 彌兵衞 尉と 同じく、 當國 府中 高 安寺に 
至り、 住僧に よしみ あれば 此處に 寓居せ 
しが、 彌兵衛 尉は 病て 死せ り。 傳三郞 は 
名を 彥右衞 門と 改め、 後人 道して 宗玖と 
號 す。 天 正 十八 年、 小 田 原御陣 のせつ、 
召に よりて 井伊 直 政の 陣中まで まいりし 
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に、 直 政が はから ひに で 御 目 見の 上'、 傳 
來せし 御 系の 卷 御用の 由 •臺 命を 蒙 9、 
御 使 ひ 設樂 神三郞 を以 って さ、 げ奉れ 
り。 其の後、 同人 御 使に て 同年 八月 御 朱 
印を 賜 ふ。 その後 小宮領 小川 村に 移リ、 
慶長四 年 又 今の 雨間 村へ 移住す と 云へ 
w-o 

宗玖に 三 子 あり、 長は 左 京 進宗久 •東都 
に 出で しが、 事蹟 詳なら ず。 次男 彥右衞 
門宗 春は 其の 家を 相續せ 9。 111 男惣三 郎 
吉重 これ も 東都に 出づ 、其の 詳な るを 知 
らず 。宗 春に ニ子 あり、 長男を 小 右衞門 
丨宗 重と 云 ひ、 次を 三 太夫 光家と 云 ふ。 寬 
永 十六 年 故 あって 田祿を さきて、 小右衞 
門に あたへ て 分て り。 後 次男 三 太夫 •父 
の 跡を つぎて 里 正を つとめ、 兩家 ともに 

代々 帶刀い たせし が、 明曆 三年 御 代官 近 
山 五郎 左衞 門ょり 彥右衞 門へ 賜 ひし 書に 
も、 由緖 ありて 先年ょり 帶刀い たし 來り 
し 由、 明白に っき 帶刀 勝手次第、 又惣； 白 
姓 等 取 治めし 由を のせ、 又 寬文七 年、 曾 
根 五郎 左 衞門檢 地の せっ、 給 ひし 書に も 
『源 兵衞 、小 右衞門 事、 由緒 明白 > 彌々 
以 って 帶刀 くるしから ず、 且っ 源兵衞 事、 
村 内は 勿論 近 村まで、 檢地 御用 相 勤めし 


こと神妙につき、折を以つて'公へも達す』 
べき 由を のせたり 。この 外、 地頭より た 
まひし 文書 數通を 藏せ り。 筑前 守より 今 
に 至 0 て 十二 世を 歷る となり。 里 正 も 
此の 家に て 勤めし が、 いつの 頃 か 小右衞 
門が 家に 讓れ りと 云 ふ」 と 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 加 實美 氏族 甲斐 國巨摩 郡 
の 名 族に して、 上 條東割 丸 山より 起れ る 
かと 云 ふ。 一蓮 寺 過去帳に 「丸 山 若 狹. 
永 正 九 年 十月 八日」 と 云 ふを 载 せ、 又 加 
賀美 氏の 族 也と 傳へ 、丸 山 伹馬守 等、 も 

のに見ゆ 0 . . 

3 甲裴の 丸 山 氏 前後 各條參 照。 第一 項 

氏は、 甲 裴國志 等に.、 「丸 山 筑前勝 道の 子 

彌三郞 は、 天文 中本國 に來 9、 丸 茂 彌兵 

衞勝 重と 稱 す」 と 傳へた 9。 山 梨 郡 大工 

村の 名 族に して、 一に 丸 茂と 云 ふ 0 現今 

東 山 梨 郡 八幡 村 大工 組に、 丸 山 朝 久氏ぁ 
リ 0 

4 淸和 源氏 武田 氏族 信 濃 發祥の 豪族、 
武田 安藝 守 信滿の 後に して、 彈正忠 淸昌 
を祖 とすと 云で、 淸昌は 室町 時代詉 訪郡 
に 住居せ しとぞ * 

又 同國筑 摩 郡 下 生 坂 城 (下 生 坂 村) の 城 
主に 丸 山 丹 後 あり、 安曇 郡 日 置の 幕下に 


して、 日 置 落城 後沒 落す とぞ。 

5 上野の 丸 山 氏 吾妻 郡の 豪族に して、 
國志に「須ヶ尾丸山城*須ヶ尾刑部左衞 
門、 丸 山 民部大 夫等據 る」 と 見 ゆ。 當國 
山 田 郡に も 丸山邑 あり。 

6 常 陸の 丸 山 氏 新編國 志に 「丸 山 •瓜 

.連 常 福 寺 過去帳に 『寂 月 •慶長 十六 年 九 
月 十八 日、 大里丸 山 隼 人』 と あり、 大里 
は久慈 郡に あり」 と。 後 丸 山 雲 平 可 澄 (仲 
活 、雲 泉) あ 9、 活堂混 齋と號 す。 光囿 
に 仕へ て、 大 日本史の 編纂に 與 り" 又 諸 
家系 圖纂 三十 卷の著 あり。 

7 岩 代の 丸 山 氏 信 夫 郡に 丸 山 あり、 關 
係 あるか。 會津藩 丸 山 氏は 甲 州の 士にし 
て、 文書 九 通を 藏す 。又 新 編 會津風 土 記、 
會津郡 原 組 原村條 に 「守屋 神社 神職 丸 山 
主計、 先は 喜 膳 某と 稱 す、 今の 主計 某は 
五世の孫なり」と。又友人に丸山ニ郞君あ 
り、 耶麻郡 千里 邑の 人、 もとは 越後 新發田 
ょり 來れ りと 傳 ふとぞ 。家紋 丸に 木瓜。 

國史 大系 校訂は 不朽の 業たり。 又 磐 城 田 
村 郡 等に も 見 ゆ。 

8 越後の 丸 山 氏 三條 衆に 丸 山 氏 あり。 
又 古志 郡 栖吉城 (栖吉 村) は、 謙 信の 外 
祖父 肥 前 守 顯吉の 居城なる が、 越後 野 志 


には 「城主は 志實 小左衞 門春淸 也-其の 老 
臣に今 井 彥右衞 門、 丸 山 掃 部 •志 質 新兵 

衞の 三人 あり。 丸山叛 き、 橡尾 城主 宮島 
三 河 守が 兵を 引 入れ、 城を 奪 ふ」 と 見 ゅ。 
9 藤 原 南家エ 藤氏の 族に して、 家紋 藤 
の 左 巴。 寬政 系譜に 「家康 家臣 市 左衞門 
友 重 (淸 林〕— 同 友 勝— 九 左 衞 1 ： 友 正、 弟 
文 右 衞門友 次 (ニ 百 石〕」 等 見 ゅ。 

10 三 河の 丸 山 氏 額 田 郡 丸山邑 ょり 起 
る。 當村に 城 •三 ヶ所 あり、 一ヶ所 知れ 
•ず。 榊 原 式部、 成 瀨伊賈 守、 丸 山中 務等 
の 居所な りと。 この 丸 山は 前項と 同 I か。 
11 嵯 .哦 源氏 寺內 氏の 裔に して、 家紋 丸 
に 扇。 幕府 藝者 書附に 「二百 俵 外科 丸 山 
昌貞 、今以 つて 同 高、 寄 合」 と载 せ、 寬 
政 系譜に 「寺 內宗 检丨 法眼 支 棟 (昌貞 )丨 
宜喬」 等と あり。 

12 室町 幕臣 永享以 來御番 帳に 「一. 番* 
丸 山 孫三郞 J 文 安 年中 御番 帳に 「一番 • 
丸 山 孫 一一、 一郎」、 康 正造內 裡段錢 引付に 「ニ 
貫 六 百 七十 文 •丸 山 掃 部 助 殿 •段 錢」 と。 
叉 見聞 諸 家紋に 
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13 赤松 氏族 美 作 國久米 郡 福 田 村 丸山邑 
ょり 起る。 赤松 則 村の 末裔 左衞門 尉宗宣 • 
此の 地に 城き、 永 祿ニ年 三月 二十 七日 
卒し、 宇喜多直家の 將岡平 内 家 利の 爲 に 
落城す。 その 三男 兵 庫頭宗 之は 三 星 城に 
逃れ、 後藤 勝 基に 賴る 。天 正 七 年に 至り、 
三 星 城も陷 り-河 井庄小 井原 邑に隱 ると 
ぞ〕 

又英田郡中川に丸山氏、又東作志に神田 
村 庄屋 丸山豐 七を 載せたり。 猶ほ 次項參 
照。 

14 藤 原 姓 美 作 勝 北 郡 小吉 野七箇 大社 天 

正 四 年 棟 札に r 後藤 與肆郞 元 正、 脇 頭 藤 

原 朝臣 丸 山 源 兵 衞尉吉 住」 と 見 ゆ 0 

15 備後 安藝の 丸 山 氏 鎌 倉の 初め 頃、 嚴 

島に 丸 山 九大 夫と 云 ふ もの ありて、 射 術 

JC 妙を 得- 賴朝 富士の 狩に 從ふと 云 ふ。 

又 御調 郡の 名 族に 見え、 「丸 山大 膳は 向島 

西 村 丸山壘 に據 る」 と (藝藩 通 志)。 

16 筑 後の 丸 山 氏 三潴 郡大 原の 名 族に し 

て、 慶長元 和の 頃、 丸 山 治 部 右 衞門勝 正 
あり 0 

17 幕臣 源 姓 利 右 衞門正 勝 四 代 勝 五郎 政 
春 (寬曆 死〕 等， 寬政 系譜に 見 ゆ。 

18 雜载 武鑑、 一宮 加納藩 重臣、 須坂堀 


藩 重臣、 安志 小 笠 原 藩 重臣、 須坂掘 藩 用 
人 等に 此の 氏を 载 せ、 又 秀康卿 給 帳に 「三 
百 石 丸山權 之丞」 、關長 門 守 侍 帳に 「百 五 
十 石 丸 山 權右衞 門」、 加貿藩 蛤 帳に 「三百 
石 丸 山 了 悅」 等 見 ゆ？ 又 伊豫 松 山 藩の 儒- 
者に 丸 山大藏 惟義 あり、  南海と 號 す。 
又紀伊牟婁郡本宫神官に此の氏ありて、 
本営 左 座に 丸 山 忡見ゆ ( 續風土 記〕。 又 律 
山 藩 分限 帳に 見 ゆ。 又 肥 前 島 原 藩士に 在 
り、 幕末 丸 山作樂 •出で、 明治に 人り て 
も 功多し。 又 安藝 廣 島の 人 丸山貞 佐は 俳 
人と して 名 あり、 三设貞 柳と 稱 す。 又 丸 
山仁大 夫は 仁王 仁 太夫と 稱 す。 又 丸 山 雲 
平 あり。 又仙臺 出身 力士に 丸山權 太左衞 
門、 その他、 下野、 加賀 、美 濃、 尾 張、 
伊勢 •志 摩、 山城、 攝津 、播磨 •肥 後 等 
にも 存 す。 又 現今 丸 山鶴吉 •令名 高し。 

圓山 マルヤ マ 前條と 通ず。 

1 藤 原 姓 後 源氏に 改 む。 丹波國 桑田 郡 
穴 田 邑の名 族に して、 圓山主 水 (仲 選) に 

- 至り 京師に 入り、 # 家と なる、 應擧 (初 
め 仙嶺) これ 也。 狩 野 探幽以 來の 大家と 
謂は る。 その 男應瑞 (儀 鳳)、 その 長男 應 
祥 C 今 井 氏を 嗣 ぐ〕、 次男 應眷 、義子 應震 
(仲 恭〕 、その 養子 應立 (寺 井 養 拙 主 孫〕 等、 


マルヤ マ —— マ a 老一 四 


皆 名 あり。 

2 雜載京 極 殿 給 帳に 「下 總守殿 •二百 
石 圓山與 右衛門」 を载せ 、又 佐 渡の 儒者 
、 に 圓山 三平葆 あり、 溟 北と 號 す。 本姓 小 
池 氏、 丸山學 古に 養 はれ、 後圓 山に 改 む。 
その他、武藏等にも存す，。 

滿祿 マロ 和名抄、安房郡朝夷郡に滿祿 
鄕を 載せて、 萬呂 と訓 ず。 中 ft には 丸 御厨 
と稱 す。 豪族 丸 氏の 盛强 にあたり、 朝 夷 郡 
を偺稱 して、 丸 郡と さへ いへ り。 或は 麻呂 
に 作る。 

丸 マロ  マル ヮ 一一 

1 上古の 丸 氏 ヮ 1 一條に 詳か 也〕 

2 安房の 丸 氏 中興 系圖に 平 姓と す。 當 
, 國の大 族に して、 保 元 物語に 丸太耶 を 载 
せたり、 源 家に® す。 その後、 東 鑑卷ー 、 
治 承 四 年 九月 條に 「十一 日、 武衞 ( 賴 朝) 
安房 國丸 御厨を 巡 見し 給 ふ。 丸 五郎 信 俊 • 
案内 者と 爲 り、 御供に 候す o 當所 は逼 
祖豫州禪門(源義家>東夷を平ぐるの昔、 
最初の 朝恩 也、 左 典 廐 C 義朝〕 •廷 尉禪門 
(爲義 ) の御讓 得を 請は しめ 給 ふ 時 •又最 
初の 地 也。 而 して 武衞の 御 昇進の 事を 祈 
り 申さる i 爲 、御 敷地を 以つ て、 去る 平 
治 元年 六月 一日、 伊勢大神宮に 寄せ 奉り 


給 ひ、 果して 同 二十 八日、 藏人に 補 せら 
れ給ふ」と -0 

又義經記に「安房國の住人まちの太郎、 
案内の 大夫 •.源氏に つく」 と ある まちは、 
まろの 誤 かと 云 ひ、 又 小町の、、 とかと 說 
き、 案内は 安西の 訛に て、 卽ち 安西の 景益 
ならん と。 その他、 東鏗卷 五に 丸太 郞、 
三十 ニに 丸 五郎、 また 丸六郞 太郞等 見 ゅ。 
而 して 國志に 「中古、 丸鄕に 豪族 あり、 
丸を 氏と す。 保 元の 亂 、丸太 部 •京に 在 
りて 源義 朝に 從ひ 、源 爲 朝の 士 •鬼 田與 
三に 脇 立を 射 傷 せらる (保 元 物語)。 治 承 
四 年に 至り、 源賴朝 •本州 丸 御厨を 巡 見 
す、 其の 族 五郎 信 陵 •先導す。 文治 元年、 
賴朝 •勝 長 壽院に 供養して 之に 莅む 、丸太 
郎 •隨 兵た セ (東鑑 )。數设を經、信朝(安 
房實 記には 信 浚、 里 見 軍談 記には 元 浚〕 

に 至り、 山下定 兼が 其の 主神 餘景 貞を弑 
せし を 悪み、 安西 景 春と 謀 y、 撃って 定 
兼を 殺す。 旣に して 其の 地を 爭ひ 、景春 
の爲に 減 さる (房總 軍記)」 と。 その他は、 
金餘 、里 見、 眞里 谷、 山 下、 安西 等の 條 
を 見よ。 

3 室町 幕臣 前項の 族な らん。 永 享以來 
御番 帳に 「二番 •丸 豐前七 郎」 を载せ 、 


7P 


文 安 年中 御番 帳に 「二番 •丸卷 善七郞 j 見 
ゆ、 又 見聞 諸 家紋に  、 

丸豐 前七郎 
朝 達 (一に 連〕 

4 雜载 此の 氏、 安房ょり 上總 、下 總、 

武藏に 多く、 又 宇都 宮家々 臣丸良 右衞門 

尉綱武の男祥啓(1に伊佐下箝の人〕は建 

長 寺の 衋僧 にて 啓， 書記と 稱 す。 又 明治 十 

年 役に、 夷隅 郡長 志邑の 人、 丸 房太郎 •功 
あり 0 

麻呂 マロ 前條氏に同じ。東鏗に麻呂信 
朝を 載せ、 眞里 谷條に 麻呂上 總介あ リ。 

滿 マロマン同上。 

麻 和 マヮ 

j 興 脇 マ ワキ 能 登に 此の 地名 あり。 

馬 渡 マワタ 5N  マ ダラ ウマ ワタリ 下 

總 、常 陸、 岩 代 等に 此の 地名 あり、 又 日用 
重寶 記に 此の 訓見 ゆ。 

丨 近 江の 馬 渡 氏當國 の 豪族に して、 蒲 
生 郡史に 「大平 氏と 共に 江* 武士に して、 
建武の 頃、 五辻 営に 從ひて 本 郡に 移リ、 
子孫 內池 村に 住せり。 馬 渡 氏は 佐 治 氏の 
分流なる かを 思は しむ」 と 0 佐 治條參 照。 
2 藤 原 姓 肥 前の 豪族に して、 肥 前戰誌 


に 「建 治 ニ 年 云々、 馬 渡 美 濃八郞 」 を载 
せ、 下って 天文 永祿の 頃、 馬 波 兵 庫 助 あ 
り、 後藤 氏を 破る。 又 九州 治亂 記、 岩屋 
合 戰條に 馬 渡 良 虎、 また 松 浦 古 來略傳 記 
に 「馬 渡 源 太 藤 原久森 •梶 山村 百 石-馬 
渡 島牧番 •無 足 ニ A、 足輕四 人。 津守 • 
無 足 三人、 足輕ニ 人」 など 見 ゅ。 

3 筑後の 馬 渡 氏 竹 野 郡 馬 渡 村の 名 族に 
して、 傳 へて 云 ふ 「黒木 城主 源 助 能 •都ょ 
り 下向の 時、 馬渡將 監 •隨從 す」 (寬延 S 
と。 領主 附には 「馬 渡 常 陸 介 (一に 入道， 
又 一に 守〕 •竹 野に 居 9 て 六 町 四 反を 領 

す」 ^ 云 ひ、 又 南古屋 村醫師 (俸 百 石) 馬 
渡 道榮な ど 見 ゆ。 

4 雜载な ほ武藏 等に も存す 0 


マロ —— マ ワタリ 


マ ワタリ 


£ £ イ e v , ミイ ミイ ケ 若 一六 
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* £ 隱歧の 豪族に 萁尾張 守 あり、 郡 城 
に 據る。 後 都 萬 氏に 滅 さると ぞ (隱岐 古記)。 

見 明 ミア ヶ 

三 明 ミア ケ筑 後の 草 野 系圖に 「永 種の 
子 永 雄 •三 明太郞 と 云 ふ J と。 その他、 サ 
ンミャ ゥ條を 見ょ。 

三 朝 ミ アサ 和名 抄 、伯 耆國河 村 郡に 三 
朝鄕 を收 む。 今 三朝邑 あり。 

御井 ミキ 和名 抄 、伊豫 國宇摩 郡に 御井 
鄕を收 め、 美 井と 註し、 又 同 國桑村 郡に 御 
井鄕を 載せ、 高山 寺 本に 三 爲と あり 0 次に 筑 
後國に 御井 郡 ありて、 三 井と 註し、 延喜式 


には 三 井に 作り、 明治に 至り 三 井 郡と す 0 そ 

の 他、 近 t、 播磨 等に 此の 地名 ぁり。 

1 御井 朝臣 土師 氏の 族 也。 河内 國茨田 
郡 三 井 ^ ょり 起り しか。 弘仁 三年 六月紀 
に 「左 京人 從五 位下 秋 篠 朝臣 上 子、 秋 篠 
朝臣 淸 子、 右京 人從 五位 下 秋 篠 朝臣 室 成、 
從七位 上 秋 篠 朝臣 宅 成 等に 姓を 御井 朝臣 
と 賜 ふ」 と あり。 

2 山 田 御井 宿禰 山田史 の 裔に して、 天 
平 勝 寳七年 正月 紀に 「從七 位 上 山 田史廣 
人、 從五 位下 比 賣島女 等の 七 人に、 山 田 御 
井 宿 翩 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆれ ど、 天平 寶字 


元年に 至り、 苒び 山田史 に 貶さる 0 
3 信 濃の 御井 氏 高麗 族に して、 延 暦 十 
八 年 十二月 紀に 「信 濃國人 高麗 家繼 、高 
麗繼楣 云々、 家繼 等に 姓を 御井と 賜 ふ」 と 
あり 0 

4 中臣 御井 連 ft 岐國多 度 郡 三井鄕 ょり 
起る。中臣宮處氏本系帳に「靜稻比古命 
は 中臣 御井 連の 祖 也」 と。 

5 筑後の 御井 氏 天文の 顷 、筑後 御井 郡 
司 某 •久留 来 城を 再興す と傳 ふ。 

一二 井 ミキ ミツ 4 ミキと 訓 むを 正訓と 
すれ之、今傾堂上ミッヰ條に收む。 

三 猪 ミキ 筑前に 三 猪庄ぁ 應永 戰赞. 

應永に 筑後の 人 三 猪七郞 を载 せたり。 

御 息 ミ イキ  ， 

〇 御 息眞 人. 皇別 姓に して、 日本 紀 略、 
嵯峨 帝條に 「散 位從四 位下 御 息 眞人廣 岳」 
なる 者 見 ゆ .0 

御池 ミイ ケ ヲイ ケ 以下 數條參 照。 

1 御池 造 百濟 族に して、 天平 寶字五 年 
三月 紀に 「百濟 人 卓果智 等の 二人に、 姓 
を 御池 造と 賜 ふ」 と载 せ、 姓氏 錄 、右京 
諸蕃に 「御池 造。 百濟 _ 扶餘地 卓近國 王 
施 比 王ょり 出づる 也」 と载せ たり。 

2 三 池 宿禰 前項 氏の 後なる べし。 姓名 


錄抄 1C 見 ゆ。. 

見 池 ミイ ケ 前後 兩條參 照。、 

〇 見池宿禰前條ニ項氏に同じ。拾芥抄 
に 見 ゆ。 

三 池 ミイケ $ ケ筑後國に三池郡あ 
り、 和名抄 、三毛 郡の 地な り、 ミケ 條を見 
よ。 郡內に 三 池邑 あり。 

1 三 他 宿禰 御池 條を 見よ。 

2 無 尸の 三 池 氏 拾 芥抄に 見 ゆ。 御池 造 
の族裔 也。 

3 大友 氏族 筑後國 三 池より 起る。 大友 
系圖 ic r 齋院 次官 親 能の 子師狻 •書 博士、 
號三池 、姓 中原」 と 載せ、 諸家 系 圖纂こ 
れに同じ。又竹迫系圖に「中原親能丨三 
池 地頭を 賜は り、 四 世 孫貞房 •本 所に 來 
住して 子孫 三 池 氏と 稱 す」 と あ 90 
又 菊 池 軍記に 「先祖を 尋るに 、大 織冠縑 
足 公よ リ十 五代 齋院 次官 藤 原 親 能より 出 
でた リ 。親 能， 後に 賴朝 朝臣より 姓を 賜 ひ 
.て 源氏と 稱 す。 親 能 四 男を 攝津 守師 員と 
云 ふ、 其の 子 大學師 浚、 其の 子 安藝 守貞 
房な り。 貞房に 三 子 あり、 嫡子は 三 池 三 
郞師 時、 合 志 郡 竹、 迫の 城主と なる。 後に 
筑 後の 三 池を 領 して、 三 池を 以って 家號 
とす。 ニ 男 鹿 子 木 兵衞大 輔貞敎 、是は 寂 
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心が 祖 也。 三男 貞繼 •兄の 家 號を稱 して、 
三池三郞と云ふ。貞敎ょ1貞經、貞基、 
貞 員、 武 員、 朝 員、 重 員、 重 能、 寂 心と 
相續 せり。 先祖 •菊 池が 家臣と 成つ て、 鉋 
田、 詫 麻、 玉 名の 內に て、 五 百 六十 町を 
頜 す」 と。 

筑後 國史に 「是 等の說 に 據れ ば、 嵯哦源 
氏と 爲すは 恐らく 非。 而 して 藤 原 姓と 爲 
すは、 或は 是也 、且つ 明覽 •皆 藤 原に し 
て實父 登と 云 ひ、 而 して師 親が 藤 原た る 
所以を 謂は ざる 也」 と。 こは 筑後に て此 
の 氏を 嵯哦 源氏と 傳ふ るが 故に、 斯く謂 
ふ 也、 第五 項參 照。 

藤 原 正統 綱 略には 「御堂 關白道 長の 四 子 
花圍 大納言 長家、 櫂 大納言 家定 、中納 言 
浚忠 、民 部大輔 光家、 掃 部 頭 正 五位 下 散 
位藤 原 親 能 (齋院 次官、 式部 大輔 、母は 
大外記 中原 廣季の 女、 親 能は 幼少の 時、 

- 外祖父 廣季の 子と 爲り 、後に 賴 朝の 命に 
依り 藤 原 姓に 復す 。人道して 齋忍 と號 し、 
鎭西 探題と 爲 る。 建久六 年に 豐後 下向、 
承 元 ニ 年 十二月 八日 卒 、年 六十 六〕、 從五 
位下 攝津 守師員 •其の 弟 書 博士 師俊を 以 
つて 養子と 爲 す、 大學 頭たり、 是 れ三泄 
の M 也。 其の 子 安藝 守貞 房、 其の 子師時 • 
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三 ?& 三郞と號して、肥後合志竹逍城に. 
居る。 師 後の 弟貞繼 •三 池 三耶 と號 す」 
と。 その他、 第 七 項 三 池 系圖を 見ょ。 

4 大藏姓 筑後三 池 氏は 一に 原 田と 同族 
と傳 ふ。 鎭西 要略に 「大蔵 朝臣 春 實の令 
孫、 原 田、 秋 月、 三 池、 田 尻、 云々、 同 
姓名 也」 と载 せたり。 その他、 美氣 、三 
毛 等の 條に詳 か 也。 

5 嵯峨源 氏 說今山 普 光寺 藏三池 系圖に 
「源 師親 (三毛 氏の 始祖 也。 從 三位、 中納 
言、 越後 守、 駿河 守。 嵯峨 天皇 第 八の 皇 
^ •登 大納言の 嫡男、 弘仁十 I 庚 子年、 筑 
•後 州 三毛 郡を 賜 ふ。 同 十三 壬 寅年、 草木 

村 八幡宮を 建立、 同 十四 年、 今 山 普 光寺 
を 建立」 と。 又 南 筑明覽 に 「草木 村 八幡 
営 •弘仁 十一 庚 子年、 頜主中 納言從 三位 
藤 原 朝臣 三毛 氏 師親卿 建立、 十三 年 壬 寅 
十一月 十五 日 遷宮、 勅使 實父 大納言 源 朝 
臣登卿 下向」 と 云 ひ、 又 普 光寺の 事 も 本 
文に 同じ。 且つ 「今 山の 定林寺 も亦ノ 同 
.人 同時 建立」 と 云へ り。 

猶ほ大 間 村 江 月院 、楠 田 村 帝 釋寺も 並に 
同人が 弘仁ニ 辛 卯年に 建立、 黑畸村 玉 _ 
宮の相 殿 阿蘇 宮 も、 弘仁 十二 丁 丑年に 同 
人 •之を 祭る J と载せ 、城主 Pit' も 「三 池 上總 
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介は 嵯哦 天皇の 末 也、 三 池 今 山城に 居る」 


6 氏人 新 編會津 風土記の 三 池 文書、 建 
治 元年 八月 十四日に 「肥 後 國鹿子 木西驻 
下 村 地頭 安藝 木工 助 定時」 云々 と。 又弘 
安二 年將軍 家政 所 下 文に 「安藝 木工 助師 
.時の 領知 •筑後 國竹野 庄內得 久金丸 名主 
職事>云々と。 

又 元 亨四年 二月 十三 日、 沙 彌道覽 所頜處 
八 刀 狀に 『一、 嫡子 木工 助 貞鑒分 •肥 後國鹿 
子 木 西 庄下村 地頭 職、 筑後國 三 池 南鄕內 
田 畠 地頭 職、 同鄕 Q 內 祖母 一期の 後 知行 
八 刀 田 畠 等、. 筑後國 竹 野東鄕 •得 同 金丸兩 
名、 土 佐 國田村 鄕の內 筑紫分 。一、 次男 
左近大 夫 貞政分 •肥 後 國鹿子 木 西 莊內加 
納村 田地 十八 丁 五 反 三 丈、 同庄內 田地 「い 
せりのひき田」ニ丁、つ \ ら山のいまこ 
加 之、 筑後國 三 池 南 鄕の內 五 丁 一反、 給 
主持 立 用、 田地 六十 六 丁 if 反 一 丈 内 •五 
丁 三 丈、 下地 しんたい の 立 用、 十二 丁 ロ 

□祖母 一期の 後 知行 分、 畠 地 十二 丁 內丨 
九 丁 八 反 ニ 丈 •下た くまの 村、 ニ 丁 反 三 
丈 •て かまの 村、 但し 川口の おく。 一-、 
三男 六郎 くら 人 貞家分 •筑後 國三池 南鄕 
內三丁 ニ 反 四 丈、 給 主持 立 用、 田地 五十 


七 丁 九 反 一 丈 內 •五 丁 反、 下地 しんたい 
の 立 用、 八丁 祖母 一期の 後 知行 分、 畠 地 
八丁 內 •五 丁 六 反 一 丈た かいつ みの 村、 
ニ 丁 三 反 四 丈 ひらの、 村」 と。 
又正慶ニ年五月七日修理亮花押書に「三 
池 木工 助 入道 殿」、 建武ニ 年 八月 八日 雜所 
決斷所 下 文に 「安藝 六郞 藏人貞 家、 三 池 
庄南鄕 地頭 職 云々」、 同 三年 ニ 月 十七 日の 
判書に —1- 安藝木エ助殿」、同三月一日判書 
に 「菊 池 以下 凶徒 云々、 三 池 木工 助 入道 
殿」、 三月 六日 奉行所 進上 書に 「安藝 助 太 
郞貞 元、 云々。 中原 貞 元」 など 見えたり。 
又會 津津 川 文書に 「花押。 三 池 木工 助 入道 
之 喜に 下す、 早く 頜 知すべし、 筑前國 富 
永庄，，弁に肥前國大村太郎跡の事。右人丨 
勳功の 賞と 爲 し、 宛 行 ふ 所 也、 先例を 
守リ 、沙汰 致すべき の狀 件の 如し。 建 
武 三年 卯月 五日」 と。 (又 道 喜 讓狀に 
r 三 池 南鄕 惣頜分 、竹 野 新 莊得重 金丸兩 
名 ' 肥 前大 村太郞 跡、 土佐國 田村鄕 新 恩 j 

と あり〕 0 

次に 同 六月 文書に 「安藝 六郞藏 人人 道 寂 
順 軍忠狀 J、 九月 二十 八日 師直狀 に 「三 池 
一族 御中」 と。 同 四 年 安堵 状に 「肥 後 六 
ケ庄內 鯰鄕 」 見 ゆ。 又 式部无 氏泰 花押 書 


に 「御子 息 一松 殿を 嫡子と 爲す 云々 0 三毛 
兵 庫 助 殿」 と。 又 正 和 ニ 年、 貞和七 年 等 
の狀に 「肥 後 國久来 鄕 四方 土 村」 見 ゆ。 
又觀應 元年 四月 二十 七日 判 書に 三 池 兵 庫 
助、正平六年十月十八日、三池助太郞賴 
親 軍 忠狀 1C 藤原賴 親等 見え、 津川 至德ニ 
年 五月 二日 文書に 「三 池 中務少 辅康 親に 
下す、 肥 後國 伊倉 北方 地頭 職、 同國所 分、 
同 國高樣 等を 領 知すべし 云々」 と。 又 酒 
見 淨土寺 文書、 貞和五 年後 六月 九日 宮內 
小 ノ輔判 書に 三 池 兵 庫 殿、- 島 津系圖 に 
「貞元 妹は 大隅守 忠宗 室」 と。 
次に_永五年十月ニ十九日、右兵衞佐判 
書に 「國分 寺 內河畸 分の 事、 三 池 中務少 
輔」 と。 又應永 四 年 四月 二十日 沙彌判 書 
に 三 池 中務少 輔 、武家 高名 記、 應永 戰覽 
等、 同 六 年に 三 池 彌三郞 を擧 ぐ。 又筑後 
小 野 村內宫 棟木に 「大永 大名 分 •三 池 殿」 
を载 せた リ 0 

又 領主 附に 「( 嵯哦 天皇 末) 三 他 上總介 (親 
員) •二百 五十 町、 (一 に 千 町)、 三 池 今 山 
城に 居る」、 又 「三 池 彈正少 弼 •三 他に 居 
り (一に 今 山城)、 二百 五十 町を 頜 す」 な 
ど载せ 、又 宇都 宮略 系圖に 「蒲 池 統安の 
妹は 今 山城 主 三 池 上 總介弟 同 勘 解 由 入道 


意筌 妻、 同國垂 見に て卒 、此 腹の 女は 立 
花 正 之丞の 母 也」 と。 又大 友義 鏗判 書に 
三 池 殿、 ま 永 祿 中、 三 池 河 內守親 員、 
同上 野 介鑑員 •三 池 今 山城に 居る。 又 安武 
系圖に 「英勝 ( 安碩〕 丨 養子 勝 則 (三 池 彌 
三郞) J など 見 ゅ。 

7 藤 姓系圖 並に 後裔 第三 項參 照、 大友 
氏の 族と 云 ふ 也。 三 池 系圖に 「親 能— 師 
員 c 大膳大 夫、 攝津 守〕— 師俊 (大學 頭、 
書 博士〕— 眞房 (安藝 守、 法名 寂智 、筑後 
三迪郡 地頭に 補せられ、 因って 任 所に 來 
る) 丨員時 C 三 池 太 部、 木工 助、 周 防 守。 
鹿 子 木系圖 等には 師時に 作る。 始め 肥 後 
合 志 郡 竹 迫に 居り、 後 三 池に 徒る、 是ょ 
り 三 池を 家號 す。 弟に 鹿 子 木次郞 貞敎、 
三 池 三 郞貞繼 等 あり〕— 員 後 (三 池 安藝 
守〕— 員 致 (木工 助 * 安藝 守、 入道 道覺 ) | 


丨貞鑑 丨 

木工 助 
道 喜 

-貞政 

左 近大夫 


-貞 元— 賴 親-親 益丨持 親丨親 澄！ 

助太郞  心 應 中務少 鋪 h 縛 介 と 練 介 
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丨負家 鳴 津忠 
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寂 傾 


丨親眞|親應千代松丸、民部少輔 
吉松丸 融徹 
助十郞 
甓 佳 


丨錄_ 


_丨 親 照— 親 盛— 親 員— 親 淸—親 家— 

干代松丸千代松丸龍九  益 千代 丸 布 治 丸 
湄 十 卸 左京亮 混 十郞 式部少輔作十郎 
上 1 介 上總介 琿 正小镝  式部少 鋪 


上總 介', 


左 馬 允 


— 親 次 

作十郞 
善 太夫 

丨親乘 

角 左衞門 


親 家は 「加 藤淸 正に 仕へ て 祿ニ千 七 百 石 
餘を領 す。 忠廣 •國を 除かる >1 の 時、 肥 
後を 去りて、 筑後柳 川に 一浪 居し、 寬永十 
五 年 二月 島 原の 役、 立 花 宗费の 軍に 從ひ 
て 創を 被り、 歸陣の 後、 名を 左 馬 允と 改 
む。三月十日忠利君に奉仕し、始めて拜 
謂、 四月 四日 再び 創發 して 死、 法名 道 安、 
蓮乘 院と號 す」 と。 

南關 記を 按ずる に 「三 池 上縝 介鎭 照の 妻 
は大津 山資秋 入道 湖春の 女 也。 天 正 十五 
年秀吉 の爲に 所領を 沒收 せられ、 同 十六 
年 三月、 下內に 於いて 病死、 其の 子 式部 
少輔は 加 藤 家に 仕 ふ」 と 云 ひ、 南 關紀聞 
には r 鎭 照は 三 池 親元の ニ 男 也。 長子 親 
貞 •母の 賤を以 つて 嗣立 せず」 と、 孰れ 是 
なる かを 知らず。 今 家系 圖に從 ふと (新 
撰 事蹟 通考 )。  ' 

又 菊 池 傳記に 「三 他 壽 林は 和歌を 善くし 
て、 大津山 湖春と 名を 齊 ぅす」 と。 又 九 
州 記、 天 正 七 年に 三 池 鎭實 ぁり、 皆系圖 
载 せず。  ' • 

- 源 姓系圖 「源師 親 (三毛 氏 始祖 也)— 


師秀 (三毛、 從四 位、 少將 、駿河 守。 天 
長 三年* 黑崎村 吉祥 寺、 及び 同 九 年、 新 
開 村 寶滿宮 を 建立す。 將士 軍談に 『今 按 
ずるに 明覽 •亦 之に 同じ。 但し 吉祥 寺に 
大日 尊を 惟 リ 、且つ 左 近衞少 將藤原 朝臣 
三毛 氏 師秀と 云 ふ。 他に 異なし』 と〕 彳師 

房— 師 勝— 師 成— 師方 c 承 平 三年、 二部 
村に、 天滿 、宮 建立。 明覽 これに 同じ〕！ 
師氏 —師梭 (他 書に 謂 ふ 所の 師俊と 時代 
異なり〕 丨師 重— 師 之丨師 能— 親 能 (從 
五位 下、 掃 部 頭。 是 れ齋院 次官 親 能を 謂 
ふ 也) 丨師員 (三毛、 從四 位少將 、攝津 
守。 建久 三年 三月 十三 日夜、 今 山嶽 大鳴、 
三 池 出現す。 之を 賴朝 に訟 ふ。 賴朝 •こ 
れを 奏す。 敕ぁつ て 三毛を 改めて 三 池と 
爲 す。 大間村 八幡 社、 及び 江 月 院楠田 帝 
釋 寺を 建立す。 八幡 社 以上は 明覽も 同じ。 
但し 員を 貞に 作りて 云 ふ 『正 治 ニ 庚申 年、 
三毛 攝津 守師貞 •封を 移し、 越後 國洲吉 
城ょり 三 池に 徙 9、 今 山城を 築き、 今 福 
城ょり 此の 城に 移 居る。 是の歲 、江 月院 
再興』 と。 又 云 ふ 『正 治 元年、 師貞 •今 
福 城を 築き 之に 居る』 と。 文理 •詳 かな 
らざ るに 似たり 矣〕！ 季時 (又 親 澄と 號 
す。 三池從 五位 下大' 膳大 夫、 後上 總 介、 
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法 號融圓 居士。 正 治 元年 今 福 八幡 社 『明 
覽も 同じ』、 及び 今 山定村 寺を 建立す〕— 
親克 (同上 總 介〕— 親久 (同上 野 介〕— 親 
宗 (同上 總 介〕 丨親春 (同上 野 介〕— 親 成 
(同上 總 介〕 丨親宗 (同上 野 介) 丨親秀 (同 
上總 介〕 丨親直 (同上 野 介〕 丨親康 (『文書 
に 謂へ る康 親‘ は 親秀 、親 直 等の 時に 當る 
歟 。親 康の轉 倒に 似たり と雖 も、 然れど 
時代 少しく 異也』 。弟 親 在は 三 池 支蕃 允、 
寬 正中、 內 山城に て戰 死〕— 親 勝 (三 池 上 
總 介、 初め 親爲 、人道 融元 、法號 融 雄) 
—親秦 (同上 總 介、 融 光禪定 門)、 弟 親 照 
は 同 彈正忠 。今 村 家 記に 『三 池 親 光 •今 
山城に 居る。 龍 造 寺隆信 •屢 々之を 攻む 
と雖 も、 薩州 の援 あるが 故に 之を 拔く能 
はず』 と。 蓋し 親 照を 謂 ふ 敷〕— 親應」 
と 0 

次に 親 泰の男 「親 盛 C 弟 親 員は 同 式部 少 
輔 、明 正 寺 祖〕 丨親高 (又鑑 速と 稱す。 

三 池 上野 介、 永 祿十年 九月 三日、 筑前休 
松に て戰 死。 明覽に 『師員 八 代 孫 上野 介 
鏗 速、 弟紀 伊介 親 冬の 兄弟、 大友に 屬し 
て、 永祿 、云々』 と。 八 代と 云 ふは 本文 

と大に 異 也。 戶次 軍談、 諸將 軍記、 並に 
『三 池 上總 、同紀 伊、 休 松に 戰 死』 と、 月 
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日-本文に同じ。弟親有は三池式部大輔、 
子孫 •肥 後 細 川 氏に 仕 ふと。 是れ親 冬の 
弟歟 。其の 弟 親 安は 同 刑 都 大輔 、ニ 男 三 
女 あり〕 丨鎭實 (又鑑 照、 三 池 上總 介。 菊 
記に 上總 守。 文祿 三年 六月 二十 九日、 朝 
鮮戰 死、 法 號融仙 居士。 島津氏 •賊 兵と 
舟戰の 時 也。 明覽に 『元 縫 中、 肥 後住大 
津山資秋の女 « 三池上總介鎭實に嫁す、 
此の 時" 同 國四箇 村の 內 、湯屋 中屋 中原 
川床 名 三 町、 合せて 十二 町を 化粧 田と 爲 
す。 爾來 永く 三 池 郡に 屬 す』 と。 又 佐々 
軍記に 『大津 山稚子 •三 池 上 總守鎭 照に 
寄食す、 鎭照 •故 ありて 沒落 、其の後、 
柳 川に 在り』 と。 陰、 高、 雜 •並に 『天 
正 十五 年、 秀吉公 •三 池 上線 守鎭 家に 百 五 
十 丁を 賜 ひ、 立 花 氏に 屬せ しむ』 と。 鎭實 
の 事跡は 九州 記 等に 見 ゆ。 弟に 虎經 あり) 
丨親家 (同 伊兵衛、 幼名 源 十 郞) —親賴 
(同源 十郞 )丨 親 則 (同 角 兵衞〕 丨親正 (同 
又右衞 門、 弟 親 則は 同源 次郞 •同彌 左衞 
鬥の 曾祖父、 父子 同名、 恐らく 傳寫の 誤 
か〕— 親 重 (三毛 權內 )丨 親 次 (三毛 伊 兵 
衞 )— 鎭光 (三 池 角左衞 門〕」 と ( 將士軍 
談 )。 

9 居 域將士 軍談に 「今 山村 三 池 山城 跡 • 
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三 池 氏 代々 の 詰の 城に して、 要害 堅固の 
山城 也。 今 勢 溜り、 馬場 等存せ り (明)。 
大間村 城跡 •八幡 社の 東に あ 9C 明に 『八 
皤 社は 正 治 ニ 年、 三 池 攝津守 師貞の 建立、 
當 所を 城 地と 爲すの 時、 三ノ 丸に 當 る』. 
と)。. 三 池 攝津 守師貞 •此の 城を 築き、 今 
福 城ょり 移て 居り、 子孫 代々 之を 守る。 
上線 介鎭實 •秀 吉公征 西の 後、 三潴郡 中 
に釆 地を 玉 ひ、 立 花 家の 與 力たり 。其の 
後、 柳 川の 臣とな る (明)」 と。 

又 「今 福 村 城跡 •正 治 元 己 未年、 三毛 攝 
津守 ••築く。 翌年 大間 城に 移り、 家臣 小 
山 左衞門 尉を. して 當 城を 守らし む (明〕。 

豐 永村內 山城 跡 •天 正中、 豐持和 泉 守、 

■三 池 上總 介に 屬 して 之を 守る C 明)」 と。 
10 雜载又 荒 尾 系圖に 「親 員 •三耶 、實 
は大友大膳大夫能後男)」と見ゅ4ぞ。又 
攝津 、武藏 等に 此の 氏存 す。 

11 三 池 鍛冶 承 和 年中、 劎エ 光世 (一に 
元眞 、法名 光世) •筑後 三 池の 地に 居る、 一 
に 承 保 中の 人と。 下って 戰國の 頃、 三 池 
典 太 (傳 田、 典 田)、 正國 、正定 、次 信、 
實齿 、顯久 等、 皆 名 あり。 

三 井田 ミ ヰ タ美濃 國山縣 郡 三 井田 里 
(正 倉院大 寶ニ年 文書〕 ょり 起る か。 此の 氏 


は 淸和源 氏に して、 源義 綱の 子三郎 氏 繼ょ 
U 出づと 云 ふ。 

又武藏 、越後 等に 存 す。 

見 市 ミイ チ 武藏に 此の 氏 あり。 

御 犬 ミ イヌ 

〇 御 犬 連. 高麗 族に して、 延曆 十五 年 九 
月紀に 「山城 國人御 犬連廣 額」 あ 5。 御 
坂 連を 賜 ふ。 ミサ カ條參 照。 

御井 原-ミキ ハラ 

〇 御井 原史 三代實錄、光孝天皇紀に御 
井原 史淨 氏なる 者 出づ。 

御 家 ミイへ 

三 入 ミイ y 安藝に三入庄あリ。 
御宇田 ミ ウタ 肥 後の 豪族に して、 藤 原 
道 長の 後裔と 稱 す。 菊 池 家の 重臣に して、 
永 正 元年 侍 帳、 同 ニ 年の 連署 等に 御宇田 山 
域 守 直 ( 眞) 貞を载 せた リ 。その他、 ゴウ 
ダ、 ミム ダ 條を 見ょ。 

一二 內 ミウ チ サン ナイ 條を 見ょ 0 
御厭 ぐ/ ウマヤ ミ マヤ 磐 城、 陸 奥 等に 
此の 地名 あり。 筑後高 良 山永祿 十三 年檢地 
帳に御廐忠兵衞*見ゅ.。 

御 馬屋 ミウ マヤ ミ マヤ 義經の 家臣に 
御 馬屋 鬼 三 太 (喜 三 太) なる もの ありと 傳 
ふ。 山城 鞍馮山 下の 人、 法 種の 男 也と。 


美 海 ミウ ミ 

三 海 ミウ ミ 武藏に 此の 氏 あり。 

御浦 ミウラ 相 摸國に 御浦 郡 ありて、 和 
名抄に 美 宇 良と 註し、 郡內 に 御浦 鄕を收 め 
て 美 宇 良と 訓ず 。御浦 氏は 姓名 錄抄 等に 見 
ゆ。 大田部 直の 後 か。 以下 次條參 照。 

一一 一浦  $ウ ラ 相 摸に 三 浦 郡 あり、 前條御 
浦 郡に 同じ。 其の 他、 伊豫 等に も 此の 地名 
あり 0 

丨桓武 平氏 相 州 發 祥の大 族に して 御浦 
郡 名を 貢 ふ。 桓武 平氏と 云へ ど、 或は 古 
代、 御浦 郡の 豪族の 後に て前條 御浦 氏 そ 
れか 、大田 部條參 照" 其の 系圖 の諸說 一 
致せざるものの多きは後设の僞作なるを 
示す ものに 非ざる か。 され ど 暫く 舊說に 
從ふ べし 0 

尊卑 分脈に 「高 望 王 —— | 
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三 W 介 平 六 兵 ® 若 狭 守 

と。 また 桓武 平氏 系圖 には 「良 文丨忠 賴 丨 
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義繼 (庄 司、 介、 女子 一人は 大 友四郞 經 
家 妻、 又 弟に 安西 四郞 を收 む) —— I 
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l jn 冋正 五耶、 法名 德號高 明、 自誅 、和 八歲 

3 氏人 後三年 戰 記に 「相 摸 國のつ はも 
の 三 浦の 平 太郎爲 次」 を 載せ、 平 治 物語 
に 三 浦 荒 次郎義 澄 等 見 ゆ。 次に 平家物語 
に 三 浦大 介、 また 卷八に 「抑 も 院宣を ば、 
誰して か 請 取り 奉る 可き と 評定 有り。 三 
浦介義 澄して 請 取り 奉るべし。 其の 故は、 
八箇國 に 聞え たる 弓矢 取、 三 浦 平 太 郎爲 
嗣が 末葉 也 .0 父 大介も 君の 爲に 拾て し 兵 
なれば、 彼の 義明が 黄泉の 冥闇を 照さん 
が 爲とぞ 聞え し。 院宣の 御 使泰定 は、 家 
子 二人、 郎等 十 人 具したり。 三 浦 介ぐ 家 
の 子 二人、 郎等 十 人 具したり けり。 二人 


の 家 子は、 和 田三郞 宗實 、比 企 藤 四 郞能 

員な り。 部 等 十 人を ば 大名 十 人して、 一 

人 づ X 俄に 仕立てられたり。 

三 浦 介 •その 日は 褐の 直箠に 黑絲 威の 鎧 

著て、 黑 漆の 太刀を はき、 二十 四 差た る 

截 生の 矢 貢 ひ、 滋藤 e 弓 •脇に 挾み、 甲 

を ば脫い で 高鈕に かけ、 腰を 曲め て 院宣 

を 請 取り 奉らん とす。 左史生 •申け るは、 

唯今 院宣 •請 取り 奉らん とする は 誰 人 ぞ。 

名乘給 へと 言 ひければ、 兵衞 佐の 佐の 字 

にや 恐 けん、 三 浦 介とは 名乘ら ずして、 

本名 三 浦 荒 次郞義 澄と、； そ 名乘 つたれ」 
と 0 

その他、 「相 摸國の 住人 三 浦の 石 田次郞 爲 
久 、三 浦 佐 原 十 郞義 連」 等を 載せたり。 
また 源平 盛衰 記に 三 浦 別當義 澄を 載せ、' 
又 「武 藏國の 住人 畠 山 庄司重 能が 子息 次 
郞重忠 •五 百 餘騎に て、 兵衞 佐の 方 人、 
相摸國 住人 三 浦 大介義 明が 子供 三百 餘騎 
と、 責戰と 云へ ども、 重忠 •三 浦に 戰貢 
けて、 武藏國 へ 引退く」 と。 また 「桓武 
天皇の 苗裔 高 望 王より 十一 代、 王 氏を 出 
で 乂遠 からず、 三 浦 大介義 明」 など 載せ、 
次に 衣笠 合戰 あり、 畠 山、 金子 等の 條を 
見よ。 又 三 浦の 藤 平、 三 浦與 一等 多し。 


又東鑑 、治 承 四 年べ 月條に 「ニ 十六 日 丙. 
午、 武藏國 畠 山次郞 重忠 •且は 平氏の 重 
恩に.報ぜんが爲に、且は由井浦の會稽 
を 雪がん が 爲に 、三 浦の 輩を 襲は んと欲 
す。. 仍 りて 當國 の黨々 に來會 すべき 由- 
河 越 太 部 重賴 に觸れ 遣は さる。 是 の重賴 
は秩父 家に 於いては、 次男の 緣 C 流〕 たり 
と雖 、家督を 相繼 ぐ。 依りて 彼の 黨等に 
從ひ 、此の 儀に 及ぶ 云々。 江 戶太郞 重 長 • 
之に 同與 す。 , 

今日 卯 刻、 此の 事 •三 浦に 風聞す る 間、 
一族 悉く 當所 衣笠 城に 引 籠り、 各々 陣を 
張る。 東 木戶ロ  (大手〕 は 次郞義 澄 •十 
郞義 連、 西の 木戶は 和 田 太 郞義 盛、 金 田 
大夫瀨 次、 中陣は 長江 太郞 義景 、大多 和 
三郞 義久等 也。 

辰に 及び、 河 越太郞 重賴 、中 山次郞 重實、 
江 戶太郞 重 長、 金子、 村 山の 輩 己 下、 數 
千騎 攻め 來る 。義澄 等 相 戰 ふと 雖も 、昨 
(由 比戰〕 •今 兩 日の 合 戰にカ 疲れ 矢盡 き、 
半 更に 臨んで 城を 捨て 逃 去る。 義 明を 相 
具さん と 欲す。 義 明の 云 ふ、 吾は 源 家累 
代の 家人たり、 幸に 其の 貴種 再興の 秋に 
* 逢へ る 也。 盍ぞ 之を 喜ば ざらん や。 保つ 
所 •已に 八 旬有餘 也、 計る に 餘算 幾なら 


ず、今*老命を武衞に投げ、子孫 .- 勳功 
を 募らん と 欲す o 汝 等 急に 退去し、 彼の 
疲亡を 尋ね 奉るべし。 吾獨 y 殘リて 城郭 
に 留 り、 多 軍の 勢を 摸して、 重賴に 見せ 
しめん 云々。 義澄以 下涕 泣、 度を 失 ふと 
雖も 、命に 任せ、 愁に以 つて 離散し 訖 る。 
二十 七日、 丁 未-朝間 小雨。 申刻已 後、 
風雨 殊に 基し。 辰 刻、 三 浦 介義明 (年 八 
十九〕、 河 越太郞 重賴 、江 戶太郞 重 長 等の 
爲に討 取らる。 齡八 旬餘 、人の 扶持な き 
に 依りて 也。 義澄 等は 安房國 に 赴く」 と。 
その他、 東鑑卷 一、 ニ、 三、 四、 五、 六、 
七、 八、 九、 十、 十一、 十二、 十三、 十 

四、  十五、 十六に 三 浦 次 郞義 澄、 ニ、 三、 

五、  九、 十、 十一、 十二、 十三、 十五、 
4 六に 三 浦 十 郞義 連* 三、 四、 五、 九， 
十一、 十二、 十三、 十四、 十五、 十六、 
十七、 十八、 十九、 二十、 二十 一、 二十 
_ニ 、二十 三、 二十 四に 三 浦 平 六義 村、 
十七に 右衞 門尉義 村" 二十 一、 二十 三に 
三 浦九郞 右衞門 胤義、 二十 四に 三 浦 小 太 
郞朝村 •二十 六、 三十 ニに 三 浦 駿河前 司 
義 司、 ニ 十六、 三十 ニ、 三十 八. に 三 浦 光 
村、 二十 六に 三 浦 四郎家 村、 二十 六、 ニ 
十七、 三十に 三 浦駿河 二部 泰村、 二十 六、 


ミウラ  0 /ウラ  ミウラ  老 |;||ー 


ヴラ 


ミウラ 


ミウラ 


雲 


ニ 十七、 ニ 十九、 三十に 三 浦 又太耶 、ニ 
十七、 三十 八に 三 浦ニ郞 、三十 一、 三十 
ニに三浦又太郞右衞門尉，三十ニに三浦 
佐 野太 郞 、三十 三に 三 浦河內 守、 三 浦 太 
郞景 連、 三十 四に 三 浦 能 登 守、 三十 五" 
三十 六、 四十 五に 三 浦 新 左 衞門尉 時 親、 
三十 六、 三十 八に 三 浦 式部 大夫家 村、 三 
十六、 三十 七、 三十 八に 三 浦 五郎 左衞門 
尉資 村、 三十 七に 三 浦 能 登 前 司 光村、 三 
十八に 三 浦 又 太郞 式部 大夫氏 村、 三十 八 
に 三 浦三郞 員 村、 三十 九、 四十、 四十 一、 
四十 ニ、 四十 三、 四十 五、 四十 六に 三 浦 
介 盛時、 四十 一、 四十 ニ、 四十 三、 四十 
五， に 三 浦 左 衞門尉 時 親、 四十 四に 三 浦大 
炊 太 郞 •四十 五、 四十 六、 四十 八、 四十 
九、 五十、 五十二に 三 浦 介 六 郎賴 盛、 四 
十六に 三 浦三郞 左衞 門尉泰 盛、 四十 六に 
三 浦十郞 左衞 門尉賴 連、 五十二に 三 浦 七 
郞 、また 三 浦 六 郡 兵 衞尉時 連 等 見 ゆ。 

承 久の亂 、三 浦九郞 撒 義 •勤王し、 敗軍 
の 後、 その子 四 人 •手 越に 斬らる。 三 浦 
系圖に 「平 九郞 判官 胤義 •承久 合戦の 時、 
京方の 大將 軍を 奉じ、 敗北 後、 西 山 木 島 
に於ぃて隹害、賴朝卿の猶子たる也」と 
载せ 、その 弟十郞 友 澄 も 「承久 合戦の 時、 


討死」 と あれ ど、 胤義の 男義有 (胤義) 等 
は 「泰村 亂の時 自害」 と あり。 

承 久記卷 一に 三 浦 平九郞 友 衞門尉 胤義、 

三 浦の 太郞 兵衞 、三 浦太郞 兵衞時 (朝) 
村、 「別當 Q もんていに、 こま わか 丸と 申 
すは、 三 浦の 平 六 ざ 袅 もんよ しむら が ニ 
男」 と 。'又卷ニに「三浦云々」、卷四に「桓 
武 天皇より 十三 代の ベぅ 1 い 相 摸の 國の 
住人 三浦駿 河の 次郞泰 村 •生年 十八」 な 
ど 多く、 又 三 浦若狹 前司泰 村と も 見 ゆ。- 
又 鎌倉時代の 撰 解 文集に 三 浦懷 誠を 載せ 
たり、 此の 族 か。 

下って 梅 松 論に 三 浦 因幡 守貞 連、 三 浦 小 
太郞義 盛 等を 載せ、 太平 記卷 三に 三 浦 介 
人道、 卷六に 三— 浦若狹 五郎、 卷 十に 三 浦 
若 狹五郞 氏 明、 十に 「三 浦大多 和平 六 左 
衞門義 勝は 兼ねてより 義貞に 志 在り」 と。 
建武ニ 年 九月、 三 浦 介 平 高 繼勳功 知行狀 
に 「相 摸 國大介 職、 並に 三 浦內 云々」 な 
ど あり。 又卷 十三に 三 浦 介入 道、 同 若狹五 
郎 、十四に 三 浦 因幡 守、 二十 七に 三 浦 遠 
江 守 行 連、 駿 河次郞 左衞 門、 三十 I に 三 
浦 介 葦名 判官 等 多し。 

■新田 義宗 、義興 •義兵を 擧ぐる 際、 三 浦 
近 江 守 等、 これに 從ふ 。沼田 氏 云 ふ 「三 


浦黨、河村黨が、如何なる理由にょって、 
* 條氏を 捨て X、 新田 氏に 應じ たかと 云 
ふに、 余の 考ふる 所に ょると、 これには 
深. い 仔細が あった やぅで ある。 抑 も、 三 
浦 氏が、 源 家の ために 盡 した 功は、 石橋 
山戰爭以來、著大 © ものであったのであ 
る。 然るに、 * 條 氏が 執權 となって から： 
これがために麗倒せられ、その本宗たる 
和田義 盛の 如きは、 北 條氏を 除かぅ とし 
て 一敗 地に 塗れ、 三 浦の 一族は、 大半 こ 
の 難に 殉 じたので ある。 獨り義 村が、 一 
門を 脫 して、 謂は ゆる 返忠 をな し、 僅に 三 
浦の 祀を絕 たなかった ので あるが、 義村 
の弟胤義の如きは、承久の役夙忙官軍に 
屬し 、以っ て北條 氏に 報 ひんと したので 
あるが、 不幸に も 又 挫折した のであった。 
然るに、 義 村の 子若换 守泰 村に 至って、 
時賴の 外祖 安達 氏と 善， からず、 泰村も 亦、 
寳治 元年、 遂に 時賴の ために 討たれて、 
一族 二百 七十 人と 共に、 法 華 堂に 自殺し 
たので、 三 浦の I 黨 は、 建 保の 和 田合戰 
と寶 治の この 騷動 とに ょっ て、 袷 ど 全滅 
したので あるから、 三 浦 氏た る ものが、 

北 條 氏に 怨 を懷ぃ て 居った ことは、 云 ふ 
まで もない ので ある 0 , 


新田 氏に 應搓 した、 彼の 三 浦大多 和義勝 
の 如き も、 三 浦 氏の 一門でぁって、 續本 
朝通鑑 * 1 ニ 三の 記す 所に ょると、 體に 
又北條 氏に 怨を懷 いて 居った 一人で ぁっ 
た 事が 窺 はれる or 義勝は 三 浦義 村の 仍孫 
也。 父を 義緣と 日 ふ。 義村 •曾って 奥州 
平 泉に 在 0 て 一子を 生む。 旣に して 義村 • 
縑倉に 歸 る、 母卑 ぅして 之を 告 r るを 得 
ず、 義村も 亦 •之を 揚げず、 則ち 陋 して 
民間に在るニ货也。泰村の滅亡後、平時 
賴 •義村 の舊 功を 憶 ひ、 其の後を 立てん 
i 欲す、 ニ 階 堂 某 •告げて 義 村の 曾孫の 
潜みて 奥州に 在り、 名を 義繼と 日 ふと。 
是に 於いて 徵され て 時宗に 仕へ、 大多和 
鄕を賜 ふ。 貞時に 至っ て釆邑 を 加增 す。 
義綠は 義繼の 子 也。 義勝 •相繼 いて 高 時 
に 仕へ しも、 金 澤貞將 に 其の釆 地を 奪は 
る、 義勝 之を 訴ふ 。然れ ども 裁斷 せず、 
義勝 •不平、 此に 至って 義貞 に屬 す」 と。 
續 本朝 通鑑が 如何なる 書に 據っ て、 これ 
を揭げ たか 明かで ない が、 三 浦 大多和 系 
圖に據 ると、 三 浦 平 六左衞 門は 義行 であ 
つて、 義行の 弟に 養 綱と いふ ものが あ 9、 
其の 子が 即ち 彥六 郞義 勝と なって 居る か 
ら 。平 六左衞 門と 義勝 とは、 叔姪の 闋係 
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をな し、 全く 別人であって、 義 村の 曾孫 
ではない ので あるから* 續 本朝 通 鏗と太 
平 記と 大多和 系圖 とは、 いづれ も異っ て 
届る が、 系譜 上の 關 係は、 その 眞餺い づ 
れ に あると しても、 三 浦 氏が 北條 氏を 怨 
んで 、新田 氏の 軍に 投じた と 云 ふこと だ 
けは、 前後の 關係 から、 想像す るに 難く 
はない ので ある」 と o 

又 大山 寺 文書、 應永七 年 六月 十二 日に 三 
浦 介 人道 殿な ど、 以下 各項を 見ょ。 

4 相 摸の 三 浦 氏 始め 平 太 郞爲繼 •源 義 
家に 從ひ 、奥州 役に 赴く。 其の 子 義繼は 
相 摸 介に 任ぜられ、 其の 子義 明は 大 介と 
稱 し、 治 承 四 年 源氏の 起る や、】 族を 率 
ゐて 兵を 擧げて 之に 應じ 、衣笠 城に 戰死 
す。 子孫 鎌倉府 に顯 達し、 遂に 繁衍 して 
■諸 州に 散布す。 東鑑に 「義明 •天 治 以来、 
相摸國の雜事に相交はるに侬9、右大將 
家 (源 賴朝〕 の 御 時、 檢斷の 事、 同じく 沙 
汰 致すべき 旨 あ 9。 義澄 •之を 承り 訖ん 
ぬ J と ありて、 當國 守護の 職に も干與 し、 
義 澄、 義村 •相傳 して 三 浦 介の 號を繼 ぎ、 
當 郡を 頜 知す。 蓋し 在廳官 人の 名殘 たる 
べし。 而 して 一族 •繁莨 、各地の 在 名を 稱 
L、 设 に 三 浦 黨と云 ふ 0 
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建 保 元年、 三 浦黨の 和 田 義盛以 下 敗 死し， 
寶治 元年、 總領三 浦泰村 以下 亦 敗 死す。 時 
に 三 補 黨佐原 氏、 遠 江 守 盛 連の 一族の み 
此の 難に 與せ ず、 仍って 盛 連の 男 五郎 左 
衞門尉 盛時 •三 浦 介の 徽號 を繼 ぐ。 元弘 
の亂に 三 浦 介高繼 •北條 氏の 無道を 怒り 
て歸順 し、 大介職 以下、 前代の 舊領を 安堵 
す。 その後、 足 利 氏の 起る や、 遂に 之に 
屬 し、 爾後 鎌 倉 管領に 隸屬 す。 

相 州兵亂 記、 及び 鎌 倉 管領 九 代 記に 「當 
家は 三 浦 大介義 明 •その かみ 右大將 家に 
忠 憝 をつ くして 討死せ しょり 以後、 源 家 
累代の 重臣と して、 此所の 主と なり、 一 
門の 大名、 諸國の 受領 •九十 三人、 門 葉 • 
百 司す でに 五百餘 人、 扶桑 一州の 間に、 
誰かは 輕ん じめ 思 はん。 然る 所に、 中古 
元弘の 亂世に 、三 浦 介時繼 入道 •すなは 
ち 相 摸ニ郞 時 行に 與み して 反逆を 企て、 

尾 州の 熟 田に て 生 捕れ、 六 條 河原に おい 
て誅 せらる 。其の 子 高繼は 高 倉の 惠源禪 
門に 與 して 討たれし ょ 0、 此の かた 門 族 
'衰へ 、威勞 傾き けれど、 猶ほ相 州の 内に 
は 情を ならぶ る 人な し」 と。 

而 して 鎌倉大 草紙に 三 浦備前 守、 三 浦 ニ 
郞左衞 門 等を 載せ、 相 州 兵亂 記に 「三 浦 
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介 逆心の 事」 を 載せ、 「三 浦 介 時 高 •二階 
堂の 一流と 引合て、 鎌 倉へ 押 寄す」 と。 

又 「三 浦 大炊助 時 高 人道と、 子息 新介義 
同 C アツ、 後 陸 奥 守〕 と 不和の 合戰 ありて、 
父 時 高 •忽に 討たれに け 9。 其の 故 如何 
にと 問 ふに、 先年 永 享の亂 に、 時 高 •公 
方 持 氏を 滅し 申し、 其の 軍功 •他に 異也 
とて、 忠賞 有りし 程に、 富貴 •日 比に 越え 
た 90 然れ ども 男子を 持たず して、 已に 
三 浦 家 •絕 えなん とす。 之に 依 けて 一門 
なれば とて、 上 杉 修理 進 高 救の 息 男を 養 
子に して、 義 同と 名付けて I 跡を あたへ 
ん とす。 彼の 義同 •器量なら びな く、 才 
覺人に 超えければ、 郎等 どもを 始め、 三 
浦の 一門 •是を もてなし ける 露に、 時 高 
晩年に 及んで、 實子 一人 出來 ぬ。 時 高 夫 
婦 •大 に 喜び、 是を養 ひ 立て 家督を 繼が 
せ、 猶子 新介義 同を 追 出さ ば やと 思 ひけ 
れば 、折に ふれて 面目なく あたり けれど 
も、 義同は 少しも 色に 出 ださず、 彌 々孝 
行を 成し、 をと なし やかに 振舞 ひける。 
家老の 面々 •此の 條 然るべ からず と、 時 
高を いさめし かど も、 用 ひずして、 後には 
近邊に 召 仕 ふ 侍に 申し付け、 義 同を 討つ 
べきよ し 下知し ければ、 義 同述懷 して 髮 
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鬂を切 って 三 浦を 忍 出で、 相 州 西 郡 詉訪 
原摁世 寺と 云 ふ會下 寺へ 引籠リ て、 會下 
僧の 姿に 成りに ける。 之に 依り、 三 浦の 一 
門、 被 官の輩 •心 ぁるは 時 高の 佐 法 •義 
を 背けり と、 爪は じきを して、 多く 以つ 
て 三 浦を 退き、 義同 入道の 跡を 尋ねて 摁 
设 寺へ こそ 籠りけ 0。 

去 程に 義 同の 勢 程なく 大勢になる と 聞え 
ければ、 義 同の 實 母は 大森 實賴の 女に て、 
小 田 原の 大森 式部 大輔 とも、 箱 根 別當と 
も、 親しき 一門 なれば、 此の 人々 ょり 加 
勢 合力 ぁりし かば、 義同 •威勢を 振 ひ、 三 
浦へ 取って返し、 父 時 高が 籠りけ る 新 井 
の 城へ 押 寄せ、 明應九 年 九月 二十 云 日、 
夜 討に こそしたり ける。 城 中には 敵ょ る 
べしとは 思 ひも かけず、 弓斷 して 居た 9 
ければ、寄手案內者なれば安々と釓入し 
て" 鬨の聲 を 上げけ る 程に、 こは いかに 
と 周章す。 中 村民 部少輔 とて、 相 摸國梅 
澤の 住人な りしが、 走 廻りて 是を 見て、 
こは 如何に 父に 向って 弓 引く 八 逆の 罪人 
ぞや 、汝 等が 武運 •忽ち 盡 くべ しと 切で 
出で 討死す。 其の 間に 三 浦 介 一族、 若黨 
皆 自害して 滅びに けり」 と。 以下 次 項を 見 
io 
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5 藤 姓 三 浦 介 前項 參 照。 又 正木 家譜に 
「高繼 (三 浦 介、 後 酷 醐帝 •安鎭 法を 行は 
せらる >1 時、 千 葉介貞 胤と 座 次を 諍 ふ。 
觀應ニ 年 十月 介に 任じ、 曆應ニ 年 五月 十 
七日 卒 、法名 德紹〕 丨高通 c 三 浦 介、 從五 
位下、 左衞門 尉、 法名 聖霖 、或は 聖林に 作 
る〕— 高 連 (三 浦 介、 法名 德柔 、應 永年 中、 
上杉禪 助と 同時 IZI： 一)— 高 明 (三 浦 介、 
法 明 建 詔〕— 時 高 (三 浦 介、 陸 奥 守、 三 浦 
荒 井城 主、 明應 三年 九月 二十 三日、 義同 
の 爲に弑 に 遭 ふ、 法名 聖龍 •或は 聖龜に 
作る〕丨義同(三浦介、歌人、從五位ァ、 
陸 奥 守。 實は上 杉 修理 亮高 救の 子、 母は 
大森 實賴の 女、 時 高 •養 ひて 子と なす、 
永 正 十三 年 七月 十一 日、 三 崎 城を 守り、 
北條 早 ft と戰ひ て 死す、 年 五十 三、 法名 

道寸〕 丨義意 (三浦驼次郞、從五位で、彈 
正少弼 、長 七 尺五寸 、力 •八十 五 人に 敵 
す。 父 道寸 と三畸 城を 守リ 、出城 黧戰、 
敵 兵を 殺す、 勝げ て 計 難し、 遂に 自知 して 
死、 時 年 二十 一〕 J と。 

又 兩上杉 系圖に 「(扇 谷) 持 朝— 高 救 (修理 
亮 、三 浦 時 高の 養子〕— 義同 (三 浦 介 •從 
四 下、 陸 奥 守 •永 正 十五 七十 一 、 三 浦 驼 
井城に て 討死。 一說に 三 浦 介 高 政 男、 母 


大森壹岐守實賴女〕丨義意(荒ニ郞、彈 
正少弼 、父と 同じく 討死〕」 と。 足 柄 郡 山 
角邑诘 神明 神社は 三 浦 笳次郞 平義 意を 祀 
ると ぞ 0 

6 滅亡 相 州 兵亂 記に 「義同 討死の 事。 
相州岡崎の城主三浦介義同*後には陸奧 
- 守 入道 道 寸と云 ふ。 文武 二道の 良將 也。 
其の 子 荒 次 部義 意を 三 浦 新 井城に 籠め、 
吾が 身は 相 州 岡 崎に 居住して 管領の 命に 
從 ひ、 相 州 中 郡を 知行して、 威勢 •近邊 
に 双 ひなし。 此の 岡 崎の 城と 申す は、 昔 
賴朝の 御 時、 三 浦 大介義 明の 弟 岡 崎 悪 四 
郎義實 が 住みし 城と ぞ聞へ し。 三 浦の 一 
門數年 住みし 處 、要害き びし く 支度せ り。 
子息 荒 ニ 郞義 意を 上總 守護 眞里谷 三 河 守 
が聱 にして、 隣 交の 盟 厚して、 爾 々光彩 • 
門戶に 生じ、 相 州は 申す に 及ばず、 武州 
の 兵 ども 多く 來て 相從ふ 。小 田 原の 早 雲 • 
如何にもして 三 浦を 責 落し、 相 州 平均に 
治めば やと 思 はれければ、 永 正 九 年 八月 
十三 日、 伊豆、 相 摸の 勢を 催し、 岡 崎へ 
押 寄せたり。 三 浦 介、 佐 保 田 豐後守 以下、 
切て 出で 合戰 す」 と。 

又 「明くる 永 正 十五 年 七月 十一 日、 辰の 
刻に 打って出で、 小 田 原の 先陣を ニ 町 計 


り 追 立て切 0 まく®'、 枕を 雙べて 討死す。 
三 浦 前 陸 奧守從 四 位下 平 朝臣 義同 、子息 
彈正少 弼從 五位 下平義 意、 並に 家 親、 大 
森 越後 守、 佐 保 田河內 守、 同 彥四郞 、三 
須三河 守、 以下 (三〕 百餘 、軍の 屍は 巨 
港の岸に散0、血は長城の窟に滿つ 〇 さ 
れば 今に 至る 迄、 其の 怨靈 共、 處に留 り 
て、 月 曇り 雨 暗き 夜は、 呌喚求 食の 聲し 
て、 野人 村老の 毛孔を 寒から しむ。 
其の後 毎年 七月 十一 日、 荒 井の 地に 亡靈 
あれて、 牲來の 人の 現に 見 ゆ。 言葉を か 
はすこと 度々 也と かや。 を そろ. しな ども 
愚かな り。 早 雲は 三 崎に 城を 取 立て、 房 
州の 敵を 防ぎ 玉 ふ。 義 同の 勢 •處 々ょり 
召 出されて、 此の 城の 在番 す。 大將に は 
橫江 (井〕 越 前 守を 置き 玉 ふ。 小 林 平 六 左 
衞 門を 初めと して、 寄騎 三十 If 、 手勢 八十 
騎 、三 浦 組十騎 、其の 外 雑兵 合せて 二百 
餘 軍」 と。 

又 管 窺 武鑑に、 「三 浦義 村の 一男 •尾 張權 
介 知 村ょり 十一 代、 相 摸 守 義爲は 、-父 義 
益より 三 浦 郡 二箇所を 譲られし が、 刚强 
に して 一郡を 切り 平げ、 愛甲、 高座の ニ 
郡を 過半 打 靡け、 武州 へも少 々手を かけ、 
房 州へ も 渡海し、 川 名、 ハ ザ マ、 白濱な 


ど X 申す 所 迄 •切取り 支配 仕る。 子爲成 
の 代に 安房の 屋形は 里 見義堯 公な り C 爲 

成 •里 見屋 形へ 附屬 す。 永祿七 年、 市 川 
國府臺 合戰の 後、 小 田 原氏康 3 威光 強く 
なり、 爲成 •三 浦を 捨て i 房 州へ ゆく」 
と (地名 辭 書)。 第 十一 項參 照。 

7 後裔 正木 條參 照。 又 三 浦 五郎 左衞門 
茂 正 入道 淨心は 道 寸の裔 にして、 此條氏 
に 仕へ、 その 滅亡 後 商人と なり、 北條五 
代 記、 見聞 軍記、 慶長 見聞 記 等を 物す と. 
ぞ 。その他 以下 各項 參 照。 

8 家紋 長 倉 追 罰 記に 「三 引 雨は 三 浦 之 
介」 と载 せ、 見聞 諸 家紋に、 


號輪 鼓引領 
三 浦 介 


又紋譜 帳に 「三 浦 大介義 明 •丸に 三 引 龍、 
三 浦 荒 次 部 義澄 •釘 貫、 三 浦 五兵 衞義村 • 
松 皮菱」 と 見 ゆと ぞ 。これにつ き活田 氏 
云 ふ 「三 浦 大介義 明の 紋 として、 丸に 三 引 
龍を 擧げて あるが、 この 丸は 何のた めに 
これを 附け たので あらう か。 余輩の 考ふ 
る 所に よると、 當時 武家の 紋は 、旗、 若く 
は 幕に 晝くを 目的と したので あるから、 
この 時代の 紋章に 丸を 附ける ことは 全然 
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ない こと >1 思 ふ。 鎌倉時代を 距る 二百 餘 
年の 後に 記された 見聞 諸 家紋を 見ても、 
紋 二百 六十 個の 紋章 中、 僅々 十 餘涸に 過 
ぎない -0 而も その 丸 卽ち圓 を 有する もの 
は、 紋章の 形成 上 これを 必要す るの が 多 
いので ある。 三 浦 氏の 紋の 如き-は •黃紫 
紺 (キム ラ ガゥ、 當字 には 木 村鄕と 書す〕 
と稱 し、 もと 五 田 町の 幕を 三色に 染め分け 
たも. のから 起っ たので あるから、 尙ほ更 
この 時代に、 丸の 必要は 無かった こと X 
思 はれる J と。  ' 

9 三浦黨 一族 甚だ 多く、 就中、 長 田、 和 
田、 筑 井、 矢 部、 秋 庭、 ニ 宮 、平 塚、 芦 
田、 石 田、 岡： BT 眞 田、 土屋 、水 原、 舞 
岡 »- 大多和、多多良、佐久間、長井、大 
井、 大河 戶 、佐 原、 蛭 河、 眞 野、 藤 倉、 
佐 貫、 猪 苗代、 比 田、 声 名、 會津 、橫須 
賢、 高 井 等の 諸氏、 最も 名高し。 稱 して 三 
浦 黨と云 ふ。 各項 參 照。 

10 武藏の 三 浦 氏 翁 草に 「一 萬 石 •武州 
の內 •三 浦 大助義 澄」 など あれ ど •採る 
べきに あらず。 後、 琦玉郡 十二 天 社、 上 
院 、權現 社の 神 司に 三浦忠 、又 久良岐 郡 
三 浦 氏は 綿 貫 條を旯 よ。 又 足 立 郡の 此の 
氏は 三 ッ右 巴、 違 鷹 羽 等を 家紋と す、 そ 


の 他 多し。 

11 安房の 三 浦 氏 東 鏗治承 六 年に 「安房 
東條痔 •三 浦 平 六」 云々 と。 又壽永 元年 
に 三 浦 三十 郎義連 •使者と なり、 安房 社 
に 詣づ 。又 齋部宿 漏 本 系 帳に 「光信の 妻 

..は 三 浦義村 女」 と。 また 里 見 初代 義實家 
臣に三 浦 時 高 あり。 又房總 里 見 誌に 「三 
浦 志 摩 守 (名乗 不分明、 此の 人 永く 里 見 
の 御身 方して" 後代 三 浦 郡を 討 取り 玉 ふ 
時、 守護に 置き 玉 ふ 歟) と 云 ふ 侍、 相 州 
よ 9 渡り 来れ 9、 軍兵 三百 人 具せ り。 三 
浦 大助義 明が 末孫な り J と。 第 六 項參 照。 

12 上 總の三 浦 氏 鶴 岡 文書、 延慶四 年 八 
月に 三 浦 若 狹守時 明が、 上 總國市 東 郡內、 
年貢用途、五十貫文を寄進 0. こと見えた 
り。 又 里 見 系圖に 「義堯 (母は 三 浦 正木 
盛 氏の 女、 實は義 通の 弟 •次 郎實堯 Q 子。 
左 馬頭〕— 義弘 (房 州 上總兩 國の府 君〕」 
と o こ は 正木 氏の 事 也、 正木 條を 見よ。 
又 管 窺 武鑑に 「天 正 三年、 蟻 木 域 主椎津 
中 務少輔 は、 北條 よりの 計 策に 入り、 里 
見 家へ 對 し、 逆 意の 事顯 はれ、 佐 貫 城主 
三 浦 下野 守成 良 •大將 として 攻め寄せ 落 
城す」 と o 又 一書に 「里 見 ニ 代義弘 も 佐 
貫より、 房 州 岡 本の 城へ 御移リ 成されし 


故、 卽ち佐 貫の 城を ば 下野 守爲 成に 預け 
下され、 孫 良 浚が 代 迄 佐 貫 居城 也。 天 正 十 
八 年、 里 見 衆 •房 州 一國に っぽみ、 三 浦 
良 後 もホリ n メと云 ふ 所を 居 館と す」 と。 
猶ほ 第二 十六 項參 照。 

13 下 總の三 浦 命 千 葉 系圖に 「五代の 妹 
は 三 浦 三郞の 妻」 と。 又 「鴇畸 五部は 三 
浦 伊藤 兒玉黨 と合戰 ，一な ど 見 ゅ。 千葉條 
參 照。 

又 小金 本土 寺 過去帳に 「三 浦 五良 作 •元 
祿」 と。 猶ほ里 見 代々 記に 「三 浦 義明殿 
には、 生實の 八幡に 御殿を 立て、 社家 殿 
と 申し、 兩國の 武士 圍繞渴 仰し 奉る 。五 
六 年を 過ぎて、 若君 誔生 まし < 、三浦 
太 郎祐家 殿とぞ 申しけ り J と あれ ど、 こ 
は 足 利 公方を 誤りし 也。 

14 常 陸の 三 浦 氏 新編國 志に 「三 浦 •相 
摸。 佐竹譜 、戶村 本、 谷 田 村 本に 佐竹昌 
義に從 つて 下向 諸氏の 内な り、 源氏と あ 
9、 常 陸 源氏 系圖 に は 平氏と あり。 三 浦 
を稱 する 時は、 平氏と する もの 是に 似た 
り。 後久 窓 郡 野 上に 居て、 野 上を 稱 する も 
のは 三 浦な りと 云へ り」 と。 佐 竹條參 照。 

15 磐 城の 三 浦 氏 岩 城 郡 八幡宮 緣起に 、 
「好 嶋 御庄 預所三 浦 左衞門 尉平 義 村、 代 加 


藤 次 家 重 •治 ニ 年」 と。 後世、 田 村 郡 等 
にも 存す o 

16 岩 代の 三 浦 氏 鎌倉時代、 三 浦十郞 左 
衞門 尉義連 •會津 に 封ぜ られ 、三 浦、 又 
は 佐 原と 稱す 。以下 葦名 條を 見ょ。 一族 ■ 
甚だ 多し。 又 新 編 風土記、 會津郡 天 滿村條 
に 「十二 天神 社 •久壽 ニ 年、 三 浦 大介義 
明 建立す と相傳 ふ」 と。 又 小 田 村に 葦名 
三 浦 介盛隆 の墓存 すと ぞ。 

又 三 城 潟 村條に 「三 浦經連 •始めて 猪 苗代 
に 来りし 時、 其の 子經泰 、赤 房、 義泰の 
三人を 連れ 来り、 爰に三 館を 築き 住せ 
し 故、 今の 名に 改めし」 と载せ 、又大 
溶 郡 砂子 原 村條に 「熊 野営、 神職 三浦大 
隅、 延寳四 年、 日向 重 久と云 ふ 者、 當社 
の 神職と なる。 今の 大隅重 雄は 五世の 孫 
なり」 と 云 ひ、 耶麻郡 荒 分 村條に 「館 迹丨 
三 浦 左 七 直 成 •居りし と 云ひ傳 ふ」 と。 又 
岩瀨 、.伊達 地方に も 在® と 云 ふ。 

17 陸 前の 三 浦 氏 登 米 郡 森邑 八幡宮は、 
古昔 邑主 三浦對 馬の 勸請 する 所 也と (封 
內 記)。 

18 陸 奥の 三 浦 氏 建 武ニ年 九月 文書に、 
「三 浦 介 平高繼 が勳功 賞と して、 糠 部內五 
戶を 賜は り」 たる 事 見え、 又 南部 文書、 大 


藏權少 輔淸 高狀に 「當郡 三 浦 介入 道 云々」 
と。 下って 八戶 家臣に 三 浦 安 右衞門 ぁり。 

19 出 羽の 三 浦氏柞 山 誌に 「浦大 町、 浦 
橫町は 元 一村に して、 高嶽 神社の 邊に故 
城 ぁり。 域 主を 三 浦 五 郞義包 と 云 ひ、 秋 
田 實季の 幕下な り。 義包が 叔父 三 浦 九 郎， 
南部へ 一味し ければ、 實季 •之を 擊 ち、 
二人共に 死す。 一說 •三 浦 兵 庫 盛 永 (一 
に 盛 家) は 湊九郞 に 一味、 檜 山 殿に 逆 ひ、 
竟に 自害す。 其の 子義包 (千代 若〕 は享祿 
ニ 年 歳 七っ、 坂 田の 湊迄 落ち、， 愛季 公へ 
罪を 謝し、 男 鹿の 內舊地 三百 町 賜は 汉、 
卽ち 押切へ 遺 住しけ るに、 •又 謀反を 企っ 
るとの 疑に て、 天文 九 年、 秋 田家ょり 殺 
さる」 i o 

又 郡邑 記に 「一日 市は 家居 二百 戶 。靑原 
寺 •禪宗 、浦大 町の 城主 三 浦 兵 庫 頭 盛 永 
が 菩提 所と ぞ 。盛 永 •天 正中、 檜 山の 大 
高 相 摸 守に 殺され、 其の 子 五郎 盛 末 •押 
切に 居る。 即ち 一日 市の 地な 9。 旣 にし 
て 盛 末 •其の 臣小和 田 甲裴に 弑せ られ、 
三 浦氏絕 ゆ。 三 浦 氏の 石塔の み 遺り、， 世 
に 石頭 寺と 稱し ける が、 其の後 靑 原と 改 
む」 と (地名 辭書〕 °, 

20 越後の 三 浦 氏 建武 元年 文書に 三 浦 和 


田彥 RM 郞茂實 、家人 三 浦 平四郞 等 見 ゆ。 
黑 川、 和 田 等の 條に詳 か 也。 又 色 部 文書、 
觀應 三年 十一月 二十 九日の 三浦關 又次郞 
入道 覺圓 軍忠狀 に 「惣頜 三 浦 和 田 下野 權 
守 茂 實の 手に 屬 し、 當國黑 河 城に て軍忠 
を 致す」 と。 

21 上野の 三 浦 氏 三 浦 若 狹守泰 村の ニ 男 
勘 解 由 左衞門 尉景泰 •始めて 上 州 利根 庄 
溶 田を 領 して 沼田と 號し 、代々 居住す と。 
溶 田條參 照。 

22 信 濃の 三 浦 氏 當國に も 見え、 詉訪の 
此の 氏は 丸 鶴を 家紋と す。 

23 甲斐の 三 浦 氏 八 代 郡本栖 村の 名 族に 
在 P。 諸家 系 圖纂に 「 I 條信 長— 信經— 
睜信 (甲斐 守、 甲斐 守護 代〕 丨貞連 (號三 
浦太郞 左衞 門、 三 浦 甲斐 守 養子〕」 と。 

24 味 知 氏族 味 知 氏 先祖 書に 「味 知雅樂 

之 助 男 三 浦 半左衞 門、 同 新 助、 味 知 喜 平 
次次 子 三 浦 八兵衞 J など 見 ゆ。 

25 駿 河の 三 浦 氏 家譜に 「駿 河守義 村— 
朝 村— 朝 信 丨朝久 (四郞 左衞門 尉〕 丨宗久 
(太 郞左衞 門 尉〕— 高 久 (遠、 江 守〕— 範永 
(隱岐 守〕— 範高 (次 郞左衞 門 尉)— 範時 
(上線 介〕 丨氏浚 (次 郞左衞 門、 三 休。 今 
川 氏眞に 仕 ふ、 後武 田、 北 條 、更に 家康 
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に屬 す〕— 儀 持 (助 左 衞門) 」 と。 子孫 江戶 
幕臣 •家紋 丸に 三 引、 松皮菱 、橫三 引、 
扇 三 地 紙。 

又範 時の 長男 「ニ 部 左 衞門正 勝 (雅樂 助、 
義 元臣〕 丨半左 衞門正 次 (五百石〕 丨十右 
衞 門正定 •弟 八 兵衞正 之」 と 云 ふ あり、 
家紋 丸に 橫三 引、 丸に 梅花。 

又. 「駿河 守 幸 村の 裔 、小 次郞元 辰 •義元 
に 仕 ふ。 そ. の 男八郞 左 衞門義 次 ( 小次郞 ) 
丨同元 秋」 など 云 ふ も あり。 
又今川氏眞家臣に三浦左馬助あリ、天 
文 七 年、 三 河 國寳飯 郡 佐 脇 城を 奪 ひ、 そ 
の 地に 據る 。二葉 松に 「佐 脇 右京亮 明秀 
が 末孫 佐 脇 刀禰大 夫、 後に 奥 平 兵 庫、 三 
浦 左 馬助義 就」 と 見 ゆ。 又 「八幡 村古屋 
敷 •板 食彈 正重定 •此 所の 砦を 守る。 又 三 
浦 左 馬 助義就 あり」 と。 

25 三 河の 三 浦 氏 額 田 郡大草 城に 三 浦彈 
正 保 房 あり、 オホ クサ 條を 見ょ。 又 「坂 
畸村 •三 浦 平三郞 J と 見 ゆ。 

而 して 當國三 浦 家譜には 「長 門守爲 通が 
末孫 市 右 衞門直 元の 男 泰翁慶 岳 C 永 祿丨 
岡 崎〕、 弟 藤 左 衞門直 竹 (三 川 宇野邊 上野 
代官〕 丨庄 兵衞直 正— 同 直 利」 と。 子孫 幕 


臣 


o 


又寬政 系譜に 「行經 の 後平 三部 行經— 平 
六 朝 常 — 彥次耶朝撒 丨 平太郎 正 胤 — 平 四 
郞 重明丨 式部 正 明 丨五左 衞門重 村 (平 六) 
丨五左 衞門正 村 (平 兵衞〕 — 同 正 重 (三 河 
碧 海 郡 重原庄 •妻は 土 井 小左衞 門利昌 
女〕— 志 摩 守 正 次」 と。 この 家は 後に 諸侯 
に 列 せらる、 次 項を 見ょ。 

又 「三 浦 介 高 通 (左 衞門 尉、' 聖 林)— 同 高 
連 S 柔〕— 同 高 明 (建 紹 )丨 同時 高 ( 聖 龍) 
丨同高 救、 弟 新介義 同— 彈正少 弼義意 (荒 
次 郞〕 、其の 弟 大膳亮 時 綱 ( 彌次 郎〕— 左 近 

大 夫時忠 (十 郞) 丨左近 將監時 通 (十 郞〕 丨 
弟 左近大 夫賴忠 (邦 時、 權五郞 〕— 長 門 守 
爲春 (八 千 石〕— 長 門 守爲時 ( 紀州 家臣)」 
と 云 ふ。 家紋 丸に 三 引、 松皮菱 、こは 房總 
の 三 浦 氏 か。 第 十二 項、 及び 正木 條參 照" 
27 三 浦 侯 前項 志 摩 守 正 次の 後に して" 
藩 翰譜に 「志 摩 守 平 正 次は、 三 浦 介義明 
♦か 孫、 駿 河守義 村が 嫡男、 駿河 式部 大夫 
家 村が 末孫、 五 左 衞門正 重が 男な り。 家 
の 系圖に 戴す る 所は、 五犮衞 門 正 重は、 
式部 大夫家 村 十代の 孫な りと。 東 鑑を按 
ずるに、'  寳治 元年 三 浦若狹 前司泰 村が 討 
たれし 時、 式部 大夫家 村は 落 失せて、 死 
生を 知らず と。 寶治 元年より 正 重が 時に 


至る まで、 凡そ 三百 五十 年に 及べり •世 
次 僅に 十代と いふ 事、 覺束な し。 家の 傳 
ふる 所、 疑 ふべき にあら ね ども、 中間に 
漏れた る 人 あるか。 伢 に傳 ふる 所、 五 左 
衞門正 重は、 德川 殿の 外樣 武士と。 一說 
に 三 河國‘ 刈 屋の地 下人な りと。 

母は 土 井 大炊介 利 勝の 妹な り。 正 次 •十 
三 歳の 時， 德川 殿に 召れ て、 慶長 十七 年 
二月 廿 八日、 名字を 改めて、 土 井 甚太郞 
と 申す、 (初めは 縫 千代、 天 正 十 年 上洛の 
御供に、 三浦お _と耖 り〕 3 其の後、 大相 
國 家の 仰に 因って、 父が 名字に なって、 
三 浦と 名のり、 叙爵して 志 摩 守に 任ず。 
寬永五 年 十月、 御扈從 組の 番頭、 同 十 年 六 
月少老 の 職を 奉じて、 番頭を も 兼たり、 
十六 年 正月 十一 日、 下野の 國壬 生の 城を 
給 ふ •ニ 萬 五千石。 十八 年 十月 廿 七日 四 
十二 歳に て 卒す。 嫡子 志 摩 守 安次. •家を 
繼ぎ 、ニ 萬 石、 ニ 男 越 中 守 共 次 •父が 領 
を 分ち 賜 ふ、 五千石 J と。 

寬政 系譜、 及び 武鑑に 「志 摩 守 正 次— 同 
安次— 壹岐守 明 敬 丨備後 守明喬 C 壹岐 守) 
丨弟志 摩 守 義理 (主計 頭〕— 志 摩 守 明 次 
( 實明喬 三男〕 丨志縻 守矩次 (實 義理 三男) 
丨同前 次 ( 實明次 ニ 男)-— 備 後守毗 次 (實 
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39 美作の三浦氏當國の豪族にして、後 
谷 熊 野 社 藏曆應 五 年の 棟 札に 「地頭 平 朝 
臣正 信」 と -？) るは 此の 氏に して、 又 土 佐 
吸 江 寺 文書 「文 和 ニ 年に、 三 浦 下野 守ょ 
9 美 作國高 田庄甘 波 村の 替と して、 土 佐 

國 吾川 庄內上 谷川 村を 寄進す」 と (南路 
志〕。 

而 して 作 州 古城 記に 「高 田 城は 一名 大總 
山の 城、 高田衬 に 在り。 明德 中、 三浦貞 
宗 •来って 此に 居り、 相傳ふ 十三 世、 貞廣 
に 至り、 永祿 中、 宇喜多直家の 爲に亡 さ 
る」 と。 當城は 一に 勝 山城と 云 ひ、 舊勝 
錄に 「勝 山城は 昔 三浦大 助の 創建と 云 ふ」 
と傳へ たり。. 

又 集 古文書に、 建武三 年 卯月、 尊 氏が 美 
伶 國三浦 介へ あてた る敎書 あり。 又舟津 
氏の 傳へに 「嘉慶 ニ 年、 三 浦 下野 守貞家 • 
關 東ょり 當國に 下る。 貞 勝の 男與三 兵衞 
貞家に 至り 滅亡」 と。 又 近 藤氏の 傳に 「當 
氏は 三 浦の 長臣 たるを 以つ て、 三 浦 下野 
守 貞宗の 弟良宗 をして、 其の 女を 嫁ら し 
め、 近 藤 家を 繼が しむ。 良宗 •延文 三年、 貞 
宗に隨 ひて、 作 州 高 田に 来り、 三 浦 氏 十 
三世 間、 累代 淇の 老臣たり 。良宗 より 十 
世の 孫 大炊介 良定に 至り、 天 正 ニ 年、 如 


意 山城 沒落 する や、 貞勝に 從 ぅて、 備中 
蓬 草 里に 退く」 と。 

美作略史に「天文十三年、尼子晴久*其 
の將尼 子國久 、及び 宇山 久信に 命じ、 兵 
五 千を 率ゐ て、 本州を 抄 略せし む。 久信 
乃ち 高 田 城 (域 主 三 浦 下野 守貞久 、貞連 
孫) を 攻め、 數 年下す 能は ず。 天文 十七 
年、 城主 三 浦貞久 、病んで 死す、 久信 • 
其の 表に 乘 じて 來り攻 む。 衆 心 一なら ず、 
城竟に 陷る 。その後、 永 祿ニ 年、 三 浦の 
遺臣 恢復を 圖り 、擊つ て守將 宇山 久 信を 
走らせ、 貞久の 嫡子 貞 勝を 立て k 城主と 
なす。 八 年、 三 村 祀伊守 家 親 (備中 成 羽 
城主) •尼 子の 兵 勢の 衰ふ るを 知り、 本州 
に 入り、 高 田 城を 攻 む。 貞勝 •力 屈して 
自殺し 域陷る 。己に して 家親陣 歿す、 三 
浦の 遺臣 •貞廣 を 擁立して 恢復を 圖 り、 
尼 子勝久 、山中 幸 盛と 相聲援 す。 毛 利 氏 
の將香 川春繼 (雲 州 軍 話には 春景〕 、三 浦 
の 族黨を 破り、 高 田を. 取る。 

元龜 元年、 貞廣 •接を 山中 幸 盛に 乞 ふ 0 
幸 盛千餘 人を 率ゐ來 り、 春 繼を攻 む。 春 
繼 走り、 貞廣 i た 城に 入る 0 天 正 三年、 
毛 利 氏の 兵 来り 攻め、 貞廣 出で X 降る。 三 
浦 氏は 其の 先 下野 守 平貞宗 •此に 城を 築 


きしょり、貞廣に至る十ニ掛、家聲遂に墮 
つ(作陽志、三浦家紀、常山紀談)」と。 
その後 明 和 元年、 第二 十七 項の 三 浦 志 摩 
守 明 次 •高 田 ニ 萬 三千 石に 封ぜら る。 因 
つて 新に 城塞を 勝 山に 修築し 之に 居る。 
九 # 相績、明治の初めに至る(地名辭書)。 
t た 麓 村の 麓 城は 三浦忠 近の 居所な りし 
が、 天文 中、 尼 子喑久 と戰ひ て 敗 死す と 
云 ひ、 又 圓融寺 c ±* 河内 邑) は永觀 中の 糊 
建、 天文 中、 三 浦貞久 再興と 云 ふ。 
又苫田 郡奧律 川 西の 三 浦 氏は 高 田 城主 三 
浦貞久 の男貞 勝の 弟オ五 郞眞廣 の裔に し 
て、 「永祿 十 年、 高 田 城 •香 川 等の 爲に陷 
られ 、秋 七月、 貞 盛の 舊將 玉串 監物 •貞 
廣の爲 に 兵を 起し、 相應 じて 進み 高 田 城 
を攻 む。 玉串 克 たずして 死す。 冬 十月 大 
に 敵を 被り、 香 川 等を 斬リ 、貞廣 •再び 
高田城を復し、之に居る數年 .> 其の後、 
尼 子 氏 衰亡し、 毛 利の 勢 •日に 熾に して 
貞廣 の 傾廢 旦夕に あり。 貞廣 •止む を 得 
ずして 城を、 逃れ、 同族 高 田 右京亮の 久米 
郡 神 目 村に 在る を賴み 、姓名を 變じ萵 田 
次郞 兵衞貞 政と 謂 ふ。 其の 子 太郎 右衞門 
貞景 •備 前に 於いて 貴 志左衞 門太耶 を 討 
ち、 武功 顯はれ 、久来 郡 南方 ニヶ 村、 及 


び ^ 內 、淺 草、 神 目を、 直 家ょり 受 く。 
その子 市郞右 衞門貞 輝に 至り、 慶長五 年、 
宇喜多の減亡にて、所領を失ふ(名聞集)」 
と傳へ ら る。 

又 蓮華 寺 山城 士に三 浦 源 十郎 、又眞 庭 郡 
草 加 部の 三 浦 氏は、 「義澄 二十 ニ 代 孫 三 浦 
右近 貞政 •永祿 十二 年に 移住し、 後 氏を 福 
島と 改め、 明治 •舊に 復 す」 と。 又 勝 北 
郡 西 中 村 ^ 小 林 氏は 三 浦の 末葉 江川 氏に 
て、 三 浦 家の 指 物 大文字の 前 立 雛 形 等を 
藏 すとぞ (東 作 志)。 

40 出 雲の 三 浦 氏. 尼 子 家臣に 三 浦 氏 あり 
前後 兩 項、 及び 第 四十 五項參 照。 安西 軍 
策に 三 浦將監 等を 載せたり。 

41 石 見， 平 姓 那賀郡 (木 束 村) 多 家 城主に 
三浦內蹬正平義乘あり、三浦爲通十五齿 
孫 平 蔵の 子 也と。 周布鄕 天上 岡 八幡宮 文 
明 元年 八月 十五 日 棟 札に 「周 布 左近將 監 
藤 原兼定 、家臣 三 浦 內膳正 平義乘 判」 と。 
又 三 浦 石 見守 六 代 孫 式部の 後裔と 傳 へ、 
又 石 見 志に 「義 村— 朝 村丨員 村— 盛 明— 
義 繼…義 茂— 高 茂— 時 義—時 茂一兼 茂| 
義賴 —兼義 (三 郎右衞 門 尉)— 兼 幸 (三， 郞 
兵衞〕 丨幸 弘丨兼 長— 長 光— 兼 光 (黑澤 
住) 丨 兼 利 丨 兼 明」。 また 幸弘の 弟 「幸 晴 I 
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平 蔵— 義乘 (内 膳 正、 木 束 多 家 城主、 文 
明 元年、 日脚 八幡宮 建立〕— 五郞 右衞 門」 
と 見 ゆ。 

42 御神本 氏族 之 も 石 見の 豪族に し， て、 
那貿郡黑澤村魘泊城主三浦兼春は、三隅 
信 兼の ニ 男 也とぞ 0 

43 石 見の 三 浦 氏 以上 ニ 項參 照。 又詉訪 
系圖に 「信 勝 (若狹 守) 丨三浦 信 儀 (宮若 
三 浦 氏ょ 9 養子に 来り、 里の 氏を 稱す〕 I 
信 次 (善 左衞 門〕— 重 信 (善 次郞〕 丨信繁 
(和 泉 守) 丨信貞 (采女 佑) 丨 .信 重 (来 女 佑) 
丨 信賴」 と。 詉訪 、靜 等の 條を 見ょ。 

又 當國の 儒者に 三 浦 左 兵 衞衞興 あり、 瓶 
山と 號 し、 富 山 藩に 仕 ふ、 その 男 吾山 (和 
多理〕 と稱 す。 又國學 者に 三 浦 正道 あり。 

44 備 後の 三 浦 氏 藝藩通 志、 御調 郡條に 
「中 山城" 古宮 山、 並に 小 原 村に あり。 上 
は 三浦義 明が 所 居と いへ ど、 異人 同居な 
り や、 不審。 下は 主 名を 失 ふ、 廢 祠の祉 
なるや も 知る ベから す」 と。 

45 安藝の 三 浦 氏 佐 伯 郡 半 坂 尾 城は 吉和 
村に あり、 三 浦 兵 部の 所 居と 云 ひ、 通 志 
に 「吉和 村 三 浦 氏 •先祖 三 浦 兵 部は 半 坂 尾 
城に 居る 0 後に 中 津屋組 屋敷に 移り、 今 三 
浦 屋敷と よぶ。 出 雲 尼 子 氏舊臣 、三 浦備 
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前 •來 y て 兵 部 fC 投ず 。則ち 養 ふて 子と 
し、 改めて 兵 庫と 稱 す。 天 正 十九 年 •速 
•田 社 修造の 楝札に .、三 浦 兵 庫 あり。 今の 
辨之助 •其の後な りと いふ J と。 また 神 
名 帳考に 「速 谷 神社 •神主 三 浦 氏、 棟 札 
に 祝 祠三浦 權右衞 門」 と 見 ゅ。 

又 通 志 安藝鄱 條に 「古壘 •仁 保 島に あリ。 
三 浦 兵 庫の 所 居。 天文の 頃、 落城。 其の 
後、 毛 利 家よ 9 香 川 左衞門 光景を して 城 
番 とす。 一說に は、 白 井越 中、 亦 此の 城 
に 居る とい ふ。 三 浦 氏より 前なる にや」 
と 。嚴島 戰役に 三 浦 越 中 守 •見 ゅ。 

46 防 長の 三 浦 氏 毛 利 家 重臣に 在り。 又 
幕末 勤王家に 三 浦太郞 •見え、 又 三 浦 梧 
樓 (中 將〕 あり、 國家に 功多く、 子爵に 列 
せらる* その 男を 大 一と 云 ふ。 又 周 防の 
■此の 氏 も 丸に 三つ 引を 用 ふ。 

47 耙 伊の 三 浦 氏 藩臣に 在り、 第二 十六 
項に 云へ り。 又 三 浦 權五郞 は 功を 以つて 
男爵を 賜 ふ •その 男を 英五郎 と 云 ふ。 

48 阿波の 三 浦 氏 葦名 條を 見よ。 

49 讚 岐の三 浦 氏 寬元四 年の 頃-三 浦 能 
登 前 司 光村 •當國 の 守護 人たり、 東鑑に . 
見 ゆ。 又 三 浦 刑 部の 養子 義武 など ありと 
云 ふ。 
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50 土 佐の 三 浦 氏 三 浦義村 •當國 の 守護 
たりき。 香 宗我部 文書、 建 仁 三年に 守護 
職 一一 一浦 平六義 村と。 又 吸 江 寺 文書に 「土 
佐國 吾川 山庄內 、上 谷川 村の 事。 右の 所 
領は 道祐が 重代 相傳 の私領 也。 而 して 美 
作 國高田 庄內甘 波 村、 幷に安 〇名 の替と 
爲し 、永代を 限り 寄進せ しむる 所 也。 ニ 
親の 菩提、 及び 道祐 歿後の 追善、 退 轉なら 
ざる 樣 、御 計りの 段 傥び 存ぜ られ 候-云 
々。文 和 一一 一年 二月 晦日、 三 浦 下野 守」 と。 
又 「吾川 山の 內 、桃 木 谷の 事。 本 主 三 浦 
下野 守の 寄進 狀に 任せ、. 先國 師遮狀 •明 
鏡の 處 、莊 主違亂 云々。 應永四 年月日」 な 
ど 見 ゆ。 

51 豐後の 三 浦 氏圖田 帳に 「大分 郡 高 田 
庄本庄 百 八十 町、 地頭 三 浦 助 入道 殿」 と。 
又大友 系圖に 「賴泰 •母は 三 浦 肥 前々 司 

，家運. Q 女」 と 見 ゆ。 下って 德川 時代、 杵 
築の 醫師 三浦義 一 の 男 安貞 (名は 晋 、號 
梅園、又洞山、季山)は儒者なりしが >' 
寶曆 中、 ニ子 山に 登りて、 地 動 說を稱 ふ。 
西洋人ょ U 早し。 その 男修 齡は黃 鶴と 云 
ひ、 垣 齋と號 す。 

52 肥 前の 三 浦 氏 * 肥戰誌 .、建 治 ニ 年に 
三 浦 深 堀彌 五耶 時 仲を 載せ、 又 延文五 年 


文書に 三 浦 深 堀 五郎 左 衞門尉 時 勝 •見 ゅ、 
深 堀條に 詳か 也。 

53 英 人裔英 國人ゥ ヰリャ ム •アダム. ス. 
慶長五年(ー千六百年)、和蘭人ャンョー 
ス と共に 江戶に 入り、 幕府に 仕 ふ。 馬 
込 氏の 女を 娶 リ、 ジョセフ、 スサソ ナの 
ニ子を 生む。 相 州 三 浦に 領土を 賜 ふが 故 
に、 稱し て. 三 浦 安 針- v 云 ふ。 

、江戸に 安 針 町 あり。 求凉雜 記に 「安 針は 
もと 西洋の 者に て、 元 和 年中、 ャ 3 ゥス 
とい ふ 者と 同船に て來 '朝し、 後日 本に 留 
リ 、三 浦 安 針と 名を あらため、 則ち この 
所を 賜 ふ。 故に 安 針 町と いふ。 往古 增上 
寺 •此邊 にあり し」 と 見 ゅ。 又相舯 三 浦 
逸見の 鹿 島 社 棟 札に 「奉 建立 鹿 島御寶 前、 
大 檀那 三. 浦 安 針 •敬白、 云々、 寬永 十三 
丙子曆 八月 二十四日」 と あり。 地名 辭書 
に「安針屋舖蹟は逸昆村の中程、淨 ±' 寺 
の 南に ありて-、 今 陸 田と なれり。 相傳ふ 
安 針は 朝鮮の 人な りと。 長畸 大紀に 『慶 
長 五 年、 泉 州 堺の 浦に 異船 着岸す。 咬喈 
ne より 商賣 として、 阿蘭陀 人 ft 厄 利亞人 
相 渡る と 申す に 付、 江戶ヘ 注進す。 江戶 
へ 廻船すべき 由 仰 出され、 出帆す。 海中 
難 風に 逢 ひ、 相 州 浦 川に 打 寄せ 被 船に 付 • 


乘 組の 人數 •陸ょり 江戶へ 召され、 御詮 
議 あり。 年々 渡海 致し、 商賣 仕り 度き 由 
願 奉る。 乘船 なき 故、 八 九 年 逗留す。 其 
♦の 內 、御 扶持 方拜頜 、阿蘭陀の 頭 人ャン 
ヨウス、諳讴利亞の頭人アンシと申す者 
逗留の 間、 折節 御城へ 召し、 異國の 議. 
段々 御尋 あリ 。右の 兩人へ 屋敷 等拜領 仰 
付ら れ 、住居せ しむ。 今に 於いて 江 戶ド 

ン ヨウ ス 居る 所を ヤ 3 ソ 河岸、 アンシ 居 
る 所を アンシ 町と 申し 候』 と。 

安針塚は 橫須貿 停車場の 西南 半里 程、 琵 
琶首 坂の 上に して、 葉 山村 木 古庭の 方へ 
下る 路傍に 存 す。 ニ 墓石 相幷 び、 一は 妻 
女な SN とぞ 。安心は 本名 ウ斗 リアム アダ 
ムス、 慶長五 年 江戶に 至り、 留まりて 德 
川 家に 仕へ、 釆地 二百 五十石を 此の 逸見 
村に 賜は り、 三 浦 安 針と 稱 せらる。 近時 
諸 史家の 研究に 據る に、 其の 死は 元 和 五 
年 か 六 年に して、 肥 前平戶 港な り。 され 
ど 安 針投歸 後は、 邦人の 女を 娶リ 、ニ子 
さへ ありければ、 此れなる は 分骨 塚、 又 
.は 追福 塚なる べし。 又 本 村 鹿 島 社 棟 札に 
『寬永 十三 年 三 浦 安 針』 と あるは、 妻 (寬 
永 十一 年 死〕 馬 込 氏の 所 出の ニ子 •シヨ セ 
フ 、スサ ンナの 中の いづれ かが 相續 した 


るな らん。 され ど ニ 代に て、 此の 家も斷 
絕し たるに や」 と。 ， 

54 雜载 武鑑に 紀伊家 重臣を 始めと し、 

三 宅 藩 用人、 河 越 松 平 藩 重臣、 毛 利 藩 側 
用人、 黑石 津輕藩 用人、 沼田 土岐藩 重臣、 
福 山 阿部 藩 家老 格、 敦賀酒 井 藩 重臣、 井伊 
藩重臣、酒井縫殿頭家臣等に見ゆ。又秀 
康卿給 帳に 「四百. 石 三浦與 三左衞 門」 を 
載せた 90 

又 幕臣 三 浦 五郎 左 衞門義 周 ( 延享ょ リ) 
は、 家紋 三 引、 釕拔 、松 皮菱 。その他、 

三 浦 十右衞 門、 八郞 左衞門 等寬政 系譜に 
見 ゆ。 祥雲寺 過去帳に 「三 浦 源 右 衞門云 
々」、 文政 書付に 三 浦 和 泉 守 あり。 

又徂徠 門下に 三 浦 小五郞 (平大 夫) 義 K 
(良能) あリ 、竹 溪と號 し、 濱松 藩に 仕 ふ。 
又 松 代 藩 臣三浦 養 賢 (養 益 惟芳の 男) は畫 
家に して 晴 山と 號す 。又 戯作者に 三 浦 錦 
ニ (白雲 堂 山人〕、 三 浦 流 柔道の 祖に三 浦 
與次右 衞門義 辰、 甥 丹 治義邦 •嗣 ro 
又駿河 府中 淺間 社々 家 C もと 儀 運坊) に 存 
し、 又 增山正 祇事實 に 三 浦 志 摩 安次、 又 
幕 過' 三 浦 小 _次郞 は 侠客と なり、 吉 屋と稱 
す。 又 津山藩 分限 帳に 「五十石 •御徒 家 
三 浦十郞 左衞 門、 十八 俵 三人 扶持 三 浦 保 


助」 を 載せ、 又 三 浦 陶藏乾 也は 陶器 師にし 
て、 兼ねて 造船の 術を 學 び、 仙臺 藩の 爲 
に 軍艦を 造る。 又 鯖 江 藩に 三 浦泰 助、 三 浦 
半 藏ぁリ 。又 羽 後、 陸 中、 陸 前、 上野、 
遠 江、 美 濃、 近 江、 山城、 攝津 、播 磨、 
備前 等に も存 す。 

見 浦 ミウラ 前條 氏に 通ず。 

三 浦 石々/ ウラ イシ 平家物語に 三 浦 石 左 
近太郞 を 載せ、 源平 盛衰 記に 三 浦 石 左 近 • 
見 ゆ 0 

三浦關 ミウラ セキ. 三 浦條 第二 十 項を 見 

ょ 0 、 

一一 一江 ミエ 和名 抄 、但馬 國城崎 郡に 三 江 
鄕を收 め、 美 衣と 註す。 又 太 田 文に 上 三 江 
庄 * 下 三枝庄 •見 ゆ。 阿 州 將裔 記に 「三 江 
兵 庫は 播州 野 ロ 住人」 と。 

三 柄 ミエ 紀伊に 三 柄庄ぁ り。 

三柄舉 ミ H サハ  、信 濃の 名 族な りと。 

三 枝 i ダ サイ グサ條 を 見よ。 備 前、 
信 濃、 武藏等 此の 稱を用 ふるもの 多し。 武 
鍵に、 


三 技 木 ミエ ダキ サィグ サ條參 照。 


三 枝 部 i ダべ サィ グ サベ 條に詳 か 也。 

三 江 地 ミエ チ但 馬の 豪族に して、 太 田 
文に 「朝來 郡 熊 野山領 •澤寺 田、 田 五町 • 
國別當 三 江 地 石 見 前 司 重 氏」 と 載せた y。 

三 尾 ミヲ 和名 抄 、近 江 國高島 郡に 三 尾 
鄕を收め美乎と訓ず。後の三尾里村の邊な 
るべ しと 云 ふ。 又 周 防に 三尾庄 、出 雲、 紀 
伊 等に も 此の 地名 存 す。 

1 三 尾 君 近 江 國高島 郡 三 尾鄕 ょり 起り 
し 氏に して、 本 郡 第一の 名 族 也。 垂仁天 
皇 皇子 石衝別 王ょり 出づ 。古事記 垂仁段 
に 「石 衝別 王は 三 尾 君、 云々 の祖」 と载 
せ、 また 垂仁紀 に 「磐衝 別命は 是れ三 尾 
君の 始祖 也」 と 云 ひ、 また 箠仁 本紀に 「磐 
撞 別命は 三 尾 君 等の 祖 J など 見 ゆ。 その 
石衝 別の 子を 磐 城 別と 云 ふ、 その 妹 水齒 
郞媛 は景行 天皇の 犯と なりて 皇女 五百野 
皇女を 生み 給 ひ、 石衝別 王の 同 母 弟石衝 
毘賣命 (兩 道入姬 命〕 は 倭武 尊の 嫡妞 とな 
り 給 ひ、 仲哀 天皇を 生み 奉る。 斯か る關 
係より 此の 後 も 后妃を 奉り、 又 有名な 人 
を 多く 出せり。 

茹 羽田 刀辨 


落 別 王 (小 捜 山 5 
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酉郞媛 

丨 五百野 皇女 
景行 天皇 


. 日本 乾 尊 

その後、繼體朝に三尾角折君、三尾君堅 
械等 あり。 角 折の 妹を 稚子 媛、 竪槭の 女 
を 倭 媛と 云 ふ、 共に 繼髖 帝妞 となり 給 ひ、 
前者は 大郎 皇子、 出 雲 皇子を 生み、 後者 
は大嫫 子 皇女、 椀 子 皇子、 耳 皇子、 赤姬 
皇女を 生み 奉る。 かくの 如く、 尊貴の 氏 
なる にか X はらず、 確實に 此の 後裔と 思 
はるる もの 殆ん どなし。 史籍の かけた る 
にょる か。 又滋實 郡に 三 尾 培 あり。 ， 

2 越 前の 三 尾 君 羽 咋條を 見ょ、 猶ほ三 
國條參 照。  . . 

3 三尾臣 吉備 氏の 族に して、 承 和 三年 
四月 紀に 「飛 驛國人 三 尾臣永 主、 右京 史 
生 同姓 息 長 等に 笠 朝臣 姓を 賜 ふ。 稚武彥 
命の 後 也」 と あ 90  * 
4 淸和 源氏 木 曾 氏族 美濃久 々利 九 人 衆 
の1に見ゅ、ククリ條參照0 
5 熊 野別當 族， 熊 野 別 當系圖 に 「長 範丨 
盛 長 (三 尾)」 と あ リ。 


6 淸和 源氏 三 尾十郞 高 道 ぁり、 多 田 氏 
の 族 也。 日 高條を 見よ。 

7 雜载 その他、 攝津 、尾 張、 志 摩、 武 
蔵-信 濃 等に 存す とぞ。 

三緖 ミヲ 和名 抄、 筑前國 嘉麻鄹 に 三 緒 

鄕を 取め て 美 乎と 註す。 

1 三緖 朝臣 天武 帝の 御裔に して、 一に 
三 諸に 作る。 ミモ ロ條を 見よ。 高 階 氏 系 
圖に 「天武 天皇— 長 親王— 知努王 (賜 文 
室眞 人〕— 大原 (延曆 十， 三 緒 朝臣〕— 綿 
麿 (大同 四、 三 緒を 改め、 同年 三 山 姓を 改 
めて、 文室眞 人に 遺る)」 と 見え、 紹運錄 
には 「延曆 十四 ニ、 三 緖 朝臣を 賜 ひ、 大同 
四 正 ニ、 三 緖 朝臣を 改めて、 三 山 朝臣を 賜 
ひ、 同 -K 月、 一一 一山 姓を 改めて、 文室眞 人 
を 賜 ふ」 と ぁり。 文 室條を 見よ。 

2 無 尸の 三緖氏 三緖 朝臣の 族裔 也。 

水 雄 ミ ヲ 前後の 條參 照。 

〇 水 雄 造 百濟族にして、稱德帝紀に見 

えたり。 

水 尾 ミヲ £ •/ ヲ ミ ヴノヲ 

1 水 尾 君垂仁 帝の 御裔 に して、 三 尾 君 
に 同じき か。 東大寺 奴婢 帳、 天平 十三 年 
六月廿 三日の 山城 國司 解に 「久世 郡郇紀 
里 戶主水 尾公眞 熊」 なる 者 見 ゆ。 


2 攝 律の 水 尾氏嶋 下 郡に 水尾莊 ありて 
水 尾邑に 水 尾 城跡 存 す。 又 後世、 湏華の 
畫家に 水 尾 龍 淵 あり。 

見 尾 $ヲ 前 數條參 照。 又 津山藩 分限 嘘 
に 「百 石 見 尾 新左衞 門」 を载 せたり。 

寞 尾 ミ ヲ ミノ ヲ條‘ を 見よ。 

御 丘 ミ ヲカ 以下 ニ 項參 照。 

〇 御 丘史拾 芥抄に 見 ゆ。 

御 岡 ミ ヲカ 土 佐の 豪族に して、 後に 長 
曾 我 部 元 親に 降る。 

一一 一岡 ヲカ ミツヲ 力 關長門 守 侍 帳に 
「三 拾 石 三 岡 市 兵衞」 を载せ 、又 武藏 等に 存 
す 0 \ 

港 崎 ミ 7 サキ 驻歌師 小 栗 永 言 信 篤は 港 
畤可 粋と 稱 す。  - 

滿王野 ミ ヲメヤ 日用 重寶 記に 此の訓 見 
ゆ。 水 尾 谷條を 見よ。 又 ミッ スメなる 訓も 
あリ o - 

丹生屋 ミ ヲメヤ  11 フヤ水 尾谷條 、及 
び 1 ーフヤ 條を 見よ。 

美 尾 谷 ミヲメ ヤ水尾 谷條を 見よ。 

一一 一尾 谷 ミ ヲノヤ 同上。 

水 尾 谷 ミ ヲメヤ 丹 生 屋條參 照。 武藏國 
の 豪族に して、 此企郡 三 保 谷 邑 より 起る。 
平家 物 記に 「武 藏國 住人 美 尾 屋十耶 、同 四 


部、 同 藤 七」 等を 载せ 、源平 盛衰 記に 「武 
藏國 住人 丹 生 屋十郎 、同 四郎」 と。 また 東 
鏗卷 五、 九、 十、 十七に 水 尾 谷十耶 •見 

ゆ o . 

而 して 新 編 風土記に 「表 村 水 尾 谷四郞 墓、 
大 御堂の 背後に 高 一は か P 十 間 程の 塚 あ 
り、 石塔な どもな し。 是れ 源平 戰爭 のとき 
源氏に 屬し て惡七 兵衞景 淸と異 を爭ひ し 水 
尾 谷四郞 が 墓な りと 云 ふ。 此の 人 著名に て 
犬ぅ つ 童 もしれ ど、 平家物語に 武藏國 CD- 住 
人 水 尾 谷十郞 、同 四郞と 並べ 記して、 此の 
事實は 十 耶^ 一事と なせり。 されば 寺傳は 全 
く俗說 に從 ひたる ものと 見 ゆれ ど、 その 誤 
りしも古き事にや。謠曲八嶋の內に、水尾 
谷 四郎が 景淸 とかけ 合た る 由 見えたり。 又 
東鑑 、文治 五 年 七月 奥州 征 役の 供奉の 列に、 
十耶が 名は 載せ たれ ど、 その他の 事 實を記 
さ ^ れば、とかく考ふるに由なし。羅山詩集 
に 水 尾 谷 四 郞舊 跡の 詩 あり。 題 下に 云 ふ 『此 
の處に 小祠 あり、 世に 水 尾 野 谷四耶 の舊跡 
と傳 ふる 也』 と。 其の 詩に 『刀 劍忽摧 心 欲 Z 
迷、 此 人力 與 M 景淸 ，齊 、一 頸 一 腕 角 相觸、 

. 兩箇鬪 牛元是 泥』 と。 又 土人の 說に 、いつ 
の 頃 か 塚 中よ 9、 古 鏡、 古 鈴 等を 得しと て 
今寺に敬む」と見ゅ。 


ミ 才ノヤ 


下って 太平 記 卷九に 滿王野 藤左衞 門を 载せ 
たリ 0 

御大 ミオホ天孫本紀に.「御大臣祖女黑 

緩」 なる 人 見 ゆ。 

一二 祖 ぐ/オヤ 姓名 錄抄に 見 ゆ 0 
8 ミカ 石 見 等に 存す 、モ タヒ 條參 照。 
みか ミカ 承 久記卷 三に r みかの 中 三」 を 
载 せたり 0 

三日  ミカ ミツカ 條を 見よ。 

三階 ミ カイ ミ シナ 條を 見よ。 

御鐵取 ミカギ トリ ■神社の 職名 也。 伊勢 
神宮 祠官に 御 鑰取內 人 あり。 

御影 ミ カゲ 丹 後に 彌加宜 神社、 攝津に 
御影、 山城、 播 磨に 御蔭の 地名 あり。 

御^^  ミ カサ 筑前國 に 御笠 郡 あり、 和名 
抄に美 加 佐と 註し、 郡內に 御笠 鄕を收 む。 
1 御笠 連 高麗 族に して、 神龜 元年 五月 
紀に 「正 八 位 上 高 正 勝に 姓を 三 笠 連と 賜 
ふ」 と 見え、 姓氏 錄は左 京 諸蕃に 取め 「御 
笠 連。 高麗 國人從 五位 下高庄 子の 後より 
出づる 也」 と载せ たり。 

2 無 尸の 御笠 氏 外 記 日記に 見 ゆ。 朱 雀 
• 天皇 承 平 五 年 十一月 頃の 人 也。 

.3 雜载 その他、 次條 、及び 笠條を 見よ。 
三 笠 ミ カサ 前條參 照。 


ミ才ホ ミ カサ 


1 三 笠 朝臣 橘 氏の 族に して、 寶龜九 年 
九月祀に「詔して橘宿禰綿裳に姓を三笠 
朝臣と 賜 ふ」 と载 せた yo これにつ き久 
保 定次郞 氏 云 ふ 『栗 田馎士 の 氏族 考を讀 
み、 新撰 姓氏 錄考證 を 見て、 三 笠 朝臣は 
廣岡 朝臣、 有 良 朝臣な どと 共に，、 橘 朝臣 
姓より 分れた る ものなる ことを 知る を 得 
た。 橘 朝臣 姓は 敏達 天皇よ リ出で たる 顯 
著なる 姓に て、 その 祖 諸兄は、 天平 寶字元 
年正月乙卯に薨ずと見ゅ。其の年の七月 
二日に、 諸兄の 子 橘 朝臣 奈良 麻呂 は、 廢 
太子 (道祖 王〕、 黃文玉 等と 共に 謀反して 
誅せ られ たが、 續 日本 紀に は誅 死の 明文 
が缺 けて ある。 この 事蠻に よりて 橘 朝臣 
姓の 人々 の 中には、 同年 閏 八月 癸 亥 「夫人 
正 ニ 位 橘 朝臣 古 那可智 、無位 橘 朝臣 宮 子、 
橘 朝臣 麻都貿 、又 正 六 位 上 橘 朝臣 綿 裳、 橘 
朝臣 眞 姪、 改 本姓 賜 廣岡朝 HH」 (續 日本 紀) 
と ある ごとく、 廣岡 姓を 改め 賜は つた。 
このぅち の 古 那可智 とい ふ 人は、 同 三年 
七月 己已 「夫人 正 二位 廣岡 朝臣 古 那可智 
薨 •正 四 位 上 橘 宿禰佐 爲之女 也。 天平 勝 
寶 九歲閏 八月 十八 日、 有 勅、 賜 姓 廣岡朝 
臣」 (續 日本 紀) と 費 去の 時まで 廣岡 朝臣 
姓を とな へられて 居られる が、 古 那可智 


ミ カサ  若 三 七 


ミ カサ 


と 同時に 廣岡 姓を. 賜は りし 綿 裳と いふ 人 
も、 佐爲の 子に て あれば、 古 那可智 の 兄 
か 弟 かにて あるべき なれ ど、 古 那可智 の 
薨去された前月、卽ち六月庚戌「授正六 
位 上 橘宿禰 綿裳從 五位 下」 (續 日本 紀〕 と 
見える。 その 廣岡 朝臣 姓ょり、 橘 宿禰姓 
にかへ りし 年月は 國史に 見當ら ぬ。 

また 同 五 年 正月 戊 子 「無位 橘 宿福眞 都 我、 
授從 五位 下」 (績 日本 紀) 、寶龜 ニ 年 正月 
癸 酉 r 從五位 上 橘 朝臣 麻 都 我、 授從 五位 
下」 ( 續 日本 紀) と ある。 この 眞都 我も廣 
岡 朝臣 姓を 賜は りし 人々 の 中の 人で ある 
が、橘朝昆ょり廣岡朝臣に、それから橘 
宿_ 、橘 朝臣 姓と たびく 變は 9 しも、 
國史 の 缺文 •今 如何に 取調べて ^ 分らぬ。 
さて 三 笠 朝臣 姓を 賜は 9 しは、 前に 揭げ 
し 綿 裳と いふ 人で、 寶龜九 年 九月 丁 卯 「詔 
賜 橘宿禰 綿 裳 •姓 三 笠 朝臣」 ( 續 日本 紐) 
と 見えて あるが、 三 笠 朝臣と あるは、. 唯 
この 一 ヶ條だ けで、 其の後、 三 笠 朝臣と 
はない のみならず、 延曆八 年 二月 丁 丑 「大 
判事 從 五位 上 橘 朝臣 綿 裳、 兼 越 中 介」 (後 
日本紀)、大同四年六月庚寅「散位從四位 
上 橘 朝 1 H 綿 裳 卒」< 日本 紀略〕 と。 いつの 
間に か 橘 朝臣 姓に なって ゐ る。 


ミ カサ 

新撰 姓氏 錄考證 に、 讀 日本紀 、.天平 寶字 
元年 閏 八月 癸 亥の 條、 腓 ち廣岡 朝臣 姓を 
古 那可智 等に 賜 ひし 全文を 引き、 其のつ 
V きに 「また 續紀 、寳龜 九 年 九月 丁 卯、 
詔 賜 橘 宿禰綿 裳、 姓 三 笠 朝臣と ぁるは、 
共に 橘奈良 麻呂の 事に ょりて 姓を 貶しめ 
たまへ るなる べし」 と 記されて あるが、 
奈 良麻呂 の誅 死は 天平 寶字 元年の ことな 
れば 、ニ 十二 年後の 寶_ 九 年に 姓を 貶し 
めた まへ るとの 考證は 誤りと いはねば な 
らぬ 0 

いま 試に、 この 綿 裳の 氏 姓を. 紀年 順に 列 
記す ると、 天平 寳字 元年 閏 八月 癸 亥、 「橘 
朝臣、 廣岡 朝臣を 賜 ふ」。 同 三年 六月 庚 戌、 
橘宿禰 。同 三年 七月 丁 卯、 同。 同 八 午 八 
月己已 、同。 寳龜 元年 九月 こ 亥、 同。 同 

元年 十 一 月 戊辰、 同。 同 九 年 九月 丁 卯、 
同、 「三 笠 朝臣. を 賜 ふ J。 延曆八 年 二月 了 
丑、 橘 朝臣。 大同 四 年 六月 庚 寅、 同。 こ 
れだ けし か 國史に 見えて をらぬ。 この 綿 
裳の 如く 氏 姓の 變 りし ことの 多い ばかり 
でな く、 其の 年月 さへ 明らかで ない のは 
國史上 他に' ない ので ある 0 
それで 本 問題た る 三 笠 朝臣 姓に つき 調べ 
てみ ると。 舊 刊本續 日本 紀に 「寳龜 九 年 
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九 目 丁 卯、 詔 賜 橘 宿 漏 綿 裳、， 姓 三 笠 朝臣. J 
と ありて、 新撰 姓氏 錄考證 の 如く、 三 笠 
朝臣を 賜は りし こと、 毫も 疑を 容るべ き 
餘地 がない。 又 經濟雜 誌 社 刊行 黑板 博士 
•か 嚴密に 校訂せられ たる 續 日本 紀を繙 く 
と、 「寶趣 九 年 九月 丁 卯、 詔 賜橘褚 禰綿裳 
三 笠 姓 朝臣」 として、 此の 條の鼈 頭に、 
「三 笠、 原 在 姓 字 下、 據官本 卜 本 金 本 移 J と 
ある。 この 校訂 本に ょると、 此の 條には 
缺 文、 脫字 ありと 思' はる X も、 綿 裳と 三 
笠の 二人に 姓 橘 朝臣を 賜は リ しこと と 確 
かに 認めら るので ある。 「綿 裳」 の 下に 「橘 
宿禰」の三字ありて其の下に「三笠」云 
々とあ1さへすれば明瞭で、これが # 通 
の 書き方で ある。 即ち 文字の 配置で、 三 
笠 朝臣 姓 •有無の 疑問 も 生ずれば、 又 有 
無の 解決 もされる ので ある。 

それで 橘 宿彌三 笠と いふ 人が 國 史上に あ 
るか、 なき かを 取調ぶ る も 必要と 思 ふて、 
續 日本祀 を繙い て 見る と、 天平 寳字八 年 
正月！ 0 已 (七日〕 「授 女孀 無位 宿禰御 笠、 
從五 位下」、 寶龜 ニ年閏 三月 己 丑 「授 無位 
橘宿禰 御笠、 從 五位 下」 (前條 と 記事 重複) 
寶龜 三年 正月 辛 卯 「授正 五位 下 橘 朝臣 麻 
都 我、 正 五位 上從五 位下 橘宿禰 御笠、 從 


五位 上」. と 三ヶ條 ある。 これ 以外には そ 
の 卒去の 年月 林 载 つてない が、 寶 ■九 年 
には 猶ほ 存在して 居られて、 橘 朝臣 姓を 
賜は りし ものである or 御笠」 「三 笠」 は異 
字音 通で、 同一人なる ことは いふ 迄 もな 
い。 故に ■かに 國 史上 三 笠は 實 在の 人で 
ある。 そぅすると 綷濟雜 誌 社 校訂 本の 如 
く、 綿 裳 及び 三 笠の 二人に、 橘 朝臣 姓を 賜 
はりし を 正文と せねば ならぬ ので ある。 
異字 同訓の 類例は、 橘 朝臣 麻都賀 (天下 寳 
字 元年 閏 八月 癸未、 寳 ■ニ 年 正月 癸 酉の 

條〕 、眞都 我 c 天平 寶字五 年 正月、 寶龜三 
年 正月 辛 卯天應 元年 十一月 甲 戌の 條) 、眞 
束 (天平 神 護 元年 正月 己 亥の 條〕 、眞都 我 
C 延曆四 年 正月 乙已 、同 五 年乙已 の條〕 な 
ど、文字がいろくに變リあるも、同1 
人で ある 如く、 他に も澤山 ある。 つまり 國 
史の脫 文鍩簡 ょ” して、 この 誤謬を 生じ、 
疑義を 生ぜし めた ものである。 私は 綿 裳 
に 三 笠 朝臣 姓を 賜は りしに あらず して、 

- 橘宿禰 姓なる 綿 裳と、 三 笠の 二人に、 橘 
朝臣 姓を 賜は りし ことと 斷定 する ので あ 


る、 總ては 全く 削除すべき である』 と P 
予輩も 賛成す るを 惜ま ず。 但し 後世、 武 
藏に 此の 氏 あり。 

三叚崎 ミカ サキ. 日 下部 姓 朝 倉 氏の 族に 
して、 朝 倉 系圖に 「高景 —弼景 C 三 叚崎彈 
正忠、月山)」と载せ、1本に「正景丨弼景 
(三段 崎)」 と 見 ゆ 0 、 
御® 兑縫 ミ カサ ヌヒ カサ ヌ ヒ條參 照。 伊 
勢 神宮に 御笠 縫內人 あり。 

罢孤山 ミカ サヤ マ 大和の 三 笠 山を 氏名に 
資 ひしなら む。 

〇 蓋 山 連歸化 族に して、 神龜 元年 五月 
紐に 「從七 位 上 王 多寶に 姓を 蓋 山 連と 賜 ふ」 
と 載せたり。 

御 炊 ミカ シキ 

1 御 炊 朝臣 武內 宿禰の 裔 、蘇 我 氏の 族 
にして、 姓氏 錄 、右京 皇別に 「御 炊 朝臣。 
武內宿 福が 六 世の 孫 •宗我 馬 背宿禰 の 後 
也。日本紀に漏る」と载せたり。 

2 度會 氏族 外宮 四 門 系圖に 「澤 雄— 濱 
貞 (御 炊內 人〕！ 常 安— 德光 (御 炊" 物 0 
— 良忠 、弟 久忠 (御 炊、 物 思 父〕— 爲 房— 
爲 久丨爲 利— 爲 吉—爲 淸—爲 宗—爲 村| 
爲 重— 秋 重丨有 重、 弟 重尙」 と 見 ゆ。 
雜载 御炊大 夫は 松 本條を 見よ。 


一二 ケ嶋ミ 力 シマ 武藏國 入 間 郡に 三 箇島 
邑 .ありて、 當國に 此の 氏 あり。 向山 條參 照。 

瓶 尻 ミカ シリ 日用 重寶 記に、 此の 訓見 
ゆ。 次の ニ條 氏に 同じ。 

三 河 尻 ミカ シリ 次條 氏に 同じ。 

三ケ尻 ミカ シリ 武藏 、陸 中等に 此の 地 

名 あ 90 

丨武藏 の 三 河 尻 氏 當國の 豪族に して、 
幡羅郡 三 ヶ尻邑 ょり 起る。 保 元 物語に 三 
河 尻 五郎 大夫 景梭を 載せ、 その後、 東鑑 
卷ニ 十五に 瓶 尻 小次郞 、また 鎌倉大 草紙 
に、 甕 尻と あび。 

而 して 新 編 風土記、 三ヶ尻 村條に 「古へ 
瓶 尻 太 郡、 或は 瓶 尻 十郎胤 光な どい へる 
人 •.住せし 地な 9 など 傳 ふれ ど、 東鑑 、承 
久 三年 六月の 條に 見えた る 瓶 尻 小 次郞も 
當 所ょり 出し 人なる べし」 と。 成 田 分限 帳 
にも「永 5 ーー貫文*武州三ヶ尻喜市郎」と 
見 ゆ。 又 三ヶ尻 陣屋 條に 「村の 東に あり。 

. 一段 四 畝の 地に て、 今は 水田と なれり 0 
當所は 瓶 尻太郞 、或は 瓶 尻十郞 胤 光が 舊 
館と もい ひ、 又 黑澤武 藏守義 政と 云 ふ も 
のの 居りし 跡な SN ともい へり。 また 文明 
五 年長 尾景春 •古河 公方 成 氏の 後 詰と し 
て、 男 衾 郡 鉢 形の 城に 循 籠り、 夫よ リ埼 


氏族 考 、姓氏 錄考證 、其の 他に 三 笠 朝臣 
姓なる ものが ありと して、 記载 せられた 
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ミカ サキ — ミカ シキ 


ミカ シマ _____ ミカ シリ！ fj ^ l 九 


ミカ シリ ミ カタ $ カタ  ミ カタ  老：！！ 0 


玉 郡 成 田へ 出陣せ し 時、 太 田 入道 道灌が 
馳向ひ て 荒 川を 渡り、 當所に 陣 して 兩陣 
の 間を 遮りし も、 この 所の ことなりと 云 
ひ、 又 大里郡 熊 谷 町舊家 布施 田 半 次 郞廣 
映の 男 山城 守 長 章 •成 田 肥 前 守の 聱とな 
り、 武 州三ヶ 尻に 城を 築く 云々 など 傳へ 
たるは 此處 をい ひしな らん」 と。 

山 本 善 太郎氏 云 ふ 「小 田 原北條 分限 帳に 
貌德軒 知行の 內 、五 貫 文、 久 下近躇 尻と 
見えた る 地に て、 東鑑の 瓶 尻 小次郎 の 外、 
太平 記に、 瓶 尻十郞 、同 兵 庫 助、 深 谷 記に' 
三 ヶ尻丹 後、 鎌 倉 九 代 記、 湘山 星影 集 等 
に躇尻などある、此の地所產の人物也」 
と。 今 も 此の 氏 武藏に 存 す。 

2 桓武 平氏 葛 西 氏族 陸 中 國膽澤 郡 三个 
尻邑 ょり 起る。 パ 家紋 三 葉 柏。 參考 諸家 系 
圖纂に 三 ヶ尻又 次 郞恒韋 、同禰 兵 衞吉明 
等を 载せた り。 

三个尻 ミカ ジリ 前條 氏に 同じ • 

9K  ミカ シリ 同上。 

« 襲 ミカソ垂仁紀、丹波桑田に甕襲と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

瞻形 ミ カタ 和名 换 、武藏 國榛澤 郡に 膽 
形鄕 を收 む。 一本 瞻形に 作る。 

御 方 ミ カタ 


1 御 方 氏 天武 帝め 御裔 にして 天皇の 御 
孫 御 方 大野の 後 也、 天平 勝寳 元年 八月 紀 
に 御 方 大野と 見 ゆ。 卷頭 皇室 御 系圖參 照。 
2 御 方 宿禰天 武帝裔 。天平 寳字五 年 十 
月紀に 「內含 人 御 方 廣名等 三人に、 姓を 
御 方 宿 禰と賜 ふ」 と载 せたり o その後、 
延曆三年正月紀に御方宿蘼廣名と見ゆ。 

一二 方 ミ カタ 若 狭に 三方 郡 あり、 和名抄 
に 美 加 太と 註し、 三方 鄕を收 む。 次に 播磨 
國完粟 郡に 三方 鄕あ り、 風土記に 御 方里と 
見 ゆ。 後に 三方 庄趄 る。 また 丹 波 國何鹿 郡 
に 三方 鄕を载 せ、 次に 但馬國 養父 郡に 三方 
鄕を 役め、 三 加 太と 註し、 次に 氣多 郡に 三 
方鄕 ありて 美 加 太と 訓 ず。 又 三方 庄あ り。 
その他、. 遠 江に 三方 原 •史上に 名 あり。 

1 日 下部 姓但 馬の 豪族に して、 三方 鄕 
ょり 起り、 日 下部 系圖に 「井 權守親 安— 
弘佐 丨佐晴 ( 權三 郎大 夫〕 丨淸尋 (三方〕— 
日 下 次— 日 下四郞 。淸尋 の 弟淸奉 (三方 江 
大夫〕 丨梭淸 (同 中 大夫〕 丨淸行 (三方 權 
守〕 丨 淸 村」 と 見え、 また 中興 系圖に 「三 
方 •日 下部」 と。 又淸村 S 弟に 行 村 (その 
男 高 村〕、 行 高 (その 男昌 村) 等 見え、 又 一 
本に 「淸 行— 淸 村— 高 村 J と载せ たり。 
氏人は 太 田 文に 「朝來 郡 上田 庄拾三 町 • 


安樂 壽院 、院 御領、 給 主 修理 大夫郡 経 鄕、 
下司 三方 三郞行 高 跡。 注文に 出で ざる 間、 
古 帳に 任せ 之を 注進す。 但し 下司 御家人 
三方 三郎行 高 •近年 本 所に 押領 せらる >f 
の 間、 課役を 懈怠す。 下司 給 一町 云云」 と。 
又 養父 郡 「大屋 庄四 十四 町 五 反 五 百步、 

、尊 勝寺領 、領家 右大將 家、 預所越 中 都 作 
郡、 下司 三方 權守淸 行」 と 載せ、 その後、 
應仁 記に 「但 馬の 人 三方 左 馬 助」、 又應仁 
略記 卷下に 「一色の 騎馬 衆 三方」 あり、 
此等も 此の 流 か。 

2 丹 波の 三方 氏 何 鹿 郡に 三方 鄕 (後味 
方 村〕 あれ ど、 氷 上 郡 三方 氏は 播州より. 
來 ると 云 ふ。 丹 波 志に 「三方 氏 •子孫 三 
方 村。 播州 粟 (完粟 か〕 より 来り、 三方 大 
夫と云ふ。村中に樣有り、若宮と云ふ、當 
村の 初め 也。 今 本家 甚六、 分家 十 家、 定紋 
丸に ニッ 引」 と。 播州 完粟に 三方 鄕あ り。 

3 丹 後の 三方 氏 丹 後國諸 庄鄕保 惣田數 
目錄帳 に 「丹 波 郡 末 松 保 十二 町 九 段 步內、 

. 三 町 四 反 百七步 •三方 彌四 郎」 と 云 ふを 
载せ .たり。 前述 應仁 略記の 三方 氏 も當國 
の士 か。 

4 惟宗 姓若袂 三方 郡より 起る。 應永十 
三年十ニ月十八日、三方彈正左衞門尉範 


忠.當國守護代に補せらる。その後、三 
方 山城 入道 •弟 修理 亮等 •守護 職 次第、 
今 富 名 領主 次第 等に 見え、 大飯 郡長 樂寺 
の 棟 札に 「正 長 ニ 年 十二月 二日、 願主 三 
方 若狹守 惟宗範 次」 と あれば、 此の 氏 •島 
津 氏と 同じく、 惟宗 姓なる を 知るべし 0 
これより 前、 島 津系圖 に 「島 津忠季 •若 
狹 守護 代に 補せられ て、 三方 兵衞 尉と 稱 
.す」 と (島 律、 津 々見、 越 前 等の 條を見 
よ〕。 此の 氏 •その 裔か 。又 郡縣 志に 「三 
方 若 狹守範 次 •大島 明 神社を 再興し、 神 
殿を 造營 す」 と昆 ゆ。 

5 源 姓 阿波の 豪族に して、 故城 記に 「海 
部 郡 分、 三方 殿 •源氏、 紋矢箸 三”」 と载 
せ' た 9 0 、 

6 雜载 その他、 京 極 殿 給 帳に 「百 五 拾 
石 (角力) 三方 勘 太夫、 百 貳拾石 C 角力〕 三 
方范 助」 等 見 ゆ。 

三ケ田 ミカ タ豐 後に 此の 地名 あり。 

三方 江 ミ カタ H 三方 條を 見よ。 三方の 
江に て、 大江氏 か。 

g 玉 ミカ タマ 此の 玉は 原始的 力 パネの 
一と 見 ゆべき か。 

1 躇玉次 項と 同樣 、神 魂 神の 裔と考 へ 
られる 。天平 勝 寳ニ年 七月 紀に r 攝津國 M 


ミ カタ —— ミカ タマ 


玉大 魚賣」 .なる 者 見 ゆ。 

2 額 田部躂 玉 神 魂 神の 裔と傳 へらる。 
姓氏錄は右京神別に收め「額田部躇玉。 
額 田 部宿禰 と 同祖。 明日 名門 命が 十 I 世 
の 孫 •御 支の 後 也」 と载せ たり。 額 田 部 
條參 照。 

3 雜載又 武藏に 瘪蕤神社、伊豆に躇玉 
命 神社 あり、 共に 式內に 列 せらる。 

00 ミカ ツキ 和名 抄 、肥 前 國小城 郡に 
甕調鄕 を收 め、 美 加都岐 と 註す。 

腦 ミ カブ キ 三河に此の氏存す '0 

三日月 ミカ ヴキ播 磨、 肥 前 等に 此の 地 

名 あ 9 て、 備 1 則 伊部の 陶工に 三日月 六 兵 衞丨 
見え、 又武藏 等に 此の 氏存 し、 又 古刀 鍛冶 
エに 三日月 丸 あり。 

御門，々/ カド 返 江 發祥の 豪族、 江 州 中原 
氏の 族 也。 江 州 中原 系圖に 「甲 良 仲 內左衞 
門信貞 丨三郞 兵衞信 光— 信 兼 (御門 太郞) 」 
と 見 ゆ。 又 伊豆 等に 此の 地名 存 す。 

一二 門 ミカド 備前 等に 此の 地名 ありて、 
武藏 等に 此の 氏存 す。 

題 取 ミカ トリ 
〇 龌 取 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 

御巫 ミカ ナギ カンナ ギ條參 照。 又 伊勢 
の 名 族に して、 神宮 社家の 一也。 蓋し 古く 


ミカ タマ ミカ ナキ 


職名を 貢 ひし もの か。 石 部 姓に て、 外宮 本 
宮內人家筋書に「御巫(內入7石部.度會淸 
恒 ょり 出 づ」 と 見 ゆれ ど、 本姓は 穗積 姓に 
て、 系圖に 「重 盈丨倫 安— 國望 (藤 白 住、 
常 陸大 掾 )丨 -* 基 (ニ 郞 、莊 司〕— 重 氏 (右 
衞門 尉〕— 刑 部左衞 門重國 (莊司 ニ 郞〕 丨ニ 
郎重偷 * 弟 ニ 郎季重 丨ニ郞 重義— ニ郞 太郞 
重 友 (住 佐 野) 丨ニ郞 太郞重 賴丨同 重 親— 同. 
親 胤 (左 京亮〕 丨 同重吉 (大炊 助、 雑貨 鈴 木 
家督〕— 同吉弘 ( 大炊 助、 •應永 中卒〕— 同吉 
續 (大炊 助、 赤松 彥ニ郞 同意、 伊勢へ 落 行 
く〕 J と 0 有名なる 御巫 淸直は 其の 裔 にて 「大 
炊 助 吉續十 世 孫 正 六 位 上 穗積臣 冒 石部淸 
直 J と 見 ゆ。 ホ V ミ條參 照- 

見 金 ミ カネ 攝津の 古 族に て、 大同 類聚 
方卷 六十 八に 「攝津 國豐島 郡 人 見 金 田 磨」 な 
る もの 見 ゆ。 

00  ミ カノ ハラ 山城に 甕原宮 、龍 原庄 * 
大和に ■原 山庄等 見え、 また 常 陸 等に も此 
の 地名 存 す。 

美 賀濃部 ミカ / ベ 越 前國に 美貿 濃部庄 
あり 0 

參河 ミカ ハ 三 河條を 見ょ 0 

三 川 ミカ ハ 同上。 

三 河 ミカ ハ 古代 三 河國は 今の 西 參の地 


ミカ ナキ —— ミカ ハ ^ s 


ミカ /% ミカ ハ ミカ ハ S 一一 


にして、 中古 初期、 國郡 制定の 際、 東參の 
穗と 併せて 一 國 とす。 次に 和名 抄 、下野 國 
河內 郡に も 三河鄕 を 載せ、 又武藏 、佐 渡 等 
に 此の 地名 存す。 

1 參河國 造 物 部 氏の 族に して、 天孫 本 
紀に 「(鏡 速 日 尊) 四 世 孫 大木 食 命 C： 出 雲 
醜 大臣の 子 也〕 は 三 河國 造の 祖」 と载せ 、 
また 國 造本 耙に 「參 河國 造。 志賈 高穴穗 
(成 務〕 朝、 物 部 連 祖出雲 色 大臣 偷が 五世 
孫 知 波 夜 命を 國造に 定め 賜 ふ」 と载 せた 
5。 此の 國造に っきて は 拙著 三 河に 卑說 
あり、 その 一節を 引用せ ん。 

『三 河國 は、 矢 作 川 流域を 中心とする 西 三 
河の 稱 である。 前述の 如く、 古代 •當國 
は 三 河、 穗の ニ國が 分立して 居た ので あ 
るから、 三 河なる 國 名 © 起原を 國內 に 三 
大河が あるに ょって 名 付く と 云 ふ樣な 說 
は 成立せ ない。 東 三 河は 穗 Q 國であ って、 
三 河なる 稱は單 に 西 三 河の 矢 作 川 流域の 
みと すれば、 三 河の ミは 數に あらず して、 
三 芳野や 、ミ 山、 ミ 崎、 ミ 野な どの ミと 
同樣 、一の 美稱 で、 單に 河を 指す ものと 
せねば ならぬ。 從って 三 河の 稱は西 三 河 
第一の 大河 矢 作より 來ると 思 ふので あ 
る。 地名の 起原は 多く 直感より 來 る、 復 


雜な意 味が あるとは 考へ られ ない。 近 江 
は 湖より、 美 濃は 廣々 したる 平原から、 
尾 張は 大和から 氏族 的に 移った 名稱 、次 
に 三 河は 矢 作 川より、 穂は 瑞穗か ら 、遠 
江は 湖より 來 たもので ある。. 

三河國 造は 前述した' 樣に 、物 部 氏族で 出 
雲 醜 大臣の 後裔で ある。 出 雲 醜は 出 雲 色 
とも 記す、 可 美眞手 命の 孫、、 彥湯支 命の 
子で、 母を 出 雲 色 多 利 姬と云 ふ。 天孫 本 
紀に 據れ ば、 懿德 朝の 執政で ある。 大和 志 
紀 彥 の女眞 島 姬を娶 つて 三 子を 產ん だ、 
長は 大木 食 命、 次が 六 見 宿. 禰 •小 治 田 連 
の祖 、末が 三 見宿禰 命 •漆 部 連の 祖であ 
る。 三河國 造は 長子 大木 食から 出て 居る 
けれど、 此の 人が 國造 になつ たのでは な 
い、その後、知波夜命に至ル、成務朝に 
初めて 國造 職に 補せられ たので ある。 知 
波 夜 命は 國造 本紀に 出 雲 醜の 五世 孫と 傳 
へ、 姓氏 錄 、長 谷 部造條 には 「饒速 日 命 
十二 世の 孫 千 速 見 命の 後 也」 と 載せて 居 
る。本紀の傳に據れば、饒速日から八世 
だが、 世數か ら 時代を 推せば、 十二 世の 
方が よい かも 知れぬ' o 
此の 三河國 造の 治 所は 何處か わからぬ 
が、 恐らくは、 岡 崎、 矢 作 等を 包含す る 


地方に あった と 思 ふ。 式內 謁播 神社は、 
その牝阿知和村にある、國造の祖大木食 
命、 千 波 夜 命を 祀 ると 云は れて洁 る。 此 
の 地方は 東北に 山を 貴 ひ、 西南に 平野が 
展開され たょい 土地で、 その上 矢 作 川、 
卽ち三 河に 臨んで 居る、 國造の 居所と し 
て最 %. 適當 した 地と 思 はれる。 

此の 國 造の 氏は 三 河であった らぅが、 姓 
は 連と 云った か、 直と 云っ たか 詳で ない。 
後世 宿禰 姓を 賜は ったと 見 ^ て、 除目大 
成抄に 三 河 宿 福と 云 ふの が 見える。 又國 
造の 一族に 物 部 中原 宿禰な ど 云 ふ G も あ 
り、 猶ほ竹 古 連と 云 ふ 人が ある。 三河國 
造と 同樣 * 物 部 氏で あるが、 少しく 流を 
異にして 居る。 卽ち出 雲 醜の 弟 出 石 心 大 
臣の 後で- 大矢ロ 宿 禰、 大綜杵 、伊香 色 
雄、 膽 咋宿禰 等は 代々 京畿 にあって 執政 
の大官 であるが、 膽咋に 至り、 當 地方 穗 
國造 朝廷 別 (美 已止 直) の 妹 伊佐 姬を娶 
り、 此の 竹 古 連を 産んだ。 この 人 •母の 
緣故 から 當國に 降 y、 藤 原恒見 君、 長 田 
川合君、三川蘊連等の祖となって居る。此 
CD- 人の 時代を 考 ふるに、 祖父 十 市 根は 垂 
仁 朝の 人、 父 膽咋は 仲哀祀 に 見える から、 
先 づ景行 朝から 仁 德朝頃 迄の 人で、 丁度 


知 波 夜 や、 遠 江 第一の 國 造印岐 美な どと 
同一 時代と 云つ て宜 からぅ』 と。 

2 三 川 直 參河國 造の 氏なる べし。 姓名 
錄抄に 三川眞 なる 氏 見 ゆ。 眞は 蓋し 直の 
誤寫な らん。 

3 三 河 宿 禰除目 大成抄 に 見 ゆ。 三河國 
造の 後裔な らん。 

4 無 尸の 三 河 氏 三河國 造の 後なる ベ 
し。 類聚 符宣 抄卷七 等に 見 ゆ 0 

5 藤 原 南 家. 尊卑 分脈に 「巨 勢 麿の 裔、 
大學 頭實範 —季兼 (參 河國に 住し、 參河 
四耶大 夫と 號す〕 丨季 範」 と 見 ゆ。 アツ 
タ 、尾 張 等の 條參 照。 

熱 田 大宮司の 一族は 當國 に榮 えし もの 多 
し。 太平 記、 卷ニ 十七に 千秋 三 河 左衞門 
大夫 惟範と ある 如き、 その 一也。 千秋、 
萩、 一宜、 野 田、 篠 田、 長 山 等の 條參 
照。 

.6 三河源氏淸和塬氏のー添にして、尾 
張 源氏の後なる 足 助 氏、 及び 賴 政の 後な 
る 大河 內氏 等を 云 ふ、 (主として 前者を 指 
す)。 アスケ、 松 平等 條を 見よ。 

7 淸和 源氏 村 上 氏族 尊卑 分脈に r 賴信 
丨 (村 上) 賴淸丨 上 東 門院 蔵人 基 宗—基 信 
(號三 川 三 郎大 夫〕」 と 載せ、 中興 武家 諸 


系圖に 「三 川 •淸和 、井上 氏の 末 •三 郞 
大夫基 信 •之を 稱 す」 と あ n o 

8 同上 新田 氏族 常 陸鳥巢 無量 壽 寺の 康 
永 元年 鹿 島 利 氏 軍 忠狀に 「元 弘 三年 云々* 
新田 三 河 彌次郎 滿義」 と。 

9 藤 原 北 家 山 蔭 流傳說 に 「山 影 中納言 
爲家 三男 二位 爲重 •參 河中納 言と 稱 す」 
と 云 ふ。 藤 原、 稗 貫、 伊達 等の 條を 見ょ。 

10 同上 小 野宮流 尊卑 分脈に 「實 賴—賴 
忠丨 公任— 定賴— 綱 家—定 綱 C 實は 宇治. 
關白 男〕— 定實 (母參 河守大 江定經 女〕 丨 
慶智 (寺 說經師 、參 河と諕 す〕 丨慶 俊」 と 
载 せ、 又 定實の 弟 「家信 (參河 守、 高參 
河と 號す〕 」 と 見 ゆ。 

11 中臣氏族中臣系譜に | 箕曲永賴丨宣 
範 丨賴經 (號三 河大 夫)— 保 衡丨經 衡 (參 
河 本神戶 司〕— 爲忠 C 六 郞)」 と 見 ゆ。 

12 岩 代の 三 河 氏 新 編會津 風土記、 會津 
郡 梁 取 村條に 「館 迹 •應 長の 頃、 葦名 盛 
宗の 家臣、 三 河 權守宗 景と云 ふ 者 築く。 
後 何時の 頃に か、 山 內上總 某 居住し、 天 
正 十七 年、 伊達 氏の 臣原田 左 馬 助が 爲に 
攻 落されし とぞ J と。 

13 秀鄕流 藤 原 姓 白 川 文書に 「糠 部内 九 
戶の 事、 國宣 案、 下す 糠 部 郡、 早く 結 城 


參河前 司 親 朝を して 頜知 せし むべ し、 當 
郡 内九戶 (右 馬 櫂 頭 茂 時 跡) の 事 云々。 
元弘 三年 十二月 十八 日.」 と。 又 結 城 三 川 
七 郎 あり、 結 城、 片見 (一 五 ニニ 頁) 條 
を 見ょ。 

14 ' 大町 氏族 參州 大畸 居住 參河 冠者 實賴 
あり、 大町條 一三 ◦ニ 頁を 見ょ。 

15 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 若 狹國小 濱津八 
幡宮應 永 三年 鐘銘に 「大願 主 三 河 剌使淨 
鎭」 見 ゆ、 當國 守護 一色 詮範の 代官 小 笠 
原 參河守 長 房の 事 也。 その 男を 三 河 入道 
明 鎭と云 ふ、 守護 職 次第に 「明鎮 ‘• 同 子 
息三郞」等を擧ぐ。 

16 讚岐の三河氏全讚史て-「上林城は林 
上 村に 在り。 三 河實氏 •之に 居る。 亦 三 
谷 氏の 麾下 也」 と。 

17 桓武 平氏 北條 氏族、 鎭 西の 參河氏 にし 
て、 鎭西 引付 (武藏 修理 亮英 時代) に ニ 
番 •參河 前 司」 を载 せ、 嘉曆ニ 年 評定. に 
も 見 ゆ。 又 博 多 日記. に 「三十日、 三 川 守 
殿 □隈取 > 文 字關に 御 向の ために 筲畸ま 
で 御 出、 四月 二日 長 門に 御 立」 と载 せ、 
又 七日、 三 川 殿 •門 司より 御 返り、 長 門 
には、 敵 厚東を 始 として、 今月 一日 押し 
寄せて、 五日に 至る •每 日合戰 。■矢 戰計 


ミカ ハ ミカ ハ ♦ ミカ ハ i 一一 一 
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'にて、 太刀 打な し。 敵 大勢 •射られ 候 
處 、鎭 西ょり 三 川 殿御 向の 由 •これを 聞 
- き、 厚東が 宿所に 引 籠る」 と。 

18 淸和源 氏 足 利 氏族 永享以 來御番 帳に 
「畠 山 三 河 入道 常滿 J 見 ゆ。 

19 雜载 その他、 保 元 物語に 三 河三郞 大 
夫 近 末、 東鑑卷 一、 ニに 參河守 知 度、 ニ、 
四に 參河 守範賴 、三十 二に 參 河三郞 左衞 
門 尉、 三十 五、 三十 六、 四十 三、 四十 七 
に 參河前 司敎隆 、三十 六に 三 河守賴 氏、 
四十 ニ、 四十 三、 四十 四、 四十 六、 四十 
八に 參河 前司賴 氏、 四十 九、 五十に 參河 
前 司賴時 等を 载せた り。 

又 太平 記卷 五に 岡 本 三 河 房、 卷九に 三 河 
孫 六を 擧げ 、又 鎌倉大 草紙に 三 河 常 陸 守 
(介)、 豐鑑卷 三に 「三 河少 將秀康 朝臣」 (松 
平〕 等 見 ゆ。 又 信 濃、 備前 等に 三 川 氏、 武 
■藏 、陸 奥に 三 河 氏 あり。 その他、 上 三 川、 
下 三 川 等の 條參 照。 

笠 ハ 川 力 ハ ミノ 力 ハ 常陸國 茨城 (那 
轲〕 郡 箕川邑 ょり 起る。 桓武卒 氏大掾 流、 馬 
場 資賴の 第 四男箕 川四郞 長 幹の 裔に して、 
新編國 志に 「箕川 •茨城 郡 見 川 村より 起る、 
云々」 と 載せ、 又 箕川對 馬 守は 川 和 田 城に 
據 りしと ぞ。 


三河內 ミカ ハウ チ 丹 後" 肥 前 等に 此の 
地名 存 し、 又 藝藩通 志、 備後 國惠蘇 郡條に 
「三 子 山は 小 和 田 組に あり。 三 子は 三 河内 
の 誤なる べし。 傳へ云 ふ、 天 正の 頃、 山 内 
家人、 三 河內參 河道忠 、同道 高の ニ 代 居 守 
すと。 村 內慶雲 寺の 過去帳には 『初代 通 
景 、ニ 代 通 忠』 と 見 ゆ。 又 I 說には 『通 佐、 
通忠 、通 明』 ともい へり。 ニ 本 松 山は 同村 
に あり。 三 河 內河內 、其-の 子 治兵衞 通繩_ の 
所 居、 前の 道忠 の 子弟な りしに や」 と。 

三 河口 ミカ ハグ チ淸和 源氏、 賴 任の 後 
也と 云 ふ。 初め 野 村 氏、 與三左 衞門忠 政 (太 
忠〕 に 至り 此の 氏に 改め、 その 男與 三友衞 
門賴支 •叉 野 村と 云 ひ、 後 再び 此の 氏 ^: 復 
す。家紋丸に揚羽蝶、丸に三櫻〇 

三 河 尻 ミカ ハ ジリ ミ ヵク リ條ぶ 見ょ 0 

三 河 漢人 ミカ ハ ノア ヤビト 阿智 使 主 
に 隨ひて 来朝 漢人の 一也。 

〇 三 河 漢人 村 主倭漢 氏の 族 也、 ァャ條 
を 見ょ。 

三河大 样 ミカ ハ メオ ホト 4 R 大 伴條參 
照。 

〇 三 河大伴 直景行 帝の 御裔 、次條 氏に 
同じ 0 

三 河 大伴部 ミカ ハゾオ ホ トモべ 大伴 


部條參 照。 

〇 三 河 大伴部 直景行 帝の 御裔 にして、 
天皇 本紀 に 「倭 宿禰命 は、 三 川 大伴部 直 
の祖」と見えたり〇オホトモ條を見よ0 
子孫 三 河 伴 氏族と 云 ひ、 大いに 榮ゅ。 

一二 河 藤 力 ハ / カヴラ カグ ラ條參 照。 

〇 三河趕 I 連 物 部 氏の 族に して、 天孫 本 
紀に「物部竹古連公は、三川羅連等の祖」 
と载 せた リ 0 

一二 河 之 衣 ミカ ハ ノコ ロモ 

〇 三 河 之 衣君鎏 仁 帝の 御裔な り、 コロ 
モ條を 見よ o 

參河坂 上 ミカ ハノサ カノへ サ ヵノへ 

條參照。 > 

〇 參 河 坂 上 思 寸倭漢 氏の 族、 三 河 漢人 
の 長 也。 サ カノへ 條を 見よ。 

三 河 長 谷 部 ミヵ ハメ ハセべ 

〇 三 河 長 谷 部 直景行 帝の 御裔 "ハセべ 
條を 見よ。 

三河穗 ミカ ハ / ホ 

1 三. 河 穗別丹 波 道主 家の 一族、 ホ條を 
見よ。 

/ 2 三 河 穗國造 同上、 ホ 條を 見よ。 

參河御 使— ハノ ミツカ ヒ 

〇 參 河 御 使 連倭武 尊の 御裔 也、 ミッヵ 


ヒ条を 見よ。  - . 

三 河 三 保 ミカ ハノ々 /ホ 

〇 三 川 三 保 君景行 帝の 御裔 也、 ミホ 條 
を 見よ。 

三川眞 ミカ ハマ 姓名 錄抄に 見 ゆ。 蓋し 
三 河 直の 誤冩な るべ し。 

三歸  、、/ 力へ リ サンキ 
1 和 泉の 三 歸氏日 根 郡の 名 族、 新 川 氏 
十三毋義暢.新川姓を弟天海に讓り\自 
ら 姓を 三 歸と改 む。 新 川條參 照。 

2 醫道田 代 氏族 サンキ 條ニ六 九 七 頁を 
見ょ 0 

御上 力 ミ 近. y; 美 作 等に 此の 地名 あ 
り。  、 .; • , 

1 御上 祝 天津 彥根 命の 裔 •凡 河内 氏の 
族 也？ 御上は 後の 近 江 國野洲 郡 三上鄕 の 
地 也。 神 名 式、 此の 郡に 御上；！ 社を 取む、 
此の 氏は 其の視 家 也。 古事記. 開化 段に 「近 
淡 海の 御上視 が 以て 伊都 玖 •天 之 御影 神 
の女.息長水你比賣」とあるは、此の祝 
家の 女な らん。  .. 

2 雜載 その他、 美 作に 御上 神社 あり。 

一二 上 ミカ ミ 近 江國に 野洲郡 あり、 持統 
紀七年 十一月 條に益 須 郡、 姓氏 錄 、靈異 記 
等には 野 州 郡に 作る。 和名 抄 •此の 宇を 用 


ひ、 郡內に 三 上 鄕を收 め 美 加 無と 註し、 高 
山寺 本には 上下と あり。 三 上 出 •特 起し、 又 
中进、三上庄名起り、1に忌《ノ鄕と'云ふ。 
次に 備後國 にも 三 上 郡 ありて、 美 加 三と訓 
じ、 郡內 及び 奴 可 郡に 三 上鄕 を收 む。 その 
他、越前、紀伊等に三上庄*見ゅ。 
i 御上 祝 姓 前條參 照。 その後、 東鑑、 
建久 元年 十一月、 賴朝 上洛の 傑に 「五日 
乙 卯" 御 野路 宿に 着す。 前 右馬助 朝 房 • 
當國三 上 社ょり、 椀 飯 酒肴 等を 献ず 。領 
納せ1め給はず云々」とあるは、此の社 
の 神主に て、 御上視 の 後と 思は る o 一 說 
に 此の 神主 家は 淸和 天皇 第二の 後裔と 稱 
する も、 此れ 武家 三 上 氏が 淸和 源氏と 云 
ふと 同樣 信ずる を 得ず。 寧ろ 御上視 の 後 
裔と云 ふを 信と すべし。 さりと て 此の 社 
に 傳へ たる 神 系圖に 「日本 第二 忌 火 神 • 
正 一位 大明 神— 天 麻 比 止都钾 命— 天加貿 
美 命 (御上 君、 凡 河内 直、 山城 等の 祖 也) 
丨鳥鳴 海 命 丨八綱 田 命 丨室毗 古 命 丨櫻井 
命 丨比賀 多 命— 多 奇波设 命 (始めて 御上 
姓を 賜 ふ) 云々」 と 云 ふ も、 また 後 © の 
餺作な らん か。 

其の 裔 、養老 年中に 海 雄 あり、 御上の 榧 
木を 伐り、 右大臣 不比 等の 命を 受けて、 


社殿 玉垣を 造れり と傳 ふ。， 其の 子 御主人 
ょリ 「吉 A 丨岡 良— 依 麿— 知 加 良— 廣庭 
丨多喜 麿— 富 杼—武 雄丨足 雄— 全 麿丨常 
磨 — 可 多能 丨 常 磐 丨 常 胤 丨 胤 盛 — 盛實 
(御上 姓を 改めて 源氏の 姓を 賜 ふ〕 丨淸高 
丨盛員 」と。稍や信ずるに足らむか。 

2 御上 社々 家 多くは 御上 祝、 若しくは 
其の 部 曲なる 三 上部の 後裔と 見るべき 
か。 神主 家 三 上 氏の 外、 舊 社家には、 大 
谷、 平野、 平 子、 平 川、 宮城 (山 城)、 竹 
田、 苗 村、 なほ 岩藏 、中 村、 東 林 寺な ど 
維新 前まで 續 けりと 云 ふ。 

3' 淸和 源氏 第一 項參 照。 三 上 系圖に は 
「源賴 義丨賀 茂 ニ 郞義 綱— 盛實 (三 上新大 
夫、 童 名 千 手 •政 元、 爲員 、三 上 冠者) 
—盛經 (上 谷、 時 威〕 丨盛員 (上 藤 太)— 
家 員 ( 彌太郞 左衞 門〕— 宗俊 (侍従、 養子〕」 
と载 せ、 まな 盛 實の弟 「實員 c 三 上 八 郞、 
法名 長壽 〕」 を载 せたり 。その 略 系を 擧ぐ 
れば 「義綱 , 


丨盛 實丨盛 經丨盛 員— 家 員 丨宗饺 

三 上 新 大夫 

丨 家^ — 家經 |身經*1^ 成經 丨 :s 乘 

元 安家 

M 實員 實行 

三と八郞|_追次郞 
注 名. 長 壽 


H 郞右 東 板 倫 
® 門 

丨實 願-道 忍-越後 房 

辨 公山 僧 


ミカ ハ / — ミカ ミ 
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丨半 兵衞季 正、 (初め 季吉 、右衞 門、 外 記 

母は 春 日 局 妹、 幕府に 仕、 へ 六 百 石〕— 源 

右 衞門吉 明 ( /\ 之丞〕 、弟 次郞兵 衞季次 (伊 

兵衞〕 JC 寬政 系譜) にじて、 蜷川 古文書に 

は r 齋藤內 藏助丨 女 (じえいん、 柴田漓 左 

衞門 室、 春 日 局の挪 〕 丨女 (三 上半 兵衞 

室丫三 上、 妹 (三 上 備前守 室)」 と载 せた 
り 0 

8 美 濃の 三 上 氏 三 上 內藏助 等 ぁり。 

9 尾 張の 一一 一 上 氏 第 四項參 照。 康 正造內 
裡段錢 引付に 「三 貫 文 •三 上 美 濃 殿、 尾 
張國八 事、 * 通、 段錢」 と。 

10 武藏の 三 上 氏 新 編 風土記に 「亀 窪 村 

三 上 氏。 先祖は 北條 安房 守 氏 邦の 麾下 三 
上山，城守鄕氏ょり出づ。又天正十八年、小 
田 原の 城 •已に 落城に 及びし 頃、 氏鄕は 比 
企 郡 鉢 形 城に 住せし が、 その 城 も 敵に 渡 
せし かば、 せん 方な く 同 郡 日影 村の 東 光 
寺は 氏鄕が 菩提寺なる を以っ て、 それに 
かくれ 居り、 幾 ほど もな く 明る 文祿ー 一年 
死せ り。 其の 子 山城 某 •野 武士と 成って、 
武藏野 凡そ 十里餘 四方の 地を 心の ま \ に 
して ありし か、 慶 長 年中 當 地を 開きて 
住居の 地と 定め、 その後、 近鄕 山城 村、 
所澤 村、 新 井村 等を も 新墾 せし ことな ど 


あり。 猶ほ舊 に 依て、 武藏 野の ことを あ づ 
かりし に、 元 和 年中、 山城が 子 庄右衞 門 
の 時、 その 野 もこと にせば まりし かど、 
野錢 及び 薪萱 三千 駄を河 越 城へ 納めし を 
以っ て、 今 も 千駄萱 料と 云へ る 名目の 
靑錢を 出す といへ リ 。貞 享年 中 高麗 郡 加 
須領の內五ヶ村、多磨郡山ロ頜の內三十 
I ヶ村 、當郡 河 越 領八ヶ 村と、 此の 武藏 
野の ことにより、 諍 論 起って、 其の 由た 
が 以に 公へ 訴へ 奉りし が、 謀 主 山 ロ領の 
百姓 勘 左衞 門が 訴訟の 旨 非議な りと て、 
やがて 追放せられ たりし と 云 ふ J など 見 

又秩父 郡 上田 野 村の 此の 氏は 「先祖は 三 
上 刑 部と て 鉢 形 家の 臣な り。 小名 飛 溶に 
住せり。 此所は 其れ 以前 岩 田 伊勢なる も 
の 住せし が、。 故 ありて 伊勢は 久那 村に 移 
りしより、 當氏の 先祖 某 •此 所へ 居住せ 
しより、 今に 至る と 云 ふ。 彼が 家に 氏 政 
氏 直より 氏 邦へ 贈られし 文書 ^: 通、 並に 
朱印 一通を 藏す 。此の 由 來を詳 にせず。 
按ずるに村內藥師堂の前なる石に、卽道 
自ら 刻せ し 文に 『武州 秩父郡 上田 野村藥 
師堂之 住 •尾 張 守 町 田定照 末孫 •同名 六 
兵 衞定之 •三十 五 歳 云々』 の 文字 あ”。 定 


之 剃髪して 卽道と 云 ふ。 扨 當家が 藏する 
文書の 箱は いと 古色に して、 尾 張 守の 文 
字を 置へ り、 さあれば 卽道が 家に® は. り 
しを 彼が 剃髡せ し 頃、 龜吉が 家に 譲 リし 
者なる べし 匕と。 

又 入 間 郡に も 在りて、 「三 上 山 域 守は 北條 
安房 守 氏 邦に 屬せ しが、 沒 落後， 比 企 郡 
日 新 村に 行き、 東 光寺に て 文祿ニ 年 卒す。 
其の 子 山城 •山城 村を 開發 す」 とぞ。 

11 下總の 三 上 氏 小金 本土 寺 過去帳に 三 
上 山城 守、 「三 上 鏠殿助 •彌 富： 文 ■二三 
月」 等を 载せ たり。， 

12 下野の 三 上 氏東鑑 、文治 元年 條に三 
上彌 六家季 •見 ゆ、 土 佐 坊昌 俊の 弟 也。 
13 陸奥の三±氏南部家の重臣にして、 
郡中名字に「甲州ょり下向、神、岩間、櫻 
庭の 三 氏と 共に、 四 天の 侍」 と 見 ゆ。 康 
正 三年 田 名 部攻の 功臣に 此の 氏 見え、 又 
津輕 (大 浦〕 光信 隨從 の士 にあり。 又參考 
諸家 系圖に 三 上 宇 左 衞門正 房 等を 載せ、 
又弘 前の 畫家に 三 上 英ニ仙 年 (雅 墨齋〕 • 
名 あり。 

14 坂 上 氏族 攝津國 坂 上 七 名家の 一に 此 

の 氏 あリ 0 

15 丹 後の 三 上 氏 第 四項參 照。 丹 後國諸 
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庄鄕 保惣田 數目錄 帳に 「加 佐 郡 大內庄 九 
十七 町 ニ 反 三百 步 •三 上 因 州、 有 道鄕五 
十二 町 六 反 百 I 步內 十三 町 五段 •三 上 因 
州、 與佐 郡、 彌富保 六 町 •三 上 孫 治 郎、 
竹野郡武元保ニ十ニ町三反七十ゴ步內三 
町 九 段 三百 三十 三 步 •三 上 小 五耶、 枝 保 
十四 町 五段 九十 步內九 町 九十 步田不 分 • 
三 上 因 刎、 熊 野 郡 田 村庄 百 二十 三 町 一段 
ニ 步內 十五 町 三 反 三百 十五 步 ( 此內壹 町 
六 反 百 四十 步永不 > 三 上 江 州」 等 見 ゆ。 
而 し て 加 佐 郡 志 高 城 (岡 田 下 村 志 高) は 
三 上宗室 入道の 居城 也と 云 ふ。 • 

16 因幡の三上氏康正ニ年造內裏段錢引 
付に 「十 貫 文 •三 上 近 江 入道 殿、 因 州 岩 
井庄 段錢」 と。  雩 
17 淸和 源氏 山 名 氏族 但 馬屋 形 山 名祐豐 
の 弟は 三 上 兵 庫 頭と 稱 して、 因幡 國巨濃 
郡 ニ 上 城に 據 9、 後 新 村 (新 井〕 に 新 井城 
(一名 道 竹 城) を 築いて 移る。 因幡 志に 「兵 
庫 頭は、 もと 但 馬の 屋形山 名 祐豐の 弟な 
り。 幼年に て釋 門に 入り、 東陽藏 主と 號 
し、 同國出 石宗鏡 寺の 住職たり。 時に 天 
文の 比、 當郡ニ 上 山 (岩 常 村) に 城主 ^ _ 
く、 山 下 亂妨の 禍ゃむ 時な かリ ければ、 
村民 相議 し、 但 馬の i( 山 名) へ 內訴し 
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て 城主を 乞 ふ。 其のと き 衆議に 因って、 
東 陽 僧を 遺 俗な さしめ、 三 上 兵 庫と 改名 
し、 ニ 上に 在 城して、 當郡 を鎭 護せ り。 
さ^^ 此の 山餘 9 高峰に て、 諸事 手 支た 
れ ば" 新 井村に 域を 栋へ 、常は 其處に 住 
し、 ニ 上には 番兵を 置いて 守らせたり」 
と 0 

兵 庫 頭 •後に 布 勢屋菸 山 名 源 十 郞豐 次に 
殺され、 今 八幡と して 祀ら る。 その ニ 男 
は 三 上 權左衞 門 山 名豐弘 と稱 し、 當國の 
守護 代たり き、 山名條 、葙 勢條 等を 見ょ。 
18 播 磨の 三 上 氏 現代史 家の 泰斗 三 上 先 
生 (參 次〕 は 當國の 名 族なる も、 その 家 
系 故 ありて 海に 沒す とか 聞く。 先生は 現 
代國史 研究の 創設者と も 云 ふべ く、 爾來 
斯界 最高の 指導者と して 今日に 及ぶ。 殊 
に 長き 事ながら、 明治天皇 御 記 編纂の 大 
業に 關 しては、 その 功 不滅と 云 ふべ し。 
遙に 下りて 本書の 編纂 も 亦 先生に 貢 ふ 所 
極めて 多し。 

19 備 後の 三 上 氏. 惠蘇 郡の 豪族に して、 
三 上 小 五郎は 高 茂 村 中 山城を 守る、 河 面 
條を 見よ。 又 藝藩通 志に r 宮內村 三 上 氏。 
先祖 三 上三郎 右衞 門は、 和 泉 氏の 家人に 
て、 今の 黑 谷に 居る。 農夫 政 右衞門 •其 
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の裔に て、 茂 三部 も" 同族な P と 云 ふ」 
と 0 

又 惠蘇郡 「向泉 村三吉 氏。 慶長中 •三 上 
源 太 兵衞元 尙を祖 とす。 その 汗 庄兵衞 元 
，淸 より •外戚の 氏 •三吉 を 稱す 、世々 里 
職たり。 今の 瀨助 まで 九 代、 歷 代の 内、 
或は、 秋 利 氏を 稱す、 f 戚 家の 姓を 用 ひ 
しなり」 と。 又 奴 可 郡 「西 城 町 三 上 氏。 
先祖を 三上豐 後景 吉と云 ふ、 毛 利 氏に 仕 
ふ。 子 藤次郎 •農と なり、 大屋 村に 住す。 
慶長 年間 當町に 移り、 釀 酒を 業と す。 今 
の 敬 作まで 八 世」 と。 

20 安藝の三上氏高闽郡下小原村の釜城 
は 三上豐 後の 所 守と 見え、 藝藩通 志に 「上 
甲 立 村 三 上 氏。 先祖 三 上 治 部 小輔義 親は 
近 江 國三上 郡に 住せし が、 後當㈣ 佐 東 郡 
に來 9、 武 田家に 屬 す。 其の 子支蕃 •又 
近 江に 歸 り、 支蕃が 子 平 兵 衞義隆 •宍戶 
氏に 從ひ て、 此の 土に 來 9、 伊勢山に 居 
る。 其の 子三郞 右衛門 親 光 •農と なり 原 
田 村に 住す。 後 また 當村に 移る」 と。 
又山縣 郡に 在りて 「新 庄村三 上 氏。 元祖 
三 上 大和 •駿 河より 八幡宮を 奉じて 此の 
地に 來リ 、世々 祠官 たり」 と。 

21 紀 伊の 三 上 氏 名 草 郡 三上庄 より 起 


る。 東鑑 建久 元年 五月 條に 「三 上 庄は秦 
兼 平 譜弟相 傳の地 也」 と、 ハダ 條を 見ょ。 

後佾 大野 十 番頭に 此の 氏 ありて、 「鳥居 
浦 •三 上 美 作 守」 等、 績 風土記に 見 ゆ、 
ォ ホノ條 第三 十三 項參 照" 

22 田 ロ 姓 阿波 發祥 、子孫 石 見國に 在 •リ 
•て、 武內 宿禰の 後裔 阿波 民 部大輔 の 三男 
三 上 虎太 郞助 信の 裔と云 ふ。 石 見 志 所載 
系圖に 「阿波 成 良 (又 成 良、 民 部 大輔、 
阿波 國に 居り 氏と す〕— 三 上 助 信 (虎太 
郞 、三 上鄕に 居り 氏と す。 寶龜 ニ？、 邑智 
郡 田 所 村 八幡 神社を 勸請 せり〕 丨 C 此間凡 
そ 三十 代 名を 缺く〕 丨廣浚 (営 內大 夫、 天 

正 四 年 三月、 本殿 上葺 、遷宮 奉仕〕— 喜 
兵衞 C 寬永七 年 十二月、 本殿 再建、 遷宮 
奉仕〕 丨惣大 夫 (承 應四年 八月、 拜殿建 泣 
淸 奉仕〕」 と。 

23 石 州 佐々 木 流 第五 項 及び 第 七 項等參 
照。 石 見 志に 「佐々 木 滿高四 男 三上滿 冬 
(三 上鄕に 居り 氏と す〕 三 设滿 季—季 次— 
季 M 丨季正 I 季 次丨季 明— 季 信」 と 見 ゆ。 
24 雜载 その他 •源平 盛衰 記に 三 上阿闍 
梨 珍 慶と云 ふ 人 見 ゆ。 下りて 德川 時代、 
武鑑、 峯山京 極 藩に 此の 氏 見 ゆ、 第五 項 
參照 。又 秀康卿 給 帳に 「百 五十石 三 上彌 


ミカ ミ 


右衞 門」 を 載せ、 又 伊豫 松 山の 人 三 上 新 
三景 雄は 儒者に して 是 庵と 號 す。 又加實 
藩 給 帳に 「百 八十 石 三 上 一郎 右衞 門」 見 
ゆ 0 

又 江戶の 詩人に 三 上 靜一恒 (九 如〕、 津山 
藩 分限 帳に 「百 五十石 •三 上 直 記」 を载 
せ、 又 陸 前、 相 摸、 三 河、 尾 張、 山城、 
攝津 等に も 見 ゆ。 

見神 ミカ $ 前條と 通ず るか。 

三 神 ミカ ミ 御 神と 關係 あるか、 或は 三 
輪と 緣故 あらん。 

1 越 前の 三 神 氏 有名なる 泰 澄は 此の 氏 
にして、 元 亨釋 書に 「泰澄 •姓は 三 神 氏、 
_ 前 州 麻 生 律の 人、 父は 安角、 母は 伊野 
氏」 と。 白 鳳 頃の 人 也。 白山 等の 條參照 0 
源平 盛衰 記に も 「_ 前國麻 生津に 三 神 安 
角が ニ 男越大 德神融 禪師 」 など 載せたり。 
. 又 東大寺 續要錄 に 見 ゆ。 

2 藤 原 姓 甲 州の 名 族に して、 家紋 三 星。 
江戶 幕臣と なれる ものは、 寬政 系譜に 「武 
田 信 支 家臣 三 神摁犮 衞門信 久丨摁 左衞門 
義久 (f、 勝賴 、家康 に 仕 ふ) 丨市左 
衞門 安信」 と载 せたり。 

又 新 編 武藏風 土 記、 多 摩 郡卷 に 「三 神 氏。 
先祖は 三 神總 左衞 門と 云 ひて、 武 田家に 


ミカ々/ 


仕へ て 勘定 奉行たり しが、 天 正 十 年、 武 
田家 滅亡の 後、 東照宮へ 召され 御 勘定 役 
となりて、 食邑百 四十 石を 賜は り、 子孫 
に 傳へ て相績 せし に、 享保の 頃 故 あって 
食邑を 返し 奉り、 當村は 己が 甞て賜 ひし 
處なれ ば、 退 隱 して 終に 百姓と なり、 今 
の 權左衞 門 某. •寬文 五 年 十二月 十一 日、 
躑躅の 間に おいて 父の 遺跡を 賜 ひ、 其の 
後、 御 勘定 役と なり、 天 和 元年 十 ご 月 ニ 
十六 日加 賜せられ て 百 五十 俵と なり、 貞 
享 三年 歿せり。 其の 子 權八郎 某 •父に 繼 
，て、 寬永ニ 年 七月 歿し、 其の 子 淸三郞 某 • 
父の 遺跡 百 五十 俵を 賜 ひしが、 後 終に 斷 
絕 すと あり。 是れ 則ち 權左衞 門が 家なる 
べし。 又寬文 五年當 村を 檢 地した る 三 神 
市左衞 門と 云 ふは、 家に しるせる 權左衞 • 
門が 父に や、 はた 權左衞 門 •後に 改名せ 
しや 詳に せず」 と。 

3 雜载 その他、 武鑑、 田 村 1ノ 關藩用 
人に 此の 氏を 载 せたり。 

見 上 ミカ ミ 前 各條參 照。 

三 上部 ミカ 气へ 近江國 三上視 c 三 上條 
を 見ょ) の 私有 部 曲 也。 又 三 上 神社の 神人 
と 云 ふ も 可也。 

1 近 江の 三 上部 天平 元年の 志 何 郡 計 帳 


ミカ ミ ミカ ミへ  老旯 


ミカ ミへ ミカ モ ミカ モ ミカ モト  ミカ モ h ミキ  霊 〇 


に 三 上部 阿閛 、外 七 人、 また 三年の 計 帳 
に 三 上部 國 足、 外 五 人な ど 見 ゆ。 

2 京師の 三 上部 天平 五 年の 右京 計 帳に 
三 上部 麻呂 を擧 ぐ。 

3 出 雲の 三 上部 賑給歷 名 帳に 「河 內鄕 
伊美 里 三 上部 弟 姉 女、 神戶三 上部 鳥賣」 、 
其の 他 一人を 載せ、 また 天平 六 年 計會帳 
に 「進上 匠 丁 三 上部 羊」 など 見 ゆ。 

三 瓶 ミ カメ 

1 奥州の 三 瓶 氏 磐 城 岩 代地 方に 多く、 
田 村 家臣に 見え、 又 安達 郡 白 岩 村 金 連 明 
神永祿 三年の 棟 札に 「大旦那 大內備 前 守、 
願主 三 瓶 讚岐守 再興」 と。 又 須田氏 家臣 
に 在り、 須田 左近大 夫が 天 正 十七 年 十月、 
伊達 政宗 Q 爲に亡 さる i や、 家臣 三 瓶 太 
郞左エ 門 尉は 主と 共に、 挑澤に 討死す。 
又 新 編會津 風土記、 耶麻 郡大鹽 村條に 「柏 
木 城跡。 天 正 十二 年、 葦名 義廣 •此を 築 
き、 三 瓶 大蔵を 城番 として 来 澤の 押へ と 
す」 と。 

2 雜載 その他、 武藏 等に 存す 0 
美 甘 ミカ モ 和名 抄 、美 作國眞 嶋郡に 美 

甘鄕を 收 め、 高 山寺 本に 三 賀 毛と 註す。 又 

貞觀 十七 年紀に 御 鴨 神と 云 ふを 載せたり、 

今 美甘邑 に鎭 座す。 而 して 三 浦 家 侍 帳に 美 


甘 助左衞 門を 载せ たり。 助 右門 義淸は 三 浦 
美濃守忠近の家 -£ にして、その滅亡(天文 
十三 年〕 後、 三 浦 孫治郞 眞尙に 仕へ 田 井城 
に 居住す。 後 毛 利 氏に 破られ、 社 八 社の 大 
禰宜 となると 見え、 又 畑 山城 主牧兵 庫の 弟 
牧藤左 衞門國 信 (家信) は 大庭郡 土器 尾 城 
主たり しが、 慶長五 年 宇喜多の 滅後 、氏を 
衣笠、 又は 美 甘と 稱し 、その 男を 美 甘三郞 
友 衞 門と 云 ふとぞ 0 

三 鴨 ミカ モ 和名 抄 、下野 國都賀 郡に 三 
島鄕、 驛家鄕 を收 む。 延喜 式に 三 鴨 驛と見 
ゆるに ょリ三 鴨鄕の 誤なる や 著しから ん0 
御神本 ミカ モト 石 見の 大族に して、 藤 
原 姓と 稱 し、 關白忠 平 九代國 兼を 祖と すと 
云 ふ。 御神本 系圖に 「國兼 •權大 夫、 越 中 
守、 一に 定 通。 建 仁 ニ 年 三月 甘 一日、 石 州 
守護 職と 爲 りて 下向す。 其 子 安主大 夫兼實 
I 越 中 櫂 守 兼 榮—兼 高 (益 田權 介、 元 名 兼 
經 、石 見 國押頜 使、 始めて 益 田と 號す )——| 

|兼季(同布、烏居、福光、安富、末元、丸毛、小道、遠田、波田) 

I 兼 115 Q 1 隅、 永 安、 竹 W、 井村 等祖) 

左 衞門尉 

— 兼寶. S 屋 、福 光、 橫道 、井田、 堀 等 殍 
菝兵衛 尉 

と あ 9。 一族 榮ゆ 。各 條參 照。 

一に 「藤 原國兼 •永久 年中、 石 見國 一宮に 


下向し、 曾孫 兼恒 •益 田に 住す J と。 
猶ほ益田氏の族に大草、他道>波多野、吉 
田 等の 氏 あり。 

，石 見 志に 「那實 郡 西 田 村靑野 城主 三 神木 越 
前守氏隆*御神本氏の祖藤原定道(國兼> 
建 仁 ニ 年 石 見守 護と 爲 りて 來 住、 子孫 大 に 
榮ゅ J と。 又 同 郡 芦谷 村 「高 城主 御神本 筑前 
守 兼 冬 •井村 (御神本 氏 分家〕 兼 冬と 稱 す、 
三 隅 信 時の ニ 男。 寬喜 三年、 御神本 兼 信 •三 
隅氏を立て、十三佾隆繁迄三百年の據城」 
と。 又 三 保 村 西川內 「針 毛 島 城主 三 神 本 越 前 
守 兼 倉 •御神本 氏の 族、 父 名 不明」 と。 
此の 族、 益 田 其の 他 同姓の 一族が 往昔 居住 
せし 處に は、 必ず 天 滿宮へ 右の 國 兼を 臼 ロ 
大明 神と 稱 して 合祀し、 且つ それは 古の 益 
田 氏、 周 布 氏、 三 隅 氏 等、 御神本 族の 居住 
せし 地に 限る とぞ 0 • 

三 神 本 ミカ モト  前條 氏に 同じ。 

三 鹿 本 ミカ モト 同上 か。 

御城.、- ミキ 三 木條參 照。  • - 
1 御城 別景行 帝の 御裔な りと。 天皇 本 
紀に 「武 隞皇 別命は、 伊與 御城 別、 添 御 
杖君の祖」とあり。ミムラ條を見ょ〕當 
國和氣 郡に 三 木 寺 あり、 關係 あるかと 云 

ふ。 


2 御城 縣主讚 岐國三 木 郡. に 在りし 縣主 
.なりと。 中 臣宮處 氏 本 系 帳に 「御城 縣主 
甕 造の 首稻 守」 見 ゆ。 宮 處條參 照。 

一一 一木 ミキ ミツギ サウ ギ サン ギ前 
條參 照。 又 讚 岐國に 三 木 郡 あり、 持 統紀に 
御城 郡に 作り、 和名 抄 、八 鄕を收 む。 次に 
播磨に も-三 木 郡 あれ ど、 中古の 私稱 也。 そ 一 
の 他、 三 木庄 あり。 又 三 河、 武藏 、上野' 
加實 、備 後、 紐 伊、 伊豫 等に も 此の 地名 存 

す。  广 

丨讚龙 朝臣 姓 讚 岐國三 木 郡ょり 起る 0. 
讚岐永 成の 男 元 重、 その 長男 高 成 •當郡 
を領 す、 これ 三 木 氏の 祖也 (全 證史〕 と。 
後世、 寒 川 氏と 共に 橘 姓と 稱す 、卽 ち證 
州 橘 家 これ 也 (西 讃府 志)。 

崇德 上皇 •當國 遷幸の 時、 在 廳三木 氏 見 
ゆ、 此の 族 か。 その後 太平 記に 「三 木、 羽 
床、 三 宅、 武市の 者 共、 金 谷 修理 大夫經 
氏を 大將 にて、 兵船 五 百 餘艘に て、 土 肥 
が 後攻の 爲に 海上に 推 浮ぶ」 と。 

更に 下りて 弘治 年中、 三 木 高 長あリ 、全 
讃史に 「平 木 城に 居る、 讚 岐 朝臣の 支族、 
食 邑を以 つて 號と爲 す 也」 と。 又 「高 岡 
城は三木郡高岡村に在り。三木紀伊守高 
長 •之に 居る。 三 木 郡の 地頭 也」 と。 高 


長 残して 嗣なし 細 W 氏よ リて 安富 盛 方 
に 賜 ふと 云 ふ。 

又 全讃史 に 「田 井 域は 上田 井村に 在り。 
三木半大夫景美*之に狺る。景美*子無 
く、十河隼人の次男秀宗を養ひて子と爲 
す。後秀宗*世事を倦み、毋を嫡子秀成 
に 譲®、 薙髮 して 宗傥 入道と 日 ふ。 秀成 
は 則ち 十河存 保に 與し て豐州 利 光 河に 戰 
死す」 と。 

2 思 部 姓 阿波 忌 部の 後胤な りと 云 ふ。 
麻碹郡 三 木 村より 起る。 屈指の 名 族に し 
て、 文應 元年 文書に 「宗時 入道に 下す、 
早く 先例に 任せ、 氏 百姓 等の 沙汰を 致す 
べし」 と、 又 「先例に 任せ 御殿 人と 爲 す」 
と戴せ、叉正慶元年文書に「下す勅使御 
殿 人 三 木 右近 允 事、 右 彼の 右近 允に 於い 
ては 往古より 敕使 御殿 人た リ」 と。 

御衣 御殿 人正慶 元年の 交 名には 三 木 氏 村 
を、 元弘 三年 文書には 長者 長 村、 三 木 氏 
村を 擧げ 、また 元 亨ニ年 文書に 「麻 瑄山 
內三木 村 番頭 百姓 等 •• 訴へ 申す 條々」 と。 
また 觀應ニ 年 七月 二十 二日に 「宛 行 ふ 種 
野 山 國衙分 三木內 在家 貳家の 中、 云々、 
三 木 衞門尉 殿 J と。 又 正 平 七 年 七月に 「種 
野 山 三 木 村の 事 云々、 三 木 左 衞門尉 殿. T 


同 十五 年 八月に r 高 越 寺 庄內西 庄を御 恩 
と爲し 知行すべき 旨 云々。 三 木 太郞 兵衞 
尉 殿」、 同 十八 年 六月に 「I 一一 木九郞 兵. 衞 
尉」、 同 二十 ニ 年 卯月に 三 木 帶刀丸 等 多く 
見ぇ、 又 阿波 志に 「三 木 重 村は 左 衞門尉 
に 任ぜられ、 思 部 種 野 山に 居りて、 南朝に 
仕 ふ。 正 平 七 年、 本 村を 賜 ひ、 二十 ニ 年 
に勤王の功ぁりて書を賜ひて之を賞す -o 
其の 家 •今 正 平文應 文書 若干、 又 文 保 ニ 
年宣旨 案を 藏 す。 盖し忌 部 氏の 後 か」 と C 
又 後藤 捷 一氏 云 ふ 「三 木 氏 •木 屋平村 
大字 三 木に 居った 名 族で、 忌 部を 氏と し 
て 居った のみならず、 代々 大甞 祭に 奉仕 
すべき 御殿 人と なって 居った Q を 見れ 
ば、 阿波 忌 部の 一族で ぁる 事は 疑を 客れ 
ぬ。 木 屋平村 大字 三ッ 木の 三 木 宗治耶 氏 
は卽ち 其の 正系で、 大正 四 年の 大甞 祭に 
は 麁 服を 貫 進した。 今 同家に 藏 する 古文 
書に ょ 9 祖先の 名を 列記す ると 左の 如く 
である 0 

宗時 •御殿 人で 文應 元年の 大甞 祭に 奉仕 
した。 忌 部 安村 •新 次郞大 夫- 宗時の 子 
で 御殿 人で ある、 永 仁 六 年の 大甞 祭に 奉 
仕した。 忌 部 行 正 •同 吉久 •共に 嘉曆ニ 
年の 文書に 見 ゆ。 長 村 •元 弘 三年の 文書に 
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見 ゅ。 三 木 氏 村 •右近 允、 衞門 尉、 左衞 
門 尉、 兵衞 尉、 太郞 兵衞 等と 稱 した。 長 
村の 子で、 正慶 元年の 大甞 祭に 奉仕す、 
後吉野 朝に 奉仕、 正 平 七 年 三 木 村を 知行 
し、 正 平 九 年軍忠 が あって 綸旨を 賜 ひ、 

正平十五年<月、高_寺庄內西庄を知行 

した o , 

思 部 重 行 •左 近 允、 左兵衞 尉、 九 部 兵衞 
尉、 太 郞左衞 門 尉と 稱 した。 氏 村の 子で、 
曆應 元年の 大甞 祭に 奉仕す。 康永四 年 九 
月、 * 朝より 左兵衞 尉に 任ぜられる 口宣 
案を 賜 ひ、 後 南朝に 奉仕し、 正 平 十八 年 
六月、 種 野 山 內三木 半分を 知行し、 正 平 
U 十二 年 三月 軍忠が あり、 感賞の 綸旨を 
賜ぅた。後又牝朝に仕へ、應安六年右馬免 
頭 細川賴 之より 種 野 山 國衙分 三 木を 預け 
置かれた。  - 
三 木 盛 村 •帶刀 允と 稱 した。 重 村の 子で、 
吉野 朝に 仕へ、 軍忠が あったから、 正 平 ニ 
十二 年 四月 感状を 賜った。 後 * 朝に 仕へ、 
至德 三年 十一月 軍功に よ 衫、牝 村 五軒を 
知行した。 

英村 •帶刀 丞と稱 した、 盛 村の 曾孫で あ 
る。 畠山義 就を 討伐す る 際には、 在陣の 
功に より 寬正四 年 三月、 川 田 城主 細 川 常 i 


有ょり 感状を 賜は つた。 宗村 •左 京 進、 英 
村の 孫、 永 正 九 年 八月、 細 川 元 常の 書狀 
が ある (麻植 郡 志〕 J と。 

3 阿波の 三 木 氏 前條參 照。 又 太平 記卷 
二十 ニに 「三 木、 坂 西、 板 東の 兵」 と 云 ふ 
を 載せ、 又 細 川兩家 記に 三 木 判 太夫 (三 • 

.好 方) 等 見 ゅ。 

4 紐 伊の 三 木 氏 當國牟 婁郡三 木 莊ょリ 
起る。 三 木 新八郞 は 三 木 浦に 居城を 構へ、 
三 木 浦、 及び 里 小脇、 名 柄、 盛 松の 浦を 領 
す、 後新宮 堀內 氏に 併せら る。 揺 內條參 
照。 又 ^ 風土記に、 「三 木 里 浦 三 鬼 新 八 宅 
跡、 今 村 中に、 一族 東 兵 庫、 大倉丹 後、 中 村 
兵內 、濱主 殿、 性 古主 計と いふ もの X 末 
孫と いひ 傳ふる もの あ 5」 と。 

又 「三 木 浦 三 鬼城蹟 は 村 端璣邊 にあり。 

三 鬼 新八郞 の 城跡ない。 三 鬼 新八郞 父子 • 
新 宮掘內 氏 等と 戰ひ 、後志 州 鳥 羽 城主 九 
鬼大隅 守と 不和になる に 及んで、 當城守 
り 難く、 和 州 北山 小瀨村 に 逃る。 掘內氏 • 
小瀨村 勘七郞 に 新八耶 父子を 殺さし む。 
新 八 郎の子 三 鬼 勘 六 •加 藤 肥 後 守に 仕へ 
て、 知行 千 石を 頜す 。勘 六の 由緒 •加 藤 
氏 滅亡 後詳な ら ず。 村 中に 其の 筋目の 者 
の 由に て、 坂 本 勘 次郞 とい ふ あり、 代々 


地士に 命ぜら る。 三 木 氏 亡びて 堀內 氏の 
城と なる。 天 正 四 年、 加藤甚 五耶 •火急 
に 當城を 攻め、 甚五郞 •當 城に 住す。 堀 
內 安房 守 怒 ゅて、 三 鬼 城を 取 返さん と、 
當城へ 押 寄せ、 城主 加藤甚 五郎 敗れて 長 
島 城に、 逃 籠る J と。 

5 伊豫の 三 木 氏 和 氣郡三 木より 起り し 
か。 次 項、 及び 御城 條參 照。 元弘の 際、 
官軍に 屬 す、 土 居、 得 能、 忽那 、土 肥 等 
の條を 見よ 0 

6 河 野 氏族 播磨飾 磨 郡の 豪族に して、 
播磨 古城 記に 「英實 城は 英實 莊中濱 村に 
在り、 三 木通 近の 據る 所」 と 云 ふ。 赤松 
の 幕下 三 木 右 馬頭 通 近より 九 代、 通 秋 ま 
で 相續の 居 館に して、 此の 三 木 氏は 本國 
伊豫 河 野の 末葉と 傳へ られ 、屬 塞は 町の 
坪、 山畸 、岡 田， 謗 磨津 等に 在り (古城 
記、 播磨 事始〕 。天 正 八 年、 羽柴 氏の 兵 
に 攻め 亡ぼさる。 

又 播磨鑑 に 「飾 東 郡戀之 濱棣居 (松原の 
別名) は. 三 木 兵部少 輔通 重の 居城、 嫡男 
三 木 兵部少 輔通武 也」 と。 

7 播磨の 三 木 氏 前項を 見よ。 又 美囊郡 
に 三 木庄ぁ y て、 播磨 古跡 考に 「平 山城 
は 三 木 莊三木 前 田 村に 在り、 又 三 木 八幡 


祠 あり」 と。 その他、 別所條 を 見ょ。 

8 攝津の 三 木 氏 有 馬 郡 生瀨城 (生 瀨村〕 
は 三 木 番次郎 が 築く 所の 城 也と。 その他、 
浪花の 名 族に 見 ゆ。 

9 佐々 木 氏族 倥々 木 系圖に r 義淸— 出 
雲 守泰淸 (雲 州卒〕 丨義信 (號 古志 九郎左 
衞 門〕 丨宗秀 (隳 三 木 四 郎〕 —宗淸 (三 一郎 
左衞 門、 法名 覺雲) 、弟 通哲 (僧)」 と。 

10 淸和 源氏 和 田 系圖に 「芳美 太 郞貞俊 
丨槿尾 後 重— 俊泰 (三 木 彥次郞 入道、 法 
名 俊 崇〕— 俊 連 C 次郞 )、 弟 行 俊 C 大次郞 〕、 
弟貞俊 (三 郞次郞 〕」 と 載せたり。 

11 蒲 生 氏族 近 江 蒲 生 郡の 豪族に して、 
郡史に 「三 木 氏は 下 迫 村に 住す、 蒲 生 氏 
の 支流な り。 按ずる に 儀 俄 氏の 分脈なら 

. ん」 と。 蒲 生氏鄕 家臣に 三 木 式部 •見 ゆ。 

12 飛驛 Q 三 木 氏 近 江 佐々 木 氏の 一族と 
傳へら る。 千 光寺 記に 「天 正 年中、 三 木 
自綱 入道 久庵 •益 田 郡ょ 9 起り、 三 郡を 
掠領 して 大に松 倉に 城く。 自 綱の 先祖は 
江 州 佐々 木 氏 多 貿黨の 子孫 也。 前 國司姉 
小路 殿の 沒落に あたり、 忠 死の 功に 因り、 
三 木 右 京大 夫義賴 (良 綱、 飛 州 志に 良賴、 
雲 山と す〕 •上洛して 國司號 を 望み 請 ひ、 
再び 下國 す。 其の 子を 大和 守自綱 (右京 


大夫〕 とす、 ニ 男を 鍋 山に 置き、 賴綱 (右 
衞 門尉顯 綱〕 と 云 ふ。 天 正 十三 乙 酉 八月、 
金 森 長 近の 兵來り 討ち、 自 綱を 吉城郡 高 
遠 城に 圍みて 之を 降し、 松 倉 山に 向 ふ。 
自 綱の 子豐後 守秀綱 出走し、 松 倉 •終に 
陷 り、 三 郡 平定す」 と。 

三 木 氏 系譜には 「佐々 木秀 義—經 高丨景 
網 (多賀 氏、 藏人〕 — 則 綱 (多 實太郞 〕| 
則 光 (平 次〕— 時 綱 (三 左衞 門〕— 行 房 (平 
左衞 門〕— 政憲 (內匠 助〕— 定光 C 右近)— 
經光 (太 郞左衞 門〕— 長 則 (平 右衞門 )丨 
朝 則 (次郞 左衞 門〕 — 11] 綱 ハ 1 一一 木之祖 、號 
三 木 太 1 郎左衞 門、 始めて 江 州 三 木に 住し 
て、 京 極 近 江 守高昌 蒙 令と なる〕 一 
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I 直 ^ 大 永三筛 寺 在 城 . 
新左彘門 

—久 S 左 鬥、 安川 天神 山城 主 
長 門 守 

厂 高次 丨 宗高 丨 宗定 丨 宗治 I 宗久 

造酒丞 右近  越 中 猿 次郞兵 
山 «- 汁谷  倉 討死 藍 
住 後 小 坂 

I 乘 空— 空圓 -T 賴勝典 藤 次 

右衛門 族 仙 坊 | 

0 >ー世 | 素善丨善源丨順智—道智 

則 綱 •飛 州 志に 三 木忠右 衞門藤 原 正賴と 
す。又良綱は良賴*入道蕓山と見ゆ。其 
の 居城、 並に 勢力は、 飛 驛治亂 記に 「櫻 
洞 城には* 佐々 木の 末葉 多實 太郞の 子孫 
三 木 大和 守直賴 、其の 子自綱 入道 休 庵 ぁ 
- り。 小 鷹 利 城には 牛 丸 又 右 衞門重 親、 一 
家 五十 餘 人、 士卒 百 人 計り 楣籠 る。 杉 崎 
の 城には 小島 時 光、 白 ; a 鄕歸雲 城には 內 
島 兵 庫 頭氏理 •居住す。 其の 他、 江 名 子、 
一の宮は 共に 小身、 各々 三 木 幕下の 如く 
にて 暮 しけり」 と 載せ、 又 三. 木 系譜に 「三 
木 大和 守直賴 •永 正大 永の 間、 馬瀨 、上 
櫓 •阿多野の 三鄕を 討 取り、 櫻 洞に 築城 
して 居る」 と 見 ゆ。 其の 子 右京 太夫 良 綱 
(賴) 、其の 子 大和 守自綱 •相續 して、 城主 
たり。 自綱は 大野 郡の 鄕村を 數多討 取り、 
威勢 強大に 成り、 天 正 七 己 卯年 四月、 大 
野 郡 松 倉 山に 新 城を 築きて 移住。 その 息 
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諸家 系 圖纂に は 「直賴 (前 飛驊國 同、 三 
木 大和 守、 藤 原 氏 也〕 丨良賴 (同、 右兵衞 


左 衞門尉 信 綱に 此の 城を 守らせけ るが、 
信 綱は 叔父 鍋山豐 後守顯 綱と 謀を 合せ、 
逆心を 企てし 事、 露顯 しける を、 父 休 庵 
(自綱 入道〕 松 倉 城へ 信 綱を すかし 寄せ 
て、 天 正 十 11 年 甲 申年 五月、 家臣に 命じ 
害せし とぞ (後 ♦風土記〕。 その他、 高山、 
白 井、 江 馬、 小 鷹 利 等の 條參 照し 
.又地誌提要に「高極高光の家梪三木正賴* 
櫻 洞 城に 居て 州を 監 す。 其の 曾孫 嗣賴に 
至って、 松 倉 城に 居り、 州 內の 豪傑 •高 
山、 山 田、 鍋 山、 畑の 諸 黨を脅 制す。 弘 
治の 初め、 姉 小路 氏絕 え、 嗣賴 •姉 小路 
氏を 冒し、 因つ て 州 守に 任ず。 子自 綱嗣 
ぐ、 天 正 十三 年、 豐臣氏 •金 森 長 近を 遣 
して 之を 擊 たしむ。 自綱 •拒戰 、克 たず 
して 出 亡す 。服 ち 長 近を 封 じて 高山に 治 
せし む」 と 0 ノ 

13 藤 原 北家姊 小路 流 前項 氏に 同じな れ 
ど、 飛 驛國司 姉 小路 家の 家系を 冒し、 「賴 
時 (尹 綱〕 ィ 參議師 言— 左中將 持 言 (向殿) 
丨犮 中將勝 言—頫 綱丨宗 頫丨 大和 守直賴 
(中納 言、 三 木を 稱 す。 飛 驛國 司、 櫻 洞 
居城〕— 右兵衞 督良賴 (中納 言、 雲 山〕 丨 
左衞 門佐自 綱— 十 兵 衞近綱 (飛驊 を沒落 
して、京郡に往居す〕」.と。家紋凡に鈕花 


督 、法名 雲 山) 丨自 綱 ^ 同、 姉 小路 大納 
言、 天 正 十五 年、 京都に て 病死、 四十 八 
歳、 法名 休 安〕— 直 銅 (三 木 右近 大輔 、慶 
長 十四 年、 尾 州に て 病死、 歳 三十 四)— 
慶利。家紋紐菱」と载せたり。 

又 三 木 系圖に 「藤 原、 家紋 鈕菱 。直賴 (飛 
驛國 司、 大和 守〕 丨良賴 (右兵衞 督 ，國 
司、 法名 雲 山)— 自綱 ( 國 司、 姉 小路 大 
納 言、 天 正 十五 年、 京都に て 病死、 四十 
八 歳、 法名 休 安)— 直 綱 (右近 大夫 、慶 
長 十四 年、 尾 州に て 病死) 丨慶利 (遠 藤 
但馬 守、 遠 藤 慶隆の 長子、 慶 勝の 先父 早 
世、 慶隆 老いて 子な し、 故に 外孫 慶 利を 
養 ひて 家督を 繼 しむ、 寬永ニ 年叙從 五位 
下3」 と。 

又 系譜に 「良 賴弟左 衞門尉 尹 直 ( I 宮城 
主)、 伊豫 守 良 政」、 また 自綱の 男に 「宣綱 

(親 綱、 左衞門 佐)、 元 自 C 秀 綱、 長 兵衞) 、 
綱廣 ( 傳三郞 、一宮 右 衞門大 夫 養子〕、 直 
綱 (直慶 、右近 大 夫、 九 郞兵衞 )、， 近 綱 J 
を载 せ、 「近 綱 — 春 綱 — 自宣 丨 自常 — 自 
朗」 と あり、 江戶 幕臣、 七 百 石 也。 


一宮 氏族 飛驛 一宮 水 無 神社の 社家な 
り。 國綱 •自 綱の 妹聱 となりて、 三 木 刑 部 
大夫 入道 三 澤と稱 す、 一宮、 水 無 條を見 
上 0 

15 越 中の 三 木 氏 第 十二 項の 一族に •て、 

三 州 志、 新 川 郡 猿 倉、 船倉 城條に 「天 正 
八 年、 三 木 休 庵 •船倉 山に 新 城を 築き、 
後に 休 庵の ニ男秀 綱に、 小島 三八郞 を 副 
へて 置く と、 飛驊 軍記に 見 ゆ」 と。 なほ 
川上 條を 見ょ。 

16 橘 姓江戶 幕臣に して、 家 球 丸に 乾の 
卦 、丸に 九枚篠 。勘 兵 衞淸定 •寬永 十 年 
御徒と なる。 寬政 系譜に 見えたり。 

17 松 平氏 族 三 木 松 平と 云 ふ、 三河國 碧 
海 郡 三木邑 ょり 起る。 松 平信 忠のニ 男藏 
人 信 孝の 後に して、 「信 孝 丨九郎 右 衞門重 
忠丨與 十 郞忠淸 、弟 九郞右 衞門忠 利 (五 
百 石)」 也。 家紋 丸に 蔦、 鬼 蔦。  . ， 
初め 松 平 淸康の 弟十郎 三郞康 孝 •三 木 村 
三 木 城 C 水 城 城) 主たり しが 早* し， 其， 

の 子 八 郎三郎 康定に 嗣なく 家絕ゅ (鶴 殿 
條參 照)。 次いで 康 孝の 兄 藏人信 孝の 有 
に 歸せ しが、 甥廣忠 と爭 ひ、 天文 十二 年 
落城して 尾 州に 走り、 天文 十七 年 討死。 
其の子九部右衞門尉重忠なり。諸家系阖 


に 「信 孝 (稱三 木 家、 根 府木 城主、 藏 人、 
天文 十七 戊 申年、 廣忠 公の 爲 討死〕— 重 
忠 (九郞 右衞門 尉、 大濱 住。 妹は 上田 兵 
庫 妻/上田 孫 五郎 母〕 丨忠淸 (與十 郞)、 
弟忠利 (九郞 右衞門 尉〕— 重利 ( 大番、 

ニ 百 石、 與十郎 、右衛門 尉、 大野 十左衞 
門 養子〕、 弟 某 C 大番 、二百 石、 彌 五左衞 
門〕」 と。 なほ 松 平條を 見よ。 

18 甲裴信 濃め 三 木 氏 兩國に 多く、 信 濃 
なる は 丸に 橘を 家紋と す。 又 詉訪志 料に 
「阿波 國忌 部の 氏 長者より 出づ 。當 時の 氏. 
村、 長 氏 等、 皆 長者と 稱 せらる。 其の 祖 
先は 御衣 人を 職と し、 荒 妙 織 進の 家系な 
り。 御衣 職と 稱 する は神祗 官に屬 し、 往 
古よ 9 代々 相 襲 ふと 云 ふ。 當家も 其の 末 
葉な りしが、 應仁亂 後、 一時 浪人して、 
甲 州に 来り、 武 田家に 仕 ふ。 主家 滅亡 後、 
德川 家に 屬 す。 三 木 助 左衞門 •之な 9。 
其の 男 三 木 主 膳 重 舟 •官を 辭 し、 浪人し 
て詉訪郡に來り、農に付く。改名して重 
舟 喜 兵 衞と云 ふ、 ニ 代 目 も 亦 喜 兵 衞と云 
ふ、 苦心の 末產 をな す。 之れ を 三 木 氏の 
中興と す」 と载 せたり。 

19 御 花 指 三 木 氏 其の 書 上に 「拜頜 屋敷 
松 枝 町， 坪 數百三 坪餘 。本 國生國 共武藏 ,° 


御 花 指 •三 木 松 盛。 曾祖父 三 木 松 盛は 台 
德院樣 御代、 御 立 花 御用を 高 曾祖父 松 盛 
え 仰せ付けられ、 御用 相 勤む。 高 曾祖父 
より 曾祖父 松 盛 迄 打續き 御用 相 勤め 奉リ 
候處 、元祿 年中 類燒の 節、 書物 等燒失 仕 
り 候 ば 付、 年月 委細の 儀は 相 知れ 申さず 
候、 元祿五 申年 六月 病死 仕り 候」 云々 と。 

20 金子 氏族 新 編武藏 風土記、 入 間 郡 1 一一 
ツ木村 三 木 氏條に 「常 村を 開闢せ し 和 泉 
守國 重が 子孫な，^。 先祖は 當國 七黨の 
內 、金子 十郞 家忠 より 出づと 云 ふ。 國重は 
北條高 時に 仕へ しが、 沒 落後 當村 に來 り、 
氏を 三ツ 木と 改 む。 天 正の 頃 b 先祖 四郎 
左衞 門と 云 ひしは、 澤 村天岑 寺を 開基せ 
し 人に て、 天 正 十七 年 二月 朔日 歿せし と 
云 ふ。 夫より 先の 事は 記録を 失 ひたれば、 
すべて 傳を 失へ =>」 と。 

21 淸和 源氏 上野 國 新田 郡 三木邑 より 起 
る。 この 地は 長樂寺 文書に 「寄進し 奉る 
齿 良田 山長樂 寺に 上野 國世 良田 鄕 後閑 三 
木內 、作 人 子 善後 家、 在家 壹 宇、 田 五段、 
畠 ニ 町 八 反、 每 年々 貫 合せて 拾 貫 文 間 事。 
.右 所は 代々 相傳 、當 知行 相違な き 地 也。 
且は祈 禱の爲 め、 且は亡 者の 菩提の 爲、 
寄進し 奉る 所 也 j 建 長 三年 辛亥 卯月 十日、 


散 位義政 判」 と。 

22 大伴姓 見聞 諸 家紋に、 


伴 

三 


家 

木 


23 山城の 三 木 氏. 伏 見 御香宮 (式 內御諸 
神社〕 の 社家に して、 サウ ギと云 ふ、 そ 
の條 -及ぴ 伏 見條參 照。  'ノ 
24 敵载 その他、' 三 木 流 砲術 祖に三 木 茂 
大夫 あり、 又享保 頃の 蹴 鞠 家に 三 木 可 眞、 
共に 名 あ 0。 又 東 作 志に 三 木 太 次兵衞 、津 
山 藩 分限 帳に 「百 石 三 木 角 之 進」 を 載す。 
又 江戶の 國學 者に 三 木治郞 兵衞 隆盛 •晋 
亭と號 し.、 又 書家に 三 木東洲 あり。 又 香 
宗我部 記録に 「二百 五十石 三 木 安左衞 門」 
を载 せ、 又 岩 磐、 尾 張、 伊勢、 備前 等に も 見 
え、 又 國定忠 治の 配下に 三 木文藏 あり。 

一二 城 ミキ サン ジャウ、 及び ミツキ 條を 
見ょ。 

三樹 ミキ 武藏に 此の 氏存 す。 

三 鬼 ミキ 紐 伊熊 野の 豪族 也、 三 木、 加 
藤、 掘內 等の 條を 見ょ。 

參木 ミキ 武藏に 此の 氏 有り。 

00  ミキ 前 各條參 照。 或は 造酒 司官人 
の 子孫、 職名を 氏と せし もの か。 
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御來 ミキ ミク 伊勢、 志 摩 等に 此の 氏 
有り。 

右 ギ陸 奥の 刀匠に 右右衞 門三郎 C 舞 
草國 永の 男〕 あり。 

美 士ロ  ミキ 和名 抄 、武藏 國秩父 郡に 美吉 
鄕を 敬む。 

右 浦 ミギ ウラ 中興 系圖に 見 ゆ。 

右 江 ミギ H 伊勢、 志 摩に 此の 氏 あリ。 
右方 ミ ギカ タ太 平記卷 十四に 右方 權禰 
宜行 親を 載せた 9 、 近 江 日吉大 営の 社家 也。 
又 右方 (志 戶呂〕 氏 あり、 字 田條を 見よ。 

右 形 ミ ギカ タ常總 の 豪族、 右 形 帶刀等 
あり、 オホ クラ、 力 シマ 等の 條を 見よ。 
右川 ミ ギカ ハ 

右 木 $ ギキ戶 部 系圖に 「尾 張濱 主、 云 
々、右 木 正 枝、 式 玉 手 氏、 一 者、 五位」 と 見 ゆ 0 
御木 具屋 ミキ グヤ 細 井條を 見よ。 又 
御木 具屋吉 兵衞等 あり、 幕府 抱の 大工 也。 
右嶋 ミ ギシマ 武藏に 此の 氏 あり。 

右田 ミギタ 磐 城、 周 防 等に 此の 地名 あ 
PO 

1 多々 良 姓大內 氏族 周 防 國佐波 郡 右田 
邑 より 起る。 (. 大內〕 遠 房の 弟 盛 長 •此烛 
に 住して 此の 氏を 稱 す。 大內條 を 見よ。 
その後 右馬弘 俊の 弟弘方 •陶邑 を領 し、 


陶 氏と 稱 す。 ス H 條參 照。 

氏人は 博 多 日記に 「周 防國 分、 一、 右田 
父子 若黨 親類 已上 三人 J と。 又 明 應ひ頃 
右田 右馬助 弘 量ぁリ 、七 年 十一月、 豐後 
を 攻めて 戰 死す。 下って 安西 軍 策に 「大 
內方 右田」、 右田 左 馬 助 等を 載せ、 吉川記 
に 「弘治 三年 三月、 元 就、 隆元 •須々 
萬 表ょり 大內 方の 樣子 聞きければ、 防府 
松ヶ畸 に、 朝 倉、 驚 頭 等 ニ 千 人 計に て陣 
取り、 右田 ヶ嶽の 城を ば、 右田 右京、 野 
田、 波 多 野 以下、 1 千 余人を 以って 守ら 
しめ、 山 ロ- 姬 山には、 宍道遠 江 守を 入 置 
き、 石 州 吉見 正賴の 押へ には、 陶が 家人 
野 上隱岐 守、 同 入道々 友、 山 崎 左 馬允以 
下 •渡り 河へ 差 出し、 義長は 五 千余騎 にて 
山 ロへ 扣へら ると 告げたり。 頓 がて 防府 
へ 陣を 寄せら るれば、 朝 倉、 鷲 頭 •山 ロ 
へ 引入リ 、右田 嶽の 城兵 も降參 すれば、 其 
の 城には 南方 宮內を 籠め 置かれたり」 と。 

2 豐 後の 右田 氏 圖田帳 に 「飯 田 鄕野上 
村 十一 町 六段大 、本庄 、野 上 太 郞資 直、 
右田 四郞盛 明、 各分頜 す」 と。 

3 雜载 その他、 武鑑、 岡 中 川 藩 用人に 
此の 氏を 載せ、 又 肥 後隈府 2 名 族に 右田 
氏 •見え、 又 狩 野 添 # 家に 右田 永淳 •名 


ぁリ 。その他、 豐 前、 攝津 、伊勢、 志 摩、 
尾 張、 信 濃 等に 存 すとぞ 。 

御 北 .ミ キタ オキタ 條を 見よ 0 

-右手 ミギ テ菅 家族に て、 美 作 國勝北 郡 
梶並庄 の 名 族、 右手 谷より 起る。 その 祖を 
河内 丹 後と 云 ふ、 皆 木條參 照。 右手 河内は 
三 星 山城 主 後藤 氏に 屬 す。 

水 渚 ミギハ ナギサ 條參 照。 又 新居 系圖 
に「高帘小大夫後義の弟光義(水渚馬4^丨 
親吉 (水 渚兵衞 門〕」 と 見 ゆ。 • 

汀 ミギハ 京 極 殿 給 帳に 「本 多內記 殿、 三 
百 四十 石 •汀 六 太夫」 と 云 ふを 载せ たり。 
右松 ミギ マツ 日向 國兒湯 郡 右松 保 ( 圖 
田 帳) より 起る。 日向 記に 「祐 立の 九 女は 右 
松 和 泉 守の 御前」 と载せ 、又鹽 見 城主 右松 四 
郡 左 衞-門 尉、 右松 四郎左 衞門尉 等 見え、 また 
右松 安右衞 門は、 文祿中 救仁鄕 代官と なる。 
I 1 ニ 木 松 平 ミキ マツダ ヒラ ミッギ 也。 
ミキ、 マッダ ヒラ 等の 條を 見よ。 

一二 木本 ミキ モト 河内に 此の 地名 ぁり。 
御木本 ミキ モト 近き 世、 御木本 幸 吉 • 
眞珠 王と 呼ばる。 

御淸ミ キヨ 

1 御淸 朝臣 弓 削 氏の 族， 次 項 氏と 同一 
也。， 寶鐘六 年 二月 紀に 「是 より 先、 天平 


寶字八 年、 弓 削宿禰 を 以っ て、 御淸 朝臣 
と爲 し、 連を 宿 禰と爲 す、 是に 至って 皆 
本姓に 復 す」 と载せ たリ。 

2 弓 削御淨 朝臣 河内 弓 削 氏の 族、 かの 
道 鏡の 一族に して、 天平 寳字八 年 九月 紀 
に 「弓 削 宿 禰淨 人に" 姓を 弓 削御淨 朝臣 
と 賜 ふ」 と载せ たり、 ユゲ條 を 見ょ。 

三 草 ミクサ播磨に此の地名あり。 

一一 一 串 ミ クシ 尾 張 熱 田 神宮の 社家に して 
長 岡 朝臣 姓 也。 アッ タ 、ナガ ヲヵ條 を 見ょ。 

御樹 ミグ シオ グシ 大和に 式 內御櫛 神 
社 あり。 その他、 ヲグシ 條參 照。 長 倉 追 罰 
記に 「まひ さきは 御 ^ の紋 J と 見 ゆ。 

御 ® ミク シ 藤 原 高 子を 御 匣 殿と# す 0 

一一 一國 ミク I 一 攝 律、 伊貿 、尾 張、 近 江、 
上野、 若狹 、越 前、 越後、 豐後 等に 此の 地 
名 あり。 

丨 三國々造武內宿_の裔、蘇我氏の族 
也。 三國國 とは 今の！ 一前 國內 、寳縫 九 年 
九月 紀に 「坂 井 郡 三 國湊」 と ある 地 附近 
.を 云 ふ。 神 名 式、 同 郡に 三 國 神社を 敬む。 
此の 國 造は 國造 本紀に 「三 國國 造。 志貿 
高穴穗 (成 務〕 朝の 御世、 宗我臣 の祖彥 太 
忍 信 命が 四 世の 孫 若 長足 尼を 國造に 定め 
賜 ふ」 と 見え、 予輩甞 つて 卑說 あり 。次に 


引用すべし。 

「三 國國は 後 性の 坂 井、 吉 田、 足 羽、 今 立、 
丹 生、 及び 南 條の六 郡に 亘る 大國 で、 和 
名抄に 據れば 、寂 井、 足 羽、 今 立、 丹 生 
の 四 郡で ある。 此の 內 、今 立 郡は 弘仁十 
四年六月に、丹生から別れたのであるか 
b' 、 奮は 坂 井、 足 羽、 丹 生の 三 郡で あっ 
た。 是か ら考へ ると 三國は 御國 Q 意味で 
はなく、 或は 三國 、卽ち 三っの 國から 成 
立って 居た からの 稱 かも 知れぬ。 此の 國 
造は 國造 本紀に 彥太忍 信 命の 四 世 孫 若 長 
足 尼 ^|祖とすと見えるが、恐らく、江溶國 
造と同樣、若子宿禰の後裔であらう。若 
しそうす ると、 若 長足 尼は 若 子 宿 福の 子 
に 當 る .0 その 氏 も 姓 も わからぬ が、 恐ら 
くは、 中古 此の 郡に 榮 えた 品 治 部 君と 云 
ふの が、 此の 國造 の裔 であらう 。其の 理 
由を 次に 云は う。 

國 造の 後裔は、 大抵 郡の 大少頜 に 任ぜら 
れ るの が 常で ある、 そこで 反釾に 中古に 
於け る郡領 の 氏 姓から 溯っ て、 國造の そ 
れを窺 ふ 事が 出来る。 それなら 此の 三國 
國造 も、 やはり 中古に なって、 其の 本據 
である 坂 井 郡の 大少頜 に 任ぜられな けれ 
ばなら ぬ。 處が坂 井 郡の 大少頜 は 古文書 


で 探 r ると、 三國眞 人家と、 品 治 部 公家 
との 兩家 である。 そして 前者は 三 國 公の 
後裔で、 繼體 皇子 椀 子 王から 出た 事が 明 
白 だから、 後者 即ち 品 治 部 君 家が 此の 國 

造の 後で あらぅ と 思 ふので ある。  、 

次に盎治部は垂仁皇子本牢智別王の御名 
代の 民で、 品 治 部 君は 其の 民の 長で ある。 
此の 君は 古事記に 「曙 立 王は 伊勢の 品 遲 
部君の祖 (_ 、また「息長日子王は、吉備品 
遲君の祖」とあるやぅに、主として開化 
帝 後裔の 氏族で ある ♦か、 此の 氏族 (武內 
宿 漏裔〕 に屬 した もの も あった， それは 
元亨釋 書に 「釋益 信 •姓は 品 治 氏、 備の 
後 州 人、 武內 大臣の 裔、 行 敎和尙 の 弟 也、 
云々、 延喜六 年 三月 七日 滅 、年 八十」 と 
あるので わかる。 其處で 此處に 云 ふ 品 治 
部 君は 其の 武內 宿禰 後裔の 品 治 部 氏、 っ 
まり 此の 國 造の 族と 思 ふので ある。 
しかし 此の 推定には 反對 すべき 一の 理由 
が 存在す る。 それは 其の 姓に っいて であ 
る。ー體、君姓は開化以後の皇裔が稱す 
る ものであって、 武 內宿禰 後裔 諸氏に あ 
るべき でない 。だから 此の 氏を 三國 々造 
家と する には、 聊か 躊躇せ ねばならぬ。 
けれど 母系を 冒した 爲 、其の 氏族 通有の 
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姓を 持た •ないで、 他の 姓を 稱 する 例も少 
くないから、 暫く 此處 には 此 0 氏を 國造 
裔と 見て 置かう。 天平 神 護 ニ 年 十月 ニ 十 
一日の 越 前國司 解に 坂 井 郡 故 大領外 正 六 
位 上品 治 部公廣 耳、 また 林康員 文書、 寶 
龜十 I 年 四月 三日の 越 前 國坂井 郡 司 解に 
小 領外從 六 位 上品 治 部 公、 また 天平 神 護 
ニ 年 十月 廿 一日の 越 前國司 解に 坂 井 郡 高 
向 鄕戶主 品 治 部 公千 國など あるは、 此の 
國造裔 であらう。 その他は 品 治 部條參 照。 
次に 此の 國造の 治 所は 續紀 寳龜九 年 九月 
條に坂 井 郡 三 國湊と ある 地で、 其の 氏神 
は 三國 神社で あらう か、 英多 神社 か、 決 

しにくい」 と。 

2 三國公 前者とは 別 流に て應神 帝の 御 
裔なれ ど、 同じく 越 前 坂 井 郡三國 ょり 起 
りし 也。 古事記、 應神 段に 「意富々 杼王 
は、 三國 公、 云々 等の 祖 也」 と 載せ、 應神 
本紀に も 「稚溶 笥ニ俣 皇子 尊は 三 國君等 
の祖」 と あり。 

3 繼 體帝裔 の 三國君 前項 氏を 繼げ るな 
るべ し。 繼體 帝の 御子 椀 子 皇子の 後 也。 
繼體 帝は 前項 三國 君と 同族に して、 意富 
々杼 王の 御 後 也。 よりて 登極の 後、 皇子 
をして 此の 氏を 繼が しめ 铪ひ しならん。 


繼體祀 に 「椀 子 皇子は、 是 れ三國 公の 先 
也」 と。 又 帝 皇本紀 等に も 見 ゆ。 

但し 以上 兩項は 次の 如く 考 へらる。 舊拙 
考に 『繼體 天皇は 此の 國で 成長 あらせら 
れ 、その 緣 故ょり 此の 天皇の 御子 孫が 此 
の國に 榮 えた。 三國 氏族が それで、 此の 
氏族の 宗家は 三國 君に て、 天武朝 十三 年 
に、 眞人 姓を 賜 ひ、 三國眞 人と 云 ふ。 
もと 天皇の 生長せられ た三國 なる 地名 
を •氏に 貢ぅた ものである 事は 疑 ふ餘地 
がない 。しかし 其の 出自 にっいて は異說 
が ある。 卽ち 古事記 應神 段に 「意富々 杼 
王は 三國公 云々 等の 祖」 と ある 事 だが、 
書紀に 「椀 子 皇子 (繼體 皇子〕 は是れ 三 國 
公の 先 也」 と あるを 初めと し、 姓氏 錄 
在京、 右京、 及び 山城の 三國眞 人各條 は、 
總べて 此の 天皇の 皇子 椀 子 王の 後と 云 ふ 
事に なって 居る のに、 獨 り 古事記 應神段 
のみ 何故 違 ふので あらぅ。 繼體帝 御 母は 
三國の 人で、 天皇は 三國に 成長せられ た、 
そして 三國君 氏が 後世 三國の 地に 榮 えた 
等の 事實 から、 此の 氏が 三國 なる 此の 地 
名を 貢うた に 違 ひがない と 思へ るし、 且 
つ 意富々 抒 王の 御子 孫と 三國 との 關 係は 
意富々 杼 王の 子で、 且つ 繼體 帝の 御 父に 


當ら せらる X 彥 主人 王が 振 媛と 結婚な さ 
つた、 それが 始めで あるから、 如何にし 
て も 古事記の 傳に從 へぬ。 思 ふに 古事記 
は、 其の 祖を纜 體帝以 前に 溯って 書いた 
ので あらう。 天皇は 意富々 杼王の 御 孫で 
ある、 従って 其の 裔なる 三 國君も 意富々 
抒 王の 後裔と 云 ふ 事になる ので ある 。即 
ち 「應神 帝— 稚淳毛 ニ 俣 王— 大郎子 (亦 
名 意富々 等 王〕— 汗斯王 (彥 主人 王〕— 繼 
體 天皇— 椀 子 王」 也。 

椀 子 王の 三國 君と なられた のは、 御 祖母 
振 媛 一族の 擁立に ょるので あらう が、 猶 
ほ 私は 此の 椀 子 王の 御 母 三 尾 君堅槭 の 女 
倭媛(古事記には三尾君加多夫が妹倭比 
賣と ある〕 は 近 江 高 島なる 三 尾 君 本家の 
方では なく、 振姬 と同樣 、此の 三國に 移 
住して 居た 三 尾 君の 方、 っまり 振姬と 
近い 身內 になる 方で あらう と 思 ふ OC 此の 
外、 猶ほ 繼體 皇妃に 三 尾 角 折 君 妹稚子 媛、 
が あるが、 此の 三 尾 も 此の 國の三 尾 か〕。 
果して さう だとす ると、 槐子 王は 御 祖母 
振姬 、御 母 倭姬の 領土を 繼 承せられ たの 
である。 S うして 三 尾 君の 人々 は、 此の 
椀 子 王、 並びに 其の 子孫を 奉戴し、 遂に 
は 其の 氏を 冒したり などしたら しい。 こ 


れが爲に此の地拉三尾君の後裔と思はれ 
る 氏が 物に 見えない ので ある。 其の 實あ 
つたので あらぅ が、 三國 君の 名の もとに 
かくれて しまつた ので あらぅ』 と 0 
その他、 羽咋 、三 尾 等の 條參 照。 

4 三國眞 人前 項 氏の 後に して、 天武耙 
十三 年條に 「1 一一 國公 云々 等の 十三 氏に 姓 
を 賜 ひて 眞 人と 日 ふ」 と 見 ゆ。 氏人は、 
天平 三年 二月 二十 六日の 越 前 國正税 帳に 
「坂 井. 郡 司 大頜外 正 八 位下 三國眞 人」、 又 
林康員 文書、 寳_ 十一 年 四月 三日の 越 前 
國坂井 郡 司 解に r 大領外 正 七 位上勳 十一 
等 三 國眞人 淨乘」 など 見え、 前述 品 治 部 
君と 交代に 此の 郡の 大領 とな リしに て、 
其の 勢力 も 思 ひ 知らる。 •其の 他、 天平 神 
護 ニ 年 十月 二十 一日の 越 前國司 解に 「右 
京 三條三 坊戶主 三國眞 人磯乘 、ニ 男 國繼、 
坂 井 郡 荒 伯 瓢戶主 三 國眞人 野 守、 磯部 鄕 
戶主三 國眞人 奥山、 長 畝 鄕戶主 三國眞 人 
丄ー 一吉」 など 見 ゆるは、 何れも 此の 支流の 
A なるべし 0 

5 京師の 三 國眞人 姓氏 錄、 犮京皇 別に 
「三國眞人。證繼體皇子椀子王の後也。日 
本祀に 依りて 附 す」 と载 せ、 また 右京 皇 
別に 「三國眞人。諡繼髖皇子椀子王の後 
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也。 日本 紀 に 合する 也」 と あり。 

6 山城の 三 國眞人 姓氏 錄 (■> 山城 皇別に 
-4 三 國眞 人？ 繼 體 皇子 椀 子 王の 後 也。 日本 
紐に 合す」 と 見えたり。 

7 三 國宿禰 前項 氏の 後 か。 史官 記、 正 
曆五年 條に三 國宿禰 致 貴なる 者 見 ゆ。 

8 無 尸の 三國氏 正倉院 天平 寳字五 年 文 
書、 また 類聚 國史卷 八十 七に 「右京 人 三 
國島 成」 (延曆 二十 一年 九月〕 など 見 ゆ。 

越後の 三 國氏越 前 國三國 ょリ移 9 し 
か。 大同 類聚 方に 「三 國山藥 。魚 沼 郡 三 
國 山人 等の 蓐 ふる 所の 方」 と 見 ゆ。 

10 尾 張の 三 國氏熱 田 神宮の 祠官に して 
熱 田宮舊 記に 「三 國眞 人、 繼體 天皇 皇子 
捥子王 後胤 云々、 祝を 譜代 相續 して 姓氏 
と爲 す」 と あり。 而 して 文明 三年 卯月 朔 
日 文書に 「熱 田 太 神宮 云々、 視三國 しと。 
祝 部の 菊 田、 峰 松の 諸氏は 此の 姓 也。 

11 藤 原 北 家 房 前の 裔利 基の 孫、 共 良の 
後 也と 云 ふ 0 ‘ 

12 佐 渡の 三 國氏藤 原 姓と 云 ふ、 佐 州 役 
人付に 「藤 原 姓、 町 同心 •三國 祐次郞 J と。 

13 雜载萬 葉 歌人に 三 國眞 人人 足、 大宰 
府解 (長 元 五 年 五月 二十日) に 大典 三國 
眞人 、又 * 國 海賊の 張 本に 三 國太郞 あリ、 
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三莊大 夫と 稱す 、越 前ょり 丹 後に 来りて 
隱 家を かまへ、 由 良、 橋 立、 成 合の 三莊 
を領 する 故 也。 岩 城條參 照。 又武藏 等に 
此の 氏存 す。 

美 囊 ミク- 1 ミノ 條を 見よ。 

一二 國 110 i 道 ミク 二 / トヨミ チ 

〇 三國 豐道眞 人繼體 帝の 御裔 也。 

111 桑 ミク ハ 和名 抄 、美 濃 國不破 郡、 及 
び 大野 郡に 三' 桑 鄕を收 む、 マクハ 條參 照。 

三 々/ クボ鎭 西の 豪族に して、 博 多 日 
記に 「院宣 六 通、 ■大 友、 筑州 (小 或)、 菊 池、 
平 月、 日 田、 三 窪、 以上」 と 見 ゆ。 

三 熊 ミク マ 因幡に 御熊の 地 ありて、 加 
賢の ® 家に 三 熊 主計 思 孝あリ 、字は 介 堂、 海 
棠 、花 顚と號 す。 その 妹 露 香 も 名高し。 又 
武藏 等に も存 す。 

三 隙 ミク マ 豐後國 日 固 郡に 三 隈の地 あ 
り、 關係 あるか。 この 氏は 橘 姓に して、 肥 
前の 豪族 逾江氏 の 一族 也。 系圖に 「橘 公 光 
裔 、公平 (中 村 五郎太 郞〕 — 公房 丨 公廣 (三 
隈土佐 守、 法名 祐 蓮)— 公弘 (越後 守〕」 と 
載せ、 又 公廣の 弟、 「公季 (三 隈 因幡 守〕— 女 
子」 と 見 ゆ、 中 村條參 照。 «: 

水分 ミク マリ 神 名 式に 大和 國葛木 水分 
神社、 都祁 水分 神社、 吉野 水分 神社、 宇 太 
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水分 神社、 河 內國建 水分 神社、 攝津國 天水 
分 豐浦命 神社 等旯 ゆ。 

美 含 $ クミ 但馬國 に 美 含 郡 ありて、 和 
名拽に 美 具 美と 註し、 郡內に 美含鄕 を收 め、 
三久 美と訓 じ、 中® 美含庄 起る。 

三 雲 ミク モ近江 國甲贺 郡に 三 雲莊あ 
り、 輿地 志 略に 「吉永 村、 三 雲 村、 妙 感寺村 
を云ふ」と見え、又筑前にも此の地名あり。 
丨伴姓 前述 甲 實郡三 雲邑ょ y 起り、 伴 
氏 系圖に 「設樂 安藝 權 守資乘 (住 江 州 多 
賢〕 丨 梭通 (三 雲 件 四郎〕 」 と 見え、 後世 
甲實 二十 一騎 莊內三 家の 一、 又 五十 三士 
4 の 一たり。 但し 次の 三項參 照。 

2 服 部 姓 前項 三 雲 氏は」 に 服 部 姓と 云 

ふ。 

3 藤 原 姓 これ も 近 江に て、 甲 賢 郡吉永 
城 (吉永 村の 山〕 に據 る、 I に 三 雲 古城に 
據る とも あり。 而 して 「三 雲 氏は、 關 東上 
杉の 餘 流、 小山 田 源 內左衞 門行定 •永 正 
の 比、 江 州へ 來 り、 庄の典 膳が 聱 養子と 
成り、 三 雲の 庄を領 し、 三 雲 氏と 稱 す。 
行 定の子 三雲對 馬守定 持、 其の 子を 新犮 
衞門賢 持と 云 ひ、 佐々 木 承禎に 仕へ て、 
佐々 木 氏の 旗頭たり しが、 織 田 信 長に 攻 

め亡ぼさる」と。中興系圖にも「三5滕 


姓、 上 杉 彈匠少 弼朝定 が 八 代 •三 郎左衞 
門 尉 賢 持 •之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

4 兒玉黨 前項と 同一に て 甲貿郡 三 雲ょ 
り 起る と 云へ ど、 三 雲家傳 に は 「元は 大 
河原と 稱 す」 と 云 ひ、 兒玉黨 の 族に て 「兒 
玉 左衞兵 尉實高 丨太郞 左 衞門實 家— 左 近 
f 將監 實行丨 新左衞 門時國 (本 空〕— 左衞門 
七 部實信 ( 實 蓮)— 次郞 左衞 門行義 (道 永〕 
■— 新左衞 門家實 (越後に 赴く、 應永四 死〕 
— 尾 張 守實綱 C 嘉吉 三死)— 左 衞門六 郞景 
實 (宗 實〕 丨 三 1 郎左衞 門朝實 丨 孝實 ( 善實) 
I 新 左 衞門實 乃 (明應 年中、 近 江に 下り 
甲貿 を頜 し、 三 雲に 住し、 三 雲を 氏と す〕 
丨源 內左衞 門行定 (下 甲貿 、野洲 、栗 太 等 
にて 九 萬 石 程を 頜) 丨對馬 守定持 (新 左 
衞門〕 — 成 持— 成長— 成 時」 と。 家紋 軍配 
圑 扇の 內 一文字。 軍配 圑 扇の 內笹 一文字、 
丸に 九枚笹 等。 

定 持の 男 新 左 衞門賢 持は、 新三郞 とも あ 
リ 、佐々 木承禎 の 家臣、 永祿三 討死。 そ 
の 弟 「新 左 衞門成 持 ( 豐左衞 門、. 信 雄 家 
康 に 屬) 丨新 左衞門 成長 (關ケ 原 役 後 千 
五百石)— 新三郎 成 時、 弟 平 左 衞門成 賢 
(四百 五十石〕」 と、 江戶 幕臣に して、 寬 
政 系譜に 見 ゆ。 


5 蒲 生の 三 雲 氏 蒲 生 郡に も あ 0 て、 蒲 
生 家臣に 三 雲 新 左 衞門等 見 ゅ。 

6 丹 波 姓 山城 5 名 族に して、 名 醫三雲 
宗伯 あり、 丹 波條參 照。 

7 雜载 その他、 武藏 等に 存 す。 

見 雲 ミク モ 三 雲 氏に 同じ。 中興 系圖に 
は 「見 雲 •宇田 •佐々 木義淸 •之を 稱 す」 
と 見 ゆ。 

御藏 ミク ラ祀臣 族に して、 耙氏 系圖に 
「長 谷 雄丨淑 信— 存昌丨 伊輔— 爲 任— 賴任 
丨日向 守基弘 丨 右馬允 則弘 —¥ 衞門 友弘！ 
安弘 (御藏 左衞 門〕— 日向 守景弘 丨在弘 (御 
藏右衞 門〕 , 
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見藏 ミク ラ 遠 江 國周智 郡に 三 倉 邑あリ 
て、 三 河 物語に 遠 江 衆 見 藏を载 す。 

美 座 ミク ラ 前後 各條參 照。 武藏に 此の 
氏 あり。 

御倉 クラ 永 祿六年 御 役人 附に 「御 末 
男 •御倉 正實」 を载 せたり、 御藏 條參 照。 

一一 一倉 ミク ラ 遠 江、 羽 後、 因幡 等に 此の 
地名 ありて、 武藏 等に 此の 氏存 す。 御藏 條 
參 照。 

三 栗 ミク リ下野に美九虽、越後に美久 
理神 社 あり。 而 して 淸和源 氏淺野 氏の 族に 
此の 氏 ありて、 尊卑 分脈に r 賴光七 世孫淺 
野 二部 光 時— 光 仲 ( 號三栗 五郎〕」 と 載せた 


'り。 美 濃發祥 か。  ~ 

御久里 ミク リ大友 系圖に 「親秀 —賴宗 
(野 津五郞 、庶子の 次 弟 *' 御久 里、 云々)」 と 
見 ゆ。 又 越後に 式 內美久 理神 社 あり。 、 
三栗屋 ミク リヤ  御厨 條を 見ょ。 

三 栗 野 ミク リヤ 同上。 

御厨 ミク リヤ 主として 伊勢神宮の 御領 
を 云 ふ。 全國に 其の 數 極めて 多し。 今單に 
御厨との み 云 ふを 拾へ ば、 尾張國 愛知 郡に 
御厨 鄕あ り、 張州府 志に 「古昔 數 村を 統べ 
て 御厨 _と稱 す。 其の 各 村の 傳絕 え、 僅か 
に 中ノ鄕 、橫 井の 兩村 を存 す。 是れ皇 太 神 
宮御厨の舊址也」と。又尾張志に「神鳳抄に 
尾 張 國神戶 御厨 御園 等、 五十 餘ヶ 所を 载せ 
たる、 其のぅ ちの 一楊 御厨と あるは 此處の 
事な と。 次に 三 河國 渥美 郡に 御厨 七鄕 
あり。 大 日本史に 「東 鑑 、神 鳳鈔 。今 伊 良 胡 
村の 旁 近 六 村を 御厨 七 鄕と日 ふ」 と。 

次に 遠 江 國山名 郡に 御厨 莊 ありて、 風土記 
傳 に 「十七 村、 今數 六十 九 村、 昔 豐受大 神 
営の 御領 地縑田 御厨 也」 と。 次に 武藏國 橘 
樹郡に 御厨 庄ぁ りて、 風土記 稿に 「保 土ケ 
谷 宿の 內 、岩間 町の 鎭守 神明 社に 納まる 天 
文 二十 四 年し るせ る緣 起に 榛谷 御厨 庄とあ 
り。 又 元 和 五 年、 彼の 社 造 營の棟 札に、 武 


藏國樣 谷 御厨 八鄕 とも あり。 是に よれば 御 
厨の 所は 全く 榛 谷の 庄內な りしと 見 ゆ C 今 
この 庄 名を 唱ふる もの ニ 村、 御厨 鄕と呼 ぶ 
もの 一村 あり」 と。 その他、 肥 前に 御厨 庄、 
河内、 駿 河、 信 濃、 上野、 播磨 等に 此の 地 
名存 す。  鏔 1 
1 桓武 平氏 下 總國相 馬 郡の 豪族に して 
千 葉系圖 、相 馬系圖 等に 「良 將 丨將賴 (御 
厨 三 郞 、下總 守)」 と载 せたり。 相 馬 御厨 

に 居りし による か、 ツネ ハ、 イク ハ 等の 

條參 照。 

而 して 武藏國 風土記 稿に 「秩父 郡 城 峰 山 
城は 石 間 村の 西北の 間に あり、 登る こと 
凡そ 一里 餘 、此の 山 •土人 城 山と 唱へ 、將 
門の 弟御 厨 三 郞將 平の 趾な りと 云 ふ。 絕 
巔に 泰平 社、 春 日 社、 天狗 社 あり。 此の 
.山上より 上 州 邊を 眺望す るに、 妙義 山、 
榛 名山、 及び 利根 川、 鳥 川、 神 流 川 等の 
景趣 いとよし」 と。 

2 嵯峨 源氏 松 浦 黨肥前 國松浦 郡 御厨 庄 
より 起る。 下 松 浦黨の 一にして、 松 浦 系 
圖に 「直 (松 浦 源 四 郞大 夫〕— 淸 (源 三、 
御厨 屋 執行〕— 遶 (御厨 屋 執行)— 直 (松 浦 
大 夫、 丹 波權 守〕」 と 載せ、 又 一本に 「久丨 
直— 連 (小 値 貿十郎 )1 並 (御厨 兵衛 尉〕 J 
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と ぁり。 松 浦條參 照。  . 

氏人は、 太平 記卷 三十 三に 三 栗 屋十郞 、後 
藤 家 記 錄曆應 元年に 「御厨 坂 本 彥次郞 安」 
等 見え、 又 要略、 曆應 元年 條に 「此の 時、 
肥 前 西方 郡 主にして •武 恩に 浴す る 者は 

所謂、 松 浦 御厨 丹 後 入道、 同 平 戶源大 夫」 
など 多し。 

又 海 東諸國 記に 「源 滿 。丁 丑年、 使を 遣 
はして 來 朝し、 書して 肥 前 州 下 松 浦 三 栗 
野 大守源 朝と 稱 し、 歳 ごとに ー舡を 遣は 
ずを 約す。 小 ニ 殿の 管下に して 麾下の 兵 
ぁリ ，三 栗 野に 届 ^ 」 と 見え， 又 松浦傳 
記に 三 栗屋亮 信な ど 見 ゆ。 

3 佐賀の 御厨 氏 三 栗 谷 櫻 氏沄ふ 『永 正 
三年、 御厨 祐忠が 松 浦 氏に 侵畧 3 れし以 
來 、一族 振は ず、 其の 消息を 絕ち しが 如 
くな れど 、孫 安藝 守 ( 家宣〕 は 龍 造 寺隆信 
に 仕へ、 佐實郡 鹿 子 村に 住す。 北 肥戰誌 
に 「然れ 共、 隆信は 再び 義軍を 起し、 逆 
臣を 討ち、 舊頜 を回收 せんとの 野望を 抱 
き、 臣 i 脆 地 長 門 守 信 重を、 ひそかに 舊領 
與賀船津へ派し、鄕長村岡に兵糧を計ら 
しむ。 村 岡 快諾して、 鹿 子 村の 御厨 安藝 
守、 同 副 島 式部少 輔 、下 飯 盛の 吉富主 水 之 
丞 等の 村長へ 談合した るに 皆 同心す」 と 


ミク リヤ 


載せ、 その 事 失敗に 歸し 、「陸 奧守 •後難を 
恐れて 塚 崎へ 退きけ る。 又 福 地 も 鹿 子 村 
に 至り、 御厨 安藝 守を 賴み 、下船 津の村 
岡 藤 次左衞 門が 船を 借り、 隆 信を 追 ひ 筑 
後の 南へ 渡海し けり」 と 載せ、 後 再度 旗 
を 揚げ、 「七月 二十 五日、 事無く 鹿 江 崎に 
着船し、 同 二十 七日 威 德院に 入りて 旗を 
揚 ぐ。 兼ての 合圖に ょり、 揚火を 見て、 
副 島、 吉 富、 村 岡、 御厨 等、 即ち 馳せ來 
る」 など 散見す。 

御厨 家 記、 同人の 項には 「天文 年間、 龍 
造 寺隆信 公に 降り、 佐貿に 移る」 と载 せ、 
其の後 元龜 元年 七月 六日， 豐 後の 大 友軍 
の 下筑後 勢との ー戰に 同 郡餾 江村 (現在 
の 中 川 副 村早津 江〕 無量 寺 門前に 戰 死す、 
家 安 院長 勢 居士。 即ち 佐實 御厨 氏の 祖 也し 
龍 造 寺 氏沒 落後、 安藝 守 家宣の 子は 新興 
肥 前 蓮 池 藩に 入り、 藩主 鍋 島 氏に 仕へ、 
设 襲して 明治維新に 至る。 其の 間、 安藝 
守 十代の 孫に 彈之丞 、其の 子十耶 左衞門 
(後 周 平〕 の 如き 異色を 生み、 折 柄 維新 前 
後の 一藩 難治の 街に 當 り相當 活躍す。 

佐實 御厨 (後 改三栗 谷〕 系譜に 「家 宣—重 
丨 照— 照 秀—照 恒—照 道— 照 弘丨榮 照— 
(弟〕 照 久丨照 貞丨照 方 (彈 之丞〕 — 照 道 
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(周 平〕」 と。 明治 三年 十一月、 照 道の 時 
三 栗 谷と 改む (御厨 家 記、 並に 三 栗 谷 由 
緒。 家紋 左 三 巴 し と。 

4 大 村の 御厨 氏 藩 中の 名 族に して、 前 
引 一本 御厨 系圖は 此の 氏の 所傳 にて、 士 
系錄 に 見 ゆ。 現在 所蔵の ものには 「御厨 小 
四郞 並が 八 代の 孫 源 助 氏 治— 治 重 (嫡男〕 
—忠 時、」 又 治 重 弟 「政— 治 時」 等 見え、 又 
「忠師 (御厨 大和、 舊名源 助、 〇 氏 治)— 
政 〈助 之 允、 後號 寶積院 殿、 實は 忠師ニ 
男〕」 と あり。 又 松 尾 氏より 分る X もの あ 
り 0 

'御厨 屋 ミク リヤ 前條を 見よ。 又 相 摸の 
衋 家に 御厨 屋伯耆 梅 閑 あり。 

御 來屋 ミク => ヤ 伯耆に 此の 地名 あり。 

三 厨 ミク リヤ 御厨 條を 見よ。 

三 栗 谷 ミク リャ 同上。 

三 久留部 ミクルべ 釋迦牟 尼 佛條を 見 

上 0 

三 廻 部 ミクルべ 同上。 

釋迦 牟尼佛 ミクルべ 慶長 版の 節用集 
に 此の 訓あ !). 0 / 

1, 相 摸の 釋迦牟 尼 佛氏足 柄 郡 三 廻部邑 
より 起る。 此 ¢0. 地に 釋迦 堂あリ 、よりて 
此の 字を 用 ひし 如し。 地理 志 料に 「鎌 倉 


淨 光明寺 延德 元年 文書に 相 摸 三 久留部 名 
の 地頭 三 久留部 兵 庫 助 •見 ゆ。 即ち 三 廻 
部 也。 慶長 M 節用集に 釋迦牟 尼怫氏 あ 
りて、 美久留 倍と 訓じ 、註して 云 ふ 坂 東 
に 在 9 と。 蓋し 此に 居る」 と。 

2 丹 波の 釋迦牟 尼怫氏 當國の 名 族に し 
て、 天 正 年間. •織 田 氏に 降る。 中興 系圖 
に r 釋迦 牟尼怫 •本 國丹淝 、坂 東鄕 」 と 
载せた り。 

食 ミケ 伊勢、 佐渡國 等に 式 內御食 神社 
あり、 猶ほ 次條參 照。 

〇 食 朝臣 天平 勝寶 三年 八月 紀に食 朝臣 
息 人を 載せ、 其の 他、 東大寺 要錄 、大同 
類聚 方 等に も 見 ゆ。 

三毛 ミケ 筑後國 に 三毛 郡 あり、 和名 抄 
に 三 計と 訓 ず、 三 池條參 照。 又筑 後に 三毛 
m 門庄 、祀 伊に 三毛 庄 •見 ゆ。 

1 大蔵 姓筑後 三毛 郡ょり 起り、 東鑑卷 
四、 元曆ニ 年の 條に 美氣 三郞敦 種、 及 
び 美氣大 藏大夫 あり、 共に 少貳種 直の 子 
也。 又卷 十八に 三毛 大蔵 三 郞を载 せ、 又 
將士 軍談に 『原 田 系圖に 「原 田對 馬守大 
藏春實 •天慶 中、 征 西して 筑 前に 留 リ、 
原 田に 住す。 其の 三男 美 氣種秀 は 美氣氏 
の祖 也」 と 載せ、 東鑑卷 四に 「元曆 ニ 年 

ミケ 


二月！ 日、 參州 (範 '賴〕 •豐 前國に 渡る 云 
々。今日 葦屋 浦に 於いて、 太宰少 貳種直 
等* 兵を 引隨し 之と 相 逢 ひて 挑戦す 云々。 
，下 河 邊庄司 行 平 •美氣 三 郞敦種 (種 直の 
弟) を誅す 云々」。 五月 八日 條に 「因幡 前 
司 大夫屬 入道 筑後權 守 主計 允 筑前三 郞 • 
參會 す。 鎭 西の 事 等、 其の 沙汰を 經ら る。 
早く 之を 施行せ しむべ しと。 俊 兼 •之を 
承り、 其の 條々 に、 一、 美氣大 藏大夫 ( 參 
州を 過言す る 者) を關 東に 召し 止むべき 
事」 と。 又 十ん に 「元 文 三年 六月、 三毛 
大 藏三郞 ( 鎭西 云々〕 住人 云々」 など。 是 
等 皆 原 田の 支族、 大藏姓 也』 と。 

又 原 田 系圖に 「春實 
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- 種 直 

— ic ffl 文治 元 ニ 朔豊後 葦屋 戟死 
美 氣三郎 

丨 種 ^ 美氣 四郞 種名 窗子 "改波 多 a 
三郎 

丨種季 ，-T 種 量 小金 丸 祖 
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と 見 ゆ。 その他 三 池 條を 見よ。 

豐 前の 三毛 氏 ■永 戰覽 、田 川 合戰に 


「三毛 彌太郞 等 六百餘 騎」 云々 と。 

3 三 池 氏族 三毛 兵 庫 助 等 見 ゅ。 三 池 條 
に 系圖あ り。 

4 紐 伊の 三毛 氏 高 野應永 三年の 文書に 
「荒 川莊 公文 職 三毛 七 部 入道」 を 載せ、 ま 
た 粉 河 寺の 將に三 毛 某 あり、 角 田 條を見 
上 0 

5 雜载 神武 天皇の 御兄弟に 三毛 人 野 命 
あり。 山 * は その 裔と稱 す、 山牝 條參 照。 
御木 ミケ ミキ 條參 照。 

三 家 ケ 伊勢の 儒者に、 三 家耆陽 (锻〕 
あり。 その他は ミヤ ケ條を 見ょ 0 
美氣 ミケ 三毛 條に詳 か 也。 

三 池 ミケ 日用 重寳記 等に 此の訓 あり、 
ミィ ケ條を 見ょ。 

御 筒 作 ミケ ツク y 神社の 職名に して、 
伊勢神宮に 御笥诈 內人あ り。 

三毛 門 ミケ ト豐 前の 豪族、 宇都 営 氏の 
族に して、 滿 光' 寺 文書に 「 三毛 門 城 (緒 方〕 
三毛 門三郎 左衞 門」 を载 せたり。 

一二 家人 部 ミ ケヒ 卜べ ヤケ ヒトペ 條參. 
照。 尾 張に 在り. て、 日本 後紀 、弘仁 六 年 正 
月條に 「丁 丑 五日、 造 聱器生 尾 張 國山田 郡 
人 三 家人 部 こ 麿 等 三人、 傳 習して、 業を 成 
す。. 雜 生に 渔 じて、 出身を 聽 す」 と 見 ゆ。 
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御子 ミコ 三條 源氏 系圖に 「小一 條院— 
基 平 (參議 、從 三、 侍從 、號 御子 宰相)」 と 
見 ゆ。 

神 子 ミ n 職名ょ P 起る か、 武藏國 等に 
存 す。 

00  ミ コウ 日用 重寳 記に 此の訓 見 ゆ。 

御子神 ミ n ガミ 大和の 大族十 市 氏の 族 
なれ ど、 又 橘 氏と も 云 ふ、 十 市 兵 部 大輔遠 
忠の後 也。 中興 系圖に も 見えたり。 

御子 上 ミ n ガミ 前條に 同じ。 

丨十市 氏族 前條に 云へ り。 

2 橘 姓 神 子 上 土 佐 重 • ^ 見安房守に仕 
ふ。 その 男次郞 右 衞門忠 明 •典 膳と 稱す 0 
武藝 小傳に 「神 子 上 典 膳 •其の 先 伊勢の 
A 也。 上 總萬喜 城主 土 岐賴定 に 仕へ、 弱 
冠に して、 刀鎗 術を 好む。 會 々伊豆の 人 
伊藤 景久 (I 刀 齋〕 •上總 に 到る。 典 膳 • 
遂に 從遊 す。 景久の 弟子に 善 鬼なる 者 あ 
り、 亦 精妙を 得。 總州相 馬 郡 小金 原に 到 
り、 景久 •二人に 謂って 日は く、 我れ 少 
ょり 此の 術を 好み、 遍く諸 州に 遊びし が 
我に 勝つ 者な し、 吾が 潁 足れり 矣云々 。 
典 膳 •後に 幕府に 仕へ (丸 子條參 照〕、 慶 
長 五 年、 信 州の 眞 田と 戰ひ て、 七 槍の 譽 
あ リ 。後に 外祖の 氏を 冒して •小 野ニ郞 


右衞 門と 稱 し、 六 百 石を 食む」 と。 小 野 
忠明 •これ 也、 小 野條を 見ょ。 その 男 「次 
郞右衞門忠於(助四郞〕’丨同忠一(助九郞) 
丨 (助 九郞 忠久 3 丨 次郞右衞門忠方 丨 同忠 
喜—助九郞忠孝(八百石)。家紋紉花菱。 
三越 ミ コシ 紐 伊 國牟婁 郡に、 三越 邑ぁ 


b 


見兒四 ミ n シ 秀吉黃 ■七 騎の 一に 見兒 
四 半 左衞門 あり、 一柳 條を 見ょ。 

水 越 ミコシ ミグ n シ條參 照。 

御子柴 ミコ シバ 信 濃に 此の 氏 あり 0 

白！}! 子 代 ミ n シロ 御子 代 部條を 見ょ。 

〇 皇子 代 君 丹 波 道主 家の 一族に ■して、 
御子 代 部の 伴 造 家たり しを 氏名に 貧 ひし 
也。 卽ち匀 営 天皇 (安閑〕 の 御子 代， 君た 
りしにて、句君と云ふに同じ。播磨風土 
記、 揖保郡 越 部 里 (舊名 皇子 代 里〕 條に 
「皇子 代と 名づ くる 所以は、 匀宮 天皇の 
齿 、寵人 m 馬 君小津 •寵を 蒙り、 姓を 皇 
.子 代 君と 賜. ひて、 三 宅を 此の 村に 造り、 
之に 仕へ 奉らし む。 故に 皇子 代 村と 日 ふ」 
と 载す o. 

御子 代 部-ミ n シロべ 御名 代 部の 一種 
にして、卽ち天皇、皇后、皇子等に御 -7- ま 
しまざる 時、 御名を 後世に 專 へんと して 定 


置し 給 ふ 部を 云 ふ。 詳細は 日本 上代に 於け 

る社會 組織の 研究、 部の 編を 見よ。 

神 子 田 ミ コタ 

1 屋代 '氏族 陸 中 國岩手 郡 神 子田邑 より 
起り しか。 元は 屋代氏 を稱 し、 忠 房を 祖 
とす 0 

2 越後の 神 子 田 氏 法 花 山城 (法 花 山) の 
城主に 神 子 田 八 右衞門 あり、 慶長五 年、 
一揆を 起し、 村 上 周 防 守と 戰 ふ。 後會津 
に 行きて 景勝に 仕 ふと。 次に 蒲 原 郡 茨 曾 
根城 (茨 曾 根 村) の 城主 神 子 田 長 門 守は、 

法 花 山城の 神 子 田 八右衞 門が 子 也。 栃尾 
城より 此城に 移り、 後 三條裏 館に 移る と 
云 ひ、 又 神 子 田 基 昌は神 子 田 長 門 守 政 友 
の 子に て、 八右衞 門と 云 ふと あり。 然ら 
ば 長 門 守の 父 も 子 も、 八右衞 門と 云 ひし 
か。 又 古流 郡 二日 町 城、 及び 大野 城主 も 
神 子 田 長 門 守な りと 見 ゆ。 

3 伯 耆の神 子 田 氏 豐鑑に 神 子 田 半左衞 
門 尉 あり、 蜂 須實條 を 見よ。 

4 雜載 その他、 加 賀藩給 帳に 「百 五十 
石 C 丸內 一文字〕 神 子 田 孫三郞 J を 載せた 


〇 


美 子 田 ミコ タ前條 氏に 同じ、 豐鑑卷 ニ 
に 美 子 田 半 左衞門 •見 ゆ。 


ill 


m m 


丨 w l 成大炊 御門 
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12 大 尹ト爲 持-政 爲 


その他は、 大宮 、三條 、小 野、 ニ條 、大 
炊 御門、 京 極、 冷泉、 五條、 一條、 高 倉 
等の 條を 見ょ。 皆 歌道の 家と して 名高く、 
又 太平 記卷 一に 「御子 左 大納言 爲毋卿 の 
女贈從 三位 爲 子」 など 見 ゆ。 又 その 末葉は 
御子 左 流と て、 永く 堂上に 榮 え、 德川 時代 
には、 冷泉 (上 冷泉、 下 冷泉〕、 藤 谷、 入江 
の 四 家 あり.。  、 

巫 部 ミ n ベ カン ナギべ 條を見 ょ。 萬 葉 
歌人に 巫 部 麻 蘇 あり。 

美 佐 ミサ 越 中に 此の 氏 あり。 

三佐 ミサ 豐後に 此の 地名 あり。 

美ー齋津ミサイプ武藏に此の氏存す。 

美齊津 ミサ イヴ 信 濃に 此の 氏 在り。' 

見參岡 ミサヲ 力 一本 菊 池 系圖に 「武浚 


弟武成 (次 一郎：} 丨武眞 丨武則 (見 參岡參 河 
守〕」 と载 せ、 太平 記卷 三十 三に 見 參岡三 河 
守 •見 ゅ。 

御坂 ミサ 力 和名： ST 武藏 國橫見 郡に 御 
坂鄕 を收 め、 美 佐 加と 註す。 又延喜 式、 播 
磨、 周 防に 御坂 神社、 その他， 甲斐、 播 磨、 
伊豫 等に 此の 地名 あり。 

1 御坂 造 高麗 族に して、 天平 寳字五 年 
三月 祀に 「高麗 人前 部 安人に、 姓を 御坂 
造と 賜 ふ」 と 見 ゆ 0 

2 御坂 連 同上 組に 「高麗 人前 部 自公等 
六 人に、 姓を 御坂 連と 賜 ふ」 と载 せ、 ま 
た延曆 十五 年 九月 紀に 「山城 國人正 六 位 
下 御 犬 連廣額 等に 姓を 御坂 連と 賜 ふ」 な 
ど 見 ゅ。 

3 雜载甲 裴都留 郡に 御坂 城 ありて 嶺頭 
に 域跋存 す。 方 一町 許、 四方に 築地、 又 
堀 切の 跡 あり。 曾 我物 語に 「御坂 堅 山 都 
留坂 東」 と。 堅 山は 今の 勝 山な り。 

三 坂 ミサ 力 前條參 照。 又 和名 抄 、備後 
國神石 郡に 三 坂鄕 を收 め、 又 筑前國 穗波郡 
に 三 坂鄕 を载 せて 美 佐 加と 註す。 その他、 
下野、 磐 城、 美 作 等に も 此の 地名 あり。 
丨小河 氏族 磐 城 國石城 郡 三坂邑 より 起 
る。 仁 科 岩 城 系圖に r 淸胤 丨隆冬 (小川 


i 


ミサオ 力 


ミサ 力 


證 


御子 左 ミ' n ヒダリ 堂上 家の 稱號 也。 

1 醋醐 源氏 源 兼 明 ( 醋醐 天皇 皇子) ど 御 
子 左と 號し 奉る。 その 家址は 三 條院の 邊 
な 90 百鍊抄 に' 「貞元 ニ 年、 左大臣 源 兼 
明を 以つて 親王と し、 ニ 品に 叙し、 中務 
卿に 任ず。 御子 左と 號し 奉る」 と。 ダイ 
ゴ條を 見ょ。 其の後、 次 項 氏 あり、 其の 祖 
藤 原 長家 •亦此 に 居りし に據 るか。 

2 藤 原 北 家 御堂 關白道 長の 子 長家の 後 
也。尊卑分脈に「道長—長家(號御子左) 
丨 大納言 忠家丨 檣 中納言 後忠 C 親 家〕 丨 
(御子 左 流〕 浚 成 c 皇太后 宮大 夫〕— 櫂中納 
言定家 丨同爲 家— 大納言 爲氏— 同爲 世— 
左 中將爲 通— 權 大納言 爲定 —同爲 遠— 左 
中 將爲衡 J と 載せ、 御子 左 系圖に 「長家 
(冷泉 家 元祖， 號 御子 左〕— 忠 家— 俊忠— 


—爲 氏， 

ニ條 
御子 左 


-爲设 爲通 


御子 左 

—爲雄 

丨實聽 

丨定爲 

—快爲 


. 爲親 「爲遠 

左 * 將 | | 樓 K 

一— 爲定 ト爲有 

標大  左中將 

丨爲 藤-^ 爲明權 中 in 
—爲宗 I 爲忠罹 中* 言 

方 中將 


ミ n ヒタ 


ミサ 力 — ミサキ 


ミサキ 


ミサキ 


美 


, 三郞 、母は 三 坂 中 井 女〕」、 と。 三 坂 越 前 守 
は、 天 正 年中 岩 城 常隆に 仕へ しが、 故 あ 
りて 退散して、 子孫 會律 藩に 仕 ふ。 所藏 
文書 二十 四 通、 新 編 會津 風土記に 載せた 
り。 殊に 元 弘 三年 七月の 辦官符 等は 史料 
として 尊重 さる。 1 に 岩間 氏裔 かと 云 ふ、 
小 河 •岩間 等の 條參 照。 

又 文書に 小 河 越 前 守、 左 馬 助 •見え、 又 
最上 義光判 書に 三 坂！ 一前 守な ど あり。 又 
田 村 家々 臣にも 此の 氏 見 ゆ。 

2 筑 前の 三 坂 氏當國 三坂鄕 ょり 起リし 
か。 原 田 家臣に 三 坂 小 右衞門 あり、 朝鮮 
の 役に 從 軍す。 

3 雜載 その他、 武 藏に存 し、 又 鯖 江 藩 
に 三 坂 長太郞 、大 隅に 三 坂 霞左衞 門、 又 
出 雲、 石 見 等に も 見 ゆ。 

美 坂 ミサ 力 

1 大伴姓 南隅 系圖集 に 「此の 美 坂 氏は 
肝 付 氏 •落城 前ょ y 居住、 大伴 姓と 云 ひ 
傳ふ 。初代 主水犮 衞 門— 久馬 助— 織 部— 
五左衞 門」 等と' 見 ゆ。 

2 雜载 その他、 前 ニ條參 照。 又 武藏等 
に 存 す。 

御崎 ミサキ 和名 抄 、相 摸國 御浦 郡に 御 

埼德 を收 め、 美 佐 木 C 支) と 註す。 又 出 雲に 御 


碚 神社、 甲斐、 播磨 、大隅 等に 此の 地名 あり。 
〇 大分 穴 穗御畸 別豐 後の 古 姓に て景行 
# -の後裔也。景行本紀_に「兄弟命は大分 
穴 穗御埼 別、 海 部 直 等の 祖 J と 見えた リ。 
御 倚 e サキ 前條 氏に 同じ 0 
一一 一 崎 ミサキ 相 摸、 下總に 三 崎 庄 、その 
他、 武藏 、下總 、能 登、 伊豫、 土 佐 等に 此 
の 地名 あり。 又紀 伊に 三 崎 神社 存 す。 

1 日 置 姓 出 雲 國出雲 郡 (簸川 郡〕 御硫 
(日 御前〕 神社 祠官 家に して、 檢校 職たり 
き。 日 置 姓、 天葺根 命の 裔と傳 へらる、 
日 置條彦 照。 小 野 氏 元弘 三年 文書に 「三 
崎三郞 次 郞日置 政 高」、 建武 三年 文書に 
「出 雲國 大野 庄內國 守 名 地頭 三 崎三郞 次 
郞 、大野 庄內加 治屋村 惣領」 などを 载せた 
り。 詳細は 日 置、 小 野、 大野、 日 御崎 等 
の條を 見よ o 

2 桓武 平氏 一本 桓武 平氏 系圖に 「貞盛 
丨維將 (牝 條祖 、三 崎祖) J と あり。 

3 下總の 三埼氏 海上 郡 三 前鄕は 中® 三 
崎 莊と稱 す。 東鑑 、文治 元年 十一月 條に 
「片 岡八郞 常春 •佐 竹太郞 に 同心し、 謀叛 
の 企 ある 間、 彼の 領所下 總國三 崎 庄を召 
放たれ、 今日 干葉 介 常 胤に 賜 ふ」 と。 又 
千 葉 大系 圖に 「文治 元年、 常 胤 •三 培莊 


五十 五鄕を 加 賜 せらる、 是れ 常春に 代る 
也」 と。 又 地理 志 料； i 東鑑 、文治 ニ年條 
に 「下總 三 埼莊 、殿下 御領と。 殿下は 近衞 
基 通を 謂 ふ 也。 關白 道家 莊圍處 分 記に 院 
の 御領 •下總 三埼莊 、明月 記、 正 治 元年 
條に 下總三 埼莊を 藤原定 家に 賜 ふと。 按 
ずるに 東 重 胤 •學 を定 家に 受けて、 其の 
孫を 娶 りて、 子の 胤 行に 配し、 邑を此 に 食 
む、 よる 所 ある 也。 文 永 ニ 年 香 取造營 記に 
三埼の 莊米 八十斛 、跳 子圓福 寺明德 元年 
文書に、 三埼莊 本莊鄕 三埼 村」 など 見 ゆ。 
4 日 下部 姓 三 田 ヶ崎條 を 見よ。 

5 讚岐の 三 崎 氏 仁 安の 頃、 三畸 左近大 
夫高秀 なる 人 ありと。 下って 丸纔 藩士に 
ありて、 明治に 三 崎 縫 之 助を 出す、 正金 
銀行 副總 裁と して 令名 高 かりき。 

6 雜载 その他 •紐 伊の 名 族、 攝津 •武 
藏等に も 見 ゆ。 

御硫 ミサキ 前條 氏に 同じ。 

御 ^ ミサキ 同上。 

11 xr BIJ ミサキ 和名 抄 、下 總國 海上 郡に 三 
前鄕 を载 せた リ 。また 紀伊 國牟婁 郡に 三 前 
鄕を收 む。 また 延喜 式、 越 前に 三 前 神社を 
收^^ その他 前 各條を 見よ。 

美 崎 $ サキ 前 各條參 照。 


三睽 ミサキ 信 濃に 此の 氏 ぁり。 

陵 ミサ サキ 諸 陵 寮の 官吏たり し 者の 裔、 
その 職名を 稱號 とせし 也。 義經 記に 陸の 兵 
衞 (一本に みさ X 木の 兵衞〕 見 ゆ。 平 治 物語 
には 陵助賴 重に 作る、 深 栖條に 詳か 也.。 猶 
ほ 堀條參 照。 

陵戶 ミサ サキべ ハカ 條を 見よ。 

〇 陸 戶村主 邾泉の 古 族に して、 大同 元 
年 二月 紀に 「和 泉國 人陵戶 村主黑 人 1C 、 
姓を 村 主と 賜 ふ」 と 見えたり。 

陵邊 ミサ サキべ ハカ 條參照 0 

〇 陸邊君 田邊 、上 毛 野 等の 條を 見よ。 
陵 守 ミサ サキ モリ 職業 部の 一也 •ハカ 
の 條を見 よ o 

〇 白 烏 陵 守 シラ トリ、 及び ハカ 條を見 
よ 0 

御鄕 ぐ/サト 多々 良 姓、 大內 氏の 族に し 
て、 大內 正恒の 後、 康 政を 祖と す。 

三 里 サト 前條參 照、 - 

三實 ミ サネ 

三澤 々/ サハ 和名 抄 、出 雲 國仁多 郡に 三 
澤鄕あ り。 その他、 甲斐、 武藏 、陸 前、 陸 
奥等に此の地名存す。 

1 出 雲の 三澤氏 大同 類聚 方に 「美 佐 波 
藥は出 雲 國三澤 人 川 瀨長季 の 家 方」 と あ 


ミサキ ミサ ハ 


り0その他、次項を見ム0 
2 淸和 源氏 木 曾 氏族 出 雲 國仁多 郡 三澤 
邑 より 起り、 同 邑鎌倉 山城に 據る 。巡 拜 
記に 「三澤 氏は 木曾義 仲の 子淸水 冠者の' 
裔 J と 見 ゆ。 天文 年中、 尼 子右衞 門尉喑 
久 •出 雲、 石 見、 伯耆 、及び 隱岐 、美 作の 五 
ヶ國の 軍士を 指麾 きて、 毛 利 元 就を 退治 
せんが 爲め 、藝州 ‘吉田 郡 山へ 發向の ，時、 
此の 三澤の 城主 三 澤三耶 左衞門 尉爲幸 • 
先登に 進み、 首 十三 級を 得たり、 然 りと 
雖 、尼 子 勝利を 失 ひける 時、 爲幸 •十餘 
騎を從 へ、 元 就を 窺 ひよりけ るを、 元 就 
の 勇士 井上 七郞 •是を 見知りて ■、押 隔て 
相戰ひ 、終に 爲幸 討たる。 その後、 晴久 • 
卒して 後、 嫡子 義久が 代に 成りて、 弘治 
三年、 毛 利 元 就 •當 國發 向の 時、 此の 城 
を 攻め 玉 ふ。 城主 三 澤爲景 、爲繼 の 兄弟 • 
素より 毛 利 家に 志を 通じければ、 防戰に 
も 及ばず、 人質を 出し、 軍門へ 降りぬ C 懷 

io  、 

又名澤 家譜に 「利久 の 女子 •出 雲 仁 多 郡 
龜 'LU 城主 三 澤爲淸 の ニ子 爲 房を 婿と す」 

と 云 ひ、 又 井上 古記に 雲 州 三澤三 左衞門 
尉 (井上 條參 照〕、 又 安西 軍 策に 11 f 澤三郞 
左 衞門爲 幸 •三 澤藏人 等を 載せたり。 


ミサ ハ 


又 藝藩通 志、 備後 國惠蘇 郡條に 一篠 原は 
和 南 原 村に あり。 出 雲の 士三 澤爲淸 、爲 
虎の 兄弟 •同. じく 此に戰 死す といへ ど、 
敵は 誰な り や。 一段 許なる 荒野な り、 土 
人 軍 原と ょぶ」 と载 せ、 又 雲 陽 志に 「橫 
田 城は 三 澤爲忠 の 築く 所」 と あり。 

3 佐々 木 氏族 佐々 木 成賴が 後裔 盛 常の 
主 孫 盛昌の ，子孫 也と 云 ふ。 

4 淡路の 三澤氏 大田 文に 「三 之 (立〕 崎 
保 田 •二十 七 町 百 九十 步 、地頭 三 澤右馬 
允」 と 載せ、 又 「上貿 茂 御領 •生 穗庄、 ， 
新地 頭三澤 右馬允」 など あり。 

5 淸和 源氏 土岐氏 族 家傳に 「明 智 下野 
守賴 兼の 後」 と 云 ふ。 家紋 丸に 桔梗、 丸 
に 疊扇打 違。 寬政 系譜に 「彌 四郞爲 哦丨 
惣左衞 門 信 政 (明 唇〕」 等 見 ゅ。 

6 甲斐の 三澤氏 八 代 郡 東 河內領 三澤村 
ょり 起る。 小石 和 筋 栗 原 筋 等の 名 族 也。 
早く 東鑑卷 三十、 文 曆ニ年 五月 條に三 澤 
藤次人道あり、又弘安の頃、三澤小次郄あ 
リ 、之れ 等の 裔な らん かと 云 ふ (國 志)。 
又 山 梨 郡 上 神內川 村の 名 族に 存 し、 三澤 

美 濃 守 等 名 あり。 又 巨 摩 郡に、 も 見 ゆ、 本 
郡に 三 ッ澤村 あり。 

7 駿河の 三澤氏 鎌倉時代の 豪族に して 


ミサ ハ 老窀 
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正 治 ニ 年 梶原景 時 討伐の 際、 三澤 小次郞 
は 平 三 武者を 討 取る、 東鑑 、同年 正月 ニ 
十日、 及び 二十 三日 條に 見えたり。 梶 原、 
飯 田、 吉川 等の 條を 見ょ。 

8 淸和 源氏 片切 氏族 片切爲 綱の 子 飯 島 
爲滿の 後に て、 爲 長を 祖と す。 

9 安藤 氏族 東鑑 、文治 五 年 八月 十日 條 
に 三 澤 安藤 四 郞あ りて、 「兵略 あり」 と 見 
ゆ。 磐 城 國刈田 郡 三澤鄕 ょり 起り しか。 

10 陸 中の 三澤氏 伊達 世臣 家譜に 「三 澤 
氏は 其の 先 雲 州 三 澤の人 也。 天 正中、 三 澤 
賴毋爲 基 •江 戶に 移り、 其の 子 權佐淸 長 • 
濃 州 大垣 城主 氏 家 志 摩 守 廣定が 養子と 爲 
り、 慶長五 年關原 役の 後、 廣定 •細 川 家に 
退去す。 淸長 •之に 從 ふ。 淸長の 女 •人 
りて 伊達 雄 山 公の 側室と 爲 り、 肯山 公を 
生. む。 萬 治 ニ 年、 淸 長の 子 信 濃宗直 •始 
めて 當家に 仕へ、 延寶 三年 昇って 一門に 
列せられ、 四 年、 釆邑千 石を 桃 生 郡 小 野 
邑に賜 ひ、 九 年， 加 賜 千 石、 邑を 伊澤 郡 
前澤邑 に 移され、 後 又 千 石を 加 ( らる J 
など 見 ゆ。 

‘封內 記に 「膽澤 郡 前 澤邑は 三澤若 狹の釆 
邑な り」 と。 

11 出 羽の 三澤氏 羽 黒山 中旬 家老に 三 澤 


氏 あり、 羽 黑條參 照。 

12 雜载 武鑑、 伊達 藩 重臣 Q 外、 府中 毛 
利 藩 重臣に 收 む。 又 秀康卿 給 帳に 「三百 
石三澤 甚右衞 門」 を载 せ、 又 信 濃、 武藏 
等に 存 す。 猶 ほ三津 澤條參 照。 

見澤 ミサ ハ 前條參照。又_矶等に此の 
地名 ありて、 武藏 等に 此の 氏存 す。 

味澤 ミサ ハ 信 濃に あり、 アデ サハ條 を 
見ょ。 

美 敷 ミ シキ ミフ 條を 見ょ。 

三 科 シ、、 / ナ 以下 ニ項參 照。 

1 秦 氏族 浚 次を 祖 とす。 

2 甲斐の 三 科 氏 東 山 梨 郡の 名 族に して 
三 科 傳右衞 門 (肥 前 入道 形 幸) 等 名 あり。 
國 志、 上 神 內川邑 名 族に 見 ゆ。 

3 雜载 その他、 武藏 等に 存 す。 

三階 ミ シナ ミ ハシ 
1 上總の 三階 氏 房 總治亂 記に 三階 圖書 
之 助を 載せ、 國志に .「國 府臺は 刈 谷 原の 
近 地に して、 山上に 城跡 あり。 傳へ日 ふ、 
三階 圖書 助友忠 •之に 居 0、 萬 木 城主 土 
岐 氏の 屬將 として、 三千 町を 頜 知せ り」 
と。 子孫を 中 村 氏と 云 ふ、 土岐、 由 村 等 
の條を 見よ。 

2 雜載加 賀藩給 帳に 「四百 五十石 (角 


內一ツ 引) 三階 新太郞 J を载 せたり。 

三 品 ミ シナ 西條 藩士 三 品 義 林の 養子 三 
品 容齋崇 ( 隆甫 、近 藤 春 房の 次男〕 は 儒者と 
して 名 あり。 又 攝津尼 崎の 鍛工 三 品 門 平 兼 

光 (初め 兼 近、 但馬 守) は 丹 後 守 兼 道の 男な 
SSN  と 0 

御 品 田 ミ シナ ダ 丹 後 國熊野 郡に 御 品 田 
莊 あり、 田 數目錄 に 「御 品 田莊田 四十 六 町」 . 
と。 攝閼の 位田 かと 云 ふ。 

三 鹽ミシ ホ 

御鹽 燒ミシ ホヤ キ 伊勢神宮に 御 鹽燒大 
夫あリ 、幅 島條を 見ょ。 

三 島 ミ シマ 攝津國 に 三 島 郡 あり、 古代 
三 島縣の 地に して、 雄略祀 、钬 明祀 等に 三 
島郡と見ゆ、後島上、島下ニ郡に別れ、猶 
ほ豐島 も舊三 島の 內 也との 說 あり。 後 三 島 
莊 起り、 西大寺 文書に 「攝律 國島下 郡 三 島 
莊 七十 町 云々、 建 久ニ年 五月 十九 日」 と。 
次に 和名 抄 、伊豆 國實茂 郡に 三島鄕 を收 め、 
次に 越 中 國射水 郡に 三 島 鄕を收 め、 美 之 萬 
と 註し > 次に 越後 國に三 島 郡 ありて 美 之 末 
と註す、足利時代應永前後ょり刈羽郡と云 
ひ、 寬文に 至り 溶 垂郡 、程なく 刈 羽に 復 す ^ 
郡內に 三 島鄕 ありて 美 之 萬と 註し、 天平 勝 
寶中 、鄕 五十 戶を 東大寺に 充つる 事 見 ゆ。 


次に 長 門 國大律 郡に 三 島鄕、 筑前國 上座 郡 

にも 三島鄕 •見 ゆ。 

また 大和 國 に 三 島莊 ありて 西大寺 田圍目 

錄に 見え、 又 伊豫の 三 島 •最も 名高く、 猶 

ほ下總 、上野、 下野 C 三 島 神社) 等に 此の 地 

名 あり。 

1 三島耳太古：攝津三島に存せし大族 
にして、 神武 紀に 「事 代 主神 •三 島 溝 橛耳 
神の 女 玉 ® 媛に 御 あびして 生める 御 見、 
號を媛 蹈鞴 五十鈴 媛 命と 申す」 と载せ 、 
また 古事記に 「三 島 湟咋の 女 •名は 勢 夜 
陀多良 比賣」 など 見 ゆ。 而 して 拙著 攝津 
に 『クー I ツカ ミの 後裔と 云 ふ 氏は 極めて 
多くなければ ならぬ 箸 だのに、 事實 中古 
に 於いて、 國史や 姓氏 錄に現 はれた もの 
が 極めて 尠： ，のは、 皇别や 、天神 天孫 裔 
の氏と稱するものが榮えたに反し、此の 
種の 氏は 次第に •衰微した 事と、 その 多く 
はいつ とはな く 何 かの 綠を たょつ て、 皇 
別、 又は 天神 天孫の 系を 骽 冒した 事と に 
ょるのであらぅ。々れ故、後设も猶ほ地祗 
裔と云 ふ 氏は、 極めて 榮え たもの か、 然 
ら ざれば 特種の 沿革を 有する ものに 限ら 
れて 居る。 そんな 譯から 、たと へ 小 氏族 
でも 此の 種の 調査は 一種 特有の 價 値を 有 


する のが 常で. ある。 就中、 三 島 溝 杭 耳の 
如きは、殊にその大なるものと云ふ事が 

出来ょう。 

三 島溝秔 耳の 名は、 神武 紐 記に 初見す る 
が、 あま” 古い 人 だから、 傳說 中の 人物に 
過ぎず と 思 ふ 人 も あるか も 知れぬ が、 私 
の 言 はんとす る 所は、 三 島 溝 杭に 闊 する 
神話が、 その 後裔と 稱する 氏族の 分 命に 
如何に 影響して 居る かに あるので ある。 
1 溝 杭 耳なる 名稱は 他の 例から 推して 
個人の 名では なく、 三 島 溝 杭なる 土地の 
貴族を 現は す ものと 考へ る。 即ち 三 島 
は 後の 三島縣 、遝 杭は 邑名 、後® は莊名 
ともなっ た 地で ある。 耳は 私が 屢 々云っ 
'たやう に、 玫實 耳、 陶津 耳な どの 耳で、 

公、 彥 、建、 玉な ど、 同樣 、豪族の 稱號 
である .0 そして拙著社會組織の硏究にも 
云った やうに、 此 等の 稱號が 地名と 重る 
時に. は、 其の 地の 豪族を 意味す るので あ' 
• るから、 此れは 三 島 ■杭の 貴族、 又は 領 
主の 意に 他なら ない。 魏志 東夷 傳 に彌々 
と载 せ、 官名と して 居る 事は 此を證 して 
餘り あるでは ないか。 けれど 紀記に は涸 
人の 名と して 現は れて 居る。 即ち 神武 紀 
に 三 島 溝橛耳 神と 見え、 古事記 神武 段に 


は 三 島 湟咋と 載って 居る。 その 女 玉 櫛 媛 
.は 事 代 主神の 犯と なって、 媛 蹈鞴 五十鈴 
援を 生み 奉った。 これ 神武 天皇の 皇后で 
あらせられる o 

神武 帝 即位 前紀に 「庚申 年 秋 八月 癸丑 朔 
戊辰、 天皇； 4 正犯を 立てん とし 給 ひ、 廣 
く 華胄に 求め 給 ふ。 時に 人 あり、 奏して 申 
す。 事 代 主神 •三 島 溝橛耳 神の 女 •玉 櫛 
媛に 御 あ ひして 生める 御兒 、號を 媛 蹈鞴 
五十鈴 嫒命と 申す。 是れ國 色の 秀 者と。 
天皇 •傥ぴ 給 ひ、 九月 壬 午 朔己已 、媛蹈 
鞴 五十鈴 嫒 命を 納れて 如と 爲し給 ふ」 と。 
古事記には、 玉 櫛 媛を 勢 夜 陀多良 比賣と 
記し、 「大久 来 命の 申さく、 此 間に 嫒女あ 
9、 是を 神の 御子と 申す 。其の 所以は、 三 
島湟咋 の 女、 名は 勢 夜陀多 良比賣 •其の 容 
姿麗 美なる 故、 美 和の 大物 主神 •見 惑で、 
麗しき 壯夫 となりて 娶り給 ひ •御子を 生 
み 給 ふ、 御名を 富 登 多々 良 伊須々 岐比賣 
命、 亦の 御名を 比 賣多 々良 伊須 氣余理 比 
賣と 申す 0 是を 以て 神の 御子と 申す 也」 と 
载せ 、又 書紀 神代 卷の 一書には 「事 代 主 
神 •八尋 熊 鍔に 爲 りまして、 三 島 溝橛姬 
(或は 玉 櫛姬〕 に 通 ひ、 御兒姬 蹈鞴 五十鈴 
姬命を 生み 給 ふ」 と 見える。 つまり 事 代 主 
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と 玉櫛姬 との 御 結婚を ニ樣の 神話と して 
傳へ たもので あらぅ。 
處が舊事紀の地神本紀は、更に「都昧酋八 
重 事 代 主神 •八尋 熊 鰐に 爲 9 まして、 三 島 
啬秔 Q 女活玉 依姬に 通 ひ、 一男 一女を 生 
み 給 ふ、 御兒は 天日 方 奇日方 命、 御 妹は 姬 
踏鞴 五十鈴 姬 命」 と 載せて 居る。 これは 崇 
神紀七 年 八月 條に 「天皇 •大田 田 根子に 間 
ひて 宣 ふ、 汝は 誰の 子ぞや と。 對へて 申 
す、 父を 大物 主大 神と 日 ひ、 母は 活玉依 
媛* 陶津耳 Q 女 也。 亦 云 ふ、 奇日方 天日 方 • 
武茅淳 祗の女 也」 と载 せ、 古事記 同 段に 
「意富 多々 泥 古 •答へ て 申す、 僕は 大物 主 
大 神* 陶津耳 命の 女活玉 依毘賣 を娶 りて 
生める 子 •名は 櫛 御 方 命の 子、 飯 肩巢見 
命の 子、 建甕槌 命の 子 •僕は 意富 多々 泥 古 
と 申す」 と ある 傳をも 混同して、 系統づ 
けた ものであるが、 古事記は 更に 「此の 
意富 多々 泥 古と 謂 ふ， 人を 神の 子と 知れる 
所以は、 上に 云へ る活玉 依毘賣 •其の 容姿 
端正、 是に 神壯夫 ありて 其の 形 姿 威儀、 
時に 比 ひなし 云々」 とて、 夫婦と なり、' 
身 もち、 となり 給 ひても、 その 男の 誰なる 
かが わからぬ ので、 男の 歸へる 時に、 へ 
そを(紡みたる麻)を男の彌にっけ置ぃ 


ミ シマ 


た 。すると 三輪 C 三 卷〕 のみ 殘リ 、絲 のま 
に < 尋ね 行けば、 美 和 山の 神社に 留っ 
て 居た。 それで 神の 子と 云 ふ 事が わかっ 
たと 云 ふ 有名な 神話を 附加 へて 居る。 

思 ふに 此等は 大和の 大族 三輪 氏や 、賀茂 
氏が、 三 島溝秔 と 云 ふやうな 攝 律の 豪族 
や、 陶津 耳、 或は 武茅 淳祗な ど 云 ふ 和 泉 
の 貴族との 間に、 烟戚關 係の あった © を、 
種々 に 粉飾して 語り 傳へ 奉り、 更に 二者 
を 一にして、 地 神 本 記載す る處の 1 一一 輪 氏 
系圖な る ものを 作り出す 迄、 進んで 行っ 
たので あらう。 っまり 上述の 樣に 種々 の 
話が あるが、 とりっめ て 云へ ば、 賢 茂の 
事 代 主命と 溝 杭 耳と、 それから 三輪 氏と 
茅淳 氏との 間に 結婚 關 係の あった のを、 
一面、 事 代 主命を 三輪 神の 御子と 傳へる 
事から、 兩者を 温 同した ものと 思 ふ。 
そして 此 等の 傳を單 なる 神話と して、 信 
ぜぬ人 も あらう が、 此の 傳 へは、 溝 杭 後 
裔 氏族 發展の 上に、 大さな 影響を 與へて 
居る ので ある。 

瀵杭 耳の 子孫で 最も 明白な のは 土 佐國造 
である 。これは 國 造本 紐に 「都 佐國造 • 
志 賢 高穴穗 朝の 御代、 長 阿比 古 同祖、 三 
鳥瀵杭 命の 九 ft 孫 小 立 足 尼を ^ 造と 定め 
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賜 ふ」 と载っ て 居り、 その 氏 姓を 土 佐 凡 
直と 云 ふ、 神 護 景雲 元年 六月 紀に 「土 佐國 
安藝 郡少頜 外從六 位下 凡 直 伊 貿麻呂 」 な 
ど あるの が、 その 後裔で ある。 

次に 前引國 造本 紀の 文に 「長 阿比 古と 同 
祖 、三 島 溝 杭」 と あるから、 長 阿比 古 も 
同族で ある。 しかるに 承 和 ニ 年 十月紀 に 
は、 「攝津 國人從 五位 下 長 我 孫 葛 城、 及び 
其の 同族、 合ぜて 三人に 姓を 長 宗宿禰 と 
賜 ふ。 事 代 主命 八掛の 孫 忌 寸 (一 本 忌 毛) 
宿禰の 苗裔 也」 と 見えて、 長 阿比 古を 事 代 
主命' の 後裔と して 居る。 こ' れは 前述した 
やぅに、 三 島 溝 杭 家と 實茂 氏との 結婚 關 
係から、 兩氏が 一族の 如き 關係に なった 
爲か 、又は 此の 結婚 神話から、 家系を 假 
冒した と 見るべき である。 

長我潘(又阿比古〕の我孫、即ち阿比古は 
カバ ネの 一種で、 長が 氏で ある。 そして 
その 氏の 長なる 語は、 阿波 國那賈 郡、 即 
ち±古の長國なる國名(後の郡名〕を貢ひ 
たる 事は、 東 寺 文書に 「那貿 郡 大領長 我 
孫繩 主」 と 云 ふ 人が 見える 事から、 たや 
すく 說明 する 事が 出來 る。 そして 此の 氏 
が 此の 郡の 大頜 である 事から、 更に 長國 
造の繼續と想像される诉、國造の氏は一 


般に國 名を 氏と ずる のが 常で あるから、 
長 我 孫は 長國 造の 氏 姓で あると 斷 じても 
宜 からぅ。 さぅ すると、 長 國造も 講杭耳 
の 後裔と 云 ふ 事になる。 

然るに 國 造本 祀に .は 「長國 造 •志 貿高穴 

穗朝の御世、觀松彥色止命の九设孫韓背 
足 尼を 國造に 定め 給 ふ」 と载 せて 居る 0 
此の 觀松彥 色 止 命と 云 ふ 人は、 神 名 式に. 
「阿波 國名方 郡 御 間 都 比 古神 社」 と 載って 
居る以外、他の書に全く見ぇない方で、從 
來 疑問の 人に なって 居る が、 私は 今迄 述 
べたやぅな考へ方から、三島溝杭耳の本 
名で ないかと 思 ふので ある。 國造創 置の 
年代 や、 代數な どは、 餘 9 あてに ならな 
いか も 知れぬ が、 同じく 成務 朝で、 一方 
は 觀松彥 色 止 命の 九# 孫 韓背足 尼、 一方 
は三島溝杭命の九设孫小立足尼と云ふの 
だから、 代數も 一致して 居る。 又隣 國で 
ある事も何だか緣故がありさぅに思ふ。 
即ち 三 島瀵杭 茸の 本名は 觀松彥 色 止 命で 
あるが、溝杭に住居して居た爲に瀵杭耳 
と 云 はれた と考 へる ので ある。 

此の 長國造 •長 我 孫の 一族に 長 直、 長 公 
等と 云 ふの が* ある。 前者 •は 勝 浦 郡に (寳 ■ 
四 年 四月 紀 、及び 貞觀 十三 年閏 八月. 紀〕、 


後者は 那賀郡 (東 寺 文書) に榮 えて 居た が 
煩は しいから 省かう 0 
次に 都 佐の 次の 波 多 國造も 此の， .—* 族で あ 
るら しく 見える。 即ち 國 造本 紀に 「波 多國 
造 •瑞籬 朝の 御世、 天韓襲 命* 神敎の 云せ 
に 依り、 國造に 定め 賜 ふ」 と ある 韓襲は 、 
韓 背と 音が 似て 居て、 同人 かと 思 はれる 
からで ある。 思 ふに 都 佐、 波 多 ニ國は 、 
もと 一國で 、韓襲 即ち 韓背 がその 國 造と 
なつた のが、 後に ニ國に 分れ、 子孫 二流 
に 別れた ので あらう 。しかし、 これは 他 
に 旁證 すべき 何物 もない から 疑は しい 事 
は 云 ふ 迄 もない。  I 
以上、 四國の 東南 部なる 長、 都 佐、 波 多 
の三國 造が、 何れも 大體に 於いて、 三 島 
溝 杭の 後裔と 思 はれ、 殊に 南部 阿波に、 
その 族 人の 最も 多、 >事は 、いつの # か、 
溝秔の 族 人が 攝津 から 阿波に 移り、 漸次 
土佐一圓に蔓延した事を表はして居るや 
うに 思 ふ。 名 方 郡の 御 間 都 比 古神 社、 勝 
浦 郡長 直の 如きは、 此の 族 •移住の 經路 
を 示す ものでは ないか。 猶ほ 姓氏 錄に 「長 
公 •大 奈牟智 神の沽 積 羽 八重 事 代 主命の 
後 也」 と 云 ふを、 和 泉に 载せて 居る。 こ 
れも 同族で あらう。 


而 して 一方 •長 我 孫、 長 公は ー說に 事 代 
主 後裔と 傳へ 、阿波 郡 勝 浦 郡に 事 代 主神 
社が 神 名 式に 見え、 又 土佐國 造の 本據な 
、る 土 佐 郡に 和名 抄 •鴨 部 ■を 載せ、 釋祀 
引く 土佐國 風土記は 「土 佐 郡.々 家の 西を 
去る 四 里に、 土 佐 高賀莨 大社 ぁり。 其の 神 
の 名を 一言 主 尊と 爲 す。 其の 祖未 だ詳な 
らず、ー說に大穴六道 1_1 の子味組高彥根 
尊と 日 ふ JC 高 實茂 大社とは、 神 名 式に 土 
佐 坐 神社の 事で ぁる) と 云って 居る。 

又 波多國 の本據 なる 幡多 郡には、 神 名 式 
に實茂 神社を 載せ、 仙覺 萬葉抄 引土 佐國 
風土記に 「神 河は 三輪 川と 訓 む。 源 •此 
の山の中に*で、伊漾國に届く。水淸き故 
に 大神の 爲に 酒を 釀すに 、此の 河水を 用 
ふ、 故に 河の 名と 爲す 也。 倭迹 々媛 皇女 • 
大 三輪 大神の 婦と爲 り、 毎夜 •一 壯士ぁ 
りて 密かに 來り嘵 に 歸 る。 皇女 •奇と 思 
ひ 給 ひ、 綜 麻を 以 って 針に 貫き、 壯士の 
嘵に出るに及び、針を以って襴に貫き、 
.旦に 及びて 之を 看る に、 唯 •三輪の み 器 
に 遺る。 故. に 時の 人 •稱 して 三輪 村と 爲 
し、 社名 も 亦然り 云々 J と。 前 引 古事記 
の 三輪 神話を 傳 へて 居る。 
即ち此の氏族は至る所に.於ぃて、事代主、 
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及び 同系の 神々、 更に 前述の 理由に ょり 
三輪の 紳と 密接なる 關 係を 持って 居る。 

而 して 其の 本據な る 攝津三 島の 三 島 鴨 神 
社 も、 事 代 主神 關 係の 鴨なる 名 稱を帶 び 
て 居る 事は、 單に 偶然と して 看過す るを 
得ない。 たと へ 神話の 傳ふる やぅな 事實 
がなかった かも 知れぬ が、 其處に 密接な 
る關 係が あった に 違 ひない 。かやぅ に 考 
へて 來 ると、 神話なる 者 も 史上から む や 
みに 捨 去る 事が 出來な いのを、 此處に 私 
は、 またも 甯切に 感ずる ので ある』 と 0 
なほ 此 等と 關聯 して、 雄 略 朝に 高 鴨 神 • 

土 佐 流 適の 事 ども、 また 隱岐國 造の 出自、 
殊に 攝津三 島の 祭神 論、 及び 之れ に 關聯 
して 鴨なる 語の 意義 等の 重大問題の 殘れ 
るあれど’各條に於いて’ほ ^ 說きたれ 
ば、 此處に は 略すべし。 

2 三 島 縣主攝 津三島 の縣 主にて、 神 魂. 
尊の 御 裔と傳 ふれ ど、 或は 前項 三 島 耳の 
後裔なる や も 計り 難し。 三島縣 とは 後の 
島 上 島 下 一】 郡の 地に して、 前項の 三 島 耳 
溝咋の 領土た りし 地なる に、 何時 代に か 
領主* 交替せ しもの か、 此の 三島縣 主は 天 
神 族と 稱す 、即ち 天神 本紀に 「天神 玉 命は. 
三 島縣主 等の 祖」 と载 せ、 姓氏 錄 に 「三 


島宿禰(三島縣主は後述の如く後に宿禰 
姓を 賜 ふ〕。 神 魂 命が 十六 世の 孫 建 日穗命 
の 後 也」 と 载 せたり。 天神 玉 命は 神 魂 命 
の 子に て、 此の 縣 主の 外、 山城 葛 野鴨縣 
主 も 此の 命の 後裔と 傳へら る (葛 野鴨縣 
主の祖 賢 茂 建 角 身命は 天神 玉 命の 孫と 傳 
ふ〕。 此 等ょり 考ふれ ば、 此 等の 地方の 鴨 
族は、 何等かの 理由に ょり、 天神 裔と假 冒 
せし もの か。 拙著 日本 古代史 新 研究 參 照。 
氏人は 安閑 朝に 三 島縣主 飯粒 あり。 書紀 
に 「三 島に 行幸し 給 ふ 云々。 縣主 飯粒 • 
慶悦限 9 無く、 謹 敬して 誠を 盡し 、仍つ 
て 上 御 野、 下 御 野、 上 桑原、 下 桑原、 速 
に 竹 村の 地を 獻じ 奉る」 と。 其の後、 正 倉 
院 天平 寳字六 年 八月 二十 六日 文書に 「左 
大 舍人少 初 位 上 三 島 縣主豐 羽、 攝津國 」 
と 云 ふを 载せ 、また 天平 勝寶八 年 十二月 
文書、 島 上 郡 水 無 瀨繪圖 の 奥 書に 「島 上 
郡擬少 領從七 位下 三島縣 主」 など 見 ゅ。 
後に 宿 禰 姓を 賜 ふ。 

3 三 島 公 仁明紀 に r 遣 唐 造船 次官 三 島 
公 島 繼」 なる 者 あり、 三島縣 主家 か。 

4 三 島 宿 漏 神 魂 尊の 裔 、三 島縣 主の 後 
也。 神 護 景雲 三年 二月 紀に 「攝津 國島上 
郡 人 正 六 位 上 三 島 縣主廣 調 等* 云々 に、 


姓を 宿禰と 賜 ふ」 と载 せ、 その後、 また 
寶_ 元年 七月 紐に 「外從 五位 下 三 島縣主 
宗麻呂 に、 姓を 宿 踊と 賜 ふ」 と 見え、 姓 
氏錄 には 右京 神 別に 收め 、「三 島宿禰 。神 
魂 命 十六 世の 孫 建日穗 命の 後 也」 と 載せ 
たり。 氏人は 朝野 群载 、卷 二十 一、 天曆 
五 年の 攝津國 島 上 郡 兒屋鄕 長 解に 「大領 
從七 位下 三 島 宿禰 、少 頜從八 位下 三 島 宿 
漏」 など 見 ゆ。 當時本 郡 第一の 名家な り 
しを 知るべし。 

5 三 島 眞人舒 明 帝の 御裔に して、 天皇 
の 皇子 賢 陽 王の 後 也。 天平 勝寶 三年 ニ 月 
紐に 「正 五位 下大井 王に 奈良眞 人の 姓を、 
无位箠 水 王、 男 三 室 王、 塄三影 王、 日 根 
王、 名邊 王、 无位廬 原 王、 男 安曇 王、 三 
笠 王、 對馬 王、 物 部 王、 牧野 王、 孫奈羅 
王、 小 倉 王、 无位猪 名 部 王、 男 大湯坐 王、 
堤 王、 蒐原 王、 三 上 王、 野原 王、 礪波王 
等に、 三島眞 人を 賜 ふ」 と ある 後 也。 姓 

.氏錄 には 左京皇 別. に收め 「三 島眞 人。 諡 
舒明 皇子 貿陽王 也、 續 日本 紐 合」 と载せ 
たり 0 

6 三 島 朝臣 三 島宿禰 の裔 か、 拾芥抄 に 
見 ゆ。 

7 無 尸の 三 島 氏 三 島縣 主の 後 か。 


8 大和の 三 島 氏 東大寺 要錄に 「臣三 島 
島繼 は、 和 州 淥上縣 佐 保邑の 人 也」 (大同 
年間) と载せ た®。 

9 大三島 社 •伊豫の 大社 大山 祇神 社は 大 
山積 神を 祀 り、 越賀郡 営 浦 村に 鏆 座し 給 
ふ。 本邦 屆 指の 大社に して、 伊豫 國 風土 
記に「乎知郡御島に坐す神*御名は大山 
積 神、 一名 和 多 志大神 也。 是の 神は 難 波 
高津宮 御宇 (仁 德) 天皇の 御世 •に 顯はれ ま 
す。 此の 神は 百濟國 ょり 度り 来まして、 
津國 御島に 坐す 云々。 御島と 謂 ふは、 津 
國 御島の 名 也」 と 見 ゆ。 
又御鎭座本緣には「大 1| 鶴 ^ 毫 0! ¥1^¥ 
に依り、大山積，皇太神“安_.讓轉島—^^ 
伊豫 鼻 繰 迫 戶 ，2 i し# > -p u. d 見 ば。！ 一^ 
は嚴 島の 一名と 1R ぶ。 又豫韋 記には 「三 島 

大明 神は、 天神 第 六 代 面 足 惶根蓴 也、 天 照 
大神宮の 御 祖父 也」 と载 せ、 二十 ニ 社本緣 
には 「都 波 八重 事 代 主の 神、 此れ 地 神に 
て 坐す。 伊豆 _國貿 茂 郡に 坐す 三 島の 神、 
伊豫 國に 坐す る 三 島の 神、 同體に て 坐す 

と 云へ！ ^ J と。  • 

此等に 因つ て、 此の 三 島 社 も實茂 族と 密 
接なる關係のぁり乙を窺ふべし。而して 
攝津の 三 島より 來り 給 ^ など あれば、 第 


一項に 照して、 三 島 溝 杭 耳は 大山 津 見神 
の 系統 氏族と も 思は るべ し。 次に 臥 雲 
日 件錄に 「伊豫 川 野は、 三 島 明 神權現 の 
裔 也。 伊豆 三 島は 伊豫より 勸 請す。 此 OI 丨 
trs, 大逋 智虜佛 ，^^- u て、 川 野の 代 
々は 皆 十六 王子の 所 化 也」 など 載せ、 又 
兼 邦 神道 百 首 和歌に 「習明^^瑚ち 
孝靈 天皇を 祭る 者、 河 野 十八 流は 天皇の 
,御末 1_| など云ふは、越智、河野、吉備、 
兒 島、 三 宅、 庵原 等の 條に载 せた る 如く、 
氏神と 祖神 とを 混同し、 更に 佛說を 交へ 
しに 外なら ず。 

豫章 記の 傳說は 越智 、河 野、 新居 等の 條を 
見よ。 更に 「只今 探 得た る 水は、 伊 漾國高 
繩 山より 流れ出した る 水の 末な り。 彼の 
高繩 山は 觀音薩 埵靈驗 の 地 也。 當初 十六 
人の 天童 •彼處 に 来遊し 玉 ふ。 即ち 三 島 
大明神 十六 王子の 靈跡 たる 也、 新 宮と號 
す。 其の 廟 下より 流れ出で 》 來る水 也。 
我れ 奇瑞 有って 是を 知れり。 汝 も然れ ば、 
彼の 水の 上に 住むべし。 されば 『水 可予 
里』 と 云 ふを ニ 文字に 成し、 河 野と 名乘 
るべ し 。故に 其 處をも 河 野と 云 ふ 也。 

採て 此の 三人 •三 島へ 落着す。 (役〕 行者 
下向の 時* 見し 島と 有りし 故に 見 島と 云 


ふ。神書に『東は駒蹄の屆く程、西は櫓 
械の 及ぶ 程、 加 茂の 御領に あらず と 云 ふ 
事なし』と見えたり。其の舊にや。此の 
島 •本は 實茂の 御領 也。 今 も 十六 王子の 
御社 上に 一段 有リ 、社は 葛 城と 申す、 此 
の 儀 •分明な り。 行者 •是 ょり 伊豆 國に 
渡り 給 ふ。 此の 人を 初め、 神 達は 王位を 
傾けんとせらる \ と議奏有りしに依り、 
流刑に せられけ るが、 後に 召し 返さる。 
大寶ニ 年 壬 寅、 御歸洛 有りし に、 同時に 
Mi ハも參 洛し 玉へ ば、 此の 時 奇瑞 有 り て、 
三 島大明 神造宮 有り。 

抑 も 三 島大明 神は 天下を 知ろ しめし x 祟 
峻 天皇の 御宇、 端正 三年 庚 戌に、 當國迫 
戶浦に 天降り 玉 ふ 故、 此の 浦に 社 壇 有り、 
今に 橫 殿と 號 す。 其の 時 迄は 見 島な り。 
大寶ニ 年 壬 寅、 文武 天皇 •御尋 に 付いて、 
當 社の 深秘 を奏達 有る 間、 勅號を 成され、 
正 一位 大山 積大明 神と 額に 之れ を銘 せら 
る。 宠 興 •龍 駒を 飼 ひ 玉 ふ。 其の駁 を即 
ち明神に獻ず。故に神廐の御馬は駁也。 
御寳殿 (御 戶) に 神馬の 圖 あり。 玉興老 
後、 雲上に 立 栖懶 しとて、 御 暇を 申し、 
歸國 有って 彼の 島に 住す。 越人舍 弟な が 
ら 、養子に して 家を 讓與し 奉 9、 御名を 
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玉 純 (澄〕 と 申しけ る。 字 摩大頜 樹下大 神 
と 申す」 と。 

10 大三 島大祝 上古、 當社は 越 智國造 家 
の宗 社に して、 代々 の國造 ，其の 祭祀に 
當り しや 想像す るに 難から ず。 中古に 及 
び、 御鎭 座本綠 .に 「文武 天皇 御宇、 慶雲 
四 丁 未年、 玉 澄 •これを 奏する に 依り、 

ニ 男 高 橋 冠者 安元を 以つ て、 三 島 大山 積 
社務とし、神體に擬す。大祝に任ずべき 
勅許、 これ 有り 云々。 右の 安元は 大視家 
の 始祖 也。 此の 三 家 •末にな り、 亦 五家 
に 別る。 文明 頃 迄、 五家 相 立ち 候」 と 載せ、 
また 「四十 三代 元 明 天皇 御宇 > 和 銅 元 戊 
申年 三月 三日、 安元を 大視に 補任す J な 
ど 見 ゅ。 皆越智 姓に て、 國遨 Q 裔と傳 へ 
らる 0 猶ほ一 ■條參 — 

ょつて三島太視系圖に「安元(遠土御子 
十七 代の 孫 越 智國造 玉 澄の ニ 男を 高 橋 冠 
者廣 江と 云 ふ。 高橋鄕 の 塔 本に 住みき。 
後は 安元と 改め、 文武 天皇 御宇、 慶雲四 
年、 玉 澄の 次男 廣江 、再び 三 島の 社務 職 
となる)」 尹々 と。 され ど、、、 は 越智 族と 
河 野 族と を 混同した る 事、 オチ 、カウ ノ 
條に 述べた るが 如し。 

以下、 越 智系圖 に 「朱 雀 朝、 安國 •大視 


に 補任」 と载 せ、 御 鎮座 本緣に 「永 萬 元 
年 云々 i 大 貺 高 橋四郎 安 時」 と。 又 東 鏗、 
元久ニ 年條に 「安 時 (三 島大祝 )」 を 載せ、 

正 安三 年の 下知 狀に 「三 島大視 安 後代 子 
息 安 胤」 など 見 ゆ。 

又 應長ニ 年 三月 文書に 三 島大視 三位 越智 
を载 せ、 又 嘉曆ニ 年 文書に 「故 祝 小三郞 
安定」、 また 豫章 記に 「後 醛醐 院元亨 三年. 
癸 亥、 三 島 宮回祿 、時に 氏 長者 通 盛、 大 
貺 今 治 孝經と 云々」 と。 又 三 島 文書、 元 
弘三年 六月 十七 日に 伊豫 在廳兼 御家人 祝 
彥三郞 安親の 軍忠状  '建 武ニ年 六月" 及び 
三年 三月に 「在 靡 御家人 祝 彥三郞 安親」、 
また 河 野 家譜に 大視 彥〗 一一郎 安親、 又延元 
ニ 年 十一月 十九 日 文書に r 伊豫 國鴨 部庄 
內 •延 松、 貞 光の 兩庄 、田 畠 iii 林 等 名主 

職の 事、 右兩 名主 職は、 三 島 社大祝 大夫 
安親の 本領た るに 依り 云々」 と。 

その後 「元享 (弘の 誤 か〕 建武 以来、 次第 
に 衰微し、 天 正 年中、 大貺 安任 •大祝 職 
に 補任 致し 候 節、 漸く 滴 家 高 橋 安忠の 一 , 
家相 殘 り、 鳥 羽 備中守 家に 男子な く、 女 
子 計り 成る 故兩 家を 合して 一家と 爲る云 
々J と 見 ゆ。 天 正中に 大視 安貞 あり、 な 
ほ 高 橋、 鳥 羽 等の 條參 照。 


以上に 據れ ば、 當社大 祝は 越 智姓高 橋 家 
流の みの 世襲 職の 如くな れ ど、、、 は殘存 
文書に 基く ものた て、 事實に 於いては 然 
らざ りしが 如し。 次の ニ項參 照。 

11 別宮流大視新居系圖に「中大夫3賴 
丨持國 —成貞 (不在 廳 、別宮 三郎〕 —(四 

代) 貞吉 (祝 大夫 、別 宮大 夫〕 丨吉遠 (祝 大 
夫、 貞吉 •大視 職を 生讓に す。 而 して 先 
例な し。 霜月 御祭に 不 □、霄 の 御 申に て 
逝去)、 弟 兼 平 (三 島大 視、 同 三 郎大 夫、 
號井視 )」 と。 別宮 條參 照。 

12 周 敷 流 同上 系圖に 「拜 志爲 成— 成 浚 
(新居 大 夫)— 信 兼 C 周布大 夫、 兄 部、 三 
島大 祝〕— 兼 長 (周 敷ニ郞 大夫〕 、弟經 信 
(周 敷 四 郞大 夫〕」 と。 新居、 拜 志、 周 敷 
等の 條參 照。 

思ふに以上のニ流は河野氏と同樣、もと 
異姓な りしが、 任官の 都合 上、 越智 姓を 
假 冒し、 遂に 大祝 職に も 補任せられ しも 
のと 考 へらる。 

13 神主 三 島社緣 起に 「高 野 天皇の 御宇、 
天平 神 護 ニ 年 丙午 十一月 三十日、 託宣に 
依り 綸旨を 下し 給 ひ、 _ の 子 (二人、 
一男 爲 澄、 ニ 男爲時 也) 爲澄 は大明 神社 
官の 始め 云々、 爲時は 當國 官頜浮 穴大輔 


にて" 河 野の 先祖 •是れ 也」 と载せ 、三 
島 文書に 「堀 河院 の 御 時 •康和 元年 (己 
卯〕、 當國 越智氏 •神主 職た D と雖 、義 成、 
其の 子息 眞躬庄 司、 其の 子息 四耶遠 成 • 
賀茂 氏の 先祖 河内 介 (吉 盛) を 打 失 ふ、 其 
'の 罪科に 依 9 て、 國 神主を 止められ、 領 
家 知足院 殿より、 始めて 預所に 兼對せ ら 
る。 神主 職に 於いては、 □字 豐後守 中原 
成 資を成 下さる、 是れ京 神主の. 始めな り」 

と 0 

又 御鎭座 本綠に 「八十 ニ 代 後鳥羽院の 御 
宇、 文治 元 乙 巳年、 頜 家より 改めて、 肥 前 
守 源 安綱の 従弟 周 防 源 内を 神主と 爲 し、 

并 せて 領 所を 兼帶 せし む。 同年、 橘內武 
者と 云 ふ 者を、 神主に 補任 せらる、 依 9 
て 周防塬 内は 頜所計 9 なり」 と。 又^ nr 
爲， 调 の 三男 爲 f 以つ て、 三 島擬 神主 職、 
椿へ て 神主と 爲 す。 此の 爲 澄の ニ 男 妙 尊 
は、 役 小 角の 法を 學び 、不思議の 術を 行 
ふ。 諸人 •之に 歸 依す、 別して 婦人 これ 
を 敬す」 と。 これ 等に より 河 野 氏が 當社 
の 神主たり し 事は 明白な らん。 

14 1 一# 流 鳥 生 又三郞 貞 實曆應 元年の 申 
狀に 「三 島 善 五郎 所見 也.」 と载せ 、豫章 
記に 「三 島七嶋 の 社務 職 等は、 全く 他の 


競 望 あるべからざる 事な れど も、 京都ょ 
り 善 家の 者 •進 止せら る、 事、 誠に 無念 
の 次第 也〕 善 三 鳥と 云 ふは、 飯 尾の 末葉 
也。 結 旬、 又 小 早 河は 善 家を 追 退けて 存 
知す る 事、 更に 以 つて 謂な く、 子細な し」 
と。 三 善、 ィノ ヲ、 ィヒヲ 等の 條參照 0 
15 村 上流 御 鎮座 本 緣に 「弘治 四 年、 當 
島 甘 崎 城主 村 上 出 雲 守通康 •大內 義隆が 
- 伊豫 ー國の 政道 檢談 の 判 二人' の 其の 一人 
と爲 り、 殊更ら、 近来は 三 島 地頭 職と 爲る、 
旁々 以 つて 威勢を 震 ひ、 大內 家の 勢威を 
以つ て、 三 島の 地頭 神主と 名乘 り、 天 正 五 
年、 •越智 安任へ 大， 祝 職の霄 出 一封を 河 野 
通 直ょり 出され、 拜 賈の規 式、 地頭 神主 
村 上河內 守、 島 神主 左 衞門大 夫、 擬 神主 
越智 樋ロ大 夫、 權 神主 越智片 山大 夫と。 村 
上 河内 守、 島左衞 門の 兩人 ども、 元三 島 社 
職に て も 之れ 無く、 海賊 方に て、 0 れ有 リ。 
末に， は 河 野 家 一族に 加は り、 家門 同樣に 
姓を も 越智と 改め、 後 大內家 第一 被官に 
成リ 、地頭 神主と 號 す。 然れ ども 內陣神 
役の 儀は、 大 祝 •相 立てられ、 私の 振舞 
なし、 古例 相 守られ 候」 と。 

16 河 野 氏族 伊豫 國宇摩 郡の 三 島より 起 
る。 •河 野系圖 、越 智系圖 等に 「親 經の子 


親淸 •三 島四郞 」 と 載せ、 又豫韋 記に 
賴 IfHT 男彐 1^酬親清 >1 ,號，し>家，^1;.ぎ、 
河 野 伊 i 介， と 名 f J と あるは 

探り 難し。 

17 三 島 流 海賊 能 島、 野 島、 來 島、 久留 
島、 因島" 村 上等の 條を見 ょ。 

18 桓武 平氏 土 肥 氏族 第. 十四 項參 照。 小 
早 川 系圖に 「則 平— 滿平 (三 島)、 弟 三 島 
東 堂振宗 .」 等を 载 せたり。 

19 伊豆 三 島 大社 伊豫の 3 島 神を 遷し奉 
ると 傳へ (東關 紀行* 源平 盛衰 記〕、 二十 
ニ社本緣には「葛木の賀茂は都美波八重 
事代主神、伊豆國賀茂郡に坐する三島の 
赖 、同體 にて 坐す」 と 載せ、 祭神に つき 
ては、 大山 津 見神を 祭る とする 說 と、 事 
代 主命と する 說と ぁり。 現今 官幣 大社 三 
島 神社は 玉 籤 入 彥嚴之 事‘ 代 主神を 祭神と 
し、 伊豆、 田 方 郡 三 島 町に鎭 座し 給 ふ 0 
され. ど 神 名 帳に 「賢 茂 郡 伊豆 三 島 神社* 
名神大 、月次、 新甞」 とし、 又 「伊 古奈 
比咩命 神社 •名 神大， 一と ぁリ て、 和名 抄 
にも. 賢 茂 郡に 大社 鄕、- 及び 貿茂鄕 を 敬 
む。 よりて 式內の 大社は 賀茂 郡に て、 今 
の 三 島 社は 國府六 社 (織 社) に 勸 請され た 
る 三 島 神な リと說 かる。 


ミ シマ  ミ シマ  ミ シマ  五 七 七 五 


ミ シマ  ミ シマ 5? / シマ  老七六、 


實茂 郡に 白 濱明神 ありて、 式內 o 兩社は 
此の 地に 在りたり と傳へ 、伊豆 志に 「傳へ 
日 ふ、 孝 安 天皇 六 年に 建立す。 三 島 明 神 • 
伊豆へ 渡り 此に御 坐 まし 夫ょり 三 島へ 
遷らせ 玉 ふ。 因りて 此處を 古 宮と云 ひ、 
又 五社 大明 神と も 云 ふ。 三 島と 同じく 其 
の 三 神は 詳なら ず。 古へは 神領 七十 餘 町、 
祠 宇大、 社家 三十 六戶 、祭祀 年に 七十 五 
度，諸式皆三島と異なる事なし。慶長十 
ニ 年 三月、 大久保 長 安 •所 納の金 鼓に 伊 
古 那比咩 命と 刻す。 同 十八. 年、 長 安 亡び 
て 後、 此の 社 •大 に衰頹 せり。 今 t 祠田 
なく、 騸宜原 氏 一人 •その他は 百姓の 內 
三十 六 人を 定め おきて、 祭の 形を つとむ」 
と 0 

又 地名 辭書に 『今 按 、三 島大 神は 延喜式 • 
貿茂 郡に 列せ しめ、 和名 抄 •實茂 郡 大社 
鄕 あるを 見れば、 延喜 、延長の 頃まで、 
此 に 鎭座 ありし こと 論な し。 此の 神は 「深 
谷を 塞ぎ、 高 岸を 摧き 、平地を 造りて 神 
宮を 作る 云々」 と あるに て、 造 山 噴火の 
巨 靈を畏 祭した る情實 •明白な り。 然る 
に 其の後 田 方 郡 國府に 此の 神を 勸 請し、 
彼の地は 海道の 交衢に あたり、 源賴朝 • 
其の 祠に祈 禱報賽 したる より、 國府の 三 


島紳 •大 に顥れ 、賢 茂 郡の 古 大社 衰 ふ。 
近齿寬 保 年中まで、 白濱に 古祠の 僅に 遺 
れりと云ふは、猶ほ參據すべし。 

.此に 怪むべ きは、 田 方 郡の 国府々 中の 神 
域を 貿茂 郡と 稱 する 事と、 其の 新宮は 天 
平 七 年に 貿茂 郡より 府中へ 移祀 すと 傳ふ 
る こ® と是れ 也。 古典の 義理より 推せば、 
府中の 神域は 決して 賀茂 郡に あらず。 是 
れ恐 らくは、 近世 府中の 新宮 を以 つて、 
延喜 式の 古 大社に 牽 合せん が爲 めに、 か 
.V る妄說 を 生ぜる 者な らん。 或は 日く 「延 
喜 式に 當國三 島 神 料 ニ 千 束を 給せ らるる 
ことを 錄す るは、 府中の 神 料な らん、 云 
々」 と。 是又臆 想に 過ぎず。 すべて 府中 
の 新宮は 延喜以 前の ものた るの 阱證は 一 
も 之を 見ざる 也。 矢 田 部 氏系圖 Q 說も古 
典に 符合せ ざるは 從 はずして 可也』 と。 

矢 田 部 系圖に は 「大化 五 年、 1 郡の 海 
中に ^ 炎出づ 。燒 出づる 島を 興の 島と 號 

す。 時に 大明神 •此の 島に 現る。 慶雲元 
年、 又 申 島を 燒く 、これを 大 島と 號 す。 伊 
豆國司矢田部宿_金築を惣神主として、 
興 島より 大島に 遷座す。 天平 七 年、 神告 
によ リ 府中の 地-に. 遷祠 す」 と 見 ゆ。 

20 三 島 社祠官 その後 矢 田 部 系譜に 「永 


承 五 年 伊豆 宿 禰保盛 •神主に 補せられ」 * 
康和五 年に 「伊豆 國 盛を 三 島 大宮司の 職 
に 補任す」 と 載せ、 嘉承 三年の 廳宣に 「散 
位 伊豆 宿福國 盛を 三 島 大社 司 職に 補す J 
と 云 ひ、 これよ U 前、 貞 守、 國守 二人に 
下知の 事を 載せたり 。系圖 に據れ ば、 國 
盛と 貞 盛とは 兄弟に て、 東西 神主の M な 
P と。 

下 J て東鑑 文治 元年 四月 條に 「二十日 癸 
酉、 今日 伊豆 三 島 社の 祭日を 迎へ 、武衞 • 
御顋 を果 さんが 爲に 、當画 糠 田鄕を 彼 
社に 寄附 せらる。 而し てこれ より 先、 御 
奉 寄の 地 三 箇所 これ 有り、 今已に 四 箇所 
と爲る 也。 之を 相 分ち、 河原 谷、 三 園を 
以つ て、 六月 ニ 十日の 臨時 祭 料 所に 寡し、 
神主 盛 方 ( 號 東大 夫〕 に 附せ られ 、糠 田、 
長 崎を 八月 放生會 (二宮 八幡宮〕 Q 料 所と 
爲 して、 神主 盛 成 C 號西大 夫) に 付 せら 
る。 是れ 皆北條 殿御 奉、 施行せ しめ 蛤 ふ 
云々」 と。 

しかるに 西大 夫は 數代 我儘に て 自由を 爲 
す 故、 東大 夫 盛 方 一人に て、 諸事を 執り 
行 ふ 可き 由、 元 久ニ年 文書に 見 ゅ 。此の 
頃より 西大夫 家は 次第に 衰替 し、 東大 夫 
のみ 勢 盛 也* 又 建武ニ 年の 雜訴決 斷所牒 


に r 三 島 社 神主 盛 親代實 法」、 以下 多し。 伊 
豆、 日 下部、 矢 田 部 等の 條參 照。 

21 藤 原* 家 道 兼 流 家譜に 「藤 原 氏に し 
て、 山 鹿 左 衞門尉 家政の 後胤 也。 その 裔 
淸左衞 門 政 成 •伊豆 國三 島に 住せし ょり 
家號 とす」 と 見 ゆ。 家紋 下 藤の 丸に 三日 
月、 矢 車 0 中興 系圖に も 「三 島 •藤 姓、 本 
國 伊豆、 モン 下 藤、 丸 三 ヶ月」 と あり。 
こは 三 河の 豪族に して、 寬永 寬政兩 系譜 
には 平 姓に 收む 。政 成は 文明 中、 松平泰 
親に 仕へ、 長 親に 至る。 ■大永 五 年 七月 十 
四日 死、 額 田 郡 日名邑 _に 墓 あり。 その 男 
「淸左 衞門政 久丨同 政 友— 同 政 次 (彌八 
郞 、實は 三 島 傳次郞 政 孝 ニ 男〕— 同政吉 
(五 百 S— 同 政 識丨同 政 興 (千 三百 石)」 
と 0 

又 三 島 所 左衞門 定賢あ 9、 家紋 下 藤、 三 
笠。 寬政 系譜は 藤 姓に 收 む。 

22 桓武 平氏 一本 桓武 平氏 系圖に 「忠盛 
丨敎盛 (中 納 言、 長 門國に て 入水〕— 業 盛 
(三 島 三部〕」 と载 せ、 その他 平 姓と 云 ふ 
もの 多く、 又 佐 州 役人 付に 「平 姓 三島惣 
左衞 門」 を擧 ぐ。 

23 一一 後の 三 島 氏 當國に 三 島 郡 (後の 刈 
羽 郡〕 をり、 上古 古志 郡の 域內た 9 しが 


ミ シマ 


如し。 三 島の 名義は 三 島 神社より 起り た 
る 事 明白な れ ば、 古く 三 島 神關係 氏族の 
•來 住せし もの ありし なるべし。 此の 三 島 
社は 大山 祇 命を 主神と し、 左右に 日本 根 
子 彥太瓊 命 (孝 靈帝 )、 吉 備津彥 命を 配し 
て 三 座と し、 「天平 十三 辛 巳年、 越後 國三 
島 郡大窪 村に 勸 請、 騣河國 富 士淺間 之 御 
祖 也、 ^ 名 神 大社 也」 と、 社 記に 見 ゆ。 

24 橘 姓 佐 州 役人 附に 「橘 姓 •三 島與右 
.衞 門」 を载 せたり。 

25 上野の 三 島 氏 吾妻 郡 三 島より 起る。 
我 妻 七騎に 三 島、 浦 野 半兵衞 あり。 

26 三 島檢校 幕府 藝 者の 書 附に 「二十 人 
轶持 •三 島檢校 (後 改元 興院〕 、今程 五百石 
二十 人 扶持、 寄 合」 と。 伊豆 三 島より 起 
る。 寬政 系譜に 「安一 (三 島檢 校、 五 百 
石)— 新 五郎— 助左衞 門」 と 載せたり。 

27 雜载 細川賴 之の 家臣に 三 島 外 記、 名 
醫傳に 三 島 貞祥等 見 ゆ。 又 石 州 銀山 紀聞 
に 「大永 六 戌年 云々、 雲 州の 銅山 師同國 
田 儀の 三 鳥 淸右衞 門」 を载 せたり。 

又 武鑑に 佐 土 原 島津藩 用人、 高 槻永井 藩 
中老 格 用人に 此の 氏を 载 せ、 又 秀康卿 給 
帳に 「三百 石 三 島 新右衞 門」、 加 實藩給 帳 
に 「四百 石 (七 寳內 菊〕 三 島 七 郞犮衞 門、 


ミ シマ 


百 五十石 (同) 三 島 半 太夫、 百 石 ( 丸內眞 
向鬼〕三島作平」等を载せ、又國學者に三 
島吉兵 衞景雄 •自 寬と號 す。 

又 鹿兒島 藩士 三 島通庸 (もと 千木 氏、 彌兵 
衞) は 明治時代 功多く、 子爵を 授けら る。 
その 男を 彌太郞 と 云 ふ。 その他、、 薩 摩、 
大隅 、筑 前、 長 門、 周 防、 因幡、 伯耆、 
播 磨、 攝津 、武藏 ，信 濃 等に 存 し、 又備 
中 窪屋郡 中島 邑の人 三 島次郞 右 衞門可 封 
は 松韻と 號 す" 學 あり、 德 高し。. 

見 島 ミ シマ 又 三 島と もあリ 0 

1 長 門の 見 島 氏 阿武 郡 三 島ょり 起る。 
この 地は 和名 抄 一本、 拾 芥抄 等、 見 島 
郡に 作る。 この 氏は 太平 記卷 九に 三 島 新 
三郞 、同 新太郞 を 載せ、 近江番 場 蓮華 寺 
過去帳に 「見 島 介 三 郞顯氏 (三十 七 歳)、 
同 助 太 部 氏 明 C 十八 歳〕」 を擧 r。 六波羅 
の士 也。 又 大內家 壁 書に 奉行 人 見 島弘康 • 
見 ゆ。 藤 原 姓と 稱 せし 如し。 海 東 諸國記 
に 三 島 尉 伊 貿羅駿 河 守 藤 原 貞成ぁ y、 ィ 
カラ 條參 照。 

2 雜载常 陸 鹿 島 文書 至 德ニ年 十二月の 

ものに 「高 橋鄕 見し まの 小一 一一郎 入道」 見 
，ゆ 0 . 

笠 ハ 島 ミ シマ ミノ シマ 條を 見よ。 


ミ シマ  一 tj 七 七 七 


ミ シマ キ ミ シヤウ 


ぐ/シヤウ 


ミ シヤウ ミシュク ^ 七 八 


三 島 木 ミ シマ キ岩磐 地方に 此の 氏 あり。 

三 島韓國 ミ シマ メカ ラク II  . 攝津三 島 

發祥な らん。 

〇 三 島 韓國連 物 部 氏の 族 也、 カラク 一一 
條を 見よ。 

三 島 水 間 ミ シマ/々/ ヌマ ミ シマ / ミ 

ヴマ これ も攝津 か。 

〇 三 島 水 間 君景行 帝の 御裔な り。 ミヌ 
マ 條を 見よ 0 

三 島 部 ミ シマべ 三島縣 主の 部 曲なる ベ 
し。 寳龜ニ 年 五月 紀に 「近 衞勳六 等 藥師寺 
奴 百足に、 姓を 三 島 部と 賜 ふ」 と あるは、 
もと 此の 部より 出で しもの 力。 

三下 ミ シモ ミシタ 奥州 田 村 家臣に 此 
の 氏 在り。 

御 生 $ シヤウ 安房、 周 防、 土 佐 等に 此 
の 地名 あり。 

〇藤原牝家伊豫國宇和郡の御庄より起 
る。 この 地は 一に 松の 莊と云 ふ、 もと 延 
曆寺領 にして、 莊 司を 城 上 村に 置きて、 
田租を 督せ しむ。 之を 御莊の 守護と 日 ふ、 
因って 御莊を 氏と なす。 後に 西 園 寺 氏に 
屬す 、所謂る 十五 將の 一也、 詳細は クヮ > 
ンシュ ウジ 條を 見よ。 

蓋し 尊卑 分脈に 「町 ロ 右兵 督顯 基！ 左 馬 


頭顯賢 (御庄〕— 治部少 輔顯 冬— 顯 古」 と 
見 ゅる もの、 これな らん 0 天 正の 頃に 至 
り、 御庄 越 前 守 入道 宗雲 あり、 ニ 年 土 佐 
に 人'  り、 長 曾 我 部 氏の 子 城を 抜く。 南海 
治亂 記に 「天 正 十二 年、 宇 和 郡の 内に 御 
莊越前 守' と 云 ふ兵將 あり。 名家の 末に. し 
て、 城五っ 持って 大身 也。 本 城、 里 城、 
綠 、猿 越、 新 城 等 也。 猿 越の 城は 土 佐の 
宿 毛ょり 三 里の 山 越 也。 土 佐 勢は 才覺を 
以つ て、 猿. 越の 城を 抜き、 次に 絡の 城を 
行き か & り 乘っ 取る。 其の 近所 新 城と 云 
ふは、 兩 城の 落ちた るを 見て、 明け 退く。 
右三 箇所の 城兵 •本 城に っぼみ 入る。 附 
、城 出來 て、 天 正 十二 年 ' 二月 迄 •附 城に 在 
番 して 間隙な き 故に、 御莊越 前 守 も 是非 
なく 降參 」 と 見 ゅ。 

三莊 ぐ/シャウ  サンシャ ウ 、ミク 二等の 
,條を見ょ -0 

御正 ミ シャウ 武藏 國幡羅 郡に 御正 庄あ 
りて、風土記稿に「合村ニ、按ずるに大里 
郡に 御正鄕 "御正 頜等 あり、 是 等と 接地に 
て斯に も繫れ るに や」 と ある 如く、 大里郡 
にも 在り。 蓋し 貴家の 本領の 謂 ひかと 云 ふ。 
正木 岩 松 文書に 據れ ば、 岩 松 氏 •此の 莊の 
地頭を 世襲したり。 


美 笑 ミ シヤウ ビ シヤゥ 條を 見ょ。 又 未 
生 齋廣甫 等 名 あ リ。 

御宿 ミシュク 駿河 等に 此の 地名 あり。 
1 葛 山 氏族 駿河國 駿河郡 ( 駿東郡 ) 御宿 
邑 ょり 起る。 大森葛 山系 圖に 「葛 山 惟忠 
丨 惟重 (御宿 殿〕— 重 朝 (御宿 五郎〕」 と 載 
せ、 又姊 小路 系圖に 「葛 山一郞 惟忠— 惟 
重 (六 郞 、御宿 殿、 建 久四五 月 八日、 賴 
. 朝 富 士藍澤 御 狩の 時 •御宿 申す、 則ち 御 
宿と 號 す。 三位 中 將重衡 理髪の 子、 初め 
竹 下 孫八郎 と號 す、 法名 從佛〕 —廣重 (小 

ニ郎 、葛 山〕、 弟 重 朝 (御宿 五郎 入道〕 丨惟 
盛 (御宿 六郞) 」 と。 

又武 田系圖 頭書に 「葛 山大森 一家 •藤 原 
也、 神祖 系！ i に 見 ゆ。 新 大夫維 康 (伊周 
公の 孫 也-庚 平 三年 ^ 月、 甲斐 駿河國 P1 
に任}丨大森信濃守親康(子孫あ9)、弟 
葛 山 次 部 大夫維 兼— 次郞 維忠 (故 ありて 
長江 藏 人頭 願 陵と 改め、 子孫 皆 葛 山を 稱 
す、 中 四 郞雜 重、 中 八 維 平 •其の 男 也〕— 
竹 下 孫 八 維正」 と 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 武田 氏族 前項 氏を 冒す。 武 

.田 系圖に 「油 川 信惠丨 御宿 藤七郞 、其の 
兄 信 貞丨信 名 (御宿 左衞門 佐)、 其の 弟 信 
友 (左 衞 門、 次 郞 、御宿 監物 )」 と 見 ゆ。 


又、 諸家 系 圖纂に 「油 川彥 八信惠 丨播磨 
守信貞 (號葛 山)、 弟御 宿 藤七郎 (左 衞門 
佐、 今 川に 屬 して 武功 あり〕、 弟 源 左衞門 
信友(信州海野にて村上の爲に討たれ了) 
— 某— 御宿 又太郞 (母は 松 田 尾 州， の 妹、 
小 田 原 笠 原 新 六の 家に 在り、 天 正 九 年 十 
二月、 戶 倉に て 打 死、 十六 歳〕」 と。 

又 播磨守 信 貞の男 「御宿 左 衞門佐 信 名 (母 
は 信 虎 入道の 少女、' 始め 義元 に屬 す)丨 
葛 山 右近 氏 友 (天 正 十 年、 武 田と 相 州 一 
處打 死〕。 信 名の 弟左衞 門次郞 又 綱 (後に 
監 物と 號 す、 葛 山十郞 信貞の 軍 代、 宏學 
の 人 也 U 述作の 書 •多く ® に 行は る。 

天 正 十 年 三月、 勝賴沒 落の 節、 小山 田 出 
羽 守 信 茂 贈る 詩 云々〕」 と。 又 甲裴國 志に 

ベ 御宿 氏は. 葛 山 氏の 族、 駿 河ょり 來 る。 御 
宿 監物友 綱、 越 前 守 正 友 等 •諸 書に 見 ゆ」 
と载 せたり。 

3 桓武 平氏 北條 氏族 同樣 第一 項 氏を 冒 
す 也。 諸家 系 圖纂に 「小 田 原 * 條 中興 • 
伊勢 新九郞 氏 長 (ィセ 備 中守貞 藤の 次男、 
長 氏、 又 氏 茂。 歷代 記には 盛時と あり。 
傳記 •系圖 に 委し〕 丨 新九郞 氏 綱 (從四 位 
下、 左 京大 夫〕、 弟 新十郞 氏 時 ( 駿州竹 下 
住人、 葛 m 備中守 維 負の 養子と 成って、 


葛 山 備中守 氏 時と. 改む y 弟三郞 長 綱 (久 
野 幻 菴と號 す。 元筲 根別當 弟子〕」 と。 又 
「氏 時— 葛 山 備中守 氏 貞丨備 中 守 元 氏— 
女子 二人 c 一 人は 瀨名 中務大 輔信眞 の 妻、 
一人は 葛 山十郞 信貞の 妻 也〕」 と 見 ゅ。 

又 云 ふ 「御宿 源 左 衞門貞 友 (葛 山十郞 信 
貞の男 也。 御宿 越 前 守 政 友に 隨ひ て、 大 
坂の役に在り。後に黑田忠之朝臣に遊事 
し、 剃髪して 葛 山信哲 齋と號 す、 八十 有 
餘卒 、信 主 入道の 孫 也〕。 

御宿！ 一前 守 政 友 ( 監物 人道の 男 也。 小 田 
■原 氏 政に 屬し 、始め 勘 兵 衞と號 す。 氏 政 
伏誅の 後、 大權現 の 尊命に 依り、 越 前 中 
1 i 言秀康 卿に 仕へ て 一 萬 石を 領し 、後. に 
豐臣に 屬 す。 大 坂の 役には 豐志谷 ロを 守 
り、 塬左衞 門を以 つて 猶子と 爲す 云々。 
元 和 元 五月七日、 茶臼 山 下にて 戰死 、四十 
九 歳、 首を 野 元 右近に 與 ふ」 と。 大坂城 
士 として 名高し 0 

又伊豆志稿に^御宿正倫は騣人御宿友綱 
の 養子、 今川義 元に 仕 ふ。 後 信 主、 氏 政、 
秀康 、秀賴 に 仕 ふ」 と。 

4 下總の 御宿 氏 牧野 村に 御宿と 呼ぶ 家 
あり、 將 門の 宿りし 家と 傳 ふ。 

見 宿 ミシュク 藤 原 姓な リと 。肥 前國河 


上 神社 文書 永 祿 元年の ものに 見 宿鎭光 •見 

ゅ。 

味淳 ミ ジュン ゥマサ ケ條を 見ょ。 
御代々/ シロ ミヨ 秀鄕流 藤 原 姓、 小 野 
崎 氏の 族に して、 小 野 崎 系圖に 「小 野 崎 下 
野 守 通 春— 通知 (御代 氏な り、 安藝 守祖) 」 

と ^ ゆ o 

三代ミシロ石見出雲地方に此の氏存す。 

出 雲に 御代の 地 ぁ リ。. . 

見 代 ミ シロ 前 ニ條參 照。 

御代田 ミ シロダ ミヨ タ條を 見ょ。 

00  ミス 和名 抄 、備中 國窪屋 郡に 御簀 
鄕 、三 須鄕 を收 め、 高山 寺 本には 「御 簀丨 
國に ては 三 須を用 ふ」 として 一鄕 とす。 

三須 ミス 

1 山城の 三須氏 深須 9 カス〕 條第四 項 
を 見よ。 見聞 諸 家紋に、 


三 須雅樂 助 


佐々 木本 


2 桓武 平氏 熊 谷 氏族 安藝の 豪族に して 
安西 軍 策に 三 須筑前 守、 三須 兵部少 輔等 
.覓 ゆ。 兵 部少輔 隆經は 熊 谷 伊豆守 信 直の 
男、 美 作 醫王山 記に 「隆經 (熊 谷 伊豆守 
信 直の 四 男 也」 と、 熊 谷條參 照。 なほ 美 


ミシュク 


ミシュク 


ミ シュム ミス 


霊 


ミス 


e ス — ミス ナカ 


e 又 


老八 〇 


州條を 見ょ。 

その 居城は 藝藩通 志に 「高宜 郡 土 居城 • 
市場、 並に 飯 室 村に あり。 土 居は 三須刑 
部の 所 居、 市場は 本木 與一 、共に 熊 谷 家 
人な リ 。惠 下城 •牛 地、 並に 同村に あり。 
惠 下は 一に 狼 山と ょぶ、 遠 藤 某が 所據、 
一說に は 三 須隆 常と 云 ふ。 牛 地は 武田氏 
と 云 ひ 傳 ふ」 と 0 

3 雜载 その他、 相 州 兵亂 記に 「永 正 十 
五 年 云々、 三 須三河 守」 (三 浦條參 照) を 
載せ、 又武藏 等に 存 す。 

深粞ミ K 7 ヵス 條 、及び 前項に 詳か 也。 
深須 ミ K 同上。 

美 州 ミス 三須 氏に 同じ。 熊 谷 系圖に 「堅 
直 (次 一郎 三郞 、次郎 左衞 門、 後に 美 濃 守、 法 
名圓 谷、 七十 八に て 死、 美 州 介ニ郞 を 同道 
し して 隱居 、母は 熊 谷 衆 息女」 と •見 ゆ。 

美須 ミス 三 河 國設樂 郡に 美須保 あり、 
今川文書に「早く知行せらるべ>し、參川國 
美 須保政 所 職の 事、 云、々。 建武 三年 十月 十 
一日 滿義 (花押、 吉 良)、 今 川九郞 殿 (氏 兼〕 J 
と。 武藏 等に 此の 氏存 す。 

御 酔 ミス 和 泉國和 泉 郡に 御醉莊 ありて 
關白 道家 記 等に 見 ゆ。 今 新 在家 村に 酢垣內 
の 地 あり 0 


三栖 ミス 山城 國に三 栖茁 あり、 上三栖 

驻は 安樂 壽院領 たり、 後鳥羽院 御 頜目錄 に 

見 ゆ。 下 三粞莊 は 東寺領 たり、 百合 文書に 

载せ たり。 また 祀伊に も 三 栖庄 •見 ゆ。 

毛 利 家將に 三 栖兵 部大輔 あり、 三須 氏に 同 
じ 0 

御簾 ミス 伊豆 國長 津呂 村の 豪族に して 
白水 城主 也。 管 原 姓に して、 日向 守、 その 
男 若狹守 •その 男參河 守、 その 男帶 刀な り 
と 0 

簾內 ミ スウ チ.， 

一一 一次 ぐ/スキ 和名 抄 、阿波 國美馬 郡に 三 
次鄕 を收 め、 須美 木と 註す、 高山 寺 本には 
美須 岐と訓 ず。 又 藤 原 行成の 四 男に 兼範と 
いふ ありて、 備後國 に 下向し、 三次に 住す 
とい ふ .0 ミヨシ 條を見 ょ。 

三 杉， ミ スギ 
御輔 ミス ヶ 

〇 御輔 朝臣 安倍 氏の 族に して、 承 和 六 
年 七月紀 に 「左 京人 外從 五位 下 安倍 宿 福 
眞男 等に、 姓を 御輔 朝臣と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
簾 田 ミス ダ 信 濃 等に 此の 氏 あり。 

見 砂 ミス ナ 

三 砂 ミス ナ 武藏に 此の 氏 あり。 

廳 長 ミス ナガ 備前 、備 中等に 存す 0 


一一 一隅  £ スミ 和名 抄 、石 見 國那實 郡に 三 
隅鄕 を收 めて 美須 三と 註し、 又 長 門 國大津 
郡に も 三 隅鄕を 載せ、 美須 美と 訓 ず。 神鳳抄 
に 三 隅 御厨と ある も、 この 地に して、 又 三 
隅庄 起る。 

1 御神本 氏族 石 見 國那貿 郡 三隅鄕 ょり 
起る。 御神本 系圖に 「益 田 權介兼 高- <一1 一 
隅) 兼 信 (左 衞門 尉) f 


丨兼 村-信 時 -r 兼 連 -r 兼 春-直 連. 

左屬門 孫 ニ邱 I 

太耶 r 


i,p 


_ 


~ 兼 雄 

石 見守 

r 光信 

!s 正少防 


I 信 世 (越 中 守、 法名 道滿) 丨氏世 ( 筑前 
守)— 信 兼 (五 IP 、 能 登 守〕」 と、 ミカ モト、 
マス ダ 等の 條參 照。 

又1本に_「三隅兼信(寬喜元年、三隅に 
移 9 居りて 氏と す。 木 束 長 安地 頭 職、 高 
城主)— 兼 村 (弟の 兼 祐は永 安 氏の 祖〕 丨 
兼 村 丨信時 丨兼連 (孫 ニ 耶 、入道 信 性、 
石 見守 •南朝の 忠臣、 元弘 三年 船 上 山 行 
在に 參 る。 弟 兼 冬は 井村 氏の 祖 、那貿 郡 
井野ょり 出づ 。其の 妹 長 橋 局は 又 胡祿局 
と 云 ふ 1 正 平 七 年、 石 見宮滿 良 親 を 三' 
隅 城に 伴 ひ 奉り、 兼 連に 保護せ しめ、 後 
男山戰 •宮 に殉 す〕— 兼 知 (正 平 七 年男 山 


討死〕、 弟 兼 春 (四郞 、正 平 五年師 泰の圍 
に 屈せず〕、 弟 兼 雄 (石 見 權 守、 井村 殿、 
河內城 主、 小石 見 城主。 弟 光信は 野 上 氏 
祖〕{信毋、弟氏 -& (猶ほ弟に盛批ぁリ〕丨 
信 兼— 1: 信— 長 信 (臆 仁 中 •山 名 一昧〕丨 

興 信 (藤 五郞 、永 正 四年將 軍義植 に從ひ 
上洛、 大永六 年 大內義 興に 下る〕— 興 兼 
丨 兼隆 (毛 利益 田に 抑制 せらる〕 丨 隆繁 
(元 龜 元年 獨 立を 圖 り、 九月 毛 利に 攻めら 
れ 討死〕、 弟國定 (惡 五部、 兄と 共に 討死)」 

と 0 . . 

又 地理 志 料に 「益 田 系 圖に藤 原國兼 •建 
仁 中， 本州 守護に 補せられ、 次子 兼久を 
三 隅 鄕針毛 島 城に 置く。 三 隅 氏と 稱 す、 
正 平 中、 その 裔兼春 云々」 と。 

2 氏人 太平 記卷 七に 「石 見國に は、 澤丨 
三角の 一族」 他 上 山に 參上 すと。 又卷 二十 
一、 諸國 官軍 蜂起 條に 「石 見には 三角 入 
道 合 四 郞」 と。 又 二十 八、 三角 入道 謀叛 
の條に 「爰に 石 見國の 住人 三角 人道、 云 
々」 と。 石 見 志. に 『師泰 の 兵 •佐 波、 三 
楠 (福 富 氏〕、 河 上 (河 上 氏〕、 都 治 (平 田 
氏)、 千金 (都 野 氏) の 五城を 陷れ 、市 山 
(天 野 氏〕、 渡津 (都 野 氏； r 江 津 〔同氏〕、 
神 氏 (同氏)、 乙 分 (福 屋氏) 、小. 石 見 (井 


村 氏〕 の 諸 城を 降し、 破竹の 勢を 以って 
三 隅 城に、 迫る。 攻圍 百日に 及べ ども 降す 
こと 能は ず。 

此の 時の 戰況 を、 太平 記に 「其の後 (佐 
波 落城 後〕、 越後 守 ( 師泰〕 •石 見 勢を 相從 
へて、 國中に .打ち出で たるに、 攻められ 
ては 落し 得 じ 4 や 思 •ひけん、 石見國 中に 
三十 ニケ 所有り ける 城 共、 皆 聞 落に して、 
今は 唯 三角 入道が 籠りた る 三 隅 •一っ ぞ 
殘り ける。 此の 城 •山噏 しく 用心深 かり 
ければ、 縱 令へ 力 責めに 攻 むる 事 こそ 叶 
はずと も、 援の兵 も 近國に なし、 知行の 
所領 もなければ、 何時まで か俅へ て 城に 
もた まるべき、 唯 四方の 峰々 に 向 ひ 城を 
取って、 ニ 年、 三年' にも 攻落せ とて、 寄 手 
の 構 •嚴 しければ、 城 中の 兵 •氣た ゆみ 
て 憑む 方な くぞ覺 えげ る」 と。 

天兒 屋根 命 二十 三世 藤 原 鎌足 十五® 御 
神本國 兼の 四设益 田 兼 高の ニ 男 兼 信は、 

三 隅、 木 束、 長 安の 三庄の 地頭 職と 爲っ 
て 三 隅 城に 居り、 寬喜 元年 一家を 創立し 
て 三 隅 氏と 稱す 。弘安 以来、 漸次に 其の 
、勢力を 擴 大して、 石 見 西部の 豪族と 爲れ 
り。 元弘 三年、 後醛國 天皇の 船 上 山に て 
兵を 召さる X や、 三 隅 家 (兼 連) は 其の 一 ' 


族を 率ゐ 、佐 波 氏 ( 顯 連〕 と共に、 行在所 
に 馳せ參 りて 忠勤を 抽 でたり。 本 宗益田 
氏、. 支族 永 安家の 足 利 方たり しに も拘は 
らず 、三 隅 家は 奮然と して 孤忠の 苦節を 
全ぅせし は、 石 見に 於け る 一 異彩な り。 
元龜 元年 高城陷 落、 城主 三 隅 隆繁戰 死 迄、 
十四 代 三 & 四十 ニ 年、 子孫 分れて、 永 安、 
竹彥 、井村の 諸氏 •各 別家を 立てたり』 

と 0 

又 『三 隅 兼 信の. 孫、 信 時の 長子 三 隅 孫 ニ 
郞 入道 信 性 •石 見守 御神本 兼 連は、 性 謹 
嚴 至誠、 奉公の 心に 富み、 當時の 武士 社 
會 •稀に 見： 所な り。 其の 旗 章に 其の ■信 
條を示 して 日く  r 義重ゾ 於 -I 泰山へ 死輕 
Z 於-一鴻 毛 I」 と。 此の 旗は 安濃 郡 刺 賀村圓 
光寺に 藏 したる に、 今は 朽損 、現存せ ざ 
るは 遺憾な り。 兼 連 •生前 墳墓の 地と 定 
めた る 三 隅 城 麓 眞言 正 法 寺は、 兼 連の 開 
基に して、 同 寺 古記に 「當寺 本願 信性禪 
定門靈 位」 と あり』 と。' 

3 居城 又 石 見 志に 「三 隅 城は 弘安 後" 
一層 防備を 固め、 三 隅 川口 針 藻 島に 烽火 
を 設け、 碇石 城、 高 城は 兼 盛、 兼 連 ニ 代 
に 完成せ る ものにして、 高 城は 兼 連が 王 
事に 勤勞 せし 本 城な り。 兼 連 •父の 跡を 


£ ス £ ミス ミ ミス ミ 老 八 一 


£ス £ ミス々/  ミス ミ 1 七 八 一一 


繼 ぎしと 雖も 、若年な れば 、鎌 倉の 浪士、 
大田和 外 記、 三 浦 兼 義等來 りて、 講義 ^ 
與リ 、之を 補佐した りと 云 ふ。 

元亨 三年、 藤 原隆持 •石 見守と 爲つて 赴 
任す。 兼 連 •之を 優遇し、 長く 其の 家に 
留む るを 常と せ 9。 或る日、 山伏. 一人 來 
り、 隆 持と 面識 ぁる もの、 如く、 座に 上 
つて 會食 す。 談 •偶々 * 條高 時の 狂暴に 
して、 戳 慮を 惱し 奉る 事 •甚 しきを 說く 
に 及び、 二人 聲淚 共に 降る。 兼 連 •座に 
ぁり、 慷慨に 堪 へず、 諸人を 退け、 鼎座 
密談、 數刻に 及べり。 焉ぞ 知らん、 腰拔 
國守は 幕府の 内命を 受けて、 國 情を 牒知 
せんと 下國 せる ものに て、 山伏 僧は 右少 
辨藤原 俊 基の 變裝せ る ものな らんとは、 
是ぞ兼 連が 志を 皇室に 寄せし 始めな り。 

元弘 三年 閏 二月、 後 醛醍 天皇 •隱岐 ょり 
伯 耆の船 上 山に 邊 幸し、 勤王の 士を徵 さ 
る。 兼 連 •義旗を 擧げ 、一族 郎等を 率ゐ 
て、 船 上 山 行在所に 參 る。 六 皇子 恒良親 
王を 大將 と爲 し、 千 種顯忠 を 副 將と爲 し、 
山陰、 山陽の 兵を 率 ゐて六 波羅を 討たん 
とす。 車駕に 供奉し、 兼 連 •一族 郎等を 
率ゐ て、 六月 五日 入京す。 

興 國四年 二月、 上野 賴 兼、 益 田 兼 見 •官 


軍の 籠れる 都 野 城 (二宮 村) に 迫り、 七月 
二十 九日-岡 見に 陣 す。 兼 連， 上野の 本 
陣を衝 く。' 三 隅の 官軍 •黑澤 城 (城主 兼 
春は 兼 連の ニ 男〕 ょり、 美 濃 郡の 官軍に 
通じ、 奮鬪 して 賊將 吉川經 明の 股を 射、 

兼 春の 若 黨十郞 兵衞 •迫って 經 明の 額を 
切り、 腕を 傷っく、 三 隅の 兵 次いで 追撃 
して 大勝す。 同 五 年、 兼 連 •大將 として、 
那貿郡 西部の 官軍 大に振 ひ、 六月 賴兼 • . 
三隅に迫るや、兼連.石田(三隅村石田) 
合戰に 賊今田 祖覺坊 を 討 取る。 

正 平 元年 六 目、 賴兼 •官軍 都 野 氏と 戰ふ 
や、 兼 連 應援 し、 二十 一日、 二十 二日 都 
野 城に 戰 ふ。 同 三年 三月、 賴 兼* 三 隅を 
侵すに及び、四月九日、三隅の兵出で \ 
業 谷 C 三 隅 高 城の 麓 谷) に賊 兵と 戰 ふ。 
同五年八月、尊氏の將高師泰*佐波城を 
落し、 石 見國中 三十 ニ 城も陷 落し、 殘れ 
る 三 隅 城へ も 迫り 圍む事 百 三十日、 高 城 
の 地險唉 、城兵の 士氣 旺盛に して、 寸効 
なく 圍を 解いて 去る。 兼 連の 武勇は 克く 
敵 兵を 頓挫せ しむ。 同 六 年、 兼 連の 妹 胡 
籙局 をして、 石見宮 (後醍醐 帝 第 十五 皇 
子滿良 親王〕 を 三 隅に 迎へて 守護し 奉る。 
同 七 年、 a 見の 官軍* 石 見宮を 奉じて 穴 


生の 行宮に 至リ 、五月 十一 日 京都 男 山 夜 
戰に 奮鬪 し、 宮は戰 歿し 給 ひ、 11 隅 兼 知 
(兼 連の 長子〕、 胡籙局 も、 以下 多く 戰死 
せり。 同 十 年 三月 四日、 尊 氏 •京師に 迫 
り、 十二 日 兼 連 •奪 戦して 歿す。 鄕國三 
隅 正 法 寺に 歸 葬し、 三 隅殿樣 墓と せる 碑 
今に 存 す。 大正 十一 年 九月 八日、 兼 連 公 
五 百 五十年祭に 當 9、 正 四 位を 贈り、 其 
の 功を 追 賞 せらる o 

兼連の長子兼知は、延元元年、足利尊氏 
方の 益 田 城を 攻め、 同， ニ 年長 門に 出陣、 
武家の 諸 城を 略し、 正 平 七 年 五月 十一 日、 
男 山の 戰役に 石見宮 を 奉じて、 出征 戰死 
す。 同 次子 四 郡 三 浦 兼 春は 弓の 名人な れ 
ば、 三隅與 一と 稱 せらる。 興國四 年、 黑 
澤城(那貿黑澤村〕、及び木束城8主將と 
して、 賊徒を 擊 退し、 石 見宮の 守護に 最 
も深く任じた -5 。文武兼備の名將として 
勳 功多く、 名望 高く、 其の 室の 令聞は、 
那貿、美濃ニ郡に嘖々たり。父兼連、兄 
兼 知の 戰 死後、 三 隅 城主の 權を行 ふ (兼 連 
の嗣と 見ら る 》に 至る〕。 居城 山 (木 束 城 
山田屋 山) の 切 岸の 北半 部 丘上 森林 中に 
寳筐塔 式 古墳 あり、 是れ兼 春の 墓 也。 往 
年久しく 祭を 絕ち しを、 里人 夢想に 責め 


られ 、爾来 今日 迄 祭を 絕 たず、 里人に 畏敬 
せらる。 

同 三男 井村 兼 雄は 井村 城 (那貿 郡 井村 宇 
戶屋 川) を 守る。 初代 兼 冬 (兼 連 弟、 分 
家〕 •延寳 (？) 元年 二月 十四日 卒し、 兼 雄 
ニ 代と して 之を 領 し、 三 隅 石 見守、 又は 

.井村 石見權 守と も稱 す。 元弘三 年 五月、 
六 波 羅攻圍 軍に 赴き、 次い. で 朝廷 派遣の 
新田 左 馬助義 氏の 石 見に 來るや 、之を 援 
けて 小石 見 城の 樞 地を 扼 して、 賊徒を 防 
ぎ、 又 各地に 轉戰 して 功 あり。 妻 三 浦 氏 • 
賢 良に して、 其の 女の 教育に 盡 せり。 女 • 
, 賢に して 石 見 國司日 野 左 兵 衞佐邦 光の 室 
となる」 と o 

4 家紋 見聞 諸 家紋に、 

石 州 之 
三 隅 
橘 家 讚 州 
長 尾 南 

5 末裔 又 林 系圖に 「通信 (室は 三 隅 兼 
隆の 女)」 と。 その 裔孫は 安西 軍 策に 「石 
州濱田 合戦の 事、， 大永五 年 三月 中旬、 大 
內義興 •其の 勢 三 萬騎筑 前へ 發狗 す。 同 
六 年 二月 下旬に 山 ロへ 歸り給 ひ、 又 三月 
に、 石 州へ 打 越え、 尼 子方の 城 六 箇所を 
攻 落し、 三 隅 入道が 城へ 押 寄せ、 七月 


ミス ミ 


より 十二月まで 攻められ ける。 石 州 尼 子 
方の 者 共、 三 隅 落城せば、 國 中大內 に隨 
ふべ しと 注進す。 經 久大に 驚き、 大 軍を 
懼し 出で ける に、 同月 五日、 三 隅 防ぎ か 
ねて 降參 す。 大內 は國 中を 隨へ て頓 がて 
濱田へ 陣易 し、 尼 子 勢を 待ち かけたり J 
と。 後 毛 利 氏に 從 ふ。 

6 長 門の 三 隅 氏 當國 三隅鄕 より 起る 0 
この 地は 神 鳳抄に 「長 門 國三隅 御厨、 上 分 
十 石 J と 見え、 而 して 日向 記に 「エ藤 次 
郞祐朝 •長 門國 三隅庄 傳領」 の 事を 載せ、 
大內家 壁 書に 「寬正 三年、 長 門 國三隅 庄丨 
平氏 左衞 門三郞 云々」 と。 又大內 有名 衆 
帳に 「侍 大將 三隅彌 ニ郞」 見 ゅ。 

三角  $ スミ 因幡、 石 見、 豐前 、肥 後、 
等に 此の 地名 あり。 而 して 石 見の 三角 氏は 
前條に 詳か 也。 その他、 豐前 (下 毛 郡に 三 
角 池)、 攝津 、武藏 ( 橫見 郡に ミス ミノ 庄あ 
り、 柚澤 村の 邊な り： > 、甲裴 (三 ッ 角條參 
照)、 等に 見え、 京都の 醫師に 三角 了 敬 (登 
壽院法 印) •名 あり。 

美 澄 ミス ミ 3 シズミ 條を 見よ。 

三 栖谷ミ K ャ源姓 也と。 馬場 條參 照。 

三 瀬 ミセ 伊勢 國多氣 郡の 三瀨邑 より 起 


1 三瀨 御所 村 上 源氏 北 畠 氏の 族に して 
勢 州 四 家 記に 「國司 三 瀨 大御所 中 納言具 
敎卿 j と。 具敎は 天 正 ニ 年 三月、 大河 內 
城ょり移リて三瀨城に居る、ょりて三溜 
御所と 稱 せられし が-四 年 十一月、 藤 方、 

輕 野、 長 野、 瀧 川 等の 爲 に 殺さる。 北 畠、 
大河 內 等の 條を 見ょ。 

2 三瀨氏 前述 多氣郡 三瀨 ょり 起る。 舟 
木 系圖に 正尙郎 從三瀬 云々、 また 天 正中、 
三瀨左 京なる 者 あり。 神宮 寺は その 兵亂 
に 燒 失す。 又 勢 陽 軍記に 「三瀨 云々」、 又 
「三 瀨藏人 •三 瀨城 々主」 など 見え、 志 摩 
、 にも 存 す。 

見 瀬 ミセ 大和 等に 此の 地名 あり、 又 前 
項と 通じ、 伊勢， •志 摩に 此の 氏存 す。 

三關 ミ セキ 武藏に 此の 氏 有り。 

美 煎 ミ セン 

溝 ミ ゾ 相 摸 等に 此の 地名 あり。 而 して 
筑 後上 妻 郡の 豪族に 溝 和 泉 ありて、 本鄕 城、 
一條 村 城 等に 據 る。 

美 素 ミソ 

三 祖ミソ 

溝淺 ミゾ アサ 土 佐に 溝淺權 守 あり。 
未曾有 ミ ソウ 磐 城 國石城 郡の 名 族に し 
て、 元弘 三年 文書に 未曾有 惣領纔 岡 又五郞 
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あり、 鎌 田條參 照。 

溝 江 ミゾ H 越 前 等に 此の 地名 あり。 

1 日 下部 姓 朝 倉 氏族 越 前 坂 井 郡 溝江鄕 
ょり 起る。 朝 倉 氏の 族黨な リと云 ふ。 金 
津 城主に 溝 江 大炊 助長 逸 あり、 天 正 ニ 年 
二月 十九 日、 一向 一揆の ために 自害す。 
富 慳條に 詳か 也。 

2 加 賢の 溝 江 氏 前項 氏の 裔 か、 加實藩 
給 帳に 「百 五十石 (丸 内 木瓜〕 溝 江 鐵 馬」 
を载 す： 

3 赤松 氏族 始め 宮川 氏、 左衞 門の 次男 
吉淸に 至 9、 此の 氏を 稱 すと ぞ。 

•4 雜载 その他、 武鑑、 津輕藩 重臣に 此 
の 氏を 载せ 、豐前 等に も存 すと 云へ ば、 
他に も猶ほ あるべ し。 

一一卞十尾ミソヲ武藏に此の氏有り。 

溝 尾 ミ ゾヲ 同上。 

溝 折 ミゾ オリ 攝津に 溝 折庄 ありて、 康 

富 記に 見 ゆ。 

三十日 ミソカ 備前 等に 此の 氏存 す。 

晦日 ミン カ大村 藩に あり、 富 永 氏ょり 

分る。 

溝川々/ ゾカハ 武藏に 此の 氏 あり。 

溝 上 ミゾカ ミ 中興 系圖に 载せ たり。 

1 营原姓 山ロ氏の族にして、钯前大付 


藩士に あり、 野 岳 村を 頜 し、 ^ 「上方ょ 
り宮 村に 來 る」 とも 云 ふ。 

2 筑 後の 溝 上 氏 當國の 名 族に して、 明 
曆 元年の 一條 傳 平の 判 書に、 溝 上七郞 兵 
衞 •見 ゆ。 

溝 ロ ミゾグ チ 越 前に 瀵ロ庄 、其 他、 尾 張 
武藏 、常 陸、 伯耆 、筑後 等に 此の 地名 存 す。 

1 少貳 氏族 筑後國 下 妻 郡の 瀵ロ邑 ょり 
起る。 太平 記卷 三十 三に 溝 ロ 丹 後 守 あり、 
一本に 丹 波 守 •金 勝 院本には 名を 能 元と 
す。 又 近 藤 建 武四年 八月 文書 |C 溝 ロ太郎 
入道、 又 善導 寺鐘銘 に 「山門 郡顴 高下 庄 
埋長勝 律寺大 檀那 溝 口藤 原親資 、隱永 甘 
三年 云々」 と。 此等も 此の 族 か。 

2 藤 姓 高木 氏族 前項の 氏に 同じ かるべ 
し。 上 妻、 草 野 氏と 同族と 云 ひ、 又 宇都 
宜 氏族と も 云 ふ。 前項の 外、 大永 三年の 
大名 衆 C 小 野 村內宮 棟木) に 溝 ロ 殿、 大友 
記に 「大 友簏 本の 大名、 筑後國 溝 ロ」 と。 
又 領主 附に 「溝 ロ 常 陸 介 (中關 白 末、 又 
• 一に 蒲 池 家来) 卡妻小 田 域 ( 一 & ロ 城〕 
に 居り、 五町 (五 百 丁) を頜 す」 と载 せ、 
又 「溝 ロ 彌十郞 (酒 井田) 五町を 頜 す」 と 
云 ふ も あ リ 0 

而し-て筑後國史に. ==: 啬ロ村舘跡.寬延記 


に 「鶴 田 村に 龍 造寺隆 信が 山 下城を 攻め 
し陣跡 あり、 其の 地を 陣屋と 號 す」 と。 城 
は 村の 南邊に あり。 傳へ云 ふ 「溝 ロ宗淸 • 
常 居の 舘 也。 時代 詳なら ず」 と。 太平 記、 
延文四 年、 営 方に 溝 ロ 丹 後 守 能 元、 城 重 
岑 寄進 状に 「文龜 元年 五月 廿日、 溝ロ資 
淸 •肥 後 袈裟 尾に て戰死 J. と 載せ、 豐西 
記 「大 永 三年に 溝 ロ 遠 江 守」 と。 大 友義 
鎭狀に 丹 後 守と ある 人なる べし。 誌 略に 
「大 永年 中、 瀵ロ刑 部 あり、 it 口村の 人な 
.り」 と。 又 蒲 池 物語に 「大永 五 年、 溝 ロ 
刑 部、 川 崎 右京亮と 心を 合せ、 溝 ロに 城 
を 構へ て楣 籠る。 二月 十二 日、 大友 先陣 
千 七 百餘人 •溝 ロの 城を 圍 む」 など あり』 
とぞ o 

又 「小 田 村 城跡 •明 應文纔 の 頃、 溝 ロ 常 
陸 介、 同帶刀 •之を 守る」 など も 見 ゆ。 

3豐前の溝ロ氏宇佐郡の豪族にして、 
天文 永祿の 頃、 溝 ロ 左 近將監 あリ 。而し 
て 溝 ロ 氏 古記 錄に 「溝 ロ 家は 八幡 宇佐 宮 
の 神人に して、 大宮司 專使 として、 大小 
の 神事に 殿上に 神 勤し 来れり。 然るに 宣 
風の 代に 當りノ 天 正 四 年大友 氏の 族奈多 
鏗基の兵燹に罹り，家系、並に舊記、悉 
く燒失して、古代の掛系を詳にせずと雖 


も、 宇佐 宮舊 記、 及び 宮成 大宮司 始祖よ 
リ三 十八 代に 當 る豐筑 對三州 大守 正三位 
宇佐 公通 卿の 菩提 所た る 安樂 院舊記 等に 
、 存する 所に 因 9、 應安 年中、 溝 ロ 左 馬 之 
亮藤原 朝臣 親宣 より ニ 十七 代、®々 神 勤 
し、 兼神頜 知行 田檢 印を 役せ り。 因って 
知行 田貳 反、 途 に 神頜 御藏 米の 內 より 家 
錄 として 六 石 五合の 配當を 受け 居れり。 
王政 維新に 際し、 明治 五 年敎部 省より 神 
勤を 免ぜら る」 と (小 野 氏)。 

4 肥 後の 溝 ロ 氏 細 川 藩の 重臣に して、 
武鑑に ■ロ 藏人等 見 ゅ。 

5 證岐公 姓讚岐 の 豪族に して、 全 讚史 
に 「池 田 城は 池 田 村に 在 リ、 池 田 遠 江 守 
景光 •之に 居る、 瑄田 氏の 族 也。 池 田 山城 
は泓田 村に 在り、 盖し王 佐 山の 東に 小 岡 
あり、 是 か。 瀵 ロ飛驛 これに 居る。 亦殖 
田 氏. の 族 也」 ？: 。 

6 营原姓 岩 淸水祠 官警固 壯士に 此の 流 
ニ 家あリ 0 

7 佐々 木 氏族 京 極 氏の 族な りと 云 ふ。 

8 淸秕 源氏 武田 氏族 尾 張 國海東 郡 (中 
島郡〕啬ロ邑ょり起る。「逸見又太耶義重 
(上線 介 光長 四 代 孫) の 後裔、 美 濃大桑 _ 
の 地頭な りしが、. 後尾 張國溝 ロ鄕に 住し 
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て、 溝 ロを 稱號 とす。 彥左衞 門 勝 政 . it 
ロ鄕 を領 す。 その 男 伯 耆守秀 勝 (竹)」 な 

My  io 

又 溝 ロ 家譜に 「逸見 又 太耶義 政 •承久 の 
軍功に 依り、 常 陸 鹿 島 郡 大桑鄕 溝 口村を 
賜 ふ、 夫ょ 9 代々 其の 地に 住し、 彥右衞 
門尉勝政/の時、常陸を退き、近江美濃ニ 
國の 間に 居 9、 溝 ロ 城を 領 す。 天 正 元 死、 
男秀 勝」 とも あり。 

又 張 州 府 志、 尾 張 志 等に 據るに 「春 日 井 郡 
熊野莊 住人に 溝 ロ 左 京 進 あり」 と。 又 海 
東 郡 「廣 口村の. 士溝ロ 彥左衞 門 尉 勝 政、 
その 男 伯 耆守秀 綱」 を载 せ、 逸見 子孫と 
云 ひ、 又 「海 西 郡 赤目 村の 士溝ロ 富 之 助 
(信 長臣) 」、 「乙子 村の 人 溝 ロ 左 近」 等 見 
.え、 又 織 田 分限 帳に 「伊勢 朝 明 郡 田 光四 
百 五十 貫 •溝 ロ五郞 」を擧ぐ。 

9 新 發田侯 前項 勝 政、 秀勝の 家に て、 
藩翰譜 に 『伯 耆守源 秀勝 は、 尾 張の 國の 
住人 溝ロ彥 左 衞門尉 勝 政が 男な 9。 昔し 
.逸見 又 太 郞義重 •承久 の 頃、 美 濃 國大桑 
鄕の 地頭 職に 補せられ しより、 子孫 代々、 
彼の 國に 在り、 其の後、 尾張國 に遷 つて、 
啬 ロの 地に 住せし より、 瀵 ロとは 名乘れ 
•るな り c 頭註に 大桑は 山縣 郡に して、 溝 ロ 


も 同 郡な れ i、 尾 張と いふは 誤れる か)。 
秀勝 未だ 竹 丸と 申して 童な りし 時ょ リ、 

丹 羽 五郎 衞門尉 長秀に 仕へ、 元服の 後、 
金 右衞門 尉と 名のる。 天 正 九 年 四月 十六 
日、計らざるに織田殿に召出され、御家 
人に 連り、 若 狭 國高濱 の 城を 賜は り、 彼 
の 國の目 代に なさる。 

安土 日記に 「若 狭の 逸見 騣河守 •死して 
世嗣絕 えし かば、 彼の 所領 八 千 石の 地を 
分ち て、 三千 石は 武田 孫八郞 C 元朝〕、 五 
千 石は 溝 口金 右衞 門に 賜 ひし」 と。 逸見 條 
參 照。 又 信 長 記に 溝 ロ 竹と しるす。 竹と 
は 童 名な り、 此の頃は 金右衞 門と 申せし 
なり。 明 十 年 六月、 織 田 殿 討たれ 給 ひ、 
同十ニ年春、近江國志津が嶽の合戰敗れ 
て、 柴田 修理 亮勝家 •越 前の 國に 引返へ 
す。 筑前 守秀吉 、續い て 攻め入りし に、 
秀勝 •手勢 引 具. し、 敦賀 の津に て、 秀吉 
に 馳せ洳 はり、 先齪 して 戰ひ 、加 賈國大 
聖寺の 城を 領 し、 四 萬 四千 石、 又 伯耆守 
に 任じ、 從五 位下に 叙す』 と。 
信長記卷十四に「溝ロ竹 '. 常に正意誠心 
にて、 武を心 懸け、 每事心 に 入た る 者な 
れ ば、 倍臣 たれ ども、 五千石 下されけ y」. 
と。 伯 耆守秀 勝 C 六 萬 石〕 が 秀吉の 家臣と 
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なりし 事は 丹 羽 條を參 照せ ょ。 又 豐鑑卷 
三に 啬 ロ伯耆 守と 载せ たり。 

.溝 口金 右 衞門秀 勝が、 大聖 寺 城 四 萬 五 千 
石を 領 知したり し 事は、 三 州 志、 天 正 十 
一 癸 亥年 圖譜に 「江 溶 能 美 ニ 郡 (居城 越 
前 北庄〕 •丹 羽 五郎 左衞門 長秀頜 。今年 因 
月、 _前北 の庄 城主 柴田勝 家 •自害 後、 
城 及び 加州 江 溶 能 美 ニ 郡を 賜 ひ、 溝 口金 
右 衞門秀 勝 (江 沼 郡 大聖 寺、 當城 主な り。 
此の先 城主 拜 鄕家嘉 •天 正 十一 年 四月、 
志 津ヶ嶽 の 役に 戰 死後、 秀吉公 •當 城を 

秀勝に 賜 ふ、 頜納高 不詳)、 村 上次郞 右衞 
門義明 (小 松を 賜 ふこと、 天 正 八 年に 詳 
にす〕 を與 力に 屬 せらる 。然れ ば 'V 溝 0 、、 
村 上の ニ 領は丹 羽 氏の 頜中 故、 著 色を 分 
たず」 と 見 ゆ。 (丹 羽條. 參照 )。 

天 正 十四 年、 從四 位下に 叙し、 豐臣 姓を 
. 賜は る。 慶長 三年、 越後 國新發 田の 城に 
遷 されて、 五 萬 石、 同 五 年關ケ 原の 役、 
秀勝 •東軍に 屬 し、 十五 年、 六十 三歲に 
て卒 。嫡子 伯 耆守宣 勝、 初め 秀吉 の諱字 
を 賜 ひ、 秀 信と 名乘 る。 叙爵して 主税 正、 
家を 籙ぎて 五 萬 石、 所領を 分ち、 弟 伊豆 
守 善 勝に 與 ふ、 一 萬 ニ 千 石 也。 寬永龙 年 
十月廿九.日、四十七歲にて卒。嫡子出雲 


守宣直 •五 萬 石、 ニ 男 又 十 郎宣 秋は 六 千 
石、 三男 內記宣 浚は 五千石、 四 男 左京宣 
知は 四千 五百石 也。 宣直 •寬文 十二 年、 
九月 七日 致仕、 延寳四 年 十一月 卒 。其の 
子信濃守宣廣*家を繼 <'' 。 

E* 政 系譜、 及び 武鑑に 「出 雲 守宣直 (初 
俊 勝) 丨信濃 守 重 雄 (初 宣廣 〕— 伯 耆守重 
元 (初 宣盛〕 — 信 濃 守 直 治 (初 重貞〕 丨出 
雲 守直溫 (實は 溝 ロ 攝津守 直 道 四 男〕— 主 
膳 正直 養 C 初 直範、 浩齋〕 丨伯耆 守 直 信 
(初 直 堅、 實は 直溫六 男〕— 出 雲 守 直 俣丨 

信 濃 守 (伯耆 守〕 直諒 (茶人)— 主 膳 正直 
溥」— 直 正。 又 「宣 正— 眞亮」 にして、 越 
後 新 發田十 萬 石 (明治 七 萬 九百廿 石〕。 現 
今 伯爵。 家紋 搔摺菱 、菱 井桁。 

0 : 

10 澤海藩 伯 耆守秀 勝の ニ 男 •伊豆守 善 
勝 •越後 蒲 原 郡 澤海一 萬 四千 石を 賜 ふ。 
藩 翰譜に 「伊豆守 源 善 勝 (初の 字は 孫 左 
衞 門〕 は 伯 耆守秀 勝が ニ 男な り。 慶長六 

年 伊豆守 •同 十四 年、 上野 國甘樂 郡に て 
ニ 千 石、 十五 年に 父 卒し、 兄伯耆 守宣勝 • 
所領を 分つ、 善 勝 •辭 して 受けず。 宣勝 • 


$ y クチ  老八六 


終に將軍家に、此の由を訴ふ。仰に依つ 
て、 善 勝 •己が 所領に 合せて 是を頜 す。 
1萬ニ千石を分たれ、本頜共に一萬四千 
石を 頜 す。 其の 嫡子 土 佐 守 政 勝、 寬永 十一 
年 父が 遺頜を 賜 ひ、 一 萬 石、 ニ男權 佐 助 
勝 •三千 石、 三男 九十 郎直勝 •千 石。 政 
勝 •寬文 十 年 正月 廿 八日、 六十 三歲に て 
卒し、 其 の子伊豫守政胤(政良)繼ぐ。其 
の 子 帶刀政 親 •實は 加 藤 內藏助 明 友が ニ 
男を 養つ て 子と す」 と。 政 親 •貞享 三年 
酒 狂、 同 四 年 八月 二十 五日 頜土沒 收。 

11 橫 田家 伯 耆守宣 勝の ニ 男 又 十 郎宣秋 
(六 千 石〕 の 後に して、 奥州 岩瀨 郡橫 田に 
居り、 交替 寄 合たり。 「宣秋 I 攝津守 直 道 
I 修理 直行 丨彈 正直 寬丨弟 修理 直 福丨彈 
正直 英—式 藏直淸 — 攝津 守直靜 (五 千 
石〕」 にして、 家老 •大 岡、 用人 •岡、 關 
根、 番頭 •大 岡、 吉田 、城代 •岡 也。 

12 尾 張 小 笠 原 流 第 十五 項 氏の 裔にし 
て、 寬政 系譜に 「去 京 亮 (信 長家！ 21〕 丨與 
十 部 常 長— 外 記 常 吉丨半 左 衞門重 長 (政 
高、 六 百 石)」 と 見 ゅ、 家紋 丸に 三文 字、 
松皮菱 、丸に 三 柏、 五 陵菱 、丸に 違 隳の 羽、 
丸に ニ 引 (三 引兩〕 。寬政 系譜に 見 ゅ。 

13 桓武平氏家紋丸ビ違隳の羽，丸にニ 


引 (三 引兩〕 。寬政 系譜に 見 ゆ。 

14 一一 加の 溝 ロ氏鎗 田 大隅岳 信の 子 半 左 
衞門 •勝 家に 仕へ、 溝 ロと 改姓し、 勝 家 
滅亡の 時 越 前にて 殉死す。 一に「天芷三 
年、 勝 家 •北庄 在 城の 時、 盛 政 •尾 山城 
に 在りて、 溝 ロ 半犮衞 門の 子 千 熊 高 綱を 
使と して、 岳 信を 俘り 招きて 切腹せ しむ。 
岳 信 切腹の 時、 千 熊の 異氣を 賞、 し、 介錯 
を爲 さしめ、 遺言して 岳 信の 女婿を 約し、 
龜 田の 姓を 譲る、 ょりて 岳 信 滅後千 熊は 
_ 田大 隅と 姓を 改めて、 岳 信の 遺言に 從 
ふ J と。 後に 淺野 氏に 仕へ、 一 萬 五千石 
に 至る。 カメ ダ 條 一七 八 三 頁を 見ょ。 

又 加 實藩給 帳に 「八 百 石 (カスリ 菱〕 溝 ロ 
賴 母、 百 石 (ッタ 〕 溝 ロ耕藏 、貳百 石 溝 ロ 
七 太夫」 等を 收 む。 又 第 九項參 照。 

15 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 信濃國 伊那 郡 溝 
ロ村ょリ起り、溝ロ城に據る。應永中 \» 
小 笠 原 信 濃 守 源 政 長の 三男 氏 長 •此に 薬 
城、 初めて 溝 ロと 稱 す。 其の 子 「秀 行— 政 
行— 秀重 (文 安 1 一年 三月、 善 光寺 大黑塚 
に 討死)— 貞信丨 氏 友」 也。 關戏 1 K ふ 「美 
和 村 溝 ロに 居城 あり。 氏 友、 小 笠 原 長 時 
に 從 ひ、 河 內國高 安城に 得替 J (溫和 集) 
と。 一に 「弘治 ニ 年 六月、 武田信 主に 亡 


ぼ さる」 と。 坂 西、 飯 田 等の 條を 見ょ。 
一族 甲斐に 存 す。 - 

16 , 常 陸の 溝 ロ 氏 第 八項參 照。 县倉追 罰 
記に 「，溝 ロは 井桁、 但し 三 葉 かしは を 打 
つ 事 も 有り」 と。 

17 奧^の溝ロ氏永慶軍記に「江刺郡岩 
•谷 堂 城に 溝 口外 記を 置く」 と。 

18 雜载掘 尾 山城 守 給 帳に 「百 貳拾石 溝 
ロ 庄五郞 J を 載せ、 又大村 藩に 存 し、 又 五 
條家 系圖に 「良 永 ( 稻葉侯 臣溝ロ 氏 猶子)」 
と。 又 俳人に 溝 ロ竹亭 、幕臣 溝 ロ 五左衞 
門は 丸の 内に 鷹の 羽 違を 家紋と す。 又 書 
家に 溝ロ莊 司成從 (美 濃 人〕 あり、 千 谷と 
號し 、その 男庄 司成嘵 (子 譲) は嘵 谷、 その 
男 庄司成 住は 源 谷と 號 す。 又 幕臣に 溝 ロ 
源三郞 (寬政 系譜〕 見 ゆ。 又 美 濃、 伊勢、 
志 摩、 攝津 、山城 等に 見え、 又 茶人に 溝 

ロ 塞 あり。 

、渠ロ  ミ ゾグチ 石 見に 此の 氏存 す。 

溝 杭 5 ゾクヒ 攝津國 島 下 郡に 溝 杭莊あ 
り、 攝津 志に 「目 垣、 二階 堂 •十一、 馬場の 
四 邑を日 ふ」 と 見 ゆ。 三 島條參 照。 

.1 三 島 耳 太古 三 島 溝 杭 耳 あり。 又 撰 解 
文集に 此の 氏 •見 ゆ。  ， 

2 淸和源 氏 同上 溝 ロ莊 より 起る。 尊卑 


分脈に 「賴光 i 賴國丨 下野 守賴資 j 資兼 
(賴資 の 子、 外 家の 所領 相傳に 依り、 攝 潜 
國溝抗 に 住す。 溝抗大 夫、 從五 下〕 丨資時 
(溝 抗源 ニ〕— 資家 (修理 亮 、溝 抗源三 〕丨 
資村 (溝 抗 孫ニ郞 、一に 彌三 郎〕— 
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又資 儀の 弟に 「六 郞兵 衞尉資 近、 又ニ郞 
兵衞 尉資宗 、大夫 阿 闍梨禪 信」、 また 資高 
の 弟に 「孫 三郞資 家、 左衞門 五郎 資 雄、 
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七郞資 春」 見え、 見聞 諸 家紋に、 


溝 杭 

((  S 

溝 越ミゾ ゴシ 

溝 田 ミゾタ安藝國の名族にして、武田 
家臣 也、 安西 軍 策に 見 ゆ。 又武藏 等に 存 す。 

溝 谷 ミ ゾタ 11  丹 後 等に 此の 地名 あリ 0 

« 手 ミ ゾテ備 中等に 此の 地名 ありて、 

♦武藏 等に 此の 氏 あり。 

1¢ 殿 ミゾ トメ 

御園 ミ ソノ 攝津 國河邊 郡に 御圍莊 あり 
淸水 、坂 部、 久 々智 、田 中 •瓦宮 、若 王 寺、 
中島の 諸邑を 云 ふ。 次に 遠 江 長上 郡に も 美 
園庄 あり、 四十 三 村に 亘る 。その他、 伊勢、 
尾 張、 伊豆、 近 江 等に 此の 地名 あり。 

1 三 園眞人 天武 帝の 御裔に して、 延曆 
廿四年 二月 紀に 「左 京人 多 王、 登 美 王 等 十 
七 人に、 姓を 三 園眞 人と 賜 ふ」 と ある 後 
にして、 姓氏 錄 、左 京皇 別に 取め r 三 圍 
眞人。諡天武皇子淨廣壹磯城親王の後ょ 
り 出づる 也」 と载 せたり。 

2 無 尸の 三 園 氏 外 記 日記 等に 見 ゆ。 前 
項 氏め 後 也」' 

3 吉 野の 御園 氏 大和 國國繅 村 大字 御園 


s y s 

に據 る a 八旗庄 司の 一にして、 中の 莊 司た 
りき。 吉野舊 事 記に 「御園 兵衞 は、 後醍 
_ 帝 南 狩の 時、 一郡の 長を 召し、 勅して 
八 旗を 賜 ふ、 故に 八旗莊 司と 呼ぶ o 而し 
て 中の 莊 旗頭な 0。 所々 に 於いて 大いに 
軍功 あ 9 J と。 又 吉野山 志に 「御園 兵衞 
(御園 村)」 を载せ たり。 

4 貿茂縣 主上 賀茂 社の 社家に して 賢 茂 
姓 也。 

5 中 臣姓大 中 臣系圖 に 「梅 原 右 中將政 
賴 十七 代 唯 了 (御園 中納 言) J と あり。 即 
ち 「政 賴—賴 篤 (右衛門、 常 州 下着、 息 
子 六 人、 女子 三人〕— 賴光 (兵 部少輔 •弟 
に 篤 俊 あり〕 丨賴貞 (專修 念怫に 歸 して 發 
心す、 法名 號唯佛 ) 丨唯圓 (初 名 光 柳 丸、 
中納 言。 名鏡顆 、兄弟 也。 法名號 唯圓、 
兄弟 四 人、 奥州た て 門下 千餘 、末寺 光 泉 
寺〕 丨唯秀 ( 弘 顔、 中將 。弘頭 法名 唯秀、 
越後 國かん はら 門下 五百餘 、末寺 恩 光寺 
と 云 ふ〕— 唯 法 (中納 言、 光 養 丸、 男子 三 
人、 女 三人〕— 唯 念 (中 將 、唯 法の 弟子 也) 
丨唯願 (中納 言。 下摁國 門下 有、 西 光寺 
と 云 ふ〕 丨唯心 (中 將 、子 五 人)— 唯 生 (中 
納葺 、唯 心の 弟子 也〕 1 唯 善 (中將 、子 六 
人、 女子 一人〕 j 唯頤 ( 是れ 兄弟 也 •中納 


$y/ 
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言) j 唯 願 (唯 性、 中納 言、 兄弟 三人、 唯 
願 弟子〕 丨淨念 丨空 了— 唯 空 (松 音 丸、 中 
將〕—唯了(御國中納言〕—唯正(千代房中 
將〕 —唯覺 c 願當こ 房、 女子 一人〕— 唯 浚 
(民 部、 式部、 松 之丞〕 — 女子 (於 長)、 妹 
女子 c 於 丙 合〕」 也。 

6 桓武 平氏 伊勢 平氏の 一にして、 奄藝 
郡 御菌邑 より 起る。 同邑城 山は 御菌 城跡 
にして、 御 菌三郞 の 據リし 地と 傳へら る 
(村舊 記、 五 鈴 遺 響、 名勝 志〕。 

7 淸和源 氏高屋 氏族 近 江 國神埼 郡 御園 
邑 より 起る。 尊卑 分脈に 滿季 の裔孫 「(高 
屋〕 平 井七郞 重 網— 範廣 C 號御 園〕— 時 綱 
(岸 下)」 と 見 ゆ、 平 井、 岸 本、' 岸 下、 林 
田 等の 條參 照。 蒲 生 家臣に 御園 掃 部 介 あ 
り、 此の 流 か。 

8 尾 張の 御菌氏 春 日 井 郡 御藺邑 より 起 
る。 康 正造內 裡段錢 引付に 「一貫 五 百 文 • 
御藺 五良 左 衞門尉 殿、 尾張國 御藺村 散在 
段錢」 を 載せ、 永享以 來御番 帳に 「五番 • 
御 藺五郞 左衞門 尉」、 文 安 年中 御番帳 に 
「五番、 在國衆 •御 菌五郞 左衞門 J、 また 常 

德院江 州 動 座 着 到に 「五番 衆 •御 藺筑前 
守丨|等見ゆ 0- 

9 上總 の 御園 氏正應 中、 御園 氏 •大檀 


那と爲 9 て 寺院を 起し、 僧 祐弼を 招く。 
10 雜载® 醫 •に 御園 主計 助 常 尹 あり。 中 
渠と號 す。 又賴 山陽の 室は 御園 氏な りき。 
その他、 武藏 等に 存 す。 

御菌  $ソメ 前條 氏に 同じ。 

美 園 ミソ / 遠江に美園御厨あ9。 

三 園 £ ゾ / 御 圍條に 併せ 云へ り。 

溝延  £ゾノ，< 羽 前國の 豪族に して、 村 
上 郡 溝延邑 ょり 起る。 大 江 姓に して、 寒 河 
江 系圖に 「白 石六郞 五 郞滿廣 の 男宗廣 (溝 
延と號 す〕」 と 見 ゆ。 

溝 端 々/ ゾハタ 丹 波 國天田 郡 堀 越 城 (堀 
越 村〕 主 小 倉 氏の 家老を 溝 端 氏と 云 ふ。 丹 
波 志に 「溝 端 甚九郎 •子孫 堀 越 村。 城主 小 
倉 氏の 家老 也、 名 水流の 溝 場に 住する 故、 
名字に 下さる となり。 主人 落城 後、 甚九郞 

は 三 俣の 山 0 隱れ 住み、 山人 來れば 鎌を 取 
9 たり」 と。 又 氷 上 郡に も ありて、 r 溝端乘 
後 •子孫 余 田 鴨 坂 上 村。 余 田 氏の 家老な り、 
三代の 孫 溝 端 甚左衞 門、 三人 張の 弓を 用 ひ、 
大阪陣 に 出づ ると 云 ふ」 と。 

その他、 武藏 等に 存 す。 

溝 機 ミゾ ハタ 清 和 源氏に して、 隈部系 
圖に 「太 田 下野 判官 賴國丨 多 田左衞 門尉賴 
網、 下野 判官 賴資— 資金 (溝 機大 夫)」 と 見 


ミ ソメ — ミソ ハタ 


ゆ 0 

溝 淵 ■ミ ゾフ チ. 武藏 等に 存 す。 

溝 邊ミゾ ベ 

丨溝 邊直钬 明紀 十四 年條に 見 ゆ。 

2 丹 波の 溝 邊氏氷 上 郡の 名 族に して、 
丹波志^「溝邊世戶太夫*子孫勅使村、 
當所 中、 古城 主 三 好 文藏の 家臣 也」 と 見 
ゆ 0 

3 大 隅の 溝 邊氏始 良 郡の 溝邊邑 ょり 起 
る 〇 溝邊 城は 元弘の 頃 溝 邊孫汰 郞 の 居城 
なりき。 舊 記に 「南朝 方に て 勤王す」 と 

あり。 三國 名勝 圖繪に 「看 初 城 (溝 邊) は 
溝邊 村に 在り。 看 初は 溝邊の 訛な らん。 
延 文の 頃、 本 田 重 親 守る、 文明の 頃、 肝 
付 氏 支族 肝 付 兼 固 •城主と なる」 と。 

溝 部 ミ ゾべ 武藏 、石 見、 出 雲 等に 此の 
氏存 す。 前條 氏と 通ず。 

三 添 ミソへ 武藏に 存す。 

御衣御殿人 $ソ ぐ/アラ カウ ド 阿波の 
思 部 氏は 上古 以来、 後世 永く 荒 妙 御衣を 奉 
り •御衣 御殿 人と 稱す 。忌 部、 三 木 等の 條 
參 照。 

阿波 國 御衣 御殿 人 子細 事 (正慶 元年 十一月) 
に 「中 橋 西 信 (略 押〕、 * 野宗光 (略 押)、 高 
如 安行、 高 河原 藤ニ郎 太夫、 名高 河 惣五郞 


ミソフ チ — £ y £ r 


太夫、 今 鞍進士 、藤 三郞 (略 押/: r 治 野 治 橋 
(花押)、 田 方兵衞 人道、 赤松 藤三郎 太夫、 
永谷吉 守、 大坂半 六、 三 木 氏 村」 と 載せ、 
元弘三 年 十一月には 「長者 長 村 (及 村の 父 
か)、 赤松 右滿 允、 長 谷吉定 、北 野宗 光、 千 
野 法 橋 •名高 惣五郞 太夫、 田 方兵衞 入道、 
高 河原 藤ニ郎 太夫、 中 橋 西 信、 今 鞍 進士、 

三 木 氏 村、 大阪 平定、 高 如 安行」 を擧 ぐ。 

* 道ミゾ ミチ 肥 前大村 藩に 此の 氏 あり。 

三存 ミ ゾン 正訓 不明 也。 中興 系圖に 「三 
存 。平 姓、 常 陸大 樣國 香の 三代 大夫維 轉 • 
之を 稱 す」 と。  • 

看 初 ミンメ溝邊條參條。 

三染ミ ソメ 

溝 梓 ミゾモ チ 安西 軍 策に 溝 捽次郎 兵衞 

等 見 ゆ。 

御#! 藤 池 ミ ソロ イケ 山城 國 愛宕 郡 御 
菩薩 池 (天 長 十 年紀に 見 ゆ〕 ょり 起る。 中興 
系圖 等に 見 ゆ。 

溝呂木 ミゾ ロギ 上野 國勢多 郡 溝 呂木邑 
ょり 起 9。 武藏 等に 存 す。 

御田 ミ タ オンダ 古代 皇室 御領の 田を 
云 ふ、 屯 倉條參 照。 而 して 和名 抄、 武藏國 
荏 原 郡に 御田 鄕あ り、 高山 寺 本に 美 多と訓 
じ、 風土記 稿に 「風土記に 御田鄉 、或は 『箕 
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多公穀 三百 六十 七 束、 假粟 三百 十九 丸』 と 
云 ふ。 今 見に 三 田と唱 ふる 地あリ 。又 古へ 
馬 込領 小山 谷山兩 村の 地頭 高木 喜 左 衞門正 
永に溉はりし寬永ニ年の御朱印に『武藏國 
荏 原郡彌 陀鄕百 石 云々』 と あり。 文字は 違 
ひたれ ど、 すなは ち 御田 鄕の ことなるべし。 

左 あらんには、 小山 谷 山村 邊まで 及びし 鄕 
名に て寬 永の 頃、 猶ほ唱 へし、、 と 知べ し」 
と 0 

1 武藏の 御田 氏 前述 御田 鄕 ょり 起る、 
次條參 照。 平家物語に 「木 曾の 最後の 事。 
爰に武 藏國の 住人 御田 八郞師 重と いふ 大 
力の 剛の者、 三十 騎ばか りに て 出で 来る。 
巴 その 中へ 割つ て 入り」 云々 と。 その他 
は 三 田條參 照。 

2 伴 宿！！ 姓筑 前香椎 社の 社家に して、 
r 大 伴武以 の裔 •大 伴友國 連の 男 友 網宿禰 
(實は 紀宇連 宿 福) の 三男、 氏 連 宿 漏の 弟、 
(初 名 宇 綱と いへ リ) に 至リ 、膳大 伴宿禰 
の 姓を 賜 ふ」 と。 香椎 一四 六 九 頁、 中卒 
田、 膳 一四 六 五 頁 等の 條を 見ょ d 
三 田 ミタ サンダ 前條參 照。 その他、 
和名 抄 、伊 貿國 阿拜郡 に 三 田鄕 を收 め、 次 
に 美 濃 國山縣 部に 三 田鄕 、次に 陸 奥 國刈田 
郡 (陸 前〕 に 三田鄕 、次に 越 前 國丹生 郡に 三 


太鄕 、高山 寺 本には 三 太 美に 作る、 蓋し 三 
田、 訓美 太の 訛 かと 云 ふ。 次に 因幡 國智頭 
郡に 三田鄕 、又 隱岐國 知 立 郡に 三 田鄕を 取 
め、 美 多と 註す。 次に 安藝 國高田 郡に 三 田 
鄕 ありて 美 多と 訓ず 。その他、 武藏 、■安藝 

に 三田庄 •また 攝津 、和 泉 •相 摸、 上線、 
常 陸 等に 此の 地名 存す 、多くは 屯田の あり 
し 地と 考へら る。 

1 三 田 首任那 族に して、 皇室 頜なる 屯 
田 (御田) の 管理者、 即ち 三 田 部の 伴 造 家 
と考 へらる。 大寶 元年 八月 紀に r 大倭 _ 
忍 海 郡 人 三 田 首五瀨 を對馬 島に 遣は す」 
など 見 ゆ。 

2 一一 一田 毘登 前項 三 田 首に 同じ。 寶縫元 
年紀に r 三 田 毘登家 麻呂」 あり。 道 田 連 
姓を 賜 ふ。 

3 無 尸の 三 田氏豐 前の 豪族 なれ ど、 罪 
あれば カバ ネを 略記せ しならん。 天平 十 
ニ 年 九月 紀に 「(賊徒〕 大長一 n 田鹽 籠」 あ 

り、 廣嗣に 從 ふ。 三 田 部の 伴 造裔な るべ 
し 0 

4 淸和 源氏 攝津國 有 馬 郡 三田邑 より 起 
る。 紀州 家臣 系圖に 「能 勢次郞 高賴の 末 
流三田五郞兵衞安總*三田に住す」と。 
この 地に 車瀨城 あり、 一に 三 田 城 (三 田 


町〕 と 云 ふ。 赤松 律師 則祐の 屬城に して、 
淡 河、 岩 岸 等の 城と 共に 官軍と 合戰 す。 
後 荒木 氏の 屬城 とな 9、 驼木平 大夫重 堅、 
城主と なり 一 萬 石を 頜 す。 天 正 十 年 冬、 
山 崎 源 太 左衞門 (志 摩 守〕 片家 •秀吉 ょり 
當城を 賜 ひ ニ 萬 三千 石を 頜す。 

5 河内の 三 田 氏 志紀の 名 族に 見 ゆ。 も 
と 水 野 氏、 豐臣秀 賴の臣 水 野 庄左衞 門の 
後 也。 庄左衞 門 •元 和の 役に 死し、 其の 
子淨久 •大阪 伏 見吳服 町に 住み、 母 姓を 
冒して 三 田 七左衞 門と 稱 し、 大文字 屋と 
.云 ふ。 柏 原 船の 創めら る X に 及び、 柏 原 
町に 移る。 淨久 •松 永 貞德に 俳諧を 學 び、 
又河內 名所 鑑を 著す。 延寶七 年 出版せ 9。 

6 淸和 源氏 多 治 見 氏の 族に して、 多 治 
見 系圖に 「多 治 見義 孝の 後、 長義 •三 田 
に 改め、 又 見 多に 改 む」 と 見 ゆ。 其の 裔 
「常 長 丨 武義 ！ 義永 丨 義房 (見 多 又 兵衞〕 」 
と。 多 治旯條 に詳か 也。 

7 三 河の 三 田 氏 第 四 項五郞 兵 衞政忠 • 
當國に 移りて 一村を 賜 ひ、 三 田 村と 諕 す。 
その 男 「小 左衞門 政定 ( 彥六郞 )— 小左衞 
門正吉(ニ百石)」にして、家紋丸に鳩酸 
草、 釕拔" 

8 桓武 平氏 相 馬 氏族 武藏國 荏 原 郡 三 田 


鄕 より 起る。 前條參 照。 その 出自は 相 馬 
系圖に r 彈正忠 胤 實—胤 興 (三 郞 •三 田 
彈 正、 常 陸 介、 家紋 巴を 用 ふ〕— 胤勝 (三 
田彈 正、 武州 三田庄 に 將門宮 建立)— 胤 
定 (三 田彈 正〕」 と、 相 馬 •師 岡條參 照。 寬 
政呈譜 には 「將門 八 代の 孫次郞 胤 光の 時、 
荏 原 郡 三 田邑に 住す。 其 子 小次郞 常 光よ 
り家號 とす」 と 云 ふ。 氏人は 次 項を 見よ。 

9 武藏の 三 田 氏 これより 前、 東 鏗卷四 
十に、 三 田 入道を 載せ、 太平 記卷 三十 一、 
笛吹 峠 軍事に 三 田 常 陸 守 あり、 前條 御田 
氏 と 同族な らん。  . 

下りて 相 州 兵亂 記に 「武州 の 國司上 杉 扇 
谷 修理 大夫朝 興、 老臣 三 田、 萩 谷 以下」 
など見ゅ。而して新編風土記、多磨靴條 
に 「辛 垣 城は ニ 侯 尾 村の* 境に て、 _禪 
寺より 三 町餘 西北に よりて あり。 獨立の 
山に て 登 y 五六 町 許" 相傳ふ 三 田 彈正忠 • 
代々 居城せ し 所な りと 云 ふ。 山の頂に 堀 
の あと 殘れ り、 南 9 方 中腹に 壇 ありて、 
こ \ に馬場迹存せり。幅三間餘にて、長 

- さ 一町 許、 小名 平 溝の 邊は 古への 大手 ロ 
にして、 西 城と いふは 城主 居 館の ありし 
所な りと 云 ふ」 と。 

又 「村民 七 兵衞が 家に 藏 する 記録を 見る 


に 『三 田 彈正小 弼綱秀 は 平將門 十六 代の 
後胤 三 田の 領主、 初めは 鎌 倉 管領 上杉顯 
定の 幕下な り、 然るに 天文 中、 上 杉を 
とろへ、 北 條氏康 •關 東に 威を 振 ひ、 大 
半 これぶ 從ふ 。ょりて 上 杉を たすけて 北 
條を 討たん とす。 其の後、 成 田下總 守 氏 
康 •故 あって 長 尾と 丰楣に 及びし かば、 
關 東の 諸 士い ょ<  輝 虎を そむきて 氏康 
に 屬 する もの 多し。 然るに 網秀は 是にも 
なびかず、 尙ほ輝 虎に 屬 し、 三 田に 籠城 
せし かば、 永祿六 年、 氏康 これを 攻めけ 
るに ぞ 、綱 秀カさ X へがた く、 三 田の 城 
を 落ちて、 岩槻 にお もむ き、 遂に 自害す、 
年 七十 四。 高山 淨源 庵主と 號す 。子息 ニ 
人 あり』 と。 是 れ海禪 寺の 過去帳に のす 
る 重五郞 喜藏が 事に て、 當所に 居住せ し 
なるべし」 と o 

又 勝溶壘 は 上師岡 村に 在り。 「此の 山は 師 
岡 山城 守 某の 居城の 趾な りと いひ 傳 ふ。 
土人 •城 山と ょぶ。 師岡 上下の 村に 跨れ 
る 丘 林に して、 高さ 十五 六步の 登りな 9。 
上 村 明 光寺の 後 背より、 村內妙 光寺 客殿 
の 西北に 及ぶ。 され ど 其の 地總べ て 妙 光 
院の 山林な れ ば、 今 此の 村に おさむ。 柴 
屋宗 長が 東路の 記に 『永 正 六 年 八月 十一 


日、 武藏國 勝 沼と 云 ふ 所に 至りぬ。 三 田 
彈正忠 氏宗 •此處 の 願主たり』 と 記せり。 
又 根 ヶ布村 天 寧 寺大永 元年の 鐘に 『大檀 
那三田 彈正忠 平政 定』 >醮 る。 この 政定 
は 即ち 氏宗の 子な り。 是 等に 據れ ば、 古 
へは 三 田 氏の 居城なる こと 知るべし。 其 
の 頃は 此 .の 邊みな 勝 沼と唱 へて、 此の 壘 
も 勝 沼 城と いへ るな ど、 土人の 考に もい 
へり。. 

永祿 三年、 三 田 彈正少 弼綱秀 卒せし 後、 
沒 落して 小 田 原 北 條の， 領地と なり、 家臣 
師岡 山城 守 某 來リて 居住せ しょり、 師岡 
■の 名 起 9 しも 知るべからず。 小 田 原 家人 
所 頜役帳 に 『師岡 山城 守 •高麗 郡蘆郊 場 
にして 二十 五 貫の 地を 頜 せし』 由 見えた 
り、 此の 山城 守の 事なる べし。 思 ふに 永 
祿の 末ょ リ 、此の 城に ありて、 天 正の 兵 
亂に落 去せ るが、 三 田師岡 兩士當 城を た 
もちし 次第、 未だ 詳かな る ことを 知らず」 
と。 綱秀の 事は 川口 條にも あり。 

又橘樹 郡に 三 田 氏 あり、 彈正憲 淸が弟 某 
が 末孫な りと 云 ふ。 「今 先祖の 遺物な リと 
て、 八 王子 下 原の 鍛冶が 造りし 薙刀を 藏 
する の-みにて、其の餘所藏もなければ詳 
なること を 知らず」 と。 又 忍 城士に 三 田 
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加貿 守、 同次郎 兵衞 •見え、 又 多 摩 郡 上 
谷 保 村の 名 族 等に 存 す。 猶ほ 正木 條參 照。 
10 幕臣 平 姓 第 八 項の 後と 云 ひ、 系圖に 
「美 濃 守丨三 河 守— 駿河守 綱 勝 (* 條氏輝 
家臣 •小山 守 將〕— 左 兵 衞守綱 (喜 三)— 

長 右衛門 守 長 (四百 石〕 丨次郎 右 衞門守 良 
(五百石)」 と。 家紋 ニ 本杭繫 馬、 三 頭 左 巴。 
11 常 陸の 三 田 氏 鹿 島 郡の 三田邑 より 起 
る。 代々 鹿 島 神宮の 案 主 所 也。 吉川 (供 
僧) 文書に 「曆應 中、 案 主 所 三 田 某」、 大 

宜司奮 記 文書、 應 安、 延文 、應 永の 比に 
案 主 所 三田久 干、 同久 言、 永享 中に 同久 
道 等 見え、 永祿 中に 同 三 田 某 あり。 

12 奥州の1三田氏 飯 野 文書、 貞治ニ 年 十 
月に 「岩 城 郡 内中 平 窪 村 三 田 彥四郞 人 
道 跡、 同 郡 矢 河 子 村 等の 事」 を载 せ、 又 
柏 山 氏 酣下に 三 田 氏 あり、 「筑 紫より 來 
る」 と 云 ふ。 また 南部 參考 諸家 系 圖纂に 
三 田 六 之 進 義綱等 見 ゆ。 

13 丹 波の 三 田 氏 攝津の 三 田より 趄 りし 
か。 波 多 野 氏 配下の 將に して、 籾 井家 記 
に 「老中 家 三 田 肥 後 守 網 氏」 見 ゆ。 

14 安藝の 三 田 氏 高 田 郡 三田庄 より 起り 
て、 庄內 三百 七十 五 貫を 頜 すと ぞ 。藝 
藩 通 志、 高 田 郡條に 「萩原 城は 三田时 に 
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あり。 三田少 輔七郎 元實が 所 居、 又は 備 
前元秀 とい ふ。 元秀は 元實の 孫な り。 七 
郞城は 同村に あり、 三 田 元實の 所 居、 後 
五郎 左 衞門元 親まで これを 守る。」 

永 正 年中、 大內義 興に 從ひ 、京攝 の 役に 
戰功 あり。 その 長子 能 登 守元吉 •祿を 襲 
ぎ、 三 田 新 城に 住す 。ニ子 ありて、 次子 
三 田 五郎左衛門 元 親 •父の 職を 襲ぎ、 毛 
利 氏に 萩府 に從 ふ。 元秀 •從は ずして 古 
川 萩原 城に 在り、 其の 子を 六郞兵 衞實正 
と 云 ふ、 子孫 長 井條を 見ょ。 

又 通 志 高 田 郡條に 「三 田 五郎 左衞 門宅址 
は 三 田 村 岡に あり。 里人 これを 新 城と も 
いふ。 福 永 某 宅址も 同村に あり」 と。 又 
安藝 風土記に 「三 田廢 城は 三 田 能 登 守 所 
據 J と。 又 安西 軍 策に 毛 利 方 三 田 氏を 载 
せた 、 

, 15 藤 原 姓 永 松 系圖に 「三 田 左 衞門尉 藤 
• 原 元恒」 見 ゆ、 鎌 倉 初期の 人 也。 

16 雜载 その他、 小 原 川秀包 家人に 三 田 
一藏 、龜山 松 平 藩 用人、 京 極 殿 拾 帳に 「三 
百石三田茂左衞門」、讃岐丸鏠藩儒に三田 
義勝、加賢藩給_に「百五十石(三スハ 
マ〕 三 田作 內」 など 見 ゆ。 又 茶人に 三 田 
五郞 兵衞 、香 {一}^ 部 記録に！ 一一  田 猪 助、 尾 
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張、 美 濃 等に も存 す。 

三 太ミタ  前條を 見よ。、 

笠 ハ 田 ミタ 大和、 武藏に 箕田庄 見え、 又 
伊勢 等に 此の 地名 存 す。 

1 嵯峨 源氏 武藏國 足 立 郡 箕田庄 (今箕 
田 村〕 より 起る。 尊卑 分脈に 「源 融丨昇 
丨仕丨 宛 (箕田 源 次〕— 綱丨久 J と载 せ、 
また 渡 邊系圖 に 「融 丨 昇 — 仕 丨 敦 (左少 
將淨 子、 號箕田 源 次、 武 藏國足 立 郡 内箕 
田鄕と 云 ふ 所に 流罪せられ、 其の後 一字 
名、 箕 田と 號 する 也。 又 箕田源 次と 號 す。 
但し 實は 美田 源氏と 云 ふを かく 云 ふ 也) 
丨 綱」 など 見えたり。 

又 新 編 風土記に 「當郡 箕田村 八幡 社邊に 
屋敷 跡 あり、 之を 六 孫王經 基の 陣命 とも、 
賴 義の陳 所と も、 又 源 仕の 居 跡 也と も稱 
す。 按ずる に 仕は 大納言 昇の 子に して 從 
五位 下に 任じ、 寞 田武藏 守と 稱し 、其の 
子 箕田源 次充は 武藏 守經 基の 臣とな り、 
充の子 源 五 綱も當 八幡 社に 住して 箕 田を 
名乘 y じが、 後賴 光に 仕へ て攝 津渡邊 に 
移 y しより 渡邊を 氏と す」 と。 

2 氏人 今昔 物語に r 今は 昔 •朿國 に 源 
•宛、 平 良 文 iK ふ、 二人の 丘 ハ •有け P。 
宛が 字を ば箕 田の 源 ニと 云 ひ、 良 文 •か 字 


\ 


を ば、 村 岳の. 五耶と ぞ云ひ ける」 と载 せ、 
源平 盛衰 記に 「渡 邊黨に 箕田源 氏 綱が 末 
葉、 昇の 瀧 ロ 子息に 競 瀧 ロと 云 ふ 者 あり」 
など 多し。 又 新 編 風土記に 「大間 城は 大 
間村の西北にあり、東西北の三方*泥田 
にて 要害の 地な り。 今 もから 堀の 跳 殘 0 
たれば、 壘など 構へ し 地なる こと 疑 ひな 
かるべ し。 廣さは 四 段 許 あれ ど、 昔は 猶 
ほ廣き 地な りし も 知べ からず。 相傳へ て 
鬲谷の 長 臣箕田 氏の 城跡な りと も、 又武 
藏守綷 基の 壘蹟 ともい へど、 もとょり 證 
とすへ きこと なし。 今 按ずる に 將門記 等 
にょるに、 承 平 八 年、 武藏 介經基 •足 立 
郡 司 判官 代 武藏武 i 之と 爭 論* 和議の こと 
にょりて比企郡狹服山に會合の時、武！ 
の 後陣 •故な くして 經 基の 詧 所を 圍む云 
々と 載せ たれば、 若く は 彼の簪 所と 云 ふ 
もの 當地な りし も 知べ からず。 ことに 宾 
田 村に も經 基が 陣 所と 云 ふ 所 あれば、 と 
にかく、、、 の 邊を經 基が 居住 ありし こと 
論なかるべし。されど、こはいとあがリ 
し 代の 事な れ ば、 其の 堀 かまへの 今に 殘 
るべきのゅへなし。又扇谷の長臣箕田氏 
と 云 ふは 彈正 綱秀が ことなる ぺけれ ど、 
彼は 三 田 氏に して 箕田に あらず、 思 ふに 


箕 田* 三 田、 pi への 同じき ま 》 に 後世 事 
を 好む むの X 牽强 してい ひ 起した る說な 
るべし。殊に彼の綱秀は多磨郡靑梅に住 
せしことは、諸記錄に見えたれば、當所 
に 城壘 あるべき の理な きを や」 と。 

此の 氏 今 も 武藏に 存 し、 又 箕田邑 八幡宮 
禰宜加 藤氏は 箕 田系圖 を持傳 ふ。 

3 度會姓 伊勢 國河曲 郡 箕田邑 ょり 起り 

しなるべし。貞雄を祖とす。 

見 多 ミ タ淸和 源氏 土岐 氏の 族に して、 
多 治 見 系圖に 「長義 (治 部 少輔 、法名 長義 
院了智 、三 田に 改め、 又 見 多に 改 む。 應永 
禪 秀の亂 、持 氏に 從 ふ、 ニ 十六 歳、 功 あり、 
翌年 持 氏 •兵を 起す、 大いに 功 有り)。 常 長 
丨武義 丨義永 丨義房 (見 多 又 兵衞〕 。享祿 三 
年 寅 八月、 多 治 見 頜知七 千 五 百 貫餘」 と。 

見 田 ミ タ ハン タ 

1 藤 原 姓 中興 系圖に 「見 田。 藤 姓」 と 
載せたり。  . 

2 丹 波の 見 田 氏 水上 郡の 名 族に して、 
見 田權頭 あり、 丹 波 志に 「見 田 氏 •子孫 
橫田 氏。 先祖は 見田權 頭と 云 ふ。 子孫 本 
家 今 見 田 三 郎右衞 門、 古の 屋敷た 9、 同 
家 七 軒」 と。 

3 伊豫の 見 田 氏 新居 系圖 裏書に 見田大 


夫 時 光 •見 ゆ。 

4 桓武 平氏 相 馬 氏族 太平 記卷 三十 一に 
見 田 常 陸 守 •見 ゆ、 此の 族 か。 又 上 州 利 
根 郡 沼田 城主に、 永祿の 頃、 見 田 藏人あ 
り、 四 年 九月， 上 杉 輝 虎 •これ 攻 落して 
蔵人を 生 捕る と。 

5 雜载 その他、 信 濃、 武藏 等に 存 す。 

參田 々/ タ サンダ 以上 數條參 照。 武藏 

等に 此の 氏 あり。 e 

美田 ミ タ隱岐 國知夫 郡に 美田 邑あ り、 

三 田 鄕の地 也。 而 して視 聽記に 美田 氏 見 ゆ。 

又 因幡 國上昧 野の 名 族に 美田 彌兵衞 あり" 

懸 樋條參 照。 その他、 武藏 等に 存 す。 

三 田 井 ミタ 4 

1 大神 氏族 日时國 臼杵郡 三 田 井邑ょり 
起る。 大神惟 基の 嫡男に、 高 千 穗三田 井 
惟政 あり、 豐日 志、 國志 等に 見え、 又大 
神 佐 伯 系圖に 「惟 基— (嫡子〕 政 次 (高 千 
穗太 郞〕— 政 房 (三 田 井 小 太 郞〕— 政綱— 
政 信」 と。 又延陵 世鑑に 「大納言 大神兼 
基 •延曆 中、 豐後緖 方莊に 流されて、 惟 
基を 生む。 惟 基の 子 政 次 •高 千穗莊 三 田 
井邑に 居りて、 高 千 穗太郞 と號 し、 子孫 
世々 其の 地を 食み て、 三 田 井を 氏と 爲 す」 
と。 高 千 穗條參 照。 
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御高 ミ タカ 


子孫 世々 高 千穗を 領 し、 縣の土 持 氏と 並 
び 立って、 日向の 豪族たり。 永祿 年中の 
領主を 三 田 井 惟政と 云 ふ、 伊藤 義祐 に款 
を 通ぜる 十三 族の 一な り。 天 正 十五 年に 
至り、 高 橋 種 統を縣 に 封 じ、 高千穗 迄を 
; 併せ領 せし む。 時に 高 千穗 領主 三 田 井 親 
武 (越 前 守〕 •大に 怒って 云 ふ， 我が家は 
曩祖政 次 以来 •旣 に數 百年、 此の 地を 領 
せし に、 如何な れば今 高 橋 氏に 與へら る 
X や、 心得が たしと て、 多勢を 以って 要 
害に支へ、合戰數度に及びけるが、親武 
戰 死して 三 田 井家 滅亡す (日向 纂記〕 と 
ぞ。 

2 雜载田 中 藩 知行 割 帳に 「三百 石 三 田 
井帶 刀」 を载 せたり。 

御堂 ミ ダウ 武藏 、陸 中等に 此の 地名 ぁ 

PO 

丨藤原 北 家 尊卑 分脈に 「道 長 •號 御堂 
殿」 と。 御堂 關白 これ 也。 

2 豐前の 御堂 氏 字 佐 郡の 豪族に して、 
天文 永祿の 頃、 御堂 資氏 ぁり。 

3 雜载 その他、 源平 盛衰 記に 御堂 馬頭 

顯信 •見 ゆ。 

御堂島 ミ ダウ ジマ 信 濃 等に 此の 氏 存 す。 

三 田 尾 ミタヲ 武藏に 此の 氏 見 ゆ。 


1 御高 眞人 天武 帝の 御裔 にして、 承 和 
十四 年 七月 紀に 「右京 人 六 世實我 王、 七 
世 眞藥王 等の 十三 人に、 御高 眞 人の 姓を 
賜 ふ。 忍 壁 親王の 後 也」 と载せ たり。 

2 雜载 秀康卿 給 帳に 「五百石 御高 勘 兵 
衞 j 見 ゆ。 

御田 垣 ミ タガキ 尾 張 熱 田 神宮の 祠官に 
して、 松 岡 眞人姓 也。 ヲハリ 、マツ ザキ等 
の條を 見ょ。 

三 田ケ崎 ミタ ガサ キ新 編武藏 風土記、 
葛 飾 郡 上 赤 岩 村條に 「大溶 氏は 越 前 朝 倉 氏 
の 支流な り。 近來故 ありて 大沼を 氏と す。 
永 祿元龜 の 頃、 三 田ケ 崎を 家號 とすと。 天 正 
元年、 祖朝 倉六郞 、其の 宗家 左衞門 督義景 
に 從って 越 前國三 田ケ崎 城に あり、 依って 
三 田ヶ崎 氏と 云 ふ。 天 正 元年、 義景 滅亡の 
時、 刀 根 山 合戦に 死す。 子八郞 左衞門 •屢 
々軍功を 顯す 。義景 滅亡の 储 、義景 の 幼 息 
受王 丸に 供奉して、 越後に 至リ 、上 杉 輝 虎 
に 託しけ る。 輝 虎 これを 養子に して、 上 杉 
喜 平 次 景勝と 名乗せ ける。 輝 虎 •北條 氏康 
の 七 男 三 1 郎景 虎を 養子と せし とき、 證 人と 
して 喜 平 次に 從って 小 田 原に 赴き、 牝條氏 
の家臣となると云ふ-)按ずるに上杉景勝は 


謙 信の 姉婿 越 前 守 政景が 子な り、 家傳誤 ぁ 
るべ し。 又 日 ふ、 小 田原沒 落のと き、 八 部 
左衞門 •入道して 道 門と 稱 す。 新八郞 時に 
十三 歳、 父 道 門が 武功に ょりて 召 出さる ベ 
しとの 仰に て、 越 前 殿に 附せ られ 、秀康 卿 
の 命に 由って 三 崎 新右衞 門と 稱 す」 と。 

三 財 部 ミ タカラべ 財 部條參 照。 

〇 三 財部毘 登吉備 氏の 族に して、 天平 
神 護 ニ 年 十月紀 に 「備前 國人三 財 部毘登 
方 麻呂」 ぁり、 笠臣 姓を 賜 ふ。 蓋し 三 財 部 
の 伴 造たり しか。 

三満ミタキ 

1 紀姓 伊豫 國宇和 郡 三 瀧 城に 據 る。 北 
之 川條に 詳か 也。  、 

2 雜载 その他、 保 元 物語に 三 瀧 上人 觀 

空を 載せ、 又 關孝和 門人に 三 瀧 邦智 •見 
ゆ 0 

爹 « 

00  ミ タケ 甲裴 、美 濃、 信 濃、 羽 後 等 
に 御嶽 神社、 遠 江、 丹 波、 肥 後、 對馬 等に 
此の 地名 存す a 

1 伊勢の 御嶽 氏 一志 郡 御嶽 C 三 多氣〕 村 
ょ 0 起 P、 北 畠 氏に 屬す 。天 正中、 御嶽 
左 近 進は 同邑 御嶽 城に 據 9、 四 年、 北 畠 
具敎弑 殺 後も冏 守して 降らず。 信 雄 •本 
田左京近、瀧川三郞左衞門、木造左衞門 


佐を して 來 り 攻めし む、 拔く 能は ず。 遂 
に 和を 結ぶ。 後 左 近 •伊 貿國に 退 居し 城 
廢す (五 鈴 遺 響、 背 書國誌 、名勝 志〕 と 
ぞ 0 

2 秀鄕流 藤 原姓寬 永系圖 に —) 陸 奥守秀 
衡の 後」 と 云 ふ。 五郎 左衞門 秀定に 至り、 
御嶽を 稱す 。その 男 「右京 助 定重丨 修理 
大夫 義淸丨 治部少 輔淸忠 — 但馬守 通 ^ 丨 
淸五郞 盛 定丨美 濃守饺 時— 新 六 郞定久 — 
源 左 衞門重 浚 丨參河 守 定秀— 新 左 衞門盛 
士ロ (その 男 松 若〕 •弟 兵 庫 義定— 藏人秀 信 
(代々 陸 奥 住、 秀信に 至り 小 田 原 家臣〕— 
五郞 左衞 門吉定 i 長 兵衞忠 勝 (山上 氏)」 
と。 家紋 九曜 、丸に 三文 字。  • 
3 雜 载甲裴 に 御嶽の 城 山 あり。 甲 裴國 
志に 「御岳 里宮の 東南に ある 突 峰な リ。 
即ち 御岳 衆の 警衞 する 所」 と。 

三 岳 ミ タケ 肥 前 國藤津 郡 鹽田三 岳 城主 
に 三 岳 源 左衞門 あり、 岩 永 氏の 族な らん。 
子孫に 早瀨 、岩 永、 山 岡、 松 尾 等の 諸氏 あ 
りて、 大村 藩に 仕 ふ。 

三武 ミ 夕ケ前 ニ條參 照〕 武藏に 此の 氏 
あリ。 

御 立 ミ タチ 三 河、 播磨 等に 此の 地名 あ 


1 御 立 史景行 帝の 御裔 にして、 姓氏 錄、 
左京皇別に「御立史。御使と同氏、氣入 
彥 命の 後 也。 持統 天皇'' の 御代、 參河 國靑 
海 郡 御 立の 地に 居る に 依りて、 御 立 也の 
姓を 賜 ふ。 日本紀 に 漏る」 と あり。 碧 海 
郡の 古 氏 也。  . 

2 御 立 連 前項と 別にて、 歸化族 也。 神 
縫 元年 五月 紐に 「從 五位 下吳肅 胡明に、 
姓を 御 立 連と 賜 ふ」 と 見え、 又 天平 ニ 年 
三月 紀 に 御 立連淸 道なる 者 あり。 內御立 
吳明は 名醫傳 にも 見 ゆ。 

3 御 立宿禰 第一 項 氏の 宿禰 姓を 賜へ る 
者 也。 類緊 符宣抄 卷八に 「天 曆 年間の 人、 
左少史 御 立 宿 禰維宗 J 見 ゆ。 其の 他、 政 
事 要略 等に も 此の 氏人 あり。 

4 無 尸の 御 立 氏 御 立史 の族裔 か。 

見 立 ミ タチ 上野 國勢田 郡 見 立 村ょり 起 
り、 見 立 權太郞 は 見 立 城に 居り、 後山 本 加 
兵衞な る 者 •是に 城く。 

見 龍 ミ タツ 石 見 詉訪廣 湖の 弟に 見 龍 信 
忠 あり、 詉訪 、靜 等の 條を 見ょ 0 
御館 ミタテ ミ タチ ミヤ カタ 伊勢、 
岩 代、， 羽 前、 肥 前 等に 此の 地名 あり、 舘の 
存せし 地な れば猶 ほ 多 かるべし。 

奥州 藤 原 氏秀鄕 流系圖 に 「秀觸 丨 千 


晴—千 清 ^ 遠— 經淸丨 淸銜— 基 行 (御 
館)— 秀衡 —泰 衡丨秀 方」 と载せ 、また 
奧州 御舘 系圖 に 「秀 鄕丨千 常— 文 脩丨兼 
光丨正 賴丨經 淸 ( 號渡 權大 夫〕 丨淸衡 (奥 
州 御館、 奥州 押頜の 間、 八幡 太耶と 後 三 
年合戰 •，之れ 有り。 後に 義家に 隨ひ て耶 
等と 爲る 。此の 時、 又 奧州出 羽 兩國を 押 
頜す〕 丨 基衡丨 泰衡」 と载 せたり。 

又 源平 盛衰 記に 「下野 國 住人 俵 藤 太秀鄕 
が 末葉 日理 權大夫 經淸が 曾孫 權太郞 御館 
淸衡が 孫 也、 云々」 と。 その他は 藤 原、 
亘 、平 泉、 大鳥山 等の 條を 見ょ。 

2 陸 奥の 御舘 氏 前項 氏の 裔と云 ふ。 可 
足 記に 「津輕 の 曩祖は 左 衞門尉 藤 原秀榮 
と 申し 候。 秀榮は 大織冠 鎌足の 八 代、 鎭守 
府將軍 秀鄕の 子孫に 候。 基衡 •安倍 宗任 
の 女を 娶 りて、 秀衡 、秀榮 •生れ、 秀衡 を、 
御館太1 ^ 殿、秀榮を御 || 次郎と申し候。 
次郞殿 •年若の 頃、 基衡 ょり 津輕 の內三 
郡を 賜は り、 秀衡の 代に 到り、 一圓を 全 
く 賜は リ 候ぅて、 苗 氏は 津輕と 名乘リ 候。 
十三に 居られ 候 故、 十三の 左 衞門尉 殿と 
も 申し 候。 御子 息秀 元の 御代、 九郞 判官 
が 身代りには、 一家の 內 、杉 目太郎 行 信 
いたし 候 0 


ミ タケ ミ タチ 


ミ タチ ミタテ 
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9£ 七 九 六 


其の 子 左 衞門秀 直 殿、 其の 子 下 郡 藤太賴 
秀殿 、此の 時、 家衰へ て 藤 崎 •の 安東 家 • 
■勢强 く、 秀直殿 •是を 歎 かれ、. 某 •歷代 
津輕 管領の 末に 生れ、 おめ/ \ 旗下の 士 
に土地を奪はる \ こそ遺恨なればとて、 

寶治 中、 安東と 戰 ひて 討死、 藤 太 殿 幼稚 
なれば、 乳母 抱 — て、 新莊へ 連れ 行き、 
領主 吉次 某を 賴み 、深く 隱し候 由、 即ち 
吉次が 子と唱 へ、 戶建澤 にて、 炭を 燒候 
ふ 山中に 隱し 置き 候。 

御子 秀季殿 •御 郡 中の 金銀を 高 荷に 作 9、 
母君同道に近衞殿の祖父殿に諶し、黃金 
若 千を 禁裏へ 獻ぜら る。 また 後醒酬 天皇 
の 御宇、 官軍に 屬し 奉り、 安倍 野に 於い 
て 討死 候 由、 秀季 殿、 御子 秀 光は 大 光寺 
に 居城な され 候」 と。 大畸 、津輕 、十三、 
安東、 安部 等の 條參 照。 

御 0 寺 ミタテ ラ 

ミ ター 一 備後國 に 三 谿郡 あり、 和名 
抄 に 美 哆爾と 註し、 郡內に 三 谷 鄕を收 め、 
又 安那 郡に も 三 谿鄕 あり。 

御谷 ミ タ 11 前後 兩條參 照。 

1 御谷 氏 尊卑 分脈に 御谷 豐宗 あり。 其の 
女 •藤 原 兼 生の 妻と なる。 

2 新 届 氏族 三 谷條を 見よ。 


三 谷 ミ ター 一 ミヤ サン ガヤ 前 ニ條參 

照。 その他、 和名 抄 、備後 國三谿 郡に 三 谷 
鄕を收め、安那郡三谿鄕も後诅三谷邑と云 
ふ。 又 讚 岐國山 田 郡に 三 谷 鄕ぁ y て、 美 多 
爾と訓 ず。 猶 ほ、 上 總 、羽 後、 加貿 、佐 渡、 
阿波 等に 此の 地名 存 す。 

1 三 谷眞人 朝野 群载 、天德 ニ 年の 安藝 

國解に 「安藝 守 三 谷 眞人是 風、 權掾三 谷 
眞人 春範」 ■等 見 ゆ。  、 

2 讚岐直 姓讚岐 朝臣 景邦 の弟景 回を 祖 
とし、 讃岐國 山 田 郡 三谷鄕 ょり 起る。 讚 
岐 、寒 河、 神內 、十 河、 脚咋 等の 條參 照。 
又 一本 系圖に 「景行 天皇 (大足 彥忍代 別 
尊： >丨 神 櫛 王 (神 足 蒼〕 丨宗高 王— 宗德王 
丨時繁 王— 宗撰 王— 高訓王 丨義高 王丨高 
明 王— 義敦 王— 政 明 王 丨武良 王 丨昌綱 王 

— 義重王 — 義正王 丨 義實王 — 一一！ 德王 (十 
八 代〕 信繩 (三 谷 兵 庫 頭、 從四 位下、 任 正 
四 位下〕」 と 見え、 寬 治の 頃、 三 谷 兵 部 介 
忠重 •大內 郡に 住すと ぞ。 

下って 後花園 天皇の 朝、 二 ニ 谷 彌七郄 なる 
者 •大內 に 宿 衞し 、勅命を 奉じて 怪 烏を 

射る。 源 賴 政の 故事に 依りて、 兵 庫 頭に 
由 ぜら る」 と傳 ふ。 

又 全 ft 史に 「I 一一 谷 城は 三 谷 村 犬馬 場の 東 


南に 在り。 三 谷 氏 •世々 之に 居る。 元 ® 
時に 方り て、 三 谷 左 馬 亮勝正 あり、 源 家 
に 屬 して 功 有り。 永享 時に 三 谷 彌七 郎景 
晴 あり、 禁內に 異 烏を 射て 兵 庫 頭に 任ぜ 
ら る」 と。 又 「大麻 山城は 池 田 村の 西邊に 
在り、則ち三谷村也。或は王佐に作リ、或 
は 土 佐に 作る、 皆轉訛 也。 是れ三 谷 氏の 
西 城に して、 文明 十二 年 十一月 十七 日、 
寒 川 左 馬 允 •來 りて 三 谷 里 城を 攻 む。 三 
谷 兵 庫 頭景久 •旣に 大麻 山に 登り、 噏に 
倚りて 之を 拒む。 寒 川 氏 •大に 敗れて 遺 
る。 永 正 五 年 八月、 香 西豐前 守元定 •來 
り攻 む。 亦 此の 城に 據 りて 戰 ふ。 香 西の 
大衆 •大いに 潰 ゆ」 と。 

又 「出 羽 城は 坂 本 村に 在り、 三 谷 出 羽 入 
道 •之に 居る」 など 見 ゆ。 

又 「本山 城は 本山 村に 在 9 て、 三 谷 伊豆 
守 •居れ リ j とぞ。 

3 新居 氏族 伊豫 國 伊豫 郡 三 谷 村ょり 起 
る。 越 智系圖 に 「守 興の 子 新居 殿、 三 谷 • 
此の 末流 也」 と载せ 、新居 系圖に 「盛 義 
—淸義 (源 四郎 、武若 所〕— 知義 (御谷 源 
太〕 丨義兼 C 吾河 左衞門 尉)、 弟查 左衞 門」 
等と あり。 淸義は 盛衰 記に 見 ゆ、 新居 • 
高 市 等の 條參 照。 


4 名 和 氏族 名 和 系 圖に 「行 高丨 C 三 谷〕 
行 氏」 と载 せ、 又 一本に 「行 氏 (三 谷 六 
耶 、安藝 守、 筑前 守、 正 五位 下〕— 義氏 
(六 郞一 一一郎、 修理 亮 、安藝 權 守、 正 五位 下。 
『上 卿 日 野中 納 言、 正 平 九 年 六月 十八 日、 
修理 亮源義 氏、 宜しく 安藝 權守に 任ずべ 
し。 藏 人頭 刑 部 卿 藤 原 宗教 •奉』)— 行 長 
(丹 後 守、 蓬 北 郡 津奈木 城 番と爲 る〕」 と 見 
ゆ、 その他 名 和^^を®^ ょし 

5 丹 波の 三 谷 氏 水上 郡に 在り、 丹 波 志 
に 「三 谷 甚兵衞 •子孫 竹 田 鄕上友 政。 當 
所 城主の 家臣 也、 塚 有り」 と。 

6 丹 後の 三 谷 氏 熊 野 郡の 豪族に して、 
三 谷 城は 伊 實平內 の 居城 也と。 

7 越 中の 三 谷 氏 三 州 志に 「射 水 郡 池 田 

堡 (上 庄池 田村頜 に 在り〕、 邑傳 ふ、 三 谷 

. \ 

朝宗 居れり と、 無傳」 と 見 ゆ。 

8 攝津の 三 谷 氏天滿 天神 社々 家に 此の 
氏 ぁリ 、源 姓と 云 ふ。 又豐島 郡の 名 族に 
在り、 大永ニ 年、 三 谷 宗次郞 •本願 寺實 
如の 門に 人り、 模坂法 泉 寺を 創立す。 

9 和 泉の 三 谷 氏 三 谷 九 兵 衞盛政 ぁリ、 
宮內少 輔に 任ぜら る、 新 川條に 詳か也 0 
10 源 姓 尾張國 愛知 郡の 名 族に して、 淺 
間 社々 家 三 谷 氏は 始祖を 前山 源 太夫と 云 


. ふ。 

11 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏の 族に して、 「佐 
.野営 内廣 綱— 伊豆守 宗廣丨 伊 實守宗 利— 
利 照 (三 谷 八郞〕 」 なりと。 

12 桓武 平氏 千 葉 氏族 上 總國埔 生 郡 三 谷 
邑 ょり 起る か。 千 葉 系圖に 「千 葉 新 介 胤 
正— 四郞胤 廣丨通 胤 (三 谷 次郞 )、 弟 胤 村 
C 三 谷 四郎) 丨泰陵 (三 谷 四郎〕 丨胤繼 (四 
郎太 郞〕 丨 氏 胤 ( 彥四耶 )」 と载 せ、 また 一 
本に 「胤 正 丨廣胤 (三 谷 四郞) 」 と 見え、 ま 
た 胤繼の 弟に 千葉彌 四郞義 胤、 氏 胤の 弟 
に 斡 胤、 十郞 ，寂辨 、平 兵 衞尉等 あり。 氏 
人は 鎌倉大 草紙に 三 谷 新 十、 千 葉 九 代 胤 
綱 代に 近侍 三 谷 小四郎 、十五 代滿胤 代に 
六 人 衆 三谷帶 刀、 八 代胤將 代に 三 谷 隼 人、 
その他 三 谷 將監等 あり。 又 二十 一代 胤 持 
家臣に 三 谷 越 中 見 ゆ。 

又上總 坂 田 城は 一名 市場 城と も 云 ふ、 弘 
治 中、 三 谷 信 窓の 據る 地に して、 後 伊田 • 
友 胤 •代る と 云 ひ、 而 して 山 田 金 光寺は 
大同 中、 僧 空 海の 創建に して、 坂 田の 邑 
主 三 谷 信 慈の 墓 在 ぞ 。此等 も 此の 族 

13 雜载宗 形 社家に 三 谷 氏 見え、 又 永祿 
記に r 三 谷 長 助 •大 皲」 と。 又 茶人に 三 谷 


- {一 K 鎭 (丹 下、 良朴 、廣島 藩に 仕 ふ)、 二世 
宗鎭 (賴母 •伊織〕 は 其の 男、 以下 數世に 
至る。 又紀 伊國那 貿郡吔 田 莊東三 谷村舊 
家 地士に 三 谷 專右衞 門あリ 、月俸 五 ロを 
給 ふとぞ ( 續風土 記)。 

又 武鑑、 松 江 松 平 藩 重臣、 ニ 木 松 丹 羽 藩 
用人 等に 此の 氏を 收 む。 又 伊勢 飯 高 郡 四 
匹 田 邑の人 三 谷 萬四耶 獻 民は 學深 く、 
また 德あ り、 蒼 山と 號 す。 又 陸 奥の 學者 
に 三 谷 次 兵 衛垣齋 あり。 又 因幡 氣多郡 鷲 
峯村三 谷 源左衞 門、 四條派 の 畫家に 三 谷 
五雲 ( 籴〕 、又 狩 野 派 衋家に 三 谷 仁 右衛門 
永 支、 與助永 伯、 また 三 谷 永恕 あり。 そ 
の 他* 山城、 美 濃、 備 前、 備 中、 伊勢、 
.志 摩、 武藏 、下總 、阿波、 土 佐 等に 存 し、 
文 浪華の 遊冶郎に 三 谷 東亭見 ゆ。 

美 谷 ミタ II 前條 氏と 通ず。 

見 谷 ミ タ 1| 同上。 又武藏 等に 存 す。 

見 田 根 ミ タネ 藤 原 北 家糟谷 氏の 族に し 

て、 糟谷 系圖に 「關 本太郞 義忠— 見 田 根 與 

三」 と 見 ゆ。 

屯田 部ミタ ベ 三 田 部、 及び 屯 倉 條を旯 

上 0 

御田 部 ミタべ 同上。 

三 田 部 ミタべ 職業 部の 一也。 三 田は 屯 


ミ タ 11 


ミ タニ 


ミ タニ — ミタへ 
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田に て、 屯 倉頜に 使役せ し 田 部を 云 ふ。. 

1 伊 實の三 田 部 正倉院 天平 十七 年 文書 
等に見ゅ。阿拜鄕に三田鄕あ9。 

2 武藏の 御田 部 桂 原 郡に 御田 鄕あ り。 

3 美 濃の 御田 部、 山縣 郡に 三 田鄕 あり。 

4 奥州の 御田 部 刈 田 郡に 三 田鄕 あり。 

5 越 前の 三 田 部 丹 生 郡に 三 田鄕 あり、 
三 田條參 照。 

6 因幡の 三 田 部智頭 郡に 三 田鄕 あり。 

7 隱岐の 三 田 部 知 立 郡に 三 田鄕 あリ。 

8 安藝の 御田 部 高 田 郡に. 御田 鄕あ り。 

以上、 御田、 三 田條參 照" 

美 玉 ミ タマ 幕末、 美 玉 三 平 親輔 (高 橋 

■ 祐次郞 ) あり、 勤王家に して、 平野 國臣と 

共に 生 野に 兵を 擧ぐ 。贈 正 四 位。 

三 玉 ミク マ 

民 ミ タミ タミ 民は ミ タミ (御 民) にて 

帝室 領の 人民を 云 ひ、 此の 人民を 掌 リし氏 

を 民 氏と 云 ふ。 

1 大和の 民 首 春 日 氏の 族に して、 大和 
國山邊 郡の 民の 首な りしが 如し。 貞觀五 
年紀 に 「山邊 郡 人民 首廣 門、 右京 人民 首 方 
宗 、民 首廣 宅」 等 あり。 眞野臣 姓を 賜 ひ 
「天 足 彥國押 人命よ り出づる也」土ぁリ0 
又 同 六年紀 に 「右京 人民 首 方 永に 眞野臣 


を 賜 ふ」 と。 共に 寘 野條 に詳か 也。 

2 山城の 民 首 百 濟族 にして， 姓氏 錄丨 
右京 諸蕃に 「民 首" 水 海 連と 同祖。 百濟 
國人 努理使 主の 後 也」 と载せ 、また 山城 
諸蕃に 「民 首。 水 海 連と 同祖。 百 濟國人 
努理使 主の 後 也 J と载 せたり。 

3 河内の 民 首倭漢 氏の 族に して、 承 和 
ニ 年 十月 紀に 「左 京人 從六 位下 民 首 氏 主」 
あり。 長 岑宿福 姓を 賜 ひ、 「白鳥 村 主と 同 
祖。 ’魯 公伯 禽ょ り出づ と 云 ふ」 と载 せた 
り。 長. 免 r、 白鳥 等の 條參 照。 

4 河 內民首 高麗 族に して、 姓氏 錄 、左 
京 諸蕃に 「河内 民 首。 高麗 國人安 劉 王の 
.後 也」 と载 せたり。 

錦 部 民； これ も 河内の 豪族 なれ-ど、 
百濟 族に して、 又 錦 民 首と も あり。 II シ 


5 


キ條を 見ょ。 

6 民 直 和 泉の 豪族に して、 中臣 氏. の 族 
也。 蓋し 大鳥 郡の 民の 長たり しならん。 
當 郡に 美 多 福 神社 あり。 この 氏、 姓氏 
錄 、和 泉 神 別に 「民 直。 同上 •(天 兒屋 命の 後 
也)」 と 載せ、 神社は 姓氏 錄考證 に 「祭神 
— 天 兒屋 命に て、 和 田鄕上 村に ありと 云へ 
るを もて、 同族 和 太 連に 由 ある 事を 知る 
べし」 と。 和 太條參 照。 


7 民 直 これ も 和 泉の 古 姓な れ ど、 出 雲 
臣の 族に して、 姓氏 錄 •和 泉 神 別に 「民 
直。 同 神 (天 穗日 命〕 の 十七 世の 孫 •若 桑 
足 尼の 後 也」 と 見 ゆ。 

8 大和の 民 直 倭 漢坂上 氏の 族に して、 

和 銅 七 年 紐に 「大倭 國有智 郡 女 日 比信紗 
云々、 信紗は 民 直 粟 安 妻 也」 と载せ たリ。 
9 今 木 郡 民 直前 項 兵に 同じ。 天 書に 「倭 
國今木 郡 民 直氏宮 J なる 者 見 ゆ。 

10 川原 民 直 同上 。力 ハラ 條に詳 か 也。 
11 民臣出 蕓臣族 也" 和名 抄 、，出 雲 ^ 出 
雲 郡に 美談 鄕を收 め、 神 名 式、 此の 郡に 
美談 神社を 載せたり。 此の 氏の 住みし 地 
にして、 神社は 氏神を 祭りし ならん。 氏 
人は 大税賑 給歷名 帳に 「河 內鄕 伊美 里 民 
臣味 女」、 其 他 馬 女、 味麻呂 等を 載せたり。 
12 民 使 主 首倭漢 氏の 族に して、 坂 上 系 
圖に 、阿智 王に 隨ひ歸 化せし 七 姓 漢人の 
一 「段 姓。 是れ民 使 主 首 等の 祖 也」 と 見 ゆ。 
13 大友民 日 佐 倭漢氏 の 族 也、 オホ トモ 

條を 見ょ。 

14 民 連 尾 張 氏の 族に して、 民 首、 民 直、 
民臣 等と 同樣 、朝廷 領の 民を 掌る 氏な り 
しならん。 天平 ニ 年の 尾 張 國正税 帳に 「大 
領外從 八 位 上 民 連 石 前」 なる 者 見 ゆ。 


15 民 忌 寸倭漢 坂 上 氏の 族に して、. 民 直 
の 忌 寸姓を 賜へ る 者 也。 坂 上 系圖に 「阿 
智使 主の 子 山 木 直、 姓氏 錄に日 ふ、 山 木 
直は、 是れ民 忌 寸云 々等、 廿五 姓の 祖 也」 
と载 せたり。 氏人は 正倉院 天平 十七 年 文 
書 等に 見 ゆ。 後 延曆四 年に 民宿 禰 姓を 賜 
ふ。又天安元年に民伊美吉姓、齊衡三年 
に 內藏忌 寸 姓を 賜へ る 者 あり。 

16 伊勢の 民 忌 寸坂上 系圖に 「山 木 直。- 
姓氏 錄に日 ふ、 山 木 直は 是れ 伊勢 國奄藝 
郡 民 忌 寸 、云々 等、 二十 五 姓の 祖 也」 と 
載せ、 また 神 護 景雲 元年 ナ 二月 紀に 「伊 
勢 國飯高 郡の 人、 漢人 部乙理 等 三人に、 
姓を 民 忌 寸と賜 ふ」 など 見 ゆ。 

17 民 伊美 吉第 十五 項と 同樣 、坂 上 氏の 
族に して、 貞觀五 年 八月 紀に 「山城 國紀 

伊 郡 人、 大炊大 屬從六 位下 秦忌寸 比津麻 
呂 、本姓 民 伊美 吉に復 す。 父 市 守 •早く 
死し、比津麻呂*幼少にして、母姓に貫 
せらる。 散 位 從四位 下坂 上 大宿福 正 野 等 
上表して、 比 津麻呂 を 本姓に 復 せんと 請 
ふ。 之に 從 ふ」 と载 せ、 また 同 八 年 十一 

月紀に 「大炊 大屬正 六 位 上 民 伊美 吉能 律、 
云々、 本 居なる 山城 國紐伊 郡を 改めて、 
右京 三條に 貫附 す」 など 载 せたり。 


18 民宿 禰第 十五 項 民 忌 寸の 後に して、 
延曆四 年 六月紀 に 「民 思 寸云 々、十 姓 一 
十六 人に •姓を 宿 福と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

19 無 尸の 民 氏數流 あり。 正倉院 天平 九 
,年文書等に見ゆ。アつて撰解文集に民家 
方なる ものを 載せたり。 

美談 ミ タミ 和名抄 、出 雲 國出雲 郡に 美 

談鄕を 敬む。 

民 使 ミ タミ ツカ ヒ 田 令 (ッカ ヒ) 、調 使 

などと 同じく、 帝室 領の 人民を 管理す る爲、 

遣 はれし 職名が 氏と な リし 也。 

1 隱岐の 民 使 天平 五 年の 隱岐國 正税幅 
に 「史生 大初位 上 民 使 古麻呂 J なる 者 見 
ゆ 0 

2 檜 隈民使 倭の 漢 氏の 族な り、 ヒノク 

マ條を 見ょ。 

3 民 使首魏 族に して、 姓氏 錄 、山城 諸 
蕃に 「民 使 首。 高 向村 主と 同祖。 寳德公 
の 後 也」 と载 せたり。 

4檜前民使首倭の漢氏の族にして、ヒ 
ノク マ條 に詳か 也。 

5 民使毗 登 民 使 首に 词 じ。 寶_ 元年 三 
月紀に 「西 京 員外 令史 民使毗 登 日理」 な 
る 者 見 ゆ。 

民 部 ミ タミべ カキべ 諸氏 私有 部 曲を 


云 ふ。 書祀に 「其の 民 部、 家 部を 定 む」 な 

どぁるは、此れにて、民部は部酣、家部は 

家人を 指す。 詳細は 日本 上代に 於け る 社 會 

組織の 研究、 第二 編を 見られた し。 

一一 一田 村 ミ タムラ 

1 近 江の 三 田 村 氏 當國 の 豪族に して、 

. 淺井郡 三 田 村ょり 起る。 江 北 記に 「根本 
當 方被官 •三 田 村 氏 j を 載せたり、 以下 
次 項を 見ょ。 

2 淺井氏 族 前項 氏を 繼ぎし 也' 淺井系 
圖に 「忠 政の 子 某 •三 田 村 氏を 繼 C」 と 
載せ、 一本 淺井 系圖に 「忠政 「定政 (三 
田村氏を繼 <'' 〕」とぁり。其の子左衞門大 
夫定元 •京 極 家の 旗頭 也。 其の 子を 國定 
とい ふ、 信 長に 降り 殺さる。 

淺井四 翼に 三 田 村 左 衞門大 夫秀浚 、淺井 
三代 記に 「京 極 家々 臣三田 村 左 衞門大 夫」 
京 極 殿給帳 に 「五百石 三 田 村 左 近」、 田 中 
家臣 知行 割 帳に 「二百 五十石 三 田 村 孫 九 
部」 等 見 ゅ、 此 等は 前項 流 か。 猶ほ國 枝 
條參 照。 

3 藤 姓 男 山 八幡 社家の 一也。 

4 加 竄の三 田 村 氏 前 田 藩の 重臣に て、 
加 實藩給 帳に 「三千 三百 石 (鶴 丸) 人 持、 
內千石 •與カ 知、 三 田 村 左 京」 を载 せた 
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5 雜载祀 伊績 風土記に 「有 田 郡 寺 原 村 
大莊屋 、南 龍 公 •大莊 屋三田 村左大 夫に 
紙を 製せ しむ」 と。 又 武鑑、 河 越 松 平 藩 
重臣に 此の 氏を 載せ、 又 堀 尾 山城 守 給 帳 

に. 「百 五十石 三 田 村太郞 左衞 門、 三十 石 
三闺村後家」等を擧 <', 。又武藏、攝津、 
伊豫 等に も 見 ゆ。 

御手洗 ミタ ラシ 駿 河、 常 陸、 美 濃、 周 
防、 伊豫 等に 此の 地名 あ 9。 

丨藤原 姓 甲 州の 東 八 代 郡の 名 族に て、 
武田信 虎 家臣に 御手洗 新七郞 正 重 あり、 
小石 和 筋 小山 城主 也。 その 男 越 前 正吉丨 
簡十 耶、 信 支に 仕 ふ。 その 男五郞 兵衞直 
重 (家康 家臣〕 也。 家紋 丸に 折 入、 五三の 
桐、 鳩 酸 草。 又 下り 藤 丸。 その後は 「直 
重— 五郎 兵 衞家重 丨同忠 重 (宗 明〕— 同 正 
近— 新 太郎 正矩 J にし て、 五百石 也。 


2 筑前の 御手洗 氏 嘉麻郡 馬 見 城主 毛 利 
鎭實 家人に 御手洗 五耶 三郞 才覺 あり (續 
風土記〕。 

味 知 ミチ 和名 抄 、加 實國石 川 郡に 味智 


鄕を收 め、 美 知と 註す。 

道 ミチ 北陸より 出 羽に 亘 りて、 榮 えし 
大 豪族 也。 

,1 道 君 安倍 臣の 族と 稱 すれ ど、 俘囚に 
も比の氏を稱する者の勘からざるより思 
へば、 古くは もと 蝦夷 族に て、 大彥 命に 服 
從 したる より 其の 系を 冒す に 至りし もの 
とも #- へらる。 され ど 徵證な し、 安倍 氏 
族 とする 方穩 かならん。 

其の 本據 •何 地なる や、 詳かな ら ざれ 
ど、 最も 榮え たるは 加 賀國に て、 加宜國 
造は 此の 氏より 出で、 前述の 如く、 石 川 
■郡に 味知鄕 ありて、 和名 抄に 見え、 神 名 
式に 昧知 神社を 載せた 9 。蓋し 此の 氏の 
發祥 地に して、 神社は 其の 氏神な らん。 
姓氏 錄に 據れ ば、 此の 氏は 「大彥 命丨背 
立 大稻腰 命— 彥屋主 田 心 命」 の 後に して、 
國 造の 祖素都 乃 奈美留 命は 彥屋 主の 子に 
當る か。 猶ほ圓 珍の 和 氣系圖 に 「景 行皇 
子 武國凝 別 皇子の 犯 •都 夫 良 媛の 父を 高 
志 道君祖 伊和 利と す、 此の 人は 素 都 乃 奈 
美留と 如何なる 關 係を 持つ か詳か なら 
ず。 此の 氏 君 姓 なれば •阿倍 氏 I 族の 人 • 
此の 地方 舊 豪族の 女を 娶リ 、その 家を 繼 
承せ しにて、 一族 旣に多 かりし ならん。 


猶 ほ加貿 、加 宜 、深 江 等の 條を參 照せ ょ，。 
その後、 鈥明紀 三十 一年 條に 「越 人江淨 
臣裙代*京都に詣り奏して日ふ、高鹿の 
使 人 •風浪に 辛苦し、 迷 ひて 浦津を 矢 ひ、 
水に 任せて 漂流し、 忽ち 岸に 到着せ しに、 
郡司隱 匿す。 故に 臣 •顯 はし 奏す 云々」 
と ある 郡 司は 加宜國 造に て、 此の 道 君 也。 
五月 條に 「膳臣 傾 子を 越に 遣は して、 高 
麗の 使を 饗す。 大使 •審に 膳臣が 是れ皇 
華の 使なる を 知り、 乃ち 道 君に 謂 ひて 日 
く、 汝 •天皇に あらず、 果して 我が 疑の 
如し。 汝 •旣に 伏して 膳 臣を拜 す、 倍々 
復た 百姓なる を 知る に 足らん。 而るに 前 
に 余を 詐り 、調を 取りて 己に 人る。 宜し 
く 速に 之を 還すべく、 飾 語を 煩は す莫れ 
と。 膳臣 •之を 聞き、 人を 使は して、 そ 
の 調を 採り 索め て、 具に かへ し與 ふ。 京 
に 遺 リ て 復命す」 と。 其の 驕 潜の 状 •見 
るに 足らん o ' 

此の 郡 司に つき、 地名 辭 書は 「當國 の 前 
國造が 道 君の 族黨に て、 石 川 郡に 味知鄕 
あるに つけて、 或は 鈥明祀 の 越 郡 司 道 君 
の 高麗 船を 詐 りたる 事跡を も、 此の 地に 
係け し 書 あり。 然れ ども 鈥明帝 Q 朝には、 
加 宜國 •交替して 三 尾 君の 族黨 と爲 りぬ 


れ ば、 道 君を 云々 すべから ず。 此の 事跡 
は 越後なる 深 江國 造の 家に 屬 す。 但し 加 
賀國へ も 古代 勃 海 使 船の 来着した る こと 
あり。 渤 海とは 高麗の 更新して 興れる 國 
技に て、 奈良 平安 ニ 京の 世に 本朝に 通聘 
したり。 正倉院 文書、 天平 三年の 越前國 
大税帳 に 加實 郡の 斷片中 『送渤 海 郡 使 人 
使 等， 食料 伍拾斛 、』 と载 すれば、 加貿郡 
を以つ て 客 使の 着津 とせる を 知る。 云々」 
と 論じられ しも、 其の 非なる は、 加賀 、加 
宜條に 述べし が 如く、 道 君の 加竄郡 司な 
るね 奈良 朝に 至る も 變更な かりし 事實ょ 
り 容易に 知る を 得ん。 猶ほ 上文 中に 江 淳 
臣と あるは 江 溶臣に て、 加 實國江 溶 郡の 
人なる 事ょりも 拙 考の穩 かなる を證 明す 
べし 0 

其の後、 天智紀 七 年に 「皇妃 道 君 伊羅都 
賣 JC 施 基 皇子 御 母〕、 を载せ 、下りて 奈良 
朝に 入りて は、 天平 三年の 越 前 國正税 帳 
に 「加 賀郡 司、 大領外 正 八 位下 勳十 二等 
道 君、 主 政 外從七 位下 道 君 五 百 島、 主 政 
從八 位下 勳十 二等 大私造 上麻呂 、主 帳 外 
少初位 上勳 十二 等 道 君 安麻呂 、主 帳 先 位 
丸 部臣人 麻呂」 と 載せ、 また 天平 寳字五 年 
三月 紀に 「越 前 國加賀 郡 小 ノ領道 君 勝 石 •私 


稻六萬 束を 出擧 す。 其の 違 勅を 以 って、 利 
稻三萬 束を 沒 す」 など 見 ゆるに ょり、 代々 
加 實郡 司と して、 勢力 ありし を 知るべし。 
其の 他、 正倉院 天平 寳字六 年 八月 ニ 十七 
日 文書に 「道 君豐足 (越 前國〕 J、 仁 和 元年 
十二 年紀に 「節婦 加貿郡 大野 鄕 人道 今古」 
等 あり。 而 して 宗族は 延曆四 年に 朝臣 姓 
を 賜 ひ、 又 承 和 ニ 年に 當道 朝臣 姓を 賜へ 
る 者 も 見え、 姓氏 錄には 右京 皇 別 ^ 取め、 
「道 公。 同氏、 大彥 命の 孫 屋主田 心 命の 後 
也」 と载 せたり。 猶ほ 有名なる 道 君 首 名 
も此の國の人か。首名は文武朝*律令を 
撰定 し、 地方 官 として 名聲 あり、 其の 孫 
廣持に 至って、 當道 朝臣 姓を 賜 ふ。 

越後の 道 公深扛 國造家 も 亦 道 君 也。 
深 江 條を 見ょ。 

佐 渡の 道 公 延曆 二十 四 年 十月 紐に、 
「佐 渡國 人道 公を 配と なす、 官鵜 を盜 むを 
以つて 也」 と 云 ふを 载せ 、また 元慶 三年 
十二月 紀に 「佐 渡 國雜太 圑權校 尉 道公宗 
雄 J など 見 ゆ。 猶ほ第 八項參 照。 

出 羽の 道 公 類聚 國史 、百 九十に 「天 
長 七 年 十月 云々、 出 羽 國俘囚 道 公千 前 麻 
呂 •特に 得度に 預 る、 精進を 褒 むる 也」 と 
载せ 、また 貞觀 元年 三月 紀に 「詔して 出 


羽 國秋田 郡 俘囚道 公 宇 夜 古、 道 公 宇奈岐 
を 度せ しむ。 是 ょり 先、 國司上 言す、 件 
の俘囚 等は 幼に して 野心を 棄て 深く 
異類た るを 愧ぢ 、佛理 に歸 依して、 苦 願 • 
戒を 持す。 仍って 特に 之を 許し、 正 六 位 
上を 授 く」 など 見 ゆ。 蓋し 道 公に 歸 服せ 
し 蝦夷 人が 主家の 氏を 冒せし ならん。 

5 道 朝臣 道 君の 後に して、 延曆四 年 五 
月紀に 「曾 祖妣道 氏を 尊んで、 太 皇大夫 
人と 申し、 仍って 公 姓を 改めて、 朝臣と 
爲 す」 と 見 ゆ 0 

6 道宿禰 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

7 無 尸の 道 氏 仁 和 元年 十二月 紀に 「節 
婦加賀 國加賀 郡 大野 鄕 人道 今古」 など 見 
ゆ。 公 姓を 略せし 也。 

8 佐 渡の 道 氏 第三 項參 照。 又延曆 二十 

四 年 十月 紀に 「佐 渡國 人道 公成」 なる 者 
見 ゆ 0 

9- 雜载海 東諸國 記、 筑前に 「護 軍道 安 • 
曾って琉球國史と爲りて、我に來聘し、是 
れ より 往來す 。乙 亥年、 來 りて圖 書を 受 
く。 丁 丑年 來 、職を 大友殿 管下に 受 く。 
司‘ 正林沙 也 文は 道 安の 子、 庚 寅年、 其の 
父に 從 ひて 来る。 職を 大友殿 管下に 受く  J 
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路 ミチ- 

1 路直倭 漢坂上 氏の 族に して、 山 木 直 
の 後 也。 天 武前紀 に r 路直益 人」 なる 者 
見 ゆ。 大和の 古 族 也。 

2 路公敏 達 天皇の 皇子 難 波 主の 後 也。 
後に 眞人 姓を 賜 ふ。 

3 路忌寸 第一 項路 公の 忌 寸姓を 賜へ る 
者に して、 坂 上 系圖に 「山 木 直 (都賀 使 
主の 子〕。 姓氏 錄に日 ふ、 山 木 直は、 是れ 
路思寸 、路 宿禰 等、. 二十 五 姓の 祖 也」 と 
あり。 後に 宿 禰 姓を 賜 ふ。 

4 文部 路忌 寸前 項 氏と 同族に して、 養 
老四年 六月 紐に 「漆 部 司令 史從八 位 上文 
部路忌 寸石 勝」 なる 者 見 ゆ。 

5 路眞人 第二 項路 公の 後に して、 天武 
紀 十三 年條に 「路 公、 云々、 姓を 賜 ひて、 
眞 人と 日 ふ」 と 載せ、 持統紀 に 路 眞人迹 

.見 あり。 また 天平 五 年の 右京 計 帳に 「戶 
主從七 位下 勳十 二等 路眞人 井 於」 等 多く 
見 ゆ。 姓氏 錄は 左京皇 別に 取め 「路眞 人。 

.諡敏達皇子難波王ょり出づる也、日本紀 
に 合す」 と载せ たり。 

6 路宿 福. 第三 項路思 寸 の 後に して、 延 
曆六年六月紀に「路忌寸泉麻呂云々等、 
並に忌寸を改めて、宿禰姓を賜ふ」と载 


せ、 姓氏 錄 、右京 諸蕃に 「路宿 漏。 坂 上 
大宿 福と 同祖* 谷 宿禰と 同祖」 と 載せた 
VO 

7 無 尸の 路氏 正倉院 天平 寶字ニ 年 文書 
等に 見 ゆ 0 

見知 ミチ 前 ニ條參 照、 武藏 等に 在り。 
道內 ミ チウ チ 奥州 田 村 郡に 在 9。 

道 浦 ミチ ウラ 

道 岡 ミ チヲ カ武藏 等に 在り。 

道 潟 ミチ カタ 和名 抄 、志 摩 國英虞 郡に 
道 浮鄕 あり、 道渴に て、 道 方邑に 當る a 

道 川 々/ チカ ハ 羽 後、 石 見 等に 此の 地名 

あり 0 

路川 チカ ハ 

道 壁 ミチ 力べ 會津 代官に 見 ゆ。 

道淸 ミチ キヨ 

道 坂 ミチサ 力 伊勢、 志 摩 地方に 存 す。 
道 幸 ミチサ チ 山 田邑の 名 族 也。 

道§只 ぐ/チ ザネ 
道澤 ミチサ ハ 

道 下 ミチ シタ能 登 等に 此の 地名 存 し、 
和 泉 日 根 郡 佐野邑 S 名 族、 その他， 武藏， 
攝津、岩磐等に此の氏あ9。 

道嶋 ミチ シマ-奥州の 大族 也。 

彳道島 宿 禰丸子 氏の 裔 •牡鹿 連の 後に 


して、 資 ■ニ 年 十一月 祀に 「陸 奥！！ 桃 生 
郡人外從七位下牡鹿連猪手に、姓を道島 
宿 涵と賜 ふ」 と 見 ゆれ ど、 これより 先き、 
神 護 景雲 元年 二月 紀に 「正 四 位 上 道 島 宿 
禰島足 を、 陸 奥 國大國 造と 爲し 、從五 位 
上 道 島 宿禰三 山を.、 國 造と 爲 す」 と ある 
を 以て、 よりは やく 存せ しを 知るべし。 
され ど 天平 寶字八 年 五月紀 に 「牡鹿 連 島 
足に 姓を 牡鹿 宿 禰と賜 ふ」 と あれば、 其 
の後の事なるや明白也。 

而 して 延曆ニ 年 正月紀 に 「正 四 位 上 道 島 
宿禰島 足 卒す。 島 足は 本姓 牡鹿 連、 陸 奥 
國 牡鹿 郡の 人 也。 ft 貌雄壯 、志氣 驍武， 
素より 馳 射を 善ぐ し、 寶字 中、 授 刀將曹 
に 任ぜられ、 八 年、 惠美訓 儒 麻呂の 勅使 
を 劫す る や、 島 足 •將監 坂上莉 田麻呂 と、 
詔を 奉じて 疾く馳 せ 射て 之を 殺す。 功を 
以つ て擢 じられ て從四 位下 勳ニ 等を 授け 
られ 、姓を 宿 禰と賜 ひ、 授刀小 ノ將 に 補せ 
られ 、並に 柑摸 守より 中將 に轉 じ、 本姓 
を 改めて、 道 島 宿 禰と賜 ひ、 尋いで 正 四 
位 上を 加へ られ 、內厩 頭、 下！ r 播磨 等の 
守を 歷 る」 と 見 ゆ。 又延曆 十五 年 十一月 紀 
に 「陸 奧國 人從五 位下 道岛宿 禰亦 龍を 右 
京に 貫す」 と载 せた リ。 岛 足の 族な らん。 


2 無 尸の 道 島 氏 道 島 宿禰の 一 族に し 
て、 寶 _十、 一年 三月 紀に 「牡鹿 郡 大頜道 
島 大循」 なる 者 見 ゆ 0 

道 添 ミ チンへ 

道 田 ミチ ダ 和名 抄 、常 陸國 行方 郡に 道 
田鄕 を收む 。 

1 道 田 連 任那 族に して、 三 田 首の 後 也。 
寶鏠 元年 五月 紀に 「三 田毘登 家麻呂 等 四 
人に、 姓を 道 田 連と 賜 ふ」 と载せ 、姓氏 
.錄は 左 京 諸 蕃に收 め、 「道 田 連。 任 那國竄 
室 王の 後ょり 出づる 也」 と あり。 

2 肥 後の 道 田 氏嘉吉 三年の 菊 池 持 朝 侍 
帳に道田加貿'守邦世、永正元年の菊池政 
隆侍帳 に 道 田 伊勢 守 國生等 見 ゆ。 

3 雜载 その他、 武藏 等に も存 す。 

道エ ミチ タクミ 藝藩通 志、 安藝 國賀茂 
郡條に「道エ某宅址*下市村的場山にぁり。 
傳へ云 ふ、 道エ は、 伊豫 河 野 氏の 徒な り。 
强勇 •近 國に きこえ、 此の 邊を爭 ひし 者な り 
とぞ」 と 見 ゆ。 猶ほ タゥ ク條參 照。 

道 立 ぐ/チタ チ 浦 生 家臣に 道立甚 八あリ 0 
道津 ミチ ッ 

0M  ミチ ヴカ 

路次石 ミチ ツギ イシ ロジイ シ 

道 辻 ミチ ツチ 


ミチ ソへ —— ミチ ツチ 


道 野 ミ チノ 

道 奥 ミチ / ク ミチ ノ才ク 數流 あり。 

ムツ 條を 見よ。  、 . 
陸奧 ミチ ノク ムツ 條を 見よ。 

道奧石 城 ミチ ノク ノイ ハキ ィハ キ條 
を 見よ。 

道 奥 菊 多 ミチ ノク メキ クタ キク タ條 

を 見よ 0 

道 ロ ミチ ノグチ ミチ グチ 和名 抄 、常 

陸 國多珂 郡に 道 ロ鄕を 敗め、 その他、 越 前、 
備中 、安藝 等に 此の 地名 あり。 

備 中の 豪族に 此の 氏 ありて、 太平 記卷 二十 
九に 道 ロ七郞 見 ゆ、 陶 山條參 照。 

道ロ岐 W ミ チノ クチ / キへ 

〇 道 ロ 岐閛國 造， 凡 河内 氏の 族な P、 キ 
へ條を 見よ。 

路子エ ぐ/チノ  n タクミ 推古紀 に 見 ゆ。 
道^则 ミ チノ サキ $ チサ キ ダウ ゼン 

伊勢、 常 陸、 伊豫、 肥 後 等に 此の 地名 あり。 
道師 ミ チノ シ天武 帝 制定の 八 姓の 一也。 
諸道の 師 歴 の 意に て、 晝師 、藥師 等の 內 、有 
勢なる 氏に 賜は るべき 姓な りしなら む も" 
賜 姓のは こびに 至らず して 中止と なれ®。 
日本 上代に 於け る社會 組織の 研究、. カバ ネ 
锔を 見よ。 


ミ チノ —— ミチ ノシ 


道 尻 ミ チノ シリ 

道 後 ミ チノ シリ ミチ ジリ ダウ ゴ 美 

濃、 伊豫 等に 此の 地名 あり。 

道 尻 岐閘ミ チノ シリ メキへ 
〇 道 尻岐稍 國造凡 河內 氏の 族 也 •キへ 
條を 見ょ。 

道 信 ミチ ノブ 美 作 國英田 郡 江 見 庄藤生 
村の 庄屋に 「道 信 氏、 久左衞 門」 見 ゆ (東 
作 志〕。 

道野邊 ミ チノべ 下 總國の 名 族に して、 
小金 本土 寺 過去帳に 道 野邊 右近 七郞 (文明 
九十 月) を 載せたり。 

路三野 ミ チノ $/ 

〇 路三野 眞人敏 達 天皇の 御裔に して、 
桓武祀 に 「路三 野 眞人石 守」 あり。 ミノ 
條を 見ょ。 

道 林 ミチ ハヤシ . 
m 久 ミチ ヒサ 

道廣 ミチ ヒロ 美 作 國英田 郡 巨 勢邑の 名 
族に 見え、 又備前 等に 在りと ぞ。 

道 部 ミチべ 和名 抄 、備 後國奴 可 郡に 道 
部鄕 を收 む。 又 道 公 部 曲に も ありし か。 
道稳 ミチ ホ 大和 國葛下 郡の 豪族、 布施 
家の 一族に 道穗角 左衞門 あり。 

未 至 麿 ミチ マ 


ミチ ノシ 々/チマ 3£ 八0三 


ミチ マサ ミツ 


ミ ヴ 


m 八 S 


道 正 ミチ マサ 日向 諸 縣郡島 內村菅 原 神 
社は、 飯 野の 町人、 道 正 三左衞 門の 先祖 道 
正 某 •社殿を 建立す とぞ。 

道 政 ミチ マサ 

道 又 ミチ マタ  . 

道 村 ミチ ムラ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

道 本 ミチ モト  ニ 

道 盛 ミチ モリ チモ リ條參 照。 

道 守 ミチ モリ チモ リ條を 見ょ。 又 越 前 
にも 道守庄 あり。 

道 安 ミチ ヤス 

道 山 ミ チヤ マ 奧州岩瀨郡に在か。 

道 分 ミチ ワケ 石見に存す。 

御津 ミヴ  f 和名 抄 、三 河 國寳飫 郡 
に 御津鄕 を收 めて 美 都と 註し、 後に 御津 莊 
起る。 方 俗 ミトと 唱 ふるは、 卽ち 古言に て、 
津をト に 假借 せるな らん、 水門の 義に して、 
此の 地に 式 内の 名祠 御津 神社 あり、 一に 船 
洲明 神と もい ふ。 その 享德 元年 壬 申 十月 十 
五日の 鐘銘に 「大願 主 藤 原 政 家」 又 永 祿元 
戊 午 八月の 鰐口に 「福 宜成 政、 氏 政、 守峴、 
.大工 南 金屋宗 次」 等 見 ゆ。 その他、 出 雲、 
播磨 、伊豫 等に 此の 地名 あり。 

三津 ミツ ミト 和名 抄 、阿波 國三好 郡 
に 三 津鄕 を收 めて 美 都と 註し、 又 安藝 國賀 


茂 郡に 香津郡 あり、 三 律の 誤 かと 云 ふ。 ま 
た 伊豆、 備 後、 肥 前に 三 津庄 •伊豆に 三 津 
御厨、 その他、 攝津 、伊勢、 近 江、 出 雲、 
肥 前 等に 此の 地名 存 す。 

1 三津 首倭漢 氏の 族に して、 近 江國滋 
賢 郡 三津邑 ょり 起る。 来迎 院 文書、 寶縫 
十一 年 十一月 十日の 近 江 國府牒 に 「三 律 
首廣野 (滋賢 郡 古市 鄕戶主 正 八 位下 三津 
1 淨 足戶归 〕」 を 載せ、 最澄 度牒に 「古市 
鄕戶主 三 津首淨 足」 など 見 ゆ。 

傳敎 大師 最澄は 實に 此の 氏に して、 其の 
出自 は、 数 岳 要 記に 「最 澄は 俗姓 三津 首、 
近 江 國志貿 郡の 人 也。 先祖は 後 漢孝献 帝 
の 苗裔、 登舊王 也。 輕 島明宮 御宇 c 應神〕 
天皇の®、 遠く 聖 明を 慕 ひて、 仁 化に 歸 
す、 仍り て滋實 の 地を 賜は り、 此 ょり 姓 
を 改めて、 三津 首と 賜 ふ 也」 と载 せ、 ま 
た 九條佛 閤抄に 「後 傳法 記に 云 ふ、 先師 最 
•澄禪 、父 三津百 枝は、 後 漢孝献 帝の 支 孫 高 
萬 貴 王の 子 也。 我が 朝、 輕 島明宮 (應神 
天皇〕 御宇、 遙かに 皇道を 葛 ひて 帝德に 
歸し 、江 州 志貿郡 三 津濱に 居らし め、 則 
ち 姓を 賜 ひて、 三津 首と 爲 し、- 百 枝と 號 
す」 と。 また 僧綱 補任に 「神 護 景雲 元年* 
今年 •傳敎 大師 誕生す。 俗 生三津 首、 滋 


質の 人 也。 先祖 後 漢孝献 帝の 苗裔 •登孢 
貴 王 也」 と 云 ひ、 また 元亨釋 書卷 I に r 釋 
宸澄 は、 三津 氏、 近 州 溢賀 郡の 人 也。 其 
の 先は 東漢献 帝の 孫、 國 亡んで 民間に 竄 
る。 吾が 應 神の 暦* 遙かに 王化を 墓 ひて 
至る。 上 •其の 王孫なる を憐み 給 ひて 滋 
賀の 地を 賜 ひ、 釆 地と 爲 さしめ 給 ふ」 な 
ど 載せたり。 その他 多し。 門跡 寺 各條參 
照。 

2 山城の 三津 首當國 の ものと 思は る X 
國郡 未詳 計 帳に 「御津 首 持麻呂 J なる 者 
見 ゆ。 

3 ' 一一 津 朝臣 前々 項に 述べた る三津 首な 
る最 澄を、 諸 門跡 譜 等は 三津 朝臣と すれ 
ど、 其は 最 澄の 家系を 飾らん 爲な るべ く、 
信じ 難し。 

4 三津宿 _ 姓 名錄抄 等に 見 ゆ。 三津首 
の 族裔な るべ し。 

5 無 尸の 三津氏 正 倉 院神護 景雲 四 年 文 
書 等に 見 ゆ。 三津 首の 後裔 •及び 其の 族 
類 也。 

6 伊勢の 三津氏 天平 勝寶ニ 年、 度會郡 
二見 鄕の人 三 津正信 •石 津鄕繼 松 寺 (松 
坂 来迎 寺) を 再興す と庳 ふ。 

7 荒木 田 姓 内宮 ニ 門 系圖に r (矢 乃) 忠 


光 丨元定 (一禰 宜) 丨忠良 (ニ 男、 三 律、 
一禰 宜 )— 元雅 , 


IL 兀 111 i— 元 時 


I 雅忠 

r 任 


丨兼親 
- 茂 氏 

8 伊豆 ひ 三 津氏田 方 郡の 三津邑 ょり 起 
る。 三 戶條參 照。 東鑑卷 十六に 三 津小次 
部、 三十 四に 三 津藤 二等 見 ゆ、 此の 族 か。 
9 宇 郡 営 氏族 下野 發祥 か。. 芳實 系圖に 
「公綱— 五郎 公 氏 丨但馬 公 長— 蔵人 正 兼 
(三 律〕— 公一 (五郎)」 と 見 ゆ。 

10 土 佐の 三津氏 安藝 郡の 豪族に して、 
長 曾 我 部 元 親に 降る。 

美津 ミツ ■前 ニ條參 照。 又豐 後の 豪族に 
在り。 淸原 姓に して、 豐後淸 原 系圖に 「飯 
田ニ郞 通 貞丨爲 通 (美 津ニ郞 〕」 と 見 ゆ。 

蜜 ミツ 前 各條參 照。 天平 寶字四 年 正月 
紀に 蜜奚 野なる 者 あり。 

光 ミツ ヒカル 前 各條參 照。 

滿 ミツミ ツ 、ル 源平 盛衰 記、 渡 邊黨に 
滿馬允 •見 ゆ。 此の 氏 も 現存す。 

水 U?  美 濃に 水庄 、その他 備 中、 肥 後 
に 水 島 あり。 而 して 蒲 生氏鄕 家臣に 水 三 左 
衞門 •見 ゆ。 


一二 ツ扇 ミツ アフギ 武藏 等に 存す とぞ。 

ロ ミヴアヒ 

三 井 ミツ 4 i 筑後國 に 三 井 郡 あり 
御井 條を 見ょ。 次に 河內國 茨田 郡に 三 井鄕 
を收 む、 後に 三 井邑 殘る 。次に 美 濃 國各務 
郡に 三井鄕 、次に 讚 岐國多 度 郡に 三 井鄕、 
土 佐 國高崗 郡に 三 井鄕 を收 む。 また 丹波國 
氷 上 郡に 三井庄 、上 三井庄 、下 三井庄 、近 
江に 三 井寺 (御 井邑)、 園 城 寺の 事 也。 その 

他、 尾 張、 能 登 等に も 此の 地名 あり、 以上 
•殆ん ど 皆 ミ ヰと 訓 ず。 
1筑後の三井氏筑後御井郡(三井〕ょり 
起る。 竹 埼五郞 繪詞に 三 井 三 郎資 長を 载 
す、 季 長の 姉 聱也 、竹 崎 條を 見ょ。 

2 大和の 三 井 氏 宇阼郡 御井 神社の 氏人 
にして、 三 井木 俣 神の 神 裔と傳 へらる。 
又 山邊 氏の 與 力に 一一 一井 大夫 ありて、 鄕士 
記に 「三 井は 木 俣 神 也。 大物 主の 子孫、 
母は 稻葉 八上姬 也」 と载せ たり。 

3 越中の三井氏東鑑卷四十七に三井左 
衞門 尉を 載せ、 下りて 常 德院江 州 動 座 着 
到に 「(越 中) 三 井 左京亮 J を收 め、 見聞 諸 
家紋に、 


5 三 井 
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4 能 登の 三 井 氏 當國渡 合 城は 一名 姬の 
城と 云 ひ、 傳へて 三 井 氏の 所 據と云 ふ。 

5 佐々 木 氏族 近 江 國蒲生 郡の 豪族に し 
て、 佐々 木 氏の 族と 云 ふ。 佐々 木 南 * 諸 
士帳に 「小脇 城主 三 井新 三郞 安隆、 三 井 
石 見守 時 高」 等を 載せ、 又 佐々 木 七隊の 
一に 見え、 又 平 井 系圖に 「天文 十二 年、 
三 井石 見守 時 高を 討つ」 など あり。 以下 
次 項を 見ょ。 

伊勢の 三 井 氏 前項 t の 裔に て、 寬政 I 
系譜に 「三 井越 後 守 高次の 男 越後 守 高 安 
は 近 江の 人に て、 後 伊勢に 移 y、 安濃 郡 
一色 邑に 住し、 富 田 信 濃 守 知 治に 仕 ふ。 
その 男に 三 郞助高 時、 次 部 兵衞 、傳 蔵、 
則 兵衞高 浚の 四 子 あり」 と。 家紋 丸に 四 
目 結、 蔦。 近世 以來 富豪と して 名高き 三 
井家は 此の 流に して、 その 祖八 If ハ衞高 
俊の 父 越後 守 高 安は 一色 村に 住し、 津城 
主 富 田 氏に 仕へ たり。 蓋し 高梭 は、 慶長元 
和頃の人なるべし。その男高利に至り商 
業に 從 事し、 大に 家を 起す。 此の 地 •古 
代麻績 、服 部 等の 諸氏 あり、 下って 松 坂 
木綿の 產地 となり、 三 井家に よって 天下 
に名を舉ぐ。三越の起原も亦遠ぃかな。 
三 井家 奉公 履歷に 「三 井越 後 守 高 安は 
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江 州 鯰 江より 伊勢に 移り、 其の 子 三 井 則 
兵衞高 俊、 元 和 年間、 松 坂に 居 y 釀酒の 
業を 營む 、人 呼んで 越後 殿の 酒屋と 云 ふ。 
越後 屋 の 屋號 •此 に 濫觴す。 長男 三郞左 
衞門俊 次 •長 じて 京師に 移住し、 又 吳服店 
を 江戶に 開く。 四 男 八 郎兵衞 高利 •寬永 
中江戶に出で、兄の商店を管理1、延寶 
元年、 別に 一 店を 開き、 現金 掛値な しの 
方を 設けて、 賣品に 正札を 附 し、 商業 大 
いに 繁昌す。 是 より 先、 高利 •則 右衞門 
孝 賢、 吉右衞 門 高 古の 兩 人を 養子と し、 
之を 松 坂に 止め、 自ら 京都に 往 き、 吳服 
仕 入 店、 兩替店 等を 開き、 又 ^ 代を して 
別に 荷物の 運送を 瞥 ましめ、 尋いで 江 戶 
駿河 町に 兩替 店、 及び 綿 店を 開き、 又 長 
崎に 一 商店を 開く。 

貞享四 年、 幕府より 吳服 調度 •爲替 用 逢 
を 命ぜられ、 元祿四 年、 大阪 に吳服 店、 
兩替 店を 開き、 又 禁裡 御所 御掛屋 御用を 
命ぜら る。 高利 諸子に 諭し、 協力 同心、 以 
つて 家を 守らし む。 即ち 高利を 以 つて 中 
興の 祖 とす」 と。 按 ふに、 三 井高 利 •又 
八耶右衞門と稱し .> 法名宗_、男子十三 
人、 $ 五 人、 其の 家を 爲す もの 六、 之 
を 六本 家と 呼び、 嫡流を 惣 頜と稱 し、 連 


家 若干 あり (地名 辭 書) と。 

又 人名 辭書に 「八郎 右衞門 高利の 子女、 
長を 八郎 右衛門 高卒と いふ、 此の 子孫を 
北の 三 井と 稱 し、 方今 三 井家の 總 本家た 
り。 第二を 八郞 兵衞高 富、 後に 次 耶右衞 
門、 また 八郎 右衛門と 更む 、此の 子孫を 
六角の 三 井と 稱す 。第三を 三郞吉 高 治と 
稱し 、後に 三 郞兵衞 、三鄧 助、 八郎 右衞 
門と 更む 、此の 子孫を 新 町の 三 井と 稱 す。 
第 四を 萬 之 助 高 伴と 稱し、 後に 九耶 四郞、 
八耶 右衞 門、 元右衞 門、 次郞 右衞 門、 九 右 
衞 門と 更 む、 此の 子孫を 竹屋 町の 三 井と 
稱す 。第五は 五郎八 郞 安長と 稱 し、 當初 
松屋 五郎 右衞 門の 養子と 爲り 、宗 左衞門 
と更 め、 後に 伏 見に 住し、 淀の 石 川尙舍 
と 親み、 終に 石の 一字を 請 ふて、 我が 姓 
の 井の 字に 配し、 石 井 氏と 稱 す。 第 六を 
元 右 衞門高 好と 稱す 、此の 子孫を 出水の 
三 井と 云 ふ。 第 七、 第 八は 夭死す。 第 九 
は八郞 九郞 高久 、第 十は 宗八高 春、 第 十 
一は 元 八 高 勝と いふ。 兄八耶 右 衞門高 富 
の 養子と なる。 第 十二は 庄次耶 高久 、後 
勘 右衞 門、 八郎次 郞と更 め、 薙髮 して 宗 
傥と號 す、 此の 子孫を 南の 三 井と 稱 す。 
第 十三 子は 半 兵衞孝 賢と いふ、 實は櫻 井 


氏に して、 高利の 婿费 子な り、 松 坂に 住 
し、 又 松 坂なる 小 野 田 浚 貞の 第三 子吉郞 
右 衞門高 古を 養 ふて、 石 井 安長の 女に 配 
し、 松 坂に 居らし む。 又八耶 の 第 十三 女 
を 松 坂の 長 崎 某に 嫁した るに、 某 遊蕩に 
耽け 9、 家産を 理 めざり し 故、 離緣 した 
れど も、 男女の 子 ありし 故、 資産を 分ち 
て 江 戶 室町に 居らし め、 實父と 母との 姓 
氏 •各 一字を 合せて、 長 井 氏と 稱 す。 八 耶 
は 此の 如くして、 三 井家の 基礎を 廣 め、 
子孫 百世の 業を 蚕れ たれば、 爾後 •北の 
三 井、 六角の 一一 一井 •新 町の 三 井、 竹屋町 
の 三 井 •出水の 三 井、 おょび 南の 三 井の 
六 家に 別れて、 永く 繼 承し、 北の 三 井を 
以つ て總 本家と なし、 世々 八耶 右衛門と 
稱 す」 と 0 

一族 宗支 •共同 維持の 法を 立て、 宗悫の 
孫 宗竺に 至り、 家聲 愈々 起る。 宗竺 •一 
書を 遺して、 家法の 大綱を 示す。 子孫 • 
此にょ 0 孜々業を勉め、近年に至り益々 
顯揚 し、 國家に 盡す所 多き を以 つて、 三 
井八耶 右衞 門、 同 高 保、 同八耶 次郎の 三 
氏は 何れも 男爵を 授けら る。 
又三井宗十耶高摆は鈴屋門に入りて古學 
を 研究し、 姪の 高 匡 も 國學者 也'  又 三 井 


復太郞 は 三 井家の 柱礎と 呼ばる。 

又 關長門 守 侍 帳に 「四十 石 三 井 小傳」 を 
載せたり、 此の 族 か。 

7 美 濃の 三 井 氏 各務 郡の 三井鄕 ょり 起 
り。 三 井城に 據 る。 土岐 家臣 也。 新撰 志 
に「三井咏古城は三井彌1郎すみしょし、 
名 細 記に 見えたり。 攝律掃 部 頭親秀 が、 曆 
應四年 八月 七日 讓狀に 、惣領 能 直 分 美 濃 
國三 井と あるは、 此の 地の 事 ^. るへ し」 
と。 此の 地に 又式內 御井 神社 •鎮座す。 
8 平 姓 甲斐の 名 族に して、 内、 江 戶 幕臣 
となれ る ものは、 武 田家 山縣 三郎 兵衞昌 
景に仕へし三井彌吉郎吉盛9後にて"寬 
政 系譜に 「吉盛 (後 正武 、又 十右衞 門、 
家康に 仕 ふ〕 丨左衞 門 倥 吉正 (十 右衞 門、 
彌吉郞 、從五 下、 千， 五百石)— 市 藏吉次 

丨市十 郞吉 近— 十 左 衞門吉 直— 市十观 敬 
長— 下 總守良 龍— 隼 人 良泰」 と 見 ゆ、 家 
紋角四 目 結、 三 蝶。 

又 中 巨 摩 郡 松 島 村長 塚の 名 族に 見 ゆ、 現 
今 三 井 馨藏君 あり。 本書 萁ふ所 多し。 

9 幕臣 源 姓 第 六 項の 族に して、 寬政系 
譜に 「半 右 衞門高 敬— 久右衞 門 高 英—兵 
助久 勝丨忠 左 衞門高 道」 と 見 ゆ。 家紋 丸 
に 四月 結、 葛 Q 


ミツイ 


10 秀鄕流 藤 原 姓 信 濃の 名 族 也。 當國水 
內郡替佐邑の三井氏は立癸を家紋とす。 
又 書家に 三 井 孫兵衞 親和 あリ 、江戶 K 住 
し、 龍 湖、 葛玉亭 などと 號 す。 

11 雜载撰 解 文集に 三井矚 途を载 せ、 下 

つて 武鑑、 高 崎 松 平 藩 用人、 新 谷 加 藤 藩 
用人 等に 見え、 秀康卿 給 帳に 「四百 石 三 井 
孫兵衞 ，一見 ゆ。 又水戶 藩儒に 三 井 莊內彊 
( 將邑〕 あり、 字を 子 畺と云 ふ。 又 尾 張 熱 
田の 名 族に 見え、 又 鯖 江 藩に 三 井新 之丞、 
三 井 平作 あり。 

三位  ？ソ4 武藏に 此の 氏存 す。 

光井 ミツ 4 

1 . 多々 羅姓周 防 國熊毛 郡 光 井邑ょり 起 
る。 大內弘 成の 弟貞 盛の 男 備後守 宗貞の 
後 也。 後 太平 記に 光井 右京亮 •見 ゆ。 又 
傳へ云 ふ •田 口重 如の 末孫 右京亮 尙豐 • 
周 防 光井 庄に 住し、 大內 家に ® し、 門 司 
に戰死す。その男兵庫之介尙久の弟光井 
修理 大 夫尙昌 * 戰功 ありて 美作苫 田 郡 田 
中 庄を領 し橫田 城に 居り、 田 中 修理 大輔 
と稱 す。 その 男尙春 •高 野庄牧 氏に 賴 y、 
姓を 光井に 復す 。その 男 兵 衞尙時 •勝 田 
郡廣 野庄に 移る とぞ 。東 作 志には 「神樂 
尾 城主 田 中 修理 大夫 某の 男 •光井 大夫の 
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裔、® 々彌 太郎 と稱す j と 見 ゅ。 

2 雜载 その他、 長 門、 石 見、 出 雲， 備 
前、 備 中等に 存 す。 猶ほ 次項參 照。 

水 井 ミヴ 4 前 數條參 照。 

1 淸和 源氏 丹 波の 豪族に して、 赤 井 系 

圖に -; 家淸— 家職— 光家— 思 家— 親 家— 
吉家 (五郎 兵衞 尉〕 — 時 家 (孫 五部〕 — 某 
(水 井彌五 郎)」 と 載せ、 赤 井 家譜に 「赤 
井 親 家— 吉 家— 時 家— 彌五郞 (水 井)」 と 
見 ゅ。 

2 雜载 その他、 美 作 英田郡 尾 谷 村 序： 屋 
に 水 井 次 右衞門 (東 作 志〕、 又 長 藩 志士に 
水井婧  一 C 通 一)、 信 濃 等に も存 す。 

三津井 ミツ 4 前 各條參 照。 

滿井 ミツ 4 前 各條參 照。 

1 橘 姓 肥前國 1^1: 郡發祥 t 名 族に して 
井手式部左衞門橘正良の裔也。 

2 攝津の 滿井氏 社家に. して、 友人に 滿 
井 成吉君 ぁり。 神職 界に 令名 ぁり。 

光 池 ミツィ ヶ 

三 石 ミツィシ備前等に此の地名ぁり。 

1 藤 原 北家ェ 藤氏 族 備前國 和 氣郡三 石 
邑 より 起る。 伊東 系圖に 「H 藤祐 經丨祐 
時— 祐綱 (三 石を 稱す )」 と载 せ、 また 其 
の 弟 「八郞 左衞 門尉祐 光— 六 郎左 衞門祐 


ミツイ ミツ イシ  一 fi A 七 


ミツ イシ —— ミツイへ 


宗 丨 憲祐 (三 石九郎 〕」 と 見え 又 一に 「祐 
時— 祐朝 (早 川次郞 左衞 門〕 丨祐繼 (伊東 
三 石三郞 左衞 門〕」 と あり。 伊東 條參 照。 
2 備後の 三 石 氏 藝藩通 志に 「御調 郡 三 
石、 西 丸、 如法 時、 並に 向島 東 村に あり。 
三 石は 下見 刑 部、 又 三石權 守が 所 居、 西 
丸は、 永曆 年中 吉原金 信 (田 村 近 信と も 
あり〕 の 所 居と いふ。 如法畸 はしれず」 
と 0 

3 河内の 三 石 氏 楠 氏に 從ひ 勤王し、 湊 
川に 戰 死す。 廣嚴寺 楠 木 一族 靈牌に 三 石 
藤內行 隆を载 せたり。 

4 雜 载武藏 、信 濃、 攝津 等に も存 す。 

滿石 ミツ イシ 前條參 照。 

光石 ミツ イシ 東 作 志に 美 作國勝 南郡豐 
國庄 社家 光石 壹岐 を载せ 、その他、 出 雲、 
石 見 等に あり。 

水 石 ミ ブイ シ甲裴 、武藏 等に 在り。 

水 市ミヴ イチ 甲 裴國八 代 郡に 水 市驛 (延 
喜 式〕 あり。 

三 市屋ミ ツイ チヤ 肥 前に 三 市 屋庄あ P。 

水 泉 ミ ヴイブ ミ 津山藩 分限 帳に 此の 氏 
見 ゆ。 

三 家 ミッイへ 

滿家 ミツイへ 薩摩 國鹿兒 島郡滿 家院 (郡 


ミツ ウチ ミツエ 


山鄕) より 起る。 建久八 年の 薩摩國 圖田帳 
に 「滿 家院百 三十 町 (島 津 御庄 寄 郡)、 地頭 
右衞 門兵衞 尉、 院司業 平 (府本 無)」 と载せ 、 
又 建久八 年の 大番參 勤 人 交 名に 滿家郡 司、 
又弘安八年忠宗在判文書に「滿家院比志島 
入道 殿」 等 見 ゆ。 ヒシジ マ條參 照。  ， 
而 して 地理 纂考 、比 志 島 村 比 志 島 城條に 「當 
城は 滿家上 總介重 賢 入道 榮尊の 居城な り。 
榮尊は 信 濃國の 守護 職 志 田三郎 左 衞門賴 重 
の 子な りしが、 故 ありて 薩摩に 謫せら る。 
島津 忠久 •是を 扶助して 比 志 島 村に 置く。 賴 
重 •滿家 院の郡 司 孫 太 部 永 平が 女を 娶 りて 
榮 尊を 生む。 榮尊 •滿 家を 以て 家號 とし、 
賴重 は紋免 ありて 信 濃に 歸り 、榮 尊は 永 平 
が 譲を 受けて、 滿家 院を頜 す」 と。 

水內 $ヴ ウチ ミ ノチ 條を 見よ。 

水 海 ミヴウミ ミグ ミ條を 見よ。 

水 浦 S !/ ウラ 

御杖ミツ £ 

1 御杖 君景行 天皇の 御裔に して、 景行 
本耙に「大稻背別命は御杖君の祖」とあ 
る 後に て、 正倉院 天平寶 字 六 年 文書 等に 
此の 氏人 見 ゆ。 

2 添 御杖 君 前項と 同族に して、 景行本 
紀に「武國皇別命云々、添御杖君の祖」 


ミツエ  灵0 八 


と ^ リ C 

3 御杖 連魏 族に して、 天平 寶字 三年 十 
一月 紀に 「造 東大寺 判官 外從 五位 下 河内 
衋師祖 足 等 十七 人に、 姓を 御杖 連と 賜 ふ」 
と载せ 、同 五 年 正月紀 にも 此の 人 見 ゆ 0 
4 近 江の 御杖 氏 犬 上 郡に 都惠 神社 あり 
此の 氏の 在りし 地 か。 

三 杖 ミツ N 前條と 同族な らん。， 天平 五 
年の 右京 計 帳に 此 ，の 氏人 あリ。 

光江 ミッエ 

水 江 $ *y H ブガ H 越釙に水江庄、 
その他、 備中 、肥 前 等に 此の 地名 あり 0 
1 日 下部 姓 丹 波 道主 命の 裔にて U 浦 島 
太郎は 此の 氏人 也。 丹 後 風土記に 「日 下 
部首 等の 先祖、 名を 筒 川 嗅 子と 云 ふ」 と 
あるを、 雄略紀 二十 ニ 年條に は 「丹 波 國 
餘社郡 筒 川の 人、 水 江 浦 島 子、 船に 乗りて 
釣し、 遂に 大龜 を 得たり。 傾ち 化して 女 
と爲 る。 是に浦 島 子 •感で 十以つ て婦と 
なし\相逐ひて、海に人り、蓬萊山に到 
つて、 仙 衆を 歷覩 す。 語は 別卷に 在り」 
と 見 ゆ。 日 下部、 海、 安燊 等の 條參 照。 
2 龍 造 寺 氏族 肥 前 國佐貨 郡 水 江 (水箇 
江) 邑 ょり 起る。 鍋 島 家譜に 「家 氏の 子 
胤 家 •佐嘉 城を 男 家 和に讓 り、 城の 南な 
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の 伴 造 家 也。 景行 皇子 氣人彥 命の 後に し 
て、後に朝臣姓を賜ふ。三河の古豪族也。 

2 參河御 使 連倭武 尊の 裔に して、 前項 
とは 少しく 流を 異にし、 皇孫 本紀 、成務 
帝條に 「佐 伯 命 (倭武 尊の 子〕 は 參河御 使 
連 等の 祖」 と载せ たり。 

3 駿 河の 御 使 連 第一 項の 族 か。 天平 勝 
寶ニ年 三 H 紀に 「駿河 國守從 五位 位下 樹 
原 造 東 人 等、 部 內廬原 郡 多 胡 浦濱に 於い 
て、 黃 金を 獲て 献ず 云々 J と 載せ、 十二 
月紀に 「金を 獲. る 人 先 位 三 使連淨 足に、 
從六位 下を 授 く」 と 見 ゅ。 

4 讚岐の 御 使 連 第一 項の 族な らん。 

5 御 使 君 應神紀 に 「阿知 使 主 等、 吳ょ 
n 筑紫に 至る 時、 胸 形大神 •エ女 等を 乞 
ひ給ふ。故に兄媛を以つて胸形大神に奉 
る。 是れ 則ち 今 筑紫國 に 在る 御 使 君の 祖 
也」 と あり。 

6御使朝臣第一項御使連の後にして、 
神 護 景雲 ニ 年 九月 紀に 「友 京人 正 七 位 上 
御 使連淸 足、 御 使連淸 成、 御 使 連 田 公 等の 
十八 人に、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 と 載せ、 姓 

氏錄 •左 京皇 別に 「御 使 朝臣。？ Ta 景行皇 
子 氣入彥 命の 後より 出づる 也。 譽田 (應 
神) 天皇の 御设 、御室 雜使 大王 生 等、 逋 


ミツカ 匕 


逃して 仕へ ず。 天皇 •使を 遣は して 尋ね 
求めし 給 ひし も 並に 復命せ ず。 是に 於い 
て、 氣入彥 •詔を 奉じ、 指して 參河國 に 
追 ひ、 捕獲して 參ゐ來 る。 天皇 •使者を 
嘉 命した まひて 姓を 御 使 連と 賜 ふ 也。 績 
日本耙に合す」とあり。 

7 雜载 その他、 撰 解 文集 等に 見 ゅ。 

三 使 ミツカ ヒ前條 氏に 同じ。 正 倉院天 
平寶字 三年 文書 等に 此の 氏人 見 ゅ。 三 使 連 
の 後 か a 

水 貝 ミ ヴカヒ 前ニ條 氏の 裔 か。 

水 飼 ミヴ カヒ 同上。 

三 使 部 ミツカ ヒべ 御 使 部に て、 職業 部 
の 一、 蓋し 皇 命を 奉じて、 四方に 使す る 品 
部 か。 

1 遠 江の 三 使 部 天平 十二 年の 濱名 郡輸 
租帳に r 新居 鄕三使 部 水 麻呂、 津築鄕 三 

.使部清麻呂」等ぁり。 

2 三 河の 三 使 部 御 使 部條參 照。 

3 駿河の 三 使 部 同上。 

4 安藝の 三 使 部 第 六 項參 照。  . 
5 三 使 部首 一、1 一 使 部の 伴 造 家 也。 遠江國 
濱名 郡の 輸租帳 に 「新居 鄕三使 部首 麻 呂」 
あり。 或は 首は 名の 一部 か。 

6 三 使 部 直 神 魂 尊の 裔に て、 安藝の 古 
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族、 仲縣國 造の 族に て、 三 使 部の 伴 造た 
りしな らん。 貞觀四 年 七月祀 に 「安藝 國 
高 安 郡 大領外 正 八 位下 三 使 部 直弟繼 、少 
頜從八 位 上 三 使 部 直 勝 雄」 等 見 ゆ。 本姓 仲 
縣國 造に 復 す。 仲 縣條を 見よ。 

御 使 部 $ヴ 力 匕べ 前條に 併せ 云へ り。 

水上 ミヴカ ミ 但馬に 水上 庄 、氣比 水上 

庄等 あり、 その他、 此の 地名 各國 1C 在らん。 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 「甲 蜚國山 梨 郡 水 
上邑 より 起リ 、美 濃 時 利を M とす」 と 云 
ふ。 時 利は 武田信 虎、 及び 信 主に 仕へ、 
戰功 多し。 家紋 丸に 三階 菱 、五 七 桐。 寬 
永 系圖に U2 松皮菱 とす。 又 水上 入道 
宗普 は、 永祿 初より 天 正の 初めまで、 信 
州 松 本 城 (深 志 城〕 を 守る。 子孫 西 山 梨 
郡 上 帶那に 在 リとぞ 。又 誠忠 舊家祿 に 
「水上 織 部宗富 後胤、 天 正自後 、處士 と 
して 邑 事を 掌る。 大塚村 水上 彌右 衞門義 
長」 と 見 ゆ。， 江 戶 幕臣なる は 「美 濃 時 利 
(信 虎 家臣)— 六 耶兵衞 利 光 (信 主 勝賴、 
後家 康に屬 し、 中 條ニ丙 貫 文) 丨 五兵 衞 
政 光 (六 百 石)— 六 左衞門 重 光、 弟 五兵 
衞政勝 ( 政德〕 丨 五兵 衞正義 (八 百 石〕— 織 
部 正 高— 美 濃 守 興 正 (三千 石〕— 同 正 信」 
と見え(寬政系譜)、武鑑に，、 


水上 織 部 


又 一本 武田 系圖に 水上 六 左 衞門等 見え、 又 
巨 摩 郡の 名 族に も存 す、 猶ほ次 項を 見ょ。 

2 藤 原 姓 もと 淸和 源氏に て詉訪 を 氏と 
す。 武 田家 臣詉訪 善三郎 Q 男 八 左 衞門昌 
信 (藤 原 姓〕 に 至り、 水上を 稱 し、 紀伊家 
臣とな る。 その 男を 昌 次と 云 ふ。 家紋 丸 
に 割菱 、丸に 梶 葉。 

3 信 濃の 水上 氏 前 ニ 項參 照。 

4 三 河 源 姓當國 水上 村ょり 起る。 淸和 
源氏に して 左 大夫定 政を祖 とすと 云 ふ。 
「仁 右衛門 定 保— 五右衛門 定豐」 、等德 川 
氏に 仕 ふ。 寬政 系譜に 家紋 丸に 花 澤瀉、 
五三桐。丸に割菱、丸に梶葉。 

5 蒲 生 氏族 駿河 大納言 忠長 家臣 r 淸大 
夫義 長— 三郎 兵衞義 勝」 等 •寬政 系譜に 
見 ゆ、 家紋 左 三 巴。 

6 北國の 水上 氏 加 賀藩給 帳に 「二百 石 
(丸 內水ノ 字) 水上 喜 八 部」 を 載せ、 又 能 
登の 社家に 見 ゆ。 又 友人 水上 一朗 君は 金 
澤の 人、 三つ 蔦を 家紋と す。 

7 雜载 武鑑に 仁 正 寺 市 橋 藩 重臣に 此の 
氏を 載せ、 又 葛 西 御殿 奉行に 水上 五兵 衞 


( 慶安) 、駿河 久能山 社家 ( 平禰宜 に 水上 
仲)等に見ぇ、又武藏以下に存し、周防 
の 此の 氏は 丸に 井析を 家紋と す。 

水上 山 ミヴカ ミヤ マ スキ ジヤ ウザン 
龍 造 寺 系圖に 「丰田 房— 水上 山 首座」、 また 
「神 光 長老 (水上 山 宗禪) 」な ど 見ゅ b 

御“ 調 ミヴキ 備後國 に 御調 郡あ り、 和名 
抄に美 豆 木と 註す。 又淸和 源氏 漉 川 氏の 族 
に 此の 氏 あり、 逾川 系圖に 「義 行丨 彌次郞 
滿 行— 中務大 輔滿直 (御調 三郞〕 — 右 衞門佐 
敎 直— 政 實」 と 見 ゅ。 

權 ミヴキ 日用 重寶 記に 载せ たり。 

« 木 ミヴキ 前後 各條參 照。 

三 城 ミツキ 和名 抄 、筑 前國 下座 郡に 三 
城鄕 を收 めて 美 都 木と 註し、 高山 寺 本に 美 
都岐と あり。 その他、 サン ジャゥ 條 、ミキ 
條 等を 見ょ。 

水木 ミ ヴキ常 陸、 陸 奥 等に 此の 地名 あ 
り 0 

丨淸和 源氏 新田 氏族 山士家 又 太耶 貞宗 
の 男 八 郞義明 (靑屋 木太郞 養子、 後號水 
木 氏) と 云 ふ (新田 族譜〕 。 

2 村 上 源氏 * 畠 氏族 波 岡 具 統のニ 男 具 
信は 水木 利正祖 也。 波 岡、 * 畠 等の 條を 
見よ。  • 


3 雜載 俳優に 水木 辰 之 助、 水木 竹 十 郎、 
踊の 師匠に 水木 歌仙 等 あり。 又 周 防 熊 毛 
郡の 名 族に 見 ゅ。， 猶ほ藤 原 姓と 云 ふ あり。 
水 城 ミゾキ 前後 各條參 照。 又武藏 •信 
濃 等に 存 す。 又筑前 太宰府に 有名なる 水 城 
あり 0 

三 木 ミッキ  ミキ 條を 見ょ。 

三 ツ木 ミツギ 武藏に 此の 氏 あリ 、その 
他 . ミキ、 及び 前 各條參 照。 

三津木 ミツギ 同上 
三次  ミツギ ミ スキ、 ミヨシ 等の 條を見 
ょ 0 

» 月 ミヴキ 和名 抄 、常 陸 國久怒 郡に 高 
月鄕あ 9、 風土記の 密筑 里に あ， たれば 箕月 
かと 云 ふ。 

滿木. ミツキ 信 濃、 豐前 等に 此-の 氏 あリ。 

見 次 ミツギ 篠田氏 家臣に 見 次 權兵衞 あ 
り。 シノダ 條參 照。 

三 木 松 平、 ミツキ マツダ ヒラ ミキ 條に 

併せ 云へ り。 

光淸 ミツ キヨ 尾 張の 名 族に して、 大縣 
神社中臈厂此の氏見ゅ。 

水莖 ミ ヴグキ 京都の 人 水 莖磐樟 は 神學 
者と して 名 あり。 

水口  ミヴグ チ ミナグ チ條を 見よ。 


、// ツカ ミ 
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滿ロ ミ ツグ チ 安藝に 三 津 ロの 地名 あり。 
水國 ミ- ック If 
水 倉 ミプクラ 

箕作  、、/ ツクリ 伊豆 等に 此の 地名 あり。 
1 佐々 木 氏族 近 江 國 湖東 箕作邑 ょり 起 
ると 云 ひ、 傳へて 佐々 木 義實の 家臣に 箕 
造義賢 あ. り、 天文 中、 河内 若 江 城主 若 江 
下野 守 兼 後を 攻め、 之を 降して、 堀江 河内 
守 時秀を 城主と すと 云へ ど詳 かならず。 
遊 佐、 堀江、 畠 山 等の 條參 照り 
蓋し 義賢は 六角 義 賢の 事に て 此の 人 •箕 
作と も 云へ ば、 か., る傳說 生ぜし か、 猶 
ほ考 ふべ し。 

2 美 作の 箕作氏 安東 系圖に .「安東 太郎 
丨喜右 衞門丨 女 (猶原 村 箕作善 右衛門の 
妻、 子 五 人 あり、 猶原大 谷に 住)」 と 載せ、 

又 「安東 甚左 衞門丨 安兵衛— 四 女 箕作重 
太夫の 妻」 と あ リ。 

又津山 藩侍醫 箕作大 庵の 男阮甫 ( 虔孺 、號 
紫 川) は 西洋の 醫 術を 學び 、天下に 名を 
擧げ 、又 幕府に も 仕 ふ。 一に 云 ふ r 阮甫 
は 奥州 水澤の 人、 佐々 木 氏の 族と 傳 へ、 
田村侯に仕へしが、事ぁりて、ニ子_祥、 
大麓 と共に、 備前に 逃る と (人名 辭書〕 0 
阮甫の 養子 省 吾 (玉 海) は 水澤 の 人、、 佐々 
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木 氏 也 •養父に 先って 歿す。. よって 菊 池 
士郞の 男 矩ニ郞 C 秋 坪〕 を 嗣 とす。 其の 子 
麟祥 (禎 I 郞) は 明治時代 功 甚だ 多く、 男 
爵を 授けら る。 その 嗣を俊 夫と 云 ふ。 又 
麟祥の 弟に 大麓 C 菊 池 氏)、 元 八、 隹吉等 
あり、 何れも 明治時代 名を 擧 CO 

笠 ^ ?!  ミツク =>  前條 氏に 同じ。 

美 作 ミック リ ミ マサク 條を 見よ。 

美 作 田. •ミック リダ 美 濃の 豪族に して、 
淸和 源氏 土岐 氏の 族 也。 土 岐系圖 に 「楫斐 
出 羽守賴 雄— 滿平 (號美 作 田 三 郞) 」 と 載せ 

たり 0 

見 付 ミッ ケ 安藝 国の 豪族に して、 毛 利 
弘元の庶子次郞元氏の裔也ノ元就の時より 
見 付と 號 し、 後吉 岡と 改 む。 世 良、 吉岡等 
の條を 見よ。 

見附 ミッ ケ遠 江、 駿河 、越後 等に 此の 
地名 あり。 又元祿 頃の 講談師に 見附 淸左衞 
門 •見 ゅ。 

水 越 ミゾ n シ 大和、 陸 前、 備 後、 肥 後 
等に 此の 地名 あ®'。 

1 三 浦 氏族 三 河の 名 族に して、 三 浦 直 
升の 子 久太耶 (水 越) を 祖 とすと あり。 

2 越 中の 水 越 氏 當國の 豪族に して、 三 
州 志に 據るに 「富 山城は 初め 水 越 越 前 守 
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勝 重 •經始 すと 云 ふ。 勝 重 •後に 神 保 越 
中 守 長 職と 改號 す。 神 保 氏 三世' 之に 據る 」 
と。 神 保條參 照。 

3 加貿の 水 越 氏 加 貿藩給 帳に 「五百石 
(丸 內片 喰〕 寄 合 組 水 越 三 右衛門、 ニ 百 石 
(同) 水 越 平左衞 門、 三百 五十石 (同) 水 越 
仙次郞 、百 五十石 (同〕 水越鐵 之 助」 等を 
载 せたり。 

4 陸 前の 水 越 氏 登 米 郡 水； 一一 邑 ょり 起る。 
その 地の 古壘は 水越播 磨の 據る 地と 傳へ 
らる (封 內記〕 。同地に 觀音堂 あり、 田 村 
麻 a の 創建と 云 ふ。 

5 雜载 その他、 京都の 陶工に 水 越與兵 
衞 あり、 又攝津 、武 屬 等に 存 す。 

水 郡 ミ ヴ コリ ミゾ n ホ リ河內 國錦部 
郡 川 西 村 甲 田の 名 族、 水 郡 氏は 勢 州 神戶藩 
に 屬し 、世々 代官 又は 大 庄屋たり。 岩太郎 
の 長男 長 雄 (通 稱善之 祐—後 小 隼 人) は、 そ 
の 子 英太郞 ( 淸馬〕 と共に 王事に 盡 し、 天誅 
組に 黨 す。 贈 正 五位。 

密藏院 ミツ ザ ゥキン 屋 張、 常 陸、 越後 
等に 此の 寺 名 あり。 

水 崎 ミヴザ キ 

1 桓武 平氏祀 伊の 名 族に して、 續 風土 
記、 在 田 郡大谷 村舊家 水 崎 十 大夫條 に 1 ‘ 一 


品 式部 卿 葛 原 親王の 裔水 崎左衞 門四耶 敎 
春 •伊豆 國水畸 莊を頜 す。 後 浪人と なり、 
泉州久来田に居り"金丸民部，の養子とな 
る。 南朝に 屬 して 當所に 住す。 寬 正中 a 
山に 屬 し、 沒 落の 後溟 人と なる。 嫡男を 
佐 助、 ニ 男を 小傳 次、 三男を 宗昧 とい ふ。 
宗味は 藤 堂 大學に 仕 ふ。 嫡男 佐 助の 裔* 

. 代々 當所に 住し、 地士 となる」 と .° 

2 雜载攝 津 、武藏 等に も存 す。 

光崎 ミツ サキ 武藏 等に 存 す。 

光 ^ ミツ サダ 
光定 ミツ サダ 

光實ミ ッザネ  、 
三澤 ミツ ザハ ミサ ハ 條を 見よ。 

光澤 ミツ ザハ 武藏 、信 濃、 上野 等に 存 
す。 

水澤 ミヴサ /V 上野、 陸 中、 羽 前、 羽 後 

等に 此の 地名 あり。 

1 小 野 朝臣 姓備 中の 豪族に して、 小 野 
好古の 裔と傳 へらる。 小 野 條を見 よ。 

2 美作の水澤氏'當國の豪族にして、高 
山城 (余 野 上) は 水澤爲 虎の 居所な 9 と。 
3 伊達 氏族 陸 中膽澤 郡水澤 より 起る。 

伊達、 留守 等の 條を 見よ。  、 

4 •信 濃の 水 澤氏輕 井澤の 社家に して 名 


族な リと そ。 

5 雜载 その他、 鯖 江 藩に 水澤半 平、 武 
藏等に も存 す。  ' 

滿澤 ミツ サハ 羽 前に 此の 地名 あり。 信 
濃に 此の 氏 見 ゆ。 

三 津澤ミ ツサ ハ 出 雲 等に 此の 地名 あり 0 
而 して 備 前の 豪族に 此の 氏 ありて、 太平 記 


卷 十六に 三津澤 山城 權守を 载 せた 


り 


o 


サ 


ハ 條參 照。 又武藏 にも 存 す。 

三ッ澤 ミ ツサ ハ 信 濃、 武藏 等に 見 ゆ。 

前條 、及び 三 澤條を 見ょ。 

密澤 ミツ ザハ 信 濃に 此の 氏 あり。 

0 $ヴ シ 次條參 照。 

〇 葛 木廚直 大和の 古 姓、 尾 張 氏の 族に 
して、 天孫 本紀に 「(火 明 命〕 五设孫 建 筒 
草 命、 云々、 葛木廚 直の祖 」 と ある 後 也。 
廚は 次の 水 主に 同じ。 

水 主 ミ ヴシ ミヌシ モト y 和名 抄、 

山城 國久世 郡に 水 主鄕を 載せ、 又 近、 江に 水 
主庄 (甲 賀郡〕 ありて 東 寺 文書に 見 ゆ。 そ 
の 他、 讚岐 等に も 此の 地名 あり。 

1 水 主 直前 條と 同樣 、尾 張 氏の 族 也。 
水 主は 廚の意 か、 或は 水の 主の 意に て、 
水 取 ( モヒ トリ 即ち モ トリ〕 に 同じき か。 
山城 久世郡 水 主鄕に 水 主神 社 十 座 (並に 


大〕ありて、神名式_」見ゅ、蓋し此の氏 
の 氏神 か。 但し 多くは ミヌ シと訓 ず。 こ 
の 氏は 姓氏 錄 、山城 神 別に 收め 、「水 主 
直 (一本 首〕。 同上 (火 明 命の 後 也〕」 と あ 
り。 又模 室連條 に 「古 麿の 家は 久设郡 水 
主 村に 在リ j と。 エム ロ條參 照。 

一飛 驛の水 主 直 尾 張、' 飛驛 、水 無 (ミ 
ナシ〕 等の 條參 照。 又甞 て卑說 あり。 「尾 
張 氏が 飛驛國 造と なって 祭祀に 當った 神 
社は、 此の 國 中の 何 社で あらう 。それは 云 
ふ 迄 もな く、 中古に 於いても 神 階し きり 
に 進み、 元慶五 年には 從四 f 上に 上リ、 
又 後世 一宮と 仰がれた 水 無 神社に 違 ひな 
からう。 此の 水 無 神社の 祭神に っいては 
古來 種々 の說が あるが、 私は 飛驊國 造の 
氏神であった らうと 思 ふ。 そして 社名 水 
主は 國造 同族 水 主 氏から 来たと 考 へる。 
水主氏は直姓で、天孫本紐に『山城水主 
雀 部 連』 とい ふの が あって、 恰も 水 主 雀 
部なる 氏が あつたら しく 見える けれど、 
これは 水 主の 次に 直 字が 脫 漏した もの 
で、 水 主 直と 雀 部 連とは 別な ので あらう。 
又廚と 12 し、天孫本紀に『火明命五世孫 
建 筒 草 命、 葛 城廚直 祖』 と あって、 また 
同族で ある。 これは 尾 張 氏族 最初の 根 據 


ミツ サキ ミ ツサ 


ツサ 


■ミツ シ 


ミッシ 


il 


/ 


e ツシ 
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五八 一一 3 


地 大和 葛 城に 居を 占めて 居る 事から、 ミ 
ダ シの 名稱の ょって 起る 根 原で あるら し 
い。次に天孫本紀に『玉勝山代根古命*山 
代 水 主 (直)、 雀 部 連 云々 等の 祖』 、また 姓 
氏錄 山城 神 別に 水 主 直な どの ある 如く、 
山城に 移り、 その 國久世 郡に 水 主神 社を 
營み 、又 水 主鄕な る 地名 も 生ずる に 至っ 
たので あると 思 ふ。 此の 葛 城 や 久 世の 水 
主 氏と、 今 云 ふ 飛驊國 造とは、 たと へ 同 
族と しても 距離が. へだたり 過ぎる から， 
直接に 關 係が あるので はない と 云 ふか も 
知れぬ が、 それは 間違て 居る。 水 主 氏が 
此の 地方に 移住して 居た 事は、 大寶ニ 年 
の 美 濃 國栗栖 太 里 戶籍に 水 主 直 族 五 百 依 
を 始め、 嫡子 布留老 等を 载. せて 居る ので 
わかる 0 

飛 驛國に は、 上古 や 中古 邊の 文献が 極め 
て 乏しい から、 此の 氏に 關 する 史料が な 
いが、 恐らく 此の 國にも 此の 氏が 居った 
ので あらぅ 。そして 水 無は 水 主と ょんだ 
か、又はその説とも云へるから、水主氏、 
水 無 神社、 飛驛國 造の 三者の 間には 離れ 
る 事の 出来ない 密接な 關 係が あったと 思 
はねば ならない」 と 0 

3 大和， の 水 主 直 廚條參 照。 又 大同 顧 装 


方に 「阿 可理藥 、山 外國 城下 郡 鏡 作に 鎭座 
する 天 照 御 魂 神社の 宮人 水 主 直國の 家に 
傳ふる 所の 能 里、 元は 天 香 山 命の 神 方」 と 
見 ゆ。 式 內鏡作 坐 天 照 御 魂 神社 (大 月次 新 
甞) め 社家 也。 尾 張、 及び 鏡 作 等の 條參 照。 
4 雜载撰 解 文集に 見え、 下って 永祿六 
年 諸 役人 附に 「外 樣詰衆 以下.* 水 主 八 郞 
次郞 、水 主 主 水 助」 等 見 ゆ、 第一 項の 後 
裔なる べし。 

5 水 主 雀 部 連 尾 張 氏の 族に て、 天孫 本 
紐に 「玉 勝 山 代 根 古 命は 山 代 水 主 雀 部 連、 
云々 等の 祖 J と あれ ど、 第二 項に 述べし 
如く、 水 主の 次に 直 字を 漏らせし ならん。 

御厨 子 ミヴシ 前 ニ條參 照。 又 中興 系圖 
に 見 ゆ a 

水口 g $ ブシナ 藤 原 姓な りと。 佐 州 役人 
帳に 「藤 原 姓 •水 品 彌十郎 、水 品 長 十 郎」 等 
を载 せ、 又 信 濃、 武藏 等に 存 す。 

水 科 ミ ヴシナ 前條參 照。 秀康卿 給 帳に 
「二百 石 水 科 新 助」 を 載せ、 又 信 濃、 武藏等 
に存 す。 

水 主 雀 部 ミプシ / ササキべ 水 主條第 

五 項を 見ょ。 

滿嶋 ミツ シマ 肥 前 等に 此の 地名 あ 9 て 
結 城戰場 物語に 「京 勢滿嶋 J 見 ゆ、 猶ほ次 


條參 照" 

水 島 ミ ヴシマ 和名 抄 、肥 後 國菊池 郡に 

水嶋' 鄕を收 め、 その他、 加 笪 、備 中等に 此 

の 地名 あり。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 家傳に 「小 河 政 平の 後 
にして、 水嶋は 外 家の 號を 冒せる 也」 と 
云 ふ。 

2 丹 波の 水嶋氏 天 田 郡の 名 族に して、 
丹 波 志に 「水嶋 氏 •子孫 日 尾 村の 內一ノ 
営、 今頜 主の 代官を 勤む」 と 見 ゆ。 

3 牝_ の 水嶋 氏加賀 一: 石 川 郡に 水嶋邑 

. あり。而して三州志に「越中國婦貴郡瀧 
山城は 水嶋甚 助 居た るに、 天 正 六 年、 成 
政の 爲に 攻られ 、野 積 谷 高嶺、 大道 村へ 
退きて 和し、 是 ょり 成 政の 將とな る」 と 
見ゆ、寺嶋條參照。又加質藩給帳に「參 
拾 人 扶持 c 四ツ目 結〕 水 島 宇 八 郎」 を载せ 、 
又 能 登の 社家に 見 ゆ。 

4 山陽の 水 島 氏 備中淺 ロ 郡に 水 島の 地 
あり。 而 して 美 作 苫田郡 上田 邑の水 島 氏 
は、 永曆 ょり 弘 安の 頃まで 備中に 住し、 
嘉曆 元弘の 頃は 赤松 氏に 仕へ、 後 當國に 
來 り、 天 正 十八 年 田 邑庄に 住すと 云 ひ、 
同 郡 高 倉の 水 島 氏は 宇喜多 家臣 金 谷 氏の 
裔と云 ふ。 


又延德 0顷、小原勢に水島一學(原條參 
照〕、 文龜の 頃、 有 元 氏 配下に 水 島 氏、 又 
中 山 神社々 家に 見え" 又 天文の 頃、 川 副 
氏近臣に水島氏、新免家侍帳に「水島與 
三 左衞門 (瀧 村の 構)」 を 載せ、 又 三 星 山 
城士に 水 島 與次郞 、同 喜 助、 同 和 泉 守、 
津山藩 分限 帳に 「御作 事 家業 水 島 丁 助、 
五 石 三人 扶持 水 島 善 助」 を擧 ぐ。 

又 久米郡 桑 下邑寬 文の 比に 水 島六郎 右衞 
門、 勝 北 郡 新 野 庄東村 下 分 庄屋に 水 島 氏 
‘義 平、 安東 系圖に 中 山村 水 島 淺右衞 門 • 
見 ゆ 0 

5 川 崎 氏族 水 島 傳左衞 門 家傳に 「0 兀祿 
十 年 八月 十四日 歿 、九十 一歳， 麻布 日ヶ 
窪長曜寺に葬す)水島傳左衞門之成(後 
卜 也〕、 同， 傳左衞 門之董 、同 喜 左衞門 之恒、 
同 兎 毛 之 政、 同松藏 、同源 之 助。 卜 也は 
初め 植村 家に 仕へ、 其の後 小 倉に 至り、 
武家禮 節を 修行 致し 候。 夫ょり 江府に 至 
り、 門弟 多く 指南 仕り 老年に 相 成り、 有 
馬 中 務太輔 家へ 罷 出で、 年々 金 廿兩づ X 
給 ひ 候て、 枠 傳左衞 門、 百 五十石 給は り 
.候。 其の後 兎 毛へ 五百石を 給り 候。 

水 島 氏 由 緖之覺 、或る時、 ト也 老翁 •某 
へ 物語 申され 候は、 自分の 由緒 委しく 知 


りたる 者な し。 其方は 隨身の 門弟、 藤傳左 
衞門*同意に存じ候故、演說申し候。某の 
親は 大坂御 籠城 方に 屬 し'、 川 崎 主 水と 申 
し 候。 五月 六日 御 落城の 刻、 父 主 水、 幷 
に 嫡子 小兵 衞 •討死 申し 候。 次男 川 崎庄 
右衞 門は 御 落 域 前年に 大澤へ 遣し 置き 申 
し 候。 御 落城に 依 リ、皆々落人に成り、 
我等 事、 其の 時は 七藏 、妹 事は 五歲 、母 • 
兩 人の 手を 引き、 御城ょり 出で、 彼方 此 
方と 漂泊 申し 候 節、 權現樣 御 步行衆 御手 
へ 捕へ られ 、關 東へ 連れ 往き 、命を 取る 
べき 由 申され 候 故、 母愁み 申し 候處 、首 代 
出し候は ^ 、助け申すべく候。關東寄手 
在 陣の內 に 親類に て も 在り 候 哉、 首 代 出 
し候は ^ 、渡すべ§由を申され候に付、 
母の 申す には、 我が 兄は 池 田 武藏守 殿に 
勤め、 水 島 助左衞 門と 申し 候、 云々」 と。 
6 武藏の 水 島 氏 淦川氏 家臣な リ 。シブ 

力 ハ 條參 照。 

7 雜载 武鑑に 飯 山 本 多 藩 番頭に 此の 氏 
を載せ、秀康卿給帳に「ニ百石御鷹匠水 
島四郞 右衛門」 を 載せ、 又 建 孝 流 槍術 師 

に 水 島 言 之 (見 譽) あり、 紀伊 賴宣に 仕 

ふ 0 

水 代 ミゾシロ 下野 國都貿 郡 水 代邑 より 


起る。 東鑑 、養 和 元年 閏 二月 二十 三日 條に 
「小山 朝政 郎從水 代 六 ニ 郎」 、文治 五 年 九月 
ニ 十日 條 に 「政 光郎 等 水 代 六 次、 云々、 旗 
弓 袋を 賜 ふ、 勳功の 賞に 依りて 下賜」 と。 
光末 ミッ KN 

滿田 ミツ ダ マン ダ 和名 抄、 武藏國 荏 
原 郡に 滿田鄕 を收め 「上 音下訓 J と 註す、 
その他、 岩 代に 此の 地名 あり。 

1 山 ロ 氏族 岩 代 國河沼 郡 滿田邑 ょり 起 
る。 新 編會津 風土記、 河 沼 郡 下野 尻村條 
に 「舊家 滿田和 助。 此の 村の 肝 煎な り。 
先祖は 山 ロ 大和 忠春 とて、 葦名 家に 仕 ふ。 
長祿 一一 年、 盛詮 •伊達 家を 攻めし 時、 金 
上 兵 庫に 屬し功 ありし かば、 盛詮 賞して、 
滿 田、 杉 山の 兩村 を與 へて、 是 ょり 滿田 
村に 住し、 氏を 滿 田と 改めし と 云 ふ。 忠 
'春が 四 世の 孫を 主計 盛 胤と 云 ふ、 天 正 十 
七 年、 葦名、 伊達の 雨 家 •磨 上 原 合戦の 
時、 盛 胤 •敵將 原 田 左 馬 助が 陣に向 ひ、 
カ戰 して 疵を蒙 0 しが、 義廣 奔走の 後、 
浪人して民間に潜めりと云ふ。盛胤が四 
■世 次 右 衞門盛 忠と云 ふ 者のと き、 此の 村 
に 移り 相績 いで 五世、 今に 至る」 と。 

又 大和 守忠 春の 男を 滿田尾 張守忠 勝と 云 
ふ、 永 正中 村 名を 天 屋と改 むと。 猶ほ盛 
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胤の 事は 大槻條 第 四 項を 見ょ。 

2 近 江の 滿田氏 蒲 生 郡の 名 族に して、 
郡史に 「蒲 生 氏の 世臣な り。 永祿 十一 年 
九月、 井に 天 正 十 年 六月、 賢秀が 日 野 籠 
城の 時、 滿田 內藏丞 、滿 田九郞 左 衞門ぁ 
り J と。 又 滿田傳 右 衞門重 良は 蒲 生系圖 
を 作る。 

3 筑前の滿田氏冷泉津の人滿田彌三右 
衞門 は聖一 國師に 從 ひて 宋國に 至り、 機 
織 法を 傳 ふ、 弘 安五 年 八月 二十 五日 歿。 

密田 ミツ ダ 武藏に 此の 氏存 す。 

光田 ミツ ダ 前 ニ條參 照。 

1 淸和 源氏 新田 氏族 新田 義貞の 孫貞方 
の 遺子 文殊 丸は 光明寺の 僧貞 主 (藤 原 藤 
房の 孫〕 に 育てられ、 長 じて 光田 小 太 耶 
貞 家と 名乘 9、近衞家の諸大夫となりし 
が、後に從五位下、武藏守に任ぜられ、 
九十 歲迄 生存せ りと。 其の 男 「家 久 (武 
藏 3 丨義方 (越後 守、 伏 見宮に 仕 ふ〕 丨氧 
光 (實は 島 甲 裴守義 和 三男〕— 貞香 (武田 
家に 招かる。 後 小 田 原に 隱遁 、仁 岳と 諕 
す〕 丨 女子 (信 支 六 男 十 郞義久 の 後妻)— 
久方 (葛 山 孝 丸、 また 光田 小次郎 と 云 ふ、 
後 羽田 大 膳 久方、 羽田 村に て 死す〕」 にし 
て、 その 裔 羽田 廣園師 な リとぞ 0 


2 雜载 その他 •備 前、 播磨 、攝津 、武 
歲等に 見 ゆ。 

水田 ミ ゾタ 和名 抄 、備 中國豸 K 郡に 水 

田 鄕を收 めて 美 都 多と 註す。 其の 他、 讚岐、 

筑後 等に 此の 地名 存 す。 

丨 赤松 氏族 播 磨の 豪族に して、 石 野 系 
圖に 「上 月次 部 景盛丨 盛 忠丨兵 庫 頭景則 
丨忠長 (水田 傳次郞 )」 と载 せ、 赤松 家風 
條 々事に 「御 一族 衆 •水田」 を载 せたり。 

2 源 姓 備中國 水田 鄕 ょり 起る。 一時 盛 
なりし が、 水田 多治郎 直 治に 至り、 天 正 
中衰 へ、 各地を 漂泊す と傳 ふ。 子孫 美 作 
苫田 郡長 藤邑 等に 存 すとぞ 。 

3 備 前の 水田 氏 吉備津 社々 家に して、 
御 餅 別當に 水田 後 大夫見 ゆ。 

4 淸和 源氏 仁 木 氏族 讚 岐發祥 にして、 
尊卑 分脈に 「仁 木 義久丨 杉 原備前 守義之 
— 修理 亮義和 (讚 州 水田〕— 伊 貿守滿 和— 
又 七 元賴」 と载 せたり。 

5 利 仁 流 藤 原 姓 後藤 氏の 一族に して、 
桐 原 系圖に 「後藤 介範 門— 昌明 (水田 又 
次郎〕 丨 國明 丨 眞 明」 と 見え、 又國 明の 弟 

に 「五郎 盛 明、 九郞政 家、 十郎家 明」 等 
を 收 む。 

6 筑 後の 水田 氏 下 妻 郡 水田 邑よリ 起り。 


領主 附に 「水田 藤 五郎 (一に 四耶〕 •六 町 
五 反を 領す (一に 水田 住〕」 と ある もの 之 
にて 「同村は 水田 天 滿宮の 所在地に て、 
世々 太宰府 大烏居 氏の 所管な れぱ 、其の 
分家 か。 諸史に 筑後國 侍 大烏居 氏の 名の 
往々 見 ゆるは、 此の 水田 氏の 事なる べき 
か J と 云 ふ。 氏人は 都 地 氏 文書、 大 友義 
統判 書に 水田 藤 五郎 殿、 又 水田 伊 兵衞等 
見え、 又 幕末 富 安邑の 里 正 水田 謙 次貞恒 
は 勤王家に して、 從 五位を 贈らる。 

7 攝津の 水田 氏豐島 郡 櫻 塚 村 原 田 神社 
に 四 社家 あり、 高 畠 式部、 高 島主 計、 水田 
民 部、 田 中 左 近と 云 ふ。 その他に も 在リ。 
8 雜载佐 州 役人 付に 「村 上 源氏 •水田 與 
一衛、 水田 與右衞 門」 と あるは 第一 項の 
族 人 か。 その他 武藏 等に 存 す。 又 祀州堀 
內 家臣に 水田 與左衞 門 あ 9、 後藤 堂 家臣、 
五百石 也。 

水 太 ミヴタ 前條參 照。 又 武鑑、 鶴牧水 
野 藩 用人に 此の 氏を 收 む。 

光高 ミツ タカ 

滿武 ミッタ ヶ 

水 谷 ミヴタ II  ミ ゾメヤ 但馬 養父 郡 夜 

夫 神社 (式 內〕 は 水 谷 大社と 云 ふ。 又 水谷庄 
も 見 ゆ 。その他、 近 江、 磐 城、 因幡、 出 雲 


等に も 此の 地名 あり。 

1 上代の 水 谷 氏 姓名 錄抄に 載せたり。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 磐 城 國石城 郡 水 谷邑ょ 
り 起る。 一に 近 江 國犬上 郡 水 谷 鄕發祥 と 
も 云 ふ。 近 藤氏の 族に して、 尊卑 分脈に 

「秀 鄕の裔 孫、 田 村 仲 敎—仲 能— 重輔 (水 
谷〕— 淸有 (水 谷〕 丨秀有 J と ある 後に し 
て、 詳細は 田 村、 及び ■谷 (カメ ガヤ〕 條 
を 見ょ。 猶ほ 一本 系圖に 「仲敎 の 弟親實 
に 水 谷 四 耶」 と 註す。 又秀 有の 裔は第 七 
項を 見ょ。 

3 大江姓 前項 氏に 同じ 0 尊卑 分脈に 「大 
江 維 光— 廣元 、妹 (伊 實仲敎 妻〕 丨忡 能— 
重敎— 仲雅丨 宗賴」 (田 村條に 詳か 也〕。 次 
に 又 「廣 元の 妹— 重淸 (伊賀 守、 兵衞大 夫、 
藏 、正 五位 下、 號水 谷、 爲廣元 猶子)— 
重輔 (淡 路 守、 筑前權 守、 蔵人、 使、 右 
衞門大 夫、 從五 位下〕— 淸有 (大蔵 大輔、 
左衞大 夫、 蔵人、 使、 刑 部大輔 、從 五位 
下、 六 波羅 評定 衆〕 丨宗有 (左 衞門藏 人、 
從五 位下； r 弟秀有 c 兵衞 、藏 人、 彌七〕 」 
と 見 ゆ。 子孫 第 十六 項參 照。 

4 猿 田 御所 以上 ニ 說は 分脈に 見 ゆる 所 
にして、 徵證多 けれど、 後世 その 眞傳を 
失 ひて、 種々 の 傳說 起る。 寬永 家傳に は 


「陸 奥 國猿田 御所 •故 あ り て 岩 城 水 谷に 住 
す。 此の 時、 下總結 城 氏に 嗣なく 猿 田が 
子孫を 養 ふ。 しかるに 其の後、 結 城に 實 
子 生れし かば、 猿 田には 長 沼 十二 鄕 、伊 
佐 三十 三 鄕を與 ふ。 而 して 猿 田の 姓氏は 
詳か ならず」 と。 

又 水 谷 家 由緒 書に 「我が 先祖は 奥州 猿 田 
御所と 申す 所の 者な りしが、 猿 田を 立 退 
き、 岩 城の 內 、水 谷と 申す 所へ 引 籠り 申 
し 候。 水 谷 兵 部大輔 法名 定 珍は 蟠 龍と 號 
す」 と。 又內 藤氏 云 ふ 「猿 田は 羽 後平 鹿 郡 
に、 今 此の 地名 あれば、 陸 奥は 蕻記な る 
べし。 猿 田 御所と 唱へ しとぞ j と。 

5 淸和 源氏 足 利 氏族 寬 政系圖 には、 此 
の 末流の 水 谷 氏 三 家を 載せ、 家譜に 「尊 
氏の ニ 男 去 馬頭 基 氏ょ リ五代 、左 馬頭 成 
氏の ニ 男 水 谷 左 近 將監氏 盛、 故 ありて 磐 
城郡水谷に住し、結域家の養子となる」 
と 云へ ど 信じ 難し。 內 藤氏 云 ふ 「水 谷は 
磐 城 行方 郡の 地名、 今は ミツ ガィと いふ」 

6 氏人-東 鑑卷 三十 五、 三十 六に 水 谷 右 
衞門大 夫 重 輔を载 せ、 その後、 楠 木合戰 
注文、 京都よ 9 天 王 寺 下向 武士 交 名に 「春 
日 大宮水 谷」 と。 


又 太平 記卷 三に 水 谷 兵衞藏 人、 二十 四に 
水谷刑部少輔等見ゅ。以下各項に多し。 

7 略歷新編常陸國志に「水谷*其の先 
藤 原 秀鄕に 出づ 。秀鄕 七 世の 孫 近 藤 武者 
所景賴 、景賴 の 子 近 藤 太 能 成， 其の 四 子 
長を 能 直と 日 ふ、 中原 親 能の 義兒 たり 0 
三を忡 敎と日 ひ、 四を 親 能と 日 ふ。 源賴 
朝の 爲に親 信 せらる。 是を以 て 能 直 も 亦 
信寵 せられ、 文治 五 年 従って 藤 原 泰衡を 
陸 奥に 撃ち、 建久 元年、 再び 陸 奥に 往き 
て 大河 兼任を 擊ち 、遂に 留 って 餘黨を 平 
ぐ。 功を 以て 田 村庄 地頭たり。 幾 もな く 
して 豐前 守兼鎭 守府將 軍た リ 。其の 任に 
之く に 及んで、 田 村を 以て、 其の 弟仲敎 V 
に 與 ふ。 仲敎 •加貿 守に 任じ、 田 村 氏と 
なり(分脈〕、亦賴朝に事ふ。 

子 仲 能 •左 近衞藏 人、 刑 部大輔 、木工 權 
頭、 右馬權 助、 伊貿 、能 登 等の 守を 歷 (著 
聞集、東鑑)、鎌倉龜谷に居り、龜谷氏と 
稱 し、 鎌 倉 評定 衆たり (東 鏗、 分脈〕。 子 
重輔 •右衞 門 尉、 周 防、 淡路 守を 歷て 、從 
五位 下に 叙し、 檢 非違 使と なり、 近 江 犬 
上 郡 水 谷鄕を 食み、 水 谷 氏と 稱す (水 谷 
系圖〕 。寬喜 延應の 間、 評定 衆を 襲 r (東 
鑑 、分脈〕。 子淸有 •刑 部大輔 、六 波 羅評 
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定衆 たり (系圖 )。 豐後佐 貿鄕 地頭に 補し、 
田 百 五十 町を 食み (豐後 圖田帳 )、 陸 奥行 
方 郡 猿 田 七 鄕を領 す (系 ® 〕。 子秀有 •評 
定衆 (分脈、 家譜〕、 子貞有 •亦 評定 衆 (系 
圖) 、元 弘 元年、 六 波 羅陷リ 、出で 足 利 
尊 氏に 降 y、 子廣有 •奥州に 在り、 小 峰 
朝 常に 從ひ て、 斯波家 兼と 戰ひ 、終に 小 
峰に 歿す。 

子秀詮 •應永 九 年、 小 峰 政 常 等と、 篠川 
滿 貞を援 く。 子氏饺 •伊勢 守、 去って 下 
總に徙 り、 結 城 基 光に 依る (系圖 )。 結 城 
は 小 峰の 大宗 也。 是 ょり 先き、 基 光 •小 
山義 政を 攻めて 功 ぁり、 籍歿の 地 •伊佐 
郡、 及び 下野 長 沼の 地を 賜 ひ、 且っ 下野 
守護 職に 補す (結 城 家譜〕。 氏 浚 •來歸 す 
るに 及び、 命じて 守護 代と す c 皆 川 文書)、 
因って 伊佐、 長 沼の 兩地を 與へ て、 其の 
食邑 とす (水 谷 家譜)。 應永 二十 四 年、 上 
杉 禪秀籍 歿の地 •下野の 大 曾、 境 ニ 所を 
長 溶 憲秀に 賜 ふ。 氏 俊 •基 光に 代って 地 
を 憲秀に 付く (皆 川 文書〕」 と。 

又 藩 翰譜に 「左 京大 夫 藤 原 勝 後は、 伊勢 
守 治 持が ニ 男、 兵 部 大輔正 村が 弟な リ。 
鎮守府 將軍 秀鄕七 代の 孫、 近 藤 武者 所景 
賴が 嫡子 左 近 將監能 成が ニ 男仲敎 •田 村 


と名乘 9、 四 男親 實 •水 谷と 名乘る 。仲 
敎 •伊賀 守に 任ず、 其の 子 刑 部 大輔仲 能 • 
閼 東の 評定 衆と なる。 其の 子 淡 路守重 輔* 
又 水 谷と 名乗る。 左 京大 夫 勝 浚は、 この 
重輔が 末葉と ぞ聞 えけ る。 重輔が 子孫 • 
性々 陸 奧國猿 田の 城に 住して、 猿 田 館 殿 
と 云 ふ。 猿 田 •亡んで 後、 下 總國に 移りて、 
結 城が 家に 仕 ふ。 

永享十ー年、_倉殿(持氏>討れし後、 

ニ 人の 若君 (春 王 丸、 安 王 丸〕 •下野 國日 
光山に 忍びて、 おはせ しに、 討 手 向 ふと 
聞え しか ば、 結 城 中 務大輔 氏 朝を 賴 ませ 
給 ふ。 氏 朝 •昔の 契を 忘れ かねて、 己が 
城に 迎ひ參 らせんと す。 氷 谷 伊勢 守を 初 
め、 宗徒の 家人 等 (梁 田 修理 亮 、同 將監、 
黑田 民部丞 等) •此を 諫め、 かねて 髻を切 
つて、 世を 遁 る、 水 谷は 亂を 見て、 其の 
國を 去らん こと、 弓矢 取る 身の 道に 非ず 
とて、 取つ て 返し、 城 中に ぞ 籠りけ る。 
嘉吉 元年 四月、 城 落ち、 氏 朝の 一族 耶 等、 
悉く 討れ にけ り。 上 杉 氏は 水 谷が 振舞を 
深く 感じ、 彼が 子孫を 求め 出して 其の 家 
を 繼 •かせら る。 これ 此の 家中 脑ハの 人な れ 
ば、 系圖の 始に 見えし 伊勢 守 法名 了圓 か、 
又はその子兵部少輔法名道通が事.にゃ」 


と 0 

又 常 陸國志 補遺 等に 「水 谷 氏は 藤 原秀鄕 
の 七 世 孫 •近 藤 武者 所 景賴に 出づ 。景賴 
の 曾孫 仲 能、 其の 子重輔 •岩 城の 水谷庄 
の 地頭 職を 賜は り、 子孫 因りて 水 谷 氏と 
稱 す。 子の 淸有 •陸 奥行 方 孤 猿 田を 領 す。 
其の 子秀 有、 其の 子 良 永、 其の 子 氏 盛 •陸 
奥ょ 0 結 城に 來 り、 結 城朝祐 に 仕へ、 中 
城に 住す。 建武 中、 朝祐に 從 ひて 多々 羅 
濱に戰 ふ。 

其の 子 氏 信、 氏 信の 子 時 氏 •永 享十 一年、 
結 城に 堅守し、 嘉吉 元年 城陷 りて 戰 死す。 
その子 勝 氏 •寳德 ニ 年、 結 城に 從ひ 、悉 
く 故 地に 復 す」 と。 文明 十 年ょり、 勝 氏 • 
伊佐下館城に移住し、伊佐庄三十ニ鄕、 
並に 芳貿 郡長 溶 庄 十二 鄕 、中 村庄 十ニ鄕 
を 領す (鎌 倉大 草紙、 結 城 家譜、 水 谷 家 
譜、 考訂國 誌〕。 一に 「長享 中、 結 城 氏の 
臣水谷 出 羽 守隆義 •下 館に 居城し、 子孫 
相繼 CJ と 0 

勝 氏 四 世 孫 彌九郎 正 村 •幡龍 齋と號 す 0 
水 谷 家由緖 書に 「水 谷 兵 部大輔 、法名 定 
珍は、 I 度 野 州 宇都 営 領を切 取り 度き 望 
にて、 弟镅五 郞 (勝 俊) を 子分に 立て、 代 
々の知行を相渡し、中村、長沼計-ノ_诂 


分に請ひ取リ、歳伊三にて法砵致し、蹯 
龍と號 し、 宇 野 宮領境 •芳貿 郡の 内、 久 
下田と 申す 處に 新地を 立て、 手勢 •漸く 
六十 騎 足らずに て， 同地 上 館 城に 引越 申 
し 候」 と。 又 結 城 家譜に 水 谷 伊勢 守 等の 
戰功見 ゆ。 系圖 、及び 以下の 事は 次 項を 
見よ。  、 

8 水 谷 侯 天文 八 年、 武藏 國吉見 城主 大 

•串 武成等 •古河 殿晴 氏に 叛 く。 晴氏 •怒 
りて 結 城 政 勝、 及び 多 賀谷重 政、 水 谷 勝 
吉£ 村の 祖父〕 等に 命じて 之を 伐つ。 此 
の 時、 正 村 生年 僅に 十七、 軍に 從つ て吉見 
を 攻め、 首を 獲る 事 四十 六 級、 驍名 •關犮 
に 轟く (播龍 記、 古戰錄 )。 天文 十三 年、 芳 
賢 郡 中 村 入道 支 角を 討ち 亡ぼし、 中 村庄 
十二 鄕を 略す (蟠龍 記〕、 內藤氏 云 ふ 『治 持 
•元龜 ニ 年 九月 卒 。正 村は、 天文 八 年武州 
大串 の陣に 十七 歳に て 臨みし よ り、 數十 
度の合戰、常に小ノ勢を以て多勢に打勝ち 
しとぞ 。東 照 公よ yr 關東 中に 侍 多し と雖 
ども、 貴殿 事は 數 度の 功名 •其の 隱な し。 
誠に 賴母敷 候」 との 手書に、 達磨の 繪幅 
を 添へ 賜りし 事 あり。 水 谷 蟠龍記 一册あ 
リ 、其の 奧 書は 「右 物語 •彼の 陣場々 々へ 
出た る 者 共に、 直に 咄 させ、 書留る。 議論 

$ッタニ 


な ^ 所は 幡龍へ 伺 ひ 候 儀 有 之 者 也。 慶長 
十二 丁 未 二月、 芳全 四世德 岩叟」 云々』 と。 
又 藩 翰譜に 「長享 元年、 始めて 常 陸國下 
館の 城を 搆へて 住む。 伊勢 守 治 持に 至っ 
て、 男子 二人 ぁり。 嫡子 兵 部 大輔正 村 • 
人道して 4 蟠龍 齋と號 し-武勇の 名 # • 
東國に 隱れな し。 年 積って 七十 六 歳， 慶 
長 三年 六月 廿日に 卒しけ り。 人道 •女子 
一人 ぁり、 結 城 左衞 門督晴 朝の 室に して 
( 是結娥 中納言 殿の 御 養母なる べし〕、 其 
の餘 、家繼 r べき 男子な く、 舍弟犮 京大 
夫 勝 俊 •家を 繼 r。 豐臣關 白 世を 知し 召 
されし ょり、 彼の 御家人 杧な されて、 本 
領を安堵す、下館ニ萬五千石とも、又三 
萬 石と も 云 ふ 0 

慶長五 年の 秋、 東西 一時に 軍 起る。 德川 
殿の 仰を 承け て、 己が 城を 守る。 其の後、 
天下 悉く 德川 殿に 譴 ひ參ら せ、 三 河 守 殿 • 
越 前國を 賜らせ 給 ひし 時、 水 谷、 多賀 谷、 
山川、岩上の者共は、もと結域家の四天 
王な れば とて、 大御所. の 仰と して、 皆 守 
殿に 属け られ 、越 前國に 移る？ 勝 後が 甥 
同 織 部 某を、 守 殿には 參ら せたり。 勝 俊 
又 本領を 賜 ひて、 下舘の 城を 領 す。 其の 子 
伊勢 守勝隆 •父に 繼ぎ 、五 萬 石を 領 す。 


、、の 內ニ萬 石は 撿 地して 得る 所と いふ。 
大坂 前後の 軍に、 將軍 家に 隨 ひ、 寬永十 
六 年 十二月、 備 中の 國松山 城に 移る。 寬 
永 四年閏 五月 三日、 年 六十 八 歳に て 卒し、 
嫡男 左京亮 勝宗繼 ぎ、 (四 萬 八 千 石を 頜 
し、 ニ 千 石を ば舍 弟に 分つ。 其の後、 又 
開發の 田を 合せて、 五 萬 石と なりし とな 
リ〕 、舍弟 新 右衞門 某に、 所領を 分つ、 ニ 
千 石」 と。 

又寬政 系譜 ^ 「伊勢 守 勝 氏 ( 了圓〕 丨兵部 
大夫 (道 通〕— 伊勢 守 (玉 叟〕— 兵 部大輔 
(全 仲〕 丨 伊勢 守 治 持 丨兵部 大輔正 村 (勝 
村、 治 村、 玉 若、 彌九郎 、出 羽 入道 蟠龍 
齋〕— 伊勢 守 勝 俊 (右 京大 夫、 治 持 ニ 男) 
丨 伊勢 守勝隆 (常 陸下舘 三 萬 ニ 千 石ょり、 
備中成 羽 五 萬 石に 至る〕— 左京亮 勝宗丨 
出 羽 守 勝 美 (勝實 )丨 彌七郞 勝晴 (夭し、 
所 頜沒收 せらる〕」 と。 後 勝 美の 弟 主 水 勝 
時 •三千 石を 領 す。 家紋 三 頭 左 巴、 丸に 
八文字、 澤瀉 。寬政 系譜に 「勝 時— 出 羽 
守勝英 (三千 五百石)」 と。 


水 谷 左 門 


又 秀康卿 給 帳に 「千 五百石 水 谷 刑 部、 千 
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石 水 谷 兵 部」 を 載せた リ。 

9 桓武 平氏 岩 城 氏族 磐 城 國石城 郡 水 谷 
邑 ょり 起る。 岩 城 系圖に 「中 山隆眞 の 弟 
舟尾隆 勝の 後」 とし、 仁 科 岩 城 系圖に 「隆 
勝 (舟 尾六郞 )— 隆重 (水 谷 孫 三耶〕 丨隆 
秀 、弟 義隆 (水 谷 孫 三 郞) J と 見 ゆ。 

10 淸和源 氏 義家流 田 中 重 村の 後 也と 云 
ふ。 家紋 丸に 竪水 、丸に 澤瀉 、蔦。 寬政 
系譜に「田中長助充重—祖右衞門充央(外 
家 水 谷を 冒す〕」 と 見 ゆ。 

11 小 長 谷 氏族 家紋 丸に 上 藤、 橘。 寬政系 
譜に 「權 兵衞忠 重に 至リ 、外 家の 氏を 冒 
す」 と 見 ゆ。 

12 淸和 源氏 土岐 氏族 淺野 次耶光 時の 後 
也と 云 ふ。 家紋 丸に 違 鷹 羽。 寬政 系譜に 
「又 左 衞門勝 如 •水 谷に 改 む」 と ぁり。 

13 伊勢の 水 谷 氏 * 畠 家臣に 水 谷 刑 部少 
輔 (一に 式部少 輔 、刑 部 大輔〕 ぁり、 元 
龜天 正の 頃、 飯 高 郡 立 野 城に 據 る。 又 千 
種忠 治の 家臣に 水 谷 平 太左衞 門ぁリ 、永 
祿四年 八月、 三重 郡 関 田 城主 大久保 城 之 
介を 破る。 

又 桑 名 郡大烏 居城 (畑 田〕 は 永 祿元 ©の 
頃、 水 谷 與三兵 衞盈吉 •據リ しが、 長 島 
の 役* 織 田 氏に 滅さ る。 


14 佐々 木 氏族 近 江 國犬上 郡 水谷庄 ょり 
起る。 「京 極の 支流に して 黑田 氏の 後 也」 
と 云 ふ。 家紋 丸に 花囊 荷、 五三 桐。 

また 當國 に 钮 片ばみ を 家紋と する もの あ 
n-o 

15 丹 波の 水 谷 氏 天 田 郡の 名 族に して、 
丹 波 志に 「水 谷 氏 •馬場 右衞 門、 子孫 • 
辻 村 J と。 他に も あり、 猶ほ水 溪條參 照。 

16 但馬大 江 姓 第三 項 流に して、 太 田 文 
に 「養父 郡 水 谷 大社 •當國 三宮， 領家關 
東 御 分、 六 拾 九 町 三反內 •預所 地頭 神主 水 
谷 庄左衞 門 大夫淸 有」 と。 

卽ち三 項 所载淸 有に て、 大江廣 元の 養子 
(實は 甥) 重 淸の孫 也。 代々 此の 地方の 地 
頭にて、且水谷大社'<養父神社)9神主 
を 兼ぬ。 

17 因幡の 水 谷 氏 八 東 郡 春 来 邑は 平家 _殘 
黨の裔 にして、 文治の 頃、 水 谷、 森 岡、 
兩 姓の 武士 •此の 地に 遁世す、 一 邑ニ姓 
也と (因幡 志)。 

18 安藝の 水 谷 氏 安西 軍 策に 「水 谷 直 網 
(熊 谷の 叔父〕」 等 見 ゆ。 

19 藤 原 姓 肥 前 有 馬 家 舊臣國 保 右近の 裔 
にして、 馬場よ リ 分る。 

. 20 雜载その他、武鑑 * 臼杵稻葉藩用人、 


福 井 松 平 藩 中老、 鯖 江 間 部 藩 用人 等に 此 
氏を载せ、又加賈藩铪帳に「百石(丸內 
釘 貫〕 水 谷 勝左衞 門」 を 擧 ぐ。 又 神道 流 
劎客に 水 谷八彌 、堀 尾 山城 守 給 帳 ! - 「百 
石 水 谷七郞 左衞 門」 を载 せたり。 

又 大久保 酉 山 先祖 書に 水 谷 伊勢 守、 尾 張 
愛知 郡 田 代 邑の士 水 谷 民彥は 國學 者と し 
て 名 あり。 又 同國の 本草 家に 水 谷 助 六、 
又 採 藥師に 水 谷豐文 あり。 

又 豐前田 川 郡彥 山の 修験 水口 坊觀淸 水 谷 
左 門は 勤王家と して 名 あり、 贈 正 五位。 
又備 中の 儒者に 水 谷 正 介 君 龍 •雄 琴と 號 
す。 又 狂句 五代 目 川柳 水 谷 金藏雅 好は 綠 
亭と號す。又靑山流活花に水谷有雅、そ 
の 男逸雅 、宗徧 流 茶人に 水 谷義閑 (一空) 
等 •皆 名 あり。 又武藏 c 平 塚、 埼玉： >、 相 
摸、 信 濃、 美 濃、 志 摩、 山城、 攝津 、備 
前， 越 前 等に 存 し、 又 成女學 後 創設者に 
、水 谷 直 孝 あり。 

'水溪 ミゾタ 二 丹 波の 天 田 郡の 名 族に し 
て、 丹 波 志に 「水溪 左 衞門大 夫秀景 •子孫 
額 田 村。 右 藤 原 氏、 藤 太秀鄕 ょリ 、九 代、 
奥の 秀銜七 代秀景 也。 秀景 ょり 水溪 を稱 す」 

と 0 

光谷 ミッタ II  武藏 等に 存 す。 


滿谷 ミッタ 二 武藏 等に 存すこ 
水 谷川 $ブ タ -I ガハ ミグ ャガハ 條を見 


'0 


水 谷 山 ミ ヴタ -一ヤ マ 鯖 江 藩士に 水 谷 山 
從平 •見 ゆ。 

水 民 ミヴ タミ 

水 足 $ゾ タリ 肥 後 細 川 藩士 水 足 平 之 進 
斯立 (安直〕 は 儒者に して 屛山 と號 し、 そ 
の男業元(安方)は博泉と號す。又武鑑、 
當藩 用人に 水 谷 氏を 取む。 

水垂 ミヴ タレ 南北朝の 頃、 九州* 軍の 
將に 水鋈氏 あり、 福 田條參 照。 

7X 地 $ヴ チ スィ チ條を 見ょ。 

一二 土 ミ プチ 地名を 貴 ひしなる べし 0 
常 陸に 蚊 網 神社 あり。 此の 氏は 中 國の名 族 
にして、 藝藩通 志に 見え、 又 現代、 讚岐 の 
人 三土忠 造は 政治家と して 令名 高し。 

水筑 ミ ゾチク 高 鍋 藩 用人に 此の 氏 あ 

SSNO 

水 地 原 ミヴチ ハラ 豐後の 豪族に して、 
圖田 帳に 水 地 原 新左衞 門、 同 奧畑神 左衞門 
等 見 ゆ。 

水津 ミヴツ 姓名 錄抄に 載せたり。 蓋し 
古 姓と 考へら る。 又 奥州 湏岡氏 配下の 將に 
此の 氏 あり。 譜代 侍に して、 一に 水濱に 作 


る。 また 石 見の 名 族、 吉見氏 配下の 士に此 
の 氏 •見え、 又武藏 等に も存 す。 

三 塚 ミツヴ 力 ミツヵ 
水 塚ミヴ ツヵ 

七 七 五分 ミツヴ キ 下學抄に此の馴見 

ゅ 0 

水 次 ミヴ ツギ 肥 後の 豪族に して 菊 池 氏 
に 屬 す。 菊 池 風土記、 菊： i 十八 外 城の I に 
「神 尾の 古城、 水 次太郞 •代々 住す しと。 

水 土 ミヴ ツチ 

三迁 ミツ ツチ ミツ チ 尾 張の 名 族に し 
て、 熱 田 社家 也、 大原眞 人 姓と 云 ふ、 ォホ 
ハラ 條を 見よ。 

水 出 ミ ヴデ信 濃 國小縣 郡 水 出 村ょり 起 
る。 厩の 別當水 出大藏 あり、 杉 原、 眞田等 
の條參 照。 

三 戶 ミツ ト ミト、 及び サン ノへ條 を 見 
ょ。 又桓武 平氏 三 浦 氏の 族に 此の 氏 (ミッ 
ト〕 ありて 友 澄を 祖 とす。 

水 通 ミヴドホシ 正倉院 天平 寳字 三年 文 
書 等に 此の 氏 •見 ゅ。 

光富 ミツ トミ 

1 中國の 光富 氏 博 多 日記に 「光富の 日 
野 又太郞 、上下 三人」 と。 

2 大江姓 阿波の 豪族に して、 故城 記に 
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「光富 殿 •大 江、 曾 我* 鑲の紋 J と 載せ、 
また 「大 江、 紋 •齚文 J と 見 ゆ。 

土 佐の 光富 氏 前項々 同族な らん。 土 
佐 軍記、 吉良退 治の 條に 光富 權之介 あリ。 
4 雜载 その他、 武藏 等に 此の 氏存 す。 
滿留 ミツ トメ 
水留 ミ" ツ トメ 

光友 ミット モ 

水 取 $ ヴ トリ モト リ條を 見よ。 

水鳥 川 ミヴ トリガ ハ 上總國 長柄 郡 本納 

鄕鎭座 橘 神社 (式 内) の祠官 に、 水鳥 川 民 部 
あり 0 

水 取 部 ミゾ トリべ モト リベ 條を 見よ。 
光長  $ツナガ大江姓、坂匡時の子廣秋 
の 三男 秀 時の 後裔と 云 ふ。 坂條參 照。 猶ほ 
次の ニ條參 照。 

光永 ミツ ナガ 肥 後の 大族 、阿蘇 氏の 一 
族に して、 筑前國 下座 郡 光永より 起り、 惟 
富を龃とすと云ふ。元弘三年十ニ月の阿蘇 
文書に r 筑前國 下座 郡 配分の 事、 一、 光永 
名 (並に 吉 武名 內云々 )。 右 配分の 状、 件 
の 如し。 前 大宮司 惟 時、 光永 又四郞 殿」 と 
あれば、 •又 四郞 の裔な る や 明白 也。 しかる 
に 村 岡 氏は 「阿蘇 系圖に 惟理 •大分 郡津守 
莊を領 して、 光永 邑 に 居る。 因りて 光永 氏 
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と稱 し、 傳 へて 天 正の 末に 至る」 と 云 ひ、 
又 「十三 世 友成を 光永 氏と す」 と载 せた る 
もあリ 0 

國志 略には 「阿蔬 惟 澄の 正 平 十一 年の 申 状 
に、 光永 左 近將監 惟 富と 云 ふ 者 あり。 始の 
名は 又四郞 、其の 比ょり 津森城 •起る 歟。 
光永は 筑前 下座 郡の 地名 也。 阿蘇 文書に 據 
れば 、元弘 三年、 大宮司 惟 時 •下座 郡の 地 
を賜與 せられ、 一族に 酣 分し、 光永 又四郞 
は 下座 郡 光永 名を 安堵す。 光永 家傳に 『大 
宮司 惟宣の ニ 男惟理 •建久 ニ 年-源 右大將 
ょり 津森 城を 賜 ふ』 など あれ ど、 律 森は 本 
來健 軍社領 の內 たる 也」 と (地名 辭書〕 0 
惟 富の 後 •ニ 家と なり、 一は 律 森に、 一は 
健 軍に 居る。 兩條參 照。 

鹿 北朝の 際、 大宮司 家 も、 二分して 相爭ふ 
の 際、 此の 氏は 宮方な 0 しが 如き も、 天授 
四 年、 託 麻 原 合戦の 時、 大 友の 軍勢が 津守 
城に 遁れ 入る と 日へ ば、 當時は 武家 方な リ 
し 也。 下って 天 正中、 光永 中 務惟祐 の 代に 
至り、 津森 落城す。 一に 天 正 十三 年の 冬、 滿 
永宗甫 •薩 人に 攻められ、 翌年 正月 敗歟し 
て 死す と 云 ふは 惟祐の 事 か。 次に 健 軍 城 も 
光永 氏 一 添 代々 の 居所な りしが、 光永 攝津 
守 入道 淨英以 後斷絕 すとぞ 。 


その他、 此の 氏、 豐 前、 筑 前、 攝津 、武藏 
等に 在 =>  と 云 ふ。 

滿永 ミツ ナガ 肥 後の 豪族、 天 正の 頃、 
滿 永宗甫 あり、 光永 氏に 同じ。 

水中 ミヴ ナヵ 

水 無 ミゾナシ ミナシ、及びミヌシ條を 
見よ。 

三 梨 ミツ ナシ 

丨 秀鄕流 藤 原 姓 羽 後 國雄勝 郡 三 梨邑よ 

り起る。小野寺氏の一族にして、川連道 

度の ニ 男に 三 梨 藤 兵衞道 寬あリ 、藤 兵衞 

尉 道嗣の 養子と なりし 也。 その他の 事は 

川 連、 大 森、 小 野 寺 等の 條を 見よ。 

又 平 鹿 郡大松 川の 御嶽 社 下 禰宜に 此の 氏 
あり 0 

2淸和源氏小笠原氏族ォガサハラ條第 
二十 四 項を 見よ。 

水 成 ミ ヴナ y ミナ セ條を 見よ。 

光成 ミ ツナ リ武藏 等に 存 す。 

水 主 ミ ヴヌシ ミグ シ條を 見よ。 
水沼.ミヴヌマ ミヌマ 、及び ミグ マ 條を 
見よ。 

御 常 ミッ ネ 

〇 御 常 朝臣 三代 實錄、 淸和紀 に 「伊勢 
前 大掾御 常 朝臣 氏 雄」 見 ゆ。 


光 根 ミ ツネ 豐前に 此の 氏 ぁり。 

水 野 ミ ヴ/ 尾 張、 武藏 、美 濃 等に 此の 

地名 ぁリ。 

1 淸和 源氏 浦 野 氏族 尾 張 國春日 井 郡 水 
野邑ょ y 起る。 浦 野四耶 重 遠の 後 也と 云 
ひ、 家譜に 「其の 子ニ郞 三 服 重 房 (小 河 
氏)— 又三耶 重淸 (小 三 郎 、尾 張國春 日 井 
郡 山 田庄水 野に 住し 在 名を 稱 す〕— 又 三 
郞淸房 (又 太 S— 下野 守雅經 (又 次 耶) 

■丨 下野 次郞 雅繼丨 下野 守 胤雅丨 下野 守 光 
氏 (下野 九郞 入道) 丨 下野 守 正 房 (中務 
亟 、下野 又次耶 。足 利 直義に 屬す〕 丨中 
務大輔 信 忠丨左 馬 信 安— 土 佐 守 信義— 土 
佐 守 信重丨 下野 守 忠義 (九郎 次郞 )— 藏 
人貞守 (九郞 次郞 、十郞 左衞 門)— 藏人 
賢 正 (藤 七 耶、 彥三郎 )丨 下野 守淸忠 (信 
政、 重 ^ 蔵人〕— 下野 守忠政 (右衞 門 
大 夫)— 下野 守 信 元 (忠 次、 藤 七 郎 、四 
郎右衞 門。 信 長. に屬 す〕 丨和枭 守忠重 (家 
康に屬 す〕」 と (寬 永、 寬政兩 系譜〕。 

水 野系圖 には 「家傳 に 日 ふ、 其の 先 •多 田 
滿仲の 弟 鎭守府 將軍源 滿政 、滿 政の 子を 
陸 奥 守重忠 と 日 ふ。 重忠の 子を 駿 河守定 
宗と日 ふ。 定宗の 子を 佐 渡 守重宗 と 日 ふ。 
重宗の 子を 佐 渡 源 太 重 實と云 ひ、 重實の 


子を 信 濃 守 遠 重と 日 ふ。 遠 重の 子を 小 河 
三耶重 房と 云 ひ、 重 房の 子を 小 河 又三耶 
重 淸と日 ふ、 是 ょり 小 河 氏と 號 す。 其の 
後、 移りて 尾 州 水 野に 居り、 遂に 水 野を 
以つ て稱號 と爲す 0 

某 (又 三 郎‘ 天福 年中、 鎌 倉に 在り〕丨 
雅經 (下野 守、 文 永 元年 八月 二十 五日 卒、 
法名 雅實 、尾 州 英比鄕 內小河 村 地頭) 丨 
雅繼 (下野 次耶 、法名 覺 妙、 弘安 元年 十 
一月 卒 、文 永 元年 八月 十五 日の 讓状 を以 
つて、 翌年 十二月 七日、 父の 舊 業を 承け 
て、 小 河 村 地頭 職を 領 す、 將軍 家政 所の 
書 これ 有 =0— 胤雅 (下野 守、 弘安 元年 十 
一月 二十 六日の 讓狀を 以つ て、 同 七 年 十 
月朔 、父の 奮 業を 承け、 地頭 職を 領 す、 
將軍 家政 所の 書 これ 有り。 舍 弟の 分 これ 
を除く〕丨某(下野九耶入道、元亨ニ年 
五月 二十 五日、 常 葉駿河 守範貞 、古川 陸 
奥 守維貞 の 證文 有り、 其の 詞を失 ふ)— 
某(小河、下野又次郞、源直義に屬し、 
勢 州 江 州の 間に 往 きて 軍功を 致す。 且つ 
之に 從 ひて 關東に 往 き、 觀應ニ 年 十一月 
二十 二日、 直義 •書を 賜 ふ。 同 三年 閏 二月 
二十日の 合戰 後、 尊 氏の 旗下に 屬し 、江 
州に 至る。 同年 三月 十二 日 尊 氏 •書を 賜 


ふ〕— (此の間 五六 代 中 絕) 

貞守 (水 野 蔵人、 法名 支 室 全通、 文明 十 
九 年 五月 十八 日卒 、五十一 歳)— 某 (永 
正 十一 年 十月 三日 死、 寶幢賢 勝と 號す. 〕 
丨 某 (一本 淸忠 、下野 守、 永 正 六 年 五月 
二十 九日 卒、 號一初 全 妙〕— 忠政 (右衞 
門大 夫、 法名 大溪賢 雄、 天文 十二 年 七月 
十三 日卒 )、 弟 某 (藤 七郎 、法名 安光 正 
念 •元 龜ニ年 十二月 二十 ニ 日卒 、ニ 十五 
歳〕。  、 
次に 忠政の 男 信 元 (下野 守、 法名 大英鑑 
光、 天 正 三年 十二月 二十 七日 信 長の 爲め 
害さる)、 其の 妹 (形 原の 松平紀 伊 守に 嫁 

す、 鳥 井 左 京亮の 外祖母〕、 其の 弟 (藤. 九 
郎 、三 州郊屋 城主、 永 祿 三年 四月 十九 日、 
今 川義元 •伊賀 衆を して 之を 攻めて 信 近 
を 殺す)、 其の 妹 (贈 大納言 廣忠 卿に 嫁 
し、 天文 壬 寅 •東 照大權 現を 誔 す。 慶長 
七 年 八月 二十 九日 薨 、壽七 十五 歳、 傳通 
院殿 光岳 蓉譽知 香 大禪定 尼)、 其の 弟 某 
(織 部監 物の 祖父)、 其の 弟 某 (傳 兵衞) 、 
其の 弟 某 (信 重、 彌平 太夫、 今 川氏眞 の爲 
自害〕、 其の 妹 C 屋鍋中 山 氏の 妻、 中 山 氏 
は忠 政の 家人 也)、 其の 妹 (尾 張大 高に 嫁 
す〕、 其の 弟 某 (藤 次郞 •備後 守、 法名 心 


得 全 了、 天 正 六 年 十二月 八日 逝、 或は 日 
ふ、 秀吉に 屬 し、 攝州有 岡に て 討死、 年 
四十 ニ〕、 

其の 弟忠重 (初 號 藤十郎 、後に 總兵衞 と 
改 む。 從 五位 下に 叙せられ、 和 泉 守に 任、 
故 あ. りて 秀吉に 仕へ、 石 川 出 雲 守と 同じ 
く 武者 奉行と 爲 る。 同 十五 年 七月 晦日、 
豐臣氏 を 賜 ひ、 叙從 五位 下、 任 和 泉 守。 
慶長五 年 七月 十九 日、 參州池 鯉 鮒に て不 
慮の 蠻 に 遭 ひ、 石 田黨加 々野 江 彌八耶 の 
爲 に 带 さる。 忠重 •亦 彌八郞 を擊ち 相 共 
に 死す。 時に 忠重 六十 歳、 法名 賢忠 、道 
諕勇心 〕 丨 勝 成 (小字 國 松、 藤十郞 、六 
左衞 門、 日向 守 七と。 

又 藩翰譜 、に 「水 野 日向 守 勝 成は、 右衞門 
大夫忠 政の 孫に て、 和 泉 守忠 重の 嫡男な 
り。 先祖を 遠. く尋 ぬれば、 淸和 天皇の 御 
裔 、鎭守 府將軍 源滿 政の 後胤と ぞ聞 えけ 
る 0* 滿政の子陸奥守忠重(家の記に重忠) 
その子 駿河 守定宗 、其の 子 佐 渡の 源 太 重 
實 、又は 八 島の 冠者と も 聞え しは、 鳥 羽 
院の御 時、 武者 所の 四天王と 呼ばれし、 
其の 一 A とぞ 承る。 その子 信 濃 守 重 遠 • 
尾 張國浦 野と いふ 所に 住しければ、 初め 
浦 野 四郎と 名のる、 漓義家 朝臣の 聱なリ 
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けり。 其の 子 重 房、 同國小 河と いふ 所に 
ぅつり、 小 河！ J1 郎と 名のる。 その後 小 河 
下野 守 雅經が 時に 至りて、 尾 張 國智多 郡. 
英比鄕 小 河 村の 地頭 職に なさる (文 永 元 
年 八月に 卒すと いふ、 父は 又三郞 某と い 
ひて、 天福 年中 在縑 倉と 云 ふ〕。 是ょリ 世 
々此 所の 地頭に て (雅經 の 子 下野 ニ郞雅 
繼 、其の 子 下野 守胤雅 、弘 安の 比、 その 
子 下野 九郞 入道 某 •.元 亨の 頃の 人な リ)、 
又次郞 某が 時、 觀應の 頃、 足 利 殿に 隨ひ 
奉りし かば、 御敎 書を 給ぅて、 其の 功を 
賞 せらる ( 又次郞 は、 九郎 人道が 子 也、 

又 下野 守と いふ〕。 それが 子孫 (此の間 五 
六 代の 傳しル ずと 云 ふ〕、 藏人貞 守が 時 
に、 同國水 野と 云 ふ 所に 住みし かば、 改 
めて 水 野と 名のる。 右衛門 大夫忠 政は、 
此の 貞守が 曾孫な 0、( 貞守の 子 名字 共に 
しれず、 戒名 寶筐賢 勝と いふ。 長子 下野 
守 某 戒名 一 初 全 妙と いひし なり〕」 と。 

2 氏人 承 久記卷 三に 水 野 左 近 (山 田の 
次郞. が 郞 等) を 載せ、 その後、 南北朝の 
頃、 水 野 致 秋あリ 。「水 野 平 太 致 秋 •軍忠 
を 申す 事。 右 最前より 御 方に馳 參じ 、去月 
十九 日、 武州鶴 見 宿より、 馳 せて 關戶に 
參 ず。 同 二十 三日、 三 浦 入御の 時-供奉 


ミツノ 


に 會 し、 同 二十 八日 鎌 倉 合戦に 軍 忠を致 
し畢る。其の後平塚宿に至リ、御供に會 
する 上は 御 判を 賜 ひ、 後證、 に 備へ ん爲め 
言上 如 件。 正 平 七 年 三月 三月。 新田 義 興、 
一見 了 (花押〕 J と (張 州 雜記抄 )。 此等に 
據れ ば、 又 南朝に 屬 せし 也。 
又春日井郡上水野村感應寺に古き位牌一 
基 ぁりて、 「義 雲院仁 峰宗智 居士 覺 位」 と 
しるし、 ぅらに r 應永 十九 壬 辰 歳 十二月 
二十 八日、 尾 州 人 尾 城主 水 野 備中守 平 致 
高」 と 見えたり (尾 張 志〕。 致 秋の 子 か 孫 
ならん。 次に 長 倉 追 罰 記に 「永 樂の錢 は 三 
河の國水野が紋」と。又尾張志等に「小川 
三郞重 房の 子 小川 又三郞 重淸 c 東鑑に 小 
河 兵衞尉 重淸〕 •春 日 井 郡 水 野の 地に ぁり 
て 水 野 氏と 云 ふ。 其の 裔藏 人貞守 •又 水 野 
村に 住す。 其の 他、 河 村の 人 水 野 右京 進、 
眞福寺 村の 人 同治郞 右衞 門、 同 次 右衞門 
等 あり」 と。 

又 永 祿六年 諸 役人 付に 「外樣 衆 大名 在國 
衆 •水 野 下野 守 C 三 河〕」 を 載せ、 織 田 系 
圖 に 「信 長の 末女 •水 野總 十郞 室」 と。 
又 尾 張 志， に 「春 R 井 郡 志談 味の 城址 (志 
談味 村)。 尾陽雜 記に 城主は 水 野 氏 右衛門 
佐と いへ るが 住し、 福 島 正則 •淸須 在 城 
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の 頃、 屬 した リしが 、正則 •安藝の 廣島 
に 移りし 後、 I 很人 となる、 子孫 今 農民と 
なりて 當村 にある よし 記せり」 と。 又 織 
田眞 記に 水 野 信 元、 又 美 作 記に 「水 野 六 
左衞門勝成ニ很人して美作に來り、安谌 
兵衞 に據リ 、後備 中 三 村 紀俨 守を 賴み、 
家 親の 女を 妻と し、 勝 重を 生む」 と。 

3 居城， 知 多 郡 緖川城 (緖川 村〕 は 水 野 侯 
の舊 城に して、 尾 張 志に 「水 野 藏人貞 守よ 
り 四 五代 打つ ^ き 在 城し、 右衞門 太夫 忠 
政の 女 •傳 通院 君も當 城に てぅ まれ 給へ 
り。 下野 守 信 元朝 臣橫 死の 後、 臌城 とな 
る。 祖先 小川 重 房よ 0、 この 地の 人なる 
ベけ れ ど、 其の 居 地は 當城跡 か、 又 外の 地 
か傳へ なければ 今は 知が たし」 と。 又 同 新 
城は 「水 野 織 部正忠 守の 居城に して、 備 
後 守 近 長に 給 ひて 居住し •後 又 上野の 安 
中へ ぅつりし のち 廢城 となる。 藩 翰譜に 
水 野 彈正少 弼近 長は、 右衞門 太夫 殿の 第 
八の 男、 藤ニ耶 忠 近の 嫡子 也。 德川 殿の 
御家人と なりて、 慶長五 年の 秋、 關ヶ 原の 
戰には 海道の 御 共に て 候 ひける。 同 六 年 
ニ 月、. 尾州國 小川の 城を 給 ふ。 同 九 年. 一 
萬 石、 叙爵して 備後 守に 任じ、 其の 子備 
後守元綱*正保元年閏五月ニ十九日、± 


野國 安中の 城 ニ 萬 石を 給 ふ、 云々 と 見え 
た 0。 されば 正 保のは じめ まで 城は あり 
し 也」 と。 

又 常 滑 城 (常 滑 村) には 水野監 物 直 盛 届 
住す、 故に 直 盛を 常 滑 殿と 稱せ しと ぞ 0 
又 奥 田 城 (北 奥 田 村) は 「水 野 日向 守の 
居城」 とい ひ傳へ たり。 水 野 和 泉守忠 重 • 
緒 川の 域に 住し、 その子 六 左 衞門勝 重 • 
當城を 築きて 住み、 後に 日向 守に 任ず。 
又 平 島 城 (平 島 村) は 水 野 藤 助の 城跡と 
云 ひ、 村 木 砦 (村 木 村) は •水 野 信 元 • 

三 河の 刈屋の 城、 及び 當郡緖 川の 城を 守- 
りて、 尾 張の  織 田家に 屬し 、駿 河の 今 川 
家のア知に從はず。天文年中、義元この 
村 木に 砦を 築いて、 三 河の 松 平 甚太郞 家 
忠 をして 守らし む。 永祿 三年 正月 二日、 
水 野の 兵士と 松 平 越 中 守 忠廣 とこぜ り あ 
ひ ありし 古跡な りと。 又 下野 守 信 元は 細 
目 城に 據 る、 細目 條を 見ょ。 

又 愛知 郡の 水 野 氏は 「藏 人崑守 三世の 孫 • 
監物忠 綱の ニ 男 •.信 長に 仕へ、， 部 村に 
住す。 嫡子 三 右 衞門光 直 丨彌左 衞門光 種 
— 彌左衞 門 光政— 久左衞 門 光兼— 彌五左 
衞門光 綱 也」 と。 又 丹 下城 (鳴 海驛丹 下) 
には 永祿の 頃、 水 野帶刀 住し、 又 山 崎 村 
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の士に 水 野 三右衞 門光尙 あり。 

4 水 野 侯 藩 翰譜に r 忠政の 時に 至 リ、 
三河國刈屋城を合せ、我が扇*刈屋城に 
在って、 嫡子 下野 守 信 元して、 小 河の 城 
を 守らす。 天文 十 年、 忠 政の 狼を 岡 崎 殿 
(廣忠 ) へ 參ら せられ、 明 十一 年 十二月 ニ 
十六 日、 德川殿 (家 康〕 を 設け 玉 ひ、 十二 年 
七月 十二 日、 忠政 卒し、 摘 子 信 元 •家を 
繼 ぐ。駿河國今川殿に中違ぅて、尾張の 
織 田 備後守 信秀に 心を 通ぜら る。 岡畸殿 • 
無二の 今 川の 方 人に て、 信 元な 振舞 ひ 安 
か. らず とて、 忽に北 の 方を 送り返させ 玉 
ひけり 0 か りし かば、 兩家心 ょからず、 
岡 崎 殿ぅ せ 玉 ひ、 德川 殿御 成人の 後に 至 
り、御外募なれど、合戰やむ事なし。和 
泉守忠 重 (此時 藤 十 郞〕 は 信 元の 舎弟な り 
といへ ども、 兄弟の 中、 常に 不快に して、 

'鷲 塚と いふ 所に 引 こもりし が、 永 祿六年 
の 冬、 一向 專修の 門徒 等、 叛 きて、 德川 
軍 •大事に 及ぶ と 聞き、 水 野太 郞作 、村 
國 又市郎 を 弓具し 馳 せ參リ 手を 碎 きて 
戰ひ玉ふ事、度々におょぶ。これょりし 
て、 常に 德川 殿に 從ひ 、軍の 先を かけず 
とい ふ 事な し。 天 正 三年の 冬、 信 元う 
たれ 玉 ひし 後， 同 八 年 九月 二十 三日、 累 
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代の 地な れば とて* 刈屋の 城を 織 田 殿ょ 
り忠 重に 賜は U しなり。 

此の 後、 或は 信 長の 催促に 依て、 軍を ひ 
きゐ、或は德川殿の大將して合戰す。織 
田 殿う せし 年、 鳥居 元忠 と共に、 甲裴の 
古 國府に 陣どっ て 北條の 勢を 打破 リ 、信 
€ 雄 •秀吉 と 中た がうて、 軍 起り し 時、 忠重 
父子 •北 畠 殿の 爲に 、星 崎の 城を 攻 おと 
し、 小 牧の陣 に 従って、 長 湫に戰 ひ、 蟹 
江の 城を 攻 む。 今年 十月、 秀吉 •伊勢 國に 
攻め入る と 聞て、 忠重た  一 勢 寄 手の 多 
勢に 打 向 ひ、 水を 阻て 》 陣を 取る、 その 
勢に 憚 y て、 秀吉桑 名に 入る 事を 得ず。 
其の後、關白家に參リしに、桑名にての振 
舞 ひ、 又 年 比の 武異を 感じ 玉 ひ、 石 川 出 
雲 守と 同じく 武者 奉行を ぞ給 はりけ る。 
天 正 十五 年 七月 三十日、 豐臣の 姓を 賜 ひ 
て、 叙爵す。 筑 紫、 小 田 原 等の 陣に從 ひ、 
慶長五 年の 秋、 石 田 等が 兵 起り し 初め、 
池 鯉 鮒の 宿に して 加々 井彌八 郞秀 盛が 爲 
めに うたれ 死す、 年 六十 歳。 

嫡子 日向 守 勝 成 •家を つぐ、 童 名は 國松 
丸、 成人して 藤十郞 と 名のり、 甲斐の 古國 
府 の戰に 、み づか ら內 藤の 何某を 討 取る。 
後 六左衞 門と 名乗り、 天 正 十五 年、 關白 
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殿 •筑 紫に むかひし 時、 肥 後國に 渡り、 
佐々 陸 奥 守成 政が 家に 仕へ、 所々 の 戰に 
高名し、 成 政 亡びし 後、 小 西 攝津守 行 長 
が 家に 仕へ (千 石)、 又 加 藤 主計 頭淸 正に 
仕へ、又豐前の國に往き、黑田甲裴守長政 
に 仕 ふ。 後 勝 成 •乘之 助と 名を かへ て、 
毛 利が 家人、 備中國 の 住人 三村紀 伊 守に 
十八 石に て 仕へ、 此の 國に て、 子息 美 作 
守を ば 設けし なり。 更に 都の かたに 趣き 
しに、 大阪の 奉行 人 •德川 殿の 伏 見の 御 
館を 攻む べしと て、 洛中 洛外 以の 外に 騷 
動に 及びし 時に 參りぁ ひ、 夜に 入って、 
御館に 參 る。 德川殿 •悅 ばせ 玉 ふ、、 と斜 
ならず、 山 岡備前 入道を 使と して、 和 泉 守 
殿へ、 いろ*^-^ に 仰せら る、 旨 ありし か 
ば、 父の 心 もとけ て、 對 面を 許さる。 此 
の 後、 刈屋 城を 鏆し、 三 萬 石と なる、 一 萬 
石を 加へ られ しと 見 ゆ。 慶長 十五 年、 從 
五位 上 日向 守に なされ、 同 十九 年の 冬、 
大坂に馳せ向ひ、城をせめ、元和元年の 
夏、 大和 路 の 先陣を ぅけ 給は り、 明 石 掃 
部 介 家 成を 討 取る。 此の 年 七月 二十日、 
大和の 國郡 山の 城を 給は りしは、 今度の 
勸 賞とぞ 見えに ける (六 萬 石〕、 同 五 年に、 
西 海道の 鎭 守の ため、 備後國 福 山の 地を 
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給 ひ、 十 萬 石、 寬永 三年の 秋、 從四 位下、 
十六 年 致仕 入道して、 宗 休と 號し 、年 八 
十八 歳に て、 慶 安四 年 三月 十五 日に 卒す。 
美 作 守 勝 後 •勝 成の 男、 寬永 十九 年に、 
從四 位下、 明曆 元年 二月 二十 I 日、 五十 
八歲 にて 卒す。 其の 子 日向 守勝貞 •初め 
備前 守に 任じ、 明曆 元年 十二月 二十 八日、 
日向 守に なり、 寬文ニ 年 十月 二十 九日、 
三十 八 歳に て 卒し、 其の 子 民 部 勝慶つ ぐ 
.(後に 美 作 守〕」 と。 

寬政 系譜、 及び 武鑑に 「日向 守 勝 成 (備後 
福 山 十 萬 石〕— 美 作 守 勝 浚— 日向 守勝貞 
I 美 作 守 勝 種— 松 之 丞勝岑 (以上 福 山城 
主、 元 祿 、嗣な く 除 封)— 隱岐守 勝 長 (實は 
同姓 備前守 勝 直 長男。 元祿 十六 年、 下總結 
城 一 萬 八 千 石〕— (弟〕 日向 守 勝 政— 下野 
守勝庸 (日向 守〕— (弟) 日向 守 勝 前 (攝律 
守〕— 日向 守 勝 起 C 六左衞 門〕— 日向 守 勝 
刚 (攝津 守〕 丨攝津 守 勝 愛— 日向 守 勝 進— 
日向 守 勝 任 ( 實 同姓 土 佐 守 忠央 次男〕— 日 
向 守 勝 知 (實丹 羽 左 京大 夫長國 弟)」— 勝 
寬丨直 (忠 直〕 と 見え、、 下 總結城 一 萬 八 

千 石 (後一 萬 七 千 石、 明治 四千 八 百 四十 
石〕。 現今 子爵。 家紋 丸に ニ 本澤瀉 、裏 永樂 

錢。 
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5 溶 津侯 その 祖隼人 正 忠淸 は、 刈 屋城 
主 和 泉守忠 重の 末子な り。 元 和 ニ 年 四 
月 三日、 累代の 舊領 、三 河 國刈屋 城 ニ 萬 
石を 賜 ひ、 寬永九 年 七月 十一 日、 同國吉 
田 城に 移る、 四 萬 石 •同 十一 年 十月 十七 
日、 地を 加へ、 •四 萬 五千石を 領 す。 同 十 
九 年 九月 六日、 信 濃 國松本 城七萵 石、 嫡 
子 出 羽守忠 職、 寬文八 年 六月廿 六日、 五 
十六 歳に て 卒し* 其の 子 中務少 輔忠直 • 
家を 繼 ぎ、 寬文十 年 春、 隼 人 正と なる。 寬 
政 系譜 及び 武鑑に 「出 羽守忠 職 (始め 忠 
胤)— 隼 人正忠 直丨出 羽守忠 周— 日向 守 
忠幹 (徳 兵衞 )丨( 弟) 隼 人 忠恒 (修理、 狂 
す、 除 封〕— 出 羽 守 忠穀 (實 は忠直 九 S 
丨出 羽守忠 友 (豐後 守、 侍從 、安永 六 年 沼 
津城 主： > — 出 羽守忠 成 (大和 守、 侍従、 實 
は 岡 野 肥 前 守 知 隣 ニ 男〕— 出 羽 守 忠義— 
同忠武 —( 弟) 出 羽 守 忠良— 出 羽守忠 寬 
(分 知忠紹 男〕— 出 羽守忠 誠 ( 實本多 美 濃 
守 弟〕— 同 忠敬 (分 知 久之亟 男)」— 忠亮。 
駿河沼 津五萬 石。 幕末 上總國 菊 間 (喜 久 
間) 五 萬 石。 (明治 一 萬 九 千 二百 六十 石)。 


現今 子爵。 


6 鶴敌 侯忠淸 の 四 男 權兵衞 忠增 (周 防 
守〕— 肥 前守忠 位— 壹岐 守忠定 (實は 松 平 
越 中 守定重 三男)— 同 忠見丨 同 忠韶 (文政 
十 年ょり 鶴 牧 )丨 同忠實 _( 實は酒 井 左衞門 
尉忠器 弟〕 丨肥 前守忠 順」— 忠寳に して、 

上總鶴 牧一萬 五千石 (明治 七 千 四十 石)。， 
現今 子爵。  » 


7 山形 侯 その 祖監 物忠元 (小 左衞 門) 
は 右衞門 大夫忠 政の 四 男 織 部正忠 守の ニ 
男な り。 常陸國 山川の 地を 領 す。 男子 ニ 
人、 嫡子 監物忠 善、 ニ 男 越 中 守 忠久に て、 
監物忠 善 父に つぎ、 寬永七 年 十二月 廿六 
日 叙爵、 同 十二 年 十一月 廿 二日、 駿河國 
田 中 城 四 萬 石、 十九 年 九月 六日、、 三河國 
吉田 城、 四 萬 五千石、 正 保、 ニ 年 正月 十 
一日、 同 届 岡 崎 城、 五 萬 石、 六十 四歲、 
延寶四 年 八月 廿九 日に 卒す。 其の 男右衞 
門大夫忠春*父にっぐ。その男豐後守忠 
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盈—弟 和 泉守忠 之 (侍従) I 右衞 門佐忠 輝 
(監 物〕— 監物忠 辰— 和 泉守忠 任 (織 部 正、 
實は水 野多宮 弟〕— 左 近 將監忠 鼎 a 貫は 松 
平 安藝 守 重 家 弟)— 織 部正忠 光へ 和 泉 守〕 
— 越 前守忠 邦 (有名なる 水 越に して、 文化 
十四 年、 肥 前唐津 ょり、 遠 州濱 松に 移り、 
六 萬 石. を領 し、 天 保 十 年 I 萬 石 加增) j 
和 泉守忠 精 ( 弘化ニ 年 ニ 萬 石 削られ、 出 
羽 山形に 移る〕— 眞次 郞忠 弘と續 く、 出 羽 
山形 五 萬 石、 幕末 近扛 朝日 山 五 萬 石 (明 
治 一 萬 七 千 五百石〕。 現今 子爵。 

山形、 

水 野 

安中 侯 その 祖 彈正少 弼源分 長は、 右 
衞門 大夫忠 政の 八 男 藤 次郞忠 分の 嫡子な 
9。 忠 分、 織 田 信 長に 仕へ、 天文 六 年 十二 
月 八日、 攝律國 有 岡の 戰に 討死す。 分 長 • 
初め 三 左衞門 尉、 奧州 守護 蒲 生の 家に 在 
り、 參議氏 鄕の卒 後、 家康の 御家人と な 
り、 慶長四 年 十二月 八日、 大番の 頭、 六 年 

四月、 尾張國 小川 城 一 萬 石、 同 九 年 備後守 
に 任ぜられ、 其の後 また 彈正少 弼 、其の 子 
備後守 元 綱、 寬永九 年 十一月 十五 日御奏 
者、 正 保 ニ 年 六月 廿 八日に 上野 國 安中 城 
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ニ 萬 石を 賜 ひ、 寬文四 年 十月 廿 六日 致仕 
入道して 道 要と 號 し、 同 五 年 五月 十六 日、 
七十 四 歳に して 卒す。 其の 男 信 濃 守 元 知 • 
次が 讓を 受け、 寬文七 年 五月 廿 八日 狂氣、 
所領沒 收 。男 彈正元 明に ニ 千 俵を 賜 ふ。 

9 新 宮家 前項 分 長の 弟對馬 守 重 仲 •紀 
伊 大納言の 家老と なり、 新 宮城 三 萬 五 千 
石を 傳 ふ。 續 風土記に 「牟婁 郡新宮 は 國 
老水野 氏の 居城の 地な り。 水 野氏領 する 
所 •他の 士大 夫の 知行 所と 異にして、 其 
の 土地、 人民、 山林の 類、 皆屬 す。 因リ 
て是 を新宮 領と稱 ふ。 元 和 五 年、 淺野家 • 
藝州に 移る 後、 水 野 出 雲 守 重 仲 •釆邑 を 
此の 地に 受け ' 水 野 土 佐 守 重 上の 代に 至 
り、 寬文 七年閏 二月、 增修綷 營す J と。 
寬政 系譜に 「忠分 の 三男 出 雲 '^ 車： 央 (對 
馬 守、 重 信、 重 仲。 濱松ニ 萬 五千石、 後 三 
萬五千石、元和五年新宮城に移る〕丨淡路 
守 重 良 (重 種、 忠吉) 丨對馬 守 重 上 (土 佐 
守〕 丨淡路 守 重 期— 對馬 守忠昭 (大炊 頭、 
實は 飛驛 守重矩 三男〕 丨筑慠 守忠 興— 土 
佐 守 忠實 (對馬 守〕— 出 雲守範 明」 丨對馬 
守忠 啓— 大炊頭 忠央 (學 深く 丹 鶴 叢書を 
著す〕 — 忠幹 丨 忠宜 — ハ 重吉〕 にして、 紀伊 
新 宮三萬 五千石 (明治 一 萬 七 午 百 九十 九 


ミツノ  1 八 ニ 七 
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石餘〕 。現今 男爵" 家紋 澤瀉 、永 樂錢 、六 形。 

10 旗本 水 野 氏 その他、 水 野 山城 守忠賢 • 
秀忠に 仕へ て 功多し。 又 武鑑に 五 千 七 百 
石 (河內 守、 遠 江 守 忠晋〕 、ニ 千 五百石 
(伯耆 守 忠良)、 六 千 石 (信 濃 守、 石 見守 
貞利〕 、ニ 千 右 (求 馬、 右近〕、 五千石 (主 
膳、 溝. 之 進)、 ニ 千 石 (大和 守、 午 之 助〕、 
'千 六 百 石 ( 權十郞 、中 務〕 、千 四百 五十石 
(藤 右衞 門、 小 十 郞) 、千 ニ 百 石 (要人、 若 
狹守忠 通〕、 また 伊勢 守、 長 門 守、 及び 百 
五十石 (藤 九郞〕 等 多し。 


有名なる 水 野十郞 左 衞門成 之は、 攝津守 
成貞の 男、 千 五百石 (一に 三千 石〕 を領 
し、 母は 蜂 須賢至 鎭の女 也。 寬文四 年 死 
を 賜 ふ。 又 水 野 長 門 守、 同 壹岐守 等 見え、 
又 幕末 水 野 筑後守 忠德 (甲子 次郎 、癡 雲) 
は 外交 史上に 名 あり。 

1! 橘 姓梶川 系圖' に 正武 (水 野 右馬助、 
豐 臣秀賴 公に 奉仕す〕 一 五三 四 頁を 見ょ。 
又秀賴 家臣に 水 野 庄左衞 門 あり、 三田條 
を 見ょ。  、 

12 三 河の 水 野 氏 第一 項 以下 參 照。 又 知 


立 社は 往古 •社領 七 百 五十石 ぁりし と 云 
ひ 傳ふ 。文明 三年 三月、 緖川城 主 水 野 直 
守 •修造を 加へ、 大永六 年 十一月、 刈 谷 
城主 水 野 右 衞門大 '夫 忠政 •修理を 加 ふ。 
然るに 天文 十六 年、 戶田 彈正宣 光の ため 
に 殘ら ず燒 失す。 これに 依り 重 原 村へ 迁 
座せ しを、 元 龜ニ年 又燒け 失せぬ るに よ 
リ 、尙ほ 又 今の 地に 迁 座ます も、 亂 世故、 
假の 宮居な り、 然るを 天 正 元年、 水 野 下 
野 守 信 元 主 •本社を 造り、 元 和 ニ 年、 同 
隼 人正忠 淸主 •修理を 加へ、 種々 の 物を 
寄附し、 社 田 十 石を よす と ぞ。. 

又 二葉 松 等に 「碧 海郡茹 谷 城 (刈 谷 町) は、 
天文の 頃、 水 野 右衞門 太夫 忠政 •尾 張 知 
多 郡 緒 川より 當城 に 移る。 天文 十二 年卒、 
其の 女 (傳 通院) は 廣忠の 室 也。 嫡男 下野 
守 信 元相繼 r。 永祿 三年 五月、 桶 狭間 合 
戰の際、弟藤九郞信近，當城にぁり、六 
月 駿河今 川 勢に 被られて、 信 近 戦死せ し 
も、 信 元 之を 復 す。 天 正 三年、 信 元 • !! 
により 信 長の 爲に 生害し、 織 田 氏の 將佐 
久間 信盛當 城を 領せ しが、 天 正 八 年、 信 
元の 季弟藤 十 郞忠重 (後 和 泉 守 忠信〕 •舊 
領を賜 ふ。 慶長五 年、 忠 重-加 賀井彌 八 
の爲に 剌 され、 嫡男 六 左衞門 勝成繼 ぐ、 


後 福 山に 移る」 と。 又 矢 並 城は 水 野 作 右 
衞門 全長の 居所 也と 云 ふ。 

、又 額 田 郡 池 金 村の 士に水 野 藤左衞 門、 設 
樂郡新城町今城(大野寺村〕城主に水野彈 
正忠 、また 寶飯郡 豐川古 屋敷は 後に、 水 野 
佐 渡 守 ( 吉田 城主 水 野 隼 人 正の 弟)、 次に 
同 八十 郎 •三千 石を 領し 、寬永 七 年 卒す。 

13 加 藤氏 族 加 藤 重 光の 子忠 正を 祖 とす。 

14 藤 原 姓戶田 氏族 知 多 郡 河 和 城 (河 和 
村〕 は 「長祿 年中、 戶田 孫八郞 守 光 C 三 河 
戶田忠 次の 族〕 •築く。 其の 子孫 八耶に 至 
り、 水 野と 改姓して、 こ 》 にす みしが、 
故 あ y て廢城 .となり、 其の 子 惣右衞 門 光 
康 •舊領 ゅ灸 、ふた V び 河 和を 拜受 す」 
と。 又 「萬 千代 光康 •外祖父 水 野 信 元の 
氏を冒し、水野と云ふ。多古屋藩 & 水野 
氏の祖也」と見ゅ、幕末水野佐太郞あり。 

15 幕臣 橘 姓 大矢知 氏の 裔に して、 三 右 
衞門忠 英の 時、 外戚の 氏を 冒す。 家紋 丸 
に 花澤瀉 、裏 永 樂錢。 

16 武藏の 水 野 氏 正 平 七 年 文書に 水 野 氏 
見え、 下って 水 野 村の 人 水野忠 助は、 平 
常 村民を 敎 論して、 農業に 心を 用 ひたれ 
ば、 天明 ニ 年 領主ょり 賞 せらる。 足 立の 
此の 氏は 丸に 立 澤瀉を 家紋と す。 


17 磐 城 岩 代の 水 野 氏 竹 貫 參州重 光の 子 
を 水 野中 務大 輔尙忠 と 云 ふ、 蓋し 水 野 勘 
解 由 光忠と いへ る 家人の 名跡を 繼ぎし 
歟 。古文書に 「水 野大學 、同但 馬」 とい 
ふ も 見え、 水 野の 子孫は 今 も 大久田 村に 
のこる。 勘 解 由は 世に 勝れた る强 引に て、 
父子共に仙道表の合戰に武名を顯はす 
(磐 城 志〕 と。 竹 貫條參 照。 又 田 村 家臣に 見 
え、 岩 瀨の名 族に 存 し、 又 新 編會律 風土 
記に 水 野 氏 ぁ P、 常隆 ょりの 文書 四 通を 
蔵す と。 

18 美 濃の 水 野 氏 水 野 民 部 ぁ り。 又 新 編 
會津 風土記、 大沼 郡大鄕 村條に 「當家 封 
に 就き 美 濃 國瀨戶 の 產水野 源 左衞門 •正 
保 ニ 年、 此の 地に 來 9 しを 留めて、 數品 
の 陶器を 製造せ しむ。 源 左衞 門の 死後、 
弟の 瀨戶 右衞 門を 再び 長 沼ょり 招き、 源 
左衞 門が 家を 相續 せし む。 子孫 今に 在り」 
と。 會津燒 の 起原 也。 

19 信 濃の 水 野 氏禰津 氏被官 の 士に水 野 
氏 見え、 又德川 時代 儒者に 水 野元郞 太 泉 
あり。 

20 甲斐の 水 野 氏 巨 摩 郡藥袋 村の 名家 也。 

21 近 江の 水 野 氏 蒲 生 家臣に 水 野 三 ^ 衞 
門 •見 ゆ。 •後、 羽 前 國西置 賜 郡茄砥 .(八 


ミツノ 


乙女、 石灘〕 の 城主たり。 又 京 極 藩 給 帳 
に 「淺野 因幡 守 殿 •三百 石、 水 野 半左衞 
門」 を载 せ、 又 田 中 藩 知行 割 帳に 「千 石 
水 野外 記」 を擧 ぐ。 又 丸に 澤瀉を 家紋と 
する あり o 

22 伊勢の 水 野 氏 織 田 分限 帳に 「北 伊勢 • 
緖川領 五 千 九 百 貫 •水 野」 と。 又 天 正 十 
八 年、 水 野 惣兵衞 •神戶 城主と なる。 

23 加 賀の水 野 氏 加 賢 藩 給 帳に 「六 百 七 
拾 石 (釘 貫〕 水野釆 男、 參百石 (同〕 水 野 十 
郞左衞 門、 貳百石 (同〕 水 野 主計、 參百石 
C 三 澤瀉〕 水 野 源 太郞 、百 八 指 石 C 割 七寳內 
水の 字〕 水 野次 郞兵衞 、百 八 拾 石 (丸 內劎 
片 喰) 水 野 七左衞 門、 百 五 拾 石 (九 ョゥ〕 水 
野 小左衞 門、 百 三十 石 (丸內 合 蔦) 水 野 五 
十郞 、百 參拾石 (丸 內 水の 字〕 水野欣 之丞、 
八 拾 石 (丸 內釘 貫〕 水野惣 太夫」 等 見 ゆ® 

24 彫刻師 水 野 源 七、 その 三男 源 次 (好 
榮 、照 喜)、 弟 源 六 (太 泉〕、 又 演乘の 弟子 
水 野 源 次 (好 榮〕 等 皆 名 ぁり。 

25 祀 伊の 水 野 氏 日 高 郡 古 屋村新 八幡宮 
の 神主に 水 野 伊大夫 あり。 新 宮水野 家は 
第 九 項を 見よ。 

26 安藝の 水 野 氏 豐田 郡 小 梨 山堡. は、 水 
野 將監の 所 居に して、 水 野は 一に 小 梨と 
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も稱す (通 志)。 

27 日向の 水 野 氏 日向 記に 水 野 右 衞鬥尉 

を 擧 ぐ。 

28 平 姓 尾 州 春 日 井 郡 新 井城 主 水 野 又 太 
耶の 後裔、 尾 州 藩に 仕 ふ。 林 太夫の 第三 
子 水 野 子 惇は岷 山と 號 す、 良史 として 名 
- あり 0 

29 雜载紀 伊 藩 重臣の 外、 武鑑、 佐 竹 支 
藩 用人、 松 山 松 平 藩 重臣、 有 馬 藩 重臣、 
西 尾 松 平 藩 年寄、 麻 田 青木 藩 重臣、 吉田 
松 平 藩 家老、 及び 小姓 頭、 福 島 板 倉 藩 用 
人、 白 川 松 平 藩 用人、 鶴 岡 酒 井 藩 重臣、 
岡 山 池 田 藩 番頭 用人、 山形 水 野 藩 家老、 
森 藩 中老 等に 此の 氏を 载 せた 90 
又 秀康卿 給 帳に 「千 石 水 野太 藏 、四百 石 
水 野 半兵衞 J を 載せ、 又莊 內藩老 水野大 
膳 元朗は 忠直に して、 學深 く、 華 陰と 號 
す。 また 幕臣 水 野 伊兵衛 則 正 ( 淸和 源氏 
滿政 流〕、 又 水野奎 右衞門 (未 勘〕、 增 山家 
記に 水 野 備後守 元 綱、 井上 系圖に 水 野 隼 
人 正、 笠 間 藩士 水 野秋彥 は 明治時代 國學 
者と して 知らる。 又 藥師寺 家系に 「御 小姓 
水 野隱岐 守」 (本 多 家臣〕、 香 宗我部 記錄に 
「二百 石 水 野 孫左衞 門」、 美作縣 令に 水 野 
彥四郞 等 見 ゆ。 
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又 法 華 寺 御所 家 司に 水 野 木工、 京都の 醫 
師に水 野 源 之 進廣業 (士 勤、 時 山〕、 m# の 
士 。又享 保 長命 者 書 上に 水 野 備中守 (九十 
. ニ歲〕 、大久 保 酉 山 先祖 書に 「御 書院 番水 
野 下野 守、 長 好 女子 水 野 淸十郞 勝久 妻」 
と。 又 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 五 拾 石 水 野 幸 
左衞門 j を 載せ、 又 結 城 藩 老水野 勝 記の 
養子 主馬 勝馬 (柳 田 « 奉の 男) は 勤王の 
士 也。 又水戶 藩士 水 野 哲太郎 信 順 (陸 奥の 
人)、 又 浮 # 畫師に 水野芳 年、 その 門 水 野 
籴次郎 年 方 c 野中 吉五郞 男)、 又 水野德 方、 
又 本草 學者に 水 野 元 勝 あり。 その他、 陸奧 
羽 前、 羽 後、 岩 磐、 常 陸、 房總 、武藏 、相 摸、 
美 濃、 信 濃、 山城、 攝津 、和 泉、 播磨 等に 存 
す 0 

光之 ミツノ 信 濃の 名 族、 滋野 氏の 族に 
して、 淺羽本 滋野氏 三 家系 圖に 「海 野右衞 
門 尉 長 氏— 幸 元 (光之 六耶〕 j と見ゅ。 

光野 ミツノ 美 濃、 武藏 等に 存 す。 

水ノ江 ミ プ SH  ミグ H 條を 見ょ 0 

水 尾 ぐ/ ゾノヲ ミ ヲ條を 見ょ 0 

水 之 尾 ミ ゾノヲ 同上。 又 一浪 華の 醫師に 

水 野 尾 尨 (正 眠」 あリ 、詩を 善くし、 書に 
巧み 也。 

水 雄 ミゾ ノヲ  ミヲ 等を 見よ。 


水 之 次 ミ ヴノ ツギ 

光信 ミツ ノブ 備前に 此の 氏 有り。 

光延 ミツ ノブ 同上。 

水 谷 ミヴ ノヤ 桓武 平氏 也 0. ミグ タ -I 條 
を 見よ。 其の 他 多し。 

水 野 谷 々/ ヴノヤ 磐 城 國石城 郡 水 野谷邑 
より 起る。 水 谷條を 見よ。 

水野屋 ミヴ ノヤ 同上。 

水屋 ミヴ メ ヤ ミグ ャ條を 見よ。 

密寶院 ミツ ハウ 4 ン 山城の 名 族、 春 原 
姓に して、 春 原 系圖に 「祐宣 丨祐繼 ( 密寳院 
元祖〕 1 堯繼丨 堯暹丨 堯祐— 祐覺— 堯晋— 
幸 順— 幸 聖—幸 海— 堯 充—祐 秀—堯 珍」 と 
見 ゆ。 

三-橋 ミッ ハ シ ミ ハ シ條を 見よ。 

三ツ橋 ミツ ハシ ミ ハ シ條參 照。 武藏等 
に 存 す。 

水 橋 ミヴ ハシ越 中 國新川 郡の 豪族に し 
て、 三 州 志に 「水 橋 堡は下 條鄕東 水 橋に 在 
リ 。邑傳 、水 橋將監 舘逨と 云 ふ。 元 縫 元年 
十月、 謙 信 出軍、 賊徒 小 出城の 園を 解いて、 
水 橋の 塞に 保む を攻陷 すと、 武德編 年 集成 
に 見 ゆ」 と。 その他、 信 濃、 武藏 等に 存 す。 

水 判 土 ミヴハ ド 武藏に 此の 地名 ぁリ。 

水 走 ミゾハ シリ 河内の 大社 枚 岡 神社の 


舊 社家に して、 枚 岡 連の 後裔と 云 ふ。 ヒラ 
ヲカ條 を 見ょ 0 

水濱 ミ ヴハマ 陸 奥の 豪族に して、 浪岡 
御所配下0士にあり。水津條を見ょ。 

水 早 $プ ハヤ 制削流柔道の祖に水早長 
左 衞門信 正 あり。， 

水 林 ミヴ ハヤシ 武蔵 等に 存 す。 

水 原 ミ '/ ハラ スイ ハラ 常 陸、 岩 代、 
筑前 等に 此の 地名 あり。 

1 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 摸 發祥の 豪族に 
して、 三 浦 系圖に 「岡 崎 四郎 義實 丨眞田 
與 一義 忠丨千 三 郞實久 (水 原〕— 三郎 太郞 
實撕^ 1 ^ 
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彥太郞 5« 太 郎 


—爲實 -H K 氏 

彥次 郞 I 又 太 》 

丨 彌四郞 
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六郎  一 

— 爲明彌 こ® 

— 土用 石 丸 

丨實 政丨實 益 H 實 光彥焉 

. ー-{貫長平 = 郎 

と载せ 、中興 系圖 1C 「水 原 •平 姓、 本國 


相模 、佐 那田與 市義忠 の 男 千三郞 實久 • 
之を 稱 す」 とこ 

2 橘 姓 常陸國 行方 郡 水原邑 ょり 起る。 
前項氏に同じけれど、永原系圖には「佐 
那田餘 I 義忠 丨 千太部實忠 — 太 部義國 — 
實遠 (實は 橘 成經の 男、 始めて 常 州 行方 
郡 水 原邑に 住し、 水 原 千三郞 と 云 ふ〕— 
實 綱— 爲 網— 爲 實丨實 氏— 氏 成— 成 遠— 
丨成 實—實 經—經 秀丨秀 重— 重次丨 重實丨 
久實丨 賢明 丨重 久丨秀 淸丨重 澄」 と (蒲 
生 郡 史) 見 ゆ。 又 田 原族譜 1C 「實久 (水 原 
仙 三部〕 丨實網 (三部 太郎〕 —爲綱 ( 三部〕 
丨爲明 (眞 田太郞 、下野 守〕 丨盛明 (眞田 

與五 郎〕 丨忠明 (三 郞 ，伊豆 岡 崎 住〕— 實 
益 (平 太郞 、住所 同〕— 實光 (水 原 彥三郞 、 
民 部、 住所 同〕 丨實安 (平 三 郞 •住所 同。 
弟忠 行は 左市郞 、民 部〕 丨義泰 C 三部、 刑 
部 入道、 號隨 兼、 母は 石 塚 內藏诹 藤 原 行 
安の 女、 伊豆 國黑木 御所 從三位 源 政 知に 
仕へ、 母方の 姓に 改め 石 塚と なす〕」 と 見 


ゆ 


〇 


3 越後-の 水 原 氏 謙 信 樣御分 城 持 大將衆 
に 水 原壹岐 守、 景勝 家中 侍に 水 原 常 陸 守 
等 見 ゆ。 

4 佐々 木 氏族 三 原 氏の 裔也 、家紋 丸に 


三 ^ - 橘) ミ ハラ 條 に 詳か 也。 

5 近 江の 水 原 氏 第二 項、 及び 前項を 見 
，ょ。 又 明治 曆學の 大家に 水 原 準三郞 (蒲 
生 郡 常 樂寺邑 、源 四郎 男〕、 僧侶に 水 原 慈 
音 c 高宮圓 照 寺 住職、 本 派 本 顔 寺〕 等 見 ゆ。 
6 源 姓 攝津國 能 勢 郡の 豪族に して、 栗 
栖城 (栗 栖) に據 る。 水 原 右 衞門尉 源 盛 景丨 
居り、 その 後裔 源六郞 光景に 至 9 、 鹽川怡 
耆守に 攻められて 陷 る。 見聞 諸 家紋に、 


水 原 


と あるは、 此の 流 か。 

7 肥 後の 水 原 氏 「六 箇莊 小山 鄕 地頭 早 
岐 判官 代淸基 法師 (法名 正 心) 代 隆信 •當 
▼莊惣 追 捕 職 給 主 水 原 孫 四 郞宣孝 代行 信と 
所 務を相 論す る 事、 云々。 正 和 五 年 五月 

十二 日、 相 摸 守 判、 武藏守 判」 と。 以下 
早岐 、菊 池、 小山、 詫 磨 等の 條を見 ょ。 
又東鑑 四十 七に 水 原兵衞 尉孝宣 •見 ゆ。 
8雜載武鑑、柳川立花藩用人に此の氏 
を 載せ、 又 加 賀藩給 帳に 「九 百 五十石 (蛇 
の 目〕 水 原 淸五郞 、百 五十石 新 知 水原淸 
左衞 門」 等 見 ゆ。 その他、 浪花、 京都、 


備 前、 武藏  > 讃岐 、伊豫 等に あ 


光原 ミツ ハラ 信 濃に 此の-氏 存 す。 

三ッ原 ミツ ハラ'  下野の 名 族に して、 天 
正の 頃、 芳貿氏 配下の 將に 三ッ 原十郞 成定 
あ SN、 * 條勢を 破る。 

水引 ミ ヴヒキ 羽 後 秋 田 在の 人に 水引 勢 
五郞 あリ 、力士 四車大 八の 義弟 也。 

光久 ミツ ヒサ 香 宗我部 家臣に 光久 九 良 
太 良 あり。 

ミツ ヒラ 

水 房 ミ ヴ フサ 武藏男 衾 郡に 水房庄 、又 
比 企 郡に 水房庄 (村 七〕 見 ゅ。  ， 

三 淵 ミツ フチ 便宜上、 ミブ チ條に 併せ 
收 む。 

111 津淵ミ ツフチ 同上 參 照。 

水 淵 ミヴフ チ 中興 系圖に 見 ゅ。 又 日向 
の名族にして、土持相摸守の家臣に水湖伊 
實 守あリ 、土 持 條を見 よ。 

滿生野ミツフノミヲ  ノヤ 條を 見よ。 

水部 ミヴべ モト リベ 條を 見よ。 

光部 ミッべ 

水 保 ミヴホ 和名搀 、武藏 國那轲 郡に 水 
保鄕を 敗む。 井 俟の譌 かとの 說 あり。 

光保 ミッ ホ 

三ッ穗 ミッ ホ 

水 間 ミヴマ ミヌマ Z ブ 大和-和 泉 


ミツ ハラ 


ツ ハラ 
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ミツマ 


越 前、 筑後 等に 此の 地名 あり。 川に 夾まれ 

たる 地な どょ 9 起り しなれば、 他に も 多 か 

るべ く、 又水活 とも 通じ 用 ひらる。 

1 水 間君筑 後の 豪族に して、 水 溶 君に 
同じ。 ミヌマ 條參 照。 雄 略紀十 年條に 「身 
狹 村主靑 •吳 の献 りし ニ鵡 を將ゐ て、 筑 
紫に 到る。 是の鵡 •水 間 君の 犬の 爲に嚙 ま 
れて 死にぬ。 是に 由り て 水 間 君 •恐怖 憂 
愁- 自ら 默』 する 能は ず、 鴻十雙 と 養 烏 人 
とを 献じ 、以つ て 罪を 贖 はんと 請 ふ。 天 
皇 •これを 許し 給 ふ焉 J と载 せた るは 此の 
氏人也。 2 に嶺縣主泥麻呂の犬とあり〕。 

2 物 部 流の 水 間 君 これ も筑 後の 豪族に 
て、 前項 氏を 冒せし なるべし。 天孫 本紀 
に 「物 部 阿 遲古連 公は 水 間 君 等の 祖 也」 と 
見 ゆ。 阿 遲 古は 肥 前 風土記に r 筑 前國宗 
像 郡 人珂是 胡，」 と ある 人 か。 苒按 する に 
前項 氏 も 物 部 氏の 族に て、 太古 分離せ し 
も. のか。 別に 云 ふべ し。 

3景行帝裔の水間君景行本紀 ^ 「武國 
凝 別命は 筑紫水 間 君の 祖 J と あり。 

4 同上 同じく 景行 帝裔な れど 少しく 流 
を 異にし、 景 行本耙 に 「國背 別命は 水 間 
君の祖」と見ゆ。 

5 三 島 水 間 君 これ も景行 帝裔に して、 


ミツマ 


景行 本紀に 「豐門 別命は 三 島 水 間 君、 云 
.々の祖」と見ゆ、攝津の三島か。 

6 水 間宿禰 類聚 符宣 抄卷四 等に 此の 氏 
人 見 ゆ。 

7 大和の 水 間 氏 添 上 郡の 豪族に して、 
水 間 城に 據 る。 天 正の 頃、 水 間 民部少 輔 
と 云 ふ 人 あり、 物 部 氏族の 水 間 君の 裔と 
傳へ .られ る。 又 筒井 時代に 水 間宮內 、山 
田 氏 配下に 水 間 氏 等 見 ゆ。 

8 因幡の 水 間 氏 小 代庄の 名 族、 山本條 
參 照。 

9 藤 原姓備 後の 豪族に して、 藝藩通 志、 
惠蘇 郡條に 「坂 本 域、 模本 城 •並に 下 門 
田 村に あり。 坂 本は 白 根 加 貿兼保 (一に 
久貞〕 の 所據 。遺趾 •さだかに 見 ゆ。 稹 
本は、 水 間 佐 渡の 所 居。 按ずる に、 中 門 
田 村 明 福 寺は 加貿が 所 建に て、 其の 鐘銘 
に、 白 根 氏は 薪 山 家臣、 天 正 十三 年 三月 
廿 四日 卒 。其の 從臣 水間耙 伊 云々 と あり。 
因りて 知る、 水 間は、 白 根の 屬な るを」 と。 
又 奴 可 郡條に 「西 城 町 水 間 氏は 惠 蘇郡葫 
山 故城 主の 臣に 、水 間祀 伊藤 原爲 近と い 
ふ あ 9。 爲 近が 長子 大藏 兵衞 •部 山の 役 
に 戰 死す。 遺 腹の 子 三人 あり、 次男 太郎 
兵衞 •此 e 地に 隱る 。これを 此の-家の 祖 
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とす。今の助右衞門まで十掛なり。第四 
齿源 右衞門 •孝を 以つて 著る、 第二 世よ 
り 九 世まで、 坊長た り」 とい ふ。 

10 陸 前の 水 間氏鹽 m 社 神籍に 「三 社 兼 
帶 * 神 笛 太夫、 神 笛 役 (水 間備 後) j を载 

せたり o 

11 雜载磨 エ水間 次 邸 左 衞門友 兼は、 友 
齋 、沾德 等と 號す 、和歌 俳諧に 長ず。 又 
攝津 、武藏 等に 存 す。 

三 蒲 ミヴマ ミヌマ 條を 見よ。 

三津間 ミツマ 前 ニ條と 通ず。 

水 ®:' ミ ゾマ キ次條 氏に 同じ。 

水卷 ミヴマ キ 越 中 國礪波 郡 水牧邑 より 
起る。 利 仁 流 藤 原 姓に して、 源平 盛衰 記に 
越中國 住人 水卷四 郞 安高、 同小 太郞 安經等 
見 ゅ、 井口 條參 照。 

三 俣 ミツマ タミ マタ遠 江、 武藏 、越 
後 等に 此の 地名 存 す。 關孝 和の 門算數 家に 
三俣久 長あリ 0 - 
水 侯 ミ ヴマタ ミナ マ タ條を 見よ。 
光町？ ソマ チ 

水 町 ミ ヴマチ 信 濃、 武藏 等に 存 す。 又 
水 町 袈裟 六 •財羿 に 名 あり。 

7X VS ミヴミ ミ ゾゥミ アマ 

1 水 海毘 登百濟 族に して、 河内の 古 族 


也。 此の 毘 登は 首の 後なる や、 史の 後な 
•る や 不詳。 天平 神 護 年間に 連 姓を 賜 ふ。 
2 水 海 連 前項 氏の 後に して、 天平 神 護 
ニ 年 七月紀 に 「命 婦外從 五位 下水 海毗登 
淸成 等の 五 人に 姓を 水 海 連と 賜 ふ」 と载 

せ、 姓氏 錄は河 內諸蕃 に收め 「水 海 連。 百 
濟國人 努理使 主ょり 出づる 也」 と あ 0。 

3 無 尸の 水 海 氏 正倉院 天平 十二 年 文書 
等に 此の 氏人 あり。 

三 見 ミツミ 三 見 宿禰 あり、 漆 部 條を見 
ょ 0 

光村 ミツ ムラ 美 濃、 尾 張、 武藏 等に 此 
の ^ あり。 又 周 防の 豪商 水木 氏の 男 孫兵衞 
は 能 毛 郡 光井 村に 生れ、 光村を 氏と す、 动 
多し。 

水 村 ミヴ ムラ 高麗 文書に 水 村甚吉 、又 
武藏に 見え、 又 石 州 流 茶人に 水 村 不言 あり。 

光用 ミツモチ 

滿持 ミツモチ 淸和 源氏 斯波 氏の 族に し 
て、尊卑分脈に「斯，波家氏—左近將監宗家 
— 又 四 郞義眞 」 と あるを、 淸和 源氏 系圖に 
「滿 持三郞 、又 滿行彌 三郞」 と载 せたり。 

光本 ミツ モト 攝津國 の 西 成 郡の 名 族、 
又播 磨、 備前 等に 存 す。 

光元 ミツ モト 美 作久来 郡の 名 族、 霸所 


ミツミ ミツ モト 


預土佐 光元 C 天文 永祿) の 男 五郎 左衞門 •當 
國 に 下 ^ すと 傳 ふ。 

滿本 ミツ モト 

三ツ本 ミツ モト 武藏 等に 存 す。 

水 本 ミヴモト 

丨藤原 北 家 閑院流 雲上 家の 稱號に して 
尊卑分脈に「德大寺實基*號水本」と見 
ゆ 0 

2 藤 原 姓 末 茂の 裔に .して、 大官 隆經の 
孫隆 勝の 後 也と 云 ふ 0 ; 

3 雜載 その他、 武藏 前 等に 存 す。 
水 元 ミ ヴモ ト備前 等に 存 す .0 
水 « ミ ヴ モリ ミモリ 條を 見ょ。 

水 守 ミヴ モリ-同上。 

三 ツ矢ミ ツヤ 武藏に 此の 氏存 す。 

三 矢 ミ ツヤ 攝津に 三 津屋 、越 前に 三屋 
の 地 あり。 

水屋 ミヴヤ ミヴ ノヤ 熊 野の 豪族に し 
て、 平家物語に 「新宮 侍には 宇井、 鈴 木、 
水屋、 龜の 甲」 と。 クマノ 條參 照。 

水 谷川 $ ツヤ ガハ 大和 國添上 郡 水 谷川 
より 起る。 興 福 寺 中一乘 院主に して、 明治 
遺 俗して 男爵を 賜 ふ。 水 谷川 忠起は 近衞篤 
麿の 弟 也。 

光安 ミツ ヤス 


ミツ モト ミツ ヤス 


三 柳 ミツ ヤナ ギ 美 濃 國羽嶋 郡 (尾 張 中 
島 郡〕 三 柳 邑ょ 9 起る か。 この 氏は 淸和源 
氏な りと。 

光山 ミツ ヤマ 武藏 、石 見、 出 雲、 攝津 
等に存す。 

滿山 ミツ ヤマ 岩 代 磐 城 地方に 存 し、 又 
對馬 藩儒に 滿 山南昌 c 嶺悦) 、男 環 (雷 夏)、 
また 滿山右 內等皆 名 あり。 

三津山 ？ソャ マ 
水 山ミヴ ヤマ 

光行 ミツ d キ 武家 高名 記、 天 正 十二 年 
九月 十一 日 義統判 書に 「光行 助 右衞門 殿」 を 
载せ .たり。 

00  ミツ ユキ 淸和 源氏 斯波 氏の 族 也、 
ミツモチ 條に云 へり。 

光士 ロ ミ ツョシ 

1 鎭 西の 光吉 氏 豐後國 大分 郡に 光吉 名 
ありて、 觀應 三年 五月に 「飯 尾 隼 人佐吉 
連 代に 光吉 右衞門 入道 心 藏の 軍忠 狀」 存 
す。 

又肥後の豪族に在りて、嘉吉三年の持朝. 
侍 帳に 光吉 刑部丞 •見 ゅ。 

2 雜载 その他、浪花の人光吉渕(子魚> 
名 あり。 又播 磨、 備 前、 山城、 武藏 等に 
存 す。 
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ミツ ヨシ —— = ミ テシ  ミ テシ 口- — ミト  ミト  灵ー忌 


水吉 ミヴ ヨシ 
水 和ミヴ ヮ 

滿王野 ミツ ワウ/ ミ タノ 條を 見よ。 

水 若 醉 ミ ヴヮ カス 隱岐國 穩地郡 五箇村 
に 水 若 酢 神社 ありて、 水 若 酢 命を 祭る、 隱 
岐條參 照。 

水 涌 ミヴワ ク大和 國山邊 郡の 豪族に し 
て、 水浦庄 (都 介 野 村 白 石〕 より 起る。 素盞 
嗚尊の 御子 大年 神、 其の 子 羽山戶 神、 其の 
子 彌豆麻 伎 神の 後裔と 云 ふ。 正 安中、 水 涌 
式部 少輔 、應 永には 同實 詮あリ 。白 石、 窪 
等 も 此の 末裔 也。 各條參 照。 

御手 犬 養 ミ テ イヌ カヒ ィヌ カヒ 條參 

照。  ./ 

〇 阿多 御手 犬 養 隼 人 族 也、 ァタ 、及び ィ 
ヌヵ ヒ條を 見よ。 姓氏 錄には 右京 神 別に. 
收め 、「阿多 御手 犬 養。 同 神 (火 闌降 命) 六 
世の 孫 •薩摩 若 相 樂の後 也」 と载 せたり。 

御手 養 ih ヵヒ 

〇 阿多 御手 養 氏 隼 人 族に して、 前條氏 
に 同じ。  . 

幣 i アグラ 

御 勃 使 ミ テシ ミティ苧裴國中巨摩郡 

に 此の 地名 あリ て、 一に 御 勅旨に 作る。 甲 
斐國 志に I 栖澤 城は 御 勅使 川の 北岸 •太 嵐 


村の 域に 在リ 。古 時、 須澤 村の 分 村なる ベ 
し。 里人 相傳へ て、 御 勅使 十郎 、鹽 谷三郎 
なる 者 •此の 墟に據 る」 と载 す、 勅使 河原 
條參 照。 

御手 代 ミ テシ ロ 

1 御手 代 首 天 諸 神 命の 裔に して、 姓氏 
錄 、大和 神 別に 「御手 代 首。 天 御中 主命 
十 世の 孫 天 諸 神 命の 後 也」 と 載せたり。 
2 御手 代 連 前項 氏の 連 姓を 賜へ る 氏な 
らん。 後に 宿 禰 姓を 賜 ふ。 

3 御手 代 直 天平 六 年の 尾 張 國正税 帳に 
「史生 從八位 上 御手 代 直 男 綱」 あり。 前項 
. 氏と 同異を 詳に せず。 

4 御手 代 宿 福 御手 代 連の 後に して、 天 
平 二十 年 七月 紀に 「從 五位 下大倭 御手 代 
連麻呂 女に 宿獮 姓を 賜 ふ」 と あり。 

5. 無 尸の 御手 代 氏 靈異記 上卷に 御手 代 
東 人 あり。 聖武 朝の 人 也。 其の 他 萬 葉 集 
卷八に 三 手代 人名、 また 今昔 物語 卷 十六 
等に も 此の 氏人 あり。 

三 手代 ミ テシ 口前 條に 同じ 0 
三 刀 ミト 和名汝 、尾 張 國海部 郡に 三 刀 
鄕を收 む、 高山 寺 本には 三方 鄕に 作る。 
御津 ト ミツ 條を 見ょ。 

三戶 ミト ミツ ド サン ノへ 三 河、 伊 


豆、 相 摸、 陸 奥 等に 此の 地名 あり。 

丨淸和 源氏 伊豆の 豪族に して、 田 方 郡 
三戶 (三 津 J 莊 より 起る。 三津御 厨の あり 
し 地 也。 此の 氏は 源 三位 賴政の 男 伊豆守 
仲 綱の 裔と傳 へらる、 ミッ 條參 照。 
氏人は 源平 盛衰 記に 三 戶次郎 あリ 、公藤 
介と 仲 悪しく 常に 軍す と。 エ 藤、 加 藤 等 
の條に 詳か 也。 又 太平 記卷 二十 九に 「左 
馬頭の 御 後見 三戶七 郞は 其の 夜、 同志 打 
せられて、 半死半生に 候 ひしが、 行方を 
知らず 成り 候 ひぬ」 と 云 ひ、 卷 三十、 薩 
埵山合 戰條に 「武 藏守師 直が 一族に 三 戶 
七 郞と云 ふ 者を 大將 に 取り立て、 薩埵山 
の 後攻を せんと 企てけ る」 と。 

又醋醐 報恩 寺 文書 觀應ニ 年 正月の 關東注 
進 状 案に 「若 御前には 三 戶七郞 、彥部 次 
郎」 と 載せ、 又* 條九代 記に 「足 利 基 氏 • 
三 戶七郞 を 召さし め、 汝は 我が家に て 執 
事 職を も 承は る 程の ものなる が、 高 家の 
一族な れば とて、 之を 殺害せ らる .」 など 
多し 。なほ 第 六 項を 見よ 0 又 松 下條參 照。 

2 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 摸 國三浦 郡！ ニ 戶 
邑 より 起る。 三浦義 澄の 男十耶 友 澄 •三 
戶と稱 す、 承 久合戰 討死。 

3 高 階 姓 高 氏族 第一 項 氏に 同じ かるべ 


し 0 

4 桓武 平氏 長 尾 氏族 相 州 兵亂 記に 「上 
杉の 長臣 無二の 忠功 をな しける 長 尾左衞 
門 尉景春 入道 伊 主 •逆心を 起し、 同名 六 
郎と 一味して，、 已に打 立ちければ、 近親 

の 家の 子 •三 戶駿河 守、 太 田 備中守 種々 
諫めけ る」 など 見 ゆ。 

これょり 前、 卷 I に 三 戶治部 小 ノ輔 あり、 
長 尾 出 雲 守に 討 取らる。 また 下總 小金 本 
土 寺 過去帳に 「三戶 治部少 將妙榮 •永 享 
九五月」を载す '0 

5 備 後の 三 戶氏藝 藩 通 志、 御調 郡條に 
「三 戶馬之 助宅址 は宮內 村に あり。 馬 之 助 
は、 勝 山 故城 主 漉 川 家臣な リ J とい ふ。 
6 安藝の 三戶氏 第一 項 氏の 族に して、 
三戶 文書に、 建武 三年、 三 戶 孫三耶 賴顯 • 
毛 利 時 親に 隨從 して 當國に 下る と载 せ、 
下って 藝藩通 志、 高 田 郡條に 「三戶 城は 
粟屋 村に あり。 三戶與 五郎の 所 居」 と 見 
ゆ、 子孫 相繼 ぎて 此の 地に 居りし ならん。 
安西 軍 策には 三戶 與五郞 の 外、 三 戶五郞 
右衞 門、 三 戶小三 郎等を 载 せたり。 又 通 
志、 高 田 郡に 「多 治 比 邑三戶 助九郞 宅址 
は 同村 黑田に あ yj と。 

又 三 戶系圖 には 「淸和 夫 皇 十二 代の 後胤 • 


城 ニ 郞賴 職の 四 男 三戶源 兵 衞尉賴 房— 左 
衞 門尉賴 行— 次 郞賴國 、弟 三郞賴 兼— 三 
郞次郎 賴家丨 三 郞賴村 丨三郞 太郞賴 章— 
又三郞 賴狻丨 四郞 三郞賴 盛 丨三郞 次郞爲 
賴丨 中務丞 景賴— 彥七賴 次— 爲延 (後に 
高 四 部國 近と 改む〕 」と载せ、後设更に三 
戶に改 む (伯 野 香 陵 氏) と。 子孫 長. 州 藩士 
也。 なほ 水 戶條參 照 0 

7 淸和 源氏 南部 丘 族 陸奧國 三戶郡 三戶 
より 起る。 南部 氏の 宗家 •此の 地に 居り 
しを 以つて 三戶氏 とも 云 ふ。 南部、 糠 部、 
八戶 、汍戶 、破 木 井 等の 條を炅 よ。 又橫 
. 溝、 エ藤 等の 條參 照。 

8 雜载 武鑑、 小 野 一柳 藩 用人に 此の 氏 
を 取む。 又 防 長より 攝津 、武藏 に 存 し、 
津輕に も 現存す。  、 
水戶 ミト 常 陸、 丹 波 等に 此の 地名 あり。 

1 桓武 平氏* K 掾 、馬場、 多氣 等の 條を 
見よ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 常 陸の 水戶 より 起る。 
江戶 氏の 嫡流 也。 江 戶條を 見よ。 又 新 編 
國 志に 「水戶 •江 戶重 通の ニ子、 長 •通 
升は 小五郞 と稱 す。 天 正 十六 年、 大部 村 
身 流 山の 館に 於いて、 神 生 遠 江 守 通 朝の 
爲に 害せら る、 年 十六。 次男 宣通 •三 七 


郞 、また 彥五郎 、但 馬と 稱す 。其の 子內 
歴 朝祗 •水戶 氏と 改む 。天 和 三年 死す。 
其の 子朝榮 ••水 戶 平兵衞 •實は 竹 屋中納 
言 光長 Q 四 男、 其の 子 市 之 進 朝兼あ 'a、 
元祿中、家を繼 <° 」と？ 

3 水 戶德川 氏 松 平氏の 族、 德川 家康の 
十一 男左衞 門督賴 房の 後 也。 水戶 城に 居 
り 始め 二十 五 萬 石、 後に 三十 五 萬 石を 領 
す。 「中 納言賴 房 丨中納 言光囿 ( 權大納 言〕 
丨中納 言綱條 (實 は賴重 男)— 宰相 宗堯 
(實 は賴豐 長男〕— 宰相 宗翰 丨中納 言 治 保 
— 宰相 治紀 —中納 言齊修 —( 弟) 中納言 
齊昭 S 大納言〕— 中納言 慶篤丨 昭武丨 篤 
敬—囿順」にして、御三家の一、現今侯 
爵 。其の 實子 系圖は トク ガハ條 を 見ょ。 
分家 四 あり、 松 平を 稱 す。 

賴 房の 長男 「讃岐 守賴重 (左少 將〕 —同賴 
常 (實は 光 固 嫡男〕— 同賴豐 (左 中將 、實は 
賴重ニ 男 圖書賴 章. 男〕 丨 同賴桓 (侍従、 實 
は賴重 末男 帶刀 賴芳 男〕— 同賴恭 (大學 頭 
賴貞ニ 男、 左 中 將〕— 同賴眞 (左 少將 )1• 
(弟〕 同賴起 (左 中將〕 丨同賴 儀 (實は 賴眞 
男〕— 同賴恕 (左 中將 、齊昭 の 兄)— 同賴 
胤 (左 中將 、實 は賴儀 男〕— 同賴聰 ( 實は 

，養 方 弟) 丨賴 溫丨 賴壽」 にして、 讚 岐高松 
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十二 萬 石。 現今 伯爵。  * 

次に 賴 房の 四 (三) 男 「刑 部 大輔賴 元 (侍 
從〕 丨大學 頭賴貞 (少將 同賴寬 (侍 
從〕 丨同 賴亮- : 侍從〕 丨 同賴愼 C 同〕 丨同賴 
誠 (同〕— 同賴升 (同) 丨賴之 丨喜德 —賴緖 
丨賴 平」 にして、 陸 奥 田 村 郡 守 山 ニ 萬 石。 
現今 子爵。 

次に賴房の五(四〕男「播磨守賴隆(侍從) 
丨能登 守 賴如 (同〕— 播磨 守賴明 (同〕— 同 
賴永 (同〕 丨同賴 幸 (同〕— 同賴濟 (同、 實は 
大學 頭賴貞 男〕 丨同賴 前 (同〕— 同賴說 (實 
は賴濟 ニ 男賴陽 男〕— 同賴繩 (同〕— 雅樂 
頭賴 策.— 賴 孝」 にして、 常 陸 府中 ニ 萬 石。 
'現今 子爵" ■ 

賴房七 (五〕 男 「大 炊頭賴 雄. 丨筑後 守賴道 
—靱頁 佐 賴慶丨 大炊頭 賴多丨 同賴救 ( 實 

は 治 保 弟〕 丨靱貧 佐賴 敬— 主税 頭賴筠 ( 實 
は 治 保 四 男)— 主 税賴位 (實は 養 方 叔父) 
— 大炊賴 德丨賴 位— 賴 安」 にして、 常 陸 
宍戶. 一 萬 石。 現今 子爵。 

その他の 事は、 トク ガハ 、及び マツダ ヒ 
ラ條に 詳か 也。  ， 

4 淸和塬 氏 安藝の 豪族に して 三戶 氏に 
同じ。 通 志に 「實茂 郡 ニ 神 山は 下見 村に 
あ 0。水戶新四郎賴興(一に兼直)の所 


5 


居。 元久 元年 城陷 る」 とい ふ。 

雜载伊勢に水戶御食神社ぁり。又秀 
康卿給 帳に 「千 石 水 戶三七 殿」 と。 その 
他、 武藏 、信 濃 等に も存 す。 

身 人 ミト ミトリ 條を 見ょ 0 

見戶 ミト 備 前に 存 す。 

御 道 且ー ミ ドウ グ甲裴 國東山 梨 郡 江 曾 原 
邑の名 族 也。 もと 御 道具方の 頭 役な りしを 
氏に萁ひし也。 

三月 岡 ミト ヲカ 武藏に 存 す。 

三處ミ ト コロ 和名 抄 、出 雲 國仁多 郡に 
三處鄕 を收 む。 

三歲 ミ トシ 出 雲條參 照。 

〇 三 歳 祝 三輪 氏の 族に して、 大和 國高 
市 郡三歲 神社、 また 葛 上 郡 葛 木御歲 神社 
などある神社の祝なり。三歲神は大年神 
の 御子に して、 出 雲 神 族と す。 此の 氏は 
姓氏 錄 、未定 雜姓 、大和の 部に 收め 「三 
歲視 。■大物 主神 五世の 孫 意富 太 多 根子 命 
の 後て へり、 見えず」 と载 せた^'。 三輪 
條參 照') 

三戶田 ミト タ柴田 勝 家 配下の 將に三 戶 
田 久次耶 あり 毛 系 條を 見ょ ご 

三 富 野 ミト / 信 濃 國西筑 摩 郡 三 富野邑 
より 起る。 武藏大 石 系圖に 三 富 野 源 七郎家 


繼 •見ゅ 0 

御戶部 ミトべ 職業 部の 一にして、 雄 略 
紀 ニ 年條に 「皇太后 •云々、 我が 厨 人 •芄 
田の 御戶 部」 と 見 ゆ。 六 人 部 C ムトべ 〕 に 同 
じ。 其の 條を 見よ。 

一二 含 田 部 ミトべ 職業 部の 一にして、 六 人 
部に 同じ。 其の 條を 見よ。 姓氏 錄 、山城 神 
別に 「三 富 部。 同上 C 火 明 命の 後 也〕」 と 云 
ふを 收 む。 こは 尾 張 氏族 也 .0 

身 人 部 ミトべ 職業 部の 一也、 ムトペ 條 
を 見よ 0 

水戶部 ミトべ 前 三條參 照" 又 陸 前國本 
吉郡に 水 戶部邑 ぁり。 又 丹 後の 名 族に 在り 
て、 與謝 郡营野 城に 據る 。域 跡は 筒 川 村 菅 
野の 東方 瀧 根 湯' の 山に 存 す。 水戶部 C 三 富〕 
氏 代々 の ■居城に して、 水戶部 丹太耶 安親、 
その子 島太郞 安治 •舟 軍して 成 生 浦に 討死 
せし を以つ て、 丹 波國船 井 郡 橋 爪の 領主 山 
內 伊勢 守 通 意に 厚談 して、 山內將 監通 倫を 
聲 とし、 本庄 •管 野の 兩城 S 主と す。 これ 
より 通 倫 •附近を 侵略し、 天 正 十 年 秋の 比 

.は、 與佐半 郡、 竹 野 郡を 手に入れ、 丹 波 郡 
を脅す所に、細川父子*當國に來るに會ひ 
て 降伏す。 その他、 三 富條參 照。 

又武藏 等に も存 す。 


三苫 ミト マ 

1 大中臣 姓 香椎宮 の 舊 社家 也、 カン ヒ 
條 一四 六 八 頁を 見よ。 又權 大宮司 三 営 家 
系に 「原 夫れ 大中臣 朝臣、 三苫重 春は 天 
兒屋裉 命の 苗裔、 香椎宮 祠官 たる © 始祖 
也」 と。 又 烏賊 津臣 命の 裔と傳 へ、 三苫 
鄉大頜 たりし と 云 ふ。 

2 雜载又 立 花 氏 配下に 三 苫黨 、筑前 原 
田 家臣に 三 笛 淸左衞 門 •見 ゆ。 

三 皆 田 ミト ミ ミトべ と 通ず、 參照せ よ。 

丨 淸和 源氏 木 曾 氏族 信 濃 國西筑 摩 郡 三 
富 野より 起る。 木 曾 系圖に 「木 曾 左 京大 夫 
家 方— 家範 C 三 富 元祖)」 と 載せ、 又 諸家 系 
圖纂に 「家 範 (左 京大 夫、 三 富 元祖)」 と。 

2 桓武 平氏 南北朝の 頃、 三 富 彌四郞 元 
胤 ぁり、 その 軍忠状 に！： 去年 將軍家 御 下 
向の 時、 海道 供奉の 事。 今年 閏 二月 十七 
日、 武州御 下向の 間、 御供 仕る。 同 二十 
日 金 井原、 同 二十 八日、 小手 指原兩 度合 
戰に 忠節を 致す 事。 今月 八日、 相 模國御 

發向の 間、 御供 仕る、 云々。 觀應 三年 三 
月 十六 日」 と。 

3 ' 丹 後の 三 富 氏 水戶部 氏に 同じ。 與謝 
郡 泊 城 (六 萬 部の 背後の 山頂〕 は 三 富豐前 
守の 居城 也と。 


4 雜载 その他、 武藏 、，越後 等に 見 ゆ。 

見{虽 ミト ミ前條 と 通ず、 又武 蔵に 存 す。 

三 富 田 ミト ミ ダ 

三留 ミ トメ 越 前 等に 此の 地名 ありて、 
武藏 等に 存 す。 

御友 ミ トモ 石 見、 出 雲 地方に 存 す。 

三 友 ミ トモ 武 藏國兒 玉 郡 新 井邑の 名 族 
也、 又 埼玉郡 等に も存 す。 

一一 一屋 ミトヤ 和名抄 、出 雲 國飯石 郡に 1 一一 
屋鄕 あり。 

三刀屋 ミト ヤ出 雲に 三 刀屋 大田庄 あり 
三 屋鄕の 地 也。、 ■ \ 

丨淸和 源氏 詉訪部 氏族 前述 出 雲 三刀屋 
庄ょ U 起り しにて、 詉訪 部扶永 •承久 の 
時、幕府ヒ功あリ、賞として此の地を賜 
ふ、 詳細は ス ハべ 條を 見ょ。 又建武 三年 
の 三刀屋 文書に 「三 刀屋 太田莊 J 云々。 
常 山 紀談に 「三 刀 屋監物 孝 和は 其の 先 
祖 •承久 の 役に 軍功 ありて、 出 雲の 三刀屋 
鄕を 賜は 9、 尼 子 氏の 配下に ー屬 しける」 
と。 又 安西 軍 策に 三 刀 屋彈正 左衞門 、又 
筑陽社 天 正 八 年 棟 札に 「三 刀 屋彈正 忠丨 
建立」 と。 又 毛 利 在番帳 、元 就 記 等に 三 
刀屋 城の 事 見 ゆ、 尼 子、 佐々 木 等の 條參 
照。 


2 伯耆 Q 三 刀屋氏 前項の 一族に して、 
伯耆志 に 一源 義家 Q 子義 親の 後 也。 後 新 
田 足 利に 從ひ 、明 德以褲 、山 名、 佐々 木、 
大內 等に 歷 仕す。 三十 代め 孫彈正 左衞門 
久祐 、其の 子に 孝祐 、祐明 あり。 孝祐は 
服 部茂大 夫男久 明を 嗣 とし、 久 明は 孝祐 
の男久 富を 子と す。 故に 一時、 服 部 氏を 
稱せしも、後舊姓に復す」と見ゆ0, 

3 安藝の 三 刀 屋氏通 志、 廣鳥府 五 故 家 
に 「中島 本 町 印判 屋 •先祖 三 刀屋石 見は 
出 雲の 人な りしが、 慶長 三年、 府 ，下に 來住 
し、 彫刻を 業と す。 今の 半之丞 t で 七 代、 
舊 業を 改めず。 半 之 丞は良 善を 以つ て旌 
せらる、 孝義の 部に 見えたり」 と。 

三豐 ミトヨ 細 川兩家 記に 「阿波の 三 臺 
之 康內衆 云々」 と 見 ゆ。 又讚岐 に 此の 郡 名 
あれ ど 新 郡 也。 

一一 一 寅 ミトラ滋野姓の姓號に'して、淺羽 
本 滋野氏 三 家系 圖に 「滋氏 王 丨爲廣 (三 寅 
大 夫と諕 す、 贈中納 言〕— 爲 通」 と 載せた 
90 シゲノ 條參 照。  ' 

御 佩 $ ト ラシ 和名 抄 、美 濃 國武儀 郡に 
御 佩鄕 を收 む。 後世 御手洗 (ミ タラ シ) 邑と 
云 ふ。 

身 人 ミトリ ム トリべ 條參 照。 丹 波の 古 


ミト マ ミト ミ ミト ミ ミトヤ  ミトヨ ミトリ  五八 三 七 


ミトリ トリノ  ミトロ ミナ  ミ ナイ ミナ 力 3S. 会 八 


族に 在りて、 元亨釋 書卷 ニに 「釋 安澄 •姓 
は 身 人 氏、 波 州舡井 郡の 人 云々、 弘仁五 年 
三月 卒 J と 見 ゆ。 尾 張 氏、 卽ち 本國 々造と 
同族 也。 

身 取 ミトリ 前條と 同一 也。 又 肥 後に 昧 
取の 地名 あり。 

翠 ミドリ 前 ニ條參 照。 • 

綠 ミドリ 常 陸、 加貿 、肥 後 等に 此の 地 
名 あり。  . 

美理 ミト y ミト D 4#' 條を 見ょ。 

綠井 ミ ド SS4 和名 抄 、安藝 國佐伯 郡に 
綠井鄕 あ P。 

綠川 .ミ Fy ガハ 岩 磐、 武藏 、信 濃 等に 
此の 氏 あり。 

碧 川 ミドリ ガハ 

碧 河 ぐ/ド リガ ハ 武藏に 此の 氏 あり 0 
翠川 ミ ド リガ ハ 信濃に此の氏あり。 
綠野 ミドリ ノ 上野 國に綠 野 郡 あ 技て、 
和名 抄に美 止 乃と 註す。 安閑 ニ年耙 に 「上 
毛 野 國綠野 屯 倉 J と ある 禅 也。 , 

1 上 毛野綠 野 公 毛 野 氏の 族に して 綠野 
郡ょ. 9 起る 0 

2 上 毛野綠 野 直 夷 姓に して、 弘仁 三年 
四月 紀に 「出 羽 國田夷 •置 井出 公 呰麻呂 
等の 十五 人に、 姓を 上 毛野綠 野 直と 賜 ふ」 


と载せ たり。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 波 多 野の 族 「義 通— 中 
務永 一忠 綱 丨 次郞經朝|秀賴(緣野五 115 〕」 
なりと 云 ふ 0 

4 源 姓 伯耆の 豪族に して、 海 東 諸國記 
に， 「義 保。 己 丑年、 使を禮 はして 来朝し、 
書して、 伯耆州 太守綠 野 源 朝臣 義 保と 稱 
す。 宗貞國 の 請を 以つて 接待す」 と载せ 

た .-19 0 

美 土路ミ ドロ 播磨に 見土呂 、周 防に 海 
土呂の地あり。而して美作の..名族に此の氏 
あり、 | 宮中 山 神社の 社家に して、 百 五十 
六 舊家の I 也。 中 山、 中島、 有 木 等の 條參 
照 ヾ又苫 田 郡 宇 野邑に も 此の 氏 あり、 醫家 
也。 又攝津 、武藏 等に も 見 ゆ。 

美理  $トロキ和名抄、信濃國佐久郡に 
美理鄕 を收む 。吉澤 氏は ミモリ かと 云 ひ、 
立 入 氏は ミト D ヰ かと 云 ふ。 

御名 £ ナ 

1 有 道 姓 兒玉黨 武藏の 豪族に して、 七 
黨系圖 に 見 ゆ。  ‘ • 

2 三 河の 御名 氏 額 田 郡 岩津 村の 士に御 
名 和 泉 守 見 ゆ、 松 平氏を 指す 也。 

皆 ミナ 前條 第一 項 氏に 同じき か。 下總 
小金 本土 寺 過去帳に 「皆 伊勢 守氏繩 •武藏 


蕨 目 落城、 大永第 六 年 六月」 と载せ たり。 
藥 @ ミ ナイ ミナ キ播 磨、 備 中等に 此 
の 地名 あり。 甲 裴國八 代 郡の 名 族に して、 
淺利黨 四姓 (飯 室、 下條 、中澤 、藥 袋) の 一 
也。 但し 甲 州に 此の 地名なければ、 播州 美 
囊 (ミ ナギ〕 郡ょり 起り しかと 云 ふ。 

誠忠 舊家錄 に 「大壕 村 藥袋三 郞右衞 門 吉甫、 
同市 郎 右衞吉 保」 を 載せ、 「藥袋 小 助 信 里 後 
胤、田野に於いて討死、法名本光道如義釾 
居士、 御感 狀を傳 へ、 天正自 後、 處士 とし 
て邑 事を 掌る」 と。 又 明治に 藥袋義 一 (龍 
王の 人) 名聲を 擧 ぐ。 

.又 熊 本 細 川 藩士に 此の 氏 見 ゆ。 

皆 浦 ミナ ウラ 信 濃に 此の 氏 あり。 

皆 尾 ミ ナヲ 東鑑卷 三十 ニに 皆 尾太郞 あ 

御中 ミナ 力 御 長と 通ず るか。 

〇 御中 眞 人皇 別の 貴 姓に して、 桓武紀 
，に 「大學 頭 御中 眞人廣 岳」 なる 人 あり。 

三 半 ミナ 力 (？ 0 正訓 不明。 

三 中 ミナ 力 御中 條參 照。 

御 長 ミ ナガ 

1 御長眞 人天武 帝の 御裔に して'、 天平 
寶字七 年 八月 紀に 「钆政 臺尹三 品 池 田 親 
王*表を上りて 0 ふ、臣の男女五人、.其 


の 母は 凶 族ょ リ出で たリ 。臣 •其の 逆黨 
なる を惡み 、王籍 に 預からず。 然れ ども 今 
や 日月 稍 や 邁 、聖澤 •鏡リ に 流る。 是の 
時に 當 りて や、 處置な さず ば、 恐らく 聖 
化の 內に 所を 失 ふの 民有らん。 伏して 乞 
•ふ、 姓を 御長眞 人と 賜は り、 永く 海内の 
一族た らんと 。詔して 之を 許し 給 ふ」 と 
見えたり。 池 田 親王は 舍人 親王の 御子 也" 
2 無 姓 御 長 氏 小 右 記に 「御 長忠賴 (寬 
仁 三年〕」 あり。 御長眞 人の 族裔 か。 

三 長 ミ ナガ 前條參 照。 . 

〇 三 長長 人 これ も 天武 帝の 御裔に して 
寶_ ニ 年 七月 紀に 「故 從四上 守 部 王の 男 
笠 王、 何 鹿 王、 爲奈 王、 正三位 三 原 王の 
男 山 ロ 王、 長津 王、 船 王の 男 葦田 王、 及 
び 孫 他 田 王、 津守 王、 豐浦 王、 宮子 王、 
去る 天平 寶字八 年、 姓を 三 長眞 人と 賜 ひ 
て、 丹 後國に 配 せらる。 從四 位下 三 島 王 
の 女河邊 王、 葛 王は 伊豆 國に配 せらる。 
是に 至りて、 皆屬籍 に復 す」 と载 せ、 ま 
た 同 三年 八月 紀 に 「三 長眞人 藤 野 等の 九 
人、 屬籍に 復す J など 見 ゆ。 

見 永 ミ ナガ 前ニ條 氏の 後 か。 伊勢の 豪 
族に て、. 建武 中、 見 永 藤 七 郞秀宗 なる 者 あ 
り、 朝 明 郡 山城 村 源 治山 下野 山 域に 據 る。 


名勝 志に 「建武 中、 見 永 藤 七 郎秀宗 (一に 
江 見 名、 海老 名に 作る〕 は、 足 利 尊 氏に 仕 
へ、 屢々 戰功 あり。 因って 此の 地を 賜 ふ」 
と。 爾來歷 代 居城せ しが、 永 祿十 一年 十月、 
阶田信 長の 爲に滅 さる。 萱生村 春 日 部 氏と 
同時な りと。 蓋し 櫻 雲 記、 曆應ニ 年 四月 五 
日條に 「南朝に 於いて、 阿曾 宗 貫に 勢 州 朝 
明 郡を 賜 ひて、 地頭 職に 補す J と あれば、 . 
阿曾 氏の 廢 亡の 後、 此の 氏の 領土と なりし 
かと 云 ふ 0 

南方 ミナ カタ  ミナミ カタ 條を 見ょ。 

皆 河 ミナ 力 ハ 次條 氏に 同じ。 

皆 川 ミナ 力 ハ 下野、 佐 渡 等に 此の 地名 

存 す。 

彳 秀鄕流 藤 原 姓 小山 氏族 下野 國都貿 郡 
皆川邑 ょり 起る。 長 溶 氏の 族に して、 尊 

卑分脈に「秀鄕の裔小山政光—淡路守宗 
政— 同 時宗 丨宗員 ( 實河歟 、皆 河〕」 と载 
せ、 又 長 沼 系圖に は 「長 溶 淡路 守宗 政— 
淡路守 時宗— 宗員 (皆 川 孫四郞 、法名 蓮 
光〕— 四 郞左衞 門 尉 宗長丨 三 河 守 宗景— 
三 河 守顯宗 (又 四郞〕 ，一と 载せ 、また 宗 
長の 弟 「淡 路守宗 村 (四 郞 、覺 空〕— 同宗 
俊 — 又 四 部 秀俊 _ ^ 同宗 則 丨 同宗 常」 と あ 
り。 次に 結 城系圖 も同樣 に载 せ、 また 宗 


員. の 弟 「又 四郞 宗泰 (左 衞尉〕 丨四郞 左 
衞門宗 綱— 淡路守 宗秀— 越後 守秀 行— 長 
沼駿河 守 宇 干 ( 宗于) — 淡 路 守憲秀 (童 名 
龜鶴 丸) 丨紀伊 守 秀宗丨 淡 路守氏 秀 (龍 
騰〕— 宮內少 輔宗 成— 成 勝 (皆 川 山城 守〕 
丨 山 域 守俊宗 丨 廣勝 (早世) 弟 山城 守廣 
照」とぁリ。又長溶ー本系個に「時宗 丨 
宗員 •皆 川 左衞門 尉、 彌四郞 、都賀 郡 皆 

-川莊 を頜 す」 と 見 ゆ。 

又 皆 川 系圖に 「長 沼 淡 路守宗 政の 嫡孫 • 
宗員 (皆 川四郞 左衞門 尉〕— 宗長 (四. 部 左 
衞門 尉〕 丨宗景 (三 河 守、 從五 位下〕」？ 
次に 宗 長の 弟 「宗村 (淡路 守〕— 宗俊 (亦 四 
郎 、法名 宗覺〕 丨 秀俊 (八郞 〕 丨 【示 則 C 亦 四 
郞〕丨宗常(亦四郞、法名邇覺、元亨三年 
癸 亥 二月 四日 生害〕」 と。 

2 氏人 東鏗卷 五、 十、 五十に 皆 河四郞 
を 載せ、 下野 國志に 「皆 川 城は 都 實郡皆 
川 村に ぁリ 。皆 川四郎 左衞門 尉宗員 •始 
めて 築く、 寬喜 年間な り」 と。 又 皆 川 淡 
路氏云 ふ 「皆 川 城 •長 沼 時宗の ニ 男宗貞 • 
始めて 築き 之に 居る。 六 代宗常 •北條 高 
時に 背き、 元亨 三年 二月 生害す。 子孫 • 
本 宗長沼 家に 仕へ、 別に 長 沼 宗秀 •再び 
之に 居る。 子孫 皆 川 氏を 稱す (皆 川 記)」 


ミナ 力 ミナ カタ ミナ 力 ハ rc. / ナカ ハ 3?. 八 j-一 九 


ミナ 力 ハ 

と。又翁草、鎌倉時代の武士の所頜‘を擧 
.げ て、 「 一 萬 五 千 町 •皆 川 小 源太秀 重」 •と 
r れど 徵證な し。 

3 重 興 皆 川 氏 下野 國司所 载系圖 に 「長 
沼 淡路 守宗 政の 嫡孫、 式部 大輔 宗泰の ニ 
男秀行 (越 前權 守、 田 井 住人〕— 宗秀 (淡 
路 守、 新 左衞門 尉、 奧州 岩瀨 )— 宗行 (淡 
路守 、一に 宗 千、 駿河 守)— 秀直 (淡路 
守〕 丨義秀 (淡 路 守〕— 滿秀 (藤 五部〕— 憲 
秀 (淡路 守、 會津田 島〕 丨秀光 (紀伊 守、 
嘉喜 元年 辛 酉 三月 二日、 皆 川に 於いて 卒、 
九十 六〕— 秀宗 (淡 路守 、永 享十年 鎌 倉 生 
害〕— 氏秀 (淡 路 守、 皆川庄 五十 餘鄕 を領 
す。 文明 十二 年 庚 子 九月 二日 卒 、法名 龍 
勝 明 川」 と。 以上 詳細は 長 沼 條に詳 か 也。 
一代 宗成 •氏秀 男、 宮內 少輔 、始めて 皆 
川と 號す 。大永 三 癸未 十一月 三日、 都貿 
郡 川原 田 村に 於いて、 宇都 宮忠 綱と 合戰 
して 討死す。 法名 心月院 禪性宗 成。 今 其 
の 地を 合戰 場と 云 ふ。 弟 成 明は 長 沼 又 次 
郞 、舎兄 宗成 と共に 川原 田に て 討死す、 
法名 安 翁明泰 。その 弟成忠 は 富 田 左衞門 
尉、 その 男忠宗 は 富 田駿河 守と 稱 す。 

ニ 代， 成 勝 •宗 成の 嫡男 •皆 川 山城 守、 天 
文 二十 辛亥 二月 二十 六日 卒 、八十 五、， 法 


ミナ 力 ハ 


名 皆 川 院建幢 成 勝。 その 弟宗 基は 長沼大 
隅守'母方苗字齋藤を襲 <'' 。又ー本.成 
勝の 弟に 七郞 藤繁 、妙 蓮 (金 刚寺 住)、 性 
譽 (同上)、 皆 川 左 衞門尉 明 繁を收 む。 

三代 俊宗 •成 勝の 嫡男、 皆 川 山城 守、 天 
正 元 癸 酉 九月 十一 日 ' 下 總國府 田 井に て 
討死、 四十 九、 法名 心 鐵院 傑岑文 勝。 そ 
の弟廣 勝は 長 沼 彈正少 弼 、又 四郎、 二十 九 
歳 卒 、法名 籌山良 勝。 その 弟 宣英は 太平 
山別當 、般若 寺 住持、 中興 十一 世、 元 和 
八 年 壬 戌 五月 二日 寂。 又 一本 後宗の 弟に 
又五郞 (下總 臼 井 討死〕 を 收 む。 

四 代 廣照 •後宗 の 嫡男、 從四 位下、 又 三 
郞 、山城 守、 入道 賢哲、 元 和 ニ 年 丙 辰 蟄居、 
同 九 年 癸 亥十二 月、 男隆庸 •常 陸國 府中 
にて 一 萬 石を 賜 ふ。 寬永四 年 丁 卯 十二月 
二十 二日 卒 、八十、 法名 三淸院 善翁慶 
勝。 弟 俊 勝は 伊豆守、 平 右衛門 尉、 柄 木 
城代、 小山 御 陣の節 •五百石を 賜 ひ、 子 
孫 •京都に 在り。 一本 俊宗の 男を 又四郞 廣 
勝、 山城 守廣 照、 又 十 郎廣秀 、又 一耶 廣 
長、 善 七 郞廣忠 の 五 人と す。 

五代 隆庸 •廣 照の 男、 從五 位下、 志 摩 守、 
後に 山城 守、 正 保 ニ 年 乙 酉 二月 五日 卒、 
五十、時に大坂在番、法名ー陽院 # 岩紹 
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知。 

六 代成鄕 •隆庸 の男，又三耶、正保ニ年 
乙 酉 六月 四日 卒 、二十 ニ、 法名邇 凉院南 
室紹淸 。弟 慶隆は 左 京、 秀隆 、又 七耶、 
舍 兄の 早 © に ょり、 家督、 五千石を 賜 ひ、 
芋 孫 代々 •山城 守に 任ずと。 一本 「成鄕 
(又 三 郞〕 I 秀隆 (又 七 郞〕」 と ぁるは 誤 也。 
又 東 國擾亂 記に 「長 沼 五 郞宗政 四 代の 孫 • 
越 前 權守秀 行は、 下總の 國府の 田 井に 住 
す C 依りて 田 井 判官と 云 ひ、 其の 嫡男 淡 
路 守宗秀 •奥州 白 河 郡 岩瀨に 移りて、 五 
代 •其處 に 住す。 同 憲秀の 時に 會津田 島 
へ 所替 して、 四 代 そこに 住す。 同秀 光は 
至德 三年に 上京して、 祀伊 守、 從五 位下 
.に 叙せられ しが、 嘉慶ニ 年 三月、 足利義 
滿將 軍の 命に 背きて、 會津田 島を 沒收せ 
られ 、下野 國都賀 岩 船 山の 麓、 白 岩鄕に 
来りて 潜 居す。 

時に 小山 泰朝 •同根の 因み を以つ て、 領 
地を 分ち て 皆川庄 を附與 す。 是に 於て、 
秀光 •枋 木鄕に 城を 築いて 住す。 時に 應 
永 元 甲 戌年な り。 其の後 皆 川の 城を 再興 
して 本 城と す。 同 秀宗は 永 享十年 八月 朔、 
縑倉に 生害す。 家臣 山 藤喜彌 太、 驼川小 
彌 太、 關ロ 保、 柏倉齋 宮 •幸 島 登. 城 所 
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抄 邊 川5 戶攝 氏を  に 川寄藏 孕す 諡伯 又皆此  詳 

^ f と 村 津に見 後. 此古  川 等 I 。す恭 京 川の 雜か菅 

為 S ミミ あ佐國 てょ 世の 代 ミ に 3 又0 w 都 平氏 载也原 

ナナり 竹蜷、 J の 氏の ナミ 存は出 そは の 右を  。姓 

草-ギガし 譜川 物：^ 蜷人蜷 カナす 宗 羽の 儒 人衞收 そ 
X s ハと に庄部 g 川 あ 川 ハカ 。海 本 男 者 皆 門め の 皆 

■ $ ミ 〇 # に 弓 f 氏 9 氏 ハ と 莊献と 川1- た 他 木 

，繁ノ ミ s 居 削 s ° ニ 號の藏 し 白と り 雀 氏 

k 為： _ナ  5 •る 守 | 數 正ナ前  す 儒 允て 洲 見。 g の 

3? 播ミ  盂を屋 S 流 倉ヵ條  〇 者 も 名の ゆ秀, 分 

g ' 磨ガ  g 以の， あ 院ノ 、參  又 皆 名 あ 男る 康福  流 

プ If ま國ハ  ごつ 後 h り 天條照  岩 川 あり 淇後卿 井 也 

1 たに  ，はてな 錄、  平參。  磐 辰 y 、 園な 給 松 

ぞ高羊  洁 、り 川 ニ 十 照 、右、 弘 ハら 帳 平 ミ 

S 山 5 ノ i1 稱 と氏ナ  一。  、甲 衞篁道 文ん に 藩 ナ 

延寺 g 牢と 云は 力 年 裴門 齋先藏 。つ重  キ 

喜 本 郡 人す ふ宮ハ  文 ••、盛と 生愿  千臣  條 

神 和 あ な0。 道條  書 武貞號 と、  石に  に 
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名 帳、 下座 郡に 美奈宜 神社 三 座を 敗む、 名 
神 大社たり。  / 

三 城 ミナ キミ ツキ 和名 抄 、筑 前國下 

座 郡に 三 城 鄕を收 め、 美 都 木と訓 ず。 

三 奈木 e ナキ 1? 前國の 豪族に して、 T 
座 郡 三 奈木庄 より 起る。 東鑑 、卷 七、 文治 
三年 四月 二十 三日 條に三 奈 木三郞 守 直 (吉 
川 本には 次郞に 作る〕 を载 せ、 「これらが、 
おの^-、 かま くらよ y 地頭に な = '候て、 
所々 にお さめを きて 候」 と、 周 防國に 所領 
を 得し 也、 久来 、筑前 等の 條參 照。 又卷廿 
にも 見 ゅ。 その後、 九州 軍記に 三 奈木彌 平、 
又 美 奈宜社 永祿七 年の 棟 札に 「美 奈宜右 馬 
助雅 安」 見 ゅ。 

〇 雜载 その他、 薩摩 にも 三 奈木庄 あ 5、 
又 南北朝の 項、 淸原姓 五條 家 •筑 前三奈 
木に 居れり、 ゴデ ゥ條參 照。 

比 白木 ミナ キ 

1 菅家黨 美 作國の 豪族に して、 勝 北 郡 
皆木邑 より 起る。 营家黨 の 一にして、 三 
穗太郞 滿 佐の 裔と稱 す。 有 元 系圖に 「有 
元忠綱 ニ 男 皆 木 三 河 守 保 綱」 と载 せ、 菅 
家 氏 分 錄 に 據れば 「有 元忠 勝の 子資賴 の 
ニ 男 保 綱より 出づ J と 云へ ど、 皆 木 氏 略 
系に 據れ ば、 有 元 氏とは 流を 異にする が 


如し。 

卽ち皆 木 氏 略 系に 「管 原 道眞公 (右大臣) 
敕諶 天滿大 自在 天神。 右大 辨高視 (江 州に 
居る、 皆吉 、皆 木、 皆 川の 祖) 。耆神 嫡孫 
正三位 式部 卿 高 長 十八 代秀滋 •從四 位 上、 
前 伊豆守、 江 州 大 守、 近衞 院の敕 勘を 蒙 
りて、 作 州に 漳 され、 後に 保師 に改 む。 
保 元 平 治の 頃、 美 作へ 左遷、 是れ 美作菅 
家の 元祖な り。 北の方は 大納言 祐方卿 の 
女、 乾の 前と 云 ふ。 其の後、 秀趑 を莫ひ 
て 下リし 菖蒲の 前と 云 ふ 婦人を、 乾の 前 • 
'嫉妬に て 攻め 殺した るを、 子孫 式部少 輔 
遠 保 •萬 僧 供養し、 一切 經を 埋めし 處、 
今 隣村 西 原 村に 在て 經 尾と 字す。 亦 其 
の靈 神を 祭って 一っ 社の 二っ 神と 云 ふ。 
秀滋 後に 保 師と改 む、 其の 靈を祀 りて 保 
師大明 神と 云 ふ、 長 保の 森の 中に 社 あ リ。 
保 綱 •太 部、 逾谷土 佐が 推 擧を以 って、 
賴朝に召し出され、江州に於いてー萬石 
の 地を 領す 、後 沒收 せられて 作 州 塗 田庄 
を 切取り、 加賀 尾の 城主と な リ 、豐田 大 
郞と號 す。 長 次 •次郞 。保義 •三郞 。以 
上 兄弟 三人、 作 州 勝 田 郡 五ケ庄を 切取り、 
作 州の 营家是 より 分る とい ふ。 

保 綱 代。 皆 木 左 京 進是政 •西 原 村 加 賀尾 
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の 城主たり。 後醛醐 帝より 靑狩 衣に 二重 
龜 甲の 紋 、並に 御製を 給 ふ。 「みな 木へ も、 
かけて たのまむ、 玉の 袖、 かたみにし ぼ 
る涙なりけり」。北條越ロ守仲時に屬し、 
江 州 番馬 宿に 於いて 忠死 す。 道 政 •次耶 
左衞門 入道、 兄と 俱に 討死す。 左 京 進 政 ■ 
孝 •宮 方と して 作 州 能 畝 城に 居り、 落城 
の 後、 松ヶ崎 にて 戰死す 。皆 木 若 狹守宗 
賴 0 

右 衞門大 4K 保 高 •天文 元年 九月、 尼 子の 
先手 三 好 安藝 守 •作 州亂 入の 時、 廣戶 因幡 

守廣吉 、福 田 孫 八、 皆 木 保 高、 同 佐 保 • 
手强く 働く。 同 ニ 年 三月 下旬、 三 好 •苒 
び 攻め 来る。 諾山 'の內 、大成に て 皆 木 
佐 保 •討死し、 廣戶 因幡 守廣 家は 深手を 
貢 ひ， て 切腹し、 福 田 孫 八は 宮內 村の 小 寺 
と 云ふ處 に 潜 居し、 皆 木 右 衞門大 夫は 愛 
宕を 信じて 野火の 危難を 遁れ 、本 所へ 歸 
る。 終に 营家の 一族が 籠りし 細 尾 城 •落 
去す るに より、 ー國尼 子に ® して 平均 
し、 皆木頜 安堵す。 此の 時 保 高 も 尼 子に 
伏し、 廣戶 小次郞 も 本領 安堵し、 □村し 
て靖謐 となると 云 ふ。 永祿 初年より 毛 利 
に 隨ひ 、同 七 年 雲 州 富 田の 戰に 討死す。 
菅四郞 佐 保 •牝野 村 今 宮城 主、 今 其の 舊 


跡 ぁり、 聊の 山城な り、 宮社 麓に 在り。 

三 好 安藝 守 •責落 すと いふ。 天文 ニ 年 三 
月、 諾山に て 大成 討死。 

左 兵衞尉 光保 •住 荒內 村、 奥 営に て 桑 村 
右衞 門と 坐 論の ことょ 奴、 元龜 三年 三月 
下旬、 右衞 門が 爲に 殺さる。 光保 知行の 
內 、尾 崎 高 西 五 反 名 三 筒 桑 村を 切取りた 
りと いへ ども、 荒 內分は 皆 木の 家人 等 • 
桑 村に 渡さず と 云々。 忠兵衞 尉秀保 •本 
所 西 谷 長 保に 住す。 

戌 丸 •父 光保 討たる >1 時、 七 歳なる を、 
家來 守り立て、 後 右兵衞と 改め、 美 野 村 
の隳取右衞門尉が聱とす。本所西谷土井 
の內、 高 三十 ニ 石を 賜リ 、名を 右兵衞と 賜 
は 9、 後宗 保に 讓 り、 美 野 村に 籩る .と 云 
ふ。宗保 * 死後家を嗣ぐ人なく、家臣太 
兵衞 •家を 相續 す。 皆木忠 兵 衞秀季 、與一 
兵 衞長季 、嘉平 兵衞季 長、 三郞左 衞門秀 
保、 是ら天 正 六 年、 宇喜田の 爲 に 大敗し、. 
同年 十二月 M 日、 先 格に 百步 一の 給 分と 
して.、 皆 木名內 V 長 保 抱 戈、 戌 丸 名森定 
名の 內 二十 石 餘を相 添へ、 高 合せて 百 ニ 
十石餘 、本領の 內 安堵の 狀 •之を 賜 ふ」 
と 見えたり。 

又 ー傳說 に 「营 家の 末孫 近 江 守 長 遠 •、江 
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.州に 住す。 其の 子 皆 木 源 治郞 秀滋 •勅勘 
に 據 り、 作 州に 流謫 せらる。 其の 孫太郎 
保 綱 •賴 朝， 公に 仕へ ん とし、 讒 者に 支へ 
ら れて果 さず、 故を 以 つて、 兄弟 三人 • 
武力を 以って 斬り 敷き、 保 綱は 豐田 梶並 
の庄 を、 弟 長 治は 廣 戶の庄 を、 其の 弟 保 
義は植 月の 庄を頜 せり。 保 綱 八 © の 孫 遠 
保ょり 七设 の孫是 政の 子 政 孝に 至り、 後 
醛醐 天皇 蒙 塵の 際、 忠勤を 袖ん じ、 船 上 
山に て 狩 衣、 及び 御製， の 國風 一首を 賜は 
る 0 

政孝六1の孫皆木右衞門太沃保高、其の 
子彌平 治保季 、天 正 四， 年 備前兒 島に て 勇 
戰 して、 毛 利 氏の 感狀を 受 く。 天 正 六 年 
に 至り、 筑前長 尾 ロに 戰 死す。 其の 子嘉 
兵衞季 長。. 其の 叔父 忠兵衞 秀季の 子三郞 
'左 衞門秀 保と 共に、 併せて 百 三十 石を 受 
く J (名聞 集〕 とぞ。 

此の 氏人、 猶ほ皆 吉條に 多し。  ， 
2 居城と 分流 皆 木 氏は 勝 北 郡 梶並庄 西 
谷皆吉 村の 丸 山城に 據 る、 東 作 志に 「城 
主 皆 木彌平 治」 と。 义梶並 六 家と 稱 する 
者は 左の 如く、 皆营 家の 末な 9。 「皆 木、 
梶 並、 富 坂、 戶國 、右手、 小 坂」。 又 皆 木 
三 名と 稱 する 者は 「長 保 名 (皆 木 家 代々 
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の 名な y)、 戌 丸 名 (古は 皆 木の 別家な れ 
ども、ニ代にて斷絕、爾來他家より嗣 <'' 〕、 
森定名 (長 畑 氏の 居〕」 な リ と。 又 分錄に 
「皆 木 氏 分流* 豐田、 小 守、 营 、营 納」 と 
見 ゅ。 

/ 又 豐田 庄北 野邑今 宮城は 皆 木 佐 保の 據り 
し 地に て、 天文 元年、 尼 子經久 •其の 將 
三 好 安藝 守を して 來り 攻めし む。 城兵よ 
く 拒ぎ しが、 明年 佐 保 退きて 細 尾 城に 人 
る。 又 細 尾 城 (豐田 庄內) には 皆 木 佐 保、 
廣戶廣 家、 同廣吉 等、 天文 中據 りしと ぞ。 
3 雜載 その他、 橫山 系譜に 宮大 夫秀盛 
(皆 木に 改む〕 を 載せ、 また 廣戶彈 正廣家 
の 妻は 皆 木 右 衞門大 夫の 女 也と。 その他、 
营原 、豐田、 有 元、 三穗 等の 條を 見よ 0 
又 一族 備前に も 在リ。 

皆岐 ミナ キ .長 倉追罸 記に 「三た ぅしほ 
皆岐 の八郞 、宮原 も是を 打つ」 气前條 氏 
に 同じき か。 

南 木 ミナ キ ナン ボク條 を 見よ。 

南岐 ミナ キ皆木 氏に 同じき か。 毛 利 在 
番志に 「出 雲 國鹽冶 城は 南岐氏 •之を 戍 る」 

と 0 

美奈宜 ミ ナギ ミナゲ 三奈木 氏に 同じ。 

皆 士ロ  ミナキリ皆木氏に同じ。ミナ 3 シ 


ミナ キ 
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條に詳 か 也。 

水口  ミナ グチ 廷 喜 式、 大和* 近 江に 水 

ロ 神社を 载せ たり。 その他， 此の 地名 諸國 

に 多 かるべ し。 

1 實茂姓 上賀茂 社の 社家に して、 實茂 
縣 主の 後裔と 云 ふ、 ヵモ .條參 照。 又 藤 波 
家の 雜掌に 見 ゅ。 

2 大和の 水口 氏 城 上 郡 水口 神社の 鎭座 
地ょり 起れ るか、 物 部條參 照" 吉野 郡に 
も存 す。 

3 淸和 源氏 伊 賈の名 族に して、 源 三位 
賴政の 裔と云 ふ、 島ヶ原 一族 也、 シマ ガ 
ハラ 條參 照。  I 

4 甲裴の 水口 氏 東 山 梨 孤 杣ロの 名 族 也。 

5 御戶部，姓近江國甲賀郡水ロ邑ょり起 
る。 系圖は 補遺に 在り。 

6 雜载 その、 他、 高麗 文書に 水口 彥之 丞、 
鯖 江 藩に 水口 延太郎 •又備 前、 播 磨、 攝 
律、 伊勢、 志 摩、 丹 波、 信 濃、 武藏 等に 
存 し、 日用 重寶 記に 此の 訓 あり。 又 近き 
世の 偉人 濱ロ雄 幸は 本姓 水口 氏 也。 

皆 越 ミナ ゴシ 肥 後國球 磨 郡に 皆 越邑あ 

り。  / 

水 ミナシ ミ ヴナシ 飛驛 、越後、 羽 

後 等に 此の 地名 存す。 


ナシ 


1 水 主 姓飛镙 大野 郡宮村 水 無 神社は 當 
國 第一の 大社に して、 中 ® 一宮に 列せ ら 
れ 、飛 M 三澤 記に 「夫れ 飛驊國 大野 郡 一 
宮 水無大 .明 神は、 往昔 七 社に て、 御 本社 
一の宮は 御 歳 神 也" 末社は 熊 野、 天滿、 
稻 荷、 富士 、兒權 現、 箭大 神の 社、 其の 

外、 本 地 堂、 鐘樓 、拜 殿、- 神樂 殿、 各々 
甍を ならぶ」 と。 蓋し 太古 飛驊國 造の 氏 
神に して、 水 主 氏と 關係深 かるべ し。 ヒ 
ダ、 及び ミグ シ (水 主〕 等の 條に詳 か 也リ 
2 藤 原 姓 前項 神主 家は 中性 藤 原 姓と 稱 
す。 亂世に は 武事に 携は りて 勢力 あ 9、 
記録、 文書に 多く 著は る j 飛驛 、姉 小路、 
三 木、 江 馬、 一宮 等の 條を 見ょ。 又弘 安四 
年辛已 九月 八日の 鐘 名に 「飛 驛國 一宮 社、 
大工 妙 蓮、 勸進藤 井 年 守、 地頭 朝 高」 (飛 
驊志〕 と。 又 親元 日記に 「文明 十三 年、 飛 
州 一宮 神主 政憲」 を 載せ、 又 永 正に 一宮 
民 部輔長 綱、 嫡男 右衛門 大夫國 網 あり、 
三 木條參 照。 

又 棟 札に 「當 國當社 一宮 水無大 菩薩 •造 
營上葺 し 奉る。 本願 出羽國 住 治部卿 宥範 • 
成就し 華る。 時に 神主 藤 原 朝臣 民部少 
輔 政治、 大永 元年 辛已 、悉く 成就。 別當 
千 光寺 千秋 坊 •戶 當信定 、時に 享 祿ニ歲 
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己 丑」 云々 と载 せ、 「一宮 同名 宥林 、神主 
藤 原 朝臣 民部大 輔政慶 •一宮 同名少 納 
言」 等 見 ゆ。 

3 越後の 水 無 氏 溶 垂郡の 豪族に して、 
元弘 年間， 水 無彌源 ニ 入道 あり。 而 して 
魚 沼 郡に 水 無川存 す、 關係 あるべし。 

1 一一  梨 々、ナ シ .ミ ツナ シ條を 見ょ。 

御名 代 部 ミナ シロべ 品 部の 一種に し 
て、 天皇 皇子 等が 其の 御名を 後世に 傳 へし 
めんが爲に定め給ひしものを云ふ。詳細は 
拙者 「日本 上代に 於け る社會 組織の、 研究」 第 
ニ 編 第 四 土 早を 見ょ 0 

水 成 ミナ セ 和名 抄 、攝 津國島 上 郡に 水 
成鄕 を收む 。萬 葉 集には 水瀨 、又は 水無瀨 
に 作る。 其の 地 •山城の 乙訓郡 山 埼と相 接 
し、延曆以後、車駕.屢々水成野に幸し給ふ。 
續 日本 紐、， 日本 後紀 、類聚 國史 等に 見 ゆ。 
又 天 曆四年 東大寺 莊園 目錄に 「島 上 郡山埼 
水 成莊」 と 0 

水 M (瀬 ミナ セ 前條水 成鄕は 又 水 無瀨に 
作る。 東大寺 要錄卷 六に 「諸 _ 諸庄 田地 • 
新發 田、 水 成 瀨庄田 八 町 七 段 七十 八步 c 在 
，攝津 國島上 郡)」 と。 又 康正造 內裡 段錢 引付 
に 「四 貫 七 百 五十 文 •攝津 國水無 瀨庄內 • 
井 內段錢 、兵康 沙汰」 と。 又 文書に 山城 水 


無瀨庄 とも 見え、 又 水 無瀨殿 •起る。 殊に 水 
無 瀨宮は 後鳥羽 天皇、 土 御門 天皇、 順德 天. 
皇の三 帝を 奉祀す、 三 島 郡 島本衬 に 鎮座 也。 
1 藤 原 北 家 雲上 家の 稱號に して、 關白 
道隆の 四男隆 家の 後 也。 水 無瀨に 住せし 
ょり 此の 號ぁリ 。羽 林 家の 一にして、 尊 
.卑分 脈に 「道 隆丨隆 家— 經 輔丨師 信— 經 
忠 (堀川 中納 言〕— 信輔 ( 大秦 入道)— 親 信 
(正 ニ、 中納 言、 大貳 、建 久八七 八 出家、 
同年 十一 十七 薨、 號坊 門中納 言、 水無瀨 
一流) 


丨定輔 - 親定- 經定 -隆經 

大 M B 參落  左中將 

丨親忠 -經親  、 

右 馬頭 

I 親 仲-信 兼-信 超 

侍從 

丨親 兼— 11 信 成-親 成-良 親-具 良-具 兼- 

參議  侍從  參 M - 


I 忡經— 仲 親 

樓中納 ¥ 越 中 守 


I 具隆 


而 して 信 成の 譜に 「延應 元三 八 出家、 後 
烏 羽院の 仰に 依り、 忠信 卿の 子と 爲りー 
流の 嫡 家と 爲る 、云々」 と。 又 知譜拙 記に 
「(水 無瀨) 治 部 卿 具 良— 參議具 兼— 同 具 
隆丨左 中 將具景 丨左少 將重 親— 季 親— 參 
議季兼 (實は 公季 男、 明應四 出家〕— 同英 
兼 (天文 二十 四薨 、七 ■一〕 丨權中 納言親 氏 


(兼 成、 實は 公條 男、 天文 十二 薨〕— 左中將 
親 具 (天 正 九卒) 丨中納 言 氏 成 ( 實は親 氏 
男〕 丨參議 兼 浚— 權中納 言 氏 信 丨兼豐 — 
氏 孝」— (以下 雲上 明覽 に) 「兼 條丨經 業 
— 師成 — 友 信 — 忠成 丨 成貞 丨 有 成 — 經家 
丨經務 J と。 

內六世 親 信は坊 門 中納言 と號 す。 其 子 親 
兼、 孫 信 氏、 共に 後鳥羽院に 寵 あり、 ょ 
りて 院の 神靈 を隱岐 ょり迎 へて 此の 地に 
祀るや * 此の 家を して 祭事を 掌ら しむ。 
下って 豐鑑卷 三に 水 無 瀨少將 氏 成 朝臣、 
德川 時代、 羽 林 家、 舊 家。 初め 五 百 九十 
六石餘 、後 六 百 三十 一石 餘 (明治 四百 五 
十 石 )、' 廣瀨 村。 雜掌小 泉、 星 坂。 京 屋敷 
出 町 烏 丸 西へ 入。 寺は 島 上 郡廣瀨 村阿彌 
陀 寺。 内々。 水 無 瀨忠輔 •子爵を 賜 ひ、 
水無瀨 宮司たり き。 家紋 •菊 紋略 、維新 
の 際 改めて 五 七の 桐と す。 

2 水無瀨 流 前項 氏の 一族に て、 水 無 瀬、 
七條 、町 尻、. 櫻 井、、 山 井の 五家を 云 ふ。 
その他、 堀 河、 樋 ロ 等の 條を 見ょ？ 

皆 瀬 ミナ セ 相 摸、 羽 後、 紀伊 等に 此の 
地名 あり。 

皆 田 ミナ タ 

皆 治 ミナデァ野に皆治庄ぁリ。， 


皆 傳 ミナ デン 藝藩通 志、 廣島府 故 家. 條 
に 「研 尾町硏 師皆傳 氏 •先祖 皆 傳宗祐 は、 
甲裴の人、京都にありしを、藩家*紀伊に 
召し、 日 俸を 賜 ふ。 元 和 己 未、 本府に 從ひ 
来り 宅地を ぅけ 磨 刀 師たリ 。今の 摁次郎 ま 
で 七 代」 と。  ‘ ： 

水門 ミナト 和名 抄 、肥 後國鉋 田 郡に 水 
門鄕 4 取む、 その他、 越後 等に 此の 地名 存 
す。 此の 氏武藏 等に 存 す。 

水湊 ミナト ミ ナヤ 和名 抄 、佐 渡國羽 
茂 郡に 水湊鄕 を收 めて 美奈 也と 註し、 高山 
寺 本には 水湊に 作る。 鈥明 五年紀 に 「佐 波 
島 御名 部之瘉 」 見 ゆ。 

港 ミナト 次條氏に同じ。岩磐、豐前等 
に 此の 氏 あり。  , 

湊 ミナト 攝律 •遠 江、 安房.、 上總 、常 
陸、 陸 前、 陸 奥、 羽 後、 加賈 、越後、 佐 渡、 
丹 波、 豐 前、 肥 前 等に 此の 地名 存す 、その 
他猶ほ 多 かるべ し。 . 

1 陸 奥 安倍 氏族 安東 貞秀の 子堯秀 、其 
の 子愛秀 •陸 奥 十三 湊に 移る。 其の 子堯 
勢、 その子 貞季に ニ子 あり、 兄 盛秀は 下 
國 家の 祖 にして、 弟 鹿季は 秋 田の 湊を討 
取リ 、湊 家と 云 ふ C 羽 後 國南秋 田 郡湊城 
也〕。 其の 子 「成季 —惟季 —昭 季-丨 宗季丨 
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宣季丨 定季丨 友季， 一に 至 y て嗣な し。 下 
國愛 季を嗣 とす、 これ 秋 田 氏の 祖也 。詳 
細は アベ、 アキ タ 、アン ドウ、 上國 、下 
國 等の 條參 照。  丨 
柞山 志に 「天文 中、 土 崎の 湊九郞 友季逆 
意、 實季 •湊 城を 攻め抜く」 と。 又 天 正 
十八 年頃の 文書に 湊九郞 通季 •見 ゆ。 そ 
の 他、 猶ほ 十三、 檜 山、 橘、 小 鹿 島 等の 條 
參 照" 又 中興 系圖に 「湊 •安倍、 本國陸 
奥、 貞任 庶流」 と。 

2 仙 北の 湊氏湊 兵 庫 介 あり、 小 野 寺 遠 
江守義 道の 家臣 也。 

3 藤 原 姓、 江戶 幕臣に して、 寬政 系譜に 
「喜 左 衞門高 安 (元 和 中) 丨彥左 衞門高 重」 
等 見 ゆ、 家紋 五本 骨 開 三 扇、 檜 扇。 

4 祀 伊の 湊氏 日 高 郡 上野 庄の 豪族に し 
て、 上野 村 高 城 山城に 據 る。 城は 續風土 
記に 「村の 東に あリ 、湊 上野の 居城な り 
と。 湊 上野は 湯 川 直 光の 麾下に て、 永祿 
五 年、 畠 山 三 好 合戦の 時、 河 州 敎興 寺に 
て 討死す。 或は 云 ふ、 天文 ニ 十三 年、 湯 
川 畠 山 合戰の 時、 當城は 湯 川 家の 砦な り 
しに、 和睦の 時、 畠 山家に 渡す。 後畠 山 
の 屬臣山 本 掃 部廣信 •當 城を 暫く 守る と。 
湊 上野は 廣 信ょり 以前に 居城せ しなら 


四他下坂田朝臣奈豆麻呂が第ニの子也。 
昔 者、 嵯峨 天皇 在 藩の 時 •朝野 鹿 取、 小 
野岑 守、 菅原淸 人 等と 共に 讀書に 侍し 奉 
る 云々。 弘仁 十四 年 十二月、 兄 正 K 位下 
弘貞 と、 父の 先 志を 陳べ て、 姓を 南 淵 朝 
臣と賜 ふ」 と 見 ゆ 0 

公卿 補任、 令義解 序、 姓名 錄抄 、拾 芥抄 
等に 此の 氏人 見 ゅ。 永 河の 男 年 名は 大納 
言に 至る、 學 名高し。 又貞觀 式に 南 淵 年 
名 •編者の 一人也。 

3 無 尸の 南 淵 氏 元應ニ 年紀に 此の 氏人 
あり。 前數項 氏の 後裔 也。 

ミ ナフ チ ニ ナフ チ 

1 绻湖眞 人 用 明 帝の 御裔 にして、 姓氏 
錄 、左 京皇 別に 「蜷 淵眞 人。 諡用明 皇子 
碹栗 王より 出づる 也」 と载せ たり。 

2 藤 原 式 家 藤 原 宇合の 子 田麻呂 を 蜷淵 
大臣と 稱す 。その他、 -I ナフ チ條を 見よ。 
藥 袋 ミナへ ミナ ィ條を 見よ。 

御名 部 ミナべ 御名 部とは 御名 代 部に 同 
じ。 即ち 此の 氏は 御名 代 部の # 造たり し 氏 
なる が、 何 天皇の 御名 代 部 •か 詳かな ら ず。 
1 御名 部 造 丹 波 道主 家の 一族に して、 
古事記、 開化 段に 「建 豐波豆 羅和氣 王は、 
御名 部 造、 云々 等の 祖 也」 と 見 ゆ。 


2 雜载又 和名 抄 、祀伊 國日高 郡に 南部 
* 鄕 (ミナべ) を收 む。 また 佐 渡に 御名 部猗 
あり 0 

南部 ミナべ ナン プ前條 の 如く、 和名 
抄 、祀伊 國日高 郡に 南部 鄕を收 む。 御名 部 
の 民の ありし 地 か。 中世 御 南部 莊と云 ふ。 
詳細は 四 三 六 ニ 頁 ナン ブ條に あリ 0 

一一 一 鍋 ミナべ 前 數條參 照。 

三直 ミナ ホ 和名 抄 、上總 國周淮 郡に 三 
直鄕 を收 め、 里 見 記に 「三直 城主 三直 治 部 
少輔」 見 ゆ。 城跡は 三直 村の 宇 曾 具 岡に 在 
りとぞ 0 

水 侯 / ぐナ マタ 和名 抄 •肥 後國 葦* 郡に 
'水 俣鄕 を收 め、 下って 太平 記 卷卅三 、筑 後大 
原 合戰條 、官軍に 派 讚岐 守、 また 派 次郎春 
元 あり。 又 九州 軍記に 「相 良の 臣 深見宗 方は 
水 侯 城を 守る」 と、 深 見條を 見ょ。 

派 S ナマタ 南朝の 忠臣 也、 前條を 見ょ。 

皆 町 ミナ マチ 熊 野 族に して、 熊 野別當 
.系圖 に 「岩 田 別 當長憲 —行憲 丨行祐 (皆 町權 
上座〕— 行 印 (勢 上座〕— 覺圓 C 正 寺 主〕— 行 
慶 ( 大輔〕 」 と载せ た y。 

美 並 ミナミ 大和 國の名 族に して、 大和 
神社の祠官に美並祠官ぁり、菅原姓にして 

、菅原 利久よ 0 系存 す。 又宮 座に も 美 並 氏 • 


見 ゆ。 

一二 並 ミナミ 前後 數條參 照。 姓名 錄抄 に 
此の 訓 見 ^ 。 

見 並 ミナミ 同上。 伊勢 等に 存 す。 

三浪 ぐ/ナミ 同上、 武藏 等に 見 ゆ。 

皆 見 ミナミ 同上。 

皆 已 ミナミ 同上 0 

南 ミナミ 和 泉、 阿波に 南 郡、 常 陸、 丹 
波、 但馬に 南庄 、その他， 多 かるべし。 

1 南宮紹 運錄に 「淸和 天皇— 貞保 親王 
(號 南宮〕 」 と载 せ、 また 「光孝 天皇— 是 
忠 親王 ( 號 南宮) 」 と ぁり。 卷頭 皇室 御 系 
圖を 見ょ。 

2 南黨 大和 國葛上 郡の 豪族に して、. 大 
倭 武士 春日大 宿所 勤番 次第に 「南 等 •檑 
原 •大 宿所 五ケ 年 勤 之、 葛 上 郡金刚 山麓 
住、 三寓 石」 と。 

3 中臣姓 これ も 大和に て、 春 日 祠官、 
南鄕の 一也。 カス ガ條を 見ょ。 權預正 四 
位下 中 臣祐友 (南 木工 助〕 等 見 ゆ。 

4 興 福 寺 南 家 興 福 寺 中 修南院 、明治に 
至り 遺 俗して 南 氏と 稱す 。南光 利は 名 族 
なる 故を 以つて 男爵を 賜 ふ 0 
5 大和の 南 氏 以上 三項參 照。 その他、 
法 貴 寺 氏人 長 谷川 黨に南 氏、 葛 下 郡の 豪 


$ ナフ チ I 丨ミ ナヘ 


$ ナヘ ミナミ 


ミナミ 


S 


ミナミ 

一 

族、 萬 財 家の 家老に 南 氏 等 あり。 

6 秦宿禰 松 尾 神社 正 彌宜に して、 德山 
秦思寸 都理の 子孫 也。 系圖に 「正 禰宜相 
賴— 神主 相 朝— 正 禰宜相 賢— 神主 相 章— 
神主 相 忠丨正 祝 相廣— 神主 相榮— 同榮忠 
丨同榮 親— 正 禰宜榮 祐—權 正視 勝榮」 と 
見 ゆ。 

7 紀姓 石淸水 祠官 にして、 社務 善 法 寺 
尙淸 ニ男祀 康 淸の裔 也、 祀 、石 清水、 菊大 
路 、善 法 寺 等の 條參 照。 社家 系圖に 「南 • 
尙淸の 末子 康淸— 永 淸 (新 善 法 寺〕 d 乘淸 
— 要淸丨 農淸— 看淸丨 龎淸— 昌淸— 照淸 
丨重 淸丨常 ¢1 晃淸丨 行 淸丨祐 清— 韶淸 
丨周 淸—旺 淸—勒 淸—武 胤 C 元澄淸 )」 と 
見 ゆ。 

8 河内の 南 氏 永 祿ニ 年の 交野 郡 侍 連名 
帳に「津田村南勘六左衞門尉義也、穗谷 
村 南 新九郞 時 盛」 等を 載せ、 又寬永 三宮 
着座 覺に 「律 田 村 南 氏 ニ 軒、 穗谷村 南 氏 三 
軒」、 又 玉 林院楠 系圖に 「宇 和大夫 正直の 
女 (南 三 郞右衞 門の 妻)」 など 多し。 

9 攝津の 南 氏當國 にも 多く、 又 西 成 郡 

市 岡 新田の 人南忠 助は 明 和 年間、 南 新田 
を 開く。 

10 和 泉の 南 氏 日 根 郡 自然 田 村の 名 族、 


ミナミ 

大烏郡 檜 尾 村の 名 族 等 多し。 

11 桓武 平氏 江戶 氏族 伊實 發祥 か。 江戶 

系圖に 「柘 植宗 浚-— 淸正 (號 南〕— 宗成 (號 

藤 島〕— 宗貞」 と载 せ、 又 諸家 系圖纂 には 

「淸正 •號 南彌太 耶」 と あり。 

12 荒木 田 姓 伊勢神宮 內宮 祠官に 在り。 

13 志 摩の 南 氏 r 鄕村南 氏は 弘安 三年 文 

書 1 藏し 、「磯部 島 供御 人撿 校」 等の 事 見 
ゅ 0 

14 高 階 姓 高 氏の 一族に して、 高 階系圖 
に 「高 新 五郎 惟 眞丨惟 範—刑 部亟 惟長— 
同 惟重— 高 左 衞門重 氏— 賴基 (南 左衞 門、 
岡 松) —— ズ 


ミナミ 


f 惟 時 

刑 部 左衞 門‘ 

I 惟淸 —— 定繼 1 1 
丨賴直 r 基 尙-氏 高 

刑 部 左 ® 門 j 丹 波 守 伊豆守 

—賴重 

左 馬 介 


• 惟嗶 
— 重 長 

小髙 
左 衝 門 

I 重 成 

伊餌守 


「定直 

瘠 部 助 

1 宗久 

宮內少 
1 1 
丨宗義 

四郞 

丨重直 

左 近大夫 
重祐 S 介 


■惟久-重 久- 

左 衞門左 瘤 門 

丨 惟直 左 兵衞  _丨 忠氏 15 

— 惟 春-基 泰 
—定 基ヅ行 重-重 義 
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と。 尊卑 分脈 も、 ほぼ これに 同じ、 岡 松 
條參 照。 

氏人は 太平 記卷 十六に 南 遠 江 守宗繼 、ニ 
十六に 「南 遠 江 守、 同次郞 左衞門 尉一 等、 
その他に もぁリ 。遠 江 守は 「安房 上總の 
勢 三千 餘騎に て 新田 勢を 防ぐ」 と。 又 鎌 
倉大 草紙に 「南 圖書助 (成 氏 方)」、 千 葉、 
東 等の 條參 照。 又 南 伊豫 守 等 見 ゆ。 

15 南 一揆 宮本 氏應永 二十 年 文書に 南 一 
揆 、平 山、 宮本 等の 條參 照。 又 相 州兵亂 
記、 權現山 合戰に 「武 州の 南 一揆」 と。 
16 武藏の 南 氏'  前 ニ項參 照。 又秩父 郡に 
在リ 。南 村の 南 氏は 岡 部 六 彌太忠 澄が 老 
臣 四姓の 內に て、 南を 氏と し、 其の 先 某 • 
南 村を 草創せ しと 云 ふ。 

U 房總の 南 氏 早く 小金 本土 寺 過去帳に 
「南 彌ニ郞 •應永 十五 戊 子 二月」 等 以下 多 

し 0 

18 兩 毛の 南氏緵 阿寺 文書に. 「足 利 七 社 


神事、 代官 ■の 事 云々、 持 氏 判 •南 兵 部大輸 
殿」 と。 又德川 時代、 喜 連 川 足 利 家 中老 
に 見 ゆ。 

19 常 陸の 南 氏 茨城 郡に 南莊 あり。 後 宇 
多院 御領 0- 錄に 「廳分 •常 陸國 南野牧 j と 
廳 分とは 院の 御料を 云 ふ 也。 又 弘安大 田 
文に 「南 野 牧千百 九十 一町」、 嘉 元の 田 文 
に 「南 莊六百 五十 町、」 また 安食 村 大宮應 
永 十 年金 鼓銘に 「南 野莊 安食 鄕」 、同 十二 
年の 税所 文書に 「南 野 莊田村 鄕藤澤 鄕」、 
鹿 島 富有 文書に 「南莊 安食鄕 宍倉鄕 J、 税 
所 切手 員數 等に も 南莊に 作る (郡 鄕考、 
地理 志 料〕。 猶ほ次 項を 見ょ。 

20 淸和 源氏 佐 竹 氏族 常 陸の 豪族に して 
佐 竹系圖 に. 「義舜 —義隣 (南 三 郞〕」 と载 
せ、 諸家 系 圖纂に 「義舜 丨( 南〕 義隣 (改 
義里 、或は 義高 、ニ 郞左衞 門〕 丨義尙 (實は 
義昭 男、 改資 綱、 戰死 開山〕— 義泰 ( 彈正 
左衞 門)」 と 見え、 又 「義 昭丨 (南〕 義尙： (大 
澤六郎 と號 す、 南 家を 繼 ぐ)」 と あり。' 

而 して 新編國 志に 「南 •義舜 三 子義里 •太 
田 城 南に 居 リ、南三耶左衞門尉と稱す、子 
なし。 義昭の 子 義尙を 養って、 嗣 とす。 其 
の子義 章」 と。 「南義 里は 義昭の 代、* 義 
兼* 東義 堅と 交代して 家 进を攝 す」 (佐 竹 


镫 文抄 、近 律 社 奉加帳〕" 又 新 治 郡 府中 城 
(石 岡 町) は應永 中、 大椽詮 幹 築き、 淨幹に 
至り 嗣絕 し、 佐 竹 義憲の 子義 倭(憲 國) • 
此に據 り、 後 太 田に 歸 る。 其の後、 大椽 
賴幹 之に 居りて、 數佾淸 幹に 至り、 天 正 

十八 年 十二月、 佐 竹 義宣に 減せられ、 佐 
竹 氏 •其の 族 南義尙 をして 守らし むと ぞ。 
21 桓武 平氏 岩 城 氏族 淨勝院 文書の 永祿 
中の ものに、 南隆 時と あ 一る は、 樹葉郡 
富 岡の 城主 大和 守 •にして、 元龜 元年 歿す。 
常隆の季子にて、常隆の隱居を御南と稱 
へしに 依る かと 云 ふ (岩 城 文書 抄〕 。岩 城、 
富 岡、 檑葉 等の 條參 照。 

22 淸和源氏南部氏族_奧の豪族にして 
深 秘抄に 「三戶 城 南に 屋敷 ありければ 南 
殿」 と稱 すと 云 ふ。 南部 家譜に 「安信 
丨長義 (南 遠 江 守〕」 と 載せ、 又寬政 系譜 
に 「高 信の 弟長義 •遠 江 守。 南と 稱 す、 
淺 水の 城主」 と。 淺水遠 江 守 長義に ニ 男 あ 
り、 長は 南彈 正盛義 、次は 典殿秀 氏に し 
て、 晴 政の 四 女は 南禪 正少弼 盛義が 妻と 
見え リ。 その他、 南宗 政、 南中 務等 多し、 
南部、 四戶 、淺 水、 五戶 、下田、 九戶、 
東 等の 條參 照。 ■また 武鑑 V 南部 藩 重臣に 
载す 


23 丹 後の 南 氏 竹 野 郡の 名 族 也。 

24 丹 波の 南 氏多紀 郡に 南莊 ありて、 丹 

波 志、 氷 上 郡條に 「南 五郎 兵衞 •子孫 金屋 
村、 子孫 久左衞 門と 云 ふ 小 家 あり， 一と。 
又 「南 兵衞 •子孫 加 茂 庄奥村 三毛と 云 ふ 
所。 南 兵衞は 射藝に 達し 指南す。 子孫 勘 七 
屋敷に 墓 有 1 、此 は黑井 落城の 前な り」 
と。 その他“ も 名 族あリ と。 

25 但馬の 南 庄當國 に 南 庄あリ て、 太 田 
文に 「出 石 郡 鉢 山寺 六 町 八 反 二百‘ 四十 步. 
熊 野 本宮領 、國 別當南 左太郞 高 春、 御 家 
人 J を载せ たり。 

26 因幡 S 南 氏 巨 濃 郡に 南 長者 (平 右衞 
門) •見 ゆ (因幡 志〕。 

27 豐福氏 族 美 作の 名 族 也、 トヨ フク 條 
を 見ょ。 

28 祀 伊の 南 氏 牟婁 都の 名 族に して、 大 
俣 下番 村舊 家に 南 角兵衞 あり、 星 野條に 
詳か 也。 又慶 長の 比、 南 六左衞 門なる も 
の、 當國 出水 村に 來 り‘ て 大いに 墾闢 して、 
家を 起す。 又續 風土記、 大川 村の 地士南 
紋右衞 門を 擧ぐ。  ， 

29 淸和源 氏 小 笠 原 氏族 阿波の 豪族に し 
て、 故城 記、 上 郡 美 馬 三 好 郡 分に 「南 殿、 
小 笠 原、 源氏、 家紋 松 皮 ニ 並」 と 載せた 
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0 又 蜂須貿 藩 又 武有 功の 士に見 ゆ 

30 新居 氏族 伊豫の 豪族に して、 新居 系 
圖に 「高 市大夫 高義— 浚義 (高 市小大 夫) 
丨秀俊 C 不在 廳 、南 源 太〕 丨秀孝 (淺生 三 
郎) —秀政 (南 太郞 )— 僧、 弟秀員 (南 三 
郞)」 と 見 ゆ。 

31 河 野 氏族 これ も 伊豫に て、 河 野系圖 
に 「通 時— 彥四郞 通泰 (南 先祖〕」 と あり。 
風 早 郡 麓邑の 豪族に て、 橫山に 據 る。 重 
見 文書に 「井門、 みな ミ、 土 居 一流の 事 
にて、ー族の中にもとりわけ親しき事に 
候へ 共、 元弘 ょり 云々」 と。 

32 豐前豐 後の 南氏當 地方に も 多し、 宇 
佐 郡の 人 南 一郎平は 水利に 盡 す所大 也。 

33 筑 紫の 南 氏 五條家文書に南式部少輔 
見 ゆ。 

34 藤 姓 高木 氏族 肥 前の 豪族に して、 河 
上 淀姬 社、 文治 ニ 年 五月 廿 四日 文書に 南 
ニ郞季 家 •見 ゆ。 高木 季 綱の 次男に して、 
龍 造 寺 家の 祖 也、 龍 造 寺 文書に 「高木 南 
ニ郎季 家」 と载 せ、 龍 造 寺 系圖に 「季喜 
丨季家 (初め 高木と 號 す。 南 次 郎) 丨季益 
(南 三 郎 、龍 造 寺、 號長瀨 、法名 性圓 、上 
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而 して 龍 造 寺 嘉祿四 年 文書に、 長 瀨南三 
郞 、また 南三郞 末 益 (惣 地頭 西 蓮 云々〕、 
また 弟四郞 兵 衞尉保 家 等 多く、 又 陰德太 
平 記、 天文 九 年 八月に 南 入道 宗智 、要略 
永 祿 三年 十二月に、 南 氏 討死の 事を 載せ 
たリ 0 

35 藤 姓 中 尾 氏族 肥 前彼杵 郡の 名 族に し 
-C- 、 士系錄 に 「藤 原勝廣 •中 尾 左 兵衞、 
本 氏 南 氏。 藤 律ょり 萱瀨 村に 來 りて 中 尾 
を領 して 在 名を 氏と す J と。 又 南 越 前、 
同 兵 衞尉等 多し。 

36 筑 前の 南 氏 宗系圖 の 一本に 「乳母の 
父 •南備 後 守惟宗 、之を 懐に し、 遁れて 
山林に竄る。後に原田種 -1: に遊事す。宗 
家の 號は宗 像大明 神の 神 夢に より 授かる 


所な り」 と。. 宗條參 照。 

37 藤 原 南 家 伊東 氏族 日向 紐に 「伊東の 
南祐宗は後に石松を領し、石松一ーー耶祐宗 
と 云 ふ」 と。 伊東、 石 松 等の 條參 照- 
38 伴 姓 肝 付 氏族 大 隅の 名 族な リ 、肝 付、 
川 南、 律 曲 等の 條を 見ょ。 

39 藤 原 姓治郞 吉政 吉を祖 とすと 云 ふ。 
40 雜载 その他、 安西 軍 策に 南 勘 兵衞 (毛 
利 方〕 を载 せ、 又 西 尾 松 平 藩 公用 人に 見 
え、 加 貿藩給 帳に 「 百 八 拾 石 南 源 友 衞門」 、 
香 宗我部 家臣に 南 宗兵衞 、南 彥右衞 門 等 
見 ゆ。 その他、 備 前、 播 磨、 近 江 (紋上 
り 藤)、 美 濃 ^ 、 猶ほ多 かるべし。 

南 荒 居 ミナミ アラ ヰ 丹黨の 一にして、 
武 藏國賀 美 郡 南 荒 洁 より 起る。 七黨 系圖に 
「勅旨 河原 彌四郞 直 兼— 重 直 (南 荒 居 四 郎)- 1 


—叻直 -p 時 直-直 秀—氏 直 

ニ 兵- 

「助 則-！- 景 助— 景直 

五 | 

I 光 直 

丨助 信- 實 信- 實直 

九 

丨助實 I 助 行 
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もと 奈良興 福 寺 


正 知 院主、 舊 四十 石、 名家の 故を 以 つて 男 
爵を賜 ふ。 南 岩 倉 具 威は 岩 倉 家の 一族 也。 

南 飯 塚 ナミ イヒヴ 力 小 野 姓の 一にし 
て、 武藏の 豪族 也。 小野淨 圖に 「藤 田 氏 兼 
丨盛氏 (南 飯 塚)」 と あり。 猪 俣黨の 一也。 ィ 
ヒグカ 條を參 照。 

南 浦 ミナミ ウラ 出 雲發祥 か。 佐々 木 氏 
の 族に して、 佐々 木 系圖に 「隱 岐義 淸—泰 
淸丨 五郎 左衞門 茂淸丨 扶淸 ( 號南浦 五郎〕— 
扶茂 ( 彥四郞 〕 丨扶網 (四耶 左衞 門〕 J と。 又扶 
茂の 弟 「高扶 (五郎 左衞 門、 法名 樹林〕— 貞 
扶 (五郎左衛門)」、 また 高扶の 弟に 興 源 等 
を收 む。 又 中興 系圖に 見 ゆ。 

南 江 ミナミ H ナン n ウ河 內國の 名 族 
にして、 大楠 公夫 人久 子は、 南 江 備前守 正 
忠の妹 也と 傳 ふ。 元亨 三年、 正 成に 嫁し、 
正平十九年七月十七日、六十一歳に1て逝 
く。 其の 墓は 東 條村甘 南 備觀音 堂に ありと 
ぞ 。正忠 は 廣嚴寺 楠 木 一族 靈牌に 南 江備前 
守正忠 と 見 ゆ、 湊川戰 死 也。 後 石 川 郡の 名 
族に 存 すと 云 ふ。 

南 岡 ミナミ ヲカ 土 佐の 豪族に して、 長 
曾 我 部 元 親 家老 分に 南 岡 左 衞門大 夫、 若手 
家老 分に 南 岡四郞 兵衞 •見 ゆ。 

南 鬼 a ミナミ オー I クボ ナ キクボ .武藏 


の 豪族に して、 桓武 平氏 野 與黨の 一也。 七 
黨系圖 に 「野與 基 永— 經長丨 行 長— 行 親 (南 
鬼 窪 小 四 郞〕 丨四郎 太郞 親賴 — ^ ― 


- 親 家 大兵 

- 景賴こ 左— 景 ロ 

—親賴 

I 行經 
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ォ -I クボ 、ナ キクボ 等の 條參 照。 

南 大路 ミナ ミオ ホ チ ミナ ミノ オホチ 

1鴨縣主姓上賀茂社の社家にして、「奈 
良社禰 宜 •從四 位下 •南 大路 大膳亮 英顯。 
同 祝 •從四 位下 •梅 陰 大炊頭 氏 持」 など 見 
ゆ、 氏人の 一也。 力 モ條參 照。 

又 下 鴨 社に も 此の 氏 ありて、 當社 記錄に 
「所 司 一人 •南 大路 家 •代々 家職」 と 云 ひ、 
所 司 家系に 「氏人、 稱南 大路」 と。 

2 营原姓 北 野 社の 社家に して、 十 川 氏 
ょり 分る、 キタ ノ 、トカ ハ 等の 條參 照。 
00  ミナミ ガウ ナン ガゥ 條を 見ょ e 

南縣  $ ナミ ガタ ミナミ アガタ 加賀に 

南縣庄 あり。. 

南方 ミナミ カタ ミナ カタ 陸 前、 安藝、 

大隅 •薩摩 等に 此の 地名 存す。 

丨桓武 平氏 大椽 氏族 常 陸の 豪族に して 


小 栗系圖 K: 「小 栗 重 朝— 重 信 (號 南方〕」 と 
見 ゆ。 其の 子 「賴重 丨重宗 — 重 政」 也。 
2 安藝の 南方 氏 山縣 郡の 豪族に して、 
通 志に 「本鄕 城は 南方 村に あり o 1 に 折 
ロ 城と 云 ふ、 南方 宮內 •居 守す」 と。 又 
「中原 城、 土 肥 山、 畑 城、 並に 同村に あ 
り。 中原は 南方 出 羽の 居城な り」 と。 而 
して 安西 軍 策に 南方 宮內少 輔 、南方 出 羽 
守を 载せ 、又吉 川 記に 「南方 宮內を 周 防 
右田 城に 置く」 と。 右田 條參 照。 

3 中原 氏族 伊豫 國宇和 郡の 豪族に して 

淸良 記に 「南方 大和 守 親 安、 新 介 親宗」 等 
見 ゆ、 セツ ツ 、ナカ ハラ 等の 條に詳 か 也。 
4 桓武 平氏 北條 一門に して、 鎭西 探題 
の 連署な り。 南方 左 近 將監な ど 見 ゆ。 

南楮原 ミナミ 力 チ ハラ 常 陸の 豪族に し 
て、' 新 編國志 に 「茨城 郡 岩間 村に あり、 相 
傳 ふ、 宍戶 氏の 舊臣な り」 と。 

南金屋 ミナミ カナ ヤ 三河國 御津 神社 永 
祿 元年 棟 札に 南 金 屋宗次 •見 ゆ。 

南 川 ミナミ ガハ 

1 祀 伊の 南 川 氏 名 草 郡の 名 族に して、 
續 風土記、 梶取村 舊家地 士條に 「南 川 長 
五郎 •家傳 に 云、 ふ、 先祖を 南 川 刑 部五郞 
文献と 云 ふ。 舊く當 村に 在住す (今 土 居 


ミナミ イ ミナ ミオ 


« / ナミ オ ミナミ 力 
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ミナ ミク ミナミ サ 


ミナミ サ 


雪 一 


の址を 文献 屋鋪と 云 ふ。 近き 頃 迄 堀 形 遺 
れり〕 C 天 正 年中、 小牧御 陣に御 味方に 屬 
し、 泉 州まで 出陣せ しに、 御 和睦と 聞い 
て 引返す。 翌年、 豐 太閤の 爲に 亡され、 

村 中に 蟄居し、 鄕士 となる。 慶長 年中 檢 
地を ぅけ、 農を 業と す。 南 龍 公 •命 あり 
て、 燒 酎を 製せ し 事 ありと いふ。 地士に 
て大 庄屋 職を 勤む」 と。 

2 伊勢の 南 川 氏 瀧 川 一益 配下の 臣に 南. 
川 治 部 左衞門 あリ、 三重 郡の 代官に して、 
薦野 城に 據 る。 その他、 伊勢の 儒者に 南 
川金溪 (響 者、 維遷) あり。 

3 雜载 その他、 志 摩 •尾 張、 攝津 、武 
藏等 に存 す。 

南 木 ミナ々/ ギ ナシ ボク條 を 見ょ 0 

南 喜 殿 ミナ、、/ キ FS 大和に 南 喜 殿庄あ 

y o . 

南 切 谷 ミナミ キリ タ 11  ナ キリャ 條を見 

南口  ミナ S グチ 石 見出 雲 地方に 在り。 

ミナミ クモ ナグモ ナン グモ マ 

セ 越後の 豪族 也。 マ セ 條參 照。 

南 倉 ミナミ クラ ナク ラ條を 見よ 0 

南黑田 ミナミ クロ ダ 伊香 氏の 族に して、 

近江國 伊香 郡 黑田邑 より 起る。 伊香 系圖に 


「馬 m 神次郞 助 盛 丨刑部 大輔資 重 (妙 信〕 丨 
資厚 1 資定丨 厚信— 厚 安— 厚 興 (厚 安子* 
文明 年中 入 俗、 家名 南黑 田、 東 神 田 構 住)」 
と载 せたり。 

南 佐 «■ / ナミ サ ナメ サ條を 見ょ 0 

南 草 ミナ $ サウ 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

南阪 ミナミ サカ 

南 酒 出 ミナミ サカ デ 常陸國 Q 豪族に し 
て、 淸和 源氏 佐 竹 氏の 族 也。 佐 竹系圖 に、 佐 
竹 隆義の 男、 秀義の 弟 「義茂 (佐 竹 六 •郎 、南 
酒出祖 、田 谷、 國 井、 森戶 、小 縮、 仲 根、 
白鳥 祖)」 と载 せ、 又 一本 (小 田野 本 等〕 に 
「隆義 (秀義 の 父) の ニ 男 南 酒 出義 茂」 と 見 
ゆ。 又 一本に 「秀義 の 男 南 酒 出義茂 J と 云、 
ひ、 また 「六部 義茂 •承久 三年 宇治 卷嶋 
の 合戰 先陣 云々」 と。 而 して 諸家 系 圖纂に 
は 「秀義 丨( 南 酒 出〕 義茂 (六 郞左衞 門 尉〕— 
義行 (太郎 ニ郞 >7 義浚 (又 ニ郎〕 丨義遠 (小 
ニ郞 〕— 義 賴—義 長— 義 奥— 義 氏」 と あり。 
又 新編國 志に 「南 酒 出 •那轲 郡 南 酒 出 村ょ リ 
起る。 佐 竹 秀義の ニ子 義茂 •南 酒 出六郎 と稱 
し、左衞門尉に任ず。承久三年、宇治川の戰、 

一 官軍 •大小 短を 水中に 張って、 我が 人馬を 
遮斷 す。 義茂 •刀を 揮って 之を斫 り、 前み 戰 
つて 敵 二人を 斬る。 後 其の 刀を 名け て截綱 


と稱 す。 子孫傳 へて 以つ て寶 とす」 と あリ 0 
一族は 義乃佐 竹 系圖に 「秀義 —<南 酒 S 義 
茂 (六 郞〕- r 


丨義 行-一- 義饺 -T 義 遠- 義賴， 義 長- 義 興- 義繼 
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丨義久 H 義員 -義繼 一一郎 
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その他、 佐 竹、 酒 出、 北 酒 出 等の 條參照 < 
南 崎 ミナミ； Ht- 武藏に 此の 氏 在り。 

0M  ミナミ サト 


南澤 ミナミ サハ 陸 前 等に 此の 地名 あり 
て、 武鑑に 奥 殿 松 平 藩 重臣、 小 城 鍋 島 藩 重 
臣等に 此の 氏を 載せ、 又武藏 、信 濃、 三 河 
等に も 見 ゆ。 

南三鄕ミナミサンガウ美作の武士に南 
三鄕黨 あり、 太平 記卷七 等に 見 ゆ、 管 家の 
一族に して、 作 陽 誌、 眞 島郡條 に 「栗 島鄕、 
鹿田鄕 、垂水 鄕を南 三 鄕と日 ふ？ 所謂る 美 
作 國菅家 一族、 江 見、 芳貿 、漉 谷、 南 三鄕な 
る 者是れ 也」 と 載せ、 又眞島 郡の 族、 鹿 
田、 栗 原、 垂 見の 三 氏を 南三鄕 とす。 後醍 
醐 天皇に 屬 して 勸王 せり。 

南 志 見 ナミ シミ ナジ ミ條を 見ょ 0 

南 島 ミナミ シマ 武內宿 禰の裔 なり. と 云 
ふ。 紀姓な らん。 賴季の 孫遠定 の男忠 遠、 
その子 淸實丨 その 孫實 時を 祖 とすと 云 ふ。 
又武藏 、信 濃 等に 見 ゆ。： 

南 城 ミナミ シロ 下野の 豪族、 那須 氏の 
族に して、 備 前守資 藤の 男子ょり 出づ 。ナ 
ス條參 照。 

南 白江ミ ナミ シロ  H 加 實國に 南 白 江庄 
あ 

南 ® ミナミ セ 大村 藩士に 存 し、 士系錄 
に 「南 畝 C 山 脇) •藤 原 高 時、 南 畝惣 左衞 門。 島 
原 一揆の 節 •黑 田家に 從ひて 討死」 云々 と。 


南 瀬 ロ ミナミ セグチ 太平 記卷 三十 三に 

南瀨 ロ六郞 •見 ゆ。 

南 田 ミナミ ダ 攝津國 豐島郡 上津島 村の 
住人 南 田 利 介は 本願 寺實 如に 歸 依し、 蓮 敬 
寺を 開く。 又武藏 にも 在 9。- 

南 館 ミナミ ダ デ ミナ ミヤ カタ 

1 陸 前の 南 館 氏 當國の 豪族、 大崎 氏の 
近親に 南 館 播磨守 あり、 古川 狀に見 ゆ。 
2淸和塬氏南部氏族陸奥國八戶の南館 
ょ 9 起る。 八戶政 長の 次男 政 持を 祖 とす。 
南部、 八戶 、中 館 等の 條參 照。 

南 谷 ミナミ ダ 1| 美 濃、 尾 張、 武藏 等に 

此の 氏 あり。 

南 段 ミナミ ダン 大和 國山邊 郡の 豪族に 
して、 筒井 時代、 南 段 左內 あり。 

南 出 ミナミ デ 

南條ミ ナミ テウ ナン デゥ條 に 詳が也 0 

南 殿 ミナミ ドノ ナン デン ナデン 

1 名 和 氏族 名 和 系圖に 「長年— 基 長— 
光顯 (南 殿 孫三郞 、改號 光興、 顯長 養子、 
後顯興 養子、 新 判官、 法名 昌棟) J など 載 
せ、 その 男に 土用 松 丸、 都々 女 等 あり。 
2 文 姓 大和 國山邊 郡の 豪族に して、 南 
莊よリ 起り。 南莊 城に 據 る。 博士 王 仁の 
後裔に して、 もと 文 思 寸姓な りと 云 ふ。 


違 暦の 頃、 南 殿下 司宗弘 なる もの あり。 
3 淸和源 氏 佐 竹 氏族 太 田の 南に 居る 故 
に 此の 稱あリ 、戶村 伊豫 守憲國 (常 陸 介 
義 倭) の 後 也、 戶村 、佐 竹、 大掾 等の 條 
參 照。  ' 

南 野 ミナミ / 常 陸に 南 野牧あ リ。 •， ■弘安 
大田 文に 「南 野 牧千百 九十 一町」 と 載せ、 
又 大光禪 師語錄 に 「南 野莊 高岡鄕 _」、 税所氏 
應永 中の 文書に 「南 野莊藤 澤鄕」 等 見 ゅ。 
而 して 此の 氏 •武藏 等に 存 す。. 

南 目 ミナミ ノメ陸 前國宮 域 郡 南 目邑ょ 
り 起る。 喜 多 目、 結 城 等の 條を 見ょ。 

南 白 田 ミナミ ハタ 加 賀に 南畠庄 、その他、 
陸 中、 筑前 等に 此の 地名 存 す。 

南濱 ミナミ ハマ 近 江 國淺井 郡南濱 村ょ 
e 起る。 南濱 蓮大坊 、南 濱新次 部 信 直、 同 
志 摩 守 等あリ o . 

南 原 ミナ ハラ 信 濃 等に 存 す。 
南久松 ミナミ ヒサ マツ 北 野 社の 社家に 
して、 营原姓 •十 川 氏の 分流 也。 

南 福 ミナミ フク 近 江 國淺井 郡に 南福庄 

あ 90 

南 布施 ミナミ フセ 信 濃國に 南 布施 本庄 


見 ゅ 0 _ 
南部 ミナミべ ナンブ 條 (四 三 六 ニ 頁) を 
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過去帳に「南和五郞家守、同又五郎貞經」 
等 見 ゆ。 


見よ。 又紀 伊に 南部 庄 あり。 

南 保 ミナ々/ ホ. ナン ボゥ 條を 見よ。 

南 洞 ミナミ ホラ 

南 松 本 ミナミ マツ モト 山城 伏見稻 荷の 
社家に して、 松 本爲紀 の 次男 爲浚 を祖 とす。 
その 男に 爲豐 ，爲音 等 あり。 

南宫 ミナミ，#/ ヤ ミナ ミヤ ナン グゥ 條 

を 見よ。 

南 村 ミナミ ムラ 周 防の 名 族、 大內 氏の 
遺臣 也。 その 裔南村 梅 軒は 天文 中 土 佐に 至 
り、 吉良 宣義に 仕へ て 儔學を 起す。 

南 元 ミナぐ/モト 

南 谷地 ナミ ヤチ 奥州の 豪族、 大崎氏 
酣 下の 將に南 谷地 淡路 あり、 古川 狀に見 ゆ。 
大崎 、逾 谷、 中 目 等の 條參 照。 

南山 ミナ ミヤ マ 信 濃、 岩 代、 羽 前、 肥 
後 等に 此の 地名 あり。 

1 關東の 南山 氏 鎌 倉 管領 酣 下の 將に南 
山上總 入道 あり、 滿貞に 屬 す。 相 州兵亂 
記筆に見えた0。又那須系圖に資氏の女 
は 南山 某に 嫁す と。 

2 近 江の 南山 氏 甲實ニ 十 一騎に 南山 六 
家 あり、 甲 貿條參 照。 

3 雜载 その他、 信 濃 等に 存 す。 

南 和 ミナ ミワ ナ ヮ條參 照。 近 江 蓮華 寺 


南 脇 ミナミ ワキ 大和の 豪族に して、 英 
浚 日記に 「永 正 三年 八月、 京 衆澤藏 •亂入 
の 間、 國衆は 十 市、 箸 尾 以下、 南 脇 衆、 悉 
く多武 峰に 楣 籠り、 堅固に 相蹈し 了る」 な 
ど 見 ゆ。 

南 分 ミナ ミワ ケ東作 志、 勝* 郡 平 村庄 
屋に南 分繁藏 を载せ たり。 

源 ミナ モト ゲン 上古に 在リ ては 物 部 
氏、 中古 以後に ては 藤 原 氏と 源氏、 此の 三つ 
が、 本邦に 於いて 最も 榮へし 氏なる べし 0 
殊に 源氏は 平安朝 以後、 武家の 頭 梁と して、 
且 長らく 天下の 政 權を 掌握せ し 氏な れ ば、 
後®、 武士の 家系は、 多く 源氏と 稱す 。そ 
の內 には 眞實源 姓の もの も あれ ど、 假冒も 
尠からず、 され ど 何等かの 關係 はありし な 
るべ く、 且つ 永く 斯く 信じられし なれば、 
多く 舊說 に從へ リ。 

抑 も 此の 源氏なる 姓は 嵯哦 天皇の 御 心ょり 
生れし にて、 天皇に 皇子 •多く、 一々 親王 家 
を 立つ る 時は、 人民の 困し む 所と ならん と 
の 大御心 よリ 、此の 氏を 賜 ひ、 臣下と なし 給 
ふ、 これ 本姓の 起原に して、 其の後、 仁 明 天 
皇 、文德 天皇、 淸和 天皇 等、 代々 嵯哦 天皇の 


御 心を 紹ぎ給 ひ， 皆 御子を 直に 源氏と なし 
給 ふ。 故に 一口に 源氏と 云 ふ も、 その 實 、十 
六 流 も ありし 也。 先づ第 I に、 嵯哦 天皇の 
後裔を 嵯峨 源氏、 次に 仁 明 天皇ょり 出で し 
を 仁 明 源氏、 同樣に 文德 源氏、 淸和源 氏、 

陽 成 源氏、 光孝 源氏、 宇多 源氏、 醋醐 源氏、 
村 上 源氏、 冷泉 源氏、 華 山 源氏、 三 條源 氏、 
後三條 源氏、 順德 源氏、 後嵯峨 源氏、 後 深 
草 源氏 等、 それ^^その 天皇の 後裔 也。 

1 源 朝臣 源 朝臣 姓を 賜は りたる 最初は 
嵯哦 天皇の 皇子 •信、 弘 、常、 明、 貞姬、 
潔姬 、全姬 、善姬 、信 等の 八 人に して、 其 
の 時の 詔は 類聚 三代 格 第 十七 卷に あり。 
「詔す、 朕 •措讓 に 當り 、纂 ぎて 天位を 踐 
む。 德は邇 を睦 ぅする に愧ぢ 、化は 遠き 
を覃 ふを 謝す。 徒らに 歳 序屢々 榜 り、 男 
女 •稍 や 衆く、 未だ 子の 道を 識ら ず、 遺 
つて人の父の爲に、辱く封邑を累ね、空 
.しく 府庫を 費す。 朕 •懐に 傷み、 親王の 
號を 除き、 朝臣の 姓を 賜 ひ、 編して 同籍 
となし、 公に 従事し、 出身の 初め、 一に 
六 位に 叙 せんと 思 ふ。 唯し 前に 親王と 號 
する は、 更に 改む ベから ず。 同 母 後産、 
猶ほ復 た 一例。 其の 餘 •間すべき 如きは、 
朕 •殊に 裁 下せん。 夫れ 賢愚 •智を 異に 


し、 願 育 •恩を 同ぅ す。 朕 •忍で 體餘を 
絕廢 し、 枝葉を 分 折す るに 非ず。 固より 
.天地 惟れ 長く、 皇王逄 興を 以つ てす。 
豈に 康樂を 一朝に 競 ひて、 彫 弊 ^ 萬 代に 
忘れん や。 普く 内外に 告げ、 此の 意を 知 
らしめ よ。 弘仁五 年 八月 八日」 と あるに 
より 其の 意 明か 也。 

2 嵯哦 源氏 前項 流の 源氏を 嵯哦塬 氏と 
云 ふ。 內 、定 、明、 生、 寬-淸 -融 、勤 
勝、 順、 趁等 最も 名 あ 9、 詳細は サダ 條 
を 見よ。 

3 桓武帝 流の 源 朝臣 桓武 源氏の 名 あれ 
ど、 ものに 見えず 4 誤 か。 クヮソ ム條參 

照。 

4 仁 明帝裔 の 源 朝臣 多、 光、 覺 、興 基 

等 最も 名 あり。 詳細は || ンミャ ゥ條を 見 
よ 0 - 

5 文 德帝裔 の 源 朝臣 モ_ン トク 條を見 

よ。 能 有、 當 時、 相 職、 惟正 等 •最も 名 あ 
り。 又坂戶 源氏 も 此の 流 也。 

6 淸和帝 裔の源 朝臣 第廿三 項を 見よ。 

7 陽 成 帝 裔の源 朝臣 ャゥゼ ィ條を 見 
よ。 淸遠 、淸 蔭、. 淸鑒 等、 最も 著は る。 

8 光孝 帝 裔の源 朝臣 タワウ カウ 條を見 
よ。 近 善、 是恒 、忠 幹、 爲憲 、宗于 等、 


最も 著は る。 

9 宇多 帝 裔の源 朝臣 ウダ 條を 見よ。 英 
明、 庶 明、 雅 信、 重 信、 道 方、 政 長、 有 
賢、 有雅 、公忠、 資 通、 道 方、 經 信、 俊 
賴 、仲賴 (賴 直、 朝 綱〕、 基 綱 等、 最も 名 
ぁり。 猶ほ 佐々 木、 佐々 木 野 等の 條參 照。 

10 醍醐 帝 裔の源 朝臣 ダイゴ 條を 見よ。 
兼明、博雅、信義、 -4 光、高明、後賢、 
顯 基、 兼 長 (重 成)、 邦 正、 隆國 、隆 俊、 
隆 綱、 經成 •俊 明、 延 光、 保 光 等 最も 名 
ぁり 0 

1] 村 上帝 裔の源 朝臣 ムラカミ 條を見 
よ。 雅 信、 師 房、 俊 房、 師賴 、師 時、 師 
仲、 顯 房、 顯 仲、 通 光、 有 房、 定 通" 忠 
顯 、具 親、 具實 、具 成、 具敎 、具 通、 具 
守、 通 方、 通 成、 通秀 、通 博、 通 雄、 滿 
雅 、基 具、 通 言、 具 行、 北 畠 親 房、 顯 家、 
顯 信、 顯國 、顯 時、 定 平、 定淸 、材 親、 
成 信、 晴 具、 雅 兼、 雅實 、雅定 、政 鄕、 
雅 通、 通 親、. 通 重、 通 基 等 此の 流 也。 久 
我、 中院 、北 畠、 萬 里 小路 等の 條參 照。 

12 冷泉 帝 裔の源 朝臣 レイ ゼイ條 を 見 
上 0 

13 華 山 帝 裔の源 朝臣 ク ワザン 條を見 
よ。 猶ほ 伯、 王、 白 河 等の 燦參 照。 


14 三 條帝裔 の 源 朝臣 サン デ ゥ條を 見 
よ。 猶ほ 小一 條條參 照。 信宗 、宗家、 基 平、 
季崇 等、 最も 有名 也。 

15 後 三 條帝裔 の 源 朝臣 ゴサン デ ゥ條を 
昆 よ。 花園 左大甬 有 仁 等 •此の 流 也。 

16 . 順 德帝裔 の 源 朝臣 、ジュン トク 條を見 
よ。彥仁、義成"彥良等最も著はる。 

17 後嵯峨 帝裔 の 源 朝臣 ゴサガ 條を見 
よ。 宗治 等、 此の 流 也。  . 

18 後深草 帝 裔の源 朝臣 ゴフ カク サ條 を 
見よ。 宗助 等、 此の 流 也。 

19 龜山 源氏 カメヤ マ條を 見よ。 

20 後ニ條 源氏 ゴ I ニ k ゥ條を 見よ。 

21 正 親 町 源氏 ヒロ ハタ 條を 見よ。 

22 堂上 源氏 村 上 源氏、 宇多 源氏、 花 山 
源氏、 淸和 源氏、 及び 正 親 町 源氏の 五 流 ぁ 
りて、 合せて 十八 家。 村 上 源氏に. は久 我、 
中院、 六 條 、岩 倉、 千 種、 東久 世、 久 世、 
梅溪 、愛宕、 植 松の 十 家、 宇多 源氏には 庭 
田、 綾小路、 五辻、 大原 、慈 光寺の 五家、 
華 山 源氏に ては 白 川の 一家、 淸和 源氏に 
ては 竹內の 一家、 正 親 町 源氏に 廣幡の 一 
家 あり。 各條を 見よ。 

23 淸和 源氏 清 和 天皇 皇子 長猷 (母 加 茂 
峯雄 女〕、 長 淵 (母 大野 鷹 取 女：*、 長鑒 (母 
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佐 伯 子房 女〕、 長賴 (母 同上)、 及び 載 子 (母 
賢 茂 峰 雄 女) の 四 皇子、 一 皇女を 初めと し 
て、 同じく 皇子 貞固 親王の 御子 國淵 。貞 
元 親王の 御子 兼忠 、兼 信。 貞保 親王の 御子 
國忠 、國 珍、 基 淵。 貞純 親王の 御子 經 基、 
經 生。 貞數 親王の 御子 爲善 。貞眞 親王の 
御子 蕃基 、蕃 平、 蕃 固、 元亮 等、 諸 皇孫 
の 後 也。  ， ' 

賜 姓の 事は、 三代 實錄 、貞觀 十五 年 四月 
二十 一日 條に 「勅して 宣 ふ、 朕 •凉德 を 
以 つて、 此の 守 文を 辱ぅ し、 化を 待て ど 
未だ 豚 魚に 孚なら ず、 心を 用 ひて 徒に 拮 
据に 形は る。 唯 蒼生を 子と 爲す の德を 
深ぅ し、 螽斯 •百に 則る の 福に 廉ら ず。 
而るに 今 心事 •间養 、男女 繁昌す。 當に 
茅 土の 重を 分ち て" 多く 帑藏の 費を 致す 
べし。 寤寐 も窺リ に愁 ひ、 心魂 •措く 罔 
し、 洪水を 渉 0 て、 而 して 舟檝 •先き が 
若し。 但‘し 弘仁以 降-載 代の 遺蹤 、或は 
親王と 作し、 或は 朝臣と 爲 す。 尤も 是れ 
上を 損し、 下を 益す るの 大義、 躬を 屈し、 
物を 利す るの 通規 、朕の 不德 •仰いで 前 
良に 慚づ 。因りて 顔る 舊 章を 變じ 、惣べ 
て 源氏と 爲 すを 願 ふ。 然れ ども 事 •當に 
古を 師 とすべ く、 義 •今に 宜しき を 貴ぶ。 


故に 其の 已む 獲ざる 者は 之を 擇び 、以つ 
て 親王と 爲 せ、 唯須 らく 其の後 一世に し 
て、 早く 王號を 停め、 即ち 朝臣を 賜 ひ、 
以 つて 國 家の 經 用を 節し、 頗る 公 謙の 篤 
情を 加へ ん 。又 其の 親王と 號 する 者は、 
同 母 後産、 放に 同畫 一、 尸 鳩の 深惠 、恩 
施を 一に せんと 欲す。 司 牧の至 公、 猶ほ 
.義 割に 從はん 。但し 枝 •若木を 分ち、 高 
下 •春を 共に し、 派 •天潢 を 出で、 淺深 
同じく 潤ぅ を冀 ふ。 普く 遐邇に 告げ、 朕 
の 意を 知らし めょ。 

是の 日、 親王 八 人、 源氏 四 人を 定め 給 
ふ。 皇子 貞固 •母は 橘 氏、 治 部 大輔休 蔭 
の 女。 皇子 貞元 •母は 藤 原 氏、 參議治 部 
卿 仲統 の 女。 皇子 貞保 •母は 女御 藤 原 氏、 
故 中 納言長 良の 女。 皇子 貞平 •母は 藤 原 
氏、 右 中辨良 近の 女。 皇子 貞純 •母は 王 
氏、中務大輔棟貞の女。皇女孟子*母は 
藤 原 氏、 兵 部 大輔諸 葛の 女。 皇子 包 子 • 
母は 在 原 氏、 參議左 衞門督 行 平の 女。 皇 
女敦子 •貞 保と 同 母。 並に 親王に 爲す 。皇 
子畏猷 •母は 貿茂 氏、 越 中 守 峰 雄の 女。 
皇子 長 淵 •母は 大野 氏、 前 石 見守 鹰 取の 
女。 白 ju 子長鑒 •母は 佐 伯 氏、 信 濃 權介子 
房の 女。 皇女 载子 、•長 猷と同 母。 並に 源 


氏と 爲 して、 左 京 一條 一坊に 貫隸 す」 と。 
次に 貞觀 十八 年 三月紀 に 「皇子 貞數を 親 
王と 爲し給 ふ。 年 ニ 歳、 母は 更衣 參議大 
宰權 帥從 三位 在 原 朝臣 行 平の 女 也。 皇女 
識子を內親王に爲し給ふ、年三歳，母は 
更衣 故 神祇 伯從四 位下 藤 原 朝臣 良 近の 女 
也。 皇子 長賴に 姓を 源 朝臣と 賜 ふ、 母は 
更衣 從 五位 下行 信 濃 權介佐 伯宿禰 子房の 
女 也」 と 見 ゆ。 

24 系圖紹 運錄に 「淸和 天皇 1 

I 陽 成 天皇 

丨貞固 親王— 源國湄 宮內卿 

丨貞元 親王 -T 源兼忠 I 重 之 冷泉 院坊带 刀 

一 00 

一 丨源兼 信ト宗 親— 下 

侍從 

I 真平 親王 

丨貞保 親王 H 源國 忠從丑 下 

丨源國 珍 春宮 S、 內驗頭 

丨基淵 

—貞純 親王 + 經基王 

厂經主 1( 公 節〕 丨( 忠季) 

越铨守 

—貞辰 親王 

丨貞數 親王— 源 爲喜丨 (惟 盛)、 弟 (惟忠) 


—貞眞 親王- 


丨源蕃 基— (雅 行〕 

土佐樓 守 

— 源 蕃平 -( 爲堯〕 

大勝 大夫 .出 雲 守 

丨源蕃 固蕃 3 

加 賀揉守  ' 


—貞賴親王ー-源元亮-孝道-^水成 

元高  越 前 守： f 
左浇門佐 
爲菝# 子 


丨家貞 

號嘉 「定隆 
—政隆 h 行政 


下野 守 

丨 孟子 内親王、 包 子 内親王 
I 敦子內 親王、 識子內 親王 
原長猷 -^嘉 種 -T 淸 遠-親 平 

刑 部 梆 美柞守  遠扛守出羽守 

丁 源 長 淵丨嘉 生 丨淸風 

從四上  阿波 守 越 中 介 

丨塬 長鑒 -嘉實 

從三位  木 H 權頭 
f ^ ^ g 右兵衞 眘— cjcc ^ 長 門權守 

I 源 載 子 

と 見 ゆ (割 孤 內は 尊卑 分脈に て 補 ふ〕。 か 
く淸和 源氏に も、 その 流. •多 けれど、 後世 
榮 えたる は經基 王の 後に て、 他は 袷ん ど 
著 はれず .° 

又 帝 系圖に 「清 和 天皇— 貞敷 親王 丨源爲 
善 (大舍 人頭〕— 惟 盛 0^1? 雅 信、 從五 下、 
母定方公女3、弟雅忠」と見えたり。 

25 一條 源氏 邸 その 址 •上京 小川 殿 町、 
古の 左 京 一條 一坊に 存 す。 淸和 天皇の 諸 
皇子 •此に 届 館し 給 ふ。 貞 固、 貞 元、 貞 
平の 三 親王、 及び 源長猷 、長 淵、 長鑒等 


な リヴ 後 源 賴光も 亦此に 居リ (今昔 物語〕、 
長 和 年中、 右大臣 藤 原 道 綱 も此に 居る 
(野 府記 及び 拾遺 集 和歌 小 序) とぞ (地名 
辭書) 。 

26 兼忠流 第二 十四 項參 照。 兼忠の 後は、 
分脈に 「兼忠 (參議 、治瓿 卿) j 
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皇太后 亮 一 右將監 
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本 棣蓄駿 河 守 
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右兵 尉 刑部丞 刑部丞 
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'•27 兼 信 流 分脈に. 「兼 信— 重 之 (相 摸權 
守、 左 馬 助、 卅六 歌仙の 一) r 


丨有數 

丨 !| 丨或 1 - 

大睹 亮典藥 允， 
金葉拃 者 


丨貞信 

-貞 親— 爲 業- 

ぎ 部丞 

丨貞 長-^ 房 


章實 

季生 

— 浚淸 

少 S 


. - 爲業 
—有數 

丨 女子 歌人 

28 六 孫 王流貞 純 親王の 御子 經基 王の 後 
にして、簪通に淸和源氏と云ふは、皆此 
の 後裔 也。 され ど 此の 經 基を 淸和 源氏と 
する 事に 付きて は、 有力なる 異說 あり。 
即ち 星 野 博士の 「六 孫 王は 淸和源 氏に 非 


ざる 考」 ( 史學雜 誌、 及び 史學總 說 所載〕 
の 如き 其の 一也。 其の 論據 とする 處は、 

主として 男 山 舊別當 田 中 氏 所 藏の賴 信 永 
承 元年 告文に 「先人 新發 (滿 仲) •其の 先 

經基 、其の 先 元 平 親王、 其の 先 陽 成 天皇、 
其の先淸和天皇」と载せ、また「曾祖陽 
成 天皇は、 權現 C 八幡 神、 即ち 應神 天皇〕 
の 十八 代の 孫 也。 賴信は 彼の 天皇の 四 世 
の孫也」とあるにょる。されど大鏡及 
び東鑑等に至るまで、皆淸和天皇ょり出 
づと一 なすを 以つ て、 猶ほ 暫く 舊說 に 從ふ 
べし。 新說 に據れ ば 陽 成 源氏た る 也。 又 
上野 圖 書館藏 諸家 圓系圖 には 「淸和 天皇、 
陽成院 、六 孫 王、 滿 仲、 賴 信、 賴義 、義 
家、 義國」 と ありと 云 ふ。 

經 基は 尊卑 分脈に 「天德 五 •六 •十五、 
始めて 源 朝臣の 姓を 賜 ふ」 と 載せ、 源氏 
® 系圖に は 「天 德四年 六 ." 十五に 源 姓を 賜 
ふ」 と 見 ゆ。 經基は 承 平 中、 武藏 介と な 
リし が、 當 時、 當國足 立 郡 司武 藏武汔 • 
權 守興诅 王と 爭ひ 、下總 の 平將門 •之を 
和解せ しめんと して 當國に 來り 、仲介の 
勞を 終り、 仲直りの 酒を 飮みし 際、 武芝 
の 部下の 者 •經 基の 營 所を 圍む 。經 基は 
之を將門、興设の所業と誤解し、上京し 
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て將門の異謀を訴へ、後.に將門征伐の際、 
藤原忠 文に 從ひて 副將 軍と なる。 これぞ 
源平 衝突の 濫觴 也。 され ど當時 未だ 武力 
に 於いては、 源氏は 到底 •平氏、 或は 秀 
鄕流藤 原 ^ に 及ば ざり き。 ょりて 經 基、 及 
び 其の 子滿 仲は、 其の 頃 政治の 實權を 握 
りし 藤 原 氏と 結託し、 其の 地位を 高む る 
につと めき。 經 基は 後に 藤 原 純 友の 餘黨 
を 平げ、 次いで 鎭 守府將 軍 等に 任ぜられ、 
應和 元年 (天德 五 年〕 十一月 四日、 四十 五 
歳に て 卒去す。 

經基 に は 滿 仲、 滿政 (正〕、 滿季、 滿實、 
滿 快、 滿生 、滿 重、 滿賴の 八 子 ぁり。 内、 
滿仲は 嫡流 源氏の 祖 、滿 政は 近 江、 美 濃、 
尾 張、 三 河 等、 諸 源の 祖、 滿季は 高 屋ィ小 
椋-平 井、 柳、 山 田、. 御園 等、 諸 源の 祖、 滿 

快は信濃源氏の祖、其の他は子孫聞ぇ 
ず 0 

經基の 長子 滿仲 は延喜 十二 年 四月 十日 誔 
生、 性 勇武、 且つ 和歌に 巧に して、 上下 
ょり 尊重され しも、 猶ほ藤 原 氏と 結 托す 
る處 深く、 安和 年間、 橘繁延 、藤 原千晴 
(秀鄕の子〕、僧蓮茂等と丼に、爲平親王 
を 奉じて、 兵を 東國 に擧 げんと 謀り、 し 
かも その 陰詉を 藤 原師 尹に 密告せ し 程な 


1J 。 其の後 も 常に 藤 原 氏に 接近し、 その 
援助に よっ て 家聲を 隆 めし 力 如し。 寬和 
ニ 年、 僧籍に 入り、 多 田 新發意 (滿慶 ) と 
稱 す。 多 田は 攝津 川邊鄱 の莊 名に て、 滿 
仲 その 地を 領 す。 よって 多田滿 仲と 云は 
れし 也。 長德 三年、 八十 五 歳に て 卒去す。 
滿仲 •甞っ て 名工に 命じて ニ 刀を 得、 死 
0 の頸を斬りて、其の銳を試みしに 一 
は餘勢 •鬚に 及び、 一は 膝を 斷っ 、、よっ 
てこれ を 鬚 切、 膝 丸と 稱し 、源氏の 寶刀 
とす。 猶ほ多 田條參 照。 

滿 仲には、 賴 光、 賴 親、 賴 信、 賴 平、 賴 
範 、賴 明、 賴貞 、孝道、 源 賢、 賴尋の 十 
子 ぁり。 內賴 光は 攝津 源氏、 美 濃 源氏の 
祖 、就中、 多 由 氏、 馬場 氏、 土岐氏 •最 
も 名高し。 賴 親は 大和 源氏、 宇 野 氏の 祖、 
賴 信は 新田、 足 利、 佐 竹、 武 田、 平 賢 等、 
諸氏の 祖 、賴 平は 桕 原、 太 田、 檜 坂 等、 
諸氏の 祖 、賴範 は戶鳥 等の 祖 、源 賢は 丹 
波 大井黨 等の 祖な り。 

29 源 姓系圖 分脈に 「綷基 (母 源 能 有 女、 
號六孫 王、 天德 五六 十五、 賜 源 朝臣 姓、 鐄 

'守 府將 軍、 武藏 、信 濃、 伊與等 守、 上野 
介、 左衞門 佐、 大 宰大貳 、天 德五年 十一 
月 四日 卒 、四十 五 歳〕— * 


箱'^ 越 前" 美 濃、！ 11? 18. 、陸奥等守、常陸介 
a 橘 繁古女 、或 武歲守 有 女 
依 住 摄津固多田庄號多出、 

長德 三年卒 、八十 五、 法名 潇 e 
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以上 •美 濃、 八 島 •善 積、 辻 岡、 出 
羽、 富 塚， 與利 井、 澤 俣、 雨 谷、 辻、 
豐田、 佐 渡、 浦 野、 山 田、 原、 葦 敷、 
生 律、 小 河、 木 田、 開 田、 上 有智、 
吉 野、 明智 、相 摸、 小島、 泉、 津保 
山、. 彥 坂、 高 田、 菱 野、 柏 合、 平野、 
白川、世保-足助、尾張、參河、茛 
茂 等の 條を 見よ。 


丨滿季 H 滿賴但 馬 守、 i 

兵珩允、|下野筑前守 
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« 忠資男  大勝 大夫 
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丨爲經 


以上の 詳細は、 高屋 、越 前、 小 原、 
小椋 、岸 本" 平 井、 森、 来 井、 板 東、 
奧 、樋 ロ、 柳、 河 曲-和 田 ., 粟田、 
山 田、 和 南、 梅林、 山上、 大町 、高 
岸、 御園、 岸 下、 林 田、 石塔、 三 河 
等の 條を 見よ。 
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滿快 流の 詳細は、 東、 西、 新 井村、 
土 水、 大屋、 木屋 、猪 本、 中津 、中 
津乘 、伊那、 林、 野邊 、泉、 詉訪 部、 
室賀 、芳 美、 瀨 橋、 地 田、 手 塚、 诜 
波、 飯 田、 小 田、 佐那 田、 飯 間、 松 
本、 ニ 柳、 村 上、 信 濃、 夏 目、 依田、 
詉 方、 片 切、 飯 沼、 堤、 駒澤 、大 島、 
前澤 、那須 等の 條を 見よ。 
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下野 守 


籠 尉 
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遠 江 守 紀伊守 
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八 倏藏人 
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咗阍5£31|珩 [* —f 一 佐 渡 守 一 摄津守  藏人 

丨國章 丨高彌 

能眾 

— 賴憲— 盛 綱 
仲 綱 T 宗綱 

肥 接 守 


多 田 
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= 有賴 

蠢父 
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丨賴行 
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丨行延 
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II 人 
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實 光信 子 

—泰政 

池 田紀藏 

人大夫 


T II 


賨賴行 男 
t 鳥 羽) 


= 兼綱丁 賴成 

田 代 冠萏 

厂賴季 

伊豆 藏人 

丨賴兼 -r 賴茂 


大內守 8 k 

—廣綱 

験 河 守 

丨 女子 

讀岐局 


兵 庫 頭 

-光圓 

高田 

—長賴 

蔵人 


山 as 三部 
美谟三郎 


丨國 直- TT 國政 T 國 成— 賴淸 

乘驛插 野太 郎 

丨賴淸 -賴資 
丨國 時— 國盛 

落 合 三 節 

，賴 兼- 賴高 

锖 水 五耶 


丨行延 

三 井寺 

丨 女子 

參議 俊雅母 


寮 院 次官 

丨國基 

兵衞大 夫 
(能 勢) 


T 敦光 


丨 光信 -T 光基-一- 頼 基‘ 


格 部丞 


師時 
出が 守 

丨光浚 

丨 || 
左衡尉 


左 ® 門 
伊豆既 
貧 守 


伊直 蔵人 

丨光銜 

實父光 長 
土岐 


, 11 7 光家 


賴仲丨 仲 基 

伊典 守 雅樂助 
土 佐 守 國甚父 
藏 


I 師 光- 

信 乃丨 
相 摸 守 

—賴房 

加 賀守 


「實俊 

相 人 

丨盛實 

本憲之 

丨滿隆 

顔 島 
中務丞 


—賴任 
丨明圓 
丨 女子 

六條费 院宣 旨 
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丨 光長 T 國長 

左衞門尉帶刀右 
伊 餌 守 衡尉 

1 P 

— 光義— 光國 

出 羽 冠者 伊賀 守 

-國 時— 悛基 

中宮 痒 長 高 松院 
帶刀先生蔵人 

丨信保 丨保親 

出舶守 勾 當 
六郞 


丨 光保^-光宗- 宗保 


II ■尉 


木 田 

厂 11 


- 源 全 丨實忠 -信忠 

爲 光保 子 摄津守 
多 田 禕師 


以上 詳細は.、 深 律、 陵、 溝抗 、井上、 
多 田、 攝律 、六 條 、能瀨 、野瀕 、倉 
垣、 馬場、 田 代、 伊豆、 山縣 、、鳥 羽、 
高 田、 小國 、大中 川、 小船 律、 小 中 
川、 久島 、福 島、 深栖 、池 田、 松 
崎、 坂 田、 堀、 尾 塞 •飯 倉、 河内、 
美 濃、 飛禪瀨 、野、 栗 野、 粟野、 神 
門、 上有智 、肥 後、 峰屋 、落 合、 清 
水、神野、平野、能勢、能设、田尻、 
土岐 、伊貿 * 郡戶 、出 羽、 長澤 、高 
井、 木 田、 淺野 、氣 良、 伯耆、 深 澤、 
猿 子、 尾 里、 秋 原、 画 庭、 郡 家、 小 


彈 正、 八 居、 隱岐 、原、 土 居、 船 木、 
福 光、 墨 侯、 ft 安、 島 田、 揖裴、 1 
木、 萱律 、鷲 巢 、禪藏 寺、 肥 田瀨、 
今岑 、外 山、 明 地 等の 條を 見よ 0 


—賴親 大和、® 防、 淡 路、 ¢ 15 等 守、 左衞門 E、 叙 留 f 

母 左 ® 門 佐： t 致忠女 
永承五正廿五土佐配梳 


丨賴 成- 

左門尉 
肥 後 守 


fITIT li 官 


r 滿 基- 定滿 

S 

ニ郞 


— 仲 光 — 光親— 光賢 

» 院艮官 A 疣 院 ]: ;?: 門院 
判官 代 判 官代 


—滿宗 - 

勾； FS 


丨滿資 • 


齋定院 野 滿長 


—滿親 
1 滿俊 

I 滿實 


-定綱 
—憲親 
ー- 11 


- 長 滿丨滿 親 

蔵人 所 衆八侦 冠者 

丨賴友  . 

丨成 M — 久隆 ~r~ 信 綱— 有 綱 

.四 炼宮 陸奧守  相 ® i d- 式部 丞 
内 伴 長 河内 守 兵茚頭 

丨資賴 -資國 

丨賴 房- T- 賴浚 -T 賴風 T 賴 安-信 寊 


陸奧守 
上 總介 

丨親宗 

丨爲房 


賴淸 -淸高 
I 賴治 親 弘 M 治 

中杜丞  《岛格 {す 宇 野 七 郞 

1-親通 | 基弘 


先生 太， 夫 

丨有光 

柄津源 太 
石 川 冠者 i 


丨賴遠 -r 仲 重- 賴景— 惟 風 n- 賴明 

蔵 原三郎 I 先生 大夫® 子 六 郡 惟光  一 

_ 陸 5 ハ郞堅 ハー 丨賴華 

—仁範 丨 基 輔^ _基 親 

荒萌®  楊 梅 一 

丨圓尋 . 1 f 田 遠 
—賴基 T 義仲 T 仲 親— 仲 重-盛 仲 


右京 少 


進 1 丨： 


賴茂 


—義 守— 宗賴 -賴員 

式部 少丞源 大夫能 登 守 

丨忠 光— 朝 光-親 賢 

麻 生 


I -M 光丨 光親-光賢 
以上 詳細は、 戶 坂、 麻 生、 三宮 、粟 
田 ロ、 八條 、荒 加實 、石 川、 福 原、 
柳 律、 澤 田、 成 田、 河 尻、 大 寺、 小 
高、 坂 地、 ニ 河、 法華經 、加貿 、竹 田、 
峰 田、 宇 野、 奥、 豐 島、 大 鳥、 愛子、 
陸 奥、 太 田、 大野、 一所、 朝日、 楊 
梅、 大和、 廣瀨 、入 野屋 、入屋 、大 
森、 土方、 辛 川、 宇川 等の 條を 見よ。 

|_1ー 15 鎮守府將軍、內昇殿_ 


母 大納言 接 原 元方 女、 或 陸 奐宁壤 原 致忠女 1 
伊坊、河内、甲斐、 {1 濃、美濃、相摸、陸奧、下野、伊與 
等 守、 上 S1 介、 治 部少輔 、民 部丞 、兵 部丞 、皇后 宮亮、 
左 馬播 頭、 冷泉 院判官 代 
康 正 三 九 1 卒 、六十 诶 


丨 |® ^ 武藏 守、 大阚榷 大輔， 
母同賴 光 


丨賴盛 T 盛 實-盛 淸-盛 房- 賴房 

丨盛 仲-盛 雅 -盛國 
丨忠季 T 季昌— 信 邦— 有忠 —康季 


土 佐 守 


ip 


I 賴風 

皇后 宮 

大進 

丨 永 壽 

舐 圍別常 

丨賴昭 

別當 

-賴曾 

女 三 

濟政室 

資通室 

季中室 


丨忠信 思 光'— 忠國 

檜 坂 


-賴康 -r 通定 -r 定綱 


安藜配菝相摸守 

丨季 信！ 高 行 -賴定 

勾當  大 g 物 相揍守 

丨忠 政-政 親 

左 門 尉 

丨忠仲 
■ 11 
— 兼 源 


筑前守 

丨定光 
丨康宗 
丨 11 
_ 丨寬海 


以上 詳細は" 柏 原、 太 田、 檜 坂 等の 
陵を 見ょ。 

丨賴範 非 蔵、 右近 將監、 使、 左 衛門尉 • 

秋 田 城 介 

綱— 範弘 —爲綱 


丨賴明 
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丨賴貞 

帶刀 先生 

—孝道 
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_ 
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丨賴基 
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—賴弘 
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勾留 


丨仲經 
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丨滿貞 
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丨家通 


—賴昭  1 轉爲賴 

夫 王 寺別當 


— pfi? 廣守府 將軍 、歌人、 斩 萏ー萬五千 -IA 


毋 修理 命 烯、 永® 二十 十三 出家、 同 二十 一二 卒 
伊餌、 )»; 內、$豆、甲斐、相摸、武蔵、下野、陸奧等守、左馬 
助、 左 蔣監 、正 四 下 (朝野 群 載)、 大往生 人 C 往生 傅) 


1 is f、"^5T 


忡宗 -r 惟淸 「宗 清-長 清- 國淸 


筑後守 I 三 川 守 


左 將 M 


— 顯淸丨 ： 

白 川院 
藏人 


— 仲 清- 
-光清 


丨爲國 - 

材 i 判 
官代 

丨定國 

丨業國 

丨盛國 

白 田 

—盛國 
—盛滿 
— 宗淸 

左將監 


信國 —信實 

右馬助 

! 泰 違-信 次 
— 安信-信 村 

ニ郞 lli i 亮 

丨成 國 -爲實 

出 浦 

丨仲 綱- 爲村 
—寬覺 -仲國 

戶瞎 別當 粟田 

— 宗 實-實 時 

小 野 

-忡 清-親 淸 


—兼宗 ■ 

下野 飾 

丨淸宗 

山 S 

丨 永 源 


- 成 宗—經 遠- 锊淸 

成 宵 中務丞 

- 家 正-兼 高 
- 盛 經-盛 光-親 光 


1/« — 

- 仲 家-一 H 

改际原 I 
山城介厂办 


丨基宗 "宗成 

改藤原 I - T 

丨仲 K I 經淸- 重 行 


丨家宗 H 淸宗- 宗季 -康宗 丨家淸 


上野 ^: 
美 作 守 

丁季宗 

丨憲宗 

備前守 
藤 原 


山城 守 大學助 上野 三郞 

丨家 浚-重 凌- 義宗 -義時 

左 馬 助本茛 信 判官 代 

— 家 基丨長 基— 成 基-基 重 

1 A 


厂基宗 — 家 基-— 仲 基-成 基-重 幸 
以上 詳細は、 古池、 三 川、 吉 田、 上 
野、 西 川、 林、 大 藤、 安藤、、 村 上、 
松 殿、 吾妻、 飯 田、 深 原 坂、 寄 令、 
下條 、屋 代、 平 池、 入 山、 山 田、 白 


ミナモ • 


ミナモ 


ミナ モト 


五八 六 一 


ミナモ 


ミナモ 


ミナモ 


雲 


田、 島 本、 出 浦 •近 江、 小野澤 、平 
屋 、今 里、 粟田、 戶隱 、小 野、 岡 田、 
千 田 等の 條を 見よ。 


丨賴季 卜 

井 b 三 郞 
乙 葉 入道 


—家季 
1 — 滿實丨 

弁 上三郞 

—光明 

證岐守 


丨遠 光-光盛 

、光平-光長- 淸長 -忠長 
— 家 光-忠義- 義 直- 義基 

井上  米 持 村 上 

丨盛 光-盛 光 -I- 賴 高- 賴平 


丨成 光-遠 光 
-賴 基- 賴直 

丁驛讓 


—盛忠 
丨義高 


—爲實 - 盛 泰-實 村- 貞村 

須田  七郞  又 太郞 小太郞 

_丨 靜實 

以上 詳細は、 井上、 乙 葉、 時 田、 桑 
洞、 矢 井守、 窪、 小 坂、 来 持、 佐久、 
關 山、 安木 田、 葦田、 村 上、 高 梨、 
•芳 美、 ■須田 等の 條を 見ょ。 

丁 匿— 『 15 318 

以上 詳細は、 河 內條を 見ょ 0 
.義政 1 政淸 丨 政 廣—政 景-政 後— 胤義 

常 磐 荒 揮 大夫 X 太郞 

國并 

以上 詳細は、 常 磐、 國井條 を 見よ。 


-義家 鎮守府 將 茧(？)、左馬癯頃、左將萏、左馬允、 

下野、 相 摸、 g 窃 ：、睦奧、伊與、河內、信邊等守 
嘉 承 元 七 四 出家、 同 辛、 六十 八歲 

丨義綱 ^~義 弘 


上野 常 陸 一 
等 介姪奧 
伊勢美 濃 
甲斐 近 江 
信 濃 河 內 
等 守 

賀茂 ニ郞 


左衞門 尉 

-義浚 

T ps 


— 家 盛 

丨義 仲-盛 宗-盛 浚 h 盛 重 

— 義範， 

丨義公 
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以上 詳細は、 営、 美 濃、 貿 茂、 石橋 
等の 條を 見よ。 


-義光 

常 陸 介 
左兵衛 尉 
甲斐 守 
刑部少 輔 

刑靈 

左衞門尉 
右馬助 
新羅 三郎 
大治 二十 
廿卒 

— 快 # 

伊山 
K 闥梨 


義業 ~r 昌義 Tm 心 義 


相 摸 允 
左 門 尉 
進士判官 
刑 部太郎 
母 甲斐 守 
知 莨 女 


信 乃 守 

丨義定 

山 本 
遠 江 守 

丨義仲 
— 源 尊 


一 丨義淸 T- 淸光丨 


丨隆義 -秀義 
丨親義 -重義 

丨 光長— 基義 

上緦介 

免見太耶 

丨 信％- 忠賴 
I 有義 

左兵衞 

1 11 — ii 


丨實 光-^義 隆 _|_丨 義輔 


I 


i 太 
丨 _ 


r 平 i ls 


ニ郎 勾當 


新田 判官 
代 

1 廣義 

田 村 冠者 


丨親義 

丨祐義 

刑 部 六郞  * 

丨覺義 

寺 _ 梨 

以上 詳細は、 新羅、 刑 部、 佐 竹、 山 
本、 箕 浦、 早 水、 豐後 、眞 島、 柏木、 
錦 織、 大 島、 河内、 岡 田、 上 有智、 
稻 毛、 武 田、 免 見、 方 原、 深 律、 平 
鹽 、大 桑、 一條、 飯 室、 甘 利、 上條、 
板 垣、 吉 田、 鹽 部、 小 松、 萬爲 •安 
藝 、石禾 、三 浦、 靑木、 高 畠、 岩 崎、 
石橋、長淵、小笠原、秋山、加賀美、 
上田、 南部、 於 曾、 麻續 、一宜、 勅 
市、 益 田、 丸 毛、 山中、 常 盤、 律 毛、 
中 川、 下條 、內 村、 上野 •来 里、 八 
代、 小 田、 伴 野、 阿刀 部、 大 井、 橫 
根、 芝 曾、 藤： IT 狩戶 、鳴 海、 大 
藏 、大倉 、安田、 田 中、 泉、 安井、 
秋 山、 二宮、 武衞 、東條 、田 井、 曾 
禰 、奈 古、 淺 利、 八 代、 利 見、 平賀、 
新田、 田 村、 金津 、木 律、 東方、 西 
方、 佐々 毛、 犬 甘、 大內 、武藏 •小 
野、 飯澤 、小 早 川 等の 條を見 よ。 


丨義宗兵凳、左霄 &1 


a 三 川 守 降 長女 

1 •義親 

對 馬守 

1 丨義 一: -T 義重 -T 義範 丨義 節— 重 家 

: :: I 山 名三郎 新田太郎 

—義 浚— 義 成— 義基 

大 新田  里昂 

丨義兼 — 義房 丨 政義 

小赶田 

厂 義 季丨賴 氏— 敎氏 

得 川 四郎參 河 守 

I 義康 -T 義兼 I" 義 純-一- 泰國 


加賀介 
蚕 刀 長 
足 利 式部 
大夫 


大炊助 
左衢門 射 
fr 田 太 K 


足 和 陸 
奧到官 

rp 

人 判官 代 


上總介 

I 義淸 

細川祖 

仁木祖 


畠 山 

_丨 8| 


r 義長 S 丨賃 

上； a 門 
院 蔵人 


以上 詳細は、 足 利、 范加貿 、河 內、 
稻澤 、新田、 山 名、 藏人 、大 新田、 
里 見、 田 中、 竹林、 牛澤 、太 田、 大 
井田、 大 島、 烏 山、 豐 前、 小 新田、 
今 井、 脇屋 、大 館、 堀 ロ、 一井、 得 
川、 世 良田、 江 田、 額戶 、合 土、 長 
田* 長 岡、 鎌 倉、 今 出 川、 堀 一一、 斯 
波、 廣澤 、吉 田、 尾 張、 大 板、 勘 解 
由 小路  > 逾 川、 少輔 、板 倉 • 茹 田、 
石塔、 一色、 少甫 ，上野、 小 侯、 山 
崎、 加 古、 吉 良、 藤 谷、 今 川、 蒲 原、 
萬 里 小路、 大木、 乘 木、 長澤 、堀 越、 
駿 河、 a 山、 田 中、 i、 下野、 村 


田 •ニ 本 松、 能 登、 桃 井 I 矢 田、 廣 
澤 、仁 木、 豐 島、 上 地、 細 川、 矢 田、 
大野、 杉 原、 水田、 上 地、 土 佐、 戶 
加賀 、荒 川、 戶崎 、戶 前、 德 川、 松 
平等の 條を 見よ。 


丨義忠 

右兵衞 榷 
佐 河 丹 守 
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丨義 高— 義 成- 義 浚- 義淸- 義廉丨 

右兵衞 尉 河內守 伊餌權 守 
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丨義淸 丨 義 久—義 高— 義英 —義泰 .丨 
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右京 權 少甫 
大夫  — 


= 爲義 I 義遠 -義 重- 義俊 
—義雄 

以上 詳細は、 河内、 稻澤 、飯 富、 鹿 
島 等の 條を昆 よ。" 
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一— 義 行— 義連 


以上 詳細は、 石 川、 大學 、平實 、右 
馬、 板 全、 萬 刀、 紺 戶等條 を 見よ。 
丨義隆 —賴隆 丨賴胤 T 賴廣 —賴輔 


_郡  p "f 


件—& 太® *! 衞門尉 

I 賴定 —義泰 


厂増珍  ® ®: 太 郎： 

以上 詳細は、 森、 陸 奥、 若槻 、輪形 
目、 押 田、 山 田、 多 胡、 尾 田、 上野、 

笠 合 等の 條を 見よ。 
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丁 女子 
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高 飽母 

一— 女子  . 

30 氏人 將門 記に 「承 平 八 年 春 二月、 介 
源經 基 ' と。 角 井系圖 に 「介 源經 基」 (足 
立、 角 井條參 照)。 又 陸奧話 記に 源 親 季を 
载 せたり。..  、： 

又 「源 朝臣 賴義 は、 河 內守賴 信 朝臣の 子 
也。 性 •沈 毅に して 武略 多し。 最も將 帥 
の 器た リ 。長 元の 間、 平忠常 •坂 吏 姦 雄. 


たり、 暴 逆を 事と 爲 す。 賴信 朝臣 •追討 
使と 爲 り、 平忠 常* 並に 嫡子を 討つ、 軍 
旅に 在る 間、 奚決 •群を 抜き、 才氣 • © 
を 被 ふ。 坂 東 武士 •屬 する を樂 しむ 者 多 
し。 素 •小一 條院 判官 代たり。 云々。 
上野 守 平 直 方 朝臣 •其の 騎射を 感じ、 一 
女を 以つ て、 箕箒の 妾と 爲 さんと す。 則 
ち 彼の 女を 納れて 妻と 爲 し、 三男 ニ 女を 
生まし む。 長子は 義 家、 仲 子義網 等 也」 
と。 又 「將 軍長 男義家 •驍 勇絕 倫、 騎射 • 
神の 如く、 白 ^ を 冒して 重圍を 突く。 夷 
人 •號を 立て X 八幡 太郞と 日 ふ」 と。 又 
「義綱 •驍勇 騎射、 亦 其の 兄に 亞 ぐ」 など 
多し。  ， 

又 後三年 記 ド 「淸和 天皇の 御子 貞純 親王 
六 代の 後胤 伊豫 守 源賴義 朝臣の 嫡男 陸奧 
守義家 朝臣 •八幡 殿と 號 す」 と。 又 分脈 
に 「父 賴義 朝臣 •八幡 宗廟に 參詣 し、 社 壇 
に 於いて 三寸の 靈劍を 賜 ふの 由、 感夢の 
告を 蒙り、 旦晨 其の 枕沐に 於いて、 一 柄 
の小劎を得"神德を仰ぎて感涙を拭ふ。即 
ち 此の 靈寶を 安置して 一家の 珍 璧と爲 す 
焉 。彼の 靈 夢を 蒙る の 月より 妻室 懷胞 し、 
即ち 男子を 生ませし め畢 る、 今の 義家朝 
臣 •是れ 也。 仍 りて 七 歳 春、 祖 神の 社 壇 


に 於いて、 首 服を 加 ふるに 依りて 八幡 太 
郞と號 す」 と。 C 八幡 條參 照、 

又 東鑑に 「征夷 大將軍 正 二位 源 朝臣 (時 
に前右衞佐、從四位下万左馬頭兼播磨守 
義朝 三男、 母は 熱 田 大宮司 散 位藤 原季範 
女)」 と。 以下 各項を 見よ。 又 各 分流 苗字 
の條 、及び 平、 北條 等の 條參 照。 

3! 大和 源氏 第二 十九 項、 及び 宇 野、 大 
和 等の 條を 見よ。 

32 河内 源氏 河 內條第 十八 項 (嫡流〕、 及 
び 同 二十 一項、 二十 ニ 項を 見よ。 又 源平 
盛衰 記に 「源氏 義基 法師と 云 ふは、 故 陸 
奧守義 家が 孫、 五郎 兵 衞尉義 光の 子、 河 
內國石 川 郡の 住人 也」 と。 

33 和 泉の 源氏 大烏 郡の 人 恩 計上 人 •俗 ■ 
姓 源氏 也。 天文 年中 一宇を 創め、 後 自ら 

、阿 彌陀經 十萬卷 を書冩 せし より、 同上 人 
を 十 萬 上人と 呼び、 寺を 十 萬と 稱せ しが、 
後土御門 天皇は、 悲田院 の 勅額を 下し 賜 
ひ、 後水尾 天皇は 北 十 萬の 勅額を 下賜せ 
らる C 

34 攝津塬 氏 當國は 源 家 發祥の 地に して 
多田院 文書に 「寬弘 三年 十二月 八日、 波 豆 
河鄕 公文 源量滿 •判」 と、 是れ 多田院 創立 

の際のものにゃと云ふ。その他は、多 03 、 


攝津 等の 條を 見ょ。 

又 源 姓 田 ロ 系圖に 「多 田藏 人賴憲 (五八 六 
〇 頁參 照) の 男、 藏人盛 綱 (母は 田 ロ 朝臣 
基國の 女〕 の 弟 友 衞門尉 基 綱 (母 同上。 保 
元の 亂 後、 外 叔父 田 ロ 基 及の 猶子と なり、 
後賴 朝に 仕へ、 名を 賴 基と 改 む。 文治 元 
年、 當阍 にて 五莊を 賜 ひ、 大平 山城、 一に 
撰 見 城に 據る )、 弟 左 衞門尉 正 綱 (田 ロ 基 
氏の 養子)— 同 基 光、 弟 左 馬 助 基 治」 と。 
又 r 賴基 丨忠朝 (本 忠 綱、 田 ロ 判官〕— 賴 
網— 重 綱 (弟賴 貞は 倉 垣 判官 代資 氏の 嗣 
、必 なり、 倉 垣藏 人と 稱す 。その 男貞 綱、 そ 
の 男 忠久 也) — 顯綱 丨 國綱 丨 義國 —義盛 
(號能 勢 冠者、 田 ロ 源 六、 元弘 三年 足 利 高 
氏に 屬 す) 丨 義實 丨 義親 I 義氏 — 賴氏 丨 
賴之 丨賴元 丨景泰 (號近 江 冠者、 田 ロ 源 
六〕 丨賴泰 丨賴直 丨賴亮 (天 正 七 年 八月、 
織田信澄に攻められ落城)。家紋犮.見返 
獅子、 右 •三 ッ花 牡丹。 菊、 丸 之內三 葵」 
と。 田 ロ、 能 勢、 倉 垣 等の 條參 照。 

35 六條 源氏 邸 二十 五 項とは 別にて、 淸 
和 源 家の 居 宅 也。 六條 南、 室町 西、 佐 女 
牛 北に して、 賴義 、義 家、 爲義 、及び 義 
經 •四设 在住の 地な リ 。文治 元年、 賴朝 • 
乃祖の 遺跡を 點 .U て、 石渍水 八幡 若宮を 


5 ナモ 


ミナモ 


$ ナモ 


畫 


ミナ モト  ミナ モト  ミナ モト X 六 六 


勸請し、佐女牛若宮と稱す。室町時代に 
直りて、 武門の 崇敬 盛な りしが、 今 東 本 
願 寺 域內に 入る とぞ。 

36 伊勢の 源氏 多氣 窓螢に 「むかし 吉田 
と云へる馬乘り、伊勢§府に來り、馬を 
敎へ ける が、 權目正 行 •其の 藝をつ たへ、 
高名の 乘師に なりに き。 正 行は 白 河院の 
上 -* 面源正親が子にして、宅は桑名の濱 
はた 磯のと 云 ふ 所な り」 と。 

又 後世、 伊勢神宮 社家 系圖に 「度會 郡 司 
少領 •源 朝臣、 多氣郡 司大領 •源 朝臣、 
同少領 •源 朝臣、 安濃 西 郡 司少領 •源 朝 
臣 、桑 名 神戶司 •源 朝臣」 と。 

37 伊貿の 源氏 島 ヶ原條 を 見よ。 

38 近 江 源氏 佐々 木條を 見よ。 

39 美 濃 源氏 美 濃、 八 島 •佐 渡 •土岐 、 
.山縣、淺野等の條を見よ。又分廉に「賴 
政 •母は 勘 解 由 次官 藤 原 友實の 女、 法名 
賴 田、 號 蓮華 寺、 其の 墳寺 、濃 州 山縣郡 
に 在り」 と。 

40 尾 張 源氏 尾 張、 浦 野號の 條を 見よ。 

41 三 河 源氏 三 河、 足 助、 足 利 等の 條を 
見よ。 

42 遠 江の 源氏 濱名條 を 見よ。 

43 駿 河の源 氏 今 川條を 見よ。 


44 甲斐 源氏 甲斐、 武田 等の 條を旯 よ。 

45 伊豆の 源氏 鎌倉大 草紙に 「伊豆 國は 
昔より 源氏 重代の 國 也」 云々 と。 多田條 
を 見よ。 

46 相 摸の 源氏 鶴 岡、 鎌 倉、 足 利、 闊東 
等の 條參 照。 

47- 常 陸の 源氏 佐 竹、 常 磐 等， の 條を 見よ。 

48 信 濃 源氏 信 濃、 村 上、 伊那、 井上 等 
の條を 見よ。 又 小 笠 原、 木 曾 條等參 照。 

49 上野の 源氏 新田、 帶刀 等の 條を 見よ。 

50 下野の 源氏 足 利條を 見よ。 

51 磐城の源氏 石 川條を 見よ。 又 正宗 寺 
，舊 記に 「延慶 中に 源 藤 次 人道、 同 齣 石 隼 
人、 同 妻子」 云々 と 。齣 石、 ッ、 n ヮヶ、 
近 律 等の 條參 照。  ' 

52 陸 奥の 源氏 南部、 大浦 、礪崎 、北 畠、 
波 岡 等の 條を 見よ。 又 陸奧國 ニ戶郡 天台 
寺 (別當 桂 壽院) 正 平 十八 年 五月 四日 鰐口 
に 「大旦那 源 信 行」、 元 中 九 年 三月 鐘銘に 
「大壇 那左馬 權頭源 朝臣 守 行」 など 見え、 
又 貞治六 年 十月 三日の 鰐口 銘に 「六 郎太 
郞源重 盛」 見 ゆ。 

53 若狹の 源氏 東 寺 文書、 正 安二 年 五月 
七日、 源國 友の 遠 敷 郡 平庄 打開 輩 次第に 
「元は 新 武藏守 源 朝 高、 其の 子息 上野 介 朝 


國 、云々、 ニ郎大 夫國友 云々、 湩祖朝 高 
より 打開き 候」 と 0 

又 分脈 (五八 五八 頁參 照〕 に 「佐 渡守電 宗 
丨重時 (相 摸)— 季遠 C 實は 若狹 M 住人 也、 
刑部卿忠盛朝 £ 靑侍也〕丨光遠(豐前守〕 
丨 光行 ( 大監 物、 大和 河內等 守、 歌人 ノ千 
作者〕— 親 行 (河内 守、 式部 承〕— 季行 (左 
門 尉、 蔵人 所雜 色〕」 と 光行 (海道 記 作 
者)親行(東關紀行作者)は共に文學苯也'. 

54 丹 波の 源氏 安井、 中 川 等の 條を見 よ。 

55 但馬の 源氏 太平 記に 「彼の 谷 堂と 申 
すは、 八幡 殿の 嫡男 對馬 守義 親が 嫡孫、 
延朗上人造立の靈地」と云ひ、元享釋啬に 
「延期は 姓 源氏、 但州 養父 郡の 人 大將軍 義 
家四设の孫也。父は義信、母は平氏」と 
ぁリ 。又 美 含 郡 安木 邑天正 ニ 年の 人名 帳 
に 源氏の 氏名 見 ゆ。 

56 播磨の 源氏 赤松 條を 見よ。 

57 美 作の 源氏 笠 庭 寺 記に 「吉野 郡大原 
保 (官米 五 石〕 源 助 連」 と 見 ゆ。 

58 出 雲の 源氏 佐々 木條を 見よ。 

59 石 見の 源氏 海柬 諸國 記に 「正教 •丁 
亥年、 壽藺 護送と 稱し 、使を 遣は して 來 
- 朝し、 書して 石 見 州 住 右 馬頭 源 朝臣 正敎 
と稱 す」 と。 


60 紀 伊の 源氏 保 田、 武 田、 奈古 等の 條を 
見よ。 又續風 土 記に、 日 高 郡 矢 田 莊條に 
「領主 •正 平年 中、 源 萬 豪 丸 •當 莊を領 す。 
其 後、 湯 川 氏の 領とな る」 と。 

61 阿波の 源氏 小 笠 原、 1 一 一 好 等 條を見 よ 0 
62 筑 前の 源氏 宮寺 緣事抄 、天 承 ニ 年の 
大宰府 在 廳官人 解に 「監代 源 朝臣」 を载 
せ、 又 海 東諸國 記に 「正 家 •丁亥 年、 壽 
藺 護送と 稱 して、 使を 遣は し來 朝す。 書 
して 筑前 州相以 島 大將軍 源 朝臣 正 家と 稱 
す」 と o 

63 豐 後の 源氏 源爲朝 •當國 に 流されて 
當國 大野 鄕梨原 村に 到り、 自ら 海西總 追 
捕 使と 稱し 、諸 城を 攻め抜き、 威を 九州 
に 振 ふ。 扶桑 略記、 及び 百 練鈔に 「久壽 
ニ 年 四月 三日、 源爲 朝) 豐後國 に 居り、 
管 內を威 脅す。 仍 y て與カ 輩を 禁遏 すべ 
き J Q 由、 宣旨を 太宰府に 賜は る。 當時 
爲 朝は 梨 原の 人 尾張權 守 平時 重の 家に 寓 
す (國 志〕 と。 その他、 鎭西條 を 見よ。 又 
後世、 大友 氏は 源 姓と 稱 す。  ♦ 

64 肥 前の 源氏 河 上 社 文書、 天福 ニ 年 甲 
午 八月 五日に 「寄進 大 檀那 常 行 三昧 建立. 
大願 主 比丘尼 淸淨 、嫡男 左 兵衞尉 源 朝臣 
政 尙 、ニ 男 左， 馬 允 源 政 家、 三男 方 馬 允 源 
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政康 、四 男 河 上 宮講衆 大法 師隆 S、 兵衞 
太郞源 政 隆 、寄進 大勸進 河上宮 定直講 衆 
阿闍梨 大慶 明 J と。 

+又海東諸國記に「四郎左衞門。乙丙年、源 
滿 .の 使來 るを 以っ て、 同 參を受 く。 丁亥. 
戊 子、 年を 連ねて 來る 、接待を 許さる」 
と。 又稻 佐山緣 起に 「淸和 天皇 朝、 源 朝 
臣貞 勝」 と。 

又當國 在廳官 人と しては、 應保ニ 年、 嘉 
應ニ 年、 安元 ニ 年、 文治 1，1 年、 同 五 年、 及. 
び 建久 、元亨 等の 文書に 「權介 源 J を 載 
せ、 又 文治 元年に 源 朝臣 成實 、長寬 元年 
に 源 朝臣 俊 長 等 見 ゆ。 

次に 朝野 群 載、 寛仁 三年の 大宰府 解に 「肥 
前 國前介 源 知」 を 載せ、 下って 建 武ニ年 
に 源 穩-定 、增* 長、 契、 亂 、沙彌 重範、 
沙彌 道圓 、源 高、 源 岩 鶴 等 見 ゆ、 此 等は 
松浦黨也 0- 又深堀文書、貞和六年に源直 
貞 、深 江 文 永 ニ 年 文書に 貫首 源 三人、 河 
上社應 永 三年 文書に、 壹岐守 源 調 等 見 ゆ。 
65 大 隅の 源氏 建久九 年の 御家人 交 名に 
「源 大夫利 家」 見 ゆ。 

66 薩 摩の 源氏 島 津條を 見ょ。 

67 雜载 その他、 仁 和 四 年 文書に 源 直 氏、 
本朝 世紀に 「仁 平 ニ 年 三月 廿 九日、 前 越 


ミナ モト 


中 守 俊 親 卒す」 と。 又名樂 人に 源賴 能、 
寬仁 三年に 小 ノ貳源 道濟 、中 右 記に 源 行實、 
同 浚 兼、 白 河 天皇 時代の 人に 源 親元 等- 
皆 著は る。 又 伊篋に 源 安綱、 周 防源內 等、 
ミ シマ 條參 照。 

又 古銅經 筒の 銘に 「中原 氏爲 過去 父母、 
漓貞光爲父母四人、願以此功德簪及於一 

切、 我等 與 衆生 皆 共成佛 道、 治 承 元年 八 
月 甘 八日」 と。 又源慶 安は 兩部 神道 ロ譯 
抄を 著は す。 又 朝野 群 載、 永 承 六 年大宰 
府符‘に參議行大貳源朝臣(資通〕、斯かる 
類は 多し。 又 源平 盛衰 記に 源 左 衞門尉 信 
俊、 源大夫 判官 季貞等 見 ゆ。 

東鑑 には、 卷一に 源 三位 人道、 四に 源 兵 
衞尉弘 綱、 五、 六に 源 蔵人 大夫賴 兼、 六 
に 源 刑 部 丞爲賴 、七に 源內民 部大夫 行景、 
十二に 源 判官 代 高 重、 十七、 二十 ニに 源 
三 左 衞門親 長、 三十 四に 源 八兼賴 、三十 
九に 源 內十郞 、四十に 源 惠太郞 、五十に 
源 太 庄衞門 尉、 源四郞 右衞 門尉季 氏、 源 
右近 大夫將 監親廣 等 見 ゆ。 

又 撰 解 文集に 源 則 元、 宗像 系圖に 源 能 直 
(日 並條參 照；}、 餘目舊 記に 「相 分は 七 平、 
八源、九橘、十藤之申し候」と。 

下って 長享常 德院江 州 動 座 着 到に 二階 堂 
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源 兵 部隱岐 守を 载せ又 螺鈿 エ ( 壽永) に 源 
重 直、 書家に 源 冢增等 見 ゅ、 共に 名 あり。 

皆 本 々/ ナ モト 前條 氏に 同じき か。 

原 川 ミナモ トガハ 越後に 此の 氏あリ 0 

源關 ミナモ トゼキ 信 濃に 在り。 

.源 田 々/ ナモ トタ ゲン ダ 藝藩通 志、 加 
茂郡條に「源田孫四1郎宅址*川角村にあ 
リ 。壕 塹の址 、今は 池 塘とな り、 源 田 池 
とよぶ。 又 矢 倉 屋敷と よぶ 地 も あり」 と。 

皆 士ロ  ミナ ヨシ ミナ キリ ミナ キ 

丨管原 姓 皆 木 系譜に 「右 大辨 高視- •居 
江 州、 皆吉 、皆 木、 皆川祖 J と。 皆木條 
を 見よ。 東鑑卷 四十 一、 四十 ニ •四十 三、 
四十 五、 四十 七、 四十 八、 五十に 皆吉大 
炊 助 文 幸、 下って 太平 記卷 九に 「皆吉 左 
京' 亮 、同 勘 解 由 七 郞 兵衞」 等 見 ゅ。 六 波 
羅の士 にして、 近江番 場に 死す。 蓮華 寺 
過去帳に 「皆吉 左 京亮旃 信 (三十 三 歳〕」 を 
载 せたり。 

2 名 和 氏族 名 和系圖 、一族に 列す。 

3 御 墓 野 氏族 有馬设 譜に 皆吉氏 先祖 御 
墓 野 又次郞 重 能の 申 狀を载 せ、 文明の 頃、 
皆 吉友馬 介 あり。 

{貫 成 ミナ リ 和名 抄 、備中 國小田 郡に 實 
成鄕を '收 めて、 美奈 利と 註す、 下道 條參 照。 


•美 成 ミナリ和名抄、因幡國知頭郡に美 
成鄕 を收 む。 

ニニ 成 ミナ リ備 中に 三 成 庄あリ 、又 出 雲 
等に 此の 地名 あ 0 て、 武藏 等に 此の 氏 見 ゆ。 

1 美努 ミヌ ミノ 條參 照。 又 攝津國 西 成 郡 
に 美努鄕 あり、 東大寺 天平 十 年 文書に 見 ゆ、 
三 野鄕に 同一^ 

1 美 努連神 魂 尊の 裔に して、 河內國 
三野縣 主の 後な らん。 大和 國平群 郡 萩 
原 村 字 龍王ょり 出で たる 美 努岡萬 連 墓誌 
に 「我が 祖美努 岡 萬 連は、 飛鳥 淨 御原 天 
皇の 御世、 甲 申年 正月 十六 日、 勅して 連 姓 

, を 賜 ひ、 藤 原宮御 宇大 行 天皇の 御世、 大寶 
元年 歳次 辛 丑 五月、 唐國に 使し、 平城宮 
治 天下 大行 天皇の 御世、 靈龜 元年 歳次 丙 
辰 正月 五日、 從五 位下を 授けられて、 主 
殿 寮 頭に 任ぜら る。 神 _ 五 年 歳次 戊辰 十 
月 廿日に 卒す、 春秋 六十 有 七。 其の 人と 
爲り ィ 、也にして帝に事へ 孝を 移して 
忠と爲 し、 忠 •帝 心に 簡 、能 •臣下に 秀づ 0 
成功 廣業二 代の 高榮を 照し、 名を 揚げ、 
親を 顯 し、 千歳の 長 跡に 遺す。 令聞 •盡 
し 難く、 餘慶窮 りなし。 仍 9 て斯の 文を 
作りて 中 墓に 納め 置く。 天平 ニ 年、 歳次 
庚 午 十月 二日」 と あり。 


2 河内の 美努連 河內國 三野縣 主の 後な 
4。 寶龜 元年 四月 紀に 「外從 五位 下美努 
連 財 刀自、 及び 正 八 位 上 矢 作 連 辛國に 姓 
を 宿 禰と賜 ふ。 未だ 歳月を 經 ずして、 皆 • 
本姓に 復す J と 載せ、 また 正倉院 天平 神 

護 元年 文書に 「大初 位 上 美努連 船長 (河 
. 內若江 郡 人〕」、 また 元慶 三年 閏十 月紀に 
「河内 國若江 郡 人外 從 五位 下行 直 講美努 
連淸 名の 男 三人、 女 一人、 居を 左 京三條 
に 貫す」 など、 皆 此の 氏人 也 Q 
3 美 努宿禰 難 波 部の 裔なれ ど、 前項 氏 
と 同族 か。 承 和 十二 年 九月 紀に 「筑 前國 
宗形郡 人 權主エ 從八位 上 難 波 部 主 足、 本 
姓を 改めて、 美 努宿禰 と 賜 ひ、 河 內國若 
江 郡に 貫す」 と 見 ゅ。 三野條 第二 項參 照。 
4 無 尸の 美努 氏. 姓名 錄抄 、西宮 記、 及 
び 拾芥抄 等に 此の 氏人 あり。 

三 野 ミ ヌ ミノ 條を 見よ 0 
1 一一 幣 ミ ヌキ 日用 重寶 記に 此の 訓見 ゅ。 
水 主 ミヌシ  ミグ シ條を 見よ 0 
水內 ミヌチ ミ ノチ 條を 見よ。 • 

三潴 ミ ヌマ ミ ヴマ 筑後國 に 三 潴郡あ 
り、 和名 抄に美 無 萬と 註し、 郡內に 三 猪鄕 
を收 む、 後に 三. 滿庄 •起り、 又み ぬまの 庄 
i. あれ ど、 ミグ マと も 云 ふ。 東鏗 、文治 


五 年條に 「鎭西 三潴莊 の 地頭 和田義 盛を し 
て、 諸士の 濫妨を 停止せ しむる」 事 あり、 
蓋し 上皇の 御領 かと 云 ふ。 此の 氏 も 現存す。 

見 沼 ミ ヌマ次 項 氏に 同じき か。 

水 沼 S ヌマ ミグ マ 條參 照。 

1 水 溶縣主 後の 筑後 國三潴 郡の 地の 縣 
主にして、 水 溶 君 •其の 職を® 襲す。 景行 
紐 十八 年條に 「水 溶 縣主猿 大海 J 見 ゆ。 八 
女條參 照。 

2 筑紫水 沼 君 神代 以來 の舊 家に して" 
前項 縣主は 此の 氏ょり 出づ 。水 溶は 和名 
抄に 、筑後 國三潴 郡 (美 無 萬〕 と ある 地名 
を貿ひし也。神代紀一書に「卽ち日神の 
生み ませる 三 柱の 女神を 以つ て、 葦原 中 
國の宇佐島に降しまさしめ給ふ矣。今.海 
* の 道中に 在し、 號 けて 道主 貴と 申す。 
此れ 筑紫水 沼 君 等が 祭く 神、 是れ 也」 ど 
載せ、 また 神祇 本紀に 「宗像 君が 祭る 神、 
一に 云 ふ、 水 沼 君が 祭る 神、 是れ 也」 な 
ど 見 ゆるに ょり、 古くは 有力なる 氏な り 
しを 知るべし 。按ずる に 此の 地は、 上 妻、 
下 妻 等と 共に、 魏 志に 見 ゆる 投馬國 にし 
て、 太古の 大 族、 物 部 氏の 故國な らん かと 
考へら る。 拙著 日本 古代史 新 研究 參 照。 
3 水 溶 別景行 帝の 御裔に して、 景行紀 
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に r 國乳別 皇子は、 是れ水 沼 別の 始祖 也」 
と 見 ゆ。 水 間 i, 照。  , / 
4 三 善 姓 上野の 豪族に して、 三 善 倫 重 
•か 九 世 孫、 倫 氏の 四 世 兼 親 (水 溶 小 四郞〕 
の 後 也と 云 ふ 0 

5 雜载 その他、 親鸞 門侣交 名に 水 溶の 
家信、 武鑑、 久留里 黑田藩 重臣に 水 溶 氏、 
また 岩 代、 磐 城 等に 存 す。 

水 間 ミヌマ 斯く訓 ずる もの 多き も 今 便 
宜上 、ミグ マ 條五八 三 ニ 頁に 收 む。 

水 合 ミ ヌマ 47 ヴア匕 水 溶 君の 族なる 
べし、 拾芥抄 に 見 ゆ。  . 

三 間 合ミヌ マ 君 姓 也、 景 行帝裔 か、 或 
は 物 部 氏の 族な らん。 水 溶、 及び 水 間條を 
見ょ。 或は 三 間 名の 誤 か。 ミ マナ 條參 照。 

三 根 々/ ネ 肥 前國に 三 根 郡 ぁり、 和名 抄 
に 岑と訓 じ、 郡內に 三 根鄕 を收 めて 美 漏と 
註す。 また 對馬 國上縣 郡に も 三根鄕 ぁリ。 
その他、 以下 數條參 照。 

1 松 浦 氏族 峰 氏の 1族に三根氏ぁり。 

峰條參 照。  . 

2 大江姓 肥 前大村 藩に 在りて、 吉川近 
江 守大江 某の 裔な りと。 

3 雜载又 朝 長 氏の 一族に 此の 氏 あり。 
又對 馬に ては、 寬元四 年、 甲斐 六郞を 三 根 
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郡 事と なすと、 峰條參 照。 その他、 武藏 
等に も あり。 

美 * ミネ 長 門國に 美禰郡 あり、 和名抄 

に 岑と訓 じ、 郡內に 美禰鄕 を收む 。その他、 

前後 數條參 照。 

棟 ミネ 寳龜十一年四月紀に「左京人棟 

小 長屋 女、 一た びに 三男を 產む J と 載す。 

嶺 ミネ 越後、 肥 前 等に 此の 地名 あり。 

1 嶺縣 主'  肥 前國內 •後の 三 根 郡の 地、 
古くは 嶺縣と 云 ひし 也。 此の 縣 主は 雄 略 
紀に 「筑紫 嶺縣主 泥麻呂 」 と 云 ふを 載せ 
たり。 水 間條參 照。 

2 宗像 氏族 宗像 神社の 舊 社家に して、 
神職 (職名) たりき。 宗像興 氏 C 男隱岐 
守の 裔 也。 

■3 奥 羽の 嶺氏仙 臺長倉 文書、 天文 二十 
ニ 年 正月 十七 日の 晴宗 の 判 書に 「嶺刑 部 
亟 殿」 と。 

4 雜载 その他， 前後 數條參 照。 又加賀 
藩 給 帳に 「二百 五十石 (丸 內左三 巴〕 嶺 
判 太夫、 百石嶺 新兵 衞」 を载 せたり。 

峰 ミネ 前後 敷條參 照。 . 

峯 ミネ 山城、 伊勢、 安房、 岩 代、 肥 前 

等に 此の 地名 存 す。 

彳藤原 北 家 堂上 家の 稱號 也。 尊卑 分脈 


ミネ  天 六 九 


ミネ  ミネ  ミネ — ミ ネイ ハ 五八 a 


に 「兼 實彳良 經丨道 家 ( 號峯 殿)」 と 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 關氏族 伊勢 國鈴鹿 郡 峰邑ょ 
り 起る。 關氏の 族に して、 政 實を祖 とす。 
關家 筋目には 「盛 政 三男 峯三郞 左 衞門尉 
盛 重 •峯に 住す」 と 見え、 中古 治亂 記に 
「盛 政 五男を 峯に 置き、 峯五耶 政寘と 云 
ふ」 と 載せ、 關系圖 には 「實治 (盛 政〕 丨 
政實 (越 前 守、 峯 氏祖〕 」 と あ リ。 

氏人は 寬 正中、 峯 城主 峯筑後 守、 勢 州 四 
家 記に 「鈴 鹿， 郡 峰」 「關の 三 家督 •峰筑 前 
守」 又 峰 八耶 四郞等 見 ゆ。 

その 居所 峯 城の 址は 、河 崎 村の 殿 町に 在 
り、 東北 南は 水田に 接し、 西は 小 谷の 山 
脈に 連る。 元弘 年中 關實 治の 芄子政 實* 
之に 居り、 峯 氏と 稱 し、 子孫 ® 襲し、 七 
世八郞 四耶に 至りて、 天 正 ニ 年 七月、 織 
田 信 長。 長 島 一揆を 征す るの 時、 信 長に 
屬 して、 鹿 伏 兎 六 耶四郞 、關 四郞 等と 共 
に 戰 死す、 弟與八 郞尙ほ 幼な り、 因って 
之を 他に 移す (勢 陽 軍記、 背書國 記、 九 
々五 集、 名勝 志) とぞ。 

三國地 志には 「按ずる に 川 崎 村に あり、 東 
西 凡そ 七十 五步 、南* 百 四十 步ば かり。 
岑越前 守 •初めて 築き、 數代居 守、 (秩三 萬 
石、領邑ニ十四)。天疋ニ年、峯八郎四 


郞 •長 島に て戰 死、 弟 與八郞 •幼なる ゆ 
へ、 岡 本 良 勝 •城主と なり、 後 纔 山へ 移 
りて 此の 城廢 す。 原堡 •按ずる に 峯氏の 
家臣 堀 內帶刀 •居 守」 と。 その他 •關、 
* 畠、 南部、 萱生 等の 條參 照。 

3 宗 像姓筑 前の 名 族に して、 宗 像大宮 
司の 族裔 也。 

4 嵯哦源 氏 松 浦 氏族 肥 前 國松浦 郡の 豪 
族、 下 松 浦黨の 一にして、 松 浦 家譜に 「泰 
丨 久 丨 直 (源 太郎大 夫〕 丨 fe ハ 峰 五部と 稱 
す〕— 持 (蜂 彌五郞 〕— 擊 (繫 、平 戶源三 
耶 )— 湛 (峯又 五耶、 始めて 平戶に 居住 
す)」 と 載せ (松 浦條參 照)、 松 浦 系圖に は 
庶流 者と して 峯氏 を收 む。 又 一に 「久丨 
直丨披 (峰 五鄞〕 、弟 連 (小 値 貿十郞 )」 と。 
その他は 松 浦、 平戶 等の 條參 照。 

氏人は 北 肥戰誌 に峯 五郎 書、 平戶源 五郎 
荅を载 せ、 又 深 堀 文書、 正應ニ 年の もの 
に 峯藤次 入道 淨忍 •見え、 又 博 多 日記 裏 
書に 「一通 峯九 部. 入道 •依 年 貫 未進 引田 

I 文書 正文 在 之」 と。 

又 博 多 日記に 「(正 慶ニ年 三月〕 十八 日、 
平 戶峰源 藤！ fi  •博 多に 參ら ざるの 間、 召 
さる >1 の 處 、去々 年、 須置 大山 寺々 務律 
僧覺應 を 相 具して、 壬 二月 十七 日、 京に 


上る 云々。 仍 りて 撿 見の 爲 、守護より 御 
代官を 使者と して 下さる 云々」 と载せ 、 
又 (四月 四日〕 「平 戶峰源 藤 五 •四國 の 勢 
に 對 面しけ る 由 見 了 云々。 菊 池 若 黧宮崎 
太耶 兵衞 入道 •铟 にて 自害、 所持の 文書 
は燒 失し 畢る 云々。 其の 下人を 生 取して 
參 る」 と。 

下って 德川 時代、 松 浦 藩 添 役に 此の 氏 見 
ゆ 0 

5 肥 前の 峯氏 前項、 及び 嶺 、三 根條參 
照。 天 正 五 年、 峰 彈正 あり、 彼杵郡 管 牟 
田砦にて戰死す。又耍略、元龜元年條に 
「深 堀の 一屬峯 J を 載せ、 又大村 藩、 宮村 

氏一族に峯氏ありて、波佐見村に住す0 
又 有 馬 藩、 四天王の 一に 峯氏 •見 ゆ。 

6 宗氏族 對馬國 三 根 郡 (峯 郡〕 より 起 
» る。 當郡に 在る 宗氏 族は 天文 十五 年より、 
此の氏を稱す。又同年、宗氏の族にして仁 
位 郡に ある ものを、 仁 位、 峯 •吉 田、 波 
多 野 等の 諸氏に 改む (宗氏 家譜) とぞ。 
7 雜载 その他、 太平 記卷十 | に 峯ノ僧 
正 後 雅を载 せ、 又三ツ 巴を 家紋と ザる あ 
り。 又 長 門の 名醫峯 右 膳 逸 (班 如〕 は貉 
丘と 號 す。 又武藏 等に 存 す。 

峰 3 石 ミネ イハ 武藏等 に 此の 氏 見 ゆ。 
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美 乃と 訓ず 。次に 播磨 國铹磨 郡に 三 野鄕 
を收 めて 美 乃と 註し、 又 阿波 國三好 郡に 
三野鄕 (美 乃)、 また 讃岐國 に 三 野 郡 あり 
て美乃と註す。莊として枕攝津(三野鄕 
の 地)、 備前 ( 新庄〕 等に 毛 在 9 て、 又 尾 
張 等に も 此の 地名 あり。- 
1 三 野縣 主神 皇產靈 尊の 後裔と 傳へら 
る。 三野縣 とは、 神 名 式に 河 內國若 江 郡 
御野縣 主神 社と ある 地 附近に して、 後®、 
英田村 、三 野 鄕村等 殘れリ 。此の 縣主は 
神 魂 神 四 世の 孫 天 川用奈 命の 後に して、 
淸寧耙 に 「河内 三 野 縣主小 根」 など 見え、 
天武 朝に 連 姓を 賜 ふ。 

拙著 河内に 「三 野縣 は、 又 御 野、 美 濃、 美 
努など と 記す。 河内 郡 英多鄕 地方ょり 若 
江、 逾川 等の 諸 郡を 包含す。 此の 縣主は 、 
その 內河內 郡 英多鄕 (今の 三 野 鄕村英 田 
村〕 に 居って、 此の 縣を 治めて 居た と 思 
ふ。神名式に载する御野縣主神社は、此 
の縣 主の 氏神で、 大縣郡 天 湯 川 田 神社は 
縣主の 祖天 川田奈 、即ち 湯 河 桁を 祀リ、 
同 郡 宿 奈川田 神社は 同じく 此の 氏の 祖な 
る天少 彥を祭 つた ^ ので あらう。 「神 皇產 
靈尊丨 角 凝 魂 丨天少 彥 根— 天 湯 河 桁 (天 
川 田奈) 」 と。 


2 攝津 の 三 野縣主 拙著 河内に また 云 ふ 
『此の 縣 主の 領土は 河內ぱ かりで なく、 
難 波の 地に も あった。 それは 淸寧 即位 前 
紀に 「河内 三 野 縣主小 根 •難 波 來目邑 
大井戶 田 十 町を 以っ て、 大連に 送る」 と 
あるので わからぅ。 そして 承 和 十二 年 九 
月紀に 「筑前 國宗形 郡 人權主 H 從八位 上 
難 波 部 主 足 •本姓を 改めて 美 努宿薩 を 賜 
ひ、 河 內國若 江 郡に 貫す」 と 見える ので、 
此の 縣 主の 一族が、 難 波 部と して 難 波宮 
家に 仕へ て 居た 事が わかる』 と。 

3 三 野稻置 安寧の 帝の 御裔 にして、 伊 
賢國の 古豪 也。 古事記、 安寧 段に 「師木 
津 日子 命の 子に ニ 王 •坐し ます。 一子 孫は 
伊貿須 知の 稻 置、 那婆 理の稻 置、 三 野の 稻 
置の 祖」 と 載せたり。  . 

4 三 野別 _ 仁 帝の 御 裔に して、 尾張國 
の 古豪、 神 名 式に 中島 郡 見努 神社と ある 
地の 別 也。 古事記、 垂仁段 に 「大 中津日 
子 命は、 尾 張 國の三 野 別、 云々 等の祖 也」 
と载せ たり 0 

5 三 野國造 三 野とは 後世の 美 濃 國を云 
ふ、 後に 說あリ 。此の 國造は 日子 坐 王の 
御子神 大根 王 (亦の 御名 •八 瓜 入日 子 王) 
の後にして、景行段に「三野國造の祖* 


神 大根 命」 と 載せ、 また 景行紀 、及び 景 
行 本紀に 「美 濃國造 •名は 神 骨」 など 見 
ゆ。 神 骨は 神 大根に 同じ。  ， 
此の 國 造を 開化 段に 「日子 坐 王 云々、 近 
淡 海の 御上視 が 以て 伊都 玖 (祀る の 意〕 天 
之 御影 神の 女 息 長 水 依 比賣を 娶 りて、 御 
子 丹 波 比 古 多々 須美 知能 宇斯 王、 云々 を 
生み 給 ふ。 次に 神 大根 王、 亦の 御名は 八 
瓜 入日 子 王、 云々。 神 大根 王は、 三 野國之 
本巢國 造、 長幡部 連の 祖 J と 載せて、 又 
「三 野國之 本巢國 造」 とす。 本 巣は 和名 抄 
本巢 郡と ある 地 也。 即ち 此の 國 造は 本 巢 
國を治 所と し、 全 美 濃の 大國 造な りしを 
知るべし。 

6 三. 野 前國造 前項 國造 は、 又國 造本 祀 
には 「三 野前國 造。 春 日 率 川 C 開化〕 朝、 皇 
子彥坐 王の 子 八 瓜 命を 國 造と 定め 賜 ふ」 
とも 見 ゆ。 本 巢は西 濃の 郡 名な れ ば、 前國 
造 ■とは 西 美 濃 國の意 也との 說あ り。 次に 
春 日 率 川 朝とは 開化 朝に して、 此の 國 造. 
の 創 置を 其の 時代と する は 早き に 失す。 
八瓜命は開化帝の孫にして、景行皇子大 
碓命が 、其の 女と 婚し給 ふ 記事、 記紀に 見 

> ゆれ ば 也。 恐らく ^ ; T 朝に して、 尾 張 氏 
族の 濃 尾 移住と 袷ん ど 同時な らん か。 此 


の 國造裔 •國 造なる 職名飞 氏と し、 又 美 
濃 直と ある. も 此の 裔か。 

7 三 野 後 國造物 部 氏の 族に して、 又 美 
濃縣 主と も 見 ゆ。 國造 本祀に 「三 野後國 
造。 志賈 高穴穗 (成 務〕 朝の 御代、 物 部 
連祖出 雲 大臣 命の 孫 •臣貿 夫 良 命を 國造 
に 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 此の 臣貿夫 良は、 

倭 姬命世 記に 「活 目人彥 五十 狹茅 (垂 仁) 
天皇の 十 年 辛 丑に 美濃國 伊久 良河宮 に遷 
幸し 給 ふ。 四 年 •齋き 奉り、 次に 尾 張國中 
島宮に 遷り 座して、 三 箇月 •齋き 奉る。 
倭姬命 •國 ほぎ 給 ふ。 時に 美 濃國造 等、 
舍人市 主、 地口 御田を 進め 奉り、 幷て御 
船 一隻 進めき。 同じく 美 濃 縣 主角鎬 •作り 
て 御船 ニ隻を 進め 捧ぐ」 と ある 角 鎬と同 
人なる べし。 故に 此の 記事を 史實 とすれ 
ば、 此の 國造 はもと 縣主 にして、 後に 國 
造と なりし が 如し 。猶ほ 此の 記に 美濃國 
造と あるは、 美 濃前國 造を 指す 也。 

8 三野國 造と 本巢國 造との 關係 第五 項 
所載 古事記 開化 段の 文 にっき、 古事記 傳 
は 「三 野國之 本巢國 造。 此はニ 氏に て、 
上は 三野國 造なる を、 造の 字を 之に 誤れ 
るなる べし 0. 日 代 営 段に 『三 野 國造之 祖* 
神大根王』と見ぇ、書紀其の卷にも『美 


濃國 造、 名 神 骨』 と あれば な り。 (若し 三 
野の 本巢な らば、 白 檮原宮 段 末に、 道 奥 
石 城 國 造、 常道 仲國 造な ど ある 例を 思 ふ 
に、 『三 野 之』 と ありて、 國字は ある まじ 
きこと なる に、 三 野 國とあ ヾる も、 本巢と 
は 別なる が 如く 思は る〕。 

國 造本祀 にも、 『美 濃 前國 造、 春 日 率 川 
朝、 皇子 彥坐 王子、 八 瓜 命 定賜國 造』 と 
あり。 此の 次に 『三 野後國 造』 と 云 ふ も 
あり。 抑 も 此の 如く 前と 云 ひ、 後. と 云へ 
るは、 越 前、 越後な どの 例の 前後に や、 
若し 然 らば、 美 濃の 內に て、 本巢 郡は 京 
師の 方に 依れば、 道 ロと も 云 ひつべ けれ 
ば、 三 野前國 とは、 本巢 郡の あたりを 云 
へる ものと して、 此も 其の 國造 として、 
『三 野 之 本巢國 造』 と 云へ' る 證 ともすべき 
が 如くな れ ども、 美 濃國を 前後と ニつ に 
分た むには、 其の 前の 方に も 本巢を おき 
て、 なほ 數郡の 地 あれば、 本巢國 造の 外 
に、 三 野 前國造 あらむ も 妨げ' なければ、 
其を 三野國 造と 云は む も 又 妨げな し。 
又本巢 郡の 內に美 濃鄕も あれば、 上古に 
三野國 造と 云 ひしは、 其の あたりの 國 造、 
本巢國 造と 云 ひしは、 又 本 巣と 云 ふ 地 も 
ありけ む、 其 處の國 造な りと せむ も、 何 


事 か あらむ。 又 かの 前後と あるは、 時代の 
r 後を 分ち て 云へ るかと も 思へ ども、 若 
し然らば、1つに擧 <'' べきに、別に擧げた 
るは 然には 非 じ。 八 瓜 命は 神 大根 王の 亦 
名に て、 上に 出で たり。 天武紀 に 美 濃 連 
と 云 ふ あれ ども 異姓なる べし。 本巢は 和 
名抄に 美 濃 國本巢 (毛 止巢〕 郡 これな り」 
と载 せて、 「三 野國 之」 の 之を 造の 誤と 
し、 三野國 造と 本巢國 造と ニ 也と 論ぜら 
れたり o 

され ど 此の 之を 造に 作れる 一の 異本 もな 
ければ、 妨りに 古典の 文字を 改む べきに 
あらず 。殊に 其の 理由と する 所は 極めて 
薄弱に して、 此の 國 造の 祖 •神 大根 王を、 
記紀 共に、 三 野國造 (美 濃 國造〕 とも 載せ 
たれば、 三野國 造と あるは 本巢國 造と 別 
なりと 云 ふなれ ど、 和名 抄 、本 巢郡に 美 濃 
鄕を 取め、 美 濃なる 國造は 此の 地に 治 所 
の ありし ょり 起り しや 察する に 難から さ 
れば 、三 野國 造と 本巢國 造と が 同一なる 
は 明白な らん。 即ち 此の 國 造は 本巢 郡の 
美 濃鄕に 在りて、 本巢 地方を 治めし よリ、 
或は 美濃國 造と も、 或は 本巢國 造と も 呼 
ばれし 也。 

次に 本 届 翁は 語 旬の 上より、 道奧 石城國 
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造 云 々等の 例を 擧げ られ しも、 同書 他に 
多 遲麻之 竹 別、 高 志 之 利波臣 、伊勢 之 品 
遲部 君、 若 狹之耳 別、 三 川 之穗別 等の 如 
く、 國 名の 下に 之 字を 添へ しあり。 又豐 
國之 國前臣 、尾 張 國之三 野 別、 木 周 之领 
部 阿比 古 等の 如く， 正しく 國之 として、 
此と 全く 同一の 筆法なる も あれば、 國字 
ありと て 何の 妨 あらん や。 蓋し 此の 「三 
野國之..|ーなる句は、單に其の下に來る本 
巢國 造の みに 係る にあらず して、 長幡部 
造に も 係る ものなる べし。 

9 三 野 前後 國 造の 關 係され ば 後の 學者 
も 多くは 古史の 文面 通 y r 三 野國 之本巢 
國 造」. とし、 本巢國 造と 景行 記紀の 三 野 
(美 濃〕 國造 とを 同一と し、 更に 國 造本 紀 
に よりて、 之を 三 野前國 造と す 0 
しかるに 此の 國 造に 對し 、國 造本 紀は更 
に 三 野後國 造を 擧 ぐ るに より、 此の 前後 
につきて 種々 の說 •起る。 その殆 んど は、 
此の 前後を、！ 一前、 越 中、 越後、 筑 前、 筑 
後、 肥 前、 肥 後 等の それと 同樣 、都より 
の 遠近に よると 說 かれ、 地名 辭書に は 「本 
巢國 造は 三 野 前 國造也 (前は 道の ロと 訓 
む。 西 美 濃を さす； r 後に 至 リ、 東 美 濃に 
道 後國造 ありて 分裂した るを 知る。 又芈 
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義都國 造 あり、 大碓 命の 裔孫 とす、 東 美 
濃の 北 偏を 占めたり」 と。 

又 濃 飛兩國 通史に 「されば 本祀の 三 野 前 
國造 、書耙 の 美濃國 造、 古事記の 本巢國 
造、 三者 同一な リ 。稱， 呼の 前後を 論ずれ 
ば、 美濃國 造を 初と し、 次で 前後 ニ 國の別 
あり。 又 本巢國 造は その 治 所 •に 由るな り。 

和名 抄に 本巢郡 美濃鄕 あり、 今の 一色 村 
字 見延は その 遺稱 なり。 字 東 市場の 無 格 
社 神 王 神社は 神 大根 主を 祀 り、 乙 福 神社 
は押黑弟日子王を祀‘ると傳ふ。 

按ずる に 三 野 前國の 地域は 今の所 謂 西 濃 
諸 郡の 地な り。 本巢 、大野 兩郡に 散在す 
る大， なる 古墳は、 この 國造 家に 因 ある も 
の多かるべし」と1、三野後國造につい 
ては 「初め 美濃國 造と て本巢 近傍に 封 じ、 
こ に 至りて 美 濃を 前後に 分ち たる もの 
にて、 東 濃と も 云 ふべき 地に て、 後の 厚見 
各務兩 郡の 地なる、 今の 稻葉 郡を 主と し 
て、 以東を 汎稱せ  る ものと 見る 可し」 と。 
此等に 對 して 村 岡 氏は •當國 加 毛 郡に 縣 
主 氏 ありて" 大寶ニ 年の 戶籍に 見え、 又 
神 名 式、 當郡 に縣 主神 社を 收 め、 而 して、 
姓氏 錄に 鴨縣 主を 彥坐 命の 後と して、 三 
野前國 造と 同族と 爲すが 故 1C 、 三 野前國 
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を 此の 地に 擬す 。即ち 地理 志 料、 賀茂 郡條 
に 「姓氏 錄に 鴨縣 主は 彥坐 命の 後と。 又國 
造本 紀に彥 坐 王の 子 八 瓜 命を 三 野 前國造 
と爲 す、 古事記 •同じ。 神 名 式に 貿茂 郡縣 
主神 社、 本 國神名 記に 從 三位 縣主大 神と 
稱す 、即ち 彥坐 王を 祀る 也」 と。 

され ど、、、 は 古事記 傳の 誤を 承け、 更に 
前後の 語も顚 倒し、 猶ほ牟 義都國 の 中間 
に 存在す る ありて、 三 野國は 中斷 さるべ 
し。 豈斯か る 事 あらん や。 唯 當國賀 茂縣 
主と 三 野前國 造とは 同族な りと 云 ふの み 
にて、 同一と 見るべき にあらざる な SNO 
此 等に 比較 すれば、 前說 6 方遙に 優り、 
予 輩の 如き も、 久しく 其の 說を 採りし 力 
次の 理由に より 舊說を 捨て X、 前後を 時 
代よ リ來 9! しものと 斷 ず。 

ィ 、三 野なる 國名は 御 野の 意に て、 美 濃 
平原を 總括 せし ものと 考へら る。 

B、 次に 氏族 分布の 上より 見る に、 古代 
三 野國の 域内た リ しと 思は る X 六 郡 

(多藝 ，安八、 大野、 本巢 、方縣 、厚 
見、 後に 分 置され し 石津席 田を 除く〕 
には、 三 野後國 造と 同族なる 物 部 氏の 
族 類 極めて 多く、 且つ 郡 每に國 帳 所載 
の 物 部 明 神 •鎭 座し、 他の 諸 郡には 袷 


んど 同族な く 物 部 神社 も 亦 此の 域內に 
限る。 

ハ、 而 して 前國逭 の 一族と 思は る V 氏族 
は 此の 地方に 極めて 尠く  "その 根據地 
なる 本巢 郡に 於いても、 和名 搀 の八鄕 
中、 四鄕 までが 物 部關 係の 地名なる を 
思へ ば" 此の 地方 も後國 造の 勢力 範圍 
た しを 知るべし。  ' 

以上に ょりて 考ふ るに 最初 神 大根 王： 
當 國の國 造たり しが、 何等かの 事情に 
て衰徽し、倭姬命他記に見ゅる美濃縣 
主 •勢力を 得て、 後の 國造 となりし や 
察する に 難から ず、 詳細は 拙著 稻葉神 
社 祭神 考證を 見られた し。 

10 吉備の 三 野國造 この 三 野國は 後の 備 
前 國御野 郡 御 野 鄕とあ る 地 附近を 云 ふ。 
もと 三 野縣と 云へ り。 應神祀 二十 ニ年條 
に 「三 野縣 を， 以つ て、 弟彥を 封ず、 是れ 
三 野臣の 始祖 也」 と あるを 起り とす。 國 
造本紀 にも 「三 野國 造。 輕島豐 明 ( 應神い 
朝の 御世、 元め て弟彥 命を 封-じ、 次いで 
國 造に 定め 賜 ふ」 と ありて、 應神紀 に 符合 
す。 子孫は 次 項、 及び 一二 ニ 七 頁を 見ょ。 

11 三 野 臣吉備 氏の 族. にして、 前項 國造 
家 也。 應神紀 二十 ニ 年條に 「三 野 縣を以 


■P て 弟彥を 封ず、 是れ三 野臣の 始祖 也 ' 
と。 弟彥は 御友 別の 子 也、 吉 備條參 照。 
此の 氏人は、 寶 ■五 年 十一月 二十 三日の 
備前國 津高郡 蒐垣村 常 地 •昌賣 買 券に 三 野 
臣乙 益を 载せ 、また 吉田 文書、 寳龜七 年 
十二月 十一 日の 備前國 津高郡 收税 解に 三 
野臣菌 生、 また 同年の 津高郡 司牒 C 大學 
圖書 館〕 に 「小 ノ頜 外從七 位 上 三 野臣滇 魚」、 
また 唐 招提寺 文書、 寳龜七 年 十二月 十一 
日の 備前國 津高郡 津高鄕 陸 田賣買 券に 
「少領 外 從七位 上 三 野臣一 很 魚、 三 野臣乙 
益」 等 見 ゆ。 その子 孫 •大 藤內條 に詳か 
也、 又 吉備、 吉備津 等の 條參 照。 又 美 濃 
條 第、 十 項を 見ょ。 

12 三 野 連 第一 項の 三 野縣 主の 氏 姓に し 
て、 天武沾 十三 年條に 「三 野縣 主、 內藏 
衣 縫 造 ニ 氏に 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 

•え、 更に 後に 宿 禰 姓を 賜 ふ。 美 努條を 見 
ょ。 猶ほ美 濃條參 照。 

13 三 野 造 百濟 族に して、 攝津國 西 成 郡 
三野鄕 より 起， る。 姓氏 錄 、攝 津諸蕃 に 「三 
野 造。 百濟國 人相 溟麻乃 古意 彌 より 出 づ 


る 也」  と 载せた 


nv- 


14 三野宿禰姓名錄抄、拾芥抄等に見ゅ。 
又 美 努宿禰 、美 濃 宿 顧、 及び 御 野宿 禰あ 


リ 、各條 に詳か 也。 

15 •三 野眞人 皇 別の 貴 姓" 路氏の 族 也 0. 
元 正紀に 三 野 眞人三 島、 また 廢帝紀 に， 三 
野寬人馬養など見ゅ。次項參照。 

16 路 三野眞 人前 項 氏に 同じ。 桓武紀 に 
路三野 眞人石 守ぁリ 、馬 養の 子 也。 父 馬 
養は 前項の 如く 路字な し。 石 守 獨り路 三 
野と 稱す 。ょりて 請ぅて 路 字を 除け 
17 越 前の 三 野 氏 正倉院 天平 神 護 ニ 年 文 
書、此國の國司解に「少名鄕戶主三野小 
林」 などを 载せ たり。 

18 物 部 姓 讚 岐國三 野 郡ょり 起り、 三 野 
物 部の 裔と傳 へらる。 丸 部條參 照。 生 駒 
記に「三野四郞左衞門.云ふ、私遠祖は 
神代の 書に 見え 候 •三 野 物 部に て、 代々 
讚 州に 采地 仕り、 元 曆の八 島 合戰に も、 
兄弟 五 人 •義經 公の 御陣に 隨ひ 候」 と。 

東鑑 、元 曆 元年 九月 十九 日條 •及び 南海 
通 記に 「讚 岐國 御家人 •(三 野〕 野 三 郞大 
% 夫 高 包、 三 野 首 頜盛資 、三 野九耶 有 忠， 
三 野 首領 太郞 、同 次郎」 等を 載せた リ。 
證州藤 家の 族、 藤條 、野條 に 詳か 也。 又 
一一 j 野 大學信 房、 また 永祿の 頃、 三 野菊 右 
衞門 C 香 川. 條〕 あり。 全讃史 に 「勝 間 城 
は 勝 間 村に 在リ 。三 野大領 •齿々 之に 居 


£ ノ 


ミノ 


£ノ 


1 五 


sy 


sy 
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る。 三 野菊 右衞 門に 則ち 其の後 也」 と。 
下って 德川 時代、 當國 の 儒者に 三野忡 壽 
(無 逸) ぁり。，  ，- 
19 藤 原 姓 前項を 見ょ。 

20 丹 後の 三 野 氏 當國の 豪族に して、 本 
庄城 に據 る。 城は 本庄村 本庄 愛宕山の 頂 
に 在り、 天 正中.、 三 野對馬 守 居 守し I 山內 
將監通 倫に 屬せ しが、 天 正 十 年に 至り、 
細川忠 興の 爲に滅 さる。 

21 雜载萬 葉 歌人に 三 野 石 守 (陰陽 助)、 

三 野 岡麻呂 (中宮 小 ノ進 、入唐す〕 等 見え、 
又攝津 、武藏 等に 存 す。  ‘ 
美 濃 ミノ ミ •ヌ美 濃國は 一 に 三 野、 御 
野、 美 乃、 三 乃 等に 作る。 前後 數條參 照。 古 
代、 額 田國、 三 野 前後 國 ，牟義 都國 、實 茂縣 
等の 在りし 地 也。 和名 抄 、當國 本巢 郡に 美 
濃鄕を收む、國名の起原地にして、後齿見 
延邑と 云 ふ。 次に 石 見國に 美 濃 郡 ぁり、 和 
名抄 、郡內 に 美濃鄕 を收 む。 又 相摸國 高座 
郡に 美 濃鄕を 戴せ、 又 伯 耆國會 見 郡に も 美 
濃鄕 を载 せたり。 次に 庄園と しては、 大和 
に 美濃庄 、河内に 美 濃 勅旨 庄 •見 ゆ。 

1 美濃國 造-前 條 第五 項 以下を 見よ。 

2 美濃縣 主物 部 氏の 族 也。 前 條第七 項 
以下、 及び 縣條を 見よ。 


3 河内の 美濃縣 主前條 第一 項を 見ょ。 

4 美 濃 直前 條第 一項 三 野國造 家を 云 ふ 
か。 神 護 景雲 ニ年紀 に 「尙 掃從 五位 上 美 
濃 直 玉虫を 本國國 造と 爲 す」 と 見 ゆ。 

5 中 臣美濃 連 美 濃の 豪族に て、 中臣氏 
の 族と 稱す 。杓 田 勝の 後 也。 承 和 十 年 正月 

紀に 「美 濃 國山縣 郡少頜 外 從八位 上勝淨 
長 (三月 紀には 均 田勝淨 長と ありて 重復 
す〕 等の 九 人に、 姓を 中 臣美濃 連と 賜 ふ。 
中臣 氏の 祖 •津速 魂 命の 苗裔 也」 と载 せ、 
貞觀六年五月紀に「法隆寺僧承忍.還俗 
して、 本姓 名 •中 臣美乃 連 益 長に 復 し、 
便ち 美 濃國山 縣郡少 領 に 任ず。 益 長は 元 
各務 郡の 人 也」 と あるは 此の 氏人 也。 

6 美 濃宿禰 神 魂 尊の 裔 、三 野縣丰 の 後 
也。 天武紀 十二 年條に 「美 濃 連、 云々 に 
姓を賜ひて宿禰と日ふ」と見え、猶ほ寶 
纔 元年に 美 努連財 刀自 も宿禰 姓を 賜 ひし 
も、程なく本姓に歸る。同族也。美努條、 
及び 前條を '見ょ 0 又 弓 削條參 照。 

7 無 尸の 美 濃 氏 前條三 野前國 造の 一族 
か。 正倉院 天平 十一 年 文書に 此の 氏人 あ 
リ 。前條 及び 第 四項參 照。 

8 淸和 源氏 山縣 氏族 美 濃 源氏の 一にし 
て、尊卑分脈に「賴光の孫多田哥人賴綱 


5 六 


丨國 直、 (號山 縣三郞 、美 濃三郞 )」 と 見 
ゆ 0 

9 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏の 族に して 「佐 
野 貞綱丨 鹿 沼 右衛門佐 行 綱— 左 馬頭 行 安 
—宗信 (美 濃 七 郎〕」 と 見 ゆ。 

10 三 野臣姓 備前國 一宮 吉備津 神社の 社 
家に して、 前條 三野國 造の 裔と傳 へられ 
る。 南北朝の 頃、 一宮の 在廳 美濃權 介 佐 
重 あり、 太平 記卷 七に 美濃權 介、 十四に 
美濃權 介助 重 •見 ゆ、 三 野、 大藤內 、吉 
備 、大森 等の 條參 照。 

n 淸原姓 豐後淸 原 系圖に 「飯 田ニ郞 通 
貞の 子爲通 (美 濃ニ郞 〕」 と 載せ •、一本 
には 美津に 作る。 

12 美 濃 源氏 ■淸和 源氏、 賴 光の 後なる 土 
岐 氏の 族、 及び 滿政 Q 後なる 八 島、 木 田、 
小島、 開 田 等の 諸氏を 總稱 して 云 ふ。 

13 逢 濃 守護 新 編 志、 本巢郡 山 口村 條に 
「美 濃 守護。 梶原平 三 平景時 •美 濃 守護の 
時、 玆に 住みし」 と 云 ひ 傳 へたり。 東鑑、 

文治 三年 條に 『景 時は 彼國の 守護 也』 と。 
其の 頃、 大內相 摸 守 惟義 も 當國の 守護な 
P。 東鏗 文治 三年 三月 條に 『美 濃國 守護 
人相 摸 守® 云々』 と。 惟義は 新羅 三郞 
義 光の 孫、 大內四 郞義信 の 子に て 『修理 權 


大 夫、 正 四 位下、 院 昇殿、 相 摸 武藏駿 河 
守』 と 八 刀 脈 系譜に 見えたり。 惟義 •何れの 
地に 住みし か 定かなら ず。 又 其の 頃、 土 
岐左衞 門 尉 光 衡も美 濃の 守護な りしが、 
それは 土岐 郡のぅ ちに 住みし ょし 云 ひ 傳 
ふ。 同時に 三人の 守護 ぁりし ょし 古書に 
見えたり」 と。 各 條參 照。 

14 雜载 東鑑卷 六に 美 濃 藤 次 安平、 十五 
に 美 濃 守則淸 、二十 ニ、 三十 五に 美 濃 前 
司則淸 、三十 六に 美 濃 前 司親實 •三十 八 
. に 美 濃 左近大 夫將監 、美 濃岛近 大 夫將監 
時秀 、四十に 美 濃 兵 衞大夫 等を 载せ 、又 
承久 記、 京方 敗軍の 條に 「大 炊の 渡り 
の 京方 破れ、 大勢 已に打 入る と 申し けれ 
ば、 鶴 沼の 渡りに •向 ひたりけ る 美 濃 目 代 
帶刀左 衞門尉 •口惜しき 事 哉と 思 ひて、 
云々」 と。 又卷 三に 「みの x りっし や 觀 
貴」 見え、 下リて 太平 記卷 十四に 美濃將 > . 
監泰藤 ぁ 9、 宇都 宮泰 藤の 事 也。 

又 永享以 來御番 帳に 「所 司 代 浦 上 美 濃 守 
則 守」 を载せ 、太 田 三樂は 美 濃 人道と 稱 
す。 

御 野 ミノ ミヌ 備前國 に 御 野 郡 あり、 
和名 抄に美 乃と 註し、 郡內に 御野鄕 を收 め、 

美 乃と 訓 ず。 


1 御 野宿 禰拾芥 抄 、除 目 大成 抄 "姓名 
錄抄 等に 此の 氏 見 ゆ 0 美 濃宿禰 に 同じ。 
2 雜载 その他、 三 野、 美 濃、 美努 等の 
條を 見ょ。 

美 乃 ミノ釙 後 各條參 照。 

丨醛醐 源氏 堂上 家の 稱號 にて、 尊卑 分 

脈に 「源 高 明丨饺 賢 C 權大納 言〕— 隆國 ( 大 

納 言〕 丨隆俊 (中納 言〕 丨梭實 (號美 乃* 大 

納 言、 使 別當〕 丨忠高 (美 乃 守〕 丨 仁濟」 と 
あり 0 

2 藤 原 北 家 尊卑 分脈に ■「道 綱 丨武藏 守 
兼 宗—宗 盛 (號 美乃匀 當〕 丨兼國 (句 當入 

道〕」 と 見 ゆ。 

3 淸和蒎 氏 尊卑 分脈に 「賴義 —義綱 (加 
茂 二部、 美 濃 守 丫義 明. (美 乃 三 郞) 、其 
の 弟義仲 (美 乃四郞 )— 盛宗 (美 乃 孫太郞 〕 
丨盛浚 S 橋 源 三〕」 と あり。 受領を 稱號 
とせし 也。 

一一 一 乃 ミ/前後 數條參 照。 周 防國玖 珂鄕 
延喜八 年 戶籍に 三 乃 刀自 賣 等を 載せた リ。 
見 乃 ミノ下野に見野の地名ありて、常 
陸國六 地蔵 過去帳に 見 乃 ニ 郞を载 す。 その 
他、 前 數條參 照。 

美 野 ミノ ヨシノ 前 數條參 照。 


美囊 ミノ ミク 二 同上。 

三廼 ミ\ 同±。 

» ミノ  前後 各條を 見よ。 陸 奥、 備 後、 
豐前 等に 此の 地名 あり。 

0 ミ / 淸和塬 氏 義家流 服 部 氏の 後に 此 
の庆 あリ 。家紋 一階 笠、 車輪の 內に矢 答 ニ。 
寬政 系譜に 「もと 服 部、 のち 蓑、. また 已野 
に 改め、 笠 之 助 正 高に 至りて、 又 蓑に 復 す。 
初め 服 部 千 太夫 正尙 •家 康伊貿 通過の 時、 

蓑 笠を 奉る。 よりて 蓑 笠 之 助なる 名を 賜 ふ。 
その 四 代が 正 高に て、 猿樂者 也」 と。 

已野 ミ / 輪 條に云 へり。 

震內 ミ / ウチ 京都の 俳人に 簑內 九藏可 
董あ り。 

箕浦 ミノ ウラ 近 江 國坂田 郡に 箕浦庄 あ 
9、天台座主記等に見え、輿地志略に「小 
野庄の 東北に ある 庄な り。 上下の 馬場 村、 
久禮ヶ 畑 村 等 十九 ヶ村な り」 と。 

1 淸和 源氏 山 本 氏族 前述 近江箕 浦より. 
‘起る。尊卑分脈に「山本冠者義經丨義明 
(號箕 浦 冠者〕」 と 載せ、 諸家 系 圖纂に 「義 
明 •號箕 浦、 治 承 四、 平氏の 爲に濃 州に 
戰 死す」 と。 

2 氏人 東鑑卷 ニに 簑浦 冠考義 明を 載 
せ、 その後、 太平 記卷 三十 ニに 箕 浦次郞 


味埜  5 同上" 

ミノ  ミメ  ミ / ミノ ウラ  一 K 七 七 


ミノ ウラ 


左衞 門、 その 男箕 浦四郞 左衞 門、 卷三 十八 
に 「攝 津國 守護 代箕 浦次郎 左衞 門、 伊丹 
大和 守」、 また 箕浦 彌次郞 、同 四郞 左衞門 
等 見 ゆ。 

又 明 德記卷 下に 箕 浦の 蔵人、 兄弟 七郞兵 
衞尉等 見え、 江 北 記に 「箕 浦次郞 右衞門 
事 云々、 次郎 右衞門 尉、 其の 次三郞 左衞 
門、 其の 次四郞 左衞 門と て 三人 兄弟 也。 
然る 間" 次郞 右衞門 •總領 筋 也。 三郞左 
衞 門は 備沖と 申す、 祖父 俊 翁の 時、 此方 
へ與カ候と申し談ぜられ候。彼の孫子は 
大 けん 生害 候 時、 相果候 也。 四 郎左衞 門 • 
召 出し、 箕浦に 成され 候 也」 と。 又 江 濃 

記に 「後藤、 笑 浦、 田 崎、 山 田 以下、 其 
の 勢 ニ 萬 五 千餘騎 J を 載せ、 又 京 極 高 光 
の 家臣に 箕浦 修理 亮高 長、 六角 家臣に 同 
越後 守 あり。 又 見聞 諸 家紋に 


3 佐々 木 氏族 京 極 氏の 庶流 也と 云 ふ。 
4 尾 張の 箕浦氏 越 智條第 十五 項を 見 

上 0 

5 楠 氏 家臣 廣嚴寺 楠 木 一. 族靈 牌に 箕浦 
兵衞朝 房を 载 す、 湊川戰 死。 


ミノ ウラ ミ / ケ 

6 淸和蒎 氏 三 好 氏族 三 好 氏の 族に て 左 
馬 介 某を 祖 とす。 

7 美 濃の 箕 浦氏箕 浦市郞 兵衞等 あ^。 
8 雜载 幕臣 小 兒科醫 に 箕浦壽 支、 寬政 
系譜に 見 ゅ。 又 鳥 取 松 平 藩 用人、 膳 所 本 多 
藩 中老 等に 見 ゅ (武鑑')。 又 會津堀 文書に 
箕浦 氏、 土 佐 山內 藩士 箕浦猪 之 吉元章 (佛 
山〕 は佛 艦を 砲擊 し、 堺妙國 寺に て 腹を 切 
る。 その他、 攝律 、伊勢、 志 摩； 武藏 等に 存 
し、 又 近き 性、 政治 界 に 箕浦勝 人 あ 9 き。 

00  ミノ ウラ 前條 氏に 同じ。 

箕尾 ミゾヲ 攝津に 箕尾 C 箕面 W の 地名 あ 
リ 、その他、 水 尾條參 照。 又隱岐 國 小路 域 
主に 箕尾氏 あり。 

蓑 岡 ミノ ^ 力 ， 

笠 (川、 ミ/力 ハ ミカ ハ 條を 見ょ。 

美 野 川 ミノ 力 ハ 武藏に 此の 氏存 す。 

一一 一川 ミ / 力 ハ 和名 抄 、下野 國河內 郡に 
三川鄕 を收 む。 上 三 川、 中 三 川、 橫田 等の 
條參 照。  ’ 

簑倉 ぐ？ クラ •大和 國 三輪 社の 社家に し 
て、 社頜 配分に 「ニ 石 ニ 斗 蓑 倉 八左衞 門」 

と 見 ゆ。 

蓑 毛 ミ， ケ格摸 國大住 郡 C 中 郡： 5 に 蓑 毛 
邑 あり。 


£ゾ ケ ミ / シマ  1,1 八 七 八 


1 藤原南家相良氏族肥後國の豪族にし 
て、 相 良 系圖に 「佐牟 田 六郞賴 浚— 六 耶 
三郎長 氏 丨祐長 G 衣 毛、 一本 景氏 > 深 水、 
澄 河は 此の 子孫 也〕」 と 載せ、 又 新撰 事蹟 
通考に 「祐長 r 治 部少輔 、蓑 毛と 稱 して 
家臣と 爲 る」 と あ リ。 

2 薩隅 日の 蓑 毛 氏 日向 記に 蓑 毛 相右衞 
門 尉、 蓑毛內 記、 又 蓑 毛 五郎 右衞門 あり、 
藺丰 田條を 見よ。 

♦衣 毛 ミ/ ケ前條 を 見よ。 

美 濃 源氏  $メ ゲン ジ美 濃條に 併せ 云 
へり。 

K 腰 $ / n シ 

養澤  $ノ サハ 下野 國那須 郡 蓑澤邑 より 
起る。 同村 ニ岐 城は 新田 美 作 守なる 者の 居 
城な りと。 天文 ニ 年、 此の 地を 開墾して 石 
櫃を發 堀した るに、 遺骸 あり、 眼に 純 朱を 
埋め、 齒牙 金箔 附着せ り。 新田 氏の 骸骨な り 
と 言 ひ、 或は 謂 ふ 源 九郞 義經の 陣跡 なリ と。 

ミノ シマ. 備後 、紀 伊、 筑 前、 豐前 
等に 此の 地名 存 す。 

1 熊 野 族 祀伊國 有 田 郡 蓑 島より 起る。 

熊 野 社 上 綱に 此の 氏 あ P。 

2 桓武 平氏 大樣 氏族 常陸國 Q 豪族に し 
て、 新編國 志に 「蓑 島。 石 川 成 幹' の 四 子 


幹 行 •石 川十郎 、又 蓑 島中 務少轉 と 云 ひ、 
子に 十郞 太郞 あり、 大椽高 幹の 爲に佐 竹 
義 宣と戰 ひて 青柳に 死す (石 川 文書〕」 と。 
その他、 武藏 等に 存 す。 

美 濃庄 ミノ シヤウ 大和 國添上 郡の 豪族 
にして、 平和 村 美 濃の 庄城 に據 る。 筒井 時 
代" 美 濃 庄喜內 あり。 

民 太 $ノ タ和名 秒、 伊勢 國壹志 郡に 民 
太 鄕を收 め、 美 乃 多と 註す。 
f 衰田 ミノ タ藤原 姓 相 良 氏の 族に して、 
肥後八代郡南種山陣內を守る。 

又 日向 記に 蓑 田 與四郞 を 載せ、 又 南隅 系圖、 
蓑 田 氏 略 系圖に 「此の 蓑 田 氏は 藤 原 姓、 相 
良 氏 庶流と 云へ ど" 其の 出自 •の 續 未詳'。 薩 
州 日 置 郡 市 来ょり 此の 高山に 移住と 云 ふ。 
初代 吉兵衞 尉 丨彌兵 衞—ニ 代 新 右衞鬥 」 と。 
又 武藏に も存 す。 

0 ^ ミ メタ 11 

ミノ タヒラ  . 

水內 ミ / チ ミ. ヌチ ミ ノウ チ 信濃國 

に 水內郡 あり、 神 護 景雲 ニ 年 五月 紀に初 見 
し、 和名 抄に美 乃 知と 訓 ず。 

次に 備中國 下道 郡に 水內鄕 を 載せ、 美 乃 知 
と 註し、 後に 水內庄 起る。 此の 氏 •備 中、 
備前 等に 存 す。 


$ ノシヤ — ミノ チ 


美 濃 地 ミノ チ 石 見 •出 雲 地方に 在 リ。 
笠 ハ 作 ミノ ツクリ 近 江、 信 濃に 此の 地名 
あり、 ミツ クリ 條を見 よ。 

蓑 手 ミノ テ . • . 

三 野 宇 泥須 ミノ メウネ ス 

〇 三 野 宇 泥須和 氣牟義 氏の 族 ノゥ ネス 
條を 見よ。 

三 野國の 本 * ミノ / クニ ノモ トス 

0 三 野國 之' 本 巢國造 丹 波 氏族、 三野條 
に 詳か 也。 

三野〗則 ミノメサキ同上。. 

三 野 後 ミノ / / チ 物 部 氏族、 同上。 

三 野 物 部 ミ ノノ モノべ ミヌ メモ ノノべ 

天神 本紀 、天 物 部 等 二十 五 人の 一に 讚 岐三 
野 物 部 あり。 物 部、 及び 三 野條を 見よ。 

美 濃 矢 集ミメ ノヤ ツメ  、 

〇 美 濃 矢 集 連 物 部 氏の 族、 ヤツ メ條を 
見よ。 

眞幡 ♦ミノ ハタ 和名 抄 、常 陸 國河內 郡に 
眞幡鄕 を 敗む。 

三 野原々/ ノハラ 肥 前に！ 一一  野原 庄 あり。 

養 原 ミノ ハラ 

.蓑 生 ミノ フ 和名 抄 、筑前 國宗像 郡に 蓑 
生鄕を 敬め、 美 乃 布と 註す e 
見延 ミノべ 美 濃に 此の 地名 あり、 三 野、 


ミノ チ^ ミノ  C 


美 濃 等の 條參 照" 又 次の ニ條と 通じ、 又武. 
藏等に 存す。  、 

三 野 部 ミノべ ミ ヌべ 美濃國 造の 部 曲 
か。 大寶ニ 年の 栗 栖田里 戶籍に 三 野 部 麻衣 
賣等ぁ リ。 

美 濃 部 ミノべ 前條參 照。 

丨菅原 姓 近 江 國甲賢 郡 美濃邑 ょり 起 
る。 傳へ云 ふ 1 道眞 左遷の 時、 淳茂 •當 
國に來 り、 此の 地に 届り、 一子を 生む、 そ 
の裔 也とぞ 。應 仁記卷 三に 美 濃 部 氏 見え、 
佐々 木に 從 ふ。 又明應 三年 十月、 六角 高 
賴と 佐々 木 山 內三郞 と 合戦の 時、 美 濃 部 
兵 衞三郞 貞茂 •六角 氏に 屬し 一族 討死と 
(家譜〕。 又 永祿六 年 諸 役人 附に美 濃 部 重 
右衞門 尉を 載せ、# 又 甲貿ニ 十 一騎、 柏木 
三 家の 一に 見 ゆ 04  /' 

その 裔は 家譜に 「道 眞丨常 陸 介 兼 茂— 近 
江 權守是 兼 (母は 在 廳巨勢 員の 女〕— 王大 
夫 家 兼 丨王大 夫爲兼 (神祇 伯〕— 同 爲貞— 
丨 g: 院侍爲 員 (母は 大岡 源大夫 女)— 刑 部 
大夫爲 家丨宮 內少輔 爲信丨 兵 衞大夫 信 茂 
(後鳥羽院 西 面〕— 氏 茂丨貞 茂— 兵 衞大夫 
恒 茂— 兵 衞三郞 元 茂 (.法名 心 覺 、始めて 
美 濃 部を 稱す〕 丨菅四 郞賴茂 (兵衞 三 郞、 

3 !€3合戰討死3—同茂長丨三郞茂繼(法 


ミノへ  灵宠 
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永忠 、母 山中 氏〕 — 菅三郎 萬久 (三部 左 
衞 門、 上 總 介、 延德 元三 十三 死〕— 下野 
守 茂 敎 (文 龜ニ 死)— 兵衞三 郞貞茂 (菅 
兵衞 ‘明應 三、 云々〕— 六 郞三郎 莨 俊 (母 
武島隆 茂 女)— 管 三部 茂 江 (下總 守〕— 
同 茂 濃 (上 總 介、 下總 守〕 丨同茂 盛 (三. 
郞左衞 門〕— 同 莨士ロ  (十 大 夫、 家 康に仕 
へ 五百石) 。家紋 梅 輪 月、 菊 斧」 と。 
茂吉の 後は 「茂 吉丨菅 三部 高 茂 (一 學、 
茂 平〕 丨同茂 梅 ( 一 學〕」 と。 寬永 系圖に 
家紋 梅， の 花 P 又 「市 左 衞門茂 久丨鹿 子 助 
茧廣 C 家康に 仕へ、 ill 百 十 石〕— 市郞 左衞 
門 茂 正 (子孫 七 百 十 石)、 ニ 重 菊に 斧」。 又 

「美 濃 部 日向 守茧安 後胤 孫九郞 茂 重— 新 
右衞 門茂忠 (子孫 三百 五十石〕」、 又 「長藏 
茂 信— 一郎 太郞 茂正丨 地藏大 夫茂數 (又 
五郎、 又左衞 門、 家康に 仕へ、 三百 十 石〕」 
等 多く、 又 美 濃 部 右馬允 (二百 三十 石)、 
淸洲助茂明(その男茂次、三百萏)、また 
大久保 酉 山 翁 先祖 書に 「美 濃 部八郞 右衞 
門 茂 一」 見 ゆ。， 

i 同上 堤 氏族 堤 河内 守 氏 茂、 その 男 次 
兵 衞茂勝 •駿府 にて 家 康に仕 ふ。 三百 石， 
黑 餅の 內梅輪 内。 

> 奥州 の 美 濃 部 氏 參考 諸家 系圖に 「美 


濃 部 氏、 二百 石、 菅雄藏 家 (慕 永 三年 氏を 
改む〕 、.姓 管 原、 紋梅 鉢、 丸 嘴。 家久 (或久 
明、‘， 美 濃 部 伶 左衞 門、 生 國近江 梅 村 也。 
信 直 公 •天 正 十九 年 秋、. 九戶政 實の亂 に 
軍 監淺野 彈正少 弼長 政の 軍に 從ひ て三戶 
に 來 る。 長 政の 請に 依て 召 抱ら れ百 石を 

> 賜 ふ。 利 直 公慶 長 十五 年 九月 廿三 日付、 
御黑印 御證文 あり。 妻は 近 江の 浪人 溝 ロ 
九 郎左衞 門 女〕 丨友久 (伶 左衞 門、 母 溝 ロ 
氏、 家督)」 と。 その 男に 作左衞 門義久 
(久 影)、 弟 長 藏直久 、長 五郎 久之等 あり。 
2 雜載 幕臣に 美 濃 部 勘 右衞門 (寬政 系 
譜に未 勘)、 美 作 代官に 美 濃 部 勘 右 衞門あ 
り。 又 信 濃、 武藏 等に 存 す。 

f 衰 ミノべ 因幡の 國侍 、大崎 城に 據 る。 
又 安西 軍 策に 簑部氏 •見 ゆ。 

三 野 村 ミ/ムラ 三 井家 番頭に 此の 氏 あ 
り、 その 養子 三 野 村 利左衞 門は 信 濃の 人、 
第一 銀行、 三 井 銀行 等を 起す。 その 養子を 
三 野 村 利 助と 云 ふ。 

蓑 茂 5 モ 

美 濃 本 5 モト 

美 濃 屋 ミ S ヤ永祿 記に 美濃屋 小四郞 あ 
り、 足利義 輝の 弟周翯 の 近習 也。 

水野屋 ミノャ桓武平氏にして、隆香を 


浴 


武藏 等に 見 ゆ 


o 


祖 とす。 

EH 官 £ ゾリ 

倫 貝 ミノリ ミノル 

美 濃 輪、、 >ヮ 

.* 曲 ミノワ 和名 抄 、伊勢 國度會 郡に 箕 
曲鄕を 敬め、 美 乃 和と 註す o その他 以下 數 

條參 照。 

丨中臣 姓 伊勢 箕 曲ょり 起る。 中 臣氏系 
. 譜に 「大神宮 司 茂 生— 永賴 (祭主、 號箕 
曲〕 丨宣茂 (宮 田、 七 見)、 弟宣輔 (安藝 

櫂 守〕」 と 見 ゆ。 

2 度會姓 伊勢 外宮 祠官に して、 度會系 
圖に 「尾 上彥喑 (一 _宜〕 の 子貞雄 C 箕曲〕 
丨通雅 (ニ 禰宜〕 、弟 廣雅 (牛 草、 弟季雅 
•(權 ) 丨 季 生」 と载せ たり。 

3 秦姓 外宮 本宮內 人家 筋 書に r 箕曲 (御 
笥作內 人)、 秦 •加 茂 氏 也」 と 見 ゆ。 

整 (句 ミ / ワ前後數條を見ょ。 
f 瑟 曲-ミノワ 同上。 

整 (輪 ミノワ 和名 抄 、相 摸 國大住 郡に 驛 
家鄕 を收 む、 延喜 式の 箕輪驛 に當 る。 その 
他、 武藏 、常 健、 上野、 下野、 岩 代、 陸 前、 
羽 前 等に 此の 地名 あ T。'  . 

1 桓武 平氏 野 與黨武 藏國埼 玉 郡 箕匀邑 
ょり 起る。 七 黨系圖 に 「野 與基 永— 経 長丨 


—經 光— 經能丨 能 元 丨爲經 ( 箕匀 ニ郞〕 、 
其 弟基泰 ( 箕匀 六郞〕 J と 載せ、 史料 本に 
「經能 (二〕— 能 元 (太〕 —— I 


S. 


爲光 -r 經泰太 


又 本 五 


五 


丨時光 厂爲基 一-光泰 「爲 仲霉 
I 基 泰丨爲 平 丨經平 卜 親 清—® 

笼 勾 六 ニ 左 近 ' 

氏人は 東鏗卷 三十 四に 箕匀 太郞師 政を 载 
せ、新編風土記、箕輪村條に「成甶氏 
家人の 姓名 笔し るせ しものに" 箕輪勘 解 
由 •永 六十 貫 文 在 名と 载す 、これ 當 所ょり 
出で し 人に や、 今 子孫 詳なら ず」 と。 

2 淸和 源氏 佐 竹 氏族 甲斐 國巨摩 郡箕輸 
邑ょ g 起る。 津金 衆の 一也、 サ タケ、 ッ 
ガネ 等の 條參 照。 

3 詉訪神 族 三輪 條參 照。 又 天文 中箕輪 
賴親ぁ り、 大 泉條參 照。 

4 首 藤氏 族 尊卑 分脈に 「首 藤 助 淸—櫂 
守 助 道 丨左衞 門 尉 親淸— 下野 櫂 守 親通丨 
通弘 ( 號蓑和 入道、 平 治 ニ 正、 尾 張 國野間 
に 於いて、 忠政 等の 爲 .に： if 朝 朝臣と 同時 
に 害せられ 、主従 同時に 梟首 せらる〕— 義 
, 弘丨景 淸—忠 充 J と 載せ、 又 助 清め 弟を 蓑 
和 通弘 とし、 「此の 義 •非說 也」 と。 又 山 
內首藤 系圖に .「首 藤 權守資 通 丨 通弘 (住 

£ノヮ 


濃國 、號龚 和 入道〕— 行 弘丨弘 兼」 と 
載せ、 又行弘 の 落 「義弘 (上 州 住、 袋 和 
太郞〕 丨景淸 (小大 郞) 丨忠 光」 と。 又 
一に 「親 淸丨 下野 櫂 守 親 通— 菱和 入道 通 
弘 (尾 州に 於いて 義 朝と 俱に討 たる〕 丨 
義弘 (菱 和太郞 ).— 景淸 (悪 七 兵衞) 丨 
忠光 (上 總五 郞〕」 と 載せ、 中興 系圖に 「荽 
和 •藤 姓、 人道 道弘 •之を 稱 す」 と あリ。 

5 石 上 姓 群 馬 郡 箕輪邑 より 起る。 東鑑、 
仁治四年の條に「箕勾太談師政*去る承 
久 三年の 勳功の 賞を 寡 り、 武藏國 多 摩 郡 
荒野を 拜頜 す。 是れ父 左 近 大夫政 高 •故 匠 
f 伶に 加は り、 勢 多 橋に 於いて、 軍忠 を抽ん 
じ訖 る」 と ある 師政 、政 高は、 箕輪長 野 
氏の 祖先 かとい へど、 第一 項の 如く、 武 

、藏國 にも 箕匀の 地 ニ 所 あれば 採 9 難し。 
その他は 長 野條を 見よ。 

6 桓武 平氏 常睦國 久慈龈 (那珂 郡〕 美 
和鄕 より 起る。 大 掾系圖 、常 葉義 政の 族 
に箕輪 氏を 載せ、 又 和光院 過去帳に 「ミ 
ノ ヮ伊實 守」 見 ゆ。 

7 岩 代の 箕輪氏 安達 郡 箕輪邑 より 起 
る。 畠 山 氏の 重臣に して、 觀應 ■一一 年 (正 
平 六 年： I ニ 月、 畠山國 氏の 將箕輪 左衛門 
貞氏 (貞義>國氏の恤5^大石丸を伴ひて 

々/ ノ !7 


會津に 遁 る、 修理 大夫 ，國詮 •之れ 也。 傳 
說 に は 「箕 輪大夫 •山 神の 力を 合せられ、 
安達 殿御 歸 城」 と、 皇山 、安達、 ニ 本 松 等 
の 條參 照。 その後、 古 舘辨に 「義 繼の臣 
箕 輪支蕃 •箕輪 館に 住す」 と 見 ゆ。 天 正 
中の 支蕃は 負 氏の 子孫なる べしと 雖 、此 
に 居れる に 非ず。 ニ 本 松の 屬郭に 主審の 
宅址 あ” (相 生 集)。 又 伊達正宗 家中に 箕 
輪支蕃 •見 ゆ。 

8 日 下部 姓 朝 倉 氏族 朝 倉 系圖に 「敎景 
丨 孫四郞 (箕 輪〕」 と あり。 

9 越 中の 蓑 輪 氏 三 州 志に 「新 川 郡 護摩 
堂、 蓑 輪、 保 土は 加 積鄕蓑 輪村頜 に 在り。 
蓑 輪 平 太 左衞門 居せ りと いへ ども 無傳、 
一本に 五郎 左衞 門に 伶る」 と。 

10 平姓久棗氏族阿波の豪族にして、故 
城 記、 名 西 郡 分に 「箕局 殿、 久米 、平氏、 
立 ニ 引 龍 十文字」 と 見え。 天 正の 頃、 軍 
大將に 箕輪甚 右 衞門尉 2 営 條〕 あり。 
11 加 賀の蓑 輪 氏 加 實藩給 帳に 「參百 五 

拾 石 (丸內 〖ニ 七 S 蓑 輪 猪 三郞」 を 載す。 

12 雜载信 濃、 越後、 下野 等に も存 す。 
1 裳 輪 ミノワ 前條 に 併せ 云へ り。 

»» ミ メワ 同上。 ， 

裳 和 ミノワ 同上" 


ミノワ 
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蒙 波 £ハ ミナミ 糟谷 氏の 族に して、 
糟谷 系圖に 「關本 大夫義 忠—美 波十郄 」 と 
ぁリ 。猶ほ ミナミ 條參 照。 

三涊 ハ 同上。 

見坊ミ バウ ケン バウ 
御 佩 ミ ハカ シ ミ タ ラシ 和名 换 、美 濃 

國武藝 郡に 御 佩鄕 を收 む。 

御 墓 野 ミ ハ カノ 肥 前 國高來 郡 御 墓野邑 
ょり 起る、 大 川條參 照。 氏人は 早く 淀姬文 
書、 文 保 ニ 年に 御 墓 野 六 郞太郞 入道を 載せ、 
又 有 馬世譜 に 御 墓 野 又次郞 重 能の 申狀ぁ 
り、 有 馬、 皆吉 等の 條參 照。 又「當 國佐實 の 城 
主御墓野出羽守長說も此の頃ょり當家に附 
屬す (御 墓 野が 先祖は 年久しく 、肥 前國の 
住人に て、 貞 和、 親應の 頃、 又次耶 重 能 •高 
來東鄕 御 墓 野 村、 同 國佐貿 郡 西 泉の 地頭 職 
として 古き 文書 等 •其の 家に 傳來 す〕」 と载 
せたり 0 

三 橋 ミ ハ シミ ツハシ 

1 桓武 平氏 三 浦 氏族 加納 氏の 族に し 
て、 會津耶 麻 郡 三橋邑 ょり 起り、 三 橋 城 
に據 る。 新 編 風土記、 三 橋 邑條に r 舘迹 • 
加納盛時の孫三橋太耶義通築く。義通は 
小范井 組 貝 沼 村、 及び 此の 村を 頜せ しが、 
十四 代の 孫、 越 中 盛 茂 •天 正 己 丑の 亂に、 


ミハシ 


葦名義廣に從って黑川に退きければ、六 
月 七日、 伊達 政宗 0 駒 形 山を 下って 此の 
，城に 據 りし」 と 云 ひ、 又 「菅 井村 舘迹は 
康 安二 年 三 橋 太郞義 通の 築きし と 云 ふ。 
舊家 忠右衞 門。 此の 村の 農民な り、 三 橋 
.太 郞義 通. が 裔 .孫な リと云 ひ傳 ふ。 今に 此 
の 舘迹に 住す」 と。  * 

又 遠 田村舘 跡は 三 橋 備前定 重の ニ 男 刑 部 
重 治 •住し、 貝 溶 村舘迹 は 「康 安二 年、 
三 橋 太郞義 通 •築き 1 子孫 今に 此處に 居住 
す」 と。 而 して 「舊家 三橋痄 左衞 門、 此 
の 村の 肝 煎に て、 三 橋 太 郞義 通が 末葉な 
り。 義 通は 加 納盛 時が ニ 男 常世 賴盛が ニ 
子 時 明と 云 ふ 者の 子に て、 鹽川組 三 橋 村、 
及び 此の 村を 頜 せり。 十四 代の 孫 三 橋 越 
中 盛 友 (盛 莨と も〕 と 云 ふ 者、 天 正 十七 年、 
麿 上 原 合戰に 敗れて、 葦名 義廣に 從ひ、 
常 陸國に 至り、 後 又 會津に .來っ て此に 住 
し、 子孫 •性々 義通が 舘迹に 居る。 作 左 
衞 門盛弘 と 云 ふ 者 ぁり、 元 和 四 年、 官 ょり 
領主 蒲 生 忠鄕に 命じて、 日 橋 川に 漕路を 
通ぜ しむ。 此の 時、 京師 角 倉 與左衞 門 も 
命を 受けて 此の 地に 來 り、 此の 村を もて 
船 付に せんとす。 然れ ども、 河流 湍急な 
れば事 成らず して 止みぬ」 と。 
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三橋兼也は曆術、連歌、に長じ、蒲生忠鄕 
の寵 遇を 得、 花本宗 匮 となる。 

2 藤 原 姓 房 前の 後胤 三 橋太郞 信季 •賴 
朝に 仕 ふ。 子孫 代々 三 河に 住し、 佐 助 信 
盛のニ男藤十郞信久.北條氏政に仕へ、 
その 男但$ 信 次 (信 勝) は 家康に 仕 ふ。 
家紋％ に 向 兎、 角 萬 字。 又 信 久のニ 男に 
藤 七 一郎 盛 勝、 その 男に 藤 兵 衞盛忠 等 あり。 
又 丸に 三文 字、 上り藤に 三 星 等を 用 ふ 者 
見 ゆ。 

3 嵯峨 源氏 渡邊 氏族 「渡 邊次郞 省の 苗 
裔源 五郎 正 •天文 中、 三 河 國三橋 村に 住 
し、 藤 原 姓に 改め、 三 橋を 家號 とす」 と 
云 ふ。 家紋 上り藤の 內に三 星、 三 扇の 內 
に三星。寬政系譜に「藤八郞正弘し與次 
右衛門 長 富 (左 吉 、家康 に 仕 ふ〕— 善 兵 
衞成次 (三百 十 石餘) J 等、， 又 一族 多し。 


4 三 河の 三 橋 氏 以上 ニ項參 照。 又三ッ 
木 村の 士に三 橋 長 右 衞門ぁ リ。 

5 淸和 源氏 家紋 丸に 蔓柏 、丸に 向 兎。 金 
春八郞 左衞 門の 弟子に 三 橋 彥次郎 株 次 • 
江 戶府に 仕 ふ。 


6 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏の 族に して、 佐 
野 土 倥 守 行政— 市 橋 修理 大夫行 勝— 修理 
助 行 •信— 修理 勝 吉丨與 十 部 吉高 (三 橋〕 丨 
三 橋 左 京 高 安」 なりと。  , 

7 美 濃の 三 橋 氏 席 田 郡の 三 橋邑 ょり 起 

る。 三 橋 傳左衞 門 正 利 あり、 原條參 照。 
8 大和の、 三 橋 氏 もと 矢 田 氏の 臣 ，その 
系圖に 據れば •此の 氏は 信 濃の 三 橋、 一 
說には 伊勢 國田 丸の 城主と 云 ふ。 紋は茗 
荷の 丸、 又 七 ツ輪違 も 用 ゆ。 その子 孫 高 
市郡鵪 公 村 大字 高殿に 住む。 又 添 上 郡 井 
戶氏 麾下の 將に三 橋 氏 あり。 

9 伊豫の 三 橋 氏忽那 家臣に 三 橋 蔵人 友 
政 あり、 應德 頃の 人 也と 云 ふ。 

10 雜载 幕臣に 三 橋 八. 郞左衞 門 •見え、 
又 鯖 江 藩に 三 橋彌三 七、 津輕 、武藏 、遠 
江、 尾 張、 伊勢、 志 摩 •攝津 等に 存す。 
三觜ミ ハシ 前條參 照〕 

三 飴 ミ ハジメ 正訓 不明。 

〇 三始 朝臣 神 護 景雲 元. 年 正月 紀に 「三 
始 朝臣 奴 可 女」 なる 者 見 ゆ。 

御幡 ミ ハタ 豐前國 宇佐 郡の 豪族に し 
て、 天文 永 祿頃 には 御幡 式部 允 あリ。 
水判戶 ミ ハ ト武藏 國足立 郡に 水 判戶皮 
あり、 一に 水 波 田" 水 判 土、 とも 書す。 ミ 
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グハ ト 條參. 昭 r ^ 

御 母 ミ ハ ハ‘ 天平 出 年の 左 京 職符に 「坊 
令 御 母 石 勝」 なる 者 見 ゆ。 

三濱ミ ハマ 

御 林 ミハヤ シ 次條に 併せ 云へ り。 

一二 林 ミハヤ シ和泉 等に 此の 地名 あり。 
1 三 林 公秦氏 の 族に して、 寶龜 十一 年 
三月 組に 「伊勢 國 大目 正 六 位 上道祖 首 公 
麻呂 、白 丁 枝 足 等に、 姓を 三 林 公と 賜 ^ 
と载ぜ 、姓氏 錄 、大和 諸蕃に 「三 林 公。 己 
知词祖 、諸齒 王の 後 也」 と载 せたり。 

2 御 林宿禰 別 君の 裔に して、. 弘仁一 一年 
十月 紀に 「攝律 國人正 七 位 上 別君淸 名に、 

. 姓を 御 林 宿 福と 賜 ふ」 と あり。 

3 加 賢の 三 林 氏 戰國の 頃、 一向 衆徒に 
善四郞 なる 者 あり、 三 林 善四郞 と 日 ふ、 
天 正 八 年、 柴田勝 家に 攻められて 減ぶ。 
三 州 志、 石 川 郡條に 「六 郞舘 、六郞 畑は 
, 林鄕內 和氣寺 村頜に 在り。 遊に 六 郞 光明 
の 館 跡と 云 ふ。 盛衰 記に 光明は 利 仁將軍 
'六设孫とあれども、 系 圖を考 ふるに、 十 
毋 孫從五 位下 林 太夫 光家の 子 也。 光明の 
子六郞 光茂、 其の 子 小ニ郞 家 綱、 其の 子 
六郞則 光* 相嗣 いで 林鄕 を領 して 林と 稱 
す。 天 正の 初 ょリは 、三 林 善四郞 •此の 
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林鄕肉 の 上 林". 中 林、 下 林を 押頜 し、 三 
林と 號 して、 賊魁 となり、 八 年に 勝 家が 
爲に亡ぼさ 0 」と。 

4 秀 ■流 藤 原 姓 上野 國邑樂 郡 三 林邑ょ 
り 起る。 古 海系圖 2 「左 貫 大夫廣 綱— 十 耶 
廣時 a 一一 林 氏)」 と (上野 志)。 . 

御原、// ハラ  筑後國 に 御原 郡 あり、 和名 

抄に三 波 良と 訓 じ、 又 和名 抄 、安房 朝 夷 郡 

に 御原 鄕を载 せ、 美 波 良と あり。 その他、 

淡路 等に 此の 地名 存 す。 

1 御原 之 海人 應神紀 ic 「淡路 御原 之 海 
人」 を载 せたり。 

2 御原 眞人敏 達 帝の 御裔 にし、 て、 姓氏 
錄 •未定 雜 姓、 左 京の 部に 「御原 眞 人。 
淳中倉太珠敷(諱敏達)の皇子彥人大兄 
王の 楗 也」 と 載せたり。 

4 御原 朝臣 朝野 群载卷 二十 等に 此の 氏 
人 見 ゆ。 御原 眞 人の 後なる べし。 

5 大和の 御原 氏 天平 寳字 三年の 城下 郡 
田地 賣買 券に 「知 御原 相 坂、 往來吉 使 水 
通 諸國」 と载 せたり。 

6 大藏姓 筑後國 御原 郡より 起る。 その 
本鄕の 地は 御原 左 衞門尉 重 種が 代々 世々 
の 釆地句 y (地 鑑) と。 其の 他啦次 條を見 
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三 原 ミ ハラ 淡 路國に 三 原 郡に ありて、 
和名 抄に美 波 良と 註し、 その他、 上野 •筑 
前、 筑後 等に 三原庄 、また 伊豆、 安房、 信 
濃、 石 見、 備 後、 土 佐 等、 此の 地名 多く、 
猶ほ 前條參 照。 

1 三 原 朝臣 天武 帝の 御裔に して、 貞觀 
元年 九月 紀に 「左 京人 散位從 五位 上 高原 
王に 姓を 三 原 朝臣と 賜 ふ。 高原は、 一品 
新田 部 親王の 後 也」 と载せ 、姓氏 錄 、左 
京皇 別に 「三 原 朝臣。 天武 天皇の 皇子 一 
品 新田 部 王の 後 也」 と 見 ゆ。 

2 鎭西の 三 原 朝臣 觀性音 寺 文書、 貞觀 
十年三月ニ十七日に、大監三原朝臣を载 
せた CNO 

3 源 姓 中興 系圖に 見 ゆ。 

4 大藏 姓筑後 御原 郡ょり 起る。 前條第 
六項參 照。 大藏氏 系圖に 「岩 門 大夫種 平 
丨種後 C 三 原 次 郞大 夫、 太 宰大監 }丨 種 積 
(桑田 次 ^ — 種 勝 (三 原 左衞門 尉)— 種廣 
(三 原左衞 k 尉〕、 弟 種 光 c 三 原 下司)、 弟 
種祐 (砥 上四郞 兵衞 尉〕」 と 載せ、 又 原 田 
系圖に 「春 實丨種 通 (一に 種實 、三 原祖〕 」 
と 見 ゆ。 

又 三 原 系圖に 「大 藏種材 朝臣— 安藝 守 種 
純 ( 大 宰大監 )丨 石 門 太 郞大 夫種輔 (大監 ) 


丨太耶大夫種平(大監〕—種俊(三原大夫〕 
丨種積 (桑原 四郎) 丨種勝 (三 原 太 郎左衞 
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九郞 

兄種資 S 義子 

又 三 原 系圖卷 首に 「大藏 氏は 漢 高祖 十五 
代の 後胤、 後漢靈 帝の 孫 阿智 王、 三國の 
時、 敵の 爲に虜 へらる。 譽田 天皇の 御宇、 
阿多 倍 •漢 家を 辭 して 皇國に 人る。 阿智 
王に 三 子 あリ 、共に 姓を 賜 ふ。 長男は 坂 
上、 ニ 男は 大蔵、 三男は 內藏 。彼の 末葉 


岩 門 小次郞 種 村 •太 宰大 監と爲 り、 寛仁 
三年 己 未 三月 一日、 外 寇と水 城戶 に戰ひ 
て、 敵 將を誅 す。 此の 賞と 爲 して、 壹岐 
守に 任ぜられ、 七 代の 罪科を 免ぜら るふ 
の敕宣あり。 

其の 子種 純 •同時の 軍功に ょりて 太 宰大 
監に 補せられ、 其の 曾孫 種 直、 其の 子種 
後、 其の 子種 積、 種 後の 弟 種 遠 云々」 と。 
系 圖と小 \異 あり。 

又太宰 管内 志 引用 三 原 系圖咯 には 「其の 
先は 大藏 朝臣 春 種の 五男 大藏  一： HI 也、 
云々。 右 金 吾大 藏 朝臣 種 勝、 其の 子 親 種、 
其の 子 三 原 左 衞門大 夫 重 種、 其の 後裔 三 
原 和 泉 入道 紹心 •天 正 十四 年、 \ 筑前國 岩 
屋に て戰 死」 と、， 又 原 田 系圖に r 十九 代 
原 田次郎 越 前 守 種 勝と 有って、 其の 孫 種 
宗 •筑 後に 至って 三 原の 家を 繼 ぐ」 由 見 
えたり (將士 軍談〕。 その他は 、大蔵、 原 
田、 岩 門、 秋 月 等の 條參 照。 

5 氏人 元弘 三年 六月 狀に 「原 田 大夫種 
直が 五代 嫡孫 •筑後 國三原 左 •衞 門太郞 入 
道佛 見」、 同年 八月 文書に 「筑後 國三原 五 
郎 入道 覺 種」、 同月 文書に 「原 田大夫 種 直 
が 五代 孫、 筑後國 三 原九骱 種昭 j 等 見え、 
其の後、 大友親 安 (義鏗 の 初 名〕 状に 「H 


f 


原種 勝、 其の 子 新 五郎」 あリ 。■又 義鑑狀 
に 「新 五郞 •右衞 門 大夫鑑 種と 改む 事」 
見 ゆ。 

其の後の 狀に和 泉 守を 称する は鑑 種に し 
て、 鐽 種の 子は 民部少 輔と號 す、 義鑑狀 
に 見えたり。 民部少 輔宗琢 9 子は 兵部少 
、輔 と稱 す、 義麟狀 に 見 ゆ。 後山 城 守た 0、 
宗麟 及び 義統 の狀に 見 ゆ。 山城 守 種 連は 
法名 種德 、弘 ■治 三年 記に 見え、 其 文に 「御 
原 郡に 刹 あり、 溪上 庵と號 する 者 年 久し 
矣 。新溪 、今玆 に弘治 三 丁已の 孟春、 御 
原 山城 守 種 連 戒名 種德 •私領 の 田園 數畝 
を 寄附-し、 而 して 山野に 寺 號を改 むる 事 
を 要請す。 余 •深く 拒む 能は ず、 山を 種 
德と隳 し、 寺を 桂昌 と名づ く。 弘治 三年 
丁已 孟春 下瀚 日、 前 南 禪見聖 福 幻 住 十 世 
湖心虔碩稱(神か〕書す焉」と。此の記 «' 
開基 帳、 御原 郡 本 鄕村淨 土 宗慶運 寺 (御 
■原 山城 守の 菩提寺 也〕 條に载 せたり。 
下りて 天 正 十四 年、 三原紹 忍なる 者、 岩 
屋城に 戰 死す、 諸 書に 見えたり。 紹忍は 
恐らく 山城 守の 法名 か。 又 同書 同村 西 光 
寺條に 「從四 位下 右 金 吾大 夫大藏 朝臣 種 
勝の 菩提 所 也/水 正 丁 如 沽洗 T 旬、 開 元 
建立、 並に 再興、 右 施主 也。 庵主 碩序叟 


寺頜 •字 柳 五 丁 五 反。 種 勝、 親 種、 及び 左 
右 衞門大 夫 重 種 •三代、 重 種の 代に 至り 
て 漸く 廢 す」 と。 

又 封 植錄に 「三 原 和 泉 人道 紹山 •三 原 郡 本 
鄕城に 居る」 と 云 ひ、 寬延 記に 「本 鄕町高 
良 新宮は 三 原種 朝 建立、 社領二 十 I 町」 
七。 長祿 年中* 三 原種 朝の 宅地は 後の 新 
町筋 也。 領地， は 三 萬 石に 當ると 云 ひ、 祇 
園 社は 種 朝 •城内の 鎭 守と 爲 せし ものと 
傳ふ (將士 軍談〕。 

又 三 原文 書、 元弘 三年に 「原 田大夫 種 直 

五代 孫 犮衞門 太夫 人道 怫 見、 同 九 郎 種昭」 
を擧げ 、鎭西 要略、 正 平 二十 三年に 三 原 
氏 (営 方〕、 今 川 家 本 太平 記に 「延文 四 年、 
三原宮 內大輔 善尙」 を载せ 、又 大全、 康 
安二 年に 「三 原 大和 守 原 田 大蔵 大輔」 、續 
太平 記、 應 安七 郞に三 原 右馬助、 應永戰 
覽 •臆 永 六 年. に 御原 美 作 守 •見 ゆ。 

又 五條 家 天文 五 年 文書に 三 原 和 泉 守、 頜 
主附に 「三 原 和 泉 入道 紹山 •居 三 原 郡 本 
鄕 城」 と。 又 筑前續 風土記に 「集 雲 庵は 筑、 
後の 御原 彈正 貞吉 •建立」 と。 又 豐薩軍 
記に 三 原紹心 •見え、 又大友 家臣に 三 原 
左衞 門鑑 種、 その 男に 山城 守統種 (高 
橋)、 その 男に 三 原 勘左衞 門種貞 •同忠 左 


衞 門、 同 淸左衞 門 種 昌等あ リ。 

而 して 親 安 狀に三 原 新五郞 /' 義鑑狀 に 同 
新 五郎、 同 和 泉 守、 天文 五 年に 同 和 泉 守、 
義鎭狀 に 同 和 泉 人道、 宗麟狀 に 同 兵部少 
輔 、山城 守、 義統狀 に 同 山城 守 等 多し。 
.又鎭 西 要略に 「高 橋 氏は 筑後三 原 郡 司 也」 
と 云 ひ、 又 下 妻 郡 志 村 三原忠 左衞門 (立 
花 出 雲 守臣〕 、上 妻 郡 藏員村 三 原 高次、 筑 
.前 佐 田の 牛 鶴 三 原 松五郞 等 見 ゆ。 

6 居城'  本鄕村 城は、 三 原 重 種の 居所に 
.て、 新 町 ft は 長祿 中、 三 原種 朝 居 館、 三 
萬 石を 領 すと 傳ふ ( 寬延 記)。 又 三 原左衞 
門 太夫 種 勝 •永 正 年中、 御原 郡本鄕 の 城 
主と なる。 其の 子 三 原 親 種、 其の 子左衞 
門 大夫重 種、 其の 後裔 和 泉 入道 紹心 (紹 
忍〕 •天 正 十四 年筑前 岩屋の 城に 於て 戰死 
すと 見 ゆ。 

7 讚岐の 三 原 氏 三 原大膳 太夫 信 成、 三 

原 刑 部 介 信 光、 三 原 左 近 (長 尾條〕 等 あり。 
8 源 姓 備後國 三 原ょり 起る。 海 東 諸国 
記に 「家 德 "戊 子年、 使を 遣は して 來 朝し、 
♦書して 備後州 三原津 太守 左 京 助 源 家德と 
稱 し、 宗貞國 の 請を 以つて 接待す」 と。 
而 して 藝藩通 志に 「士官 源 家德 •應仁 年 
間の 人に て、 三 原の 城主たり。 海 東諸國 
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記に 0 ふ云.々とあり。按ずるに戊子は本 
朝 應仁ニ 年な り」 と。. 

又 「三 原 淸五郞 、同 左衞門 尉。 相傳ふ 二人 
もまた 此の 地を 領せし 人と。 され ど 年 記 
の ® を 失 ふ。 或は 云 ふ、 淸 五郎は 應仁年 
間の 人な りと、 然 らば 家德が 族な り や。 
實 名も傳 はら ざれば いぶかし。 一說に は、 
玄應 頃 ^ 人に て、 山 名 氏の 子弟なる べし" 
左衞門 尉は， 天文の 人な りと いふ」 と。 

又 「淀 城は 日 下 村に あり。 I に、 表 平 山 
とょぶ。 三 原備 前の 所 居」 と。 

9 赤松 氏族 藝藩通 志、 廣鳥府 故 家條に 
「三 丁目 三原屋 、先祖は 播磨 赤松 氏の 叙な'' 
り。 初め 來 り 備後三 原に ありて、 釀戶た 
り。 世 穴 菊屋 酒と 稱 す。 慶長ニ 年 こ X に 
移り、 三 原 屋と稱 す。 萬 治以萊 、藩 君し 
ば <枉駕した4ひ、物を賜ふ。三设ょ 
リ後、 毋 々町の 大 年寄た ^ 、 今の 三郞右 
衞門 まで 十一 代、 歳々 釀米百 三十 石を 賜 

ふ」 と 0 

10 桓武 平氏 小 早 川 隆景を 三 原中納 言と 

云 ふ。 

11 三原鍛冶芷家を祖とす。其の銘に「備 
後 住 左 衞門尉 正 家、 延文 元年」..： と 云 ひ、 
其の守正家"'5淸"正廣等ぁりて、銘に 
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「兵 庫 助 藤 原 正 家、 天授 四 年」 と 見 ゆる 者 
あリ 。又 其の 流に 貝と 號 する 數匠 あり 0 
，「文 龜 三年、 三 原 住人 貝 正義」、 「三 原 住 貝 
正久 作、 天文 元年」 など 之れ 也と。 

12 薩 隅の 三 原 氏 大汝 八幡宮 永 正 ニ 年 棟 
札に「當職三原重香」、弘治三年棟札に「當 
職 三 原 重 治」， 見 ゆ。 また 地理 纂考 、始羅 
郡 脇 元 村條に 「岩劍 神社 天文 十一 年 棟 札 
に 大 檀那 平重嗣 、地頭 重淸と あり。」 と。 又 
皸 方 神社 棟 札に 「弘治 ニ 年、 地頭 三 原 遠 江 
重 秋 •造 立」 と あり。 又島津 藩士に 三 原 諸 
右衞 門、 加 世 田 知行 目録に 三 原 諸 右衛門、 
慶長 文書に 諸 右 衞門尉 等 多し。 

13 滋野 氏族 上野 國 吾妻 郡の 三 原ょり 起 
る。 羽 尾條を 見ょ。  - 
14 雜載東 鏗卷卅 ニに 三 原 太郎を 載せ、 
下りて 武鑑、 宇 和 島 伊達 藩 用人、 津山 
松 平 藩 用人 等に 此の 氏 見 ゆ。 また 目御綺 
神社 被官に 三 原 氏、 津山藩 分限 帳に 「ニ 
百 五十石、 三 原 金 太夫、 八十 石 三 原 敬 次 
郞 J、 鯖 江 藩に 三 原俊藏 、その他、 越後、 
備前、豐前、信濃、武藏、攝.津等に存す。 

柞原 ミ ハラ 和名 抄、 備後國 御調 郡に 柞 
原鄕 を收 めて 美 波 良と 訓 ず。 

味 原 ミ ハラ 岩 代 等に 此の 氏 あリ 0 


ミ ハラ ミハル  天八六 


美 原 ミ ハラ 前後 數條參 照。 

見 原 ミ ハラ 同上、 又武藏 等に 存 す。 

水 原 ミ ハラ 近 江 佐々 木 氏の 族に て、 も 
と 三 原を 稱 すと 云 ふ。 長 門 守茂忠 に 至 =v、 
佐々 木承禎 に 仕へ て 家老と なり、 水 原鄕を 
頜 して 家號 とす。 後武田 勝賴に 仕へ、 長篠 
戰 死。 家紋 丸に 三 橘、 橘。 茂忠 Q 男 又七郎 茂 
，親 •信 長、 後家 康 V, 屬し 、その 男を 八 右衞門 
親好と 云 ふ。 その他は ミグ ハラ 條を 見ょ。 
御 春 ミハル 

1 御春宿函 百濟 族に して、 河 內國の 豪 
族、 飛鳥 部の 後 也。 承 和 六年紀 に 「左 京 
人 御 春 宿 福 春 長」 あり。 朝臣 姓； W 賜 ふ。 
「是 れ百濟 王の 種、 飛鳥 戶 等の 後 也」 と 見 
ゆ 0 

2 御 春 朝臣 前項 氏の 後に して、 承 和 六 
年 十一月 紀に 「左 京人 正 六 位 上 御 春宿禰 
春 長 等の 十一 人、 宿 福を 改め、 朝臣を 賜 
ふ。 是 れ百濟 王の 種、 飛鳥 戸 等の 後 也」 
と 載せ、 また 貞觀五 年 八. 月紀に 「右京 人外 
從八 位下 行 主計 助 飛 烏戶 造豐宗 等、 男女 
八 人に、 姓を 御 春 朝臣と 賜 ふ。 其の 先は 百 
濟 國人琨 伎ょり 出づる 也」 と。 また 同 六 
年八月紀に「左京人太皇大后宮少屬正七 
位 上 百 濟宿誦 有® に、 姓を 御 春 朝臣と 賜 


ふ。 有齿は 其の 先 •百 濟國人 比 有より 出 
づる 也」 など 見 ゆ。  ‘ 

3 . 無 尸の 御 春 氏 前 ニ 項. の 後に して •古 
今 集、 小 右 記、 權記 等に 此の 氏人 あり。 

4 筑 前の 御 春 氏 觀世音 寺 保安 元年 文書 
に 「從 五位 下 御 春 朝臣」、 治 承 四 年 九月 十 
九日に 大監御 春 朝臣、 叉 永久 四 年 大宰府 
濟物解 文に 「從 五位 下行 大監 C 典) 御 春 朝 
臣 重貞」 、府 政所 牒に 、小 監御春 朝臣 等 多 
く、 又 永 承 七 年 六月の 府官 連署に 權少監 
御 春、 宮寺 緣事搀 、天 承 ニ 年の 在廳官 人 
解に 「大監 御 春 朝臣」 等 あり。 その他、 
宇佐 條を 見よ。 

三春 ミハル 前項 參 照。 

1 坂 上 姓 磐 城 國田村 郡の 三春邑 より 起 
る。 田 村條を 見よ。 

2 出 羽の 三春 氏 小 野 寺 氏 配下の 將にし 
て、 戰國の 頃には 三春 信 濃 守 •見え、 永 
慶 軍記に 「雄 勝郡稻 庭の 城主 小 野 寺 中宮 
助 輝 道は、 わが 譜代の 1 郎等 三春 信 濃が 湯 
澤の 城に 居住せ しを、 我が 城に 移し 替へ 
んとせ られ しも 三春 敢へて 其の 下知に 隨 

はず、終に彼を討って湯澤の城にぞ住し 
ける」 と 3 

三 原 田 ミハル ダ ミ ハラ ダ 武藏 等に 此 


の 氏存 す。 

見廣 ミ ヒロ  下總に 此の 地名 あり。 

乳 部 ミ プ ユブ 皇族 御 養育に 仕へ 奉り 
し 人、 及び 其の 封 民を 云 ふ 。詳細は ミブべ 
(壬 生 部) 條を 見ょ。 

0 上宮乳 部 御名 代 部の 一種に して、 皇 
極紀に 「上 宮乳部 之 民」 と あるは、 上宮聖 
德 太子の 壬 生の 民 也。 

美 夫 ぐ/ ブ同 上。 和名抄 、三 河 國八名 郡 
に 美夫鄕 あリ o ■ . 

美 敷 ミブ 同上。 和名 抄 、周 防 國大島 郡 

に 美敷鄕 を收沦 。 

壬 生 ミ ブ 二ブ 二フ 同上。 而 して 和 

名抄 、遠 江 ( 爾生 )、 安房 ( 爾生〕 、美 濃、 安 
藝 、阿波、 贫前 (雷 相〕 等に 壬 生鄕を 敬め、 
.また 安藝に 壬生庄 、伊賀に 壬 生野庄 ，、その 
他、 山城、 下野 等に も 此の 地名 あリ 0-1 フ、 

及び ミブべ 條參 照」 此 等の 多くは 壬. 生 部の 
ありし 地 也“ 

1 壬 生 臣春日 氏の 族に して、 壬 生 部の 
伴 造 家 也。 姓氏 錄 內皇別 に 「「壬 生臣。 
大宅 同祖」 と载せ たリ 。壬 生 部條參 照。 
2 壬 生 使 主 天平 九 年 正月紀 に 「壬 生 使' 
主 宇 太 ^ 呂 I を载せ 、其の 他、 天平 六 年 
の 出 雲 國計會 帳に も 此の 氏人 見 ゆ。 壬 生 


部の # 造 家たり しならん。 

3 壬 生 直 相摸國 造の 一族たり しが 如し 
氏人は 承 和 七 年 ニ 月紀に 「相 摸 國大住 郡 
大領外 從七位 上 壬 生 直廣主 •窮民に 代リ 
'て、 私 稻一萬 六 千 束を 輸 し、 戶 ロの 增益 • 
五千三百五十人なり。此の #- 狀を褒めて、 
外從 五位 下を 假 す」 と载 せ、 又 同 八 年 八月 
紀に 「復た 相摸國 高座 郡大頜 外從六 位下 
勳八等 壬 生直黑 成に 外從 五位 下を 假す。 
貧民に 代りて、 調 布 三百 六十 端 ニ 丈 八 尺、 

-庸布 三百 四十 五 端 ニ 丈 八 尺、 正 税一萬 一 
千 一 百 七十 ニ 束 ニ 把を 瑱 造し、 飢民に 稻 
五 千 五 百 四 束を 給す。 戶 ロの增 益 •三千 
一 百 八十 六 人な り。 中に 就き、 不課ニ 千 九 
百 四十 七 人、 課 二百 三十 九 人な り。 仍 y て 
其の 身を 裒 むる 也」 と 云 ひ、 また 貞 ，觀元 
年 三月 紀に 「相 摸國大 住郡大 領外從 五位 
下 壬 生直廣 主に 從五 位下を 授 く」 と 見 ゆ。 

4 常 陸の 壬 生 直 壬 生 部の 伴 造に して、 
那珂國 造 家 也。 常 陸 風土記、 行方 郡條に 
「難 波長 柄 豐前大 官馭宇 (孝 德) 天皇の 
性、 那爾國 造 大建壬 生 直 夫子」 を 載せ、 又 
天平 寶字五 年 正月 紀に 「壬 生 直 小 家主 女」 
等 見 ゆ。 此の 小 家主 女は 天平 神 護 ニ 年 正 
月祀に 「壬 生 連子 家主 女に 從五 位下を 授 
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cj とも. ありて、 連 姓と し、 又 「從 五位 
下 壬 生 直 小 家主 女に 勳五 等を 授 く」 と、 
苒び直 姓と 载 せたり。 後に 宿彌 姓を 賜 ふ。 
5 甲斐の 壬 生 直 甲裴國 造の 一族な らん 
元 慶六年 十一 目 紀に 「甲斐 國巨麻 郡 人 友 

近衞將 曹從六 位 上 壬 生 直 益 成、 男 三人 ' 
女 四 人を 山城 國愛 {石 郡に 貫隸 す」 と 見 ゆ。 
壬 生 忠岑は 此の 流 か。 

6 駿河の 壬 生 直多臣 Q 一 族なる べし。 
天平 十 年の 當 國正税 帳に 「郡 司少 領外從 
八 位 上 壬 生 直 信 陁理」 を载 せた 9。 

7 壬 生 直雜载 その他、 紀 伊、 越 前、 遠 
江 等の 諸國に 在り、- 1 フ條を 見ょ。 內遠 
江なる は、 和名 抄當國 磐 田 郡に 壬 生鄕を 
收 め、 靈異記 中に 卅一に 「丹 屯 直 弟 上は 
遠 江 國磐田 郡の 人 也、 云々。 聖武 天皇の 
御 迸、 弟 上 •年 七十 歲 、云々」 と 云 ひ、 
また 今昔 物語 卷十 二の 第二に r 聖武 天皇 
の 御世に、 遠 江の 國磐 田の 郡 (以下 欠字) 
の鄕に 丹 生 直 弟 上と 云 ふ 人 有け り」 など 
载 せたり。 

8 山城の 壬 生 直 一 I フ條 、及び 本條 第五 
項參 照 0 ' 
9 壬 生首 備 前 © 豪族に して、 又 壬 生 部. 
の 長 也。 類聚 三代 辂卷 一 、 天平 三年の 勅 
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に r 戶座 •備 前國壬 生首 云々、 右は 女帝 
御宇の 時に 供奉」 と あ 9。 

10 壬 生 公 上野の 豪族に して、 毛 野 氏の 
族、 壬 生 部 公に 同じ。 弘仁四 年 二月 耙に 

「上野 國甘樂 郡大領 外從七 位下 勳六等 壬 
生 公 郡 守に、 特に 外 從六 位下を 授く 。戶 
ロ增 益して、 民の 懷く 所な れば 也」 と 載 
せ、 また 貞觀 十二 年紀に 「上野 國群馬 郡' 
壬 生 公 石 道」 あり、 朝臣 姓を 賜 ふ。 これ 
等は 上 毛 野 公の 族に て、 壬 生 部の 伴 造た 
りし 氏 也。 次項參 照。 

11 下槩の壬生公前項と同族にして、明 
匠 略傳に 「慈覺 大師 •諱 は圓 仁、 俗姓 壬 
生 公。 下野 國都貿 郡の 人な り。 其の 先は 
崇神 天皇 第一の 皇子 豐城 入彥 、天皇の 勅 
に 隨ひ て、 行きて 東國を 治す。 其の 苗裔 
に 及び、 遂に 鄕 人と 爲 る」 と 載せ、 また 
天台 座主 記卷 三に 「圓仁 和尙は 下野 國都 
k 郡の 人、 壬 生 氏、 崇神 天皇の 苗裔」 と 
云 ひ、 また 日本 牲 生極樂 記に r 延曆寺 座 
主傳燈 大法 師位圓 仁。 俗姓は 壬 生 氏、 下 
野 國都實 郡の 人 也」 と。 また 諸 門跡 譜に 

「窓 覺大肺 •法諱 は圓 仁、 姓は 壬 生 氏、 下 
野 國都賀 郡の 人、 昔崇神 天皇の 第一 皇子 
豐 城入彥 命、 東攘を 察す。 其の 次子 •留 
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りて 鄕 人と 爲る 。仁は 其の 胤 也。 延曆十 
三年に 生る」 と。 また 貞觀六 年 正月 紀 K 
「延曆 寺 座主 傳燈大 法師 位圓仁 •卒す。 圓 
仁 •俗姓は 壬 生 氏、 下野 國都貿 郡の 人 也」 
など 見え、 元亨釋 書に 「一圓 仁 •姓は 壬 生 
氏、 野の 下 州都 實郡の 人 也。 昔崇神 天皇 
の 第一. 皇子 豐城 入彥 •節して 東壤を 察し、 
其の 次子、 留 リて鄕 人と 爲る 。仁は 其の 
胤 也。 延曆 十三 年に 生る 焉 J など 見 ゆ 0 

12 高 志 壬 生 公大 伴 氏の 族に して、 姓氏 
錄 、右京 神 別に， 「高 志 壬 生 連。 日 臣命七 
性の 孫 •室 屋大 連の 後 也」 と载 せたり。 
第 十七 項參 照。 

13 稻城壬 生 公垂仁 帝の 御裔 、稻木 之 別 
の 後に て 壬 生 部の 伴 造たり し 氏 也。 姓氏 
錄 、左 京皇 別に 「稻城 壬 生 公。 垂仁 天皇 
の 皇子 鐸石 別命ょり 出づる 也」 と 載せ、 
氏人は 東大寺 古牒卷 、承 和 十四 年 賣貢家 
地 券 文に 「友 京 六 條三坊 戶主從 六 位 上稻 
城 壬 生公鲸 の 戶 口 同姓 物 主」、 また 「保 證 
內竪先 位 稻城壬 生 公綱槎 、稍 城 壬 生 公綱 
取、 稻城壬 生公眞 綱」 など 見 ゆ。 而 して 
文 首に 宇治 郡 印 あ 9 と 云 ふ、 山城 國人か 。 

14 稻城丹 生 公 前項 氏に 同じ。 丹 生 〇一 
.フ〕 條第九 頃を 見ょ。 


15 壬 生 連 凡 河內 氏の 族、 茨城 國造の 一 
族に して、 常 陸なる 壬 生 部の 伴 造たり し 
氏也。常陸風土記、行方郡條忙「難波長 
柄 豐前大 宮馭宇 (孝 德) 天皇の®、 茨城 國 
造 小 乙 下 壬 生 連 麻呂」 なる 者 見 ゆ。 

16 多臣 族の 壬 生 連 第 四 項 壬 生 直 小 家主 
女を、 天平 神 護 ニ 年 正月 祀に 「壬 生 連子 
家主 女」 と载 せ、 又 神 護 景雲 元年 三月 紐 
に 「常 陸 國筑波 郡 人從 五位 下 壬 生 連 小 家 
主に、 姓を 宿 福と 賜 ふ」 など 载せ たり。 

17 高 志 壬 生 連 第 十二 項と 同様、 大伴氏 
の 族に して、 姓氏 錄 4 右京 神 別に 「高 志 
壬 生 連。 日臣 命七毋 の 孫 •室 屋大 連の 後 
也」 と载 せたり。 

18 壬生吉 志武藏 の 豪族に して、 拙著 武 
藏に 「此の 壬 生は 如何なる 皇子の 壬 生か 
詳かな ら ざれ ど、 恐らく 御名 代 部の 一た 
リしな らん。 吉士は 韓 半島ょり 歸化 せる 
者の 後と 思は るれ ど、 その 何處 ょりか 詳 
かならず。 其の 族 •難 波の 地に 最も 榮 え、 
他の 國に ては、 此の 國 以外、 殆んど 見え 
ざれば、 韓 土より 難 波に 移り、 後 その 一 
部 •當國 に 移住せ しもの なる べし。 その 
移住の 時代の 如きは 全く 考ふべ からず と 
雖 、强 いて 想像を 逞く すれば、 安閑 朝、 


當國の 地 多く 朝廷 領とな リし 際、 吉士は 
朝廷 直屬の 民な れ ば* 難 波の 屯 倉ょり 移、 
住せし もの か。 而 して 此の 吉士と 云 ふは 
力 パネの 如き ものに て、 某 吉 志と あるは 
多く 勢力 ある 氏な れば 、此の 氏の 如き も、 
當 地方の 壬 生 部を 支配し 大勢 力を 有せし 
ものな らんと 思は る。 中古に 至りても 本 
郡の 大領に して、 その 勢力を 持 續すミ 
承 和 十二 年 三月 紀に 「己已 、武 藏國言 ふ、 
國分寺 七 層 塔 一基、 去る 承 和 ニ 年、 神火 
の燒く 所と 爲 りて 構 立せ ざる 也。 前 男 衾 
郡 大領外 從八位 上 壬 生 吉志福 正 •申して' 
云 ふ、 聖 朝の 御爲に 、彼の 塔を 造らん と 
欲す。 望み 請 ひ 言上し、 殊に 處分を 蒙ら 
んと 云へ り。 請に 依りて 之を 許す」 と •あ 
る 如く、 承 和 中、 武藏國 分 寺 七 層の 塔 一 
基を 再建した る 事實に ょりても 察すべき 
な リ 。この 福 正は、 類聚 三代 格卷 八、 

承 和 八 年 五月七日の 太 政 官符に 「應 に總 
欺すべし、 百姓 二人の 身分 調庸の 事。 壬 
生吉 志繼成 •年 十九、 壬 生 吉志眞 成、 年 
十三、 哉に 男 衾 郡 稹津鄕 戶主外 從八位 下 
壬 生 吉志福 正の 男」 と 見えたり。 

19 壬 生 朝臣 上 毛 野國造 家族なる 壬 生 公 
の 後に して、 貞觀 十二 年 八月 紀に 「上野 


國群馬 郡 外 散 位 正 八 位 上 壬 生 公 石 道に 姓 
を壬生朝 £ と賜ふ」と載、せたり0 
20 平群壬生朝臣武內宿禰の裔平群氏の 
族に して、 天平 神 護 元年 二月 祀に 「安房 
ン國平群郡人壬生美與曾、廣主のニ人に、 
姓を 平 群 壬 生 朝臣と 賜 ふ」 と载 せた 9。 
子孫 平 群條參 照。 

21 壬 生 宿 禰第四 項の 後に て、 神 護 景雲 
元年 三月 紐に 「常 陸 國筑波 郡 人從 五位 下 
壬 生 連 小 家主に、 姓を 宿 踊と 賜 ふ」 と载 
せ、また同ニ年六月紐に「掌膳常陸國筑 

波 来 女從 五位 下 勳五等 壬 生 宿禰小 家主 云 
々、本 國々 造 _ と爲 す」 など. 見 ゆ。 

22 筑 前の 壬 生 宿福筑 前 住吉社 神官の 補 
任狀 (建 保 ニ 年建武 三年) に 「大宮司 佐 
伯 朝臣、 殿上 大宮司 壬 生 宿禰 J などを 載 

せたり C 

23 丹 生 宿 福 一一 フ條を 見ょ。 

24 壬 左眞 人皇 別の 貴 姓に て 除 目 大成抄 ， 
等に 見 ゆ。- 

25 丹 生眞人 一一 フ條に 丹 生眞人 •息 長 丹 
生長 眞人等 あり。 

26 壬 生 忌 寸長谷 寺 緣起文 (寬平 八 年〕 に 
此の 氏人 見 ゆ。 


27 山城の 壬 生 氏 當國の 物な らんと 思は 
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る k 計 帳に 「戶主 壬 生家 麻 吕等五 人、 壬 生 
達 等 三人、 戶壬生 小 君 等 三人」 を 載せた 

MVO 

28 伊 實の壬 生 氏 天平 勝寳 元年の 伊實國 
阿 拜郡柘 植鄕 墾固賣 買 券に 「壬 生少 粳」 な 
どを 載せ、 下りて 源平 時代、 壬 生 能 盛 あ 
り。 壬 生 野條を 見ょ。 

29 近 江の 壬 生 氏 雄蓉村 の 地主 權現 社は 
其の 祖小槻 今 雄宿禰 を祀る 。 

30 三 河の 壬 生 氏 扶桑 畧紀 、治曆 三年 條 
に 「寳飫 郡 渡津鄕 住人 壬 壬 生眞设 」 見 ゆ。 
31 伊豆の 壬 生 氏 三 宅 島に 壬 生 氏 ありて 
三 宅 記を 傳ふ。 

32 武藏壬 生 氏 第 十八 項 壬 生 吉士の 族に 
して.、天台座主となりし郾澄は此の氏人 
なり。 明 匠 略傳に 「圓 澄和尙 •延曆 寺 第二 
座主、 云々、 壬浊 氏に て 武藏國 の 人 也」 
と 載せ、 また 天台 畫 記に 「第二、 圓澄 
和尙 、武藏 國埼玉 郡の 人、 壬 生 氏」 と 云 
ひ、 また 元亨 釋書卷 ニに 「釋圓 澄 •姓は 
壬 生 氏 > 武鲋 埼玉 郡の 人 云々、 寶_ ニ 年 
に 生る」 など 載せたり。 

r 33 安房の 壬 生 氏 第二 十 項を 見ょ。 

34 美 濃の 壬 生 氏 大寶ニ 年の 春 部 里戶籍 
に 此の 氏人 見 ゆ。 
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35 信 濃の 壬 生 氏 貞觀 三年 十一月 紀 に、 

「 「信 濃國人 壬生稻 主」 あり。' 

36 上野の 壬 生 氏 甘樂郡 高 尾邑に 仁 治 四 

"年 二月 廿 六日の 碑 ありて、 壬生忠 家、 壬 
生 〇〇 、壬 生 文 重" 壬 生 安久、 壬 生 助 〇 
等を 载せた リ o 第十項 氏の 裔也 0 

37 下野の 壬 生 氏 第 十一 項、 及び 五十 五 
項を 見ょ。 

33 陸 前の 壬 生 氏 襃雲四 年 五月 紀に 「陸 
奧國信 太 郡 生 王 五 百足」 あり、 類聚 國史の 
一本には 壬 生に 作る。 

39 陸 奥の 壬 生 氏 今昔 物語 卷 十四に 壬 生 
良 門 あり。  ， . 

40 若狹の丹生氏肩觀十ニ年十月紀に「若 
狹國遠 敷 郡 人 丹 主 弘吉 、.云々、 勅して 位 
ニ 階に 叙す.」 など 载 せたり o 

41 越 前の 壬 生 氏 拾芥抄 に 「延曆 十二 年 
云々、. 諸國 をして、 新 宮の諸 門を 造らし 
む 云々。 越 前國は 美 福 門を 造る、 壬 生 氏 
也」 と 見 ゆ。 

42 備前の 壬 生 氏 類聚 三代 辂卷 一、 天平 
三年の 勒に r 戶座 • 備前國 壬 生 云々、 右 
は 女帝 御宇の 時に 供奉す」 と あり。 

• 43 周 防の 壬 生 氏 延喜の '玖 珂鄕 戶籍 に 「壬 
生 與介等 三人」 を 載せた リ。 
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44 讀岐の 壬 生 氏寬弘 元年の 大內 郡戶籍 
に 壬 生吉女 •見 ゆ。 

45 肥 前の 壬 生 氏 千 栗宮舊 記に 「養父 郡 司 
.壬 生 春 成 •夢に 神敎を 得て、 规 めて 本祠を 
祠 す」 と。 蓋し 元 正朝 頃の 人なら んと 。而 
して 三 橋 氏 日 ふ、 春 成の 裔孫は 今 尙ほ養 
父 村に 在りて、 VH 生 茂 兵 衞と稱 し、 春 成 
■の 碑は 養父 八幡の 祠後に 在り」。 (地理 志 
料) と。 

46 , 肥 後の 壬 生 氏 持統紀 十 年條に 「肥 後 
國皮石 郡 壬 生 諸 石」 見 ゆ。  / 

47 筑 前の 壬 生 氏. 早 良 郡 飯 盛 神社の 大宮 
司職靑柳氏は其の先壬生氏也*後併原田 
氏の 子弟を 養子し、- 大藏 姓と 稱 す。 

43 筑後の 壬 生 氏 高 良 山の 社 人に 壬生淸 
松 あ yT 御厨 小舍人 □□也 J と 見 ゆ、 力 
ゥラ 條參 照。 

49 大壬生 氏 オホミ ブ條を 見ょ。 

50 村 上 源氏 堂上 家の 稱號 にして、 尊卑 
分脈に 「貝 平 親王— 師房— 顯房丨 C 八 男) 
薄雲 中鈉言 雅兼丨 猪隈源 中納 言雅賴 ( 號 
壬 生〕 丨兼忠 ( 號壬 生中納 言)— 雅具 (權 中 
納言〕 丨 雅言 (大納言〕— 雅憲 ( 權中〕 丨丨雅 
康 ( 權中 〕— 雅顯 ( 參議〕 —雅宗 (右少 將〕 -! 
雅季 ( 參 議)— 雅豐 載せた 
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'51 藤 原 北 家 賴宗流 尊卑 分脈に 「堀 河 右 
大臣 賴宗 —大宮 右府俊 家、 又稱壬 生〕— 
(中 御門〕 宗 俊、 弟鎭守 府將軍 基賴彳 (持 
明院〕 通 基— 基 家、 (園 流〕 基 氏」 と 載す。 

52 藤 原 北 家 良 門 流 尊卑 分脈に 「猫 間中 
納言淸 隆—權 中納言 光隆 (號壬 生)— 営 
內痼 家隆 (號壬 生 ニ S — 侍從隆 祐丨從 
五 下 俊 隆 —宮內 卿冬隆 丨侍從 季隆」 と， 载 
せ、 又 家隆の 兄に 大藏卿 雅隆 、齋院 次官 兼 
隆 、隆祐 の 弟に 長淸 、侍 從家祐 、侍 從忠 
氏 等 見え、 又 諸家 系 圖纂に 壬 生 流 系圖ぁ 
り。 氏人は 東 鑑卷卅 五に 壬 生 侍 從等見 ゆ。 

53 藤 原* 家 持 明院流 第五 十一 項 氏を 再 
興せし にて、 園 贈 左大臣 基音の 末子 從三 
位基起を祖とす。其の子「基淳-丨基章丨 
後平 (初めて 壬 生と 云 ふ〕 丨 基 !: — 師基 丨 
家 尹— 道吉 a 几〕 丨基修 (庭 田 重 基 三男〕— 
基義」 也 (雲上 明覽 )。 德川 時代、 百 三十 
石、 明治 二百 六十 ニ石餘 、賞 二百 石。 邸 
は 梨 木 町 東側’ 寺 松林 院 。家紋 老懸杜 若。 
現今 伯爵。 


54 壬 生官務 家小槻 姓に して 小槻 隆戳の 


後 也。 ヲツキ 、及び クワン ム條を 見ょ 0 
中世、 太 政官廳 記錄の 事を 掌れ る 家に し 
て •雲上 明覽 に兩 局と して、 北 小路 家と 
€ 共に 載せ 「家領 百 石、 內 丸太 町 此 側。 壬 生 
官務以 寧宿禰 •四十 五、 正 四 位 上、 左 大史、 
治 部 權大輔 、主 殿 頭、 修理 東大寺 大佛長 
官 。新藏 人 •壬 生 兵 庫 權助小 槻輔世 •ニ 
' 十七。 內 丸太 町 北側、 正 六 位 上、 院判官 
代」 と 見 ゆ。 明治に 至 9、 壬生桄 光 (六 
十二 石餘 、.ニ 條 家諸大 夫〕 は 男爵を. 賜 ふ。 


55 下野 後世の 壬 生 氏 本 條第十 一 項、 及 
び 壬 生部條 第二 十九 項を 參照せ ょ。 宇都 
宮興廢 記に 「壬 生、 鹿 溶の 兩 城主 壬 生上總 
介 義 雄は、 下總守 綱 雄の 子に して、 初 名 
を 彥五郞 氏 勝と 云 ひ、 其の 先祖は 崇神天 
皇の 皇子®! 城入彥 命の 後裔、 壬 生 部 公ょ 
り 出で、 高祖 筑後守 胤 業 •當國 t 下向し、 
宇都 宮正 綱に 從ひて 壬 生の 城を 築き、 是 
に 住す。 其の 子筑後 入道 東 闇が 時、 鹿 溶 
の 城を 合せ 領す 。凡そ 南は 都貿 郡大宮 村、 
西は 安蘇 郡 足 尾 山、 * は 鹽谷郡 高原 山を 
限 り て所務 し、 一 萬 貫餘の 分限に て、 宇 


都営の 旗下に ては、 紀淸の 雨黨に も 倍し 
て、 第一の 長臣 たり (、然るに近年、芳貿左 
兵衞 尉高武 •宇都 宮國 綱の 連枝た る. に 依 
つて、 我意を 振 ひ、 諸臣を 蔑に する を 憎 
み、 天 正 十三 年、 * 條氏 直に 內 通し、 密 
に 皆 川 山城 守廣 照と 》もに、 * 條の旗下 
に屬 す」 と。 

又 地名 辭書に 『壬 生 氏は、 即ち 姓氏 錄に 
「壬 生 部 公 •豐 城入彥 命の 後 也」 と 云 ひ、 
極めて 由綠 深き 家に して、 やがて 宇都 宮 
日光 山の 神 孫に あたる。 然るに、 彼の 家 
の系圖 とて、 後代 推し 定めた る ものには、 
京都 官務 家、 壬 生 氏の 餘 流と 爲 し、 己 
が 家の 神 孫に して、 神 領の政 所た る 由緒 
をも忘れ、近世に時めく官務家に侬附す。 
是れ亦 俗人の 情とは 云へ、 無 識歡 ずべ し。 
故實 の 闡明 •愈々 難い かな。 吾妻 鏡、 壽 
永 三年 五月、 宇都 宮 社務 職 朝 綱が、 源賴 
朝ょり 伊 實國壬 生野鄕 を拜領 せる 事を 載 
す。 壬 生 野と 云へ ば、 宇都 宮に 因み ある 
壬 生 部の 由緒 地な 9。 蓋し 朝 綱は 其の 由 
緖を 具申し. て、 賴 朝の 恩命を 得しな らん』 
と。 その他は 次 項を 見ょ。 @ 

55 系圖 され ど暫 ぐ舊說 に從は んに 、宇 
都営 系譜に 「京都 営務の 庶流 •壬 生彥五 
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郞胤業 •當 家に 來 りて、 家臣と 爲る 云々」 
と载 せ、 壬 生 系圖に 「垂仁 天皇の 後胤、 
小槻 宿禰今 雄の 苗裔、 壬 生 官務 庶流。 胤 
業 ( 筑後 守、 彥 五耶、 文 正 ニ 年 乙 丑卒、 
七十、 法名龜 雲 道鑑 、號 常樂 寺〕— 湖 重 
(筑後 守、 左衞門 佐、 大永 三年 癸未 卒 、七 
十六、 法名 拈莕東 闇、 號大 徹院 〕丨 綱 房 (中 
務少輔 、弘治 元年 乙 卯 三月 十七 日卒 、七 
十七、 法名 雲 山良瑞 、號龍 桂院〕 。その 弟 
周 長 (號 德雪齊 、甥 綱 雄 •宇都 宮に叛 く、 
仍って 之を 討っ。 後年 其の 子義 雄の 爲 に 

生害)、 弟資長 (左 衞門 尉、 彌次郞 、大門 
宿を 領 す、 今上 殿 村と 云 ふ) 丨 資忠 (大 
門圖書 助、 彌七郎 )」 と。  、 
次に 「綱 房— 綱 雄 (下線 守、 中務 大輔、 
天 正 四 年 丙 子 二月 二十 五日、 叔父 周 長の 
爲に 生害 云々、 法名 惠 光芳 哲 、號龍 昌院。 
その 弟昌 膳は 日光 山 坐禪院 、住持な り)丨 

義雄 C 上總 介、 中 務大輔 、幼名 氏 勝、 天 正 
十八 年 庚 寅 七月 八日 病死、 時に 相 州 酒 勾 
;!! 在陣 、法名 雄 山文英 、號 寒光院 。その 
妹は 皆 川 山城 守 藤原廣 照の 室、 隆庸の 母 
にて 鶴 子と 云 ふ〕— 女子 (伊勢 龜と稱 す？  ノ 
一色 左衞門 源滿義 Q 室)」 と。 

又 押 原 推移 錄 ，壬 生 氏 系譜 略に 「壬 生筑 


後 守 (幼名 彥五郞 ) 胤 業は、 京都 壬 生 氏の 
庶子、 武家の 望み ありて 下野 國に下 9、 
壬 生新 町 堀の 內に 城を 築く、 實に寬 正 三 
壬 年の 年な P。 文明 元年 己 丑、 雄 琴大明 
神の 祠を 建て、 城の 鎮守と し、 文 正 ニ 年 
乙 丑 卒す。 其の 墓 •常樂 寺に 存 す」 と 云 
ひ、 又 r 三代 目 筑後守 意 安 (綱 重〕 は 大永 
三年 ->-- 始めて鹿溶を領し、天文元年壬辰、 
坂 田 山の 城を 築きて 龜 城と 號 す。 三 子 あ 
り、 長男 下 總守綱 房、 ニ 男 日光 座主 (坐 
穉院 、昌膳 阿 闇 梨〕 也。 同 三年 甲 午、 當 
城の 鎭守 として、 大同 年中ょ リ日 光三 社 
の 御所の 森に ありし を、 曲 輪の 内に 遷坐 
なし 奉り、 今 営 大檣 現と 稱 す」 と。 

又 壬 生 系譜には 「初代 筑後守 某、 ニ代筑 
後 守 胤 業、 三代 筑後守 意 安、 四 代 下總守 
綱 房、 五代 上總 介義 雄」 i あれ ど、 こは 
誤に て、 「綱 房— 綱 雄— 義 雄」 なり。 

57 居城 鼠 志に 「壬 生 城は 都賀郡 壬生驛 
にあり。 寬正 三年 壬 午 十月、 壬 生 筑後守 
胤 業 (彥 五郎〕 はじめて 築く。 壬 生 氏 住す 
るに 俵って、. 當 所を 壬 生と 云 ふ。 古名は 
上ノ 原と いひし 所 ^ り」 と。 凡そ， 一 萬 貫 
の 地を 領せ りと 云 ひ、 又 「加 溶， (鹿 溶) 
城は 鹿 溶の 坂 田 山に 在り。 天文 元年、 筑 


後 守 綱 重 築く」 と。 

58 氏人 東路 の苞 (永 正 六 年〕 に 「室 八 島 • 
近き 程な れ ば、 亭主 壬 生中務 少輔綱 房、 
云々」 と载せ 、また 「鹿 沼と 云 ふ 所 1C 、 
綱 房の 父 筑後守 綱 重の 館 あり、 一宿して" 
念 比の 痛は り、 筆に も盡し 難し」 と。 又 
君 島 系圖に 「六郞 胤 家 (母は 壬 生上總 介 
義雄 女、 大永七 年卒〕 丨 太 郞左衞 門尉廣 
.胤 C 母は 壬 生 美 濃 守、 高宗の 女〕」 と 見え、 
又 鹿 沼 今 営 天文 甲 午の 棟 札に r 神 領惣政 
所 壬 生 下 總守綱 房」 を 載せ、 古 戰錄に 「紀 
淸兩黨 、壬 生、 笠 間 •云々」 と 云 ひ、 慶 
安四 年 巡 見 使 山中 勘 兵衞の 記に 「鹿 沼 町 
古城 •壬 生上總 介 城跡」 と あ 9。 又上總 介 
義雄が 天 正 十五 年の 今宮棟 札は 今 猶ほ存 
すとぞ 。同 十八 年に 至り、 小 田 原に 出陣 
して、 竹 浦 ロを 守り、 七月 酒匀 川に 卒す。 
かくして 壬 生、 鹿 沼の 兩城 潰滅す。 

59 秀鄕流 藤 原 姓 足 利 中 営亮有 綱の 男親 
網.壬生四郞と云ふ、下野壬生に住せし 
に 據 ると 見 ゆ o 、 

60 宇都 宮 氏族 橫 田系圖 に 「越 中 守 親 業 
I 朝 業 (壬 生三郞 、早世)」 と载せ たり。， 

61 山縣 氏族 安藝 國の 豪族に して、 藝藩 
通 志、 山縣 郡城墟 に 「壬 生 山は 壬 生 村に 


あり、 一に 多 門 寺 山と 稱 す。 相傳 ふ、 壬 生 
莊五郞 の 所 居‘ 毛 利 氏に 亡ぼさる 。按ずる 
に、 莊五郞 は吉 川の 家人。 山縣 主審が 子、 
本 氏は 山縣 なりし を、 村 名に 因って 壬 生 
とも 呼し にや。 下に 载る 茗荷 丸の 主と、. 
別人に あら じ 。ょ 6 て おも ふに、 東鑑、 
元久 年間、 山形 五郞等 •忠 を爲 して、 此 
處の 地頭 職と なりし と 見え たれば、 其の 
裔世 々* 此の 城に 在りし なるべし」 と。 

62 安藝の 壬 生 氏 前項 參 照。 又 通 志、 豐 
田 郡條に 「壬 生 氏 宅址は 田野 浦 村の 内、 
そふ 山に あ 9。 忠岑 の舊 地な りと いひ 傳 
ふれ ど、 おぼつかなし」 と 0 

63 郝 野 氏族 伊豫の 豪族に して、 河 野 系 
圖に 「通 淸—通 員— 通 倫 (壬 生. 七右衞 門〕」 
と あるょり 出づ 。豫章 記 も 同じ、 猶ほ壬 
生 川條參 照。 

64 土 佐の 壬 生 氏 文祿四 年の 黑岩舊 記に 
壬 生 親 光を 載す、 片 岡、 黑岩 等の 條參 照。 

65 雜载 .その他 •久 山系 圖に 粟井 壬. 生 善 
兵 衞を载 せ、 又 北 野天 神社 家 (川 井條) に 
見え、 信 濃 等に も存 す。 

生 ミ ブ前條 氏に 同じ。 

- 生君筑 前の 豪族に して、 壬 生 部 
造 家 也。 川邊里 戶籍に 「生 君 鏡、 生 君 多 
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智麻呂 J 等を 收 む。  ' 

2 大生 直但 馬、 ォホミ ブ條を 見ょ。 

生 部 £ ブ ミアべ 壬 生 部、 及び 壬生條 
參 照。 

1 遠 江の 生 部 天平 十 年の 駿河 國正税 帳 
に 「遠 江 国使 生 部 牛麻呂 J を载 せたり。 
2 駿 河の 生 部 萬 葉 集 卷廿に 壬 生 部 道 麻 
呂あ 9。 當國の 人 也。 

3 下總の 生 部 正倉院 文書、 少播 鄕戶籍 
に 「戶主 生 部 島、 外 五 人」 を收 む。 

4 美 濃の 生 部 同上 文書 半 布 里戶籍 、戶 
に 一、 妻に ニ、 其の 他 三人、 肩々 里戶 籍、 
母に 一、 寄 人に 一人、 春 部 里戶籍 、.妻に 
一人、 鄕里 未詳 戶籍 、戶に 一、 寄 人に 一 
人の 生 部 氏を 载せ たり。 / 
5 越 前の 生 部 天平 神 護 ニ 年の 當國國 司 
解.に「岡本鄕戶主生部豐足、赤江鄕戶主生 
部 吾」 等を 载せ たり。 

6 出雲の生部賑铪歷名帳に「日置鄕生 
部 礒麻呂 、加 夜 里 生 部 浦身賣 、足 幡里生 
部餘賣 J、 其の 他 「生 部 八 島 女」 等 あり。 
簸川 郡に 二部なる， 地名 存す Q 
7 備 中の 生 部 第 十一 項參 照。 

8 筑 前の 生 部. 正倉院 文書" 川邊 里戶籍 
に 「生 部 比 呂麻呂 等、 四 AJ を载 せた 9。 

.ど  t 
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9 豐 前の 生 部 同上 文書、 丁 里 戶籍に 生 
部 根 麻呂 を载 せたり。 

10 豐 後の 生 部 天平 九 年の 當國の 正税帳 
に 「球珠 郡主帳 外大初 位下 勳十等 壬部宮 
立」 あり。 和名 抄、 當國海 部 郡に 丹生鄕 
を收む 。 

11 生 部首 生 部、 即ち 壬 生 部の 伴 造 家 也。 
備 中に 存 し、 大税貢 死亡 人 帳に 「貿夜 郡 
大井鄕 田 後 里戶生 部首 加 都 良」 を 載せ、 
また 類聚 三代 辂卷 一、 天平 三年の 觔 に 「戶 
座 •備 中國生 部首、 云々。 右は 皇 后宮に 
供奉す」 と あり。 

12 生部臣 壬生臣 に 同じく y 春 日 氏の 族 
ならん。 拾芥抄 に 見 ゆ。 

13 生 部 臣族出 雲に 見 ゆ。 天平の 賑給歷 
名 帳に 「生 部 臣族島 足 女」 なる 者を 載す。 

14 生 部 連 常 陸の 豪族に て、 壬 生 連に 同 
じ。 延曆廿 四 年紀に 「常 陸 亂 人生 部連廣 
成、 特に 從八 位下を 授く 。私物を 出し、 
屢々 貧民を 救 ふを 以 つて 也」 と あるは 此 
の 氏人 也。 

15 生 部 直 生 直に 同じ。 天應 元年 三月 紀 
に 「生 部直淸 刀自」 なる 者 見 ゆ。 

16 大生 部 直 山城。 ォホミ ブ條を 見ょ。 

17 生 部 君 壬 生 君に 同じ ,0 美濃國 肩々 里 
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大寶ニ 年 戶籍に 生 部 君 朝 占なる 者 見 ゆ。 
丹 波 氏の 族なる べし。 

壬 部 ミブ ミプべ 壬 生に 同じ、 猶ほ壬 

生 部條參 照。 

1 阿波の 壬 部 類聚 三代 格、 天平 三年の 
勅に 「戶 座， •阿 ^ 國壬 部、 云々。 右は 男 帝 
御宇の時に供奉す」とあ0。 

2 蝮 壬 部首 尾 張 氏の 族 也、 タデ ヒ條を 
見よ。 

御 深 ミフ カ筑 後に 御 深 御庄 あり。 

身 深 ミフ 力 豐 前に 此の 氏 あり。 

壬 生 川、、/ ブカハ  II フカ ハ 伊豫 國の豪 
族に して、 桑 村 郡 壬 生川邑 より 起る。. 河 野 
系圖に 「通 淸丨通 員— 通 倫 (壬 生 七右衞 門)、 
弟 通 興 ( 號壬生 川、 河内 守〕— 通 光 (壬 生 川 
孫右衞 門) 丨宗賢 坊丨弘 兼 (桑原 氏祖〕 丨通 
國 (號 桑原、 遠 江 守〕 丨 號壬生 川、 攝津 
守)」 より 載せ、 又 越 智系圖 に 「通 淸—宗 賢 
房 (號出 賢、 出、 雲 房〕— 弘兼 (桑原〕— 通國 (桑 
原 遠 江 守〕— 某 (壬 生 川攝津 守)— 通貞 (同 河 
內 守〕 丨通光 (孫 右衞門 尉〕 丨通倫 (七郞 右衞 
門〕— 通景 C 淸右衞 門 尉)」 と 見 ゆ。 

癸 生 川 ミフ 力 ハ 日用 重寳 記に 此の 訓見 
ゆ。 前條 氏に 同じ。 

三 福 ミ フク 伊豆に 此の 地名 あ 9。 
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00  ミフクロ 
三 淵 ミ プチ ミツ フチ 

丨藤原 * 家日野氏族尊卑分脈に「日野 
有 信丨大 學頭宗 光— 文章 博士 宗業丨 木工 

，櫂 頭 業 茂— 大膳大 夫 遠 業— 宮內少 輔 光遠 

丨大膳 大夫光 綱 c 三 津淵 、武家 私 作 y 弟爲 
茂」 と 戴せ、 また 日 野 一流 系圖に は 「光 
遠— 光 綱 ( 大膳大 夫、 從四 下、 有 子孫、 
三 湖)」 と载 せたり。 

2 淸和 源氏 山城 國 三淵邑 ょり 起る。 家 
傳 •或は 「尊 氏の 落胤 也」 と 云 ひ、 或は 「義 
滿の 庶子 大和 守 持淸の 後に て、 義持に 仕 
へ、 引付 頭 人 也」 と 云 ふ。 後 「細 川 刑 部 
少輔元 有の ニ 男 伊 賈守晴 員 •母は 三 淵 伊 
賀 守喑貞 Q 女なる が 故に、 露 加 賀守晴 11- 
の 養子と なる」 と。 「晴 '員— 大和 守顯家 (藤 
英>弟藤孝*細川氏を繼 0' )」と。家紋丸 
に 橫ニ 引、 五三 桐。  ' 

三 淵 氏系圖 に 「其の 先 •尊 氏 公の 落胤た 
りと 錐、 傳 々不詳。 某 (掃 部 頭〕 丨晴員 (伊 
賢 守、 剃髪 號宗 薫〕— 藤 英 (大和 守〕— 秋 
豪 (彌 四郞〕 I 藤 利 (伯 耆 守〕— 尙正 (縫 殿 
助) 丨勝正 (又 四 郞〕 丨光政 ( 又三郞 .)」 と载 
せ、 一. に 義滿の 庶子 「大和 守持淸 (山城 
國三淵 住)— 能 登守晴 重— 伊實守 晴政丨 


ミフ チ 一,1 八 九 四 


加實守 晴貞丨 喑恒丨 大和 守喑員 (細 川 元 
有の 男)— 大和 守 藤英— 彌四郞 秋 豪— 藤 
利 (斧 山〕」 と 見 ゆ。  、 

3 氏人 永享以 來御番 帳に 「一番 •三 湖 
又次郞 、三湄 中 務大輔 J を载 せ、 又 文 安 
年中 御番 帳に 「一番 •三 淵 又次郞 」 を擧 
げ 、長享 元年 常 德院殿 樣江州 御 動 座當時 
在 陣衆着 到に 「一番 衆 •三 淵 次 郞晴 光」、 
永 祿六年 諸 役人 附に 「光源 院殿 御代、 當 
參衆 •申 次 三 淵伊實 人道 宗薰 、御 部屋 衆 • 
三測伊實人道宗薰、同彈正左衞門尉藤英 
(八十>任大和守-三淵獮四郎秋豪」等見 
ゆ。 而 して 見聞 諸 家紋に 

. 5 •三 淵 

—L  rf 

4 近 江の 三 測 氏康 正造內 裡段錢 引付に 
「五 貫 文 •三 湖 掃 部 助 殿、 江 州 □山 庄 、段 
錢」 と。 - , . 

5 三 河の 三 淵 氏 同上 引付に 「三百 五十 
文 •三 淵 掃 部 助 殿、 三 河國驼 井、 並 萩 分 
段錢 J と。 萩、 淸家 等の 條參 照。 

6 細 川 氏族 細 川 刑 部少輔 元 有に ニ 男 あ 
り、. 兄は 播磨守 元 常 •弟は 伊貿 守啃員 、 
晴員ニ 一一 湄 氏を 嗣ぎ 、入道して 宗薰と 云. 


ふ。 宗薰の 里 藤 孝 •播磨 守 元 常に 養は れ、 
その 男忠興 •又 細 川 中 務大輔 輝經の 家を 
嗣 r と。 詳細は 細 川、 長 岡 等の 條 -K: 詳か 
也。  . 

7 江戶 幕臣 第二 項の 顯家 ( 藤英〕 の 男 伯 
耆守 光行の 後に て、 千 二百 石を 頜 す。 家 
紋丸に 橫ニ 引、 五三 桐。 寬永 系圖に 桐臺。 

武鑑に、 


美 藤 ミフ チ ビトウ 三 河國の 名 族に し 
て、 設樂郡 赤 羽 屋敷は 美 藤 源內の 居所と 云 

ふ 0 

見 藤 ミフ チ備前 等に 此の 氏存 す。 

御船 ミ フネ 和名换 、出 羽 國山本 郡 (羽 
後〕 に 御船 鄕を收 む。 その他、 肥 後 等に 御船、 
又紀 伊に 御舟 山 あり。 

1 御船 宿 禰百濟 族に して 船 連の 後 也。 
天 長 十 年 八月 紀に 「河内 國人戶 主 外從五 
位下 御船 宿禰氏 主 等、 本 居を 改めて、 右 
京 六條に 貫附 す」 と载せ 、また 貞觀五 年 
紀に 「右京 人 御船 宿禰彥 主、 佐 世、 氏 柄、 
助 道 等に、 管 野 朝臣 姓を 賜 ひ」、 又 「河內 
國丹比 郡 人 左 兵衞檣 大志 正 七 位 上船 連貞 
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直に、 姓を 御船 宿 禰と賜 ふ。 彥主 等の 先 
は、 百濟 國貴須 王より 出づる 也」 と 見 ゆ。 
猶ほ 類聚 符宣 抄卷 七に も 「貞元 ニ 年、 管 
野 朝臣 姓を 賜 ふ」 事を 载せ たリ 。船、 管 
野 等の 條參 照。 

2 近 江の 御船 氏 前項の 族 人に て、 天 合 
座主 記、 卷六に 「惟 首 和尙は 近 江 國蒲生 
郡の 人、 御船 氏 云々、 寬平五 年 入滅」 と 
载せ たり。 V 

3 肥 後の 御船 氏 益 城 郡の 御船 邑 より 起 
る。 御船 阿波 守 行 房なる 人 •御船 城に 據 
りしが、 後 甲斐 氏の 居城たり ( 國志〕 と、 
より 前、 阿蘇 文書に 「興 國六年 十月、 
庄 御船 城 云々」、 また 太平 記、 應安七 
年 C 元 中 三年) に 御船 河 內守盛 安 ぁり、 關 
係 ぁるか。 又 五條 家 文書に 「御船 御所 云 
々」 の 事 見 ゆ。 

三 舟 ミ フネ 前條 氏に 同じ、 武藏 等に 存 
す 0 

三 船 ミ フネ 御船 氏に 同じ、 又 大和、 上 
總 等に 此の 地名 存す 。而 して、 佐々 木淸高 
の士に 三 船資成 あり" 南* 朝の 頃の 人 也。 
下って 津山藩 分限 帳に 「六 石 三人 扶持 三 船 
藤 四 部、 枠 三 船 平藏 」 その他、 三 船 孫 八 等 
見え、 又武藏 、攝津 等に 存 す。 


ミ フネ 


壬 生 野 ミ ブメ 伊 實國阿 拜郡壬 生 野庄よ 
り 起る。 盛衰 卷記 四十 一、 元餍 元年に 平 田 
四郞 貞繼 法師 •伊貿 伊勢 兩國の 勇士を 催し、 
壬 生 野 平 田に ぁリ 。「伊賀 國 住人 壬 生 野 新 源 
次 能 盛と 云 ふ 者の 計ら ひ 申け るは、 云々 と 
て、 三百 餘騎 の 兵を 引 卒して、 柘植鄕 、與 
野、 道 芝 •打 分けて、 近 江 國甲賀 郡 上野に 
南へ むけて 陣を 取る」 と。 能 盛は 敵に 射 落 
さる、 乘替の 童 •飛 下り 主の 首を 搔 落して、 
壬 生 野の 館に 馳歸る 云々」 と。 

而 して 東鑑 、元曆 元年に 宇都 宮左衞 門 尉 朝 
綱が 伊賀 生 壬野鄕 地頭 職を 拜頜 の， 事 見 ゆ。 

丹 人 部 ミフ ヒト ベ-- フヒ  トベ條 を 見よ。 

壬 生 部 ミ ブべ 職業 部の 一也。 壬 生は ミ 
ブと |111 ず。又 _ フとも云ひ、丹生の字を宛 

つ、 又 生 部、 壬 部 等に 作る。 而 して 皇極紀 
に 「乳 部 •此を 美 夫と 云 ふ」 と 見 ゆるに よ 
り、 乳 部の 意に て、 皇子 御 養育に 仕へ 奉る 
人々、 及び 其の 封 民を 壬 生 部と 云 ふ 也。 
天孫本 |5 に「品太(應神)天皇云々、尾網連 
.に 敕 して 宣 ふ* 汝が 腹よ 9產まる \ 十三皇 
子等 は** 汝みな 養 ひ 日足し 奉らん 那 と。 時 
に 連 •大いに 歡 喜びて、 己が 子稚彥 連、 外 妹 
毛 良姬の 二人を 壬 生 部に 定む J と あるは 御 
養育 掛の 例に して、 皇極祀 元年 條に .「蘇 我 
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大臣 蝦姨 、云々、 更に 悉く 上宮乳 部の 民を 
聚 めて、 簪兆 所に 役 使す。 是に 上宮大 揠姬 
王 •憤を 發し給 ひ、 歎いて 日 ふ、 蘇 我臣 •毐ら 
國 政を 擅に し、 多く 無 禮を行 ふ。 天に ニ 日な 
く、 國に 二王な し。 何に ょりて、 意の 任に 
悉く封民を佼するか」と。また山背大兄王 
が、 蘇 我 氏に 迫られ 給 ひし 際、 三輪 文屋君 • 
王に 勸 めて、 「東國 に 詣 り、 乳 部を 以つて 本 
と爲 し、 師を 興して 還り 戰 は ^ 、 其れ 必ず 
勝たん 矣」 と あるは、 上宮太 子の 壬 生 部に 
て、 封 民の 例な り。 

此等兩 者の 壬 生 部は、 各 皇子に 存す 。多く 
は 一時的に て、 其の 職を 完 せる 後は 其の 名 
を 失 ふ。 され ど 時には 御名 代 部と して、 其 
の 皇子 薨去 後 も、 皇子 養育に 與 りし 人々" 
及び 其の 封 民を以 つて、 一の 品 部を 組織し、 
其の 皇子の 御名を 貢 ふ。 例へ ば 蝮 壬 生 部は 
水齒別命の壬生部の後，にて、上宫乳部は上 
宮太 子の 壬 生 部と して 仕へ し 人の子 孫 也 0 
其の 一時的な りし 例を 擧 r れば 、天武 天皇 
崩 去の 後、 誅を 奉る 際、 「大海 宿禰蒭 蒲 •壬 
生の 事を 諫す j と 載す は 大海 宿禰 •天武 
帝の 壬 生たり しにより、 壬 生 部の 人を 代表 
して 諫 し 奉リし 也。 此の 人が 天武 帝の 壬 生 
な リしは 、帝の 御諱 大海 人と 申し 奉る によ 


りても 窺 ふに 足らん。 皇子の 御名は 壬 生に 
仕へ し 人の 氏名を とる 事 多し。 

次に 此の 壬 生 部が 各 皇子に 存せし 事は、 大 
化ニ年耙に「其れ群の臣連、及ぴ伴造、國 
造が 有て る、 昔 在る 天皇の 日に 置きけ る 子 
代入 部、 皇子 等が 私に 有て る 御名の 人 部、 
皇龃 大兄の 御名 入部、 及び 其の 屯 倉 云々。 
故れ 入部 五 百 二十 四 ロ、 屯 倉 I 百 八十 一所 
を献 る、 云々」 と あるに より 知るべし。 
入部とは 旁訓に ヒル トモ、 或は ィル ベと あ 
れど 、實は 壬 生 部 也。 入は 吳音 II フに て、 
和名 抄に 讚岐國 大內郡 入野鄕 を 爾布乃 と 註 
せり。 而 して 壬 生 も 亦 ニ フ とも 云 ひしは、 
和名 抄に筑 前 上座 郡 壬生鄕 を爾 布、 安房 長 
狭 郡 壬生鄕 を爾 生と 註す るに より 容易に 知 
る 事 ど 得べ し。 よりて 丹 生と も 書す。 和名 
搀に 、「伊勢 國飯高 郡に 丹生鄕 ( 爾 生)、 若 狭 

國遠敷郡に丹生鄕(爾生〕、土佐國安藝郡に 
丹生鄕 C 爾生) 」 など 見 ゆ。 

此の 壬 生 部の 內 には、 仁 德紐七 年條 に 「大 
兄 去 來穗別 皇子の 爲に 、壬 生 部を 定 む」 と 
载せ、また仁德段に「亦太子伊邪本和氣命 
の 御名 代と 爲 して、 壬 生 部を 定 む」 など 見 
ゆるが 故に、 去 來穗別 尊 (後の 覆 仲 天皇) の 
御名 代 部の 名は 壬 生 部と 云 ひしが 如く 思は 


るれ ど、 こは 此の 尊の 壬 生 部を 御名 代と し 
て 定め 給 ふの 意味に て、 其の 實 、此の 尊の 
御名 代 部は 恐らく 稚樓 部、 或は 伊波 禮部か 
と考へ らる o 

その後、 また 推古祀 十五 年條に .「壬 生 部を 定 
む」 と あるは、 推 古 帝の 壬 生 部 か、 上 宮壬生 
部 か、 或は 他の 皇族の それ か、 詳かな ら ず。 
丨 大和の 壬 生 部 前記、 及び ミ ブ條を 見 
上 0 

2 河内の 壬 生 部 以下は 皆 壬 生の 事に 仕 
へし 者、 及び 皇子 皇女の 封 民たり し 者な 
る 事 明白 なれ ど、 一々 何 皇子， 何 皇女の 壬 
生たり しか 詳かな らず 。或は 御名 代と し 
て 殘し給 ひし 以外、 猶ほ 常に 壬 生 部と し 
て 仕 ふる 部 民 も ありた るに て、 此れ等 も 
其の 一 か。 即ち 推古紀 Q 壬 生 部の 如き、 
或は 然 らん。 

3山城の壬生部葛野郡に壬生村あリ0 
4 攝津の 壬 生 部 武庫 郡に 丹 生莊あ P。 
5 伊賀の 壬 生 部阿拜 郡に 壬 生野庄 あり。 
6 伊勢の 壬 生 部 飯 高 郡に 丹生鄕 (爾 布〕 
ありて、 和名 抄に 見え、 また 丹 生 神社、 
鎭 座す。 神 名 式に 見 ゆ。 

7 三 河の 壬 生 部 八 名 郡に 美夫鄕 ありて 
和名 抄に見 ゆ。 


8 遠江駿 河の 壬 生 部 和名 抄 、磐 田 郡に 
壬 生 鄕を收 め、 爾 生と 註す。 氏人は 生 部、 
及び 生 玉 部條を 見よ。 猶ほ丹 生條參 照。 
9 相 摸の 壬 生 部 壬 生條を 見よ。 

10 安房の 壬 生 部長 狹郡に 壬生鄕 C 爾生) 

ありて、 和名 抄に 見え、 又 安房 郡 岩 井村 
大字に ニ 部 あ リ。 

11 下 總の壬 生 部 正倉院 文書、 大 島鄕戶 
籍に壬 生 部 眞若賣 を 載せ、 釺枉郡 (香 取) 
少幡鄕 戶籍に 「壬 生 部波奈 、外 九 人」 見 
ゆ。. 猶ほ生 部 條を見 よ。 

12 常 陸の 壬 生 部 ミブ 各條を 見よ 0 
13 近 江の 壬 生 部 丹 生 部條を 見よ。 

14 美 濃の 壬 生 部 池 田 郡に 壬生鄕 ありて 
和名抄に見え、大寶ニ年の三井田里戶籍 
に 「壬 生 部古賣 J 等を 欺む。 その他、 生 部、 

丹 人 部 等の 條參 照。 又 飛驊に 丹 生 部 あり。 
15 兩 毛の 壬 生 部都實 郡に 壬 生 町 あり。 

その他、 丹 生 部、 壬 生 等の 條を 見よ。 

16 奥 羽の 壬 生 部 丹 生 部條を 見よ。 

17 * 陸の 壬 生 部 丹 生 部 •生 部條を 見よ。 
18 ' 三 丹の 壬 生 部 丹 生 部、 生 王 部 等の 條 
を 見よ。 

19 伯耆の 壬 生 部 日 野 郡に 二部なる 地名 
あ 50 


20 出 雲の 壬 生 部 生 部條を 見よ。 

21 備 前の 壬 生 部 類聚 三代 格卷 一、 天平 
三年 六月 甘 四日の 觔に 「戶座 •備 前國壬 
生部、云々、右は女帝御宇の時に供奉す.」 
と あり。 その他 ミブ 各條參 照。 

22 , 安藝の 壬 生 部山縣 郡に 壬生孀 ありて 
和名 抄に見 ゆ。 後に 壬生庄 起る。 その他 
は ミ ブ條參 照。 

23 防 長の 壬 生 部 美 敷條を 見よ。 

24 紐 伊の 壬 生 部 丹 生、 丹 生 部 等の 條參照 〇 
25 阿波 土 佐の 壬 生 部 壬 部、 丹 生 部 等の 
條を 見よ。 

26 伊豫 讚岐 の 壬 生 部 ■天孫 本紀に 「尾 綱 

連 云々、 己が 子稚彥 連、 外 妹 毛 良姬の 二人 
を 壬 生 部と 定む 。今に 奉る 人 三 ロ •此の 連 
名 請 連名 談ニ 人以字 辰 枝 中。 今 案ずる に 
此の 民 部の 三 孫は、 今 •伊 與國に 在り 云 
々」 と载せ 、而 して 周 桑 郡に 壬 生 川 あり。 
關係 あるか。 猶ほ周 敷、 尾 張 等の 條參 照。 
次に 讚岐の 此の 部は 丹 生 部條參 照。 

27 豐前豐 後の 壬 生 部 生 部條を 見よ。 

28 筑 紫の 壬 生 部 上座 郡に 壬生鄕 ( 爾 布) 
ありて 和名 抄に見 ゆ。 氏人は 壬 部、 壬 生 
等の 條を 見よ。 

29 壬 生 部 公 毛 野 氏の 族に して、 壬 生 部 


の 伴 造 家 也。 姓氏 錄 、未定 雜姓 、河内の 
部に 「壬 生 部 公。 御 間 城入彥 (祟 神〕 天皇の 
後と 云へ り、 見えず」 と载 せたり。 その 
他は 壬 生條に 多く、 子孫 榮ゆ 0 
30 壬 生 部 直 聖武紀 、神龜 元年 條に r 壬 

生 部 直三穗 麻呂」 なる もの 出づ 。壬 生 直 
に 同じ かるべし。 

丹 生 部 ミブベ 前條 、及び-一 フ べ條參 照。 
1 大和の 丹 生 部 當國に 丹生庄 あり、 丹 
生條を 見ょ。 

2 攝津の 丹 生 部 當國に 丹 生庄あ 11 
フ條 を ^ よ。 

3 伊勢の 丹 生 部 丹生鄕 、丹 生 神社 等 あ 

4 近 江め 丹 生 部 伊香 郡 丹 生は 此の 部 民 
の 住居せ し 地 也。 

5 飛 驛の丹 生 部 大野 郡に 丹 生 村 あ 9。 
6 上野の 丹 生 部甘樂 郡に 丹生鄕 ありて 
和名 抄に 見え、 又貞觀 十七 年 十二 目紀に 
「上野 國正六 位 上 丹 生 神」 見 ゆ。 

7 羽 前の 丹 生 部 * 村 山 郡に 丹 生 村 あ 90 
8 若狹の 丹 生 部 遠 敷 郡に 丹生鄕 (爾 生〕 
ありて 和名 抄に 見え、 神 名 式、 同 郡 及び 三 
方 郡に 丹 生 神社を 載せたり。 

9 趣 前の 丹 生 部 丹 生 郡に 丹生鄕 あり 


ミフへ 


£ ブ 


ミフ 


§ 


ミフ、 ミへ  ミへ £' ( ミホ  式 八 九 八 


て、 和名搀 に 見え、 神名武 、敦實 郡に 丹 
生 神社を 载 す。 

10 但 馬の 丹 生 部延喜 式、 美 含 郡に 丹 生 
神社 あ 90 

11 IE 伊の 丹 生 部-日 高 郡に 丹 生 村 あり。 
その他  一 | フ條參 照。 

12 讚岐の 丹 生 部大內 郡に 人野鄕 (爾生 
乃〕 ありて、 和名 抄に見 ゆ。 今 丹 生 村 あり。 
また伊豫に鈍川あり。 

13 土 佐の 丹 生 部 安藝 郡に 丹生鄕 (爾 生〕 
あリて 和名 抄に見 ゆ。 

14 豐 後の 丹 生 部 •和名 抄 、當國 海 部 郡に 
丹 生鄕を 取む、 一一 フ條參 照。 氏人は 生 部 
條を 見ょ。 

生 玉 部 ミ ブべ イク タマべ 蓋し 壬 生 部 

に 同じ かるべ し。 遠 江に 在りて、 萬 葉集卷 
廿に 「佐 野 郡 生 玉 部 足國」 なる 者 見 ゆ。 

生 王 部々、 ブべ イク ワウべ これ も 壬 生 
部な らん。 延喜 式、 丹 後 國竹野 郡に 生 王 神 
社 あり。 

三重 ミへ 伊勢 國に三 重 郡 あり、 和名 抄 
に 美 倍と 註す。 次に 丹 後 國丹波 郡に 三重 _• 
見え、 神 名 式、 與謝 郡に 三重 神社を 載せ、 
下って 正應田 數目綠 に 「丹 波 郡 三重 鄕田ニ 
十二 町」 と 。次に 播磨 國實茂 郡に 三重 鄕を 


收めて、高山寺本に美倍と訓じ、次に筑後 
國山本 郡に. 三重 鄕、 豐後國 大野 郡に 三重 鄕、 
肥 後 國山鹿 郡に 三重 鄕 あり。 その他、 若 狭， 
肥 前 等に も 此の 地名 存す。 

1 伊勢の 三重 氏 古事記、 雄 略 天皇 段に 
「伊勢 國の 三重穌 」あり、歌をょみて賴を 
免れ 祿を 賜は る こと 見 ゆ。 

蓋し、 此の 地の 縣主が 奉 リし釆 女 か。 

2 桓武 平氏 伊勢 平氏の 一にして、 尊卑 
分脈に 「桑 名九郞 良 平丨攝 津守桓 平— 宗 
平丨周防守政平(三重流)|太郞左衞門尉 
新 平 (親 平〕— 佐 渡 守 行政— 左 衞門大 夫 政 
秀 (建 武ニ 、從五 下〕 丨太郞 右兵衞 尉 政 兼 
丨太郞 左衞 門尉恒 政、 弟彥 太郎政 信— 政 
長 ( 應永卅 一卒 、廿九 歳〕」 と 見え、 諸家 系 
圖纂も 同樣に して、 常 德院江 州 動産 着 到 
に 「大和 三重 左京亮 ，」 あ 9。 

3 大神姓 豐後國 大野 郡 三重 鄕 ょり 起 
る。 豐後大 神 (佐 伯) 系圖に 「惟 基 ( 大彌 太) 
の 九 男 惟 盛 (三重 九郞太 夫、 元慶元 丁酉 
年 •父 惟 基の 名代と して 參內 、同年 三月 十 
三日に、 大神 朝臣 緖方權 大夫從 五位 下、 豐 

後日 向 守護 職に 叙 せらる〕. 丨惟衡 (臼 杵大 
六) 丨惟用 (臼 杵大 七) 

丨惟隆源平盛衰記、東趣、曾我檢語等の書に詳なり 
1 i, 件 太郞 


—^£ ^ 田中次郞、早世 

— ti ^ 莓所速 見 郡 山香鄕 下 村 路傍に 在 
緒 方 三® 

時 佐 加四郞 ，海 部 郡 佐 加 揮 主 
— ti @ ハ賀來 五郎" 豊前國 中島 •私 主 

又 緖方惟 榮の第 四 男を 三重 惟 家と 云 ふ* 
佐 伯條參 照。 

4 肥 前の 三重 氏 肥 陽 古跡 記に 「传嘉 郡 
三重 新 北 明 神は 三重 村に 在り。 傳へ言 
ふ、 嵯哦 天皇の 時、 三重 某 •出雲大社を 影 
祀 す」 と 「地理 志 料)。 . ‘ 
5雜载台記別記、久安六年に「藤原宗 
通- •肥 後 三重 莊を 其の 子 通信に 讓 る」 と。 
又 京都の 陽明學 者に、 三重 新 七 郎貞亮 あ 
9、 松 庵と 號 す。 

三邊 ミへ 前條 氏と 通ず。 

一 叫一 重 野 ミへ ノ 肥 前に 三重 野庄 あり、 そ 
の 地ょり 起る か。 

見稳 ミホ 和名 抄 、县門 國厚狹 郡に 見穗 
鄕を收 む。！^ 駿 河の 三 保 も 見穗に 作る。 

美 保 $ ホ 和名 抄 、出 雲國 島根 郡に 美 保 
郡を 收む 。又延 喜 式に 美 保 神， 社 あり、 事 代 
主命を 奉祀す、 現今 八 束 郡 美保關 村に 鎭座 
す。 

三 保 ミホ 三 河、 駿河 等に 此の 地名 あり。 
〇 三 保 君景行 帝の 御 裔に して、 舊事紀 、 


景行 天皇 條に 「五十 功彥 命は 三 川 三 保 君、 
云々の祖」と見ゆ。 

御大 ミホ 出 雲に 御大 御前 あり、 記紀に 
見 ゆ。 三 保に 同じ。 

〇 御 大臣 天孫 本紀に 「御 大臣の 女黑 媛」 
を载 せたり。 

三穗 ミホ 駿 河、 出 雲、 紐 伊 等に 此の 地 
名 あり。 又 前 各條參 照。 

〇 菅 原 姓 美 作國の 豪族に して、 菅知賴 
の 支 孫滿佐 •三 穗太郞 と稱 すと 傳ふ 。東 作 
誌、 勝 田 郡 豐田 庄高丹 村 神社 條に 「三穗 
大明神.諾山に在り、祭神三穗太郎滿佐」 
と。 又 同 郡 同 庄關本 村 神社 條に 「三 保大 
明 神 •社 人 長 尾 一馬、 諸 末社 十一 社」 と 0 
管 原、 有 元 等の 條， 參 照。 

三甫 ミホ 海 東諸國 記に 「毛 都 伊 浦 C 1 
百 餘戶〕 •護 軍三甫 耶大郞 は 賊首護 軍 藤 永 繼 
の 子な り。 辛已 年、 圖 書を 受 く。 来れば 則 
ち 来 豆 並せ て 十 石を 賜 ふ。 司 正有羅 多羅、 
又の名は. 可 文愁 戒源貞 、乃ち 三甫 郞大郞 の 
兄なり。戊寅年に職を受くと。司正豆留保 
時は 藤九郞 の 次子な り。 庚 寅年、 職を 長子 
に受くる也"三甫羅.今來りて朝に侍し司 
正と 爲 る」 と。 

一一 一星 ミ ボシ 大和 國吉野 郡 小原庄 古町 村 


ミホ ミホ シ 


日 吉社社 人に 三星駿 河ぁリ 。その他、 攝津、 
武藏 等に 存 す。 

三 堀 ミホ y 武藏に 此の 氏 見 ゅ。 

御堀 ミホ リ ォホ リ條を 見ょ、 又 武藏に 
有 50 

一一 一馬 ミ マ 和名搀 、加 賢 國石川 郡に 三 馬 
鄉を收 めて 美 萬と 註す .0 
三 摩 ミ マ 、 

三 間 5 マ ミツマ 和名 抄 、伊豫 國字和 
郡に 三 間鄕 を收 めて 美滿 (萬〕 と訓 ず。 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 家紋 •丸に 鳩 酸 
草、 轡 十文字、 闊丸 。牧野 右馬允 康成家 
.臣武 左 衞門正 信の 男 伊大 夫好將 •江 戶府 
に 仕 ふ。 その他、 牧野 家臣に 多し。 

2 伊勢の 三 間 氏 奄藝 郡の 豪族に して、 
大古 曾邑に 館址 ぁり。 文明 年中、 長 野 H 
藤氏の 黨與 三間忠 保 •此處 に 居 9、 永祿 
十 年、 親 俊の 時に 至り 城陷リ 、家 亡ぶ。 
遺子 三郎 は專修 寺の 家從 となる (伊勢 名 
勝 志、 三國 地誌〕 とぞ。 

美 馬 ミ マ 阿波 國に美 馬 郡 ぁりて、 和名 
抄に美 萬と 註す。  、 

1 淸和 源氏 阿波の 豪族、 麻琯 條參 照。 
2 蘇 我 姓 香美條 •片 山條 等を 見よ。 又 
見 間 諸 家紋に 


ミホ リ ミ マ 


その後、 蜂 須貿藩 創業 文武 有功の 土に 見 
え、 又 幕末、 美 馬 郡 郡 里 邑の僧 美 馬 櫻 水 
(君 田、 土佛〕 は 還俗して 援造諧 と 云 ひ、 
勤王家たり。 又 土 佐に も存 す。 

味 間 ミ マ アデ マ條を 見ょ。 又 丹 波 志に 
昧間新 村 兵 左衞門 •見 ゆ。 

御望 鄕ミ マウ ガウ ミ マ 力 ハ か。 

御牧 ミ マキ 筑前に 御牧 郡 ぁり、 遠 貿郡 
の 事 也。 又 山城 國久世 郡に 御牧 庄ぁ yo 
1 藤 原 姓 山城の 豪族に して、 御牧 庄ょ 
り起る。見聞諸家紋に  佐々 木本 

⑩ 

畺 鑑に 、御牧 三 左衞門 尉ぁリ 、明智 方に 
て 中 川 淸秀に 討たる、 ナカ ガハ條 を 見ょ。 
2 幕臣 川 村 氏の ■裔 也。 家紋 丸に 末の 古 
文字、 丸に 薺" 寬政 系譜に 「五兵 衞昌忠 • 
幕臣と なる に 及び 此の 氏に 改む 。御牧は 
山城の 邑名に て 先住の 地 也」 と 見 ゆ。 

一二 牧 ミ マキ 近 江の 名 族に して、 丸に 橘 
を 家紋と す。 又 尾 張 海 西 郡 西條邑 Q 人三牧 
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謙藏秀 胤は 勤王家と して 名 あり 0 
三卷 ミ マキ 前 一一 條參 照。 

美 作 ミ マサカ 美 作國は 和名抄 に 美 萬 佐 
加と 註す、 古代は 吉備國 に 屬す 。その他、 
攝津に 美作庄 (東 寺 文書〕 見 ゆ。 

丨 美作國 造和氣 氏の 族な り。 此の 國造 
は國 造本 紀に 「美 作國 造。 諾羅 朝、 和 銅 
六 年に、 備前國 を 割きて、 美 作 國を置 
く」 と あれ ど、 國造の 事 見えず。 次に 日 
本後紀 、延曆 十八 年 ニ 月條に 「美 作、 備 
前國 造和氣 朝臣 淸麻 呂」 と 見 ゆれ ど、 古 
の國 造と 異なれ 9。 猶ほ 淸麻呂 の 高祖父 
佐 波 良、 曾祖父 波 伎 豆、 祖宿奈 、父 乎 麻 
呂、 並に 美 作備前 兩國々 造を 贈らる。 是も 
と當 地方が 此の 氏の 領土たり し 藤 野縣の 
一部に して、 後に 美 作、 備 前の ニ 國と爲 
，れ りと 云ふ傳 あれば 也。 即ち 同上 紀に 「詔 
して 佐 波 良 等 四 人、 並に 淸麻呂 を以 つて、 
美 作備前 兩國々 造と 爲 す」 と。 贈官 也。 
2 美作眞 人天智 帝の 御裔に して、 弘仁 
.三年 六月 紀に 「左 京人 美 作 眞人豐 庭 等に、 
淡 海 朝臣 姓を 賜 ふ」 と。 淡 海條參 照。 

3 名 和 氏族 名 和 系圖に 「長 田 小太郞 行 
高— 高 重 (美 作 判官〕」 と 見 ゆ。 

4 武藏 Q 美 作 氏 新 編 風土記、 橘樹 郡條 


に 『坂戶 村 •正 平の 頃、 美 作 左衞門 太夫 
とい ひし 人、 此 所を 領 せし 南朝の 下 文 あ 
れば 、古くょり 開けし 事は 論な かるべし。 
その 文に 「判、 下す、 美 作 左衞門 太夫 家 
泰 、武藏 國稻毛 庄內坂 土 鄕を領 知すべき 
事。 右勳功 の 賞と なして 宛 行 ふ 所 也。 正 
平 七 年 二月 二十 一日 J と。 是に ょれば 昔 
は 坂 土と 書きし 也』. と。 又 「相 摸國 愛甲 
郡 內船木 鄕梶原 五郎 左衞 門尉蹟 云々」 と 
見 ゆ。 

5 雜载， その他、 東鑑卷 二十、 二十 三に 

美 作 蔵人 朝 親、 二十 一に 美 作 左近藏 人、 三 
十 I、 三十 五、 三十 八に 美 作 前 司 時 綱、 四 
十に 美 作藏人 入道、 四十 八に 美 作 左近大 
夫泰 朝、 四十 八、 五十に 美 作 左近大 夫、 
五十一に 美 作 左 衞門大 夫、 五十二に 美 作 

左 衞門藏 人家 敎等見 ゆ。 

又 東 寺 文書、 正應 元年 七月 一日に 美 伶 左 
近大 夫將監 •君 島 系圖に 、宇都 宮上條 美 
作 入道 時 綱 (觀 臆〕 を 載せ、 又 太平 記卷ニ 
十四に 二階 堂 美 作次郞 左 衞門尉 等 見 ゆ。 
三增 々/マス 防 長に 此の 氏存 す。 

三树 ミマス 俳優の 稱號に て、 初代 三桝 
大五郞 (京 桝屋 、淸 兵衞) は 京都の 人、 ニ 代 
は其の養子、實は三坷德次郞の男、以下四 


代に 至る。 その 門には 三桝 光五郎、 同梅舍 
(福 之 介〕、 同 松 五郎 •同 德次耶 、同 卯 八、 
同 稻丸等 名 あり。 

三 俣 ミ マ タ 越後、 日向 等に 此の 地名 あ 

丨 越後の 三 俣 氏 魚 溶 郡の 三 俣邑よ U 起 
り。 芝原峙 の 三 俣 城に 據 る。 三 俣 主 膳は 
上 杉 景勝の 家臣 也。 

2 肝 付 氏族 肝 付 系圖に 「五代 兼 右の ニ 
男 兵 衞尉兼 市 •三 俣 院を領 して、 此の 氏 
を稱 す」 と。 その 妹は 三 侯 院司觀 阿の 
室 也。 

又 地理 纂考に 「肝 付の 領主 •肝 付 河內伴 
兼 石の 第二 子 肝 付 兵衞兼 市の 裔胄に て、 
兼 市 •日向 三 俣院郡 司 職な り、 故に 三 俣 
とも 稱 す。 兼 市の 嫡嗣を 肝 付八郞 兼 重と 
いふ。 累代 肝 付を 領 す。 兼 重より 五 ® 備前 
淸兼 (五 # は 兼 重、 兼 幸、 兼 元、 兼 次、 淸 
兼 也〕 に 三 子 あり o 長男 孫市郎 兼始 •蚤 
く 卒す」 云々 と。 肝付條 、及び 橋 ロ條を 
見よ。 

3 雜载 その他、 豐 後日 田 等に 在り。 

水 ^: ミ マ タ武 藏國に 水侯鄕 あり。 その 
他の 事は ミグ マ タ條を 見よ。 

一一 一町 ミ マチ 石 見に 此の 氏 あり。 


觀松 ミ マツ 孝昭 天皇を 觀松彥 と 申し 奉 
る。 その 御名 代 か、 長、 土 佐、 波 多、 隱岐" 
三 島 等の 條を 見ょ。 

三 松，*/ マ ッ 

1 百濟姓 河內國 交野 郡の 名 族に して、 
百濟 王の 裔 にして、 百 濟王豐 浚に 至リ、 
'三 松 氏を 稱 すと 云 ふ。 其の 孫に 三 松 俊 行 
ぁり。 子孫 •山 田 村 大字 中宮に 住して 百 
濟王 神社に 奉仕す。 文祿 年間に 三 松 俊 治 • 
見 ゅ、 その他は 百 濟條參 照。 

2 攝津の 三 松 氏 能 勢 郡の 豪族に して、 
，平家 淸盛 時代、 三 松 刑 部 左 衞門國 春 ぁ 9、 
柏 原 村に 住みし と 云 ふ。 其の 女 名月 姬は 
能勢藏 人家 包の 室 也。  、 

3 雜载 武鑑、 延岡內 藤 藩 用人に 此の 氏 
を 載せ、 又 京 極 藩 給 帳に 「百 五十石 三 松 
文右衞門」を擧 <'' 。その他、武藏、日向 
等に 存 す。 

見 松 ミ マツ 前條參 照。 又 美 濃に 在リ、 
淸和源 氏 土岐 氏の 族に して、 土 岐系圖 に 「賴 
藝—賴 次 (號見 松)」 と 見 ゅ。 その他、 武藏、 
備 前、 播磨 等に 存す とぞ 0 

美 松 ミ マツ 前 ニ條參 照、 又 陸 奥に 此の 

氏 在りと。 

任那 ミ マナ 加 羅國の 事に て、 垂仁 天皇 


ミ マツ ミ マナ 


の 朝、 先帝 (崇 神〕 の 御名を. 賜 ひて、 任那國 
とすと 傳 ふ。 蓋し 御名 代 部の 一種な らん。 
丨任 那國司 任那に 派遣せ し國司 也。 國 
司は ク II  ノミ n トモ チ條 、及び 日本 上代 
に 於け る 社會 組織の 研究 •國司 制度の 條 
を見ょ。物に見えたるは、雄略紀に「田狹 
(吉備 上 道臣) を 萍 して、 任那國 司と 爲 
す」 と あるを 初見と す。 

2 無 尸の 任那 氏任那 族な らん、 姓名 錄 
抄等に 見 ゆ。 次條參 照。  • 

三 間 名 ミ マナ 前條 任那國 名を 貴 ひしな 
9 o 

1 三 間 名 公 三 間 名は 任那に て、 こは 加 
羅國 王の 裔也 。姓氏 錄 、未定 雜姓 、右京 
の 部に 「三 間 名 公。 禰麻奈 國主牟 留知王 
の 後て へ リ 、見えず。 初め、 御 間 城入彥 
五十 環 殖 天皇 (誌 崇神〕 の 御毋" 額に 角 
ある 人、 船に 乘 りて 越 國笥飯 浦に 泊る 0 
人を 遣は して 何の 國人 かと 問 ふ。 對へて 
日 ふ、 意富 加 羅國の 王子、 名は 都 努我阿 
羅斯 等、 亦 阿利 此 (叱 か〕 智干岐 と 日 ふ。 
日本 國に 聖皇 ありと 傳へ 聞きて 歸 化す。 
穴 門に 伊都々 比 古と 名づ くる 人 あり、 臣 
に 謂 ひて 日 ふ、 吾は 是れ國 王 也。 吾を 除 
きて 復た 二王 無し、 他處に 往 きそと。 臣 
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其の人と爲リを察匕、王に非じと知りし 
也。 即ち 更に 遺 リ 、道路を 知らず、 島 浦 
に留連し、此の方*海を廻9、出雲國を 
經 て、 此の 國 に 至る 也と。 

是の 時、 天皇の 崩に 會ひ 、便ち 留 = 'て、 
活 目入彥 五十 狹茅 天皇 (諡 垂 仁) に 仕へ 
奉る。 詔して 宣 ふ、 汝速 に來 らば、 先皇に 
仕へ まつる を 得た らん。 是を以 つて 汝が 
本國 名を 改め" 追 ひて 御 間城皇 號を資 ひ 
て、 彌麻奈 と 申せと 。因りて 絹を 給 ひ即 
ち 本國に 遺す。 是 れ國號 を改 むる の緣 也」 
と载せ たり。 

此の 事は 崇神紀 六十 五 年 秋 七月 條に 「任 
那國*蘇那易叱知を遣して朝貫せしむる 
也。 任 那は筑 紫國を 去る ニ 千餘 里、 北 •海 
を 阻て 》、 雞 林の 西南に 在り」 と载せ 、ま 
た箠 仁紀ニ 年條に 「是の 歳、 任那 人蘇那 
曷叱智 •請 ひて、 國に歸 らんと 欲 ふと。 
蓋し 先皇の 世に 來 朝して 未だ 還らざる 
歟 。故に 敦く 蘇那叱 曷智を 賞め、 仍 りて 
赤 絹 一百疋 を 麥 して 任那 王に 賜 ふ。 然る 
に 新羅 人 •之を 道に 遮りて 奪ふ焉 。其れ 
ニ國の 怨み 始めて 是の 時に 起る 也。 

一に 云 ふ、 御 間 城 天皇の 世、 額に 角 ある 
人、一船に乘りて越國笥飯浦に泊る。故 
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に 其の 處を號 けて 角 鹿と 日 ふ 也。 之に 問 
ひて 日 ふ、 何れの 國人ぞ やと。 對へて 日 
ふ、 意富 加羅國 王の 子、 名は 都 怒 我 阿羅 
斯等 •亦の 名を 干斯岐 阿利 叱 智干岐 と 日 
ふ。 傳へて 日本 國に聖 皇ぁリ と 聞き、 以 
つて 歸化 す。 穴 門に 到る 時、 其の 國に人 
ぁ 0、 名は 伊都 都 比 古、 臣に謂 ひて 日 ふ、 
吾は 則ち 是れ 掛 王 也。 吾を 除いて 復 二王 
なし。 故に 他處に 往く 勿れと 。然れ ども 
臣 •熟ら 其の 人となりを 見 •るに、 必ず 王 
に非らじと知りし也。即ち更に遺り、 
道路を 知らず、 島 浦に 留 連し、 北海ょ 

9 廻り、 出 雲 國を經 て、 此の間に 至る 

也と。 

是の 時、 天皇の 崩に 遇 ひ、 便ち 留 りて、 
活目 天皇に 仕へ、 三年に 逮 ぶ。 天皇 •都 
怒 我 阿羅 斯等权 問 ひて 宣は く、 汝 •國に 
歸 らんと 欲 ふかと。 對 へて 諮す、 甚だ 望 
む 也と。 天皇 •阿羅 斯等に 詔 ふらく、 汝. 
道に 迷は ず •速く 詣 らば、 先皇に 遇 ひて 
仕へ まつらん 歟 。是を 以て 汝の 本國 名を 
改め、 追 ひて 御 間 城 天皇の 御名を 貢 ひ、 
便ち 汝の國 名と 爲せ と。 仍 りて 赤 織 絹を 
以っ て、 阿羅 斯等に 賜 ひて 本土に 返す 0 
故に 其の 國を號 けて 彌摩那 國と謂 ふ、 其 


れ是 の綠 也。 是に 阿羅 斯等 •給 ふ 所の 赤 
絹を 以つて 己が 國郡府 に 藏 す。 新羅 人 • 
之を 聞き、 兵を 起して 至り、 皆 其の 赤 絹 
を 奪 ふ。 是 れニ國 •相怨 むの 始め 也、 沄 
々J と 見 ゆ。 猶ほ吉 田 (キチ ダ〕 條を見 
io 

2 中臣 族の 三 間 名 公 姓氏 錄 、未定 雜 姓、 
河内の 部に 「三 間 名 公。 仲臣雷 大臣 命、 の 
後て へり •見えず」 と载せ たり。 蓋し 假 
冒なる べし。 

3 三 間 名干岐 任那 族に して、 三 間 名 公 
に 同じ。 干歧は 旱岐 とも あリ 、韓 の諸國 
王、及び王族の满稱にして、書紀に多く 
見ゆ。靈異記卷下の#に「老僧觀規は、 
俗姓 三 間 名干岐 也。 紀伊國 名 草 郡の 人 也、 
云々。 先祖 •寺を 造る、 名 草 郡能應 寺に 
在り。 名を 彌勒と 日 ひ、 字を 能應 寺と 日 
ふ 也。 觀規は 聖武 天皇の 代、 云々 J と あ 
るは、 此の 氐人也 0 

彌麻 名、// マナ 前條氏 に 同じ。 天平 五 年 

の 右京 計 帳に 此の 氏人 見 ゆ。 

美麻那 ミ マナ 三 間 名に 同じ。 

丨美 麻那宿 _ 三 間 名 公の 宿禰 姓を 賜へ 
るに て、 類聚 符宣抄 卷七 、及び 卷九 等に 
此の 氏人 見 ゆ。 
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2 美麻那 朝臣 政事 要略 卷 七十 等に 此の 丨 
氏人 見 ゆ。 前項 氏の 後なる. へし。 

御 間 名人 ミ マナ ビト 異人 種 部の 一 か。 
天平 寶字五 年 五月 紀に御 間 名人 黑女 ぁり。 
任 郡 族な らん。 

三 丸 ミ マル 

美々 ミミ 和名 抄 、上 總國畔 蒜 郡に 美々 
鄕を收 む。 

彌美 ミミ 和名换 * 若狹國 三方 郡に 彌美 
鄕を收 む。  ' 

耳 若 狹の彌 美鄕は 古く 耳に 作リ、 

又 耳 原 (和 泉〕、 耳 川 (日向) 等 ぁり。 

〇 耳 別若狹 三方 郡 彌美鄕 より 起る。 丹 
波 道主 族の 一にして、. 神 名 式 所載 當郡彌 
美 神社は 此の 氏神な らん。 その 出自は 古 
事 記、 開化 段に 「室毘 古 王は、 若 狭の 耳 
別の祖」とぁ0〇 

美 見 ミミ 前後 數條參 照。 

〇 美 見 造 百濟族 也。 アツミ、 ヨシミ 等 
の條を 見よ。 

三 美 ミミ ミヨシ 條を 見よ。 

耳 木 ミ ミキ 

耳木屋 ミミ キヤ 五條 家 文書に 「耳 木屋 
殿御 內 ，1 と。 

三 ?* ミミ ゾ 信 濃-美 濃 等に 存 す。 


t 
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ミム ラ 


ミム ラ 


■四 


其の 地に 據 りし 古豪と 考へ られ しが、 最 
近、 大倉籴 馬 氏は 此の 氏の 神 野 郡 (後の 


新居 郡〕 地方の 古豪 族なる を發 表せられ、 
式 內伊曾 乃 神社の 祭神は、 武國凝 別 皇子.. 


也と 斷定 せられたり。 詳細は 新居 條を見 
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丨 次 乙 足 之 1 
I 次常效 之- 
丨 次麻呂 


，次 惠爾麻 S 
- 次 葛 <M 
- 子 足 梓 之— 
，次 石弓 之- 


— 子 島 足 
丨子足 日 
— 子 海 麿 
丨次 島人 
~ 子 益國之 

，子臣 足 之— I 
,次臣治之 _| 
- 次濱足 
> 次 角 足 

.子 黑麻呂 


( 
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依 貞觀八 年 十一月 四日 省苻國 益 道 丸 
臣足 等改爲 和氣公 (£ 0 


2 四〕 


子國成 
丨次國 益 之， 


II 子福德 
- 次眞福 
丨次 福萬呂 
I 次 法師 
— 子眞綱 

丨 次男 綱 之— 
— 子 月 主 
I 次 月 足 之— 


I 子 金 布 

—— 次 金 弓 

氺 (廿 七) 

丨子 道万呂之. 
— 次 宅 主 之 I 
— 次 人 ム 
丨 次 船人 
丨 次 山人 

子陶道 之— 
次眞雄 
子眞 葯 之— 


，子 書 成 之 

(廿 八) 


〔一 五〕 


丨 子末總 之- 


-次 淨繼 之- 
-次總持 之‘ 

C 〇 

- 次 持 成 之— 
_ 次淨生 

— 子稻吉 
I 次稻持 
丨次稻 村 


〔一六〕 

—子弘 通 
一ー 次 高 主 ^ 
丨 子城ム 

丨次吉 ぼ 


丨子在  <1 
丨 次廣ム 
— 次全ム 

丨 (純 男) 


- 子宗雄 

.子繼 手 麻呂ー —— 次 海内； 


，子 宅 成， 


.子 得度 也 僧圓珍 


次 得度 僧仁德 I 次 福 雄 

,、 /-N> 廿 九〕 

, 子 春 道 

. 次 秋 吉一 子 秋 主 


丨次 秋繼， 
I 子 


子繼雄 


, 子 長 成 
子 


備考 

氺 印は 貞觀八 年 十月 二十 七日 和 
氣公の姓を給“つた人達でぁる 
(三代 實錄 )。 


2 後裔 大倉粲 馬 氏 •又 日 ふ 「武國 凝 別 
命の 長子を 水 別命と 云 ひ、 其の. 子 佐久ロ 
□別 •又 名を 十 城 別命と 云 ふ (今 新居 郡 
西條町大字玉律に鄕社飯積神社あリ、祭 
神の 一を 十 城 別命と 云 ふ〕。 其の 子を 黑彥 
別の 命と 云 ひ、 其の 子を 爾閉古 □□と 云 
ふ。 其の 子 一. 一人 あり、 長子を 倭 子 之 別 君と 
云 ひ、 次子を 加 禰古乃 別 君と 云 ふ。 

〇 倭 子 之 別 君の 長子を 禰須古 之 別 君 (今 
新居 郡 大生 院村に 野津 子城趾 あり。 又 下 
島村に小字野津子あリ〕、禰須古之別君の 
長子を 波 夜 古 之 別 君と 云 ふ (今 新居 郡大 
院村に 字 早 川あリ 、ハヤ ゴの轉 訛なら 
ん〕。 

〇 加 禰古乃 別 君の 子を 猿 子 乃 別 君と 云 ひ 
(今 西條町 大字 玉津に 小字 猿 子 あり)、 猿 
子乃別君の次子を評造小乙下意伊古乃別 
君と 云 ふ (今 新居 郡 船 木 村 大字 種子 川に 
『ゥブ n ヤマ』 あり、 生 子 山と 書す、 オィ 
n の轉 語な らん。 山麓に 村 社 新 高 神社 あ 
り、 種子 命を 祀る 。同社の 緣 起に 『此の 
地は 太古の 世、 種子 命 降臨の 古跡なる 故、 
種子 川の 名 •始まる』 云々。 種子は 「ォ 
イコ」 と訓 ずべ く、 種子 命は 即ち 意 伊古 
乃 別 君と 同 I 神なる を 知るべし)。 長子を 
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大山 上 川內乃 別 君と 云 ふ C 前記 大字 種子 
川の 本鄕に 元 村 社 高 知 神社 ぁり、 今 新 高 
神社に 合祀す。 高 知、 川內 、國音 相 通ず 
るな so。 意 伊古 乃 別 君の 弟に 龍 古 乃 別 
君ぁリ (今 新居 郡 角 野 村 大字 立 川 山に 村 
社 龍 河 神社 ぁ リ、此の村の產土神にて、_ 
龍 河の 神を 祀る 、龍 河は 「タッコ」 の轉 
訛な らん。 當國に は 河を ゴと訓 むの 例 多 
し〕。  、 、 

以上、 新居 郡內に 和 氣系圖 に 示せる 所の 
人名と 一致せ る 所の 地名の 多き を 見て、 
始祖 武國凝 別命の 封 ぜられ 給へ る 伊豫 御 
村 別の 所在地が、 今の 新居 郡 地方を 含め 
る、； と 推知すべきな り。 更に 和 氣系圖 を 
按ずる に、 倭 子 之 別 君の 中子を 評 造 小山 
上 宮手古 別 君と 云 ひ、 其の 子を 評 督大建 
大別 君と 云 ひ、 其の 子 郡 大頜追 正大 下足 
國 乃 別 君と 云 ふ。 三代 相 襲 ひて 郡頜を 奉 
仕す。 其の 位冠に 因りて、 大 化ょり 大寳 
に 至る 間 P 郡頜 たるを 知るべし。 今の 新 
居 郡、 卽ち當 時の 神 野 郡々 領たる ことは、 
前段に 擧げ たる 猿 子 乃 別 君 以下の 考證に 
より 疑な き 所な り。 

就中、 新居 郡 船 木 村に 關係 ある 意 伊古 乃 
別 君は 評 造 小 こ 下を 冠し、 川內乃 別 君は 
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大山 上の 冠位を 有するな ど、 名門の 跡 •歷 
々たり。 而 して 同村に 池 田の 古池と 稱す 
る大池 あり、 大寶 年間の 築造に 係る もの 
' » 如く、 彼の 讚岐 國那珂 郡 神野鄕 にある 
萬 濃の 大他と 時代を 同 ふす るの み， なら 
ず、 後者が 伊豫 御村 別の 分派に ょ 9 て 作 
られ たると 同じく、 前者が 大山 上 川內乃 
別 君、 若く は 其の 子に ょ SN て 作られし な 
らむ 事を 想 ふ 時、 御村 別の 御名に 因み、 農 
村 開發に 力を 盡し 給へ. る 御 跡を 景墓 せず 
んば あらざる なり。 宜なる 哉、 川內乃 別 君 
は 御 父 意 伊古 乃 別 君、 其の 叔父 龍 河 乃 別 
君と 共に、 三者 均しく 千 二三 百年の 久し 
き、 高 知 神社、 新 高 神社、 龍 河 神社の 祭 
神と して、 其の 子孫の 祭を 享 くる 事、 豈 
偶然な らん や」. と。 

其の 他は、 新 井、 高 市、 賢 茂、 橘 等の 條 
及び 次條參 照。 

3 謖岐の 御村 別 因 支 •和 氣 等の 條を見 

上 0 

三 村 ミム ラ 和名 抄 、常 陸 國筑波 郡に 三 
村鄕 を收 む。 次に 庄 としては 近 江、 備中に 
存し 、その他、 下野 等に 此の 地名 あリ。 

1 御村 別 姓 伊豫の 豪族に して、 南海 通 
紀に 「豫州 御村の 姓 •永く' 近 性に 來 由す。 
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e ムラ 


*>/ ムラ 


e ムラ 


五 九 〇 八 


其の 苗裔 •御の字を 改めて 三と なす。 是 
その上を 潛す るを 恐る 所以 也。 高 市、 七 森 
氏 も 此の 遠 孫と 聞 ゆる 也。 七 森は 大 森、 
小 森、 萩の 森、 合 籠の 森、 竹の 森、 高の 
森、 鴻の森 也」 と 見 ゆ。 各條參 照。 

- 源 姓備 中の 大族 にして、 當國 三村莊 
ょり 起る 。その 出自 未だ 明かなら ざれ ど、 
蓋し 此の 地の 古 族な らん か、 但し 傳說に 
據れ ば、 永 正 年中、 三 村備中 守宗親 •信 
州 挾 江ょり 備中成 羽に 移る」 (府 志) と。 
宗親の ..摘 男 家 親は 松 山城を 取りて 之に 移 
り、 ニ 男親 成の 子孫 太郞 親宣 •相繼 ぎて 
在 城したり しが、 天 正の 初め、 松 山と 共 
に 毛 利 氏に 減 せらる。 

氏人は 原 田 氏 系圖に 「平忠 勝 •賴 勝の 長. 
男、 左 京 助と 號す 。建武 四 年、 將軍の 命 
を 承け て、 備中國 三 村 山城 守秀 仲を 討ち 
て 之を 斬り、 因つ て 高 松 庄を領 す」 と 見 
ゆ、 信 否 知れず。 下っ T 安西 軍 策に 「天 
文 二十 ニ 年、 備中國 成 合の 三 村 修理 亮家 
親より、 元 就へ 和を 請 ひ、 次に 自 敵猿懸 
の穗 田を 討つべし と、 加勢を 乞 ひ 申す に 
付き、 二月 上旬* 元 就 朝臣 •吉 田を 發駕 
す」 と。 又 r 備中 の國の 住人 三村陔 理亮 


家 親が 子に 元 親 實と云 ふ 者 あ 


り 


又 


諸國廢 城考に 「備中 成 羽 城は 三 村 親 成 • 
居り、 新 見 城は 新 見 村に 在りて、 三 村 元 
範 •居る」 と o 

又妙善寺合戰記につ備中松山城主三村 ^ 
伊 守 家 親 •美 作 國下籾 村興禪 寺に て 殺さ 
れ 、其の 子、 兄は 小 田 郡猿掛 山の 城主に 
て 莊元祐 と 云 ひ、 弟は 家を 繼ぎ •修理 亮 
元親と云 1> 」と。三浦、宇喜多等の條參照。 
又府 志に 「元龜 ニ 年、 三 村 備中守 家 親 • 
松边城主たり、嫡男修理進元親*天正三 
年 六月、 毛 利 家の 爲に切 腹す」 と。 又 美 
作 記に 「水 野 六 左 衞門勝 成 •備中 三村紀 
伊 守を 賴み 、三 村 家 親の 女を 妻と し、 水 
野 美 作 守 勝 重を 生む」 と、 水 野條に 詳か 
也。 又 天 正の 頃 •三 村 上野 助 等 多し。 そ 
の 他、 穗 井田、 莊 等の 條參 照。 

3 播 磨の 三 村 氏 揖保郡 中 臣印達 神社の 
祭主に 三 村 大和 あ 9。 

4 美 作の 三 村 氏 備中松 山城 主 三 村備中 
守 元 親 •天 正 三年 戰 死し、. その 遺子 •當 
國大庭 郡 中原に 隱 る。 其の 裔 •眞庭 郡 勝 
山に 存 すと 云 ふ。 

5 筑 後の 三 村 氏 堤 氏 家臣に 三 村 治 部 あ 


o 


6 常 陸の 三 村 氏 日光 ニ 荒 山 (新 営) の 


化 灯爐の 銘文に 「正應 五 年 壬 辰 三月 一日、 
顔 主 鹿 溶 權三郞 入道 敎阿 、淸原 氏 女 敬白、 
大工 常 陸國三 村六耶 守季」 と。 この 三 村 
は筑波 郡の 北條に て、 小 田 氏 在 城の 地に 
隣り、 賴る 繁華の 邑 たりき。 故に 古ょり 
鑄 H など も 居住せ しにて、 信太庄 大村崇 
源 寺の 鐘は、 應 安五 年、 小 田 孝 朝の 寄附 
せし ものに て、 銘に 「大工 右兵衞 尉大神 
兼弘」 と あり、 思 ふに 兼 弘も三 村の 鑄エ 
にやと (新 編國志 )o 

又 郡 鄕考に 『三 村鄕は 今の 小 田 村な T。 八 
田 知 家が 香 火 所 •三 村 山 極 樂寺 淸凉院 あ 
り。 其の 地中に 三 村 山の 刻字 ある 古瓦片 
を 出す 事 あり。 府中 總社 文書に 「文 保、 
三村鄕 地頭、 小 田 常 陸 前 司」 と 見 ゆ。 治 
承に 八 田 知 家 •地頭と して 來 住、 子の 知 
重ょり 後は 小 田 氏と 稱せ り。 この 地 •古 
へ 三 村 部の 居た る 所 か。 三代 格、 弘仁十 
ニ 年に 本 郡の 人 三 村部黑 刀自 あり «0 續後 
紀 、新 治 郡の 人 三 村 部 綿 女 あり。 今 新 治 
郡に も 三 村の 名 あれ ど、 古の 新 治と 營 


o 


■三 村 山別當 前項 參 照。 新 編 常 陸國志 
、に 「小 田 時 知の 三 子 盛 知 •越 中 守た y、 
筑波 郡の 安食 鄕に 居りて 安食 氏と なる。 


その 弟 朝 海 •僧と なりて 經 深と 稱す 。權 
大 僧都に 補し、 三 村 山別當 たり」 と。 

8 鎌 倉 幕臣 東 鏗卷卅 ニに 三 村兵衞 尉， 
三十 四に 三 村 右衞門 尉、 三十 六、 四十、 四 
十一、 四十 四に 三 村 新 左 衞門尉 親 時、 四 
十三、 四十 四に 三 村 三 郎兵衞 尉親泰 、五 
十に 三 村 左 衞門等 見 ゆ。 

9 藤 原 姓赤穗 義士に 三 村次郎 右 衞門包 
常 あり、 藤 原 姓に て、 父彥 左衞 門は 常 陸 
稻 田の 人な りと。 

10 信 濃の 三 村 氏 詉訪の 此の 氏は、 三ツ 
柏、 窠に 澤瀉を 家紋と し、 木 曾の 人 三 村道 
益 (璞) は 名醫 として 知られ、 尾 藩 山村 
家に 仕 ふ。 

11 雜载 武鑑、 松 前 藩 用人、 他 田 支 藩 周 
人 等に 此の 氏 見え、 秀康卿 給 帳に 「三百 
石 三 村 久右衞 門」 を擧 ぐ。 

又 尾 州 德川 家臣、 讚 岐の名 族、 又 笠 間 藩 
■土に 三 村 安臣、 その他、 筑 前、 豐 前、 播 
磨、 攝津 、山城、 甲斐、 信 濃、 武藏 、岩 
代、 磐 城 等に 存 す。 

實村 ミム ラン/ ノムラ 前 ニ條參 照。 信 

濃 等に 此の 氏存 す。 

三 村 部 ミム ラべ 皇室 領の民 か。 

.丨常 陸の 三 村部筑 波 郡に 三村鄕 あり 


て、 類聚 國史卷 五十 四に 「弘仁 十二 年 四 
月 云々、 常 睦國筑 波 郡 人 三 村部黑 刀自 • 
一男 ニ 女を 生み、 稻 三百 束を 賜 ふ」 と载 
せ、 また 承 和 十四 年 六月 紀に 「常 陸國新 
治 郡 人 三 村 部 綿 女 •ニ 男 一女を 産む」 な 
ど、 此の 部民裔 也。  • 

2 下野の 三 村 部類 聚國 史卷 五十 四に 
「天 長 元年 十 I 月 云々、 下野 國三村 部吉成 
女」 を载せ たり。 

御室 ミム ロ オム ロ 武藏に 御室 神社、 
その他、 山城、 能 登、 出 雲 (御室 山) 等に 
此の 地名 あり。 

〇 御室 朝臣 類聚 國史 、姓名 錄抄 、拾芥 
抄、 淸和紀 等に 此の 氏人 見 ゆ。 

三 諸 叉 ロ ミモ  D 條を 見ょ。 

一一 一室 ミム ロ 大和、 能 登、 武藏 等に 此の 
地名 あり。 

1 大和の 三 室 氏 春 日 若宮 社 頜葛上 郡 伴 
田庄 注進に 三 室 殿を 載せたり。 

2 石 見の 三 室 氏 那賀郡 三 保村大 宇三 隅 
に 湊 城跡 あり、 その 城主を 三 室六郞 丸と 
云 ひしと ぞ 0 

三室戶 ミム ロ ♦ト 堂上 家の 稱號に して、 
藤 原* 家 日 野 家の 族* 柳原權 大納言 資明十 
ニ® 孫權 大納言 資 行の 三男 中 務大輔 誠 光を 


祖 とす。 其の 子' 「資 順— 資 方— 光村 丨能光 
丨緯 光丨陳 光— 雄 光丨和 光— 治 光」 にし 
て、 德川 時代、 百 三十 石、 明治 二百 六十 
四石餘 。邸は 二階 町 新 切通、 寺淨福 寺、 
外樣 。明治 子爵'」 


三 室 


號衣 
.御 印 


見目  £メ 

三本 ミ モト サンボ ン條を 見よ。 

御 本* ミ モト ォ モト 條を 見よ。 

水 漏 モリ 常 陸の 豪族に して、 桓武平 
氏な り。 石 川 系圖に 「良 望— 貞 盛— 維 幹 (多 
氣大 夫、 水漏大 夫と も〕 丨爲 幹、 弟 賢 幹 (上 
野 介、 中宮 亮)」 と 載せ、 諸家 系 圖纂に 「負 
盛 弟 繁盛 (陸爲 守〕 丨維轉 (從 五位 下、 號火 
漏大 夫、 氣 多、 吉 田、 ^ 漏 等の祖 •貞盛 • 
子と 爲 す〕— 爲賢 (從 五位 下)、 弟爲輳 (從 
五位 下〕」 と。 また 芹 澤系圖 に 「高 望 王丨惟 
幹 (或は 鎭守將 軍 繁盛の 子と 云 ふ。 常 陸大 
掾 、號 水漏大 夫、 水 漏、 多氣 、下 妻， 吉 田、 
行方、 鹿 島、 小 栗、 馬場 等大祖 ) 丨 爲 幹、 
弟爲 賢」 と。 他は 次條を 見よ。 

水 守 々/ モリ 和名 搀 、常 陸 國筑波 郡に 水 
,守鄕を收めて、美毛利上註す。この地.尊 
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卑分 脈には 三 守に 伶り、 大掾 系圖に は 水 漏 
と 作る。 而 して 將門 記に 「上 總介平 良 兼 • 
常 陸 國信太 郡！： 竒前 律に 渡 着き、 其の 明日、 
同國 水守簪 所に 着す」 と。 國香が 宅 石 田ょ 
り 近し。 後に 貞 盛が 子 維 幹 •居りて 水守大 
夫と 稱し 、更に 多氣 (今 北條 村〕 に 徒り、 
多氣大 夫と 云 ふ。 嫡子 爲斡は 多氣の 總頜を 
繼 ぎ、 ニ子 爲賢 •水 守 氏たり (分脈、 宇治 
拾遺 物語〕。 今 新 治 郡 水 守 村の 地に して 古墟 
猶ほ存 す (郡 鄕考〕 と。 

即ち 前條 氏と 同一に して、 分脈に 「貞盛 弟 
繁盛— c 三 守 流〕 維轉 (平大 夫、 從五 下〕— 爲 
賢 ( 從五 下〕、 弟爲幹 ( 從五 下)」 と载せ 、又 
大掾 系圖に 「繁盛— 維 幹 丨爲幹 ( 多氣〕 、弟 
爲賢(三守、伊佐、下妻、眞壁等祖)」と見 
ゆ、 子孫 伊佐 條 、その他 各條に 在り。 

三 守 ミモリ 前條 氏に 同じ。 一本 大掾系 
圖に 「平爲 賢を 三 守、 伊佐の 祖」 と あり d 
三 森 ミモ y 前 數條參 照。 

丨 伊勢の 三 森 氏 勢 州 四 家 記に 三 森 氏を 
載せ、 又 志 摩に 存 す。 

2 磐 城の 三 森 氏 白 川 郡の 豪族に して、 
天 正の 頃、 三 森 大膳亮 あり。 三 森 城を 守 
り、 佐 竹 氏に 屬す 0 

3雜载俳人に三森伊四郞松江ぁ90 
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三 諸 ミモ a ミム a 大和 國に三 諸 山 あ 
り、 三 輸條參 照。 又 毛 野 氏の 祖に御 諸 別 王 
あり、 上 毛 野條參 照。 

〇 三 諸 朝臣 天武 天皇の 御裔 にして、 公 
_補 任 引 日本 後紀に 「大同 元年 十一月 戊 
戌、 散 位 從四 位下 三 諸 朝臣 大原 卒す。 ニ 
口 s 長 親王の 孫、 從 三位 知努 王の 第 九 子 也。 
智努王 •天平 勝寳四 年に、 姓を 文 室眞人 
と 賜 ひ、 大原 •延曆 十一 年に 三 諸 朝臣に 
改 む」 と 載せて、 後に 此の 氏に て、 大同 四 
年、 三 山 朝臣 姓を 賜 ひ、 又 仁 和 三年、 文 
室 朝臣 姓を 賜 ふ 者 あり。 各條參 照。 

三 衆 ミモロ 和名 抄-上 總國畔 蒜 郡に 三 
衆鄕 ありて 美毛呂 と 註す。 

美 侶 ミモロ 和名 抄 、上野 國佐位 郡に 美 
侶鄕 を收 む。 御 諸 別 王は 此の 地に 御座して、 
御名と 爲し給 ひし かと 云 ふ。 

美 養 ミヤ. 和名 拽 、三 河 國寳飫 郡に 美 養 
鄕を 取む。 後の 三谷邑 也。 

美 耶 ミヤ 和名 抄 、伊勢 國員辨 郡に 美耶 
鄕を收 めて、 三 也と 訓 ず。 

三屋 ミヤ 和名 抄 、出 雲國に 三 屋鄕を 敬 
む、 ミト ャ條を 見ょ。 此の 氏 も武藏 等に 存 
す 0 

宮 ミヤ 前後 數條參 照。 又 尾 張、 美 濃、 
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下野， 陸 前、 丹 後 等に 此の 地名 存し 、その 

他、 宜 山、 宮川 、営 島 等 各國に 多し。 

1 営 首 孝 德紀に 「宮 首阿彌 陀」 なる 者 
あり。 これょり 前、 宮首之 別 •見 ゆ。 宮 
首 (ミヤ デ〕 條に詳 か 也。  . 

2 営 勝 美 濃の 豪族に して、 大寶 ニ年紀 
に 「不破 郡 大頜宮 勝 木實に 外從 五位 下を 
授 く」 と 見 ゆ。 不破郡 式 內大頜 神社は 此 
の 氏神なる べし。 今 南 営所 攝の神 也。 

3 営 宿 禰 類聚 符 宣抄卷 九に 此の 氏人 見 
ゆ。 前項 諸氏の 後なる べし。 

4 平 姓 伊勢 國の 豪族に して、 平太郞 盛 
綱の 後胤な りと 云 ふ。 當國 美耶鄕 ょり 起 
9 しならん o 

5 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「賴 義丨義 綱— 
義 梭(宮 ニ 郞 )」 と 載せ、 また 其の 弟に r 義 
貞 (號官 冠者〕」 を载 せたり。 加 茂、 美 濃、 
石橋、 源 等の 條參巧 

6 品 治姓備 後の 豪族に して、 品 治國造 
の 裔なれ ど、 一に 小野宮 大臣 S 後と 傳 ふ。 
品 治 郡 一宮 吉備津 神社の 社家 也。 故に 宮 
を以つ て稱號 として、 中世 弓馬に も携は 
P、 一族 大いに 榮ゆ 。かの 元弘の 忠臣と し 
て 有名なる 櫻 山玆浚 も 此の 族、 櫻 山條參 
照。 又 有 地 氏 等 も 一族な り。 
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重、 香 川 光景、 同元忠 、已下 ニ 千 餘騎に 
て發 向し 給 ふ。 入道 •稠 しく 防ぎ 戰ひし 
が 不意に 病死した 9。 息若狹 守は 若年な 
れ ども 家の 子 •丹 下 一族 •志を 一にして、 
城を 堅固に 守り > 中 々落つべし とも 見え 
ず。 同年 七月、 城下へ 押し寄せ、 在家を 
放火し， 引返し 給 ふに、 丹 下 與兵衞 •五 
百計に て 跡を 付け 送り、 香 川 兄弟 •殿せ 
しが、 弟元忠 •引返し、 丹 下と 渡® 合 ふ 
を 見て、 兄 も 返せば、 熊 谷 も 返し、 稠し 
く戰ひ ける が、 丹 下 •適は ず 引退く」 云々 


- 0 


又 宮四郞 左衞 門、 営若狹 守、 宮左衞 門 尉 
等 見え、 又陰德 太平 記 天文 二十 年 七月に 
「毛 利勢宮 入道 光 音」 等 多く、 天 正中に 至 
り、 城主 絕ゅ。 

■奴 可の 宮氏 前項 氏の 族 人に して、 藝 
藩 通 志、 奴 可 郡條に 「比 田 山は 久代 村に 
ぁり。 應永 中、 彈 正左衞 門利吉 ょり、 七 
毋 こ ^ に 居 守し、 後大富 山に 移りし と 云 
ふ。 一說 には、 出 雲 比 田ょり、 此の 山に 
移る。 故に 比 田 山と 稱す といへ と。 
又 東條川 東の 千 手 寺は、 貞治 中、 営 下野 
滿重の 再建と 云 ひ、 又永享 十三 年 三月の 
宮下野守盛重(ー宮城主)の寄進狀に「東 


條云 々」 と 0 

又 r 大富 山は 栗 入江 三 村の 界に あり。 宮 
上 總高盛 •久代 村、 比 田 山の 城ょ リ 、此 
に移り、五齿居守す」と。久代記に「宮 
彈 正左衞 門利吉 (久代 殿)— 左 兵 衞景英 
丨監物 利 成— 小 藤 太景成 (盛)— 宮內介 
景行 丨上總 前 司 景友丨 上線 介 高 盛 (天文 
中、 西 城に 移る)」 と 見 ゆ。 

此の 高 盛は、 天文 中 毛 利 氏に 屬し、 當 郡、 
及び 備 中、 伯耆の 地を も 略取せ しが、 左 
衞門尉 高尙に 至 9、 雲 州 鹽 谷に 移り、 西 
條城廢 す。 又 天文 中" 上總景 盛 •當 郡に 
威を 振 ひ、 その後、 宮知 盛の 事 多く 見え、 
又 通 志に 「有 田陣丸 。上は 中 野 村、 下は 
八 鳥 村に あり。 大富 山、 宜氏の 勢は 有 田 
に 陣 し、 蟻 腰 山、 東 氏の 勢は 陣 丸に 出張、 
戰 ひしと 云 ふ」 と载 せ、 又 「圑司 川、 栗 
村、 三 上 郡 高村羿 にあり。 永祿ニ 年 六月 
十八 日、 山 內家士 田 中 河内 •来りて、 宮 
氏と 此の 地に 合戦す。 毛 利 家ょ リ 、和睦 
をい れ しとい ふ」 など あリ 0 
その 後裔は 通 志に 「取 可 郡 栗 田村宮 氏。 
先祖 大館多 門 氏 常、 天文 年間の 人な り。 
氏 常に 子な く、 宮上 緦景 盛の 第三 子盛義 
を 義子と す。 因って 宮 氏と 稱 す。 後 庶民 


に 降り、 今の 周右衞 門まで 九 世」 と。 又 
r 久代村 後藤 氏 0 世々 祠官 たり。 先祖 詳な 
ら ず。 宮氏 •當 村に 居城の 時、 治 部と いふ 
もの あり。 これよ リ 今 の上總 まで、 十一 世 
な，^ 。家に 古器 數 品を 藏 す。 皆宮 氏より 
受 くる 所と いへ り」 と。 又 「奥 宮豐 後忠 
盛 宅址は 中 野 村道 垣內 にあり。 忠盛 
営 景 盛が 臣な =>」 と。 

その他、 東- 久代 、祝、 林條 五十一 項、 
渡 部 (老臣)、 江 田、 弘澤 、三 善 等の 條を 
見よ。 又 熊 谷 系圖に 「兵 庫 頭 信 直の 母は 
備 後國宮 氏の 息女」 と。 

8 安藝の 営 氏 通 志、 質 茂 郡 故 家に 「阿 
賢 村宮 氏。 此の 村の 里 正は、 昔よ リ 此の 
家，性々にすると。慶長以前の事詳なら 
ず」 と。 

9 備 中の 宮氏有 木 氏藏宮 氏の 書に 「親 
知 ( 宮內饞 知 山城 主〕」、 また 明應永 正に 
「政 盛 (同 城主 宮 下野 守)」、， その他、 盛 
重、 兼 信 等 あり。 

10 藤原姓何波の名族にして、故城記那 
東 郡 分に 「宮殿、 近 藤、 藤 原 氏、 藤の 丸 
に 吉 文字」 と 見 ゆ。 

11 菊 池 氏族 肥 後の 豪族に して、 菊 池 系 
圖 に 「 m 後 守 兼 朝 丨 忠朝 (宫を 稱す) 」 と 


見 ゆ。 

12 日向の 営 氏 兒湯條 を 見よ。 

13 佐々 木 氏族 越後 魚 沼郡大 桑原 城は 一 
に 三 用 城と 云 ふ。 初め 城 氏の 領な 9 しが、 
建 仁 年中より、 佐々 木の 族、 営 治 郎左衞 
門 •據 り、 承久に 官軍と なりて 亡び、 * 條 
氏の 將田村 新 將監の 居城と なると 云 ふ。 
14 下野の 宮氏字 都営 氏の 事 也。 

15 常 陸の 宮氏 六 地蔵 過去帳に 「府 中宮 
彥次 部」 を载 せたり。 

16 雜载文 華 秀麗 集に 宮村 繼を载 せ、 又 
後三年 記に 宜藤 王、 東鏗卷 十五に 宮大夫 
等 見 ゆ。 

下って 秀康卿 給 帳に 「四百 石御咄 の衆宮 
與右衞 門」 を载 せ、 又 上 總市原 郡 磯谷 八 
幡宮 神主に 宮五郎 C 國花萬 葉 記) あ 9。 

一一 一谷 ミヤ 三 河に 此の 地名 あり、 又 日用 
重賓記にミヤと |1|1 ず0その他はミター|條を 

見よ。 

三 矢 ミヤ 前 數條參 照。 又 S ツャ條 を 見 
XO 

見 矢 ミヤ 同上。 

宮井 ミヤ 4 伹馬 、祀 伊、 阿波 等に 此の 
地名 存 す。 

1 字 都宮氏 族紀 伊國の 名 族 也。 當國牟 


婁郡に 宮 井邑 あ 9、 關係 あるか。 又續風 
土 記、 日 高 郡 藺莊 御坊 村 舊家條 に 「地士 
営 井 萬 平」 を载 せ、 「宮井 氏。 姓は 藤 原、 
宇都 宮豐綱 •伊豫 國大洲 の 城主に して 足 
利 家に 仕 ふ。、 私 祿 中、 大洲 域沒 落の 時、 
其の 子豐重 •始めて 宮 井の 氏を 稱 し、 土 
佐國に 蟄居す。 其の 子 孝 綱 •天文の 頃、 
畠 山尙 順に 仕へ、 後 大和 大納言 秀長に 仕 
ふ。 其 子宗重 •淺野 侯に 仕へ、 廣島に 移 
リ 、弟 重 家 •大 坂に 籠城、 元 和 元年 戰死 
す。 其の 子 萬吉郎 重定 •切目 莊島田 村に 
住し、 切目 八幡宮の 座主と なる。 後當村 
に 住して、 代々 地主に 命ぜら る しと。 

，又 「奮 家宮井 萬吉 •菌莊 御坊 村 宮井萬 平 
の 分家な り。 萬 平の 祖萬 吉郞重 定の弟 重 

政 •営 井 太 次兵衞 とい ひ、 當村 に 移る。 
領主ょり 代々 地士 大莊屋 とす」 と。 

又 島 田 村 舊家宮 井 氏 も 「藤 原 姓、 宇都 宮 
和 泉 守 泰景の 後な 9。 宇都 宮太耶 左衞門 
尉 道 網 •阿 州宮 井村に 引 籠 9、 営 井と 改 
む。 其の 子太郞 左衞門 尉道貞 •畠 山 氏に 
屬 し、 政國に 隨從 して 紀州に 來り宮 原に 
住す。 道貞 •江 州 淺井 氏の 子を 養子と し、 
道 祐とぃ ふ。 其の 子 善 助祐綱 •大坂 落城 
の 後、 浪人と なり、 南 龍 公の 時、 六十 人 


地 .± 1义叩ぜらる。祐綱の四男六之丞有網* 
當村営 井 氏の 祖に て、 此の 地に 來 り、 新 
田を 開き 住す、 代々 地士 なり」 と。 又 名 
草 郡 五箇 庄地士 十 I 家の 一に 宮井紋 右衞 
門 あ リ。 

2 幕臣 藤 原 姓 家紋 丸に 左 三 巴。 紀州家 
臣宮井 三 左 衞門主 則の 裔査大 夫 支 方の 後 
也、 寬政 系譜に 見 ゆ。 

3 但馬の 宮井氏 城岐 郡宮 井邑ょり 起 
9、太盱文に『城崎都福田庄ニー十ニ町 
七 反 三百 步 •熊 野山領 、下司 兼 公文 宮井 
太郞兵衞尉盛長(史本に光)、御家人」と。 
又 「樋 爪庄 •六十 九 町 五 反 百 七十 步 •平 
等院頜 、殿下 渡庄 。下司 家 (一本に 奈〕 
佐太郞 高 春、 御家人。 公文 宮井太 部 左衞 
門 尉 盛 長」 と。 又 「樋 爪國頜 •八十 町 四 
反 百 三十 步內 、下司 家 (家の 宇史 本に 無 
く黑 本に 奈字に 作る) 佐太郞 高 # 、御 家 
人。 公文 宮井 太郞兵 衛尉盛 長」 と。 

又 「二方 郡 大庭庄 •七十 四 町 五 反 百 拾 四 
步 、長講 堂領 、領 家中 納 言、 案 主幷伊 舍 
下司 宮井 太郞兵 衞尉盛 長、 御家人。 惣追 
捕使宗 貞女 子 加 伊 含 浦 定案主 代聖願 注進 
定 J などと あリ 0 

4加實の宮井氏加竄藩給帳に「六百石 
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々/ヤイ ミヤ イシ $ ヤイ シ ミヤ ウシ  ミヤ ウセ — ミヤ ウチ芫 一四 


(丸內 二輪 違〕 営 井太郎 左衞 門、 參百石 (丸 
內 十文字〕 宮井幸 之 進、 十七 人 扶持 (丸 
內 十文字) 宮井多 三 一郎」 等 見 ゆ。 

5 雜载尾 張の 士 K; 営 井 勘 兵衝 尉恒忠 あ 
り、 前 田條を 見ょ。 その他、 武藏 、信 濃、 
越 中、 越 前、 山城 等に 存 す。 

宮居 ミヤ 年 天鑰天 正 頃の 力士に 宮居 眼 
右 衞門あ リ。 

宮石 $ ヤイ シ £ ギク 

1 営 石 松 平氏 三 河 國額田 郡 宮石邑 ょ 9 
起る。 大給 家の 庶流に して、 寬政 系譜に 
「松 平 加 貿守乘 元の 三男 加 貿右衞 門乘次 • 
此の 地に 住して 宮 石の 松 平と 云 ふ。 其の 

子 加 賀右衞 門 元 次 丨八郞 右 衞門貞 次— 喜 
平 次宗次 (康爲 、補狹 間 討死〕 丨加 賀右衞 
門康次 (新 五左衛門、 所左衞 門〕— 同 正 次 
I 備中守 正 成 C 內藏 助、 大隅 守、 左 京 助)。 
ニ 千 石。 家紋 丸に 筋拔 蔦」 と。  . 
二葉 松 等には 「宮石 城 C 宮石 村〕 •岡 崎 松 
平 大膳亮 の 庶子 松 平 加 實右衞 門の 居城な 
9」 と。 正 成の 裔は寬 政 系譜に 「正 成— 
東 市 正正 勝 (ニ 千 五百石〕— 相 摸 守 正常 
(下野 守〕— 藤九郞 正 命— 若 狹 守正淳 J と 
見 ゆ。 その 庶流は 丸に 蔦、 九曜を 家紋と 
す。 


2 因幡の 宫石氏 氣多郡 の 名 族に して、 
田 公 氏 被 官の士 也。 

宮入 ミヤ イリ 武 蔵に 此の 氏 在り。 

明賀 ミヤ ウガ メイ ガ石 見、 出 雲 等に 
有り。 

茗荷 ミヤ ウガ越 前 等に 此の 地名 存す。 
名 K ミヤ ウク ワン  メイクワソ 

名 西 ミヤ ウサイ 阿波 國に名 西 郡 あり、 
和名 投に名 方 西 郡に 作る。 又 名西庄 •起る。 

名 氏 ミヤ ゥジ 

明 神 ミヤ ゲジン 長 曾 我 部 元 親の 臣に此 
の 氏 あり。 もと 尾 張ょ y 出づと 云 ふ。 明 神 
氏 系圖に 「明 神六郞 左衞門 (生國 尾 張、 壯 
にして 泉 州、 後に 土 州に 遷リ て、 長 宗我部 
土 佐 守 秦元親 朝臣に 仕へ て 朝鮮に 戰 死す〕 

丨六之 助、 弟 源八郞 I 信 勝 (建 五社 明 神社〕」 

と Q 

名 生 ミヤ ウシ ヤウ メフ條 を 見ょ。 

明星 ミヤ ウジ ヤウ 伊勢 等に 此の 地名 あ 
り。 又筑 前に 明星 寺、 安藝に 明星 院 •見え、 
備 前、 武藏 等に 此の 氏存 す。 

明 城 ミヤ ウジ ヤウ メイ ジヤウ 
明 正， 寺 ミヤ ウジ ヤウジ 三 池 系圖に 「三 
池上總 介 親 勝— 同 親泰丨 式部少 輔親員 (明 
正 寺祖 )」 と载 せたり。 三 池 條參 照。 


明眧ハ ： 寺 ミヤ ウセ ウジ 伊勢に 明 照 寺庄あ 
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明 千 寺 ミヤ ウセ ンジ 六鄕 衆の 一也。 

宮內 ミヤ ウチ ク ナイ 三 河 國寶飯 郡に 
営內莊 、その他， 武藏 、羽 前、 羽 後、 越後、 
但 馬、 伯耆 、備 中、 備 後、 安藝、 伊漾 、大 
隅、 薩摩 等に 此の 地名 あり、 猶ほ 多から ん 0 
1 光孝 源氏 ク ナィ 條を 見よ。 

2 丹黨 丹、 丹 治、 ク ナィ、 靑木 等の 條 
を 見よ。 

3 小 野 姓 時 行を祖 とす。 小 野、 橫 山、 
猪 股 等の 條參 照。 

4 中原 氏族 遠忠 を祖 とす 0 中原 條參照 0 
5 常總 の宮內 氏 鹿 島 文書、 至德の 百姓 
足分帳に「みや.內彌平次」を载せ、又鹿 
島 大禰宜 系圖に 永 正 頃 •宮內 孫 ニ 郞繁元 
(大 藏條) 見 ゆ。 又 海上 郡 高 田 村の 名 族に 
此の 氏 ありて 文書を 藏 す。 

6 遠 藤氏 族 羽 前 國置賜 郡 宮內邑 より 起 
る。 遠 藤 條四三 七、 八 頁を 見よ。 

7 攝津 の営內 氏當國 に 多く、 特に 尼 崎 
の 名 族宮內 氏は、 義 經西國 下向の 時、 船 
人 某 •功 あり、 名を 宮內と 改め、 大豆 十 
五 俵の 料紙を 賜は る。 後 古名を 氏と すと 
寡 ふ。， 


8 備 後の 営 內氏 葦田 郡 惣社 小 野営 明 神 
は 宮內 神主 ( 吉備津 社〕 の祖 神と 庳 へら 
る。 また 藝藩通 志、 惠蘇 郡條に 「土 居城 
は 営內村 にあり。 天 正 年間、 宮內土 佐 正 
良の 所 居。 竹 山、 熊 谷 城 も 並に 同村に あ 
り」と。又安西軍策に見ゅ 0„ 

9 美 作の 宮 內氏慶 長の 頃、 久来 郡志呂 
神社々 家に 宮內盛 平 あり、 その 裔宮內 紀 
伊 守 盛 重に 至り， 日 野 氏に 改 む。 又 勝 南 
郡 高下 邑 庄屋に 宮 內八郞 次 等 見 ゅ。 

10 紀 伊の 宮內氏 名 草 郡 山 ロ莊十 番組の 
一に 「九番 •営 內大輔 J 見 ゅ、 又 堀內條 
參 照。 

11 平 姓 阿波の 豪族に して、 故城 記、 那 
西 郡 分に 「宮內 殿 •秋 元、 平氏、 家紋 鐺 
の紋」 と 見 ゆ 0 

12 薩 隅の 営內 氏島津 家臣に 宮內 式部 左 
衞門等 見え" 又 伊 伶の 士に 宮內氏 あり。 

13 雜载 武鑑、 岸 和 田 岡 部 藩 用人に 此の 
氏を 載せ、 又 海 東諸國 記に 「長 門 宮內頭 
，藤 原 正滿」 、陸 前に 宮內 入道 (村 岡條〕 、 
又 伊達正宗 家臣に 宮內 因幡 等 見 ゅ。 又備 
中、 備前 •武藏 、磐 城、 岩 代 等に 存 す。 

宮宇地 ミヤ ウチ 前條參 照。 

宮氏 ミヤ ウチ 中興 系圖に 見え、 武藏等 


に存 す。  - 

明 珍 ミヤゥ チン 

1 紀姓 甲青エ として 名高き 明 珍 家は、 
遠く 建 內宿彌 八 代の 孫 大口 臣ょ り出づ と 
傳 ふ。 卽ち大 --a 臣のニ 男增田 宇佐 麿 (宗 
次と 稱 し、 大和调 本に 住-、 甲冑 匠)— 宗 
通 I 宗 高— 宗里 — 久國 I 國重 丨 宗春 — 春 
國 — 國勝 丨 宗磨 丨 宗有 II 宗國 丨 宗實 I 宗 
一— 氏 國—宗 次— 宗弘 —舂 次— 宗 友— 友 
國—宗 景丨宗 介 (紀 ノ太郞 と稱 し、 增田 
久壽と 云 ひ、 京都 九條に 住す。 近衞 帝， Q 
勅命に ょりて、 鎧、 轡を佾 りて 上リ しに、 
ij 感斜な ら ず。 音響 朗々 、光り 明白に し 
て 玉の 如く 稀な. る 珍 器な りと て、 明 珍の 
二字を 賜は り、 出 雲 守に 補せられ、 日本 
唯一の 甲 青 匠の 稱を賜 ふ〕 丨宗淸 C 刑 部大 
輔) —宗行 (兵 部 大夫〕 丨宗 益— 宗重 丨宗 
忠—宗 繩—宗 光 丨宗政 ( 犮近大 夫、 京都 
1條堀川住、後醛醐帝御宇、元弘元年111 
月、 楠 正 成 公の 賴に て、 甲冑を 作る。 是 
れ 大黒の 甲に して、 今 楠 公社の 神寶 たり〕 
—宗安 ( 將軍 義滿に 仕 ふ) 丨義 弘丨義 IB 
丨義則 (十三 代)— 義長 —義 有丨義 保| 
信 家 (天 正 ニ 年、 武 田勝賴 御着の 詉訪法 
性の甲は信家の作'にして、是又詉訪社の 


神寳た 貞家丨 宗家」 にして、 略 系を 

作れば、 次の 如し。  ， 

明 珍 系圖に 「(十三 代〕 義則 


4 .5  6 7 S 9 

—義 長— 義有 H 義保 H 信 家 H 頁 家 丨 宗家， 


丄 局 義 
式部 大夫 
三 作 こ 


安家  I,  久太郞 
左 近將監 I 氏 ^ 安土 住 
大隅守  S に 仕 
樂意 
覺怠 
三作ノ 1 

— 信 房 -r 房 家 
丨勝家ー丨房宗丨家房 

如 W 住 


-義通 i 高義 

左 近 
三 作 ノー 

一— 勝 義丨勝 政 


_ |2| 宗 信— 邦 衞丨宗 重—宗 利—宗 介 丨宗正 
丨 宗政 — 宗 妙」 と 見 ゆ。 

2 姬路の 明 珍 家 前項 宗家の 男宗 則の 後 
也。 その 系は r 宗家 丨宗 則— 宗永 丨義時 
(始めて 酒 井雅樂 頭忠淸 公に 仕へ、 上 州 厩 
橋に 住す〕— 政 通— 信 通— 宗房 ( 姬路に 移 
，住す〕— 宗朗 —宗之 (明治 聖 時、 甲胄の 用 
を爲さ ^ るょり火箸を作り、今や姬路重 
要 物産の 一たり〕 丨宗 秀」 にして* 宗之 • 
百歳を超え、初代ょり © を傳ふる四十九 
代 七 百 二十 餘年な りと ぞ C 
3 雜載 その他、 日用 重寶 記に 見え、 又 


ミヤ ウチ 


ミヤ ウチ 


々/ ヤウチ 


畫 


ミヤ ウツ — ミヤオ e ヤオ — ミヤオ 力 ミヤ オト — ミヤ カタ ^ 一六 


津山藩 分限 帳に 「十八 俵 三人 扶持 •明 珍 
鼎輔」 と。 

明 豆 ミヤ ウヴ 伊勢 國多氣 郡 明 豆 村ょり 
起り、 明 豆 新兵 衞は 同村 中 切 明 豆 砦に 據 る。 
名 東 ミヤ ウトウ 阿波 國に名 東 郡 あり、 
名 方 東 郡 (和名 抄) の 意に して、 中世 名 東 
庄 起る。 

宮浦 ミヤ ウラ ミヤ / ウラ 佐 渡、 羽 前、 

備 前、 伊豫、 筑 前、 肥 前、 日向、 大隅 等に 
此の 地名 あり。 

御 矢 浦 ミヤ ウラ 日向 記に 御 矢 浦 與次郞 
等 見 ゆ。 

明樂  £ ヤウ ラク アケ ラ條を 見ょ 0 
明禮 ミヤ ウレ. イ武藏 等に 存 す。 

明 和 ミヤ ウワ 
明王院 ミヤ ウワウ 4 ン 

1明王院宮村上帝の御裔.にして、蓴卑 
分脈に 「村 上 天皇— 致 平 親王 (明 王院宮 
と號 し、 又 法 三 宮と號 し 給 ふ〕」 と载 せた 

2 雜载そ の 他、 相 摸、 備後 等に 此の 寺 
名 あり。  ， 

官江 ミヤ H 武藏 等に 存 す。 

宮尾 ミヤ ヲ 安藝、 美 作 等に 此の 地名 あ 

nvo 


. 1 豐前の 営 尾 氏 上 毛 郡の 豪族に して、 
営 尾 織 部は 宇都 宮親 實に屬 し、 八 屋町城 
'に 據 る。 

2 美 惟の 宮 尾氏傳 へ 云 ふ、 r 芳賈 神社 神 
主 兵 部 正 勝 •延喜 年中、 地名を 以 つて 姓 
とし、 営 尾と 稱 す。 これ 宮尾 氏の 祖にし 
て" 加 茂 鄕の縣 主たり し」 と 謂 ふ .0 降つ 
て 文龜ニ 年、 営 尾 元左衞 門政敎 •廣 岡に 
移る。 子孫 久来 郡饼和 西邑の 名 族たり。 

3 雜载 その他、 伊勢、 大和、 攝津 、信 
濃、 武藏 、備前 等に 存 す。  . 

@ 岡 ミ ヤヲ 力 

1 平 姓 武藏の 名 族 也。 多 摩 郡大 久保邑 
神明 社の 祠官 家に 見えて、 元 龜 年間、 宮岡 
. 民 部大夫 ぁり。 又 高麗 郡佛子 村の 名 族に 
存 し" 大久 保、 平 岡、 石 井の 三 氏と 共に、 
當 村を 草創した る 四 人の子 孫 也と 云 ふ。 
往古 村 內を四 分して 持ちた 9 しと。 今 も 
居住の 地 •四 所に 分れり。 され ど 古記 等の 
傳へな ければ 詳なら ず。 此の 四 人の 墓所 
は 宅地の 內に ぁりて、 皆大な る 板 碑な 9。 
大抵 碑 面漫挖 して 文字 讀べ からず。 唯宮 
岡 氏の 墓所の 内に、 建 長 ニ 年 七月 二十 九 
日、 一は 『建 長 五 年 十二月 (大 戈美刁 )、 
右 志は 平 高 治が 往生 安樂の 爲 也。 諸 □敬 


白』 等の 文字 見えた る あり」 と。 

2 雜载 その他、 信 濃、 備 前、 備 中、 播 
磨、 石 見、 出 雲 地方に 在り。 

宮男 ミヤ ヲト n 大和 國式上 郡穴師 神社 
の禰宜家忙して、由來書に「宮男河內、同 
出 雲、 同駿 河、 同 民 部、 同民彌 j の 名 見え 
たり 0 

宮臣 ミャオ ミ 

宮垣 ミヤ ガキ 

丨聖武 帝 裔丹波 國氷上 郡 天 田 郡 宮垣邑 
の 名 族に して、 「 聖武 天皇の 御子の 胤、 先 
祖の遺言にて、営の字を付す」と云ふ。 
丹 波 志に 「営 垣 氏 •子孫 鴨 內村宮 垣。 先 

祖 は 南都ょり 來 る。 営 垣 宇 次と 云 ふ人來 
住、聖武天皇の御子の胤に 1: 、先祖の遺 
言に 営の 字を 付け 來る とな 9。 亂世に は， 
靜かな る 所に 至り 住み、 毋靜 なれば 此の 
古鄕に 皈 るべ しと 云 ひ 置きし となり。 天 
正中、 明智 光秀に 隨は ずして 鄕士 百姓と 
なる」 と 見 ゆ 0 

2 雜载 その他、 因幡 小 代 庄の名 族に 在 
り、 111. 本條參照。 

宮方 ミヤ ガタ羽 前に 営 形の 地 あり。 而 
して 加 貿藩給 帳に 「 參拾五 俵 •外 七 人 扶持、 
宮方 五左衛門」 と 云 ふを 载せ 、又 武藏 等に 


存 す。 

宮門 々/ ヤ カド 元慶 五年祀 に 「右京 人宮 
門 有 常」 なる 者 見 ゆ。 

宫河 ミヤ ガハ 次條に 併せ 云へ ”o 
宮 ;11 ミヤ ガハ 若 抉、 越後に 宮河庄 •見 
え、 その他、 山城、 伊勢、 下總 、近 江、 飛 
驛 、信 濃、 岩 代、 若狹 、美 作 等に 此の 地名 
存 す。 

1 阿蘇 姓 肥 後の 名 族に して、 阿蘇 社の 
社家 也。 ア ソ條參 照。 

2 筑 後の 宮川氏 當國に 多く、 先 づ田中 
久 兵衞吉 政の 長臣に 倉 川讚岐 守 あり、 慶 
長 六 年ょり 城 島 館に 據る 。又 「宮 川大炊 • 
四千 石」 と 見 ゆ。 大阪陣 の 時、 主君忠 政 
を强諫 して 斬られ、 一族 家 司 •其の 領邑 
城島に籠り、程なく誅伐せらる(筑後實 
記) 0 * 

又 田 中 家臣 知行 割 帳に 「C 三 漓郡城 島 城に 
居す〕 六 千 八 百 石 C 組頭〕 営 川 十 丸、 四 
千 石 宮川掃 部、 六 千 石 宮川丹 後、 百 五十 

石宮川 六兵衞 、四百 八十 石宮川 與右衞 門、 
三百 五十石 宮 川源大 夫、 二百 石宮川 新兵 
衞 、百 五十石 宮川 長大 夫、 ニ 千 八十 石宮 
川 龍 八、 千 五 苗 石宮川 理左衞 門、 三百 石 
宮川 又八郎 、ニ 百 石 宮川權 六、 五百石 宮 


ミヤ カト ミヤ 力 ハ 


川 傳右衞 門、 鐵砲頭 六 百 石 (五十人) 営 
川 彥左衞 門」 等を 擧 ぐ。 

その他、 宗畸 文書に 宮川佐 渡 守、 また 問 

注 所 系圖に 営 川 長 右衛門 •見 ゆ。 

3 多々 良 姓 周 防の 宮川 氏に して、 大內 
氏に 仕へ、 後陶氏 に從 ふ。 晴賢の 家臣 宮 
川 房 勝は 其の 主の 謀反を 諫めて 自殺す。 
又 天文 二十 ニ 年 六月、 宮川 甲斐 守は 防 州 
山 代の 兵を 寡 P、 藝州佐 西 郡に 出. で、 毛 
利 氏と 戰ひ戰 死す (古文書、 大內 氏實錄 )。 
藝藩通 志に 「佐 伯 郡 折 敷 畠は 宮內 村に あ 
り。 同年 六月 朔 日、 毛 利 父子 •周 防の 兵 
宮川 等と 合戰の 地な り。 陰德 太平 記 所載、 

又 後 太平 記、 西國 太平 記には 九月 十四日 
と 記せり。 事蹟 亦 各々 異同 あリ 、是非を 知 
ら ず。 此の 役、 周 防 勢敗此 して、 宮川 甲斐 
も戰 死す。 毛 利 氏 所 獲の 首 •千 六 百 七十 
餘 級と 云 ふ」 と载せ 、又 安西 軍 策， に 「営 川 
善左衞 門、 営 川 淸左衞 門」 等 見 ゆ。 

4 八田氏族宍戶家政の後にて、元政を 
祖と す。 宍 戶條參 照。 

5 美 ^ の宜川 氏眞庭 郡 下 河内の 名 族な 
リ 。第三 項の 裔、 弘治 元年、 陶氏 滅亡す る 
や、 兄弟 三人 •高 田 城主 三 浦 氏に 仕へ、 
末弟 與太郞 當弘は 中 村 大炊之 助賴宗 、後 
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に 宇喜多 氏に 屬 すと 云 ふ。  ' 

6 秦宿漏 姓 山城 稍 荷 社の 社家に して、 

• 東大 西 家より 分る。 東大 西 親 明の ニ 男親 
忠の裔 也。  . 

7 平 姓. 江戸 幕臣に して、 家紋 丸に瞵 、 
五三 桐、 揚羽蝶。 櫻 田 館 臣彥左 衞門政 明 
より 系 あり。 

8源姓美濃の豪族にして、新撰志に「不 
破 郡 (安八 郡〕 若 森 村 古城跡は 土岐 家の 屬 
士宮川 吉左衞 門 安定 (後に 佐衞門 佐、 爲 
心と號す>三千貫の地を頜して、こ \ に 
在し が、 天文 四年大 垣の 城を 築きて ぅつ 
9、 其の 弟 但馬守 •此の 域に 住みて 信 長 
公に 仕へ しと 云 ふ。 但馬 守は 氏 家 卜 全が 
妹聱 なり」 と。 

又 安八 郡大垣 城郭 條に 「天文 四 年、 義昭 
將 軍の 命に よりて、 営 川 吉左衞 門 安定 (土 
岐氏の 旗下に て 三千 貫を 領し •後從 五位 
下、 左衞門 佐、 法名 爲心と 號す〕 •始めて 
築き、 大 垣の 城と 名付けし と 云 ふ」 と 載 
せ、 同 十三 年まで 住すと 。又 安八 郡 木戶 
村 「営 川 八左衞 門は 大 垣の 城主 宮 川左衞 
門 佐 安定の 弟に て、 木戶 村に 住す」 と。 多 
藝郡條 ic 「宜川 伊勢 守 安 照 ( 號萍 船〕 は、 大 
垣の 城主 営 川 吉左衞 門 源 安定の 子に て、 
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5 ヤカハ 


信 長、 信忠 、秀吉 、秀 次の 四 公に 歷仕 
せし が、 秀次 •事 ありし 後、 流浪して、 
こ に 蟄居す。 その子 與右衞 門 も 信 長 公 
に仕へ、秀次生害の後父と共にこ \ に住 
めり。 その 弟 圓慶は 當村 寶光院 二世の 住 
僧な り」 と。 又 「上 笠 村 上 笠 古城は 永祿の 
頃、 宮川權 之 助 安濟の 居城な り。 是れ宮 
川 吉左衞 門 安定が 一族 也し」 とい ふ。 

9 若狹の 宮川氏 遠 敷 郡 宮川庄 ょ 9 起 
る 。百合 文書、 建久七 年の 源平 兩家祗 候 
輩 交 名に 「営 河權守 賴定、 M 河 武者 所 後 
家 滕原氏 」 等 見 ゆ。 

10 淸和 源氏 武田 氏族 これ も 若狹宮 川ょ 
り 起る。 同地 新 保 山に 武田 中務元 度の 城 
跡 あり。 諸家 系 圖纂に 「大 膳大夫 元信丨 
(末子〕 信熙 C 號宮川 五郎) J と 見 ゆ。 又德 
川 時代、 小濱 の兵學 者に •営 川忍齋 あり、 
営 腰條參 照。 

n 道 公 姓 越 中 國射水 郡の 名 族な り。 式 
內道 神社は 郡 內作道 村に 在りて、 道 公の 
祖彥屋 主 男心 命を 祀 り、 神裔 •今尙 ほ 祀 
事を 奉じて、 営 川 氏を 稱す ( 社傳 、神祇 
志、 志 料) とぞ 0 

12 越後の 宮河氏 舊三島 郡、 今 刈 羽 郡に 
宮河庄 ありて 「前 齊院 御領、 預所前 治 部 


卿」 と 見え、 而 して 三 島 郡の 名 族、 また 
蒲 原 郡笹堀 村の 豪族 等に 此の 氏 あり。 

13 滋野姓 信 濃 國詉訪 郡宮川 村より 起り 
しか。 海 野 幸恒の 後裔に して、 幸 重を祖 
とす o 

14 淸和 源氏 爲 f 流， にして、 初め 宗戶氏 
を稱 すと 云 ふ。 家紋 丸に 洲濱 、丸に 鱗。 
寬政 系譜、 秀忠 家臣 治 右 衞門政 次 ( 政久〕 
より 系 あり。 

15 藤 原 姓江戶 幕臣に て、 寬政 系譜に 「宮 
河 氏。 次郎 右衞 門孝乘 (櫻 田 館に 仕 ふ)、 家 
紋 井筒、 九枚笹 J ど。 

16 奥州の 営 河 氏 新 編會津 風土記、 河 溶 
郡 佐 野 村條に 「稻荷 神社 神職 宮川和 泉 • 
其の 名を 常 行と 云 ふ、 安永 中より 此の 社 
の 神職と なる」 と。 又 磐 城 國窪田 村の 名 
族に 見 ゆ。 藤 原 姓に して、 家紋 違 ひ 扇な 
りと。 又 伊達正宗 家臣に 此の 氏 あり。 

17 武藏の 宮川氏 多 摩 郡 羽 村 阿蘇 宮の神 
職 家、 又秩父 郡 社家 等に 見 ゆ。 

18 相 摸の 宮川氏 永祿役 帳に 「百 六十 ニ 
貫、 宮川左 近將監 、三 浦 葉 山鄕」 等 あり。 

19 桓武 平氏 關氏族 伊勢 國鈴鹿 郡宮 川邑 
より 起 リ 、宮川 館に 據 る。 關左近 將監盛 
老忠 業の ニ 男) の 後に して、 その 男 「盛 
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康 (藏 A 太夫、 一に 盛定 、宮川 氏 祖〕— 盛 
家 C 大和 守〕— 盛敎 (大和 守〕— 盛 純 (大和 
守〕— 盛梭 (祀伊 守、 淺野 家に 仕へ て、 五 
千 石を 領す〕 丨盛廣 (十 左衞 門、 母 姓 西 川 
氏を 稱 S— (八 代 略)— 康叙 (文 之 助、 
領 三百 八十 石餘 、本姓 営 川に 復 す〕— 康重 
(文 之 助) なり」 と。 家紋 揚羽蝶、 替紋 丸に 
酸漿。 

傳へ云 ふ 「初め 営 川六鄕 を領 し、 家臣 三百 
' 人を 有す。 货々 關の 宗家に 附隨 し、 應 仁の 
亂 、及び 長 野 家との 爭闘に 際して、 數々 
の戰功 あり。 關 安藝 守 盛 信 •織 田 信 長の 
怒を 得、 所領を 沒收 せらる \や、 宮川紀 
伊 守 盛 浚 •同じく 所領を 沒收 せられ、 紀 
伊に 蟄居す。 慶長五 年、 淺野幸 長 •和歌 
山城 主と なるや、 五千石を 以つて 幸 長に 
.仕へ、 元 和 五年淺 野長晟 •安藝に 移る に 
及び、 隨從 し. て廣 島に 赴く。 後 姓を 母 姓 
西 川に 改め、 世々 淺野 家に 仕へ 明治に 至 
る。 支流 三 家 あ 9。 本家は 中世に 至り、 

姓を 舊姓關 氏に 改め 三千 五百石を 領 す」 
と 0 

20 橘 姓 これ も 伊勢の 名 族に して、 寬政 
の 頃、 宮 川春暉 (惠 風) あり、 醫師に し 
て、 橘 南 谿と稱 す。 西遊記、 東 遊 記の 著 


あり。 

21 尾 張の 宮川氏 當國宮 川 村ょり 起る。 
宜川長 左 衞門長 春は 大和 繪の 名手に して 
春旭堂と號し、その男藤四郞春水に至り、 
勝川氏に改む、春章等名高し。 

22 雜载 その他、 武鑑に 勝 山 小 笠 原 藩 重 
臣 、高 取 上 村 藩 用人 等に 此の 氏を 載せ、 
又 加 賈藩給 帳に r 參百石 (丸內 木瓜〕 営 川 
久 兵衞」 見え r 又國學 者に 営 川 道 達 (一翠 
子〕 あり。 又 江戶の 儒者に 宮川德 (子 潤〕、 
昆 山と 號 す。 又 宮川頁 吉 子房は 龍 駒と 號 
す。 又 伏 見 奉行 公用 人に 宮川 庄大夫 •見 
え、 又 京都の 俳人に 営 河 (一に 営 部) 松 
堅、 又攝津 、越 前， 加賈 等に 存 す。 

宮上 ミヤ 力 ミ 大和に 宮上庄 、その他、 
伊豆、 相 摸 等に 此の 地名 ありて、 武藏 等に 
此の 氏 あり。 

宮域 ミヤ ギ陸 前國に 宜城郡 あリ 、和名 
抄に 美也岐 と 註し、 また 営 城鄕を 敗む。 次に 
出 羽 國置賜 郡 (羽 前〕 にも 宮城 鄕見 ゆ。 その 
他、 相 摸、 武藏 、安房 等に 此の 地名 存 す。 
1 •大伴 宮城 連 丸 子 部の 裔 にして、 岩 代 
國岩瀨 郡の 豪族 也。 延曆 十六 年 正月 紀に 
「磐瀨 郡 人 (此の 下に 欠字 あり 恐らく、 
丸 子 部 某な らん) に、 姓を 大伴宮 域 連と 


賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 藤 姓 伊澤 氏族 陸前國 宮城 郡ょり 起 
る。伊澤家景(留守氏の祖〕の弟家業*営城 
四郞 と稱 せし を 始祖と す。 後に 鹽竈 神社 
の大神主たり。家業 0- 事は東鑑卷十六、 
正 治 ニ 年 八月 廿一 日條に 「営 城四郎 •御 
使節となりて奧州に下向す。 »: 疋れ芝田次 

郞 尋問の 爲 也」 と。 詳細は 芝田條 第三 項 
を 見ょ。 

此の 役の 事、 餘目舊 記に 「伊澤 四郞 家景 
の 舎弟を 宮城の 小四郞 家業と 云 ふ。 そ も 
宜 ぎと 名 乘る根 本は、 賴朝御 逝去 以後、 
賴家 •鎌 倉 殿に 成り 給 ふ。 程なく 御 死去、 
御 弟實朝 •將 軍に なり 耠 ふ。 彼の 御代 • 
彌次郎 左衞 門と， ふ 朝敵いで きたり。 た 
けは 八 尺貳分 、男 力は 七 百 人が ちからな 
り。 云々。 

實 朝の 上意には、 家な りが 高名 比る いな 
し、 I 箇國も ニ 箇國も 給 ふべ しと 仰せら 
る。 家な 9 奧 州を 給 ふべ しと 申す、 かな 
ふま じき 由 御 詰な 9。 さらば 営 城の 郡を 
給 ふべ しと 申す。 仰せて いはく、 兄家景 
が 在 城 也、 叶 ふま じき 由 仰せら る。 さら 
ば 宮城と 申す 所 名 計り 下さるべし とて、 
にかたけ の鄕 を' 宮城 本鄕と 申す、 かの 一 


鄕ば かりにて 宮城と ぅら 書を する。 小 四 
郞家な り、 ニ 男 わらは 名に てぼぅ 丸、 营 
谷になる 。五郎 家 冬と 號 す。 是れ すげ や 
の 先祖な り。 前々 は 留守 一 ぞく 十七 人 也、 
一番の 一 ぞく 頭 •宮城 方 也 J と。 その他 
は 留守、 ^ 田、 管 谷 等の 條を 見ょ。 又 伊 
達 世 次考に 「宮城 氏 •或は 留守と 日 ふ。 
家 景の弟 家業 •始めて 宮城 小四郞 と稱 し、 
宮域郡 中を 分領 す」 と あり。 

氏人は 東 鑑卷廿 五に 宜木 小四郞 、四十 六 
に 営 木 犮衞門 尉 (留守 文書、 弘 安八 年の も 
のに も 見 ゅ。 兵 衞尉恒 家の 事 かと 云 ふ)、 
また 承久 記、 卷四に 「奥州の 住人 営 城の 小 
四郞 J を载 せ、 鹽 竈嘉祿 三年 文書に 営 城 
四郞 家業 •見 ゅ。 家業の 子 留守 介 家廣は 
東鑑の 留守 兵衞 尉に して、 其の 子は 宮城 
左 衞門尉 家政と いへ り。 家廣 •嫡 家の 後 
を 承け ければ、 嫡庶 一に 歸 し、 子孫 何の 
頃ょりか、 鹽 竈の 大 神主 職を 兼帶 したり。 
下って 永 祿 T 天 正中の、 高 森 城主 留守 政 景 
も宮域 殿と も稱 せられ、 其の 頃まで 連綿 
毋 襲す。 佌臺 藩の 時、 膽澤郡 水 澤一萬 六 
千 石を 保ち、 伊達の 一門に 列せ しは、 卽 
ち 政 景の後 也 9 留守 條 に 詳か 也。 

3 會津の 宮城 氏那麻 郡の 豪族に して、 
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新 編 風土記、 堂 山村 條に 「舊家 宮城 八 左 
衞 門。 此の 組の 鄕頭な り。 先祖は 営 城 野 右 
馬 介 盛 次と 云 ひ、 子孫 相續 きて 此に 住す J 
とい ひ、 吉田 組、 吉田 新田 村條に 「此の' 
村、 正 保 ニ 年 眞箇澤 村の 農民宜 城 八左衞 
門と 云 ふ 者 •向原 村の 境内に 新墾 せし 所 
な ssv  I と o 

4 大江姓 陰 前 國宜城 郡 営城鄕 ょり 起 
る。 家譜に 「大江 音 人丨兵 部大丞 千里丨 
維 明の 後 也」 と 云 ひ、 又 「宮城 四郎某 • 
賴朝に 仕へ、 子孫 代々 幕府に 仕 ふ。 尊 氏 
に屬 せし ょリ ，以来は、 累代 近 江國に 住す」 
と。 寬政 系譜に、 その 裔 「山城 守 某 ( 眞蓮〕 

丨 中 務少輔 某 (眞 觀〕 — 對馬守 重甫ハ 次郞 
兵衞 、宗 泉〕 丨 右兵衞 尉堅甫 (信 長、 秀吉 
等に 仕 ふ) 丨對馬 守 正 重— 越 前 守 和 甫— 
三 左 衞門和 治」 と。 家紋 丸に 揚羽四 足 蝶、 
九 枚 柏、 五 七の 桐。 子孫 四千 石、 五百石、 

千 百 石 等を 領 す。 


5 桓武 平氏 秩父 氏族 武藏國 足 立 郡 宮城 
邑 より 起る。 豐島 系圖に r 豐島ニ 郞吉國 
丨政業 (宮城 六郞〕 」 と 載せ、 寬政 呈譜に 
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r 豐 島太郞 左衞門 家淸が 後胤。 政 業 (中 
務 。太 田三樂 、及び 太 固十郞 氏 房に 仕 
‘ ふ。 天 正 十七 死) 丨美作 守爲業 •(天 正 六 
死〕—四部兵衞泰業(天正十九死〕丨 
平 右衛門 正 重 (正業〕 丨五郞 右 衞門正 次 
(政 次〕。 家紋 鳥居 形に 龜甲 •丸に 龜 甲、 
丸に 陰龜 甲」 と。 

新 編 風土記に 「足 立 郡 宮城 村 宮城 城は 宮 
城 宰相 居住の 地」 と 云 ふ。 蓋し 此の 氏に 同 
じかるべし。 正 重は 德川 氏に 仕へ て 四百 
石を 頜 す。 寬永 系圖に 「家紋 庵の 內に龜 
中」 と。 I 族には 月 星を 用 ふるもの あり。 
又 宮城 八郞重 中 •見 ゆ、 瀧 野 川條を 見ょ。 
6 三 上 氏族 近 江 三 上 七黨の 一にして、 
新羅 三郞の 裔と稱 す。 栗 太 郡淸久 寺は、 
大永ニ 年に 宮城 丹 波 守の 建立と 傳へ 、そ 
の 族 宮城 因幡 守の 墓 あ®',。 乂の 他、 第 四 
項參 照。  、 

7 阿波の 営 城 氏 一宮 家の 軍師に 宮城 梅 
雲 •見 ゆ。 

8 豐前豐 後の 宮城 氏 営 木條を 見ょ、 又 
豐薩 軍記に 宮城 數馬 あり。 

9 雜载 その他、 久松 系圖に 「豐前 守 勝 
茂の 姝は営 城主 膳 正妻」 と。 又 武鑑、 狹 
山牝條 藩 添 役に 此の 氏を 載せ、 長 藩 勤王 
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の士 に、 宮城 彥助 御楣 あり。 又 河内、' 攝 
津 、播 磨、 備 中等に も存 すとぞ 。 

宮 木‘ ミヤ ギ 前條參 照。 又 信 濃 等に 此の 
地名 あリ。 

1 桓武 平氏 武藏多 摩 郡の 名 族 也 •中 浦 
條を 見ょ。 

2 伊澤 氏族 前條に 併せ 云へ り。 

3 豐 後の 営 木 氏‘ 文祿 三年、 秀吉 •宮 
，木 長次郞 をして、 日 田 郡 郡 令と なす。 ょ 
りて 日隈 山上の 眞 光寺を 山 下に 移し、 日 
隈城を 築く と 樽 へらる (豐西 記〕。 猶ほ宮 
城條參 照。  ' 

/4 丨雜載 その他、 近 江 蒲 生 郡の 名 族に 見 

え、 又 武鑑、 毛 利藩侧 用人、 棚 倉 松 平 
藩 中老に 此の 氏を 載せ、 又 伊豫 一柳 山城 
守 家臣 宮木孚 (伯 實>  春 意〕 は羅 山門に し 
て、 兼ねて 神道に 通ず。 又 石 見、 出 雲、 
備 前、 攝津 等に 存 す。 

宮岸 ミヤ ギシ 

宮城 島 ミヤ ギジ マ 武藏 等に 在りと。 
宮北 ミヤ キタ 武藏 、加 實 、能 登 等に 存 

す 0 

宮城 野-ミヤ ギ / 力士に 宮城 野馬 五郎 あ 
9 0 \ 

宮ロ  ミヤ グチ 三 河、 遠 江 等に 此の 地名 


ありて、 武藏に 此の 氏存 す。 

官國 ミヤ ク 一一 

宮首 ミヤ クビ ミ ヤノ オビ ト 也。 

〇 営 首 之 別倭武 3: の裔 にして、 古事記 
景行 段に 「建具 兒王は 官首之 別、 云々 等 
の祖」 と あれ ど、 こは 営 道 之 別の 誤 かと 
云 ふ。 ■*、 ヤデ條 を 見ょ。 

宮 塞 ミヤ クボ 越後、 伊豫 等に 此の 地名 
あり 0 

宮久保 ミヤ クボ 甲斐* 下總 等に 此の 地 
名存 す。 

宫 # ミヤ グラ 阿波 等に 此の 地名 あり 
て、 武藏國 高麗 郡 下 畑 村の 名家に 見 ゆ、 宮 
倉三郞 兵衞の 後裔 也と。 

屯 ^ ミヤ ケ 上古、 皇室 直轄 領た りし 地 
也。 屯 倉は 御宅に て、 其の 地を 支酣， せし 官 
衙 、倉庫を 意味す る 語な れど 、轉 じて 屯 
倉頜の 土地を 指し、 その 田地を 屯田 •御田 
などと も 云へ り。 詳細は 「日本 上代に 於け 
る 社 會 組織の 研究」 を 見ょ。 

1 屯 倉 首 地方 官名の 一にして、 屯 倉を 
掌る' を 職と せし 也. > 淸 寧紀に 「赤 石 郡 縮 
見 屯 倉 首 忍 海 部 造 細目」 など 見 ゆるは、 
其の 一例に して、 こは 單に屯 倉 官舎を 掌 
るの みならず、 其の 屯 倉に 附屬 する 土地、 
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人民を 支配せ し 也。 この 人を 播磨 風土記 
に 「志 深 村 首 伊 等 尾」 と あるに よ リて知 
るべ し o 

2 依 網 屯 倉阿弭 古丹 波 氏族の 一、 ョサ 
ミ條 .を 見よ。 

3 粟田 朝臣 姓 熱 田 神宮の 社家 也。 

三 家 ミヤ ケ屯 倉より 起り しにて、 地名 
としては、 和名搀 •美 濃國 厚見 郡に 三 家鄕 
を收 め、 又備前 國兒島 郡に 三 家鄕を 載せて、 
美 也 希と訓 ず。 

1 三 家連筑 紫の 豪族、 三 宅 連に 同じ。 
觀世音 寺 文書、 天平 寶字 三年 八月 五日 
に 「早 良 郡 額 田 鄕戶主 三 家 連豐繼 、父 息 
島、 母 早 良 勝 飯 持賣」 等を 擧 ぐ。 その他、 

三宅條 第五 項を 見よ。 

2 三家史三宅史に同じ、三宅條參照 .0 
延 喜の 周 防國玖 珂鄕 戸籍に 「三 家 史廣成 
等、 八 名」 を载 せたり。 

3 無 尸の 三 家 氏 同 項 戶籍に 「三 家繼 男、 
等 四 人」 を 載せたり。 

4 筑 後の 三 家 氏 高 良 山の 社家に して、 
古緣 起に 「三 家國連 (諸國 先 使 諸務始 也)」 
と 見 ゆ。 

5 上野の 三 家 氏 金 井澤 神；® 碑に 「下 賛 
鄕高田 里 三 家 子孫 云々」 また 「三 家 毛 人 
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麻呂 J など 見 ゆ. と 云へ ども、 前者は 三 軒 
の意にて *» 後者は讀み誤りなるが如し。 

御宅' $ ヤケ 和名 抄 、武藏 國橘樹 郡に 御 
宅鄕を载せて美，也介と註す。新編風土記に、 
「これ も 今 村 名に も殘ら ざれば、 いづれ の 地 
と 云 ふ 事を しらず 。今 按ずる に 安閑 記に 载 

せた る 國造笠 原 直 使 主が 置ける 立 花 屯 倉の 
ありし 地なる-べし」 と。 

蜂 家 ミヤ ケ 和名 抄 、紀伊 國海部 郡に ^ 
家鄕 を收 む。 

明 見 ミヤ ケ 和名 抄 、近 江 國野洲 郡に 明 
見鄕を 敬め 「安 加 美、 在 南北」 と 註す。 

三 宅 々/ ヤケ 以上と 同樣 "屯 倉ょり 起り 
L. にて、 古今に 亘 9 大族也 。地名と しては、 
和名 抄 、大和 國 城下 郡に 三 宅鄕 を收 め、 美 
也 介と 訓じ 、次に 河 內國丹 比 郡に 三 宅鄕を 
收 めて 三 也 介と 註し、 河内 志に 「廢三 宅 寺 
は 丹 * 郡 三 宅 村に 在 9J と。 また 交野 郡に 
も 三宅鄕 あり、 蓋し 古の 茨田 屯 倉 かと 云 ふ。 
なほ 高 安 郡に も 三宅鄕 を 取む。 次に 伊勢 國 
多氣 郡に 三 宅鄕 ありて、 美 也 介と あり。 次 
に 尾 張 國海部 郡に 三 宅鄕見 ゆ、. 宣化 元年 紀 
K 尾 張 屯 倉、 安閑 元年 紀に 「尾 張 間 敷 屯 倉 J 
など ある、 これ かと 云 ふ。 又 中島 郡に も 三 
宅鄕 ありて、 大壕村 性 海 寺 所蔵の 正 壽ニ年 
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戊 午 六月 三日沙 彌昌 t: が 寄進 狀に 「中島 郡 
南條 三宅鄕 小捧 里」 と 見えたり。 

次に 遠 江 國麁玉 郡に 三宅鄕 を收 めて 美 也 介 
と訓 じ、 次に 相 摸 國大住 郡に 三 宅鄕 、上總 
國天羽 郡に 三宅歡 、下 總國 海上 郡、 及び 印 
幡郡に 三 宅鄕 、常 陸 國鹿島 郡に 三 家鄕 、又 

筑前 國那珂 郡に 三宅鄕 •見えて、 美 也 介 
と 註し、 次に 筑後國 上 妻 郡に 三 宅鄕 、豐後 
國直入 郡に 三宅鄕 二つを 收 む、 但し 高山 寺 
本には I のみ。 肥 後 國託麻 郡に 三 宅 _ 、日 
向國見 湯 郡に 三 宅鄕 を收む ° 

庄 としては 攝津國 島 上 郡、 河 內國高 安 郡、 
及び 若 狭 (遠 敷 郡〕、 伊豆 等に 見え、 猶ほ近 
江、 美 濃、 越 前、 越後 (三 宅 神社〕、 丹 波 / 
但 馬、 播 磨、 備前 等に 此の 地名 存 す。 

1 三宅史 河内の 古豪、 漢族に して、 周 
靈 王の 太子 晋の後 也と 傳ふ 。蓋し 當國屯 
倉の 職員たり し 氏たり しならん も、 此の 
國には 屯 倉の 數多 ければ、 何 屯 倉と 定め 
難し。 姓氏 錄 、河 內諸蕃 に 「三 宅史 。山 
田 宿 漏と 同祖。 忠意の 後 也」 と 見 ゆ。 

2 周 腐の 三宅史 前項と 同族な らん。 延 
喜の 玖珂 鄕戶籍 に r 三 宅史 子賣 等、 十五 
名」 を载 せたり 。なほ 三 家條參 照。 

3 三 宅 吉士難 波吉士  Q 一にして、 難 波 


屯 倉に 仕へ し 氏 也。 天武紀 に 「三 宅吉士 
入 石」 など 見 ゆるは、 此の 氏人 也。 後 連 
姓を 賜 ひ、 更に 思 寸 姓を 賜 ふ。 此の 三 宅 
氏は 一に 安倍 氏の 族な りとの 說あ り、 吉 
士條を 見が。 

筑紫三 家 連 多臣の 族に して、 筑前那 
津官 家の 首長たり しならん。 古事記、 神 
武段に 「神 八 井耳 命は、 筑紫三 宅 連、 云 
々等の 祖 也」 と 見 ゆ。 當 國那貿 郡に 三 宅 
鄕あリ 。火、 阿蘇 等の 條參 照' 

5 筑 前の 三 宅 連 前項 氏に 同じ。 類聚 國 
史八 十七に 「延曆 十二 年 云々、 遞 して、 筑 
前 國那賀 郡 人 三 宅 連眞繼 を本鄕 に 送る」 
など 此の 氏人に して、 觀世音 寺 文書、 天 
平 寶字ニ 年 十二月 二十 二日の 早 良 郡 人夫 
三家連豐繼(三家條參照)解に「擬大領 
外從七 位下 三 宅 連 c 在 判、 黄金)、 擬少領 
先 位 早 良 勝 c 在 判、 弟子 XT 及び 「證人 早 
良 勝 足 島、 三 宅 人 大足」 等 見え、 又 同月 
二十 一日に 「早 良 郡 額 田 鄕人夭 戶主三 家 
連 息 島 戶ロ三 家 連豐繼 解」 等 あり。 

6 攝津の 三 宅 連 三 宅吉士  Q 後に して、 
天武紀 十二 年條に 「三 宅吉士 、云々 に、 
姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 ゆ。 後に 忌 寸 
姓を 賜 ふ。 


7 日梓裔 Q 三 宅 連 天日 梓の 後裔に し 
て、 姓氏 錄 * 右京、 及び 攝津に 貫す るを 
以つ て、’ 本 貫攝津 かと 思は るれ ど、 何處 
の 屯 倉の 首な りし か詳か ならず。 姓氏 錄、 
右京 諸蕃に 「三 宅 連。 新羅 國の 王子 天日 
梓の 後 也」 と 載せ、 また 攝津 諸蕃に 「新 
羅國の 王子 天日 梓の 後 也」. など 見え、 こ 
れ ょり 前、 古事記、 垂仁 段に 「三 宅 連 等 
の祖 、名は 多遲麻 毛理」 、また 蚕 仁紀に 「田 
道 間 守は、 是れ三 宅 連の 始祖 也 J と あり 
て、 姓氏 錄と 符合す。 出 石、 當 麻、 但馬 
等の 條參 照。  ' 

8 尾 張の 三 宅 連 尾 張 氏の 族に して、 尾 

張國 風土記に 「愛知 郡 福 興 寺、 (俗名は 三 
宅 寺、 南 •郡 家を 去る 九 里 十四 步 、日 下 
部鄕 伊福 村に 在り)。 平城宮 御宇 天 靈國押 
開 櫻彥命 ( 聖武) 天皇の 神龜 元年、 主 政 外 
從七 位下 三 宅 連 麻 佐が 造り 奉る 所 也」 と 
载せ 、また 天平 ニ 年の 尾 張 國正税 帳に 「主 
帳 外少初 位 上 動 十二 等 三 宅 連」 など 見 ゆ 
蓋し 當國の 屯 倉を 掌り し 氏な らん。 此の 
國には 入 鹿 屯 倉、 間 敷 屯 倉 等 あり。 福 興 
寺を 建てし 伊福 村は 今の 祐福寺 村な らん 
と 云 ふ 0 

9 武藏の 三 宅 連秩父 國 造の I 族に し 


て、 高 橋 氏 文に 「武 藏國 知々 夫大伴 部の 
上 祖三宅 連 意 由」 など 载せ たり ,0 こは 景 
行 朝、 東方 諸國造 十二 氏に 命じ、 人を 貫 
らしめ て 膳部と せし 其の 一にて、 後世、 
萬 葉集卷 二十に 「秩父 郡の 人大 伴部少 歳」 
見 ゆ 0 

10 越後の 三 宅 連 安倍 氏と 綠故 深き 吉士 
族 か。 當國 古志 郡に 三 宅 神社 ニ 座を 載せ、 
氏人は 延曆 三年 十月 祀 に 「越後 國言 ふ、 
蒲 原 郡 Q 人、 三 宅 連 笠 雄麻呂 、稻十 萬 束 
を蓄へ 、積みて 能く 施し、 寒き 者には 衣 
を與 へ、 飢ゆる 者には 食を 與ふ 。兼ねて 
以つて 道 橋を 修造し、 艱 險を濟 利し、 行 
を 積む 事、 年を 經 たり。 誠に 擧用に 合 ふ、 
從八位 上を 與 ふ」 と。 また 大同 類聚 方に 
「吉 志藥 。三 宅 神社の 傳方、 元は 大彥 命の 
傳劑 、三 宅 連 等の 家 方 也」 など 見 ゆ。 

11 伊勢の 三 宅 連 國府に 式 內三宅 神社 あ 
りて、 今總 社と 稱 す。 天 武紀に 本國々 守 三 
宅 連 石 床を 载せ たれば、 其の 氏神に て、 
上古 屯 倉の ありし 地な らん。 

12 三 宅 臣和銅 七 年 二月 祀に 「三 宅臣藤 
麻呂」 なる 者 見 ゆ。 屯 倉 職員の 後 也。 

13 三 宅 忌 寸 _ 波 三 宅 吉士の 後に して、 
天平 寶字四 年の 攝津國 安宿 王家 地 倉賣買 


ミヤ ケ 


券に 「西 成 郡擬少 領初少 位下 三 宅 忌 寸廣 
種」 など 此の 氏人 也。 

14 三 宅宿禰 三 宅 連の 後に して、 天武耙 
十三 年條に 「三 宅 連 云々 ■に、 姓を 賜 ひて 
宿！® と 日 ふ」 と あり。 

15 三 宅 朝臣 除 目 大成 抄等に 此の 氏人 あ 
リ 。前項 氏の 後なる べし。 

16 大和の 三 宅 氏宇智 郡榮 山寺 文書、 正 
曆三年 十二月 二十 一日 符 に r 檢大掾 判官 
代 三 宅 (花押) 、 宇陀 郡 宇多 水分 神社 緣 
起に 「永祿 庚申 歳 九月、 玉 岡 社 司 三 宅 尾 
嗣 J 等見ゅ 0 

17 山城の 三 宅 氏 天 正 十 年、 明智 光秀の 
叛亂 する や、 其の 將三宅 綱 朝を 勝 龍 寺 城 
に 居き、 西國の 通路を 塞 r。 六月 十三 日 
の戰 、光秀 敗れ、 綱 朝 自殺す。 その他、 
多し。 

18 貿茂縣 主 姓上實 茂 社の 社家 也。 

19 河内の 三 宅氏延 元の 頃、 楠 氏に 從ひ 
し士に 三 宅 源 內兵衞 あり。 又 永 祿ニ年 交 
野郡侍連名帳に「津田村三宅刑部少輔重 
仲」 を载せ 、寬永 三 宮拜殿 着座 覺に 「三 
宅 氏 ニ 軒」 見 ゆ。 その他、 安見 條を 見よ。 

20 ■難 波 三 宅氏當 地に 三 宅 吉士、 三 宅 連、 
三 宅 忌 寸 、及び 三 宅 人 等 ありて、 又 難 波 
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三 宅と 云 ふ も、 正 ^ 院寳 ■ニ 年 文書 等に 
見えた リ 。大 甞會の 時の 吉志 舞に、 安倍 
氏 •か、 吉志 、大國 、三 宅、 日 下部、 雖波等 
の 氏を 率ゐて 舞 ふ 事、 北山 抄 tc 見 ゆ、 _ 
波、 吉士 等の 條を 見ょ。 又 後世、 一 很 華の 
奮 家に 三 宅英齋 あり。 

21 三 島の 三 宅 氏 島 下 郡に 三 宅 村 あり、 
吉師 部と 共に 難 波 三 宅に 奉仕せ し 三 宅 氏 
のありし地なるべし。而して後设、三宅 
村 太 中に 三 宅 城 あり、 三 宅 氏 设々 據る 。天 
文 年間、 三 宅 出 羽 守國村 •細 川 氏 綱に 與 
し、 その 十六 年 二月、 三 好 長慶に 攻めら 
れ て、 三月 二十 二日 降る。 同 十八 年、 三， 
好長襃 の宗 三と 戰 ふの 際、 出 羽 守 •宗三 
に 屬せざ りしを 以 つて、 細川喑 元の 將香 
西 越後 守 元 成に 攻め 取らる。 次いで 元 成 • 
當 城主と なり、 睛 元、 宗三 の爲に 盡 す。 同 
年 五月 三日、 三 好 日向 守 長 緣と總 持 寺の 
西 川原に て戰 ひし も 敗北し、 姬田山 域 守、 
久来 彌六郞 等 討死せ り。 同月 二十 八日、 
喑元も 人 城して、 I 時宗 三方の 本據 の觀 
あ 9。 同 六月 二十# 日、 長 慶の將 十 河 民 
部大夫 一存 •當 城を 攻め、 大ぃ に 城兵を 
破る。 其の後、 宗三戰 死して、 當城 益々 
奮は ず、 喑 元は 丹 波路を 經て 嵯峨に 逃る。 
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e ヤケ 

此の 三 宅 氏 も 古代 三 宅 氏の 裔な らん。 昧 
舌 蜂 前 寺 永 正 元年 不動 像識に 「飛 驛守三 
宅國英 」 なる もの あり、 三宅國 村は その 
後 也。 

22 和 泉の 三 宅 氏大鳥 郡の 名 族 也。 三 宅 
十五 郞と云 ふ 人 •其の 父 五郎三郎の 沈痫 
を 治せん と斷 食潔齋 して、 住吉 神社を 祈 
る。 靈夢 ありて、 無量 壽佛 を拜せ しに、 父 
の 病 平癒す、 因って 伽藍 七 堂、 支院 十二 
字を 建立す。 北朝の 光明 院は 山號を 勅定、 
寺 名を 引接と 號せ しめ 給 ふ。 又 後に 堺五 
奉行の 一に 此の 氏 あり、 その 男 三 宅寄齋 
(喜 齋〕 島 (字 亡 羊〕 は 儒者と して 名高く、 
後陽成、 後水尾、 兩帝に 侍講し 奉る。 そ 
の 女婿忠 兵 衞道乙 (子 燕) は 本姓 合 田 氏， 
鞏 革と 號す 。その 裔は津 藩 三 宅 氏、 阿波 
藩 合 田 氏、 備前藩 三 宅 氏、 中 津藩星 合 氏 
の 四 家と なる ◦ 

23 播 磨の 三 宅 氏 飾 磨 三 宅ょり 起り、 天 
日搶の 裔と傳 へらる。 永 承 n 年、 三 宅 朝 
臣 光平 •當國 少掾に 任ぜら ると。 詳細は 
兒島條 を 見よ。 

又黑田 家臣 三 宅若狹 家義は 初 名 藤 十 郞、 
後に 孫子の 不動 如 山と いへ る 語を 取りて 
山 太夫と 改め、 晚 年若 狹と號 す。 播州 三 
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宅の 人に して、 父を 次 太夫と 云 ふ。 藤 十 
郎 •未だ 孝 高の もとに 來ら ざる 時ょり 旣 
に 武功 有り、 孝 高に 仕へ て、 佐 用 郡なる 
赤松の 末 族眞島 右馬助を 責め 取り、 其の 
外、 上方 西國に て 高名 有り。 豐 前にて は 
藤十郞 "千 五百石を. 賜は 0、 城 井中 務を 
責め、 筑前 人國の 後、 遠貿 若松の 城に て、 
三千 戈 百 石を 頜 す。 元 和 八 年 十月 六日、 
若松 城に て 死去す、 行年 七十 ニ 歳。 又筑 
前ん 國の 時* 遠賀郡 中島を 守る と。 

又 明 石の 人 三 宅 儀 左衞門 (雲 八 郞 、儀 平 
ニ〕 重 固 (丹 治) ぼ、 儒者と して 名高く、 
尙 齋と號 す。 その 父 重 貞は 故 ありて 平手 
氏を 稱せ しが、 尙齋に 至りて 復す 。その 
室 田 代 氏 も 名高し。 

24 美 作の 三 宅 氏 流 江 安室 記に 三 宅 助 兵 
衞 、川端 氏所藏 文書に 三 宅 十 右衛門 等 見 
え、又勝北郡小吉野庄小畑村庄屋に三宅 
十右衞 門、 又 勝 間 田の 三 宅 氏は §• 五十六 
舊 家の 一也。 又 醫生三 宅 順 造 等 多し。 

-25 備 前の 三 宅 氏 兒島屯 倉の 職員の 後な 
り。 此の 屯 倉は、 鈥明紀 十七 年條に 「蘇 
我 大臣 稻 見佰 福 等を 備前兒 島 郡に 遣は し 
て、 屯 倉を 置き、 葛 域 山 田直瑞 子を 以つ 
て、 田 令と 爲 す」 と 載せ、 のち 敏達紀 十 


$ ヤケ  芫ー 一四 


ニ 年條に 「日羅 等* 行きて 吉備兒 島 屯 倉 
に 至る」 など 見 ゆ。 蓋し 和名 ^ ^ 兒島 IT 
三 家 鄕と見 ゆる 地に 存せ しなるべし。 
此の-氏は 此の 屯 倉を 掌り し 氏な らん 事、 
想像す るに 難から ね ど、 そ， の 出自は 明白 
ならず。 よりて 或は 天日 槍の 裔 、第 七 項 
三 宅 連の 族と す。 こは 記祀 、姓氏 錄 等が 
三 宅 連を 天日 槍の 後と する を 採 9 しに 
て、 一理な きに あら ざれ ど、 其の 實 、三 宅 
氏には 數流 ある 事 上述の 如く、 事實に 於 
いては、 猶ほ多 かりし なるべし。 而 して 此 
等は 凡べ て、 屯 倉の 官人 たる 其の 職名を. 
氏と したるな れば 、その 奉仕す る 屯 倉の 
異なるに從ひ、家を異にし、大體に於い 
て 氏族を 異にせし や 明白 也。 よりて 姓氏 
錄所载 三 宅 連が 天日 槍裔な るは 古典に 照 
して 明かな れ ,、 此の 三 宅 氏を も 日 槍の 
裔とは 類推し 難し。 

次に 此の 三 宅 氏に 關 し、 浮 田 家譜、 及び 
宇喜多 能家畫 像贊 等は、 其の 祖 •百濟 よ 
り出づ となせ り。 即ち 能家晝 像の 贊に r 竊 
かに 和 泉 前 司. 能 家の 家牒を 按ずる に、 上 
世、 百 濟國に 居る。 甫兒の 時、 兄弟 三人 • 
船を 泛べ て備前 一島に 來リ 、始めて 新 第 
を M 日め、 旗幟に 皆兒の 字を 書き. て紋と 


爲す矣 C 仍 りて 其 處を兒 島と 日ふ焉 。中 
歳、 姓を 立て X 三 宅と 稱 し、 而 して 武名 
あり。 諸 孫 •備 の鄕邑 に 瓜 蔓 して、 宇喜 
多 氏と號 す」 と。 よりて 此を 前述、 天日 
槍と 關聯せ しめ、 百 濟と云 ふは 新羅の 傳 
へ 誤り 也と し、 以つて 其の 說に 援引す。 
、され ど 此の 浮 田 傳說は 三 島傳說 より 来り 
しにて、豫章記に「孝靈天皇丨伊豫皇子 
(和氣 の 姬を娶 る。 三 子を 產 めり、 怪異 
の 思を 生して、 空 船に 乘 せて、 海上に 流 
す、 云々。 三 子 皆 海 童に 養は れ て、 吉備 
の 小島に 著く、 則ち 備前兒 島 •是れ 也。 
嬰兒 •各 宅を 造りて、， 三 宅 有り、 初産は 
幼少に して、 是に留 る。 三 宅 氏の 曩祖是 
れ也 、云々」 と载 せ、 また 系圖に 「伊豫 
王子 _ 

丨從 一位 諸 山 祇大明 神 (大 宅、 庵原〕 之祖 
— 第二 王子 (三 宅、 兒 島) 之祖 
丨第三 越智 王子 

と あると 同 神話に して、 共に 大山 積 神が 
百濟 渡来の 神な りと 云 ふ 古傳說 より 來 9 
しにて、 伊豫 國 風土記に 「乎 知 郡 御島に 坐 
す 神、 御名は 大山 積 神、 一名は 和 多 志大神 
也、 是の 神は、 難 波高 津宮 御宇 天皇の 御 
世に 顯はれ ます。 此の 神は 百濟國 より 度 


リ來 坐まして、 津國 御島に 坐す 云々。 御 
島と 云 ふは 津國 御島の 名 也 J と あるに 基 
く 也" 卽ち 天日 槍の 神話とは 別 系統に 屬 
す。 混同すべき にあらず。 
鑷って考ふるに、此の氏、並に越智、庵原 
等の 諸氏が、 總べて 此の 神話を 以っ て、 祖 
先の出づる處を說明するを見れば、其の 
間に 一條の 脈絡な かるべからず。 卽ちィ 
ホ ハラ、 ヲチ、 n ジマ 等の 條に 述べた るが 
如く、 此等の 諸氏は、 總べて 大山 津 見神 
を 氏神と する による。 卽ち 氏神の 傳說を 
以 つて 自家の 出 自を說 明せ し 者に 外なら 
ず。 而 して 孝 靈 帝よ 9 出づ となす は、 庵原 
氏の 吉備 氏族なる が 上に、 此の 氏 も亦吉 
備氏 族た 0 しに 據 る。 吉備 氏族は 孝靈天 
皇の 皇子 吉備 津彥 命より 出で、 吉備 地方 
の 諸 國造家 •上 道、 下道、 笠 等の 諸氏、 皆此 
の 族 也。 地方の 屯 倉は 多く 其の 地方の 國 
造を して、 經營 せしめ、 管理せ しめ レ 者な 
るが 上に、 此の 傳說 より 窺へ ば、 兒島屯 倉 
も 亦 其の 所在地の 國 造吉備 氏の 掌り し 者 
にして、 後 遂に 職名を 氏と せし が 如し。 卽 


條を參 照せ ょ。 

25 氏人 太平 記卷 十六に r 四月 十七 日の 
夜半 計に" 兒島三 耶高德 •己が 館に 《を 
かけて、 僅か 二十 五 騎に てぞ打 出で ける。 
國を 阻て 境を 隔てた る 一族 共は、 事 急な 
るに 依って 相儅す に 及ばず、 近邊の 親類 
共に 事の 子細を 告げたり ければ、 今 木、 
大 富、 和 田、 射 越、 原、 松 崎の 者 共、 取 
る物も取り敢へず馳著きける間、其の勢 
二百 餘騎に 成りに けり、 云々。、. 

高德 は內 甲の 疵 痛手 也け る 上、 馬ょ 9 落 
ちけ る 時、 胸板を 馬に 强く蹈 まれて、 目昏 
れ 魂消え ければ、 暫く 絕え 入りたり ける 
を、 父 備前 守範長 •枕の 下に 差寄リ て、 
昔 鎌 倉の 權五 郎景 政は、 左の 服を 射拔か 
れ 、三日三夜まで、 其の 矢を 拔かで 、當 
の 矢を 射たり とこ そ 云 ひ傳へ たれ、 是れ 
程の 小疵 一所に 弱リて 死め ると 云 ふ事や 
有るべき。 其れ程、 云 ひ 甲裴な き 心を 以 
つて、 此の 一大事を ば 思 ひ 立ちけ るかと 
荒ら かに 耻 しめけ る 間、 高 德忽に 生 出で 
> •、我を 馬に 舁ぎ乘 せよ、 今一 軍して 敵 
を 追拂 はんと ぞ 申しけ る。 父 大 K 悦いで 
今は 此者 よも 死な じ、 いざや 殿原、 爰 
をに 有りつ る 敵 共、 追 散さん とて、 今 木 


ち 此の 三 宅 氏は 吉備氏 の 族 也と なすを 最 
も 信に 近し と 推定す 。なほ ィオ ハラ、 コ 
ジマ、 ゥキダ 、ヲ チ、 キビ、 ミ シマ 等の 
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太郞 範秀 、舎弟 次郎 範忡 、中 西四郎 範顯、 
和担五部範氏、松暗彥五郞範家、主從十 
七騎に て 敵 二百 騎が 中へ まつし ぐらに 懸 
人り ける」 と。 和 田、 及び 見 島 等の 條參 
照。 

またニ十四に備前國住人三宅三郎高德と 
載せ、 又波智 の金剐寺文安五年文書に三 
宅時實 、浮 田 分限 帳に 三 宅八郞 等、 蓋し 
此の 族 か。 又 兒島郡 山 田邑の 豪族に 三 宅 
氏 あ リて天 正 年中に 及ぶ、 山 田條參 照。 
その他、 兒 島、 宇喜多、 和 田、 今 木、 中 
西、 大富 、 射_ 、原、 松畸 、坂畸 等の 條 
を 見よ。 又 見聞 諸 家紋に 


又 高 德の男 高秀は 三 宅 太 耶と云 ひ、 その 
男 高 貞も三 宅を 稱 し、 高秀の 後は 「小 太 
郞高 家— 土 佐 守信德 (宇喜多と 號す〕 」な 

りと 云 ふ。 

27 佐々 木 氏族 「宇多 源氏に して、 兒島高 
y の 末流な り」 と 云 ふ。 家紋 輪寶 、三 星、 
右 巴、 桐、 菊、 四 目 結。 こは 佐々 木 盛 網 
の 嫡孫 重 ® •三 宅の 家を 相續し •高德 ば 
其の 四 代の 孫 也との 說を 探れる 也。 


28 備 中の 三 宅 氏 永 正の 頃、 連 島の， 城主 
に 三 宅 和 泉 守國秀 あり。 その 十二 年、 琉 
球を 取らん と 欲し、 薩摩坊 Q 津に 到りし 
が、 島津 忠隆に 破られて 兵船を 燒か る。 
又淺ロ郡西浦の豪家に此の氏あ5、高德 
の 裔と云 ふ、 高雅の 男 辰 藏高哲 は 西 浦と 
號す 、晝を 善くす。 その 男 高 幸は 勤王の 
志 厚く、 中 川 侯に 仕 ふ。 

29 赤松 氏族 これ も 備中淺 ロ 郡の 名 族に 
て、 長 尾 村 三 宅賢一 氏所藏 文書に 「人皇 
六十 ニ 代 村 上 天皇の 御子 具平視 王と 申し 
奉れる 親王の 御子を 師 房と 云 ふ。 師 房ょ 
り 八 代 目を 季 房と 云 ふ。 播磨 赤松の 莊を 
賜 ひて 居す。 從つて 赤松 氏を 稱 す。 季 房ょ 
り 十五 代 目を 長 治と 云 ふ、 長 治は 別 所 氏 
を稱 す、 小三郞 、刑 部少輔 と 云 ふ。 長 治は 
播州 三 木 城主と 成る。 豐臣 秀吉に 攻めら 
れ 、自殺 落城す。 其の 子定治 •家臣と 俱 
に遁れ て、 阿波 國阿波 郡 柿 原 村に 住し、 
三 宅 氏を 冒す。 

天 正 五 年 〇 月 〇〇、 當 家の 一族 集會 して 
典 儀を 探聚 し、 先祖 代々 の系圖 、記録、 舊 
記 等を、 臣小林 一 學 をして、 撮 毫謄寫 せ 
し め、 以って 諸を 後裔に 傳ふる 者 也" 
家紋 •三つ巴、 添 絞 •萎、 ニ 重 角、 幕紋. 


三 ッ引兩 印 •同。 初代 三 宅 又助定 治— 
ニ 代 治. 郞兵衞 — 三代 五兵 衞—四 代 與三右 
衞門丨 五代 五兵 衞丨六 代 次 五右衛門— 七 
代 五兵衛 (役人 帶刀 御免〕— 八 代 治 郎兵 
衞 (當 代より 德島 侯に 奉仕、 妻 森 平作 女、 
此の 姉御 殿に 上り 大守樣 を 生み 奉る〕」 
と。 近き 世、 備中に 移りし 血。 

30 安藝 赤松 氏族 藝藩通 志、 豐田 郡條に 
「下 * 方 村 111 宅 氏 •赤松 播磨が 後裔、 三 宅 
三 郞左 衞門吉 光を祖 とす。 今の 千 石まで、 
设 々里 社の 奉祀たり C 二十 六 世な り」 と 

いふ 0 

31 湯 氏族 、，れ も 安藝の 豪族に して、 若 
狹國 人湯大 膳の 裔孫 •佐 伯 郡 三 宅 村に 住 
して 三 宅 支 蕃と稱 す、 その 男 主計 •武田 
氏に 從 ふ。 

32 佐 泊 姓 安藝 屈指の 名 族に して、 一に 
源 姓と も、 藤 姓と も 云 ふ。 府中の 田 所 職 
より 嚴島 神社の 上 卿を 動む。 蓋し 勅使 代 
として 神社に 奉幣せ しもの が、 常 職と な 
りし もの かと 云 ふ。 傳說に よれば、 延喜 
年中より 此の 地に 來 ると 稱し 、後世は 三 
宅 刑 部を 通稱 とす。 田 所、 上 卿、 保 井田、 
石 井、 大呑 等の 條を 見よ。 

又 通 志、 安藝 郡 府中 村 三 宅 氏條に 「先祖 


三宅新左衞門胤信は村0城主、白井備中 

.が 家人た o。 其の 子 兵 部丞就 世、 毛 利 家 
に 事へ、 後 仕を 辭し て醫 となる。 其の 子 
彌右衞 門就祐 ょ ^. ® 々 里 正と なる」 と。 

33 安藝 三 宅 氏 以上 一 一一 項參 照。 また 安西 
軍 策に 三 宅漓丞 (香 川 方) を 载 せ、 又 通 
志、 高宮郡 可 部 町 三 宅 氏條に 「三 宅 某 • 
熊 谷 氏に 從ひ來 りて、 三人 庄に 居る。 寬 
正の 頃、 勘 兵衞 致仕し、 鍺冶を 業と して 
可 部に 移る。 家譜 燒 亡して 古き こと 傳は 
ら ず」 と。 又廣島 藩醫に 三 宅西涯 、その 
男董 庵" 共に 名 あり。 

34 周 防の 三 宅 氏 第二 項 三 宅史の 族なら 
ん 。延 喜の 玖珂鄕 戶籍に 「三 宅繼支 •付 伊 
寶戶主 三 家兄 男戶」 など 載せたり 。また 
後世、 當國 Q 三 宅 氏は、 丸に 梅 鉢を 家紋 
とす。 

35 出 雲の 三 宅 氏 備前三 宅 氏の 族 かと 云 
ふ。 安西 軍 策に 「尼 子方 三宅弘 三」 見 ゆ。 

36 淸和 源氏 足 利 氏族 石 見國の 豪族に し 
て、 三 宅系圖 に 「尊 氏— 三 宅勝貞 (石 見 
三 入 庄ニ千 貫を 賜 ふ、 矢 上 熊 頭 城主、 藝 
能 越 所々 の 合戰に 功 あ 9。 應 永ニ卒 、室 
は 福 光 域 主 福 屋隆利 女〕 丨勝直 (，石 見守、 
永 享三卒 、室は 中 村 山城 守 女。 その 弟 勝 
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豐は 早世、 その 弟 雅樂之 介 勝 重は 上 出 羽 
に て戰 死す〕 丨勝義 (幼名 力 之 助、 石 見守、 
度々 戰功 あり。 享 德ニ卒 、尼 子に 屬 す。 
妹は 福屋 加貿守 室〕— 勝 茂 (幼名 勝 千代、 
石 見守、.. 文明 十四 年卒 、妻 佐 東 香 川 氏 女。 
弟 好 勝は 三 宅 佐右衞 門、 山吹 城戰 死。 其 
の 弟 正 勝は 小 笠 原 家 養子〕— 勝 正 (筑前 
守、 長享ニ 、伯耆 江 尾城戰 死， 弟は 正 美、 
妹は 一休 和尙 弟子〕— 信 勝 (筑前 守、 養子、 
實は四 代 勝義の 末子、 軍學兵 術の 達人、 
戰功 あり、 永 正 七 年卒〕 丨信行 C 筑前 守、 
天文 十一. 赤穴戰 死。 弟 信 正は 小 笠 原長德 
養子〕— 勝 益 (石 見守、 天文 十一、 毛 利に 
屬 し、 永 祿ニ年 四月 卒す。 弟 信 時は 藝州 
己斐 家相 續 、其の 弟 勝 信は 民 之 進、 長 州 
に 行く、 子孫 有り〕 丨勝政 (三 左衞 門、 弟 
三郞 勝秀 、勝 之 助勝弘 等、 子孫 出 雲、 石 
見に 在り)」 と。 

石 見 志に r 邑智郡 矢 上 村 熊ヶ頭 城主 三 宅 

筑前 守勝貞 •足 利 尊 氏の 裔と稱 すれ ども 

信じ 難し。 延文 三、 石 見 ニ 千 貫を 賜は り、 

来て 城を 築く。 その 男 勝 直 •永 享三 卒、 

妻 中 村 山城 守の 女」 と载 せ、 又 多 胡 系圖 

に 「前 眞繼男 好 信は 土 居 三 宅 氏の 養子」 と 
あり 0 
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37 筑 前の 三 宅 氏 第五 項參 照。 又 延喜十 
六 年の 太宰府 解に 「早 良 郡 司 三 宅 春 則」 
見 ゆ (帝王 秘記〕 。此の 三 宅 氏は 阿蘇 神の 
末孫と 傳へら る。 比 伊 鄕片江 村に 阿蘇 神 
社 あり。 多、 阿蘇、 ^ 等の 條參 照。. 

38 肥 前の 三 宅 氏 備 前の 三 宅 能 家、 三 宅 
繁家 等の 裔と傳 へらる。 

39 河 野 氏族 伊豫の 豪族に して、 河 野 系 
圖に 「得 能 冠者 通 俊 丨太郞 通 秀—信 綱 (三 
宅 十®、 其の 弟 通 方 (三 宅 七 郞〕 J など 見 
ゆ。 南北朝の 頃、 宮 方に 屬 して 忠勤す** 
土 居、 得 能、 土 肥 等の. 條參 照。  - 
又後货 、河 野 系圖に 「通 直— 喑 通— 通宣 
(三 宅 惣左衞 門〕」 と 載せ、 又 明治 海軍 大 
軍醫に 三 宅貞造 (野 間 郡 菊 間の 人) あり、 
日淸 役に 死す。  - 

40 紀 伊の 三宅庶 名 草 郡 六十 谷 村 伊 也 土 
神社の 神主 家に 此の 氏 あり。 續風土 記に 
「雄 士三宅 助四郞 •神主、 三 宅 氏な り」 と 
見 ゆ、 猶ほ 次項參 照。 

41 淸和 源氏 足 利 氏族 那實郡 粉 河 庄の名 
族 也、 島條 第三 十一 項を 見よ。 

42 淡 路の三 宅 氏 文祿の 頃、 三 宅 丹 波 守 
あり、 豐臣 氏の 代官に して、 三 原 郡 志 知 
城に 治す。 
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43 細 川 家臣 應仁 紀卷 ニに 三 宅 氏を 載 
せ、 又明應 の 頃、 三 宅七郞 氏 村 あり。 又 
細川兩家記に多く見ぇ、又「三宅出羽守 
( 國 村) 本願 寺 一味に て 云々」 と。 

44 淸和 源氏 新田 氏族 丹 後 國丹波 郡の 豪 
族に して、 神戶城 (河邊 村) は 三 宅 美 作 守 
.の 居城 也。 日 置 落城の 後は 金山 周 防 守 も 
同居せ 9 と。 此の 三 宅 氏は 新田 義貞の 末 
流と傳へ、.越前國に有けるを、一色松丸 
に 隨從 して 當城 主と なれ 9 と 云 ふ。 

45 加 貿 Q 三 宅 氏 橋 爪 佐 1' 氏 云 ふ 「加 實 
松 任の 三 宅 氏は 三 宅 右近の 裔に て、 其の 
先を 天日 鋅とな し、 三 宅 宿 漏に 至って、 は 
じめ て 三 宅の 姓を 賜は りし ものに て、 古 
は 屯 藏 (屯 倉) とも 書きし とい ふ。 彼の 
三 宅 橘 園は 卽ち この 系統な り (現今 他に 
數家 あるは 其の 別家、 又は 其の 氏を 貰 ひ 
受けた る ものな り〕。 家紋 だきめ ぅが。 

三 宅 右近 (西 國 武士  •松 任へ 来る〕— 兵 
衞 ■(此の間 數 代、 富 樫 氏に 屬す〕 ..•伊 兵 
衞祐成 (天 正 頃 鄕士の 長)— 與次 右衞門 
祐 圓— 伊 右衞門 (早世)— 傳右衞 門— 傳 
右 ‘衞 門— 祐西 C 本 誓 寺 達 中と なる〕— 祐 
支 (寺 號西念 寺と 稱す Y 慈 僧— 寬 信— 仁 
成— 渙然 = 德山 (實ゅ 仁 成の 子、 早®〕、 
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妹 (渙然 の 女、 見 善の 室)、 見 善 S 澤正 
永寺ニ男)丨之孝、弟芳流(こ 0- 子寬心 
亮樹〕 、弟 融然 (信 誠 寺 住職)、 弟佐敎 •號 

松 陽。 

又與 次右衞 門の 子、 伊右衛門の 弟、 又 兵 
衞祐專 (延寳 頃、 車屋と 稱 す〕 丨伊 兵衞 

(この 弟に 平兵衞 、文 右衞 .門 あり。 文右衞 
門の 子に 三郞 右衞 門と 又 七と あり、 又 七 
元服して 伊 兵 衞と稱 し、 祐甫の 養子と な 
る)— 甚左衞 門、 弟 伊 兵 衞祐閑 (又 七、 
實は 文右衞 門の 子祐 閑、 連 水先 生、 明 和 
六 年歿) 、伊 兵 衞祐智 (雨 靜 軒、 天明 六 年 
歿〕— 伊 左 衞門祐 意 (文化 七 年 S —又 
太郞 (諡 文景 、虢橘 園、 文政 ニ年歿 )、 弟 
伊 兵 衞祐康 (號 不知 老齋 = 兵衞) …… 三 
宅 九 八 郞。 

右近は 備 後三郞 高德の 嫡流と 傳 ふ。 甞て 
京邊に 屯せ しが、 亂 軍の 時に 當 り、 其の 
子兵衞 と共に 兵 及を 避けて、 石 川 郡 松 任 
へ 来り 止る。 其の 年月 詳なら ず。 (一 說に 
建武の 頃と-いふ〕 。其の 墓所 一 境 あり、 現 
石 川縣立 農學校 前にて 車屋 三昧と 稱せし 
が、 近年 布 市町 御坊 三昧へ 移す。 兵衞は 
父 右近を 供奉し 来り、 此の 地の 鄕士 とな 
る。 其の後 數代 相續き 富 樫 氏に 屬 し、 長 
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享ニ年 滅亡に 至る まで、 屢 々軍功を 立つ。 
伊 兵衞は 初め 與次 兵衞祐 成と 稱 し、 鄕士 
の 部長た リ 。鏑木 氏に 屬す 。連年 軍戰止 
むこと 無く、 天 正 五 年上 杉 謙 信 •此の 地 
へ亂 人の 時、 祐成 •病床に 伏し、 鏑木家 • 
旣に 落城し たれ ども 出陣す る 能は ず、 席 
を 柏て 憤激す。 かくて 天 正 八 年、 德山五 
兵衞尉 (則 秀) 入城す るに 當 9、 感慨の 
情に 堪へ ず斷 然として 武を 偃せ、 閑居し 
て淸 明の 時を 待つ こと し、 伊 兵 衞と改 
名す、 時に 天 正 十 年な りき。 前 田 利 長 •天 
正 十三 年まで 松 任 四 萬 石を 頜 し、 御 在 城 
の 間は 御内 御用を 勤めて 御懇な る 上意を 
蒙りし とい ふ。 與 次右衞 門祐圓 は祐 成の 
子、 法名 祐國 、油 屋と稱 す。 松 任 町 年寄の 
始なリ 。又 兵衞は 法名 祐惠 、祐圓 の ニ 男 
なり。 寬永六 年 家事を 分ち 隣家へ 出づ 3 寬 
永 十七 年隱 居。 是 ょり 前、 當 地に 水車 末 だ 
なし。 祐專 •舎弟 孫 兵衞と 同道して 上京、 
山城 國にて 水車を 見受け、 歸つて 松 任 
に 於いて 水車を 造 ^ 。 爾來 諸人 大に 利を 
得、 其の 功業を 推稱 して 車屋と 云 ひ、 遂 
に 家號 となる。 祐專 また 細工を 好み、 香 
盤 等の 自作 今尙殘 る。 延寶ニ 年 八月 八日 
歿 、壽 七十 三。 五男 ニ 女 ぁり。 


伊 兵衞 法名 祐閑は 童 名 又 七、 文 右衛門の 
長子、 祐甫の 養子と なる。 連 水と 號 し、 
设人連 水先 生と 稱 す。 能 順の 門に 遊び、 
連歌の 達人な り。 伊 左衞門 法名 祐 意は 市 
三郞、祐智の嫡子。天明八年町年寄とな 
る。 溫良淳 直、 茶 札 栽 菊を 嗜み 、身は 市 
井の 中に 在りて、 志は 君子の 林に 棲み、 
德音夙に高し。遂に雲上に聞ぇ、文化四 
年、 公卿 尊貴 等 •各々 詩歌 もて 古稀の 高 
齡を賀 せり。 同 七 年 九月 十五 日 正午 端坐 
して 終る、 _ 七 十三。 四 男 ニ 女 ぁ 90 其 
の 三年 後、 墓に 石碑を 建つ。 藤 原資 善 卿 
(勘解由小路>銘文を撰し、皆川ニ性猷 
藏 これを 書し、 勘 解 由 長官 菅原長 親 •篆 
額を 書す。 

又太郎 は 諱は 邦、 字は 元 興、 威 如 齋と號 
す。 また 橘 圍と锿 する は、 朝鮮 學士 李顯 
相の名づくる所なり。幼にして顴悟、拾 
歲經 書を 講じ、 十三 歳 文 詩 三百 餘首 ぁり。 
天明 八 年 京師に 遊び、 龍 草 廬を訪 ひし も、 
其の 經義を 講ずる こと 己の 意に 滿たず し 
て 遺る。 享和ニ 年 戌 十月、 再び 京師に 遊 
び、 皆川淇 園を 訪ひ 、ニ 條兩替 町に 帷を下 
し、 三 宅 又太郞 と稱 し、 儒家を 立て 學識を 
發 揮す。 文化 六年對 馬に 遊び、 以耐 庵に 在 


り。 偶々 朝鮮人 來朝 する に 逢 ひ、 其の 學 
士と 筆談し、 詩文 贈答 數 M に 及び、 鮮人 
大に 感服す。 聲名 天下 2 轟き、 四方 來つ 
て 業を 受け、 門籍 遂に 一千 人に 及ぶ。 鷹 
司 禪閤に 徵 され、 花山院 、日 野、 大炊御 
門、 甘露 寺、 高 辻、 小 倉 •梅溪 、芝 山 等 
の 諸 公卿み な寵遇 殊に 厚 かりき。 孝經、 
論語、 中庸 等の 註解、 和孝經 、儒學 論、 論 
語定 書、 詩學 訓話、 花 月 百 詠、 皇代紐 鑑、 
冀 經濟錄 、排怫 論、 風雅 集、 菖蒲 草、 助 
語審 象， 虛 字解、 西遊 筆騰 、孝 應錄 、左 

.氏 傳發 揮、 左 國雪寃 、莊 子辨疑 等の 著 ぁ 
りて、 籙林 情盟は 花山院 右大將 公、 薄 遊 
漫载は 朝鮮の 金善臣 、各々 其の 序を つく 
る。 文政 ニ 年 八月 二十 二日 京都の 喬居に 
.て 歿す、 壽五 十三。 門人 私諡 して 文景先 
生と いひ、 法名を 兼ぬ。 且つ 儒家の 禮を 
以て、 洛東鳥 部 山に 葬り、 墓碑 其處に 建 
つ。 天 眞道人 •之を 筆す。 ニ 女 ぁり。 先 
だちて終る」と 0- 

又 加 實藩給 帳に 「四百 五 拾 石 (丸 內抱 柊) 
三 宅 平 太 郞」 |:- 载せ、又醫師壯健齋の男 
蘭芳溪 、その 男 三宅恒 (立 軒) は 勤王家 
として名あり。 

46 能登の三宅氏當國の豪族にして、弘 


治 三年、 三宅備 後は 溫井備 中と 共に 二宮 
ょり 進みて、 福 水 城に 陣 す。 又 天 正 七 年、 
溫 井景隆 、三 宅 長 盛、 謙 信の 死に 粟 じ、 
轡 田を 欺きて 松 白へ 引出し、 平 子を 急攻 
して、 平 子を 殺す。 三 州 志、 鹿嶋郡 七 尾 
城條に 「天 正 七 年、 溫 井景隆 、三 宅 長 盛 • 
逆 威を 振 ひ、 有 坂を 攻めて 斯の 城を 奪へ 
り。 八 年長 連 龍 •溫 井、 三 宅と、 金丸菱 
脇に 戰ひ 、勝に 依りて、 三 宅 潜行し、 安 
土に 抵り て斯の 城を 信 長 公に 献 じ、 罪狀 
を 陳謝す る ^ 、 溫 井、 三 宅 •姑く 死 首を 
續 けて、 又 此の 城に 居し、 九 年、 溫 井、 
三 宅 •菅屋 長 賴に阿 腴 し* 禮 遇を 厚く し 
て斯 城を わたし、 各々 石 動 山に 登る」 と。 
その他、 溫 井、 長、 神 保、 轡 田、 平 子、 
唐人 等の 條參 照。 

又 「鳳 至 郡 崎 山城は 宇出津 村領に 在 リ、 
三 宅 小三郎 居た リ 。此の 小三郞 は 三 宅 備 
後の 別家 也。 或は 云 ふ、 金澤 町人 堂後屋 
三 郎右衞 門は 此の 小三郞 の 後 也」 と。 

47 越 中の 三 宅 氏 正倉院 、天平 勝 寳四年 
十月 十八 日 文書に 「_ 中 國射水 郡 寒江鄕 
戶主 三宅黑 人」 など 見え、 下って 三 州 志、 
礪波 郡に 「道 坪 野 城は 宮島 ■道 坪 野村領 
に 在り。 三 宅 新 左 衞門據 ると 云 ふ、 長 盛 
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の 族 か。 安樂 寺堡に は、 里談に 、夭 文中 
高 橋 與十郞 則 秋、 石黑 左近將 監と爭 ひ 野 
寺 村に て擊 .死す」 と。 

43 越後の 三 宅 氏 大同 方に 「越後の 人 三 
宅 笠麻呂 J なる 者 見 ゆ。 その他の 事は 第 
十 項を 見ょ。 又 後世、 古志 郡 三 宅 城 (三 
宅 村) は 三 宅 氏の 居城 かと 云 ふ。 此の 三 
宅 氏は 古代 三 宅 氏の 後裔に て、 明 應六年 
の 越後 國檢地 帳に 三 宅 出 雲 守 見 ゆ。 

49 奥州の 三 宅 氏滇岡 御所 配下の 將に三 
宅 氏 あ®。 又 棚 倉 松 平 藩 中老、 會津松 平 
藩 若年 寄に 此の 氏 見 ゆ。 

50 桓武 平氏 大掾 氏族 尊卑 分脈に r 國香 
丨 繁盛 丨維韓 (三 守 流〕— 爲 賢、 弟爲 幹」 
と载 せ、 また 大掾 系圖に r 爲 賢、 三 宅の 
祖 」 とあリ 。三 守の 誤なる べし。 

51 武藏の 三 宅 氏 第 九 項等參 照。 又 武鑑、 

■忍 阿部 藩 用人に 此の 氏を 載す。 

52 滋野姓 禰津小 次郞直 家の 後な りと 云 
ふ。 家紋 丸に ニ 本 立 鷹 羽。 月の輪。 鷹 司 
家臣 三 宅 源 兵 衞直之 •江 戶 幕臣と なる、 
子孫 •寬政 系譜に 見えたり。 

53 伊豆の 三 宅 氏 七 島の I に 三 宅 島 あり 
て、 島内 壬生氏 •三 宅 記を 傳へ ■、三 島大 
神の 靈德 を载せ たり。 


54 遠 江の 三 宅 氏麁玉 郡に 三 宅鄕 、又 引 
佐 郡に 三 宅 神社 あり、 古代 屯 倉の ありし 
地 か。 後世.、 天 野 景泰手 質 人數に 三 宅 左 
衞 門三郞 •見 ゅ。 

55 三 河の 三 宅 氏 藤 原 氏と 云 ひ、 又 源氏 
と 云 ひ、 又 天日 槍の 裔と云 ふ。 寬永 系圖 
には 藤 原 姓に 敬め、 家傳を 引いて 「先祖 
は備 前の 兒 島より 出づ 。藤 五太郞 、藤 五 
次郞 •藤 五三郎の 兄弟 三人 あり。 藤 五三 
郞の裔 •三 河 國加茂 郡 廣瀨の 城に 居住す。 
三 宅 隼 人 正は 其の 苗裔 也」 と、 こは 第二 十 
五 項に 述べた る 大山 積 神に 關 する 神話よ 
り 起り、 「第二 皇子、 三宅兒 島の 祖 J と あ 

る豫韋 記に 符合す。 藤と 云 ふは 後世 三 宅 
氏が 藤 原 氏を 冒せる に 據る ,° 

寬政 系譜には 「垂仁 天皇. 三年、 新羅 國王 
の 子 三人 •幼に して 船に のりて 備前國 に 
着岸す。 將來の 方 物 十二 種を もって 朝廷 
に 献す 。その 七 代の 孫 但遲麻 守 •はじめ 
て 一一 一 宅 連の 姓名を たま ふ」 と 云 ふ。 こは 
此の 氏の 家傳が 先祖 百濟 より 來 ると 云 ふ 
と、 三 宅 連の 祖 新羅より 渡る と 云 ふと、 
よく 似た るが 故に、 なま さかし く 改めた 
るに 過ぎず。 

又寬政 呈譜に 「三 宅兒 島三郞 高德 •備前 


國をぃ で、 伊勢 國に 來リ 、其の後 三 河 國 
實莨 郡に 移 9、 上 伊保、 下 伊保、 伊保 土、 
篠原 等を 頜す 。その 裔隼人 正師貞 (梅 坪 
領主、 天文 十六 戦死) 丨藤友 衞門 政貞丨 
惣右衞門康貞—越後守康信」と。又一に 
「兒島 高德の 三男 三 宅高貞 ょり 出づ 。其の 
六 世 孫 師貞な と 云 ふ。 

藩翰譜 には 「三 宅 惣右衞 門 尉 藤原康 貞は、 
備前 國兒葛 三 郞三宅 高德が .後胤な り。 初 
め高德 •南 帝の 御 方と して、 終に 所領を 
失 ひ、 伊勢 國に逃 れ 、其の後、 又參 河め 
國加茂 郡に 來り 住む。 摘 子兒 島太郞 高秀 
は、 備前國 浮 田が 祖 •是な リ 。次男 兒島 
次郞 高久 、三男 三 宅三郞 高貞 、高貞 •初 
.めて 兒島を 改めて、 三 宅と 名乗る。 其の 
子孫 •三 河 國加笟 郡 伊保 築 原の 地に 分れ 
住む。 是れ其 家に 傳ふる 所な り。 姓氏 錄 
を 按ずる に、 三 宅 連は 新羅 國 王子 天日 梓 
命の 後な り。 ある 說に 伊久 来入彥 命を 以 
って祖とす1見ぇたり。兒島三郞高德* 
其の 氏は 三 宅な れば 、其の 子孫た らんに 
は.、 三 宅を もって 氏と すべし。 然るに、 
また 武家 補任を 見る に、 三 宅を もって 藤 
氏と す。 三 宅を以 って 家に 稱 して、 藤氏 
なりと いふ 事、 其の 謂 あるべ けれど、 其 


の詳な る 事を 知らず」 と。 

56 氏人 明應ニ 年 十月 十三 日、 松 平 親 忠丨 
三 宅 加賀守 (伊保)、 中 條出羽 守 C 擧母 )、 
那須宗 左衞門 (八 草)、 阿部 孫四郞 (上野) 
等と 田野に 戰ふ事 あ 9。 又 中 條條に 三 宅 
鎌 木、 又 松 平淸康 •廣瀨 城主 三 宅 右衞門 
と戰 ふな ど 多し 0 

.又 二葉 松 等に 「賢 茂 郡 梅ヶ坪 城 (梅ヶ 坪 
村)。 城主 三 宅 右近 正貞 也。 父 隼 人 •天文 
十六 年、 尾 州 兵が 當城を 攻む るの 際、 岩 
瀨に 出張して 討死す と 云 ふ。 永祿 三年、 
家康*當城を攻む、正貞支ふべからずし 
て 降る。 天文 十五 年卒 、其 子惣右 衞門康 
貞 也」 と。 又 「伊保 城 (伊保 村は)、 三 宅 
加貿守 貞宣の 嫡男 加貿 守淸宣 、及び 弟彈 
正の 居城 也。 明應ニ 年、 松 平親忠 と戰 ふ。 
後 丹 羽 勘 助 氏 信 •慶長 中 一 萬 石を 領 す」 
と。 又 r 岩 城 ( 西廣瀨 村) は 三 宅 右 衞門太 
夫の 持 城、 家人 主 膳を 置く」。 又 一に 「西 
廣瀨城 •三 宅 三 大夫正 光」 と载せ 、又 「東 

廣瀨城 (東 廣瀨 村〕 は 城主 三 宅 右 衞門太 
夫、 永祿 三年、 家康 當 城を 攻む 。其の 
子 攝津守 ( 實は朝 倉 義景の 甥〕 天 正 年中 
討死す j と。 又 「藤 澤村古 屋敷は 三 宅 下 
總 守の 居所」 と。 


又 狹投社 神主 四 家中 ニ 家は 此の 氏に て、 
「惣檢 校 職 神主 三宅豐 前、 山上 西宮 神主 
三宅肥後し等と見え、また「ニ百石三宅信 
濃、 七十 石 三 宅 八 百 治」 と あり。 又 井田 
系圖に 三 宅 五 郞犮衞 門 •見 ゆ'。 

又寬政 系譜に 「家康 の臣に 三 宅 十 大夫伊 
綱 あり、 本 田作 左 衞門重 次に ® し、 賀茂 
郡 高 橋の 內を領 す。 その 男次郞 兵 衞伊正 • 
本 多 正 信に 屬 し、 上總東 金に釆 地を 給 ふ。 
上總 七十 騎の 一也」 と。 家紋 六輪寶 、島 
形の 內兒 文字。 

又 「三 宅 勘次郞 伊 秋は' 家康に 仕へ、 高 橋 
庄に 住す。 後に 本 多 正 信に 屬 し、 上總七 
十騎の 一たり」 と。 家紋 輪寳 、澤 潟。 以 
上 二者は 三 宅 姓に 收 む。 

57 三 宅 侯 藩 翰譜に 「三 宅三郞 高 真が 子 
三郞兵衞尉元貞が三代0孫、加實守貞宣 

.に 四 人の子 あり。 伊保、 梅 坪、 廣瀨 等の 地 
に 分れて 住む。 三男 周陪 守淸貞 •廣瀨 に 
在り、 其の 子 隼 人正師 行が 孫 藤 左 衞門尉 
政貞が 代に 至って、 德川 殿に 屬し 參ら せ、 
年 七十 歳に して、 天 正 十五 年に ぞ死 しけ 
る。 惣右衞 門尉康 貞は 政貞が 嫡子、 母は 
烏 居 伊賀 守忠吉 が 女な り。 諱 字を 給 ひて 
康貞 とは 召れ けリ 。永 祿十 一年 十一月、 


寄騎の 侍を 屬られ 、度々 の 高名、 數を知 
らず 。中に も 甲斐の 府中、 黑駒 、藤 木 等 
の合戰 に、 北條 の 多勢を 打 被 り、 長湫の 
戰に は、 初め 淸洲の 城を 守リ 、後に 黑田 
の 城を 守 y、 相 州 奥州 等の 御陣に は 嫡子 
康 信と 同じく 御供し、 關 東に 移らる >1 時、 

武藏國 瓶 尻の 地を 領す 、五千石。 此の 時 
康貞 の 弟 彌ニ兵 衞正次 も、 武藏 、指 扇の 
地 五千石を 給 ふ。 

闊が 原の 戰に は、 康貞康 信の 父子 •遠 江 
國 橫須實 城を 守 リ>  軍 終って 後、 康貞 • 
伊勢 國_ 山の 城を 守る。 慶長九 年、 所領 
の 地を 加へ、 本國加 茂 郡擧 母の 鄕に 移り、 
U 五千石を 加へ 一 萬 石な り。 元 和 元年、 七 
十二 歳に て 死す。 嫡男 越後 守康信 •繼 ぐ。 
元 和 五 年 秋、 伊勢 國龜 山の 城に 移 リ—同 
六 年 八月、 ニ 千 石を 加へ、 寬永九 年 九月、 
_ 山城に 卒す。 其の 子大膳 亮康盛 •寬永 
十三 年、 常 陸國新 張に 移り、 新 張 五千石、 
擧母七 千 石、 都べ て 一 萬 ニ 千 石を 領 す。 
明曆 三年 十二月 二十 九日、 五十八 歳に て 
卒し、 其の 子 能 登 守康勝 (後に 土 佐 守〕 • 


繼 ぎ、 寬文四 年、 參河國 田 原の 域に 移さ 
れ 、子息 出 羽 守康歡 •延寶 ニ 年 十一月 ニ 
十七 日 叙爵す」 と。 
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寬政 系譜、 及び 武鑑に 「一一 後 守康信 I 大 
膳 亮康盛 丨土佐 守康勝 (田 原)— 出 羽 守 
康雄 (備前 守〕. 丨能登 守康德 ( 備後 守〕— 
備前 守康高 (號了 閑)— 出 羽 守康之 C 備後 
守、 實は松 平 主 膳 正 近形舍 弟〕 j 備前守 
康武丨 能 登守康 邦— 備 後守康 友— 對馬守 
康和— 弟 備前守 康明丨 土 佐 守康直 (實は 
酒 井雅 樂頭忠 實六 男〕 丨備後 守康保 ( 實は 
同姓 繼藏友 信 男〕」— 康寧。 三 河 田 原 一 萬 
ニ 千 石 (明治 五 千 七 百 四十 石〕。 現今 子 
爵 。家紋 輪寳 、島 形の 內に兒 の 字。 


藤 左 衞門政 貪の ニ 男彌次 兵衞正 次は 五 千 
石を 領 す。 

53 秀鄕流 藤 原 姓 河 村 氏の 族な れど 、宇 
右 衞門昌 勝 •外 家の 號を 冒せる 也。 家紋 
輪寳 、五三 桐、 車。 

59 源 姓 京都の 人、 三 宅 石 庵 正 名 (實 文、 
萬 年〕 は 儒者に •して 俳諧を 善くす 。その 
男 正 誼 C 子 和、 春樓) 也。 又 石 庵の 弟 九 
十 郞緝明 (用 晦〕 は 有名なる 觀瀾め 事に 
して、 水戶義 公に 仕へ、 後 幕臣と なる。 
寬政 系譜に 「九十 郎辑 明丨 岩次郎 濟 美— 


弟 十 左 衞門敬 直— 恒 五郎 守 典" 家紋 丸に 
三菱、 丸に 玉 文字。 又藝 者の 書附に 「ニ 百 
俵 •儒者 三 宅 九十 郞 、今以 同 高」 と 載せ、 
又觀瀾の弟總十郄維祺は水戶藩に仕へ、 
佩 章と 號 す。 

60 秀鄕流藤厫姓深津氏裔也。小右衞門 
正 通の 男 權大夫 正 永 •外 家の 號を 冒す。 
家紋 輪寶 、島 形の 内に 兒 文字。 ' 

61 醛醐 源氏 家傳に 「源 播磨守 允 明 (醍 
醐 天皇 第 十八 皇子〕 の 末にて、 近 江國の 
住人 與五郞 貞 房を 祖 とす」 と 云 ふ。 家紋 
八鈕 輪寳 、丸に 三文 字。 寬政 系譜に 「貞 
房— 源 助貞勝 (三 河に て 家康に 仕 ふ〕— 
支蕃頭 正 勝」 と。 

C2 佐々 木 氏族 近 江の 豪族に して、 野洲 
郡 市 三 宅 城 (市 三 宅 村〕 は 三 宅 出 雲 守 孝 
房の 城跡な 9。 此の 流は 佐々 木 六 代經方 
の 四 男 永 原 家 行が 二十代の 後胤、 永原大 
炊頭實 高が ニ 男大學 助賢宗 ょり 出づ 。其 
の 長男 孝 房に して、 觀 音城沒 落の 節、 同 
時に 亡滅 す。 

又 京 極 殿 給 帳に 「二百 石 三 宅 權兵衞 、同 
同一 學」 等 見え、 又 儒者に 三 宅 正 堅 あり、 
清 庵と 號 す。. 

63 伊勢の 三 宅 氏 第 十一 項參 照。 後 御 麻 


圍 神人に 三 宅國重 あり、 建 久九年 遷宮 記 

に 見え、 又 神 営 社家に 三 宅 仁 左 衞門等 あ 
90 

64 稹野 氏族 伊勢の 豪联に て、 奄藝郡 三 
宅 村ょり 起る。 肥 後山 鹿の 士横 野秀盛 • 
當地 に來 り、 三 宅 城を 築きて 三 宅 駿河守 
と稱 す。 その 四 代の 孫 藤 重 •永 祿 十二 年 
織 田 氏の 爲に攻 られて 亡ぶ (背 書國 誌、 

，村舊 記、 名勝 志％ 又 長 野 家 配下の 將と見 
ゆ。 三國地 志には 「三 宅堡 •三 宅駿河 守 
居 守、 其の 男 權左衞 門 •繼い で 守る」 と。 
又 信 長 記に 三宅權 右衛門、 勢 州 四 家 記に 
「三 宅 權右衞 門を 三、 七に. 附 けらる」 と。 

65 雜載 三 宅 正 光の 男 守 正 (左 近 將曹〕 は 
箠 篥を以 つて、 後白河 院 、鳥 羽院に 仕へ 
奉る。 叉 撰 解 文集に 三 宅 隣 潔を 載せ、 續 
本朝 畜史に 三 宅 高 信 •見 ゆ。 

又 寺澤氏 城代 三 宅 藤兵衞 重利は 彌乎 治の 
男に して、 明智 光秀の 外孫 也。 天草、 吉 
利 支 丹 一揆の 時、 富 岡 在 城、 本戶に て戰 
死す。 又明智 光春は 三 宅を 稱 す。 又秀康 
痼 給 帳に 「三百 石 三 宅 五 左衞 門、 五百石 
三 宅 庄兵衞 子」 を 載せた リ 。また 武鑑、 
西 條松平 藩 用人、 德島蜂 須賢藩 用人、 大 
溝 分 部 藩 用人、 飯 尾 保 科 藩 重臣、 結 城 水 


野 藩 用人、 谷 田 部 細 川 藩 用人、 小 幡松平 
藩 年寄 等に 此の 氏を 擧 ぐ。 ■ 

又 儒者に 三 宅 綱 藏友信 あり、 毅 齋と號 す、 
三河國 志の 著 あり。 又 寺社 奉行に 三 宅備 
前 守、 御 細工 坊主に 三 宅長齋 、國學 者に 
三宅帶 刀環翠 、俳人. に 三 宅方隆 (滄浪 )• 
嘯 山と 號 す。 又 茶人に 三 宅 了 閑、 第五 十 
七項康 高の 事 也。 

又堀尾山城守給帳に「ニ百石三宅嘉兵衞」 
を载せ -、 又 建 仁 寺 僧に 三 宅竺榮 、又 阿波、 
it 岐 、山城、 志 摩、 美 濃 等に も 見 ゆ。 
宮家 ミヤ ケグ ウケ前 數條參 照。 

1 常 陸の 営 家 氏 本朝 高僧 傳に 「釋宗 己 

は復 庵と 號す 。弘 安三 年、 常 州 宮家 氏に 
生る」 云々 と。 宮家は 郡 家 かと 云 ふ、. 郡 
家、 小 田 等の 條參 照。 

2. 雜載又 因幡の 名 族 (後 竹內〕 に 見 ゆ。 
宫宅 々/ ヤケ 前 數條參 照。 備前 等に 存 す。 
三 宅 川 ミヤ ケガ ハ武藏 等に 在り。 
土產田 ミヤ ゲダ 武藏國 足 立郡吉 笹原 村 
の 稻荷 八幡 合 -it の 神主 也。 

三 宅 人 ミヤ ケビト 屯 倉に 仕へ し 氏 也。 
屯 倉、 三 宅 等の 條參 照。 

1 安倍 氏族 難 波 屯 倉の 職員 か。 姓氏 錄、 
■攝 津皇 別に 「三 宅 人。 大彥 命の 男 波多武 


日子 命の 後 也.」 と 見 ゆ。 

2 鎭 西の 三 宅 人 三宅條 第五 項を 見ょ？ 

三 宅 和 ミヤケヮ 武藏 等に 在リ。 

京都. ミヤ n.- 豐前國 に 京都 郡 あ 9、 和名 
抄に美 夜 古と 註す。 

都 ミヤコ 京都の 外、 日向に 都 城、 下總 
に 都 川、 陸 前に 都 島 等 多し。 

1 都 宿 福 毛 野 氏の 族に して、 桑原 公の 
後 也。 仁 壽ニ年 五月 紀に 「主計 頭從 五位 下 
都宿禰 貞繼 卒す。 貞繼は 大和 介外從 五位 
下 桑原 公秋 成の 子 也。 弘仁 十三 年、 兄 正 
五位 下 文章 博士 腹 赤と 共に 上 請して •姓 
を都宿禰と改む。天長元年四月に中務少 
錄に 任ぜら る、 云々」 と 見え、 後 元慶元 
•年 十二月 紀に 「都 宿禰御 酉、 良 香、 因 雄、 興 
道の 四 人に 朝臣 姓を 賜 ふ。 其の 先は 御 間 
域 入彥 五十 瓊殖 天皇の 後、 上 毛 野、 大 
野、 池 田、 佐 味、 車 持 朝臣と 同祖 也」 と 
あり 0 

2 都 朝臣 前項 氏の 後に して、 元慶 元年 
十二月 紀に 「左 京人 從 五位 下行 讚 岐介都 
宿禰御 酉、 文章 博士 從五 位下 兼行 大內記 
一一 前 權介都 宿 福 良 香、 散 位 正 六 位 上 都 宿 
禰因 雄、 正 七 位下 都宿禰 興 道の 四 人に、 
姓を 朝臣と 賜 ふ。 其の 先は 御 間 城人彥 五 


十 填 殖 天皇の 後、 上 毛 野、 大野、 池 田、 
佐 味、 車 持 朝臣と 同祖 也」 と载 せたり。 
良 香 •最も 有名 也、 貞繼 Q 男に して、 初 
名言 道、 その 男 在中 (越 前掾) も 名高し。 
3 無 尸の 都 氏 姓氏 錄卷末 及び 姓名 錄抄 
等に 見 ゆ。 都 朝臣の 族 也。 又 撰 解 文集に 

都德用 •見 ゆ。  • 

4 鎭 西の 都 氏 大友 記に 筑後都 衆を 载 
せ、高良山永祿檢地帳に都宮內丞.見ゆ。 
5 雜载 都大夫 一中 (もと 本願 寺 派 僧〕 は 
一中 節を 始め、 爾來數 世 同名を 襲 ふ。 又 
都 越後 掾 (葛 大夫〕 も 名高し。 

京 ミヤコ キヨ ウ 氏と 通ず、 備前 
等に 存 す。 

官處 ミヤコ ミャドコ  n 條を 見ょ。 

宮地 ミヤコ 同上、 及び ミャ デ 條を 見ょ。 
宮古 ミヤコ 伊勢、 陸 中、 伊豫 等に 此の 
地名 存 し、 武藏 等に 此の 氏 あり。 その他、 
前 數條參 照。 

宮子 ミヤコ 豐前國 に 宮子郡 あリ 、靈異 

記に 見 ゆ。 和名 抄 Q 京都 郡 (美 夜 古〕 の 地 
也。 その他、 上野 等に も 此の 地名 あり。 
尾 ミヤ コヲ 備前 等に 此の 氏 あり。 

宮越 ミヤ n シ ミャ/コシ武藏、信濃> 

加賀 等に 此の 地名 存し 、日向 記に 営 越三郞 
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.見 ゆ。 

都 竹 ミヤ n ダケ 

都 地 ミヤ コチ ッデ條 を 見よ。 


兵衞尉 •見 ゆ。 

宮腰 ミヤ n シ ミヤノコシ前條參照。 

1 北 國の営 腰 氏 加 貿國石 川 郡 宮腰邑 よ 
り 起り しか。 若 狹小濱 の兵學 者に 宮腰尙 
古 あり、 歷 齋と號 し、 後宮 川 忍 齋と云 ひ、 
久留来 藩に 仕 ふ。 

2 羽 後の 営 腰 氏 能 代、 大舘 地方に 此の 
. 氏 多く、 又 由 利 郡 象 潟 9 宮腰 氏は 能 代よ 
り 移りし にて、 遠祖は 今川義 元に 仕へ、 
桶 狭間に 破れし 後、 出 羽に 降る と傳 ふと 
ぞ 。家紋 丸に 三 ツ柏 ( 営 腰 伊七 部 氏〕。 
又宜越 氏も存 す。 

3 雜载 その他、 信 濃、 武藏 等に も存 す。 

宮古島 ミヤ n ジマ 攝 律、 武藏 、日向 等 
に 都 島 あり。 而 して 武 藏國兒 玉 郡に 宮 古島 
衆 あり。 新 編 風土記、 都 島 村條に 「榛澤 郡 
櫻， 澤村 市兵衞 が藏 せる 北 條氏 政より 先祖 吉 
田 和 泉 守へ 興へ し 感状 1C 、 宮 古島 衆と 倉賈 
野 衆と 爲掛合 云云と 見 ゆ J と。三三一九頁 
を 見よ。 

1 足 田 ミヤ n ダ 和名 抄 、遠 扛國 引佐郡に 
京田鄕 を收 めて 美 也 古 多と 訓 ず。 風土記 傳 
に 「上 都 田、 下 都 田 ニ 村存」 と。 又 東 鑑、 
壽永 三年 三月 十四日に 「遠 江 國都田 御厨」、 
神 鳳抄に 「遠 江 國 (内宮〕 都 田 御厨」 など 


都路 ミャ n n 同上。 筑後 領主 付に 「都路 
左 馬 介 •三 潴郡に 居りて 四 町を 領 す」 と。 
宮 古路 ミャ n チ 都 一 仲の 門 営 古路 豐後 
掾 、以下 同 仲 太夫、 同菌 八、 同繁 太夫、 同 
志津 摩、 同文 中、 同宮善 等、 皆 名 あり。 
都鳥 ミャ n ドリ 奧州 南部の 名 族、 都鳥 
，重 信 (佐 倉 藩士〕、 その 男 重 勝、 その 男 重 
宣 、その 男重昌 (助 六)、 皆騎を 善くす。 
都 城 ミヤ n y ジャウ 日向 國諸縣 郡に 此 
，の 地名 あり。 

宮郡 犯人 ミャ ゴホ リメ コマ ビト 異人 

種 部の 一にして、 令 集 解、 百 濟戶泊 戶條に 
「営 郡 狼 人 十四 戶 、云々。 右 五色 人 等は 品 
部と 爲 して、 調 役を 免ずる 也」 と あり。 n 
マ、 n マ ビト 等の 條參 照。 

宮坂 ミャ サカ 

1 儺 訪神 家族 詉訪志 料に 「営 坂 氏。 當 
氏は 詉訪大 神の 裔に して、 下 社春宮 神社 
. の m 部より 出 づと云 ふ。 春 宮社邊 に 営 坂 
と 云 ふ 小 地名 存す 、蓋し 祖先 在住の 故を 
以 つて 氏號 に稱 せし ならん。 或は 武人と 
なりし 人 も あると 云 ふ？ 守護 小 笠 原 家の 


一族に 宮坂氏 あり、 舊き國 見 ゆ。 又 
天文 中、 大和 十 人 衆の 內 、小 井川 住宮坂 
一 閑 齋と云 ふ 人 あり。 同流の 趣きを 云 ひ 
傳 ふ。 又 金 澤驛に 居住、 宿 役人を 勤めし 
.もの あり。 後 菖蒲 澤に 蟄居、 終に 開拓の 
.業に 從ひ 、木 下、 小 林 •藤 原 等の 諸氏と 
共に 盡 力す」 と。 

詉訪 の 此の 氏は、 丸 蔦、 丸に、 蔦、 丸に 三本 
梶 、丸に 四角妓 等を 家紋と す。 

2 淸和 源氏 小 笠 氏族 前項を 見ょ。 又武 
, 藏等に 存 す。 

宮崎 ミヤ ザキ 日向 國に 営埼郡 ありて、 
和名抄 に 三 也佐岐 と 註し、 中世 宮崎庄 起る。 
又紀 伊に 営畸庄 見え、 その他、 伊勢、 三 河、 
上野、 陸 前、 越 中、 安藝 •長 門、 筑 前、 日 
向、 薩摩 等に 此の 地名 存 す。- 
丨紀姓石淸水祠官族にして、耙氏系圖 
に 「田 中慶淸 J 道淸 ( 號中坊 法師、 號宮 崎〕 
—宗 淸丨永 修 、弟敎 淸—慶 助」 と 見 ゆ。 
長 倉 追罸 記に 「鳥居の もんは 八幡の 神職 
営 崎の 法 印が 紋 也」 と あるは 此の 氏に て、 
名 族たり し 狀を窺 ふべ し。 

2 大和の 宮崎氏 安西 軍 策に 「宮崎 鎌大 
夫 (大和 住人)」 を载せ たり。 
3河內の宮崎氏畠山家臣にして、錦部 


.郡 烏帽子 形 城 (三日 市 村 喜 多) は 元龜三 
年、 畠 山昭高 家臣 宮崎針 太夫、 同 鹿 目 助 • 
居 守し、 遊 佐 氏の 臣草部 肥 後 守の 子 菖蒲 
助と 戰ひ 、一度 退 城した る も、 程なく 三 
宅 志 摩 守、 臼 井 因幡 守、 伊智 地文 太夫 等 
の 助けを 得て、 菖蒲を 殺す。 又 永祿ニ 年 

交野 郡 侍 連名 帳に 「穗谷 村宮崎 主 殿進義 
盛 J を载 せたり。 

4,熊野別當族耙伊國在田郡営崎庄ょり 
起る。當莊は那智尊勝院文書に宮前に作 
ろ、 應德 三年、 尙侍藤 原 氏の 寄す る 地に 
して、 嘉應 元年、 田邊 別當湛 全の 弟左衞 
門 尉定範 •此の 莊を領 し 城を 野 村に 築き、 
子孫 宮崎 氏と 稱 すと。 但し 疑 ふ 人 も あり。 
熊 野 別 當系圖 には 「鶴 原 別當法 印行 範丨 
法 橋行遍 (宮 崎) 丨覺遍 (法眼 同〕！ 覺 

憎 (法眼 同) 丨定增 丨定有 丨定遍 ( 別當〕 」 
と 見 ゆ 0 

又 畠 山 文書に 「貴 志、 営埼 、梶 原、 自然 
別儀を存するに於いては云々」と。熊野 
.営 崎 殿は 熊 野 上 網の 一にして、 續 風土記、 
牟婁郡 新 宜東仙 寺條に 「大治 五 年 •六條 
判官 爲義の 女 立 田 腹の 尼 丹 鶴姬の 開基な 
り。 永享八 年、 七 上 網の 中、 営 畸次 郞定 
康 •修理を 加 ふ。 後寬正 六 年、 宮畸 定弘 • 


再興し、 明應四 年、 営 崎盛定 •修理し、 
慶長六 年、 淺野 右近 大夫 忠吉の 時、 その 
地を 城 地と し、 寺を 今の 地に 移す」 と。 
その 居城は、 在 田 郡 野 村に 在 9、 續 風土 
記、 野 村 城跡 條 に 「嘉應 元年 •営 畤筑前 守 
定範 •此の 城を 築く。 其の 子孫 隱岐 守定 
賴 •剃髪して 隱 居す。 天 正 十二 年、 宮畸 
隱岐 守定之 •羽柴 美 濃守秀 長の 爲 落城す」 
と。 而 して 「新 堂 村 本 光寺は •永祿 年間、 

野 村の 城主 宮崎彥 五郎 建立す」 と あり。 
子孫は 小豆 島 村條に 「舊 家地士  (宮崎 善 
十郞 、営 崎 氏は 熊 野の 祠官實 方 中將の 後 
なり。 代々 宜崎の 城主な り。 営 崎 隱岐守 
の 三男を 三 郎右衞 門尉定 直とい ふ、 大坂 
方に 屬し 、落城の 後、 営 原に 到リ 、養子 
則 岡 分 太夫の 家に 寄宿し、 子孫 當村に 住 
す」 と。 又 井關 村地士 六十 人の 内に 営 崎 
勘兵衞 あり。 

5 伊豫の 宮崎 氏豫章 記、 正 平 頃の 土に 
形 部宮崎 営內丞 •見 ゆ。 

6 佐 伯 姓筑 前那轲 郡住吉 神社の 社家に 
して、 営 崎 大宮司と 稱 す。 住吉 、佐 伯、 
橫田 等の 條を 見ょ。 

筑 後の 宜畸氏 五讓 文書に 営 S ハ 部 
少輔 を载 せたり。 


8 营原姓 豐後國 本 三 川 村の 営 崎 氏は 营 
原 姓と 稱 し、 國東郡 香々 地 村の 此の 氏は 
藤 原 姓と 稱 す。 

9 藤 原 姓 肥 前 國松浦 郡の 名 族に して、 
往古 日向 國宮畸 よ 9 來り 、宮畸 縣主 とも 
稱 し、 承 平 天 慶亂の 時、 鄰國の 催促に 依り 
て、 宮畸縣 主 藤 原 忠泰、 舍弟忠 成 •官軍 
に 屬 し、 筑前 國怡土 郡に て、 純 友と 戰ひ、 
賊徒を 四國に 退けて 歸國 し、 後大 友と 戰 
ひ、 苒び怡 土 郡に 来る」 など 傳 へらる。 
又大村 藩士 宮崎 氏は 藤原忠 行の 裔に て、 
薩摩秋 月より 來 ると 云 ひ k また 一に 日向 
の 產と云 ふ。 子孫に 川原 氏、 寺 井 氏 等 あ 
り、 又 田 崎 氏より 分れし も存 す。 又平戶 
藩士 宮崎 一八 正隆 (本姓 鮎川 氏) は 武術 
に 長 じ、 殊に 體術 に 名 あり。 

10 肥 後の 宮崎氏 菊 池 家臣に して、 博 多 
日記に、 菊 池 若黨宮 崎 太郞 兵衞 入道を 载 
せ、 嘉吉菊 池 持 朝の 侍 帳に 「営 崎 兵部少 
輔重 作」 見 ゆ。 菊 池、 及び 峯條參 照。 

11 日向の 宮崎 氏宮崎 郡大宮 村に 宮崎神 
営 あり、 神 日本 磐 余彥尊 (神武 天皇) を 
奉祀す。 當國の 此の 氏は 此の 地名を 貢 ひ 
しにて、大同類聚方卷五十に「日向國宮 
崎 氣 早」 なる 者 見 ゆ。 その他、 第 九 項" 
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及び 次の ニ 項、 及び 第三 十 項を 見よ。 

12 土 持 氏族 日向 國の 豪族な りしが、 伊 
東 氏に 減せ ら る。 土 持條を 見よ。 又 日向 
記に 三 山 衆 •宮崎 安房 守を 載せたり。 

13 紀姓 日向 國宮崎 郡より 起る と 云 ふ。 
寬政 呈譜に 「耙 大納言 麻呂の 後裔 日向 守 
某 •営 崎に 住す。 其の 孫 小三郞 泰光 ( 筑 
後) •武田 信 重、 信 虎に 歷 仕し、 信 濃 座 光 
寺に 住す」 と。 家紋扃 居の 上に 鳩 一羽、 
丸に 井栴 、三 頭 左 巴。 

こは 第三 十 項 氏に 同じ。 「泰 光— 小 三 郞 
泰滿 (筑 後、 泰 脩。 信 虎、 信 支に 仕 ふ〕 丨 
小 三衞. 景 (家 康に屬 す) 丨 岸 兵 衞泰重 
—七郎 右 衞門重 俊 丨同泰 次 (重 勝)— 若 
狹 守政泰 (重 成〕— 善 兵 衞重淸 (ニ 千 五 
百 石〕— 若狹 守成 久」 等、 寬政 系譜に 見. 
ゆ。 武鑑に 

宮崎大膳 

' : . \ 

14 安藝の 宮崎氏 藝藩通 志、 高 田 郡條に 
「宮崎 、風 越、 並に 相 合 村に あり。 皆 毛 利 
尼 子 合戦の 地な り。 宮崎 には 吉 川興經 、黑 
政 甚兵衞 、又 南條 小鴨 等留 營の處 とい ふ 
も あ 9 j と。 廣島 藩士 宮崎 儀右衞 門の ニ 男 


文大 夫安炱 は 福 岡黑田 藩に 仕へ、 大いに 
i 土地を 開墾す、 糸 島 郡 宮崎邑 これ 也と ぞで 
安貞は 學 深く、 農業 全書を 著は して、' 我 
が 國農學 の 鼻祖と 仰がる。 

15 大江 姓備前 國邑久 郡の 名 族に して、 
安仁 神社の 社家 也。 大江 惟景 の 男 惟政の 
裔な りと。 

16 利 仁 流 藤 原姓齋 藤、 石黑 、井口 等と 
同族に して、 _ 中 國新川 郡 宮崎邑 ょり 起 
る。 平家物語に 「義仲 勢、 営 崎 三 郞」 を载 
せ、 長 門 本に 「営 崎 太郎 •申しけ るは、 
此の 砥波 山には 三の 道の 候な り 云々」、 ま 
た 「宮崎 太郞が 嫡子 入 善 小太郞 爲直 /ま 
た 弟 別府次 郞爲重 等が 奪 鬪の事 見 ゆ。 
源平 盛衰 記に も 「_ 中國 住人 宮崎 太郞」 、 
また 「越 中國 住人、 宮崎太 一 郞が 嫡子 入 善 小 
太郞 安家」、 又宮 崎太郞 の弟向田蔽次郞、 
一族に 南 保、 氏 等 見え、 當 時、 新 川 郡 営 崎 
城 C 三位 鄕〕 に 據る。 壽永 中、 宮崎氏 •其 
の 子 入 膳 安家と 共に、 源義 仲に 屬 し、 其 
の. 孫 家範は 承久の 役、 官軍の 北 國大將 と 
して、 蒲 原の 險を扼 す。 

東 鑑卷廿 五、 承久 三年 六月に、 営畸 左衞 
門 尉 定範と 載せ、 又 承 久記卷 三に 「営 崎 
さ灸 もん、 宮晴 さ灸 もん さだのり」 など 


見え、 又 平 貿系圖 に 「承久 、石 黑宮崎 黨」 
と。 又後设 新 川 郡 有金壘 (在 加 積 鄕有金 村 

.頜) は、 土 ®- 美 作 守の 將 宮崎權 進 •據 る。 
其の 他、 幷 ロ、 石黑 等の 條參 照。  ， 

17 能 登の 宮崎氏 前項の 族 か。 當國 社家 
に 在り 0 

18 越後の 宮崎氏 當國の 豪族に して、 頸 
城 郡 直 峰 城主に 見え、 又 蒲 原 郡 護摩堂 城 
( 菅之澤 村〕 は平賀 氏の 故城な りしが、 
後坂戶 領主 長 景の長 臣宮崎 三 河 守 (後 將 
監と云 ふ〕 •居 守す とぞ。 

19 , 淸和 源氏 佐 州 役人 附に 「淸和 源氏 宮 
崎 伊右衞 門、 営 崎 金兵衞 J 等を 载せ たり。 

20 出 羽の 営 崎 氏 最上 家臣に 見 ゆ、 義光 
の 頃には 宮崎 內藏丞 •高 梳館に 據れ り。 

21 菅原姓 陸 中 紫 波 郡 見 前 村に 宮畸 一族 
あり。 二十 四代續 く。 もとは 川 崎 氏な り 
しなら むと。 家紋 五 ツ菱。 

22 笠 原 氏族 陸 前 國加美 郡 営畸邑 ょり 起 
る。 天文 中古 川狀に 「大崎 義直隨 從の士 
営 崎 民 部」 を 載せ、 又大崎 左衞門 督隆義 
家中 記に 宮畸民 部 •見 ゆ、 又 永慶 軍記に 
「大將 宮崎民 部、 以下 一千 餘人 云々」 と。 
而 して 觀 蹟聞老 志に 「宮崎 古城は 宮畸村 
に 在り、 宮崎民 部の 居 館 也。 天 正中 黃門 


君 (正宗) 太閤の 命に より 之を 攻む 、城兵 
死守 云々」 と。 野史に 宮琦隆 道 父子に 作 
る。 又 伊達 家臣に 宮崎內 藏助旨 元 あり。 

23 首 藤氏 族 會津の 名 族に して、 大沼郡 
宮畸邑 より 起る。 新 編 風土記、 大溶郡 西 
谷 村條に 「舊家 善兵衛 。山內 氏 勝が 家臣 

宮崎善 兵衞が 後な り。 先祖は 山內の 一族 
にて、 世々 宮峰 村に 住す。 氏 勝 舊頜を 失 
ひし 後、 子孫 本 村に 移住せ し.」 と 云 ひ、 又 
板 下 村條に -「 瀧 谷 寺は 宮峰 右近 某が 父の 
菩提の 爲 、創建す と 云 ふ。 右近は 天 正中、 
山內 氏の 支族な り。 営 崎 村に 住す」 と。 

24 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸 國鹿島 郡 営 崎 
鄕 (溶 前 村 営 ヶ崎宮 脇) より 起る。 大掾 
系圖に 「鹿 島 肥 前 櫂 守成 幹— 1 一 一 郞政 幹— 
家 幹 (営 崎 三郎〕 丨幹行 (同 三部〕— 幹 親 
(同 三 郎 )— 賴幹 丨宗幹 (宮崎 左 衞門太 郞〕 
— 幹顯 」 と 載せ、 新編國 志に 「宮崎 •鹿 
島 郡 営ヶ崎 村より 起る。 田野 邊政幹 ニ子 
家 幹 •営 崎 1 1 一部と 稱 す。 子 幹 行、 子宗 幹、 
益に 三部と 稱 す」 と。 

氏人は 鹿 島 大使 役 記、 文 永 九 年 壬 申に 「鹿 
島の 宮埼幹 親」 建武五 年の 烟田 文書に 宮 
埼又太 郞幹顯 、延 元三 年、 其の 宗族 幹寬に 
從って 神宮 寺 城を 玫む (太 田 文書〕。 又 幹 


詮 あり、 幹 顯の子 か、 興國 三年 大使たり 
(大使 役 記〕。 應永廿 四 年に 至り、 上杉禪 
秀に黨 して 地を 除かる。 烟田 文書に 「営 
崎」 跡、 梶山 庶子、 右大掾 庶子 云々」 と。 

25 上野の 営 崎 氏 甘 樂郡営 崎邑 ょり 起 
る。 上野 國志に 「宮崎 壘は営 崎 和 泉 守 • 
居る」と载せ、永祿以後、小幡氏に屬す。 
管 窺 武鑑に 「天 正 十八 年、 営 崎の 城を 三 
月 十七 日に 攻 落す」 と。 

26 藤 原 姓 主 養須久 (醫師 ) の 養子 元 養 
高 篤ょり 系 あ 9。 家紋 井桁 菱の 內橫 木瓜、 
五三 桐。  、 

27 甲斐の 営 崎 氏 第廿九 項の 族 か。 

28 武藏の 宮崎氏 多 摩 郡 殿ヶ谷 村 伊豆 佐 
昧天 神社 神主、 根 ヶ市村 虎 柏 神社 神主、 
砂 川 村 阿津佐 美 天神 社の 神主、 黑澤村 檜 
原 明 神社の 神主 等に 此の 氏 見 ゆ。 

29 詉訪神 家族 詉訪 系圖に 「御衣 祝 有 員 
丨 武方 丨 爲武 ( 宮崎祝 〕」 と载せ 又 「爲 
信 丨爲賴 丨賴和 C 宮崎太 郎〕 J など 見 ゆ。 

スハ 條參 照。 

30 伊那の 営 崎 氏 信 州 伊那 侍の 一にし 
て、 慶長 中宮 崎筑後 守忠政 •三千 石を 領 
し、 齣 場に 陣屋 ありし が、 貞享 年中 敗滅 
す。 藤 原 姓と も紀 姓と も 云 ふ、 第 十三 項 


氏に 同じ。 關氏云 ふ、 「営 崎 氏の 館 跡は 座 
光寺 原宮崎 にあ り。 文治 年間、 藤 原 及の 
分流 営 崎太郞 長康 、其の 先は 日向 國宮崎 
氏を 興しノ 後備 中に 移リ 、木 曾 義仲に 屬 
•L て、 武勇を 顯 す。 義仲 亡ぶ るに 及んで、 
逃れて 信 州に 入り、 伊那 郡黑田 村を 押領 
して、 此 に 居 館を 構へ、 家 號を以 って 在 
名を 立て >1地字を宮畸と稱す。其の子周 
防、 同 刑 部 •承久 中、 故 あって 黑田 氏を 
冒す。 其の 男 顳兵衞 、同 三 太夫に 至り、 

正 慶ニ年 四月、 * 條高 時の 儅促に 依り、 
嫡子 太郞次 邸を 伴 ひて 六波羅 に參陣 、同 
月 十日 江 州 番場に て 父子 共に 生害、 ニ 男 
太郞 三郞 。相傳 、同小 太郞 、同 孫次郞 に 
至り、 應永中 嫡子と 共に 坂 西 氏に 屬 す。 
同 孫藏 、同 孫五郞 、同 彌兵衞 、同 孫次郞 、同 
孫藏 、同 右馬允。 天文 中 松 岡 氏に 屬 し、 本 
頜 二百 貫 文、 又 山吹 田澤 越を 恩賜せられ 
て、 後ち 山吹の 館に 移る。 三男 子 ありて、 
皆武田 氏に 仕 ふ。 ニ子 忠房 •本領 百 五十 貫 
を 食み、 相傳へ て、 天 正 三年、 武田 勝賴に 
從ひ 、三 州 長篠に 參陣 し、 彈 丸に 中って 
遺 陣 し、 手疵を 保養す。 勝賴 •歸 途宮畸 ■ 
の ft に 寄 yM 員して 鶴 駭の銘 馬を 與ふ o 
忠房 •手疵 癒へ ずして 絕命 。其の 男泰滿 
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を 經て十 太夫 忠政に 至り、 武田氏 亡びて 
德川 氏に 仕へ、 忠勤 淺から ず、 筑後 守、 
從五 位下に 叙 せらる」 (南 信 史料) と。 氏人 
は 第价五 項を 見よ。 

31 遠 江の 営 崎 氏 奥山 代官に 宮崎 三左衞 
門 あり。 奥山 條を 見よ。 

32 三 河の 営埼氏 奧平兵 庫 助 信 近は 営 崎 
とも稱す、奥平條を見よ -*0 

33 尾 張の 営 崎 氏 海 西 郡 鳥地邑 の 士宮崎 
古 厓の男 常 之進奇 (淳〕 は筠 圃と號 す、 
儒者と して 名 あり。 

34 伊勢の宮崎氏度會郡に営崎氏神社あ 
り、 度 會條を 見よ。 又 律の 人宮埼 彌三郞 定 
憲は 詩文を 善くし、 靑 谷と 號 す。 

35 六 波 1臣太平記卷九に宮崎三郞、 
同太郎 次郞等 見 ゆ、 近 江番 場に 死し、 蓮 
華 寺 過去帳に 「宜崎 三耶恒 則、 営 崎太郞 
次 部恒 利、 同上 總三 郎恒 遠」 等を 载 せた 
り。 第三 十 項を 見よ。 

36 雜载 その他、 武鑑、 岸 和 田 岡 部 藩 用 
人、 下手 渡 立 花 藩 用人、 秋 月 黑田藩 重臣、 
日出 木 下 藩 番頭 ' 大野 土 井 藩 加判 用人 等 
に 此の 氏を 載せ、 又 大垣藩 俳人に 宮畸荊 
ロ、 又 畠 山 家臣に 見え、 又 加 實藩铪 帳に 
「八 百 石 (岩に せきれい〕 宮畸 信次郎 •四 
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百 石 (同〕 宮崎主 殿、 四百 石 (丸內 同) 宮 
崎 規三郞 」 等を 載せ、 又 加貿の 釜 師に宮 
崎 彥九郞 義一 あり、 寒 雉と 稱 す。 

又 江戶の 儒者に 宮畸成 美 ( 畏齋) 、又囊 谷 
(茗荷 谷) と號 す。 又 仁 和 寺 宮侍宮 崎 大和 
介 玉 緒 (實は 近 江の 人、 榊 光慶の 男〕 は 
國學に 秀づ 。又 俳優に 営 崎 十四 郎 C 巴 十〕、 
また 攝津 、和 泉、 志 摩、 近 江、 美 濃、 尾 
’ 張、 備 前、 備 中等に 存 す。 又豐 前に 見え、 
周 防の 宮崎は 友 三つ巴を 家紋と す。 

宮： 一则 ミヤ サキ ミヤ マへ 和名 抄 、常 陸 
國鹿島 郡に 営前鄕 を收 む、 営 崎 條參 照。 又 肥 
後國鉋 田 郡に 宮前鄕 、今の 熊 本の 地 也。 そ 
の 他、 武藏 、播磨 等に 此の 地名 あり。 

1 武藏 Q 営 前 氏橘樹 郡に 宮前邑 あり 
て、 秩父 郡の 名 族に 見 ゆ。 新 編 風土記に 
「宮前 氏 (金 崎 村〕、 代々 名主を 勤む、 今 
の 佐右衞 門が 父 奇持 のこと ありて、 其の 
身 一代 苗字 帶 刀を 免され、 子孫 世々 苗字 
'は 名乘 べきとの 旨、 御 代官ょ y 申 渡さる」 
と。 又 社家に も 在り。 

2 雜载 その他、 石 見、 出 雲、 信 濃 等に 
在りと 。猶ほ 前條を 見ょ。 

宫硫 ミヤ サキ 宮崎 氏に 同じ。 又 美 濃の 
學者 に宮硫 重 伴 •あり。 
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官 培 ミヤ サキ 同上。 

宮里 ミヤ サト 和 泉、 蔭 摩 等に 此の 地名 

存 す。 

丨耙姓 薩摩國 薩摩郡 宮里邑 ょり 起る。 
建 久圖田 帳に 「薩摩 郡 宮里鄕 田 七十 町、 社 
領七町 五段 (安樂 寺〕 下司 茬廳道 友、 社 
頜 一町 ( 彌勒 寺) 下司 僧經宗 •公領 六十 
一町 五段 (烏 津 御庄 寄 郡) 鄕 •司 耙六大 夫 
正 家」 と。 傳へ言 ふ、 新田 営は 初め 本 村 
に 在り、 故に {呂 里と 名 付く と。 

また 建久八 年、 内裏 大番參 勤 交 名に 営 里 
八郞を 載せ、 又舊 記に 営 里 郡 司 孫 九 郎久 
俣、 又 地理 纂考に 「隈之 城 鄕営里 村は 新 
田 八幡宮の 神領な り。 八幡宮 神職# 執 印 
氏が 古文書に 『建 仁 四 年 二月 十日、 営 里 
鄕 地頭 散 位紀正 家』 と ぁり、 正 家は 權執 
印 家の人な り」 と。 紀 、執 印、 權執 印、 
本 田、 平 田 等の 條參 照。 

又 S 島 郡 平 良 村 新田 八幡 神社は、 嘉祥ニ 
年、水引鄕新田宮の社司宮里壹岐，神體 
を 奉じて 來 りて 創建す と 也。 

2 島津 氏族 前項の 薩摩郡 宮里邑 ょ 9 起 
る。 島 津系圖 に 「島 津忠 久丨忠 直— 泰忠 
C 宮里祖 )」 と载 せ、 又 諸家 系 圖纂に 「忠直 
(三 郎 、左衞 門 尉〕 丨泰忠 (三 耶 、左衞 門 尉、 


宮 里祖〕 —時忠 (孫 六、 左衞門 尉〕— 光忠 
(左 京 進〕— 忠連 (下野 守)」 と 見 ゆ、 新撰 
事蹟 通考 •これに 同じ。 猶ほ 次條參 照。 

3 藤 原 姓 山 田 氏族 大 隅の 豪族に して、 
山 田 式部少 輔 藤原忠 繼の四 男 (庶子〕 四 
郞忠 重の 後 也と。 山田條 、及び 前項 參 照。 
その子 孫 美 作守忠 常 •新納 氏に 敗られ、 
新納犮 馬 助 •肝屬 郡 加瀨田 城を 守り、 忠常 
は 新納 氏に 降りて 宮里道 隨と云 ふ。 地理 
纂考に 「文明 年中、 新納 忠武 •島津 氏に 
反して 當城 を陷れ 、新 納左馬 助、 営 里 道 
隨 •城主たり。 左 馬 助は 忠武が 一族に て、 
営 里は 山 田 忠繼の 庶子な りと。 忠繼は 山 
田 民 部と 稱 して、 島津 氏の 一族な り。 され 
ば 道隨は 忠繼が 庶子に して、 加 瀨田の 城 
主な りしが、 新納 忠武 •當 城を 陷れし 時、 
忠武に 隨從 して、 新納友 馬 助と 共に ^ 主 
なりけ む」 と o 

4 和 泉の 営 里 氏 和 泉郡宮 里 村ょり 起 
る。 営 里四郎 左衞 門は 正 平 中の 人、 和 田 
和 泉 守の 旗下 也。 久来田 寺、 並に 藥師寺 
等の 古證 文に 見 ゆ。 

宫澤 ミヤ ザハ 甲裴 、武藏 、陸 前、 羽 前、 

羽 後 等に 此の 地名 あり。 

1 桓武 平氏 鹽田 氏族 信 镡國の 豪族に し 


ミヤ サト ヤサハ 


て、 北 條義 政の 裔と云 ふ、 鹽田條 を 見よ。 
小縣郡岩下衆 ©. ーに此の氏見ゆ #0 又善光 
寺の 人 営澤武 日は * を以 つて！^ あり。 

2 源 姓武田 氏族 甲 裴國巨 摩 郡宮澤 村よ 
9 起る。 武 田小苏 郞信 政の 男四郞 信 村 • 
始めて 駒 井 氏を 稱 す。 宮澤 氏は 其の 分流 
にして、 宮澤和 泉吉次 等、 著 はれ、 又 下 
鄕 起請文に 「岩 下衆 •営 澤七左 衞門泰 長 J 
と 見 ゆ。 子孫 •甲府 等に も存 し、 又武田 
氏 敗亡の 後、 浪人して 信 州 駒澤に 蟄居し、 
後に 邑事を 司る もの あり。 

3 信 濃の 営 澤氏前 頂を 見よ。 その他、 
高遠 城士に 営 澤若狹 あり。 伊那 細見 記に 
「三義村山室に、宮澤若狹、及び原新左衞 
門 等、 高遠 城の 後備 目附 役と して 配置せ 
られ しが、 天 正中沒 落。 民間に 降り、 其 
の 跡 年 貫 地と なる」 と。 

4 武藏の 営 澤氏多 摩 郡に 営 澤邑 あり、 
閼係 あるか。 秩父 郡の 社家に 見え、 又秩 
ハ 久 の人宮 澤雲山 (雉、 神 遊、 細 庵) は 詩人 
として 知らる。 r 

5 淸和 源氏 源 行 家の 男宗 長を 祖と す。 

6 藤 原 姓 飯 田 氏族 陸前國 伊具 郡 宮澤邑 
より 起る。 飯 田 八郞 左衞 門の 裔に して、 
掃部に至り、當邑に移る。伊達毋次考に1 


ミヤ サハ 


弭應四 年、 宮澤又 六に 名 取 郡 飯 野 坂. 鄕內 
を賞與する事をすせ、又餘目舊記に「竹 
城 保 宮澤大 利八郞 とて 有り、 其の 在 城せ 
めおとす」 と 見 ゅ。 又 天文 中、 又六實 家に 

至り、 大松澤 氏を 稱す 。飯 田、 又び 大松 
澤條を 見よ。 又德川 時代、 伊達 藩 用人に 
此の 氏 見 ゅ (武鑑)。  , 

7 會津の 営 澤氏新 編 風土記、 耶麻郡 下 
館 村 條に 「稻荷 神社 神職 •営 澤但 馬、 元 
は 木 曾 組 阿 隅 村の 者に て、 磐椅 神社の 神 
職長 尾 周 防が 門下と なり、 此の 社の 神職 
となる」 と o 

8 雜载 その他、 能 登の 社家に 見え、 又 
尾 張の 儒者 宮澤懶 夫 安重は 磯野 員 純の 三 
男、 営澤 氏を 起し、 鈥 齋と號 す。 又 上線、 
下總 、攝津 、伯耆 、因幡 等に 存 す。 

宮師 ミヤ シ グゥ シ條を 見よ。 

宮司 ミヤ シ ミヤ ツカ サ ミヤ ヌシ條 を 
見よ。 

宫重 ミヤ シゲ 尾 張 等に 此の 地名 あり。 
1 藤 原 姓 松 平家 臣宮重 彌六郞 信 成を 祖 
とす。 家紋む かひ 鶴の 丸、 鶴の 丸。 又 三 河 
國額田 郡 友久邑 の士に 宮重金 右 (左) 衞 
門 •見 ゆ。 寬政 系譜には 「信 成—惣 右衞門 
■. 匿吉丨傳六訊信房丨作兵衞信秀(忠次)」 


ミヤ！ b ハ —— $ ヤシ ケ芫一 一一 九 


e ヤシ タ ミヤ シタ 1 ミヤ シマ e ヤシ マ 売！！ 0 


等 見え、 又 小 給 地方 由緒 書に 「御 天守 番宮 
重 右衛門、 權現樣 御代、 三 州に て. 先祖 地方 
五十石 拜頜仕 候」 と。 

2 雜载 江戶の 儒者に 宮重甚 左衞門 信義 
あ 9、 忍 齋と號 す。 

宮下 ミヤ シタ ミヤ ノシ タ武藏 、相 摸、 

安房、 岩 代、 越後 等に 此の 地名 存す。 

1 桓武 平氏 伊勢の 名 族に して、 平經盛 
の裔 、昌辰 の， 後 也と 云 ふ 9 

2 詉訪神 家族 信 濃 識訪の 名 族に して、 
詉訪 系圖に 「御衣 祝 有 員— 員 家 (宮下 神 
五〕」 と载せ たり。 

3 信 濃の詉 訪氏 參照 。その他、 詉 
訪宮下 氏の 内には 「某 親王に 從ひて 来る」 
と傳 ふるもの ありて、 丸に 蔦 葉を 家紋と 
する あり。 又 伊那 郡 飯 島 附屬の 士に あり 
.て、 「営 下但馬 •十八 貫 文」 と 見 ゆ 0, 

4桓武平氏大掾氏族、川四郞國幹の後 
にして ( 大掾傳 記)、 新 編 掘 志に 「宮下 • 
茨城 郡水戶 府下の 地に 出づ 、以上 五 氏、 
石 川 家 幹の 後な り」 と。 その他は 石 川、 
常 葉、 阿久津 等の 條を 見よ。 

5 山內氏 族 岩 代 國大沼 郡宮下 村より 起 
る。 新 編會津 風土記に 「館 迹 •山內 氏の 
支族 大勝 後久と 云 ふ 者 住し、 氏を 宮 下と 


稱す 。其の 子を 営 友 衞門忠 常と 云 ひ、 其 
の 子 太 郞右衞 門 浚 長 •天 正中まで 住 •せり 
と。 其の 子孫 •當 家に 仕へ て 今に 存 す」 と 0 
6 和邇 部姓駿 河の 豪族に して、 富士系 
圖に r 義尊 (大宮司)— 高 道 (宮 下八耶 左 
衞門 尉、 宮下に 居 3、 大 石、 船 律、 根 阪 
の 三 村を 頜す〕 丨維尊 (河口 太郞〕 、弟 尊 
，房 (営 下 八 郞) j と 見 ゆ。 

7 雜载 その他、 薩摩 伊作の 名 族に 宮下 
氏、 紀伊國 伊都 郡 隅田莊 地士に 営 下彌八 
郞 、又 根 岸 肥 前 守 用人に 宮 r 氏 見え、 又 
筑 前、 備 前、 播 磨、 攝津 、武藏 、陸 前、 
陸奧 等に 存 す。 

宮階 ミヤ シナ 京都に 此の 氏 あり。 

宫芝 ミ ヤシ バ 紀伊國 在田胄 罾 淺莊吉 川 
村 逆 川 王子 社の 神主に 宮汔主 膳 あり。 

宫島 ミヤ シマ 和名 抄 、三 河 國寳飯 郡に 
営 島鄕 を载 せて 美 也 之 末と 訓 ず。 後世* 牛 
久 保近邑 を ^. 島 莊と日 ふ。 その他、 越 中、 
安藝 等に 此の 地名 存す。 

1 詉訪 氏族 武藏國 入 間 郡の 名 族に して、 
新 編 風 土 記に 「上 吉田 村宮島 氏。 先祖を 縫 
殿 助と 稱 し、 信 濃 國詉訪 の. 一族に て、 天 
正 年中 當所へ 移りし となり。 故に 鎭守詉 
訪明 神を 村內 に勸 請す と 云 ふ。 紋は 丸の 


內に梶 の 葉な り 。又 松 本を 氏と せる 村民 
丈 助は、 詉訪 氏の 家人な りしな どい へり。 
按ずる に、 寺 井 宿眞行 寺の 開基 眞行 尼は 
武田信 支の 妹な りしが、 勝賴 滅亡の 後、 
上吉田 村に 暫く 住し、 其の後、 彼の 寺を 開 
きしと 云 ひ 傳 ふ。 今 村內に て、 眞行 尼の 
事を 傳へ ざれ ど、 営 島、 松 本の 二人は 武 
田 氏に 仕へ し 者な T といへ ば、 尼 も 傾つ 
て爰 に來 りしなる べし」 と 。次 項 氏に 同 
じかるべし 〇 

2 藤 原 姓 詉訪上 社寶劍 守に、 宮島氏 あ 
り。 また 下 社 祠官に 宮島視 あり、 林 氏、 
後に 町 氏と 云 ふ。 、 ‘ 

3 越 後の 宮島氏 上 杉政景 家臣に 此の 氏 
あり。 又宮島 三 河 守は 沼箠郡 新發田 城、 
及び 古志 郡 大野 城 等の 城主な りき。 又樣 
尾 城主と も あり、 志貿 、丸 山 等條參 照。 

4 伴 姓甲貿 郡の 豪族に して、 甲賀 五十 
三士の 一也。 郡內平 松邑に 其の 宅 跡 あ 9、 
傳へ云 ふ 「伴 善 男の 男 善 平 •平 松 神社の 
祠官 と爲 りて、 此の 地に 居り、 後裔 宮島 
氏と 稱 す」 とぞ 。平 松條を 見ょ。 宮島掃 

部 介宗久 、その 弟左衞 門ニ郎 重秀 等、 六 
角 高賴に 仕へ、 鈎の 戰に功 あリ。 

5 賀茂姓 上貿茂 神社の 社家に して、 實 


茂縣主 姓と 稱す。 

6 豐 前の 宮島氏 企 救 郡の 豪族に して、 
元龜天 正の 頃、 宮島鄕 左衞門 あり。 

7 丹 後の 宮島氏 與謝郡 本 庄浦島 社の 社 
家に して、 名 族の 聞 あり。 浦 島の 繪卷物 
を藏 す。 

8 雜载 その他、 美 作 眞庭郡 月 田 邑の名 
族に ありて、 延寶春 日 社 棟 札に 宮島治 右 
衞門 •見 ゆ。 又 田 中 藩 知行 割 帳に 「二百 
石宮島 傳十郞 J を 載せ、 又 因幡、 攝津、 
越 前、 美 濃、 尾 張 等に も存 す。 

宮庄 ミヤ シヤウ 安西 軍 策に 宮庄 下野を 
'载せ たり。 

宮後 ミヤ ジリ 

1 度會姓 伊勢 外宮の 祠官に して、 正員 
禰宠 、重代 權禰 宜等數 家 あ 9。 度 會ニ門 
系圖 I'c l 兼 房 丨 兼忠 — 朝忠 丨 國忠 丨 朝 行 

丨朝 親— 朝 棟 (一禰 宜 、吉野 殿ょり 三位〕 
丨丨朝 照 (一〕— 朝淸 (宮 後、 一) ^ 


—朝敦 ~r ■朝繁 — 朝 直 r 朝 雄— 朝 貞^ f 朝 房 

一 實朝 保男實 檜桓貞  ニ 右衛門 

丨朝毋 -女 -S 一 ーー男 - 朝春權 仕-朝 和 

荒木 田 勘 左衝門  檜珥河 
氏秀室  權.  内裏 

男、 五 

と。 志 摩に も 在り。 

2 大原姓 尾 張 熱 田 神宮の 社家に して、 


大原眞 人 姓 也" 他に も存 す。 

宮代 ミヤシロ 美 濃、 岩 代、 若狹 等に 此 
の 地名 ありて、 武藏 等に 此の 氏 見 ゆ。 

宮城 ミヤ シロ 信 濃、 岩 代 等に 在り、 そ 
の 他は ミ ヤギ 條を見 ょ o 
宮杉 ミヤ スギ 

官裾 ミヤ ス ソ 肥 前の 豪族、 橘 姓に して 
後藤 家 事蹟に 「延 慶以來 、宮 裾三郞 橘 公 村 • 
武雄社 神樂来 を 抑留す」 云々 と。 又 東 妙 寺 
建 武ニ年 文書に 「営 韬三郞 公明、 子息 道 勝」 
等 見 ゆ。 、 

営 * ミヤセ備中、筑後等乂此の地名存 
す。  . 

1 劉姓紀 伊の 名 族に して、 後漢献 帝の 
裔志賀 穴 太 村 主ょり 出 づと傳 ふ。 志賀、 
穴 太 等の 條參 照。 営瀨三 右衛門 維翱 (文 
翼〕 は 儒者と して 名あリ 、龍 門と 號 す。 
2 雜载 その他、 伊勢、 志 摩、 大和、 攝 
津 等に 存 す。 

宮迫  £ ヤセ n ミヤ ハ ザ マ 

宮世古 ミヤ セ n 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 
宫菌 ミヤ ゾ s 次條氏 に 同じ。 

官園 ミヤ ソノ 豐 前に 此の 地名 あり。 又 
宮園 春大夫 (営 古路 園 八の 弟〕 は 春 太夫 節を 
始 む。 又宮菌 千 枝 も 名高し。 


宮副 ミヤ ソへ 

宮田 ミヤ タ 和名 抄 、常 陸 國鹿島 郡に 営 

田鄕 を载 せ、 又 丹 波に 宮田庄 、その他、 尾 

張、 信 濃、 上野、 陸奧 •丹 波、 隱岐 、筑前 

等に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 山 名 氏族 山 名 系圖に 「氏 淸 
— 時 清* 宮田左 馬 助、 (一本に 頭〕、 大夫 
將監 、母 左 中 將藤保 脩 女」 と。 明 德記卷 
上に 宮田氏 見え、 又應永 記に も 在り、 山 
名條參 照。 

2 河内の 営 田 氏 當國の 名 族に して、 長 
祿寬正 記に r 譽田若 黨宮田 四 郎左衞 門 j を 
载 せ、 又 應 仁記卷 ニに 「営 田、 云々」 と。 

3 中臣姓 伊勢の 神官に して、 中臣 系譜 
に 「(箕 曲) 祭主 永 賴の子 大司宣 茂 (號宮 
田、 又 七 見〕— 大司永 政 (伊 曾 前 司〕、 弟大 
司明輔 —明宣 丨兼輔 (相 摸 三 郎) J と。 貞治 
七 年 二月、 営 田. 前 大宮司 忠緖 朝臣の 紛失 
日記 •史料と して 名高く、 又 阿 濃 郡 知 永 寺 
に 大永七 年 宮田大 輔種輔 、天文 十一 年 源 
次郞 藤定 、元龜 三年に 次郞具 藤の 寺領寄 
附狀 あり。 長 野 氏の 寺 也。 同族 か。 又 志 
摩に も存す C 

4 尾 張の 営 田 氏 葉 栗 郡に 宮田村 ありて 
豐鑑 、秀吉 の 軍に 営 田 氏 •見 ゆ。 


ミヤ シマ ミヤ シ av 


ミヤ シロ ミヤ ソノ 


ミヤ ソへ ミヤ タ 五 九 四 一 


ミヤ タ ミヤ タ ミヤ タ 芫四 一一 


5 美 濃の 宮田 氏 ' 営 田 左 衞門等 あり、 現 
今 も 多し。 

6 信 濃の 営 田 氏 伊那 郡の 豪族に して、 
宮田邑 ょり 起る。 弘治ニ 年、 武田 氏に 滅 
さる。 飯 田、 坂 西、 小 笠 原 等の 條參 照。 
7 三 浦 氏族 橫須貿 系圖に 「杉 本 安藝 守 
貞淸 丨貞澄 (営 田 能 登 守) 丨貞泰 (ニ 郎〕丨 
藤貞 (新 左衞門 尉〕— 義三 ( 新ニ耶 、式部 

小 ノ輔) J と 載せたり。 

8 利 仁 流 藤 原 姓 齋藤實 盛の 後な りと 云 
ふ。 「北 條氏 直の 臣茂右 衞門吉 次 (吉 輝) 丨 
治 右 衞門吉 利 C 吉久〕 」 等寬政 系譜に 見 ゆ。 
家紋 下り 藤 丸に 三文 字、 藤 三 巴。 又 幕臣 
に 抱 襲 荷、 丸に 三 引を 家紋と する あ リ、 
藤 原 姓と 稱 す。 

9 有 道 姓 兒玉黨 武藏の 豪族に して、 七 
黨系圖 、兒 玉黨に 此の 氏を 收 む。 埼玉郡 
上 川上 村 熊 野 社の 神職 家、 多 摩 f 久保 
村 幸 神明 神社の 神主 家 等に 此の 氏 見え、 
又 橘 樹郡細 山村の 開發 者に 在り。 

10 常 陸の 宮田氏 鹿 島 郡に 営 田鄕あ 9 て 
地理 志 料に 「當に 美 也 多と 讀む べし。 蓋 
し大洗 磯前の 神 封と 爲 り、 因って 名づ く。 
弘安作 田 勘 文に t 鹿 島 郡北條 宮田鄕 •七 
十五 町 六十 步』 と。 「尊卑 分脈、 參議藤 原 


巨勢麻呂の男弓主にニ子あり、長を從五 
位下 內藏 助宮 田と 云 ふ、 母は 常 陸 鹿 島 郡 
の 人、 次は 無官 助 川、 母は 常 陸久慈 郡の 
人、 因って 謂 ふ、 郡に 助川鄕 あり、 
則ち 知る 二人 •母 氏の 桑 梓の 名を 取る 
也」 と。 又 新編國 志に 「営 田。 一流 鹿 島郡礒 
村より 出づ 、子孫 今に あり」 と 載せ、 又 
小 野 館は 営 田大隅 守の 居所と 云 ふ。 

11 下總 の 宮田氏 結 城戰場 物語に 富田彌 
助を 擧げ たり。 

12 西堡 部下 鴨 社の 社家に して、 駆 人家 
系に 「小預 、西 M 部、 稱號宮 田 J、 また 「小 
預 •営 田 二 家、 厨 (西 8 、始め 営 田、 又 蓼 
倉、 改稱 厨」 と。 

13 久下 氏族 丹 波多紀 郡の 宮田莊 より 起 
る。 この 地は 足 利 尊 氏 文書、 造 内裏 段錢 
引付 等に 見 ゆ。 古 •多々 奴 比 神 封と 爲 り、 
宮田莊 の 名 起る と 云 ふ。 久下氏 •當莊 を 
領し 、此の 地に 居る が 故に、 一に 営 田 氏 
と も稱 せらる、 久下條 を 見よ。 

14 土 居 氏族 土 居 系圖に 「通 永 c 彥六郞 、 
小 田 山地 頭) 丨盛敦 (営 田 次 耶〕— 盛時 (孫 
次 115 〕丨重基」と载せたり。 

15 豐前の 営 田 氏 圖田帳 に 「平澤 水 云々、 
同 宮田佐 藤 次. 郞」 等 見 ゆ。 


16 筑前の 宮田氏 鞍手 郡宮 田ょり 起る D 
立 花 家臣に 宮田黨 あり。 

17 名 和 氏族 肥 後 國松橋 醫師宮 田 氏藏名 
和 系圖に 、十三 代行 憲の庶 弟に 「土屋 右 
馬 助顯定 、本鄕 市 左 衞門顯 正」 あり、 営 
田は 其の 裔な 9 と。 

18 伊東 氏族 日向の 豪族に して、 日向 記 
に 「今度 祐宗 Q 一 昧 として 訴訟 申せし、 
山の 法眼と 云 ひし、 實に大 なる 忠を盡 せ 
り。 是れ祐 重に 供奉して 日 州に 下りし 営 
田が 祖父な り」 と。 また 営 田 讚 岐守等 見 
ゅ 0 

19 美 作の 営 田 氏 東北 條郡北 高 田 庄下檨 
野 村 勝 山城 主に 宮田五 右衞門 あり、 営 田 
兄弟の 墓存 すと ぞ 。又 後 ® 宮田里 右衞門 
等 見 ゅ。 又 律 山 藩 給 帳に 「四十 五 俵 営 田 
庄右衞 門」 を 載す。 

20 雜载細 川兩家 記に 「總州 方宮 田」 を 
載せ、 武鑑、 長 島 增山藩 重臣. •泉 本 多 藩 
用人 等に 此の 氏を 擧げ 、又 堀 尾 山城 守 給 
帳に 「百 五十石 宮田左 助」 を擧 ぐ。 又大 
村 藩に 存 し、 又 佐 州 諸 役人 附に 「源 姓 •営 
田八郞 兵衞 J を 載せたり。 

.又 水口 藩の 儒者に 宮田 淸藏華 龍、 本 田 藩 

.儒に 営 田 三 右衛門 明 (大和 郡 山)、 又 土 佐 


國 安藝 郡 営 田 村の 鄕士宮 田 悅三郞 (賴吉 ) 
能 格は 勤王家に して、 (淸 岡條參 照)、 贈 
從 五位、 又 吾川 郡弘田 上 村 勤王の 士 に 宮 
田 節 齋致信 あり、 贈從 五位。 これょり 前 
當國の 儒者に 宮 田用藏 定則 (営 谷 支 格の 

. 男) •見 ゆ。 又 能 登の 社家、 加 賀の名 族、 
又 面 打に 宮田筑 後 等 あリ。 

宫太 ミヤ タ 源平 盛衰 記に 「三位の 侍に 
宮太瀧 ロ 時 員と 云 ふ 者 あり」 と、 瀧 ロ條參 
照。 

宫 il ミヤ タキ 大和 國吉 野郡宮 瀧鄕 ょり 
起る。 吉野 三十 六 公文の 一に 営 瀧 公文 (中 

'庄 S あり、 吉野舊 事 記に 見 ゆ。 

宫武 ミャ タケ  一 
1 利 仁 流 藤 原 姓 尊卑 分脈に 「倉 光六郎 
成 澄 丨 小 六部 成資 丨 七 郞成廣 — 成忠 (宮 
武ニ 部〕」 と载 せた リ。 

2 雜载 その他、 武藏 に存 し、 又 高 松 藩 
醫に 営武 (本 氏 今 井〕 良 順 唯 善 あり、 器 川 
と號じ 、儒學 に 長ず。 

宮館 ミヤ タテ ぐ/ヤメ タテ 熱 田 神宮の 

社家に して、 粟田 朝臣 姓 也。 又 陸 奥に 此の 
地名 ありて、 津輕 に 此の 氏 あり。 

宫谷 ミヤ ター J 能 登の 名 族に して、 社家 
也。 又武藏 に存 す。 


官任 ミヤ タフ 阿波 國の豪 族に. して、 故 
城 記に 「宮任 殿 •久 米、 平、 立 ニ 引 龍 十 文 
字」 と载せ 、一本に 「宮仕 殿 •久 米、 平氏 J 
と あ 衫0 

宫道 ミヤ 尹 和名 抄 、三 河 國寶飫 郡に 宮 
道鄕 を载せ て 美 也 知と 訓 じ、 本 國神名 帳に、 
寶飫 郡宮道 天神 •見 ゆ。 又 美 濃 等に 此の 地 
名存す 。 

1 営 道の 別 倭武 尊の 裔に して、 古事記 
に 倭武 尊の 子 「建具 兒王は 、営 首 之 別、 
云々等の祖」と見ゆれど、宮首は営道な 
ら むと 云 ふ 0 

2 営 道 君倭武 尊の 裔に て、 前項 氏に 同 
じ。 三 河 國寶飫 郡 宮道鄕 ょり 起 ひし か。 
或は 山城 宇治 郡發祥 か。 成 務本紀 に 「稚 
人武 王は 云々、 宮道 君の 祖」 と 見 ゆ。 

3 大和の 宮道君 営 道 氏系圖 (五 郡 神社 
記 所 引) に 「営 道 君は 日本 武尊の 兒稚武 
王ょり 出づる 也。 稚武 王の 後葉 •近 江國滋 
賢 郡に 居 9、 淡 海 村 部 君と 爲 る。 延曆 年中 
に 及び、 遷 りて 大和 國高市 郡に 住す。 淡 
海 村 部 君 陳義に 詔して、 牟佐 神社の 視部 
と 定め、 営 道 君の 姓を 賜 ふ。 是 より 先、 
'祝 部 卒狹村 主 •平安 城 左 京に 貫 すれば 也」' 
と 見 ゆ。 永享文 安の 際、 禰宜散 位 正 六 位 


上 宮道述 之 あり、 即ち 五 前 神社 記の 作者 
なり (大和 志 料) と。 (恐らくは 非 か〕。 

又 「永 享五年 仲冬 七日、 牟佐 神社 禰宜无 
位 営 道 君述之 (在 判)」、 又 「應永 二十 九 年 
仲春 ニ 九日 営道述 之」 など あれ ど、 眞僞 
詳かな らず 0 

4 営 道宿禰 第一 項、 ニ 項の 後 か。 承 和 
ニ 年に 至リ 、朝臣 姓を 賜 ふ。 山城 宇治 郡 
の 古豪に して、 當郡の 郡領家 也。 

5 営 道 朝臣 前項 氏の 後に して、 承 和 ニ 
年 十一月 紀に r 主計 頭從 五位 下官 道宿禰 
吉 備麻呂 、支 蕃少允 同姓 吉備繼 等に、 朝臣 
姓を 賜 ふ」 と あり。 氏人には 元慶 元年 正 
月紀に 「主計 頭官道 朝臣 彌 益」 あり。 此 
の 人 •宇治、 郡の 大領に して、 勸修 寺緣起 
に 「この こほりの 大頜宮 道の 彌益 となん 
いひけ る」 と 云 ひ、 また 今昔 物語 卷ニ 十二 
の 第 七、 高 藤 内大臣 語に 「其の 郡の 大領 
営 道の 彌益 となむ 云 ひける J など 見 ゆ。 
その 女 •高 藤の 室と なり、 姬君誔 生 あり。 
後西 對に 置き 玉 ひ、 打績き 男の子 二人 誔 
生 あ SV。 高 藤は 大納言に なり、 男 二人は + 
泉の 大將 、三條 右大臣 ( 定 方)、. 姬君 は、 
宇多院の 位に 御座し ます 時、 女御に 奉り 
給 ひて、 幾許 もな く醛醐 天皇を 生 奉る。 
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彌 益は 四 位に なりて、 その 家を ば 寺に 成 
す、今の勸修寺これな «?- 。その裔、史官 
記、 久 安五 年 四月に 內舍 人宮道 朝臣 重 清、 
園大曆 、延文 元年 二月に 宮道 朝臣 卿 子等 
見 ゆ。， 

6 肥 前の 宜道 朝臣 寬治 年中に 営 道 朝臣 
行 職 ぁり。 

7 山城の 営 道 氏 第五 項 氏の 後に して、 
新 國史に 「延喜 十一 年 正月 六日 宣 旨、 山 科 
神 ニ 前。 右は 宮 道の 氏人 內藏小 ノ允営 道 良 
連 等が 去年 八月 七日の 解に 依り、 初めて 
官帳 四度幣 に 付す、 云々」 と。 此の 事は 本 
朝 月 令、 山 科祭條 引用 太 政 官符に 詳か 也。 
山 科 神とは 延喜 式に 「宇治 郡 山 科 神社 ニ 
座 (並に 大 、月次 新甞 )」 と 見 ゆる 社に て、 
今 勸修寺 村に 在りて、 営 道 ニ 所 明 神と 號 
す。 又大宅 岩屋 社、 西 野 山 岩屋 社 も俱に 
宮 道氏祖 神を 祭る' と 云 ふ。 

その他、 史 涫 記、 治 曆四年 七月に 從五 位下 
営 道行 職、 寬治 元年 七月に 右兵衞 少志宮 
道行 季 、久 安二 年 四月に 左 馬少允 宮道賴 
盛、菅家文草卷六に営道友兄、宇治拾遺 
に 宮道式 成 等 ぁり 。猶ほ 以下 各項を 見ょ。 

8 春 日 氏族 說 前項 氏は 地名 辭書に 「宮 
道氏は勸修寺故主にて、小费繼物語に宇 


治 郡大領 とぁリ 。應 神帝妨 矢 河枝嫒 (宇 
治稚耶 子の 母) は、 近 江和邇 の 人に て、 
蒐道宮 に 居ます を以 つて 宮 主と 稱す 。営 
道 氏 •即ち 其の 族裔な るべ し」 と。 

9 物 部 氏族 說 宇治 宮道 氏は、 蜷 川系圖 
に 物 部 守屋の 後と し、 「営 道氏蜷 川 家 正系 
圖 。天 照 國照彥 天火 明 櫛 玉 饒速日 尊— 宇 
麻 志 麻 治 命 丨彥湯 支 命 丨大稱 命— 出石心 
大臣 命— 大綜杵 命— 伊香 色 雄 命— 建 新 川 
命— 物 部 譫咋宿 禰丨物 部 五十 琴 宿 福 連 公 
— 物 部 伊 苔 弗 連 公 丨 物 部 目 大連公 — 物 部 
蔴山連 公— 物 部 尾 興 連 公 丨物部 弓 削宮道 
守 屋大連 公-— 物部宮 道 武麻呂 —宮道 弓 削 
武麻呂 — 弓 削 守 彥—営 道 田 朝— 宮道 大海 
丨宮道 志 丹— 宮道巨 勢 麻 呂丨営 道 大雲比 
登— 宮 道奈氐 麻呂丨 山科大 領宮內 大輔宮 
道彌 益— 帶刀允 宮道潔 興—宮 道義 名 ( 以 
下 氏 略〕— 高風 丨眞 貞丨義 行— 式 成— 式 
宗—式 親— 遠 式 1 式 俊— 蜷川親 直」 と。 
諸家 系譜 續編 には 「錄川 氏。 営 道 姓。 営 
道 •其の 先、 物 部守屋 ょり 出づ 。時代 久 
遠、 故に 世 系 紛失す。 故に 其の 知れる， 者 
を 記す。 式宗 (太 田 佐衞門 尉)— 親 直 
(蜷 川七骶 、法名 顯西〕 」 と 見 ゆ。 

但し 大系 圖には 一宮 地蜷川 氏 (又 稱太 田)、 


蜷川氏は営道別王ょり壯づ。其の系左の 
如し。 式宗 (太 田 佐 右 衞門〕 丨式親 (太 田 
佐右衞 門〕— 親 直 ( 蜷川 七郎 、法名 諸 西)」 
と载せ 、系 見 帳には 「錄 川は 宮 道の 姓 也 
(南部 氏雜 記； >、 宮 道 勝 直— 同 繁實丨 同 親 

直」 と あり。 / 

10 參河宮 道 氏 參河國 縣主営 道 氏の 系圖 
に 「小碓 命 〈倭 建 命〕— 建具 兒王 (讚岐 綾 
君、 伊勢 之 登 遠 之 別、 麻 佐、 宮道之 別 等 
の祖 也〕 丨宮道 別 王 (參河 國寳飫 郡宮道 氏 
の祖 也〕 丨宮地 宿 福 速 麿 (參河 國寶飫 郡縣 
主〕 丨宮道 宿禰律 麿— 同行 保— 宮地 朝臣 
重 丸丨宮 道宿禰 友義— 宮原 宿禰友 信丨宮 
道 信 勝 (白 雉 四 丑年 死* 室は 巨 勢 高 友の 
女 也〕 丨 同信 成 (白 鳳 ニ 酉年 死、 室は 巨 勢 
源 生の 女、 文武 年中、 役 小 角と 爭 論す〕— 
同信 盛、 弟 同 友 茂 (天平 神 護 ニ 午年、 室 
.は 安積 與の女 也〕 I 同 政 勝 (八 大 龍王 神 
主、 神 護 景雲 三 酉 十一月、 和氣 氏を 墓 ひ、 
大隅に 至り、 寶龜 元年 餓死)— 勝 信 (弘仁 
元死〕—卫友(仁壽ニ、大和國に'脫走〕丨茂 
盛 (寬平 五、 天滿宮 建立、 舊記に 宮地に 
作 K0 丨時成 (延長 ニ 申 二月、 後に 父の 名 
を 襲 ひて 茂 盛と 謂 ふ〕.： 


丨義勝 森 i 子 

- 高 正-友 正-正 輔-勝 世-高 基-正道 

天替 3 實義勝 天 喜 ニ 永 長元久 安五 交 治 111 ■ 

京® ニニ 男 京師 走 - V 
脱走  長 保； ニ 

一 丨勝安 -^友成天德一一在京®  . 

天德四 三吳國 ニ赴ク I 

E 艮生ガ 秘書 ヲ# 易 厂安 £ 改德常、右金、襲森氏 

_獅メ應和ニ五十 ±3 ^ 歸ル、ニノ大夫, 

11 三 枝 別 姓 皇別宮 道 家紋 類聚 傳に 「磯 
城 玉垣 宮 天皇 (垂仁 天皇。 御陵 在 营原御 
立 野中 トサ 浦、 美 濃 浦 野 水 野 ミノ 千 石 付 
之〕— 大中津 日子 命 (蓋 尾張國 中島 郡 水 治 
神社 所 祭 也。 土 佐 國土佐 郡 高坂鄕 中島の 
地に 嚴島 神社 これ 有リ 、出 雲國 河鹿 是 也) 
丨 (三 枝 別) C 出 雲大神 別業、 天文 中島 彌 
六紋其 形 『三 引兩 、山形の 下ニツ 巴』)、 
次に (尾 張 別業、 営 道 氏 之 枝 流)」 と。 

12 甲斐の 宮道氏 巨 摩 郡 営 地 村ょり 起り 
しか。 東鑑 、建 久五年 八月 二十日 條 、安 
田 義定の 伴 類に 「前 右馬允 宮道遠 式 (一 
本 達 式〕」 •見 ゆ。 之は 第五 項 氏の 族 也。 

13 平 姓武藏 國幡羅 郡の 名 族に して、 新 
編 風土記に 「妻 招 村、 聖天 社。 綠 起を 按 
ずるに、 『建 久八年 四月 八日、 営 道 慊仗平 
國 平等、 託宣に 依つ て 神體を 鑄 £ と ある 
もの 是な り。 然るに 此の 柄の 文に 「営 道 
國平 •平氏」 と あるに 據れ ば、 國 平の 姓 


は 宮道 にて、 平氏と あるは 其の 妻室な ど 
にや。又按ずるに、東鑑、建久ニ年十月 
一日 丙 子の 條に r 宮六慊 仗國 平等‘， 奧州 
井に 越後 國 より 駿牛 十五 頭を 召 進めし」 
事 見え、 年代 も 同時な れば是 と 同人なる 
べし』 と。 第五 項 氏の 族 か。 

14 雜载 その他、 平戶 記に 「寬元 三年 九 
月、 左 兵衞少 尉 営 道 式隆」 を 載せ、 又秀 
鄕流松 田 系圖に 宮 道式泰 •見 ゆ、 河 尻， 
天 田 等の 條參 照。  ， 

官路 ミヤ チ 前後 ニ條を 見よ、 三 河、 土 
佐 等に 此の 地名 存 す。 

1 甲斐の 営路氏 巨 摩 郡 宮地邑 より 起る 
か、 営 道 氏に 同じ。 

2 日向の宮路氏 * 原氏の家臣に"して、 
伊東に 內應 す、 兩條參 照。 

宮地 ミヤ チ ミヤ ド n ロ 前 ニ 條を見 
よ。 猶ほ中 臣宮地 連、 同 朝臣 等は ミヤ ド n 
ロ條を 見よ。 又 三 河、 甲裴 、美 濃、 飛驛、 
土 佐、 筑前 、肥 後 等に 此の 地名 あり。 

I 參 河の 宮地氏 宮道條 第 十 項を 見よ。 
猶ほ 二葉 松 等に 「額 田 郡 供御 城 C 供御 村) 
は 城主 営 地 助 内」 なりと。 

2 美 濃の 営 地 氏 池 田 郡に 宮道邑 ありて 
宮道 神社 存 し、 又 郡 上 郡に 宮地 村あリ て、 


新撰 志に 「境 山城 趾は宮 地 村と 野 尻 村と 
の 堺 山の 上に あ 9 て、 天 正の 頃、 稻葉土 
佐 守の 居城 あとな り。 土 佐 守は 稻葉 右京 
の 一族な り」 と载せ 、又 「郡 上の 人宮爆 
尙貞 (字 順 夫〕 が 木 尾關を 過ぐ る 詩に 云 
々」 と 0 

3 尾 張の 営 地 氏 第 六項參 照。 

4 美 作の 営 地 氏 勝 田 郡 福 力 邑の名 族に 
存 し、 又寬 永の 頃 奉行に 営地惣 ( 宗〕 右衞 
門、 津山藩 分限 帳に 「三十 七 俵 営 地 東 
泊、 六十 石 営 地 季祐」 等 見 ゆ。 

5 大 江姓備 後の 豪族 也。 當國世 羅郡東 
上 原 村に 宮地 山城 見え、 又 備中國 實陽郡 
上足 守邑に 営 地 城址 あリ 。此 等と 關係あ 
るか。 御調 郡の 豪族に して、 院島金 蓮 寺 
文安六己巳六月棟札に「頭主沙彌明光、 
子息 宮地大 炊助大 江資弘 J と。 明 光は こ 
れょ 9 前、 宮地大 炊 助 明 光と 稱 し、 村 上 
山城 守義顯 と共に 今 岡を 討つ 事 見 ゆ。 村 
上條參 照。 

而 して 藝藩通 志、 御調 郡 城 墟條に 「鳴 瀧 
山は 吉和村 にあり。 宜地兵 部太郞 廣義、 
同 兵 部 次 郞廣 浚の 所 居。 探題 山と も 云 ふ。 
後 兵 部大輔 弘躬 に 至り、 木 頃 氏に 討たれ、 
城陷 る」 と。 
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又 「水、 迫. は 同村に あり。 宮地 宮內が 所 居、 
宮內は 木 梨 城主、 船 奉行な りしと いふ」 
と载 せ、 又 「餘崎 城は 立 花 村. にあり、 村 
上義 光が 所 居。 又 宮地大 炊 助が ニ 男 島 居 
次郎資 長 も、 此に 居りし」 とい ひ、 「守武 
谷は 久山田 村に あ 9。 吉和 村、 鳴 瀧 山城 
主、 宮地 氏、 木 梨 村 鷲 尾 山城 主 杉 原 氏と、 
合戦の 地と いふ」 と 見 ゆ。 

又三庄 村に 宮地氏 ありて、 「先祖 営 地大炊 
助資弘 は、 文 安の 比、 中庄 村に 居る。 其 
の 子 勘右衞 門ょ 9 當村に 移る」 と傳 ふ。 

6 営路姓 (後に 藤 姓) 土 佐の 名 族 也。 當 
國幡多 郡に 営路山 (盛衰 記、 保 元に 藤 原 
師長 配所の 舊蹟〕 、営 地 屋敷 (有 井庄 司の 
舊邸 、元 弘の 際、 一 営 尊 良 親王 配所の 地) 
等 あり。 關係 深から ん。 

當氏の 調查に つきて は、 営 地 堅 磐 氏の 家 
脈 傳血譜 系 あり。 多くの 見聞を 網羅して 
詳細に 述べられたり。 今 その 一二を 拔萃 
せん。 『一に 「遠祖は 京都 宇治 郡 山 科ょり 
出づ 、紋所 山形を 付く。 山形に 三つ 引、 
八つ 山形に 三つ 引、 藤の 丸、 茶の 實 、以 
上 四 紋宮地 氏 紋所。 家傳に 云 ふ、 営 地* 
其の 先は 京師に 出づ 。遷 つて 土 佐國に 貫 
す、 中世 以降、 系續 左の 方に 錄 す。 宮地 


若左衞門正勝、同平兵衞正重*秦主に仕 
ふ」 云々 と。 

又 「営 地の 紋は 丸の 内に 営の 字な り」 と。 
又 「営 地 氏の 根元は 幡多 郡」 と 云 ひ、 又 
「先祖は 営 地 村に 在る 也。 営 地 亦藏正 光一 
兵 右衞門 正 春丨又 太郞淸 正 丨氏右 衞門勝 
治— 市內盛 正.— 百 之 進 正 治— 又 右 衞門正 
廣 (一に 正廉〕 I 若 友 衞門芷 勝— 平兵衞 
正 重」 と。 

又 古く 管 家 文草卷 六、 第 十二 顔 文に 「宮 
道 友 兄の 爲云々 、仁 和 ニ 年 十二月、 友 兄 • 
事に 就き、 讚岐 旅館に 到る.」 去々 と。 
下って 一に 「吾川 郡に 住す。 天 正の 頃、 

土 佐 郡 潮 江村 古城の 下、 云々。 子孫 世々 
天 神宮 神主」 と 載せ、 秦士錄 に r 幡多郡 
山 田鄕 山地 村 城 屋敷、 宮 地平 兵衞尉 •之 

に 居る」 と。 . ノ 

また 大高 坂合戰 文書 ( 建武 年間) に 大高坂 
松 王 丸 •見え、 文祿 中に 大高坂 松 熊 丸 あ 
り，「戶波鄕宮地氏の祖也」と。又一本系圖 
に 「営 地 丹 後 守 家政 •京都ょ 9 一條 房 家 
公 御 後見に て、 幡多へ 參り中 村に 住居す。 
大岐能 登 守 正直 ( 大岐 住〕、 宮地 右京 進 正 
勝 (國親 後見、 長 岡 郡 瀧 本村領 、営 地甚 
太郞 正常〕」 と 載せ、 南 路志卷 二十 ニに 「幡 


多 郡 入野鄕 有 井村 中 之 古城 •宮 地主 水 • 
之に 居る」 と 見 ゆ。 

又 天滿宮 本殿 唐破風 記に 「延喜 三年 二月 
(二十 五日)、 菅 大臣 •西 府に 於いて 薨 ず。 
隨臣松 木春彥 •公の 遺物 大刀 一 振を 携へ、 
高視 朝臣に 傳へん と 當國に 下る、 云々。 
宮地茂 盛は 八大龍 王宮の 大夫 、高視 朝臣 
に 仕 ふ。 遺物を 以 つて 公の 靈璽 とし、 龍 
王宮の 相 殿に 安鎭し (延喜 七 年 二月)、 久 
安四 年 正月に 至 9、 天神 大夫宮 道 高 基* 
公の 靈 代を 中央に 置き、 永 仁 三年、 大夫 
勝 村 •病氣 、嗣子 茂 正 •大 夫、 正 安二 年 
父子 共に 死して、 同 苗 助大夫 相續す ( 以 

上 抜萃)。 臆 永 四 年 丁 丑 三月 九日、 ニの 大 
夫德麿 •誌 之」 と。 

又. 「営 地 友 兄の ニ 男 重 公 •高 視 朝臣に 隨 
行して、 土 佐に 遷 る」 と傳へ 、又 一に 「先 
祖宮地 若左衞 門の 時代、 管 原 天神 •大宰 
府へ 左遷」 云々』 と。 

此等 に據 つて、 営 道 條第十 項 流 かと 推定 
して、 「正道 (文治 三 末年〕 —— _ 
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一-勝 明 (正 長 ニ、 遷 京都〕 丨久平 盛 正 永 正 
元、 京都ょり 再び 土 佐に 遷る〕 丨 久右衞 
門 正 治— 右衞 尉 勝 重 (改 又四郞 、天文 
二死)— 若 左 衞門正 勝— 平 兵 衞尉正 重 丨 
八 郎右衞 門貞次 — 丹 後 守 直行 丨 同 直 正 丨 
上總正重住」と。 

又 「藤 原 姓、 故 ありて 管 原に 革む。 営 地 
氏 亦 営 道、 紋は 山形に 三っ 引、 又 八っ 山 
形に 三っ 引、 云々。 家傳に 云 ふ、 家 祖* 
其の 先、 京師に 出づ 。山 科 ニ 社の 後裔と 
云 ふ。 土佐國 に遷 る」 と。 

一族 甚だ 多く 諸 書に 散見し、 殊 K; 若左衞 
門 正 勝は 長 宗我部 元 親に 仕へ し 人に て、 
「孫子 四十 八 人 あり、 諸 所に 散 居す」 と傳 
へらる。 下って 明治に 嚴夫氏 (伊勢 守 重 
峯〕 あり、 営 內省掌 典と して 令名 あり、 

又 現代、 神祇 史の 泰斗 宮地直 一 博士 あり、 
营神を 崇敬す る 甚だ 厚し。 先祖の 綠 しの 
深き を 今にして 初めて 知れり。 

其の 他、 視聽 記に 「宮地 五郎 左衞 門は 長 
曾 我 部 氏に 仕へ 四 町 五 反を 領 し、 慶長五 


年ょり 山內 家に 仕へ、 一町 五 反を 領 し、 
下 郡 奉行たり」 と。 又山內 藩儒に 宮地藤 ■ 

■ 彌太 介 行 あり、 谷 門下に して 靜 軒と 號 す。 
その ニ 男 喜八郞 春 樹は爲 齋と號 し、 その 
男 莊藏仲 枝は 水 溪と號 す、 皆 名 あ 9。 又 
.安藝 郡 浮 津邑里 正 営 地 武右衞 門は 捕鯨 家 
として 名高く。 又 幕末、 高 岡 郡須崎 下 分 
邑の士 宮地孫 市 利 渉は 勤王家と して 知ら 
る、 淸 岡條參 照、 贈從 五位。 

7 雜载 その他、 武鑑、 遠山 藩 用人'  赤 
穗森藩 用人に 此の 氏を 載せ、 又 關孝和 門 
人に 宮地可 篤 •、見 ゆ。 

宫治 ミヤ チ 前數條 を 見ょ。 

宮津 ミヤ ヴ 和名 抄 、丹 後 國與謝 郡に 宮 
津鄉を 収め、 正 應田數 目錄に 「與佐 郡 営 
津庄 •百 五十 五町 三百 十二 步」 と。 又國華 
萬 葉 記に 與佐 郡宮津 城 •見 ゆ。 その他、 越 
中等に 此の 地名备 す。 而 して 近 江 高 島 郡に 
宮津氏 見 ゆ。 輿地 志 略 等に 「大和 鍛冶 宗忠 
とい ふ。 近 江 國高島 郡木津 住人に して、 宮 
津 入道と 號 し、 鏃の 名手 也と いふ こと、 古 
今 銘盡に 記せば、 此の 邊の 地に も 住せし 故 
にや 詳なら ず」 と。 又播 磨、 撖津 等に 此の 
氏存 す。 

宮塚 ミヤ ヴカ 武藏 等に 存 す。 


宮司 ミヤ ツ カサ グゥ ジ條を 見よ。 

宫使  ミヤ ツカ ヒ 越後 國彌彥 社 船 越の 
神官に 見 ゆ。 

宮仕 ミヤ ツカへ 阿波の 豪族 也、 宮任條 

を 見よ。 

宮作 ミヤ ツクリ 

S ミヤ ツコ 制定 的 カバ ネの 一にして、 
伴 造たり し 氏に 與へ られ 、國 造の 直 姓を 稱 
する に 相對 す。 此の ニ 姓は 天' 武朝 制定の 忌 
寸姓に 當る 。詳細は 拙著 上代に 於け る社會 
組織の 研究、 力 パネ 編を 見よ。 . 

官津子 ミ ヤツ n 信 濃 詉訪下 社献供 使に 
営 津子祝 あり、 多 姓に して 上 原 氏と 云 ふ。 

庇？！ 田 ミ ヤツ n ダ ザ ゥタ 條を 見よ。 讚 歧 
國寒河 郡 造田鄕 よ y 起る。 羽 床 家臣に 造 田 
佐 渡 あり、 七 人 衆の 一.' 也。 

宮手 ミヤ テ 陸 中の 豪族、 淸和 源氏 多 田 
氏の 後に して、 總 實を祖 とす。 志 和 郡宮手 
村より 起る。 家紋 •唐獅子、 抱 柏。 

宮出 ミヤ デ 伊勢、 志 摩 等に 此の 氏存 す。 

宮條 ミヤ デフ 武藏に 在 9。 

官寺 ミヤ デラ 桓武 平氏 村 山黨の 一にし 
て、 武藏國 人間 郡 宮寺鄕 より 起る。 七黨系 
圖に f 村 山 貫首 賴 任— 賴家丨 家 平 (営 寺 五 
郞 )」 と载 せた リ 0 
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氏人は 東鑑卷 四十 八に 宮寺藏 人、 承 久記卷 
四に 営 寺三郞 を 載せ、 又 正嘉の 頃の 人に 宮 
寺 藏人政 員 も 云 ふ 人 見 ゅ。 その 後裔に 営 寺 
西 勝 あ 9。 また 三 ヶ島衬 龍 藏院の 開基 者 良 
圓は営 寺五郞 の 子に して、 初め 宮寺 小太郞 
家吉と 云へ りと ぞ。 

又 新 編 風土記、 高麗 郡條に 「宮寺 氏は、 久 
須美 村の 名家な り。 先祖 宮寺 與七郞 は 北條 
陸 奧守氏 照に 仕へ しが、 天 正 十八 年 八 王子 
城沒 落の 後、 此所に 潜 匿して 遂に 居住す と 
云 ふ。 此の 宮 寺の 祖先は 東鏗 、及び 七黨系 
圖 、野 與黨に よりて 按ずる に •村 山 七 郞賴 
直 •兄弟 四 人 あり。 兄は 大井 五郎太夫 家 綱 • 
入間郡大井鄕に因って名乘りしとみゅ。弟 
営 寺 五郎 家 平 これ も 同 郡宮 寺の 鄕に 因って 
氏を 稱せ しと 見えたり。 其の 弟は 金子 六郞 
家範な り。 されば、 この 祖先 與七郞 へ 金子 
の I 條、 * 條 氏より 賜は リ しも、 もとよ リ 
同族の 由 ある 故と みへ たり」 と。 又 埼玉郡 
等に も存 す。 

宮戶 ミヤ ト 大和、 武藏 、陸 前 等に 此の 
.地名 あり。 

1 大和の 営 戶氏葛 上 郡 営戶鄕 より 起 
る。 春 日 若宮 大和 伴田庄 注進 狀に 「四郞 
兵衞 入道 殿 (みやと〕」 を载 せたり。 


ミヤ ト — ミヤ ト n 


2 雜载 その他、 飯 野 保 科 藩 重臣、 また 
武藏 等に 存 す。 

@ i^ ミヤ トコ 會津 河原 田 盛 次の 郎等に 
宮床兵 庫 あり。 

宫處 ミヤ ド na 和名 抄 、證岐 國山田 郡 
に 営所 鄕を收 めて 美 也 止 古路と 註し、 又 卿 
前 國神崎 郡に も 営所 鄕を载 せて、 美 也 止 古 
S と訓 ず。 又 信 濃 等に 此の 地名 存 す。 
丨中租 宮處 連中 臣 氏の 族に して 讃岐営 
所鄕 ょり 起る。 中臣宮 處本系 帳 あり、 天 
平 六 年の 撰録と 一 K ひ、 神 呂藝高 御 結 命ょ 
り 系 あ 5。 卽ち 「神 呂藝高 御 結 命、 神呂 
美 神 御 結 命の 子、 律 速 結 命の 子、 伊知 遲 
.結 命の 子、 許 碁 登 結 命の 爷、 天兒 屋根 命 
の 子、 夭 忍 雲 根 命の 子、 天 種子 命の 子、 
宇佐 都臣 命の 子、 大御 食津臣 命の 子、 伊 
迦 賀都臣 命の 子、 那 志都臣 命の 子、 迦美 
岐支加 都 命の 子、 久 志紆貿 主命の 子、 大 
香島臣 命の. 子、 游美佐 夜 麻 命の 子、 伊迦 
豆 知 大臣 命の 子、 中臣連 大小 橋臣」 と 載 
せ、 「中臣 連 大小 橋臣 命は、 志 賢の 高 穴穗 
営に 天下 知らし X 天皇 命の 御世、 浪速 國 
大縣の 味 原 里に 誔 生れて、 石 村の 豐樱宮 
に 天下 知らし X 天皇 命の 御世、 中臣 職を 
賜は り、 浪速の 高 津宮に 天下 知し \ 天皇 

一 I 


ミヤ ト n 芫四八 


の 御世に 仕へ 奉りて、 薨去ぬ。 故れ、 同 
縣 の比賣 島の 東南 方なる 猪 甘 律の 邊に葬 
祭りき」 と。 

而して「輕島豐明宮に坐して、天アを知 
らし 》( 應 神〕 天皇 命 •大小 橋臣に 詔り 
し 給は く ▲我 聞く ft 岐國山 田縣の 宮處里 
(家牒 に 美 夜 古 能 佐 登と 云 ふ〕 は、 汝が遠 
祖天兒 屋根 命の 譽め 愛でし 地な リ 。故 今 
生める子を分け 1: 、遠舟長设の家居と爲 
せ レ 詔して、 卽ち國 造 森 葉 摩 命の 封地を 
割きて. 賜は りき。 是を以 て大 御言の 隨に、 
靜子臣 を 罷り 下して、 仕へ 奉らし めし 也」 

と 見 ゆ。  V 

靜子臣 命は 輕島豐 明 営の 御代に 始めて 山 
田縣 主を 賜 ひ、 其の 子 r 靜依 臣丨靜 富臣 
丨 靜別丨 靜稻比 古 丨靜根 丨靜比 古— 靜老 
丨 靜建 — 靜養 丨 靜主 — 靜」 にして、 靜は 
小 治田宮 大御代に 山 田縣 主を 賜は り、 飛 
鳥 岡 本営の 大御代に 神祇官に 召されて 小 
義 冠を 賜は 9、 尋いで 大義 冠を 賜は り、 
又 飛鳥 板蓋宮 天皇の 時、 天津神 壽詞 を奏 
上せし にょりて、 大信 冠を 賜は り、 又 難 

波長 柄豐崎 営の 天皇の 大御代、 大化 三年 
正月小禮冠を、同五年ニ月、拾九階の冠 
位を 制定せられ し 日、 大華 下の 冠を 賜は 


る 0 . 

次に 靜 の 弟靜 名は、 飛鳥の 岡 本宮の 御代 
に、 山田縣 主、 及び 大智 冠を 賜は 9、 難 
波長 柄 豐前宮 の 大御代、 大化ニ 年 二月 七 
日に 山 田 郡大頜 に 任ぜられ、 同 五 年 三月 
に 小 乙 下 冠を、 後 飛鳥の 岡 本宮の 御代 ニ 
月 三日に 大乙下 冠を 賜 ふ。 

次に 靜 Q 子靜 足は、 飛 烏 岡 本営 五 年 五月 
十五 日に 山 田 郡 大領に 任ぜられ、 同 六 年 
三月 五日 小 乙 下 冠、 淡 海の 大律宜 七 年 ニ 
月 八日、 特に 大こ下 冠 及び 拖參疋 、綿 五 
屯、 布 七 端を 賜は 9、 飛 烏の 淨見 原宮白 
鳳 三年 三月 十九 日に 大乙中 冠、 同 九 年 三 
月 十五 日に 大こ上 冠、 同 十三 年 十一月 朔 
日、 特に 朝臣 姓を 賜は り、 同 十四 年正甩 
二十 八日 追 大壹の 位を 賜 ふ。 

子靜臣、飛鳥壤御原宮白鳳八年三月十五 
日に御城郡小頜に任ぜられ、同九年三月 
十五 日に 大建 冠. 十四 年 正月 二十 八日、 
改めて 進廣貳 位、 高 市 之 島 宮ニ年 五月 十 
七日に 山 田 郡 大頜に 任ぜられ、 又 高 市の 
藤原宮 元年 正月 十七 日に 進大貳 位、 同 七 
年 三月 十五 日に 追廣壹 位、 又 後の 藤原宮 
大寳 元年 五月 二十 七日 改めて 正 八 位下、 
慶雲 三年 四月 十八 日に 從七 位" 平 城大宮 


の 御代 和 銅 元年 正月 十三 日に 從七位 上に 
叙 せらる。 同 三年 十一月、 戶籍編 造の 時、 
家居の 里 名を 以つて 氏に 加へ て、 中臣宮 
處 朝臣と 注し、 同 四 年 十一月 四日、 待に 
正 七 位 上、 同 八 年 六月 從六 位、 靈_ ニ 年 
三月 五日 特に 外從 五位、 養老 三年 三月 八 
日 致仕、 養老 六 年 五月 卒 りぬ。 

次に 靜磨呂 は 平 城 大宮の 和 銅 三年 五月 ニ 
十日に 安 益 郡 小領に 任ぜられ、 從八位 
下、 同 八 年 正月 十二 日に 從八位 上に 叙せ 
られ 、養老 三年 四月 十七 日、 山 田 郡 大領に 
任ぜら る。 神龜 元年 二月 六日 從七 位下、 
同 三年 四月 十五 日 從七位 上、 同 四 年 三月 
十三 日 鉋 十疋を 賜は り、 天平 元年 八月 七 
日 正 七 位に 叙 せらる と。 

又 「掛卷 も 畏き輕 島の 豐明宮 に 天の下を 
治 食し ゝ 天皇 命の 御代、 氏神 拾 貳齿の 子 
中臣連 大小 橋臣命 •寵 恩を 蒙奉リ 、此の 宮 
處鄕を 賜は りて、 次の 子 靜子臣 •始めて 山 
田縣 主ょり 仕へ 奉り、 今靜 麿に 至る まで、 
並せ て 拾 五世、 年を 積む こと 四百 五 拾 六 
歳、 天皇 朝廷の 大御奴 と 仕へ 奉 9 侍 y 來 
ぬ。 天平 六 年 三月 十五 日、 證岐國 山 田 郡 
大頜正 七 位下 勳業护 臣宮處 朝臣 靜麿 J と 
あリ 。され ど 信じ 難き點 多し。 


而 して 姓氏 錄には 左 京 神 別に 「中 臣宮處 
連。 大中臣 同祖」 と载せ ，又 天平 元年 二月 
紀に 「無位 中 臣宮所 連 東 人」 見 ゆ。 

2 中 臣宮處 朝臣 前項 氏の 後に して'、 本 
系 帳に よれば 「靜 足は 天武朝 十三 年 十一 
月、待に朝臣を賜はリ、靜臣は白鳳八年 

に 御城 郡少領 、後に 山 田 郡大頜 、和 銅 111 
年 十一月、 戶籍編 造の 時、 家居の 里 名を 
以つ て、 氏に 加へ て 中 臣宮處 朝臣と 註す」 
と。 前項を 見よ。 

3 和泉の宮處朝臣前項氏に同じぐ、姓 

氏錄 、和 泉 神 別に 「営 處 朝臣。 大中臣 朝臣 
と 同祖、 天兒屋 命の 後 也， | と载 せたり。 

4 無 尸の 営 處氏東 寺 文書 等に 見 ゆ。 前 
頂 氏の 族裔 也。 

宫地 ミヤ Fn  ロ ミヤ チ 

1 中臣宮地連宮處氏に同じ。推古紀に 
「中 臣宮地 連 麻呂」 見 ゆ。 又 中 臣宮地 連 烏 
麻呂 を载せ 、類聚 國史 には 鳥に 作る。 

2 その他は ミヤ デ條を 見よ。 

宮所 ミヤ ド n Q 前ニ條 氏と 通ず。 

1 中臣氏 族宮處 條 に 詳か 也〕 

2 詉訪神 族 信 濃 國詉訪 郡 (伊那) 営所 
邑 より 起リ 、詉訪 系圖に 「大 祝 敦忠 丨敦 
重 (営所 四耶 、上 伊那 住人〕」 と。 


ミヤ トコ  ミヤ ト n ミヤ トコ  五 九 3 九 


ミヤ トミ ミヤ ナカ 


宮富 ミヤ トミ 

宮中 ヤナ カ下總 、武藏 (宮 仲) に此 
の 地名 あ 0 て、 武藏 等に 此の 氏 あり。 

宫永 ミヤ ナガ 

1 諸 縣君姓 日向 國の名 族に して、 諸縣. 
郡 北 本莊邑 八幡 神社 祠官に 此の 氏 あ 9。 

其の系譜に「姓は諸縣君。豐國別命ょり 
出づ 。豐國 別 •如 牟波 良彥を 生み、 加牟 
波 良の 子を 老男 命と 云 ふ。 成務 帝の 時、 
日向 國造に 任ぜられ、 其の 子 •牛は 仁德帝 
の 時、 姓を 諸縣 君と 賜 ふ」 と 云 ひ、 又 「老 
男の 孫 牛 諸 井、 その 男 多氣男 •始めて 三 
侯 郡 司に 任ぜら る」 など 見 ゆ。 

又 地理 纂考に r 諸縣 郡綾鄕 南 俣 村 八幡 神 
社 社 司宮永 某 •先祖 営 永 神祇 大夫實 益 • 
故 ありて 綾に 來り 建立す」 と。 

2 大隅の 宮永氏 薩藩舊 記、 建 治 ニ 年 文 
書に 「加 治木鄕 云々、 宮永畸 守 八丁」 と 
載せ、 又 贈 於 郡 (桑原 郡〕 國分鄕 大穴 持 
神社 神主に 宮永相 摸、 大宮司 宮永 諸兵衞 
等 見 ゆ。 

3 藝備の 宮永氏 藝藩通 志、 尾道府 條に 
「春 田 村 営 永 氏。 先祖 宮永辰 次は、 和 銅 年 
中 村の 祠官 たリ 。後 數十齿 、今の 屋茂に 
至リ、 猶ほ舊 職を 守る。 され ど詳な る こ 


ミヤ ナガ 


とは 知れず」 と。 安 にも 存す 0 
4 因幡の 宮永氏 氣多郡 潮津村 王子 權現 
神主に 宮永氏 あり。 

5 三 河 伴 氏族 三 河 伴 氏 系圖に 「俊 實丨 
富 永 九 郞資滿 — 太郞資 村 丨 兼 綱 (宮永 孫 
太郞 、修理 亮) —吉弘 、弟吉 道」 と载 せ、 

また 資滿の 弟 「富、 水 資後 丨資幸 C 宮永太 
郞左衞 門 尉〕— 惟資 (黑瀨 四 郞〕 —土與 松」 

と 見 ゆ。 

6 利 仁 流 藤 原 姓加貿 の 豪族に して、 尊 
卑八刀 脈に 「林 新 介 成 家 丨國員 ( 宮永 七郞〕 
— 家 利 S 三部) — 利 助 (同彌 三部〕— 家國 
(同 新三郞 〕」 と载 せ、 康正 段錢 引付に 「十 

八 貫 二百 七十 五 文 •正 親 町家 •加 實國是 
時 座 (庄) の內 、宮永 郡 段錢 J と 見え、 富 
樫 記に 営 永 左 京 進 等 あり。 又德川 時代、 
大聖 寺 前 田 藩 重臣に 見 ゅ (武鑑)。 

7 淸和源 氏 宇 野 氏族 、、れ も 加 貿の 發祥 
にして、 參考 諸家 系圖に 「宮永 氏 (本名 
宇 野〕。 紋輪 違、 沓 十文字。 多 田 伊豫 守 
源 滿仲ー 一一 男賴親 ( 從四位 下、 多 田 大和 守、 
母 左 京大 夫 藤 原致忠 女)— 賴成 (多 田 肥 
後 守〕、 弟賴房 ( 從五 位下、 肥 前 守、 荒 加 
賀と號 す。. その 弟賴 基は 多 田 右京 進、 子 
孫 あり〕— 賴俊 (從 五位 下、 上總 介、 刑 


C/ ヤナ 力 芫§ 


部少 輔〕 丨賴風 (多 田 治 部太輔 、子孫 加賀 
に 住す)、 弟賴治 (中 務少輔 、宇 野 七 耶。 
大和 宇 野に 住す。 保 元の 戰に院 方に 參リ、 
法 性 寺 街道に て 平 基 盛と 戰ひ 、生 捕られ 
て 禁獄 せらる、 後敉免 せらる〕— 有 治 (宇 
野太 部、 ■子孫 ぁ 9〕、 弟 成 治 (宇 野次耶 )、 
弟淸冶 (三 郞 "父 禁獄の 後、 多 田 五郎 賴安 
に 屬 して 大和に 住す .0 その 男 知 治は 宇 野 
四郞 、宗 治は 福 田 五郎〕 丨義治 (賴 治の 
孫、 淸治の 男。 三郞大 夫〕 丨義實 (三 郎 
兵衞) 丨義景 (五郎 左衞 門〕 丨實古 (三 郞 
左衞 門、 弟實 高は 宇 野 六 郎) 丨實繼 (次 
郞左衞 門。 斯波 武衞義 重に 屬 す、 弟實長 
は 名 川四郞 と 云 ふ)— 實家 (三 郞 兵衞。 
弟 長吉は 澤并 五耶と 稱す〕 — 吉基ハ お 京 
亮〕 —忠吉 (五郎 兵衞〕 —吉淸 ( 與三耶 
弟 高賴は 川尻 孫九郎 と稱 す) 丨泰吉 (三 
左衞門 ••斯 波 武衞義 兼の 時、 加賈宮 永の 
鄕に退 隱 す) 丨吉鄕 (宇 野 五郎 左衞 門〕、 
弟吉 方. C 営 永 彥三郞 、営 永の 鄕に 生る、 
依て 氏と す〕— 吉政 (新 五郎、 斯波 家の 
家臣 朝 倉 氏に 仕 ふ) 丨吉直 C 彥三郞 ) 丨 
吉行 (孫 三郎) 丨吉則 (三 耶左衞 門〕— 

吉親 0 一郎 兵衞 )一: 吉信 C 新三郞 、天 正 元 
年、 朝 倉義景 滅亡して 浪士 となる〕— 吉 


安 (宮永 三左衞 門〕」 と。 

次に 吉 信の 男、 吉 安の 弟 「吉支 (宮永 左 
月" 加貿に 生る。 信 直 公、 天 正 十七 年に 
加 貿利家 侯の 家臣 內 堀四郞 兵衞賴 式と 俱 
に、 三戶に 来り、 召 抱ら れ 、地方 二百 石 
を 賜 ふ。 慶長五 年 冬、 同 六 年 春、 岩畸御 
陣 御供に 金 切 裂 十二 騎の內 に 撰ばる 。同 
十九 年 十月 大阪 御陣 御供、 赤 裳 組に て攝 
津荧 木に 陣す。 元 和 三年 七月 致仕、 寬永十 
五 年 七月 五日 死、 機 岳 左 月聖壽 寺〕— 久吉 
(1 一一 右衛門。 元 和 三年 七月 十日 家督 後 御 
者 頭を 動む 云々) 丨山三 郎吉 長」 と。 

8 雜载越 中 礪波郡 川 崎 邑勤 王の 土に 営 

永 良 藏正純 あり、 叔父 僧 玉暎が 勤王の 旗 
を擧 げんと する に 加は り、 新撰 組に 捕へ 
ら る、 贈從 五位 。その他、 攝津 、山城、 
越後、 武藏 等に 存 す。 

宮長 ミヤ ナガ 淸和 源氏 宇 野 氏の 族な り 
と 云 ふ。 家紋 丸に 十文字。 営 永 氏 第 七 項に 
同じ。 その他、 武藏 等に 存 す。 

宮良 ミヤ ナガ 前 ニ條を 見ょ。 

三 柳 ミヤ ナギ 

宮 咙 ミヤ ナリ豐 前屈 指の 豪族に して、 
宇佐 八幡の 大宮司 家 也。 宇 倥 公 姓、 宇佐 津 
彥を祖 とす？ 其の 系圖は 宇佐 條 、六 三 六 頁 


ょり 六 三 八 頁に 詳か 也。 

戰國の 頃には、 修理 大夫公 建、 その 男上總 
權介公 里、 その 養子 右 衞門督 公基 等 あ 9。 
又 幕末 「公純 (大宮司〕— 弟公貞 (賴 母、 大 
藏 、彈 正、 大宮司〕— 武雄 (大営 司〕、 弟 公 
矩 (初め 貺 部 家 養子、 男爵)— 公德 (實は 難 
夂波 宗禮ニ 男)— 公 勳 (到 津公諠 三男〕」 と 見 
ゆ。 舊百 一石に て 現今 男爵。 

宮仁 ミャ ニ 

宮西 ミヤ 二 シ 江 戶日吉 神社の 祠官 にし 
て、 阿蘇 姓、 文明 中、 當社勸 請の 際、 當地 
に 來 ると ぞ 。その後、 宮西諸 助 (仲 友) は 
淺 草寺頜 代官 本 間 氏の 男、 此の 氏の 養子と 
なり.、 明治、 神道 學者 として 名聲 あリ 。又 
現今、 宮西 惟助 氏 •神職 界の 重鎭 たり。 
宫主 々/ ヤヌシ ミ ヤシ 應神 天皇の 犯に 
営 主宅嫒 あり、 和 邇條を 見ょ。 又 熊 野 神官 
に 「禰 宜宮主 高實」 見 ゆ。  . 
宮根 ミャ ネ 

官野 ミヤ / 周 防に 宮野庄 見え、 その他、 
陸 前、 陸奧 、周 防、 筑前 、筑 後、 肥 前 等に 
此の 地名 存 す。 

1 陸 前の 宮野氏 栗 原 郡宮野 邑 より 起 
る。 封內 記に 「営 野邑 一宮 權硯 社。 傳へ 
日 ふ、 安寧 帝 皇子 •甞っ て 此の 地に 流 落 


す、 今 其の 所を 一宮と 日 ふ。 帝 崩御の 後 
皇子 •陸を 此の 地に 築き以 つて 祭る。 邑 
名 亦 これに 本づ く。 ニ 営權現 社、 土人 其 
の 由 來を傳 へず、 帝を 一宮と 稱し 、皇子 
をニ宮と稱して之を下宮野邑に祭るか。 
八幡宮は 舊邑主 宮野豐 後定弘 •大畸 八幡 
を勸 請せ しにて、 熊 野 社は、 文 ■三年 八 
月、 舊邑主 宮野駿 河 直 定の勸 請」 と。 
この官 野 氏は 大崎家 配 TQ 將に して、 古 

川狀 に宮 野中 務 、隆義 家臣に 宮野豐 後 守" 
伊達 成 實記に 宮野豐 後 等 見 ゆ。 

2 下 總の宮 野 氏 船橋の 名 族 也、 富條を 
見ょ。 

3 武藏の 宮野氏 入 間 郡 三 ヶ島邑 中 氷 川 
神社の 神職 家に して、 正 長の 棟 札に 神主 
左衞門 太夫 家吉 、.天文の 札に 新 左 衞門尉 
ぁリ 。又 多 摩 郡澤 井邑 澤井村 靑渭 神社の 
神主 家 も 此の 氏 也。 

又 新 編 風土記、 荏 原 郡條に 「宮野 氏は 碑文 
谷 村 八幡の 神職 也。 先祖は 畠 山重忠 の 家 
人な りしが、 重忠 討死の 後、 當所へ 八幡 
を勸 請して 社 事を 司 どり しと、 そ。 され ど 
営 野と 云 ふ 氏 も重忠 より 賜 ひしと も.、 又 
社 事に 預るゆ へ、 宮の 某と いひなら はせ 
しを、 いつと なく 氏の 加く になり しと 


ミヤ ナカ —— .ミヤ ナリ  ミヤ ナ y —— ミヤ / ミ ヤノ  竞五ー 


々/ヤノ 


も 云 ふ」 と 〇 目 黑系圖 、重 忠の孫 重 行の 
家人に 宮野 氏を 載せ、 又 埼玉郡 等に も存 
す。 

4 淸和葆 氏斯波 氏族 隆 尙を祖 とす。 斯 
波條參 照。 

5 尾 張の 宮野氏 前項 參 照。 知 多 郡の 人 
営 野 善七郞 は善忠 と號 す。 その 女 お 萬は 
德川淸 康の室 也。 

6 橘 姓梶川 系鼯に 「梶川 一郎 兵 衞正包 
丨正作 C 又 正 成と も 書す、 號梶川 _ 之 助、 
長 谷川 藤五郞 殿に 仕へ、 老臣 宮野新 助 • 
家を 繼が しむ、 故に 宮野蠡 之 助と 號す。 
宮 野は 橘 姓と 云 i— 邑政 (営 野 賴母パ 松 
平 備後守 長臣〕 丨直張 ( 賴母) 」 と。 又邑政 
の 弟 r 宮野 角左衞 門— 平大 夫、 弟に 角 之 
丞、 €8 之 丞 、七 之 助」 と あり。 

7, 三 河の 宮野氏 奥 平 系圖に 「吉 右衞門 
の 男 文右衞 門は 宮野 養子」 と 見 ゆ。 

8 美 作の 宮野氏 文化 九 年 正木 子 英の記 
に「勝田南郡小矢田村に一農民あり、齿 
々営 野 氏と 稱 す。 舊是れ 尾 藩浪士 、四郞 
兵衞と 名のる。 天性 篤實 、云々」 と。 又 

東 作 志に 勝 北 郡 新 野 庄西中 村 庄屋 宮野助 
十郎 を载 せたり。 

9 藤 姓 上 妻 氏族 上 妻 郡 営 野邑ょ 9 起 


ミヤ メ ― 一 $ ヤ / C 


り、 上 妻 文書に 「上 妻 郡 一分 地頭 宮野四 
郎 入道 敎 信」 あり >ま た 上妻宮 野四郎 入道 
敎心 .とも、 上 妻四郞 入道 敎心 とも 見 ゆ 0 
上 妻條參 照。 

又 高 良 山 天文の 檢地帳 に 室 野三郞 四郞， 
永祿に 宮野主 水 助 等 あり。 

10 雜载 その他、 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 
三十 石宮野 傳左衞 門」 を 載せ、 又 攝津、 
山城、 美 濃、 信 濃 等に 存す 〇• 

宮之入 ミヤ / イリ 信 濃 等に あリ 0 

官腰 ミヤメコシ ミヤコ ジ條を 見ょ 0 
宮之原ミヤメハラ 日 隅薩の 豪族に し 
，て、 平 姓宮之 原系圖 (薩摩 敎答院 鶴 田 村 
紫 尾 住〕 に r 桓武 天皇— 葛 原 親王— 高見 王 
丨高望 王丨良 文—忠 賴 (村 岡次郞 、將 門跡 
を相續 す〕— 賴尊 (山 邊禪師 )丨 常 遠 (山邊 
太郎) 1 常宗 (同 太 郎〕 — 宗平ハ 中 村 座主ヾ ー 
實平 (土 肥 次耶〕 丨武基 (秩父 別當〕 —武綱 
パ 從五 位下、 秩父十 郞〕 —貞武 (八幡 太郞義 
家 朝臣 從士 、鶴 田家 先祖〕— 重 綱 (狭 父 權 

頭。 弟 基 家は 小 机 六 郎〕 —重弘 (秩父 太郞， 
河 越 小山 田 等の 先祖。 弟 重隆は 同ニ郎 、弟 
重 遠は 高山 三郞 、弟 重 •繼は 江 戶四郞 々云 ふ〕 
丨重能 (畠 山莊 司。 妹は 千 葉 介 常 胤 室。 弟 
有重は稻.毛、榛名等 2 祖，小山田別當と云 


ミヤ / ハ 芫至 


ふ)— 重忠 (畠 山ニ郞 、長 寬ニ年 誕生。 島 律 
判官 忠久 公元 服の 時、 加冠と 爲 る。 重 忠 • 
忠の 字を^ H、 故に 忠 久と號 せらる。 時に 元 
曆ニ年 也〕— 重 保 (畠 山 六 郎〕 、弟 重季 t 伊地 
知 家祖〕 、弟 重 俊 (初めて 宮之 原と 號す〕 、 
弟 太夫 阿闍 梨長慶 (建 曆 三年 九月 二十 六日 
被誅 )。 

右 •畠 山 氏の 古 譜を卷 頭に 擧げて 宮之原 家 
の 自出傳 稱を顯 はす。 営 之 原 氏は 畠 山ニ郎 
重忠の 三男 也。 重忠 嫡男 畠 山太郞 重 保は 父 
と 同前 討死す 矣 。ニ 男 重季の 子孫は 越前國 
伊地知 庄を頜 して 伊地知と 號 す。 今般、 其の 
嫡流秩父の三男島山重俊*忠久公の舊好を 
慕 ひて 日向 國宮之 原に 下向、 而 して 地の 名 
に 因リ 、畠 山を 改めて 宮之 原と 號し .世々 
三 州 之 太守 公に 奉仕す。 然 りと 錐、 ft 遠く 
年隔 り、 主 水 左衞門 以前は 徵す べき 文献な 
し。毋々治亂興亡の(數字不明)。予考ふる 
に庄 oj 重忠は 允 久ニ年 六月 二十 二日、 北條 
家の 事に 因りて、 武州に 戰死す 。重 後 •因 
つて 身を 立つべき 所な く 日 州に 下向して 皇 
山家の 名を 隱し 、地名に ょりて 宮 原と 號す 
る 者 乎。 又宮原 氏に 源 家 畠 山 氏 ぁり。 宮原 
氏 •平氏たり と 雖も又 別 流 也“ 

営 之原筑 前守景 種は 天文 弘治永 祿元龜 天 正 


の 比、 戰功を 袖ん ずる 事 •舊 記に 見 ゆ。 

亦 源 家 畠 山は 淸和帝 十 I 代 足 利 治 部 大輔義 
兼の嫡 家、 初めて 畠 山と 號 す、 是 ょり毋 々 
足 利 家に 奉仕す。 此の 子孫 •天文の 比、 薩 
州 防 之 津邊に T 向す、 畠 山中 務少輔 重國入 
道 橘隱軒 •是れ 也。 其の 子長壽 院盛淳 、此の 
子 阿多 內膳 忠榮 、其の 養子 太守 光久 公 十七 
男淡路、後に本名を畠山淡路義扶と云ふ。 
此の 兩家 •子孫の 誤らざる 爲 、之を 誌す。 慶 
.長 四 年、 日州庄 內一殲 の 時、. 営 之 原 源 蔵、 
同彥次 郞戰 死す 矣。 當家の 一族た るべき 
乎。 

綱 光 (主 水、 左衞 門、 薩州鶴 田住士 、萬 治 
元年 戊戌 十二月 十日 死、 法名 實山 竹榮 居士〕 
丨綱長 C 傳兵衞 、母大 村長 兒島 小兵 衞女 、寬 
文 十二 年 壬 子 八月 十二 日 死、 法名 宮榮 義傳 
居士)」 と。 又武藏 等に 存 す。 

宮部 ミヤ / ベ ミャべ 條を 見ょ 0 
宮能 | 買 ミヤ / メ 同上。 

〇. 営 能 賣公天 被 命の 裔に して、 大 三輪 
三 社 鎮座 次第に 「腋上 池 心 宮 御宇 天皇 御 
世、 云々、 吉足日 命を 遣は して、 大己貴 
命、 大物 主命を 崇齋 せしめ、 吉足日 命に 
詔して、 今より 以後、 営能賣 たるべ し」 
と 見 ゆ。 姓氏 錄 、神宮 部 造條に は 営能賣 


公と あり。 カン ミヤ 條 、及び ミヤべ 條を 
見よ。 

宮葉 ミヤ ハ 武藏 等に 存 す。 

宮林 ミヤバ ヤシ 

1 酒 井茂 族 丹 波 國多紀 郡の 豪族に し 
て、 系圖に 「酒 井 六 郞貞信 孫 氏 重 (千 犮衞 
門、 越 前 守〕 S— 重 氏 (同上)— 益 氏 (越 前 
守〕、 弟資氏 ( 號 営林〕— 某 (鶴 若、 九 次 郞) 
丨 某 (営林 三郞 ニ郞 、文 _ 元年 十二月 二十 
七日 難 波 佐 渡 守より 酒 井三郞 ニ郎と 宛つ 
る 文書 あり〕 丨某 (営 村三郎 、享祿 四 年 ニ 
月廿 八日、 初 田與太 部より 営林 三郞 宛替 
地の 券 あり〕 丨某 ( 宮 衬六郞 犮衞 、永 正 ニ 
年より 天文 十二 年まで 證書數 通有り、 此 
にあら はすに 遑 あらず。 天文 六 年 十月 ニ 
十七 日竹內 彌左衞 門より 営林 ニ郞 宛の 賣 
券 あり： 一— 某 c 営林 勘 之亟〕 」 と (丹 波 志)。 
2 雜载 その他、 武藏 、信 濃 等に 存 す。 

官原 ミヤ ハラ ミヤバ ル ミヤ / ハラ 
攝津國 に 宮原北 保 あり、 古文書 類纂、 後圓 
融應 安七 年御敎 書に 見 ゆ。 又紀 伊に 宮原莊 
あり。 その他、 上總 、上野、 因幡、 安藝、 
肥後、日向、薩摩等に此の地名存す。 
丨宮 原宿禰 百濟 族、 船史の 後裔 也。 延 
曆十年 正月 紀に 「主 税大 屬從六 位下 船 連 


今 道 等 言 ふ、 葛 井、 船、 津連 等は 本 一祖 ょ 
P 出で、 別れて 三 氏 >爲 る 云—々。 今 道 等 
八 人は、 居に 因りて 宮原 宿禰を 賜 ふ」 と 
载せ 、姓氏 錄は 右京 諸蕃 に收め 「宮原 宿 
福。 菅野 朝臣と 同祖。 鹽 君の 男 •知 仁君 
の 後 也。 一本に 云 ふ， 同 國都慕 主十设 孫 
貴 首 王の 後 也」 と 見 ゅ。 丹 比 郡 所 貫か。 

2 湯淺黨 紀 伊 國在田 郡 宮原莊 ょり 起 
る。 明 惠傳に 「元久 元年、 良貞 逝去し 了 
る。 彼の 中陰の 間、 宮原 貞宗の 宅に 居住 
す」 と 載せ、 嘉禎四 年の 八條辻 固 交 名に 
.営 原次郞 、また 正應ニ 年湯淺 黨結番 次第 
に 「他 P1 宮原」 、博 多 日記'、 正慶元 十二月 
湯 淺黨に 宮原 孫三郞 を 載せたり。 

3 淸和 源氏 畠 山 氏族 これ も紀州 發祥に 
して、 畠 山系 圖に 「畠 山 尙順丨 長經 (石 
垣 左 京大 夫、 號宮 原〕— 安 鶴、 弟 岩 鶴」 と 
載せ、 長經の 弟 「政 氏 (V 営 原 長 經の爲 に 石 
垣 城に て 生害〕、 弟政國 (初め 紀 伊宮 原に 
住し、 岩室 城に 在り、 後 高屋に 移る、 天文 
十九 年 八月 十二 日宮 原に 於いて 卒)」 と。 

4 伊豫の 宮 原氏宮 原直昌 、その 男 直 成 
(松 軒 翁)、 その 男 文 太義房 (斌 、律〕 は 
學名 あり、 龍 山と 號し 、其の 男 成 太煥は 
蒼 雲、 抱 天 等と 號 す。 


ミヤ ノハ ミヤ / メ ミヤ ノメ —— ミヤ ハラ  .ミヤ ハラ  蠢一 一一 


ミヤ ハラ  ミャ八ラ  ミ ヤハラ  盡 g 


5 豐 前の 宮原氏 往昔、 官 原中將 あり、 
廣幡 山城を 築 C と傳へ ら る。 原 田 文 和 ニ 
年 記録に. 宮原彌 六左衞 門定耩 •見 ゆ。 

6 筑 後の 宮原氏 堤 氏 家臣に 営 原太郞 次 
郞 、又宮 原 長 左衞門 あり、 筑後 領主 附を 
藏 す。 又 久留来 藩士に 営 原 半 左 衞門存 • 
學名 ありて 南 陸と 號 す。 

7 肥 前の 宮原氏 淀姬 神社 正平廿 一年 十 
一月 三日 文書に 「寄進 地 佐 嘉郡內 田 云々、 
営 原 入道 佛念 跡」 と。 又 有 馬 家臣に 在り、 
藤 原 姓と 稱す 、一族 大村 藩に 仕へ、 須 山、 
富 永 氏と ^ る。 又 長 崎 系 圖に宮 原 諸左衞 
門、 同 久左衞 門前 房、 同 太 兵 衞等見 ゆ。 

8 橘 姓. 肥 後の 名 族に して、 八 代 郡宮原 
邑 ょり 起る。 明應 中、 鄕士宮 原 左 兵衞尉 
橘 公忠と 云 ふ 者、 妙 見の 靈驗を 信ず。 此 
の 地に 三 宮妙見 菩薩の 神祠 ありと ぞ o 蜂. 
須實 系圖に 「治 部少輔 家 親に 宮原 大宮司 
道 後 鄕役私 領田九 町 分 云々」 と 註す。 

9 薩摩の 営 原 氏 川邊郡 加® 田鄕 宮原邑 
ょり 起る。 この 地に 鷹 屋大明 神 •鎮座し、 
三國 神社 傳記に 「片 浦の 内に 野 間の 御假 
. 屋と稱 する 所 あり。 此の 處 、古来より 宮 
原 氏 居住し、 野 間權現 の 祭祀を 司る。 此の 
宮原氏 所藏の 記録に r 宮原和 泉 •加 世 田 


片浦御 假屋に 前代より 居住。 野間權 現大 
供 司を 相 勤. め 候。 軍役 高 三百 石を 所持 仕 
り、 神 領高片 浦 名の 內屋鋪 四つ、 高 七 拾 
石 六 斗、 鹽屋壹 軒 相 付し 下され、 年中 御 
神事を 相 勤め 申し 候。 

(永 祿十 年〕。 和 泉 嫡子、 宮原大 學六郞 左衞 
門 •貴 久公樣 御代、 肝 付表.. 御手に 入り 申 
さず 候て、 御合戰 これ 有る 時分、 加设田 
片 浦より 船 壹艘を 仕立て、 同所 侍 小川 監 
物と 申す 人、 先祖 兩人 罷リ立 つ砌 、山川 
ちりん か 島に て、 肝 付より 番船掛 合 ひ、 
兩人 共に ちりん か 島に て戰死 仕り 候。 持 
高 右 同斷。  . 
c 天 正 二十 年〕 •大學 六部 左衞門 嫡子 •和 
泉 守。 和 泉 守 嫡子 傳兵衞 、慶長 元年、 龍 
伯樣よ 9 國分 御城に 於いて 御 脇 指を 仰 付 
けられ拜頜仕り候。右御刀の中心に、薩 
摩 守 持、 種子 島 時 堯の銘 これ 有 と。 
又 同人 所持 書付に 「一、 大 唐の 鎭守拾 五 
體 御座 候。 一、 仁王 崎 山の 神六體 。一、 
田中の鎭守九體、皆石佛。右の宮*天文十 
四 年 十一月 吉日 作る 也。 時に 地頭 寺隱岐 
守 殿、 大 くわん 主大 學六郎 左衞門 殿」 と。 
又 地理 纂考に 「永 祿十 年、 島 津義久 •馬 
越 城を 拔 きし 時、 菱刈郡 曾 木 城の 守 將丨 


城を 棄て X 大口に 奔る 。是に 於いて、 宮 
原筑 前景 種、 佐 多 常 陸久 政を 城主と す」 
と。 又 桑原 城は 薩州家 一族の 居城、 其の 
後宮 原 秋 扇 居住せ し 事 あり。 . 

10 桓武 平氏 秩父 氏族 日向 國宮 原ょ リ起 
る。 宮 之原條 に詳か 也。 また 日向 記に 営 
原駿河 守、 又 土々 呂の名 族に 存 す。 

11 安藝の 宮原氏 藝藩通 志、 安藝 郡條に 
「堀 城は 警固屋 村に あり、 営 原 準 (隼 力) 
人の 所 居 J と。 又貿茂 郡條に 「宮原 氏は 
小 早 川の 家人 宮原又 七の 後な りと 稱すれ 
ど、设代等詳ならず」と。 

12 備 後の宮 原 氏 尾 道の 人 宮原龍 (土 淵) 
は 儒者に して、 潜 叟と號 す。 

13 因幡の 宮原 氏智頭 郡に 宮原村 あり、 
王政の 頃、 領主 宮原氏 •京の 亂を 遮け て 
來 ると 專へら る。 

14 伊勢の 宮原 氏宗長 手記に (大永 ニ 年 
八月 十六 日)、 當國牟 楣の堺 にて、 里の 通 
ひも 絕 へたる やぅな り。 あなたは 關民部 
大輔 (今は 隱遁何 似齊〕 、こなたは 多氣ょ 
り 営 原七郞 兵 衞尉盛 孝な り」 と。 又 外宮 
土 宮祠官 に 在りて、 祠官 系圖 、志 毛 井 
御 炊 物 忌 営 原德 光家 系に 「初代 延淸 •志 
毛 井 氏を 稱 す」 と。 


15 美 濃の 営 原 氏 惠奈權 現社祠 官は宮 原 
氏つ かさ どる (新撰 志)。 

16 葛 山 氏族 大森葛 山系 圖に 「御宿 五郎 
人道 重 朝— 五郎 ニ郞惟 時 (號宮 原 殿) しと 
载せ 、又 綾小路 系圖 これに 同じ。 

17 皆岐 氏族 長 倉追罸 記に 「三た ぅしは 
皆岐 の八郎 、宮原 も是を 打つ」 と 見 ゆ 0 

18 淸和塬 氏 足 利 氏族 上總國 海上 郡宮原 
邑 ょり 起る。 この 地に 御所山 藥王 寺あリ 
て、 寺 記に 「天文 中、 足 利義舜 •此に 居 
リ て、 営 原 御所と 稱し 卒後館 をす て 
V 寺と 爲し 、以つ て 冥福を 祈る」 と 0 
この 流は 足 利 系圖に 「成 氏— 政 氏— 高 基 
丨晴直 (左 馬頭、 初め 上杉憲 房の 養子と な 
りて、. 關東 管領、 上杉憲 廣と號 す。 後 本 
姓に 復 し、 上總 國宮原 居住、 春 敲院〕 丨 
彈正少 弼義勝 丨義照 (宮原 勘 五郎〕、 弟 勘 
五郎 義久 丨晴光 (宮原 右京 進、 母は 武田 
勝賴 女)」 と载せ 、家譜に 「晴 直。 享祿四 
年、 古河に 住し、 後 眞里谷 信 濃 入道 信 政 
が 勸に ょりて、 営 原に 移 9、 その 孫義 
照が 時より 営 原を 稱號 とす。 家紋 菊、 五 
七の 桐、 丸に ニ 引 葉 菊」 と 見 ゆ。 又 喜 連 川 
古河 宮 原の 系圖に r 千 手 院高基 丨晴直 ( 號 
宮原左 馬頭) 丨勘 五郎 義 照、 弟 勘 五 郞義 


ミヤ ハラ 


久 (台 德院に 仕 ふ〕 丨 右京 進喑克 」 と。 

又 喜 連 川 判鑑に 「大永 五 年 四月 十六 日、 
山ノ內 管領 五 郞憲房 卒す。 高 基の 次男 三 
'郞 殿を 憲房 養子と して、 山 ノ內の 跡を 繼 
がしめ、 憲 廣と號 す。 成人の 程、 憲廣 • 
管領た 9。 享祿四 年 九月 三日、 山 ノ內上 
杉 憲政 •憲廣 に 代って 管領 職と なる。 憲 
廣*晴直と改めらる、宮原の祖也」と云 
ひ、又 -1' 高基丨晴直丨茂勝丨茂照丨茂久 
c 秀忠 に從 ふ〕」 と ュ 喜 連 川系圖 にも 「晴 
直 (営 原祖〕 」 と 見え、 而 して 寬政 系譜、. 
德川實紀等に「關東にて名門舊族の時世 
かは りて 沈 綸せ しもの どもを •あまため" 

し 出され 扶助 あり。 営 原 勘 五郎 義照 (義 
獺〕 とい ふは、 古河 御所 晴氏が 弟、 左 馬 
頭憲寬 (晴 直) が 孫に て、 上總宮 原に 住 
せしをめ1出され、釆地千百四十石を下 
され、 のちに 高 家に 列す」 と。 

義 照の 後は、 その 弟 「義 久丨 右京 晴克丨 
主膳義 辰— 犮京義 眞丨長 門 守氏義 (和 泉 
守 •實は 杉 浦 武兵衞 政令が 五男〕 丨市正 
義汨丨 長 門守義 潔— 彈 正大 弼義 周」 にし 
て.、 其の 男攝津 守義直 (南洋、 方齋〕 は 幕 
末、 幕府に 盡す所 多し。 

19 出 羽の 宮原氏 山 北 小 野 寺 遠 江 守義道 
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家臣に 宮 原左衞 門四郎 あり。 

20 越後の 宮原氏 三條 衆に 宮原 氏見ゆ o 
21 藤 原 姓 江戶 幕臣に して、 家紋 藤 丸。 
寬永 中、 宮原新 右 衞門利 次 •江 戶府に 仕 

ふ 0 

22 武藏 の宮原 氏 忍 城士に 宮原左 近 あ 
り その他 多し。 

23 雜载 そ 0- 他、岩淸水祠官に宦仕宮原 
氏 (藤 姓〕、 名 和 氏紀 事に 宮原 積、 攝 律、 
信 濃、 甲斐 等の 名 族に 見 ゆ。 

宮藤 ミヤ フチ クド ゥ條を 見ょ。 

1 藤 原 南 家 H 藤氏の 事に して、 曾 我物 
語に 「営 藤助經 J、 また 営 藤 一郎 助經 、宮 
藤左衞 門な ど 見 ゆ。 

2 羽 後の 営 藤氏 仙 北 郡の 名 族に て、 家 
絞は 一 巴な りと。 

宮部 々/ ヤべ ミヤ ノべ もと 神社 私有の 
部 曲に て"、 職業 部の 一と 見るべき か。 ミャ 
ノ メ條參 照。  ’ 

1 近 江の 営 部. 淺井 郡に 宮部村 あり。 蓋 
し 此の 部の 有 9 し 地に して、 後の 営 部 氏 
も 此れと 關聯 する 處あ らん。 

2 営 部 造 天 壁 命の 裔 にして、 姓氏 錄， 
左 京 神 別に 「宮部 造。 天 壁 立命の 子 天 背 
男 命の 後 也」 と 載せたり。 ミ ヤノ  メ條參 
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照。 宮 部の 伴 造 家と 見るべき か。 

3 無 尸の 宮部氏 嵯哦 朝に 宮部 村繼ぁ 
り。 前項 氏の 族な らん。 

4 江 州 中原 氏族 近 江 國淺井 郡 宮部邑 ょ 
U 起り、 江 州 中原 氏 系圖に 「井口 西 趣 前 
守 經尙の 子 五 郞兵衞 尉 直 政 •営 部大 橋と 
號す j と载 せ、 また 井口 系圖に は r 經尙. 
丨眞政 (大橋 五郎 左衞門 尉、 號宮 部)」 と 
見 ゆ。 

5 桓武 平氏 土— 氏族 これ も 淺井郡 営 部 
ょ リ起リ 、土 肥 實 平の 後と 云 ふ。 営 部 城 
(営 部 村〕 は宮部 善祥坊 の 暦 城 也。 此の 善 
祥坊は 刑 部少 輔寘舜 の 子、 坂 田 郡醒 井の 
人、 天文 中戳 山に 上り、 中務卿 と稱 す。 後 
淺井長 政に 屬 して 宮部 城の 城主たり と。 
元龜 三年 秀吉 に從 ふ、 饔鏗卷 三に 宮部善 
祥坊 、安西 零 策に 宮部 善乘坊 など 見 ゆ。 
天 正 八 年、 秀吉 •但 馬國を 平定す る や、 
善祥 坊繼潤 法師を 豐岡の 城主と す。 同 十 
年 九月、 因幡 鳥 取に 移 9、 ' 二十 萬 石を 食 
み、 慶長四 年 三月 卒 、七十 ニ歲 也。 その 
男 刑部少 輔長房 (一に 兵部少 輔) •繼 ぎて 
五 萬 石を 領す 。因幡 志に 「邑美 郡久松 城、 
秀吉時$、宮部善祥坊の養子兵部少輔居 
る 1 、又 C 智頭郡 淀 山城 •宮部 兵部少 輔」、 


また 「郡 主宮部 兵 部 少輔」 など 多く 見 ゆ。 
關ケ原 役 •西 軍に 通ず とて 除 封 さる。 
その他、 豐鑑卷 三に 営 部 肥 前 守、 草 刈 家 
傳に宮 部 養祥坊 等を 载す 。その他、 田 中、 
友 田 等の 條參 照。 

6 攝 律の 宮部氏 島 下 郡 烏 飼 村の 人宮部 
五郎 左衞 門は 明應 三年、 誓覺 寺を 建立す。 

7 石 見の 宮部氏 延曆ニ 年の 頃、 京都ょ 
り 下る と 云 ふ。 阿 ft 坊條を 見ょ。 

8 安倍 氏族 鎭西 要略に 「奥州 夷 安倍 貞 
任の 弟- 宗任 、則 任は 俘と 爲り 。宗 任は 
松 浦に 配せられ、 則 任は 筑後に 配す。 宗 
任の 子孫は 松 浦 氏 c 宗 任の 配所 小 鹿 島〕 と 
稱 し、 筑 後川 崎 氏、 営 部 氏、 黒木 氏 等は 
則 任の 種 流 也」 と。  丨 

9 常 陸の 宮部氏 新 編國志 に 「中宮 部。 
府中の 舊族六 家の 內な り。 府中の 內に宮 
部と 云ふ處 あり、 これ 其の 起る 所な り 0 
六 地蔵 寺 過去帳、 永 祿 中の 比に 『心安 •府 
中 営 部彥次 郎』 と あり」 と。 

10 雜载田 中 知行 割 帳に；： 「千 五百石 営 部 
善兵衞 、三千 石宮部 市兵衞 J を载せ 、又 
杵筑松 平 藩 用人に 此の 氏 見 ゆ (武鑑)。 又 
高畸藩歌人に宮部忠八郞(孫八〕義正ぁ 
り、 三 藻と 號 す。 又 津山藩 分限 帳に. 「百 


五拾石営部園右衞門」を擧 <'- 。 

又 土 佐の 勤王家 宮 部宜藏 (文 三 郞〕 正覺 
は、 高 岡 郡 能 津邑田 村 覺右衞 門の 長男な 
リ 、贈 正 五位。 又 熊 本 藩 勤王家に 営 部 鼎 
藏增資 (贈 正 四 位)、 弟 春藏增 正 (贈 正 五 
位〕、 共に 名 あり。 又武藏 、尾 張、 山城 等 
に 存す。 

宮保 ミヤ ホ ミヤ ヤス 

三 山 ミヤ マ 下總 等に 此の 地名 あり。 

1 三 山 朝臣 天武 帝の 裔 、智努 王の 後 也。 
大同四年正月祀に「從四位上三諸朝臣眞 
屋麻呂 、從四 位下 三 諸 朝臣 綿 麻呂 等に、 
姓を 三 山 朝臣と 賜 ふ」 と あり。 程なく 文 
室 朝臣 姓を 賜 ふ。 三 諸、 文 室 等の 條參 照。 

2 下總の 三 山 氏 千 葉 郡の 二宮 三 山 明 神 
(社 頜十 石、 氏子 二十 一村〕 の祠官 にして、 
名 族たり。 

3 三 山 衆 日向 記に 「三 山 衆 •北 原 又 八 
郎 J 等を 擧 ぐ。 

4 雜載 その他、 美 作 吉野郡 下石 井 村庄 
屋に三 山 新兵 衞見え (東 作 志〕、 また 武藏 
等に 存 す。 

御山 ミヤ マ 前條と 通ず。 

1 御山 造 燕氏裔 にして、 寶龜 十一 年祀 
Ic r 右京 人 從七位 下 燕 乙 麻 〇〇 等 > 一 十六 


人、 並に 姓を 御山 造と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 岩代の御山氏信夫郡御山村の社家に 
御山 淡路 、御山 荒 井村 社 人に 御山 左 膳 等 

見 ゆ。 

官山  ミヤ マ ミヤ ヤマ條 を 見よ 0 

深山 ミヤ マ フカ ヤマ條 を 見よ。 

宫間 ミヤ マ武藏 等に 存 す。 

見 山 ミヤ マ 同上。 前後 各條參 照。 

太 山 ミヤ マ ォ ホヤ  マ條を 見よ。 

宮松 ミヤマツ武藏等に存す。 

宮 i 則 ミヤ マへ 豫章 記、 正 平 頃の 人に 宮 
前左衞 門太郞 を载 す。 

官丸 ミヤ マル 日向 國諸 縣郡宮 丸より 起 
y しなるべし 〇 島津 忠久の 後に て. 樺 山六郞 
資久 を祖 とす 。カバ ヤマ條 を 見よ 0 大 隅國嗷 
嗷郡龜 鶴 城 (末吉 、西 之 村〕 は 一名 松 尾 城、 
建久 中、 稻村伊 貿守重 家の 居城な りしが、 後 
に宮丸 氏 •當 城に 據 る。 

官水 ミヤ ミヴ 日向 等に 存 す。 

宫向 ミヤ ムキ 出雲大社 貞治四 年 言上に 
「國造 神主 兩職 は、 曩祖宮 向 入道 人缽 より 
始まる」 と。 又備前 蹲に 此の 氏 あり。 

^0  ミ ヤムネ 

宮村 ミヤ ムラ 武藏 、下總 、羽 前 等に 此 
の 地名 存 す。 


1 藤 原 姓 肥前國へへ杵郡宮村ょり起る。 
常 村 正 蓮 寺大阿 彌陀如 來腹內 の 銘文に 
「時に 永 正 五天 己已年 七月 下旬 吉日、 肥 
前 國彼杵 村 寳杵山 妙 音 寺 住 山、 作者 有 池 
叟 。大 檀那 営 村 能 登 守通貞 。大願 主 大安 
住 山 令 支 首座 •之を 誌す」 と。 

又鄕村 記に 「當 村は、 應 安の 頃ょり、 営 
村 駿河守 藤 原通景 、同 勘 解 由 太夫 通 茂、 
同 掃 部 介 通 治、 同彥 五耶 通稻 、同 江上 彈 
正忠藤原通宣の領地なり。其の後、永芷 
の 頃には 同 能 登 守 通定」 ありと。 

氏人は 此れょり 前、 大 川記錄 、嘉曆 11 年 
に 宮村 彥次郎 人道、 博 多 日記 裏書に 「ニ 
通 •宮村 諸次郞 跡 ( 嘉曆 三年 十月 十一 日、 
同年 十二月 二十 三日 當身 奉書 在 之〕 J と。 

又 正 平應安 一揆 連判 狀に 前述の 「通 景、 
通 茂、 通 治、 通葙 (種〕、 通宣」 等を 載せ、 
猶ほ 此の 人名は、 永 正中 造 立の 彼 杵村大 
安寺 本尊 佛にも 記し ありと C 
永 正の 頃、 能 登 守 通定の 毋 となり、 家臣 
叛 して、 能 登 守を 追 ふ。 嫡男 惡四郞 •大 
に 戰ふ 、一 K 々。後 大村 山城 守 純 次 •地頭と 
なり、 純 伊の 末子 太郞左 衞門純 淳を養 
ふ。 純 淳の男 三 河 守 純種 •永 祿 十二 年、 
貴 明に 屬 し、 七月 四日、 葛の 峠の 戰ふ事 


など 翻 村 記に 見 ゆ。 

傳說 に據れ ば、 此の 氏は 宇都 宮彌 三郞の 
.，後裔と 云 ひ、 萩 坂に 宇都 宮 神社 ありて 一 
村の 鎭守 n リ 。又 神社の 附近に 能 登 守 通 
貞の 居舘の 地も存 し、 大村家 記に 宮村能 
登 通定に 作る。 

士系錄 には ! 営 村 (澤 勢)。 藤 姓、 宇都 宮 
彌三郎 後胤 •通定 (宮村 能 登 守、 宮村地 
頭’' 文明 十二 年、 純 伊. 公 •加々 良 島ょり 御 
歸郡の時、 ;11' 棚村三越浦にて奉迎)丨空 
眞坊 (父 戰 死の 後、 嬉 野に 到る。 兄弟 あ 
り 不詳。'  此の 後 三 性 皆 山伏と 成る)— 阿 

成 (日 藏坊〕 丨阿 乘桌 識坊 (多羅 山 阿金 法 
印を 師 とす)」 と 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 河 越ニ郞 重 時の 後に て景重 
を祖.とす。家紋丸に折燈、揚羽蝶。次耶 
四郎 支壽 (永 庵) •小 兒科醫 にて 江 戶府に 

仕 ふ。 

3 橘 姓 土 佐國の 名 族に して、 楠 正 成の 
裔と傳 ふ。 土 佐 郡 森鄕 Q 士に宮 村 越後 正 

あり。 家紋 菊 水。  . 

4 雜载 親鸞 門侣交 名に 宮 村の 觀法 •見 
え、'  又 中興 系圖に 载せ 、又 武藏足 立 郡の 
宮村 氏は 丸に 桔梗、 下總の 此の 氏は 橫木 
瓜を 家紋と す。 又攝津 、山城、 美 濃、 伊 
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ミヤ ムラ ミヤモト  ミヤモト  ミヤモト  芫丑八 


, 勢、 志 摩、 尾 張 等に 存す。 

宮本 ミヤモト 常 陸に 宮本庄 、その他" 

安房、 信 濃、 越後、 美 作、 筑後 等に 此の 地 

名 あり 0 

■1 安曇 姓.. 信 濃の 名 族 也。 Z 當國に は 筑摩 
郡、 及び 安曇 郡に 此の 地名 あり。 穗高神 
社の 舊 社家 等に 見 ゆ、 アグ ミ、 ホ サカ 等 
S 參照" 

2 藤 原 姓 甲斐 東 山 梨 郡の 名 族に して、 
小 原 村の 営 本 氏は 藤 姓と 云 ひ、 又紉客 営 
本武藏 忠躬 の祖営 本源 內忠秀 は 本州の 士 
也と 云 ふ。 又 甲府の 名家に 見 ゆ。 

3 武藏の 宮本氏 戶倉村 三 島 明 神祠官 に 
宮本備 前 あり、 平 山、 南 等の 條參 照'  埼 
玉 郡 等に も存 す。 

4 安房の 営 本氏宮 本 村ょり 起る。 當村 
の 北、 宮本 城祉は 里 見 成義の 築く 所に し 
て、 享祿 、天文の 間、 里見義 豐 •此に 居 
リ 、後稻 村に 移り、 其の 臣宮 本営 內 、鎌 
田 孫 六を して 域 代たら しむ。 天文 三年 四 
月、 義豐戰 死し、 二人 も 之に 殉 じて 城廢 
す (國 志〕 と。 

5 常 陸の 宮本氏 鹿 島 郡に 営 本 鄕あリ 
て、 信 田 郡阿彌 神社の 神主に 宮本氏 見 ゆ。 
又 水戶の 儒者に 宮本尙 一 郞元球 あり、 水 


雲と 號 す。 

6 越後の 宮本氏 三 島 (古志〕 郡に 宮本邑 
ありて、 彌彥社 上條の 神官 等に 此の 氏 • 
見 ゆ。 

7 三 河の 宮本氏 當國に も 多く、 又寶飯 
郡 竹 •生 天神 社家に 営 本 氏 •見 ゆ。 

8 藤 原 姓 家紋 丸に 矢 打 違、 丸に 鳩 酸 草。 
営 本 印 佐 俊 C 覺 澄〕 •將棊 に 秀で、 正德 元年 
十二月、 江戶 幕府に 仕 ふ。 その 男忠 五耶 
浚 門— 三次 郎俊鄕 也」  . 

9 大中臣 姓 遠 江の 名 族に して、 大中臣 
淸縻 Q 男 唐 橋 家 望が 末孫 宮本禰 宜右衞 門 
望 時の 後裔と 傳へ、 後に 藤 原に 改む とぞ。 
10 紀 伊の 宮 本氏績 風土記、 在 田 郡條に 
「川 合 村 屋敷 跡は、 営 本 勘 解 由左衞 門の 住 
し 》地といふ」と载せ、又「瀧川原村舊 

家 地 士宮本 平 次、 同宮本 九右衞 門、 同宮 
本 八左衞 門、 畠 山家の 被官な り。 南 龍 公 
の 時、 六十 人 地士に 命ぜら る」 と。 

又 名 草 郡條に 「紐 三 井寺 村 地 士宮本 八 之 
右衞 門、 宮本七 太夫」 等を 載せたり。 

11 赤松 氏族 美 作 國英多 郡 (吉野 郡) 讚 
甘 庄宮本 村より 起る。 新 免 無二 齋の男 政 
名 •此の 地に 在りて、 宮本武 藏と稱 す。 
新 免 家 侍 帳に 「平 田武ニ •宮本 の 構、 宮 


本武藏 •武 ニの 子」 と 載せ、 平 尾 家相 傳 
古書には「赤松 111 心云々、太郎右衞門と 
申す。 宮 本え 浪人 仕り、 老 名を以 つて 宮 
本 無 仁と 申 候、 其の 子 武藏」 と あり。 

又 東 作 志に 「営 本武藏 •姓 源、 或は 藤 原、 
或は 营 原。 平 田 無二の 子 也、 父 無二は 劍 
術、 及び 十手の 達人な り。 武藏 幼年の 時、 
荒牧の 神社に 遊びて 大鼓を 打つ ありさま 
を 見、 ニ 本の 撥を 以つ て、 左右の 音の 等 
しきを 感 悟し、 十手を 以 つて ニ 刀に 替た 
9といふ。空室に许を釣り置き、是を擊 
ちて 練磨す といへ yo 十三 歳に して 播州 
にて 有 馬 喜 兵 衞と勝 貧を 決し、 但馬 にて 
秋 山と 勝 貢して 打殺し、 後 京都に て吉岡 
に 打 勝つ。 又豐 前の 舟 島に て、 佐々 木巖 
流と 仕 合して 打殺す。 凡そ. 十三 歳の 時ょ 
り、 勝 貢を なす 事 六十 餘 度、 自ら 日 下 開 
山、 神明 宮本 武藏政 名流と 云 ふ。 關ヶ 原、 
大 坂の 役に 戰功 あり、 寬永 年中、 島 原 一 
揆 のとき、 細 川 家に 屬 して 赴く。 正 保 ニ 
年 乙 酉 五月 十九 日、 肥 後 熊 本に て 死、 支 
信ニ天と諡す」と。 

墓誌に 「兵法 天下 無雙 、播州 赤松 末流、 
新 免 武藏玄 信 ニ 天 居士 碑、 正 保 ニ 乙 酉年 
五月 十九 日、 肥 後國熊 本に て卒 、時に 承 


應ニ 甲子 年 四月 十九 日、 孝子 謹建焉 J と 
载 せ、 又 r 宮本 屋敷は 宮本 武藏政 名の 屋 
敷 跡 也。 三十 間 四方 あり。 石垣は 寬永十 
五 年、 天草 一揆の 節 •公儀ょり V 命あリ 
て 取 崩す と 云 ふ。 大木 槻の木 あり、 ニ 丈 
七 尺 周。 荒牧の 社 地に ある 巨木と 雌雄な 
0 と 言傳 ふ。 武藏の 父 無 仁 •本姓 平 田、 
或は 武 仁、 又 無二 齋と 書す、 以來 此處に 
住す」 と。 その他、 平 尾、 衣笠、 平 田、 
新 免、 本位 田、 佐々 木 等の 條 に 多し。 

12 丹 波の 営 本 氏 丹 波 志に 「宮本 太夫 • 
子孫 奧鹽久 村。 天 正 年中、 斯くの 如く 唱 
ふ 有り。 德明神 境内の 並に 代々 住す」 と。 

13 讚岐 の官 本氏鹽 鉋 島の 豪族 也、 シア 
ク條を 見ょ。 

14 鎭 西の 宮本氏 小 倉 小 笠 原 藩 中老に 見 
え、 又 肥 前 高 來郡諫 早の 名 族に して 社家 
也。 又筑 前の 名 族に 在りと。 

15 雜载 その他、 庭 瀨板倉 藩 年寄、 麻田靑 
木 藩 重臣 等に も 見え (武鑑)、 又岩淸 水祠 
官參 司に 営 本 氏、 藤 姓と 云 ふ。 又 茶人に 
営 本 藤三郞 あり。 又備 前、 播 磨、 攝 律、 
伊勢、 志 摩 等に 存 すと ぞ。 

宮元 ミヤモト 前條 氏に 同じく、 武藏等 

に 在り。 

ミヤモト 


宮森 ミヤ モリ 岩 代、 陸 中等に 此の 邑名 

t。 

1 菊 池 氏族 岩 代國 安達 郡 宮森邑 より 起 
る。 奥州 菊 池 氏族の 一にして、 営 森吉道 
を祖 とす。 家紋 立 引 龍。 

2 陸 中の 営 森 氏 上 閉伊郡 宮守 村より 起 
る。 盛 風 記、 天 正中に 宮盛 主計 祐 澄を 载 
せ、 また 宮森主 水 等 見 ゆ。 

3 雜載 その他、 筑前 地方の 名 族に 在 リ 

と 云 ふ。 

宫杜 ミヤ モ y 前條氏 に 同じき か。 

宫盛  •ミヤ モリ 宮森條 を 見よ。 

宮守 ミヤ モリ 山 代 石 淸水漏 官に あり C 大‘ 
伴 姓)、 又武藏 等に も 見 ゆ。 

宫館 ミヤ ヤカタ ミヤ タテ 條を 見よ。 
宮屋敷 ミヤ ヤシ キ 

宮山 ミヤ ヤマ ミヤ マ豫章 記、 正平廿 
一年に 「一艘は 吉岡方 宮山太 部、 中 川彈正 
云々」 と。 その他、 信 濃、 武藏 等に 存 し、 
又 相 摸、 安房 等に 此の 地名 あり。 

御鑛屋 ミヤ リヤ 中 井 氏 先祖 書に 「( 大坂 
陣の 時〕、 京都 御鎗屋 作左衞 門に 仰せ付けら 
れ 、御 鎗千三 拾 本 出来 献上」 と。 

宫吉 ミヤ ヨシ 尾 張に 宮吉 御厨 あり。 
宮王 ミヤ ワウ 藝藩通 志に 「峰 村宮王 氏。 


.先祖 詳なら ず。 長德 年間より、 今の 飛驊ま 

で當 gd 神職、 廿餘 代相續 するとい ふ」 と 見 

ゆ G 

宮脇 ミヤ ワキ 甲裴 、羽 前、 丹 波 等に 此 

の 地名 見 ゆれ ど、 多くは 神社の 脇に 住せし 

より 起 U しもの か。 

1 安曇 姓 信 濃の 名 族に して、 穗高 神社 
の 社家 族 也と 云 ふ。 安曇 穗 高等 條參 照。 

2 淸和 源氏 武田 氏族 甲裴の 名 族に して 
宮脇 村より 起る .0 来 倉太郞 兼 信 (信 繼〕 十 
一代 米倉. 左 太夫 誠梭 、営 脇淸 三種 友と 見 
ゆ。 家紋 八重 菱內に 花菱。 

3 美 濃の 宮脇氏 新撰 志に 「須原 村 白山 
權 祠官 •大江 氏、 宮脇 氏、 執行 氏 J 
等を 載す。 

4 熊 野 氏族 讚岐の 豪族に して、 全證史 
に 「松繩 城は 香 東 郡松繩 村に 在り。 宮脇 
織 部 •之に 居る。 熊野淸 光の 裔 也。 天 正 
時、 営 脇 兵 庫 頭 あり、 則ち 植松備 後 守の 
妻の 父 也。 世々 香 西 氏に 屬 す」 と 云 ひ、 
又 南海 通 記に 松繩 手の 「宮脇 氏族、 立 石、 
伏 石に 云々」 と。 香 西條參 照。 

5 雜载 その他、 鳥 取 藩士に 営 脇 久右衞 
門、狩野派晝家に営脇有景(法橋素行)、 
又 山城 (社家)、 攝津 (社家) に 存 し、 又播 


ミヤ モ 


■ミヤ ワウ 


ミャヮキ 


s 


磨、 備 前、 武藏 等に 見え‘、 又 現在、 女流 
敎育 家に 営 脇 房 子、 嗣子 春樹 、共に 名 あ 
9 0 

宫和田 ミヤワダ下總國宮和田邑ょり起 
る。 営 和 田 又 左衞門 光胤は 平 田 門下の 神學 
者、 長男 異太郞 胤景 、共に 勤王家 也。 

官渡 ミヤ ワタリ ミヤ ト攝津 島. 下郡戶 
伏 村の 舊 神職 也。 

見 雪 ミユキ 
御幸 ミ ユ キ 

御幸 尾 ミユキ ヲ 

三代 ミヨ 武藏 等に 在り。 

御 ^ ミヨ ミ シロ 條を 見ょ。 

三代 澤 ミ ヨサハ 上野に 三 夜澤の 地名 ぁ 
りて、 此の 氏 •信 濃、 武藏 等に 在 0。 

三 善 ミヨシ 中古 以来の 大族 、猶ほ 以下 
數條參 照。 

1 三 善 宿 禰百濟 族に して、 錦 織 氏の 後 
也。 姓氏 錄 "右京 諸蕃に 「三 善 宿 漏。 百 
濟國速 古 大王ょり 出づる 也」 と 見 ゆ。 其 
の宿禰 姓を 賜へ るは、 何時 代なる か 詳か 
なら ざれ ど、 大同 ニ 年 六月 紀に三 善 宿 禰 
姉繼 •見 ゆ。 

2 三 善 朝臣 前項 氏の 後に して、 淸行 (字 
三糴〕 に 至り、 朝臣 姓を 賜 ふ。 公卿 補任、 


延喜 十七 條に r 三 善淸 行。 淡 路守從 五位 
下氏吉 の 三男、 母 佐 伯 氏」 と 見 ゆ。 學を 
以つて 雲上に 列す。 その子に 淨藏 あり、 
大法 師淨 藏傳に 「釋 淨藏は 俗姓 三 善、 右 
京 三坊の 人 也。 其の 先は 百 濟國速 古 王 也。 
父は 參議從 四 位 上 守 営內卿 兼播磨 權守淸 
行 卿 也」 と载 せ、 また 明 匠 略傳に 「淨 藏大 
法師は 俗姓 三 善 朝臣、 右京の 人 也。 父は 
參議從 四 位 上 宮內卿 淸行 P 第 八 子 也」 な 
ど 見 ゆ。 子孫 後に 在り。 

漢族の 三 善 朝臣 前項 氏と 同じく 綿 織 
氏の 後な れど 、流を 異にす。 卽ち 前者は 
百濟 族な れど 、後者は 漢族と 稱す 。類聚 
符宣抄 第七卷 、貞元 ニ 年 五月 十日の 太 政 
官符に 「靡に 姓名を 改む べし、 左少史 正 
六 位 上 錦宿禰 時 佐の 事。 男 十三 人 (本 貫 
左 京 三 條三坊 )、 女 五 人/、 今 三 善 朝， 臣の 
姓を 請 ふ。 右 •時 佐が 去る 二月 二日の 解 
を 得る に偁 く、 謹んで 舊 記を 檢 する に 時 
佐の 先は 漢の 東海 王の 後 •波 能 志ょり 出 
づ 。譽田 ( 應鞞) 天皇の 御世、 葛 木襲津 
彥に隨 ひて 歸 化し、 大鷓鷀 ( 仁德〕 天皇 
の御齿 、居 地に 隨ひ て、 名を 錦 織 姓と 賜 
ふ。 (地名に ょりて と あれ ど、 職業 名に 
よる 也。 一一 シゴリ 條を昆 よ ^ 


三 善 朝臣、 枝葉 •異なりと 雖 、本源， は是れ 
同じ (信じ 難し、 前項の 三 善 朝臣とは 流を 
異にす。 され ど 同じく、 錦 織 部たり しよ 
p 誤 まれる 也)。 謹んで 先例を 檢す るに、 
外 記の 官史 、主計 主税之 助は 改姓の 者は、 
古今に 尤も 多し。 近くは 則ち 右少史 高 安 
連佐忠 は內藏 朝臣の 姓を 賜 ひ、 右 大史川 
瀨連保基は耙朝臣の姓を、大外記御船宿 
漏 傅說 は菅野 朝臣の 姓を、 主計 助 山 前 連 
義忠は 伴 宿禰の 姓を、 主 税助錦 宿 禰苽明 
は 三 善 朝臣の 姓を 賜 ふ 等、 是れ 也。 自余 
の 例、 勝げ て 計 ふべ からず 。加 かの みな 
らず 去る 延喜五 年 十二、. 月廿 九日、 宣旨を 
以つて 傅 ふ、 居 姓を 改 むる こと 濫りに 申 
請 あり、 自今 以後、 外 記の 史 、諸道の 博 
士 、主計、 主税の 助、 左右 近 衞將監 の 外 
は 進む る 所の 申 文、 執 申す るを， 得ず てへ 
リ 。時 佐 •適々 愚昧の f 以つ て、 幸に 
所 許の 職を 忝ぅ す、 望み 請 ふ、 殊に 官裁 
を蒙9、先例に0准し、三善朝臣の姓を 
被り 給 ひ、 將に 奉公の 貴を 仰がん とすて 
へり。 左大臣 宣 、勅を 奉じて、 請に 依る 
てへ り。 省 •宜しく 承知す ベ く 、宣に 依 
つて 之を 行へ。 苻到 らば 奉行せ よ」 と あ 
るより 出づ。 


4 簟 家 第一 r 項 氏の 裔に して、 代々 算博 
士 たり。 職 原抄に 「算博 士ニ 人、 簟道の 
極官 也。 算道は 三 善 氏 •之を 僂 ふ。 仍っ 
て 一人は 必ず 其の 家 儒を 用 ふる 也。 今一 
人は 小槻氏 •之に 任ず。 善 家は 算術を 習 
ふ 也。 小槻 氏は 諸 國調賦 の 算 勘の 爲に其 
の 職に 居る、 云々」 と。 又 r 算道は 當初 
尤も 镦々 たり。 而るに 三善雅衡 .' 權貴に 
屬 して 其の 家を 起せり。 子孫 •六 位 藏人 
に 補す。 遠衡 •朝衡 に 至っては 制へ 仙籍 
を聽 され 訖んぬ j と。 

5 系圖 「應神 天皇 十三 ft 孫 市 序 (始めて 
錦 部 姓を 賜 ふ〕、 三 性 孫 伊豫 守克興 C 三 善 
と改む 〕 孫 氏 吉 (仁 明朝 淡路 守〕— 清 行 
(初め 文 雄 •字曜 、母は 佐 伯 氏、 參議 、文 
韋 博士、 延喜 十八 年 十二 日卒 、七十 ニ、 
室は 嵯哦帝 皇孫 女〕— 文 江 (早 逝〕、 弟 ニ 
男 文明、 弟 六 男 連衡 S 信の 祖) 、弟 八 男 
淨藏 貴所 (康 保九卒 )、 弟日藏 (僧 高穗 )」 
と。 以下 各項、 及び 分流 諸氏 條を 見ょ。 

6 幕臣 淸 行の 後裔 康信 •賴 朝に 從ひ て、 
問 注 所 執事と な. り、 子孫 榮ゅ 。東 鏗卷 一、 
治 承 四 年 六月 十九 日條に 「散 位康 信の 使 
者 • * 條に參 着す る 也。 武衞 C 賴朝〕 閑 
所に 於いて 對 面し 給 ふ。 此の 康 信の 母は 

ミヨシ  • 


武衞 乳母の 婊也 。彼の 好に 依りて 其の 志 • 

徧へに 源 家に 在り。 山河を 陵て、 毎月 三 

个度 (一旬 各 一度〕 使者を 進め、 洛中の 

子細を 串す。 而 して 今 源 家を 追討 せら. る 

べき由の事、殊に重事たるに依9、弟康 

淸 (所勞 と稱 して 出仕を 止む > を 相 語ら 

ひ 着 進す る 所 也 云々。 廿ニ (三〕 日 癸 卯、 

康 淸歸洛 。武衞 •委細の 御 書を 遣は し、 

康 信の 功を 感 仰せら る 0 大和 判官 代 邦 道 • 

右筆、 又 御 筆、 井に 御 判を 加へ らる 云々」 
■^co 

丨その 他 多く、 又卷 十六に 中宮 太夫 屬 入道 
善 信、 二十 八に 加貿守 三善康 浚、 三十 三、 
三十 四、 三十 六、 四十 八に 對馬 前司儉 重、 
三十 四に 對馬守 三 善 倫 i を载せ 、猶ほ 
康 知、 康 有' 康 家、 康 長、 康定等 多し、 善 
3 ン) 條に詳 か 也" 又 町 野、 太 田、 矢 野、 問 
注所等の條參照。文承久記卷ニに覺阿善 
信と 載せ、 又 極 樂寺建 久七年 四月 十八 日 
の鐘銘 に 「銘を 作る 者は、 文章 生 三善宣 
衡」 と、、/ は 京都の 人、 關東に 仕 ふ、 東鏗 
，に 道 進士と ある 人 也。 

康 信の 浚は r 康信 


1 


加 賀守 民 部大夫 


-康有 


/ 


—康連 — 康宗丨 信 連 丨 資連 

£部 大天 

丨行 倫丨隐 重— 除 長 

矢 野 
對馬守 

その他は 町 野、 問 注 所、 太 田、 矢 野、 飯 
尾、佐波、_布施等が條を見ょ。 

7 家紋 見聞 諸 家紋に 

總角 

三吉 氏、 奉行 
葙施 下野 守貞基 

又 町 野條に 「瀾干 丸 鷹 羽 •善 相 公 淸行之 
，末」 と 見 ゆ。 マチ ノ條參 照。 

8 上野の 三 善 氏 膳、 善 等の 條を 見ょ。 

戰國の 頃、 善康 道、 善 宗次等 著は る。 

9 常 陸の 三 善 氏 多實郡 手綱 鄕朝 香社應 
永 五 年 棟 札に 「三 五郎 左 衞門貞 後」 見 ゆ、 
三善貞 浚の 事に て、 當 時當鄕 一分の 地頭 
たりし 也。 又那到 郡に 三 善邑あ リ。 

10 會津の 三 善 氏 其の 先、 藝州廣 島の 產 
にて 藤四郎 長國と 1K ふ。 又中條 氏は 刀鍛 
冶、 若松 三 善 藤四郞 政 長が 弟な ど 見 ゆ。， 
11 越後の 三 善 氏善淸 行の 裔と云 ひ、 系 
圖に 「淸 行— 善淸 …淨藏 貴所 (本 國信 濃、 
相 施 氏 先祖〕 J と 見 ゆ、. フセ 條參 照。 

12 越 中の 三 善 氏元亨 釋書卷 十七に 「算 


ヨシ 
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五 九 六 一 


ミヨシ  ミヨシ  ミヨシ  震 一一 


學 博士 善爲康 は！ 一の 中州 射 水 郡 人、 治曆 
ニ 年 云々」 と 見 ゆ。 本姓 射 水 氏、 三善爲 
長に 學 び、 堀 河 天皇の 朝、 算 博士， 三 善 
娃を賜 ふ。 朝野 群 載を 編す。 

13 淸和 源氏 畠 山 氏族 これ も 越 中の 豪族 
にして、 天 正の 頃、 三 善 石 見守 あり、 n 
ウラ 條を 見よ。 

14 和 泉の 三 善 氏 三善宮 內少輔 あり、 新 
川條を 見よ。 

15 石 見の 三 善 氏 邑智郡 天津神 社 文 永 三 
年 八月 棟 札に 「奉 再 造 立、 天津 社 本 座大明 
神、 大頭主 三善淸 連」 と。 當國佐 波 氏は 
此の 氏族に して、 淨藏 貴所 五设孫 善 連の 
裔 、その 男淸連 (善 四 郞 、文 安五 卒〕 也。 

16 備 後の 三 善 氏東鏗 、承 元 ニ 年 三月 條 
に 「備 後國 大田庄 地頭 大夫屬 入道」 (三 善 
康 信) を载せ 、又 延元ニ 年の 三善資 連の 
寄進 狀に 「曩 祖康信 法師 法名 善 信、 云々」 
と、 ォホ タ條 一一 九九 頁を 見よ。 又 太平 
記に 「備 後國 には、 江 田、 弘澤 、営、 三 

善」 と载せ 、又 中興 系圖に 「三 善 •三 善、 
本國備 後」 と 見 ゆ 0 

17 安藝の 三 善 氏 嚴島田 所 文書に 「廳 宣、 
田 所、 大帳所 •惣大 判官 代 三 善 兼 信。 右 
の 人 •祖父 信 職の 讓狀に 任せ、 田 所 執事 


に 補任す る 件の 如し 云々。 寬治五 年 四月、 
大介藤 原 朝臣」 と。 田 所、 嚴 島、 善 等の 
條參 照。 

18 阿波の 三 善 氏 飯 尾 氏 あり、 ィ t ヲ、 
ィノヲ兩條に詳か也。 

19 伊豫の 三 善 氏 宇 和 郡 高 田 八幡宮 德治 
ニ 年 九月 寄進 狀 に 「右馬助 三 善 朝臣 散 位」 
と载 せ、 また 漾韋 記に 「京都より 善 家の 
者 進 止せら る 事、 誠に 無念の 次第 也。 善 
三 島と 云 ふは 飯 尾の 末葉 也」 と。 三 島、 善， 
飯 尾、 小 早 河 •河 野 等の 條參 照。 

20 筑 後の 三 善 氏 三善淸 行の 遠 孫 問 注 所 
康行 •正 和 ニ年縑 倉より 下向して 生 葉 郡 
を領 す。 問 注 所、 町 野、 平 川， 安元 等、 
その 裔 也、 各條を 見よ。 

2T 雜载 そ， の 他武藏 等に 存 す。 

三 美 ミヨシ 常 陸 國那柯 郡に 此の 地名 見 
ゆ。 この 氏 現存す。 

一一 I 次 ミヨシ 備後國 に 三次 郡 あり、 和名 
抄に 美與 之と 註し、' 後世は 三 善、 三 好、 三 
吉 等に 作る。 其の 他は 次條を 見よ 0 

一一 一士 ロ ミヨシ 前後 各條參 照。 

1 三吉 朝臣 長 門 阿武 郡 椿 八幡宮* 貞和 
三年 八月 一日 狀 に 「充行 ふ、 長 門 阿武 郡 
椿鄕 八幡宮 敷地の 事、 □主 三吉 朝臣 象 門 


長久、 御代 官沙 彌」 と。 これよ y 前、 元亨 

.元年 十二月 十日 同地 祇園 社 寄進 狀に 「地 
頭 三次」 と あり。 椿 八幡宮は 正 治 年中、 
地頭 三 好康久 •夢想に より、 當郡 木部 邑 
よ 9 勸 請と 傳 ふ。 

2 藤 原姓備 後の 三吉よ I リ起 りしに て、 
三次と も、 又 三 好と も あ 9。 藤 原 行成の 
四 男兼範 の 後 也と 傳ふ 。十三 代宗 高の 子 
致高に至り、大內氏.に屬す。藝藩通志、 
備後 士官 流 寓條に 「三 吉兼範 。里傳 に、 
兼範 は權 大納言 正 二位 行成 卿の 四 男な り 
とい ふ OC 大 日本史を 案ずる に、 行成 卿の 
子に 兼範 といへ るは 見えず〕。 是れ 三吉家 
の 元祖に して、 備後國 五 萬 三千 貫を 頜 し、 
子孫 十五 世、 兼宗 、兼 家、 信 兼、 秀 高、 
光高、 高 家、 家秀 、秀 明、 照秀 、頫 秀、 
豐秀 、豐 高、 致 高、 隆亮 •廣 高、 相續い 
で、畠敷村比觀尾山に城居す。 

元弘 年中には、 宫方に 屬 し、 其の後、 足 
利 直 冬に 從 ふ。 又 山 名 氏、 大內 氏に 屬 す。 
十四 世 隆亮は 所領 八 萬 石に 及ぶ とい ふ。 
十五 ft 廣高は 毛 利に 屬し 、城を 上 里 村に 
移す。 比 熊 山城 これな り。 慶長五 年、 關 
ヶ原敗 後、 廣高 •剃髪して、 三吉筠 齋と 
稱す。京師にあリ、吾が藩自得公の#顧を 


得、 公人 封 廻 郡の 日、 筠 齋も隨 ひ、 三次 
の舊 土を 經け るに、 民庶 •舊君 奪 慕 ひ、 
勞迎せ SN とい ふ。 後に 廣島に 嵩し、 寬永 
十一 年ノ壽 を以つ て 終りければ、 此の 地 
故の 香花院 、西 江 寺に 葬る。 筠齋の 子は、 
また 毛 利 家に 仕へ ける となり」 と。 

一に 云 ふ 三 吉兼範 は 永 觀の事 かと 云 ふ。 
永觀は 行成 四 男に て、 童 名 土 君、 筑前 守、 
申裴守 等に 任ぜられ、 永 保 三年 正月 任國 
にて 卒す。 子に 永 淸 、永 算 、行 賢 ぁり。 
藤 原條參 照。  > 

3 氏人 太平 記卷 七に r 備後國 には 江 田、 
廣澤 、営、 三 吉」 と载せ 、卷 二十 八に 「三 
吉の 一族 云々」 と。 その後、 永 享以 來御番 
帳に 「二番 •三 吉加貿 人道、 三 吉太郞 、五 
番 •三吉 彌次郞 」 を 載せ、 文 安 年中 御番 
帳に 「二番 •三 吉 彥三郎 、五番 •三 吉彌 
三郎」 を 擧 ぐ。 

又 康正ニ 年 造 内裏 段錢 引付に 「三 貫 五 百 
八十 ニ 文、 三 吉大郞 殿、 備後國 布 野 郡 段 
錢」 と。 又應 仁記卷 三に 「御 走 衆 •三吉 
.式部 大輔」 を 載せ、 常 德院江 州 動 座 着 到 
に 「二番 衆 •三 吉太郞 、五番 衆 •三 吉彌 
五耶 家長」 見え、 又 福 山 志 料に 「十三 性 
新兵 衞尉宗 高、 次を 安房 致 高と 云 ふ、 永 
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正 ニ 年大內 家に 屬 し、 義稍將 軍の 歸. 洛 に 
從ひ 、改めて 修理 亮と稱 す」 と ^ 

又 安西 軍 策に 三 吉 修理 大夫 、三 吉 入道、 
三吉 式部 大輔 、三吉 修理 亮廣隆 等 多く、 
又 永 祿六年 諸 役人 附に 「外樣 衆、 大名 在 
國衆こ 一 一吉 安房 守隆亮 (肥 後國 )」 と 見え、 
見聞 諸 家紋に . 


三吉 


又 雲 州 軍 話に 「三 好 殿 云々」 と。 佐 波、 
高 橋、 福 原 等の 條參 照。 又德川 時代、 此 
© 氏は 府中 毛 利 藩の 重臣たり。 

4 居城 藝藩通 志、 城墟 (宅 址戰 場附〕 
條に 「比 観 尾 山。 畠 敷 村に あり、 傳へ云 
ふ、 三吉 氏の 元祖 藤 原兼範 ょり 十餘毋 此 
f 據る 。廣 高に 至り、 始めて 比 熊 山に 移 
る。 比 熊 山。 上 里 村に あ 9、 天 正中に、 
三 吉廣高 •親ら 城を 築き、 比觀尾 山ょり 
移る。 時に 毛 利 氏に 屬 す、 關ヶ原 敗 後 城 
廢 す」 と。 

又 「福 谷 山は 上 里 村. にあり。 泉 三部 五郎 
久正が 所 守、 泉は 三 吉家士 なるべし。 沼 
山は 原 村に あリ 。三 吉豐後 某の 所 守。 
奇貞 城、 三 段 田 城、 沙脇 城は、 並に 西 酒 


屋村 TC あり、 皆堡壘 の址な れど 、守 者を 專 
へず。 久光 城は 後 m 村に あリ 、三吉 家の 
士 、近 實若狹 が 所 守。 龜山は 西 河内 村に 
あり。 同じ 家士 、河 內歐季 、同 隆實 、隆 
孚等が所守。山腹に平坦の所あリ、八幡 
丸と ょぶ」 と。 又 「大域 山は 下 布 野 村に 
あり。 三吉 安房の 所 居」 など 見 ゅ、 その 

一 他、 近 藤 條參照 0 

5 安藝の 三 吉氏通 志、 高 田 郡條に 「勝 
山は 粟屋 村に あり、 天 正 年間、 三 吉 新兵 衞 
隆 信の 所 居。 其の後、 粟屋 五耶 佐衞 門、 亦 
此の所に 據リ しとい ふ。 隆信 •一に 粟屋 刑 
部 隆述に 作る。 按ずる に、 隆 信と 隆述と 
は 別人に あらず、 隆述は 比 熊 山城 主 (三 
次 郡〕 三吉 氏の 支族な 9し が、 此の 村に 
居る を以つ て、 或は 粟屋と も 呼びし と 見 
えた リ J と o 

又 「加 伊津 女は 粟屋 村に. あり。 當村 故城 
主 三吉氏 •尼 子 氏と 合戦の 地な り。 陰德 
太平 記には、 靑屋出 羽、 高 橋 大九郞 と此 
に 戰 ひ、 高 橋 自殺す。 其の後、 毛 利 氏 弔 
合戰 ありし と 見えたり」 と。 

6 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 信 濃 國筑摩 郡の 
豪族 也、 小 笠 原條を 見よ。 猶ほ三 好條參 
照。 


ミ. ヨシ 


i シ 


謹 


ミヨシ 

7 雜载 その他、 尼 子 氏の 最後、 上 月 城 
に 籠る 士に三 吉五郞 左衞門 •見え、 又 因 
幡志に三吉三郞左衞門を擧ぐ。 

美士ロ  sm シ 和名 抄 、武藏 國秩父 郡に 美 
吉 鄕を收 む。 その他、 前後 各條を 見ょ。 

一二 好 ミヨシ 阿波 國に三 好 郡 ありて、 和 
名搀に 美與 之と 註す。 又 三 河 等に 此の 地名 
存す 。その他、 三 善條參 照。 

丨淸和 源氏 小 笠 原 氏族 阿波の 大族に し 
て、 三 好 郡ょり 起る。 小 笠 原 長淸の 後 也。 
小 笠 原 系圖に 「長淸 丨長經 、弟 長 房 (ニ 
男、 母家 女房、. 阿波 孫 ニ郞 、號三 好、 譲を 
受けて 淡 州の 管領と 爲 る、 阿波 國守 fD」 
と载 せ、 又 松 尾 深 志 系圖に は 「長， 房 •阿 
波 孫次郞 •阿波 守護」 と 見 ゆ C 而 して 諸 
家系 圖纂に 「長淸 —C 三 好.) 長 房 (阿波 孫 
ニ耶 、號三 好、 當流文 •松 皮釕 貫。 法名 
長 任)— 長久 (蔵人 兵衞 、法名 長忠〕 丨 


$ ヨシ 


•» // ヨシ 


s ea 


-長義 •一-長 盛 

太耶蔵人| 

— 賈久厂 長 光又袭 

ニ 節 

111 廣-長 遠 
I 長宗 

四郞 

—賴 久丨镇 氏 刑 部大 、阿 S 守 丨镇貞 

三 K 小五邸 


又 阿波 小 笠 原 系圖に 「長 淸—長 經 (彌太 
郎 •寳治 元年 十一 年卒 、法名 長緙 ) 丨 長 
房 (彥 太耶 、法名 長 心、 祖父 長淸 養子〕— 長 
種 C 左 近將監 、阿波 守。 弟 長久は 兵 衞佐藏 
人と〕 丨長景 (長 三 郞 、弘安 ニ 年 三月 十五 

日 逝去〕— 長 直 ( 新次郞 、左 京 亮〕— 長 親 
( 治部少 輔〕 丨長宣 (阿波 守〕— 長宗 (民 部 
少鞴 )丨 長隆 (阿波 守〕。 此の 人の 時代、 
阿波 國住 人、、 江 侍と 號 す、 數年宮 方の 猛 
將 也。 國中 所々 を押領 せし む。 此の 時、 
京 小 笠 原 淡 路守長 興の 子義長 •無 雙の武 
將たる 間、 長隆の 聱 とす、 云々。 家紋 釕 
貫」 と。 

また 阿 州 三 好 系圖に 「長宗 (民 部 少輔〕 丨 
長隆 '(阿波 守、 此の 人の 時代、 阿波 國の 
住人、 江 侍と 號し 數年宮 方の 鏗子に て、 
將軍 方に 降らず、 國中 所々 を押頜 せし む。 
此の 時* 長 隆幷に 國 中の 軍兵 等、 數年合 
戰に 及ぶ と雖 、打 貧け て 自力 叶は ず、 京 
小 笠 原淡路 守 長 興の 子息 信 濃守義 長、 其 
の 比無雙 の 武異 强將た るの 間、 國人 こぞ 
つて 京都へ 申し、 義 長を 招き 下し、 長隆 
の聱 として 大將 と爲し 合戰に 及び、 営 方 
を悉く退治し、一國平均に治る。然りと 
錐、 敵 人 江の 亡躉殘 り、 人民 罸せら る。 


義長 則ち 江の 一社を 神と して 祟む。 
又千部經を供養せしめて之を弔す。江の 
家紋 •釕 貫を以 って 我家の 幕紋 とす。 
然して 後 亡靈納 り受 く〕— 義長 (信 濃 守、 
實は京 小 笠 原淡路 守 長 興の 子 也。 母は 長 
隆 女。 至德 三年 八月 卒 。初めて 阿波 國三 
好 郡に 下って 住み、 在 名を以 って 三 好と 
諕す〕 — 長 之 (式部 大 夫''  兵 部大輔 。弟に 
新次郎 長 重 ぁり〕— 元 長 ( 筑前 守、 又 長 輝 
と號 す。 京都 百 萬 返の 寺に て 切腹、 法名 
見 性 寺 殿、 喜 雲道悅 、執 權八 年) 丨長秀 

(下總 寺、 永 正 五 年 四月 九日、 伊勢 國山 
田に て國 司の 爲切 腹)」 と ぁり。 

又 阿 州 將裔 記の 阿波 國三 好の 系圖に 「三 
好の 元祖は 信 濃 國小笠 原 成る 由 (或る 說 
に 長 房〕 の 後胤な り。 阿波 國三好 郡に 居 
住す •故に 三 好と 日 ふ。 之 長 •初めは 三 
好 主 膳 正と 號す 。細 川 氏に-仕へ て、 後に 
筑前 守と 號 し、 三 好に 在 城す。 三 好 •天 
下に 各を 顯 はす 事は、 文明の ころ、 北國 
勢 ニ 萬餘騎 にて 都へ 貴 上りし を、 細川對 
陣 のとき、 三 好 •三千 騎にて 魁け して、 
洛外に て 合戦す J 云々 と。 

I 系圖 その後は、 三 好 別記に 「三 好宮內 
大輔 (法名 海 雲〕 f 


1 1 守 _ 


■ 修， 理大夫 -r 筑前 守義長 

長 慶 一— 左 京大 夫義繼 

I 實休 f- 彥次郎 長 春 


S 明 守) 

丨攝津 守 

安宅 冬康 
(一舟 軒) 


丨十河 

1 1 ■営 長 門 守 妻 
丨海部 宗壽妻 
— 大西角 用 妻 
一— 有 持 道 桂 妻 


(阿 谀國守 護 長 治) 

— 政康 

I 安宅 甚 五郎 

後 騄河內 守 


1 宗 三 

一家 ノ S 將云々 

丨 山城 守 


丨 下野 守 

釣閉 

丨 因幡 守 

意三 


三 好は 源氏、 小 笠 原の 嫡流 也。 賴 家歟、 

實朝歟 の 時、 小 笠 原次郞 長淸の 嫡子 太郞 
長經 •阿 州に 封せられ、 三 好に 居住す。 
尊 氏將 軍の 代ょり、 細 川 殿 •四國 の 守護 
•たる 故に、 三 好 •其の、 幕下に 屬 し、 戰國 
ょり 以来は 家僕と なる。 其の後、 公私と 
も數 代を 經 て、 細 川 殿 •文武 共に 衰ろへ 
し かば、 有 勢と いひ、 武勇と いひ" かた 
ぐ 並ぶ 人な き ゆへ に、 三 好に 諸事を 任 
せられ、 三 好 •四國 の 兵を ひきいて 上洛 
し、 畿内 度々 の戰功 •武威を ふるま ひ、 
名譽 を顯は し 候 由。 

但し 右の 系圖 にこれ 有る 三 好 海 雲、 喜 雲 


の ニ 代は 畿内の 軍に まけて 切腹な 9。 殊 
に 喜 雲は 泉 州堺の ぅち、 擎法 寺に 楣 籠り、 
佛前に て 切腹し、 腸を つかみ、 天井へ 投 
げ 付けた る 由、 其の 時、 堺の 餅屋 •日 ご 
ろ 喜 雲の 恩を 受けたり とて、 寺へ こもり、 
山門へ あが リ 、遠見して 居た るに、 敵 間 
近くょせかけ \ れば、門の上にて腹を切 
り 飛 落ちて しする o' 大德 寺の 長老 これを 
感じ、 葬禮に 先づ喜 雲に 燒 香し* 次に か 
の 餅屋に 燒 香せられ たる 由、 扨て 永義 は、 
その 時 十 歳 ばか 9 成りけ るを、 三 好宗三 
と 松 永久 秀と心 一にしても りたて 候。 十 
七 歳ょり 弓矢を とり、 武功 比類な くして、 
畿内に ぅっての ぼり、 攝 州の 木戶 、近 江 
の 佐々 木、 越 前の 朝 倉、 耙州の 畠 山と 挑 
み 戰ひ 、度々 名譽 これ 有る 由、 又 弟 三 好 
實 休は 阿波に 留0 、細 川 殿の 家內を おさ 
め 候」 と 0 

また三好系膩に「其の先*甲州源氏、小 
笠 原の 流 也。 甲 州ょ 9 信 州に 移る。 小 笠 
原 長淸の 次男 孫次郞 長 房 •阿 州 守護と 爲 
る。 其の 子孫 •阿波 小 笠 原と 諕 す。 足 利 
氏の 天下を 有つ 時、 細 川 氏 •四 國を領 す 
る 時、 其の 旗下に 屬 す。 長 房 八 代 信 濃 守 
義严 •阿 州 三 好邑に 住し、 以って 稱號と 


なす。 

淸和 天皇 (已 r 異之 V — 長 房 (孫 次、 阿波 
守、 號忠心 法 印、 已 下略 之〕 丨義長 (三 好 
信 濃 守、 住 阿 州 三 好 郡、 初めて 稱 號と爲 
す) 
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I 長 重 
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始之長 
( 奇雲) 
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丨賴澄 
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—女子 

嫁ー宮長門守成助 

-女子 

嫁大西 出 -* 守 賴武父 a 夸 
厂 ic 子 嫁 海 部宗壽 


越 前 守 
宗安 
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左® 門贅 

I 政 長 改勝 (因幡？ 

■一  右衞門 大夫 入道® 一一! 

—( 政赓 y 下野 守、 釣竿 齋 W 


神 五郎 
宗三 

(越 前 守〕 


— 長！ h- 義興 


千 熊 丸 
初範長 
孫 次郊 
筑菌守 


筑後守 

丨 義繼丄 

丨镦長 11 ^ 

_ 大夫 5 存子 


孫 次 郢 ，丨 某 fill 千代 


— II S 家 


L 女子 嫁 十 河 一存  一-島 勝 
加祜肥菌女子  | 賅岐守 

—(長元).|(長繼〕卜長<1 

加 治搐介  若 狭 守 
娶長匾 女 


1 丨之康 (之 虎〕 丨長治 千 a 丸 

豊前守 (義 s)  S0 
入道茛休 
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ミヨシ 
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々/ヨシ 


ミヨシ 


ミヨシ 


_六 


-冬康 S- 冬— 言 康 一宮 長 門 守 

安宅 木 S 津守 
辞 太 ® 

1 # 長 正、 正忠 P 存屎 — S 十 河 千 箱 


孫 六‘ 

II 女子 野 ロ 万 五郎® 
嫁 遊 佐長敎 


十 河 民 部大輔 
& 守〕 

I 冬 長、 野 ロ 万 五郎〕 

若 狭 守 淸菌 

割 弧 内は 別 本 也。 又 別 本 •政 長を 長秀の 
弟と し、 「政 長— 政 勝— 某 (備前 守-法名 
一任)— 某 ( 備前 守〕」 を载 せ、 又 元 長 (長 
基) の 弟に 「康長 (一名 一秀、 三 好 山城 
守、 法名 笑 岩 (笑 岸)、 孫次郞 、海 雲 第 四 
弟 也)」 を收め 、又 海 部 宗壽妻 以下 四 女を 
長慶の 妹と す。 又 長慶族 弟に 孫四郞 長緣 
あり、「初め孫四郞、 * 齋と號す」と。 

5 氏人 觀應 三年 五月、 飯 尾 吉連代 光吉 
右衞門 入道 心 藏軍 忠狀に 「東 條合戰 の 時、 
小 笠 原宮內 大輔を 追 返し 畢る」 と あるは 
此の 氏の 祖に て、 當時 官軍たり と。 その 
後、 長 倉追罸 記に 「松 皮に 釕貫は 阿波の 
三 好が もん 也」 と载 せ、 又應仁 私記に 「三 
好 七 郎左衞 門 長 重 (源)」 と。、 . 
而して細川兩家記に『三好筑前守之長(細 
川條を 見よ〕、 三 好 海 部、 三 好 孫四郞 、(之 
長〕 子息 芥川 次郞 c 長 光)、 同 弟の 孫四郞 
(長 則)、 同名 新四郞 、また 「三 好 越後 守 
子息 左衞門 尉、 同 弟 神五郞 (政 長〕」、 「前 


筑前守 之 長の 孫に 三 好 筑前守 元 長」、 三 好 
遠 江 守、 三 好 山城 守 一秀、 「三 好伊賈 守、 
同久 助」、 三 好 出 羽 守 (國 村)、 「三 好ぶ 前 
守範 長、 同名 神 五部 入道 有宗 J、 「三 好 方 
同宗 三 衆」、 三 好豐前 守、 「三 好備前 守、 

舎弟 十 河 民 部大輔 、三 好 加 介」。 

三筑 C 三 好筑前 守) 長慶 、三 豐 (三 好豐 
前 守〕 之康 、三 好 孫 七 郎康 長、 三 孫義興 
(長 慶の 子〕、 「三 好實 休を 大將 と爲 し、 安 

宅攝津 守、 三 好 山 域 守、 同 下野 守 (野 州〕、 
同備中 守」、 「同日 向 守 (向州〕、 同備中 守、 
同久 助、 同帶 刀左衞 門」、 「三 好 彥次郞 殿の 
名代 三 好 山城 入道 笑岩黨 、同 息 德太郞 」、 
又「三人衆と申すは、三好日向入道牝齋、 
同 息 兵 庫 介、 三 好 下野 守、 同 息、 同舍弟 
の爲三 入道、 石 成主税 介、 是を 三人 衆と 
申すな u」o 三 好 治部少 輔 、三 好備中 守、 
三好帶 刀左衞 門、 三好久 助、 松 山 彥十郞 』 
等 多く 見 ゆ、 

又 永 祿六年 諸 役人 附に 「外樣 衆 御 相伴 • 
三 好 左 京大 夫 義繼」 を 載せ、 土 佐 軍記に 
「三 好 衆 云々」 その他 次 項を 見ょ。 

4 勢力 三 好 家 成立 記に 「一、 淸和 .天皇 
十六 代 細 川 刑 部 大輔賴 春は、 足 利 尊 氏 卿 • 
四國 の大將 軍と して 居え 置かる 乂也 。賴 


春ょり 相續 、十代 細 川 讚 岐 守持隆 迄、 同 
正 瑞に在 城 也 (是を 阿波 屋 形と 號す〕 。家 
臣に三 好 筑前守 元 長 入道 海 雲と 云 ふ 者 ぁ 
り。 男子 四 人ぁリ 、嫡子 三 好 修理 太夫 長 
慶 、次を 三好豐 前守義 賢、 次を 安宅 木攝 
津 守冬康 、次を 十 河 左 衞門大 夫 一 在 也。 
右の 義 賢は 父祖の 計と して 坂 東 郡 住 明 神 
の神主に定む。義賢其の業を勖めず、武 
勇を 嗜 ケ、 其の 道を 得、 己が 武威を 誇り、 
上を 輕ん ず。 是に 依って 讚岐 守持搔 •之 
を 憎み、 國 奉行 四 営 與吉 兵衞を 呼んで 密 
々に 之を 談 ず* 四宮 .•最もと 同す。 依っ 
つて 持隆 •相撲 見物と 號づ け、 義 賢を 呼ぶ 
所に、 四宮一 •義 賢が 所に 行き、 持 賢の 所 
存を 語る。 之に 依つ て義賢 •病と 諕 して 
往 かず、 持隆は 夢にも 四宮が 所存を 知ら 
ず、 勝瑞 (居城) の 北なる 龍 音 寺に 遊行 
せり。 義賢 •急に 人數を 催して 持隆 を攻 
む。 天文 二十 一 壬 子年 八月 十九 日、 持隆終 
に 自害す。 家臣 星 合右衞 門兵衛 、蓮 池 淸 
助、 君臣の 道を 動め たり。 

これに 依って、 阿波、 讚岐 、伊豫、 淡 路、 
和 泉、 河内、 攝津 "大和、 山城、 伊賀、 近 江、 
備中の •十二 ヶ國 は、 一一; 好豐 前守義 賢の 分 
國と 成って、 三 好 家に 從ひ 、自然に 天下 


の權 柄を 執る。 然 りと 雖 、義賢 •君を 殺し 
天命を 恐れけ る歟 、二十 一歳に て 髪を 落 
し、 以徹實 休 居士と 改め、 勝瑞 寺に 居城 
す。 舎兄、 三 好 修理 大夫 長慶 •洛 陽に 在 
城して 天下の 沙汰を 執り行 ひ、 王位を 貴 
び、 三寳を 尊んで 神道を 重んじ 賜 ふとな 

一、 實 休の 計と 爲 して 讚岐守 持隆の 子息 
掃 部を 取り立て、 阿波 國の屋 形に 仕 居け 
れど も、 每事實 休が 所 意に 任す と 也」 と。 
又 「三 好 修理 大夫 長慶 •永 祿 年中 病死せ 
り。 子息 右 京大 夫義繼 も元龜 ニ年ヤ 月 
病死し ける が、 亂國の 最中な れば 之を 隱 
し、 松 永彈罡 •相 謀って 所々 爹守 る。 先 
づ住國 阿波の 勝瑞 には 長 治、 三 好 遠 江 守、 
同 越後 守、 同 壹岐守 I 矢 野駿河 守、 河 村 
左 馬 允、 在 持 德次郞 、久来 信 濃 守、 同 伊 
賀 守、 竹 內若狹 守 •山 田 陸大 夫、 大岡强 
之亟 、犬 伏 佐 近。 木 律/城には 篠原肥 前 
守、 大谷久 保 崎の 城には 馬 詰 駿河竽 、川 
端 村の 城には 川端 越 前 守、 脇の 城には 武 
田 上野 介、 岩 倉の 城には 三好德 太郞 、重 
淸の 城には 重 淸豐後 守、 白地の 城には 大 
，西 出 雲 守、 足代の 城には 三 好備前 守、 金 丸 
の 城には 阿佐 紀伊 守、 山 口の 城には 篠原 


三 河 守、 三 谷の 城には 鹽田 左近丞 、穴 吹の 
城には 讚岐守 持隆の 子細 川 掃 部 頭、 上野 
城には 北 條越前 守、 川 田の 城に， は 戶井兵 
部 允、 浦 上 櫻 城には 篠原彈 正、 一の宮の 
城には 一 営 長 門 守、 今 切 城には 篠原 支蕃 
允 •寺 島の 城には 福 永 佐 渡 守* 渭山 をは 
森飛驛 守を 預と爲 し、 番手を 置き、 各々 
其の 所を 守護す。 

仁 宇山には 伊豆守 正廣 、岡の 城には 新田 
遠 江 守、 乘野に は 河 內守康 明、 日和 佐に 
は 和 泉 守 友 高、 油岐に は 隱岐守 有 興、 木 
岐には 大膳大 夫 正 持、 淺川 には 兵 庫 頭 有 
辰、 海 部には 左近將 監友充 、讃州 十 河 城 
には 十 河 讃岐守 一存、 井上の 城には 齋藤 
重 勝 三直 •居住す。 瀧 宮には 豐後守 氏康、 
安田 右 衞門尉 辰 氏、 各々 其 所 k 守る。 

洛陽 ニ條の 城には 三 好 左衞門 尉、 同日 向 
守、 同 鈎閑齋 、淀 城には 岩 成主税 、大坂 
には 篠原 大和 守、 野 田には 三 好 新 右衞門 
尉、 同爲 三、 東條紀 伊 守- 芥川 には 篠 
原 市 之 進、 奈良に は 何某、 各々 其の 所を 
守る。 左 在らぬ 鉢には 有り 乍ら 深淵に 臨 
み、 薄 冰を蹈 む 心地して、 世の 景 氣をぞ 
見られけ る。 

一、 攝州有 馬 湯の 谷の 西、 童子 山の 城に 


，は 三 好宗三 •楣 籠る。 其の 勢 五 百、 近國 
勿 便宜を 窺 ひ、 播州 三 木の 別 所 豐後守 •是 
を攻 むべき 由、 評定 有りけ るを、 三 宅 肥 
前 守 (十三 歳〕 酌 取って 在りけ るが、： 
れを 聞き 我が 屋へ歸 り、 郎等 どもに 語る 
樣は 、豐州 •此の 嘵 、童子 山を 攻め 給 ふ 
べき 由 也。 諸人に 勝り 先陣を すべし 迚、 II 
鳴ょり 打 立て、 明 石 浦を 妻 手を 見 •谷嶺 
を 分け 上りて、 擊 石の 峙に 上り 童子 山を 
見下して 閧を 上る。 後陣の 勢 も 押 寄せた 
り。 城 中に も閧を 合せて •秋 月 五耶 左衞 
門 光秋 C 宗三從 弟〕 三人 •張の 弓 取って、 
散々 に 射、 敵餘 多を 射 伏せたり。 地形 難 
所に て掛 合は せ 戰ふべ きに ■も 非ざリ しと 
也。 其の 夜、 雨風 烈しければ、 宗三云 ふ、 
多勢に 無勢、 始終 難戰 とて、 河 內國へ 引 
退きし と 也。 

一、 大和 國には 筒井 喜 藏と云 ふ 者、 異將 
にて 隣 國の 兵を 催して 一 萬餘騎 にて 打っ 
て 出で、 敵を 追 靡、 四國 、中國 、畿内の 
勢、 恐に 足らずと、 何の 要害を なき 木の 
本に 陣 す。 同 國高屋 域には 三 好 山城 守を 
大將に て、 一 萬 餘騎楣 籠る。 又 阿波、 ft 
岐 、伊豫、 淡路の 軍兵 ニ 萬餘騎 は、 三 好 
宗三 入道を 大將に て堺の 南端に 陣取りけ 
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5 撥 譜。 

一代 義 ，長 •長 房の 男、 三 好 信 濃 守、 阿 州 
三 好 郡に 住して、 初めて 稱 號と爲 す。 長 
子を 兵部少 輔長 行と 云 ふ。 

ニ 代義基 •義 長の 次男、 孫次郎 。兄は 兵 

部少輔 長 行、 弟は 神次郎 長 重。 

三代 長 輝 •義 基の 嫡子 •三 好筑前 守、 始 
め 之 長と 號 し、 振 威 八 年、 永 正 十七 年 庚 
辰 五月 十二 日、 洛陽 百萬遍 にて、 長德生 
害、 見 性 寺， 希 雲 道悅 居士 (或は 喜 雲)、 寺 
は 阿 州 勝瑞に 在り。 弟は 三 好 越 前 守 勝 時 
入道 宗 安と 云 ふ。 

四 代長秀 •長 輝の 男、 下總 守、 揚勢兵 三 
年、 永 正 五 年 戊辰 四月、 勢 州 山 田に て 生 
害。 その 弟に 賴 澄、 長 光、 長 則 等 あり。 

五代 長 基 •長秀 の 男、 始め 元 長と 稱 す。 
筑前 守。 享祿五 年 壬 辰 六月 二十日、 泉 州 
顯本 寺に て 生害、 南 宗寺海 雲 善 室 (開運) 
と號す 0 , 

六 代長寰 •長 基の 嫡男、 初めは 範 長と 稱 
す。 小字 千 熊 丸、 孫次郞 •後筑 前 守と 號 
す。 天文 ニ 年 ニ 丁已年 癸丑 二月 八日 叙 従 
四 位下、 任 修理 大夫 、上 卿廣 橋中納 言、 
頭 辨源重 保。 永 祿七年 甲子 七月 二十四日 


卒 、之を 三年 隱 し、 同 九 年 丙 寅 六月 二十 
四日、 河內に 葬る。 號 聚光院 、眠 室宗 進、 
四十 三 a 

七 代義興 •初め 義 長、 長慶の 長男、 筑前 
守、 早世。 天下 執權四 年、 永 祿四年 正月 
二十四日、 御 相伴 衆に 加は る。 永 祿六年 
八月 廿 五日 攝 津國芥 川に て卒 、年 二十 ニ 
歳。 號 般若 院。 

八 代義次 •一に 義繼 、義 興の 弟、 實は十 
河 一存の 男、 即ち 長慶の 甥 也。 小字 熊 王、 
友 京大 夫、 永 祿八年 一族 家來 •下野 守、 

日向 守、 松 平 彈 正の す めに ょり、 義輝 
公方を 討' ち 奉る。 其 後、 天 正 元年 十一月 
十六 日 河内に て 信 長の 爲に 自害。 

6 居城 また 阿波 志に 「池 田 城は 山に 跨 
り、 河に 枕し、 往昔、 源 長 清の 築きし 所 
也。 子孫 累代 此に據 る。 天文 中、 元 長、 
義賢 •勝瑞 に 移る に 及びて、 源賴武 •之 
を 有す。 按ずる に 源 長 淸は信 濃の 人、 小 
笠 原 左 京大 夫と 稱す 。源賴 朝 •阿 州の 守 
護 職を 賜 ふ。 其の 子 長經は 小 笠 原 彌太郞 
と稱 す、 大西に 居る。 貞應ニ 年、 土 御門 
上皇を 迎へ て、 土 佐より 至る。 長 經の弟 
孫 次郞長 房 •相嗣 ぎて 守護た り。 文 永 四 
年 •郡領 平 盛隆を 減す、 所謂る 阿波 小 笠 


原の 家祖な と。 

その他、 各項 參 照。 又 故城 記、 上 郡 美 馬 
三 好 郡 分に 「三 好 殿 •小 笠 原 源氏" 松 皮 
釘 貫 座」 と 載せ、 又 一に 「三 好 郡 分、 三 
好 殿 •小 笠 原 源氏、 松 皮釕貫 座」 と。 又 
「三 好 豐前守 長 治、 三 好 孫 六 郞存保 •足代 
城 三 好備前 守」 など 見 ゆ。 

又 南海 通 記に 「三 好の 氏族 •國 中に 充つ。 
長慶 兄弟 四 人の 外に、 三 好 山城 守、 同日 
向 守、 同 下野 守 •同 遠 江 守、 同 越後 守、 
同壹岐 守、 同備後 守、 同 左 馬 助、 其の 外 
氏族 •猶ほ 多し」 と。 その 居城 第 四 項を 
.見ょ。 

•讃岐 の 三 好 氏 十 河條を 見ょ。 又 「虎 
丸 城は 寒 河 氏の 居城な りしが、 後 三 好 民 
部 大輔存 保 •こ 》 に 居る」 と。 又 全讚史 
に 「興 北 城は 奥 北 村に 在り。 三 好 豐前守 
義賢 •天 霧 城を 攻 むる 時、 軍 營の所 也。 
天 正の 年、 土 佐 元 親 •中島 與兵衞 をして 
之を 戍 らしむ」 と 見 ゆ。 

'畿内の 三 好 氏 南海 通 記に 「細 川睛元 
は 阿波、 讃岐 、淡 路 、和 泉、 河内、 攝津、 
丹 波の 七 ヶ國の 主にして、 攝州中 之 島の 
城に 居住す。 伊豫、 土 佐は 細 川 氏の 幕下 
と 云へ ども、 今 三 好 家の 命を 受けず 。然 


して 三好宗 三を 以つ て攝州 芥川 城を 守ら 
しめ、 京方 山 崎 表の 先鋒と し、 池 田、 伊 
丹 ^ 、 淸水 、茨木、 吹 田、 多 田、 高槻等 
の兵將 これに 屬 す。 三 好長慶 を 以て 河 州 
飯 盛 山の 城を， 守らし め、 京方 八幡 表の 先 
鋒と し、 河 州の 兵將 これに 屬 す。 三 好 山 
城 守を して 高屋の 城を 守し め、 三 好 日向 
守を して 境の 津を 守らし め、 三 好 下野 守 
をして 岸 和 田の‘ 城を 守らし め、 各々 紐 州、 
和 州の 便宜を 窺 ふ。 皆 長慶に 屬せ しむ。 
天下の 大事に 及ぶ ときは、 江 州の 佐々 木 
氏と 力を 合せて、 相俱に 救 はんとす。 故 
に疆 域を 近ぅ して 交を 結ぶ」 と。 第 四 項 
參 照。 

9 攝津の 三 好 氏 前項 參 照。 內西成 郡 中 
島(三津屋)城(三津屋村光《寺境內〕は三 
好宗 三の 居城な りしが、 天文 十八 年 六月 
廿四日、長慶と戰つて死す。こは * 中島 
の 中島 城に て、 細 川 常植の 中島 城は 南中 
島に ぁ 5。 又 江 ロ 城 (江 ロ、‘ 西方 字宮の 
城) は 一に 江 ロの 中島 城と も 云 ふ。： れも 
三好宗 三の 居城な りしが、 天文 十八 年長 
襃に 攻められて 滅び、 長慶の 有と な 9、 
後 中 川 氏據 りしと 云 ふ。 次に 東 成 郡模並 
城 ( 模亜 町) も 三好宗 三の 築きし 城に し 


て.、 其の 子 右 衞門大 夫 勝 政 •居 守し、 天 
文 十八 年、 宗 三の 戰 死後、 勝政當 城を 棄 
て \ 、芄林城に奔る。 

次に 豐島郡 原田邑 の此 城は 三 好 日向 守の 
居所と 傳へ 、又 島 上 郡 郡 家 城 も 三 好 氏の 
支 城に して、 三 好 之 長の 子孫 次郎長 光 • 
芥川 氏を！！ 目して、 當城に 據 る。 芥川條 を 
見ょ。 次に 武庫 郡 越 水 城 (大社 村 越 水〕 
は 一に 小淸水 城に 作る。 永 正 年間、 河原 
林政 賴 •當 城に ありし を、 三 好 元 長 •こ 
れを 攻め、 その 屬城 とす。 永祿 十一 年に 
至り、 織 田 氏の 軍に 攻められ、 篠原長 房 • 
城を 棄 てて 潰 ゆ。 又 有 馬 郡 有 馬 城は 一に 
童子 山 域 (湯 山 町) と 云 ひ、 三好宗 三の 
舊 城と 傳 ふ。 播州 三 木 城主 別 所豐後 守と 
戰 ひて 敗れ ■、河内 高屋城 に 入る。 後 有 馬 
氏の 所領と なる。 其の 他、 三 宅條參 照。 
その他は 前 各項、 及び 細 川條を 見ょ。 猶 
ほ 拙著 攝津參 照。 

10 和 泉の 三 好 氏 海 船 館 (堺市 海 船 町) 
は、 三 好 氏の 館舍 にして、 永 正 元年 ニ 月 
十八 日、 三 好 長 輝 •此の 地に 一大 館を 起 
さんと し、 四月 八日 起工す。 その 區域 • 
東西三百六十步、南*之に倍す、中間に 
高 樓を構 ふ。. その子 長 基 (初 元 長、 號海 


雲) に 至りて 落成す。 其の 子長慶 、義興 
を經 、義 次の 滅後 、其の 子 中 村 義亮の 妻 
豐姬 (將 軍義昭 Q 女〕 •此の 地に 隱れ しと 
云 ふ。 その他、 家 原 城に 三 好 左 京大 夫義 
次、 雀 部 條第四 項を 見ょ。 又 岸 和 田 城に 
三好豐 前守義 賢、 松 浦條參 照。 
n 河內の三好氏當國こニ好領となるや 
(永 祿 三年〕、 十一月 十三 日、 長慶 •飯 盛 
城に 入り、 同 七 年 七月 二十 四 扫、 當城に 
て 逝去す。 後 その子 三 好義永 •當 城に あ 
りしが、 八 年 七月、 高屋 城に 行き、 三人 
衆の 三 好政康 •城主と なる。 同 十一 年 九 
月、 信 長 •攝 律に 向 ふや、 政康 •同月 ニ 
十九 日 四國に 翅 る。  、 

又 高屋城 (古市 郡〕 は 畠 山 氏の 居城な り 
しが、 永祿 三年、 長慶 •之を 攻め、 十月 
和を 結び、 當國 •三 好 氏の 領とな れ り。 
長慶は 其の 弟豐前 入道 實 休を 當城に 置き 
しが、 同 四 年 十二月、 畠 山黨に 攻められ、 
守將三 好 政 成 •玉 置 氏に 討たれ、 當城陷 
る。 かくて 當城 再び 畠 山 高 政の 有と なり 
しも、 五 年 五月、 畠 山 氏 •敗れて、 三 好 
孫七郞 人 城す。 長 慶の卒 後、 三 好義次 • 
當城に 人り、 三 好， 松 永 兩黨爭 ふの 際、 
義次 •松 永久 秀に與 し、 十 年 二月、 當城 
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を 出で X 堺に 移リ 、三 好康長 •四國 ょり 
來 りて 人 城せ しも、 十一 年 九月、 織 田 信 
長の 攝津に 入る に 及び、 逃れて 四國装 移 
り、 畠 山 高 政 •信 長に 屬 して 當城 を復 し、 
河 內半國 を 賜 ふ。 其の 猶子 右 京大 夫昭高 • 
遊 佐 氏に 攻められて 自殺し、 遊 佐 又 織 田 
氏に 攻められて 遁れ 、次いで 三 好康長 • 
據り しも、 天 正 三年 四月 八日、 信 長の 爲 
陷られ 、當 城廢 す。 

又 讃良郡 三箇城 (住 道 村 三箇) は 永祿年 
間、 三 好 政 成 •據 り、 同 四 年 十二月 二十 
五日、 畠 山 高 政に 陷ら る。 又 丹 比 郡 一律 
屋城 (同村 一津屋) は 三 好 駿河 守の 居 域 
地と 云 ふ。 

12 伊勢 志 摩の 三 好 氏 三 好長秀 、賴 澄の 
二人、 永 正 五 年、 當國に て 北 畠 國司村 親 
に 殺さる。 

13 淺井 氏族 寬永 系圖に 「本は 江 州淺井 
氏 也」。 家傳 には 橘 氏と 稱 す。 直 政に 至り、 
淺 井を 三 好に 改 むと 云 ひ、 寬政 呈譜に は 
「藤 原 姓、 淺井 新三郞 政 重が 五代 孫 茂 左 
衞門政 高の 後」 とす。 寬政 系譜、 藤 原 北 
家 公季 流に 收む。 「家紋 丸に 井桁、 牡丹‘ 
丸に 丁 文字。 政 高— 左 馬 直 政— 石 見守 政 
監' (能 登 守、 丹 波 守〕— 監物勝 政」 と。 ニ 


千 石を 頜 す。 

又 蒲 生 郡 北 比 都 佐 村 石 原に 三 好 綱太郞 
と 云 ふ 素封家 ありて、 三 好長慶 Q 末裔と 
云 ふ。 家紋 菱、 菩提寺は 小 谷 村 天台 圓寺 
也 •初代 祐長法 印。 

14 尾 張の 三 好 氏 第二、 第三 項の 三好康 
長 (山城 守〕 入道 笑 岩は 信 長、 秀吉に 仕 
へて 功多く 秀 次を 猶子と す。 ょりて 秀 
次は 初め 三 好 孫七郞 と稱 す。 太閤 記に 三 
好 孫七郎 、大橋 家乘に 三 好 孫 七 郞秀 次、 
又豐 鑑卷 三に 三 好 侍 從秀賴 朝臣" また 三 
好 宰相 秀俊な ど 多く 見 ゆ。 木 下 •羽 柴‘ 
長 尾、 豐臣 等の 條參 照。 

15 幕臣 三 好 氏 家譜に 「小 笠 原 阿波 守 長 
房— 刑 部 義長丨 隼 人 正 長 光— 左 京大 夫 長 
信— 修理 大夫長 遠— 阿波 守 長 貞丨筑 後 守 
長 純— 民 部 大輔長 經丨兵 部 大輔長 之 (信 
濃 守〕— 式部 大輔之 長— 筑前守 元 長、 弟 
攝津宁 善 長 ( 宗 三〕 丨 下野 守 釣 閑— 弟 因 
幡守 一任 ( 爲 三。 信 長、 秀吉 、家康 に歷 
仕して" ニ 千 二十 石を 頜す〕 丨 越後 守 可 
正— 備前守 長 富 丨備前 守長廣 -- 唯 次郞長 
榮|勝之助倚長トと载せたり。家紋三階 
菱 、釕 拔。 

又 | 伊賀 守 長 直！ 備中守 長 房— 丹 後 守 房 


1 ( ニ 千 三百 S 丨備中 守 長 直」 なる 一流 
も 見 ゆ。 

16 三 河の 三 好 氏 寳飯郡 西 郡の 人 三 好 三 
助紀隆 •式 社考を 著す、 又鄕士 三 好 兵 右 
衞門等 見 ゅ。 

17 加 治 流 三 好 系圖に 「長 元 丨長繼 (加 
治權 介、 長慶の 女を 娶 り、 長 勝を 生み、 
再び 三 好 日向 守長緣 の 女を 娶 りて 若 州に 
生む〕— 長 勝 ( 隱岐 守。 七 歳 •質 人と 爲 
し 安土に 入り、 十八 入洛し、 柴田勝 家に 
事へ。 後尾 藤 一に 事へ し 也。 後に 長 州 萩 
に 終る。 休 庵 少林と 號す 、七十 六 歳、 
葬淨念 寺。 弟 長 □は 三 好若狹 守と 云 ふ、 
毛 利 伊勢 守に 仕へ、 後に 湏 人と 爲 りて 京 
都に 住す、 葬 妙 心 寺〕 丨宣賢 (三 好 久右衞 
門。 古田 兵 部に 事 ふ、 母は 內藤市 介 女。 
正月 二十 一日、 七十 三、 珠 寶受責 。相 原 
土 佐 守 女を 娶 る、 熊 谷 族 也。 己 未 四月 三 
日歿 、號松 岩壽貞 、七十 六 歲>  葬 生 玉 見)」 
と 見 ゆ。 

18 三 善 姓 文明 四 年 八月 文書に 三 好 式部 
小 ノ輔を 載せた リ 、三 善條を 見ょ。 

19 備 後の 三 好 氏 三士 ロ條を 見ょ。 

20 長 門の 三 好 氏 同上。 

21 出 雲の 三 好 氏 同上。 尼 子義久 の侍大 


. 將に三 好 安藝 守 あり、 福 田、 廣戶 等の 條 
參照 。 丨 

22 因幡の 三 好 氏 邑美郡 角 寺 村 古城 (山 
森〕 には 三 好秀次 •據 ると (因幡 志〕。 

23 陸 前の 三 好 氏 阿波 三 好 氏の 一族 三 好 
義元は 銃 術を 善くし、 伊達 政宗に 仕 ふ、 
五百石。 その 裔義徧 、その 男義 明、 その 
男 監物淸 房 (閑 齋) は 勤王 黨の士 、自及 
す、贈正五位。その男.に淸頫、淸篤、淸 
高、 淸德等 あり。 

24 雜载 その他、 丹 波 國氷上 郡 勅使 村 古 
城主に 三 好文藏 •見え、 岩 村 松 平 藩 側 用 
人、 麻 生新 庄藩 重臣、 結 城 水 野 藩 用人、 
久居藤 堂 藩 重臣、 高 取 上 村 藩 用人 等に 此 
の 氏 見え (武鑑)、 又 秀康卿 給 帳に 「四百 
石 大扈從 三 好 六兵衞 J を 載せた 0。 

又 長 州 藩 勤王家 三 好 軍 太 如 重臣は 幕末 明 
治に 功多く、 子爵を 授けら る、 その 男 東 
一也。 又 重臣 女婿に 三 好 竹 三 (肥 前 西 島 
氏) あり。 又 日向 高 鍋 藩士 三 好 退 藏は 
明治時代 功多く、 勳 一等 從 二位を 授けら 
る。 又 裏 K 三 好 鐘 一一郎 庚 石、 竹 田 出 雲 
の 門 狂言 作者に 三 好 松洛等 名高く、 又武 
藏 、美 濃、 大和、 伊豫 等に も存 す。 

三慶 ミヨシ 武藏に 在り。 


美 好 ミヨシ 前 數條を 見よ。 

三芳野 ミヨシ / 武藏 r 此の 地名 あり。 

神代  ミ 3 シロ  力 ミ シロ、 クマシ ロ、 力 

ゥシ D 等の 條に詳 か 也。 

御代田 ミヨタ 信 濃、 磐 城 等に 此の 地名 

存 す。 

1 平 姓 奥州 安積 郡 (田 > 村 郡) 御代田 邑 
より 起る。 應 永の 頃、 御代田 平 季秀な ど 
云 ふ 人 あり。 同 十一 年の 奥州 大名 連署に 
見 ゆ。 篠川 、笹 川、 田 村、 稍： の條參 
照。 又 文 ® 、 享祿の 頃、 御代田 館主 三 河 
守 あり、 次 項を 見よ。 

2 田 村 氏族 前項 氏は 一に 田 村 氏の 族と 
云 ひ、 御代田 城 (守 山 町 御代田) は、 坂 
上田 村 麿の 築城、 その 裔御代 田 氏 住し、 
天 正 年間、 二階 堂 氏の 屬城 となり、 二階 
堂の 臣須田 備前守 居住せ しが、 二階 堂 氏 
沒落 と共に 廢減 すと 云 ふ。 仙 道 表鑑に 「田 
村 家大剛 一の 三 河 守 •之に 籠る」 と。 

御代 林 ミヨ ハヤシ 一幡 屋條を 見よ。 

三代 原 ミヨ ハラ 筑前立 花 氏 配下の 將な 

w-o 

三 寄 ミヨ y 下野に 三 依の 地 あ り。 

見 良津ミ ラ ツ 

彌理 ミリ 和名 抄 、安藝 國 安藝 郡に 彌理 


鄕を收 めて 美 利と 註す。 

三輪 ミワ 神代 以来の 大族 にして、 臣下 

としては 第一の 名 族 也。 

1 三輪 君 出 雲の 神の 嫡裔 と傳へ られ、 
大國 主命 讓國の 後は、 出 雲 神 族 中の 嫡流 
たりし が 如し。 大和 國 磯城 郡 三輪 山を 根 
據 とし、 大 三輪の 神、 卽ち 大物 主神を 奉 
齋 して、 威を 近隣に 奮 ひき。 

此の 氏は 大物 主神の 神 裔と傳 へ (書紀 神 
代卷 、大 三輪 條を 見ょ)、 又大國 主命の 神 
裔と云 ひ (姓氏 錄 、大 神條を 見ょ〕、 更に 
都昧齒 八重 事 代 主命の 後裔と あり (舊事 
紀の 天孫 本紀〕 。大物 主神は 大國 主命の 幸 
魂奇 魂の 神に して、 事 代 主命は 大國 主の 
御子な れ ば、 三者の 傳 、その 實 •同一. な 
るが如くなれど、記耙の古傳に照し、更 
に 此 等を 人格 神と 見れば V 三 神 自ら 別に 
して、 三者の 傳は 各々 之を 異傳と 見ざる 
ベから ず。 

但し 三輪の 神が 大物 主神なる は爭 ふの 餘 
地な く、 而 して 此の 神は 大國 主命の 和 魂 
と傳へ、書紐の一書に「此の神に子なし」 
と 云へ ば、 本来は 理想 神なる べき か。 さ 
れど出 雲 系に 屬せし 神なる や、 また 明白 
なれば、 太古、 此の 神を 奉齋 せし 三輪 君 


ミヨシ 
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ミワ 
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s ts  ミ *7 e !7 芫七二 


も、出雲系の氏族なりしや察するに難か 
らず 。次に 事 代 主命は、 力 モ條に 述べた 
るが如く、葛城なる鴨氏族の龃神にして、 
根本に 於いては、 兩者 共に 出 雲 系の 氏族 
とする も、 地理の 上ょり 見れば、 璃城な 
る 三輪 氏族とは 別 流と 見ざる ベから ず。 
卽ち 三輪 族は 大和 平原の 東部を 占めて、 
三輪 社を 擁し、 鴨 族は 此の 平原の 西部を 
領 して、 鴨 神を 奉齋せ しにて、 兩者は 之 
を 同一と 見る 能は ざれば 也。 從つ て此等 
の 氏族を 支酣 せし 君は、 互に 別にて、 家 
を 異にせり と 見る を 要すべし。 これ 三輪 
君と 云 ひ、 鴨 君と 云 ひて、 互に 區別せ し 
昕以な りと す。 

然るに 崇神 朝に 至りて、 三輪 君の 嗣 •絕 
えしが 爲か 、大物 主祥の 神裔な る大 田々 
根子 命を 河內國 K 求めて、 三輪 社の 祭主 
と 爲し給 ふ。 これ 此の 氏 中興の 龃にし て、 
その後、 烟戚關 係ょ リ* 此の 命の 子孫 • 
鴨 氏を 襲ぎ、 子孫 ニ 流と なりて 大いに 榮 
ゅ。 書紀が 加 茂 君、 大 三輪 君を 共に 大三 
輪 神の 後と する は、 大田 々根子 以後の 事 
を云ふ也。卽ち古事記.に「意富多多泥古 
命は、神君、鴨君の祖なり」と云ふに同じ。 
此等に よりても、 大田 々根子 以前は、 三 


輪 君と 鴨 君と が 別 流な りしを 察すべき な 
り。 然るに 此の 崇神朝 以後の 事實を 以つ 
て、 太古に 及ぼし、 兩氏 共に 大物 主の 神 
裔と云 ひ、 更に 事 代 主命の 後と 誤る に 至 
り、 か く^ i て 後 引龀神 本紀の 三輪 系 圖. 
起る。 され ど大 田々 根子の 系圖 は、 古事， 
記崇神 段に 「大物 丰大 神丨樹 •御 方 命— 飯 
肩巢見 命— 建甕槌 命— 意富 多多 泥 古」 と 
ありて、 事 代 主命の 名は 見えざる 也。 
猶ほ 書紀 神武 天皇の 卷に 「事 代 主神 •三 
島溝撅 耳 神の 女 玉 © 媛に 御 あ ひまして 生 
める 御兒 、號 を嫒 蹈鞴 五十鈴 媛 命と 申す」 
と あると、 古事記、 意富 多々 泥 古が 祖先に 
闊 する 神話に 「大物 主大 神が 麗美 なる 壯 
夫と なりて、 陶津耳 命の 女 活玉依 毘賣の 
許に 通 ひ 給 ひて、 樹御方 命を 生み 給 ふ」 と 
見 ゆるとは 、多少 似た る點 ある 上、 前述 
の 如く、 鴨と 三綸 とを 同一視す る 誤を 受 
けて、 此の 兩神 話を 混同し、 古事記の 神 
武段に は、 三 島 溝 抗の女 勢 夜陀多 良比賣 
に 通 ひし 神を、 大物 主神と し、 五十鈴 媛 
戈 此の 神の 子と す。 

更に 進んで 地 神 本紀は 前述 櫛 御 方 神と、 
此の 五十鈴 媛と を 御兄弟と し、 また 姓氏 
錄 、大神 朝臣の 譜 に は 「大國 主神 •三 島 


麄抗の 女に 通 ふ」 として、 父子* 神人を 

混同す。 即ち 三 神、 その 實 I 神た るの 感 
あリ 0 

され ど 事 代 主神は 葛 城 鴨の 神に して、 攝 
津國三 島に 通 ひ 給 ひ、 大物 主神は 璣城の 
三輪に 御座して、 和 泉國な る茅淳 (珍) の 
陶津 耳の 女に 通 ひ 給 ひしに て、 神の 名 も、 
場所 も、 配 遇 神の 名 も、 その 父の 名 も • 
總べて 同じから ず。 何ぞ 同一視す ベ けん 
や。 即ち 三輪 氏と 鴨 氏とは、 根本は 別 流 
にして、 大田 々根子 以後 同族と なりし 也。 

猶ほ カモ 、スヱ、 チヌ 、ミ シマ 等の 條を 

見よ。 

次に 更に 進んで 考ふ るに、 大田 々根子は 
陶津 耳の 女の 後裔に して、 崇神 天皇 •三 
輪の 神の 夢告 により、 此の 人を 求めし め 
給 ひて、 茅淳な る陶 より 奉れり と、 書紀 
に あれば" 此の 人は 古く 三輪 氏より 分れ 
L 人なる も、 祖先 以来、 久しく 和 泉の 陶 
に住居せし人なるや察するに難からず。 
然ら ば、 此の 人 以前、 磁城縣 三輪の 地に 
在りて、 大 三輪 神を 奉祀し、 三輪 族を 率 
ゐし 三輪 君は 如何なる 人々 か。 古史に 何 
等の 傳へな けれど、 同じく 璣 城の 地に 在 
りて、 綏靖 天皇 以来、 代々 后妃を 奉りし 


磯城 縣主 こそ、 此の 氏 か、 磯城 條參 照。 猶 
ほ 古事記に 「速 須佐之 男 命— 八 島士奴 美 
丨布波 能 母遲久 奴須奴 丨深淵 之 水 夜禮花 
丨淤美 豆 取— 天 之 冬 衣— 大國 主— 鳥 鳴 海 
丨國忍 富— 速 甕 之 多 氣佐波 夜遲奴 美— 甕 
主日 子— 多 比 理岐志 麻 流 美 彳美呂 浪丨布 
忍 富 鳥 鳴 海— 天日 腹 大科度 美— 遠 津山岬 
多 良斯」 と 載せ、 八 島士驭 美 以後を 十七 世 
とす。これ出雲神族の宗家にして、或は 
三輪 君の 嫡家 なりし も 1 遠 津山岬 多良斯 
に 子な く、 大田 々根子 •庶流ょり 人り て 
此の 家を 嗣ぎ しもの か。 され ど猶 ほ舊說 
に 從ふ べし。 (ィダ モ條參 照)。 

2 系圖 神武 天皇の 朝に、 事 代 主命の 子 
天日 方 奇日方 命 あり、 其の 御 妹 •姬 踏鞴 
五十鈴 姬命は 立てられて、 神武 皇后と な 
り 給 ふ。 當時 第一流の 名 族たり しを 知る 
ベし。 皇后 •緩 靖帝を 生み 奉る o 帝又皇 
后の 妹 五十 S 姬を 皇后と し、 安寧 帝を 
生み 給 ひ、 安寧 帝は 天日 方 奇日方 命の 子 
健 飯 勝 命 (飯 肩巢見 命) の 妹 淳中 底姬を 
皇后と し、 懿德 帝を 生み 給 ふ。 即ち 神武 
帝ょ 5. 數代、皇室の外戚たる也。今地紙本 
紐を本とし、記、紀、姓氏錄にょりて略 
系を 作れば 左の 如し。 


孫 都 昧齒八 重 事 代 主神 •八尋 熊 鍔に 爲り 
て、 三 島 溝 抗の女 活玉依 姬に通 ひ 給 ひ、 
一男 一女を 生み 給 ふ。 兒 天日 方 奇日方 命 
(姓氏錄には「大物主命の男、久斯比貿多 
命" 又は 櫛 御 方 命」 と 載せ、 崇神紀 には 
「陶津 耳の 女、 亦 云 ふ 奇日方 天日 方 武茅淳 
祇の 女」 と 見え、 古事記 崇神 段には 「櫛 
御 方 命」 と ぁりて 大體 同じ〕。 此の 命は 檯 
原 (神武) 朝の 御世、 勅を 受け 食 國政申 
大 夫と 爲 りて 供奉る。 

妹 姬踏鞴 五十鈴 姬命 •( 書紀に 「父は 事 代 
主、 母は 玉櫛姬 J とし、 古事記には 「父 
大物 主、 母は 勢 夜 陀多良 比 賣」 と 見 ゅ〕。 
此の 命は 檯原 朝、 立って 皇后と 爲 9、 ニ 
兒を 誕生し 給 ふ。 卽ち神 淳名河 耳 天皇、 
次に 彥八 井耳 命、 是れ也 (神武 紐と 同傳、 
但し 兄弟め 順序を 異にす〕。 次に 妹 五十鈴 
依姬命 (安寧 紀と 同傳〕 。此の 命は 葛 城 高 
丘 ( 綏靖〕 朝、 立って 皇后と 爲リ 、一 兒を誔 
生し 給 ふ。 即ち 磯城津彦玉手看 (安寧；} 天 
皇也 C 綏靖 紐と 同傳 。古事記には 御 母を 
磯城 縣 主の 女と す〕。 

三世 孫 天日 方 奇日方 命 •亦の 名は 阿 田 都 
久志尼 命。 此の 命は 日向 實芈度 美 良姬を 
娶リ て、 一男 一女を 生む。 見 健 飯 勝 命 (古 


事 記には 飯 肩巢見 命と 載せ、 櫛 御 方の 子 
とす。 即ち これと 同傳〕 。妹淳 中 底姬命 
(懿德 紐には 事 代 主神の 孫 鴨 王女と す〕。 
此の 命は 片鹽 浮穴宮 御宇 (安寧〕 天皇 • 
立て X 皇后と 爲し給 ひ、 四兒を 誕生し 給 
ふ。 即ち 大日 本报 子彥耝 友 天皇 (安寧 紀 
と同傳 )、 次に 常 津彥命 (同祀 一 云に 
常律彥 某 兄)。 次に 磯城 津良命 C 同紀ー 
云〕。 次に 研 貴 彥友背 命 也 (記紀 共に 此の 
皇子な し、 天皇 本紀に 手 硏彥奇 友 背 命を 
擧ぐ〕 0 

四 世 孫 健 飯 勝 命 •此の 命は 出雲臣 の 女子 
沙麻奈 姬を娶 y て 一男を 生む。 

五世 孫 健 甕 尻 命* 亦の 名は 健甕槌 命。 亦 
云 ふ 健 甕 之 尾 命 (古事記 崇神 段に 飯肩巢 
見の 子と あって、 之と 同傳〕 。此の 命は 伊 
勢旛 主の 女賈貝 (具〕 呂姬を 妻と 爲 して 一 
男を 生む。 

六 世 孫 豐御氣 主命 •亦の 名は 健 褻 依 命。 
此の 命は 紀伊名 草姬を 妻と 爲し 、一男を 

生む。  , 

七诅孫 大御氣 主命 •此の 命は 大 倭の 國民 
礒姬を 妻と 爲し 、ニ 男を 生む。 

八 世 孫 阿 田 賈田須 命 •和 邇君 等の 祖 。(姓 
氏 錄には 大國主 六 ® 吾田 片隅 命と 見 ゆ〕。 


ミワ  ミワ  ミ *7 . If! 3 


£ ヴ 


ぐ/ *7 


£ヮ 


五 九 七 四 


次に 健 飯 實田須 命 (古事記は 飯 肩 巢見命 
ありて、 櫛 御 方 命の 子と す〕。 此の 命は 鴨 
都 美良姬 を 妻と 爲 して 一男を 生む。 

九 世 孫 大田田 禰古命 •亦の 名は 大直禰 古 
命。 (古事記には 建 甕槌 命の 子と す)。 此 
の 命は 出 雲 神 門 臣の女 美 氣姬を 妻と 爲し 
て 一男を 生む。 

十 世 孫 大御氣 持 命 •此の 命は 出 雲 鞍山祗 
姬を 妻と 爲 して 三男を 生む。 

十一 世 孫 大鴨積 命 •(姓氏 錄に 「大 田々 漏 
古 命の 孫 大賀茂 都 美 命」 と 見 ゆ。 實茂朝 
臣 、鴨 部 祝の 祖也〕 。此の 命は 磯城 瑞籬 ( 崇 
神) 朝の 御世、 實茂 君の 姓を 賜 ふ。 次に 
大友 主命 ( 垂仁紀 、一 云に 「三輪 君祖大 
友 主 J、 仲哀紀 に 「大 三輪 大友 主君」 見 ゆ〕。 
此の 命は 同 朝の 御 性、 大神 君の 姓を 賜 ふ。 
次に田田彥命、此の命は同朝の御齿、神 
部 直、 大神部 直の 姓を 賜 ふ。 (以上)。 
その後、 文 永 乙 丑歲黃 鐘、 阿波 社 官散位 
從七位 上大神 朝臣 家 次の 著と 稱 する 大神 
分身 類社鈔 に大 神系圖 あり。 有名なる も 
のな れ ば、 參考 の爲に 引用すべし。 
大己貴 命 =; 


~ 大國魂 神 

- 大物 主命^ r 天日 方 奇日方 命 

I 亦日大 田々 根子 命 


-姬 蹈鞴 五十鈴 姬命 


丨味鈕 高彥根 命. 
天天 1 11 |叫 


，鹽冶 比 古 命 1 
麻 由 彌能姬 I 

鹽冶比 女 也 

I 多 伎 都 比 古 命 
天稚彥 命— 

—r 照 姬命丨 

亦日莴 姬 
亦日稚 國玉姬 

丨事代 主命 丨- r 鴨 王 命 


-燒 太刀 大穗 日子 命 


，若 日子 


r 高 照 比賣命 

亦 日加 夜奈 

震® 


一 丨藤 


母 溝 檢姬也 

—姬 蹈鞴 五十鈴 姬命 

像 同 

丨 五十鈴 依姬命 

母 同 


丨健 御名 方 富 命- 
八 坂比賣 I 


丨 li ll r 

亦 日 鳥嗚汝 命 

丨淳名 底 仲姬命 
— 磯城 律彥命 

裔塚 S 主筚遠 組 

一 ー建御 名方彥 命 

■一  亦日片 食邊命 


次に 三輪 高 宮系圖 等に 「大国 主命 丨都美 
波 八重 事 代 主命 (又 名猨 田彥 神、 大物 主 
神)— 天 事 代 主 籤 入彥命 (又 名 事 代 主神、 
.玉 櫛 彥命〕 — 天日 方 奇日方 命」 と。 以下 舊 


事本紀 に 同じ。 何れも 三輪と 鴨と を湛同 
せる 根本的 誤謬を 受けて、 苦しき 說 明を 
なせる に 過ぎず。 

3 氏人 次 田々 禰古 命は 崇神紀 七 年條に 
「父を ば 大物 主大 神と 日 ひ、 毋をば 活玉依 
媛と 日 ふ、 陶津 耳の 女な り。 (亦 云 ふ奇日 
方 天日 方 武茅淳 祇の女 也〕 と、 云々。 大 
田々 根子を 以つ て、 大物 主大 神を 祭る 主 
上と 爲 す」 と载 せ、 また 八 年條に 「大田 
々根子は、 今の 三輪 君 等の 始祖 也.」 と。 
また 古事記 崇神 段には 「是 を以つ V 驛使 
を 四方に 班ち て •意富 多々 泥 古と 謂 ふ 人 
を 求む る 時に、 河内の 美努 村に 其の 人を 
見得て 貫り 進めき。 爾に 天皇 •問 ひ 賜 
はく、 汝は 誰が 子ぞ と。 答へ 申す、 僕は 
大物 主大神 •陶津 耳， 命の 女 活玉依 毘賣を 
娶 りて、 生み ませる 子、 名は 櫛 御 方 命の 
子'、 飯 肩巢％ 命の 子、 建甕槌 命の 子、 僕 • 
意富 多々 泥 古と 白す。 是に 天皇 •大 に歡 
び 給 ひて、 天の下 平ぎ、 人民 榮ぇな むと 詔 
りた まひて、 即ち 意富 多々 泥 古 命を 神主 
と爲 して、 御 諸 山に 意富 美 和の 大 神の 前 
を拜き 祭りた まひき、 云々。 此の 意富 多々 
泥 古 命は、 神 君、 鴨 君の 祖 也」 など 見 ゅ。 
此の 氏、 後には 多く 大字を 冠して、 大三 


輪 君、 又は 大神 君と 云 ふ、 (ォホ ミワ 條參 
照〕。 卽ち鎏 仁紀な る 三輪 君祖大 友 主は、 
仲哀紀 に大 三輪 大友 主君と 载 せたり。 さ 
れど 書紀 には 三輪 君と ある 方 多く、 雄 略 
紀に三 輪 君身狹 、用 明紀に 三輪 君 逆、 舒 
明紀に 三輪 君 小鷓鹩 、皇 極紀に 三輪 文屋 
君、 孝德 紐に 三輪 君 東 人、 三輪 君 大口、 
三輪 君 色 夫、 三輪 君甕穗 、天 智紀に 三輪 
君 根麻呂 、天 武前紀 に 三輪 君子 首、 三輪 
君 高 市 麻呂な ど 皆然 り。 天武紀 、賜 姓の 
條に は大 三輪と 見え、 以後 多く 大神に 作 
る。 オホ ミワ 條を 見ょ。 

4 大 三輪 朝臣 三輪 君は 天武 天皇 朝、 朝 
臣姓を 賜 ふ。 オホ ミワ 條に詳 か 也。 

5 大 三輪 朝臣 系圖大 田々 根子— 大御氣 

持— 大友主 (毋大 伴武日 女) 丨 志多留 (母 
中臣連 女)^ 
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—逆丨 H 小 m 鶬- 文屋- 利金- 

癸 一 學室大 華 上 

S II 厂 弟 限-色 夫-根 麿 

大義 冠 •小 锘下征 新羅 
征新羅 中將軍 
將軍 


厂忍 人-磐 弓- 大 □• - 子 首-一-島 足 


布 忍 


真 神 田 
fbn_ 


伊勢 介 
内 小 紫 位 
J 三輪 
頂 上田 
迎君 


左大史 
外 正 六 7 

- •賽目 I _ 

右史 生 


I 清 磨— 吉成 -T 全 雄 


左少史 左大史 
中螯物筑後分 
從六上 


左大史 
貞 蕺 四 
大麻 朝 
臣姓 

一-良 臣- 庶幾丨 

右 大史往 ス田部  I 
外從下 大野 郡 領丨幾 藤 
豊後 介入 田大夫 大三 
鹽田大 夫 


丨諸 任大彌 太 
大野 郡 擬少領 

.永 藤 主 政 
外 從七下 


•高 市 磨— 

氏 上 直大贰 
中納言 
母高 -1|» 連 
安人 女 
大神 朝臣 


忍 人丨 -T 伊 可 保 丨三支 —— 


氏 上 

大神 神主 
毋大津 連 女 

— 興 志 

讀岐守 
三铕 若宮 
神主 駔 


氏 上 大砷主 ■氏 上大 神主 
大和 守 佐 雪 久佐 

- 弟 麻 S 

散 位 面 
從 五上 


—安縻 4通守-未足-.肿虹鹰 


氏上摄 
津大夫 
兵 部 卿 


從 五下從 五 下雅樂 寮、 六衞 


丨拍磨 p 麻呂 I 伊 重 


武藏守 


從五下 從五下 


丨 豐島賣 I 妹 子 

命婦  命婦 
從四 上.  從五下 


—眞 主- 淨成 

正 六 上 


—榖主 
丨 野 主— 

M 主 
承 和 六 四 
從五下 


t 上 成— 

大 神主 

丨良成 
丄雕成 
—當成 


— 成 總-成 主 T 成 安-成 助 

大 神主 大神主 | 正大 上 

— 成 世瑩下 


I 成岑 
— 成 見 
丨千枝 


丨成季 — 

大 神 ^- 

丨成淸 

木工 權允 

丨成時 

丨成村 


_靈 


_ ?I - 2I 5i 房， 


丨季 房-福 房-*- 光房 

大 神主 同上 
雄 六 上 


丁 能 房 

正 六 下 

丨兼 房丨 

大神主 
雄 五 ' F 
5 食 

丨敦房 


丨大和 5 上 1 


-理 房. 

大 神主 
加寶守 


•梭房 

I 淸 房- 充 房-綱 房-勝 辱， 

大 神主 大 神主 大 神主 大 神主 
左 將 迄主水正左衞門左將監 
尉 正 五 下 
丨廣 S 左® 門 尉 西 阿 入 

道. 

—豐房 右兵 震 

丨女子 春 日中 臣祐敦 室 
— ic + 布留物 部 成久妻 


丨元房 -r 益 房— 保 房 T 宗房 


大 神主 
主 水 正 
毋越智 
家® 女 


大神主 
式部 少 

丨 女子 

布留神 主 
市 !|| 左馬 
助 物 部 成 
光 妻 


高 宮三郎 

兵麗 

北山 自殺 


_ 


丨農 房 一 r 


神主 次郎 
右京 進 
出家 海存 
後醉主 


神主 
主 水 正 

丨 女子 

賀茂 圃宜 
祐躬室 


$ !7 


三 ヴ 


畫 


靡 S ヴ 


* • ヴ 


$ !7 
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— 信 房- 爲房 -T 信 直 


神 ニ 郞 =1,8, 郞 

-I 侯 南山 

三郎 


三 翰 大 
郎兵衞 尉 

丨信 重- 

右® 門 佐 
戾 北山 
御所 


— 冬 房 丨 德房 — 

神 山 四 郎新 三郎 
左 衞門尉 1 北 畠. 
侯 北山 伊勢 討死 
御所 


- 信 氏-政 氏-政 泰- 

右衢門大和守近江守 
太耶  宇陀 郡 
河内 若 江 富 田 住 
北 畠臣 


丨房行 

五郎 九® 

丨家 房— 連 房- 

新 左 衛門澤 田 新 
剽 屬三 好左衞 門 
河 內志耜 居界浦 
澤田村 


— 政 重-政 縫-政 衞 

大郎左 木 H 允 神 八 
衞門尉  一 


丨 政 兼-政 敦 

五郎 左 同上  小 二部 
衞門尉 


—景 房— 高 房 

建 田 新 左 新兵 衞 
衞門尉 

— 村 房 -r 村 近 


林 外 記 


長 蔵 

—弼房 

錢野蕕 


丨 女子 鴨 為 主 祐春室 


丨時若 

天文 十五 
早世 


丨祐隆 「女子 

川 合 智仙 


—隆房 — 幸 房 — 國祐 h 基 房 ト宗房 i 

神主 三 邸 神主 新 三 神主 足 部 神主  神主 基无 
式部 丞 郞天文 少輔茛 川 右京 進 主 水 正 
十二 八 三 合 藏宜鴨 祐武真 阿-® 两 
卒 祐春 末子 


丨太郎 

丨輪 房-清 房— 

神主 雜 主太郎 
木 H 助 右京 進 

1 次 房 -r 兼 房 
- 兼 具- 

次兵衞 

ー丨賴 

兵脔 


「範 房-一-勝 房 -T 有 房 


神主 主， 水 
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氏人. 多く 國史に 散見す、 ォ ォミ ハ 條、 
及び 前項を 見ょ。 その他、 枚擧に 遑 あら 
ず。 その後、 南朝の 忠臣に 三輪 左 近將監 
勝 房 あり、 高宮 系譜に 「後 醛醐 天皇 南遷 
の 時、 皇師 に參 じ、 屢 々戰功 あり。 延元 
四 年 進 叙 正 五位 下、 神主 職を 息 元 房に 讓 
り、 皇居に 宿 衞 す」 と。 太平 記卷 十八に 
三輪の 西 阿、 二十 一に 「大和に 三輪の 西 
阿」 など 見 ゆ。 

大 日本史に 「僧 西 阿は 大和 三輪の 人、 延 
元 ニ 年* 帝 •吉 野に 御し、 諸國 に敕 して 
足 利 尊 氏を 討ち 給 ふ (太平 記)。 西 阿 •敕 
に應じ、關地城に據0て兵を擧 <'' 。尊氏* 
兵を 遣は して 之を 攻め、 克つ 能は ず (島 
津 文書。 關 地は 一に 關住 、或は 關地 井に 
作る〕。 帝の 崩ず るに 及んで、 人心 •危懼 
を懷 く。. 西 阿 •節を 守りて 撓せず (太平 
記)。* 

興國ニ 年、 尊 氏 又 細川顯 氏、 佐々 木貞氏 
等を 遺は して 來リ攻 む ( 參取朽 木 文書、 
渡邊 文書)。 拒戰 •利な く 城を 棄 て-走 
り、 兵を 聚め還 9 て據 城す (鶴國 社務 
記)。 顯氏等 又 來り圍 みし も、 遂に 之を 拔 
く 能は ず (渡邊 文書)。 後 子 良 圓と楠 正 行 
に 從ひ 、高師 直の 兵を 四條 啜に 拒ぎ、 克 


ずして 父子 並に 死す (太平 記、 細々 要 記)。 
其の 族尙ほ 三輪に 在り、 動 王 節を 易えず 
と 云 ふ (太平 記、 祗圍 修行 日記〕」 と。 
南山 巡狩 錄等に 、阿倍 山の 楠 將監西 阿 あ 
り。 三輪 西 阿と 同人 か、 楠條を 見ょ。 
•、略 歷 大和 志 料に. 「三輪 高 市 麿は 壬 申 
の 功臣に し •て、 天 武持統 の ニ 朝に 歷 任し、 
甞つ て忠鲠 を 以て 聞 ゆ。 天武帝 •天下の 
氏 姓を 八 等に 秩す るに 及び、 大 三輪 氏 • 
朝臣の 姓を 賜は れ り。 子 忍 人は 靈龜 中， 
氏 上と なり、 神主に 補せられ、 其の 子 伊 
可 保 •父の 職を 襲 ふ。 天平 寶字 中、 三輪 
山に 奇藤 あり、 蟲食み 自ら 文を なせ リ。 
以 つて 祥瑞 となし、 伊 可 保に 從四 位下を 
授 く。 爾後、 子孫 連綿 傳へて 勝 房に 至る。 
勝 房は 神主 綱 房の 子に して、 正 五位 下、 
友 近將監 たり。 此の 時に 當リ 、後醍醐 帝 • 
武臣の 跋扈を 震 怒し、 將に 天誅を 加へ ん 
として、 却て 賊の爲 めに 蒙 塵し 給へ り .0 
勝 房 •慨然 衣冠を 投じ、 三輪 城に 據リ、 
勤王の 兵を 擧ぐ * 每に 功效 あり。 帝 •吉 
野に 幸す るに 臨み、 神主 職を 長子 元 房に 
讓り、子弟宗族を率ゐて行在に宿衞し、 
後ち 薙髮 して 西 阿と 號す 。太平 記に 勤王 
の士 を擧げ て。 『大和には、 三輪の 西 阿、 


眞 木の 寶珠丸 、云々』 と 云 ひ、 又 祇園 執 
行 0 記抄に『正平七年、営方の勢數輩討 
死す、 主上 •奈 良を 經 て、 大和 三輪 城に 
御 下向の 由、 風聞 あり 云々』 と。 其の 王 
室に 倚賴 せらる V 斯の 如し。 

元 中年 中、 南 此の 和 成り、 南 帝 京に 
遺 御す る や、 因 條 三位 資 行、 日 野 右 少辦 
邦 氏の ニ 痼、 越智 、楠、 和 田、 橋 本、 及 
び 三輪 左 衞門尉 (名 缺) 等の 諸士 は、 夙 
に 見る 所 ありて、 尙ほ吉 野に 留り 、天下 
の 形勢を 觀ぜ しが、 * 朝 •約に 背， き、 後 花 
圍院を 立て 奉る に 及び、 痛く 之を 憤®、 
永享 元年、 義兵を 大和 紀伊 に擧げ 、恢復 
を圖 0 しも、 * 軍に 敗られ、 四條、 '0 野 
の ニ 卿、 友 衞門尉 等は 多武 峰に 走る。 七 年 
越 智通賴 *荐 び 兵を 高 取 城に 起す に 及び、 
左 衞門尉 等、 ニ 卿を _ し、 兵を 擧げ 、高 
取 城と 掎 角の 勢を なし、 永く 北 軍に 抗せ 
しも 志を 得る 能は ずして、 多武 峰に 戰歿 
す。 事 •十 律 川 記に 詳か なり。 

大 三輪 氏 一門 •南 帝に 勤 仕し、 宗族 •國 
難に 殉 じ、 殆んど 盡 きた 9 と雖 、遺蘖 の 
存 する もの ありて、 其の 故 地を 有ち、 地 
方の 豪族た リ 。伊 貿國關 岡 家 始末に、 永 
正 七 年、 筒井 氏と 勢 州の 神戶 氏と 合戰の 
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事を 記し、 其の 麾下を 擧げ たるに 『三輪 
太郞 左衞門 尉、 同四郞 依定』 と旯 ゆ」 と。 
その後、 筒井 時代には、 三輪 高 宮主水 正 • 
見 ゆ。 その他、 高宜、 越、 巨 勢、 楠 木、 
一色、 越智 等の 條を 見ょ。 又寬 文中、 當 
國の人 三輪 休 雪 •毛 利 侯に 仕へ 松 本燒を 

始む 。又 正德 中、， 三輪 善 藏希賢 (執 齋) 等 
見 ゆ。 儒者 也。 

8 三輪 社祠官 三輪 社は 延喜 式に 「大神 
大物 主神 社 (名 神大 、月次、 相甞 、新 甞〕」 
と 見 ゆ。 三輪 山に 在りて、 山を以 つて 本 
殿と なす。 當國 一宮に して、 本邦 屈指の 
大社 也。' 

社家は 高宮 C 大三輪 氏、 後 鴨 氏ょり 繼ぐ〕 、 
越 (巨 勢 氏) の 外、 土屋 、岡 本、 南、 平 
井、 小 南、 宮畸 、細 川、 大 橋、 西口、 中 
村、 山 ロ、 中ロ、 喜 多、 北 村、 八 乙女 (田 
中、 北 村、 森、 森 本、 藤本 •倉 橋、 松 村) 
神樂男 (中屋 、村 上、 湯 禰宜山 本).* あ 
ば 役、 その他、 禰宜株 十三 人 (享 保 六 年 
記〕。 寬文の 社領 配當覺 には、 社主、 社家 
(越 半兵衞 、土 屋權 左衝 門、 簑倉 八左衞 
門、 岡 本 勘左衞 門〕」 等 見 ゆ。 

9 尾 張の 三輪 氏 關白秀 次は 三輪 朝臣の 
裔と傳へらる。高営系譜に「三輪西阿| 

ut ヴ 


神ニ郞 信 房..— 三輪 三郎爲 房— 右 衞門佐 信 
重— 右衞 門太郞 信 氏 (河内 若 江 居住)— 
大和 守 政 氐丨近 江 守政泰 C 北 鳥 大納言 村 
親 家臣) 丨太郞 左 衞門尉 政 重、 弟 五郎 左 
衞門尉 政 兼— 五郎 犮衞門 尉政敦 , 


丨敦 成丨吉 高— 吉英 

沛庇衞 三鞴五郐五郞右衝 
門 §1 右衞門  門、— 内 記 

丨宣政 T 吉房 秀次 


黯 兵 


長尾獮 助 
左 馬 助 
武蔵守 
母 長 尾 氏 
W- ®- 氏 
三位 法 印 


豊臣開 白 

-秀勝 

宰相 

一- 秀浚雲 現 

大和 中納苣 

—吉廣 丨吉重 

又 左衛門 三翰夂 
長 尾 左衞門 
法眼久 味 

丨吉久 丨吉高 

三賴越中三輪緦 
, 守 安齊  左衛門 

その他は、 長 尾、 木 下、 豐臣 、三 好 等の 
條を 見ょ。 (系 圖の 信餺は 不明〕。 

10 遠 江の 三輪 氏濱名 郡に 大神鄕 あり 
て、 延喜 式、 當郡 に大 神々 社を 載せ、 新抄 
勅 格符に r 大 神神 戶 (遠 江 十戶〕 」 ふ 見 ゆ。 
又贊 代の 彌和 山に 式 內彌和 山 神社， 鎭座 
す。 その他、 神 直、 神人、 神人 部、 和爾 
神人 等の 條參 照。 下って 建 武四年 文書に 
「長 尾次郞 國資の 子孫 三 和次郎 右 衞門尉 
光繼」 見 ゆ、. 長 尾條を 見よ。 
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11 淸和 源氏 滿炔 の裔に して、 「初め 長 谷 
川 氏と 云 ふ。 土 佐久宗 (織 田 家臣〕 の 子 
七 右 衞門久 勝 •三綸 に改む J と。 家紋 丸 
に 打 違 鷹 羽、 五本 骨披 扇、 三百 石。 

12 駿河の 三輪 氏 益 頭 郡 三輪 村に 三輪 大 
明 神 (式內 神 ^ 社) ありて、 神主を 三輸 
左門と云ふ。又今川家臣に三輪紀伊守元 
勝 あり、 後德川 氏に 仕 ふ。 寬政 系譜に 家 
紋丸 に須濱 、破 虱の 下須濱 。源 姓 也と。 

13 甲斐の 三输氏 三輪部條參照。又後设 
都留郡 谷 村 城は 天 正 十八 年の 秋ょり 羽柴 
少將秀 勝 領地と なり、 家臣 三輪 五郎 右衞 
門 尉 近 家 在 城し、 十九 年に 美濃國 岐阜に 
移る。 又 南部 地方 名 族に 存す。 

14 信 濃の 三輪 氏詉訪 地方の 名 族に 在 
90 

15 武藏の 三輪 氏 橘 樹郡細 山村の 名 族に 
在り、 荒野を 開墾して 當 村を 起す。 文祿 
三年 八月 六日 檢地 のこと あ 9。 又 往時 平 
方 村に 三輪 庄司好 光なる もの ありて、 三 
輪 好 光の 甥 吾妻 左 衞門是 好な ども 見 ゆ。 

16 桓武 平氏 千 葉 氏族 千 葉 常 胤の 庶流に 
三輪 胤 時 あり。 家紋 三 花輪 違。 

17 上野の 三輪 氏 阿 內宿 村の 阿 內壘は 三 
输右 丹の 居れる 所な りと 傳ふ 0* 


18 磐城の三諭氏田村家臣に在りて、淸 
顯公家臣に三輪支蕃治德(掘越〕見ゅ、 
永 谷 « 前守治則の三男にして、平 || (目 
前) に 據 ると 傳へら る。 

19 牝 國 の 三輪 氏 越後 治亂 記に 「天 正 十 
三年 十月、 宮崎 域攻 、大將 三輪 權 平を 生 
取る」 と。 北國 太平 記には 「此の 城の 大 
將益 木中務 、元は 高 岡の 域 主」 と 云 ひ、 
管 窺 武鑑には、 益 木、 三輪の 二人と す。 
又 前 田 家臣に 三輪 藤兵衞 (前 田 條參照 )o 
加 貿藩給 帳に 「千 百 參拾石 C 三本 杉〕 三 
輪 孫 三、 千 石 (丸 内った) 三輪 英三郞 • 
百 石 (木瓜〕 三輪 辰 三 郞」 等 見 ゅ。 

20 丹 波の 三 神 氏 續紀 、和 銅 元年 三月 條 
に r 從 五位 上大神 朝臣 狼 麻 呂を丹 波 守と 
爲 す」 と 載せ、 三輪 氏 由緒に 「往昔、 先 
祖 •和 州 三輪 明 神を 信仰し 奉 9、 每日步 
を 運び、 此の 神に 宮仕 へし 奉る 事、 年 積 
れり 。或る時、 神託を 下し 給は り、 大臣 
の 姓* 又び 三輪 ニ 本の 杉を あたへ 許した 
まふ。 之に 依 0 て、 三輪 氏に 改め、 ニ 本 
の 杉を 家の 紋と 定めしな り。 

一、 中頃、 都よ*' 國々 へ國司 を 定め 遣は 
さる。 丹 波の 國司 何某 •國の 府中な れ 
ば、 船 井 郡屋賀 村に ft 舍を 構へ、 國の政 


務を 正されけ る。 今 印し とて、 末 性 迄殘 
れる は國司 屋舖と 名付け、 方 ニ 町 も あら 
んか 。四方 竹林に て 外に 堀を ほり 廻は し、 
如何 樣唯 人の 住け る 跡な りとは 見るべく 
も あら ざれば、 其の 前を こぅと 名 ^ けて、 
今に 絕 へざる 字 也。 それの みならず、 七 
月 十六 月 柱 松明と て大な る 竹を、 .# の府 
屋舖 にて □り、 柴薪を 寄せて 高く 大きく 
硌へ 、是に 《 を 付けて 近 里の 兒童擧 り 集 
つて これを はやす 。古へ 國司 への 送 火と 
云へ リ 。則ち 府の 馬場と 云 ふ 所に て、 每 
•年 斷絕な く 執り行 ふなり。 
我先祖*和州三輪 0. 里に有リて、子孫繁 
榮た りしと なん o 其の 中に 一人 •國 司の 
家臣た るの 故、 屋賀 村に 居住を 爲 し、 今 
一人 •川 勝 三 休と て、 是も國 司の 家臣な 
リ し。 兩臣 •國 司の 下知を 奉じて 國を治 
めしとな り 。其の後、 年を 經て 、父 M K 
右 衞門宗 元、 其の 頃は 宗兵衞 と 云 ひし 時 
節* 世亂れ て國々 の騷動 止む ことなく、 
如何なる 幽谷の 小 邑迄も 動かず と 云 ふ 事 
なし。 或は 其の 國 に 有りて、 郡 司、 庄司 
の 威を 振 ひし もの も、 隙を 窺 ひて 雜人原 
に 追 揷せ られ 、或は 古へ 名 古しと 云へ 共' 
漸 々に 勢盡き 、蟄居 隱遁の 爲砵た りし 身 


に、尺寸 0 謀を立て、仇を擊ち、花眹く 
春に 會ふも 有り、 有 爲轉變 、榮枯 地に 換 
ふる 设 の有樣 なりし。 此の 時、 宗元 •以 
爲 く、 今錡鎗 を橫へ 、瘦 馬に 乘 り、 若し 
寸志の 功なら ば 一箇の 主た らん。 望み 骨 
髓に 透徹し、 鄕 民を 招く に、 少 々下手に 
加は る。 其の 助力を 以て 近在を 鎭む るに、 
各々手を束ねて下知に從ふ。是に於いて 
自ら 名を 改めて 屋 貿右衞 門と 稱 す。 子 三 
人 有 SSO 

一、 嫡子 藤 右衞門 •壯 年の 頃、 土 州に 下 
つて、 山 內侍從 忠義に 仕へ、 多年 奉公 恙 
なく、 枠 四郞 右衛門 相續 して、 子 今 彼の 
家に あ 9。 

I、 三男 助 右 衞門宗 次 •我は、 八 歳の 時 
父 病死し、 母には 三 歳に して 後れ、 誠 孤 
となりて 有りし 内に、 家督 家財 •盡く 家 
僕 どもに 亂奪分 散、 雅意に 任せし かば、 
貧窮の 中に 八 年の 星霜を 送り、 成長に 從 
ひ、 亡父の 遺言、 又は 幼童の 昔 も 思 ひ 出 
され、 忍ぶ に堪へ ざる 古へ 忘れ もやらぬ 
年月、 このま X に て 住み 果て' ん こと 無念 
の餘り あれば、 折を 得て 身を 寄す る 方 も 
あ -^ ば やと 窺 ひみる 處に 、奥 丹 波 杉 生に 
て丨 伊東 县門守 •其の 頃、 威勢 ありし か 
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ば、 此の 大守に 仕へ ん 事を 望む に、 則ち 
事相 整 ひ、 領内 所務の 役人に 相 定めら る。 
勸 むる 事 九 年有餘 、在方 鄕訴訟 の 事 出来、 
身に 於いて 誤な しとい えど も、 碎 意義 也。 
彼の 家を 退き、 屋貿に 歸 りて 古き 家鋪に 
修ら ひ、 暫く 住居せ し 時、 紀州薑 村 一向 
派の 道場坊 •娘を 嫁娶 して 後、 子供 餘多出 
生す。 かくて 四 五 年を經 て、 大阪の 命を 
受け、 船 井 郡の 民 司を 蒙り、 遍く 論訴を 
載 許し、 沙汰を 捌く の處に '、猶 ほ 大阪の 
御免 許を 以 って、 長 坂 ロに て 京都へ 往還 
リの砑 賣 人、 諸 職人 等の 二十 分 一を 取 
9、 其 分 料に て 夥し。 是に 依って、 家 富 
み、 亡父 家* 元の 勢に 等しく、 求めざる に 
田畑 集り、 招かざる に 家僕 來 りて、 舍屋 
門戶も 時に 應 じて 造作して 安座の 處に、 
大阪落 居の 後、 件の 民 司 分 料 も餘慶 もな 
く、 刹へ 大阪方 人の 風說に 恐れて、 天に 
跼し 、地に 拔 足して 民間に 居る 事 久し。 
子 五 人 有り、 內 女子 一人。 

吾が 祖ょリ の 系 圖は您 領なれ ば、 藤右衞 
門 家に 傳へ受 来れり と、 誠に 幼少ょり 親 
に 離れ、 兄弟は 遠 境に ありて、 道路 心に 
任さ ^ れば 、自ら 家僕の 雅意に 斗ら はさ 
れて 、右に 記せし 如く、 壯 年の 内は 心を 
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委ぬる 間もなく、 西に 迷 ひ、 東に 漂 ひ、 
心意を 苦しめ 身を 惱を し、 漸く 舊里に 歸 
5 て、 今是の 如し。 しかるが 故に、 先祖 
の 系圖分 明なら ず。 然あれ ば 子孫 愈々 永 

く， 先祖の 名を 失は ん事 嘆く に 餘 あれば" 
責めて は 親 •屋 賀右衞 P! を 中興の祖と 定 

め* 我が 見 童の 古へ 昔 物語に 等しく 聞き 
つる 事 も 思 ひ 出し、 又は 兄弟の ものに 見 
ゆる 物語に も、 父の 昔を 尋 出し、 聞 及び 
し 趣を 前後 不同に 書付け 侍り、 我 嫡子な 
れば、茂左衞門宗政相續いで我の如く記 
して、 子孫に 永く 傳へ てと 申し 候 也。 元 
和 三年 丁已 七月 九日、 同 助 右 衞門宗 次 (花 
押〕 三輪 茂 左衞門 殿へ」 と。 

此等に 據 りて、 當 地三輸 氏. は、 國守 とな 
P て 下向せ し拍麻 呂の裔 孫なる や 察する 
に 難から ず。 猶ほ 此の 地 •國衙 跡に 近 
く、總社大明神，鎭座し、一.に三輪大明 
神と 稱す 。總 社は 六 所 社の 發達せ しもの 
にして、 初めは 有名の 神 六 所を 勸請 せし 
が、 後に 國 司參拜 便宜の 爲 、所有る 國內 
の 神祇を 勸請せ し 也。 斯く總 社は 國內の 
全 神 紙を 奉祀 すれ ど 最初の 六 社は ^ ず 
しも 然ら ず、 奥州の 六 所 社、 卽ち鹽 竈 社 
が 鹿 島 香 取の 神を 主神と する 如き、 是れ 
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也 C 當社の 如き も 一に 三 輸大明 神と 傳 
へらる X を 見れば、 初代 國守 J 一一 輸氏 時代 
の 經營に して、 和 州 三輪 神を 主神と せし 
に 據るか 0 

例へ 此の 議論が 成立せ ずと する も、 當社 
は 和 州 三輪 社の 分社に して、 當地 三輪 氏 
の 氏神なる や 明白な りと す。 而 して 此の 
三輪 氏は 「大和 國 三輪 大明 神の 神 孫に し 
て、 五六 代 以前まで、 三十 八 代 相 續の名 
家」 と傳へ られ 、一族 亦 勘から ず。 蓋し 
泊 麻呂 を祖 として 數へ しもの か。 

中興 屋賀 右衞 門の 後は、 「屋實 右 衞門宗 
元、 ニ 代 助 右 衞門宗 次、 三代 茂 左 衞門宗 
政 (室は 越 畑 村 河原 備前 女、 延寶ニ 年 ニ 月 
二十 六日 逝)、、 四 代 茂 右 衞門宗 信 (以貫 居 
土の 兄、 室は 野 條村羽 野 氏 女〕、 五代 茂 
衞 門" 後 治左衞 門宗淸 (室は 圍部田 井 氏 
女、 享保 十九 年 十月 十三 日 逝〕、 六 代 源 兵 
衞宗德 、七 代 熊 右 衞門宗 親」 にして、 源 
兵衞は 三输丹 波の 女婿 也。 

丹 波は 享保 三年 十月 二十 一日、 輪 王寺宮 
一品 公寛 法 親王より、 三輪 大明神 御神號 
の 御 染筆を 賜は り、 之を 源 兵衞に 譲 興す。 
享保三 年 十月 廿 一日 法 印範貞 花押 書、 寬 
保 三年 十二月 九日 法 印範邦 書に 詳か 也。 


その後、 源兵衞 、熊 右衛門 父子、 事に ょ 
、りて 關 所の 身と なり、 他鄕に 死し、 熊 右 
衞 門の 弟 兵 右 衞門重 謙は 大坂に て 財を 蓄 
へて 歸國 せし も、 舊鄕に 入る を 得ず、 中 
川 祿左衞 門 重尙の 猶子と なりて 一家を 創 
立し、 中 川 氏を 稱す 、事は 中川條 第二 十 
九 項 (四 一 五 五 頁) に 詳か 也。 

21 宇多 源氏 これ も 丹波國 の 三輪 氏に し 
て、 屋賀邑 三輪 氏 系圖に 「宇多 天皇、 云 
~ 々(以下 不明〕。 曆應四 •九月 五日、 大和 
國忍海 郡 大口、 宇多 郡 三輪 庄に て、 石 見 
守の 父 •軍忠 大な るに 依りて、 國 主ょり 
三輪 姓に 御 改め、 簏白ニ 幅、 丹 波 桑田 郡 六 
ヶ庄を 知行に 之を 賜 ふ.。 信 政 (石 見守、 
母 川 勝 五良 女。 船 井 郡 黑田村 域 主 森 越 前 
守祖父同日向守と、扛州甲貿郡水ロ天王 
阪に て軍忠 す〕、 定實 、重 永 (善 右 衞門〕 、 
治 元 (太 良左衞 門)、 重景 (次 友衞 門、 
關ヶ 原に て 打 死〕、 重 勝 (丹 治〕、 勝定 (九 
良吉〕 、義實 (近 江 守〕」 など 見 ゅれ ど詳 
かならず 。石 見守の 父 云々 など 载 せて、 
其の 名を 載せざる を 思へ. ば、 三輪 賜 姓の 
.事は 恐らく 後世の 想像に 過ぎ じ。  - 
22 因幡の 三輪 氏 智頭郡 五月 田 村 奈岐大 
明 神神 主 等に 此の 氏 あり。 


23 名和氏族名和系圖*ー家に列す。 

24 攝津の 三輪 氏 三輪 部條を 見ょ。 その 

他、 當國に 多く、 又 第五 項に 大阪 三輪 氏 
あり 0 

25 紀 伊の 三輪 氏 在 田 郡の 名 族に して、 
續 風土記、 同 郡 小川 村條に 「城跡。 楠 正 
茂の 城跡と いふ。 屋敷 跡。 畠 山の 幕下、 
三輪 左衞門 尉の 屋敷 跡、 今 其の 子孫 •當 
所に ありて、 三輪 氏を 稱す J と。 
又紐伊藩重臣に此の氏あり。 

26 美 作の 三輪 氏 東北 條郡に 三輪 庄ぁ 
9。 而し て勝牝 郡 小 吉野庄 矢 田 村 正 八幡 
『宮社 人に 三輪 大和、 吉野郡 廣山庄 田 殿 村 
八幡宮 社 人に 三輪 淡路 正、 同邑瀧 大明神 
社 人に 三輪 伊豫 正、 森 家臣に 三輪 十大 夫、 
又 勝 北 郡 武大明 神 棟 札に 三輪 十郞 左衞門 
見 ゆ。 

'27 土 佐の 三輪 氏 ヵモ 、ナガ、 仆サ 、ミ 
シマ 等の 條を見 ょ。 

28 豐 前の 三輪 氏 高宮 系譜に 「身 狹丨比 
義 (金 刺宮 云々〕 丨波 知— 竹 葉 古— 路麿 
— 諸 ± ( 宇佐 宮 彌宜〕 
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_丨 田 中 麿 

その他は オホ ミワ 條を 見. ょ。 

29 豊後の三輸氏第五項、及びォホミ !7 
條を 見ょ。 

30 日向の 三输氏 .日向 記に 三輪 四郞三 郎 
等 見 ゆ。 

31 雜载 その他、 武鑑、 藤 堂 藩 用人、 白 
川 松 平 藩 重臣、 吉田松 平 藩 中老、 上野 山 
松 平 藩 用人、 勝 山 小 笠 原 藩 重臣 等に 此の 
氏を 載す。 又 前述 儒者 三輪 執齋 ( 蒂賢) は 
澤村自 三の 男、 出で、 眞野 氏を 嗣ぎ 、後 
に 本姓 三論に 復 す。 寬保四 年 残、 七十 六。 
白木屋 祖大村 氏と 共に 立志 傳中の 人と し 
て 名高し。 又寬 永の 頃、 桑 名 松 平定 網 家 
臣に三 輪 治 部 進、 また 員 辨郡篠 立 村の 里 
正に 三輪 六兵衞 あり。 又 堀 尾 山城 守 給 帳 
に 「貳拾 八 石 三人 扶持 三輸傳 助」 を载 
せ， 又 常 陸の 醫師に 三輪 東朔 (望 卿〕 あ 
り、 淺 草庵と 號 す。 又 江 戶の畫 家に 三輪 在 
榮 、附根 彫刻師に 三輪 勇 閑 (本 氏 廣 森、 紐 
伊國屋 庄右衞 門)， 茶人に 三 輸大學 、皆 名 
あり。 又 伏 見 役人に 三輪 源 太 左衞門 あり 
又 羽 後 秋 頃の 俳人に 三輪 翠羽 (升 屋祐從 
の 三女)、 權少納 言と 呼ばる。 又 丸に 三 柏 
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を 家紋と する もの あり。 又河內 、和 泉、 
山城、 近 江、 美 濃、 信 濃、 常 陸、 播 磨、 
備 前、 周 防、 長 門 等に 存 し、 又 明治 •國 
學者に 三輪 義方 あり。  . 

美 和 ミワ 前條 氏に 同じ。 

1 美 和 首 三猞氏 の 族に して、 備 中に 在 
り。 大税貢 死亡 人 帳に 「都 宇 郡 美 和 鄕菅生 
里 戶主美 和 首廣 床」 など 見 ゆ。 

2 美和眞 人皇 別 姓の 貴 氏に して、 天平 
勝寳 三年 紀に 「先 位 壬 生 王、 岡屋 王に 姓 
を 美 和 眞 人と 賜 ふ」 と あり。 

3 尾 張の 三 和 氏 三輪 條參 照。 又 海 部 郡 
大 井村々 君 十四 家の 一に 三 和 氏 •見 ゆ。 

4 遠 江の 三 和 氏 同上。 建 武四年 文書に 
三 和 次 良 右衞門 尉光繼 あり、 長 尾條參 照。 

5 秀鄕流 藤 原 姓 足 利 中宮 亮有 綱の 孫、 
久實 城主 佐 野七郞 JL- 郞高綱の男安利は美 
和 五郎と 稱 す。 

6 周 防の 美 和 氏 美 和 部條參 照。 下. つて 
福 井 八幡 祠 文明 十五 年 文書に 「郡 司 美 和 
隼 人 佐」 見 ゆ。 

三 和 ミワ 前條に 併せ 云へ リ 、猶 ほ武藏 

等に存す。 

神 ミワ 力 ミ ジン カウ 多くは ミワ 

と訓 じ、 三輪 氏と 通じ 用 ひられる。 但し 力 
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ミ條に も 多し o 

1 大神君 三綺氏の族、オホミワ條を見 
ょ' 

2 河内の 神 君 一に 三輪 氏の 祖 意富 多々 
泥 古は 當 國河內 郡美努 村の 人と 傳へら 
る。 スヱ、 ミヌ 等條參 照。 

3 神 直 三輪 氏の 族に して、 三論 部の 首長 
たりし 氏な らん。 齊銜ニ 年 九月 紀に 「侍醫 
神 直 虎 主、 及び 木 並 等、 大神 朝臣 姓を 賜 
ふ」 事 見え、 貞觀ニ 年 十二月 紐に r 大 三輪 
大田田 根子の 後」 と あ*'。 オホ ミワ 條を見 
上 0 

4 山 域の 神 直神龜 三年の 出 雲 鄕計帳 に 
「神 直 近 志 侶」 を 載せ、 又 山城の 計 帳と 思 
はる- 1 正倉院 文書に、 神 直 枚賣な る 者 
見 ゆ。 

5 攝津の 神 直 姓氏 錄 、攝津 神 別に 「神 
直。 同上 (大 田々 根子 命〕」 と 見 ゆ。 

6 和 泉の 神 直 神 魂 尊の 裔 也、 力 ミ條を 
見ょ。 

7 遠 江の 神 直 三輪 氏の 族に して、 濱名 
郡輸租 帳に 「新居 鄕 神直老 、外 三 名」 を 
載せたり o 

8 神 直 三輪 氏の 族に して、 天平 勝寳ニ 
年の 美 濃國司 解に 「山 縣郡大 神鄕戶 主神 
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直大逵 J なる 者 見 ゆ。 

9 神 直 族 美 濃 國大寶 ニ 年 戶籍に 「下 政 
戶神直 族 安麻 呂 J なる 者 見 ゆ。 

10 大神直 三輪 氏の 族な り、 オホ ミワ 條 
を 見ょ。 

1.1 神毘登 三輪 氏の 族 か。 次 項 氏に 同じ 
く、 此の 毘登は 首 也〕 

12 .神 首備 中に 在り。 三輪 氏の 族に して、 
當國 大税貢 死亡 人 帳に 「窪 屋郡美 和鄕营 
生里戶 主神 首 伯」 等を 载せ たり。 三輪 部 
の 首長たり し 氏な らん 0 

13 神眞 人皇 別の 貴 姓 也。 寳縫 元年 十月 
紀に 「神 眞人壬 生」 なる 者 見 ゆ。 美和眞 
人に 同じ かるべし 0 

14 . 神 宿 漏 三輪 氏の 族 か。 姓名 錄抄 、拾 
芥抄 等に 見 ゆ。 

15 大神 朝臣 三輪 氏の 宗族 也。 オホ ミワ 
條を 見ょ。 又 新 編 常陸國 志に r 大神、 姓氏 
錄 、大和 神 別の 中に、 大神 朝臣、 素 佐 能 
雄 命 六 毋孫 大國の 後な り、 云々」 と。 

16 越 前の 神 氏神 部の 後 か。 天平 神 護 ニ 
年の 當國々 司 解に 「質 覇鄕戶 主神 廣 島」 
なる 者 あり。 

17 藤 原 姓 家紋 丸に 梶葉 、粼 、七曜。 力 
ミ條を 見よ 0 


18 肥 前の 神 氏 肥 前 風土記に r 高來郡 云 
々。昔 者、 纏 向日 向宮 御宇 天皇 •神 大野 
宿禰を 遣は して 看せ しむ。 此の 郡に 到る 
に 山 神 高 來津座 あり」 と。 

19 出 雲の 神 氏 大同 方に 「意 宇 郡 香大神 
久 成」 なる 者 見 ゆ。 

20 雜載 源平 盛衰 記に 「小 林 神 五宗行 (源 
家〕」 を 载 せ、 又 肥 後に 神十郞 運 直 あり、 
內古 閑條を 見よ。 又 織 田 分限 帳に 「宇禰 
女 鄕百貫 文 •神 左 馬 助」 見 ゆ。 その他、 
力 ミ條に 多し。 

大神 ミワ 二字に て も ミヮと 訓めリ 、オ 
ホ ミヮ 條を旯 よ。 

美 輪 ぐ/ ワ 前各條 氏に 同じ。 

見 和 ミヮ. 同上。 

種子 島は 承久 年中、 近衞 家の 領地に て、 近衞 
の 家人 •見 和平 次郞有 光、 多 禰島見 和 村に 住 
居して 島の 代官た 90 建 治 ニ 年の 古記に 「近 
衞 地頭 尾 張 守 殿」 と。 こは 地名を 貢 ひし キ 

三輪 江 ミヮ H ミヮ / H 武藏國 葛 飾 郡 
三輪 野 江より 起る。 小金 本土 寺 過去帳に 「三 
輸江傳 左衞門 •正 德四甲 午 五月」 と 云 ふ 人 
見 ゆ。 

三輪 庄 'ミワ シヤウ ミワ ノシヤ ウ美作 

國東 北條郡 (苫北 郡) 三輪 庄 より 起る。 弘 


長年 中の 三輪 家傳 ありて、 三輪 庄治 左衞門 
の 由緒を 載せ、 「家紋 半 菊 一 引」 とし、 四郞 
兵衞 、九郎 兵 衞長胤 •四郞 左衞 門、 新兵 衞 
等の 署名 あり。  . く 
三輪 田 ミワ タ 伊豫の 豪族に して、 大神 
朝臣の 後裔な りと。 久来郡 日 尾 八幡宮 C 久 
来 村、 久来 山) は、 天平 神 護 元年、 敕によ 
り. て 宇佐 大 神を 祀り 、三輪 田大神 朝臣 久米 
麻呂 •之を 祭る と傳 へらる。 その 別當 寺を 
久来 八幡 淨土 寺と 云 ふ。 又 幕末 伊豫の 勤王 
家に 三輪 田 綱 I 郞綱麿 (元 綱) あり。 又 現 
今 三 綸田元 道、 敎育 者と して 名高し。 

美 和 田 ミウ タ秀鄕 流 藤 原 姓、 佐 野 氏の 
族に して、 天 溶 兵 庫 政國の 孫、 館 野 政 光の 
ニ 男 大森左 近 政 春 •後に 氏を 美 和 田に 改 む。 
大 森條參 照" 

三輪 寺 ミワ テラ 東鑑卷 十、 及び 十五に 
三輪 寺三郞 を载 せた リ。 

神 礎 部 ミワ / イソべ 職業 部の 一也。 ィ 
ソべ條 、及び 力 ミノ イソべ 條を 見よ。 

神 私 ミワ ノキサ イ 

〇 神 私 造 キサ ィ條を 見よ。 

三輪 栗喂 ミワ / クリク マ 

〇 三 輸栗隈 君 三綸 氏の 族 也。 クリク マ 
荣を昆 よ。 


神 漆 ミワ/ ヌ y 力 ミノ ヌリ 

〇 神 漆 君 ヌリ 及び ウル シ條を 見よ。 

神 掃 石 ミヮ ノハ キン 

〇 神 掃 石 公三 输氏の 族 也。 ハキ シ條を 
見よ。 

三輪 弓 田 ミヮメヒキタ 

〇 三輪 引田 公 三输 氏の 族 也、 ヒ キタ 條 

を 見よ。 

神麻加牟陀ミヮノマカンタ又神眞上 

部と も あ 。 

〇 神 麻 加卒陀 君 三輪 氏の 族 也。 マ カム 
タ 、及び ミヮ 條を 見よ。 

神 依田 ミヮ ノ m ダ 

〇 神 依田 公 三. 輪 氏の 族 也。 m ダ 條を 1 

神人 ミワ ビ F 力 ミ ビト ミヮ ビ トと訓 
むものは三輪氏の部曲なれど、便宜上カミ 
條に 敬む。 一七 五 ニ 頁 以下を 見よ。 

丨 和 爾 神人 職業 部の 一也。 ヮ -I 條を見 
よ。 

2 上野の 神人 地理 志 料に 「伊勢 埼は舊 
名 赤 石、 弘治 中、 由 良成繁 •之を 取り、 
乃ち 赤 石鄕 神人 村を 以づ て、 伊勢脉 宮に 
献 ず、 伊勢 前の 名 •因りて 起る。 按ずる 
に姓氏錄に神人氏ぁ9て、美和蚍登と訓 


ミワ ノヌ. ミワ ヒト 


ず。 大和の 大神 神社は 御 諸 山に 在り、 本 
郡に 大國 神社 ぁりて、 大神の 荒 魂 大国 玉 
神を 祀ると 云 ふ。 神人 氏は 其の 神裔也 J 
と 0 

3 佐 渡の 神人 恐らく 阿 都 久志彥 神社の 
神人なる べし。 元慶 三年 組に 「賀茂 郡 人 
神人 勳知 雄、 道 古、 今人」 等 見 ゆ。 高 階" 
道 等の 條參 照。 

4 神人 公 三輪 氏の 族に して、 神 護 景雲 
" 一年 紀に 「意 字 郡 人 神人 公人 足、 五 百 成 
等に、 大神掃 石 朝臣 姓を 賜 ふ」. と。 ハキ 
シ條を 見よ o 

三輪 人 ミワ ビ ト前條 氏に 同じ。 

神人 部 ミワ ビトべ 三輪 氏の 部 曲 也。 力 

5、 ビトペ 條を 見ょ。 猶ほ武 藏國分 寺ょ 9 發 

掘され たる 文字 瓦に 神人 部と 見 ゆる ぁり。 

三輪 部 ミワべ 次の 一 一條を 見ょ。 

神 部 $ワ ベ 三輪 氏の 部 曲 也。 カムべ 條 

を 見ょ。 一七 七三 頁參 照。 

1 大神部 三輪 氏の 部 曲 也。 ォホミ ハ 條 
を 見よ 0 

2 駿河の 神 部 氏 カンべ 條を 見よ。 又 神 
部 神社 神主 惣社 氏は 「寬永 頃まで 致仕、 
後に 神 部 大蔵 少輔と 名乗る」 (式 社 備考) 


3 下野の 神 部 美 和 部條を 見よ。 

4 神 部 直 三輪 氏の 族に して、 神 直に 同 
じく、 神 部の 首長た りし 氏 也。 地 神本紀 
に 「田 田彥 命。 此の 命は 同 朝 (崇 神) 御 

世、 神 部 直、 大神部 直の 姓を 賜 ふ」 と あ 
w-o 

5 因幡の 神 部 直 三綸 氏の 族に して、 正 
倉院 文書、 當 國戶籍 2 「神 部 直廣女 •小 
廣 女」 等を 载せ たり。 

6 大赖部 直 オホ ミワ 傑を 見よ。 

7 その他、 次條に 多し。 

美 和 部 $ワ ベ 美 和 氏の 部 曲 也。 前の ニ 

條參 照。  、 

丨 大和の 三輪 部 ミワ 條 、及び 次 項を 見 
よ 0 

2 攝津の 三輪 部 有 馬 郡に 三輪 邑あ りて 
三輪 神社 鎭 座し、 又 新抄勅 辂符に 「大神 
々戶 百； 十戶 (大和 四十 五戶 、攝 津廿五 
戶 、云々〕」、 また 「大 神神 戶 (大和 五戶、 
攝津 五戶〕 J と 見 ゆ。 

3尾張の美和部中島郡に美和鄕あり 
て、 和名 抄に 見え、 又 神 名 式 同 郡に 「大神 
神社 (名 紳大 )」 を载せ 、國帳 に 從 一位 大 
神 大名 神と 旯ゆ 0 

4 三 河 Q 美 和 部 八 名 郡に 美 和鄕 ありて 


e *7 へ 殳 八 三 
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美 

在 

丄ハ 日 市 ムイ カイ チ 越後、 石旯 等に 此の 
地名 あり。 

武衞 ム H ブエ ィ條を 見よ 0 
向井 ムカキ 和泉、伊勢、紐伊等に此の 
地名 あり。 又 向 (ム カヒ〕 と 通じ 用 ひらる 
が 故、 參照せ よ。 

1 中臣姓 大和の 名 族に して、 春 日 祠官、 
北 鄕大中 臣の族 也。 カス ガ條を 見よ。 

2 大和の 向井 氏 前項 參 照。 又 添 上郡大 
安寺 村 大安 寺 城主に 此の 氏 ありて、 筒井 
時代、 向井 左 門 等 見 ゆ。 又 順 慶 葬式 帳に 
向井 十郎兵 衞を载 す。 


又 [11 邊郡吐山氏の裔に向井氏ぁり、高階 
眞人姓 也 •ハヤ マ條を 見ょ。 又 十 津川鄕 
鎗 役由緖 書に 「迫 西 川 村 庄屋 向井 源 三部」 
を载 せた 9。 

3 源姓紀 伊の 名 族に して、 續 風土記、 
海 部 郡 加 太 莊條に 「地頭 •鎌倉時代、 向 
井 氏 •莊中 刀 福 公文 職た fj と。 又 「奮 
家 向井 嘉左衞 門。 村 中 平 井町に 住し、 迎 
之坊 とい ふ。 相傳 ふ、 昔時、 役 小 角 •葛 
城 山 經歷の 時、 其の龃 •道に 迎へ しより、 
迎之坊 とい ふとぞ 0 聖 護院宮 支配に して、 
此の 地の 行 所を 司 どる 坊なリ 。古文書 數 


通、 及び 古器 物を 多く 藏 せり。 中古 領主ょ 
り 政所 職を 命ぜし と 見えて、 其の 藏せる 
正 和 ニ 年 『加 太 莊刀禰 公文 職は、 重代 相傳 
の 職たり』 の 文書 あり 。又 同 三年* 本ノ 
脇 村 百姓 訴の 宛に 『政所 向井 殿』 と 書け 
り。 又 正 和 元年の 文に 『伽陀 寺別當 向井 
加左衞 門』 と あり。 寬文 年中までは、 善 
鬼 嘉左衞 門と 云し とぞ 。善 鬼は 役 小 角の 
從 者の 筋目の 者と いへ り。 聖護院 営 人峯 
，の 時 も、 此の 坊に宿 せらる。 

明曆ニ 年の 向井 氏の 記に 『元祖は 向井彈 
正 源 景義』 とい ひ、 加 太 六箇鄕 、同 海山 
共に 所務 す。 その 時の 年貢米 納申 帳な ど 
今に ありと な リ 。景義 は大永 頃の. 人に 
して、 大永 元年の 文書に 『向 ひ 彈正 人道 
景義 、向 彈正忠 源 景義』 と あり。 年 貫 来 
納申 帳とは、 嘉吉 元年 V 正 和 元年の 帳な 
り、 皆傳 へて 其の 家に あり」 と。 

4 淡路の 向井 氏 向井 將監な る 者 •浦 村 
に 據る 0 

5 淸和 源氏 仁 木 氏族 寬永 系圖に 「仁 木 
三郞義 任の 後胤に て、 伊勢 國田 丸の むか 
ひに 居住す る 故に、 向井と 稱し •從 弟の 
脇に 居る 者を 脇と 號 す」 と 云 ひ、 一に 「紀 
伊國* 丰婁郡 向井より 起る か」 と傳 へ、 
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又 I. に 「仁 木 尾 張 守長宗 •伊 實國 向井 庄 
に 住す」 と。 寬政 系譜には 「度會 郡 向井 
. ょり 起 SJN しならん」 と。 又 一に 「もと 
北島家臣にて、仁木義長の孫政隅*始 
めて 向井 氏と 稱し 、その 曾孫 政 重なり」 
と 0 

その 系は 「修理 亮長忠 丨 式部 大 輔長晴 (紐 
州田邊 討死〕— 治部少 輔長勝 (伊勢田 丸 云 
々 〕丨 刑 部 大輔忠 綱 (伊， 勢に て武， 名〕— 伊 
賀守正 重 (武田 信 主に 仕 ふ)— 伊兵衞 政. 
勝、 弟 兵 庫 頭 正 綱 c 忠 安〕 丨將 監忠 勝丨右 
衞門佐 忠宗 」 にして、 家紋 上 藤 丸。 

正 重は 初め * 畠 家臣、 後に 武 田家に 仕へ 
て 水 軍の 將 也。 天 正 七 年 九月 十九 日、 駿 
河 持 舟 城を 守 9 て 男 伊 兵衞政 勝と 共に 戰 
死し、 次男 正 網は 淸水 港に 據 り、 船 手大 
將たりしが、後德'川氏に仕へ、御船手頭 
として 三畤 、走 水に 住す、 寬永ニ 年卒。 
その 男 將監忠 勝は 六 千 石を 領ず。 

又 勝賴の 家臣に 向井 兵康助 あり、 三 島に 
在りて 北條 氏を 被る (豹 皮錄〕 、又 小牧陣 
に 向井 兵 庫 •見 ゆ、 戶 田條參 照。 又將監 
忠勝の 五男 「將監 正方 C 忠 綱、 兵 部)— 
將監正 盛— 同 正員 丨同 政使丨 同 政 香」 (ニ 
千 四百 石〕、 
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又 一に 「向井 伊貿の 男 兵庫忠 安 あ 9、 其 
の 子 將監忠 勝 •幕府に 仕 ふ」 と 云 ふ。 

6 磐 城の 向井 氏 白 石晴光 家臣に 向井 主 
殿 あり、 佐 竹の 兵と 戰ひて 死す、 白石條 
を 見よ。 

7 備 後の 向井 氏 藝藩通 志に 「山家 村 向 
井 氏 0. 先祖 向井 伊實は 戶河內 村に 居り、 
其の 地を 向井 殿と よぶ。 子 市 助、 永祿四 
年、 當村 に來 り、 里 正と なる。 今の 源 五 
郞 まで、 十一 世 」なぞ見ゅ。 

8 安藝の 向井 氏 通 志、 貿茂 郡條に 「向井 
鏠 殿宅址 。仁 方 村の 內 、戶田 浦 竹林の 內 
にあり。 縫 殿は 天 正 年間、 大坂 石山の 役 
に 戰 死す J とい ふ" 

9 豐 後の 向井 氏 當國の 豪族 也、 狹間條 
を 見よ。 

10 藤 原 姓 肥 前の 向井 氏に して、 藤 原 魚 
名の 裔と云 ふ、 向井 平次郞 大夫兼 時は 俳 
人と して 名 あり、 去来と 號 す。 又 長 崎 學校 
(聖堂〕 掌 書に 向井 氏 あ 9。 向井 高甫 兼義、 
その 男以順 元 升は 儒醫 として 名高く、 又 
素 伯と 云 ふ。 その 長男 履 信 元 端は 御醫法 


ムカイ ——ム カサ  秃八六 


印、 次男 叔明元 成 (兼 嚴) は 長 崎に て敎 
授兼 書司監 たり。 又佐實 藩に 存 す。 

11 雜載 東鑑卷 二十 一にむ かいの 四郞を 
载せ 、又德 川 時代、 佐 土 原 島 律 藩 用人、 
白 川 松 平 藩 用人たり (武鑑)。 又會律 藩士 
に 向井 告重あ り、 寬 文の 頃、 舊事 雜考， 
四 家 合考を 著は す。 桃 靑傳に 藤 堂 佐 渡 守 
家来 向井 八大 夫、 向井 氏 (用人 役〕 等 載 
せ、 明治 彫金師に 向井 勝 幸 (美術 學校敎 
授〕 ，名 あり。 又甲裴 、備 前、 播磨 、讚 岐、 
攝津 、志 摩、 尾 張、 信 濃、 武藏 等に 存 す。 

穆佐 ム カサ ポク サ 和名 抄 、日向 國諸 
縣郡 に穆 佐鄕 を载 せ、 圖田 帳に 「穆 佐院三 
，百 町」 と 見 ゆ。 

六 笠 ムカサ 次條を 見よ" 又 日向 六 笠 (穆 
佐) 城は 伊東 條を 見よ。 

向笠  A カサ 

1 遠 江の 向笠 氏 磐 田 郡 向笠 C 六 笠〕 邑 
より 起る。 同 郡 向笠 (六 笠) 城 (向笠 村) 
は 向笠 五郎、 向笠 伯耆 守の 居城に して、 甲 
州武田 氏に 屬す o 天 正 元年 酒 井忠 次を し 
て、 當城を 抜かしむ。 當時 •伯 耆守當 城 
にあり。 其の 孫 向笠 平兵衞 、井伊 掃 部 守 
に 仕 ふ。 又 三 河 物語、 遠 江 衆に 無 笠 氏を 
股む。 


2 藤 原姓駿 河の 名 族に して、 藤 原昌利 
の 後な りと。 府中 淺間社 祠官廳 分 役に 向 
笠 主馬 •見 ゆ。 

武笠 ムカサ 前條參 照。 又 武藏の 名 族に 
して、 多 摩 郡武笠 氏は 米 八本 鄉 村を 開發 す。 
又埼玉 地方に も存 す。 

無笠ム カサ 前 各條參 照。 

向田  ムカタ ム カフ ダ 條を 見よ。 

向國 ムカツ クニ 和名 抄 、長 門 國大津 郡 
に 向國鄕 を敢 めて 武加豆 久爾と 註し、 後齿 
向 律具邑 、又 向 律 奥 庄と云 ふ。 

武川 ムカハ 甲 裴國牝 巨 摩 郡 武 川筋より 
起る。 淸和源 氏武田 氏の 族に して、 武田系 
圖に 「一條 八郞 信經 (信 綱)— 甲斐 守 時 信 
( 武川祖 、法名 拂阿) J と あるより 出づ 。そ 
の 子に 「東 條與次 郞義 行、 白須 次郎貞 信、 
八郞貞 家、 六郞左 衞門貞 連 (三 浦〕、 十郞時 
光 (青木、 大幡 、折 井祖〕 、山 高太郎 信 方、 
橫根寺信漓、信泰(兩境元齟)」等あり。又 
•「信 經丨時 信 (武川 之 元祖〕 丨義 行」 と 見 ゆ。 
その他は、 タケ 力 ハ 條に詳 か 也。 

向ム カヒ 山城に 向 神社、 武藏 、上 總、 
飛驛 、陸 奥 等に 此の 地名 あり、 猶ほ 向井 條 
を 參照せ よ。 

丨江州 中原 氏族 江 州 中原 氏 系圖に 「井 


ロ 西 越 前守經 尙—與 八經實 C 號 井口 向)」 

と 見 ゆ。 

2 秀鄕流 藤 原姓內 藤氏の 族に して、 「泉 
後景 — 後 綱 丨 資網 丨 宗俊 — 遠 俊 — 胤 俊 — 
高 浚 丨秀 遠.— 霞— 遠 久 (向と 稱す〕 」 と 0 
泉 條參照 0 ... 

3 藤 原 北 家 飛驛國 司の 一族に して、 小 
鷹 利 鄉信包 村 向 小島 城より 起る。 飛驛國 
司 系圖に 「左 中 將持言 (小島と 號 し、 又 
向殿と も 云 ふ。 寬正の 比、 蜷川 親元 記' に 
ぁり〕— 同 勝 言— 艘 綱— 宗艘 ( 號向 小島 
殿〕」 など 載せ、 又新篇 常陸國 志に 「向 氏 
は 飛 驛國向 小島より 出づ 。戶村 本 佐竹譜 
に 『飛 驛牢 人、 向 右近 宣政は 飛驛三 木の ニ 
男な り。 義宣公 御代に、 常 州に 參る』 と」 
見ゅ。その他は、小島、小鷹利、飛驛、姉 
小路、 三 木 等の 條を 見よ。 

4 日 下部 姓 朝 倉 氏の 族に して、 朝 倉 高 
景の 子氏景 の弟久 景を祖 とすと 云 ふ。 

5 常 陸の 向 氏 第三 項を 見よ。 又 佐 竹 系 
圖に 向豐前 (小 野 峰 條參 照) を 載せ、 又 
奧州白 川 郡 羽黑 館に 向 右近 宣政 あり、 天 
正 十七 年 以来、 此の 地を 守り、 ® 長 七 年、 
佐 竹 氏 國替の 時、 秋 田橫 手の 城主と なち 
(中 山 雑記、 新 編 常陸國 志)。 


6 攝津の 向 氏 能 勢 郡 上 杉 城主に 向 式部 
丞ぁリ 。 

7 雜载源 平 盛衰 記に 「堀川 方 人に 向 飛 
礫の 印 地 云々」 と。 又 筑後高 良 山 天文 ニ 
.十 年 檢地帳 に 向 土 佐 守、 武鑑. •久居 藤 堂 
.藩 城 使、 佐 倉 堀 田 藩 年寄 等に 此の 氏を 载 
せ、 又 香 宗我部 記錄に 「二百 石 向 加右衞 
門」、 また 加賀 、攝津 、武藏 等に 存す。 

迎 ムカ匕 ム カフ 肥 前の 名 族な りと。 
向日 ムカヒ 和名 抄 、對馬 國上縣 郡に 向 
日鄕 を载 せ、 宗氏 家譜に 「天文 十五 年、 宗 
氏の 伊奈 郡に 居る 者を 川 木、 仁 田、 中 山、 
向日 等と 爲 す」 と。 又 山城に 向日町 あり。 
向內 ムカ ヒウチ 
向川 ムカ ヒガハ 

向坂 ムカヒ ザ 力 藤原姓、サキサヵ條を 
見ょ 。その他、 堀 尾 山 域 守 給 帳に r 二百 石 向 
坂 猪 右衞門 」又本多平八耶家臣に向坂與五 
郎衞門 等 見 ゆ。 

向澤 ムカ ヒサ ハ 信 濃 等に 在りと。 

向條 ムカ ヒデ ウ カウ デウ 
向野 ムカヒ / ムクノ サギ / カウ ノ 

和名 抄、 豐前國 宇佐 郡に 咏野鄹 を 收む 、後 


向野 庄と云 ふ。 この 氏 •武藏 等に 存 す。 

向口  ムカ フグチ 


ム カサ —— ムカヒ  ムカヒ  ムカヒ —— ム カフク  一, j 九 八 七 


んカ フシ 1 ムカフ ハ ムカフ /v —— ム カフ ヤ ムカ フヤ 1,1 九 八 八 

向 林 ムカフ バヤ シ 


向島 ムカ フジ マ 山城、 尾 張、 武藏 、周 
防、 薩摩 等に 此の 地名 あり。 

向後 ムカフ ジリ ヵウ ゴ條を 見よ。 

向田 ムカフ ダ ムカダ 下野、 越 中、 薩 

摩 等に 此の 地名 存 す。 

1 利 仁 流 藤 原 姓 井口 氏族 越 中 國璃波 郡 
向田 邑 より 起り、 源平 盛衰韶 に 「越 中國 
住人 向田 荒 次郞」 見 ゆ、 「越 中國 住人 宮畸 
太 郎の 弟」 也。 又 向田 ニ郞村 高を 载せた 
り。 井口、 石黑 、営 崎 等の 條を 見よ。 

2 足 利 氏族 下野 國那須 郡に 向田 村 あり 
て、 東鑑 、正嘉 ニ 年條に 足 利 向田 太郎を 
载せ たり。 

迎田 ム カフ ダ カフ ダ 大和 國山邊 郡の 
豪族に して、 水 涌 氏の 族、 白 石 氏より 別る。 
至德 元年の 大和 武士 交 名に 迎 田を 載せ、 又 

•鄕士 記に 「 迎 田左衞 門、 迎田 宗實」 等 見 ゆ。 
又 山 邊郡多 田 氏 配下の 將 に、 迎田多 門、 迎 
田 彌右衞 門 等 あり。 その他、 ヵフ ダ 條參 照。 

向高 ムカフ ダカ ムクダ カ條 .を 見よ。 

向谷 ムカフ ダ 11 

向仲 ムカフ ナカ 

向橋 ムカ フバシ 筑後國 津江社 天文 中 棟 
札に 「祝 部 向橋 外 記」 見 ゆ。 

向畑 ムカフ ハタ 伊勢-志 摩 等に 存 す。 


向原 ムカフ バラ 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

向 東 ムカフ ヒガシ カウ トウ 
向 藤 ムカ フフ チ カウ トウ 
向山 ムカ フヤマ 甲裴 、常 陸 等に 此の 地 

名 あり。 

丨詉訪 神家敦 高の 裔也 、一に 遠山に 作 
る。 詉訪 、遠山 等の 條參 照。 

2 藤 原 姓 甲斐の 豪族 也。 八 代 郡に 向山 
の 地 あれば、 その 地ょり 起る か。 幕臣 向山 
氏は 「先祖 神を 稱 す」 と 云へ ば、 識訪神 
家の 族 か。 家紋 丸に 劎 花菱、 雪笹 、五三 
桐。 氏人は 早く 大 永の 頃、 向山 民 部左衞 
門 尉 家 安 あり。 又 向山 三 河 守虎繼 等、 甲 
裴國 志に 見 ゆ。 又 九 一色 衆に 向山 又 八 郞、 
又 幕末、 若年 寄に 向山 榮五郞 (隼 人 正) 黃 
村 あり、 實は 一色 眞淨 Q 三男、 向山 源大 
夫の 養子 也。 

3 嵯哦 源氏 渡邊 氏族、 へれ も 甲 州 出に し 
て、家譜に「渡邊源次網五代甲裴四郞好 

丨源 五郎 於— 源 太郞 譬丨塬 八 高— 源 太郞 
宗—源 三 實—源 五郎 則 丨源ニ 郎續 —宮內 
少輔忠 — 源 太郞光 (新 左衞 門)— 源 三恒 
(隼 人)— 右京亮 知— 丹 後 守盛吉 (武田 信 
支の 命に より、 向山の 名跡を 相續 す)」 と 


云 ふ。 其の 子 監物盛 重 •天 正 三年 長篠戰 
死し、 その 男 三 右 衞門正 盛 •德川 氏に 仕 
ふ。 家紋 隅 切 角に 梶 葉、 右 巴。 

4 伊那の 向山 氏 信 濃國上 伊那 郡 手 良 
(古 互 良) に 向山 出 雲 守の 館 跡 あり。 其の 
先は 武田 氏の 屬將昌 保 •甲 州 八 代 郡 下 曾 
根の 内、 向山に 居 館を 構へ、 在 名の 鄕士 
たり。 永 祿五年 六月、 武田 勝賴に 從ひ入 
部， 天 正 十 年 主家と 共に 沒落 (甲 陽 記、 
及 郡 記〕 と。 

5 秀鄕流 藤 原 姓 內藤義 淸五设 孫 政 親の 
子 政 森を 祖 とすと 云 ふ。 

6 平 姓 仲 氏族 人間 郡の 豪族に して、 長 
宮社 天文 二十 三年 四月 廿 一日 棟 札に 「大 
旦那 宮寺惣 地頭 豐後 入道 沙阙芳 金 嫡子 藏 
人 佐、 末子 向山 勘 解 由 左衞門 尉 高 行」 見 
ゆ、 仲， 古尾谷 等の 條を 見ょ。 後 永祿年 
間、 此の 地 奉行に 向山 甚五郞 あり。 又 橘 
樹郡に在りて、小田原役帳に「小机の內、 
佛餉 二十 三 貫 百 二十 四 文 向山」 と あり。 

7 雜载 武鑑、 伯 太 渡邊藩 用人に 此の 氏 
見え、 また 越 前、 加 賈 、攝津 、山城、 伊 
勢、 志 摩、 武藏 等 ^ 存 し、 又 讚 岐大內 郡 
三本 松の 人 向山 周慶政 章は 製糖の 法を 改 
良し、 國 益を 增 す。 


牟岐 ムギ 阿波 國海部 都 (那質 郡)， 牟岐 

邑 ょり 起る。 細 川兩家 記に 牟岐勘 右衛門、 

牟木勘 右衞門 等を 載せ、 故 域 記に 「海 部 郡 

分、 申岐 殿、 平氏、 釕貫座 J と 見 ゆ。 

牟木 ムギ薩 摩國の 豪族に して、 建久八 

年の 內裡大 番參勤 交 名に 牟木太 部を 載せた 
90 

麥倉 ムギ クラ 上野 國邑樂 郡 麥倉邑 ょ 9 
起る。 秀鄕流 藤 原 姓、 M 岡 河内 守 盛 房の 男、 
盛 光 •麥 倉左衞 門と 云 ひ、 小山 氏に 仕 ふ。 
その 男麥倉 安房 盛 次 也。 

麥澤 ムギ ザハ 南部の 土に 麥澤 五部 左衞 
門 (七十 石) 見 ゆ、 苫来 地條參 照。 

麥島 ムギ シマ 肥 後に 麥島城 ありて、 信 
濃 等に 此の 氏 存 す。 

武木 田ムギ タ 

麥谷 ムギタ ニ 大和 吉野 三十 六 公文の 一 
に 麥谷庄 司 (小川 鄕〕 ありて、 吉野舊 事 記 
に 見 ゆ。 

麥野 ムギ ノ筑 前に 此の 地名 あり。 武藏 
等に 此の 氏存 す。 

麥生 ムギフ ムーーフ ムギオ 豐鏡條 を 

見よ。 

丨大友 氏族 豐後の 豪族に して、 大友系 
圖に 「能 直 丨泰廣 (十郞 、左 近將監 、云 


ムキ I ムキフ 


々。賴泰の代に至りて '» 豊後に下向す、 
田 原の 祖 也。 庶流 麥生、 云々)」 と 見え (田 
原條參 照〕、 豐西 記、 天 正 十七 年 日 田 郡檢 
地條 に 麥生兵 部 丞を载 せた 9。 

2大神姓豐後の豪族稍田氏の1にし 
て、 筑後國 竹 野 郡麥生 村ょり 起り、 所領 
三十 一町、 家讓 名に 惟の 字を 用 ふ。 筑後 
國史に 「麥生 村 館 跡、 麥生氏 燕 居の 館 跡 
也。 其の 地を タチと 云 ふ、 女神 塚 あり」 
と、 星 野條參 照。 

叉， 佐 田 系圖に 新田 左 馬助義 明の 女は 麥生 
氏 室、 小 野 村 内宮 棟木に 麥生殿 (大 永年 
間) 等 見 ゆ。 

麥屋ム ギヤ 
麥山ム ギヤ マ 
牟久 ムク 

1 牟 久宿禰 類聚 符宣 抄卷 一、 天 元 ニ 年 
二月 十四日の 太 政 官符に 「左 小史 牟久宿 
禰 J と 見えたり。 

2 無 尸の 芈久氏 類聚 符宣 抄卷 七、 及び 
姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 

3 吉備 氏族 若狹の 豪族に して、 笠 氏の 
裔 也。 元 正 帝の 時より 若狹彥 神社の 社務 
となる、 後 # 宇久 氏を 稱す 。カサ 條 一 四 
三 八 頁を 見よ。 見聞 諸 家紋に 


ムキフ 1 ムク 


/ 若狹之  、 

1 牟久 

木工 ムク .モク 木工 寮の 官 人た S' し 

者、 官職 名を 稱號 とせし にて、 平家物語に 
「三位 中將の 年 比の 侍に 木工 右馬允 知 時」 と 

云 ふを 載せ、 源平 盛衰 記には 「本 三位 中將 
の侍に木エ馬允友時」と見ゅ。その他、モ 
ク及び マキ 等の 條參 照。 

鉢久 ムク 日用 重寶 記に 此の 訓見 ゅ。 牟 
久に 同じ。 

掠 ムク 茶人に 椋宗理 (堺の 人) あり。 

椋木 ムクギ 

向高 ムク ダカ 藤 原 南家エ 藤氏の 族に し 
て、 祐 朝を 祖と す。 日向 記に 向高 新十郞 等 
見 ゅ。 

« 梨 ムク ナシ 和名 搀 、安藝 國 豐田 郡に 
湛梨鄕 を 取む。 

椋梨ム クナシ 

1 桓武 平氏 土 肥 氏族 安藝の 豪族に し 
て、 土 肥 實 平の 裔 、國 平を 祖 とす。 小 早 
川 氏の 族 也。 安西 軍 策に 椋梨 次郎 左衞門 
を载せ 、中 國治亂 記 1C 、 小 早川隆 景の臣 
椋梨 包久見 ゆ。 

而 して 藝藩通 志、 豐田 郡條に 「掘 城は 椋_ 
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梨 村に あり。 椋梨景 儀 (一に 景吉〕 の 所 
居。 其の後、 毛 利 家人 瀧 川 阿波 •此を 守 
る 」とい 6 、又備後國设羅郡條に「奴原 
山 は 敷 名 村に あり。 敷 名 兵 部 元 綱 (毛 利 
弘元 Q 子、 元 就の 弟〕 の所據 、また 椋梨 
左衞 門包久 ともい へり、 いまだ 詳なら ず」 
と 0 

下って 元祿 中、 椋梨權 左衞門 あり、 县門 
國厚狹 郡 宇 部 川上の 地を 開拓す、 十 年に 
して 成就、 明治 住民 一千 三百 戶を數 ふ。 
2 筑 後の 椋梨氏 河北 庄北 野営 天 正 十七 
年 文書に 「椋梨 惣左衞 門 尉包忠 J 見 ゅ。 

向野 ムク / ムカヒ ノ條を 見ょ。 

掠 原 ムク ハラ クラ ハラ 條に云 へり。 

掠 本 ムクモ ト 伊勢に 此の 地. 名 ありて.、 
武藏 等に 此の 氏存 す。 

武藝 ムゲ ムギ美 濃國に 武藝郡 あり 
て、 和名 抄に芈 介と 註す。 以下 各條を 見ょ。 

武義 ムゲ ムギ前 條美濃 國武藝 郡に 武 
義庄あ 9、 一に 武氣に 作る 0 

〇 武義造 美 濃の 豪族に して、 牟下津 造 
に 同じ。 天平 勝寳ニ 年の 當國 々司 解に 「武 
藝郡揖 可鄕戶 主武義 造営 盧 .」， あり。 ムゲ 
ッ條參 照。 ， 

牟義 ムゲ ムギ 前後 數條參 照。 


1 牢義 公大 碓 命の 裔に して、 身 毛津君 
に 同じ。 姓氏 錄は 左京皇 別に 收め 「牟義 
..公。 景行 天皇の 皇子 大碓 命の 後裔 也」 と 
载 せた リ 、ムヶ ッ條參 照。 

2 牟義君 崩 前項 氏の 族 人に して、 f 葙 
里 大寳ニ 年 戶籍に r 牟義君 族！ irl 爾志 賣」 な 
どを 载せ たり 0 

身 毛 ムゲ 前後 數條參 照。 

〇 身 毛 君大碓 命の 裔に して、 前條 氏に 
同じ。 思 ふに 身 毛 都の 都は ノに通 ふ助辭 
にて、 身 毛 君は 身 毛 都 君と 云 ふと 異る處 
なき 也。 

武宜 ムゲ 牟義都 君の 族に して、 正倉院 
天平 勝 寶ニ年 文書 等に 此の 氏人 あり。 

牟宜 ムゲ 前後 數條參 照。 

牟宜都 ムゲツ 牟義 都條を 見ょ。 

身毛津 ムゲツ 次條 氏に 同じ。 

牟義都 ムゲツ 前後 數條參 照。 思 ふに 此 
の 都は 助 辭のノ にて、 ムゲと 云 ふと 異なる 
所な きが 如し。 

1 芈義都 國造美 濃の 大族に して、 芈義 
國とは 後の 武藝郡 地方を 云 ふ。 即 'ち 芈義 
都國 造は 身 毛 都 君" 身 毛 君に 同じく、 國 
造本 紀に 見え ざれ ど、 上宮 記に 「牟義 都 
國造 、名は 伊 自芈良 君の 女子 久留 比賣命 、 


云々」 と载せ たれば、 當 時一國 たりし や 
明白な らん。 

2 身 毛 律 君 又 牟宜都 君と あリ 。美 濃國 
の 大族に して、 身 毛津 君とは 武藝' の 君の 
意に て、 後の 武藝郡 地方の 領主 也。 景行 
天皇 皇子 大碓 命の 後に して、 景行紀 四十 
年條に 「大碓 皇子、 云々。 此に 因りて、 
遂に 美 濃に 封ず。 仍って 封地に 如く、 是 
れ 身毛津 君、 守 君、 ニ 族の 始祖」 と载せ 、 
また古事記景行段に「三野國造の祖神大 
根 王の 女、 名は 兄比賣 、弟 比賣の ニ孃 子、 
云々。 大碓命 •兄 比賣 を娶 り、 御子 押黑 
之 兄 日子 王を 生み (此は 三 野 之 宇 泥須和 
氣の祖 )'、 亦 弟 比 賣を娶 り、 御子 押 黑弟日 
子 王を 生み 給 ふ (此は 牟宜都 君 等の 祖 )」 
と 見. ゆ。 此の 氏 •前項の 如く 上宮記 には 
國 造と 載せ、 氏人には、 雄 略紀に 身 毛 君 
大 夫、 天 武前耙 に 身 毛 君廣等 あり。 

3 牟究都 君 前項とは， 別にして、 景行帝 
裔 、景行 本祀に 「弟 別命 (景行 皇子) は 
牟宜都 君の 祖 J と载せ 允り。 され ど 他の 
書に なし。 蓋し 押 黑弟彥 王と 同人 か。 

4 牟下都 君 第二 項 氏の 族に して、 半葙 
里 大寶ニ 年 戶籍に 「牟義 都 君 族 刀自 賣莧 
ゆ 0 


5 牟義都 首 義牟都 君の 庶流 か。 延喜主 
水 式、 姓名 錄搀 、拾芥 抄 等に 見 ゆ。 

牟下都 ムゲツ 前條に 併せ 云へ り。 

傘. 下津 ムゲツ 前後 數條參 照。 

1 牟下津 造 芈義都 部の 首長な U し 氏な 
らん。 半 布 里 戶籍に 、牟 T 律 造 川 島賣等 
見 ゆ。  ' 

2 無 尸の 丰下津 氏 大寶ニ 年の 美 濃國栗 
栖太里 戶籍に ム下都 三 野賣を 載せ、 また 
半葙 戶籍に 、妻に 四、 妾に 一、 寄 人に 一 
を载 せたり o 牟下津 都 君の 庶流 か、 或は 
部曲裔 なるべし o' 

武藝津 ムゲツ 前 數條を 見ょ。 

1 武藝津 君 身毛津 君に 同じ。 

2 武藝津 { M' _ 前項の 後 か、 姓名 錄抄に 
見 ゆ 0 

牟下津 部 ムゲツ ベ 牟義都 君の 私有 部 
曲な らん。 大寳ニ 年の 半 布 里 戶籍に 「牟下 
津部 安倍」 外に 二人を 载 せたり。 

牟 下部 ムゲべ ムゲツ ベ 前條 氏に 同 
じ。 同上 半 布 里 戶籍に 「牟 下部 功子 賣 j を. 
載せたり。 

牟義部 ムゲべ ，ムゲ ツべ 前條 氏に 同 
じ。 同上 半葙里 戶籍に 「牟義 部 多 知 麻 女」 を 
敬め、 また 拾芥抄 に 見 ゆ。 


武宜部 ムケべ ムゲツ ベ 前條 氏に 同 
じ。 天平 十七 年の 左 京 職 移に 「直 丁武宜 部 
廣 麿」 なる 人 見 ゆ。 

武藝部 ムゲべ ムゲツ ベ 前條忠 に 同 

じ o 

-〇 武藝部 宿禰 前述、 武藝津 宿禰に 同じ 
かるべし。 拾芥抄 に 見 ゆ。 

武庫 ム n 攝津國 に 武庫 郡 あり、 和名抄 
に 無 古と 訓ず 。神 功攝政 前紀に は務古 / 應神 
紀 四十 一年 條に 武庫、 天平 神 護 ニ 年 九月 紀 
に 武庫 郡と 見 ゆ。 郡 中に 武庫 鄕あ り、 和名 抄 
に 無 古と 註す。 後 武庫 莊 起り、 東鑑 文治 六 
年 四月 十九 日に 見え、 又建久 三年 條に 武庫 
御厨* 見 ゆ。 又 伯 耆國日 野 郡に 武庫 鄕あリ 0 
1 牟古 首. 百濟 族に して、 攝津 武庫 鄕の 
稻置 たりし ならん。 姓氏 錄 、攝津 諸蕃に 
取め、 「丰古 首。 百 濟國人 片禮吉 志ょり 出 
づる 也」 と载 せたり。 

■2 源 姓 陸 前 國遠田 郡の 豪族に して、 武 
庫太郎 左 衞門塬 賴眞 は、 良 和 五 年 七月、 
萩 辟 邑に 彌陀 堂を 建つ、 老妣 Q 爲也 (觀 
蹟聞老 志〕。 

3 淸和 源氏 足 利 氏族 丸 岡 屋形義 興は 一 
に 武庫 屋 形と 云， ふと ぞ。 武藤 か。 

4 肥 前の 武庫 氏武雄 神社 古文書、 その 


神官に 武庫 氏 あり 0 
牟古'  ム n 前條 氏に 同じ 0 
聱 ム n 聱 木の 誤寫 か。 姓氏 錄抄 にあり 0 
武庫 川 ム n ガハ 德川 時代、 富 山 前 田 藩 
若年 寄に 此の 氏 ありと。 ( 數馬〕 。 

聲 木 ム n ギ倭武 尊の 御裔 也。 和 泉 國日 
根 郡 近義鄕 より 起り しか。 姓氏 錄 、和 泉皇 
別に 取め 「聱 木。 倭 建 命三掛 儉大荒 田 命の 
後 也」 と载 せたり。 n ン ギ條參 照。 

身狹 ムサ 次條 以下 參 照。 

1 身狹 村主吳 族に して、 天武紀 に 「 芈 
佐 社に 居る 所の 神の 名は 生 雷神」 と载 せ* 
また 延喜 式に 「大和 國高市 郡牟佐 坐 神社 
(大 、月次、 新 甞〕」 と 見 ゆる 地より 起る。 
雄 略 紐に 史部身 狹村主 靑を载 せ、 姓氏 錄 
は 左 京 諸蕃に 敗め て 「牟佐 村 主。 吳孫檣 
男 高の 後 也」 と 見 ゆ。 靑は 有名なる 學者 
にして、 天皇の 籠を 得。 その他の 事は、 
史 部、 次條 "及び 宮 道條參 照。 

2 雜载 その他、 次條以 下を 見よ。 

牟佐 ムサ 大和、 備前 等に 此の 氏 存 す。 
1 牟佐吳 公 ムサ ノク レ條を 見よ。 

2 牟佐 村主吳 族に， して、 身 荻 村 主に 同 
じ 0 

3 倭漢 氏族の 牟佐村 主 恐らく 前項 氏に 
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同じ かるべし 。坂 上系圖 には、 阿智 使 主 
に 隨ひ來 りし 漢人 村 主の 内に 此の 氏を 载 
せ、下りて和銅三年七月紀に「牟佐村主 
相 摸」 なる 人 見 ゆ。 

4 阿波の 牟佐氏 牟佐村 主の 族 類 か、 延 
'喜 年間の 板 野 郡 田 i 戶籍に 「牟佐 閑 麿」 
なる 人 見 ゆ。 

5 雜载 また 撰 解 文集 等に 此の 氏 見えた 

MV  o 

武佐 ムサ 近 江 國蒲生 郡武佐 村ょり 起 

る 0 

丨武 佐臣武 射臣に 同じき かと 云 ふ。 

2 佐々 木 氏族 佐々 木 系圖に 「古 橋太郞 
定範— 野 ロ三郞 盛定 —爲定 (武佐 源大) 、 
弟 光定 (武佐 源 藤 ニ〕— 孫 三郞」 と 見 ゆ。 東 
鑑卷 十に 武 佐五郞 あり、 此の 族 か。 

牟邪 ムザ 次條に 併せ 云へ 5。 

ムザ上 總國に 武射郡 あリ 和名 ^ 

十一 鄕に 分ち、 内に 武射鄕 を收 む。 

1 武社國 造 武社國 とは* 後の 上 總國武 
射 郡 附近の 地に して、 郡內武 射鄕の 地は 
其の 治 所の あ 9 し 地な らん。 この 國造は 
春 日 氏の 族に. して、 國 造本 祀に r 武社國 
造。 志實 高穴穗 (成 務) 朝、 和 邇臣祖 意 
jlr 都 命の 孫彥忍 人命を 國造. に 定め 賜 ふ 」 
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と载せ たり。 此の 國 造の 氏を 芈邪臣 と 云 

.ふ。  1 

2 竿邪臣 前項 國 造の 氏 姓に し. て、 古事 
記、 孝昭 段に 「天 ^ 帶 日子 命は 春 日臣、 
牟邪臣 、云々 の祖 也」 と 載せ、 氏人は 元 
慶 三年 紀に武 射 臣助守 等 見 ゆ。 

3 陸 前の 武射臣 前項 氏の 庶流に して、 
神 護 景雲 三年 一 一一 月紀に 「牡鹿 郡 人外 正 八 
位下春日部奥麻呂等さ_人に、姓を武射臣 
と 賜 ふ」 と载 せたり 0 . 

4 坂 上 氏族 坂 上 系圖に 「田 村 磨— 繼雄 
(本名 雄 高、 始めて 上總 國武射 郡に 住す)」 
と あり。 蓋し 第二 項 氏の 遺跡を 襲 ひし か。 
5 桓武 平氏 千 葉 氏族 これ も 上 總の武 射 
ょ” 起り しにて、 千 葉 系圖に 「千 葉大夫 
常兼丨镇根三郎當房—胤隆(武射七郞)」 
と 見 ゆ。 トキネ 、力 モネ 條參 照。 

武社 ムザ 前條に 併せ 云へ り。 

无邪志 ムザシ 次條に 併せ 云 ヘリ。 

武藏 ムサ シ ムザシ ムサ ムザ ウ武 
藏 國は卒 邪 志、 胸 刺.、 牟射志 等に 作り、 和 
名抄に は 「牟佐 之、 國府 •多 磨 郡に 在り」 と 
見ゅ。當氏は多く此の國名を貢ひしなれど、 
その他 •和名 抄 、豐後 國國埼 郡、 及び 大分 
郡に 武藏鄕 を 敬め •又 大和、 相 摸、 筑 前、 
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豐前 等に も 此の 地名 あり V。 され ど 後世なる 

は、 父祖の 受領を 稱號 とせし に 起る。 

1 先 邪 志國造 先 邪 志は、 又 無 邪 志 •武 
藏 、胸剌 、武剌 等に 作る、 皆 同 戈 後の 
武藏 の大國 造な り。 し^ t るに 國 造本 紀に 
は 「先 邪志國 造、 云々」 と载せ 、また 次 
に 「胸 刺國 造、 云々」 と、 ニ 國 造を 並べ 
擧げ て、 疑惑 多し。 ょりて 當國 造に 關し 
ては、 舊辭 書に も 少しく 說 あれ ど、 今 こ 
れを 捨て X、 その後の 拙著 「武 藏」 の 一 
節を 引用すべし。 

2 先 邪 志と 胸 刺との 關 係當國 々造に 關 
しては、 國 造本 紀に 「先 邪 志國造 •志竄 
高穴穗朝齿、出雲臣の祖、名はニ井之宇 
迦諸 忍 ^ 神狹 命十货 の 孫 兄 多毛 比 命を 國 
造に 定め 賜 ふ」 と 載せ、 此の 記事は、 

古事記 神代 卷に 「天菩 比 命の 子 建 比 良 烏 
命。 此れ 出雲國 造、 无 邪志國 造、 上菟上 
國造 、下苋 上國 造、 伊 自牟國 造、 島律縣 
直、 遠 江國造 等の祖 也」 と 云 ひ、 又 日本 
書 紐卷一 に 「一書 日、 云々。 天穗日 命、 
此れ 出 雲臣、 武藏國 造、 土師連 等の 遠祖 
也」 と 云 ^ と 一致す。 

又國 造本 紀、 相武國 造條に 41ガ 風 高 穴 穗 
( 成務〕 朝、 武刺 國造祖 、神 伊勢 都 彥命三 


毋 孫 弟武彥 命を 國造に 定め 賜 ふ」 と载 せ、 
又 菊 麻 國造條 に 「志 實高穴 穗朝 御代、 无 
邪 志 國造祖 、兄 多毛 也 命の 兒大 鹿國 直を 
國造に .全め 賜 ふ」 と 云 ひ、 又伯岐 國造條 
に 「志貿 高 穴穗朝 御世、 芈邪志 國造同 
祖 、兄 多毛 比 命の 兒大八 木 足 尼を 國造に 
定め 賜 ふ」 と 見え、 又大島 國條に 「志賀 高 
穴穗 朝、 先 邪 志國造 同祖、 兄 多毛 比 命の 
兒穴倭 古 命を 國造に 定め 賜 ふ」 と あると 
符合せ リ。 

しかるに 國 造本 紐には 此の先 邪志國 造の 
次に、 重ねて 「胸 刺國 造。 岐閛國 造祖兄 
多毛 比 命の 兒 •伊 狹知 直を 國造に 定め 賜 
ふ」 と 云 ふを 擧 CO ょりて 當國に は、 もと 
无邪 志と 胸剌 との ニ 國存 せりと 主張す る 
學者あ y て、 前者を 足 立方 面と し、 後者 
を 多 摩 方面に 當づ 。新 編武藏 風土記 稿に 
「上古、 國造 時代には、 今の 武藏國 は、 知 
知 夫 (今 秩父 )、 先 邪 志 ( 武藏な り)、 胸 刺の 
三國の 地な り。 其の 開闖の 次序は 知 知 父 
を 初めと す (中略〕。 无邪 志國の 地域 今考 
ふべ からず と雖 、舊本 足 立 府を载 する に 
據れ ば、 足 立 埼 玉邊數 郡の 地、 其の 管內 
にて、 其の 界域は 成務 天皇 五 年に 定めら' 
れ 、又 兄 多毛 比 命を 國 造と 定めら る o Jifc 
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の 後 三百 餘 年の 間、 先 邪 志國 造の こと 聞 
えず。 當 時の 國府は 足 立 郡に 在りて、 今 
に大宮 宿邊に 遺跡 存 す。 又應神 天皇の 御 
字 (按ずる に 國 造本 紐、 朝廷の 號を 顧く、 
今 考定 して V. 姑く 此の 御宇と す〕、 胸刺國 
造を 伊狹知 直に 定らる 。胸 刺 •今 何の 地な 
る こと 知らず 。然 ども 西に 知 知 夫 あり、 
東に 无邪志 あれば、 今の 多 磨 郡の 地なる 
べし」 と。 猶ほ 今日 も 此の 說を 主張す る 
學者 あり。 

され ど 胸剌も 要するに、 ムサシ と訓 ずべ 
きものな れば 、同地 方に 同名の 國が相 並 
んで 存在せ りとは 考へ難 く、 殊 に 安閑 朝 
に 當國 造が 屯 倉と して 献 じたる 橫淳 、橘 
花、 多 水、 及び 倉 欉の四 地の 位置を 考ふ 
る 時は、 轶父を 除ぐ 武藏 は、 總 ベて I 國 
造の 支配 下な りしを 想像せ ざるを 得ず。 
故に， 无邪 志と 胸剌 との ニ國な りしとの 說 
は 成立せ ざるべし。 ょ SN て國 造本 紀の胸 
刺國造 云々 の 條 文を 窺 ふに、 怪しむべき 
點 多し。 

先づ 本書は 各條 、何れも 創 置の 年代を 载 
せた るに、 これの みなし、 これ 此の 條が、 
初めは 一條 文と して 獨立 せし ものなら ざ 
リしを 表は すに 非ず や。 次に 兄 多毛 比を 
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岐閛 菌造祖 と 云 ふは 誤な y 。 岐 閛 國 造は、 
古事記に 「天津 日子 根 命は、 道 尻岐閛 國 
造 云々 等の 祖」 と载せ 、また 國 造本 紀に 
「道 ロ岐闱 國造は 輕 島豐弭 C 應 神) 御世、 
建許呂 命の 兒 宇佐 比 乃 禰を國 造に 定め 賜 
. ふ J など 見えて、 道 尻 も 道 ロも兩 方と も 
凡河內 氏族な り。 殊に 兄 多毛 比は 前條に 
无 邪志國 造と あれば、 岐閛國 造なら ざる 
• 事は 明白 なれば、 こは 他の 條 ょり 誤り 人 
りし ものと して 、 #| 除す るの 要 あり。 次に 
胸审は 前述の 如く ム サシに て % 邪 志 
と 同一な り。 ょリて 思 ふに、 これは もと 
无邪 志の 橫に胸 刺と 註せ しもの が 傳寫の 
誤りに て 一條と し， て 記され、 兄 多毛 比 命 
以下の 文が 其の 下に ® 入せ しに あらざる 
かを 思は しむ。 

此等に ょって 考ふ るに、 蓋し 舊文に は、 
次の 如 く あ りし か 0 
先 邪 志國造 

(胸 刺〕 

志實高 穴穗朝 世、 出 雲 臣祖名 ニ 井 之 宇迦 
諸 忍 之 神 狹命十 世 孫 兄 多毛 比 命 兒伊狹 知 
直、 定賜國 造 

而 して 兄 多毛 比 以下を 胸 刺條に 移す が爲 
に、 兄 多毛 比 命の みは 重複して 兩方 に 出 
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づる 事と なり、 更に 先 邪 志 國造條 に 「定 
賜國造」の四字を補ひしものにて、宜 
しく无 邪 志 國造條 の 「定 賜國 造」 ょり 次 
條 「兄 多毛 比 命」 迄の 十八 字を 删除 すべ 
きなり。 

3 兄 多毛 比と 伊狹知 兄 多毛 比 命には、 
國 造本紀 に 據れ ば、 伊狹知 直の 外に、 大 
豳國直 (菊 麻國 造祖) 、大八 木 足 尼 S 岐 
國造祖 )、 穴 倭 古 命 (大 島國造 祖〕 等の 子 あ 
9 て、 何れも 成務 朝、 國造に 補せられ た 
れば 、其の 父なる 兄 多毛 比 命は、 それょ 
り 計算し、 景行朝 あたりの 人 かと 思は る。 
故に 高 橋 氏 文、 景' 行 帝 東國巡 狩め 際に 見 
ゆる 「無 邪 志 國造上 祖大 多毛 比」 とは、 
此の 兄 多毛 比に 舛なら ざるべ し。 同書に 
「大足 彥忍代 別 ( 景行〕 天皇 五十 三年 冬 十 
月、 上總國 安房 浮 島 営に 到リ 、天皇* 葛铹 
野に 行幸して 御 蔼し給 ふ矣 。大后 八 坂 媛 
は 借宮に 御 坐、 磐 鹿 六 獲 命 亦留り 侍る 云 
々。磐 鹿 六 獲 命 •無 邪 志 國 造上祖 大 多毛 
比、 知々 夫國 造上祖 天上 腹 天下 腹 人 等を 
喚び に 遣は して* 蹌を爲 る 云々」 と。 次に 
伊狹知 直は、 神 功紀 攝政 元年 條に 「亦稚 日 
戈 尊 •誨 へて 日 ふ、 吾は 活田長 峽國に 居ら 
むと 思 ふと。 因 リて海上五十狹茅をして 
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祭らし む 」とある五十狹茅と同人にて、 
海上を 氏と すれば、 此の 人は もと 海上な 
る 出 雲 氏より 分れし もの. と 思は る.。 海上 
には、 上海 上と 下 海上と 兩國 あれ ど、 國造 
本紀に 「上海 上國造 •志賀 高穴穗 朝、 天 
穗日命 八 世 孫 忍 立 化 多 比 命を 國造に 定め 
賜 ふ」。 又 「下 海上 國造 •輕 島豐 明朝 御世、 
上海 上 國造祖 孫 久都伎 直を 國造に 定め 賜 
ふ」. と ありて、 此の 國 造と 同族た る 也。 

.4 國造 家の 氏 姓 前述の 如く、 五十 狹茅 
は 一時 海上を 氏と せし 如き も、 これは 未 
だ 氏と 云 ふ 程の ものに あらず、 海上の 人 
と 云 ふ 意味より、 地名を 冠せ しに 過ぎ ざ 
るべ し。 後 武藏國 造と なりてよ リは 、他 
の 周 造と 同樣 、國 名なる 武藏を 氏と し、 
又 直を 姓と せし が 如し。 此の 國造 家の 直 

, 姓な りし 事は、 雄咯紀 十一 年條に 「武藏 
. 國直 丁」 と载 せ、 又 國造祖 を 伊 狹知 直と 擧 
げ 、猶ほ 此の 國造 家の 分家 (i 直、 物 部 
直、 大伴 直、 檜 前 舍人直 等〕 等の カバ ネが、 
凡へて直とあるによりて知るへし(武藏 
國直 丁とは、 武藏國 造の 丁の 意な 9)0 
5 治 所 此の 國 造の 治 所は 足 立 郡に 在リ 
しならん。 それは 其の 後裔 中の 宗族が 足 
立 郡に ありて、 中古に 至る も、 代々 國 造を 
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.稱 せし によ リて 知るべく >猶ほ 此の 國造 
後裔が 代々 郡頜を も 兼ねし により、 郡 中 
郡 家郷と 和名 抄 に 見 ゆる 地に 據り しゃ 疑 
ひなく、 溯って 古く 國 造の 治 所 も 此の 郡 
家鄕と 想像せ ら る。 而 して 郡 家鄕の 地は、 
新 編 風土記、 地理 志 料、 地名 辭書 等、 皆 
今の 大宮 附近の 地と 說 き、 その 大宮は 水 
川 神社の 鎭座 地な れ ば、 又以 って 國造治 
所の 此の 地な りし ー證 とすべき 也。 何と 
なれば、 氷 川 神社は 武藏國 造の 奉仕せ し 
宗 社に 外なら ざれば 也。 

6 ‘國 造系圖 拙著 武藏 に 『此の 武藏國 造 
家の 系圖は 氷 川 神社の 舊禰定 西 角 井家に 
ある、 それは 全部う そで もない が、 全部 
事實 とも 云へ ぬ。 種々 の傳說 を 取纏めて 
編輯した もので あらう、 參考 の爲に 次に 
載せよう。 

「天穗 日 命。 其の 子 天 夷 烏 命。 其の 子 出 
雲 建 子 命」 と あって、 「出 雲 建 子 命、 一名 
雠 玉 命、 一 各 伊勢 都彥 命， •始め 伊勢 國度 
會縣に 住み、 神武 天皇 御宇の 時、 東國に 
來る (これは 伊勢 風土記、 倭姬命 世 記、 
國 造本紀 等から 書いた もので あらう)。 其 
の子神狹命>ー名諸忍艮古命0其の子身 
狹耳 命。 其の 子 五十 根彥 命、 一名 高 眞 比 


古 命。 其の 子 天 速 古 命。 其の 子 天日 古 曾 
乃己呂 命。 其の 子 忍 兄 多毛 比 命、 一名 武多 
毛 比 命。 其の 子 若 伊志 治 命。 (こ i までは 
國 造本 紀や 姓氏 錄に ある 此の 氏族の 人名 
と 漏 作の 人名と を 併せて 綴つ たもの か〕。 
其の 子 兄 多毛 比 命、 一に 云 ふ、 大务毛 比 
命。 志實 高穴穗 朝の 御宇、 成務 天皇の 御 
時、 五 年 秋 九月、 先 邪 症 國造に 定め 賜 ふ 
矣 。足 立 郡 足立府 、亦 埼玉郡 笠 原鄕に 家 
居し、 此 時ょり 氷 川の 神の 祭主と して 神 
事を 行 ふ。 (こ X は 成務紀 や、 國 造本 紀の 
先 邪 志 國造條 並に 風土記 殘篇の 足 立國府 
の 事、 安閑 紀なる 笠 原 直の 事、 それから 氷 
川 神社の 傳說 等から 書いた ものら しい。 
古い ものとは 思へ ぬ)。 其の. 弟 こ 多毛 比 
命‘ 一に 云 ふ 弟 多氣彥 命、 同 朝に 相武國 
造に 定め 賜 ふ」 (此の 條は國 造本 紐、 相武 
國造條 を 種と して 作った もので、 兄弟の 
事は 事實と 思へ ■ぬ)。 

前述した やぅに、 國造は 兄 多毛 比 命の 子 
伊狹知 直からで あるのに、 唯无邪 志國造 
條のみ を參考 としたから" 系圖 •兄 多 
毛 比の 次には、 其の 子 武曾宿 禰を载 せた 
處など は 極めて f: 薄で ある。 武曾 宿！ 一の 
次には 「其の 子 宇 那毘足 尼。 其の 子筑磨 


(物 都 直祖 }、 弟 八 背 直 (應 神天鸟 ！ 御宇， 
膳大伴 部と し ■て 供奉、 故に 膳 大部 直 姓を 
覓 ふ」 など 見える が、 此の 宇 那毘足 尼 あ 
太りからは、 全然う そとは 思へ ぬ。 古風 土 
記の 類からで も 採った もので なから う 
か、 幾分 信用 出 來るや うな 氣 がする。 兄 
多毛 比 以下は 次， のや うで ある。 

兄 多毛 比 命丨武 曾宿禰 i 那毘足 尼— 筑 
磨 (物 部直祖 )、 弟 八 背 直 


— 牛 頭 直 丨押熊 直— 伊宜古 直. 
丨强頸 直 


I 馬 養 直丨筑 磨 直 丨綢執 直 

綢執 直の 子を 水上 萬呂と 云 ふ、 中古 初め 

の 人で あらぅ。 

膳大伴 部の 事は、 景行 .紀 五十 三年 條に 「故 
れ六 雁臣の 功を 美め て、 膳大伴 部を 賜 ふ」 
と载せ 、高 橋 氏 文に 「又 此の 行事は、 大 
伴立雙 びて 仕へ 奉るべき 物と 在れと 勅し 
て， 日 竪日橫 、陰 面 背面の 諸國 人を 割り 
移して、 大伴 部と 號 けて、 磐 鹿六蔼 命に 
賜 ひ、 又 諸の 氏人、 東方 諸國造 十二 氏の 
枕 子、 各 一人を 進めし めて、 平 次 比例 
給 ひて 依し 賜 ひき」 と ある。 此處 に國造 
と 云 ふのは、 國逄 本紀の 國造創 置の 年號 


を 信ずれば 追記と せねば ならぬ 。而 して 
此の 十二 氏の 内に 武藏國 造 家の あった 事 
は、 此の 時、 無 邪志國 造の 大 多毛 比が 來 
て 居る ので 明かで あらう 。さて かう 云 ふ 
事/が あった ので、 閼東 地方の 國造 族には 
大伴 直を 稱 して 居る のが 多い。 國 造本 紀 
には、阿波國造も大伴直大瀧を龃とすと 
あるし、 また 知 知 夫大伴 部と 云 ^ の も 見 
える ので わからう。 

この 景行 朝、 武藏國 造から 奉った 膳大伴 
部は 何と 云 ふ 人で あるか。 西 角 井 系圖に 
は 八 背 直が 膳大伴 部と なった のを 應神朝 
として 居る 處を 見る と、 まだ それ 以前に 

膳大伴 部に なった 人が ある 譯だ が、 それ 
はゎからぬ。しかしもし此等の場合、古 
ぃ傳へがなくて、書紀ゃ高橋氏文ゃ姓氏 
錄 をのみ 參考 として、 此の 文を 僞 作した 
ので あつたの なら、 こんな 處はち やん と 
景行 朝と して 居る に 違 ひがない 。それが 
應神 朝と して 居る 處を見 ると、 此の 國の 
風土記な どの 存 して 居る 時代に 作った の 
か、 又は冰 川 神社に 有力なる 記錄 が存し 
て 居た ので あらう。 弘仁ニ 年 九月 紀に 「先 
邪 志 直 膳大伴 部廣 勝」 と 云 ふ 人が ある、 
此の 時 定められた 膳大俘 部の 後裔に 違 ^ 
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ない。  ' . 

7 强頸 直系 圖に據 ると、 八 背 直には ニ 
人の子が あった。 長を 牛 頭 直、 次子を 强 
頸 直と 云っ た。 これは 他に 照し 合せる 史 
料がない から、 信爲の 程は わからぬ が、 
年代 丈は 符合して 居る。 强頸の 事は 仁德 
紐 十 年條に 見えて 居る。 その 要を 摘む と、 
此の 年 十月、 茨田 堤 (河内〕 を 築かれた 
が、 二箇所の 難所が あって 築： > て も、 す 
C こわれる。 其處で 天皇は 武 藏人强 頸と 
河内 人 茨田 連轸 子と に 云 ひっけて、 河 伯 

.'を 祭って 塞がせた。 强 頸は 何として もぅ 
まく ゆかぬ ので、 水に 投じて 死んだ ので、 
やっと っくる 事が 出來 た。 後世 此處 を强 
頸斷 間と 云 ふので あると。 思 ふに 上古に 
於ぃては、 國 造、 の 一族が 京に 上って 宮仕 
へを する のが 常で' あったから、 此等も そ 
© 一っと 思 はれる 。單 に武藏 人と あって 
姓氏の ない のは、， 國造 族で あるが 爲 であ 
らぅ。 (茨田 條參 照〕。 

8 支族 上述の 如く、 武藏國 造 家は 足 立 
郡 郡 家鄕 、今の 大宮の 地に 治 所を 置き、 
氷 川 神社に 奉仕し つ 》、 武藏 一國を 治め 
て 居た。 そして 繼體朝 あた リまで 徵す 
べき 史料がない けれど、 先づ 伊狹知 直の 
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直系 子孫が、 國造 職を 繼 承して 居たら し 
い。 その 間には、 此の 國造 家から 幾つ も 
の 分家、 別家が 生じた であらう。 此の 
分# 別家には 品 部の 部 八 刀 的 伴 造で ある 
爲に 、其の 品 部の 名稱を 氏と した 物 部 直 
や、 大伴 直、 それから 少し 後 だが、 檜 前 
舍人 直な ど 云 ふの も ある。 又 分家した 場 
所の 地名を 貴うた 笠 原 直な ど 云 ふ 類の も 
あった。 此等 は總べ て 本家なる 國造 家の 
分家で、 同族 だから 直を カバ ネ として 居 
るので ある。 かう 云 ふ 風に 國造 家から 分 
れた 氏々 にっいても 云 ひたい 事が 澤山あ 
るが、 それ 等は 各條で 述べょう。 
9國造職繼承戰安閑朝に至り、1の爭 
, 'il が 此の 國に 起った。 安閑 紀元 年條に / 「武 
藏國造 笠 原 直 使 主 •同族 小抨 と國 造を 相 
爭ふ (使 主、 小杵 、皆 名 也〕。 年を 經て決 
し 難き 也。 小杼 •性 阻に して 逆 あ 0、 心 
高く順なし、密に就：>て援を上毛野君小 
熊に 求め、 而 して 使 主を 殺さん と 謀る。 
使 主 •覺っ て 走り出で、 京に 詣っ て狀を 
言 ふ。 朝廷 臨斷 、使 主を以 って國 造と 爲 
し、 而 して 小 枰を誅 す。 國造使 主 •悚憙 • 
懷に交 ちて、 默已 する 能は ず。 謹んで 國 
家の 爲 に橫淳 、橘 花、 多 氷、 倉欉 の四處 
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の 屯 倉を 置き 奉る」 と ある。 記事は 簡 S 屬 
だが， 1、 武藏國 造 職を 持って 居た 武藏 
國造の 本家、 武藏直 家が 斷絕 した。 2、 
そこで 其の 近親になる 笠 原 直 使 主と、. 同 
族小杵 とが 本家を 繼が う、 軋 造 職を 得よ 
うと 爭ふ 、っまり 國造職 繼承戰 が 起った、 
と 云 ふ 事を 語って 居る。 

笠 原は 和名 抄に琦 玉 郡 笠原鄕 (加 佐 波 良) 
と 見 ゆる 地で、 今 笠 原 村が 殘 って 居る。 

笠 原 直 家は 武藏直 家から 分れて 此の 地に 
住み、 此の 地名を 氏と した ものである 0 
東鑑に 見 ゆる 武藏人 笠 原 平五賴 直を はじ 
め、 笠 原六郞 、笠 原十郞 親景な ど 何れも 
此 'の 後裔と 見て よから う。 小杵は 同族と 
あるの みで わからぬ が、 やは 9 武藏 直の 
分家で、 居住の •地名を 氏と して 居た もの 
と 思 ふ。 此の 國造職 繼承戰 は經年 決し 難 
しと あるの だから* 可な り 長く 續い たの 
である.。 二人の 內 、小 杵は小 賢い 男で あ 
ったと ^ え、 接を 上 毛 野 君 小 熊に 求め 使 

主を 殺さん と 謀った。 上 毛 野 君は 上野 國 
に 住み、 東國 の小國 を率ゐ 、蝦夷の 鎭定 
に 從 事して 居た 東國 第一の 大 豪族 だか 
ら 、小杵 は 此の 君 家に たよって、 其の 望 
を 遂げようと したので ある。 使 主 もさる 


もの •朝廷に 訴へて 小 杵を誅 した。 かく 
て. 使 主は 國造 職を 襲 ひ、 武藏 直とな った。 
其の御禮と云ふ譯で「四處屯倉— » っまり 
廣大な る 土地を 朝廷に 献 じたので ある。- 
10 四處屯 倉橫葶 屯 倉は 所在 明白で な 
い、 恐く は橫 見の 訛 W、 後の 橫見 郡で あ 
らぅ。 或は 云 ふ橫淳 は橫 野に て、 今 南 多 
摩 郡なる 橫山 地方なら むと。 次に 橘 花 屯 
倉とは 橘樹郡 の 地で ある。 同 郡 御宅 織と 
和名 抄 に 見える 地が、 その 屯 倉の 所在地 
であった に 違 ひない。 次に 多 氷 屯 倉の 氷 
は 恐らくは 末の 誤 寫で 、後の 多 摩 郡の 地 
であらぅ。次に倉樽屯倉の|は樹で、後の 

倉阖 部の 地で あらぅ。 

っまり 以上 四 屯 倉頜は 、いづれ も 中古に 
なつて、そのま \ 郡とせられたものであ 
る。 その内、 橫淳を 除けば、 他は 皆 西南 
部に 存在して 居る。 その上、 荏 原 郡に も 
御田 鄕 (屯田の 遺跡) が あるから、 笠 原 
直 使 主が 國造 職を 贏ち 得た 御禮 として、 
國の 西南 部 一 帶廣大 なる 地域を 擧げて 朝 
廷に 献上した 事が 察 しられる。 而 して 中 
世國 街が、 その内なる 多 摩 郡に ある 事を 
併せ 考へ •たなら、 此の 國の國 府も屯 倉官 
廳か ら發 達した ものである 事が わから 


以上の 外、 琦玉郡 大田鄕 •また 入 間郡大 
宅鄕の 如き も、 屯 倉 領と緣 故の ある 地名 
である、 それ 等に も 多少 朝廷 直轄 領があ 
ったので あらう。 又 高 橋 氏 文に 見 ゆる 「武 
藏國 知々 夫 大伴部 上 祖三宅 連 意 宇」 と 云 
ふの も、 屯 倉 官廳の 役人であった 事ょり 
起つ た 氏名で ある。 

11 物 部 連 姓の 武藏國 造 安閑 朝 以後、 武 
藏國 造の 尊は 暫く 物に 見えぬ。 恐らく 笠 
原 直 使 主の 子孫が、 その 職を 繼 承して 居 
たので あらう。 それから 凡そ 五六 十 年た 
った 推 古 朝に、 物 部 連 兄 麿と 云 ふ 人が あ 
る。 太子 傳曆に 「舎 人物 部 連 兄 麿、 性 • 
道心 あり、 常に以 って 齋食 、後に 優 婆 塞 
と爲 0、 常に 友 右に 侍し、 癸已 年、 武藏 
國 造を 賜 ふ」 と载っ て 居る ので、 此の頃、 
武藏國 造の 系統が 變り 、出# 臣族か ら物 
部 氏族に 移った ので あらう と 云 ふ 人 も あ 
る0しかし私は、これもやはリ出雲族で 
國造 家の 一族と 考へて 居る。 出 雲 臣族武 
藏國 造の 一族に 物 部 氏の ある 事は、 神 護 
景雲 ニ 年紀に 「武 藏國 人間 郡の 人物 部 直 
廣成が 入 間宿禰 姓を 賜 はって 居る」 事な 
どで 容易く 說明が 出来る。 一體 、當 時の 


舍 人は 多く 地方 豪族の 子弟から 採用され 
た。 それは 丁度、 地方 豪族、 の 狼が 妥 女と 
なる のに 似て 居る。 此の 兄 麿 も武藏 から 
上京して 太子の 舍人 となった ものである 
らしい 。しかし 此處に 一っの 疑問が ある、 

. それは 兄 麿の 姓が 太子 傳曆に 連と あっ 
て、 この 武藏國 造の 一族なる •物 部 直とは 
ヵバ ネが 違って 居る 事で ある。 一 體物部 
連は 全 國の物 部を 總領 する 伴 造で、 武藏 
の 物 部 直は 武藏ー 國の物 部の みを 支配し 
て 居た。 同じく 物 部 圑體の 首領で も廣狹 
の 差が あり、 又 系統が まるで 違 ふ、 そこ 
で 物 部 連と 沄 ふ ものを 物 部 直と ー緖に は 
出來ぬ 。けれど 此の 兄 麿が 待に 武藏國 造 
に 任ぜられた のから 考へ ると、 物 部 連の 
系統では なく、 どぅしても 物 部 直* っま 
リ 出雲臣 族、 武藏國 造 家の 一族と 思は れ 
るで-はないか。さぅ云ふ風に考へる4、 
この 連と あるのは 直の 誤り か、 又は 太子 
の舍 人と 云 ふので、 直 姓から 特に 連 姓を 
賜は ったの かも 知れない。 けれど 後 借武 
藏に物 部 連が なく、 物 部 直の み 存在す る 
ので、後說は抹用出來なぃから、此の連 
は. 直の 誤りで あらう と 云は ねばならぬ 0 
此の 氏 も 前の 笠 原 直と 同樣、 武藏國 造の 
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1族だが、やはり支流でぁる。前に本流 
が絕 えたので 一族 笠 原 直が 繼 ぎ、 更に 今 
度又此の物部直が太子化ぉ蔭で國造職を 
得た。 此の 國造 家は 斯樣に 度々 氏が 變っ 
て居る、けれど .> もふを探れば皆出雲臣 
族なる 兄 多毛 比 命の 後裔に 外ならぬ。 此 
CO- 後、 又變 って 同族 大部 直に 國造 職が 移 
る、 それは いつ 頃から かわからぬ が、 恐 
らく 中古に なつてから であらぅ』 ど。 

12 大伴直 姓の 武藏國 造 上述の 如く、 當 

國造は 本宗 早く 絕 え、 安閑 朝、 支族 笠 原 
直 入りて 國造 職を 得た U しが、 一度 養子 
せる 家が 之を 屢々 綠返 すが 如く、 笠 原 直 
ょり 繼ぎし 國造家 も 程なく 絕 えて、 椎古 
朝、 同じく 國造 家の 支族なる 物 部 直 •國造 
職を 得たり。 然れ ども 又 長久なる を 得ず、 
その後、 又も 大伴部 直 家と 交替せ るを 見 
るな り。 その 交替の 何時 代なる かは 明白 
なら ざれ ど、 神 護 景雲 元年 十二月 紀に 「武 
藏國足 立 郡 人外 從五 位下 大部 直不 破麻呂 
等 六 人に、 姓を 武藏宿 福と 賜 ふ」 と 載せ、 
又 「外從 五位 下 武藏宿 禰不 破麻呂 を武藏 
國々 造と 爲 す」 と あるを 以 つて、 大伴部 
直の 此の 國々， 造と なりし は、 此の 時なる 
が 如し。 勿論 續紀 の任國 造の 記事は、 そ 


の 人に つきて 云へ るに て、 その 氏ょり 云 
へば 初 任に あらざる を 例と す。 近き 例を 
以て 云へ ば 1 不 破麻呂 の 後を 承け たる 弟 
總の 如き も、 國史に 「武藏 宿 禰弟總 を國 
造と 爲 す」' _ と 見 ゆ。 され ど 次に 述ぶ るが 
_ 如く、 大伴 直の 興隆は 此の 時に して、 特 
に 武藏宿 福 姓を 賜 ひし 等の 事を 思へ ば、 
诋 の 氏の 任國 造は 恐らく 此の 時が 初めな 
らん か 0 

此の 大伴直 も •亦舊 武藏國 造の 一族に し 
て、 角 井 系圖に 據れば 八 背 直ょり 出づ。 
不被 麿は 足 立 郡 司 古 麿の 子に L て、 其の 
女釆女 家 刀自の 功に ょリ 、代々 六 位 以上 
進ま ざ 9 し 家 なれ ど、 特に 外從五 下に 進 
み、 遂に 前述の 如く 武藏 宿禰 姓を 賜 ひ、 
又 當國々 造と なりし なり。 家 刀自は 初め 
釆 女たり しが、 籠を 得て 掌 典と なり、 典 
掃を 兼ぬ。 從四 位下に 進みて 卒せり。 即ち 
延曆六 年 四月 紀に 「武藏 國足立 郡釆女 掌 
典 兼 典 掃從四 位下 武藏宿 漏 家 刀自 •卒す」 
と 見 ゆ。 四 位は 當時に 於いて 被 格の 立身 
也。 この 氏の 興隆 •此の 女の 功に 始まる 
と 云は ざるべ からず。 不被 麻呂の 子に し 
て、 家 刀自の 弟を 弟 總と云 ふ、 延曆七 年 
六月 紀に 「外從 六 位下 武藏宿 禰弟總 に 外 


從五以 下を 授 く、 貢献を 以て 也」 と 見 ゆ。 
次いで 父に 繼ぎ國 造と なれり、 事は 類聚 
國史第 十九、 神祇 部國 造の 部に 「延曆 十 
四 年 十二月 戊 寅、 武藏國 .足 立郡大 頜外從 
五位 下 武藏宿 禰弟總 を國 造と 爲 す」 と 見 
ゆ。 この 以後、 國 造の 記事な し、 唯弟總 
の 後裔 相嗣 ぎて 足 立 郡 司と なりたる を 知 
るの み。 その 事、 後に 云 ふべ し。 

13 无邪志 直 光 邪 志國造 家の 氏 姓 也。 第 
四 項を 見ょ。 

14 武藏 村主吳 族に しそ、 靈 異記卷 下の 
.三十に 「紀伊 國名草 郡 云々、 武藏村 主 多 
利 丸」 なる 者 あり。 牟佐村 主に 同じ かる 
べし。 

15 武藏宿 禰武藏 國造族 大部 直の 後 也。 
第 十二 項 V 詳か 也。 また 大同 類聚 方卷五 
十六に 「武藏 宿 禰不被 麿」 など、 皆 此の 
國 造の 族裔 也。 

16 國 造の 直 胤 系圖に 據れ ば、 第 六項綢 
執 直の 男 氷 上 麿は、 足 立 郡 司 大領外 正 六 
位 上と 載せたり 。これは 中古の 初めの 人 
にて、 郡の 大頜 となりし は 此の 人が 初め 
なるべし。 され ど 此の 氏は これょ 0 前、 
恐らく 武藏直 斷絕 後、 氷 川 神社を 奉齋 し、 
又 郡 政に も携 9 し 家と 思は る。 卽ち 武藏 


直斷絕 後、 笠 原 直 •國造 職と なりし も此 
の 地へ 移らず して、 埼玉郡 笠 原鄕に .て國 
政を 執り、 物 部 直 •國 造の 際 も、 その も 
との 土地 入 間 郡に 届り しもの か。 

氷 上萬呂 の 子 道 足、 その子 古 IT 代々 足 
立 郡 司に して、 古 麿の 子 不被麿 に 至り、 
前述の 如く 武藏 宿禰 姓を 賜 ひ、 且つ 武藏 
國造に任ぜられ、猶ほ代々六位以上に登 
らざリ しに、 此の 人に 至り、. 外從 五位 下 
に 上れり。 不破磨 の 子に 家 刀自、 弟總ぁ 
y て、 系圖 には 弟總を 家 刀自の 弟と す。 
兩 人の 事は 前に 云へ り。 弟總の 後、 その 
子武總 •大領 、その子 國雄 •少領 、その 
子武澤 •擬 大領 、その子 武成 •大頜 、卽 
ち 父子 相繼い で 足 立郡領 たり。 その後は 
「弟總 . 


丨武總 -T- 國 雄丨武 澤—武 成— 武芝 


丨稻麿 


丨 知 雄- r rll 男 
厂數雄 
丨久雄 丨久富 
丨 山男 


I 松 男 

武成の子武芝は足立郡吊判官代たり。將 
門 記に 「足 立 郡 司 判官 代 武藏武 芝」 と 記 
し、 「年来 公務に 恪 勤し、 譽 ありて 謗な 


し、 治 郡の 名 頗る 國內に 聽え 、撫育の 方 • 
普く 民家に 在り。 代々 の國宰 •郡 中の 缺 
貢を 求めず、 住々 刺史 •更に 期に 違 ふの 譴 
責な し」 と 見 ゆ、 以 つて 其の 家の 勢力の 
大な るを 知 ^ べし。 然る K 武藏權 守 興 世 
王 •武藏 守 百濟貞 連に 先 だち て入瓿 せん 
とする や、 武芝は 「權守 •正 任の 未だ 到 
らざ るに 入部す るは 先例に 反す」 とて 爭 
ひ、 遂に 興 性 王の 爲襲擊 さる。 時に 平將 
門 •下總 にあり て 之を 聞き、 仲裁せ んと 
して 入國 せし が、 武宠の 後陣 •故な くし 
て、 介源經 基の 營所 を圍み し爲 、計らず 
も闊 東の 大亂 となれ り。 武 宏 の 事は 系圖 
に「郡苛判官代。承平八年ニ月、國司守 
興 ft 王 •介 源經 基と 不和 爭 論す。 此の 事 
に 依りて 郡 家を 退いて 氷 上 祭事に 預ら 
ず」 と 見 ゆ。 其の 女 •社務を 相承し 武 
藏介菅 原 正 好の 妻と な リ 、营原 朝臣 正範 

，を 産む。 而 して 正 範 •外祖父 武茏の 跡を 
繼ぎ 、氷 川 社務 司と なれり。 其の 子を' 足 
立 郡 司行範 と 云 ふ。 もし 然 らば、 血 系、、 
れ ょり 营原乓 に 移る か。 なほ 足 立條を 
見ょ。 

U 平家 方 武藏氏 源平 盛衰 記卷 四十 ニに 
武 藏三鄭 左 衞門尉 有國を 载せー また 「左 j 


衞、 門有國 とは 武藏 三郞 左衞門 也」 と 見え、 
平家物語 •橋 合 戰條に 「武 藏三郞 左衞門 
有國 、云々」 と。 

18 武藏 の在廳 官東鑑 、治 承 四 年 十月 條 
.に 「武藏 國諸雜 事 等、 在廳莒 人、 並に 諸 郡 

、司 等に 仰せて 沙汰 致さし むべき 間、 云々」 
と。 而 して 「留守 所 總檢校 職 河 越 重 員」 (嘉 
.祿ニ 年 四月 十日 條〕 、「目 代ニ郞 兵 衞尉雅 
忠」 (貞應 ニ 年 六月 十二 日條〕 、「留守 代 岩 
原經 直」 ( 寬喜三 年 四月 條〕 、「在 廳 日奉實 
直、 同日 奉廣 持、 同 物部宗 光」 ( 寬喜 三年 
條〕 等 見 ゆ。 又總社 神官の 內 、佐 野、 鹿 
島田、中會寺、田村の四家を古くょり廳 
官と稱 す。 

19 * 條武藏 家 鎌倉時代、 當 國は將 軍 知 
行の 國なリ しを 以 つて、 別に 守護を 置か 
ず、 主として 執權 北條 氏， •國 守に 任ぜら 
れ て、 當國を 制御す。 之を 系圖に 顯せば 
左の 如し。 

時 政 J 


義時 T 泰時 丨 時 氏 T 經時 


承久元 
十一 任 
響 仁 元 

四辭 


寬元 元、 七 任 
Q 年 四 剃髪 

— 時 賴丨宗 政 

建示三. 

六 任 

弘安四 八 剃 


ムサ シ 


ムサ シ 


ムサ シ 


芫九九 


ムサ シ 


ムサ シ 


ムサ シ 


六 000 


丨重 時- 


-長  時— 義宗— 久時丨 守 時 

襃 元元  武藏守 嘉元ニ 元 應元任 
七 任 六任  _ 元 
弘長ニ  德治ニ八鹡 
こ復任  ニ辭 
文 永 元 
七 剃 

丨義政 

文 永 十 
七 任 
建 治 三 


丨政 村丨時 村— 爲時 丨頫時 

弘安 1 德治ニ 
八 任 ニ 任 

« 元 ニ 匿 元 

六 ®- 十 |1- 

厂 實 泰—實 時丨實 村— 顯時丨 貞顯丨 

正 和 
元 任 


-▲㈣ 


承 元元 
正 任 
建 保 五 
十ニ痛 


- 時 房 n-f 直 —— 宣 時—宗 宣— 惟貞 

罾仁元 四 任 文 永 四 武藏守 
寬 元 元 七 倍 六 任 十 
寛元四《還任七辟 
康 元元 七 辭 

丨時廣 

W 治 元三 任 
正裹ニ正罷 

而 して 尊卑 分脈に 「泰 時— 時實 (武藏 ニ 
部〕」 と载せ 、又 摩 久記卷 四に 武藏の 太 部 
時 氏、 卷 六に 武藏 太郞時 氏 (一に 駿河次 
邸)、 むさし の 前司義 氏を 擧げ 、又 太平 記 
卷十に 武藏左 近 大夫將 監時名 •見 ゆ。 東 
鏗な るは 第三 十三 項を 見よ。 

又博多 -0 記に武藏四郞殿を载せ、また元 
弘の 際、 探題たり し英 時は 武藏 修理 亮英 
時と 鎭西 引げ 等に 見 ゆ。 


20 中臣姓 中臣氏 系譜に 「祭主 輔經の 弟 
泉七郞 助 俊 輔— 惟俊 (號武 藏三郞 大夫〕 丨 
俊 親、 弟 仲 俊 C 武藏 ニ郞 ) 丨 仲 章、 弟 俊 
隆 丨 康隆 J と 見 ゆ。 

21 小 野 姓 橫山黨 小 野 系圖に 「隆 泰—義 
隆 ( 武藏大 夫、 橫山大 夫と 號す 〕」 と あり。 
その他は 橫山條 を 見よ。 

22 高 階 姓 高 階 系圖に 「高師 直 (武藏 守) 
丨師夏 (武藏 五郎)」 と 見え、 又 太平 記卷 
二十 六に 武 藏五郞 を载 せたり。 

23 淸和 源氏 大內氏 族 尊卑 分脈に 「大內 
義信 丨隆信 ( 武藏ニ 郞〕 j と 載せ、 諸家 系. 
圖纂 にも 同樣見 ゆ。 平貿 、大內 等の 條參 
照。  / 

24 藤 原 南 家 伊東 氏族 寬永 系圖に 「もと 
■氏 井と 稱す J と 載せ、 寬政 呈譜に 「エ藤 
祐 次の ニ 男 助 信より 十七 代 氏 井 左 衞門佐 
成 助が 男 氏 井 武藏某 (伊勢 國多氣 死) の 
子 長門吉 正、 孫 之丞の 兄弟、 家康 Q 命に 
よ 9. て、 武藏を 氏と す」 と 見 ゆ。 家紋 細 

輸の內 揚羽蝶 •丸に ニ 引。 「吉正 (治 部大 
夫、 孫左衞 門。' 信 長、 後家 康に屬 し、 ニ 
百 五十石) 丨甚 五兵 衞 (吉 勝) 丨同吉 次： I 
と。 後 四百 五十石、 又 何れの 時 か 源氏に 
改 むと あリ 0 


25 桓武 平氏 溘谷 氏族 谧 谷太郞 光重の 長 
男を 武藏 權頭實 重と 云 ふ、 漉 谷條を 見よ 0 
26 淸和 源氏 武田 氏族 中興 系圖に 「武藏 • 
逸見 黑 源太淸 光の 男 甲 裴守時 信 •之^ I 


す」 と载 せた 


り 


O 


27 秀鄕流 藤 原 姓 甲斐 國東山 梨 郡 岩 手 
村、 西 保 下 村の 名 族な りと。 

28 藤 原 南 家武藏 公尋勝 ぁり、 中 川、 藤 

原等の條參照。 

29 宇都 宮氏族 宇都 宮系圖 に 「 景網 三男 
泰宗 •武藏 等 祖」 と 見 ゆ。 

30 武 藏七黨 平安 末期 以来、 當國 武士に 
七黨の 名 ぁり。 七 黨系圖 に は 「橫 山、 猪 

股、 野與 、村 山、 西、 丹、 兒玉 J の 七つ 
を 載せ たれ ど、 武家 職號は 「丹 治、 兒 玉、 
猪 股、 私 市、 西 野、 橫 山、 都 築」 の 七つ 
を武 藏七黨 とし、 書 言字考 節用集は、 武 
藏七黨 として 「丹 治、 私 市 •兒 玉、 猪 股、 
西 野、 橫 山、 村 山」 を數 へ、 內 藤氏は 何 
に 操られし か、 「丹、 兒 玉* 猪 股 •橫 山、 

私 (キ サイ)、 平 山、 淸 (キヨ ハラ〕」 を 七 
黨 とせられたり。 

右の 內 、丹 治は 丹黨に して、 西掛 は西黨 
なれば、 前者には 野與 、村 山な く、 私 
市、 都 築の ニが 入り、 次なる は 野與な く 


して私市 « 入飞、後者の淸は下野淸黨か。 
猶ほ塬 平 盛衰 記、 太平 記 等は 後述の 如く、 
明白に 七 黨を數 へ ざれ ど、 七黨と 同列に 
種々 の 黨を竝 ぶる を旯れ ば、 必ずしも 七 
の 字に な. じむべき にあらず。 思 ふに 或る 
時尤 、有力な 七つを 以つて 七黨と 名付け 
しが、 其の後、 盛衰 ありて 他に 榮 えし 者 
を 之に 加へ、 衰へ しは 之を 省きし か o か 
くて時代にょりて -» その名違へど、同時 
でと 雖も 必ず， P も 確定せ しに あら ざり し 
ならん。 從つて 今日 何れを 是 とし、 何れ 
* を 非と する を 得ざる 也。， 

太平 記卷 十に 「武藏 の 七黨を 七 手に なす」 
と载 せ、 また 三十 一には 「兒 玉黨 には 淺 
羽、 四方 田、 庄 •櫻 井、 若兒 玉、 丹の 黨 
には 安保 信 濃 守* 子息 修理 亮 、舎弟 六部 
左衞 T5 、 加 治豐後 守、 同 丹 內左衞 門、 勑 
使 河原 丹 七 部、 西黨 、東黨 、熊 谷 •大 田、 
平 山" 私 市、 村 山、 橫 山、 猪 俣黨」 と 見 
ゅ。 溯って 源平 盛衰 記卷 十七に 「武藏 に 
は 云々、 黨には 金子、 村 山、 山 ロ、 露黨、 
兒 玉、 橫 山、 野與黨 、綴黨 等を 始めと し 

て 云々 j と。 又 二十 ニには 「二十 七日の 
小 坪 軍の 後、 中 一日 ありて、 二十 九日の 
早朝、 河 越 又太郎 、江 戶太郎 、島山 庄司次 


郎等 大將 軍と して、 金子、 村 山、 山ロ黨 
兒 玉、 橫 山、 丹黨 、をし、 綴黨を 始めと し 
て、 三千 餘騎 衣笠の 城へ 發 向す。 追手は 
河 越、 搦手は 畠 山、 二手に 分けて 推 寄せ 
つ \ 、時の音三箇度合せてためらふ」な 
ど 多くを 载せ たリ 0 

下って 小 田 原 記には 「武 藏國に 七黨 有り、 
丹 黨は宣 化 天皇の 末、 丹 治の 姓、 青木、 
勅使 河原、 安保 •是な り。 橫 山、 猪俣黨 
は敏達 天皇の 末、 小 野 姓。 萩 野、 岡邊、 
橫山 •是な り。 兒玉黨 は 在 道に て、 本庄、 
倉貿野 •是な り。 私 黨は私 市 姓、 河原、 
久下 •是な そ其の外は大方亡びて今は 
なし」 と o 

31 大和の 武藏氏 慈 明 院順國 配下の 士に 
武藏多 門 •見 ゅ。 

32 久下 氏族 系圖に 「舒明 天皇 皇子 磯部 
親王後撒久下上總介武尾^7犓守武末|滿 
重. (武藏 藏人大 夫、 山城 前 司、 實は多 田 
滿仲四 男) 丨三 郎武 行— 次郞基 直— 基實 
(武藏 九 郞)」 など 見 ゅ。 久下 、山川 等の 
條參 照。 

33 東鑑 Q 武藏氏 但し 武藏 守を 含む。 東 
鑑卷ニ (死) に 武藏 權守義 基、 ニ、 五、 
六、 九、 十二、 十三、 十四、 十八に 武藏 

ムサ シ 


守義信—三七武藏守知章’ニ十フニ十 
五 ': 四十に 武 藏太郞 時 氏、 ニ 十四に' 武藏 
守親廣 、ニ 十五、 四十 八に 武藏前 司義氏 、 
三十、 三十 三、 四十、 四十 一、 四十 ニ、 
四十 四、 四十 五、 四十 六、 四十 八、 四十 
九、 五十、 五十一に 武 藏守靱 直 •三十 七 
(死〕 に武 藏守經 時、 三十 八、 三十 九、 四 
十二.、 五十一に 武 藏太郞 朝 房、 三十 九、 
四十 六に 武藏 四郎實 時、 三十 九、 四. 十七 
に 武藏次 郎賴泰 ，四十、 四十 一、 四十 ニ、 
四十 一一 一、 四十 五、 四. 十七に 武 藏四郞 時 仲、 
四十 一、 四十 三、 四十 五、 四十 八、 四十 
九、 五十、 五十一に 武藏 五郎 時忠 、四十 
三に 武藏守 時 直、 四十 四、 四十 八、 四十 
九、 五十、 五十一に 武 藏八郞 賴直 、四十 
八、 四十 九に 武藏 犮近大 夫將監 、四十 八、 
四十 九に 武癩左 近大夫 將監時 仲、 四十 七、 
四十 九、 五十 K 武藏前 司 朝 直、. 五十に 武 
藏九郞 靱貞 、五十二に 武 藏五郞 宣時等 見 
ゆ。 多くは 第 十九 項 北 條氏の 族 也。 

34 武藏坊 有名なる 武藏坊 辦慶は 熊 野 別 
當湛增 ( 辨 正〕 の 子と 傳へ 、幼名 鬼 若 丸 
と 云 ふ。 因幡 志、 智頭郡 三 田 中 村條に 「イ 
タ 御前の 墓、 辨慶の 墓、 辨慶は 道隆 公の 
氏族” 熊 野の 住 侶、 辨正 (田邊 雞鬪權 現 


ム サシ  六 00 一 


ムサ シ 


ムサ シ I ムサ シ / 


ムサ シ/ —— ムシ 力 


ムシハタームシフ  藝| 


Q 別當 也" 一名 堪增〕 の 一男 子 也。 麴正 
は 那智 S 別 當敎眞 の 五男に て、 母は 六條 
判官 爲義 .の 女 也」 と 見 ゆ o クマノ 條參 照。 
下って 大塔宮 従者に も武藏 房ぁリ て、 太 
平記卷 五に 「岡 本 三 河 房* 武藏 房」 など 
見 ゆ。 

35 雜载 その他、 文 安' 十 中 御番帳 に r ニ 
番 •武藏 遠 江 守 J 載せ、 又 刀鍛冶に 武藏 
太郞 安國 (延一 條參 照〕、 美 作 東北 條郡三 
輪庄 三輪 正大 宮大 明神稞 札に 武藏 安右衞 
門淸次 、成 田 系圖に 武藏 守基忠 •見 ゆ。 
無 邪 志 ムザシ 前條に 併せ 云へ り。 

胸 刺 ムサ シ 同上" 

武刺ム サシ 同上。 

八道 ム サシ 日用 重寶記 に 此 Q 訓見ゆ 0 
武藏島 ムサシ ジマ 

武藏野 ムサ シメ 大和、 武藏 等に 此の 地 
名 t。  、 

无邪志 直膳大 伴部ム ザシ ノア タへカ 
シ ハオ ホ トモべ ォホ トモ 條を 見ょ。 弘仁 

ニ 年 九月 紀に 「出 羽 國人少 初 位下 无邪志 直 
瞎大 伴部廣 勝」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 こは 當國々 
造の 一族に して、 膳大伴 部と なりし よ y 起 
れる 氏名 也。 當國 f て大 伴と 云へ ば、 膳大 
伴の 事と わかれ ど、 他國に 出ヴれ ば大伴 連 


部 曲なる 大伴 部と 紛ふ恐 あるが 故に、 特に 
膳大伴 部と 稱 し、 且つ 武藏直 族なる を 表は 
せる 者なる べし。 思 ふに 此の 氏は、 もと 當 
國 より 出で、 蜈夷 征伐 等の 關係に て 出 羽に 
移リ しなら む。 

武藏國 直 丁 ムサ シメ クニ / アタへ ノ ョ 

ボ P 雄略紀 十一 年條に 見 ゅ。 武藏國 造の 
丁 (ョボ 知)、 卽ち部 曲 也。 、 

武藏秩 父 ムサ シメ チチブ 

〇 武藏秩 父 國造思 兼 命の 裔也 。チ チブ 
條を 見よ。 

武藏屋 ムサ シ ヤ武藏 等に 存 すと ぞ。 

牟佐吳 ムサ メクレ 大和 牟佐の 地に 在り 
し吳人 也。 

〇 芈 佐 吳公吳 族に して、 身狹村 主の 族 
ならん。 姓氏 錄 、未定 雜姓 、攝津 の 部に 
「牟 佐吳 公。 吳國 王子 靑海 王の 後て へ 
り、 見えず」 と载 せた るは、 大^^ 狹 より 
移りし か。 又當國 武庫 郡に 見 佐 村 あり、 
見 佐は 牟 佐の 訛 か。 見 佐 神社 あり。 

身 狹屯倉 田 部 ムサ/、 ミヤ ケ メタべ， 

1 大身 狹屯倉 田 部 職業 部の 一也、 タペ 
條を 見よ。 

2 小身狹 屯 倉 田 部 同上。 

蟲鹿  ムシ 力 日向に 虫 鹿の 迪あ り。 


虫幡 ムシ ハタ 下總國 海上 郡 (香 取 郡〕 虫 
'蟠邑 ょり 起る。 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に して、 
千 葉 支族 系圖 に r 木 內下總 守 胤 朝— 六 郞氏 
胤 (號 虫幡) 1 


1 丨胤淸 -p 祐 胤. 

六郎 

丨圓 

少貳房 

丨胤光 


小 六 邸 
良淸 


胤贞义 六 
丨祐 '閏大 夫 & 聞 架 

丨胤顯 M A 


- 盛 胤- J-ICC liL — ui. /B J{n^ e? ^i ilg 


六郎 四郎 


四郎 ニ郞 小六郎 


I 胤久 

S 

1 丨靜 胤- r-圓 祐大謹 a 

i I 樂 ill 辨庳師 

/ 

I 胤次 丨 胤義 — 胤成 彌 丸®  . 

六 郎太郡 又 次郞 

虫幡氏 の 宅 址を今 要害と 呼び、 同族 池 田 氏 
の 宅 址を今 殿 城と 呼ぶ、 共に 松林たり (郡 
志 )o  . 

虫 生 ムシフ近江.に虫生庄、その他、信 
濃 等に 此の 地名 あり。 

1 佐々 木 氏族 近江國 虫生庄 ょり 起り、 
佐々 木 系圖に 「井 八郞 行久 丨信實 (號虫 
生 次 郞)」 と あ 5 ょり 出づ 。その 男に 「遠 
江 房 道 意、 七郞 光實 、上野 房 行 意」、 又 
道 意の 男に. n 一郎、 三郎行 遠、 四郞 入道 
正意、 八郎」 等 見 ゆ。 


2 若狹の 虫 生 氏 百合 文書 •源平 兩家祗 
■候 輩 交 名 (建久 七) に 虫 生五郞 賴 基を 載 

せた SSO 

3 豐 前の 虫 生 氏 宇佐 大鏡に 「田 河 郡 起 
請 田 云々、 虫 生稻光 •定 三十 五町」 と。 

武者 ムシ ャ 

1 有 道 姓 兒玉黨 の 1に して、 七 黨系圖 
に 「平 武者 行 弘丨行 綱 C 武者、 一に 武者 
三部〕— 義成 (四〕— 成 行 (三) 丨行貞 (ニ 
左)」 と。 又 行 綱の 弟 「行成 (武者 五〕— 直 
行 ( 片 山 太)」 と あり。 大濱 •鳥 方、 大 類、 
片山 等の 條參 照。  A 
2 淸和 源氏 佐 竹 氏族 諸家 系 圖纂に 「$r 
舜 1C 武奢〕 義元 (诩郞、宇留野家を繼 <'' )」 

と 見 ゆ。 

3 藤 原 姓 武者 讃岐滿 貞は 信 濃 國佐久 郡 
大澤 城に 住す。 その 男 「右京 正 安 (信 支 
に 仕 ふ〕 丨右衞 門尉滿 安 (信 支、 勝賴に 仕 
へ、 後家 康に屬 す〕— 櫂 右門 衞 安貞 C 內藏 
勁)— 小右衞 門宗貞 丨 權次郞 貞恒」 と (寛 
政 系譜)。 家紋 •丸に 曲尺、 丸に 花菱、 
輪 貫。 

4 越後の 武者 氏 當國の 豪族に， して、 天 
正 0- 頃、新發田因幡守方の將に武者善兵 
衞尉 •あり。 蒲 原 服 乘足城 (新渴 市) に 


據る 。同 十三 年 .1 藤 田 能 登 守に 陪ら る。 

5 淸和源 氏 土屋 氏族 武者 家 (福 島縣荒 
濱 町) 系譜に 「一色 公 深 丨範氏 丨範 光— 詮 
範—詮 貞丨金 丸範次 (長男：}— 藤 直 (長男) 
丨藤次 (長男〕— 土屋 虎義 (次男〕— 土屋惣 
藏 (五男。 惣藏に ニ子 あ P、 長は 忠 直、 

次は， 武者 第二 代 主計 介の 妻 竹姬 也。 主 
計 介は 養子に して、 相 馬 郡 釣師濱 ょり 來 
る〕— 武者 主計 介 (竹 姬の 許へ 入夫、 卽ち 
武者 家 第二 代を 嗣ぐ 。武者の 武は 、惣藏 の 
主君 武田勝 賴 公の 姓 字を 附け たりと〕— 
物心 九郎 —德 右衞門 丨 您右衞 門 丨 惣十郎 — 
幸 右衛門 J 平十郞 丨 惣右衞 門— 惣 右衛門 
— 平十郞 — 您十郞 丨 您 藏」 と。 

現今 十八 代 也とぞ 。 

6 雜载 その他、. 東鑑卷 十に 武者 次郞 • 
見 ゆ。 

武舍 ムシ ヤ 嘣 條に 同じ、 信 濃 等に 存す 0 

武捨 ムシ ヤ 同上。 

武者 小路 ムシ ヤ コウ チ 堂上 家の 稱號 

也 • ° 

1藤原*家日野家流尊卑分脈に「柳原 
權 大納言 資明丨 權中納 言 敬 光 (武者 小路) 
—權 大納言 賢 浚丨權 大納言 隆先 (後 宗〕丨 
同資 * 丨同緣光(本種光).！從五位下資 


茂， 1- と载せ た 90 

“ 藤原牝 家 閑院家 流三條 西實條 ニ 男 侍 
從公 種を- 祖 とす。 其の 子 「權 大納言 嘴 隆 
(刑 部 大輔實 信 男、 淮 大臣)— 公野 丨實岳 
— 公 陰丨實 純— 公隆— 實建丨 公香 丨實世 
丨 公共」 にして、 德川 時代、 家領百 六十 
石、後百三十石(明治ニ百五十四石〕。邸 
は 寺 町 御靈 前。 寺廬 山寺。 外樣 。明治 子 
爵" 


武 # 
rr^u 

vs 


鍵 _ 


武者 所 ムシ ヤド n 口 職名を 稱號 とせし 
にて、 東鏗卷 五に 武者 所宗 親。 見 ゅ。 

席內 ムシロゥチ 和名 抄 、筑前 國宗像 郡 
に 席内鄕 を载 せて、 牟之路 宇 知と 註す。 

席 田 ムシ ロ ダ 美 濃 國に席 田 郡 ぁり、 和 
名抄に 無之呂 太と 註し、 又 筑前國 席 田 郡に 
は 牟志呂 多と訓 ず。 

1 席 田 君任那 族に して、 靈龜 元年 七月. 
紀に 「尾 張國 人外 從八位 上席 田君邇 近、 
及び 新羅 人 七十 四 家を、 美 濃國に 貫して、 
始めて 席 田 郡を 建つ 焉 」 と 見 ゅ。 賀羅條 
參 照、 . 

2 大藏 氏族 前項とは 別にて、 筑前席 田 


ム シフ ムシ ヤ 


ムシ ヤ I ムシ ヤ n 


ムシ ヤ n —— ムシ a ^ s g 


ムシ ロマ I ム ソ タニ 


郡ょり 起り、 大蔵 系圖に 「岩 門少卿 種 直 
丨種生 (一名 種 雄、 席 田次郎 、號秋 月〕」 
と 見え、 又 中興 系圖 にも あり。 

筵 間 ムシ ロマ 東鏗卷 七に 莛 間三郞 •見 
ゅ。 

人 首 ムス 日用 重寶 記に 此の 訓 •見 ゆ。 

武 曾ムソ 

丨淸和 源氏 尊卑 分脈に 「義 家— 義親丨 
伊勢 守宗淸 丨信政 (武曾 冠者)」 と あり。 
2 越 前の 武曾氏 三 州 志、 加 賀國江 沼 郡 
津葉 域條に 「一書に 荻 生 堡を载 す。 その 
傳に云 ふ、 大聖 寺 城 山の 後口に ありと 也。 
然れど も 今 之を 聞く に、 大聖 寺 城とは 別 
K: て、 稻 荷山續 きの 由、 今は 倦 迹も. なき 
由 也。 弘治 元年、 越 前の 士武曾 深 町 •荻 
生に 陣する こと、 七國 志に 見 ゆれば、 堡 
迹と云ひじは、此の陣跋にても有りしか」 
と 0 

六十 谷ム y ダニ 紀伊 p 名 草 郡 六十 谷邑 

ょり 起る。 正應ニ 年の 湯淺 黨結番 次第に 「十 

番 、他 門、 六十 谷， 紀伊濱 」 と载せ % 六十 

谷彥. 七定尙 は、 建武 元年 飯 盛 山に 籠る。 又 

同 ニ 年 二月の 湯淺 木本 新左衞 門尉宗 元の 軍 

忠状に 「紀伊 張本人 六十 谷 彥七定 尙を討 取 
る | と o 
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山 ハ 田 ムタ 大和に 此の 地名 存 す。 又 出 羽 
村 山 郡の 豪族に 存 し、 天童 家 八舘の 一也、 
天童 條を 見ょ。 

牟田 ムダ 

1 藤 原中關 白流筑 前 國三溏 郡の 豪族に 
.して、 牢田邑 ょり 起る。 西牟 田家々 老 也？ 
欠 森元嘉 筆記に 「蛭 池 村は 西芈田 初代 弟 
牟田筑 前 守 家 村 •代々 の 居舘也 J と。 一 
に 守 家に 作る。 寳治ニ 年 九月 十三 日 文書 
に 「建 保 三年 (蒲 原)、 家職 郞從家 村 男、 
名主 職 競 望、 云々」 と。 また 開基 帳に 牟 
田筑前 殿を 多く 载せ たり。 頜主附 には 門 
戶‘ の士 として 此の 氏を 擧 ぐ。 

2 雜载 そ 6 他、 武藏 等に 存 す。 
務臺ム ダィ 

牟田 ロ ム ダグ チ武藏 、攝津 、肥 前 等に 
此の 氏存 す。 

牟田部 ムタべ 肥 前の 豪族に して、 松 浦 
系圖 •庶流 者に 敬む。 

夢中 ムチウ 江戶 の小說 家に 寐言 先生 夢 
中 夢 助 (天明〕 あり。 

鞭 木 ム .チキ 備中の 名 族に して、 尾 崎 系 
譜等に 見 ゆ。 

陸 奥 ムツ ミチ ノク 陸 奥 國は和 名抄に 
三 知 乃 於久と 註す。 養老 ニ 年、 その 南部を 
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割きて、 石 城、 石 背の ニ國を 置きし 事 ある 
も、 神義 中、 これを 廢 し、 爾來 、白 河、 菊 
多 以北、 數十 郡の 總稱た y" 明治 元年 十二 
月に 至り、 磐 城へ 岩 代、 陸 前、 陸 中、 陸 奥 
の 五國に 分た る。 

1 陸 奥 大國造 中古の 國造に して、 丸 子 
連の 後なる 道 島島 足 •始めて 任ぜら る 0 
神 護 景雲 元年 十二月 紀に 「正 四 位 上 道 島 
宿禰島 足を 陸奧 國大國 造と 爲し 、從四 位 
上 道 島 宿禰三 山を 國萆 と爲 ず」 と あリ。 
道 島" 丸 子等の 條參 照。 

2 陸 奥國造 百濟 族に して、 大同 類緊方 
卷五 十九に 「聖武 天皇 元年 八月、 陸奧國 
國造ー 敬 福 乃 生 浦、 云々」 と 見 ^ 

3 陸 奧國造 倭漢救 上 氏の 族に して、 坂 
上 系圖に 「駒 子 直 第三 子 弓 束 直 (陸 奥國 
造〕 J と 載せた 9。 坂 上條參 照。 

4 睦奥國 造 丸 子 氏の 族 也、 第一 項を 見. 

ょ。 以上 皆 中古の 國造也 0 
5 上 毛 野 陸 奥 公 毛 野 氏の 族、 吉彌侯 部 
の 裔に して、’ 神 護 景雲 元年 七月 紐に 「陸 
奧國 宇多 郡 人外 正 六 位 上 勳十等 吉彌侯 部 
石 麻呂に 、姓を 上 毛 野 陸 奥 公と 賜 ふ」. と 
载せ 、また 同 三年 三月 紐に 「陸 奥國 宇多 
郡人外正六位下吉彌侯部文知に、姓を上 


毛 野 陸 奥 公と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 ま-た 延曆十 
五 年 十 ■二月 紀に 「陸 奥國 人外少 初 位下 吉 
彌侯部 善麻呂 等 十二 人に、 姓を 上 毛 野 陸 
奧 公と 賜 ふ」 など あり。 

6 丈 部窗の 上 毛 野 陸奥鴒 承 和 七 年 三月 
紀に 「陸 奥國瑯 磨 郡 大頜外 正 八 位 上勳八 
等 丈 部 人 麿の 戶一烟 に、 姓を 上 毛 野 陸 奥 
公と 賜 ふ」 と 見 ゆ。  ' 

7 越 前の 上 毛 野 陸奧公 第五 項 氏の 族 
か。 類聚 國史卷 八十 五に 「天 長 七 年 云々、 
越 前 國正税 三百 束、 鎌 一千 廷 を、 (欠字) 
國鹿 (欠字〕 保噏 道を 作りし 百姓 •上 毛 野 
睦奥公 (欠字〕 山に 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

8 下 毛 野 陸 奧公第 六 項と 同樣 、丈 部の 
窗にして、承和_七年ニ月紀に「睦奥國柴 
田 郡 云々、 同 崴人丈 部 繼成等 二十 六 人に、 
姓を 下 毛 野 陸 奥 公と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

9 陸奥臣 阿倍 氏 ^ 族裔に して、 承 和 十 
五 年 五月 紀に 「陸 奧國 伊具 郡 麻 績鄕戶 主 
磐 城 圑擬主 帳 陸 奥臣善 福」 あり、. 阿倍 陸 
奥 臣を賜 ふ。 

10 標 葉の 阿倍 陸奥臣 檩葉臣 、及び 同 郡 
丈 部の 裔 也。 次 項を 見よ、 又 神 護 景雲 三 
年 三月 紀に 「陸 奥 國標葉 郡 人 正 六 位 上 丈 
部 賢 例 努等十 人に、 姓を 阿倍 陸 奧臣と 賜 


ふ」 と 見 ゆ。 

11 磐 城の 阿倍 陸 奥 臣承和 十五 年 五月 記 
に「陸奥國磐城圑擬少毅陸奥丈部臣 « 島、 

- 權主政 外從七 位下 丈 部 本 成、 標葉 郡擬少 
領陸奥 標葉臣 高 生、 云々 に、 姓を 阿倍 陸 
奥 臣と藤 ふ」 と 見 ゆ。 

12 白 河の 阿倍 陸 奥 臣承和 十五 年 五月 組 
に 「陸 奥 國白河 郡 大頜外 正 七 位 上 奈須直 
赤 龍 云々 等に、 姓を 阿倍 陸 奥 臣と賜 ふ」 と 
見ゅ 0 - 

13 岩 代の 阿倍 陸奧臣 同上 紀に r 磐瀨郡 
櫂 大領外 從七位 上 勳九等 丈部宗 成、 信 夫 
郡； 主 帳 大田部 月麻呂 、云々 に、 姓を 阿倍 
陸 奧臣と 賜 ふ」 と载 せ、 また 貞觀 十二 年 
十二月 紀に 「陸 奧國 安積 郡 人 矢 田 部 今繼、 
丈 部 淸吉等 十七 人に、 姓を 阿倍 陸 奧臣と 
賜 ふ」 と 見 ゆ。 

14 伊具、 紫 田、 色 麻 等の 阿倍 陸 奧臣承 
和 七 年 二月 紀に 「陸 奥 國柴田 郡 權大領 丈 
部豐 主、 伊具 郡 擬大毅 陸 奥眞成 等の 戶ニ 
烟に 、姓を 阿倍 陸 奥 臣と賜 ふ」 と 載せ、 ま 
た 同 八 年！； 一月 紀に 「陸 奥 國柴山 郡 權大領 
外 從六位 下 勳七等 阿倍 陸 奥臣豐 主に 外從 
五位 下を 借授 す」 と。 また 承 和 十五 年 五 
月紀に 「陸 奥國 伊具 郡麻績 鄕戶主 磐城圑 


癡主帳 陸 奧臣善 福、 色 麻 郡少領 外 正 七 位 
上勳八 等 同姓 千繼 等の 八烟に 、姓を 阿倍 
陸奥 &. と賜ふ」かど载せたリ。 

15 無尸の陸奥氏承和七年ニ月紀に「伊 
具 郡 擬大毅 陸奥眞 成」 を载せ 、阿倍 陸 奥 
S 姓を 賜 ふと。 

16 陸 奥 阿倍 氏族 以下は 多く 陸 奥 守たり 
X 者の 裔 、父祖の 職名を 稱號 とせし に始 
まる。 小 松 重 助の 子助賴 •陸 奥と 稱 す。 

17 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「義家 C 陸 奥守リ 
—義時 (陸 奥 五耶〕、 其の 弟義隆 (陸 奥 六 
郞) J と 載せ、 また 保 元 物語に 陸 奥の 四郞 
(爲義の前名)、平治物語に陸奥六雛義隆 
(毛 利 冠者)、 義朝の 叔父 陸奧六 郞義隆 等 
多く、 又 諸家 系 圖纂に 「義時 •陸 奥六郞 
左衞門 尉」 と 見 ゆ。 

18 , 同上 賴親流 尊卑 分脈に 「賴親 i 賴房 
— 賴浚 (陸 奥 守〕— 賴景 (陸 奥 六 郞〕 丨惟風 
(陸 奧彌 六、 本 惟光、 賴風の 子と 爲る〕 — 
賴明 (同 太 郎) 、弟 賴韋 (一所 匀當 、陸 奥 
彌太郞 〕」 と あり。 愛子 條參 照。 

19 同上 滿政流 和 田 系 ® に 「經基 丨滿正 
(前 陸奧守 〕 丨忠國 (陸 奥 三 郞〕」 と 見 ゆ。 

20 同上足利流中興系 11 に -1' 陸奥、淸和. 
左 馬 權頭國 氏* ニ 本 松 住 •孫 滿泰 •之を 
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稱 す」 と あり。 

21 安達 氏族 尊卑 分脈に 「秋 田 城 介泰盛 
(陸 奥 守) 丨 同宗 景 丨貞泰 (陸 奥 太 郞)」 と 
見 ゆ。  一 

22 大友氏族大友系圖に「親能—親家 '® 
奥 太. 部， 號門 司、 姓 藤 原)」 と 見 ゆ。 

23 桓武 平氏 北條 氏族 時 政の 後に て、 實 
泰を祖 とす。 要するに 鎌 #- 時代、 北條ー 
門の 陸 奥 守と な リし 人の子 孫 •父祖の 受 
領 を稱號 とせし にて、 其の 數 多く、 建 治 
ニ 年 井上 信 願申狀 に、 陸 奥 左 近將監 殿、 
又 梅 松 論に 陸 奥 右 馬 之 助， 又 楠 木 合戦 注 
文に 「大和 道、 大將軍 陸 奥 右馬助 殿、 軍 
奉行 エ藤二 郞右衞 門 尉 高景」 など 皆 此の 
族 也。  ， 

又 東鑑卷 二十、 三十 一に 陸 奥 太 郞實 時* 
二十 三に 陸 奥次郞 '朝 時、 二十 四に 陸 奥 三 
耶 •二十 五に 陸 奥六郞 有 時、 二十 六、 ニ 
十七、 二十 八、 二十 九に 陸奧 五郎、 二十 
六、 四十 四、 四十 六、 四十 八 2 陸 奥 六部、 
二十 六、 二十 七、 四十に 陸 奥四郞 政 時、 
三十、 三十 一に 陸 奥式邰 大夫政 村、 三十 
一、 三十 一 -: 三十 三、 三十 四‘ 三十 五、 
四十、 四十 八に 陸 奥 七 郎時尙 、景 時、 三 
十二に 陸 奥 五郎太 郞、 t 一一  十三、 三十 四、 


ムツ 


三十五、三十六、三十 /\ 、三十九、四十 
一、 四十 ニ、 四十 三、 四十 五に 陸 奥 掃 部 
助實 時、 四十、 四十 ニ、 四十 九に 陸 奥 左 
近大夫 將監長 明* 四十、 四十 一 •、四十 ニ、- 
四十 四に 陸奥彌 四郞時 茂、 四十 ニ、 四十 
三、 四十 四、 四十 六、 四十 七、 四十 八に 
陸 奧七郞 業 時、 四十 ニに 陸 奥 守 重 時、 四 
十一 一、 四十 六に 陸奧 彌四郞 時 氏、 四十 六、 
四十 七、 四十 八に 陸 奥六耶 義 政、 四 十三、 
时 十五に 陸 奥 孫四郞 時 茂、 四十 七に 陸 奥 
三郎時 村、 四十 九、 五十に 陸 奥 左近大 夫' 
將監義 政、 五十に 陸 奧左近 大夫胧 監 義宗、 
五十一、 五十二に 陸 奥 十 郞忠時 •等 多し。 

又 太平 記卷 六に 陸 奥 右馬助、 卷十に 陸 奥 
左近將 監時英 、陸 奥 右馬助 家 時、 陸 奥 式 
部 大輔高 朝 等 見 ゅ。 

24 馬場 流 東鑑卷 三十 ニに 馬場 陸 奧_ 
助實 時を 载せ たり。 

25 陸 奥伯紀 州 家々 臣 陸奥宗 光は、 舊名 
伊達 陽 之 助 •幕末 明治 功多く、 伯爵を 授 
けらる。 その 男廣吉 也」 

26 雜载 東鑑卷 六に 陸 奥 守 秀衡 •卷 五に 
陸 奥 冠者 賴隆等 見 ゅ。 ' 

道 奥 ムツ ミチ ノオク 前條に 同じ。 

0 ムツ ムツ ビ 


ムツ —— ムツ カタ B Q 六 


六 ムツ  ロ ク條を 見よ。 

丄ハ井 ムツ 4 美 濃國胍 田 郡 六 井村 よリ起 
る。 新撰 志に 「六 井 氏。 六 井太郞 康忠は 土 
岐左 京大 夫賴猛 S 弟、 大桑駿 河 守賴 名の 辱 
男にて、當村に住办しよし、土岐系 11 に見 
えたり」 と C 

六 鶴 ムツ ウ 豐前に 此の 氏 ぁ 

丄ハ 浦 ムツ ウラ ムツ ラ 武藏國 久良岐 郡 

、六 浦庄 より 起る。 稱名寺 文書の 內 、文 永 十 
年 四月 二日の 狀に •「六 浦庄设 戶堤內 人 海 殺 
主 事 云々」、 正慶 元年 ニ甩 十六 日武 藏守貞 
時文 書に 「武 藏國 六浦庄 富田鄕 云々」、 正 平 
二十 六 年 二月 二十 七日 •及び 應永 三十 一年 
同 三十 ニ 年 等の 文書に 「六 浦庄内 釜 里 谷」 と 
見ぇ、 東鑑に 六 浦三郞 、同 平藏、 词六 耶、 
同 七郞な どを 載せたり、 六 浦の 名 族たり し 
ならん C 

その他、 京 極 殿 給 帳に r 三百 石 六 浦谰 左衞 
門 •百 五 拾 石 六 浦 長 右衞門 r また 堀 尾 山 域 
守給帳に「五&石六浦兵太夫、三百石六浦權 
左衞 門」 等 見 ゅ。 

六 嘉 ムツ 力 o クカ條 を 見よ。 

六 笠 ムツ カサ  ム .カサ 條を見 よ。 

六方 ムツ カタ 池 田 支 藩 番頭 用人、 棚 倉 
小 笠 原 藩 助役 等に 此の 氏 ぁりと ぞ。 


上 ハ 川 ムツ 力 ハ'  ムヵ  ハ 條を 見よ。 

六 木ム ッキ 

上 ハ 座 ムッ クラ 和名拽 、相 摸國 愛甲 郡に 

六座鄕 を 收 む。 

六 車 ムック ル マ D クシ  ャ條を 見よ。 

六 栗 ムック リ 三 河に 此の 地名 あり。 

上 ハ 崎 ムッ ザキ 下總國 印 幡郡六 崎よ y 起 
る： 千 葉 系圖に 【胤 正 — 胤 朝 (六 崎 六 IP 〕 丨 
某 (六 畸兵衞 尉〕 丨某 (兵 衞太郞 〕J と载 せ、 
小金 本土 寺 過去帳に 「六 崎將監 •應永 二十 
九 四月、 六 崎 兵 庫朗傳 •文 安四 十月、 六畸 
三郞 *文明五五月、六畸帶刀妙月入道 .#. 文 
明 五六 月、 六畸 朗壽 入道 •文明 十九 六月、 
高 田」 等を 載せ、 又 千 葉 家臣に 六畸 八郞左 
衞門尉 •見 ゅ。 

六 田 ムッ ダ ムダ條 を 見よ。 

陸 田 ムッ ダ 

1 紀姓紀 氏 系圖に 「稹下 能 望— 成 忠 (高 
藤 刑 部大 夫〕 丨悛連 (陸 田六郞 兵衞) 」 と载 
せ、 中興 系圖に 「陸 田、 紀-高 藤 刑部大 

輔成忠 男、 六郎兵 衞尉後 連 •之を 稱 す」 
と 見 ゅ 0 

2 筑 後の 陸 田 氏 高 良 山 永 祿檢地 帳に 陸 
田 式部、 同 治部丞 等を 載せた リ。 

六 名 ム ツナ 和名 抄 、三 河 國額田 郡に 六 


石鄕 あり、 六 名の 誤に て、 六 名村存 す。 

陸 奥 安達 ムツ ノア ダ チ ミチ / ク メア 
ダ チ 

〇 陸 奥 安達 連 高麗 族 也、 ァダチ 條を見 

上 0 

n 奧石原 ムツ メイ シ ハラ ミチ ノク メ 
イシ ハラ 

〇 陸 奥 石 原 連 嘏夷族 也、 ィシ ハ デ 條を 

見よ。 

陸 奥 磐 井 ムツメ'イハヰ ミチ ノクノ イ 

〇 陸 奧磐井 臣缎夷 族 也、 ィハ斗 條を見 

上 0 

道 奥 石 城 ムツノイハキ ミチ / クノイ 
ハキ 

〇_ 道奧石 城國造 二流 あり、 ィハ キ條を 
見よ。 

S1 奧 « 瀬 ムツ ノイ ハセ ミチ メタ メイ 

ハセ 

〇 陸 奥 磐 瀨臣凡 河内 氏の 族 也、 ィハセ 
條を 見よ。 

陸 奥 ® 夷 ムッメェド ミチ / クノ  HF 

種族名14して、齊明紀に見ぇ、又和銅三年 
紀に 「陸 奥 蝦夷 等、 君 姓を 賜 ひ •編 戶を同 
じう せんと 請 ふ 者は、 之を 許せ」 と あり 0 


エド 條參 照々 

陸 奧小倉 ムツ ノヲグ ラ ミチ メク ノヲ 

グラ 

〇 陸 奧小倉 連 嘏夷族 也、 ヲグラ 條を見 
ょ 0 . 

陸奧 i 思 薩 ムツ ノ才 サツ ミチ メクノ オ 
サッ 

〇 陸 奥意 薩連缎 夷 族な り、 意 薩條を 見 

上 0 

道 奥 菊 多 ムツ メキ クタ ミチ ノク メキ 
クタ 

〇 道 奥 菊 多國造 凡河內 氏の 族 也、 キク 
タ li を ^ よ o 

陸 奧標葉 今 ソメ シメ ハミ チメク メシ 

メハ 

〇 陸 奥 標葉臣 阿倍 氏の 族 也、 シハ メ條 
を 見よ。 

陸奧白 河 ムツ メシラ 力 ハ ミチ ノクノ 
シラ 力 ハ 

〇 陸 奥 白 河 連 高麗 族 也、 シラ 力 ハ 條を 
見よ。 

陸 奥 甘 同 城 ムツ メタ カギ ミチ メク メタ 
カギ 

.〇 陸 奥 高城臣 蝦夷 族 也、 タカギ 條を" 見 


ムツ 力 ハ — ムツ ナ ムツ ノア —— ムツメエ  ムツ ノオ —— ム.ツノタ_七 


ムツ / 


ムトウ 


ム トウ 


ムトウ 


六 00 八 


陸 奥 丈 部 ムッ ノハ セッ 力べ ミチ ノク 
ノ ハセ ツカべ 

〇 陸奥丈 部臣阿 倍 氏の 族 也、 ハセ ッヵ 
べ條を 見よ 0 

六部 ムツべ ム トリべ 條を 見よ。 

陸路 ムツ ロ 日用 重寳 記に 此の 訓見 ゅ。 

無 律呂 ムッ □ 

六 呂木 ムツロギ 大神 姓に して、 伊勢 國 
.飯 高 郡 六 呂木邑 より 起り、 六 呂木 城に 據る。 
4fc 畠 家臣 也。 赤埔 系圖に 「因幡 守景 安— 國 
定 (伊勢 六呂木 住、 六 呂木帶 刀〕」 と 見 ゅ。 

武土  ムト常 陸の 豪族、 小野畸 氏 四 天の 
一也。 

武藤 ム トウ 武者 所たり し 藤 原 氏の 意な 
りと 云 ひ、 又武 藏の籐 原たり しより 起る と 
云 ふ も ぁ®'。 

丨 藤 原 北 家 成 田 氏族 こは 武藏國 の 藤 原 
氏の 意に て、 成囝 系圖に 「謙德 公孫 武藏 
守基忠 丨宣直 ( 騎西郡 司〕 丨家忠 (武 藤大 
夫、 藏人大 夫〕」 と 載せたり。 子孫 •幡 羅、 
成 田、 別府 等の 條を 見よ。 

2 藤 原 南 家相 良 氏族 相 良 系圖に 「維 幾 
丨爲憲 —爲時 丨時賴 丨中將 時文、 弟 維 
雄 ( 武藤ェ 藤〕」 と 見 ゆ。 武藏ェ 藤 か。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 近 藤氏 族 武者听 たりし 


ょり 起る。 尊卑 分脈に 「秀鄕 五 舟 孫 近 藤 
太 脩 行— 左 衞門尉 行 景丨島 田 權守景 親丨 
武者 所景賴 (島 田ニ郞 、近 藤 武者〕— 賴平 
(號武 藤、 大藏丞 、武者 所、 猶子、 武者 
所た るに 依り、 武 藤と 號す 云々？ ■賴兼 子 
也。 武藤 慊仗賴 氏の 後胤 也。 賴氏は 賴義 
朝臣 副將 軍と 爲 り、 將軍慊 仗 也〕 —— ； 


豊前守 
小摄 


費 前 守 筑後守 筑後守 
少卿少 « 小 卿 小0 
浮 恵 崇恵  妙 恵 


丨盛資 

筑前守 

I 賴茂 —景賴 —賴泰 

II 門 尉大宰 1 威 


i si if  _丨護 丨 1 

筑 BO- 守 
«/ 面 守 

m 

法名覺 彿 

—賴高 

x- 齋 

ー_ 

左 衞門尉 

i 宗平 

京都 守護 

と载せ 、賴 平は 一に 「武 藏國 住人、 武藤 
大 內藏丞 法名 覺智 」 と载 せ、 その 男武藤 • 
小 次 郞資賴 と あり。 

また 少贰 系圖に 「長家 (正 二位、 櫂大納 
言、 康平七 年 十一月 九日 薨 、年 六十、 號 

御子 左〕— 長賴 (尾 張 守、 長家 ニ 男、 武者 
所た るに 依り 武 藤と 稱す〕 I 丨 賴氏 (若狹 
守-永 保 中、 源義家 •鎭 東將 軍の 節 刀を 
帶びて、陸奧國の賊を钷す。賴氏.官符 
を 佩びて、. 將 軍の 儒 仗と 爲り 之に 從 ふ。 


因って 武藤慊 仗と 稱す〕 丨賴家 (天 仁 元 
年、 源義親 •罪 ぁって 誅せら る、 賴家 • 
緣の爲 坐 せらる； > I 賴兼 c 小 三部、 大藏 
丞ノ 左衞門 尉)— 賴平 C 大藏丞 、建 久六年 
公文所の 司と 爲る〕 丨資賴 (少 贰祖 )、 弟 
氏 平 (左 衞門少 尉)、 弟宗平 C 刑 部丞) 」 


-o 


また 武 藤系圖 には 「道 長— 長家 (御子 左 
大納言) 丨長賴 (左 中將 軍、 尾 張 守、 號 
武藤中 帳) 丨賴氏 (武 藤、 若 狭* 武藏國 
戶政 御被傳 知行、 仍って 當國に 居住す〕 
丨賴家 (源義 親に 奉公 致す に 依りて、 承 
和 年中 討たれ 畢ん ぬ) 丨賴兼 (新 中納言 
知 盛 卿の 募、 永久 ニ 年、 太宰少 貳に 任ぜ 
られ 畢んぬ 〕 1 女子 C 知 盛 卿 北方、 武藏 
守 平 知 章. 母〕、 弟賴平 (號 大藏大 夫、 關東 
政所 執事 云々、 セゥ 一一 條參 照〕— 賴忠 (武 
藤太郞 )、 弟 資賴」 と 見 ゅ。 

また 筑 紫系圖 には 「長賴 C 武 藤中將 、武 
藏國 下向、 武藏國 戶塚鄕 を 知行、 以っ 
て武州 に 居 9、 初めて 武 藤と 號す〕 —賴 
氏 C 武藤檢 校、 八幡 殿 •奥州の 凶徒を 追 
討の 時、 檢 校と 爲リて 供奉、 此の 時、 寄 
掛の 旗を 賜 ひて 戰功を 袖ん じ、 爾 來寄掛 
を以 って 家紋と 爲す〕 —賴家 (任 對馬 守、 


天 仁 元年 正月、 主源義 親と 共に 伏誅 ) I 
賴兼 (太 宰少戴 、永久 ニ 年 任職〕 丨賴平 
C 武藤 大藏大 夫、 法名 覺 知、 新 中 納言知 
盛 卿 •武 藏國守 職と 爲る 時、 監 代と 爲リ 
て 彼の 國に 居る。 其の後、 源 賴朝卿 •武 
藏國府 にて 義兵を 擧げら る 時、 早速 參 
陣 、其の 指す 所は 相 傳の寄 掛の旗 也。 賴 
朝 卿 •深 感 ありて、 闊東 武者 所に 補し、 
弓術 攻 手を以 つて、 闊東的 •初めて 賴平 
之を 勤む。 墓は 武州師 岡鄕に 在 9。 妹は 
中 納言知 盛 室 > 武藏守 知 章の 母〕 丨賴賢 
(監 物太郞 、元曆 元年、 明 石 浦 討死)、 •弟 
資賴 ( 武藤 小次郞 、太 宰少貳 、初めて 筑 
前國 に 下向、 法名 覺 傀、 平 知 盛に 屬 して 
一谷に 籠城す 。後に 虜と爲 9、 梶原平 三 
景時の 婿た るを 以つて 之を， 憑み、 謝罪、 
免許を 蒙る。 亦 射に 巧み 也 .0 文治 中、 賴 
朝 卿の 奥州 退治に 從ひ て、 西城戶 太郎國 
衡を 討取リ 、此の 賞と 爲 して、 建久 中、 九 
國 岩門少 卿 種 直の 跡 三千 七 百 町を 賜 ふ。 
是ょ 9 先、 奥州 大泉庄 を 賜， 5 P 之 S 賞ず。 
安貞 ニ 年 八月 二十 五日 卒 、六十 九 歳。 今 
按ずる に、 東鑑 、寬喜 四 年 八月 十三 日、 
筑後前 司資賴 入道 法名 是物 •鎭西 奉行を 
辭す 。彼の 狀 •去る ^ 到着。 今日 其の 沙 


汰ぁリ 、石 見左衞 門尉資 能を以 つて、 其 
の 替に 補せ らる 云々〕、 弟 氏 平 (同 左衞門 
尉 ' 大 泉と 號 し、 陸 奥國に 住す〕、 其の 
弟宗平 (同 刑部丞 、在京〕 丨賴安 (左衞 門 
尉) 丨資時 ( 吉 田四郞 左衞 門)」 と。 その 
他、 少貳 、大泉 等の 條參 照。 

4 氏人 東 鑑卷一 に 武 藤三郞 、五 I ' 九、 
十、 十五に 武藤小 次 耶資 朝、 八に 武藤 次、 
十一に 武藤ニ 郞資賴 、二十 ニ、 ニ 十三、 ニ 
十四に 武 藤左衞 門尉賴 茂、 三十、 三十 五、 
四十 六に 武藤左 近將監 、三十、 三十 ニ、 
三十 四-三十 五、 三十 七、 三十 八、 三十 
九、 四十、 四十 I、 四十 ニ、 四十 四に 武 
'藤 左衞門 尉景賴 、三十 一、 三十 四、 三十 
五に 武藤 左衞門 尉、 三十 六、 三十 八、 三 
十九に武藤四郎賴隆、三十八に武藤六郞、 
四十に 武 藤八郎 、四十、 四十 四に 武藤左 
衞門 尉廣賴 、四十 一に 武 藤四郞 、四十 '; 
四十 ニ、 四十 四、 四十 七に 武 藤次耶 兵衞 
尉朝泰 、四十 ニに 武 藤次郞 兵 衞賴景 、四 
十四に 武 藏七郞 兼賴 、四十 七、 四十 八、 
四十 九、 五十に 武藤 右近 將監賴 村、 四十 
七、 四十 八、 五十、 五十二に 武 藤ニ郞 左 
'衞門 尉賴泰 、四十 七， 四十 八、 四十 九* 
五十、 五十一に 武藤少 卿 景賴 、四十 九、 


五十二に 武藤 左衞門 尉賴泰 、五十二に 武 
藤 新 左 衞門尉 景泰等 見 ゆ。 

又 承 久記卷 一に、 むとぅ さ兔 もんょ y も 
ち、 卷ニに 判官 光季の 郞從武 藤 (一に 武 
志〕 ニ 郞 、卷 三に たけ 田六郞 の郞 等む と 
ぅ 新 五部 等 見 ゆ、 以下 各項に 在 リ。 

5 武藏 Q 武 藤氏 東鑑 、寬喜 四 年 二月 條 
に「 武藏國 六 所宮拜 殿破壞 、修理の 儀 あ 
り、 武藤 左衞門 尉資賴 * 之を 奉行す」 と。 
又 後世、 多 摩 郡 野津田 村に 武 藤氏 あり、 
後$1河井と改む。その他多し。 

6 駿河 の武 藤氏 益 頭 郡 神神 社 神主 家に 
武藤左 門 あり。 

7 遠 江の 武 藤氏 東 鑑治承 五年條 ，安田 
三郞 使者に 武藤 五と ある 者の 後裔な りと 
ぞ 。永祿 ニ 年の 今 川 義元天 営 裁許 狀に 「去 
る 丑年、 武藤刑 部 少輔の 申狀に 父 中 村 新 
左 衞門尉 云々」 と あ 9。 中 村條參 照。 又 
山 名 郡 (周 智〕 一宮 城 C 営 代 村〕、 眞田山 
郭は 、元 龜 年中、 當國目 代 武藤刑 部亟氏 
定 •武田 氏に 從ひ 、甲 州の 士卒を 招きて 
當城を 構 ふ。 時に 神主 鈴 木 豐前守 藤 原 重 
勝 •之を 德川 氏に 告げ、 その 命に よ y 、 元 
龜 三年 九月 二十 二日 本社を 燒 く。 天 正 元 
‘ 年、 武藤 (刑 部〕 氏定 •篠川 氏に 降る。 
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8 甲斐の 武 藤氏 東 鑑建久 五 年 八月 條に 
安田 義定の 伴 類 •武藤 五郎 ぁり (前項 參 
照)、 當國の 人 かと 云 ふ。 又元曆 元年 條、 
一條 次郞忠 賴の郞 等に 新 平 太、 同 甥武藤 
與ー •見え、 又承久 記に r 武田小 五郎 信 
政の 郎等 武藤新 五部を 擧 ぐ。 下って 信 支 

の 時、 阿 母 瑞雲 院 の 弟大 井三郞 左 衞門尉 
(大 井信 達の 六 男〕 をして、 武藤 氏を 繼が 
しむ。 紋 下り 藤 內 に割菱 。次 項參 照。 而 
して 八 代、 巨 摩 等に 此の 氏存 す。 

9 淸® 源氏 武田 氏族 甲 信ニ國 に存 す。 
武田 系圖に 「大 井次郞 信 達の 子三郞 左衞 
門信堯 ( 武藤 跡を 繼ぐ 、一代 歌人、 信濃國 
砥石 原に 於いて、 海 野、 村 上羲淸 と合戰 
討死、 時に 天文 十九 年 十月 朔〕— 竹 千代」 
と。 又鲁堯 の 弟 「常 知 (武藤 甚右衞 門〕」 

と 0 

10 滋野 姓眞田 安房 守昌 幸は 武藤 喜兵衞 
と稱 し、 後家を 嗣ぐ 。寘 田條を 見ょ。 

11 三 河の 武 藤氏 三才 圖會 K 「酒 投明 S、 
(神主 四 家〕、 武 藤氏」 と。 

12 尾 張の 武 藤氏 中島 郡 馬 寄 村の 士に武 
藤 惣左衞 門 (信 長に 仕 ふ)、 武藤掃 部 助 雄 
政 あり。 又 海 部 郡 大井村 村 君に 武藤 氏、 
又 織 田 家臣に 武藤氏 (細 川兩家 記)、 又 安 


西 軍 策に 武藤彌 兵衞 (信 長 方) 見 ゅ。 

13 美 濃の 武 藤氏 本巢郡 十七 條城 (船 木 
村〕 は、 延元中 土 岐賴貞 の 四 弟 (賴 遠の 
弟〕 船 木 三 郞賴 胤の 草創 也。 * 白田顯 家の 
東上す るや 、賴胤 •賴 遠に 從ひて 靑 野原に 
出で、 重傷を 賓ひ河 手 城に 退き、 曆應元 
年 五月 十一 日 遂に 卒す。 幼少の 子 あり、 其 
の 臣船田 某 •之を 養育して 十七 條に 住せ 
しが、 成長して 武藤 次郎藤 原賴實 と名乘 
る。 賴胤の 妻女 •武 藤氏の 姓なる 故、 母 
方の 氏と もい ふ。 後賴實 •近 江 鹽津 の合戰 
に 大敵を 引 請け、 武勇を 顯 して 討死す。 
其の 子武 藤七郞 、同 八左衞 門と て ありし 
が、 何國へ 行きけ るか 其の 先を 知らず (國 
井 氏) と。 

又 山縣郡 白 谷 城は 土岐 氏の 臣武 藤淡路 守 
住し、 後 長屋 若狹守 住すと。 又 新撰 志に 
「廣見 村 古 城址は 松 見 寺 山の 上に あり。 武 
藤淡路 守が すみし とい ひ傳へ たれ ど、 い 
つの 頃の 人 か、 今 定かなら ず」 と。 又高實 
村高賀神社祠官に武藤氏あり。 

14 近 江の 武 藤氏 蒲 生氏鄕 家臣に 武藤三 
郞右衞 門 あり。 

15 室町 幕臣 文 安 年中 御番 帳に 「二番 • 
武藤孫 三 郞」 を 載せ、 また 常 德院江 州 動 


座着到に「ニ番衆*武藤彌叫部」見ぇ、 
又見聞諸家紋に 


16 阿波の 武 藤氏 

三年 五月に 「村 
と 0 

17 伊豫の 武 藤氏 

兩 松吉」 と。 

18 筑 紫の 武 藤氏 

月十日のものに〔ニ番*武藤筑後前司」、 
嘉曆ニ 年の ものに 武 藤四耶 、武藏 修理 亮 
英 時の 代に r 『番 •武 藤四郞 」 など 見え、 
梅 松論卷 下に 武藤對 島 小 次 郞資賴 、武藤 
.豐前 治郞 、少貳 が 宗徒の 家人 饗 庭の 彈正 
左衞門 尉、 少貳が 一族、 武藤豐 前 次 郎等 
を擧 ぐ。 

又少貳 系圖に 「四 代 盛 經丨資 法 (少 貳但 
馬權 守、 法名 崇 賢) 丨武資 (河内 守〕— 貞 
法 (武藏 但馬權 守〕— 經稳 (左 近將監 )丨 經 
重 ( 武藤藏 人〕— 尙重 (刑 部少 輔〕 丨尙門 
( 筑紫 下野 守)」 と。 子孫 第三 十項參 照。 
乂宗氏 家譜に 「建久 年中、 武藤知 宗 •齋 
藤盛眞 をして 山 鹿莊に 居らし め、 御牧の 


付懸寄懸云 ^ ;? &$ 

武藤 左京亮 信用 
祖谷管 生 氏 文書、 建武 
武 .1 三 郞 入道 御 跡」 云々 

忽 那別兩 家に 「東武 藤、 

鎭西 引付、 永 仁 七 年 四 


事を 掌ら しむ」 と。 その他は 小 ノ貳條 を 見 
ょ。 又筑紫 系圖に 「城 小 次 1 郎顯 基丨賴 充 
(武藤 越 前 守、 康安 元年 七月 十九 日、 太宰 
府にて 討死 J と。 又 樋 ロ 系圖に 武藤善 兵 
衞 •見 ゆ。 

19 豐前豐 後の 武 氏 武 藤賴宗 入道 定 
西 •企 救 郡 吉田邑 を開發 し、 その 男賴村 

入道 崇觀 は、 元弘四 年 正月、 村內 八幡 以 
下 四 社へ 神 田を 寄進す。 又 後世、 豐 後の、 

儒者に 武藤 吉祥 (虎 蜂) I あり。 

20 肥 前の 武藤 氏少貳 賴尙の 四 男賴光 • 
武藤出 雲 守と 云 ひ、 その 男 出 雲 兵 部大輔 
賴資は 肥 前 櫛 田 社 大宮司 祖 たり。 又 朝日 
河内 守武資 の 男 •顯資 は 武藤越 前 守と 稱 
す。 子孫 •佐賀 藩、 及び 大村 藩に 存 し、 

又 後藤 家 事蹟、 又 八 郞從 屬の士 に武 藤氏 
見 ゆ。 少貳 。出 雲、 朝日 等の 條參 照。 

21 肥 後の 武 藤氏 小 代 文書、 建 武五年 六 
月に「武藤資時、？亚に菊池武重以下凶徒、 
云々」と »0 又倥田文書、觀應元年十ニ月 
の ものに 「武藤 對馬左 近將監 入道 跡 •內 
肥 後 國岩野 村」 と。 少 貳條參 照。 

22 美 作の 武藤氏 森 家臣に 武藤虎 蜂 •提 
寳山 流の 捕 術に 長ず。 又靑山 系圖. に武藤 
伊右衛門、 その 男 十兵衞 、八 右衛門 等 
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見え、 又 英田郡 平福邑 、勝 田 郡 福 力 村 等 
の 名 族た y と 0 

23 丹 後の 武 藤氏 太平 記卷 十九に 「丹 後 
國 住人 武藤 右京 進 政 清」 あり、* 畠顯家 
の 首を とり、 功を 以つて 佐 野莊を 賜 ふ。 
越 生、 佐 野 等の 條參 照。 

24 、， 若 狭の 武 藤氏 「武藤 上野 介 知行 所 •佐 
分利 七ヶ 村」 と载せ 大飯 r 佐 分 矛 村 石 
山城は 俗說に 國主武 田 信 賢の 臣武藤 上野 
介 友 益の 居れる 所と 云 ひ、 又 同 郡 本 所 村 
城は 武藤彥 左衞 門の 古城に して、 天 正 年 
中沒 落す と。 又大谷 山城は 三 松 村 大谷山 
にあり、 武藤 上野 介の 出城と 傳へ 、岡津 村 
海 坂 山城は 同上 武藤 氏の 出城 也。 

又武田 系圖に r 武藤 上野 介は、 殊 に 故屋 
形に 反して、 信 長の 爲に 一戰 し、 勝利な 
くして 退去す。 後瀨 山城 •是 より 後 滅亡」 
と あり。 武 田條參 照。 

25 : 一前の 武 藤氏 監物條 を 見よ。  , 

26 越後の 武 藤氏 甲 曾條を 見よ。 

27 會 津の武 藤氏 新 編 風土記、 耶麻郡 荻 
野村條 に 「館 迹 •武藤 出 雲 員 綱と 云 ふ 者 
住し、 天 正の 頃、 其の 子 右馬允 與綱 住せ 
リ J と。 又 舊家武 藤 平大夫 •此の 村の 肝 煎 
なり。 武藤出 雲 員 綱が 後裔な りと。 寬永 
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の 頃、 蔵人 某 •村長と な リ 、相績 いで 今 
の平大夫まで八毋なり」と見ゅ。 

又 新 宮村熊 野 社 棟 札に 武藤和 泉 守を 载 

i せ、 又 八重 窪 村の 館迹 ，一は 「武藤 攝津守 
•か 居住せ し 所な りと 云 ふ。 武 藤攝津 守は 
葦名 氏の 臣 、此の 地を 開. いて 頜知 せし」 と 
傳へ 、ニは 「武藤 中 務丞と 云 ふ 者 住せし」 
と 也。 又 平 田 氏 家臣に 見 ゅ。 
又會律郡「東城戶村舊家長左衞門パ先詛 
は武藤 右京 佐眞 正と て 葦名 盛 氏に 仕へ、 
天滿 十二 村を 領 せり。 眞 正が 子彌 五郎 眞 
次 •相 績ぃで 盞名 氏に 仕へ、 天 正 十七 年 
磨 上の 軍 敗れて 後、 此の 村に 屛 居し、 視髮 
して 是戒と 辦 す。 慶長四 年、 上 杉 景勝の 
家臣 野 田 丹右衞 門、 己が 驍勇を 貢み、 動 
も すれば 主命を 蔑 如せ り。 景勝 此を 悪み、 
是戒に 命じて 討たし む。 是戒が 子眞忠 • 
.是を 聞き、 己一 人に •て 遂に 野 田を 斬る。 
父子 共に 喜び、 景勝に 謁し、 感賞大 かた 
ならず、 太刀と 田地 五段を 與へ 七と ぞ 。今 
の 長左衞 門は 眞忠が 七 ft の 孫な り」 と。 
又河沼郡「代田組島村詉訪神社神職武藤 
河内 •薩摩 成 重と 云 ふ 者、 明 和 中 此の 社 
の神職とな 5 、今の河內成記が父なり」 
など 見 ゅ。 
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28 出 羽の 武 藤氏. 武 藤次郞 左 衞門尉 氏 平. 
C1 に 助平〕 の 後-にして、 子孫 大いに 榮 
ゅ、 大 泉、 大寳 寺、 大梵寺 等の 條を 見ょ。 武 
藤と ぁる も， の、® H 川 郡 井岡 觀音堂 銅器 
銘に 「旦那 武藤 云々、 長 祿四年 庚 辰 三月 十 
八日」 など 勘から ず。 

悪 屋形出 羽 守義氏 (左 京大 夫、 四郞) に 
至って 袷ん ど 亡び、 弟の 兵 庫 頭義興 •嗣 
ぎしが 子な く、 本莊繁 長の ニ 男四郞 三郞 
義勝 (千 勝 丸) をして 繼 がしむ、 後 左 京 
大 夫、 出 羽 守たり、 秀吉の 代、 信 濃に 移 
さる。 詳細は、 大 泉、 大寳 寺、 監物 、田 

川、 松 尾、 丸 岡、 本庄 、土 佐 林、 下大寳 
寺、 大 梵字、 大山 (三 項 四 項〕、 羽黑、 
武庫、 羽黑 山、 松 尾、 東禪 寺、 砂 一一、 尾 
浦、 遊 佐、 等の 條を 見ょ。 

29 常 陸の ■武 藤氏 新編國 志に 「藤 原 氏に 
て 武藤資 賴の後 也。 那轲郡 谷 田 村に この 
氏 あり」 と。 

30 下 總の武 藤氏 香 取 文 永造營 記に 「文 
永 八 年、 武藤靱 貢 尉 景泰」 と。 

31 幕臣 武 藤氏. 第 十八 項 流の 裔 にして、. 
1 系譜‘ 「大 藏大 輔賴平 ( 武藏國 居住) 
丨 大宰少 貳筑 後守資 賴—豐 前守資 能— 大 
宰少贰 經資— 同 盛 經丨但 馬 權守資 法 (t 
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朝日 武 藤〕 丨河內 守武資 (號武 藤 朝日〕 丨 
但馬守 貞法丨 左 近 將監經 給— 藏人經 重 
(養子 婿、 先祖 田村將 軍の 末裔 也。 筑前國 
三 笠 郡筑紫 村に 住す、 故に 筑 紫と 號す： }丨 
刑 部少輔 尙重丨 下野 守 尙門丨 同 重 門丨筑 
後 守 滿門丨 上野 介 正門— 下野 守 惟門— 上 

野介廣 門— 主 水 正廣門 (春 門：} 丨注水 信 
門 (右近〕— 左 大夫茂 門— 右近 利 門 丨左大 
夫 徒 門 J と 見 ゆ。 家紋 寄掛目 結、 弓矢。 
又 「彥 左衞門 安盛 (山城 住、 三 好 長 慶臣、 
永祿 十二、 正 六 飯 盛 山 討死) 丨理 兵衞安 
成 (增田 長盛臣 、山城 薪 村 住、 後家 康に 
屬 し、 五 百 十 石〕— 理兵衞 安信— 庄兵衞 

秀 信」。 家紋 下 藤 •五三 桐、 折紙、 藤菱、 
蔓藤 等。  ‘ , 

又 「彌大 夫 支 重— 源 次郞支 光。 家紋 下 藤 
のぅちに 武 文字、 丸に 菱 藤」 と。 

32 雜载 幕府 麾下の 士に武 藤 小兵 衞. (野 
史) ぁり。 又 岩 槻大岡 藩 用人、 佐 竹 藩 用 
人 等に 見え (武鑑〕、 又 堀 尾 山城 守 給 帳に 
「百 七 拾 石武藤 三太郞 J を 載せ、 又 臼杵藩 
土に 武 藤吉祀 あり、 和漢の 學 に 精し く 東 
里と號す。加實藩給帳に「四百石(片喰〕武 
藤 濃 之 助、 贰百石 (丸內 三角 內角〕 武藤良 
左衞 門、 貳百石 (片 喰〕 武藤 鑒太郎 、百 
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五 拾 石 (同〕 武藤外 男、 貳百石 (下 リ藤 
丸〕 武藤 余所 男」 等 見え、 又 田 中 藩 知行 割 
帳に 「百 石銀屋 武藤傳 七、 茶道 二百 . a 武藤 
加右衞 門」 を 載せ、 又 土 佐 高 知の 商人 美 
濃屋 武藤忠 吾 春 道は 國學 者と して 名 あ 
り。 その他、 武藏 、伊勢、 攝津 、播 磨、 
備前 等猶ほ 多し。 又 近き 世、 武藤 (信義) 
元帥、 實 業界に 武藤山 治 •名 あり。 

ムトウ 注進 丹 後諸庄 鄕保惣 田數目 
錄帳に 「丹 波 郡 大野 鄕ニ 十四 町 一反 步內、 
六 町 九十 步 、無 藤三郞 左衞 門」 と 見 ゆ。 

M I 動 寺 ムド ウジ 小 野 姓 猪 股黨の 一にし 
— て、 小 野 系圖に 「男 衾 野五郞 重任の 子 某 (無 

動 寺〕— 成廣 (野 權 守〕— 成 助 (友庄 ニ 郞〕 j と 
見 ゆ 0 

身 人 ム トリ 六 人 部 裔の部 民、 及び 其の 
伴 造の 裔也 。氏人は 元 亨 釋書卷 ニに r 釋安 
澄。 姓は 身 人 氏、 波州舡 井 郡 人 云々。 弘仁 
五 年 三月 卒」 と あり。 

六 人 ム トリ 前條 氏に 同じ。 山城 恭仁京 

.ょり 發 掘され し 文字 瓦に 「六 人大 (左 文字)」 
と 見 ゆる あり。 又 美 作に 在り、 六 人 部條を 
見ょ。 

身 人 部 ム トリべ 次條氏に同じ。 

1 美 濃の 身 人 部大踅 ニ 年の 春 部 里戶籍 


に 肩 人 部 佐 夜賣な どを 载せた り。 

2 出 雲の 身 人 部 天平 十一 年の 大税賜 給 
歷名帳 に， 此の 部 民裔見 ゆ。' 

3 身 人 部 連 尾 張 氏の 族に して •六 人 部 
連と云ふに同5->。天孫本紀に「建手和邇 
命 (火 明 命六毋 孫) は 身 人 部 連 等の 祖 J と 
見え、姓氏錄、河內神別ね收め「身人部連。 
，火 明 命の 後 也」 と载 せたり。 

4 身 人 部宿禰 六 人 部 宿禰に 同じ 0 
六 人 部ムト y ベ ムトべ 職業 部の 一な 
るべ し。 但し 如何なる 職に 従事せ しか 詳か 
なら ざれ ど、 前條の 如く、 身 人 部 ともあれ 
ば、 天皇の 御 長を 量り 奉る 節 折の 料の 篠を 
進む るょ 9、 身 度 部の 義 に 因りて 貴 ふかと 
の說 あれ ど、 未だ 容易に 首肯し 難し。 大品 
部の 一にて 諸國に 多し。 都なる は、 姓氏 
錄 、右京 神 別に、 「六 人 部。 同上 (火 明 命の 後 
也〕 J と载 せたり。 尾 張 氏の 一族 也。 ■ 

1 山城の 六 人 部 尾 張 氏の 族に て、 安毛 
建身命の裔と傳へらる。乙訓郡向明神の 
神主 家に して、 名 族と して 名 あり。 

2 大和の 六 人 部長 谷寺緣 起に 「此の 豐 
山には ニ 名 あり。 一は 泊瀨 寺、 又 本 長 谷 
寺と 云 ひ、 ニは 長 谷 寺 •又 後長 谷 寺と 云 
ふ。 泊瀨寺 云々、 天武 天皇 •更に 道明聖 
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人に 勑 lL て 精 舍を此 に 建つ ■矣 。其の 聖人 
は 六 人 部 氏な® '。次に 東 岡の 上に 十一 面 
堂ぁり、長谷寺也。德道聖人の勝にして、 
北 家の 曩祖 房前臣 、元 正 天皇に 奏し、 聖 
武の勅 詔を 奉じて 建立す る處 也。 彼の 聖 
人は 播磨 國揖寳 郡の 人 辛 矢 田 造 来 麿 也」 


IO 


3 河內の 六 人 部 身 人 部條を 見ょ。 

4 和 泉の 六 人 部 第 十四 項參 照。 

5 攝津の 六 人 部 第 十五 項參 照。 

6 伊勢の 六 人 部貞觀 三年 六月 紐に 「伊 
勢 國朝明 郡 人 六 人 部津根 麻呂 J なる 者 あ 
り。 鯓 村の 人に して、 鵃 神社は その 氏神 
かと 云 ふ。 

7 美 濃の 六 人部當 ，國に 多く、 大寳ニ 年 
の 春 部 里 戸籍に 五戶 、妻に 四、 母に 五、 
寄 人 六、 栗 栖太里 戶籍に ー戶 、妻に ニ、 
母に 一、 肩々 里 戶籍に 寄 人に 二人、 三 井 
田 里 戶籍に 寄 人に 一、 鄕里 未詳 戶籍に 一 
戶見 ゆ。 其の 他、 貞觀四 年 五月 紀に 「美 濃 
國 厚見 郡 人外 從 五位 下行 助 敎六人 部永貞 
等、 善 淵 朝臣 姓を 賜 ふ。 天孫 火 明 命の 後、 
少神積 命の 裔 孫、 伊豫 部 連、 次 田 連 等と 
同祖 也」 と あり。 

8 越 前の 六 人 部. 天平 神 ^ ニ 年の 國司解 
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に 「丹 生鄕水 成 村 六 人部淨 成」 など あ り。 

9 丹 波の 六 人 部 天 田 郡に 六部鄕 あリて 
和名 抄に 見え、 東鑑 •元曆 元年 四月 條に 
「池 大納言 家 沙汰、 六 人部庄 、丹 波」 と。 
又 後 宇多院 御領 目錄に 「蓮華 心 院頜 、丹 
波 六 人 部莊」 と 見 妙。 

10 美 作の 六 人 部 笠 庭 寺 記に 「大庭 郡 赤 
野鄕 ，(厚紙 十 束〕 六 人 部 光丸」 を 載せ、 
下 0 て 美 作 國勝北 郡の 名 族に 在りて、 高 
圓村 菩提寺 古 券に 「六 人 綱久の 嫡子 廣野 
帶刀 云々」 など 載せたり。 

11 紀 伊の 六 人 部 貞觀八 年 七月 紀に 「紀 
伊國言 ふ、 伊都 郡 人 六 人 部 由貴繼 。白人 
男女 二人を 生む」 と あり。 

12 讃岐の 六 人 部寬弘 元年 大內郡 戶籍に 
六 人 部 助 吉 女を 載せたり。 

13 六 人 部 連 尾 張 氏の 族に して、 六 人 部 
の 伴 造 家 也 天孫 本紀に 「(4( 明 命 五世 孫〕 
妙 斗 来 命は 六 人 部 連 等の 祖 j と载せ ，姓 
氏錄 、山城 神 別に 「六 人 部 連。 火 明 命の 
後 也 j と 見 ゆ。 その後、 貞觀五 年 十二月 
紀に 「右京 人 左 史生正 八 位下 六 人 部 遊 吉 
雄に 姓を 善 淵 宿 禰と賜 ふ。 天孫 火 明 命の 
後 也」 と 載せ、 それより 前、 天 長 十 年 ニ 
月紀に 「右京 人 六 人 部 連門繼 等に 高 貞宿 
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福 姓を 賜 ふ」 と 0 

14 百濟 族の 六 人 部 連 前項と， は 別 族に 
て、 姓氏 錄 、和 泉 諸蕃に 「六 人 部 連。 百 
濟 公と 同祖、 酒 王の 後 也」 と载 せたり。 

15 攝律の 六 人 部 連 第 十三 項と 同族に し 
て、 姓氏 錄 、攝津 神 別に 「六 人 部 連。 同 
神 (火 明 命〕 五毋孫 建 刀 来 命の 後 也」 と 
载 せたり。 

16 物 部 流の 六 人 部 連 天孫 本紀に 「( 饒速 
日 命 七 世 孫〕 安毛 建 美 命は 六 人 部 連 等の 
祖」 と载 せたり。 

17 六 人部臣 正倉院 天平 二十 年 四月 文書 
に 「六 人 部臣身 萬呂 (美 濃 國方縣 郡 志 淡 
思鄕戶 主 六 人部臣 山村 戶主 )」 と 載せた 
り。 六 人 部の 伴 造たり しならん。 

18 六 人 部 宿 福 類聚 符宣抄 、姓名 錄抄、 

. 拾芥抄 等に 見 ゆ。 六 人 部 連の 宿禰 姓を 賜 

ひし V? のな らん o 

19 ■雜载 萬 葉 歌人に 六 人部觭 (外從 五 下〕 
撰 解 文集に 六 人 部， 後世、 京都の 人に 六 
人 部是香 (美 濃 守〕 ぁ 9、 國學 者と して 
名高く、 葵舍 と稱 す。 

丄 ハ 部 ム トリべ 丹 波 國天田 郡に 六部 鄕ぁ 

り、 前条を 見ょ。 

胷形 ムナ カタ 胷形君 あり、 宗 形に 同じ。 


胸像 ムナ カタ 同上。 

宗像 ム 、力 カタ 同上。 筑前 國に宗 像 郡 ぁ 
9、 和名 抄に 丰奈加 多と 註し、 後世 宗像莊 • 
起る。 而 して 神代 以來の 名祠 、宗像 神社 • 
鎭 座して、 多紀 理姬 命、 市 杵島姬 命、 多岐 
，都姬 命の 三 神を 奉祠 し、 社は 宗像郡 田 島 村、 
大 島村大 岸、 沖ノ 島の 三 地に 存 す。 又 和名 
搀 、遠賈 郡に， 宗像鄕 ぁ 9。 

{示 形 ムナ カタ 神代 以来の 名大 族 也。 

1 宗像君 筑前國 宗像郡 (牟奈 加 多〕 ょ 
り 起る。 出 雲 神 族 中、 三輪 氏に 次いでの 
大族に して、 古事記 上卷に 「多紀 理毘賣 
命は、胷形の奧津宮に坐し、次に市寸島 
比賣 命は、 育 形の 中 津宮に 坐し、 次に 田 
寸 津比賣 命は、 胷 形の 邊津宮 に 坐す。 此 
の 三柱の神は、 督形君 等の 以て いっく 三 
前の 大神な り」 と载せ 、神代 祀上卷 に 「三 
女神 (田 心 姬、 湍津姬 、市杵 島姬〕 。此は 
.則ち 筑紫胸 肩 君 等が 祭る 所の 神、 是れ 也」 
と。 又 一書に 「日 神 •生む 所の 三女 神を 
以っ て、 葦原 中國の 宇佐 島に 降 居らし む。 
今 海 北 道中に 在 9、 號 して 道主 貴と 日 ふ。 
此れ 筑紫水 沼 君 等が 祭神 •是れ 也」 と 見 
ゅ。初め水沼に、後宗像に移り給ひし 

もの か o 
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また 神祇 本紀に 「故れ 吾が 生める 所の 三 
女は是れ爾の兒也とて、素戔烏尊に授け 
給 ふ。 即ち 葦原 中國に 降し ます。 宜べ筑 
紫國 宇佐 島に 降 9 ませ。 北海の 道中に ま 
し、 號 けて 道主 貴と 申す。 因りて 之に 敎— 
へて 宣は く、 天孫を 助け 奉りて、 天孫の 
爲に 祭られょ と。 則ち 宗像 君の 祭る 所の 
神な り j など 旯ゆ るが 如く、 三女 神を 奉 
齋 して *; 九州に 雄視 せり。. 

此の 営は、 神 名 式に 所謂る 「宗像 郡宗像 
神社 三 座 (並 明神大 )」 と ある 神社に して、 
此の 氏が 此の 営に 奉仕す る 起原は、 古事 
記に 「故れ 此の 大國 主神 •胷形 奥 律宮に 
坐す 神 •多紀 理毘賣 命を 娶 りて、 子 阿 遲 
鈕高日子根神*次に減高比賣命、亦の名 
は 下 光比賣 命を 生み 給 ふ。 此の 阿 遲龃高 
日子 根 命は、 今 迦毛大 御 神と 謂す 者 也」 
と ある 如く、 先祖 大國 主神が 多紀 理毘賣 
と婚し 給へ るに ょるべし。 後に 朝臣 姓を 
賜 ふ。  • / 

2 大和の 胸 形 君 天 武紀に 胸 形君德 善の 
女 尼 子 娘 •見 ゆ。 皇妃に して 高 市 皇子の 御 
母 也。 延喜 式、 當國城 上 郡に 宗像 神社を 
收 む。 

3 河内の 宗形君 姓氏 錄 、河内 神 別に 「宗 


形 君。 大國 主命 六 设の孫 吾田 片隅 命の 後 
也」 と 載せたり。 

4 宗方君 族 山 域國 の 計 帳と 思は る X 正 
倉院 文書に 「宗方 君 族 入 鹿」 外 三人を 载 

せたり 0 

5 宗形臣 類聚 符宣 抄卷七 等に 此の 氏 見 

ゅ。 

6 宗形眞 人皇 別 姓な り、 拾芥抄 等に 見 
ゅ。  ' - 
7 宗形 朝臣 宗像 君の 後に して 天武紀 
十三 年條 に 「督方 君 云々、 姓を 賜 ひて 朝 
臣と日 ふ」 と 見 ゆ。 氏人には、 和 銅 ニ 年 
五月 紀 に 「筑 前國宗 形郡大 領外從 五位 下 
宗形 朝臣 等柹 (又 杼に 作る) に、 外從 五' 
位 上を 授 く」 と。 これょり 前、 文武 紀ニ 
年條に 「筑紫 國宗形 郡 司、 宜しく 三等 以 
上の 親を 連 任す るを 聽すべ L J と。 また 

天平 元年 四月 紀に 「筑前 國宗形 郡 大頜外 
從 五位 上宗形 朝臣 鳥麻呂 、神齋 に 供奉す 
べきの 狀を 奏し、 外從 五位 上を 授けら る」 
と。 また 同 十 年 二月 紀に 「筑 紫宗形 神主 
外從 五位 下宗形 朝臣 鳥 麻呂に 外從 五位 上 
を 授 く」 と。 また 同 十七 年 七月 紀に 「筑 
前 國宗彤 郡大頜 外從八 位 上宗形 朝臣 與呂 

志に 外從 五位 下を 授 く」 と 見 ゆ。 以下 多し 

\ 
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(略す〕。 

また 神 護 景雲 元年 八月 紀に 「筑前 國宗形 
郡大 領外從 五位 下宗形 朝臣 深津 に、 外從 
五位 下を 授 く」 と载 せ、 また 正倉院 天平 
勝 寶四年 文書に 「宗像 郡 荒城 鄕戶 主宗形 
朝臣 人君」 など 見え、 又延曆 十九 年 十二 
月の 太 政 官符に 「應に 筑前 國宗像 郡大頜 • 
宗像 神主を 兼帶 する を 停むべき 事。 云々。 
今 大頜兼 神主 池 作 •十七 年 二月 卒去」 (三 
代 格、 類聚 國史) と。 

*8 京師の 宗形 朝臣 姓氏 錄 、右京 神 別に 
「宗形 朝臣。 大神 朝臣と 同祖、 吾田 片隅 命 
の 後 也」 と载せ たり。 

9 大海 命 裔說筑 前 風土記に 「宗 像大神 • 
天ょり 降りて 埼門 山に 居す 時、 靑蕤 玉を 
以つて奧津営の.表に置 ^ 、八坂環紫玉を 
以 つて 中 律宮の 表に 置き、 八 ^ 鏡を 以つ 
て 邊津宮 の 表に 置く。 此の 三の 表を 以つ 
て 神體の 形と 成して、 三宮に 納め 置き 給 
ひ、 即ち 納め 隱し铪 ふ、 因りて 身形 郡と 
日 ふ。 其の 大海 命の 子孫 •今宗 像 朝臣 • 
是れ 也」 と 載せたり ( 宗像社 記〕。 

10 京師の 宗形氏 承 和 六 年紀に 見 ゆ。 名 
草 直條を 見よ。 

11 宇多 源氏 筑前の 宗像 氏に して、 宗像 

ムナ カタ 


朝臣の 後裔は 宗像 神社の 大宮司 家と して 
宇多 天皇の 時迄繼 ぎしが、 延喜 十四 年に 
至 9、 源淸 氏を 大宮司と なす。 此の 淸氏 
は 宇多 天皇の 御子 也と 云 ふ。 その後、 足 
利尊氏*九州に逃 <'' る頃、大宮司氏俊あ 
りて 尊 氏に 屬 す。 下りて 戰國の 頃、 正 佐、 
其の 子 正 氏 等 あ リ。 其の 子氏貞 に 至り 家 
絕ゅ 。今 深 田. 嶺のニ 氏は 大宮岗 の 後な 
りと 云 ふ。 

宗像 系圖に 「滋光 — 滋氏 丨 溢 直 丨 滋正 — 
璲 永— 滋 辰— 氏 繼丨氏 光— 氏 政— 氏滿丨 
光遠— 氏 男— 千 連— 千 重 1 千 時— 淸氏 
(深田系圖に『淸氏ニ貫は人皇五十九代宇 

多 天皇の 御子 也』 ^ 見 ゅ〕 — 氏 男 — ^ 设丨 
氏 能 丨 宗時 丨 妙忠 丨 氏 高 — 氏 助 丨 氏季 1 
氏 道— 氏 尙丨氏 房 丨氏永 丨氏平 丨氏俊 丨 
氏 信 1 氏 實丨氏 勝丨氏 幸丨氏 家— 氏國丨 

氏 仲 1 氏 能— 氏 經—氏 日日— 氏 澄丨氏 業— 
長 氏 1 氏 盛— 氏範丨 氏 正— 氏 俊 (一に 氏 
弼 ) 丨 氏名— 氏賴 i 氏 重— 氏 經丨氏 rt« Y 

長 松— 氏 顯—氏 俊 1 氏 信— 氏繼— 氏弘— 
氏 正丨 氏鄕丨 氏國丨 > 定—興 氏— 氏 續— 
正 氏— 氏 男— 氏 貞丨宗 繁丨千 賢— 千秋— 
千 堅— 千續丨 秋續」 と。 その他は 第 十三 
項を 見ょ。 

ムナ カタ S S 
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12 社家 符宣抄 、天 元 ニ 年 二月 十四' 日の 
太政官 符に r 大宰府 、臌に 筑前國 に 坐す 
宗像宮 大宮司 正 六 位 上宗形 朝臣 氏 能を 補 
任すべき 事」 云々 と。 又宗 像社藏 古文書 
に 「殊に 早速 御沙汰を 經られ 、當社 第二 
神宮 長 日 御供に 備進 せしめん と 欲し、 朝 

町村 內國方 得 丸 云々。 正 應六年 七月 日、 
櫂擬少 宮司 宗形資 致、 權擬小 宮司 安部 長 
光、 權擬少 宮司 宗形資 親、 擬少 宮司 藤 原 
致 長、 擬少営 司 平長滋 、忌 子 禰宜宗 形 千 
連、 擬少 宮司 大中臣 長 連、 祝詞 禰宜藤 原 
致康 、檣少 宮司 藤 原資 長、 宣命禪 宜藤原 
致繼 、少 宮司 平長貞 、少 宮司 宗形親 氏、 
權少 宮司 宗形氏 能、 權擬 大宮司 大 中臣經 
實 、擬 大宮司 中原 長 信、 擬 大宮司 宗像 氏' 
廉 、權 大宮司 宗像資 氏、 正 應六年 七月 日」 

と 0 

後世は 「大宮司 •宗像 氏、 擬大 宮司 •深 田 
氏、 權擬 大宮司 •日 並 氏、 學頭兼 殿上 職 • 
豐福 氏、 神職 •嶺 氏、 殿上 職 •高 向 氏、 

權擬 大宮司 •力 丸 氏、 殿上 職 •池 浦 氏、. 
權少 宮司 •吉田 氏、. 少宜司 •安部 氏、 殿 
上 職 •吉田 氏、 神職 •深 田 氏、 以上 上官。 
其の 他，、 命婦 一人、 御 炊 二人、 能 太夫 一 
人、 奏市 二人、 神 樂役八 人、 掃除 役 二人」 


あり 0 

深 田 氏は 前項 系 圖氏佐 (氏 國) の 次男 氏 
續の舍 弟氏繁 より 起り、 日 並 氏は 源 能 直 
より、 豐福 氏は 藤原賴 長の 末子 範 長より、 
嶺氏は 宗像露 氏の 子隱岐 守よ 9 起る。 次 
に 高 向 氏は タカ ム コ條參 照、 力 丸 氏は 平 
氏、 池 浦 氏は 藤 原 氏、 吉田氏 も 藤 原 氏、 
安部 氏は 安部宗任の 子孫な 9。 以上は 邊 
津宮に 奉仕す。 

中津宮 にて は 神官 •河 野 氏、 下 社家 二人、 
命婦 巫女 壹 人、 權官 十二 人な り。 內河野 氏 
は ニノ 甲裴河 野と 云 ひ、 伊豫 越智の 族な 
りとぞ 。又瀛 律 営は 神官 河 野 氏、 下 社家 
今 村、 永 田、 浦 田の 諸氏に て、 神官 河 野 
氏は  ーノ 甲斐 河 野と 云 ひ、 ニノ 甲斐の 本 
家，、 伊豫 河 野 通信の ニ 男 通 政 •建久 七 年、 
此の 地に 來 り、 宗像 氏に 屬す。 

13 大営 司宗像 軍記に 「宗 形の 神職は、 
宇多 天皇の 時 迄、 宗像 君の 子孫 傳來 して、 
四時の 祭祀を 取り 行 ひしが、 延喜 十四 年 
戌年、 源の 清 氏を 大宮司と なし、 宗像の 
姓を 賜は り、 筑前 守と す。 此の 淸 氏と 申 
すは 宇多 天皇の 御子に して、 延喜 帝の 御 
弟な り」 と。 その 系圖は 第 十一 項を 見よ。 
氏人は 天 元 ニ 年 二月 十四日 太 政 官符に 


r 宗像宮 大宮司 正 六 位 上宗形 朝臣 氏 能を 
補任すべし 。去る 天慶 年中 以往、 件の 宮 
•司を 置かず、 唯 神主 職を 以 つて •雜々 執 
行の 長と 爲 す」 と。 又 朝野 群 載、 應德元 
年 官符に 「宗像 氏 道を 大宮司に 任 補す」 と 
，载 せ、 又 永 承 七 年 六月 八日 大宰府 々官連 
署に 「監 代宗 形、 小典宗 形」 を擧 ぐ。 

而 して 十五 世 氏 平は 許裴 城を 築く  cn / 
、、、 條參 照) と 云 ひ、 又宗像 軍記に 「大宮 
司淸氏 十一 世 孫を 攝律守 氏 國とい ふ。 此 
までは 宗 像の 神領 、筑前 國西鄕 の邑に 水 
田 三百 町、 古物、 神 崎の 兩所 水田 四十 町、 
稍 元 村 水田 四十 町、 須惠村 水田 三十 町、 
稻 光村 水田 五十 五町、 芹 田 村 水田 五十 町、 
豐 前の- 國 大豆 俵 村 水田 四十 町， 壹 岐島藥 
師丸 水田 二十 町、 肥 前の 國喑來 村に て 
水田 三百 町 •通じ合せ て 八 百 七十 餘町な 
りけるに、元曆壽永の兵亂の時、氏國.の 
戟先 にて、 宗像 一郡、 鞍手 半 郡を 押頜し 
て、 新に 白山と 云 ふ 所に 城を 築きて 居城 
とす」 と 見 ゆ。 

大宮司長氏(氏長)は博學多才に.して、 
詩を 好み、 歌を ょむ。 建 長 ニ 年 ニ 月 中旬、 
孔大寺 山に 遊んで 詩を 賦す 。又， 攝津守 氏 
國の 弟に 氏 仲、 氏國の 養子 氏 能 (大友 能 


直 ニ 男〕 等 見え、 又 社 藏建久 四 年 謄本 一 
切 經の跋 に 「社頜 筑前國 大山 田 鄕宗形 能 
住の 宅に て寫 す」 と。 

下りて 建武に 宗像 大宮司 氏 俊 •尊 氏に 屬 
す。 梅 松 論に 「宗像 大宮司が 宿所. へ、 三 
月朔日 酉の 刻に 御着 ありと。 又 鎭西要 
略、 建武 元年に 宗像 云々、 百 將傳抄 に 「宗 
像*菊池に從ふ」と。 

その後、 嘉吉 元年に 宗像參 河 守重宗 、又 
大宜司 氏 信あリ 。その 男氏弘 は 文 安元 年 
.大宮司に して、 左衞門 尉、 兼攝津 守たり。 
その 男 氏 鄕は海 東諸國 記に 「氏鄕 。乙 亥 
年* 使を 遣は して 來 朝し、 書して 筑前州 
宗像 朝臣 氏鄕 と稱 す。 歳 ごとに 一 船を 遣 
はすを 約す。 小 ニ 殿の 管下に して、 氏 後 
と國 王の 命を 承け、 宗像殿 主たり、 麾下 
の 兵 あり」 と。 松 下見 林 云 ふ 「今 按ずる 
に、 宗像 朝臣 氏 鄕は设 系に 據るに 、寬正 
中 •宗 像大 神の 大宮司た リ 。乙 亥は 蓋し 
明の 景泰六 年、 我が 康正 元年 也。 其の 先 
は 足 利 尊 氏と 好し。 此ょ 9 以來 、勢 •諸 
侯の 如し」 と o 

又 「氏 俊。 丁亥 年、 使を 遣は し、 來 9 て舍 
利 分身を 實 し、 書して 筑前州 宗像先 社務 
氏 俊と 稱 す」 と。 見 林 云 ふ 「今 按ずる に、 


社務は 神主. 職 也。 永 保 ニ年丨 神祇官 •遠 
江國に移す文に云ふ、應に淸原則房を 
以つ て、 小國 神主に 補任し、 社務を 執行 
せし むと。 此に よリ て觀れ ば 則ち 神主の 
外に 社務 ぁり 矣 。文選 劉 越石勸 進 表に 日 
ふ、 社稷を 以つて 務と爲 す」 と。 氏鄕の 
弟 左 衞門尉 興 氏は 文明 五 年 十一®、 大宮 
司たり。 その 男 氏 佐、 その 男氏續 (太 郞 * 
左衞門 尉、 入道 良 喜)、 その 男 正 氏 (一に 
正 佐の 嫡男〕 は 山 ロに 行き、 黑川 隆尙と 
改む (黑 川條を 見よ)、 その 男 鍋壽丸 也。 
氏續の弟氏男 2 に氏繼が男>正氏の女 
を 妻と して 大営 司たり。 山 ロに 行き、 天 
文 一一 十 年 八月、 陶氏 の亂 1C 遭 ひて 自殺す。 
よりて 黑 川隆尙 (一に it 像、 即ち 正 氏) の 
男 鍋壽丸 •陶 全姜の 助を 得て 大営 司と な 
9 ( 天文 二十* 一年〕、 宗 像四郞 氏 貞と稱 
す。" 白山 城に 據り (後 永祿四 年、 赤間蘿 
が 岳 城〕、 許裴 ®l 宗像氏 備と戰 ふ。 在職 
三十 四 年、 天 正 十四 年 三月 病歿し、 男子 
なくして 家絕を その 臣占部 惟安、 許裴 
氏 鏡は 共に 秀吉 より 封を 賜 ふ。 

九州 軍記 永祿十 年に 許 裴域主 宗像彈 正 
忠 、天 正 十五 年、 宗像刑 部は 秋 月の 與カ 
として 三 四百 町 を 下さる 云々。 又 安西 軍 


策に 宗 像三郞 左衞門 •宗 像重繼 ( 筑前の 
國 侍) を 載せ、 見聞 諸 家紋に 


その他、 深 田、 許裴 等の 條を 見ょ。 

14 豐 前の 宗像氏 宇佐 郡の 豪族に して、 
應永正 長の 頃、 宗像 光盛 ぁリ。 

15 筑後の宗像氏高良山古の社家に在リ 
て、 古記に 「七戶 大宮司 宗形滋 光 J •見 ゆ、 
カウラ 條に詳 か 也 0 

16 原 田 氏族 一本 原 田 系圖に 「隆 種— 種 
門 (宗像 飛驛種 門〕.」 と 見 ゆ。 

17 肥 前の 宗像氏 肥 前 風土記、 姬 社鄕條 
に 「荒神 ぁり、 筑前 國宗像 郡の 人珂是 胡 
をして 祭らし む」 と。 下って 宗像 文書* 
文 永 六 年 八月 櫂 律師 隆杲判 書に 「譲り 與 
ふ 肥 前 國小城 郡 喑氣保 地頭 職の 事、 藤氏 
.女 童 名 千 手 (今は 宗像 女房と 號す〕 、右 件 
の， 庄は 隆景の 曾祖父 尾 張 小 ノ 將隆賴 •事緣 
ぁりて、 鎌 倉 故 右大將 家ょり 賜 ふ 所 也' 玆 
に 因りて 隆賴 •息 男 成亮に 讓 り、 成亮息 
男 顯嗣に 譲り、 顯嗣 •子息 隆杲 (童 名彌 
鶴) に 讓る 。四 代 相承 領 、相違な きの 次 
第、 關東 代々 の 御 下 文に 明白 也、' 而 して 


ムナ カタ  ムナ カタ  ムナ カタ 设 a 一七 
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位 上たり。 

22 尾 張の 宗形 氏當國 中島 郡に 宗形 神社 
あり 0 


藤 原 氏は 同 父 一 腹の 妹た るの 上、 亡父の 
遺言に 任せ、 調度、 證文 等を 相 副へ、 永く 
讓り 渡さし むる の狀 •件の 如し」 と あり。 
此の 外、 喑氣 保の 事は、 正 和 元年、 嘉禎 
三年、 承久 三年 等の 讓狀に も 見 ゆ (太宰 
管内 志)。 又 宗像天 正 六 年 八月 文書に 宗像 

氏貞參 、筑 紫次郞 鎭恒等 あり。 

18 肥 後の 宗形氏 託 磨 文書、 建 久十年 券 
に 「山 本西莊 下司 宗形氏 勝」 見 ゆ。 

19 周 防の 宗形氏 第 十三 項を 見ょ。 

20 安藝の 宗像氏 藝藩通 志、 加 茂郡條 1C 
「熊 野 跡 村、 宗像 氏。 元 祖宗 像壹岐 守義治 
阿蘇 大宮司 家 あり、 出で て筑 前宗 像に 居 
る。 第 八 ft 藤 友 衞門隆 雄 •始めて 此の 地 
に 来り、 大內 氏に 從ひ 軍功 あり。 大內氏 
亡びて 後、 民間に 降る」 と。 又 「菅田 村 
宗像 氏。 先 祖宗 像 掃 部 丸 •今 川義 元に 屬 
しが、 天文 中、 此の 地に 來り 月見 館と 云 
ふ 所に 居る。 大內義 長に 與 し、 营 田三郎 
左衞 門と 稱す 、後に 槌 山の 城に 歿す。 夫 
ょり三世、原村に蟄せしが、又此に來リ 
て 村民と なる」 と 見 ゆ。 

21 伯耆の，宗胗氏會見郡宗像村に式內胸 
形 神社 あり。 宗形 氏の 族 •筑 前の 宗像三 
神を 勸請 せし ものな らん .^ 齊衡三 •年從 五 


23 藤 原* 家 山 內首藤 系圖に 「師 尹丨大 
納言濟 時— 權中納 言 通 任 C 宗形 先祖) 丨 
肺 成 (三 木、 大貳) 丨師季 (正 四 下、 甲 
裴守〕 」 と 見 ゆ。 

24 常 陸の 宗形 氏. 新編國 志に 「宗形 。姓 
氏錄 、河 內國神 別の 中に、 宗形 君は 大國主 
命 六 世の 孫 吾田 片隅 命の 後 也と あり。 右 
京 神 別には 宗形 朝臣 あり、 祖は 片隅 命と 
あり」 と。 氏人は 正 應ニ年 五月 十五 日常 
州 中 郡庄長 福禪寺 鐘銘に 「大勸 進 •比丘 
覺實 、宗形 氏 時、 大 檀那 藤 原 氏 女」 など 
見 ゆ。 

25 岩 磐の 宗形氏 田 村 郡に 見 ゆ。 又 新 編 
會津 風土記、 大溶郡 本鄕村 「宗像 神社 神 
職 宗像出 雲。 當 社を 草創せ し祠官 は宗像 
氏な れど も、 年代 久遠に して 其の 名を 傳 
へず。 寬 文の 頃、 小 林 多 門と 云 ふ 者 神職 
を 勤む。 天 和 三年に 多 門 •土 律 神社の 昇殿 
役と なりし かば、 秋 山 支 蕃勝直 •代つ て 
神職と なる。 勝 直三设 の 孫 支 蕃明盛 •子 
な *< して若狹尙淸を養子とす。即ち當社 
を 草創せ し宗像 氏の 後裔に て、 今の 出 雲 


淸池が 祖父な りと 云 ふ。 淸地 •初め 秋 山 
氏を 稱せ しが、 後 請 ひて 本姓に 復せリ J 
と 0 

26 雜载 その他、 下野 國寒川 郡に 胸 形 神 
社 ぁりて、 延喜 式に 見え、 又 萬 葉 歌人に 
宗像 朝臣 津麻呂 、撰 解 文集に 宗形 氏、 現 
今武藏 等に も存 す。 

宗方 ムナ カタ ムネ カタ 前條に 併せ 云 

へり。 現今 岩 磐 地方に 存 す。 

棟 方 ムナ カタ ムネ カタ 平 姓に して、 

はじめ宗方氏なりと云ふ。又武藏、奥-丨 

信 濃 等に 存 す。 

{示 象 ムナ カタ 宗形條 を 見ょ。 

{示 形 部 ムナ カタべ 宗形 君の 部 曲 也。 

1 筑 前の 宗形部 川邊里 戶籍に 「宗形 部 
宿奈賣 、阿比 太賣」 また 正倉院 天平 勝 質 
四 年 文書に 「宗形 部。 右の. 人 •筑 前_宗 像 
郡 荒城 鄕戶 主宗形 朝臣 人君の 戶 ロ」 など 
其の 後裔 也。 又 和 銅 ニ年祀 に 「御笠 郡大 
領宗形 部 堅 牛」 ぁ U。 益 城 連 姓を 賜 ふ。 
また 同 四年紀 に 宗形部 加 麻々 伎ぁリ 、穴 
太 連を 賜 ふ。 益 城、 穴 太 等の 條參 照。 又 
和名 抄 、遠 貿郡 にも 宗像鄕 を收 む" 

2 豐 前の 宗形部 正倉院 文書、 丁 里戶籍 
に 1 , 宗形部 大麻呂 ，宗形部赤賣」等ぁ >' ° . 


麥生 ム ||フ 豐鏡 V 及びム ギフ 條を 見よ。 

統 ムネ 

〇 統 朝臣 淳和 帝裔 也。 三統 (ミム ネ) 條 
を 見よ。 

{示  ムネ  ソゥ、 及び n レム ネ條を 見よ 0 

棟 ムネ 大和に 楝庄ぁ 

棟 朝 ムネ アサ 武藏 等に^^。  丨 

棟 居 ムネ 4 武藏 等に 存 す。 

宗石 ムネ ィシ 

{示 岡 ムネヲ 力 次條 氏に 同じ、 又 武藏に 
此の 地名 ぁリ 。欠 條を 見よ。 

{一 5 岳 ムネヲ 力 y ガ蘇 我條參 照。 

1 宗岳 朝臣 武內 宿禰裔 蘇 我 氏‘ の 族に し 
て、 宗 岳の 音 讀は蘇 我 也。 後世訓 讀 して 
ムネヲ 力と 云 ふ 0 元 慶 元年 十二月 紀に 「右 
.京人 前 長 門守從 五位 下石 川 朝臣 木 村、 散 
位 正 六 位 上箭ロ 朝臣 岑 業、 石 川、 箭 ロを 
改め、 並に 姓を 宗岳 朝臣と 賜 ふ。 木 村 • 
言 ふ.、 始祖は 大臣 武內 宿禰男 宗我石 川、 
河 內國石 川 別業に 生る、 故に 石 川を 以つ 
て 名と 爲 す。 宗我の 大家を 賜 ひて 居と 爲 
す。 因りて 姓を 宗我 宿禰と 賜 ふ。 淨 御原 
(天 武) 天皇 十三 年 •姓を 朝臣と 賜 ふ。 先 
祖の 名を 以っ て、 子孫の 姓と 爲す 。諱を 
遴け ざるな りと。 詔して 之を 許す」 と あ 


ムニ フ —— ム ネオ 力 


る 後 也。 

2 宗 岡宿誦 前項 氏と 同族 か。 類聚 符宣 
抄 、萬 一記、 姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 宗岡 • 
一に 宗岳に 作る 0 

3 大和の 宗岡氏 第一 項宗岳 朝臣の 後に 
して、東大寺別當次第に「權律師法橋上. 
人位 新宥 、延喜 十九 年 十二月 七日 官符 (年 
七十六、臈五十四、大和國、宗岡氏〕」と 
載せ、 また 東 寺 長者 補任に も 見 ゆ。 其 
の 他、 外 記 日記、 江談抄 、今昔 物語 卷三 
十一 等に 此の 氏人 あり。 又 額 安寺 永 承 六 
年文書に宗岡仲子*見ゆ。額 0' 條第十項 
に詳か 也。 

4 山城の 宗 岡氏續 左丞抄 卷ニに 「園 幷 
韓 神社 權視宗 岡 行 包、 權禰宜 宗岡包 員 (建 
長 六 年 七月 二十 二日)」 と あるは 此の 氏 

人 也〕 

5讃 岐の 宗观 氏寬弘 元年 大內郡 戶籍に 
宗岡有 女 •見 ゆ。 

6 雜载 その他、 宗岡 秋津は 學名 あり。 
{示 香 ムネカ 對馬宗 氏の 族に して、 宗右 
馬頭 盛國の 子 彈正忠 の 子孫 也。 宗氏 系圖に 
r 初め 中 村、 後宗 香と 改 む」 と。 

宗方 ムネ カタ ムナ ヵタ 條を 見ょ。 

棟 方 ムネ カタ 同上。 


ムネオ 力 — ムネ カタ 


宗兼 ムネ カネ 備前に 此の 氏あリ 0 
宗川 ムネカ ハ 大和に 宗川庄 見え V 又 伊 
豫に宗 川 城ぁリ 、曾 根 條を 見ょ。 又 武藏等 
に 此の 氏存 す。 

宗材 ムネキ 

宗淸 ムネキ m 三 河の 名 族に して* 二葉 

松等に「設樂郡夏目村古屋鋪は宗淸惣兵衞」 
と 見 ゆ。 

宗國 ムネク U 攝津國 八 部 郡の 名 族に し 
て、 宗國 金平は 東 尻 池の 人 也。 又備前 等に 
存 す。 

宗佐 ムネサ 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 石宗 
佐」 と。 

宗崎 ムネ サキ， 

1 丹 波 姓 高 良 山 大宮司に して、 正 和 ニ 
年湛照 花押、 應永九 年 則 永 花押の 文書を 
藏 し、 又 義統判 書に 「高 良 山 大宮司」、 秀包 

判 書に も 同樣見 ゅ。 慶長六 年 文書に 「五 
十 石 進退」 と。 これょ U 前、 領主 附に 「(丹 
波 氏〕 宗崎 (大宮司〕 高 良 山宗崎 に 居り、 
ニ 十 I 町を 領 す」 と あり。 

その 出自に 關 しては、 高 良 山 座主と 同系 
となし、 宗畸氏 所蔵 記に 「天 武帝朱 鳥 年 
中、 大宮司 武內孝 義のニ 男基隆 •剃髪し 
て隆 慶と號 し、 當山座 主と 爲 る、 是れ社 


ムネカ ネ —— ムネサキ芑ー九 


ムネ サキ  ムネサ キ 1 ムネ チカ  ムネ チカ I ムネミ 六 〇一: 0 


僧の 始 也。 是 より 相繼ぃ で 大宮司の 家人 • 
其の 職に 居る、 皆聖 僧. 也。 中古 斷絕 し、- 
天文 中、 武內孝 基 •氏を 宗崎と 改め、 孝 
基の 弟 •妻帶 の 座主と 爲リ 、鎭興 法師と 
號 す」 と。 高 良、 武內 、神代 等の 條參 照。 
又大祝 系圖 等に 擔れば 「大視 保 續の第 四 
子を武實麻呂保通(雜事記は道に作る〕と 
云 ふ。 神 管 頭を 成りて 磐 井に 住し (五 字は 
志 略に 據 る。 今 津氏云 ふ、 其の 宅 今の 獍山 
氏と 相對 向す)、 大宮司と 號 す。 後 宗崎に 
轉 居し、 氏を 宗畸 と改む (系 圖 、家 勤 記、 高 
良 記、 雜事 記、 記 誌、 並に 日 ふ、 初め 丹 羽 氏 
と號 すと。 今津氏 云 ふ、 初め 丹 波 氏、 又 神 
部 氏と 號 し、 又 武 內と稱 す。 天文 中、 孝 
基 •磐 井より 宗崎に 移り、 是 より宗 崎を 
以つて 家 號と爲 すと〕。 永 祿の 頃、 大営司 
政 基、 其の 子 孝 直 •大 友に 屬 して 弓箭を 
事と す。 太閤钲 西の 時、 食邑を 失 ふ (誌は 
釆地簿 によりて 云 ふ、 永祿 、天 正の韌 、領 
地 七十 町。 記には、 孝 直 •藤 田、 藤 田 浦之內 
三 町を 領 し、 天 正中、 沒收 せらる と。 此 
の說 •恐らくは 非歟 )。 慶長 元年 ( 當に文 
祿五 年に 作るべし〕、 秀包 •高 良 山領の 
內、十五石を孝直に配す(誌には五十石〕。 
元 和 中 C 慶長中 也) 田 中吉政 •東 照 君の 


神主 (太閤 影>  かを 當山に 祠す 。大視 保眞 
をして 迎へ しむ。 保眞辭 す。 因つ て 孝 直. 
其の 事を 勤む。 吉政 •三十 五 石を 加 賜し 
.て 其 功を 賞 せらる。 孝 直の 子從六 位下 修 
理亮孝 基 (記、 今 按ずる に 先祖と 同名、 恐 
らく 誤な らん)」 と ( 筑後 倒史〕 。 

種々 の 說ぁれ ど、 要するに 丹 波 氏に して、 
鏡 山、 紀 、神代 等とは 別 族なる べし。 高 
良 (一四 〇 一 頁〕、 力 ガミヤ マ (一四 一七 
頁〕、 丹 波、 紀 、神代 等の 條參 照。 

胸 刺 ムネサ シ 古代、 武藏に 胸 刺 國造ぁ 
リ、出雲臣の族也。詳細はムサ.シ條を見よ。 

0^  ムネス N 能 登 國若山 邑の名 族 也。 
大谷條 を 見よ。 

宗田 ムネタ ソウ ダ 條を 見よ。 

{示 高 ムネ タカ 駿河 、上野 等に 此の 地名 
ぁり 0 _ 

1 宗高眞 人皇 別の 貴 姓に して、 承 和 五 
年 四月 紀に 「右京 人 正 六 位 上 春 男 王に 姓 
を 宗高眞 人と 賜 ふ」 と 見 ゆるより 出づ 0 
2 備後の 宗高氏 吉原氏 家臣に 宗高小 四 
郞 ぁり、 世羅 郡吉原 村宗平 城主 也。 吉原 
條を 見よ。 又備前 等に も存 す。 

棟 一尚 ムネ タカ 前條 氏に 同じ、. 

棟 近ムネ チカ 


宗近 ムネ チカ 安西 軍 策に 宗近加 質 守 
(隆 景方〕 を载 せ、 又 攝津國 有 馬 郡 小名 田邑 
に 宗近氏 あり、 橘 姓、 三條小 鍛冶 宗近 出生 
の 地に て、 此の 氏は その 裔 也と。 

宗次 ムネ ツグ 

•J 7TC 寺 マネ デラ 田 中 藩 知行 割 帳に 「二百 
四十 石 •宗寺 三左衞 門. I を 載せたり。 

宗時 ムネ トキ 備前 等に 存 す。 

00  ムネ トシ 太平 記卷 二十 八に 「小甙 
が 代官 宗 利」 を 載せたり。 

宗友 ムネ トモ 武藏 等に 存 す。 

胸 永 ムネ ナガ 

宗野 ムネ ノ ソゥ ノ條を 見ょ 0 • 

{示 延 ムネ ノブ 備 前、 播 磨、 攝津 等に 存 
すとぞ 0 

{示 平 ムネヒラ美作國勝南郡新田村庄屋 
に宗平 惣左衞 門 あ 9。 神宮 城主 木 下道 興の 

執 權宗平 惣監の 裔に して、 神 営 城陷 落後 歸 
農す とぞ 0 

宗 廣ムネ 一 一口 

宗政 ムネ マサ 

iJ TK 見 ムネミ 海 東諸國 記に 「信忠 。庚 寅 
年、 壽藺 護送と 稱し 、使を 遣して 來 朝し、 
書して 京 城 居住 宗見駿 河 守 源 朝臣 信忠 と稱 
す」 と。 


{示 宮 ムネ ミヤ ソ グウ 吉備 地方に 存 す。 
宗村 ムネ ムラ ソウ ムラ 
宗本 ムネ モト 美 作 國苫西 郡の 名 族に し 
て、 葛 下り 城に 住し、 毛 利 氏 家臣た' りしと 
ぞ。 

{示、 元 ムネ モト 吉備 地方に 存 す。 

宗安 ムネヤ K 

1 池 田 氏族 阿波 國の 豪族に して、 故城 
記に 「上 郡 美 馬 三 好 郡 八 刀、 宗 安殿、 池 田、 
紋 雁」 と 見 ゆ。 

2 雜载 その他、 姓名 錄抄 等に 此の •氏を 
载せ 、又 秀康卿 給 帳に 「三百 石宗 安」 と。 
棟 安 ムネ ヤス 前條と 同族 か。 

宗保 ムネヤ ス 同上。 

{示 山 ムネヤ マ 和名 抄 、安藝 國 安藝 郡に 
宗山鄕 を收 め、 高山 寺 本には 宇山に 作る。 
{示 代 ムネ m 肥 後 國の名 族に して、 宗代 
下野 守の 後 也。 子孫 大村 藩に 仕 ふ。 

宗 吉ムネ ヨシ 安藝 國高田 郡の 名 族に し 
て、 藝藩通 志に 「川 本 村宗吉 氏。 先祖 宗吉 
新 友衞門 •初め 甲斐の 國太 實庄に 住し、 武 
田 氏の 臣た 9 しが、 後 此の 土に 來 9 毛 利 家 
に屬 し、 其の ニ 男 新 左衞門 •農と な リ 、當 
村に 住す」 と。 

兎 原 ムハラ 攝津に 兎 原 郡 あ 9、 ウバラ 


條を 見よ。  ，_ 

茨木 ムバ ラキ ゥバ ラキ 條を 見よ。 又紀 
州 家々 臣に 此の 氏 あ 9、 茨木 惟昭は 明治 時 
代" 功多く (陸軍 中將) 、男爵を 賜 ふ。 その 
嗣子を 昭 一と 云 ふ。 

武發 ムホ ツム ハツ 東鑑卷 三十 六に 武 
發左衞 門 尉、 武 發次郞 左 衞門尉 基 親、 三十 
六、 四十 七に 武發 右近 將監 兼賴 •見 ゅ。 

味 酒 ムマザケ和名抄伊豫國に味酒_ > 
9。 その他は ゥマザ ヶ條に 詳か 也。 

馬 田 ムマタ ゥマタ 、及び メタ 條を 見よ。 
和名 抄 、筑 前に 馬田鄕 を收 む。 

馬 野 ムマノ 和名 抄上總 國に馬 野鄕 を收 
む、 ゥマ \、 マノ、 等の 條を 見よ。 

馬 見 ムマミ 和名 抄 、筑 前に 馬見躑 を收 
む、 ゥマ ミ條を 見よ。 

武美 ムミ 和名抄 、上野 國多胡 郡に 武美 
鄕を收 む 0 

牟 ^ 禮 ムムレ ムレ 條參 照。 

〇 牟 々禮君 天平 十 年の 周 防 國正税 帳に 
'「周 防 國佐波 郡 人牟 i 禮大 町」 なる 者を 载 
せたり o. 

埋忠 ムメ タダ ウメ タダ條 を 見よ'® 又 山 
城 西陣 Q 刀鍛冶. に 埋忠 大和 守吉信 (彥 次郞〕 
あリ 、源 姓と 云 ふ。 


梅林 ムメ バ ヤシ 中興 系圖に 「梅林 •淸 
和 山 0 實方の末七部景綱。之を稱す」と() 
その他は ウメ バヤ シ條を 見ょ。 

武茂 ムモ タケ ム タケ ブ 和名 抄 、下 

野 國那須 郡に 茂武鄕 を收 む、 武 茂の 誤 0 也。 
又 陸 奥‘ 八槻 社明應 九 年 文書に 「武 茂莊河 
ロ J 云々 見 ゆ、 

1 宇都 宮 氏族 下野 國武 茂鄕ょ 9 起り、 
宇都 宮系圖 «- 「下野 守 景綱丨 (武 茂〕 泰宗 
(五郎、 蓮惠〕 丨時景 (時 綱、 美 濃 守、 一に 
參河 守〕— 泰藤 (美 濃將監 )— 藤 綱」 と 
載せ、 又 別 本に 「下野 前司景 綱— 


丨 盛 綱 
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高 .© 院主 


又 宇都 宮系圖 に 「宇都 宮 公綱 丨 氏 綱 — 基 
綱— 滿綱丨 持 綱 ( 實は武 茂 綱 家 男丫等 綱 
丨明 綱— 正 綱 ( 實は等 綱 ニ 男、 始め 武茂六 
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ムハ ラキ _ •ムメ タタ 


ムメ ハヤ I ムモ 


六0 ニー 
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耶と號 す)— 成 網— 兼經 ( 武茂) J と 見 ゆ。 
初め 宇都 宮景 網の 三男 泰宗 •武 茂を 頜し 
て、 武茂 氏を 稱し •兼 綱 その後を 再興せ 
る 也。 以下 各項を 見ょ。 

2 世 譜武茂 系圖に 據 る。 

一代 泰宗 •宇都 宮景網 三男。 常 陸 介、 從 
五位 下、 五郎 左衞門 尉、 母は 秋 田 城 介 藤 
原義 景の 女。 初 名盛宗 、法名 蓮 阿。 武茂 
庄 十余鄕 を頜 す。 

ニ 代 時景 •泰宗 の 男、 美 濃 守、 從五 位下。 
法名 蓮 意。 母は 大宮兵 部丞平 胤景の 女。 弟 
景泰は 遠 江 守、 京都 守護と なり 烏 丸に 住 
す。 その 男 三 河 守 宗泰は 伊豫 國 住人、 その 
男 三 河 守 朝宗は 大洲 城主 也、 ゥツノ ミヤ 
條を 見ょ。 又 宗泰の 男 綱景は 遠 江 守、 都 賢 
郡 西方 十 余 鄕を頜 す、 西方 氏の 祖 。その 
男 綱泰は 太郞 左衞門 尉、 實は宗 泰ニ男 也。 

三代 泰藤 •時景 の 男。 左 近 將監 、法名 蓮 
常。 母は 芳實伊 貿守淸 原 高貞の 女。 その 
男忠泰 は大久 保五郞 左衞門 尉、 武茂 の庄 
大 久保鄕 を頜 す、 三 河 國大久 保 氏の 祖也。 
次に 泰藤の 弟 師泰は 高 尾 明 神の 社務、 母 
は 北條 某の 女。 その 弟泰 朝は 上 三 川 安藝 
守、 上 三 川 家督、 母 暴 藤に 同じ。 その 
弟に 氏泰 、泰景 あり。 
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四 代 氏泰 •時景 の 男、 泰朝の 弟。 武茂 右兵 
衞尉ゾ 始め 同 郡 狩野鄕 を領 して、 狩野將 
監と號 し、 後に 武茂 家督。 母は 泰藤 に 同 
じ。 弟 泰景は 大山 田 左京亮 、同 郡 大山 田 
鄕を頜 す、 母 同上。 その 男 氏 朝は 大山 田 
美 濃 守、 母は 同姓 三 河 守宗泰 の 女。 その 
男 綱定は 八郞 •母は 上 三 川 出 羽 守 綱 業の 
女。宇都宮等綱に從ひ、奧州に赴いて卒" 
その 男 綱 胤は 彈正少 弼 、初 名綱泰 。又 綱 
定の弟 綱 親は 上 三 川！ 一中 守、 上 三 川 家督。 
母は 綱定に 同じ。 

五代 綱 家 •氏 泰の 男。 武茂 右兵衞 尉。 母 
は 宇都 宮基綱 養女、 實は常 陸大 掾 平氏 基 
の 女。 弟泰 長は 四郎 左衞門 尉、 常 陸國鳥 
子鄕 を頜 す。 その 男 泰宗は 鳥 子四耶 、鳥 
子、 狩 野 等の. 祖 。又泰 長の 妹は 上 三 川 出 
羽 守 綱 業の 室、 綱 俊の 母 也"  ‘ 

六 代 持 綱 •綱 家の 男。 宇都 宮 下野 守、 宇都 
営 家督、 母は 一色 右 京大 夫 源 滿範 Q 女。 
弟 賢 珍は 老 上司たり。 

3 居城 下野 國志に 「武茂 城は 那須 郡武 
茂莊馬頭村にぁり。宇都宮常陸介泰宗.'始 
めて 築く、 正應永 仁の 年間な り」 と。 爾来、 
持 綱に 至る まで 累世 居住せ しが、 持 綱 • 
宇都 宮家に 入り 家督を 繼 ぎ、 家名 斷絕せ 
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しが、 後 永 正 三年、 持概の 曾孫 正 網の 三 
男 兼 綱 •武茂 城に 據 り、 武茂氏 を苒興 す。 
後屢 々佐 竹義重 (常 陸 城主〕 の攻 むる 所 
となり、， 遂に 降る。 其の後、 常 陸久慈 郡 
大賀 村に 遷 し、 義 重の 臣大田 五郎 左衞門 
をして 武茧 城を 守らし む。 

4 重 興 武茂氏 系圖に 「宇都 宮正 綱の 三 
男 兼 綱 ( 武茂 右兵衞 尉、 彌五郞 。母は 佐 
竹 掃 部 助 源義 親の 女〕— 守 綱 (左衞 門 尉、 
母は 長 倉 遠 江 守 源 義尙の 女)— 豐綱 (右 衞 
門 尉 •母は 松 野 大膳亮 藤 原 綱喬の 女〕— 
方 綱 (彌 五郎)」 と。 

5 雜载 一族に 西方、 大久 保、 狩 野、 大 
山 田 •鳥 子の 諸氏 あり。 又 長 臣に大 桶 安 
藝 守、 螺良織 部 正、 星 豐前守 •薄 井備中 
守 •等 見 ゆ。 伊豫の 武茂 氏は 宇都 宮條參 
照。  ). 

牟耶 ムヤ 次條を 見ょ。 

撫養 ムヤ 阿波の 豪族に して、 撫 養ょり 
起る。 故城 記、 板 東 郡 分に 「撫養 殿 •小 笠 
原. 源氏、 家紋 松 皮、 藤/丸」 と。 蜂須貿 
藩創業文武有功の士に撫養氏あり。 

撫養崎 ムヤサ キ これ も 阿波の 豪族に し 
て、故城記、板東郡分に「撫養崎殿*(飯 
沼)、 (源氏)* 家紋 三 目 結」 と 載せ、 一本に 


「皮 治 •源氏、 家紋 松 皮、 三 目 結」 と あ 9。 

牟山 ムヤマ 大和 國宇陀 郡の 名 族に し 

て、 赤埴 越後 守軌 安の 女婿たり。 

武 .^ ムラ 和名抄 -隱岐 國隱地 郡に 武良 

鄕を 敬む。 

村 ムラ ムレ、 及び ムラべ 等の 條參 照。 

1 村 君 古代の 地方 官職 名に して、 又邑 
君と 記す。 卽ち 村邑の 首長に して、 稻置. 
を 云 ふ。 神代 紀に 「天 邑 君」 を载せ 、下 
9 て 此の 職名を 氏と する もの あ リ 。此の 
場合には 君を 原始的 力 パネと 解すべし。 

2 山 域の 村 公春 日 氏の 族に して、 姓氏 
錄 、山 域皇 別に 「村 公。 天 足 彥國押 人命 
の 後 也」 と 載せた リ。 

• 3 大和の 村 君 和 銅 六 年 七月 紐に 「 大倭 
國宇太 郡 波 坂 郡 人 大初位 上 村 君 東 人、 銅 
鐸を長 岡 野の 地に 得て、 之を 献 ず」 と载 
せたり 0 

4 各 務村連 美 濃の 豪族に して、 各務氏 
の 族 也。 西宮 記卷 四に 「美 濃史生 各務村 
連 香 長」 なる 者 あり。 ガガ ミ條を 見ょ。 

5 上野の 村 氏國分 寺 發樾の 文字 瓦に 村 
氏 •見 ゆ。 

6 佐々 木 氏族 佐々 木 系圖に 「隱 岐守義 
淸丨太 部 政 義—義 明 (法名 雋 門、 圓義大 
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夫 房、 號村〕 丨美濃 守義高 (村 ニ 郎〕 1 高 I 
政'  (村 彥ニ®  J と 見 ゆ。 又義 高の 弟靜淸 
は 村 三 郎と 載せ、 中興 系圖に 「村 •宇多、 

■ 佐々 木、 義淸四 代、 次郎 左衞門 尉義高 • 
之を 稱 す」 と。 

7 雜载 その他、 東鑑卷 五に 村 右馬助 經 
業を 载せ ，下りて 德川 時代、 富 山 前 田 藩 
重臣に 見え (左 兵衞) 、加 置 藩狯， 帳に 「六 
百 五十石 (鳥居) 村 縫 殿右衞 門、 五百石 
(鳥居〕 村 安右衞 門」 見 ゆ。 又 秀康卿 給 帳に 
「ニ 百 石村忠 左衞 門」 を擧 r。 又 加 賀の衋 
家に 村東煺 、男 梅 岳 等 あ リっ又 東 作 志に 
見え、 又豐 前、 攝津 、武藏 等に あ®^ 
付合 ムラ アヒ ムラ ヒ備前 等に 存 す。 
材井 ムラ キ 信 濃、 下野 等に 此 地名 あリ 0 
1 佐々 木 氏族 佐々 木定 通の 男四郞 定平 
(或は 「定通 丨眞野 源 ニ 定時 j 四郞定 平」 
に 作る〕 •村 井を 稱す 、その後 也。 家 記には 
「佐々 木 三 郞秀恭 の 末孫 也」 と あり，。' 家紋 
左 三 巴、 蔓 柏。 

京 極 殿 給 帳に 「四百 五十石 村 井與 兵衞、 

ニ 百 石 村 井 作 十郎、 三百 石 村 井 理右衞 門、 
二百 石 村 井 市三郞 、八十 石 村 井 仁兵衞 J 
等を载せ、大村藩士ー」村井氏ぁりて、士 
系錄に 「源 •蒲 生家 土」 と。 此の 族 か。 


又寬政 系譜に 村 井 淸左衞 門 正 勝 ( 寬永幕 
S ) ょり 系 あ り。 

2 源 姓戰國 末、 村 井吉兵 衞貞勝 あり、 
民部丞 、長 門 守 等に 補 せらる。 織 闺信長 
,に從ひ、元饞四年七月、京都所司代とな 
る。 天 正 九 年 入道 •春 長 軒と 號 し、 十 年 
本能 寺の 蠻 、ニ 條城に 在 リて戰 死す。 そ 
の 男 淸ニ郞 も亦戰 死せ り。 又貞 勝の 孫に 
監物成 政 (他 田 輝 政の 甥〕 あり、 姬路城 
主 本多忠 刻に 仕へ、 後 播州 養 作の 各地に 
居り、 立 甫と號 す。 又 幕末 藏人所 衆に 村 井 
修理 少 進正禮 (實は 尾 張 齋聖寺 榴少 僧都 
の 男) あり、 勤王の 志士、 贈 正 五位。 

3 尾 張の 村 弁 氏 村 井 又 兵衞甚 賴あ P、 
前 田 氏に 仕へ 功 甚だ 多く、 從五 位下、 豐 
後 守に 至る。 三 州 志に 「天 正 十二 年* 國 
祖 •成 政の 隱 謀を 知りて、 村 井長賴 をし 
て築堡 なさし め、 越 中を 鎭し、 高 畠 九藏、 
原 田 又右衞 門を 裨將 とし、 且つ 足 輕大將 
■四 隊を副 ふ」 と 云 ふ。 高 畠條參 照。 又 長 

锹 略譜に 「天 正 十三 年 六月、 守 山の 神 保 
父子 •此の 城を 圍む 。前 田、 片 III 等よ く 
防ぎ、 且つ 村 井 長賴援 けて、 敵 首 八、 十三 
斬 取」 と 云 ふ。 又 末 森 記に 「前 田 方より 
村 井 又 兵衞」 云々 と。 (前 田條參 照)。 
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10  9 .8  7 6 5 4 

の 臼 兵 あ 家 あ 氏宮  玄 りに  男 平 村 石 子領又 

條 石山 出衞り 因に り攝 、記 伊圍 三。- ^ 加 爵"* ■井 七 孫す 金 
に 見に 雲 あ 、幡村 d 津本錄 勢 村 河 村石實 をと 又 升 加。 澤 
ぶの 在の り 吉の井 の 姓に の •の 井川の 賜 0 兵へ 賀慶町 
士 村り 村、 見 村 氏 2 村 源-! 村 村 村 備郡村 ふ 又 衞丸藩 長 奉 
f 井、 井 雲 條井見 5 井、 離 井井 井中 備 井、 兵0 內給十 行 
為氏 村 氏州參 氏え 5 氏 初 営 氏 源氏 住 中 氏 村 衞ニ上 帳 年と 
5 井 浪照  > 、ラ  代院  四 め 第 井の 百 羽に 死な、 

g 陰 伯 雲 人。 吉浪 £ 能 道 座內郞 諸り は 前 長 後 石 蝶- 1 しり 
g 德耆 陽、. 又 見 華 g 勢 林 春 営1- 侍、 山 項 八裔ハ ボー 、 、 
g 太守 志龜山 氏に: 郡 ^ 日祠と 出 無 島を 郎 •丸 ま 萬 そ 一 
當 平， に 井 宮のも ■^大 と社官 。所 傳鄕見 こ 明 内‘ 六の 萬 
益 記 築-! 條 村長 存と 0 里0 鑰に  にし 村よ れ治撫 5 千 男 一 

g * く 山を の 臣す又 村 取 見 @ と 井。 也に 子 ニ 五 長 千 

ど 暦し 代 見 人に0 須の  内え  g 。 村 又。 至り S 百 次 ニ 

見 塵と 城よ 村 此 磨名  人、  篇 領三  9 村 5 六矗百 

ゆ 四。 は0 井 0 の 族 村 又 1 に 州 特井 2 十 f 石 

。年  茶 覺氏  舊に  井 神 S 在 ■志  に學吁 九、 を 

ム 

ラ 

ィ 

14  13  12  11 

尾， 陸 之に の 大醫武 の] 寺 阿 又大重  裔 を土  々馬藝 

張軍丞 -1 儒 年 名時醫 G 用 州 下野 臣雜に 淸收記 菊 里 之藩備 
、中 R 八 者 Y 、十 師芑人 將總土  、載し 和む ベ’ 池 正 丞通後 
周將黑 十に 4 文 三村士 に裔 小井吉  て 源。 菊 氏を と 志の 

防 石 村 驾名世 井 $ 村 記 金 藩田武 d 氏 第 池 族 勤い に 村 
-、 tC 村 井？ 共の 見 為 井に 本番 伊 鑑：小 十 家 むへ J 井 

長 〇 、井中？ に裔 朴这內 ニ！  土 頭 達 、ラ 笠 四の 肥1- る鸹氏 
門 g 又鎭漸 、高 、能！ 藏村寺 等 藩 前 2 原項裔 後と を 3 
、，明 人 あ s し 能 章 2 助 f 過に s 中 田 5 氏參 、の。， 祖 H 御 
讚 守 治 4 り 需 、敦は 霞、 櫂去此 "老藩 村 族 照 同 豪 と U 調 

岐 § ■に. 伏。1 そ ハ 本 [? 堀內 帳の 、重 井 。姓 族 す S 郡 

* 4 村 見 又“ の 知 姓 等 尾 こに 氏 小 臣を小  異に  。なの 

肥 未 日 井役津 f 男 安 林 見 山 g 村を 諸の 稱笠  氏し  慶 5 名 

前 2 將 人山て 椿 w .田 ゆ 城 東 井败牧 外す 原 して. 長^: 族 

等, 軍に 藩 又壽の 氏。 守 者宗む 藩、 と 長 に、  中 佘 に 

に 戸 y 村 分 當へ男 、又 給、 十。 重 紀云淸  此菊 .よ 5 し 

多熠 ； 井 限 國椿也 菊 熊 帳本郞  臣州 ふの  の 池 り g て 

し，， 傳帳 出、0 池 本に 願*  、藩0 後 氏 風 齿丐、 
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U':/  . « ン ： , 0 ，村 村 村 村 村 M ” 村 村 村 B 邑 

ド て5 に4 夫 和3 十2 平1 尾 柄 江浦內 f る。 市 石居雾 井と 

出、 濱此因 時、 同 郞淸盛 伯 0 そ 吉 ぞ 

霖擯 田の 幡氏本 上 氏和衰 耆ムム ムムム 又の ムムム 瓶ム。 
§ 田 氏 氏の の 國山宗 源 記の ラララ ララ 武地 ラララ ハラ 
罢 氏族を 村 五但名 •氏に 村 ヲエエ ウウ藏 の イイ ヰ 渥 砵 
g の 载尾代 馬 氏 之 村 尾 ラ チに 毘チシ  美 

f 一伊せ 成、、 族を 中 尾 氏 藝 此沙  武彥前 

!3 族 執た.  五モ  稱興海  藩 肥 武の門 陸 信 藏太條 

に 村國り 因郞ン 中す 系六當  通 前藏氏 堂奥 濃に 郞氏 

據尾 = 、幡宗 三 興1- 圖あ國  志 に 等 あは 國 、此 りに 

る 刑 哼山志 幸 引 系と にり の に 村に り 田 津武の あ 同 

° 部 M 本，； 橘圖0 一，、 豪 見 浦存 。村 輕藏 氏り じ 

$ 大郡條 小 f 、 に 村 小 族 ゆ 庄す  將郡等 あ。。 

2 輔 2 參代 S 山 つ 尾 鴨に  0 あ0  軍 村に り 又 

S は 象 照 庄^： 名 村 •條し  り の 市存0  講 

，山 族 °のご 左 尾 淸參て  ° 古よ す 談 

品 本に  名と 京，  和 照、  跡り0  師 

气 城し  族0 大淸  、 J 源 と趄  に 
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市 平等、 天 正 十一 年、 織 田 信 孝に 從 ひて 
美 濃に 在 リ、 その 不在 中、 筒井 順慶 •本 
城を 燒く (背 書國 誌、 九々 五 集、 名勝 志)。 

6 信 濃の 村 尾 氏 下 條家士 に 村 尾 氏 あ 
り、 下條 、關 等の 條參 照。 又 詉訪の 名 族 
た} と 0 

7 遠 江の 村 尾 氏濱松 (鶴 舞) 藩醫官 村 尾 
元融 は國學 者と して 名 あり。 續 日本紙 考 
證を ものす、 其の後 學を嘉 惠 する 事、 鮮 
勘なら ず。 

8 讚岐公 姓讃岐 國の名 族 也、 植 田條、 
六 ニ 〇 頁を 見ょ。 

9 日向 大 隅の 村 尾 氏 須木 地頭に 村 尾 松 
淸あ り、 伊集院、 北 原、 北 鄕條參 照。 又 
祁答院 配下の 士に あり、 祁答院 河内 良 
重 •暴 逆にし. て、 永祿 元年の 正月、 其の 
妻 島津氏 (薩摩 守 義虎ノ 姉) が 嫉妬の 恨 
の爲に 、之を 刺殺す や、 家臣 村 尾_三 とい 
へる 小童 •是を 見る に 忍びず、 島津 氏を 
刺殺す c 地理 纂考 〕。 

10 雜觉大 村 藩に 村 尾 氏 (原 ロ) あり。 
その他、 武藏 等に 多し。 

村 岡 ムラ ヲカ 相 摸、 武藏 、陸 前、 但馬 

等に 此の 地名 あり。 

1 桓武 平氏 相摸國 高座 郡 村 岡 鄕よリ 起 
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る。 大邑に して、 後には 鎌 倉七鄕 の 一に 
數へら る。 この 氏は 關東 平氏の 宗族に し 
て、 尊卑 分脈に 「高 望 王 丨良文 (村 岡 五 
郎 『大名』、 邑岡 五郎、 從 五上〕 丨忠 輔、 
弟忠賴 (村 岡 次 郞〕 —將桓 C 武藏權 守)、 
弟忠桓 (武 藏押頜 使、 上總 介)」 と 載せ、 
又桓武 平氏 系圖に 「良 文 (鎭 守府將 軍、 
號村岡 五郎〕 丨忠通 (同將 軍、 駿河 守〕、 
弟忠賴 (陸 奥 守、 虢村岡 五郎、 千 葉祖〕 丨 
將常 C 武藏權 守、 P 父 畠 山祖〕 、弟忠 常 (上 
總 介、 號千葉 小 次 郞) 、弟忠 通 (村 岡 五 
郞〕 —爲道 (播磨 中將) 丨爲直 C 三 浦平大 
夫〕」 と 見 ゆ。 

又 諸， 家系 圖纂に 「良 文 (坂 東 平氏 諸 流の 
祖 、從五 下、 村 岡 五 郞大 夫〕 丨忠輔 、弟 
忠賴 (同 次 郞〕 、弟忠 光 ( 駿河 守、 從五 
下、 村 岡 小 五郎〕 — 桓 高」 と 载せ 、また 忠 
光の 弟 「忠道 (實 は忠 光男〕— 孝輔 、弟爲 
通 (三 浦〕」 と。  * ' , 
久来 博士は 「世に 良 文を 高 望の 子と 云へ 
ど 疑は し、 假冒に 過ぎず」 と、 タヒラ 條 を 
見よ。 但し 今昔 物語に， 「平 良 文 (字 村 岳 
の 五郎)」 と载 せたり (箕 田條參 照〕。 又 俗. 
史. には 村 岡五郞 貞光に 作り、 更に 橘姓碓 
氷 荒 太郞貞 道と 云 ふ。 その他は 大掾 、平 
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上總 、千 葉、 秩父 、長 尾 •土 肥-中 村* 碓 
水、 橘、 曾 我等の 條を 見よ。 

2 氏人 源平 盛衰 記に 村 岡五郞 重 門. •又 
鎌倉大 草紙に 「干葉 介は 平 將軍村 岡 五郎 
重 門が 末葉」 と 載せ、 又 東鏗卷 ニ 十一に 
村 岡 太、 郎 、村 岡三郞 •村 岡四郎 •村 岡 五 
部、 卷 四十に 村 岡 藤 五部、 四十 九に 村 岡 
藤 太 部、 村 岡彌五 郡 等 見 ゆ。 

又 井田 系圖に 「良 文 •延長 元 癸未 年、 陸 
奥 出 羽 ニケ 國の 探題 職、 これよ り 鎌 倉 住、 
男忠通 •駿河 守、 弟忠賴 •長 元三 十. 二十 
七、 千 葉と 合戰 討死」 と。 又 新 編 風土記 
に 「村 岡は 最も 古き 地名に て、 平 良 文 (高 
望 王の 五男) 當鄕に 住し、 村 岡五郞 と稱 
す 0 今 も 其の 居址は 渡內 村に 在り。 村岡鄕 
の鎭 守に 御靈宮 あり、 其の 傍の 小 庵を も 
御靈 庵と 云 ふ。 社 掌は 鶴 岡の 職掌 小 坂 氏 
な リ 。家傳 に 小 坂の 祖は 、村 岡 次郞 忠賴 
(良 文の 子〕 より 出で、 仁 安中、 御靈 社の 
神職と なり、 子孫 •治 承 中に 鶴 岡に 移り、 
元弘中に村岡に遷住し、文祿中、又鶴购 
雪 之 下に 轉 居す」 と。 鶴 岡 文書に 「建久 
ニ 年、 村岡鄕 を 供米 料に 寄進 せらる る」 
こと 見 ゆ (地名 辭書〕 。ヽ 
3 相谟 Q 村 岡 氏 前 ニ 項を 見よ。 又 地理 
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志 料に 「村 岡鄕は 村 十六を 領す 。卽ち 鎌 
倉 七鄕の 一也。 遠祖 平 朝臣 良 文 •鎭 守府 
將軍に 拜. せられ、 陸 奥 守を 兼ね、 始めて 
本鄕に 居り、 世に 村 岡の 舘と稱 す。 子忠 
賴 •將 軍を 襲 ひ、 相 摸の 押頜 使を 兼ぬ。 
其0裔*東國に蕃衍す。渡內に良文の §1 
址 ありて、 上屋 鋪と日 ふ。 其の 子忠 賴、 
孫景 成、 景政等 相繼い で此に 居る」 と。 

4 武藏の 村 岡 氏 新 編 風土記に 「平 良 文 
五代の 孫權五 ■郞忠 通 •大里 郡 村 岡 村に 住 
せりと 云 ふ。 成 田 分限 帳に 村 岡 式部 あり、 
この 後裔 か」 と。. 

5 韻 武平 氏大掾 氏族 芹 澤系圖 に 「多氣 
次郞茂幹 丨 兼 幹 — 種 幹 — 幹 文 (村 岡〕 丨 良 
幹 丨 高 幹 (土 佐 守) 丨 望 幹 丨 良忠 J と 載せ 
たり。 多氣 、芹澤 、小高 等の 條參照 0 

6 磐 城の 村 岡 氏 岩城實 記に 「岩 域 常道 
の 子 正道 •父 死去して 後、 國 政を 怠 P、 
姉 聱村岡 重 賴に國 中の 政事を 任せ 置く」 
と。 岩 城、 大村等 t 條參 照。 

7 伊澤 氏族 陸 前の 豪族に して、 留守 家 
の 族 也。 餘目舊 記に 「留守 一 ぞく 十七 人 
也。 一番の 一 ぞく 頭 宮城 方 也。 村 岡 先祖 文 
明と て、 是れ 二番目、 一 ぞくとが うす。 
八幡 庄三箇 村の 事は、 文治より 賴 朝の 御 


判に て 給 ひ 置く、 八幡 介と 號 す」 と (し 
又 「駿河 守ょう せう の 時， 高 森に 五木田 入 
道と 云 ふ 者 有 SN て、 留守の さたを もつ。 留 
守霜臺 死去の 後、 縑 倉へ 次 目の 御 判を 申 
すべく 候た めに 罷 上り、 程なく 申 下し、 忠 
節。 此の上 あるべからず と 存じ 候。 其の 
夜* 倥 藤、 南宮 * 同心し、 こきた 入道を^; 
にう つ。 その おんり やう 今に 宮城に 候 也。 
又 其の 以後、 大崎御 被官澤 田の □( 治 ガ〕 
主 留守 長門彈 正と 云 ふ 人、 師山 を％ 行し、 
みまや 別當な り。 御 不審に て 宮城へ 一一え 
て、 駿河 守を たのみ、 佐 藤 後家に さい あ 
ひし、 器用た る 間、 営 城の さたを もつ。 
郡 中に 村 岡 方い せいた る亂 、いかんと し 
て も 村 岡を たい ぢすべ しとた しなむ 。あ 
る 時、 葛 西へ 此の 旨 云 ひ 越す、 その 狀を 
滅次 にて 飛脚 取り おとす。 此の 狀いな 澤 
へ 來候 間、 村 岡 宮內少 輔方い きどを 9 ふ 
かくして、 駿河 守と 一城に なりて、 彈正 
らを うたれ 候。 

一、 駿河守 悉く 本 所を 國分へ 取られ 候て、 
其のい きどを リおび た ^ し* 大さき 六 代 
朔の 殿の 御舍 弟を 彌三郞 殿 直 兼と 申し 
候。後に青壕殿と串し候を我が城高森へ 
串し 起し、 我が 宿所う わたて に 置き 奉り" 


駿州は 中 城へ おり、 其の後は 村 岡 城 おと 
森へ お y 給 ひて、 代官に 村 岡 刑 部少輔 •遠 
江 守の 舍弟 也。 南宮 、佐 藤を さし そへ 奉 
リ 、いつき かし づき 奉り 候」 國分を ばた 
いぢし 給は ず、 結句む こに 成り 給 ふ。 然. 
らば 大谷 保に 其の 比 城く はなし、 さと 在 
所までに 候を、 代官を 人れ 三年 知行し 給 
ふ。.  轚 

竹 城 保 宮澤大 利八郞 とて 有り、 其の 在 城 
せめおとし、 ニ 年 御 知行 かは うちに も か 
なた こなた、 百餘鄕 知行し 給 ひて、 名 取 
も大か た 御手を 入れられ、 すでに 國にニ 
人の 大將の ごとく 也。 宮城 衆つ ぎ 目、 其 
の 外所帶 等の 時は、 まづ高 森 殿と 申し、 
かの 御 判を 給 ふ、 次に 留守 殿の 判を とる。 
彌々 ちゃうく わの 間、 彌三郞 殿 島へ 御 下 
りの 跡に おしのけ 奉る。 朔の上 樣も営 城 
衆 十分の 至 (程 力〕 也と て、 靑塚 どのを 
御 不審に て、 ゃう  <靑塚 鄕 、其の 外 ニ 
三 箇所 計 もたれ 候て、 一期を くらし 給 ふ。 
其の 時、 営 城 衆大喑 をす てた てまつ り、 
伊達を たのむな リ 0 

一、 應永 年號ば じめつ かたの 事 也、 村跗文 
明の 子孫 •總州 とてせ きね に 有り •其の 
息 四 人 也。 宮の 前、 其 外 かなた こなたに 


届 住す。 其 e 親類。 遠 州と 云 ひ 候。 親父 
宮内小 ノ輔 とて 京の 人 有り、 其の 舍弟兵 部 
小ノ輔とて、殊更大ぎやうの人なり、用心 
It を - 調へ 弓箭の ち -^> うき、 ひや うぢ や 
うならび なし 。今に 於いて、 かの さたを 
まなぶ 也。 営內少 輔い まだ 又ニ郞 の 時， 
そうり やうたり. し 村岡總 州に せっかんせ 
られ 候て、 かは うちへ 罷り出で、 大崎 に 
奉公 致し、 加 美 郡 小 泉鄕を 御 恩に 給 ふ、 
大いぬ塚に居住す。こほり大猥塚にて調 
義し 、一夜の 內に そうしう を 父子 五 人う 
ち、 纏て 兄弟 被官 十七 人に て、 いな 澤の 
たちを 築き、 留守 方 三百 餘騎に て 陣を取 
る 0 

村 岡 兵部少 輔うち 死いた すべきと おも ひ 
さだめ、 かみを あら ひしが、 てき 押しょ 
する 間、 かみを ゆ ふべき 隙な く、 日夜 七 
日が 間、 やぐらに のぼり 矢を いる。 それ 
K こり 候と て、 一期の 間 かみを あら ひ 候 
ては、 纏て 絲 もと ゆ ひに て かみを ゆ ふ。 
角て 大 さきょ 0、 朔 の上樣 •営ぎ へ馳 せ. 
給 ふ。 府中 山いた やどを り を、 大木を き 
り ^ さぐと. > へ ども 事と もせす、 そうの 
關へ御 出張 候 間、 留宁殿 お， それた てまつ 
リ 、陣を 引退き 給 ふ。 其の儘、 村 岡に 成 
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り、 兄弟い せい 申す 計りな し。 

村 岡 兵 部少輔 •大 崎の いくさ 奉行を もつ。 
稻澤西 城を つぐべき よし、 兄宮內 入道 存 
命の 間、 佗言す と 錐 承引せ ず。 宮內 のち 
やく 子 遠 州 •いまだ 又 ニ耶の 時、 親父の 
不審 ふかくして、 大いぬ 塚の 倥 藤と い 
ふ 人 •親類た る 間、 かの 所に 居住す。 一 
期の 後 も、 三男 六郞 太郞 とて、 兵 部 方の 
聱 也。. かれに 遺跡を ゆづる。 兵 部 名人た 
る 間、 わが 聲をば f 立てず、 遺跡 筋目た る 
とて、 ち やくし 又ニ郞 をよ びかへ し、 村 
岡と よばす、 此の 如き さたに より、 遠 州 
の 代に 西 館を ゆるす あいだ、 つがす る 也 W 
村 岡 遠 州 •家 明の むこ 也。 四 耶方切 腹の 
事、 いき ど ほり ふかくして、 四郎 ( 詮家〕 
の 舎弟 山內 腹に 飛驊 守い まだ 三郞 ニ郞な 
りしを、 取リ立 て >1 留守に 成さるべし と 
て、 美 伶 守に 矢を いる。 西 館 兵部少 輔ち 
やく 子 長 門 守 •高 森 かたを し、 伊達の 勢 
衆を 引 入る。 東 館 違 江 守は 三郞 ニ郞を か 
くごし、 大崎を ひき、 三年の 弓矢に て、 
つ ゐ U 兵 部 入道 •本意を 遂げ、 長 門 守 • 
村 岡に 成る J と。 

地名 辭書 に 『十二 代 四 郞詮家 切， の事に 
附 き、 遠 州の 憤 9 深く、 四郞 の舍 弟山內 
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腹の 三郞 次郞 * 飛驛 守を 取 立て >•、 十三 
代 美 作 守 持 家に 矢を 射る。 然る 處 、稻澤 
西 館の 兵部少 輔の 嫡子 長 門 守は、 高 森 (持 
家〕 方を 致し、 伊達の 衆を 引 入れ、 東 館 
遠 江 守は 三 郞ニ郞 を 格 護し、 大勢を 引 入 
れて 三年の 弓矢に て、 遂に 西 館長 門 守 • 
村 岡に 成る。 

餘目 記に ょれば、 村 岡の 遠祖を 文明と 云 
ふ。 文 永 ニ 年 文書 •留守 三代 家廣 ょリ、 
高 用 名の 村々 を、 子息 四郎左 衞門尉 家政 
へ 讓れる 中に、 餘部村 、村 岡 村の 名 見 ゆ。 
然らば 文明と いふ も、 家政の 孫裔に して、 
餘目 氏、 村 岡 氏は、 一流の 分派な り。 留 

守 文書、 德治 三年、 正 和 ニ 年、 家政の 領 
知を.、 家 明と ^ 彌 丸の ニ 孫に 分て る 事 
散見す。 この 鑰彌 丸は" もしくは 文明の 
幼名に して、 即ち 村 岡 氏の 祖先な らん。 
「讓 9 渡す、 陸 奧國営 城 郡 高 用名內 村々 
地頭 職の 事。 子息 左 衞門尉 家政、 餘部村 • 
女房、 幷に 須禰谷 女子、 伊澤 女子 分を 除 

く。 村 岡 村、 棒 村、 田は 東宮に 參町減 ずべ 
き 也。 右 家政に 讓り 渡す 所、 實正 也。 子 
息 等 中、 互に 違 亂あ るべ からざる の狀如 
件。 文 永 ニ 年 三， 月 二日、 留守 藤 原 花押 (家 
廣 、法名 行 妙〕」 と。 椿 村は 今 知れず、 
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永 仁 三年 文書に 「金 峰 山 堂、 修正 田 三 町」 
と载 せ、 今 村 岡に 金 峰 藏王櫂 現 ぁりて、 
多賀 城主の 勸 請と、 封內 記に 見 ゆ、 卽ち 
是な らん』 と。  一 
又永正十六年ニ月、伊達稍宗^判書を伊 
達內匠 助に 賜 ふ (迸 次考〕 又弘治 ニ 年、 
晴宗 •判 書を 村 岡 右兵衞に 與ふ と。 

8 虱 間氏跃 太平 記卷 三十 一に 「I 間 信 
濃 入道、 舍弟村 岡 三 郎」 を载せ た 9。 

9 駿 河の 村 岡 氏 平 良 文の 七 代 村 岡 小 太 
郎良 光の 後裔 也と。 府內 惣社 淺間 社流鏑 
馬 奉行に 村 岡內匠 ぁリ。 

10 利 仁 流 藤 原 姓 加 藤氏の 族に して、 辰 
之に 至 9外 家の 稱村 岡に 改 む。 家紋 下 藤、 
月 星。 幕府 藝 者の 書付に 「二百 俵 醫師村 岡 
支鞛」と载せ、寬政系圖に「辰之(支超、 
法眼〕— 辰 尹 (春 澤〕」 と ぁり。 

11 攝 律の 村 岡 氏 西 成 郡 (住吉 郡〕 粉濱 
村の 名 族に して、 保 元 ニ 年の 頃、 村 岡 又 
ニ郞と 云 ふ 人 ありし とぞ 0 

12 河内の 村 岡氏延 一 兀の 頃" 楠 反に 從ひ 
し士に 村 岡九郞 あり。 又 永 祿ニ年 交野 郡 
侍 連名 帳に 「藤 坂邑 •村 岡九郞 左 衞門尉 
爲弘 」 を 載せ、 女寬 永三宮 着座 覺に 「村 
岡 氏 一軒 J と。 
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13 丹 波の 村 岡 氏 水上 郡 鍋 倉 山城 主片瀨 
氏 家老に して、 丹 波 志に 「村 岡 藤 直 •子. 
孫 太 田 村。 村 西に 在り、 片瀨氏 の 家老な 
90 按ずる に 藤 直 文字の 聲に て唱へ 來 る、 
是字な るべ し」 と。 

14 但 馬の 村 岡 氏 七 美 郡 村岡邑 ょり 起る 0 
山名條參照。京大名譽敎授た9し村岡博 
士は 當國の 士 也。 

15 阿波の 村 岡氏祖 谷 山 营生氏 文書 建武 
三年に 「村 岡武 藏三郞 入道 御 跡」 と。 

16 鎭 西— 岡 氏 日向 記に 村 岡 空 助を 载 
せ、 北 肥戰 誌に 「下船 律の 村 岡 藤 次左衞 
門 J と。 又豐 前の 勇士に 村 岡大學 あり。 

17 源 姓 中興 系圖 、此の 氏を 平 姓と する 
外、 源 姓に も收 め、 又 源滿政 ( 滿 仲の 弟) 
村岡大 夫と 稱せ しに 始まる と 云 ふ。 

18 雜载近 江 蒲 生 家臣に 村 岡 孫四郞 •見 
え、 又 矢 橋 系譜に r 先祖 村 岡 氏、 近 江 矢 橋 
村に 住す」 と。 又 地理 纂考 、薩摩 國河邊 郡 
南方 鄕坊津 村近衞 屋敷 條に 「近 衞信輔 公 
，配流の 地な り。 公 •一女を 得て 使 令に 備へ 
ん とす。 因って 彌寢 山城 坊が 女を 撰み、 
漏寢 の 宗家 右京 重 長が 女と 稱 して 進む。 
公 •歸洛 の 際、 同 女を 従へ て 上京す。 後 
浪人 村 岡 伊織に 山城が 女を 賜 ふ、 男子を 
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生む、 新右衞 門と 號 す。 後 母と 共に 薩摩 
に 下リ、 龜山忠 辰が 家に 寓 す」 と。' 

又 關長門 守 侍 帳に 「二百 石 村 岡九郞 兵衞 」 
を载せ、又堀尾 [[!. 城守給帳に「三百石村 
岡 次 兵衛」 を擧 <'' 。又地理志料、 [11 城國條 
に (圓明寺村に葛原親王 〇 墓あ0。良弼. 
姓 平 朝臣、 實系 •親王ょ y 出づ J と。 村 岡 
先生 •學 深く、 本書 も 亦 貢 ふ 所 勘から ず 0 
又 美 作 眞庭郡 福 田 邑の名 族に あ 9、 草 加 
部 三 浦 氏の 分流、 三 浦 右近 貞 政の 孫 •太 郎 
兵 衞貞次 (寬永 〕 の 後 也と。 又近衞 家老 女 
にして 勤王家た りし 村 岡 局は 津崎左 京の 
女な リ 、贈從 四 位。 その他、 信 濃、 武藏、 
讚岐 、備 前、 備 中等に 存 す。 

村 岳 ムラ ヲカ 前條氏 に 同じ。 

村長 ムラ ヲサ 

村 垣 ムラ ガキ 

.丨淸 和 源氏 宇 野 氏族 駿河國 の 名 族に し 
て、 家傳に 「大森 治 員の 後裔に して、 そ 
の 先 •益津 郡 村 垣鄕に 住せし ょり. 家號と 
す」 と 云 ふ。 家紋 角 餅に 左 三 巴 •一輪 牡 
丹。 寬政 系譜に 「祀州 家臣 村 垣 吉平忠 充 
I 左 兵 衞芳充 — 左 太夫 軌 文— 左 太 郞軌之 
(百 俵〕」 と 載せ、 武鑑に 「左大 夫— 淡 路 
守 (三百 石) 


村 垣淡路 守定行 

と。 又 淡 路守範 正 (與一 一一 部) は、 幕末、 勘定 
泰 行、 外國 奉行と して 名 あり。. 

2 平姓紀 伊の 名 族、 日 前 神宮の 社家に 
して、 名 草 郡 思 部 城は 紀國造 家の 居城、 
家臣 村垣藏 人を して 戌ら しむ。 國 造家舊 
記に 「思 部 山の 城には 村 垣 因幡 守」 と。 
ィソべ、 ヰべ 等の 條參 照。 又 天 正 十二 年 
. 名 草 郡豪士 連判 狀に 「秋 月 村 •村 垣九郞 
助、 同村 村 垣 總次郞 (一に 與 三、 又 與總) 、 
同村 村垣甚 五郎」 を载せ 、又 日 前 社靑侍 
祝 部に 此の 氏 あ り。 

村 方 ムラ ガタ 田 中 藩 知行 割 帳に 「百 石 
村方彌 兵衞」 を 載せた 9。 

村賀多 ムラ ガタ 次條參 照。 

諸縣 ムラガ タ モロ ガタ 日向 國に 諸縣 
郡 あり、 和名 抄に牟 良 加 多と 註し、， 後世 諸 
縣庄 起り、 圖田 帳に 四百 五十 町と。 

1 諸縣君 日向 國の 古大 族に して、 諸縣 
郡の 土 豪 也。 景行 朝に 泉 媛 あり。 景行紀 
十八 年條に 「天皇 •夷 守に 至る。 是の 時、 
石 灌河邊 に、 人衆聚 集す。 是に 於いて 天 
皇 •遙に 之を 望み 給 ひ、 左右に 詔して 宣 


ふ、 其の 集へ る 者は 何人ぞ や。 若く は賊 
かと。 乃ち 兄 夷 守 弟 夷 守の 二人を 遣は し 
て覩せ しむ。 乃ち 弟 夷 守、 遺り 來ナて 諮 
L て 日 ふ、 諸縣君 泉 媛 •大御 食を 献づる 
に 依りて、 其の 族會 へり」 と 見 ゆ。 次い 
で 應神紀 に 「日向 國に孃 子あリ 、髮長 媛 
と名づ く。 即ち 諸 縣君牛 諸 井の 女 也」 と 
見 ゆ。 古事記には ■「日向 國諸縣 君の 女、 
名は 髮長 比賣」 と あり。 

2 皇別 諸縣君 前項 氏を 襲げ るなる ベ 
し。 景行 天皇 皇子 豐國 別命の 後 也。 此の 
皇子の 御 母は、 古事記 景行 段に 「日向の 美 
波 迦斯毘 賣を娶 りて、 御子 豐國別 王を 生 
む」 と 見えて、 日向の 人た る 也' 蓋し 諸縣 
君 族に して > 其の 生み 奉りし 此の 皇子を 
諸縣の 君と して 载き しなる ベ LO 景行本 

紀に 「豐國 別命は 日向 諸縣君 等の 祖 J と 見 
ゆ。 此の 皇子は 即ち 日向 國造の 祖 にして、 
國 造本紀 に 「輕 島豐明 ( 應神〕 朝の 御®、 
豐國別 皇子 三世 孫老 男」 と あるは、 前項 
なる 牛 諸 井に あらざる か。 子孫に 営 永 氏 
(諸 縣郡比 本庄村 八幡 社 祠官〕 あ 9。 その 
系圖に 「畫國 別命 丨 in 牟 波良彥 — 老 男」、 
その 孫を 牛 諸 井と す。 その 男 多氣男 •三 
俣に 住して 郡 司と なると 云 ふ、 日向" 宮永 


等の 條參 照。 

3 田 部 姓 田 部宗綱 •諸 縣大 夫と 稱 す。 
宇佐 大鏡に 見 ゆ。 

4 佐 伯 氏族 土 持 系圖に r 齊衡 中、 佐 伯 
時 綱 •賊 を大 隅に 討 じ、 功を 以つて 日向 
諸 縣莊を 賜 ふ」 と。 土 持條參 照。 _ 

村 形 ムラ カタ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

村 角 ムラ カド ムラ スミ 日向 國宮崎 郡 
村 角 邑ょリ 起り、 日向 記に 「村 角 信 濃 守、 
村 角 藤 右衞門 尉、」 等 見 ゆ。. 

又姬路 酒 井 藩 童臣に 此の 氏 あり。 

村 河 ムラ 力 ハ 次條幻 見ょ。 

村 川 ムラ 力 ハ 藤 原 姓と 稱 す。 

1 紀伊の 村 川 氏 戰國の 頃 •村 川 與右簕 
門 あり。 

2 肥前の村川氏小城鍋島藩の重臣に此 
の 氏 在リ。  . ‘ 

3 山陰の 村 川 氏 地理 志 料に 「竹 島。 伯 
. 耆人村 川正淸 、大屋 某 等、 往來數 次、 有 
無を 相 通ず。 正淸 Q 子 正 勝。 元祿渡 海」 
と。 元 和 元年 竹 島 渡海 許狀に 「村 川 市 兵 
衞 、大屋 甚吉」 と あり。 

又 鳥 取 藩 勤王家に、 村 川與一 右衛門 直 方 
(同 豐武の 男 •五百石) あり、 贈 正 五位。 
4 雜载 その他、 播磨 、攝津 、武藏 等に 
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ムラ 力々/ 


ムラカミ 


ムラカミ 


奎0 


存 す。 

村 上 ムラカミ 和名#、 信 濃 阔更級 郡に 
村上鄕 を收 め、 無 良 加 美と 註し、 又 安曇 郡 
に 村上鄕 を载せ 、無 良 加 美と 訓ず 。その. 他、 
山城、 尾 張、 下總 "常 陸-上野-磐 城、 越 
後 等に 此の 地名 あ y。 

丨 村 上 造 寳龜ニ 年 二月 紀に 「莫 牟師正 
六 位 上 村 上 造大寳 j なる 者 見 ゆ。 

2 村 上 連 類聚 符宣 抄卷 七に 備前 國掌從 
七 位 上 村 上 連吉里 あり。 前項 氏の 後 か。 
3 村上漓 氏 村 上 天皇の 皇子 致 平 親王、 
爲平 親王、 具 平 親王、 昭平 親王 等の 後に 
して、 紹運錄 に 「村 上 天皇 


丨致平 親王 T 成 信 左 由 擦、 照* 將 
! 1 信 右 £ 

丨爲平 親王 H 源憲定 、爲定 、賴定 
ー丨 顯定 、敎定 、敦定 等。 

丨具平 親王- T- 源 師房從 一、 右大臣、 左大將 
一— ^ ^ 因®  {す 

丨昭平 親王 天德 四士运 蛋连 

天德賜 姓の 事は 類緊 符宣抄 卷四に 「源 朝 
臣昭 平、 年 七」 と 見 ゆ。 

4 致 平 親王 流 分脈に 御子 「成 信、 致 信、 
永圓(寺大僧正〕」を载せ、「成信—公網 
. - 定圓 J と あり、) 


5 爲平 親王 流 分脈に. 「爲平 親王 


1 顯定 T 賢 定 T ■有宗 有 元~1~ 時 賢 _ 


—憲定 丨公網 

右兵衞督實成信子 

丨賴定 丨定季 — 

參 謠 定秀 
AJ S 路守 
丨爲 定右少 將 

參議 


丨國房 國忠 ~ ^ 慈 珍 

駿河守  諸 凌 助 仁 

丨镇 賢-女子 A 條院 芻 乳 # 
六 僧正 ft 宰相 

丨眞 助、 證圓 、定秀 


侍從彊  右 馬頭 
正 大弼 美 乃 守 

1 II S 定 

丨實攻 -賴尊 

賴定 同人 都 堂 僧都 

丨敦定 1 

丨 * 子 寬和闳 § 
恭子 

丨 女子 SI 房 公 a 


陸奧守 ' 

丨淸賢 
.有 房 

信 a 守 

丨 謙 

j— 深 賢 

-寺 

丨 女子 

美 作 


大江 匡房對 屠 守 

看 子 芋 欠 
文 博士-時 政 

ぎ 女 si 院 
丨有 政學頭 
右將昏 

丨有家 

下野 守 
參川守 

丨有忠 

丨有康 「遠資 
丨有 兼ト業 定 

相 摸 守 


丨 信 賢. 

右兵 尉 

— 盛 賢 

撰 隆 


—有資 "T 有 ^ 松 殿勾當 

鲁前守 一 

—忠賢 A 條院藏 人 

丨有 信^-信 宗—宗 網— 有 兼 

能 登 守 |左兵尉 筑菌守 若 狭 守 


I 有 網— 有 幸 

6 具 平 親王 流 具 平 親王 (後 中 書 王〕 — 師 
房 (母爲 平 親王 女、 本名 資定 、寛仁 四 年 
賜塬 朝臣、 土 御門 右大臣、 中院流 祖>7 


丨浚 房. 

母 藤 家 
:f 長女 
堀川 左 
大臣 


‘•7?— 師 光— 具 親— 輔 道— 俊 具 


I 顯房 -T 雅實 -T 顯通 d 雅通 

母道長女 
六 條右府 


一！ 師時 -T 師 行— 有 房— 有 道— 有敎 

—師俊 | 師阼 伏— 中— 


i 久 S 太 政 

丨顯仲 


—師忠 

母葱 宗女 
蘀 大納言 


久 S 大 
00 


.通 親 

土® 門 
内大臣 


久我内 

祥 IK 伯 卩雅定 t 一— 通資 

道右府  權大 

丨雅浚 — 寬雅— 浚 寬—俊 支 

京瑋  木 寺 佾 S 

丨國 信丨信 時— 顯 信— 淸 信— 顯平 

坊 .4  S 

中 姑 言- 雅 .賴丨 兼 忠丨雅 具 丨雅信 

猪隈  中納一 11 D 
綾小路 


丨顯雅 

揚痗權 

丨雅兼 


.1丨 1| —1 ;? !1 


薄雲 堀川‘ 

中 §D  大钥言 

丨賢子 1( 堀 河 帝) 

白 河 中宮 

丨廣網 -T 李 忠 淸忠 丨忠廣 

大宫揉 亮石 見守 駿河守 

.€ 1 行忠 —季定 

丁雅光 H 遠 隆 
丨 *1 辭厂資 陸 f 大夫 


S 原 
成國男 

— 仁^^ 

天 合 座主 
一乘坊 

丨實覺 
—麗子 

京 極北 
政所 


當源 氏の 內 、後世 榮 えしは 具 平 親王の 後 
にして、 師 房ょり 顯 房、 雅實 、雅定 、雅 通、 
通 親等 代々、 三 公に 昇る。 これを 久 我家と 
云 ふ。 中院 、北 il * 三條坊 門の 如きは、* 
其の 庶流に して、 * 畠 家 •最も 名 あり。 

n ガ 、キタ バタ ケ 、ナ カノ ヰ. ン 等の 條を見 


ムラカミ 


ムラカ $ 


ムラカミ 


1 


(村 上) 賴淸 (肥 後 守、 陸 奥 守) 丨仲宗 ( 筑 
後 守、 配 讚岐 國〕 i 


—惟淸 

三 河 守 

— 顯淸丨 

白川院 

截人 

昇殿 


丨仲淸 - 

白 ill 院 
蔵人 


一 丨宗淸 丨長淸 丨國淸 e s 國基子 

村 上 藏人  陸 奧守 

丨爲 國- 


_ 丨光淸 _ §•? 


村 上 判官 代 

丨定國 —淸長 

配 伊世 國 

_ 丨業國 I 信國 

右馬助 

.盛 滿 丨 爲國 丨 

現. 昇殿 村 上 黨祖 

丨宗淸 丨宗忠 


— 道 青— 顯基 

村 £ ニ郞 

厂基國 h 成國 

村 上 判官 村 上 五郎 
代 

丁 經業丨 仲 基 

本明國 
i 坂 

丨货延 丨 延時 

號村上 寄 令 ニ那 


ー丨屠國 — 信實 

右馬助 左 兵 尉 

•憲經 丨延經 

左 兵 尉 


I— 泰遠 

雲 院 

判官 代 


丨時資 丨時直 

小ニ郞 嵌 ニ © 

丨 信次丨 惟信 卜實 信— 實淸 丨政淸 

村 上 四郞同 太 邸 同 四 郎 夂四邱 

，安！ M 丨信讨 丨亂信 -r 信泰 -T 義日 T- 朝日， 

* a • * * • . _ >f  • IB， t 7 J.  •*•••:  7 ク^^^  t w 

—義隆 

蔵人 


判官 代 修理 亮 修理 亮 
村 上ニ郎 

> 明 國—仲 盛 

改經業 深 草 坂 
判官 代. 

丁 基國 T 親 基 

村 上 判 | 吾 要 太郎 
官代 一-惟 基 
村 上 二部 

丨高基 

村 上 五郎 

-義基 

飯 田 四郞 

丨宗延 丨 延村 _ ^ 

村 上 修理 亮 


彌四 郎 


r 矮 


丁 國信 

修理 亮 

一 ー信貞 丨 

1 T 


丨師 真 康永三 十 死 
材 上四郞 

丨師 國丨滿 信 

中務控 大甫 

一— 義康 —房義 —— 

蔵， 人 
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と载せ 、而 して 惟 淸の譜 に 「寬治 八 年、 
武藏守 行實を 及 傷す る 事に 依りて， 伊豆 
大島に 酣 流」 と 載せ、 顯淸に 「同事に 依 
りて 信 乃國に 配す」 と。 而 して 「盛 滿 1 
爲國」 には 「當流 相承に 兩說 あり、 仍 0 
て兩說 を 記す。 但し 爲國は 顯淸の 子 •正 
說 也、 村 上黨祖 也」 と载_ せ、 「顯淸 —爲國 」 
には 「村 上、 崇德院 判官 代、 實父盛 (一本 
に 此の 下淸〕 爲惟淸 子。 但顯淸 子 也、 此 
の 義正說 也」 と 云 ひ、 又 r 爲國丨 世延」 に 
「文 大中黑 、號村 上、 配流 信 濃國」 と。 

20 村 上 源氏 說 前項 氏は 一に 「村 上 天皇 
の 御孫參 議憲定 •賴 信の ニ 男 賴淸を 養子 
とす」 と 云 ふ。 

21 氏人 信州弒 上 氏は 保 元 物語に 村 上 判 
官代基國を载せ、平家物語に「信濃源氏村 
上三郎 判官 代」、 村 上 判官 代康國 •義經 に 
從軍 すと。 又 源平 盛衰 記に 「信 濃國 住人 村 
上ニ郞 判官 代基國 C 一ノ谷 合戰〕 、村 上 太 
郎信國 等見ゅ d 又 東鑑卷 五、 十一、 十三、 
十五に 村 上左衞 門尉賴 時、 八、 十二に 村 
上 判官 代 義國 、十六に 村 上 余 三 判官 仲淸 
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下って 太平 記卷 五に 村 上 彥四郡 、卷七 
に 「村 上彥四 郞義 光が 子息。 兵衞 藏人義 
隆」 、梅 松 論に 村 上彥四 郎義暉 、分脈に 「義 
日 •村 上 彥四郞 、右 馬樯 頭、 営 方に 於： > て 
討死」、 その 男彥 五部 朝日の 弟 「藏 人義隆 • 
父と 討死、. 元弘三 年 正月、 吉野城 軍事」 
と。 壯烈 鬼神を 泣かしむ。 一に 「小 笠 原 
長 氏 •村 上 義隆を 討っ」 と。 

又 太平 記卷 十五に 「村 上 源氏 1 仁 科、 高 
梨、 志貿 、眞 壁」 と 載せ、 卷ニ 十八に 村 
上 新三郎 、同 彌ニ郞 あり、 當國 の士か 0 
下って 文中 ニ 年 S 安 六〕 に 村 上越 後 守 
國銜 、又 國淸は 將軍義 滿の頃 •名 あり。 
次いで 應永 二十 三年 禪秀の 反に 村 上 左 京 
大 夫滿淸 •軍功 あり。 また 永 享八年 十一 
月、 左 京大 夫賴淸 •小 笠 原 政 康と戰 ふ。 
相 州 兵亂 記には 村 上 中務大 輔と载 せ、 「村 
上は 連々 闊東 公方 持 氏へ 奉公 云々」 と。 
また 結 城 合戦に 賴淸 、永 正 十五 年、 村 上 
義淸(武王丸、右京權亮、佐渡守>父賴 
平 ( 顯國〕 に 嗣ぎ 左衞門 尉と なり、 又享 
祿の 頃、 村 上 源 五 郞顯 胤、 又垴科 郡 葛 尾 
城主 村 上中務 少輔賴 平等 見 ゅ。 

拙著 信 濃に 「義 光の 弟 •義國 丨賴國 —國 
纣— 國淸 —滿淸 丨賴淸 (左 京大 夫) •應 仁、 
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男 信 清 ■里 見 氏に 仕へ、 後 德川氏 に 仕 ふ。 
家紋 上文 字、 十六 葉の 菊。 寬政 呈譜に 「武 
藏守 賴淸の 後胤 判官 代爲淸 C 爲國〕 が 十代 
孫 中務大 輔種淸 (修理、 道但 、覺 支齋) 丨 
左 京 亮持淸 (民 部、 足 利 成 氏に 屬す〕 丨信 
濃 守成 淸 C 久留里 城、 一岳、 英源〕 丨左衞 
門信淸 (家康 に 屬 す) 丨左衞 門淸政 丨同淸 
義 J と。 

30 . 岩 磐の 村 上 氏 田 村 郡 村 上 館 (逢隈 村 
大田〕 は 村 上 氏の 居所に して、 村 上 刑 部 
之 介は 田 村 大膳大 夫清顯 に 仕 ふ。 又 安達 
郡 戶澤村 羽 黑權現 社慶長 五 年 棟 札 1C 、 村 
上 兵 部 大輔見 ゆ、 上 杉 家臣な り。 又岩瀨 
郡 等に も存 す。 

31 陸前の村上氏葛西家臣にして、先齪 
因 州の 士 、嘉吉 中， 村 上 隼 人 •當國 に 來 
ると 云 ふ。 葛西滅 後、 氣仙 郡に 住す o そ 
の 裔織部 道淨は 義士と して 名-あ y 。 

32 陸 奥の 村 上 氏 建武 元年 津輕降 人 交 名 
に 「村 上 孫三郞 政 基、 同八郞 入道寘 元」 等 
見 ゆ。 

33 出 羽の 村 上 氏 由 利 家 老臣に 村 上帶刀 
あり、 ュリ條 に詳か 也。 又 藤 原 姓 本庄因 
幡 守宗資 庶子 權藏 常勝 •外戚の 家 號村上 
を繼 ぎ、 子孫 幕臣た 家紋 丸に 上文 字、 


五 七 桐、 十六 葉 菊。 

34 越後の 村 上 氏 式 社 案内に 「五十 公 神 
社 社 司 池 松 織 氏、 村 上 氏に て、 讚 州 松繩ょ 
り落來 り、 池 氏を 相續 す、 是迄七 十二 代 
血脈 相續 す」 と 也。 また 長 尾 系圖に 「村 上 
蓀義淸 殿」 と。 こは 信 州 村 上 氏 也。 又 謙 信 
樣御分 城 持 侍 大將衆 に 村 上 安藝 守、 また 
景勝樣家中侍に村上兵部少殿を擧ぐ。_ 

35 加 貿の村 上 氏 三 州 志に 「河北 郡 龍ヶ 
峯は河 村鄕森 村、 坂戶 村、 原 村、 井上 庄上 
藤 又 村、 以上 四 村の 頜羿 にあり。 堡主村 
土 右衞 門と 傳 ふれ ども 不詳。 天 正 四 年、 
謙 信 •加州 来攻の 時、 洲崎兵 庫、 ■田 隼 
人 等 之を 俱梨 伽羅に 拒む。 謙 信 之を 撃ち 
て 森 宿に 到る と あり。 十二 年、 津幡の 前 
田秀繼 君 父子 •俱梨 伽羅へ 出張し、 龍ヶ 
梁に て 佐々 與左衞 門と 合戰數 たびと、 前 
田 創業 記 等に 見 ゆ」 と。  * 
又 三 州 志、 能 美 郡 波 佐 谷條に 「十一 年、 
村 上義明 小 松 在 城の 時、 其の 長 臣村上 勝 
左 衞 門を こ 》 に 匱く こと、 越 加 記に 見 ゆ」 
と。 次 項參 •照。 又加賀 藩 給 帳に 「五百石 
(丸 內 上の 字〕 村 上 三右衞 門、 參百五 拾 石 
(同) 村 上 庫太、 貳百石 (同) 小 松 引越 村 上 
與 一、 百 石 (同) 村 上 七左衞 門、 百 石 (同) 


村 上 源 太郞」 を擧 r。 

26 村 上 侯 もと 丹 羽 家臣に して、 村 上 周 
防 守義明 (ニ 郞右備 門) は 三 萬 六 千 石を 
領 し、 一に 賴勝 とも、 忠 勝、 義國 とも あ 
り。 後に 十二 萬 石を 賜 ふと 云 ふ。 

而 して 豐 鑑卷〗 1 一に 村 上 周 防 守と 載せ、 藩 
翰譜 1C 「周 防 守源義 明は 初め 次 郞右衞 門 
尉と 名のり、 丹 羽 五郎 左 衞門尉 長 秀が家 
人たり。 長秀 卒して 後、 豐臣 家. に 召し 仕は 
る、 其の後 周 防 守に なされ、 從五 位下に 
叙せられ、 越 前 國を分 ち 賜 ひ、 堀 左衞門 
督秀 政が 手に 屬 せられたり、 六 萬 六 千 石 
を領 す。 或る 記に 信 濃 國村上 義淸が 子た 
る 由を しるせる あり、 此の 說疑 はしき 事 
あ yo され ど 思 ふに、 是れ 伊豫の 國の村 
上次郄が後胤にてあらずや、系圖を得ざ 
れば詳 かならず 。又 夏 目が 記に 義淸の 子 
ロハ 今上 杉が 家の 村 上 源 吾 國淸な りと しる 
L て、 周 防 守が 事を 载せ ず、 覺束な し。 
秀政が 男左衞 門督秀 治が 越後の 國に移 U 
し時、村上も同じく移つて、本庄の城 2:. 
領す(今の村上の城なり、九萬五千石 
餘〕。慶長五年戛、德川殿*上杉中納言を 
追討 あるべき とて、 村 上等は 己が 國に止 
つて 上 杉を 防 <* 。 此の 國 •元は 上 杉が 傳 
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元と 孫衞又 上下 菊淸 郞屬吉 g 照 リ總ぅ 月從越 男て に領 

越。 左 門っ與 瀧、 丨 レし 正 落 丹。 し 介む ベ ひ 後越此 蜂の 
後又衞 、村 三 村 桐三丨 、ニ g 波 子と 殿り 益；、 國後處 起 所 
國 ，門 ニ 上 兵 ° s 十三 千乏 S の 孫0 のて s 元を 守 彼すな 
よ 村 、代 氏 衞先落 郞右五 g 丨 村 丹 丹 家- 5 和 賜忠處 。れ 
り 上 五吉。 、祖 S 正衞百 1 次 上 波羽老 s k 元ら 後を 溝 ば 
岀彌代 右子 村 ほ^; 親 門 石1 1 郞 氏に 、花 S 5 年せ 4 打 ロ# 
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、•左 門 中の 田菇と 尙‘早 衞寬り 、主 f £ 大ふ 1 ぐ、 耆忑 

閤孫谔 三 村に 保， 家 同 f 秀 s 系 總正更 デに 村を 5 宣 至 

秀柚ミ 代 、屋津 5 紋正 £ 秋 5 譜 、の皂 と 向上 勝ユ 

吉津 ム 小 先 敷よ 村 丸 春®  、 ％ に 溝緣 3 燹ふ 又1；  5 等 | 

に 村； 兵祖跡 り 上 1 て丨 □後 S っ ロ 坐 ミ 村0 彼 上 S と、 

仕 ° $衞 村 ぁ 出 氏 上 甲 宗に丨 村 等の' 上 明の 總气 カ賊 

ふ彌孬 、上り づ •文 裴六家 右上  のよ 是もニ 御 介 秀を徒 

。助 靈四吉 4 る 子 字 守 三 康兵信  條 しれ 薛年手 殿 治合國 

吉 は？ 代 右 5 村 孫、 正 十に 衞濃  參な上 か 七に にの せ 中 
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武郞 q 公 眼 作十圖  ど、 但 子 何と 村 ま るの も吉野 

s 太 卷 A 、 判 一に 名 云 馬 丹 孫鹿载 根た  し 後 之野檢 

7 郎 s s 伯官 代^ 和 ふ 竹 後山 郡せ 元 天 ^ ~ ^ な-令 罐地 
± 武 5 S 州、 後 行 氏。 田の 根 位、 の. 田/^ ど S 倚 泉 こ 
S 顯 - 邛大 村） IL 盛 族 又 城 村に 田 又 家 郡 | 仏 見, び 寺れ 
$丨 女殖 山上 、ハ  岡 主上 在 村- 1 也條 ノノ ゅ播 、境 有 

$ 十 交: の 八 但村伯 村 赤 氏り 浪村 、に 。州 失內る 
ぢ 鄄裔 g 衆郎 馬上 耆條松  し 人 上 村- ^ に 除 除 時 

こ 行 丨徒 \ 纖 天の/人 友 竹と 、氏 上 村 村 住の 地“ 

1 直 巧 顯ど站 師皇 豪七衞 野。 村。 氏 上 上 し 守に!？ 

4 重と § 丫第族 三門 郡 上觀 * 氏 三 、を 成 7 

、左。、 S S “ 六に 頁 尉の  藤 音 八 矗 十 其 彌リ朵 

对兵 $ 高爷樊 2 皇し 參廣豪  太 寺上盟  u の 助し f 

ニ 衞 ^ 興 高 村 T 子て 照 道 族 夫 村 氏 S 後に 故 4 

ナ顯- の 重 上 4 望、0 よに  來0“ ？ 此與、 f 

芦 孝 名 弟 1 信 溫平名  りし  住 先 所へ 罐$ 

4 丨和 高高 濃聚 親和  出て  し祖 に、 泉 $ 

行顯 次長 興 法 美 王 系 づ、  、は 亡 与 來 其寺ノ 0 
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$ 三備 尉て 元 孫 上り 郞 すが f 村 氏 所、 年後に 高， ど f 

賙 日 中 惟 討弘三 云を 實 \ 嫡 5 上 しに 延レ胤 っ則塬 主 企 

守 村 死三郞 々知 貞同子 V 判 等て 元の 村 村 ハ 盛方耷 

1 S ' ^ '年 直 ^ -ら等 上 也 太 官 、討 三 甥 上上 村 q ひ、 g 
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村 上 土用 松 丸 あり。 又 肥 後國 志に 「村 上 
彈正少 弼顯 興の 男 村 上泰興 •麓 城に 居る」 
と。建武ニ年、當國に下向せし也。詳細 
は 名 和 條を 見よ。 

下って 應 仁記卷 ニに 「伯耆 には 南條 、進、 
村 上」 と あり。 

名 和 氏が 村 上 源氏と 云 ふは、 此の 村 上 氏 
より 起り しに 因る。 その 實- 開化 天皇の 
後裔-日 下部 姓なる 事、 名 和 條に說 きしが 
如し。 此の 一事は 中國 南海 地方に 榮え し 
村 上 族 研究に 資する 處勘 からざる べしと 
信ず。 但し 第二 項も參 照せ よ。 

40 — の 村 上 及 興— 年 六月 一一 十一 日 
左中將 奉書に 「出 雲 國利弘 保 地頭 職、 勳 
功の 賞と して 知行せ しむ 云々。 村 上 兵 庫 
允 館」 と。 又德川 時代で 小 田 切 氏 臣村上 
喜 ー郞舍 喜は 財政に 通じ、 盡す所 多し。 
又松扛 藩士 村 上 氏は、 中世 一時 郡 氏を 稱 
したる 事 あ S' もノ 間もなく 本姓 村 上に 復 
す。 家紋は 丸に 三 鱗を 用 ひ、 もと 信 州よ 
り來リたりとの說あるも的瘤ならず。 

41 石 見の 村 上 氏 石 見 軍記に 村 上 助 高 • 
見 ゆ。  • 
42 榛 磨の 村 上 氏播磨 風土記、 铹 磨郡條 
に 「大野 里。 右 大野と 稱す るは、 本 荒野 


たり •故に 大野と 號 す。 志 貴島宮 御宇 (鈥 
明}天皇2御世、村上足島等の上祖惠多， 
此の 野を 請 ひて 居りき。 乃ち 里の 名と 爲 
す」 と。 この 村 上 氏 も 日 下部 姓 か。 

43 赤松 氏族 第卅 八項參 照。 又 赤松 則 村 
八 代晴 政の 男信國 •美 作國 倭文芷 池の 內 
に 住して、 村 上 氏を 稱 すと 云 ふ。 上 月 記、 
康正 ニ年吉 野に 向 ふ 人數着 到に 村 上 源 三 
郞 あり、 此の 族 か。 猶ほ前 川條を 見ょ。 
族 人 多し。 

44 美 作の 村 上 氏 笠 庭 寺 記に 「東北 條郡 
賢 茂鄕 (宅 芋 八 升〕 村上恒 益」 を 載せ、 下 
つて 英田郡 小 坂 田 系譜に 「村 上 源氏 云々、 
善 兵 衞妻村 上 氏、 村 上 甚兵衞 (森 家に 仕 
ふ)、 村 上 淺右衞 門 (同上〕、 君命に ょり 村 
上 氏を 稱 す」 と。 又久来 郡 袖木邑 、讲和 谷 
邑 等の 名 族に 在りて、 第 四十 三 項 村 上 信 
國 •天文 十三 年 六月、 神代 邑に幻 住 庵を 
寄進、 その 男 勘 兵 衞久成 •毛 利 氏に 仕へ、 
天 正 三年 五月、 三宜に て、 宇喜多の 將岡 
平內家 利に 殺ざる。 その 男 六部 太郞信 則、 
その 男 新兵 衞 信義 也と。 

45 備 中の 村 上 氏 以下 數項參 照。 その 出 

自 について は 種々 の說 ある も、 結局は 日 
下部 姓 村 上 氏と 同族 か、 猶ほ考 ふべ し。 一 
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に 村上彥 四 郎義光 •軍勢 催促の 爲に 當國 
へ 來 ると 傳 ふ。 猶ほ 第二 項參 照。 

45 村 上 源氏 北 畠 氏族 說瀨戶 内海、 海上 
屈指の 豪族に して、 一に 北 畠顯 家の 子師 
淸を祖 とすと 云 ふ。 武家 高名 記に r 顯家 
_ の 子 山城 守師淸 •信 濃國に ，ありし が、 義 
弘 歿後、 同族な れば とて、 紀 伊の 雜實ょ 
9 軍船に て 押 渡れ リ 。その 男義顯 なり」 
と载 せ、 又 地名 辭 書、 慶長舊 記を 引きて 
「村 上は 海賊 方の 棟梁、 伊豫 國河野 十八 家 
の大 將の隨 一也。 其の裉 元を尋 ぬるに、 
南方北畠氏の樞機たリ。往昔、鹽鉋島に來 
て、 何となく 彼の 七 島を 押領 し、 夫ょり 
漾州內 、垣 生、 能 島に 渡リ 、島の 者を 懷 
け、 子孫 自ら 所の 主と なり、 船 働を して 
次第に 武異墓 り、 後には 自然と 名を 出し 
て、 河 野の 旗下と なる」 など 見 ゆ。 その 
他は 以下數 項參 照。 

47 河 野 氏族 說越智 系圖に 「河 野 新大夫 
通淸 丨六郞 通 助— 賴久 (村 上 左 衞門大 夫、 
任 日向 守〕 丨賴 員(日时四郞〕|敬親」と载 
せ、 諸家 系 圖纂も 之に 同じ。 

43 信越 村 上 源氏 說河野 系圖に 「村 上 助 
兵衞通 綱は 豫州に 人る 人 也。 元祖 •越後 
國村上 源氏 也。 久留島 通 房 •養 ひて 子と 


爲し、媞に嫁し、久留島の家を繼す、紋 
動 三文 字」 と。 越 智條參 照。 又 一本 河 野 
系圖に 「久留 島 備後守 通 房— (養子〕 通 綱 
(出 雲 守、 豫州村 上 祖) 、其の 弟 CS 某 (彥 
十郞 、通 房實 子、 村 上と 號 す」 と。 諸家 
系圖纂 •之に 同じ。 寬永 呈譜に は 「家紋 
は 丸のぅ ちに 上文 字。 先祖は 信 濃の 村 上. 

也。 流 落して 伊豫 國に 趣き、 河 野 氏の 家 
老とな る」 と 云 ふ。 通康 (河 野 通 直に 仕 
ふ)、 其の 子通總 也。 

又 藩 翰譜に 「武家 補任には、 來島 もとは 
村 上たり と 記せり。 豫章 記を 見る に、 朱 
雀 天皇の 御 時 •天慶 ニ 年に、 伊豫 國の住 
人 越 智押領 使 好 方 •藤 原 純 友 追討の 宣旨 
を 承は る。 爰に村 上と 云 ひし 者* 當國新 
居の 郡大 島に 流されて 年 久し。 彼れ 海路 
の 案内を 知れる 人 なれば、 好 方 •朝家に 
申し 乞 ひ、 具して 發向 すと 云 ふ。 其の後、 
貞治の 頃は、 河 野が 家に 能 島の 村 上三郞 
左衞門 尉義弘 、同 長 門 守 か ど 云 ふ 者 あり。 
此 等の 村 上、 昔 好 方が 乞に 因 9 て、 勅勘 
ゆるされし 村 上が 後に して、 來島が 先祖 
たるに や、 覺束 なし」 と。 

又 一に、 越 智通康 は 村 上 右衞鬥 大 夫と 稱 
す。 河 野 通 直の 女婿と な 9、 來島 家を 嗣 


ムラカミ 


ぐ。 その 男 通 之 (德井 半右衞 門)、 弟吉淸 
(村±彥右衞門)，弟通久(村上久右衞門〕、 
弟通總 C 村 上助货 衞 •後 來島出 雲 守)」 と。 
49 伊豫の 村 上 氏 以上 三項參 照。 古く 豫 

章 記に 「天 慶ニ年 云々、 其の 比、 村 上と 云 
ふ 者、 新居 大島に 流謫 せられて 年久しく 
住む 故、 海上 案内 者、 船 上達 者な れ ば、 好 
方 •勅許を 申し 請 ひて 同道」 と载 せ、 又 新 
居 系圖に 「豫州 越智 氏。 C 本 Q 紫 乃 弃、 初め 
て與州 K 下向す 。村 上の 木下大 夫の ム n 〕 
新居 (此 ょり 己 前 知れず〕、 爲齿 (上 大 夫、 
嫡子、 大兄：}」 と。 河 野、 新居 等の 條參 照。 
又 下りて 豫章 記に 「高繩 城沒 落、 爰に僧 
有りて 能 島 城に 來て 、此の 子細を 語りけ 

れ ば、 今 岡 通 任、 村 上三郞 左衞 門義弘 • 
相談し、同廿ニ日'$夜、議浦に押渡る」 
一 K 々。又 「義弘 •新居 大島に 居住す」 と 
載せ、 又 「船人 數村 上長 門 守」 等 見 ゆ、 南 
北朝 頃の 東： 也。 

又溫泉郡「弘正寺は興居島村本浦に在9、 
明 澤域主 村上弘 正 創む」 と傳へ 、又 南海 
治亂 記に 「能 島に 村 上 兵 部大輔 、岸の 城 
に 射 上 河内 守、 久留 島には 久留島 信 濃 守」 
と。 能 島、 野 島、 來島 、因島、 三 島 等の 
條參 照。 
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又 ^ 名 集に 「享祿 三年， 村 上 右衞門 通康. 
館の 命を 蒙り 云々」 と、 重 見 條を見 よ。 
又吉川 記に 村 上 右近 太夫、 因島 新 藏人等 
を载 .せ、 豫陽 盛衰 記に 「天文の 頃、 村 上 
掃 部武吉 •河 野 家 十八 將の 一人に て、 越 
智郡國 分 城に 居住す」 と 云 ひ、 又殘 太平 
.記、 永祿 十一 年に 「鳥 坂 城 守護 人 村 上 河 
內 守吉繼 J を 載せ、 御鎭痤 本緣に 「弘治 
四 年、 甘 崎 城主 村 上 出 雲 守 通康」 、また 「天 
正 五 年、 地頭 神主 村 上 河内 守」 等 ぁり、 

三 島條を 見よ。 

.又 五條 家 文書に 村 上 掃 部 頭* 安西 軍 策に 
村 上 又右衞 門、 關ヶ 原戰に 「毛 利 方 船將 
村 上 掃 部」 等 多く、 又萩雜 記に 「毛 利 家 
の 御船手 •昔は 七 組と 云 ふ、 後 三組と な 
る。 村 上 掃 部、 浦 孫兵衞 、村 上三郞 兵衞 
の 三組な り。 其の後は 兩村 上計になる。 

野 島は 村上圖 書の 家な リ 、因島は 村 上 左 
衞 門の 家な リ 。久留 島は 將軍 家へ 隨心 j 
と。 その他、 以下 各項を 見よ 0 
50 備 後の 村 上 氏 前 各項 氏に 同じ。 御調 
郡院 島中 里 金 蓮 寺 棟 札に 「文 安己已 八月、 
願主村±備中守源吉資」と旯ぇ、備中府 
志に 「院 島は 周り 七 里、 九箇村 あり。 む 
かじは 村 上 氏 •伊豫 國野間 郡を 知行し、 
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嫡男は 久留 島、 次男は 能 島、 三男は 因島 
を 知行し ければ、 野 間 郡の 内な り。 中頃、 
毛 利 家 •威勢の 時、 備後へ 近き 島なる 故 
に 討ち 隨へて 知行せ しよ リ、 備後國 にな 
れり J と。 又 藝藩通 志に 「村 上三郞 左衞 
門義弘 は 因島を 領 知し、 中庄春 影 山に 居 
たリ しが、 歿後 今 岡 通 任 •押領 せし を、 
義弘の 孫山晚 守義顯 •伊豫 國 より 来り、 
宮地大 炊 助 明 光、 小 林 脩 理介政 常 等と 謀 
りて、 今 岡を 討ち、 城を 復 し、 ニ 男次郞 
吉豐を 入る」 と。 又 「其の 子 備中守 吉資、 
其の 子 新 左 衞門義 光、 毛 利 家宮岛 の 戰に 
舟 手に 功 ぁリ 。軍記に 因島 新 藏人吉 光と 
しるせる は是な り。 彌太郞 照. 友に 至り、 
毛 利 家に 從ひ 、彼の 藩國へ 移る」 と (地 
名辭 書〕。 

又 通 志、 御調 郡條に 「靑影 山、 茶臼 山、 
並に中庄村にぁり。靑影は村上三郞左衞 
門義弘 より 數世所 居、 今 岡 通 任 •押頜 し、 
又 取 返されし 事な ど、 士官の 部に 見 ゆ。 
茶臼 山は 草 卯 山と もい ふ、 主 者 しれず」 
と。 又 「長 崎 山 • 土 生 村に あり。 村 上 新 左 
衞門が 所 據と云 ふ。' 河 野 記には 1 r 村 上 山 
城義顯 、ニ 男 次 郎吉豐 c 顯長 とも〕 •長畸 
山を 立 出で』 とい ふ 文 見 ゆ。 いづれ にて 


も、 村 上 一 族の 所 居に. て、 靑影の 子 城の 
類なる べし。 下の 數城 もまた 同じ」 と。 

又 「馬 神 山 •重 井村に あり。 亦 村 上 新左衞 
門が 所 據と云 ふ。 河 野 記には、 向島 立 花 
村、 餘畸を 出で、 重 井村 靑木に 移る と あ 
れば 、靑木 山は 城跡に あらず。 馬 神 山の 
城に 當るべ し」 と。 又 「刈 越 山 •田 熊 村. 
にあり、 城主 馬 神 山に 同じ。 寺畸山 •大 
濱村に あり、 村 上 丹 波の 所 居」 と。 

又 r 美 崎 山、 一城 山古壘 、並に 三 庄村に あ 
'り、 主 名傳は ら ず。 亦 村 上が 一族 家人、 居 
守せ しなるべし。 岡 島 城、 龜 山、 丸 山、 遊に. 

向島 西 村に あり。 岡 島は 村 上 治部少 輔、 
同 又 三 郞吉滿 、父子 所 居と いふ。 其れ以 
下は 詳なら ず。 丸 山は、 丸山大 膳と しる 
せる も ^ .り」 と。 

又 r 重 井村 村 上 氏。 村上義 光の 末裔と： > 
'ふ、 慶長 年中に 彥右衞 門 •里 正と なる」 
と。 現今 當村に 村 上 梅三郎 氏 あり。 又 桑 
田 氏 家士に 村 上 氏 •見 ゆ。 

51 藤 原 姓 安藝の 豪族に して、 海 東諸國 
記に「國重.甲_年、使を遣はして來朝 
し、 書して 安藝 州 海賊 大將藤 原 朝臣 村 上 
備中 守國 重と 稱 す。 圖 書を 受け、 歲ごと 
に 一 船を 遣は すを 約す」 と' 万 美 條參 照。 


又 藝藩通 志に I 中 村 石 井 氏 •先祖 大內義 
隆の 家人 石 井 刑 部、 弘治 元年、 嚴島に 戰 
死し、 其の 子九耶 兵衞 •能 美 島に 來 りて、 
當 村の 民と' なる。 正德以 後、 累伢里 職た 
り。今大次まで八设、家に村上氏の系圖 
傳 書を 蔵す、 傳來 •詳な ら ず」 と。 

52 安藝の 村 上 氏 前項 參照 。猶ほ 第 四十 
六 項 以下を 見ょ。 又 通 志に 「高 田 郡 下 小 原 
村 村 上 孫 右衞門 宅址は 同村 友貞 にあり」 
と。 又 「廣島 府尾道 町 岩國屋 、先祖 多 田 
與 三次 郞は毛 利 家人な リ 。其の 長子 與三 
兵衞上脳島氏 |2 仕ふ。次子與三右衞門は天 
正 年中 來 y て此に 居る。 伊豫 岩 城 島の 人 
村 上半 兵衞を 婿養子と す。 坊賈 とな 9 て 
岩 國屋と 呼ぶ。 今の 輿 三右衞 門まで 六 代、 
多く市職たり。家に村上掃部が毛利氏に 
訴ふる 文書を 持傳ふ 。掃 部は 能 島 元吉が 
孫なリ」と。又「石見屋町醫村上氏*先祖 
神 保 新右衞 門は、 小 早 川 家人たり。 其の 
子五郞*醫となりて道巴と稱す。五壯太 
夫 •藩の 小吏と な P、 氏を 村 上と 改め、 
後又醫 となる。 今 道 巴まで 七 代」 と 見 ゆ。 
53 大內 氏族. 家傳 I-C 「藤 原 姓に して、 大 
內義弘 の裔 也」 と 云 ふ。 家紋 丸に 上文 字、 
丸に 三 柏。 禁锂の 瞽官 春臺院 謙 益 (元 亮) 


— 養 純正 信 (民 部 之 助、 初め 元 里} 幕府に 
仕 ふ。 藝者の 書付に 「二百 俵 •醫師 村 上 
養 順 •今程 四百 俵 J と ある もの 之れ 也。 

54 筑豐の 村 上 氏 宇佐 大鏡 頭注に 「村 上 
良 氏は 豐 前忡津 郡を 領 して、 仲津 城に 居 
る」 と (地理 志 料〕。 又後掛 稗 田 村の 人 村 
上彥左 衞門刚 C 大 有) は 怫 山と 號す 、詩人 
也。 又 立 花 家臣に 村 上 三四郞 あり。 

55 高木 氏族 龍 造 寺 隆信譜 に 「豐前 守 胤 
家 •千 葉 胤 盛に 從ひ筑 前に 如く、 小山、 
村 上等祖 也」 と。 

56 大伴氏 族 家 康を祖 とすと 云 ふ。 

57 幕臣 藤 姓家傳 に 「先祖 河 合， 後宮 田 
に改む 。傳左 衞門正 純の 男忠 三部 正 邦 C 大 
和守>更に村上とす」と。家紋丸に橘、 
瓜の 內梅 鉢、 藤菱 。千 五 百 五十石を 領 す。 
又 正 邦の 弟 r 鏠殿助 正直 ( 千 五 百 五十石) 
丨同 正道、 弟大 膳正恒 」 と。 家紋 細 輪の 
ぅち 橘； 瓜の 內梅 鉢、 臌菱。 

58 雜载 その他 •土 岐賴行 家臣 村 上 小 左 

.衞門 忠德は 槍術を 以 つて 聞 ゆ。 又 德川時 

代、 姬路酒 井 藩 番頭 用人、 黑 川柳 澤藩重 
臣 、笠 間 牧野 藩 重臣、 大田喜 松 平 藩 用人、 
高 田 榊 原 藩 重臣、 紀州家 重臣 •下 妻 井上 藩 
近習 頭、 大 關藩附 人" 赤 穗森藩 用人、 府內 
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'松 平 藩 用人、 長 島 增山藩 用人、 盤 城 平安 
藤 藩 用人、 安志 小 笠 原 藩 用人、 山中 大久 
保臻 年寄 等に 此の 氏 •見 ゆ (武鑑〕。 又 堀 
尾 山城 守 給 帳に 「三百 石 村 上作 太夫、 百 
八十 石 村 上文 左衞 門」 を擧 r。 又 寬政系 
譜 、未 勘に 村 上 茂 左衞門 (喜 左衞 門、 百 
五十 俵) を收 む。 

■又 蜂 須貿藩 創業 文武 有功の 土に 村 上 氏、 
久留来 有 馬 藩士 村 上文 太 量 弘の男 守太耶 
量弘は 學深 かりし も、 老臣 馬 淵 氏を 刺し 
て 自殺す。 又 京 極 殿 給 帳に 「二百 石 村 上 
又右衞 門、 二百 五十石 村 上 宇右衞 門、 出 
羽 守 殿へ 二百 石 村 上長 太夫」 等を 載せ、 
大坪流 馬術に 村 上 加 賀守永 幸 (孫 三 郞)、 
大村 藩、 熊 本 細 川 藩 等に も 見え、 又津山 
藩 分限 帳に 「二百 石 村 上 淡 治郞」 を擧 ぐ。 
又 御醫に 村 上冬嶺 等詮、 三 條家 侍に 存 し、 
.又 北 野 社家 •主 典 松 翁、 巡 檢は村 上 天皇 
裔と云 ふ、 松 翁 翁を 見ょ。 又 ® 家に 村 上 
松 堂 茂 篤* 同東洲 成 章 ぁり。 

又享 保の 比、 村 上 光淸は 富 士大宮 本社を 
修造す。 又 象眼 師に村 上 如 竹 (仲 矩) 、そ 
の 女如鐵 、養子 如 中、 如 竹の 弟 唯 七 正則 
等、 皆 名 あり。 又 下野 國那須 郡佐久 UJ- の 
嫛村上 松 園 木 山の 男 貞介義 茂 (英俊〕 は 幕 
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末、 佛蘭西 語を 研究し、 明治に 至 9 達理 
堂を 開く、 佛語敎 育に 盡す 甚だ 大 也。 男 
榮太郞 、姪 秀太郞 なりと。 又 伊豫の 人 村 
上 享ーは 鐵道畀 に 名聲 を擧ぐ 。又 久能山 
社家に 見え、 又豐 後'、 肥 後、 土 佐、 阿波、 
備 前、 攝津 、大和 (社家)、 志 摩、 美 濃、 
相 摸、 武_ 、上野、 下野 等に も存 す。 

村 神 ムラカミ 和名 抄、 T 總 國印幡 郡に 
村神鄕 を收 む、 村 上條參 照。 

村 木 ムラ キ出 雲國村 木庄ょ 9 起る。 佐 
々木 氏の 族 也と。 京 極 殿 給 帳に 「四百 石 村 
木 助 太夫」 ぁ SS。 

村 岸 ムラ ギ シ武藏 等に 存 す。 

村 櫛 ムラ クシ 遠 江 國敷智 (濱名 郡) に 村 
櫛庄 ぁりて、 東 寺 康永ニ 年 文書に 「遠 江 國 
村櫛莊 、最勝 光 院領」 と。 又 建 武四年 文書 
に 「村 櫛 東西 鄕」 と 見 ゆ。 この 地ょ-り 起り 
しにて、 東鑑卷 四十 一、 四十 五に 村 櫛三郎 
兵衞 尉を 擧ぐ 。而 して 志 都 城 (村 櫛 村 南 之 
崎) は 一に 村 櫛 城と も 云 ひ、 志 津三郞 なる 
者 築く と傳へ 、又 一に 「九條 殿御 內備中 守 
共資 なる 者、 一條 院 御宇 正 曆 年間、 倫 命を 
奉じて遠江國に降り、當域(又住堀江)。住 
む。 寬弘七 年 正月 朔 日、 一子 備中守 共 保 •引 
佐 郡 井伊に 生れ、 同年、 共資 •井伊 城に 移 
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る.」 と 云 ふ。 此の 氏の 出 自と關 係 あるか。 
氏人は 東 鑑建長 三年 正月 二日の 村 櫛 兵衞尉 
以後 多く 見えず。 この 地の 事は 宗長 手記に 
「河 西 村櫛墦 江 下野 守 •數 年の 館、 濱名の 海 • 
南北に めぐり、 本 城外 城黑 山と いふ。 早 雲 
庵 (伊勢 新九郞 氏 長〕 備中守 相談せられ、 當 
國諸 軍勢ぅ ちょせ、 兩 三日に. 落 居す」 と。 
堀江、 井伊、 志 律 等の 條參 照。 

村 串 ムラ クシ 前條參 照。 又 三 河の 名 族 
に 見え、 又 尾 張國津 島の 人に 村串與 三左衞 
門 あり、 水 野 氏に 仕 ふ。 

村 ロ ムラ グチ 伊勢、 志 摩、 尾 張、 武藏 
等に 存 す。 

衬國 ムラ クー I 和名 抄 、大和 國添下 郡に 
村國鄕 、次に 尾 張 國葉栗 郡に 村國鄕 、後に 
村久 野と 云 ふ。 次に 美 濃 國各務 郡に 村 國鄕、 
前者と 川を 隔り るの 地 也。 又拯前 等に も此 
の 地名 あり。 

丨村國 連 美 濃 國各務 郡の 村 國鄕ょ 9 起 
る。 神 名 式當郡 に 「村國 神社 ニ 座、 村國 
眞墨田 神社」 等を 载せ たり。 此の 氏と 關 
係 あらん。 氏人は 天 武前紀 に 村 國連男 依 
あり。 壬 申の 役 功多く、 封 百 ニ 十戶 、功 
田 十 町、 贈 外 小 紫。 其の 出自詳 かなら ざれ 
ど、 恐らく 尾 張 連 族と 思は る。 その後、 靈 


鐘 元年 紀に 「小 依 (男 依) の 子息 從六 位下 
志 我麻呂 」、下りて慶雲四年五月紀に「美 
濃 國村國 連 等 志賣」 、また 類聚 國史 八十 七 
に 「延曆 十七 年 云々、 美 濃 國人村 闕連惡 
人」 など 多く、 又 志 我麻呂 の 男 島主は 美 
濃少掾たりしも、藤厭仲麻呂の事に座し 
て誅 せらる、 後贈從 五位 下たり。 

2 無 尸の 村國氏 正倉院 天平 二十 年 文書 
に « の氏人あり。村國連.の族人ならん。 

村 國奧ム ラク ニ/オタ 前條參 照。 

〇 村 國奥連 大寳ニ 年の 三 井田 里 戸籍に 
「村 國奥連 小 龍賣」 なる 者 あり、 前條 氏の 
族 か。 

衬久野 ムラ ク メ 尾 張に 村 久野庄 あり。 

村#  ムラ クモ 丹 波 國多紀 郡に 村 雲莊あ 
り。 太平 記に 見え、 地名 辭書に 「本 庄の大 
字は 今縣 守と 共に 雲 部 村に 入る、 村 雲庄は 
和名 抄 、草 上宗 部ニ鄕 に 渉りし と 見 ゆ。 長 門 
本 平語に 丹 波國村 雲と あり。 丹 波 志 云 ふ、 
本庄 村と 云 ふは 村 雲莊の 頭な り。 是の庄 •昔 
九條 殿の 領地に て 此の 村に 下司を 置かれ、 
其の 賦税を 收む 'る 廳を 京都に 置き、 頜知の 
名を 用 ひて、 其の 地を 村 雲と 稱し たり」 と。 
波 多 野 •氷 上、 八 上、 籾 井 等の 條を 見よ。 
又 日向 記に 村 雲 萬 六 左衞門 尉を 擧 r。 
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村擧 ムラ ケ 

丨村擧 首 毛 野 氏の 族に して、 姓氏 錄、 
河內皇 別に 「村 擧首 。豐城 入彥 命の 後 也」 
と载せ たり。 

2 無 尸の 村 擧氏正 倉 院寶龜 ニ 年 文書に 
此の 氏人 あリ 。前項 氏の 族 人な らん。 

衬越 ムラ n シ 遠 江 等に 此の 地名 あり。 

1 因幡の 村 越 氏氣多 郡の 豪族に して、 
安西 軍 策に 「因 州の 國人村 _J 云々 と。 

2 淸和 源氏 石 川 氏族 家譜に 「義 時流、 
石 川 左 兵 衞尉親 康の裔 にして、 初め 石 
川、 兵 庫頭顯 光に 至り、 德川 家康に 仕へ、 
村 越と 改む J と 云 ふ。 家紋 丸に 鳩 酸 草" 笹 
龍膽 。され ど 此れょ 9 前、 奥州 石 川 郡 平 
館は 阿武隈川 岸に 位し、 天 正 年中、 須田の 
老臣 村！ 一雅 樂尉此 に 居住す と 見 ゅれば、 
その 族な らん か。 寬政 系譜、 藤 原 姓に 收 
め 「光 (七 郞左衞 門、 光勝、 道 喜。 淸康 
以來松 平 家臣) 丨光 (三十 郎 、兵 庫 允、 顯 
光、 千 石〕— 七郎左 衞門正 重 (千 二百 石)」 
と 見 ゆ。 

3 藤 原 姓 三 河 國の名 族に して、 碧 海 郡 
三 木 城 (一に 水 城 城、 三 木 村〕 は 松平康 孝、 
及び 其の 兄 信 孝の 居城な りしが、 天文 十 
ニ 年 六月 落城、 後 村 越 茂 助 •當 城に あり 


♦ 


と。 茂 助は 酒 井將監 家臣 村 越太郞 右衞門 
梭吉の 男に して、 直 吉 ( 吉直〕 と稱 し、 家康 
に 屬 して 功多し。 中 村條參 照。 その 男 「長 
門 守吉勝 C 七 郞左衞 門、 次左衞 門、 忠 勝、 
道 半)— 伊豫 守 直 成 (征 成、 實は 牧野 信 成 
十 男、 三千 二百 石〕— 賴母勝 成— 織 部 照 
成 C ニ 千 五百石)」 等、 寬政 系譜に 見 ゆ。 
家紋 丸に 鳩 酸 葉、 十六 葉 菊、 九 躍。 

又 「平 岩親吉 家臣 村 趣 茂 左 衞門延 久丨茂 
兵衞延 時」 は、 小 給 地方 由緒 書に 「村 越 
茂兵衞 •忍 城番 、五十石」 と 見 ゆ、 家紋 
丸に 鳩 酸 草。 

4 駿 河の 村 越 氏 翁 草、 鎌倉時代の 所領 
を擧げ て、 「七 千 町 •駿 州の 內 、村 越 官內 
重 基」 と 見 ゆ。 徵證な し。 

5 雜载堀 尾 山城 守 給 帳に 「四 拾 石 村 越 
仁右衞 門」 を载せ 、又紀 州 家に 存し 、又 靄 
家に 村 越 辰 之 助其榮 、泥 エに 村 越滄洲 等、 
皆 名 ぁり。 又武藏 、磐 城、 岩 代、 信 濃 等 
に 存 し、 又禊敎 々祖 井上 正鐵の 弟に 村 越 
鐵喜 あり、 敎主 となる。 

村 社 ムラ ny 和名搀 、備中 國英實 郡に 
林鄕 を收 む。 村 社庄の 地に て、 村 社の 誤な 
らん かと 云 ふ。 又 日向 記に 村 社 與左衞 門 尉、 
村 社 余 七 等 見 ゆ。 
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村 込 ムラ n ミ 

紫 ムラ サキ 陸 前に 紫 神社、 筑前 、豐前 
等に 此の 地名 あ W て、 信 濃に 此の 氏存 す。 
又 紫 式部は 藤 原爲 時の 女、 同宣 孝の 室、 フ 
デ ハラ 條を 見ょ。 又 江戶の 戯作者に 紫色 主 
(鹽屋 主人) あり。 又 狂歌 師に 紫ち ちぶ (て 
.つ 女〕 等 名 あり。 

村 崎 ムラ サキ 武藏 等に 存 す。 

紫 桃 ムラ サキ モモ 

紫 守 ムラ サキ モリ _ 前の 古 族に して" 
天平 神 護 ニ 年の 當國 々司 解に 「坂 井 郡 海 部 
鄕戶主 紫 守 多 麻呂」 なる もの 見 ゆ。 

村澤 ムラ ザハ 

1 秀鄕流 藤 原 姓 信 濃の 名 族に して、、 秀 
鄕の裔 * 秀 治を 祖 とすと ぞ。 

2 會津の 村 澤氏新 編 風土記、 耶麻 郡條 
に 「荻 窪 村稻荷 神社 神職 村澤祀 伊。 享保 

中 其の 父 對馬則 行ょり 此の 社の 神職と な 
る」 と o 

連 ムラジ 制定 的 力 パネの 一也。 連は も 
と 倉 下 (クラ ジ) 、営 主 (ミヤ、 ジ) と 同じく、 

ムラ ヌシ (ムラ ウシ) にて 群 主の 意な 9。 

古くは 圑 體 の 首長たり し 者の 原始的 カバ ネ 
なりし が、 允恭 朝 力 パネ 制度 確定の 時、 神 別 
家の 內 、勢力 ある 氏に 賜 ふ 事と なり、 公 姓 
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が 開化 帝 以後の 皇別 、臣 姓が 孝 元 帝 以前の 
皇別 氏の カバ ネな るに 相對 する 事と なれ 
り。 連 姓の 氏は 總べ てに て 五 百 七十 九、 其 
の總 てを 研め て、 連は 天神、 天孫 後裔の 諸 
氏の 稱 する 者なる を 知れり。 

但し 皇別 家に て も 此の 姓を 賜 はれる あ 90 
こは 皇胤なる も 極めて 皇室と 疏遠 にて 神 別 
に 近き 者、 又は 神 別家の 氏を 冒した る 者、 
或は 姓を 贬 された る 者と す。 猶ほ 地祇に し 
て 安曇の 族、 歸化 族に て 日 槍 族の 連 姓なる 
は、 天神、 天孫に 淮ぜ られ たるに 因るべし 0 
天武朝 改姓の 際、 公は 眞人 に、 臣は 朝臣 姓 
を 賜へ るに 對し 、此の カバ ネは宿 福 姓と な 
れ 90 當時 にあり ては 臣連 とや V 階級 的の 
ものと なりたれ ど、 もと 臣と 連は 其の 出自 
の 相違に ょれる にて、 其の 間に 尊卑 高下の 
事な かりき。 凡べ て 連 姓の 事の 詳細は 日本 
上代に 於け る 社 會 組織の 研究、 五三 一 頁を 
見ょ .0 > 
o 近 江 國栗太 郡大萱 村に 連を 氏と する も 
の あり、 治 田 連の 裔かと 云 ふ。 

付 主 ムラ シ ムラ ヌシ 、及び スグ リ條に 
詳か 也。  • 
村 石 ムラ シ ムライ シ武藏 等に 存す 0 
村士  ムラ シ 茶人に 村 士淡齋 あり、 その 


ムラ シ 室 


ムラ シへ 1 ムラ スキ 


ムラ スキ I ムラ セ 


ムラ セ 


六 1 


他は スグ リ條參 照。 

邑良 志別ム ラシべ ツ 

〇 邑 良 志 別君蝦 夷 族の 一にして、 靈龜 
元年十月紀に〔陸奥蝦夷第三等邑良志別 
君 宇 蘇 彌奈等 言 ふ、 親族 死亡し、 子孫 數人 
にて、 常に 狄徒 に抄 略せら る \ を恐る \ 
か。 香 阿村に 追って 郡 家を 建て 編戶の 
民と 爲り 、永く 安堵を 保たん と 請 ふ」 と载 
せたり 0 

村 下 ムラ シタ 

村 島 ムラジ マ 

1 藤 原 姓 紐 州 家臣に 村 島 淸兵衞 猶基ぁ 
9、 家紋 丸に 井桁、 五三 桐。 子孫 幕臣と 
.もな 9 、寬政系譜に見ゅ。' 

2 河內の 村 島 氏延 元の 頃、 楠 木 氏に 屬 
せし 土に 村 島 帶刀ぁ 9。 又 永 祿ニ年 交野 
郡 侍 連名 帳に 「芝 村 •村 島 下 總守義 惟、 

■村 島 監物長 惟、 村 坂 村 •村 島 加 賀守遠 房 J 
等を 载 せたり。 

3雜载堀尾山城守铪帳に「百拾石村島 
傳藏」 を载せ 、又大 村 藩に 在りて、 長 崎 
系圖に 、村 島 庄右衞 門、 村 島 文五郞 •見 

ゅ。 又 味 戶の 勤王家に 村 島 萬次郞 正義 ぁ 
9、 贈 正 五位。 

村 杉 ムラ スギ 越後に 此の 地名 あり、 又 


上總の 儒者に 村 杉 惟 時、 村ト 總と號 す。 又 
武藏 等に も存 す。 

村 角 ムラ スミ 日向の 豪族 也、 ムラ カド 
條を 見ょ。  ， 

村瀨 A ラセ 

丨 ■三 河の 村瀨氏 大同 類聚 方に 「母 良 世 

藥 。參河 國寳飫 郡 御津 神社の 傳 方、 村瀨 
貫 名の 家の 藥 也」 と。 

2 藤 原 姓 尾 張の 豪族に して、 磯貝 氏の 
裔 也。 織 田 信 長の 臣六 右衞 門重久 (新 左 
衞 門) の 子 小三郞 重 治 (重 也) に 至り 村 
瀨に改 む。 始め 信 雄、 後家 康に 仕へ、 更 
に 水戶賴 房に 屬 して 一 萬 石を 頜す 。古渡 
村の 人 也。 其 子 淸藏重 次、 弟 小三郞 重 俊 
(重 政， 一一 千， 五 百 S— 八 郞左衞 門 重 房 也 0 
家紋* 丸 曜 巴、 三 追 澤瀉。 - 


村瀨 平四郞 


3 尾 張の 村瀨氏 前項 參 照。 又 愛知 郡 高 
田 城は 高 田 村 新 池に 在りて、 城主は、 張 
州 府志に 「土人 日 ふ、 村 瀨淨心 •之に 居 
る。 其の 地、'  今 陸 田と 爲 る」 といへ る 如 
く、 里 民 今 も猶ほ 其の 名を 傳へい へり (尾 
張 志). と。 又 春 日 井 郡 大留の 城 (上 大留 


村) の 城主は 村瀨作 左衞 門な りと いひ 傳 
へたリ。村瀨氏も小坂氏も織田家0屬士 
なるべし」 と。 又 「九日 市場 村の 人村瀨 作 
左衞 門は， 信 雄 從士也 J と 見 ゆ。 前項 氏は 
此の 氏を 襲 ひしな らん。 

又 中興 系圖 K 「村 瀨 •藤 姓、 モン 九曜」 と 
見え、 又 當國の 儒者に 村鑛 泰ー黎 あり、 
太 乙と 號 す。 

4 美 濃の 村瀨氏 村瀨大 隅、 弟 古田 五郎 
兵衞 、共に 勇士と して 知らる。 安藤 條參 
照。 又 後に 上有智 村の® 師村瀨 平 三 郞徵 
(# 猷〕 あり、 秋水-と 號 す。 

5 大藏姓 原 田 氏族 原 田 春 實六世 孫 種 直 
を祖 とす。 

6 大村姓 肥 前の 豪族に して、 彼杵 郡大 
村 氏の 一族 也" 士系錄 に r 大村 (村 瀨 
德 純の ニ 男 純 明 (大村 大和 守〕— 純益 (大 
和 守、 天文の 頃〕— 純 信 (左 近 將監〕 —純 
正 (彈 正〕— 喜 次 (折 敷瀨 善右衞 門〕」 と 見 


ゆ 


〇 


7 雜载高 取 上 村 藩 用人、 膳 所 本 多 藩 用 
人、 臼 杵稻葉 藩蒂頭 等に 此の 氏 ぁり。 又 
江 戶の 儒者に 村瀨 良助觀 •櫟 園と 號 す。 
又 京都の 儒者に 村瀨嘉 右 衞門之 卿 K 君績， ) 
あり、 栲 亭と號 し、 その子を 修と云 ふ。. 


又秀康 ■給 帳に 「五百石 大扈從 村瀨忠 兵 
衞」 を 載せ、 又增 m 正 利 事實に 「奉行 村 
韻 又犮衞 門」、. また 村瀨伊 左 衞門等 見え、 
又 美 作に 村瀨藤 八、 津山藩 分限 帳に 「五 石 
三人 扶持 村瀨 左右、 五 石 三人 抉 持 村瀨五 
兵衞」 を擧げ 、又 信 濃、 武藏 、伊勢、 志 
摩、 攝津 等に 見 ゆ。 

村 添 ムラ ソへ 但馬太 田 文に 「七 美 郡 温 
泉庄 公文 給 ニ 町 九反內 、一町 九 反、 竹 田 公 
文 村 添 彌三郎 入道」 を 载 せたり。 

村 田 ムラ タ肥 前に 村田庄 、常 陸に 村 田 
庄 、村 田下庄 * 村 田 下鄕等 見え、 又 上總、 
下總 、上野、 陸 前、 越後 等に 此の 地名 あり。 
1 村田史 天武紀 六 年條に 「村 田， 史名倉 」 

なる もの あり o 

2 海上 氏族 攝津の 村 田 氏に して、 八 部 
郡奧 平野 村 村 田 氏は 名 族と して 知られ、 
海上 氏の 支流 也と 云 ふ。 又 明治 初年、 村 
田 八 良 兵 衞あリ 、海上 五十 狹茅 九十 三代 
孫 也と 稱 す。 ウナ 力 ミ條參 照。  、 

又 第 十六 項、 淸和 源氏 岩 松 時 兼の ニ 男 七 
, _郞賴兼*當國村田に住せしょり村田を稱 
し、 後に 藥師寺 に 改め、 更に 村 田に 徨す 
と。 與左衞 門 勝 義の男 十兵衞 常勝に 至り 
幕府に 仕 ふ。 家紋 丸に 井桁、 九曜 、五 七 


ムラ セ ムラ タ 


桐 •丸に ニ 引。  、 

又 浪花の ^ 人に 村 田 春 門 (一柳、 並樹、 
郁子 園〕、 その 男七郞 嘉言 (太 岳)、 春 野 
(大亮 〕 等、 皆 名 あ 9。 

3 河 內の村 田氏延 元の 頃、 楠 木 氏に 從 
ひし 士に村 田 藤四郞 あり。 又. 永 祿ニ年 交 
野 郡 總侍中 連名 帳に 「津田 村 村 田四郞 左 
衞門 尉貞後 」 を载 せ、 又寬永 三官拜 殿 着 
座覺 に飞村 田 氏 三 軒」 見 ゆ。 

4 淸和源 民高屋 氏族 近 江の 豪族に して 
御園 氏の 族 也。 

5 佐.々 木 族 家紋 丸に 抱澤瀉 、三 巴。 幕 
府藝 者の 書付に 「二百 俵醫師 村田忠 庵、 今 
程 五百石、 御 番醫師 村 田 長 庵」 と。 又寬政 
系譜に 「昌伯 (長 庵、 忠庵 、杏林 院 、五百石〕 
IB; 日和 C 長 庵〕— 致 和丨喜 和」 と。 又 これ 
ょり 前、 蒲 生 氏 鄕 家臣に 村 田 孫太郞 あり、 
此の 族 か。 

6 高 橋 朝臣 姓 タカ ハジ 條參 照。 柏を紋 
とす Q 

7 橘 姓 神宮 記錄 、太 神宮 司附屬 職掌 人 
家系に 「村 田 (御厨 案 主)、 橘 朝臣、 太 姓 藤 
原、 稱號川 村、 河 村 時季 四 世 時季 裔 也。 

一 初代 正 伊」 と 見 ゆ。 

8 伊勢の 村 田 氏 勢 州 四 家 記に 村 田 治 部 
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丞 •見 ゆ** 神戶侍 也。 又 四日 市の 名家 村 
田 七 右 衞門政 和は 敬 所と 號し 、詩文に 長 
ず。 

9 尾 張の 村 田 氏 知 多 郡の 名 族に して、 
常 滑 村の 人 村 田 權左衞 門は 水野監 物に 仕 

ふ 0 

10 美濃の村田氏村田右近等ものに見 

ゆ 0 

* 11 甲斐の 村 田 氏 東 山， 梨 郡 千 野 村の 名 族 
也。 足 利 氏の 族 かと 云 ふ。 村 田 氏 云 ふ 「家 
. の 初代は 式部 大夫源 義國と 載せ、 家紋は 
明治 初年 頃 迄は 4 の 紋な りしが、 現在 
は 丸に 十字の 紋を用 ふ」 とぞ 。その他、 
第二 十六 項參 照。 

12 伊豆の 村 田氏賀 茂 郡 妻 良邑の 豪族に 
して、 戰國の 頃、 村 田 市 之 助 あり、 早 雲 
に 屬 す。 相 州 兵亂 記に 「メテ C ラ〕 の 村 田」 
等と 見 ゆ。 

13 武藏の 村 田 氏 入 間 郡に 村 田和臬 守な 
る もの あり、 上野 國 ょり 來 り、 平 山村 掘- 
之內に 佐す と。 又 足 立 郡 上 木 崎 村 高 蛹 明 
神社の 神主 家に 見え、 又 足 立 郡の 此の 氏 
は 抱 茗荷を 紋 とす。 

又 江戶の 人 村田忠 之 (平 姓)、 その 男忠友 
(儒者)、 その 男 春 道 (平 四郞 、右兵衞) は 
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蠢 


賈茂眞 淵に 學 び、 尙 古堂と 號す 。その 男 
春鄕 (君觀 、顯義 堂)、 春 海 (士觀 、平 四 
郞 、織 錦齋) の 兄弟、 春 海の 女 多勢 等、 
皆學名、文名高4。 

14 桓武平 氏 千 葉 氏族 下 總國香 取 郡 村 田 
邑 ょり 起る。 千 葉 支族 系圖に 「國分 五郎 
胤通 丨小五 郞有通 (諕村 田〕 —— ~一 


1 丄 言 亂 

五郎太 節 

丁 朝 通— I 
信聖 


「盛 村 

小 五郎 
TII 郎 

1 F 

丨宗通 

彥六郎 


— 胤 朝 孫 五 邸 
— E 賴孫六 
一— 乙 若 丸 
丨 千代 若 丸 


^ ® 孫 七 餌 

I 賴適十 班 

と 見 ゆ。 

15 秀鄕流 藤 原 姓 常 陸 國眞壁 郡 村 田庄ょ 
り 起る。 この 地は 東鏗 文治 四 年條に 「八 
條院 御領、 常陸國 村田莊 J と载 せ、 後 宇 
多 院御頜 目錄に 「村 田莊 、同 下鄕」 、弘安 
、勘 文に 「村 田莊 二百 六十 町」 など 見 ゆ。 
建久 中、 小山 朝政 •村 田 下莊の 地頭に 補 
せられ、 子孫 •此の 氏を 稱 して* 吉間城 
に 居る。 尊卑 分脈に r 秀 鄕の裔 、(小山〕 
下 妻 出 羽 守 長 村— 藥師寺 阿波 守 政 村— 左 


衞門尉 政 氏— 政 盛 (村 田 五郎左衛門、 阿 
波 守〕 丨貞光 (左衞 門 尉〕」 と载 せ、 結 城 系 
圖に 「小山 政 光の 子 左 衞門尉 政 村 (子孫 
ぁり、 村 田、 四 保、 藥師 寺、 羽 坂 等 先祖〕」 
など 見 ゆ。 

而 して 新編國 志に 「村 田 C 附四 保)、 藤 原 氏 
にて、 野 州 小山の 族な り。 當國村 田庄ょ 
り出づ (今 村田庄 は眞壁 郡の 內にぁ =0。 
四 保 氏 も 同族に て、 村 田 皮 四 保の 地ょ リ 
出づ J と。 又 「下 妻の 族 小山 朝政の 長子- 
を 長 村と 日 ふ。  長 村の 子 朝 村 •村 田庄に 
居り、 因て 氏と す」 と。 阿波 守 政 盛は 北 
畠顯 國を擒 にせし が、 その 男貞 光に 至リ 
家絕 え、 一族 四 保 氏 •村 田 庄を頜 す、 シ 
ホ條を 見よ o 

16 淸和源 氏 足 利 氏族 上野 國 新田 郡 新田 
庄村田鄕ょり起り、尊卑分脈に「足利義 
康丨義 純— 岩 松 太 郎時 兼— 賴兼 (村 田 太 
郞〕 —賴綱 (又 太郞) 」 と 載せ、 また 畠 山 
系圖に 「岩 松 時 兼 丨賴兼 C 村 田 太郞 ) 丨 
賴國 —胤國 J など 見 ゆ。 寬政 系譜、 此の 
子孫と 稱 する 氏 ニ 家を 載せた リ 。第二 項 
參 照。 又 一家は 家紋 丸に 三桕 、茶 實。 

又 新田 系圖に 「賴兼 ^ 


丨賴網 H 行 氏— 滿氏彥 I 


太郞次 ^ 

丨氏兼 

三耶 

丨氏順 

五 |£- 


三郞 太郞 

丨貞 賴丨 滿賴彥 太鄞 

孫 次郎 

-賴純 次 ®! - m 


17 伊達 氏族 高 好を 祖と すと 云 ふ。 陸 前 
國柴田 郡 村田邑 ょり 起り しにて、 永 正 十 
七 年 ^ 宗判 書に 「村 田 五郎 殿 貢 地」 •また 
相 馬 記錄に 「輝 宗臣村 田」 など 見え、 伊 
達世臣 家譜に 「村 田 氏 •初め 小山と 稱 す、 
藤 原 姓 也。 其の 先を 知らず。 紀伊守 近 重 
(初めは九郞と稱す)に至9、始めて當家 
に 仕へ、 •天 正 四 年、 性 山 公に 從つ て柑馬 
に 軍す。 近 重に 子な く、 直 山 公の 九 子を 
女に 配す、 これ 民 部 少輔 宗植な 9」 と。 
又封內 記に 「文祿 中、 村 田 萬好齋 •村 田 
城に居る。萬好は我が直山君の九男，民 
部宗瑄 也。 村 田家の 嗣と爲 9 入道して 萬 
好 齋と號 す。 後に 石 川 大和 宗弘 、伊達 右 
衞門 尉宗高 •此に 居る」 と。 又 伊達 氏譜 
に 「宗碹 • 一郎、 民 部、 萬 好 齋と號 す。 
家臣 村 田 紀伊近 重が 養子」 と 見 ゆ。 

18 11 後の 村 田 氏 三 島 (古志) 郡 村田邑 
ょ 5 起る。 長 尾氏景 家臣に 村 田 氏 見え、 
又 謙 信、 景勝 配下の 將に村 田 與十郞 ぁり、 
又 蒲 原 郡 雷 城 (水 戶野村 〕 は 域 主 村田大 


隅 守と 見 ゆ。 

19 越 中の 村 田 氏 三 州 志、 新 川 郡 津毛城 
(大 田庄) 條に 「邑 傳白屋 秋貞 居たり と。 
其の後 元龜ニ 年 三月 二日、 謙 信の 幕下 村 
田 縫 殿 助 (一に 修理 亮に 作り、 又 與十郞 ) 
の 家老 安達 淸藏等 二十 七臣 をして 之を 守 
る」 と。 これょ 9 前、 永祿 中、- 村 田與十 
郞 •此の 城に 據つて 上 熊 野の 二宮 氏と 相 
鬪つて 日夜 止まず とも ぁり。 又 「天 正 六 
年ょり、 椎名小 四 部 之を 守る。 景勝 相援 
けて、 村 田 縫 殿 助を 置け 9。 同年 十月、 
信 長 公 •齋藤 新 五を して 攻 取らし めて、 
神 保 _ 中 守 •之を 守る J と。' 白屋 、ニ 営、 
齋 藤、 椎名 等の 條參 照。 又 井波の 醫師に 
村 田誠齋 (行、 士 文。 德兵衞 の 男〕 ぁり。 

20 加實の 村 田 氏 _ 加 貿藩給 帳に 「七 百 石 
(三 檜 扇〕 村 田 久左衞 門、 五百石 (同〕 村 田 
半 助、 三百 石 (同) 村 田 小甚太 •三百 石 
(九 a ゥ) 村 田定之 助、 二百 五十石 (檜 扇 
內ゥ d n 形) 村 田八郞 兵衞 、八十 石 (丸內 

ニ カィ 松〕 村 田 辰 五郎」 等 見 ゆ。 

21 因幡の 村 田 氏邑美 郡中鄕 領主の 一人 
に 村 田吉門 あり。 

22 播 磨の 村 田 氏黑田 家臣に 村 田 吉次あ 
り、 井口 晓五 〇 ニ 頁を 見よ。 
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23 防 長の 村 田 氏 大村條 第 十四 項參 照。 
又 大津郡 三 隅の 儒者に 村田淸 嵐あリ 、尊 
聖堂を 設け、 文武を 講ず。 又 村 田四郞 左 
衞門 (織 部〕 淸風 •見 ゆ。 

24 阿波の 村 田 氏 小山 氏の 族藥師 寺ょり 
分る、 第 十五 項參 照。 又貞 光村の 名 族 村 
田 氏は 麻 殖郡日 鷲 社 永 祿四年 棟 札を 傳 

ふ 0 

25 源 姓 小 笠 原 氏族 十 河系 圖に 「十 河存 
保 丨存繼 (村 田 九兵衞 、松 平下總 守忠 明に 
仕 ふ〕 丨重以 」 と 見 ゆ。 

26 土 佐の 村 田 氏 香 宗我部 記錄に 「村 田 
■七 兵衞 、同彌 三右衞 門、 同 七 良兵衞 j を 
載せ、 又 村 田 氏 譜 序に 「伏して 惟み るに、 
我が 祖先 村 田 某は、 往昔 武田源 主 C 香宗 
我部家、是れ也〕_に從沿、甲裴國ょ0始 
めて土佐國香美郡香宗鄕に移り、设々仕 
ふ焉 。天文 中、 香 宗我部 主 (出 羽 守親秀 
主 か、 明證な し〕 •安喜 郡 司と 戰ふ ，。蓋し 年 
あり、 香 宗主 •漸く 衰微に 及び、 家運を 
量りて か、 一夕 居城に て頓に 自殺す。 我 
が 曩祖新 六 左衞門 •之を 介錯す。 弟 新兵 
衞 、其の 外、 家士 凡そ 十六 人 掏 死す 矣 (主 
從の繪 像 •傳 へて 香 宗寳鏡 寺に 在り。 逾 
谷 武左衞 門、 我が 祖父 正 安 等、 若年の 時 


これを 見る〕 。而 して 屯す る 所の 家長 諸 
士 •之を 聞き、 驚いて 皆 城に 歸 り、 相議 
して 日 ふ、 當家 圖らず 旣 に 滅亡す o K 當 
に兵勢の隆なる秦姓に從ひ、怨敵を亡ぼ 
すべし と o 1 決して 遂に 長宗 我部國 親の 
三男 親泰 君を 請 ひ、 香 宗家を 建て、 我が 
先人 も 亦 之に 仕 ふる 也。 

嗚呼 世代 久遠、 本 系 •尋 ぬるに 由な し焉。 
今竊 かに 父祖の 遺 傅、 且っ 聞 見す る 所の 
餘 裔を洩 さず、 具に 之に 錄し 、永く 家門 
に 貽 すと 云 ふ」、 益菴 按ずる に 「右 村 田 氏 
の 系譜の 序に、 今 按ずる に、 出 羽 守親秀 
主歟と 有り。 出 羽 守は 文明の 比の 人 也、 
天文 年まで 九十 年に 及ぶ。 親泰は 享年 不 
知と いへ ども、 兄 元 親 主 •天文 八 年に 生れ 
たる 人 也。 しかれば 前後 取る 所な き 也」 
と。 下って 當國 古川 村の 士村 田忠 三郞克 
昌は 勤王の 志士、 贈從四 位。 

27 秀鄕流 藤 原 性 鍋 島 氏族 系譜に 「鍋 島 
駿河守 政 家— 安良 (村 田 八 之 丞祖〕 」 と 見 
ゅ。 肥 前の 名 族 也。 當國に 村 田庄ぁ 0、 
第二 十九 項參 照。 

28 大村 氏族 これ も 肥 前の 名 族に して、 
大村 家臣に 見 ゅ。 

29 菊 池 氏族 肥 後の 豪族に して、 菊 池 系 

ム ラタ B g 


ムラ タ 


I 


ムラ タ 


ムラ タ 


ムラ タ 
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圖に 「經賴 丨經秀 (村 田 五郎、 又 伊 芹と 
號 す) 


ii f 秀 


—秀弘 

五郞 

宰相 


五郎 


1? 守 


五郎 
A3 前 守 


「秀 重— 秀房 —秀俊 T 秀基 

太郎 

—秀能 

先 孤 

I 秀 信， 

五郎 
肥 前 守 


— 經陰肥 前 (ォ 
丨經隆 播磨守 


— 武秀五 K 

—秀 貞—秀 家— 秀 永— 秀 保— 如 嚴丨經 種 

p s P I 1 

村 田庄 

，又 一本に 「經賴 丨經季 (村 田 五郎)」 と 载 
せ、 又 菊 池 風土記に 「經賴 I 經秀 (村 田 
五郎) 丨經實 (井芹 五郞〕 J と 見え、 事蹟 
通考に は r 經秀 (村 田 五郎)、 弟繼益 (弁 
芹 六郞〕 」 と ぁり。 五條 家 文書に 村 田 刑 部 
大輔重 綱を 載せたり 、此の 族 か。 

3 藤 原姓薩 隅の 豪族に して 島津 家の 重 
臣 也。 鹿 兒島郡 東 俣 村 一之 営延德 三年 辛 
亥兰月 棟 札に 「肥 前 守 藤原經 安」 と。 經 
安は 村 田 氏に して、 時に 執政、 且つ 此の 
地の 地頭 職に て、 此の 年經安 •當 社を 再 
造す (地理 纂考〕 0 

又 平 田 系圖に 村 田 三 河 守經 孝を 載せ、 又 
郡 山村 詉訪 神社は 「村 田 右 衞門藤 原經成 


の勸 請、 再興 天 正 十五 年 丁亥 七月 初 四日」 
と あり 0 

而 して 幕末 明治に 村 田經方 あり、 國事に 
功多く、 男爵を 賜 ふ、 その 男 綱 太 郎也。 
又 西南 役に 村 田 新 八 あり、 営 內大丞 た り 


• o 


31 秦姓 r 筲畸宮 二十 五世 大宮司 惣官頜 
秦宿禰 村 田 伊豫 守 重 成は、 建武 三年 三月 
六日、 多々 良 濱合戰 の 時-軍功を 勵み、 
尊 氏將 軍ょ 9 感狀を 賜 ふ」 と。 田 村の 誤 
か。 五智 院、 ‘筑 紫、 田 村、 営 崎 等の 條參 照。 

32 雜载 源平 盛衰 記に 「村 田 兵衞盛 房」 を 
載せ、 下りて 笠 間 牧野 藩 重臣、 中 村 相 馬 
藩 若年 寄、 危土原 島津藩 用人、 福 知山朽 
木 藩 重臣 等に 見ゅ •。又 松 江 藩士 村 田 正道 
の 三男 富三郞 は 淸水谷 公正の 猶子と な 
り、 寂 順と 號し 、天台 座主、 大僧正たり。 
又 秀康卿 給 帳に 「七 百 石 村 田 助 太夫、 五 
百 石 村田廛 右衞 門、 百 石 村 田 傳三郞 」 見 


ゆ 


O 


又 松 山 藩儒に 村 田 平 藏常武 あり、 箕 山と 
號 す。 又 儒者に 村 田 通信 あり、 魏 庵と號 
す。 又彥根 藩國學 者に 村 田 大輔泰 足 (本 
居門下>名高く、又堀尾山城守給帳に「ニ 
百 石 村 田 勘 六左衞 門、 百 二十 石 村 田 和 右 


衞門 、二十 石 村田吟 右衞 門」 等 見 ゅ。 

又 神 陰流劎 客に 村 田 三 左衞門 (源 左衞 
門)、 同與 三、 同十郎 右 衞門久 辰 (柳 生に 
改む )、 皆 名高く、 又 膳 所 藩 勤王の 土に 村 
田萠 太郎 (精一) 宗武 (喜 兵衞の .長男〕 は 贈 
正 五位、 又 水 戶藩郡 奉行 村田理 介 正 興は 
治績 あり。 又 茶道には 南都 稱名 寺の 僧珠 
光 (本姓 村 田 氏〕、 石 州 流に 村 田 良 阿彌、 
遠 州 流に 村 田 一 齋等見 ゅ。 又 鑄物エ 名人 
に 村 田 總次部 整琺 (もと 木 村 氏、 田 村 氏 
後見、 併せて 村 田と す)、 又 美 作 勝 北 郡 新 
野庄西 上村茁 屋に村 田 林兵衞 、江 戶の俳 
人に 村 田 桃 隣、 京都 俳人に 村 田 常 長 (德 
翁〕、 又 村田屋 煙管を 以 つて 名 ある 村 田 小 
发衞 門直溫 (高 虱〕 も 俳人と して 名 あり、 
了 阿と 號 す。 

又 ニ條家 侍に 見え、 又勸修 寺 侍 法師に 村 
田 法 橋、 圓山派 霸家に 村 田 異藏俊 ( 盛恒〕 、 
狩 野 派に 村田朴 水あリ 。又 律 山 藩 分限 帳 
に 「五 石 三人 扶持 村 田 久五郞 J、 英 一蝶の 
友人に 村 田 半兵衞 、鯖 汀 藩に 村 田 辰 ニ 耶、 
軍神 廣瀨 中佐の 母 村 田 氏、 又 儒者 村田廉 
高直 景は淸 水 礫洲の 次男’ 村 田 氏を 嗣 ぐ、 
もと 田 安家 士也 。その他、 大隅 、贅 後、 
備 中、 備 前、 志 摩、 甲裴 .•信 濃、 武藏、 


I 


駿 河、 違 江、 陸 奥 磐 城、 岩 代、 羽 前、 
羽 後、 越後 等に 多し とぞ。 

村 多 ムラ タ 前條を 見ょ。 備前 等に 存 す。 
ロ 巴 田 ム ラタ 同上。 武藏 に存 す。 

村 田 井 ムラ タキ 中興 系圖に 「村 田 井 • 
藤 姓、 本國加 賢、 齋藤 加賀守 忠賴の 男、 周 
防守忠 雄 •之を 稱 す」 と。 

村 玉 ムラ タマ 植田美 濃 守 安信の 裔 •村 
玉を 以 つて 稱とな すと、 村 尾の 談か 。植 田、 
村 尾 等 Q 條參照  3 

村 地 ムラ チ 以下 各條參 照。 武藏 等に 此 
の 氏 存 す。 

n 巴 智 ムラ チ ォホ チ條を 見ょ。 

n 巴 知 ムラ チ 同上、 又 大和 添 上の 土に 邑 
知 源內ぁ SSO 

村 治 ムラ チ 

1 坂 上 姓土師 氏族 坂 上 系圖に 「土師 太 
郞正 任— 同 子太郞 正 貞丨主 水 佐 正 雄— 正 
淸 (村 治 冠者〕 丨信正 (村 治 冠者)— 四郎 
左 兵 衞尉正 友— 倉四郞 正 兼— 同七郞 正季 

(弟に 村 治 冠者 正 元 ぁり〕— 同七郞 正弘 
— 村 上九郞 正 平— 正 時 (村 治 ニ 一郎、 右衞 
門 尉) 丨正綱 (村 治六郞 、天 王 神主〕— 正 
業 (左衞 門 尉、 本名 正 成、 次に 改めて 正 生 
と爲 す。 天 王 神主、 康永ニ 癸未 三月 五日、 

ムラ タ ムラ チ 


五十八。 弟亮 li は 大進 房、 澄圓の 弟子〕 
I 業 時 (友 衞門 尉、 童 名 小 法師 丸、 村 治 
三耶、天王神主。弟長圓は善城寺別當、 
少納言 公、 弘俊阿 闇 梨の 弟子。 その 弟は 
辻 彥四郞 正 氏 也〕— 正國 (村 治太郞 ニ郞、 
左衞門尉}丨貞國(左衞門尉)、弟覺眞 
(村 治 太 郎次郞 、榮裉 寺 僧〕、 其 Q 弟增全 
は榮根 寺 僧、 權少 僧都〕」。 

次に 正 國の弟 「正經 ( 彈正 左衞門 尉、 村 
治六郞 四郎 、天 王 神主。 その 弟 長 盛は 阿 
闍 梨、 善 城別當 、大輔 公、 長圓阿 闍 梨の 
弟子〕丨正綱(彈正左衞門、村治太郞四鄢、 
天 王 神主。 その 弟源範 •滿福 寺 僧、 土 佐 公。 
其の 弟貞 正は 左衞門 尉、 村 治六郞 ニ郞。 
其の弟正心は善ボ子僧。其の弟賢盡は律 
師善城 寺 ^' 當榮根 寺と 號 すと〕 — 信 

正— 正 光 (村 治 左衞門 尉、 天 王 神主。 弟 
に 僧 周 源 あり〕— 當元 (村 治權 太夫〕— 元 
俊 (村 治 新 助〕 丨當俊 (村 治 三 太夫)」。 

元 俊の 弟 「政 堅 (村 治 左衞門 尉、 法名 有 

堅〕— 支 通、 (村 治太郞 八郎〕 、其の 弟 元 式 
(村 治四郎 五郎)、 其の 弟廣光 (村 治權三 
郞)」 と。 その他は、 土師 、倉、 庄屋、 吳 
庭、 村 上等の 條參 照。 

而 して 慶長四 年 紀伊守 重吉判 書に 「村 治 


ムラ チ 


新 助 •九 百 石 宛 ふ 云々」、 輝 政 判 書に 「賀 
東 郡 敷地 村の 內云々 、都合 四百 石」 と。 

2 雜载 その他、 松 山 松 平 藩 用人に 見え、 
又 近 江の 名 族、 又 伊賀上 野に 村 治 圓次郞 
君 ぁり 0 

村恒 ムラ ツネ 

材手 ムラ テ 

村 中 ムラ ナカ 肥 前 鍋 島 氏 e 族に して、 
鍋 鳥 系圖に 「胤 家の 男 家 和の 子孫 •村 中 龍 
造 寺」 と稱 す。 肥 陽 軍記に 「天文 八 年、 龍 
造 寺の 正統 村 中 大和 守胤久 •卒去」 と。 そ 
の 他は 龍 造 寺條を 見ょ。 又 此の 氏武藏 等に 
存 す。 

村 永 ムラ ナガ 

村 西 ムラ 11 シ備 前、 播 磨、 攝津 、武藏 
等に 存 す。 . 

村 主 ムラ ヌシ ムラシ K グリ 條に詳 か 
也。 

村 縫 ムラ ヌヒ加 賀藩铪 帳に 「六 百 五十 
石 (鳥居〕 村 縫 殿右衞 門」 と。 村 氏 也。 

村 野 ムラノ 圭濟錄 に 「多 磨 郡. 二宮 村 ニ 
宮大明 神、 高 十五 石、 村 野 左 近」 と。 

村 野 井 ムラノ キ 

村 橋 ムラ ハシ 武藏 等に 存 す。 

0 巴 橋 ムラ ハシ 同上。 


ムラ チ —— ムラ ハシ B 四 七 


ムラ ハヤ 1 ムラ マツ 


ムラ マツ 


ムラ マツ 
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村 林 ムラ ハヤシ 同上。 

村 原 ムラ ハラ 

村 部 ムラべ 村 氏の 部 曲た リしか 。村條 
參 照。 近 江、 大和の 村 部 氏は 宮道條 を 見ょ。 
1 石 見の 村 部 貞觀九 年 十月 紀に 「那竄 
郡 權大領 外 從八位 上 射 部岑 雄」 等 あり。 本 
姓久来 連に 復 す。 

2 美 濃の 村 部 和名 抄 、當 國方縣 郡に 村 
部鄕 を收 む。 

3 筑 後の 村 部 和名 抄 、當國 下 妻 郡に 村 
部 鄕を收 む。 

4 大村姓 肥 前の 名 族に して、 大村 藩士 
系錄に 「大村 (村 部〕 •純 伊 嫡男 良 純 (紀 
伊 守〕 丨純重 ( 彌十郎 、天文〕」 と 見え、 長 
崎 系 圖に村 部豐助 あり。 

村 正 ムラ マサ 伊勢の 刀鍛冶、 四 世に 至 
る、 藤 原 姓 也。 

村 松 ムラ マツ 伊勢に 村 松 御厨、 三 河に 
村松庄 •見え、 又 遠 江、 駿 河、 常 陸、 岩 代、 
陸 奥、 越後 等に 此の 地名 あり。 

1 度會姓 伊勢 國度會 郡 村 松ょり 起る。 
ニ 門 氏人 系圖に 「(大世古)元郡(一禰宜) 
丨行衡 (正 四 下、 四禰宜 〕— 維 行 (村 松、 
正 四 上、， 一禰 宜) 


1 行晴 -T 有 行 T 家 行— 盛 行 


射 松 


f ，自 吉野跤 前 七！ 一宜 
三 顔宜 一嘥 三位 從四下 

一顔宜 

丨行 賢— 行 惠本 行主 

助 行 丨秀衍 — 行 藤丨 興行 

四 位 官衧撞 
権 顔宜  從四上 


I 行 賴 H 行 泰 「行 氏 
厅敦一 1 行 通丨行 博 h 行 常 

ー丨行 治— 家 治— 家 氏 

丨定行 -T 尙 行— 良 行- T- 宮行丨 千 行— 貞行 


村 松 
正 四 上 

一圃 宜 


園宜 


-X SS 


三圃宜 I 從四上 

丨顯行 
國行 T 廣行 
丨行勝 

— 行 資—房 行 
丨益行 
丄 仃敷 

「繁行 行 嗣丨行 淸—行 誠 


正 四 下 
四願宜 

一- 行 古 


酿 五上 

丨 行 連 丨定 連— 行 照 


又 伊勢神宮 社家 系圖に 「村 松 (御 炊 物 思) 
度會行 光家 系" 度會 姓、 村 松 維 行 十五 代 
孫 行 種の 男、 初代 行 盛。 同 血 系 •正 藤 (尾 
張 海 東 郡 丹 波 村 鄕士〕 J と。 

-淸和 源氏 小島 氏裔 也。 家紋 丸に 抱 丁 


子、 扇 地 紙。 寬政 系譜に、 四 兵 衞歲久 の 
男同歲 堅 (寶永 )よ1系ぁ9。 

3 藤 原 姓 遠 江 國山名 郡 村松邑 より 起る 
か。 系譜には 「三位 中 將藤原 茂 氏 卿 •越後 
村 松より 大同 元年 山 名 郡 高 部 村に 下る。 
これよ 9 四十 八 代 村 松 源 左 衞門尉 茂堯、 
男 村 松 源 左衞門 茂國 •天 正 年間、 淺羽鄕 代 
官とな る J と。 市場 村 名 族に して、 新 五 

、右衞 門 尉度堯 は七騎 の 一也。 又 山 名 郡 中 
村の 名 族に 見え、 又 天 正 年間、 村 松 源 左衞 
門定國 •長 下郡淺 羽庄官 となると も ぁり。 
4 近 藤氏 族 家紋 丸に 劎 丁字， 三階 菱。 
寬政 系譜に 彥四郞 友 政 (寶 永) より 系 ぁ 
り。 武鑑に.  • 


村 松 四兵衞 


5 和 洱部姓 駿河國 安倍 郡 村松邑 ょり 起 
り、 富 士系圖 に 「利 生 _ 


丨 t 李 上 東 門院 判官 代 

富士郡 司大領 
從六位 下 

1 範時 H 俊 澄 丨 後 親 

付 松 次 郞 | 村 松 小 ニ郞村 松 ニ 郞 

I 凌淸 H 安時材 松 1 

材松 太郎 I 


1 
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と。 今 川 家臣に 村 松 藤 右衞門 •敗亡の 後、 
上 總國松 谷邑に 住す。 その 裔村松 源大夫 
の 男 藤吉郞 •父の 仇 新 平を 討つ。 又 幕末、 
志 太 郡 燒津の 醫師村 松 文 良の 女婿 村 松 文 
三 (香 雲〕 は大鹽 門下 幸 崎 管 中の 次男、 勤 
王家に して 贈 正 五位た リ。 ヽ 

6 淸和 源氏 武田 氏族 甲斐 國八代 郡ょり 
起り、 刑 部 三 郞義淸 の 後胤 村 松 右近 之丞 
信 賢の 後と 云 ふ。 誠忠 舊家錄 に 「市 川、. 村 
松 右兵衞 敬呂 •村 松 右近 之涤信 賢 後胤、 天 
正自後 御用 紙 漉 所。 同村 松 伊 兵 衞淸休 • 
刑 部 三 郞義淸 二十 七 代 後胤。 藤 田 村 村 松 
上總夷 守 •村 松 上野 介 信 友 九 代 後胤」 と。 
また 「東南 湖村 松 出 雲 善 記 •當社 正 八幡 
営は代々加貿美家鎭守氏神、而して天正， 
年中、 加賀 美次郞 左 衞門尉 正 行 •野 呂瀨 
ょり、 此の 地に 移 9、 宮殿を 再造營 して、 
神 領八百 十 坪 寄附、 今奈 古の 庄七箇 村 • 
産土神と 稱 す」 と。 

7 紐 伊の 村 松 氏 紀州家 重臣に 見え、 又 

續 風土記、 那貿郡 吉仲莊 舊家條 に 「地士 
村 松 八 郎大 夫。 其の 祖を村 松 新三郞 源 
信 盛と いふ。 上 總久留 里の 產に て、 大須 
賀五郞 左衞 門に 仕 ふ。 其の後、 鄕八 とい 
ふ もの 同 苗 鄕右衞 門と 俱に南 龍 公に 從ひ 
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て、 當國に 來り 、鄕 八は 五百石を 賜 ふ。 
其の 子 八 大夫尙 信 •三百 五十石を 賜 ひ、 
大御番 をつ とむ。 病身に て當 村に 遁 居す。 
i& 信の 子を 八大 夫尙弘 とい ふ •尙弘 の 子 
八郞大 夫尙勝 •初めて 地士に 命ぜられ、 
世々 當村に 住す j と。 

8 淸和 源氏 木 曾 氏族 信 濃國の 豪族に し 
て、 義仲 三男 義 基の 後 也と 云 ふ。 下 條家士 
に 村 松太郞 左衞門 ぁり、 その他、 關條第 
十二 項參 照。 

9 小屋 平氏 族 阿波 國の名 族 也、 コャダ 
ヒラ燦 を 見ょ。 

10 相 摸の 村 松氏武 日長 者 傳說に 村 松 三 
郎重家 •見 ゅ 曾 我 四 郎祐 正の 近親 也* 
武日 、五條 等の 條參 照。 

11 藤 原 姓 赤穗 義士に 村 松 喜兵衞 ぁり、 
もと 堀 田 家臣、 赤 穗の士 村 松 九大 夫の 養 
子と なると ぞ 。その 男 三大夫 高直 也。 

12 越後の 村 松 氏 蒲 原 郡 村松邑 ょり 起る 
か。 藤 原 姓 也、 第三 項參 照。 村 松 與右衞 
門 貞吉は 儒者、 蘆 溪と號 す、 その 男英之 
は 果 卿と 號 す。 

13 雜载 その他、 膳 所 本 多 藩 重臣" 又 松 
江松平藩重臣に見ゅ(武鑑)。又秀康卿給 
帳に「百石村松五太夫」、京極殿給帳に「貳 
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百 石 村 松九郞 右衞 門」、 又 堀 尾 山城 守 給 
帳に 「貳千 石 村松監 物、 貳 西 石 村 松 孫 右 
衞 門、 百 八 拾 石 村 松 三蔵」 等 見 ゆ。 又 土 
州の 士村松 政克 C 遠 州 掛川村 松 氏の 裔、 
彥藏の 男) は 明治 十 年の 役、 西鄕黨 と 通 
じ 捕へ ら る。 又 金工 家に 村 松 萬三郎 (萬 
士ロ) あり。 その他、 攝津 、伊勢、 志 摩、 
美濃、武藏等に存す。 

村松柏人 ムラ マツノ  n マ ビト 異人 種 

部の 一にして、 令 集 解に 「村 松拍人 三十 戶、 
品 部と 爲 して、 調 役を 免ずる 也」 と 見 ゆ。 

材丸 ムラ マル 

n 巴 美 ムラ ミ 因幡 國に邑 美 郡 あり、 ォホ 
ミ條を 見ょ。 

材道 ムラ ミチ 

衬本 ムラ モト 周 防玖轲 郡の 士村本 三 五 
郞は 植物 培養 法を 研究し 世を 益せ し 事大 
也。 又武藏 等に 荏す。 

村 元 ムラ モト 武藏 に存 す。 

村 守 ムラ モリ 
ムラ モリ 

村 屋 ムラヤ 大和 城下 郡に 村屋莊 あり、 
東大寺 封 戶目錄 に 見 ゆ。 

古代 中 臣村屋 氏 あり、 中臣 氏の 族な らん。 

村 谷 ムラ ヤ 伊勢-志 摩 等に 存 す。 
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村 安 ムラ ヤス 加 賀藩給 帳に 「五百石 (絞 
鳥居) 村 安右衞 門」 等を 載す、 これ も 村 氏 
也リ 又武藏 等に 存 す。 

紫 安 ムラ ヤス 武藏、攝津等に存す。 

村 山 ムラ ヤマ 出 羽國に 村 山 郡 (羽 前〕 あ 
り、 仁 和 ニ 年 十一月、 最上 郡ょ 9 分 置せ し 
が 如し。 高山 寺 本 和名 抄には 「村 山 郡 村 山 
鄕 (牟 良夜 末〕」 を 載せたり。 その他、 甲斐、 
駿 河、 武藏 、信 濃 等に 存 し、 又 伊豫に 村 山 
神社 あり。 

1 村 山 連中 臣 氏の 族に して、 本 貫河內 
なるべし。 正倉院 天平 二十 年 文書に 「村 
山 連 首麻呂 (河 內國丹 比 郡 狹山鄕 戶主少 
初 位 上 村 山連濱 足)」 など 見え •姓氏 錄、 
河内 神 別に 『 村 山 連。 中臣連 同祖」 と载 

せたり 0 

2 伊勢の 村 山 連 太 神宮 諸 雑事 記卷 一、 
ニ 所 太 神宮 例文 等に 見 ゆ。 

3 中 臣村山 連 第一 項 村 山 連に 同じ。 太 

神宮 諸雜 事記卷 一等に 見 ゆ。 

4 無 尸の 村 山 氏 正倉院 文書 等に 見 ゆ。 

村 山 連の 族なる べし。 

5 荒木 田 姓 神宮 祠官 にして、 天 見通 命 
後裔、 神主 石 門の 子孫 也。 内宮 權禰宜 家 
筋 書に 「 模倉 別家」 と 見 ゆ。 


6 度會 氏族 外官檣 禰宜 家筋 書に 「村 山 • 
龜田末 久の四 男 福 島 末滿が 三男 福 島末英 
の 後」 と 載せ、 又 「村 山 (武住>元荒木 
田 姓、 武垣に 至って 度會末 長の 三男 末英 
を 養子と なす。 同 血 系 •飛鳥 二十 一世 康 
光男 裔 J と。 山 田 常 盤 町の 上方 字 城 山に 
村 山砦 址 あり、 文明 八 年 十月 (十八 年〕 宇 
治山 田 一揆 爭亂の 時" 山 田 方の 要害 城と 
して、 村 山 掃 部 介武則 C 祠官〕 、陣 營を設 
け、 * 畠國司の軍勢を拒みし所な9。其 
の 事跡は、 伊勢 軍記、 勢 陽 雑記、 遷宮 次 
第 記、 文明 一亂 記、 子 良 館舊記 等に 見 ゆ 

(五 鈴 遺 響、 古老 口碑、 神 都 志、 名勝 志、 
地名 辭書 等〕 中島に て 敗 * す。 又 近き 世、 
村 山 龍 平 あり、 大阪 朝日 新聞社 長と して 
令名 高 か 0 き。 

7 佐 ♦木 氏族 大原時 親の 後に て、 近 江 
國甲貿 郡に 住して 此の 氏を 稱 す。 

8 藤 原 姓 之 も 近 江の 名 族 忙して、 家紋 
丸に 蔦 下に 一文字、 丸に 橫 一文字 引 通、 丸 
に 蔦 葉 下に 一文字。 先祖 村 山 角 左 衞門貞 
運は 甲 賢に 住し、 山 岡 主計 頭 景以に 屬 す。 
子孫 藤大夫 貞恒は 伊實 者、 幕府に 仕 ふ。 

9 淸和 源氏 土岐 氏族 美 濃 國方縣 郡 村 山 
鄕 より 起り、 土 岐系圖 に 「賴藝 Q 子 賴榮、 


方縣郡 村山鄕 に 蟄居して、 村 山を 稱 す」 
と 載せ、 新撰 志に 「村 山村 •古城跡は 土 
.岐の 一族 村 山、 芦 敷 等 住し、 村 山 越 中 守 
も 住め 9。 此の 外 •彥 坂、 石 谷 等 も 住す 
と、 名 細 記に 見えた リ 。土 岐系圖 に、 左 京 
大夫賴藝の嫡子宮內少輔賴秀(參河守)* 
逆臣 齋藤が 證言に ょリ 、父の 勘氣を 蒙り、 
當村に 蟄居し、 村 山宮內 少輔賴 家と 名乘 
る。 天文 十一 年、 秀龍 謀叛の 時、 兵を 起 
して 軍办 ありし 故、 父の 勘氣 ゆり、 武義 
郡吉 田に 住みて 三 河 守と 稱 す。 其の 子 土 
岐越後 守 光義、 ニ 男 土 岐織部 正昭賴 •その 
弟 稻葉靱 貿佐賴 永 (稍 葉 ー銕め 養子)、 そ 
の 弟土岐 掃 部助榮 興な ど 將軍 義昭に 仕 

ふ」 と 0 

又 方縣郡 下 鵜 飼 村の 「村 山家 砦は 土岐の 
一族 村 山 氏が 陣城な り」 とい ふ。 

10 淸和 源氏 家紋 六 瓜の 內左三 巴、 左 三 
巴。 村 山 角 左 衞門重 正 (元 和 七 年 御家人) 
以下 寬政 系譜に 見 ゆ。 

11 平 姓 もと 猿 渡 氏、 藤 四郎實 信に 至り、 
藤 原 姓に 改め、 その後 胤 傳左衞 門 信庸に 
至り、 外 家の 號村 山を 冒す。 その 男元德 
(自 伯〕 •幕府に 仕 ふ、 その 男 元 休 也。 家紋 
龜甲の內ニ引、丸に三麟、丸に三蔦。藝 


者の 書付に 「二百 俵、 外科 村山自 伯、 今 
以つて 同 高」 と。 

12 桓武 平氏 武藏 七黨の 一にして 族 類 多 
し。 七 黨系圖 に 「良 文 C 村 岡 五郎 大夫〕 丨 
忠賴 (村 山 次 耶〕 丨胤宗 (野 與黨 組) 丨元宗 
丨賴任 (村 山 貫主、 村 山黨祖 )— 賴家 (村 
山 貫主)— 家 綱 C 大井 )、 弟家繼 (村 山 小 七 
耶、 後 號山ロ 七 那〕 丨 某 (太 郞〕 J と 載せ、 
また 千 葉 系圖に 「忠 常— 恒親 丨恒 仲— 賴 
任 (村 山 貫首)」 など 見え、 其の 庶流には、 
大 井、 宮 寺、 金子、 山 ロ、 須黑 、橫 山、 
久米、仙波、廣屋、荒波多、_波田等の 
諸氏 ぁり。 

され ど 其の 出自に つきて は 疑問 ぁリ 。舊 
卑說に 「野 與黨と 同族と なって 居る 村 山 
黨は 、入 間 郡に 發 生した 氏族でぁって、 
七 黨系圖 に 次の 如く 見える。 

村 岡 次 郞忠賴 

丨 忠 恒 丨恒將 j □永— 元宗 

干葉  干葉 小太郞 固 防 八郎 
ー丨近長  一但永奥州之役戟死 

HI 

I 恒宗 大藏ニ SS 

丨胤宗 — 元宗 基 永 野 空 ハ ^ 

_ | 1 
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と。 けれど 野 與黨は 平. 氏 千 葉の 一族で な 
い 事は、 野 與條で 考證 した 如くであって、 
其の眞 系は  . 

胤 宗—元 宗 T 近 永 H 恒永 
ー—基永ー丨恒宗 

であつ たら ラと 述べた。 然 らば 村 山黨の 
祖賴 任は 如何で あらぅ。 果して 胤宗の 孫、 
基 永の 弟 か、 これに 對 しての 異傳は 、前 
にも 引いた 淺羽本 千 葉 系圖で (野 與條參 
照〕、 それには 平忠 常の 子に 千 葉 小次郞 
常將 を载せ * その 弟と して 恒親 、恒 遠、 
胤宗 を擧げ 、恒 親の 後は r 恒 親丨恒 仲— 
賴 吐 (村 山 貫首〕」 とし、 胤宗の 裔を 「胤 
宗丨元 宗丨基 永 (野與 六 郞〕 」 と 載せて 居 
る。 一本 相 馬系圖 も同樣 である。 若し 此 
れに從 へば 基 永と 葭 任とは 兄弟で なく、 
兩從兄 弟で あるが、 淺羽 本は 野 與條に 述 
ベた 如く > 後世 接合した 系圖 であって 信 
用が 出來ぬ 。けれども 「胤宗 — 元 宗—基 
永」 と 云 ふ 三代が 七 黨系圖 に 合し、 且っ 
其れ 等の 根本たり し系圖 にも 合する ので 
ある 故、 この 「恒 親、 恒仲 、賴 任''」 三代 も、 
或る 有力なる 古 系 圖に據 つた もので なか 
らう かと も 思は れる 。けれど 分脈に、 忠 
恒の 子を 恒將 ，恒 親、 恒遠 とし、 恒親の 
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子を 恒仲 として 居る。 卽ち恒 親" 恒仲と 
云 ふのは 胤宗 "元宗 の 如き もので なく* 
や. はり 千 葉 氏 一族で あるが、 八 刀 脈の 探 用 
した 千 葉の 系圖 から 補った もの 故* 恒の 
字を 用 ひて 居る に 過ぎぬ。 

かう 考へ て來る と、 賴任を 恒 仲の 子と し 
たの ■は、 やはり 淺羽本 系 圓の僞 作に 過ぎ 
ない 事が わかって 來る 。寧ろ 基 永と 賴任 
とを 兄弟と する 七 黨系圖 に ょる 方が ょか 
らう。 (野 與條參 照)。 
然らば何が故に此の兩黨を千葉氏とした 
かと 云 ふに、 それは 平忠 常が 武藏 押鏆使 
であった 事から 考 へて、 賴 任、 基 永は 恐 
らく 其の 配下と なった 關係が あった ので 
はなから うかと 思 はれる。 其の上、 野與 
庄司近 永の 子恒 永は、 忠 常の 孫、 常將の 
子の 常 長と 同名で ある 爲 、これを 同一と 
して 野與 の 系を っくり、 賴 任と 基 永とは 
同時代と 云 ふので、 同じく 千 葉 氏と した 
と想像せられる。けれど此の村 |1] 黨も野 
與黨と 同樣に 、その 系圖に 原 氏の 殘影を 
止めて 居ない 爲 "今の 處 、まだ 出自が 明 
白で ない、 唯埼玉 郡の 古 族と 云 ふ 事 丈が 
推察し 得る に過ぎないが、 よく 考へ ると、 
やは リ 、他の 七黨 諸氏と 同樣 、武 藏國造 
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の 族裔 か。 

13 略 系賴任 以後は 次の 如くで ある。 
.賴任 (村 山 貫首)— 賴家 . —— .. 
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類從 本も大 體同樣 であって、 唯家忠 の譜 
に 「保 元 亂源義 朝に 屬 して 高 間 氏 兄弟の 
首を 獲、 平治亂 、待 賢 門に 七騎の 一に 居 
り、 カ戰 •首數 級を 濩。 其の後、 衣笠、 
一谷、 屋島 等の 役、 屢 々戰功 あり」 と。 
又近範 の譜に 「本家 元、 兄家忠 と 衣笠 城 
を 攻めて、 三 浦與 一の 首を 獲。 屋 島の 役、 
越 中次 郞兵衞 盛嗣を 射て 其の 胸に 中っ」 
等が ある 丈で ある。 

右の 內 、大井 氏は 荏 原 郡 大井鄕 、営 寺 氏 
は 入 間 郡 営 寺鄕、 荒波 多 氏は 同郡篪 幡 村、 
須黑 氏は 同 郡勝呂 村、 仙 波 氏は 同 郡 仙 波 
村、 久来 氏は 同 郡久来 村、 難 波 田 氏も此 
の 郡の 發祥 らしい。 金子 氏と 山 ロ 氏とは、 
入 間 郡に も、 多 摩 郡に も、 金子 村、 山 ロ 
村が あって、 共に 兩氏が 居た と 云 ふ 傳說 
を殘 して 居る が、 前述の 如く 此の 黨の氏 
の 多數が 人間 郡發祥 である 故、 恐らく 兩 
氏 共 入 間 郡に 發祥 し、 後に 多 摩 郡に 移っ 
たもので あらう o - 

賴任は 村 山 貫首と なり、 村 山を 氏と する 
に至ったが、此の村山とは、西多摩、 * 多 
摩、 入 間の 三 郡に 亘っ た舊 地名で ある。 


しかし I 說に は、 此の 氏の 據つた 地は、 西 
多 摩 郡 箱 根 崎、 殿ヶ 谷、 石 畑 等の 諸 村 だ 
とも 云 ふ。 一族 後胤 甚だ 多く、 總稱 して 村 
山 黨と云 ふ』 と (以上 舊稿〕 0 
その他、 中興 系圖に 「村 山 •丹、 武藏七 
黨」 と载 せ、 又 多實谷 氏譜に r 高 望 八 世 
孫を 村 山 重 遠と 云 ふ 云々」 と。 

14 氏人 源平 盛衰 記に 多く 見ぇ、 又東鑑 
卷ー 、十、 十五に 村 山 七 郞義眞 を载せ 、 
承 久記卷 四に 「村 山とぅ」 を 擧 ぐ。 下つ 

て 新 編 風土記、 多 摩 郡 箱裉ヶ 崎 村 村 山 氏 
條に 「先祖 村 山 土 佐 守、 北 條沒 落の 時 家 
絕 えしょり、 子孫 こ に 居れる 由を いへ 
ど、記錄もなければ、たしかなる事を知 
らず 。但し 郡 中 殿ヶ谷 村は 古へ 村 山と唱 
へて、 村 山 土 佐守_ の領 せし 所な りと 云 ふ。 
又 其の 村の 福 正 寺の 過去帳に 『天 嘵雲 山、 
天 正 年中 八月 二十 一日、 村 山 土 佐 守』 と 
あり」 と。 又 同村 村 山 氏。 「これ も 村 山 氏 
にて、 即ち 村 山 土 佐 守 W 家老 村 山 雅樂助 
の 子孫なる 由は いへ ども、 さしてし るし 
とすべきことはなし」と0 
又 足 立 郡に 在りて 「村 山 伯耆守 行秀は 天 
文 四 年 四月 朔日 卒しければ、 法 性 寺に 葬 
り、 法諡 を 保 正 寺定山 存景大 居士と 號 す。 


此の 人は 扇ヶ谷 上杉定 正の 幕下に て、 當 
郡 戶田領 の 地を 領せ しと 云 ひ 傳 ふ。 村 山 
氏は 當國七 黨の內 にて、 村 山 貫主 賴 任、 
同 七 郞家繼 など 稱せし 人 あり。 行秀は こ 
れ等の 後裔なる べし。 多 摩 郡 筲根ヶ 崎 村 
の 民次郞 右衞 門が 祖先を 村 山 土 佐 守と い 
ひ、 天 正の 頃、 北條 家に 仕へ 同 郡 山 ロ領 
の 內を領 せりと いへ ば， 伯耆 守は 土 佐 守 
が 一族なる も 知るべからず。 今 村 内に 行 
秀が 子孫と いへ る 民 二人 あれ ど、 世 系を 
失 ひて 詳なら ず」 と。 又大里 郡に 在 9 て、 
「羽 生 城主 村 山 淸武の 子淸昌 •城陷 るの 
後、 熊谷驛 に隱 棲す。 其の 子淸 春、 其の 
子淸 次、 其の 子を 主 龍と 云 ふ」 と。 又 高 
麗 文書に 村山彈 正殿 等 見 ゆ。 

15 出 羽の 村 山 氏 大同 類聚 方に r 邨山藥 

は邨山 郡の 人 •邨山 長 岡が 障み る 所の 
方」 と 見 ゆ。 

16 坂 上 氏族 これ も 羽 前 國村山 郡ょ 9 起 
る。 坂 上 系圖に 「荊 田 麿の 子 雄 弓 (村 山 
四郞 、出 羽 國村山 郡 大領〕 J と 見 ゆる •後 也。 

17 淸和 源氏 佐 竹 氏族 甲 州 津金 衆の 一な 
り。 佐 竹、 津金 等の 條を 見よ。 

18 信 濃の 村 山 氏 高 井 郡の 村 山村より 起 
る。 信 濃 源氏の 一族と 云 ふ。 東鑑 、養 和 
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元年 五月 條に 「村 山七郞 源義直 (また 賴 
直〕」 あリ。 

19 丹 波の 村 山 氏 桑田 郡に、 村 山 神社 あ 
り。 又 丹 波 志、 水上 郡條に 「村 山惠恩 • 
佐 野 村。 浪人に て來 住すと 云へ y。 . 年久 
敷き 事に て、 云 ひ傳へ 計り、 今に 村 山 氏 
を 名乗る 者 有れ ども、 讓り 物に て、 正統 
の 村 山 氏に 非ず」 と。 

20 室町 幕臣 永享以 來御番 帳に 「五#  • 
村 山彌四 SJ、 文 安 年中 御番 帳に 「五番 • 
.村 山 彌四郄 J 等 見 ゆ。 

21 肥 前の 村 山 氏大村 藩士に 村 山 氏 あり 
鈴 川 氏と 同族に して、 嬉野氏 の 族な りと。 
又 長 崎 役人に 奉行 村 山 東 庵 (東 安：}、 又 唐 
津の 名醫に 「村 山 佐 介自伯 (本姓 猿 渡)」 
あ®' 第 八 項を 見ょ。 

22 菊 池 氏族 肥 後の 豪族に て、 菊 池 系圖. 
一本に 「又 ニ郞 隆泰の 子季世 (村 山 美 作 
守、 武 光、 武士 ニ 代執權 也)」 と 見 ゆ。 

23 藤 原 南 家相 良 氏族 之 も 肥 後發祥 か。 
村 山系 圖に 「佐 牟田六 郎賴俊 I 幸慶 (村 
山正觀 房〕— 幸圓」 と 載せ、 又 事蹟 通考に 
r •賴 狻丨 長家 (三 郞 、後に 正觀坊 幸 褒と名 
のる、 村 山家 祖)」 と 見 ゆ。 

24 肥 後の 村 山 氏 前 ニ項參 照。 又 益 城 郡 
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甲 佐三宜 碑文に 「文明 十二 己 亥、 村 山 刑 
部 大輔惟 益」 と。 阿蘇 家人 也。 

25 薩 隅の 村 山 氏 大隅郡 邊塚村 十三 所大 
明 神 永祿 十三 年 棟 札に、 村 山太郎 五耶を 
载せ 、又 樺 山資滿 の 三男 木 村 仲 之 丞松根 
は 勤王家、 後 村 山齊 助と 改め 歌道に 秀づ。 

26 雜载石 田三氐 の 物 頭に 村山理 助、 又 
村 山 傳左衞 門 信 庸の男 理左衞 門 元 淸のニ 
男 元辂淳 庵は 幕府に 仕 ふ、 家紋 蕨 手に ニ 
引。 三 田 九 鬼 藩 用人、 久留里 黑田藩 用人、 
高 田 榊 原 藩 重臣 等に 見え (武鑑)、 又 京 極 
殿 給 帳に 「四百 石 村 山 馬左衞 門」 見 ゆ。 
また 黑田 藩臣村 山 角左衞 門、 初の 名は 平 
松 金十郎 と 云 ふ。 平 松と 松 平と まぎらは 
しきに ょリ 、村 山と 改め 名を も 角左衞 
門と 號す 。本は 鍋 島 加 賢 守の 侍 童たり し 
を、 朝鮮 陣の 時、 長 政 •名 護屋に 於て 通 
ひに 出た るを 見 給 ひ、 此の 童を 我に 給 ひ 
候へ とて、 遂に 豐前に つれ 歸 り、 三 宅 若 
狹に 預けて、 むこと させ ■ら る。 濃 州 合 渡 
川 合戰に 高名す。 同年 九月 十五 日、 關ヶ 
原戰の 時 又 功 あり。 又 香 宗我部 家臣に 「御 
紺屋 村 山 與左衞 門、 同與 市」 見え、 又筑 
前の 儒者に 村 山 一介 緯 (伯 經〕 あり、 芝塢 
と號 す。 又 津山藩 分限 帳に 「百 二十 石、 
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村 山 左 仲、 七十 五 石 村 山 春 庵、 百 五十石 
村 山 軍太郞 、五十石 村 山 束 人」 等旯 ゆ。 
又拯後 三條の 勤王家に、 村山秀 一部 椒あ 
リ 、半 牧と號 し、 又 荷 汀と 云 ふ。 又 山城 宇 
治の 人 村 山 善 八は 後に 茶人 吉見喜 齋と云 
ふ。 又 幕臣 鹽田順 庵の ニ 男 村 山 德淳は 拙 
軒と 號 し、 名聲 ありき。 その他、 鯖 江 藩 
に 村 山 文彌 、又 村 山 新左衞 門、 コキ ン條 
を 見ょ。 又 信 濃、 磐 城、 岩 代、 陸 前、 陸 
奥 等に も 見え、 又 市 村 座々 主 村 山 又三郞 
は 和 泉 現の 人な りしと ぞ。 

村 雪 ムラ ユキ 

村士 a ムラ ヨシ 肥 後の 豪族に して、 詫 磨 
文書、 弘 安四 年 蒙古 戰勳功 賞に 「合 志 郡 村 
吉 村村吉 又次郎 入道 敎西 跡」 と あり。 

村 若 ムラ ワカ 美 濃 等に 此の 氏 あリ。 

務理 ムリ 秕名抄 、周 防 國大島 郡に 務理 
鄕を收 む、 今 森村存 す。 

六十 谷 ムリ ダ 

六月 一日  ムリ ハリ ゥリハ y . 

武例 ムレ 和名 抄 、讚 岐國三 木 郡に 武例 
鄕を 取め， 牟禮と 註す •後の 牟禮邑 なり。 

牟禮 ムレ 和名 抄 、周 防 國佐波 郡に 牟禮 
鄕を 敬む。 その他、 攝津 、遠 江、 武藏 、信 
濃、 讚岐 等に 此の 地名 あり。 その他、 村條 
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參 照。 

1 牟禮之 別垂仁 帝裔に して、 古事記、 
箠仁 段に r 大中津 日子 命は 飛鳥 君、 牟禮 
之 別、 云々 等の 祖 也」 と 見 ゆ。 攝津國 島 
下 郡に 牟禮 神社 あり、 此の 氏の 氏神 か。 

2 牟禮公 前項 氏に 同じき か。 姓名 錄抄 • 
拾芥抄 等に 見 ゆ。. 

3 無 尸の 牟禮氏 天平 十二 年 六月 祀に牟 
禮 大野と 云 ふ 者 見 ゆ。 牟禮之 別の 裔なる 
べし C 

4 遠 江の 牟禮氏 佐 野 郡に 飛鳥 村 あり 
て、 又 牟禮は 南鄕 西鄕 に當 るとぞ 。その 
他、 第 六 項を 見ょ。 

5 讚岐公 姓 ft 岐國三 木 郡 武例鄕 、後の 
牟禮邑 ょり 起る。 全讀史 に芈禮 城は 牟禮 
村に 在り-今の 揚小 四郞の 宅 •其の 迹と 
云 ふ。 牟禮 孫兵衞 光茂 •之に 居る。 是れ 
蓋し 神 櫛 王の 裔 也。 而 して 世々 牟禮に 居 
る、 故に以 つて 氏と す焉 。後光 茂 •秀賴 
卿に 仕へ て、 祿七百 石を 賜 ふ。 阿 州 若 江 
の 役に 戰 死」 と。 

6 在 原 姓 其の 先 •隱 田を 稱 し、 讚岐國 
牟、 禮に 住せし より 家號 とすと 云 ふ。 牟禮 
主計 頭貞 高は 今 川貞 世に 仕へ て、 筑前设 
振 山 合 戰の時 軍功 あり •駿 河國蒲 原の 城 
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代と なる。 寬政 系譜に r 筑後守 頁 高 (五 
郎 、主計 頭〕 丨但馬 守範里 (又 五郎、 隼 
人 正〕— 但馬守 政 高 (五郎、 隼 人 正)— 隼 人 
正範 住— 但馬 守範 重— 壹岐守 勝 重 (權太 
郞 、鄕 右衞門 ) 丨鄕 右衞門 勝利」 等 代々 今 
川 氏に 仕 ふと。 家紋 上 藤の 內三笠 松" 丸 
に 九枚笹 。勝利に 至り 信 長に 仕へ、 その 
男鄕右 衞門勝 成は 家康に 仕へ て 千 五 百 三 
十 石を 領す。 

牟宴 ムロ 和名 抄 、大和 國葛上 郡に 牟婁 
痛を 收 む、 孝 安帝 都の ありし 地に して、 室 
邑存 す。 而 して 日子 坐 王の 御子に 室 毘古王 
あり、 此の 地に 御座せ しが 如し。 次に 祀伊 
國に牟 婁郡 あり、 和名 抄に 牟呂と 註す。 熊 
野の 地に して、 郡內に 牟婁鄕 を 敗め、 無呂 
と訓 ず、 田邊の 地なる が 如し。 

室 ムロ 大和、 河内、 三 河、 武藏近 江、 
美 濃、 下野、 越 中等に 此の 地名 あり。 

丨 大和の 室 氏 當國の 豪族、. 葛 上 郡 室邑 
よ 9 起る、 前條參 照。 下りて 至德 元年の 
大和 武士 交 名に 「室 殿 」 見 ゆ。 

2 三 河の 室 氏 渥美 郡芈 呂邑 より 起 9 し 
か。 當國の 此の 氏は 次の 三 項を 見よ。 又 
東鑑卷 十五に 室 平四郞 重廣 •見 ゆ。 

3 松 平氏 族 形 原 松 平 親忠 S 子忠 要の 裔 


なるべし o 

4 营原姓 第二 項參 照。 「先祖 三 州 室 塚に 
住せし より 家號 とす」 と。 家紋 梅 鉢、 風 
車。 寬政 系譜、 金 兵 衞重主 (延寶 御家人) 
より 系 あり。 

5 熊 野 族 三河國 渥見 郡 | 牟呂邑 より 起 
る。 鵜 殿條を 見よ。 又參州 室 城主 室 兵 庫 
頭 あり、 山 本條を 見よ。 

6 桓武 平氏 熊 谷 氏族 備 中费祥 にして、 
家傳に 「熊 谷次郞 直實の 後裔. にして 備中 
蟹河室に住せし *«1: り、室を家號とす」と 
云 ふ。 家紋 鳩 酸 草、 蔓桕 。幕府 藝者の 書附 
に r 二百 俵 •儒 室 新 助 •今 以つて 同 高、 
寄 合」 と。 新 助とは 鳩 巢直淸 (孫 太郞、 
師禮) の 事に して、 學名 甚だ 高し。 その 男 
忠三郎 洪謨は 勿 軒と 號す 、その 男 孫太耶 
直溫 也。  ’ . 

7 葉 室 氏族 肥 後の 豪族、 菅原 姓、 葉 室 
氏、 後單に 室 氏と 云 ふ。 笠 氏 系圖に 「左 近 
將監 親善 i 


I 親英- 

室 右京 
大夫 


I 親 賢丨 

右近 大夫 
大力 


丨親 則— 

左 京將 §■ 

-女 


ii 前—- ^尙  _ 4 

守 養子  丨親賴 千代 
丨善寳妓野式ニ县 

三郎  部大 夫妻 


丨吉 明— 吉 重— 女 

右 京大 夫 本 野 親 
丨 千代 4 載 妻 


と。 事蹟 通考に 「室 左兵衞 •室 小路に 住 
む」 と 。その他、 葉 室條を 見よ。 
、8藤原牝家道長裔。室伏條を見よ。 

9 雜载又 尼 子 家臣に あり、 その 裔 •備 
中 英實郡 中 井邑の 醫 •室 支樸 (草庵) なり 
と？ 第 六項參 照。 又 豐後岡 藩の 學者に 室 
何 遠 (重 明 J あり。 その他、 備 前、 攝津、 
播磨 、紐 伊、 武藏 等に 存 し、 又 近き 世、 
越後の 名士 1C 、 室 孝 次 1 郎 あり。 又播 磨の 
豪族 別 所 配下の 將に室 小兵 衞 •見 ゆ。 

牟呂 ムロ  三 河 國 渥美 郡牟呂 村より 起り 
しにて、 鶴 殿 氏の 族 也。 牟呂 城主 鶴 殿 兵 庫 
頭、 芈呂兵 庫 頭 正 茂な ど あり、 ウド ノ條、 
设び 前條を 見よ。 

室井ム 5 

电 1 岩 磐の 室 井 氏 新 編會津 風土記、 會津 
郡條 に 「田島、田出宇賀神瓧神職室井出 
雲、 祖權大 夫 某 •當 社の 神職と なる。 其 
より 九 世の 孫を視 守國 長と 云 ひ、 寬 文中、 
神職たり。 今の 出 雲 國貞が 七 世の 祖な り。 
昔 室 井と 稱せ ，る もの 長 沼 氏に 仕へ、 田 島 
四 天の 一人な りと 云 ふ。 久しく 此の 村に 
住し、 室 井 氏を 稱すれ ば、 其の 子孫なる 
も 知るべからず」 と。 

又 同郡彌 五島 組彌 五島 村條に 「熊 野宮神 


職 室 井 周 防、 其の 先を 右門 某と 云 ふ。 寬 
永の 頃、 當 社の 神職た り、 今の 周 防 高 則は 
六® の 孫な りと 云 ひ、 又木 合 村 熊 野宮神 
職 室井備 中、 天 正中 室 井 右近 道 春と 云 ふ 
者 神職た 0、 今の 備 中道 高が 六 世の 祖な 
り」 と 云 ふ。 又 田 村、 岩瀨 等に も存 す。 
2 下野の 室 井 氏那須 郡溫泉 神社の 神主 
家に 此 0. 氏 あり。 當 社は 式內 社に して、 又 
平家物語、 那須餘 一が 那須の 溫泉大 明 神 
と 祈 9 たる 名祠 也し 

3 美 作の 室 井 氏 井の 內 城主 下山 筑後守 
淸 氏の 老臣に 室 井 權左衞 門 •見 ゆ。 その 
男 左 近 政 輝は、 天文 十三 年 尼 子 氏に 破ら 
る。 又 英田郡 上 福原说 家に 室 井 政 之 進， 
又 勝 田郡靑 野の 名 族に 見 ゆ。 

4 雜载 その他、 播 磨、 攝津 、武藏 等に 
見 ゆ。 

室 尾 ム 口 ヲ 但馬國 朝 來郡室 尾ょり 起 
る。 太 田 文に 「室 尾別宮 .•二十 ニ 町 一反、. 八 
幡領 下司、 室 尾彌四 (史 本には 三〕 郞入道 
顯 蓮、 御家人」 と载 せたり。 

室 岡 ムロヲ 力 武藏に 此の 氏存 す。 

室 賀含ガ 

1淸和源氏滿快流信濃國の豪族にし 
て、 東鑑 、延應 元年 七月 十五 日條 に 小泉庄 


ム ロ 


ムロ ム ロイ 


ムロイ —— ム ロカ 


六 i 


ムロカ 


室賀鄕 (小 縣郡室 賞〕 と载 せた る 地ょ 9 起 
る。 尊卑 分脈に 「滿 快の 裔孫 •林 小次郞 
快 次— 盛 快 (室 貿ニ郞 〕丨 幸 快 (■方 部 ニ 
邸〕— 快 高 ( 同四郞 〕丨 炔賴 (ニ 邸〕」 と 見 
え" 伊奈 系圖に も 同樣に 载せ 、又 中興 系 

圖に 「室實 •淸和 、快 助 ニ 男 次 耶盛快 • 
之を 稱 す」 と。 以下 次 項を 見ょ。 

後世， 室實 村室賀 城主に 室賀 山城 信 後 入 
道 一葉 軒 あり、 天文 十四 年、 武田に 降る。 
この 室 質 氏は 一に 4 < 井 氏族と 傳へ 、甲 陽 
軍鑑に 「モ D 力 二十 騎 J と 載せ、 千曲眞 
砂に 「室實 城 •經基 王の 五世 伊奈 信 濃 守 
爲 公の 五代 盛 快 •此處 に 住し、 鄕 名を 氏 
となす。 後村上 家に 屬し 、代々 高 家に 准 
じ、 ニ 千 石を 領 す。 室貿 山城 守 盛淸の 代、 
天文 十四. 乙已年 正月、 甲 州 勢に 攻ら れ、 


天文 十六 丁 未年 八月、 葛 尾 落城の 後は 義 
清の 怨敵と な 9、 川 中島 合戰に 武功を あ 
らは し、 信 主 公ょり 本領 安堵の 證狀を 賜 
リし處 、天 正 元 癸 酉年 七月 十九 日、 德川 
家康公 •三千の 兵を 率し、 信 州に 發向し 給 
ひ、 室實 城を 攻め 玉 ふ。 これに 依り •九月 
八日、 一門 防ぎ 兼ね 降參 して 開城、 城主 一 
葉 軒 信狻は 退去して、 三 州 鳳來 寺の 山奥 


ム ロカ 


に 住 L、 年經て 卒去と 云 ふ。 落城 後、 台 命 
に 依って、 松平彌 三部 伊昌 •之を 預 9、 
泰平の 後 被 却。 

一葉 軒 信 俊の 子息に 兵 庫之介と 云 ふ 者 あ 
リ 、父と 共に 退去し、 三 河に 至 9、 夫ょ 
5 諸々 浪人して 江戶に 至り、 當時五 千 五 
百 石を 賜は 9、 江戶大 塚に 住し、 室貿兵 
庫と 稱する 旗本は 其の 子孫 也と 云 ふ。 生 
島 足 島 神社 起請 丈に 『室賀 山城 守 信 俊、 

同 治 部 夫 輔經秀 、同 常 陸 介正吉 、同甚 七 
郎 吉久』 等の 連名 あり。 又 日 ふ室實 氏は 
大井氏 族 也」 と。 又 佐々 禮石に r 詉訪部 
城は室貿治郞盛快のニ男治郞幸快*當所 
に 分地して、 砦 城を 築城 居住し、 詉訪氏 
と稱 す。 天福 元癸已 年、 故 有りて 一代に 
て當所 引拂」 と。 猶ほ 次項參 照。 

同上 賴淸流 信 濃 國更科 郡 室貲鄕 ょり 
起る と 云 ふ。 寬政 系譜に r 屋代能 登 守 正 
重の ニ 男 大和 勝 永 (大和 守滿 正，、 一葉 軒〕 • 
室實鄕 に 住して 室賀 氏を 稱 す」 と。 家紋 
丸に 上文 字" 丸に 九敉笹 、鶴菱 。勝 永 • 
武田信 支に 仕へ、 その 男 源 七 郞滿狻 •武 
田沒 落後、 家康に 屬し 、その 男 下 總守正 
俊 C 實は屋 代 越 中 守 秀正ニ s ic 至リ 、七 
千 二百 石を 領す 。その 男 「甚 四郞正 勝 (寄 


ムロカ —— ムロキ  .§ 美 


合〕 丨下總 守 正 普 (五 千 五百石) 丨兵庫 正 
憑— 同 正繼」 と。 前項 氏に 同じ。 又 中 
興 系圖に 「室貿 •淸 和、 本國信 濃、 モン 
丸內上 字、 屋代能 登 守 正 重の 男 大和 守滿 
正 •之を 稱す J ゆ。 

3 甲斐の 室實氏 村 上 氏の 枝 流と 稱す。 

寶賀 ムロガ 源 姓と 云 ふ、 前條 氏を 誤る 
か。 中興 系圖に 見 ゆ。 

諸賀 ムロガ モロ ガ條を 見ょ。 

室 川ム ロカ ハ 佐々 木 氏の 族に して、 中 
興 i に 「室 川 •宇多、 山 崎 中務 丞定 家の 男 
次郞 師廣 •之を 稱 す」 と、 あり。 猶ほ藤 原 姓 
と 云 ふ も あり 0 

室神ム ロヵ ミ 

1 石 見の 室 神 氏 那貿郡 下 松 山村 大字 八 
神に 雌雄 城趾 あり、 その 城主を 室 神彥左 
衞門 尉と 云 ふ。 石 見 志に 「室 神 山、 俗稱 
淺 利富士 あり。 此の 氏の 始原 地な らん、 
何の 系 か 不明」 と。 

2 藤 原 姓 越後の 名 族 也。‘ 

室 木 ム ロ キム ロ メキ 武藏 、近 江、 周 
防 等に 此の 地名 あり。  ， 

〇 蒲 生 氏族 近 江 國蒲生 郡 室木庄 ょり 起 
る。 蒲 生 系圖に 「惟賢— 室 木 俊 方」 と 見 
え、 其の 妹 「(勢 州 稻 垣三郞 重泰の 室)」 


と载せ 、又 「惟賢 丨女 (源氏、 伊勢 國稻 
垣三郞 重泰 室〕 丨爲泰 (室 木 八 部) 丨泰家 
(小 太 郎 入道 法名 信顋〕 」 と あり。 その 男 
に 「新 太郎 、永 仁 (參河房)、.新ニ郞、泰 
宗 (室 木 三 郞) 、泰氏 (野 矢祖) 、女 七 人」 
を擧げ 、泰宗 の 男 「泰藤 (大蔵 左衞門 尉) 

—泰長 ( 彥太郎 左衞 門〕、 弟 俊 光 (養 浦左衞 
門 尉 養子、 蓑 浦 住〕、 弟泰禪 (山 僧 伯耆〕 、 
妹 ( 吉田筑 前 守 室)」 と。 

又 中興 系圖に 「室 木 •藤 姓、 本國近 江、 秀 
鄕九代 權四郞 •之を 稱 す」 と 云 ひ、 又 一に 
「蒲 生 太郞惟 .季丨 浚 房 (室 木 四 郞〕」 と 見 
え、 秀鄕 家臣に 室 木 伊豆 あ 9。 

六呂木 ムロキ ムツ ロキ 大和 國山邊 郡 
の 豪族に して、 大神 姓、 赤埔 氏の 族軌 安の 
弟帶 刀國定 •伊勢 六 a 木に 住みて 六 呂木氏 
と 云 ふ、 其の後な りと。 

室 越 ム ロゴシ武藏に此の氏存す。 

室 崎 ムロ ザキ 同上。 

室 住 ムロ X ミ 甲斐の 名 族に して、 兩角 
氏と も あり、 諸 角 氏に 同じく、 豐後守 虎 定 • 
名 あり、 永 祿四年 河 中島 戰死 、其の 子を 兩 
角 助 五郎 昌 守と 云 ふ。 又 云 ふ 「雨 角 氏は 源 
滿政 五世 孫 木 田三耶 重 長が 十五 世次郞 太夫 
政 遠の 子 惣兵衞 直 政の 男七郞 •謙 訪氏に 仕 


へ、 兩角 氏と 改めし」 と 云 ふ。 次男 豐後守 
昌淸 •天文 中甲裴 に來 ると。 家紋 五 窠內に 
小字。 その他、 モ D ズミ條 を 見よ。 

室 園 ム ロゾ\ 筑後の 名士に 室 園 初右衞 
朽 あり。 

室 田 ムロタ 上野等に此の地名あり。 

丨 赤松 氏族. 攝津國 八 部 郡 兵 庫 西 宮內町 
の 舊家 也。 其の 先は 赤松 氏よ 9 出づ 。其 
の 祖室田 新次郞 は 別 所 則忠の 女と 婿し、 
別 所の 爪牙と なる。 三代 室 田 內匠頭 道 光 • 
別 所長 治に 仕へ、 天 正 七 年 三 木 合戰に 死 
す。 其の 子 萬 蓮 社 圓譽魯 頑 和尙の 子孫 • 
醫を 業と し、 兵 庫に 住す。 其の 裔室田 養 
軒 法 橋は 御室 宮御 落胤 也と 傳 ふ。 

2 藤 原 姓 家紋 丸に 茶實 、九曜 。寬政 系 
譜に助 大夫政 主 (三助：} 以来 系 あり。 その 
男金大 夫政臣 、その 男 金左衞 門雅矩 也。 
3 雜载筑 後に 室 田 氏 あ U て、 閑暇 箒 木 
に 「室 田市郞 右衞門 •久 留来衬 柳 原 住」 と。 
又祀 伊の 醫師室 田 退蔵 謙 (坤 山) は、 本は 
泉 氏、 學 •國 漢彿に 亘 る。 又 岩 磐、 武藏等 
に 見 ゆり 

室 谷 ムロタ II A n ャ條を 見よ。 

室津 ムロツ 和名 抄 、長 門 國豐浦 郡に 室 
津鄕 を收 めて、 無呂 都と 註し、 次に 土佐國 


安藝 郡に 室津鄕 を载せ て、 牟呂 都と 訓ず 。そ 
の 他、 播 磨、 周 防、 淡路 等に 此の 地名 存す。 
1 藤 原姓播 磨の 豪族に して、 海 東諸國 
記札「吉家。丁刻年、使を遣はし、.來り 
て觀音 現像を 賀 し、 書して 播磨州 室津代 
官藤原 朝臣 吉 家と 稱す 。上院 寺に 觀音現 
像 あ 9 、圓覺寺に雨花舍利の異あるょり、 
以後、 諸 州 •使を 遣は し 來リ貿 する 者甚 
だ 多し。 前に 使を 遣は ざる 者と 雖 、皆 接 
待を 許す、 下 並. に 同じ」 と。 

2 惟宗姓 土佐國 安藝 郡 室津鄕 ょり 起 
る。 元 親 記に 「室津 云々」 を载せ 、又 一條 家 
臣に見 ゆ。 安藝 氏の 族 也、 アキ、 n レム 
ネ等の 條に詳 か 也。 また 別府 、文 等の 條 
參 照。 

00  ムロツ 力 

室 積 ム P プミ周 防 國熊毛 郡 室積邑 ょり 
起る とぞ。 

室戶 ム ロト 日向 記に 室戶彈 正忠 •見 ゆ。 

室 永 ム ロ ナガ 

室 根 ムロネ 

室 野 ムロノ 和名 抄 、但馬 國出石 郡に 室 
野鄕 を载 せて 無呂乃 と訓 ず。 ' 

室 木 ムロ ノキ ム ロ キ條を 見よ。 

室橋ム ロハ シ武藏 等に 存 す。 


ムロキ — ムロス ミ 


ム ロス 


ムロツ 


ムロツ —— ム ロハ シ g 老 


ム P ハシ ！ ムロフ 


ム P フシ 


ムロ フシ 


震 


室端ム ；ロハ シ 
室 林ん ロハ ヤシ 

室 原 ム 口 ハラ 和名 抄 、大和 國 城下 郡に 
室 原鄕を 敗め、 また 磐 城、 出 雲、 播磨 等に 
此の 地名 あり。  , 
丨室原 首 孝德紀 に 室 原 首 御田なる 者 見 
ゆ。 大和 國 城下 郡 室 原ょ 9 起*' しなる ベ 
し 0 

2 室 原 造 前項 氏 ぴ 後なる べし。 正倉院 

天平 十四 年 文書に 「權少 領 (式 上 郡？〕 少 
初 位 上 室 原 造 具足」 など 云 ふ ^ 見 ゆ。 

3 室原眞 人皇 別の 貴 姓に して、 延曆ニ 
十四 年 二月 紀に 「左 京の 人、 十二月 王、 
小 十二月 王 等の 三人に 室原眞 人を 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 

4 平 姓 磐 城 國標葉 郡 (雙葉 郡〕 の 豪族に 
して、 南北朝の 頃、 室 原四郞 右衞門 あり、 
宮方に 屬 して、 戰功 ありし が、 曆應の 頃 
に 至り 武家 方に 屬 す。 その 裔室原 伊勢は 
富 岡 城代たり、 岩 城 勢に 城を 責 落さる。 
標 葉、 富 岡 等の 條を 見ょ。 

室 平 ムロヒ ラ 參河 國實茂 都の 豪族に し 
て、 室 平四郞 重廣は 東鑑に 見 ゆ。 室條參 照。 
室 生 ム P フ 大和 國宇陀 郡 室生邑 より 起 
る。赤埴系圖に「高見監物興猶—光安'(室 


生 庄司大 夫〕、 弟 安峰 (宇陀 郡 司 職、 兼 室 生 
ノ 別當〕 J と。 

室 伏 ム a フシ ム P フセ 

1 小 野 姓橫肛 黨武藏 の 豪族に して、 小 
野 系圖に 「由 木六郞 保 經—廣 保 (室 伏 六 
郞〕 —廣保 (太 郎〕 丨保貞 (彌ニ 郞〕 丨景保 
(又 ニ 郞〕— 盛 保 (又 四郞〕 」 と载せ 、.又 七 
黨系圖 に 「廣保 (室 伏 六 太) 丨範範 — 保 員 
(保貞 、彌 ニ〕 丨景 保丨 盛時 (又 三〕」 と 見 
え、 畠 山 本には 「由 木 六 郞隆家 丨廣家 (橫 
山惡 次、 室 伏 野次、 室 伏 六 野次〕 —— r 
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六郞 


六郎次 郞 

T_ 

尊 曆承久 
宇治川 功 


— 酔 1 


I 孝 信 

五郎 

— 行繼 

五郞キ 郞 


曹 


— 空 鏡 

丨保氏野三 

丨彌六 
I 五一 £5 三 長 
丨景 信— 七郞 五耶 
1 — 長 浚- 淸長彥 = 一郎 

大和 房 

丨信 光-野 七 

九 ®! 

厂行 長十郎 

と。 氏人は 東鑑卷 二十 五に 室 伏 六 郎保信 • 

見 ゆ。 

2 甲斐の 室 伏 氏 東 山 梨 郡 室伏邑 ょり 起 
•る。 國志に 「東鑑 、承久 三年 六月 十三 日 
條に室伏六耶保昌ゝまた承久記に一^甲裴 


國 住人 室 伏 六 郎』 見 ゆ。 又 諸 星 氏と 云 ふ。 
室 伏、 室 臥、 室 星、 諸 星、 相 通ず」 と。 

モロ フ セ條參 照。 

3 藤 原 姓 室 伏 神社 因 記録に 「師輔 長男 
伊 尹、 長男 道 長、 ニ 男伊義 、長男 義旦 ( 且〕、 
属男義 照、 ニ (室 大納言 正三位 義 照、 室 
の 元祖、 室 生大明 神を 崇め 奉る〕、 武士に 
下りて 室 伏 加貿 守と 號 す。 氏紋三 頭 右の 
巴な り。 幕の 紋は雲 龍、 嫡子 一人 附 ダく。 
庶子は 諸 星、 紋は 七曜の 星。 

室 伏大膳 大夫從 三位 忠義、 ニ 男 法師 記乘。 
加 賀大丞 藤 原 朝臣 義 、ニ 男 近 藤 國廣ゝ 子 
孫 遠 州、 三男 高 橋賴義 •子孫 三 州。 別家 
加 賀中將 藤 原房義 、ニ 男 ニ 良 勝 良。. 

室 伏武藏 守元賴 、室 伏 加 賢守義 則、 ニ 男 
尾 崎 善 太 丸。 室 伏 越後 守元義 。室 伏大膳 
大 夫元久 、ニ 男 彥太郎 定吉 。室 伏 大膳大 
夫元安。室伏 ±. 佐守安、ニ男大浪彌治兵 

衞」 と あ SN。 

4 當 陸の 室 伏 氏 新編國 志に 「室 伏 •武藏 
七 黨の內 、橫 山黨に 室 伏 氏 あり 。本姓は 小 
野な り。 蓋し 此‘の 室 伏 氏 •中 迸 本國の 地頭 
職と なりて 留任せ しなるべし。 古代ょり 
莢 城 郡吉田 村の 古宿に、 室 伏 氏 あり」 と。 
5 雜载 その他、 秀康卿 給 帳に 「二百 石 


室 代金 右 衞門」 見 ゆ。 

室 臥 ムロブシ前條氏に同じ。 

室 星 ムロ ポシ 同上。 又 諸 星條參 照。 
室町 ム ロマ チ 山城、 陸 前、 播磨 等に 此 
の 地名 あり。  、 

丨藤原 北 家 尊卑 分脈に 「關 白師 通丨參 
議 家政— 權中納 言 雅敎丨 參議雅 長— 左 中 
將 家信 (室町〕— 右 中 將雅繼 ( 雅經 )丨 右 中 
將雅 保— 左 中將雅 持— 侍 從雅春 丨同雅 朝 
—中將 雅 秋— 雅藤丨 雅豐」 と载 せたり。 
2 同上 近 衞家流 尊卑 分脈に 「近 衞基通 
の 子 兼 基 ( 號 鷹 司、 又號 室町)」 と 見 ゆ。 

3 同上 閑 院家流 尊卑 分脈に 「公 經—權 
大納言 實藤 (室町 •當 時雨 藪祖 也〕 丨參議 
公 重— 同 實爲— 同 公春 丨左少 將實卿 —權 

大納言 秀顯 (季顯 )— 權中 納言實 莨— 同 
季俊 丨 同實仲 — 公 音 丨 季遠 丨 公 遠丨季 
滿」 と载 せたり 。四 it 氏條を 見ょ。 

德川 時代、 二百 石、 明治 二百 八十 ニ 石餘。 
室町 公大 •伯爵を 賜 ふ。 

4 淸和 源氏 永 和 四 年、 足 利義滿 •新舘 
を 室町に 構へ て 花 亭と號 し、 又 室町 殿と 
稱す 。南面に 四 足 門 あり、 皇居に 擬 し、 花 
御所と 稱 す。 義滿 、霧 持の ニ 代 住居し、 義 
敎の 時には 新亭 を加增 し、 義 政の 世に 及 


び、文安六年之を毀っー即ち七十餘年間、 
足利將 軍の 府邸 たり。 足 利條參 照。 

5 服 部 氏族 紀伊國 名 草 郡の 名 族に して 
服 部 佐 渡 守義 長の 裔なリ 、京都 室町に 住 
す、 ょりて 此の 稱ぁ りと。 續 風土記、 梶 
取村舊家室町庄八條に「其の祖を服部佐 
渡守義 長と いふ。 足 利 家の 公 族に て、 京 
都 室町に 住す。 足 利 氏 亡びし 後、 明智氏 
に 一味す。 明智氏 亡びて、、 江 州 太 田 長 原. 
邊に 蟄居す 。東照宮 •召さ るれ ども、 辭し 
て 仕へ ず、 溟士 にて 終る。 其の 弟 •奉仕 
して 服 部半藏 とい ふ。 義 長の 子を 少貳と 
いふ、 後に 庄大 夫と 改む 。武具の 細工を 
好み、 殊に 蒔繪を 能くす 。東照宮 •又庄 
太夫を 召され けれども、 固辭 して 仕へ ず。 
浪人に て 細工 御用を 勤め、 常に 御前に 召 
さる。 佐 渡 守 秘蔵の 鞍燈を 献上し、 戰場 
に 御 利 運の 事 ぁりと いふ。 京都、 駿 河の 
二箇所に て 家 地を 賜 ふ。 < 

東照宮 御 他界の 御 時、 久能 山に おって、 
東照宮の 御 位牌を 拜頜 し、 今に 家の 内に 
奉 祭す。 其の後、 南 龍 公の 御供に て 若 山 
に 移り、 新 町に て 家 地を 賜 ふ。 故に 其の 
町を 蒔 繪屋の 町と いふ。 東照宮の 御 吉例 
に 依り、 南 龍 公以來 御代々、 御 家督の 御 
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時、 御馬 鞍を 献上す るを 例と す。 又 元 和 
七 年、 和歌 御宮へ 御繪 馬、 石燈 籠を 献上 
す。 天明 七 年、 先祖の 由 緖を以 つて、 苗 
字を 室町と 改 む。 寬政 三年、 家を 當村に 
移す、 代々 帶 刀を 免され、 三人 扶持を 賜 
はる」， と o 

6 雜载 その他、 武藏 、攝津 等に も 見 ゆ。 
室 松 ムロ マツ- 武藏 等に 存 す。 

室 水 ム ロミヴ 

室 持 ム □ モチ備 前 安養寺 應仁 三年 寄進 
狀に室 持太郎 次郎 •見 ゆ。 

室 本 ム P モト 近 江 國蒲生 郡の 名 族に し 
て、 蒲 生 族 和 田 氏の 支流 井上 七 郎左衞 門 後 
村の 次男 俊資 •室 本 氏を 稱す 。其の 次男を 
藤 左 衞門尉 後 連と 云 ひ、 後 村の 弟八郎 浚 茂 
の 家 も 此の 氏を 稱せ 9( 蒲 生 郡史〕 。又 武藏 
等に 見 ゆ。‘  . 
室屋 ム □ ヤ武藏 、美 濃、 山城 等に 存 す。 

又 古代に 大俾室 屋大連 あり。 

室 谷 ムロヤ ムロタ II 紀 伊 國海部 郡 加 
太 莊の舊 家に 室 谷 氏 あり、 加 太 條參 照。 又 
武藏 等に 存 す。 

室 矢 ムロヤ 前 ニ 條參 照。" 

室 山 ムロヤ マ 陸 前、 播 磨、 讚 岐等に 此 
の 地名 存 し、 筑後小 野 村 內営應 永 棟木に 室 
山 大宮司 末 次を 載せ、 又武藏 等に 存 す。 


R メイ バイ 歸化 姓に して、 或は 賈 氏、 
又は 價 氏と 同一なる べし。 和 銅 元年 正月 紀 
に 貢文會 なる 者 見 ゆ。 

鳴 メイ 成 島 錦 江は 鳴 錦 江と 稱 し、 鳳鄕 

と 云 ふ。 ナル シマ 條を 見ょ。 

命 尾 メイ ヲ 

名家  メイ 力 ミヤ ウケ 堂上 家の 家格に 
して、 藏人 頭辨官 を 兼ね、 大納言まで 上る 
事を得る家柄にて、歡修寺、萬里小路、甘 
露 寺、 坊 城、 淸閑 寺、 葉 室， 中 御門 (以上 
勸修寺 族〕、 日 野、 烏 丸、 廣 橋‘ 勘 解 由 小路、 


柳 原、 日 野 西、 裏 松、 竹屋 (以上 日 野 族〕 等 
の 諸家 あり。 その 出身は 凡そ 「大夫 丨侍從 
—辨 (.蔵人〕— 參議 丨中納 言— 大納言」 の 順 
序 なれ ど、 竹屋 、日 野 西、 勘 解 由 小路、 裏 
松の 四 家は 藏 人頭になる を 得ず と。 その他* 
堂上 條を 見ょ。 

明賀  メイ ガ ミヤ ウガ 石 見國に 此の 氏 

あり 0 

名 鏡 メイ キヤウ 武藏に 此の 氏 あり。 
明月  メイ ゲツ アキ ヴキ相 摸に 明月 院 
甲 州に 明月 庵 あり。 

名 * ? メ V クワン ミヤ ウクワ ン 


明 城 メイ ジャウ 武 藏に存 す。 

米 地 メイ チ 但馬に 此の 地名 あ®'。 マィ 
チ條參 照" 

冥途  メイ ド 博徒の 異名に、 冥途 小 八 あ 
50 

命 長 メイ ナガ イノ チ ナガ メナ ガ條を 

見よ。 

明 嵐 メイラン 正訓不明，。 

銘 丄 ハ メイ ロク楊 弓の 名人に 銘六 一知 あ 
90 *. 

妙音院 メウ オン キン 尊卑 分脈に 「賴長 
の 子 太 政 大臣 師長 (號妙 音院〕 」 と あり。 藤 
原條を 見よ。 

妙 光寺 メウク ワウ ジ 山城の 名刹に して 
康正 造內裡 段錢 引付に 「四 貫 f 百 七十 文 • 
妙 光寺 領 、質 州 豐田 段錢」 と。 又 藤 原' (花 
山院) 師繼 •妙 光寺と 號 す、 花 山 院條を 見 

妙 華 寺 X ウゲジ 藤 原 C 一條；} 敎房 •妙 華 
寺と 號す 、一條 條を 見よ。 1 
妙 見 メウ ケン 攝津 、河內 、尾 張、 下線、 
上野、 越後、 但 馬、 出 雲 •美 作、 紀 伊、 豐 
前、 肥 前、 肥 後 等に 此の 地名 寺社 名 あり。 
その他 猶多 からん。 古き は 上代 屯 家 (ミヤ 
ケ〕 を 置きし 地名の 轉訛な る もの 尠からず。 


1 豐 前の 妙 旯氏 宇佐 郡 Q 豪族に して、 
應永正 長の 頃、 妙見昌 親あリ と。 

2 雜载堀 尾 山城 守 給 帳に 「三十 石 妙 見」 
と。 こは 雲 州の 妙 見 也 0 

妙藏 院メウ ザウ净 ン康 正段錢 引付に 「一 
k 文 •妙 藏院 、牝 野社領 、加 賀國 、小 泉 
保、 一分 段錢 」 と。 

乳牛  メウシ 攝津國 西 生 郡に 乳牛 牧莊 • 
見 ゆ。 地理 志 料に 「按ずる に 香 島、 御幣島、 
嫒島の 三 島、 後連屬 して 一 洲と爲 り、 乳牛 
牧 莊と稱 す」 と。 

夫婦 木 メウ トギ 日用 重寳 記に 此の 訓見 
え、 中興 系圖に r 夫婦 木 •日 奉 姓、 高 產靈命 
苗裔、 道 臣命七 世 室屋大 連の 後胤」 と あり。 
大 伴、 日 奉 等の 條參 照。 

妙法 院 メウ ホフ ヰン 門跡 寺の 一にして 
妙法 院宮は 新日吉 御門 跡と も號 す。 その' 法 
系は 「傳敎 大師 (東 漢孝献 帝の 遠 裔登萬 王 • 
臆 神 天皇の 御宇、 王化を 墓 ひて 来り、 江 州 
志 實を賜 ひ、 姓を 三 津 首と 改 むる 也。 登 萬 
王 苗裔 百 枝 男) 丨慈覺 大師— 惠亮和 尙丨常 
濟和 尙丨慈 念和尙 丨 陽 生和尙 丨 敎圓大 僧都 
丨勝範 大僧正— 定慶 阿闍梨 1 源 暹阿闍 梨— 
相命少 僧都— 快實和 尙 丨快修 大僧正 丨行眞 
法皇— 昌雲 大僧正— 實全權 僧正— 尊 性 法 親 


王—尊惠權僧正—尊守法親王—蓴敬大僧正 
丨性守 大僧正 丨後 圓權 僧正 丨性惠 法 親王丨 
尊 澄 法 親王 (還俗 親王〕— 亮性法 親王— 
人道 亮仁 親王— 堯仁法 親王 丨堯性 法 親王— 
明 仁 法 親王 丨敎 覺淮 三宮 丨覺胤 法 親王 丨堯 
尊 法 親王— 常 胤 法 親王— 入道 堯然 親王— 入 
道堯恕 親王— 人道 堯 、延 親王— 入道 堯恭 親王 
— 人道 眞仁 親王 丨 人道 敎仁 親王」 也" 

而 して 康 正段錢 引付に 「三十 一貫 文 •妙法 
院 御門 跡頜 、栗 見本庄 段錢 。五 貫 三百 二十 
一文 •妙法 院 門跡 領 、筏 立 南 庄段錢 。三十 六 
貫 三百 四十 文 •妙法 院 御門 跡領 •仰 木庄段 
錢 。九 百 六十 文 •妙法 院 御門 跡領 、中 野 田 
段錢 。四 貫 六 百 文 •妙法 院 御門 跡領、 蒈門 
庄段錢 。七 貫 五 百 文 •妙法 院 御領、 越前國 
大虫 社段篯 。三 貫 文 •妙 ^ 院 御領、 越前國 
內郡 村段錢 。六 百 五十 文 •妙法 院 御領、 攝 
州津江 庄殿錢 。ニ 貫 八十 三文 •妙法 院 御門 
跡領 、尾 州 一橘餘 舊段錢 。九 百 六十 三文 • 
妙法 院 御門 跡領 、越 前 國開發 村段錢 "六 百 五 
十 文 •妙法 院 御門 跡頜 、越 前 國岩永 村 段錢。 
百 七十 五 文 •妙法 院 御門 跡領 "越 前！！ 栗 野 
村段錢 。一貫 四百 文 •妙法 院 御領、 越前國 
加 志 律 村段錢 。ニ 貫 文 •妙法 院 御領、 江 州 
平安 寺 小 八 王子 段錢 。八 百 九十 ニ 文 妙法 院 


メイ シヤ^ —— メゥ ケム  メゥサ ゥ —— メゥホ フ メゥホ フ § 六ー 


印 合 御 


御輿 號衣 
花色 小紋 


メゥホブ —— メカ 


御領、 越 前 國江星 村段錢 J と。 

又 雲上 明覽に 「妙法 院御 無住、 御 宗旨 天台。 
御領 千 六 百 三十 三石餘 、大佛 •御 里 坊院參 
町、 宇津木 主 水。 


院家 •勝 安養 院 僧正 法 印、 常住 金刚 院、 並 日 
應院 法眼。 淮院家 •淨 蓮華 院權 僧正 法 印、 
大報恩院權僧正法印、遠城院大僧都法印、 
最 敎院大 僧都 法 印、 淸淨心 院權 僧正 法 印' 坊 
.官 •今 小路 法 印、 山 田 法 印、 菅谷 宰相。 諸 
大夫 •山 田筑後 守、 松 井出 羽 守、 松 井 大和 
守、 山 田 美 濃 守 •今 小路 伊勢 守。 侍 •靑水 
豐前 介、 小 畑 近 江 介、 木 崎 紀 伊介。 承 仕 • 內 
田 法 橋、 堀 部 得 也」 と 0 

目 尾 メヲ 

妻 鹿 メガ 播磨國 飾 磨 郡の 妻 鹿邑ょ 9 起 
る_。播磨古跡考に「國府山城は三野莊妻鹿 
村に 在り、 元弘 中、 妻 鹿長宗 •此に 據リて 勤 
王す」 と。 太平 記卷 八に 「播 磨國 Q 住人、 
妻鹿孫三郞長宗と申すは、薩摩氏長が末に 
て、 力 •人に 勝れ、 器量 毋に 超えた リ 。生年 
十二の 春の 比よ y、 好んで 相撲を 取け るに、 
日本 六十 餘州の 中には、 遂に 片手に も懸る 


メカ 


S 一一 


メカ 


者 無 かりけ り」 と。 赤松 圓心 の塄 也。 薩 摩、 
赤松 等の 條參 照。 

又 播磨鑑 に 「國府 山城は 三 野 庄妻鹿 村に 在 
り、 古城 主は 妻 鹿 孫 三 郎貞祐 (始め 長宗〕 と 
いふ、 薩摩氏 長の 末裔 也 j と载せ 、又 「妻 鹿 構 
居は 三 野 庄妻鹿 村に 在り、 妻 鹿 孫 三 耶貞祐 • 
後 黑田如 水の 城」 と。 

女 鹿 メガ 陸 中の 豪族に し. て、 淸和源 
氏、 小 笠 原 氏の 族 也。 三 戶郡女 鹿 村ょり 起 
り、 長 宗を祖 とす。 參考 諸家 系圖に 「女 鹿 
大藏宗 庚」 等を 載せ、 「女 鹿 氏 (本名 小 笠 原、 
河 村)、 富 野、 八 系。 四十 四 石、 女 鹿四郞 左 
衞門 家。 鎮守府 將軍源 賴義九 男 •紋 三階 菱。 
光長 丨有義 — 光義— 長淸 丨長貞 (小 笠 原 下 
總 守〕 丨氏隆 (営 內大輔 )— 長 時 (四郞 三 都) 
丨長堅 (始め 小 笠 原、 河 村 刑部丞 、甲斐 河 村 
の 庄を領 して 氏と す〕 丨長實 (四郞 兵衞 尉) 
丨信貞 (佐 三 郎 、源 藏 。武田 信 支に 仕 ふ。 
信 支 •* 條氏 直と 駿河淸 見 寺に 戰ふ 時、 信 
主 先陣を 內藤 修理に 命ず。 信貞 •時に 年 十 
八、 修理を 遮りて 窺り に 先陣を 請 ふ。 信 支 
之を 許す。 信 貞勇戰 して 終に 氏 直の 軍を 敗 
り、 首數 級を 獲たり。 信 支 大に 賞して 信の 
字を 與ふ 、依りて 信貞 と改 む。 後 塊 牛齋 2 
淸 入道と 號 す。 天文 ニ 年 正月 二十日 死〕！ 


信宗 (或は 長宗 、小屋 松 佐 三 郎 、大藏 、始め 小 
笠 原 一夕 齋 、女 鹿 丹 後 守。 信 濃 川 中島に 生 
る。 佐 久大明 神の 前にて 元服す、 故に 佐 三 
郞と稱 す。 父に 繼い で同國 島主に 千 五百石 
の 地を 領す 。天 正 十 年 二月、 主家 武田 勝賴 
滅亡の 時、 1 很士 となりて、 關 東の 小 笠 原 丹 
齋の 扶助を 得て、 暫く 之に 居る。 是に 於て 
小 笠 原 ' 一夕 齋と改 む、 丹齋 の證 判を 傳 ふ。 
信 直 公、 同 十六 年、 三戶に 来て、 檑山五 左 
衞門に 就いて、 初めて 謁す。 三 戶郡女 鹿 村に 
三百 石を 賜 ふ。 是に 於いて 女 鹿 氏に 改む。 
同 十七 年、 公子 彥九郞 政 直 君 •御 年 十三 (考 
に 十四なる べし〕 とて 御 鎧 御着 初の 御 式法 
を 動む、 名を 丹 後 守と 賜 ふ。 文祿ニ 年、 九 
戶政實 の 殘賊丹 藏と云 ふ 者 ぁり、 命に 依つ 
て 之を 討 取る。 此の 時、 丹藏 佩ぶ •る 所の 備前 
守 家の 刀を 献上す 。是れ 九戶家 重代の 刀 也。 
其の 功 賞と して 此の 刀を 賜 ひ、 子孫に 傳 ふ。 
志 和一亂 (何年の 芰歟 、詳な らず〕 の 時、 知 
行を 金 田 一村に 賜 ふ。 利 直 公慶 長 十九 年、 大 
坂 御陣に 左備 二十 五騎の 組頭 役に て、 御 軍 
/ 團を預 る。 後 死、 淸龍 院祗陀 居士、 女 鹿 村 
に 葬る、 盛 岡祗陀 寺 S 開基 也〕— 親宗 C 源 十 
郞 、大蔵、 源 之丞 。三戶 に 生る、 三戶 御城 
に 於いて 元服、 命に 依て 石 井 伊賀 守 理髪，- 


利 直 公 •名を 源 之 丞と賜 ふ。 利 直 公の 時 家 
督、 後 死して 梅 光と 云 ふ、 女 鹿 村っ弟 長定は 
富野甚 七、 妹は 石 谷 伊兵衞 妻、 石 谷 氏は 現 来 
七十 四 石を 領 して、 後斷絕 )— 勝宗 (重 助、 
源之丞 "利 直 公 0 •時、 命に 依って 僧 山 五 左 
衞門 家に 於て 元服の 後、 家督、 重 直 公 •八 
戶 御城に 於い V 名を 源 之 丞と賜 ふ 3 寛 永 中、 
三 戶名久 井 通 御 代官を 勤めて、 慶 安中に 到 

る」 と o 、 

女 影 メカ ゲ 武藏國 高麗 郡 女影邑 ょり 起 
る。 承 久記卷 四に 女 陰の 四郞 、東 鑑承久 三 
年 六月 十四日、 宇治橋 合戰 討死の 中に 女 影 
四郞と 出 だし、 注に 武藏と 書きたり。 又 同 
時 手 貢 人の 中に 女 景太郞 ありて、 假名を メ 
ヵヶと 注せ リ 0 是れ恐 らく 女 影の 誤寫に て、 
此の 人 も 四 一郎が 一族なる べし。 

女！！^  メカ ゲ 同上。 

目片  メカ タ 武藏國 等に 存す 、以下 數條 
參 照。 

妻 方 メカ タ ツマ カタ 關東 管領 家の 重 
臣に して、 後、 相 州 兵亂 記に 妻 方 新 介、 弟 
長 三 郎等 見 ゅ、 憲政の 家人 也。 古 戰錄に は 
「憲政の 子 龍 若が 乳母の 子 •目 賀田新 助 兄弟 
三人、 叔父 九里釆 女 正 等、 龍 若を 連れて 牝條 
氏 康に 降る」 と。 その他 前後 各條參 照。 

メカ ケ I メカ タ 


妻 鹿 田 メカ ダ 同上。 妻 鹿 田 新 助は 前項 
新 介に 外なら ず。 • 

目賀田 メガ タ 前後 各條參 照。 

1 關 東の 目 貿田氏 妻 方 氏に 同じ。 

2 源 姓 一に 藤 原 姓と も 云 ふ。 近 江國蒲 
生 郡 目實田 村より 起り しにて、 佐々 木 七 
隊の 一に 目 賀田氏 見え、 六角 義賢六 宿老 
の 一に 目賀 田攝津 守綱淸 あり。 而 して 見 
聞 諸 家紋に、 


3 藤 原 姓 家傳に 「先祖 目 實田氏 、近 江 
目賀 田に 住す」 と。 幸 右 衞門守 政 •故 あ 
りて 內 藤と 稱 し、 紀州 賴宣に 仕へ、 その 
男守成*原氏に復1、幕臣となる。寬政系 

譜に 「長 門 守 守成 (伊豫 守〕— 帶刀守 緣 J。 
子孫 六 百 石、 家紋 杏葉、 蛇 目、 鶴 丸。 又 中興 
系圖に 「目 貿 田、 もん 抱 茗荷」 と’ 同流 か。 

4 加 賀の目 實田氏 三 州 志に 「河 * 郡 鳥 
越 城 C 在 井上 庄倉見 村〕 は 天 正 十一 年、 國 
祖 •此の 地に 築堡 し、 目貿田 又右衞 門、 
♦丹 羽 源 十郞 等を 置いて、 加 越の 境戍 とす。 
十二 年、 目實田 •丹 羽 •成 政を 恐れ、 此 b 
の 堡を棄 て 》 逃亡す。 因って 成 政 •久毋 


メカ タ 


但 馬を 置き、 十三 年但 馬を 引取」 と’ 見 ゆ。 

5 雜 载文晁 門の 衋 家に 目 貿田帶 刀 守 道 
(淸水 守 用人〕 あり、 介菴 とも、 介 翁、 文 
村と も號 す。 又 目 賀田幽 支、 目 貿田文 信 
等 も 名 あり。 又 目貿田 種太郞 あり、 國事 
に 功多く、 男爵を 賜 ふ。 

目 加 田 メガ タ前 數條參 照。 

1 山陰の 目 加 田 氏 尼 子 家の 重臣に して 
上 月 域に 籠る 土に 目 加田淸 直、 同 政 則を 
载せ 、又 安西 軍 策に 「目 黑が 子供 二人 有 
りしを、 晴久 •目黑 の 家は 小身な 9 とて、 
目 加 田の 家を 續 せらる。 目 加田釆 女、 同 
彈右衞 門 尉と て、 父に も 劣らず とぞ 聞え 
し*..」 と 見 ゆ 0 

2 雜载衋 家に 法 橋 目 加 田 雲 川 あり。 

目 包 部 メカ ネベ マシ コ ベ 條を 見ょ。 

女 川 メカ ハ 

丨 安部 姓 羽 後 秋 田 郡の 豪族に して、 五 
社 堂緣起 別傳に 「弘治 元年 こ 卯、 永禪院 
燒 失、 同 三年 丁已 、女 川 安部 基季 •大堂 
を復修 す」 と。 又元龜 三年、 女 川景季 • 
■二王門を 建立す。 

2 雜载 その他、 越 中等に 存す •0 

和布 別 メカ リ豐前 國企救 郡 和布 刈 神社 

と ある 迪 より 起れ るなる べし。 


メカ タ —— メカ リ B 六 三 


メク y —— メ クロ 


メカ リ —— メクリ 


銘莉 X カリ 

目 木 メキ 

目久  メク 

〇 目久史 出 雲の 古 姓に して、 賑給歷 名 
帳に 「河 內鄕 伊美 里 目 久史床 足」 なる 者 見 
ゅ 0 

惠 メグミ エ條を 見ょ。 

目 書 メ クラ 江戶 の俠 客に、 目瞽オ 三 あ 

廻 メグ リ大 隅國給 良 郡 福 山鄕廻 村ょり 
起り、仁田尾城 |> 據る。當城は福山鄕廻村 
麓に在りて一に廻城とも云ふ。此の氏は源 
三位 賴 政の 後胤と 稱し 、その 孫 肥 前 守宗綱 • 
治 承 四 年 十一月、 當地に 下り、 仁 田 尾 城に 
居 9、 弟廣 綱は 牛 根 ニ 川 村を 領 して ニ 川 氏 
と稱 すと 傳ふ (名勝 圖會〕 0 
氏人は 弘安十 年 七月の 宮侍守 公 神 結 番交名 
に 「九番 •廻 大和 入道、 長 法 橋 跡、 毗沙 王」 
を 載せ、 地理 纂考 、贈 嗷郡福 山鄕福 山村 仁 
田 尾 城條に 「往古、 廻 氏 •城主たり、 廻 氏 
は 源 三位 賴 政の 後胤な リ 。家譜に 『治 承 四 
年、 賴政の 孫 肥 前 守宗綱 •大 隅國廻 村を 賜 
はり、 其の 子孫 承 襲し、 地名を 以って 氏と 
せり 0 賴政 •平氏の 一族と 平等 院に戰 ひ、 
其の子伊豆守仲綱と共に敗死す。仲綱に三 


子 ぁり、 長を 肥 前守宗 綱、 次子を 騣 河守廣 
網、 三 子を 左 衞門尉 有 綱と ぃふ'」 賴政敗 死 
の 時、 三 子 •流罪に 處すべ しとて 廻 村を 賜 
はり、 世々 此の 地を 頜 し、 仁 田 尾 城に 居れ 
り。 駿 河守廣 綱の 後は 今の 牛根鄕 ニ 川 村を 
領し 、ニ 川 氏を 稱 し、 其の 裔孫 •大崎 鄕に 
あリ とい ふ。 

十五 代の 孫 兵部少 輔久元 •盲目に て、 其の 
子 次， 郎四 郎賴貞 •幼弱な りしに、 肝 付 河内 
兼續 •其の 弊に 乗じ、 永 祿四年 五月 •仁 田 
尾 城を 襲 ひ 取 9 しを、 同年 六月、 島 律 貴久" 
義久 父子、 島 律 右 馬 忠將等 城を 攻 む。 兼 續* 
自ら 當城に 據5> 、堅く 是を 守り、 又 伊地知 

周 防 重 興、 福寢 右近 重 長 等來援 し、 當 城に 
入る。 七月、 忠將 •遂に 戰 死す。 貴 久父子 
大に 憤り、 其の 勢當 るべ からず。 兼績 、重 興、 
重 長 等 敗北し、 恒吉に 遁れ 走る」 と。 ' 

M 田 メグ リダ 

目黑  メグロ 武藏 、佐 渡 等に 此の 地名 ぁ 

Myo 

1 兒玉黨 武藏國 荏 原 郡 目黑邑 ょり 起 
り、 家 資を祖 とす。 氏人は 承 久記卷 三に 
目黑 の太郞 、東 鑑卷 二十に 目黑 彌五郞 、又 
承久戰 宇治橋 手 貢に 目黑小 太郞 •見 ゆ。 
2畠 山 氏族 目 黑系圖 に 「畠 山重忠 ( 庄 


メ クロ a e 


司)— 重 保 (六 郞〕 丨重行 (畠 山 時 麿、 後に 
目 黑小太 郎と號 す。 元久の 難 •父祖に 後 
れ 、家人 宮野 某の 介抱に 因り、 武藏國 荏 
原郡目黑村に蟄居す。長じて其 '0 居る所 
に 因 ^ 、 目黑 小太郞 と稱 せリ 。建 保 六 年 
戊 寅、 陸 奥 大溶郡 伊北の 主 山內季 基に 據 
り、 大溶 郡宮畸 村に 住す。 同年 五月、 會 
津主佐 原 盛 連に 屬 し、 稻河庄 伊豆 ヶ原村 
に 移り、 其の 地九邑 を領 し、 伊豆 ヶ原村 
に 栅を 築き 住す。 承久 元年、 野老澤 、棒、 
小卷 、麻布 村を 領 し、 野老澤 村飯溪 山の 

東_に壘を築きて住す〕丨重堯(太郞、佐 
原 光盛に 仕 ふ〕 丨重隆 (刑 部、 * 名 泰盛に 
仕 ふ〕— 重英 (若狹 、芦名 盛宗に 仕 ふ〕丨 
重 貴 (若狹 、盛宗 P 仕 ふ〕 丨 光重 ( 靱貴之 
介、 芦名 盛 負に 仕 ふ)— 重 潔 (兵 部、 芦名 
直 盛に 仕 ふ〕 丨重連 (若狹 、芦名 詮盛に 仕 
ふ〕— 重 倫 (大炊 助 ニ 尸 名 盛 政に 仕 ふ〕丨 
重 保 (平 內ニ耶 、號 若狹 、芦名盛政、 盛 
久に仕 ふ〕— 政 業 (若 狭‘ 芦名 盛 信、 盛詮 
に 仕 ふ〕 丨重鄕 (參 河、 芦名 盛 高に 仕 ふ〕丨 
重 綱 (若狹 、芦名 盛 高、 盛滋に 仕 ふ)— 重 
康 (若狹 、芦名 盛趑 、盛舜 、盛 氏に 仕 ふ〕 
— 重賴 (若狹 、芦名盛氏に 仕 ふ〕— 重 光 (周 
防、 芦名盛氏、 盛 興、 盛隆に 仕 ふ)— 重 


敦 C 藤 內左衞 門、 芦名 義廣に 仕 ふ〕— 重 就 
(主 殿、 主家 芦名 家沒 落に ょり、 野 老澤村 
に 居し 農と なる〕— 重晟' (伊 左衞 門)— 重 
順 (十 部 左衞 門〕— 重 村 (伊 左衞 門〕 丨重茂 
(伊 左衞 門〕— 重 常 C 伊左衞 門〕— 重文 (伊 
左衞 門〕— 重滿 (伊 左衞 門〕 ィ豐昌 (重 右 衞 

門)— 申 富 (重 右衞 門〕— 重利 (伊 左 衞門) 
■丨 公邦 (十 郞左衞 門〕 丨安豐 (重 郞次〕 I 重 

介 (三 郎 、柳 律 村 外 ニケ 村長〕" 重彬 ( 實は 
矢 部 理左衞 門 三男〕」 と C 目 黑重介 氏〕。 

3 會津の 目黑氏 前項を 見ょ。 當 地方に 
多く、 新 編 風土記、 會津 郡條に 「下山 村 
館迹は 天 正の 頃、 目黑外 三 郞某と 云 ふ 者 
住せり と云傳 ふ」 と载 せ、 「熊 倉 村 館迹は 
永 祿の 頃、 目黑 七十 郞某 居住せ しと 云傳 
ふ」 と。 又 耶麻郡 檜 原條に 「畠'^ 司 次 
郎重忠 の 後と 云 ひ、 天 正の 頃、 目 黑善內 
某、 穴澤 父子と 共に 戰 死す」 と 見 ゆ。 
大沼 郡に も 多く、 山內家 重臣に して、 管 
家、 伊藤、 齋藤 と共に 山內四 天の 一也。 
目黑彈 正、 目黑 右馬助 等の 事は 山 內條を 
見よ。 また 新 編 風土記、 大 溶郡牧 內邑舊 
家 義左衞 門條に r 先祖を 目 黑七郞 光重と 
て、 葦名 遠 江 守 盛貞に 仕へ て、 建武 中、 
前代 蜂起の 時、 盛 員に 隨ひ 、片 韻に て 討 


死せ り。 其の 子 勘 解 由 光春 •蒼 名 直 盛に 隨 ■ 
つて 會 律に 来り、 此の 地を. 領せ しと 傳へ、 
光春が 四 # の 孫 勘 解 由 重 安が 時、 永 祿 中、 
長 溶豐後 守と 云 ふ 者、 葦名 家に 叛 きしを 
討って 功 あ = 'ければ、 賞して 来澤 村を 與 
へしと ぞ 。葦名 家 亡びて 後、 農民と なれ 


又河溶郡に「小杉山村。館迹、田崎加賛光’ 
房と 云 ふ 者 住し、 後 目 黑佐渡 某と 云 ふ 者 
居る」 と 見 ゆ。 又 皇國名 醫傳に 「目黑 道 
琢 •醫 者な り、 名は 尙忠 、字は. 恕 公、 道 
琢は 其の 號 、字 飯 溪と稱 す。 會津の 人、 醫 
學精密 、尤も 校訂に 長ず。 多 紀元 幸の 學 
館を 創む る や、 延て諸 生を訓 督 す。 館躋 
りて 國學 と爲 る。 幕府 仍って 命じて 助敎 
と爲 す、 凡そ 敎職に 居る 者、 皆醫官 、而 
して 遂に 琢 •葙 衣を 以 って 興る。 蓋し 特典 
な 9。 道琢 初め 大 番頭 青山 氏に 仕へ、 後 
白 河 侯に 仕 ふ。 皆辭 して 去る。 寬政十 年、 

將 軍家齊 •召して 之を 見る。 是の年 卒す。， 

著す 所 •靈 樞箋 、非 非 十四 經辨 、隨筆 等 
あり。 鈴 木 素行は 其の 門に 出づ 」 と 云 ふ。 
東京 市ケ谷 月桂 寺 境内に 其の 墓碑 あり。 
銘に 「飯 溪目黑 先生 墓。 先生 諱尙忠 、字恕 

公、 一字 道琢、 號飯溪 、姓 目黑 氏、 奥州 


會津人 也。 按ずる に 目黑氏 は、 系 •畠 山 重 
忠の孫重行ょり出4。重行.武州目黑鄕 
に 居る、 因って 以って 氏と 爲 す。 後 奥州 
に 徒 りて、 佐 原 盛 連に 據る 。其の後、 數 设 
某 •若 狹と稱 す、 會津野 老澤に 居る。 名 
家の 孫なる を以 って 一邑の 事を 管し、 子 
孫 世々 職を 襲ぎ て絕 えず。 父 伊左衞 門に 
男 二人 あり、 先生 •其の. 二に 居る 焉 。寒 
都 法眼 侍 醫尙藥 兼 醫學事 丹 波 元 簡饌」 と。 
又岩瀨郡等にも存す。 ‘ 

4 藤 原 姓 磐城國 伊具 郡の 豪族に して.、 
觀蹟 聞老 志に 「講念 寺は 島 田 村に 在りて 
國平 山と 稱 す。 文明 中、 從五 位下 藤 原 惟 
行の後裔 -@ 黑源內兵衞尉國平なる者*同 
村 他 田 館に 居る。 其の 子を 石 見守 資 平と 
云 ふ、 平日 純 孝、 父を 襄 ひて悲 慕の 情に 
耐へ ず、 一精 舎を 立て 》 目黑 院と號 す、 
是れ 其の 地 也」 と。 

5 越後 佐 渡の 自黑 氏、 當國に も 多し、 蓋 
し 第三 項と 同族なる べし。 

6 因幡の 目黑氏 八 上 郡 水 尾 山城 主に 目 
黑傳之 助 あり、 家老を 大 熊、 佐 藤と 云 ふ。 
又 高 草郡蛀 山城は 目黑 一、 族の 持 城な らん 
かと 云 ふ。 

7 尼 子 家臣 安西 軍 策卷ニ 、目黑 義士 條 


メク n メクロ  メクロ S 六 五 


メ クロ 


に 「扨て 天文 十九 年 十月 十三 日、 杉 原 • 
終に 城を 明 退き、 雲 州へ こそ 下り けれ。 
か 》 9 ける 所、 尼 子晴久 •目黑 新 右衞門 
に 五 百餘騎 を 相 添へ 神邊へ 打 越え > 杉 原 
を見續 けと 有 y ければ、 目 黑畏っ て 御 家 
人 多き 中に、 某 甲に 仰 付けられし 條御厚 
恩、 何を以 .って 報じ 候 はん。 此の度、 城 
‘を得 翼ず ば、 二度 當國の 土を 踏み 申す 間 
敷 候と、 誓言して 出で ける が、 路次 にて 杉 
原に 行 逢 ひたり。 是は 如何にと 問 ふに、 
しか-^ の 由 答え、 目 黑も又 喑久へ 御請 
け 申した る 趣き 物語して、 今は 勢を 率ゐ 
て 馳向ひ て も 無益と て、 軍兵 共を ば 杉 原 
に 差 添えて、 出 雲へ 下し、 我 身は 神 邊へ打 
越え、 平實に 撿 使を 乞 ひ、 君と 1 言の 約 
に 依って、 臣が 百年の 齡を 誤る と 云 ひて、 
腹 十文字に 搔切っ て 首を 延べて 待っ。 平 
實ょ りの 撿使坂 新 五 左衞門 •首 打 落して 
けり。 其の後、 首を ば 出 雲へ 送りけ ると 
ぞ」 と。 目 加 田條參 照。 、 

その他、 目 黑佐渡 守、 目黑 甚四郎 、目黑 
助次郞 、目 黑惣六 等 多く、 又 上 月 城に 籠 
る士に 目 黑助次 ぁ 90 

8 雜载 その他、 備前 、播 磨、 信 濃 等に 
存す。 
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目 崎 メサキ 武藏に 此の 氏存 す。 

目 崎 和 メサ キワ 同上、 正訓 不明。 

目 里 乂ザト 信 濃に 此の 氏存 す。 

飯 酒 ^ メシサ ケサカ ヴキ 正訓 不明。 

召 田 メシタ 信 濃に 存 す。 

藻 島 メシマ 和名 抄 、常 陸 國多轲 郡に 藻 
島鄕を 收む 。モジ マ條參 照。 

妻 島 メシマ ツマ シマ 條を 見よ。 又將軍 
義滿 相國寺 供養に 妻島但 馬十郞 淸次 •見 ゆ。 

飯 部 メシべ ィヒ ぺ條を 見よ。 

飯 星 メシ ボシ. ィヒボ シ條參 照。 

飯 干 メシ ボシ 同上 

目白  メジ ロ 

飯 利 メシリ 正訓 不明。 

目瀨  メセ  メノ セ條を 見よ。 

米 多 メタ 和名 抄 、肥 前 國三根 郡に 来 多 
鄕を 取め、 後に 来 多庄 •起る。 

1 来 多國造 来多國 とは 前述 肥 前 来 多鄕 
附近の 地を 云 ふ。 此の 國造は 應神 天皇の 
後裔に して、 國造 本紀に r 筑紫来 多國 造。 
.志賀 高穴穗 (成 務〕 朝、 息 長 公 同祖、 稚沼毛 
ニ 俣 命の 孫都紀 女 加を 國 造に 定め 賜 ふ」 
と 見え、 古事記に 「稚野 毛 ニ 侯 王の 子 意 
富々 杼王 は、 筑紫の 来 多 君、 云々 等の祖 
也」 と あるに 符合す。 都 紀女加 は 意富々 
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杼 王の 子なる べし。 

2 来 多 君 前項 國造 家の 氏 也。 前項を 見 
よ。 氏人は 慶雲 元年 紀に 「来 多 君 北 助」 な 
る 者 見 ゆ。 

3 雜载 一に 筑前國 夜須郡 馬田鄕 を以つ 
て* 末 多國に 擬 する 人 あり、 マ タ條を 見 
よ。 

| 買 田 メタ 大同 類聚 神 遺 方に 「佐 野邊藥 
は 大和 國添 上賣田 主の 家」 と 見 ゆ (地名 辭 
書〕。 ヒメ タ條參 照。 

馬 田 メタ 前ニ條 、及び ゥマ タ條參 照" 
古く 東鑑卷 ニに 馬 田 次 郞隆 澄を 载せ 、下り 
て 永享以 來 御番帳 に 「一番 •馬 田三郞 左衞 
門 尉」、 文 安 年中 御番 帳に 「一番 •馬 田三耶 
左衞門 尉」 等 見 ゆ。 また 永 祿六年 諸 役人 附 
に 「一番 •植葉 若 狹守時 永 (馬 田彥次 郞〕、 
馬 田 左 京 進」 等あリ 。ナラ ハ條參 照。 尼 子 
家臣 馬 田 氏は、 ゥマ タ條を 見よ。 

免 田 メダ メンダ 前 數條參 照。  . 
米 多 井 メタ 4 来 多 比條を 見よ。 

免 大地 メタ チ 和泉堺 の 名 族に して、 魚 
問屋を業とし、劇場を建て、免太地の芝屉 
と 呼ばる o 

目 谷 メタ 二 武藏に 此の 氏存す 0 
米 多 比 X タヒ 


1 佐 伯 姓 中興 系圖に 「来 多 比 •佐 伯 姓、 
道臣 命の 末、 室屋大 連の 末流 •左衞 門 尉」 
と 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 熊 谷 氏族 筑前國 の 豪族に し 
て、 立 花 家臣に 来 多 比黨ぁ 9。 又 立 花 系 
圖に 「宗 茂の 妹 •實は 安武 安房 守 女 也。 
来 多 比 城主 来 多 比 丹 波 守の 室」 と。 又 安 
武系圖 に 見 ゆ。 

又筑後國史に「米多比氏 * 其の先、武藏 
四黨 族の 頭 •熊 谷次郞 直實 、其の 末孫 • 
西國に 下りて 筑前國 米 多 比 城に 居 9、 氏 
を 来 多 比と 改 む。 来 多 比 三 右 衞門彳 丹 
波 守 (幼名 五郎四郎、 代々 大友 幕下、 丹 
波 •始めて 道 雪に 屬 す。 天 正 五 年 鷹 尾 城 
代と 爲 9、 、 食祿 五千石、 朝鮮に て鐵砲 
を以 つて 虎二 匹を 射殺す、 之に 依りて 世 
人*虎丹波と稱す。ロ十一月十一日卒、 
年 七十 七、 法名 空 源西譽 榮鎭大 居士) 丨 
女 (母は 道 雪女、 實は 安武 安房 守の 女。 
由葙勝 右衞門 入道 鐵 雲の 妻)、 弟 民 部 (母 
は 同じ、 釆 女、 幼名 河内)、 弟 某 c 母 同、 
小 田 部 土 佐 守の 養子、 後 土 佐 守、 筑前蔴 
平 城に 居りて 八 萬 石を 領 す。 後 道 雪に 仕 
へ ニ 千 石)、 妹 (母 同、 縣 五右衞 門の 妻、 
立 花 三右衞 門の 母〕、 弟 源 右衞門 C 幼名 釆 
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女丫七 兵衞」 と。 

又 軍記 略に 来 多 比 五郎次 郎 、九州 軍記に 
も 多く 来 多 井 氏を 擧げ 、日用 重寶 記に 此 
の 訓見ゆ 。 . 

綿 代 メテ 和名 抄 、山城 國葛野 郡に 綿 代 
鄕を收 む。. 

目 代 メテ 前條參 照。 

1 目 代國造 山城 國葛野 郡 綿 代鄕 附近の 
地の 國造な りし か。 その他の 事詳 かなら 
ず。 

2 自 代 造 前項 國 造の 氏 姓なる べし。 天 
平 十一 年 正月 廿 三日の 國造豐 足 解に 「目 
代 造豐 足」 とも、 また 「國 造豐 足」 とも 
見 ゆ。 

目 時 メ トキ 陸 奥の 豪族に して、 藤 原 姓、 
もと 島 津氏 を稱 す。 甲 州 譜代の 一にして、. 
三 戶郡目 時ょ 9 起®'、 正朝を 祖 とす。 その 
他の 事は 津 島、 津 村、 神、 岩間、 大河 等の 
條を 見ょ。 

參考 諸家 系圖 に、 目 時小傳 次政吉 等を 载 せ、 
幕末、 藩老目 時隆之 進は 勤王の 志 厚く、 邦 
家に 盡す所 多 かりし も、 遂に 屠 腹して 死す。 
辑靈料 二百 金を 賜 ひ、 正 五位を 贈らる。 そ 
の 男 貞次郞 也。 その他、 武藏 等に も存 す。 
目德  メトク 初代 嵐璃寬 は 目 德と稱 す。 
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妻 鳥 メ トリ メン ドリ 伊豫 國宇摩 郡 妻 
鳥邑ょ U 起り、 川 之 江 城々 主にして、 天 正 
中、 大西氏 に 降 9、 後長 曾 我 部 氏に 屬 す。 
川上、 川 之 江 等の 條參 照。 

娶 川. メ トリガ ハ 中興 系圖に 「娶川 •藤 
姓」 と载 せたり。 奥州の 豪族 須貿川 二階 堂 
氏の 重臣に して、 今 泉 城 ニ 丸 城代に 娶川左 

P5 あり。 

目 名 メナ 

命 長 メナ ガ 岩 代國の 名 族に して、 三つ 

柏を 家紋と す。 

面 西 メ- |シ. 姓氏 錄卷 末、 不载 姓の 內 ，に 
あ 9。 一本 ニ 氏に 分ち、 或は 「田 西、 西」 の 
ニ 氏に ^ る o 

目 貫 屋 乂 ヌキヤ 京都の 淨瑠璃 作者に 目 
貫屋 長三郞 あり-。 

妻 沼 メヌマ 武藏に 此の 地名 あり。 

目 野 メノ 肥 後に 此の 地名 あ 90 
芽 木. メノキ 攝津國 東 成 郡の 名 族に し 
て、 もと 河內國 人、 芽 木 光 立は 楠 正 行が 十 
设 の 孫と 稱 す。 天 正 年間、 本 郡 天 王 寺 村に 
移りて 天神 森に 茶店を 開く。 豐臣秀 吉堺往 
復の 途次 屢々 休憩す。 これょ 9 殿下 茶屋 (天 
下 茶屋〕 の 名 起る。 

目 瀬 メノ セメセ 美 作 國勝南 郡 下 瓜、 
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メ匕 —— メム 力 ハ メム 力 ハ 丨 X ムシ ヨ X ムシ ヨ —— X ムマ 3 六 八 


瓜 生 原 村 庄屋に 目瀨 辰三郞 あ ^ 東 作 志〕。 
もと 橫山 氏の 家臣な りき。 

婦負  メヒ越 中國に 婦貢郡 あ 9、 ネヒ條 
參 照。 

賣比多 メヒタ 延喜式 神 名 帳、 近 江國伊 
香 郡に 賣比多 神社 あ 9、 ヒメ タ 、ヒ エタ 等 
の條參 照。 

女 布 メフ丹 後 國竹野 郡に 女 布 保 ありて 
田 數目錄 等に 見 ゆ。 

名 生 メフ陸 前 國玉造 郡 名生邑 より 起 
る。 氏 家條を 見よ。 又 新田 等の 條參 照。 
和布別 メフ カリ メヵ リ條を 見よ。 

女 部 田 メプダ 
面 メン ツラ オモ 

1 面 朝臣 拾芥抄 に、 見 ゆ。 恐らく 次條氏 

の 後なる べし。 

2 無 尸の 面 氏 百濟族にして、正倉院秕 
銅 五 年 文書、 寶鏠五 年 三月 紐 等に 見 ゆ。 
天平 寳字五 年紀に 百濟 人と 記し、 春 野 連 
を 賜 ふ。 姓氏 錄は 右京 諸蕃に 收め 「面 氏 • 
上に 同じ (春 野 連 同祖、 比 流 王の 後 也〕」 
と载 せたり o メ -I. シ條參 照 0 
3 雜载香 宗我部 家臣に 面 佐 近 右衞門 • 
見 ゆ。. 

面 川 メンカ ハ ツラカ ハ 上總 五井 有 馬 


藩 重臣に 面 川 要 助あリ 。其 © 他、 ォ モカ ハ 
條を 見ょ。 

毛受  メンジ m メン ジヤウ モズ 

1 土師 姓. 和 泉 國發祥 、土師 氏の 族に し 
て、 百舌鳥 氏と 云 ふに 同じ、 モズ條 を 見 
上0 

2 尾 張の 毛受氏 中島 郡に 毛受邑 あり 
て、 毛 受氏見 ゆ。 前項 氏の 一族な らん も、 
次 項の 如く 源 姓と 稱 す。 又 毛受城 (毛受 
村) あリ 。尾 陽雜 記に 「毛受 村に 淺 井新 
八郞 家老 淺 井主蕃 屋敷挪 あり」 と 見え、 

同書の 淺 井系圖 、及び 府志に 「主審は 新 
八 |15 が弟なる」ょし記せり、庶弟にて家 
老役 をつ とめし 也 (尾 張 志〕。 

3 1 源 姓 尾 張の 豪族、 もと 前項 毛受 村ょ 
9 出で しならん。 春 日 井 郡 稻葉邑 の 名 族 
にして、 中 與系圖 に 「毛 受—源 姓」 と载 
せ、 戰國 末、 毛 受茂友 衞門 尉、 弟 勝 助 家 
照 (一に 莊 介、 照景) あ 及て、 柴田勝 家 
に 仕 ふ。 兄 茂 左衞門 尉と 共に 忠死 す。 豐 
鏗に 「毛 受勝介 •勝 家に 從ふ 云々」、 又賤 
嶽林谷 山は 賤ケ嶽 鬪戰の 日、 毛受 勝助陣 
處の 地と 傳へら る。 

その後、 福 井 松卒藩 重臣、 ■糸魚 川 松 平 藩 
添 役 等に 見え、 又 加 賈藩給 帳に 「百 二十 石 


毛受莊 助」 を擧 げたり。 又 美 作 國東牝 條 
郡 高 倉 庄大篠 村に 此の 氏 ありて、 東 作 志 
に 「毛受 氏 •現 1 參六 。本國 越 前にして、 
其の 祖は 毛受勝 介と 稱 し、 天 正 十一 年 癸 
未 四月、 越 前 北の 庄落 去の 時、 柴田勝 
家に 代 5 て忠 死せ し 毛受が 子孫な りと 云 
ふ 。系譜、 古書、 悉く 燒 失して、 一 も 遺 
ら ず、 然れど も 其の 同姓、 越 藩に 在りて 
現 名 傳三郞 と 云 ふ。 彼方の 系圖に 作 州に 
同家 ある 事を 記载 しあれば、 疑 ふべ くも 
非らず。 最も 先年 越 前へ 往 きて 信を 通じ 
たる 事 も ありと 云 ふ。 此の 國に ては、 メ 
ソジヨ と 言は ず、 モズと 云 ひ 習は せ 90 
近年 安黑 V 改姓す と 云 ふ」 と。 

4 雜载 その他、 攝津 、美 濃、 武藏 等に 
見 ゆ。 

ffi 受 メンジ ヨウ 日用 重寶 記に 此の 訓見 
ゆ。 前條 氏に 同じく 百舌鳥 氏 © 裔 也。 モズ 
傑を 見ょ。 

免 田 メンダ メグ 條を 見ょ 0 

免 鳥 メンド リメ トリ 條參 照。 下野 安蘇 
郡に 免 鳥 城 (旗 川 村 免 烏〕 あり。 天 正 年中、 
佐 野 氏の 築く 所な りと 云 ふ。 

毛 馬 メンマ 奧州 南部 氏の 族に して、 毛 
馬內 氏と も 云 ふ。 その. 他は ケマ 、ケ マナィ 


.淚を 見よ。 

女 村 メム ラ 

米々 澤メ メサハ 次條 ，.及び 浮 島、 木幡 
等の 條を 見よ。  \、 

目々 澤 メメ ザハ 磐 城 國相馬 郡 目 目澤邑 
より 起リ 、常 陸 信 太 郡 浮 島大光 の 後胤と 云 
ひ、 周 防 守義淸 五世 孫範淸 •總 州より 移り 
て、 此の 地に 来る。 其の 孫 隆淸に 至り 目 目 
澤を稱 すとぞ 。相 馬 家の 執 櫂に して 藤 原 氏 
と 云 ふ。 建 武四年 二月の 相 馬 孫次郎 親 胤の 
軍忠狀 に 目々 澤七郞 藏人盛 淸を载 せた 9。 

目安  メヤス 大和に 目安 莊あ 9 て、 東大 
寺 要錄に 見 ゆ。  — 

女 山メヤ マ 

米 良 メラ 日向 等に 此の 地名 あり。 

1 菊 池 氏族 菊 池 風土記、 菊 池 家の 裔、 
同姓 異氏に 来 良 氏を 載せ、 一に 「菊 池 石 
見守 國 重の 裔に して、 家紋 丸 內揄鷹 羽、 
左 巴」 と。 

2 桓武 平氏 平 知 盛 •伊賀 平內 家長の 諫 
に 任せ、 水繃 山を 越え、 備後國 五箇山に 籠 
る。 その子 孫廣が り て 米 良 氏と 稱 すと 云 
ひ、 或は 「從四 位下少 將知 時、 左 中將淸 
經 、上線 守 忠淸 、越 中次 郞兵衞 盛 次、 妹 
尾十耶 兼 高、 此の 五 人は 石垣 山を 越え、 
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山傳 ひに 肥 後國 五箇山に 居住す 。天下の 

，人知る 事な し。 此の 山中 三 里の 廿里 計、 
平家の 一門 子孫 數千 軒、 七 八 里 此方に 米 
良と 云 ふ 所 あ 9" 一門の 内、 来 良 主 膳と 
云 ふ 者な り。 慶 安中、 山崩れ 洪水 出で 谷 

.川ょり 器物の 類 流れ出 づ 。其の 內に琴 一 
面 あ 9、 裏に 長 三寸、 橫七寸 の 延金を 付 
けたり。 銘に 『平清盛 所持』 と あり。 今猶 
ほ 熊 本の 官庫に 藏 む。 其の 頃の 頭將は 新 
中納 言ょり 甘 九 代權少 輔 平時 貞と稱 す」 
云々 (筑後 國史〕 。 

-4 日向の 来 良 氏 兒湲郡 来 良 邑ょリ 起 
り、 日向 記に 「野久 尾 城主 来 良 筑後守 (筑 
後 守 討死 後、 新 伊豆守)、 須木 城主 米 良 長 
門 守 (若 名 右 馬 介〕、 門 河 城主 米 良四郎 右 
衞門 尉、 山陰 城主 米 良喜內 (若 名 彌ニ郞 〕、 
坪屋 城主 来 良 休 助、 雄へ 重 領主 米 良 分 友 
衞門 尉、 平、 野 領主 来 良民 部少輔 、三 山野 
久尾 地頭 米 良筑後 守、 坪屋 地頭 来 良 休 助、 
来 良 尾 張 守、 来 良民 部少輔 、一嶽 の 来 良 
殿」 など 多く 見 ゆ。 

又 地理 纂考 、諸縣 郡 眞方村 伊東 塚條に 「木 
畤 原の 役、 伊東 方 諸將戰 亡の 墓所な り。 
姓名の 分明なる 者は、 伊東 加貿 守、 伊藤 
又 ニ 郞 、伊東 新次郎 、稻津 叉 三 郞 、上 別 
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営內 、米 良筑 後、 野 村四郞 左衞 門、 来 良 
式部 等な り」 と。 又 ■「 須木鄕 須木村 松 尾 
城は、 元龜の 頃、 伊東 氏の 臣来 良筑後 • 
城主な り。 筑 後は 木 崎 原に 於いて 戰死 す。 
天 正 四 年、 島 津義弘 •伊東 氏 一族 伊東 勘 
解 由が 高原 城を 抜く。 此の 勢 ひに 恐れ、 

、戰 はずして 落 去す J と。 

武鑑、 人 吉相 良 藩 家老に 此の 氏を 載せ、 
地名 辭書に 「来 良は 德川 幕府， の 時、 来 良 主 
膳と 號 する 邑 主ぁリ 。球 磨の 相 良家に 依 
附し ，而も 小 邦の 君に 准 じて、 交代 寄 合 
の 列に 班した リ 。もと 窮 僻の 空 山なる を 
以つ て、 封土は 無 高と 稱す 。最も 特異の _ 
例と すべし。 明治維新に 至り、 来 良は 美 
々律 縣の管 治に 歸し 、尋い で 兒湯 郡の 隸 
村と 爲 る。 求 麻 外史に 『慶長 六 年、 来 良 
小 右衞門 •相 良 氏に 附庸 し、 五 年に， 一度 
入りて 幕府に 謁する を 恒例と 爲す』 云々」 

と 0 

5 薩隅の 来 良 氏 伊佐 郡 高殿 城は 小 鷹 城 
とも 云 ひ、 永祿の 頃、 来 良 某 •居城す。 

6 藤 姓 熊 野 別 當族紀 州 熊 野の 豪族に し 
て、 別 當湛增 の 後と 云 ひ、 •又 一本 菊 池 系 
圖に 「小 ニ條 左大臣 師尹丨 定時 C 紀州目 良 
祖〕 —實方 (陸 奥 守、 小 良 中將〕 丨朝元 (中 


メラ 3 兗 


峯 

城 

廢 

し 

春 

湛 

浪 

す 

其 

子 

孫 

j、 

〇 

天 

正 

十 

I 

國 

城 

の 

命 

あ 

V 

> 

中 

V 

秋 

津 

川 

村 

の 

中 

峯 

の 

城 

は 

其 

の 

居 

と 

い 

年 

中 

に 

當 

莊 

地 

頭 

目 

良 

源 

次 

郞 

春 

湛 

と 

い 

あ 

永 

祿 

年 

中 

良 

淡 

路 

守 

い 

•S、 

h 

V 

天 

正 

の 

田 

所 

と 

同 

姓 

に 

し 

て 

秋 

律 

莊 

の 

領 

主 

な 

V 

野 

別 

當 

湛 

增 

の 

後 

な 

V 

芳 

養 

の 

S 

良 

田 

邊 

又 

秋 

津 

庄' 

舊 

家 

m 

邊 

領 

地 

士 

a 

良 

武 

藏 

熊 

湯 

川 

等 

條 

參 

照 

組 

の 

大 

莊 

屋 

役 

を 

勤 

tf 

そ 

の 

他 

芳 

養 

下 

田 

所 

源 

1 

衞 

門 

と 

同 

家 

な 

y 

0 

數 

代 

芳 

養 

良 

幸 

作 

熊 

野 

別 

當 

湛 

增 

に 

て 

田 

邊 

城 

又 

續 

風 

土 

記 

に 

rm 

家 

牟 

婁 

郡 

芳 

養 

莊 

下 

村 

a 

坊 

右 

各 

坊 

は 

皆 

實 

方 

院 

の 

分 

家 

な 

V 

0 

房 

米 

良 

金 

龍 

坊 

来 

良 

寳 

隆 

坊 

> 

来 

深 

ま 

た 

来 

良 

春 

光 

坊 

来 

良 

寶 

藏 

院 

% 

来 

良 

寶 

祥 

と 

な 

V 

足 

利 

將 

軍 

家 

に 

屯 
代 
々 
の ■ 

師 

職 

た 

V 

1 

居 

す 

0 

年 

上 

V 

代 

々 

源 

家 

の 

篩 

職 

と 

邊 

別 

當 

湛 

增 

の 

後 

な 

V 

那 

智 

山 

麓 

川 

關 

村 

に 

に 

實 

報 

院 

は 

那 

智 

山 

七 

院 

_ m 

に 

し 

て 

田 

院 

又 

實 

法 

院 

又 

十 

方 

院 

と 

書， 

す 

寬 

文 

記 

D 

て 

> 

續 

風 

土 

記 

に 

i 

方 

院 

• 

舊 

< 

は 

實 

報 

而 

し 

て 

牟 

婁 

郡 

那 

智 

山 

社 

僧 

に 

来 

良 

實 

方 

院 

あ 

將 

't 

見 

ゆ 

メ 

ラ 

1 

女 

樂 

メ 

ラ 

前 

各 

條 

照 

各 

條 

參 

照 

邑 

あ 

D 

此 

の 

氏 

武 

藏 

等 

に 

存 

す 

そ 

の 

他 

前 

女 

良 

メ 

ラ 

越 

中 

射 

郡 

Sc 

郡 

に 

女 

良 

見 

ゆ 

良 

邑 

上 

V 

起 

る 

曾 

我 

物 

1 

妻 

良 

1 

高 

• 

妻 

良 

メ 

伊 

豆 

の 

豪 

族 

に 

し 

て 

賀 

茂 

郡 

妻 

未 

勘 

に 

收 

む 

V 

又 

幕 

臣 

に 

此 

氏 

あ 

V 

て 

寬 

政 

S 

• 

0 

良 

メ 

ラ 

熊 

野 

の 

豪 

族 

也 

前 

條 

に 

併 

せ 

云 

等 

の 

條 

を 

見 

上 

rftTl 

m 

熊 

野 

椎 

橋 

芳 

養 

下 

芳 

養 

有 

馬 

院 

i 

良 

家 

を 

嗣 

ぎ 

m 

野 

山 

別 

當 

た 

V 

m 

內 

7 

堀 

內 

氏 

族 

堀 

內 

氏 

善 

% 

道 

慶 

i 

湛 

の 

居 

所 

と 

い 

ふ 

〇 

門 

尉 

湛 

淸 

の 

建 

% 

中 

峯 

城 

は 

百 

良 

彌 

次 

郞 

舂 

々 

神 

主 

な 

V 

し 

と 

又 

萬 

福 

寺 

は 

彌 

右 

衞 

次 

郎 

• 

ょ、 

V 

勸 

請 

す 

と 

い 

〇 

櫟 

田 

氏 

• 

代 

又 

津 

川 

村 

稻 

荷 

明 

神 

it 

古 

地 

頭 

_ 

良 

源 

上 

V 

地 

士 

と 

す 

と 

間 

秋 

津 

組 

大 

莊 

屋 

を 

勤 

め 

寶 

曆 

九 

年 

頜 

主 

下 

秩. 

津 

村 

る 

寬 

文 

年 

V 

四 

代 

# 

$ 

- 

• 

• 

- 

メ 

ラ 

六 

七 

モ (も) 


■ 

M 

索 

モ 

ル 

モ 

ャ 

モ 

5 

モ 

匕 

モ 

モ 

チ 

モ 

シ 

モ 

キ 

モ 

X 

モ 

モ 

レ 

ュ 

-JL* 

一— 

»_ 毳 

モ 

厶 

_■ 必 
. » 

モ 

フ 

1 

七 

モ 

ツ 

窘 
- ■-». 

至 

ス 

-r 裊 

云 

ク 

ハ 

七 

モ 

7 

ど 

- t A 

■ ■ • 

■ 

六 

八 

モ 

テ 

ン 重く 

至 

セ 

ニ ■く 

七 

五 

モ 

ヶ 

七 

モ 

4 

モ 

□ 

モ 

B 

モ 

へ 

モ 

ネ 

モ 

ォ 

― » A 

至 

n 

X-A. 

モ 

メ 

モ 

云 

J 

g 

モ 

卜 

モ 

V 

丄 

モ 

ハ 

ヲ 

r\ 

夺 

二重く 

モ 

モ 

モ 

モ 

マ 

六 

九 

モ 

ハ 

— r_4. 

¥ 

ナ 

モ 

タ 

七 

モ 

サ 

モ 

力 

七 

モ 

-K-A 

. ■ A. 
― ■‘ 

― r a 
•丨ー ▲ 

1 

七 

ン 》 く 
七 

_ 1 ▲ 

K-A. 
•― * 

茂 モ 武藏 等に 見 ゆ。 

茂 在 モア =>  モザイ 同上。 

藻 井 モキ 攝津國 西 成 郡 十八 條 村の 名 族 
也。 藻井榮 仙は 榮仙 寺を 創立す。 

茂 井 モキ 

.茂 市 モイ チ 陸 中、 陸 奥 等に 此の 地名 あ 


o 


1 閉伊 氏族 陸 中國閛 伊 郡 茂 市 村ょり 起 
る。 鎭西八 郞爲 朝の 裔と傳 ふ。 間 伊十耶 
行 光の 末にて、 光 實を祖 とす。 閉伊條 を 
見ょ。  * 

2 淸和 源氏 南部 氏族 毛馬內 氏の 庶流に 

モ I モイ チ 


して、 陸 奥 國三戶 郡 茂 市よ 9 起る。 

孟 モウ 唐 族に して、 延曆 三年 紐に 「唐 
人 正 六 位 上 孟惠受 、云々 に、 姓を 嵩 山 忌 寸 
を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 嵩 山條參 照。 

茂 浦 モウラ 

茂 垣 モガ キ常 陸の 名 族 也、 シゲ ガキ條 
參 照。 

裳 懸 モガ ケ備 前に 裳懸庄 ぁリ。 

裳 掛 モカ ケ備前 國邑久 郡 裳掛邑 より 起 
る。 桓武 平氏 土 肥 氏の 一族に して、 小 早 川 
家に 仕 ふ。 子孫 •高山 條を 見よ。 

茂 川 モカ ハ 

モウ _ モカ ハ 


最川 .モカ ハ 前 田 藩に 見え、 又武藏 等に 
存 す。 • 

茂 上 モガ ミ 安藝、 備後 等に 存す 。最上 

條參 照。  、 .、 

{取 上 モガ ミ 次條 氏に 同じ。 

最上 モガ ミ 出 羽國に 最上 郡 あり、 仁 和 
ニ 年分ち て 村 山 郡を 置く。 和名 抄に毛 加 美 
と-訓じ、郡內に最上鄕を收む。今村山郡山 

，形 附近の 地 也。  • 

1 淸和 源氏 斯波 氏族 最上 郡ょり 起る。 
斯波 氏の 族に して、 延 文中、 伊豫 守 家 兼 
の ニ 男兼賴 •出 羽 探題と して 當國 山形に 
人 部せ しを 始祖と す。 最上 系圖に 「家 氏 
(尾 張 守)— (三男〕 宗家 (又 太郞) 丨宗氏 
(又 三 郎 、改め 家 員)— (ニ 男) 家 兼 (伊興 
守)— 兼賴 (修理 大 夫、 出 羽按察 使、 延文元 
丙 申年 八月 六日、 出羽國 最上 郡 府中 山形 
入部、 康曆 元年 六月 八日 卒 、法名 光明寺 成 
覺〕 J と载せ 、又 山野 邊系圖 に 「宗 氏丨高 
經丨家 兼 丨兼賴 J、 大崎 家譜に 「家 兼— 兼 
賴 (羽 州 最上 祖、 延文 三年 八月、 山形 城に 
下向)」 と あり、 斯波 、大崎 等の 條參 照'' 
2 氏人 斯波條 を 見よ。 又康 正室 町内 書 
案に 「出 羽 探題 右京 (義 春)、 同 修理 ( 義 
秋〕」、 蜷川 親元 記に 羽 州 探題 右 京大 夫、 永 
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モカ ミ 
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/ 
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モカ ミ 
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祿六年 諸 役人 附に 「最上 出 羽 守 (奥州)」、 
義光 物語に 「兼賴 在職 二十 四 年、 兼賴ょ 
9 義光 迄は 八 代 也」 と。 又 天 正 十八 家康 
判 書に 山 方 出 羽 守と 見 ゆ。 

3 系 圖兼賴 (修理 大 夫、 式部 丞 、從五 

下、 光明寺、 成覺就 公) 丨 直 家 (左 京大 夫、 
應永 十七 正六卒 、法名 生 勝 寺 日潭光 公、 
.一に 全勝 寺 月潭) 


3 


4: 


滿直 -T 滿 家-一- 賴宗 _i  一 i 

較理大 夫- 资浬大 矢-式部 大_ 、雲璀 寺 一# 守 公 


修理 大夫 
應 永 4 T 
八 三 辛 
注镡寺 
念叟親 公 
山野 邊系 
园 •直 家 
弟 トス 
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_丨 義春 —義 秋— 滿 氏， 


修理 大夫 
裹吉三 五 
廿八死 
禪會寺 

虎仙威公方ぎ欠夫修 1' 尤夫洽， 3111 * ||' 
長 潮厫. 文明 六 — 戈 明 十二 明 應三七 
廿七死 極 廿六卒 十四 辛 
篛門寺 猱江院 實脔基 男 
大直源 公 松 山芳 公國盛 寺 
山系に  C 榮公) 月 峰 光 公 
賴宗男 
三 廿 一死 


—賴直 "T 賴勝 


—滿基 

中 野 思 

金粟院 

丨滿賴 

右 馬頭 

大窪殿 — ^ — M 
___1 # —&- 

永 正 ^ 永 正 十七 天 正 八、 

九九 卒 二月 ニ卒 五十 七卒 
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天 鏡 春 公 推 翁 勝 公 羽興榮 抹 
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左 京大 夫 

保® 寺 

桃林诨公 

天童® 

- 氏 直 

黑 川 段 
應永廿 六 
六 廿八逝 

丨義直 

高 描 段 

— 兼 直 

蟹澤殿 


中 務少輯 

—賴春 

四 位 少將 

—賴高 

東 根 

丨賴種 

蛋巢 
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丨義光 ~r 義康 


少將 侍從 
出 炙 守 
慶長 十九 
正 十八 卒 
光禪寺 
玉 山 白 公 

-義直 

街 固 
甲斐 守 


修理 大夫 
2 3 

丨家親 丨義浚 

駿 柯 守 诨 五郎 

I® 滿 

大 K 六 夫、 淸水搣 

丨義忠 

山野 港 右® 門大夫 


I 兼義 

泉 出 嚴 
c -fc 山) 


11 女子 

伊達輝宗 
室 政宗母 


丨義直 光度 
上 山 兵 部丞 (大 夫) 

—光隆 

大山 內棒正 


その他、 上 山、 清水、 氏 家、 鳴澤 、天童、 
中 野、 長靜 、楣 岡、 山形、 山 邊-吉 河、 
氏 家、 伊達 等の 條參 照。 

4 略歷續 太平 記に 「奥 羽 兩國に は、 往 
にし比、'武家草創 0 初め、斯波尾張守直 

持を 鎭守府 に 置き、 同 修理 太夫 兼 賴を按 
察 使と し、 兩國 •彼の 下知に 隨ふ 事と す」 
と。 直 持は 兼 賴の舍 兄に て、 即ち 大埼氏 
の 事 也、 オホ サキ 條參照 or 羽 州には、 最 
上 修理 太夫 政 家と、 伊達の 勢と 相 挑んで、 
1 0 に七度、見るめが原にて戰ふ」と、政 
家は 兼賴の 子孫なる べし。 その 居城 山形 
は 「天平 年中に 大野 東 人 •築き 給 ふ」 と、 印 
役 村 太 神宮の 緣起に 見えたり と。 續 日本 
耙に ょれば 「東 人 •奥州 賈美 郡ょり 新に 
道を 開き、 出 羽 最上 郡 玉 野に 至る」 と。 
さて 此の 家は、 天 正中、 「義光 (出 羽 守) の- 
時代に 至り、 最上 村 山 兩郡內 、不服の 諸 
家を 削 夷し、 大 泉庄內 、由 利、 仙 * まで 
武勇を示せしが、豐臣家，天下一統の時、 
所領を 安堵され、 慶長五 年、 上 杉を 被り、 
再び 庄內由 利を 切取り、 同 十九 年 卒去す」 


駿河守 家 親 •相績 の 後、 元 和 六 年 卒去。 
その 嗣源 五郎 義俊 •十二 歳に して 相績せ 
しに、 家老 ども 爭論に 及び、 忠臣 第一の 
聞え ありし 松 根備前 守の 申す 所 無 證據な 
りと て、 咎を 蒙り、 最上 家 も 領地 六十 一 
萬 石を 召 上げられ、 僅に 堪忍 分と して、 • 
近 江 三 河の 兩 國の內 にて、 一 萬 石を 下さ 
る。 延文元 丙 申、 按察 使兼賴 •入部 以来、 
元 和 八 年に 至る 二百 六十 七 年な り (風土 
記 略、 地名 辭 書) と。 

又 藩 翰譜に 「最上 出 羽 守源義 光は 鎮守府 
將軍前 陸 奥守義 家の 三男、 足 利 式部 大夫 
義國の 孫、 上 總介義 兼に 六 代、 伊豫 守 家 
兼が 次男 修理 大夫 兼賴が 後胤 也。 兼 賴丨 
初め 足 利 殿の 仰を 蒙りて 出 羽 〇 按察 使に 
補せられ、 延文 元年 八月 六日、 最上 郡に 
下向して 山形の 城に 住す。 是 ょり子 孫 • 
當國の 事を 司り、 十代の 孫義 光に 至る 0 
義光 十六 歳に して 父義 守に 從ひ 、高 湯と 
いふ 溫泉に 浴す とて 行く こと あり。 或る 

夜、强盜數十人*彼の旅舘に亂れ入る。 
家 子、 郎等 散々 に 拒ぎ 戰ふ 。義光 眞先に 
進み、 ニ 人に 手を おはせ、 一人と 引 組ん 
で 刺殺し、 殘る奴 原を 追 ひ 散す。 義守大 
に 险び 、重代の 重寶笹 刀と 云 ふ 太刀を 義 


光に ぞ讓 9 たる C 是れは 義守が 十七 歳の 
時、 楫下 ロの 合戰に 高名して、 父 義定が 
許より 此の 太刀を 譲られし 佳例と こそ 聞 
え けれ。  • 
義光 (天 正 ニ 年) 父が 家を 繼 ぎて、 同國 
谷地の 住人 城 取 十 郎義國 を 亡ぼし、 寒 河 
江、八溶、天童、上 01. 、鮭延等の地を打 
隨へ 、天 正 十四 年、 大寶 寺が 家を 減して 
庄內三 郡を 合せて 頜 してけ り。， この 大寶 
寺は设に傳ふる庄內の惡屋形なリ。最上 
記には 名は 光安と 記る せり。 義光 •其の 
亡魂を 弔は んが ために、 加 茂 浦と いふ 所 
に 光安 寺を 建立す と。 夏 目が 記には 義氏 
としる す、 いづれ がよ ろしき。 按ずる に 
天 正 十六 年 八月、 上 杉が 被官本 城 越 前 守 
重 長が 爲に 、庄內 三 郡を ば 攻め 取られし 
なり 0 

同 十八 年 秋、 豐臣閱 白 •闋 東に 下り 給 ひ 
し 時、 義光 最初に 御陣に 馳 せ 加は り、 本 
領 安堵 子細 あらず。 初め 織 田 殿の 御 時よ 
り、 德川 殿に も 常に 音信を 通じければ、 
明 十九 年 秋、 奥の 九戶 が叛 きし 時、 義光 • 
次男 太郞四 郎 (又 左 馬 助) 年 僅に 十歲な 
るを、 德川 殿の 御家人に 參ら す。 德川殿 • 
大名の 子息を 御家人と なされし 始めな れ 


ば、 谠ばせ 給 ふこと. 斜なら ず。 十三 歳の 
時、 關東に 召され、 文祿 三年 正月 元服 さ 
せ 御 ft 字を 賜は リ 、家 親と 名のらせ、 頓 
♦かて 御 推擧 ぁって、 駿 河守從 五位 下にな 
さる。 又 九戶が 亂の 時、 關白秀 次 ( 三 好 
、中納 言〕 •追討の ため 最上 郡に 陣せし 時、 
義光 •息女を 參ら す。 秀次 深く 傥び 、御 
- 寵愛 淺 からず。 文 祿四年 七月、 關白 御腹 
めされし 時、 義 光が 狼も誅 せられ、 義光 • 
關白の 謀叛に 與せし 聞え ぁって、 國旣に 
亡ぶべき に 究 る。 德川 殿の 御 計ら ひに 依 
つて 罪 免され、 義光悅 ぶこと 大方なら ず、 
如何にもして 此の 恩を 報じ 參 らせんと 思 
ふ。 明慶長 元年 閏七月 十二 日の 夜、 大地 
夥しく 震 ひて 伏 見の 城 悉く 破れ 崩る。 有 
合 ふ 大名 •皆々 太閤の 御所に 馳せ 集りし 
に、 義光 一人 •家 子 郎等を 引 具して、 は 
だせ馬に打乘って、德川殿の御舘に鷗せ 
来る？ -- 

太閤 薨じ铪 ひ、 上 杉 中納言 景勝、 石 田 治 部 
小 ノ輔三 成と 心を 合は せ、 德川 殿を 失 ひ 參 
らせんと て、 我國に 下り、 義 光の 許へ 使 立 
て、 大坂の 味方に 參る べき 由を 云 ひ 送る、 
義光 •宗徒の 一族 郞從と 相 謀り、 同心 
のよ し 返答し、 德川 殿に 早馬を 參らせ て 


斯 くと 申す。 景勝 •最上が 御 方に 參るべ 
しと聞いて大に傥び"先4物の具の料と 
て 黃金ニ 萬 雨を 贈る。 義光 •是 を頜 して 
家の 子郞 等ら に 分ち 與 ふ。 頓がて 德川殿 
景勝 追討の 爲に御 下向 あるに 及んで、. 南 
部、 秋 ®' を 先と して、 山 *; の 輩を 引 具し 
て、 景勝が 國に 攻め 人らん とす。 上方 又 
軍 起って、 德川殿 引返させ 給 ふょし、 寄 
騎の輩 悉くに 引かへ す。 景勝 • t め義光 
にた ばから れ ぬる 事を 怒つ て、 軍勢を 
差 向け、 義光が 城々 を 攻め 落す。 關が原 
の 合戰 、上方の 人々、 貢 軍 しっと 聞いて 
景勝が 軍勢 引返す を、 是處 彼處に 追 詰め 
< 、千 五 百 八十 餘人が 首 切って" 谷地 
•の 城を 降し 庄內の 城を 落す。 明 六 年 七月、 
景勝 •降りし 後、 義 光して 酒 田の 城を 取 
らせ給 ひしに、 守の 兵敢て 下げ渡さず。 
義光 三男 淸水 大藏 大輔義 成を 差 向け 攻め 
落す。 其の 勸賞に 庄內 の 三. 郡、 山 此の 地 
を 悉く 加へ 賜 ひ、 もと 二十 四 萬石是 ょり 
五十二 萬 石と 云 ふ OC 恩 榮錄に 『慶長 七 年 
五月、 三十 三 萬 石を 加へ、 合せて 五十 七 
萬 石』 と あり)。 左 近 衞權少 將に 進み、 位從 
四位下に昇る。 

義光 •多くの 男 あり、 嫡男 修理 大夫 義康、 
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ニ 男 駿河守 家 親、 三男 清水 大藏 大輔義 成、， 
四 男 山野 邊右 衞門大 夫義忠 とい ふ。 如何 
なる 故に や、 義 光義康 父子、 いつと なく 
不快に 成って、 義康國 を 去って 高 野に 遁 
れぬ 。義康 •高 野に 遁る とい ふは、 系圖 
の旨なり、實は.殺されしなり。最上記、 
又 世に 傳ふ る傳 記を 考 ふるに、 其の 事大 
同に して 小異 あり。 最上 記に 載せし は義 
光義 康父 子の 近習の 輩 •互に 威を 爭ふこ 
と 止まず」 云々 と。. 

その後、 家 光、 慶長 十九 年 正月 十八 日、 
六十 九 歳に して 卒し、 ニ 男 駿河守 家 親 • 
家を 繼ぎ 、幾程 もな く 元 和 三年 三月 六日、 
三十 六歲に て 卒し、 其の 子 源 五郎 義俊 • 
十二 歳に て 家を 繼ぎ しが、 家人 等の 相 論 
起 0 て、 同 七 年 十月、 近 江國に 移し、 一 
萬 石と し、 出 羽の 地を 沒收 さる。 義後 • 
寬永八 年 十二月、 二十 六 歳に て 卒し、 そ 
の 男 刑 部義智 •僅に ニ 歳、 所領を 更に 減 
じて 五千石と す？ 

5 後裔 前述の 如く 義浚 •所領 六十 一 萬 
石を 沒收 されて、 僅に 一 萬 石と なり、 其 
の 子駿河 守義智 (侍従) 五千石。' 子孫 高 
家、 交替 寄 合 衆たり。 其の 子 「刑 部義雅 (右 
京)— 刑 部 義如丨 監助義 章— 左 京 義隆丨 


辰 重 部 義鄕丨 兵庫鄕 倍 丨 監 物義溥 — 義 
明」 にして、 家紋 丸に ニ引兩 筋、 丸の 內 
竹 雀、 五 七 桐、 十六 葉 八重 菊。 武鑑に 「宸 
上監 物義溥 、同源 五郞 、五千石、 江 州 蒲 
生郡大 森。 


家老 高楡 、山 本、 用人 田 中、 丹 羽、 山 田" 
石 岡、 営 城」 と。  . 

6 雜载楣 岡の 人高宮 甚七 CD 男常矩 は、 
北門 探險 、邊 防の 急務を 感じ、 名を 最上 
德內と 改めて 幕府に 仕へ、 千島、 樺 太 等 
を 調査す 0 

最上 谷 モガ ミ ダ II 

茂 刈 モカ リ 

茂 木 モギ モテ キ常 陸、 上野" 下野、 

肥 前 等に 此の 地名 あり。 

1 八 田 氏族 下野 國芳賢 郡 茂木邑 ょり 起 
る。 尊卑 分脈に 「八 田 知 家— 知 基 「或は 伊 
志 良知 俊 舎弟 云々。 或は 知鹑 、茂 木 三 郎) 
丨知宣 (彌三郞左衛門)丨知盛(三郞友衞 
門、 法名 心 佛〕— 知 氏 (三 郞左衞 門〕— 知 
貞 (同上)」 と载 せ、 また 宍戶 系圖に 「知 1 
家— 知 基 (茂 木、 住 下野 國 、茂 木三郞 )」 


と ある 裔也。 

氏人は 東鑑卷 四十 一、 四十 五、 四十 六、 
四十 八に 茂 木 左衞門 尉知宣 、酒 列 磯前 神 
社々記に「建久ニ年四月七日、茂木四郞 
を 遣は して、 神馬を 磯前 神に 奉ず」 と。 
又 茂 木 文書 建武 三年に 茂 木 越 中 入道 明 阿 
軍忠狀 、源 家長 判 書に 茂 木 越 中 入道 殿 等 
見 ゆ。 

而して 新 編 常陸國 志に 「茂 木 (後 源氏と 
なる、. 源 治泰 文書に あり〕。 小 田 知 家の 三 
男三郎 知 基 (或は 知 幹に 作る〕 •下野 國茂 
木 村に 住して 茂 木と 稱す 。延應 元年 三月 
三日 卒す、 法名 道秀 。其の 子 彌三郞 知 定* 
左衞門 尉と なる。 其の 子 三部 知 盛 •左衞 
門 尉と なる、 法名 心 怫 。其の 子三郎 知 氏 • 
左衞門 尉と なる、 其の 子三郞 知貞 •左衞 
門 尉と なる、 世々 鎌倉將 M 家に 仕 ふ。 更 
に 五六 世の 後に 上 總介某 あり。 其の ニ子 
長三郞 治泰 •山城 守と 稱 し、 又 式部少 輔 
に 改む 。次は 義政 •千 本 氏の 家を つぐ ( 那 
須記 、千 ^ 系圖 、鹿 島 文書)。 治 泰の子 治 
長 •筑後 守と 稱 す。 天 正中、 野 州 天屋場 
にて、 結 城の 兵を 破リ 、大に 名を 擧 ro 
後 佐竹義 重に 歸 し、 茂 木 城ょり 移リ て、 
茨木 郡 小川 城主と なり、 其の 子 ^ 前守義 


成 •奥州 關山の 戰に高 名す」 と。 猶ほ第 
四、 第五 項參 照。 

2 上野の 茂 木 氏 當國に も、 此の 地名 あ 
りて、 佐 野 家臣に 茂 木 右馬允 あり、 桐 生 
條を 見ょ。 

3 上 總下總 の 茂 木氏洲 西城咗 に 茂木與 
茂九郞 あ リ、 關 八州 古戰錄 等に 見 ゆ。 

4 常 陸の 茂 木 氏 第一 項の 後に て、 西 茨 
城 郡 小川 城 C 小川 村) は、 初め 圍部 兼泰築 
く。 子孫 宮 內大輔 •佐 竹 氏に 亡され、 茂 
木上總 守 •守る。 後戶澤 右京 小 進 居城す。 
又別に1流あり。新編國志に「茂木ニ仃 
方 郡 茂 木 村ょり 起る。 天 正中、 茂 木 兵 部 
小ノ輔は島畸氏に仕へて、島崎村の內にて 
七 丁 五段の 田地、 七 箇所の 屋敷を 知行す。 
島 崎氏沒 落の 後、 佐 竹 氏に 仕へ て、 五十 
石を 知行す。 佐 竹 氏 移 封の 時、 留り 住み 
て 子孫 農家と なる。 寬 文中、 岩 城の 城主 
鳥居 氏に 仕へ し 茂 木 氏は、 この 族な り」 
と 0 

5 羽 後の 茂 木 氏 古く 山* 小 野寺酣 下に 
此の 氏 見え、 慶長八 年、 佐 竹 氏 入部の 際、 
茂 木 左衞門 等、 之を 拒んで 兵を 擧ぐ。 

又 第一 項 氏の 裔 、佐 竹 家 重臣に 茂 木筑後 
知恒 あり。 比 内の 十二 所に 封 ぜられ 、ニ 千 


モキ 


五百石を 領し •家 士組下 百 六十 餘戶を 有 
. し、 長樂 寺を 祈願 所と す C 郡邑 記)。 而し 
て 茂 木 知敎等 著は る。  ， 

6 雜载 その他、 壬 生 鳥居 藩 用人に 見え 
(武鑑)、 又 京 極 殿 給 帳に 「六 百 石 茂 木 九 
右衛門」 を擧げ 、その他、 武藏 •信 濃 等 
に 存す 0 

茂 幾 モギ攝 津國豐 島 郡の 名 族に して、 
茂 幾 吉左衞 門の 弟 某は 本願 寺顯 如の 弟子と 
な 9、 天 正 元年 信 行 寺を 創立す。 

十 モキ ギ 日用 重寶 記に 此の 訓見 ゅ。 
木工 モク  n ダク ミ條を 見ょ。 大寶令 
に 至り、 宮內 省の 被 管に 木工 寮 あり、 その 
官人 •職名を 冠し、 終に 氏の 如くな れ り。 
保 元 物語に 木工 神主を 載せ、 東鑑卷 三十、 
三十 一、 四十 九、 五十に 木工 櫂 頭 仲 能、 五 

十、 五十一、 五十 U に 木工 權頭親 家、 此等 
は 官名を 冠せ し 也。 下りて 太平 記卷 九に 「木 
エ助 入道、 子息 三郞 J 見 ゅ、 六 波 羅の士 1C 
て 近 江番 場に 戰 死す。 蓮華 寺 過去帳に 「木 
エ助 入道 祐善 (四十 ニ才 )、 子息 分次耶 法眞 
(十八 才)」 と载せ たリ。 

丨江州 中原 氏族 江 州 中原 系圖に 「愛知 
.大領 成 行— 中次郎 仲 行丨秀 仲— 某 (筑後 
助〕 — 景平 (木工 助 次 IP ) — 某 (勢 至 太 IT )」 


と 見 ゆ。 

2 上野の 木工 氏 群 馬 郡牧邑 より 起る。 
上野 傳說雜 記に 木工 三部 •見 ゅ。 その他 
は 牧條を 見よ。 

3 常 陸の 牧氏信 太 郡 高 井城 主に 木工 左 
衞門尉 盛 綱 あり、 諸 岡條を 見よ。 

牧 モク マキ 條に詳 か 也。 

空 モク 木工より 起る 0 秀康卿 給 帳に 「ニ 
百 五十石 奎 惣右衞 門」 を 載す。 

木 モク 同上 か。 武藏に 存 す。 

空 尾 モク ヲ 大村 藩士に ありて、 子孫 • 
一瀨 氏-平 岩 氏 等と 稱 す。 

木澤 モク ザハ 武藏 に存 す。 その他の 事 
はキ ザハ 條を 見よ。 

査田 モク ダ ， 

目 代 モク ダイ サカ ンダイ 目 (佐官〕 の 
代官の 意に て、 後音讀 す。 かく 官職 名 なれ 
^ 、遂に家名となれるものあ^^武雄社平治 
元年 文書に 「府御 目 代 壹岐守 殿」、 河 上 社 文 
治 三年 文書に 「肥 前 御 目 代 殿」、 建 久四年 文 
書に 「目 代 中原」、 對 馬國府 八幡 建 曆ニ年 文 
書に 「目 代 右 衞門少 尉 藤 原 朝臣」、 肥 前 承 元 
三年 在 P 連署に 「目 代 右 衞門尉 藤 原」、 又 保 
元三 年、 嘉應ニ 年の 連署に 目 代を 擧げ 、淀 
姬社元 亨四年 文書に 「目 代 信慶」 見 ゅ。 又 

モク 1 モク タイ a s 


モキ —— モク 


モク タイ —— モサハ 


土 佐國堅 田經貞 軍忠狀 に 「守護、 目 代、 並 
に 竹 田 若黨」 、建 武ニ年 文書に 目 代 (花押〕、 
駿河 府中 八幡 永 正 十四 年 棟 札に 「目 代 平氏 
爲 J 等、 顔る 多く、 又 伏 見 稻荷社 西 羽 倉 家 
を 目 代 家と 稱 す。 

査代 モク ダイ 前條 氏に 同じ。 

奎谷 モク ダ- 1 
裳咋モ クヒ 

〇 裳咋臣 尾張國 中島 郡 裳咋邑 ょり 起る。 
: の 地に 裳咋 神社 あ 9、 此の 氏の 氏神 か。 
氏人は 天應 元年 五月 紐に 「尾 張國 中島 郡 
•人外 正 八 位 上 裳咋臣 船主 •言 ふ、 己 等は 
伊賀 國敢 朝臣と 同祖 也。 是を以 つて 曾祖 
宇奈已 上は 皆敢 臣と爲 る。 而るに 祖父 得 
麻呂 •庚 午年 籍に 謬り て 母 姓に 從ひ て、 
裳咋 臣と爲 る。 伏して 望む、 改正を 蒙ら 
んと 欲すと 。是に 於いて、 船主 等 八 人に、 
姓を 敢臣と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 敢臣は 安倍 氏 
の 族 也。 ァ へ條參 照。' 

木呂子 モクロコ キロ  n 條を 見ょ。 

茂 古 ■モ n . 

母 古澤 モ n ザハ 小 松 一柳 藩 用人に 此の 
氏存 す。 

茂 古沼 モ n ヌマ 

茂澤 モザハ シゲ サハ條 を 見よ。 


モシ —— モシ ヤ 


門 司 モジ 

,1 大友 氏族 豐前國 企 救 郡 門 司 邑ょリ 起 
る。 大友 系圖に 「親 能— 親 家 (陸 奥 太 郞、 
號門 司、 從五 位下、 木工 頭、 姓 藤 原)」 と载 
せ、 諸家 系圖纂 等、 これに 同じ。 その後 
「義鎭 — 親 家 ハ 稱田原 常 陸 介、 或 號門司 勘 
解 由 允〕」 と、 田原條 に詳か 也。 

その後、 應 永戰覽 記に 門 司 親 常、 門 司 一 
德齋を 載せ、 又宗紙 の筑紫 紀行に 門 司 助 
左 衞門尉 家 親、 又 天文 永祿の 頃、 門 司 親 
辰、 又國 志、 天 正の 頃に 門 司 親任を 擧 ぐ。 

2 長 野 氏族 鎭西 要略に 「建武 元年 云々、 
，長 野 犮京亮 政 通 •門 苛 城を 修し 、その 族 
柚 板吉内 廣貞 、門 司六耶 種 浚を 會 し、 兵 
三千を 以つて 門 司 域を 守る」 と。 その他 
は紀 、紀 井、 大 綿、 仁 保、 戶 次、 奴留湯 
等の 條參 照。 

3 源 姓 長 門の 豪 ^ にして、 海 東 諸國記 
に 「光久。 丁亥 年、 壽藺 護送と 稱し 、使 
を 遣して 來 朝して、 書して 長 門 州 文 司 浦 
大將軍 源 光久と 稱 す」 と 見 ゆ" 又 周 防に 
存 す。 

藻 島 モシ マ メシ マ條を 見ょ。 

茂 島 モシ マ シゲ シマ 條を 見よ。 

, 文字 屋モジ ヤ 伊勢の 人 三、 村^! ハ次郎 は 狂 


モシ ャ —— モス 3 K 

歌を 善くし、 文字 屋津都 丸と 稱す。 

文字 |11 モジャマ武藏國入間郡宮寺村の 
名 族 也。 

毛受 モ X.  メン ジャウ 和 泉 國大烏 郡に 
毛 受莊あ 9、 一に 毛須莊 、萬 代莊に 作る。 昔 
の 土師鄕 にして、 高 田 村、 赤 畠 村、 夕 雲 村、 
金ロ村、東村、土師村、梅村、西村、百濟 
村 等の 諸 村を 云 ふ。 メン、 ジョ條 を 見よ。 

1 土師 姓次條 氏に 同じく、 延曆九 年 十 
二月 紀に 「其の 土師氏 は摁べ て 四 腹 あり。 
中官の 母家は 毛受腹 也。 故に 毛受 腹は 大 
枝 朝臣を 賜 ふ。 自餘の 三 腹は、 或は 秋篠朝 
.臣 に從ひ 、或は. 营原 朝臣に 屬す矣 一と 見 
えた 9 o . 

2 雜载 その他  メンジ ヨ 條 を 見よ 0 
百舌鳥 モ X 土師 連の 一族に して、 孝德 
紀に 百舌鳥 長兄なる 者 見 ゆ。 百舌 烏 土師氏 
S 也。 

f 禹代 モ X マン ダイ 前ニ條 氏に 同じ。 
前々 條毛 受莊は 石 淸水宮 保 元三 年 文書に 萬 
代莊に 作る。 今 東 百舌鳥 村 C 大字 土師〕 、西 
百舌鳥 村 (大字 百濟 )、 中 百舌鳥 村に 分る。 
萬 代 氏は 此の 地より 起 9 しにて、 蓋し 前條 
の後ならん。中设毛須一莊を領し*毛須殿 
と稱す ■。北 傑 高 時の 臣に萬 代 左衞門 あり。 そ 
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名 
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セ 

持 M 茂* 护甕ハ 藻の 母 ド 母丨 ，茂 茂 n 百 r* 方 毛の 

瀨 f 理 キ嚳 谷昌袋 S 體 り。® 住 百ぁ0 f k 代須 S 

敬 =、 十て 郡 族 の 以井  舌 り 百 鳥 ゆ は 

モむ戈 及 八 、茂? は モにモ 地モ下  モ 鳥し 舌 十。 モモ マ 

チ“  $ びに 承 田 匕、 タし タ名タ 數モズ 土 土鳥師  X ズン 

ガ = リ来 甕久井  も ニて イあ イ條 タミ師 師 土151 け ダ 

セ G 浙持 次記邑 力と  、 り 參キ  連 部師； 前前 イ 

语 2 條郞に q メ赤 _ 又 ハ0 陸 照 武 土の 連 S 數條條 

.因 sS を 左 窺 S 條壁中 信 ハ 前。 武 藏德俾  づ 條 氏を 

幡艾 3 見衞の 1 を 氏の 濃フ  * 藏 等な •萆 和义  氏に 見 

國念 信よ 門 中 S 見、 政等ク  陸 、にる 家 泉 C に 同よ 

智思 濃。 を 三よ よ 藻 治に ロ 中 信 在 者に 國"  同じ 

頭 ■^國  擧 •り。 谷 家在條  、 濃り 見し 大，  じ。 諸 

郡モ佐  ぐ、 見 起 信 家 蓮. り を 羽 に。 ゆて 烏 丄 、 國 

持リ久 . 0 える 濃を 谷0 見 前 此 0 、 郡 志 日 に 

瀨條郡  そ、0 の嗣伊  よ 、 の 孝百盟  用 多 

S 參に  の 太 中 甕ぐ、 太 。 羽 地 德舌 g 重 し- 

還 照 茂 他 平原 氏。 郞 出 後 名 紀鳥 g 寶 0 

想。 理 は 記 姓は  鴻 羽 等 あ にに 吗 記 
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チ 

力 

チ 

タ 

, 次 持 比 持 以角用 H 持-ド 持 餅 マ 用 祐 — 宦み播 frr  ロ 
V ぁ 田に 末 後 慈 次^: 寺 所し 倉 $ 瀬武瀨 田の 勢の す 名 f 
.、武 り 寄 。 居て  瀨 藏 尻 城、 祖 。家 u 

持藏0 モ D モモ モモ  モな 、モ 氏モ等 モ大は ■因 先 その 起 

田の  チ 家 チ チ チ チ*  チり 丹 チ あ チに チ 膳備幡 をの 舊る- 

、氏 持 ダを スジ ジジ  ジと 衣クり ガ存ガ の前武 祀子臣 g 

系 田 成： Z リ 0 城 <ラ° セす セ 持 守 士る孫 •爲 

譜氏  武す  前傾  用 は 。 城數 に1- は此 S 

に 藏と下 モ條宜  次 同備  モ モな代 持と 原處 S 

•-埼  、云 總ト氏 上 、 村 後 チ チる 相 _ 。氏を 士 

持 玉 出 ふの デに、  及 に 御 セ セし 傳氏應 と頜! 

田 抓 雲、 名 リ同モ  び あ 調 とのを 仁 云し S 

左 g 等 富 族 條じチ  鹿 り 郡 同 前。 居载記 ひて f 

馬宫  の 山に 參 。デ  島 て 後 上 條 城せ、、 用 g 

助 H 國條し 照 條 * 、 •地  ° 氏 な、 山 原瀨拎 

忠村  にを て。  に 烟 持邑  安 に り 又 名大 備 4 

久よ  此 見、  取 田 倉の  西 同 し- ^宗 明 前 中 

はり  のよ 倉 む 條 修名  軍 じ が 松 詮神守 古 

生起  地0 持 ° を 理族  策 、 、葺 のはと、 

モ 

チ 

タ 

- ■ ▲ 

3 2 

さ番重 杉久り  紋な 荒と 仕 見 源編载 又と 持し り 沒の國 

下れ 持し 、ご。 藤 はり 川 同へ ゆ 三 風せ 深载 田な 落子武 
總 、田と 後 费家原 丸 ボ 衆 じ 、 、郞 土 、 谷す 左ら 是の 右藏 
の 忍五载 菅今紋 姓の‘ のく 河 共 > 記 又 記、 馬ん れ後 馬の 
持 城 左せ 溶； ^ 丸 內 f 列 、田に 治に 榛 、是 助。 當 、助 人 

田番識 、、髮 に 前に ネな當 、鉢 部っ澤 上等 、又 所 营忠、 
氏 仰 門, 小 後 聖蔦項 三 5 リ所中 於 左 先 郡 杉 も 永 成の 沼吉深 

せ •給德 g ° 氏つ孟 。を 島 わ 衞祖荒 普 、五 田 產小も 谷 
式 付 櫂 地 川 家 寬の鱗 鉢 知 、城門を 川代忠 十分に 大 上の 
内ら 現 方 家 g 政 後な 詰 形 行 土 主な 四 村の 久ー 限て 膳 杉 上 
結る 樣由 臣丫 系に 9 3 城し 屋北ど 郞に臣 が 貫 帳、 にに 杉 

域し 代 緖ぃ ‘譜 て1 - 上 落て な 條い左 持に 一文に 在 仕 仕 則 
郡と 慶書 丨 i に、 と 彥去在 ど 安へ 衞田持 族 •っ名 ふへ 盛 
の 0 長に 五^ [J-) 江0  5 の 住い 房る 門 氏 田な 持 永を ししに 
高 七- 1 左 左戶  T 後す へ 守 もと あ 縫る 田 五 氏と が 仕 

椅 年 ニ 衞备馬 幕 | 村。 る 氏 同 云り 殿べ 長 貫に 見、 ふ 

神 召番門 S 助臣  f 民是も 邦家 ふ ° 助し 門 文 唱え 上。 

社 出 添 忠上忠 た 之と ものに と 。 新を  ot~  •へた 杉 其 

モチタ —— モチチ 


モチチ —— モチ ツキ 
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賽 


(下野 都賀郡 高 橋 村) の祠官 にして、 古文 
書數十 通を 藏 す。 

4 源 姓 佐 州 役、 人附に r 源 姓 •持 田 道 之 
助」 を载 せたり。 

5 雜载加 貿藩狯 帳に 「百 石 (丸 內四つ 
目 結〕 持 田 源 右衞 門」 を载せ 、又 尾 張 家 
臣持田 治衞 は名臣 として 知らる。 又 甲 州 
小 営 山 氏 文書に 「武州 荒 川 村 名主 持 田 和 
藤 次」 見 ゆ。 

餅 田 モテ ダ 佐々 木 氏の 族に して、 佐々 
木 系圖に r 京 極宗 氏の 子 八 郞經氏 c 號餅 田〕」 

と 見 ゆ、 一に 七 郞に 作る。 又 羽 後に 此の 地 
名 あり 0 

00  モチダ 大和の 豪族に して、 至德元 
年の 大和 武士の 交 名に 糯田殿 •見 ゆ。 

望 田 モチダ 武藏 等に 存す。 

用 田 モチダ 石 見 等に 此の 氏 在り 0 

持 館 モチダ テ モッタ テ條を 見ょ。 

持 地 モチ尹 常 陸 國鹿島 郡 持地邑 ょり 起. 
る。 桓武 平氏 大掾 氏の 一族に して、 持 地 四 
郞 あり。 次條 氏に 同じ。  . 

用 次 モチチ モチジ モチツ グ前條 氏 

に 同じく、. 棰武 平氏 大掾 氏の 族に して、 大 
掾系圖 に 「鹿 島三郞 成 幹— 助 幹 (用 次 四 郎)」 
を 載せ、 新 編國志 に 「用 次 •茨城 郡 紅葉 村 


ょり 起る (紅葉は 元 用 次に 作る〕。 成 幹 四 子 
助 幹 •用 次四郎 と稱す (用 次. 又 用 慈、 又 持 
寺に 作る ^ 應永 二十 四 年、 持 寺 某 •亂を 伶 
す。 郡 中大に 擾 る。 其の 宗 •憲幹 •擊 ちて 
之を 平 rc 烟田 文書)」 と。 

持 塚 モチ ツカ 武藏に 此の 氏存 す。 

望月 モチ ヴキ 

1 滋野姓 信 濃 佐久郡 望月 邑 ょり 起る。 
當國の 豪族に して、 滋野 系圖に 「滋 野爲 
虞— 右衞 門督爲 通— 武藏守 則 廣丨平 三 大 
夫 重 通— 望月 廣 重— 蔵人 頭國 重— 左 衞門 

尉國 親— 重 忠丨 太郎 重義 (保 元軍 功)— 三 
郞重隆 (友 近衞大 夫將監 、弓 上手、 賴朝 
忠臣〕 丨左衞 門 尉 盛 重丨宗 重 (ニ 郎〕 丨越 
中 守 重 惟 ( 從五 位下〕 彳三郞 重 信 丨遠江 守 
光 經丨對 馬 守 盛 世丨遠 江 守盛經 (三 家系 
圖にな し〕— 光盛 (望月 三部)— 光重 (左衞 
門 佐)— 盛昌 —昌賴 J と载 せ、 又 三 家系 圖 
に 「爲 通— 廣重 (望月 三郞〕 丨國重 C 五位 藏 
人) 丨國親 (左衞 門 尉〕— 重忠 (治 部 大夫〕 
丨重義 (望月 太郞 、左 馬頭 義朝 味方 參〕 丨 
重隆 (三 郎 、友 近將監 ，兵衞 尉、 右大將 
家 御 時、 八 人 射手 第一 也〕 j 盛 重 C 左衞門 
尉、 承 久兵亂 高名 あり〕 丨師重 ( 與一〕 、弟 
宗重 (ニ 郞〕」 と あり。 


又一本に「恒蔭(信濃守〕丨恒成(因幡介レ 
丨幸狻 (左 馬權 介、 望月 牧監 )— 幸經 (信 濃 
介、 海野莊 下司〕— 幸 明 (海 野 氏〕、 弟 直 
家 (彌津 小太郞 、根津 —祖 )、 弟 重 後 (望月 
三郞〕 J と 見 ゆ。 その他、 璲 野、 海 野、 眞 
田、 彌津 等の 條參 照。 

2 系圖 その 略 系は、 增田 望月 系圖に 
「( 滋野〕 爲廣— 野 大夫爲 通— 五四郎 大夫 
廣重 (三男、 始名 望月〕 丨小 大夫國 重— 野 
大夫國 親 (足 利 合戰に 打たる) 
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I 之 政 (望月 小善、 古河 住〕— 重寬 (望月 七 
藏 、剃髪 良 西、 歲六 十九、 信埘小 室 残〕1 爲 
政 C 望月 藤三郞 、剃 髮宗和 、元 和 三年 丙 辰 
二月 七日 死〕— 重 和 (望月 半藏 、野 州 古 閑、 
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後に 下總州 大山 住〕— 尙政 (望月 菊 五部 ゾ」 

と 0 

また 眞 田系圖 には 「海 野 幸恒重 俊— (望月 
三部)」 など 見 ゆ。 

3 氏人 保 元 物語に 「信 濃には 海 野 •望 
月」 と载 せ、 また 「同國 の 住人 望月 三 一郎」 

等 見 ゆ。 次に 平家物語に 望月、 清水 冠者 
に 附添 ふ。 長 門 本 平家物語に 望月 次郞 、同 
J 一一 郞等 見え、 又 源平 盛衰 記に 「望月 太 部、 
同次郞 、同 三 1酿」 等を 擧げ 、東 鑑卷 十三 
に 望月 太郞 、十四、 十五、 十七.、 十八、 
十九、 三十 四に 望月 三郎 重隆 、四十に 望 
月四鄧兵衞尉、五十に望月余一師重、承 
久記卷 三に 望月 小四郞 、「もち 月の 小 四 
郞 、同 三郞 J 等 見え、 又 相 良 文書、 建久 
八 年に 望月 三郞 、下って 應仁 記に 望月、 
同 別記に 「公方 勢望 月」 等 あり。 

其の 後裔 •天文 年間に 遠 江 守信雅 、其の 
子 甚八郞 あり、 武田に 屬 す。 永 祿八 年、 
甚八 部の 女 •武 田信豐 舍弟義 勝に 嫁し、 
望月 名跡を 襲 ro 其の 子 右近 大夫義 勝 也、 
長篠 に戰 死す。 一族 源 五郎 •德 川に 攻め 
られ 死す。 

4 家紋 長 倉追罸 .記に 「七星は 望月」 と 
载せ 、見聞 諸 家紋に 


望月 


又 紋譜帳 に 望月 三部 重 綱の 紋を 七曜と す 
とぞ。  * 

5 居城 望月 城は 下 之 城 村に 在りて、 望 
月 氏 代々 の 居 ^ た 0 。甲 陽 軍鏗に 六十 騎 
と。 夭 正 十 年 七月、 德川 勢に 攻められて 
落城す。 

6後裔當國の歌人に望月閑入軒長好 
(長 孝、 兼 友〕 あり。 又江戶 幕臣 望月 氏は 
「望月 右近 大夫廣 重が 支族、 後 諸 星 氏、 
忠左衞門爲直に至り、望月に復す」と。家 
紋七曜*下藤丸、九_、花菱、割菱、井桁。 

7 淸和 源氏 武田 氏族 第 一 項の 後を 襲ぎ 
しにて 武田 系圖に 「信 虎— 左 馬 助 信繁丨 
信賴 (望 >月' 三 郎 、十八 歳に て 討死)」 と载 
せ、 又 「信 繁 丨信賴 (三 郞 )、 弟 某 (望月 
太郞 、望月 跡を 繼ぎ 、望月の 女に 嫁し、 
後勝賴 女を 嫁す〕」 と あ り。 諸家 系 圖纂は 
後者に 同じ。 その他、 第三 項の 終 段を 見 
よ。 

8 甲斐の 望月 氏 東 山 梨 郡 八幡 村 八幡 北 
の 望月 氏は 諸 星 氏の 後 也と。 又 室 伏邑の 
望月氏は「もと竹居丘、母姓望月を冒す.」 
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i 九 
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と 見 ゆ。 又 「遠 江. 小山 城は 甲 州 勢望 月 七 
郞左衞 門* 據る」 な' ど あり。 又 明治時代、 
望月 小太耶 あり、 政治 界に 名を 擧 ぐ。 

9 武相の 望月 氏 望月 主 水 (眞田 家臣〕 
あり、 平 本條を 見ょ。 又 相 ^ 中郡大 1- 村 
等、 その他 多し。  ' 

10 常 陸の 望月 氏 新編國 志に 「望月 •水 
-戶に 家 あり。 本姓は 趑野 にて、 信 濃の 著 
姓な り。 武田氏 •信 州を 弁す るに 及んで 
武田 に 仕 ふ。 望月 與惣 兵衞は 穴 山 梅 雪に 
仕 ふ、 子を 覺彌と 云 ひ、 子孫 水戶 にあ 
與 惣兵衞 Q 弟を 與惣 右衞 門と 一 K ふ、 初め 
萬 千代 君に 仕へ、 後 水戶に 仕 ふ、 子孫 あ 
り。 又 水 谷 氏の 臣に墓 月 駒 助 あ 9」 と。 
11 三 河の 望月 氏 八 名 郡 黑田村 詉訪社 社 
人に 望月 氏 見 ゆ。 

12 長 岡 朝臣 姓 JT へ 田 神宮の 社家 也、 アツ 
タ 、ナガ ヲカ 等の 條參 照。 

13 源姓近扛國甲賀郡の豪族にして、甲 
實廿 一家 庄內三 家の 一也。 一に* 山 九 家 
の1と载せ、藤原姓とも、，源家とも云ふ。 
甲 賀家傳 に據れ ば 「信 濃 國人詉 訪左衞 門 
源 重 賴 > 嫡子 望月 太郎重 家 (一に 信 濃 守 
重宗 )、 ニ 男 詉訪ニ 郞貞賴 (美 濃 守)、 三 
男 望月 三郎兼 家 ( 隱岐 守)、 云々」 と。 甲 
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實 、詉訪 等の 條に詳 か 也。 

輿地 志 略に 「柑子 城 (柑子 村〕 は 相傳 ふ、 望 
月 氏 代々 居 地 也と-,- 望月 村 島 元 重と いふ 
者 あり。 其の 子 望月 重晴 •剃髪して 小 森 入 
道沙彌 源 廣と號 す。 其の 子 望月 佐 渡 守 重 
章、 其の 子を 望月 小 森 重 義と云 ふ。 重 義* 
元龜 中、 織 田 信 長の 爲に亡 さると。 臣按 
ずるに、 伊賀地 志に 『信 濃國望 月の 謙訪源 
左 衞門源 重賴 、一男を 望月 信 濃 守 重宗と 
云ひ、ニ男を詉訪美濃守貞賴と云ひ «> 三男 
を 望月 隱岐守 兼 家と 號 す。 近 江 半 國の主 
と 成りて、 曱賢近 江 守と 稱し 、晩年 伊貿 
守に 成る』 と 記す、 其の 族 類 成るべし」 
と。 又 蒲 生 家臣に 望月 大學 * 見 ゆ。 

14 藤 原 姓 前項 氏に 同じ。 寬永 系圖に は 
信 濃辕野 族と し、 寬 政呈譜 には 「藤 姓、 
近 江に 住し、 道 庵宗元 (源 左 衞門重 元〕 
が 時ょり 望月を 稱 す」 と。 家 絞 九 曜の內 
に 丸 半月、 半月。 重 元は 信 長に 仕 ふ、 そ 
の 男忠庵 宗慶は 外科 醫 たり。 

15 伊實 伊勢の 望月 氏 伊勢神宮 社家 系圖 
に、 玉串 內人喜 早 氏の 血 系は 「武田 信 虎 
丨信繁 丨信知 (望月、 後に 吉 田) 丨忠知 
(望月、 後吉 田〕— 知 勝 (高 橋と 改む〕 丨知 
信」 なりと。 又 幕臣 伊實鸢 月 氏は、 家傳に 
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「右近 大夫廣 重の 末孫 伊貿 住人 彥平貞 德* 

天 正 十 年 東照宮に 屬 す」 と。 家紋 十， 曜、 

丁子 打 違の 丸。 - . 

16 紀 伊の 望月 氏 在 田 郡 小豆 島 村に 望月 

社あリ て、 望月 太左衞 門を 祀る 。望月 氏 

は、 萬 治の 頃 村民の 爲に 利を 起して 功 勞 

ありし に據 る。 又 伊都 郡 三 谷莊兄 居村莓 

家に 在り、 續 風土記に 「地士 望月 嘉八 郎。 

祖を 詉訪次 郞右衞 門と 云 ひ、 代々 詉訪明 

神社の 神主たり。 元 和 六 年 火災に 罹り、 

舊記灰爐とな9、家傳の詳なるを失ふ 0 

詉訪の 末 ^ 、 詉訪を 望月と 改めて 地士に 

て 神職を 兼たり」 と。 

17 源 姓 中興 系圖 に 見 ゆ。 

18 伊豫の 望月 氏 豫韋 記に 「正 平 二十 三 

年" 惠良 城に 望月 六郎 左衞 門、 松 浦、 淺 

海、 尾 越等循 籠る」 と。 

19 肥 後. の 望月 氏 相 良 文書に 「賴景 •建 

久 八丁 已三廿 八、 賴朝信 州 善 光寺 參詣隨 

兵たり。 望月 三郞 •之に 配對 す、 文書 こ 

れ有り。三耶後に四郞と改めて 肥後國 

求 麻 郡 多 良 木莊に 住す。 法名 蓮 寂」 と 見 
ゆ 0 

20 安藝の 望月 氏 藝藩通 志に 「小 頃 子 山 

は 豐田 郡 東 野 村に あり。 句 •. .-- へ饯 :: に 


內藏 介) の 所 居」 と見少 。 

21 雜载 その他、守山松平藩用人、寘田藩 
重昆等に見ぇ(武鑑〕、又田中藩知行割帳 
に 「塗 師一百 石 望月 六 右衞 門」、 津山藩 分 
限_に「百五拾石望月八耶」等を擧 <'- 0 
又 江 戶の名 醫に丸 龜藩醫 望月 雷 山 (震、 
甫庵〕 、その 男三英 ( 乘 、鹿！：〕 は 幕臣 元 
椿 養子と なる。 又 土 佐 山內藩 望月 圑右衞 
門の 次男 龜 彌太義 澄は 勤王家、 贈從四 位 
たり。 又 儒者に 望月 毅軒 (萬 一郞 綱) あ 
り、 本姓は 京 極 氏 也。 

又 畜家に 望月 藤 兵衞主 (望 玉蟾) 、その 男 
芳武 、.その 男 玉 仙 C 誠齋) 、その 養子 玉 川 
(輝)等皆名あリ。又浮毋霱師に望，月勘 
助、織部流茶人に望月宗竹、邦樂家に望 
月 太左衞 門、 養子 太 之 助、 又吉備 地方、 
磐 城、 岩 代 等 奥州に も存 し、 又 經濟雜 誌 
社員 望月 ニ郞は 幕臣 浚 良の ニ 男な りと。 

十五 日 モチヴ キ前條 氏に 同じ。 

用 次 モチ ツグ モチデ 條に詳 か 也。 

用 土 モチツ チ ョゥ  ド條を 見ょ。 

持 寺 モチ デラ  モチジ 條を 見ょ。 

持、 水 モ 尹 ナガ 龍 造 寺 家臣に 見 ゅ。 

持获 モチ ハギ 豐臣 秀吉の 母は 持 萩 中納. 

言の 息女 也と 云 ふ。 


持 原 モチ ハラ 日向 記に 持 原 甚左衞 門 尉、 
右 弟 持 原 越 中 守、 持 原 甚左衞 門 尉 等 見 ゅ。 

餅 原 モチ ハラ 

茂 一膙 •モチ フク 伊勢 國朝明 郡の 豪族 也、 
山 ロ條を 見ょ。 後 織 田家に 屬 す。 

持 舟 モチ フネ 駿 河に 持 舟 城 あり。 

用 丸 モチマ ル 肥 後の 豪族-菊 池 氏の 族 
にして、 菊 池 系圖 に 「和 田 新 右 衞門久 安 M 
久勝 ( 號用 丸、 法名 支 勝)」 と载 せたり。 一. 

持丸モ チマ ル 

用宗 モチ ムネ駿 河に 此の 地名 あり。 

持 村 モチ ムラ 

餅屋 モチヤ .茶人 餅屋 道 喜、 同道 機 (利 
休 門)、 共に 名 あり。 

持 安 モチヤ ス 羨 作 國久来 郡の 名 族に し 
て、 小 松 城主 溶 元彥右 衞門豐 盛の 臣葛 城將 
盛の 男與惣 右衞 門の 後 也と。 

用士ロ  モチ ヨシ 備前に 此の 地名 あり。 

持 館 モッタ テ 磐 城 國相馬 郡の 名 族 也。 

•尤 モット モ 尼 子 十 勇士に 尤道理 之 助 あ 
PO  • 

茂邊 モッべ 地理 志 料、 北海道 卷に 「茂 
邊 地、 方言 母都閉 、靜 川の 義、 古名は 下の 
國 下國氏の || &!: あり」 と。 

物 集 モヴメ 和名 抄 、山城 國乙訓 郡に 物 


集鄕 を收 めて 毛 豆 女と 註す。 又 仁 和 寺 諸 堂 
記に 西. 山の 物集莊 と。 又 物 集女庄 とも 見 ゆ。 
丨物集 連奏 氏の 族に して、 山城 國乙訓 
郡 物集鄕 より 起る。 姓氏 錄 、未定 雜 姓、 
左 京の 部に 「物 集 連。 始 皇帝 九 世の 孫竺 
(一本 笠に 作る〕 達 王の 後 也」 と 見 ゆ。 
2秦物集氏前項氏の族にして、正倉院 
天平 勝 寶七年 文書に 「鑄 エ无 位秦 物集廣 

. 立 (山背 國葛 .野 郡 人〕」 など 見 ゆ。 

3 無 尸の 物 集 氏 前項 氏の 族に して、 姓 
氏錄 、未定 雜姓 、山城の 部に 「物 集。 始 
皇帝九设孫竹支王の後也」と載せ、又承 
和 元年 ニ 月紀に 「山城 國葛野 郡 人 從八位 
上物 集廣 永、 同姓 養 守 等、 秦思寸 姓を 賜 
ふ」 と。 ハダ 條を 見よ。 

4 雜载豐 後の 國學 者に 物 集 丈 右 衞門高 
世 (薄 生) あり。 又 明治に 物 集 高見 博士、 
共に 學 名 '* し。 

物隹本 女 モヴ メ前條 氏に 同じ。 日用 重寶 
記に 此の訓 見え、 而 して 山形 水 野 藩 重臣に 
此の 氏 見 ゆ。 

茂； B PO モツメ 美 作 英田郡 川 崎 村 庄屋に 茂 
詰 六 郡 左衞門 あり、 前條と 同族 か。 

茂 木 モテ ギ モギ條 を 見よ 0 

茂 手 木 モテギ 小田系圖 ^- 小田の庶流. 


モ チッキ 一 ^モチ ハキ 


モチ ハラ —— モッメ 


モ ツメ —— モテ キ 


六 0 .八 一 


モ テキ モト イタ  モト イタ モ トイへ  モトウチ_^—モトオカ 3 八ニ 

本內 モト ウチ 岩 代 國信夫 郡 本內邑 より 


失 戶 、茂 手 木 云々」 と 見 ゆ。 その他は モギ 
.條に « か 也。 

茂 出 木 モテ ギ武藏 等に 在り、 前條 氏に 
同じ かるべし。 

ー兀 モ卜 武藏 等に 存 し、 又 狂歌 師渡邊 喜 
.三 郎 (大野 屋〕 は 元奎 網と 稱 す。 

本 モト ホン 東鑑卷 三に 本 三位 中將重 
銜と あるは、 もと 三位 中將 たりし 意に て、 
斯の 如き 類 •極めて 多し。 又下總 小金 本土 
寺過去帳に「本作犮衞門五郞」构見ゆ。 

毛戶 モト 因幡 小 代 庄の名 族たり。 

本 明 モト アケ モトミ ヤウ ホン ミヤ ゥ 
條を 見ょ。 又 武藏に 存 す。 

本 井 モト 4 和名抄 、肥 後 國山本 郡に 本 
井 鄕を收 む.。 而 して 武藏 、信 濃 等に 此の 氏 
存 す。 

元 井 モトキ 武藏 、攝津 、吉備 地方 等に 
見 ゆ。  < « 

元 石！ P トィ. N , 

本位 田 モト 砵ダ 赤松 氏の 族に して、 播 
磨 本位 田邑 ょり 起る。 美 作の 豪族に して、 
新 免 家 侍 帳に 「長臣 •本位 田 外 記 之 助、 後 
見 •本位 田駿河 _ 守、 本位 田駿河 守 •下庄 千 
代、 本位 田 外 記 之 助 •小 谷 城主、 本位 田 源 
太郎」 竹 山城 下、 同 又五郞 •同上」 と 載せ、 


又豐福 文書、 天文 二十 四 年に 「本位 田 藤 兵 
尉 跡 職」 と。 

而 して 元 祿の書 上に 「姓 •村 上 源氏、 家紋， 
左 巴 •ニ 引兩 。鼻祖 河内 守、 其の 子 駿河守 
( 頜播州 佐 用 郡)、 其の 嫡子 藤 兵 衞爲利 •天 
文 十九 年、 宇喜田 直 家に 攻められ、 佐 用の 
構を. 落 去し、 同 ニ 十三 年 3 播州に て 死す。 

ニ 男 ( 爲利舍 弟〕’ 本位 田 駿河守 正 重は 新 免 
伊實守貞重の聱たり、竹山城下に住して、 
屢 々武功 ぁり。 後年 粟井 庄へ 移る、 元 和 元 

年 九十 六 歳に て 死す。 永 正 十二 年、 貞 重の 
女 正 重に 嫁す。 

正 重 (本位 田駿河 守)— 源太郞 (天 正 五 年、 
一に 六 年、 草 刈 亂の とき、 赤 田 村に 於いて 四 
月下 旬 討死)、 弟 亦 五郎' (兄 源 太郞と 同所 討 
死)、 其の 弟 外 記 之 助 (新 免 家 無双の 勇士、 故 
有りて 天 正 十六 年、 一に 十七 年、 平 田 無二 新 
免宗 貫の 密 意を 受けて、 宮本 村の 私宅に 於 
て 外 記 之 助を 刺殺す。 外 記 助 •年 二十 七 歳、 
人 皆惜み 歎く〕、 其の 弟忠 兵衞 ( ^ は 惣 兵衞、 
下町 村に 住す。 其の 子忠 兵衞 、其の 子忠左 
衞 門、 其 © 子 長 右衞門 •元 祿ニ 年〕 しと。 
又武藏 等に も存 す。 

本 泉 モト イブ ミ 
元 家 モト イへ 吉備 地方に 在り。 


，起る。 伊達 家臣に して、 天文 十二 年 文書に 
本 內大炊 助* 見 ゆ (设 次考〕 。又津 III 藩 分限 
帳に 「五 石 三人 扶持 本 內順太 郎」 を擧 ぐ。 
もと， つり  モト ウリ  本 居條を 見よ。 

本 江 モトエ 

1 佐々 木 氏族 佐々 木 系圖に 「白 井ニ郞 
左 衞門尉 信 親— 信 行 C 本 江 遠 江 守 入道}」 
と 見 ゆ。 永 祿六年 諸 役人 附に 「詰 衆 一番、 
本 江 又三郞 方秀」 と ある も 此の 族 か。 

2 雜载牝 野 松林 院永正 九 年 文書に 元 江 
藤右衞 門を 載せ、 又武藏 等に 存 す。 

元 江 モト H 前條に 併せ 云へ り。 

元 尾 モト ヲ 石 見 等に 存 す。 

本 也ロ  モト オイ モト オリ 肥 前 國神埼 郡 
本告邑 より 起る。 當 地方の 豪族に して、 少 
貳氏の 一族 也 •鎭西 要略 •文龜 ニ 年條に 载 
せ、 又陰德 太平 記、 永 正 四 年 十一月、 前將 
軍義稽 上袼隨 從の士 に 本吿氏 ありて、 モト 
ヲ リと訓 ず。 又 戰國の 頃、 本告增 景あリ て、 
鎭西 要略、 肥 陽 軍記 等に 見 ゆ。 

元 岡 モト ヲカ 筑前國 志 摩 郡 元岡邑 より 
起る。 當郡の 豪族に して、 藤 原 姓と 云 ふ。 
元 岡 右 衞門大 夫 藤 原鎭宗 等、 ものに 見 ゆ。 
泊、 原 田、 西 •臼杵 等の 條參 照。 


又 信 濃に 存 す。 

本 岡 モト ヲカ 伊勢、 志 摩 等に 在り。. 

毛戶岡 モト ヲカ 越 前に 毛 戶岡莊 。 見 ゅ。 

本 居 モト ヲリ .以下 數條參 照。 

1 桓武 平氏 伊勢の 名 族に して、 池 大納 
言賴 盛の 裔 、本 居縣判 令 平 建鄕の 裔と稱 
す。 家の 昔が たりに 「桓武 天皇 三十 ニ 代 
の 孫 尾 張 平 賴盛六 代の 後胤 •本 居縣判 
官 平建鄕 、其の 子 本 居 兵 部 大輔武 遠、 其 
の 子 同 兵部大 輔武秀 、其の 子 同 友 馬 助 直 

武 •始めて 伊勢 國司顯 能 卿に 仕へ、 直武 
の 子 同 民部少 輔武 基、 其の 子 同 和 泉守武 
久 、其の 子 同 左 馬 亮武貞 、其の 子 同左衞 
門 尉武延 、其の 子同犮 馬亮武 重、 其の 子 
同 兵 部 大輔武 利、 其の 子同惣 助武 連なり。 
左 馬 助 主ょり 此の 惣助武 連 主まで 八 世相 
繼い で * 畠 殿に 奉仕せ らる 。かくて 武連 
主の世にぁりて、天正四年に*畠殿亡び 
給 ひたりき」 と。 

2 水 取姓說 山 田 早 稻氏云 ふ 「こは 本 居 
翁が 一志 郡大 阿坂 村 本 届 林 之右衞 門家傳 
來の系 圖を寫 し、 之に 自家 傳來の 書に よ 
りて 註を 加へ て、 家譜 修撰 一卷を もの 
し、 該 修撰を 原本と して 完備に 近き もの 
を 書かれし なれ ども、 『桓武 天皇 三十 ニ 代 


の 孫』 など 云 ふは 怪しむべく  (本 居 翁 ば 
十二 ft の 孫の 誤 かと〕、 又 尾 張守賴 盛と 云 
ふ もを かし。 蓋し こは 例の 假冒 にして、 
此の 賴盛は 池 殿賴盛 (淸 盛の 弟) にあら 
ず •又 本居縣 判官は 其の 高祖より 三十 八 
代に 當 ると 云へ ば、 高祖は 桓武 天皇よ 9 
は 遙に 古の 人に して、 その 古代 姓より 發 
せし や 想像す るに 難から ず。 

そは 兎に角、 本 居は 一に 本 折、 或は もと 
うり 等に 作 9、 古代、 水 取の 轉訛 と考へ 
.ら る。 思 ふに 元 大和 水 取 氏な りしが、 左 
馬 助 直武に 至り、 北畠顯 能に 從ひ て、 伊 
勢に下9しものならん」(以上省略、耍點 
のみ) と。 この 說味 ふべ く、 又 日 ふ 「宣 
長の 母 •大和 水分 神に 祈願して、 宣 長を 
生みし と 云 ふ も、 よし あらん か」 と。 

3 氏人 內宮舊 記、 嘉吉 元年 十二月 二十 

六日 北方 上 分 日記に 「三百 文 •おとべ の 

たう かう の 系 もん、 三十 六 •もとうりの 

さくの ぜ う、 畠 年 貫 云々」 (家の 昔が た 
り〕 0 

北畠家臣に本折新九1郎、また1本牝畠家 
臣錄に 前述 本居惣 助を 本折惣 助と 载せし 
もの あり (山 田 氏) と。 

さて 此の 惣助武 連に ニ 男 あり。 長男 「正 右 


衞門延 基 (大 阿坂 住〕— 庄右衞 門— 新兵 衞 
丨新右 衞門丨 林 之 右衞門 (絕 家〕」 にして、 
次男 ■友 兵 衞武秀 (號 道觀〕 は 後に 蒲 生 氏 
鄕に屬 し、 奧羽九 戶の戰 に 討死し、 妻は 懷 
姙の身 にて、 伊勢の 一志 郡 小津村 油屋源 
右衞 門に 身を 寄せ、 小津七 右 衞門 (號道 
印〕 を 生む。 道 印 •小津 源右衞 門の 女を 
娶リ 、三郞 右衞 門と 喜兵衞 とを 生み、. 喜 
兵衞の 男定治 •三郞 右衞 門の 後を 繼ぎ、 
その 養子 道 樹定利 (實は 小津源 右衞 門の 
男) は 即ち 宣長 たる 也。 

宣長は 初め 小 律 tiT 通 稱彌四 郞 、後 健 蔵、 
又！ 蘭と 云 ひ、 後舜庵 (春 庵) 宣 長と 稱 
す。 又 中 衞と云 ひ、 鈴を 愛して 鈴 屋と號 
す。 家傳 史料に r 勢 州 松 坂 魚 町 本 居 春菴， 
號鈴屋 、歷世 松 坂の 人」 と。 古事記 傳を 
著は して、 古道を 宣揚す？ その他 著書 多 
し。 その 男 健 藏春庭 (健 亭〕 、養子 三 四 右 
衞門大 平 (實は 松 坂の 人稻掛 棟隆の 男、 
十 介茂穗 •藤 垣內 翁〕.、 大 平の 男 兵衞建 
正、 左 衞士淸 島、 永 平、 養子 彌四郞 內遠 
C 實は濱 田 健 次 部 孝國 、また 久次郎 秋 津丨 
木綿 垣、 又榛 圍と號 す〕、 また 春 庭の 男 有 
鄕 、內 遠の 男豐穎 等、 皆學名 あり。 

又 飯 高 郡 田 村、 北方 等に も 此の 氏 あり 


モト 才力 —— モト オリ  モト オリ  モト オリ a 八 三 


モトす y —— モトカタ 


と。 以上 總べて 山 田 氏の 本 居 氏 出 自考に 
貢 ふ 所 多し。 

本 折 モト ヲ y 前條 と同樣 、主 水 氏の 後 
裔か 。加 貲國能 美 郡に 本折邑 あり、 宗祗の 廻 
國雜 記に 見 ゆ、 その 地の 豪族に して、 三 州 

志に 「本 折 (今 粟津 鄕向本 折 村〕、 文明 六 年 
十月 十六 日、 本折祖 •福 白山 本院へ 出張と、 
白山 古記に 見 ゆ。 又 本 折 越 前と 云 ふ賊將 • 
鬪錚 記に 見 ゆ。 按ずる に、 是等は 此の 地士 
ならん。 享祿四 年、 朝 倉宗滴 •本 折に 陣せ 
しことは 七國 志に 見へ、 永 祿七年 九月 十二 
日、 朝 倉義景 出馬、 本 折、 小 松 城 共に 陷る 
こ2は宗滴雜談に見ゆ」と。 

又 河北 郡 「木 越は 鞍 月庄木 一一 村に 在 9。 長 
享の 頃、 光德寺 •此の 木 越に 住し、 天 正の 
初め 湖水を 激 人して 堡を 築き、 河* 郡の 鄕 
士 •悪漢を 集め 置き、 自ら 賊魁 となれ P0 
ー說に 本 折 越 前 •之に 居る」 と 見 ゆ 0 
伊勢の 本 折 氏は 前條に 併せ 云へ リ。 

本也ロ  モト ヲ リ .モト オィ 條を 見ょ。 

本 織 モト オリ 安房 平 群 郡に 此の 地名， あ 

衫 °| - * . 

本賀 モト ガ ホン ガ條を 見ょ。 

ー兀方 モトカタ 尾 張 國大縣 神社 上官に 元 
方 氏 あリ °, 


モト 力 ハ I モト キ 

元 川 モト 力 ハ 越後、 武藏 等に 存 す。 

本 川 モト 力 ハ 秀康卿 給 帳に 「百 石 本 川 
助太郞 J を载 せ、 又武藏 等に 存す。 

本 河 モト 力 ハ ほんかは 條參 照。 

本木 モト キ常 陸に 此の 地名 ありて、 寬 
喜 元年の 眞壁 文書に 「眞壁 郡 本木 鄕 地頭 職 
云々」 と。 又 羽 後 等に も此 •の 地名 あり。 

1 武藏の 本木 氏 新 編 風土記" 足 立 郡の 
卷に 「加納 村の 名 族 也。 祖先は 岩 槻太田 
氏の 旗下、 鴻 巢七騎 の 一な りと 云 ふ。 又 
上 分に 茂 七と いへ る あり、 この 家の 分れ 
にて、 これ も鴻 巢七騎 の 一な®' と 云 ふ。 
され ど ニ 氏と もに、 家系を 失 ひたれば 詳 - 
ならず」 と 0 

2 安藝の 本木 氏 高宮 郡の 名 族に して、 
藝藩通 志に 「飯 室 村 本木 氏。 先祖 飯 室 市 
場の 城主 本木 與 I 久 吉と稱 す。 熊 谷 氏 •此 
に來 りて、 其の 所領を 奪 ひければ 遂に 農 
民と なる」 と。 猶ほ三 須條參 照。 

3 雜载 その他、 肥 前 長 崎 蘭 語 通 事 本木 
昌左衞 門の 養子 本木 昌造 永久 (實ぼ 北 島 

氏) は 築地 活版 所を 起す。 又 山陰 地方、 

信 濃 等に も存 す。 その他、 次條參 照。 

元 木 モトギ 前條參 照。 又 羽 前 等に 此の 
趣 名 あり。 


モト キ I モトサ ハ § 


丨海部 姓 阿波 國の 豪族に して、 故城 記、 

. 海 部 郡 分に 「元 木 殿 •海 部 朝臣、 藤 原 姓、 
丸 中に 藤の 丸」 と 見え* 三 好 家 成立 記に 
本木 新 左衞門 等を 擧ぐ。 

、 2 美 作の 元 木 氏 吉野郡 大野 保 川上 村 小 
淵 城主に 元 木三郞 左衞門 あり。 又 新 免 家 
侍 帳に 「元 木 刑 部 •川上 大門」 と 載せ、 
又 元 木右衞 門は、 天文 天 正 年間、 新 免 家 
に 屬し驍 勇 剛力、 その 男 兵 部と 云 ふと。 
3 雜载 その他、 磐 城 平安 藤 藩 添 役に 見 
え (武鑑〕、 又武藏 等に 存 す。 

本 儀 モトギ 武藏 等に 存 す。 

本！ i 田 モト クボタ 

本藏 モト クラ 備中國 川上 郡の 名 族な り 
と。 

本 倉 モトクラ-武藏等に存す。 

本 越 モト n シ 豐 後の 名 族に して、 豐薩 
軍記に 「佐 伯が 家人 本 越 右近」 を载せ たり。 

元 坂 モト サカ 

基 崎 モト サキ 齋 藤氏の 族な りと。 墓 崎 
の 誤 か。 

本定 モト サダ 武藏 等に 存す 0 

元澤モ トザハ 

1 詉訪神 家詉訪 系圖に 「大祝 盛 重の 男、 
賴重の 弟賴直 C 元澤 五郎、 童 名宇禮 忠辱、 


本 成 時〕」 と 見 ゆ。 

2 雜载 その他、 武藏 等に 存 す、 又次條 
と 通ず 0 

本澤 モト ザハ ホン ザハ 前條參 照。 又 
津山藩 分限 帳に 「五 石 三人 扶持 本澤 龍右衞 
門 •枠 本澤道 夫、 六 石 三人 扶持 本澤蘆 平、 
枠 本 澤文之 助」 等 見 ゆ。 又 羽 前に 此の 地名 
ありて、 武藏 等に も存 す。 

本 重 モト シゲ 次條參 照。 また 武藏 等に 
存 す。 

元 重 モト シゲ 豐前國 宇佐 郡 元重邑 (小 
野條參 照) ょり 起り し 豪族. にして、 文 明大 
永の 頃には 元 重繁弘 、その後、 元 重 純淸あ 
り。 その 系圖 は、 宇佐 史談に 「淸和 源氏 足 
利泰 氏の 後裔、 その子 賴氏 ，その子 正 公、 
その子 朝淸 •應 安中、 橫山邑 に 住サ 、元 重 
氏の 祖 也。 之れ ょり 泰淸 (永 德) 丨賴泰 C 應 
永〕— 賴淸 (正 長〕— 朝 親 (文 安中、 式部少 輔、' 
土 佐 守)— 淸親 (文明 中、 六郞 左衞 門〕— 淸 
朝 C 延德 中、 越 中 守* 次郞 左衞 門〕 丨賴親 
(繁弘 、土 佐 守)— 鎭淸 (永 祿 中、 隱岐 守)丨 
鎭賴 .(天 正、 兵 部丞〕 丨統昌 (兵 部 承) 丨統 
淸 C 慶長 中、 久右衞 門、 大 庄屋の 始〕 —哉昌 
(正 保、 安右衞 門〕丨 統哉 ( 寬 文、 平发衞 門〕 
丨統任 (元 祿 、安 右衞 門〕 丨統方 ( 享 保、 平 左 


モト サハ 一 ^ モト シケ 


衞 門)〜 統 綱— 統光 ( 寳曆 、大 庄屋〕— 統久 
(天明〕— 統成 (文政、 瞽〕 丨統長 (天 保 •©〕— 
統晋 C 修庵 、醫) j と。 

又 「一代 朝淸； ■•應 安七 年、 菊豳氏 退治の 爲め 
に 九州に 下り、 當國 の 人 河 谷 四 郞泰 親の 跡 
を繼 ぎ、 橫山 谷四ヶ 名の 地 百 町を 領 し-元 
重 氏の 統を鎏 れ 、五代 朝 親 •文 安の 頃大內 
義興 に屬 し、 土 佐 守に 任ぜられし が、 爾来 
暫く 大內 氏に 隸屬 し、 九 代鎭淸 •永 祿の 頃、 
大友 氏に 附 き、 馬 岳の 戰 、日 州 高 城の 攻戰 
に 軍功を 樹て 、十代 兵 部 丞鎭賴 は、 當時大 
內黨の 時 枝 氏と、 數 次戰づ て- 大友氏 に勳 
功を 樹 つ。 

又 十二 代 久右衞 門 統淸は 小 倉 池の 築造に 功 
をた て" 其の後 大 庄屋を 命ぜられ、 爾來安 
右衞 門哉昌 、平 左 衞門統 哉、 安 右 衞門統 任、 
平 左 衞門統 方、 安 右 衞門統 綱、 平 左 衞門統 
光と六代设襲<て大庄屋を勤む。其の後顯 
鄕統 成は 帆 足 先生の 門人た 9」 と。 

本 下 モト シタ 
本島 モト シマ 次條參 照。 

1 淸和 源氏 . 

2 土屋 氏族 肥 前大村 藩士 系錄に 「甲 州 
武 田家 土屋源 左 衞門裔 J と 見 ゅ。 

3 雜载 その他、 安中 板 倉 藩 添 役に 見え、 


モト シケ —— モト シマ 


又武藏 * 信 濃 等に 存す。 

元 島 モト シマ 前條と 通ず。 高 取 上 村 藩 
添 役に 見え (武鑑〕、 又武藏 、信 濃、 大和、 
攝津 等に 存 す。 

本压  モト シヤウ ホン シャゥ 條を. 見ょ 0 

本 宿 モト シユク 三 河、 駿 河、 武藏 、上 
野 等に 此の 地名 あ 9。 而 して 南部 藩に 存 し、 
參考 諸家 系圖に 本 宿 彌十郞 家 方 等 見 ゆ。 又 
武藏 等に 存す。  ' 

基 尻 モト ジリ 尾 張の 豪族に して、 基 尻 

大隅 守は 佐屋に 住せし とぞ 。大矢 部 條を見 
上 0 

本巢 モト ス 美 濃國に 本巢郡 ぁり、 和名 
抄に毛止須と註す、古代、本巢國の在りし 
地 也。 

〇 本 巢國造 丹 波 道主 家の 一族に して、 

古事記、 開化 段に 「神 大根 王は、 三野國 
之 本巢國 造、 云々 の祖 4 と 見 ゆ。 その他 
の 事は ミノ 條に詳 か 也 0 
本須 モ トス 那須 氏の 族な りと 云 ふ。 
本末 モト ス N 
本 杉 モト スギ 武藏 等に 存 す。 

本 瀬 モト セ 安藝の 國 の 名 族 1C . して、 藝 
藩 通 志に 「本 瀨豐後 宅 址は高 田 郡 多 治 比 村 
瀨戶に あ 9」 と。 


モト シマ モト セ B 八} lj 


モ トト —— モト ナカ 


モト タ —— モ トト 


本 田 モト ダ ホ ンダ條 を 見よ。 

元 田 モト ダ 

丨 肥 後の 元 田 氏 熊 本 藩士に して、 菊 池 
郡 代に 元 田 尉大夫 (享 保〕 あ t。 又 幕末 
明治に 至り、 元 田永孚 (子 中、 東皇〕 出 
で 國事に 功多く Y 男爵を 賜 ふ、 その 男享 
吉 也。 

2 筑 後の 元 田 氏 久留来 十 軒 屋敷に 元 田 
九郞 兵衞 •見 ゆ。 

3 豐 後の 元 田 氏杵筑 藩士 元 田 長 敏の男 
百 平彝は 帆 足 萬 里 門下の 俊才に して 竹溪 
と號 す。 又 近き 世に 元 田 肇あリ 、明治 以 
來 、政界に 名聲 高し。 

4 雜载 その他、 信 濃 等に 存す 0 
本 谷 モト ダ モトヤ 
元 近 モトチカ豐前國下毛郡の豪族にし 
て、 元龜天 正の 頃、 元 近飛驛 守 •見 ゆ。 

本 塚 モト •ツカ 

本土  モト ツチ ホン ド 肥 後天 草の 豪族 
也、 本砥條 を 見よ。 

本 集 モト ツメ 井上 系圖に 本 集 猪 犮衞門 
尉* 見 ゆ。 モグ メ條參 照。 - 
本條 モト デウ 越後の 豪族に 在り、 ホン 
デウ條 を 見よ o 又 ホン ジヤ ウ條參 照 0 
本 ® モ トト ホン ド 肥 後國 天草 郡 本戶 


村よ 9 起る。 大藏 姓に して、 大藏氏 系圖に 
「四郎 兵衞 尉種資 丨種增 (兵 衞次郞 、父 木砥 
河内 領主、 播磨局 養子、 法名 覺祐 、又 種覺、 
弘安亂 の軍忠 に 依 9、 天草 大 夫に 屯 ぜら る) 

'丨種 胤 (本 砥大 夫、 法名 宏種〕 丨資種 (天草 
大夫〕 」 と 。播磨 局とは 種 資の姊 妹に して、 
系圖に 「嫡 女子 (諕播 磨 局、 實子 なし、 本 
砥領主 室)」 と 見 ゆ。 その他は 天草、 瀬戶等 
の條參 照。 

本殿 モト ドノ モト / 常 陸の 豪族に し 
て、 新編國 志に 「本殿 •新 治 郡本戶 村より 
出づ (今 茨城 郡〕。 笠 間 盛 朝の 三男 高 朝 •始 
めて 本殿 彌三 郞と稱 す」 と。 

$0  モト トミ 武 藤氏の 族に して、 武藤 

.系圖 に 「少 貳貞經 丨賴尙 —賴澄 (太宰 少貳、 
本 富〕 丨貞 賴—嘉 賴 丨敎賴 丨政資 」 と見ゆ 。 
少貳 、武藤 等の 條參 照。 

モ トナ ホン ナ條を 見よ。 又 佐 渡 守 
護 代 山城 入道 あ 9、 當國 古文書に 「本名 彈 
正 左衞門 範忠 (臆 永 十六 剃髮) J と、 原の 名 
の 意 か。 本 間條を 見よ。 

元 中' モト ナカ. 

本 良 モト ナガ 奥州 本 良庄よ 9, 起る。 伊 
達 正宗 家臣に 見 ゆ。 猶ほ モト ラ條參 照。 

元 永 モト ナガ 豐前國 京都 郡 元 永邑 より 


モト ナカ i モトハシ § 八六 


起る。倥田文書觀應元年沙彌判書に「元永 
村 元 永 彌次郞 」 見 ゆ、 佐 田條參 照。 

本 長 モト ナガ 鐵砲 免狀に 本 長 流 本 長 平 
馬 •見 ゆ。 

本 梨 モト ナシ 諸家 系 圖纂に 「桓武 平氏。 

本 鄕隼人 正— (本 梨〕 爲平 (民 部丞 )— 光胤 
(備中 守〕— 光恒 (修理 亮)」 と 見 ゆ。 

本 波 モト ナミ 

本 成 モト ナリ 田 中 藩 知行 割 帳に 「百 ニ 
十 石 本 成 孫 右衞門 J を载 せたり。 

本 西 モト 1 i シ 藤原姓にし，て、經季を祖 
とすと 云 ふ。 

本 沼 モト ヌマ 磐 城 國白河 郡 本沼邑 ょり 
起る。 結 城 家 重臣， にして、 天 正の 頃、 本 沼 
下野 守 ぁり。 

本 野. モト ノ ホン ノ 肥 後 國本野 邑ょリ 
起る。 本 野 親 載 ぁり、 室、 葉 室 等の 條參 照。 
又武藏等にも存す。  . 

元 信 モト / ブ備前 等に 存 す。 

本也ロ  ホト ノリ モトオ  ィ條を 見ょ 0 
本 橋 モト ハシ 

1 武藏の 本 橋 氏 唐 竹 村 白 髭 社の 神職 
家" 下 赤 H 村 神明 八幡 社 神職 等に 見え、 
又埼玉 郡に 在り。 又 家紋 三つ巴 •と 云 ふ も 
の存す C 


2 . 雜载 その他、 加 實藩給 帳に 「百 八十 
石 本 橋 一之進」 を 载 せたり。 

元 橋 モト ハシ 武藏 等に 存 す。 

元梯 モト ハシ前 ニ條參 照。 

元 林 モト ハヤシ 

本 林 モト ハヤシ 信 濃 等に 存 す。 

本 原 モトハラ阿波國板西郡の豪族にし 
て、 故城 記に 「本 原 殿、 大江 姓、 曾 我、 家 
紋鐺 の紋 J と 載せ、 一本には 「小 笠 原、 松 
皮 藤の 丸」 と 見 ゆ。 

元 原 モト ハラ 

本 平 モト ヒラ信 濃 等に 存 す。 

本廣 モト ヒロ 利 仁 流 一舞 原 姓齋 藤氏の 族 
にして、 永享以 來御番 帳に r 齋藤沐 廣孫左 
衞門 尉」 見 ゆ。 

元弘 モト ヒロ 中臣氏の族ビして>中臣 
系譜に 「糠 手 子 大連裔 、逸 志 (祭主〕— 起 生 
(六 位〕— 恒實 (元 弘氏) j と 見 ゆ。 

本部 モトべ 會津藩 浮洲氏 文書、 秀秋判 
書に 「本部 新 犮衞門 どのへ」 見 ゆ。 金 吾 中 
納 言の 小姓に して、 關ケ 原に 從 軍す。 

元 藤 モト フチ信 濃 等に 此の 氏存 す。 

本 間 モト マ ホン マ條を 見ょ。 

元 松 モト マツ 屋 張大縣 神社の 神官に 元 
松 氏 •見 ゆ。 


モト ハシ I 乇トマ ッ 


本 松 モト マツ 武藏 等に 存 す。 

本 奪 モト々/ ゾ 筑 後の 名 族、 一條 氏は、 
もと 本講 氏と 稱す とぞ 0 
本宫 モト ミヤ ホン グウ 尾 張、 三 河、 
遠 江、 相 摸、 岩 代、 陸 中、 羽 後、 紀伊 、豐 
後、 壹岐 等に 此の 地名 ぁり。 

丨淸和 源氏 足 利 氏族 岩 代 周 安達 郡 本宮 
邑 ょり 起る 心 ホン グウ 也。 畠 山 修理 大夫 
國詮の 次男 上 總介滿 國を祖 とす。 畠 山、 
ニ 本 松、 鹿 子 田 等の 條を 見ょ。 後裔 •伊 
達 家に 存 す。- 

2 熊 野 別 當族耙 伊 國牟婁 郡 本 宮邑ょ 奴 
起る。 平家物語に 「本営、 新宮 、那 知、 
若 田、 田邊 、云々」 と、 熊 野條參 照。 又 
治 承 文治の 頃には 本 宮別當 行 明、 建武の 
頃には 本 宮別當 道 有 •下って 大坂戰 の 頃、 
本営 別 當竹坊 •見 ゆ。 その他は 熊 野條に 
詳か也 。 V. 

3 湯淺 氏族 これ も 紐 伊の 豪族に して、 
太平 記卷ニ 十六に 湯淺本 宮太郎 左衞 門を 
载せた 90 

4 大神姓 宇佐 大鏡に 「保 元 ニ 年、 椿庄 
，若宮 殿に 於いて、 當庄々 司 本営 貫主 大神 
兼 助を 殺害し、 神殿を 燒拂 ふ」， と。 

5 雜載 その他、 武藏 等に 存 す。 


モト マツ —— モト ミャ 


元宗 モトム ネ備前 等に 存 す。 

本 村 モトム ラ ホン ムラ 武藏 、信 濃 等 

に 在り 0 

基 村 モトム ラ 
元 持 モト モチ 

本家  モト ヤ 、ホン ケ條を 見よ。 此の 氏 も 

あ 90  V 

本康 モト ヤス 桓武 平氏 小 栗 氏の 族 也。 
家紋 丸に 立 波、 十六 葉 楽。 幕府 藝者の 書附 
に 「百 俵 本 康宗碩 、今程 百 俵 十 人扶 ，持、 寄 
合 •本康 碩菴」 を载せ 、宗 碩德 長より 系 あ 9。 
又藝 者の 書附に 「百 俵 五 人 扶持 齒醫 本康壽 
仙、 今以 つて 同 高、 寄 合」 と。 壽仙 •名は 德 
亮 •德 長が 養子に して、 實は森 氏が 男 也。 
元 安 モト ヤス 尾 張 國大縣 神社 上官に 元 
安 氏 •見 ゆ。 

本 保 モト ヤス 加 賛藩給 帳に 「千 八 百 石 
(紋上 羽 蝶) 本 保 十 太夫 •五百石 ( 紋同〕 本 
保 勝左衞 門、 二百 五十石 (紋 同〕 本 保政吉 、、 
百 五十石 (紋丸 內上羽 蝶〕 本 保 甚六郎 '、參 
百 石 (紋 同) 本 保 平 太夫」 と载 せ、 又武藏 
等 ^ 荐 す。 

本 柳 モト ヤナ ギ武藏 等に 在 9。 

許 山 モトヤ マ 次條を 見よ。 

本山 モト ヤマ .和名 抄 、讚 岐國山 田 郡に 


モトム ネ 1 モト ヤマ 3 八 七 


モト ヤマ  モトヤ マ モト ヤマ  S 八 八 


本山 鄕を收 め、 毛 止 夜 萬と 註す、 後に 本山 
庄 起る、 東鑑に 「石 淸水領 讀岐國 本山 庄」 
と、 今 元 山 邑と云 ふ。 又 三 野 郡に も 本山 鄕 
を收 む、 今 本山 邑と云 ふ。 次に 豐前國 京都 
郡に 本山 鄕、 肥 後 國山本 郡に 本山 鄕を载 せ、 
毛 止 夜 萬と 訓ず 。その他、 信 濃、 土 佐、 肥 
後 託 麻 郡 等に 此の 地名 あり。 

1 平 姓 土 佐 國長岡 郡 本山ょ 9 起る。 平 
姓な りと も、 振 姓な りと も、 或は 小 野 氏と 
も 云 ふ。 五 千 貫の 領主に して、 一條 國司 
に 屬せ しが、 梅慶に 至り 減 亡す。 長 曾 我 
部 系圖に 「本山 梅慶 、土 州 人 ニ 郡 主 也」 

と 見 ゆ。 

これょり 前、 南海 通 記に r 土 佐の 郡 司 本 
山 氏 •細 川賴 春に 屬 す」 と载 せ、 南路志 
に 「本山 氏は 平 姓 也。 舊 •源に 作り、 或 
は 小 野に 作る は 皆 非 也。 吾川 郡 芳原若 一 
王子、 及び 高 岡 郡 蓮 池西宮 等に 明證 あり。 
その祖先*住昔 ^ 未詳也。设々長岡郡本 
山を 領 して、 土 居 村に 住す。 故に 本山を 
氏と す。 梅溪の 時に 至り、 勢 漸く 長大、 

土 佐 郡、 吾川 郡、 及び 高 岡 郡少 許を 併呑 
し、 徙 りて 土 佐 郡 朝 倉 城に 住す。 尾 立 村 
宗 安寺 所蔵の 牌 主に 「淨虹 院前豐 州 太守 
梅溪宗 春！ 5 士 、天文 二十 四 年 二月 三 烏、 


世齡 四十 八 歳 逝去」 と。 

また 舊 文を 撿す るに、 「本山 氏に 淸茂 、茧 
辰、 貞 辰、 茂宗 、政貞 等 ぁり、 其の ^ - 乙 
を 知らず。 諸 書 •多く 山中 担 戰の言 ぁり、 
或は 淸茂 を梅溪 となし、 茂 辰を 式部 少輔 
と爲 す。 今時 序を以 って 之を 推す に 恐ら 
く是に 近し。 朝 倉の 亡は 當に 永祿の 初な 
るべく、本 05 の滅は當に永祿十ー年冬た 
らん か J と。 又 香 宗我郜 記録に 「細 川の 
切腹を 聞きて、 本山 •張 本に て、 大 平、 
吉 良、 山 田と 申合せて、 兼 序を 討っ て 本 
望を 達せん と、 永 正 五 年 五月、 其の 勢 三 
千餘騎 にて、 江村 鄕豐 岡の 城へ 取掛 くる。 
兼 序 •是を 聞て、 手勢 五百騎 •桑 名久武 
中の 內を 先と して、 山 下へ 下っ て、 本山 
七 百騎に て扣へ たる 眞中へ 切って か、 
り、 敵 六 七十を；^ って、 鬨を 上げて 此 
の 競に 城へ 引 とれと 下知して 引取る。 大 
平、 山 田、 吉良が 勢 ニ 千餘騎 •ニ 手に し、 
城へ 人らん と 突いて か る。 兼 序 •前後 
の 敵を 追 北して、 無難に 城へ 取 籠る。 大 
平、 山 田、 吉良 、本山 •城の 三方を 取卷 
いて、 晝夜 二十 五日 攻戰 ふ。 兼 序の 軍兵 
大半 討死して、 兵粮 も盡 く」 と .0 
又 古城 記に 「本山 茂 家 入道 •其の 志 傑出 


し、 吾川、 土 佐 ニ 郡を 打從へ 、猛威を 振 
ふ。 然るに 長 曾 我 部 將監兼 序が 細 川 殿の 
御 代官の 威勢を っのり 居る を 見て、 旣に 
合戰に 及びし 時、 二十 餘日 息を もっかず 
戰ふに 、城兵 遂に 兵粮 盡 きて 落 去す。 兼 
序の 一子は 千 王 丸と て、 年 六 歳に 成りけ 
るが、 幡多中 村へ 落 行きけ る。 一條 殿は 
千 王 丸を 不便に 思 召し、 御 側に 寄せられ、 
十三. 歳の 時、 房 家 公ょり、 長 曾 我 部 千 王 
丸が 本領 三千 貫を、 吉 良、 本山、 大 平に 
はかり、 御 扱 ありければ、 永 正 十三 年、 
千 王 丸 •岡豐 の 古城へ 歸 る」 と C 地名 辭 
書)。 長 曾 我 部條參 照。 

土 佐 郡の 名 祠朝倉 神社の 南なる 岡 上 ' 1C 、 
本山 氏の 古城 址あリ 。本山 •土 居ょ リ 起り 
て、 當 郡を 取りし は、 天文 比の 事に して、 

永 祿六年 正月に 至り、 長 曾 我 部 元 親に 被 
られ 、當 地を 退去す。 初め 本山 左 近 茂 宗丨 
天文 中、 本山を 其の 子 式部 少輔茂 辰に 讓 
り、 入道して 梅 慶と號 し。 朝 倉 山 重 松の 
古城を 改築して 當城に 移りて 死し、 その 
子の 代に 退散す C 南路 志〕。 

而 して 南海 通 記、 吾川 郡 兵役 記に 「吾川 
郡は 本山 五 千 貫、 大比羅 四千 貫、 兩郡司 
也。 本山 數度 の戰に 敗れて 切 所に 籠り、 


七 年 相 保つ。 梅 * 、 式部少 輔 、ニ 人と も 
に 病死して、 其の 子將監 •瓜 生 野の 谷 ロ 
に 要 城を 構へ、 家臣 吉 井と 云 ふ 者に 預け 
て 守らし む。 永 祿九年 (立 石 記の 如くな 
れ ば、 永祿六 年に 當る〕 元 親 •大河を 越 
えて 瓜 生 野へ 攻め入る。 吉井 •防戰 すと 
云へ ども 勞兵な れ ば、 寛に 敗れて 死す。 
將監 •カ竭 て降參 す。 本山は 累代の 譬寇 
なれ ども" 梅慶 •其の 子 式部 小 ノ輔の ニ 代 
過ぎて、 今の 將監は 元 親の 姪に して、 母 
儀 も 存命な れば 憐憨を 加へ、 一男 將監、 
ニ男內 記、 三男 又四郞 、女子 二人、 母子 
と％ に 六 人を 城ょ ぶ 連 出し、 扶助を 加へ、 
夫々 に 食邑を 出し、 撫育して 五 千 貫の 地 
を沒收 せらる。 同 郡の 大比 羅も戰 敗れて 
四千貫の地を收め、當郡の國-<士は片岡、 
森、 中 村、 尾 川、 波 川、 三 之宮 、能 律の 城 持 
小身の 者 ども、 皆 元 親の 家人と なる」 と 0 

2 肥 後の 本山 氏嘉吉 三年 菊 池 持 朝の 侍 
帳に 本山 三菏守 惟之を 載せ、 又 永 正 元年 
政隆侍 帳に 本山 十郞 太郞能 也 •見 ゅ。 下 

リて 近き 世 •本山 彥ー あり、 大阪每 日 新 
聞 社長と して 令名 高 かりき。 

3 藤 原 姓大村 藩に 在 9 て、 士系錄 に 「藤 
原 姓 本山 兵大 夫」 と 見 ゆ。 


モト ヤマ 


4 橘 姓 紐 氏 か。 和 泉國日 根の 豪族に し 

一て、 淡 輪 彥太郎 助 重の 後 也。 其の 子左衞 
門 太夫 長 重より、 次 郎左衞 門 有 重、 左衞 
I 門太甄 隆 重、 佐 渡 守昌利 、六 郞兵衞 重 氏 
を經 て、 因幡 守 重 正の 長男 大和 守 長 重の 
弟次郎 左 衞門昌 信、 其の 子次郞 左 衞門信 
重 •家名を 本山と 改む 。タン ノヮ條 を 見 
上 0 

六 右衛門 正 信 •寬文 三年 幕臣、 その 男 七 
右衞 門正榮 より 寬政 系譜に 系 ぁり。 家紋 
源氏車、丸に橘。 

5 信 濃の 本山 氏 詉訪志 料に 「信 州 先方 
仁 科 入道 八十 騎の內 、許 山 兵 部は 當家の 
始祖に して、 筑摩 郡鹽尻 組に 本山と 云 ふ 
地名 ぁり。 古 城址は 本山 村より 卯の 方 五 
町 許り、 木 曾 押の 警衞 所たり。 兵 部は 其 
の 城主に して、 本領 地の 名を 氏號 とし、 
代々 玆に 住す。 天文 中より 武 田家に 屬 し、 
主家 沒 落後は、 詉訪郡 神 貢 地の 里に 潜 居、 
農と なり 邑 事を 司る」 と。 

6 雜载そ の 他、 羽 後 秋 田 郡 五社 堂 赤 上 
神社 別 當赤神 山 日 積 寺 永禪院 •明治 初年、 
復 飾して 本山 氏と 稱 す。 又 尼 暗 松 平 藩 用 
人に 本山 氏、 京 極 殿 給 帳に 「二百 五十石 
本山 甚兵衞 J、 筑 後將士 軍談に 「庄屋 善 右 


衞 門家傳 に、 先祖 本山に 住す、 高 良 山の 
本 也。 故に 本山と 云 ふ。 永祿 中、 本山 永 
; 馬と 日 ふ 者 あ 9、 天 正中、 常 光と 改 む、 
その子 善郞 •庄屋 役」 と。 

又會津 藩に 存 し、 又狐戾 城代に 本山 豐前 
あり、 金 上條を 見よ。 その他、 攝津 、伊 
勢、 志 摩、 尾 張、 武藏 等に 存 す。 ■ 

元 山 モト ヤマ 前條を 見よ。 武藏 等に 此 
の 氏存 す。 

茂 登山 モト ヤマ 同上。 

元 湯 モト ユ 相 州 箱 根元 湯よ 9 起る。 元 
湯彌 五兵 衞あ り、 秋 山道 伯の 裔な りとぞ (新 
1 編 風土記〕。 

本吉 ，モト ョシ 奥州 本吉 郡の 外、 加實等 
に 此の 地名 あり。 

1 奥州 藤 原 氏族 陸 前本吉 郡より 起る。 
尊卑 分脈に 「秀鄕 後 孫、 秀衡 の ニ 男高衡 
(本 吉 冠者〕」 と载せ 、又 藤 原 系圖に 「本 吉 
三郞 隆銜」 など 見え、 また 四 男と も 云' ひ、 
\ 中 興系圖 には 「本吉 •藤 姓、 本國陸 奥、 
陸 奥 守 秀衡の 男三郞 高衡 •之を 稱 す」 と。 
而 して 東鑑 に本吉 冠者、 また 元 吉と载 せ、 
又 「城 四郞長 茂の 餘黨 •城 小 次 郞資家 入 
道、 同 三 郞資 正、 本吉 冠者 隆衡 、官軍に 
誅せら る」 と。 盛衰 記には 元 能に 作る。 


モト ヤ 7 モト ヤマ —— モト ヨシ S 八 九 


モト ヨシ 


I 陸奧 國三戶 立の 馬。 秀衡が 子息 元 能 冠者 
が 進せ たる 也」 と。 その 居所は 封 內 風土 
記に 「志 津川邑 、古壘 凡そ 四、 其の 一を 
朝日 舘と號 す。 傳へて 藤 原 秀衡の 第 四 子 
本 吉四郞 高 衡の所 居と 日 ひ、 觀迹 聞老志 、 
名跡 志 共に 日 ふ、/ 葛 西 家臣 千 葉大膳 •居 
ると。 其の ニを 小 館を 云 ふ、 其の 三を 小 
森. 館、 其の 四を 新井舘 と 日 ふ j など 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 葛 西 氏族 これ も 前述 本吉郡 
ょり 起る。 葛西實 記に 「承 久兵亂 の 後、 
千 葉五郞 兵衞晴 胤の 嫡男 賴胤 (千 葉 介〕 • 
故 有りて、 葛 西 家に 預けられて、 其の 聱 
となり、 東 山.、 長 坂、 伊澤、 百 岡、 本吉 
の數 所を 知行し、 その 四 男を 本 吉四郞 と 
日 ふ」 と。 その後、 葛 西 記に 本吉 大藏少 
輔を载 せた 90 

3 上 總の本 吉氏管 窺 武鑑に 「天 正 七 年、 
上總國 _ 山 城主 本 吉三郞 丘 5 衞 •北 條へ心 
を 通ず」 (地名 辭 書) と载 せ、 新田 系圖に 
「岡 本 左 京 亮賴元 •天 正 七 年 五月， © 山城 

主 本 吉三郎 兵衞 謀反の 時、 之を 討 取る j 
と 0 

4 大友 氏族臺 後筑 後の 豪族に して、 鏡 
山 文書に 「三濟 郡國分 寺の 內 、本 吉大藏 
小 ノ輔先 給 四 町」 と 見 ゆ。 その 出自に 關し 


モト ヨシ T モ トリ 


ては、 大友 系圖に 「能 直— 有 直 (元 吉四 
郎 、母 白拍子)」 と 載せ、 一本に 「有 直 (元 
吉四郞 >丨 有季 C 元吉太 郞〕 丨光直 (同 ニ 
.部)」 と あり。 又 一本に 「有 直 •四郞 、筑 
後 元 吉家祖 J と 見 ゆ。 肥 前 淀姬社 永享ニ 

年 文書に 「本吉 伊勢 守 代 森 戶但馬 守」 と 

ある も 此の 族な らん。 

5 雜载 その他、 武藏 等に 存 す。 

元 能 モト ヨシ 前條 氏に 同じ。 盛衰 記 等 
に 見 ゆ。 

元士ロ  モト ヨシ 本 吉條第 四 項を 見ょ。 . 
本 好 モト ヨシ 前 各條參 照。 豐前 等に 此 
の氏存 す 0 

元 良 モト ラ 明治時代 心理 學者に .元 良 勇 
次郞あ り。 猶ほ モト ナガ 條參 照。 

水 取 モ トリ モヒ トリ 水 取 部 並に 其 

の 伴 造、 及び 其の 裔也 。モト リベ 條參 照。 
1 水 取 造 物 部 氏の 族に して、 水 取 部の 
: 伴 造 家 也。 天武 朝に 至り、 連 姓を 賜 ふ。 
本 貫は 大和な らん。 

2水取連前項氏の連姓を賜へる氏にし 
て、 天武紀 十二 年條に 「水 取 造、 云々 に 
姓. を 賜 ひて 連と 日 ふ J と 見知。 姓氏 錄に 
は 左 京 神 別に 「水 取 連。 同上 (伊香 我 色 
乎 命の 後 也)」. と 載せ、 また 右京 神 別に 


モト u a 九 〇 


「水取連。同神六伢孫伊香我色乎命の後 
也」 など 载 せた 9。 その後、 貞觀六 年 八 
月紀に 、竄禰 姓、 及び 朝臣 姓を 賜 ひ、 「神 
饒速日 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

3 高 市 水 取 連 大和 國高 市に 在りし 水 取 
部の 伴 造に して、 正倉院 天平 神 護 元年 文 
書に 「從八 位 上 高 市 水 取 連 老人」 を载 せた 
/ り、 物 部 氏の 族な らん。 

4 大宅水 取 臣春日 氏の 族に して、 天 長 
十 年に 朝臣 姓を 賜 ふ。 大宅臣 ょり 分る。 
第 六項參 照。 

5 水 取 朝臣 第二 項 氏の 族に して、 貞觀 
六 年 八月 紀に 「左 京人 散事從 五位 下水 取 
連 夏 子、 故 外從 五位 下水 取 連 柄 仁、 故 外 
V -從 五位 下水 取 連繼男 等に、 姓を 朝臣と 賜 
ふ。 神鐃速 日 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

6 大宅水 取 朝臣 第 四 項 氏の 後に して、 
天 長 十 年 二月 紀に 「典 藏從四 位下 大宅水 
取 臣繼主 等 三人に、 朝 S 姓を 賜 ふ。 繼主 
は 臣八腹 木 事 命の 後 也」 と载せ たり。 春 
日、. 大宅 、葙留 等の 條參 照。 

7水取宿福第ニ項氏の後にして、貞觀 
六 年 八月 紀に 「左 京人 主 水 令 史正七 位下 
水 取連繼 人、 散 位 正べ 位下 水 取連繼 主に、 
姓を 朝臣と 賜 ふ」 と旯ゆ 。 . 


8 伊實水 取 阿倍 氏の 族な r ぐ 次 項を 見 
ょ。 

9 攝 律の 伊 貿水取 姓氏 錄 、攝 津皇 別に 
「伊 貿水 取。 阿倍 朝臣 同祖」 と载 せたり。 
10 宇陀 水 取 大和 國 宇陀に 在 y し 氏に し 
て、 宇陀 縣 主の 族な り。 古事記に 「弟 宇 
迦斯 、此は 宇陀 水 取 等の 祖 也」 と 見 ゆ。 
主 水部 條を 見ょ。 

11 雜载 その他、 無 尸の 者、 正 倉 院寶龜 
三年 文書 等に 見 ゆ。 水 取 連の 族なる べし。 

猶ほ モト ヲリ 、モト" オリ、 モ ，トロ ヰ 等の 

條參 照。 又仲衰 記に 筑紫沒 利 島 •見 ゆ。 
主 水部の ありし 地 か。 

水 主 モ トリ ミ ヌシ モンド 

〇 水 主 直 尾 張 氏の 族 也、 ミヌシ 條を見 
上 0 

水部 モト リベ モヒ トリべ 職業 部の' 一 

にして、 モ トリ； a モヒ トリ (水 取) 也。 水 
の事を掌リし品部にして、常陸風土 |2- 茨城 
郡條に 「桑原岳。昔.倭武天皇(日本武尊> 
岳の上に停留し給ひ、御膳を進め奉る時、 
水部を して 新に 淸 水を 掘らし めし かば、 出 
づる泉 ゾ#  く 香は しく、 飮み喫 ふに、 尤も 
好し。 云々」 と 見 ゆるに よりて、 其の 職掌 
を 知る y し。 
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中古に 及び 職員 令、 営 內省の 被 管に 主 水 司 
あリ 。「正 一人 •樽、 水、 鑌粥 、及び 氷室の 
事を 掌る。 佑 一人、 令史 一人、 氷 (水なる 
べし〕部四十人、使部十人、直丁一人、龊 
使丁廿人、水戶」と载せ -^ り。その他、モ 
トリ 條 、及び 以下 敷條參 照。 

水 取 部 モト =>ぺ モ匕 トリべ 前條品 部 
に 同じ。 

1 美 濃の 水 取 部 大寶ニ 年の 半 布 里戶籍 
に 「水 取部廣 ，水 取 部都賣 、水 取 部古賣 J 
などを 载せた り。 

2 山城の 水 取 部 綴 喜 郡に 水 取 村 あり、 
此の 部 民の ありし 地なる べし。 

3 常 陸の 水 取 部 前條參 照。  . 

主 水部 モト リベ モヒ トリべ 職業 部の 
一にして、 水部、 又は 水 取 部と 云 ふに 同じ。 
〇 菟 田 主 水部 大和 宇陀に 在 リし水 取 部 
にして、神武紐に「弟猾に猛田邑を給ひ、 
因って 猛田縣 主と 爲 す。 是れ莧 田 主 水部 
の 遠祖 也」 と载 せたり。 水 取條第 十項條 
參 照。 

母 止理部 モト リベ 前數條 氏に 同じ。 
1 . 備 前の 母 止 理部神 護 景雲 三年 六月 紀 
に r 藤 野 郡 人 母 止 理部奈 波、 赤 坂 郡 人外 少 
位上家部大水、云々等六人に、石野連を 
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賜 ふ」 と载 せ、 また 「美 作 •備前 兩國の 
家 部、 母等理 部 ニ 氏の 人 等、 頭を 盡 して、 
姓を 石 野 連を 賜 ふ」 など 見 ゆ。 

2 美 作の 母 止理部 前項を 見ょ。 

7X 戶 モト リベ 職業 戶に して、 水部を 出 
す 戶を云 ふ。 

物理 モト ロ 4 和名 抄 、備前 國磐梨 郡に 
物理 鄕を载 せ •毛 止呂 井と 註す。 モト リベ 
の 訛なる べし。 

本 脇. モト ワキ 日向 記に 「祐持 本領 日向 
國都於 郡の 事、 本 脇 刑 部左衞 門尉祐 賴の孫 
伊東 藤 內左衞 門 尉 祐廣の 嫡子、 守 永 下野 守 
祐氏押 領し玉 ふなり」 と 0 

毛內 モナ イ陸 奥、 武藏 等に 存 す。 

茂 庭 % - K ノ 

1 河 村 氏族 陸 前 國名取 郡 茂 庭邑 ょり 起 
.る。 茂 庭數之 助秀將 あり、 河村秀 淸の裔 
. と 云 ふ。 封內 記に 「茂 庭邑は 茂 庭 氏が 古 
來の釆 地 也。 八幡宮 •生 出が 森に 在り、 古 
昔、 大木 山 雲 道 寺と 號 する 者 あり。 文治 
中、 源 賴朝卿 •東征の 時、 元祖 河 村四郞 
秀淸 (藤姓、初め千鶴丸>阿津加志山先 
登の 賞と 爲 して、 本州 耶 摩、 名 取の 兩郡 
內數邑 を 賜 ひて、 本邑に 住し、 以つ て稱 
號と爲 す。 此の 社 •乃ち 城 中の 鎭守 也。 

モ トリへ I モニハ  i 


4*3  2 

茂 文 道邑政  で八以 千の 元へ し’ ては 伊 義之 子年 秀文 

雜庭字 了 西 宗陸居 年下 石 裔人賜 、念 舊達岩 秀が上 、國祿 
载定 卞 庵 館 家 前る 、十1- 志 道は 性 西 鬼 家 代に 陣總定 、三 
元に •は、 臣 の1- 茂 六と 田 了り 山 公庭の 茂 分 代 定置 ^ 年 
そ ハ 移 之傳に 茂と 庭 邑载郡 庵、 公に に 重 庭 與と元 •歩、 
の 功る にへ し 庭 見 周 、せ 松は 評に 仕作臣 氏し 爲ハ 田證茂 
他 臣し居 云て 氏 ゆ 防 公 、山 天定仕 ふるに  てる 初 村擊庭 

、ぃとる ふ 、 。良 族 封鄕正 役へ と。 し 伊 別。 め 郡 g 駿 

武等 見0  、觀前  元 茂內を 中と.、 云 そて 達 家 定理 門秀河 

藏 あえ 寬初蹟 項 •庭 •記 食、 爲永 ふの、 郡と’ 元 兵 澤こ守 

等り 、永め 聞の  移 氏に み 奉る 井。 祖毋茂 爲成衞 城盘定 

に0 又 十 茂老茂  住の つ 、行0 庄 老監臣 庭す. 長 w に 興 置 

存 茂 三 庭 志 庭 以所松 秩職そ 内い 物家邑 し の 幼 戰しハ 

す 庭 年 石に 石 來頜山 凡との 川て 實譜 よと 後稚死  初 

0 壽 、見つ 見 、也 鄕そ爲 男 井 左 良に 9 ° 、 、し 天め 

阿 栗 元 下 綱 相。、一 る 石邑月 •つ 起 釆 .義 、正理 

彌原綱 愛 元 繼慶千 萬，。 見を と 初 茂る  地 秀其十 兵 

、郡 入 子は  い 長石 三 そ 綱 加稱め 庭。  を •の 七衞 

モ 

ハ 

物 • 物 物仍  物 

し 物は a 2 1 ノり翌 ぺゆ载 語 “ 2 1 ザ 刀 

、忌 祭 心 年 記 ノ 、•升の。 せに 別て 知 城の 字 ベ す 

其、 祀 文 奥に 上べ 共 訛 物、 4 ，る 權族瓦 陸條尾 f 

の 又に モ書州 物 野のに モ音部 承上モ ^ 事大のに 前を 張 z 
父 大預メ にの 井の 訛 古/な 氏 久野ノ  を領あ 物の 見の 

を 物 か イ物物 五物 音 代 キらの 記に イア 得物り と 物よ 物 
大 思る ミ 井井 郎 井と 物 ん後卷 は ソ 。部し 銘 氏。 氏 

物と 童 一 氏 •氏考 部下と 裔四 、上條  己は せ 

忌 も 男 神 類 見 へ鄕總 云に に瀨 野を  波、 し 多 物 

父 云- 少社 •會ゆ 前ら の、 ふし- 1 下の 見 美 承も賀  部 

とび 女の 見 律0 條るあ 下0 て 物 太 豪よ  L •和の 城 氏 

云、 を 職ゆ耶  參 。り 野 、射郞 族0  の 七 あよ  の 

ふ少云 名0 麻 照 し 等 モ の， に 見 年り り 下 

。女 ふに 物 郡 。 地に  ノニ 物し  ゆ 三。 發 略 

.皇 は。 し 江 熊 又 な此  イ郞 射て  る 月當掘  也 

太子 童て 條倉  源 れの  は 太 五、  に 紀國さ  〇 

神 良は，、 參慶  平 ば 地 モ郎部 保 よに にれ  モ 

宮と宮 多 照 長 盛 、名  ノ u 元 9 つ 物し  ノ 

儀稱 守く。 六 衰 七 あ ノ爲と 物 て 営 部 文 ノ 

モ 

モ 

/ 
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3,2  1 鹿の 人 喜氣式 

はれ 家 宜專の 此を給 伐 人よ は に 矢津  島 他、 式宮帳 

御 也と 家ら 女の 雷 ふのと り 、鹿 物 尾 代 神 物 等 ，枷に 儀に 
戶 。勢 •當 を物大 し 後 云 茨 武島忌 張 宿 別 忌に 別 f は 式 £ 

の 東 力 物禰ト 忌臣と ‘ひ城 甕の 脈の 福に 直 一宮 器- •帳蹩 
開 2 を 忌 宜定は 命。 第、 國槌 物を 物の-!  人 、会大 に， 

閉ミ爭 代 家す 當の物 一 第 見 大忌收 忌 後 物 倭を 貿 ，神は 心 
を こふとの、 社 女 思の 二目 神 氏む 氏 也 忌 直 置 茂 A 宮 g 了 
掌 ご0 し 女物のと 相姬の 浦を  〇 し 直の く 上 和 九 f 众 

る 、千て 子 忌 重す 續宮物 ハ 出傳こ 和と 。族。 下暮 人， 物 
、千 富 權中龜 職0 次 普忌卽 雲への 名 見椎に  、 晷 ハ ノ、 督 

但 富家 力よ 卜に  第 雷は ち 國云氏 抄ゆ裉 し 平 1童夂爲 

し 等 、をり 記し  に 女神 鹿 五 ふの 、 0 律て  野 f 男物^: 

女條 後奮ト あて  はを 功 島 十-! あ 尾 彥、  * 尨 一 忌 二 

子參の ひ定り 、 、物 皇リ田 最り張  命 姓 松^: 人 父 了 

な 照 東、 し。 代 簪思 后に 狹 初し 國 九 氏 尾）、、 六仑 

れ ° 家大 、後々  雷に 三 移の の 地 海 掛錄  2 乙 童 人、 ； 

ば 物、 宮當 ft 神 女 備韓せ 小物 か 部 の*  裳 、 女 し、 止 

、忌 こ 司 福は 職 連へ 征し汀 忌。 郡 孫攝  气そ 八延由 

モ 

/ 
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ミ 

六 

九 

當禰宜 •代行す。 

常には 神 野跡宮 (荒 祭宮) の 物 忌 館に 住 
し、 終身官に して、 男子は 親兄弟 も 入る 
を 得ず、 父母の 裏に も 服せ ざり き 0 文祿 
の 御神領 書に 「九十 石 •神主 殿、 百 二十 
' 石 •おもの いみ、 二十 石 •松 岡、 十 石 • 
坂戶は ぅり、 十三 石 •總 追、 三 石 •檢比 
師 •十 石 •宮 介、 貳石 •田 所、 十五 石 • 
小別當 、十 石 •中 神、 五 石* 和 田は ぅり" 
十五 石 •總 社家 中、 合せて 三百 十一 i 一石」 
と。 猶ほ 勢力の 盛なる を 窺 ふべ し。 新 編 
國志に 「宮中 神 野 村は、 物 忌 被 管の 神 民 
居住の 地な り。 これを 秋 屋と云 ふ 由、 社 
例傳 記に 說 あり。 今は 殿原との み 云 ふ」。 
鹿島卷 には 「御物 忌の 事、 常 陸 國秋屋 里と 
云 ふ 所に、 此の 物 思になる 氏 あ 90 此の 
氏を 或は 大中臣 と 云 ひ、 又 中臣と も 申す。 
國 人は 秋 屋の 氏と 申すな 9」 と (地名 辭 
書、 鹿 島 神宮 誌〕。 

これょり 前、 鹿 島 文書、 仁 治 元年 攝政 家政 
所 下 文に 「物 忌 代々 屋敷 一町 八 反 1-. 永享 
七 年 八月 連署に 「物 忌 代 千 富權禰 宜中臣 
久近」と見ぇ、慶長九年神頜割符に「物 
思 代當禰 宜 •三百 石」 と。 而 して 相續 次第 
に 「普 雷 女 連 j 宮 日子 連 (以下 連を 書く) 
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丨 尼 豆 女 丨 小波 須女 — 短 子 丨 三 川 子 — 若 
日子 — 宮主子 丨 戌 子 — 家貞子 — 虎子 ^ ^黑 
虫 子— 牛 子-: 藤 妙 子— 朝日 子 (寬 治〕 丨袈 
裳 子 (仁 安〕 — 犬 子 ハ 建 仁 い ー 熊 子 (正 德〕 
丨鶴主 子 ( 康曆〕 丨龍子 (嘉 吉〕 丨釆子 (永 
正〕— 仙 王子 (慶 長〕— 菊 子 (寬 文：！— 豐子 
(寳永 〕丨 光子 (安永〕」 と。 

物 江 モノ H これ も 物 部の 訛なる べし。 
後世、 藤 原 姓と 稱 す。 會津 地方の 名 族に し 
て、 新 編 風土記、 耶麻 郡大谷 村條に 「館迹丨 
物江彌六信連と云ふ者築き住し、小森山館 
と稱へ しとぞ 」 と 載せ、 又 「熊 倉 村 舊家物 
江 左 仲 太。 此の 村の 檢斷な り。 藤 原 姓に て、 
昔は 鈴 木 氏を 名乘リ 、代々 葦名 家に 仕 ふ。 
後 物 江 氏に 改めし と 云 ふ。 慶 長の 頃、 雅樂之 
丞高 辛。 男子なければ、 細 川 氏の 子 土 倥 某を 
養 ひ、 女に 娶はせ て 家名を 繼が しむ。 相續 
いで 檢斷を 勤め、 今の 左 仲， 太 高憲に 至る」 
と 云 ひ、 又慶長 六 年 十二月 文書に 「物 井一 
類 云々、 物 江 土佐掾 J を擧 げたり。 

物應 モノ ォゥ 

物 加. 波 モメカ ハ 上 西 門院 藏人藤 原經尹 
(伊賀 守 懷經の 男〕 は 物 かは と 云々」 の 歌を 
作り、齿に物かはの藏人と稱され、子孫*氏 
とす。 雲上 明覽、 德大寺 家の 諸大 夫、 同 侍 K 
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此の 氏を 擧げ 、又 武藏に 存 す。 

物 草 モノ グサ信 濃の 傳說に 物 草 太 郞ぁ 

り、 ホダ ヵ條を 見ょ。 

物種 モメ ダネ 和 泉 國大鳥 郡 船尾 杖の 名 
族 也。 僧 道範は 物種 治 兵衞の 子に して、 十 
四歲の 時 出家して 常樂 寺を 創建す。 

物津 モノ ツ福原 三郎賴 遠の 男物 津源太 
有 光 •初め 攝津 物津に 住し、 康平 元年、， 奥 
州 石 川 郡 泉庄に 移る と傳 ふ、 分脈には 柳津 
源 太に 作る。 石 川、 福 原 等の 條參 照。 

物 部 モノ V へ モ S ベ 神 別 第一の 大婉 
にして、 その 族長た る 物 部 氏の 祖と傳 へら 
る、 饒速 日命當 時、 旣に 一大 民衆を 包括せ 
しが 如し。 その 原 住 地は 詳かな ら ざれ ど、 
予 輩の 研究 範圍內 に 於いては、 筑後 平原と 
考へ られ 、高 良 社は 其の 氏神と 推定 さる、 
事は 拙著 日本 古代史 新 研究、 及び 神道 史、 
氏神の 發 達、 高 良 神社 志、 及び 本書 投 馬、 
高 良 等の 條を 見ょ。 

而 して 古典の 傳 ふる 處に 據れ ば、 神武 天皇 
御 東征 以前、 饒速日 命は 其の 部族を 率ゐ て、 
大和に 移れ 9。 その 道筋に ついては 何等の 
傳へ もな けれど、 後の 物 部族 分 相より 見れ 
ば、 筑 後川を 溯りて、 九州の 東海岸に 出で、. 
四 國の北 岸を 縫 ひて、 畿内 地方に 達し、 河 
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內 或は 熊 野ょり 大和に 入りし ものと 考へ 
らる o 

而 して 物 部 氏、 尾 張 氏の 本 系 帳を 基と して 
編纂され しと 考へら る X 舊事紀 の 天孫 本紀 
に 據れ ば、 饒速日 命に ニ子 あリ 、長を 天 香 
語 山 命と し、 次を 宇 摩 志 麻 治 命と し、 神武 
紀に見 ゆる 熊 野の 高 倉 下を 以つ て、 前者の 
亦の 名と す。 予 輩は 永く 此の 記事を 疑 ひ、 
姓氏 錄に 基き て 舊事紀 の 爝作的 部分の 顯著 
.なる ものと 斷ぜ しが、 其の後、 神劍 、及び 熊 

野の 調查に ょり、 高 倉 下は 物 部族 中の 人な 
るを 知れり。 その 片 々は 拙稿 「氏神の 發 達」 
にて 云へ り、 猶ほ 別に 詳述す る 機 あらん 0 
兎に角、 高 倉 下が、 神武 天皇に 捧げ 奉れる 
.師靈 の 神劎は 實に物 部 氏の 氏神に して、 後 
に 石 上 神宮に 奉祀し、 その 分社は 物 部族の 
分布 地に 極めて 多し。 各地の 物 部 社と 云 ふ 
もの即ち之にして"その祭神を_速日命、 
或は 可 美眞手 命と する は 後世の 推定に 過ぎ 
ずと 考へ S る。 

物 部は 最初、 饒速日 命の 後裔なる 物 部 連 • 
之を 總括 せし も、 その後、 春 日 臣の族 市 河 • 
石 上 神宮に 奉仕して、 又 一部の 物 部を 率 ゆ、 
物 部首 これ 也。 以下 春 日 流、 或は 首 流と 見 
ゆるは 此の 族 也。 その他、 各 也に 其の 迪方 


一部の 物. 部を 率 ゆる もの 多く、 種々 の 力 パ 
ネを稱 す。 

1 上古に於ける物郜職業部の一にして 
軍事刑蔚の事に與りし品部也“軍事に與 
9 し 例を I ニ擧 ぐれば、 雄略紀 十八 年條 
に 「物 部 目 連 •自ら 大刀を 執り、 筑紫聞 
物 部大斧 手を して 楣を 執らし め、 軍 中に 
叱して 俱に 進む」 と载 せ、 また 鈥明紀 十 
五 年條に 「 筑紫物 部莫奇 委沙奇 •能く 火 
箭を 射る」 など 見 ゆ。 

原來 、モ ノノべ’ は モノ  ノフな る 語と 相闕 
聯 する や 明白に して、 其の 言語の 上より 
見るも、軍事に關する部民なるは_實に 
して 動すべからず。 され ど モノ ノフ より 
モノ ノぺ なる 稱起 りし か、 モノ ノぺ より 
モノ ノフ なる 言葉 生れし か •容易に 定め 
難し。 モノ ノフな る 語が あまり 古き 物に 

見え ざれば 也。 此の 部 民 •舊 事紀 、姓氏 
錄の傳 へに 據れ ば、 早く 旣に天 物 部の 稱 
ありて、 祀元 前に 起原を 發せ るが 如く、 

又 二十 五部 人の 稱 ありて、 其の 數の 多き 
事 •他に 比較すべき ものな L。 

此の 部 民の 刑罸 の 事に 與れ るは、 軍事に 
關 する 其の 職掌よ リ轉 じたる が 如し。 雄 
略紀七 年條に 「天皇 •物 部の 兵士 三十 人 


を 遣は し 給 ひて、 前津屋 、並に 族 七十 人 
を 誅殺 さしむ」 と 載せ、 また 十二 年條に 
「天皇，便ち御田が其の釆女を舒せしかを 
疑 ひ 給 ひ、 自ら 將に刑 せんと 念 ひ 給 ひて、 
物 部に 付く」 と。 また 十三 年條に 「天皇 • 
因りて 嘖讓 して 宣は く、 何處の 奴 ぞ 、朕 
を 畏れず、 不貞 心を 用 ひて、 妄に輙 く 答 
へつ ると。 仍リて 物 部に 付けて、 野に 刑 
さしむ J など 其の 一二の 例と す。 

凡そ 此の 部の 職掌は 久来 部に 同じ 。此の 
部 •其の 職に 當れ ば、 此の 部の 總領的 伴 造 
なる 物 部 連 •其の 事を 掌り、 久来部 •其の 
掌に 當る 時は、 大伴連 •其の 事を 管す。 中 
古に及びでも此の部の一部は0獄の事を 
掌れり〇職員令、0獄司條に「正1人.罪人 
を禁囚 し、 徒 役-功 程* 及び 配 決の 事を 

掌る。 衔 一人、 大令史 一人、 少令史 一人。 
物部四十人*罪人を主當し、決罸す厶事 
を掌 -5 。物部丁廿人」と見ゅ。 

2 中央の 物 部 京師に 貫した る 此の 部の 
裔には 、姓氏 錄 、右京 神 別に 「物 部。 石 
上 同祖」 と 載せ、 また 未定 雜姓 右京の 部 
に 「物 部。 神鏡 速 日 命 六 世の 孫 伊 絜我色 
雄 命の 後 也 J などを 收 む。 

以下 諸國に 於け る 此の 部 民、 並に その後 


• 裔な ?> 無 尸の 物 部 氏を 擧 r れば 、次の 如 
し。 後世の 物 部 氏は カバ ネを 有する もの 
の 後に して、 第 百 二十 八 項 以下に 在 yo 
3 大和 ■天神 本紀に 「 饒速日 尊 (物 部 連 
の祖>天神御祖の詔を禀け、天の磐船に 
乘 9 て、 河 內國河 上 哮峯に 天降り 坐す。 
則ち 遷 りて、 大倭國 鳥 見 白 庭 山に 坐す、 

, 云々。 長 隨彥の 妹 御 炊 屋姬を 罄 りて 犯と 
爲し 、粧胎 しむ 矣」 と 見 ゆ。 此の 烏 見は 
久し、 く 添 下 郡 登禰 神社の 地と 思 ひしが、 
猶ほ城上郡迹見の地か。鳥美物部の本據 
也。  - • 

其の 他、 此の 國に 住みし 物 部 •極めて 多 
し。 即ち 平 群 郡には 坂戶物 部、 葛 下 郡に 
當麻物 部、 高 市 郡に 久来物 部、 また 相槻 
物 部 あり。 殊に 山邊郡 石 上. は 物 部 連の 氏 
神 石 上 神宮、 即ち 延喜 式に 「石 上 坐箱留 
御 魂 神社 (名 神大 、月次、 相甞 、新 甞)」 
の 鎭座地 也。 又 下りて 弘仁四 年紀に 「大 
和 國 A 物 部 福麻呂 j あ 90 廣澄 宿禰 姓を 
賜 ふ。 その他、 力 パネを 有する ものは、 第 

九十 一、 百 三、 百 二十 四の 諸 項に、 後 -® な 
るは 百 二十 八項參 照。  、 

4 攝津 姓氏 錄、 攝津皇 別に r 物 部。 物 
部首と 同祖。 来 餅搗 大使 主命の 後 也」 と 
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見 ゆるは 春 日 氏の 族 也。 また 住 跡 物 部 あ 
り。 住 吉郡住 道に 據れ り。 その他、 第 百 
五 項參 照。 

5 山城 當國の ： 計 帳と 思は るゝ正 倉院文 
，書に 物' 部 千代を 载せ 、また 貞觀六 年紀に 
「愛宕 郡 人物 部吉宗 J 等 見 ゆ。 又 鳥 部 物 部 
と 云 ふは、 愛宕 郡 鳥 戶に據 りし 物 部なる 
べし 0 其の 他、 久伢 郡に 殖栗物 部、 乙訓郡 
に 羽 束 物 部、 また 阿刀 物 部 も 當國に 住め 
90 その他は 第 九 四、 一 〇 六項參 照。 

6 河内 天神 本紀に 「饒速 日 尊 •天神 御 
祖の 詔を 禀 け、 天 磐 船に 乘 りて、 天降 9、 
河 內國河 上の 哮峯に 坐す」 と 見 ゆるが 如 
く、 物 部の 總領的 伴 造た る 物 部 連の 祖の 
初めて 天降れり と傳 ふる 國なれ 沒、 此の 
部 民 •極めて 多し。 

姓氏 錄 、河 內皇 別に 「物 部。 天 足 彥國押 
人命 七齿の 孫 •米 餅搗 大使 主命の 後 也」 

と 見 ゆるは、 物 部首の 族、 即ち # 日 氏族 
にして、 河内 神 部に 「物 部。 同 神 (饒速 
日. 尊〕 十三 世の 孫 •物 部 布 都 久呂大 連の 
後 也」 と载 せた るは、 物 部 連の 族な リ0 
また 逾河 郡には 阿刀 物 部、 古市 郡には 坂 
戶物 部、. 交野 郡には 一 眉 野 物 部、 丹 比 郡に. 
は 依 i 部、 飛鳥 郡には 物 部 飛鳥な ど 多 
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し。 又 第 九 ニ 項 • 一〇 七項參 照。 その他、 
後齿なるは百ニ十九項以下を見ょ。 

7 和 泉 姓氏 錄 、和 泉皇 別に 「物 部。 布 
留宿禰 と 同祖。 天 足彥 太彥 命の 後 也」 と 
.あるは、 春 日 氏の 族に して、 和 泉 神 別に 
「物部。同神六毋孫伊香我色雄命の後也」 
と 見 ゆるは 物 部 連の. 族な り。 そ、 の 他、 網 
部 物 部 も 此の 國に 住めり。 猶ほ第 九十 三 
項、 百 三十 項參 照。 

8 伊 貿柘殖 郡 墾田 賣貢 券に、 物 部廣麻 
呂 など 見 ゆ。 

9 伊勢 神 名 式、 飯 高 郡、 及び 壹志 郡に 
物 部 神社を 載せたり。 「繼體 紙に 物 部 伊勢 
父 根と 云 ふ 人 あり、 其の祖 を祀 りし 也」 

(考證 再考〕 と 云 ふ。 又 近 長 谷 寺堂舍 資財 
帳に 「多 氣郡 相可鄕 十七 條四 、少 山里、 並 

に大朽 里、 十六 條 七、 新 家 里 云々。 右の 
治 田は 故 物 部康相 •去る 延長 ニ 年を以 つ 
て 施 入。 廿 一條 三、 河 合 里 云々。 右の 治 
田は 物 部茂毋 の 施 入、 延長 ニ 年」 など 見 
ゆ。 其の 他、 飯 高 郡に 飯 高物郜 、奄藝 郡 
に 奄宜物 部 •住居したり。 

又 文化 一 一年、 安濃 郡 塔 世 四天王 寺の 藥師 
怫 を開寵 して、 諸人に 拜 せしめし に、 佛 
醞の中 •空洞に して、 物を 容 るに 似たり。 
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探り 見る に、 ー卷 Q 軸、 及び 絲卷樣 の 物 
等 あり。 其の 册 子、 及び 舊 案を 抜く に、 
承 保 四 年、 及び 康平五 年の 古文書 ありて、 
「承 保 四 年 二月 二日を 以つ て、 藥師 如來御 
像 中に 納る 云々。 物部吉 守の 作、 本願 施 
主 •物 部美沙 尾" 內 作物 部 吉 守、 同吉 末、 
未 作 服 重 孝、 同 重淸」 等 見 ゆ (五 鈴 遺 響)。 

10 尾 張 和名 抄 、愛 智郡に 物部鄕 を收 む、 
名古屋 市の 東部 かと 云 ふ。， 又 神 名 式、 此 ■ 
の 郡 及び 春 部 郡に 物郜 神社を 1 せた リ。 
氏人'は第百三十ニ項>及び物部屋形の條 
を 見ょ。 

11 參河 三河國 造は 此の 族 也。 而 して弘 
仁 四 年 正月 紀に 「參 河國 人物 部敏久 J あ 
り、 物 部 中原 宿禰性 を 賜 ふ。 その他、 第 
百 三十 三、 百 三十 四 項を 見ょ。 

12 遠扛第 百 三十 五項參 照。 部 人は 天平 
十 年の 駿河 國正税 帳に 一 遠 江 國使物 部 石 
山」 を 載せ、 また 天平 十二 年の 濱名 郡輸 
粗 帳に 「物 部簠 佐麻呂 、新居 鄕物部 白 麻 
呂」 また 萬 葉集卷 二十に 「國造 丁 長上 郡 
物 部 秋 持 長 下 郡 物 部 古麻呂 J また 靈異 
記下卷 Q 三十 五に 「遠 江 國榛原 郡 人物 部 
古 丸」 など 見え、 又 元亨釋 書卷 二十 九に 
「針 原 郡 人物 部 古」 あり。 


13 駿河 和名 抄 、益 頭 郡に 物-部 鄕を收 め 
て、 毛 乃 乃 倍と 註す。 此の 部 民の. 住みし 
地 也。 また 有 度 郡 橫太鄕 は 橫田物 部の 住 
みし 地 かと 云 ふ。 その他、 駿 河條參 照。 

14 甲斐 k 內山梨 郡 物 部 神社は、 此の 品 
部の 奉齋 せし 名祠な り。 

15 伊豆 當國國 造 も 物 部 氏 也。 伊豆、 三 
島、 矢 田 部 等の 條參 照。  ' 

16 相 摸 類聚 國史卷 五十 四に 「大同 ニ 年 
三月 云々、 相摸國 愛甲 郡 人物 部 國若女 J 
なる もの 見 ゆ。 猶ほ第 百 三十 六 項を 見よ。 

17 武藏萬葉集卷ニ十に「主帳荏原郡物 
部歲德 、荏 原 郡 上 丁 物部廣 足、 橘樹郡 上 
丁 物部眞 (直) 根、 埼玉郡 上 丁 藤 原 部 等 母 
麻呂 •妻 物 部 刀自 賣」 など 見 ゆ。 入 間 郡 
には 式 內物部 天神 社 あり。 又橘樹 郡坂戶 
は 坂 戶物部 P 在りし 地 か。 その他は 第 百 
一項、 第 百 二十 項、 百 三十 七 項を 見よ。 

18 安房 第 百 三十 八 項參 照。 

19 下總香 取、 匝 嗟 等の 條を 見よ。 又 部 
人は 萬 葉 集 卷廿に 「種泚 郡 上 丁 物 部 龍、 
山邊郡 上 丁 物 部 手刀 良」 など 見 ゆ。 又 和 
名抄 、千 葉 郡に 物部鄕 を收 め、 又 地理 志 
料に 「舊 事本紀 に 物 部 山 無援 あ 9、 山 
無と 山 梨と 通ず。 其の 兄を 物 部 印 葉 連 公 


と 日 ふ、 印 葉 も 亦印播 郡と 語 相 渉る。 其 
の裔に 物 部 小事 連 公あリ 、是れ 物 部 匝 達 
連の祖たり、 11 達、印播のニ郡相鄰る、 
必ず由ある也」と0各條參照0後设なる 
は 第 百 三十 九 項を 見ょ。 

20 常 陸當國 にも 多く、 常 陸 風土記、 信 
太 郡條に 「古老 日 ふ、 難 波長 柄豐 前大宮 
馭宇 ( 孝德) 天皇の 世、 癸丑 年、 小山 下物 
'部 河内、 大乙 上物 部 會津等 •. 摁領 高向大 
夫に 請 ひ、 筑波 、茨城 郡の 七 ■百 戶を 分ち 
て、 信 太 郡を 置く」 と载 せ、 また 養老 七 
年 三月 祀に 「常 陸 國信太 郡 人物 部國 依」 
(信 太 連 姓を 賜 ふ)、 また 正倉院 文書 常 陸 
國戶籍 に 「物 部 田 次女、 物 部眞 刀自 賣、 
外 三人」 等 見 ゆ。 猶ほ久 窓 郡 佐 竹鄕は 佐 
竹 物 部の 住みし 地 か。 その他、 久慈 、有 
道、. 兒玉 等の 條參 照。 

21 近 江 當國も 物 部の 榮 えし 地に して、 
一の 根據 地たり しかと 思は る。 和名 抄栗 
太 郡に 物部鄕 を收 め、 毛 乃 倍と 訓じ 、高 
山寺 本には 毛 乃 乃 倍と 註す。 また 伊香 郡 
に 物 部 村 あり。 伊香 色 雄と 關係 あるべし 0 
部 人裔の 物に 見えた るは、 天平 勝 寶九年 
四月 七日の 西南 角 領解に 「物 部 福万呂 (近 
江 國犬上 郡 火 田鄕戶 主 建 部 千万 呂戶 ロ)  I 


を 載せ、 また 寶龜 元年 九月 紐に 「基 信の 
親族 •近 江 國人從 八 位下 物 部 宿禰伊 貿麻 
呂等 三人 •本姓 物 部に 復 す」 と 見え、 ま 
た 嘉祥ニ 年 十月 紐に 「近 江 國愛智 郡 人 音 
博士 從六 位下 物 部彌範 、散 位從六 位下 物 
部弘範 等、 本 居を 改めて、 左 if 六 條ニ坊 
に 貫附 す」 等 あり、 其の 他、 第 百 四十 ニ 
項を 見ょ。 

又 元 慶六年 十月 祀に 「近 江 國正六 位 上物 
.部 布 律 神に 從五 位下を 授け 奉る」 と ある 
は、 此の 氏と 關係深 かるべ し。 又 天孫 本 
紐に 「彥湯 支 命は 淡 海 川 枯姬を 妾と 爲し 
て 一男を 生む」 と 見 ゆる 川枯姬 は、 式 帳 
甲賀郡 川枯 神社 ニ 座と ある 地の 人なる ベ 
く、 其の 孫 大水 ロ 宿 顧は 同 郡 水口 神社に 
緣故 あらん。 その他* 第 百 二十 ニ、 百 四 
十二 項參 照。 

22 美 濃當國 にも 多く、 大寳ニ 年の 栗栖 
田 里 戶籍に 「ニ戶 、妻に 三、 母に 三、 寄 
人に 四」 を 載せ、 又 肩々 里 戶籍に 「寄 人 
に 一 J、 半 布 里 戶籍に 「一一 戶 、母に ニ、 妻に 
四、 妾に 一、 寄 人に 1 J 等 見え、 又 天平 
勝寶ニ 年の 國司 解に 厚見 郡 草田_ 戶 主物 
部足麻呂、又貞觀六年八月紀に「美濃國 
多藝 郡の 人、 太 政 官史生 正 八 位下 物部吉 
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宗 •本 居を 改めて、 山城 國愛轻 郡に 貫す」 

と 見えた るは、 石津郡 馬 目 村邊の 人 かと 
云 ふ (新撰 美 濃 志〕。 又 和名 抄 、多藝 郡に 
物部鄕 を载 せ、 寶龜 八年紀 に當 郡なる 物 
部 坂麻呂 •物 部 多藝連 姓を 賜 ふ。 

その他、和名抄：安八郡、本巢郡等にも 
物部鄕 を 載せ、 又石津 郡に 建部鄕 あり、 

物 部の 誤に して、 前述 馬 目 (マノ ペ〕 は 
物 部の 轉かと 云 ふ 0 又 當國神 名 記に 「多 
藝郡從 四 位 上物 部 明 神， 石 津郡從 六 位 上 
物 部補劎 明 神、 安八 郡從 五 #: 下物 部 明 神、 
大野 郡從 五位 下物 部津明 神、 本巢 郡從五 
位 上物 部 明 神、 方縣 郡從 五位 上物 部晛 神、 
厚見 郡從 五位 下物 部 明 神、 從 五位 下物 部 
'財 主 明 神 •從 ，五位 下物 部財 公明 神」 等を 載 
せ、 又 「厚見 郡 正 一位 伊奈 波大 神、 正三位 
金大 神」 と あるは、 當國 後の 國造物 部 氏の 
宗祀に して、 延喜 式、 厚見 郡 物 部 神社と 
云 ふに 當 る。 猶ほ 方縣郡 方縣津 神社と 云 
ふ も 物 部 社の 一也。 詳細は 美 濃條を 見ょ。* 
23 信 濃 第 九十 五 項參照 ° 

24 上野 天平 神 護 元年 十一月 紀に 「上野 
國甘樂 郡 人中 衞物 部蜷 淵」 等 五 人に、 物 部 
公 姓を 賜 ふ。 下って 甘 樂郡高 尾 村 仁 治 四 
年 二月 二十 六日 古捭に 物 部國忠 •見 ゆ。 
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又 第一 一八 項參 照。 又 モノ、 乇ノヰ 等の 
條參 照。 

25 下野 芳貿 郡に 物部鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 

26 陸奥斯 波條參 照。 又 承 和 七 年 三月 紀 
に 「宮城 郡 權大領 外從六 位上勳 七挲物 部 
己 波 美」 なる 者 見 ゆ。 その他、 第 百 十 
六、 百 四十、 百 四十 一項、 及び 物 井、 物 江 
等條參 照。 

27 越 前 天平 神 護 ニ 年の 當國國 司 解に 
「(江 沼 郡) 彌太鄕 戶主秦 得 麿 戶ロ物 部 田 
次、 C 足 羽 郡〕 井出 鄕戶 主物 部 若 子、 (足 羽 
郡〕 額 田 鄕戶 主物 部 n 兀 日、 同鄕戶 主物 部黑 
麻呂 、(足 羽 郡〕 中 野鄕戶 主物 部 古麻呂 、同 
小金、 同 石 床、 (足 羽 郡〕 草原鄕 戶 主物 部 
動 神、 同鄕戶 主物 部黑 公、 (坂 井 郡〕 長 畝 
鄕戶 主物 部稻 倉、 (坂 井 郡〕 磯部鄕 戶主物 
郜國 足、 赤 江鄕戶 主物 部足國 、(叛 井 郡〕 
福 習鄕戶 主物 部咋 麿、 (坂 井 郡〕 海部鄕 戶 
主物 部國 持、 同 鄕戶 主物 部小國 、(敦 賀 
郡〕 鹿 蒜 鄕戶 主物 部 先 麻呂 、坂 井 郡 海 部 
鄕戶 主物 部國 持、 鹿 蒜鄕戶 主物 部廣 田. 一 
等 見え、 又國郡 未詳 計 帳 (天平 五 年 歟〕 に 
「物 部 千代、 越前國 J、 貞觀 十八 4 •二月 紀 
に 「越 前 國坂井 郡 人、 從八位 上物 部恒繼 
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の 男貞守 •丹 生 郡 人物 部 富 主の 位 蔭を 詐 
り 冒し、 位 子に 貢擧せ られ 、課役を 蠲除 
せらる 。國司 申請し、 律に よりて 罪に 科 
し、 本邑に 還 着せん と。 太 政 ^- 處 分し 請 
による 焉」 など 見 ゆ。 以上に て敦實 郡よ 
9 丹 生 郡に 及び、 最も 多 かりし は 足 羽、 

'坂 井二 郡に して、 それより 江 溶 郡に 及び 
しを 知るべし。 猶ほ 正倉院 天平 神 護 三年 
文書に 「中 野鄕戶 主物 部 古麻呂 男物 部 越 
麻呂」 等 見 ゆ。 

28 加實 和名 抄 、加 實部 芹田鄕 は 芹 田 物 
部の 住居せ し 地な y。  ' 

29 越 中延喜 式、 射 水 都 物 部 神社は 此の 
部 民の 奉齋 せし 宮な るべ し。 その. 他、 第 
九十 六 項 參照リ 

30 能 登 正倉院 天平 寶字 三年 文書 等に 見 

ゆ 0 J 

31 越後 和名 抄 、頸 城 部に 物部鄕 を载 せ、 
神 名 式、 頸 城 郡、 及び 三 島 郡に 物 部 神社 
を 收む 。また 刈 羽 郡に ニ 田 村、， ニ 田 明 神 
あり。 ニ 田 物 部の 住居せ し 地 か。 當阈物 
部鄕は 後世、 武士 鄕 、武士 村と 云 ひ、 モ 
ノノ フ とよめ り。 その 鄕內に 式 內物部 神 
社 •存 し、 猶ほ 附近に 五公鄕 、式內 五十 
公 神社 等 あリ 、これは 物 部印岐 美 連と 關 
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係 あらんと 云 ふ。 それょり 少し* に 進み、 
三 島 郡に 行けば、 此處に も 式 內物部 神社 
ありて、 後 ニ 田 村 ニ 田 明 神と 云 ふ。 •此の 
物 部は 二十 五部 物 部の I なる ニ 田 物 部 か 
と考へ ら るれ ど、 此の 社が 秘藏 する 物 部 

社 記、 吾 天津 御舊 記、 ニ 田宮正 神主 家 由 
緖 家系 大略 紀 の 如きは、 疑 書な らんと 云 
ふ。 又 後世" 當 國彌彥 社上條 神職に 此の 
氏 あり。 

32 佐渡延喜式、雜太郡に物部神社あり。 
33 丹 波 和名 抄 、何 鹿 郡に 物部鄕 ありて、 
今 物 部 村、 又 物 部 簀掃社 等存 し、 又延喜 
式、 船 井 郡に 島 物 部 神社を 敬む" 皆 此の 
部 民の 住居せ し 地 也。 而 して 東 寺 文書、 
延喜 十九 年 當國牒 に 「大目 •物 部， 一を 載 
せたり。 猶ほ第 百 十一 項參 照。 

34 丹 後 和名 抄 、與謝 郡に 物部鄕 を收 め、 
又 式 內物部 神社* 同 郡に あり。 又正應 田 
數目錄 に 「與佐 郡 物 部 葛 保、 物郜 鄕少神 
田」 見 ゆ。 

35 但馬延 喜 式、 城畸 郡に 物 部 神社 あり。 

又 物部庄 、物 部上庄 、物 部下庄 等 見 ゆ。 
後毋なるは第百四十三項を見ょ。 

35 因幡 貞觀三 年 七月 紀に 「因幡 國巨濃 
郡 人 中宮 大屬正 六 位 上物 部門 起を 右京 職 
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に 貫附 す」 と 見 ゆ。 

37 伯耆 和名. 抄 、汗 入 郡 尺度 鄕は 坂戶物 
部の 住居せ し 地 か。 

38 出 雲 天平 六 年の當 國計會 帳に 「楣縫 
郡 人物 部 大山」 を载 せ、 また 天平 十一 年の 
賑給歷 名 帳に 「波 如甩物 部 大女」 を 初め、 
犬 上 里、 河內郡 伊美 里、 大麻 里、 出雲鄕 
伊知 里、 狹結驛 ，足幡 里、 滑 秧鄕 、多 級 
里な どに 此の 部の 人 三十艽 人を 擧げ 、又 
天平 六 年の 計會帳 に 「椐縫 郡 人物 部 大山」 
.等 見 ゆ。 猶ほ第 百 八項參 照。. 

39 石 見延喜 式、 安濃 郡に 物 部 神社を 取 
む。 現今 官社に 列し、 宇 麻 志摩遲 命を 祀 
り、 安濃 川 合 村に 鎭座 す。 舊祠官 に 長 田、 
金子、 庵原、 藏 田、 大畠 •瓜 坂、 中 田、 
後藤、 高 橋、 神 崎、 大 塚， 松 田、 森 脇 等 
の 諸家 あり。  • 

40 播 磨當國 S 物 部を 播磨物 部と 云 ふ。 
而 して 明 石 郡に 物 部 神社 あり。 式 內の名 
祠 也。  . 

41 備前神護景雲三年六月耙に「御野郡 
仇 部 麻呂等 六十 四 人に、 石 生別 公 姓を 賜 
ふ」 と。 石 生、 和氣 等の 條參 照。 

42 備 中正 倉院 文書、 當 國大稅 M 死亡 人 
帳に 「都 宇 郡 美 和鄕营 生 里戶 主物 部 築 J 


を 初め、 「白 髮部鄕 川 部 里、 葦守鄕 三 井 
里、 多 氣鄕物 部 里、 美 和 鄕菅 等に 
此の 部の 人 多く 見えた リ 0 

43 備後寶 龜五年 三月 十二 日の 沙 彌勘籍 
啓に 「備後 國神石 郡 志 麻 鄕戶 主物 部 水 海 
戶ロ物 部 多能」 なる 者 見 ゆ。 

44 周防延 喜の 玖珂鄕 戶籍に 「物 部 春宗、 
物部稻 虫賣」 など 見 ゆ。 なほ 第 百 項、 百 
四十 四項參 照。 

45 長 門 當國に は 赤 間 物 部 あ 90 その他、 
第 百 四十 五 項を 見ょ。 

46 ■紀 伊古く 熊 野に 高 倉 下あリ 、タカ ク 
ラジ、クマノ等の條を見ょ。アつて靈異 
記 中卷# ニに r 聖武 天皇の 御世、 紀伊國 
名 草 郡 云々、 我は 櫻 村なる 物 部 麿 也」 と 
云 ふを 载せ ，また 4=^2 類聚 方卷 二十 七に 
「耙伊 國物部 等家傳 j など 見 ゆ。 

47 淡 路貞觀 三年 十月 紀に 「淡 路國湏 人 
物 部 冬 男」 なる 者 見 ゆ。 又 和名 抄 、當國 
津名 郡に 物部鄕 を收め 、毛 乃 倍と 註， し、 
後世 物部庄 •起る。 

43 阿波 延喜 年間の 板 野 鄕戶籍 に 「物 部 
淨繼賣 等 二十 ニ 人、 物 部 子 益、 物 部廣成 
等 二十 五 人」、 其の 他、 猶ほ 多く 見 ゆ。 

49 讚岐和 銅 六 年 五月 紀に 「寒 川 郡 人物 
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部亂 ' を载せ、また三野郡には讃.岐三野物 
部 あ y.。 又寬弘 元年の 大內郡 戶籍に 「戶 
主物 部春吉 、乙 則、 外 斤 九 人」 を载せ 、又 
全 讚史に 「貞 1 兀ニ 年、 官使物 部こ嗣 •屋 
島山に 登る 云々 J と。 

50 伊豫 持 統紀に 「伊豫 国風 早 郡 物 部藥」 
を 载せ 、また 天平 八 年の 當國 正税 帳に 「主 
帳少初 位下 物部淹 人」 など あり 。その 他- 
力 パネを 有する  ものは 第 九十  七、  九十 
八、 百 九、 百 二十 五 等の 諸 項に 多し。 

51 土 佐 香 美 郡に 物部鄕 あり。 和名 抄に 
毛 乃 倍と 註し、 後に 物部庄 .•起る。 而し 
て 和 銅 七 年 五月 紀に 「土 佐國 人物 部 毛虫 
咩」 など 云 ふ 者 見 ゆ。 その他は 第 百 四十 
六 項に 在り 0 

52 豐前當 國企救 郡 ( 岐久) は 筑紫聞 物 部' 
が 名を 貢 ひし 地 也。 而 して 丁 里 戶籍に 
「物 部 宿奈賣 、物 部 伊婢賣 、外 一人」 を 載 
せたり。 第 百 十項參 照。 

53 筑前筑 紫 贄田物 部、， 筑紫弦 田 物 部の 
如きは 皆當國 ょり 起る。 其の 他、 鞍手 郡に 
は ニ 田 物 部、 嘉麻 郡には 馬 美 物 部 あり。 ま 
た 川邊里 戶籍に 「物 部 夜 波 良賣等 六十 三 
人」， を载 せたり。 又 地名 辭 書、 鞍手 郡條 
に 「鈕嶽に劍大明神ぁりて、山下の諸村 
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にも 分祀 す、 蓋し 物 部 氏の 兵仗を 祭る 處 
にして、 以 つて 往時の 族黨の 住 止を 徵す 
•へき者とす'」と。  . 

54 筑後 當國必 物 部族 最初の 根 據地 にし 
て、 當 地方の 大社 高 良 山は 其の 宗祀 と考 
へらる、 前に 云へ リ 。而 して 和名抄 、當 
國生葉 郡に 物 部鄕 •竹 野 郡に ニ田鄕 を 敗 
め、 又 當國神 名 帳に 「御井 郡 正 五位 下物 
部 名 神、 三潴 郡に 物 部 社 二つ、 物 部山國 
神、 山門 郡に 礒 上物 部 神-物 部 阿 志賀野 
神、 物 部 田 中 神 ニ 社」 等 見 ゅ。 その他の 
事は 第 百 十九、 百 四十 七の 兩 項を 見ょ。 

55 肥 前當國 風土記に 「三 根 郡 物 部. 鄕」 
を载 せ、 「此の 鄕の 中に 神の 社 あり* 名を 
物 部經澉 主 之 神と 日 ふ。 曩 者、 物 部 若宮 
部を 遣は して、 此の 神を 鎭ひ 祭らし む」 
と。 又 和名 抄 、三 根 郡に 物 部 鄕を收 む。 

56 壹岐 和名 抄 、石 田 郡に 物 部鄕を 敗め、 
今 も 物 部 村 •殘 り、. 又 物 部 氏の 氏神 石 上 
布 都の 御 魂を 勸 請す、 神 名 帳に 見 ゅる 物 
部 布 都 神社 •これ 也。 

57 賤人 裔延曆 十へ 年耙に 「上 毛 野 朝臣 
稻人の 賤 •宅 敷 女 男 二人に、 姓を 物 部と 
賜 ふ」 と 見 ゆ。 もと 物 部の 裔た るに よる 
か 0 
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58 寺 人 裔和銅 七 年 六月 紀に 「寺 人 姓は 
本 是れ物 部族 也。 而るに 庚 午年 籍 •居 地 
名に 因り、 始めて 寺 人と 諕す 。賤 隸に渎 
るかと 疑は る。 故に 寺 人を 除き、 改めて 
本姓に 從ふ矣 J と载 せたり。 

59 阿刀 物 部攝津 、河內 等に 在リ 、アト 
條を 見よ。 

60 赤 間 物部ア カマ 條を 見よ。 

61 足 田 物 部 アシダ 條を 見よ。 猶ほ タル 
ダ 條參 照。 

62 菴宜物 部 アン ゲ條を 見よ。 

63 飯 高 物 部 ィヒダ カ條を 見よ。 

64 浮 田 物 部 ゥキダ 條を 見よ。 

65 殖栗物 部 ヱ クリ條 を 見よ。 

66 大豆 物 部 オホマ メ條を 見よ 0 

67 久来物 部ク メ條を 見よ 0 

68 肩 野 物 部 カタ ノ條を 見よ。 

69 聞 物 部 キク 條を 見よ。 

70 坂 戶物部 サカ ト條を 見よ。 

71 酒 人物 部 サカ ヒト條 を 見よ。 猶ほサ 
力 ト條參 照。  、 

72 狹竹物 部 サタ ケ條を 見よ。 

73 島 戶物部 シマ ト條を 見よ。 猶ほ トリ 
ベ 條參亂 。 

74 住 跡 物 部 スム チ條を 見よ。 
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75 芹 田 物 部 セリ タ條を 見よ。 

76 當麻物 部 タギ マ條を 見よ。 

77 田 尻 物 部 タシ リ條を 見よ。 

78 弦 田 物 部 ツル ダ 條を 見よ。 

79 鳥 見物 部 トミ、 及び トリ ミ條を 見よ。 
80 相 概物部 ナミ ツキ 條を 見よ。 

81 賛田物 部 II へ タ條を 見よ。 

82 播磨物 部 ハ リマ 條を 見よ。 

83 羽 束 物 部 ハツ 力 シ條を 見よ 0 
84 尋津物 部 ヒ 0 キツ條 を 見よ。 

85 布 都 留物部 フツ ル條を 見よ。 

86 ニ 田 物 部 フタ ダ 條を 見よ。 

87 細部 物 部 ヨ サミ 條 、及び ホソぺ 條を 
見よ。 

88 三 野 物 部 讚 岐に 在り、 ミノ 條を 見よ。 
89 網 部 物 部 3 サミ、 及び ョ サミべ 條を 

見よ。 

90 橫田物 部 m n タ條を 見よ。 

91 物部連物部の總頜的徉造にして、饒 
速 日 命の 子 宇 摩 志麻遲 命の 後 也。 古事記 
神武段に「宇摩志麻遲命。此は物部連、 
穗積臣 、.練 臣の祖 也」 と载 せ、 また 書 
紀に 「鏡 速 日 命 云々、 此は物 部 氏の 遠祖 
也」 と。 また 古語 拾遺に 「物 部 氏の 遠祖 ブ 
鏡 速 日 命」 など 見 ゆ。 
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氏人は 崇神紀 に 「物 部 氏 遠祖 大綜 麻杵、 
物 部 連祖 伊香 色 雄」 等 出で、 箠仁紀 二十 
五 年條に 「物 部 連違祖 十 千 根」 等" 早く 
より 著 はれて、 國 家の 樞機に 與れ るは、 
一には 此の 氏の 祖饒速 日、 可 美眞手 •早 
く歸順 して 忠動 を抽 でしに よると 雖 、又 
物 部の 部 民が 上述の 如く 多くして、 大勢 
力を 有せし に 據る べし。 され ど此 等は 皆 • 
祖或は 遠祖と あれば、 當時 未だ 物 部 氏 
を稱 せし に v> ら ずして 追記な らんと 考へ 
ら る。 其の物 部 連と あるは、 垂仁紀 二十 
六 年條に 「物 部 十 千 根大 連」 と あるを 初 
めと す。、 M 後總べ て 物 部 連と あり。 
これを 天孫 本祀 、物 部 氏 系譜に 「大新 河 
命。 此の 命は； 纒向 珠城宮 御宇 (垂 仁〕 天 
皇の 御世、 元め て 大臣と 爲リ 、次に 物 部 
連 公の 姓を 賜 ひ、 則ち 改めて 大 連と 爲 る」 
と载 せ、 また 「十 市 根 命。 此の 命は 纆向 
珠城宮 御宇 天皇の 御世、 物 部 連 公の 姓を 
賜 ふ」 と あると 對照 する に、 恐らく 物 部 
連の 稱は垂 仁 朝より なるべし 。而 して こ 
は 物 部の 長なる より、 此の 姓を 賜 ひしゃ 
察する に 難から ず 0 以後、 大伴 連と 共に 大 
'連に 任ぜられ、 國政を 執リ たりし が、 鈥 
明朝、 大伴金 村の 勢力 失墜 後、 尾 興は 大 


臣蘇我 氏と 勢 方 ^ 爭ひ 、子守 屋に 至り 敗 
れ て本宗 亡び、 以後 第二 流の 貴族と して 
中古に 人り、 天武 朝に 朝 S 姓を 賜へ り。 
此の 我は 前述の 如く、 初め 九州に 居り、 
次いで 天神 本紀に 「饒速 日 尊 •天神 御祖 
の 詔を 禀 け、 天 磐 船に 乘 り、 而 して 河內國 
河上哮 峰に 天降 9 坐し、 則ち 大倭國 鳥 見 
白 庭 山に 遷り 坐す、 云々。 長 髓彦の 妹 御 
炊屋 姬を娶 りて 犯と 爲 し、 妊眙 しめ 給 ふ 
矣 J と傳 ふるを 採れば、 次に 河内、 大和、 
其の 根 據たリ し 也。 神武 帝 入國の 際は、 
長髓彥 と通ぜ L なれば、 大和 登 美 附近の 
地に 據 り、 後 其の 本 據を山 邊郡石 上に 移 
し、 石 上 坐 布 留御魂 神社を 奉齋せ り。 さ 
れど その 歷 代の 人名、 並に 其の 外戚を 調 
查するに河內、及び近 41 の如きも、有カ 
なる 根據 地な りしが 如し。 

一族 頗る 多く、 續紀 、韓國 連 源の 上奏に 
「夫れ 物 部 連 等は、 各々 居 地と 行事と に 
因りて、 別れて 百 八十 氏と 爲 る」 と。 

92 河內の 物 部 連'  雄略祀 十三 年條に 「天 
皇 •齒田 根 命の 資財を 餌 香 市邊の 橘 本の 
土に 露は し 置き、 遂に 餌 香 長野邑 (志 組 
郡長 野鄕) を以 つて、 物 部 目 大連に 賜 ふ」 
と载せ、また崇峻即位前紀に —1' 蘇我馬子 
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宿禰 大臣 云々 等 •俱に 軍旅を 率ゐ 、進ん 
で大 連を 討つ。 大 伴連嚙 、阿倍 臣 人、 平 
群臣 神 手、 坂 本臣糠 手、 春日臣 、俱に 軍 
兵を 率ゐ 、志紀 郡ょり 逾河 家に 到る。 大 
連 •親ら 子弟と 驳の 軍と を率ゐ 、稻 城を 
築いて 戰ふ 。是に 於いて 大連 •衣 楷朴枝 
間に 昇り、 臨 射 •雨の 如し。 其の 軍强盛 
にして、 家を 瑱め 、野に 溢 •る」 など 見 ゆ。 
當時は 其の 本據 •河 內國 なりし が 如し。 

93 和 泉の 物 部 連 こは 紐 直の 族に して、 

姓氏 錄 、和 泉 神 別に 「物 部 連。 神 魂 命 五 
世の 孫 天道 根 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

94 山城の 物 部 連 貞觀九 年 三月 紀に 「信 
•濃 國高井 郡の 人 •物 部 連 善 常を、 山城 國 
に 移す」 と 0 

95 信 濃の 物 部 連 物 部 氏族に して、 貞觀 
九 年 三月 紀に 「信 濃 國高井 郡の 人 從八位 
上物 部 連 善 常の 本 居を 改めて、 山域國 Ja 
伊 郡に 貫す」 と 見えたり。 

96 越 中の 物 部 連 官舎 納穀 交替 記に 「擬 
少領物 部 連 (寬平 九 年〕」 など 見 ゆ。 

97 伊豫の 物 部 連嘉祥 三年 七月 紀に 「伊 
豫國カ 田 物 部 連道吉 J と 云 ふ 者 あ. り。. 

98 莂田氏 裔の物 部 連貞觀 十二 年 十二月 
祀に 「伊豫 國宇和 郡 人從七 位上莂 田 首 倉 
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繼 、莉田 首淨根 等に、 姓を 物 部 連と 賜 ふ」 

と 見 ゆ。 

99 首 流の 物 部 連 春 日 氏族、 物 部首の 後 
也。 天武紀 十二 年條に 「物 部首 云々 に、 
姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 ゆ。 

100 周 防の 物 部 連. 延 喜の 玖 轲 鄕戶籍 に、 
「戶 主物 部 連有吉 J などを 载せ たり。 

§ 武藏の 物 部 連. 推 古 朝、 物 部 連 兄 麿 ぁ 
り、 第 百 三十 五 項を 見ょ。  . 

102 物部禮 族 天平 五 年の 右京 計 帳に 「物 
部 連 族 刀 良 女、 外 三人、 戶 主物 部 連 族 五 
百、 外 二人」 を载せ 、其の 他 天平 二十 年 
ニ月紀に「物部連族子1'」など見ゆ。 

103 物 部首 春 日 氏の 族に して、 物 部の 一 
伴 造 家たり しならん。 箠仁紀 三十 九 年條、 

一 云に. 「五十 瓊敷 皇子 •大刀 一千 ロを 作 
らしめ給ふ云々。石上神宮に藏む。是の 
時、 神 •乞は して 言 さく、 春 日 臣の族 • 
'名は 市 河を して 治めし めょ と。 因りて 市 
河に 命せ て 治めし む。 是れ 今の 物 部首の 
始祖 也」 と 見 ゆ。 こは 物 部 連の 副と して、 
石 上 神宮に 仕へ しめし ものな らん。 姓氏 
錄に は、 大和 皇 別、 布留 宿禰條 に 「木 事 
命の 男 市川臣 •大 II 鶬 ( 仁德〕 天皇の 御 
齿 、倭に 達り て、 布 都努斯 神社を 石 上鄕布 
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瑠村の 高 庭の 地に 實ひ まつりて、 市川臣 
を以 つて 神主と 爲す C* 四 世の 孫 •額 田臣， 
武藏臣 •齊明 天皇の 御世に、 宗我 蝦夷 大 
臣 •武 藏臣を 物 部首、 幷に 神主 首と 號 く、 
玆に 因りて 臣 姓を 失 ひて、 物 部首と 爲る、 
云々」とぁり。後に宿禰姓を賜ふ。額田、 
武藏 、布留 等の 條參 照。 

104 京都の 物 部首 大同 元年 三月 祀に 「右 
京人 物 部首 縵麻呂 j ぁり、 高 狩 忌 寸姓を 
賜 ふ… 

105 攝 律の 物 部首 天平 勝寳八 年の 島 上 郡 

水 無 瀨繪圖 奥 書に 「島 上 郡 主 帳无位 物 部 
首子老 J を载せ 、また 姓氏 錄、 攝津皇 別 
に 「物 部首。 大春日 朝臣と 同祖 也」 と 見 
吵 0 > - 

106 山城の 物 部首 こは 物 部 連 族と 云 ふ。 
姓氏 錄 、未定 雜姓 、山城の 部に 「物 部首。 
，神 饒速日 命の 後て へり、 見えず」 と载せ 
たり 0 

107 河内の 物 部首 これ も 物 部 連 族と 云 
ふ。 姓庀錄 、河内 神 別に 「物 部首 o 同 神 
の 子昧島 乳 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

108 出 雲の 物 部首 天平 六 年の 當國 計會帳 
に 「浮浪 人物 部首 石 足」 を 載せ、 また 大 
税賑給 歷名帳 1C 「漆 部 郡 深 江 里 物 部首 百 


枝 外 一人 J など 見 ゆ。 

109 伊豫の 物 部首 春 日 氏の 族 か。 承 和 四 
年 四月 紀に 「伊豫 國人典 藥權允 物 部首 廣 
宗 、其の 弟眞宗 等、 本 居を 改めて、 左 京 
ニ條四 坊 K: 貫附 す 1-. など 見 ゆ。 此 の 氏. 
後に 朝臣 姓を 賜 ふ。 

110 豐 前の 物 部首， 正倉院 文書、 丁 里戶籍 
に 「物 部首 猪手賣 J、 塔 里 戸籍に 「物 部首 
古志 賣」 など 見 ゆ。 

111 丹 波の 物 部首 東大寺 古文書、 「村 上帝 
の 時、 丹 波 擬大領 右近 衞物 部首 惟範」 、及 
び 同族に 「檢 校、 主 帳 等に 任ぜら る乂者 
あり 云々」 と (氏族 志)。 

112 贄田物 部首 一一へ タ條を 見ょ： 

113 物 部 毘登春 日 氏の 族な らん。 正倉院 

天平 寶字六 年 文書 等に 見 ゆ。 物 部首に 同 
じ 0 

114 物 部 臣第百 三 項を 見 
, 115 出 雲の 物 部臣出 雲國な る 物 部の 伴 造 
家 也。 出 雲 風土記に 「楣縫 郡 郡 司 主 帳 先 
位 物 部臣」 なる もの 見 ゆ、 こは 出 雲臣の 
一家 か。 

奧 州の 物部臣 こは 百 三 項 氏の 族 か。 
白 河 郡 八 槻大善 院所藏 、陸 奥國 風土記に 
，「白 川 郡 飯豐； 3、 此の 山は 豐岡姬 命の 忌 


庭 也。 又， 飯 豐靑尊 •物 部臣 をして 御幣を 
奉らし めき。 故に 山の 名と なる、 古老の 

日へ らく、 昔， 卷向珠 城宮 御宇 ( 垂仁〕 天 
皇の 二十 七 年 戊 午 歳の 秋に、 飢饉 袅て人 
民 多く 亡せ にき。 故れ 宇惠惠 山と 云 ふ。 
後に 名を 改めて 豐田と 云 ひ、 又 飯 豐と云 
S 1 と C 

117 物 部 君 物 部族 中の 最古 族に して、 此 
，の 君は 原始的の 力 パネと 考へら る。 景行 
紀に 「物 部君祖 夏 花」 見 ゆ。、、 は 物 部族 
の 故 國 筑後她 方に 殘 りし 大 豪族な らん。 

118 上野の 物 部 君 こは 春 日 氏 流 物 部 氏の 
族 か。 天平 神 護 元年 十一月 紐に 「上野 國 
甘 樂郡人 中衛 物 部蜷測 等 五 人に、 姓を 物 
部 公と 賜 ふ」 と载せ 、また 同 ニ 年 五月 紀 
に 「上野 阈甘樂 郡 人外 大初 位下 礒部牛 麻 
呂等四人に、性を物部公と賜ふ」と見ゆ。 
また 金 井澤 神 ■碑に 「上野 國 群馬駝 下賛 
鄕高田 里 三 家 子孫、 七 世 父母、 現在 父母、 
現在侍る家刀自、他田君日頭刀自、又兒 
加那刀自、孫物部君午足、次に娜刀自、次 
にこ軏刀自、合せ六ロ、又知識所結人1ーー 
家毛人、次に知刀呂、鍍師礒部君身麻呂、 
合せて 三 ロの 爲 、是の 如く、 知識 結びて、 
天地に 誓願 仕へ 奉る 石文。 神 鐘 三年 丙 寅 
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二月 二十 九日」 と。 

119 筑後の 物 部 公 前々 項なる 物 部 君の 後 
裔と考 へらる。 筑後高 良 社 古書に 「高 良 社 
名 神 御厨 預物部 公 岡麻呂 、祝 部 物 部 公有 
憲 、神 部 物 部 公 常 仁」 と。 子孫 •第 百 四 
十七 項を 見ょ。 又 第五 十四 項參 照。 

120 物 部 直 武藏國 造 族に して、 常 國物部 
の 伴 造た リ し 氏 也。 神 護 景雲 ニ 年 七月 紀 
に 「武藏 國入間 郡 人 正 六 位 上勳五 等 物 部 
直 廣成等 六 人に、 姓を 入 間宿禰 と 賜 ふ」 と 
見 ゅ。 此の 物 部 氏は 角 井 系圖に 據れ ば、 國 
造 宇 那毘足 尼の 子筑 麿ょ リ出づ と 云 ふ。 
また 推 古 朝に 兄 麿 ぁり、 聖德 太子に 從ひ 
て寵を 得、 武藏國 造に 補せ らる 。太子 傳曆 
に 「舍 人物 部 連 兄 麿 •性 •，道心 ぁり、 常 
に以つ て齋 食し" 後に 優 婆 塞と 爲リて 常 

に 左右に 侍す。 癸已 年、 武藏國 造を 賜 ふ」 
と 見 ゆ o 連は 直の 誤 か、 或は 特に 賜 ひし 
.ならん。 なほ 入 間 郡の 式內 社なる 物 部 天 
神社、 出 雲 伊波 比 神社、 中 氷 川 神社 等 も 
此の 氏に 關係 深し。 第 百 三十 七 項、 及び 
武藏條 を 見よ。 

?21 物 部 造 物 部 I 部の 伴 造 家に して、 天 
.神 本紀に 「物 部 造等祖 天津 麻 良」 なる 者 
見 ゆ。 


122 物 部 宿 1® 物 部 連の 族 か。 寳龜 元年 九丨 
年紀に 「基 信の 親族 •近 江 國人從 八 位下 
物 部宿禰 伊賀 麻呂等 三人、 本姓 物 部に 復 
す」 と 見 ゆ。 基 信は 基眞の 事に して、 道 
鏡の 族黨な り。 物 部淨志 朝臣 姓を 賜へ り。 

123 後毋の 物 部 宿 福 前項とは 別に 此の 氏 
を稱 する もの 多く、 雑言 奉 和、 類聚 符宣 
抄卷 七、 古事 談 、東天 寺要錄 、姓名 錄抄、 
拾芥抄 等に 見 ゆ。 

124 物 部 朝臣 第 九十 一項 物 部 連の 後に し 
て、 天武紀 十三 年條に 「物 部 連 云々、 姓を 
賜 ひて 朝臣と 日 ふ J と 見え、 又 天孫 本 紐 
に 「( 饒速日 尊) 十七 世 孫 物 部 連 萬 侶 (馬子 
連公の子>此の連公は、淨御原の御世、天 
下 萬 姓を 八 色に 改定せ ら る、 の 日、'  連 公 
を 改めて、 物 部 朝臣 姓を 賜 ひ、 同 朝の 御 
世、 石 上 朝臣の 姓を 改め 賜へ り」 と あり。 
後 又 物 部と な 9、 更に 石 上と なる。 即ち 
寶龜六 年 十二月 紀に 「従三位 石 上 朝臣 宅 
嗣に 、姓を 物 部 朝臣と 賜 ふ。 其の 情 願を 
以つて 也」 と载せ 、更に また 同 十 年 十一 
月紀に 「中 納言從 三位 物 部 朝臣 宅嗣 、宜 
しく 物 部 朝臣を 改めて、 石上大 朝臣を 賜 
ふべ し」 と 見えたり。 石 上條參 照。 

氏人は 持 統紀四 年 條に物 部麻呂 朝臣 等 見 


ゅ。 子孫は 右上 •模井 兩條嗲 照。 

125 伊漾の 物 部 朝臣 第 西 九 項 物 部首の 後 
にして、 齊衡 元年 十月 紀に 「内 藥正從 五 
位 上物 部首 廣泉 に、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 と 
載せ、 また 貞觀ニ 年 十月紀 に 「正 五位 下 
行典藥 正 兼侍醫 參河權 守 物 部 朝臣 廣泉 • 
卒す。廣泉は左京の入也、本伊豫國風早 
郡 •姓は 物 部首、 後に 京 兆に 隸 して 姓を 
朝. 臣と賜 ふ」 と载せ たり。 

126 朴井 流の 物 部 朝臣 モ申の 功臣、 物 部 
朴井連 雄 君の 後 也、 エノ 斗條を 見ょ。 

127 物 部 宗族 第 九十 一項 物 部 連の 系圖は 
天孫 本紀に 在り、 今書祀 、古事記、 姓氏 錄 

に 據り 、多少 訂正を 加 ふ。 

饒速日 命 ( 天照國 照彥 天火 明 櫛 玉饒速 日 
尊、 天火 明 命、 天 照 國照彥 天火 明 命、 膽杵 
磯 丹杵穗 命〕— 可美眞 手 命 (宇 摩 志 麻 治 命 
味 間 見、 母は 御 炊屋姬 、長 髓彥 の 女 也〕 


丨味饒田命网刀連祖 

琢 五十 吳梡 
女 師長 姬 

— 彥湯支 命 -r 大禰命 


母 同上 
木髡足尼 


a 日 下部 馬 津久 
菝久美女阿野姬 


丨 大木 食 命 

母 倭 志 **' g 
妹 l ln. .a JS 

三 河 5£造 ',-11 

丄 ハ 見 宿禰 

母 同上 
小治田逋祖 


— 出 雲 醜 大臣 命- J- 三 見 宿禰 

母 出 雪 色 多利姬  母同 >. 

丨出石 心 大臣 命- 大矢 ロ宿禰 i 

母铁梅 川枯姬  母新河小循 * 
大矢ロ 根 大臣 
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sf 野 11 1 

圾 戶由良 都 ® 妹 芹 田 a 稚姬 

丨 大綜杵 —-T 伊香 色. 謎— (祟 神 帝) 


tic J 大尼 


伊賀货色許賣 
M 化 一@ 

母高屋 两 波 良姬 


-鬱色 謎- 

母 同上 
内 色 許 賣命 
孝 元 后 


- 伊香 色 雄， 

a M 上 
伊香 我 色 雄 

-( 開化 帝) 


丨建膽 心 大福 
丨多 辨宿禰 

交野 連 a' 

丨 安毛 建 美 

六人部連祖 


1 丨大满 河. 

賜® 卽 
連 姓 


丨大水ロ旨彌天孫本紀には出石&の男 
苞積臣 、采女 臣趙 


丨武諸 隅 1 多遲麻 — 

の 女中 日 女 女 福 姬 

丨大小市/(子致命丫~ 

SS 3®  I 越智 氏族 

— ^: /> 7fc 佐 夜 部 直、 久奴 直祖 
母 同上 


.大 母 ^ 母 同上 紐 伊 荒 河 戶雲 


矢 S 祖 


丨印葉 母 五十 琴彥女 安 S 

| 山無媛|上-|-(兎道稚郎子) 
丨伊與 母 5 A 矢 田 皇女；} 仁 置 后 

丨 小 神 母 同 ± 

— ^c ^II a 同上、 矢 田 部 連祖 


1 — 十 市 根 d 止 志 奈 

賜物 部 連 姓 母武諸 隔 
垂仁朝 五大 女時姬 
先 ® 一 锌田連趄 


- 五十 琴 宿 漏‘ 

母 市® 宿 圏詛穴 
太 足尼汝 比 咩古 


1 — 建 新 川 

SS 織 

T_ 

若 揚垩 連租 

厂氣津 別 


丁 片堅石 

母 同上 
駿河圃 造祖 

丨印岐 美 

母 同上 
志 紀 磊 主 
遺 江國造 
久努直 
佐 夜直祖 

ー丨診上弓 

田并連 
住 比 連 祖 

| 丨膽咋 宿漏丨 

母 同上 
伊久 比 

1 建 男 

曾 根 連 
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命 女 止 己呂姫 
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I 目 古 毋竹古 連 女 弟® 
田 并連祖 
I 牧古母 同上 
佐 比 佐連祖 


丨伊 莒讳. 

毋 多遲蔴 
女 香兒姬 
伊 已布都 


I 麥入 宿禰- 

牟伎利 足 
尼 

r Ii 

住爲 連祖 


大前宿 禰氷連 斑 
丨小前 宿 禰田部 連 - a 

-御辭 佐— 祖 

一— 石持 

刑部珥部、刑部造祖 


l E ^ a 倭國造 比 香賀女 玉彥® 
巫部連、文島連、須佐連祖 

丨 布 都久留 nr 木蓮 子 1 


母 同上 
懐大連 


戀連 


1 /> $ 志陁 連、 紫 垣 連、 田 并連祖 
丨多波 依 網 連祖 


i— 

- 鍛冶 師 

毋 同上、 鏡 作、 氷 
輕 目連詛 

丨竺志新連連靼 
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— 蘇 山 H 尾 興- 


1 —麻作 | 奈洗 

借 馬 連 
笑 原 連祖 


— 大市御 狩- T-大人丨耳今井連® 

毋弓削 連 阿佐 | 

姬 珍 加莉々 I 目— 馬 古-麻 S 
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- 連 i 宇 麻呂 左大臣 

I 守 屋-雄 君 T 忍 勝 

® 部 弓内大 菜 

1 li i 厂 金 弓 

母 同上  今 本連祖 
丨今 木金 弓 若 子 母 同上、 今 木 連祖 

丨 1 i 人 
石 上 夫人、 母 同上 

丨石 上贊古 -T 鎌 尨 姬島 大臣 厓子妻 丄 锻夷) 


母 弓 削 連 
加 波 街 低 

ー丨 1| 髮 


大刀 自連 

丨鎌束 
丨 長兄 若 子 
1 大吉 若 子 


丨麻 伊古 —— 惠佐 古， 

母： E Jb 
屋形蒗 組 
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弓 梓 同上 
— 加 佐 夫 同上 
— 多都彥 同上 
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— 東 人怨三 I 家成從 = 


丨麻佐 良 
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!| 金 

借 馬 連 

p pBT m' ls 


野 間 連 
倍馬连 祖 

丨三循 

居 部 連 組 

—臣竹 

肩 野 連 
宇遲部連組 


丨麄鹿 火 H 石弓 若 子 

五 朝大連  今木連龃 

丨影姬 
- 毛 等 若 子 

— 押 甲— 奈西 蘇連 駔 

— ^ * 神 野 入 州 連祖 


-吳足 尼 

依《 連祖 

丨建彥 

高 a 連 
* 野 連 
部 刀 連 
格* 連 
莴并連 

伊勢 荒 比 田 連 
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-委古 

菝踩田 部 連祖 

—鹽 古 
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-金子 

三鳥 |1 圃連® 

丨阿 遲咕 


128 大和の 物 部 氏 以下 カバ ネの 不明なる 
もの、 後世の 物 部 氏、 及び 國內物 部族の 
棰槪 等を 载せ たり。 後掛 、當國 高 市 郡の 
豪族 越智 氏は 物 部 姓と 稱 し、 大倭 武士 春 
日大 宿所 願 人 勤 街 次第に 「散在 等、 越智 
姓 物 部 C 大 宿所 每年相 詰、 高 市 郡 畝 火山 
西)、 ニ 萬 四千 石餘」 と载 せ、 又 石上考 所載 
物 部 系圖に 「高 倉 下命… 弟 鹿 (日 村 尾 治、 
今 越智) 」 等 見 ゆ。 其の 他、 第三、 九 一、 

一 〇 三、 一二 四、 一二 八 等 諸項參 照。 

129 河内の 物 部 氏 第 六、 九 ニ、 一 〇 七、 
等の 諸項參 照。 後世、 守屋 の裔守 邦の 裔 
と稱 する もの あリ 、ヤ ブ條を 見よ。 

130 和 泉の 物 部 氏 第 七、 九 三、 一 〇 三、 

の 諸 項を 見よ。 又 高野山 兼 澄、 道範 •此 
の 氏より 出づ 、皆 高僧 也。 大烏郡 船尾 村 
に 道範 の族裔 あり、 物 部 氏 也。 

131 守屋 後裔 後藤 捷 一氏 云 ふ 「大正 十一 
年 六月 六日の 大阪每 日に、 大要 左の 如き 

モノ ノへ 


記事が 揭载 せられた。 物 部 守屋の 墳墓は 
大阪府 中 河内 郡 龍 華 村 大字 太子 堂に あっ 
て、 毎年 I 同 五月 末、 中 河内 郡 神職 曾で 
例祭を 執行して 居た が、 今度から 大阪國 
學院の 手に 移し、 墓地を 擴張 修理す る 事 
となり、 全國の 篤志家から 土地 買收 費を 
寡 集す ると 同時に、 現存す る 守屋の 子孫 
を 調查 する こと X なり、 黑板 博士が 調查 
中で ある。 そして 守屋の 後裔と して、 兵 
庫縣 武庫 郡 本庄村 大字 靑 木木 村 ひろ 太、 

愛媛 縣宇麻 郡 松柏 村 大字 下 柏 守 屋重輔 の 
兩氏 を擧げ 、其の後、 京都市 今 熊 町 藤 君 
事物 部き く 女 も 亦 其 一人で. ある、、 とを 報 
ぜられ た。 云々」 と。 木 村、 守屋 、養父 
等の 條參 照。 

又 前記 物 部き く 女は、 京都市 今 熊 町で 藤 
君と いふ 料理屋を 經營 されて 居る。 訪間 
の 記者に 語-るには、 同 女が 幼少の 頃まで 
は、 刀劍 、其の 他 器物 も 數多傳 って 居た 
•か、 今は 散逸して 家譜と 過去 帖 としか 殘 
つて 居らぬ とて、 ニつ の 帖を持 出された 
が、 之を 見る に、 家譜の 方は 邦 成に 至る 
迄、 代々 の 死去 年月日、 戒名、 諱を 一筆 
に 書 連ね、 夫れ 以後は 師匠、 父方 母方の 

伯父、 伯母、 或は 水戶烈 公と いふ 風に、 
、 

モノ / へ 


當家に關係のあったと覺ゅる人々の戒名 
のみを 記入し、 過去 帖に變 化して 現代に 
及んで 居る」 と。 

132 尾 張の 物 部 氏 第 十 項 物 部の 後 也。 齊 
衡 三年 九月 祀に 「大 僧都 傳燈 大法 師位實 
敏 卒す。 實敏 •俗姓は 物 部 氏、 尾張阔 愛 
智郡人 也」 と载せ 、また 元亨釋 書に 「釋 
實敏 。姓は 物 部 氏、 尾 州 愛智郡 人」 など 
見 ゅ。 又 熱 田 社 往古 社 職に 物 部 氏 あり (熱 
田宮舊 記〕。 . 

133 三 河の 物 部 氏 第 十一 項參 照。 又 拙著 
三 河に 「三 河國 造は 物 部 氏 •の 族で あるが、 
此の 氏族は 海道 筋に 梅め て 多い、 隣 _ 丈 
にっいて 云っても、 尾 張には 物 部 氏、 尾 
形 連、 椋橋 氏、 穗積氏 等が あり、 遠 江に 
は 遠 淡 江國 造、 久努國 造、 佐 夜 直、 物 部 
氏 等 有名なる 氏が 甚だ 多く、 又 駿河國 造 
も、 伊豆 國^^ 皆 此の 氏族で ある。 尾 張 
以東、 伊豆に 至る 海道 筋 八國造 中、 穗、 
素貿 、廬 原を 除く 五國 造が、 皆 此の 氏族 
が 占めて 居る。 以 って 如何に 此の 族が 榮 
ぇて居たか ^ 察しられるではなぃか。そ 
の發展 の 經路を 窺 ふに、 近 江は 此の 氏族 
.の 東に 於け る裉據 地で あリ 、美 濃では 三 
野後國 造が 此の 氏族 だから、 近 江から 美 
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濃を 經て 海道 筋に 出た 事は、 明白で あら 
ぅ。なぼ且此等五國造の祖を國造本祀が 
出 雲 色 大臣、 伊香 色 雄、 大新川 等、 主と 
して 近江國 出生、 又は 住居した と傳 へら 
れる 人の 後裔と して 居る ので、 j 層 その 
惑を 深ぅ する ので ある。 而 して、 此の 氏 
族が 近 江 國を本 居と して 居た のは 安寧 朝 
から 崇神朝 迄の 事 だから、 當 地方に 發展 
したの も、 恐く は その 時代が 下っても、 
餘り 遠から ぬ 時代と 思 ふ」 と。 

後世なる は、 三 河 妙 源 寺 文書に‘ 「寄進し 
奉る 三 河 國平田 庄桑子 左 近 五郎 屋敷、 井 
に 伍の 事。 右 畠に 於いては 太子 堂 職 地た 
るの 上は 子々 孫々 主り、 妨を 成す ベから 
ず。 仍 りて 寄進し 奉る 所、 件の 如し。 建 
武 三年 十二月 五日、 物 部熙氏 花押」 と。 
その他は 次 項' を 見ょ。 

134 神 家 前項 末の熙 氏は 此の 流な らん。. 
細 川 管頜 配下の 名 族に して、 明德 三年 (元 
中九年)八月ニ十八日の相國寺供養に「細 
川賴元 家臣 •物 部九郞 成 基 J を 載せ、 又 
蔭凉 軒日錄 、延德 ニ 年 七月 三日 條に 「丹 
波に 於：， て 大合戰 あり、 物 部豐前 守を 大 
將と爲 して 位田 城を 攻 む」 と。 其の後 明 
應 ニ年閏 四月 十三 日- 將軍 義稽 •河 內國 
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畠 山彈正 忠義 豐 •征伐と して 發向ぁ y し 
に、 細 川 武藏守 政 元 •反忠 して、 畠 山に 
組し ければ、 終に 將軍方 利を 失 ひ、 正覺 
寺の 陣 破れて、 此の 日義 稽 •細 川 畠 山の 
爲に捕 はれ、 政 元 •之を 家臣 物 部 紀伊守 
が館に押籠む。又見聞諸家紋に 

神 家 


物 部 


135 ，遠 江の 物 部 氏族 拙著 遠 江に 「此の 氏 
族の 分 相は 全國に 亘って 居る が、 その 內 
最も 榮 えて 居る のは、 海道 筋と 云は ねば 
ならぬ。 西 隣 三 河國造 も、 東隣駿 河國造 
も、 その 次の 伊豆 國造も 皆 此の 氏族で あ 
る。 當國に 於ても、 違 淡 海、 久努の 兩國 
造、 及び 佐 夜 直 等 甚だ 多い。 その 發展 .の 
經路を 窺 ふに、 近 江ょ y 美 濃、 尾 張、 三 
河を 經て 當國に 來た  ものら しく、 主と し 
て 伊香 色 雄 命の 後裔と 云 ふ 事に なって 居 
る。 しかし 若し 素竄國 造の 祖美志 印 命を 
物 部 氏の 一族と すれば、 その 入國は f 層 
古い 時代の 事で、 伊香 色 雄の 後裔の 東進 
は、 その 綠故か らと 云は ね. ばなら ぬ。 今 
明白に 物 部 氏族と 稱 する 當 地方 諸氏の 系 
圖を擧 <'' れば 次の 如くで ある。 「可 美眞 
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その他は 遠 江 以下 各條參 照。 又 氏人は 第 
十二 項を 見よ。 

136 相 摸の 物 部 氏 第 十七 項を 見よ。 後# 
なる は、 鎌 倉 長 谷 寺 文 永 元年 七月 十五 日 
の 鐘銘に 「住艰 眞 光、 勸進 沙門 淨怫 、大工 
物部季 長」 を 載せ、 をた 大住郡 日向 山靈 
山寺 鐘銘に 「曆應 三年 大歳庚 辰 十二月 十 
五日、 甲子、 大工 大和 權守物 部 光 連、 大 
勸進 云々」 と。 これより 前餘綺 郡 高麗 
寺 山 高麗 權現弘 安 十一 年 卯月 廿 八日の 鐘 
銘に 「大工 大和 權守 物部國 光」 見 ゆ。 


137 武藏 の物部族第十七項、及び121項、 
百 ニ 十項參 照。 又 拙著 武藏に 『安閑 朝以 
後、 武藏國 造の 事は 暫く 物に 見えぬ。 泡 
らく 笠 原 直 使 主の 子孫' か、 その 職を 繼承 
して 居た ので あらぅ o それから 凡そ 五六 
十 年程經 つた 推 古 朝に、 物 部 連 兄 麿と 云 
ふ 人が ある。 太子 傳曆に 「舍 人物 部 連 兄 
麿 •人となり 道心 あり、 常に 以て 齋 食、 
後に優婆塞と爲9て常に左右に侍す。癸 
已 年、 武藏國 造を 賜 ふ」 と载つ て 居る の 
で、 此顷 武藏國 造の 系統が 蠻 り、 出雲臣 
族から 物 部 氏族に-移つ たので あらぅ と 云 
ふ 人が ある。 しかし 私は、 これ もやは り 
出 雲 族で、 國造 家の 一族と 考へて 居る。. 
出 雲臣族 武藏國 造の. 一族に 物 部 氏の ある 
事は 神 護 景雲 ニ 年祀に 武藏國 入 間 郡の 人 
物 部直廣 成が 入 間宿禰 (この 氏の 國造族 
なる 事は 後に 云 ふ) を 賜は つて 居る 事な 
どで 容易く 說明が 出来る 。凡そ 當時 の舍 
人は 多く 地方 豪族の 子弟から 採用され 
た。 それは 丁度 地方 豪族の 娘が 釆女 とな 
るのに 似て 居る。 此の 兄縻 も武藏 から 上 
京して 太子の 舍人 となつ たので あるら し 
い。 しかし 此處に 一つの 疑問が ある、 そ 
れは兄 麿の カバ ネが 太子 傳曆に 連と あつ 
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て、 この 武藏國 造の 一族なる 物 部 直とは 
ヵバ ネ •が 違って 居る 事で ある o 1 體物部 
連は 全國の 物 部を 總領 する 伴 造で、 武藏 
の 物 部 直は 武藏 I 國の物 部の みを 支配し 
て 居た、 同じく 物 部 圑體の 首領で も廣狹 
の 差が あり、 又 系統が まるで 違 ふ。 そこ 
で 物 部 連と 云 ふ ものを 物 部 直と 一緖 には 
出來ぬ 、けれど 此の 兄 麿が 特に 武藏國 造 
に 任ぜられた のから 考へ ると、 物 部 連の 
系統では なく、 どうし. て も 物 部 直、 っま 
り 出 雲 臣族武 藏國造 家の 一族と 思 はれる 
ではない か、 さう 云 ふ 風に 考へ ると、 こ 
の 連と あるの が 直の 誤リ か、 又は 太子の 
舍人と云ふので、直姓から特に連姓を腸 
はった のか も 知れない、 けれど 後世 武藏 
に 物 部 連が なく 物 部 直の み 存在す るの 
で、 後說は 探 用 出来ぬ 故、 此の 連は 直の 
誤 o てあらう と 云は ねばならぬ。 

此の 氏 も 前の 笠 原 直と 同様、 武藏國 造の 
一族 だが、 やはり 支流で ある。 前に 本流 
が絕 えたので 一族 笠 原 直が 繼ぎ 、更に 今 
度 又 此の 物 部 直が 太子の お蔭で 國造 職を 
得た、 此の 國造 家は 斯様に 度々 氏が 蠻っ 
で居る、けれど、もとを探 <'- れば皆出雲 
臣族な る 兄 多毛 比 命の 後裔に 外ならぬ。 
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此の 後 又 變って 同族 大部 直に _造 職が 移 
る、 それは いつ 頃から かわからぬ が、 恐 
らく中古になつて ^ あらぅ。 

斯く此 氏は 武藏國 造の 一族 だが、 此の 國 
の 物 部を 支配して 居た ので 物 部を ^ とし 
た譯 である。 その 直 姓な のは 國造 家武藏 
直の 分家なる が 故で ある 事は 今更 云 ふ 迄 
もない。而して此氏は主 '<!: して入間郡に 
住んで 居たら しい。 延喜 式、 人間 郡の 部 
に 物 部 天神 社と 云 ふ 社が 載って 居る、 そ 
れが 此の 氏の 奉仕した 神社-で. ある。 此の 
宮は 、その 名稱 から 物 部 部 民の 神社で あ 
る 事は 明白 だが、 天神 社と ある 故を 以っ 
て、 物 部の 總頜的 伴 造 物 部 連の 祖神 天神 
饒速日 命を 奉祀した もの だと 一般に 說明 
されて 居た が、 私は さぅ でな からぅ と 思 
ふ。 式 帳を 調査す るに、 天神 社と 云 ふの 
が、 此の 物 部 天神 社の 外、 まだ 澤山 此の 
國に ある。 即ち 多 磨 郡條に 布 多 天神 社、 
大麻 止 乃 豆 乃 天神 社、 阿 豆 佐 ■味 天神 社、 
及び 穴澤 天神 社な ど それ だが、 此等 は總 
べて同一律に解釋，せねばならなぃではな 
いか、 よ. つて 私は 考 へた、 この 天神 社と 
云ふ £7>. は式帳入間郡に國渭地祗神社とぁ 
る 地祇 神社に 對 する 語で、 一種の 社 格と 
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天 似 連ぬ 社し にて と 全天 思そ此 とてもでの 河 名 尾つ 天 見 
神し 祖0 のた 述 居し 體神 ふれ 等 わ、 覓の 三國神 雍 て 神る 
社て 天 偶 天 もべ る 、の 、。が _ か 明ら 神種內 、國 居と ベ 
は 居神然 神の る ボ更神 地し 偶 帳る かれ 社 類 神 天神る いき 
.物る 饒 にもで が'^ に社祗 か々 に f によを に 明 神 名の ふ も 
部 ば 速 物 同は、 ボ 天を とし 式 見 5 神う 载し 名、 帳は のの 
連 か 日部樣 など f 神官 同 或 帳 ゆ 3 社0 せて 轉 地に ニを‘ だ. 
とり 命と 祭い ち ぼ 、知 一はに る， の此た 居は 神は 三 一と 
關 でと 天神。 ら W 地 神 か紀表 天® 階 等の る： 國の 種0 
係 あ 云 神を そに 地祇と も 伊は 神， 級は でが 5 の 內國の 
がる ふと 表： し祇の 未知 國れと S を そ 、 、 II 四 神 帳 社 
な。 の 重は でて 社 ニ官れ 神た 同泛 表の 地 こ” 階 社に 格 
い 要と なす 此も につ 知ぬ 名 も一 7 は 神神れ nB 級を 見の 
° す 暗つ との 祭關に 神0 帳の な 三し！^ はは || りつ え ゃ 
從る 合て は 物 神し 小と 此 にだ も f たか 省 天” 分大 るう 
つに 的 、見 部を て譯 のの 見ら の ご 毛ら い 神 本 ち 名0 に 
て 物に 物ら 天 表は け ニ 帳 ゆうで = の考 た級泛 、神 先取 
此 部類 部れ 神は 別し つは ると 、H だへ とま P 參 、づ扱 
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八の 此る代 神 部え を* に田德 えなの 藏 とらす が あこ のん の 
背 子 £ら ニ 社 天た 造崇侯 川る い 大物 か 、る 後つ の 神で 神 
直筑 物し 十 だ 神神 營 敬が 時の Y 祖部 云い ゃ设て 物と 居 社 
は 麿 部い 石とは 社し し营 代で 旣先 直つつ う菅牝 部 云た が 
膳焱 瑁：0 の云此 でて， た 原に ノ にとの てのに 原野 天へ 證 .あ 
$ 黛は  朱 ふの あ 居 0 氏は J 應ー祖 道 間な 道 天神る 據る 

剪穽 5 印 人 社る る 天を 社 S 永 致神眞 にり 眞 神社 丈に か 

直解簦  昱 もで 事0 正 稱領齧 四し はを か 、を 社は ではら 

祖 井 持 あなが そ 十し 五” 年て 天祀： & そ $ と 今 あなと 

しと S ちる、 くわれ 八て 十 1 の 居穗る 野の 给も小 るら 云 

と見圖  か 等 竽居石 念 文る 日 ゃ 天 名 S 云 手。 なつ 

あ f に 且こ 川ら か 前る 》を £ 書の 命う 神稱 5 ふ 差 いて 

る 、一*  つの 越 うら 田關持 ラ： にもで にとの の =、 村 0 、 

。っ字  古社. の 0 、利 係ち ラ* 暗1 なか 同 崇物大  唯 物 

つ筑那  いも 三し か 家 か 、•ニ 野合 菅つ 、一敬 部 字 物 部 

ま麿毘  社德芳 かなは ら猶 ^ 営に 原た 此 なが 天此  部 連 

で 川 野し9 社大は ミ と 過 天べ 野 事 流 神 野 のが 

筑弟尼  あ 時 天物榮 殿い 前 气 見ぎ 神武 羞か行 だに  部 住 
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乃 日 2 宿 疑つ の 云 入 勢を 人直萁 にて たる だぬ にるな で 麿 
己 古太禰 へて 如つ 間 力 入 正もう 前 居の。 が 故 思。 つ 物が 
导曾告 ■はな もき て 氏を 間 六 神て 者た に 物 、で ふ 系た 部武 
命 乃 g 天 C 、，もは 持 宿 位 護武ょ 。對部 後 あ 。圖 の直藏 
と 命 5 穗 0 此 級、 そつ 福 下景藏 9 けし 直にる 斯 のでを の 
あ q 命日 婆の の 又の てと 勳雲宿 優れ 、の 前0 樣_ 此膳稱 物 
つ の 命 氏 郡 姓 田 郡 居 賜 五 ニ 禰勢ど 大方 後 此に等 大し部 

て 西 後十錄 內を舍 名た ふ 等 年と で奈 部が しの 巧の 伴 、を 
、巧 也 七に 口 賜 者 宅と た* 物 七 云 あ 良 直 入て 兩な部 直 弟 支 
兄 井 L_ 世は 最 はで 氏 云と 部 月つつ 朝の 間 國氏簀 分 姓 八 酉 g 
多 系と 孫 左强つ あとは あ直紀 てて に 方 。郡 造と 系は を 背す 
f 圖載天 京 族て り しねる 廣に 居、 なは に 職 も 齒う賓 直る 
比に せ 日に で 居な てば か 成武る •後る 足 雄を 武は そ。 は 事 
$ « て 古 貫 あるが 居なら 等藏0 にと 立を 襲藏 一で  膳と 

驚 天 居 忌し つ點ら るら、 六國 だは 後 郡 奮 ふ直寸 はた 大な 
砠 日る $ 4 たか 、點ぬ 相 人 入が 國 者に つのの つなの 伴つ 

父 百』 乃 入 事ら 宿 か0 當が間 物 名は 據 てで 支く さで 部た 
に 曾 天日 間が；^ 禰ら  ，な 姓 郡部を 遙つ居 あ 流れ 相 あとの 
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して 届る が、 その 信僞は 詳か でない。 猶 
ほ 此の 命は 姓氏 錄 •和 泉 神 ^ に 「山 直、 
天 穗日命 十七 世 孫 日 古 (一本 吉〕 曾 (日〕 乃 
己 名 (一本 呂〕 命の 後 也」 と 見える。 此の 山 
直 も 武藏國 造 家から 分家した もので あら 

) う。 斯樣に 姓氏 錄に 載って 居る のは、 此 
の 入 間 氏が 京師に も 宅が あり、 京官 にな 
る 資格が あつたから で 特に 優勢なる を 表 
はして 居る ので ある。 

猶ほ入間郡內には、物部天神社の外に此 
の 氏族に 緣故 ある 社が 多い。 先づ出 雲 伊 
波 比 神社、、； れは物 部直や 入 間宿禰 など 
此の 邊に 住んで 居た 出雲臣 族が 其の 祖神 
を 奉祀した もので、 社 傳に 祭神を 天穗日 
命と してる のは 當らず として-も 遠くは な 
い。 男 衾 郡に も 出 雲 巧 伊波 比 神社が ある。 
同じく その 地方の 此の 氏族が 奉祀した 宮 
と 思 ふ。 伊波 比は 視だ から、 出 雲 伊波 比 
神社とは 出雲臣 族の 人が 視と なって 奉仕 
する 神社の 意味で あらう OC 橫見 郡に 伊波 
比 神社が ある、 猶ほ荏 原 郡-に 磐 井 神社、 
これ も 磐 井は 伊波 比の 訛で あらう か)。 次 
に 中 氷 川 神社、 これは 云 ふ 迄 もな く、 武 
藏國造 家の 氏神 氷 川 神社の 分社で、 此の 
氏族が 此の 地方に 分裂した 時勸 請した 
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か、 或は 物 部 直が 國造 となった 時、 此の 
地に水川神社を勸請して、國造の職務を 
執った のか も 知れぬ 。此 社は 今の. 三 箇鳴 
村の 長宮大 明 神が それ だと も、 氷 川 村 中 
氷 川 神社 だと も 云 ふ。 

以上 三 社の 內 、物 部 天神 社は 物 部々 民の 
神で、 出 雲 伊波 比 神社は 物 部 直な ど 此の 

.地の 出 雲 氏が 神職と なった 社、 中 氷 川 神 
社は 本家 武藏 直の 氏神の 分社であって、 
總 ベて 此の 氏に 關係が 深い。 さて 物 部 直 
の 本家、 後の 入 間 宿 福の 住居した 地は 和 
名抄 に 見 ゆる 郡 家鄕 であらぅ。 それは 此 
が 氏の 上古に 於け る 勢 方を 考へ 、又 入 間 
なる 郡 名を 氏と して 居る 事から、 此の 氏 
が 此の 郡の 最强 族と 思 はれる。 從って 中 
古の 初めに 於いて、 此の 郡の 大小 領は此 
の 氏ょ =>  任じられ たと 思 ふからで ある C 
此 め 鄕は現 今 入 間 川 村と 推定され て 居 
る』 と o 

又 大営氷 川 神社々 家、 岩 井 (武諸 隅— 物 
部多遲 麻— 宅 勢〕 東 角 井、 西 角 井 (物 部 
直 姓) は 何れも 物 部 氏の 族と 稱し 、後世 
角 井 主 膳 物 部 重臣 (武藏 介 菅原正 好の 裔) 
等 見 ゆ。 各條參 照。 

138 安房の 物 部 氏 安房 郡 国分寺 弘安九 起 
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錡銘に 「大工 大和 襪守物 部國光 J と 見 ゆ。 

139 下總の 物 部 氏 太平 記卷 三十 四に 「爰 
に結城が若黨に物部次耶郡司とて、世に 
勝れた る 兵 四 人 ぁリ」 と 。古き は 第 十九 
項を 見ょ。 

140 陸 奥の 物 部 氏 第二 十六 項參 照。 下つ 
•て 陸奧話 記に 物 部長 賴 、又 「陸 奥 大目 散 
位物部惟(一忙經)正」等見ゆ。その他、 
モノ、モノ 4 *モノ 2: 等の條參照。 

141 源 姓 これ も 奥州に て、 陸 中和 賀郡種 
內權現 堂應永 廿ニ年 棟 札に 「別 當物部 仲 
將塬 義實」 を 載せ、 又延基 (德) ニ 年 棟 札 
に 「別 當源藏 人 淸實」 、永 正 五 年 棟 札に 
「別 當 源淸實 、同 物 部 兼實」 等を 擧 r 。 安 
俊、 小 原 等の 條參 照。 

142 近 江の 物 部 氏第廿 一、 百 二十 ニ 項を 
見ょ。又明匠略傳、窓惠大師傳に「良源 
は 近 江國淺 井 郡の 人 也。 其の 母は 物 部 氏」 
と 載せ、 また 元亨 繹書卷 四に 「釋良 源、 
母は 物 部 氏」 など 見 ゆ。 

143 但 馬の 物 部 氏 第三 十五 項を 見ょ 。又 
後世 朝來 郡の 豪族に ありて、 太 田 文に 「物 
部上庄 •領家 八 條左少 將 、拾 六 町 五 反 六 
拾步 、地頭 左 近藏人 云云。 同 下庄八 町 • 
本院 御領、 頜 家吉历 大納言 家、 地頭 小 河 
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左近將 監眞 盛、 公文 物 部 新 太 (史 本には、 
八) 郎吉淸 跡」 と 見 ゆ。 

144 周 防の 物 部 氏 第 四十 四 項、 第 百項參 
照。 又 東大寺 造 立 記に 「文治 ニ 年 春、 官 
家 •周 防國を 寄せられ、 四月 十日、 大勸 
進 以下 十數 人、 幷に宋 人 陳和卿 、番匠 物 
部爲里、櫻嶋國宗等、始めて周防の杣に 
入る」 と。  鲁 \ 

145 長 門の 物 部 氏 第 四十 五項參 照。 後世 
には 霜 降 山城 主 厚東 物 部太耶 武實ぁ リ。 
厚東 氏は 當 同の 大族 にして、 物 部 守屋の 
裔と傳 へらる & 又 富 永 氏 も 物 部 姓な りと。 

146 土 佐の 物 部 氏 第五 十一 項、 及び 鏡、 
文 等の 條を 見ょ。 又 山川 村 石 舟 明 神 正 和 
四年に願主物部末近、元亨元年政所下文 
に 物 部 末 正大 夫、 四 年下 文に 物 部 福宜等 
見 ゆ。 末延條 に詳か 也。 

147 筑 後の 物 部 氏 第五 十四 項、 百 十九 項 
等を 見ょ。 石淸水 文書、 営 寺 綠事抄 に 「高 
良 大名 神宮 神 部 物 部 道 麻呂の 男子 美乃理 
麻呂の 託宣 J を 載せ、 又 筑後國 神 名 帳の 
卷頭 齊衡 三年 六月 十九 日の 國廳符 に 「高 
良玉垂 名神視 外少初 位下 物 部大繼 」 見 ゆ 0 
その他、 高 良條參 照。 

143 肥前へ物部氏第五十五項、及び神代 
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條參 照。 

149 雜载その他、万葉歌人に火長物部眞 
嶋を载せ、又建久六年大佛殿再建太エ長 
に 物 部爲里 •見ぇ、 义志 摩に あり、 的屋 
條を 見よ-,- 現今、 武藏 、備前 等に も存 す。 

物 部 飛鳥 モノ / ベノア スカ 物 部 氏の 

族 也。 アスヵ 條を 見よ。 

物 部海モ ノノべ ノア マ 

〇 物 部 海 連 物 部 氏の 族 也。 アマ 條を見 
上 0 

物 部 伊勢 モノ ノブ イセ. 

〇 物 部 伊勢 連 物 部 氏の 族 也。 イセ 條を 
見よ 0 , 

物 部 射 園 モノ ノブ イ ソノ 

〇 物 部 射 園 連 物部裔 也、 イソ ノ條を 見 

よ。*  ノ 

物 部 槓井モ ノノべ ノエ メキ 

〇 物 部 覆 井 連 物 部 氏の 族、 H ノ斗條 を 
見よ。 

物 部 尾 張 モノ ノ ベ メヲ ハリヲ ハ リ條 

を 見よ。 

物 部 一 肩 野 モノ ノべノ カタ ヌ カタ メ 

〇物部肩野連物部氏族、カタノ條を見 
上 0 

物 部 韓國モ ノノべ ノ カラク ニ 
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〇 物 部韓國 連 物 部 氏の 族、 ヵラク-一條 
を 見よ 0 

物 部 借 馬 モノ / ベ メカ シマ 

〇 物 部 借 馬 連 物 部 氏族、 力 シマ 條を見 

上 C 

物 部 鏡 モノ メべ メヵ ガミ 

<〇 物 部 鏡 連 物 部 氏族" ヵガ ミ條を 見 

ょ。  • 

物 部 淨志モ ノノべ / キヨシ 

〇 物 部淨志 朝臣 物 部 氏族、 キヨシ 條を 
見よ。 

物部 [£ 達 モ メメ べノサ ウサ サウ サ條 

に 詳か 也。 

物 部 峴度モ メメべ ノサ カト 

〇 物 部 蜆 度 造 物 部 氏族、 サヵ ト條を 見 
上 0 

物 部 志 陀モ ノノべ ノシダ 
〇 物 部 志 陀連物 部 氏族、 シダ條 を 見よ。 
物 部 斯波モ ノノへ ノシハ 

〇 物 部 斯波連 蝦夷 族、 シパ條 を 見よ。 
物 部 多藝モ メ ノべ ノタギ 物 部 氏族、 
タギ條 を 見よ。 

物 部 中原 モメノ ベ / ナカ ハラ 

〇 物 部 中原 宿 一一 ナヵ ハラ 條を 見よ。 

物 部 ニ 田 モ ノノべ ノ フタ ダ 


〇 物 部 ニ 田 造 フタ グ條を 見よ。 

物 部 文 モメノ ベ ノ フミ 
〇 物 部 文 連 物 部 氏族、 フミ 條を 見よ。 
物 部 尋來津 モ ノノべ ノ ヒロキ ツ 
◦物 部 藜 來津首 物 部 氏族 •ヒ B キツ條 
を 見よ。 

物 部屋 形 モメノ ベ ノヤ カタ 物 部裔、 

ヤカ タ條を 見よ。 

物 部 依 網 モ ノノべ ノ m サミ 

1 物 部 依 網 連 物 部 氏族、 m サミ 條を見 
io 

2 物 部 依 網 朝臣， m サミ 條を 見よ。 

物 部 若宮 部モ ノノべ ノ ワカ ミヤべ ヮ 

力 ミヤべ 條を 見よ。 

物申 モノ モ ウス 鹿 島 社權官 六 人の 一、 

A 部 姓 也 0 「物申は 大宮司 奉幣の 時、 大宮司 
え 幣帛を 渡し、 又 請 取る 役 也、 神官 補任の 
事、 並に 諸 訴訟 等の 事、 大宮司え 串す 役人 
也 J と 見え、 永享七 年 連署に 「物申 權視部 
占 部常吉 J など あり。 系圖に 「常 重— 常顯 
(延 文〕 丨常義 (應 永、 永享) J と (鹿 島 神宮 
誌)。  • 

物見 山 モノ ミヤ マ 豐後 出身 力士に 物見 
[II 團藏あ リ。 

藻 原 モ ハラ 朝野 群 載* 寬平ニ 年に 藤 原 
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菅根が 上總阔 長柄 郡 藻原庄 を、 興 福 寺に 寄 
する 事 見 ゆ。 この 地より 起リ しにて、 齋藤 
氏の 族 也。 妙 光寺は 弘 安中 •藻 原 兼 綱の 建 
つる 所に して、 永 正 十四 年 牛 尾 胤 仲が 寄す 
る金鼓を藏す。サィトゥ條を見よ。 

裳 原 モ ハラ 下野 國河內 郡に 此の 地名 あ 
PO 

茂 原 モ ハラ 上總 、下野、 信 濃 等に 存す。 
百 引 モヒキ モモ ヒキ條 を 見よ。 

水 取 モヒ トリ モト リ條に •詳か 也。 

主 水部 モヒ トリべ モト リベ 條を 見よ。 
水 取 部 モヒ トリべ 同上。 

茂 福 モフク 伊勢に 茂 福庄 あり。 

茂 別 モへチ 蝦夷 地 (北海道) の 豪族に し 
て、 下國の 城主 茂 別 治 部大輔 家政 あり、 力 
キザ キ條を 見よ。 又 松 前 志に 「長 祿 元年 五 
月、 茂 別八郞 式部 宗 政」 を擧 fo 
茂 又 モマ タ武藏 等に 此の 氏存 す。 

0 モミ 吉備 地方に 在 P。 

« 井 モミ ヰ 

1 和 泉の 籾 井 氏 日裉 郡糂 井城 (南中 通 
村 樫 井) は 籾 井彥 五郎の 據城 也。 この 氏 
は 其の 彥五郞 の 後裔 か。 又 建 三年 七月 十 
日、 畠 山國淸 •此の 地に 旗を 揚 r。 樫 井 
條參 照。  、 
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2 淸和葆 氏 丹波國多紀郡糂井庄ょり起 
る。 當庄籾 井城は 籾 井 氏の 居城に して* 
越 中守敎 業の 嫡子 兵 庫 助教 親 •當 城に あ 
りて 波 多 野 氏に 仕 ふ。 此の 氏は 須知 氏ょ 
り出づ 、赤 井 氏族 也。 又 何 鹿 郡 八 田 城 (八 

- 田村歟 ) も 籾 井 氏の 居城 也と 云 ふ 0 
籾 井家 記に 「東方の 頭は 八 田の 城 キ粞井 
越 中 守敎 業な り。 是は須 知の 家に て 候 J 
と。 又 「東方 先鲊 0. 籾 井越 中 守 殿に 望み 
申さる 》 は、 近年 東方に 敵の 色 小 ノ々 見え、 
桑田 船 井の 旗下 どもに も、 漸々 一揆 小せ 
り 合 ども 致す 者 も 候へ ば、 東方の 大將を 
一人 下され 候 やぅに と* 氷 上 どのへ 訟へ 
申す に 付、 龜 山の 域を とり 立てられ、 屋 
V 形の 御 方 波 多 野 遠 江 守 殿を 東方の 大將分 
にして、 籾 井越 中 後見に なりて 支配 致さ 
れ候 。この 籾 升は 氷 上 家 御 軍法を ょく 
相傳に て、 老功の 名大 將と 旗頭 衆 も 手を 
置き 申され 候」 と。 ハタ ノ條參 照。 

3 藤 原 姓 前項と 同族と 云 ふ。 藩 翰譜に 
「西 尾 豐後守 源 光教は、 出 雲 守 信 光が 子に 
て、 兵 庫 頭 光秀 •か 孫な りけ り。 兵 庫 頭 光 
秀 •本國 は 三 河の 者、 美 濃に 移り 隣 境を 
打從 へて、 終に 曾 根の 域に 住す。 男子な 
かりし に 依りて、 外孫な れぱ 、丹 波國の 
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住人 籾 井越 後 守 藤 原 光長" が 男， に 家 ゆづ 
る。 出 雲 守 信 光. •是な り。 光敎 父に 繼い 
て 當國の 守護 齋藤 山城 守 利 三に 仕へ、 齋 
藤が 家 亡びて 後、 織 田 殿に 從ひ て、 また 
豐臣 家に 仕 ふ」 と。- 一 シヲ 條參 照。 

4 雜载常 德院江 州 動 座 着 到に 籾 井三郞 
左衞 門尉久 次を 载せ たり。 

® 木 モミ キ 日向 記に 籾 木 善次郞 、又薩 
摩 藩に 籾 木 平 右衞門 あり。 

縱木 モ ミキ. 豐前に 此の 氏 見 ゆ。 

紅} 某 モミ チ 常 陸に 此の 地名 存 す。 又延 
寳の 頃の 俠客に 紅葉 安兵衞 あり。 

紅葉 山 モミ チヤ マ 

ffi 山 モミ ヤマ 常 陸 等に 此の 地名 あり。 

® 山 モミヤ マ 下野の 豪族に して、 古戰 
錄に籾 山 出 羽 守 あり、 漉 川條參 照。 (突) を 
家紋と す。 又武藏 等に 存 し、 又 伊豫、' 出 雲、 
石 見 等に も 見 ゆ。  . 

粟山 モミ ヤマ 武藏に 此の 氏存 す。 

門 モン カド 條 を 見ょ。 又 藝藩通 志、 備 
後御調郡條に「茶臼山は、相傳ふ、門十郄 
とい ふ もの 所 居、 姓氏を 失 ふ」 と。 

門澤 モン サハ カド サハ條 を 見ょ。 又 陸 
前に 此の 地名 あり。 

文字 モン ジ モジ 陸 前 等に 此の 地名 あ 
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狡 斯 モン シ 百濟 族に して、 姓氏 錄 、右 
京 諸蕃に r 汶澌 氏。 春 野 連と 同祖。 速 古 王 
孫 比 流 王の 後 也」 と 見えたり。 

門 司 モン ジ モジ 條に詳 か 也 0 

文章 モン ジャウ 大學四 道 一に 文章 道 ぁ 
リて 、文章 博士を 置く。 古くは 諸氏より 任 
ぜられ しが、 後世は 营 原、 大 江、 藤 原 等に 
限らる。 各條を 見よ。， 東德 、卷 二十 四に 文 
章 博士 仲夏 朝臣と 見 ゆるは 其の 官名を 冠せ 
し 也。 氏と なれる 者は なし 0 

文珠 モン ジユ 怫 名より 起り、 美 濃、 岩 
代、 越 前 等に 此の 地名 ぁりて、 武藏 等に 此 

.の 氏 見 ゆ。 又 山城 伏 見の 義人に 文 珠九助 
あり o ' 

文 珠川モ ンジ d ガハ 甲斐の 名 族 也。 

文殊 川 モン ジユガ ハ 藤 姓な 9 とぞ。 

文珠樓 モン ジ d ロウ 狂歌 師 高木 維顯は 
文珠 樓千惠 丸と 稱 す。 

門 1 刖 モン ゼン 寺院の 門前より 起り、 陸 

.中、 陸奧 、羽 後、 能 登、 越 中、 備 中等、 此 
の 地名 猶ほ 多く、 又 常 陸 六 地藏寺 過去帳に 
門前 七 郞ニ鄱 、門前 藤四耶 等 見 ゆ。 

門 田 モン ダ モン デン 岩 代、 備後 等に 
''此の 地名 あり。 その他は カド タ條を 見よ。 
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猶ほ 足らざる を 補 ふ。 

1 備 後の 門 田 氏 惠蘇郡 門田邑 より 起 
る。 藝藩通 志、 御調 郡條に 「滑 山は 江 木 
村に あり。 小 早 川 家の 臣 、門 田 i 之 右衞門 
元 賢の 所 居、 一に 麓 山と よぶ」 と 載せ、 

又 「堀 越 山は 泉 村に あり。 門 田 氏 •滑 山 
より 此 に 移る」 とい ふ o 又 福 山 藩儒に 門 
田小三 郞重隣 (正 三郞) あり、 字は 堯佐 
樸 齋と號 す。 實は 安那 郡 百 谷 村 山手 八 右 
衞 門の 男、 外雾門 田 政 周の 姓を 冒す。 次 
男 長 重 •家を 嗣ぎ 、五男 晋賢 •菅茶 山の 
嗣とな る。 

2 雜载 その他、 石 見 等に 存 す。 

們田 モン タ東 鑑卷， 二十 一に 捫太 部、 同 
次郎 、同 五郎 等 見 ゅ 。ク ヌギ タ條に 詳かな 

90  V ' 

狡 日 一 モンタン 正訓 不明。 正倉院 天平 十 
一年' 文書 等に 見 ゅ。 

問 注 所 モン ジ r| ウジ m 鎌 倉 幕府 問 注 所 
より 起る。 三 善康信 •其の 執事に 補され て 
より、 子孫 •其の 職を 襲 ひ、 遂に 職名を 氏 
とせし 也。 

1 三善姓三善康信入道善信の後にし 
て、 一族 六 波羅に も 居®'、 その 減 亡の 際 
近江番 場に 戰 死せ しもの あ 9。 蓮華 寺 過 


去 帳に 「，問 注 所信 濃少輔 外 記淸近 (二十 
七才〕 、子息 阿 光丸 (十四 才〕 、同彥 太 B 
良 近」 と。 淸近は 太平 記卷 九に 「信 濃少 
外 記」 と 載せ、 又卷 十七に 「問 注 所の 信 
濃 入道 道大」 見え、 又康 正造內 裡段錢 引 
■付に 「一貫 文 •問 注 所 殿、 賈州石 田 保 段 
錢」 と。 

2 筑 後の 問 注 氏 三善淸 行の 遠 裔問注 所 
康行 •正 和 ニ 年 •鎌 倉ょり 下向し、 生 葉 
郡を 領し 、其の 裔孫加 賀守親 照 •大永 中、 
井上 城、 亜に 立 石 城を 築く。 相 去る こと 
僅に 數町 、故に 興廢相 同じ。 親 照 (天文 
死〕 の 子を 加 賀守重 直と 云 ふ、 大 友に 屬 
し、 其の 弟 町 野 鑑景は 秋 月 種 實 に 屬 し、 
兄弟 相攻擊 す。 重 直カ盡 き、 城を 葉て X、 
同族 刑 部少輔 統景の 長 岩 城に 遊る。 鑑景 • 
乃ち 奪ぅて 之に 居る。 福 丸 城主 星 野正實 
また、 立 石の 城壘を 襲 ひて 之を 抜く。 鑑 
景 •遂に 毛 利! i 走る。 爾後、 毛 利 氏 •鏗 
景の爲 に 城を 復 せんと 欲し、 秋 月 種實と 
謀り、 立 石 城の 間隙を 伺 ひ 一戰 して 城を 
暗る (久留 来 小史) と。 但し 異說 頗る 多 

し 0 

をの 系圖は ，將士 軍談に 「問 註 所 町 野 氏 (問 
注所政連家傳の寫、平川氏家藏平 -;|| 家譜、/ 
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同家 記、 吉井 若宮 大宮司 安本 氏 家譜、 由 
布 氏 筆記、 三 善 末裔 系 略、 問 註 所 略 系 等を 
交 取し、 而 して 平 川 凌 元 家譜を 以つ て、 
本と 爲し 、加 ふるに 其の 他を以 -P てす。 
其の 由を 記す 者は、 系 略、 略 系 同說也 。問 
註 所 家譜 •累世 相傳 ふ。 然る 處 、問 註 所 安 
藝 守鑑豐 •筑紫 上野 助 惟門と、 筑 前國士 
島に 戰 ひて 敗 死し、 其の 妻 (高 橋 三 河 守 
鑑種 入. 道 宗專の 姉 也。 專は 一に 仙〕 •豐前 
國彥 山奥 坊に 蟄居せ しが、 彼の 山 •兵火 
の爲に 焚かる。 此の 時、 家譜、 並に 家傳、 
吉 光刀燒 失す。 •故に 略述して 子孫に 傳ふ 
(安に 慶 長三_ 戊戌 正月 一日、 町 野 問 註 
所 三 右衞門 •後 號三郞 兵衞一 一 h 善政 連 謹 
序と〕」 と D 三 善條參 照。 

而 して 「康持 三世 孫康行 •鎌 倉を 出で X、 
筑後國 生 葉 郡を 領 して 長 岩 城に 住す (若 
宮 縁起に 文 永 中と 云 ひ、 又 永 正 十 年、 三 善 
泰 親の 再興と 云 ふ〕。 初め 康行 •鎌 倉に 在 
る 時、 鶴 岡 若宮 八幡宮を 崇敬す、 故に 其 
の 祠を生 葉 郡に 綷營 し、 以つて 問 註 所の 
氏神と 爲し 、乃ち 杉 木を 载 えて 神に 祈つ 
て日ふ、若し問註所氏の子孫*久遠に至 
るなら ば 宜しく 枝を 逆 生せ しむべし と。 
此の祠 に杉樹 多し 矣。 獨り 此の 一樹に 逆 
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枝. あり、 今已に 五圍 (平 川 家譜、 安元 家 

譜 )。 

康 行ょり 問 註 所 治部少 輔康景 に 至る 二十 
世 (太平 記 大全、 延久四 年に 問 註 所大膳 
ン 人道 あリ〕 也。 康景の 嫡子 治部少 輔鑑景 • 
初め 大友に © し、 後に 秋 月 種實の 旗下と 
爲 りて、 生 葉 郡 井口の 城に 居る (井口は 
井上な らん。 九州 記が 井口に 作る は 恐ら 
く 非、 此の 書 これに 據る 献〕 。ニ 男 安藝 守 
fe 豐 •大友 幕下と 爲リ て§ 城に 居る。 
玆に 於いて 兄弟 不和、 餵景 •星 野中務 大 
輔吉實 と 謀つ て鑑豐 を 討たん とせし も、 
事 成らず、 而し て鑑豐 の爲に 殺され、 鏗 

豐は 永祿七 年、 筑紫 上野 介 惟門と 筑前士 
島に 戰ひて 敗 死す j と。 

3 氏人 小 野 村內宮 棟木 大永 三年、 筑後 
大名 交 名に 問 註 所 殿を 載せ、 又 領主 附に 
「(町 野末〕 問 註 所 (刑 部 大輔親 照) •(井 
上〕廷壽寺(一に小坂村城〕に居りて、 
三百町 2 に八百丁、一に十五村三百町〕 
を領 す」 と。 

又 星 野 家 記に 「大生 寺 村立 石 城主 問 註 所 
氏 •周 防に 走る、 その 跡 三百 町」 と 云 ひ、 
大友 記に 「問 註 所 治 部大輔 •旗を 揚ぐる 
事、 治部大 輔も豐 州に 叛 き、 秋 月に 艇し 
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井の上の 城に たて 籠る」 など 見 ゆ。 後世 
の 系圖は 次の 如し。 鑑豐 (安藝 守)— 


— 純景丨 

铳景 

1 大輔 
門、 


政 連- T- 某 小兵® 
三百 五十石 

— 某 三百 石 


三郎 兵衞 

— 友 雪 

左 ® 門 


町 野 喜 助 

I 康 長 丨 康勝 

房 守 室 叻 野 次. 大夫 
町 野與 兵衝 

—If— 

その他 •平 川、 町 野條參 照。 又 權藤彌 六 
郞氏云 ふ. 「問 注 所は 其 先 三 善 {但禰の裔淸 
行に 出づ 。淸 行の 後胤 康信 •源 賴朝に 仕 
へて* 鎌 倉の 問 注 所 執事と なる。 因て 其 
官名を 以て 氏と す。 其の 子康俊 •近 江國 
蒲 生 郡 町 野に 居り、 町 野 氏と 稱せリ o _ 
信 六 世の 孫康行 •文 永 中、 筑後國 生 葉 郡 
.の 地頭 職に 補せられ て 下向し、 同 郡 小 坂 
村 井上の 館に 居リ 、同 郡の 內十 五ケ 村 三 
百 町歩を 所領せ り。 其 本領の 村 名は、 流 
川、 小 坂、 田 籠、 小鹽 、朝 田、 溝 尻、 大 
村 •古川、 德 丸、 四 太 部、 國吉 、溝 ロ、 
島宗淸 、新 川 也。 家紋は 元 來九曜 なれ ど 
も、 後世 大友氏 の 幕下と なる に 及び、 主 
家の 紋章 杳 葉を 用ゐ しもの‘ ▲如し。 今日 
柳 河に 現存せ る 其の 子孫 も 定めて 杳 葉を 
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襲用し 居る 事と 信ず。 

降って 足 利 義滿の 時代、 應 安七 年 肥 後の. 
菊 池 武政 •退治の 戰功に 依て、 筑後 が少 
. 貳氏の 手を 離れて、 大友氏 の頜國 となる 
に 及び、 當國 在来の 地頭は 皆大友 家に. 臣 
屬 し、 其の 頋使に 甘ん ずるの 餘儀 なきに 
至 9、 問 注 所 氏を 始め、 星 野、 草 野、 黑 
木 等の 巨頭は 大名 衆と 稱 して 外樣の 取扱 
を 受け、 其の 餘 Q 村々 の 小 地頭は 高 一揆 
衆と 呼びて、 大友 家の 直 參に加 へらる X 
に 至れり 。是等 大小 地頭の 主なる 者、 元 
龜天正 年間まで 國中 に尙ほ 三十 三 家 殘存 
し、 これを 筑 後の 三十 三 頭と 稱せリ 。但 
し 生 集 郡には、 問 注 所、 星 野の 兩 大名 衆 
のみに て、 高 一揆 衆な く、 豐後猓 と筑後 
川 沿岸の 山 * 、 原 ロ、 大 石-小 江、 上宮 
田、 下 営 田の 六み 村は 屋形領 ( 大 友直領 
の 事) にて、 小. 江村には 代々 大友 家の 譜 
代を 配置し、 筑後 川筋の 支配を 掌ら しめ 
たり。 

降って 大 友義 鏗の 時代、 天文 年中、 間 注 所 
. 治部少 輔康景 の 長男 治部少 輔鑑景 は 小 坂 
村 井上 城に 居り、 次男 加賀守 鍵 豐は新 川 
村長岩城に在リ、而して鏗豐の室は大友 
家の 支族、 一 萬 田 左 京大 夫 親 敦の 女に し 
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六 ニ 四 


て、 筑後 御原 郡 高 橋の 城主 高 橋參河 守 ^ 
種 ( 實はー 萬 田 左 京の ニ 男〕 の 姉な りし 
關係 もぁリ て、 鑑豐は 無二の 大友 方な リ 
しが、 兄の 鑑景 は大の 秋 月勗 K IC て大友 
家に 對し 弓を ひきければ、 遂に 井上 城を 
逐は れて筑 前に 奔リ 、名を も 秋 月 治 部少 
輔と 改めて、 多年 種實 の 陣中に 在リ しが、 
後年 大友氏 •耳 川の 合戦に 敗北して 勢威 
衰へ ければ、 鑑景は 秋 月 ^ の 援護に 依て 
井上城に復歸せリ。 

永祿ニ 年、 大 友義 鎭の下 知に 依って、 筑 
紫 惟門 退治の 爲 め、 筑後勢 •筑 前に 出陣 
し、 五月 二日、 御笠 郡 侍 島 (天 拜山 麓) に 
於いて 惟門の 軍と 戰ひ 、慘 敗して 豐府ょ 
y の 檢使佐 藤 刑部丞 •立ち所に 討たれ、 
味方の 死傷 顔る 多く、 中に も 生 葉 竹 野 衆 
は 袷ん ど 全滅して、 鑑豐 t 始め 星 野 城主 
星 野中 務大 輔鑑泰 、竹 野 郡 小 河 城主 小 河 
中務少 輔鑑昌 同 郡麥生 城主 麥生 兄弟 (民 
部大輔 と 兵部少 輔か〕 等の 將領 悉く 首を 
授く 、これを 侍 島 合 戰と云 ふ。 

鍵豐戰 死後、 一子 刑部少 輔統景 •問 注 所 
の 家督を 繼ぎ て、 依然 長 岩 城に 居 y しが、 
天 正 六 年 十一月、 宗麟 •日 州 耳 川に 於い 
て， 島 津 氏と 戰ひ 大敗して ょリ 、領國 の將 


士風を 望んで、 秋 月、 龍 造 寺、 島津の 三 
氏に 降り、 遂には 當國 中に 大友昧 方と て 
は、 唯統景 一人と 成 0 たれ ど、 統景 •毅 
然として 毫も 其の 節を 變せ ず、 天 正 六 年 
の 冬ょり 同 十五 年の # まで 十 年間、 弟 町 
野與兵衞統春と共に弧立無搓の長岩城に 
立籠りて、 大友 家の 爲めに 强敵秋 R 種實、 
星野鎭 胤、 問 注 所 鏗景 、聯合の 大 軍を 引 
受けて異戰奮鬪、敵を生葉の地に喰止め、 
一 步も豐 後の 境を 犯さし めざり しが、 や 
がて 同年 一一 一月、 豐公 九州 鎭定の 爲め 下向 
ありて、 救援の 軍兵を 長 岩 域に 差遣 せら 
れけれ ば、 玆に 始めて 十 年 振に 敵軍の 包 
圍解 く、 統景が 自己の 危急存亡を 顧みず、 
節' 域を 重んじて 敗殘 の大友 家に 對 し、 終 
始一貫無ニの忠を盡せる其の涙ぐましき 
悲壯 Q 態度は、 洵に 武士の 典型と 稱 する 
も 敢て溢 美に あらざる べし。 

同年 六月、 豐公 •九州 分國の 結果、 大友氏 
は 本領 豐 後の 外、 其の 餘の 領國 は總 て沒 
收 せられ'  生 葉の 地は 大友 氏の 治下を 離 
れ て、 小 早 川 隆景の 所領と なりければ、 
統景が 大友 家に 盡 せし 籠城 十 年の 苦節 も 
遂に 酬ひら る V の 機な く、 今は 却って 傳 
家の 城池は 沒收 され、 僅に 小 早 川 家附屢 
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の 與カ として 餘喘を 保つ に 至リ しは 時世 
とは 言へ 氣の 毒の 次第な リ 。文祿 元年 征 
韓の役起るや、統景は小早川軍に加はリ 
て 出征し、 櫛 風沐雨 一年 有半、 其の 間 有 
名なる 碧 蹄 館の 合戰や 、晋 州の 城攻 等に 
參加 して* 各所に 轉戰 せし が、 越へ て ニ 年 
九月ニ日、朝鮮國江原道に於て遂に名譽 
の戰 死を なし、 異域の 鬼と なり 了ん ぬ。 
時に 統景の 遺子 三 右 衞門政 連 •尙ほ 幼少 
なり- ni 依つ て 改易と なり、 問 注 所 家 I 
旦 滅亡せ しが、 政 連 成長の 後、 立 花 宗茂召 
/ して蕕士の列に加へ、其の名跡を存せし 
む。 子孫 今 尙ほ柳 河に 在りと 云 ふ」 と。 
九哼杏葉。 

4 居城 筑後 國史に 「小 坂 村 井上 城跡 (一 
に 井口 城) は 耳納 山頂に ぁリ (寬延 記)。 
大永中 (集 記)、 問 注 所 i の 築く 所な り 
(集 記、 寬延 記、 三 善 末裔 系圖 。系圖 に 
は 親 照な く、 系圖 、及び 西 國城館 集は 並 
に此の城に居る者を治部少輔鑑景とな 
し、 一に 治部大 夫に 作る)。 其の 子 加 貿守 
重 直の 代に 至って、 秋 月の 丘 ハ •襲 ひ 来り、 
城兵 死す る 者 三十へ 人 (地鑑 .に は 三十 人) 
重 直、 弟 町 野 源 助 (一に 孫 助〕 重 信、 當域、 
を 去って、 長 岩 城に 移る (集 記。 系圖と 
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同じからず〕」と0又「同村舘跡.問註所 
氏代々の居舘也(寬)，其 0 地を古川野と 
號す (生 竹 巡赞 〕」 と。 

次に 新 川 村長 岩 城は 安藝 守裙豐 •刑 部少 
輔統景 (鑑豐 の 男) 等焐 ると 云 ふ、 長 谷 
部、 町 野 等の 條を 見ょ。 又 「朝 田 村 一之 
濁 館 跡 (或は 一の 瀨野 山〕 は 東西 三十 間、 
南北 五十 間。 町 野 孫 助 C 源 助) 重 信の 居 
也 (記。 寬 に は 小 坂 域 主 問 註 所の 舘也 と〕。 
問註所善長(系圖になし。集に問註所善 
良 重 直 兄弟 •町 野 源 助 重： 信、 此の 兄弟 云 
々。此の舘に於いて互に剌死すと。地鏗、 
實 記には 重 直 兄弟の 字な し。 此の 四 字穩 
かならず、 恐らく 衍文 也。 而して 前文に 
據るに、善長は重直に當る如し。或は云 
ふ、 純景 、藤 十郎の 兄弟、 互に 剌 して 歿 
すと。 今 姑く 鑑 記の 文に ょり 彼の 四 字を 
削る〕*重信が井上在城の時ょり、不和に 
して、 宿怨を 挾む。 天 正中、 終に 此の 箝 
にして 差違え て 共に 減す (集 記)」 と。 

又 「流 川 村立 石 城跡は 東西 三十 間、 南北 五 
十 間、 問 註 所の 支 城 也 リ星野 高實の 一族. 
延壽 寺より 來て 之を 攻 む。 問 註 所 •支持 
する 事 能は ずして 中國に 走る。 星 野 氏 • 
此の 城を 守る。 問註听 •接を 毛 利 氏に 乞 
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ひ、 夜に 乗じ、 これを 西 (問 註 所〕 南 (毛 
利〕 ょり 攻撃し。 大生 寺の 後 園に て大に 
戰ひ 、星 野 敗れて 城陷 り、 隊長 死す (地 
鏗 、集 記)」 と、 星 野條參 照。 

門 田 モン デン カド タ 、及び モン ダ 條に 
詳か 也。  ， 

門傳 モン デン 羽 前 國村山 郡 門傳邑 ょり 
起る。 又 岩 代、 備後に 門 田の 地 あり。 

文德 モン トク 

1 文德 源氏 文德帝 皇子の 後に して、 仁 
壽 三年 六月 紀に 「皇子 能 有、 本 有、 载 有、 
皇女 憑 子、 謙 子、 列 子、 濟 子、 奥 子等に 
姓を 源 朝臣と 賜 ひ、 左 京 職に 隸す 。前日 
の 詔を 行 ふ 也」 と载せ 、また 貞觀 三年 四月 
紀に 「文 德 天皇の 皇子、 男 ニ 人 女 三人、 
未だ 名號を 定めず、 是の 日、 或は 親王と 
爲し 、或は 朝臣と 爲 す。 惟恒 親王、 禮子 
内親王 •並に 母は 藤 原 氏。 源 朝臣 行 有 • 
母は 布 勢 氏、 源 朝臣 富 子 •母は 菅原 氏、 
源 朝臣 湖子 •母は 滋野 氏、 是， れ 也」 など 
見 ゆ。 

又 紹運錄 に 「文 德 天皇 —— . 


| 源能有正三位、右大臣、左近大将、仁養ー-1賜源姓 
SV 院大臣 、母 伴 氏 

丨 源 每肓仁 f 1 賜 姓 
诙 丹蠢 


1 丨源時 育 同年 賜 a 
s' 猜原氏 

— M 本 有 同年 賜 姓、 治 部® ——( ^ 之) 
毋滋野 氏、 摄津 貞涯女  因皤守 

- 源定有 C 嚣三賜 姓、 大藏篇 
I 母 菅野氏 

— 源载育 同年 賜 姓 
ル 滋野氏 

丨源 lb 有貞 観一-一年 ^ 月賜姓 

a' 布 雪 

丨源 富有 貞 S1 璧. 

丨源馮 子、 源 謙 子、 源 奥 子 
丨源列 子、 源濟子 

(己 上仁壽 三年 辟 姓) 

— 源 富子貞 il 賜 姓 

#' 菅蓖氏 

- 源 ^ 子 頁® 11 S 賜 姓 

母糍 •野 氏 


分脈に 「天皇- 


|能 ^ 近院大臣、 |1 正！位 

丨定有 -r 雅 固丨實 時- r ti 信 


_ 


勘 次官 


—雅部  能 信 

摄津守 

丨行 有丨淸 雅丨三 總 


111 武 趑| 


— 7m 有 T ■邦紀 丨 仲 文 

周 防 守 

厂 淸廉丨 行方 

加賀介 


—當元 — 人鑒 I 兼 遠 — 崇年 
丨當 時-^ 相 職 — 惟正-一^ 遠 古 

中珀言 | 農 頭 参議  一 伊 S 
別 當 

丨當鑒 


j 内藏氬  參議 

丨相國 — 忠直 

俘 勢 寺 典奰助  式部 丞 


丨兼宣 — 章經 丨 公明 


—當方 r 中 明 丨 方 光 

信 乃 守 加 賀守 筑前守 

丨當 年— 中正 

大藏大 甫筑前 守 
右衞門 佐 


— 當季— 仲舒- 

右少將 出 羽 守 

厂 女子 

忠平室 

師輔母 


1 著 信 

上箱 介 

國賴 1 - 致 書 h 光戒 

一 河內守 | 左 少辨 掃 部 助 

_ト議丨 11 

r 致 明 「方 基 

_ | 

丨 時明ト 女子 

方 厓權頭 馬 内侍 


その他， 坂戶 、近 藤 等の 條を 見ょ。 

2 文德 平氏 文德 帝の 御子 惟彥 親王の 後 
也。 紹運錄 に 「惟彥 親王 (中務 卿〕— 惟世 
王— 平 寧 幹 (能 登 守、 或は 惟彥子 云々〕」 

と 見 ゆ。 

門奈 モン ナ 

1 藤 原 姓 波 多 野 氏族 家傳に 「波 多 野 三 
郎義 通の 後裔 門奈支 允昌 通の 男 藤 太郎秀 
直 (寬永 系鼢に 五郎 大夫直 友) •今 川義元 
に 仕 ふ」 と。 家紋 丸に 左 鷹 羽の 打 違、 丸 
に 橘樹 。中興 系圖に 「門奈 •藤 姓、 モン 丸、 
一本 鷹 羽」 と。 寬政 系譜に 「直 友 丨太郞 
兵 衞直宗 (家康 に 仕へ、 遠 江に て 領土を 
賜 ふ〕— 善三郎 直 友 (三方 原合戰 討死〕丨 
善 左 衞門直 勝 (五 百 十 石〕— 同 末 勝」 と 見 


ゆ 


o 


2 遠 江の 門 奈氏磐 田 郡の 名 族に して、 
前項 氏と 同族なる べし。 今 川 家人に 門奈 


美 作 守 正 重 あ 9、 天 龍に 住居せ り。 岡 村 
聖 _ 寺は その 菩提 院 也。 

5 甲斐の 門 奈氏國 志に ♦門奈 左 近右衛 
I 門 •見 ゆ 9 

文 間 モン マ 下 總國相 馬 郡 文間庄 より 起 
る。 フミ マ 等を 見よ。 又 小 文 間條參 照。 

門 馬 モン マ 相 馬 藩の 名 族に して、 文 安 
中、 文 馬 五耶 左 衞£_ 胤久 •大功 あり。 又 天 
正中-門 馬上總 貞經— •相 馬 郡黑木 城代た 9 
しが、 伊達 氏と 戰ひ て戰 死す。 奥 相 志に 見 
えたり。 又 門 馬 大和 守 等 多し、 カド マ、 フ 
ミ マ 等の 條參 照。 相 馬 郡には 此の 氏 甚だ 多 
く、 此處の 里 f「 佐 藤齋藤 犬の 糞、 門馬モ 
ツ P でかつ ぎ 出せ、」 と。 

又津輕 等に も存 す。 

門屋 モン ヤ蒲 生家 臣門屋 助右衞 門は ニ 
本 松 西 城に 住し、 七 千 五百石を 頜す 。その 
他は カド ヤ條を 見よ。 

紋谷 モンヤ 
門 家 モン ヤ カド ヤ 

毛牧 モムラ 近 江 國甲實 郡 毛牧 より 起 
り、 伴 姓、 毛牧 太郎景 廣を祖 とす。 「大 原景重 
— 景光 I 信遍 I 景廣ハ モ牧 を稱號 とす〕 丨 景 
範 丨 廣政 丨 景政 — i 通 丨 景久ハ 弟景 村， 毛牧 
を稱 す〕— 景以 —資 廣丨景 長、 弟景宗 (毛牧 


モムマ 1 モムラ 


を稱 す〕」 と 系圖に あり。 ヶマキ 條に詳 か 也。 

文 陽 房 モン ヤウ バウ 東鏗卷 一に 文 陽 房 
覺淵 •見 ゆ。 

百 モモ 次條參 照。 

桃 モモ 紀 伊の a 碑に 「三位 中將桃 小 太 
郎 」 あり、 力 ハ ハタ 條一六 六 三 頁を 見ょ。 

又攝津西宮社家に百大夭あり。又德川時代、 
伊勢 飯 高 郡の 人 桃爲春 (一に 桃 井、 量 翁〕 • 
江戶に移る。その男三盛、道隆、全生にして、 
道隆は星曆の學に達し、東園居士と號す。そ 
の 男源藏 •松 江 藩に 仕 ふ。 一に 石 見の 學者 
桃源 藏白 鹿， (子 課) •松 江 侯に 仕 ふ •その 義 
子 三 郞忠德 と。 又 幕末 •桃 好裕 あリ 、節 山 
と號 す。 皆 松 江 藩の 學者 也。 又 石 見に 現存 
す 0 

百々  モモ トド條 を 見ょ 。その他、 武藏 
に 存 し、 又 江 濃 記、 淺井 家臣に 百々 內藏 助、 
大畸 隆義 家臣に 百々 左 京 助 •三 ヶ月 森 藩 用 
人に 見え、 又 美 作 安東 文書に 百々 主審、 ま 
た同國 井上 文書に 百々 善右衞 門、 また 堀 尾 
山城守給帳に「三百九拾石(內五十石無役) 
百々 善左衞 門、 六 百 石 (內百 石 無 役) 百々 彥 
助、 贰百石 百々 五郎左衛門」 等 見 ゆ。 

百 阿 モ モア 室町の 同 明に 在り。 

百 相 モモ アヒ モモ ナミ 和名 抄 、讚 岐 


モムラ —— モモ アヒ 


國香川 郡に 百相鄕 を收 め、 毛毛奈 美と 註す" 

股 <ロ  モモ アヒ 

〇 股 合 首 雄略紀 に 「石 河裙 (舊 本に 云 
ふ石河股合首祖掮)」と見ゆるのみ。 

百 井 モモ 4 因幡に 在り。 

百 石 モモ イシ 陸 奥に 此の 地名 あリ。 

百 浦 モモ ウラ 

百 枝 モモエ 萬 葉集卷 四に 「河内 百柱娘 
子」 なる もの あり。 又 肥 前名 護屋 城主 志 佐 
氏の 重臣に 見 ゆ。 

桃 尾 モモヲ 

〇 桃 尾臣伊 質國 の奈 族に して、 阿拜郡 

柘磕鄕 墾田 賣買 券に 「鄕長 桃 尾 臣井麻 呂 J 
なる 者 あり C 

百 岡 モモヲ 力 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に し 
て、 陸 中 國膽澤 郡 桃 岡 邑ょリ 起る。 千葉咭 
胤の 子賴 胤の 男 百 岡次耶 の 後 也と 云 ふ。 葛 
西、 柏 山、 千 葉 等の條 を 見ょ。 

桃ケ谷 モモ ガタニ 筒 ^ ま 臣に桃 ヶ谷與 
次耶 # 仲 あり、 名 張 域 代たり き。 筒井-松 
倉 等の. 條を 見ょ。 又 桃 谷條參 照。 

桃 川 モモ 力 ハ 越後、 _肥 前 等に 此の 地名 
あリ 、又 江戶の 講談師に 桃川實 (芦野 趦吉) 
名 あり" 

百 川 モモ 力 ハ 佐渡の人百川治兵衞は苡 


モモ アヒ —— モモヵハ苎一七 


モモ キ—— モモ y/ 


川流簟 術を 起す。 

桃 木 モモ キ武藤 等に 此の 氏存 す。 

百 木 モモ キ 丹 波 國多紀 郡の 名 族に し 
て、 家系に 「百 木 作 兵衞は 攝津國 矢 田 郡 兵 
庫の 産」 その. 子孫 「兵 庫屋 善十耶 ( 宗 兵衞〕 
—宗 兵衞」 なりと'、 ■後 小 林 氏と 云 ふ。 

桃 配 モモ クリ モモ クバ リ美 濃に 桃 配 
山 あり。 此の 氏 現存。 

桃 崎 モモ サキ 越後に 此の 氏 あり。 

百 崎 モモ サキ 一武 藏等に 此の 氏存 す。 
桃澤 モモ サハ 駿 河に 桃澤社 あり。 又 信 
濃の. 國學 者に 桃 澤茂兵 衞匡衞 あり、 夢澤、 
啓 山 等と 號 す" 又武藏 に存 す。 一 
桃 島 モモ ジマ 但馬に 此 Q 地名 あり。 

百 瀬 モモセ近江等に此の地名存す。 

1 淸和 源氏 土岐 氏族 土岐 光信の 曾孫 長 
澤莊司 光助の 後 也と 云 ふ。  ’ 

2 雜载 その他、 信 濃、 武藏 、甲斐 等に 
# し、 又 松 本の 人 百獺檢 校は 音律を 以つ 
て 名高し。  . • 

MM. モモ ゾノ 山城、 伊勢、 駿河 、甲斐 
等に 此の 地名 あリ。 

6 桃園 宮淸和 帝の 御裔 にして、 紹運錄 
に 「淸和 天皇の 御子 貞純 親王 ( 號 桃園 親 
王〕」 と 見 ゆ。 桃園は 洛中 一條の * 、 大宮 


モモソ/ 


通の 西を 日 ふ。 地名 辭書に 「昔貞 純 親王 
邸 あり、 桃園と 稱し たるよ y 起る。 親王 
は淸和 天皇の 第 六 子に て、 源氏の 祖たる 
を以 つて 特に ® に 著る、 拾芥抄 によるに、 
貞純 親王 •之を 代 明 親王に 讓 り、 其の 子 
源 保 光 •之に 居り、© に 桃園 中納 言と 云 
ふ。又攝政藤原伊尹の宅4爲リたること 
あ 0。 字 治 拾遺に 『今は 昔、 世 尊 寺と 云 
ふ 所は 桃園 大納言 住み 給 ひ』 と あるは、 
藤 原師氏 ( 忠平 子〕 也。 長 保 中、 大納言 
藤 原 行成 •外祖 保 光より 傳領 したる 舊宅 
を 捨て X、 设 尊 寺を 創む。 行成は 才藝多 
く、最も書法に長じ、當時に冠たリ。後 
性 傳 へて设 尊 寺 家 樣と日 ふ。 又 右大臣 藤 
原繼繩は、延曆遷都後、高椅津第に居リ、 
十五 年薨 じ、 桃園 大臣と 稱 す。 此の 高 精 
第 も卽ち 桃園の 地歟」 と。 その他' 花輪、 
岸 (十四 項〕 等條參 照。 . 

2 藤 原 北 家 尊卑 分脈に r 忠 平— 師氏 ( 號 
桃園 大納言〕— 親 賢 (兵 部 大輔〕 — 保 信 (右 
京大 夫〕」 と 載せた y 。 

3 藤 原 南 家 尊卑 分脈に r 武智縻 —豐成 
—繼繩 c 號 桃園 右大臣〕 丨こ觀 (中納 言〕 
— 道 磨、 弟 貞碩丨 保 則 (参議〕 丨淸貫 (大 
納言： }」 と载せ たり。 


モモ ソノ —— モモ タキ 亡 一八 


4.醛醐帝裔尊卑分脈に「醒醐天皇丨代 
明 親王— 保 光 (號 桃園 中納 言〕— 永 光 (藏〕 

丨經光 (藏 •武) J と 載せたり。 紹運錄 又 
司 じ Q 

5 淸和 源氏 中興 系圖に 「桃園 •淸和 、 
、賴 政の 末 判官 代 宗雅の 養子 右兵衞 大夫 
宗賴 •之を 稱 す」 とあリ 、小 國條 第一 項 
を 見ょ。 又 保 元 物語に 桃園 藏人賴 綱を 載 
せた リ o 

百 田 モモタ 匕ヤク ダ 

1 大和の 百 田 氏 春 日 若宮 大和 伴 田庄注 
進狀に 「藤 五郎 C も \た〕」 を擧 ぐ。 

2 伊 貿百田 氏 地名 辭書當 國比地 山條に 
「相傳 ふ、 ♦攝州 淸 澄寺濟 心房 尊惠 •伊勢 參 
宮 の歸路 、長 田 驛百田 氏の 宅に て 死す。 
其の 遺佛琰 王 像を 後に つたへ、 筒 并定次 • 

慶 長年 中爲め に 造 營を 加へ、 寬文 年中、 藤 
堂 家ょり 重修あ 9、 寺內に 神明 宮あ 9 し 
が 今廢 す」 と。 

3 雜载 その他、 信 濃 等に 存 す。 

桃 田 モモ タ 前條參 照'  和 泉 國日根 郡の 
人 桃 田 正朝は 對 山の 師 也と。 又 狩 野 探幽の 
門、 四天王の 一に 桃 田 武左衞 門 守' 光 あり、 
柳 榮と號 す、 男 守 明は 柳 日日と 云 ふ。 
tcr il モモ タキ 信 濃 等に 存 す。 


百武  モモ タケ 匕ヤク タケ 肥 前國の 名 

族-龍 造 寺 氏 家臣に ありて、 肥 陽 軍記 等忙 
見え、 又武藏 等に 存 す。 

桃 谷 モモ ダ- 1 モモ ガタ二 

1 伊賀の 桃 谷 氏 モモ ガタ II 條を 見ょ。 
又ッッ 4- 條參 照。 

2 紐 伊の 桃 谷 氏續風 土 記、 那實郡 粉 河 
庄粉河 村條に 「桃 谷 半 次. 郎 ，家傳 に 其の 
祖を桃 谷 與次郞 とい ふ。 織 田 氏の 近臣に 
して、 千 五百石を 頜 す。 天 正 年中、 織 田 
氏 滅亡の 後 筒井 家に 屬 し、 筒井 家沒 落の 
後、 浪人して 死す。 其の 子善藏 •當 地に 
來り、设々此の地に住す」と。 

百溪 モモ ダニ 武藏 等に 存 す。 

百 谷 モモ ダ 11 前 ニ 條參照 

百 地 モモ チ 大和 國宇陀 郡の 豪族に し 
て、 三本 松 村 龍 ロ 城に 據 る。 北 畠 氏の 疎 族 
かと 云 ふ。 北 畠 氏の 部將 に て、 國民鄕 士記 
に 「龍 口山 城 •百 地 丹 波」 と载せ 、北 氏 聞 
書覺 書に 「龍 ロ 四 村と 云 ふ、 內 、西 谷、 龍 
谷、 戶 島と 云 ふ。 百 地と 云 ふ 地 侍 •昔ょり 
伊賀 大和 境に 山城 •兩國 の 中を 鎭 めて 百 地 
と 云 ふ。 丹 波と 云 ふ、 多氣 御所の 末緣の 由」 
と あ 9。 兩國境 上の 寨將な り (大和 志 料〕。 

百 束 モモ ツカ 上 杉 謙 信 譜代 古志 侍 衆に 


百 束 左 馬 之 助 •見 ゆ。 

百 月 モモ ツキ 美 作の 豪族に して、 植月 
系圖に |植月彥五耶重佐 — 重 長 丨 PJ 刑 丨 、水 
堅 (百 月 主馬)— 伸國 、弟 知性」 と 見 ゆ。 

百 元 モ モト 日用 重寶記 等に 此訓見 ゆ。 

百 { 虽 モモ トミ 豐前國 下 毛 郡の 豪族に し 
て、 土 田 城主に 百 富 河内 守兼貞 あり。 長 岩 
城 野中 鎭兼に 屬 し、 上 毛 郡 上 唐 原に 百 富 城 
を 築く。 天 正 八 年代 金城を 討てり。 又元龜 
天 正の 頃、 百 富 兼 奥 ありと。 

百 鳥 モモ トリ 中興 系 圖に藤 姓と す。 

桃 野 モモ ノ 

桃 井 モモ / 4 和名 抄 、上野 國群馬 郡に 
桃井鄕 を收 め、 毛 毛 乃 井 (爲) と 註す。 

1 淸和 源氏 足 利 氏族 前述 上野の 桃井鄕 
ょ 9 起 9 しにて、 尊卑 分脈に 「足 利義兼 
丨義助 (近 江 守、 左兵衞 尉、 足 利 二部、 
承久三 六十 ニ、 宇治川 討死)、 弟義胤 (號 
桃 井、 近 江 守、 右馬允、 兵部少 輔 、足 利 
四郞、 實は義 助の 子、 義助 早世 後、 祖父 
の 子と 稱す 云.々〕 — 賴氏 (桃 井 三 郎) _ 


丨胤 氏- 氏 直 

三 郞次即 | 又 三 郡 
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「長賴 I 氏義 丨宣義 

一 ー節  小71邱 下野 守、 左* 灌縝 

一 丨貞經 —宗景 
1 —賴 明— 直賴 


丨貞賴 丨 

«/ 如 幻 子 


丨 直 常 ^ ^ 和 

K 河 守 中 押 少輔 

播》守 
右属播 明 

l s fg 丨 設信斩 * 拾新 8| 古作者 

妗理大夫 ^-- 部少0 

» 法 » 佴 

丨直引 

SK 常 子 

と。 又 足 利 系圖に 「義兼 丨義賴 (桃 井 次 
郞、桃井の祖)」とぁり。 

2 氏人 太平 記卷 十に 桃 井次郞 尙義 、十 

四に 桃 井遠 江 守 (官軍)* 桃 井 修理 亮 、十 
六に 桃 井 兵 庫助顯 氏、 十七に 桃 井 駿河守 
義繁 、十九に 桃 井 播磨守 直 常、 二十 九に 
「桃 井が 扇 一揆」 など 多く： 又 梅 松 論に 「義 
貞 r 流の 氏族 桃 井」 と 載せ、 又 •「桃 井の 
布 河 匠 作」 など 見 ゆ。 下りて 鎌倉大 草紙 
に 「桃 井下 野 守は 小 栗の 一味、 討 取らる」 
と。 以下 各項 參照 0 

3 室町 幕臣 永享 以来 御番帳 に 「二番 桃 
井 彌九郎 」>また「文正に至る御供衆 *» ニ 
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六 ニ 九 
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: 

番 •桃 井 治部少 輔 入道 常鈥」 と。 又 永享三 
年 「二番々 頭 •桃 井 治部少 輔 入道 常欽」 等 
見え、 文 安 年中 御番 帳に 「ニ 番 •桃 井 民 
部大輔 、同 孫次郞 、外樣 衆 •桃 井 右馬助」 
等を 擧げ 、常 德院江 州 動 座 着 到に 「外樣 
衆 •桃 井 右 馬頭、 二番 衆 •桃 井彌 六、 桃 
井 又 次 部」 等 見 ゆ。 

4 上野の 桃 井 氏 東鑑に 桃 井八郞 を 载 
せ、 又浪合 記に 「臌永 四 年、 上野の 宫 方、 
世 良田、 桃 井、 新田、 •小 田、 並に 四 家 七 名 
字、 遠 州の 諸氏と 謀って、 尹 良 親王を 上 
野に 移さん と、 先づ駿 州 宇津野に 至る 處、 
鎌 倉の 方 人 •襲 ひ 來 y て 相 坂に 戰ひ 、丸 
山の 館を 圍む J 云々 と。 而 して 苗 ケ島壘 
は 勢 田 郡 苗ヶ島 村に 在り、 桃 井 播磨守 直 
常の 城く 所 也と 云 ふ。 結 城陣の 時に 至り、 
桃 井 氏 •敗 死して 一族 拾ん ど盡 く。 

5 岩 代の 桃 井 氏 桃 井綱 千代の 後裔と 云 
ふ、 田 邊條を 見ょ。 

6 武藏の 桃 弁 氏 都 筑郡高 田 村に 桃井播 
磨 守の 館迹 ぁり。 播磨 守は 太平 記に 載せ 
たる 桃 井 播磨守 直 常が 事‘ か。 直 常は 延元 
- 中， 南朝に 事へ し 人 なれば、 此邊 に 住せ 
しと云 ^ もょしぁり(新編風土記〕と。 

又 足 立 郡の 名 族に ありて、 新 編 風土記に 
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「桃 井 家譜に よれば、 其の 祖先は 足 利義兼 
の 四 男 遠. 江 守義 胤な り。 此の 人始て 氏を 
桃 井と 號す 。播磨 守 直 常は 則ち 義 胤が 子 
孫 六 郞貞賴 (或は 直賴 に 作る) の 子に し 
て宮 方に 屬 し、 貞治五 年、 越中國 にて 討死 
せしと云ふ。此の人*南朝牝朝戰爭の頃、 
武名を 顯せし 事は、 太平 記、 南方 記傳等 
にも 見えたり 。され ど當國 に來 りし こと 
は 所見な し。 直 常が 子を 中務少 輔直 和と 
云 ふ、 これより 後の 事 系譜に 载せ ざれば、 
今より. 考ふべ からず。 思 ふに 父 直 常 打 死 
の 後、 當國に 潜 居せ しに や、 村內多 福院、 
及び海禪寺の過去蝎に『桃井播磨守、慶 
雲 院久岳 柱 公、 天 正 十二 年 四月 二日。 同 
播磨 守" 瑞鳳院 月峯光 公、 天 正 十七 年 九月 
十日。 播磨守 同室、 明鏡 院嘉 溪壽 永大 姉、 

文祿 元年 十月 九日。 桃 井大學 、正 智院源 
賢 大禪定 門』 など 載せ たれば、 子孫 當所 
に 住せし ことは 明な り」 と。 

又 新 座 郡 上 保 谷 村開發 の 氏に あり、 保 谷 
條を 見よ。 猶ほ 金子 條ー六 ー頁參 照。 

7 謙訪 氏族 信 濃の 桃 井 氏に して、 詉訪 
神 家‘、 志津野 氏の 後な リ と。 下宮 五官、 
禰宜大 夫 家 也。 スヽ ノ條 、及び 志 律 野、 靜 
等の 條參 照。 
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8 越 中の 桃 井 氏 當國は 建武 中興の 際、 

小 ノ將 中院定 淸を以 つて 國 司に 任ず。 明年 
名 越 時 有の 子 時 兼 •亂を 州 內に 作す。 朝 
廷 •桃 井播磨 守 直 常を して、 伐って 之を 平 
げしめ、 因つ て 守護を 賜 ふ。 旣に して 直 
常叛 き、 尊 氏に 屬 し、' 正 平 五 年、 苒び吉 
野に 歸順. す。 尊 氏 •乃ち 足 利 高經を 守護 
とし" 子義將 •職を 襲ぎ、 直 常を 伐つ て 之 
を 破る。 

三 州 志、 新 川 郡 大家 庄城條 に 「負 治 元年、 
.桃 井 直 常 •軍功を 得て、 本營に 居し、 夜微 
服して 井口 城へ 行きし に、 誤って 本簪失 
《、直 常歸營 する こと 能は ず、 井口 城に 
留 る。 五 年 九月、 足 利義將 •之を 攻 む、 
ょりて 直 常 •松 倉 城に 保む」 と。 又 同 郡 
「布 市壘は 大田庄 內布市 村頜に 在り。 相傳 
ふ、 洮井直 常 居た リ」 と 云 ふ。 又 新 川 郡 松 
倉 城は 貞治五 年 丙午、 桃 井 直 常 •井口 城 
に 在る の處 、斯 波義將 の爲に 攻られ 、松 
倉 城に 保む。 應 安二 年 己 酉、 直 常、 同 直 和、 
之に 居せ り。 四 年 辛亥 秋 七月、 桃 井の 殘 
黨 蜂起して、 這 城に 據り しこと あり。 

又 三 州 志、 璃波 郡條に 「壇の 城、 庄の 城、 
千代ヶ樣、三名一續也。皮下鄕庄金刚寺 
W I-C 在り。 應 安二 年、- 桃 井 直 和 •千代 樣 


に據 るを、 能 登の 吉見左 馬 助 r 之を 攻 む。 
九月 二十四日 陷る こと* 吉見氏 賴 花押 見 
澄の 古 軍狀に 見 ゆ」 と。 又 射 水 郡 古國府 
條に 「貞治 元年、 越 中國人 •守護 斯 波高 

經の 代官 鹿 草 出 羽に 背き、 信 州の 桃 井 直 
常を 引きて、 越 中の 府中を 攻めし むと 云 
ふこと 太平 記 評判に 記せり」 と 。その他、 
名 越條參 照。 又康 正段錢 引付に 「十三 貫 
文 •桃 井 治部少 輔殿 •段 錢之內 J と。 

9 能 登の 桃 井 氏 三 州 志に 「朧 安二 年、 
桃 井 直 常 S 徒， •能 州へ 亂入 の處 、得 田 加 
賀介章房*金丸城に至りて、吉見犮馬助 
に 屬 し、 連日 合戰 のこと、 韋房軍 忠狀に 
見 ゆ」 と。 得 江 八郞 次郎 軍忠狀 に 「應安 
ニ 年、 桃 井 直 和」、 長 野 彥三郞 軍 忠狀に 
「觀臌 ニ 年、 桃 井 直 信」 等を 擧 ぐ。 長野丨 
吉 見、 得 江 等の 條參 照。 

10 越後の 桃 井 氏 謙 信 配下 城 持大將 衆に 
桃进讚 岐守 •見 ゆ。 

1] 三 河の 桃 井 氏 桃 井 滿昌等 あり、 松 平 
條を 見ょ。 又 第 四項參 照。 

12 攝津の 桃 井 氏 平野 城主に 桃 井 兵 庫 允 
あり、 畠 山、 木澤 等の 條參 照。 

13 紀伊の 桃 井 氏那賀 郡の 名 族に して、 

續 風土記* 曾 屋村舊 家條に 「地士 桃 井 隼 
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人.家傳にいふ、其の祖を桃井左近政吉と 
いふ。 播磨守 直 常 七 代の 孫 小 次 郞義政 の 
子な り。 政吉 •根 來 寺に 住す。 天 正中、 亂 
を 漣け て當 村に 移り、 刑 部太郞 太夫と 改 
名す。 其の 子を 刑 部 右 衞門忠 政と いふ。 
明曆 年中、 金屋 村に て 新田を 開發 す。 忠 
政の 曾孫を 軍 八 郎梭愷 とい ふ。 延享 三年 
地士に 命ぜられ、 代々 當村に 住す。 家に 足 
利 家の 下 文、 土岐賴 遠の 書翰 等を 藏 めし 
が、 先年燒 失す。 今 國宗の 短刀、 及び 鎗一 
本を 藏む 、先祖ょり 相傳の 物と いふ」 と。 

14 豐前の桃井氏仲津郡 0 豪族にして、 
應永正 長の 頃には、 桃 井 左 近 太夫 あり。 

!5 筑 後の 桃 井 氏 田 中 家臣に 桃 井 主馬 あ 
. U、 八 千 石を 領す。 

16 肥 後の 桃 井 氏 南朝 桃 井 氏に して、 桃 
井 左 京亮は 征西宮 に屬 して 勤王す。 新田、 
菊 池 等の 條參 照。 

17 雜载島 原 松 平 藩 中老に 見え (武鑑)、 
又柳澤 藩士 桃 井八郎 左 衞門直 由は 鏡 新 明 
知流鈕 道の' 祖 、"そ、 の 男 春 藏直一 も 亦 名 あ 
9。 又 俳人に 桃 井山 夕 あ リ。 

桃 原 モモ ハラ 

〇 桃 原 連 姓名 錄搀 、拾 芥抄 等' にあり。 
大和 國高市 郡 桃 原よ 9 起り しなるべし。 
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桃 生 モモフ モム ノフ モノフ陸前國 

に桃生郡あり、和名抄、毛牟乃不と註し、 
郡 内に 桃生鄕 を收 む。 

1 首 藤氏 族 餘日舊 記に 桃 生 氏 見 ゆ、 ス 
ドウ 條を 見ょ 0 

2 越後の 桃 生 氏 古志 郡の 名 族に して、 

姓 藤 原と 云 ふ。 

桃 山 モモヤマ島津氏の族に丄て、島津 
系圖に 「忠宗 e> 子資久 (號桃 山、 ー本栊 山 

殿〕」とあリ0カパヤマなるべし0 

母家 モヤ 武藏 等に 存 す。 

茂 山 モヤ マ 銀座 由緒 書に 「茂 山 八左衞 
門 (江 戶 住居 仕罷在 候〕」 と。 その他、 シゲ 
ヤマ條 を 見ょ。 

藻 寄 モヨ リ陸 奥に 持 寄 城 あ 9、 關係あ 
るか。 能 登 珠洲郡 北方 邑の人 藻 寄 行藏秀 (號 
主 岳〕 •名 あり。 

望理 モリ マガリ 和名 抄 、三 河國寶 飫 
郡に 望理鄕 を收 む、 今 森村存 す。 次に 播磨 
國貿古郡に望理鄕を载せ、高山寺本に末加 
里と 訓 じ、 後 性 母 理鄕と 云 ふ。 a 
茂理 モリ 和名 抄 、信 濃 國佐久 郡に 茂理 
鄕を收 む。 モト ロ ヰ か、 或は モタリ ならん 
と 云 ふ。 承久 記に 信 濃の 人魏中 三 見 ゆ。 

守 モリ. 前後 數條 •及び モリべ 條參 照。 

I • 
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1 守 君大碓 命の 裔 にして、 古事記 景行 

.段に 「大碓 命は 守 君、 大田 君、 島 田 君の 
祖」 と载 せ、 また 景行 本紀に r 大碓 命は 
守 君 等の 祖 」 など ある 後 也。 又景行 紐に 
は 「大碓 皇子 云々、 美 濃に 封 じ 給 ふ。 仍 
y て 封地に 如く、 是れ 身毛津 君、 守 君 ニ 
族の 始祖」 と あり。 氏人は 齊明紀 に 守 君 
大 石* 持 統祀に 守君郊 田 等 見 ゆ。 姓氏 錄 
は 左京皇 別に 收め 、「守 公。 牟義 公と 同氏、 
大碓 命の 後 也」 と载せ たり。 本 貫は 美 濃 
か、 毛 里 及び 森條參 照。  . 

? 河 內の守 公 姓氏 錄 、河 內皇 別に 「守 
公。 牟義 公と 同祖、 大碓 命の 後 也。 日本 紀 
漏る」 と载 せた 9。 

3 山城の 守 君 神 _ 三年の 出 雲鄕計 帳に 
守 君 意由賣 など 見 ゆ。 

4 遠 江の 守 君當國 周知 (山 名〕 郡に 森 町 
あり、古へ大田鄕.の域內たりしが如し。因 
つて 思 ふに、 此の 地は 大田 君と 同族なる 
守 君の ありし 地 かと 考へら る。 

5 守 宿 福 拾芥抄 、姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 
守 君の 宿爾 姓を 賜へ る 氏 也。 

6 無 尸の 守 氏 天平 神 護 ニ 年の 當國々 司 
解に 「范 伯鄕戶 主守黑 虫」 など 見 ゆ。 

7. 雜载熱 田 神宮 祠官燒 夫 森は 守 公 姓な 
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りと。 又 下總舊 事考に 「塚. 崎 明 神は 伊勢 
神明と 稱す 。祠官 守 氏、 社領十 石、 天 正 
十九 年 十一月 附 J と、 式社考 にも 同樣見 
ゆ。 また 武藏 等に 存 す。 

杜モリ 尾 張に杜 庄ぁ 9、 その他 前後 數 

條參 照。 

1 上代の 杜氏 守 氏に 同じき か。 政事 要 
略卷 七十 等に 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 三 浦 氏族 三 浦 系圖に 「義明 
丨重行 (社 六郞) J と载 せたり。 

3 常 陸の 杜氏 森條 第三 十四 項を 見ょ。 

® モリ 前後 數條參 照。 

1 盛 宿 漏 正倉院 天平 十七 年 文書 等に 見 
ゆ。 守宿禰 に 同じ かるべし。 

2 雜 载會津 若松 稻. 荷 神社 祠官に 盛攝津 
あり •、セィ 條を 見ょ。 また 伊勢 (カブト 
條〕 、武藏 等に 存 す。 

森 モ =>  前後 數條參 照。 相 摸に 森庄 ぁり。 

その他、 尾 張、 三 河、 遠 江、 相 摸、 武藏、 

上總 、美 濃、 信 濃、 上野、 陸 前、 陸 奥、 羽 

前、 羽 後、 隱岐 、土 佐、 豐 後、 筑後 等に 存 

す。 猶ほ多 かるべし。 

2 大和の 森 氏 添 上 郡の 豪族に して、 筒 
井家 譜代の 老臣 也。 順慶 時代には 森傳介 
好 之あリ 、順 興の 三女を 室と す。 又順慶 
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葬式目錄に森五郞、また筒井三老臣に森 
志 摩 守* 見え、 又 「森 好 之は 知行 七 千 石」 
と。 又 三輪 社々 家、 又 十 津川鄕 槍 役由緖 
書に 「内野 村 森 歌右衞 門、 谷 _ 村 森吉右 
衞 門」 等 見 ゆ。 ' 

2 河内の 森 氏 大和 •國 民鄕士 記に 「森 兵 
助 正 友 (河內 平野 城主)、 森 藤 五郎 正 次 J 
等を 载せ 、丹 比 郡大保 村の 名 族に 見 ゆ。 

3 攝津の 森 氏當國 にも 多し。 內滇 花の 
士森霾 之 助尙謙 ( 醫師壽 庵の 男〕 は 儼 塾. 
と號 し、 水戶義 公に 仕 ふ。 その 七 世 孫 太 
耶右衞 門尙蔚 (豹娜 ) は庸 軒と 號 す。 又 
攝津西宮狩野派衋家に森周峰(貴信〕、弟 
祖仙 (守 象)、 後に 狙 山と 云 ふ。 その 養子 
丸 山 蒎衋家 森徹山 (守眞 、子 支)、 養子 一 
鳳 (文 平〕、 等 皆 名 あり。 又徹 山 © 養子 森 
寬齋は 勤王家た りき。 

4 賀茂縣 主上 貿茂 社の 正禰宜 たり。 又 
「權 禰宜 •從四 位 上 •森 右京 權大夫 維久。 
權視 •從四 位下 •大池 大藏少 輔 重榮」 等 
見 ゆ、 力 モ條を 見ょ。 

5 秦姓伏 見稻荷 社の 社家に して、 上 社 
の貺也。秦宿禰姓にして、伊呂具十八世 
孫爲高 (陰滿 の 男〕 を祖 とす。 稻 荷、 大 西， 
秦 、松 本 等の 條參 照。 


6 藤 原 姓 山城に 在 9、 家紋 木瓜 C その 
他 以下に 多し。 

7 伊貿の 森 氏 當國の 豪族に して、 源平 
盛衰 記に 「伊 貿國 住人 森 小 平 太 利 宗と鴻 
乘 る」 と。 

8 伊勢の 森 氏 安東 沙汰 文に 「丁 部 森 鶴 
次郎 (當 時垂 見越 中 入道 知行 也〕」 を 載せ、 
又 桑 名 郡の 豪族に ありて、 福 島 城 (一に 
中 江 城〕 に據 る。 城主に 森 小ー郞 (小 市 
耶) 、その 男 同 淸十郞 、中 江 式部少 輔等あ 
り。 天 正中、 織 田 氏の 爲に 滅ぽ さる (五 

鈴 遣 響 •名勝 志、 三國地 志〕。 又 三重 郡 水 
澤 城主 加 地 淸十郞 も 一 に 森に 作る、 勢 州 
四家記に森淸十郞、又「信雄1ーー瀨城を 
淸十郞 に 賜 ふ」 と。 • 

又 朝 明 郡の 豪家に 森 雲 龍 軒景宗 あり、 赤 
堀 家臣に して、 羽 澤村城 山に 居り、 今に 
雲 龍 屋敷と 云 ふ。 志 氏神 社慶長 三年の 棟 
札に 景宗を 載せたり 。又 飯 高 郡 船 江 城士 
に森.菊右衞門、また勢陽軍記に「森云々」 
見え、 又 神宮 祠官に 存 し、 又 古田 條に森 
次郞 兵衞 、又 關長門 守 侍 帳に 「五十石 森 
治右衞 門」 見 ゆ。 又 文政 年間、 小 向の 人 
森與 五左衞 門は 有 節と 號 す。 萬古燒 再興 
の 志を 起し、 研究 多年、 天 保 年間 陶窯を 
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改良し、 殊に. 菊花 盛 上 法、 及び 躕 脂 色の 
彩 料を 發 明し、 又 摸 塾に 數箇の 木片を 用 
ひ、 製 成の 後拔 出す の 方法を 案出* 耩緻 
の 良品を 得、 名 聲大い に 擧が るとぞ 。志 
摩 に も存 す。 

又 山 田 三方 泉に 南 倉主 蕃弘晴 (森 支蕃允 
義直>伊勢北畠氏に仕へ、その男專益正 
林は竹田定如に醫を學びて、竹 0' を稱し、 
その 男 專益林 春、 その 男 友 益正慶 •森 氏 
と 云 ふ。 家紋 鶴 丸、 五三 桐、 十曜 、松 皮 
菱 。寬政 呈譜に は 第廿八 項の 後胤と す。 
9 佐々 木 鯰 江 氏族 近 江 國愛智 郡 森ょ 9 
起る。 もと 佐々 木 六角 大膳 大夫滿 綱の 男 
備中 守高久 (六 耶 、實は 三 井乘定 男〕 •鯰 
江 氏を 稱し藤 原 氏と なる。 其の 子 r 備前 
守尙昌 (左 近將 監高昌 }丨 出 羽 守 義堯丨 相 
摸 守爲定 (實は 三條 大納言 爲季 男〕 丨備前 

守定秀 ( 又市郞 〕— 備前 守定春 (鯰 江庄內 
癌 邑に 住して 森 氏に 改 む〕— 弟十郞 左衞 
門政次(尾州茹安加住)—弟九郞左衞門高 
次— 民 部 大夫高 政 (伊勢 守、 勘 八 郞 。毛 
利氏に改む〕丨攝津守高盛(勘八1都どに 
. て、 家紋 矢羽 圖 、鶴 丸、 五三 桐。 族 中な 
ほ 森 氏を 稱 する 氏 多し。 又 此の 氏、 一に 
平氏な りと も、 藤 原と も 云 ふ 。その他は 
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鯰 江、 小 倉、 毛 利、 11 一井 等の 條に詳 か 也。 
高次の ニ 男 「九郞 左 衞門吉 安 (ニ 千 石) 丨 
助右衞 門吉隆 )」、 家紋 鶴 丸。 又吉 安の 長 
男に 勘 兵 衞吉房 あり。 

10 淸和 源氏 小椋 氏族 これ も 近 江 發祥に 
して、 尊卑 分脈に 「滿 季の裔 孫、 高 屋木 
エ助景 重— 重 家 (森 源 太)— 五郎 公 重 (藏 
人) 丨宗重 (小 五郎)、 弟四耶 助 重 (左 近 
將監〕 、弟 六耶重 遠、 弟 蔵人 公泰、 弟上總 
房 一乗」 と 載せ、 また 公 重の 弟に 「苕 濟 
寺 快 承 (大 夫阿闍 梨〕」 等 見 ゅ。 

11 近 江の 森 氏 前 ニ 項 •及び 次の ニ 項參 
照。 又 天 正 蒲 生 氏鄕 家臣に 森 民部亟 、森 
彌五 右衞門 (重臣) 等 あり。 その他、 第 
五十 七 項を 見ょ。 

12 佐々 木 氏 六角 氏族 第 九項參 照。 六角 
氏の 庶流な りと 云 ふ。 家紋 角擊四 目， 龜 
の丸。五三桐。寬政系譜に「與五左衞門 
盛 澄 (七 百 石〕」 ょり 系 あり。 

13 美 濃 源 姓 第二 十八 項の 後裔と 稱 す。 
家譜に 「森 ニ郞定 氏— ニ 郎太 郞賴 氏— 伊 
豫守光 氏— 伊豆守 氏淸 (太郞 、興國 四、 
九、 五 卒〕— 左 近 大夫賴 後 (太郞 〕— 左 京 
亮賴師 (太 郞〕 丨ニ耶 太郎賴 長 丨七郎 右衞 
門 尉賴繼 —ニ郞 可 光— 越後 守 可 房 (小 太 
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森勝藏 、又 當國 の士に 森 彌四郞 等 見え、 
又 金山 記に 「上 惠戶 主長 谷川 五郞 右衞門 • 
森 家に 敵對 しければ、 武藏守 憤 9、 各務 
勘ヶ由 等の 數士 をっ かは し、 上惠 戶を攻 
めける に、 五郞 右衞門 •討 貧け、 腹搔切 
つて 失せけ る」 と。 その他、 奥 村 條參 照。 
又 可兒郡 「東 帷子 城は 帷子 村 東 帷子に 在 
り、 森 右近 大夫 忠廣 住す」 と 云 ひ、 又 「安 
八 郡 西 保 城は、 森宗 左衞 門重廣 •天 正の 
末より 在 城、 慶長五 年の 亂 、大 垣に 籠城 
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郎 、永 正 九、、 近 江 赤 田 城戰死 Y_ 後 守 
可秀 (小 太郞 、享祿 元、 近 江 小谷戰 死〕 丨 
同 可 行 (小 太 部、 羽 栗 郡蓮臺 居住)— 三 左 
衞門 可成 (與 三〕！ 武藏守 長 一」 と 見 ゆ。 
長 一は 長 可と も 云 ふ、 二十 萬 七 千 九 百 石 
を領 し、 長久 手に 異戰 して 死す。 その 男 
忠政は 美作津 山に 封 ぜられ 、十八 萬 六 午 
石を 領 す。 (守 條參 照)。 

‘ 新撰 美 濃 志には 「森 三 左 衞門源 可成は 八 
幡太郞 義家九 代の 裔 孫。 森 左衞門 尉泰家 
が 後胤な 9。 泰 家* 美 濃國に 住し、 土岐 
賴 重の 女を 妻と し、 土岐 伯耆守 賴貞に 從 
ひ、 曆應 中戰功 あり。 其の 子 又 太 郎泰朝 • 
土岐 の 幕下に て、 美濃國 三百 貫 文の 地を 
領す 。其の 子 左衞鬥 尉泰廣 (はじめ 又 太 
郎 、號葉 竹、 •五 百 貫 文の 地を 領す > 土岐 
賴篤に 仕へ、 應永 三十 四年卒 、其の 子 兵 
庫 助定泰 (はじめ 又 太郎〕 •土岐 長 壽丸賴 
秋、'  土岐十 郎賴秀 等に 歷 仕し、 嘉吉の 頃 
戰功 あり。 

其の 子 左衞門 尉泰成 (號可 仙〕 •土 岐上總 
介 賴尙に 仕へ、 永 正 五年卒 、其の 子 兵 庫 

助成 淸 (又 太®  •土 岐賴尙 、同賴 典に 歷 
仕す。 其の 子 越後 守成 泰 (又 太®  •土 岐. 
賴明 、同定 明に 仕 ふ。 其の 子左衞 門尉泰 
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政 (又 太 郎) •土. 岐 兵部少 輔定 明に 仕へ、 
天文 年中、 土岐 賴藝沒 落の 時、 定明戰 死 
し、 泰政 湏窣 す。 其の 子 越後 守泰可 (美 濃 
國蓮臺 住、 天 正金 山卒 、八十 餘歳〕 は 可 
成の 父なる ょし、 森 家 系譜に 見えたり 0 
可成は 弟 對馬守 可 政と 兵に、 元龜 元年 九 
月 十九 日、 淺井長 政と 戰ひ て\ 討死し、 可 
成の 子 武藏守 長 可 (勝 藏) は、 可兒郡 金山 
城に ありて、 信 長 公、 秀吉 公に 仕へ、 長久 
手に 戰死 す。 長 可の 弟 蘭 丸 長 次、 又 其の 
弟坊 丸、 力 丸は、 ともに 天 正 十 年 六月 ト 
京都 本能 寺に 信 長 公. に從ひ て戰 死す。 力 
丸の 弟 右近 太夫 忠政 は秀吉 公に 仕へ、 の 
ち 御當 家に 奉仕し、 慶長八 年美痄 の津山 
の 城を 賜は り、 十八 萬 石を 領 す」 と。 
永祿 記に 森 三左衞 門、 可成 也。 又 豐鑑卷 
ニに 「森 武藏 守と 云 ふは 浊田勝 人が 聱也 
けり o 東 美 濃 三 郡を 知りて •金山と 云 ふ 
所に 有りし が、 池 田 •犬 山の 城に 移りぬ 
と 聞きて、 羽 黑と云 ふ 所に 於て 軍た て 
す J と。 野史に 「長 一 •勝藏 、武藏 守、 
太閤記に忠政、逸史に長可に作る」と。' 

又卷 四に 森 右近 (忠 政〕 等 見え、 武野燭 
談に 「森 武藏 守、 本 知は 兼 山城 七 萬 石」 と。 
又 新撰 志に 「烏 峰の 城主 (今の 兼 山な り〕 


し、 子 ,| 傳藏と共に自殺す」 とぞ。 

又 ■一に 「森 可 勝 (越後 守 可 行〕— 可成 (源 
三左衞 門、 滿 、與 三)— 可隆 (越 前 牛 筒山戰 
死〕 r 弟 長 一 ( 兼 山に 居る。 天 正 十 年 二月 
信忠に 從 ひ、 信 濃に 抵り戰 功 あ 9。 後長 
久手に 戰ひ 死す、 年 ニ 十七〕、 弟定長 (長 
定 、蘭 丸、 天 正 五 年、 十三 歳に て 信 長に 仕 
へ。 岩 村 城を 賜 ふ。 十 年 信 長に 從 ひ、 本 
能 寺に 死す、 十八 歳〕、 弟長隆 (坊 丸、 十七 
歳〕、 弟 長 氏 (力 丸、 十六 歳〕、 弟忠政 (仙 千 
代〕」 と。 

14 森 侯 前項 右近 大夫忠 政の 後に して、 
藩 翰譜に 「左 中 將兼美 作 守源忠 政は、 三 
左 衞門尉 可成が 六 男、 舍兄武 藏守長 一が 
繭な り。 はじめ 陸 奥 守_ 家 朝臣の 六 男 森 


六郞義隆の末葉、美濃國住人森左衞門尉 
泰家 •當國 の 守護 土岐怡 耆 守賴貞 に 屡せ 
しょり、 累代の 子孫 •彼の 家の 被官 たり 0 
天文 年中、 土 岐兵部 大輔定 明が 亡びし 時、 
泰家九 代の 孫 左 衞門尉 泰政戰 死す。 三 左 
衞門尉 可成は 泰政が 嫡男な り。 可成 •初 
め 齋藤道 三に 仕へ、 後上 總介信 長の 家人 
となりぬ。 織 田 殿 •美 濃の 國を從 へ、 今 川 
の 多勢を 破 リ、 武威を 近 國に奮 ひし 事、 
偏に 可成が 謀 ゆ X しきに 因る 所な 90 元 

龜 元年 九月、 坂 本の 合戰の 時 •一戰 に 利 
を 失 ひ、 忽に 討死す。 

彼の ニ 男 武藏守 長 I ( 初め 勝 蔵) •父に 劣 
らぬ 剛の者、 十六 歳ょ リ 軍して、 度々 の 
高名を 顯は し、 當時京 家の 輩は-鬼 武藏 
とぞ 名付けた る。 甲 裴の武 田が 亡びし 時、 
長 一 先陣を 承る。 信 濃、 甲斐、 上野 等の 
國 々を 打從へ 、信 濃の 更級 •高 井、 水內、 
埔科四 郡を 賜 ひて、 海 律の 城を 築く。 前 
亡の 餘 類、 こ X かしこに 蜂起した るを 押 
寄せ、 押 寄せ 打 被って、 首 三千を 斬って、 
織 田 殿へ 參ら す。 舍弟蘭 丸 •美 濃の 國岩 
村 城 五 萬 石を 賜 ふ。 此の 年、 信 長 討れ 給 
ひし 時、 蘭丸坊 丸 力 丸 三人の 兄弟、 一所 
に 討死す。 武藏守 •此の 由を 聞て、 急に 
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都に 馳せ 上リ 、天 正 十一 年 羽柴筑 前守秀 
吉 •美 濃の 屋形 (信 孝) を 失 ひま ゐらせ 、 
金山 城を 長 一に 與 ふ。 十二 年 春、 秀吉ま 
た 北 畠 殿を 失 はんとす。 長 一 •三月 十七 
日、 尾 張國犬 山の 邊羽黑 にて、 酒 井 左衞 
門尉忠 次 等と 戰ひ 、舎弟 千 之 助世嗣 たる 
べき 由、 I 封の 書に 記し、 四月 九日、 長 
湫の戰 に 討死せ り。 後秀吉 •此の 書を 見 
て、 さては 兼て ょり、 我が 爲に 死を 決し 
てけ りと、 深く 感じ、 遺言に 任せて、 舍 
弟に 家繼が せ、 羽柴を 名のらせ、 右近 大 
夫に なし 忠政 とめす。 

明 十三 年 七月、 忠政 •侍従、 秀吉の 姪を 
妻と し、 十八 年、 信 濃國川 中島 城 十二 萬 
石に移る。太閤薨じ給ひ、慶長八年ニ月 
六日、 美 作の 國に 移り、 十八 萬 六 千 五 百 
石。 後、 美佾 守に 任じ、 本姓 森に 改め、 寬永 
三年 八月 十九 日、 左中將 、同 十一 年 六十 
五 歳に て 卒す。 嫡子 大膳亮 重 政、 ニ 男 虎 
松 丸、 三男 右近 大夫 忠廣 、皆 悉く 父に 先 
立ちて卒す。湔田條參照。 

忠政 •外孫 內記 (侍従) 長繼 (家人 關民部 
'成 次が 嫡子〕 を嗣 とす。 良 繼 •寬永 十一 
年に 從四 位下、 十七 年 侍従、 延寶ニ 年 四 
月 二十 六日 家を 讓る 。嫡子 從四 位下 美 作 


•守忠 繼 •家繼 ぎし 年、 三十 八歲に て 卒し、 
其の 男 (萬 右衛門) •幼な りし かば、 成長の 
程、 忠繼の 弟伯耆 守長武 •權 に國の 事を 
行 ひ、 延寳ニ 年 十二月 侍從に 任ず」 と。 

又 「對馬 守 源 長 浚は 長繼の 三男、 延寶四 
年 四月 二十 五日 父が 所領を 分ち 賜 ふ， 一 
萬 五千石。 備前守 藤 原 長 政 C 開〕 は、 美 作 
守忠 政の 家人、 關民部 成 次が ニ 男、 母は 
忠政の 娘な り。 舎兄 長繼 •忠 政の 家繼ぎ 
て後、その所頜を分たる，ニ萵石」と。 

萬右衞 門は 後に 美 作 守 長 成 (侍従)、 長武 
に 次ぎて 家を 繼ぎ 、津山 十八 萬 六 千 石を 
領し 、その 男 式部 衆 利 (大 助- 實は 長繼 
の九男>失心して所領沒收さる。 

15 赤 穗侯衆 利 除 封の 際、 內 記長繼 •再 
勤して 備中國 西 江 原 ニ 萬 石を ^ ひ、 長 利 
の弟和泉守長直(帶刀、長繼六男>其の 
封を 繼ぎ 、寬永 三年 正月、 播磨 赤穗に 移 
る。 其の 子 「志 摩 守 長 孝 (長 繼 外孫、 森釆女 
三隆 嫡男)— 越 中 守 長生 (實は 各務 伊織 利 
直 男)— 弟 伊勢 守 政 房— 弟 和 泉 守忠洪 (實 
は 森 縫 殿 正 典 男〕— 出 雲守忠 興 (山城 守) 
丨弟美 濃 守 忠賛丨 和 泉 守 忠哲丨 弟 肥 後 守 
忠敬 — 越 中 守 忠德 — 美 作守忠 典 丨 忠儀 I 
忠恕」 にして、 播 磨赤穗 ニ 萬 石 (明治 一 
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萬 七 百 三十 石)、 現今 子爵.。 家紋 舞 鶴、 
桐， 根笹 、ニ 鶴。 

赤穗 

森 

16 三日月 侯 長 繼四男 長 俊 •延寳 四 年、 
美 作 一 萬 五千石を 賜 ひ、 元 祿十年 播磨佐 
用 郡 井野に 移る。 「尉 馬 守 長 浚— 安藝 守 長 
記— 佐 渡 守 俊 春 丨河內 守俊韶 — T- 野 守 決 
溫(實は淺野安藝守重聶五男)丨河內守 
長義 (實は 闋但馬 守 長 輝 男)— 對馬守 長 
篤 (實は 同姓 肥 後守忠 敬 弟) 丨佐渡 守 長， 
國 (實は 養 方 弟〕 丨對 馬守梭 趑丨長 祥丨訥 
郞」 にして、 播磨 三日月 一 萬 五千石 (明 
治 八 千 三百 九十 石)、 明治 •■子爵 森訥郞 
也。 家紋 舞 鶴、 五三 桐、 梪笹。 

三日月 

森 

17 飛驛の 森 氏 一宮 條を 見ょ。 

18 守 公 姓 熱 田 神宮 社家 也、 守條を 見ょ。 

19 尾 州 藤 原 姓 尾張國 愛知 郡の 名 族に し 
て、 淺間 社家 等に 見 ゆ。 

20 尾 張の 森 氏 前 ニ項參 照。 又 森 刑 部少 
輔あ 9、 織 田條を 見よ。 又 春 日 井 郡 前 野 


村の 入 森 勘 解 田は 信 雄に 仕へ、 中島 郡 刈 
安實 城を 領 す。 第 九 項 森 氏 也。 同 項、 及 
び 毛 利條を 見ょ。 又靑 塚の 砦 (豐場 村〕 

は 天 正 十二 年、 秀吉 の從將 森 武藏守 長 可 
、、の 塚に 陣 す。 第 十二 項 氏 也。 又 後に 一 
の 営の 詩人に 森春濤 (もと 醫家〕 名高し。 

2t 淸和 源氏 新田 氏族 家紋 檜 扇子のぅ ち 
に釕拔 、稻穗 丸四釵 U 寬政 系譜に 「七 兵 
衞義 盛— 九兵衞 義定」 等 見 ゆ。 

22 藤 原 姓-松 村 源 左 衞門政 網の ニ 男彌五 
左衞 門定尙 •森に 改む 。江 戶 幕臣に 在 り、 
家紋 右 萬 字、 丸に 一枚 柏、 五三の 桐。 五 
百 石。 寬政 呈譜に は 「淸和 源氏、 第二 十 
八 項の 族」 とす。 

23 三 河の 森 氏 賢 茂 郡 田 代 城主に 森 外 
記 •見え、 又 參河後 風土記に 森次郎 兵 衞* 
見え、 又 渥美 郡 和 地 村 社 人に 森市郎 左衞 
門 等 あり。 猶ほ次 項 及び 宮道 條參 照。 

24 遠 江の 森 氏 城 詞郡森 村ょり 起り し 
か。 寬元 年間の 頜主 也。 その 際 村 政所は 
惣政 所の ありし 趣な らんと 云 ふ。 又 三 河 

物語、 遠 江 衆に 森 氏を 载せ 、又 今 川 十八. 
騎の 一に 森 伊 置 あ 9 て、 三 州寳飯 郡に 住 
す。 こは 長享 元年の 頃、 三 州に 住みし 毛 
利 宮內少 輔の裔 か々 も 云 ふ。 


25 駿 河の 森 氏當國 にも 多く、 今 川 家臣 
に 見 ゆ。 又 有 度 郡 草薙 神社 神主に 森 壹岐、 
森太郞 左衞 門、 森 主計 等 ぁり。 又 陰陽師 
森 一馬 等 も 見 ゆ。 

26 秀鄕流 藤 原 姓 もと 上 原 氏に して、 武 
田 信 支の 臣 に 其 五 郞吉勝 ぁり。 その 男 「淡 
路守種 正 (隨翁 軒 •虎 種〕— 市 之丞種 知、 
弟 與左衞 門 種 長 C 種忠 。外戚 森 氏を 冒す〕 
— 同種 次」 と。 家紋 丸に 打 違 柏， 抱 柏。 
^ 三 枝 姓 佐 州 役人 附にニ 一一 枝 姓 •森惣 
兵衞」 と。 同 帳に 「淸和 源氏 •森 藤 次 耶」 
と 云 ふ も 見 ゆ。 

28 淸和 源氏 義家流 相摸國 愛甲 郡 森庄ょ 
り 起る。 マゥリ 條參 照。 尊卑 分脈に 「義 
家— 陸奧六 郎義隆 ( 號森 冠者〕— 伊豆守 賴 
隆 丨賴定 (森 五郎、 又 若 月、 安嘉 門院 判 

官 代、 伊豆守、 正 五 下、 正嘉元 十三 死、. 
十七 (七十〕 九 歳」 r 
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29 大江姓 これ も 前項と 同樣 、相 州 森庄 
ょり 起る。 森 入道 西 阿 あり、 マウリ 條 に 
詳か 也" 

30 相 摸の 森 氏 前 ニ項參 照。 又弘治 虎 朱 
印 文書に 「藤 澤大鋸 町 森彌五 郞 •同 木工 
助」 •また 綱 成 判 書に 見 ゆ。 

31 桓武 平氏 蟲 山系 圖に 「小山 田 別當有 


重— 行 重 (森 五部)」 を 载せ "源平 盛衰 記 
に 「武 藏國 住人 榛谷 四郞重 朝、 同 森 五郎 
行 重 •共に 稻毛 三部 重 成が 舎弟」 と。 

32 武藏の 森 氏 前 四項參 照。 又 河原 次耶 
忠 家の 家人に 森 入道 道 本 あり、 河原 條を 
見ょ， 又 荏 原 郡 雑色 村に 森 人道 塚 あり。 風 
土記稿につ今村內及び高畑村に森一黨と 
號 して、 森 氏の 百姓 蔓延す ると きは、 彼 
の 入道は それらが 祖先の 内に て や あるら 
んと 云へ り。 按ずる に 森 入道と 號 せし 人 
、は、 季光 入道 西 阿の 外は 所見な し" 西 阿 
は 寶治の 頃の 人なる こと、 東鑑 、百 練抄 
等の 書に 載せて、 毛 利 入道と も、 又は 通 
じて 森 入道と も 記せり。 然るに 彼の 入道 
は 著名の 人な れば 、其の 塚の かくまで 世 
に ぅづ もれて あるべき i われな し o され 

ど 入道 五代の 孫備 中守師 親は 多 摩 郡 山 田 
村 廣_ 寺を 建立せ しこと 見 ゆ。 か X る ノ； 
とを 以 つて 考ふ るに、 先祖 季光 入道の 頃 
ょ ”此のほとりに采地ありしか」と。 

又 下 沼 部 村の 名 族に ありて、 「先祖 森 和 
泉、 同雅樂 介、 同 傳左衞 門と いへ り。 今 
に 至りて 十七 代と 云 ふ。 三代 目 傳左衞 門 
を 此の 村の 草創 人と 云へ リ」 と。 又埼玉 
郡、 豐島郡 等に 存 し、 又 北條役 帳に 「五 


十八 貫 三百 二十 九 文 •久 良岐 郡井戶 谷、 
十八 貫 六 百 文 •同 郡 井戶 谷、 共 森 新三耶 」 
と 見え、 又 蒔 田 村に あり、 祖先は 吉良氏 
の 家人に して、 森豐前 守と 號 し、 永祿ナ 
年 正月 朔日 死す。 即森院 高 岳 鏡 心 庵主と 
諡 す、 村內 勝！： 寺に 墓あリ 。又 同じく 宿 
村の 舊家 にあり。 祖先 •西 阈ょ 9 來 ると 

、ぞ 0 

又 葛 飾 郡彥音 村の 森 氏に 「先祖 森釆 女は 
隣村 彥糸 村に 住して 釆女 新田を 開發 し、 
後 宅を 其の 子に 譲って 常 村に 幽接 し、 子 
孫 今の 孫 六に 至れ リ 。本家は 中古 廢せし 
と 云 ふ。 相 傳ふ伢 系 •織 田 信 長の 臣森蘭 
丸ょり 出づ 。今 所藏の 文書は 信長與 ふる 
所な りと。 今 文書を 見る に 年代 附會の 說 
なる 事 論な し」 と。 又 ニ 之 江村に あり、 役 
帳に 森 彌三耶 と 云 ふ 人 見 ゆ。 又下總 小金 
本土 寺 過去帳に 「森 六 左衞門 •江 戶」 と。 

•又秩 父 郡 小 鹿 野の 奇人に 森 支黃齋 あり、 
11 を 好く す。 

33 秀鄕流 藤 姓 淵 名 氏族 秀鄕流 系圖に 、 
「湖 名大 夫 兼行— 行 房 (森 ニ耶 、從 五位 下、 
秋 田 城 介〕」 と 見 ゆ。 

34 總州の 森 氏 千 葉 十代 六 家老の 一に 森 
氏、 結 域戰 場合 戰物 語に 森の 四郎 、又 上 
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攄の儒者森彥右衞門鐵は東郭と號す。 

35 常 陸の 森 氏 一に 杜に伶 る。 新 編國志 
に 「久窓 郡 常 福 寺 村 森 合よ リ 起る。 永 正 
十四 年、 佐 都営 奉加帳に 杜 彥次郞 あり、 
佐 竹の 族 東 氏に 仕 ふ。 天文 永祿の 比、 森 
式部 少輔 あり、 其の 子 又 式部と 稱 す、 慶 
長 中の 人な り。 修驗者 南 窓 院は この 族な 
り」 と。 下って 幕末 櫻田變 志士に 森 五六 
部 あり。 名は 直 長、 英義 、賢 (與〕 右衞門 
立 允 9 五男、 贈 正 五位。 

36 岩磐の森氏會津靑柳 || 迹は天正の 
頃、 森 大隅某 •居住す と 云 ふ。 又 森不栖 
あり、 深 田條を 見よ。 

37 陸 前の 森 氏 栗 原 郡稻 屋敷 邑古壘 は 一 
に稻瀨城と號す。森因幡の居所と傳へら 
る (封 內 記)。 又大崎 家臣に ありて、 天 正 十 
六 年、 新田 刑 部 方 谷地 守の 城主 森 主 膳 見 
ゆ。 又 伊達正宗 家中に 森六郎 左衞門 あり。 

38 越後の 森 氏 天文の 頃、 森 備前守 あり、 
眙田 氏に 屬 して 蒲 原 郡黑瀨 城を 守る。 又 
衋家に 森文祥 あり、 蘭齋 '■鳴 鶴と 號す 0 

39 信 濃の 森 氏 天 正 十 年、 武田氏 滅亡す 
る や、 森 武藏守 •當國 を 賜 ふ。 第 十三 項、 
十四 項を 見よ。 

40 越 中め 森 氏 三 州 志に 「礪波 郡 刀 利は 
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太 美 鄕刀利 村領に 在り。 森 三十郞 據 る。 
其の後、 又 宇 野宗右 衞門據 りし」 と。 

41 越後の 森 氏 阿 州 將軍裔 記に 「森 小 平 
太 時 常は！ 一前 長 坂 住人」 と。 

42 丹 後の 森 氏 一色 軍記に 「森忠 左衞門 
は 竹 野 郡 公庄 村に あり J と、 此の 人後に 
長 岡 氏 (細 川〕 に 降り、 家士 となり、 森忠 
三郞と 云 ふ。 

〜 43 丹 波の 森 氏 氷 上 郡の 名 族に して、 弘 
治 年中、 森 丹 波 守 あり。 丹 波 志に 「森 氏 • 
子孫 金屋 村、 先祖 弘治 年中に 森 丹 後 守と 
云 ふ 人 住む、 墓あリ 、金屋 殿と 云 ふ」 と。 

44 伯 耆の森 氏 日 野 郡の 名 族， 多 田條を 
見ょ。 又 境 村の 人 森 氏は 夜 見 村を 開發し 
て 境 新田と 云 ふ。 

45 美 作の 森 氏 立 石 家 一族に 森 氏 あり、 

.立 石條を 見ょ。 又 新 免 家 侍 帳に 「森 惣兵 
衞 •川上 森 畑」 と、 後藤、 田 原 等の 條參 
照。 その他、 森 侯 •當國 主と なり、 文書 記 
錄に 森伯耆 守長狻 、森內 記長繼 等の 名 • 
多く 見 ゆ。 而 して 勝 北 郡 豐田 庄北 野邑の 
森 氏は 森 侯の 一族 森河內 、その 男 權大夫 
の裔な りと (東 作 志〕。 又久来 郡 宮地邑 に 
森 氏 あ 0、 森坊 丸の 裔と稱 す。 

46 藝備の森氏太平記卷ニ十八亡森小太 
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郞 、異本には 毛 利に 作リ 、又少 輔太郞 と 
見 ゆ。 又森備 中 守ぁリ 、下って 安西 軍 策 
に 森 勘 八 (吉川 方〕、 又 後世 福 山 藩 醫森立 
之 養 竹は 國學 、本草に 精し。 

47 防 長の 森 氏 太平 記卷 二十 四に 森 長 門 
四郞を 載せ、 又應永 記’ に 森 民部丞 ぁり、 
大內 氏に 相從 ふ。  夕 

48 忌 部 姓 紐 伊 國名草 郡 府中 田 屋邑の 豪 
族に して、 思 部 宿禰田 屋介大 夫の 裔孫な 
り。 田 屋條に 詳かに 見 ゆ。 森太郎 ょり 森 
氏と 云 ふ。 續 風土記に 「田 屋村舊 家 森 藤 
左衞 門」 を载 す。 

49 祀州藤 原 姓 これ も紀伊 國名草 郡の 名 
族に して、 續 風土記、 多 田 鄕旦來 村 舊家條 
に 「地 士森丹 次。 其の 家傳へ 云 ふ、 其の 
祖は森 監物藤 原 政 次と いふ。 南朝 後村上 
の 帝に 仕へ •て、 當國岡 田の 莊を領 す。 四 
代 目 彥太郞 政 直 •畠 山 氏の 爲に 領地を 失 
ふ。 其の 孫次郞 左衞 門宗續 •梶原 大和 守の 
計ひにて、 4 山家ょり舊領岡田四分1の 
地頭を 授 く。 大永 三年 十二月 二十 八日な 


り。 宗續 ょり 四 代 目を 森 甚介正 俊と いふ。 
元_ .年中、 織 田 信 長 公に 屬す 、光秀の 書簡 
を藏む 。此の 時日 前宮の 芝に て 地 士等會 
合して 織 田 氏に 屬すべ き 旨 書簡を 認め、 


太 田 村 總 光寺の 僧を 道心 者に 仕立て、 右 
の 書簡を 杖 ！- 仕込み、 甚 介を 使者と して 
京師に赴かしむ。甚介 >« 使事を畢へ、惟 
任 日向 守 光秀の 報 書を 得て 歸 る。 衆人 • 
大切の 使を 恙なく 終りし を 賞して、 其の 
報 書を 甚介に 與 ふ。  * 

天 正 年中、 小牧の 役に 東 照 神 君に 御 味方 
なし、 泉 州に 出陣す。 三十 六 人 連署の 其 
の 一な り。 天 正 十三 年、 豐 太閤 入國の 時、 
領地に 放れ 農民と なる。 長子 甚 太夫 正 信、 
幷に甚 五郎利 支は 蜂須實 彥右衞 門に 仕 
ふ。 ニ 男 甚介正 陵は、 天 正 十八 年 石山の 合 
戰に 一向 宗に屬 す、 實如 等の 幅を 蔵む。 
褎長六 年淺野 家に 仕へ て、 八十 石を 領 
す。 其の後 國替の 後、 岡 田に 歸 住す。 一子 
勝 右衞 門正久 •南 龍 公に 召 出され 地 土と 
なる、 後代々 地 士相續 す」 と。 

50 紀州源 姓續 風土記、 那賀郡 東大 井村 
舊家條 に 「地士 森 九左衞 門。 家 •傳 にい 
ふ、 其の祖 を 森 別當直 信と いふ。 源義家 
の 七 男森義 ，隆 十一 代の 孫 森 直 國の子 也。 
直 信 •當莊 に 住し、 弟は 根來 寺に ありて 生 
成 院と號 す。 織 田 氏 •本願 寺 合戰の 時、 
直 信 •織 田 氏に 屬 して 戰功 あり。 慶 長年 
中、 當莊 •安樂 川 莊と爭 論の 時、 兄弟 戰 
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功 あり。 生成 院は 大福 院と 改め、 島 原 一 
揆に黑 田家に 仕へ、 忠 戰あリ o 其の後 詳 
かならず、 當家は 直 信の 末孫な りと いふ」 
と 0 

51 ' 湯 淺氏族 在 田 郡の 豪族に して、 湯淺 
宗 重の 九 男 森 九 郞景基 •田 村須原 等を 領 
す。 續 風土記に 「田 村 舊家地 士森八 郡。 祖 
を 湯 淺權守 宗景の 男 森 九 郞景 基と いふ。 
栖 原、 田 原、 吉川の 三ヶ 村を 領し 、景 基の 
裔代々 當村に 住す。 八 代の 孫 七 郞景義 •南 
朝に 屬し 、敗れて 山 保 田に 蟄居す。 後當 
所に 歸り 、國律 神社の 神職を 兼ねて 當地 
を 支配し、 元 和 以後、 代々 莊屋 職を 勤め 
地士 となる」 と。 保 田、 湯 淺條參 照。 

52 祀 伊の 森 氏 以上 四 項 皆 當國の 氏 也。 
その他、 日 高 郡 荊 木村舊 家に 見え、 又 山 
野 村地士 六十 八の 内に 森源大 夫、 又牟婁 
郡 西 山村 舊家森 氏は、 湯 川 家の 枝族と い 
ふ、 代々 當村に 居住す。 又 模本 條第 十二 項 
參照 。.又 天 正 十二 年 名 草 郡 豪 士連刿 狀に 
「嗚神 •森 源三大 夫」 見 ゅ。 

53 淡 路の森 氏 福 良 家臣に 森監物 あり。 

54 曾 我 氏族 阿波の 豪族に して、 故城 記、 
阿波 郡 分に 「森 殿 •美 馬、 曾 我、 ニ 引 殿 
鷹 ノ羽ニ 違へ」 と 載せ、 又 「切 畠 城 •森 
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飛驛 守、 伊澤 城 •越 前 守、 渭山城 •森 飛 
驛 、仁 宇城 •伊豆守」 と あ リ。 又 細川兩 
家 記に 森 氏 ありて 三 好 山城 守に 從ふ 。三 
好 家 成立 記に 「土 佐 泊の 森 志 摩 守 J、 また 
森 飛驛守 等を 載せ、 阿波 志に 「渭 山は 島 
山な り 云々、 初め 渭山 城と 名く。 永祿 中、 
森 飛驊守 高次 •居城す。 天 正 十 年 八月、 
秦元親 •之を 拔く  J と 云 ひ、 又南路 志に 
「天 正 六 年 云々、 重淸 (美 馬 郡) の 城主 森 
下野 守は 大刚の 兵な り、 云々」 と。 

又 一宮 系圖に 森 助九郞 、蜂 須贸藩 文武 有 
功の 土に 森 氏 見え、 又 天 正 十三 年 小 六 家 
政 判 書に 「高名 誠に 無比 云々、 森 安右衞 
門 どのへ、 兄弟 中へ」 と。 その他、 第五 
十七 項參 照。 • • 

55 證岐の 森 氏 全 讚史に 「乾 城は 川 東上 

村 乾 地に 在り。 森次郞 左衞門 •之に 居る。 
陸奥六郎義隆の末孫也、細河た從ふ」と。 
56 伊豫の 森 氏 南海 通 記に 「豫州 御村の 
姓、 永く 近世に 來 由す。 高 市、 七 森 氏 も 
，此の 遠 孫と 聞 ゆる 也。 七 森は 大 森、 小 森、 
萩の 森、 合 籠の 森、 竹の 森、 高の 森、 鴻 
の 森 也」 と 見 ゆ。 大 森、 竹 森、 河 籠 森、 
甲 森 •萩 森、 高 森 等の 條參 照。 また 森 御 
庄 城、 同 里城厚 見 ゆ。 又豫韋 記、 正 平 頃 
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に 「森 五郎 ( 淺海衆 也〕」 を 載す。 

57 土 佐の 森 氏 長 元 物語に 「森は ニ 千 貫 
の 領主 也」 と 載せ、 又 土 佐 軍記に 「森 氏 • 
元 親 公へ 内通」 など 見 ゆ。 もと 江 州 鏡 山 
城主 森 某 •牢 人して 阿 州 三 好 郡に あり、 
近 江 守 孝 賴と云 ふ。 その子 若 狹賴繼 •三 
千 貫の 領主と 爲 る。 賴繼の 弟 賴實は 土 州 
に 來 9、 山 本 氏に 寄寓し、 長 磯村の 地を 
切取り、 ニ 千 貫の 領主と 爲 り、 天 正 八 年 
死し、 鏡 崎 寺に 葬る とぞ 。宮 道條參 照。 
又 南海 通 記、 吾川 郡 兵役 記に 「當 郡の 國 
人士は、 片 岡、 森、 中村一 K 々、皆 元 親と 
家人と なる」 と载せ 又 香 宗我部 記錄に 
「森 •ど 兀親へ 降參」 と 云 ひ、 又 長 曾 我 部 氏 
家士 森九郞 は ft 岐 引田 城を 守る。. 

58 淸原姓豊後國球珠郡森邑ょり起り、 

淸原 系圖に 「帆 足六郞 左衞門 尉 通 良の 子 
通 元 (森 三 郞〕— 女子— 朝 通 (三 郞〕— 通 
任 (三 郞〕 —顯通 (森 三 郞〕 、弟 成 任 (彌五 
郞〕」 と载 せ、 また 通 任の 弟 「通爰 (小 三 
郎〕 丨通吉 (森備 中 守、 足利忠 冬に 屬 して 
軍功 あり)」 と 見 ゆ。 

而 して 圖田 帳に 「帆 足鄕森 村 十二 町 四 段 • 
地頭 職 森三郞 朝 通」 と 載せ、 又 太平 記卷 
三十 八に 「侍 大將 として 聞え し 森備中 守」 
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見え、 國 志に 「弘 安中、 翁 三 郞淸原 朝 通 • 
森 城に 居る。 應永 以降、 大友 氏に 服 事し、 
永祿冲 、大友 氏の 支 城と なり、 天文 中、 
森 氏 •亦 居る。 薩兵 •之れ を 襲 ひし も克た 
ずして 去る」 と。 又 「若宮 八幡 営は 森 村 
平原に あり、 寬元 三年、 帆 足 十 部 淸原廣 
通の 創む る 所に して、 帆 足 氏 之を 尊崇し、 
修理 營 造す」 とぞ。  、 

59 畺 前の 森 氏 下 毛 郡の 名 族に して、 天 
文 永祿の 頃、 森 兼 家、 元 _ 天 正の 頃には 
森 大藏丞 見え、 又 野中 氏 家士に 森 備前あ 

Myo 

60 筑 前の 森 氏 住 吉社大 般若 經奥 書に 森 
帶刀 •見 ゆ/、 その他 多し。 

61 嬉野 氏族 肥 前 國藤津 郡 嬉野鄕 の 名 族 
にして、 森 左衞門 尉通久 •此の 地を 領 す。 
「婷 野、 森、 橋 爪の 三 氏は 一屬 也」 と。 

62 筑 後の 森 氏 高 良 山 天文 廿年檢 地 帳に 
森 孫三郎 、五家 條 文書に 「成 大寺森 越 前 
入道」、 また 田 中 藩 知行 割 帳に 「三百 石 森 
八左衞 門、 ニ 百 五十石 森久大 夫、 二百 石 
森 新右衞 門、 百 五十石 森 小 犮衞 門」 等 見 
ゆ。 又 久留来 藩士に 森嘉膳 あり、 高山 條 
を 見ょ。. 

63 肥 前の 森 氏名 護屋 城主 志 佐 家臣に 森 
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氏 •又 後藤 家 事蹟に 「大村 又 八 郞隨從 の 
士森織 部 佑 房淸」 見 ゆ。 又 六十 一項 參 照。 
又 毛 利 同族と 云 ふ 者、 また 渡 邊氏の 族に 
森 氏、 又 「森 種 秋は 播 磨ょり 大村に 来り、 
三 浦 村を 領 す」 と。 又 長 崎 系圖に 森彌三 
犮衞門 重 久を载 す。 又 長 崎の 小兒 科森宗 
竹春海 » 兀祿幕府に召され、その男宗こ玉 
山 a 貫は 大澤 氏) •奧醫 に 列せられ、 七 百 
石を 領す 。その 男 「宗竹 春 生— 春 山— 春 
松」 也。 寬政 系譜、 藤 原 姓に 收め 、家紋 
窠の內 唐 花。 藝者 書付に 「二百 俵 ♦醫師 
森宗 乙、 今程 七 百 石、 寄 合」 と。 

64 菊 池 氏族 肥 後の 豪族に して、 一本 菊 
池 系圖に 「武光 丨森彈 三」 と 載せたり。 

65 薩 隅の 森氏當 地方に も 多く、 幕末 明 
治に 森有禮 あり* 子爵を 賜 ふ、 その 男を 
淸と云 ふ 0 

66 源 姓藝者 書付に 「甙百 俵 •十 人 扶持、 
醫師森 雲 仙、 今程 三百 俵、 十 人 扶持、 寄 
'合 •森 雲 仙」 と。 寬政 系譜 •未 勘 源氏に 
取め、 「容甫 (雲 仙、 養春院 、三百 石〕 丨 
延龍 (雲 長、 雲 仙〕 丨好爲 (雲 竹〕」 と。 家 
.紋 二重 龜甲に 唐 花、 裏 梅。 

又 「次 郡 右衞門 政治 一K 兵 衞政春 (源 左 
、衞 門、 寶永 御家人〕」、 家紋 丸に 三 銀杏、 


丸に 釘拔 。又 「武大 夫 政貞 (寶永 御家人) 
— 源 藏 政壽」 、家紋 舞 鶴、 丸に 橫木瓜 。 

67 . 隱岐守 流 もと 森、 後隱岐 守、 更に 蘇 
に 改 むと 云 ふ。 ニ條 家臣 河 內守賴 俊 (阿 
波 守) •幕府に 仕へ、 ニ 千 石を 領す 、その 
男 左 京賴廣 也。 寬政 系譜、 淸和 源氏 義隆 
流に 改む 、家紋 抱 柏。 

68 橘 姓梶川 系圖に 「正 繼—女 (大野 左 

平 次 妻) 一 ^ ^ —— 

— 某— 森 平 六 
I 森宗右 

丨森四 郎兵衞 — 森 半 右衞門 
69 源 姓 喜 多 氏の 裔に して、 甚兵 衞寬政 
(元 祿) 、その 男祀 內寬治 等、 寬政 系譜に 見 
ゆ。 家紋 丸に 梅 鉢 •丸に 松 皮菱」 

70 雜載 その他、 平 治 物語に 森六郞 を载 
せ、 又 太平 記卷 三十 八に 森次耶 左衞 門、 
又 加 藤嘉明 老臣に 森不栖 、小 西 行 長 家臣 
に 森 宗意軒 あり。 父 長 意は 醫師 、秀吉 に 仕 
ふ。 天草 亂の 魁師 たり。 又 一柳 家譜に 「宣 
高— 藤 兵衞— 女子 (森 五耶 兵衞 室)— 森 五 
郞兵衞 I 與右衞 門— 次右衞 門丨權 平 (加 
藤 遠 江 守 家臣) J と。 

又 森 勝 助 あり、 征 韓役戰 死す。 又 酒 井忠 
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勝家臣森小大夫，そ、め男刑部直義、その 
子 行 直、 その 男 直 平等、 皆 射 術を 善くす。 
又 寶藏院 流 槍術に 森 勘 右衛門 義豐 あり。 
又 幕臣に 森 半十郞 、その 男權之 助正久 等 
あリ 、寬政 系譜、 未 勘に 收 む。 又 幕府 藝 
者 書付に 「二百 俵、 醫森杳 庵、 今 a つて 
同 高、 寄 合森杳 室」 と。 

又德川 時代、 村 松 堀 藩 重臣、 岩 村 松 平 藩 
重臣 •宮津 松 平 藩 番頭、 淀 稻葉藩 用人、 
宇 和 島 伊達 藩 用人、 擧母內 藤 藩 年寄、 白 川 

松 平 藩 用人、 久留来 黑田藩 用人、 鳥 取 池 
田 藩 用人、 喜 連 川 藩 重臣、 矢 田 松 平 藩 用 
人、 岡 山 池 田 藩 番頭 用人、 福 知 山 朽木藩 
重臣、 勝 山 小 笠 原 藩 添 役 等に 見え (武 
鑑： T 擧母藩 重臣 森 宇左衞 門は 名 あり。 又 
秀康鄕 給 帳に 「四百 石 森 半 兵衞」 見え、 
又 堀 尾 山城 守 給 帳に 「六 百 石 森 勘 兵衞、 
百 五十石 森 關右衞 門、 五 拾 石 森 平 兵衞、 
四 拾 石 森 丹 七」 等を 擧 ぐ。 

又 儒者に 森蘭澤 (效 、君 則) あり、 實は 
足 利 氏の 族、 下野 大曾庄 谷 田 貝 領主 谷 田 
貝 氏 也、 廣島 藩森義 文の 養子と なる。 又 
加賀藩 給 帳に 「千 貳百石 (五つ 小菱) 森 
權 太夫、 百 八 拾 石 (丸 內九 枚笹〕 森七郞 
左衞 門、 百 石 (鶴 丸) 森 津左衞 門、 百 石 
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森 辰 之 助、 貳百石 (丸內 橘〕 森 快 安、 六 
拾 俵 森榮之 助、 拾 五 人 扶持 森良齊 J 等を 

擧げ たり。 

又 膳 所 藩 勤王家に 森 喜 右 衞門祐 信 (梅 溪) 
あり、 森 鼎の 男、 贈 正 五位。 又 筑前藩 動 
王家に 森 平太郎 (安平〕 信 度、 又 同藩 吉田 
兵 大夫生 季の男 森 耕 之 助 ハ 勤 作) 通 寧 (森 
專藏 通知の 養子) 等 も 名 あり。 又 增山事 
實に 上使 森 勘右衞 門、 富澤 家記錄 に 將軍 
旗本 森中將 、また 森 三 左 衞門等 見 ゆ。 
又廣幡 家、 及び 久 我家 諸 大夫に 森 氏、 出 
雲の 國學 者に 森 左 馬 之丞忠 正 ( 爲泰 )、 因 
幡志に 「邑美 郡 小 西 谷 村 山 王 櫬現森 元 交 
(南部 越後)」、 狩 野 派 盡家に 森 陽 信 0 水 春 
齋〕 、又 加 貿の盡 家に 森鳳洲 (充〕 、又 名 
醫傳. に 平安の 醫師森 雲 竹 (友 益) あリ、 
仲和の男也と。又圍碁林家の祖門入齋は 
森 氏 也 "伊豆、 10 馬、因幡、出雲、能登 
の 社家、 播 磨、 石 見、 備前 、備 中、 淡 路 
(津名 郡 森 銀之亟 氏)、 日向 等に も 在り。 
また 松 江 藩士 森靜 男の 男 森林 太郞は 軍 翳 
總監た りき、 而 して 又 文筆に 長に 鷗 外と 
號 す。 弟 篤次郎 は 劇評 家に して、 三 木 竹 
ニと 號 す。 

又 城 丹 波 守 家臣 森九郞 兵衞矩 窣の裔 •幕 
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臣とな る、 家紋 五三 桐、 舞 鶴。 源 姓 也。 又 
森 勘 兵 衞常竹 C 1 閑、 半 之亟) はもと 中 
瀨 氏、 外 家の 號を 冒す。 家紋 ニ 柏、 巴 九 
曜 、丸に 橘、 鶴 丸。 又 森彌十 郎吉久 (西 
雲)ぁり、家紋 || 丸、五三桐。 

毛 里 モリ 美 濃の 名 族、 守 氏の 後裔なら 
ん 。新撰 志に 「伊奈 波 神の 妾兒 御前の 母は 
毛里權 守倫滿 の 女」 •と。 又 「倫滿 の 子に 毛 
里 小 次 郞國滿 J 等 見 ゆ (稻葉 神社 緣 起)。 

母 里 モリ 和名 抄 、出 雲 國能義 郡に 母 里 
鄕ぁ りて、 後に 母里庄 •起る。 

1 大和の 母 里 氏 大神姓 赤 逋系圖 に 母 里 
莊司孝 安 ぁり 「大頜 、大和 管領 公 沙汰 預 
之〕、 その 男爲安 (隼 人 允)」 と 見 ゆ。 

2 佐々 木 氏族 黑田 侯の 臣母里 雅 樂は播 
磨の 士 、祖父を 與右衞 門、 ハ 久を 小兵 衞と 
云 ふ。 小兵 衞 •黑田 職隆に 仕へ、 死後、 
彼が 遺言に 任せ、 職隆 •小兵 衞が 妻を 娶 
る。 雅樂 •甚だ 勇猛、 澤藏 軒なる 者を 打 
つて 手柄を 顯 す。 晚年 剃髪して 古 庵と 號 
す。 雅樂の 弟 武兵衞 も 勇士な り、 播州 土 
器 坂の 戰にて 疵七ケ 所 蒙り、 身體 叶は ず。 
其の 翌日の 戰に 、疵 ありと も 出陣す ベ さ 
由、七度迄催促に及びしかば、武兵衞等、 
一家の 者 共 二十 四 人 討死す。 是 より 雅樂 
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.は 孝 高を ぅらみて 武士を やめ、 京に 上り 
て 安樂を 事と す。 後 孝 高、 長 政ょり 呼 下 
す。 男子 二人 ぁり、 長を 四郞 左衞 門、 次 
は 七 右衛門、 子孫 兩家 ぁり。 ^ 母 里 太 兵 
衞 は雅樂 がいと こ 也。 本姓は 曾 我、 父を 
曾我大 隅と 云 ひ、 代々 播 磨に 住す。 幼名 
萬 助、 後 太兵衞 、筑 前に 來て但 馬と 改—む 、 
太 兵衞友 信は 弘治 二年生る。 幼ょり 如 水、 
長 政の 先手と なり、 武功 擧げ て數へ 難し。 
長 政筑前 入國の 際、 豐前堺 鞍手 郡 高 取 城 
ー萬八千石を頜し、後母里を改め、毛利と 
稱す 。元 和 元年 六月 六日 病て 歿す。 行年 
六十 歳、 嘉麻郡 小 隈邑麟 翁 寺に 葬る。 そ 
の 他、 貿來 、黑 田、 後藤 等の 條參 照。 

茂 利 モリ 前 各條參 照。 

森 合 モリアヒ磐城國刈田郡に森合邑ぁ 
りて、 岩 代、 武藏 等に 此の 氏存 す。 

森 居 モリ 蜂 * 

守 井 モ U キ武藏 、攝津 、播 磨、 備前等 
に存 す。 

守 居 モリ キ 

森 井 モリ 砵 神宮 內宮 社家、 能 登の瓧 家 
等に 見え、 又 伊勢、 志 摩、 美 濃、 尾 張、 武 
藏 ..■* 攝津 等に ぁリ 0 , 

森 泉 モリ イヴ ミ 武藏 、信 濃 等に 存す。 
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森 內 モリ ウ チ陸奧 、陸 前、 岩 代、 羽 後、 
武藏 等に 存 す。 

^ 內 モリ ウチ 

森 江 モリエ 武藏 、攝津 、出 雲、 石 見 等 

に 存 す。 

守 江 モリエ  1: 後に 此の 地名 あり。 

森 尾 モリ ヲ 大和の 名 族に ありて、 十津 
川鄕鎗 持 由緒 書に 「小川 村 森 尾 助左衞 門」 
.など 見 ゆ。 

守 岡 モリ ヲカ 以下 ニ條參 照。 

丨淸和 源氏 中興 系圖に 「守 岡 •淸 和、 
村 上 家、 紋類 葉」 と 見 ゆ。 

2 伊勢の 守 岡 氏 天 正中、 信 長 家臣に 守 
岡 金 助 (倉 助〕 あり、 安濃 郡 淨土寺 城を 
守る (五 鈴 遺 響、 三國地 志、 名勝 志〕。 又 
志 摩に も存 す。 

3 奥州の 守 岡 氏 加 藤嘉明 老臣に 守 岡 主 
馬 あり、 又 I 族 守 岡 名 兵 衞親保 等の 事は 
深 田條を 見ょ。 又 新 編會津 風土記 寬永文 
書に 「守 岡 主馬 正、 云々」 と。 

4 雜载 その他、 武藏 、攝津 、播 磨、 備 
前、 出 雲、 石 見 等に 存 す。 

森 丘 モリ ヲカ 前後 兩條參 照。 

森 岡 モリ ヲカ  羽 前、 羽 後 等に 此の 地 
名存す ◦ 


1 平 姓 大和の 名 族に して、 大和 神社 宮 
座 等に 見 ゆ。 

2 因幡の 森 岡 氏 八 東 郡 春 米 村は 一村 • 
森 岡、 水 谷の 兩姓 にして、 平家の 殘黨、 
文治の 昔、 此の 里に 遁设 すと 傳 ふ。 

3 越後の 森 岡 氏 古志 郡 赤 谷 城 (赤 谷 村) 
は 那須宗 高 •本州に 配流せられ て、 當城 
に 置かる。 後宗 高の 老臣なる 森 岡 左衞門 
尉の 居城と 傳ふ 。また 後長 尾 平六擧 兵の 
時、 森 岡 十左衞 門を 新 潟 城に 置く と。 

4 大浦 氏族 盛调 條參 照。 陸奧の 豪族に 
して、 大浦家 老臣に 森 岡 金 吾 ぁり。 又武 
鑑 、津輕 藩 重臣に 見 ゆ。 

5 雜载 神宮 社家に 存 し、 又德川 時代、 
庭 瀨板倉 藩 用人 (武鑑〕、 紀伊 伊都 郡 志 富 
田 莊地士 rc. 森 岡 兵 左衞門 (續 風土記)、 又 
鹿兒嶋 藩に 存し 、幕末 明治に 森 岡 昌純ぁ 
リ 、國 家に 功多き を以つ て 男爵を 賜 ふ。 

驗その 男 森岡彥 也。 又 岩 代、 磐 城、 武藏、 
三 河、 尾 張、 攝津 、伯耆 、播磨 •備 前、 出 
雲、 石 見地 方、 土 佐 (営 地條參 照) に 存 す。 

盛 岡 モリ ヲカ陸 中に 盛 岡 あり。 而 して 

大浦氏の族に此の氏見ぇ、東日流傳記に「盛 

信 公の ニ 男 山城は 今 盛 岡 主 膳の 祖 也」 と。 

その他、 森 岡 條第四 項を 見よ。 


森 開 モリ カィ 

森界 モリ カィ 伊貿の 名 族、 比自岐 氏の 
一族 也。 三 星に 一を 家紋と す、 比 自岐條 を 
見ょ。  ， 

森 垣 モリ ガキ播 磨、 攝津 等に 存 す。 

守 角 モリ カク モリ ツノ  モリス ミ條を 

見ょ。. 

0M  モリ カゲ 備前 等に 存 す。 

森 勝 モリ カツ 武藏 等に 存 す。 

森 金 モリ カネ 同上。 

森 川 モリ 力 ハ 

1 佐々 木 氏族 佐々 木 系蹯に 「堀 部三郞 
左衞 門滿泰 —秀泰 (森 川 三部)— 秀 定—泰 
氏 (森 川彥四 郞〕 —定泰 ( 彥三郞 〕」 と载せ 、 
又 佐々 木 家譜に 「賴 綱— 堀部宗 綱— 宗泰 
. (森川の祖〕」と見え、良川系譜には「五 
郞左衞 門 尉 宗泰丨 左 衞門尉 高泰— 左衞門 
尉滿泰 丨三郞 秀泰— 彥左衞 門尉秀 定—彥 
四郞泰 氏— 彥三耶 人道 定泰 丨與四 郞宗氏 
(尾 張國 比良鄕 に 住し、 織 田信忠 に 仕へ、 
堀 場 K； 改 む)— 與四郞 氏 兼 (金 左衞 門〕— 

金右寵 門 氏 梭 (舅 森 川 助 右 衞門氏 次の 遺 
跡を 繼ぐ〕 丨同氏 信— 庄九郎 氏 之— 金 右 
衞門氏 知— 同氏 房丨 同氏 長— 庄九耶 氏 
芳 J と あり。 家紋 丸に 鳩 酸 草、 四 目 結。 


又 「佐々 木定 網の 後裔、 堀 部左衞 門尉滿 
泰 丨三郞 秀泰 —彥左 衞門秀 定—彥 四 郎泰 
氏— 彥三 郞定泰 丨與四 耶宗氏 (改埋 部、 
號堀 場) 丨森川 助 右 衞門定 兼、 弟 堀場與 
四郎氏兼、弟森 -;11 助兵衞重次、弟堀部助 

之丞正 次」 と 見 ゅ。 佐々 木、 堀 部、 堀 場 
等の 條參 照。 

2 尾 張の 森 川 氏 前項 氏の 裔と云 ふ、 前 
引 森 川 系譜 參 照。 又 藩 翰譜に 「森 川 出 羽 
守 源 重 浚は、 金 右 衞門尉 氏 浚が 子な り。 
ぁる說 に、 氏 浚が 祖は 、宇多 源氏、 佐々 

木 六角 泰網が 末孫、 堀部彥 三左衞 門尉宗 
綱ょり 出づ 。其の後、 尾 張 ^ 比良娜 に 在 
り、 堀 部 三 四 耶宗 氏と いふ、 織 田 信秀に 
屬す 。宗 氏が 子、 兄は 森 川 助 右 衞門定 兼、 
弟は 堀 部 與四耶 氏 兼と いふ、 織 田家に 屬 
し、 永祿四 年に 死す。 氏 俊は 氏 兼が 子、 
德川 殿の 仰に 依って 森 川と 名乗と 云 ふ。 
按ずる に、 氏饺が 伯父 定兼も 森 川と 名の 
り、 氏 後 もまた 森 川と 名のる 事、 いかさ 
ま 其の 故 あるべ けれども、 いまだ 詳なる 
事を 聞かず。 當時森 川と 稱せし •者は、 今 
川 宗徒の 家人な りき。 

初め 永祿七 年、 氏饺 始めて 德川 殿に 仕へ 
まゐら せ、 當時御 家人の 中、 無双の 勇士 
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二十 人を す r って、 足 輕大將 を 定めら る。 
金 右 衞門尉 •其の 壹 人に 選み 出されて、 
馬 武者 十 騎步兵 五十人を 屬 けられたり、 
是を 御先 手鐵 炮頭廿 人 衆と いひし なり 0 
重浚(ニ男といへり>大相國家に仕へ奉 
り、 双な き昵 近の 者に て、 終に 執政の 職 
に 任し、 西 城に 徒ら せ 玉 ひしに も從ひ 參 
らせ 、御 書院の 番頭を 兼ぬ、 (寬永 四 年上 
總 上野に て 一万 石を 領す) 。寬永 九 年 正月 
二十四日、 大相國 家、 かくれさせ 玉 ひし 

夜、 宿所に 歸リ 一門の 人々 呼 集め、 夜 一 
夜 暇 乞して、 嘵に 至って、 腹切って 殉死 
す、 年 四十 九歲 とぞ 。重 俊が 嫡子 伊貿守 
重 友 •家を 繼 r、 上總國 生實の 地 一万 石 
なり。 寬文 三年 正月 二十 二日 五十六 歳に 
て 卒す。 其の 子 出 羽 守 重 信 •父に 繼ぐ、 
身いた はる 事 ぁって 致仕し、 子息 紀伊守 
重 興っ ぐ。 (重 俊が ニ 男， 下總守 重 名は 番 
頭を 經 て、 寬文ニ 年 二月 御 側 衆に 至りし 
が、 同 六 年 十二月 八日 卒す、 五十 三 歳、 
其 子 攝律守 重 明な り〕」 と。 

寬政 系譜、 及び 武鑑 等に 「出 羽 守 重 俊丨 
伊 賢 守 重 政— 出 羽 守 重 信 (知 閑〕 丨出羽 守 
狻胤 (入道 悠計) — 內膳正 浚 常— 兵 部少輔 
浚 令 (內膳 正、 號 善應。 實は森 川數馬 俊賢 


モリ 力 ハ 

弟〕— 紀伊守 俊 孝— 內膳正 浚 知 ( 實は森 川， 
長 門 守 俊 輝 男〕 丨紀伊 守 浚 民 ( 實は松 平 主 
殿 頭 芯 侯 弟)— 出 羽 守俊位 丨出羽 守俊德 
C 實は石 川 主 殿 頭 總錄舍 弟〕— 內膳正 俊 方 
(實は 酒 井 大學頭 忠良 弟)」— 浚慑に して、 
下總 生實 、一 萬 石 (明治 四千 三十 石、 
恒〕 。現今 子爵" 


I 匚一 回 回 ， 

3 旗本 第一 項 金 右 衞門氏 長は ニ 千 二百 
石を 領 す。 又 重 俊の ニ 男 「下 總守重 名丨攝 
津守重 高 (下野 守〕— 下總守 狻央— 同 浚 因 
丨同俊 淸丨词 浚 世 (六 千 石)」、 又 重 名の 養 
, 子 土 倥 守 俊 勝の 裔は千 石、 森 川 越 前 守 俊 
尹な り。 又 森 川 日向 守 c 岡 部條〕 、又 堀 場 
與四郎 氏 兼の ニ 男 助 左 衞門長 次は 母 姓 森 
河 氏を 冒す。 又 氏 兼の 三男 久右衞 門 重 成 
の裔は 五百石を 領 す。 

4 淸和鴒 氏 美 濃の 名 族に して、 家紋 鶴 

5 武藏の 森 川 氏府內 備考に 「佐 久間町 


モリ 力 ハ 亡 湯 


一丁目 森 川 氏 > 先祖 五郎 右衞門 儀は 攝津 

■國郡 不知、 伏 見出 生に て 御座 候處 、御當 地 
御 繁榮に 付、 寬 永年 中罷 出、 當町に 住居 
仕 9、 其の 砌 ょり 材木商 賣相 始め、 追々 
手廣に 相 成り、 寬政元 子年 十二月 七日、 

父 五郎 右 衞門儀 •初 鹿 野 河内 守 樣御番 
所へ 召 出され， 御 勘定 所 御用達 仰 付けら 
る」 云々 と。 又 比 企 郡に 森 川 美 濃 守 陣屋 
(大谷 村〕 ぁり。 先祖 金 右 衞門氏 俊 •當所 
を 賜は りい 後江 戶へ 移りて ょり 家人を 置 
いて 守らし む。 

6 藤 原 姓 堀 部 彥三郞 定泰の ニ 男 日向 守 
定兼 •森 川を 稱 し、 寬永 系圖に 森 河 入道 
と 見 ゅ。 その 男 助右衞 門は 今 川 氏、 後家 
康 JC 屬 す。 その 男 助 右 衞門照 道 也。 家紋 
九曜。 

7 山 羽 氏 裔山羽 新 左 衞門長 勝 • 織 田 信 
秀に 仕へ、 その 男 六 左 衞門長 次 •森 川 氏 
となり、 家康に 屬 す。 

8 雜载 その他、 幕臣に 森 川 新兵 衞 光廣 
ぁり、 家紋 鳩 酸 草、 蔓 柏’ 五 枚 柏 .0 又 多 
古松平藩側用人、佐竹藩用人等に見ぇ(武 
鑑) 、又 小 給 地方 由緒 書に 「森 川 五郎 右衞 
門 •家 康甲州 出陣の 時 召 出さる」 と 。又 
森 川 金右衞 門， (岡 崎) 等 見 ゅ。 又 京 極 殿 


蛤 帳に 「貳百 五 拾 石 森 川 平兵衞 、百 石 森 
川 八右衞 門」 等 見え、 又 森川捣 兵 衞秀一 
は 大和 流 射 術を 始む 。又 甲斐 御嶽山 由緒 
書に 「代參 森 川四郎 右衞 門」 見 ゆ。 
又彥裉 藩士 森 川 許 六 百 仲は、 蕉門 十哲の 
一也、 又 浪花の 書家に 森 川 離 吉世黃 あり、 
，竹窻 と號 す。 又河內 交野 郡 三宮拜 殿 着座 
覺に 「尊 延寺村 森 川 氏 一軒」 を载 せ、 又 京 
都の 畫家森 川 曾文英 絢、 奈良の 彫工に 森 
. 川 友吉社 園、 本願 寺 家 司に 森 川 左 中、* 
野 社 社家に 此の 氏 あり、 十 川 家の 分流、 
又讚岐の國學者に森川安範、能登の社家、 
江戶の 彫刻師に 森 川 久次郞 直 利 あり。 又 
攝津 、播 磨、 備 前、 武藏 、三 河、 伊勢、 
志 摩 等に 存 す。  • 

森 河 モリ 力 ハ 前條氏に同じ。 

盛 川 モリ 力 ハ 同上、 武藏 等に 見 ゆ。 

守 川 モリ 力 ハ 伊勢神宮 社家に 存し V- 武 
藏にも あり。 

森 上 モリ 力 ミ 尾 張に 此の 地名 あり。 又 
攝津八 部 郡 坂 本 城 (坂 本 村) は 建武 年中、 
楠 木 正 成 在 城せ りと 云 ふ。 又 その * に 花隈 
城の 附城 あり、 森 上 淸兵衞 在 城の 古跡と 傳 
ふれ ども 詳かな らず 。或は 云 ふ、 天 正 八 年 
花隈城 攻擊の 際、 池 田 輝 政が 壘を 築きし 所 


也と。 又武藏 等に 存 す。 

盛紀 モリ キ會津 の 名 族、 セィ 條を 見ょ。 

森 木 モ リキ 

丨淸和 源氏 義光流 越 前 丸 岡 家臣に 森 木 
長 右衞門 ぁり、 天 正 ニ 年、 越 前を 出で、 
慶長ニ 年 阿波 國海部 郡 中 山邑に 住し、 丸 
岡 氏を 稱 す。 六 代 伊兵衛 •土 佐 國幡多 郡 
弘見邑 に 分れ、 再び 森 木 氏と 稱 すとぞ 。 
家紋 輪 貫。 

2 雜载 山城、 攝津 、紀 伊、 播磨 、但 馬、 
石 見 •安藝、 豐後 等に 存す とぞ (森 木 一 

0SO 

守 北 モリ キタ 武藏 等に 存 す。 

森 北 モリ キタ 大和 國の名 族に して、 十 
津川鎗 持 由緒 書に 「内野 村 庄屋 森 北三郞 兵 

衞 J 見 ゆ。 

守 公 モリギ ミ 守條を 見ょ。 

森淸 モリ キヨ 
森 ロ モリ グチ 

1 荒木 田 姓 内宮 社家に 在リ。 

2 菅原姓 京都 北 野 社の 社家、 十 川 家の 
分流 也】 

3 雜载加 貿藩給 帳に 「百 石 (三 巴〕 森 ロ 
淸六 郞」 を 載せ、 大和の 名 族、 友人に 森 ロ 
奈良吉 君 あり。 また 志 摩に 森 ロ 廣吉君 あ 


リ 。その他、 伊勢、 攝津 、出 雲、 石見丨 
備前 、武藏 等に 存 す。  • 

守 ロ モリ グチ 河內國 茨田 郡に 守 ロ庄あ 
りて、 出 雲、 石 見、 攝津 、武藏 、陸 前 等に 
此の 氏存 す。 

森國 モ リク 11 備前 等に 存 す。 

森久保 モリ クボ 

守 倉 モリ クラ 近 江 國蒲生 郡の 名 族に し 
て、 蒲 生 氏の 支流な り。 安部井 村に 住した 
れ ば、 室 木 氏、 若く は 佐久良 氏の 分流に や 
(郡 史) と。 

森 倉 モリ クラ 前條參 照。 

森 越 モリ n シ 

森 坂 モリ サカ 安西 軍 策に 森 坂 氏 (問 田 
方〕 見 ゆ。 

森 崎 モリ ザキ 肥 前彼杵 郡長 崎に 森 崎の 
地名 ありて、 又森畸 神社鏔 座す とぞ。 

1 利 仁 流 藤 原姓齋 藤氏の 族に して、 森 
崎 秀 仁を 祖 とす。 家紋 藤 丸に 山の. 字、 花 
荽 。寬政 系譜、 新兵 衞正之 (寶 永〕 ょり 
系 あり。 

2 濃 尾の 森 崎 氏森畸 順 三 氏 云 ふ、 葉 栗 
郡 外 割 田邑に 此の 氏 ありて、 三階 松 (無 
枯 枝) を正紋 とし、 菊 水を 添紋 とす。 此 
の 系統 3 森畤 氏は 美 濃に も存 すと。 
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モリ 力 ミ —— モリ クチ 
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3 播 磨の 森 崎 氏 飾 東 郡 豐國庄 の 豪族に 
して、 淸水構 居は 森 崎 主 殿の 居城 也と (播 
磨鑑 〕。 

4 雜载 その他、 武藏 、攝津 、伊勢、 志 
摩、 備 前、 肥 前 等に 存 すとぞ 。 

森 &则 モリ サキ 
森 作 モリ サク 

守 貞 モリ サダ 阿波の 豪族に して、 故城 
記に 「阿波 郡 分、 守貞殿 •平氏、 上 羽の 蝶」 
と载 せ、 一本に 「守 貞殿 •平、 高次、 上 羽 
蝶の 丸 J と 見 ゆ。. 

森定 モ =N サダ 前條參 照。 

盛定 モリ サダ 同上。 備前 等に 存 t o 
森實 モ y ザネ豐 前に 此の 地名 あ 9 て、 
武藏 等に 此の 氏 あり。 

森澤 モリ ザハ 一條 家諸大 夫、 及び 侍に 
見え、 又攝津 、備 前、 信 濃、 甲裴 、武藏 等 

に 存 すとぞ 。 

杜重 モリ シゲ 森 重條參 照。 

守 重 モリ シゲ 同上。 

森 重， モリ シゲ 藝藩通 志、 安藝 國貿茂 郡 
條に 「生 竹 ^ 左衞 S： 宅址は 下 三 永 村の 內、 
生 竹に あ！^ 。若 山城の 家人な りと いふ 。其 
の 他、 森 重、 打 田、 因幡な ど 呼ぶ 地 あり。 森 
重は、： れも若 山城の 家人 森 重 某が 居住の 


地、 打 田は、 阿灞地 城の 家人 打 田 某、 因幡 
は、 因幡の 人 渡 部 某が 隱 栖の處 とい ふ」 と。 
又 周 防 國末武 の士森 重. 紐 貢 仲 美は 三嶋流 砲 
術の 祖 として 名 あ 9。 又 長 州 藩 幕末 志士に 
森 重 菊 次 邸 あ 5、 聯合經 ，隊 •下 闋砲擊 の 際 
戰 死す。 

00 モリ シゲ 前條參 照。 

森 下 モ？ ソタ 武藏 、上野 等に 此の 地名 
あ PO 

1 因幡の 森 下 氏 山 名家の 老臣に して、 

明 德記卷 中に 森 下六郞 •見え、 山 名中務 
に ® す。 その後 山 名家 老臣に 森 下 出 羽 守 
あり、 入道して 道 祐と云 ふ。 又 高 草郡宮 
谷 村に 森 下四郞 左衞門 あり。 

2 大友 氏族 一本 大友 系圖に r 賴泰丨 親 
時 (右近 將監 、藏 人〕— 貞宗 、弟貞 家 ( 一 
本 三男、 貞 親の 弟、 顯孝寺 殿と 號す 。內 
匠、 森 下家の 祖也) J と。 筑後 國將士 軍談 
に '—. 今 按ずる に 此に 序す る 所以、 未だ 分 
明なら ず j と。 又 「立 花 三 太夫は 筑前立 
花 城主、 大 友の 一族に して、 源 姓を 用 ふ。 
實は 森下備 中が 弟、 立 花次郞 兵衞が 養子 
た 90 その子 一角 •森 下櫂大 夫と 號 す」. 
と。 森下備 中は 釣雪齋 道 雪と 稱 す。 * 

3 上野の 森 下 氏 利根 郡 (吾妻 郡〕 森 下 


邑 ょり 起る。 上野 國志に 「森 下城は 森 下 
三 河 守 J と载 せ、 三 河 守の 事は 關八州 古 
戰錄 等に 多く 見 ゆ。 

4 雜载」 その他、 大和 十 汽 川鄕鎗 持由緖 
書に. 「上 葛 川 村 庄屋 森 下 彌左衛 門」 を载 
せ、 又 河 內國錦 部郡廿 山村 甲 田の 士森下 
傳兵 衞勝定 (淺川 八 左衞門 次男) は > 勤王 
の士 、贈從 五位。 又 土 佐 國土佐 郡 泰皇寺 
邑の士 に 森 下 幾 馬 茂 時 あり、！ K 誅 組に 入 
り、 弟 儀 之 助と 共に 戰 ，死す、 贈 正 五位。 
又 岡 山 藩士 森 下 立 太郞 景瑞は 黑住敎 副 管 
長たり き。 また 攝津 、播 磨、 備 前、 武藏、 
信 濃、 伊勢、 石 見 等、 猶ほ多 かるべし。 

盛 下 モ リシ タ 中興 系圖に .「盛 下 •大江 

姓」 と。 その他、 前條參 照。 

森 下 原 モリ シタハ .ラ 備前 等に 存す。 

00  モリ シマ 

1 中原 氏族 中原 有 家の 裔也 。カツ ラヲ 
カ條を 見ょ。 森 島甫筑 邦敎 、同 中 良虞臣 
(甫齋 ) 等 名 あり。 

2 平 姓 大和の 名 族 也。 大和 神社の 宮座 
等，に見ゆ。 

3 雜載 その他、 三時 知 恩 寺 家 司に 森 島 
因幡 介， また 攝津 、美 濃、 尾 張、 信 濃、 
武藏 等に 存 す。 


森 尻 モ =>ジリ近江野洲郡に森尻庄あり 
て、 太 秦廣隆 寺 由来 記に 見え、 越 中 上 新 川 
郡 堀川 村に 森 尻 鶴太郞 君 あり。 

森 末 モリス N 藝藩通 志に 「安藝 國高田 
郡 西 浦 村 森 末 左 京 宅址は 同村 柳 坪に あり」 
と。 又備前 等に 存 す。 

守 角 モリス ミ 福 良家々 臣に守 角 六郞左 
衞門 あり 0 . 

森 住 モリ ズ ミ武藏 等に 此の. 氏# す。 

守 住 モリ X ミ 阿波 德島 出身の 畫家に 守 
住 貫 魚 あり。 又武藏 等に 存 す。 

森瀨 モリ セ 武藏等 S す。 

森 迫 モリ セ n モ y ハ ザ マ 日向記に此 
の 氏 見 ゆ。 

森曾モ y y 

守 田 モリタ 信 濃に 守 田 神社 あ 9。 

1 荊 守 田 氏 正 倉 院寶龜 四 年 文書 等に 見 

ゅ。 0 

2 周 防の 守 田 氏 家紋 金袋に 十字。 周 防 
大內の 家臣 豐前 馬嶽 城主 守 田 三彌之 助の 
末裔と 稱 す。 竹 中 侯 •府內 城主たり しと 
き、 南洋 貿易を なして 九族を 殲 さると。 
三彌 長者と 云 ふ 0 

3 雜載 秀康卿 給 帳に 「五百石 守 田 助 兵 
衞 _1 を 載せ、 地方 小 給 由緒 書に 「御 寶藏 
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番守田 源左衞 門。 家康の 時， 曾祖父 左 近 • 
召 出され、 地方 三十 石」 と。 その他、 備 

- 前、 備 中等に 存し 、また 江戶 池の 端 守 田 
寶丹 (治 兵衞) は藥舖 として 名高し。 

森 田 モリタ 下野、 陸 奥 •越 前、 筑後等 

に 此の 地名 存 す。 

1 菊 池 氏族 菊 池 森 田 系圖に 「武 時丨武 
重— 武澄 (孫 太耶 ♦肥 後 守〕— 武照 (木 野 
肥 後 守 入道 慶 雲) 丨武宗 (彥太 部、 刑 部 
尉) 丨親介 (彦 太郞 、新 左衞 門、 正 長 元 

年 九月、 中國に て戰 死、 年 四十 三)— 森 
田 親元 (初め 佐 渡 守、 後對馬 守に 改 む。 
父の 戰 死後、 大 友の 幕下、 筑後國 竹 野 郡 
奴 田 村 森 田 名 居住 某の 養子 聱と爲 りて、 
奴 田、 ロ 高、 三本 木の 三 村を 頜す 。其の 宅 
地を 後人 城の 内と 日 ふ)— 隆親 (大和 守、 
山 本 郡 常 持 村を 領 す、. 因りて 同村に 轉居 
す。 享祿四 年 十一月 四日 卒 、'年 七十 四) 
丨景親 (佐 渡 守、 永祿 十七 年 七月 七日、 
筑 前寳滿 岩屋に 於いて 戰功 ぁり。 天 正 七 
年 九月 十日 卒 、年 八十 一〕— 長 親 ( 大 内蔵、 
天 正中、 筑前高 鳥居に て戰功 あり。 慶長 
十五 年 九月 十五 日卒 、年 七十 一) 丨長芳 
(平 兵衞 、晚 年薙髮 、菊 池 丹 後人 道と 稱 
す。 明曆 十二 年 十月 六日 卒 、年 九十 七。 


モリタ 


此の 代、 田 主 丸 村に 轉 住す。 甞つて 小 早 
川秀包，に從ひ、肥前國名護屋陣に在り0 
豐 太閤 •長 芳に近 國の 風土を 問 ふ、 長芳 
の對へ 流る 如し。 太閤 及び 秀包 •其の 
博 達を 感じて 時 服を 賜 ひて 賞す。 襃長五 

年、 始めて 田 主 丸 町を 開き、 元 和 中、 馬 
場瀨祠 、及び 榮福 寺、 法 林 寺 等を 創建す。 
菊 池 經賴 •馬場 瀨に 水神を 祭り、 之を 馬 
場 瀨六明 神と 謂 ふ。 此の 時 今の 地に 移せ 
し 也〕— 芳貞 ( 大內藏 、致仕して 菊 池に 改 
む。 寬文 九年卒 、年 八十〕」 と。 0 • 

2 松 浦 氏族 肥 前 松 浦の 豪族に して、 波 
多 系圖に r 源 賴光の 孫久の 後」 とし、 松 
浦系圖 庶流 者に 此の 氏を 列す。 又 大村藩 
に 存す。 

3 豐 前の 森 田 氏 下 毛 郡の 豪族に して、 
元龜天正の頃、森田九郎ぁり。 

4 土 佐の 森 田 氏 元 親 記に、 森 田 兵左衞 
門 •見え、 後 詩人に 森 田 良太郎 居 敬 ぁり、 
梅 碉と號 す。 その他、 森 田 民 部、 森 田 勘 
助、 森 田 次 良 右 衞 門等旯 ゆ。  — 

5， 佐々 木 氏族 紀 伊國續 風土記に 「伊都 
郡 丁 野 町村 舊家地 士森田 伊三郎、 同久右 
衞 門。 家傳に 日 ふ、 元祖は 佐々 木 源三秀 
義六 代の 孫、 佐々 木 佐 平 太武義 の 男 藤 丸 
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とい ふ。 藤 丸 •父 武義 死後 孤と なり、 伯 
母 聱石河 長治郧 の 養育に て 成長し、 河 州 
，森 田五郞 兵衞の 家を 繼ぎて 所領を 受け、 
、氏を 森 田と 改め、 名を 正義と いふ。 元弘 
の 頃 正 成に 屬 し、 和 州 邊栗 合戰に 功 あり。 

* 其の 男 森 田市郞 兵衞義 成は、 四條繩 手の 
軍に 討死す。 義成四 代の 孫 森 田 兵 部大輔 
宗義 は、 畠山義 就に 屬 し、 若 江 城に 籠り 
て 武功 あり。 又 長 野合 戰に芋 瀬 兵 太夫を 
討 取る。 宗義の 男 森 田中務 太輔義 辰は 武 
者修行して ¥ 州に至り、武田信支に屬し、 
大門 峠の 戰ひに 功 あ 9。 永祿 年中、 六條 
本國 寺の 軍に 將軍 家に 屬 して 鹽田 右京を 
討 取る。 後 老年に 及びて 當郡神 野々 村に 
蟄居す。 其の 後裔 •當 地に 移住し 兩家に 
分る。 延 德の感 狀を藏 せり」 と。 

また 志 富 田 庄西志 富 田 村 地士に 森 田 勘 右 
衞 門、 那賀郡 田 中莊中 井坂 村 地士に 森 田 
惣助等 見 ゆ。 また 現今 森 田實氏 あり、 元 
神宮 皇學 館長たり き。 

6 和 泉の 森 田 氏 和 泉 中 村の 名 族 也。 居 
地に 老插 あり、 千 枝の 插と云 ふ、 葛の 葉 
の 一首と 共に 名高き 信 太 森 神社は 同 楠の 
下に あり。 

7 河内の 森 田 氏 第五： 項 氏は 當國 發祥な 
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り'。 又 古市 郡 古市 邑の名 族に 見え、 又 永 
祿ニ年 交野 郡總侍 連名 帳に 「津田 村 森 田 
紀 內丞義 末」 を 載せ、 又 寬永三 宮拜殿 着 
座 次第に 「津田 村 森 田 氏 一軒」 と。 又 吹 
田屋六 兵衞森 田士德 (政 t 浪花 住) は、 書 
家と して 名 あ SN。 

8 藤 原 姓 大和 山邊郡 多 田 氏 旗下の 土に 
森 田 兵 部兔え 、又 大和 神社 営 座に あり。 
又 五條の 人 森 田 女 庵、 その 男謙藏 益は 節 
齋 、節 翁と 號す 、儒者に して 學德 高し、 
五十に 』 て 無該 女史と 初婚す と 云 ふ。 又 
節齋 の弟寬 (季 裕〕 は葆 庵と 號しヘ 共に 備 
中に 住す。  , 
伊賀 藤 姓 當國の 豪族に して •下 9 藤 
丸を 家紋と し、 割菱 を幕紋 とす。 天 正の 
頃、 森田淨 雲 あり、 管 田 左衞門 佐を 殺す。 
藤 原條第 十五 項、 及び 管 田條參 照。， 又 猪 
田 神社 天 正 十九 年 紙 札に 「當社 神職 森 田 
惣 兵衞」 を 載す。 

10 藤 原 南家エ 藤氏の 族に して、 祐貞を 
祖 とすと 云_ ひ、又祐永を祖とすと云 ^ 0 

11 三 河の 森 田 氏 渥美 郡牟呂 村 八幡宮 祠 
官に 此の 氏 ありて、 天文 十一 年 棟 札に r 大 
壇那 藤原堯 光、 禰宜次 良 左衞門 尉」 と。 
又國學 者に 神主 •森 田 光義 あり。 
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12 武藏の 森 田 氏 四十 四 座 命附に 「荏 原 
郡 磐 井 神社 (不入 斗 村 か〕 神主 森 田 氏」 
を' 載せ、 風土記 稿、 荏 原 郡條に 「同社 神 
.主 森 田 犮京進 致 高、 先祖より 性々 社務を 
司る とい ひ 傳 ふれ ど、 其の 始の 事詳な ら 
ず。 社傳に 永 祿天 正の 頃、 內田周 防と い 
ひし 人、 神職たり しこと 見 ゆと 云 ふ. とき 
は、 * 條の 頃は 內田 氏 # 々 此の 社を つか 
さど 9 しに や o 御 人國の 後、 寬文 三年の 
後、 森 田 左 京 喜 光と 云 ふ もの 神主たり し 
事 見 ゆ。 これ 今の 森 田 氏の 元祖な リや 0 
また 元祿 三年の 記録に 森 田 左 京 勝 明と あ 
り、 これ 喜 光が 子 か。 是 より 後の ことに 
や、 當社の 神職た えは て X、 北 品 川稻荷 神 
主 小 泉 出 雲 大掾と 云 ふ もの、 兼ねて 當社 
を あづか りしに、 老衰に たへ ずして 田邊 
左 京と 云 ふ ものに、 當 社の 神職を 讓れり 
と。 此の 人 •森 田が 遣 跡を つぎて 子孫に 
傳 ふ」 と 0 

また 等々 力 城主 太平 出 羽 守裔に 此の 氏 あ 
り、 一二 一二 頁を 見よ。 又兒玉 郡に 在り、 
「本 庄宿森 田 氏。 村の 里 正を 勤む。 父 安平 
次 •年久しく 村の しまりを 承り、 それ 等 
の 事に ついては 奇特のは から ひ 共 多き を 
以て、 文化 十三 年 七月、 公より 御 褒賞 あり 


て 苗字は 子孫に 及び、 帶刀は 其の 身 一代 
御 許 あり。 今の 助 左 衞門も 文化 年中 村民 
旱魃を 苦しみ、 年の 貢物と ^. のはざる を 
憐み 、許 多の 黄金を 出して 貢ぎ、 又 夫 食 
のことまで たすけし を もて、 時の 御 勘定 
奉行ょり 彼の 奇特の 行を 褒賞せ り。 市郎 
左 衞門も 助左衞 門の 分家な り、 本家と 同 
じき 奇特の 行 ひ ありし を以 つて 苗字 帶刀 
の 許 あり」 と。 

又榛澤郡岡村島護明神社神主家に見ぇ、 
又 足 立 郡 膝 子 村の 名 族に あり。 當郡 の此 
の 氏は 丸に 立 澤瀉を 家紋と す。 又埼 玉に 
存 し、 又 當國の 人 森 田 長 助は 暹羅に 遊び、 
王 佛山田 仁左衞 門に 仕へ、 後歸 朝して 暹 
羅國通 事と なる。 (又 矢 ロ條參 照〕。. 

13 那須 氏族 下野 國那須 郡 森田邑 ょり 起 
る。 那須 系圖に 「資隆 の 子 光隆 (森 田 太 
郎 〕」 と载 せ、 また 那 須太郞 と 見 ゆ、 又國 
志に 「光隆 •森 田 太 IP 、 母は 小山 大掾政 
光の 妹」 と。 

又 伊王野 系圖に 「光隆 •森 田太郞 、一代 
畢る 。佐久 山の 子 養子」 と 載せ、 又 小山 
系圖に 「行 光— 女子 (那須 太 郞資隆 室、 
森 田太郞 光隆 母)」 と。 後、 那須政 資の男 
高資の 弟 「資胤 (次郎 、修理 大夫 、初め 
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森 田次郞 と绒 す。 母は 大田原 備前守 丹 治 
喑淸の 女。 生害に 依りて 本家 相續、 惣頜 
と爲 る。 法名 江 月)、 弟資郡 (初 名資 安、 
森 田と 號す 、妒福 原彈正 左衞門 尉)」 と 0 
14 奥州の 森 田 氏 伊達正宗 家臣に 森 田 志 

摩*見え、又會津藩に存し、又岩瀨、田 
村、 宮城 C 志 波彥社 流鏑馬 ニ 座) 等に あ 
り。 名 族 尠からず。 

15 陸 奥 安倍 氏族 貞 任の 男 •高 星の 後に 
て、 藤畸 氏の 族 也と 云 ふ。 

16 梨園 森 田家 初代 森 田勘彌 (太郞 兵衞) 
は 京都の 人、 ニ 代は その 養子、 初め 坂 東 
又九郞(坂東家祖〕、三代は後坂東又七養 
子、 四 代は 其の 男 鍋太郞 、五代は 俳名杜 
光、 六 代は 後 坂 東 又 右衛門、 七 代は 養子、 
初め 澤村 、八 代は 太郞 兵衞 C 元 五郎〕、 九 

代は 養子 坂東簑 助、 四 世三津 五郎、 此の 
代に 守 田と 改 む。 十 世 守 田勘彌 は 養子、 
中 村 伊 四 松 次男、 坂 東條參 照。 

17 雜载高 松 松 平 藩 用人に 見え (武鑑)、 
又 加 賈藩給 帳に 「五百石 (丸 內上羽 蝶〕 
森田武兵衞」を載せ、又家傳史料忙森田 
太 鄧兵衞 •見 ゆ。 又 能役者に 森田庄 兵衞、 
三代 宗全重 時は 小 笛を 善くし、 小 笛 氏と 
云 ふ。 又 九 代 庄兵衞 の 男 初太郞 •能 管 森 
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田 流の 家元と して 名高し。 

又 因幡の 名 族に 見え、 又下總 小金 本土 寺 
過去帳に 「森 田久 四郞 •萬 治」 を 載せ、 そ 
の 他、 甲裴 、信 濃、 尾 張、 伊勢、 志 摩、 
肥 後 等に 存 し、 又 明治 文學 者に 森 田 思 軒 
(文 蔵) あり、 備中 倉敷の 人 也。 

盛 田 モリタ. 筑 前に 盛田庄 あり、 その他、 
前 ニ條參 照。 又 藤 原 姓と 云 ふ あり。 又 笛の 
系圖に r 師 々戶 伯耆— 盛田庄 兵衞」 と、 千 
野條參 照。 又攝津 の 人に 盛 田嘵君 あり。 

森 多 モリタ 前數 條參 照。 

茂 利 田 モリタ 同上。 

杜田 モリタ 同上。 豐 前に 存 す。 

社 多 モリタ 石 見 等に あリ。 

盛 高 モリタ 力 武藏等に此の氏存す。 

森 高 モリタ 力 

森 竹 モリ タケ- 武藏 等に 存 す。 

森 谷 モリタ 一一  モリャ 條を 見ょ。 

森 地 モリ チ 武藏 等に 存 す。 

森 知 加 モリ チカ 遠 江 國森脇 坐 神の 神主 

家に あり、 ノリ ヨシ 條を 見ょ。 

森 塚 モリ ツカ 秀鄕流 藤 原 姓、 西 岡大膳 
助 行 盛の 三男 盛 友 •森 塚 伊豆と 云 ひ、 佐 野 
昌齣に 仕 ふ、 西 岡、 佐 野 等の 條參 照。 

森 繼 モリ ツグ 大和の 名 族に して、 藤 原 
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姓 也と。 大和 神社 宮座 等に 見 ゅ。 

.森 寺 モリ デラ 池 田家の 重臣に して、 三 
河 國寶飯 郡 西方 村 古 屋敷 (御津 村 西方) は 天 
正中、 瓶 田 輝 政の 臣森 寺淸右 衞門忠 勝 •據 
る。 此の 人後に 池 田 下 總と云 ふ (二葉 松)。 
又 新 編 美 濃 志に 「池 田 勝 人の 家老 森 寺淸右 
衞門 •今 尾 城に 住し、 五千石を 領 す」 と、 高 
木條參 照。 又 羽 栗 郡 竹ヶ鼻 城に 住す。 
その他、三條家諸大夫に見ゅ。 

森 土 モリ ト モリ ツチ 淸和源 氏 佐 竹 氏 
の 族、 南 酒出義 茂より 分る。 次條 第二 項參 
照。 

森 戶 モリ ト相 摸、 武藏 、下總 、常 陸、 
下野、 岩 代 等に 此の 地名 あり。' 

V 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸 國那轲 郡 (茨 
城 郡) 森戶 邑よリ 起り、 1 'に 盛戶氏 と稱 
す 0 

2 淸和源 氏 佐 竹 氏族 同上、 森戶邑 より 
起る。 前條 氏に 同じ。 - 8 
3 桓武 平氏 千 葉 氏族 下 總國香 取 郡 森 K 
邑 より 起る。 千 葉系圖 、東 胤 行の 弟 海上 
胤 有を 森戶 領主と もい へり。 

4 斌藏 の森戶 氏人 間 郡に 見 ゆ。 北條役 
帳に 「三十 五 貫 文 •河 _ 筋* 森 戶久来 支 
蕃」 を载 せた 。 
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5 m 前の 森戶 武 淀姬社 永享ニ 年 文書に 
森 戶但馬 守良祐 •見え、 又長享 元年、 森 
戶氏 等、 鎭西 探題 漉 河 萬壽丸 を 殺す。 

6 秀鄕流 藤 原 姓 長 沼主税 助 光寛の 裔* 
森 戶を氏 とす。 笤 森の 明戶に 住みけ る 故 
なり (下野 國志〕 と。 

7 雜载そ の 他、 小 笠 原 支 藩 用人に 見え- 
(武鑑〕、 又 館林& 家臣 森戶氏 養子 隅 太 三 
休 (もと 原 氏、 信 濃の 人〕 は 劎客 として 名 

高し。 又 本 吉條參 照。 

盛戶 モリ ト前條 に 同じ。 

守戶 モリ ト 同上， 武藏 等に 存 す。 

森 登 モリ ト 同上。 

守 都 モリ ト備前 等に 此の 氏存 す。 

森 銅 モリド久武藏等に存す。 

守 時 モリ トキ 吉備 地方に あり。 

守 富 モリ トミ 肥後に守富庄.莧ゅ。 

森 友 モリ トモ 下野に 此の 地名 ありて、 
武藏 等に 此の 氏存 す。 

守 留 モリ トメ 肥 前に 守留 庄あリ 0 
守 永 モリ ナガ 

1 藤 原 南 家 伊東 藤內左 衞門祐 廣の 势下 
野守祐 氏を 祖 とす。 中興 系圖に 「守 永 • 
藤 姓、 ェ藤 左衞門 尉祐經 五代 下野 守祐氏 • 
之を 稱 す」、 と 載せ、 日向 纂記に 「正 平 三 
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年 •伊東 六耶祐 持 •卒去、 都 於 郡の 城は 
守 永祐氏 •擅に 押鏆す 、云々」 と。 

又 「前祐 持 居城の 事は、 守 永 野 州 押領し 
て、 今祐重 下向 有りと 云へ ども、 敢て開 
渡すべき 氣色 もなかり ける」 と。 後祐持 
の 男 虎 夜 介 丸 •下向し、 祇氏の 婿と して 
和睦す。 又 守 永 平 五 等 見 ゆ。 本 脇條參 照" 
2 雜载 その他、 武藏 、攝津 、周 防、 長 
門 等に 存 す。 

森 永 モリ ナガ 前項 參 照。 又 狩 野 派 畫家 
に 森 永 陽 信 あり、 浪花の 人に して 春 齋と號 
す。 又 肥 前 等に 存 す。 

森 長 モリ ナガ 前後 數條參 照。 

盛 永 モリ ナガ 同上。 

® 長 モリ ナガ 伊勢の 豪族に して、 小 倭 
黨に盛 長 越 前 守 あり、 一志 郡 佐 田 邑ロ佐 田 
城 (馬場) に 據リ 、北 畠 具 親に 屬 す。 天 正 十 
三年 蒲 生 氏 鄕と戰 ひて 敗 死す C 五 鈴 遺 響)。 

森 中 モリナ カ吉備 地方に 在 y。 

森 仲 モリナ 力 

森 波 モリナ ミ 岩 代に 此の 氏 見 ゆ。 

森 南 モリナ$ モリ々/ ナミ 

森 西 モリ-一 シ 

守 野 モリ ノ武藏 等に 此の 氏存 す。 

盛 野 モリメ 


森 野 モリ / 美 作の 豪族 江 見出 羽 守は 始 
め 森 野次 郎太郞 と 云 ふ， 菅 家の 族、 その 男 
「出 雲 守— 下攀 丨下總 守 丨九郞 兵衞」 なり 
と。 又武藏 ‘攝津 、肥 後 等に 存 す。 

守 能 モ リノ  モリ ヨシ モリノウ 源 姓 
森 氏の 裔也 。家紋 五三 桐、 九曜 。寬政 系譜、 
- 五 左 衞門通 明ょり 系 あり。 三百 五十石を 領 
す。 又 通 明の ニ男繼 明の 裔は 五百石を 領 す。 

森 鼻 モリ ハナ 武藏 等に 存 す。 

森林 モリ ハヤシ 肥 前 彼杵郡 早岐邑 の士 
寺 井越 前の 裔 、此の 氏を 稱 す。 又 講談師に 
森林 黑猿あ 9。 

森 原 モリ ハラ 備前 、播 磨、 攝津 、伊勢* 
志 摩>  武藏 等に 存 す。 

森久 モリヒサ武藏等忙存す。 

森 平 モリ ヒラ堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 八 
拾 石 森 平 六左衞 門」 を 載せたり。 

森弘 モリ ヒロ 

森廣 モリ ヒ D 武藏 等に 存 す。 
森生モリフ. 

盛 生 モリ フ 

00  モリ フチ 藤 原 姓に して、 岩 代の 名 
族 也、 紋 下り 藤。 その他- 備 前、 攝津 、石 
見 等に 見 ゆ。 

守 部 モリべ 守 君の 私有 部 曲 か。 


1 美 濃の 守 部 當國は 守 君の 本 居に し 
て、 此の 氏 も 多し。 大寶ニ 年の 半 布里戶 
籍 に 「中 政 戶守部 加 佐 布」、 其の 他、 妻に 
一、 甥に 一人 見え、 又 三 井田 里 戶籍に 「守 
部 彌富賣 J、 春 部 里 戶籍に 「守 部 刀自 賣、 
外 一 J、 肩々 里 戶籍に 「守 部 小黑賣 、外 一 」、 
栗 栖田里 戶籍に 「寄 人 守 部 根 都賣 、其の 
他 一 」 を载せ 、また 天平 勝寶ニ 年の 国司， 
解に 「可 兒郡驛 家鄕戶 主 守 部麻呂 」 また 
貞觀十 年 七月 祀に 「美 濃國池 田 郡 人 守 部 
秀 刀自」 など 見 ゆ 0 • 

2 京師の 守 部 天平 五 年の 右京 計 帳に も 
此の 氏人を 載せたり。 

3. 尾 張の 守 部 正倉院 天平 寶字六 年 正月 
文書に 载 せたり。 

4 河内の 守 部 第 六項參 照。 茨田 郡に 見 
ゆ 0 • 

5 筑 後の 守 部 三 井 郡に 守 部庄あ PO 此 
の 部の ありし 地 か。 

6 守 部 連 振 魂 命の 裔に して、 守 部を 管 
理 せし 氏と 考へら る o 姓氏 錄 、河内 神 別 
に r 守 部 連。 振 魂 命の 後 也 j と見ゅ 0 又 
神 ■四 年紀に 「勑 す、 正 五位 下 鍛冶 造大 
吸に、 守 部 連の 姓を 賜 ふ」 など 載せたり。 
大隅は 大寶 律令 撰定に 功 あ 9 て、 後に 大 


學 博士たり。 高 安 郡の 人 かと 云 ふ。 

7 守 部 朝臣 美 濃の 古 族、 大碓 皇子の 裔に 
て、 守 君の 後 か。 「美 濃 阈席田 郡 司 大和 介 
守 部 朝臣 資 信」 等 見 ゅ。 子孫 守 藤條參 照。 
8 守 部 宿 禰尾張 氏の 族に して、 熱 田 神 
宮の 大內人 也。 一に 森 部 氏 1C 作る。 大內 
人 系圖に 「(祭主) 大內人 守 部 宿 禰孫谷 (朱 
烏 元年 之官符 に 出づ〕 、大內 人 守 部 宿禰淸 
稻 C 古傳に 云 ふ、 廷曆の 比、 淸稻 •弘法 傅 
敎を舞 殿を 請 じて、 七日 問答す と 云々〕、 

(祭主〕 幡屋大 夫 政 繼 (建武 Q 比)、 妒 部 
五郎丸 (嘉吉 ニ 壬 戌年の 比、 菖蒲 池に 住 
すと 云々〕、 守 部淸仲 (慶 長の 比)、 守 部 

淸 治、 守 部 延淸」 と 載せ、 尾 張 志に 「 • 
家 あり、 大喜 とい ふ、 守 部 氏な リ o( 守 部 
姓 も 尾 張 氏の 同祖なる ょし、 府志に いへ 

り)。 遠祖 守 部 宿 禰孫谷 •天武 天皇 朱 烏 元 
年、 祭主と なりし 也。 夫ょり 子孫、 今に 
連綿と して 大內人 職を 掌る。 貞觀 年中、 
守 部 宿 禰淸稻 •常宮 の緣 起を 作る、 今の 
熟 田 大神宮 緣起 •是れ 也。、、 の 家 も栩宮 
司に 補せられ し 例あリ 。孫 谷よ 9 常 職備 
前 守淸延 まで 二十 四 代に およぶ」 と。 
また 氏人 •土 代に 見え、 又 建 武四年 文書 
に 「幡 屋大 夫政繼 ，嘉吉 ニ 年 文書に 菖蒲 
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2 雜 载會津 藩. 元 和 頃 奉行に 守 村 淸右衞 
門、 又 江戸の 俳人に 守 村次郞 兵衞約 (淺 
草 米屋〕 あり、 抱 儀と 諕 す。 

森 村 モリ ムラ 

丨攝津 の 森 村 氏 能 勢 郡垂水 村の 名 族な 
り。 又 難 波の 名 族に 見 ゆ。 

2 近 江の 森 村 氏 栗 太 郡に 森 村 城 ( 森 村) 
あり、 山城* 此の 地を 城が 腰と いふ。 而 
して 蒲 生 家臣に 森 村 市 介 •見 ゆ。 

3 武總の 森 村 氏 藤 姓と 云 ふ もの あ ¢0 

又下總 小金 本土 寺 過去 _ に 森 村 半左衞 
門 •見 ゆ、 その他 多し。 

4 雜载堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 五 拾 石 森 
村 平兵衞 、百 三 拾 石 森 村 善兵衞 J 等 見 
え、 又‘ 續 本朝 嗇史に 森 村 彌三耶 (永 正) 
あり、又岩磐地方等に存す。又近き设、 
實業 家に 森 村 市 左衞門 あり、 功を 以つて 
男爵を 賜 ふ。 

森 本 モリモト 大和、 河内、 加 質、 但馬 

等に 此の 地名 存 す。 

丨小 野姓攝 津發祥 か。 爲那 部、 羽 束 等 
條參照 ~ 小 野系圖 に 「小 野簋 —上總 介 利 
任 (始めて 羽 束に 居住、 爲那部 得 雄に 養 
育 せらる X 也〕 丨從 五位 下 時 光 (森 本)— 
信任— 助 任 ， 


野大夫 羽 束 


ー丨 近 家— 家绳 (羽 束條) 


I 保 貞丨保 盛- T- 友 經丨經 久左馬 助 


雄 五 T, 


一-家 久 


00 


丨經重 丨 家 重. 
丨經時 

十郎 


丁 家繩 -T 家 仲— 時 重 T 家時遼 
| _丨宗重广重仲十邸 

平三郎  平次邱 

厂 家 後 H 俊 光法 名佛 明- H 光 仲 孫 5 
X 次郎 

丨光廣—重廣-景光彌八 

彌三郎 稱三 郎 
圚 性 


，時 光 H 時 仲 H 爲時 H 光任將 S 
丨仲重 

左 街 門 固 


丨康 光— 貞 光— 光 後 

注 永 文 次郞左 

-光藤  霄固 


時廣 -T 時 長 

- 時 助 三® 

丨時實 四 B 

丨 時 基晶 
丨時重 A® 

丨哇季 T 時 任®^® 
詰— 景光孫 遙 

丨淨 II 發人 SB M 

— 時 信 X 三* 


- 丨祐賢 三位 S 

I 家 光 H 仲 光— 助 仲又篇 

右衢門 酚三郎右 

浮心  衝門勛  I 

T 盛 ^ 丨 1384: 3! 岐 S 

六邱  、 

淨联 

人ム光一一-公時逸次* 

右衝門 次郞 | 大 is 光 

2 攝津の 森 本 氏 前項 參照 。能 勢 郡 今 西 
城 (今 西邑) は 一名を 杵の 城と も 云 ふ。 天 
文 年中、 森 本 淸左衞 門 尉 •築く 所に して、 
鹽 川伯耆 守と 合戦す。 又 能 勢十郞 も據る 
と 云 ふ。 又山邊 村の 住人 森 本 治右滿 門は 
元祿 三年、 廣福 寺を 創立す。 又 八 部 (矢 田 
部〕 郡 花 隈邑 、及び 奥 平邑の 名 族 等に 存 
す。 浪華に も 多し。 

3 河内の 森 本 氏 安宿 郡に 杜本庄 あり 
て、 錦 部 郡 甲 田 村に 森本溥 兵衞 、又涟 川 
郡の 人 森 本七郞 兵衞貞 治は、 慶長 十一 
年、 寺內 村を 開發 す。 又 第 十一 項參 照。 
4 和 泉の 森 本 氏 日 根 郡 新 家 村の 名 族 等 

にあり 0 

5 紐 直 日 前 ^ 懸神宮 の 社家に 見 ゆ。 

6 祀 朝臣 石淸水 社家、 六 位に 森 本 氏 (祀 
姓)、 森 元 氏 (藤 原 姓)、 又 神樂座 三管大 
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夫 職、 及び 鏡 澄 職 森 元 氏 も 藤 原 姓と 云 ふ。 

7 大和の 森 本 氏 名 族な りと ぞ 。宇陀 郡 
森本邑 ょり 起る か。 森 元條參 照。 又三输 
社家にもぁり。 

8 村 上 源氏 北 白 田 氏族 伊勢 國 一志 郡の 豪 
族にして、森本城址は森本村字向山に在 
り、 寬政中 神宮 寺を 此に遷 す。 往昔、 木 
''造 氏の 族 森 本 俊 氏 •城を 築き、 歷世 居る。 
具 浚に 至 9 て、 天 正 十二 年 四月、 木造 氏 
の 兵 •本 郡 松 島 城を 攻む ると 聞き、 往き 
て 之を 援ひ 、遂に 戰 死す。 或は 云 ふ、 永 
祿 十二 年 六月 •阿坂に 戰 死す (多 藝錄、 
名勝 志) とぞ。 

9 秀鄕 流. 藤 原 姓寬永 系圖に は 淸和源 氏 
武田 氏の 族と す。 武田勝 賴の臣 森 本 助 右 
衞 門吉秀 •武田 滅亡 後、 家康に 仕 ふ。 そ 
の 男 助 左‘ 衞門吉 則 也。 子孫 五百石。 家紋 
輪 貫、 檜 扇。 

10 淸和 源氏 武田 氏族 甲 州の 豪族に し 
て、 誠忠 舊家錄 に 「武田 刑 部三郞 義淸の 
孫、 奈古 藏人義 行の 十七 代 今福筑 前守義 
則の 男 •森 本 主 水助義 苗が 十代 後胤 •今 
福 村 森 本 瀨兵衞 苗 茂。 先祖 今 福筑前 守は 
始め 市左衞 門と 云 ふ。 ■訪高 島に 在 城す。 
父 丹 後守淨 閑は 公事 奉行、 兼 七十 騎衆將 


にて、 駿州久 能に 在 城 也。 且っ 筑前 守義則 
は 天文 十六 年 八月 甘 四日の 上田 原 合戰、 
及び 川 中島 數度 合戰の 刻 軍功 ぁりて 御感 
状を 賜 ふ。 其の後、 天 正 十 年 三月 二日、 
肩 遠 城に 於いて、 武田 五郎 仁 科 晴淸侯 御 
生害の 刻、 忠 戰を盡 し、 終に 討死す ,0 其 
の 女 富士江 •田野に て 自害、 法名 妙音禪 
定 尼と 號 す。 子息 義苗は 天 正の 後、 退官 
舊里に 住し、 處士に て 代々 邑事を 掌リ、 
且っ 水 損に 依って 森 本の 地に 移住し、 姓 
を 森 本と 改む J と。  ■ 

又 「今 福筑 mi 守義 則の 男 森 本 主 水 助義苗 
が 八 代 同 瀨兵衞 苗 重の 次男、 同村 森 本 善 
五平 元 苗」 など 旯ゅ。 

11 丹 波の 森本忠 多紀郡 豐林寺 上 山城 (福 
井村) は 此の 氏の 居城に して、 系圖に 「秀 
弘 (從 五位 上、 筑後 守、 大雲、 福 井村 * 山上 

に 居住〕— 秀光 (森 元 善 太夫、 福井牝 の豐 
林 寺の 上 山城に 住す。 小 田 原合戰 死〕、 弟 
秀貞 (森 本 十兵衞 、朝鮮の 役に 赴く、 歸 
鄕 して 福 井に 居住す。 寬永 十一 甲 酉 霜月 
廿 五日 病死〕 丨秀孝 (森 本七郞 兵衞 、大阪 
御代 官職〕、％ 秀親 (彥大 夫〕、 弟頁吉 (佐 左 
衞門) J と 見 ゆ。 又 丹 波 志、 天 田 郡條に 「森 
本 氏 •子孫 安井 村。 河內國 より 來 住」 と。 


12 德川 氏族 ® 幡國邑 美 郡 倉 田 村の 名 族 
にして、 因幡 志に 「橋 本將監 家老の 末、 
本姓 德川 氏、 今 森 本」 と 見 ゆ。 

13 美 作の 森 本 氏 英田郡 林野 保 倉敷 邑の 
名 族に ありて、 慶長 十八 年 池 田 忠繼判 書 
に「森本作兵衞、ニ百石扶持」と。本姓 
淸和源 氏に して、 加 藤淸 正の 勇士 森 本義 
大 夫の I 族、 本紋 丸に 雀の 丸、 元祖 作 兵 
衞は 丸に 州 濱な りしと 云 ふ。 又眞庭 郡 中 
河 內邑の 森 本 氏は 江 原 兵 庫 親 次の 家臣、 
露 向 城に 住せり と 云 ふ。 

14 大友 氏族 大友能 直 七 世 立花貞 載の 裔 
- 親 直の 後 也と 云 ふ。 

15 雜载加 藤淸正 家臣に 森 本 儀 太夫 秀虎 
あり、 晋州 城に 先登す。 又田邊 牧野 藩 重 
臣 、細 川 支 藩 添 役 等に あり (武鑑)、 又 福 
山 藩醫に 森 立 之 あり、 養 竹と 號す 、本草 
に 精し。 

又 香 宗我部 家臣に 「森 本 九 良友 衞 門、 森 
本 神十郞 、同 甚兵衞 、同 四 郞左衞 門、 同 
久次郞 、四郎 左衞 門、 彌 本兵衞 、又 三郞、 
新左衞 門」 等 見え、 又武藏 、信 濃、 相 摸、 
越後、 越 中、 伊勢、 志 摩、 近 江、 山城、 
播磨 、備 前、 安藝 •石 見、 出 雲、 紀 伊、 
肥 前、 豐前 等に 存 し、 又啬 人に 森 本 後凋 


(烏 取 藩士 岡 本 氏) あり。 

森 元 モリモト 前條と 通じ 用 ひらる。 
彳藤原 姓 岩 淸水祠 官等に 在り、 前條參 
照。 

2 肥 前の 森 元 氏 藤津郡 鹿 島 鍋 島 家臣に 
有り。 家傳 記錄 にょれば 、先祖の 出 所は 
大和 _宇 多 郡 森 本 村に して、 のち 京都に 
移り、 慶長元 和の 頃、 森 本 長 右 衞門貞 次 
なる もの、 始めて 鍋 島 直 朝に 招かれ 來リ 
仕へ、 知行 九十 五 石 (森 本 次 郡 左衞 門の 
代は 二十 石拜領 )。 森 元の 元は 本に て、 明 
治 以前の 墳墓、 記錄 、神社 怫閣 の 寄進 物 
の 類は- 總て森 本と 刻し あり。 家紋は 丸 
に 梅 鉢 也-大和の 豪族 中坊 、井戶 、今 市 
の 諸氏の 家紋が、 皆 梅に 因め るを 見れ 
ば、 それ 等と 關係 あらん かと 云 ふ。 

3 雜载 その他、 攝津 、丹 波 (森 本條〕 、 
山城、信濃、武藏等七存す。 

守 本 モリモト 前 三條參 照" 

守 元 モリモト 浪花の 儒者に 守 元 友德あ 
り、 溪 圃と號 す。  參 
杜本 モリモト 河 內國安 宿 郡に 杜本庄 あ 
リ 。前 數條參 照。 

森 屋 モリャ 大和！！ の 豪族に して、 式 下 
郡森陸(杜屋〕莊ょリ起る。十市氏の1族に 


して、 森屋 黨と稱 す。 段錢 日記に 「森 屋莊 
(給 主 十 市〕 ニ 貫 八 百 文」 と。 又武藏 等に 存 
す。 その他 以下 數條參 照 0 

杜屋 モリャ 大和に 杜屋庄 ぁり 前條參 照。 

森 矢 モリャ 前後 數條參 照。 

森 谷 モリャ モリタ 11 同上。 武藏 、信 
濃 等に 存 す。 

守屋 モリャ 信 濃、 岩 代、 羽 後 等に 存 す。 
古代、 物 部守屋 •有名な れば 、その 裔と云 
ふ もの 多し。 

1 詉訪神 家族 信濃國 詉訪郡 守屋 山ょり 
起る。 詉 訪の大 族、 上 社 五官の 筆頭、 神 
長官 家に して、 洩矢 神ょり 出づと 云 ふ。 
洩矢 神は 御名 方 刀 美 命が 詉訪に 來 り 給へ 
. る 際、 此の 地に ぁリ て相爭 ひ、 遂に 刀 美 
命に 服從 したる 方 也と 傳說 さる。 其の 子 
「守 矢 神— 千 鹿 頭 神丨兒 玉彥命 (大 神の 御 
子 片倉邊 命の 御子 他〕— 八 檣 神 丨( 千 二三 
百年 未詳)— 武麿丨 種雅— 守彥丨 麻毘子 
— 神 太 麿— 大進 丨彥丸 (桓武 朝〕— 淸實丨 
正眞 1 時實丨 宗實— 繼實丨 直實丨 員實— 
滿實 —守眞 (後 實 )丨 爲實丨 時實丨 信實丨 
盛實 —賴實 —重實 (政 實〕 丨信 實丨 重實丨 
朝 實丨賴 實丨盛 實丨眞 賴丨 有實— 時實— 
賴實 丨氏實 —貞實 —滿實 (信 濃 守〕— 繼實 


(神 平〕— 有實 C 六 郎) 丨賴眞 (正三位)— 幸 
實 ( 彥九耶 〕丨 氏實 丨信實 (神 平〕— 重實丨 
政 眞丨 盛眞— 惟 實—實 友 丨實綿 —實廷 — 
實繼」 にして、 勢力 甚だ 大な りき。 

俗說 、一に 物 部 守屋の 後裔と 云 ふ。 その 
ノ 他、 謙 訪 、神 長官 等の 條參 照。 又 信 支 天 
文 十四 年 判 書に 「守 屋神 平信實 」を 载せ、 
又禰宜 大夫も 後に 守屋氏 ょり 嗣 C。 

2 淸和源 泜藤原 姓寬永 糸 圑には 藤 原 姓 
とす。 武田信 支の 臣 「守 屋次右 衞門昌 成 
(政 武〕 丨八兵 衞昌房 (政 勝。 家 庚に 仕 ふ〕 
.丨八 兵 衞成信 (政 利)」 にして、 家紋 丸に 
钉拔 、杉皮 菱 。また 難。 

3 武藏 の守屋 氏守屋 大臣の 裔と云 ふ も 
の あり。 又秩父 郡の 社家に 存す。 

4 相 摸の 守 屋氏藤 原 姓と 云 ふ。 北條早 
雲 家臣 「守 屋若狹 守 行 重 (左 京〕— 左 京 行 
次(實は無藤右馬允の男)丨若抉行重—成 
大 夫行廣 (德 川秀忠 に 仕 ふ〕 4 。家紋 •難。 

5 下捣の 守屋氏 相 馬 郡 守谷邑 ょり 起 
る0 相 馬條參 照') 中興 系圖 に 「守屋 •物 

部 姓、 本 國下總 守屋」 と 載せたり。 

6 陸 前の 守 屋氏柿 沼 天文 十三 年 七月 文 
書に 守屋 彥十耶 •見 ゆ。 

7 出 羽の 守 屋氏羽 後平 鹿 郡 守屋邑 ょリ 


モリモト —— モリャ  モリャ  モリャ  六 一四 玉 


モリ ヤ 


モリャ —— モリ ヤス 


モリ ヤス I モリャマ六ー四六 


起る。 保 呂羽山 波 宇志 別 神社の 社家に し 
て、 元 文 四 年 正月の 神職 勤 方に 「守 屋宮 
內少輔 殿」 を载せ 、郡邑 志に 「保呂 羽 山、 
社 司 二人、 大 友、 守 屋とい ひ、 御領 內社 
人の 頭 梁 也」 と。 

8 藤 原 姓 家紋 上 藤 •蔦。 寬政 系譜に 守 
屋彌惣 右衞門 成文ょり 系 あり。 

9 遠 江の 守 屋氏山 香 郡の 名 族に 在り 0 
芽 原川內 神社の 社 記に 「保 元年 中、 諸 社 
再興、 而 して 守屋兵 部大輔 •熊 野大 神を 
本社に 遷し 奉る」 と 見 ゆ。 又 磐 田 郡 松 尾 
大明 神社の 神主 家に あり。 

10 飛 驛の守 屋氏飛 驛江名 子 村に 守屋神 
社 あり。 「物 部 氏 滅亡の 際、 守屋 I 族の 者 
一人 •此の 地に 忍び 来り、 亡夫の 靈を 拜祀 
.り、 因って 社を 守屋 社、 隱住處 を 守屋洞 

と云ふ。今百ニ戶の氏神にて、氏子に守 
屋と稱 する 者 八十 ニ戶 あり」 (裴太 後 風土 
記) と。  . 

n 美 濃の 守屋氏 新撰 志に 守 屋中書 等 見 


ゆ 


o 


12 伊勢の 守 屋氏弓 削、 和 田、 稻生 等の 
條を 見よ。 又 内宮 社家に 守 屋氏存 す。 

13 伊豫の 守 屋氏宇 摩 郡 松柏 村の 守屋氏 
は 物 部守屋 の 末裔 也と 云 ふ。 


14 雜载駿 河 大納言 忠長 家臣に 守 屋定秀 
あり。 その 男秀安 (唐)、 その 男秀緯 (煥〕 
は 醫師に して 儒に 通じ、 大垣 藩に 仕 ふ。 
又 美 作 元祿縣 令に 守屋 助次郞 見え、 又痕 
花 出身 茶人に 守 屋宗屋 (江 戶〕 あり" 皎月 
庵と 云 ふ。 又 備中淺 ロ 郡の 人守屋 物四郎 
は 林學に 秀づ 。又 出 雲、 石 見地 方に も存 
す 0 

守 矢 モリャ 江戶の 醫師に 守 矢祥庵 (文 
政 頃) あり。 又 信 濃、 武藏 等に 見え、 又 家 
紋丸に 矢 違の 者 あり。 その他 前項 參 照。 

守 谷 モリャ モリタ _ー  前後 數條參 照。 
信 濃、- 武藏 、攝津 、阿波 等に 存 す。 

守 家 モリャ 前後 數條參 照。 

® 屋 モリャ 守 屋條參 照。 又下總 に桓武 
平氏 相 馬 氏の 族なる もの ありて、 本土 寺 過 
去 帳に 「相 馬 盛 屋殿妙 盛」 を载 せた リ。 

® 家 モ =^ャ 前 數條參 照。 

森 安 モリ ャス 

彳 美 作の 森 安 氏 森 安次郎 大郞介 あり、 
廣 戶條參 照。 又 天 正の 勇士に 森 安 大彌四 
郎 •見 ゆ。 又 名聞 集に 「勝 田 郡 高 圓邑守 
安 氏。 從四 位下 山 ロ 丹 後 守 有 澄の 後裔、 
山 ロ 民 部 之 助 有箴の 孫次郞 有淸は 文祿六 
年 八月、 防 州より 亂を 避けて、 勝 田郡豐 


田の 庄高圓 村に 來り 住す。 有淸に 男子な 
く、 左 近 將監資 胤の 子 長 保を 婿養子と し、 
姓を 守 安と 改む 。其の 子 宗ニ郎 頫之 •襲 
ぐ」 と。 

2 紐 伊の 守 安 氏 伊都 郡大畑 村の 舊家に 
守 安 氏 あり、 續風土 記に 「其の 家傳へ 云 
ふ、 役 行者 •葛 城を 踏 分けし 時、 此の 家 
に 止宿し、 法花經 一部を 書す。 其の後 子 
孫 連綿と して、 血脈 相續 し、 今に 至りて 
も 聖護院 入峯の 時は 止宿せ ら る。 行者 眞 
筆の 經あ りしが 今傳 はらず。 此の 經 •天 
授 年間までは ニ 卷傳へ たるょ しにて、 寬 
文 記に 紛失 狀を 載す J と。 また 入 鄕村地 
主に 守 安禎助 あり。 

3 雜载 その他、 武藏 、備 前、 備 中等に 
存 す。 

守 安 モリ ヤス 前條に 云へ り、 武藏に も 

存 す。 

守 保 モ y ヤス 同上。 

森 保 モリ ヤス 同上。 

守 山 モリヤマ 尾 張、， 伊豆、 近 江、 岩 代、 

越 中、 肥 前、 肥 後 等に 此の 地名 あり。 

,1 守 山 公敏 達 帝の 皇子 難 波 王の 後 也" 
後に 眞人 姓を 賜 ふ。 

2 守山眞 人前 項の 後に て、 天武祀 十三 
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三© の 所 居。 その後、 湯淺肥 前廣吉 、こ 
れを守る、山內家ょ9置きしと見た9」 
と载せ 、安西 軍 策に 「森 脇 釆女正 (福 屋 
條) 、森 脇 長 門 守 (尼 子方)、 森 脇 長 門 守 
(尼 子方〕、 森 脇市郎 右衞門 (蜂 塚條 )、 森 

脇 市 正、 森 脇 內藏大 夫元吉 (杉 原條) 、森 
脇 市部 右衞 門、 森 脇 東 市 正 (尼 子方〕」 等 
多く、 又陰德 太平 記に 「尼 子 家臣 森 脇 市 
正 J 等 あり。 

又 通 志に 「加 計 橋は 天文 廿 三年、 大田の 
一揆 蜂起し ければ、 吉川元 春ょり、 今 田、 
二宮、 森 脇 等を して、、、 の 橋に 合戰 あり」 
と载せ たリ 0 

2 雲 石， の 森 脇 氏 前項 參 照。 又 石 見那賀 
郡 濱田町 瀨戶ヶ 島の 瀨戶ヶ 島 城主に 森 
脇 內匠頭 あり。 又 邑智郡 今 田の 治 部 城主 

に 森 脇 治 部 大輔勝 政 ありて、 石 見 志に 「永 
, 祿三 年、 大田に 出陣、 毛 利 氏と 戰ふ」 と 0 
又 物 部 神社 下官 土器 役に 此の 氏 見 ゆ。 

3 丹 後の 森 脇 氏 熊 野 郡 女葙城 C 女 布 村) 
は 森 脇 宗坡の 居城 也と。 
4丹波の森脇氏天田郡の名族にして、 
丹 波 志に 「森 脇 氏 •子孫 土 村。 先龃 饺 丹 
後田 邊よ リ來 住す」 と 云 ふ。 

5 紀 伊の 森 脇 氏 續風土 記、 伊都 郡 馬場 
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村 萱野嘉 兵 衞條に 「家 傳に 、其の 祖を森 
脇 佐 兵衞淸 房と いふ。 當郡錢 坂の 城主， 
生地 家の 臣な P 。 淸房 三男 家名を 續ぎ、 三 
右 衞門勝 時と いふ。 初めて 萱 野と 改 む、 

野 山の 代官 職を 勤め 代々 當村に 住す」 と 
又 「地 士萱野 兵右衞 門。 家傳に 恩 地 石 見 
守の 末裔 森 脇 友 兵衞の 男 吉右衞 門の 末な' 
9。 吉右衞 門と 淸水村 萱野義 澄と 約して 
兄弟と なる。 依®' て萱野 氏と 改め、 代々 
丁 田に 住す」 と。 

6 雜载 又國學 者に 森 脇 軍藏あ 9。 その 
他、 武藏 、攝津 、播 磨、 周 防、 長 門 等に. 
存 す。 

守 分 モリ ヮヶ 

諸 モロ  信 濃 等に 此の 地名 あ 9。 

1 諸君 養老 四 年紀に 「渡 島津輕 津司從 
.七 位 上 諸君 鞍 男」 なる 者を 載す。 

2 佐々 木 氏族 佐々 木 系 圖に 「井 源 太 家 
實—基 重 (住 常陸國 云々、 師源 太大 夫、 
此の 基 重 •井 源 太關東 下向の， 時、 鎌 倉に 
て 儲けた る 子息 也。 承 久兵亂 の 時、 行 重 • 
宇治 河に て 打たれ 華る 0 其の 勳功 として、 
子 4 淸行に常陸國相賢島と云ふ所を賜ひ. 
知行す ミ 將又師 源 太と 云‘ ふは 小 笠 原の 殿 
原の 烏帽子 子に て、 佐々 木 も 源 なれば と 
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て、 師源 太と 云 ふなり。 倉 田太那 朝 綱が 養 
嗣と なる〕 丨行重 (井上 三® 丨淸行 (相貿 
島 ニ 郎左衞 門 尉〕— 時 綱 (新兵 衞 尉)— 長 
綱 (太 郎〕 J と 見 ゆ。 ， 

3 藤 原 姓 毛 呂條參 照。 東鑑卷 十六に 諸 

ニ郞季 綱 •見 ゆ。  ’ 

4 大隅の 諸氏弘 安 十 年 七月 守 公 神宮 侍 
結番に 「諸 太郎 、諸 次郞 太郞 J を载せ 、 
薩藩舊記、元弘三年七月文書に「島津大 
隅 式部、 諸 三郞忠 能、 云々」 と。 

5 雜 载家傳 i 卷六に 「諸 金兵衞 、諸 
傳左衞 門」 等 見 ゆ。 その他 次條參 照。 
毛呂 モロ 前條參 照。 

丨藤原 姓 武藏國 人間 郡 毛呂邑 ょり 起 
る。 毛 呂系圖 に 「太 宰 權帥季 仲— 豐後守 
季 光— 太 郞季 綱— 佐 渡 守 秋 重丨土 佐守顯 
季 —ニ郎 長吉」 と载せ 、中興 系圖 に 「毛 
呂 •藤 姓、 本 國武藏 、比 企 郡、 式部 卿 宇合 
十三 代 判官 代季光 •之を 稱 す」 と あり。 
氏人は 東鑑卷 一に 毛呂 冠者 季光 (毛 呂豐 
後守季 光〕、 十三、 十五に 毛呂太 郞季 網、 
三十 四に 毛 呂五郞 人道 蓮 光 等 見 ゆ。 

又 新 編 風土記、 人間 郡 毛呂 陣屋 (毛 呂本 
鄕) 條に 『此 所の 字を 堀の 內とい へり。 
今、 陸 田と なる、 九 段 九 畝 十六 歩の 地な 


り。小田谷村長榮寺に藏ずる毛呂系圖を 
閱するに、毛呂氏は「大職冠鎌足の後胤 
にして 太宰 權帥季 仲が 子を (東鑑 に 孫) 
豐 後守季 光と 云 ふ。 其の 子 太 郞季 綱、 季 
網が 子 佐 渡 守 秋 重の ニ 代を 歷 て、 土 佐 守 
顯季に 至り、 其の 子 ニ 郞長吉 •後に 宗 印と 
號 す」 と。 子孫 聞 ゆる ことなし。 顯季が 弟 
を 越後 守 秋 綱と 云 ひ、 當國大 谷 木に 住し 
て 在 名を 名乘 る。 其の 子孫は 後に 召 出さ 
れて御 旗下の 士とな り、 又 村に のこりて 
庶流の 農民 あり、 與兵 衞と稱 して、 今は 
大谷木 村に 居れり と 云 ふ。 され ど 此も後 
に 書記せ しものと 見えて、 時代 もたが え 
ると 思は る M 所あ り。 

又 與兵衞 が 家に 傳はる 記錄に 「豐 後守季 
光は 源賴 朝に 仕へ て、 毛呂 、平 山、 小臺、 
舞 窪、 北淺 羽、 菌 部、 鎌 方、 窪 田の 八ヶ 
所を 領 す」 と 云 ふ。 按ずる に東鑑 文治 ニ 
年 ニ 月 ニ 日の 條に 「毛 呂太郞 藤 原季光 • 
國司の 事、 是れ太 宰權帥 季仲鄕 の 孫 也 0 
心 操 尤も 穩便 、賢慮に 相 叶へ る歟 。旁々 
理 運の 間、 御 分 國と爲 るに 就いて、 •豐後 
國に 擧げ 申さし め 給 ふ 云々」 と。 又 同 六 
月朔 日の 條に 「夜に 入リ 、豐後 守季光 • 
盃 酒を 献 ず。 昨日 武藏國 より 參上 云々」 


と。 又 建 久ニ年 三月 五日 條に 「炎上の 事 
に 依りて 近國の 御家人 等 •參 集す。 相 摸 
漉谷庄 司、 武藏 毛呂豐 後 守、 最前に 馳參 
ず 云々」 と。 又 同 四 年 二月 十日 條に 「毛 
呂太 耶季網 •勸 賞を 蒙る (武藏 國泉勝 田)。 
豆 州に 御 閑居の 時、 下部 等 •堪えざる 事 あ 
りて、 季網 の邊に 牢籠せ ら る。 季網 •殊 
に 恐 憚の 思を 成し、 扶持を 加へ て 豆 州に 
送 進す るの 間、 單 孤の 今、 此の 勞は必 ず 
報謝すべき の 由、 思 食 さる 云々」 と (泉 勝 

田は 比 企 郡 勝 田 村 和 泉 村 也、 吉川 本には 
泉沙 田と あり〕。 又 同書に 「仁 治 ニ 年 四月 
二十 九日、 大佛殿 造營の 料、 毛 呂五郞 入道 
蓮 光 分 •五 千疋 、辨 償せ しめられし」 こ 
と あり 。此の 蓮 光も季 網が 一族なる べし。 
又與兵衞が記錄に「毛呂土佐守は管頜山 
內 憲政に 仕へ、 相 州 小 袋 坂 合戦の 時 •敵 
を討捕り1勸賞として、鞍置馬を賜はる。 
憲政 沒落の 後" 北條氏 政 K； 仕へ、 相 州 T 
島、 綱 代、 吉 田、 高 橋、 ■武州 生 野 等の 五 
鄕を領 し、 天 正 十五 年 十二月 一一 十七 日卒 
す。 其の 子 太 郎 (系 圖には 次郎) 長吉 も、 
亦 氏 政に 仕へ て戰功 あ と。 當 時の 文 
書數 通を 藏せ しが、 今は 失 ひしと て 其の 
寫を傳 へり。 又縑倉 草紙に r 永 享の 頃、 


入 西の 人毛呂 1 ニ 河 守」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 こ 
れは大 谷 木 村の 舊家大 谷 木の 祖三河 守 秋 
純が ことなるべし。 又 前久保 村の 八幡 社 
を 大永八 年 九月 再建せ しと 云 ふ 毛 呂三河 
守 顯築も 親族な りと み ゆれ ど、 總べ て定 
かには 傳へ ず』 と。 なほ オ ホヤ ギ條 一三 
三 三 頁を 見よ。 又 相 州 兵亂 記、 江 戶 合戰條 
に 「當國 の 住人 毛呂 ノ太郞 v 岡 本 將監」 
など 見 ゆ。 家紋 上 藤 丸に 三文 字、 月の 丸、 
雁金 獅子の 古文 字。.  • 

2 上野の 毛 呂 氏國 志に 「舘林 故城は 邑 
樂郡 佐貫庄 にぁり。 赤 井但馬 守昭康 •卒 
する に 及んで、 子息 文 六照景 •幼少た るに 
より、 家長と 云 ひ、 殊に 妹婿な れ ば、 毛 
呂因幡 守秀忠 に 軍務を 委 す。 赤 井は 元よ 
り 上 杉の 旗下に て、 憲政 沒落の 後、 謙 信 
に 從 .ひて 毛呂が 代に 至りて、 永 祿 四年奇 
西の 時に 叛 く。 謙 信此を 伐って 攻め 取り、 
足 利 城主 長尾但 馬守顯 長に 與ふ C 顯長は 
由良國繁が弟にて、長尾政長が羯子とな 
る)。 顯長 •足 利の 城には、 家臣 白石锼 前 
守を置ぃて、自ら舘林に移住す。此の地* 
狐の 尾を 曳 きし 形を 以つ て尾曳 城と 名 
付く。 城 中に 尾曳稻 荷の 社 あり」 と。 

.また 邑樂郡 飯 野 城は 軍談に 「永祿 ニ 年、 
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謙 信 •飯 野の 城を 屠り、 彥部加 實守師 光を 
追拂ひ 、小名 淵を 殺して 毛呂 季忠に 與 ふ」 
と 云 ふ。 又 謙 信 •女 淵の 城を 攻め 取 9 て、 
舘 林の 毛 呂季忠 に 與へし 事 あり。 又 飯 野 
の壘は 古戰錄 等に 見え、 永祿天 正の 際、 
毛呂 因幡 •據 ると。 

3 三 河の 毛呂氏 額 田 郡に 毛呂城 (日 近 
鄕毛呂 村) あり。 二葉 松に r 大山 市藏、 
茂 呂兵庫 頭 政 茂、， 大永六 年 四月 十六 日、 
淸康 公の 爲に落 域」 と 見 ゆれ ど、 渥美 郡 
に 大山 牟呂 あれば、 其の 地 かと 云 ふ。 
茂呂 モ a 和名抄、下總國結城郡に茂治 
鄕を 敗む、 茂呂邑 あるに ょり 茂 侶の 誤なる 
を 知るべし。 又 神 名 式、 葛 飾 郡に 茂侣 神社 
を载せ たり。 又 常 陸、 上野、 下野 等に 此の 
地名 存 す。 猶ほ前 ニ條參 照。 

丨 秀鄕流 藤 原 姓 久貿氏 族 久貿民 部重宗 
が 四 男 「堤 崎 大膳大 夫宗昌 —左衞 門介秀 
.義 (茂呂 〕| 茂呂 ニ郞吉 友」 と 見 ゆ。  . 
2 雜载 太平 記卷 三十 四に 茂 呂勘解 由 左 
衞門 尉を 载せ 、佐 野系圖 に , 昌 綱の 妹 • 
茂 呂左馬 助利資 室、 倉 子と 號 す」 と あり Q 
又三河の茂呂氏は前條に云へり。又江戶 
の 儒者に 茂呂鼈 岳 (源 一 猷) あり 0 
諸 # モロ アヒ  < 


1 諸會 臣天武 朝、 《 佰禰 姓を 賜 ふ。 

2 諸 會宿禰 天武紀 十三 年條に 「諸 會臣 
云々、 姓を 賜 ひて 宿 福と 日 ふ」 と 見 ゅ。 
諸 遊 モロ アソビ 正訓 不明。 

諸 井 モロ 冲遠江 等に 此の 地备 ぁり。 

1 謂 井 君 開化 天皇の 後、 丹 波 氏の 族に. 
して、 天平 神 護 ニ 年 九月 紐に 「山 域國人 
堅 井 公三 立 等 十一 人に、 姓を 諸 井 公と 賜 
ふ」 と ある 後 也 0 

2 日向の 諸 井 氏 日向記に諸井又四郎、 
諸 井 孫七郞 等 見 ゅ。 又武藏 等に 存 す。 
師井 モロ 4 前條參照」又石見國の名族 
にあり。 大同 中の 人阔井 市正吉 正の 後裔と 
云 ふ。 

師石 モロ イシ 

諸 江 モロエ 中興 系圖に 「諸 江 •橘 姓、 
モン 水 山吹 花」 と载せ たり。 

諸 尾 モロ ヲ 和名 抄 、常 陸國に 諸 尾鄕あ 
り。 沼 尾條參 照。 

師尾 モ G ヲ武藏 等に 存 す。 

師岡 モロ ヲカ 和名 抄 、武 藏國久 良 郡に 
師岡鄕 を收 めて、 毛呂乎 加と 註し、 風土記 
稿に 『今 橘樹 郡に 師岡 村あリ 、是も 星 川の 類 
なるべし。 按ずる に 鶴 岡 八幡 所藏 、嘉吉 元 
年 十二月 二十 六日に 前 下野 守 某が 出せし 文 


書に 「鶴 岡 八幡宮 本 地 護摩 公 料 •武藏 師岡保 
柴關 所の 事 云々」 と 見えたり。 此の 師岡保 
もしくは 此處 にや、 され ど 多 摩 郡に も師岡 
村あれば、その1さしきことは知るべから 
ず』 と。 又 橘 樹郡條 に 『此の 師岡の ことは 
久良 岐郡鄕 名の 條 に 辨ぜし 如く、 此の 邊 、古 
は 諸岡鄕 と唱へ て 久良岐 郡に 屬 せし 地なる 
べし。 此の 師岡 の內に 庄園を 置かれし は、 
いつの 頃ょ 0 始ま 9しにや、未だ古書には 
所見な し。 恐く は 師岡鄕 とい ふべき を 誤り 
て庄 名と せし なるべし 。今 郡 內昔師 岡庄に 
屬せ しと 云 ふ もの 三 村 あり、 師岡鄕 に 屬せ 
しと 云 ふ もの ニ 村 あり』 と。 又 多 摩 郡に 諸 
岡 庄村一 あり。 又都筑 郡條に 「此の 師 岡の 地 
は 古へ 久良岐 郡に 屬せ しなるべし 等の說 
は、 旣に 久良岐 郡鄕 名の 條 、及び 橘 樹郡庄 
名の 條に 辨ぜ り。 今 本 郡 此の 庄に屬 せし と 
云 ふ もの、 十九 村 あり」 と 0 
丨武藏 の 師岡氏 前述 武藏 の師 岡ょり 起 
りしに て、 保 元 物語に 「武藏 に 云々- 高 
家に 河 越、 師岡 、秩父 武者」 と载せ 、源 
平盛衰記に師岡兵衞重經、東鏗卷ニに師 
岡 兵 衞尉重 經等見 ゅ。 その他， 第三 項參 
照。 

下って 永 祿天 正の 頃、 師岡 山城 守と 云 ふ 


大刚の 者 あり、 ォ ホィ シ條 一〇 七 五 頁參 
照。 師岡邑 に 住居す。 又 虱 土 記 稿、 多 摩 
郡條に r 師岡 氏、 舊 記を 失 ひたれば、 家 
系 等 も詳に せ ざれ ど、 いかさまに も、 故 
ある 武士の 末裔と 見えし は 古き 鞍 •一具 
を藏 せり。 殊に これが 屋敷は 師岡山 域 守 
が 姉蹕 尼と なりて、 此 所に 庵室を 結びし 
1 なりと いへ リ 。其の上、 師 岡を 以つ 
て 氏と すれば、 必ず 山城 守が 一族に て も 
あるべき に 似た 90 今は 土民の ことなれ 
ば 何事 も辨ぜ ず」 と。 其の 他は 三 田條に 
詳か 也。 

2 藤 原 姓 中興 系圖に 「 師岡 •陸 奥 守 基 
家の 養子、 右兵衞 佐顯仲 •之を 稱 す」 と。 
3 桓武 平氏 相 馬 氏族 第一 項參 照。 武藏 
諸 岡ょり 起り しにて、 相 馬 系圖に 「三 田 
彈正胤 興 (家紋 巴を 用 ふ) の 子興秀 •武 
州 師岡に 住す、 師岡 二部」 と 見 ゆ。 

4 土岐 氏族 醫師師 岡 理輔の 男 節 齋正胤 
( 豐輔) は國學 者と して 名 あり。 

5 常 睦の師 岡 氏 藤 原 姓 也、 次條參 照。 
水戶藩 '+ に師岡網治あリ、その室長山氏 
は 節婦と して 聞 ゆ。 

6 雜载 その他、 信 濃、 陸 前 等に 存 す、 
又 次條參 照。 


モロ オカ 


諸 岡 モロ ヲカ 前條參 照。 又 能 登に 此の 
地名 存 す。 

1 武藏 の 諸 岡 忠前條 第一 項參 照。 東鏗 

卷 十五に 諸 岡次耶 •見 ゆ。 

2 藤 原 姓 中興 系圖に 「諸 岡 •藤 姓、 モ 

ン覉 丸」 と。 常 陸の 豪族に して、 性々 信 

太 郡 (稻敷 郡) 貝 原 塚 城に 據 る。 諸 岡 系 

圖には 「木工 左 衞門尉 盛 綱 •觀應 元年、 

信 太 高 井城に 居る」 と (關 域擇史 )。 後世、 

諸 岡 一羽は 神道 流劍 道の 達人た り。 

3 雜載又 中興 系圖に 「諸 岡 •義兼 十代」 

と 載せ、 及 奥州 石 川 有 光の 男 「冠者 光祐 

.(藤 田 太 部) •母は 師岡 氏」 と 見え、 又筑前 

怡土郡 由 山宮 御幸 連名 i 岡 藤 之 助を 擧 

ぐ 0 

師奥 モロ 才ク 大中臣 姓、 歷名土 代に 「春 
日 社 師奥大 中臣家 種」 を 載す、 力 スガ .' ォ 
ク等の 條參 照。 

諸 我 モロ ガ 中興 系圖に 「諸 我 •淸 和」 
と。 ムロガ 條參 照。 

諸賀 モロ ガ ム D ガ條を 見ょ。 甲 州の 士 
に 諸貿 一葉 軒 あり、 三 州 長篠 城を 守る。 
諸縣 モロ ガタ ムラ ガタ條 を 見ょ。 

諸 川 モロ 力 ハ 下野に此の地名ぁりて、 
信 濃 等に 此の 氏 あり。 


モ ロオカ I モロ 力 ハ 


諸 上 モ 口 力 ミ 撰解文集に諸上主孫丸. 

諸 木 モロ ゴ 伊賀の 名 族、 服 部 氏の 一族 

也、 ハ トリべ 條を 見ょ。 

諸 木 野 モロ キ / 大和 國宇坨 郡の 豪族に 

して、 諸 木野邑 ょり 起り、 諸 /し 1 に據る。 

日本 武 尊の 御子 足 鏡 別 王 c 又 蘆 襞 蒲 見 別 王〕 

，の 後裔と 云 ふ。 國民鄕 士記に > 諸 木野彌 三耶 

(多氣御所にて名主綳引也。諸木の上の此城 

なり、日本武の子連見別王0孫也〕、同縫殿 

助、 同 權左衞 門」 など 見え、 赤埔 系圖に 「美 

安 c 丹 波 守〕 の 女 (諸 木 野 縫 殿 助 妻)」 と。 

又 彌三郞 は 射 術に 妙を 得たり。 

諸 葛 モロ クズ 下野の 名 族に して、 儒者 

に 諸 葛 次 郞大 夫龜ぁ 9、 琴 蠆と號 す。 又 諸 

葛晃 (艮 軒、 歸春) 、盡 家に 白 岩 諸 葛宣齋 
あり 0 

諸 ロ モロ クチ 武藏 等に 存 す。 

00  モロ クハ 延喜神 名 帳、 尾 張 國丹羽 
郡に 諸餺 神社を 载 せ、 本 國神名 帳には、 從 
三位諸桑天神に作る。樂田村に在りて\天 
正 十三 年 棟 札に 「諸鐳 坐詉 訪大明 神」 と。 
又 織 田 信 雄 分限 帳に 「諸 桑 鄕田百 六十 貫、 
安井 十五 左衞 門」 など 見 ゆ。  * 

害 土 モロ ク ニ モ an シ 傳へ云 ふ、 山 


モロ 力 ミ —— モロ ク II 亡！ fjl 


モロ クマ —— モ n スミ 


城の 人に 唐土 佐國 あり、 花を 愛して 樂しむ 0 
その 男を 佐 時と 云 ふ。 カラ 條參 照) 

諸 ® モロ クマ 钯 前の 名 族、 佐貿 郡諸隈 
邑 ょり 起る。 高木 氏の 後裔 也、 タカキ、 龍 
造 寺 等の 條を 見ょ。 

諸 熊 モロ クマ 大村藩にありて藤原姓と 
云 ふ、 前條 氏に 同じき か。 

師子 モロ n 近 江の 豪族に して、 和 田 氏 
の 族 也。 蒲 生 系圖に 「和 田 權ニ郎 後 影— 小 
ニ 郞後 親丨梭 家 (師 子〕— 善 次耶— 彌三郞 」 
と 載せ、 また 「善 次郞 の 弟 守 後— 後長 (又 
次耶) 、弟秀 浚」 と 見 ゆ。 

大唐 モロ n シ 和名搂 、美 濃 國方縣 郡に 
大唐鄕 を 敬む。 唐條參 照。  , 

諸 越 モロ n シ相 摸、 美 濃 等に 此の 地名 
あり 0 

師崎 モロ サキ 尾 張に 此の 地名 あり。 

師里 モロ サト 大中臣 氏の 族に して、 和 
田 系圖に 「( 大 中臣〕 河内 守 大中大 夫 助平— 
女子 (山師 簟 法師 妻〕— 左 中 大夫師 末— 西 養 
房 ( 師里 先祖 云々〕」 と 見 ゆ。 

諸澤 モロ サハ 常 陸に 此の 地名 ありて、 
信 濃 等に 此の 氏存 す。 

兩澤モ ロサ ハ 信 濃 等に 在り。 

諸 角 モロ ズ ミ ム D ズミ漦 を 見よ 0 甲 州 


モロ スミ I モロ トミ 


の 豪族、 淸和滚 氏 多 田 氏の 族に して、 漓賴 
政の 裔義 網の 後貞 網の 裔 也と 云 ふ。 信 支 家 
臣 に 諸 角 豐後守 あり、 室住條 に詳か 也。 

兩角 モロ ズミ y ヤゥ カク 
丨 淸和 源氏 ムロズ ミ 條を見 よ。 

2 信 濃の 雨 角 氏 詉訪 郡に 多く、 丸に 桔 
極を 家紋と す。 また 武藏 等に 存 す。 

諸 田 モロ タ 肥 前 河 上 淀 姬社承 元 ニ 年 流 
鏑馬交 名に 「件 島 郡 諸 田」 を 載せ、 又 信 濃、 
武藏 等に 存す 。ム ロタ 條を 見よ。 

師田 モロ タ武藏 等に 在り、 ム D タ條を 
見よ。 

諸戶 モロ ト 下總 、上野 等に 此 ，の 地名 あ 
り。 又 伊勢 加 路戶の 名 族に 此の 氏 あり、 近 
き 世、 諸 戶淸六 •出で 桑 名に 移り、 巨 萬の 富 
を 積み、® に 盡 す、 又大 也。 

諸 {口田 モロ トミ 筑 後、 肥 前 等に 此の 地名 
あり 0 

1 筑 後の 諸 富 氏 三潴郡 諸 富 村よ 9 起 
り、 開基_ に 「嘉禎 ニ 丙 申年、 讅富村 住 
人 辻 平內 入道 勸 請、 領主 諸 富 志 摩 守 建立」 
と载 せ、 領主 附 に 「諸 富 左 近大夫 •三潴 
郡 (諸 富 村 住) 十六 町を 頜 す」 と あり。 又 
諸 富 源七郞 •見え、 又 酒 井田 氏 系譜， に 諸 
富 氏 出づ C 


モロ トミ __ モロ ホシ六 一至 


2 肥 前の 諸 富 氏 佐貿郡 諸 富 邑よリ 起 
り、 淀 姬社元 德ニ年 十二月 文書に 諸富彌 
八 入道 覺 •見 ゆ。 

諸 中 モロ ナカ  . 

諸 根 モロ ネ相馬 文書 五 郡 一揆 應永 十七 

年 連 書に 諸根玲 あり。 

諸 野 モロ/ 秀镯流 藤 原 姓に して、 佐 野 
氏の 族 「天 沼 五部 政. 信 (右京〕— 政 安 (諸 野 
因幡 守〕 丨政忠 (諸 野 伊豫 守〕」 なり (田 原 族 

S と。 

諸 橋 モロ ハシ能 登に 此の 地名 あり。 又 
六鄕 衆に 「諸 橋、 次 郞兵衞 、諸 橋 氏。 同、 
櫂 進、 權進氏 J ざ。 

諸 伏 モロ フセ 武藏 等に 存 す。 ム D フシ 
條を 見よ。 

諸藤モ 〇 フデ 

諸 星 モロボ シ室 伏條を 見よ。 

1 淸和源 氏武田 氏族 「板 垣三郎 兼 信 九 
代の 孫 駿河守 信 形の 後に して、 信 支の 命 
により 此の 氏に 改 む」 と 云 ふ。 家紋 花菱、 
九曜 。寬政 系譜、 その 裔 伊右衛門 信 職よ 
り 系 あ”。 

2 藤 原 姓 甲 州 山 梨 郡 諸 星 (室 伏〕 邑よ 5 
起る と 云 ふ。 家紋 藤の 丸。 井桁、 九曜。 
承久記に室伏六郞あり、ム0ブセ陵を見 
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六 

i 

ょ。後世、武田信支家臣に諸星民部右衞 
門 政 次 あり、 沒落 後家 康に屬 し、 本領、 
靑 沼、 須畸 、長 塚鄕 等に て、 三十 貫文領 
掌。 その 男 「藤 兵衞盛 次 丨同忠 次 (政 元)、 
弟庄兵衞政長」等、寬政系譜に見ゅ。六 
百 石。 

3 丹 波の 諸 星 氏 天 田 郡の 名 族に して、 
藤 原 氏と 云 ふ。 

4 雜載 その他、 望月 條を 見ょ。 又 武藏* 
信 濃 等に 存 す。 

諸 身 モロ ミ 源平 盛衰 記に 諸 身 兵衛能 行 
あり、 源 家に® す。 

諸麥 モロ ムギ 

諸 持 モロ モチ 下總に 此 «p 地名 あり。 

師山 モロ ヤマ 陸 前 國志太 (志 田) 郡師 
山邑 ょり 起る。 錄谷 氏の 族黨に して、 古川 
狀、 涟谷黧 に 師山駿 河を 載せ、 封內 記に 「師 
III 邑古壘 、大畸 家臣 逾谷彌 三郎の 所 居 也」 
と 。 ' - 

又 信 濃 等に も存 す。 

諸 山 モロ ヤマ 信 濃 等に 存 す。 
諸吉モ p m シ 

茂 渡 モワ タリ シゲ ワタリ 陳を 見よ。 


モロ ホシ —— モワ タリ 


屋 ヤ讚 岐に屋 島 あり。 

◦屋連 神 魂 尊の 裔と傳 へられ、 姓氏 錄， 
右京 神 別に r 屋 連。 神 御 魂 命 十* 孫 天 御 
行 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

彌ヤ 孫、 或は 曾孫の 義に して、 人名に 
冠せ しもの 多く、 榧 平 盛衰 記に 彌平 兵衞尉 
宗淸 •「因幡 國 住人 彌太郞 盛 兼 (三位 入道の 
郎等)」 など 載せ、 又 東鑑卷 三十 七に 彌五郎 
右馬允、 承 久記卷 ニに 彌 (一に 矢) 一一郎 さ裘 
もん、 又 建 久九年 大隅國 御家人 交 名に 「彌 
三 大夫近 遠、 彌ニ郎 貫首 友宗 •彌 太郎大 夫 
種 之」 等 見 ゆ。 


ヤ 


又 東鑑卷 二十 七に 彌平 太三郎 •三十、 三十 
四、 三十 五、 三十 六、 四十 一、 四十 ニ、 四 
十四、 四十 五に 彌善太 左衞門 尉康義 、三十 
一、 三十 ニ、 三十 三、 三十 四、、 三十 五、 三 
十六、 三十 八、 三十 九、 四十、 四十 ニ、 四 
十三、 四十 六、 四十 七に 彌次郞 左 衞門尉 親 
盛、 三十 ニに 彌善太 右衞門 尉、 三十 四に 彌 
善 太 左衞門 尉 •三十 九に 彌四郎 左衞門 尉、 
四十に 彌舂 左衞門 尉康義 、四十 一、 四十 ニ、 
四十 五に 彌一郎 左衞 門 尉 親 盛 等 見 ゆ。 ， 

又 氏の 如くな りて、 中興 系圖に 「彌 •安藤 
家 庶流」 と。 (善は 三 善 氏 也)。 


ヤ 亡 mill 


ヤ ヤイ 


野ヤ/ 略 姓 也。 ノ條參 照。 

1. 小 野 姓 源平 盛衰 記に 野 三 刑 部 盛 綱、 
東鑑に 野 三 刑 部丞成 網、 野 五郎、 野 三 左 
衞 門尉義 成、 野次 郞左衞 門 尉 成 時 等 あり。 
小 野、 橫山 .、猪 股 等の 條參 照。 

2 讚 岐の野 氏 在 廳野大 夫 •一に 彌大夫 
あり。 參考 盛衰 記に 「在廳 一の 長官 野大 
夫 高遠」 と。 三 野 氏、 或は 阿野 氏の 略と 
云 ふ。 兩條を 見ょ。 

矢ヤ ャハ ギ條參 照。 又 武藏に 矢 川、 周 
防に 矢 島 等 見え、 又 建 久九年 大隅國 御家人 
交 名に 矢 太 郞種 元を 载 せた 9。 

八相ヤ アヒ近 江に 八 相 山 あり、 ハチア 
ィャマ (八 相 山〕 條參 照。 

八 居 ヤ 4 ハ チ砵 

1 淸和塬 氏 土岐 氏族 美 濃 國本巢 (大野〕 
郡屋井邑ょリ起る。尊卑分脈に「土岐光 

, 行 丨饗庭 光俊— ニ 郞國 綱— 國行 ( 號八 居、 
八 居 三郞〕 丨國淸 (八 居三郎 太郞) 」 と载 
せ •中興 系圖 には 「八 居* 淸和 、大政 家 
饗場國 綱 男 三 郞國行 •之を 稱す」 、又 「八 
居 •淸 和、 土 岐次郞 太郞國 綱 男 三 郞 ■行 • 
之を 稱 す」 又 「土 岐家饗 場 國網男 三 耶國 
行 •之を 稱 す」 など あり。 
而して新撰志'に-「南屋井村八居古城は八 


ヤイ —— ヤ V ヌマ 


居 修理 亮住み しょし 云 ひ 傳 ふ。 土岐 系圖 
■に、 『饗 庭ニ郞 太郞國 綱の 四 男に 屋 居三郞 
國 行、 其の 子屋 居三郎 太郎 國淸』 等を 記 
したれば、 其の 一族なる べし」 と。 又 「土 
岐の 一族。 小彈正 國繼の 舎弟 八 居 三 郞國 
幸 •始めて 八 居 村に 住し、 夫ょり 代々、 
八 居 修理 亮國淸 まで 在住す。 國淸は 天文 
弘 治の 頃、 西 美 濃 十八 將 の 一人也」 と。 
2 淸和 源氏 中興 系圖に 「八 居 •淸和 、 
小 椋次郞 義 遠の 男 奥 三 郞義盛 •之を 稱 す」 
と 載せ、 又 「八 居 •淸 和、 小椋次 郞義遠 
k 奥 三 郎義盛 •之を 稱 す」 と あり。 

3 雜载 その他はハチ斗條を見ょ。 

谷 井 ヤ •前條 、及び ター I ヰ條を 見ょ。 

屋弁 ヤ 4 八 居 氏に 同じ。 武藏 等に 存す。 

、矢 井ャ t* 同上。 

板 ヤイ タ 下野 國鹽谷 郡 矢 板邑 ょり 起 
る。 宇都 宮家の 重臣に して" 東 國擾亂 記に 
「矢 板 周 防 守 長 則」 見え、 永祿 元年 戰死 す。 
又武藏 等に 存 す。 

、益 頭 ヤ イヴ ヤキ ゾ駿 河に 益 頭庄ぁ 
り、 この 氏の 事は マシ ダ 條參 照。 

彌犬丸 ヤイ ヌマル 腮 前 深 堀 文書、 曆應 
三年の ものに 「長 淵 庄彌犬 丸 彥太郞 J を 載 

せた$0 


ヤイ ム I ヤウ アム  六 ー尝  • 

八院 ヤ ii ■ン ヤウ斗 ン條を 見ょ。 

蜜 ヤイ バ 東鑑卷 三十 一に 夜 及 左衞門 
尉 •見 ゆ。 

矢井守ヤ砵モリ淸和源氏井上氏の族に 
し て、 尊卑 分脈に 「桑 洞 五郎 淸 長— 忠長 (矢 
井守 太郎 、光盛の 子と 爲り 、井上を 相傳 す〕」 
と载 せ、 又 中興 系圖 に 「矢 井守 •本國 隱岐、 
井上 遠 光子， 光盛 養子、 太郞忠 長 •之を 稱 
す」 と。 信 濃發祥 か。 

矢 入 ャィ y 

八 色 ヤイ ロ 越後 等に 此の 地名 存し 、武 
藏等に 此の 氏 見 ゆ。 

楊 ヤウ ヤナ ギ 

1 百濟族 正倉院 天平 十七 年 文書 等に 見 
え、又天平寶字五年紀に「百濟人陽麻呂 
に、 姓を 高 代 造と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 多々 良 姓 中興 系圖に 「楊 •多々 良」 
と。 タタ ラ條參 照。 

陽 ヤウ 前條參 照。 又 肥 前の 名 族 也“ 每 H 
新聞の 創設者、 陽 其 ニ (大 有〕 は 長 崎の 人 也。 
揚 ヤウ ァゲ條 、及び 前 ニ條を 見ょ。 又 
牟 禮條參 照。 

養 安寺 ヤウア ンジ 下總 小金 本土 寺 過去 
帳に「養安寺彥三郞、養安寺五良右衞門-1 
等 見 ゆ。 


陽院 ヤウ砵 ン .嵯哦 源氏に して、 尊卑 分 
脈に 「嵯哦 天皇.— 源 定 (號 陽院 大納言〕」 と 
見 ゆ。 子孫 サガ條 を 見ょ。 

八院 ヤウ 4 ン ハ チノ 4 ン 鎭西 要略に 
「元亨 三年、 筑後國 八院八 郞敎宗 、云々。 
累功を 賞し 各々 釆 地を 倍 封す — と 載せ、 又 
寬延 記に 「下 八 院坂 本山 王宮は 延曆五 年、 八 

の院殿 •下向、 同 十五 年比额 山ょり 勸 請す」 
と あり 0 

八日 市 ヤウ カイ チ武藏 、近 江， 等に 此の 
地名 ぁり。 

八日 町ヤウ カマチ 飛驛 、岩 代 等に 此の 

地名 存し 。奥州に 此の 氏 ぁりて、 南部 領四 
十八 城 目錄に 「滴 石 •平 城、 破 却、 信 直 抱、 
代官 八日 町太郞 兵衞」 と 見 ゆ。 

養 春院ヤ ウシ ユン 斗 ン康 正造內 裡段錢 
引付に 「一貫 五 百 文 •養 春院殿 御領、 漶州 
西 郡 本 所 方 段錢」 と 見 ゆ。 

陽 成 ヤウ ゼイ淸 和條參 照。 

〇 陽 成源氏 陽 成 天皇 皇子の 御裔に し 
て、 紹運錄 に 「陽 成 天皇 —— ^ — 


丄兀良親王-1-源空藝從四上、母宇多第七內親王薛子 
兵 部 卿 彳 

丨源& 平中務 大輔、刑部 ||!!1 

丨源佐 親 

' 兀平 親王 丨源兼 名— 下 


ヤウ イム ヤウ セイ 


丨元長 親王 丨塬兼 明 S 侍従 

式芤 »!! 

1 丨元利 親王— 源 忠時從 = 上、 § 大轜 
1 丨源淸 蔭 H 兼 房 兼 序 「延辁 S 
T 忘 江丨眞 賴 h 相 奉 


大納言 
賜诨蛀 
天 音 P 七 

三 難 

母昶氏 
號 耜 君 


ii 


治 部^ 9 


佐 

ー丨 源.® P-T 公貞從 丑 T 
人ム輔 

丨公雅 大宰少 贰 

丨源淸 遠 -T 景明周 防 介 

從四上 刑 部 卿， 

同胧过  T 
母 佐 柏 氏 有忠 


從三刑 部 卿 
同賜鮏 
母 同 


紀略 •承 平 六 年 四月 十四日に 「從 三位 刑 
部 卿源淸 鑒薨」 と 載せ、 又延 幹は、 源氏 
系圖 •尊卑 分脈に 兼 房の 子と し、 眞賴は 
源氏 系圖に 直賴に 作る。 

楊隻 ヤウ セキ ヤコ 條を 見よ。 

養 田 ヤウタ 常 陸 下 館に 養 田 東 水 君 あ 9。 
陽 田 ヤウタ和名抄、伊勢國度會郡に陽 
田鄕 を收 む、 ヒナタ 條を 見よ。 

家內 ヤウチ ヤヌチ 條を見 よ。 

箭內 ヤウチ 5 チ 
1 磐 城の 箭內氏 田 村 郡の 名 族に あり 
て、 田 村 大膳大 夫 淸顯の 家中に 箭內土 佐 • 
見 ゆ、 斧 澤に據 る。 又 白 川 郡の 豪族 竹 貫 

ヤウ セイ —— ヤウチ 


氏の 老臣に 箭內和 泉 あり、 山上 村 廣觉寺 
に 遺物 あり。 又 同地 古殿 八幡宮に 矢內庄 
右衞門 尉の 石塔 婆の 指物存 し、 子孫 も あ 
りとぞ 0 

2 岩 代の 矢內氏 耶麻 郡の 豪族に 矢內八 
耶友衞 門 あり、 天 正 頃の 人 也 •三 浦、 大 
堀 等の 條參 照。 

矢內 ヤウチ ヤヌチ 前條 氏に 同じ。 又 
武藏 等に 存 す。 

屋內 ヤウチ ヤヌチ 前 三條參 照。 

屋 j JI ヤウチ ヤウラ 和名 抄 、出 雲國大 

原 郡に 屋裏鄕 を收 む。 

楊 梅 ヤウ バイ ヤマ モモ 條を 見ょ。 

楊 部 ヤウべ 東大寺 要錄卷 ニに 此の 氏 見 

ゆ 0 

養老 ヤウ ラウ 美 濃に 養老 山、 養老 神社 
あり。 神社は 國帳に 「多 藝郡從 四 位 上 養老 
明 神」 と。 その 菊 水は 即ち 多 度山醏 泉に し 
て、 養老の 起原 也。 後 ft 養老 瀧と 港 同し、 
孝子 源丞內 の傳說 起る。 

此の 氏武藏 等に 存 し、 又 遠山 流 盆石 家に 養 
老軒宗 阿、 その 門 養老 庵常 子等 名高し。 

八 尾 ヤヲ 河 內國若 江 郡に 八尾莊 、八 尾 
村 あり、 その他 次條參 照。 

丨淸和 源氏 尊卑 分脈に 『滿 仲丨逭 賢 (山 


ヤウチ I ヤ才 


六 i 


ヤ才  ヤオ —— ヤカシ ハ ヤカシ ハ 1 ヤカタ 六 一 五六 


法眼， 八 尾 住 侶、 惠心 僧都 弟子、 後 拾 作 
者、 「或る 本に 賴慶有 子孫」。 寬和四 六十 
八 人 減、 四十 四 歳、 號八尾 法眼、 多 田に 
住む2依り多田法眼と號す。又號攝津法 
眼。 此の 子孫 •丹 波國犬 井黨 也)』 と 見 
ゆ /0 犬井條參照。 

2 河内の 八 尾 氏 矢 作 氏の 裔か 。楠 家々 
臣に八 尾 氏 あり、 八 尾 別當等 名高く、 ま 
た 廣嚴寺 楠 木 一族 靈牌に 「矢 尾 新 介 正 春」 
見 ゆ。 

3 攝 律の 八 尾 氏河邊 郡の 名 族に して、 
明應 中、 奧村 越後 正 信と 共に 來 りし 八 尾 
氏の 後に して、 文祿 年中、 奧村 越後、 福 
村 肥 前、 八 尾 氏の 三人を 小 濱の庄 司と な 
せりと 云 ふ。 浪花に も存 す。 

4 雜载 肥 前 五島の i に 見え、 又 京都 
の 醫師に 八 尾 支 長、 又 書家に 八 尾 喜三郞 
維德あ 9、 克庵 と號す 。又 江戶 の # 家に 
八 尾隨分 齋南江 あ 9、 恪 堂と號 す。 

矢 尾'  ヤヲ 前條と 通ず。 

1 河内の 矢 尾 氏 前條に 云へ り。 

2 丹 波の 矢 尾 氏 氷 上 郡の 名 族に して、 
桑 名兒玉 氏の 族 也。 丹 波 氏に 「矢 尾 氏 (桑 
名兒玉>子孫。先祖は同郡松森村鄕士兒 
玉七郞 左衞 門の 嫡子 六兵衞 •御所に 勤め、 


後 三 河 國鳳來 寺 御 普請 方の 選み 人に て、 
兒玉松 軒と 稱 して、 後 同村を 滇 人、'  當村 
に 住す J と。 

矢 尾 板 ヤヲ イタ 越後 國魚溶 郡の 名 族に 
して、 其の 祖 •新發 田 合戰に 從 ふ。 又武藏 
に存し、又八百板氏と云ふ 4>, あ0。 

谷 岡 ヤヲ 力 タニ ヲカ條 を 見よ。 

屋岡 ヤヲ 力 但 馬に 此の 地名 あり* 

矢 送 ヤオク リ伯耆 に 矢送庄 あり。 

八 ^ 女 ヤヲ トメ 羽 前置 賜 郡に 八 乙女 
城、 八 乙女 八幡宮 等 あり。 又 神社の 社 職に 
多く、 嚴島 等の 文書に 見え、 又 陸 奥 三戶郡 
櫛 引 八幡宮の 社 人に 八 乙女 氏 あり。 

養 我 ヤガ 和名抄 、安藝 國佐伯 郡に 養 我 
鄕を收 む q 養 義の誤 かと 云 ふ。 

矢賀 や ガ 安藝 國 安藝 郡に、 此の 邑名あ 
w-  o 

八家ャ 力 播磨に 此の 地名 あり、 又 ハチ 
ヵ條參 照。  - . 

家 ヤカ 家 部條を 見ょ。 

矢ケ崎 ヤガ サキ 信 州 詉訪神 族 也、 ャザ 
キ條を 見よ。 

矢 崎 ヤガ サキ ャザ キ條に 併せ 收む。 

八柏ヤ ガシハ 羽 後 國平鹿 郡 八 桕邑ょ y 
起る。 藤 原 姓、 小 野 寺 氏の 一族 5 して、 奥 


羽永慶 軍記に 「湯 澤の 城には 矢 柏 孫 七道 爲 
を 居え 置き、 小 野 寺の 家名を 許す」 と。 小 
野寺遠江守義道の家臣にして、又大和守と 
見 ゆ。 八桕に 城跡 あり、 智異 武雙の 忠臣な 
リしが、敵の反間苦肉の策にて害に遭ひ、 

小 野 寺 氏 •遂に 衰 ふ。 ヲノデ ラ條參 照。 

矢 柏 ヤガシ ハ 前條 氏に 同じ 0 

矢頭ャ 力 シラ ャト  ゥ條を 見よ。 

屋形 ヤカ タ上總 、常 陸、 上野、 磐 城、 
岩 代、 播磨 等に 此の 地名 あり。 
1尾形連物部氏の族にして、天孫本祀 
に 「物 部 毛 等 若 子 連 公は 屋形連 等の 祖」 
と载 せ、 また 「物 部 麻 伊古 連 公は 屋形連 
等の 祖 J など 見 ゆ。 

2 物 部屋 形 前項 氏の 族に して、 貞觀ニ 
年 五月 耙に 「尾 張 國人從 六 位 上 笛吹 部 高 
繼 、本姓 物 部屋 形に 復 す」 と 見 ゆ。 

3 宇佐 氏族 豐前の 名 族 也、 ゥサ 條を見 
よ。 又 次條參 照。 

矢 方 ヤカタ 豐前國 上 毛 郡 矢方邑 より 起 
る。 前條參 照。 菊 池 家々 臣に矢 方次郞 正 綱 
あり、 牛 王城 主と なる。 その 後裔 矢 方 兵 部 
丞正尙 に 至り、 天 正 八 年、 野 仲 兵 庫 頭鎭兼 
に 攻め 落さる。 

館- ヤカ タタ テ條を 見よ。 


1 淸和 源氏 十訓抄 に「 館の 三 郎義光 J 
見 ゆ、 新羅 三 郞の事 也。 

2 能 登の 館 氏 三 州 志、 城 壘條に 「能 登 
國羽咋 郡 i 之 原、 長 峰、 ニ 名一迹 也。 甘 田 保 
柴垣村に存す。 -**- 之原七耶*居たり。因に 
記す、 龍 谷 妙 成 寺 開基 壇 越 •館 中 將監は 
永仁の頃、苞垣村に居館す」と見ゆ。 
屋形原 ヤカタ ハラ 筑 後の 名 族に 見 ゆ。 
八 川 ヤカハ ハツ 力 ハ 出 雲、 土 佐 等に 
此の 地名 存 し、 武藏 等に 此の 氏 見 ゆ。 以下 
數條參 照。 

益 ¥ ヤカハ 讚 岐の名 族に して、 景行帝 
裔と云 ふ。 鶴 足 郡 天 川 神社の 舊記に 「神鄞 
別命の 逢 裔に益 甲 黑麻呂 と 云 ふ 者あリ 。那 
轲郡 神野鄕 に 住す、 云々。 孝 謙 帝 •勅 あり 
て 酒 部の 姓を 賜は り。 洒部黑 麻呂と 名のり 
て 神 野 鄕の戶 長と 稱 す」 と 見 ゆ。 讚岐* 酒 
部 等の 條を 見ょ。 

矢 河 ヤガハ次條.に併せ云.へり。 

矢 川 ヤガハ 伊賀、 伊勢、 越後 等に 此の 
地名 存 す。 

1 伊賀 Q 矢 川 氏 名 張 郡 矢川邑 より 起 

る 0 

2 伊勢の 矢 川 氏 飯 高 郡の 豪族に 矢 川下 
野 守 あ ^ 、 三國地 志に 「居 地に 依りて 稱 
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す」 と。 

3 肥 前の 矢 河 氏杵島 郡の 豪族に して、 
鎭西耍 略 等に 見 ゆ。 

谷川 ヤガハ 石 見に 存 し、 又 陸 前に 谷川 
灣あリ 、その他、 タ 1| ガハ條 を 見ょ。 

矢 河原 ヤガ ハラ 磐城國 行方 郡 矢 川原 邑 
ょり 起る。 建武 三年 相 馬 光胤 讓狀に 「行方 郡 
小高 內矢 河原 源 十 部 後家 尼 給 分、 云々」 と。 
矢 貝 ヤガヒ 山形 秋 元 藩 重臣に 在り (武 
鏗〕。 

谷 貝 ヤガヒ 常 陸-下野 等に 此の 地名 存 

す。 

矢 飼 ヤガヒ 石 見に 此の 氏存 す。 

家 部 ヤ 力べ 賤民の 一種に して、 家人と 
も 云 ふ。 後の 御家人、 家來 •これ 也。 大寳令 
の 定めに 據れ ば、 部 曲と 奴婢との 間に 位す 
る 一階 級に して、 後には 主として 家人と あ 
9。 賤民の 一種 なれ ど、 戶 令の 定めに 「凡 
そ 家人が 生む 所の 子孫は 相承して 家人た 
り。皆本主の蚯使に任ず。唯、頭を盡して、 
駆使し、 及び 賣買 する を 得ず」 と 見え、 世襲 
的に 家人た る 事、 持主の 意の ま x lg 使 せら 
る >1 等、 奴婢に 似た る 點も多 けれど、 頭を 
盡して逝使するを得ざる點賣買するを得 
ざる 點等は 奴婢と 異なれ 義解 •之に 註し 
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て 「假 へば 家人 •男女 十 人 あら ば、 三兩を 放 
つて、 家業を 執らし むる を 謂 ふ 也」 と。 これ 
によりて 家人は 一戶を 構へ しを 知るべし。 
され ど 氏を 有せざる 事 等は 奴婢に 同じ、 そ 
は 放たれて 良人と なる 場合に 氏を 賜 ひ、 又 

雄略祀 九 年 條の見 ゆる 家人 部が 氏を 有せ ざ 
る等によりて、容易に窺ふを得べし 0 此の 
家 部の 起原は 詳かな ら ざれ ど、 天智祀 三年 
二月 條に 「民 部、 家 部を 定 む」 と あるは、 
大化 改新に よりて、 弛みた る 此の 制度を 再 
び 確立され たる 也。 民 部は 部 曲に て 諸氏 私 
有の 民を 云 ふ、 卽ち 自由 民 也。 家 部は 家人 
にて 一戶を 有する 奴婢 也。 天武紀 に 至り、 
民 部 即ち 部 曲を 廢し給 ひて、 盡く 朝廷 直轄 
の公民となしたれど、家部は從來のま \ に 
て、 奈良 、平安朝に も 存在せ り。 詳細は 日 
本 上代に 於け る社會 組織の 研究を 見よ。 

家 部たり し 者の 放たれて 良と なる 場合に 
は、奴婢と同じく、多くは舊主の氏に部字 
を 附 して 氏と する を 常と せし が 如くな れ 
ど、 時には 家 部なる 稱を 其の儘、 氏と せし 
者 尠からず 。以下 皆然 SNO 
1 對 馬の 家 部大寶 元年 八月 紀 「對馬 云 
々。金を 獲る 人 •家 部宮 道に、 正 八 位 上 
を 授け、 井せ て綰 、綿* 布、 鍬を 賜 ひ、 
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ヤ 力へ  ヤ 力へ  ヤ 力へ  1 

其の 戶は 終身、 百姓は 三年 •復 す」 と 見 
えたり 0 


2 肥 後の 家 部寶龜 三年 十月 組に 「肥 後 
國葦 * 郡 家 部島吉 、八 代 郡 高 分 部 福那理 
に、 各々 白龜 を献 じ、 施を 人每に 十 匹、 
綿をニ十屯、布を三十端艰ふ」と見ゅ 
和名 抄 、當國 益 城 郡に 宅部鄕 を收 む、 關 
係 あらん。 

3 豐 前の 家 部 正倉院 文書、 仲津郡 丁 里 

戶籍に 家部廣 加 代賣 など 見ゆ 。 

4 阿波の 家 部 板 野 郡 田 上 鄕延喜 ニ 年戶 

籍に 「家 部 刀自 賣 、外 二十 八 人、 家 部 春 

野、 外 三人、 其の 他 四十 三人」 を载 せた 
50 

4 備前の 家 部 神 護 景雲 三年 六月 紀に 
「備前 國藤野 郡 人別 部大 原、 少初位 上 忍 

海 部 興 志、 財 部黑士 、邑久 郡 人別 部 比 治、 
御 野 郡 人物 部 麻呂等 六十 四 人に、 姓を 石 
生別公と賜ひ、藤野郡人母正理部奈波、 
赤 坂 郡 人外 少初位 上 家 部 大水、 美 作國勝 
田 郡 人 從八位 上 家 部 國持等 六 人に、 石 野 
連を 賜 ふ。 癸 亥、 美 作 備前兩 國の家 部と、 
.母 等理 部との ニ 氏人 等、 頭を 盡 して、 姓 
を 石 野 連と 賜 ふ J と 見 ゆるは、 もと 石 生 
別 公 (和 氣淸 麿の 一族〕 の 家 部たり し 者な 


るべし0 

美 作の 家 部 前項を 見よ。 猶ほ 正倉院 
天平 勝 寶九歲 四月 文書に 「家 部 乙万呂 (美 
作 國久来 郡 委文 鄕戶 主家 部 年 足の 戶ロ〕 」 
と 云 ふ 者 見 ゆ。 

7 丹 波の 家 部 天平 神 護 ニ 年 六月 紀に 
「丹 波國 人家 部 人足 •私物を 以つ て、 飢民 
五十 七 人を 資 養し、 爵 二級を 賜 ふ」 と 見 

8 丹 波の 家 部 東大寺 奴婢 帳の 丹 波國司 

解に 「婢眞 玉 女 •貳拾 陸 •竹 野郡戶 主家 
部廣 足の 婢」 と 見 ゆ。 

9 奥州の 家 部 氏 餘目舊 記に 「佐 藤を ば 
御 父と 云 ひ、 家 部を ば 御 母と 云 ひ 候」 と。 
留守 家の 執事 也。 蓋し 上代、 伊澤 ( 膽澤〕 
氏の 家 部たり し 氏な らん 0 大 暗、 佐 藤、 
南宮 等の 條參 照。 

10 雜載思 ふに 家 部は 豪 廣酣 下の 者と し 
て殘 りし なれば、 主家の 威に よ P て 勢力 
あ衫 しならん。 即ち 武家 勃興と 共に、 天 
下の 士 •馳 せて 旗下に 集り、 その 家人と 
- なりし に 似た る處 あらん 。その他、 以下 
諸條 、及び 家人、 家人 部 等の 條を 見よ。 
宅 部 ヤ 力べ 前條に 同じ。 

1 出 雲の 宅 部大税 賑給歷 名 帳に 「戶主 


宅 部 得 麻呂の ロ 宅 部 刀 女」 など 見 ゆ。 

2 周 防の 宅 部 玖珂鄕 の 延喜八 年 戶籍に 
「戶主妻宅部春万自賣」等見ゆ。 

3 雜载熊 谷 系圖に 「但馬 守宗直 (母は 
宅 部 息女〕」 と。 

矢 加部ヤ 力べ 前後 各條參 照。 

矢 ケ部ヤ 力べ 同上。 

矢 賀部ャ 力べ 同上。 

又筑 後の 豪族に 矢 加 部 氏 ぁりて、 矢貿 部、 
矢ヶ部 等に 作る。 領主 付、 門戶 の士に 矢 加 

部 氏を 載せ、 西 念 寺 過去帳に 「川瀨 城主 矢 
賀部常 陸介鑑 典の 叔父 右京亮 重 純」 を舉げ 、 
蒲 池 系圖に 「宰臣 矢實部 大學と 云へ るは 老 
功の 智臣 なれば、 川瀨梂 に 居住」 と。 又 矢 
夕 部大學 國廣は 山下沒 落に 依りて、 肥 後 熊 
野 度に 赴き、 家臣 近 藤 主計、 同數 馬、 榊 四 
郎等 •川瀨 館を 守る とぞ。 

又. 開基 帳に 「上 妻 郡 牟禮村 大聖 寺は 元寺領 
，なく、 享祿ニ 己 丑年ょ 9 蒲 池 矢 賢 部十耶 九 
郎藤 原久興 •寺領 を 寄進し、 上 妻 郡 太 原 村 
の 內山下 三 丈、 同名の 內山別 八 丈、 合せて 
ニ反餘 •久興 一代 限り 寄附」 と。 

此の 氏は 藤 原 氏に して、 矢實部 系圖に 「大 
和 守 (上 蒲 池 和 泉 守親廣 の長臣 、矢 ヶ部大 
學 •初め 館を 川瀨に 構へ 世々 居る。 蒲 池 家 


沒落 後、 大學 _廣.轉 じて 肥 後 熊 野 度に 住 
す。 大和 守は 其の 類 族 也。 天 正 十五 年 •立 
■花宗 茂 •大和 守を 以つ て大 庄屋と なし 給 地 
を與 ふ、 其の 状 今猶ほ 傳へ 『天 正 十五 年 十 
一月 二十 八日、 矢實部 大和 守 殿、 統虎 判』) 
丨淸右 衞門尉 (享保 二十 卯年 大 庄屋 役〕— 忠 
左衞 門— 同 太 左衞 門」 と あり。 

八 上 ヤカミ 因幡 國に八 上 郡 あり、 和名 
抄 、夜 加 美と 註す。 又河內 、丹 波 等に 此の 
地名 あり。 

1 八 上 家 太古、 因幡 國八 上の 地に 在り 
し 豪族に して、 古事記の 神話に 八 上 比賣， 
あり、 大國 主命と 婚 し、 木 俣 神 (御井 神) 
を產み 給 ふ。 ィダ モ條參 照。 神 名 式、 當 
郡に 賣活 神社を 收 む、 八上賣 神社の 義に 
して 此の姬 を祀 ると 云 ふ。 後 -ft 西日 天 王 
と稱 す。 その ■後裔の 事は 土師部 第二 十 項 
を 見ょ。 又 八 上 姬は知 頭 郡用瀨 鄕宮 原に 
住み 給 ひ、 その 父は 安蔵の 長者と 云 ひし 
などの 傳說も あり C 宇 倍 神社 舊記 )。 又曳 
田鄕鳥 越と 云 ふ 農家は 其の 末と 云 ふ， (因 
幡志 )。 

2 0 幡國造 族 萬 葉 集に 八上釆 女 (後 安 
貴 王妃〕 •見え、 又寶龜 五年紀 に 因幡 國八 
上 郡 員外少 領國 造寶頭 あり、 イナ パ 條を 
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見よ。 その 女系 •藤 原 氏に 入る、 藤原條 
京 家の 項を 見よ。 

3 丹 波 波 多 野 氏族 多耙郡 八 上莊に 在り 
. て、 八 上 家と も、 東 波 多 野 殿と も 呼ばる。 
波 多野條 、特に 第 十五 項 及び 十三 項に 詳 
か 也。 又 天 田 郡に 在 9。 

矢 上 •ヤガ ミ-前 條參 照。 その他、 武藏、 

石 見、 肥 前 等に 此の 地名 あり。 

■1 _ 訪氏族 石 見 國邑智 郡 矢 上 村より 起 
り、 同邑郡 山城 主を 矢 上 筑前守 勝 平と 云 
ふ。 石 見 志に 「出 雲 神 族、 武 御名 方 命の 裔丨 
此の 地に 來り 住み 氏と す。 元詉訪 氏、 神 
武を 兼ね、 後神 主專務 。永 祿 三年 正月、 
吉川元 春に 攻められて 落城」 と。 筑前守 
の 事は 安西 軍 策に 見え、 又詉訪 系圖に 「詉 
訪信 連の 裔靜 氏、 二十 九 代 矢 上 信 濃守國 
友 (郡 山城 主、 子孫 詉訪 社々 務兼帶 〕丨 右 
衞門 信貞」 など 見 ゆ。 

2 肥 前の 矢 上 氏 高來郡 矢上邑 より 起 
リ、南牝朝以來勢カありて、天正中に.至 
る。 鎭西 要略 •正 平 七 年 六月に 「小 俣 氏 
連*大村丹後入道、及び深掘、矢 1± 氏等 
と會盟 す」 と载せ 、また 建德ニ 年條 等に 
見 ゆ 0 r 
、、の 矢 上の 地は 高 來郡に 隣接す るが 故に 
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有 馬 氏と 關係 する. 處深 し。 卽ち有 馬佾譜 
に 「矢 上に 於いて 忠節を 致す と 云 ふ、 尤 
も 神妙 也。 彌 々戰 功を 抽づべ き 状、 如 件。 
貞和六 年 十月 三日、 有 馬 彥七邡 殿 (澄明〕」 
と 云 ふ 足 利 直 冬の 感状を 載せたり。 矢 上 

と 云 ふは 猶ほ大 村の 北、 郡 村に も あれ 
ど、、、 は 西彼杵 と * 高 來 との 郡 境に 近き 
矢 上 村に して、 矢 上 氏は 其の 地の 豪族た 
りしが 如し。 

嬉野家 文書に 「字禮 志 野六郞 通 直 •矢 上 
次郎 法師 (法名 念戒) と、 肥前國 伊佐 早 
庄矢 上村內 女子 分 田地を 相 論す る 事、 云 
々。元 德ニ年 十二月 十六 日」 と 云 ふを 载 
せ、 又 深 堀 文書の 建武五 年の ものに 「伊 
倥 早 庄內戶 石 村內矢 上空 閑 民 部三郞 入道 
妻女 跡」 と 見 ゆ。 空 閑は 南 高 来の 東海岸 
にも あれ ど、： れは戶 石 (北 高 来) 矢 上 
の 北方に して、 西 彼杵に 近き 北 高來郡 古 
實村な るべ し。 又曆應 五 年 三月 二十日の 
ものに 「長 崎 四郞 殿、 矢 上 民 部三郞 入道 
殿」 など 見 ゆ。. 

なほ 矢 上 氏の 事は、 長畸氏 系圖に 「盛 網 
(長 畸 小太郞 、貞應 年中、 肥 前 國彼杵 郡に 
下り 深 江 浦に 居す。 後に 大村 の附庸 1- 屬 
す。 此の 事、 嘉禎 元年の 證文に 見えたり、 
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證文は 家 士福田 氏の 家に 在 9〕 丨重定 (長 
崎 左 馬 助〕— 賴綱 (小 平 太〕！ 重 氏 (相 馬) 
— 重 友 (源’ 五〕 丨重俊 (雲 太〕— 重 純 (長 崎 
矢 上八郞 、正 平 十八 年 八月、 大村 南方の 
屬士一 黨三 十六 騎 の 內 、重 純 •其の 一騎 
也。 三十 六騎 の黨盟 文は 福 田 氏の 家に あ 
り〕— 重 益 (長 崎 周防權 六、 應永五 年 九月、 
大村 南方の 屬士 七十 五騎 の內 、重 益 •其 
の 一騎 也。 七十 五 騎の盟 文は 福 田 氏の 家 
にあり〕— 康純 ( 彌太郧 〕 丨純師 ( 彌五 郞〕 
丨純俊 (左 馬 佐、 稻佐に 居る〕— 康純 (左 
馬 太夫、 實は有 馬 肥 前 守 貴 純 三男)— 純 
方 (友 馬 太夫〕 丨純景 J と 見 ゆ。 此の 系圖が 
何處 まで 史實 と旯る べき かは 疑問 なれ 
ど、 重 純を 矢 上八郞 と 註す るを 思へ ば、 
或は 矢 上 氏の 一族なる べし。 長 崎 氏と 諌 
早との 關 係の 密接なる は、 諫早 町なる 多 
羅山檣 現の 繪馬 銘文に 「深 江 浦 住人 長 崎 
甚左衞 門 尉 純」 と あるに ょ®' て 知らる 0 
之を 要するに、 矢 上 氏は、 戶 石、 古 實， 
矢上ょ •り 長畸 附近 迄を 勢力 範圍 として、 
尠くも 鎌 倉 末期 以來 、相當 勢を 振 ひし 豪 
族な りしを 知るべく、 而 して 長 崎の 事は 
明白なら ざれ ど、 戶 石、 矢 上の 如きは 諫 
早庄內 なりし が 故に、 此の 氏は 此の 庄園 
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の 一部 地頭な りしを 知るべし。 

此の 矢 上 氏の 出自に ついては、 管 見 未だ 
之を 明かに せず と雖 も、 若し 有 馬と 同族 
なりと すれば、 薩摩矢 上 高 純 も 其の 系圖 
に 見 ゅる 如く、 有 馬 氏の 一族に して、 肥 
前ょり 移りし もの か。 然 らば 鹿 兒島郡 司 
の裔と云ふ如きは信ずるに足らざる也。 
猶ほ豐 島、 有 馬等條 、及び 次項參 照。 

3 薩摩の 矢 上 氏 當國催 馬樂城 (鹿兒 島、 
坂 本 村) は 一に 矢 上 城と も 云 ひ、 曆應三 
年 八月" 矢 上左衞 門五郞 高 純 •南朝に 應 
じて 此の 城に 據る 。此の 氏は 鹿 兒島郡 司 
の 裔と傳 へ、 長 谷 場 系圖に 「純 友— 直 純 
丨師 純— 永 純 (淸純)丨遠婉丨行純丨經铺 
朝 純— 家 純 (弟 連 澄は 有 馬祖〕 丨資 純— 
國 純、 弟國秀 (矢 上 宗祖〕— 忠良 (高 純、 
忠純〕」 と 見 ゅ。  、 

又 地理 纂考 、惶馬 樂城條 に 「又 矢 上 城と 
も 云 ふ。 鹿 兒島郡 司 矢 上左衞 門五郞 高 純 • 
當城に據つて國命に應ぜず。屢々諸將に 
命じて 之を 攻 む、 城 堅く して 落ちず。 曆應 
四年閏 四月、 島 津貞久 •當 城を 攻め、 十 
一月 七日 城 •遂に 踏る」 と。 

而 して 諸家 大槪抄 に 「藤原姓長谷場氏は 
上世よ 9 國人 にて 候。 忠久 公の 御 時の 舊 
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記に 鹿 兒島郡 司と これ 有る は 長 谷 場 氏に 
て 道鑒公 •鹿兒 島の 凶徒を 御 退治と 之れ 
有り 候は、 此の 一族の 矢 上 杯に てこれ 有 
: ベく 候。 元 弘建武 の 比、 長 谷 場十郞 兵衞 
と 申す 者に て、. 直義 朝臣の 御敎 書、 其の 

.外、 證判數 多 これ 有り 候。 福昌 寺の 地は 
長 谷 場 六 郞久純 •定 地に て 候を、 元 久公御 
所望 遊ばされ、 福昌 寺を 御 建立 遊ばさる 
べしと 思 召され、 長 ハ <： 場へ 御所 望、 惣べ 
て 彼の 邊を長 谷 場と 申し 候に、 今 內の丸 
小路を 長 谷 場と 唱 ふ」 と。 

なほ 當國矢 上 氏を 「大友 純 友の 子孫 •有 
馬 右 馬 介 行 澄の ニ 男 矢 上 右 衞門尉 盛 純の 
裔 J とする は 頗る 昧ふ べし。 純 友は 藤 原 
也。 しかるに 大友 としたる は、 後者が 當 
國の著 姓に して、 彼の 有名なる 盱付 氏の 
如き も、 大友姓 なれば、 兩者を 混同せ し 
や 明か 也。 思 ふに 矢 上 氏は 肝 付 氏の 族に 
て、 大友 姓な りしを 後に 有 馬の 系を 混じ 
て、大友純友の裔とするに至りしにあら 
ず や。 矢 神條參 照。 

4 伴 姓 鶴 見 系圖に 「伊豫 守 暗 俊 ニ 男 浚 
家 •鶴 見 矢 上ニ郞 、足 利 尊 氏に 屬し 、軍忠 
を 袖ん じ、 感状を 賜 ふ」 と。 鶴 見條參 照。 

5 平 姓 長 崎 氏の 族 也* 第二 項を 見ょ。 


6 雜载 その他、 石 見 •出 雲. 阿波、 攝 
津 、武藏 等に 存 す。  . 

矢 紙 ヤ ガミ薩 摩の 豪族、 前條 氏に 同じ。 
山 田聖榮 日記に 「矢 紙を 退治 云々」 と。 

室 神 ヤガミ ムロガ ミ 前後 各條參 照。 
石 見 等に も存 す。 

八 神 ヤガミ 前後 各條參 照。 

矢 神 ヤガミ 同上。 又 南隅 系圖に 藤 原 姓 
矢 神 氏 系圖略 あり 「元 矢 上と 稱 し、 國內始 
羅郡蒲 生ょ 9 高山に 移 居、 家讓 名字 純。 初 
代 助次郎 I 彌兵衞 — 助 四 郞— 純詮— 純爲— 
善左衞 門」 云々 と。 

矢 頭ヤガ ミャ トゥ 條參 照。 

八 木 ヤギ 和名 抄 、和 泉 國和泉 郡に 八 木 
鄕を收 め、 康正ニ 年段錢 引付に 「和 泉 八 木 
鄕國衙 J 平家物語に 「十 郞藏人 (行 家) 殿 
は、 和泉國 八木鄕 と 云 ふ 所に まします」 と 
あり。 次に 近 江 國愛智 郡に 八木鄕 ありて、 
夜岐と 註す、 後に 南北 八 木 村、 今 八 木庄村 
あリ 。次に 上野 國群馬 郡に 八木鄕 あり、 今 
大八 木、 小 八 木邑存 す。 次に 出 羽 (羽 前) 
國 最上 郡に 八木鄕 •見 ゆ。 その他、 但馬に 
八木庄 、越後に 八 木 神社、 また 大和、 武藏、 


1 八 木造 安曇 族に して、 姓氏 錄 、右京 
神 別に 「八 木造 (一本には 八 太)。 和 多 罪 
豐 (玉) 命の 兒布留 多 摩 乃 命の 後 也」 と 載 
せたり 0 

2 八 木 宿禰八 木造の 後に して、 除目大 

成抄 、姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

3 丹 波の 八 木 宿禰小 田野 本 佐 竹 系圖に 
「八 木宿禰 、丹 波國 人」 と 見 ゆ。 子孫 第 十 
三 項を 見ょ 0 

4 無 尸の 八 木 氏 正 倉 院寶龜 ニ 年 文書 等 
に 見 ゆ。 八 木造の 族なる べし。 

5 大和の 八 木 氏 高 市 郡 八木邑 ょり 起 
る。越智氏配下の將に八木氏*見ゆ。 

6 菅原姓 石淸水 八幡 祠官 御鋅 座に 此の 
氏 ぁり 0 

7 山城の 八 木 氏 前項 參 照。 又 前 川 直 之 
助 氏 云 ふ 「山城 國葛野 郡 壬 生 村に 八 木 氏 
數家 ぁり。 家系は 越 前 朝 倉の 末孫に して、 
明智 光秀に 從屬 したる も、 光秀 沒 落の 後、 
天 正 十 年 六月、 時 重の 代、 丹 波 八 木庄に 
歸 農し、 後 所緣に 依って 壬 生 村に 移住し 
たる もの、 代々 鄕士 として 連綿 相績 す。 
家紋 三っ 木瓜、 替 fe 丸に 楓 葉」 と。 

8 河内の 八 木 氏 和 田 文書に 八 木 彌太郞 
入道 法 達の 事 多く 見 ゆ、 南朝の 忠臣 也。 


岸和田，和田、楠木、大塚等 0 條參照 
石 川 郡 上 河内 城 (一に 長 谷 城、 河内 村 上 
河内)、 下 河内 城 (一に 西 山城、 河内 村 下 
河内) は、 共に 元 弘の役 賊軍 據 る。 後 楠 
正 儀 十七 支 城の 一とな り、 八木彈 正、 菱 
木 越後 守 入道 等 居 守す。 

9 和 泉の 八 木 氏 當國に 八木鄕 あり、 又 
神 名 式に 夜 疑 神社 見 ゆ。 此の 氏の ありし 
地 か。 前條參 照。 

10 攝津の 八 木 氏 當國に 多く、 八 木備中 
守 高 重は 大和 田 村に 住し、 本願 寺 蓮 如の 
弟子と なりて 善 念 寺 $:■ 開基す。 又 浪花の 
靄 家に 八 木 兵太迪 あリ 、巽 所と 號 す。 

11 日 下部 姓但 馬の 豪族に して、 養父 郡 
八 木 谷ょり 起る。 朝 倉 系圖に 「朝 倉太郎 
大夫 入道 高淸丨 安高 (ニ 男、 八 木新大 夭〕」 
と载 せ、 一本には 「高 淸丨又 太 郞丨 安高 
(八 木 新 太夫)」 と 見え、 朝 倉 家譜には 「太 
郎大 夫人 道 高 淸のニ 男を 新大夫 安高 (相 
摸 守〕 J とせり。 其の 子 「三郞 高吉 —次郞 
家 高— 又 次 郎泰家 (覺 € 丨 彌次郎 重 家 
(覺 惠〕— 孫ニ郞 家 直— 高 重 (蓮 阿〕— 直 重 
(常 光院 宗榮〕 —重秀 (實林 院道惠 〕1 賴秀 
(臨 川院宗 林〕 丨重賴 (曹源 院宗材 〕—m 馬 
守宗賴 (花 八重 立 老翁、、 大樹 院宗久 .〕— 新 


下總 、下野、 陸奧 、丹 波、 備前 、安藝 •淡 
路 、筑前 等に 此の 地名 存 す。 
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兵 衞貞直 (濟 川寺宗 林〕 丨但馬 守 直 信 C 隨 
林院宗 松〕 丨支蕃 允信 貞 ( 秀吉に 仕へ、 垣 
屋氏 、一に 鹽屋氏 養子と なる。 慶長八 死、 
七十 ニ、 空 心〕— 庄左衞 門 光政 (八 木に 復 
す。 氣多郡 千 石〕 丨但馬 守 守 直 ( 宗 直、 四 
千 石〕 丨 十三 郞高豐 J と 見え、 又 中興 系圖 
に 「八 水 •日 下部、 本國但 馬、 モン 三 木 
瓜、 朝 倉太郞 太夫 高 淸男新 太夫 安高 •之 
を稱 す」 と。 家紋 三 木瓜、 丸に 楓葉 。右三 
巴、 雪 薺。 氏人は 太 田 文に 「養父 郡 宿 南 
庄 •嵯峨 ニ 尊院領 、拾 三 町 百 四十 歩、 地頭 
八 木左衞 門太郞 重 直 (史 本には 石 和 田 又 

太郞光 時、 御家人に 作る〕」 と 載せ、 又 「氣 
多 郡 狹治鄕 •三 拾 四 町 ニ反大 、公文 八 木 
九 部 左 衞門尉 高 貫 •御家人。 八代鄕 •拾 九 
町 ニ 反 二百 三 步 、公文 八 木 三 郎左衞 門 入 
道，眞阿*御家人」と。又「出石郡善住寺庄* 
悲 田院領 、頜家 方丈 御坊、 三 拾 町 •地頭 
八木三耶左衞門入道鼠阿*御家人」と。 

_ 又 「城 埼郡上 三 江庄百 四十 三 町 ニ 反 七十 
步 •領家 東方 二位 律師 家秀 、西方 目幡法 
眼、 安 主 八 木 五郎 兵衞 尉高秀 C 史本に 家〕」 
と。 又 「七 美 郡 小代庄 •長講 寺領 、領 家近衞 
殿 •三 拾 八町大 •下司 八 木七郞 入道 見 阿 • 
御家人」 と。 又 「二方 郡溫泉 庄七拾 E 町 六 


反 半五步 •蓮 花王 院頜 、頜家 民 部 小輔入 
道、 地頭 奈良 九郞宗 光、 同 舎弟 ニ 郞左衞 
門 尉 正員。 公文 給 ニ 町 九反內 •一町 寺 本 
公文 八 木七郞 入道、 一町 九 反 竹 田 公文 村 
添 彌三郞 入道」. など 見えた 9。 

又 源平 盛衰 記に 「八 木次郞 、同小 ニ郞」 
等沧 载ぜ 、又 東鑑卷 四十に 「八 木 三 耶、 
八 木 四 耶」 等 見 ゆ。 但馬考 に 「上古、 平 
氏の 人 •八 木の 地に 居. リ しと 云 ひ傳 ふる 
は、 此 所の 公文 職 ^. どなるべし 。謙 倉の 
時、 日 下部 氏 朝 倉高淸 入道 •平氏を 亡ぼ 
して、 その 次男を こ X に 置き、 子孫 八 木 
氏と 稱 す。 山 名の 此の 國を頜 せし ょ 9、 
其の 家臣と な 9、 國老四 人の 一たり。 其 
の 時、 城を 此の 山に 築いて 居れり。 應仁 
亂 後、 山 名家 衰微し、 八 木 氏は 一 諸侯の 
如く、 其の 領地、 因 州の 邊に 及んで 四 萬 
石な りしと いひ 傳 ふ。 天 正 年中、 太闇來 
征 し* 城主 八 木但馬 守豐信 •防ぎ 得ず し 
て 因 州に 出奔す」 と。 山 名條參 照。 家紋 
は 見聞 諸 家紋に 


日 下 氏 
八 木 
大田垣 
朝 倉 


八 木 丹 波 
守補矩 

12 越 前の 八 木 氏 前項 氏の 族に して、 太 


平記卷 二十 七に 「當國 の 守護 代 細 河 刑 部 
大輔 、八 木 光勝 •上 杉 重 能 •畠 山 直宗を 
請取りて、物憂き住居なるに、警固を洁 
兔. てぞ 置れ たりけ る」 と。 その他、 朝 倉 
條參 照。  J 
13 丹 波の 八 木 氏 船 井 郡 八 木 庄ょリ 起 
る。 第三 項 氏の 裔に して、 天 田 郡 淺木ヶ 
城は 城主 淺黃縫 殿、 後 八 木 尾 張 守 •居城 
す、 家臣に 東 村 氏、 西 太夫 等 あ 9。 丹 波 
志に 「八 木 尾 張 守 •子孫 三 俣 村。 淺木ケ 
城の 主 淺黃縫 殿の 跡へ 移住す。 八 木 尾 張 
守は 何 鹿 郡に て、 戰に 貢け 討死す」 と。 
又 見聞 諸 家紋に 


14 赤松 氏族 美 作 國苫田 郡 上 河原 邑の名 
族に 在リ て、 赤松 源 十 郞師 光は 大和 國十 
市 郡 八 木鄕に 住し、 八 木を以 つて 氏と す。 
其の 裔八木 美 濃 守 行 直 •當國 東南 條郡野 
田に 來り 、世の 動靜を 窺 ふ。 其の 子 藤 左 
衞 門行延 •上 河原に 居り、 其の 子 行尙は 
毛 利 家に 仕へ て 長 州に 下り、 弟 民 部 尉 行 
道は 此の 地に 止って 歸 農す。 實に天 正 十 
ニ 年な り (名聞 集) と傳へ ら る。 


15 淡 路の八 木 氏 養 宜 、及び 細 川條を 見 


16 近 江の 八 木氏淺 井 三代 記、 近 江 京 極 
家臣に 八 木與藤 次、 又京棰 分限 帳に 八 木 
與藤次 あり、 八 木 村を 頜す 。その 息與一 
右衞 門は 赉場に て 打 死す。 

17 伊勢の 八 木 氏 關長門 守 侍 帳に 「二百 
石 八 木 市右衞 門」 を 載せ、 小 林 布 政 司に 
八木但馬守 *. 見ゅ。 

18 藤 原 姓 家紋 丸に 橫木瓜 、藤 巴。 太 兵 
衞勝 原の 男七郎 兵衞 正睦 •、江 戶府に 仕 ふ。 

19 駿河の 八 木 氏 久能山 平 禰宜に 八 木 三 
左 衞門あ 9。 

20 武藏の 八 木 氏都筑 郡 等、 その他 多し。 
次項、及び第十一項の族と云ふ。、 

21 桓武 平氏 千 葉 氏族 下 總國葛 飾 郡 矢 木 
邑ょ o 起る。 千 葉 支族 系圆 •及び 相 馬 系 
圔に 「相 馬 次 郞師 常— 六郞常 家 (矢 木；}— 
胤 家 (矢 木 式部 大夫〕 」 と 載せ、 文 永の 香 
取宮造 詧記に 「西廊 一. 宇、 矢木鄕 課 忮 • 
地頭 矢 木 式部 大夫胤 家 •造 進」 と。 此の 
胤 家は 日蓮 上人 手番 の安阈 論を 中 山 法 華 
碑 寺に 寄す、 常 寺の 文窖に 見えた 90 
又 千 葉 家臣に 八 木 民部少 輔 •八 木 五郎 左 
衞門 尉、 八 木支蕃 允、 八 木 木工 允、 又 胤 直 


や キ 


の 重臣に 八 木 氏 見え， 又 小金 本土 寺 過去 
帳に 八 木 孫 太郎を 載す。 その他、 矢木條 
を 見ょ 0 

22 常 陸の 八 木 氏 佐 竹 系圖に 「八 木宿禰 
(氏な リ 、丹 波國人 也、 但馬 〕」 と载せ 、 
.新 編國 志に 「八 木 •佐 竹譜 、戶村 本、 谷 
田部本に、.佐竹昌義に扈從の諸士第一な 
り。 但馬の 人な り。 一代は 近習 宿老な り 
と あり。 但し 谷 田 部 本には、 八 木 宿！ 一と 
云 ふ 氏な りと あり」 と。 而 して 佐 竹家士 
知行 目錄に 八 木 氏、 白 石 氏 文書に 八木彌 
ニ 郎等 見 ゆ。 

23 出 羽の 八 木 氏 山 北 小 野 寺 遠 江 守義道 
家臣に 八 木 藤 兵衞あ U。 

24 滋 野姓眞 田 氏に て、 平右衞 門元理 の 
時、 高 井 氏と なり、 その 男 平 右衛門 正 周 • 
外 家の 號に ょって、 八 木を 稱す 。家紋 ■ 
甲の 內唐 花、 六文錢 。正 周 •從 五位 下、 
主税 助に 任ぜられ、 千 五百石を 領 す。 一 
に 「 眞田幸 村— 幸 昌丨幸 定—元 理丨八 木 
正 周— 網 重丨正 紹丨理 德—正 長」 なりと。 
寬政 系譜には 正 周の 男惣右 衞門正 紹とあ 
りて、 他に 男子 見えず。 

25 源 姓 甲斐の 名 族に して、 八 木 藤太郎 
定操 •家康 に 仕 ふ。 その 男 庄兵衞 正 信 也。 


ヤキ 


家紋 丸に 漉 羽、 丸に 橫木瓜 、違隳 羽" 

26 雜载 その他、 撰 解 文集に 八 木寄繁 を 
載せ、 下りて 德川 時代、 三 宅 藩 用人、 山 
-± 稻垣藩 年寄、 白 川 松 平 藩 用人、 松 平 近 
江 守 家臣、 ニ 本 松 丹 羽 藩 重臣 等に 見え ( 武 
鏗) 、又 田 中 藩 知行 割 帳に 「二百 八十 石 八 
木 亦左衞 門」 を载 せ、 又大村 藩に 見え、 
又 俳人に 八 木伴藏 芹舍 (花 本 宗匠〕 あり。 
又 美 濃、 信 濃、 三 河、 尾 張 等に 多し とぞ。 

陽 疑 ヤギ 前條氏 に 同じ。  、 
◦陽 疑 造 安發 族に して、 寶硷 六年祀 に 
見 ゆ。 八 木造に 同じ。 

楊— 貝 ヤギ 前後 數條參 照" 大和阈 宇 知 郡 
大澤村 楊 貴 氏 墓誌に 「從五 位 上 守 右 衞士督 
兼行 中宮 亮 下道 朝臣眞 備 、正妣 松 貴 氏を 葬 
むる の 墓。 天平 十一 年 八月 十三 日記」 と 見 
ゆるは、 蓋し 八 木造 氏な らん。 

養蓄 ヤギ 和名 抄、 怛馬國 養父 郡に 茭耆 
鄕を收 めて、 也 支と 註す。 八 木條を 見ょり 

養宜 ヤギ 和名 抄 、淡 路一 !三原郡に茭定 
鄕を收 め-夜 木と 註す。 細 川 系圖に 「師 氏. 
淡路の 守 謎に 補せられ、 券 S 大土坫 に 據る J 
と 載せたり。 細 川、 三 好 等の 條を 見よ。 永 
正 四 年 亡ぶ。 

又 美 濃に 養 基 神社 あり。 
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ヤキ^ I 

楊枳 ヤギ 安曇 族に して、 八 木 氏に 同じ、 
神 護 景雲 四年紀 等に 見 ゅ。 

矢 木 ヤ キ下總 、上野 等に 此の 地名 ぁり。 
1 桓武 平氏 千 葉 氏族 八 木 條第廿 一項 氏 
に 同じく、 又 東 鑑卷卅 九に 矢 木 式部 大夫 
(胤 家 也) を 載せ、 又下總 小金 本土 寺 過去 
帳に 「矢 木 四 良 三 良 •應仁 三 己 a 正月」 

を 擧 C 。 

2 利 仁 流 藤 原 姓 中興 系圖に 「矢 木 •藤 

姓、 吉 原四郞 則 光の 七 代 左衞門 尉實隆 • 

之を 稱 す」 と。  ' 

3 陸 奥の 矢 木 氏元弘 三 四 雨年津 輕平實 

郡大 光寺 合 戰手貢 人 交 名に 「矢 木彌ニ 郞丨 、 

矢 利を以 つて 膂を变 かれ、 半死半生 了」 

と 0 

4 雜载 その他、 篠田 家譜に 佐 竹 一門 矢 
木 殿 •見 妙、 八 木條參 照。 又 加 貿藩給 帳 
に 「百 六 拾 石 c ッタ〕 矢 木 久兵衞 J を载 
せ、 又 堀 尾 山城 守 給 帳に r 贰百石 矢 木 八 
郞左衞 門」 を擧 ぐ。 その他、 攝津 、伊勢、 
志 摩、 尾 張、 駿 河、 武藏 等に 存 す。 

矢 儀 ヤギ 周 防に ぁりて、 蔓三つ 柏 丸を 
家紋と す。 

家 直 ロ ヤキ山 名 氏淸の 一族 中 務大輔 家臣 
に 家 喜九郞 正 種 あ 9、 奮戰 して 死す。 八 木 氏 
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に 同じ。 なほ ィ、 へ キ條參 照。 

家 木 ヤギ イへキ 河内 國永祿 ニ 年 交野 
郡總侍 連名 帳に 「藤 坂 村 家 木 監物淸 綱」 見 
ゆ 。その他、 ィ ヘキ 條に 多し。 

屋氣 ヤキ ヤケ 中興 系圖に 1 :屋氣 •藤 
姓、 本國駿 河」 と载せ 、承久 記卷 ニに 屋氣 
の 九郞 •見 ゆ。 

楊 井 ヤギ キ 和名 抄 、武藏 國大里 郡に 楊 
井 鄕を艰 めて 也 木 井と 註す、 東鑑卷 二十 一 

.に 屋き 井次郞 、屋き 井七郞 等 見 ゆ。' 

屋き井 ヤギ 4 前條氏 に 同じ。 

八 木 岡 ヤギ ヲカ 下野 國芳貿 郡べ 木岡庄 
ょり 起り、 芳貿 系圖に 「高 狻丨肥 後 守 高 房 
(四郞 、芳貿 郡 八 木岡鄕 を頜 す〕— 高 政 (八 
木 岡四郞 、實は 小 栗 孫次郞 左 衞門尉 重宗の 
次男)」 と 見え、 太平 記卷 十六に 八 木 岡五郞 
あり、 芳竄 、小 栗條參 照。 

燒風 ヤキ カゼ 遠 藤氏の 族、 遠 藤 系圖に 
「忠 文— 遠 江 守 公明 (燒風 三部〕」 と载 す、 遠 
藤條參 照。 

八 木 坂 ヤギサカ信濃國詉訪の豪族 |- し 
て、 _訪 神 族、 有 員の 裔と稱 す、 家紋 梶葉 

八木澤 ヤギ サハ ヤノ キ ザハ 伊豆、 下 
野、 岩 代 等に 此の 地名 あり。 

1 陸 前の 八 木澤氏 賀美郡 八 木澤邑 より 
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起リ 、柳澤 とも、 八 野木澤 とも あ 9。 伊達 
成實 記に 「谷炖 森 城主 八 森 主 膳， 弟 八 木 
澤備 前」 等を 載せ、 大崎左 衞門督 隆義家 
臣に屋 木澤備 前、 また 八木澤 とも あ 9。 
これょり 前、 天文の 古川狀 に 柳 澤主殿 允、 
又觀蹟 聞老 志. に 「柳 澤邑 枇杷 壘は大 崎 家 
臣八野 木 澤備前 •居る」 と 見 ゆ。 
2南部の八木澤氏南部家譜に「八木澤 
與四郞 某は 仁 井田 內膳 をぅ ちとる」 と。 

3 雜载 その他、 上野、 下野、 信 濃、 武 
藏 、伊勢、 志麼 等に 存 す。 

屋木澤 ヤギ サハ ヤノ ギザ ハ 前條 氏に 
同じ 0 ' 

八 木 下 ヤギ シタ相 摸 國足柄 郡 八 木下邑 
ょり 起る。 曾 我物 語、 安元 ニ 年に 「相 摸國 
住人 八 木 下 五 郞季 後」 を 載せ、 また 源平 盛 
衰記に 八 木 下 五郎 •見 ゆ。 又武藏 等に 存 す。 

楊 島 ヤギ シマ 和名 抄 、常 陸 國久窓 郡に 
楊 島 鄕を收 む。 

八 木 田 ヤギ タ武藏 、岩 代、 磐 城、 肥 後 

等に 見 ゆ。 

矢 北 ヤ キタ 美 作の 名 族に して、 「素と 助 
村氏、世々神宮山城主木下家に仕ふ。助村 
三 太夫 定勝の 子權 三郞 春定 に至リ 、元曆 元 
年，、 源氏の 爲に落 城し、 城主 道 興 •屠 腹す。 


春定 •其の 幼子 道淸を 奉じ、 再興を 謀 $ し 
も 遂に 栗さず。 新田 村に 住居して 建 保 三年 
八月 卒す。 春定九 世の 孫彥三 郞定 一に 至リ、 
應 、水 三十 年、 赤松 氏に 仕へ て 目 代 下役と な 
り、 翌年隳 取 八幡宮の 造營を 執事す。 定一 
が 七 世 孫 三 右 衞門定 次 •慶長 五 年、 福 力に 
移り、 備 中庭 瀨戶川 肥 後 守 浪士矢 北 相 馬の 
三男陣 平 ニを 養子と 爲し 、矢 北 氏に 改 む」 
(名閗 集) と 見 ゆ。 

八 木 谷 ヤギ タニ 下捣 小金 本土 寺 過去帳 
に 「八 木 谷 jiK 部 卿 良宗 •相 馬 泉 柳渡寶 稜坊 
少 人、 奉號妙 芳 、明應 四丁已 十月」 と。 

彌士ロ  ヤ キチ 筑 後の 豪族、 藤 姓 西牟田 公 
家の ニ男彌 吉上總 入道の 裔と傳 ふ。 子孫 三 
潴郡 P 分 田邑に ありて、 口分田 氏と 云 ふ。 

益 頭 ヤキゾ ヤイブ マ シブ 條を 見ょ、 
駿河國 の 郡 名 也。 ヤィグ 條參 照。 

八 木 積 ヤギ ツミ 安西 軍 策に 見 ゆ。 

八木沼ヤギヌマ ± 野の地名にありて、 
磐 城、 岩 代、 武藏 等に 存 す。 

柳 沼 ヤギ ヌマ ヤナ ギヌマ 條參照 0 

八 木 野 ヤギ ノ 和泉國 の 名 族に して、 日 
根 郡 興 藏寺城 (熊 取 村 小 谷) は 天文 年間、 修 
理大夫 111 好 光親、 及び 其の 子 光 浚の 據る所 
也し が、 天 正 十三 年、 根來 衆徒に 攻められ 


て陷 落し、 八 木 野內匠 •城下に 死す とぞ 0 
八 木 橋 ヤギ ハシ 羽 前、 羽 後 等に 此の 地 
名存 す。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 佐 藤氏の 族に して、 置 賜 
郡 八 木 橋 邑 ょり 起る。 佐 藤 常 信の 裔 也と。 
2 陸 奥の 八 木 橋 氏 家紋 蛇 目 中 三本 杉。 
津輕家 臣に在 y、 大 浦、 津輕 、十三 等の 條 
參 照。 又 南部 家臣に 八 木 橋 左 馬 助 (五十 
石)、 同 助 左衞門 (五十石〕 等 見 ゆ。 

八 木 原 ヤギ ハラ 肥 前 彼杵郡 八 木 原邑ょ 
り 起り、 大村 藩士 系錄に 「八 木 原 (富 永)。 
八 木 原備中 入道 祐法 (八 木 原 村 地頭) 丨備中 
丨右馬 太夫— 左 右衛門」 と。 四 代 •八 木 原 
を 領 す。 鄕村 記に r 八 木 原 村。 八 木 原備中 
人道 祐法 •地頭たり。 その子 備 中、 其の 子 
右馬大 夫、 其の 子 庄右衞 門 •慶 長年 中、 中 
浦の 領主 •八 木 原 領主 ど 合戦の 時、 大串領 
主 •八 木 原の 聱故 、加勢いた す J と。 
その他、 武藏 等に 存 す。  . 

燒夫 ヤキフ 熱 田 神宮 等の 社 職に 見 ゆ。 
守、 森 等の 條參 照。 

楊 生 ヤギ フ 和名 抄 •大和 國添上 郡に 揚 
生鄕 を收 めて 也 支 布と 註す、 法隆寺 別當次 
第 記に 揚生莊 、西大 寺 田園 目錄に 小 柳生莊 
等 見 ゆ。 又 陸 中等に 此の 地名 あり 。その他、 


次條を 見よ。 

柳 生 ヤギ フ 前條參 照、 その他、 上野 等 
にも 此の 地名 あ U。 

1 楊 生首 前條枵 生鄕 より 起る。 大同 類 
聚方に 「大和 人 松 生首 春 人」 見 ゆ (地理 
志 料)。 

2 营肢姓 前項と 同校、， 大和 阈添上 郡 楊 
生鄕 (柳 生庄〕 より 起る o 庳 へ 云 ふ、 营家 
の 族、 大膳亮 永 家の 後播磨 守 永 珍の 弟 中 
坊 •後 醋_ 帝に 仕 ふ •。其の 功に より、 

永 珍 •柳 生の 庄を賜 ふ」 と 云 ふ。 寬永系 
譜には 春 日 社 記を 引き 「宇治 關白賴 通 • 
大和 四箇鄕 を 春 日 社に 寄せ 泰行 を 定む。 
即ち 大柳 生庄は 右京 利 平、 坂质庄 は 左 京 
基繼 •邑 地庄は 修理 包 成、 小 柳 生 庄は大 
膳 永 家 也" 當氏は 永 家の 裔に して、 菅家 
の 胤、 小 柳 生を 領 す」 と。 

永 珍の 後は 「播磨 守 永 珍 (美 作 守〕 丨備前 
守 家 重— 三 河 守 道 永— 孫 次 郞家宗 — 新 六 
郞 光家 (細 川 高 ^ に涵 す〕 丨闪幡 守 重 永丨 
美 作 守 家 嚴 (三 好長跷 に 瓛 し、 天 正 十二、 
一に 十三 年 十一月 サーロ 死〕— 新左衞 門 
宗嚴 (新 介、 但馬 守、 石 舟 齋〕— 新 次郎鹋 
勝、 弟 新左衞 門 宗矩 (但馬 守、 又右衞 門、 
從五 位下、 贈從四 位下〕— 七郎三 嚴 (十 兵 
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衞〕 丨 (弟〕 飛 驊守宗 冬 (初め 浚矩 、主 膳、 
內 膳、 從五 下)」 と。 

氏人ル至德元年の大和武士交名に柳生を 
载せ 、下って 筒井 時代、 柳 生宗嚴 ぁり。 
而して藩翰譜に「但馬守营原宗矩は、聖 
廟の御 末、 故 但馬守 宗嚴が ニ 男な り。 昔 
し 宇治の 攝政賴 通 公 •春 日の 社に、 大和 
の 國四箇 の庄を 寄せら る。 大膳亮 菅原永 
家 •小 柳 生庄の 地頭と して、 神頜の 事を 
奉行す。 後醒醐 天皇の 御 時に 及びて、 永 
家が 末孫、 兄は 播磨守 永 珍、 弟は 笠 置 寺 
の衆徒中坊そぃふものなり。世遙に隔9 
て、 永 珍 •旣に 累代の 所領を 失 ふ、 元弘 
の戰 、帝 •笠 置に 臨幸な りし 時、 中坊 則ち 
官兵に 1¢ せ 加る (楠 正 成を す \ めしは、 
此の 中坊な りと もい ふ〕。 其の後、 再び 帝 
位を 履せ 铪ひし 時、 彼の 中坊を 召されて、 
勳 賞を 行 はれ、 累代の 所領 なれば とて、 
小 柳 生の 庄を 賜は り、 總頜な れば永 珍に 
譲る。 是 ょり 再び 永 珍が 子孫 亡 傳 へ、 美 
伶 守 家嚴に 至って、 三 好 修理 大夫 長慶に 
屬 す。 其の 子但馬 守宗嚴 、其の 子 宗矩な 
り、 永 珍より 十八 代の 由、 宗矩の 申せし 
とな リ (家 嚴は永 珍 七 代の 孫 なれば 十八 
代は 永 家より なるべし〕。 松 永 彈 正久秀 


ヤキフ 


と共に 三 好に 從ひ 、其の後、 織 田 殿に 召 
されて、 宗嚴 を案內 者と し、 大和の国を 
打隨へ ん とて、 柴田 、瀧 川、 佐久間 等の 大 
將を差 向けら る。 宗嚴 後に 身 煩 ふ 事 あり 
て、 人道し 柳 生の 庄に 引き こも リ 、慶長 
五年關が原の戰の後に、大御所に召出さ 
れ 、同 十一 年、 八十 歳に して 卒しぬ。 

織 田 殿の 時、 宗嚴 •大和の 守護 筒井 人道 
順慶に 屬 して、 所々 の 高名 ありき。 關白 
秀吉 •天下を 知 召して、 當國を 悉く 御 弟 
秀 長に 參ら せし に、 柳 生 譜代の 郎等、 松 
田と いふ 者 •告げ 申せし 旨 ありて、 柳 生 
の庄 •隱 田の 科に 處せ られ 、累代の 所領 
沒收 せらる。 宗嚴 •ロを しき 事に 思 ひ、 
三人の 息に 如何にもして 汝等 本領を 安堵 
し、 松 田が 首 切つ て、 我に たむ けょ とい 
ひしが、 宗矩 •再び 此の 地を 謂す る 事を 
得て、 松 田を 搦取つ て、 莊田 とい ひし 郎 
等を して 首を M ねし むと なり。 

慶長五 年 秋、 但馬 守宗矩 、いまだ 浪人に 
て、 又右衞 門と 申せし が、 密かに 德川殿 
, の御陣 に從ふ 。父と 共に、 上方に て、 兵 
を 起すべし とて、 父 宗嚴 に 御 書を 賜 ふ。 
關が 原の 軍 終って 後、 御家人と な 9、 柳 
生 谷 正木 坂 (ニ 千 石) を 給 ふ。 其の後、 


ヤキフ  亡 癸 


御 恩 度々 に 及び、 一 萬 ニ 千 五百石に 至れ 
り。 宗矩が 父 故但馬 守宗嚴 •兵法の 達者 
にて (刀を 擊っ 事を 我 朝に て 兵法と いふ。 
異國に いふ 兵法には あらず。 また 世に 劎 
術と 云 ふは、 ひが 事に や)。 男子 三人い づ 
れも其の業を繼ぐ。新ニ郎嚴勝は終に仕 
ふる 事なくて 死し、 ニ 男は 但馬守 宗矩な 
U。 三男 五郎 左 衞門某 •慶長 九 年 十二月 
廿 四日、 伯耆國 の ^ 護 中 村 伯 耆守忠 一が 
館 山の 城を 攻めし 時、 五郎 左衞門 •城 中 
に 籠って 防ぎ 戰ふ 。彼が 鋒に まは る 程の 
者 •疵を 蒙 9、 命を 落さず とい ふ 者な し、 
(事は 中 村が 條に詳 なり 0 柳 生は 藤 井助 兵 
衞と云 ふ ものに 討れ ぬ)。 是 ょりして 柳 生 
が 兵法 •天下に 顯 はる。 左大臣 家 •御 年若 
くましませしよ9此の事を好ませ給ひ、 
宗矩 •御 師範に 召さる、 年頃た ゆみな く 
學ばせ給ふ程に、凡そ其ひ法の有る所* 
悉く 傳はら せ 給へ ども、 宗矩に は 及ばせ 
給は ず。 宗矩 ょりて 禪を假 りて 術を さと 
し 候には 若くべからず とて、 臨濟の 一派 
宗峯の 遠 孫澤庵 宗彭を 進む。 宗矩 •初め 
此の 術に 依って 身を 起しければ、 世の 人 
は只此の事にて柳生御信敬の程、淺から 
ずとの み 思 ひけり 。>此の人さる古兵、虬 


そ天アの大勢を能く知つて、 || をかりて 
は 術を さとし、 術を 恨 リ ては 政事を さと- 
す。  左大臣 家 •常に 御 傍の 人々  に、  天下 
の務 •宗矩 に 學び てこ そ、 其の 大體を 得 
つれと 宣ひ しと， ぞ聞 えけ る 0 されば にや、 

宗矩*年七十六歲にて、正保三年の春、病 
日々 に 重 かりし に、 忝くも 彼が 家に 成ら 
せ給ひ、同三月廿六日、終に空しくなりぬ 
れば 、當時 例な き 贈位の 事を 執し 仰せら 
れ 、從四 位の 下に あげられて、 彼の 黄泉 
の 冥瞭を 照され たり。 是れ 偏に 年 比の 彼 
が 輔導の 功に 感じさせ 給 ふ 所な り。 卒後 
も、 事に つれては 宗矩 生きて 世に 在ら ば、 
此の 事を ば 尋ね 問 ふべき 者を など、 深く 
墓 ひ 仰せられき。 

宗矩 •男子 三人、 嫡子 十 兵 衞宗三 (三 嚴)、 
ニ 男 飛 驊守宗 冬、 三男 刑 部少輔 (友矩 )、 
父 卒して、 宗三 (八 千 石)、 宗冬 (四千 石〕 
に 所領を 分ち 給 ふ。 宗三 •慶 安三 年 正月 
廿 一日に 死して、 子なければ、 宗三に 賜 
ふ 所を、 宗冬に 給 ひ、 宗冬が 領せし 所を、 
刑 部少輔 に 蛤 ひしに、 刑 部少輔 も、 程な 
くまた 卒し、 是も嗣 なくて 家絕 えぬ。 宗 
冬 •右大臣 家の 御 師範と 成って、 兵法を 
傳 へ 奉りし かば、 所領を 加へ、 1萵 石を 


領 す。 宗冬 •男子 二人、 嫡男 大膳宗 春、 

ニ 男 又 右衛門 宗在 、延寶 三年 二月 四日， 
嫡男 宗春 •父に 先立って 死す。 死す る 時、 
父と 弟と に 向つ て、 我が家 •世々 兵法を 
以 つて 業と し、 將軍 家の 御 師範と なる。 
されば 此の 業 未練の 者の、 我が家を 繼ぐ 
事 叶 ふべ からず。 我 死した らんには、 舍 
弟宗在 •世 嗣 として、 我が 二人の 息を ば、 
將軍家 御 連枝の 御家人と なすべき 由、 い 
ひて 死す。 此の 年 九月 廿 九日、 飛 驛守宗 
冬 も 卒し、 宗春が 申せし に隨っ て、 ニ 男 
宗 在を 以て 嗣 とす。 同 十二月 廿六 日、 宗 
在 •對馬 守に 任ず J と。  、 

寬政 系譜には 宗矩の 男 「十 兵 衞三嚴 (家 
を 繼ぎ て、 八 千 三百 石)、 ニ 男 刑 部少輔 
友矩 (左 門、 ニ 千 石)、 三男 飛驛 守宗冬 
(浚矩 。四千 石、 慶安 三年、 兄 三嚴 死し、 
その 嗣とな り、 家を 嗣 ぎ、 一 萬 石を 領 す)」 
と。 その後は 同書 •及び 武鑑に 「飛驊 守 
宗冬 —( 大膳宗 春)、 對馬 守宗在 (又 右衞 
門) 丨備前 守 俊 方 (實は 大膳嫡 〕—飛驊守 
後平 (實松 平 越 中 守 定重四 男〕— 備 前守梭 
峯 ( 實眞 田彈正 忠信 弘三 男〕— 但馬 守梭則 
(實松 前 志 摩 守 邦廣ニ 男、 資廣 弟)— 但馬 
守後豐 ( 實松 平甲裴 守 保 元 六 男〕 丨怛馬 守 


> 


浚章丨飛驛守浚能(實田沼支蕃頭意尊舍 
弟)— 但馬守 俊頤 C 贸武田 左 京大 夫 信 之 三 
男〕 丨但馬 守俊郞 (寅 武田左 京大 夫 信 之 五 
男)」— 俊久に して、 大和 柳 生一茁 石、 (明 
治 五 千 七 百 十 石〕。 現今 子爵。 家紋 和禮茂 
香、 二階 笠、 雪笹。 


柳 生 


二階 笠は もと 坂 崎 出 羽 守 直 盛の 紋 、生害 
の 後* その 武器を 宗矩に 賜は リ- 副紋と 
すべき 仰 ぁリ と。 又宗嚴 の 男 兵 庫は 尾 州 
家に 仕へ 五百石、 又 五郎 右衞 門は橫 田 村 
詮に 寄食 •共に 戰 死す。 中村條 を 見ょ。 

- 村 田 氏族 但馬 守宗 在の 門下 村 田十耶 
右衛門 久辰 •備前 守 俊 方よ U 家 號を賜 七 し 

寬政 系譜に 「十耶 右衞門 久 辰—播 磨守久 
壽丨 (主 水久隆 ) 丨 主 膳 正久通 (將軍 指 
南)」 と 載せ、 武鑑に、 播磨守 •千 西 石。 


柳 生 主 膳 正久通 


■雜載柳生藩老臣に柳生七郞左衞門、 
同 喜 七 郎等 見え、 又 美 濃、 伊勢、 志頌、 
武藏 等に 在り。 
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.V キヤ マ 1 ヤク  ヤク 一 ：ヤ クシ シ ヤク シシ  亡 六 八 


/ 燒山 ヤキヤ マ ヤケヤ マ 上野、 羽 後、‘ 

越後、 安藝 等に 此の 地名 ありて、 此の 氏 現 
存 す。 

矢 切 ヤキ リ下總 等に 此の 地名 ありて、 
源平 盛衰 記に 矢 切 但 馬明禪 を载 せ、 太平 記 
卷 十四に 矢 切 但馬 •見 ゆ。 

夜久 ヤク 和名 抄 、丹 波 國天田 郡に 夜久 
鄕を收 む、 今上 中 下の 三 村と 爲る 。その他、 
筑前 等に も 此の 地名 あれ ど、 此の 氏は 前者 
ょり 起り しにて、 桓武 平氏、 本州の 名 族 也。 
夜 久系圖 に 據れば 「秩父 重 時 •夜久 鄕高內 
村に 居る、 ょって 氏と す」 と 云 ふ。 氏人は 
應仁 記に 「夜 久氏等 •但 馬亂 入」 の 事 見え、 
又 丹 波 志に 「夜 久道溫 •額 田 村。 由 利， に 在 
り、 其の 居所を 指 殿 之 奥と 謂 ふ。 子孫 無し。 
寬延 年中 迄、 其の 末葉 ナツと 云 ふ 女 あり」 
と。 又 「兄 夜久 主計、 弟 夜久玄 蕃 •子孫 高 
內村 。此 所に 屋敷 有って 住す。 子孫 代々 十 
右衞 門と 云 ふ。 主審は 川 北 村 山 かきと 云 ふ 
所に 届 住す。 此の 家 •福 知 山 町 糚屋小 介」 
と载 せたり。 

八 九 ヤク 越後 蒲 原に 此の 氏 在り。 

易 ヤク 美痄國 東北 條郡 綾部 村 社家に 易 
金 吾 f 吉見村 社家に 层湏江 等 あり 〇 又 草 壁 
村 八幡宮 寬文楝 札に 易 左 京大 夫 •見 ゆ。 


屋久 ヤク 大隅に 屋久島 C 掖 玖} あリ。 

八 草 ヤクサ 三 河に 此の 地名 あり。 
藥草院 ヤクサ ウキン 山城 國 に 藥草 院庄 
あり 0 

.藥師 ヤクシ 三 河 國額田 郡大草 村に 藥師 
十二 人と 呼ぷ 武士 ありき。 

藥 師院ヤ クシ 4 ン 茶人に 藥師院 あり。 
藥師寺 ヤク シジ 大和、 下野、 因幡 等に 

此の 地名 あ 9。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 小山 氏族 下野 國河內 郡 
藥師 寺邑ょ 9 起り、 尊卑 分脈に 「秀 鄕裔 
孫、 小山 下野 守 朝政 丨左衞 門 尉 長 朝— 出 
羽 守 長 村 (四郞 、母 中條宗 長女、 小山 又 
藥師 寺〕 丨 阿波 守 政 村 (左衞 門 尉、 五部 三 
郞 、改朝 村、 藥師 寺、 或 本 •に 政 村は 朝政 
子〕— 經泰 、弟 左 衞門尉 政 氏丨政 盛」 と 
見え、 •又 政 氏の 弟に 政義 、忠政 あ 9。 又 
結 城系圖 には 「小山 政 光 

- 政 吋 有 子孫、 薬師 寺 等 先祖 
佐铤严 11 、出韵守、下野大掾 

丨 朝 攻丨朝 長— 玫長藥 ® 寺 M — 景 汝左衞 門 32 
下野 守 修理 樓亮 

丨宗 政— 時宗 丨 某ー不 に* 澄 •葵® 寺 
長轺 谈路守 ？ 辟 守藥舔 寺 

また 蒲 生 系圖に 「小山 朝政 丨 朝 長 — 政 村 
(藥師 寺)」 など 見え、 又 藥師寺 系圖に 「小 
山 下野 守 朝政 嫡孫 •朝 村 (藥 師寺友 衞門 


尉大夫 判官〕— 政 氏 (新 左衞門 尉)— 政 村 
(阿波 守、 左衞門 尉)— 政 盛 (阿波 守、 左 
衞門 尉〕 丨貞光 J 次郞 左衞門 尉) 

丨公義次耶左衞門尉人道元可—公光彌次郎 

歌人 

—義 # 観 應ニ年 辛 卯 十-一 气駿州 薩埵 山、 討死 
勘解由左衞門尉 

丨義 夏璧 位下 Rf— 貞義 —— 貞浚 —— 

修理 大進  次郎左衞門52坷.改守 

丨助義 SS 2 上 丨助光 掃 部 助 
掃 部 助 

j k 

貞政 (阿波 守〕— 貞氏 (次郞 左衞 門〕 丨貞 

勝 (阿波 守〕— 頁 村 (阿波 守〕 丨貞朝 (伊貿 
守、 實は貞 勝の ニ 男〕」 と。 < 

2 氏人 東鑑卷 三十、 三十 一、 三十 ニ、 
三十 四、 三十 五に 藥師寺 左 衞門朝 村、 藥 
師寺大 夫 判官 朝 村、 三十 六に 藥師寺 新 左 
衞門尉 政 氏 等 見え ハ 又 太平 記卷 十六に 藥 
師 寺十郎 次郞 、二十 一に 藥師 寺次郞 左衞 
門 公義、 二十 九に 「藥師 寺次郞 左 衞門公 
義 、云々」、 三十に 「祀黨 には 猿 子 出 雲 

守、 _師 寺次郞 左衞門 入道 元 可、 舍弟修 
理進義 夏、 同 勘 解 由 左 衞門義 春、 同 掃 部 
助助義 J 等を 载せた り。 これ 等は 多く 第 
一項 氏の 族な れど 、第 六 項 氏に 屬する も 
の も あり、 第 六 項 以下 參 照。 
下つて鎌倉大草紙に「藥師寺、常法寺 1 


長倉追罸記に「小山の葜師寺がとも又の 
紋」 と。 又 宇都 宮 盛衰 記 等に 多く、 又衬 
田 條參照 。その他、 各項を 見ょ。 

3 居城 下野 國志に 「藥師 寺 城は 河内 郡 
葜師寺 村に ぁり。 小山 左 衞門尉 朝 村 •始 
めて 築く- 寬喜 年中なる べし」 と。 後裔， 
宇都宮氏に屬し、代々阿波守、慶長ニ年 
に至り退轉す。 

4 武藏 高麗 文書に 「金 井原 御 合戰の 時、 
藥師寺 加貿權 守 入道と 同道し、 散々 大刀 
討 了。 同 二十 八日、 高麗 原に 於いて 戰功 
を 抽んじ 了。 後證に 備ふ る爲 、着 到 如 
件。 觀應三 年 五月日」、 「高麗 彦四 耶經澄 
軍忠 事。 藥師寺 加賈守 入道、 宇都 宮 下向 

の 間、 對 面を 遂げ、 上 椹 民 部 大輔を 誅伐 
せし むべき の 由、 條 々談合を 致し 華」 な 
ど 見え、 又 圔大曆 、武藏 守 義宗の 奏狀に 
「此の 時、 義宗 、武州 前 守護 代 藥師寺 一類 
を 打 敗る」 と。 

5 尾 張 春 日 井 郡 野 田 村の 人 藥師寺 刑 部 
大輔 道元は 今 川 氏 豐に仕 ふ。 又 中村彌 右 
衞門元 親 •今 川 氏豐 に 仕へ て、 那 古野に 
在 9、 藥師寺 刑 部大輔 道元の 女を 娶る (鹽 
尻) など 多し。 

6 橘 姓 作者 部類 六 位の 部に 「藥師 寺 次 


ヤ クシシ 


耶左衞 門 尉 橘範隆 (新 千歳 集〕 丨 同次郞 左 
衞門尉 橘 公將 (後任 加 貿 守、 法名 元 可、 
新 千歳 集〕」 など 载 せ、 又 長 倉 追罸 記に 
「楠、 藥師 寺が 菊 水、 小山の 葜師 寺が と 
もえの 紋 J とて、 第 I 項と 區 別し， 又 見 
聞諸家紋に 

橘 氏 / 

藥師寺 掃 部 助元隆 

又 中興 系圖に 「藥師 寺 •橘 姓、 掃 部 助 元 
隆 」と载せ、又「南 -* 朝の比、橘姓藥師 
寺 公義 あり、 高師 直に 屬し 、諫 をい れら 

れず 、高野山に かくる。 家紋 五 石 # 」 と 

奪へ らる o 

7 河内 前後 各項 參 照。 又 長 祿寬正 記に 
「弘川 衆 藥師 寺、 討死」 の 尊 見 ゅ。 

8 攝津細 川 氏 守護 時代、 その 守護 代た 
りき。 細 川條參 照。 氏人は 應 仁記卷 三に 
藥 師寺與 一を 載せ、 また 細 川兩家 記に 「攝 
津 守護 代に 藥 師寺與 一元 一を 御 使に て、 
阿波 國へ差 下さる 云々 J っ又 「藥師 寺與市 • 
永 正 元年 甲子 九月 初に、 淀の 城へ たて 籠 
りけ る。 與一 弟の 與 次を 初めと して、 御 
屋形樣 へ 參る 云々」 と。 與市敗 死し、 「弟 
の與 次は 御かん 有リ て、 此 度の 恩賞に 桐 


のた ぅの 御紋を 下され 一一 i 耶 左衞 門 と改 
名な され、 兄の 與一が 跡を 賜は りて、 攝 
津國 上下 守護 代と なり、 榮花に ほこれ リ J 
と 0 

又 「薬師 寺 三 郎左街 門、 香 西 又 六 (元 長) 
兄弟 同心して、 政 元を誅 し 奉る」 と。 又 
「藥師 寺九郞 左衞 門、 同與次 、云々」、 「九 
郎左衞 門、 戰功ぁ リて備 後 守と なる」、 三 
郎左 衞門國 盛、 など 多く 見幺 、又 「島 上 
郡芥川 城は 藥 師寺與 I 耶 •居りし が、 天 

文 十六 年 六月 二十 六日、 細川喑 元に 攻め 
ら れて陷 y、 三 好長慶 の 妹婿なる 芥川孫 
十郎 •當 城主と なれ リ」 と。 又永祿 A 年 
- 諸 役人 附に 「足輕 衆藥師 寺」 を擧 C。 

、 9 播磨 赤松 家風 條 々事に 「常 方 御 年寄 • 
藥師 寺」 を 載せ、 又 浦 上 則！： 家臣に 藥師 
寺次郞 左衞門 •見 ゆ。 

10 備前美 作® へ 云 ふ、 橘 遠 保 •天慶 の 
亂に 、藤 原 純 友を 伊豫に 慮へ、 功に 據つ 
一 て 河 內國を 頜す 。その後 裔行賴 •藥師 寺 
治郞 左衞 門と 稱し 、平家に 仕へ、 右馬允 
公 長に 至りて、 新中納 言 知 盛の 家人た リ 
しが、 治 承 四年賴 朝に 仕へ、 その 裔薩 靡與 
次郞公 光 も 亦 功多し。 右 馬 介 公信より 足 
利氏に仕へ、與ー郞信忠は交野城主安見 


ヤク シシ  亡 六 九 


ヤ クシ シ 


ヤク シシ 

河内 守 直 政の 一族と して、 內藤 主馬 助丨 
山中 遠 江 守、 國 巢太郞 、河口 壹岐 、赤 坂 
大和 守と、 其の 名を 齊 ぅし、 明應 年中、 
河 內國に 住す。 其の 子 與一郞 行政 •赤松 
氏に 仕へ て老 職た 9 と。 

その後、 赤松 氏衰 へ、 其の 子與三 犮衞門 
行 信は 備 前に 流浪し、 宮內に 住す。 僞々 
天文 十七 年 九月、 高 田 城主 三 浦貞久 病死 
し、 尼 子 氏の 爲に暗 落した るを 以て、 其 
の 子弟 貞 勝、 貞盛 等、 兩備の 間に 居り、 
日夜 焦慮して 名士と 結び、 永 祿ニ年 三月、 

遂に 兵を 擧げて 尼 子の 將 宇山 飛驊 守を 討 
ち、. 高 田 城を 同復 す。 與三左 衞門行 信 • 
三 浦 氏を 助けて 此の 役に 參加 し、 敵將大 
塚、 加 山を 斬り、 功に 據 りて 西 河内、 向 
津 矢の 兩 村を 領 し、 西 河内に 八幡 神社を 
改築して、 鎭 守と 爲 し、 其の 西に 居る。 
天 正 ニ 年、 三 浦 氏 滅亡、 其の 子 與右衞 門 
行直繼 ぐ 云々 (名聞 集〕。 眞庭郡 西 河內邑 
の 此の 氏は 百 五十六 舊家の 一たり。 又備 
前の 此の 氏は 條參 照。  - 
11 備中窪 屋郡眞 壁の 領主 藥師 寺次郎 左 
衞門 公義は、 田 原 藤 太秀鄕 の裔に して、 
太平 記に 眞壁 氏と ある もの 是也 (府 志、 
集成 志) と 云 ふ。 


ヤク シシ 


12 備後 太平 記卷八 に r 備後國 の 住人 藥 
師寺八 郞」 見 ゆ。 

13 阿波 第 八 項、 及び 細 川、 三 好條參 照。 
又傳 ふ、 昔 名 東 郡 井戶の 妙 照 寺に 蟒 •住 
す、 藥師寺 政 村 •射て 殺す と。 この 政 村 
は 日 奉 姓、 藥師寺 阿波 守と 稱 して 當邑に 
居る。 東國 小山 氏の 族 •長 村の 子に して、 
政 村の 子政庀 は 左衞門 尉に 任ず。 其の 族 
黨に村 田、 田 村 等 あり (阿波 志〕 と傳 ふ。 

14 豐前豐 後上 毛 郡の 豪族に して、 應永 
正長の頃には藥師寺山城守あ9とぞ。又 
井桁の 中に 橘を 家紋と する あり。 

15 幕臣 橘 姓 胤長を 祖 とす。 家紋 丸に 三 
橘、五七桐。寬政系譜に藥師寺宗仙院元 
常の ニ 男次郞 左 衞門元 倍 (小 平 太、 元祿 
幕 £ 〕ょり系ぁり。 


この 流、 一に 「本 國 下野、 本姓 橘、 家紋 
丸 內三橘 千 文字。 藥師寺 平 馬 (始め 生 駒 
家臣、 後 本 多能 登 守忠常 家來) 丨橘宗 仙 
院 法印隆 庵 (奥 御 醫師七 百 石〕— 橘 宗仙院 
法 印隆 庵— 橘 支 周、 ニ 代 隆庵弟 蘂師寺 次 
郎左衞 門 (元 倍) 1 同名 (初 鐵之 助、 元 请〕 


ヤクシ シ ヤクチ  〗(ー 七 g 


同名 C 初 名 善 五耶、 元 著〕— 元 則」 と 見 ゆ。 
16 雜载 書家に 藥師寺 方正 正 信 あり。 

藥 師神ヤ クシ ジン ヤ クシ ガミ 

藥 師堂ヤ クシ ダウ 相 摸、 羽 後 等、 此の 
地名 多し。 

矢且ハ 島 ヤグシ マ 伊 簠國に 矢 具 島 一族 4 
り、 藤 原 姓に して 惣紋輪 違な りと 云 ふ。 伊 
賢 郡 上神戶 、下 神戶 、上 林 三 村に 榮ゆ。 

矢久島 ヤク シマ 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 
石 矢 久島傳 助」 見 ゆ。 

藥師丸 ヤク シマ ル 建久の 薩摩圖 田 帳に 

丨 「高 城 郡 云々、 若吉 三十 六 町 •本 郡 司 藥師丸 j 
と 見 ゆ？ 

陽 ロ ヤグチ 和名 抄、 但馬國 二方 郡に 陽 
ロ鄕を 敬む。 

g 削 ロ ヤグチ 河 內國石 川 郡發祥 か。 

〇 箭 ロ 朝臣 武內宿 禰の裔 、蘇 我 氏の 庶 
流に して、 持 統紀に 八 ロ 朝臣 音欞 •見 ゆ 
矢 ロ 公の 後なる べし。 姓氏 錄は左 京皇別 
に 收 め、 r 箭 P 朝臣。 宗我石 川 宿 禰四掛 の 
孫 稻目宿 漏の 後 也」 と载せ 、その後、 元 
慶元年十ニ月紀に箭ロ朝臣岑業あ0。{宇 
岳 朝臣 姓を 賜 ふ。 

矢 ロ ヤグチ 出 雲に 八 ロ 神社、 その他、 
遠 江、 武藏 、下總 、羽 後 等に 此の 地名 存 す。 • 


1 矢ロ公蘇我氏の族か -» 前條參照-正 
倉院 天平 寶字五 年 文書 等に 氏人 見 ゆ。 

2 源 姓 中興 系圖に 見 ゆ。 武藏國 矢 ロよ 
り 起リし か。 東鑑卷 三十 ニに 矢 ロ 兵衞次 
郞を 載せたり。 

3 信 濃 安藝 郡の 豪族に して、 西 山城 主 
に 矢 ロ 筑前あ 0。  / 

4 雜载德 川 時代 岩 村 松 平 藩 番頭に 見え 
(武鑑)、 又 矢 ロ 謙齋梏 は武藏 本莊の 人に 
して、 もと 森 田 氏、 幕臣 矢 ロ 氏を 嗣 ro 

八 ロ ヤ クチ 前 ニ條參 照。 

屋ロ  ヤクチ 同上。 

八 ロ內ヤ クナイ 羽 後國雄 勝 郡 役 內邑よ 
り 起る。 天 正の 頃、 八 口内 尾 張 守定冬 (貞 
冬〕 あり、 永慶 軍記 等に 見 ゆ。 

役內 ヤク ナイ 同上。 

八 邦 ヤク ニ 和名 抄 、伊豆 國田方 郡に 八 
邦鄕 を收 む。 

八們 ヤク ヌギ ヤツ クヌ ギ條を 見よ 0 

八 桑 ヤクハ 和名 抄 、佐 渡 國羽茂 郡に 八 
桑 鄕を收 め、 也久 波と 註す。 

八 # ヤクハ 羽 前 國村山 郡 八鍬邑 より 趄 
る。 大江 姓、 寒 河 江 氏の 一族 也、 サガエ 條 
を 見よ。 又武藏 等に 存 す。 

藥部 ヤクべ クス シべ條 を 見よ。 


ヤ クチ —— ヤクへ 


矢久 保ヤ クボ 武藏 等に 存 す。 

彌 久末ャ クマ 

養 限 ヤクマ 和名 抄 、安藝 國 に 養隈 鄕敉 
り、 ヤノ 條を 見ょ。 

00 ヤクモ 大和 國宇陀 郡 阿紀 神社 (神 
戶明 神) の舊 社家に 家 雲 氏 あり。 寬永 文書に 
「神 戶家雲 神主 吉 政」 見 ゆ。 

矢 倉 ヤグラ 相 摸、 上野、 出 雲 等に 此の 
地名 あり。 • 、 

1 熊 野 族紀州 熊 野 社 上 網に 矢 倉 殿 •見 
え、 又 串 本 浦 地士に 矢 倉直藏 あり。 

2 河内 丹 比 郡の 名 族 也。 

3 上野 吾妻 郡 矢倉邑 ょり 起リ 太平 記 
卷三 十一に 矢 倉三耶 •見 ゆ、 南朝の 忠臣. 
也。 

4 伊豫 豫章 記に 「得 能 人々、 越後 守 父 
子、 新 左衞門 尉、 但鳥守 (八 倉 事〕」 と。 

5 雜载小 給 地方 由緖 書に 「矢 倉 久右衞 
門、 家康代 、祖父 中 西 久右衞 門 儀、 慶長 

の 比 召 出さる、 三十 八 石」 と。 その他、 
攝津 、伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

八 倉 ヤク ラ武藏 等に 在り。 

八 倉卷ヤ クラ マキ 
藥王寺 ヤクワ ウジ 三 河、 甲斐、 武藏- 
磐 城、 羽 後、 紀伊 等に 此の 寺院 名 あり。 又 


ヤクホ —— ヤク ワウ 


常 陸、 陸奧に 藥王院 •見え、 而 して 三 河 ^ 
矢 作の 刀匠に 藥 王寺久 原貞吉 、同大 友 助吉、 
同 吉十等 名高し 0 

一仪開 ヤケ 和名 抄、 筑後 國三潴 郡に 夜 開 
を收め 、高山 寺 本に 夜 介と訓 じ、 又 肥 後國 
菊 地 郡に 夜開鄕 を 取む。 又 日向 國那一 •郡に 
夜 開 鄕を擧 ぐ。 ョァ ヶ條參 照。 

八 下 ヤゲ ハチ ゲ條參 照。 

益 氣 ヤケ 和名抄 •播 磨國 印南 郡に 益氣 
鄕を收 む。 

宅 ヤケ 正 倉院 天平 二十 年 文書に 見 ゅ。 

谷 下澤 ヤゲ サハ ャギ ザハ 條參 照。 

八祐 ヤケシ ヤケメ 和名 抄、 駿河國 安 
倍 郡に 八祐鄕 を收 め、 也 介 之と 註し、 高山 
寺 本には 八 社に 作り、 夜 計 之と 註す。 此の 
• 地ょ 9 起る か。 日用 重寶 記には、 ヤヶノ と 
訓 ず。 

八 下 島 ヤゲ シマ 

燒野 ヤケ / 桓武 平氏 杉 原 氏の 族に し 
て、 尊卑 分脈に 「杉 原 光平— 員 平 丨主蕃 允 
恒淸 (杉 原、 燒野) —淸平 (四 郞左衞 門 尉〕— 
弘 綱」 と 載せ、 諸家 系圆貘 に 「(杉 原 流〕 光 
平 C 伯耆 守、 本鄕 、木 梨、 浅 野、 以下 流)— 
員 平— 恒淸 (主審 允〕」 と あり、 杉 原 條を見 
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ヤケヒ —— ヤコ 

燒火 ヤケビ 出雲大社の 社 職 也。 出 雲、 
'千家、* 島 等の 條參 照。 堀 尾 山城 守 給 帳に 
「拾 石 •燒火 」 と 見 ゅ。 

益 必 ヤケ ヒト 和名 抄 、周 防 國吉敷 郡に 
益必鄕 を收 め、 也 介 比 止と 註し、 高山 寺 本 
には 也介必 止と訓 ず。 

家人 ヤケ ヒト ケ -I ン家部 (ヤ 力べ〕 條 
を 見本。 中® 以後は 御家人、 家来な ど稱す 0 
豪族 配下の 土、 卽ち 家臣を 云. ふ。 

家人 部ヤ ケビト ベ 賤民の 一種に して、 
家人、 或は 家 部と 云 ふに 同じ。 雄 略紀に 「大 
海は 韓奴 •室、 兄 麿 •弟 麿、 御倉、 小 倉、 
針の 六 ロを 以つ て大 連に 送る。 吉備上 道 蚊 
- 島田邑 の 家人 部 •是れ 也 J と 見 ゅ。 

家 部 ヤケべ ヤ 力べ 條を 見ょ。 

'宅 部 ヤケべ 同上。 又 武藏に 此の 地名 あ 
り。  ' , 

陽 胡 ヤコ 又 陽 侯、 楊 侯、 楊 公、 陽 古 等 
に 作る、. 以下 數條參 照。 

1 楊胡史 漢族に して、 隋煬 帝の 後 也と 
云 ふ。 推古齟 .十 年條に 「陽 胡 史の祖 玉 陳， 
曆 法を 習 ふ」 と 云 ひ、 また 文武 紀四年 八 
月條に 「僧 通德 、惠狻 に 勅して、 旅に 遺 
俗せ しむ。 代 度 各々 一人。 通德に 姓を 陽 
侯史 、名を 久爾曾 (久留 ) と 賜 ふ」 など 


ヤ n 

見 ゆ。 後大隅 守と なリ 、養老 中 隼 人の 亂 
に 死す。 姓氏 錄は左 京 諸蕃に 收 め、 「陽 胡 
史 。同. 上 (隋煬 帝の 後ょり 相 づ〕」 と 註 
す。 

2 大 陽胡史 前項の 玉陳は 法隆寺 良訓補 
忘 集に r 大陽 胡史 の祖 •玉 陳 j と载 せたり。 

3 陽 胡 毘登楊 胡史に 同じ。 神 護 景雲 ニ 
年に 思 寸姓を 賜 ふ。 

4 揚候直 これ も 漢族に して、 姓氏 錄、 
和 泉 諸蕃に .「楊 候 直 ( I 本に 揚隻 直〕。 楊 
隻忌寸 と 同祖、 達 率 楊 公 阿 了 王の 後 也」 
と载 せたり。 候は 一に 公に 伶る。 

5 楊 候 忌 寸 第三 項の 後に して、 神護景 
雲 ニ 年 三月 紀に 「左 京人 外從 五位 下 楊 胡 
毗登人 麻呂等 男女 十四 人に、 姓を 楊 胡 思 
寸と賜 ふ」 と ある 後に して、 姓氏 錄 、左 
京 諸蕃に 「楊 候 思 寸 (一本に 楊隻 )。 隋煬 
帝の 後、 達 率 楊 候 阿 了 王ょり 出づ 5. 也」 
と 見 ゆ。 

6 陽铤 宿禰楊 候 思ず の 後なる べし 0 除 
目 大成抄 等に 見 ゆ。 

7 無 尸の 陽 胡 氏 正倉院 天平 十七 年 文 
書、養老ニ年ー1. ^ 紀、東大寺要錄等に見 
ゆ？ 陽 胡 ^ の 族裔也 。 

陽 侯 ヤコ 前條を 見よ。 陽侯眞 身は 隋煺 


ヤ n 


ヤ n シ 


六 i 


帝の 後 阿子 王の 裔と云 ふ。 養老 律令に 功 ぁ 

，り、 後豐後 守、 但馬 守た. 9。 又 中興 系圖に 

「楊 侯 •劉 公 揚阿了 王 末裔」 と 見 ゅ。 

楊 候 ヤコ 同上。  . 

楊 侯 ヤコ 前條 氏に 同じ 0 陽 胡條に 在り。 
楊公ャ n 同上。 

■〇 楊公史 拾芥抄 に 見 ゅ。 楊 胡史に 同じ。 

陽 古 ヤコ 同上。 讚岐 國寬弘 元年 大內鄕 

戶籍に 「陽 古 乙 町 女」 を 載せたり。 
矢古ャ n 同上。'  ” 
陽公ャ n 同上。 

矢 ロ宇ャ n ゥ ，次 條 、及び 八國 府條參 照。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 近 藤氏の 族に して、 武 
藏國足 立 郡 矢 古 宇邑 ょり 起る。 尊卑 分脈 
に「秀鄕五设孫近藤脩行丨行景丨景親— 
景 重— 近 藤八國 澄— 國平 C 近 藤 七、 又 太 
郞 、矢 古 宇〕」 と载 せ、 又 中興 系圖に 「矢 
古 宇 •藤 姓、 島 田！！！ 代、 又太郞 國平 •之 
を 稱 す」 と。 

2 小 野 姓橫 IIJ 黨 東鑑卷 四十 六 ^ 「矢 古 
宇 右衞門 ニ郞 (建 長 八 年 六月 ニ 日〕 J を载 
せたり。 八 國府條 を 見ょ。 

谷 古宇ヤ n ゥ武藏 に 在 认、 前條 氏に 同 

じ 0 

矢 越 ヤゴシ 陸 前、 陸 奥 等に 此地名 ぁり。 


矢 古 cl ャ n シマ 

八國府 ヤコフ ャ n ゥ條參 照」 

〇、 小 野 姓 橫山黨 小 野 氏 系圖に 「資 隆丨 
(小 澤〕 野 小 院—師 兼— 師能 (矣 古字 六 
郞〕」 と 載せ •一本には 「資隆 — 野 五 郞忠 
兼— 田屋ニ 郎師 兼— 師義 (八 國符 五郎〕」 
‘ と 見え、 又 七 黨系圖 には 「(田 屋〕 忠 兼— 
師兼 (田 屋三〕 丨( 八 國府) 師義 (八 國府 五〕 
丨義成 (ニ 兵、 弟に 成季〕 丨〇 成、 弟 光能 
—泰能 (太〕— 有 時 (太 ニ〕」 と。 又 光能の 
弟に 「基淸 (三)、 弟 義季」 等 見 ゆ。 その 
後は 小 野 系圖に 「師能 C 五郎) _ 


-4. 


t 匕 匕 

次郞 
^• 衝 尉 


—■1太 1 郎 

—景能益 

' lil ^ln  因幡 房 
— 5I S 讀岐 闰闍梨 
丨 道朝參 河 房 
丨基淸 — 忠淸 S 郞 

S \ 

丨能季 -p 能 直 丨 能忠 

四郞  一 五郎  孫 三 郞 

- 丨七郎 

丨盛 。 季 丨 廢行 又太郞 丨 彥太郞 
一-’ 又 五郎 
丨三郞 

八國符 ヤコフ 前條 、及び ャ n ウ條を 見 


八國 ヤコフ 同上。 

彌郡 ヤゴ ホリ 丹黨 、橫脛 時 親の 男彌郡 
時 景の後 也、 ィヤゴ ホ リ條を 見ょ。- 
八立思 ヤ nn ロ 神代に 八 意思 兼 命 あり。 
矢 一二 ヤ サウ 阿波の 豪族に して、 地理 志 
料に 「矢 三は 又 野 三に 作る。 東鑑 文治 四 年 
條 に 麻植保 司 野 三 刑 部 丞成綱 あり。 蓋し 此 
に 居る」 と。 ノ サン、 ヲノ 等の 條に詳 かな 
5 0 / 

故城 記には 源氏と し、 名 東 郡 分に 「矢 三 殿 • 
小 笠 原、 源. 氏、 松 皮に 菊 J と 見 ゆ。 

矢 左宇ヤ サゥ  ヤコ ゥ條を 見ょ。 中興 系 
圖に 「矢 左 宇 •藤 姓、 3 鳥 田 四 代 又 太郞國 平 • 
之を 稱 す」 と あり。 

& 坂 ヤサカ 和名 抄 、山城 國 愛宕 郡に 八 
坂鄕 を收 め、 也 佐 加と 註し、 次に 豐後國 速 
見 郡に 八坂鄕 を收 む。 後 八坂庄 起り、 又 八 
坂上庄 、八 坂 下 庄等見 ゆ。 次に 近 扛國犬 上 
郡に 八坂庄 あり、 永享 奉書 案に 北 野社領 と。 
又 周 防 等に 此の 氏 あり。 

又景行 天皇々 后に 八 坂 入 媛 命 あり、 美 濃の 
人、 崇神 天皇 皇子 八 坂人彥 命の 御 狼 也。 

1 八 坂 造 高麗 族に して、 八 坂 馬 飼 氏の 
後 也。 姓氏 錄、 山城 諸蕃に 「八 坂 造。 泊 


國人之 留川麻 乃 意 利 佐ょり 出づる 也」 と 

载せ たリ。 

2 江 州 中原 氏族 近江國 八坂庄 ょり 起 
る。、 江 州 中原 系圖に 「尾 本 檣 守師 景丨三 
郞景 直— 某 C 八 坂 八 郞〕— 某 (源 太 兵衞 〕、 
弟中塬 次衞 門、 弟祐 長、 弟 源 三」 と 載せ、 
又 井口 系圖忙 は 「某 (八 良 太 郞〕」 と 見 ゆ 0 
3 豐後圖 田 帳に 「八 坂庄 二百 町 •宇佐 宮 
彌勒寺領>本莊五十五町、地頭御家人ぺ 
坂 五郎左衛門 惟繼 跡、 彌五郞 盛 氏、 七郎 
惟行、 十郞 能繼 、各 分領 •分明なら ず。 
若 富 名 五町 ニ 反、 大友兵 庫 入道 殿」 と。 
「又 新莊 四十 五町、 地頭 御家人 八 坂 五郎 左 
衞 門跡、 五郎 親 盛 跡 (八 坂惟繼 跡-嫡孫 
五郎 親 盛 跡)、 彌次 郎忠繼 (彌三 郞忠繼 • 
分領 不分明〕、 惟經 嫡孫に して 相續 云々」 
と。陰德太平記に‘.「國東郡秋鄕京留の城 
主に 矢 坂 甚太郞 J 見 ゆ。 

4 桓武 平氏 三 浦 氏族 文 安 年中 御番帳 に 
三 浦 八 坂 小 法師 丸を 載せ、 又長享 常德院 
江 州 動 座 着 到に 「(尾 州) 三 浦 八 坂 因幡 守」 
見 ゆ。 

5 雜载 東鏗卷 四十に 八 坂 右馬允 •見え、 
又 後花園 天皇 朝に 八 坂 法眼 崇譽 あり、 名 
醫傳に 見え、 子孫 業を 繼 ぐ とぞ。 


ヤ n シマ —— ヤコフ 


ヤコフ _ .ヤサカ 


ヤサカ 
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^ •矢  八 彌家矢 

其 神 又 左 村 神 敦せ圖  の 崎 造の 宕 。替条 坂 成 武は比 又 

のよ 詉衞 w 六 光、 に _ 地 鯖 物 郡 八 馬 藏木賣 京 

先り 訪門 はしの 一- 1 訪名ヤ 賣な八 坂 養 ヤヤヤ 等 瓜 命 都 

は 出 志 重 、と 弟に 檢神見 ザ1- ら坂馬  サ ササに を 、に 

大づ料 時 元 云 詉矢行 家ゆキ なん ■養  ぁ 力 力 力 此紋八 八 

祝3 に‘ 曆ふ 訪島敦  。 るとの 造 z . のと 柱 坂 

貞當 のと 次と 家信  ヤ者思 馬 艺 イ前 氏す 御 神 

光 郡 矢9、 頃。 郎見丨 州 ガ 見は 養 高 ヲ へ條 見。 子 社 

•矢 崎；^ 矢 而淸え 直の  サ ゆ. る部麗  i サにゆ 廣神あ 

安崎 氏 g ヶし貞 、家 豪 キ ° \ の 族 2 力 併0 峯 をり 

藝は •§ 崎ての 又 £ 族 計 伴に  X せ 條祀、 

權古元 f 佐 鬼 男， 2 に 信 帳 造し  云 越 敬 參る素 

z 守き 祖 や 渡 場眞矢 g し 濃 に 家て  ヒ 後む  照、 盞 

の 地は 居 守 城 盛ヶ？ て 、 ->  也、  等0  〇 別 烏 

ニ 名 詉城喑 ハを 畸 C、  肥 八。 山 馬 に 又當命 

男な 方す 時 矢 矢は1- 詉 後 坂此域  養 存 攝感、 

詉 り 大 と、 ヶヶ 大と訪  等 馬の 國 條 す 津神稻 

訪 ° 明。 同 畸畸 視载系  に 養國愛  參 ° 、院田 

ヤ 

サ 

力 

ヤ 

サ 

キ 

訪崎又 分は 又る 門む 甚と次 出 其 又 y 同 永 和 滿前陣 矢 族嘉ニ 
賴五永 居 佐 右0 w 。五 云に づの 一九 祿泉繼 守に 畸の 承郞 
忠郞祿 す久衞 右あ藏 友ふ甚 し 系 說年八 守 、 、矢 小人 ニ淸 
よ 右 十と 郡 門 門り 人衞も 五とは にに 年は 同 同 崎 四な 年貞 
り衞 年。 に 、は 、の 門の 左。 大 $ 矢四鹽 子 對上郞 るに の 
篠門八  、和 塚 土 子 鸯あ衞 隼 己 2 畸月尻 息：^ 野 、か 矢 男 

原 、月  勘 泉 原 佐 土 養り 門人 貴1! 四 、嶺 土详守 弟。 畸貞 

六 又の  ；&  、には 佐 子0、 數命ジ 郎神合 倥 T 、 J 又 小 盛 

丞同詉  衞 長居 襃 、と 其其 代の g 兵 主戰、 m 文 i 舊 四. 

に 壬 方 門 藏住長 及な のの の 子: 衞 矢に 天 S 明 $ 記郎矢 

宛 午 五 ははす 年び リ刑子 胤 健 5 等崎勳 文し、 十 にと 崎 

て 九十  西 甲 。間 右 > 部 藏を御 為 見の 功 十 五寬 f 云 神 

た月騎  山 州 天、 門 後は 人民 名 g ゆ 五 あ 四十 年 正 益 ふ 太 

る 十 起；  田に 正 上 ハ 笠 永、 部 方 S 0 郞り年 六に 五豐 人と 

朱 六 請 村、 中 ■一原 祿 及と 命 f 左1- に 年-! 年 鬵あ云 

印 日 文 に 勝、 訪に氏 十び 云の 金 衞 と- > に 矢 甲1 ぶり ふ 

，状 、に  各 三 同に 右に 年 刑ふ裔 忠 門0 矢 矢畸州 客、0 

に詉矢  々郞族 下衞改 、部、 に呤  、又 畸崎肥 出1^ 同 又 

* . 

ヤ 

サ 

キ 

Ik:  ^ の氣 .也 g 次 5 4 3 2 

る 此库傅 附畸  氏 右 傳 信 名 て 原に 右 調 又； s 

3 滋の  子拂  忠佐も 衞武ふ 州 族 •甲、 淸條根 之 差 同 S 

海 野 地ヤの  ヤ助渡 あ門藏 。詉等 裴義和 參笹內 出十ヲ 

野 姓名 ザ箭ヤ  ザ、  りは  訪 に， 信 源 照、 四 案 六 € 

幸 存 ハ前サ  キ矢 佐。 矢 多 矢存 前を 氏。 丸 百に 戊 5 

義 信す  拂キ  ヶ州  ヶ摩  崎し ニ祖木  に 文-) 子 矢 

2 濃。 信の バ 黃崎役  崎 郡 を-; , 項と 曾 矢 荒 ー霜畸 

子國  濃須ラ  書與人  村の  知 其 參す氏  違 引 貳月與 

賴小  、藤ヒ  條十附  を 名 行の 照と 族 等し 貫 十五 

幸锞  岩 九 を郞 に 開 族 と 先。 云 をと 四 六 右 

ハ g 代郞保  見 一 -n  發に  し“ 巨 ふ 旭 家 あ 百' 日衞 

一た  、家元  よ等淸  す 見 てユ 摩。 將 紋り 文、 門 

本 3 陸季物  、を 和 ミ ゆ 氏 念 郡 軍 と11 貫 分 

に澤  中1- 語 石擧源  當。  と ラ 十 義 すと で ： 文參 

賴邑  、見丨 こ 見 r 氏 國矢  すそ 日 仲 00 ふ® 貫 

網よ  陸 ゆ- _ | の。*  にケ  し， 丨 ，市  の な 現 袁朱文 

v 5 奧 。爲  名 矢 矢 暗 な 2 場 後 ほ 今 S 印す. 

此起  等 朝 族 ヶ 畸長  ど 3 の に 笠 丸， 地 ％ 

ヤ 

サ 

Z 

ハ 

I 

の 氏を 稱す 。又 「海 野 棟 網 

— 眞田幸 隆丨昌 幸— 信 幸 上 主 
矢 澤賴綱 丨賴昌 

园害介 

丨常田 出 羽 守 

なりと。 又 中興 系圖に 「矢澤 •璲 野* 本 
國 信濃ノ モ ソ 梶 葉、 華表、 海 野 信 濃 守 棟 綱 
の 男薩摩 守賴之 •之を 稱す J と 見 ゆ。 
永享 中、 矢澤 右馬允 敎滿は 百 六十 貫 文 地 
を領 し、 又 羽 尾 記に 「矢 澤但馬 •十八」 
(羽 尾條參 照) と。 また 甲 陽 軍鑑に 十六 騎 
と あり。 矢澤城 (矢澤 村〕 は 此の 氏の 居所 
にして、 天文 十四 年、 武田 氏に 降る。 千 
曲之眞 砂に 「天文 十四 年 正月、 武 田家に 
降り、後天正十三¥、眞田家幕下矢澤但 
馬 •之に 籠り、 御當 家の 兵を 拒ぐ、 委細 
は 上田 軍記に 载 す」 と。 猶ほ眞 田條を 見 
ょ。 又眞砂 に 「伊勢山 砦は 按ずる に戶 g 
古城跡 か。 此の 城は 眞田昌 幸の 從軍 矢澤 
縫 殿の 戌る 處 也」 と。 

又 伊那 郡に 矢 澤豐前 あり、 大 島、 片桐 等の 
條を 見ょ。 又 花澤滚 を 家紋と する あり。 
2 甲斐 前項の 裔な るべ し 0 

3 武藏足 立の 此の 氏. は 丸に 桔梗、 三ツ 
右 巴-違 魔 羽 等を 家紋と す。 

4 淸和源 氏 福 原 氏族 磐 城 國石川 郡 谷澤 


/ 邑 (建 武ニ年 文書に 矢澤邑 V ょり 起る。 
福原賴 遠の 裔石川 光盛の 子 •光村を 祖と 
す。 中興 系圖に 「矢澤 •淸 和、 大和 守 守 
•親の 七 代七郞 光村」 と 見 ゆ。 代々 谷澤邑 
羽' 黑館 に據 る。 上野 玉三郞 氏 云 ふ 「石 川 
系圖 を調查 する に、 有 光の 子 光家は、 四 
郎と稱 し、 其の 子 石 川 太 郎 光盛は 藤 田 城 
主、 其の 子大 寺ニ郎 光治、 其の 子 石 川 四 
部 光重は 坂路 氏と 稱し たる こと あれば、 

ヰ 以上 谷地、 坂路 ，谷澤 三 氏は 石 川 光家ょ 
り 出で たる こと 疑 ひなし」 と。 

5 利 仁 流 藤 原 姓 會津の 豪族 也、 次項參 
照。 而 して 新 編會津 風土記に 「舊家 孫 之 
丞 。矢澤 河. 內藤 綱が 七 代の 孫な. り。 藤 綱 
は 山內 氏の 世臣 にして、 天 正 十八 年 松 坂 
峙の合戰に、敵0伏丘 (^; 俄に後を絕ち、 
橫田 日向、 同 出 羽、 同 兵 庫、 同 周 防、 同 
安藝な ど 云へ る 者 立ち 處に戰 死す。 藤 綱 
も 命を殯 L、 氏 勝を して 死地を 免れし め 
たり」 と 見 ゆ。 山 內條參 照。 又 岩 瀨郡等 
に 存 す。 

6 越後 蒲 原 郡谷澤 村より 起る、 小 田 切 
條參 照。 但し 田 中 良 三 氏 云 ふ 「余が 親族 
なる 矢澤 氏の 家傳 に、 『大職 冠 鎌足 公の 後 
胤、齋藤兵庫助勝光.山之內季基に仕へ、 


會律橫 田 ド 下る。 勝 光の 末裔 矢 澤河內 良 
季 、其の 子孫 七郞廣 綱！^ 代 助左衞 門の 弟. 
矢澤忠 兵衞 C 慶長 年間の 人 か〕 丨忠 兵衞丨 
勝右衞 門』 と。 家紋は 丸 之內三 蓋菱也 " 
傳へ云 ふ 『同家の 祖先は 山內 家の 家老 職 
を 勤めし 者に て、 主家 減 亡の 際、 主人 刑 
部 大輔氏 勝に 從ひ 、此處 に 來 たりし』 と。 
氏 勝の 墓は 當 地ょり 約 三 里 離れた る大浦 
村に あり。 氏 勝は 葦名 氏に 與し 、伊達 政 宗 
に滅され、越後に落ちた'.るもの \ 如し」 
と 0 

7 下野 那須 郡黑 羽田の 名 族 矢 澤恒雄 氏 
云 ふ 「拙 家系 圖に 據れば 『羽 州 上の 山に 
於いて、山±佐渡守の老臣なりしが、山 
上 家斷絕 にっき 洹 人となり、 大阪に 住せ 
し 所、 當黑羽 藩主 大關 增榮公 •大阪 加 藩 
の 際 召 抱ら る』 と 有り。 年代は 寬文 年間、 
我が 祖 、時に 矢 澤德圓 と 云 ふ。 家紋 丸に 
桔梗。 余の 考る 所に 據れ ば、 山上 家は 出 
羽 上の 山に 居た る 事を 書た る 書 無し、 甚 
だ 疑し。 或は 信州眞 田の 臣 に して、 關原 
大阪 落城の 節、 眞田 亡び、 德 川を 憚り、 
主家の 名を秘 したる にあらず や」 と。 

8 藤 姓 稗 貫 氏族 陸 中 國稗貫 郡 矢 澤邑よ 
り起り、稗貫爲重の弟左近廣直を祖とす。 
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其の 子を 光 直とい ふ。 長祿 年中、 山內和 
泉 守廣長 •法名 圓山淨 公を 城主と すと も 
いへ り。 其の後、 川口 丹 波 守 輝 勝の 嫡男、 
槻木 下野 守 光治と、 矢澤左 近治眞 と兩大 
將に て、 弘治 三年、 _が 森圖書 光廣が 叛 
逆を 討つ と舊 記に 見 ゆ (稗 貫鄉村 志、 地 
名辭 書) と。 

6 雜载畫 家に 矢澤 弦月 あり。 

谷 澤 ヤ ザハ ター 一 ザハ 遠 江、 岩 代、 羽 

前、 越後 等に 此の 地名 あり、 又 前條參 照。 

1 井伊 氏族 遠江國 引佐郡 谷澤 村より 起 
り、 井伊 系圖に 「井伊 彌直丨 直 村 (谷 澤 
祖 、五郎 左衞門 尉〕」 と 載せ、 I に 谷津五 
郞左衞 門に 作る。 

2 清 和 源氏 石 川 氏族 磐 城 國石川 郡谷澤 
邑 より 起る。 前條を 見よ。 

3 甲 信 丹 澤條を 見よ。 又 信 濃に 存す 0 

，又 郡 山 柳澤藩 用人に 見 ゆ、 甲 州 出か。 

4 雜载 蜂須貿 創業 文武 有功の 土に 見 
え、 又下總 相 馬 郡に 谷 澤 ( 澤條參 照〕 氏、 又 
祀伊續 風土記に 「那賀 郡 國分庄 西 國分村 
地 士谷澤 覺次郞 J、 又 關長門 守 給 帳に 「五 
十 石 •谷 澤半三 郎」 見え、 武藏 等に 存 す。 

屋澤ヤ ザハ 前 ニ條參 照。 太平 記卷 三十 
一に 屋 澤八郞 •見 ゆ。 


八澤 ヤザハ 磐 城、 陸 中等に 此の 地名 見 
ゆ、， その他、 前 數條參 照' 

八澤木 ヤザ ハキ 羽 後 國平鹿 郡 八 澤木邑 
よ. り 起る。 保呂羽 山鹽澤 神社 (御嶽 神社) の 
神主 家 也。 遠 藤、 大友 等の 條參 照。 

矢三ャ サン  ヤ サウ 條を 見よ。 

彌次 ヤジャ  ツギ 條を 見よ。 

夜 次 ヤジ 東鏗卷 ニに 夜 次七郞 行 家 •見 
.ゆ". ヤツ' ギ條を 見よ。 

矢師 ヤシ 矢 作 部條參 照。 後设は 矢師と 
云 ふ。 藝藩通 志、 廣島府 故 家に 「五町目 矢 
師 。先祖 次 左衞門 •紀伊どり從ひ來る。今 
吉衞 門まで 五代、 藩 用の 箭 矢を 作る を以つ 
て 口糧を 绘す」 と。 又 「同町 矢師 。先祖 長 右 
衡 門は 京都 清水の 人、 天 和 三年 始めて 此に 
來 る。 今の 嘉右衞 門まで 四 代、 事前に 同じ」 


-o 


矢鋪 

屋舖 

.屋敷 

矢柴 
八鹽 
八 島 
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ヤシ キ 
ヤシ キ 

ヤシ キ豐 前に 存 す， 

ヤシ バ 

ヤシ ホ 上野 等に 此の 地名 あ 
ヤシ マ 和名 抄 、大和 國添上 郡に 八 
島鄕 を收 め、 也 之 末と 註し、 後に 八 島庄起 
る。 次に 下總國 葛 飾 郡に 八島鄕 を载 す、 さ 


b 


れど こは 大 島の 誤 かと 云 ふ。 その他、 美 濃、 
下野、 羽 後 等に 此の 地名 存 し、 又 神代、 素 
盞嗚 尊の 御子に 八 島士奴 美 神 あり。 猶ほ以 
下數 條參 照。 

1 八 島宿禰 大和 國添上 郡 八島鄕 ょり 起 
りし か。 除 目 大成 抄に八 島 宿 禰末國 あり。 
高 倉 帝 朝の 人 也* 

2 土師姓京都牝野社々家家系に「神供 
所 八 島 •土 師加賀 女 丨 加實女 丨 梅 女 丨 ® 
女— 加賀女 (代々 女)」 と 見 ゆ。 

3 淸和 源氏 美 濃の 豪族に して、 方縣郡 
八 島ょり 起る。 尊卑 分脈に 「經 基— 滿政 
(號八 島、 又號 村岡大 夫〕— 刑 部 檣 大甫忠 
重— 駿河 守定宗 ( 大縣) — 佐 渡 守 重 宗—佐 
渡 源 太 冠者 重實 (號八 島) r 


- 重 遠 

清野 0 郎 

— 重 成— 
嘗大夫 

近 江 守 

■重忠 

ニ郎 先生 

I 重定 

山 E 先生 

丨時犮 丨 

八 島 先生 
左 門 尉 

丨實宗 J 

i 寺 
上座 


丨重茂 

佐 渡 ニ ^ 

—忠輔 三 節 

— 時 淸ニ郎 

丨重快 丨 侠貿 I 國時 _ 時 幸 

行 俊 民 部 房 民 部 丞 木工 助 
大夫 法眼 

丨忠重 (時 淸〕 -r 思 賢 
- 重 隆—重 行 

佐 渡 守 正 治 ニ誅 

-重國 -1* 義重 


—忠行 


丨忡重 卜 重 房 木 H s sa 

J? 庫 頭 


.ー丨 重 保— 重 直 

— 仲 重丨忡 房— 重親左 馬 助 

檍前守 兵 茚萌 

と 載せ、 和 田 系圖に 「時 成 C 八 島 先生〕— 
時淸 (八 島次郞 )」 と 見 ゆ。 村 岡、 佐 渡、 
浦 野 •山 田、 河邊 、葦 敷 * 小 河、 生津、 
原、 木 田 等の 條參 照。 

氏人は 源平 盛衰 記に 「美 濃 源氏に さどの 
左衞門 尉重實 とい ふ 者 あり 云々。 平家に 
へつら ひて、 當國や じ まと 云 ふ 所に あ 0」 
と。 又 「八 島 先生 齊泐 、同 次郞 時淸 J 叉 
八 島 文 司 等 見え、 又 東 鑑卷 五に 八 島 冠者 
時淸 、卷 十に 八 島六郞 等 見 ゆ。 その他、 
矢島條 2 在り。 

4 近 江 前項 氏に 同じ、 保 元 物語に 「近 
江國 住人 八 島 冠者」 見 ゆ。 

5 滋野姓 信 濃 國佐久 郡 矢 島邑ょ 9 起 
る。 矢 島條參 照。 源平 盛衰 記に 八 島四郞 
行忠 あり、 木 曾、 城 等の 條參 照。 又 八 島 
四郞行 綱 ( 楣六郞 が 弟〕 等 見 ゆ。 

6 _訪 神 家族 上 社 五官權 祝は 神 家の 族 
にして、 初め 八 島 氏、 後 矢 島 氏* 健 御名 
方 神の 子 池 生 神より 出づ 。その 男 池 若 御 
子 神より 數代不 詳 。繼 重に 至 P 八 島 三部 
と 云 ふ。 その 男 r 繼貴 (八 島太郞 ) —行 
重 ( 實は海 野 幸 親の 子 也。 矢 島を 以 つて 氏 
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とす)  / 一 

丨行繼 — 重廣 丨 繼敎 — 正敎 正 辰-正 忠丨 
I 重隆  1 丨正藤 

I 政 資 nr 政 政 孝 ー繼 政 丨 ^ 滿 — 

| 政友 | 賴繼 | 繼高 

丨政綱 -p 忠 綱-nwl 政 丨 綱 政 T 廣政 

丨政興 | 資綱_丨滿綱 I 正 次 
丨政基 

I 政 運 

丨政賢 丨 政理 — 正鄕 丨 正敏 — 正方 丨 正 守 
I 丨政倫 

なりと。猶ほ矢島條參照。 

7 出 羽 由 利の 豪族 也、 矢 島條を 見ょ。 
羽 前 東 置 賜 郡 小 松 村 詉訪 社々 務は八 島 
Z 氏、別當は大光院(事蹟#ロなリと。 

8 雜 载平宗 盛は 八 島内 大臣と 呼ばる。 
下って 永祿 記に 八 (矢〕 島 氏、 利 休門荼 
< に 八 島 久右衞 門 等 ありて、 又 田 中 家臣 
知行 割 帳に 「二百 石 •八 島 半左衞 門」 を 
載せ、 加 貿藩給 帳に、 「貳百 石 (木瓜の 下 
一文字〕 五 拾 石加增 、丑 正月 ニ 十二 日 • 
八 島 龍 助。 百 五 拾 石 (同) 八 島 貞右衞 門。 
三十 五 俵 外 七 人 扶持 八 島 佐十郞 J 等 見え、 

ヤシ マ 


又 阿波、 武藏 等に 存 す。 又 戯作者に 八 島 
春 信 (定 岡、 岳亭丘 山、 丸屋 斧吉〕 あリ 0 
八洲 ヤシ マ 近 江の 大 族、 ャス條 を 見ょ。 
矢 島 ヤジマ 武藏 •近 江、 信 濃、 上野、 
羽 後 等に 此の 地名 あり。 又 八 島と 通じ 用 ひ 
ら るり 

丨詉訪 神 家族詉 訪系圖 に r 敦家 (檢 校、 
隳 上手 •上 伊那 郡 住〕— 家 直 (矢 島 神 六)」 
と载せ 、詉 訪社兩 奉行の 一に 矢 島 氏 あリ、 
その他、 八 島條に 詳か 也。 

2 璲野姓 八 島條を 見ょ。 平家物語に 「信 
濃國 住人 矢 島四郎 行 重」 を 载せ 、下って 
上 伊那 郡 松 島の 豪族に 在リ 、天文 ニ 年、 
海 野 氏の 分流 矢 島 肥 後 守 信 淸の孫 信 晴 • 
五 百 貫 文を 領 し、 其の 子豐後 守信久 •松 
島を 家號 とし、 武田 氏の 爲に 亡ぶ (伊奈 
武鑑) と 云 ひ、 又 伊那富 村宮 木に あり。 
矢 鳥 勘 六 •武 田晴 信に 屬 して 之に 住し、 
其の 子 勘 兵衞 •民籍 に 降る (郡 記〕 とぞ。 
詉訪の 矢 島 氏は 六 文錢を 家紋と し、 又 小 
縣郡本 海 野 邑の士 矢 島 吉太郞 行康 は！： 學 
者に して、 平 田 鉄 胤 門な り、 高山 彥九郎 
に 私淑す。 

又詉訪 志 料に 「矢 島 氏は 滋野 姓、 根 井大彌 
太 行 親より 出づ 。行 親 •男 四 人 あり、 長男 
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小 彌太某 I 次男 楣六郎 親忠 、三男 八 島 四 
郞幸忠 (一に 行忠〕 、四 男 落 合 五郎 兼行と 
云 ふ。 內八島 篇幸忠 は 武勇の 譽れ 高く、 
木曾義 仲に 屬し 、終に 京都に 戰 死す。 子 
孫 性々 溢 野 黨と稱 して 武名 あり。 天文 中 
矢 島 勘右衞 門定久 ょり、 八 島を 矢 島に 更 
むと。 武田晴 信に 仕へ、 家紋 六 連錢を 用 
ふ。 天 正 十年武 田家 沒 落後、 慶長 初年、 
'德川 家に 召 出され、 三男 市左衞 門を 殘 し、 
他の 一族は 江戶に 移る」 と 0 

3 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 小 笠 原、 大井等 
の條參 照。 

4 甲斐 前 三 項の 後な らん。 甲府 の 名士 
に 矢 島 榮助氏 あり。 

5 越後 同上。 彌彥船 越の 神官に 矢 島、 
後國島 と改 む。 

6 源 姓 出 羽の 豪族、 由 利 十二 黨の 一に 
L て、 信 州 矢 島 氏の 後、 第 j 一一  項 氏の 裔と 
云 ひ、 由 利 郡 矢 島 (八 島〕 に 據 る。 矢 島 
十二 頭 記に 「初代を 義久 (光〕 公と 申し 
候。 御 嫡男 光久 公、 其の 嫡男 光安 公と 申 
し 候。 御 本名は 小 笠 原に •て、 右三 代は 大 
井 名字を 御名 乗り、 光安 公は 大井大 膳 太 
夫 殿と も、 矢 島 五郎と も 申し 候， 一と。 小 笠 
原、 大井 等の 條參 照。 而して 「由 別 十二 頭 
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は、- 應仁 元年に 何れも 鎌 倉よ 9 御 下りの 
由、 一統に 申し 候。 仁賀保 殿を 旗 大將と 
申しな し、 信 濃より 下り 來 る。 矢 島 先祖 
大膳大 夫 義久の 由来は、 應 安元 己 酉年よ 
り 應仁元 丁亥 年 迄の 内、 百年に 成る と 申 
し 候。 根 之 井と 申す 侍 •浪人 分に て 矢 島 
へ 下り、 地頭と てもなく" 百姓 ども 我れ 
勝なる 樣 子を 見 眉け、 信 州 木 曾義仲 公の 
末葉 •小 笠 原 大膳大 夫義久 を 連れ 下り、 矢 
島の 地頭に 立て、 根の 井 も 矢 島を 三つ 一 
つ 知行 致し 候」 と。 

これより 前、 小 野 寺 系圖に 「至德 三年、 
矢 島 光 時 一戰の 時、 玉 来 郡を 切 取る」 と。 
又 烏 海山 元宮銅 棟 札銘に 「羽 州 由 利郡津 
雲 出鄕に 鑄 奉る 十二 神將 云々。 大旦那 源 
正 光、 竝に滋 野 行 家、 佛師七 耶兵衞 、本 
願 一 親 一 阿 上 阿、 本願 金刚佛 子 心 海、 大 
旦那沙彌長心明心 0 兀德三年大歲未六月」 
(耽 奇漫 錄〕 と 見 ゆる 源 正 光 も、 恐らく 此 
の 氏 かと 云 ひ、 地名 辭書に 「由 利の 諸黨 
"の 入部は、 應永 元年と も、 應仁 元年と も 
說かれ 、信 濃 國小笠 原" 大井 (源氏)、 根 
井 (滋野 氏) の 流派な o とぞ 。而も 鳥 海 
山元 宮の銅 棟 札に、 由 利 郡津 雲出鄕 十二 
神將 云々、 大旦那 源 正 光、 趑野行 家と あ 
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るに 參考 すれば、 其の 津雲 出の 鄕 名は、 
矢島の舊名也。-十ニ神將といひ、源氏と 
いひ、 滋野 氏と いふ、 皆 矢 島 十二 頭に 千 
係す る 所 ある や 必せ り。 恐らくは 鎌 倉 幕 
府の 盛時に あたり、 信 濃の 名家の 子弟が 
由 利庄の 地頭、 もしくは 大貳 局の 代官 下 
司と して 來住 したるな らん。 應 永、 應仁 
の 後世を 待たず J と。 

又 八 島に 作る、 金 右馬允 覺書に 「義 氏屋 
形の 時代、 油 利の 内、 瀧 澤城攻 に、 ニ 千 
を 越し 申され* ^ 主 八島圖 書を 討 取る 0 
即ち 八 島 無事にな り 申し 候」 と ある も (庄 
內古 事抄〕 、此の 族 也。 八 島條參 照。 そ 
の 他、 由 利、 仁貿 保、 鳥 海、 柩之 井、 赤 
石、 大 井、 子吉 •鮎川 等の 條參 照。 而し 
て 「太 郞義滿 の 嫡男 五郎 滿 安と 申す は、 
大力の 人に て、 長 六尺 九寸 、臍ょり 胸 ま 
で 熊の 如き 毛、 さかさに 生へ、 大刀は 四 
尺八 寸 、三つ指に 抓みて 尾花を 切る。 食 
は来三升づ \ ー度に喰つて、四日も五日 
も 喰は ず。 文祿 元年 七月 二十 五日、 西 馬 
音內ヘ 落ちて、 極月 ニ' 十八 日 切腹、 矢 島 
は 仁 賛保兵 庫 頭の 知行に 成リ 、男子は な 
く、 女子お .鶴、 と 申す を、 兵 庫 頭の 子に 妻 
はす」 と。 


その 居所 矢 島の 八 森 城は、 新 風土記に、 
「大江 義久の 築く 所な リ 。東西 百 五十 間、 
南北 百 三十 五 間、 矢島莊 三千 石を 頜 す。 
其の 子孫 光久、 義滿 、滿 安と 相續 す。 滿 
安を 五郎と 稱 す、 異猛に して 血戦を 好む。 
永祿の 始め、 其の 一門 瀧澤刑 部少輔 •義 
滿を 恨みて、 仁 質 保 大和 守 明 重を 賴 む。 
、是 ょり 矢 島、 仁 質 保の 確報と なり、 合戰 
やむ 時な く、 又 天 正の 始め、 滿安 •秋 田 
城 之 助 實季を 助けて、 湊九郞 友季が 土 崎 
城を 攻 落し、 勇名を 顯は す」 と。 

又 仁 貸 保 明 重との 戰は 每戰 勝利を 得て、 

明 重 •安重、 治 重、 重 勝と、 四 代を 十 年 
の 間に 討 取りし が、 謀 乏しく 由 利 諸黨と 
和せ ず、 文祿 元年 七月、 十一 黨に 攻めら 
れ て、 西 馬 音內へ 走る。 又 山 北 小 野 寺 遠 
江 守 葬 道家 方に 矢 島と 見 ゅ。 同 ニ 年、 義 
道 •西 馬音內 城を 攻め、 前述の 如く 滿安 
自殺す。 

7 淸和 源氏 新田 氏族 上野 國 新田 郡 矢 島 
邑 ょり 起る。 堀 ロ 美 濃 守の 男 三 郞義之 • 
此の 地に 居り、 矢 島を 稱 す。 猶ほ谷 島條. 

參 照。 

8 秀鄕流 藤 原 姓 「小山 左 衞門尉 政 種— 
周琳 C 1 溪 、號觀 音 寺〕— 政 元 (矢 島久右 
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衞門) J な リ と。 

9 同上 久實 氏族 「久 實七郞 兵 衞尉宗 春 
丨 伊勢 守宗利 (手 島 又 五郎) 丨 民 部 綱 利 丨 
綱 信 (矢 島主 計)— 光信 (同 又 五郎〕」 なり 
(田 原 族譜〕 と。 

10 有 道 姓 兒玉黨 の 一にして、 上野 國群 
馬 郡 矢島邑 より 起る。 武藏七 黨系圖 に 「吉 
島 三 耶大夫 行 遠 孫 惟行の 子 惟親 (矢 島 太 
郞) 丨泰 親」 と 見 ゆ。 吉島 條參餅 。 

11 佐々 木 氏族 これ も 前項 上 州 矢 島より 
起る と 云 ふ。 太平 記卷 十七に 矢 島七耶 と 
ある も 此の 流な りと。 新 編武藏 風土記、 多 
摩 郡條に 「番場 宿 矢 島 氏。 家系に 據る に、 
先祖 佐々 木 盛 綱の 末裔 •上野 國矢島 村に 
住せり、 よつ て 氏と す。. 矢 島 七郞 といへ 
る もの 新田 義貞に 仕へ、 後 孫に 至って 小 
田 原 北 條の 家人と なり、 矢 島 左 京亮師 康 
と稱 し、 安房 守 氏 邦に 從ひて 武州鉢 形に 
籠り、 天 正 十八 年 三月 城陷っ て戰 死、 そ 
の 子 四 人、 市郎 右衞 門師忠 、次郞 左衞門 
師國、 彌ニ郞 兵衞師 次、 內藏之 助師時 也。 
市郞 右衞 門の 子孫 •今な を 鉢 形に あリ、 
師國 、師 次は 俱に江 戶に 出で しか ど、 子 
孫の 內 、此の 地に 殘 りて 村民と なれり。 
今 里 正次耶 左衞 門、 及び 茂右衞 門は 師國 


の 後な リ 。年寄 役忠 兵衞は 師 次の 末裔 也 
とぞ 。師 時は 川 越 城主 大道 寺内藏 頭に 仕 
ふと云ふ。次郞左衞門家に文祿一ーー年府中 
の 檢地帳 を 藏せリ 。其の 頃は 茂右衞 門と 
いひ、 殊に 村の 長た るに ょりて、 此の 地 
も 茂 右衛門 宿と 呼べり。 元 和の 顷ま でも、 
なほし かり、 かの 檢地帳 を閱 する に、 當 
時家數 四十 六 軒と 見 ゆ J io 
12 武藏屬 項參 照。 そ to 他-風土記 稿、 
葛 飾 郡 金 町村 條に 「矢 島 氏。 右は 小 岩 市 
川 關所番 な リ、 寬政 十二 年、 足 立 孝右衞 
門が 闕に 補せられ、 一一 十 俵 ニ ロを 賜' へり」 
と。 又埼玉 等に 見 ゆ。 

13 藤姓扛 戶 幕臣に して、 寬政 系譜に 菅 
溶 小 大膳定 利 家臣 矢 島 助右衞 門定久 (後 
家 康臣) ょり 系 あり。 家紋 六連^ p 
14 三 河 額 田 郡 八 町村に 矢 島 市 兵衞あ 
り。  0 
15 藤 姓 富 野 氏 裔富野 行 遠の 子 惟行を 祖 
とすと 云 ひ、 中興 系圖に は 「矢 島 * 滕 姓、 
富 野四郞 行 遠 三代 惟行の 男六耶 惟親 •之 
を稱 す」 と。 

16 淸和源 氏 滿政流 八 島條を 見よ。 又 中 
興 系圖に 「矢 島 •淸 和、 滿仲舍 弟 太夫 滿 
政 •之を 稱 す」 とあリ 。而し P 平家物語 
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代鄕 ありて、 船 形村藥 師寺應 長 元年の 錡識 
銘には 「印東 莊 八代鄕 船方」 と 見 ゆ。 次に 
常陸國行方郡に八代鄕を收む、後1八代邑 
殘る 。次に 伯 耆國久 来 郡に 八代鄕 、肥 後國 
に 八 代 郡を 収め、 夜 豆 志 呂と訓 ず。 後に 八 
代 庄起リ > 又 八 代 営 あ リ、 懷良 親王を 奉祀 
す。 次に 日向 國諸縣 郡に 八代鄕 あ 0。 その 
他、 但馬に 八代庄 、越 中、 備 中等に も 此の 
地名 あ 9。 多くは ャツシ ロ 也。 

又 古代、 武內 宿禰の 子に 波 多 八 代 宿 踊 あり、 
波 多條を 見よ。 

1 淸和 源氏 武田 氏族 前述 甲 州 八 代より 
起る。 尊卑 分脈に 「義淸 丨淸光 丨信淸 (八 
‘代 冠者と 號 す。 病 あるに 依りて 逐電、 而 
して 子な きに 依 リ 、長淸 の 子四郞 長 光を 
以つ て、 八 代を 相續 せしめ 了る)」 と载せ 、 

諸家 系 圖纂に 「信 淸 •淸光 十 男、 號 八代餘 
三 J、 また 八 代餘三 冠者 信淸と 見え、 ま 
た武田 系圖に 「義淸 丨信淸 ( 屋代與 三〕」 
など あり。 長 光の 事は 次 項を 見よ。 
猶ほ武 田 系圖に 「小 五郞信 政— 五郎三郎 
政綱 (諕八 代〕— 信 家 (伊豆守、 改信貞 〕|丨 
貞信 (貞和 三年 六月 死〕 丨貞政 ( 上總 介〕、 
弟政義 (駿河 守〕」 と 云 ふを 载 せ、 又 中興 
系圖に 「八 代 •淸和 > 武 田 伊豆守 淸光男 
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冠者 信淸 •之を 稱す 1- と。 又 武田信 重の 
庶男伊 豫守 基經を 奴 白 殿* 又 八 代四郞 と 
も 云 ふ。 又 近き 世、 巨 摩 郡の 人 八 代 駒 雄 
は國學 者と して 名 あり。 

2 同上 小 笠 原 氏族 小 笠 原 長淸の 子 長 
光 •前項 氏を 襲ぐ。 尊卑 分脈に 「義淸 四 世 
孫 小 笠 原 長 淸—長 光 (八 代 四郞) 丨長繼 J 
と 見 ゆ。 小 笠 原 系 圖も亦 同じ。 又 諸家 系圖 
纂に 「長 光 •四耶 、信淸 の 猶子と なる」 と 
あり。 長 光の 子太郎 長繼の 胤は 奴 白 殿と 
稱 す。 

3 常 陸 河内 郡 (信 太 郡) 八 代 村より 起 
り、 別府 文書に 郡 人屋 代 常 信を 載せ、 新 
編國 志に 「八 代、 又屋 代。 信 太 郡 八 代 村 
より 起る c 今の 河内 郡〕。 康永 中、 屋代彥 
八信經 •足 利 氏の 命に 從 ひ、 この 地に て 
勳功あ 9。 土人 相傳ふ 、八 代 氏 •设 々こ 
» に 居る。 天 正の 比、* 八 代 □□守と 云 ふ 
者 居れり と 云 ひ、 筑麓雜 記に 八 代 右京と 
あり」 と。 その他、 屋代條 を 見よ。 又 小 
田の家臣に八代將監あり、新治郡(茨城 
郡〕 片野 に據 りしが、 その 聱上曾 源 三 郞* 
佐 竹の 爲に 討死す。 

4 奧州 田 村 家臣に 八 代 氏 あり。 その他* 

,- M 代條を 見よ。  * 
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5 越 中 射 水 郡 八代庄 より 起る。 三 州 志 
に 「今 三十 村あリ 、東鑑 に 八 代 保と 見え、 
八代社は、式內射水郡箭代神社にあたる」 
と。 天文 中、 鄕士 に 八 代 安藝と 云 ふ 者 あ 
り。 又 天 正 八 年、 信 長より 菊 地 右衛門 入 
道と 屋代 十耶へ 賜は る 朱印に 「越 中 氷 見 
郡屋代 一家 分 云々」 と 見 ゆ、 菊 池、 屋代 
等の 條參 照。 

6 日 下部 姓 朝 倉 氏族 但馬國 氣多郡 八 代 
庄 より 起リ 、朝 倉 系圖に 「立 脇 新 大夫家 
修丨同 太耶家 任— 家國 (八 代 E 郞〕」 と载 
せ、 太 田 文に 「八 代庄五 拾 三 町 八 反 •歡 
喜 光院領 、院 御領、 給 主 但馬前 司 入道、 地 
頭 小 河 左 衞門六 郞宗祐 •號 河會 寺、 公文 
八 代 右近 入道 善 阿 •御家人」 と 見 ゆ。 

7 菊 池 氏族 肥 後 八 代よ リ起る 。菊 池 系 
誕 に 「隆直 丨隆俊 C 八 代 五郎)」 と 載せ、 
又 r 隆俊 (八 代： 九 耶〕 丨隆政 (黑木 藤兵衞 
尉)」 と 見え、 一本に 「鈣 宗—綷 直、 弟 八 
代 三部」 と 云 ひ、 又 その後 「武時 丨武茂 
(木野爵馬守〕 — 武方 (八 代 四 郎〕 」 と あ 
My  o 

又 楽 池 風土記、 菊 池 家の 裔 、同姓 異 丘に 
此の 氏を 載せ、 また 鎭西 要略、 正 平 十六 
年に 「菊 池、 八 代、 云々」、 又 野 州 菊 池 
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系圖に 「山 鹿 入道 三部 則顯の 男 四部義 7 
八 代 郡 八 代に 在りて 八 代を 稱 す」 と C 又 
地名 辭書に 『八 代庄は 中 ® 肥 後の 大莊た 
り。 東鏗 、建久 三年、 將軍賴 朝の 妹 (黄 門 
能 保の 室 家) 遺領廿 所の 一を、 八 代庄と 
す。 之ょり 先、 平家の 所領に や。 國志に 云 
ふ、 公 痼 補任に 「仁 安二 年、 太 政 大臣 平 
淸盛 •官符 を 賜 ひ、 肥 後 國八代 南 鄕土北 
鄕 等を 以つて 、大功 田と 爲 し、 永く 子孫- 
に傳ふ」  と ありて  八 代を 一本に 木 代 
又 御代と す。 應永四 年、 八 代 將監貞 賴丨 
足利義滿に反して八代城に據る。義滿* 
大 內義弘 を 遣は して 之を 討たし む。 貞賴 • 
自盡 して、 八 代の 城陷る 云々 と。 八 代貞 
賴の 事は、 應永 記、 本朝 通 記に も载 すれ 
ど、 當時八 代は 名 和 氏の 居邑 なる に、 貞 
賴の此 に 據る こと 不審 也』 と。 

8 源 姓 海 東諸國 記に 「敎 信。 己 卯年、 
使を 遣は して 來 朝し、 書して 肥 後 州 八 代 
源 朝臣 敎 信と 稱 す。 歳に 一 船を 遣は すを 
約す」 と。 名 和條參 照。 

9 豐後 源平 盛衰 記卷 四十 三に 「豐 後國 
八 代 営の 神 まに、 七 郞兵衞 尉 某と 云 ふ 者、 
父子は、 平家に ll されて 軍し ける 程に、 
壇 浦の 軍 敗れて、 遁るべ き 方な し 云々。 


子息 大 夫と 豐前國 柳 浦まで 游び 上り、 设 
靜りて鍰倉に下り陳じ申しければ、遁れ 
難き 罪科な れど 、社官 が 咎め 行は る 事、 
神慮は かり 難しと て、 八十 五町の 神 田 相. 
違なく、元の如く神主職に補せられて罷 

り U-F にけ リ II と。 

10 藤 原 南家エ 藤氏 族 日向 國諸縣 郡 八 代 
鄕ょり起る。伊東祐安の子祐興*八代駿河 
守と云ふ。日向記に「八代城主伊東新三 
部 (新 助と 改む •、隱 岐 守の 息)、 曾 井城 主 

八 代 民 部 左 衞門尉 (改 下野 守)、 手 組 之 日 
記 (文 安五 年 九月 一日〕 に 八 代駿河 守」、 
また 八 代但馬 守な ど 载せ 、又 地理 纂考、 
諸縣郡 高岡鄕 川上 村 八 代 城條に 「文 和の 
頃、 伊東 藤 內左衞 門 祐廣の 居城な り。 延 
文 三年 十二月-臼 杵郡縣 城主 土 持 新兵 衞 
宣榮* 當城 を陷 る。 其の後、 復 伊東に 屬せ 
しを、 天 正 年中、 島 津義弘 •日向を 平定せ 
し 後、 家臣 •伊勢 長 門 貞淸を 地頭と す」 と。 
また春日大明神社記に「伊東兵八代長£ 
守 •三 俣の 幡頭 として 高 城の 城主たり」 
と。 又 上 三 俣 鄕大井 手 村 不動 寺 馬場は 天 
文 九 年、 島津忠 朝 (飫肥 城主〕、 北 鄕忠相 
(都 城 城主〕 等と、 伊東義祐が 家臣 高 城の 
城主八代長門と戰ひし地にて、島津北鄕 


奮戰 し、 長 門を 始め、 將卒を 討 取り 城陷 
ると そ o 

11 雜载 太平 記卷 二十 九に 八 代の 某、 四 
十に 八 代 新 蔵人 師國 を载せ 、又鎭 西 要略、 
元弘に 「八 代 云々、 探題 英 時を 討っ」 と 0 
下って 明治に 八 代國治 あり" 國史に 精し 
く、 長慶 天皇 御 事蹟を 研究す。 又 八 代 (六 
郞〕 海軍 大將 あり、 功多く、 男爵を 賜 ふ。 
又吉備 地方に も存 す。 

屋代 ヤシロ 和名抄、信濃國埴科郡に屋 
代鄕 を收 めて 也 之呂と 註し、 後に 矢 代村殘 
る。 次に 陸 奥 國白河 郡 (磐 城) に 屋代鄕 あ 
り、 後に 社 邑と云 ふ。 又 同阈 會津郡 (岩 
代〕 に 屋代鄕 、出 羽 國置賜 郡 (羽 前) に 
矢代鄕 、後に 屋代庄 •起る。 又 鉋 海 郡に 屋 
代鄕 あり。 又 出 雲 國能義 郡に 屋代鄕 、同大 
原 郡に も 屋代鄕 •見え、 又 周 防 國大島 郡に 
屋代 M 、 道家 處分狀 に 屋代庄 と 載す。 その 
他、 常 陸、 陸 前 等に も 此の 地名 あり。 

丨 •上代の 屋代氏 類聚 三代 格、 卷五に 見 
ゆ。 武 藏權史 生な り。 

2 淸和 源氏 村 上 氏族 信濃阈 垴科郡 屋代 
鄕 ょり 起る C 尊卑 分脈に . 賴 信— 賴淸丨 
仲宗 丨顯淸 、弟 仲 淸丨盛 滿—爲 闕—深 原 
坂中務槽大甫經業丨後白河院藏人仲盛 _' 


ヤシ ロ 


ヤシ ロ 


ヤシ ロ 
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るに、 屋代が 御 弓 頭な りしを 載せず 。武 
家 補任を 考ふ るに、 一に 秀 正と、 又 世に 
傳ふる所*忠照としるせるぁ '9 。後に叙 
爵 して 越 中 守と なる。 慶長 十九 年 十一月 
二十 五日、 子息 甚三 郞忠正 生年 甘， 一歳、 
矢 野 和 泉 守を 討 取る。 又 政事 錄 、大 坂の 
首 注文の 下に 『屋代 甚三郞 •同心 首 四つ』 
と 記る せり o 萬 治 三年 忠正 叙爵して 越 中 
守に 任ず。 寬文ニ 年 四月 二十四日、 六十 九 
歳に して 卒し、 息男甚 三郞忠 興 早世し、 
その子忠至*家をつ ('' "實は朝倉平十郎 
一至が 息な り。 寬文 三年 十二月 二十 八日、 
叙爵し" 越 中 守に 任ず。 領 する 所 安房 國 
北條 の地一萬石也」と。內藤氏云ふ「正 
德ニ 年、 越 中守忠 位 •領内の 民 苛政に 苦し 
み、 訴ふ 'る 所 ありし によりて、 其の 罪を 

正され、 封地 悉く 收公せ られ 、藏来 三千 
庚を 賜 ふ」 と 0 


屋代河 波 守 


忠興 •實は 朝 倉 筑後守 宣正四 男、 忠至は 
後 越 中守忠 位、 朝 倉 宣季の 長男、 領土 沒 
敬。 その 男 主計 正 勝— 左門忠 良 也。 三千 
儀。/  . 


•奥州. 伊達正宗 家臣に 屋代勘 解 由 裏 長 
あ P て、 觀 蹟聞老 志に 「名 取 郡 郡 山 北 i 
は 政宗君 •家臣 屋代勘 解 由を して 居らし 
む」 と。 又 新 編會津 風土記、， 會津郡 和 泉 
田 組 和 泉 田 村條に ~ 「箝迹 •河原 崎舘と 云 
ふ。 河原 田 盛 次が 郞黨 、五十嵐 和 泉 某と 
云 ふ 者 住せし と 云 ふ。 天 正 十八 年" 長 沼 
盛秀 •伊達 氏の 臣屋代 勘 解 由兵衞 •梅津 
藤兵衞 と共に、. 此の 舘に 攻め 來る 。時に 
盛 次は 郞 等の 富 澤藤胁 、営 床 兵 庫と 云 ふ 
者に 僅か 五十 騎 計を 屬 して 入れ 置きし 
が、 大將勘 解 由兵衞 、藤 兵衞 初め、 多く 
討たる」 と。 

- 常 陸 八代條 第三 項參 照。 曆應四 年 七 
月別 府幸實 軍 忠狀に 「屋代 彥七信 經と同 
道 仕り、 信太庄 に a 向 ふ」 と。 又 彥七常 
信と 見 ゆ。 又關城 繹史に 「興 國ニ年 九月、 
高師冬*信太庄を以つて己が所有と爲す0. 
土人に 屋代彥 七 信經な る 者 あり」 と。 子 
孫 天 正 頃まで 見 ゆ。 

源 姓屋代 五大 夫 佳 房の 男 太 郞弘賢 
(詮 虎、 詮賢 、老いて 詮 文) は 輪 池と 號 
し、 幕府に 仕へ、 古今 要覽 稿を 編す。 本 
窬貴ふ 所 多し。 又寬政 系譜、 賴淸 流、 屋 
代 三部 仲 基の 胤、 次 右 衞門友 幸 (延 寶與 


カ〕、家紋丸に上文字、流水に蟹。又重 
右 衞門正 信 (寶永 御家人〕、 家紋 抱 柏 三 之 
內 巴、 巴と。 猶ほ室 貿條參 照。 

10 雜载 その他、 松 山 酒 井 藩 重臣に 見え 
(武鑑〕、 又 八條流 馬術 家に 屋代主 蕃重高 
(天文 十 年歿〕 、男 左 近 將監重 後 (永 祿ニ 
残〕、 共に 名 あり。 又 江 戶 の 書家に 屋代 
與左衞 門 友達 (師道〕 あり、 龍 岡と 號す。 
又 本草 家に 屋代通 賢 •名 あり。 

矢 代 ヤシ 口前 三條參 照。 又若狹 、越後、 
丹 波 等に 此の 地名 存 す。 

I 源 姓 中興 系圖に 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 酒 井 氏族 丹 波 國多紀 郡 矢 代 
邑ょ 9 起り、 同邑の 矢 代 城は 矢 代 氏吉、 
弟 主 水 介 彌七郞 氏 治 •城主たり き。 酒 井 
孝 信の ニ 男 矢 代 酒 井 氏の 系は 「酒 井六郞 
貞 信の 孫 越 前 守 (千 左衞 門〕 氏 重— 重 氏— 
越 前 守 益 氏 (文明〕— 駿河守 氏 盛 (別 氏秀〕 
丨貞氏 丨秀氏 — 矢 代 丹 後 守 氏吉— 左大夫 
重 治」 なりと。 

又 丹 波 志に 「益 氏 四 男 氏 盛 弟秀吉 (福 井〕 
—貞氏(本系に出づ、又六と云ふカ)丨秀 
氏— 氏吉 (三部 四郎 、矢 代 丹 後 守。 弘治 
三年、 波 多 野 孫四郞 ょり 此の 人への 感狀 
あり。 弟 右衞門 兵衞は 波賀野 城主、 そ 


の 弟 氏 治は 彌七郞 、主 水 介、 矢 城 城主と 
見 ゆ〕— 重 治 (矢 代 左 太夫、 氏吉 嫡男)— 
氏久 (利 右衞 門、 元龜 二年生、 寬永廿 年 
死、 春秋 七十 三〕— 氏 次 (勘 右衛門、 元 和 五 
年生、 元祿五 申年 死、 春秋 七十 四。 今の 

助 右 衞門和 助、 政 右衞 門、 兵 助、 茂 太 郎等 
の祖〕 、弟 氏 成 (勘 之亟 、元 和 七 年生、 寬 
永 十七 辰年 死、 春秋 十九)、 弟定吉 (德右 
衞 門、 寶永九 申年 生、 寶永元 申年 死、 春 
秋 七十 三。 今の 六郎 左衞門 •德 右衛門、 
忠右衞 門、 富 士右衞 門 等の 祖) 、弟 法治 
(ニ 男 也。. 鶴之亟 、永 祿元 年生、 正 保 元 
申年 死、 春秋 八十 七〕— 氏 法 c 九郎 兵衞、 
慶 長十已 年生、 元祿三 午年 三月 二十 九日 
死。 今の 忠兵衞 祖〕、 弟法淸 ( 彥兵衞 、慶 
長 十三 年生、 元 祿ニ已 年 十二月 廿日 死。 
今の 權右衞 門祖〕 、弟 氏 光 c 作兵衞 、慶長 
十八 丑年 生、 元祿四 未年 五月 二十四日 

死。 今の 治左衞 門、 次郞 右衞門 等の 祖」 

, と 0 

3 美 濃 屋代條 第三 項參 照。 矢 代 左衞門 
等丨新撰志に見ゆ。 

4 雜载 その他、 鯖 江 藩士 矢 代 揉は 明治 
法律 學 校を 起す。 又 矢 代 美 太 等 見え、 又 
東 作 志に 吉野郡 影 石 村 庄屋 矢 代 四郞 兵衞 


を擧 r 。 又武藏 等に 存 す。 

矢 城 ヤシロ ヤギ 前後 數條 # 砠。 東鑑 
卷三 十一に 矢 城 太 郞義 景を擧 ぐ。- 

家 城 ヤシ ロ 前 數條參 照。， 注進 丹 後國諸 
庄鄕保 惣田數 目錄帳 に 「與佐 郡 豐富保 十一 
町 四 反 三百 二十 四步內 、一町 八 反 二百 七十 
步 •家 城 大三郞 」 を 載せたり。 

八 城 ヤシ ロ 前 數條參 照。 武藏 等に 存す。 

社 ヤシロ  モリ同上。又越前に社庄* 
見え、 その他、 岩 代、 羽 前、 播 磨、 美 作 等 
に 此 CD 地名 ありて、 下總 小金 本土 寺 過去帳 
に 社 神四耶 を 載せ、 又吉備 地方に 存 す。 

谷 代 ヤシ ロ ャツシ 〇 條參 照。 武藏 等に 
存す。 

八 代 田 ヤシ ロ ダ 越後に 矢 代 田の 地名 あ 
90 

社 本 ヤシ ロ モト 

社 山 ヤシ ロヤマ 遠 江 國磐田 郡 社 山村ょ 
り 起り、 宗長 手記に 「抑 も備中 守泰頮 •當 
國にお きて 粉 骨戰忠 の 次第、 社 山 仁 左衞門 
佐 殿 (今 川 一門、 後， に ニ 俣 左衞門 佐と 號 す) 
在 城、 配慮を もつ て、 ニ 俣の 城へ 退け、 則 
ち 尾 張の 國當 國湏人 等、 足を 空に して かく 
る X 所な し」 と。 ニ 俣、 今 川、 斯波 等の 條 
參 照。 


家 後 ヤ ジリ 武藏 等に 存 す。 

矢後ャ ジリ 

野洲 ヤス 近 江國に 野洲郡 あり •古代 安 
國の 地に して、 又益須 郡に 作る。 野洲郡 CP 
佐はォサ條を見ょ 0 ~ 

安 ヤス 近 江に 安國 、安河 等 見え、 又 安 
藝 、筑前 等に 此の 地名 存す。 

1 安國 造安國 とは 後の 近 江 國野洲 郡附 
近の 地に して、 此の 國 造は 開化 天皇の 皇 
子 日子 坐 王の 子 水穗眞 若 王を 後に して、 
古事記 開化 段に 「水 穗眞若 王は、 近 淡 海 
の安直の祖」と見ゆ。安直は即ち安國造 
家に して、 此の 王の 孫を 意富 多 牟和氣 と 
云 ひ、 古事記 景行 段に 「倭 建 命 云々* 近 
淡 海の 安國 造の 祖 •意富 多牟 和氣の 女 布 
多 連 比 賣を娶 り 給 ふ」 と 見 ゆ。 國 造本祀 
には、此の國造を淡海國造と載せ「志.質 
高穴穗 (成 務〕 朝の 御世、 彥坐 王三卅 孫 
大陀牟 夜 別を 國造に 定め 給 ふ」 と 註す。 
大陀牟 夜 別とは 意富 多 半 和氣に 外なら 
ず。  • 
その 入國に 關 しては、 拙著 近 江に 「開化 
天皇の 皇子 日子 坐 王には 四 人の 犯が あつ 
た。 山 代の 荏 名 津比賣 、沙 本の 大 闇見戶 
賣 、近 江の 息 長 水 依比賣 、丸邇 の袁祁 都 比 
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賣の四 人で ある。 皇子の 事で あるから、 
他國 から 犯を むかへ られる 事に 不思議は 
ない が、 後に 丹 波へ 行かれた 事 や、 息 長 
水 依比賣 の 生み 奉った 王の 子が 近 江の 地 
名を 帶 びて 居る 事な どから、 王は 最初 大 
和で 袁祁都 比 賣と大 闇 見戶賣 を、 次に 山 
城で 荏 名 津比賣 、次に 當國に 人ら れて 
息 長 水 依 比賣と 結婚せられ たものと 考へ 
られ る。 息 長 水 依 比賣は 安の 大 豪族 三 上 
祝の 女で、 母系は 日 槍 族の 方で •ある。 っ 
まり 當國に 於け る ニ 大舊 族の 血を 受けて 
居られたら しい。 かやうな 姻籍關 係 力ら、 
0 子 坐 王は 此等ニ 族に 奉戴され、 其の 子 
孫が此の地に於いて、味いに榮ぇる事と 
なつた ので あらう 。水 依 比 賣の產 める 王 
の 長子 丹 波 比 古 多々 須美 知能 宇斯王 (丹 
波 道主 命) は、 父 王と 共に 丹 波 地方を 平 
定 せられ ■、子孫 山陰に 榮ぇ た。 次子 水穗 
© 之眞若 王は 野洲郡 水穗の 地名を 貢 はれた 
方で、 三 上等 氏族の 奉戴す る 所と なった 
ので あ. らう、 此の 地に 土 看して 安國 造の 
祖とな られ た。 三 子 神 大根. 王は、 亦の 
名 •八 瓜 入日 子 王で、 此の方は 東 隣 美 濃 
に 赴かれ、 その 國造 の祖 となられ た。 次 
に 長女 水 穗五百 侬比賣 は 水穗の 地名を、 
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次女 御井 津比賣 は 三 井の 地名を 貢 はれた 

ものである。 

水穗眞 若 王の 孫大 陀牟夜 別は、 古事記に 
意富 多牟和 氣と見 ゅる 人で、 成務 朝、 安 
國 造に 補せられ た。 安國 とは 後® の野洲 
郡を中、七とするー帶の地を云ふ。古く日. 
槍の 族、 次いで 三上視 が 開拓した 地方で 
あるが、 彥坐 王と 息 長 水 依比賣 との 結婚 
によって、 其の 領土 權が 、その子 水穗眞 
若 王に 移った ものと 思は れる 。そして 三 
上視が 奉齋 した 天 之 御影 神、 今日の 三 上 
神社は 此の 國造 によって 崇敬され たので 
あつたら ぅ。 恐らく その 若宮と 云 ふのは、 
此の 菌 51. の 祖 神を 祀っ たもので あ-らぅ 
か。 此の 國造の 治 所は、 今日 もとより 明白 
にす る 事が 出來 ない けれど、 國 名と 同一 
名 稱を帶 びて 居る 事から、 後の 野 洲鄕で 
あったかと 思 ふ。 同鄕は 今日の 野 洲を中 
心と する 地で、 一一 一 上 山の 西 * に 當る 。其の 
邊は 豐沃 なる 平野が 打續 いて、 古墳が 所 
々に 散在し、 今日 もな ほ 昔の 繁榮を 忍び 
得る ので ある。 此の 國 造の 一族には、 愛智 * 
郡の 蚊 野 別 (彥坐 王の 子 袁邪本 王の 後)、 
栗 本 郡の 治 田 連 等 有力なる 氏が ある」 と。 
2 安直 前項 國 造の 氏 蛛 1C して、 氏， 人は 
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類聚 符宣抄 等に 見 ゆ。 

3 安 孤 公春 日 氏の 族. にして、 姓氏 錄、 
右京 皇別に 「安 郡 公。 天 足 彥國押 人命 三 
# 孫 彥國蓄 命の 後 也」 と 見 ゆ。 よりて 野 
洲郡の 倉 かと も 思は るれ ど、 恐らく 郡は 
那の 誤冩に て、 こは 安那 公なる べし、 ア 
チ條を 見よ。  て 

4 安宿 福 第二 項 氏の 宿禰 姓を 賜へ る 氏 
にして、 姓名 錄换 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

5 無 尸の 安 氏類緊 符宣抄 卷一 、西宮 記 
卷ニ 十三、 正倉院 天平 十 年 文書 等に 見 ゆ。 

6 越 前 源平 盛衰 記に 「越 前國 、在廳 の 
中に 紅の ニ 郞 大夫爲 俊、 安二郎 大夫忠 俊」 
云々 と 0 

7 津 輕建武 元年 曾 我太郞 光高 石 河合戰 
注文に 安五 郞六郎 •見 ゆ。 

8 雜载撰 解 文集に 野洲氏 見え、 武藏等 
に 安氏存 す。 

夜須 ヤス 筑前國 に 夜須郡 あリ て、 和名 

抄に 「夜 須郡 •東西」 と 載せ、 後に 夜須庄 

起る。 又 土 佐に 夜須庄 あり C / 

1 上代の 夜 須氏前 條安國 造の 裔なら 
ん 。正 倉院 天平 感寶 元年 文書 等に 見 ゆ。 

2 土 佐 土 佐 郡 安須 鄕 より 起る。 源平 時 
代、香美郡司に夜須七郞行宗ありい朿11 


卷七 、八、 十に 夜 須七郞 行宗と 載せた 9。 
希 義を扶 けしを 以つ て、 賴朝 •賞して、 
香 美、 長 岡の ニ 郡を 與ふ 。その 後裔 •長 曾 
我 部 氏に 亡ぼさる 。詳細は 長 曾 我 部、 吉 
良、 土 佐、 蓮 池、 本山、 枚 田 等の 條を見 
しょ 0 

安須 ヤス 和名 抄 •土 佐 國香美 郡に 安須 
鄕を收 む。 その他、 前 各條參 照。 

八洲 ヤス 安直の 一族に して、 正 倉院天 
平 勝寶ニ 年 文書 等に 氏人 見 ゅ。 

養須 ヤス 和名 抄 、安藝 國佐伯 郡に 養 我 
鄕を收 む、 養須の 誤に て、 安邑か と 云 ふ。 
易 ヤス -ヤ ク條を 見よ 0 
安明 ヤス アケ ャス ヶ條を 見よ。 

安々 田 ヤス アダ ァァ タ條を 見よ。 

安在 ヤス アリ ァンザ ィ條を 見よ。 

安威 ヤス 4 ァヰ 也、 I 頁を 見よ。 猶ほ 
氏人は 永享以 來御番 帳に 「二番 •安威 次郞」 
を 載せ、 文 安 年中 御番 帳に 「二番 •安威 ニ 
郎」 、また 永 祿六年 諸 役人 附に 安威 兵部少 
輔藤備 •見 ゅ。 

安井 ヤス 4 ^山城、攝津、尾張、因幡、. 

土 佐 等に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 武田忠 族 甲斐 國の 豪族に し 
て、 尊卑 分脈に 「義 淸丨淸 光— 淸隆 (安 


井 四郎〕 — 秋 山四郞 太郞 隆義 、弟 二宮 ニ 
郞陉賴 、弟 有淸」 と载せ 、また 武 田系圖 
に 「義淸 —淸隆 (安井 四郞 、二宮、 東條 
祖〕 J など あり。 諸家 系圖纂 •これに 同 
じ .0 尾 張 國丹羽 郡 宮後邑 の 士 安井 彌兵衞 
は 淺野長 政の 實父 にして (尾 張 志〕、 此の 
後裔と 云 ふ。 第三 項を 見ょ。 

2 賀茂 氏族 寬政 系譜、 源 姓義光 流に 收 
む。 安井 鄕左衞 門秀勝 (五 左 衞門信 重〕 • 
家康に 仕へ， 三百 石を 領す 。家紋 龜甲の 
內鶴 丸、 上 藤に ■甲の 內 花菱。 

3尾張熱田寶物鷹繪の奉納書に「大永 

* 五天 乙 酉 七月 吉日、 取次 本願 順 海、 尾 州 
海 東 郡 松葉 莊安 井彥 三郞 吉久 J と 記す。 
又 愛知 郡 泥 江縣 神社の 神主、 同稻荷 社の 
神主 安井 氏は 源氏と 云 ひ、 又 若宮 八幡宮、 
白山 社 等の 社家 も 此の 氏に て 源 姓と 云 
ふ。 又 古渡 村の 士安 井將監 は 史上に 見え、 
春 日 井 郡宮後 村に 安井 彌兵衞 、信 雄 分限 
帳に 「諸 桑 鄕田百 六十 貫 安井 十五 左衞 
門」 等 見 ゆ。 

當國 安井 氏 系圖に 「逸見 冠者 淸 光— 安井 
四郞 淸隆 (或は 義淸の 子に 作る、 實は淸 
光五 男 也〕— ニ 郎隆賴 — 彌次郞 有 朝— 小 
次耶光朝—(此間數代〕丨彌兵衞尉重幸丨 


五兵 衞 尉葷繼 (此の 弟に 善 左 衞門重 知 ぁ 
り、その子{忠知と云ふ〕丨淺野長政(母 
は 淺野 又兵衞 尉長詮 女)、 弟彌次 兵衞尉 
(その 裔平 六は 淺野幸 長に 仕へ、 彥右衞 
門は 淺野幸 重に 仕 ふ〕」 と。 家紋 澤渴 U 
4 土岐 氏族 一に 「淺 野三郎 光忠— 光保 
丨 光慶— 光 氏— 光興— 光洲」 と 云 ふ。 

5 藤 原 姓 家紋 藤 丸。 寬政 系譜に 「甚右 
衞 門久乘 • m 治、 幕府 御徒」 と。 

6 加賀 三 州 志、 能 美 郡 和 田 山堡は 山上 
鄕和 田村領 に 在り。 享祿四 年、 朝 倉宗滴 • 
貿 賊を擊 ちて、 三 堂 山に 保む と 云 ひ、 天 
正 八 年、 勝 家 •安井 左 近を 三 堂 山に 置く 
と 云 ふ。 並に 此の 和 田 山 也」 と。 武鑑、 
大聖寺前田藩重臣に此の氏を收む。 
r 近 江 蒲 生 郡史に 「蒲 生 氏の 世 臣にし 
て、 永祿 十一 年 九月、 日 野 籠城の 連名 中 
に 見 ゆ」 と。 氏 鄕 家臣に 安井 孫左衞 門、 
安井 三 介 等 見え、 又 甲實 郡の 名 族に 在り、 
家紋 橘 也。 ィハム D 、 ヤ マナカ 等の 條參 
照。 又彥 根の 名 族に 存 す。 

8 丹 波 多 田 源氏 也と 云 ふ。 丹 波 志、 氷 
上 郡條に 「安井 氏 •子孫 中 村、 先祖は 安 
井權 頭と 云 ふ。 村 東に 古 屋敷、 今は 畑と 
成る、 孛安 井谷と 云 ふ」 と。 「安井 淸 家， 


ヤス —— ヤスイ  ヤスイ  ヤスイ  六 一八 七 


ヤスイ  ヤスイ  ヤスイ  六 K 八 


子孫 長 谷 村國料 下町。 先祖は 多 田 滿仲公 
の 末流 也。 淸家 住」 と 見 ゆ。 

9 伊 岐直族 山城 國葛野 郡 安井ょり 起り 
しか。 松 尾 社家 系圖に 「松 室 月讀営 長官 
雪 雄 二十 三世 松 尾 公文 重宗 (應 仁卒 〕— 修 
理亮重 兼— 平五郞 重 勝 (號 安井、 又 松 室) 
丨與佐 重 有 (伊木 佐 渡 守〕」 と 見 ゆ。 

10 淸和源 氏 畠 山 氏族 安井 系圖に 「義純 
丨泰國 (畠 山上 總 介〕 丨時國 C 畠 山 阿波 守) 
丨 貞國 (民 部丞〕 — 家國 (尾 張 守、 治部大 
輔〕 —義頫 (播磨 守〕— 滿定 (畠 山 九郞、 
始めて 安井と 號す 。滿の 字は 將軍義 滿丨 
之を 賜 ふ； >丨 光重 ( 應仁亂 に、 久寳寺 城 拒 
守〕 丨 光永— 光行 (河 州 逾川郡 久寶寺 城 
主) 丨定繼 C 安井 助左衞 門、 畠 山に 仕へ、 
河 州逾川 郡久寶 寺を 頜す〕 —定重 (安井 主 
計、 天 正 五 年、 志を 平信 長 公に 通じて、 
光佐 上人に 屬せ ず。 大阪兵 •居所を 圍み 
攻め、 戰死 、嗣な し)、 弟定正 (安井 勘 介、 
後號善 海、 慶長 十四 己 酉 三月 十二 日 技、 
歳 六十 六 歳、 母大西 氏、 母 兄 彌左衞 門、 
其の 子 蘆 介。 久寳寺 村に 葬す〕、 弟定次 
(安井 淸左衞 門、 後號宗 因〕、 弟 了 意 (四 
記 郡 柏 原 村ょり、 平野 川筋の 河を、 此の 
了 意 掘り、 則ち 川の 名を 了 意 川と 云 ふ〕 1 


女 (後 號妙 信， 宗順妻 也〕」 と。 

次に 定次の 男 「道 也 ( 號成 安、 後 改道頓 、 
道頓堀 開鑿 者、 慶長ニ 十 年 五月、 大阪役 
西 軍に 屬 し、 城陷 るの 時戰 死す)、 弟 次 
右衞 門— 敎祐 ( 庄左衞 門〕— 安井 傳右衞 
門」 と。 又 次右衞 門の 妹は 九兵衞 妻な り 

と 0 

次に 定正の 男 「宗順 (安井 忠右衞 門、 始 
字宗 一〕、 弟宗淸 (安井 治兵衞 、慶長 十八 
年 癸丑 四月 十六 日歿 、歳 六十 九、 寺 澤志摩 
守 正 成 姪を 娶る〕 丨 十丞丨 十左衞 門」 と。 
又 拙著 攝津 に 「安井 氏は、 足 利 支族 逾川 
滿貞ょ 9 出づ 。その子 安重 •播磨 安井 鄕 
にあ SN て 安井を 氏と す。 三 ® の 孫 主計 頭 
定重 •ニ 弟定 正、 定 ，次し 共に 織 田 氏に 仕 
へ、 河 內逾川 郡 久寳寺 城に あり。 石山の 
役、 敵軍 來 9 攻 む。 定重戰 死、 定正 •亦 
創、 城 遂に 陷 る。 定次 •後 秀吉に 仕へ、 
その子 成 安と 共に 大阪城 築城の 際、 鑿 濠 
工事を 監 す。 成 安 •通稱 市右衞 門、 道頓 
と號 す、 その 從弟 定淸 (治 兵衞笼 正の 子〕、 
定吉 (九 兵 衞道ト 〕、 及び 族 人 平野 藤 次と 
共に 豐臣 氏の 許可を 得、 村人を 率 ゐて道 
頓堀を 間 鑿す。 ® 長 十七 年の 事 也。 後 道 
頓 •大阪 方に 加は 9 て戰 死せ しが、 九 兵 


衞 •藤 次の 二人 (定正 ニ子) •遂に 完成す。 
元和元年十ー月の事也。そ9子孫相繼ぎ 
て 南 組の 總年 寄を 勤む」 と。 又 「安井 氏 
の祖逾 川 左 馬允滿 貞は 麟角 堂を 開き、 孔 
子 堂を 置きて 釋奠 の 禮を行 ふ。 後 安井 定 
次 •今 井 道 和を 招き、 又 後には 伊藤 仁齋、 
東 涯等も 来りて 經學を 講ず」 と。- 
寬政 系譜 も 「淸和 源氏 畠山播 磨守義 翻の 
庶流に して、 河 內國漉 川 郡、 及び 播磨國 
安井 等を 領 し、 漉 川と も 安井と も稱 す」 と 
载せ允り。算知(六藏、次吉、初代算哲) 
は 家康に 仕 ふ。 その 男 春 海 (六 藏 、春 哲、 
算哲 、順 正、 助左衞 門〕 は、 天文 曆數 の學 
に 精し く、 至聖と 呼ばれ、 古今 獨步 、千 
古拔 群と 稱 され、 或は 春 日 麿、 阿部 晴明 
以來の 一人者と 評す。 日本 長曆を 侑り て、 
紀元 元年 以来の 曆 日を 明かに し、 又貞享 
層を 作り、 遂に 天下に る。 これより 天 
文 博士 土 御門 家、 曆 博士 幸 德 井家は、 式 
に 據 9 て 名を 署す るの みとな れ 9。 弟 知 
哲は碁家逾川氏を襲ぐ。その他は逾川條 
を 見よ。 又 その 裔 安井 仙 角 (八 段〕、 算英 
(明治 七 段〕 等 名 ぁり。 

11 紀 伊保田 家の 重臣 也、 ヤス ダ 條を見 
よ。 又績 風土記、 日 高 郡 川上 庄下 江川 村 


地士に 安井 武 助を 載す。 

12 石 見元龜 三年、 三 隅 守 城の 土に 安井 
則 利 ぁり。、 

13 美 作勝耵 郡の 名 族に して、 赤松 圓心 
五 .# の 孫 彥四郞 尙範は 平 田を 稱 し、 其の 
男 五兵 衞賴尙 の 子 平 田 五郎 左 衞門尙 長は 
宇喜多直家に 仕へ、 五百石を 頜 し、 九 塚 
の 合戰に 功 あリ 、その 裔 安田を 氏と すと 
云 ふ 0 < 

14 備後藝 藩 通 志、 三 原府故 家條 に 「東 
町 山 科屋 •先祖 安井 惠正は 山城 國 宇治 郡 
山 科の 人、 子七郞 左 衞門道 善、 その子 七 
耶 兵衞吉 正と、 来りて 此ハ 地に 居る。 後 
釀 酒を 業と す。 今の 作兵衞 まで 十 世相 續 
く。 吉正が 次男、 別に 一家た y」 と。 世 
羅郡條 に 「安井 小太郞 宅址 は小國 村に ぁ 
り。 小太耶 は、 應永 年間の 人、 家號 、大 
鍛冶屋と 稱 し、 鄕の 長な り」 しとい ふ 0 

15 安藝の 安井 氏 力 ミミ 條 、一七 五 五 頁 
を 見ょ。 

16 日向 日向 記に 安井 相右衞 門 尉を 载 
せ、 又宮畸 郡 南 淸武の 木 原 中 野の 人 安井 
平右衞 門朝完 (滄洲 ) の 男 仲 平衡は、 近 
世の 大儒に して 息 軒と號 す 0 

17 雜载 その他、 岸 和 田 岡 部 藩 重臣、 古 


'ヤスイ 


河 土 井 藩 用人 等に 見え (武鑑)、 又 中 村 家 
重臣に 安井 淸次郎 あり、 冲村條 を 見よ。 又 
關長門 守 侍 帳に 「三十 石 安 井久三 郎 ，1 を 载 
せ、 又 加 貿藩給 帳に 「二百 石 (丸 ノ內四 
ツ目〕 安井 守 人、 二百 二十 石 (丸 ノ內四 
ツ目 結) 安井 源 太郞 、百 五十石 (丸 ノ內. 
四ッ目 結〕 安井 萬 之 助、 五十石、 本 高之內 
安井 淺右衞 門」 等 見 ゆ。 

又 前 橋 藩 比 企 郡 代 奉行に 安井 與七 右窗門 
政韋 あり、 堤防を 築き、 新 溝を 穿ち、 民 
政に 盡す所 多し。 又筑 前の 國學 者に 安井 
金蔵 儀あリ 、盖 山と 號 す。 又 京都の 彫刻 
師に 安井 平右衞 門高廣 ( 壽秀の 男、 柏屋〕 
あり、 その 男 虎平 高 長は 風 香と 號 す。 そ 
の 他、 武藏 、信 濃、 尾 張、 備前 等に 存 す。 

保 井 ヤス ヰ 武藏國 足 立 郡に 保 井庄あ り。 
その他、 前條を 見よ、 藝者 書付 k 「西 俵 天 
文 職 •保 井算哲 (後 改逾川 助左衞 門)、 今程 
二百 五十 俵 •天文 職逾川 右門」 と、 前條第 
十 項を 見よ。 

安居 ヤス 4 土 佐 等に 此の 地名 あり。 而 
して 越 前國の 豪族 朝 倉 氏の 族に 此の 氏 あり 
て、 朝 倉 系圖に 「敎景 C 敏景〕 丨右衞 門大夫 
景隆丨 孫三耶 景健 ( 號 安居)」 と 見え、 又武 
藏等に 存 す。 


ヤスイ 


* 安 位 ヤス キ前 數條を 見ょ。 武鑑、 伊達 

藩 用人に 此の 氏を 敗む。 

易 井 ヤス 4 紀伊國 名 草 郡 里 村 通 照 寺 境 

灼 に 易 井 喜 內一 族の 墓 あり。 續 風土記に 「淺 

野紀伊 守 幸 長の 代官な り。 喜 內の聱 •坂 上 

姓 小島 壹岐 守の 息兵吉 と共に 大坂 方に 一味 

し、 淺野氏 出陣の 時、 裡斬 せんと 謀 U し 事 

露顯 し、 一族 四十 餘人 一時に 殺さる。 喜 内 • 

二人の 子 ありて 大阪に 籠城す。 嫡子 兵 内と 

共に此所を迖れ出で、高野山に落行きしが、 

追手に 圍 まれて 誅 せらる。 兵 内の 狼 一人. 

其の 難を、 逃れ、 後 婿を 取って 家を 繼 ぐ。 今 

當村驛 長 辰 五郎が 家な り」 とぞ。 

泰伊 ヤスイ 信 濃 等に 存 す。 

安池 ヤスイ ケ美濃 加 納永井 藩 番頭に 旯 
ゆ 0 

安納 ヤスイ レ アナ フ 正馴不明、ァ/ 

條參 照。 

安 宇 ヤス ウ正訓 不明、 正 倉 院神護 景雲 
四 年 文書 等に 見 ゆ。 

安海 ヤス ウミ ャ スミ 條參 照。 

安江 ヤス H 加賀等に此の地名あり。 

1 利 仁 流 藤 原 姓 加 實國石 川 郡 安江 邑ょ 
り起り、源平盛衰記に「富樫が外戚の塄 
に 安江 ニ郎盛 高」 云々 と 載せ、 又 富 樫 記 


ヤスイ —— ヤス エ 六 一八 九 


ヤス H —— ヤス 才力 


ヤス オカ^ — ヤス 力 ハ 


ヤス 力 


.ヤス キ 六 一九 0 


に 安江 和 泉 守 •見え、 三 州 志に. 「安江 堡 
は 石 川 郡 鞍月庄 安江 村領に 在り。 安元 中、 
安江 ニ郞盛 高 (富 樫泰家 外戚の 塄也〕 安 
江を 領 せり。 上 安江 八幡 社は 盛 高の 再興 
と 云 ふ」 と 0 

2 淸和 源氏 淺野 氏族 又 兵 衞尉長 詮の弟 
長 直 •安江 氏を 稱 す。  、 

3 磐 城 岩 代慶長 三年 文書に 安江 五三 左 
衞門 •見 ゆ。 

雜载そ の 他、 武藏 、信 濃、 出 雲、 石 
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見、 攝津 等に 存 す。 

保 江 ヤス H 前條を 見ょ。 

安枝 ヤス エ 同上、 武藏 等に 存 す。 

保 尾 ヤス ヲ 中興 系圖に .「保尾ニ滕姓、 
新 發意敎 快 •之を 稱 す」 と。 

安岡 ヤス ヲカ 長門國 等に 此の 地名 あり 
て、 土 佐の 名 族に 此の 氏 あり。 安藝 郡 高 上 
邑 a- 正 安岡 鐵馬忠 房は 勤王の 土に て、 贈從 
五位、 淸 岡條參 照。 又 安田 浦里 正 安岡 艟五 
郎の男 斧太耶 直行は 天誅 組の 志士  o 文 馬上 
邑 の 士 安岡 勘 馬 安平は 勤王の 士 、贈從 五位。 
又 香 美 郡 山 北 村鄕士 安岡 文 助の 男嘉 助正定 
は 天隸 組の 志士、 贈從四 位。 又 幡多郡 中 村 
の士 安岡 亮太郞 良亮 は、 明治 初年 熊 本縣令 
となり、 九 年 暴徒に 殺さる。 


保 岡 ヤス ヲカ上 野の 儒者 保 岡 嶺南( 字、 
元吉〕は厩橋藩に仕ふ。また武藏、出雲、 
石 見 等に 存 す。 

安賀 ヤス ガ アガ 、アヲ 等の 條を 見よ 0 

安垣 ヤ スガキ 東鑑 、文治 六 年 四月 十九 
日に 攝津國 安垣 莊 •見 ゆ。 

安 風 ヤス カゼ 

安形 ヤス カタ ァカタ 、遠 江、 濱名 等の 

條を旯 よ。 

安 片 ヤス カタ 

安川 ヤス 力 ハ 近 江、 信 濃、 安藝、 ^ 前 
等に 此の 地名 存 し、 又 越 中に 安川 城 あり。 
1 淸和 源氏 村 上 氏族 信 濃國の 豪族に し 
て、 村 上 爲國の 弟惟國 •更級 郡 安川に 住 
し、 氏と すと 云 ふ。 一に 村 上 源氏と も稱 
す 0 

2 平 姓 ヤスノ 力 ハ 條を 見よ。 

3 近 江 蒲 生 家臣に 安川 內匠 •見 ゆ。 

4 下野 宇都 宮 家臣に 在り。 盛 直の 家臣 
安川ニ郞兵衞吉武は享德の頃、上杉氏に 
黨 す。 

5 雜载越 中の 金工に 安川 氏 (後藤 條參 
照〕 あ 90 又 白 河 藩士 安. 川 休 翁の 養子 繁 
成 a 貫は 上野 山田鄱 和 田 村 岩 崎 八十 吉四 
男) は 早く 勤王 論を 稱へ、 後 官界に 入り、 


o 


遂に 實 業界に 名を 成せ9' 

安河 ヤス 力 ハ 前條 氏に 同じ。 

安川 內ヤス ガ ハチ 筑前 、筑 後の 名 族に 
して、 樋 ロ 宗保覺 書に 「北 川 内の 主 •安川 
內主 税」 見 ゆ。 

安河 內ヤス 力 ハチ 前條參 照。 

安 ケ平ヤ スガ ヒラ 南部 參考 諸家 系圖に 
安 ヶ平金 在 衞門易 淸等見 ゆ。 

安福 ヤス 力べ 日用 重寳記 等に 此の 訓見 

ゆ。 アンプ ク條を 見ょ。 

安上 ヤス 力々/ 

安 來 ヤス キア キ 和名 抄 、出 雲 國能義 

郡に 安， 來鄕を 敬む。 後 ft 安 來庄と 云 ふ 0 出 
雲、 石 見に 此の 氏 あり。 アキ 條參 照。 

安木 ヤス キ アキ 條參 照。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 松 田 系圖に 「松 田 
小ニ郞 有經 丨有忠 (安木 九郞 )- 
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及を 命ぜら る。 贈 正 四 位、 男 信義 •家を 嗣 

ぐ。 又簟數 家に 安島 萬 藏直圓 (南山〕 •見 
ゅ 0 

安 資 ヤス スケ 正訓 不明。 

安墨ャ KK ミ アスミ 條を 見ょ。 

安田 ヤス ダ 和名 抄 、土 佐國 安藝 郡に 安 
田鄕 を收 め、 也須 田と 註す。 又 出 雲、 播磨 
等に 安田 庄 、その他、 甲斐、 岩 代、 羽 前、 
羽 後、 越後、 備 後、 讚岐 等に 此の 地名 存す。 
1 淸和 ，源氏 武田 氏族 甲 裴國の 豪族に し 
て、 山 梨 郡 安田 邑ょリ 起る。 尊卑 分脈に 
「義 淸—淸 光— 義定 (安田、 遠 江 守、 一本 
義貞 、文治 元 八十 四、 源氏 六 人 受領の 內。 
甲 裴國馬 木庄大 井窪に 放たれ、 大 御室に 
誅せられ -7 んぬ〕丨義輔(越後守、從五下、 
田 中太郞 、常 陸國に 配せられ ' 配所に 於 
いて 誅 せられ 了る)、 弟费季 ( 泉 ニ 郞 、同 
じく誅せられ了る、子孫龙り〕丨遠江介 
義 房— 太 郞義 高— 遠 江 介 定基丨 小 次 郞定 
元-- 遠 江 介 義行丨 遠 江 介義 長」 と。 田 中 
條を 見ょ。 また 淸和 源氏 系圖に 「義淸 (刑 
部三郞 、號 安田 冠者、 又 逸見 兵衞 殿〕丨 
淸光 丨義定 C 從四 下、 遠 江 守、 號 安田 ニ 
耶 、一に 三 郞〕 丨義資 (越後 守〕、 弟義季 
C 泉 三 郞) ，、弟 忠義 S 摩 四 郞〕 、弟貞 長 (逸 
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見 孫 四 IP ) J と 見 ゆ。 

又武田 系圖に 「義淸 i 義定 (安田 三郞 -» 
遠 江 守、 甲 州 馬木大 井窪 大御 堂に 於いて 
誅せら る〕」 と载せ 、又 古淺羽 本に r 義光 
丨義淸 (安田 冠者〕 丨淸光 1 義定 (安田 三 

郞 、遠 江 守、 下總 守。 法名 法 光。 實は義 
淸の 末子、 養子 也。 建 久五年 八月 十九 日、 
甲斐 國 高木 在大井 御堂に 於いて 生害、 是 
れ 梶原景 時、 加 藤 景廉の 讒言に 依って 也。 
法 光寺 殿と 號す〕 丨， 義資 (田 中太郞 、越後 
守。 建 久四年 十一月 H 十八 日、 女の 事に 
依り、 鎌 倉に て誅 さる〕」 と。 又 諸家 系圖 
纂には 「安田 義定. (淸 光四 男、 信義、 光 
長、 遠 光 等の 弟〕、 云々」 と载せ 、又 一說 
として 「義淸 末子 說」 を 载 せた リ。 

2 氏人 平 _語に「甲斐源氏安田三耶 
義定」、「遠、江國をば安田三耶義定に預け 
ら る」 など 載せ、 源平 盛衰 記に 「一 姓の 
源氏 安田、 安田 三郞 義定 」、 r 武盱太 郡 信 
義 、同 弟 加々 美次郞 遠 光、 安田 三郞 義定、 
一 •條次 郞 」 と擧げ、「安田三郞義定*近江 
.守」、 「源氏の 方よりは、 安田 冠者 義貞 • 
先陣に ありけ るが、 云々」 又 「兵 衞佐殿 
は 鎌 倉へ 歸 人り て、 遠 江を ば、 安田 三郞 
に 給 ふ」 など 多し。 
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又東鑑 、治 承 四 年 八月 條に 「二十 五日、 
大庭三 郞景親 •武衞 の 前途を 塞がん •か 爲、 
軍兵を 分ち 方々 Q 衢を 固む。 俣 野 五郎 景 
久 、駿河 國目代 橘 遠 茂の 軍勢を 相 具し、 
■武田一條等の源氏令襲ふ爲に甲裴國に赴 
く。 而 して 胙 日昏黑 に 及んで、 富 士北麓 
に 宿す る處 、景久 、逆に 郞從帶 ぶる 所の 
百餘張の弓弦、鼠の爲に喰切られ畢んぬ。 
仍って 思慮を 失 ふの 刻、 安田 三耶 義定、 
H 藤 庄司景 光、 伺 子息 小 三 (次〕 郞行 光、 
市 川 別 當行房 、石橋に 於いて 合戰を 遂げ 
らる X 事を 聞き、 甲 州ょ：^ 發 向の 間、 波 
志 太 (山〕 に 於いて 景久 等に 相 逢 ふ。 各々 
戀 を 廻らし 矢を 飛ばし。 景久を 攻責し 
挑戦 刻を 移す。 景久等 弓弦を 絕っに 依っ 
て、 太刀を 取る と雖 、矢 石を 禦 r 能は ず、 
多く 之に 中る。 安田 已 下の 家人 等、 又 紉 
叉を 免れず。 然れ ども 景久を 雌伏 逐電せ 
しむ」 と。 又 十月 十三 日條に 「甲 裴國源 
氏、. 武 田太郎 信義、 次郞 忠賴、 三 郞 兼賴、 
兵衞 尉有義 、安田 三郞 義定 、逸見 冠省 光 

長、 河内 五 郞義 長、 伊澤 五郎 信 光 等、 富 
士北麓 若彥路 を 越 ゅ」 と。 

その他、 卷一 、ニに 多く、 又 建久四 年 十 
一月 二十 八日 條 に 「今夕、 越後 守義資 • 


女の 事に ょり 梟首、 加 藤 次 景廉に 仰 付け 
らる 》 所 也。 其の 父 遠 江 守義定 •件の 綠 
座に っき 御氣 色を 蒙る。 是れ 昨日* 御堂 
供養の 間、 義資艷 書を 女房聽 聞 所に 投 ず。 
訖って 後 害を 顧みて、 敢て按 露な きの 處、 
梶原源 太 左 衞門尉 景季の 妾、 夫' 景季に 語 
る、 又 父景 時に 通ず。 景時 •將軍 家に 言 
上す、 仍って 明爝 を釓 さるの 時-女房 等 
申す 詞 、符合の 間 此の. 如し。 三年 東 家の 
蟬髮を 窺は ざる 者、 一日に して 豈に白 丑 
の 梟首に 遭 ふかな」 と。 

又 「五 年 八月 十九 日 丁 未、 安田 遠 州 •梟 
首され 畢る 。子息 義資誅 せられ、 所領を 
收 公せられ し 後、 鎮りに 五 噫を 歌 ふ。 又 
日來好ぁる輩に相談し、反逆を企てんと 
欲す。 繂已に 發覺 す。 遠 江 守從五 位 上 源 
朝臣 義定 (年 六十 一〕 •安田 冠者 義淸四 男、 
壽永 ニ年八 月 十日、 遠 江 守に 任ず、 從五 
位下、 文治 六 年 正月 二十 六日、 下總 守に 
任ず。 建 久ニ年 三月 六日 遠 江 守に 遺 任、 
同日 從 五位 上」 と。 

又 二十日 條に 「遠 江 守 伴 類 五 人 •名 越邊 
にて 首を 刎ねら る。 所謂る 前 瀧 ロ 模下重 
兼、 前 右馬允 宮道遠 (達) 式、 麻 生 平 太 胤 
國 、紫 藤三郞 、武藤 五郎 等 也」 と。 又 鎌 


倉大 草紙に 「安田 遠 江 守義定 云々」 と。 山 
梨 郡 小 田 山城は 義定の 要害な り‘ (國 志)。 

3 後裔 義定 の裔に 田 中、 味 木 (肥 後) 
橋 本 (遠 江)、 若 月 (信 濃〕 等 ぁり、 家紋 
丸に 花菱、 菱の蔓 葉。 一說云 ふ r 義定九 
撥 孫 左 衞門尉 光泰 (連峰 入道〕 は、 足 利 尊 
氏に 仕 ふ。 後 武田信 成と 謀り、 南朝に 通 
じ、 事覺 はれて 自害す。 光泰 七 世 孫左衞 
門尉義 重、 その子 三郞左 衞門義 富— 木工 
之 進 義泰丨 內記泰 之— 源 五郎 重 連 丨三郎 
犮衞門 重 之」 也と。 紋追州 流。 その他 • 
以下 及び 次條に 多く、 又 東 山 梨 郡に 此の 
氏存 し、 又 安田 登 氏 ぁり、 菱華 遺芳を 著 
はす。 氏の 祖父 雷 石 安田 多 膳 翁も甞 って 
武 田家 臣顯秘 錄を 著す。 

4 相 摸 源平 盛衰 記に 安田 三郞明 益を 载 
せ" 下って 明治 當國 大山の 人 安田 来 齋は 
靄 文を 善くす。  ' 

5 武藏 風土記 稿、 豐島 郡條に r 內藤新 
宿の 植木屋 安田 氏、 祖先は 甲 州 武田 氏に 
仕へ し 由を いへ ど、 家系を 詳に せず。 中 
古より 庭 作りの ことを 巧に して、 紀州家 
に 出入せ しが、 有 德院殿 未だ 紀州の 館に 
まし ませし 頃、 長 助が 業の 巧なる を 愛さ 
せ 給 ひ、 御 庭に 於いて 屢 上意を 蒙り、 拜 


領物等 あり」 と。 その他 多し。 

6 奥州 石 川 郡 曲 木の 金子 # は 安田 兵衞 

尉國康の居所と傳へ、會津郡香輓村館迹 

は 「星 越 中、 安田 右京、 穴澤越 後 等 ど 云 ふ 

者. 居りし」 と云傳 ふ。 又岩瀨 風土記に 「矢 

部下 野 守 家老 安田 隼 人 正」 を 載せ、 下リ 

て幕末仙蠆の國學者に安田定次郞光則あ 
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7 桓武 平氏 越後 國溶垂 郡 (北 蒲 原 郡) 
安田 邑 ょり 起る。 城 氏の 裔に して、 其の 
祖城助 職 (資 職、 資 持) は、 玉 海、 治 承 
五 年 七日 一日 條に白 川 御館と 見 ゆ 。白 川 
庄 司た リし人 にて、 此の 地に 據 りし 也 0 
その 兄 城 太郞資 永ょ y 八 代 城 加 質 前 司 入 
道師顯、其の子越前守有時 (0 父子、洪に 
新田 義貞に 從 ふ。 義貞 討死の 後、 有 時の 
子 有 信 •越後に 來り 、名字を 改めて 安田 
肘賀 守と 號 し、 上 杉 氏に 仕 ふ。 有 信 六 代 
有淸は 上 杉定货 に 仕へ、 其の 子 安田 治 部 
少 輔長秀 は伯耆 守と 稱し 、謙 信に 仕へ て、 
勳功 多し。 男子な く 河田豐 前 長 親の 子を 
以つて 遺跡を 續が しむ。 安田 筑前 これな 
り o 1 說 、安田 周 防 守は 長 尾爲景 の妹聱 
にて" 先祖 源 賴義の 旗下 加 地 源 太泰 基が 
} 後裔に て、 文明の 頃 安田 城主と なると 云 
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ふ 0 

安田 城 (安田 村〕 は 城 氏の 舊館に して、 
後裔 安田 氏 代々 住す。 後天 文 十一 年、 三 
條平六 謀叛の 時、 篠塚 宗左衞 門を 當城に 
置く。 同 十七 年 五月七日、 新 發田尾 張 守 

長敦 •當 城を 攻 取り、 上 杉氏轉 封の 後、 
本庄 城主 村 上 氏の 知行と 爲 9、 其の 將吉 
竹 右近* 安田 城を 守る。 > 

8 大江 姓-これ も 越後の 豪族に して、 三 
島 郡 (刈 田 郡} 安田 邑 ょり 起り、 安田 城 
(田 尻 村 安田〕 に據 る。 此の 安田 氏は、 略 
風土記に 「北 條 Q 毛 利 修理 亮 道元の 嫡子 
重廣は 安田 越 中 守と 云 ふ。 其の 子 信 元、 
信 元に ニ 男 あり、 惣八 郞廣元 (一書， に 掃 部 
助 匡 房と あり。 また 毛 利上總 介廣 俊と あ 
る も、 此の 人 かと 云 ふ)。 次を 彌九郞 順 易 
と 云 ふ。 想 八 一郎 •故 ありて 生害し •順 易 
家督を つぎ、 上總 介と 稱す j と 見 ゆ。 惣 
八郞の 死後、 弟 彌九郎 家を 襲ぎ、 上總介 

也と 稱 す。 

管 窺 武鑑に 「刈瀨 城主 安田 惣八郞 は 安田 
彌九郞 の舍兄 也。 惣八郞 死後、 其の 跡を 弟 
の 彌九耶 に 下され、 上總 介に なされて、 
七 手 組の 頭を 仰せ付けら る」 と。 此の上 總 
介は 武勇の 譽 •世に 聞え し 事、 諸 書に 散見 
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すれ ど、 北 越 軍記には 諱を順 易と し、 或 
は 蒲 原 郡の 平 姓 安田の 治部少 輔に涩 同し 
たる 跡 多し。 上總 介は 會津新 風土記、 惠 
日寺證 文に 安田 上 總介能 元と 署名 すれ 
ば、 順 易に あらず と 知るべし 。治 部 順 易 
は 蒲 原 安田の 人に て、 謙 信に 仕へ し隊將 
也 (地名 辭書〕 と。 

景勝 家中 侍に 「奉行 安田 上總 介、 (河 田 伊 
豆 守 三男、 安田 養子〕 安田 筑前 守」 と载 
せ、 安田 筑前守 順 易、 侍大將 安田 上總介 
等の 事は、 上 杉、 長 尾、 藤 田、 直 江 等の 
條に 多し、 又 安田 惣八郎 は 新 發田條 を 見 
ょ。 その他" 長 尾、 本 間、 毛 利、 * 絛、 
大杠 等の 條參 照。  • 

9 利 仁 流 藤 原 姓 加貿の 豪族に して、 尊 
卑八刀 脈に 「林 六郞 光明— 惟光 (安田 三郞 〕」 
と载 せ、 中興 系圖に 「安田 •藤 姓、 林六郞 
光明 男三郞 惟光 •之を 稱 す」 と。 又 三 州 
志に 「石 川 郡 安田 壘は 山島鄕 安田 村領に 
在り。 古へ 安田 三郞 惟光、 其の 子 林弘ニ 
郞家朝 •住みて 今の 上 安田、 北 安田 邊を 
•頜 せりと 云 ふ。 家 朝 •承久 合戦の 以後、 
關東に 於いて 敵と なりて 討たる。 仍 りて 
父 も 同時に 討たれたり」 と。 

10 能 登 前項の 族 か "社家に 見 ゆ。 
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11 , 幕臣 遠 江 守 義定裔 と 云 ふ。 寬政 系譜 
に 「十郞 兵 衞政吉 、家紋 丸に 花菱、 菱の 
蔓 葉。 定右衞 門直賴 、家紋 丸に 洲濱 、丸 
に 角 一文字」 等 見 ゆ。 

12 美 濃 新撰 志に 「多藝 郡 橫曾根 村' 幡 

社は 大永 年中、 安田 氏の祀 る 所な り。 

安田 氏の 子孫 繁榮 して 當 村の 豪家な り」 
と 0 

13 伊勢 * 畠 家臣に 安田 昌綱 あり、. 多氣 
郡の 豪族な りと。 又 關長門 守 侍 帳に 「三 
十 石 安田 治 兵衞」 見 ゆ。 

14 丹 波 船 井 郡 井尻 城 (井尻 村〕 は 安田 
若 狹 守の 居城 也と。 丹 波 志、 氷 上 郡條に 
「安田 氏 •子孫 北 由 良 村の 支棧敷 村。 先祖 
は 船 井 郡 井尻 村の 住人 安田 若狹 守の 子、 
慶長十 年 己 秋、 此の 棧敷 野を 開發 して 住 
み 棧敷 村と 號す』 と 0 

. 15 秦宿禰 姓 伏 見稻荷 社の 正 祝に して、 
祓川親 賢の 男 幸 親を 祖 とす、 その 男親 久、 
その 弟 親 夏は 上 安田 家の祖 也。 

16 大和 ■高 取 藩 勤王家に 安田 鐵造 あり、 
天誅 組に 入りて 戦死す。 又 高 市 郡 小 房の 
豪家 等に 存 す。 

17 河 內楠木 正 成 配下の 將に 在りて、 廣 
嚴寺楠 木 一族 靈牌に 安田 五郎 正 光 •見 


え、 又涟川 郡久寶 寺邑の 安田 氏は 安田 宗 
順の 後に して、 春 益 •殊に 名 あり、 家業 醫 
なれ ど、 又賴春 水に 漢學を 習 ひ 詩文に 秀 
づ 、文化 七 年 逝く。 その子 營關又 名 あ 9。 

18 耙伊博 多 日記に、 楠 木の 爲 、取 籠め 
られし 湯 淺黨交 名に 「安田 次 郎兵衞 尉 重 
顯」 を擧げ たり。 保 田條參 照。 又 熊 野 八 
庄司に 此の 氏を 收め 、後世、 和歌 山の 人 
安田 長兵衞 は、 元 文 年間、 本邦に て 初め 
て 砂糖を 製す。 

19 出 雲 能義郡 安田 庄ょ W 起り しか。 日 
御硫社 々家 等に 見， ゆ。 

20 石 見 第一 項の 族と 云 ひ、 石 見 志に i 
貞 —義輔 丨太郧 奋衞 S： 尉 義廣丨 源 太郞義 
正丨刑部大輔正綱—正祀丨正盛丨正義 
(遠江守、*條貞時に仕ふ)」と見ゆ。 

21 美作笠庭寺記に「西北條郡田邑莊(椹 
狨ニ寸 〕 安田 助景 J, を 載せ、 又 「英田 郡 
平野 別府 (干 瓜 一 瓶〕 安田网 末」 を擧 r。 

22 備後藝 藩 通 志、 三 谿郡條 に 「奥 尾 城 
は 安田 村に あ 9。 天文 年中、 安田 右衞門 
元 勝の 所 居。 村內香 積菴 は、 安田 資 俊の 
開基と あり。 又 城址 近 方に 城主の 墓と て、 
數基あ 0 ければ、 世々 の 所 居な り や」 と 0 
又 熊 谷 系 圖に 「元 直の 母は 備後國 安田 氪 
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女」 と 見 ゆ。 

23 防 長大 內 家臣に して、 安西 軍 策 等に 

見 ゆ。 

24 惟 宗姓 土佐國 安藝 郡 安田 庄 C 鄕〕 ょり 
起る。 八幡 社 舊 記、 永 正 七 年に 安田 惟宗 
三 河 守 益 信 •見 ゆ、 これょり 前、 延文に 
惟 宗三河 守 信 綱 (東 島 泉 城主〕 ぁり、 惟宗 
條參 照。 戰國 Q 頃、 長 曾 我 部 元 親に 降る。 
25 田 川 氏族 肥 前 國彼枰 郡の 名 族に して、 
鄕村記に「畝莉村*地頭安田氏。鳥越城 
は 安田 氏の 據處な り」 と旯 ゆ、 田 河條參 
照" 又大村 藩士 系錄に 在り。 

20 肥 後 義定嫡 孫 三 郞義 治の 裔と云 ふ、 
味 木條參 照。 又 氏人は 嘉吉 三年 菊 池 持 朝 
侍 帳に 安田 淸兵 衞守隆 ％ 载 せ、. 下りて、 
幕末 勤王の 志士に、 安田 喜 助久臣 ぁり。 
27 遠 江 拙著 「遠 江」 を 見られた し。 

'28 雜载 太平 記卷 二十 五に 安田 彈正 •見 
え、 長 倉 追罸 記に 「大 すなが しは、 泉、 
.安田」 と。 下って 戰國の 頃、 明智 光秀 三 
羽 烏の 一に 安田 作 兵衞ぁ y、 森 蘭 丸を 殺 
し、 信 長を 刺す。 後に 天 野 源 右衞 門と 稱 
す。 

又 武鑑に 松 平 支 藩 重臣、 敦貿酒 井 藩 用人、 
吉田松 平 藩 用人、 佐 竹 藩 用人、 勝 山 小 笠 
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原 藩® 臣 、岡 田 伊東 藩 用人 等に 見 ゆ。 又 
田 中 藩 知行 割 帳に 「三百 石 安田 次郎大 夫」 
を载せ 、京都の 儒者に 安田 圖 書棟隆 (任 
卿)、 江戶の 歌人に 安田 一菴 19 弦、 加贸 
藩 給 帳に 「百 八 拾 石 安田 平右衞 門、 七 拾 
.石 (チ キリ〕 安田 淸兵衞 * 甙打五 拾 石 (同〕 
安田新 兵衞 、九 拾 石 (違 釕貫〕 安 51 範藏、 
拾 人 扶持 安田 五郎左衛門」 等を 擧 r。 
また 黑田 藩士 安田 勝聲 S 養子 喜へ 郞勝從 
(福 島直實 次男) は 勤王家に て 贈 正 五位。 

.又 佐 竹 家臣に 安田 五郎 兵衞 、同 常 兵 衞見 
え、 又薩 藩士 安田 喜 藤 太の 男泰助 定則は 
明 •治 時代 官界に 名を 擧ぐ (鹿 兒島郡 坂 本 
の 人)。 又 栗 山 大膳 家臣に 安田惣 七郞 、津 
m 藩 分限 帳に 「五 石 三人 扶持 安田' 久 佐」 
を擧 げたり。 

また 飛 烏 井家雜 掌に 旯 え、 又 毘沙門 堂 諸 
大 夫に 安田 攝潍 守， 京師の 茶人に 安田 是 
誰 (冶工、 對馬〕 、又 江戶の 金工に や 田 
又 三郞政 長、 狂言 作者に 安田 蛙 文 (西 澤 
一鳳の 門〕、 南宋 敬 家に 安田 键 •老 山と號 
す、 皆 名 あり。 又 明治に 安田 善次耶 •出 
づ 、巨 萬の 富を 重ね、 保 善 社を 建つ。 又 
備 前、 備 中、 出 雲、 播磨 •攝津 、山城、 
美 濃、 信 濃 (村 上條參 照)、 志！：、 越 前、 
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磐 城、 岩 代、 陸 奥 等、 猶ほ多 かるべ し。 

保 田 ヤス ダ ホダ 尾 張、 安房、 伯耆、 
耙 伊に 保田庄 、その他、 信 濃、 越後、 安藝 
等に も 此の 地名 存 す。 

! 淸和源 氏賴 光流紀 伊の 豪族に して、 
在 田 郡 保田莊 ょり 起る。 續 風土記、 保 田 
莊 領主 條に 「源賴 光の 末孫に 安田 太郞忠 
宗 あり、 保田莊 の 地頭 職たり。 忠宗の 子 櫂 
守宗重 •湯 淺莊 を領 し、 併せて 此の 地を 
領す。宗重の子孫後に斷絕す。1軍(4氏* 
那賀郡 貴 志 莊の 地頭 職 貴 志 氏を 以つ て、 
此の 地を 領せ しむ。 貴 志 氏 •因りて 辻堂 
村に 住す。 天 正 十三 年、 豐臣氏 に 亡ぼさ 
れ 、羽 柴美濃 守に 屬 す」 と、 湯淺 、貴 志 
等の 條參 照。 

又 寺 原 村 紅葉 山條に 「八幡 城と も 云 ふ、 
保 田 氏の 城な り。 又 川を 隔て \ 山上に 陣 
屋名 り、 土人 古 域と 云 ふ。 又 小 峠に 城跡 
あり、 八幡の 出城と 云 ふ。 元亨ニ 年、 楠 
正 成の 爲に 敗れ、 安田 莊司 自害す。 安田 
莊 司は 湯淺 櫂守宗 重の 子湯淺 兵衞宗 光の 
子孫なり。正成.安田氏を平げて、保田 
氏 一旦 亡ぶ といへ ども、 南北 兵亂に 保 田 
氏の 黨ま た起リ 、其の 地を 興復 し、 又 保 
田の領主2なる。，湯淺權守宗重の子孫は 
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保田三助友宗といふ、畠山秋高に屬す」 
と。 c 猶ほ森 條參照 )o 
又 「山 保 田の 莊 (盹旦 川庄〕 は 中古 高 野 
山領 にして (高野山 文書、 東鑑〕 、石垣 上 
驻と稱 し、 湯 淺 櫂守宗 重を 地頭と 爲す 0 
建久八 年、 源 賴朝鎌 倉ょり 此の 地の 下司 
職を 僧 文覺に 賜 ひ、 文覺 ''•之を 宗 重の 子 
兵 衞尉宗 光に 讓 る」 と。 その 裔 •淸水 城 
に 據 9、 子孫 世襲す と 見 ゆ。 その他は 湯 
淺 、湯 川、 阿 互 川、 阿瀨川 等の 條參 照。 

2 淸和 源氏 武田 氏族 前項の 如く 紀州保 
田 氏は 湯淺 氏の 族 なれ ど、 系圖 、家 1 明に 
は 前條 第一 項 氏の 後 也と 云 ふ。 保 田系圖 
に 「淸 光— 遠 江 守義定 (始めて 安田 三郞と 
稱す 、家紋 追洲 流)— 遠 江 守 忠義 (三 郎) 
丨 三郞兵 衞尉忠 光 — 太郞兵 衛尉忠 則 丨 安 
田 太 郞忠宗 (紀州 在 田 郡 保田莊 を領 す、 
故に 安田を 改めて 保 田と 號 す。 當家 1 
の 號 •此ょ 9 始まる、 法名 安道)— 宗蠡 
(櫂 頭。 紀州在 田 湯淺郡 城に 住す。. 傳へ 

.聞く、 文 永年 中、 禁裡 回祿の 事 急な り、 
宗重 •士卒を 率ゐて 禁中に 到り 速に 之を 
救 ふ。 時に 三位に 叙し、 中將に 任ぜられ、 
十六 葉 唐 菊の御紋を 賜 ふ、 是れ回 祿を周 
ふ -.© 忠功 也。 建武 元年 正月 二日 卒 、歳 九 
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.十五、 法名 宗傳) 丨重定 C 五郎 右衞門 尉。 
祀州に 住、 み、 久原 土に 居城す、 法名 宗慶) 
丨重高 (又 五郎、 祀州久 原 土に 居城、 法 
名宗玄 〕 丨宗定 (五郞 兵衞 尉、 父の 跡を 領 
す、 本 地 •元の 如く、 法名 庭 柏) 丨定弘 
(宗弘 、太 郞兵衞 尉。 久原土 居城、 明應 
元年 壬 子 ニ 月 八日 卒 、歳 八十 七、 法名 治 
道〕— 長宗 (山城 守" 在 田 郡 七 山城に 住 
す。畠山左衞門佐ト山の聱 <-* 天文ニ十ー一 
癸丑 八月 三日 卒 、歳 八十 ニ、 法名 宗隆〕 丨 
知宗 (佐 介、 紀州 保田莊 、及び 河 州 錦 部 郡 
を頜 す。 佐久間 久六郞 を 養 ひて 子と 爲 す。 
久六郎 は 後に 從五 位下、 備前 守に 任ぜら 
る。 屢々 忠 志を 平信 長 公に 通ず、 是を以 
つて 感狀に 預る。 『此の 中、 抅 へられ 候 城 
は彌々 堅固に 云々。 信 長 御朱印、 保 田 左 
介 殿』 と〕 丨則宗 (基 兵衞 尉。 伊 州 名 張 郡 
四 濃 野 城主と なり、 豐 臣秀吉 公に 仕 ふ。 
文祿 元年 壬 辰、 秀吉 公の 命に 依って、 紀 
州 保 田 莊を賜 ふ、 舊領を 知る 也。 增田右 
衞門尉 長 盛 •奉書 二通を 寄す〕 丨宗雪 ( 甚 
兵衞 尉〕— 宗重 。家紋 追洲 流」 と。 

3 氏人弘 長 ニ 年に 保田庄 地頭 左 衞門尉 
宗 業の 星 尾 寺 寄進 狀 ぁり。 又 博 多日詆 、湯 
淺黨に 安田 次郎 兵衞尉 重顯を 取め、 前述、 


及び 湯淺條 に 見 ゅる 如く 南北朝 頃に も 多 
く 出で、 又 名 草 郡 大野 庄 、正 平 頃の 地頭 
に 保 田 山城 判官 宗兼 あり (大野 條) 。下リ 
て 天文の 頃、 保 田 山城 守 長 守 あ 9、 前項 
及び 湯 淺笠松 等の 條を 見ょ。 その 男を 保 
田 三助 友 宗と云 ふ、 又 知宗に 作る。 河內國 
高屋 城主 畠 山 秋 高に ® し、 阿 瀨川 城に 據 
る。ある時、三助の高屋に出仕せる留守に 
乘じ 、一揆 起り て、 當城を 襲 ふ。 湯 川 直 
春、 双方を 和解し、 一端 事は 靜ま ると い 
へど も、 三助 宿 憤の 餘 り、 天 正 十一 年 四月 
十日、 一揆の 巨魁 六十 三人を 誅す (名所 
圖會〕 と 0 

その 裔 は、 諸家 系隱纂 に 「長宗 (山城 守、 

. 宗隆〕 丨知宗 (佐 介、 天 正 年中、 志 津嶽に 
て 討死) 丨則宗 ( 甚兵衞 、雪 庭〕— 宗雪 (甚 
兵獠 尉〕— 宗鄕 (從 五位 下、 美 濃 守〕」 と载 
せ、 寬政 系譜には 「知宗 —( 弟〕 繁宗 (榮 
西、 若狹 守)— 則宗 ( 甚兵衞 、伊賀 名 張 郡 
西 濃 野 城、 後 保田庄 、三千 五百石) 丨宗 
雪 (美 濃 守、 若狹 守)— 京 鄕 (美 濃 守、 越 
前 守、 內膳 正、 四千 五百石〕 丨賴 母宗恒 
丨某(縫殿助〕。家紋迫洲流」と。 

4 畠 山 氏族  j 本 畠 山系 圖に. 「政 慶 (幼 
名 藤 千代 丸、 次 郎四郞 、尾 張 守。 鳥屋 城 
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主。 法名 源 昌院 殿、 宥忍 快應 大禪定 門〕 
丨高俊 (常 家 落 域の 時、 保 田家の 養子と な 
り、 保 田 勝 左 衞門宗 定と改 名す。 慶長五 
年 九月 十五 日卒 。法名 松朽 高嚴 大店 士)」 
と0畠 11] 城を見ょ0 

一族 續 風土記 在 田 郡の 卷に 「久 野原 
村 地 士保 田內 膳。 杉 野原 村 舊家保 田 氏。 
祖保田 三助 重 宗の臣 保 田 掃 部 光安の 後な 
り。 保 田家 亡ぶ る 後、 掃 部 農民と なり、 
子孫 代々 莊屋 役を 勤む」 と。 又 湯 子 川 村 

舊家杉 谷 氏 安井 氏條に r 祖は保 田家に 仕 
ふ。 戶 上、 安井、 杉 谷、 堀江、 是を保 田 
家四家の功臣と云ふ。保田家亡びて後 *» 
兩家 •此の 地に 來 9 農民と なる」 と 見 ゆ。 
各條參 照。 

又 在 田 郡 寺 原 村 舊家保 田 氏は 保 田 伊賀 介 
時 重の 男十邵 兵 衞と云 ふ。 保 田 三 郎宗重 
の 男を 養 ひて 子と す 云々。 堀江 條を 見ょ。 
又 名 草 五箇 庄地士 十一 家の 一に 保 田 毛 右 
衛 門、 海 部 郡 雜賀莊 井原 町 地士に 保 田作 
之 右 衞門等 見 ゆ。 

安藝 武田 氏族 藝藩通 志、 高宮 郡條に 
「東 野 村 保 田 氏。 先祖 •武田 光繁の 弟 源 之 
丞光政、村の保田に居る^其の子光之* 
大に保田の地を開 </ 」と。 
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7 丹 後 注進 丹後阈 諸庄 鄕田數 ：！： ：錄帳 に 
「熊 野 郡 川上 庄百七 町 九 反 百 九十 步內 、ニ 
町 一段 三十 I 步 •保 田 中 務」 と。 

8 淸和 源氏 大井 氏族 甲 州の 名 族に して 
守 直を 祖 とす。 又 田 中 氏 2 宮村國 分〕 の 
家 記に 「保 田 遠 江 守の 孫 越後 守 義資の 男 
義堯 •遠 州 田 中 城に 住す」 と。 こは 前條 
第一 項 流 也。 

9 秀鄕流 藤 原 姓 信 濃 保 田 村ょ 9 起る。 
家紋 大洲流 。忠右 衞門久 重 •元祿 幕臣と 
なる •子孫 寬政 系譜に 見 ゆ。 

10 桓武 平氏 三 浦 氏族 家紋 丸に 靱鳩酸 
草、 三 橘、 萬 字" 紀州 家臣 保 田 久兵衞 通 
春 丨太郞 兵衞良 元の 裔、 寬政 系譜に 見 ゆ。 

11 雜载 武鑑、 膳 所 本 多 藩 番頭に 此の 氏 
見 ゆ。 ハゥダ 條參照 0 又 幕臣に 保 田！ 一前 

守、 加實藩 給 帳に 「百' 五十石 (桔梗〕 保 田 
幸藏 J、 美 作 百 五十六 齊家の 1 ( 苫田郡 高 
野邑) に 見え、 又津山 藩 分限 帳に 「七十 
石 保 田 藤 兵衞」 ぁリ 。又 一條 家諸大 夫に 
見 ゆ。 又攝津 、河内、 山城、 近 江、 美 濃、 
尾 張、 武藏 等に 存 す。 

安多 ヤス ダ 前 ニ條參 照。 

安堂 ヤス ダウ 

安宅 ヤス タク アタ カ條を 見よ 0 
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安武 ヤス タケ 豐前 等に 此 Q 地名 存す。 

丨菅 原姓筑 後の 豪族に して、 安房 守鑑 
敎は 三潴郡 安武 古町 海 律の 城主 也。 筑後 
國史に 系圖 ありて、 「安武 氏 •姓菅 原、 紋 
三 乳。 安武 元 碩家藏 。按ずる に 蒲 池 支流 
にも 安武 氏 あり、 之と 同から ず。 又舊記 
に 安武 民 部、 同 山城み リ 、皆 同族 也。 又 
女子 あり、 此の 系圖 之を 脫 す。 系圖に 民 
部 ありと 錐、 舊 記と 合は ず。 

『鑑政 •茨 阿波 守、 河内 國大掛 (懸 、縣 か〕 
郡の 產 •永 正 五 审 辰年、 三潴郡 安武 村 海 
津城に 入部、 時に 年 二十 五、 安武 古町 本 
村、 大島 村、 小島 村、 都べ て 十八 町の 內、 
十五 町、 及び 津 福、 白 ロ、 下 荒木、 早津 
崎、 住吉 、荊津 、中島、 藤吉 、黑 田、 草 
場、 原 田、 都べ て 十一 村の 內百 八十 五町， 
惣べて 二百 町を 領し 、此の 內 三十 町を 右 
馬 介の 領 とす。 大友宗 鱗の 旗下と 爲る 也。 

. . 宗麟 •其の 從弟 女を 妻は す。 初め 重 政と 
號 し、 宗麟 ( 義鑑 か〕 •鑑 Q 1 字を 賜 ふ、 
仍って 今の 名に 改め、 茨 氏を 安武と 改 む。 
天文 十九 庚戌卒 、年 七十 八』。 

今 按ずる に、 大祝家 文書には 鑑敎に 作リ、 
安武 本 村 寄 居 大明神 棟 札に 『三潴 郡 安武 
庄寄 居大明 神寳殿 一宇 云々、 大願 主 安武 
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安房 守 管 原鑑敎 、古河 新兵 衞尉源 國 安、 天 
文 十六 年 丁 未 四月 ニ 十三 日』 と。 義鑑の 
代 也。 又 開基 帳、 夜 明 村印鎰 営條に 『當 
村 領主 安武 安房 守、 永 祿元戎 午年 再興、 
棟 札の 銘に見 ゅ』 と。 又 天文 二十 四 年 百 
歌の 中に 鑑敎 ぁり。 是れ恐 らく 安房 守な 
らん。 然 らば 系圖に 天文 十九 年に 卒すと 
云 ふは 誤な らん。 

その 男 『重乘 •安武 民部少 輔 、弘治 ニ 戊 
辰 病^^ 年 四十 七』 と。 開基. 帳に 『夜 明 
村 惠日山 稱名院 、天 正 ニ 甲 戌、 安武 民 部 
小 ノ 輔鎭敎 代僧辨 譽 開基』 云々。 重 乘と鎭 
敎と訓 同じ。 弘治 ニは 天 正に 先 だつ 二十 
ニ 年 也。 又 九州 記、 天 正 三年に 『安武 重 則 • 
隆信に降つて下域す』と。系圖に合はず。 
又 同 九 年、 龍 造 寺の 肥 後出 張從軍 中に 安 
武氏 ぁり。 若し 系圖 S 說 Q. 如くなら ば、 
重 則は 政 勝に 作るべく、 後に 龍 造 寺に ® 
するか。又天正六七頃に安武 11! 城守ぁり 
て、 陰德 記に 見 ゅ。 

重乘 to' 弟 政乘は 『仲 右馬助 (介)、 天 正 四 

戦死、 年 五十六』。 重 乘の男 『政 勝 •安 右 
衞 門。 天 正 四 丙午、 龍 造寺隆 信の 代將積 
竹 (岳〕 越 前賴次 •二百 餘騎を 率 ♦して、 安 
右衞 門を 攻む 、右馬助と 共に 防戰 。敵 ^ 
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椠野與 市を 斬る、 右 馬 介は 遂に 戰 死。 安 
右衞 門は 黑木 彌市郞 の 居城に 奔 り、 賴次 
人 城す 云々。 

政 勝 丨信重 (安武 作 十 耶〕 、弟 勝乘 (茨 淸 

助〕— 勝義 (安武 淸右衞 門〕 丨重勝 (同 勘 太 

，夫〕— 英勝 (安武 宇 太夫、 後 醫師、 宗碩〕 

丨勝則 (本名 三 池 彌三郎 、宗碩 養子、 改 

•元 碩〕 —勝宣 (安武 猪 吉〕』 。又英 勝の 弟 勝 

藏 (安武 儀右衞 門〕 あ 9。 川柳 騷嵐 編に 

『安武 儀右衞 門は 今 柳 川 寺 町 法 恩 寺隱宅 

. に住す、劍術の達人』と。云々」、し 

又 問 注 所 系圖に 安武 安房 守、 又 幕末 柳 川 

藩儒 者 安武 嚴丸 •見 ゆ。 

2 宇都 宮 氏族 筑後 宇都 宮系圖 に 「蒲 池 

左 馬 大夫繁 久—兵 庫 頭 親 久—親 則 (安武 

右京亮〕」 と载せ •又 一本に 「右 馬 大夫繁 

久 丨 親 則 (安武 右京亮〕， 一と あり。 

3筑前堅柏邑の大庄屋に.して、箱崎八 

幡 ，住吉 、兩宮 に 多くの 井戶瓦 を 寄進せ 
90 

4 雜载 加實藩 給 帳に 「苗 石 (丸 内 木瓜〕 
'安武 外 次 郎」 を载せ 、又豐 前、 石 見、 出- 
雲、 攝津 、武藏 等に 見 ゆ。 

安竹 ヤス タケ 前 條參照 ^又播磨多顼郡 
北 村 城主 裔と云 ふあリ 。丹 波 志に 「安竹 氏 • 


子孫 氷 上 郡 大新屋 村。 下に 先祖は 播磨國 多 
轲郡北 村の 城主、 浪人に て當 村へ 來 住す」 
と 見 ゆ。 ホ シナ 條參 照。 

安 建 ヤス タケ 前 ニ 條參 照。 

保忠 ヤス タダ 東鑑卷 九に 「郎等 保忠黑 
次郞」 見 ゆ。 

安立 ヤス タチ-アン リゥ、 アダチ 等の 條 
を 見よ。 

安 館 ヤス タテ 山形 秋 元 藩 用人に 此の 氏 

あり 0 

保 谷 ヤス タニ ホヤ、 ホゥ ヤ等條 に 在り。 

安塚 ヤス 下野、 陸 前、 越後 等に 此 
の 地名 存 す。 

安恒 ヤ K ッ砵豐 後の 名 族、 紐 姓、 上田 
氏の 族 也。 祀條第 七十 一項を 見よ。 

安津 畑 ヤス ツハタ アツ ハタ 

安刀 ヤス ト アト 條を 見よ。 

安 斗 ヤス ト 同上。 

安戶 ヤス ド 武藏に 此の 地名 あり。 

安土  ヤス ド 伊勢、 志 摩 地方に. 此の 氏 在 
りと。 その他、 アグ チ條を 見よ。 

安 | 虽 ヤス トミ 筑 前， 肥 前に 安富 庄 、又 
肥 後 等に 此の 地名 存す P 
1 IE 姓紀長 谷 雄の 後なる 左 衞門督 行 
義 、その 男 尾 張 守 行 高、 その 男 左 衞門尉 之 


家 •安富 某の 家を 繼ぎ 、安邦 親王に 仕 ふ。 
其の 兄 之 泰の子 盛 家、 安富を 稱す 。堀 田 
系圖に 「行 高 丨之泰 C 從五 下、 左衞門 佐) 
丨盛家 ( 號 安富、 左 衞門督 、新 後 拾遺、 
新續 古今 作者〕— 之 家 ( 左衞 門〕— 房 行 C 掃 
部 助〕」 と载 せ、 浦 上 系圖に 「右 衞門佐 之 
泰丨盛 家 (安富 左衞 門督〕 丨之 家— 房 行 
(掃 部 助)」 と 見 ゅ。 猶ほ堀 田條參 照。 

2 氏人 子孫 •細 川 氏に 仕 ふ。 園 太曆に 
安富 民 部 大夫行 長、 又明應 三年 八月 相國 
寺 供養に 安富 安藝 又三耶 成衡 、勝 元狀に 
安富 民 部丞等 見え、 又應仁 記に 「安富 民 
部 元 綱 •三千 餘騎」 (エ 藤、 長 野 等の 條參 
照)。 卷三 に 「勝 元被官 安富 紀四郞 、甲須 
龜 J など ありて、 又應仁 私記に 安富 民 部 
小 ノ輔 (元 綱) を擧げ 、又 畠 山 家臣に 安富 
民 部亟 (畠 山條參 照〕、 又 細 川兩家 記に 
「安富 云々、 高國に 降る」 と。 而 して 見聞 


諸 家紋に 


⑩® 


安富 又三郞 元宗 


その他、 以下 各項に 在り。 

3 大和 康正 段錢 引付 に 「五 貫 文 •安富 
勘 解 由 左 衞門尉 殿、 觀敬寺 御門 跡領 、和 


州 郡 家庄 、段 錢 J と。 

4 攝津島 下 郡 茨木 城 (茨木 町 茨木〕 は、 
建武 年間、 楠 木 正 成 築く と傳へ 、又 安富 
'氏の 築く 所 也と も 云 ふ 0 大永七 年、 波 多 
野、 柳 本の 爲に 開城せ りと 雖 、常時の 城 
主 不明。 天文 十七 年頃、 茨木 伊 質 守 孫 次 
耶在 城。 永祿 十一 年、 佐 渡 守 • >!£ 木 村 重 
に 被られて 減ぶ C 

5 淸和 源氏 前述、 民 部 大輔行 長は、 康 
永 四 年 八月 文書に 「散 位 源 朝臣 行 長」 と 
载せ、中興系圖に「安富*淸和」と見ゆ .0 
6 御神本 氏族 石 見の 豪族に て、 御神本 
系圖に 「益 田 左 衞門尉 兼 季丨周 布 ニ耶兵 
衞 尉兼定 (安富 等祖 )」 と 見 ゆ。 

7 多々 良 姓 大內氏 十二 代弘 成の 弟貞盛 
の男備後守宗貞を祖とす。光井乂內等の 
條參 照。 康 正段錢 引付 ^ 「ニ 百 貫 文 •安富 
近 江 殿" 周 防 長 門兩國 、御 要 脚」 と。 

8 讃岐第 | 項 安富 氏は 應 安の 比、 細 川 
賴之 に從 ひて 當國 に來 り、 寒 川 郡の 內七 
鄕を領 し、 長祿 年間、 山城 守 盛 長 •細 川 
家の社家奉行となリ、城を雨瀧山に築く。 
享德元年、勝元.畠山氏に代って管領を 
務 む。 當 時、 盛 長、 及び 香 西 備後守 元 
資 、奈 良太郞 左衞門 尉元 安、 香 川 肥 前 
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山 二 九九 
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守景 明の 四 人を 棟梁の 臣 とし、® に 四 天 
王と 稱 せらる。 盛 長の 子 元 綱 c 民部少 輔〕 
は、 京師に 在りて 管領 家の 事を 執 9 行 ひ、 
元 綱の 子 盛 方は 筑前 守と 稱す 。當 時、 三 
木高長 * 简岡の城杧ぁ9て、三木郡を領 
せりし が、 歿して 嗣な し、 細 川 氏* 是を 
盛 方に 賜 ふ。 その 男盛定 C 一 に ^/ 方) •ま 
た阿州篠原紫雲が女を納れて妻と十(西 
讚府志 \ 南海 通 記、 全 讚史〕 と。 寒 川、 

三 木、 香 川、 香 西、 奈 良、 讚岐 、橘、 藤、 
細 川 等の 條參 照。  ' 

又、 全 讚史に 「雨 瀧 城は 寒 河 郡 富 田 雨 瀧 
山上に 在り。 安富 山城 守 盛 長 •之を 築く® 
其の 子を 筑後守 盛 正と 日 ひ、 其の 子を 筑 
後 守 盛 方と 云 ふ。 是れ 則ち 細 河 勝 元 四 傑 
の I 也。 其の 子を 肥 前 守 盛 定と日 ふ、 元 
龜 元年、 阿 州 儀 原 入道 紫雲の 女を 娶 9、 
ニ國 謀を 合せ、 竟に寒 川 氏の 大內 郡を 奪 
ふ。 是に 於いて 盛定 •大內 郡に 之き、 此 
の 城は 其の 相 •六 車宗湛 をして、 之を 戍 
らしむ。 初め 大永 三年、 盛 方 •常 隣 城を、 
侵し、 安富 氏 •敗績 し、 天 正 十一 年、 土 
佐 元 親の 爲に 階ら る」 と。 

又 「小 十九 間 城は 石 田 東 村に 在 9 0 安富 民 
部 元 綱 •之に 居る。 天 正 十一 年 夏 五月、 


ヤス 卜 ミ 

土 佐 元 親 •攻めて 之を 拔く 。今 光明寺は 
其の墟也。其の南に泄あ9、所生の蛭* 
皆 角あリ 、土人 云ふ戰 死者の 所 化 也」 と？ 
又 「大 井城は 富 田 村に 在り。 富 田 左 近 光 
輝 •居る。 富 安 氏の 麾下 也」 と。 

又 名勝 圖會卷 ニ、 寒 川 郡條に 「石 田 城跡 
は、 石 田 東 村に あ 9、 光明寺の 地 これな 
り。 安富 民 部 元 綱 こ x に 居た 9。 天 正 十 
一年 五月、 長 宗我部 元 親せ めて 是を陷 る」 
と。 又 小 海 村に 此の 氏 あ 9、 元 和 年中の 
人 安富 山城 守の 後裔、 現今 山城ょり 十三 
代、 引田 町 善覺寺 住職と 成る とぞ。 

10 桓武 平氏 前項 氏は 南海 通 記に 「下 總國 
の 人" 鎌 倉 櫂 五 郞景 政が 後」 なりと 見 ゆ。 
11 筑前志 摩 郡に 安富 庄あ 9 て、 怡土郡 
染 井山 天文 年中 文書に ■「安富 竹壽 、又 安 
富 大蔵 丞」 等 見 ゆ。 

12 源 姓 肥 前 國高來 郡の 豪族な 9。 深 江 
條を 見ょ 0 

氏人は* 肥戰 誌、 弘 安四 年に 安富 左近將 
監賴泰 見え、 又 河 上淀姬 社に 安富 下總檣 
守 直 安の 軍忠狀 ありて、 「去る 應 安七 年 四 
月 二十 八日、 肥 前國営 浦 御陣に 驄參 す」 
と。 又 深 江 文書に 「安富 民 部三郎 人道 行 
位、 同三郞 次郞 賴泰 、同 左 近 將監 轅 泰、. 
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同 民 部丞泰 重、 安富 深 江 民部丞 、安富 三 
郎直泰 、同 兵 部亟泰 長」 等 多く、 又西牟 
田 古記に 「弘 安の 後、 安富 賴泰 •功を 以 
つて 神埼 郡竹鄕 、及び 彼杵郡 船 越 地頭 職 
に 補 せらる」 と。 その他は 深 江、 有 馬、 
越 中、 船 越 等の 條に 多く、 又 後世 •長 崎 
の 醫師に 安富 三育 (多 久の 人) あり。 

13 雜载 その他、 飯 田 堀 藩 重臣に 見え、 
吉備地方、攝津、山城、武藏等 ^ 存し、 
又 藪內流 茶人に 安富 常 通 (野 野 屋五郎 右 
衞門) あ 9。 

安 41 ヤストモ 

i 女 友'  ヤストモ 

安那  ' ヤス ナ備 後に 安那 郡 ありて、 武藏 
等に 此の 氏 見 ゆ。 その他、 アナ 條 4 見ょ。 

保 名 ヤス ナ 中興 系圖に 源 姓と す。 

安中 ヤス ナカ 甲 陽 軍！！ に 安中 左 近 •蓑 
輸 軍記に 安中 左迓 大輔 忠誠 等 見 ゆ、 アンナ 
ヵ條に 詳か 也。 

安仲 ヤス ナカ 前條參 照。 

{女 長 ヤス ナガ 因幡 等に 存ナ 0 

安良 ヤス ナガ アラ 條を 見ょ。 

安永 ヤス ナガ 信 濃に 安永 勅旨 庄あ リ、 
その他、 肥 後、 日向 等に 此の 地名 存 す。 
丨大藏 姓鎭 西の 豪族、 岩 門 種 綱の 男 種 
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左衞門 尉 

內舍人 

刑部丞 

厂隆康 


と。 又 中興 系圖に 「安原 •藤 姓、 吉原四 
郞則光 六 代 武者 所實利 •之を 稱 す」 と 云 
ひ、 又 「藤 •近 藤爲延 末、 實利 •之を 稱 
す 1_ ともあり。 

楠 木合戰 注文に 「紀 伊手、 大將軍 名 越 遠 
江 入道 殿、 軍 奉行 安原 藤 內右衞 門 入道 圓 
光」 と ある も 此の 族 か。 

3 . 尾 漲 愛知 郡の 名 族に して、 安原 備中 
守は 鳴 海 根 古屋の 城主な り、 岡 部條參 照。 
4 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 オホイ 、ヲ ガサ 
ハラ等の條參照ノ 

4 但馬太 田 文、 養父 郡條に 「恒分 田 方 • 
三十 ニ 町 四 反 百 十九 步 、地頭 安原 兵衞入 


道、 加 朝 倉 押頜ニ 反定」 と 見 ゆ。 

6 中國 安西 軍 策に、 安原 神次郞 (杉 原 
方〕、 (杉 原が 手の者〕 安原 民部少 輔等見 
え、 また 林 系圖に 銀山 中興 安原 備中 守を 
載す。 • . 

7 薩摩 出水 郡 安原 城 (出水、 上 鯖 淵〕 は 
安原 氏の 居城 也と。 

8 雜载 京都の 俳人 安原 彥左衞 門 正 幸 
C 紙 商 鍵屋) は貞德 門に して、 貞 室と 號 す。 
又備 中庭 瀨藩 鍛工に 安原 類吉 友義 •見え、 
又 儒者に 安原 三平寬 あり、 方 齋と號 す。 
又 上田 藩儒に 安原 貞平あ 9、 伯 亭と號 す。 
その他、 甲斐、 信 濃、 武藏 、陸 前、 陸 中、 
‘備 前、 美 作 等に 存 す。 

保 原'  ヤス ハラ 前條 氏に 同じ。 石 見國に 
見 ゆ。 

安晴ャ スハル  • 

，安 彥 ヤス ヒコ アビ コ條を 見ょ。 又 三 州 
志、 加 貿國能 美 郡條に 「ニ ロ堡は 板津鄕 ニ 
口村に 在り。 慶長五 年の 役、 瑞龍公 •三 道 
山まで 出馬し' て、 ニ 口村 邊に城 取を 命じ、 
山 崎 長 門を 置き 玉 ふと。 正 保 四 年、 成 田 三 
政ょり 安彥左 馬 助へ 送る 實記に 見 ゆ」 と。 
又 高遠 內藤藩 番頭に 此の 氏 あり。 

安平 ヤス ヒラ 淡路に 安平 庄 あり。 


安廣 ヤス ヒロ 能 登の 名 族 也 〇 ォ ホ タニ 
條を 見ょ。 又武藏 等に 存 す。 

安福 ヤス フク アンプ ク 

1 . 小 野 姓 攝津國 の 豪族に して、 安福鄕 
よ 9 起る。 羽 束 氏の 族に •して、 小 野系圖 
は 「上總 介 利 任 丨武信 c 安福、 從五 下) d 
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衞門 嗣 
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太郞左 太郞左 
衞門尉 衙門尉 
永 珍 ，丹 後眘. 

丨 後光— ロ 
九郞 


丨國 浚— 光 浚 -T 高 俊 最太郞 

五郎四郎 左衞門 I 

五郎  1 — 高 光 
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— 後 氏 彥九郞  11 M 7X 彌次 郞 
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野 六 次郞  左衞門 次郎 
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I 大山 寺別當 
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.丨季 忠丨忠 弘 -T 親季 S 卩 

從五下 從五下 | 

丨信貞 — 信弘 -p 爲永 

從五下 木 工大 夫 |兵衞大夫 

丨信國 

宮内丞 

丨季貞 H 貞衡厂 f II _ 住 


丨季衡 野次 

-季遠 

r 重言 野 五 


— 信 行— 信 光 

六 郞大夫 
丨信慶 上座 

丨貞賢野八 


—長繩+食左衞£^丨長、登丨長氏 

右馬允 石 田左衞 門 固 

—經長 

丨長 長 經丨經 家- T- 善 祐大夫 


丨長重 
丨長支 
-丨忠 長 


— ^ ^ 左衞門次邱 
I 家 氏 三郎 
丨 氏 義丸郎 


2 雜载秀 康卿給 帳に 「ニ 千 石 安福 和 泉」 
を 載せ、 又 山城、 美 濃、 武藏 、幡磨 等に 
存 す。 猶ほ 安信 條參 照。 

安房 ヤス フサ ァハ條 を 見ょ。 

ヤス フク —— ヤス フサ 


安平 治 ヤスへ イジ ヤス ヒ ラジ 正訓 不 

明。 近衞 家の 侍に 在り。 

安保 ヤス ホ アン ポ アホ ァホ條 に 詳 
か 也。 又 梅 松 論に 「安保 左衞 門人 道道 譚」 等 
を载 せ、 又 近き 设 、安保 淸康 ( 將軍〕 あり、 
國事に 功多き を 以 つて 男爵を 授けら る、 そ 
の 嗣子を 淸 種と 云 ふ。 

安間 ヤス マ ァマ 條を 見よ。 又 甲斐の 士 
安間 彥六 (三 右衞 門〕 弘家 •名 あり。 又武藏 
に存 し、 又詉訪 藩 用人に 見 ゆ。 

安} 馬 ヤス マ ァマ 條を 見よ。 又紀臣 族に 
して、忠景を祖とすと云ふものありて、中 
興 系圖に 「安 萬 •紀 姓、 中 納言長 谷 雄 十一 
代 六 郞忠景 •之を 稱 す」 と。 キ條參 照。 

安万 ヤス マ ァマ 條 、及び 前條を 見よ 0 

安摩 ヤス マ 源平 盛衰 記に 安摩 六郞 を载 
す。 ァマ 條を 見よ。 

安 幕 ヤス マ ク アマ カ條を 見よ o 

安 俟 ヤス マ タ勢州 四 家 記に 「安 俣大藏 
少輔 •五ケ 篠山に 籠る 云々」 と。 

安松 ヤス マツ 和 泉、 武藏 、筑前 等に 此 
の 地名 存 し、 又 筑後瀨 高下 庄鷹 尾別府 文書、 
承久ニ 年に 「洁渡 安松 所 云々」、 また 肥 前 龍 
造 寺 嘉祿ニ 年 文書に 安松 於 保 ニ 郞宗 益、 又 
淀 姬社承 元三 年 文書に 佐嘉郡 安松 等 見 ゆ。 


安丸 ヤス マル 

丨 赤松 氏族 應 仁記卷 ニに 「赤松 衆 安丸」 
を载 せ、 また 「赤松の 一族 安丸 與ニ郎 」、 
また 卷三に 「安丸 河内 守 光 網を 赤松 差し 
下したり、 云々」 など 見 ゆ。  ✓ 

2 橘 姓 土 佐 國香美 郡 安丸より 起る。 橘 
氏の 族な りと 云 ひ、 又 平氏に して 門脇敎 
經の裔 にして 綷時を 祖 とすと 傳 ふ。 

3 平 姓 前項を 見よ。  . 

安見 ヤス ミ ， ノー 

1 三 宅 姓 河 內國の 豪族に して、 畠 山家 
の 重臣、 交野 郡 津田村 三 宅 源 治 郞氏 所藏 
安見 氏 系譜に 掠る に 「若狹 保見莊 (一に 
安見 莊) より 起る。 ニ郞淸 政より 安見を 
氏と す。 七 代 孫 右衛門 尉淸照 •大 塔宮に 
從ひ 、八 代對 馬守淸 賢は 吉野 城に 戰 死す。 
九 代 刑 部允淸 儀は 楠 正 儀に® し。 それよ 

り大炊 助淸滿 、伊 貿守淸 輝 •大蔵 允淸則 
を 經て 、十三 代 備 中守淸 時に 至り、 始め 
，て 畠山義 就の 重臣と なり、 寬正 三年 九月 

. 死去す。 其の 子 兵 部 助淸重 迄は 小山 城に 
ありし が、 十五 代 掃 部 助 淸範に 至 リ、 交 
野 城に 據 る。 十六 代 美 作 守 時 重 •初め 小 
山城、 後 交野 城、 十七 代太郎 左 衞門尉 友 
重は 小山 城、 十八 代 圖書助 直 政は 交野 城 


ヤスへ イ —— ヤス マツ 


ヤス マル 1 ヤス ミ H g 


ヤス ミ 


ヤス々/ 


にあり て 島山 高 政に 屬 す。 永 祿九年 十一 
月 二十 三日、 三 好 笑 岩 •小山 城を 襲 ふ、 
友 重 及び 弟 北 田彈 正左衞 門と 共に 支 ふる 
能は ず、 交野 城に 人る。 十九 代 主 膳 助 友 
長に 至リ 、天 正 六 年 十一月、 荒木 村 重に 
與 し、 信 長に 破 却せ らる J と 云 ふ 0 
拙著 河內 に、 丹 比 郡 「小山 城は 藤 井寺 村 
津堂に 在り、 三 好 氏の 屬城 也。 これょり 
前、 安見 備中 守淸時 •畠 山義 就に 屬し當 . 
城に 在 9、 其の 子 兵 部 肋淸 重、 孫 掃 部 助 
淸範 を經 て、 太郞左 衞門尉 友 重に 至り、 
永 祿九年 十一月 二十 三日、 三 好 笑 岩に 陷 
られ 、交野 城に 移りし と 云 ふ。 後 織 田 氏 
に 攻められて 陷 る」 と。 又 「交野 城は 一 
に 私 部 城と 云 ふ、 交野 村 私 部に 在り。 畠 
山 氏の 重臣 安見 氏の 據城な り。 安見 美 作 
守は 畠 山 高 政の 時、 守護 代と なりて 勢力 
あり、 高 政を 紀伊に 逐ひ 、一時 自ら 守護 
と稱 す。 幾程 もな く 三 好 長慶に 攻められ 
て 敗北せ しも、 後 又 高 政に 用 ひられて 守 
護 代と なる。 永 祿ニ年 八月 十四日 飯 盛 城 
を 出で X、 三 好 方なる 池 田 兵 庫 頭と 戰ひ 
て 敗れ、， 堺に 走る。 其の後 安見 左 近、 新 
七郞な ど當 城主たり」 と 0 
又 「安見 美 作 守は 三 好 長慶に 攻められて 


飯 盛 城に 據 0 しが、 永 祿 三年 八月、 當城 
を 出で、 三 好 方 池 田 兵 庫 頭と 戰ひて 敗 * 
す」 と。 又 細 川兩家 記に 「根 來寺衆 安見 
美 伶 守 J 見 ゆ。 その他、 畠 山、 細 川、 三 
好 等の 條參 照。 

2 藤' 原 姓 家紋 丸に 違 鷹 羽、 丸に 十六 葉 
菊。 藝 者の 書附に r 三十 人 扶持、 儒者 安 
見 文 平、 今程 四百 俵」 と。 文 平 •字は 大 
中、 晚 山と 號 す。 寬政 系譜に 「文 平 元 道 
丨助九 郞英 道」 等 見 ゆ。 

3 雜载 その他、 膳 所 本 多 藩 番頭に 見え、 
又 加 賀藩給 帳に 「二百 石 (藤の 丸) 安見 
方 六」 を 載せ、 又 美 作武山 先祖 覺書に 安 
« 見 右近、 又 釜 鑄エに 安見 與兵衞 道 有 (慶 
長〕 あ 5。 

保 見 ヤス ミ ホ ミ r :、、 

丨 三 宅 姓 河内の 濠 族 也、 前條を 見ょ。 

延元の 頃、 楠 氏に、 從ひ し士に 保 見 一族 
あり 0 

2 大友 氏族 大友 系圖に 「能 直の 子 田 原 
泰廣の 庶流 •保 見」 を载 す。 ホ ミ條を 見 
ょ。 

八 角 ヤス ミ ハツ カク 岩 代に 八 角 神社 

あり。 又 南部 參考 諸家 系圖に 「八 角 朱 梅 茂 

高、 八角宗 林」 等 多く、 又 蒲 生氏鄕 家臣に 


ヤス ミ —— ヤス々/ ネ H S 


八 角 彈正忠 あ 9、 吉 懸條參 照。 

家 住 ヤス ミイへ ズミ 家紋 丸に 鳩 酸 草 

な SN と o 

八 住 ヤス ミ 膳 所 本 多 藩 用人に 見 ゆ。 

安海 ヤス ミ 

安道 ヤス ミチ ■ 

1 安道 宿禰 類聚 國史に 「安道 宿禰嗣 雄」 
(淳和 朝) を 載せ、 その他、 I 東 寺 補任 次第 
卷 一、 東 寶記卷 七 等に 此の 氏人 あ 9。 

2 伊勢 近 長 谷 寺堂舍 資財 帳に 「安道 並 
飯 高 女戶屎 J を载 す。 

安滿ヤ K ミッ 

1 海 姓 大和 吉野 1原に安滿了躜の墓 
あ®、 楠 木 正 行に 從ひし 勤王の 土に して、 
光明寺 文書に 「延元 四 年 七月 二十 八日、 
安 滿藤太 殿」 と。 

2 雜载 その他、 佐賀 藩士 等に 見 ゆ。 

泰水 ヤス ミヴ藤 原 南 家に して、 尊卑 分 

脈に『巨勢麻呂十三设孫上總公榮仁の子高 

良 •关 (泰〕 水五郞 入道」 と 見 ゆ。 

安光 ヤス ミツ 備 前、 攝津 、武藏 等に 存 

す。 

安 3 今 ヤス ミネ 又 安峰に 作る。 

彳安岑連百齊族_にして、貞觀年間、宿 

禰 姓を 賜 ふ。 


2 安 岑宿禰 貞觀八 年 正月紀 に 「右京 人 
正 六 位 上 安峯連 小島、 從六 位下 安 峯連眞 
魚 等の 五 人に、 連 姓を 改めて、 宿 福を 賜 
ふ。 其の 先は 百濟人 也」 と 載せたり。 
安峰 ヤス ミネ 前條 氏に 同じ。 

安 峯 ヤス ミネ 同上 0 
安宮 ヤス ミヤ 

保宮 311 i： ヤス ミヤ ギシ 

安 致 ャス ムネ " 

安村 ヤス ムラ 

1 桓武 平氏 伊實の 豪族に して、 安村 系 
圖に 「忠 盛丨淸 盛、 弟賴盛 (池 大納言)— 
內藏 頭保範 —若狹 守保忠 丨 越 中守範 正— 
左 兵 衞尉保 光 ( 範正 嫡男 也" 然 りと 雖、 
男子な き 故、 盛眞 を以 つて 養子と なし、 
家を 讓る )、 弟 盛 貴— 右衞門 佐盛範 —大和 
守 保 元— 左 衞門佐 兼 盛— 丹 後 守 賴直丨 伊 
賀守盛 安— 左 衞門尉 安範— 丹 波守賴 元— 
河 內守義 保— 右 京大 夫 盛賴— 將監定 元— 
三郞左 衞門尉 尉元 賴 、弟 定信丨 若 狹守氏 
忠—長 門 守 氏 盛丨淸 兵衞忠 勝— 伊賀 守 保 
元— 備前守 之 安」 と载 せたり。 

又賴 直の 弟 「加 實守信 直、 弟但禺 守賴 勝、 
弟 越 前 守 信 賴—信 濃 守 盛 光— 參河守 家 
保.」 と 見え、 又賴 元の 弟に r 沅春 、賴興 、範 


義」 、義 保. の 弟， 「右兵衞 佐義 友、 豐前守 保 
眞 、山城 守義忠 (男 將監 賴定) 、忠 氏」、 
又 盛 賴の男 「左 近將 監家衡 (男 兵 庫介定 
盛〕、 和 泉 介賴衡 、駿河 守 義衡、 將監定 
允」、 また 定 信の 男 「右衞 門 尉賴忠 、城 之 

介忠爲 、若 狭 守氏忠 、但馬 守 保 長」、 また 
氏 盛の 弟 太 左 衞門尉 長 盛、 また 忠 勝の 弟 
「安村 孫 七 盛 好は 信 長に 事 ふ」。 又 保 元の 
弟 「盛 之は 安村 主計」 と 云 ふ。 又 「之 安は 
天 正中 豐臣 家に 仕へ しが、 男子な く、 狼 
婿 山 田八郞 太夫 •安村の 家を 繼 ぐ」 と。 

而 して 正 平 三年 八月 二日、 右中將 奉書に 
「伊 貿國山 田 郡 地頭 職 相違 ある. ベから ず、 
云々。 安村 丹 後 守舘」 と。 又 集 古文書 建 
武 元年 十月 三日 法眼 書に 「當 國諸鄕 別苻、 
並に 諸 庄園の 事 云々、 安村 別苻 地頭 代」 
など 見 ゆ。 

2 雜载 その他、 美诈 奉行に 安村 久之 丞、 
銀座 由緒 書に 安村 善次郞 、日露 役に 安村 
.範雄 (土 佐 人〕 等 見え、 又吉備 、播 磨、. 
攝 律、 武藏 等に 存 す。 

安室 ヤス ムロ アン シッ 
丨 赤松 氏族 播磨 國飭磨 郡 安室より 起 り、 
則 正を 祖と す。 石 野 系圖に 見 ゆ、 アンジ 
ッ條を 見よ。 又 別 所條參 照。. 又 龍 江 安室 


記に 「播州 赤穗郡 山の 里の 城主 安室 備前 
守 •同 三 河 守、 同源 左衞 門と 申す。 云々。 
安室 備前 守は 赤松 殿の む、、 也」 と (五島 
條參 照〕。 その他、 安室 三 河 守、 弟 源 太 左 
衞門 、その子 源 次 郎等 多し、 流 江、 瀧 野， 
田 村， 伊吹 •浦 上、 浮 田 等の 條參 照。 

2 美 作の 安室 氏 勝 北 郡 小 吉野庄 河內邑 
の 名 族に して、 舊號 渡邊 * 赤松の 一族、 
播州 安室の 城主たり しに 依りて 改む と。 
安室 落城して 後、 作 州に 来り、 此の 邑に 
住し、 福 田 將監と 云へ る湏 士を菝 子と し 
て 家系を 嗣が しむと ぞ。 

3 淸和 源氏 中興 系圖に 「安室 •淸 和、 
岩 出 四郞繩 美 三代 信 正 •之を 稱 す」 と。 

夜須巨 ヤス メ 土 佐 香 宗我部 元弘 三年 文 

書に夜須目式部入道*見ゆ。 

{女 本 ヤス モト 

1 三 善 姓 筑後國 の 名 族に して、 問 注 所 
氏の 一族、 吉井 若宮 大宮 PJ 家 也。 家譜 存 
す、 問 注 所、 三 善、 町 野、 平 川 等の 條に 
詳かな り。 

2 雜載 その他、 武藏 、攝津 、備前 等に 
見 ゆ。 

安元 ヤ又 モト 前條に 同じ 0 

保本ャスモト吉備地方に在り。 


ヤス ミネ ― ^ ヤス ムラ  ヤス ムラ —— ヤス ム ロ ヤス ム 口 1 ヤスモト空宝 


ヤス モト —— ヤセ シマ 


家壽本 ヤス モト 武藏 に存す 。 

安守 ヤス モリ 正 倉 院和銅 五 年 文書に 見 

ゆ。 

安屋 ヤス ヤ藤 堂良聖 老臣に 安屋 甚左衞 
門 光 •箴 あり、 俳名を 冬季と 云 ふ。 

保 柳 ヤス ヤナ ギ 

安山 ヤス ヤマ 伊勢神宮 祠官に 見 ゆ。 

保 山 ヤス ヤマ 

安士 ロ ヤス ヨシ 和名 抄 、近 江 國蒲生 郡に 
安吉 鄕を 敬む、 高山 寺 本に 阿 支と 註す、 ア 
キ條を 見ょ。 又備 前の 名 田に あり。 

保 脇 ヤス ワキ 武藏に 存 す。' 

八瀨 ヤセ 山城、 武藏 等に， 此の 地名 あリ 0 
丨上代 氏 •撰 解 文集に 八瀨之 溢を 載す。 
2 淸和 源氏 山城 國八瀨 ょり 起り、 多 田 
瞞 仲の 遠 裔と傳 ふ。 播磨揖 保 郡 中垣 內の 
名 族に して、 元 和の 頃は 鄕目付 たり。 寬 
文 以来は 龍 野 藩 西組大 庄屋を 勤む 。家紋 
左 萬 字、 健 龍膽な りと (八 漏 正 秋 氏)。 

3 奥州 新 編會津 風土記に 「會津 郡水拔 
村 高 倉 神社 神職 星 河內の 先祖は、 八溉彌 
久太 とて 治 承の 頃より、 當 社の 神職たり 
しと 云 ひ、 後 八瀨を 改めて 星と 稱 す」 と。 

八 瀬島ヤ セ シマ 安藝 國佐伧 郡 * 堀 城主 
也、 山野 井條を 見よ。 


ヤセツ ア —— ヤタ 


夜 雪 庵 ヤセツ アン 俳 家 一世 夜 雪 庵金羅 
は篠島 氏、 二世は 東 氏、 三世は， 近 藤氏、 四 
世は 播磨人 近 藤 榮治也 > 

/\' 十ヤソ 

八寸 川ヤ ソカ </\ 京都牝野天神社の社家 
にして、 十 川 家の 分流 也。 十 川條參 照。 
八十 島ヤ y シマ 攝津 、陸 前、 羽 後 等に 
此の 地名 あり。 

丨伊絜 Q 八十 島 氏 豐後圖 田 帳に 「田 原 
鄕云 々、小 野 鄕一萬 名 十 町、 伊貿國 住人 
八十 島犮衞 門 太 郞賴忠 の私領 たり。 六郞 
藏 人泰廣 •之を 借 上ぐ」 と。 

下って 八十 島 石 見守 あり、 その 孫 五郎 左 
衞門に 至り、 秀吉に 仕 ふ、 又 石 田 三 成 家 
臣に 八十 島 助 左衞門 あり。 

2 雜载 その他、 伊豫 宇 和 島 伊達 宗 利の 
家臣に 八十 島 治右衞 門親隆 あり、 偉人な 
リ しとぞ (兵 頭 賢 一氏)。 又 加 賀藩給 帳に 
「十 人 扶持 (左 三 巴〕 八十 島祥 庵」 を载 せ、 
又 越 前、 加貿 、武藏 等に 存 す。 
八染ャ ソメ  / 

野駄 ヤダ 和名 抄 、備中 國哲多 郡に 野馳 
鄕を收 め、 乃 知と 註し、 高山 寺 本には 野駄 
と载 せ、 乎 多と 註す。  . 

屋田 ヤダ 和名 抄 、肥 前國 養父 郡に 屋田 
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鄕を收 む。 

八 田 ヤダ ハタ ハッタ 和名 抄 、尾 張 

國海部 郡に 八田鄕 を收 め、 次に 三 河 國幡豆 
郡に 八 田 鄕を载 せ、 今上 下 矢 田 村 あ 9。 
次に 駿河國 に 八田鄕 (ハタ 條〕 、次に 上野 國 
多 胡 郡に 八田鄕 を收 め、 又邑樂 郡に も 八 田 
鄕を收 めて 也 太と 註す、 共に 矢 田の 地名 殘 
る。 次に 加 實國江 沼 郡に 八田鄕 ありて 也 多 
と訓 ず、 次に 能 登 國能登 郡に 八田鄕 •也 太 
と あり。 次に 丹 波に 八田鄕 (ハタ 條 )、 次に 
但馬國 二方 郡に 八 田鄕あ 9、 波 多と訓 ず。 
次に 備中國 下道 郡に 八囝鄕 ありて、 也 多と 
註す。 その他、 大和 以下 此の 地名 多し。 ハ 
タ條參 照。 

1. 八 多 朝臣 武內宿 福の 裔也 、ハタ 條に 
詳か 也。  / 

2 八 田 眞人應 神 帝の 御裔 也。 ハタ 條を 
見ょ。 

3 雜载 その他、 加 實、： 一前、 肥 前、 攝 
津 、相 摸、 武藏 等に 存 す。 

八 多 ヤタハ タ條を 見ょ。 

矢 田 ヤタ 和名 抄 、大和 國添下 郡に 矢 田 
鄕を收 め、 延喜 式に 「矢 田 坐 久志玉 比 古神 
社 ニ 座」 を 載せ、 後世、 南行 雜錄 に 矢田莊 
あリ 、永 享 三年 奉書 案に も 見 ゅ。 次に 河内 


國丹比 郡に 矢田庄 ありて、 石 淸水延 久四年 
九月 五日 文書に r 壹處字 矢田庄 、丹 比 郡」 
と载 せたり。 次に 伊豆 阈田方 郡に 矢田鄕 (三 
島康 安二 年 文書) 見え， 又 上 總國に 矢田庄 
(妙 泉 寺 長 祿鐘銘 に 矢 田鄕) 、丹 波國 桑田 郡、 
何 鹿 郡 等に も 此の 庄名あ o て、 東 寺 天 元 ニ 
年 文書に、 「丹 波闽 矢田莊 j 見 ゆ。 その他、 
河内、 伊勢、 尾 張、 三 河、 上總 、上野、 磐 
城、 能 登-越後、 但 馬、 出 雲、 播磨 、備 前、 
備 中、 紀伊 等に 此の 地名 あり。 其の 他、 前 
後數條 、及び ハタ、 ハッタ 條參 照し 
丨矢田 朝臣 波 多 氏の 族 か。 天平 十 年の 
駿河國 正税帳 に 「同 司 守 從六位 上 矢 田 朝 
臣黑 麻 a 」 なる ^ を载 せたり 。或は 當國 
益 頭 郡 八田鄕 (夜 太) と關係 あるか。 

2 物 部姓國 造本 紀 、末 羅阈 造條に r 大 
水ロ足尼の孫矢田稻吉を國造に定む」と。 
なほ 第 七 項を 見ょ。 又 松 浦條參 照。 

3 藤 原 姓 長 州の 豪族に して、 海 東諸國 
記に 「忠 重、 丁亥 年、 使を 遣は し、 來り 
て舍 ^1 分身を 賀し 書して # 間 關大守 矢 
田 藤 原 朝臣 忠 重と 稱 す」 と载 せた リ 0 
4 大內 氏族 大內 系圖に 「大 內弘 貞丨弘 
家 (矢 田太郞 、號 大宮 、法名 月淨〕 丨重弘 
(周 防 權介〕 J と 見 ゆ、 大內條 に 詳か 也。 


5 備後 安西 軍 策に 當國の 國侍矢 田を 载 
せ、 藝藩通 志、 世 羅郡條 に 「上野 山は 宇 
賈村に あり。 矢 田 (一に 矢 野〕 新 助の 掠 
る 所、 天 正 頃、 長 門に 徒る」 と 云 ふ。 

6 山陰 因幡 國 勝宿禰 神社 永 祿八年 棟 札 
に 「雲 州 住 矢 田七郞 左 衞門幸 佐」 を载せ 、 
又氣 多郡苑 神 山城々 主は 矢 田七郞 左衞門 
と傳へ らる c 民談 記〕 0 又 城主は 武田 某、 
矢 田は 其の 家老 也と も 云 ふ。 又 日御碚 社 
中官 、同 並 等に 此の 氏 見ゅ。 

7 丹 波 物 部 姓 氷 上 郡 矢田庄 ょり 起り し 
ならん。 肥 前 松 浦廟宮 先祖 次第 並 本緣起 
に 「氷 上 郡 矢 田 氏」 を 載せ、 下りて 江戶 
幕臣に 在り、 家紋 六 葉抱襄 荷、 十文字、 
三 矢文 字。 家傳に 「矢 田作 十郎 助吉が 子 
孫に して、 その 先 •丹 波國矢 田に 住せし 
ょり 稱號 す」 と。 本 多 忠純 家臣 矢 田 五 左 
衞門正 省の 裔 、寬政 系譜に 見 ゅ。 

8 祀伊牟婁郡に矢田村ありて、縷風土 

記に 「安宅の 被 官矢田 氏 住みた る 地と い 

ふ。 因りて 矢 田の 名 •矢 田 氏の 領地た る 

# & 
故に 起り しならん」 と。 

9 大和 添 下 郡 矢 田庄の 豪族に して、 矢 
田 部 氏の 後裔と 云 ふ。 法 隆寺所 藏嘉元 記 
に 「延慶 四 年、 矢 田 播磨殿 •親父 若狹殿 


の佛 事の 爲云 々J と 載せ、 鄕士記 に 「矢 
田 平 城、 矢 田 伊豆」 と旯 え、 又 , 4 < 田 伊 
豆守(物部新川四世孫印柑等『印葉か』 
の 末孫)、 矢 田 中 村新藏 、矢 田 中 村 信 濃 
守、 矢 田 下司 (三 橋 氏〕」 と あり。 

又 三 橋 氏 所 藏矢田 殿 系圖に 「矢 田 越 前 守 
子 六 人 

— 信 濃 守 T 彥市殿 
丨 寶藏院 I お r 

法隆寺 

丨 椿藏院 

— 賢照院 南都 

丨佐川 殿へ 入 嫂 
—津田 殿へ 入 嫂 

又 筒井 時代、 矢 田 伊豆 •見 ゆ。 

10 伊勢三 重 郡 山 田 城に 據る 、應 仁の 項、 
矢 田監物 •丹 波國 ょ. リ來 りて 此の 地に 築 
く。 天 正 十八 年、 小 田 原 戰に從 軍して 死 
す (五 鈴 遺 響、 三國地 志、 本村舊 記、 名 
勝 志) とぞ。 

又 桑 名 郡 矢 田 城主に 此の 氏 あり、 安藝の 
毛 利 家臣 山內 主計 俊 賴の孫 俊 行の 子 半 左 
衞門後 元* 當國セ 來り 、當 城を 築く と 云 
ふ。 名勝 志に 「矢 田 城址は 矢 田 村に ニ處 
あり、 一は 字 城 山 愛宕 社の ある 所に して、 
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ヤタ 

湟壘 Q 址を存 す。 往昔、 矢 田市郞 左衞門 • 
之に 居る。 永 祿十 一年、 織 田 氏の 減す 所 
となる (五 鈴 遺 響、 桑 名 志、 勢國 見聞 集、 
伊勢 參宮 名所 圖繪 )。 

ーは字'城山觀音堂の在る所忙して、褸櫓 
の址存 す。 往昔 毛 利 氏の 臣山內 俊 行の 子 
後 元 •本州に 來リ 、城を 此に 築き、 矢 田 
氏と改め、近傍に雄たリ。天正五 ¥* 六月、 
織 田 氏の 將瀧川 一益の 攻 むる 所と なりて 
自殺す (桑 名 志、 三國 地誌、 勢國 見聞 集)」 
と。 又 「矢 田市耶 右 衞門尉 •走 井 域 主」 
と载 せ、 勢 州 四 家 記に 「矢 田 掃 部 助 (神 
戶侍) 」 等 見 ゆ。 

11 紀 姓 尾 張 春 日 井郡决 田邑 ょり 起る.。 
堀 田 氏の 族に して、 系圖に 「紀伊 守 行 義 
丨行高 丨之泰 (矢 田 彥七郎 判官、 矢 田 氏 
を稱 す〕一^ 盛」 と あり、 猶ほ掘 田 條を見 
ょ。 而 して 太平 記卷 五に 矢 田彥七 あり、 
大塔宮 に從 ひて 勤王す。 大 塔、 片 岡" 竹 
原 等の 條參 照。 又 一浪 合 記、 営 方 殘黨の 内、 
矢田彥 七之泰 あり、 「媸 田の 一類に て 矢 田 
1C 居す〕」 と 見 ゆ C 

12 三 河 幡豆郡 八田鄕 より 起 y、 矢田邑 
矢 田 城は 吉良 氏の 將矢田 次， 郞 •據 ると ( 參 
州 古城 記〕。 又 碧 海 郡 泉 田 村の 士に 矢田伤 
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十郞 あり、 戰功 多し、 松 平條參 照。 その 
. 裔五郞 右 (左〕 衞門 助武は 赤穗淺 野 長矩に 
.仕 ふ、 ニ 百 石、 四十七士の 一也。 その 男を 
作十郞 と 云 ふ。 又 社家に 矢 田 氏 •見 ゆ。 
13 相 摸 文 保 元年 十二月 文書に 「鎌 倉 郡 
岩瀬鄕 給 主 矢 田四郞 左衞門 尉盛忠 」 見 
.ゆ 0 

14 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 信 濃、 甲斐の 豪 
族に して、 小 笠 原 系圖に 「小 笠 原 長 氏 三 
男 長 綱 (矢 田 三 郞〕 J と载 せ、 諸家 系圖纂 
これに 同じ。 甲斐 福に ては 八 代 郡の 名 族 
たり 0 

15 淸和 源氏 足 利 氏族 上野 國矢 田鄕ょ 9 
起る。 尊卑 分脈に 「足 利 義康丨 太 部義淸 
(矢 田 判官 代、 壽永 二十 ニ 一、 備中國 水 
島 平家 合戰の 時に 於いて 討たれ 了ん ぬ。 
仁木、細川兩流の祖) 


— 義範— 守 丨重國 山 名 太® 

小太郞 
左 馬頭 

丨義緣 j 賴實矢 B 蔵人 一一郎 

丨義實 丨 實國 — 義俊 丨義繼 — 師 義^ ― 義勝 U 

判官 代- 賴長 矢® 太郞  仁 木-! 郞 

—義 房-- 賴實矢 田- 一®  . 

I 同 願 

と载せ 、.中興 系圖に 「矢 田 •淸 和* 藏人 


義緣 •之を 稱 す」 と あり。 

氏人は 平家物語に 「陸 奥の 新 判官 義康が 
子 矢 田 判官 代義淸 J を 載せ、 源平 盛衰 記 
に 「矢 田 判官 代義淸 (信 濃國 住人〕、 足 利 
矢 田 判官 代義兼 等」 見え、 東鑑卷 二十 七 
に 矢 田 六 郎犮衞 門 尉 あり。 

16 那須氏族那須系團に「那須賴資|某 
(矢 田〕」 と 見え、 同 系譜に 某を 次資に 作 
り、 伊王野 系圖に 「賴資 — 光 資丨資 長 (伊 
王 野次 郞〕 丨長吉 (矢 田 四 郎〕」 と あり。 

17 雜载 その他、 忍 阿部 藩 用人に 此の 氏 
見え、 又 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 貳拾石 矢 
田與四 右衞門 J を载せ 、又 加賀の 衋家に 
矢 田六郞 兵衞 あり、 四 如 軒と 號す 。その 
他、 山城、 美 濃、 相 摸、 武藏 、吉備 、播 
磨、 志 摩、 安藝 等に 存 す。 

谷 田 ヤタタ 11 ダ 伊豆、 下總 、常 陸 等 

に 此の 地名 存 、す。 

1 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸 國那轲 郡 谷 田 
邑 ょり 起り、 大掾傳 記に 「石 川ニ郞 家 幹に 
十 人の 男子 •之 あり、 嫡子 矢 田 太 郞、 S- 田、 
河 股、 平戶は 庶子 也」 と载 せ、 又 大掾系 
_ 圖に 「吉田 盛 幹 丨石河 家 幹— 幹 明 (谷 田 太 
郞)」 と 見 ゆ。 而 して 六 地蔵 寺 過去帳に 「谷 
田 菊地內 云々、 谷田武 藤、 谷 田 出 (雲〕 守 • 


天文 甲 寅 十月 十五 日 減、 谷 田 彥三郎 、谷 
田 武藤出 雲 守 親父、 谷 田 主計 內沄々 、谷 
田 常 見」 等 あり、 此の 族 か。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 家紋 下 藤の 內左ニ 巴、 
揚羽蝶。 又 兵 衞正次 (幕臣) 以下、 寬政 
系譜に 見 ゆ？  • . 

3 丹 波 氷 上 郡の 名 族に して、 天 正 年中、 
谷 田 益 右衛門 あり。 丹 波 志に 「谷 田 氏 • 
子孫 栗 住 野 村。 先祖は 天 正 年中、 谷 田 益 
右衞門 、岸の 上に 屋敷 跡壹町 計、 今に 西 
表此の方とにから堀有り」と。 

4 雜載 伊達 家臣に 谷 田 氏 見え、 又 京 極 
殿 給 帳に 「贰拾 人 扶持 谷 田無廬 、拾 人扶 
持 谷 田 勘太郞 」 を 載せ、 又 江 戶の 漆工に 
谷 田 忠兵衞 あり、 蜂須貿 侯に 仕 ふ、 谷 田 
蒔繪ひ 祖な 9。 又武藏 、相 摸、 吉備 、播 
磨、石見等に見ゆ。  、 

彌田 ヤタ ，前 各條參 照。 

家 田 ヤタ 石見國 等に 在リ 、ィへ タ條を 
見ょ 

野大夫 ヤダ イプ ノダ ィブ 傑を 見ょ 0 

谷 田 川 ヤタガ ハ 岩 代 等に 此の 地名 あり 
て、雲石地方に見ゆ。 

谷 田 貝 ヤ タガヒ 下野 等に 此の 地名 あリ 
て" 武藏 、出 雲、 石 見 等に 此の 氏 あ 9。 


矢 田 貝 ヤタガ ヒ武藏 等に 存す。 - 
矢 達 ヤダチ 石 見 等に 此の 氏 在りと。 

矢立ヤ ダ チ 

矢 谷 ヤタ = 因幡 等に 此の 地名 存し 、筑 
後 國の名 族、 黑木 家臣に 矢 谷 右馬助、 その 
男 六 助 •見 ゆ。 為 i 出 雲、 石 見地 方、 武藏 
に存す 。 

A 谷 ヤタ二 ヤツ ター 一條を 見よ 0 
彌谷 ヤタ二 石 見出 雲 地方に 在 り。 

矢 田野 ヤタノ  ヤタ 、及び ヤタべ 條參 照〕 
1 藤 原 南 家 岩 代 國岩瀨 郡 矢 田野 邑 より 
起る。 二階 堂 氏の 族に して、 二階 堂行續 
の 三男 盛秀 (矢 田野 三郞) よ リ出づ と 云 
ひ、白川風土記に「矢田野城はニ階堂の 
一族 同姓 阿波 守の 居墟 」 と 見 ゆ。 阿波 守 ， 
は 矢 田野 善六郎 と 云 ひ、 矢 田野 伊豆守が 

弟 也、 永 慶 軍記には 「會 津大 里の 城主 箭 
田野 藤三郞 義正 (政〕 は 伊達 勢を さ"* へ、 

小 田 原陣の 時、 本頜安 堵 さる」 と。 又 成 
實記に 「矢 田野 伊豆、 弟 善 六 郎」 .等を 擧 
ぐ。 桑 名、 飯 土用 等の 條參 照。 

2 常 陸 新編國 志に 「戶村 本に 矢 田野 信 
濃 守 行義は 名瀨 二階 堂 遠 江 守の 一族、 大 
里の 城主な 9。 子 安房 守義 正、 天 正 十七 
年岩瀨 西方 拜領 、義宣 分より 御狀 、御 誓 


紙 ぁり。 忠節に ょり 御代田 拜領 Q 御 書 ぁ 
り。 義正- の 居城 大 坂と 云 ふ 所を、 伊達 正 
宗 •大 軍を以 つて 攻めけ るに、 終に 落ち 
ず」 と。 佐 竹 家 秋 田遷 封の 際、 矢 田 部 安 
房 守は 院内 城を 守る。 又 六地藏 過去帳に 

- 「ャ タノ 出 雲 殿 J を载 せたり。 

箭 田野 ヤタ / 前條 氏に 同じ。 

矢 田 財 部 ヤタノ タカラべ 次條 •及び 
財 部 條參照 6 天平 十二 年の 越前國 山背鄕 計 
帳に 「矢 田 財 部 刀自 賣、 同夜 和 女」 などを 
載せたり。 

矢 田 部 ヤタべ 御名 代 部の 一にして、 仁 
德 皇后 八 田若郎 女の 御名を 貧 ひ 奉りし 也" 
古事記 仁德 段に 「八 田若郞 女の 御名 代と し 
て、 八 田 部を 定む 也」 と 見 ゆ。 此の 皇后は 
應神 帝の 皇女に して、 御 母は 丸邇之 比布禮 
能 意富 美 (春 日 氏族) の 女、 宮主矢 河 枝比資 
(書 祀 に は 宮主宅 媛〕 也" 但し 之れ は 古事記 
の傳へ にして、 天孫 本紀に は 異說を 載せて、 
「物 部 山 無 媛 連 公。 此の 連 公は、 輕島豐 明 
営 御宇 (應 神〕 天皇 •立て ゝ皇妃 と爲 し、 太 
子兎道稚郞皇子、次に矢田皇女、次に鹋烏 
皇女を 誕生し 給 ふ」 と 見えたり。 此の所 傳 
も 以下 各項を 見れば 捨て 難し。 猶ほ 第二 十 
四 頃參 照。 次に 各國の 矢 田 部、 並に 其の 後裔 
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24 矢 田 部 造 物 部 氏の 族に して、 矢 田 部 
の總領 的 伴 造 家 也。 物 部 冬 遲麻連 公の 子 
.大別 連 公、 初めて 此の 伴 造と なる。 大別 
は 山 無 媛の 弟に して、 山 無 媛は、 天孫 本 
紀に 「此の 連 公は、 輕島 豐明宮 (應 神〕 御 
宇 天皇、 立て V 皇 犯と 爲し 、太子 兎 道稚 
郞 皇子、 次に 矢 田 皇女、 次に 雌鳥 皇女を 
誕生し 拾 ふ。 其の 矢 田 皇女は、 難 波高 津 
宮 御宇 ( 仁德〕 天皇、 立て ゝ 皇后と 爲し給 
ふ」 と 見 ゆれ ど* 前述の 如く 記紀と 合は 
ず。 され ど 山 無 媛は 馬 道 稚郎 子、 矢田皇 
女 等の 壬 生か、 或は 御 祖母な どなる を 誤 
りしに て、 此の 皇女と 全く 關係な きには 
あらざる ベく、 その 弟の 大別 連が 此の 部 
の俾 造と なりたる は 其の 緣故 にょると 考 
へらる。 

天孫 本紀に 「物 部 大別 連 公。 此の 連 公は 
難 波高 津宮 御宇 ( 仁德) 天皇の 御世、 詔 
して、 侍臣と 爲り 、神宮を 齋き 奉る。 輕 
島 豐明宮 御宇， (應 神〕 天皇の 太子、 兎遲稚 
郞子が 同腹の 妹 矢 田 皇女 •難 波高 津宮御 
宇 (仁 德) 天皇、 立て 皇后と 爲し給 ふ。 
而るに 皇子を 生み 給は ざる 時 •侍臣 大別 
連 公に 詔して、 皇子 代と 爲し 、后の 御 號 
を 氏と 爲し給 ふ 。便ぢ 氏の 造と なし、 改 


ヤタへ 


, めて 矢 田 部 連 公の 姓を 賜 ふ」 と あり。 氏 造 
とは 即ち 伴 造：^ ならず。 これょり 前、 崇 
神紀に 「矢 田 部 造 遠祖 武諸 隅」 の 見 ゆる 
は、 追記に 過ぎ ざれ ど、 造 遠祖と あれば、 
此の 氏の カバ ネは 造と 思は る X に、 天孫 
本紀が 斯く 「改めて 矢 田 部 連 公の 姓を 賜 
ふ」 と 載せ、 後に 帝 皇本紀 、推 古帝條 t£ 
「廿ニ 年 夏 六月、 大仁矢 田 部御孀 連 公に 
姓を 改めて 造と 命ず」 と 見 ゆ。 此 等を 信 
ずれば、 初め 連なりし を、 後に 造と 改め、 

更に 天武 朝に 至り、 宗族は 連 姓に 歸 りし 
事と なる 也。 

25 攝 律の 矢 田 部 造 姓氏 錄 、攝津 神 別に 
「矢 田 部 造。 同上 (伊香 我 色 雄 命の 後 也〕」 
と载せ たリ 。その他、 第二、. 廿八 、卅、 
卅 ニ項參 照。  • 

20 讚岐の矢田部造元慶元年十ニ月紀に 
「讚 岐國寒 川 郡 人 木 工大 允 正 六 位 上 矢 田 
部 造 利 人を 移して、 山城 國 愛宕 郡に 貫す」 
と载 せた リ 。第廿 一項 參照 0 
27 山城の 矢 田 部 造 同上。 及び 第三 項參 
照。  、 

28 韓矢田 部 造 韓矢田 部の 伴 造 家に し 
て、 毛 野 氏の 族と 稱 す。 姓氏 錄、 攝津皇 
別に 「韓矢 田 部 造。 上 毛 野 朝臣と 同祖。 
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畺 城入彥 命の 後、 三 ft 孫彌母 里 (呂な る 

べし〕 別命の 孫 現 古 君、 氣县足 比 費 •諡神 

功筑 紫檯冰 宮 御宇の 時、 海水に 物 あ. リ、 

視古君 (一本 •現 古 君に 作る を 採るべし) 

を 差遣して 見せし む。 復奏の 日、 韓蘇使 

主 等を 率ゐて 參ゐ來 。玆に 因り、 韓矢田 

部 造の 姓を 賜ぶ。 日本 紀に 漏る」 と 見 ゆ 

れど 、文意 •明白なら ず。 蓋し 脫文 あら 

ん 。思 ふに 韓 ょりの 歸化族 •韓蘇 使 主の 

後、 矢 田 部に 編入せられ て、 韓矢田 部と 

云 ひ、 此の 氏 •其の 伴 造と なりし なる ベ 
し 0 

29 辛 矢 田 部 造 前項と 同族な らん。 長 谷 寺 
緣起に 「播磨 國揖寶 郡 人 俗姓 辛 矢 田 部 造 
来 麻呂 J あり。 聖武 朝の 人 也。 今揖保 郡に 
矢 田 部村存 す。 第 十七 項、 及 六 人部參 照。 

30 辛 矢 田 部 君 第二 十八 項 韓矢田 部 造の 
族 か。 或は 韓蘇使 主の 裔か 。東大寺 奴婢 
帳 所載、 攝津職 移に 「辛 矢 田 部 君 法 麻 呂、 
辛 矢 田 部 君大國 、辛 矢 田 部君枳 波 美、 辛 

■矢 田 部 君衣屋 女、 辛 矢 田 部 君 姉 女、 法 麻 
呂女飯 刀 女、 右 六 人は 同鄕 (島 上 郡 野 身 
鄕〕 戶主辛 矢 田 部 君 弓 張の 戶ロ所 貫」. と 
载せ 、また 天平 勝寶 元年の 大宅 朝臣 可是 
麻 呂貫賤 解に 「攝 津國島 上 郡 濃 味 里戶主 
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辛 矢 田 部 君 川內」 など、 此の 氏人 也。 

31 矢 田 部 連. 第二 十四 項 矢 田 部 造の 連 姓 
を 賜へ る 者に て、 天武紀 十二 年條に 「矢 
田 部 造 云々、 姓を 賜 ひて 連 ど 日 ふ」 と 見 
ゆ。 姓氏 錄には 左 京 神 別に 敬め 「矢 田 部 
連。 伊香 我 色 乎 命の 後 也」 と载 せた リ 0 
32 攝津の 矢 田 部 蓮 承 和 ニ 年 十一月 紀に 

「攝津 國人散 位 矢 田部遙 聰 耳、 弟貞成 等、 
興 野宿 福の 姓を 賜 ふ」 と。 

33 周 防の 矢 田 部連延 喜の 玖轲鄕 戶籍に 

「矢 田 部 連 法師 丸、 矢 田 部連淨 虫賣」 など 
を载 せた 90 第 十九 項參 照。 

34 韓矢田 部 連 拾芥抄 等に 見 ゆ。 韓矢田 
部 造の 後な らん。 

35 矢 田 部首 物 部 氏の 族に して、 姓氏 錄、 
河內祥 別に 「矢 田 部首。 同 神 (饒速 日 命〕 
六 世の 孫 伊香 我 色 雄 命の 後 也 j と载 せた 

36 矢 田 部宿禰 第三 十 I 項 矢 ® 部 連の 宿 
禰 姓を 賜へ る 氏に して、 本朝 書籍 目錄に 
「矢 田 部宿禰 、承 平 六 年 私記 作者」 と 見 

ゆ。 其の 他、 拾芥抄 、姓名 錄抄 、除 目大 
成抄 等に 此の 氏人 あリ ,° 

37 攝津の 矢 田 部 氏 第二、 二十 五、 二十 
八、 二十 九、 三十、. 三十 ニ、 各項 參照 0 
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又 神 戶山本 通 五丁目 塚 本 氏邸內 、及び 仲 
居 氏 邸内に 中宮 古墳 •存 す。 此の 墳の所 
在 地は 舊と 中宮 村と 稱せ り。 往古ょり 一 
村六戶 にて、 一 戶も增 す 事を 得ざる な P。 
こは 陵戶 •六 烟を 置かれし 古制の 遺風なる 
べし。 墳は大 なる 車 家 形に て環涅 を 有し、 
陪冡三つありしもの \ 如く、仲居氏邸に 
あるは 陪冡の 一な り。 又 小島 氏 邸内に も 
存せ y。 此の 墳は' 田郞 女の 陵と 傳ふ 0 
又 八 部 郡皇川 村の 名 族に 存 す。 ■ 

38 中臣姓 和 田 系圖に 「河内 守 大中大 夫 
助平— 散 位 助 久丨惣 大夫助 任— 太 郞大夫 
— 助 房— 中 六 助 綱— 親眞 (矢 田 部〕— 女子 
(石 川 近 江 殿 妻〕」 と 載せ、 また 助 久の弟 
「散 位 五一郎 助顯 丨 散 位八郎 助 時 — 助 兼 ハ 矢 
田 部、 松 田 先祖)— 中 三助 正— 惣 三助 綱 
(和 田 住)」 と あり。 松 田條參 照。 

39 伊貿の 矢 田 部 氏 常 福 寺々 傳に 「白 鳳 
四 年、 矢 田 部 米 麿 •出家して、 和 州 長 谷 
寺ょり 來 りて 本 寺を 草創す」 と 云 ふ。 

40 伊豆の 矢 田 部 氏 村 岡 氏 云 ふ 「三 島 神 
主 家譜に、 三 島 社は 奮と 興 島に 在り。 慶 
雲 元年、 島中に 火 起り、 國守兼 神主 矢 田 
部 宿 禰金築 •勅を 奉じて、 祠を大 島に 遷 
す。 天平 五 年、 州 人 安倍 朝臣 氏 主 •島に 


§ 


航 して 奉幣す、 風浪の 爲に 、困苦せ しに 
ょる。 時に 神敎を 受け、 朝に 奏して 府中 
に遷祀 す」 と。 三 島、 及び 伊豆 等の 條に 
詳か 也。 

矢 田 部 氏は 赏 社の 東 神主に して、 その 系 
圖に r 國 盛— 盛 淸丨盛 春丨盛 方— 盛重丨 
久 盛— 盛 親— 盛實丨 盛 直丨盛 平— 盛 後丨 
盛 俱—盛 仁— 盛 朝— 盛 繁—盛 和— 盛®— 
盛 秀—盛 直 (實は 松平惣 兵衞の ニ 男 也、 元 
祿中矢 田 部に 改む -〕丨 盛 富。 西 神主は 貞 

盛— 盛 郡— 盛 成— 盛 顯丨盛 房— 盛 繼丨盛 
義丨盛 兼— 盛經」 と载 せたり。 

駿府 •内外 寺社 記抄に 「三 島 驛三島 大明神 
神主 矢 田 部長 門」 など 見 ゆるは 此の 氏に 
して、 現在 彥太郞 君、 その 男 •盛 枝 君、 神 
職界に 令名 あり。 又 韮 山の 人 矢 田 部良吉 
氏は、 明治時代 教育界に 名 あり、 植物 學 
者 也。 

• 41 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸 國那珂 郡 (莢 
城 郡) 八部鄕 (谷 田 部邑) ょり 起り、 大 
掾傳 記に 「吉田 太郞 ( 大戶〕 、此の 一族 • 
矢 田 部、 猫 崎、 前 田」 と载せ 、新 編國志 
に 「矢 田 部、 吉 田次郞 盛 朝の 後な り」 と。 
而 して 永 正の 頃、 矢 田 部 大藏亟 (春秋 條 
參 照) 見え •また 六 地藏寺 過去帳に 「道 
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# 禪門 •谷 田 部 1ZI 一男 也、 □住居、 谷 田 
部 主計 □通 •永 正 六 年 戊 寅 十二月 十日、 
改太 春」、 また 「谷 田 部 越後 守內 •永 祿壬 
戌 十月 晦亡」 、「谷 田 部 中務小 ノ輔 •本の名 
谷 田 部、 越後 守と 號 す」、 「谷 田 部 前 越後 

守雅胤 •天 正 IU 一 乙 卯 正月 二日 逝去」 な 
ど 見 ゆ。 

世々 地頭と して 勢力 あり。 又 鹿 島 大使 役 
記に 「谷 田 部 大藏丞 J、 又 小生 瀨寶 泉寺怫 
龕 銘等に 見 ゆ。 下りて 水戶 藩士 矢 田部鄕 

右 衞門種 德の男 藤八郞 常德 (牝〕 は 儒學、 
醫學に 名高く、 東壑 -と號 す。 

42 小 田 氏族 常 陸 國河內 郡 ( 筑波 郡) 矢 
田 部 (谷 田 部〕 邑 ょり 起る。 岡 見、 牛久、 
小 田 等の 條參 照。 

43 下 總の矢 田 部 氏 小金 本土 寺 過去帳に 
谷 田 部 刑 部 •見 ゆ。 

44 安藝の 矢 田 部氏貿 茂 郡の 名 族に し 
て、 藝藩通 志に 「矢 田 部 藤左衞 門宅址 ( 鄕 
士跡附 ) は、 中 畑 村に あり。 鄕士 跡は、 殿 
原と いへ る 所に あり、 鄕士 の舊址 とい ふ j 
と 0 

45 雜载撰 解 文集に 矢 田 部を 載せ、 又 彫 
刻 者に 谷®^ 彥 六通壽 あり。 又武藏 、甲 
斐等に も存 す。 
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谷 田 部 ヤタべ 前條に 併せ 云へ り。 常 陸 
大掾族 谷 田 部 氏 •最も 名高し。 その他、 若 
狹 、越 前、 武藏 、下 總等に 存 す。 

八 田 部 ヤタべ 矢 田 部條に 併せ 云へ り。 

八 部 ヤタべ 八 田 部の 中略 也、 矢 田部條 
を 見よ。 

矢 田堀ャ タボリ  、 

1 足 利 氏 旗 上野 國山田 郡 矢 田堀邑 より 
起る。 矢 田 判官 代義淸 の裔な りと ぞ 0 
2 平 姓 前項と 同樣 、上 州 矢 田 堀より 起 
る。 矢 田部貞 高の 後 也と 云 ふより 思へ ば、 
矢 田 部 氏の 後なる を 知るべし 。家紋 丸に 
矢 打 違、 丸に 桔梗。 寬政 系譜に 善 右衞門 
貞元 (寶永 御家人) 以來系 ぁ リ。 又 丸に 
八本 矢 車、 丸に 蔦を 家紋と する は、 權左 
衞門貞 磨 (元 和 幕臣、〕 以来 系存 す。 

3 雜载又 幕末に 矢 田 堀 景藏敏 (鴻〕 (本 
姓笳井 氏) ぁり、 軍艦 奉行と なり、 讚岐 
守に 補 せらる。 

陽 知 ヤチ 和名 抄 、越 中 國礪波 郡に 陽 知 
鄕を收 む。 

八 千 ヤチ 和名抄 、周 防 國吉敷 郡に. 八 千 
鄕を妝む。又延喜式に /\ 千驛.見ゅ。 — 

谷地 ヤチ 武藏多 磨 郡に 谷地 庄 •見え、 
羽 前に 谷地 神社、 その他、 磐 城 等に 此の 地 
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1 淸和源 氏 最上 氏族 羽 前 阈村山 郡 谷地 
邑 ょり 起る。 最上 義淳の 子 輝 幸 •谷地 十 
郡と 稱す 。白鳥、 城 取、 羽柴 、橋 間 等の 
條を 見ょ。 

2 槃城石 川 郡 中 谷 村 谷地の 古 館は、 谷 
地 兵 庫 守の 居所な りしと 云 ふ。 

谷 治 ヤチ ター | チ武藏 等に 存 す。 

矢 治 ヤチ前 ニ 條參 照。 

屋地 ヤチ 羽 前、 薩麼 等に 此の 地名 あり。 
彌中 ヤ チウ 保 元 物語、 信 濃の 土に 彌中 
太あリ 、中原 氏 也。 又 源平 盛衰 記 等に 見 ゅ。 
八 千 藏ヤチ クラ 阿波の 豪族に して、 故 
城 記、 以西 郡 分に 「八 千藏殿 •小 笠 原、 源 
氏、 松 皮」 と载 せた UO 
八 下 ヤチゲ .ハチ ゲ 和名 抄 、河 內國丹 
津郡に 八下鄕 を 收め 、波 知 介と 註す。 而し 
て 村 上 源氏 北 畠 氏の 族に 此の 氏 あ = 'て、 * 
白 ^ ボ圓 に 「一族 八 下」 と 見 ゆ。 

谷 知 田 ヤチダ 陸 前、 羽 後 等に 此の 地名 
ち リ 0 

谷地 森ヤチ モリ 淸和源 氏の 族に して、 
陸 前 國加美 郡 谷地 森よ y 起る。 柳 1 貞の 
次男 貞 元を 祖 とすと 云 ふ。' 古川 狀に 「笠 原 
一族 柳 澤主殿 允、 谷地 森 兵 部」 を 裁せ、 又 
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大崎 隆義 家臣に 「谷地 森 主 膳、 八 森十郞 J 
等 見え、 伊達 成實 記に 「大崎 に 叛逆 おこ リ、 
天 正 十六 年 •義隆 を 名 生へ も 返し 串さず、 
新田に 留め置き 候。 新田 刑 部少 一黨の もの 
ども、 狼 塚の 城主 里見紀 伊 守、 谷地 守の 城 
主 八 森 主 膳、 八 木澤備 前、 来 泉 權右衞 門、 
営 崎 民部少 、高淸 水 城主 彈正 、百々 城主 左 
京」 云々 とあリ 0 ,, 

八 森 ヤチ モリ^^ 參 照。 

1 淸和 源氏 前條見 に 同じ。 

2 羽 前 村 山 郡の 豪族に して、 藏增氏 の 
一族 也。 八 森 安房、 八 森 阿波 等 見 ゅ。 延 
澤 、天童、 成 生 等の 條參 照。 

3 羽 後 由 利 郡に 八 森 城 あ ザ、 矢 島、 大 
江 等の 條を 見ょ。 

谷津 ヤヴタ -1 ヴ 伊豆、 相 摸、 下總、 

常 陸、！！ 後 等に 此の 地名 あり。 

1 井伊 氏族 遠 江の 豪族に して、 井伊 彌 
直の 子 直 村 (谷 津五郞 左衞 門〕 と稱 す。 
系圖 には 「谷 津祖 j と载 せ、. 諸家 系圖纂 
に 「彌直 丨直村 (五郎 左衞 門、 谷津祖 )」 
と 見 ゆ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏族 田 原族譜 に、 
「山！ 一八郎 行 綱— 八十郞 行 光— 道 綱 (谷 律 
刑 部〕、 弟道久 (谷 津 彈左衞 門)、 弟 道、 淸 


(谷 津四郞 右衞 門)」 と あり。 • 

3 會津新 編 風土記、 河 溶 郡 細工 名村條 
に 「舘 迹 •葦名 盛 興の 臣谷津 土 佐と 云 ふ 
者 住し、 其の後、 皆 川次郞 吉 村* 住せし」 
と 云 ふ。 

矢 律 ヤヴ 前條 氏に 同じ。 又 越後に 此の 
地名 見え、 武藏 等に 此の 氏存 す。 

八津 ヤツ 谷津 氏に 同じく、 武藏に 存 す。 
彌津 ヤプ 同上 か。 

八 塚 ヤツ 力 紀伊續 風土記に 「那賈 郡 粉 
河 庄粉河 村 八 塚 常 三部。 其の 祖を八 塚左衞 
門 太夫と いふ。 奥州 熊 取 谷を 押頜 す。 永 祿 
年中 沒 落して 當村 に來 る。 三代 目を 善兵衞 
とい ふ、 天 正 年中、 織 田家 •高 野攻の 時， • 
堀 久太郞 に 屬 し、 飯 盛 山の 砦に 忍び入りて 
功 あ 9。 此の 時 氏を 郡と 命ぜら る。 故に 
八 塚の 氏は 弟に 讓れ り。 子孫 九 左 衞門友 之 
とい ふ ものに 至りて、 再び 八 塚に 復 して、 世 
々當 時に 住す。 當 時獨禮 格に 命ぜら る」 と。 
又 同邑她 士 六十 人の 内に 「田 林 利兵衞 、田 林 
直 七、 八 塚 次 部」 等 見え、 又武藏 等に 存 す。 
八 握 ヤツ カン 

八 束 ヤツ 力 出 雲國に 八 束 郡 ありて、 國 
引の 神 •八 束 水臣津 野 命の 神話を 廛ふ (出 
雲 風土記)。 又 上野に 此の 地名 存 し、 又宮內 
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省 掌 典に 八 束 淸貫氏 あり。 

八 柏 ヤツ ガシハ 

八 握 脛 ヤツ 力 ハギ 蝦夷 族の 一種 也。 日 

本 上代に 於け る社會 組織の 研究を 見ょ。 又 
上野 國利裉 郡 後閑 村に 八 束 脛の 窟 ありて、 
後上 野 志に 「後閑 村 •土人 相傳 ふ、 上古 大 
人 ありて 居 民を 掠 劫す。 此の 地の 八幡 山懸 
崖の 半 腹なる 窟中 に隱れ 住み、 晝は 伏し 夜 
は發 す。 百姓 之を 愁ふ 。久しくして 後、 其 
の窟 宅を 審 察し、 半 腹 上下の 藤繩を 剪斷し 
ければ、 長 人も鎚 下す る 能は ず、 遂に 窟中 
に 餓死す 。其の 脛 •八 束 あり、 故に 奇 とし 
て 八朿明 神と 云 ひて 之を 祭る」 と。 釋祀に 
引ける _後風土記に『美麻紀天皇の御世'、 
越國 に人务り、八掬脛と名づく。其の脛の長 
さ 八 掬、 多 力 大强』 と あるに 關係 あるか。 
此の 地 •越後と 境 土を 接す (地名 辭書) 。 

八 川 ヤツ 力 ハ 豐後圖田_に「八川上馬 
場」 見 ゅ。 

八楓 ヤツ キ磐城 國白河 郡に 八槻邑 あり 
て、 陸奧國 風土記に 「八槻 と名づ くる 所以 
は、 卷 向日 代 営 御宇 ( 景 行) 天皇の 時に、 
日本 武尊 •東夷を 征伐して、 此の 地に 到り 
たま ひ、 八 目の 鳴 鏑を以 つて 賊 を射斃 した 
まひき"其 £7> 矢の落ちし」ところを矢著とい 


ふ。 即ち 正 倉 有り (神趦 三年に 字を 八槻に 
改 so 

古老の 傳に 云へ らく、 昔 此の 地に 八の 土 知 
朱 有りき。 一を 黑鷲 、ニを 神 衣 媛、 三を 草 
野択 、四を 保 保吉灰 、五を 阿 邪黹那 媛、 六 
を栲 猪、 七を 神石萱 、八を 狭礒 名と 日 ひき。 
各々 族 有りて 八處の 石室に 屯み き。 此の 八 
處は皆 要害の 地な りし かば、 因りて 上 命に 
顒はざ りき。 國造磐 城 彥 •敗れ 走げ し 後は、 
百姓を 慮し 掠めて 止む ことなし。 

纏 向日 代宮 御宇 ,^ 景行) 天皇 •日本 武尊に 
詔して、 土 知 朱を 征討た しめた まひし に、 
土 知 朱 等 力を 合せて 防禦ぎ、 且つ 津輕の 蝦 
夷許多と諜り、猪鹿弓、猪鹿矢を石城に連 
ねて、 官 兵を 射ければ、 官兵 進み 步 むこと 
能は ざり き。 日本 武尊 •親ら 槻弓槻 矢を 執 
り 執らして、 七 發、 \ 發 、發 ちた まひし か 
ば、 七發の 矢は 雷の 如く 鳴り響きて、 嘏夷 
の 徒を 追 ひ 退け、 八發の 矢は 八の 土 知 朱を 
射 貫きて、 立と ころに 黯 しき。 其の 土 知 朱 
を 射し 征箭 は、 悉に 芽 生 ひて 槻の 木と 成り 
き。 其の 地を 八 槻鄕と 云 ひ、 即ち 正 倉 有り。 
神衣镇と神石萱との子孫は紋されて、鄕の 
中に 在り C 今 棱戶と 云へ るは 是なり j と 0 
八槻 営は 八 槻近津 社と 云 ひ- 當國 一宮 都 都 


古和 氣 神社 かと 云 ふ。 ッ、 n ヮヶ 、チ カッ 
等の 條參 照" 應永 十八 年 御 鉢銘に r 大 檀那沙 
彌道久 、橘 氏 女、 千代 松、 沙彌宗 心 •別當 
良 賢、 聖 律師 長榮」 と 見え、 應永 二十 年 九 
月滿朝 花押 書に 「近 津別 當侍從 律師 坊」* 文 
安直 朝 書に 「八 槻近 津別當 j、 大永和 知 周 防 
守常賴 書に 八 槻別當 など あるは、 當社 祠官 
なるべく、 又 八槻宮 經函識 に 「大旦那 奥州 
白 川 藤 原 朝臣 直廣 、班 目、 本願 •高 野鄕八 
槻近 津別當 、樯少 僧都 淳良、 番匠草 壁右衞 
四耶 、塗師 薄葉 新 六、 時に 天文 八 己 亥年 八 
月 十三 日」 など 見 ゆ。 又 天 正 佐 竹 義久判 書 
に 八槻 神主 あり。 

舊社 職は 神主 兼別當 (八槻 氏)、 宮 代官 (中 
野 西)、 社僧 (遠 藤 松之院 )、 社家 十四 家に 
して、 八槻 氏は 二階 堂 氏の 一族な リ。 或は 
その 祖高盛 (淳良) •神主 家 高 野 氏を 亡ぼ 
し、 別當 家の 譲を 受け、 神主 別 當兩職 元祖 
となりし かと 云 ふ 0 

谷 月 ヤツ キ 

矢 次 ヤツ ギ ヤジ肥 前 深 堀 文書 正 和 元 
年に 矢 次 入道を 载せ 、又豐 前 等に 此氏見 ゆ。 

夜 次 ヤツ ギ 東鑑に 見 ゆ、 ャジ條 を 見ょ。 

彌次 ヤツ ギ M ^ 日記に 「彌次 刑 部 房 明 
慶 、甥圓 林 房、 了 本 房、 刑 部の 息 又 五郎、 


六耶 七郎 •嫡子 安藝 殿」 など 見 ゅ C 江 串、 彼 
杵 、大 村、 永 岡 等の 條參 照。 

八們 ヤツ クヌギ ヤツ クノギ 下野 •陸 
前 等に 此の 地名 存 す。 

1 下野 足 利 郡 八椚邑 より 起る。 鎌 倉大 
草紙 等に 見 ゅ。 

2 伴 姓 三 河 伴 系圖に 「伊 與部彌 五耶 實 
遠— 重實 (八 椚四耶 - 法名 行佛) 丨資義 
(又 四 郎) * 弟資定 (又 五耶)、 弟 ^ 性」 と 
載せ、 又 重 K の 弟 「季實 (號 八椚小 五郎〕、 
，弟 實淸 (號八 椚十耶 )」 と 載せたり 。諮 家 
系圖 S これに 同じ。 

矢 作 ヤツ クリ ャハ ギ條を 見よ。 

八 子 ヤツコ 丹波國 氷 上 郡の 名 族に して 
丹 波 志に 「八 子 太夫 •子孫 和 田 村。 先祖 能 
を 好み、 八才 K て 南都 薪の 能え 出で © めし 
爲 、其 稱を八 子 太夫と 名乗るべし と 有りし 
より 之を 稱 す。 年數 不知、 往古の こと 也」 と 0 
奴 ヤツコ 江 戶の俠 客に 奴 治 兵衞あ =N0 
八 崎 ヤツ ザキ ャザキ 條參照 ひ 
八睽 ヤツ サキ 岩 代に 此の 地名 あり。 

八 頭 司 ャヴシ 

八 代 ヤツ シロ 斯く訓 ずる もの も 多 けれ 
ど、 便宜上、 ャシ D 條に收 む。 

奴 白 ヤツ シロ 同上。 猶ヌハ ク條參 照 リ 
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八 田 ヤツ ダ. ハタ、 ヤタ 、ハッタ 等の 條 

に詳か 也。 

八ッ田 ヤツ ダ 同上。 武 藏國埼 玉に 此の 
氏存 す。 

矢津田 ヤツ ダャ タ條參 照。. 

谷 津田ヤ ツ ダ 同上。 又 磐 城 標葉郡 酒 井 
の 人に 谷津田 櫂之丞 あり、 溝渠を 作りて 灌 
漑を 便に す。 又武藏 等に 存 す。 

八 谷 ヤツ ダ 11 ヤタ -I 
1 守 藤氏 族 山 內首藤 系圖に 「彌 三郞重 
後— 三 耶經 通丨太 郞經 重— 九耶重 綱 (號 
八 谷)」 と 見 ゅ。 首 藤、 山內 、鎌 田、 那 
須 、守 部 等の 條參 照。 

2 備後 前項の 族に して、 藝藩通 志、 惠 
蘇 郡條に 「市 村。 八 谷 氏 •先祖 八 谷國之 
助忠 興は、 もと 鎌 倉 八 谷の 產なり 。數世 

の 後、 善 左衞門 正則ょり、 こ 、に 來 9 農 
に 降 9 、郡の 本鄱 村に 住す。 歷 代の 内、 
木工 頭眷 三部、 善太郞 •皆 山內 家人た 
りしと 云 ひ 傳ふ 。家に 天文 天 正 頃の 感狀 
を持傳 ふ。 今 善右衞 門は 其の 末 なれ ど丨 
世 次詳な らず 。三日 市 善五郞 、また 本鄕 
村 孫右衞 門な ど、 同族と 見 ゆれ ど、 哉に 
詳なる こと 傳はら ず」 と。 

3 黑川 氏族 陸 前 國黑川 郡の 豪族に し 
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て、 觀 蹟聞老 志に 「八 谷箝は 相 川 村に 在 
り。 黑川 安藝 守 弟 八 谷 冠者の 居城 也」 と。 
4 雜载翁 草に 「八 谷 冠者 高賴 •八 千 町」 
と载せ た 9。 又武藏 等に 存 す。 

矢 土 ャッ チ 

八迁 ヤツ ツジ 桓武 平氏 大掾 氏の 族に し 
て、 大掾 系圖に 「馬場 小 ニ 郞資幹 2 子に 八 
迁 八郞」 を载せ たり。 

八 沼 ヤツ ヌマ 羽 前に 此の 地名 存 す。 

八 野 ヤツ / ヤノ 和名 抄 、播磨 國赤穗 
郡に 八野鄕 を收 め、 又 出 雲 國神門 郡に も 八 
野鄕 •見 ゅ。 

八 羽 ヤツハ 伊勢神宮內宮の祠官にし 
て、 風 日 祈 宮內人 也。 荒木 田 姓と 云 ふ。 

八橋 ヤツ ハシ ャハシ 條を 見ょ。 

八 舟 ャッ フネ 

八 馬 ヤツ マ ハチ マ武藏 等に 存す。 

矢 集 ヤツ メ矢ッ 部. の 意に て、 矢 部の# 
造 かと 云 ふ。 矢 部、 矢 伶 部 等の 條參 照。 
彳矢集 連 物 部 氏の 族に して、 矢 部の 伴 
造 家 S 思は る (ャハ ギ條參 照〕。 天武 朝に 
至り、 宿 漏 姓を 賜 ふ。 天孫 本紀に 「物 部 
大母隅連公は、矢集連等の祖」と载せ、 
姓氏 錄 、左 京 神 別に r 矢 集 連。 司 上 (伊 
香 我 色 乎 命の 後 也)」 と载せ たり。 
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2 物 部 矢 集 連 前項 氏に 同じ。 

3 箭 集宿禰 第一 項の 後に して、 天武祀 
十三 年條に 「矢 集 連 云々、 姓を 賜 ひて 宿 
漏と 日 ふ」 と 載せ、 姓氏 錄 、右京 神 別に 
「箭 集宿禰 。同上 (伊香 我 色 乎 命の 後 也)」 
と 載せた 9。 此の 氏人は 天平 五 年の 右京 
計 帳 等に 見 ゆ。 

4 加 貿の矢 集 氏 仁 和 元年 十二月 紀に、 
「加 賀國 加實郡 大野 鄕 人道 今古の 母箭集 
淸河 子」 なる 者 見 ゆ。 

5 駿 河の 矢 集氏駿 河 郡に 矢集鄕 ぁり 
て、 和名 抄に也 都 女と 註す。 此の 氏人の 
住みし地なるべし。  ' 

6 美 濃の 矢 集 氏 和名 抄 、可 兒郡に 矢 集 
鄕を取 む。 

箭集ヤ ツメ 前條に 併せ 云へ り。 

八 女 ヤツメ  ヤメ條を見よ飞 

八 森 ャッ モリ  ャチ モリ 條を 見よ。 

八屋 ヤツ ヤ ハチャ 條を 見よ。 又 富 樫 記 
に 八屋藤 左衞門 入道 等 ぁり。 

谷 屋 ヤツ ヤ 同上、 富慳 記に 谷 屋入 道德 
光. •見 ゆ。 

八 谷 ヤツ ヤ ャッ タニ ■條を 見よ。 

八 柳 ヤツ ヤナ ギ 羽 後國め 豪族に して* 
秋 田 城 介 配下の 將 也'  永 慶 軍記に 八 柳 兵 三 


四代潘又一耶重政.家康に仕ふ'」と云ふ。 
家紋 丸に 矢 苦、 五三 桐。 寬政 系譜 等に 見 
えたり 0 I 

2 薺 前 上 毛 郡の 豪族に して、 天文の 頃、， 
矢 頭 常 陸 介 守實は 幸 子 村 城に 據る 。その 
男 友國に 至び、 野 仲 鎭兼に 減 さる。 矢 頭 
家舊 記には 「足 利 左 馬 助義高 (號內 福 寺 
殿)、 九州 豐前百 富鄉鈴 熊 庄金牛 山に、 永 
正 ニ 年 甲 午 三月 入り 給 ふ、 云々。 足 利 左 
兵 衞督成 氏の 男守實 •天文 ニ 年 癸已 三月、 
浪人の 身と 成り、 義 高を 賴みて 九州に 下 
向す。 矢 頭 常 陸 介 家督 云々」 と 云 ひ、 又 
矢 頭 系譜に 「常 陸 介 守 實の子 常 陸 介 友國、 
次に土佐守政之、次に中務重之、加來阿 
波 守 •家督す。 次に 伊豫 守 國基 、次に 筑 
後 守國禎 、次に 傳左衞 門 道 之、 次に 傳之 
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耶等見 ゆ。 

八 釣 ヤツ リ大和 國高市 郡 八 韵庄 ょリ起 
る。 彥坐命 (開化 帝の 皇子〕 の 子に 八 釣入彥 
王 あ 9。 允恭 帝の 皇子に 八 釣 白彥王 あり。 
顯宗帝 •都を こ、 に 建て、 近 飛鳥 八 釣宮と 
稱し蛤 ふ。 降って 文祿慶 長の 頃、 鄕士八 釣 
氏 あり。 白彥皇 子の 後と 云へ り。 國 民鄕士 
記に 「八 釣但馬 C 允恭 天皇の 皇子 八 釣白彥 
の 孫)」 と 見 ゆ (大和 志 料)。 

八 ^ ヤツ ルギ 伊勢、 尾 張 ' こ 河 等に 八鈕 
営 あり。 又上總 _望陀 郡 木 佐 良津鄕 八幡宮 

C 八鈕 神) 神主に 八劎織 部 •見え、 朱印 三 石 
と あ-り 0 

谷 手 ャ テ.  • 

矢戶 ヤド美 濃、 備 中等に 此の 地名 あり 
f、 利 仁 流 蔭 原姓齋 藤氏 ^ 族に 此の 氏 あり。 
尊卑分脈に「(河合齋藤)武者所實信—(安 
原) ft 岐院 武者 所實 利— 十 郞實 親— 木工 助 
盛隆 (矢 戶〕 J と 見 ゆ。 

谷 戶 ヤド 甲斐、 武藏 等に 此の 地名 あり 
て、 出 雲 石 見地 方に 存す。 

矢 頭 ヤトウ ヤガツ ラ 
1 淸和塬 氏吉良 氏族 吉良左 京 亮貞義 三 
男驼 川四耶 貞弘 より 十二 代の 孫、 又六賴 
久 •强 弓の 寒 I あ リて 此の 氏を 稱 す .0 その 


ヤツ リ ヤトウ 


允久 之。 友國の 女は 百 富 河内 守の 室、 次 
に 縫 千代 丸， 次女は 中島 伊豫 守の 室。 政 
之の 子 權八郎 、次は 女 •橫川 営 太夫の 室、 
次は， 女 •今 富 備前介 室、 次は 女 •福 島但 
馬 守 室 U 國基の 女は 高壽 山に 入りて 尼と 
爲 る、 法名憝 源、 次の 女 •深 水內匠 介の 
室、 次は 友 田 新 三の 妻 •次は 勝 五郎、 次 
は 女 •田 中 兵 部 允の 室。 國禎の 子孫 三 郞 
常世、 次に 和ニ郞 友久 、次に 小次郞 陰勝丨 


ヤ トウ 


天 正 六 年 戊 寅 十一月 二十 八日、 野 仲 勢に 
亡ぼさる 。三男 小次耶 は彥山 僧正を 賴む 
云々」 と (築 上 郡 志〕。 

3 平 姓赤穗 義士に、 矢 頭 右衛門七 敎兼 
(長 助の 男) あり、 二十 石 五 人 扶持。 十八 
歳に て 死す。 

4 雜 載江戶 大小 神祇 組に 矢 頭 藤 勘 あ 
90 

矢 藤 ヤ トウ ヤフチ 磐# 國岩城 郡 八幡 

宮緣起に 71 文治ニ年丙午七月十日、本社ょ 

り 御正 缽を捧 r。 預所矢 藤 五 武者 賴廣 •同 

御 使者 源 貞 次」 と。 矢 部 氏に して 藤 姓を 冒 

せし ものな らん。 

谷 頭 ャトウ 前 ニ條參 照。 武藏 等に 存 す。 

八 通 ャ トホリ 

ヤトミ ヤ トメ 尾 張、 下總 、長 門、 

豐前、肥後等に此の地名存す。 

1 下總の 彌富氏 印旛 郡' 彌富邑 ょり 起 9 
しか。 小金 本土 寺 過去帳に 「彌富 小 次 良 • 
東方に て 打 死、 澜富 角衞門 •天 正 二十 壬 
辰 十一月」 と 載す。 

2 磐城飯野 /\ 幡緣起に「常胤代、彌富 
四 郞忠 茂.」 と。 

3 豐前 仲規郡 彌富邑 より 起る。 永 正 九 
年の 彌富 依重 讓狀に |宇佐茆深旯莊內烏 


ヤトウ —— ヤトミ  空 |七 


ヤト $ —— ヤナ 


越、 恒 松、 兩名 地頭 職」 云々 と。 

矢 富 ヤトミ 前條 氏に 同じ。 武藏 、攝 律、 
石 見、 出 雲、 伯耆 、因幡 等に 此の 氏存 す。 

矢留 ヤトメ 日向 記に 矢留新 左衞門 尉を 
載せ、 また 美 濃、 尾 張、 武藏 等に 存 す。 

宿 岩 ヤドィ ハ 信 濃 等に 存 す。 

宿屋 ヤドヤ シユ クヤ條 に詳か 也。 又 狂 
歌師 に 宿屋 飯 盛 あり。 石川雅 望の 事 也。 

宿 谷 ヤ F ヤ シユ クヤ條 に詳か 也。 又 田 
安 家臣 宿 谷 喜 太 郞愼は 琴を 以つて 名 あり、 
空々 と隳 す。 

八 鳥 ヤ トリ 

寄 木 ヤ ドリギ 尾 張、 相 摸 等に 此の 地名 
あり 0 

八 名 ヤナ 三 河 國に八 名 郡 ありて、 和名 
抄に 也奈と 註し、 郡內に 八 名鄕を 收 め、 也 
奈と あり。 參河 古蹟 考に 「へ 名 神社は 今 八 
名 井村に 存 し、 天神と 稱 す」 と。 又 地名 辭 
書に 「八 名 井は 盖し八 名 部の 訛に して •上 
古の 姓氏ょり 出で て、 鄕名に も、 郡 名に. も 
唱へ られ し歟 。梁を 河瀨に •張り、 捕 魚せ る 
部族 か」 と。  珍、 

〇 三！! 伴 氏の 族に 此の 氏 W リ 、八 名 郡 八 
名鄕 ょり 起る。 三 河 伴 氏 系圖に 「正 助 ( 幡 

. 豆 郡 司〕— 大判 官依助 (八 名 郡 司、 參河大 


ヤナ — ヤナ イ 


介〕 丨 大屋 介 光兼 (八 名 郡 司〕 丨幡 S. 郡 司 
.助 重丨俾 六 介助 高 (八 名 設樂郡 領主〕— 助 
親 (八 名大 夫〕— 正 親 ( 號八 名太郞 、學生 文 
者 也〕」 と 見 ゆ。 八 伴、 伴、 幡豆 等條參 照。 

築 ヤナ 下野 國河內 郡粲鄕 より 起り、 宇 
都営 系圖に 「多 功 石 見守 宗 朝は 篥云 々等の 
祖」 と载 せ、 又 多 功 系圖に 「石 見守 宗冬 1 
朝 光 c 河內 守、 五郎、 篥鄕 を領 し、 仍 りて 
粲と號 す〕— 吉朝 ( 篥河內 守、 五郎)」 と。 氏 
人は 東 國擾亂 記に 篥河內 守 朝 光、 同 息 五郎 
吉 朝、 宇都 営興廢 記に 「吉朝 •勇戰 す」 と。 

又 秀康卿 給 帳に 「二百 十 石 梁 甚次郞 j を载 
せたり。 次條 、及び 屋 奈條參 照。 

梁 ヤナ 前 ニ條參 照。 又 江戶の 詩人に 梁 
詩禪 (卯〕 あり。  .‘ 

矢 名 ヤナ 同上。 又 相 摸 等に 此の 地名 存 
す。 

屋奈 ヤナ 篥條を 見よ。 結 城戰場 物語に 
「屋奈 の 六 良、 水谷黨 (結 城 方〕」 を载せ た 9 。 

谷那ヤ ナ rt  クナ條 を 見よ。 

谷 名 ヤナ ヤツ ナ美作 東北 條郡吉 見 村 
庄屋に 谷 名十吉 あり。 

矢那 ヤナ 前 數條參 照。 上緦 等に 存 す。 

g 则內ヤ ナイ 岩 代、 武藏 等に 存す 。その 
他 以下 各條參 照。 


ヤナ イ さ ニ 八 


矢內 ヤナ イ岩代 等に 此の 地名 存 す。 同 
上。 

屋な井 ヤナ 砵 次條 氏に 同じ 0 
楊 井 ヤナ 4 前後 各條參 照。 

1私黨武藏の豪族にして.、久下太郞則 
氏の 子憲 春、 楊 井 小 次 郎と云 ふ。 私 市 氏 
系圖に 「憲春 (揚井 小 次郎) '>■ 弟憲重 j 直 
光」 等を 載せ、 東鑑卷 二十 一に 屋な 井の 
六郞 、四十に 楊 井 友 近將監 等を 收む。 

2 周 防 ^ SI 郡 柳井津 (楊 井) ょり 起り 
博 多 日記に 「周 防國 分、 一、 柳 井 父子 親 
類 已上七 人、 周 防 長 門地 頭 御家人 打 死」 
云々 と载 せ、 地名 辭書に 『.柳 井は 又揚井 
に 作り、 中® 海賊 衆 ありて、 一方の 雄 帥 
だり。 戊 子 入 明記に r 楊 井、 勘合 船宮丸 
七 百斛」 と あるは、 此の 津の船 也 U 安西. 
軍 策に 「弘治 三年、 陶が 郎等 •元 就 父子 
に、 矢 一筋 射 懸け、 主の 黄泉の 恨を 喑さ 
> んと 、散々 に 成る 兵 共を 集めけ る。 柳 井が 
I 族は 德 地の 一揆 原 ニ千餘 人を 相 催す」 
云々 と ある も、 彼の 海賊 衆 也。 史學雜 志 
に 海賊 衆の 一將 、柳 井卿 直の 大明譜 を 解 
題して 日は く 「卿 直は 矢 龍 寺の 策 彥に隨 
行す。 此の 書 •天文 十六 年 二月 廿 一日、 
山ロ發 盼、 以下 船員の 姓名、 搭載の 物數、 
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及び 賊船 と戰ふ 等の 事を 雑記す。 此の 時 
の 船は 長さ廿 三尋 、檣 十三 尋と あり。 末に 
北京 路程を 附 す。 當時 大內氏 渡 唐 船の 事 
を 管す。 策彥歸 朝の 翌年 •大內 氏 亡び 渡 
唐 船 •遂に 廢す T と。 按ずる に 楊 井津は 
往時大島津と稱したり。東鑑に载せ、元 
曆平氏 追討の 時、 源氏の 海 船 出師は 全く 
此に 在り』 と。 

雜载德 川 時代、 毛 利 側 用人に 楊 井 氏 
あり 0 

柳 井 ヤナ ヰ， 前條に 併せ 收 む。 又 岡 中 川 
藩 番頭に 此の 氏を 載せ、 又 備中松 山 藩士 柳 
井六郞 太夫 忠俊は 兵學に 長 じ、 後藤 堂 藩に 
仕 ふ。 又 土 佐山內 藩士 柳 井 浚藏の 次男 建 次 
友 政は 勤王の 志士に して、 正 五位を 贈らる。 
その他、 伊勢、 武藏 、攝津 、石 見、 長 門、 
周 防、 豐後 等に 見 ゆ。 

屋內 ヤナ ィ前 數條參 照。 又 美 作國苫 田 
郡 沼 村に 屋内 塚 あり。 又寬 永の 頃、 屋内 新 
五兵 衞 •見 ゆ。 

野內 ヤナ イ ノゥ チ條を 見ょ。 又 新 編 常 
陸國志に.「野內*平氏。東鑑に野間あり、 
小 野 氏な り」 と。 

築 田 ヤナ イダ ヤナ ダ 條を見 ょ。 

梁 田 ヤナ イダ 同上。 


楊津 ヤナ イヴ ヤナ ギツ和 名抄、 攝津國 
河邊 郡に 揚津 鄕を收 めて 也奈以 豆と 註し、 
大同 類聚 方に 「河 邊郡楊 津里廣 根 朝臣 食 麻 
呂」、 行 基 年譜に 攝津國 楊津院 •中 右 記に 揚 
律 莊 、又 柳津河 尻庄な ど 見 ゅ。 その他、 美 
濃、 岩 代、 陸 前、 備後 等に 柳津の 地名 あり。 
1 楊 律 造 百濟 族に して、 前述 攝州 楊津 
鄕ょ 9 起る。 天平 寶字五 年 三月 紀に 「百 
濟人王 寶受等 四 人に、 姓を 楊津 造と 賜 ふ」 
と ある 後に して、 後 承 和 十一 年 十月 紀に 
恒世 宿禰を 賜 ふ。 

2 楊津連 前項 氏の 族に して、 天平 寶字 
五 年 三月 紀に 「百 濟人王 國島等 五 人に、 姓 
を揚津 連と 賜 ふ」 と 載せ、 姓氏 錄 、右京 
諸蕃に 「楊津 連 .0 八淸水 連と 同祖、 王 文 
度の 後 也」 と 見 ゅ。 承 和 十一 年 十月紀 に 
「左 京人 太 政官史 生從八 位下 楊 津連弟 主、 
內堅无 位 揚津連 繼吉に 姓を 恒世 宿禰と 賜 
ふ」 と 見 ゆ。 

3 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「福 原 三 郞賴遠 
丨有光 (初め 攝州に 住して、 柳 津と號 し、 
後に奥州に住して、石川柳津源太と號す」 
と 見 ゅ。 石 川條參 照。 

4 藤 原 北 家 閑 院家流 西 園 寺 家 庶流な り。 
5 奥州 陸 前 桃 生 郡 柳津邑 ょり 起り、 葛 


-o 
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西 記に 柳 津三河 等 見 ゆ。 千 葉、 葛 西 等の 
條參 照" 

柳津 ヤナ イヴ 前條に 併せ 云へ り。 中興 
系圖は 源 姓に 收 む。 

梁池ャ ナィ ヶ 

柳內 ヤナ ウチ 補遺を 見よ 

矢 中 ヤナ カ武藏 等に 存す 

谷 中 ヤナ カ武藏 、常 陸、 下野 等に 此の 
地名 あり。 

1 桓武 平氏 相 馬 氏族 常 陸國の 豪族に し 

‘ て、 新編國 志に 「谷 中。 新 治 郡 谷 中 村よ 
り出づ (今の 眞壁 郡)。 相傳へ て！ 一武 平氏、 
相 馬の 族と す」 と载 せ、 天 正 頃、 谷 中支 
朝 あり、 橋 本 城を 守る、 笠 間條を 見よ。 
2 雜载 その他、 鹿 島 文書、 至 德ニ年 高 
橋鄕 百姓 足 分 帳に、 谷 中 彌次郎 入道を 载 
せ、 又上總 君津郡 小糸邑 に 谷 中 國樹君 あ 
り。 又武藏 等に 存 す。 

屋中 ヤナ 力 前 各條參 照。 武藏 等に 存 す。 
矢 永 ャナ ガ . 

彌永 ヤナ ガ 武藏 等に 存 す。 - 

柳ケ 瀬 ヤナ ガセ 以下 數條 氏に 同じ。 

柳 瀬 ヤナ ガセ ヤナ セ 武藏に 柳 瀨庄見 
え、 その他、 伊勢、 近 江、 美 濃、 越 前、 土 
佐に 此の 地名 存 す。  ： 


ヤナ イ ヤナ イタ 


ヤナ イツ 


ヤナ イツ —— ヤナ 力 セ さ 一一 九 


ヤナ 力 セ —— ヤナ 力 ハ 


1 淸和漓 氏塬賴 親の 子 福 原 ニ 郞賴遠 • 
初め 柳瀨 を稱 し、 後 石 河 氏と 云 ふ。 尊卑 
分脈には 柳 律と あり。 石 川條參 照。 

2 藤 原 姓 家紋 左 巴、 •雪笹 。家譜に 「伊 
勢 國梁瀨 に 住せし より 稱號 とし、 子孫 柳 
性に 改む 。九 左衞 門道悅 •三 河 加 茂 郡淺 
谷邑に 住し、 家康に 仕 ふ。 その 男 甚八郞 
友 信 (七 平〕 也」 と。 ャナ セ條參 照。 

3 筑後竹 野 郡 柳瀨邑 より 起り、 小 野 村 
内宮 棟木に 「屋形 直 衆 •柳瀨 殿」 と 見 ゆ。 

三 池 氏の 族 か、 ャナ セ條參 照。 

4 丹 波 氷 上 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
「柳瀨 氏 •子孫 谷川 村 下町に。 古家な り、 
子孫 今 本家 柳瀨源 兵衞」 と。 

5 雜载 大和 十津 川鄕鎗 持由緖 書に 「山 
手 谷 村 庄屋 柳 瀨喜三 兵衞」 を载せ 、又 土 佐 
柳 濯 氏は 屋奈 瀨條を 見よ。 又武藏 、信 濃、 
攝津 等に 存 し、 又紀 伊那^ S 小 畑 邑地士 
に 柳瀨惣 兵衞見 ゆ。 

柳 世 ヤナ ガセ 前條に 併せ 云へ り。 

00  ヤナ ガセ ヤナ セ條を 見よ。 

柳 河 ヤナ ガハ 次條 氏に 同じ。. 

，柳 川 ヤナ ガハ 筑後に 柳 川、 越 中に 柳 川 

庄 •見 ゆ。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 河 村 系圖に 「河 村三耶 


ヤナ 力 八 


秀 高— 則實 c 號柳川 ニ 郞〕 —實義 (太§、 
弟 則 重 (三 郎 )丨 重 基 (佐 藤 三)、 弟 則 基 
(佐 藤 四 服)、 弟淨重 (大輔 房〕— 秀 政、 弟 
秀行 (彌藤 次)、 弟秀藤 (孫 三郞) 」 と 載せ 
たり。，，佐藤條參照0 

2 筑後 當國柳川ょり起りしならん。隞 
永戰覽 、當國 の士に 柳 川 七衞門 尉を 载 
せ、 下って 堤 系圖に 柳 川 新 三 一郎 •見 ゅ。 

3 宗 氏族. 對馬國 Q 豪族に して、. 宗家の 
重臣たり。 文祿 元年 柳 川 調 信、 •伊奈 郡 主 
となる。 中興 系圖に 「柳 川 •平、 宗讀岐 
守 義調ニ 男 豐前守 調 信* 之を 稱 す」 と。 
調 信は 當時 、明、 朝鮮との 交渉 上 重要なる 
人物に して、 史上に 多く 出づ。 

4 九州 安西 軍 策に 柳 川 左 近 C 大友 方) を 
载 せ、 又 肥 前 福 田 氏の 族に 此の 氏 見 ゅ。 

5 近 江 柳 川 平 助順剛 は 儒者と して 名高 
く、 震 澤と號 す (初， め 平 庵〕。 その 嗣柳川 
滄洲 (小 三次 1 11 省〕 は、 高 槻 藩士 向井 休寬 
の 男、 又 名 あり。 

6 金 エ V 江 戶 金工に 柳 川 安 右 衞門政 次 
<:橫谷宗與の孫)ぁり、その男三左衞門直 
政 (宗圓 )、 その 養子 小 平 次 直 故 (直 幸、 

，後 直久 、直 信)、 その 男 三 左 衞門直 春、 又 
直 政の 門 三 左 衞門直 政 (石 田 利左衞 門、 後 


ヤナ 力 ハ 空 一一 Q 


宗圓 、宗 固と 稱す〕 等、 皆 名 あり。 

7, 憲 家浮设 繪師に 柳 川重傳 ( 實は鈴 木 
重兵衞 、本 所 柳 川 町に 居る) あり、 北齋 
の 女婿、 雷 斗と 號す 。その 門 重 山は ニ 代 
重 信と 稱 す。 

8 雜载 その他- 秀康卿 給 帳に 「百 石 柳 
川 藤右衞 門」 を载せ 、又 茶道に 柳 川權助 
あ 9。 又 名 古屋の 奇才 柳 川 春 三は 西村武 
兵 衞の男 辰 助、 後 良 三、 更に 春 三春 蔭と 
改む 。慶應 年間、 中外 新聞を 發 行し、， 明— 
治、 大學少 博士たり。 又 日本 手品師に 柳 川 
一蝶 齋、 三世 一蝶 齋は 本名 靑木治 三郎 •天 
覽を 賜— ひ、 又 諸 外 國を歷 遊、 明治 四十 ニ 
年 病死す。 又 柳 川 流 三味線の 祖柳 川檢校 
は 攝律の 人 也。 その他、 上野、 下野、 武 
藏 、相 摸、 尾參 等に 見 ゆ。 

梁 川 ヤナ ガハ 岩 代、 陸 中等に 此の 地名 
あリ 、なほ 前條と 通ず。 

1 伊達 氏族 岩 代 國 伊達 郡 梁川邑 ょり 起 
る。 伊達 晴宗八 男宗淸 •此の 地に 住みて 氏 
とす。 其の 子宗直 •白 石 宗實の 後を 嗣 ぎ、 
家名 絕ゆ 。後 元 和 ニ 年、 宗 直の 子宗元 • 
再ぴ梁川を嗣ぐ。伊達、小梁川等の條に 
詳か 也。  • 

2 美 濃 安八 郡 曾 根 邑の士 梁 川 新 十 郞孟 


緯 (字は 公 圖 •無 象) は學深 く、 最も 詩に 
.長 じ、 星 巖と號 す。 勤王家、 贈 正 四 位。 
その 室 紅 蘭 女史 も 亦 名高し。 

柳 上 ヤナ 力 ミ 

八 鳴 ヤナ キ撰解 文集に 八 鳴 行 死を 載す。 

楊 ヤナ ギ ヤウ條 を 見ょ。 

柳 ヤナ ギ リウ III 城、 常 陸、 下野、 陸 
中、 安藝、 伊豫、 筑 前、 豐 前、 肥 後 等に 此 
の 地名 存 す。  丨. 

丨 淸和塬 氏 小椋氏 流 尊卑 分脈に 「滿季 
裔 、小椋 高屋三 郞景 遠丨宗 實 (柳 冠者)—、 
柳 判官 代 實景— 挪四郎 實茂— 同 五郎 實基 
丨彌ニ耶货狻-弟山僧圓信(石見注記)、 
弟實信 (卿 公)」 と 載せ、 また 實 基の 弟 「源 
眞、 弟 同 六 郎實 貞丨同 孫六實 盛」 と 見え、 
中興 系圖に 「柳 •淸 和、 本國信 濃、 兵 庫 
介滿季 十代 冠者 宗實 •之を 稱 す」 と あリ。 
2 伊勢 源平 盛衰 記に 「能 因 入道が 子息 
に 月並の 藏 人と 云 ひける 者、 伊勢 國に下 
りて、 柳の 馬 入道が 聱に 成りて 儲たり し. 
子を、加藤五景貞と云ひき云々」と見ゆ0 
力 トウ 條を 見ょ。 

3 紀姓 山城の 豪族に して、 石淸水 祠官 
系圖に 「竹 幸淸 (三十 三代 別當 )— 耀淸 
(號柳 ニニ 十七 代 別 S— 明淸 、弟 紹淸、 
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弟隆淸 C 今 柳〕」 と 見 ゆ。 

4藤展*家勸修寺家の一族にして、經 
任を || とすと云ふ。 

5 武藏埼 玉 郡 羽 生 町 牛 頭 天 王 社の 神職 
家に 見え、 又秩 父の 社家 等に 存 す。 

6 下野 芳賀郡 飯 貝 邑箕輪 熊 野 神社 別當 
家に 此の 氏 あり、 本山 派の 修驗 也。 

7 淸和 源氏 吉見 氏族 石 見の 豪族に して 
美 濃 郡 柳 村ょ = 起 y、 系圖 に 「吉 旯賴行 
—賴 直— 直 賴—弘 信— 直久 、弟 直 信、 弟 
柳景信 C 縫 殿、 柳 城主。 又 其の 弟に 賴賢 
あり〕— 賴近 (中島 伊豆守)、 弟賴勝 (豐前 
守〕— 賴次 (直 信の 子〕— 時弘 (豐前 守、 澤 
田 萩 城主、 天 正 七 年 八 ^ 、 江 浦 戰 死。 妹 
.は 上頜 日向 守の 妻〕 丨賴時 ( 椿四郞 、豐前 
守)、弟元正(都野右衞門尉、同新右衞£ 
長 保の 養子、 萩 椿 城内に 墓 あり)— 女子 
(本家 廣行 妻〕、 其の 妹 (太 郞右衞 門 妻、 
後 興兵衞 妻)、 其の 妹 (五郎 右衞門 妻)」 
と 載せ、 石 見 志に 「柳 村 柳 城主 柳 縫 殿 助 
信賴 •弘 信の 四 男柳景 信の 子 か。 此の 地 
に居り氏とすマと見ゅ。 

8 河内 長 祿寬正 記、 弘川 衆に 柳 氏 見 ゆ。 

9 雜載 秀康卿 給 帳に 「百 石柳您 兵衞 J 
を 載せ、 又 伊藤博文の 實父 柳十藏 c 重藏) 


ヤナ キ 


は 林 氏 也、 伊藤 條を見 ょ。 又津山 分限 帳 
に 「七 石 三人 扶持 柳 仙 太郎 一を 载せ 、又 
津 藩士 柳有悅 は箄數 に 長 じ、 明治 海軍 少 
將に至る 0 又浮舟」繪師に柳文朝、その門 
柳文康 (安五郎、 文康 安〕、 狂歌 師柳直 雄 
(高 崎 藩士 山本敏 直) 等 皆 名 あり。 

楊 木 ヤナ ギ 大和の 豪族に して、 至德元 
年の 大和 武士 交 名に 楊 木 殿 •見 ゅ 0 

柳內 ヤナ ギウチ ヤナ ウ チ武藏 等に 此 
の 氏存 す。 補遺を 見ょ ▲ 、 . 

柳 浦 ヤナ ギ ウラ 豐 前、 肥 後 等に 此の 地 

名あリ 0 . 

柳 江 ヤナ キエ ャナ M 條參照 U 

柳大路ヤナギオホチ牝野天神社祠官に 
、して、 十 川 家の 分流 也。 十 川條參 照リ 

柳鄕 ヤナ ギガ ウ 

柳 堅 ヤナ ギカ タ 

柳 崎 ヤナ ギ サキ 防 長の 名 族、 大内 氏の 
家臣 也" 笠 井條參 照。 

柳澤 ヤナ ギサハ 甲裴 、下！ r 常 陸、 陸 
前、 陸 中、 淡 路等に 此の 地名 あり。 

1. 多々 羅姓阿 州將裔 記に 「義種 •義助 
の 男。 天 正 ニ 年 九月 二日、 平 島に 生る、 
母は 周防阔 大內介 一族、 柳 澤主膳 正の 女 
也」 と 載せ、 又 安西 軍 策に 柳 澤新右 磐 門 • 
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見 ゆ 

2美作美作記に柳澤太部兵衞を擧 <'' 。 

3 淡 路當國 七 人 衆の 一にして、 柳澤越 
前 守は 三 好 氏に 屬 し、 秀吉 淡路 征伐の 際 
に 亡ぶ とそ 「- 常 磐 草 等に 見 ゆ。 

4淸和漓氏畠山氏族祀州の名族にし 
て、 畠 山 氏の 胤、 那實郡 高野領 松韻 村に 
ぁり。 續 風土記、 那貿郡 志 實野莊 松瀨村 
條に r 舊家地 士柳澤 査之祐 。畠 山紀伊 守 
高 政の 末裔な り。 高 政 •初め 當國在 田 郡 
石垣 城に 居りて 七 萬 石を 頜 す。 其の 子 美 
濃 守政慶 •天 正 十三 年、 豐 太閤 根 来攻の 
時、 石垣 城を 太閤へ 渡し、 高野山に 入り 
て剃髮す。是ょり先、皇山民部大輔政直 
の 子左衞 門尉義 唯を 養 ひて 子と す。 義唯 • 
當郡志 實野村 松瀨權 守が 家に 人り て 遂に 
其の 家を _ぎ 、松瀨 、東 野、 垣 内の 三 村 
を領 す。 義 唯の 子を 理兵衞 政 唯と いふ、 
政 唯の 子を 奎兵衞 政 一とい ふ。 政 一 •畠 
山を 改めて 柳澤 とい ふ。 政 一の 子を 奎之 
祐廣 唯と いふ、 其の 子孫 •代々 當衬に 住 
す。 家に 白旗 一流 武器 等を 藏 む、 又 古文 
書數 通を 藏 す」 と .0 

5 淸和 源氏 武田 氏族 中興 系圖に r 柳澤. 
淸 和、 折 井十耶 太郞經 光 六 代 彌十郞 信 奥 


(興〕 •之を 稱 す」 と 見 ゆ。 こは 柳 禪士ロ 保を 
出せし 氏に して、 甲斐 國北巨 摩 郡 柳澤邑 
ょり 起る。 寬政 系譜に 「武田 石 和 五郎 信 

光— 一條 六郞信 長-— 八郞信 經丨源 八 時 信 
(甲斐 守〕 丨十郞 時 光 丨十郞 太郞常 光 (經 

光〕— 尾 張 守 信 連 c 次郎 太郎) 丨遲 張守貞 
義 (孫 六〕 丨十郞 義遠丨 尾 張 守 安 遠 (孫 
十郞 、治 部：； 丨 孫十郎 信 興 S 十郞 、申 養 
柳 澤邑に 住して 柳 澤と稱 す〕— 彌太 郞貞 
興 丨 彌三郞信景、弟 |5 資信房 丨 紐 貴 信 兼 
— 兵 部 丞信後 (長 俊、 源七郎 、武田 信 支 
に 仕 ふ〕 丨孫 左衞門 安吉— 長九郞 信 安— 
時憲」 と。 又 安吉の 弟 「刑 部 左衞門 安忠 
(信 時、 長藏 、十 右衞門 、刑 部 左衞門 〕丨 
吉保 C 初め 房 安、 保 明、 主税、 彌太郞 • 
出 雲 守、 美 濃 守、 侍從 、左 少將〕 J と。 
また 一系 圖に 「靑 木義 虎二 男彌十 郞信興 • 
柳 澤邑に 住して 柳 澤と稱 す。 其の 子貞興 
(紐 貴 信秀) 丨信景 ，弟 信 房— 信 兼 丨信浚 
(武田 信 支に 仕 ふ)」 と。 又 信 州 上田 柳澤 
系圖に 「一條 源 八 時 信ょり 四 代 一條 ニ郎 
太郞隆 信 十 --* 代 曾孫 柳 澤壹岐 守 信 勝 (六 
河 衆 筆頭)— 太 郞左衞 門隆寬 。家紋 ニ 引 
兩 、葉菱 = 吉保 全盛時代、 一時 之を 憚 か 
りて 関 氏を 稱せ 9 J とぞ 0 


6 氏人 前述、 彌三郞 信 景は武 田 信 虎に 
. 從ひ て駿 河に 行き、 後將軍 義晴に 仕へ て 
迓江坂 本に 死し、 子孫 •毛 利 藩に 存 す。 
又 主計 信 久は穴 山 梅 雪に 屬 し、 天 正 十 年 • 
大和 國 宇治田原 戰 死。 孫 左衞門 安吉 (信 

文) の 後は 「安吉— ( 長九郞 信 安)— 孫 之 
分 丞時憲 — 源 七郞時 附—同 安弘— 同 安長— 
六郞友 衞門政 位」 にして、 幕臣 柳澤 氏の 
嫡流 也。 四百 三十 俵、 家紋 四陽菱 、五 七 
. 桐、 舞 鶴、 菱。 

7 柳澤侯 その 祖吉 保は 彌太耶 、初め 房 
安、 次に 保 明と 稱 す。 父 安忠は 綱吉 幼時 
ょりの 近侍 なれば、 吉保 •七 歳に して 將 
軍の 左右に 侍し、 又學問 弟子の 最初たり。 
後 秀の質 •早くょり 著 はれ、- •次第に 用 ひ 
られ て、 元祿 元年 十一月、 側 用人' となる。 
又 若年 寄の 上座と なり、 一 萬 石の 加增ぁ 
りて、 I 萬 ニ 千 三十 石を 頜 し、 同 三年 三 
1 月には ニ 萬 石 加 增 、翌年 四月には、 耦吉 • 
，其の 邸に 臨み、 五 年 十 I 月に 三 萬 石 加增、 
七 年 正月に 一 萬 石加增 、かくて 武藏川 越 
七， 萬 ニ 千 三十 石の 領主たり。 十 年には 更 
に ニ 萬 石 加 增 、十四 年 十一月には 猶子に 
淮 じて、 松 平の 稱號 と、 偏 諱吉の 字と を 
賜 ひ、 十五 年 三月に ニ 萬 石 加増、 寶永元 . 
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さ 三 二 


年 十二月には 三 萬 九 千 二百 石を 增 して、 
遂に 甲 州 甲府城 十五 萬 千 二百 石 餘を領 
す。  . ■ ' 

その 男 甲 裴守吉 里 (安輝、 安貞、 兵 部、 
越 前 守、 伊勢 守) に 至り、 大和 •郡 山城に 
移る。 以後の 系圖 は、 寬政 系譜、 及び 武鑑 
に「 吉里丨 美 濃 守信鴻 (左 兵衞督 、香 山) 
丨甲裴 守 保 光 (安信、 造酒 正〕— 美 濃 守 保 
泰—甲裴守保興—甲裴守保申—保惠」に 
，して、 大和 郡 山 十五 萬 千 二百 八十 八 石 (明 
治 五 萬 九 千 四百 九十 石〕。 現今 伯爵。 ■ 
家紋 菱 、四 菱 、葉菱 、四 陽菱 、陽 菱の內 に 
八文字、 舞. 鶴。 もと 木瓜。 松 平條を 見ょ。 
8 黑川侯 その 祖 刑部少 輔經隆 は、 吉保 
の 四 男に して、 初め 命に ょり 橫手 氏を 稱 
す。 その 男 伊勢 守里濟 (實は 柳澤 因幡 保 
敎 男、 柳澤に 復 す)— 新 五郎 里 旭 (同姓 左 
兵衞里 光長 男)— (弟) 伊 實守保 卓— 伊 賢 
守 信 有 (伊勢 守、 和 泉 守) 丨伊貿 守 光 被 
(伊勢守〕—伊勢守光昭(實は甲翡守保泰 
男)— 伊織 光邦に して、 越後 黑川一 萬 石 
(明治 四千 七 百 六十 石〕。 現今 子爵。 

郡 山 分家 
黑 川柳 澤 


. 三日 市 侯吉保 五男 「式部 少輔 時睦丨 
彈正 弼保經 (吉保 七 男〕— 式部少 輔 信著丨 
信 濃 守 里 之 (美 濃 守信鴻 五男〕 丨信濃 守 里 
世丨彈 正少 輔里顯 (本家 保泰 弟〕— 彈正少 
輔恭孝 丨彰太 郞德忠 J にしで、 越後 三日 
市 一 萬 石 (明治 四千 八 百 十 石〕。 現今 子爵。 

郡 山 分家 

三日 市柳澤 

10 庶流 家臣 郡 山 藩 老臣 柳澤 權大夫 (下 
野) 里恭 (柳 里恭 、字は 公美〕 は、 學 博く、 
諸藝に 達し、 文名を 馳せ 、淇 園と 號 す。 
又 武鑑に 「家老 石澤佐 太夫、 柳澤市 正、 
柳澤權 太夫、 平 岡 宇右衞 門、 豐原 權左衞 
門、 松平但 見 0 城主 藪田忠 左衞 門、 維新 
頃 川口 十 太夫。 年寄 •大山、 吉 田、 板 垣、 
富 川、 今 立、 池 上、 高山、 吉田 、久城 、 
根 津 、酒 井、 井上、 樋 ロ、 多 田、 內 田、 
後藤 •長 島、 茂 木、 岩 手、 藤 波、 池 田」 
等 \0 又幕臣柳澤八郞右衞門(佐渡奉行〕 
八 百 石。 武鑑に 


柳 澤八部 右 衞門聽 信 


11 信 濃 _ 訪 地方に 多く、 小星卷 、抱澤 


瀉^ < 星卷 、花 澤瀉 等を 家紋と す。 又 前述， 
上田 柳澤 氏は 常 地方の 名 族に して •その 
系圖に 「 I 條源八 時 信ょり 四 代 | 條ニ耶 
太郞隆 信 十一 代 曾孫 柳 澤壹岐 守 信 勝 (甲 
斐六河 衆の 筆頭に して、 信 州 小縣 郡鹽田 
村 下 之 鄕生島 足 島 神社 所 藏武田 信 支 公へ 
の 起請文に 花押 有り。 且つ又 甲裴阈 誌 所 
載の 仁に して、 曾 根城 主た =ol 太 耶左 
衞門 隆寬— 文 右 衞門寬 信 (上田 柳 澤の初 
代、 眞田氏 上田 築城 常時、 上田に 浪人し 
て參 り、 上田 城下 支配， 並に 問屋 本陣た 
り。 その 男勝寬 (八 右衞門 、又は 太郎 
兵衞 。弟 寬德は 長 右衞門 •三代 也)—丨 
四 代德愛 (八 右衞 門)— 愛 信 (文 左衞 
門)、 弟德寬 (太郞 兵 衞丫寬 託 (太郞 兵 
衞)」 と。 以下 代々 太郎 兵衞 を通稱 とし、 

•十三 代 寬眞に 至る。 その 男 •健 太郎寬 行 
君 也。 

舊幕 時代の 日記、 記錄 、地 圖等數 百を 达 
存 。又 別家 十數家 ぁリ。 

12 藤 原 姓 家傳に 「柳 原 家の 別 腹の 子な 
るより 柳 澤を稱 す」， と 云 ふ。 家紋 花菱。 
寬政 呈譜に は 「武田 支 胤、 始め 柳 原、 寬 
永 時、 此の 氏に 改 む」 と 見 ゆ。 又 「將軍 
義輝 家臣 某— 新 右衞門 丨監物 元 政 (新 三 
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ヤナ キサ 


ヤナ キサ 
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耶 •新 右衞 門、 秀吉に 仕へ、 出 雲* 備後 
にて、 I 萬 石を 賜 ふ、 慶長 十八 年 死、 周 
防 山 ロ)  J 左 馬 之 助元吉 」 と。 子孫 七 百 石、 
幕紋 二階 傘。 

!3 武藏深 谷 記、 上 椹 蒈代臣 に 柳 澤隼人 
助 •見 ゆ。 

14 笠 原 氏族 陸 前 國加美 郡 柳澤邑 ょり 起 
る。 同邑に 批把壘 ありて、' 八 野 木 澤備前 • 
據リ しと 傳へら る o 八 野木澤 は 柳 澤の訛 
か ( 觀蹟 聞老 志)。 天文の 古川 狀に 柳澤主 
殿 允を 載せたり。 八木澤 、笠 原、 谷地 森 
等の 條參 照。 

15 雜载室 野 幕府 永 祿六年 諸 役人 附に、 
「足輕 衆 柳澤」 を载せ 、又 島 原 松 平 藩に 此 
の 氏 あり (武鑑)。 殊に 柳澤信 行の 長男 太 
郞信兆 (字は 伯 民〕 は 儒者に して、 ^ 陸 
と號 す。 又 尾 州 藩に 柳澤 五一 •見 ゆ。 
又攝津 、伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

柳 下 ヤナ ギシタ ヤナ ギシモ 武藏の 名 
族に して、 風土記 稿、 豐島 郡卷に 「雜 司ヶ- 
谷 村の 舊家柳 下 氏。 先祖 柳 下 1 は 禁中の 
雜士な U しが、 故 有って、 當村に 土着し、 
後に 村民と なれり。 鬼子 母 神は 此の 家の 持 
地より 堀 出せり。 鬼子 母 神社 天 正 六 年 棟 札 
に 柳 下三郞 右衞 門と 記せり。 家に 古き 釜を 
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藏す 。鬼子 母 神. 出現の 時、 其の 像を 浴せ 
し 整なる 由、 依つ て 土人 產湯の 釜と 稱す 0 
天滿本 六右衞 門と 銘 あり。 又 先祖が 帶せ し. 
と云ふ長光の刀、及び肥渝國伊竄守と銘せ 
る 脇差を 藏せ io 

又 久良岐 郡卷に 「富 岡 村 柳 下 氏。 祖先を 柳 
下畺後守と云ふ。文祿ニ年、安房、上總の盜 
賊 •此の 邊 .を 亂妨せ し 時、 村 內長昌 庵は 豐 
後 守が 開基の 庵室 なれば、 其の 本尊を 守護 
して ありし に、 賊 大勢 来り、 槍を 以 つて 豐 
後守に手疵を貢せ.、本尊を奪ひ去りしを、 
此の時、豐格、守*賊の槍を取りと>めしと 
て、 今に 家藏 す」 と，。 又埼 玉、 荏 原 等に も 
存 す。 

又 秀康卿 給 帳に 「 §■ 石 柳 下 由右衞 門」 見 ゅ。 
柳 島 •ヤナ ギシマ 駿 河、 武藏 、下野 等に 
此の 地名 ありて、 山城、 美 濃、 信 濃、 武藏 
等に 此の 氏 見 ゅ。 

柳 園 ヤナ ギ ソノ 幕臣 石川貞 勝は 狂歌に 
長 じ* 柳圍滿 糸と 稱 す。 

柳 田 ヤナ ギダ近 江 國滋貿 郡に 柳 田庄あ 
リ 。輿地 志 略に 「土俗の 傳ふ  ると ころな リ 
,本堅田、今堅田、衣川を：,ふなリ、畢竟は 
皆 眞野莊 の 中な リ J と。 その他、 相 摸、 陸 
中、 羽 後、_ ■能 登、 越後、 壹岐 等に 此の 地名 
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# す。 

1 羽 後 雄 勝 郡 柳 田ょり 起リ 、柳 田 治 兵 
衞は柳 田 城に 據る 。小 野 寺 氏の 家臣に し 
て、 文 祿五年 十月、 最上 勢に 攻められて 
M る (柞山 誌〕。 又 秋 田 郡 柳 田に も 古城 あ 
り、 鎌 田、 嵯峨 等の 條參 照。 

2. 武藏 久良岐 郡瀨戶 社の 下 社家に も 見 
え、 又埼玉 等に 存 す。  、 

3 丹 波 氷 上 郡の 豪族に して、 中 村 城 (中 
村〕 は、 柳 田 左衞門 尉の 居城 也と。 丹 波 志 
，に 「柳 田 左 衞門尉 •子孫 中 村。 天 正 年中 
に、 中 山村 三ッ尾 城主 赤 井 刑 部の 家臣、 
中 村に 城 地 有リて 住す (古城の 部に 出す〕 
三 ッ尾城 落城して 後、 此所に 住す」 と。 

4 出 雲 南山 巡狩 錄所收 古證 文に 「出 雲 
國大原 郡 內香折 新宮の 事、 十郞 三郞爲 家 
の 申す に 就いて、 由 木六郞 等に 相觸る V 
の 處 、無音 e 由、 云々。 建武五 年後 七月 
十五 日。 柳 田 左衞門 尉、 出雲國 守護 代と 

のへ」 と。 

5 伴 姓薩隅 日の 名 族に して、 日向 諸縣 
の 柳 田 氏は、 天智 天皇に 供奉して 下向す 
と傳 ふ。 又 大隅柳 田 氏 系 圖に 「薩 縻國日 
置 郡ょ リ高 山に 移 居。 八郞 兵衞— 新左衞 
門— 島右衞 門」 と。 


6 雜载武鑑販田堀藩用人、藤堂藩用人 >« 
宇 和 島 伊達 藩 用人 等に 見え、 又三條 家 侍 
に 在り。 又下總 香 取 郡 佐 原の 人 柳 田正齋 
貞亮は 書家と して 名高く、 又 磐 城、 岩 代、 
信 濃、 加貿 、能 登、 美 濃 •伊勢、 志 摩、 
攝津 等に 存 し、 又 現今 柳 田 國男氏 •學名 
■高し。 

柳 多 ヤナ ギタ 秀康卿 給 帳に 「百 五十石 
柳 多 主 膳 •五十石 御 隳匠柳 多 縫 殿 介」 等を 载 
せ、 松 江 松 平 藩 重臣に 見 ゆ (武鑑)。 

楊 田 ヤナ ギタ前 ニ 滌參 照。 

柳武 ヤナ ギタケ 

柳 谷 ヤナ ギ ダニ 山城 國等に 此の 地名 存 
す C 

1 佐々 木 氏族 佐々 木 六 郎嚴秀 — 吉田四 
郎左衞 門 尉泰秀 (出 雲吉 田) 丨秀祐 C 吉 
田)」 と旯 ゆ。 

2 雜載 その他、 武藏 等に 存 す。 

柳 沼 ヤナ ギヌマ 奥州 田 村 家臣に ^ り 
て、 大膳 太夫 淸顯 配下の 將 に 柳 沼 因幡 守貞 
末 あり。 大 善寺箝 (守 山 町大善 寺) に據 る。 
この 氏は 藤 原 鎌足の 後胤 峰 麿 •大和 國柳沼 
鄕に 住して 柳 沼を 稱 し、 後 坂 上田 村 麿に 從 
ひて 大善 寺に 居住し、 天 正 八 年 田 村 氏沒落 
により、 農と なると 傳へら る。 又芳說 系圖 


に 柳 沼 太郎 左衞 門を 载せ 、岩瀨 等に t 存 し、 
武藏 にも 在り。  ， 

楊 野 ヤナ ギ ノ 和名抄 、近 江_ 伊香 郡に 
楊野鄕を收む。後に柳 ^ 村おり。 

柳 野 ヤナ ギメ 紀伊國 伊太 祈 曾大明 神社 
案 主に 此の 氏 見え、 又津輕 地方 ^ も 在り。 
柳 場 ヤナ ギバ 
柳 葉 ヤナ ギバ 

柳 橋 ヤナ ギバシ 尾 張 國丹波 郡に 柳橋鄕 
あり。 その他 武藏 、下野、 岩 代、 加賀 、但 
馬 等に、 此の 地名 ありて、 武藏 等に 此の 氏 
存 す。 

柳 箸 ヤナ ギバシ ヤナパシ常陸に此の 

氏 あり。 

柳 原 ヤナ ギ ハラ 和名 抄 、讚 岐 國那珂 郡 
f に 柳 原 鄕を收 め、 又 山城、 駿 河， 武藏 、因 
幡等に 此の 地名 あり。  _ 

1 熊 野 別 當族藤 原 北 家、 熊 野 別 當湛增 
の 五男に 柳 原太郞 能 行 あり。 熊 野條參 照。 
2 細 川 家臣 明應 三年 八月 相國寺 供養に 
柳 原 下野 三郞兼 信 •見 ゆ。 

3 源 姓 中興 系圖に 見 ゆ。 

4 日 下部 姓 但馬 發祥の 豪族に して、 日 
下部 系圖に 「利實 (養父 郡 大頜〕 丨用樹 (柳 
原 貫主〕— 蕃 在— 親 安 (井 權守執 官〕 —弘 


佐 J と 見 ゆ。 

5 藤 原 北 家 閑院家 流 京*^ 柳 原ょ リ起 
る。 尊卑 分脈に 「西 園 寺 流 一條 根 •大納言 
贸 有—權 大納言 公 持 (母 平義時 女、 號柳 
原〕 丨贸彷 (仁、 桷僧 正)」 と 見 ゆ。 

6 同上 日 野 家 流 尊卑 分脈に 「日 野 熵大 
納言梭 光—  (柳 原) 權 大納言 資 明— 忠光 
( 檢別當 、院執 榧、 文博、 栩大〕 I, 
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由 納言 榷 大 


ffi 大 
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丨資 定—淳 光 

«大 

丨 女子 
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三 1¥ 院 

權中納 言 量 光は 文明 十八 年、 因幡 阀法美 
郡に 下向、 その 長男資 緒 S 裔は 伊藤、 加 
藤 等を 稱 すと 云 ひ、 百 谷に 柳 股 邑存す 0 
又筑 前夜 須郡甘 木邑に 柳 原 大納言の 墓と 
傳ふるものぁり。又奶鑑卷三に柳垛宮內 
權大 輔資淳 •見 ゆ。 

宗族は 知 諸 拙 記 等に 「量 光丨槐 大納言 資 
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さ 三 六 


o 


定丨 同淳光 (贈淮 大臣、 元將 光〕 丨 權右少 
弁 資淳— 営 內權大 甫資俊 (英 光、 實資淳 
弟) 丨權 大納言 業 行 (茂 光)— 權大資 行— 
同資 廉—秀 光丨資 基—資 堯—權 大納言 光 
綱— 同紀光 (光房、 續史 愚抄 著者〕— 均 光 
—隆 光— 光 愛— 前 光— 義 光」 と 見え、 名 
家、 舊 家、 德川 時代、 初め， 二百 石、 方領 
百 石、 後 ニ 百 ニ 石 (明治 三百 十九 石、 賞 
三百 石)。 中 筋 側 東 中程。- 雜掌 土橋、 眞繼 
寺は 淨福 寺。 現今 伯爵。 


柳 原 


その他、 卷頭 皇室 御 系圖參 照。 

6 肥 前の 柳 原 氏大村 藩士 系錄に 「柳 原 
(高 田〕、 日 野 流 •柳 原」 と 見 ゆ。 

7 •雜载 その他、 攝津 、武藏 •信 濃、 土 
佐 等に 見 ゆ。 


楊 原 

名 あ 

柳 治 
柳 平 
柳 淵 
柳 堀 


ヤナ ギハラ 同上。 又駿 河に 此の 地 


b 


ヤナ ギハル 武藏 等に 存 す。 

ヤナ ギヒラ 信 濃 等に 存 す。 

ヤヤナ ギフ チ 

ヤナ ギホ y 常 陸 國鹿島 郡 柳 堀 村ょ 


り 


起る。 柳 堀 兵衞は 文明 年中、 江戶 氏と 戰 


ひて 打 死す。 江 戶 軍記に 見えたり (新 編國 

志〕。 

柳 町 ヤナ ギマチ 山 城 以下に 此の 地名 多 

く、 信 濃、. 武藏 等に 此の 氏存 す。 

柳 見 ヤナ ギ ミ武藏 等に 在り。 

柳 本 ' ヤナ ギ モト 大和 國等に 此の 地名 あ 

丨恒武 平氏 平 群 系圖に f 村 岡 良 文— 忠 
道 (相 州 柳 本 等祖〕 」 と 載せたり。 

2 淸和 源氏 武田 氏族 中興 系圖に 「柳 本 • 
淸和 、奈古 十 郞義行 五代、 三郞師 房 •之 
を稱 す」 と。 

3 大和 當國の 豪族に して、 式 上 郡 柳 本 
邑 ょり 起り、 柳 本 城に 據 る。 應永の 頃、 
範 兼と 云 ふ あり、 その 孫範滿 、その子 範 
遠、 天 正文 祿 の 頃には 範堯 、範宣 など 聞 
え、 又 楊 本と も 云 ふ。 三輪 十 市の 一黨 也。 
大和 志 料に 『柳 本 城は 柳 本 村に あり。 國 
民鄕士 記に 「柳 本 平 城 •柳 本 範宣」 と。 
而 して 官務錄 (巨 勢 系圖所 引〕 に 「應永 
二十 一年、 三輪 神主 巨 勢 因幡の 女 •嘉幡 
但馬 守の 妻と なる。 依りて 神主と 駒 伊勢 
守義 則と 相戰 ふ。 三輪の 方には、 柳本範 
兼、 脇 本 伯耆守 •討死す。 三輪 在家 兵火 
に 掛 る」 と。 當時旣 に 豪族たり しを 知る 


-o 


V 

享德 、長祿 の 比、 大乘院 柳 本莊の 下司 職 
にして、 兼ねて 草 川 莊の給 主たり。 享德 
ニ年十ニ月大乘院領段錢日詆に「楊本莊 
(下司 楊 本、 郡 使 千 菊〕、 十九 貫 七 百 文を 
上る。 草川莊 (給 主 柳 本 千 菊〕、 ニ 貫 文 
を 上る」 と。 又尋尊 僧正 長 祿四年 九月 ニ 
十四日の 記に 庄入 •怠 缺の請 文を 載せ、 
「楊 本莊御 来等禎 免の 事、 申し 入る ベから 
ず 候。 仍 9 て 御 来 百 五十石 八 升 ニ 合 八 勺、 
弁<御公事等、年內に其の沙汰を致すべ 
く、 更に 以 つて、 無沙汰 あるべ からず。 
仍って 請 文 •件の 如し。 長 祿四年 九月 ニ 
十四日、 下司 範滿 (在 判〕」 と あり。 

範滿は 蓋し 範 兼の 孫に して、 文明 元年に 
橫死 せり。 同 記に 「文明 元年 四月 十四日、 
長ら •福 智 堂と 珍事 出來 、.福 智 堂より 溝 
を 堀る。 長柄 領へ少 々堀 入る の 間、 長柄 
より 福 智堂へ 寄 押せ、 合戰に 及び、 矢 貢 
ひ 少 々之れ 有り。 右福智 堂の 合力は、 豐 
田 入り 了ん ぬ。 右 長柄の 合力は 十 市 罷り 
出づ 。筒井、 古市 以下、 國中衆 大略 罷り 
出づ 。二十日、 長柄 福智 堂の 事に、 楊 本 
範滿 入道 •右 仲人と して 罷り出で、 種々 
の處 、福智 堂 方より 矢を 放ち、 人道 手 貴 


ひて 引退き 候、 希代の 仲人に 候 こ 手を 得 
るに依り、昨日夕方、範滿入道圓寂、不 
便の 事 也。 範滿の 父 •今に 存命、 八十 餘 
歳の 者 也。 殊更 不便の 事 也」 と。 又 御 兵 
t 士 引付に 「五月 中旬、 楊本範 遠」 と あり。 
範 遠の 事跡 詳かな らず 。範滿 の 子 か。 天 
正文 祿の 際、 範堯 あり ( 國民鄕 士記 1C 「城 
上 郡 楊本範 堯、 揚本範 宣」) 、此れ 即ち 範 
宣の 父なる べし。 爾後、 揚本氏 聞 ゆるな 
し。 元 和 中、 幕府 織 田 氏の 釆地 となし、 
これに 治せし む』 と。 

又 島 氏 重臣に 柳 本戒重 •見 ゅ。 

4 細 川 家臣 細 川兩家 記に 「阿波 衆 柳 本」 
と 載せ、 又 「享祿 三年、 三 木の 別 所 •上 
洛 候て， 柳 本を 賴みて 依藤を 退治 云々、 
六月 三十日、 柳本彈 正忠」 など 見え、 又 
柳 本 又次郞 入道 宗雄な ど あり。 又 「享祿 
年間、 柳 本 賢 治、 三 好 政 長 等 •細 川晴元 
に黨 し、 細 川 高國と 兵を 交へ」 •又 「三 好 
元 長 •京都に て 柳 本甚次 郎を攻 殺す」 事 
など 諸 書に 見え、 又 丹 波 國關 城は 柳 本 伊 
與守 高齊の 居所な りしと ぞ。 

楊 本 ヤナ ギ モト 前條 氏に 同じ。 

柳屋 ヤナ ギヤ 柳 亭種彥 の 門に 柳 屋菊彥 
(柳 菊) あリ。 


柳 山 ヤナ ギヤ マ 武藏の 名 族に して、 御 
府內 備考に 「下 谷 町 醫柳山 正 軒。 右の 者は 
當所 開發人 善次郞 の 子孫に 御座 候。 家譜、 
並に屋敷の由緖書所持仕り罷在候0『藤原正 
勝嘀代 柳 山 甚左衞 門。 本 國參州 茨木 村 住人 
也。 岡 崎 城 奉仕。 遠 州濱松 城に 供奉、 大工 
町に 第 宅地を 賜 ひ、 亦 駿府 城に 奉從 、慶長 
年中 江 戶神田 多 町に 住す、 寬永七 庚 午年 五 
月 二十日 卒 、行年 六十 四 歳。 女は 古渡 佐 兵 
衞 妻、 ニ 女は 田 村 善次郞 妻。 吉次 •ニ 代、 
柳 山を 改め、 田 村 善次郎 と 云 ふ、 實は武 州 
多 摩 郡 福 生 村 住人、 田 村 三 河 男 同姓 六右衞 
門吉 直の ニ 男 也。 直 政 •三代、 田 村市郎 兵 
衞 。直 政 五男 茂雅 •四 代、 後 柳 山 松 貞と改 
む」 と o 

養訓 ヤナク I 一 和名 抄 、安藝 國賀茂 郡に 
養訓 鄕を收 め、 也 萬 久爾と 註し、 高山 寺 本 
には 夜 奈久邇 と 見 ゆ。 - 

築澤 ヤナ ザハ 羽 前に 此の 地名 あ 90 

夜 梨 ヤナ シ 3 ナジ 條を 見ょ。 

梁 島 ヤナ シマ 

築瀨 ヤナ セ ャナ ガセ條 を 見ょ。 又伊貿 
に 粲瀨庄 •見え" 又 下野、 但馬 等に 此の 地 
名存す 。- 

1 藤 原 姓 三 河 國賀茂 郡 淺谷城 (淺谷 村) 


は 粲 瀨九郎 左衞 門の 居城 也。 九郎 左衞門 • 
' 或は 太郞と 見 ゆ、 法名 道悦 、天 正 ニ 年武 
田の 爲に 落城す。 又寶飯 郡 市 田 村 名 族に 
見 ゆ。 その他は ヤナ ガセ條 に 在り。 

2 岩 代 會津の 名 族に して、 筑後三 池 氏 
の裔 也。 所藏文 薄日 に 「肥 後國鹿 子 木西庄 
下 村 地頭 安藝 木工 助 定時 •申す、 井芹 村 
名主 越 前 房 永 秀 •各 別に 安堵の 御 下 文を 
給 ふと 稱 し、 所 勘の 由に 從 はず 云々。 遗 
治 元年 八月 十四日。 武藏守 花押-相 摸 守 
花押、 大宰少 甙 殿」 と。 三 池 及び ヤナ ガ 
セ條を 見よ。 

又 武鑑 •會津 藩の 家老に 此の 氏を 載せ、 
又 新 編 風土記、 「耶麻 郡 猪 苗代 幸彥镫 社は 
家老 梁瀨三 左衞門 正眞を 祭れり。 正眞は 
出羽國 最上 郡 人 佐 佐 善 兵衞俊 信と 云 ふ 者 

の 子に て、 幼名 三彌と 云 ふ。 寬永 七年歿 

せ 5 I と 0 

3 日向 日向 記に 「都 於 郡 衆 •築 韻 織 部 
助」、 また 橥瀨千 左衞門 尉# 見 ゆ。 

4 雜载黑 羽 藩士に 粲瀨支 水 •見え、 又 
武藏 等に 存す 、ヤ ナガ セ 條參 照。 

梁瀨 ヤナ セ ヤナ ガセ 、及び 前條 KV- 見よ。 
柳瀨ャ ナセ  ヤナ ガセ條 を 見よ。 
屋奈瀬 ヤナ セ 土佐國安藝郡柳瀨邑ょリ 


ヤナ キモ —— ヤナ キヤ 


ヤナ キヤ —— ヤナ セ 


ヤナ セ 
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趄 5, 。門脇條參照。弘治元年ニ月ニ十六日 
元 盛 花押 書に 「任屋 なせ" 三郞左 衞門尉 J 
と 見え、 又 永 祿十 三年 安_ 千 壽九判 書に 「拙 
家 存分は、 屋奈瀨 修理 助 方 望の 所、 馬路跡 
目、 別義 有る まじく、 此の昆 を以つ て彌々 

忠節 肝要に 候」 と。 

矢 名 瀬 ヤナ セ 前 各條參 照。 又 但馬太 田 
文奥 ^ に「粟鹿村鹿苑寺に寫これ有り。竹 
.田 町 同姓 矢名瀨 新右衞 門盤雅 '•明 和 年中 之 
を寫 す。 右 分家 故、 是を借 9 て 又 寫す者 也。 
時に 嘉永五 年 壬 子 正月 燈火 寫畢 。太 田吉右 
衞門義 明」 と。 

签瀬 ヤナ セ ャ ナガ セ、 及び 前 各條參 照。 

又豫韋 記に 「重 見方の 船には、 筌瀨 孫十郞 
'を 乘 す」 と。  - 
柳 田 ヤナ ダ ャナ ギタ條 を 見ょ。 

築 田 ヤナ ダ ヤナ イダ 次條氏 に 同じ。 
梁 田 ヤナ ダ ヤナ イダ 下野 國に梁 田 郡 
あり、 和名 抄に 夜奈 多と 註す。 次に 高山 寺 
本 •出 羽 國村山 郡 (羽 前〕 に 梁 田 鄕を收 む。 
1 桓武 平氏 下野 梁 田ょり 起り し 豪族に 
して、 梁 田 系圖に 「平 維茂が 六® の孫義 
助 •足 利莊粢 田鄕に 居り、 始めて 橥田氏 
を稱 す」. と 載せ、 又 「平 姓、 久田 良衡の 
主 孫義 助の 後 也」 と 見 ゆ。 齿 々鎌 倉 足 利 


公方に 屬し 、永 享の亂 には 黎田， 河 內守滿 
助。 見え、 同 出 羽 守は 特 氏の 難に 殉死し、 
其の男河內守持助は、5文明の亂、成 
氏の 羽翼と 爲 9、 關 宿を 守る。 

氏人は 正 長 三年 六月 二十 七日、 從 三位 源 
朝阮鶴岡八幡宮寄進狀に「上總國周茴郡 
內 大山 名 上 村、 同 郡 濱子田 畠、 同 郡 青木 
村 內田畠 等、 築 田 河内 守 •寄進の 地 事 云 
々」 と。 又 長 倉 追罸 記に 集 田 氏、 大 草紙 
に 藥田出 羽 守、 築 田 中務等 多し、 千 葉、 
長 尾、 太 田、 戶張 、古河 等の 條を 見ょ。 
又 永 祿六年 諸 役人 附に 「關 東衆篥 田 中務. 
大輔 (武州 〕」 を擧 ぐ。 中 務大輔 政 信の 事 
也と。 

又郡山鄕水海村三-島明神社文龜三年鰐ロ 
銘 ■に 「大旦那 平 右京 助 正 助」 と'。 こは 關 
宿 城主 粲田持 助の 男 政 助の 事 也。 又大泉 
坊 文書に 梁 田助繩 •見 ゆ。 又武藏 風土記 
，稿に 「古河 公方の 家老 篥田政 助は 右京亮、 
後大炊 頭と 稱す 。水 海 村 三 島 社の 鰐口を 
寄附せ し 人に て、 銘文に 正 助と 彫る、 政 
の 字、- 正の 字 同訓 なれば、 谤を會 略せし 
なるべし。 因. つて 知る、 政 助は 永 正大 永 
.の 頃の 人なる 事 明けし」 と。 又 「永 正の 
頃、 古河 公方-の 老臣 篥田胤 正.」 など 見 ゆ。 
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2 關宿 域主康 正中、 足 利 成 氏の 古河 城 
に 入る や、 橥田持 助を 擧げ て當 城の 守將 
とすと 云 ひ、 又 持 助の 父滿 助の 代、 當城 
に據 ると も 云 ふ。 舊事考 に r 河内 守 梁 田 
滿助 •始めて 關宿に 移る。 永享十 年 十一 
月、 父 直 助と 共に 足 利 持 氏の 難に 殉 ず、 
法 號東昌 、同時に 殉難す る 者に、 梁 田 長 
門 守、 同 出 羽 守、 同 民部少 輔等 あり。 滿 
助の 子 持 助は 幼 字八郞 、難を 逃れて 常 陸 
に往 き、 後に 歸 りて 成 氏に 仕へ 3 成 氏の 
、古河に 遷るに 及んで、 遂に 其の 長 臣と爲 
りて 河内 守と 稱 す。 その 長子 成 助は 中務 
大輔 、次男 孝 助は 下野 守 •三男 正 助は 右 
亮亮 たり。 又 成 助に 一子 あり、 高 助と 云 
ふ、 中 務大輔 、又 河内 守た 9。 高 助の 子 
喑助は 中務大 輔 * 晴 助の 子 政 信、 政 信の 
子を 綱 政と 云 ふ」 と 見 ゆ。 

又 利根 川圖 志に 「關宿 城は 篥田 氏の 築く 
所なゅ。燊田氏ば毋々鎌倉公方に仕へ、 
永享十 年、 橥田 河内 守、 同 出 羽 守 等 •公 
方 持 氏 卿の 大藏 御所を 留守して 戰 死す。 
嘉吉 元年-結 城 合戦の 時は、 粢田四 郞、 
同 出 羽三郞 •持 氏 卿の 子息 春 王 安 王の 爲 
に 討死し、 寶德 元年、 春 王の 弟 成 氏、 關 
東の 都督と 爲り たま ふや、 築 田 氏は 結 城 


ー黨と 同じく、 鎌 倉 出頭の 臣たリ 。康正 
元年、 成 氏 •上 杉と 不和に て、®^ 古河 
に 移 0 たま ひ、 關 宿の 城に 粲 田を 籠 めら 
れ るる こと、 大双紙 に 見 ゆ。 

明年、 橥田持 助は 南圖書 助と 共に、 千絷 
實 胤の 市 川 城を 攻被リ 、其の 比- 武州足 
立 郡を 過半 押領 する 事 も、 同書に 見 ゆ。 
後變 革し ば < ありて、 弘治ニ 年、 * 條 
氏 康ょリ 古河 公方 晴氏 、義 氏の 雨 君を 關 
宿 城に 移し、 橥田 中務少 輔政 信を して 守 
護せ しめたる こと、 八州 古 戦錄に 見 ゆ 9 
天 正 元年、 政 信 •其の 子 網 政 ( 出 羽 守〕 と 
共に 佐 竹 氏に 降附 しければ、 北條 氏ょり 
瞄 宿を 攻 取られ、 粲田 氏は 常 陸へ 走る」 

と (地名 辭書) 。其の 家紋は 見聞 諸 家紋に 

橥田 

ヤナ ィダ  • 

猶ほ翁 草、 縑倉 武士の 所領を 擧げ て、 「一 
萬 石 •下野の 內 、篥田 三 郞秀忠 」 と あれ 
ど 信じ 難し。 

3 武藏 第一 項に 云へ り。 又 風土記 稿、 比 
企郡條に「岩殿壘(岩殿村〕は鎌倉基氏 
の陣壘 と 云 ふ。 又粢田 家譜に 『公方 基 氏 • 
比 企 郡 之 内、 岩戶山 一戰に 利を 失は れし 


ヤナ タ 


時、 橥田冇 京 亮經助 •粉 骨を 袖で、 翌日 
大 利を 得た る 功に ょリ て、 下武藏 小澤鄕 • 
拜領』 と 見えた リ 。此の 岩戶 山と 書きし 
は、 岩 殿 山の 訛な らん」 と。 

4 桓武平氏熊谷氏族宇利熊谷實長の子 
正直 •梁 田を 稱し 、後に 其の 子 重 長 •高 
力 氏を 稱 す。 熊 谷、 高 力 等 操に 詳か也 0 

5 尾 張沓掛 村の 豪族に して、 又 平氏と 
云 ふ。 梁 田 出 羽 守は 此の 地の 城主と して 
勢力 あり。 又 天文 二十 三年に 梁 田 彌次右 
衞門 •見 ゆ、 織 田、 斯波 等の 條參 照。 又寬 
政 系譜に 「織 田信秀 家臣 梁 田四郞 左衞門 
丨出羽 守 (信 長臣〕 —九郞 左 衞門正 勝.」 と。 
家紋 蔓葵ヘ 子孫 江 戶府に 仕 ふ。 

6 越後 魚 沼 郡 千 手 城 (千 手 村 千 手) は、 
建武 年中、 新田 黨梁田 播磨守 正則の 築く 
處と傳 ふ。 延元 年中、 足 利黨 k 敗られ、 
後上 杉の 家臣 下 平 修理 大夫 •此 に據る 。 

7 秀鄕流 藤 原 姓 小山 系圖に 「太 田 太 郞 
行廣— 同權頭 行 朝 c 號小禮 守、 太 田、 梁 
田等の祖)」と見ゆ。 

8 會津 先祖は 「梁 田 內匠浚 信 (始め 義 
種〕 とて、 其の 先 •薩 II 國伊俭 郡を 領 し、 
大 町に 住せし かば、 设々 大町を 氏と せし 
と 云 ふ。 子孫 左 京 盛 胤 •康曆 元年、 蒼 各 


直盛に從ひて鎌倉ょ '*; 來り、市祭を始む。 
又 直 盛の 命に 依って 京師に 至 り、 足利將 
軍 義滿ょ リ會津 四 郡、 幷に 隣國 までの 商 
人の 司た るべき 由の 仰を 蒙る (新 振 風土 
記〕 と。 又耶麻 郡 新宮 村 ^ 野 社 棟 札に 【菜 

田 仁九郞 、篥田 左京亮 、同 忠兵衛 、同 治 
良 五良」 等 見 ゆ。 

9 陸 中 志 和 御所 (斯 波) の 重臣な 9 し 
が、 天 正中、 家老、 梁 田大學 •その 主と 爭 
ふ、 斯 波、 中 野、 岩淸 水、 南部 等の 條參照 C 
紫 波 郡 竹 澤村稻 荷 社 天 正 十六 年 五月 二十 
八日 棟 札に 「大旦那 志 和 孫 三 郞塬詮 直、 
執權粲 田中務 平詮泰 J と 見 ゆ。 

その 系は 參考 諸家 系圖卷 三十 一、 粢田氏 
條に 「三百 五十石、 橥田大 之 進 家。 姓 平。 
紋 立葵、 四 目 結" 詮泰 (橥 田中務 。先祖 
橥田 某は 本國越 前の 人 也。 代々 斯波 氏に 
仕へ て數 鄕を領 す。 詮泰に 至って、 斯波 
孫 三 郎詮 直の 執權を 勤む。 志 和稻荷 社に 
棟 札 ぁり、 云々。 信 直 公此年 八月、 斯波 
氏 滅亡す。 詮泰 •高 淸水城 (今の 郡 山 也) 
に來 つて 歸 降す。 同 郡 ニ 千 石を 賜 ふ。 日 詰/ 
村 六 百 石、 下 平澤村 三百 八十 石餘 、其の 實 
は 九 百 八十 石 也〕 丨影光 ( 或 勝泰 、大學 。利 
直公の時家督-慶長十四年日詰村の六钌 
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石を 岩 手 郡 野 田 村に 替 地を 賜 ふ。 同 十月 
十五 日付 御 黑印御 證文ぁ 9。 元 和 七 年 死。 
妻は 厨 川豐前 光勝 女〕 丨勝房 (或は 勝義、 
牛 松、 平次郞 、平 友衞 門。 母 厨 川 氏。 妻 
は 和 井內ー 一一 平 光吉 女、 後妻 逾民 木工 助 女、 
次 妻 福 田次郞 兵 衞祐道 女」 と。 

10 雜载德 川 時代、 廐 橋 蒔 田 氏 家臣 梁 田 
勝 秀の男 新 六 邦 美 (邦 彥) は蛻 巖と號 す。 
儒者に t て 明 石 藩文學 となる。 その 兄 ( 一 
に 男) 信輔忠 (勝 德) は毅 齋と號 し、 蛻巖 
の ニ 男那鼐 は 象 水と 號す 。また 加 貿藩給 
帳に 「百 五十石 (角 切 角內ア ヲィ〕 築 田 
，方 叔」 を 收 む。 

梁 根 ヤナ ネ 

矢納 ヤナ フ武 藏秩父 郡 矢納邑 ょり 起る。 
矢 鍋 ヤナべ 備前 等に 存 す。 

矢 波 ヤナ ミ 能 登、 越 中等に 此の 地名 あ 
り、 六鄕 衆に 「矢 波 •木 ノ下木 下 氏」 と 0 

八 波 ヤナ ミ 武藏に 在り、 前後 數條參 照。 

矢 並 ヤナ ミ. 二葉 松 等に 「三 河 國貿茂 郡 
矢 並 城 (矢 並 村〕 は 鈴 木 氏の 祖鈴木 七 郎* 
耙 州ょり 初めて 此の 地に 來る J と。 

八 並 ヤナ ミ 前 ニ條と 通ず。 
丨利仁流藤原姓肥前の名族、武雄後藤 
氏より 分る。 後藤 常 明の 弟次郞 共 明* 八 


並を 頜す 、その後 也」 後藤 條參 照。 

2 秦姓 これ も 肥 前の 名 族に て、 松 浦 古 
來略傳 記に 「八 並吉慶 •姓は 秦 氏、 武藏守 
と稱 し、 伊豆 佐 城に 居る」 と。 (地理 志 

料)。 波 多 氏の 重臣に 八 速 氏 あり。 

3 雜载筑 前國夜 須郡 長者 町は 八 並 長者 
• なる 富豪の 在りし 地と 傳 ふ。 

矢 貫 ヤヌキ 上總 等に 此の 地名 あ P。 
家內 ヤヌチ ャゥ チ條參 照。 

〇 家 內連高 魂 尊の 後裔に して、 姓氏 錄、 
河内 神 別に 「家内 連。 高 魂 命 五世の 孫 天 
忍 日 命の 後 也」 と载 せた 9。 

拉则內 ヤヌチ ャゥ チ條を 見ょ。 

屋內 ヤヌチ 同上。 

矢 沼 ヤヌマ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

矢 根 ヤネ但 馬 出 石 郡 矢 根庄 ょり 起る。 
太 田 文に 「矢 根 庄十 五町 九十 步貿丧 社領 、頜 
家智德 門院、 公文 矢 根 夜叉 王太郞 跡 J と。 
矢 野 ヤノ 和名抄 、出 雲 國神門 郡に 八 野 
鄕を收 む、 八 野 若 日 女 命の 御座せ し 地 也 (風 
土記)、後毋矢野邑.殘る。次に、播磨國赤 
穗郡に も 八野鄕 ありて、 後に 矢野庄 、矢 野 
別 府 《東鑑〕等起る。次に備後國甲奴郡に 
矢 野 鄕を收 む。 次に 安藝 國 安藝 郡に 養隈鄕 
あ 9、 地理 志 料に. 「養 濃 c 也 乃} 按ずる に、 


諸 本に 濃を 隈に 作る。 今 意を 以つて 改 む。 
高山 寺 本に 也を 夜に 伶る」 と。 次に 伊頷國 
喜 多 郡に 矢野鄕 ありて 也 乃と 註す-後に 矢 
野庄 •起る。 その他、 伊勢、 武藏 、阿波、 
豐後 等に 此の 地名 あり。 

1 橘 姓 大和 發祥 CD 豪族、 見聞 諸 家紋に 


矢 野 


2 平 姓 伊勢 國 一志 郡 矢野邑 ょり 起り、 
矢 野 城に 據るび 中興 系圖に 「矢 野 •平 姓」 
と载せ 、氏人は 源平 盛衰 記に 「矢 野 右 馬 
允 家 村 (平家)」、 「矢 野 右馬允 家 村、 同 七 
郎兵衞 高 村」 など 载 せ、 太平 記卷ニ 十九 
に 矢 野 遠 江 守、 三十 一に 「伊勢の 矢 野 下 
野 守」、 三十 五に 矢 野 下野 守な ど 見え •後 

世北畠氏 '^ 屬す(北畠家臣錄〕。 

3 荒木 田 氏族 これ も 伊勢 也、 矢 乃 條を 
見ょ。 

4 近 江 蒲 生 家臣に 矢 野 民 部 あり。 

5 美 濃 平野 庄山王 社 往古の 社家に 矢 野 

氏 あり、 中 川、 平野 等條參 照。 又 新撰 志、 
.池 田 郡 白慳 村條に 「此 村內に 矢 野 五右衞 
門と 云 ふ 者 あり。 關ヶ 原の 役、 浮 田秀家 • 
此の 家に 潜伏せ しと。 矢 野 五右衞 門の 子 


孫連絲 として、 今の 戶 主を 矢 野 源三郞 と 
云 ふ」 と C 

6 滋野姓 中興 系圖 に r 矢 野 •滋 野、 本 
國信濃 、望月 三郞 重饺 男對馬 守淸重 •之 
を稱 す」 と 見 ゆ。 

7 相 摸 鎌 倉大 草紙に 「矢 野 兵 庫 助を 大 
將 として、 河 越の 域 押への ために 若 井 (林 
歟〕 と 云 ふ 所に 陣を 取る」 と载 せ、 又 矢 
野 小 ニ郞等 •.見 ゆ。 犬懸に 從 ふ。 又 相 州 
兵亂 記に 「長 尾 孫太郞 が 名代に 矢 野 安藝 

人道」 云々 と 載せ、 深 谷 記、 上 椹 普 代に 
矢野左馬允を擧 <: 。 

8 武藏 建武ニ 年 十 一. 月 九日 文書に 「矢 
野 伊貿守 入道 善久 跡、 所領 事。， 須江鄕 (比 
企 郡內) 、小 泉鄕 (男 衾 郡 内)、 片楊鄕 (足 
立 郡內〕 、久米 宿 在家 六 間 (多 東 郡內〕 J な 
ど 見え、 又 男 衾 郡 本 田 村 敎念 寺康 安の 寄 
附状に 「武 藏國畸 西 郡 縑塚鄕 矢 野 加賀小 
次郎 、同 又五郞 •知行 跡 半分の 事、 寄附 
する所の狀件の如し。康安ニ年六月六日、 
佐 兵 衞督源 朝臣」 と载 せ、 又大石 系圖に 
矢 野 安藝 守 範泰等 見 ゆ。 又 新 編 風土記、 
橘樹郡 上营生 村條に 「里 正 丈右衞 門が 藏 
する 文書に、 上 菅生鄕 矢 野 左 馬 助が 知行 
分を 岡 本、 小 栗の 兩人 にあ づけを きし か 


ヤノ 


ば、 彼が 指揮を ぅくべき よし、 本 多 佐 渡 
守 正 信が 此の 村の 名主 百姓 等に 命ぜし 事 
ぁり。されば矢野左恩がといひしものも、 
むかし、 この 地を 領せ L と 見 ゆ。 此の 人 
は * 條 家の 家人な りし や。 かの 所領 帳に 
矢野彥 六と いひし もの、 神奈 川を 頜せし 
こと 見 ゆれば、 かく 程近の 地に て 同姓の 
人領 せし よし なれば、 かた < |族にて 
も あ y しか」 と 〇 

又 有名なる 彈左衞 門 も 此の 氏に して、 府 
內 備考に 「彈 左衞 門の 宅地 (新 町〕。 新 町 
は 今戶 町の 西の方、 山 谷 堀の 北に ぁり、 
彈左衞 門が 宅地な り。 昔は 日本 橋 室町 邊 
に 住せし が-御 人國の 後、 此 所に 移され 
しと 云 ふ。 此の 彈左衞 門が 先祖は 攝州池 
田の 産に て、 相 州 鎌 倉に 來 て， 右 大將賴 
朝に 仕へ て、 證 文を 賜は 0、 子孫い づれ 
の比にや武州江戶に來り、天正十八年御 
入 國の 時、 其の 比、 彈左衞 門 •當國 府中 ま 
でいで、 鎌 倉よ 0代々 役を つとむる よし 
申 上げし により、 御 役 等 元の ごとく 命ぜ 
られ しと 云 ふ。 此の 町內に 猿屋 町と 稱す 
る處 あり、 彼の 手下に て 猿を 脊 負 ひ、 編 
笠 かぶりて 市中を 来錢乞 ありく 者の 佐 居 
なり。 こは むかし 烏 越猿屋 町に 住せん を、 
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彼の邊 御用 地と 成 リし頃 移されし と 云 
へり。 享保四 年 彈左衞 門が 町奉行へ 書 出 
せし 由緒 書 あり」 と。 

又 江 戶官論 秘鏗 に異說 ありて 「彈 左衞門 
の 先祖は 元 我が 國の 人に 非ず。 秦 の左衞 
門武 虎と て、 秦 人の 漂泊して 我が 朝に さ 
まょ ひける ものの すえ 也し が、 武虎 •天 
性 自然と 武勇た くまし く、 誠に 萬 夫不當 
の强 兵たり しか ば、 郡 阈の士 太夫 •得て 
臣 とせん 事を 願 ひける が、 其の 頃、 武將 
は 但馬守 平 正 盛 •源義 親を 追討して、 院 
の御氣色定しく、ゅ、しきに振廻ふま、 
に、 武虎 をぅな がして 家臣と せり。 武虎 
も 勢 ひに せめられ、 臣 として 仕へ 居たり 
ける に、 正 盛に 一人の 媪 あり、 容貌 世に 
類 ひなく、 窈窕嬋 娟た る粧 ひ、 古今に 比 
すべき ものな き ほどな りし かば、 思 ひを 
寄せ、 胸を 焦す ものい くらと いふ 事な き 
中に、 さもむ くつけ. き武 虎い かなる 瞭ょ 
り 見 初け む、 又な き 思に 伏し しづみ ける」 
云々。 後賴 朝に 仕 ふと。 系圖に は 「鎌 倉 

住人 藤 原 彈左衞 門賴兼 •賴 朝ょり 花押 書 
を 賜 ふ」 と。 

9 下總 小金 本土 寺 過去帳に 「矢 野 兵 庫 
助 •河 邊彥 倉」 と 見 ゆ" 


塞 
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10 丹 後 注進 丹後國 諸庄鄕 係 惣田 數目錄 
帳に 「與佐 郡、 日 置 鄕六町 一段 三百 二十 
'步內 、ニ 町 三 反四步 •矢 野 藤左衞 門」 と 
見え、 後®、 竹 野 郡吉永 城は 矢 野 兵衞佐 
の 居城 也」 丹 州 三 家 物語に 見 ゆ。' また 與 
謝 郡に 矢 野 彈左衞 門の 後裔と 傳ふる もの 
あり、 父を 重 賴と云 ふとぞ 。 

11 淸和 源氏 山縣 氏族 播磨國 赤穗郡 矢 野 
庄ょ o 起， る。 東鑑 、文治 元年 條に矢 野別府 
と 見 ゆる 地 也。 又 尊卑 分脈、 山縣 流、 上 有 
知 藏人賴 保に 「播磨 國矢野 下司 相傳 J と载 
せ、 中興 系圖に 「矢 野 •淸 和、 本 國播磨 
矢 野、 上 有智藏 人賴保 •之を 稱 す」 と。 
山縣國 直の 後、 賴 淸孫賴 保の 胤 也。 山縣、 
上 有 知 等の 條參 照。 當國揖 保 郡 中臣印 達 
.神社 祭主に 矢 野 石 見 あり、 此の 族 か。 

12 美 作 名 族に して 一宮 村 矢 野 氏の 族會 
藏は 菩提寺に 入り、 僧と なる (東 作 志)。 
又 矢 箸 山城 主に 矢 野 氏 あり、 その 裔上中 
下の 矢 野を 稱す とぞ。 

13 出雲尼子紀伊守國久家臣に矢野五耶 
左衞門 あり、 天文 二十 三年 國久 •晴久 に 
殺さる。 五郎 •國久 の 次男 左 衞門大 夫 敬 
久に殉 ず。  ， 

14 藝備矢 田條參 照。 又 通 志、 廣島府 塚 
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本 町 故 家條に 「矢 野屋 。先祖 九郞 右衞門 
宗孝は 矢 野 十 左 衞門宗 綱が 子な り。 宗綱 • 
朝鮮の 役に 死す。 宗 孝は 秀 次の 近臣た リ 
しが、 天 正 十九 年 一浪 人して 本 府に來 9、 
今の 宅に 居る。 其の 子 吉右衞 門 己 後、 商 
賈と なる 今の 庄三郞 まで 九 代」 と。 

15 多々 良 姓 周 防の 豪族に して、 中興 系 
圖に 「矢 野 •多々 良」 と载 す。 

16 周 防 藤 姓 海 東諸國 記に 「正吉 。戊 子 
年、 使を 遣は し、 來 りて 觀音現 像を 賢し、 
書して 周 防 州 上 關守屋 野 藤 原 朝臣 正吉と 
稱 す」 と 見 ゆ。 

17 紀姓 伊太 祈 曾 神社 社家、 火 燒 に 矢 野 
氏 あり。 伊 祈 曾、 及び 奧條に 詳か 也。 

18 橘 姓 光季 流 阿波 國名東 郡 矢野邑 ょり 
起る。. 系圖に 「橘 光季 十二 代、 矢 野 安藝 
守宗好 (不明〕— 騣河守 時 信 C 天 正 七 亥年 
十二月 二十 七日、 脇 城外 討死、 盛 德院殿 
慈 雲 香林大 居士)、 弟 備後守 (矢 上 城主、 
天 正 十 午年 八月 二十 八日、 中 富 川に て 討 
死、 其處に 墓 あ P)、 弟太郎 次耶 (伊豫 國 

河 上半 田 村 住居、 父 同所に 討死)、 弟伯耆 
守」 と。 •又 「時 信-— 肥 後 守 時 永 (天 正 八 
子年 七月 五日 卒 、顯性 院殿寂 室 淨淸大 居 
士〕— 三 郎兵衞 時 正 (父 肥 後 守 討死の 時 


ヤ / さ 一一 一三 


九歲 也。 元 和 八 戌 八月 九日、 寶林 院阿覺 
了 底 居士、 子孫 矢 野 村 住〕」 と (後藤 捷ー 

氏〕。 

細 川兩家 記に 矢 野伯耆 守， 又 南海 通紀 に 
「矢 野伯耆 守を 軍 奉行と す」 と。 細 川、 伊 

澤 、岸、 三 好、 奈良 等の 條參 照' 又 故城 記、 
板 東 郡 分に 「矢 野 殿 •橘 氏、 家紋 松 皮 竹 
の 丸」 と o 

又 「(矢 野) 矢 野 駿河守 (國 方)— (板 東) 
矢 野 八 右 衞門國 眞—矢 野 五郎右衛門 (方 
利、 白地に 来る〕— 方 之 (孫 左 衞門〕 丨方 
重 (惣 左衞 門〕— 模眞 (惣 右衞 門〕 丨模光 
(惣 右衛門〕 丨眞章 (波 知 良〕、 又模眞 の 弟 
親 敷 (官 右衞 門〕一 室 象 (藤 左衞 G— 範 
太夫」 と。 模眞矢 野 惣右衞 門は 板 野 郡 第 
十喔の 工事を 督 して 功 あり。 名字 帶刀御 
免、 支配 外 無 役人と なれり 云々。 矢 野官右 
衞 門弟に 久富遠 江 守 文 連と 云 ふ 者 あり、 
上京して 御室 御所の 筆生と なり、 遂に 公 
卿と なる、 波知朗 宛の 文書 あり。 文 連の 
子孫 三 四 代 •八幡 摩 介と 稱せ りと 一 H ふ。 
波 知朗の 子は 喜惣 右衛門、 其の 子は 源 三。 
矢 野 所 兵衞は 箸 藤 山 並 雲 邊寺山 一 帶を所 
有すと 傳へ 、邸は 高 橋 周 平の 屋敷 (新開) 
地な りと 云 ふ。 


， 


19 it 岐全 讚史に 「土 井山 城は 大麻 村に 
在り。 矢 野 丹 後 •之に 居る」 と。 「又 引田 城 
は元最 三年、 寒 河 丹 後 守 元 隣 •阿の 三 好 
氏の 迫る 所と な 5、 退いて 畫寢 城に 居る。 
而 して 外 記 •亦 去りて 阿 州に 之き、 福 井 
の武田 氏に 倚りて 居る。 然る 後、 三 好 氏 
更に 矢 野駿河 守を して 之を 戌ら しむ」 と。 
駿河 守は 一に 三 武と あり。 寒 河、 三 好、 
伊澤 等の 條を 見ょ。 天 正 七 年、 長 曾 我 部 
氏に 討たる。 

20 越 智姓伊 漾國の 名 族に して、 矢 野 系 
圖に 「孝靈 天皇— 彥狹嶋 命— 小 千 皇子 丨 
天狹貫 丨天狹 介丨 粟鹿— 三 並丨熊 武丨伊 
伹 馬— 喜 多 守— 高 繩—高 箕丨勝 海— 久米 
丸— 百 里— 百 男丨益 躬丨武 男— 玉 男— 諸 
鉋— 萬 躬—守 興— 玉 興 J (以上 越 智を見 
ょ〕。 玉 興に ニ 弟 あり、 長を 玉 守、 次を 玉 
澄と 云 ふ。 玉 守は 「神 野 郡に 居らし め、 
名を 玉 守と 號 する 也。 姓は 玉 澄と 同姓 越 
智とな す。 又 王 同濱鎭 座大神 •備 中の 海 
にて 水を 賜 ふ 時、 矢を 以 つて 汝の 氏と 爲 
すべ.しと〇故に矢野を以って氏と爲す也0 
是れ矢 野 氏の 元祖 也」 と 見 ゆ。 

次に 「玉 守は 伊 與大領 守 興の 第二 子、 玉 
興 異母の 弟 也。 弟 玉 澄は 兄 玉 興の 命に 依 
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り 家督を 相續 して、 高绳 山の 麓 河 野に 居 
り、 河 野 氏の 元 m と爲る 也。 玉 守 も 亦 玉 
興の 命に 因リ 、神 野 郡に 館を 經營 して 居 
る、 矢 野 氏の 元祖と 爲 り、 又 新居 殿と號 
する 也。 越智家 •別れて 河 野、 矢 野の ニ 
氏と 爲る始 は 此の 時に 起る 矣 。玉 守 •新居 
宇 摩の ニ 郡を 管領し、 又 王 同濱鎭 座大神 
a 宮大明 神是れ 也) の 神主 職を 兼ぬ 矣。 
太宰少 貳廣嗣 •西府 に 反す。 是に 於いて 
大野 東 人を以 つて 大將 軍と 爲し 、之を 追 
討す。 此の 時 河 野 玉 澄、 矢 野 玉 守 •勅を 
奉じて 西府に 發 向す。 而 して 日なら ずし 
て 之を 誅戥 し、 武略の 譽を 得」 と。 

次に 「玉 守の 子を 益 興、 その子 益 連、 益 
連に ニ子 ぁり、 兄は 實 連、 弟千壽 丸は 上 
仙法師なりと。次に實連の長子實遠、此 
の 代、 國司橘 長者 淸正に 近づき、 橘 姓と 
なる」 と。 詳細は 橘 •新居 等の 條を 見ょ o 
その 男 I 實幸 丨實保 丨貞保 (此の 弟 基 保 
は 高 市 氏の 始祖 也、 又 矢 野 氏 •別れて 八 
と爲 る。 所謂る 周 布、 越智 、今 井、 松 木、 
難 波 江、 德 永、 高 部、 新居 •是れ 也)— 遠 
保 — 親 保 — 親實 丨 親友 — 親秀 丨 親國 丨 親 
信丨親 義丨親 真— 親 淸丨淸 貞—道 貞丨通 
家— 家 貞—豐 貞—竇 昔丨豐 純丨豐 寬—豐 
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敎 — 敎貞 I 敎時 t . 

右 太祖 伊與 皇子よ T 敎時に 至る 五十一 佾 
也。 伊 與大領 守 興の ニ子 •河 野、 矢 野の 
ニ 氏に 分る。 故 K 守 興の 子 玉 守を 矢 野の 
太祖と 爲 す。 玉 守より 敎時に 至る 二十 九 
世 也。 又 小 千 皇子より 連綿と して 姓を 越 
智と爲 す。 然るに 弘仁 年中、 實遠 •越智 
姓を 改めて 橘 姓と 爲 ' 爾来 連綿た リ矣。 
實 遠より 敎時に 至る 二十 五世 也」 と。 

越 智系圓 には 「其の 比、 橘 長者 淸 正と 云 
ふ 人、 當國 々司と 爲る 。之に 近づきて 姓を 
橘と 改 む」 と 見 ゆ。 敎時は 又「應 永 十八 年 
夾鐘 日、 矢 野 右京亮 橘敎時 •之を 書く 焉」 
と载 せ、 その後は 「時貞 (興。 敎 時の 第 
三 子 也) 丨 敎家 — 時 家 — 家政 丨 家梭 丨 家 
經丨家 章丨家 成— 家 兼 丨家廣 (家 兼の 長 
子 也。 矢 野 信 濃 守と 號し 、後に 伯耆 守と 
號 す。 家廣に ニ子 あり、 兄を 家 春と 云 ひ、 
弟を 家 連と 云 ふ。 元 和 ニ 年、 ニ子を 以つ 
. て 始めて 西 神主と 爲 す。 爾來嫡 庶 二流 • 
相 分れて 一宮の 神主 職 連綿す 矣) 。嫡流 • 
ノ家春 i 則— 春 常— 家 堯丨直 次— 直 純— 
直 之— 直達 丨保 吉丨 小馬 之 助。 以上 十代。 
庶流 •家 連 丨家宣 — 家 俊 丨家方 丨 常 之 丨 
益 信— 家 成— 是 知— 知 親、 以上 九 代」 と。 
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新居、 橘、 越智 等の 條參 照。 

21 伊豫 橘 姓 喜多郡 矢 野 鄕ょ及 起る。 小 
鹿 島 系圖に 「遠 保 C 遠 江 守〕— 行 順 丨貞高 
(因幡 橘 太、 伊 與國矢 野 先祖〕 丨信貞 (矢 
野次 郞〕 丨 景村 (十 郞〕」 と载 せ、'. また 信貞 

の 弟 r 貞國 c 號今 宮大明 神〕* 弟 家 村 (左 
馬丞〕 —經 村」 と ぁリ。 

而 して 温 故錄に 「大陰 城は 下須戒 村に 在 
9。 矢 野 常 陸 守正秀 、其の 子 常 陸 介 正 基、 
其の 子 出 雲 守 正 高 •元 和 五 年 八月 二十 五 
日 卒す」 と。 又 「水上 城は 出 海 村 ^ 在 9。 
兵 頭 權頭賴 方ょり、 十六 代の 孫 石 見守 • 
天 正 十三 年、 下城して 當村 庄屋と なる」 
と。 又 「松 城は 大竹 村に ぁり。 矢 野若狹 
守行定 、其の 子三郞 右 衞門行 森 •居る。 
本國は 和 州な り」 など 見えたり。 

又 河 野 分限 帳に 矢 野 左 馬 允を 載せ、 宇都 
宮房瀾 侍 帳に 矢 野 源 左衞門 •見 ゆ。 下つ 
て 西 條の人 矢 野 政 信 (退 休) の 男、 理平義 
道は 儒學に 秀で、 拙 齋と號 す。 その 男 道 
坦 (真南) は容 齋と號 す。 又 平 田 篤 胤 門の 

國學 者に 矢 野 茂太郞 支 道 あり、 大學中 博 
士 、後宮 內省に 入る。 

22 豐後玖 球 軋に 矢野邑 あり、 山 田鄕井 
原の 地に して、 塵へ 云 ふ、 延 喜の 頃、 當 
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郡々 頜矢 野久兼 (久 包) なる もの 此の 地 
に あ D、 淸原正 高 •其の 女を 娶り 、政道 
を 生む」 と。 淸原 、長' 野、 山 田、 飯 田、 
古 後、 野 上、 帆 足 等の 條參 照。 

23. 大友 氏族 これ も豐 後の 豪族に して、 

1 本大友 系圖に 「 大友四 代 親 時— 貞宗、 
弟 政 親 (矢 野對馬 守〕— 政廣 (大吉 丸、 子 
孫 多し〕」 と 載せ、 また 政 親の 弟 「重 政 (矢 
野太 郞左衞 門 尉)— 重 房 (矢 野 九 郞〕 -J 

-重親矢野七郞丨親通小七郞 

丨通重 丹 波 守— 信 重太郞 
— 信 富 田 蔵人 大夫 

24 豐前上 毛 郡の 豪族に して、 永 享應仁 
の 頃、 矢 野 正 綱 あり。 又 鳥 越 七 門の 一に 
矢 野 氏 •見 ゆ。 

25 筑後肥 後 五條文書に「矢野にか \ せ 
云々」 と。 又弘安 九年閏 十二月 廿三 日果 
圓判 書に 「矢 野 豐後權 守」 を载せ 、又 一 
本蒴地 系圖奥 書に 「竹 樓翁矢 野 I 貞 大人」 

と 0 

26 日向 大隅 日向 記に 「矢 野 云々 J また 
矢 野 小ニ郞 義基 等を 載せ、 又 南隅 系圖に 
「矢 野 氏系圖 略、 肝 付 氏 在 城 中より 居住。 
初代 藤 左 衞門丨 主計 丨種 左衞 門— 五郎 右 
衞 門」 と。 
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27 三 善 姓 三 善 系圖に 「康 信— 行 倫— 倫 
重 (矢 野外 記大 夫〕— 倫 長」 と 見 ゆ。 三 善 
條參 照。 氏人は 東鑑卷 三十 九に 矢 野外 記 
大夫 、卷 四十に 矢 野 和 泉 前 司、 中尊 寺 建 
武 元年 文書に 「奉行 矢 野豐後 權守景 倫」 
など あり。 その他、 三 善、 善 •町 野、 太 
田 等の 條參 照。  . 

28 雜载 その他、 東鑑卷 十六に 矢 野 小 ニ 
郞、 豐鑑卷 三に 矢 野 下野 守、 また 中 村 侯 
家臣に 矢 野 和 泉 守 正 倫 あり、 大坂城 に 入 
リて 死す (屋 代條參 照)。 又 片桐且 元 配下 
の將に 矢 野 十 左 衞門尉 あり。 

又德川 時代、 福 岡 黑田藩 重臣、 杵筑松 平 
藩 用人、 忍 阿部 藩 家老、 大關藩 中老、 廣 
顯松平 藩 重臣、 松 平 高 松 藩 用人、 淀稻葉 
藩 用人 等に 見え (武鑑)、 又 京 極 藩 給 帳に 
「ニ百五十石矢野瀨兵衞」、秀康卿給帳に 
「二百 石 矢 野 彌左衞 門、 二百 石 矢野久 助」 丨 
また 加 貿藩給 帳に 「1H 百 五十石 (抱 柏〕 矢 
野 判 太夫」 等を 載せ、 又九條 家諸大 夫に 
見 ゆ。 

又杵築 藩士に 矢野弘 あり、 學 和漢に 通じ、 
毅 卿と 號 す。 又大村 藩に 矢 野 氏、 朝 長 氏 
の 族 也。 又江戶 儒者に 矢 野恒齋 (道 積)、 
書家に 矢 野玉洲 、，晝 家に 矢 野 夜 潮 (正 敏： , 


皆 名 あり。 

又 幕臣 矢 野 氏 養子 矢 野ニ郎 ( 實は 幕臣 富 
永惣 五郎次 男〕 は 来 國 代理公使と なり、 
後 東京 高等 商業 學 校の 創立 經營に 功 甚だ 
多し。 又 矢 野 龍溪は 外交官と して、 旁ら 
文名を 馳す 。その他、 山城、 攝津 、甲裴 、 
信 濃、 土 佐、 播 磨、 備 前、 備 中、 加貿、 
能 登、 越 前、 越後、 磐 城、 岩 代 等に 多し 
とぞ o 

屋野 ヤノ 前條第 十六 項を 見よ。 

彌野 ヤノ 矢 野條を 見よ。 

Jg 野 ヤノ 同上。 武藏 等に 存 す。 

八 野 ヤノ 和名 抄 、出 雲、 播磨 等に 八 野 
鄕 あり、 矢 野、 及び ャツ ノ條參 照。 而 して 
武藏 等に 此の 氏 あり。 

矢 乃 ヤノ 矢 野條參 照。 又 伊勢の 豪族 
荒木 田 氏の 族に 在リ て、 ニ 門 系圖に 「興忠 
(一禰 宜〕 丨氏長 (同上〕 丨延親 (四 男、 四 漏 
宜〕— 氏 範 (矢 乃、 一禰 宜〕 —忠光 (一禰 宜〕— 
俊定 (浦 田、 一〕」 と 載せ、 又忠 光の 弟 「元 親 
(ニ 男、 家 田、 一〕」 と 見 ゆ。， 

夜 野 ヤメ  3 ノ條を 見よ。 

養 濃 ヤノ 和名 抄 、安藝 國 安藝 郡に 養隈 
鄕を收 め、 也 乃と 註す。 後汧 矢 野 村 あるが 
故に、 隈は 濃の 誤なる を 知るべし。 


矢 野內ヤ ノウ チ武藏 等に 存 す。 

矢 野 川 ヤノ 力 ハ 

八 野木澤 ヤノ キザハ 陸 前の 豪族 也、 
柳 澤條を 見よ。 

矢 野 ロ ヤメ グチ 武藏に 此の 地名 あり。 
信 濃 等に 存 す。 

矢延ヤ ノ ベ 備前 等に 此の 氏 あり、 矢 部 
條參 照。 

矢の 藤 ヤノフ チ 美 作 國勝南 郡 和 氣庄連 
石 村 矢の 藤より 起る。 往古 矢の 藤 刑 部なる 
長者 ありし と 云 ふ。 

八野卷 ヤメ マキ 武藏の 豪族、 小 野 姓、 
橫山黨 の 一にして、 小 野 系圖に 「橫 山八郞 
義 兼— 盛 兼 C 八 野卷大 夫) 丨季兼 (三 郎 、姓 
を 源氏に 改む〕 —季貞 (海老 名 源 八 櫂 頭)」 と 
見 ゆ。 

矢 野 nn ヤメ メ岩 代、 陸 前、 羽 前 等に 此 
の地名あり。矢部の轉訛か。武藏等2存す。 

矢場 ヤバ 次條を 見よ。 

矢瘍 ヤバ 上野 國山田 (新田〕 郡 矢塲邑 
より 起る。 淸和塬 氏 新田 我の 族に して、 
由 良 系圖に 「信 濃 守 貞國の ニ 男國隆 、新田 
矢塲 城主、 矢塲總 左衞門 尉」 と 見え、 氏人 
は 新田 老談 記、 天 正 元年に 「新田 勢 矢瘍內 
K 助」 を 載せ、 又 「天 正 十二 年、 由 良 入道 


宗得の 後室は、 國繁 、顯 長、 繁詮 、同胞の 
母堂に して、 心 猛く發 明なる 女性 成りし か 
ば、 一族には 橫瀨勘 九郎 、矢 塲內匠 助、 一 
門には 鳥 山 入道 淨 仙、 江 田、 里 見、 堀ロ丨 
一井、 家長には 金 谷、 大澤 、兩 林* 藤 生 等 
を 召集め て 籠城す」 云々 と。 而 して 矢塲の 
惠林 寺は 笑巖 山と 號 す、 矢場 繁 和の 創建に 
して 笑巖は 其の 法名たり と。 

矢 作 ヤハギ 職業 部の 一にして、 矢 作 部、 
矢 部 等に 同じ。 令 集 解、 雜エ 戶條に 「古 
記、 及び 釋に云 ふ、 別記に 云 ふ、 鍛戶 二百 
十七 戶云々 、矢 作 廿ニ戶 j と载 せたり 。そ 
の 他は ャハギ ベ 條を 見ょ。 
1下總正倉院天平齊字六年文書に「同 
國郡 (下總 相 馬〕 大井鄕 矢 作 廣万呂 」 な 
る 者. 見 ゆ 0 

2 讚岐 寬弘 元年の 大內郡 戶籍に 矢 作 秋 
町を 载す 0 

3 矢 作 造經津 主命の 裔と稱 す。 矢 作 部 
の 伴 造 家 也。 式 內河內 國若江 郡 矢 作 神社 
は、 此の 氏の 氏神な らん。 而 して 經津主 
神 •その 祭神な れば 、その 神裔 と稱 する 
か。 後に 宿 禰 姓を 賜 ひ、 更に 造 姓に 復 す。 
4 矢 作 連 前項 氏の 族に して-姓氏 錄、 
未定 雜 姓、 河内の 部に 「矢 作 連。 布 都 努 
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志 乃 命の 後と 云. へ リ 、見えず」 と载 せた 
り。前項矢诈神社の外、貞觀ニ年七月紀 
に 「河 內國從 三位 彌加葙 都 命 神、 比 古佐自 
葙都命 神」 と ある も 此の 氏と 關係 あるか。 

5矢痄宿禰第，三項矢惟造の後にんて、 
寶鐘 元年 四月 紀 に 「正 八 位 上矢痄 造辛國 
に、 姓を 宿禰と 賜 ふ。 未だ 歳月を 經 ずし 
て、 皆 本姓に 復 す」 と 見えた 9。 

6 矢 作 思 寸若江 郡 矢 作 氏は. 家傳に ょれ 
ば 「經津 主命 十四 设揉 伊波 別命 •石 川の 東 
邊に 住し、 矢 作 思 寸 姓を 稱 す」 と 云 ふ。 

7 桓武 平氏 千 葉 氏族 下 總國香 取 郡 矢 伶 
邑 ょり 起る。 千 葉 支族 系圖に 「國 分五郞 
胤 朝— 同六郞 常義 (大戶 、矢 作 領主、 矢 
作〕 丨 太郞 胤實 I 又太耶 k 長 丨 彥六 郎泰 
胤 (春 社と 號 し、 矢作惣 領と號 す〕— 孫 
六 胤 氏、 弟十郞 治 時、 弟餘 一氏 胤、 弟 小 
六耶胤任」と载せ、又地理志料に「千葉 
大系 圖 に、 國分 胤通、 香 取 郡 本 矢 作 城に 
居る。 其の 子常義 •矢 作の 領主と 稱 し、 
曾孫 泰胤は 矢 作の 總領 と稱す 。城は 大埼 
村に在り、天正中陷る。亦鄕司の敖資に 
據る 也り 其の 族に、 村 田、 大戶 、大戶 川、 
松澤 等の 諸氏 あ と。  . 

8 猿 島の 矢 作 氏 東 鑑卷诳 に 矢 作 二部 あ 
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り (下 河 邊庄司 郞從〕 、、、は 猿 島 郡 矢作邑 
ょり起るかと云ふ。 

9 安房の 矢 伶 氏 安房 郡國分 寺 鐘 名に、 

, 「弘安九年、-歲次丙戌九月、大願主隆尊、 
大 檀那 矢 作助定 、大 田末延 、大工 大和 權 
守 物部國 光」 と。 

. 10 桓武 平氏 千 葉 氏族 陸 前 國氣仙 郡 矢 作 
邑 ょり 起り、 封 內記に 「矢 伶 邑鶴崎 城は 
正 和 中、 葛 西 家臣 千葉廣 胤の 所 居たり。 
天 正中、 其の 子孫 干葉 支蕃 ( 觀迹 聞老誌 
に 千 田に 作る は 誤 也〕、 其の 子 因幡 •之に 
居る。 今 矢 作 久右衞 門なる 者 あ 9、 其の 
K 後裔 也。 慶長五 年、 白 石の 役、 氣仙郡 葛 
西 家の 舊臣 、及び 邑民 三十 六 人、 貞山君 
の 麾下に 屬 し、 矢 作 久右衞 門、 小 泉 能 登 • 
之を 指揮す。 是を以 つて 先君 •世々 巡狩 
して 此の 地に 致る 每に 、則ち 其の 子孫 拜 
謅す るを 例と 爲 す」 と载 せたり。 

11 雜载 一一 一河 國額田 郡 矢 作 城 (明大 寺 村) 
は 足 利 左 馬頭 義 氏の 住居せ し 地な りと 云 
ふ。 義 氏の 此の 地に ありし 事は 東鑑に 見 
\ ゆ、 高隆 寺は その 菩提 所 也。 その他 鈴 木 
條參 照。 此の 氏 また 武藏 、津輕 等に も存 
す。  ' • \ 
'矢： f 秋 ヤハギ 前條 氏に 同じ かるべし。 武 
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'藏 等に 存 す。 

矢划 ヤハギ 三 河に 此の 地名 あリ 、古代 
矢 作 部の 住みし 地 也。 武藏 等に 此の 氏存す 、 
矢 作 氏に 同じ。 

矢 部 ヤハギ ベ ヤべ 職業 部の 一 K して、 
矢 伶 部と 云 ふに 同じく、 矢を 製す る 部 民 也' 
緩靖祀 に 「矢 部を して 箭を 作らし む」 と 見 
ゆ 0 

丨越 中の 矢 部 越 中國官 舍納穀 交替 記に 
「史生 矢 部 氏」 を载 せたり。 

2 矢 部 氏數流 あり、 ャべ條 に 詳か 也。 

矢 作部ヤ ハギべ 前條 、及び 矢作條 を 見 
ょ。 氏人は 次を 見ょ 0 

1 甲裴 天平 寶字五 年 十二月の 甲 裴國司 
解に 「都 留郡散 位 矢 作 部 宮麻呂 」 を 載せ、 
また貞觀十四年紀に「都留郡大頜矢作部 
宅 雄 等に、 連 姓を 賜 ふ」 事 見 ゆ。 大 族た 
りし 也。 山 梨 東 郡 (今 東 八 代 郡〕 に 矢 作 
村 あり。 又 第 十八 項參 照。 
2三河碧海郡に矢作庄あり。 

3 騣河 安倍 郡に 矢 部 村 あり。 

4 相 摸 高座 郡 及び 三 浦 郡に 矢 部 村 あり 
て、 正 倉院寶 龜 ニ 年 三月 八日 文書に 「高 
座 郡 土甘鄕 戶主大 田 部 直 乎 多麻呂 の 戶ロ 
矢 作部廣 坐.」 なる 者 見 ゆ？ 


5 常 陸 正倉院 文書、 常 陸！！ 戶籍に 「矢 
作 部 家 刀自 費」 など 見え、 東 寺元德 元年 
文書に 信 ■太 庄矢 作鄕を 載す。 

6 下總萬 葉 集 卷廿に 「結 城 郡 矢 作部眞 
長」 見え、 香 取 郡に 矢佾 野、 猿 島 郡に 矢 作 
村等あリ。又房總治亂記に下總矢作庄を 
擧 ぐ。 

7 陸 前氣仙 郡に 矢 作 村 あり。 又 多賀城 
ょり發据されし文字瓦に矢と記せるもの 
存 す。 

8 加 賀石川 郡に 矢 作 村 あ リ。 

9 越後 西 蒲 原 郡に 矢 作 村 あり。 

10 但馬 臨時 祭式に 「但 馬、 因幡の 兩國、 
各々 弓廿八 張、 征矢 五十 隻 J と载せ たり。 

11 因幡 前項を 見ょ。 

12 美 作 臨時 祭弍に 「美 作國 太刀 1 H 柄、 
征矢 五十 隻 J と载せ たり 

13 豐前 正倉院 文書、 丁 里 戶籍に 矢 作 部 
虫 賣を载 せ、 又 宇佐 郡に 矢 部 村 あり。 

14 筑後 八 女 郡に 矢部邑 あり。 

15 大和 礒城 郡に 野 倍 村 あ 90 

16 筑 前遠貿 郡に 矢矧村 あり。 

17 神 矢 作 部 神社 頜 の 矢 作 部 也、 垂仁祀 
に 見 ゆ。， 

18 矢 作 部 連 甲裴の 豪族に して、 貞觀十 


四 年 三月 紀 r-c 「甲斐 國都留 郡 大領外 正 六 
位 上 矢 作 部 宅 雄、 少領外 從八位 上 矢 作 部 
每世に 、姓を 矢 作 部 連と 賜 ふ」 と 載せた 
り。 第一 項參 照。 

八橋 ヤハシ ャツ ハ' シ伯 耆國に 八橋 郡 
あり、 和名 抄に夜 波 志と fill じ、 郡內 に 八橋 
鄕を收 めて 也 八 之と 註す。 その他-三 河、" 
羽 後 等に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 伯耆 八橋 郡より 起 9、 山 名 
系圖に 「義熙 •伊豫 守、 八橋 郡を 領 し、 
因つ て 八橋を 以つて 氏と 爲 す」 と (地理 
志 料〕。 山 名條參 照。 

2 桓武 平氏 熊 谷 氏族 三 河 國碧海 郡 八橋 
邑 より 起リ 、「宇 利 熊 谷實長 — 正直 丨 直 信 
(八橋を 稱す〕 」 と 見 ゆ。 

3 雜载 その他、 山城、 攝津 、武藏 等に 存 
し、 又 八橋 檢 校は 陸 奥 岩 城の 人、 山 住 姓、 
後上 永、 更に 八橋 (ャッ ハジ〕 と改 む。 
三絃 八橋 流の 祖 也。 

矢 橋 ャハ シャバ セ 近 江 國栗本 郡に 矢 
橋庄あ PO その 地より 起り しにて、 桓武平 

氏、 村 岡 氏の 族、 忠 重を 祖と す。 寬 政呈譜 
に 「村 岡 五郎 良 文の 後 也」 と 云 ふ。 家紋 丸 
に 五 星、 根 笹 。又 五 枚 笹 、櫻。 「和 泉 守 安 
忠 (近 江 住、 if, 長に 亡され、 天 正 八 死〕— 喜 兵 


衞忠重 (小 早 川秀秋 、後家 康に 仕へ 五百石 
を頜 す〕 丨傳左 衞門重 次— 五郎左衛門 重賴 
(七 百 石)」 等、 寬政 系譜に 見 ゆ。  ‘ 
^0  ヤハ X 紀 伊、 土 佐、 肥 後 等に 此の 
地名 あり。 

箭括 ヤハズ 常 陸風 土 記、 行方 郡條に 「石 
村玉穗 宮大八 洲所馭 (繼 體〕 天皇の 御世に、 
人 あり、 箭括氏 ，麻 多 智と云 ふ、 郡ょ •り 西 
谷の 葦原を 點じ 、墾閩 して 新に 田を 治す。 
此の 時、 夜 刀 神 •相 群れ 引率て、 悉盡 到来 
す、 云々」 と 見 ゆ。 

矢 橋 ヤ ハセ 便 S 上、 ャハシ 條に收 む。 
八幡 ヤハタ ハチ マン ハツ マ 山城、 

近 江 坂 田 郡、 上野 等に 八幡 庄 、能 登に 八幡 
新庄 あり。 その他 •攝津 •三 河、 駿 河、 甲 
裴、 伊豆、 相 摸、 武藏 、上總 、下總 、常^ r 
美 濃、 信 濃、 上野、 下野、 岩 代、 陸 前、 陸 
中、 陸 奥、 羽 後、 能 登、、 越 中、 越後、 佐 渡、 
出 雲、 備前 、紀 伊、 阿波、 筑 前、 大 隅、 壹 
岐等に 此の 地名 存 す、 猶ほ多 かるべし。 

1 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「義家 (八幡 太 
郞と號 す。 父賴義 朝臣 •八幡 宗廟に 參 
詣 し、 社 壇に 於いて 三寸の 策 餌を 賜 ふの 
由、 感 夢を 蒙り、 その 月、 妻室 懷胞、 
男子 出生す、 義家 朝臣 •是れ 也。 仍って 
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七歲の 春、 祖 神の 社 壇に て 首 服を 加へ 八 
幡太郞 と號す 云々」 と。 その他は 源條を 
見ょ。 

2 同上 爲義流 源 爲義の 子 爲成も 八幡 七 
郞と云 ふ。 尊卑 分脈に 「爲成 •七郎 、住 

八幡、 號 八幡 七 部、 母 賢 茂 神主 成宗 女」 と 
載せ、 中興 系圖に 「八幡 •清 和、 爲義男 
七郞爲 成 •之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

3 同上 細 川 流淸和 源氏 系圖に 「細 川 阿 
波 守 和 氏— 相 摸守淸 氏— 昌氏 (八幡 六 
郞) 、弟 □□(八幡 八郞〕 」 と载 せ、 太平 記、 
卷三 十六に 「細 河 相 摸 守淸氏 云々、 我が 
子の 烏帽子 親に 取る 可き 人な しと や 思 ひ 
けん、 九と 七と に 成りけ る 二人の 子を 八 
幡にて 元服せ させ、 大 菩薩の 烏帽子 子に 
成って、 兄を ぼ 八幡 六部、 弟を ば 八幡 八 
郞 とぞ 名付けけ る。 

此の事、鱺がて天下のロ遊と成りければ、 
將軍 •是を 聞き 給 ひて、 是は只 當 家の 累 
祖 伊豫 守賴義 •三人の 子を 八幡 太 郞 、賢 
茂次郞 、新羅 三郎と 名 付し に 異ならず、 
心中に いか 樣 、天下を 奪 はんと 思 ふ 企 あ 
る 者 也と、 所存に 違 ひて ぞ思 はれけ る」 
と。 細 川條參 照。 

4 伊豆の 八幡 氏 田 方 郡 大見鄕 八幡よ リ 
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起る。 曾 我物 語に 八幡 三郞 あり、 河津三 部 
祐泰を 射殺す、 エ藤 、伊蔣 、河津 等の 條 
を 見よ。 八幡 三郞行 氏、 その 男は 經氏 也。 

5 文 屋姓駿 河の 名 族に して、 文 屋氏後 
裔 八幡 左 衞門大 夫 親 高より 出づ。 駿府內 
外 寺社 記抄に 「八幡宮 •御朱印 ニ 百 五十 
石、 神主 八幡 主 膳」 など 見 ゆ。 

6 荒木 田 姓 伊勢 内宮 瀧 祭 宮內人 也。 

7 出 雲の 八幡 氏鹽 谷高貞 配下の 將に八 
幡六郞 あり、 太平 記卷 二十 一に 見 ゆ。 鹽 
冶、 鹽 谷、 尼 子等の 條參 照。 

肥 後の 八幡 氏 太平 記卷 十一に 「菊 池 
が 使 •八幡 彌四 郞宗 安」 を 載せ、 博 多 日 
記に 「先帝の 院宣 所持 人 八幡 彌四 郞宗安 
の 頸 云々 。此れは 去る ニ 十日、 御所 陣內 
にして、 院宣を 大友 殿に 付し 奉る の 間、 
卽ち之を召し捕 ^ 云々」とあり。 

9 信 濃 佐久郡 八幡 驛に 八幡宮 神主 あり 
て、 甲 陽 軍鑑に 「八幡 神主 二十 騎」 と载 
せたり 0 . 

10 伊達 氏族 岩 代 國 伊達 郡 龜岡 八幡より 
建り、 伊達佾 次 考 「當 家 准 一家 班に 八幡 
氏 あ 9、 其の 家傳に 言 ふ、 先祖 •我が 元 
祖念西 公よ ガ分 る、 嫡家 也と。 此れ 妄說 
也。 或は 其れ 支庶 か、 則ち 未だ 知る ベから 
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ず 焉 。又傳 へ 言 ふ、 此の 家 •世々 公 室の 
爲、' 幡 営に 代 參 す。 尙宗 公の 時に 至り 
て、 紀伊宗 永 •幼穉 なり、 故に 小 粱川氏 • 
始めて 代 參と爲 る。 宗 永の 子を 宗景と 日 
ひ、 其の 孫裔 •天 和 元年 嗣絕ぇ 、家 •終 
に 亡ぶ 矣 ，1 と。 又 「應永 三十 三年 三月、 
持宗公 •粲川 八幡宮を 造營 す、 上棟 文に 
日 ふ、 大 檀那 藤 原 朝臣 兵部少 輔 持宗、 K 
木 伊貿守 橘顯行 云々 と。 K 木は 又但 木に 
作る。 按ずる に毳岡 八幡宮は 居城に 隨つ 
て轉 移す、 蓋し 大 佛城燒 亡を以 つて 居城 
を篥 川に 移す か」 と。 

11 藤 原 姓 伊澤 氏族 陸前國 宮城 郡 八幡 庄 
ょり 起る。 餘目舊 記に 「留守 一 ぞく 十七 
人 也、 一番の 一 ぞく 頭 宮城 方 也。 村 岡 先 
祖 文明と て、 是 二番め、 一 ぞくとが ぅす。 
八幡 庄三箇 村の 事は、 文治ょり 賴朝の 御 
判に て 給 ひ 置き、 八幡 介と 號す 。末世た 
りと いふ も、 留守に 於いて、 彼方に し ゆ 
くい 有るべからざる 也。 

十一 代 駿河守 家 明、 十七 年 畠 山 殿 かたを 
いたし、 八幡 介は 家 明の あねむこ 也。 十 
八に 成る、 長 世 保 長尾鄕 は ひろくき と 申 
し候所に陣を取る、其の勢七芽餘騎也云 
々，。留守八幡兩人十七十八にて馬はなれ、 


一所へ おちあ ひ 候。 大畸 を 守り 候 外樣は 
留守、 八幡、 國分 、云々。 藤 原は 云々、 
留守 一 ぞぅ、 小山、 白 河-登 米、 八幡 • 
國 分、 是れ一 ぞぅ」 など 載せたり。 

又 留守 文書、 延文六 年 七月の もめに 「八 
幡介 、云々」 と 見え、 伊達 世 次考に は 「弘 
治ニ年、喑宗公.判書を村岡右兵衞に賜 
ひて 日 ふ、 連々 の 契約を 信じ、 今度の 弓 
箭 •宮城と 絕 交し、 之が 境を 侵す、 忠節 • 
以 つて 筆に 盡し _し 0 八幡名跡の事、何 

なる趣に於いても卿に委ぬ。彼の地速に 
入手せられ、 本意を 開く 爲の 馳走、 尤も. 
肝要 也。 仍 y て證文 •件の 如しと。 今按 
ずるに 村 岡 右兵衞は 諱 知れず、 未だ 其の 
氏族を 考へ ず、 宮城 郡利府 城に 住して、 
此の 後、 遂に 留守 家に 屬す 。宮城と 云 ふ 
は、 留守 安房 守景宗 、相 摸 守 顯宗也 C 
爭亂の 由來考 ふる 所な し。 八幡 兵 庫景康 
は 後に 景 廉と改 む、 嗣子な く、 家督の 繼 
績を議 す、 故 ありて 親類と 不和、 景康の 
弟 下 間 右衛門 •景康 の 家 士を誘 ひ、 親類 
を 比 合し、 殆ん ど景 康を危 す。 景康 •是 
に 於いて 留守 景宗に 依從 し、 以って 其の 
本意を 遂 r と 云 ふ。 此の 時、 村 岡、 八幡 
の 親類、 而 して 下 間と 通ず る 者 か。 
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八幡の 子孫 •後に 留守 家臣と 爲る矣 。其 
の 子孫 •傳へ 言 ふ、 先祖 右馬助 平景家 • 
建 保 年中、 来って 宮城 郡 八幡 邑に 住し、 
數邑 を頜 す。 爾來 代々 八幡 介と 稱 す。 今 
其の 邑の 八幡 社に 鐘あリ 、銘に 日 ふ、 永 
仁 七 年、 奥州 末 松 山、 大 檀那 介 平 景綱云 
々、其の 前後の 名諱を 知らず」 (地名 辭 
書〕 など 見 ゆ。 その他、 留守、 伊澤、 村 
岡、 餘目 等の 條參 照。、 

又封內 記に 「八幡 邑 八幡宮は、 何時 何人 
が勸 請せ しか 詳かな らず 。往古、 此の' 社 
は， 末 松 山邊に 在り、 今に 古昔の 社 地 •方， 
四十 間 許の 地に 老杉 一 株 あり。 古 鐘 あり、 
銘に 『謹んで 鐘を 鑄 奉る、 奥州 末 松 山 八 
幡宮 •大 檀那 介平景 綱、 大工 藤原弘 光、 
大工 加當 安吉、 永 仁 七 年 二月 日』 と载 せ、 
又 梁 上の 古牒に .『大旦那 日本 國主 大將軍 
大 行事、 陸 奧介藤 原景宗 、同 藤 原 宗景、 
八幡 太郞 ，長祿 三年 云々』 と。 傳へ日 ふ、 
宗景は 留守 殿 也。 景宗 、及び ー鐘鉻 に 謂 ふ 
所の 景綱は 八幡 兵 庫 頭 (諱 不傳) なる 者の 
先祖 也と。 

今 按ずる に、 景宗は 伊澤 左 近將監 家景が 
十六 世の 孫に して 留守 相 摸 守と 稱す 。實 
は 當家第 十三 ft 香 山 君の 第二 男 也。 留守 
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家譜を 考ふ るに、 景宗は 家 景十五 世の 孫 
藤 王 丸の 家を 繼ぐ。 藤 王 丸は 明德 中、 十 
歳に して 歿す。 景宗は 天文 二十 年 五月に 
卒す。 天文 二十 年よ W 長祿 三年に 至る 九 
十五年、而して明德改元臌永元年に至つ 
て、 遡り 考 ふれば 則ち 苗 六十 年 也。 ■其の 
年數の 悠久、 家譜の 記す 所、 固より 疑 ふ 
べし。 梁 上古 牒記に 陸 奥 介 だる 者 も 亦 疑 
ふべ し。 邑 民の 所傳 、平景 網を 以 つて、 
八幡 家以 先祖と 爲す 、而 るに 梁 上の 文は 
八幡 太郞藤 原 宗景と 記せば 八幡 家 も 亦 藤 
氏に して、 平氏に 非ず、 恐らく 別人 か」 
と 0 

12 出 羽 羽 前 國村山 郡 山形 六 椹 八幡宮は 
當 地方の 名祠に して、 最上 分限 帳に 「ニ 
百 石 八幡 神主 八郞 、二百 六十 石來眸 坊 J 
と 見 ゆ。 

13 石淸水 八幡 祠官 ィハシ ミグ 條を 見よ。 

14 宇佐 八幡 祠官 宇佐、 大神 •宮 成、 到 
津 、和 氣 等の 條參 照。 

15 正 八幡 祠官牝 村、 蒲 生、 桑幡 、留守、 
最勝 寺、 澤 等の 條を旯 よ。 

16 新田 八幡 社家 執 印、 檫執 印、 宮內等 
の條參 照。 

17 鶴 岡 社家 鶴 岡、 伴、 及び 大伴 等の 條 
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塞 0 


を 見よ。 

18 桓武 平氏 第 十 一 項を 見よ 0 
19 雜载康 正段錢 引付に 「ニ 十三 貫 六 百 
文 •八幡宮 頜 、丹 波 國篠村 皮 所々 段錢」 
と 見 ゆ。 又地黃 八幡 左 衞門大 夫は 福 島、 
北條 等， の 條を 見よ。 又壹岐 、陸 奥、 武藏 
等に 存 す。 

矢幡 ヤハタ 前條と 通ず。 

1 桓武 平氏大 掾 氏族 常陸國 行方 郡矢幡 
邑 より 起る。 大掾 系圖に 「島畸 次郞高 幹 
の 子 政 幹 (矢 幡小太 部)」 と载 せたり。 

2 雜 载下總 、信 濃、 武藏 等に も 見 ゆ。 

矢 畑 ヤハタ 相 摸に 此の 地名 存 し、 又武 
藏秩父 郡に 矢畑庄 (或は 八幡〕 あり。 その他 
は 八幡 條を見 、よ。 

矢羽 田 ヤハタ 前 數條を 見よ。 

矢 波 田 ャハタ 同上。 

矢羽 野ャ ハタ 同上。 

八幡 風呂 ヤハ タブ ロ 侠客に 八 ft 風呂 

~ 五 郞 兵衞あ り。 

八幡 山ヤハ タヤ マ 八幡 山 信 海. 名 あり。 

矢 花 ヤハナ 信 濃 詉訪の 名 族に して、 三 
ッ根笹 、丸に 矢の 羽 等を 家紋と す、 又武藏 
等に 存す。 

矢幅ヤ ハ バ武藏 等に 此の 氏 荏す。 


矢濱 ヤハマ 伊勢、 志 摩 地方に 在 9。 

笑 原 ヤ ハラ H ハラ / ハラ 

1笑原連物部氏の族にして、天孫本耙 
に 「物 部 麻 作 連 公は 借 馬 連、 笑 原 連 等の 
祖 J と 載せたり。 

2 越 前の 笑 原 連 天平 三年の 正税 帳に、 

「丹 生 郡 司 主 政 外從八 位上勳 十二 等 笑 原 

連與佐 彌」 なる 者 見 ゆ。 

3 雜载 その他、 以下 各條 、及び エハラ 

條參 照。  / • 

八 原 ヤ ハラ 和名 抄 "信 濃國 安曇 郡に 八 

原鄕を 取め、 夜 八 良と 註す。 後 W 矢 原 村 あ 
90 

矢 原 ヤ ハラ 備前に 矢原庄 •見え、 又 信 
濃、 周 防 等に 此の 地名 存 す。  : 
1中原氏族江州中原系圖に「愛智大領 

成 行— 肥 後守隆 行— 営十郞 治景 (改姓 藤 
原) 丨 11, 景 (矢麽 元祖〕」 と 見 ゆ。 

-2 讚岐 那珂郡 東七箇 村に、 矢 原 氏 あ 9 
て、 その 傳ふる 寬正ニ 年の 銅燈籠 蓋銘に 
「神 野 社 •大同 三 二月 立。 神 野 寺 •弘仁 
、十二 立。 加 茂 神 •同 九月 立。 空 海 座 堂 • 
再 立、 本願 主神 櫛の 遠 孫 矢 原 式部 左衞門 
正久 。ニ 天 門 •同大 治 五 戌 七月 三日、 神 
野 寺 •空 忍 和尙 。神 野 社 再建 •正 治 元年 


二月 十二 日、 本願 矢原莊 司義宗 。應 安四 
八月 五日 遷宮、 本願 矢 原 五郎 正 信。 本尊 
堂 再 立 •明德 ニニ 酉 二月 三日 > 大 願主 矢 
原 五郎 正 信。 寬正ニ 已四丹 、棟 札 集寫、 
神 野 寺 二十 三齿 信專 大和 尙」 など 見 ゆ。 

英原 ヤ ハラ 和名 抄 、駿河 國志太 郡に 英 
原鄕 を收 む。 

矢 原島ヤ ハラ シマ 武藏多 摩 郡 御嶽の 御 
師に 此の 氏 あり、 ナホ H ダ 條參 照。 

彌彥 ヤヒ n 越後に 彌彥 神社 ありて、 天 
香 山 命を 奉祀す、 西 蒲 原 郡彌彥 村に 鎭 座、 
國內 第一の 大社 也」 又彌 彥庄 あり、 三位 大 
納言家 領と見 ゆ。 

1 彌彥 社家 高 橋、 古志 等の 條を 見ょ。 
2 津 輕建武 元年 津輕降 人 交 名に 彌彥平 
三郞 •見 ゆ。 

矢彥 ヤヒ n 前後 參 照。 信 濃 等に 存 す。 

八 1¢  ヤヒ 口前 數條參 照。 . 

丨 藤 原 姓 筑後國 の 名 族に して、 御井 郡 
吉見嶽 城主に 八尋 式部 卿 あり、 天文 中の 
事 也。 而 して 天文 中津 、江 社寶殿 再興 楝札 
に 「八 尋舍人 允 藤 原 朝臣 藤 原 光昌」 を载 
せ、 又 高 良 山 天文 二十 年檢地 帳に 八 尋常 
陸 介 •見え、 又 岩屋 落城の 時に 八尋源 助、 
上 妻 文書 寬永 十二 年 宗茂判 書に 八尋太 兵 


衞尉 ぁリ。 

2 淸原姓 前項 氏と 同一な れど 、宮地 渡 
師小 兵衞家 記には 「大和 國廣瀨 郡 高 取 城 
主八尋 伊豆守 淸原重 友の 弟八尋 式部 卿 • 
天文 壬 辰年、 九州へ下 向し、 武術に 名 ぁ 
る 人を 尋ねて 所々 を廻歷 し、 其の 技を 修 
練す。 遂に 筑後に 来って、 高 良 山芳水 嶽 
の 城主と なる。 草 野 氏と 牒し 合せ、 數々 
高名を 顯し 、終に 彼の地に 卒す、 年 八十 
七。 高 良 山 北 谷に 葬す、 其の 墓 今 猶ほ存 
す。 其の 子 兵 庫 •営 地に 住して 渡師 とな 
る。 兵 庫に 男子な し、 鰺 坂 村 某の 子を 養 
ひ、其の女ふ以って是に妻はす、是を三 
郞左衞門と云ふ。此の子'桶家の後胤た 
るに 依って、 家號を 楠に 改め、 紋す はま 
を更 め、 菊 水. の 菊を 除いて 波の 丸を 用 ゆ。 
其の 子 次兵衞 I 淸右衞 門、 六郞 左衞 門、 
六 右衞 門、 平右衞 門、 孫 六、 幸藏 、平 右 
衞 門、 甚兵衞 •六 左衞、 門、 伴藏 、小兵 衞 
と相續 す」 と。 

3 雜载 その他、 筑前博 多 櫛 田 社祠官 に 
八尋氏 ぁり、 又武藏 等に 存 す。 

養父 ヤブ 和名 抄 、三 河國八 名 郡に 養父 

鄕を收 め、 也 布と 註す、 養父 邑の 地な リ。 

次に 近 江 國愛智 郡に も 養父 鄕 •見 ゆ。 次に 
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但馬國 に 養父 郡あリ 、和名 秒に 夜 不 C 夫〕 と 
訓じ 、播磨 風土記に 夜 夫 郡に 作る。 郡內に 
養父 鄕 •見 ゆ。 次に 肥 前國に も 養父 鄕あ 9 
て 夜 布と 訓 じ、 郡內養 父鄕は 也 布と 註す。 
後に 養父 庄起る 、。又 河內國 交野 郡に 養父 莊 
ありて、 當宮緣 事抄に 「石淸 水 八幡 極樂寺 
領 (保 元三 年〕、 河內國 養父 莊 J と 見 ゆ。 

1 日 下部 姓伹 馬國 養父 郡ょり 起る。 當 
郡には 延喜 式、 「夜 夫 坐 神社 五 座 (名 神大 
ニ 座、 小 三 座〕、 宇留波 神社、 水 谷 神社 
(名 神大) J を载 せた リ 、後 性の 三 宮水谷 
大社の 事に して、 國史 には 養父 神と 見 ゆ。 
この 氏は 日 下部 系圖に 「養父 郡大 頜利實 
— 柳 原 貫主 用 樹—蕃 在— 親 安 (養父 郡 貫 
主、 井權 守執官 兼行 判官 代〕 丨弘佐 (權大 
夫〕— 則 方 C 養父 守頜 則 國 (落胤)— 家 
貞丨貞 俊 (曹司 大夫〕 丨俊遠 丨俊繁 (養父 
三 江 路と云 ふ〕、 弟 俊 眞 、弟狻 高、 弟 佐 高」 
と 見 ゆ。 口下 部條參 照。 

2 物 部 姓 石 清水 祠官警 固 壯士に 見 ゆ。 
3河內交野郡 « 父 ^- ょり起る。片野神 
社の 社務 職に して、 物 部 守屋の 子守 邦よ 
り出づ と 云 ふ。 又慶應 .の 頃、 営 座に 養父 
甚兵衞 、同 卯 之 助、 同 岡 田 竹 松 等 見 ゆ。 
養父 氏 物 部 姓 家譜に 「河内の 國 交野 郡 養 
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父 鄕坂村 1之宮天王社は、人邊三十三代 
用 明 天皇 御宇、 勸請ぁ U 焉 。勅して 物 部 
守屋大 連の 子守 邦を 以 つて、 社務 職と 爲 
す。 然れ ども 大連 守屋は 朝敵、 佛敵た る 
に 依リ 、同 御宇 豐聰 皇子 C 聖德 太子 也。 
又號厩 戶〕 •蘇 我 馬子 大 連と 志を 同 ラし 
て 之を 減す。 故に 其の 子 e® 類 •悉く 滅 
亡す る 所と な リ 、子 遺な し C 希に 萠槳の 
人 •.彼此 ぁリ と雖 も、 皆 名を 韜し 、跡を 
匿して、 氏 姓を 改め、 居處を 移して w に 
出づ るな し。 故に 系譜 包蔵して 伢 に 見え 
ず。 

惟 養父 氏は 神職と 爲 りて、 河內州 養父 鄕 
に 住し、 降りて 民間に 在リ 、故を 以 つて 
無難に 家職を 繼 r を 得たり。 爾後 經歷ニ 
百數十 年、 而 して 淸和 帝の 御宇、 皇兄惟 
喬親王 •交野に 狩し 給 ふ .0 玆に绽 父 孫 次 
郎邦重 •初. めて 親王に 拝謁す。 時に 其の 
先祖の 由緖を 聞き， 此れ 物 部 姓の 後胤た 
るを 知り 給 ひ、 親王 •頗る 恩顧 ぁリ 。或 
る 日、 狩 場に 供奉す。 赝 •外ょり 飛びて 
赤 塚 山の 大木に 止る あり、 约樟 、•彼の 足 
革に 枝を 纆ひて 下る を 得ず。 玆に邦 重 •弓 
を張り、矢を放ちて觉三本折を射切リ 
次の 矢隳 の片 羽を 锞 ぐ。故に溉ニ逛リ擧 
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るを 得たり。 親王 •大いに 感賞 あり。 即ち 
令して 鷹の 片 羽を 以つ て、 家紋と 爲すべ 
し ^ 。 孫次郞 邦 重よ 9 子 嫡相續 して、 今 
甚左衞 門 邦 通に 至る。 彥左衞 門 邦 成の 兄 
弟 凡そ 十九 代、 七 百年 餘を歷 て、 斷絕 する 
無く、 傳ふる 所の 系譜 •往年 兵火の 爲に燒 . 
失す。 然るに 後、 農家 東 奔西奔 、家系を 
審に する 暇な し。 次子、 三男、 親戚、 姻姬 • 
，悉く 記す 能は ずと 雖、‘ 僅に 家腾三 名字、 
及び 法名、 又 死の 年を 傳記 する 而已 也。 
嗚呼 本朝の 武臣 •始めて 物 部と 稱 して 以 
來 、庶流たり と雖 、所傳 の 系譜 •豈 に 長 
久な らん 乎务 。于 時寬永 十二 仲冬 穀旦、 
養父 甚左衞 門 尉 邦 通」 と。 

その 男 「養父 彥左衞 門 尉 邦 成。 本國 河内、 
生國は 山城の 國 愛宕 郡 平安 城 烏， 丸 五條 
北。家紋丸の中に梶の葉、驚の片羽打違、 
八重 桔梗」 と。 また 過去帳と 云 ふは、 安 
政 年間、 右の 家譜に より 五十 三® 大 講義 
安藤 誓 空が、 供養の 爲め 一日より 三十日 
迄、 命日 順に 書 改めし-もの. にして、 前記 寬 
永 十二 年 養父 邦 通が 記述せ し 家譜 (過去 
帳〕 によ 9、 其の 直系を 作れば、 「邦 重 0 兀 
慶 S 丨 邦 宗—邦 勝— 邦 興丨 邦弘丨 邦忠 
丨邦 春— 邦 實—邦 親丨邦 門丨邦 員— 邦 周 


(後醍醐 帝 時、 公領の 御 代官 勤 之〕— 邦淸 
— 邦 連 丨 邦 用 丨 邦顯 丨 邦 罾 I 邦 直 — 邦 通 
丨 邦 成 丨 邦定 — 邦 永 丨 邦 房 丨 安敦 ( 寳曆 
中)」 也。 (後藤 捷一 氏〕 と。 

0 ヤブ 前條參 照。  , 

丨藤 原* 家 閑 院家流 堂上 家の 稱號に し 
て、 尊卑 分脈に 「西 •園 寺 (一條 入道 太 相 
國〕 公 經—權 大納言 實藤 (室町、 當時兩 
藪の 祖也〕 — 參議公 重— 同實爲 ( 實 弟〕— 
同 公春— 左少 將實卿 —權 大納言 秀顯 (公 
金〕一 1 , 
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と ある 後 也。 應 仁記卷 三に 「公家 藪」 など 
見 ゆ。 

2 藤 原 南 家.、； れも 堂上 家に て、 知譜拙 
記に 「武智 磨 丨巨勢 麿— 貞嗣丨 宮內卿 高 
仁 丨相摸 介 保蔭丨 大納言 道 明— 播磨守 尹 
文— 山 井 三位 永 賴—左 兵 衞佐能 通—- 大學 
頭實範 —大 學頭季 綱— 勘 解 由 次官 友實| 
式部少 輔能 兼— (高 倉 祖) 贈 左大臣 範季丨 
甲斐 宰相 範茂— 左 馬頭 範繼丨 左 中將範 藤 
，丨正 三位 範 春— 從三位 範資— 範蔭 S 上 


分脈)— 侍從範 秀—左 馬頭 範 綱— 左 少將 
範音 丨參議 範久 丨範國 (實は 敦 光男〕— 範 
遠 (改敎 利、 實公遠 三男〕— (薮〕 權大納 言 
嗣良 (實は 公 遠 公三 男〕 丨 權 大納言 嗣孝 
丨參議嗣韋」と。前項篆の遺跡を嗣ぎし 
也。 其の 子 「嗣義 丨保季 I 公師— 實嗣— 
季 榮—實 方— 實 休— 篤 麿」 (雲上 明覽〕 に 
して •德川 時代、 羽 林、 新 家、 閑院 流。 
百 八十 石、 明治 二百 六十 八 石。 西院參 町 
4 ? 側 、寺 鞍馬口 淨善 寺。 現今 子爵り 

號衣 
御 印 

3藪流南家武智麿の後裔にて、藪、圍 
他、 中 園、 高 丘の 四 家を 云 ふ。 

4 幕臣 藤 原 姓 「先祖 伊貿守 •信 長に 仕 
へ、 山城、 伏 見の 藪 谷ょり 起る」 と。 三 
代 孫 三 左 衞門正 利 •紀州 家に 仕 ふ。 美 濃 
の 名 族に して、 家紋 右 萬 守 •銕 線。 後 幕 
臣 四百 石を 領 す。 寬政 系譜に 「正 利— 七 
郞左衞 門 勝利 丨內匠 頭忠通 (主計 頭、 五 
千 石〕 — 主 膳 正 忠久 丨 主計 忠 居」 と。 

5 雜载 その他、 細 川 藩 重臣、 大關藩 用 
人 等に 見 ゆ (武鑑〕。 殊に 細 川 藩士 久右衞 
門弘篤 (震 庵〕 は學 名高く、 その 男 茂 次 


郞憝 (士厚 ) も 家學を 受け、 又 名あリ 、孤 
山と 號す 。その 男を 泰 記と 云 ふ。 又 浪花 
の 儒者に 藪 平 三 平 (鶴 堂) あり、 淡路の 人 
\ 也。 又武藏 、攝津 、山城 等に. 存 す。/ 

矢 生 ヤプ 三 河國吉 田の 人 矢 生 半 兵衞は 
國內官 社順拜 記を 著す。' 

薇內 ヤブウ チ ヤブ ノウ チ 茶道に 藪 • 
內紹智 あり、 初代は 劎 仲、 ニ 代は 眞 翁、 三 
代は 劎 翁、 四 代は 劎溪 、五代は 竹 心、 六 代 
は 北老齋 、七 代は 宗 逸と 云 ふ。 

養父 內 ヤブウ チ 神宮 社家に 在リ。 

數川 ヤプカ ハ 美 濃、 陸 中、 越後 等に 此 
の 地名 存し 、越後の 此の 氏は 上彌彥 社の 大 
営 司 家に して、 北 魚 沼 郡 藪川邑 ょり 起り、 
また 屋 婦川惣 大宮司と も あり、 藏田 氏と 稱 
す。 鰐口 銘に 「越後 國魚沼 郡 内、 吉谷藪 川 
村 住人 惣大宮 司 等、 宇都 宮 鰐口、 旦那 平 朝 
臣 西奈彌 三郎 光行、 願主 敬白 •永 享十年 戊 
午 七月 中旬 九日、 大工 道 久禪」 と。 

屋婦川 ヤブカ ハ 前條を 見ょ。 

藪 鎌ャブ ヵマ 
薇 神 ャブヵ ミ 
# ^1 ヤプ カリ 

矢 吹 ヤブキ 

1 淸和源 氏 石 川 氏族 磐 城 郡 白 河 (石 川 


郡 矢 吹邑ょ 9 起り、 矢 吹 家 系譜に 「源 
滿 仲丨賴 親— 賴 遠— 有 光、 弟光賴 、弟 源 
之丞 (後、 平 景經の 後を 繼 C。 下野 守と 
稱し 、名を 基 時と 改む 。矢 吹に 城き、 是 
に 住し 矢 吹 氏を 稱 す)— 下野 守 時 貞丨郡 
左 衞門尉 時盛丨 因幡 守時義 (弟に 兵 庫 守 
時 申 あり〕— 大炊助 時季、 弟 主 殿 助 光經、 

弟 光 支 (三. 郞 、大寺 光胤に 仕 ふ)。 次に 時季 
丨 (勘) 解 由 時運 (光盛に仕「弟時季は結 
城 宗廣に 仕 ふ)— 信 濃 守賴時 (盛 義に仕 
ふ〕 丨下總 守賴通 (安光に 仕 ふ)— 光孝 (修 
理助義 光に 仕へ、 時 光に 從 ひ、 相 摸國坂 • 
本に 戰死) 、弟 信 濃 守光頫 ( 貞 光、 詮褅 
に 仕へ、 相 摸 國稻村 崎、 西 坂 本に 功 あ 
り〕、 弟 光 直 (稻村 崎に 戰 死)。 

光頫 —飛驛 守 興 光 S 持滿 時に 仕へ〕— 大 
炊 治 光 (南朝に 仕へ、 應永 三年、 小山 惡四 
郞田村 氏に 依 9、 新田 貞 方、 脇 屋義隆 を將 
として、 兵を 白 川に 擧ぐ 0 足 利氏滿 十二 州 
の 兵を 發 し、 是を攻 む。 治 光 軍功 あり〕 
丨源三 郞 (大炊 助貞賴 、義 光に 從ひ 、依 上 
の 役に 功 あり〕 丨 罾 部 助 光隆 (公 命を 含 
み、 石 城 上田に 住し、 梅 雲 山高藏 寺を 修 
覆) 丨內膳 正 光則 丨兵庫 助 包 光— 兵 庫 助 
包 高 (仕尙 光〕— 備中守 光弘 r 仕植 光)— 紀 


伊 守 時 行 (仕植 光、 喑 光〕— 內膳助 行 重 (昭 
光に 仕へ て、 須實河 城代と なる) 丨 光定 
(俗名 重兵衞 、仙臺 角 田に 移る)、 弟內膳 
助 重 信 (須釜 村 栗 木內に 住す)、 弟 光信 (俗 
名 右京、 或は 久年な らん)、 弟薩麽 守 光 
賴 (石 川 城代、 石 川 滅亡の 後、 本 郡 中 村 
に 住す、 中 村 館參 照) 丨高久 (右 馬 介、 田 
村 郡 庄屋と なる)」 と。 

建武 三年 七月に 石 河 七 郎義光 (打 死) 若 
黨 屋骜彌 平 ニ賴 道の 軍忠狀 あり。 又 栗 木 
内の 裏山なる 館 跡は 高 九 丈、 石 川 照 光の 
時、 須賀川 城 (岩瀨 郡) の 城代 矢 吹內膳 
助 重 信の 居所と 云 ふ。 岩 代 國桑折 町 大安 
寺 無能 和尙は 此の 末葉ょり 出 づとぞ 。又 
古事 考に 「天 正 六 年、 屋葺 薩麼守 光顯は 
朝 川 (淺 川〕 の 城代と なり、 のち 須加川 城 
代たり」 と。 又 r 薩摩守 光賴は 泉^: 中 村 
箝 に 住す」 と 云 ふ。 又箭 田野 顯義状 に 「屋 
葺薩摩 守 殿」 を 載せ、 又 伊具 郡高藏 寺 棟 
札に 「苺 替事 、大旦那 源 朝臣 a 宗 、奥州 
石 川 郡 司、 御 代官 欠 吹 十兵衞 、慶長 十 年 
乙已 正月 十三 日 •起 之」 と 0 
その他、 龍 崎 邑名 族に 存 し、 又 田 村 家臣 
に 見え、 岩瀨 等に も あり。 

2 難 波 氏族 美作阈 勝 南 郡 和氣庄 行延邑 


ヤフ I ヤフキ  ヤフキ  ヤ フキ  空 Sill 
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の 名 族に して、 羽 仁 村姥ヶ 城主 難 波九郞 
左 衞門尉 行 季の後 也。 文明 四 年 落城、 そ 
の 男 難 波 宮內信 時 (営 內少輔 信 •淸 )、 その 
男 信 澄と 云 ふ。  ^ 

3 雜载 その他、 備 前、 播 磨、 攝津 、出 

雲、 石 見、 武藏 等に 存す 。猶ほ 次條參 照。 
屋 聋 ヤブキ 前後 兩條參 照。 

1 淸和 源氏 矢 吹條を 見ょ。 

2 備後藝 藩 通 志、 原 村條に r 屋 葺左衞 
門 宅址は 同村 内方に あり」 と。 

3 出 雲 安西 軍 策に 屋葺 右兵衞を 载せ、 
尼子氏最後上月城に籠る士に屋葺右兵衞 
尉 •見 ゆ。 

4 淸和蒎 氏 角 田 氏 裔江戶 幕臣に して、 
家紋 丸に 七 本 矢 車" 細工 所 同心 矢 葺善兵 
衞隆久 ょり 系あリ ( 寬政 系譜〕。 

5 下總 小金 城主に 矢 葺內膳 あり、 常總 
軍記に 見 ゆ。 千 葉、 原、 高 城 等の 條參 照。 
數木 ヤブキ 前ニ條 氏に 同じ、 備前 等に 
此の 氏存 す。 

八 jg 寺ヤ フク ジ ハチ フク ジ淸和 源氏 
武田 氏の. 族に して、 尊卑 分脈に 「武田 信 光 
丨小 五郎 信 政— 伊豆守 信 時— 伊豆守 時 綱 j 
安藝 守護 信 宗—兵 庫 頭信武 (陸 奥 守 •伊豆 
甲斐 守、 號 八福 寺〕— 氏 信、 弟 直 信」 と 見 


ゆ 0 

藪 ロ ヤブグ チ 

« 崎 ヤブ サキ 下總 小金 本土 寺 過去帳に 
藪崎彌兵衞を载せ、又武藏等に存す。 

，藪 澤ヤ ブサハ 

薇 下 ヤブシ タ武藏 、相 摸、 伊勢、 志 摩 
等に 存 す。  ， 

草 太 ヤブタ 和名抄、美濃國原見郡に皆 
太鄕 ぁリ 、正 倉院 文書に 「厚見 郡 草 田 _」 
と 見 ゆる 地に して、 草 太な らん かと 云 ふ Q 
數田 ヤプタ 美濃國 厚見 郡に 藪 田 明 神、 
又駿河 等に 此の 地名 存 す。 

7 參河賀 茂 郡 林 添 村 古 屋鋪は 藪 田 源 五 
忠 元の 居所に て、 松 平 親 氏に 討たる。 

2 雜载武鑑、藤堂藩用人、郡山柳澤藩 
城代 等に 此の 氏を 載せ、 その他、 武藏、 
尾 張、 攝津 、石 見 等に 見 ゆ。 

藪 谷 ヤブタ 11 

矢 淵 ヤブチ 武藏の 豪族、 丹黨の 一にし 
て、 直 村を 祖 とすと 云 ふ。 

矢藤ヤ フチ  ヤ トウ 條を 見ょ。 

八 藤丸ヤ フチマ ル 

薇 塚 ヤブ ツカ 上野 國 新田 郡 藪 塚鄕 (岩 
松 文書〕 より 起る。 岩 松 系圖に 「時 兼— 遠 江 
五郎 經 兼、 弟 朝 兼 (藪 塚 六耶 )| 女子 (了 月 


尼)、 弟 時 綱 (六 郎三 郞丫基綱(又一ー)®, 
時 綱 弟 朝 綱 (六部 阻 郎 )、 弟 禪師」 と 見 ゆ。 
數中 ヤブ ナカ 尼 子 十 勇士に 藪 中 荊 (茨) 
之 助 あり、 もと 播州 室 明 神 祠官主 水 正の 男 
と傳へ ら る。 

藪波ャ ブナ ミ 
藪 西 ヤブ = シ 

矢 船 ヤフ ネ祀伊 國有田 郡の 名 族、 鈴 木 
孫 市に 屬 する 土に 見え、 又續 風土記、 井口 
村 地士に 矢 船 左 平 次を 取む。. 

00  ヤブ ノ 武藏等 に 此の 氏存 す。 

藪 原 ヤブ ハラ 同上。 

A 月 ^ 日 ヤプミ ホ グミ 條を 見ょ。 

薇 村 ヤブム ラ 田 中 家臣 知行 割 帳に 「ニ 
百 五十石 藪 村 久 助」 を收 む。 

破 石 ヤブレ .イシ 陸 中 國膽澤 郡の 豪族に 
して、 被 石 又三郎 は 衣川 邑小松 館に 據る (封 
內記) 、葛 西 家臣 かと 云 ふ。 

矢 部 ヤべ ヤハギ ベ 相 摸國に 矢 部別庄 

(三 浦 矢 部 別庄〕 •見え、 又駿 河、 筑後 、豐 
前‘ 肥 後 等に 此の 地名 存す。 

1 上代の 矢 部 職業 部の 一也。 ャハ ギ條 
を 見ょ。 

2 藤 原 南 家 伊東 氏族 駿河國 安倍 郡 (有 
度 郡) 矢 部 邑ょリ 起る。 入江 維淸の 孫 • 


矢 田家 淸の 孫家實 •矢 部三耶 と稱 す。 日 
肉 記に 「維 永の 嫡子 駿河犓 守繼景 、次男 
維 重 •是を 駿 河の エ 藤と 號す 。入江、 船 越、 
矢 部 等、 維 重の 支流 也」 と 見 ゆ。 
氏人は東鑑卷十六ハ正治ニ年正月條^^^矢 
部 平 次の 手に、 源 太 左衞門 尉、 平 次左衞 
門 尉 •狩 野兵衞 尉、 已上 三人を 討 取る。 
矢 部 小次郞 •平 三 (平 七〕 を 討 取る」 と、 
梶原條參照。また卷五十に矢部平次馬次 
郞を载 せ、 又 本國寺 文書、 日蓮 宛 書に 矢 部 
七郎*見ぇ、また後鑑曆應三年五月に矢部 
八郞 左衞 門尉定 藤軍忠 狀ぁリ て、 「惣領 
矢 部 左衞門 尉」 を擧 ぐ。 又 天文廿 三年の 
今 川家條 目 (矢 部 氏 所藏) に 「駿河 國吉原 
道者、商人問屋€事、今度矢部將監の遺 
跡に 相定 むる の 上は、 兄弟 親族、 其の 外自 
餘の 輩、 之を 望む と雖も 許容すべからず、 
前々 の 如く 相違 あるべ からず 云々」 と。 
'藤 原 北 家 堤 流寬永 家傳に は 「堤 中納 
言兼輔の後裔」と云ひ、寬政呈譜には —1 駿 
河 國有渡 郡 矢 部ょり 起る」 と 云 ふ。 家紋 
三 頭 左 巴、 五三 桐。 今 川 家臣 矢 部 r 對馬 
定則— 掃 部定淸 (家康 に 仕へ、 四百 四十 
石) 丨七左 衞門定 勝 丨四郎 兵衞定 房」 (子 
孫 四百 四十 石) 也。 又 定淸の 三男 「助 之 


進 定成丨 同定 順— 豐之進 定經— 故 兵衞定 
章 (實は 三 宅 貞國ニ 男)— 彥五郞 定令 ( 實 
は 原 田 權兵衞 種英ニ 男、 三百 俵。 堺 奉行と 
なり、 下總 守〕— 駿河 守定謙 (彥 五郎、. 猓 
奉行、 後駿府 、大坂 勘定 奉行、 江 戶町奉 
行と なり、 ニ 千 石を 頜 す。 幕末 屈指の 良 
吏。 大阪 にて 大鹽 平八郎 を 知る、 ft に 遭 
ひ 死す)」 にして、 武鑑に 


矢 部下 總守定 令 


門 


4 藤 原 姓 四宜氏 腐 今 川義元 家臣 右衞 
佐光國 の男彌 次右衞 門正國 •外 家 矢 部を 
稱し 、その 三代 庄兵 衞正董 •紀伊 家に 仕 
ふ" 家紋 •左 三 巴、 龜 甲、 古 文字 三 巴、 
蛇 目。  - 

5 遠 江 磐 田 郡 奥山の 名 族に して、 其の 
祖矢部 後藤 左衞 門は 平貿 中部と 共に、 天 
德 年中、 勅を 奉じて 久良幾 山の 山姥を 征 
伐す と傳 ふ。 

6 三 河長澤 十二 家の 一に、 矢 部 織 部 あ 
り。又家康臣に矢部四即右衞^芳英ぁリ 
藤 原 姓と 云 ふ。 ■家紋 抱 柏、 丸に 三 引 龍、 
三 頭 左 巴。 

7 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 摸 國三浦 郡 矢 部 


庄 ょり 起る。 三 浦 系圖に 「津久 井次郞 義 
行— 爲行 c 矢 部 太 郎) _ 
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と f、 又 大介義 明の 男 義澄も 矢 部次郞 
と稱 す、 三 浦 條參 照。 

鎌倉大 草紙に 矢 部 伊豫 守 •見 ゆ、 酿永、 
犬懸 に從 ふ。 又 後 太平 記、 臌永 二十 三年 
鎌 倉 合 戰に矢 部 伊豫 守、 同名 三郞な ど 見 
ゆ？ 此の 族 か。 又江戶 幕臣に 三 浦 荒 次郞 
義 澄の 胤と 云 ふぁリ 。秀忠 の 家臣 「佐 右 
衞 門正榮 (主 膳)— 主 膳 正 春 J。 家紋 鶴 丸、 
左巴。武鑑に 


_ 


矢 部 主 膳 


8 野 ロ 氏族 寬永譜 に、 藤 原 姓 or 初め 野 
ロ、 越前祐 則— 同吉利 (北條 氏 政 家臣〕— 
九郞兵 衞利忠 (家 康に仕 ふ、 三百 石) に 至 
り 矢 部に 改 む」 と 云 ひ、 寬政譜 に 「平 姓 0 
三 浦 大助義 明が 後胤 越 ^ 守秀 村の 男九郞 
兵衞 (伊織) 利忠 •相 州 矢 部に 注して、 此 
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の 氏を 稱 す」 と 云 ふ。 家紋 rM 八重 梅、 

三 引。 

9 武藏 .足 立 郡 下 谷 村の 名 族に 見ゆ ，。 祖 
先は 岩槻 の 城主 太 田 氏の 家人に て、 鴻巢 
七 騎と唱 へし 其の 一人な りと 云 ひ、 又 中 
分 村の 名 族に 存し 、又總 社々 家に 矢 部 氏、 
又 埼玉郡 等に も あり。 又 矢 部 新 左 衞亮、 
同 兵 部 等 見 ゆ、 大 島條參 照。 

10 源 姓 岩 代 國岩瀨 郡 (磐 城 國石川 郡) の 
豪族に して、 南北朝の 頃、 二階 堂 時 藤 人 
道道 存 家人に 矢 部 又ニ郞 (白 河 文書〕 あ 
9。 下って 輝 行 代、 今 泉 本丸 城代に 矢 部 
周 防 (老人 物語〕 等 見 ゆ。 

又 『木 船 城は 大森田 村 大字 狸 森に 在り。 
源 正義の 築きた る ものにして、 後 矢 部下 
野 守 •居城の 時、 天 正 十六 年 寅 正月 十一 
日" 伊達 氏の 爲めに 減 さる。 この 地は、 
これょり 前、 伊達 勤王 事歷に 「延元 四 年 
九月 十六 日、 藤原英 房に 岩瀨郡 河 東鄕大 
栗、 狸 森の 兩 村を 賜は りしに、 同 郡須賢 
川 二階 堂 左 衞門尉 時 藤 入道 道存が 家人 矢 
部 又治郞 と 云 ふ 者 •兩 村を 白 河 結 城 親 朝 
(檢斷 職〕 よ 9 頜し 置かれた る 地な りと 
て、 越後 權守秀 仲と 訴訟 狀 あれ ども、 又 
治 ^ の 俗名 知れす」 と 見 ゆ。 


戰國 頃の 系は 「矢 部 主税祐 丨越 前 守、 弟 
周 防 守— 伊勢 守當貞 、弟 伊豫 守貞武 、弟 
和 泉 守貞德 (夫 正 八 年 二月 十三 日、 二階 堂 
氏より 太刀を 褒美せ らる〕 。次に 常 貞丨下 
野 守 盛 貞丨大 學丨主 膳」 として、 岩瀨風 
土 記には 「古城 主 矢 部下 野 守 源 正義の 城 
跡、 家老 安田 隼 人 正 持 J と あれ ども、 矢 
部 氏の 源 姓は 信じ 難し。 旗印は 桔梗 也』 
と (上野 玉三郞 氏〕。 

11 田 村 氏族 磐 城 國田村 郡の 名 族に して. 
矢 部 大夫政 房 あ タムラ、 ミヨ ク 、ヨ 
シナ リ等の 條を 見よ。 

12 伊達 氏族 ダ テ條を 見よ。 

13 律 輕建武 元年、 津魍降 人 交 名に 矢 部 
彥五部 •見 ゆ。 

14 - 营原姓 家紋 丸に 三階 菱 、丸に 劎 花菱。 

寬政 系譜に 兵 右 衞門支 孝より 系 あり。 

15 尾 張 勢 州 四 家 記に 「信 長 公の 侍 矢 部 
善 七郞」 を 載せ、 豐鑑卷 三に 矢 部 豐後守 • 
見 ゆ。  • , 

16 藤 原 姓可兒 氏族 美 濃の 人 「可 兒但馬 

守春宗 (森 家臣〕— 嘉兵衞 春 富— 權左衞 門 
春久 J (外 家 矢 部 氏を 冒す)。 家紋 七 本 矢 
車、 丸に 可 文字。 

17 伊勢桑名三崎の領主に矢部右馬允* 
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見え、 宗碩が さ Q 、 わたりの 日記に 「桑 
名と いふ 濱に つきぬ。 浦の やどりは、 矢 
部五郞 兵 衞主繁 が 宿所な り。 此の 族の 日 
記は、 三輪が さきの 雨の 氣色 の、 かたき 
によ 9 しるし 侍れば、 さの \ わたりとや 

申す ベ からん 卜と。 按ずる に 主繁は 後に 
右馬允と 云 ふ、 元 _ 年中の 人な り。 其の 
男 右馬允 (名 阈) の ニ 代 居 守 (三 國地 志) 

と 0 

18 但馬太 田 文に 氣多郡 「高 生鄕 •百 七 
町 八反大 、公文 矢 部 尼 ■•關 東 給、 八幡宮 
神人 免 六 拾 町」 と。 

19 因幡 太平 記卷 十四に 「因幡に 矢 部、 
小幡」 と。 その後 「因幡に 矢 部、 波 多 野」 
など 載せ、 八 東 郡 若 櫻驛鬼 城は 「矢 部 若 
狹守 草創に て、 山城 守まで 十六 代 相續 
し、 尼 子に 亡ぼさる」 と 見え、 又 「窟堂 
村 太平 城は 矢 部 山城 守の 長男 三郞 次郞の 
居所 也」 と。 又用呂 村に 矢 部 氏 •見 ゅ (因 
幡 志}。 

又民談 記に 「智頭 郡 本 折 村烏ヶ 城々 主 矢 
部 小 次 郞」 と ぁるは、 若 櫻 矢 部の 一族 か 
と 云 ひ、 又 氣多郡 風情 城主 中原 氏は 矢 部 
山城 守の 男 久國の 後 也と。 又邑美 郡吉成 
村に 矢 部 忠左衞 門 ぁり。 


20 淡 路大田 文に 「掃 守 保 田 四十 一一 一町 八 
反 百 四十 步 •大膳 供 御領、 地頭 矢 部 ニ 一郎」 
と。 又 「弘誓 院 御領 掃 守庄 •新地 頭 矢 部 又 
二部」 など 見 ゆ o 

21 周 防 常 德院江 州 動 座 着 到に 「一番 衆 • 

周 州 矢 部 八 郞」 を载 せたり。 

22 豐後圖 田 帳に 「平 井 名、 名內 石神 六 
町 六 反 (大〕 •矢 部 源 次郎 太郎 入道 (法名 
心 佛) J と 見え、 下りて 安西 軍 策に 矢 部 助 
右衛門 ( 大友 方) あり。 又宗麟 家臣 矢 部 
刑 部丞は 勇士と して 聞 ゆ、 後 肥 前 龍 造 寺 
隆信 、更に 豫州西 園 寺 公廣に 仕 ふ。 

23 喫 前 宇佐 郡 矢部邑 ょり 起る。 天文 永 
祿の 頃には 矢 部 伊勢 守 あり。 

24 筑 後上 妻 郡 矢部鄕 ょり 起る。 東鑑卷 
三十 六、 寬元ニ 年 六月 十六 日條に 「筑 

後國 御家人 吉 井四郞 長廣 •矢 部十耶 直 澄 
と、 當國生 葉庄得 安名 屋敷 田 畠を 相 論す 
る事」見え、又ニ十五に矢部源次郞 五 
十に矢部次郎太郎等あり。地理志料に「東 
鑑寬元 ニ 年條に 、筑 後の 御家人 矢 部 直 澄 • 
吉并 長廣 と、 生 葉 莊德 安名を 相爭ひ 、弘 
安八 年、 豐 後國圖 田 帳に 玖 珠郡 古後鄕 の 
地頭、 矢 部 入道 心 怫を 載せ、 東鑑 、承久 
三年 條に矢 部 源 次郞 あり、 即ち 心佛 也」 


ヤへ 


と 0 

25 淸 厫 姓 五條 大納言 •初め 黑木 氏に 寄 
寓 して 矢 部 殿と 稱 す。 淸原 五條 系圖に r 鎭 
定 丨統康 (矢 部 左 馬 S— 良 安 (矢 部 七 部 
左衞 門、 八 代 住〕 丨賴安 (七 如 左衞 門)— 
賴昭 ( 彈右衞 門)— 賴永 (七耶 左衞 門、 後 
五條 氏に 復 す)— 賴房 (五條 丹彌 )」 と载 
せ、 石 島 系圖に 「鎭定 —統康 (矢 部七郎 
左衞門 尉)— 統廣 (矢 部彌吉 、後 石 島 喜 
助)」 と 見 ゆ。 その他は 淸 原、 五條 等の 條 

參 照。 又 淸正判 書に 矢 部 七 郞左衞 門 あり。 

26 肥 後 中興 系圖 に 「矢 部 •藤 姓、 本國肥 
後、 木工 助 盛 •之を 稱 す。 箭部 とも」 と 
あり 0 

27 加 賀加賀 藩 給 帳に 「四百 五 拾 石 (丸 
內 花菱) 矢 部 順 平、 百 五 拾石ペ 同〕 矢 部 
唯 之 助、 百 拾 石 (丸內 三輪 違) 矢 部七郎 
兵衞」 等 見 ゆ。 

28 雜载 その他、 江戸の 儒者に 矢 部爲八 
郞保惠 あり、 惠 谷と 號 す。 又 細工 奉行 矢 部 
掃 部 •見 ゆ。 その他 •山城、 攝津 、播 磨、 
備 前、 志 摩 等に 存 す。 

八戶 ヤべ ハチ / へ 河内 同 丹 比 郡に 八 

戶鄕 あり、 和名 抄 、丹 比 郡 八 下鄕の 地 也。 

又 肥 前 等に 此の 地名 存 し、 陸 奥に 八戶 (ハ 


ヤへ 


チノへ) あリ 0 

1 八 戶史咣 武 帝の 裔と稱 す。 河内の 八 
戶鄕 ょり 起る。 姓氏 錄 、河内 諸蕃に 收め 
「八 戶史 。後漢 光武帝 Q 孫 章 帝の 後ょ U 出 
づる 也」 と载せ たり。 その後* 承久 三年 
に 八 戶史礒 益 等が、 常 澄宿禰 姓を 賜 ふ條 
には 「其の 先 •高麗 人 也」 ^: 見え、 又 元 
慶 三年、 及び 元慶五 年に 高 安宿 禰姓を 賜 
ふ 者ぁリ て、 同 三年 紀には 「高 安 郡 人 云 
々、先祖 後漢 光武 皇帝 孝 草 皇帝の 後 也。 
裔孫高 安 公 陽 倍 •天 萬豐日 (孝德 ) 一 天皇 
の 御代、 高 安 郡を 立つ。 陽 倍. の 二字は、 
意 ふに 八 戶の兩 字と 語 相 渉る。 仍 りて、 
後に 八 戶史の 姓を 賜 ふ。 末孫 正 六 位 上 八 
戶史貞川等、承和三年、八戶史を改めて、 
常 澄宿禰 を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 八戶連拾芥抄に見ゆ。前項氏 £0 後な 
らん o 

2 八 戶宿騸 姓名 錄抄 、拾芥 抄等に 見 ゆ。 
八戶史 の 後 也。 

4 藤 姓 高木 氏族 肥 前阔 佐賀郡 八 戶邑ょ 
り 起る。 鎭西 要略に 「於 保、 益 田、 八戶、 
河 上、 笠 寺 氏は 太郞大 夫 齋名正 源 宗貞の 
庶流 也」 と 載せ、 その後 裔八戶 下野 守宗 
輝 (肥 陽 軍記に 宗喵〕 は 「其の 先祖 •高 
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木 肥 前 守宗貞 ょり、 世々 國府 執行 (在廳 
國 司の 謂〕 た 9。设 々於 保鄕を 知行して 
八 戶と稱 す。 宗輝も 亦 龍 造寺隆 信の 姉を 
娶リ 、猶 ほ緣を 重ねて 親を 結ぶ 矣。 然る 
に 先年 讎寇を 致す。 弘治 三年、 龍 造寺隆 
信*俄かに八戶宗輝を襲ひて八戶城を燒 
討に し、 其の 領地 •八 戶新庄 、於 保、 益 
田、 来 角、 蠣久 、成 道 寺、 鍋 島、 加 韻、 
諸隈 等の 村 地を 略取し、 僅かに 諸隈に 居 
り て 氏す るの み」 と。 

5 藤 原 南 家 奥州 三戶 郡八戶 (ハ チノへ〕 
ょり 起る。 建武 元年 四月 晦日、 源 貞綱狀 
に 「八 戶エ藤 三 郞兵衞 尉 跡」、 また 「八戶 
給 主 H 藤 孫四郞 、同 孫 次郎」 など 見 ゅ、 
エ 藤、 名久 井、 東、 葛卷 等の 條參 照。 

6 淸和 源氏 武田 氏族 前項 氏を 襲げ るな 
り。 南部 系圖に 「南部 光行の 子 三 1 1 貫 長 • 
八戶祖 」 と 見 ゅ。 實長は 波 木 井 氏を 稱す 0 
其の 四 世 孫師行 •延 元三 年、 顯家 に從つ 
て 西 上し、 安倍 野に 戰死 す。 五世 政 長、 
六 世 信 政、 七 世 信 光、 八掛 政 光、 幷に南 
朝に 仕 ふ。 南* 合一す るに 及び、 此の 地 
に 住み、 八戶 氏を 稱 す。 

南部 系譜に 「師 行の 弟 政 長 •兄の 家頜を 
繼ぎ 、八 戶頜 主ェ藤 將監秀 信の 養子と 爲 
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り、 其の 女を 娶 り、 八戶 彌太郞 と號 す」 
と载せ 、また 盛 風 記に 「被 木 居 政 長 • H 藤 
大 助が 家を 繼ぎ 、子孫 八戶 南部 氏と なる」 
と。 政 長の 長子 信 政は 八戶 嫡流に して、 
次男 政 持は 南 館 氏、 三男 信 助は 中 館 氏の 
祖也 。詳細は 南部、 波 木 井、 新田、 新 井 
田、 田 中、 中 館、 澤 里、 東、 南 館 等の 條 
を 見ょ。 

後世の 氏人は 大畸左 衞門佐 敎兼判 書に 八 
戶河內 守 ( 政經〕 、又 元鏠ニ 年 八月 「八戶 
政義 •東 政 勝の 邑七 村を 取る」 と。 又 天 
正ニ十年四十八城注文に「八戶*平城、 
被 却、 南部 彥次郞 ( 直榮〕 持、 唐 供 代 彌 
■十 郎」 と载 せ、 南部 系圖に 「家臣 八戶彈 
正直 榮」 、「その 時、 八 戶薩摩 某 •政 實が 
反心をき \ 、兵をひきゐて_引をせむ」な 

ど 見 ゆ。 十九# 直榮 、二十 三 性 直義 等、 
名 ぁり。 皆 各條に 云へ り。 又 武鑑、 南部 
籀 重臣に 敬む。 

八重 .ヤへ 備中 、安藝 等に 此の 地名 存 す。 
1 古 姓 撰 解 文集に 八重 綠林 •見 ゆ。 

2 肥 前 八戶氏 に 同じ。 龍 造 寺、 原 田 等 
の 條を 見ょ。 

屋部 ヤべ 相 摸、 筑後 等に 此の 地名 あり 
て、 大草紙 、犬懸 氏に 從ふ士 に 屋部 あり。 
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相摸三浦郡屋部よ9起りしにて、矢部氏に 

同じ。 

彌部 ヤべ 武藏の 豪族、 丹黨の 一にして 
時 景を祖 とすと。 彌郡 條參 照。 

谷 邊 ヤべタ 1 " へ 藤 原 姓に して、 堤 中 
納言 兼輔の 後なる 朝 比奈矢 部の 後な りと 云 
ふ C 家紋 丸に 萬 字、 丸に 粼 。藝者 書付に 2 
百 俵 •醫師 谷邊支 朱、 今程 六 百 石 •寄 合 谷 
邊支 朱」 と 載せ、 寬政 系譜に 「忠焉 (主 朱、 
六 百 石〕— 政忠 —焉 長」 と ぁり。 又 伊勢に 此 
の 地名 存 す。  . 

谷部ャ ベ タニべ、 及び ハセべ 條を 見よ。 
又下總 小金 本土 寺 過去帳に 谷 部 正 光 入道を 
擧 CO 

八 部 ヤべ ャタぺ 條を 見よ。 

夜 部. ャべ 大和に 夜 部庄 ぁ”。 

彌重 ヤへ 石 見に 存 す。 前 數條參 照。 

野邊ャ べノべ 條を 見ょ 0 

野 平 ヤへイ ノへィ 、ヲノ 等の 條を旯 よ 0 

、又 東鑑卷 九に 野 平 右馬允 •見 ゅ。 

八重垣 ヤへガ キ 出 雲に 八重垣 宮ぁ りて 
堀 尾 山城 守 給 帳に 「三 拾 石 八重垣」 と。 又國 
學者伴 部 武右衞 門安宗 は、 八重垣 翁と 稱 す。 
八重 樫ャへ ガシ 

八重 ロャ へグチ 
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(日) 乃 己 名 (一本に 呂) 命の 後 也」 と载 
せた 9。 和 泉 郡に 山直鄕 あ 9 て 和名 抄に 
收 む。 此の 氏の 住居せ し 地なる べし。 承 
和 三年 十二月 紀に 「和 泉國人 右大史 正 六 
位 上 山 直 池 作、 弟 池 永 等、 本 居を 改めて、 
左 京 五條に 貫附 す」 と あり。 後に 宿 禰姓 
を 賜 ふ。 神 名 式、 また 和 泉 郡に 山 直 神社 
を收 む。 此の 氏の 氏神と 考 へらる。 

13 淡路 Q 山 直 大同 類聚 方に 「津名 郡の 
山 直」 なる 者 見 ゅ。 當國 々造 族 か。 

14 丹波の山直當國の戶籍と思はる \ 正 
倉院 文書に 「山 直姉賣 、山 直 子 姉」 など 
を载せ た SVO 

15 播磨の 山 直 出 雲 臣族か 。播磨 風土記、 
實古 郡條に 「實毛 郡の 山 直 等が 始齔息 長 
命 (一名は 伊志 治〕 を 云々。 是に (天皇) 
の 御舟と 別孃の 舟と を 同じく 編み 合は し 
て 度し 奉りき 。抄挾 伊志 治に 名を 大中伊 
志 治と 號け給 ふ 云々。 その後 別 嬢の 掃 床 
に 仕へ 奉れる 出 雲 臣比須 良 比 賣を息 長命 
に 給 ひき」 と 見 ゆ o 

16 長 谷 山 直 物 部 氏の 族に して、 姓氏 錄、 
大和 神 別に 「長 谷 山 直。 石 上 朝臣と 同祖。 
神饒速日命六设の孫*伊賀我包男命の後 
也」 と ある 後 也。 
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17 大田視 山 直 姓氏 錄 、山城 神 別に 「大 
田視山 直。 天 枝 命の 子 天爾支 命の 後 也」 
と 見 ゆ C 大田視 にて、 且つ 山 部を 掌り し 
氏な らん。 

18 山 首尾 張 氏の 族に して、 姓氏 錄 、未 
定雜 姓、 攝律神 別に 「山 首。 火 明 命 十一 
毋の 孫、 尾 張屋主 都久代 命の 後て ^ 9 見 
えず」 と 載せた 0。 

■19 都 怒 山 臣春日 氏族。 ツヌ ノヤ マ條を 
見よ。 

20 忍 海山 連 オシ ヌミ ノヤ マ條を 見よ。 

21 山笸禰 第 十二 項 山 直の 後 也。 承 和 六 
年 十一月 紀に 「左 京人 右大史 正 六 位 上 山 
直 池 作 等 十一 人、 直 字を 改めて、 宿 漏を 
賜 ふ。 池 作の 先は、 天穗日 命の 後より 出 
づる 也」 と 見 ゆ。 

22 鎭 西の 山 宿 禰調所 文書、 天 喜 ニ 年大 
府の宣 に 「大宰 大典 山 宿 福」 を擧 ぐ。 

23 山 朝臣 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 
山 宿 顧の 後なる べし。 

24 山守 職業 部の 一也、 ヤマモ リ 傑を 見 
上 0 

25 山邊庞 數流ぁ 9、 ャマノ へ 條を 見よ。 

26 山 長 ヤ マノ オサ條 を 見よ。 

27 辗尸の 山 氏 前各條 •及び 山 部の 裔な 
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り。 拾芥抄 等に 見 ゆ。 

28 播 磨の 山 氏 第 十五 項 山 直は 當國 三宮 
酒 見 社 (式 內賀茂 郡住吉 神社 かと 云 ふ〕 
に 奉仕した りと 傳 へ、 又峯相 記に 「酒 見 
大明 神は 養老 六 年 壬 戌 云々、 爰に山 酒 人 • 
門 田 六 町を 殖る (酒 見條參 照)。 酒 人の子 
孫 神主 だるべし 云々。 第一 代の 神主 山 光 
時の 代、 長曆 元年 丁 丑、 神殿 燒 失し 畢ん 
ぬ」 と。 又 第 十七 代 神主 山貞久 等を 載せ、 
又山繁 雄の 事な ど 見. 一。 

當國山 氏は 又延曆 十二 年、 新宮 Q 諸 門を 
造る 際 「_ 國 •待 賢 門を 造る、 山 氏 也」 
と载せ た 9。又播州神社歌寄に「姬前兵 
主神 社 山 氏 重 民」、 また 「山 氏 門 太夫 重 妙」 
など 見 ゆ o 

29 美 作の 山 氏 笠 庭 寺 記に 「勝 南 郡和氣 
庄 C 唐 炭 六 駄〕 山 正 (王〕 眞」 を载せ 、仁 和 
寺 所蔵 美 作 國大庭 郡 布施 社 文書に 「官廳 
下す、 布施 社 司 等、 早く 山 及の 女 も 以つ 
て 下司 職た るべき 事、 云々。 元 曆ニ年 七 
月 七日 J と。 t た 文治 ニ 年、 山 氏 女の 判 
書に 「兵 庫大夫 正賴の 手ょり 云々」 など 
見 ゆ。 

30 備前の 山 氏 仁 和 元年 十二月 紀に 「備 
前 國上道 郡 人 白 丁山吉 直」 など 見 ゆ。 


31 肥 後の 山 氏寶龜 元年 十月 紀に 「肥 後 
國益城 郡 人山 稻主 •白龜 を献 ず」 と 載せ 
た Do 

32 肥 前の 山 氏 貞觀八 年 七月 紐に 「肥 前 
國基肄 郡 擬大頜 山 春 永」 なる 者 見 ゆ。 葛 
津 (フデ ツ) 條參 照。 

33 筑 前の 山 氏 永 承 七 年 六月 八日の 大宰 
府々 官の 連署に 「大典 山」 氏 見 ゆ。 第二 
十二 項參 照。 <' 

34 八 田 氏族 中 國の名 族に して、 宍戶家 

宗のニ男家時*山五郞左衞門と稱す。シ 
シド 條に詳 か 也。 

35 越後の 山 氏 カス ガヤ マ條參 照。 平家 
物語に 「越後の 山 ノ太郎 、城 四郞 が宗と 
の 兵」 と 見 ゆ、 城條參 照。 

36 能 登の 山 氏當國 一宮 氣多 社の 社 人 職 
に 山 氏 あり。 

37 雜載 俳人に 山 雁々 あり、 江 戶の人 尾 
張 屋已之 助の 事 也。 

野馬 ヤマ ノマ條 を 見よ。 又 磐 城 等に 此 
の 地名 存 す。 

八 馬 ヤマ前 各條を 見よ。 

山淺ヤ マ アサ 

山 畦 ヤマ アゼ ヤマタ D 條を見 よ。 

山 合 ヤマ アヒ ヤマヒ 


山 井 ヤマ砵 斯く讀 む も 多け れど 、多數 
に 從 ひ、 ヤ マノ ヰ條 に收む 。 

山 石 ヤマ イシ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

山 泉 ヤマ イヴ ミ 

山山 石 ヤマイ ハ 伊達正宗 家臣に 山 岩 主 水 
ぁり 0 

山家 ヤマイ へ ャマ ガ條を 見ょ。 

山 入 ヤマイ リヤ マ / イリ 

1 淸和 源氏 佐 竹 氏族 常 陸 國久窓 郡の 豪 
族 也。 戶村本 佐 竹系圖 に 「佐 竹貞 義—師 
義 (七郎 、刑 部大輔 、山人 元祖。 法名 信 
中。 國 安住、 山 入 先祖 也。 筑紫 多々 良濱御 
陣へ 、高 氏將 軍、 同 錦 小路 直義 •御 勢 ニ 
百騎計 y、 佐 竹 刑 部大 輔師義 •御供 也。 
師義の 供は 小 野 崎 正 通、 其の 外十餘 人。 
菊 地 御 敵 •大將 にて 三千 餘騎 にて 打ち 向 
ふ。 其の 外、 筑紫諸 大名 同心に て 打 向 ふ。 
然 りと 雖 、菊 地 •打 とられ、 三千 餘騎恶 
く 散々 になり、 則ち 高 氏將軍 •大 軍と な 

り、 筑紫思 召の ごとく 打 平げ 歸洛と 云 ふ」 
と あ CSO 

また 耕 山寺 本に 「貞義 の 弟師義 (國安 分 
る、 刑 部 大輔) ^ 


丨 言 義 T 義鄕 


1 II 


補 部 助 


丨與義 

上 班 介 

—自義 

尾强守 


丨祐義 -T 義直 

IFU 部- 

丨自義 I 義锞 丨氏義 H 双 純 


出* 

丨義盛 

次 K 


依 上祖 

-愛義 

駿河守 

丨禪信 

佾 

丨義敎 

駿河守 

と载せ 、又 小 田野 本に 「行 義 丨貞義 、弟 
師義 (義篤 次男、 刑 部大輔 、法名 信 中， 
國 安住、 山 入 先祖 也〕 丨自義 (小 田野 九 
郎 、師義 御子〕。 師 義弟 與義 (嫡 、上總 今 
子、 次男 松 平、 三男 高 倉)、 弟祐義 (子、 
次男、 深忠 、白 石祖 也、 三男 仲 根〕— 義 
知 (嫡 、上總 介) • 


丁義眞 —義數 次男、 習 守 
疽下窃介 

丨義 勝— 氏 義—義 盛 

刑部大輔當方湏人此代に山入籤絶也 
大雪  下野 卒 

又戶村 本に 「師義 


丨與義 -T 祐義— 

上摁介|刑部大_ 

丨松平 
丨 小高 
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I 深忠 白石祖 

丨仲根 


r fl 


—自義 丨 義資 丨 義繼 丨 義史 

小 田野 山城 守 山城 守 

九邱 

尾强守 


又諸家系凋纂に「貞義丨義篤、弟ハ山入、 
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I 言 義 

一男 
譲 S 
叉 自義 
尾 張 守 


丨義卿 

丨祐義 -r 義知 i、 上® 介、 討死 久米 

刑部大 I 義眞丨 義藤丨 氏 義—義 盛 

||办 1 $義  ニ 男 刑部大 左京大夫茂木1 


1 ; 上總介  正 11 . 

■守  0S 


一 丨一與 義. 一 

|1 介 | 讓 

II 守 

又 一本に 「臭 義 丨師義 ( 掃 部 助、 刑 部大 
輔 〕丨 言 義 (掃 部 助、 駿河 守〕、 弟與義 (上 
總介〕 丨祐義 (刑 部 大輔〕 丨義知 (上 總 介) 
丨義直 C 義顯 、四 部 太夫、 上總 介〕 丨義藤 
(刑 部大輔 、金砂 山に 戰ひ戰 死す〕— 氏義 
(友 京 夫夫〕 丨義 盛」 と 見 ゅ。 
ヶ略歷新編常陸國志に「山入。久慈郡 
山入鄕 ょり 起る。 貞義 の 七 子師義 •七郞 、 
檑部 助* 刑 部大輔 、久慈 東郡國 安高 館に 
あ 9 。 地 •山 谷の 間にあるを 以っ て、 人 
呼んで 山 入と いふ。 因って 以て 氏と す (系 
圖〕 。師義 •尊 氏に 從ひ て鎭 西に ある や、 
豐後鞴 浦に 戰ひ 、又 天 龍 寺 落成の 時に 從 
へ 5( 太平 記〕。 又 正 平 六 年、 尊 氏に 從ひ 
て、 畠山國 淸を擊 ち、 利 あらず して 攝津 
松 岡 城に 走り、 拒 戦して 死す (戶村 本 系 
圖 

師義 •國 安、 高 垣、 松 平、 小 田野、 小 里 


鄕 、及び 依 上 保を 食む (白 河 文書、 戶村 、六 
藏 寺- 密藏 院本の 三 系圖〕 。猶 ほ師義 •功 
勞勘か らず 、且つ 事に 死す るを 以つ て、 
尊 氏 •其の 子に 遇する 殊に 篤く、 因りて 
山 入 氏 •富強を 致し、 殆んど 一宗を 傾く。 
三男 ぁり、 言義 、與義 、貞義 と 云 ふ。 言 
義 は四郞 太郞 、子な し、 弟與義 '•嗣 ぐ。 上 
總 介、 法名 常 元、 膳 永年間。 上 杉 禪秀の 
足 利 持 氏に 叛 くや、 與義 •禪秀 に 臌 じ* 
宗家 義憲 (實は 上 杉憲定 男) を 除き、 佐 
竹 氏の 血 胤を 復せん と圖る 。 

應永 二十 四 年、 禪秀敗 死せ しが、 與義入 
道 常 元 •子息、 一門を 集めて、 額 田 城に 
籠る (烟田 文書〕。 當 城は 額 田 刑 部少 輔義 
亮の 居所に して、 義亮 ii 常 元 同意の 人た 
るな り。 二十 九 年 八月、 小 栗 孫 次 郞滿重 
も 其の 所頜を 削らる X を 憤つ て、 居城に 
楣籠リ て 鎌 倉に 從はず (判鑑 、烟田 文書〕。 
宇都 宮 •桃 井、 佐々 木、 眞壁等 も、 皆 同 
意して 各々 居城に、、 もる ( 大 草紙、 判鑑、 . 
神明 鏡〕。 是の歲 十月 十三 日、 常 元の 比 企 
谷に ありけ るを、 持 氏 •俄に 兵を 發し之 
を 襲 ふ。 常 元 •子息 家人 十三 人と 共に 法 
華 堂に入って 自殺す (戶村 本系圖 、大草 
紙、 判鑑 、神明 鏡〕。 され ど 常 元の 子息、 


家人、 猶ほ額 田 城に ありて 服せ ず。 同 十 
一月、 持 氏 •上 杉 定賴を 遣して 小 栗 城を 
攻め (判鑑 、一木 文書)、 更に 兵を 起して 
額 田 城を 攻む 。共に 年を こえ 落城す (大 
草紙、 島 名木 文書、 烟田 文書〕。 
初め常元に五男あり、長子義鄕(義卿)， 
家を 嗣ぎ 、後に 家を 弟 祐義に 譲り、 退い 
て 高 垣に 居る。 祐義は 刑 部大輔 、三 子 あ 
り、 義 知、 義眞 、義數 と 日 ふ。 義知は 上總 
介、 文明 十 年， 久来 に戰ひ て 死す a ハ藏寺 
過去帳、 白 河 文書、 那須文 書〕。 弟 義眞嗣 
<'' 、 義數は 依 上 宗義の 跡を 承く  ( 密藏院 
過去帳〕。 義眞の 子義 藤は 刑 部大輔 、其の 
宗家 義舜と 媾和し、 遂に 其の 家政を 攝せ 
しが、 後に 義 舜を逐 ひ、 太 田に 遷つて 居 
る。 子 氏義は 左 京大 夫、 又義 藤に 繼ぎ、 
太 田 城に 居る。 義舜 •兵を 發 して 城を 攻 
む。 氏義 •、逃走し、 遂に 小田義 正の 爲に殺 
さる (佐 竹 諸 系圖) 」 と。 

3 一族 小 田野、 國 安、 袋 田、 高 垣、 中 根、 
依 神 (依 上〕 等の 諸氏 あり o 各條を 見よ。 

その他、 長 倉、 額 田、 小 栗 等の 條參 照。 

山內 ヤマウチ ャマノ  ゥチ條 を 見よ。 

山 移 ャマ ゥツリ 豐前國 下 毛 郡 山 移 村よ 
り 起る。 元龜天 正の 頃 山 移 左 馬 允 あり。 


I 


山 打 ヤマウチ 飛驛の 漆工に 山 打 三九耶 
あり、 羽 後 能 代に 行き •能 代 塗を 始む。 

山 浦 ヤマウ ラ 越後、 筑後 、肥 前、 日向 
等に 此の 地名 存 す。  ' 

丨淸和 源氏 村 上 氏族 越後 國蒲原 郡 山 浦 
邑 より 起る。 信 州の 村 上 義淸の 子國淸 • 
當國に 來リて 山 浦 源 吾と 云 ふ。 長 尾系圖 
に 山 浦 入道 殿と 載せた リ 。沼垂 郡 笹岡城 
(笹岡 村) はもと 中條 氏の 居城な りしが、 
天正顷 山 浦 源 吾國淸 •常 城に あり。 その 
後、 御館 亂の 功に よりて、 今 井 源 右衞門 • 
景勝より 當城を 賜 ふ。 

2 藤 原 北 家 上 杉 氏族 上杉憲 藤の 男 朝 房 
の 孫 朝芳を M とすと 云 ふ。 

3 奥州 會律山 浦 氏は 先祖を 江 ロ 市之丞 
義次と 云 ふ。 蒲 生家に 仕へ て 物 頭を 勤む。 
4 筑後 三 練 郡 山 浦 (鏡 山 文書〕 より 起 
り、 近 藤 文書、 えい にん 五 年 十月 二十 二日 
讓狀に 「や ま うら ニら うにう どう」 を载 
せ、 田 中 家臣 知行 割 帳に 「三百 石山 浦 源 
右衞 門」 を收 む。 

5 肥 前 養父 滞 山 浦 村より 起る。 鎭西要 
略、 曆應 元年 十 I 月條に 「肥 前國 住人 山 
浦定 惠坊」 を 載す。  . 

6 雜载鯖 江 藩に 山 浦 左 文治、 又武藏 • 


攝津 、播 磨、 備前 等に 存 す。 

山江ャ マェ 

山衞 ヤマ N 遠 江に 山衞庄 ぁり。 

山 江利ヤ マエ リ筑 前の 名 族に して、 秋 

暴 臣に山 江 利 內藏介 ぁり、 笠 木 城を 守る。 

山 於 ヤマ オャ マノへ 條を 見ょ。 

山 尾 ヤマヲ ャマノ ヲ條を 見ょ。. 

山老ャ マ ォィ 

山 岡 ヤマヲ 力 

1 葛 野 姓 大和 國 宇陀 郡の 名 族に して、 
一本 國民鄕 士記に 「山 岡 藤九郞 •八咫 烏 
の 末、 葛 野 氏」 と载 せた り、 葛 野條參 照。 

2 淸和 源氏 賴政流 大和 宇多 郡 山 邊邑山 
邊氏 墳寺阶 藏山岡 氏 系圖に 「和 州。 賴光 
丨賴國 丨 賴朝 (參河 守) — 仲 正— 賴政 丨 忡 
綱、 弟賴長 (藏 人〕 丨賴賢 (下野 守〕— 僧 賢 
忍丨僧 興智— 僧興寶 (法眼〕— 盛 綱 C 右京 
亮〕 、弟 大壽丸 (此の間 中絕 W — 山 岡 殿— 
淨慶 入道— 春 代 丸 丨廣綱 (藤 次郞 〕| 滿綱 
(源 七郞 )— 滿綱 (源 七郎〕 丨滿綱 (兵 部少 
輔 )丨 滿綱 (源 七郞 )」 と 見 ゅ。 

3 伴 性 近 江 國甲賀 郡 山岡邑 より 起る。 
大伴 姓と 稱 し、 山 岡 系圖に 「伴 姓。 紋丸 
之內橫 木瓜 也。 景行 天皇の 末葉、 伴大納 
言 善 男 卿が 九 世の 孫 •伴 四郞資 兼が 末孫 


資業 •江 州 甲 質郡大 原に 住す。 資業が 末 
孫太郞 景廣 •江 州 毛牧に 住す、 故に 毛牧太 
郞と號す '0 某(山岡信濃守〕丨某(因幡守) 
丨 景猶 丨 景隆 — 景 俊」 と 見 ゆ。 三 河 件 氏 
の 族な れ ば、 景 行帝裔 となす はょ けれど、 
伴 善 男の 後と 云 ふは 附會に 過ぎず。 詳細 
は 大 伴、 大伴 部、 伴 等の 條に詳 か 也。 

山 岡 家譜に 「設 樂太郞 浚實丨 安藝 守資乘 
(三 河ょり 近 江に 移る〕— 大原八 郎貞景 
C 資景 、資 業、 伴 太 部、 甲賀 郡大原 住) 丨 
友 馬允景 重— 景 光— 信 M (大和 阿閤 梨〕 丨 
太郞 左衞門 尉景廣 (甲 實郡 毛牧邑 住)— 毛 
牧信濃 守景範 (太 郎 )| 出 羽介廣 政 (太 耶 U 
丨藏 人景政 C 太 郞〕— 式部少 輔景通 ( 大烏 
居太郞 〕丨 左兵衞 尉景久 (太 郎 〕— 左兵衞 
尉景以 (太 部)— 美 作 守資廣 ( 景業 、景 廣、 

新大 夫、 田 上 城 往 、栗 太 郡 勢 多邑を 討 取 
り、 山 田 岡 城、 これより 山 岡 氏と す〕 
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■又 藩 翰譜に 「備 前守景 友人 道道 阿彌 は、 
伴の 大納言 善 男の 末孫と ぞ聞 えけ る。 公 
卿 補任を 按ずる に 大納言 伴 宿禰善 男は、 
正 四 位下 古 麻呂が 曾孫、 從五位 下左少 辨 
繼 A が 孫、 參議右 大辨從 四 位 上 勘 解 由 長 
官按 察使國 道が 五男たり。 仁 明、 文德、 
淸和 、三代の 朝廷に 仕へ、 貞觀八 年 九月 
二十 三日 罪 ありて 伊豆 國に 配流せられ、 


同じき 十 年に 薨ず 。然るに 江談搀 を 見る 
に、 善 男 •元は 佐 渡國に 土民たり しとい 
ふ 事を 精し くしる ぜ り、 いぶかし 。按ず 
るに 國道は 父 繼 人の 事に 罪せられて、 佐 
渡の 國 に 流されて、 二十 四 年の 後に 恩敉 
蒙りて 京に 人り、 再び 左 中 辨從四 位下に 
任ずと 見 ゆ。 されば 善 男が 佐 渡の 民たり 
しと 云 ふ も、 さも あらん かし。 善 男が 子 
を佐设といひし由*江談抄に見えたり0 
大伴氏 は 姓氏 錄を 按ずる に、 高 皇產靈 尊 
の 五世の 孫 天 押 日 命の 後ょり 出で たり。 
然るに 性には 景行 天皇の 御 末ょ U 出で た 
リと いふ、 不審」 と。 

又 內藤恥 叟氏云 ふ 「大 伴は 道臣 命の 後に 
て、 淳和の 御名を 避けて、 伴と 改めし 也。 
去れ ども 景 行の 皇胤と あ-るに 據れ ば弘文 
帝の 御裔 なる 大友 姓には なきや。 滋實郡 
頜 大友黑 主* 是れ なり。 山 岡 も 此の 國人 
なれば、若くは友と伴とを誤傳せしにや。 
景廣の 父 信 道は 三 井寺の 大和 阿闍 梨と 稱 
す。 景友も 亦 同 寺の 光淨院 住職たり、 旁 
々似つ かは し」 と。 共に 非、 景行 天皇 裔 
に大俾 氏の あるを 氣付 かざ リし 也。 

白 石 また 日 ふ 「大' 納言善 男 九 代の 孫 伴 四 
郞資 兼が 後 (資 兼は 源義家 朝臣に 從ひ、 


奥の 武衡 、家衡 を 亡ぼせし 人な り •> 伴資 
業 •近 江の 國甲 賀郡大 原に 住居し けり。 
太郎 景廣が 時に 至って、 同 國毛牧 に 住し 
ければ、 毛牧 太郞 とい ふ」 と。 又 野史に 
「善 男 十ニ讲 資乘 •建 仁 中、 近 江 甲實に 移 
る。 その 六毋 景廣 •毛 牧鄕山 岡莊 を頜し 
ょって 山 岡と 稱 す。 その 孫景貞 •勢 田 城 
に 在り、 その 男景 次、 その 男 因幡 守 景猶、 
その 男 美 作守景 隆」 と。 又寬永 系圖 には 
「毛牧 太 郞景廣 •甲 貿郡大 原 庄毛牧 村の 
山 岡に 舘を構 ふ」 と あり。 

その他，輿地志略等に「栗太郡大江城(大 
.江村〕 は 往古 高 野 甲斐 守と 云 ふ もの 住す。 
中性 山 岡 美 作 守の 持 城 也。 山岡對 馬守景 
祐も爰 に 居住す」 と。 又義昭 家臣に 山 岡 
光淨院 •見え、 又 山 岡備前 入道 道阿彌 (福 
島條 )、 家忠 日記に 山 岡 道 阿彌 (景 友〕 等 
を载 せ、 藩 翰譜に 「山 岡 信 濃 守は 勢 多の 
城に あり (信 濃 守が 時、 城燒 けて 系圖失 
せぬ。 何れの 代ょり 山 岡と 名のりし にや 
知れず とい ふなり〕。 其の 子 因幡 守、 その 
子景猶 1C 四 人の 男 あり、 嫡男 山 岡 美 作 守 
景隆 •家を 繼 ぎて 勢 多の 城に あり。 ニ 男 
對馬 守景佐 •同國 膳 所に 住す。 三男は 備 
•前 守景 友な り、 四 男は 僧に なって 石山 世 


尊 寺 Q 僧侣た 0 ( 甫庵 とい ひしと 也)。 其 
の 後 還俗して、 甲實佐 左衞門 尉と 名乗っ 
てけ り。 天 正 十 年 六月、 織 田 殿 討たれ 給 
ひ、 德川殿 •和 泉國堺 の 浦ょり 三 河國に 
歸 0 給 ひし 時、 景隆 、景 佐、 景友 、三人 
の 兄弟 •明智 光秀が 催促に 隨 はず、 勢 田 
の 橋を燒 き 落し、 德川 殿の 御供して 信樂 
の邊 ょり 伊實國 の界 伽の 峠と いふ 所まで 
送り 奉 y て、 路 次の罾 衞 怠らず。 されば、 
德川殿 も 彼等 兄弟の 輩を ば、 さる 賴 しき 
人に 思 召し、 其の後、 兄弟 •豐臣 家に 隨 
ひ 參らせ 、備 前守景 友、 慶 長の 初め 入道 
して 宮內卿 法 印に なされ、 道 阿 彌と號 し 
けり (以上 或 記に 見えし ま 乂 に 記す。 頭. 
註に 『景隆 •天 正 十七 年 正月、 六十 一歳 
にて 死す。 子景以 •年甫 十五な れ ば、 弟 
景友 •家を 繼 ぐ。 景友 •初 名 暹慶、 三 井寺 
光淨院 の 住職たり 、還俗して 八郞 左衞門 
•と稱 し、 備前 守に 任じ、 再び 入道して 道 
阿 彌と號 せり』)。 

關ヶ原 役、 道阿彌 入道 •福 島 掃 部 頭 正賴が 
加勢と して、 伊勢 國長 島の 城に 立籠って 
原 田 隱岐守 胤房 (原 勝 胤) と戰 ひ、 長 島 
の 城を 出で 川 舟に 取乘リ 、おのが 領大烏 
居に 差懸 る。 長 束大藏 大輔正 家が 身け 軍 

ヤマ 才力 


して落行くに行逢ひ、散々<討ち散らし、 
又 桑 名の 城に 押 寄せ、 城 中に 使た て、 氏 
家兄 弟を 降 人と なし、 番の 兵を 籠め 置き、 
神戶の 城に 向 ひ羽柴 下 總守雄 利が 城を 取 
つて、. 番の 兵を 留め、 縫 山の 城に 向 ふ。 
岡 本 下野 守宗憲 も降參 す、 爰にも 兵を 分 
ちて 城 守らせ-十月 六日、 伏 見の 城に 參 
る。 同 八 年 十月、 常 陸 古渡 一 萬 石を 賜 ひ、 
同 九 年 十二月 二十日、 六十 ニ 歳に て 卒す。 
新 太 郎景本 •未だ 幼な か. =>  しか ば、 景本 
が 實父同 主計 頭景以 に、 人道が 所領の 半 
を 賜 ひて、 五千石を 領 す」 と。 

4 江戶 幕臣 多く 前項の 後に して、 家紋 
丸に 橫木瓜 、ニ 引兩 。また 黑餅 に橫 木瓜 
を 用 ふ。 而し て眞湖 門國學 者に 山 岡 左 次 

右衛門 浚 明 ( 子亮〕 ぁり、 明阿彌 、梅 橋 
山人な ど號 す。 又 幕末 明治に 山 岡太郞 襟 
島 ぁり、 儒者に して、 もと 七 百 石を 頜せ 
リ と。 成 島 柳* の 友 也。 又 山岡紀 一郎 正 
視ぁ 9、 槍術を 以 つて 名高く、 靜 山と 號 
す。 又 仙 洞 御所 御造營 御用 山 岡 遠 江 守 • 
見 ゅ。 

又 幕末 山 岡 鐵太郞 高步 C 字 猛虎、 一 樂齋) 
あリ 。實は 小 野 朝 右 衞門高 福の 五男に し 
て 山 岡 丘を 嗣ぐ 。有名なる 鐵舟の 事に し 
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て、 維新の 際、 駿府に 行き、 西鄕 隆盛を 
通じて、 慶喜の 恭順 勤 愼の状 を。 大總 督宮 
に±申し、平和の內に事を解決し、後侍 
從として、明治天皇に咫尺し奉り、功甚 
だ 多く、 子爵を 賜 ふ。 駭河 安倍 郡に 鐵舟 
寺 ぁ 明治 二十 一年 凝 去。 男 直 記 •家 
を 繼 ぐ。 又鐵 舟は 劎と 書と にて 名高し。 
5 三 河 碧 海 郡 重 原 城 (重 原 村〕 の 城主 山 
岡傳 五郎は 一に 河内 守と もぁリ 、天文 ニ 

十三 年 正月、 今 川 勢に 攻 落さる (松 平 條 
參照 )。 また 酒 井系圖 に 山 岡 半左衞 門、 
また 知 立 神社 多贾塔 九輪 塵に 山岡忠 左衞 
門 •見 ゆ。 

6藤原姓家紋丸， |<; 橫木瓜、立角の內扇、 
地 紙。  . 

7 丹 後 熊 野 郡 本 岡 村の奈 族に して、 天 
正中、 山 岡 民 部 之 助なる 者 ぁリ。 

8 雜載 その他、 高 崎 松 平 藩 用人、 久居 
藤 堂 藩 用人、 福 山 阿部 藩 年寄 等に 此の 氏 
見え (武鑑)、 殊に 福 山 藩 番頭 山 岡 源左衞 
門次隆 (次 豐の 男〕 は. 良吏と して 名高く、 

綠 雨と 號 す。 又筑後 藩に 山 岡三耶 右衞門 
景治 (名 和條參 照)、 美 作の 郡史に 山岡與 
左 衞門等 見 ゆ。 

又 秀康痛 給 帳に 「四千 石 御 普請 與カ山 岡 
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備前」 、京 極 藩 給 帳に 「六 百 石山 岡 久左衞 
門、 二百 石山 岡 彥左衞 門」 等 見え、 又 福 
井 藩士に 山 岡次耶 、明治に 名を 擧 ぐ。 又 
德大寺 家 侍に 見え、 又武藏 、信 濃、 駿 河、 
尾 張、 美 濃、 伊勢、 山城、 攝律 、播 磨、 
因幡、 伯耆 、備前 等に 多く、 又 津山藩 分 
限 帳に 「五十石 山 岡 與左衞 門、 五 人 扶持 
山 岡季四 郎」 等を 擧ぐ 。又大 村 藩に 山 岡 
氏 あ 9、 三 岳 氏ょり 分る。 

又 茶人 山 岡吉左 衞門宗 無は 千 利 休の 門、 
實は松 永彈正 久秀の 男に して、 その 男は 
紫 野 玉 室 和 尙と傳 ら る。 又 石 州 流 茶人 
に 山 岡 傳五郞 如 雲、 京都の 俳人に. 山 岡 元 
隣、 江戶 大小 神祇 組に 山 岡 源 八" 又大阪 
俳優に 山 岡如萍 (節) あり。 

山家 ヤマガ ヤマべ ヤマィ へ ヤマム 

ベ ヤマノ ベ 和名 抄 、河 內國讀 良 郡に 山 
家鄕 を收 め、 後に 山家 莊 •起る、 野 崎專應 
寺 永 正 十七 年 怫像識 に 一 ft 良 郡 山家 庄南條 
村」 と 見 ゆ。 次に 上總 國周淮 郡に 山家 鄕を收 
め、 也萬以 倍と 註し、 次に 下 總國千 葉 郡に 山 
家鄕を收む。次に信濃國筑摩郡に山家鄕ぁ 
りて 也 末 無 侈と 訓じ 、後に 里 山邊村 、入 山 
邊 村、 中 山 邊村等 あり。 「初め 山 部な りし 
を、 桓武 帝の 御諱 故に、 遮け て 山家と せし 
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ならん」 と 云ぶ。 猶ほ同 國小縣 郡に も 山家 
鄕 ありて 也 末 加と 註し、 神 名 式に 小 縣郡山 
家 神社 •見 ゆ。 次に 越後 國磐船 郡に 山家 鄕 
ありて、 天平 勝 寳四年 十月 二十 五日 文書に 
「磐 船 郡 山家 鄕五 十戶 J と 見 ゆ。 次に 筑後國 
御井 郡に 山家 鄕を收 む。 その他， 羽 前、 丹 
波、 筑前 等に も 此の 地名 あり。 

丨 淸和 源氏 斯波 氏族 出 羽の 豪族、 最上 
直 家 三男 家信を 祖 とすと 云 ふ。 山野 邊、 
.最上、 及び 次項參 照メ 
2出羽村山郡(羽前〕山家邑 ± り起る0 
最上 義光 時代、 山家 河內守 •三千 石を 頜 
し、. 山 勝 寺 山 館に 據る 。また 伊豫 國宇和 
郡 中間 八幡宮 元 和 三年 棟 札に 「奥州 出 羽 
郡 山家 淸兵 衞公賴 •息災 延命、 子孫 繁昌」 
と。公賴は伊達家臣にし弋、宇和島侯に 
從ひて伊豫に移る〇忠臣として名高し 0* 兒 
玉 明 神 (山瀨 和 靈 神社) として 祀ら る。 
3 磐 城 刈 田 郡莉 田嶺 神社々 家に 山家 但 
馬 守 あり、 封 內 風土記 等に 見 ゆ。 

4 雜载 その他、 德川 時代、 壬 生 鳥居 藩 

添 役に 見え (武鑑〕、 又 伊勢、 志 摩、 尾 
張、 武藏 等に 存す 。猶ほ 以下 各項 參 照。 
山 香 ヤマカ 遠 江國に 山 香 郡 あり、 和名 
抄に也 末 加と 註す。 式 民 部 省 頭書に 「元慶 
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五 年 十月 五日、 磐 田 郡を 割いて、 山 香 都を 
置く」 と。 後に 山香莊 起り、 天 野 氏應永 六 
年 文書に 「山 香庄頜 家職」 の 事 見え、 周知 
郡に 人る。 又 和名 抄 、磐 田 郡に 山香鄕 を 收 
む。 次に 豐後國 速 見 郡に 山香鄕 ありて、 後 
に 山 香 庄と云 ふ。 

1 源 姓 前述 遠 江山 香茈ょ 9 起る C 應仁 
私記に 「山 香 新七郞 源賴弘 (遠 江 住人)」 
を载せ た リ。 

2 山 香 三方 三 河 國設樂 郡の 豪族、 奥 平、 
营沼 等を、 戰國 の顷、 山家 (山 香〕 三方と 
稱す 。三方とは 山 保に て、 山中の 鄕 保の 
義 ょり 起り しなるべし と。 普通、 作 手の 
奧平美 作守貞 能、 同 九八郎 信昌 、段 嶺の 
.管 沼 小 法師、 長篠の 营溶 伊豆守 滿 直を 云 

ふ。 

山 我 ヤマガ 前後 數條參 照。 武藏 等に 見 
ゆ 0 

.山賀 ヤマガ 同上。 殊に 山 鹿 氏は 一に 山 
貿に 作る。 又武藏 ，越後 等に 見 ゆ。 

04 衙 ヤマガ 山 香 條參照 ◦應永 十六 年の 
足 利滿兼 文書に 「遠 江 國山衙 莊瀨尻 村大峰 
村」 など 見 ゆ。 

山峨 ヤマガ 次條を 見ょ。 

山 鹿 ヤマガ 和名 抄 、信 濃國 詉訪 郡に 山 


鹿鄕 を收 め、 也 末 加と 註し、 次に 筑前國 遠 
實郡に 山 鹿_ぁり、後に山鹿庄起る。次に 
肥 後國に 山 鹿 郡 ぁりて、 和名 抄に夜 萬 加と 
訓 じ、 後 宇多院 御領 目錄に 「內府 人道 分、 
肥 後國 山鹿莊 J 見え、 又 山 鹿 神社 •鎭 座す。 
次に日向國諸縣郡に山鹿鄕を收む。その他、 
肥 前に も 山 鹿庄 •見 ゆ。 猶ほ前 數條參 照。 
1 古 姓 正倉院 天平 寶字五 年 文書に 此の 
氏 見 ゆ。 

兵 藤氏 族筑 前の 山 鹿 氏に して、 遠貿 
郡 山鹿庄 ょり 起り しなれ ど ♦肥 後の 山 鹿 
と湛じて別ち難き點多レ。宇治拾遺に「筑 
前 國山鹿 莊の人 兵 藤 大夫經 正」 を 載せ、 
源平 盛衰 記、 平家 大宰府 落の 條に 「山 家 
兵 藤 次秀遠 •至上を 奉じて、 山家 城に 入 
れ 奉る」 寒を 載せ、 一本に 山 賀兵藤 次に 
作る 0 

又 平家物語に 「原 田 大夫種 直は、 ニ千餘 
，騎で 、，京ょり 平家の 御供に 參る 。山貿 兵 
藤 次秀遠 •數 千騎 で、 平家の 御迎に 參り 
ける が、 種 直、 秀遠： 以 つての 外に 不和 
成りければ、 種 直は 惡し かりなん とて、 
路 より 引返す」 と 見え、 また 山 鹿 兵 藤 次 
秀 遠と 載せ、 又 長 門 本に 「山 鹿の 一黨三 
百餘艘 J など あ 0。 原 田、 香 月、 嘉 麻、 
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麻 生 等の 條參 照。 

又東鏗 卷四 、文治 元年 三月 二十四日 條に 
「平家 •五 百 餘艘を 三 手に 分ち、 山 哦兵藤 
次秀 遠、 幷に 松浦黨 等を 大將 軍と 爲 し、 
源氏の 將帥 に 挑 r , J と载 せ、 又 七月 十 
ニ 日條に 「平家 沒官領 、種 直、 種 遠、 秀 
遠 等が 領 する 所 •原 田、 板 井、 山 鹿 以下 
所々 の 事、 地頭を 定補せ ら る」 と 0 
この 山 鹿 氏の 始末 甚だ 詳かな ら ざれ ど、 
一に 原 田 氏の 族黨 かと 云へ ど 信じ 難く、 
又 菊 池 一族と する をょ からず。 猶ほ 此の 
後 も 山 鹿 氏 出で、 天文の 頃には 山 鹿筑前 
あれ ど、 こは 次 項 氏 也.。 

宇都 宮 氏族 これ も筑 前國山 鹿ょり 起 
る。 尊卑 分脈に 「朝 綱— 家政 (山 鹿。 朝 
綱の 猶子、 實父高 階 氏 業 遠の 子、 一品房 
昌實子 也。 成 佐 曾孫〕 
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丨家信五 ® 

I 丨輔 政— 

と 見え、 又 下野 國志に 「家政 •山 鹿左衞 
門 尉、 實は高 階 中 業の 男、 朝 綱 •猶子と 
爲す 。筑 前國山 鹿に 住む、 麻 生、 黑畸等 
の祖 J と 云 ひ、 又鎭西 要略に 「蘆屋 、山 
麁の 兩莊を 宇都 宮家 政に 賜 ふ。 子孫 因つ 
て 山 鹿を 氏と す」 と。 

氏人は、 建武の 頃に 山 鹿 筑前守 政 貞 (規 
矩條參 照) ぁり、 又 分脈に 「家 高 •將軍 家 
九州 下向の 時、 京都に 留 り、 御 敵と 爲り 
ながら、 多々 良濱 配分に 人るべき 由、 掠 
訴 せし 人」 など 見え、 又 永享の 頃、 山 鹿 
麻 生ニ郞 元 親、 又 天文の 頃、 麻 生 氏の 族 
に 山 鹿筑前 •見 ゆ。 

4 菊 池 氏族. 肥 後 國山鹿 郡 (今 鹿 本 郡) 
山 鹿より 起る。 菊 池 系圖に 「則 隆—— 


I 政隆 1 11 政號山 鹿太郞 
两 鄕太郎 山 鹿 知行 

丨經隆 H 經政高 橋祖 


1 11 


山 鹿大夫 
_ 

兵藤大夫 1| 麈 ?3: 郞乒藤 ^: 


- 經宗兵 藤 武者 
厂經 遠— 秀 遠山 鹿居往 


又 一本に 「則隆 — 政隆 (西 鄕太郎 〕 I 隆基 
(大 夫、 山畸靈 社〕— 經政 c 山 鹿太郎 〕」 と 
载せ 、また 「政 隆—隆 基— 隆季 (西鄕 三 


郎 )— 經政 (山 鹿太郎 、高 橋 家 祖；} J と 見 
え、 菊 池 風土記には 「則 隆—經 隆—經 政 
(山 鹿 大夫〕 」、 また 合 原 系圖に 「經 隆—經 
賴 (山 鹿 兵 藤 太 郎〕 、弟 通 俊 (山 鹿 兵藤大 
夫〕」、 又 I 本に 「政 則— 則顯 (山 鹿 郡 主、 
山鹿祖 、山 鹿 入道 三郞〕 」 など あり。 
氏人は 鎭西 要略、 貞治 元年 條に 「菊 池、 

八 代、 山 鹿」 と 載せ、 又 太平 記に、 九州 
の官軍として、「草野、出鹿、云々」と。又 
五條 家 文書に 山 鹿 式部少 輔武德 を 載せ、 
一本 高瀨 系圖に 「右京 大 夫武弘 (永 正比)、 
弟 山 鹿 兵 庫 頭重 長.」 等 見 ゆ。 猶ほ菊 池、 城 
等條參 照。 又 永 正 元年の 菊 池 政 隆侍 帳に 
山 鹿 右近 重詮 を擧げ 、又 山 鹿 由来 記に 「山 
鹿 彥次郞 一^ は 山 鹿莊湯 町 城に 居る」 と。 

5 備 後の 山 鹿 氏延應 元年 鎌 倉 政所 教書 
に 「高 洲莊 地頭 山 鹿 遠 忠」 など 載せたり。 

6 丨 伊勢 康 正段錢 引付に 「一貫 百 五十 文 • 
山鹿駿 河 守、 勢 州 三 ヶ所分 段錢 」 と。 . 

7 肥 前'  漉 江 系圖に 「公師 •始め 山 鹿 重 
行の 女 (一'  に 伯母) を 妻と す」 と。 こは 肥 
後の 山 鹿 也。 又 松 浦 家老に 此の 氏 見 ゆ (武 
鍵)。 

8 奥州 津輕藩 用人に 見え、 又 會津の 人 
山鹿甚 五右衞 門高祐 (佐 太郎、 義矩〕 は 
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有名なる 素行の 事に して" 鎭西山 鹿 氏の 
裔 、醫師 支 庵の 子 也。 儒者と して 識見 高 
く、 又 軍學を 究め、 世に 山 鹿 流と 云 ふ 0 
幕府に 忌れ て 赤 穗淺野 家に 幽せら る。 後 
免され て 江戶に 歸リ 、貞享 ニ年歿 、贈 正 
五位。 

雜载 その他 •內 田條を 見よ。 

山鄕 ヤマ ガウ 攝津 、伊勢に 山鄕庄 あり 
て、 武藏 等に 存 す。 

山坦 ヤマ ガキ 越後 國蒲原 郡 小手 茂 村舘 
迹は 永延の 頃、 余 五 將軍平 維茂の 九 男 山 垣 
平 太 政 茂と 云 ふ 者 •築きし と 云 ふ (新 編會 
津風土 記〕。 

山 角 ヤマ カク ヤマ カド 條を 見よ。 

山 蔭 ヤマ カゲ 

山陰 ヤマ カゲ 日向の 豪族に して、 伊東 
家に 屬 す。 又備前 等に 見 ゆ。 

山^^  ヤマ カゲ 山 內條を 見よ。 

山懸 ヤマ カケ山 縣條參 照。 

山縣 ヤマ ガタ美 濃國に 山縣郡 ありて、 
和名 抄 、夜 末 加 太と 註し、 又 古く 山 方、 山 
形 等に も 作る。 また 安藝 國にも 山縣郡 あり 
て、 和名换 、夜 万 加 多と訓 じ、 郡內に 山縣 
鄕を收 む。 

丨淸和 源氏 多 田 氏族 美 濃の 山縣 郡より 


起る。 尊卑 分脈に 「賴 光— 賴國 丨賴網 (左 
衞門 尉、 號 多田哥 人) 


_丨 仲 政 — 賴 政. 

下野 守 其塌寺 
兵 庫 a 在 « 州 
山篇郡 

丨國直 -p 國政 

美 f i 
山 as 三 js 

住美恧山 
躱郡配 枝 

塞 a 


—國政 

山 e H 郎 


齋眛次 官 一 
山 S 先生 一 

1 丨國基 

右兵衛 


丨敦光 


—國成 

乘驊爾 

丨 賴淸丨 

山 森 ニ耶 


丨賴資 

上 有 智發 A 

丨經國 

丨賴經 三* 

—賴  5^  5 
丨賴胤 


—國 時- 國盛 


» 除 次官 
落 合 三郎 

—賴兼 

箝 水 五郎 


山 森 蔵人 

丨國成 丨 國方 


判官 代 


_5 


—國網 — 國氏 -j- 國親 — 國基 丨 基宗 

丨…  福|5三郞五郞  左將 & 

1 丨國經 H 經持 中— 

山 SS 描 部 助 

1 ll i 
厂義 時卩 中 一丞 
本名 宗光孫 ニ郎 


一-盛 仲丨禱 


鐘 ^; 

I 國兼 

山钱 九郞 
大炊助 


—直國 

十郎 

:丨 兼 政 本名— 

彥 w 郎 

と载 せ、 土 岐系圖 に 「國直 (美 濃 國山縣 
郡に 住し、 山 縣と號 す)— 國政 (齋院 次官、 
山縣 先生)」 と 見え、 又山縣 系圖に 「賴政 
—國政 C 山 縣と號 す、 國 直の 家を 繼ぎノ 
山 縣三郞 )」 と 載せ、 「國直 (山縣 三郎、 
後出 家、 藝州に 配 さる) 丨國政 (式部 大 
輔 、山縣 先生、 齋院 次官、 母は 山城 介賴 

ヤマ カタ 


季女) 


丨國成 「賴資 I 賴锊 賴貞 

深 太郞 | 上 有 知® 人山 S 神堆錶 人太郞 

丨镇淸 卜 經國 JI HA - 國镧 

山铥 ニ郎山 縣 判官 代官 軍大將 山 S 判官 代 
菘人大 夫 

1 國時 -p 盛國 -p 國網 — 國 氏-一- 國經 

—丨. 卜. 靈亮 

丨國 兼| 


山縣落 合 

三® 

齋院 次官 
a 永 ニ 年 
时死 


山璧郎 

太郎 

丨國 成 

落 合 ニ郎 


茛 頸 f 六部 ニ郞 
山躱判 官孩 人太邱 
代 母 f 

—盛忡 S 


爲總領 驕 


|丨氏賴兵庫頭、號桃園、母武田信武女、隹氏 » ー 宇 I 


—賴隆 

—賴興 H 賴長 H 守 網— 


II 大輔 


51 荆 


I 氏昌- 廣賴 

彥九郎 住蓥州 

11 組 丨賴方 

住甲觸 

と あり 0 


- 守® V 賴 昭-賴 藤- 德壽丸 


美 寧 

柱 名宗親 
永 享七辛 

丨興綱 

右 京大 夫 


住 若狹兵 庫 頭 

査篇 

大炊助 

一— 賴俊源 內 


2 略歷 新撰 美 濃 志、 山縣郡 上野 村條に 
「山縣 三郎國 直は、 分脈 系譜に、 淸和天 
皇の 末孫 多 田左衞 門尉賴 網の 三男に て、 
美 濃 三 耶國 直、 また 山 縣三郞 共い ふ。 山 
縣郡に 住し、 のち 出家し、 安藝 國に 配流 
のょ ししる せ 90 其の 妹は 源 大納言 能 俊 
に 嫁して 參 議浚雅 をう む。 國直こ 》 に 住 
みて 子孫 山縣 を家號 とす。 源 三位 賴政の 
子山縣 先生 ( 齋院 次官) 國政 も、 實は 山縣 

ヤマ カタ 


.三 郎國 直の 子な リ 。治 承 四 年、 铕政 •山 
城の 宇治に て戰 死し、 家人 等 •其の 首を 
こ X に 待來リ 葬りし は、 此の 國政の 住 地 
なりし故也。阈政のニ男、山縣ニ那賴淸 
もこ \ にすみしなるべし。その外*分脈 
系譜に 落 合 三 郞阈 時の 子山縣 藏人阈 盛、 
その子 山 縣判 官代國 綱、 その子 山縣 太耶 
次郎 (藏 人) 國氏 、その ニ 男 修理 亮阈 経の 
子山縣 _ 助 (中 務丞) 經 持* また！： 氏 
の 三男 山縣大 炊 助國兼 ( 曆應康 .水 の顷、 
引付、 一番手、 奉行) などし るした るは、 
みな 美 濃 源氏の 一族に て、 此の あたりに 
住みし 人々 なるべし 」 と。 

庶流 多し。 飛驛瀨 、粟野、 神 門、 上 有智、 
落 合、 福 島、 淸 水、 神 野、 平野 等の 條參 

照し 

3 氏人 康正ニ 年 造內裡 段 錢並阈 役 引付 
に 「三 貫 文 •山縣 右近 將監殿 •濃 州 井口 
鄕段錢 」と载せ、又永享只來御番帳に 
「三番 •山 縣三河 守」、 又 文 安 年中 御 ::, : 帳 
に 「三番 •山縣 三 河 守」 等 見 ゆ。 又 北 酒 
出 季義の 男公淸 •山縣 上 有智藏 人賴淸 • 
子と 爲 し、 又 佐 竹 六 代義重 •母は 山縣先 
生源國 政 女 也と。 各條を 見よ。 又山縣 三 
郎等 あり。 


ヤマ カタ 


室 九 


ヤマ カタ  ヤマ カ夂  ヤマ カタ  さ § 


4 若狹 前項 氏の 一族に して、 山 縣系圖 
に 「初め 美 濃 國山縣 に 邑し 、未だ 曾って 
祖 業を 絕 たず。 漸く 降って 君の 祖 (武田 
氏〕 に 服し、 甲 藝ニ州 に 事 ふるの 際、 來 
つて 君と 同じく 興衰 す」 と。 而 して 藤 井 
に 山縣 下野 守 政 冬 (或は 秀政〕 の 要害 跡 
ぁリ 。政 冬は 賴統の 子に して、 武田 氏の 
譜代の 臣 、元 明に 仕 ふ、 武 田條參 照。 又 加 
羅嶽も 中世 山縣 氏の 要害 也と (郡縣 志〕 0 
猶ほ永 正の 頃、 山 縣石見 •見え、 下りて 
永祿の 頃、 武 田義統 家臣に 山縣 下野 守 政 
冬、. 元_ ニ 年、 武 田家の 麾下 下野 守山縣 
秀政は 阿奈 志 神社に 供米 料を 寄す と。 そ 
の 他、 次 項を 見ょ。 

5 淸和 源氏 武田 氏族、、 れも若 州の 山 縣 
氏に して、 山 縣本武 田 系圖に 「大 膳大夫 

元 信— 同 元 光 (若 州 守護〕— 盛 信 (山 縣源 
三郞 •下野 守、 永 正己已 生、 祖父の 命を 
受けて、 山縣賴 冬の 家を 繼ぐ〕 

' 兀盛 T 政 親— 福 千代 

— Tt t (政 盛). 

をぬ|直常£盛リ 

政 信 

と载 せ、 又 諸家 系圖纂 には 「元 光の 弟 盛 
信 (下野 守、 源 內 、山 石 見守 賴 冬の 繼 


嗣とな り、 若 州太郞 庄 城主、 永 祿八年 五 
月、 本國寺 合戰に 癍を 被る。 同 十三 年 信 
長に 屬す〕 j 元 盛 C 源 三 郞 、式部 大輔 、無 
ニ 一夢〕— 政 盛 (源 ニ郞〕 丨國勝 (源 四郎、 
豐後國 生害)」 と。 

又 山 縣系圖 に 「了 現院光 山 公は 若 州の 人 
也。 姓は 源氏、 初 名は 山縣 淸七郎 元 之と 日 
ふ。 父を 山縣 下野 守 盛 信と 日 ひ、 母は 橘 
氏 也。 盛 信 •初 名を 武田 彥五郞 と 日 ふ。 
若 州 侯 武田大 膳 大夫元 光の 仲 子 也。 武田 
功臣に 山縣石 見守 賴冬 あり、 功名 •隣國 
に# ふ、 耆老に 及んで 子な し、 公子 盛 信 
を嗣 となす j と。 

6 淸和源 氏 大桑氏 流 諸家 系 圖纂に 「 大 
桑 又三郞 重 氏— 朝隆 (山 縣三郎 太郞 、山 
縣賴 長の 繼嗣 と爲 る〕— 長義 (號山 縣孫三 
.郞〕 —朝義 (本名 賴義) 」 と。 

7 同 甲 州 武田流 諸家 系 圖纂に 「信 武— 
氏 信、 弟 信 成、 弟 (山 縣) 公信 ( 號山縣 
公齒の 猶子と 爲 る。 薩摩 守、 京都に て 卒、. 
母は 山縣藏 人公賴 女)」 と。 

8 甲斐 美 濃山縣 氏の 後 也、 前 各項 參 照。 
應永 中、 山縣 主計 家信 •當國 に 來 9 て武 
田 氏に 仕 ふ。 孫 河内 守虎淸 •信 虎に 仕へ 
しが 嗣な し、 信 支 •飫富 兵部少 輔虎昌 の 


弟 源 四郞 をして 遺跡を 嗣が しむ、 三郞兵 
衞昌景 これ 也。 甲裴國 志に 「飯 富 虎昌の 
弟 飯 富 源四郞 •兄 虎 昌伏誅 の 後、 山縣氏 
を 冒し、 山 縣三郞 右兵衞 尉 昌景と 云 ふ。 
駿州江 尻の 城代と して、 麾下 驍奚 の士多 
く" 武功 尠 から ざり しが、 天 正 三年、 勝 
賴を 諫め、 遂に 長 儀に 戰 死す。 其の 子 源 
四郎昌 滿 、又 庶子に 三 郞右衞 門 あり」 と。 
三郞 兵衞 尉の 名は 武田 文書に 多く 見 ゆ。. 
9 源 姓 野澤氏 裔 新羅 三郞義 光 十七 世 孫 
野澤豐 後の 後と 云 ふ。 其の 子太郞 右衞 
山縣 三郞 兵衞の 猶子と なる、 ょりて 子孫 • 
.山縣 氏を 冒す 者 あり。 其の 子孫 •惣 左衞 
- 門、 太 1 郎右衞 門、 澤右衞 門と 相續 して、 北 
山 筋篠原 (田) 村に 住す。 澤右衞 門の 養子 
山三郞 (領藏 、三 右衞 門) •用 府與 力たり。 
その 男 昌樹の 弟 軍 次昌貞 •醫 となりて 山 
縣洞 齋と號 し、 江戶 にあり て 大岡忠 光に 
仕 ふ。 後 浪人して 山 縣大貳 と 云 ふ。 名は 
昌貞 、字 公勝、 柳 莊と號 し’ 兄齋 宮昌樹 
は 龍 渚と 號 す。 

大貳は 又 山 縣三郞 兵 衞昌景 十一 世の 孫と 
傳へ 、又 山 梨 郡 山王權 現の 禰宜 4 も 見 ゆ。 
加 貿 見櫻塢 、三 宅觀瀾 等に 學び、 大岡忠 
光卒 後、 門を 開きて 兵學 を敎授 し、 又 柳 


子 新 論を 著は し、 密かに 勖 王の 大義を 稱 
ふ。 小 幡侯織 田 信 邦、 老臣 吉 田主蕃 等、 
これを 尊信せ しが、 讒誣に 遭 ひて 罪を 得、 
明 和 四 年 死罪に 處せら る、 四十 三 歳。 明 
治に至り正四位を贈られ、又山縣神社に 
奉祀 さる。 その 男次郞 兵 衞好春 •齋 藤氏 
を冒し、次男蛆雲長順は醫、今村氏を冒 
す。 又 孫に 僧攝門 ありと。 

10 三 枝 姓 l fc 甲 州 三 枝 姓、 三 枝 2 ロの 
男 守 友 •山縣 を稱 すと ぞ。 

11 荻 原 氏 裔又甲 州 荻 原豐前 守の 男 源 八 
郎も山 縣を稱 せりと。 

12 淸和源 氏 佐 竹 氏族 常 陸 國那轲 郡 (久 
慈 郡) 山方邑 ょり 起る。 戶村本 佐 竹系圖 
に 山縣兵 庫頭賴 重を 載せ、 又 東 政 義も轨 
め 此の 地に 在りて 後に 久米に 移る、 東條 

を 見ょ。 應永 上杉禪 秀の亂 、山縣 、海 夫 

.等、 これに 黨 して 山 縣城に 據る 。小 野 畸 
通知 •之を 攻む (戶村 本系圖 )。 

13 三 河寶飯 郡の 名 族に して、 源 三位 賴 
政の 裔と傳 ふ。 山 縣系圖 (大阪 山 縣人親 
氏藏) に 「紋 丸に 井筒。 淸和 天皇 九 世 苗裔、 
從 三位 兵 庫頭塬 朝臣 賴政 五男 恒政 •大和 
守、 後に 近 江 國甲貿 郡に 居住し、 治 承 四 
年、 移りて 三 州 寶飯郡 本宮に 住む。 同年、 
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兄 山 縣次郞 なる 者 •西國 に 配 せらる。 室 
は黑田 主 水利 家 娘。 

ニ、 翥政 •丹 波 守、 名字を 山 縣と號 す、 
室は 大津齊 任 久の嫫 女は 太 田 順 之 助の 
室。 

三、 安政 •幼名 山縣捤 之 助、 後に 美 作と 
改む 。建 保 元 天、 和 田に て 討死。 室は 土 
肥 主 膳 棟信嫫 。 ‘ 

一、 元祖 源賴政 •治 承 四 年、 宇治 平等 院 
にて 切腹、 其の 子 五 人 共、 國 々へ 散在。 

右 五 人の 末子 大和 守恒 政は 近 江甲賀 郡に 
久 々在住、 其の後 三 州 寳飯郡 本宮に 永々 
居住。 明應 年中 阪合 部紀伊 守 次 房 •使者 
を以 つて、 山 縣隼 人吉政 殿に、 大和へ 御 
越 下され 候樣 、相 招かれ 候に 付、 阪合部 殿 
え 上參候 所、 坂 合 部 殿には 中 村 ひょ とり 
屋敷を 隼人吉 政に 下され、. 是に 住宅 御 客 
分に て暮 され 候 所、 坂 合部紀 伊 守 殿 •家 
老 職を 賴 まれ 約束 申さる X に 付、 山縣の 
名を 辻 本と 改め、 隼 人の 稱號 市右衞 門と 
改め 勤め 申され 候。 紀伊守 次 房 代 也" 後に 
出 羽 守 殿の 紋を 給は り、 井筒に 改め 申さ 
れ候 。家老 職を 不足に 存ぜ られ 、右 名字、 
名義を 改め 申され 候樣 子に 候') 云々。 
M れも 山縣を 名のり 申され 候。 ヒヨ トリ 


屋敷は 今の 政 右衛門 屋敷 也。 其の後、 數 
代の 後、 堀 等を むめ、 今の 南は さま、 北 
はさまと いふ、 是れ堀 跡 也-云々」 と。 
又寶 飯郡汔 屋屋敷 は 甲將山 縣三郎 兵 衞の 
居所な りしと ぞ 9 

14 祀伊名 草 郡 栗栖 村山縣 氏は 賴政の 三 
男 山 縣大學 頭 仲 家が 十代 孫 左衞門 佐賴盛 
の 五男 二位 法 印 一葉の 後 也と 云 ふ。 績風 
土 記に 「舊家 地 士山縣 右衛門 作。 其の 家 
傳へい ふ、 其の 祖は三 位 法 印 一葉と いふ。 
源 三位 賴政の i 一一 男 山縣大 學頭仲 家 十代の 
孫 左衞門 佐賴 盛の 五男な り。 一葉の 兄 小 

市耶茂 政が 三代の 孫 山 縣三郞 兵 衞昌景 孫 
三郎 盛景 •武田 勝賴に 屬し 、減 亡の 後當 
所に來リ、ー葉の養子となり、子孫世々 
當地に 住す」 と。 

又 「小 野 田 村 舊家地 士山縣 代三郎 。其の 
家傳へ 云 ふ、 其の 祖を 山縣大 學頭仲 家の 
末孫 左衞 門佐賴 盛の 五男 二位 法 印 一葉と 
云 ふ o 天文 年間、 當村 に來リ 住す。 山縣 
三郞兵 衞昌景 の 孫 平三郞 盛景 •武 田家沒 
落の 後、 當村 に 來リ 、一葉の 家を 繼 ぎて、 
子孫代々常村に住し、近年地士に命ぜら 
、る。 家に 天 正 五 年、 將軍 家より 諸 役 免許の 
文書を 藏む 。其の 文は 文書の 部に 出せり。 
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又 天文の 古 券を 藏 む」 と。 

15 山 方 介 安藝 山縣 郡の 豪族に して、 當 
國の在 廳官た 9。 又 山形に 伶り、 後裔 •山 
縣 とも 云 ふ。 東鏗卷 三、 元曆一 7C- 年 十月 十 
二日 條に， 「參州 (範賴 > 安藝 國に 於いて 
賞を 勳功 あるの 輩に 行 ふ。 是れ 武衞の 诹 
せに 依る 也。 其の 中、 當國 住人 山 方介爲 
綱 •殊に 賞を 抽ぜら る、 箪忠 人に 越 ゆる 
の 故 也、 云々」 と载 せ、 又卷 十八、 元久元 
年 七月 條に 「山形 五郎 爲忠と 小 代 八郞と 
安藝 國壬 生莊の 地頭 職を 論訴 する J 事 見 

ゆ。 オシ 口 條に詳 か 也。  、 

16 安藝 前項、 及び 第 I 項 氏の 裔に して、 
當國に 多し。 藝藩通 志、 山 縣郡條 に 「_ 
荷 丸は 有 田 村に あり。 山縣 莊五郞 所 居。 
陰德 太平 記に、 此の 城 •小 田信忠 、吉川 
經 基* 高 橋. 久光 等、 互に 改 取し、 武田元 
繁 •遂に 據 守し、 後 毛 利 氏の 有と なる。 
されば 莊五郞 の 居りし は、 信忠の 前な 9 
や、 詳 ならず」 と。 又 「壬 生 山は 一に 多 
聞 寺 山と 號 す。 相傳 ふ、 壬 生 莊五郞 の 城 
跡に して、 後世に 至 リ、％ 利 家に 亡ぼさ 
ると。 按ずる に、 此の 莊五郞 は吉川 家人.. 
山縣支 蕃が 子、 本 氏は 山縣な りしを、 村 
名に 因つ て 壬 生と も 呼びし にや C 前述 茗 
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荷 丸の 主と. 別人に あら じ。 ょりて おも ふ 
に、 東 鑑元久 年間に 山形 五郎 爲忠こ X の 
地頭 職と なりし と 見え たれば、 其の 裔 • 
撥に 在りし なるべし」 と。 壬 生條參 照。 
又 「山縣 郡 西 屋敷 墟は山 縣家秀 が 所 届」 
と 云 ひ、 又 佐 伯 郡 「京 良 木、 有 井城。 上 
は 飯 田 式部、 下は 山縣備 前の 所 居な り」 
と。 又 高 田 郡條に 「山 縣市兵 衞宅址 は 下 
小 原 村 重 光に あり」 と。 
而して安西軍策に「武田方山縣」、山懸(縣 
力〕 彌三郞 、山懸 善右衞 門(吉 田 方〕、 山 
、 縣源 右衞 門、 山 縣左馬 助 (宍戶 方)、 山縣 
筑後 守、 山縣 四郎 右衞 門、 山縣 助十郞 (吉 
川方〕、山縣越前守、山縣小五郎、(毛利方) 
. 山縣勘 次郎 、又 山 縣九郞 犮衞門 尉 等 多し。 
下って 毛 利 藩に 多く、 殊に 山縣良 齋長伯 
(子 成) の 男少 助孝孺 (次 公〕 は 徂徠 門の 儒 
者と して 名高く、 周 南と 號す o その 男泰 
恒、又門人 |11 縣秀八子禊(縣洙川、魯彥〕 
等 皆 名 あり。 又山縣 半七禎 あり、 大 華と 
號 す。 猶ほ次 項を 見ょ。 

17 山縣公 その 系圖に 「賴綱 (參河 守〕丨 
國直 (土 佐 守、 第一 項參 照〕— 國平 ( 齋院 
次官〕 丨國政 ( 稱山縣 、帶刀 先生、 賴政猶 
子〕 丨國時 ( 齋院 次官〕— 國盛 (蔵人〕— 國 
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綱 (判官 代〕— 國氏 (藏 人) 丨國經 (修理 亮、 
始めて 安藝 國住 。外 叔父 武田信 時に 從ひ 
て、 當國溶 田 郡 河內村 に 移る〕 丨義持 (中 
務丞 、山縣 郡 今田邑 住〕 丨忠守 (筑後 守) 
— 爲忠 (五郎〕 丨 國忠 (小 太 郞) 丨 忠高 (八 
郎〕— 家 高 (筑前 守〕 丨元照 C 筑前 守、 始め 
て 毛 利 興 元に 仕へ、 偏 諱を賜 ふ〕— 時 則 
(伯 # 守、 天文 九 年 九月、 尼 子 勢と 戰ひ 
て 功 あり〕 丨時定 、弟 時忠 ( 吉左衞 門〕丨 
時 氏 (吉 左衞 門〕— 久時 (吉 左衞 門)— 某 
(同上)— 光 時 C 同上)— 某 (同上〕 1 某 (吉 
太 部)— (弟) 尙政 ( 吉左衞 門〕— 有埝 (三 
郞 、實は 中 村 喜 左衞門 三男)— 有朋」 にし 
て、 有 朋の姊 「壽 子は 山 ロ 藩士 勝 津善之 
允 兼亮の 室、 伊一 1 「郞の母也。次は早伢、 
次は有砌、次に芳子は山ロ藩士中村千俣 
の 室、 次に 雪 子は 山 ロ 藩士 森山久 之. 丞の 
室 也 J と。 

有厕は 天 保 九 年 四月 二十 二日、 萩 城下に 
生る、 母は 松 子、 幼名を 辰 之 助、 長 じて 小 
助、 後 狂 介、 或は 素 狂と 稱 し、 一時 變名 
して 萩原 鹿 之 助と 稱 せし 事 あ 9。 維新の 
際、 現 名に 改め、 後年 居所に 因み て、 椿 
山莊 主人、 芽 城 (目白〕 山人、 古稀 庵主と 
號 す。 維新の 元勳に して、 賞六西 石を 賜 


ふ。 次第に 官位 昇進して、 樞密 院議 長、 
元帥、 陸軍 大將 、正 二位、 大勳 位、 功一 
級、 公爵に 至る。 大正 十一 年 二月 一日 薨。 
三男 四 女 あり、 長餘 一、 次 春 一、 以下 稔 
子、 松 子、 信 子、 梅 子 ありて、 末を 明輔 とい 
ふ。 され ど ニ 女 松 子を 除く 外、 總べて 早 
世せ しにょり、 姊の子 勝 津善之 允 兼亮の 
ニ 男 伊三郎を 養子と す。 

18 石 見 邇摩郡 大國村 要害の 守將に 山縣 
小七郎 あり、 吉川 家臣、 永祿 元年、 邑智郡 
日和 城主 寺本國 長と 戰ひ 死す (石 見 志〕。 
19 雜載 その他、 水 戶侯 史臣に 山縣源 
七、 又武藏 、大和 宇 智郡阪 合 部邑、 攝津、 
出 雲、 豐 前、 筑前 等に 存 す。 

山 方 ヤマ カタ-和名 抄 、下總 國埔生 郡に 
山 方 鄕を收 め、 又 出羽國 (羽 前) 最上 郡に 
山方鄕 (後世 山形) を擧げ 、また 山城に 山 
方庄 、その他、 常 陸、 美 濃、 岩 代、 備 前、 
備中 、安藝 等に 此の 地名 存 す。 猶ほ 前後 同 
稱參 照。 

I 淸和 源氏 仁 科 氏族 中 與系圖 に 「山 方* 
淸 和、 本國信 濃、 仁 科 式部少 輔信 重の 男 
伊 萁守義 重 •之を 稱 す」 と あり。 

2 藤 原 北 家 上 杉 氏族 新 編 常陸國 志に、 
「山 方 o 上 杉の 族な り。 美 濃國山 方より 


ヤマ カタ 


出づ 、鎌 倉 管領 上 杉 民 部 大輔鲈 顯の 子憲 
利は 助 八と 稱 す、 後 右馬助と なる。 始て 
濃 州 山 方を 領 す」 と。 又 佐 竹譜に 「山 方 能 
登 守 重泰の 女は 坂本監 物に 嫁す」 と 云 ふ。 

3 淸和 源氏 佐 竹 氏族 山 縣條第 十二 項を. 
見よ。 

4 桓武 平氏 千 葉 氏族 下總 山方鄕 より 起 
る。 千 葉系圖 、常 胤の 曾孫 行 胤 •遠山 形 
七郞 と稱 す。 

5 能 登 珠洲郡 山 方より 起り、 山方壘 (在 
若 山庄) に 據 る。 三 州 志に 「應 安二 年 十 
二月 廿 八日、 山 方六耶 左衞門 入道の 保て 
る 山 方 城を、 士ロ見 左 馬 助 .聽 向 ひて 攻め 
戰ひ 、同 晦日 城陷 る、、 と、 得 田 章 房 申 軍 
忠古狀 中に 見 ゅ。 六郞 左衞門 •何人な り 
や 無明」 と。 

6 安藝 山 縣條第 十五 項 以下を 見よ。 

7 雜载 伊豫に 西 園 寺 家に 山 方 衆 ぁリ。 

山形 ヤ マガ タ 岩 代、 陸奧 、羽 前 等に 此 

の 地名 存 す。  、 

1 淸和源 氏斯波 氏族 羽 前 最上 郡 (村 山 
郡) 山形より 起る。 最上 家の 事に して、 
餘目舊 記に 「山形 殿は 出 羽 守護に て 御座 
候」 と 載せ、 又 永 慶 軍記に 山形 修理 大夫 
滿定 、また 山 縣出羽 守義 光、 天 正 十八 家 
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康判 書に 山 方 出 羽 守 等 見 ゆ 最上、 天童％ 
上 山 等の 條參 照。 

2 豐前 京都 郡の 豪族に して、 永 享應仁 
の 頃、 山形 義明 ありと。 

3 雜载 その他、 有 馬 藩 重臣に 見え、 又 
京 極 殿 給 帳に 「三百 石 稻葉美 濃 守、 山形 
孫 太夫」 を 載せ， 又 秀康卿 給 帳に 「八 百 
石山 形 半左衞 門」 見 ゆ。 又 江 戶の菡 家に 
山形 長四郎 素眞 あリ 、坂 野屋平 五郞の 男 
文晁の 門 也。 又 丸に 三ッ 柏を 紋と する あ 

り。 又武藏 、伊勢、 志 摩、 備 前、 大隅 (高 
山人 山形 次郞 左衞 門、 山形 傳內〕 、出 雲、 

石 見、 攝津 等に 存す。 

山片 ヤマ カタ 播磨加 古川の 人山 片小右 
衞門芳 美 (子 蘭、 有躬) は大 坂升屋 平右衞 
門の 嗣とな る。 家業の 外、 學を 好み、 皤桃 
と號 す。 

[11 梶 ヤマカ チ武藏 等に 存 す。 

山 勝 ヤマ カツ 武鑑、 小 見 川 內田藩 側 用 

人に 見 ゆ。  ， 

山 角 ヤマ カド ヤマ カク ヤマ スミ 相 

摸* 播磨 等に 此の 地名 あり。 

1 藤 原 南家ェ 藤氏 族 相 摸 國足柄 郡 山 角 
邑 より 起る か C 一に 山城 山 角より 起る と 
云 ひ (次 條參 照)、 また 小 田 原 城下 篠原 (山 
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角〕 ょ 5 起る とも 云 ふ。 その 出自に 關し 
ては、 次 項の 如く 二階 堂 裔と云 ひ、 また 
「大道 寺 刑 部少 輔盛義 •山城 宇治 大道 寺邑 
に 住せし が、 伊勢 長 氏に 從ひて 東國に 下 
リ 、小 田 原 城下 山 角の 地に 居りて 家號と 
す。 その 男 伯耆勝 道、 その 長男 上野 吉 勝、 

ニ 男祀 伊定 勝 C 內記) 」 なりと。 

寬政 系譜に 次 項 「對 馬定澄 (伊勢 長 氏に 
從ひ 、關 東に 下る〕— 四 郞左衞 門 定吉丨 
四耶左 衞門定 利 (上野 介)、 弟 主 殿定次 (四 
郎左衞門、主殿助。その弟を紀伊定勝、 
その子を 次郞右 衞門盛 繁と云 ふ〕 丨牛太 
郞定吉 ( * 條氏 輝臣 、後家 康に 仕へ、 千 
五十石)— 藤 兵衞勝 成」 と。 

小 田 原 役 帳に 「山 角 刑 部 左衞門 •六十 一 
貫 文、 東 郡 富 塚 木 曾 分」 など 載せ、 又 山 

角 上野 介、 また 相 州 文書に 山 角紀伊 守、 相 
州兵亂 記に 山 角 四 郎左衞 門 尉、 また 小 田 
原 記に 山 角 遠 江、 北條 五代 記に 山 角 治 部 
少輔 、岩 槻城士 に 山 角 彥ニ郞 等、 此の 氏 • 
武相 兩國に 多く 見え、 又 武藏の 野 村 氏譜. 
に 「敦絜 親王より， 十六 代 六角 大腾 太夫 滿 
經のニ 男 野 村 左衞門 太夫 久 綱よ リ四 代の 
孫 •豐後 守高貞 •故 あつて 江 州を 去って 關 
東に 下り、 山 角 伊豫 守に 就いて 北 條氏康 
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が扶助を乞ひしに、永祿元年五月、高麗 
郡 上 我 野に 於いて 五十 貫の 地を 宛 行 はれ 
て使番 をつ とむ」 と。 

2 山城 家譜に n 一階 堂 遠 江 守 維 遠の 後 L % 
對馬守 守 澄 •宇治山 角邑に 住みて 氏と 
す」と云ふ。家紋九曜、輪違、藤 0 丸、 
山形。 又寬永 系圖に 藤' の 葉の 丸。 

また 山城 革 島 系圖に 山 角 勘友衞 門、 同 助 
大夫等 見 ゆ、 同族 か。 

3 雜载 徂徠 先生 親類 書に 山 角 文 右衞門 
を 載せ、 又 懸川太 田 藩 用人に 此の 氏 あり。 
又 石 見 流 茶人に 山 角四郞 左衞門 (有 竹 庵〕 
見 ゆ。 

山門 ヤマ カド ヤマト 條を見 ょ 0. サシ モ 
ン條に 詳か 也。 

山廉 ヤマ カド 

山河ヤ マ 力 ハ 次條に ，併せ 云へ り。 

山川 ヤマカハ'和名抄、出羽國(羽後〕平 
鹿 郡に 山川 鄕を收 む。 その他、 武藏 、上野、 
下野、 土 佐、 筑 後、 豐 後、 P 摩 等に 此の 地 
名 あり。 

1 山河 造 百濟 族に して、 神 護 景雲 元年 
紐に 「河内 國志紀 郡 人山 川 造 魚 足」 あり、 

連 姓を 賜 ふ。  ， 

2 山川 連 前項 氏の 後に して、 神 護 景雲 
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元年 七月 紀に 「河 內國 志紀郡 人 正 六 位 上 
山川 造 魚 足 等 九 人に、 姓を 山川 連と 賜 ふ」 
と 載せ、 姓氏 錄 、河内 諸蕃に 「山河 連。 
依羅 連と 同祖。 素禰 (一本 彌) 志 夜 麻 乃 
君の 後 也 J と 見えたり。 もと 本土よ 9 韓 
半島に 渡りし 人 か。 

3 . 秀鄕流 藤 原 姓 結 城 氏族 下總國 結 城 郡 
山川 邑 より 起る。 尊卑 分脈に 「結 城 上野 
介 朝 光— 重 光 (山河、 使、 五部、 左衞門 
尉) 丨重義 (使、 從五 下、 下總 守〕 丨貞重 
(使、 三郞 、左衞 門 尉)」 と 載せ、 また 結 
城 系 靨に 「重 光 •山川 三郎」 、\ 又 「山川 五 
1郎兵衞尉、 111 河」、及び「結城中務大輔滿- 
廣— 山河 民 部」 等 見 ゅ。 又 山川 系圖に 「結 
城 氏 朝 弟 山川 三郎 基義 、ニ 男景 胤、 男 成 
長 (重 長、 判官、 小山 小四郞 氏鄕 養子〕」 

と 0 

新 宿綾戶 城は 山川 重 光の 居所に して、 傳 
へて 慶長 末に 至る。 而 して 今 宿の 長德院 
(長 德中 創立、 寺 田 三十 石〕 に 山川 氏 累世 
の墳ぁ リ。 

氏人は 太平 記卷 十四に 山川 判官を 载せ、 

又 結 域戰場 物語に 「山河た けい も 云々 J 
又 山川 重 光の 裔は久 下條ニ 〇 一 西 頁、 及 
び ニ 〇一 三 頁を 見よ。 又 結 城 郡 上 山川 村 


詉訪明 神祠官 に 山川 氏、 飯 沼 恩 名 里 長に 
山川 氏 •見 ゆ。 

4 安房 房 總治亂 記に 「房 州ょり 丸の 城 
主 山川 豐前 守、 五 百 人を 率して 小濱に 押 
寄す」 と。 

5 武藏 北條分 國の 頃、 山川 淸九 郡は 都 
筑郡ヵ 島 村を 領 す。 

6 下野 大川兵 部 行 春の 男莊 五郎 勝 行は 
山川 丹 波と 稱し 小山 家に 從 ふ。 秀鄕流 藤 
原 姓、 大川戶 氏の 族 也。  ， 

7 參河設 樂郡恩 原 城 (恩 原 村) は、 山河 
淸兵衞 の 居城 也。 

8 源 姓 家紋 丸に 雪 根 篠 、山 文字。 江戶 
幕臣に て、 秀忠 家臣 市郞 兵衞直 敬ょり 系 
あり 0 

9 桓武平 氏 家傳に 「平 判官 康賴の 後胤 
にして、 はじめ 江戶 氏と 稱 せり」 と 云 ふ。 
家紋丸に山文字、粼の內波に臈ニ、三頭 
右 巴 d 山川 圖書忠 勝 養子 角 之 丞忠光 (紀州 
家臣 天 方 半 左衞門 通信 男〕 ょリ系 あり。 

10 藤 原 姓石龜 氏裔 藤十郞 貞久 ( 慶長) に 
至り、 山川に 改む 。家紋 三 頭 左 巴、 丸に 
三 引、 花 巴。 

11 岩 代會津 若松の 名 族に して 藩 重臣に 
見 ゆ。 殊 幕末、 山川 大藏梏 ( 與七郎 ) あ 
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り、 藩主を 助け、 明治、 少將 となり、 男 
爵を賜 ふ、 嗣子を 才 登と 云 ふ。 又 山 ^ 健 
次郞 は學 名高く、 帝國 大學總 長たり き。 
其の 他國 事に 功多く 男爵を 賜 ふ。 

12 加實石川郡富樫庄山川村ょリ起り、 
富 樫 政 親の 家老 山川 參河 守は 山川 城に 據 
る。 又 富 樫 記に 山河 亦次耶 等 見 ゆ。 

13 尾 張 海 部 郡の 名 族に して、 尹 良 親王 
隨從四 家の 一と 傳へ られ 、津 島の 人山 川 
民部少 輔重祐 •浪合 記、 信 濃 宮傳 等に 見 
ゆ。 後山 川 傳左衞 門 あり。 早 尾 村の 地頭 
たり 0 

14 丹 波 水上 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
「山川 舞 左衞門 •子孫 酒 梨 村。 赤 井 氏の 時、 
地 代官 也」 と。 

15 紀 伊那 貿郡 毛原鄕 朝日 寺 鐘銘に 「弘 
安八 年 乙 酉 二月 二十 ニ 日、 東大寺 鑄物師 
大工 山川 助 永」 と 0 . 

16 土 佐 香 美 郡 山川 邑 ょり 起る、 物 部、 
末 延條參 照。 一條 國司 に屬 し、 後長 曾 我 
部 氏に 降 リ、 長 曾 我 部 若手 家老に 山川 五 

郎左衞 門 •見 ゆ。 

17 雜載 その他、 芝 村 織 田 藩 用人、 宮津 
松 平 藩 番頭、 宗藩 用人、 丸 岡 方 馬 藩 用人。 
高 田 榊 原 藩 重臣、 小濱酒 井藩附 A 等に 見 
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え (武鑑〕、 田 中 家臣 知行 割 帳に 「百 五十 
石山 川惣 右衞 門、 三百 石山 川七郞 左衞門 
百 石山 川 兵 太夫」 等 あり。 

又 伊勢神宮 社家に 見え、 又大村 藩に 山川 
氏 あり、 吉川 氏ょり 分る。 又 堀 尾 山 域 守 
給 帳に 「百 七 拾 石山 川 助太郞 、百 五 拾 石 
山川 竹 之 助」 等を 擧ぐ 。その他 •磐 城、 
上野、 信 濃、 相 摸、 伊豆、 駿 河、 遠 江、 
美 濃、 伊勢、 志 摩、 攝津 、肥 前 等に 存 す。 
山上 ヤマガ ミ ヤマ メカ ミ ヤマノ へ 
和名 抄 、下總 國匝嵯 郡に 山上 鄕を 載せ、 次 
に下野國鹽屋郡に山上鄕を收め、次に加茛 
國能美 郡に 山上 鄕を载 せ、 也 萬 加 美と あり。 
その他、 攝津 、常 陸、 近扛 、上野、 磐 城、 
岩 代、 羽 前 等に 此の 地名 あ yQ 
V 山上臣'又山於に作る、ャマノへ也0 
春 日 氏 C 族に して、 大寶 元年紀 に 山 於 億 
良と 見 ゆるは、 有名なる 歌人 憶 良 也 〇 此 
の 人、 和 銅 七 年紀に 山上 臣億 良と 載せた 
り。 その 間にて 臣 姓を 賜 ひし か。 此の 氏、 
後に 朝臣 姓を 賜 ふ。 

2 山上 朝臣 前項 氏の 後に して、 神護景 
雲 ニ 年 六月祀 に 「右京 人從 五位 上 山上 臣 
船主 等 十 人に、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 と 見え、 
姓氏 錄 、右京 皇別に 「山上 朝臣。 同氏 (粟 
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田 朝臣と〕。 日本 紀と 合す」 と 載せた 00 

3 攝津 西 成 郡 大和 田 村の 名 族に 在り、 
文明 年中、 山上 與ー 右衞 門は 本願 寺 蓮 如 
に 歸 依し、 安養寺を 立つ。 又豐島 郡の 人 
山上 甚左衞 門， も 蓮 如の 徒弟と なり、 明應 
九 年 山の 上 村專敬 寺を 創立す。' 

4 河内 丹 比 郡狹山 藩士に 在リ て、 寳曆 
年間、 山上 鄕助 (名容 重、 字 愚 鄕) は、 
その 十 年 八月 十一 日、 老職 井出 權左衞 門 
の 苛酷の 政治を 怒りて、 之を 刺殺す。 

5 肥 後 鉋 田 郡嶽の 豪族 ノ 天文の 比、 山 
上 三 名字と て、 牛 島、 內 田、 田 尻の 三 氏 
ぁり、 各條に 詳か 也。 

6 丹 波多紀 郡 中 村 城 (福 井中 村〕 は 山上 
氏の 居城 也。 こは 秀鄕流 藤 原 姓に 上て 上 
野國 ょり 來る (第 十項參 照〕。 太平 記薩埵 
山 合 戰條に 「上野 國 住人 大胡 山上の 一族 
共」 と。 「左衞 門尉秀 本— 助 之亟秀 勝弟秀 
家 (喜 兵衞 )— 秀里 (孫 太夫) 丨秀宗 C 七 右 
衞門〕 i 等* 系圖に 見 ゅ。 猶山 田條參 照。 

7 IE 妊 山城 石淸 水祠官 系圖に 「(常 磐) 
賴淸— 光清— 任 淸丨支 淸 —隆淸 (山上3| 
隆詮 C 山上)」 及び、 光淸の 弟 「慈 淸丨範 
淸丨覺 應 C 山上：}」 など 載せたり。 

8 近 江甲貿 五十 三 氏の 1 IC- 見え、 蒲 生 
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氏鄕家臣に山上彌七1郎、また山上彌左衞 
門 等 ぁり。 

9 淸和 源氏 高屋 氏族 近 江發祥 か。 尊卑 
分脈に 「實季 (山 田 彌ニ郎 〕— 梅林 七郞景 
綱— 實綱 (山上 七郎 ニ郞〕 —實光 (山上 又 
ニ郞 )」 と载 せ、 中興 系圖に 「山上 •淸和 、 
山 田實賢 末、 七 郎次郞 實綱 •之を 稱 す」 と 
ぁり 0 

10 秀鄕流 藤 原 姓 上野 國勢多 郡 山上 邑ょ 
り 起る。 一に 下野 國鹽屋 郡 山上 鄕 ょり 起 

ると も 云 ふ。 尊卑 分脈に 「足 利 孫太郞 家 
網— 高 綱 (山上 三郎 、一本に 五郎〕— 高 光 
(山上 太郞〕 丨時光 (山上 四郎) 」 と载せ 、 
また 佐 野 系圖に 「湖 名大 夫 兼行 丨足利 ニ 
郞大夫 成 行— 家 綱、 弟 高 綱 (山上 五郎、 
一書に、 家 網の 5丨 高 光 (同 太耶 〕」 と 見 
え、 又 足 利 系圖に 「家 綱 (足 利 八 郞大 夫、 
左 馬 助、 又 安蘇 大 夫と 號す •實は 成 行の 
ニ男〕—隆絹(山上五郞〕」と云ひ、中興系 
圖に 「山上 •藤 姓、 本國 下野、 モン 丸に 橫木 
瓜、 足 利 孫太郎 家 綱 男 五郎 家 網 •之を 稱 

す」 と。 又 「山上 •五耶 高 網 •之を 稱す J 
と あり 0 

氏人は 平家物語、 源平 盛衰 記、 曾 我物 語 
等に 此，： 氏の 事旯 え、 東鏗卷 十五、 四十 
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1に山上太郞高光、四十ー、四十五に山 
上彌四 郞秀 盛、 また 同四郎 時 元 等を 載せ、 
下って 博 多 日記に 山上 太郎 跡、 太平 記卷 
十四、 義貞 A 從ふ士 に 山上 六郎 左衞 門、 
また「山上六郞左衞門とて、黨を結びた 
る婧 兵の 射手 十六 人 ぁり。 一樣に 笠符を 
付けて、 進む にも 同じく 進み、 又 引く 時 
も 共に 引ける 間、 性の 人 •此を 十六 騎が 
黨とぞ 申しけ る」 と。 

また 卷 三十、 觀應 三年 薩埵山 合戰に 見え 
「山上は 上野 國の 住人 大胡 、山上の 一族」 
と。 大胡條 を 見ょ。 下って 宗長が 東路の 
苞 に 「佐 野の 館に 五日 ばかり 有りて 會ぁ 
り、 宿の 主人 山上 筑前守 •興行」 と。 戰 
國の 頃、 上 州 八 家 東 郡 四 家の 一た P。 
その 居城は 山上 城に して、 東鑑 、治 承 五 
年閏 二月に 「足 利 又 太 郎忠網 •義廣 (志 
田 先生) に 同意す と雖 も、 先非を 悔み、 
後 勘を 恥 ぢて潜 かに 上野 國 山上 鄕の龍 奥 
に 籠り、 郞從桐 生六郞 の 許に 數月 蟄居」 
と 見 ゆる 地に して、 上野 國志に 「足 利 太 
郎俊 網 ^ 弟 五郎 高 網 •此に 居り、 其の 子 
山上 太郞高 光也。 永祿の 比に 至り、. 山上 
藤七郎 氏秀 •小 田 原の 爲に 落城し、 入道 
して 道 及と 云 ふ。 馬術の 達人と す」 と。 


又 山上 入道 宗久 S K' 城と 見ぇ、 又 古 ^ 錄 
に 「弘治 元年、* 條氏康 •猪 俣 能 登 守 則 
直を 以 つて 山上 城を 攻めし む。 山上 藤 七 
郞氏秀 は、 强 梁の 若武者に て、 能く 防ぎ 戰 
ひて、 切り抜けて 行方 知れず 落 失せた U」 
と载せ、又北越軍記に「永祿十ニ年、謙 
信 公 •上 州へ 打 入り、 山上 藤九郞 、.朝 原 式， 
部が 籠り 候 山上の 城を 攻 落す」 と。 

11 同上 御嶽 氏族 家譜に. 「先祖は 陸 奥 守 
秀衡の 後 也」 と 載せ、 「御嶽 五 郞犮 衞門秀 

定丨 右京 助定 重— 修理 大夫義 淸丨治 部少 
輔淸忠 —但馬 守通狻 — 淸五郞 盛 定—美 濃 
守 後 時— 新 六 郞定 久—塬 左 衞門重 狻丨參 
河 守 定秀丨 新左衞 門盛吉 、弟 兵 庫 義定丨 
藏人秀 信 (以上 奥州 住、 この 時、 相 州 小 
田 原に 移る〕 丨五郞 左衞門 吉定丨 長兵衞 
忠勝 (庶兄 山上 三右衞 .門 忠次に 養 はれ、 
山上 氏を 稱す〕 — 五郎 左 衞門吉 勝」 と。 家 
紋九曜 、丸に 三文 字。 

12 相 摸 前項 參 照" 又 二宮 系圖に 「藤 原 
忠光 •建 長 四 年、 宗尊 親王に 供奉して 鎌 
倉に 下向し、 上野 國山 上を 賜は り、 四 代 
治部介忠勝に至リ、觀應中、足利直義謀 
叛の時 功 あリ 、二宮 村を 賜 ふ J と。 ニ 営 
條を 見よ 0 


13 下野 東路 の苞に 山上筑 前 守 •見え、 

> 又 天 正中、 山上 美 濃 あり。 

14 武總 北條 家臣に 山上 鄕 右衛門 尉 あ 
P、 軍兵 七 八 千を 率 ゐて忍 城を 救 ふ。 又 
小金 本土 寺 過去帳に 「山上 江 右衞門 •萬 
治 三十 月」 見 ゆ。 

15 藤 原 庶流 江戶 幕臣に して、 家紋 下 藤。 
寬政系譜に山上治兵衞秀任(寬永幕臣)ょ 
り 系 あり。 

16 利 仁 流 藤 原 姓 加 實國能 美 郡 山上 鄕ょ 
り 起る。 尊卑 分脈に 「林 六郎 光明の 子 光 
隆 (山上 六郎〕 —忠光 (彌六 左衞門 尉〕— 朝 
忠 (右 衞門 尉)」 と 見え、 地理 志 料に 「寬 
正 ニ 年 富 樫 文書に 山上 莊を石 淸水営 に 寄 
すと 載せ、 林 系圖に 光明の 子 光隆 •山上 
莊に 居り、 因りて 山上 氏と 稱 す。 子孫 傳 
領 J と。 又 三 州 志に 『山上 鄕は今 j ハ十餘 
村に 及ぶ。 中世 林六郞 光明の 子 山上 六郎 
光隆、 其の 子 彌六左 衞門忠 光な ど あり」 
と 云 ひ、 中興 系圖に 「山上 •藤 姓、 本國加 
貿 、林 六郞 光明 男 六部 光隆 •之を 稱 す」 

と 0 

17 安藝の 山上 氏 竹 原、 後藤、 小 早 川 等 
の條 ’參 照。 

18 字 佐 公姓豐 前の 豪族に して、 安心院 


氏ょ U 分る。 系圇に 「公泰 ( 宇佐 大宮司〕 丨 
公康 (同上)— 公宣— 公弘— 公基— 公 重— 
公定— 公正— 千代 松 丸— 公 胤 丨公宗 (市 
頭 •改姓 山上)— 公保 (目 代、 市 正〕 丨公貞 
(市 頭、 目 代〕— 公 長 (同上) 丨公常 (同上〕 
丨公彌 (同上〕— 公 親 (同上〕— 公 宗」 と 0 
その 文書に 「安心院 市の 事、 從 前の 日限 
相 遠な く、 來月朔 日 申觸れ 立てら るべき 
事 肝要に 候。 存知の 爲 、恐々 謹言。 富來作 
右衞門 尉鎭泰 (花〕、 田吹與 三左衞 門鎭景 
(花〕。 山上 壹岐 殿、 大橋 右近 殿」 と。 公 
保 (宗 S 以来 代々 想 兵 衞と稱 す (宇佐 
史談)。 

19 雜载 その他、 鶴 牧水野 藩 用人、 狭 山 北 
條藩 用人、 磐 城 平安 藤 藩 用人 等に 見え、 
又秀康鄕給帳に「三百石仙上甚左衞門」、 
堀 尾 山 域 守 給 帳に 「百 石山 上 勝 左衞門 j 
等を 載せ •又 津山藩 分限 帳に 「十 人 扶持、 
針醫 家業 山上 道 庵」 を擧 ぐ。 その他、 越 
後、 信 濃 、山 城、 河内、 播磨 、備 前、 陸 奥 
等に 存 し、 又 利 休 門 茶人に 山上 宗ニ瓢 庵 
あり。 又 矢 澤條に 羽 州 山上 佐 渡 守 見 ゆ。 

山 神 ヤ マガ ミ前條 氏に 同じ。 

八牧 ヤ マキ 和名 抄 、伊豆！！ 田 方 郡に 八 

邦鄕 あり、 八牧の 誤 かと 云 ふ。 八牧邑 は 後 
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ヤマキ 


の 韮 山 町に して、 三 島 文書には 山 木鄕に 作 
る。 源平 合戰の 際、 平兼隆 •この 地に 在り 
て八牧 判官と 呼ばる。 

東鑑卷 一、 治 承 四 年 八月 四日 條に 「散 位 平 
兼隆 (前廷 尉、 號山木 判官〕 は 伊豆 國 流人 
也。 父 和 泉 守 信 兼の 訴に 依り、 當國 山木鄕 
に 配せられ、 漸く 年 序を 歷 るの 後、 平相國 
禪閤の 權を假 り、 威を 郡鄕に 耀 す、 是れ本 
自ら 平家 J 流の 氏族た るに 依る 也」 と、 賴 
朝に 討たる。 又 盛衰 記に 「平信 兼の 子 伊豆 
目 代八牧 判官 兼隆」 と 見え、 承 久記卷 I に 
は 山 木の 判官、 又 盛衰 記、 元曆 元年に 「和 
泉 守 平信 兼が 城郭 伊勢 國瀧 野」 見 ゆ。 その 
他、 タヒラ、 タキノ、 力 トウ 等の 條を 見よ。 
又 尊卑 分脈には 山 本に 作る、 ヤマ モト 條參 
照。 

山 木 ヤマキ 伊豆、 常 陸 等に 此の 地名 存 
す。 

1 桓武 平氏 東鑑に 山 木 (本〕 判官 兼隆、 
前條に 云. へり。 

2 紀姓寬 永 系圖に は 平氏と す。 家 記に 
「先祖よ 9 代々 若狹に 住す。 家紋 丸に 釘 
拔、丸に劎鳩酸草」と。千右衞門勝道(勝 
正) •遠 州 濱松 にて 家康に 仕へ、 三百 石を 
賜 ひ、 後 四百 石を 頜す。 ，. 


ヤマキ —— ヤマ キシ 

3 淸和 源氏 山 本の 誤 か。 

4 室町 幕臣 常 德院江 州 動 座 着 到に 「東 
山 殿樣祗 候人數 •山 木 中務丞 J を收 む。 
5 關東 第一 項參 照。 また 伊豆 修禪寺 奥 
院 正覺院 は、 弘治 中、 小 田 原 殿の 一族 山 
木 夫人の 再建と 云 ふ。 又 里 見 家臣に 山 木 
淸兵衞 あり。 

6 雜載 その他、 關長門 守 給 帳に 「山 木久 
.左衞 門 (三十 石〕」 を载せ 、又 阿波の 儒者 
に 山 木 眉 山 (善 太 積善) あり。 又武藏 、岩 
代、 磐 城 等に 存 す。 

八卷 ヤマキ 前 ニ條參 照。 

1 淸和 源氏 佐 竹 氏族 甲斐 國巨摩 郡の 豪 
族に して、 江 草 村八卷 ょり 起る。 津金衆 
の 一也。 家紋 丸の 内に 笹雀 、庶流は 三ツ 
笹。 ツガネ 、サタ ヶ 等の 條參 照。 

2 藤 原 姓 此の 氏 一に 藤 原 姓と 云 ふ。 

3 雜载岩 代 國岩瀨 郡、 武藏 、三 河、 尾 
張 等に も存 す。 

野卷 ヤマキ 小 野 姓、 橫山八 郞義 兼の 男 
盛 兼は 野 卷大 夫と 云 ふ、 七 黨 系圖に 見 ゆ。 
rn ヤマ 、海老 名、 ノ マキ 等の 條を 見ょ。 

山來 ヤマキ 前 數條參 照。 

山 岸 ヤマ ギシ 陸 中、 越 前、 越後 等に 此 
の 地名 あり。 
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1 藤 原 南家エ 藤氏 族 狩 野 家 次の 裔家浚 
を祖とすと云 ^ 。 

2 加賀 前項 氏は 當國發 祥と云 ふ。 此の 
地方 此の 氏 多く、 加 賀藩給 帳に も 「參百 
五 拾 石 (蔦) 山 岸 三十 郎、 贰百石 (丸內 
ッタ〕山岸七郞兵衞、百石(同〕山岸錠 
之 助、 百 石 (同〕 山 岸 儀 平、 百 五 拾 石 (同〕 
山 岸 淳左衞 門、 八十 石 (井桁〕 山 岸 九 兵衞」 
等を 載せた リ。 

3 越 前の 山 岸 氏 坂 井 郡 山岸邑 より 起 
る。 第一 項 氏に 同じき か。 太平 記卷 十九 
に 山 岸 新 左衞門 ぁり。 曆應九 年、 畑 六郎 
左 衞門時 能の 招きに よって、 敷地 伊豆守* 
上 木 平 九 郎等と、 越 前 細 呂木邊 に 保障を 
築きて、 津葉淸 文を 攻めて 津葉堡 を 拔く 
事 見 ゅ。 

4 小 野 姓 越後 國蒲原 郡 山 岸邑 より 起る 
か。 桔梗 山城 (泉 村〕 は 彌彥庄 司の' 宅趾 
にして、 庄 司は 山 岸 氏と 號す 、営 内と 云 ふ 
人 ぁり。 又 三 島 郡 (刈 羽 郡〕 石 地驛営 浦 山 
岸 家系 鼠に 據れ ば、 春 日 姓に して* 「中 
古 祖小野 行 氏 (後 宇多院の 頃、 御島 ニ 田 
社宮浦 地頭〕— 嫡氏定 十二 代の 後胤、 初 
代 山 岸 權守氏 里より 出づ」 と 見 ゅ。 其の 
子 氏 成 也。 


又 魚 沼 郡 野 際 城 (城内 村田崎 〕 は、 貞治 
年中 •上 杉憲顯 •其の 將山岸 新 將監 をし 
て當 城に 居らし むと 見え* 又 長 尾 系圖、 
謙 信 御 分 城 持大將 衆に 「山 岸 宮內少 」、 ま 
た 景勝 家中 侍に 山 岸中務 等を 載せ、 又 山 
岸宮內 あり、 沼垂郡 新發田 城主たり き。 

5 陸 前名 取 郡 富澤邑 主に 山 岸 肥 前宗成 
あり (世 次考) 、その 男を 修理 勝 定と云 ふ。 
愛子 邑詉訪 社慶長 三年 棟 札に 山 岸 修理 
助 •見 ゆ。 

6 信 濃 伊那 武鑑に 「高遠 城 家 士山岸 太 
耶右衞 門 •十二 貫 文」 と。 エ藤 氏の 族と 
云 ふ、 第一 項參 照。 

7 雜载 その他、 戰國の 頃、 美 濃の 豪族 
に 山 岸滿賴 、また 山 岸 勘 解 由左衞 門尉貞 
秀 あり、 光秀の 將 也。 伊賀上 野の 俳人に 山 
岸 重 左 ^ 門半殘 (藤 堂 家臣〕、 その 甥 同 半 
六 東來等 あり。 又 ^ 勢、 志 摩 •山城、 攝 
津 、美 濃、 武藏 等に 存 す。 

山 北 ヤマ キタ 和名 抄、 筑後國 生 葉 郡に 

山北鄕 を收 め、 その他、 相 摸、 美 作、 讚岐、 

肥 後 等に 此の 地名 存 す。 

1 大蔵 姓 筑後國 生 葉 郡 山 * 鄕 より 起 
る。 山 北 村貿茂 神社 緣起に 「正 平 元年 觀 
請。 領主 三毛 入. 野 命の 後胤 山 北 四 郎大藏 


永 高 •山 北 村 八十 町の 內 、十二 町を 裂き 
て神頜 として 寄附す」 と 見 ゆ。 その 寄附 
状 •社 司熊懷 氏に 傳 ふとぞ 。山 北 氏は 小 
鹽村城 (笹隈 ) に 據 り、 領主 附に 鬥戶の 
士 として 山 北 氏を 收 め、 五條 家 文書に 「三 
井 郡 河北 莊の內 云々、 山 北 殿」 と 見 ゆ 0 
2 藤 姓 相 良 氏族 肥 後 國玉名 郡 山 北 oa； 一ょ 
り 起る。 九州 記に 「相 良 周賴四 世の 孫 • 
庄司四 郞賴景 •建久 九年鎭 西に 下向す。 
其. の 子 三人、 嫡男 三郞長 賴は球 摩の 城に 
住み、 ニ 男四郞 家賴は 山 鹿の 郡に 在りて、 
內田の 四 郞と云 ひ、 三男 五郞賴 平は 玉 名 
の 郡に 在りて、 山 北の 左衞 門と 云 ふ」 と 
載せ、 相 良 系圖に r 賴景 —賴平 (山* 五 
郞左衞 門、 玉 名 郡 山 北に 住む、 法名 淨 信」 
と見え、またーに「內田四郞家賴—山北 
賴 平」 と。 又 中興 系圖に 「山* •藤 姓-相 
良 三部 長賴 三代 五郎 賴平 •之を 稱 す」 と。 
事蹟 通考に 『山 北 五郎 友 衞門賴 平は、 延 
應 元年 三月に 一 寺を 山 北に 建て X、 大護 
山 眞言 院西 安寺と 號す (寺 記〕。 此の 寺 
に 菊 池 義 治の 書 四 通、 大 友義 鑑、 義鎭、 
內古 閑鎭房 等の 書狀 あり。 又賴 平が 正嘉 
元年 四 至界膀 示の 書 あり。 又享祿 三年、 那 
智と境 論の 時の 留書 あリ 。西 安寺 塔 石の 


銘には 「造 立し 奉る 五輪 卒都婆 一基、 正 
嘉 元年 丁 巳 八月 日、 當寺大 檀那 遠 江國住 
人相 良 五郎左衛門 入道 淨 信」 と。 又 古 墓 
銘には 「洛陽 六波羅 住人 諸 岡 三部 左衞門 
人道 沙 彌定智 、嘉元 ニ 年 甲 辰 七月 九日 酉 
刻 入滅」 云々』 と。 

その他、 嘉吉 三年 持 朝 侍 帳に 山 北對馬 
守 邦續 、文明 十三 年 菊 池 氏 興行 連歌に 山 
* 對馬 守邦續 、永 正 元年 政 隆侍帳 に 山 北 
掃 部助景 直、 同 ニ 年の 連署 等に も 見 ゆ。 
又德川 時代、 人 吉相 良 藩 用人に あリ。 

3 薩摩鹿 兒島郡 荒 田莊の 地頭に して、 
東鑑卷 十八、 元久 元年 條に 「荒 田莊 地頭 
山 北六郞 種賴 J を擧 ぐ。 北 村、 桑幡 等の 
條を 見ょ。 

4 出 羽 セン ボタ 條參 照。 昔時、 山 北に 
七黨 あり、 其の 旗頭を 山 北 左衞門 九郞吉 
定と云 ふ、 承 平 元年 卒す。、； れ三綸 明 神 
の 化身に して、 今 杉の 宮明 神と ^ めら る 
(永 慶 軍記)。 その他、 淸 原條參 照。 

5 近 江 甲質廿 一家に 山 北 九 家 あり。 甲 
賢條 に詳か 也。 

山際 ヤ マキ ハ 越後、 武藏 、伊勢、 志 摩 

等に 存 す。 

山 極 ヤマキ メ武藏 、信 濃 等に 存 す。 
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山桐ヤ マ キリ 

山 ロ ヤマグ チ 和名 抄 、尾 張 國山田 郡に 

山 ロ 鄕を收 め、 國帳に •「従三位 山 ロ 神社」 
見ゆ。後に山ロ邑殘る。次に遠江國佐野郡 
に 山ロ鄕 を收 めて 也萬久 知と 訓 ず、 式內己 
等 乃 麻 知 社は 本國 一宮と 稱 し、 山 ロ 八幡と 
呼ばる。 次に 上總 國山邊 郡に 山ロ鄕 、次に 
飛驛國 大野 郡に 山 ロ鄕 を收 め、 也末久 知と 
訓ず。欠に但馬國朝來郡に山ロ鄕、また也 
末久 知と 註す、 東 鏗壽永 三年 條に 「池 大納 
言頜但 馬 山 ロ莊」 と 云 ふ' もの 之れ 也。 次に 
出雲國 島根 郡に 山ロ鄕 、風土記に も 見 ゆ。 
次に 伊豫 阈宇摩 郡に 山ロ鄕 を收 め、 也萬久 
知と 註し、 次に 筑前 國那珂 郡に 山ロ鄕 あり 
.て、 也萬久 知と 註す。 又攝 律 ^ 馬 郡 •及び 
但 馬、 美 濃に 山ロ庄 、その他、 山城、 甲斐、 
相 摸、 武藏 、下總 、美 濃、 岩 代、 陸 中、 陸 
奧 、羽 前、 越後、 備 中、 周 防、 紀伊 、豐 前、 肥 
前 等に 此 地名 存 す。 其 他、 猶ほ多 かるべし。 
1 山 ロ 臣武內 宿 禰の裔 、波 多 氏の 族に 
して、 河内 國志紀 郡の 豪族 也。 神 護 景雲 
年間、 朝臣 姓を 賜 ふ。 

2 漢山ロ 直 坂 上 氏の 族に して > f ^紀 
に 「漢山 ロ 直 大口」 なる 者 見 ゆ。 後 忌 寸 
を 賜 ふ。 爾波 伎の 後 也。  . 
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3 山 ロ 費 前項 氏に 同じ。 法隆寺 良訓補 
忘 集 四天王 光銘に 「山 ロ 大口 費」 と ある 
は 前項 大口に 同じ。 

4 山 ロ 思 寸 第二 項 山 ロ 直の 後に して • 
氏人の 内、 宗家は 延曆四 年に 宿 彌を賜 ひ、 
又 一族の 內 、弘仁 三年に 宿 漏 姓を 賜へ る 
者、 承 和 六 年に 內藏 朝臣 •同 十 同年に 山 

.ロ 朝臣を 賜へ る 者 等 多し。 

5 ■尾 張の 山 ロ 思 寸前 項 氏の 族に して、 
類聚 ■國史 、卷 五十 四、 人 部に 「天 長 九 年 
云々、 尾張國 言上す、 海 部 郡の 人 •山 ロ 思 
寸目 刀自 賣に 、正 税稻 三百 束を 給す、 三 
男を 生めば 也」 と 見えたり。 

6 文 山 ロ 忌 寸前 ニ 項 氏と 同族に て、 坂 
上 系圖に 「爾波 伎 直。 姓氏 錄 K 日 ふ、 弟 
腹*爾波伎は、是れ山ロ宿福、文山ロ恝 
寸 、云々 等、 八 姓の 祖 也」 と 載す。 

7 山 ロ 伊美 吉 第二 項 氏と 同族に して、 
文武 紀四年 六月 條に 「山 ロ 伊美 伎 大麻 呂 J 
を载 せ、 また 天 安元 年 四月 紀に 「山 ロ 忌 
寸 、云々、 思 寸を 改めて、 伊美 吉の姓 
を 賜 ふ」 と 見え、 また 貞觀六 年 正月 紀に 
「散 位從 五位 下山 ロ 伊美 吉西成 卒す。 西 成 
は 右京の 人 也」 と 見 ゆ。 

8 山 ロ宿禰 山 ロ 忌 寸の 後に して、 坂 上 
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系圖引 姓氏 錄に 「爾波 伎 •是れ 山 ロ 宿 禰、 
云々 等、 八 姓の 祖 也」 と 見え、 延曆四 
年 六月 祀に 「山 ロ 等 思 寸 •十 姓 一十 六 人 
に、 宿 福を 賜 ふ」 と 載せ、 また 弘仁 三年 
六月 紀に 「右京 人 正 六 位 上 山 ロ 思 寸諸 足、 
云々等に、姓を宿彌と賜ふ」など見ゆ 0 
姓氏 錄は 右京 諸蕃に 收め 「山 ロ宿騸 。同 
四 世 孫都黃 直の 後 也」 と载 せた 9。 

9 山 ロ 朝臣 第一 項 山 ロ臣の 後に して、 
神護景雲元年九月紀に「河內國志紀郡人 
正 六 位 上 山 ロ 臣犬養 等 三人に、 姓を 山 ロ 
朝苗と賜ふ」と見ゅるを起原とす。姓氏 
錄、河內皇別に收め、「山ロ朝臣。道守朝 
臣と 同祖、 武內宿 漏の 後 也、 續 日本紀 と 
合す」 と 云 ひ、 また 大同 類聚 方 五十一に 
「河 內國石 川 郡 大國山 ロ 朝臣 束 雄」 など 見 
ゅ。 

10 直流の 山 ロ 朝臣 前項とは 別にて、 山 
ロ 思 寸の後 也。 承 和 十四 年 関 三月 紀に 「右 
京人 右少 史從六 位下 山 ロ 忌 寸豊 道、 薩摩 
目大初 位下 山 ロ 思 寸奥 道、 散 位 從八位 上 

山 ロ 忌 寸貞 道、 婦人 山 ロ 忌 寸周 子、 恒子 
等 五 人、 並に 思 寸を 改めて、 朝臣を 賜 ふ 
焉 。豐道 等は 後漢靈 帝の 曾孫 阿知 王の 苗 
裔 也」 と 載せたり。 


n 文 山 ロ 朝臣 大和 高 市 郡の 著 姓に て、 
前項氏に同じ。寶龜三年四月紀に「高市 
郡 内は 云々、 神 護 元年、 外 正 七 位 上文 山 
ロ 思 寸 公麻呂を 以っ て、 大領に 任ず」 と 
あるは 此の 氏人 也-檜 前、 坂 上 條參照 0 

12 無 尸の 山 ロ 氏 山 ロ 朝臣の 後 也。 十八 
代 集 作者 部類に 此の 氏人 見 ゆ。 

, 13 無 尸の 文 山 ロ 氏 正 倉院 天平 勝 寶七年 
文書に 此の 氏人 見 ゆ。 文 山 ロ 朝臣の 族 也。， 
14 河内の 山 ロ 氏 第一、 汍 、十二 等の 諸 
項參 照" 下って 延 元の 頃、 桶 家に 從ひて 
勤王せ し士に 山 ロ 彥三郞 •見え、 また 永 
祿ニ年 交野 郡 侍 連名 帳に 「藤 坂 村 山 ロ 越 
前 入道 胤 光、 芝 村 山 ロ 違 江 守 盛 村」 を载 
せ、 又 讚 良 郡 津梓 神社の 舊 神職に 在り。 

15 平 姓 山城 國葛野 郡 下山 田 村ょり 起 

る。 山ロ甚 介秀景 CO 男玄 蕃允奈 永 •秀 吉、 
秀秋 等に 仕へ、 初め 江 州に 居り (第二 十 
五 項參 照) 遂に！！ 前 北莊の 城主と なり、 
襃長ニ 年、 加貿 大聖 寺に 移る。 七 萬 石、 
一に 五 萬 三千 石と 云 ふ。 關ヶ原 役、 西 軍 
に 黨 し、 前 田 氏の 兵と 戰ふ。 宗永 長男 右京 
亮脩弘 、家臣 山 ロ典弘 等よ く鬪ひ しも、 敗 
れて 父子 共に 死し (第 四十 七 項を 見よ)、 
乂男左 馬 允弘 定 •後 大阪 域に 入リ 、木 村 
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重成の女を娶り、若江に戰死すと簿ふ。 

一族 江戶 幕臣に 在り、 寬政 系譜に 「山 ロ 

甚助長 政 •信 長に 仕へ、 宇治田原 城に 住 

す。 その 男 藤 左衞門 光廣 (實は 多羅 尾 光 

後の 三男〕— 左 平 太 光正」 と 子孫 七 百 石。 

家紋 牡丹 花、 槍 扇子の 內鷹 羽。 

16 山城 前項、 及び 第 十八 項等參 照。 その 

他 多し。 又 山 ロ 庄次郞 、山 ロ 久助等 あリ、 

革島條 一六 四 四 頁を 見ょ。 又 第 六十 五 項 

參照 j 又 伏 見 銀座 頭 人に 山 ロ屋作 右衞門 
あり 0 

17 攝津能 勢 郡 鳥 坂 城 C 野 間口) は 山 ロ 
氏の 居城に して、 大永 元年、 城主 山 ロ 左 
近の 臣稻 葉忠 右衞門 •淨福 寺を 建立す と 
云 ふ。 又豐島 郡 北 刀 根 山村の 山 ロ 與左衞 
門は 元 和 九 年、 正 安寺を 再建す。 又 八 部 
郡城ヶ 口村、 同 熊內村 等に 見え、 又 浪華 
に 多く、 儒者に 剛齋 C 五十 四項參 照)、 畫 
‘家に 山 ロ 蘭 石、 俳人に 山 口藤 助 常庸 (瑞 
馬〕、 又 素封家に 山 ロ吉郞 兵衞 あり 
18 鴨 姓 下 鴨 社の 社家に して、 鴨 縣主姓 
也。 又 山 ロ 行 厚 (居 顯) は 書道に 妙を 得、 
甲裴 守、 書 博士たり。 

19 伊 賈名張 郡 中 村の 豪族、 その 祖中村 
八郞は 新田 義貞 に屬 し、 一に 名 張八郎 と 
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も云ふ .0 

20 伊勢 朝 明 郡の 豪族に して、 茂 福 城主 
に 山 ロ次郞 四郎 あり、 茂 福、 羽津 、赤 堀 等 
の條參照。羽律家とは緣者にて、元龜三年 
六月 羽津 右京 助を 殺す。 又 第廿五 項參 照。 
21 驼木田 姓內宮 :f'h : 家 也'  • 

22 淸和源 氏 三 上 氏族 近 江の 豪族に して 
兰上系圖に「三上新大夫盛實—盛網(上 
谷、 時 威〕 丨盛員 (上 藤 太〕— 助 盛 r 山 ロニ 
郞〕 丨信實 (七 郎 t 郎 、養子)」 と 見 ゆ。 

23 佐々 木 氏族 賴 定を祖 すと ぞ。 

24 藤 原 姓 多羅 尾 氏族 これ も 近 江の 名 族 
也。 家紋 牡丹 花。 第 十五 項參 照"  , 

25 近 江上 三 項參照 U 而 して 栗太郡 淀 村 
城 (淀 村) は、 字を 城 山と 呼び、 往古、 有 
馬主 蕃頭が 居城の 地な 9 と傳 ふれ ど、 興 
地 志 略には 「非な り、 山 ロ支蕃 頭なる ベ 
•し」 と。 第 十五 項參 照'  又 甲貿郡 水口の 
即翁了 心 居士 碑に 「山 ロ 志 兵衞重 成は 勢 
州 人 也 ◊本姓 住 山 氏、 幼名 盛 治、 三左衞 
門と 號す 。其の 父は 甚左衞 門吉久 、飛驊 
守 蒲 生氏鄕 に 仕へ て、 鈴 鹿 郡 住 山村を 領 
し、 小川 左 京の 女を 娶 9、 一女、 三男を 生 
む。 長を 內 記と 日 ふ 也。 盛 治は 其の 弟 也」 
と。 重 成は 山 口重 政、 その 男 重 信、 弘隆 
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等に 仕へ、 其の 氏を 賜 ふ。 正 保 中、 修理 
亮弘隆 に 從ひ て、 水口に 來リ 、.稻 川の 泉 
をつ くりて 世人を 益す。 ょリて その 男 
山 口重 生. •此の 碑を 建てし 也。 

又大石 系圖に 「山 ロ 主審 頭 •江 州の 時 云 
々」 と、 こは 第 十五 項 流 也。 又甲實 郡の 此 
の 氏は 丸に 鷹の 羽 違を 家紋と す。 

26 大江姓 尾 張 發祥の 豪族に して、 大江 
氏 系圖に 「廣 元丨 (海 東) 刑 部 小 \忠成ふ左 
將監) 丨忠時 (山 ロ藏 人〕 丨忠秀 (山 ロ新藏 
人)」 と 載せ* 中興 系圖に 「山 ロ •大 江、 
海 東 判官 忠成男 藏人忠 時 •之を 稱 す」 と 

あ SNO 

27 多々 良 姓大內 氏族 これ も 尾 張國の 豪 
族に して、 大 內義弘 の 裔と稱 す。 山 ロ大 
內氏系圖には「義弘丨盛見卜持诅、弟持 
盛 丨敎弘 、弟 孝 幸— 任 世 (多 門院、 尾 州 
愛智郡 星 崎 鄕 、居 笠 雲 寺、 他日 還俗、 生 
一子〕 i 盛 幸 (元祖ょり 歳 久しく 防 州 山 ロ 
に 居る、 故に 此 時ょり 山 ロ 修理 進と 稱 し、 
世々 尾 州に 住す〕— 盛 重 ( 將監 、此の 時始 
めて 星 崎に 築城して 住す。 鄕左衞 門 尉と 
號す) — 盛 政 (修理 進、 平兵衞 )、 弟 重 後 
C 內藏 介、 九耶 兵衞 、兄 盛 政と 不和に て、 大 
永 ニ 壬 午年、 星畸を 出で 信 州に 奔る。 _ 
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訪氏と緣者たるに依リて暂く詉訪郡に住 
す。則ち_訪氏の痕_を娶り、男三人を生 
む〕— 重 明 (彌太 郞、 鄕左衞 門、 受領 若狹 
守。 永祿七 甲子 年、 相 州 小 田原牝 條に附 
屬し 、武州 橫手鄕 同 白子 村， を頜 知す。 同 
年ょり 橫手鄕 に 居住し、 小 田 原へ 勤す。 
度々 の 合戰に 忠勤を 抽ん じ、 相 州に て 愛 
甲 郡奈 良澤鄕 に 永 高 二百 貫 文の 所、 武州 
多 麻 郡 關戶勝 川 乞田 村 永 高 五十 貫 文の 拜 
領 ぁり、 御 書附等 これ 有リ 。小 田 原沒落 

の 後、 橫手鄕 え 引 込み、 慶長 十七 年乙已 
年 八月 二十 二日、 右 村に て 死去、 法名 號 
善入大 居士； T 弟 重 勝 ( 彌七郎 、喜 兵衞、 
受領 和 泉 守、 永 祿七 甲子、 北條え 附屬、 
小 田 原え 勤む。 慶長八 癸 卯年 八月 二十 ニ 
日、 橫手鄕 にて 死去、 法名 號 道全沙 彌 )、 

弟 重 保 (彌八 部、 九郞 左衞 門、 受領 美佾 
守、永祿七甲子年、牝條氏え附屬、小田 
原え 勤む。 天 正 十八 年 小 田原沒 落の 節戰 
死；}、 弟豐重 ( 彌四郞 、源 左衞 門、 病身た 
るに ょり、 信 州に 居り、. 天 正 年中、 橫手鄕 

え 来り 住居、 母は 詉訪氏 にあらず、 別 姓 
也“ 慶長 年中 橫手鄕 にて 死去)」 と。 

次に 重 明の 男 「重久 (彌太 郞、 鄕左衞 門、 
小 田 原え 勤む j 父 若狹守 •山 根に 有り、 
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郡 中の 諸 篇を相 守るべく、 彌太郞 は 小 田 
原に 相 詰め 昵近 すべきの 旨、 氏 直 公の 上 
, 意に ょり、 小 田 原に 籠城、 天 正 十七 年 丑 
年ょり 鄕左衞 門と 號 し、 小 田 原 沒落以 後、 
橫手鄕 に 居住、 則ち 橫手 白子 代官 職を 相 
勤む。 然る 處 、慶長 十三 戊 申年 正月 二十 
九日、 東 照 神 君 •. 駿河に 於いて 酒 井雅樂 
頭忠 世に 命ぜられ、 召 出され、 附屬 十七 
騎の 組頭を 相 勤め、 元 和 五己 未年、 合 命 
に依リ 、水 戶殿 の附 人に 成り、 水戶に て 
實子忠 重に 家督 相續 。寬永 十一 年 甲 戌年 
四月 二十日、 橫手鄕 に 死去、 •法名 號慶支 
大 居士〕 丨忠重 ( 彌太郞 、六 郞右衞 門、 水戶 
居住、 知行 高 五百石、 十七 騎組 頭)、 弟 重 幸 
(彌 市、 九郞 兵衞 、水戶 殿え 勤 仕、 知行 高 
三百 石、 橫 手九郞 兵 衞と號 す。 病身 故、 寬 
文 十 辛亥 四月 二十 七日 死去)、 弟 重 長 ( 彌 
宗兵衞 、水戶 殿え 勤 仕、 知行 高 二百 石、 
故 ぁりて 天 和 元 酉年、 常 州 那須鳥 之 子 山 
別當 護智院 方に 居住 死去〕 丨忠正 ( 彌宗兵 
衞) j と。 第三 十九 項參 照。 

又 「忠 重— 高 重 ( 大須絜 小兵 衞、 大須賈 氏 
養子 家督 相續 、賴重 公え 御附 人と 成リ、 
讚 州 高 松 居住、 知行 千 石 y 弟 重 直 ( 彌太 
郞 、六 郞右衞 門、 父忠重 家督 相續 、水戶 


届 住、 十七 騎組頭 •知行 高 五百石)、 弟 重 
定 (： 江 之 助、 善左衞 門、 賴重 ぇ' 附け 奉り、 
讚 州 高 松 居住、 知行 高 五百石〕」 と。 

又大 內系圖 に 「義 弘丨持 世、 弟 持 盛 (孫 
太郎 、周 防權 守、 永 享五年 四月 八日 •三 

十七 歳、 法名 道繼 、號勝 音 寺〕 丨敎幸 (孫 
太郞 、法名 南榮 、號 廣澤 寺〕— 任 世 (法師、 
號多 門院、 尾 州 愛 智郡星 崎庄に 到りて、 
笠 覆 寺に 居り、 後に 束髪し 子を 生む〕 丨 
盛 幸 (山 ロ太郞 、修理 進 •先祖 •防 州 吉 
敷 郡 山 ロに 居る が 故に、 山 ロを以 つて 氏 
と爲 す。 法名 弘忠 、'號 明 覺院〕 1 盛 重 ( 將 
監 、法名 宗先 、號傑 峯院〕 丨盛政 (平 兵 
衞 、弱年に して 織 田 備前守 信秀に 勤 仕し、， 
天 正 八 年 逝く、 六十 一歳、 號 龍寶院 、法 
名 道 玉〕 丨重政 (長 次郞 、半 兵衞 、但馬 守、 
從五 位下、 修理 進に 改む 。弱年に して 佐 
久間駿 河 守 法名 不干に 仕 ふ、 天 正 十 年 尾 
州 星 崎 城主 山 口重 勝 •重 政を 育て X 嗣と 
爲し 、之に 釆地 I 萬 石を 譲る。 故に 重 政 • 
信 雄に 仕へ、 天 正 十九 年、 家康 公に 勤 仕 
し、 慶長 十九 年 故 ありて 勘 氣を蒙 0、 寬 
永 五 年、 秀忠公 •再び 召 遺す。 重 政 父子 
に 一 萬 五千石を 賜 ふ。 同 十二 年 九月 十九 
日卒 、七十 ニ歲 。弟 政 成は 平七郞 、天 正 


十 年 六月 五日、 濃 州 北方に 戰 死、 十七 歳。 
其の 弟 重 克は小 平 次、 秀忠 公に 仕へ、 元 
和 元年 五月七日 大坂 討死、 三十 六 歳と〕 
丨重信 (長 次 耶 、伊豆守、 從五 位下 •元 
和 九 年 五月 六日 若 江 討死、 二十 六 歳) 弟 

重 長 (島 之 助、 慶長 十五 年 六月 二十 七日 
死、 十七 歳)、 弟弘隆 r 半兵衞 、伹馬 守 • 
從五 位下、 寬永 十二 年 十二月 二日、 父の 
跡 職を 領し • I 萬 石を 賜 ふ)、 弟重恒 (半 
左衞 門、 備前 守、 從五 位下、 寬永 十二 年 
十二月 二日、 父 跡 五千石を 賜 ふ)、 妹 (高 
木 主 水 正正 成 妻〕」 

又 盛 政の 弟 「重 俊 (內藏 、天文 十七 年、 尾 
州 松 本 討死〕— 重 膳 C 淸藏 、半 左衞 門、 剃 
髮祥 雲、 天 正 十四 年、 重 政を 嗣と爲 す、 
文 祿四年 逝〕」 と。 

又寬政 系譜に 「任齿 


將監 


幸— 盛 重 H 盛 政 H 重 政修議 
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r 重 浚 丨重 勝-^ 重 政 


寺 連 城主 半 左衞門 


但馬守 

丨言摟 


律 田 揼丞 

藩 翰譜に は 「山 a 修理 亮多々 良 重 政は、 
先祖 違く 異國 より 出づ 。百 濟國王 東 明 八 


代の 孫 王餘瑋 •第三の 王子淋 聖 •唐 兵の 
亂を遵 けて、 本朝 推 古 天皇 十九 年に 當っ 
て、 周 防國佐 波 郡 鞠 生の 浦、 多々 良の 濱 
に 来り 止る (淋聖 王子 卒して 周 防 國吉敷 
郡 御堀の 庄に 葬る、 今の 南 明 山乘福 寺の 
地是 なリ と〕。 王子 七 代の 後、 長 門 守 正 
恒が時(新編纂圖に出づ。然るに家の系 
圖には 正 恒を以 て 王子に かけて、 其の 事 
を 注せず、 不審の 事な り)、 朝廷 •始めて 
彼が 先祖 來リ 留れる 地の 名に 依って、 多 
々良 朝臣の 姓を 給 ひ、 自ら 大內と 名のる 
(按ずる に 新撰 姓氏 錄に 多々 良 公は 御 間 
名の 國の 王爾 利久牢 王ょ リ出づ 。鈥明 天 
皇の 御世に 投 化して、 金の 多々 利、 金の 
乎 居を 獻る 。天 王 ほめ 玉 ひ、 多々 良を 給 
ふと云ふ。家の傳ふる所に異なるに似た 
り)。 

正恒 十七 代の 後胤 左 京大 夫義弘 •周 防國 
山 ロに 住し、 長 門、 石 見、 豐 前の 國を打 
從へ 、明 德の亂 に 足 利 殿に 參り 、戰 功を 
顯 はしければ、 勳賞 として、 和 泉、 紀伊 
等の 國を賜 ふ。 六 箇國の 守護と して、 天 
下 双び なき 大名な り。 義弘' か佾 嗣左 京大 
夫 盛 見 (義弘 が 弟) •盛 見が 男 二人、 兄は 
修理 大夫持 世、 弟は 周 防 權介持 盛-持 世 
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嫡子な れば 家を 繼 ぎ '' 四 代の 孫從 三位 兵 
部 卿 義隆の 時、 家人陶 尾 張守喑 賢が 爲に 
亡ぼされて、 大內の 嫡流 絕 えてけ り。 初 
め 周 防 權介持 盛 •兄 持 世 卒し、 其の 子 贈 
コヤ 位 敎弘 •幼な かりし 時、 これに 代りて 
國を 治る.、； と 凡そ 三年、 持 盛が 孫 •孫 太郞 
任设*初め法師となって、尾張國愛智郡 
星 崎の 庄に來 9 住む。 其の後、 男に 成り 
遺って、 ニ 人の 男子を まぅ く、 嫡子 修理 
亮盛幸 •累代の 先祖 住せし 地の 名に 依っ 
て、 始めて 山 ロと こそ 名乘り けれ」 と。 
又 尾 張 志に 「愛知 郡 笠 寺の 寺 部の 城 (笠 
寺 村の 寺 部：}。 城主は 山ロ將 監盛 重、 及び 
其の 三 子 同 內藏重 俊、 其の 子 半 左 衞門尉 
重 勝 等な り。 盛 重は 大內 始祖 周 防 國守長 
門 守 多々 良 朝臣 正恒 ょり 二十 ニ® 山 ロ 孫 
太郞盛 幸の ニ子に て、 はじめは 巖丸 とい 
ひ、 後に 將監と 云へ り、 法名は 傑 峯院宗 
先天 翁と いふ。 重 俊は 天文 十九 年 庚 戌 四 
月 十七 日、 同 郡 松 本の 城の 砦に 戰 死す、 
長安院 常松靑 山と いひ、 又は 道號 を淨眞 
ともい へり。 重 勝は 初 名を 熊 丸と いひ、 
淸藏 、また 半 左衞門 尉と もい へりし が、 
剃髪して 松 雲と 號づ く、 母は 同族 六郞四 
部 盛 仲の 女な 0。 かくて 重 勝 •當 城を 出 
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で、 後に 星畸の 城主と もな リしが 、遂に 
文 祿四年 乙 未 七月 二十 八日に、 豐 臣秀吉 
公の ために 四十 七歲に て、 京都 北 野に 自 
殺して、 靈澤院 松 雲 桂 山と いふ。 此の 外 
に委しき事は毋系錄にぁり」と。 

又 「市場 城 (同村 市場)。 城主は 山 ロ 左 近 
太夫 安盛、 其の 子 左 近 太夫 宗可 •其の 子 海 
老產 盛隆等 也。 安盛は 孫太郞 盛 幸の 第一 
子に て、 將監盛 重の 兄な り、 觀心 院宗安 
叟とい ふ。 宗可は 本 岳院宗 可善慶 とい ふ。 
盛隆は 所々 に 戰功多 かりし かど も、 終に 
美 濃國堂 洞に 戰 死し， て、 法名 道 林、 道號 
を少圭 とい ふ。 此の 村長 太右衞 門は 道 林 
の 子孫な 9。 此の 外 この 近邑に 子孫 猶ほ 
多し。 此の 市場のぅ ちに 道 林の 碑石 ぁり」 
と。 又 「新 屋敷 西 城 (新 屋敷 村 西の 切〕 城 
主は 山 ロ 新太郞 なりと 村民い へり」 と。 
其の 他 成 田條參 照。 

又 櫻 村 城は さくらの 中 村の 城と も 云 ふ、 
櫻 村の 中 村に ぁりて、 尾張忠 に 「中 村 城 
也。 城主は 山 ロ太郞 左衞 門尉敎 房、 其の 
子 友 馬助敎 繼 、其の 子 九郎次 郞敎吉 也。 
敎 房は 大內 始祖 周 防 國守長 門 守 多々 良 朝 
臣正恒 二十 二世 山 ロ 孫 次 郞敎 仲の 一一 子に 
て、 淨 本院 宗賢 固山と いへ り。 敎繼は 
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織 田家に 叛いて 今 川義 元に 屬せ しか ば、 
その子 九郞 次郞 敎吉 と共に ころされき。 
府 志に 『櫻 村 城は 櫻 村に 在 ゅ、 其の 地、 
大地 掛と 呼ぶ。 土人 日 ふ、 中 村 氏 •之に 居 
ると。 その 名を 詳に せず。 古址に 古楠 樹 
一 株 あり、 傳へ日 ふ、 永祿 中-山 ロ 左 馬 
助 •之に 居る』 といへ る、 ニ' 城の 事を 一 
處に まがへ たるに て、 甚だ 誤れり。 先 こ 
の 櫻 村には 古 城址 三 所 ありて、 次に 辨ぜ 
り。 又 此の 中 村と いふ 地名を 名字 ごのと 
く鄕 人の いひ 傳 へたる 事は、 享和 三年 六 
月に 書ける 此所の 村の 圖に も、 中 村 主 助 
城と 記し たれば、 府志 撰述の 頃ょり、 し 
か 意 得た るべ けれど、 其は 誤 也り 信 長 記 
一卷に 『亦 中 村、 鳴 海の 兩城 にて、 山 ロ 
左 馬 助 父子を 入れ 置かれた SN ける が、 恨 
を ふくむ 子細 ありて、 謀叛を 企て、 駿河 
勢を 引 入る 玉々』 惣 見記ゴ ノ卷に 『鳴 海 
の 城には 子息 山 ロ九郞 次郞を こめ 置き、 
左 馬 助は 中 村の 在所を 持え 楣 籠り 云々』、 
多々 良 世系錄 、山 ロ敎 房が 條 下に 『太郞 
左衞們 尉 •尾 州 中 村の 城主』 など ある も、 
皆 地名なる べしと 明かなる ものを や。 さ 
れど 今は 城址 あたりの 田 畠の 字の みに 存 
りて、 民家なければ、 名字の 樣に心 得 あ 


やまれる 也。 又 この 外に 當郡 の內に 中 村 
とい ふ 地 あり、 そは 和名 抄に 見えた る舊 
地な れど 、上 件 三 書に ある 中 村とは 別 地 
なり、 おも ひ湛 ふべ からず」 と。 

知 多 郡卷に 「大高 城 (大高 村 辰已の 方〕。 
今 志 水 家の 屋敷ぅ ちとなる。 織 田家の 屬 
城な りしが、 永祿 のは じめ 山 ロ 左 馬 助 • 
織 田家を 叛 き、 當 城、 及び 沓掛の 城を 掠 
めて、 今川義 元に 屬 せし む。 義元 悦び、 
大 高を ば 東參 河の 鶴 殿 長 助に 守らせ、 沓 
掛を ば瀕 名、 三 浦、 朝比奈 等に 守らし め 
ければ、 信 長 公 •鷲津 、丸 根の ニ 所に 砦 
を 構へ、 兵卒を 入れ 置き 糧を 運ぶ 道を さ 

へぎり 絕ち ける」 と。 その他は 第二 十九 
項を 見ょ。 

28 尾 張 當國に 山ロ鄕 、山 ロ 神社 •古く 
ょりあり。 又 第五 項、 及び 前 ニ項參 照。 
但し 前項 氏が 周 防大內 氏の 族と 云 ふは 信 
じ 難し、 或は 古代 山 ロ 氏の 裔か 。その他、 
天文 二十 ニ 年 四月-赤 塚合戰 のとき に 山 
ロ九郞 次郞 •永祿 の 頃、 山 ロ 海老 之亟、 
等 見え、 又 多々 良 ft 系錄 、山 ロ 左 馬助敎 
繼が 妹の 女子と ある 條下に 「尾 州 松 本 城 
主 愛智の 妻」 と 書けり。 か x れば 愛智と 
は、 近緣 者た るに よりて、 左 馬 助 も戶部 
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と 名のり、 又 山 ロと 云 ふと。 又 或る 說 に 
「山ロ左馬助'か事を、駿河國今川家にては 
戶部 新左衞 門と いふ」 と。 詳細は 愛智、 
戶部等 Q 條を 見ょ。 又 山 ロ 半 左 衞門熏 勝 
人道 祥雲 ぁり、 其の 女 •豐 臣秀 次の 籠を 
受 く。 又 春 日 井 郡 如意 村の 士山ロ 惣左衞 
門は 福 島 正則に 仕 ふ。 又 堀 尾 氏 家臣に 山 
ロ 氏 見 ゅ。 

29 山 ロ 侯 藩 翰譜に 「盛 幸が 孫 平 兵衞尉 
盛 政、 これ 則ち 修理 亮重政 が 父な り、 (盛 
政 また 半 左衞門 尉と 云 ふ〕。 初め 織 田 殿に 
仕へ て、 柴田 修理 亮勝 家が 手に 屬 せらる。 
柴田 滅びて 後、 我 妻の 弟 北 畠 殿の 家老 岡 
田 長 門 守が 許に 来って、 星 崎の 城に 在り。 
斯くて 岡 田* 秀士 ロに 心を 通じ 叛き 參らす 
る 由 聞え しか ^ 、 天 正 十二 年 三月 三日、 
信 雄 卿の 爲に誅 せらる。 長 門 守が 舍弟伊 
勢 守 (此の 時は 勝 五郎〕 •星畸 の 城に 立籠 
る。 盛 政 •終に 城を 去って、 * 畠 殿の 御 
方に 參 る、 (太閤 記、 井に 家忠 日記 等 合 
せ 按ふべ し)。 盛 政が 嫡男 修理 亮重政 •初 
めは 長ニ郞 と 申して、 是も織 田 殿に 仕へ、 
佐 久間信 盛が 手に 屬 す。 

扨 も 岡 田旣に 誅 せられぬ と 聞いて、 秀吉 
大に 怒り 軍勢を 催し、 伊勢 國に發 向す' 


佐 久間駿 河 守 正 勝. 北 畠の 御 方して、 長 
二部 重 政 等を 宗徒の 侍大將 とし、 都合 其 
の勢五千餘、同き三月九日嶺の古城に要 
害を 搆へ 、縫 山の 域を 攻めん とす。 同 十 
日 秀吉の 軍勢 •嶺の 城に 押 寄す。 正 勝- 
重 政 •打て 出づ 。正 勝 •又 尾 州 蟹 江の 城 
に 移り、 重 政 •大野の 城に 籠る。 か X る 
所に、 正 勝 •北 畠 殿の 仰に ょって、 便宜 
の 地を 擇みて 要害 かまへ ん とて、 前田與 
十郞を 留めて、 城を 出づ 。前 田 •忽に 心 變 
りし、、 瀧 川 左 近 將監 一益、 九 鬼 右馬允 嘉 
隆と謀 を 合せて、 山 ロが 城を 攻む 。天 正 
十六 年、 北 畠 殿 •改めて 伊勢 國茂福 城を 
重 政に 與 へ、 一 萬 石を 領す "後德 川 殿に 
召されて、 上 總國に て 五千石の 地を 賜 ひ、 
慶長六 年 叙爵 •但馬 守に 任じ、 後に 修理 
亮 、常 陸 國牛久 の 地た まひ (一 萬 石)、 又 
大番の 頭と なって、 御 奏者の 事を かぬ、 
同 十四 年 伏 見の 城を 守っ て、 憲法を みた 
さ ざり しか ば、 十六 年 十二月 十五 日、 そ 
の 賞を 行は る、 (五千石 加へ 玉 ふ〕。 十八 
年 正月 八日* 忽に罪 かう むる 事 あつて、 
所領 盡く收 公せられ、 武藏國 入 間 郡に 蟄 
居す。 此の 後、 重 政 召 返され、 寬永五 年、 
重 政が 三男 長ニ郞 弘隆 、四 男 半 左 衞門重 
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經に父 が 所領の 地を 分ち 賜 ひ、 (兄に 一 萬 
石、 弟に 五千石〕、 九 年 十二月 廿 三日、 兄弘 
隆 •但馬 守、 同 二十 九日、 弟重經 •備前 
守に 任ず。 弘隆 •頓て 近江國 水口の 城を 
守るべき 由 仰せ 蒙りて、 かの 城に 在る 事 
年を 經て 、此の 職を 辭 し、 寬文五 年 十二 
月 二十 七日、 修理 亮に 改め、 延寳五 年 九 
月 五日， 七十 五 歳に して 卒す、 嫡男 長 ニ 
郞重貞 •家を 繼ぎ 修理 亮に 任ず」 と。 
その後は 寬政 系譜、 及び 武鑑に 「但馬 守 
重 政 (修理 亮 )— 但馬 守重雅 (修理 亮〕 丨 
修理 亮重貞 (重 定 )丨 伊豆守 C 周 防 守) 
弘豐 (實重 貞弟左 京 重 治 男〕— 修理 亮弘長 
(實渡 邊越中 守 登綱舍 弟〕— 修理 亮弘 道— 
伊豆守 弘務 (實溝 ロ 主 膳 正 弟〕— 但 馬守弘 
致 (賞 養 方 弟〕—- 但 馬守弘 封—敢 周 防守弘 
毅—筑 前 守弘敞 ( 實養方 弟〕 L 長 次 郞弘達 
— 弘德」 にして、 常 陸 牛 久一萬 石、 後一 
萬 十七 石 (明治 三千 七 百 石)。 現今 子爵。 
家紋 唐菱 、竹の 丸に 飛 雀 ニ 羽。 


30 三 河 前 數項參 照。 寳飯郡 白鳥 神社々 
家に 山 ロ 氏 あり。 


31 甲斐 源 姓と 云 ふ。 巨 摩 郡 敎來石 村 山 
ロょり起るり吖ロ官兵衞信章ハ重五郎、 
市 右衛門、 子晋 、公 商) •最も 名 あり。 和 
漢の學 に 秀で、 和歌、 茶道 等の 諸藝 にも 
達せし が、 最も 俳諧を 善くし、 素 堂 (素 
道〕 と號 す。 出で X 甲府魚 町に 移 0 て 山 ロ 
殿と 呼ばれた りと。 又 江戶に 居り、 諸 藩 
に 知られ、 時に 歸 9 て 治水に 盡 力し、 神 
として 祀ら る。 享保元 八十 五 死、 七 五 0 
その 甥宗齋 •亦 名 あり。 又 八 代 郡 八 坂 村 
山 梨 郡、 甲府 等の 名 族に 存 し、 又 幕臣 山 
.ロ 直亮 (泉 處 、央 道) は學名 あり、 江戶 
に 歸 り、 駿河 守たり。 

32 藤 原 姓 家紋 丸に 桔梗。 平 右 衞門定 利 
ょり 系 あり (寬政 系譜)' 

33 高 階 姓 遠江國 山ロ鄕 ょり 起り しか。 
太平 記卷 十八に 「師泰 が 執事 山 ロ 入道」 
を载せ 、又 ニ 十八に 山 ロ 新 友 衞門尉 •山 
ロ七郞 左 衞門等 見 ゆ、 高條 一三 七 五 頁に 
詳か 也。， 

34 淸和 源氏 赤 井 氏族 「赤 井越 前 守 時 家 
の 四 男 勘 兵 衞直之 C 九郞 三郞) •信 濃國山 
ロを 領 して 家 號と す。 其の 子 駿河守 直 友 
(新 五郎、 勘 兵衞〕 丨勘兵 衞直堅 丨彌五 右 
衞門直 房」 也と。 家紋 瞿麥 、丸に 結臈金 C ニ 


千 五百石。 又 「直 友の ニ 男 出 雲 守 直 治 c 忠 
一一 ^ 、 三千 石)— 安房 守 直 重— 安房 守 直 
倫」 など 寬政 系譜に 見 ゆ。 武鑑に 


35 信 濃 前項、 及び 第二 十七 項を 見ょ。 
又小縣 郡に 山 ロ 氏 ありて、 甲 陽 軍鑑に 五 
騎と载 せ、 又詉訪 志 料に 「山 ロ 氏 •平 姓 高 
棟の 支流、 戶澤 、奥山、 岩 下、 山 本な り 
云々。 又 家系には、 高 望 王 五代の 嫡孫 平 
忠通を祖とし、次を致經とす、次男を村 
岡 小 五郎と. 云 ひ、 奥州の 住と あり 0 其の 
男爲通ニーー浦.で稱し、平太夫、長門守ょ 
り、 以下 爲經 、義繼 ，義明 •義 澄、 義村 
の 五代 •三 浦を 氏號 とす。 義 村の 男 有 綱 • 
始めて 山 ロを 氏. とし、 次郞 と稱 す。 男 友 
澄 •三 浦十郞 と稱 す。 男 有 村ょり、 有 澄、 
有賴 、有義 •延元 中の 人 •義 兼、 義元 • 
天授の 人、 元 直、 元 盛、 有爲 •長祿 中の 
人、 直 道 •直 高、 直 基 •大永 中の 人、 直 
宗 、直 輝 •永 祿 中の 人、 河 中島 合 戰信支 
に 從ひ 、功 あり。 直廣 •慶長 十六 年 十二月 
十日 死。 直 利 •山 ロ十耶 、實は 美 濃國武 
儀 郡 山 縣村若 森 氏の 男」 と 。即ち 次 項の 


裔と稱 す. るな れど 、前項 氏と 同族な らん。 
36 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 摸國の 豪族に し 
て、 三 浦 郡 山 口村ょり 起る。 三 浦 系圖に 
「三 浦 介 (矢 部 次® 義 澄— 有 繼 ( 號山 ロニ 
郞〕 ^ 


—義 有' T* 盛 澄 ~r 員 氏' t 朝 員 
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と载 せ、 中興 系圖に 「山 ロ •平 姓、 三 浦 
別當義 M 男次郞 有 綱 •之を 稱 す」 と 見え、 
氏人は 東鑑卷 十、 十七に 山 ロ次郞 兵衞尉 
有 綱を 收む 。子孫 第 四十 三 項を 見ょ。 

37 桓武 平氏 村 山 黨武藏 の 豪族に して、 
入 間 郡 山ロ邑 ょり 起る。 七 黨系圖 に 「村 
山 貫主 賴 家— 村 山 小七郞 家繼 (後に 山 ロ 
十 1 と號 す〕 
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氏人は 第三 十九 項を 見ょ。 又 新 編 風土記、 
多 摩 郡 豐田 村 山 ロ 氏條 に 「先祖は 當國七 
黨の 一、 村 山 黨の內 、金子 十郞 家忠 が叔 
父 小七郞 平家 繼なリ 。始めて 入 間 郡 山 ロ 
の鄕に 住し、 四十 九ケ 村を 領し たり。 故 
に 山 ロを 以って 苗字と す。 眞知屋 と 云 ふ 
所に 城を 築く。 家 繼の子 山 ロ六郞 家 俊、 


其の 子十郞 高 家ょり 八 代の 孫 山 ロ 三 河 守 
高實が 時に 至って、 入 間 郡 川 越のへ んょ 
り、 足 立 郡まで 領せ しに、 其の 比 兵 革 
のこと を こり-時の 管領 左 馬頭 氏 滿と戰 
ひて •っいに 討死す。 是 れ永德 三年 六月 
十三 日な り。 その 屍は 山 ロ 頜岩畸 村隨岩 
寺に 葬れり。 高 實の子 山 ロ 平 內左衞 門 高 
清は、 さきに 貞治六 年 九月 十八 日氏滿 と 
た \ かひ、川越におひて討死せしかば、 
是も 又隨岩 寺に 葬れり。 故に 高實 討死の 
後、 高 淸の子 山 ロ 修理 太夫 高 治 •祖父の 
家をっぎ、上杉某に從ふ。高治の子山ロ 
小 太 郞高忠 •明 德應 永の 比、 入 間 郡 新 堀 
村の 山上に 城を 築く、 是を龍 谷の 城と 號 
す。 卽ち今 新 堀 村觀音 堂の 後なる 山上は 
其の 古城 蹟な りと 云 ふ。 

高忠 ょリ 五代 目 山 ロ 主 膳 正 高 種が とき、 
此 條氏康 に 攻られ 、防戦に たへ ずして 終 
に 氏康に 降參 す。 この 時、 城郭 盡く 兵火 
に燒 亡して、 家 傳の記 錄等も 烏 有と なり 
しと 云 ふ。 高 種の 子下總 守 高 俊、 の 子 山 ロ 
大膳高 伯 も 又北條 氏に 屬す 。然るに 天 正 
十八 年、 * 條 滅亡の 後、 東照宮へ 召 出さ 
れ 、後 大猷院 殿へ 仕へ 奉リ 、江 戶向柳 原 
に 1 しきを 賜は リて 住居す。 食 地は 足 立 
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郡 館 村に て 賜は りしが" いかなる ことに 
や、 其の 頃、 新 座 郡 比 企 股村の 地頭 荒 井 
但馬 守と 釆邑 のこと にて 爭ひを こ 5、 是 
が爲に比企股川の邊にて、たがひに劎戟 
に 及び、 但馬 守つ いに 大膳 がた めに 討た 
れ けり。 此にお いて、 かれが 聱某 怒て 敵大 
膳を 討ちぬ。 大膳が 聱も是 を 聞いて 但馬 
守 か ^ を 討たん と 互にい どみ た- 1 かひ、 
終に 二人共に 討死す。 是の時 •つきそ ひし 
下部まで 十 人 ほど 手 貢 死人 ありし とぞ。 
是れ慶 長 十二 年 三月 十二 日の 事な り。 即 
ち 館 村に 大膳 塚と 云へ る 塚 •今に 存 する 
は 其の 葬 地な りと 云 ふ。 石碑は 久来村 永 
源 寺に あり」 と o 

38 小 野 姓 橫山黨 これ も 武藏の 豪族に し 
て、 小 野 氏 系圖に 「橫 山資 隆—忠 兼— 光 
兼 (山 ロ 五郎〕 季景」 と 載せ また 「小 
澤秀 兼— 孝久 (山 ロ 四 郞〕 丨景久 J と 見 
ぇ、 七黨 系圖に は 「田 屋忠 兼— 光兼 (山 
ロ 九、 一に 五〕— 季兼 (山 ロ 太} 丨某 (山. ロ 
ニ〕 丨 某(ニ太レ — 某(太どと云ひ>また 
「山 ロニ 郞の 弟孝久 (山 ロ 四〕 丨景久 (古庄 

ニ)」 と あり。 

39 武藏以 上 ニ 項 流 •古よ 9 存し ，後に 
廿七項 氏 等 移る。 氏人は 保う 物語に 「武』 


には 山 ロ六郞 J を载 せ、 次に 源平 盛衰 記 
卷ニ 十二に 「金子、 村 山、 山ロ黨 J と 云 
ひ、 東鏗卷 八に 山 ロ太郞 家 任を 擧 ぐ。 入 
間 郡 「勝樂 寺 城は 一に 山 ロ太郞 の 居城」 
と傳 ふ、 星 見-伏 見 等の 條參 照。 又 東 鏗卷 
十に 山 ロ 小七郎 十、 十 一 に 山 ロ 兵衞次 
郎 、三十 六に 山 ロ三郞 兵衞 尉、 又 承久役 
に 山 ロ 兵 衞太郞 、須 黑兵衞 太郞等 見 ゅ。 
又 風土記 稿、 多 摩 郡 山 ロ 頜條に 『小 田 原 
家人 所領 役 帳には 「四十 貫 文 •山 ロの 内、 
藤澤 分、 山 ロ 平 六 J と あり。 藤澤 分と 云 
ふは、 則ち 入 間 郡に 屬 せし 山 ロ 領藤澤 村 
なるべし。 且つ その 郡の 內に山 ロ 堀之內 
村と 云 ふ あり。 そこには 山 ロ 平 內左衞 門 
が 居城せ し 所な りと て、 今 も 其の 迹 のこ 
れ 0。 此の 人は いづれ の 頃の 人な り や、 
彼の 山 ロ 平 六 も、 その 一屬な るべ し』 と。 
又 人間 郡 町谷壘 (町 谷 村〕 は 「打 越 村の 
界に 跨. る。 昔 山 ロ 某 •當 城に ありし が、 
故に 町 屋と稱 す。 此の 壘 跡の 續き 農家 民 
右衞 門が 構の 內に 小なる 池 あり、 是を兒 
か 池と 呼ぶ。 何れの 年の 合戰に や、 一人 
の 童子 馬を 馳せ來 り、 過って 池 中に 乘入 
れて 死せ しな どい へど 覺束 なし」 ■と。 又 
「打 越 壘は打 越 村の 南の 方に あり、 六 七 反 


許の 處に てへ 土 居の 遺 形 等 所々 にあり- 

東の 方に 兒浊と 呼ぶ 纔なる 池 あり、 今は 

町屋 村の 地に 屬せ り。 土人の 云 ふ、 この 

壘は 往古 山 ロ 但馬守 (或は 勘 解 由) が 居 

住せし 所な リと 。按ずる に 山 ロ但馬 守は 

慶長 年中、 此の 邊に 住せし 由-其の 家譜 

に载せたれば、彼が璧跡と云ふこと疑ふ 

べし。 後述す る 岩 崎 村瑞岩 寺の 條に いへ 

る平內左衞門等が住せし璧跡なるにや」 
と 0 

而 して 岩 崎 村瑞岩 寺條に 「此の 寺は 山 ロ 
氏の 菩提寺な りと 云 ふ。 山 ロ 但馬守 某が 
位牌 あり、 是も山 ロが 一屬 などに て ある 
べしと 云ひ傳 ふれ ど、 すべて 疑 ふべ し 0 
按ずる に 山 ロ 家系に、 但馬守 重 政 •慶長 
年中、 故 ありて 當國川 越に 隱 棲せ リ o 其 
の 先祖 •始めて 氏を 山 ロと 改めし 盛 幸な 
る もの.‘ 永 享年 中の 人な れば 、位牌に 云 
ふ 所と 年代： とに 合は ず。 されば 此の 人 
などの 位牌に あらざる ことは 論な し。 下 
に 出す 寺 寶の條 に 山 ロ 平左衞 門と 云 ふ 人 
み ゆ。 小 田 原 北條に 仕へ しとい へり。 又 
彼 家の 役 帳に 山 ロ 平 六と 云 ふ もの あり* 
平 內左衞 門 か 一族な らん か 因て 思 ふに、 
當時 は是 等が 菩提寺に て、 その 祖先の 位 


牌を 置きし もしるべからず。 又此邊 をす 
ベて 山ロ領 と唱 ふるは、 武州 七黨の 山 ロ 
ょり 起り し 地名に て 但馬守 重 政 力し ば 
し 此邊に 隱遁せ しを もて、 かれが ことに 
附會する ^ 尤も僻事なり」と。重政は第 
廿七 項、 第廿九 項を 見ょ。 

又 高麗 郡橫手 村の 名家に’ あり。 「先祖 山 ロ 
若 狹守重 明は 信 州 詉訪に 居住し、 永祿七 
年、小田厫北條家に仕へ、同十ニ年、當村 
の 代官 職を 命ぜられて 村內山 根と 云し 所 
に 住せり 0 天 正 七 年、 隣村 白子に て 廿貫文 
の 地を 領 す。 同 十 年上 野國前 橋の 役に 戰 
功 ありし かば、 其の 賞と して 相摸國 愛甲 
郡奈 良澤鄕 にて 二百 貫 文、 當國多 摩 郡關 
戶の內 、乞田 村 勝 河 村に て 五十 貫 文の 地 
を 加增 あり。 其の 外、 當村 にて 給 田を 與 
へしこと など、 總て藏 する 所の 古文書に 
見えたり。 小 田 原 落城 後、 此所に 潜 陰し、 
慶長 十七 年 八月 ニ 十二 日 卒す。 若狹 守が 
子鄕 左衞 pg 重 久も小 田 原へ 勤 仕せ しが 
父と 共に 此所に 蟄居し •慶長 十三 年駿府 
にを い' て、 神 君 •酒 井雅 樂頭忠 世に 命ぜら 
れて召 出され、 水府鶴 千代 君に つけさせ 
られ 、水戶 の 地に 移住す。 鄕左衞 門、 其 
の 子 六 郞右衞 門へ 家督を 讓 り、 其の 身は 
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當村に隱居せり、六郎右衞門子孫は今に 
高 松 藩 中に 連綿たり。 鄕左衞 門が ニ 男 九 
郞兵衞 三男 彌三 兵衞は 病を 謝して、 父鄕 
左窬 門に 孝養 せんがた め、 玆に 歸隱せ り。 
彌三 兵衞が 子孫* 卽ち 今の 半之丞 •是な 
り、 古文書 七 通-系譜、 其の 外 古器 等を 
蔵す」 と。 こは 第 廿七項 氏 也。 

又 天 正の 頃、 大石隼 人、 次に 山 ロ 鄕左衞 
門 •白子 村を 領 す。 又岩槻 城士に 山 ロ 平 
內 、又 岩 概合戰 に 山 ロ 加 平 治 •見え、 又 
久良岐 郡洲畸 村の 山 ロ 氏は 「村 中に ては、 
设 々將監 と通稱 す。 先祖は 越後 守 某と 稱 
し、 * 條 氏の 家人に て 商船の 事を 奉りし 
ょし 0 當 時、 房 州 里 見 氏ょり 與へし 文書を 
家に おさむ。 按ずる に * 條五代 記に 當晚 
相 州 海岸の 衬 々は、 敵 國境半 手と 號 して、 
年貢 も 小 田 原へ 半、 房 州へ 半を 取め、 夫 
役 も 敵 味方， の 差別な く 命ずる に 從つ て， 
これを 勤む と 云 ふ。 越後 守 も 例に て 房 州 
の 船 役を も 勤めし なるべし。 御當 代と な 
りても、 安房 上總の 國ょリ 、此の 浦に 着 
する 所 Q 船を 改る ことを 奉ぜり」 と。 又 
埼玉郡に存し、又高麗文書に 11[ ロ殿、足立 
郡の 山 口藤 左衞 門は 山 ロ 新田を 閲發 す。 

40 下總 千 葉 家臣に 山 ロ 圖書助 •見え， 
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又 小金 本土 寺 過去帳に 山 ロ 新 右衛門， 又 
香 取 郡 大戶明 神社 祠官に 山 ロ 氏， 古文書 
を 藏す 。又 八日 市場の 人山 ロ 雲 亭は嫛 師 
として 名 あり。 

41 安房 上總 上總國 に 山ロ鄕 あり、 前述 
せり。 而 して 承 和 九年紀 に 山 ロ 宿 禰稻床 • 
安房權目たる事旯え、下5て房總治亂記 
に 山 ロ 主 膳 あ*'、 東鏔 域に 居る と。 これ 
等と 關係 あらん かと 云 ふ。 

42 常 陸 第二 十七 項參照 。又 幕末 •趙田 
志士に 山 ロ 辰 之 助 正 ( 英隆〕 あ 9。 萬延 
元年 三月！ 一一 日江戶 龍の ロに て 自殺す o 山 
ロ 賴母正 德の四 男に して 二百 石を 領 す。 
贈 正 五位 C 

43 磐 城 岩 代 此の 地方に も 多く、 就中、 
新 編會津 風土記、 河 沼 郡 天 屋村條 に 「昔 
は滿 田と 云 ふ。 長祿 中の 合戰 に、 山ロ大 
和忠 春と 云 ふ 者、 戰功 ありければ、 其の 
賞に とて 葦名 氏 •此 所を 與 へしょ り、 滿 
田を以 つて 氏と し、 其の 子 尾張忠 勝と 云 
ふ 者のと き、 永 正中、 村 名を 天屋と 改め 
しとぞ 0 

館迹 •三 浦 平 太輔忠 通よ P 六 代、 山 ロ 次 
郞有 綱が 後胤" 山 ロ 右京亮 維 治と 云 ふ 者 
の ニ 男 山 ロ 大和 ^ # •應 永中牢 人して 會 
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律に 來 り、 葦 名家に 仕へ、 長祿 中、 安積 
郡の 戰功に 此 所を 與 へられ 住せし」 と 云 
ふ。 第三 十六 項 氏 也。 ’ 

又 德澤村 館迹は 山 ロ次郎 光義と 云 ふ 者 住 
せりと 云 ひ、 又 會津郡 山 口村 館 迹は天 正 
の 頃、 山 ロ 右京 某 . 住せし と。 又 大溶郡 
福 永 村藤卷 神社の 神職に 山 ロ 越後 ぁリ。 
「萬 治 元年、 此 村を 再興せ し 時、 本 村の 
農民 勝右衞 門と 云 ふ 者、 始めて 神職と な 
遠 江と 稱す 。今の 越後 延壽は 其の 五 
世の 孫な り」 と 見え、 又 頜家村 「富士 神 
社の 神職 山ロ津 守。 父を 義 次と 云 ふ、 天 
明 五 年， 福 永 村藤卷 神社の 祠官山 ロ 美 作 
が讓 をぅ けて、 當 社の 神職と な R き」 と。 
又耶麻 郡慶長 六 年 文書に 山 ロ 一類、 また 
熊 倉 村 「鹿 島 神社の 神職 山 ロ 美 濃。 寬永 
中、 修理 尙嗣と 云 ふ 者、 當 社の 神職と な 
る。 今の 美濃尙 方まで 四 代な り」 と。 又 
岩 韻 郡、 田 村 郡 等に 存す。 

44 陸 中 閉伊 郡の 名 族に て、 もと 附馬 牛、 
遠 野 孫 三部の 一族 也。 南部 家に 仕へ、 譜 
代 並と なる。 

45 越 佐 佐 州 役人 附に 「淸和 源氏 •山 ロ 
芳之助 I 見 ゆ。 越後 名 族に も 在り。 

46 越 中 礪波郡 廣瀨域 主. U 山 ロ 新 左衞門 


一 

あり。 又 三 州 志、 南 鄕堡條 に 「山中 堡を 
保つ。 此の 後、 慶長五 年の 後に、 山 ロ 右 
京 •南鄕 にて 拒 撃の 事 あり」 と。 

47 加賈慶 長 ニ 年、 山 ロ 支 蕃允宗 永 •大 
聖寺城に來り、七萬石を賜ふ。三州志に 
又 「鐘ヶ 丸 城は 大聖 寺 城の 別堡 、慶長 五 年 
の 役、 山ロ宗 永の 兵 之を 守り、 東軍と 戰 
4」 と。 又 「大聖 寺の 城を 攻撃し、 城主 
山 ロ正弘 は 自殺す」 と。 第 十五 項を 見ょ。 
又 加 貿藩給 帳に 「六 百 五 拾 石 (四 ッ目 結) 
山ロ新左衞門、百五拾石(四ッ目)山ロ藤 
左衞 門、 百 石 (同〕 山 ロ 平 馬、 四百 石 (丸 
內六河 骨) 山ロ彌 五兵 衞 、參百 貳拾石 (同) 
山 ロ 常三郞 」 等 見 ゅ。 又 「百 五 拾 石山 ロ 
佐 五右衞 門」 あり。 猶ほ前 田條參 照。 

48 越 前 秀康卿 給 帳に 「八 百 石山 ロ 軍兵 

衞 、六 百 石山 ロ 小太郞 J 等を 载せ 、又 吉 
田 流射禮 家に 山 ロ 軍兵 衞あ り。 

49 丹 後 諸庄鄕 保惣田 數目錄 帳に 「丹 波 
郡 倉垣庄 、四十 八 町 六 反 二百 八 步內 、十 
一町 一反 百 二十 四步 •山 ロ 彌四郞 J と。 

50 丹 波 氷 上 郡の 名 族に て、 家紋 三ッ 巴、 
淸和 源氏、 赤 井 氏の 族 也。 丹 波 志に 「山 
ロ 氏 •子孫 三方 村。 古信茲 の 浪人、 子孫 
本家 次郞 兵衞 、.分家 家紋 三ッ 巴」 と。 又 
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「山 ロ 氏 •子孫 西 芦田 村。 先祖は 周 防國山 
ロ氏にて、本名大內氏也 -0 播菸多何郡杉 
原 谷淸水 村に 住す、 山 ロ 因幡 守 也」 と 云 

ふ も ゆ 0 

51 日 下部 姓 但馬國 朝来 郡 山ロ鄕 ょり 起 
る。 日 下部 系圖に 「立 脇 新 大夫家 脩丨同 
太郞家 伊— 家雅 (山 ロ太郞 )丨 家 利 (同 太 
郎〕」 と载 せ、 また 朝 倉系圖 1C 「立 脇新大 
夫 家 修—家 任 (同 太 郎) 丨家雅 (山 ロ 太 
8 」 と 見 ゅ。 

而 して 東鑑卷 七、 文治 三年 十一月 條に 「廿 
五日、 壬 戌、 但馬國 住人 山 ロ太郞 家 任と 
云ふ者ぁり。弓馬の達者、異敢の士也。 
而 して 木 曾 左 馬頭に 屬 し、 近仕隨 一たり 
し 也。 彼の 誅亡の 後、 豫 州の 家に 在り、 
與州 逐電の 刻、 同じく 所々 を橫 行す るの 
間、 * 條殿 •之を 生虜 せしめ、 召し 進め 
らる >1 所 也。 仍って 兩人に 仕へ し 由緖を 
尋問せ らる乂 の處 、申して 云 ふ、 家 任は 
譜代の 源氏 御家人 也-就中、 父 家 脩は 六 
條 廷尉銲 室に 仕へ て忠 を輸 し、 數ヶ 所を 
拜頜 す。 平家 •天下を 執る の 時、 悉く以 
って牢 籠、 左 典 厩 •入洛の 宸 初、 壽永ニ 
年 八月、 適して 安堵せ しめ 畢ん ぬ。 其の 
德を酬ん爲、一旦*門了に列すと雖、關 


東に 異心を 挿まず。 又與 州に 屬 する 條 r 、 
人々 の虛訴 たる かと 云へ り。 六 條殿の 御 
下 文 •今に 帶 する や 否やを 尋ね 仰せら る 
»の間、之を備へ進む。ニ品.雨手を洗 
ひ、 拜 見せしめ 給 ひ、 邦 通 •讀み 申す。 保 
元三 年 二月 日の 御 下 文 也。 內舍 人の 筆跡 
也、 云云。 此の 御 下 文に 優し、 他事を 釓 
明の 沙汰に 及ばず、 本領を 安堵す べきの 
旨、 直に 仰せ 含めら る 云々。 曩 時の 趣を 
重んぜら る 、諸事 斯の 如し 云々」 と。 
又卷八 等に 見え、 下って 明 德記卷 中に 山 
ロの 彈正 、また 山 名 中 務の若 黨山ロ 五郎 
等 多く、 また 應 仁記卷 ニに 「山 ロ 云々」 
と、 此等 此の 族な らん。 

52 播磨前 ニ條參 照。 又 明 石 氏 家臣 等に 
見 ゆ。 

53 美 作 笠 庭 寺 記に r 久来 南條郡 稻岡莊 
(穀一石)山ロ乙法師」を载せ、又作州古 
城 記に r 高 倉の 別 所 城は 山 ロ 周 防 守 •之を 
戌る」 と。 又营 家族に 山 ロ 利 治 •見え、 
又 長 州 浪人 山 ロ 長 左 衞門國 政 ぁり、 久永 
條を 見よ。 又 苫田郡 大篠邑 名 族に 存 す。 
又 森 安條に 山 ロ 民 部 助 有箴等 あり。 

54 雲 石 堀 尾 山城 守 給 帳に 「二百 石山 ロ 
治郎 右衞 門」 を载せ 、又龜 井 侯の 儒臣に 


山 ロ景德 (正 懋) あ y、 刚 齋と號 す。 神 
儒佛に .通ず。 その 孫 顯藏弘 顥も名 あり、 
愼 齋と號 す。 

55 安藝 豐田 郡 高 崎 村の 土 居城は 延德 
頃、 山 ロ 某の 所 居と いふ。 而 して 藝藩通 
志、 豐田 郡條に 「土 取 村 山 ロ 氏。 先祖 山 ロ 
三十郞 義近 •西國 に 来り、 此の 地に 居る。 
今の 富藏 まで、 廿九 代と いへ ど、 詳なら 
ず。 家に 古き 瞎惋 を藏 す。 土 倉 故、 城主 
大隅 氏の 物な りと いふ」 と 見 ゆ。 

又 廣島府 「油 屋町 上屋。 先祖 吉右衞 門は 
周 防 國都濃 郡の 人山 ロ藝右 衞門義 房が 子 
なり。 初め 同國上 市に 居る。 天 正中 来り 
て府下に住し、油を作り家產とす。毛利、 
福 島、 ニ 氏の 時、 共に 其の 用に 供す。 今 
も 藩 中の 油 所と す。 今の 德三郞 まで 十代、 
世々 市 職を 勤めて 油 方の 業舊に 依る。 支 
族 ー戶七 左衞 門と 稱 す」 と。 又藝 藩儒 者 
に 山 ロ直淳 あり、 西 園と 號 す。 

56 周 防 吉敷郡 山ロ邑 ょり 起る。 第 六十 
四 項に 據れば 管 原 姓な りしが 如し。 當地 
方の 豪族な りしが、 南北朝の 頃、 大內弘 
世に 亡ぼさる。 中 國治亂 記に 「周 防に 山 
ロなん ど 申す宜 方の 大名 有 9 て、 數年の 
合戰 あり」 泰云 ひ、 又 言延覺 書に 「周 防 


國に ては、 山 ロ 殿と 申す 人、 その外， 歷々 
.候 ひっる を、 次第^^ •に 御 存分に 任せら 
れ 、近年 大內殿 の 御 分國に 及びた る 儀に 
候 J と。 又 山 ロ 丹 後 守有潑 等 見 ゆ。 
下って 安西 軍 策に 山 ロ 左 馬 允 等を 載せ • 
又 幕末、 毛 利 藩に 山 ロ義惟 あり、 その 男 
素臣は 維新の 際 功多く、 明治に 入り 次第 
に 身を 立て、 陸軍 大將 となり、 男爵より 
子爵に 昇る。 その 嗣子 十八 也。 

57 坂 上 姓 天 安二 年紀 伊介と な リし山 ロ 
忌寸西成の後か。黑谷村祇園寺腱永ニ十 
八 年古緣 起 中に 「永 仁 五 年、 山 ロ 領主 新 
左 衞門尉 坂 上 明繼」 正 和 ニ 年に 「坂の 上 
明 網」 と 見 ゆ。 明繼は 明 網の 父な らん。 
又應 安の 文書に 山 ロ 入道 明 敎あリ (谷 村 
山 王 社 古文書、 及び 田 屋村森 氏 古文書)、 
山 ロの 莊に 住する より、 山 ロ 入道とは い 

ふなり。 莊中に 十 番頭 あり、 藤 田、 黑 谷、 
谷、 宮內 、里 等を 云 ふ。 坂 上條を 見よ。 又 
名 草 郡 田 井 庄鳥村 地士に 山 ロ 半左衞 門、 
大野 庄中村 地士に 山 ロ宗四 郎等 見 ゆ。 

58 阿波 故城 記に 「那東 郡 分、 山 ロ 殿、 

藤 原 氏、 三 ッスハ マ 中に 雲」 と 見 ゆ。 

59 讚 岐寬弘 元年 大內郡 戶籍に 「山 口石 
町 女、 外 一人」 見 ゆ。 
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60 豐後建 久圖田 帳に 「東 畑 山 ノロ 三郎 
衞 門」 見 ゆ。 

61 豐前 宇佐 郡の 豪族に して、 天文 永祿 
の 頃、 山 口外 記 あり。 

62 大藏姓 筑前國 山ロ鄕 ょり 起る。 大蔵 
氏 系圖に 「木 原景村 入道 覺 道— 種 家 (號 
山 ロ〕— 種 春 (五® 丨種 經丨種 元— 種 善 
(五 郞四郞 、伊勢 守〕— 種 盛 (孫 九 郎〕 、弟 
種 光、 弟種武 (新 六〕、 弟種貞 (新 四郎) 、 
弟種弘 (友 右〕 J と 見 ゆ。 

63 筑前筑 後 前項 參 照。 その他、 筲暗祠 
官に山ロ惣右衞門、堤家臣に山ロ覺榮、 
又 元 縫 ニ 年上 廣河庄 當住村 帳に 山 ロ 半 左 
衞 門、 又 山 ロ 支蕃頭 •文祿 三年、 兩筑を 
檢 地す。 

64 菅原姓 肥 前に あ 9 て、 「管 家 庶流、 周 
防 山 ロ。 經壽 (山 ロ 式部 左衞 門。 文明 中、 
大村純 伊 公 •加々 良 島 潜 居の 時、 始終 陪 
從し 奉る)」 と。 又 「管 原貞經 (防 州 山 ロ、 
藤 津郡美 濃 村に 住す」 と。 一族に 淵 山、 
中 村、 溝 上、 高峰、 富 野、 深山 等の 諸氏 
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65 肥 前 橘 姓と 稱する あり。 又 藤 原 姓の 
者、 肥 前 彼杵に ありて 「其の 先山 城、 藤 
原 重 則 •大村 彼 杵大黑 丸に 來 住す、 八 人 


の 一」 など 見 ゆ C 士系錄 )。 又佐賀 藩士に 
山 ロ尙芳 あり、 幕末 明治に 功多し。 

66 肥 後一 盘吉 三年 菊 池 持 朝 侍 帳に 山 田 兵 
部次郞 朝 明を 擧 C 。 

67 伴 姓大 隅の 名 族に して、 肝 仗 氏と 同 
族 也。 又 南隅 系圖に 「山 ロ 氏系圖 、姓不 
明、 或は 平 姓と 云 ふ。 國內拾 羅郡蒲 生ょ 
り高山に移居、或は國內嗡嗷郡志葙志ょ 
り轉 居と も 云 ふ。 初代 萬兵衞 尉— 喜兵衞 
丨 盛武 丨 盛 政 — 盛 方」 など 見 ゆ。 

68 日向 諸 縣郡救 仁院高 濱庄に 山 ロ 六 社 
大明神 あり、 社 記に 「山 ロ 氏は 天智 天皇 
に 隨從 供奉して 下向す J と。 又 川尻 條一 
六 四 五頁參 照。 

69 室町 室 臣文安 年中 御番 帳に 「蘭 山 ロ 
四 IP 」 を载せ 、又 永 祿六年 諸 役人 附に 「足 
輕衆 •山 ロ 勘 助」 見 ゆ。 

70 雜载 、萬 葉 歌人に 山 ロ 若麻呂 、直流 山 
ロ 氏 也。 下って 大 友義 鎭の 弟八郞 は 周 防 
國山ロ 大納言と 云 ふ、 大內 、大友 等の 條參 
照。 又 鎌倉時代の 撰 解 文集に 山 ロ以枝 • 
見 ゆ。 又 大和 三輪 社々 家に 山 ロ 氏 あり。 
江戶 時代、 麻 田 靑木藩 用人、 田 中 本 多 藩 
用人、 常 和 田 岡 部 藩 用人、 勝 山 酒 井 藩 重 
臣 、牛 久山ロ 藩 重臣、 高 松 松 平 藩 用人、 


棚 倉 小 笠 原 藩 用人 等に 見 ゆ (武鑑〕。 又應 
擧門畫 家に 山 ロ 武次郞 素 絢 (伯 後〕 あり、 
山 齋と號 す、 又 雪 舟 派に 山 ロ雪溪 あり、 梅 
庵と 云 ふ。 又 山 ロ正鄰 (子 臣) あり、 四條派 
、也。 又 利 休の 頃、 茶道に 山ロ宗 古， 見 ゆ。 
又 江戶の 俳人に 山 ロ 蛭 牙齋羅 人、 また 山 
ロ宗齋 あり、 皆 名高し。 

又 山階宮 、及び 勸修寺 営諸大 夫に 山 口和 
泉 守、 西 園 寺 家 侍に も 見え、 又 律 山 藩 分 
限 帳に 「拾 八 俵 三人 扶持 山 口藤 助、 貳拾 
壹俵三人扶持山ロ萬之助、山ロ蠡彌」等を 
. 載せ、 又 銀座 由緒 書. に 「京 兩替町 平 役 山 
ロ榮助」見ゆ。又鯖江藩に「山ロ雪、卟ロ 
忠 七、 山 ロ友吉 、山 ロ 麻廉」 あ 0。 又 若 
狭、 美 濃、 志 摩、 駿河 •上野、 陸 前、 陸 
奧 、播 磨、 備前 、薩 摩、 對馬 等に 見え、 
又 西南 役に 山 ロ 盛 高あリ 、又 新 俳優 山 ロ 
定 雄は 阿波の 人 也と。 

養訓 ヤマ クニ 和名 抄 、安藝 國賀茂 郡に 
養訓 を收 め、 也 萬 久爾と 註す。 

山國 ヤマ クニ 和名 抄 、丹 波國 桑田 郡に 
山國鄕 を收 め、 又 神 名 式、 同 郡に 山國 神社 
を载 せ、 桑 下 漫録に 「山 國鄕 鳥居 村に 在り 
て、 一宮と 稱す J と。 又 朝野 群 載の 主計 寮 
勘 文に 「丹 波國 山國鄕 、私 傜稻 四百 束 山 


域 水 尾 寶乘寺 鐘銘に 桑田 郡 山國 莊」 、樁 
葉 記に T 京都 將軍家 領丹波 山 國莊」 など 見 
ゆ (地理 志 料〕。 又應仁 武鑑に 「將軍 家 御領 
山國庄ニ千百十四町」と载す。次に也雲國 
能， 義郡に 山國 鄕を收 め、 次に 豐前國 下 毛 郡 
に 山國鄕 を 載せたり。 

1 淸和 源氏 賴 光の 子賴 國を祖 とすと 云 

ふ。  . 

2 雜 载水戶 藩に 山國兵 部共昌 (喜 八郞) 
あり。 丹 波の 人山 國 喜三郞 祐 共の 孫、 彌 

左 衞門春 共の 長男 也。 勤王の 爲に 死す、 
贈 正 四 位。 

山 桑 ヤマタ ハ 下總國 匝 建 郡 山 桑ょり 起 
る。 千 葉 大系 圖に山 桑四郞 時 胤 •見 ゆ。 匝 
達 黨の 一也。 

山 隙ヤマ クマ  , 

山 倉、 ヤマ クラ 下總國 香 取 郡に 山 倉邑あ 

り。  - . 

ヤマ クロ 丹 波 水上 郡に 山 畦 ー黨あ 
りぐ 若 林 氏に して-丹 波 志に 「山 畦 一 黨. 
本名 若 林 氏、 上 瀧 村。 用 明 天皇 •此 所に 臨 
幸 御座して、 御 道筋 •多紀 郡 川 代 通ょり、 
久下 谷に 移し 玉 ひ、 此 所に 宿し 玉へ り」 と 
見 ゆ。 其の 他‘、 勝 岡條參 照。 

山 越 ヤマ n シ 下野、 伊豫 等に 此の 地名 


あり 0 

1 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏族 遠江國 安蘇邶 
山越邑 ょり 起る。 性 野 系圖に 「(佐 野〕 太耶 
國 綱— 左衞門 尉實 綱、 弟爲綱 (山 越 八 郎)」 
と载 せ" 又 一に 「實綱 六 男 信 濃 守爲網 (山 
越八郞 )一 
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淸重の 後は 律 布久條 を 見よ。 その他-佐 
野、 桐 生 (山 越 出 羽〕、 里旯 等の 條參 照。 
2 兒玉黨 七 黨系圖 に 「越 生新 大夫有 行 
1C 山 越) 有弘 (右馬允、 東鑑に 山 越 右 馬 
允〕— 有 高 (左 馬 允)— 有 信 c 太、 藤內 左〕 
丨信高 (新 馬 允〕 丨季信 ( 大左) 」 と 。され 
ど東鑑には小越に作る。小越、越生等の 
條を 見よ。 

3 伊豫 和氣郡 山越邑 より 起る。 豫草記 
に 山 越將監 •見 ゅ。 正平顷 の 人 也。 

4 雜载 その他、 武藏 、信 濃 等に 存 す。 

山 腰 ヤマ n シ前 條參照 、武藏 等に 存 す。 

山小屋 ヤマ ゴヤ 常 陸の 名 族に して、 新 
編國志に「多轲郡に山小屋村あり、蓋し其 
の 起る 所な り。 岩 城 系圖 に、 中山隆 朝の 女 
は 山小屋 大 膳の 妻と あり」 と。 又 岩 代に 山 
小屋の 地 あリ。 

山 座 ヤマ ザ武藏 等に 存 す。 

彌政ャ マサ 

山 佐 ヤマサ 出 雲 國能義 郡 山佐邑 より 起 
.る。 佐々 木 氏の 族に して、 佐々 木系圖 に 「富 
田四郞 左衞 門義泰 —秀淸 (號山 佐 五郎〕—， 


I 師淸丨 

上 山 佐 ® 
ニ郞 左衞 
門 

母 金 持 右 
兵 ^ 女 


- M 淸丨 經貞 A ffi ド 3 

下 5 守 前 守 
次 郞 左 a 門 

S 


ヤマタ II —— ヤマ n シ 


ヤマ n シ 


ヤマ n シ —— ヤマサ 六 11 八 三 


ヤ マサ— ヤマサキ 


ザ マサキ 


ヤマサキ 


一 H 八 四 


厂淸 tyf 備中守 

_ « 高 丨直高 丨- p 信 高 五郎 4 蓋 2 
下山 佐豊 S5 前 守 

拴權守五五郎方衞門 | ^ |向彥允郎 

郞產 門產  琶 

肥 前 守 

尼 子 氏の 最後" 上 月 城に 據れ る士に 山 佐 
民 部少輔 •見 ゆ、 その他、 上 山 佐、 下山 
佐條に 詳か 也。 又備前 等に 存す。 

山阪 ヤマ サカ 
山 坂 ヤマサ 力 * 

山： g ヤマザキ 和名 抄 、常 陸國茨 城 郡に 
山前鄕 、次に 石 見 國美濃 郡に 山前鄕 を 取め、 
也 末 佐 木 (岐) と 註し、 延喜忒 、但 馬に 山 前 
驛を载 せ、 又 近 江 國神崎 郡に 山 前 あり、 模 
戶 文書、 伏 見 殿御 頜目錄 、永 享四 年の 奉書 
案、 康 正段錢 引付、 庄園 目録 等に 山 前庄、 
山前南庄、山前牝庄、山前新八里庄、山前 
橋爪庄 、山 前 善 覺寺等 見 ゆ。 その他 次條を 
見ょ。 

1 大伴山 前 連大伴 氏の 族に して 姓氏 
錄 、和 泉 神 別に r 大伴山 前 連。 大 伴宿禰 
と 同祖。 日臣 命の 後 也」 と载 せたり。- 

2 山 前 連 前項 氏に 同じ。 類聚 符宣抄 卷 
•七、 貞元ニ 年 q 太 政 官符に 「主計 助 •山 
前 連義忠 に、 伴宿禰 の 姓を 賜 ふ j と 見 ゆ。 
山 培 ヤマザキ 前後 兩條參 照。 


山 崎 ヤマザキ 和名 抄 、山城 國乙訓 郡に 
山埼鄕 を收 めて 也 末佐岐 と 註す、 中世 大山 
崎 庄と稱 し、 攝律國 山 崎 邑と 接す。 次に 駿 
河 國駿河 郡に 山埼 鄕を收 めて 也 萬 左 木 (支〕 
と訓 ず。 次に 美 濃 國石津 郡に 山埼 ■、次に 
紀伊 國那賀 郡に 山埼鄕 あり、 後に 山 崎 庄と 
云 ふ。 其の 他、 攝津 、尾 張、 甲斐、 相 摸、 
武藏 、上總 •下總 、常 陸、 近 江、 岩 代、 加 
貿 "能 登、 越 中、 因幡、 播磨 、阿波、 伊豫、 
肥 後、 薩摩 等に 此の 地名 存す。 

1 大伴 氏族 山 前條を 見ょ。 

2 橘 姓 山城 國乙訓 郡 山 埼鄕ょ 9 起る。 
家紋 丸に 三文 字、 橘 文字。 山 崎 德右衞 門 
吉 成の 男 成員 •江 戶 幕臣と なる。 後、 平 
三郎 春季 あり、 橘 姓と 稱 し、 俳と 拳と に 
て 名高く、 櫻 齋と號 す。  . 

3 山城 前項 氏の 外、 山城 山畸 ょり 起り 
しと 云 ふ 山 崎 氏、 以下に 多し。 又 下 鴨 社々 
4 家に 山 崎 氏 ありて、 一は 掃 部 姓と 云 ひ、 
一は 靱貢 姓と 云 ふ。  • 

4 攝津有 馬 郡の 豪族に 見え、 畑庄城 (畑 
庄村〕 は山畸 右京亮の、 居城な りと 云 ふ。 
又大 阪靱の 名家に 見え、 臆 擧門晝 家に 山 
崎義測 あり、 鶴 嶺と號 す。 

5 和 泉 山 前條參 照。 又 大鳥郡 三 木閉村 


の 名 族に あり、 元祿 年間、 上 神 •谷 村大 
字 豐田ょり 本 村に 移住して、 新地を 開墾 
し. 一 初めて部落を爲すと云 ^ 。 

6 伊勢 北 畠國司 配下の 將に して、 山 崎 
式部 大輔は 度會郡 阿曾 堡に據 る。 又 山 崎 
左 馬 助 あり、 安濃 郡長 野 城を 攻 むる 時、 
細 野 九 一郎 左衞 門と 一志 郡 羽 野に 戰ふ 、遺 
蹟あ り。 又 外宮 土営內 人物 忌 家系 併 血 系 
に 「幸 田 (玉串 內人〕 度 會光潤 家系 血 系 • 
賴照 (稱山 崎 氏〕 丨正世 (稱辻 氏)」 と。 

7 藤 原 姓 潮 田 氏の 裔に して、 北 畠 家臣 
中務少 輔正重 (四 五 百 森 城主〕 の 男 庄右 
衞門正 勝 •外祖父 山 崎 兵 部 大輔の 氏を 冒 
す。 その 男 權八郧 正 信は 江 戶 幕臣と なり、 
.千 石を 領す 。家紋 丸に 揚羽蝶、 風車。 又 
桔粳と 云 ふ。 

8 淸和 源氏 三 上 氏族 近 江 發祥 ならん。 
三 上 系圖に 「賀茂 ニ 郞義 網— 盛 重 (山埼 
五郎) 
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9 佐々 木 氏族 寬永 系圖に 「始め 始祖 憲 


ヤマサキ 


ヤマサキ 


ヤマザキ 


H 八 六 


城 ニ 萬 石 (ニ 萬 三千 石) を 勝 ひて 移る。 
慶長五 年の 役、 其の 身は 大坂に 在りな が 
ら 、東 國の御 方た るに 依って、 其の 賞と 
して 備 中の 國成 羽の 城を 賜は る (.三 萬 石、 
一說に 四 萬 石 餘と云 ふ〕」 と 0 實は 此の 賞 • 
因幡 若 櫻に て 一 萬 ニ 千 石を 加へ られ 、三 
萬 五千石と なり、 成 羽は 子 家 治の 代に 移 
る 也。 

元 和 ニ 年 七月、 因 M 若樓 ょり 備中成 羽に 
移り、 寬永 十五 年 四月 > 1 萬 石 加 封に て 
天草に 移り、 富 岡 城を 修理し、 本 城 落成 
の 頃、 又 一 萬 石を 加へ られ 、十八 年 九月、 
丸龜に 移され、 合せて 五 萬 石な 9。 され. 
ど 若 櫻は 三 萬 五千石 なれば、 此の 時 五 萬 
五千石な り。 藩翰譜 には 「家 盛 •四 •十八 
歳に て、 慶長 十九 年 十月 八日に 卒す、 子 

息甲斐守家治っぐ。寬永十五年、肥後國 
天草 郡に 移る (三 萬 七 千 石、 ー說四 萬 石)。 
家 治 •城を 修し 築き、 本城旣 tc 作り出せ 
しに、 同 十八 年、 讚岐國 丸龜の 地を 賜は 
り (五 萬 石： T 新に 城を 構へ て 移り、 慶安 
元年 三月 十七 日、 五十 五歲に して 卒す。 
嫡子 志 摩 守 浚 家つ ぎ、 慶 安四 年 十月 廿六 
日、 三十 五 歳に して 卒し、 其の 子 虎之助 
治 賴繼ぐ (四 萬 五千石)。 叔父 勘 解 由豐家 


に 所領を 分ち 賜 ふ、 五千石、 治賴が 後見せ 
.ょと 仰せ 下されし なり。 治 賴わづ か八歲 
にて、 明曆 三年 三月 六日に 世を 早：、，〕、 
设 嗣 なければ 家絕 えぬ」 と。  、 

12 成 羽 侯 甲斐 守 家 治の ニ 男 勘 解 由豐治 
(治賴 の 叔父〕 の 後に して、 始め 承應 元年 
讚岐 五千石、 後 萬 治 元年 備中成 羽に 移る。 
久しく 交代 寄 合 衆たり。 その 男 「主税 助 
義 方— 兵庫堯 治— 兵 部 信 f 主 税助義 浚 
(左 兵衞 、實は 久留島 光 通 六 男)— 兵 庫 
助義 孝— 弟主税 助義 苗— 弟主税 助義德 
(備中 成 羽 五千石) 丨義 高丨義 柄— 竹 翁 丨 
治 祗丨治 敏」 に して、 幕末 備中成 羽 一 萬 
ニ 千 七 百 四十 六石餘 (明治 四千 二十 石〕。 
明治 男爵。 


山畸 


13 淸和 源氏 武田 氏族 これ も 近 江 發祥に 
して 武田 系圖に 「淺 利與 一義 成 •江 州 山 
暗 氏 •是 ょり 出づ」 と 載せ、 諸家 系圖纂 

に 「義成 (淺 利與 市、 弓の 上手、 家 文 扇 松 
皮〕— 知義 C 淺 利太郞 、近 江 國山崎 、岡 等 

M )J と 見 ゆ。 

14 佐々 木 氏族 秀網流 これ も 近 江 發祥に 


して、 家傳の 「先 M 山畸六 郞重淸 は、 佐 
々木 秀耦の 五男 也」 と 云 ふ。 家紋 龜甲の 
內四目 結、 龜 甲の 內 花菱。 幕臣 次郎 右衞 
門 良 益 以下 系 ぁ 9 ( 寬政 系譜： >。 

15 同上 義淸流 先祖 隱岐 氏と 云 ふ。 家紋 

輪 違. 四 目 結。 山 崎 六右衞 門重弘 •仙 洞 
御所に 仕へ、 その 男 金友衞 門弘矩 •幕臣 
となる o 

16 同上 支那 氏 流 これ も 義淸裔 と 云 ふ、 
支那條參照。彌 _-£ 郞範重(範光>延€、 
僧と なり、 山 崎に 居りて、 山崎宗 鑑と稱 
す。 連歌 俳諧に 達し、 その 名高く、' 天文 
二十 ニ 年 十月 ニ 日 逝、 八十 九。 

17 尾 張 愛知 郡 山 崎 村の 名 族 也。 山 崎 源 
太 左衞門 •信 長に 仕へ て 功 ありと、 こは 
第 十一 項 氏 也。 又 前 田 利 家の 家臣に 山 崎 
小兵 衞ぁ り。 

18 三 河 洞 院實頫 •松 平泰 親の 姮を 愛し 
て、 富 •水 五 1 郎實 興を 生む、 山畸 氏は 其の 
裔なりと(浪合記〕 >0 山本條參照。又本多 
家臣に 山 崎 半 右 衞門等 見 ゆ。 

19 淸和 源氏 賴 光の 後、 賴資の 後胤と 云 

ふ。 : . 

20 相 摸 鎌 倉 郡 山 崎の 地は 前述 山 崎 六郞 
憲 家の 居りし 地と 云 ふ。 後世、 厚木に 山 崎 


快 祐あリ 、厚木 文書に 見 ゆ。 

21 小 野 姓橫山 黨小野 系圖に 「藍 原次郎 
大夫隆 遠— 野 部 j 二 郎義 兼— 兼 光 (山 崎. 野 
太郎〕 」と 載せ* 七 黨系圖 に § 部 三義兼 

丨兼光 (山畸 野太〕— 晾光 (ニ)、 弟奇饺 

(大進 房〕— 道 俊」 と 見 ゆ。 

22 同上 猪 股黨 ，小 野 氏 系圖に 「藤 田 能 兼 
丨國氏 (山 崎〕 J と 見え、 又 七 黨系圖 一」 「好 
兼 (左〕 丨國氏 (山 崎 五 七〕— 光 氏 (三〕— 行 
氏 (小 三〕 J と 見 ゆ。 新 編 風土記、 榛澤郡 
條に 「楔澤 村 八幡 社、 或る說 に 猪 俣黨山 
崎 三郞左 衞門尉 小 野 光 氏の 靈を祀 れ り、 
由って 此の 神號 あびと。 近 鄕山畸 村は 此 
の 光 氏の 舊蹟 にや、 福 泉 寺の 持」 と。 

23 武藏前ニ項共に當國發祥也。又葛飾 
郡靑戶 村の 此の 氏は 風土記 稿に 「祖先は 
靑 砥左衞 門に 仕へ しものと 云 ふ。 左衞門 
が 所持せ し 山 癸 おろしな りと て、 家に 藏、 
せ リ 。其の さま 竹に て總及 の 如き ものを 
作り、 是を 箱の 上に 並べ 建 0。 此の 竹は、 
いと 古色に 見 ゆれ ど、 箱は 數 百年を 經し 
ものと も 見えず 。中古 修復せ しもの なる 
べし。 何れ 傳 來の眞 疑は しばらく 置いて、 
古 製の 霣撲な る 物な り」 と。 又 「須貿 村 
山 崎 氏。 中古まで 世々 里 正を 勤めし が、 
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今は 衰徽 して 田畑を も 次第に 失へ り。 古 
記錄 等は 一族 粕壁 宿の 民家に 托し 置き、 
火災に 逢 ひて 灰燼し、 由緒の 傳を 失へ り。 
祖先ょ リ佛 擅の 具に 石 打 箱 一箇を 藏 し、 
今 常に 是を用 ゆ。 其の 製い と 古色に して、 
背に年月を贜たり、ロハ此の一器三百八十 
の星霖 を 經る こと 舊家 を證 する に 足れ 
と。 又 多 摩 郡 大久野 村 白山 社の 神主 
家 等に 旯ゅ 。又 比 企 郡の 山畸 氏は 上田 案 
獨齋が 家人 山 崎 若 抉 守の 胤 也と。  ， 
また 谷 岡 系 圖に 「佐々 木 近 江 守 氏 綱の ニ 
男 伊賀 守義 重、 其の 子を 南條 山城 守 重賴、 
その子 南條 右京亮 重 長 •後に 山畸但 馬、 
後谷 岡但馬 入道 宗 安と 改 む」 と 云 ふ。 又 
埼玉 郡の 人、 山 崎 長 左 衞門篤 利は 國學者 
として 名 あ 90 また 下り 藤を 家紋と する 

あり 0 ノ 

24 淸和 源氏 三四耶 景久に 至り 針 生 氏に 
改 む。 針 生條參 照。 

25 常 陸 新編國 志に 「山畸 。茨城 郡山畸 
村ょ り 出で たり。 佐 竹 氏の 臣山崎 駿河 守、 
其の 子 修理と 云 ふ J と。 後®、 水戶 藩士 
山 崎 忠 治正憲 の男獵 藏恭禮 (子 之吉) は 勤 
王家に て從 五位を 贈らる。 

26 岩 磐 田 村 家臣に 見え、 又 會津松 平 藩 
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に 在り。 又 同藩 山 崎 勝藏 原は 儒者に して 
子 列と號 す。 又 岩 瀨跗 等に 存 す。 

27 宇多 源 八 北 畠 氏族 陸奥國 津輕の 名 族 
にして， 浪岡 氏の 裔と云 ふ。 

28 陸 奥 南部 藩 重臣に 見え、 又武鏗 、黑 
石 津輕藩 用人に 收む 。又弘 前 藩 鞍 山 崎 道 
有の 男圖 書道 冲 (丈 助， 明) は 儒 名 あり、 
蘭 州と 號 す。 そ 9 後なる 所 左 衞門淸 良は 
維新の 際 動 王す。 

29 越後 村 松 藩士 山 崎彌 平貞 興は 勤王家 
にして、 贈 正 五位。 又 彌彥船 越の 神官に 
此の 氏 見え、 又 新 發田溝 ロ 藩 用人に 在 yo 

30 越 中 新 川 郡に 山 崎 邑 ありて、 三 州 志、 
射 水 郡 放 生 津壘條 に 「文祿 元年、 阈祖“ 肥 
前名 謹 屋在營 の 間は、 放 生津 城に 山 崎 庄 
兵衞長 鏡を 置く と 也" 然れば 此の頃 迄 も 
城搆 あり や」 と。 こは 第三 十三 項の 族 也。 

31 能 登 能 登 郡 (鹿 島 郡) に 山 崎 邑あリ 
て、 當國社 家 等に 此の 氏 見 ゆ。 又 山 崎 龍 
吉雲山 (文 軒) は畫 家と して 名高し。 

か 加 實加貿 郡に 山 崎 庄あ り、 關係 ある 
か。 三 州 志、 能 美 郡 安宅 堡 (粟津 鄕) 條に 
「弘治 元年、 山 崎 吉家 •安宅 a： 攻めん こと 
は 七 國志に 見え。 永 祿五年 •朝 倉景行 • 
安宅に 布陣の こと ハ 曁び天 正 七 年 勝 家 • 
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安宅 燒拂 の、 、 とは、 續 本朝 通鑑 、織 田 記 
に 見 ゆ」 と。 又 ニ ロ 城主に 山城 長 門 あり。 
安 彥條を 見よ。 

又 前 田 利 家々 臣に 山畸庄 兵 衞長德 あり、 
次 項を 見よ。 而 して 加 實藩給 帳に 「五 千. 

五百石 (小槌〕 人 持山畸 庄兵衞 、千 石 (菱 
內同〕 山 崎 勘左衞 門、 八 百 五 拾 石 (角 內 
同) 山崎賴 母、 貳百石 (同〕 山 崎. 守 衞、、 
千 石 (蕨 角內 蛇ノ 目〕 山畸 伊織 •五 百 五 
拾 石 (檜 扇〕 山 崎雅五 部、 百 八 拾 石 (同) 
山畸 六左衞 門'  百 石 (同〕 山 崎 八 百 三、 
參拾五 俵 (同〕 外 七 人 扶持， 山 崎 五郎 左 
衞 門、 千 石山 崎 七 部 左衞 門」 見 ゆ。 又 富 
田 流 餅 土に 山 崎 左 近將監 (五郎 右衞 門) 
あり、 もと 朝 倉 家臣 也。 又 武鑑、 大聖 寺. 
前田藩重臣に山崎權丞見ゆ。猶ほ第十七 
項參 照。‘ 

33 赤松 氏族 越 前の 豪族に し、 て、 もと 山 
城國山 崎より 起る と 云 ひ •赤松 則 村の 後 
裔と稱 す。 長 時に 至り 朝 倉 孝景に 仕へ、 

越 前^-領主と •'なりて 四 萬 石 程の 地を 領 
せりと 傳ふ 。そ ^ 男 長 門 守 長 之、 その 男 
肥 前 守長吉 (祖 桂〕 は 永 正中、 貞景に 從 
ひて 土宼を 平げ、 その 男七耶 左衞 門吉延 
は 兄吉宗 と共に 義景に 仕へ、 織 田 氏の 兵 
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と戰ひ て 刀 根 山に 戰 死す。 その 男 庄兵衞 
長德 (長 鏡、 長 門) は、 明智 光秀に 仕へ て 
ニ條 城を 攻め、 山 崎に 破れ、 その後、 佐 
久間 安次に 從ひ て賤嶽 に鬪ひ 、遂に 前 田 
利 長に 屬 して 功 甚だ 多く、 七 千 石を 賜 ひ* 
ニ子 長國 、長鄕 に 各々 ニ 千 石を 賜 ふとぞ 0 
34 越 前 朝 倉 家臣に 見 ゆ。 前 ニ項參 照。 
又 秀康卿 給 帳に 「四百 石山 崎 新左衞 門、 
二百 石山 崎 小右衞 門、 二百 石山 畸 與左衞 
門、 百 石山 崎 勝左衞 門」 等を 載せ、 又忠直 
家臣に§崎兵左衞門、中條流の靱士、そ 
の 男 小 右衞門 ( 將監〕 も 名高し。 

35 若 狹 守護 職 次第に 山 崎 首 藤 左 衞門尉 
助 信 あり、 大高條 を 見ょ。 

36 因幡 法 美 郡 山 崎 邑 ょり 起る。 因幡 志 
に 「當村 百姓 山^^は 毛 利 氏 被 官山崎 勘 
解 由左衞 門" 或は 備 後左衞 門な ど 云へ る 
名 ある 人の 末 也」 と 0 又國 侍に 山畸 氏、 
田 公 氏 配下の 將等に 見え、 又 八 東 郡 若 櫻 
# 城主に 山 崎 左 馬 允 家 盛 あり。 こは 第 十一. 
項 氏 也し 

37 播磨當 國山崎 邑 より 起る とぞ 。木 下 
家臣 山 崎 淸 兵衞淨 因の 男嘉右 衞門嘉 (長 
士ロ 、敬義 、淸 兵衞〕 は 朱子學 Q 大家に し 
て 闇 齋と號 す。 後神 學を 研究し‘ 垂加流 
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神道を 起す。 又 梅 庵と 號 す。 天 和 ニ 卒、 
贈 正 四 位。 猶ほ 第三 十三 項參 照。 

38 美 作 笠 庭 寺 記に 「眞島 郡關大 井庄 (紺 
龙 三 反〕 山 崎 乙 包」 を擧げ 、下りて 久米 
郡讲和 邑山崎 氏は 源 姓と 稱 し、 天文ょ リ 
天 正まで 各地に 轉戰 、四郞 兵衞兼 連に 至 
り歸 農。 又 西川邑 •眞庭 郡旦土 等に 存 す。 

39 周防都濃郡須須萬の豪族_にして、安 
西 軍 策に 「須須 萬 域 主山畸 伊豆守」 を载 
す、 弘治 三年 打 死す。 また 山 崎 勘 解 由 入 
道 等 見え、 また 陰德 太平 記に 「山 崎 勘 解 
由 さらば 一曲 謠は ん」 と。 また 吉川 記に 

山 崎 左 馬 允 等 あり。 

40 紀 伊那 實郡に 山崎庄 あり。 

41 阿波 蜂須賈 藩創躺 文武 有功の 土に、 
此の 氏 見 ゆ。 

42 土 佐 安藝 郡の 豪族に して、 古城 記に 
「甲 浦 城は 山 崎 甲斐 •之に 居る」 と。 一に 
惟宗出 羽と 云 ひ、 又 「山畸 出 雲 •居る」 
ど 載せたり。 又 香 宗我部 家臣に 山畸 五良 
右衞 門、 同 五良 左衞 門、 同源 左衞 門、 同 
神助 等 見 ゆ。 

43 豐前豐 後 東 鏗養和 元年 二月 條に 「鎭 
西の 士山崎 六郎 J あり、 當 地方の 士か。 
又豐烤 國圖田 帳に 「山 崎 西、 太郞 ニ郞 J 


を载せ 、又 古國府 村山畸 氏、 實來衬 山 崎 
氏 等、 皆 藤 原 姓 也と。 

44 筑前博 多 櫛 田 社々 家 等に 見え、 又 福 
.岡 黑田藩 用人に 存 t •又 日淸役 志士に 山 
崎#」 一一郎 あり、 實は 泉淸 八の 三男 也。 

45 橘 姓 中 村 系圖に 「橘 好古— 敏 政、 弟 
敏盛 (山 崎 宮內少 輔 、山城 國山崎 に 住す) 
弟 末 盛 (山畸 宮內少 輔 、後一 條院の < 御宇、 
寬仁一 一一 年 肥 前 國長畸 莊潮 之大明 神の 神事 
奉行と して 下向す。 子孫 此に 住し、 橘 村 
の祖神たるに依り大明神の神職として永 
く當 社に 奉仕す〕 云々」 と。 

46 菊 池 氏族 肥 後 國益城 郡の 山 崎 邑ょリ 
起り しか。 菊 池 系圖に 「西 鄕太郞 政 隆一 
隆 基 (山 崎將監 〕 丨隆秀 丨隆房  C 四郞 太那) 
— 基宗 (山 崎 阿波 守〕— 基奇 (兵 庫 頭 •一 
に 山畸 阿波 守〕 丨隆邑 (九州 武者 所〕— 基 
時 (左 京大 夫〕— 隆任 ( 刑部少 輔〕 丨隆古 
(伊豆守)」 と载せ 、また 菊 池 風土記に 「隆 
基 (大 夫將監 、山 畸靈 社大明 神〕」、 また 
菊 池 家の 裔同 姓異 氏に 擧 ぐ。 

47 薩隅 伊佐 郡に 山 崎鄕 山畸邑 ありて、 
山 崎 城は 往古 大前 氏の 所領 也し を、 後 漉 
谷 出 羽 重 氏 •祁 答院に 封 ぜられ 、重 氏 第 
三男 涟谷重 直 •山 崎を 領す 。其の後、 島津 
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貴久に 服し、 逾谷が 一族 悉く 降參す (地 
理 纂考〕 。大 隅の 名 族に も 見 ゆ。 

48 和 氣姓半 井 宇 庵の 孫、 益 庵の 男、 權 
十郎忠 治 •外 家の 號を 冒して 此の 氏を 稱 
す。 家紋 檜 扇の 內四目 結、 笹龍膽 崩 也" 

49 雜载承 久記卷 四に 山畸の 三郞 、撰 解 
文集に 山 崎 說寧等 見え、 又大村 藩に 存 .し、 
源 姓と 云 ふ。 又 武鑑、 龜山松 平 藩 年寄、 
仁 正 寺 市 橋 藩 用人、 土 浦 土屋藩 用人、 中 
牽奥平 藩 重臣、 綾部 九 鬼 藩 用人 •縫 山 石 
川 藩 年寄 等に も 此の 氏を 载 す。 

また 江戶 の國學 者に 山 畸彌左 衞門知 雄 あ 
り、 武 陵と 號 す。 又 儒者に 山 崎 美 成 (長 
崎屋 新兵 衞、 久作 )、 又霱 家に 山 崎 薰烈 
(實は 井戶甫 田、 其 華)、 その 門 山 崎 薰洤 
(矢 橋 氏、 後井戶 氏、 古 骨 道 人)、 山 崎 源 
助 直 好 (如 流、 雛屋) 、又 旗本 文 右衞門 
の 女 山 崎 龍 等 皆 名 あ 9。 

又 仁 和 寺 侍に 山 寄 犮京少 進、 江戶の 俳人 
に 山崎彌 平春樹 (三 綱.、 寳山〕 、月 嘯 軒 
山 崎 風 堂、 又 狂歌に 山畸 三郞右 衞門俊 明 
(北 華、 自堕落 先生〕、 老人 賈宴 次第に 山 
崎伯吉 、又 彫刻家に 山 崎 仁 左衞門 一賈、 
赤穗森 伊勢 守臣に 山 崎 武左衞 門 等 見 ゆ。 
又 長 門、 備 中、 備後 、河内、 志 摩、 三 河、 
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美 濃、 駿 河、 遠 江、 上野 •下野、 陸 前、 

磐 城、 信 濃 (花 澤渴) 等に 見 ゆ。 

山里 ヤマ サト 

1 淸和 源氏 美 濃 阈 の 豪族に して、 佐 竹 
系圖に 「經 基の 子滿正 (伊豫 守、 美 濃國 
山里 祖〕」 と 見 ゆ。 

2 藤 原 姓 淡路國 天文 三年 九月 十八 日 新 
山寺 鐘銘に I 大工 山里 藤 原 宗家」' を 載せ 
たり 0 

3 備後藝 藩 通 志、 佐 伯 郡 大野 村條に 「三 
石は 同村に あ 大 田、 山里 一揆の 殘 兵， 
毛 利 家の 兵と 此に戰 ふ。 太 比 良は 士ロ和 村 
にあ y。 大 田、 及び 山里の 一揆 等 •毛 利、， 
吉川 、雨 家の 兵と 此に戰 ひ、 敗北す」 と。 

山澤ヤ マサ ハ 

1 藤 原 姓 大和 國の名 族、 大倭 社の 営 座 
等に 見 ゆ。 

2 青田 氏族 磐城阈 標凳郡 IU 澤邑 ょり 起 
る。豐田三耶左衞門淸弘の裔也と。 

3 薩隅 鹿兒島 藩士に 山 澤靜吾 あり、 功 
多く 里 爵を賜 ふ。 その 男を 山澤幾 太郞と 
云 ふ。，  、 

4 雜载 又武藏 、伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

山士  ヤマシ 新田 義宗の 男 小 太 郎義 則の 

後裔 也、 佐 倉藩內 左兵衞 光興 •慶應 元年 藩 
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東 八 代 郡 中 尾 村、 西 山 梨 郡 中小 河原 等の 
名 族に 此の 氏存 す。 

11 清 和 源氏 武田 氏族 r 淺利 與市義 利の 
後に して、 新兵 衞義 勝に 至り、 山 下 村に 
住して、 山 下 氏を 稱 し、 藤 原 氏に 改 む」 
と 。家紋 丸に 三 扇、 左 巴、 三 扇。 「義勝 
岐 守勝久 (外 記) 丨又助 勝 忠—同 勝 
長」等、寬政系譜に見ゅ。家紋上藤。 

12 淸和 源氏 木 曾 氏族 信 濃 國筑摩 郡 山 下 
村ょり 起る。 木曾義 仲の 後に して、 「木 曾 
義 仲の 次子 義宗 —義 澄— 義淸 丨久義 (信 
濃 山 下 鄕を領 し 山 下 判. 官 代と 稱す) 」 と。 
後 孫 又 左 衞門尉 •信 支 勝賴ニ 代に 仕 ふ。 
紋 二つ 引釕 貫。 第 六 項 氏は 此の 氏の 庶流 
か。 同 項 引用 中興 系圖は 此の 流 系 圖の會 
略な らん。 

13 神餘 氏族 安房の 豪族に して、 平 群 郡 
山下邑 ょり 起る と 云 ひ、 一に 安房 郡 山 本 
(古書に 山 下〕 發祥 とも 云 ふ。 神餘 氏の 庶 
流に して、 山下景 方を 祖 とす。 嘉吉 年間 
(永 享年 間) •山 下 佐 右 (左〕 衞門定 兼 •其の 
主神 餘景貞 を弑 して、 神餘 城を 奪 ひ、 安 
房 郡を 改め、 山 下 郡の 私稱 起る (房總 實 
記、 國 志) と。 金餘 、丸 等條を 見よ。 ヽ 
又 房 總里見 誌に 「東 條沒 落 ., 附き 正木 氏 • 
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當家に 腸す る 事。 爰に 長狹郡 主 東 條左衞 
門 尉 重 永は、 其の 頃、 山 下 左 衞門景 遠に 
一女を 嫁して、 睦を 厚く しける 處に 、山 
、下、 忽に 亡びければ、 云々」 と。 金餘、 
東條 •里 見 等の 條參 照。 

14 磐 城 岩 代 白 川 郡 山 下城 主に 山 下左衞 
門 尉 あ 9、 佐 竹 氏に 屬 す。 また 岩 韻 郡 等 
にも 存す 0 

15 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏族 佐 野 松 田系圖 
に、 「大槻 小次郞 高 義丨經 高 (號山 下 小 
ニ郞〕 丨經康 、弟 信 高、 弟 政 高— 公 政」 と 見 
ゆ。 而 して 松 田 系圖に 「山 下 小 五郎 經 高、 
山 下 小 五郎、 山 下 九 郞」 等 あり。 

16 越中畠山氏の重臣<して、三州志、 
新 川 郡 松 倉 城 條に 「天文 十四 年乙已 、畠 
山種長.その將唐人兵庫、山下左馬助を 
して、 此の 城を 守らし むる 處 、夏 四月 三 
日、 爲景 •其の 將 宇佐美 駿河定 行を 從へ、 
兵を騸けて之を圍み、城陷つ」と。 * 越 
軍記 等に 見 ゆ。 . 

17 丹 波 氷 上 郡の 名 族に て、 丹 波 志に 「山 
下勘七耶*子孫長谷村、國料上町。滇人 
にて 來 住す」 と 見 ゆ。 

18 播磨赤 松 家臣に 山 下 有 五郎 直 重 あ 
り、 その 裔惣兵 衞重政 •佐 用 郡 上月邑 に 
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居 $、 五千石 程の 地を 平ぐ と 云 ふ。 その 
男次耶左衞門正時、その男三之丞正高、 
その 男次郞 左衞 門正智 •赤 穂 森 侯に 仕 ふ。 
そのニ子世恭、掛幹(西涯)、共に學名あ 
りて 重んぜら る。 

19 備作苫 田 郡に 山 下邑存 し、 後藤 勝 元 
(基〕 家臣に 山 下四耶 三耶 あり、 勝 南 郡 公 
文庄長 內邑に 據る 。又 英田郡 田 原 村 庄屋 
に 山 下 新 右衞門 •見え、、 又 勝 田 郡 安 井邑 
山 下 氏は 後藤 勝 基の 一族 山 下 孫 右衛門 基 
則の 裔と云 ふ。 

又 備前松 田 系圖に 山 下 小 五郎 經 高、 山 下 
九郞等 見 ゆ。 松 田條參 照。 

20 土 佐 南北朝の 頃 •山 下彌 五部 あり、 
大 平氏に 屬し 能く 弓を躬 る。 大平 系圖に 

見 ゆ。 

21 大友 氏族 豐後大 友 家の 庶流 也と 云 ふ。 
「大友 家臣 主計 親 繼丨勘 解 由 親 之 丨若壽 
軒 家 琢丨慶 菴瑞琢 」 なりと。 

22 宇都 営 氏族 豐前の 豪族に して、 宇都 
宮系圖 に 「三 河 守貞泰 (蓮智 、九州 下向、 
豐前中 律に 住す〕 丨義網 (竇前 守" 中津城 
主、 山 下、 川畸祖 )」 と 載せ、 又 t 貞泰丨 
義網— 元 網 (大和 守、 豐前城 井祖 、河峙 、 
山 下 祖〕」 と。 宇佐 郡、 應永正 長の 豪族に 
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山 下 主審 允 •旯 ゆ。 而 して 「宇佐 宮神頜 
千 六 百 町の 內 、益 永 肥 前 守なる もの 一千 
町を 支配して、 社務と 號 し、 殘リ六 百 町 
は山下主蕃*支配して寺務と稱したり」 
と。 時 枝條を 見ょ。 

‘ 23 筑後應 永 戰覽に 「筑 後人 山下監 物」 
を 載せ、 豐西 記に 「大永 三年、 大友 代將 
山 下 親 浚 •筑 後出 張、 國 中の 政務を 行 ふ」 
と 見え、 又 小 野 村 内宮 棟木、 大永 三年 大 
名 衆に 山 下殿を 擧 ro 

t た 三 原 天文 五 年 八月 文書に 「和 泉 守 (山 
T〕J、 五條 家 文書、 天文 五 年 九月 十六 日 
に 「和 泉 守 (山 下 長 就)」、 永 松 文書に 山 
下 和 泉 守、 蒲 池 一族 郞從に 山 下 氏、 元 _ 
ニ 年上 廣河庄 當住村 帳に 山 下 縫 殿 助、 元 
和 五 年 「溝 ロの ft 主 山下覺 信」 等 見 ゆ。 

24 肥 前 彼杵郡 彼杵村 釜の 內山下 氏 •又 
福 田 氏 支流 山 下 氏 等 あり。 

25 肝 付 氏族 大 隅の 豪族に して、 八 代 秋 
兼の 次男 權三 郞久兼 ( 大外 記〕 を祖 とす。 
又 一に 「教 兼の 次男 久家 •山 下を 領 して 
氏と す」 と。 又 南隅 山 下 氏 系圖に 「伴 姓、 
通 字 兼、 定紋 三 雁金。 初代 常 心— 奎 之丞丨 
兼 房 丨兼寬 — 仲 太夫。 三代 兼 房 幼名 千吉、 
後俗稱 仲 兵衞 、庚 長 四 年 己 亥 誕生、 始め 
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大給良 鄕高須 に 居住、 延寶八 年 庚申 十二 
月 二十 五日 死去、 法名 庭 岸宗雪 居士」 と。 

26 宇多 源氏 これ も大 隅の 名 族に して、 
山 下 系圖に 「宇多 源氏、 家讓名 正、 綱、 
盛、 實 。定紋 輪 內平四 目。 鄕內波 見ょり 
移 0 て 新 富に 居る。 初代 正 城— 綱 重— 綱 
長 丨綱貞 I 盛 征丨實 弼丨實 秀丨實 辰— 實 
有丨實 福— 實澄 。初代 正 城 . 初め 四郞右 
衞門 、筑 後、 入道して 宗 安と 云 ふ、 實は 
宮里但 馬 守 正 重 五男に して 養子と なり、 
天 正 六 年 戊 寅、 國 主ょり 祐宗 大刀 拜領、 
琉球 征伐の 際、 十文字 紋入 旗二旒 拜受、 

, 文 祿四年 乙 未、 國防上 波 見常番 として 移 
住を 命ぜら る、 法名 和 屋宗安 居士。 ニ 男 
一女 あり、 一男 綱 重。 家を 繼 ぎ、 ニ 男 山 
崎 氏の 養子と なる。 ニ 代 綱 重 •初め 正 房、 
俗 稱四郞 左衞 門、 後筑 後左衞 門、 人道し 
て 宗薰と 云 ふ」 と。 

27 大禰寢 氏族 これ も大 隅の 名 族に し 
、 て、 山 下 伊勢 介稚 ( 雅〕 義など あり。 

28 薩摩大 隅 前 三項參 照。 又 伊佐 郡に 山 
下 出 羽 淸晴の 居宅址 あり。 淸晴 は、 秀吉 
西征の 頃、 その 行軍に 向 ひ、 扇 取 岡より 矢 
を發 ちし 人 也。 又 地理 纂考に 「嗷嗷 郡 福 
山鄕 士族 山 下 龍 益の 先祖 駒 右衞 門は 性 勇 
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敢 、初め 藤左衞 門と 云 ふ。 牧野の 狼を 数十 
匹 取得て 宮ロに 啓す。 地頭 新 納舍人 •其 
の 功を 稱 して ^ 右衞 門と 改めし む」 と。 
29 日向 記に 山 下 與兵衞 尉 鎭就等 見 ゆ。 

30 梨園 山 下 又四郞 の 門 又 五郎は 山 下金 
伶と 云 ふ。 ニ 代金 作は 養子 C 中 村 半 太夫)、 
三代は 養子 (芳釋 太郞) 、四 代は 養子 (嵐 
三藏〕 也。  ' 

31 雜载伊勢關家御內衆に山下塬左衞 
門 •民え、 又 幕臣 「山 下 十兵衞 (志 村忠兵 
衞のニ 男〕— 伊右衞 門」 等、 寬政 系譜に あ 
リ。又根來衆徒に山下南坊等名高し。又 
武鑑、 敦置酒 井 藩 用人、 芝 村 織 田 藩 用人、 
上野 山 松 平 藩 用人、 飯 尾 保 科 藩 添 役 等に 
具え、 又 佐 州 役人 附に 「淸和 源氏 •山 下 
勘之亟 J を擧 r。 又 堀 尾 山城 守 給 帳に 「百 

五 拾 石山 下 勘 左衞 門」、 津山藩 分限 帳に 
「拾 人 扶持 山下剛 助」 等 あり。 

又 天誅 組に 山 下佐吉 、佐 竹 藩の 掛屋に 山 
下一郞 右衞 門、® 家に 山 下 謙 藏蘇謙 あり、 
琴臺 、五 竹 等と 號す 。又 書家に 山 下 池亭 

爲榮 (尙 友齋〕 •名高し。 又備 前、 武藏等 
にも 存 し、 又 狂歌 師に 丘の 屋山下 御風 あ 
り 0 

山 志 田 ヤマシタ 武藏 等に 存 す。 


山 科 ヤマシ ナ和 名抄、 III 城阈 宇治 郡に 
山 科鄕 を收め 也 末 之奈と 註す 0 後に 莊 起り、 
後 宇多院. 御 頜目錄 に 山科莊 、三賓 院文書 等 
にも 見 ゆ。 又 山 科 神社、 山 階 寺 等 あり、 宮 
道條參 照。 又 信 濃に 山 科 東庄 、豐 後に 山 科 
村庄 •見 ゆ。 

1 山 科寘 人皇 別の 貴 姓に して、 延曆ニ 
十四 年 二月 紀に 「左 京人 八 上 王、 八 島 王 
に、 姓を 山 科眞 人と 賜 ふ」 と。 
2藤原北家尊卑分脈に「房前|參議槔 
■ 麿丨 右大臣 園 人 (山 科 大臣と 號 し、 前山 科 
と號ふ は是れ 也" 贈 太 政 大臣) 丨濱主 (木 
エ頭、安藝守〕、弟關主(因幡守)」と旯ゆ。 
3 山 科 宮仁明 帝の 御裔に して、 尊卑 分 
脈に 「仁 明 天皇 <康 親王 (號 山科宮 )丨 
興 基 (賜 源 姓)」 と载 せたり。 

4 藤 原 北 家 閑院流 尊卑 介 脈に 「洞 院實 
雄 (號山 階 左大臣)— 公 守— 實泰— 公賢— 
實夏 (號 後山 階內 大臣)」 と 載せたり。 

5 藤 原 雨 家 尊卑 分脈に 「巨 勢 麿 丨眞作 

— 三 守 (後 號山科 大臣、 贈 正 一位〕— 有統 
(贈 太 政 大臣、 正 一位〕— 諸 葛 (中 納言〕 丨 
主上 (參 議)」 と あり。 

6藤原北家四條家流尊卑分脈に「末茂 
の 裔 、參議 家 保 ( 三 條條參 照) 丨中納 言 家 
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成 (中 御門條 參照〕 丨 (山 科) 實敎 ( 犓中 
納 言)— 公賴 ( 參議〕 、弟敎 成 (中納 言、 號 
丹 後 侍從〕 丨敎房 (中将，) 丨資成 C 右 中將) 
丨 資行 C 中將〕 丨 敎打ハ ^ 中將) — 敎言 ( 權 
中納 言〕 丨敎興 (權 中、 本 敎淸) 丨敎豐 (參 

議 、改 家豐〕 丨顯言 C 權 中、 木 成 任)— 言 
國 ( 權中〕 丨言綱 (權 中) 丨言繼 (權 中〕— 
言經 C 內藏 頭〕」 と ある 後 也。 羽 林 家の 一 
に して、 有職 故實の 家 也。 その後は 「權 
中納 言言 經丨 參議言 緒— 權大納 言言緦 — 
參議 言行 丨 參議持 言 丨 堯言 丨 賴言 丨 敬 言 
I 忠言— 言 知丨言 成— 言繩 J にして、 家 
紋稻妻 也。  ， 

又敎 成の 兄 公 長 C 從三) 、弟に 宗明 、敎虑 
弟 「忠 成— 賴成丨 惟 成— 淸實丨 守 敎—朝 
成丨敎 右」 と。 また 資成弟 「敎賢 (右衞 
門督 、從ニ ) 丨敎 定丨賴 房— 敎兼」 、敎行 
の 弟 「敎繁 ( 參議〕 —敎 遠— 保宗 (參議 )」、 
又敎遠 弟に 敎右 (從 ニ) 等 見え、 康 正段錢 
引付に 「三百 四百 文 •山 科 右 衞門督 殿丨 
濃 州 所々 段錢」 を载せ 、又應 仁記卷 三に 
「公家 山 科」、 戰國の 頃、 山 科 言繼は 勤王 
の 志 厚く、 東西に 奔走し、 皇室に 盡す所 
多し、 贈從 一位。 又 言 經は謠 曲を 校正 註 
解す。 德川 時代、 羽 林、 舊 家、 四條流 。 


ヤマシ ナ 


三百 石 •方領 W 石、 後 三 西 石 1( 明治 三百 
十 石)。 今 出 川 北 御門 西へ 入。 寺は 松林 
院 。內 々0 現今 伯爵。 

命-#  X 

又八戶 南部 系圖に 「康正 云々、 山 科左衞 
門 佐敎兼 奉書」 あり、 賴房男 か。 

7 雜載撰 解 文集に 山 科 望 位 •見え、 下 
ら て 茶人に 山 科 宗甫 あり、 千 宗旦の 弟 也 

.と。 又 御醫に 山科宗 安元 富 ( 號李蹊 ) あ 
り、 侍醫廣 安の 孫に して、 名醫の 名高し 
又 名 醫傳に 山 科景紹 •本草に 精し。 又 家 
傳史料に山科長庵*見え、坊城家雑掌に 
山 科 氏、 又武藏 、上野 •下野 等に 存 す。 
山 階 ヤマ シナ 山城に 山 階庄 、また 近 江 
坂田郡にも山階庄、蠻後球珠郡に山階村(圖 
田 帳) 見 ゆ。 

1 山 階宮崇 光 帝の 御裔 、伏 見宮頁 敬 親 
王の 御子 晃 親王 •文化 四 年、 此の 宮冢を 
建て、 後 此の 稱號を 給 ふ。 始め 光格 天皇、 

後 仁 孝 天皇、 孝 明 天皇の 御 養子、 御 猶子 
となり給ふ。雲上明赞に「人皇 1? 廿ー代 
仁 孝 天皇 御 猶子、 實は伏 見貞敬 親王 御子、 
勸修寺濟範親王、元治元年に至り、山階 
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晃 親王と 稱し給 ふ。 山 階 常 陸 太守 晃 親王 • 
ニ" 2、五十ニ。牛道蔴神ロ一丁下る。仁 
孝 天皇 御 猶子、 實伏 見故貞 敬 親王 御子。 


勸修寺 御門 跡ょり 御附 、諸大 夫 •山 口和 
泉 守、 伊原 美 濃 守。 侍 •永 田 越後 介、 山 
田 甲斐 介」 と。 その他 ば 卷頭 皇室 御系圖 
を 見ょ。 

その後は 皇室 系譜に 「一代 晃 親王 (邦家 
親王 第一 皇子、 母家 女房 藤木壽 子、 靜宮、 
志津宮 、淸保 親王、 法名 濟範 、勸修 寺。 
元 治 元年 正月 十八 日、 山 階 宮の稱 號を賜 
ふ、 二十 三日、 名を 晃と改 む。 常 陸 太守、 
ニ 品、 明治 十九 年大勳 位、 三十 一年 二月 
十七日薨、八十三歳)丨(ニ代3菊麿王(第 
一王 子、 母家 女房 中 條千枝 子、 明治 六 年 
七月 三日 誕生、 同 七 年 四月 二十 三日、 梨 
本営 守 脩 親王の 養子と 爲 る。 同 三十 六 年 
十一月三 .0 大勳位、同四十ー年五月ー日 
海軍 大佐、 同月 二日 薨 、三十 六 歳〕— (三 
代〕 武彥王 (第一 王子、 母妃範 子、 明治 三 
十一 年 二月 十三 日 誕生〕、 第二 王子 芳麿王 
(母 同上、 明治 三十 三年 七月 五日 誕生〕、 


第一 王女 安子 女王 (母 同上、 明治 三十 四 年 
十月 三十 一日 誔生〕 、第三 王子 藤 麿 王 (母 
犯 常 子、 明治 三十 八 年 二月 廿 五日 誕生)、 
第 四 王子 萩 麿 王 (母 同上、 明治 三十 九 年 
四月 二十 一日 誕生〕、 第五 王子 茂 麿 王 (母 
同上、 明治 四十 一 '年 四月 二十 九日 誕生)」 
と。 鹿 島、 筑波 、及び 補遺 葛 城條參 照。 
2 山 階 家 前項 芳縻 王 . 大正 九 年 七月、 
臣藉に 御 降下、 侯爵を 賜 ふ。 

3 藤 原 姓 源平 盛衰 記に 「阿波 守 藤 原 真 
作の子後 1[| 階大臣三守公」とあるは、前 
條 第五 項 流 也。 猶ほ前 條第四 項を 見ょ。 

山 品 ヤマ シナ 前 ニ條參 照。 

山 島 ヤマ シマ 加賀に此の地名ありて、 
武藏 等に 此の 氏存 す。 

山島津 ヤマ シマ ヴ 日向 記に 「山 島津兵 
部 左衞門 尉」 見 ゆ。 

山 島戶ヤ マシ マド 日向 記に 「山 島戶助 
七郎」 を载 す。 

山莊 ヤマ シヤウ 能 登の 名 族に て 天 正の 
頃、 山 莊監物 あり、 車馬 場 砦を 守る。 長、 
成 田、 溫 井、 三 宅 等の 條參 照。 

山 後 ヤマシ リ 和名 抄 、下野 國都賀 郡に 
山 後鄕 を收 む。 

山 尻 ヤマジ y 美 濃 國揖斐 郡 三輪 城 ( 揖 


裴町 三輪) は、 土岐 伊豫 守賴淸 Q 孫、 捐斐出 
羽守賴 雄の 男詮賴 (蔵人、 左衞門 尉。 號山 
尻讚岐 守)」 在 城す と 云 ふ。 揖裴條 を 見ょ。 
山背 ヤマ シロ  山背 國は 後の 山城に して 
ャマ ゥシ a の 義也 •又 山 代に 作る。 其の 他 
和名 抄 、加 貿國江 沼 郡に 山背 鄕を收 めて 也 
萬 之 呂と訓 ず、 後设 山代邑 あり。 また、 伊 
璨等に 此の 地名 存 す。 

1 山背 國 造次 條を 見ょ。  . 

2 山背 直 同上。 猶 ほこの 氏 も 現存す 0 
山 代 ヤマ シロ 山 代國は 後の 山城 國 也， 
前後 兩條參 照" 次に 和名 抄 、出 雲國意 宇 郡 
に 山 代鄕 を收 む、 風土記に 大穴 持 命の 御子 
山 代 日子 命の 御座せ し 地と す。 次に 阿波 國 
那貿 郡に 山代鄕 を载 せて 也 萬之呂 と 註し、 
又加貿 、周 防 等に 山代庄 あり。 その他 •肥 
前 等に 存 す。  - 
1 山背 國造 後の 山城の 國造に して、 凡 
河内 氏の 族な り。 古事記に 「天 律 日子 根 
命は、 山 代國造 云々 等の 祖 也」 と载 せ、 
國 造本 紀に 「天 目 一命を 以 つて、 山代國 
造と爲す。卽ち山代直の祖」とある天目 
一命は、 亦の 名を 天 麻 比都禰 命と 云 ひ、 
天津 日子 根 命の 御子に て、 古事記と 一致 
す。 同書に また , 山城 國 造。 欞原 (神武) 


朝の 御世、 阿多 根 命を 山代國 造と 爲 す」 
と ある 阿多 根 命は 天 目 一命の 御子 孫なる 
べし 0 

2 山 代國造 天孫 本紀に 「伊歧 志 邇保命 
は山代國造等の祖」とあるは、前項國造 
家とは 異流に して、 次の 國造に 同じ かる 
べし 0 

3 山背 國造高 魂 尊の 裔 、久我 直の 族 か 
と 云 ふ。 國 造本紀 は 前々 項 山域阄 造の 外 
に 「山背 國 造。 志竄 高穴穗 (成 锬〕 朝の 
御世* 彥曾能 振 命を 以つ て、 画 造に 定め 
賜 ふ」 と载せ たるは、 天 律 彥根裔 の 山背 
國 造とは 別にて、 山城 久我 地方の 國造な 
らん かとの、 吉田東 伍 先生の 說 あり、 久 
我條を 見ょ。 

4 山 代縣主 前項 國 造の 事なる べし。 天 
孫本紀 に 「山 代 縣主祖 長 溝 J 見 ゆ、 開化 
朝 頃の 人 也。， 

5 山 代 直 (山背 直) 第一 項 山背 國造 家の 
氏 姓に して、 神代 祀上卷 に 「天津 彥根 命。 
是は 凡川內 直、 山 代 直 等の 祖 也」 と 載せ、 
また 國 造本紀 に 「天 目 一命を 山 代國 造と 
•爲 す、. 即ち 山 代 直の 祖」 と ある 後 也。 氏 
人には 神 功紀 攝政 元年 條に 山代裉 子 あり 
「天 御影 命 十一设 孫 J とす。 後天 武朝 、此 


の 丘ょり 連 姓を 賜 ひ、 又 天平 年間、 忌 寸 
姓を 賜へ る も あり。 

6 攝津の 山 代 直 神 功 攝政 元年 祀に 「天 
照大神 •' 誨へ て宣 はく、 我が 荒 魂は 皇居 

. に 近くべ からず、 御 心 廣田國 にあら しむ 
べしと。 卽ち 山背 栈 子の 女 葉山暖 をして 
祭らし む」 と 見え。 姓氏 錄* 攝津神 別に 「山 
直。 天 御影 命 十一 世の 孫、 山 代 根子の 後 
也」 と あるは、 代の 字を 脫 略せし ならん 
か。  、 

7 火 明 命 裔の山 代 直 姓氏 錄 、未定 雜姓、 
山城の 部に 「山 代 直。 火 明 命の 後て へり、 
見えず」 と载 せた リ。 

8 山背 連山 背 直の 後に して、 天武紀 十 
ニ 年條に 「山背 直、 云々、 姓を 賜 ひて 連 
と 日 ふ」 と 見 ゆ。 後程な く 思 寸 姓を 賜 ふ。 

9 阿曇 山背 連 海神 族に して、 皇極紀 に 
阿曇 山背 連 比 良 夫と ある 人を、 又單に 阿 
曇 連と も载 せた るを 以つ て、 此の 氏 •阿 
曇 連 家ょり 分れた るを 知るべし。 

10 山背 臣皇別 姓な らん。 天武 朝に 至 9、 
朝臣 姓を 賜 ふ。 

11 周 防の 山 代臣延 喜の玫 珂鄕 戶籍に 山 
代 臣秋成 あり。 而 して 今 玖 珂郡に 山 代 村 
存す 。前項 氏と 同族 か。 


12 山背 思 寸第八 項、 山背 連の 後に して、 
天武紀 十四 年條に 「山背 連， 云々、 姓を 
賜 ひて 思 寸と日 ふ j と 載せ、 また 天平 ニ 
十 年 七 H 紀に 「山 代 直 大山 等 三人に、 並 
に 思 寸の 姓を 賜 ふ」 など 見 ゆるより 起る。 
山城 計 帳と 思は る \正倉院文書に山背忌 
寸島賣 ，また 度 雲 三年 十月紀 に 「山背 國造 
外 從八位 上 山背 思 寸品遲 、云々、 各々 位 
一階を 進む」 など 見え、 また 姓氏 錄 •山 
城神別に「山背忌寸。天都比古禰命の子 
、天 麻 比 止都禰 命の 後 也」 など あり。 後に 
宿禰 姓を 賜 ふ。 

13 河内の 山背 忌 寸漢 族に して、 魯國白 
龍王より 出 づと云 ふ。 天平 勝寶八 年 七月 
紀に 「河 內國 石川郇 人 漢人 廣 橋、 漢人 刀 
自賣等 十三 人に 山背 忌 寸の姓 を 賜 ふ J と 
ある 後に して、 姓氏 錄 、左 京 諸蕃に 「山背 
思 寸 。魯國 白 龍王より 出づる 也」 み载せ 
たり 0 

14 山 代 忌 寸 大海 山背！！ の計蜎 と 思は る 
-1 正倉院 文書に 「愛宕 鄕 山背 忌 寸凡 海」、 
また 仁 和 ニ 年 正月 紀に 「山背 忌 寸 大海 全 
子」， 東 寺延喜 十二 年 七月 十七 日 文書- 
「山背 忌 寸 大海 當 氏」 など あるは、 皆 此の 
氏人に して、 第 九 項安卺 山背 連の 思 寸姓 
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を 賜へ る ものと 考へら る。 

15 山背 宿禰第 十二 項 氏の 後に て、 天 長 
十 年 四月 紀に 「山城 國 人山 代 思 寸淨 足、 
同姓五百川等八人、思寸を改めて宿禰を 
賜 ふ。 淨足 等は 天津彥 根 命の 苗裔 也」 と 
載せ、 また 承 和 十四 年 八月婼 に 「山城 國 
愛宕 郡 人 散位從 五位 下山 代 宿禰祖 繼等五 
人、 本 居を 改めて 左 京 三條に 貫す」 など 
見 ゆ。 山背 國 造の 直 胤 也。 

16 山 代 朝臣 第 十 項の 後に て、 天 武紀十 
三年 條 に 「山背 臣 、云々、 姓を 賜 ひて 朝 
臣と日 ふ」 と 見 ゆ。 

17 山背 畫師推 古記に 「始めて 黃文 畫師、 
山背 畫 師を定 む」 と 見 ゆ。 

18 無 尸の 山背 氏 文武紀 ニ年條 等に 見 
ゆ。 山背 直の 族 類 か。 

19 美 濃の 山 代 氏 大寶ニ 年の 春 部 里戶籍 
に 「同 黨山代 意 伎奈」 など 見 ゆ。 

20 嵯哦 源氏 松 浦 黨肥前 國松浦 郡 山代邑 
ょり 起る。 下 松浦黨 中の 豪族に して、 弘 
安 蒙古 役に 「山 代 又 三 郞榮 •壹岐 に 出戰」 
と载 せ、 山 代 文書に 「功に よりて、 神 崎 
莊 田地 拾 町、 竹 村 鄕利田 里 屋敷、 上條鄕 
岩 田 村 並に 松畸 里を 賜 ふ」 と。 又 北 肥戰 
誌等に見ぇ、また嘉禎四年十月廿七日文 


'書に 「肥 前國 御家人 故山 代 三郎固 女子 源 
氏 •同 後家と 云々」 と 見 ゆ。 また 後藤 家 
記録、 縑倉 末に 山城 三郞 正、 正 慶ニ年 文 
書、 曆應 元年、 同 三年 等の 文書に 山 代 松 
浦 彌三郞 弘 、或は 山 代 孫 三 郞弘、 彌三郞 
弘な どを 载 す。 

又鎭西 要略、 曆應 元年 條に 「肥 前 西方 郡 
主 山 代 源 三郞. 一、 延文 、四 年條に 「武家 方 山 
代 又 三 郞」 、建德 ニ 年に 「今 川貞世 •松 浦 
に 下着、 山 代 氏 來屬 J 等と 見え、 海 東 諸 
掘 記に 「源 吉 。乙 丑年、 始めて 使を 遣は 
して、 来朝し、 書して 肥 前 州 下 松 浦 山城 大 
守 源 吉と稱 す。 圖 書を 受け、 歳に 一 船を 
遣は すを 約す」 と。 

その後 明應ニ 年、 少贰政 資 •山 代 等を 追 
討の 事 等 見え、 松 浦 系圖に 庶流 者に 山 代 
を 载せ たり。 

2! 利 仁 流 藤 原 姓 加貿國 山代庄 ょり 起 
る。 富 樫系圖 、高 家の 弟泰信 •此の 地に 
居り、 子孫 山 代 氏と 稱 す」 と。 

22 佐々 木 氏族 次條に 併せ 云へ り。 

23 雜载 その他、 奥州 田 村 郡 等に 此の 氏 

あり 0 ' . 

山城 ヤマシ 口 山城 國は 古代の 山背 國な 
り。 桓武 天皇 •都を 當國に 定め 給 ふや、 山 


背を 改めて 此の 字を 用 ひしめ 蛤 ふ。 和名 抄 
に 夜 萬之呂 と 註す。 その他、 阿波に 山城 谷 
あり 0 

1 山城 國造 前條に 併せ 云へ り。 

2 國栖 族國栖 笛エの 氏に して、 類聚 符 
宣抄卷 七、 天 曆ニ年 八月 甘 一日の 太政官 
■符に 「山城 國司 。應 に國 栖笛エ 山城 是 行、 
同眞生 等の 徭饺 、並に 戶田 正税を 免除す 
べき 事。 綴 喜 郡 島 鄕戶主 山城 田 村の 戶 ロ。 
戶田ニ 町 百十步 。右 •宮 內會 去る 六月 甘 
日の 解を 得る に 偁ふ "國栖 別 當國栖 茂 則 
の 解狀に 傅 ふ、 笛エ 山城 是行 等の 解狀に 
.偁 ふ、 謹んで 事情を 尋 ぬるに、 笛エは 是れ 
- 素と 式に 依りて 仕， へ 奉る 者 也。 玆に 0 y 
，て 古は 氏人 等 •件の 職に 預り仕 ふの 中、 
更に 徭役を 進めず、 云々」 と载 せ、 また 
朝野 羣载 、卷 五に 「田 原 御栗栖 住人 山背 
友武」 など 見 ゅ。 

3. 佐々 木 氏族 尊卑 分脈に 「佐々 木左衞 
門 尉廣綱 (山城 守〕— 惟 綱 (山城 孫 太 部)— 
範縱 (右衛門 尉〕」 と。 又 惟 網の 弟 「左 兵 

衞爲網 (山城， ニ郎 )、 其の 弟 式部 丞親耦 (山 
城 三 郎〕 —淸定 一と 載. せ、 又 中興 系圖に 
「山 域 •宇多、 佐々 木定綱 男泰綱 •之を 
稱 す。 山 代 共と あり。 葛 木、 葛 岡 等の 條 


參 照。 

4 小 野 姓 橫山黨 本 間 氏の 族に て、 小 野 
氏 系圖に 「本 間 右馬允 義忠丨 山城 守基忠 
丨忠員 C 太郞 左衞 門〕、 弟新苽 (山城 兵衞 
尉)」 と あるょり 出で、 太平 記卷 十に 本 間 
山城 左衛門 等を 擧 ぐ。 後には 源 姓と 云 ふ、 
本 間條を 見ょ。 

5東鏗、卷七.に山城介久兼，十に山域守 
實道 、十六に 山城 三耶行 村、 十七、 二十 
、一、 二十 ニに 山城 左 衞門尉 行 村、 二十 一 

に 山城 四郎 兵衞 尉、 二十 一、 二十 ニに 山城 
判官 行 村、 二十 一に 山城 兵衞尉 (大 庭條) 、 
ニ 十三に 山城 判官 次耶基 行、 二十 五に 山 
城 右衞門 尉、 三十 七に 山城 入道 元 西、 三 
十三に 山城 前 司元忠 、三十 九に 山城 前 司 
盛時、 四十 一、 四十 五、 四十 七、 五十に 
山城 前 司 浚 平、 四十 一、 四十 五に 山城 次 
郞兵衞 尉信忠 、四十 ニ、 四十 五に 山城 三 
郎左衞 門尉忠 氏、 四十 三に 山城 次郞 左衛 
門 尉、 四十 八、 五十一に 山城 三郞 左衞門 
尉近忠 等 見 ゆ a 

6 藤 原 南家ェ 藤氏 族祐 親を M とすと。 
ニ. 階 堂 氏の 族に して、 東 鑑建保 元年 條 、和 
田亂後「相摸大井莊を迎って、山城判官 
行 村に 賜 ふ I と。 行 村は 二階 堂 氏に して、 


父 行政 •山城 守た リし にょ リ、 子孫 •山 
城を 稱號 とす。 二階 堂條を 見ょ。 

前項 山城 氏は 多く 此の 流に て、 又 太平 記 
卷三に 山城 左 衞門大 夫、 卷六に 山城 四郎 
左衞門 尉、 三十 一に 山城 判官、 四十に 山 

城 中務少 輔行 元、 山城 四邱左 衞門敗 師政 
等 見 ゆ。 

又 評定 着 坐 次第に 「延文 三年、 山城 判官 
行 元。 康曆 元年、 山城 中務少 輔 入道。 至 
德ニ 年、 山城 中務少 輔行 照、 二階 堂 山城 
中書禪 。明德 元年、 二階 堂 山城 入道 行 照。 
應永十 年 正月 十一 日、 二階 堂 山城 左衞門 
尉、 山城 左衞門 尉」 など 見え-又 文 安 年 
中御番 帳に 二階 堂' 山城 判官、 常 德院江 州 
動 座 着 到に 「二階 堂 山城 判官」、 永 祿六年 
諸 役人 附に 二階 堂 山城 守、 二階 堂 山城 守 

晴泰等 見え、 長 倉 追罸 記に 「山城が すな 
■かし」 など あり 0 

7 河内 石 川 郡 大寶寺 城は 一名 別 井城、， 
山城 城と も 云 ^ 、 山城 邑に 在りて、 ロの 
城、 中の 城 •奥の 城 等に 別る。 楠 氏の 屬 
域に して、 山城 氏據 る。 

8 若狹 守護 職 次第に 「代官 山城 前 司 J 
見 ゆ。 

9 鎭西永 仁 七 年 四月 十日の 鏆西 引付に 


「一番*山城治部丞」、また阿蘇遠 71. 守代 
に 「二番 •山城 彥太耶 、三番 •山城 三耶 J 
見え、 武藏英 時代に 「二番 •山城 三郎入 
道」 を收 む。 

10 _ そ、 の 他、 保 元 物語に 山城 前 司 重 
網を 载せ 、又 文 安 年中 御番帳 に 畠 山山 城 
人道 •日向 記に 山城 支蕃 允、 鹽谷判 官高 
貞 家臣に 山城宗 村 あ リ。 又武藏 、信 濃、 
近 江 (三 上條參 照) 等に 存 す。 

山 代 猪 甘 ヤマシ ロメ 砵カ匕 職業 部の 
ー也、 4 カヒ條を見よ0 

山 代內 ヤマシ P / ウチ 

〇 山代內 臣味師 內宿禰 の裔 也。 ゥチ條 
.を 兄 fo 

山 代大國 ヤマシ ロメオ ホク ニ 垂仁紀 

に 「山背 大國不 連の 女 綺戶邊 あり、 趣仁皇 

妞 也。 卷頭 皇室 御系圖 、及び 大 國條參 照。 

山 代久我 ヤマシロメコガ 

〇 山 代 久我直 背 男 命の 裔 也、 n ガ 及び 
クガ條 を 見よ。 

山背 柏 ヤマシ ロノ コマ 高麗 族 也。 コマ 

條を 見よ。 

山代相樂郡日佐ヤマシロノサガラ / n 

ホ リノ オサ 已智族 也。 ォサ條 を 見よ。 

山 代 水 主 雀 部 ヤマシ ロノ ミ ヌシノ ササ 


ヤマ シロ 


ヤマシ P 


ヤマ シロ 


空 九？ 


ヤマシ p —— ヤマセ 


ヤマセ I ヤマタ 


ヤマタ 


養 八 


キべ 

〇 山 代 水 主 雀 部 連 尾 張 氏の 族 也。 ミヌ 
シ 、ミグ シ 、及び サ 、キぺ 等の 條を 見ょ。 

山背 ¥ 作客 ヤマシロメヨロヒツクリマ 

ラウド マラゥド、及び 3 ロヒ條 |: 見ょ0 

山 代部ヤ マシ ロべ 山背 國造 111 背 直の 私 
有 部 曲 か。 天 武前紀 に 「山背 部 小 由」 なる 
者 ぁり。 壬 申の 功臣に して、 文武 朝、 直廣 
肆を 贈らる。 

〇 美 濃 美 濃 國鄕里 未詳 戶籍に 「山 代 部 
安麻 呂 J なる 者 見 ゆ。 

山 末ャマ K X 

山 f 官 ヤマ スゲ 秀鄕流 藤 原 姓に して、 家 
絞 丸に 揚羽蝶、 三 巴。 寬政 系譜に 「小 右衞 
門正武 (里 霞〕— 七 兵衞正 登— 小 右衞門 
益」等見ゅ 0. 

山 住 ヤマ ズ$ 結 城戰場 物語に 「上 杉 勢 
山ず み」 を载せ 、又 武藏 、磐 城、 岩 代 等に 存 
し、 又 海賊ビ 山 住 鬼 夜叉、 猶 八橋 條參 照。 
山 澄 ヤマ X ミ 紀 伊の 醫師に 山 澄 延年 ぁ 
9。 又武藏 等に 存 す。  、 
山 角 ヤマ ズ ミ ャマ ヵド 條を 見ょ。 
山瀨ャ マ セ ， .• 

丨 橘 姓 楠 木 正 成の 後 也と 云 ふ。 寬政系 
譜に r 甚之丞 正 家 (一に 正 信、 天 正 宇七 


死) 丨次左 衞門正 次— 甚五郞 政 盛」。 家紋 
菊 水、 丸に 蔦。 蔦」 と 見 ゆ。 

2 雜载紀 伊の 醫師に 如 水 軒 山 瀨春政 あ 
リ 、通 稱を梶 取屋治 右衞門 ( 藥屋〕 と 云 
ふ。 又擷尾 山城 守 給 帳に 「三百 石山 瀨七 
郞 右衛門」 を擧 ぐ。 又 琴に 山 勢檢校 あり、 
S 代 山 勢 松韻 (實は dfc:. 口田 經輔 男〕 は 明治 
時代 名を 擧 ぐ。 又備前 等に 存 す。 ' 

000 ヤマセ 信 濃 國高井 郡 夜間 寵邑ょ 

”起 るか。 

山關ヤ マ セキ' 

山副ヤ マソへ 

1 近 江 佐々 木 家臣に して、 蒲 生 郡 鏡 山 
村に 住せり と 云 ふ。 

2 伊勢 * 島 家臣に 山 副 十六 兵衞 あり、 
飯 高 郡霧舘 に據 る。  ，： 

山添ャ マソへ 

丨佐 々木 氏族 寬政 系譜に 「家紋 五 七 桐 • 
蛇 目。 小 兒科醫 宗積以 直— 櫂 吉直房 (宗 
壽)」 等 見 ゆ。 

2 雜载 .秀康 卿 給 帳に 「三百 石山 添彌次 
兵衞」 を 載せ、 武藏等 に 存 す。 

山 外 ヤマ y ト ャマ ト條を 見ょ。 

山 田 ヤマダ 和名 抄 、山城 國葛野 郡に 山 

田鄕を 取め、 松 尾鎭噻 記に 山 田 弗を 擧 r o 


次に 河內國 交野 郡に 山 田 鄕を收 む、 山 田 池 
山田邑 等あリ 。また 錦 部 郡に も 山 田 鄕を載 
す。 次に 伊賀 國に山 田 郡 あ 9 て、 也 末 太と 
訓 ず、 郡內に 山 田邑 あり。 次に 尾 張國に も 
山 田 郡 ありて 夜 萬 太と 註す、 天 武五年 九月 
紐に 山 田 郡と あるを 初見と す。 尾 張 志に 「春 
日井郡山田莊.昔の山 0' 郡の地にて南の方 
愛智 郡の 内に も、 郡の 名の 殘 りて 山田莊 と 
呼ぶ村多し」と。次に三河國實茂郡に 11! 田 
鄕 、次に 遠江國 周智 郡に 山田鄕 、也 萬 多と 
註す、 後に 山 田 村 ありて、 豐田 郡に 屬す。 
次に 武藏國 人間 郡に 山田鄕 を 載せて 也 萬 多 
と訓 ず。 風土記 稿に 「今 郡內鄕 <に唱ふる 
もの 三 村、 又庄 名に pi ふるもの 川 越 城下を 
始 として、 合 村 五十 餘の 多き に 至る」 と 0 
天 正 十八 年 制札に. 「山 田庄河 越、 三十 三鄕 
內」 と。 

次に 上總國 市 原 郡に 山 田鄕を 收 めて 夜 萬 多 
と 註し、 また 海上 郡、 埴生 郡 等に も 山田鄕 
を收 む。 次に 常 睦國久 窓 郡に 山田鄕 、また 
.延 式に 山田驛 、美 濃 國郡上 郡に 山 田鄕、 
後に、山田庄起る。次に上野國に山田郡あり 
て 夜 末 太と 訓 じ、 郡 内に 山 田鄕を 載せ、 後 
に 山田庄 •起る。 次に 下野 國那須 郡に 山 田 
鄕、陸奥國楽多郡(槃域〕に山 1:1:! 鄕(山田 


r% 存す) 、磐灌 都 (岩 代) に 山田鄕 (今 石 川 
郡〕、 又 磐 井 郡 (陸 中) に 山 田 鄕を收 め、 也 
萬 多と訓 ず 。次に 丹 後 國與謝 郡に 山 田鄕) 
正應田 數目錄 に 「與佐 郡 山 田鄕田 二十 七 町 
一 11 十四 步」 と あり。 

次に 石 見 國美濃 郡に 山田鄕 、也 末 多と 註す。 
次に ft 岐國に 山 田 郡を 收 めて 夜 末 多と 註 
し、 また 阿野 郡に 山田鄕 ありて 也 萬 多と訓 
ず。 次に 伊豫 國宇摩 郡に 山田鄕 、次に 土 佐 
阈香美 郡に 山田鄕 、也 萬 多と 註す。 また 幡 
多 郡に 山 田 鄕見ゆ 。次に 高山 寺 本 筑前國 
嘉麻 郡に 山田鄕 、また 宗像 郡に 山田鄕 あり 
て 也 萬 多と訓 ず。 次に 豐前國 上 毛 郡に 山 田 
鄕 、後に 山 田村殘 る。 次に 肥 前 國基肄 郡に 
山田鄕 、佐嘉 郡に 山田鄕 ありて 也 萬 多と 註 
し、高來郡にも山田鄕あ9て、也萬多と |1|1 
ず、 延喜式 山田驛 Q 地 也。- 
その他、山城國相樂郡に山田庄ありて、興 
福 寺宮務 帳に 「山 田 寺は 相樂郡 山田鄕 朝日 
莊に 在り」 と。 又 攝津國 島 下 郡に 山田莊 あり 
て、 東鑑 七、 文治 三年 十月 二十 六日に 見え、 
又 伊賀、 武藏 高麗 郡、 近 江 栗 本 郡、 下野、 
丹 波、 備前 、紀 伊、 ft 岐 、阿波、 土 佐、 肥 
前 等に 山田庄 あり。 また 尾 張智多 郡に 山 田 
鄕 、越後 古志 郡に 山田驛 、大和に 山 田 寺、 


ヤマタ 


近 江に 山 田 神社 等 多く、 猶ほ 伊勢 •相 摸、 
信 濃、 陸 奥、 羽 後、 越 中、 伯耆 •出 雲、 播 
磨、 備 中、 長 門、 豐 後、 肥 後、 日向、 大隅 
等に 此 地名存 す。 猶ほ ヤマタべ 條參 照。 

1 山 田臣蘇 我、 及び 山 田 石 川條を 見よ 0 
2 山田縣 主 中臣氏 の 族 也。 山田縣 とは 
後の 讚岐國 山 田 郡の 地に して、 中 臣宮處 
本 系 帳に 「靜 主の 子靜 •小 治田當 天皇の 
御世、 山田縣 主」 と 見 ゆ。 宮處 條參 照。 
3 葛 城 山 田 直 葛 城國 造の 族に して、 鈥 
明紀に 「備 前兒島 郡に 屯 ,# を 置き、 葛 城 
山 田直瑞 子を 田 令と 爲 す」 と 見 ゆ。 

4 山田史 漢族に して、 河內國 交野 郡、. 
錦 部 郡な どの 山田鄕 より 起れ るな らん。 
周靈王 太. 子晋 より 出づと 云 ふ。 後に 造 姓、 
連 姓を 賜へ る 者、 及び 山 田 御井 宿禰 (淳 
仁 帝 乳母 日賣 島〕、 廣野連 等を ■賜へ る 者 等 
あり。 又 氏人には 持統紀 に 山 田 史御形 c 續 
紀に御 方) あり、 「魏の 司 空 王昶の 後」 と 
云 ふ。 文章 博士、 大學 頭たり。 萬 葉 集に 
は 三方に 作る。 

5 上總の 山 田 史當國 には 市 原 郡、 海上 
郡、 及び 埔生 郡に 山田鄕 あり。 而 して 天 
平 十 年駿河 國正税 帳に 「從 上總國 進士文 
石 使 大初位 下山 田史廣 人」 なる もの 見 ゆ 


ヤマタ 


6 山 田 造 山 田史の 後に して、 天平寶 字 

三年十ニ月紀に「山田史廣名、云々に、 

姓を 造と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄は 右京 諸 

蕃に收め「山田造。山田宿禰と同祖、忠意 

の 後ょ 9 出づる 也」 と载せ 、また 河内 諸 

蕃に 「山 田 造。 同上」 と o 一 本に 「山 田 

宿禰と 同祖、 忠赏 Q 後 也」 など 載せたり。 

此の 氏ょり 連 姓、 及び 宿彌 姓を 賜へ る 者 
あリ 0 

7 和 泉の 山 田 造 新羅 族と 云 ふ。 姓氏 錄、 
未定 雜 姓、 和 泉の 部に 「山 田 造。 新羅 國人 
天 佐 疑 利 命の 後と 云へ り、 見えず」 と载 
せたり 0 

8 山 田 連山 田史 、及び 同 造の 後に して、 
天平 寶字 三年 十二月 紐に 「外從 五位 下山 
田史 白金、 云々 に、 姓を 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
自金は 一に 銀に 作る、 明 法 博士た リ 。ま 
た 神 護 景雲 元年 九月祀 に 「右京 人 正 七 位 
上 山 田 造吉繼 に、 姓を 山 田 連と 賜 ふ J と 
载せ 、また 天 安二 年 六月紀 に 「大 學助從 
艽位 下山 田 連 春 城」 など 見 ゆ。 白金の 曾 
孫に して、 學名 あり。 姓氏 錄は 河內 諸蕃 
に收め 「山 田 連。 山 田宿禰 と 同祖。 忠意 
の 後 也」 と载 せた 90 

9 雄 山 田 連 周 防正税 帳に 此氏人 見 ゆ。 
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10 大伴山 田 連大伴 氏の 族に して、， 延曆 
十六 年 正月 紀に 「陸 奥 國遠田 郡 人外 大初 
位 上 丸 子 部 八千代に、 姓を 大伴山 田 連と 
賜 ふ」 と载せ たり。 

11 山 田 宿禰山 田 造、 及び 同 連の 後に し 

て、 寶龜 元年 十一月 紀に 「外從 五位 下山 
田 造 公 足 等 三十 人に、 姓を 宿 禰と賜 ふ」 
と载 せ、 また 天 長 十 年 三月 紀に 「左 京人 
少外記 山 田 造古嗣 、云々、 宿禰 姓を 賜 ふ」 
など 見呦 。姓氏 錄は 右京 諸蕃に 「山 田 宿 
漏。 周畫王 太子 晋 ょり 出 づる 也」 と 載せ、 
河 內諸蕃 には 「山 田宿禰 。魏岢 空王昶 の‘ 
後 也」 など 载 せたり。 仁壽 三年 十二月 紀 
に 「相 摸 櫂守從 五位 下山 田 宿 彌古嗣 •卒 
す。 古嗣は 右京の 人 也。 越後 介外從 五位 
下 勳六等 益 人の 長子 也」 など、 此の 氏人 
也。 

12 息 長 山 田 君皇極 紀元 年 十二月 條に、 
「息 長 山 田 公 •日 嗣を諌 び 奉る」 と 見 ゆる 
山® は、 氏 か 名か詳 かなら ざれ ど、 近 江 • 
坂田郡に神名式*山田神社を载するにょ 
9、 其の 地名を 貢へ る 事は 明白な リ とす。 
13 平 城帝裔 大和 阈山邊 郡の 豪族 也、 第 
三項參 照。 平 城 天皇の 第五の 御子 山田皇 
子より 出づと 云 ふ 0 01- 田 山城に 據 り、 至 
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德 元年 四月の 大和 武士 交 名に 山 田 殿を 擧 
ぐ。 福 住條參 照。 以下 次 項を 見ょ。 又 春 
日 若宮 領 大和 伴 田庄 注進に 「山 田 尼 御 (な 
から)」 と見夂 。又 山 邊郡多 田 氏 配下の 將 
に 山 田將監 、山 田 權之助 あり。 

14 筒井 氏族 前項 福 住 山 田 氏は 後に 筒井 
ょり 繼 ぐ。 同系 圖に 「順 秀の男 順 春 (山 
田 氏)」 と载 せ、 大和 志 料に 「光宣の 弟 順 
春は 出で て、 山 邊郡福 住の 山 田 氏を 繼ぐ、 
實に山 田 氏の 祖なリ 。藥 師院 日記に 『永 

享六年 甲 寅 八月 十四日、 福 住 筒井 打 死』 
と あるは、 蓋し 順 春を 謂へ るか。 榮舜房 順 
昭法 印は、 順 興の 長男に して、 母は 山 田 
城主 民 部順貞 の 妹な り」 と。 又 順 昭の六 
女、 順 慶の 妹は 山 田順淸 (武〕 S 室たり。 

順 慶當 時、 山 田 (藤 原〕 順貞 (道 安〕 は、 
山 田 城主に して、 領地 ニ 千 石、 山 田淸順 
は 知行 千 二百 石、 麾下 •別 所、 乾、 水 間 
氏 等 合せて 六 千 六 百 五、 十 石と。 又. 道 安は 
I に 民 部 順 淸と見 ゆ。 鄕士 記には 「山 田 
新左衞 門、 山 田 民部少 輔藤 原宗重 入道 滏 
安、 山 田太郞 左衞 門、 山 田 檣 左衞 門 (吉 
利 支 丹 有 之、 召 捕に 成る)、 興 力 (別 所、 
水 間、 森、 針、 別 所)」 と。 又 天 正 十二 年 
順慶 葬式 目錄 に「山田(山邊郡山阳太 : 〕」 
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道 安は、 奈良 大佛が 永 祿十年 十月、 松 永 
三 好 戰爭の 兵火に 罹 9 たるを、 私財を 抛 
つて 修補し まつる。 元 祿五年 南都 大佛供 
養 記に. 「佛の 御 頭は 永祿 年中、 大殿燒 失 
の 時に 落つ。 山 田 道 安 •銅板を 以つ て假 
に 修 す」 と。 永祿 十二 年 正 十三 歿す。 そ 
の 裔は細 川 藩に 存す。 

15 河內第 四、 六、 八、 十一 等の 諸 項を 
見よ、 猶ほ石 川 郡に も 山 田の 地名 存 す。 

16 坂 上 姓土師 氏族 坂 上 系圖に 「土師 太 
郞正任 (始めて 攝津國 に 住す、 豐島 郡吳 
庭〕— 子太郞 正負 丨維貞 (山 田 太郎) J と 載 
せたり 0 

17 和 泉 第 七項參 照。 又 後世、 佐 瀨川村 
ニ 宿觀 音の 別當 職に 在り、 代々 山 田孫大 
夫と云ふ。西畑村の名族也。又新家村の 
名 族に 見 ゆ。 

18 攝津第 十六 項、 及び 次の ニ 項を 見 
よ ひ 又 島 下 郡 山 田 村よ®' 起る 山 田 氏 S ノリ 
て" 佐 井寺 城 (千里 村 佐 井寺〕 は 山 田 兵 庫 
頭の 據 y し 古城 也と。 又昧舌 村の 住人 山 
田 源 之丞は 安樂 寺を 開基す。 

19 源 姓 攝津能 勢 郡 山 田 邑よリ 起る。 同 
邑に山 田 城 ありて、 三：， 三 之 亟景明 居 


城 (文明 九 年沒 落) と 云 ふ、 關係 あるか。 
、、の 氏は 源滿政 の裔 にして、 その 十八 代 
を 山 田 左衞門 景 政と 云 ひ、 子孫 能 勢 家臣 
たり。 能 勢 •長 谷川 等の 條參 照。 

20 物 部 姓 攝津八 部 郡 山 田庄ょ U 起る。 
源爲義 •山 田莊頜 主の頌 、山 田 藤 左衞門 
既綱之 ありと。 下って 近世、 山 田修敬 • 
甚だ 名 あり。 家醫を 以て 業と し學を 好む、 
丹 生 樵 歌は 翁の 詩集 也。 

又 人名 辭書に 「山 田翠雨 •名は 信、 字は 
義卿 、一に 鷓 巢と號 す。 八 部 郡 中 村の 人」 
と。 傳へ云 ふ、 「矢 田 部 郡 司の 長子 山 田 佐 
衞門 佐眞次 •左衞 門尉眞 勝を 生む。 其の 
子を 左 衞 門 佐眞 利と 云， ひ、 其の 胤，、 左衞 
門 尉日眞 に 至り、 長德 元年 五月、 八幡宮 
を 京師ょり 勸 請して、 山 田庄の 守護神と 

し、 又 日 義は山 田庄四 至の 廳の頭 職たり」 

と 0 

21 淸原姓 石淸水 社の 社家に 在り。 

22 山城月讀社神方に 〇]. 田氏あ0、藤原 
姓と 云 ふ。 又 藤 原 兼 通の 曾孫 致貞の 女を 
山 田 中 務と云 ふ、 廣幡條 を 見よ。 又吉田 
社 末社 司 山 田 若宮 正！ 一宜は、 春 日 社 神宮 
預 中臣殖 栗 連時觝 八 世 孫 若宮 神主 正 四 位 
祐 房の 後に して、 道祐 •吉田 社 神人と な 
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り、 姓を 藤 原と 改む o I 道祐 (號 小山 田) 
丨行 道— 有 道— 道榮 —道忠 丨道貞 J1。 
吉 田家 公文 職 山 田 以文の 男 阿波 守 有 孝は 
國學 者に して 錦 所と號 し、 其 男 安房 介 有 
年は 神祇官に 仕へ、 明治時代 國學 者と し 
て 知らる 0 又 妙法 院坊官 山 田 法 印、 同 諸大 
夫 山 田筑後 守、 同 美 濃 守、 勸修寺 侍に 山 田 
甲 裴介等 見え、 又 八幡の 人山 田 敬 直 (其 
正〕 は 儒者と して 名 あり、 梅 東と 玻す。 

23 山 田 郡 司 伊 實國の 豪族に して、 信 西 
國分に 「山 田 郡に 御所の 內と て大な るか 
まへ 侍る。 此は昔 此の 國 ょり釆 女に 奉り 
ける 郡 司の 嫫 •宅 子姬と 云 ふ あり。 天智 
帝へ 仕へ 奉りて、 御子 三方 おはします。 

一 かたは 大友 皇子、 一方は 阿 閛 皇子-一 
方は 阿稚 皇女と ぞ 申しけ る。 伊實釆 女と 
云 ひし も 此の 姬な 90 郡 司 程なく 德つき 
て、 後は いみ じき 長者の 樣にな り， て、 此 
の國に 子孫 も猶 ほす幺 まで. も 侍る」 
と (永 閑 名所 記)。 山 田 郡 司 宅址は 山 田 村 
鳳 皇寺城 內權 現祠に 存す (地名 辭書〕 と 
ぞ 。その他は、 伊賀、 高 橋 等の 條を 見よ。 

24 伊實 平氏 伊實の 豪族に して、 保 元 物 
語に 「伊萁 には 山 田 小三郞 伊行」 と 載せ、 

パ 又 「安藝 守 (淸 盛〕 の郞等 伊 貿國の 住人 山 
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田 小三郎 伊行 •生年 二十 八、 堀 河院 御 
宇、 嘉承 三年 正月 六日 •對 .馬 守義辨 ia 討 
の 時 •眞先騸け七山田莊司行末が孫なり」 
と。 又 盛衰 記に 「平忠 盛 (刑 部 卿〕 の 家 子 
山 田莊司 行末、 其の 孫 山 田 小三郎 伊行 (惟 
之に も 作る〕」、 平家物語に も 「伊絜 の 住 
人山田莊司行末、其の子山田小三郎伊行」 
と 見 ゆ。 また 片切氏 譜に 惟行 (一 一七 四 
頁) の 事 あ この 山 田 氏は 蓋し 上代 山 
田 郡 司の 後裔 か、 一に 平 田 氏と 同族なら 
んかと 云 ふ。 下って 永享 元年 文書に 「山 
田鄕 地頭 伊賀 午 六 左衞門 尉」 見え、 父 名 張 
の 城主に 山 田 左 衞門長 政なる もの あり。 
家紋 柄 繪と云 ふも存 す。 又 中興 系阖 、こ 
の 氏を 平 姓に 收 む。 

25 伊 實藤姓 恐らく 前項と 同族 か。 子孫 
關東に 移り、 小 田 原 家臣と なり、 遂に 江 
戶 幕臣たり 。家譜に 「藤 原 姓。 大膳 亮直 
耦 •伊 實國山 田庄に 住せし ょり 家 號 とす、 
亨祿元 八 二十 三死、 道 儀。 その 男 伊 質 守 
直義 (北 條 氏直臣 •武 藏安戶 城主〕— 伊竄 
守直定 (直昌 、存久 、上田 家臣)、 弟 併 賀 
守 直 安 (又 次郞 、上田 家臣、 後家 康に仕 
へ、 三百 石〕— 五耶 兵 衞直時 (直 定 男、 彌 
六 IP )」 と。 一門 五 百 五十石、 五百石 等。 
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家紋 竹に 雪。 丸に 雪 根 笹 、竹 打 違に 白梅 C 
鱗 彩の 內天 文字。 猶ほ 安村 條參 照。 

26 伊勢 奄藝 郡の 豪族に 在り。 應仁 中、 
山 田 重 勝 •楠 原邑に 楠 原 城を 築く。 その 
裔織田 氏に 屬 し、 重 益に 至り 近 江 安土に 

死す (五 鈴 遺 響* 本 村舊 記、 名勝 誌)。 又 
同村 白 市場に 一 域 あり、 こは 山 田 重 孝 • 
分家し /て城を築きし地と » ふ --.-» 瀨古條參 
照。又關長門守侍_に，「四十石山田ニ郎 
右衞 門」 見 ゆ。 又 山 田の神 職に 山田權 七 
正 致 あり、 俳句を ょくし 凉寬 と號す 。又 
外宮 祠官 千萱 氏の 譜に、 「中原 姓-樋 ロ 美 
濃守輔 正の 孫" 山 田義光 j と。 

又 神 都に もと 山 田 三方 (三保)なる行政機 
閼あ り、 須原 方、 坂 方、 岩 湖 方と 日 ひ、 
三方の 年寄 集會 して 執政す る 法な り。 近 
年まで 1 一一 方 年寄 會所 とて、 大 # 古町に 在 
リしとぞ。山畠、野呂、波多、波鶴等の 
條參 照〜 

27 淸和 源氏 高 屋 氏族 近 江 #- 祥な らん 0 

置 卑分漩 に 「高 屋重綱 (號岸 本 十 郞 、號 

平 井 七 郞改遠 綱〕 丨 大炊 助實賢 (山 田 
A W、' 1 1 — I _ _ ^ 
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塞 ニ 


丨忠家丨實村丨實經和南ーニ郞 


—實季 -一- 景綱 


謎 彌 


梅林 セ 郞 

丨山譯細繼 

助 ニ郎 

丨助實 丨 實泰 

山田彌 同獮 ニ郎 
四 ® 


丨泰景 丨盛泰 

丨公景 
一 丨祐賢 
高 賢 


-泰 實—忠 綱 

—景賢 山 田 三郢^ 

藏 A 

と 見 ゆ。 又 山田實 方と も あ 90 

28 佐々 木 氏族 佐，々 木 系圖に 「豐浦 冠者 
行實- 


_丨 1| | 1 | 11 —評 

四郞 

I 實高— 實盛丨 盛 高 

伊 底權守 十 部 山田湄 太 


丨長義 T 廣氏 


X E3: 郎 


-— {M 守 

式部 房 孫 四郞 


彥勸太 

丨淸有 


と载せ 、中興 系圖に 「山 田 •宇多、 佐.々‘ 

木、 從四 位下 上 總介貞 長男 五郞 左， 衞門尉 
兼備 中 守信詮 •之を 稱す J と 見 ゆ 0 

29 近、 江 第 十二、 及び 前 ニ 項、 及び 次 項 
參照。又神名式*犬上郡に山田神社あり、 
山 田 氏の ありし 地 か。 

又多賀 大社に 山 田 神主’ 八重 練 氏 ' 山 田禰 
宜小倉 氏 •見え、 又滋賀 郡 堅 田 城 (堅 田 村) 
は 相傳へ て、 山 田 民 部 •居城の 跡な りと 
云 ふ。 また 蒲 生 家臣に 山 田大學 、、江 濃 記、 


六角 家臣に 山 田 氏、 京 極 殿 給 帳に 「四百 石 
山 田 八. 左衞 門" 三百 石山 田彌 五兵衛、 千 
二百 五十石 C 死去) 山 田 隼 人、 ニ 百 石山 田 
五郎 右衞 門、 五百石 山 田 左兵衞 、百 五十 
石山 田彌 五助、 百 六十 石 (山 奉行) 山 田 源 
ニ郞 、百 五十石 山 田 市 左衞門 •知行 付な 
し 山田吉 左- 衞鬥 j 等 見 ゅ。 又 八十 六 項麥 
照。 又 お あん 物語に 「おれが 親父は 山 田 
去曆 とい ふて、 石 田 殿に 奉公し、 彥根に 

居られた が、 其の後、 治 部 殿御 謀叛の 時、 
大 垣の 城へ 籠る」 と。 猶ほ以 下に 多し。 
30 淺井 氏族 家 記に 「淺井 氏の 庶流に し 
て、 近 江國山 田ょり 起る。 家紋 丸に 井筒、 
丸に 五 桐の 葉」 と。 次 右 衞門政 次 (新 太 
郞〕 ょり 系 あり 0 

31 淸和 源氏 山縣氏 族 山縣 系圖に 「淸水 

五耶 藏人賴 兼の 子賴仲 (山 田 二郞〕 」 と 見 
ゅ 0 

32 美 濃 前後 兩項參 照。 又 大野 郡 宮田村 
に 山 田 氏 宅址 あり。 山 田 兵 庫 頭 ^ 弟 芦 敷 
又三郞 、のち 山 田 丹 後 守と 姓名を 改め， 
営田村に住めり .0 賤の小手卷に「關ヶ原 
役に山田五兵衞あり。其の子孫今にあり 
て、 八左衞 門と 云 ふ J と。 又 新 編 志に 「葛 
田 要害 趾は 、山 田 兵 庫、 芦 敷 又太郞 など 


が 住し 地 也」 とい ふ。 又 「山 田四郞 兵衞 
宅趾 、云々。 是れ岡 田 將監の 吏に て、 慶 
長 中 御料に 隸 する 時、 此に 居れり」 と。 
又應仁 略記、 世 保 氏の 家の 子に 山 田彈正 • 
見え、 その後、 山 田 九藏等 多く、 又大垣 
藩士 山田瑛 (子 成〕 は、 儒 名 ありて 鼎 石と 
號 す。 

33 淸和 源氏 浦 野 氏族 尾 張發祥 0 豪族に 
して、 山 田 郡 山田莊 名を 貢 ふ。 尊卑 分脈 
に 「滿政 支 孫、 八 島 源 太 冠者 重實 一 _ 


丨 * ^ _^ * 直乂依住尾張》扣達庄，號河邊冠者， 
浦 野 3 邱號山 田 先生 
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34 - 氏人 前項の 內 、重 定は鎭 西八郞 爲朝 
を 搦め 進む るに 依りて、、 筑後 守に 任ぜ 


ら る。 又 平家物語 に 「美 濃 尾 張 源氏に 山 
田次郞 重弘」 、また r 義忡勢 山 田 次郞」 を 
載せ、 又 源平 盛衰 記に 「美 濃 尾 張には 山 
田次耶 重弘 、河浼 太耶重 直 •同 三 郞重 房」 
また 山 田太郞 重 澄 等多ゝ 、又 ニ郎 重忠 は、 
東鑑 文治 六 年 六月 二十 九日 條 に 「尾 張國 
住人 重 家、 重忠」 と ある 人に して、 後 承 
久の 役、 官軍に 憩して 幕軍を 腦 ませし 事、 
東鑑 、承久 記 等に ょ y て 知らる。 又 分脈 
に 「重滿 以下 兄 沿、 並に 重 高等は、 治 承 • 
賴朝卿 の爲に 美 乃！！ に 於いて 誅 せられ、 
首を 渡され 了ん ぬ J と。 

又 東鏗卷 十に 山 田四郞 、二十 一、 二十 五 
に 山 田次郎 、二十 i/i； に 山 田次郞 重忠 •山 
田八郎 、山 田 左衞門 尉、 三十 ニに 山田藏 
人、 山 田 五郎、 山 田六郎 、四十 一、 四十 
五に山田四郞通重、山田太郞重澄、五十に 
山 田彥次 郎等 見 ゅ。 又沙石 集に 「山 田 郡 
の 人山 田 右馬允 明 長」 あり、 承久 •官軍 
に 屬 す。 

承久 記には、 卷 二に 「山 田さ幺 もんの ぜ 
ぅ、山田のニ郞重忠」*卷三に「山田五 
郎兵衞 入道、 山 田の ニ郎 重忠 、山 田の 次 
郞」 •等 見え、 又 「山 田ニ郎 重忠 •美 ^ 尾 
張の 合戦に 打 貢け て' 逃げけ るが、 小關と 
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云 ふ 所の 高き 木に、 旗を 結 附てぞ 落ちた 
りけ る」 と C その他は 以下 各項に 多し。 ' 
35 尾 張 上 ニ 項、 及び 以下 數 項を 見ょ。 

又 後世 山 田 郡 (春 日 井 郡〕 山 田 村に、^® 
彌右衞 門 ぁり、 信秀に 仕 ふ。 

又 愛知 郡 山 ロ 城は 山 口村 本 泉 寺に 在り、 

尾 張 志に 「此の 地 •昔は 菱 野のぅ ちに て、 

山 田 三 郞泰 親が 上菱 野の 城址 也と 寺傳に 
いへ り。 泰 親は 弘 安四 年 剃髪して 瀞顯と < 
號 し、 上菱 野に 本 泉 寺を 創建して、 みづ 
から 開祖と な 0 き。 上野 國 高田專 修寺顯 
智の 弟子と なりて、 弘く 門徒を 敎 論した 
り」 と。 又 f 菱野城 ( 菱野村 羽根 屋敷〕 の 
城主は、 府志に 林次郎 左衞 門と いへ り。 

十四 卷 系譜の 山 田 系圖に 「尾 張 國山田 郡 
菱野 村は 駿河 守平義 村の 所領な り。 山 田 
三郞泰 親 (山 田 左 近 太夫 重 親 ニ子〕 を以 
つて、 上 菱野村 地頭 職に 補し、 山 田四郞 
親 氏 C 重 親 三 子) を以つ て、 下 菱野村 地 
頭職に補す」と载せ、又人物志に「山固 
筑後守 源 重定は 愛知 郡菱野 村人」 など 見 
ゆ。 されば、 この 山 田 氏人の 古 城址に、 後 
追 繼いで 林 氏の 住まへ りしに や あらむ』 

と。 又 天文 中 •前 津 村の 人に 山 田 兵 庫 助 
信 益 あり。 又 愛知 郡 小 林 村の 土に 山 田 藤 
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蔵‘ あ 子孫 泉 州 岸 和 田に 移る。 又德川 
時代、 畫家に 山 田 半藏宮 常 あり、 雲峯と 
號す 。猶ほ 尾 張 發祥山 田 氏は 以下に 多し 
又當國 此の 氏に 七星を 紋 とする あり。 

36 室町 幕臣 永 享以來 御番帳 に 「二番 • 
山 田 與次耶 、四番 •山 田 勘 解 由 左衞門 尉、 
山 田 三 耶」 等を 載せ、 又 文 安 年中 御番帳 
に 「二番* 山 田備中 守」 見え、 又 見聞 諸 
家紋に 

赢’ | , 

37 淸和 源氏 足 利 氏族. 尾 張 國山田 邑ょリ 
起る と 云 ふ。 山 田 民 部 大輔俊 氏 •細 川 氏 
に 從ひ て、 阿波に 移り、 美 馬郡貞 光に 居 
る。 その 男 山 田太郞 重 時 •美 馬九郞 右衞 
門と 稱 すと。 麻殖條 八 二三 頁を 見ょ。 

38 穗積姓 家譜に 「藤 原 姓 鈴 木 三 郎重家 
の 後裔に して、 尾 張 山田鄕 ょり 起る」 と 
云 ふ。 家紋 丸に 左 巴。 寬政 系譜に 「八郞 
兵 衞重直 (重 道〕— 伊 右 衞門重 俊 (家康 に 
仕へ 美 濃 代官〕 丨同重 元、 弟 兵 右 衞門重 
勝」 と。 子孫 四百 石。 又 藤 丸、 丸に 三 巴 三、 
三 巴 等の もの も 見 ゆ。 

39 三 河 多くは 第 卅三項 氏裔に して、 
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尾 張 國舂日 井 郡 山田鄕 ょり 起る と 云 ふ。 
.家譜に 【重忠 四 代太郞 重泰の 男 彥次郞 重 
.賴が 九 代の 孫 右京 某 •三 河 國細川 領主 松 
平 ニ郞親 世に 屬し 、その 男 內匠助 重 宣* 
相續 V' で 松 平久助 親秀に 仕 ふ」 と。 一門 
山 田 氏 •寬政 系譜に 二十 三 家を 載せたり。 
家紋 三！！、 要 文字" 後 劎鳩酸 草。 岡 田條參 
照。 寬政 系譜に 「重宣 三代 孫 十 大夫重 則 
(家康 に 仕 ふ〕— 同 重利 (ニ 千 五百石-弟 
十郞右 衞門重 政は 松 平 式部 大輔 家臣、 弟 

勧 左衞 門利忠 は 井伊 掃 部 頭 家臣 也) 丨內 
藏 助重恒 j と。 

又 「太郞 重泰の 男七郞 重 基の 胤 八 藏重英 
(家康 に 仕 ふ〕— 淸大夫 重 次 (千 石〕。 家紋 
三 巴-五 七 桐」 と 。叉 「次郞 重忠 末孫 金 
六郞 正直 C 家康に 仕 ふ〕 丨但馬 正 重 (弟 曾 
武右衞 門〕 1 次 郡大 夫正久 。家紋 丸に 鈕 
鳩 酸 草、 巴 •鱗 形、 九曜」 と。 

又 「山 田次郞 重忠 胤、 藤五郞 (松 平內膳 
正淸定 、同 監物家 次に 仕 ふ〕— 志 竄左衞 
門 正 勝 (家 康 に 仕 ふ〕— 左吉信 勝。 家紋 丸 
に 劎鳩酸 草、 丸に 八の字」 と。 

又 浦 野太 郞重 直の 裔 「彥 右衞 門重吉 (甚 
五郎、 家康に 仕， 3 )丨甚五郞湩純—權右 
衞門正次。家紋ニ巴.五七花桐、丸.に打 


違 茶の 實 J と。 又 「角 之丞 G' 康臣〕 丨三 
右 衞門正 重。 家紋 丸に 三 星」 と。 又 「八 
郞兵衞 重 直— 猪 右 衞門重 浚 (案 康臣〕 —與 
兵衞重 信。 家紋 丸に 三 巴」 と。 又 「太 次 
郎重正 (淸 康臣〕 丨助右 衞門正 次 (平 一郎、 
家 康臣〕 — 出 羽 守 正 勝 ^ 秀次臣 、三千 五 百 
石、 後 前 田 利 長 臣六千 石) 卜 平 右 衞門正 
信— 同 重 信 (尾 張義直 家臣)。 家紋 I 巴」 


10 


また 山 田太郞 重 滿の裔 「武大 夫重榮 (松 平 

讚 岐守賴 重 家臣〕、 家紋 丸に 桔梗、 丸に 澤 
瀉」 。その他、 丸に 鈕鳩酸 草、 梅 鉢 等を 
家紋と する 者、 又 出 羽 守 正 勝の 庶 族の も 
の、 一 巴を 家紋と す。 

而 して 二葉 松 等に 據るに 「額 田 郡 桑 谷 城 
(桑 谷 村) は、 城主 山 田 藤七郎 、次に 松 山 
山城 守」 と 云 ひ、 又 碧 海 郡 渡 村 出生に 山 
田淸 七、 また 山 田 曾 右衞們 は 「筒 張 城 (本. 
鄕村筑 張) に據 る」。 又 「柹崎 村 古 屋敷は 
山 田八藏 、世に 云 ふ、 訴人 八藏 •後 渥美 彌 
三 郞と 喧嘩して 死す」 と。 又 「富 永 村 古 
屋敷は 山田彥 八」 と载 せ、 又設樂 郡に 山 
田 十 左衞門 屋敷 あり。 

又 寶飯郡 市 田の 名 族に 存し 、また 長澤衆 
十二 家の 一に 山田忠 兵衞 、又 長 澤組衆 山 


田 長 門守晴 政は、 天 正中， 御津 新 宮城に 據 
る .0 又御馬城は天 1£' 十八年に至り、池田 
輝 政の 領 となり、 其の 臣山田 藤 左衞門 • 
當城 を預 る。 

40 淸和 源氏 賴任流 江戶 幕臣に して •家 
紋 丁子 巴 •下 藤。 幕臣 山田彌 五右衛門 盈 
信ょり 系あリ (寬政 系譜〕。 

41 遠 江 鶴 山 氏 家臣に 山 田 半之丞 、熊 千 
代 丸 等 見え、 又濱松 井上 藩 用人、 懸川太 
田 藩 年寄に 此の 氏 あり (武鑑〕。 

42 駿河 府中 淺間 社に、 もと 山 田 長 政の 
懸額あり。渡海兵船の 1] にて、「掛け奉る 
御 立願、 諸 願 成就* 滿 たしむ るの 處 、當 
國 生、 今 天竺 暹羅國 住居、 寬永三 丙 寅年 
二月 吉日、 山 田 仁 左 衞門尉 長 政」 と あり 
しも、 天明の 頃、 燒 亡す。 

■山 田 仁 左 衞門長 政は 蒿 科の 人に して、 伊 
勢 祠官の 族と 云 ひ、 また 織 田 信 長の 孫と 
稱す と傳へ らる 。府中の 木 藥屋小 西 源 左 
衞門 (瀧 佐右衞 門、 太 田 治 右衞門 ) の 舟 
に 乘 りて、 臺灣に 渡り、 更に 暹羅に 行 
當 時、 我國 人の 當國に 在る 者 多く、 日本 
町を 造る 。遇 ま國 王の 弟 反す、 長 政 •國 
人を 糾合して 之を 討ち、 次いで 六昆 を征 
し、 遂に 國王の '女婿と なり、 六昆に 封ぜ 


ら る。 後 國王薨 じ、 長 政 •王妃、 悪臣に 讓 
られて 毒殺 さる。 その 女 阿 因 •同 復を計 
りし もなら ず。 惜しむべし。 

また 當國 富士郡 富智 神社々 家に、 祿地大 
夫 山 田 支 蕃あリ 。フデ、 フジ、 フク チ 等 

の條參 照" 

43 飛驊鍋 山系 圖に 「三 枝鄕主 山田紀 伊 
守」. 見 ゆ。 飛 ST 三 木 等の 條を 見ょ。 

44 淸和 源氏 村 上 氏族 尊卑 分脈に 「村 上 
判官 代 爲國丨 (山 田) 仲 網 (匀當 、本道 淸) 
丨爲 村、 弟 仲 澄、 弟 明澄」 と载 せ、 又 「 爲 
國 —世延 (文 大中黑 )丨 寄 合 ニ郎延 時— 六 
郎信 基— 爲宗 (號山 田〕 丨信 兼」 と あり。 
45 淸和源氏義家流若槻氏の一族にして 
尊卑分襁に「若月賴繁丨賴淸(若月左衞 
門大 夫と 號す 。左衞 門 尉、 從五 下、 又 山 
田嫡 j と見ゆ。 

46 詉訪 神家詉 訪 下社權 祝、 及び 擬祝は 
神 姓に して 山 田 丘と 云 ひ、 副 祝は 源 姓に 
て 山 田 氏と 云 ふ。 正 平 七 年、 祝 部武洁 光， 
鎭 •山 田十郞 等と 宗良 親王を 迎へ 奉る。 
又 當郡山 田 氏は 丸に スハマ 、丸に 十 等を 
家紋と す。 

47 伊那 衆 信 濃 伊那 郡 山田邑 より 起 9、 
山 田 城は 其の 居城 也と。 5 の 氏は 第 四十 
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四 項 氏と 云 ふ。 村 誌に 「山 田 氏の 居城は 
.河南 村 山 田に あり。 山 田 庄左衞 門 築城、 
應永 中に 山 田 新 左衞門 あり、 降りて 夭 文 
十八 年、 新 左衞門 尉に 及んで 伊那 衆と 組 
し、 武田 氏と 金澤峠 に 戰ひて 討死し、 男 
彌助は 、武 田家に 屬 し、 二十 騎の 大將た 
り」 と。 

48 淸和 源氏 加賀美 氏族 詉訪 郡の 山 田 氏 
にて、 詉訪志 料に 「家系に ょるに、 武田の 
門 葉 也。 加 實美遠 光 0 兀仁元 九九 卒〕 の 
子太郞 光朝 •詉訪 に 住し、 山 田を 稱 して 
河内 守に 任ず。 光朝の 支 孫 安房 守淸輝 • 
淺 原八郞 爲賴が □擧を 圖るや 、共に 其の 
謀に 與し 京に 居る。 事 成らず、 長子 市 三 
郞輝 澄、 次子 三 郞兵衞 長 淸 と共に 鄕里に 
歸 る。 輝 澄に ニ子、 長は 重郞 淸景 、次は 
五兵 衞忠景 と 云 ふ。 淸景の 嗣子 金三郞 忠 
治は、 天授 四 年、 楠 正 勝に 從つて 功 あ 9。 
爾來數 伶の 間凉畿 に 居る。 忠 治の 曾孫 彥 
八郎 秀景 •長祿 ニ 年、 赤松の 亂に 死す、 
年 二十 四。 秀景の 曾孫 忠次郞 正廣 、大永 
七 年 兩細川 •桂 川に 戰ふ 際、 三 好 長 基に 從 
つて 功ぁリ 。正廣 の 嗣子 伊三郎 正義に 至 
リ 、再び 詉訪に 還り、 山 田 村 字 上 城戶に 
居りて 又 土 豪たり。 正義の 子 佐太郞 義種 • 
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信 支に 屬 して 功 あり (以上の 事蹟 •諸錄 
に 校す る に- 未だ 的 証を 見ず)。 義 種の 子 
備後 之助義 員に 至 9、 武田氏 亡びて 歸農 
す。 その 孫を 幸 右衞門 光治と 云 ひ、 字 城 
ロ (一名 小 林〕 に 移住す」 と。 

49 同上 武田 氏族 諸家 系 圖纂に 「石 和 五 
郎信 光— (七 男〕 山 田 光 性」 と 見 ゆ。 

50 同上ー條氏族寬政系譜には橘姓とす。 
寬 政呈譜 には 「武田 支流 一條 三郎義 長の 
十代 三部 元 氏 •武田 陸 奥 守 信繩に 仕へ、 
甲裴國 山田村 に 住せし ょ o 家號 とす」 と 
云ふ"家紋三巴、花菱。鈕花菱。 

その後は 寬政 系譜に 「元 氏— 六 右衛門 元 
重 (信 支に 仕 ふ〕— 六右衞 門元繼 C 家康に 
仕 ふ。 彥三郞 、兵 部) 1 六 右衞門 元淸」 と 
载 せ、 寬永 系圖に は 家紋を 丸に 巴と す。 
51 甲 信 前 數項參 照。 又 山 梨 郡 岩 手 村、 
甲府 等に 此の 氏存 す。 又 信 州の 儒者に 山 
田 庄左衞 門文靜 あり、 松 齋と號 す。 

52 伊豆 延曆 二十 四年紀 に 「伊豆 國掾山 
田豐濱が使を奉じて京に入 > 、伊勢の國 
覆撫 * 朝 明ニ驛 の 間に 於いて 酒を 飲み 毒 
に 中って 死す」 ( ‘ 地理 志 料) と。 

53 相蕴寳德中、山田伊實守經光*高座 
郡 (鎌 倉) 深見鄕 に 居る。 鎌 倉 郡 瀨谷妙 
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光寺の 鐘銘に 「山 田 伊賀 入道 經 光」 と。 又 
城驢 尙ほ存 すとぞ 。その他、 小 田 原 家臣 
に 多し、 第廿五 項、 及び 以下 各項 參 照。 
又 餘目舊 記に 「上 杉 山 田 殿べ は、 三 管領 
よりは、 サ ガリに 遊し 候 J と。 

54 丹 黨判乃 基 兼の 弟 政 成を 祖 とすと 云 
ふ。 七 黨系圖 に 「白鳥 七郎ニ 基 政— 政 成 
(山 田 八、 井戶 、岩 田〕— 直 家 (五)— 直 時 
(丹 左〕」 と载 せ、 又 井 戶葉栗 系圖に 「白 
烏七郞 行 房 丨 基 政 (七 IP 、 丹ニ郎 )'  j 


— ^ M 右 大將麥 御代 人 
山 田七耶 

丨政戎 岩 田、 并戶 

山 田 八郞 


丨直家 T 直 時 

五郞  |丹五郞 


丨直 綱— 時 員 

六郞 

:丨 直 ^ 直忠馬 五® 

并戶  | 

右 S I 家 茂 丨家賴 H 宗重 

六郎  六郎三 郞 


住 和 州 

丨賴盛 

彌 五 ®; 


I 氏 直 
丨覺尊 

丨行成-一-行綱丸®- ! 

九 郞 I 

I 賴成彌 九® 

— 家 成— 

厂宗氏 四® 


秦 


— 成 光— 成 時 丨成綱 -T 政 網*  一一 一® 
丨政賴 S 一、 實經 i 部 

— 家 繼丨廣 氏 丨兼廣 H 經 廣七郎 -5 

I 泰廣 S 

丨 行成 -T 國綱 づ助網—某*^® 


九 K 


五 K； 

了 行 網 
九郎 
五耶 


五 邸 

—經 國九 s 


1 有國 十® 

II  賴 \ 

- 家成焉 
氏 § 

猶ほ岩 田、 藤 矢 淵 •野 上、 白 烏、 罪 山、 
井戶 、葉 栗 等の 條參 照 0 又 中興 系圖に 「山 
田 •丹 治、 丹治郞 基 政 男八郞 政 成 •之を 
稱 す。 モン 丸內丹 字」 と あり。 

而 して 新 編 風土記、 秩父郡 山 田 村條に 「往 
古丹 黨山 田八郞 政 成 この 地に 住し、 在 名 
を稱 し、 子孫 世々 こ X に 居れり。 今 も そ 
の舊 跡の これり、 村 名の 名義 これにょ る 
なるべし。 屋舖跡 五ケ所。 一は 小名 向殿 
にあり、 山 田 志 摩 守 居住せ し 所な り、 東 

西 ニ 町 許、 南北 一町 餘、 東は 山、 南西は 道 
を 隔て 细 なり、 北は 木 戶原澤 を 拷へリ 0 
東よ リに山 神社 あり o 一 は 小名 木 戶 にあ 
9, 遠山 山城 守 居住せ し 所な 5、 其の 地 
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は 三 四十 間 四方 許に て、 字を 內 手と 云 ふ、 
神明の 小社 あり、 此邊を 向 城門と 云へ る 
は、 山 田 志 摩 守が 門に 對 せし 所な れば、 
かくは 名 づけり。 又 城門の 向橋 場な ど 云 
ふ處 も、： のほとりに あり。 一は 小名 深 
神 田に あり、 大島 大膳忠 居住せ し 所な り、 
東西 四十 間 許、 南* 一町 許、 南東 北に め 
ぐり て 悪水 堀 あり、 西は 畑な り、 今 この 
子孫 孫左衞 門なる もの 居れり。 屋後に 小 
祠 あり、 泉岳院 殿の 営な りとの み 傳へ て、 
法諡 を詳に せ ざれ ど、 これは 先祖な りと 
云へ り、 こ X に 至る ものは 災 ありと て 人 
恐れて 近づかず、 云々」 と。 その他、 關 ロ、 
加 治 等の 條參 照。 

55 小 野 姓 これ も武 藏發祥 にて、 小 野 系 
圖 に 「小澤 野太 季 兼の 子 山 田 次 耶」 と 見 
ゆ 0 

55 新羅 氏族 武藏新 倉 邑山田 氏は 新羅 王 

■ に 從ひ 、當國 に 來 ると 云 ふ。 新羅 條を見 


f 〇 


57 武藏 以上 三項參 照。 又都筑 郡に 久保 
城 ( 久保 村) あり、 風土記 稿に 「此の 地は 
山 田 右京 進と 云 ふ もの X 居城な りと て、 
二重にから 堀 あり。 又 一段 高き 處を本 城 
跡と云ふ。寺の入ロに近き頃までも、_ 
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違の 土手 あ 9 しなり。 墓所に 石 牌を 立て. 

覺養院 相 傳淨雄 居士、 慶長 十九 年 十一 
月 十， 五日と あれば、 城主 右京 進が 家老 蘆 
垣淨 泉、 同大 膳な どの 石碑な り や、 近来 
t で模下 村に 彼の 蘆 垣が 族殘れ り、 かれ 
が 先祖な りと 土人は 云へ り」 と。 

文 比 企 郡 腰 越 城 (腰 越 村〕 は 「西の方 山 
丘の 上に あり、 廣さ 五段 許の 地に して 構 
堀の あと 殘れ り。 山 田 伊賀 守 直定が 住せ 
し 所な りと 云 ふ。 直 定は松 山の 城主 上田 
闇礫齋 に 仕へ、 男 衾 郡 赤濱の 原に 於いて、 
道 祖土圖 書が 爲 に 討死せ しこと、 八つ 林^: 
道祖土氏が藏する文書に見えたり。其の 
子伊質守直安も上田案獨齋に屬して、.し 
ばし ば戰 功を あらは し、 天 正 十九 年 召さ 
れて 東照宮へ 仕へ 奉る 由、 家譜に 見 ゆ」 


-o 


又 井田 系圖に 山田內 膳重昭 C 應 永) あり。 
又 蕨 城主 涟川 家臣、 上田 家臣、 世 田ヶ谷 
吉良 家臣 等に 見 ゆ、 各條參 照。 又 深 谷 記 
に 上 杉 家臣 山 田 市之丞 、又 遠 藤條を 見ょ。 
又 忍 城士に 山 田 河内 守、 岩槻 城士に 山 田 
大學 助* 本 多 平 八 郞忠 政を 射る。 

又秩父 郡 安戶 村に 山 田 屋舖跋 あり、 風土 
記 稿に 「城 山と も 云 ふ。 村の 西北に あ P 
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雜木生 ひ 茂りた る 小山 あり、 今に 掘 切な 
どの 蹟あ 90 其の 審なる ことは 土人 も傳 
へず。 又 宿の 北、 山田稻 荷' の 北邊に 山 田 
伊貿守 屋舖蹟 あり、 一段 步 許の 地に て、 
今は 白 田と なりぬ 。山 田が 子孫は 今江戶 
市 ヶ谷念 佛 坂に て 山 田 甚兵衞 と 云へ り」 
と。 又 鉢 形 城 攻擊に 山 田 伊 賢 守あリ 、秩 
父 條參 照。 

又 埼玉郡 上 川上 村條 に 「山 田 伊 半と 云へ 
る もの、 此の 地に 住すと 云 ふ。 伊 半は 成 田 
下總守の家.人にして、或る夜、鈴に芋を 
生ぜしと夢みて、翌日戰場忆趣き討死せ 
し 力 ば 、今に 至り 土人 •字を 植る ことを 禁 
ずと云ふ。按ずるに成田分限_に伊半の 
名を 載せ ざれ ど、 幡羅郡 八つ口 村長 昌寺 
の傳 へに、 成 田 氏の 臣山田 伊 半が 子孫 次 
.耶 、武河 合戦の 時 討死せ しか ば、 成 田 氏 
の 命に ょり、 當所は 彌次郞 の 釆地な れ ば、 
其の 人を もて 開基と し、 長昌 寺を 造 立す 
と傳 ふれば" 伊 半は 成 田 氏の 臣た る： と 
知らる」 と。 

又 橘樹郡 岩 川 村の 名 族に 存 し、 又 平 村の、 
山 田 氏の 事は 片山條 一 五 二三 頁、 同 四 頁 
を 見よ。 又 豐島練 馬の 名 族、' 又 足 立 郡に あ 
り、 山 田 勘 解 由なる 者 •山 田 村に. 注す。 


又 葛 飾 郡 金 町村 條に 「番人 山 田 吉左衞 門、 
山 田善藏 、足 立 十 藏 。各 俸祿 廿俵 四人扶 
持、 村納 米に て 賜 ふ。 祖先は 尾 州 義直卿 
に事へ、美濃國長良小瀨ニ村に在り。當 
時 尾 州に 鶴 匠 役 九 人、 鵜 籠 持 六 人 ありて、 
遊獵の 興を 輔く 。この 三人 も その 列な り、 
正 保 元年、 義直卿 •大猷 院殿に 薦め 參らせ 
られ しよ リ 、御遊 獵 Q とき 數々 鵜を 遣 ひ 
たりしが、薨後はそのこともな，し。嚴有 
院 殿の 御と きは、 淺草 御厩 河岸よ 0此 の 
川筋 上流 豐爲 村の 地まで、 殺生 禁制の 事 
を 奉って 川 廻 役を 勤む。 天 和 ニ 年 五月、 
又 無 役と なり、 同月 支配 志 村七郞 兵衞、 
筒井 權兵衞 二人 も 職を 免され て 小 普請と 
なりし により、 三人の 者官 長を 失 ひて、 
月俸を 賜は るべき 道 ふさがりし かば、 若 
年寄 稻葉石 見守に 愁訴せ り。 こ >.に於い 
て、 翌 三年 正月、 伊奈 半十郞 命を 傳へ て、 
勘定 頭 衆の 支配に 屬 せしめ、 月俸を 賜は 
る 事 元の 如し。 然るに 當關は 昔より 土民 
©- 內にて 番人を 定められし かど、 關法を 
ろそかに成り來りしにゃ、もとの番人等 
を 罷られ ず、 時に 貞享ニ 年 五月、 足 立 伊 
右衞 門、 同彌 市右衞 門、 山 田 貞右衞 門、 
彥兵衞 等 四 人、 當關 所番を 命ぜら る。 伊 


奈半十 郡が 支配に 屬し、 役 屋敷、 及び 元の 
番人の 宅地を 賜 ひしょり 毋 々相 續せ り。 
其の 內 、足 立 伊右衞 門が 後 孝右衞 門は 寬 
政 十二 年 房 川 關所番 に 轉ぜ り」 と。 その 
他、 なほ 遠 藤條八 一二 頁を 見ょ。 

58 安房 上總 第五 項參 照。 又 里 見 家臣に 
見 ゅ ？ 又 德川時 代、 館 山 稻葉藩 重臣に 見 
ゅ。 

59 下總 千 葉 家臣に 山 田 傳十郎 、山 田 次 
郎左衞 門 尉 等 見え、 又 小金 本土 寺 過去_ 
に 「山 田 五郎次 郎 •永 正 十六 年 二月 打 死、 
山 田 惣右衞 門、 山 田 淸右衞 門」 等を 載せ、 
葛 飾の 此の 氏は 鷹 羽 打 違を 家紋と す。 

60 上 州 平姓國 志、 山 田 郡 高津戶 要害 山 
條に 「此の 地は 堀河院 御宇、 ill 田七耶 平 
吉之 とい ふ もの 住し、 子孫 相續 せし が、 

筑後守 則 之が 代に 至り、 寬應ニ 年、 桐 生 
國綱が 爲に減 さる」 と。 

61 上州源姓甘樂郡 0 名族にして、第三 
十三 項 流と 云 ふ。 白 倉 山 田家 系圖に 「源 
姓、 本國尾 張。 家紋 笹 、代 紋左三 巴、 後 
i 常紋 となす。 滿政六 代 後胤 重繼 (伊豆 
守〕、 三代 孫 重 澄 (山 田太郎 、白 倉 山 田 先 
M 佛 也-右 大將賴 朝に 仕へ、 射手の 將と 
なる。 元曆 文治 年中、 I 之 谷、 八 島合戰 
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載す、 佐 竹條參 照。 比 藤の 小川 城は 上 小 
川 村 頃 藤に 在り、 山 田 左 近 太夫 通定 •居 
城す。 建 治 中、 佐 竹 氏 胤の 四 男宗義 ( 義 
繼 、小川 五郎〕 封 ぜられ 、子孫 累世 •此 
に 在り、 後 同族 小 田野 義村 住す。 慶長七 
年、 義忠 その 遇 宣由 r 共に 佐 竹 義宣に 從 
ひ、 羽 州に 徒る と。 小 田野 條參 照。 

69 常 陸眞壁 文書に 「山 田鄕 地頭 職 平時 
幹」 見え、 また 鹿 島 文書、 嘉元四 年 十二月 
に 「行方 郡 山田鄕 地頭 牛 熊 丸」 (大掾 族 か) + 
を擧 ぐ。 又 新編國 志に 「山 田* 久慈郡 山 
田鄕 ょり 出づ 。佐 都宮 奉加帳、 永 正 十四 
年に 山 田大炊 介、 同衞門 五郎 あ と。 又 
矢 田 部 文書 永祿 中に 山 田 左 衞門尉 治 廣 • 

見 ゆ。  ， 

70 磐 城 岩 代 田 村 家臣に 見え、 また 岩瀨 
郡 等に 存 し、 又 新 編會津 風土記、 會津郡 
香 鹽條に 「舊家 山 田 孫左衞 門、 此の 村の 
肝 煎な り。 十一 代の祖 を 孫 左 衞門某 と 
て、 葦名 氏に 事へ、 本 村 及び 橋 爪、 田 中 
等を 領 し、 向 羽黑城 三日 町 ロを 固めし」 

と云傳 ふ。 又 河 沼 郡 原 村 「稻荷 神社 神職 
山 田 伊勢。 貞享中 攝津靑 重と 云 ふ もの 神 
職と なり、 四 性を 經て 、今の 伊勢 靑壽に 
至りし」 と 云 ふ。 


n 陸 前 第 十項參 照。 又 宮城 郡龜岡 八幡 
宜祠官 に 在り。 天 正の 頃、 山田宮 大夫淸 
.重 •伊達 侯ょ リ 改めて 山 田 土 佐 守と し、 
神主 職と 爲 す。 その他、 社 司 十 人、 巫 一 
人、 酒 掃 一人 あり (封 內記〕 と ぞ。' 
r2 陸 中 下 閉伊郡 山田邑 ょり 起る。 南部 
文書に 「閉伊 郡 內大澤 村 御牧 馬、 井に 殺 
害 追 捕 以下 狼藉の 事。. 石 見 左近大 夫有資 
の申狀 三 通、 守 常解狀 等を 副 ふ。 此の 如き 
仔細 •状に 見 ゅ。 山 田六郞 の 所行 云々。 急 
速に 沙汰を 尋ねし め、 實正に 任せて 注進 
せらるべき の 由 •國宣 候 也。 仍って 執 達 件 
の 如し。 建武 元年 三月 三日、 大 藏權少 輔 
，淸高 、南部 又次郞 殿」 と。 

又 膽澤郡 衣川の 人に 山 田 次右衞 門なる 者 
あり、 善行を 以っ て稱 せられ、 衣川の 水 
を 引きて 田 畝に 濺ぎ 、農事に 利す る 甚だ 
大 也。 延寳 元年 歿とぞ 。 

73 淸和源 氏 南部 氏族 南部 家譜に 「利 直 
の 子 利 長、 山 田を 粮 す」 と 0 
74 陸奥前項參照。又津輕藩に存し、殊 
に 山 田 登の 養子 又 一郎 登は 富國强 兵の 策 
を 講じ、 土地を 開拓す る 等 功多し。 

75 羽後淺利配下の將に此の氏存し、又 
秋 田 郡 龍 毛 村 極 樂館は 秋 田家の 將山田 喜 


兵衞の 居所な リ (郡邑 記) と。 

76 仙 北山 田. 五一郎 ぁリ 、玉 米條を 見ょ。 

77 羽 前 酒 田の 名 族に 山 田 氏 ぁり、 藤 原 
秀銜の 妹德尼 公に 從ひて 下れる 三十 六 人 
の I 也と。 又 来 澤上杉 藩 重臣に 見 ゆ。 山 
田 政 苗 (實成)は儒者として名ぁり、蠖堂 
と號 す。 又 最上 家 用人に 見 ゆ。 

78 越後 謙 信樣御 譜代 古志の 侍 衆に 山 田 
修理 亮を 載せ、 又 景勝 家臣に 山 田 喜右衞 
門 ぁり。 又 蒲 原 郡の 名 族に 見え、 又 糸魚 

川 松 平 藩 側 用人に 見 ゆ。 

79 佐 渡 佐 州 役人 附に 「祀姓 •山 田市郎 

. 右衞 門」 を 載せ、 又 「淸和 源氏 山 田 市 三 
郞 、山 田與 次兵衞 、源 姓 山 田 邦 之 助」 を 
擧 C。 

80 藤 原 姓 中興 系圖に 「山 田 •藤 姓 •六 
郎 光隆* 之を 稱 す」 と载 せたり。 

81 加 實加實 藩 給 帳に 「四百 石 (一ゥ ロ 
n) 山田轫 貭、 貳百石 (三 カィ 松) 山 田 
仁右衞 門、 百 五 拾 石 (丸內 同〕 山 田平大 
夫、 貳 pr 石 (丸內 一文字〕 山 田 左 盛、 百 
石 (同) 山 田 勘 右衞 門、 百 石 (角 切 角內 
一文字〕 山 田 橘次郞 、百 石 (丸內 木瓜) 

. 山 田 兵馬、 百 贰拾石 (丸內 岩 形內花 笠) 
五 拾 石 加 增山田 良 助" 百 石山 田 新 左衞門 J 


を 載せたり 。これ ょれ 前、 享祿の 頃、 j 
向 門徒の 將に山 田光敎 寺 見 ゆ。 又 後、 大 
聖寺 金工に 山 田宗光 ぁリ。 

82 越前今立郡に此の地名ぁりとへ又秀 
康卿給 帳に 「三千 石山 田 織 部、 二百 石山 
田 信 漉、 百 五十石 山 田 勘九耶 、百 石山 田與 
三 右衛門」 等を 载せ 、又 勝 山 小 笠 原 藩 重 
臣に ぁり。 又 鯖 江 藩 用人に 見え、 山 田 喜 
平 治、 山 田 耕 治、 山 田經 三、 山 田 由 之、 
山 田 治平、 山 田名內 、山 田稔 等ぁリ 0 

83 丹 後 丹後阈 諸庄鄕 保惣 田數 目錄帳 に 
「與佐 郡 & 正 保 六 町 五段 三百 二十 四 步內、 
九 段 百 八十 步 •山 田 給 介 0 千代 富 保 十七 町 
六 反 八十 五步內 、十三 町 九 反 二百 二十 九 
步 、山 田 給 介。 成 行 保 一町 七十 ニ 歩、 山 
田 給 介。 法 花 寺 四 町 一反 三十 六步 、山 田 

給 介。 惣社 田 五町 一反 八十 步內 、四 反 ニ 
百八步 、山 田 給 介。 丹 波 郡 成 光保 一町 九 
反 百 四十 四步 、山 田 給 介」 と o( 介は 分か)。 
與謝郡 弓 木 山城 主に 此の 氏 ぁり、 稍富條 
を 見ょ。 平 姓と 稱す 、家紋 丸の 內嗚 子に 
稻 紐* 稻の 丸に 五 枚 笹> 

84 淸和源 氏 毛 利 氏族 丹 波 國多紀 郡大芋 
庄の聚 族に して、 家系に 「山 田五郞 左衞 
門輝吉 (輝秀 に 從 ひ、 一字 免 さる、 又感 
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状 あり〕 丨左 近治忠 C 弟に 山 田 五郎 七吉元 
あり〕— 左 兵衞忠 行— 左 衞門行 春— 七 九 
郎春精 (妹は 荒木 山城 守 室〕— 孫 右 衞門精 
永、 弟 左 衞門淸 虎— 六 大夫秀 永— 秀國」 云 
々と 見 ゆ。 而 して 丹 波 志 頭註に 「義光 

丨 新羅 十 郞義忠 丨同七 郞義高 丨同三 之 允 
義 治— 河 內祐義 胤— 兵 庫 介 義長丨 左京亮 
義貞 (建 保の 亂 、北 條に屬 し、 丹 波 國大芋 
鄕に 居住、 號山 田〕 丨義久 丨義廣 (尊 氏に 
恩す)— 民 部賴廣 丨十郞 重 氏 丨彌 助重弘 
丨十郞 右 衞門利 國丨七 郞國 元丨釆 女三郞 
元久丨 丹彌利 元— 源 太耶利 . 忠—彌 七廣吉 
— 五耶 左衞 門輝吉 j と载 せたり。 

また 一に 「義家 四 男 河内 守義忠 — 義淸」 
と 載せ、 又義 高は 「六 男， 毛 利六郞 と號 
す。 一に 義忠の 子と あり、 平 治の 亂 、近 
江に 死す。 其 Q 子義成 J と。 

子孫 大字 庄中 村の 名 族に して、 精 永の 妹 
は 澤田平 内の 妻、 又秀 永の 母は 山上 左衞 
門 尉の 女、 秀國の 弟に 九 兵 衞利秀 -久太 
夫秀元 •秀吉 の 後は 「秀光 ( 傳左衞 門、 
母は 山上 孫 太夫 女、 弟 十 左 衞門秀 重は 山 
上 七 右衞門 養子と なり、 妹は 西 野々 村 佐 
々木 孫 左衞門 妻〕 丨秀康 (傳 兵衞 、母は 福 
井村 森 本 氏 女)、 弟傳 左衞 門秀豊 丨 庄右衞 
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門秀 行、 弟秀 盈丨溥 左 衞門秀 精」 と。 又 
泉 村の 名 族' に 山 田 新左衞 門、 同彌 兵衞等 

見 ゆ。 

85 丹 波 前後 兩項參 照。 又 丹 波 志* 氷 上 
郡條に 「山 田 氏 •本名 芦田 氏、 栗 住 野 村 
山田に。先龃は山田修理、ニ代辁殿と云 
ふ、 天 正にて 山田惣 兵 衞と云 ふ、 明智に 
，討たる」 と o ' 

86 橘 姓京搔 長 門 守 家臣 「山 田 左 衞門良 
次— 越 中 守 良 政 (實 多 K !s 後 守 高 滿 男- 
秀吉に仕へ.、丹波船井郡百七十石を领ーこ 
丨某 (大炊 之 助)」 と。 家紋 丸に 橘。 

87 伯耆 安西 軍 策に、 山 田 出 雲 守 (伯 州の 
，痕 人〕、 「山 田 出 雲が 嫡子 同名 藏 人」、 「山 
田出雲守同左衞門」等見ゆ (0 
88 因幡 天文の 頃、 山 田 重 正 あり-井. 田 
常 信、 南條 隆 宗 と共に 伯耆に 攻め入る 0 
又 大永五 年の 連歌 卷子跋 に 「大野 鄉主山 
田 安藝 守 家 治 J を 載せ、 因 輪 志に 「巨 濃 
郡 湯 村 大野 城 •山 田 安藝 守 家 治、 秀吉の 
時沒 落、 もと 法 美 郡 法 華 寺 村 今 衣山の 城 

主」 と 見 ゆ。 

又山田安駿守ぁり、福田慷參照。又南條 
系圖に中務家士山田越中ぁり、粱言にょ 
りて 小 西 行 長に 預けら る。 


ヤマタ  六 1111 


ヤマタ  ヤマタ  ヤマタ  窆ニ 一 


89 赤松 氏族 播磨 發祥 也。 當國簠 茂 郡、 

明 石 郡 等に 此の 地名 存 し、 赤松、 宇 野 氏 
の祖 則， 景は山 田 伊豆守と 云 ひ、 東 鑑建久 
ニ 年條に 見 ゆ。 又 正 治 三年 條に 「山 田 左 
衞門 尉家範 」を擧ぐ。眼して赤松系圖に 
「源 大夫季 則— 賴則 C 大和 守、 播磨 守、 號 
山 田 入道、 法名 生佛〕 —則景 ( 播磨 守)、 弟 
爲助 (宇 野新大 夫)」 と 載せ、 また 尊卑 分 
脈に も 「(赤松) 季 方丨季 則— 播磨 守賴則 
( 號山田 入道〕」 と 見 ゆ。 

90 備 前邑久 郡に 山田邑 あり、 その 地ょ， 
り 起る か。、； の 地は 尾張鄕 の 域内な れ ば、 
尾 張 連の 族 かと 云 ふ。 又 兒島郡 に 山田邑 
あり、 葛 木 山 田 直に 緣故 あるかと 云 ふ。 
後世まで 三 宅 氏據れ り。 又 宇喜多 家臣に 
多し。 

91 美 作 新 免 家士に 山 田 勘 介 ( 吉野郡 小 
原庄 古町 村〕 あ y て、 新 免 家 侍 帳に 見 ゆ。 
又 駒 井 氏 家臣に 山 田癩助 あり。 又 東 粟倉. 
庄吉田 村 春 名 氏は、 本姓 山 田、 福 鳥 正則 
家臣に1て、慶長五年文書に「山田喜兵 
衞 •三百 三十 石」 と载 せ、 江 見 系圖に 「左 馬 
之 介 (一に 左 馬助久 治、 後 源內〕 丨勝久 (寺 
八郎 ，一に 與八郎 、川戶 村 住、 後山 田 喜 
兵衞と 改め、 正則 家臣 五 百 五十石〕— 盛 勝 


(山 田 喜兵衞 、後半 之丞 、三百 五十石)、 
弟 盛〇( 山 田 仁 兵衞) 」 と 見 ゆ。 

又勝牝 郡 植月鄕 中 村 伊勢屋は 當邑 第一の 
舊家 にして、 伊 實國名 張 城主 山 田 左衞門 
長 政の 末流、 當 .地に その 祖山田 左衞門 Q 
塚 ぁりと。 又 勝 間 田の 山 田 氏は 宇喜多 家 
臣裔と 云 ひ、 又苫田 郡 寺 元の 山 田 氏は 尼 
子 家臣 齋藤 河内 守實秀 (西 屋 城主) の裔 
にして、 その 男 支 蕃 介近實 、その 男實 治、 
實直 にして、 實直 •因幡の 田 求 女を 
妻と し、 山 田に 改 むと ぞ。 

又德川 時代、 津山藩 重臣に 見え、 分限 帳 
に 「千 石山 田 主 膳、 百 石山 田 仙右衞 門、 
百 石山 田 左右 馬、 百 五十石 山 田 喜 作、 五 
十 石山 田 休 治、 拾 人 扶持 山 田彥藏 、四十 
五 俵 山田耩 助、 十八 俵 三人 扶持 山 田 泰藏」 
を擧 ぐ。  ' 

92 備中尾 張の 士山 田駿河 守重英 •元 曆 
中、 蒎範賴 に屬 して、 平氏を 討ち、 功を 
以つ て備 中二 十八 村を 食み、、 後月 郡 (阿 
賀 郡) 西方に 住す。 その子 孫に 山 田 安五 
郞球 (琳卿 ) あり、 方 谷と 號 す。 名 儒と 
して 名 あり、 松 山 藩に 仕 ふ。 

93 吉川 氏族 安西 軍 策に 山田理 兵衞 尉、 
同 外 記 等を 擧げ 、藝藩 通 志、 加 茂郡啬 ロ 


村、 山 田 氏條に 「先祖 山 田內藏 助は 吉川 
家の 庶流な りしが、 其の 子 元 正 •當 村の 
農戶 となる」 と。 又 豐田 郡卷に 「上 河内 
村 山 田 氏。 先祖は、 山 田彈正 左衞門 •實 
茂 郡 下野 村より、 當郡入 野 村に 移り 居る。 
鶴 法師と いふ もの ありて、 朝鮮の 役に 赴 
き、 歸 りて 名を 太郞 右衞 門と 改め、 遂に 
農と なり、 其の後、 幸 松なる もの、 當村 
に來 住して、 里 正と なる。 それより、 今 
の禮藏 まで 七 代な り。 今の 里 正 和十郞 も、 
また 同族な り」 と。 

94 安藝 前項. 參 照。 又 通 志、 高 田 郡條に 
「山 田 城は 山 田 孫 右衞門 居る。 この 他、 村 
內に 軍陣 場と て、 所々 平坦の 地 あ 9。 其 
の 近邊の 谷に、 水 汲 場と よぶ 所 あり。 又 
國 光友 信と いふ 所 あり、 皆 城墟な らん」 
とい ふ。 又 安藝 古跡 志に 「竹 原 莊の古 族 
山 田 氏」、 後藤、 竹 原、 小 早 川 等 •の 條を見 
よ。 又 安西 軍 策に 山 田 半右衞 門、 山 田 越 
中 守、 また 「山 田 一族 羽 仁、 己裴 云々」 
と。 羽 仁、 古 裴條參 照。 又 廣島藩 年寄に 
山田圖 書、 また 用人 等に 見 ゆ。 

また 佐 伯 郡條に 「廿日 市 山 田 氏。 先祖 鎌 
倉の人、承久年中、山田次耶貞則*鎌倉 
より 來り 、嚴島 神社 修 營の鐵 具を 造る。 


よりて田宅を賜ひ、遂に廿日市の人とな 
9、 世々 鑄エた り C 宮島 にも 宅地を 給す • 
(嚴島 社、 永世 他家の 鑄 物を 用 ひられず。 
嚴 島と 廿日 市の 人家、 釜 鍋 も 他方の 所 鑄 
を 用 ひしめ ざるよ し、 天福 年中、 楔 尾 城 
主親實の定書なども持ち傳へり〕。十三设 
治 部 •小 早 川隆景 より、 宅地を 定め 賜 ひ、 
櫻 尾 城 士絲川 某が 子を 養ぅて 嗣 とす、 名 
を久 種と 命ず。 十艽 设宗次郞秀久，善右 
衞門伊 房と 改名す。 十七 世 次 右 衞門貞 友 
は大里 正と なり、 帶 刀を 許さる。 貞 則よ 
リ 今の 次右衞 門まで、 二十 三掛 、家に 櫻 尾 
家、 毛 利 氏な どの 文書 數 通を 蔵す。 黑川 
村に 支族 あり」 と。 大永 三年 多 寶塔棟 札 
に 「冶工 佐 西 郡 廿日 市 山 田貞能 J 見 ゅ。 
又 同 郡 「上 小 深 川 村 山 田 氏。 先祖 •伊勢 
國山 田より 來り 、世々 祠官 たり。 或は 里 
職と なる。 今の 仁左衞 門に 至る、 四十 五 
世と いふ」 丨 と。 又 高宮 郡に 「大林 村 山 田 
氏。 先祖 山 田 縫 殿 助 •熊 谷 氏の 長 門に 移 
るの 日、 從は ずして、 留 りて 農と なる J 
と。 又 明治に 山 田 一郎 あ 9、 新聞記者と 
して 名高し 〇 

95 周防延喜年中の玖轲鄕戶籍に「伊寶 
戶主山 田 貢 男 J なる 者 見 ゆ。 
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後世3 山 ロ 藩士に 多く、 殊に 山田顯 行の 
男顯義は、幕末明治に功多く、賞六亩石、 
後 伯爵を 授けら る。 嗣子 早 歿し、 弟繁榮 • 
家を 嗣 ぐ。 又 幕末 勤王家に 山 田 亦 助實之 
(公 率〕 ぁリ 、愛山と 號 す、 贈 正 四 位。 又 
山田鹧助成功は贈正五位。又山田虎五郎 
彪も 勤王の 志士た 

穴門直條長門國豐浦郡住吉 ^ の大宮 
司 家 也。 アナ ト條を 見ょ。 楠 乃 村 士族 舊 
大宮司 家、 山 田 氏 系圖に 「天津 彥根 命— 

速 都鳥 命— 鳥 耳 命 丨踐立 乃 直— 押垂 .乃 直 
(譽田 天皇 二十 ニ 年、 大 隅宮に 供奉〕— 麻 
初 佐 乃 直、 弟 葉 古 乃 直— 伊具 乃 直！ 和 志 
古 乃 直—枳 波 美 乃 直— 加味 古 乃 直、 弟 宇 
志 乃 直— 吉止彌 乃 直 (小 治 田 朝 九 年祭 飼) 
丨久良 乃 直 丨直山 (甲 午年 籍に賀 田 直 姓 
を a び、 神 祭を 掌る〕— 比 良— 米 足 (豐浦 
郡 神 田鄕長 外從六 位下〕— 衣 足」 と。 又 「麻 
初 佐 乃 直— 首丨 山人— 木 鳥丨花 古— 田 伎 
古— 鷹 取— 貧丨賀 麻、 弟 牛 足」 と。 

97 紀伊 伊都 郡に 村主庄 、山 田庄 ぁりて、 
高野山 元久 文書に 「山 田 村 主兩庄 、云々」 
と。後に日高郡山田莊地士山田喜兵衞見 
え、 古く 道 成 寺 正 平 十四 年の 鐘銘に 「大 
ェ山田 道順、 小 工大 夫 守 長」 等を 擧 ぐ。 
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98 阿波 三 好、 細 川 等の 條を見 ょ。 

99 讚岐古く山田狐司かり。第ニ項、及び 
営處等の條を見ょ。又後佾、全讚史に「中 
川城は牛川村に在5。山'田彌七*之に‘居 
る。 羽 床 伊豆守の 麽下 也」 と。 羽 床、 香 
川、 香 西 等の 條參 照" 

100 伊豫 宇 和 郡 山田邑 ょり 起る。 山 田 善 
福寺綠 起に 「天平 年中、 天下 疱瘡 流行す。 
時の 郡 司 山 田貞春 •大に 悲嘆し、 藥師を 
彫刻して 南の 嶺上に 堂宇を 建立して 安置 
す。夫ょり三百餘¥にして、左中將光義 
と 云 ふ 人、 當郡 主たり。 長子 兩眼 •明を 
失 ふ。 父母 寶前 に參 籠す る 事 一七 日に し 
て、 兩眼 忽ち 明か 也。 これに 依って、 長 
谷 部 貞久と 云 ふ 人に 命じ、 此の 堂を 再建 
して 今の所に 移したり」 と。 又淸良 記に 
r 山 田 備前守 治 元 •其の 子 治 法、 其の 子 
治 信」 と (愛媛 面影)。 西 園 寺條參 照。 
又德 0 代， 松 山 松 平 藩 重臣、 用人 > 大 
洲加藤 藩 用人 等に 見 ゆ。 

101 大中臣 姓 土 佐 國香美 郡 楠 目の 豪族に 
して、 七 郡 守護の 一、 三千 貫の 領主 也。 
薤生鄕 阿彌陀 堂佛綷 奥 書に 「蓮聖 福 寺， 
大檀越 等、 山 田 殿、 沙 彌道鑒 、次 道 勝、 
時に 應永五 年 戌 月」 と。 また 美 良 布 神社 
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棟 札には 「天文 十二 年、 大中臣 基 通」 と 
あり。 舊 記を 按ずる に 「永 正 五 年、 本山 
弘 岡の 諸士 、楠 目の 山 田 治 部と 同心して、 
長 曾 我 部を 責め 亡ぼす」 と。 

蠹簡集 記に 「今 天文 二十 三年 文書、 山 田 
敎道 •吉松 孫兵衞 尉に 與ふ るの 書を 按ず 
るに、 達 家に 於いて 存分なる 者の 語 あり。 
危急の 時なる や、 疑 ひなし。 又弘治 三年、 
秦覺世 •柳瀕 に 與ふ るの 書に、 今度 心 遣 
を以 って、 當山に 相果っ 、忠節 神妙の 語 
あり。 是を以 って 推す に、 弘治ニ 年に 滅 
亡た る や 必せ り矣 。當 山は 蓋し 薤 生を 指 
す 也。 又 古城 傳承 記に 『爰に 山 田 治部少 
輔大仲 臣元義 て ふ 人あリ 、香 我 美 郡 山 田 
鄕 三千 貫を 領 し、 楠 目に 届 城して ければ、 
門 葉 領内に 充辙 す。 長 曾 我部國 親は 吉田丨 
大備 後に 談 じて、 之を 責め 玉 ふ。 五百餘 
騎を率 ゐて山 田へ ぞ押 寄せけ る。 一手は 
吉 田大備 後、 江村 小備 後、 坂 折 山の* 方 
に 打って出で、 國親は 三百 餘騎 を隨へ 、 
國分寺 前を 東へ 向 はれ、 忽に責 め 落さる』 
と。 其の 山 田 萬 松 山漾岳 寺は、 元 義の先 
祖 菩提寺 也。 されば 此の 寺に 葬りけ る J 
(南路 志、 地名 辭 書) と。 本山、 長 曾 我 
部 等條參 照。 又 長 曾 我 部 系圖に 「兼 字の 
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妹は 山 田 室」 と。  - 
102 淸原姓 豐後淸 原 系圖に 「定額 丨正高 
(始めて 豐後國 玖 球 郡 住〕 丨通成 (山 田 ニ 
郞大 夫〕— 通 綱 03 田六郞 大夫〕 」 と载せ 、 
また 淺羽 本に 「正 高— 正 通— 長 野太 部 助 
通 丨通成 (山 田ニ郞 大夫) J など 見え、 又 
豐後遺事に「正道の次子道成.山和鄕を 
. 食し、 山 田 氏と す。 古 後、 平 井、 小 田、 
魚 返 氏の 祖た り」 と 又 一本に 「正 高 丨 
政道— 通 成 (山 田ニ郎 、山 耵鄕 司〕」 と 云 
ひ、 又 笠 氏 系圖に 見え、 又 長 野 系譜に 「山 
田鄕司山田次郞通平」を擧 <'' 。 ' 

103 豐前上 毛 郡に 山田鄕 ぁりて、 宇佐 宮 
敕使 記に 「豐前 掾山田 造韓國 J 見 ゆ。 猶 
ほ 次 項を 見ょ。 

104 宇都 営 氏族 前述 山田鄕 ょり 起る。 宇 
都宮 大系 圖一 4「宗房丨山田政房 %1 田、 
中間、 高 野祖) 1 
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又 「宗房 丨信房 1 景長 (山 田 氏〕」 と 載せ、 
又 應永戰 覽に山 田 右兵衞 尉宗 利を 擧 ro 
川內 村に 山 田 城跡に あリ 。此の 氏 代々 の 
城蹟 にして、 宗像社 記に 「文治 元年-宇 
都宮 上線 介 藤 原泰成 •關 東ょり 來リ 、上 
毛 郡 山 田 城主と 爲る 云々。 天 正 十五 年、 
山 田 城主、 常 陸 介 親實に 至 9 落城」 と あ. 

城趾 •今は 城 山と 云 ひて、 城ヶ 谷. •陣 
所 平、 御所山、 詰ヶ谷 等い ふ も あリ。 
按ずる に 義成 は、 常 陸介景 長の 子に して、 
政 房の 養嗣子な り。 泰 成ょり、 上總 介泰 
敏 、治 部少 輔親總 、上總 介網英 、同 親景、 
刑部少 輔親 長、 常 陸 介親祐 、同祐 綱、 上 
總介綱 光、 同 正 綱、 同 網繼 、常 陸 介 房矩、 
'大 膳正弘 房、 上總介 輝 房、 大膳正 輝 家、 
常 陸 介親實 と、 十五 代 相續で 居る。 然る 
に 豐前 志に 「山 田 左 近 太夫 元 房 居る」 と 
し、應永戰亂には「山田右近兵衞宗利の 
居れる」 こと 見え たれ ど、 支流、 或は 城 
代に て も あるべ し C 


又蠣瀨 文書、 大 友義 統 ょり 蠣瀨備 中 守に 
持たせた. る 中に 「今度、 秋 月、 文珠 、山 
田 以下 •逆心の 時 云々、 就中 山 田 要害に 
出で、 馬 ヶ嶽城 にて 人 數の砌 云々」 と あ 
ると、 又備中 守鎭忠 ょ 9 田 北 殿の 人々 に 
致せる 中に 「田 原親弘 •御手に 屬 し、 去 
年 六月 二十日、 山 田 城に 召 罹られ 候 時、 
山 田 判官、 長 野 新兵 衞 尉、 小 林 孫 六を 打 
捕 ふの 刻 •實部 助次郞 置き 御 X 申し 候」 と 
あるは、 或は 此處の 山 田 城を 云 ふには 非 
ざる 歟 (築 上 郡 志〕 と。 又 山 田大膳 (中間 
六 •右 衞門 純種 従兄) 見 ゆ。 その他、 日 熊、 
中間、 黑田 等の 條參 照。 

105 大友氏 族 立 花 系圖に 「親 貞丨 親續丨 
親久丨 親方—- 親 秀丨統 良 丨親貞 (山 田數 
馬 助)」 と 載せ、 また 統貞の 弟 「親 良 •山 
田 勝兵衞 尉」 と 見え、 立 花 家臣に 山 田 氏 
(井 樓纂 聞〕 あり。  、 

106 大 藏姓筑 前の 豪族に て、 大藏 氏系圖 
に 「岩 門少卿 種 直 丨種弘 (山 田 民 部丞〕 J 
と 見 ゆ 0 

107 武 藤氏 族武藤 系圖に 「大 宰少 貳經資 
—貞資 (左衞 門 尉、 資茂 殿〕— 方 近 將監資 
通— 山 田 尾 張 守」 と 見 ゆ。  、 

108 筑紫前 三 項、 皆當國 也。 又 天 正 頃、 
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山 田 常 f 介！？ 光 あり、 天 正 末 •荊 平 城主 
となる。 又 幕末、 久留来 藩士に 山田稂 養 あ 
9、 幕末 功 あり、 後 貿易商と して 名高し。 

109 有 馬 氏族 肥 前 國高來 郡 山田庄 より 起 
る。 河 上 淀姬社 文書、 建武四 年に 山田彈 
正忠 を载 す、 島 原 殿 越 前 守純尙 o- 裔也。 
有 馬 世譜に 「古賀 の 城に 山 田 兵 部 あり、 
後, に 和巢と 云 ふ、 此の 時分、 三會の 城に 
島 原 右 衞門大 夫 純 茂 •在り」 と 云 ふ、 別 
家なる べし。 また 德川 時代、 丸 岡 有 馬 藩 
重臣に 見 ゆ。 

110 大村 氏族 堀 內條參 照。 彼 杵松岳 城主 
に 山 田 兵 部 あり。 

n 肥 前前 ニ 項を 見よ。 また 藤 原 姓、 伊 
勢 山 田より 來ると 云 ふ あり。 又 松 浦郡津 
吉村名 族に 見 ゆ。 猶ほ矢 俣條參 照。 

112 紀嫂 肥 後 國玉名 郡の 豪族 也。 大野 條 
一二 七三 頁を 見よ。 又 第 七十 九項參 照。 

113 肥 後 前後 兩項參 照。 又 人 吉相 良 藩 重 
臣に 見え、 又 幕末、 細 川 藩 勤王家に 山 田 
十 郞信道 あり、 明治に も 功多く 男爵を 授 
けらる。 その 嗣子 東 三郞 也。 又 山 田武甫 
あり、 自由 黨 の 名士 也。 

m 菊 池 氏族 合 原 菊 池 系圖に 「山 鹿 兵 藤 
太 郞經賴 の 男經家 •菊 池 山 田」 と载せ 、 
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嘉吉 |ーー年の菊池持朝侍幀に「山田兵部次 
郞朝 明」 見 ゅ。 

115 島津氏 族薩 摩國谷 山鄕山 田 村ょり 起 
り、 牛屎院 、谷 山鄕山 田 村、 上 別府村 を領 
す。 その 出自 に ついては •島 津系圖 に 「島 

津忠 久丨忠 義丨忠 繼 (山 田 式部少 輔〕 丨忠 
眞 (S〕 丨宗久 (同)」 と 載せ、 又 一本に r 忠 
久—三 郎兵 衞尉忠 時 C 大隅 守)— 忠繼 (式 
部少輔 、山 田家祖 )」 ど 見え、 諸家 系圖纂 
には、 r 忠 繼丨忠 直 (式部 少輔〕 丨宗久 (式 
部少 輔〕」 と あり。  . . 

而 して 大汝 八幡宮 記録に 「山 田 式部少 輔 
忠繼 、其の 子忠眞 、其の 子 宗久迄 •三代 
の 文書を 太守 公へ 奉献、 山 田 式部 孫 五郎 
忠能 •上洛、 云々」 と。 又三國 名勝 阖繪、 
大隅 國嗷嗷 郡 市 成 鄕條に 「垂野 城 (_訪 
原 村) は、 その かみ 市 成 氏の 居城な りし 
も、 後嶋 津氏に 敗らる。 島潘 貞久 これを 
山 田 加 賈守忠 經に與 ふ。 山 田 氏は 島津忠 
義 2 にニ代忠時)の庶長子式部忠繼の後 
にして、 谷 山の 山 田 村ょり 起る。 その子 
忠眞 、孫 宗久あ 90 忠經は 第五佾 とす。 
その 孫 出羽忠 尙 (入道 聖榮) を經 て、 八 ft 
を 加貿忠 廣と云 ふ。 市 成を 島潷 家に 返 進 
す」 と。 また 「阿多 郡 伊作 鄕 (伊作 郡〕 中原 
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六 重 
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村 芦 王 神社は、 往年、 山 田 孫 五耶 宗久 • 
此所に 建立す とい ふ。 宗久は 其の 先、 島 
津忠時 庶 長子に 出づ J と。 

この 氏は 又 藤 原 姓と 云 ひ、 始め 山 田 式部 
少輔藤 原 ^ 繼に四 子ぁリ 、長は 式部少 輔* 
山 田 殿、 次は 中 村次郞 、第三は 臼 文 三 郞、 
四 男 四 郞忠 重は 庶子 也と。 猶営 里條參 照。 
又 「正 平 十三 年 五月 朔 日、 山 田 諸三郞 忠 
經に上 伊敷 村 地頭を 賜 ふ」 と 山田藏 記に 
見え、 又 山囝伊 實忠經 は、 應永 中、 肝 付 
兼 興に 敗らる と、 一八 〇四頁±攔を見ょ。 
又地理纂考に「薩摩郡高江鄕高江村峰ヶ 
城は、 應安の 頃、 國主島 津氏久 •始めて 
是を 築き、 家臣 山 田 式部 三郞忠 房を 城主 
とす。 同年 六月、 入 來院彈 正 重 門 來り攻 
め、 重 門 却って 飛石に 中り て 死す。 入来 
院の 一族 •祁 答院 、高 城、 東鄕 等、 兵を 
合せて 攻 む。 城 遂に 陷り 、忠房 戦死す」 
と .0 又 松屋 城 (日 置、 山田兩 村〕 は、 後に 
山 田 氏の 居所と なれり と。 又 「島 津貴久 • 
大兵を 率ゐ て、 肝 屬兼續 を 攻めて 福 山 廻 
村 仁 田 尾 城を 奪 ふ。 これょり 山 田理安 • 
此の 地の 地頭と なる J と。 その他 次 項を 
見よ。  . 

116 薩縻大 隅 前項を 見よ。 又 傳へ云 ふ、 


ヤマタ HI  . I 

建久 年中 「山 田 式部なる もの 薩摩に 降り、、 
山 田に 住し、 日 置を 兼領 す。 その 裔山田 
式部 有 親 •島 津實久 に黨す J と。 小 野條 
1 〇 一 七 頁參 照。 又慶 長の 頃、 島 律 氏の 
將山田_前有信(又新助〕*日向兒湯郡髙 
城の 城主に て大 剛の士 也と。 又嗷嗷 郡 財 
部 0. 黑棚壘は島津，氏の將山田有信の陣所 
なりと 云 ひ、 又 天 正の® 田越州 •見え、 

又 給 良 郡 敷 根 村菅原 神社 慶長七 年 棟 札に 
「奉行 山 田 越 前 入道 有 信」 を载 せ、 また 國 

分鄕 富之隈 城 內稻荷 社 記録に 「慶長 ニ 年、 
當 地頭 山 田 有 信」： と 誌し、 又 出水 郡 下名 
村 若宮 大明 神は 「寬永 十三 年、 地頭 山 田 
民部少 輔有榮 修復」 と。 又 出水 鄕管原 神 
- 社は 慶 安二 年に 地頭 山 田 民 部有榮 •再興 
すと。 又 鹿 兒島詉 訪御佐 山 御祭 次第に 「一 
番 •山 田 圖書助 J と 見 ゆ。 

又 水 天宮は 山 田 氏の 造 立と 見え、 又 桑原 
郡 正 若宮 八幡宮 別 當梅中 寺は 妻帶の 寺に 
て、 山 田 氏 也。 國分宮 内の 衆徒、 山 田 氏 
と 互に 子孫 •斷絕 なしと。 叉 武鑑、 鹿兒 
島 藩 側 用人に 此の 氏を 載. せ、 又 當國々 學. 
■者に 山 田市郞 左 衞門淸 安 (作 樂圍〕 、その 
室 歌 子 (山城 淀の 人〕 共に 名 あり。 又 西 
南 役に 山 田 一郎 •見 ゆ。 


ヤマタ  室 六 

fir 日向 日向 記に 「日 州都 於 郡 四 天 衆 • 
山 田、 荒武 、津留 、大 脇」 と 載せ、 又 山 田 
備前守 等 見え、 また 日向 纂記に 「伊東 家 
殘徒山 田 土 佐 守」 あり。 

118 出 雲 石 見 石 見の 土に 山 田 十 右 衞門成 
高 あり、 松. 倉 條を 見ょ。 德川 時代、 律 和 
野龜井 藩 側 用人、 母 里 松 平 藩 用人、 廣瀨 
松 平 藩 重臣 等に 在リ？ 又 これょり 前、 掘 
尾 山城 守 給 帳に 「貳百 五 拾 石山 田 長 三 郎、 
貳百 石山， Eg 兵衞 、百 五 拾 石山 田 孫 次 郞、 

百 五 拾 石山 田 彌傳次 、百 五 拾 石山 田 市 左 
衞 門、 百 五 拾 石山 田彌 五助、/ 百 石山 田 勘 
平、 五 拾 石山 田 勘犮衞 門、 四 拾 贰石四 人 

.山 田 傳左衞 門 等を 擧ぐ。 

119 蝦夷 地 松 前 藩 用人に 見え、 又 地理 志 
料に 「文化 中、 商 山 田 文 右衞門 •新道を 
開き、 結 測に 通じ以 つて 運輸を 便に す。 
安政 中、 又 石狩豐 平の 山道を 通ず」 と。 

120 桓武 平氏 小松內 大臣 重 盛の 裔に山 田 
盛 賢 ありと。 

' 121 . 面師 假面譜 (喜 多 直 能 著) に 「山 田 
嘉右衞 門 •ダン マツ マ 弟子」 と。 

122 茶道 その 祖山田 宗徧は 仁 科 氏、 三 州 
吉 田の 人に て 母 姓 山 田 氏を 冒す。 千宗且 
の 門に て" 不審 庵、 今日 庵、 四方 庵、 方 


r 


圍齋な ど 稱す 。不審 庵 二世は 山 田宗引 也、 
又宗旦 門に 時習 軒宗 伯、 宗徧ニ 男に 宗眉 
(久助、久右衞門)、宗引門に宗 [©1 (不審 
庵 )" 宗伯 門に 宗如 (時習 軒)、 次に 宗徧 
曾孫、 生 駒 宗圓の 男宗也 は 山 田 氏を 再興、 
不審 庵 四设 となる。 その 男 宗饺は 五世、 
男な く 其の 女 千代に 淺野宗 親 三男 宗彌を 
配せ しが、 故 ありて 主家 小 笠 原 藩を 逐は 
れ 、甲 州の 人宗學 (義 明〕 •山 田 氏を 51 ぎ、 
不審 庵 第 六 世と なる。 

その他、 織 部 流に 山 田 支 瑞 、石 川 流に 山 
田 灌水、 # 齋流に 叫 田逸齋 、同 蘭齋 •遠 
州 流に 山田大 有、 また 織 田卜齋 門に 山 田 
太郞左 衞門等 皆 名 あり。  , , 

123 雜载 その他、 萬 葉 集に 山 田 土 麻 呂* 
見え、 太平 記卷 二十 八に 山 田 又 次 郎を载 
せ、 又 小 池 系圖に 「福 手久忠 —久憲 (山 
田 氏)」 と。 

又 石 川 忠總 家臣 大坂 陣覺 書に 山 田五郞 兵 
衞 、上總 介忠長 家臣に 山 田 長 門 守 あり、 
上綠 、皆 川 等の 條參 照。 又 田 中 家臣 知行 割 
帳に 「三百 石山 田庄藏 、同 石山 田 市 之 助」 
を载 せ、 又 蜂 須賀藩 文武 有功の 士に 此の 
氏 見え、 又增 III 家臣に 山 田 新 左 衞門見 ゆ。 
また 佐 野 藩 山 田 綱 二部 聯 (思 叔〕 は 儒者と 
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して 名あリ 、體 齋と號 す。 又農學 者に 山 
田 好 之あリ 、名高し。 又 直 心 影 流祖に 山 
田 左衞門 尉光德 、一風 齋と號 す。 又疋田 
陰 流の 劎客に 山 田 浮 月齋あ リ。 又 大久保 
忠義 妻は 御鎗 奉行 山 田 十 大夫重 政 女な リ 
と。 又 地方 由緒 書に 山 田 太 左衞門 、.藝 者 
'書付に 「二百 俵 •醫師 山田宗 本」 等 見 ゆ。 
又 郡 山柳澤 藩士 山 旧 瀨兵衞 三 正は 寶藏院 
流 槍術の 名人に て、 後に 下石 平右衞 門と 
稱 す。  . 

また 池 田 支 藩 番頭 用人、 村 上 內藤藩 公用 
人、 日出 木 下 藩 加判、 矢 田 松 平 藩 用人、 
松 平 支 藩 用人、 髙須松 平 藩 重臣、 桑 名 松 
平 藩 重臣、 大田喜 松 平 藩 用人、 土 浦土屋 
藩 年寄 等に 此の 氏 あり.。 

江戶 の國學 者に 山 田 常 助 常 典、 勸 修寺坊 
官に山田中將、侍に山田甲斐介等見え、 
又 狩 野 派 畫家に 山甶蛾 山、 又 文化 頃の 晝 
家に 山田頫 常 ( 士常〕 あり、 芳洲 と號す 0 
又明曆 頃の 洋晝 家に 山 田 右衛門 作、 又 印 
籠 蒔繪の 名家に 山 田常嘉 、初代は 幸 田 氏、 
扛府に 仕 ふ。 又^ E 傳に山 田屋市 兵衞俳 
名 雪 芝 等 見 ゆ。  ‘ 

又 琴の 名手 山 田 檢校斗 養 一は 1 一一 田 了 佐の 
男 ••母は 山 田 氏 也。 山 田 松 黑に學 び、 遂 


に 山 田 氏を 冒す。 早く 出藍の 春 あり、 後 
益々 その 名を 上げ、 上下を 問は ず、 そ， の 
門に 走る。 文化 十四 年 四月 十日 歿 、六十 
ー、實に山田流の祖也。又家傳史料に山 
田 小兵 衞 、明治 彫刻家に 山 田 潮 月、 猿 樂 
者に 山 田 勘 左衞門 (淸 兵衞〕 、又 山 田宗本 
あリ 。又 江戶 什之居座主に、 |11 田長大夫等 
見 ゆ。 

又江戶 幕臣に 淸和塬 氏 「山 田 三育 敬 元 (立 
長、 奥醫 者、 八 百 石〕— 幹 軒元吉 (はじめ 

山 田、 後 伊東、 敬 元に 至り 山 本、 更に 山 
田に 復す〕 J と 云 ふ 者 見え、 又備 前、 備 中、 
志 摩 等に も存 し、 又 越 中の 詩人に 山 田 東 
平長宣 (子 昭) あり、 新 川、 太刀 山人 等 
と號 す。 

山 太 ヤマダ 前條と 通ず。 東鏗に 山太宗 

高 •見 ゆ。 

矢 侯 ヤマタ 前ニ條 、次條 、及び ャマダ 
ベ 條參 照。 

1 矢 俣宿禰 姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 山 田 宿 
禰に 同じ かるべ し。 山 田條第 十一 項參 照。 
2 肥 前 高來郡 山田鄕 より 起る。 氏人は 
大川 記録、 嘉曆ニ 年に 矢俣彌 藤 太、 河 上 
淀姬社 文書に 矢 俣 越 前大耶 (正 平 十六 年 
九月) 篆見 ゆ。 
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3 秀鄕流 藤 原 姓 下河邊 氏の 一族に して. 
尊卑 分脈に 「秀鄕 十 世 孫、 幸 島 四 部 行 時— 
時 綱 (矢 俣四郞 〕」 と 見 ゆ。 下總 國猨島 郡 八 
俣鄕 ょり 起 0 し 也。 又 中興 系圖に 「矢 俣 • 
藤 姓、 下 河 邊司行 平 三代 四郞時 綱 •之を 
稱 す」 と。 

八俟 ヤマタ 和名 抄 、下 總國援 島 郡に 八 
侯_を收む、八俣の誤也。 

山 田 石 川 ヤマダ イシ 力 ハ ヤマタ / イ 
シカ ハ 

〇 蘇 我 倉 山 田 石 川 臣武內 宿禰の 裔 、蘇 

我 臣の族 也。 ソガ條 、及び ィシ 力 ハ 條を 

見ょ。 

山 田 大路 ヤマダ オ沭チ 伊勢 外宮の 社 
家に して、 神宮 記録に 「山 田 大路 (御 炊 物 
思)、 度會元 安家 系。 宗家 山 田 大路 元 長の 
ニ 男、 初代 元 泉」 と。 又 「山 田 大路 c 飯 高 
神戶 司〕 •飯 高 朝臣、 本姓 度會 、初代 元 泉」 

と。 又 山 田 大路 益 氏 あり、 後單に 益 氏 ， に 改 
む、 神 服 連 姓な りと 0 
山 高 ヤマタ 力 

7 淸和 源氏 武田 氏族 甲裴國 * 巨 摩 郡 山 
高より 起る o' 武河衆 の 一にして、 武田系 
圖に 「甲 裴守信 長— 八郞 信綱丨 甲斐 守 時 
信 (武 川祖〕 丨甲裴 守 信 方 (山 高 太 郞) 丨 a 


.武 (山 高太郞 )| 春 方 (太 郎) 、弟 信 時」 と 
载せ 、一本に 「信 長— 信 經—時 信 丨太郎 
信 方 丨太郞 信武 (山 高祖 どと 見え、 又 山 
高 家譜に 「 I 條與次 郎義 行の 長男 甲裴守 
信 方— 太 郞信武 丨太郞 春 方— 太郞 左衞門 
信行—同經春(太郞兵衞〕|太郎兵衞景信 
— 孫兵衞 信 基— 石 見守 基景— 越後 守 信 之 
(武田 信 虎に 仕 ふ〕— 石 見守 親 之 (武川 十 
ニ騎隨ー〕丨宮內信親(三方原討死〕丨將 
監信直 (宮內 、勝賴 、後に 家康に 屬 し、 
二百 石〕 丨孫兵 衞親重 C 二百 七十 石)」 と 見 
ゆ。 家紋 花菱、 山の 字。 もと 割菱 。又 中 
興 系圖に 「山 高 •淸 和、 武 州、 甲斐 守 時 
信男甲裴守信方*之を稱す」とあり «>0 
親 重の 後は 長男 「奎右 衞門信 俊 C 三 左衞 
門〕— 新 右 衞門信 吉丨新 左 衞門信 賢 (千 八 
百 石〕— 八 左衞門 信禮」 也。 

2 雜载 その他、 幕府 賄 頭に 山 高 宇右衞 
門、 又 林 家系 圖に 「山 高 信 離の ニ 男次郞 
洸を嗣 とす」 と。 又 武藏國 葛 飾 郡 高 野 村 
、 に 山 高龍觀 、また 山 高 信 離は 博物 舘 長と 
して 名聲 あり。 

山 瀧， ヤマタ キ ' , 

山 達 ヤマタ ツ 

山楣 ヤマタ テ 羽 前に 此の 地名 存 す。. 


山 田 島 ヤマタ シマ 
山 田 谷 ヤマタ タニ 武藏 等に 存 す。 

山 谷 ヤマダ 1| サン ヤ 
1 讚岐 本山 首領 山 谷 伊豆守 あり、 由 良 
條を 見ょ。 

2 丹 後 竹 野 郡の 名 族 也。. 

3 本 多 氏族 山 谷 左 衞門尉 正 重 あり、 本 
多條第 十三 項を 見ょ 0 
4 雜载 その他 •上 杉 支 藩に 見え、 又 美 
作 國眞庭 郡 荒 田邑 の 名 族、 越後 蒲 原 郡 等 

に 在り。 

山 田 御井 ヤマタ / ミ ヰ 山 田條參 照。 

〇 山 田 御井 宿 禰 漢族に して、 天平 勝寶 
七 年 二月 紀に 「從七 位 上 山 田史廣 人、 從 
' 五位 下 比 賣島女 等の 七 人に、 山 田 御井 宿 
漏の 姓を 賜 ふ」 と ある 後に して、 後、 天 

平寶字 元年 八月紀 に 「故 從 五位 下山 田 三 
井 宿 禰比賣 島 •阿 妳の勞 あるに 綠り 、裒 
めて 宿禰の 姓を 賜 ふ。 恩波枉 激し、 餘リ 
て 傍 親に 及ぶ。 而 して 人の 悖 語を 聽 きて、 
丹誠を 奏せず、 词惡相 招き、 故ら に 蔽匿 
を爲 す。 今 •此の 事を 聞き、 爲に寒 毛を 
竪つ 。凶 渚已に 深し。 理 宜しく 追 貴す ベ 
く、 御 母の 名を 除き、 宿禰 Q 姓を 奪 ふべ 
く、 舊 に 依りて 山田史 に 從へ J と ありて 


貶 姓 さる。 され ど廣 人は、 天平 寶字八 年 十 
月紀 に、 また 山 田 御井 宿禰と 載せたり。 

山 ® ヤマダ ハラ 丹 波多紀 郡の 名 族に し 
て、 酒 井 氏の 族黨 也。 酒 井、 油井、 西 垣 等 
條參 照。 系圖に 「酒 井 政 親 ニ 男四耶 左衞門 
政 重— k 俵 六 11 一耶 信 政 (油井 分、 號山 俵)— 
政 長 — 貞長弟 0 長 — 貞重 (平 井〕 丨 又次郞 
丨西垣 又 次 耶 丸 (天文 ニ 年 十一月 二十 
六日) 丨 某— 助 太夫 直 吉丨酒 井 作 野 右衞門 
吉康 」 と 見 ゆ。 

山 田 原 ヤマダ ハラ ヤマタ ノ ハラ 紀伊 

國有田 郡 保 田庄に 山 田原邑 ぁり、 御前 條參 
照。此の龙につきては、山田原信吉氏云ふ 
「中興の祖、伯は楠本氏.後伢山田原氏は改 
む。 叔は楠 山 氏を 稱す 。叔 は ft 々紀州 藩に、 
伯は 同藩の 附庸 安藤 家に 仕へ、 謁見 以上の 
土たり。 母は 貴 志 掃 部の 女 d 家紋 丸に 橘、 
及び 丸に 三つ 石を 用 ふ、 定紋と 替紋な るべ 
し。 祀州有 田 郡 保 田莊に 山 田 原 村 ぁり、 邑中 
古名 山 田と 河內屋 原と に 八 刀る、 同莊は 楠 木 
氏の 舊碩 地たり。 伊勢神宮の 古の 大物 忌 子 
良に 山 田 原 女あリ 、福 宜 I'c 山 田 原右衞 門、 
左衞門 ある も、 血統 上、 系統 上關 係な きも 
の 》 如し。 明治 維噺 後、 安藤 家は 田邊 藩主 
とな' る、 然るに ニ 焚と も 退 隱せる もの か、 


其の 頃の 兩 藩の 以上 分限 帳に も •以下 役名 
簿 にも 登 载な しとい ふ。 

楠 本 氏に 忠右衞 門 f、 南 龍 公に 大阪陣 に 
從ひ 、討死せ りとの 口碑 あり。 系譜の 一部 
分、 及び 家傳 書數 葉は、 明治 二十 ニ 年、 和 

歌 山 市外 大 洪水の 節に 流 逸せり。 戶主 •時に 
年尙ほ 幼な リ き。 累世の 所有 品に 藤 原 姓、 
紀姓な ど 記せる あり。 本來 、橘 姓 楠 木 氏な 
る も、 京都を 憚りて 斯く稱 へたる には あら 
ざる か o 

小山 田 利 平 次 (妻 御前 左 之 助の 女〕— 養子 小 

山 田 げんば (實は 山 田-原 村 鄕士 御前 源五郞 

の 男、 母は 若 山 藩士 市 川 甚右衞 門の 女、 後 

山田原善吾と稱す。安藤飛驛守家中、 « 部 

屋留 役〕— 山 田 原 左 馬 (小字 寬吉 * 同上 御廣 

間 席、 後 格 下り 相 願 ひ、 養子を 立てて 隱居 

.し、 平 人と なる〕— 養子 小山 田 德次郎 (實は 

岩 橋 村 岩 橋 喜 右衞門 男、 田邊藩 御徒)」 と。 

猶ほ 系譜と 傳記參 照。  \ 

八俟部 ヤマタべ 山 田 史の部 曲 か。. 姓氏 

錄 、未定 雜姓 、河内の 部に 「八 俣 部。 百濟 

國人、多地多那卿の後てへーリ、見えず」と見 
ゆ 0 

八 俣 田 部 ヤマタべ 前條參 照。 

' ° 八 俣 田 部 宿禰拾 芥抄に 見. ゆるの み？ 


山 直‘ ヤマタへ ヤマ ナホ ヤマ ノヲ 和 

名抄、大和_葛下郡に山直鄕を收む。また 
和 泉 國和泉 郡に 山直鄕 を收 めて 也 末 多 倍と 
訓ず 、地名 辭書に 「今 山 直上 村 、 |1| 直下 村 
、(大字新在家)、及び !11 瀧村(今泉北郡に盥 
す) に 當 る」 と。 次に 近 江 國甲賀 郡に 山 直 
鄕を收 めて 也末奈 保と訓 じ、 高山 寺 本には 
也末と註す。輿地志略に「土俗あやまりて、 
山 尾の鄕 とい ふ」 と。 また 常 陸に 此の 地名 
あり 0 

1 山 直 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 「山 直。 天 
穗日命 十七 ft 孫 日 古 (一. 本吉) 曾 (日〕 乃 
、己 名 (一本 呂) 命の 後 也」 と 載せたり。 
又 神 名 式に 山 直 神社を 收む 。その他は ャ 
マ條を 見ょ。 

2 近 江の 山 直 和名 抄 、甲 質 郡に 山直鄕 

あ 0、 山 直 氏の ありし 地 か。 此の 氏は 天 

御影 命裔 也。 山條參 照。' 

3 丹 波當國 の戶籍 思は る >1 正 倉院文 

書に 「山 直 姉 賣 、山 直 子 姉」 など 载 せた 
り 0 

4 秀鄕流 藤 原 姓 常 陸 國多珂 郡 (多贸 郡) 
山 直 (ヤマ ナホ) 邑よ U 起る。 その 城址 
は友部邑に在‘りロ新志補に -^ 山直をば宍 
戶家 時の 居城と する は、 茨城 郡 夫 戶山尾 


ヤマタ ノ I ヤマタ ハ ヤマタ ハ， ~ ヤマタへ  ヤマタへ § 一九 


5 • , 

政 奥山 畸更日 篤志  G 記大 其て 法 子 男 通 ど 永 其の あてと 

•大城 政め ふのに 淸癸 \ 平の 子 鷲 通猝春 山中の 比り 、相 
嗣平徉 - 道、0 四つ和 g 合 後な 院總 山の 直の 子、。 山涩、 

ぐ 城との 後 大子山 源 f ；： 戰を しの 、に 子 氏 事 下 小一 尾亂 
、を 稱嗣大 掾義直 氏 3广丨 に 承^! 開そ戰 通と と 野 野を のせ 
源攻 すと 掾慶昌 。佐， K 死く  s 基の ふ 鄕いぞ 守 崎 櫛 意る 
三め。 な貞幹 •多 竹 A I し 。 1 か 子 Q はふ Q 通 甲 形な な 
部て 子り 國の 小賀氏 g 昃 ，義 P ぺ憲 ■山0 是春裴 、ら 於 
と戰 .三、 の 後-名 郡 族 涅^ 城 昌繋後 通 N 城 ょ •守 一ん。 

稱死郞 義爲を •乙 山 ぷヲ廢 •四 孫 ハ 鎌 守 り更 通を。 但 

??  •昌に 承 謇尾前 ラ S す 天 5 美 字 f、 小に 胤 山 凡し 
し0 天と 逐け 丸村條 ハ 正 J 作を 5 ■佐  野 山 •直 そ 名 

と 東正更 は、 、ょ參 ミ g 系 十 f 守 三 5 竹 崎 直 櫛と 友義 

。義 十め れ後劲 り照彳 S 5 圖 七？ 政 郞菇氏  のに 形 云 部 相 

久七 、 、に* め 起。?: 、年ち 通と 5 に 嫡 築に ひに 同 

の 年 三 ネ昌義 る 新 永、 g にい。 從 流く 城 、ニ じ 

子 、郎不 幹 通0 編 $ し慶奥 冬至 ふそ ひ な 、き 建 城く 

宣 陸、 野と と義國 。と 軍 州、 り 、のて  れ應 、武址 し 

ヤ 

マ 

タ 

1 蜃§盏 蛊路參 見4 君 多3 王 息也稚 左2 人 等應1 S 备津 

大參 伊領莊  照え 雜の產 越の 長1 j 淳京山 姓の 神 山 郡 

和脍 等、 あヤ ° * 載 部 漂 前後 眞 4 毛 皇道を 祖段 道に ヤヤ 

の0 に攝り マ.， ••ま  曲5 f 也 人 $ ニ 別眞賜 也に 君 \ 山 ママ 

山 毛 律て チ た そな g 天し と、 俣に 人 ふし一!  道チツ 

路 此國、  武 のる 击 平な 同* 親丨 7；  。と 意應鄕 

氏 の-山 東ヤ  藏 他べ g 神ど祖 5 王毋前  見 富 神を ヤ 

地道 寺 マ 等、 し S 護 載0  J の 看 項 ゆ々 帝收マ 

宇 名 莊正ミ  に大。 g ニせ 應售 後于氏  。杼 のむ ミ 

Pt  あ、 中 チ 存村  5 年た 神 f 也 4 の 越 王 御0 チ 

郡 リ領ニ  す 藩 なのり 皇 雷、 自後  前は 裔 

の ° 家年攝  。に  る 越0 子 3 日 t に 發 、に  和 

名 そ 八 文 律 r 猶山  者 前 稚 4 本 S し 祥 山し  名 

族 の 條書國  ほ 道 見國  淳山紀 f て か 道て  抄 

に 他 宰に兎  以 2 ゆ 司 毛 道に ぐ W 〇 君 ¥ 、 

し 、相 つ 原 下 は c 解 ニ 眞合商 f 後、 5. 肥 

て 前1 7 最郡  數ノ J 山に  股 人す 嚣尨  に 云；  後 

、、後と。 勝に  條氏  道、  親，0 る珥煢  眞 々S  國 

t 

ヤ 

マ 

チ 

V f f « 

3 2 

に少 盛に を 和し 畧居戶 及 在 又 元 岡 同 城’ 侍 ^ 下 當 條澤 

移輔を 服以睦 てし る 友び り 名 龜堡主 主 ど 普の 伊 淸祀氏 氏 
り を 幽せつ す 本 g 。 盛 諸。 勝 ニ 4 蕃 高等 S 將勢丨 臣裔配 
域し しずて 0 城濟 永の 士南志 年 暫允灌 を 息 也 通 姓 か 下 

廢て 、、神 元を 川祿臣 邸は に 直 § し 左擧筇 。河淸  0 の 

す 之 山 信 戶懸攻 2 十山址 高- ! 次 泛等 近げ S 高 曲 S 石 將 

k に 路孝氏 ニめ 气 一路 等 岡高橫 \£ を將、 g 岡 郡筇淸  に 

背 居を をを 年し 楠年彈 、川 岡 死窖载 監又隹 城の 段 水 山 

ら 誅蔑嗣 、む 十 、正尙 に 城し 浯せ 、牝齿 に 豪 S 祠 路 

「頭し す 如が 信 、郞織 忠ほ臨 址と毀 、ま 畠 s 據 族1- 官 九 

誌む。 すし 長拔 .、田 •存 むは。 緊 三た 分 山る にと 系 郞 

、ゎ仍 。む •く 南 信 城す 、高  票 國山限 S0 し見圖  兵 

古 後つ 信 0 其 能 部長を 〇 石 岡 隹 地路帳 5 勢て ゆに  衞 

屋 兵て 長 山のは 遠 •築 永壘村  豐志彈 に _ 州 、。つ  . 

夢 部 小怒路 三ず 江 北き 祿 ，字  7 に 正， f 四 神 竹1 見 

概 •島り 等 子、 守 野、 中 礎 茶 居 つ大多 茨家戶  幸 ゆ 

、神 兵、 •信 後 等を 之、 石山  守 多 弼加神 記 家 淸 ° 

五戸 部 友 陰 孝に を攻に 神、 に 、カル、 岡 戶に配  1 前 

t 

ン ■く 

鈴 遺 響〕 と。 

又 同 郡冰 田堡は 磐 城 山に 在りて、 山路 彈 
正忠の 一族 據 りしと 云 ふ。 又關長 門 守 侍 
帳に 「百 五十石 山路 九左衞 門」 を 擧げ、 
又內宮 祠官に 存し 、志 摩に も 在り。 

4 桓武 平氏 小 松 內府重 盛の 後な りと 云 
ふ。 家紋 揚羽蝶、 四 目 結。 寬政 系譜に 惣 
右衛門 久長 (幕府 御徒) より 系 あり。 山 
路彌 左衞門 (連 貝 軒 君、 樹) は 算數 家と し 
て 名高し o 

5 近 江 •賤ヶ 嶽合戰 に 山路 將監 あり、 大 
杉 山に 據 る。 當 國の士 か。 又 京 極 殿 給 帳 
に 「二百 五十石 山路 三彌 、百 五十石 山路 
小十郞 J 等 見 ゆ。 

6 奥州 關城 辉史に 「興 國四年 五月、 官 
軍 •賊 山路 左衞門 尉と 陸 奥 糠 部 郡に 戰ふ 
(白 河 文 # 〕 J と。 その後、 伊達正宗 家中 
に 山路 淡 路 •見 ゆ。 

7 橘 姓 ft 岐の 豪族 也、 山地 條を 見よ。 

8土佐當國の豪族にして、ー條國司に 
B し、 老臣 四 家の 一也。 一條、 長 曾 我 部、 
幡多 等の 條を 見よ。 猶ほ 次條參 照。 

9 薩隅日 日向 記に 山路 又九郞 を 載せ、 
又 島 津義弘 家臣に 山路 後藤 兵衞 •見 ゆ。 

10 雜载又 下野の 人、 應永頃 に 山路 太郞 


ヤマチ 


左衞 門なる もの あり、 山 持條を 見よ。 又 
福 島 正則の 軍將に 山路 久之亟 、閱 宿久毋 
途中老に此の氏見え、又堀尾山城守給_ 
に 「千 石 山路 所左衞 門」 を擧げ 、又 加 實藩 
給 帳に 「四百 石 (丸內 スハマ 山の 字〕 山 
路忠 太郎 J を载せ 、又 武藏 、攝津 •山城、 
播 磨、 尾 張 等に 存 す。 < t ほ 次 ^ を 見よ。 

山地 ヤマチ ヤマチ サン チ 上野、 紀 
伊 等に 此の 地名 あり。 その他、 前後 數條參 
照。 

1 玉 置 氏族 紀伊國 の 豪族に して、 日蔼 
郡山地莊より起る。又山路に作る。玉置 
氏のー族杧して、續風土記、山地莊東村 
古城跡 條に 「寺 原の 北、 山上に あり、 鶴 
ヶ 城と 云 ふ。 玉 置 下野 守 直 虎の 居城な リ。 
直 虎の子 孫 •世々 此の 莊を頜 する を以つ 
て 山地 氏と 稱 す。 十. 一代の 孫を 彌三大 夫 
とい ふ、 豐 太閤 南征の 時、 莊 中宮 代 山の 
砦に 籠り、 是を 拒みて 敗れ、 牟婁郡 栗栖 
川 莊兵生 (主 か〕 村に 逃れ、 後 杉 若 越後 守 
に 仕 ふ。 關ヶ原 役 後、 浪人と な y、 淺野家 
に 仕へ て藝州 に 至る。 後 又 本 藩に 奉仕す」 
と。 その他は 玉 置 條を見 .よ。 

2 橘 姓 讚 岐の 豪族に して、 楠 木 正 儀 四 
舟 孫元弘 •當國 に 住して 山路 氏と 稱 すと 


ヤマチ 


傳へら る。 

全 讚 史 52 は 「託 間 城は 託 間 村に 在 9。 託 
間遠 江 守 •之に 居り、 後山 地 右京 進 •居 
る。 原と 甲 州 人 也。 細 河 氏に 從 ひて 來リ、 
三 野 豐田 郡 帥と 爲 り、 後 •九耶 右衞 門に 

，至って 邑を失 ひ、 三 木 郡 池 戶城に 徙 り、 
十 河 氏の 麽下 と爲る 。而 して 後、 ニ 郡 則 
ち 香 川 氏の 有と 爲 る」 と 0 
また 「他 邊城は 池 邊 村に 在り。 山鲻 九耶 
左衞門 之に 居る。 九郎 左衞 門は 三 野 郡 託 
間 城主 也。 邑を失 ひて 此に來 る、 蓋し 三 
木 氏に 寄る 也 一と。 その他、 大平條 一二 
九 六頁參 照。 

3 土 佐 山路 條第八 項參 照。 傳へ云 ふ、 
前項 元弘 數设の 孫 正 勝 •常 國 に移リ 、子 
孫山內侯に仕ふ。その七世孫元貞、その 
男 千久之 助元恒 、その 男忠七 元 治 也。 元 
治は日淸役に有名なる山路將軍にして、 
母は 沖 伊 三 八の 女、 賢夫人の 名 ぁり。 戰 
功に 依り 子爵に 列 せらる。 必 

4 雜載又 儒者に 山地 正菔 •書道に 名 ぁ 
り、 芙蓉と 號 す。 その 男正眞 、その 男武 
一郎 正 誠 C 孟敎〕 は、 蕉窓 と號 す。 その 男 
兵次郎 正忠 (子 恕-武 一郎〕 は 東 山と號 

•す。 皆 名高べ、 又 楠 氏の 裔と傳 へ、 東 山 


ヤマチ  S 


は 千 早 氏に 改 む。 

山 治 ヤマチ 前 各條參 照。 

山 持 ヤマチ ャマモ チ條を 見ょ。 

八 町 ヤマチ 同上。 

山 親 ヤマ チカ 常 陸國久 窓 郡靜 神社々 家 
•に 山 親大夫 あり、 後に 一. 橋 氏と 云 ふ。 

山 近 ヤマ チカ 備前 等に 存 す。 

山 千代 ヤマ チヨ 攝津 等に 存 す。 

山津 ヤマツ 近 江に 山津照 神社 あリ。 

•3 綱ャマ ヴナ. 

山祗 ヤマツぐ/古代、山祇族なる種族あ 
り*^ 山 部條を 見ょ 祇は津 見と も あり、 原 
始的カ パネの I ならん。 

山手 ヤマテ 陸 前、 備 中等に 存す 0 

山出ヤ マ デ 

山條ヤ .マ デ ゥ 幕府 小 給 地方 由緒 書に 山 
條八郞 右衞門 あり、. 大坂兩 度陣に 出づ 0 
山 出ロヤ マ テグ チ 
山寺 ヤマデ ラ 攝津 、甲裴 、岩 代、 羽 前、 
越後 等に 此の 地名 存 す。 

丨 和 山寺 首 姓名 錄抄に 見 ゆるの み。 和 
山守 首の 誤寫な るべ し。 

2 宇治山 寺 連 物 部 氏の 族 か、 姓名 錄抄 •> 
拾芥抄等に見ゅ3 

3 淸和源 氏武田 氏族 甲 裴國巨 摩 郡 山寺 


(上條 南 湖村) より 起る。 家譜に 「青木 義 
虎— 尾 張 守 信 種 丨甚左 衞門信 明 (信 虎、 
信 支に 仕 ふ、 山寺を 領 す) 丨甚 .左 衞門信 
昌丨 同信 光 (三百 九十 石〕— 同信 政」 と 見 
ゆ、 家紋 丸に 花菱 •丸の 割菱 。甲府 一蓮 
寺 過去帳、 永 享五年 四月 二十 九日の 合戦 
討死の 內に 此の 氏 あり。 

4 雜载 その他、 松 代 藩士に 源 姓 山寺 氏 
あり。 久 好の 孫、 久 敬の 男塬 太夫 久道 (信 
龍〕 は 常 山と 號す 。學 深く、 藩の 重臣と 
して治績多し。又磐城、岩代地方に存す、 
猶ほ千 田條を 見よ。，  / 
耶馬吉 室ヤマ ト 日本 古代史 新 研究を 見よ。 
大倭 -ヤマ ト オホヤ マト 又 大和、 大養 
德等に 作り、 大和は 和名 抄に於 保 夜 萬 止と 
訓ず 。され ど 大は 美稱に して、 單にヤ マト 
と 呼ぶ を 常と す、 故に 倭、 和と 通じ 用 ひら 
れ 、又 日本と 載せ、 又 河内に 對 して 東を も、 
ヤマ トと訓 ず。  ® '\ 

國名 としては 古くは 多く 大 倭の 字を 用 ひ、 
天平 九 年に 至り、 改めて 大養 德と爲 し、 十 
九 年復舊 して 大倭の 字を 用 ひ、 天平 寳字元 
年、 更に 改めて 大和と 爲 す。 • 

1 大倭國 造 又倭國 造、 或は 大和 國 造と 
も 載せたり。 神武 帝 東征の 際、 大功を 立 


てた る 珍彥 、卽 ち椎根 津彥の 後 也。 神武 
紀に 「珍彥 を以つ て、 倭國 造と 爲 す」 と 
载せ 、また 神武 段に 「槁根 津 日子、 此は 
倭國造 等の 祖」 と 見え、 また 國造 本紀に 
「椎根 津彥 命を 以つ て、 大倭國 造と 爲 す。 
即ち 大和 直の 祖」 と 云 ひ、 また 「大 倭國 
造。檯原(神武>朝の御毋、椎裉津彥命 
を以つ て、 初めて 大倭國 造と 爲 す」 など 
見 ゅ。  ** 

椎根 津彥 の出自 に關 しては、 皇孫 本 紐に、 
彥火 々出 見 尊の 御子 「武位 起 命は 大和 國 
造 等の 祖」 と 見 ゅれば、 椎根津 彥は武 位 
起の 子、 或は 孫なる が 如き も、 こ. は 假冒 
に 過ぎざる べし。 姓氏 錄も 此の 氏族を 總 
ベて 天孫に 收め ずして、 地祇に 载 せ、 ま 
た 古事記 上卷 には、 明かに 「故れ 其の 國 
ょり 上り 幸で ます 時に、 龜の 甲に 乘 りて 
釣し つ X 打 羽 擧り來 る 人、 速 吸 門に 遇 ひ 
き。 爾れ 喚び ょせて" 汝は 誰ぞと 問は し 
ければ、 僕は 國 神と 答へ 申しき」 と 見え、 
又 神武 紀にも 「東を 征ち給 ふ。 速 吸の 門 
に 至ります、 時に 一の 漁 人 あり 艇に乘 り 
て 至る。 天皇 •之を 招き、 因つ て 問 ひて 
宣は く、 汝は 誰ぞや と。 對へて 申さく、 
臣は 是れ國 神な リ 、名を 珍 彥と日 ふ。 魚 
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を 曲浦に 釣り、 天神の 御子、 來 P ノま すと 
聞る 故、 即ち 迎へ 奉る、 云々。 乃ち 特に 
名を 賜 ひて 椎根津 彥と爲 し 給 ふ .0 此れ 卽 
ち 倭 直 部が 始祖 也。 行きて 筑紫 國の苋 狹 
に至リ ます」 と あるを 以 つて、 地祇の 族 
とすべし 。武位 起 命の 御 母は 海神の 女と 
傳へ 、又 此の 氏族が 海 部族と 關 係の 多き 
ょ 9 見れば、 本来は 海神 族な リしな らむ 
かと 思は る。 

此の 國造の 本據は 、和名 抄 、山 邊郡 大和 
鄕 (於 保 夜 末 止) と ある 地に して、 神 名 
式に 「山 邊郡 大和 坐 大國魂 神社 三 座. (並 
に 名神大 、月次、 相嘗 、新 嘗〕」 と ある 宮 
を奉齋 して、 神 裁 政治を 行 ひしが 如し。‘ 
崇神紀 七 年 條に 「市 磯長 尾 市を 以 つて、 
卷の 大國魂 神を 祭る 主と 爲 す」 と ある 長 

尾 市は、 此の 國造 家の人 也 。中古に 及び 
て も、 永く 此の 氏 •大倭 神社の 神主なる 
は、 大倭思 寸 、及び 宿禰の 項を 見て 知る 
べし。  J - 
2 大倭 直椎根 津彥 の. 裔 也、 前項、 及び 
倭條 第二 項を 見ょ。 

3 大倭 連大倭 直の 連 姓を 賜 ひし 氏 也。 
倭 條第四 項を 見よ。 天武 紀 十四 年條 より、 
多く 大字 あり。 天平 九 年 十一月， 紀に 、大 


ヤマト 


倭谨の庶流の人、全部連姓となれ9。な 
ほ 此の 氏の 宗家は、 早く 天武 朝に 忌 寸姓 
を 賜 ひ、 次いで 奈良 朝に 入りて、 宿禰姓 
となりし が、 庶流 も 漸次 宿獮 姓を 賜へ り 0 
神武 本祀に 「椎根 津彥に 詔して 宣 ふ、 汝丨 
皇 舟を 迎へ 引き、 績を香 山の 巔に 表は せ 
り。 因って 譽 めて节 國 造と 爲 す。 其れ 國 
造は 此ょ り始れ 此は 則ち 大倭連 等 
の祖 也」 と载 せた るは 後世の 記事 也。 

4 大倭忌 寸前 項大倭 連の 後に して、 天 
武紀 十四 年條に 「大倭 連は 姓を 賜 ひて、 
忌 寸と日 ふ」 と 見 ゅ。 氏人は、 和 銅 七 年 
二月 紀に r 從五 位下 大倭忌 寸五 百足を 以 
つて 氏 上と 爲し 、神 祭を 主ら しむ」 と载 
せ、 また 同 十一月 紀に r 大倭國 添 下 郡 人 
倭 思 寸果 安、 云々、 終身 •事な からしむ。 
孝義を 旌はす 也。 果安 •父母を 孝養し、 
兄弟に 友たり 。若し 人の 病飢 あら ば、 自 
ら私粮 を赉 らし、 巡に 看 養を 加 ふ。 登 美、 
箭田 ニ鄕の 百姓、 成な 恩義に 感じ、 敬愛 
して親の如し」と見え、また十月紀に「大 
倭 國造大 倭 思 寸五 百足 j など 見 ゅ。 後に 
宿彌 姓を 賜 ふ。 

5 大倭宿禰大倭忌寸の後にして、天平 
九 年 十一月 紀に 「散 位 正 六 位 上 大倭忌 寸 


小 東 人、 大外 記從六 位下 大倭忌 寸水 守の 
二人に、 姓を 宿 獮と賜 ひ、 自餘の 族 人は 
連 姓を 賜 ふ。 神宣 ある 爲 也」 と载せ 、ま 
た 神 護 景雲 三年 十月祀 に 「大和 國造正 四 
位下 大 倭宿禰 長 岡 卒す。 刑 部少 輔從 五位 
上 五 百足の 子 也、 云々。 勝資祀 中、 忌 寸 
を 改めて 宿禰を 賜 ふ」 など 見 ゆ。 小 東 人 
は 養老 律令の 功臣 也。  ノ. 
又 連ょり 直に 宿 禰を 賜へ る 者 あり。 即ち 
天平 二十 年 正月祀 に 「大倭 連 深 田、 魚 名、 
並に 宿 福の 姓を 賜 ふ」 と 載せ、 また 天平 
勝寶三年十月紀に「大倭國城上肌人大倭 
連田長、古人等の八人に、宿禰の姓を賜 
ふ」 など 見 ゆ 0 

氏人には •天平 十 年 閏 七月紀 に 「外 從五 
位下 大養德 宿 禰小東 人」、 同 十九 年 四月紀 

に 「大倭 神主 正 六 位下 大倭 宿彌水 守に 從 
五位 下を 授 く」 と。 又 延曆十 年 三月 紀に 
「大和 國造正 四 位下 大和 宿禰長 岡 •律令 ニ 
十四 條を 册定す」と。叉貞觀五年八月紀 
に 「大和 國城上 郡 人 正 六 位 上 大和 宿獮、 水 
胤、 典 兵外從 五位 下 大和 宿禰繼 子等、 並 
に本炕を改め、右京職に貫附す」と。ま 
た 類聚 符宣 抄卷 七、 天曆 元年 十二月 二十 
八日の 太 政 官符に 「應に 釆女に 補すべし、 
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大和 安子、 年 二十 七 (城 上 郡貿美 鄕戶主 
大和 宿禰定 道の 戶ロ〕 J など、 其の 他、 猶 
ほ 極めて 多し。 

姓氏 錄 、大和 神 別， に 敬め 「大和 宿禰 。神 
知津彥 命ょり 出づる 也。 神 日本 磐余彥 (神 
武〕 天皇 •日向 國ょ 9 大和 國に向 ひ、 速 吸 
鬥に到る時、漁人ぁり、艇に乘りズ至る。 
天皇 * 問ひて宣ふ、汝は誰ぞやと。臣は 
是れ國 神、 名は 字苴彥 、天神の 御子 ■•來 
でます と 承り、 故に 以つ て迎へ 奉る と、 
對へ 申す。 即ち 牽 きて 皇船 に納れ て 海の 
導と 爲し給 ふ。 仍って 神 知津彥 ( 一 名は 
椎根 津彥) と號 く。 能く 軍機の 策を 宣し 
ければ、 天皇 •之を 嘉し給 ひ、 大倭國 造 
に 任じ 給 ふ。 是れ大 倭 (宿 福) の 始祖 也. 
と 載せ、 承 和 年間に 至り、 朝臣 姓を 賜へ 

る 者 あり。 

6 大倭 朝臣 大和 條第八 項を 見ょ。 

7 無 尸の 大倭氏 大倭國 造大倭 直の 族裔 
にして、 宗族は 前述の 如く、 初め 直、 次 
に 連、 次に 思 寸 、次に 宿 禰 、次に 朝臣と 
なれり 。又 無 姓の 者あリ 、部 曲の 裔なら 
んか 。古語 拾遺に. 「大和 氏. の 遠祖 椎根津 
彥」 と 云 ふは 全 族の 祖也 。中古に 至る も、 
宗族は 大倭國 造と な リ 、大倭 神社の 神主 


たりし 事： 及び 城下-添 下等の 大領が 、 
此の 氏よ 9 出しで 事 等は、 連、 忌 寸 、宿， 
禰 等の 項を 見て 知るべし。 猶ほ 類聚 符宣 
搀に 「大和 神社 赖主 大和 人 成 c 寬平七 年〕」 
.などを 载せ 、其の 他、 萬 葉 集、 第 九卷に 

「大 倭芳 野」、 又 正 倉 院寳龜 三年 文書 等に 
此の 氏人 見 ゆ。 又 大和 志 料に 據るに 、式 
上 郡 穴師の 神主 も大倭 氏な リ 0 
大養 德ヤマ トオ ホヤ マト 前後 數條參 
照。  ' ’ ■一 
1 ■大養 德連大 倭 連 •大和 連に 同じ。 天 
平 九 年 十二月 紀に r 大倭國 を 改めて、 大 
養德 ^ と爲す」と载せ、氏にも此の字を 
用 ひ、 正倉院 天平 十四 年 文書に 「城 上 郡 
大領外 正 八 位下 大養德 連 友 足」 など 見 ゆ。 
2 大養德 思 寸 天平 十四 年 二月 紀に 「中 
宮 職の 奴 廣 庭を 免して、 大養德 忌 寸の姓 
を 賜 ふ J など 見 ゆ、 もと 倭 氏た るに よる 
. べし 0 

3 大養 德宿廳 大倭條 第五 項を 見よ。 
養德 ヤマト 百濟族 か。 正 倉院天 平 十一 
年 文書 等に 見 ゆ。 

倭 ヤ マト 倭國 以外、 近 江 滋實 郡に 倭庄 
あり 0 

1 倭國造 | 前々條第ー項を見ょ。 


2 倭 直 椎根津 彥の裔 にして、 前項 大倭 
國造 家の 氏 姓 也。 國 造本 紀に 「椎根 津彥命 
を 以 って、 大倭國 造と 爲 す。 卽ち 大和 直 
の祖 J と载せ 、また 神武 紀に 「椎根 律彥、 
此れ卽ち倭1部が始祖也」と0.また皇孫 

本 紐に 「椎 根津彥 、此 は卽ち 倭 直 部が 始 
祖 也」 など 見 ゆ。 

氏人には、 崇神垂 仁 朝に 長 尾 市 あり。 崇 
神紀七 年條に 「亦 市 磯長 尾 市を以 って、 
倭 大國魂 神を 祭る 主と 爲し給 はば、 必ず 
天下は 太平なら ん矣 、云々。 又 長 尾 市を 
以つ て、 大國魂 神を 祭る 主と 爲す J と。 
また 垂仁紀 七 年條に 「倭 直 祖長尾 市を 遣 
はして、 野 見 宿禰を 喚 ばし む」 など 見 ゆ。 
され ど 當時 、未だ 此 Q 氏 姓を 稱せ しに あ 
らざ るが 故に、 「直が 祖 J と 記せる 也。 眞 
實 、直 姓を 稱し 初めし は、 應神 朝なる ベ 
し、 その後、 仁德祀 に 「倭 直 吾子 籠* 倭直祖 
麻呂」を载せ、また雄略紀ニ年條に「大倭 
國造 吾子 籠 宿 福 •狹穗 子 烏 別を 貢る」 と载 
せ、 鈥明紀 k 倭國造 手彥な ど 見 ゆ。 更に 
下って、 天武 朝に 倭 直 龍麻呂 あり。 連 姓 
を 賜 ふ。 

3 倭 君 前項とは 別にて、 百濟 族な り。 
武烈祀七年條に「百濟王*斯我君を遣は 


して 調を 進む。 別表に 日 ふ、 前の 進 調 使 
麻那 は、 百濟國 主の 骨 族に 非ざる 也。 故 
に 謹んで 斯 我を 遣は して、 朝に 事へ 奉ら 
しむと。 遂に 子 あり、 法師 君と 日 ふ、 是* 
れ倭君の |1 也」とあるを起りとす。 

4 倭 連 第二 項 倭 直の 後に して、 天武紀 
十 年條に 「倭 直 龍 麻呂に 姓を 賜 ひて 連と 
日 ふ」 と 載せ、 また 同 十二 年條に 「倭 直* 
云々 に 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 など 見 ゆ。 
此の 氏 •續紀 以後は 多くは 大字を 冠し、 
大和、 又は 大 倭と 云 ひ、 和史 Q 裔は 大字 
を 冠せ ずして 單に和 氏と 記す を 常と す。 
5 倭 忌 寸大倭 條第四 項を 見ょ。 

6 無 尸の 倭 氏 天平 十 一年 正月 紀に 倭武 
助なる 者 見 ゆ。 典藥 頭と なり、 その 孫廣 
成は 延曆 中、 侍醫 、遠 江 掾たり 0 
7 別 倭 氏 孝德紀 に 「別 倭 種」 なる 者 見 

ゅ C , 

8 雜載但 馬 出 石神 社 神主 長 尾 氏は 倭 長 
尾 市の 裔と庳 へらる。 又德川 時代、 狂歌 
、師に倭和多守あり、木下蕃韋の事にして、 
白木屋の 分家、 善兵衞 -八郎 兵衞 など 稱 


す 


〇 


和 ヤ マト 前後 數條 同訓 氏 參 照。 

1 和 史百濟 族に して、 百 濟國王 武寧王 
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>後也。後佾榮ぇて和朝臣、高野朝臣姓 
を 賜 ふ。 氏人には 正倉院 天平 二十 年 文書 
に 「倭史 人足 (右京 一條 ニ 坊戶主 倭史眞 
首 名の 戶 P )J など あり。 なほ 前條 第三 項 
參 照。 

2 和 連和史 の 後に して、 姓氏 錄 、大和 
諸蕃に 「和 連。 百 濟國主 雄 蘇 利紀 王より 
出づる 也」 と 載せたり。 

3 和 造 . 、 れ も百濟 族に して、 姓氏 錄、 
大和 諸蕃に 「和 造。 日 置 造と 同祖、 伊利 
湏使 主の 後 也」 と载 せた リ 。和 史の族 也。 

4 和 朝臣 百濟 族、 和 史の 後に して、 延 
、 曆ニ年 四月 祀 に 「左 京人 外從 五位 下 和 史 
國守等 三十 五 人に、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 と 
見 ゅ。 桓武 天皇の 御 母は、 此の 氏より 出 
で 給へ り。 延曆八 年 十二月 紀に 「皇太后 • 
姓は 和 氏、 諱は新 笠、 贈 正 一位 乙 繼の女 
也。 母は 贈 正 一位 大枝 朝臣眞 妹な り。 后 
の 先は、 百 濟武摩 王の 子純陁 太子よ リ出 
づ 。皇后 •容 德淑 茂に して、 夙く 聲譽を 
著は し 給 ふ。 天 宗高紹 (光仁〕 天皇 •龍 潜 
の 日、 娉 して 納れ給 ひ、 今上、 早 良 親王、 
能登內 親王を 生み 給 ふ。 寶 ■中、 姓を 改 
めて 高 野 朝臣と 爲す 。今上の 位に 即き給 
ふや、 尊んで 太夫 人と 爲し铪 ひ、 九 年 
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には 尊 號を追 上して、 皇太后と 申す。 其 
れ W 濟 の 遠祖 都 墓 王は、 河 伯の 女 •日耩 
を 感じて 生まる X 所に して、 皇太后は 即 
ち其の後也。因つて以つて諡を奉る焉」 

と-見 ゆ。 

♦姓氏 錄は左 京諸蕃 に收め 、「和. 朝臣。 百濟 
國都墓 王 十八 世の 孫武寧 王の 後 也 '. と载 
せ、 氏人には 延 脬ニ十三年四月紀に「中 
納言從 三位 和 朝臣 家 麻 a •薨 ず。 從 二位 
大納言を 贈る。 家 麻呂は 、贈 正 一位 高 野 
朝臣 弟 嗣の孫 也。 其の 先は 百濟國 .A 也」 
など、 以下 多し。 

5 若 抉の 和 朝臣 類聚 國史卷 百 八十、 佛 
道 部に 「天 長 六 年 三月 こ f、 若狹國 比 古 
神、 和 朝臣 宅繼を 以 つて 神主と 爲 す。 安 
繼 •辭 して 云 ふ、 古記を 據撿 する に、 養 
老年 中病癘 •屢 々發 し、 病死す る 者 衆く* 
水旱 •時を 失 ひ、 年穀 稔ら ず。 宅 繼の曾 
祖 赤麻呂 、，心を 佛道に 歸 し、 練 身 深 身す。 
大神 •之に 感じ 給 ひ、 人に 化して 語り 宣 
ふ、 此の 地は 是れ 吾が 住處な り。 我れ 神 
身を 禀 けて 苦惱 •桉だ 深し。 怫法に 歸依 
し， 以 つて 神道を 免ぜん と 思 ふ、 斯の顔 
を果す 無く、 災害を 致す 耳。 汝 能く 吾に 
哆行 せし むべ しと。 赤 麻 a •即ち 道場を 
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00 
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建て、 佛像 を^ て、 神 願 寺と 號 し、 大 
神の 修行と 爲 す。 厥の 後、 年榖豐 登し、 
人*夭亡なし、云々」と载せたり。 

. この 和 氏は 大倭 氏の 族 小と 云 ふ、 遠 敷、 
若狹 、海 部、 靑海 、安倍 等の 條參 照。 

6 . 無 尸の 和 氏 和氣淸 麿が 中宮の 敎を奉 
じて 撰びし 和氏譜 とは、 第 四 項 氏に 外な 
ら ず。 又 正倉院 天平 寳字六 年 文書 等に 此 
，の 氏人 旯ゆ 0 ^ 

7 播磨峯 相 記 等に 見 ゆ。 大倭國 造 倭 直 
.の 後 也と。 又次條 十五 項を 見ょ。 

8 讚 岐景行 帝の 御裔 にして 諸 門跡 譜、 
元亨釋書等に見ゆ。 )7 ヶ條參照。 

9 和氣 氏族 和氣の 下略 也。 

10 雜载 その他、 堀 尾 山城 守 铪蜋に 「百 
五十石 知 三九郞 J を擧 ぐ。 

大和 ヤマト 才ホヤ マト 大和 國は和 名 

抄に於保夜萬止と註し、國內城下都に大和 
鄕を收 めて 於 保 夜 末 止と 訓 ず。 その他、 攝 
▼律、 近 U に 大和 庄 、また 越後、 淡路に 此の 
地名 あ 9 て、 因幡に 大. r 神社 見 ゆ。 

1 大和 國造大 倭條第 一 項を 見よ。 その 
宗： ！.た る 大和 神社は 倭大 _ 魂 神、 八 千 戈 
神、 御 年 神を 祀 る、 山 邊郡朝 和 村に 鑕座 
、し 給 ふ。 大倭條 第一 項、 倭條 第二 項參 照。 
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2 大和 直大倭 直、 倭 直 等に 同じ。 

3 大和 連大 倭、 倭 等の 條にて 云へ り。 

4 攝津 Q 大和 連大倭 直の‘ 族に して、 神 
護 景雲 三年 六月 粑に 「攝 津國蒐 原 郡 人 正 
八 位 上 倉 人 水 守 等 十八 人に、 姓を 大和 連 

と 賜 ふ」 と载せ 、姓氏 錄 、攝津 神 別に 「大 
和 連。 神 知 津彥命 十一 世の 孫 •御物 足 尼 

の 後 也」 と あり。 

5 阿波の 大和 連 同上。 貞觀六 年 三月 紀 
に 「阿波 國名東 郡 人 從八位 上海 直 豐宗、 
外少初 位下 海 直 千 常 等、 同族 七 人に •姓 
を 大和 連と 賜 ふ」 など 見 ゆ。 

6 大和 忌 寸大 倭、 倭 等の 條を 見ょ。 

7 大和宿禰同上。猶ほ次項參照。 

8 大和 朝臣 前項 氏の 後に て、 承 和 七 年 
八月 耙に 「大和 國人戶 主 從八位 上 大和 宿 

禰吉繼 、戶ロ 掌 侍從四 位下 大和 宿禰舘 子 
等に.、 姓を 朝臣と 賜 ひ、 左 京 三 條 f 坊に 貫. 
す」 と 見 ゆ。 即ち 大倭 直の 裔 也。 

9 大和 眞 人皇 別の 貴 姓に して、 仁明紀 
に 「從八 位下 大和 眞人耳 主」 見 ゆ。 又 姓 
名錄抄 •拾 芥抄に も 此の 氏を 載せたり。 

10 大和 社祠官 神主 c 市 磯)、 社 司 ( 吉并 〕、， 
祠官 (勝 井、 美 並、 永 曾〕、 宮坐老 長 二十 ニ 
(氏人、 膳 夫役、 神樂 男〕、 神 女 ニ、 使 部 等 あ" 
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りて、 市 磯 神主 大和 直義連 家系は 「椎根 

津彥命 大和 直 重 誠— 正 光— 歳次 

丨廣 次— 長 成丨春 長— 秀信丨 義春丨 大和 
直 i . と 見 ゆ、 猶ほ吉 井條參 照。 

11 無 尸の 大和 氏 大倭條 第 七 項を 見ょ。 

12 近 江滋實 郡に 大和 庄ぁ りて、 保 元 物 
語亿 見え、 輿地 志 略に r 是れ高 畑の 北、 
作 道の 南、 往還ょ y: &西の 方 三 町 四方 許 
を 云 ふ」 と。 

13 桓武 平氏 伊勢 平氏の 一にして、 尊卑 
分脈に 「桑 名九郞 良 平丨攝 津守桓 平丨宗 
平 (大和 1 ニ 重 等 流〕 丨 (大和 流〕 六郞行 平丨 
孫 太 郞貞 平— 右近 將監盛 政 丨太郞 左衞門 
尉 盛秀— 右近 大夫 將監氏 政— 盛 光， 弟 右 
近犄監 貞政 ( 惣頜〕 、弟 八 部 左衞 門尉詮 政」 
と载せ 、又 氏 政の 弟に 「太 郎左衞 門尉秀 
政、 新 左 衞門尉 政 行、 次郞左 衞門尉 行 盛」、 
また 政 行の 男に 「大和 守滿政 、周 防 守 道 
政、 三郞右 衞門尉 持 行」 を收 め、 諸家 系 
圖纂 •これに 同じ。 又 中興 系圖に 「大和 • 
平、 桑 名三郎 右衛門 尉 維 綱 五代 周 防 守 政 
平 •之を 稱す j と。 

氏人は 永 享以 來御番 _ に 「四番 •大和 守、 
同彌 九郞 、同 彌三郞 。御 臺樣御 相伴 衆 ( 钞 
善院殿樣御事>大和佐丨渡守」を载せ、又 
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八 

頁 

そ 

.り、 蒲 生 氏鄕 記に 見 ゆ。 又 肥 後 等に 存 す。 

倭武 ャ マト タケ 

〇 倭 武宿禰 大同 類 衆 方に 見 ゆ。 

大和 赤石ャ マト ノァ 力 シ 
〇大和赤石連大和直族也。ァカシ條を 
見よ。 

和 安部ャ マト メァべ 
.1 和 安部 臣春日 氏の 族 也。 ァベ 條を見 

よ！  . • 

2 和 安部 朝臣 同上。 

倭奄知 ヤマ トメ アンチ 

〇 倭 奄知造 凡 河內氏 の 族 也、 ァム チ條 
を 見よ。 

倭漢 ャマト ノァャ 

1 倭漢直 大和、 坂 上 氏の 族、 阿知 使 主 
の 後 也。 ァャ 條を 見よ。 

2 倭漢氏 漢族 也。 ァャ 條を 見よ。 
東漢 ャマ トノ ァャ 

1 東漢直 大和の 漢族。 ァャ 條を 見よ。 
2 東漢連 同上。 ァャ 條を 見よ 0 
3. 東漢忌 寸 同上。 ァャ 條を 見よ 0 
倭 綾 ヤマト ノ アヤ 同上。 

倭 漢直荒 田 井 ヤマト ノア ヤノ アタ ヘア 
ラタネ 漢族 也。 ァラ タ斗條 を 見よ。 
倭漢忌 寸木津 ヤマト ノア ヤノ イミ キキ 


ヴ 坂 上 氏の 族 也。 キグ條 を 見よ。 

東漢氏 ヤマト ノア ヤノ ウチ • 

0 東漢氏 直 坂 上 氏の 族 也。 ゥデ條 を 見 
よ 0 • 

倭漢 木津 ヤマト ノア ヤノ キゾ 

〇 倭 漢木津 忌 寸坂上 氏の 族 也。 倭漢津 
思 寸 とも 誤れり 。キグ 條を 見よ。 

東漢草 ヤマト ノア ヤノ クサ 

〇 東漢草 直 坂 上 氏の 族 也。 クサ 條を見 
よ .0 

東漢坂 上 ヤマト / アヤ ノサ カノへ 

〇 東 漢坂上 直 倭の 漢氏の 族 也。 サヵ ノ 
へ條を 見よ。 

東漢長 ヤマ トメ アヤ / ナガ 

〇 東 漢長直 坂 上 氏の 族 也。 ナガ 條を見 

よ。 

倭 漢文 ヤマ トメ アヤ ノ フミ 

〇 倭漢文直坂上氏の族にして*又倭漢 
書 直に 作る。 フミ 條を 見よ。 

000 ヤマト ノア ヤノフ ミ 同上。/ 

東 漢人 部 ヤマト ノア ヤヒト ベ 漢族 也。 

ァャ ビト べ條を 見よ。 

倭 馬 飼 ヤマト ノウ マ カヒ 

1 倭馬飼首倭馬詞部の伴造家にして、 
皇極祀 ニ 年條に 「或る 本に 云 ふ、 巨勢德 


太 HH、 倭 馬 飼 首' を將 軍と 爲る」 と あるは 
此の 氏人 也。 

2 倭 馬 飼 造 倭 馬 飼 部の 伴 造 家に して、 
天武 朝、 連 姓を 賜 ふ。 

3 倭 馬 飼 連 天武紀 十二 年條に 「倭 馬 飼 
造、 云々 に、 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と ある 
後にして、天平十一年祀に養德馬飼連乙 
麻呂な る 人 見 ゆ。 

養 德馬飼 ヤ マト/ ウマ カヒ 同上。 

倭 飼部ヤ マト ノウ. マ カヒべ 職業 部の 一 

にて、 倭に 住居せ し 馬 飼 部 也。 允恭紀 等に 

見 ゆ。 ゥマヵ ヒぺ 條參 照。 

倭 馬 飼 部 ヤマト / ウマ カヒべ 

〇 倭 馬 飼 部 造 倭 馬飼條 第二 項 氏に 同。 
天武紀 に 倭 馬 飼 部 造 連なる 者 見 ゆ。 

倭書師 ヤマト / N シ 魏族 也。 ヱシ 條を 

見ょ。 

養德 書師ヤ マト ノ X シ灿 f 族 也。 同上。 

倭 太 ヤマト / オホ ヮグ 條參 照。 

1 倭 太 連中 臣氏の 族に して、 姓氏 錄、 
和 泉 神 別に 「倭 太 連。 同上 ( 大中臣 朝臣 
と 同祖〕」 と 載せたり 。ヮダ 條參 照。 

2 無 尸の 倭 太 氏 倭國造 族に して、 姓氏 
錄 、右京 神 別に 「倭 太 (一本には 倭 木、 

.又は 倭 本に 作る〕。 神 知 律彥 命の 後 也」 と 


ヤマ トタ —— ヤマ トノ  ヤマト ノ や マト ノ 六 i H 九 


ヤマト N 


ャマトノ[ャマナ 


ヤマナ 
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载せ たり。 

倭 太部ヤ マト ノオ ホべ ォホべ 條參 照。 

〇 倭 太部臣 拾 芥搀に 見 ゅ。 

000 ヤマ トノ カヌチ ヤマト 力 ヌチ 

職業 部の 一也。 カヌ チ條を 見よ。 

倭 ® 冶 部 ヤマトノカヌチべ 力ヌ チべ 
條を 見よ C カラ カヌ チに 對 して 云 ふ。 

倭 川原 ャマ トノカ ハラ 

〇 倭 川原 思寸 武甕槌 神の 裔と云 ふ、 河 
內所 貫、 力 ハラ 條を 見よ。 

和藥 ヤマ 卜 / クス シ ヤマト クス シ 
! 和 藥使主 吳族也 0 クス シ條を 見よ。 
2 和 _ 宿禰 同上。 

00  ヤマ FN クス シ ヤマ卜 クス シ 同 

上。 

大和 酒 人 ヤマ トノサ 力 ヒト ヤマ トメ 

サカ ト 

〇 -4-- :: 酒 人 連 サカ ヒト條 を 見よ。 

倭 志 紀 ヤマ トメ シキ  • 

〇 倭 志 紐縣 主物 部 氏の 族 也。 シキ 條を 
見よ。 

倭 田 中ヤマ トノタ ナカ 

〇 倭 田 中 直 凡 河内 氏の 族 也。 タナカ 條 
を 見よ。 

東 文部 ヤマト ノ フミべ 


〇 東 文部 忌 寸坂上 氏の 族 也。 フミ、 及 
■ぴフ ミべ 條を 見よ。 

大倭 御手 代 ヤマ トメ ミ テシ ロ 
丨 大倭 御手 代 連 ミ テシ D 條を 見よ。 

2 大倭 御手 代 宿 福 同上。 

和 山寺 ヤマト ノヤ マ デラ 

〇 和 山寺 首 次の 氏の 談記な るべ し。 ヤ 
マ デラ 條を 見よ o 
和 山守 ヤマ トメヤ マ モリ 
〇 和 山守 首 紀直族 也、 ャマ モリ 條を見 


to 


山 戶林ヤ マト バヤ シ藤原 北 家大森 氏の 
族に して、 大森葛 山系 圖に 「鮎澤 惟 兼丨惟 
家 C 山 戶林頜 主、 山戶林 殿〕」 と 見え、 また 
姉 小路 系圖に 「惟 兼— 惟 綱 (黃加 野 三 郞、 
山戶林 領主〕、 弟 惟 家 (山戶 林 殿と 云 ふ、 母 
伊豆 狩 野 H 藤 茂 光女〕」 と あり。 

倭 部 ヤマト ベ 倭 直の 部 曲 か。 

東部 ヤマト ベ アグ マべ、 トゥ， フ 等の 條 
を 見ょ。 

〇 東部 宿禰拾 芥抄に 見 ゆ o 高麗 族、 東 
部の 宿禰 姓を 賜へ る 氏なる べし。 

山 富 ャマ トミ 

山 名 ヤマナ 遠 江 國 に 山 名 爺 ありて、 
和名抄 に 也 未 奈と訓 ず。 養老 六 年 ニ 目 丁亥 


紀に 「遠 江 國 佐益郎 八鄕を 割き、 始めて 山 
名 郡を 置く」 と 載せ、 又式內 山 名 神社 •飯 
田 村に 在り。 又 郡內に 山名鄕 ありて 也萬奈 
と訓 ず、 後周智 郡に 上中下の 山 梨村存 し- 
又 山名莊 •起る-周 智にて 五十 五村、 山 名 
にて凡ニ十一村也と。又豐田郡に山名庄見 
ゆ。 次に 上總 國周淮 郡に 山名鄕 を收 めて、 也 
萬奈と 註し、 その他、 山城、 尾 張、 上野、 
但馬 等に 此の 地名 存す。 

丨淸和 源氏 新田 氏族 上野 國多胡 郡 (今 
多 野 郡〕 山名邑 ょり 起る (次 條參 照〕。 尊 
卑 分脈に 「新田 義重 丨義範 (新田 太郎三 
郞 、右 馬頭、 伊豆守、 從五 下、 號山名 三 
郞〕 丨義節 (新田 太郎 、早世〕— 重國 (山 名 
太郎 、承 明 門脘藏 人、 承 久合戰 分捕 了、 
二十 四 歳、 一に 義節 一男 也〕 


.朝家 丨義 行— 行 氏 丨俊行 1 s_ 

小 太 邸 又 太郎  孫 太®  太 郞次郞 

.重 村 -T 義 長— 義俊 


次郎 

承明院 

窟人 


丨國 長‘ 

三 邸 


本 重 長 本 政 氏 
或 重 永 彥ニ郞 
f 一郎  彌ニ郞 

丨義 政— 俊 氏 丨賴氏 

小三郞 左將監 / 彌三 岛 

義 信-一-長 信丨景 長 


三 郎太郎 

丨噴國 

六 郞太郎 


孫ニ郞 孭三郎 
彌ニ g 


丨 長家 


.. 莪房小 si 重 房三邱 ニ® 
一本 小 太郞 


I 義 行八郎 


r II TS  ポ 


或 小太郞 
或 時 俊 
一 本義 氏 


左 京 罹 太夫" 彌正少 _ 

注 名 道 靜 

丨兼義 

三 河 守、* ニ® 

捅木正 行 ト合 《 時、 四條啜 討死 


丨師義 丨 

右镯門 
推 住 
左京亮 
小太郞 
永祁ニ三 
十一 卒 


_義幸_ 

丨氏幸 I 熙之 丨 敎之 丨 豐之 

is 岐六郎 大勝 大夫坩 摸 守 宮 内 少甫 
右 馬 守 
皤 岐守 

广氏 之) 

— ll ^a 伊豆守、 ー本龚 取 
—滿 幸播麽 守、 菰 正 少弼 

—義理 I 義 淸—敎 淸 

体 涯 铯 大夫 一中 務大甫  - 
明 德三 二十 八~父 同時 出家 
出家五十六才 

— 氏 冬— 氏 家丨熙 貴 (熙 豐〕 丨勝豐 

中務大 輔中務  中軚 大甫 
治 部大 ¢1 描大輔 新® 古作 者 
(因®〕 

— 氏淸 T- 時淸大 夫將監 
睦奧守 

3 部 少輔丨 箱无 民 部少 曄 
明德ニ .十 备 i 

ニ# 討死 丨頫 ^ 

—時義 IT- 時 照 C 時熙〕 -T 持豐 虐 11 .聋、又宗全 


左 京 播大夫 
伊 ft 守 
弭 iF. 少笳 
擬師裘 子 
一家正統 

丨義數 

黾强守 
宮内 少輔 

丨義繼 

信 濃 守 
I l v il 

右馬助 


右衝 門苷 
宮内少 鞠 

B3 

，時 長 

小 - B 


彈正 少洒 
左 简門佐 
左齒門 督 

— g^n Iel 實高 義子 


丨敎豐 -r i^ 豐 |§、 —8 

伊 餌 守 一彌 正少笳 、從四 下 

—少显丨豐保四郞 


に 高 義 
修理亮 
氏 淸泡子 
明？ 誅 

丨義治 

駭 河 守 
上链介 
九郞 

r 氏賴 


丨是豐 丨賴忠 七郎 
湿正少笳 
(細 川 方) 

丨勝 豐—豐 時- 1- 豐重 -r 豐治 

因痧守護伊柯守  — 

左 & 門 佐 方 简門佐 
治 部少輔 


治 部少甫 治 部 少除 

一-女子 


—豐賴 — 誠 通 

左 馬 助 左 馬 助 
從五下 


丨時 豐ニ郎 
—豐 久七郎 

又 山 名 系圖に 「義範 (新田 義重 ニ子、 或 
は長子に作る、今家譜に從ふ。新田太郞 
三 •郎 と號 し、 又 山 名 冠者と 澥し 、或は 山 
名 三郞と 日 ふ。 術、 賴朝に 事へ、 賴朝 •其 
の 宗族なる を以 つて、 恩 遇 •頗る 渥し。 
從五位 下に 叙せられ、 伊豆守と 爲 る。 甞っ 
て 源 義經 に從ひ て 平氏を 討ちて 功 あり。 

日 疋に 於いて" 文治 元年 八月 十六 日、 賴朝 • 
義範等 六 人の 勳績を 賞し、 伊豆守 護 職に 
補す〕— 義節 〔新田 太 部、 早世、 I に 義行 
に 作る〕— 重國 (山 名太郎 、承 明 門院 蔵人、 
承 久の亂 、勇名を 著は すと 云 ふ、 時に 年 
二十 四)」 と。  ' 

又寬政 系譜に 「義範 丨義行 (初め 義 節、 
新田 太郞〕 —重國 (太 郞) 丨重村 (小 次 郞) 
丨義長 (初め 重 長、 孫ニ郎 〕— 誇 俊 (彥ニ 
郞〕 —義氏 (初め 政 氏、 或は 時饺 、彌太 郞、 
藏人 、新田 家に 屬す〕 丨時 氏」 と。 

2 氏人 平家物語に 山 名 次 郞範義 、同 三 


邱義 行を 載せ、 源平 盛衰 記に 山 名太耶 a 
範等見 ゆ。 又萊 鑑卷 一に 山 名 冠者 義範、 
分脈に 「義範 •平氏 追討、 源氏 受領 六 人 
內 」 と。 また 東鑑卷 四十 一、 四十 ニ、 四 
十三、 四十 四、 五十に 山 名 中務饺 行* 五 
十一に山名小太郞重國，あ汉。浚行は分脈 
に 「正 安三 八廿五 •謀反の 風聞 あるに 依 
リ 、召 捕へ ら れて誅 せられ 畢 る」 と。 又 
東鏗卷 四十 一、 四十 ニ、 四十 三、 四十 四、 
四十 五、 五十に 山 名 進ニ郞 行 直、 四十 七 
に 山 名 進ニ郎 行忠 •見 ゆ。 これ 等の 中に 
は、 第二 十六 項 氏 も あるべ し。 

その後、 楠 木合戰 注文に 「大番 衆、 祀伊 
手 •山 名 伊豆 入道 跡 a を 載せ* 又 梅 松 論 
に 「義貞 一流の 氏族 •山 名」 と 見え、 太 
平記卷 十七に 山 名 兵 庫助忠 家 あり、： の 
人は 義貞に 屬 して 勤王す。 また 山 名次郞 
あり 。次に 北朝 方には、 山 名 伊豆守 時 氏、 
子息 中務小 ノ輔等 多く、 卷三 十二に 「山 名 
右衛門佐 •敵と 爲る事 S 「山 名 伊豆守 時 
氏 京 落の 事」 見え、 三十 六に 「山 名 伊豆 
守 •美 作の 城を 落す 事」、 「淸氏 叛逆の 事、 
# き 相 摸 守 子息 元服の 事」 •三十 七に 「淸 
氏、 正 儀 •京に 寄す る 事」、 三十 九に 「山 
•名' 京 兆 •御 方に 參らる 》 事。 山 名 左 京大 


ヤマナ 


ヤマナ 
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夫 時 氏、 子息 右衛門佐 師氏 は、 近年 御 敵 
に 成って、 南方と 引合て、 兩 度まで" 都 
を 傾けし かば、 將 軍の 御爲に ST 上な き 
御 敵な 9 しか ども、 內 々緣 に屬 して、 兩 
度の不義*全く將軍の御$1を危ぅめ奉ら 
んとに は 非ず、 云々。 近年 押へ て 領知さ 
れっる、 因幡、 伯耆 Q 外、 丹 波、 丹 後、 
美 作、 五箇 國 の 守護 職を 充て 行 はれ けれ 
ば、 元來 多年 舊 功の 人々、 皆 手を 空して、 
時 氏 父子 Q 榮花 •時なら ぬ 春を 得たり」 

と 0 

又 難 太平 記に 「昔 山 名 修理 大夫時 氏と い 
ひしは、 明德 (後小松〕 に 內野 のい くさに 
討たれし 陸 奥 守 (淸 氏〕 が 父な り。 そ 
れが 常に 申せし は、 我が 子孫は 疑 ひなく 
朝敵に 成りぬべし 。其の 謂れは、 我れ 建 
武以來 は、 當御代 の 御 かげに て 人となり 
ぬれば、元弘以往は、た ^' 民百姓のごとく 
にて、 上野の 山 名と いふ 所ょり 出で 侍り 
しか ば > 渡毋 のかな しさ も、 身の程 も 知 
りに き。 又は 軍の 難儀を も 思 ひしり にき、 
云々」'と。時氏は尊氏に仕へ、功を立て 
族 大いに 榮ゆ 。所謂 六 分 一 殿と て、 
日本 六 分の 一、 十一 ケ 國を領 す。 

その後、 元 中 七 年 (明德 元年〕、 時 氏の 四 
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男氏淸 •北朝に 背き、 南朝に 降る。 明德 
の變 •之れ 也。 明 德記卷 上に 「去る 建武 
年中に、 大御所 尊 氏將軍 御代を 召されて、 
旣に 十六 年に 及んで、 一天 下 •悉く 武德に 
歸 し、 萬 民 •皆 其の 化に 誇る。 兵亂 久しく 
絕 えて 四海の 激浪 治ま U、 國民 無事にし 
て、 九 島 狼煙 立 去る 處に .、明 德ニ年 (辛 
未) 歳， 山 名陸奧 守氏淸 、同播 磨守滿 幸、 
以下 一類 •悉く 同心して、 隱 謀の 企 ある 
に 仍って、 不慮に 兵亂 出来て、 都鄙 暫く 
不穩 、其の 濫觴を 尋ぬる に、 一族 山名宮 
內少 輔時頫 、同 右 馬頭， •故と ぞ聞 えし。 
譬へ ば武恩 莫大なる に驕 って、 此の 一家 
の 人々、 每事 上意を 忽緖に し 奉る 體なり 
し 中に、 山 名 伊豫 守 時義、 但馬鼯 に 在國 
して、 京都の 御成 敗に も應ぜ ず、 雅意に 
任せて 振舞 ひける 間、 誠に 御沙汰 有ら ば 
やと 思 召し 立たせ 給 ひける 刻、 病に を か 
されて、 伊豫 守 早 迸した る 上は、 力なく 思 
食され ける に、 其の 遺跡の 輩* 伊豫 守、 
宮內少 轍、 右 馬頭 以下、 猶ほ 過分なる の 
みならず、 父祖の 悪逆は 子孫に 酬ゆ べき 
理に 任せ、 彼等を 御 退治 あるべき にて* 
其の 國々 へ 討 手を ぞ 下されけ る。 山 名の 
播磨守は、伯耆國を追罸して.、_て當國 
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と 隱岐國 とを 拜頜 し、 陸 奥 守は 但 馬の 國 
を 責め 隨へて 其の 國の 守護 職に 任ず。 云 
々J と。 氏淸の 妻は 友 中 將藤原 保修の 女、 
烈婦と して 名 あ SVO 

元中九(明德三〕年、飢平ぐ。明德記下 
卷に 「明德 三年 壬 申 正月 四日、 内々 御 評 
定 有りて、 今度の 闕國 共、 諸 大名に 任せ 
られ ける。 畠 山 在 衞門佐 基國に は 山城 國、 
細 川 右京 大夫賴 元には 丹波國 、一色 右 馬 
膜 滿範 には 丹後國 、赤松 上 總介義 則には 

美作國 、大 內權大 夫義弘 には 和 泉、 紀伊 
國兩國 を 拜領 し、 山 名 宮內少 輔晬昭 には 
但馬國 、右 馬頭には 伯耆 の國 、佐々 木 治 部 
少 輔高詮 には 隱岐國 、出 雲 ニヶ 國を 給し 
眉目を 施す 事、 ロハ 先 業の 譽を殘 すの みな 
ら ず、 忠 賞の 甚 しき 事 •面目の 至り 比類 
なし。 人 皆 勇 あへ り」 と。 

その後、 應永 記、 に 「去る 程に 山 名 陸 奥 守 
の 嫡子 宮內 も、 其の 時を 得たり と、 是れも 
大內に 同心して 丹 波國宜 田に 打 入り、 其 
れ ょり 都へ 責入 SN て、 穿 中を 燒拂ひ 八 
幡の御陣に懸りて、亡父の本意を遂 <'- べ 
しとて、 三百 餘騎に てを、 >, つけに 打 越る。 
小番 (一に 幡〕 衆 ニ 頭 •兩陣 を 張って 待ち 
懸けたり 。荻 野 源 左衞門 •先陣に て 佐々 
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山 名 入道の 勢は、 但 馬、 播 磨、 備後 、幷に 
諸 國被官 、合せて 三 萬餘騎 .•同名 相 州 • 
伯耆 、備 前の 五 千餘騎 、因幡 守護 •三千 餘 
騎 。同 修理 大夫 •美 作、 石 見の 勢を 率して 
三千 餘騎 。他家の 人々 には、 武衞義 廉丨 
越 前、 尾 張、 遠 江 衆 •一 萬餘騎 。畠 山 右 
衞門 佐義就 •大和、 河内、 熊 野の 衆を 健 
し 七 千餘騎 。同 修理 大夫義 純 •能 登 勢を 
將ゐて 三千 餘騎 j 一色 左 京大 夫義直 •丹 
後 •伊勢、 土 佐 衆 •五 千餘騎 。土岐 左 京 太 

夫成賴 •美 濃 衆 八 千餘騎 。六角 四郞高 賴， 
近 江 衆 五 千餘騎 。大內 新 介政弘 * 周 防、 
長 門、 豐前 、筑 前’ 安藝、 石 見の 勢 ニ 萬 
餘騎 。伊豫 河 野 ニ 千餘騎 。此の 外、 諸國 
の 合力 一 萬餘騎 、惣べ て 都合 十一 萬 六 千 
餘騎 としる しける」 と。 山 名 氏の 全盛 時 

代 也。 

又 「相 摸 守 一門 山 名 (石) 常 陸 守」、 山 名 
孫四耶等見ぇ、又應仁略記に「山名ー家 
には、 金 吾の 嫡孫 彈正少 弼政豐 、同 兵 部 
大 輔政淸 、同相 摸守敎 之、 攝津守 入道 永 
椿、 左 馬助豐 光、 五部 宗 幸、 宮田 民部少 
輔敎實 、宮 內少 輔豐 之、 上總七 郞政 之、 
此の 人々 を 先と して、 一味 .の 大名 三十 餘 
人と ぞ聞 えし」 と。 又應仁 私記に 山 名 伊 
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豆守敎 高、 山 名 永 椿 等 見 ゅ。 

飜って 海 東諸國 記に 「山 名 殿は 國王 殿の 
西に 居る。 今 天皇 長祿三 年 己 卯 (天 順 三 
年)、 始めて 使を 遣は して 來 朝し、 書し， 
て、 但 、幡 、伯、 作、 因、 備 £則 後藝、 
石、 九州 總 太守 山 名 霜臺源 靱臣敎 豐と稱 
す。 敎豐 •出家す、 法名 宗全 、方に 細 川 
と 相 持す。 國 王に 異母 弟 あり、 甞って 出 
家して 淨土 院と號 す。 國王に 嗣な し、 命 
-V て 俗に 還し、 將に以 って 嗣と爲 し、 今 • 
出 川 殿と 號 す。 I 年、 國 王に 子 あり、 今 出 
川に 語って 白 ふ、 汝必ず 之を 我が 子に 傳 
へょ と。 今 出 川 •誓って 之を 許す。 山 名 • 
旣に細 川と 仇たり。 細 川 •國 王の 令を 挾 
.み、 山 名 も 亦 今 出 川を 推して 敵と 爲 る。 
國王 今年 三十 七歲 、國 王の 子 •年 七 歳。 

今 出 川 殿 •年 三十 ニ 歳な 9 矣 。敎豐 の ニ 
子義安 等は 國王に 侍して、 敢 へて 歸ら ず、 
敎豐 •其の 長義安 •尋 いで 死す。 義 安の 
子 •山 名の 所に 在り、 山 名 •將 に以っ て 
嗣と爲 す。 

文明 元年 己 丑、 義安 •使を 遣は して 來朝 
し、 書して 丹 波、 丹 後、 但 馬、 因幡、 伯耆、 

備 前、 値 後、 八箇州 の總 太守、 山 名彈正 
少弼源 朝臣 義 安と 稱 す。 父 山 名 左 金 吾 源 
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朝臣 宗 全の蹤 を繼 ぐ。 宗 全の 書 も 亦 日 ふ、 
我が 所領 八箇州 は 悉く 義安に 與 ふと。 ニ 
年 庚 寅、 宗全 •又 使を 遣は して 來 朝し、 
書して、 因 伯 丹 1 一一 州 太守 山名少 弼源 敎豐 
と稱 す」 と。 

その後、 县享 元年 常 德院殿 江 州 御 動 座 在 
陣衆に 「諸 大名 •山 名 又 次 部、 御供 衆 • 
山 名 小次郎 、外樣 衆 •山 名 相 摸 五郎、 山 
名宮 內六耶 J を载 せ、 又 永 祿六年 諸 役人 
附に 「光源 院 御代 當參 衆、 外 樣詰衆 以下 • 
山 名 與五郞 、外樣 大名 在國衆 •山 名次郎 
義祐 (改名 左 京 太夫)」 等を 擧げ 、又 安西 
軍 策. に、 山 名 入道、 山 名但馬 守、 山 名 藤 
三郎 、山 名 宮內少 輔忠興 等 ぁ リ。 

3 歷代 略譜。 

一代 時 氏 •政 氏の 男、 山 名 小ニ郞 (小 太 
郞〕 、足 利 尊 氏に 事 ふ、 從五 位下、 伊豆守、 
彈正少 弼 、左 京大 夫。 興國ニ 年、 鹽冶 高貞 
を 追撃し、 遂に 高貞を 佐々 布 山に 殺す。 
尊 氏 大いに 之を 賞す。 授 くるに 侍 所 職を 
以つ てし、 因幡、 伯 耆のニ 州を 食む。 正 
平 七 年、 時 氏 •道譽 の 驕肆を 慙 憤して、 
擧族 •吉 野に 歸し 、數州 の 兵を 帥み て 王 
師に 勤む、 兵 勢 •大いに 振 ふ。 十九 年、 
時氏、師義*之を悔、>、義詮に懇請して 


日 ふ、 幸に 臣の舊 悪を 釋 し、 而 して 掠む 
る 所の 諸 州を 頜す るを 得 ば、 則ち 當 に 再 
び 愚忠を 竭す べき 也と。 義詮 •喜んで 之 
を訢し、時氏を以つて、因幡、伯耆、丹 
波、 丹 後、 美 作の 五州 守護 職に 補す。 剃 

，髮 して 名を 道 靜と改 む。 建 德ニ年 十二月 
二十 八日 卒 、伯 州 光孝 寺に 葬る、 法名 光 
孝 寺鎭國 道靜。  • 
その 弟 兼 義は山 名 彌ニ郎 、或は 孫 ニ 郡， 
參河 守。 正 平 三年 十月 (或は 十一月 甘 六 

'日に 作る)、 時 氏に 從ひて 楠 正 行を 擊ち 
て、瓜生野(一に四條繩手)に戰死す。 

〇 師義 •時 氏の 男、 本名 師 氏、 山 名 小 太 
郎 、左 京亮 •右 馬頭、 伊豆守、 右 衞門權 
佐、 小 侍 所 職。 制髮 •法 名大 盛 道 興、 天授 
ニ 年 三月 十一 日卒 、稱 正受院 。その 男に 
義幸 (讚 岐守) 、氏 之 (右 馬頭〕、 義熙 (伊 
豆 守〕、 滿幸 (播磨 守〕 等 ぁり。 

ニ 代 氏淸 •時 氏の 男、 師義の 弟 •民 部少 
輔 、陸 奥 守、 足 利義詮 、義滿 に歷 仕、 屢 
々戰功 を 立て、 恩# 類に 加 ふ。 始め 丹 波 • 
後に 數州守 謹 職を 拝領す。 康應ニ 年、 義 
滿 •氏 淸 、滿 幸に 命じ、 時 頫、 氏 幸を 但 
馬に 誅除せ しむ。 時頮 、氏 幸 •敗れ 奔 る。 
明年、 義滿 •時頫 、氏 幸の 罪を 钕すに 及 


び、 氏淸 、滿幸 •之を 恚 りて 兵を 舉げ、 
大いに ニ 條大宮 に 戰ひ 、敗 散、 遂に 詮範 
の爲に 斬らる、 時に 明 德ニ年 十二月 晦日、 
年 四十 八。 號宗鑑 寺。 著は す 所の 歌 •新 
續 古今に 载 る。 その 男に 時淸 (富 田 左 馬 
助大 夫將監 、母は 左 中 將藤原 保 脩の 女)、 
滿氏 (北 七郎 、民 部少輔 、母 時淸に 同)、 
頫氏 (實は 猶子、 氏淸の 養子、 所 生 未詳〕 

の 三 子 あ 9。 

三代 時義 •氏淸 の 弟、 一本に 氏 冬に 作る。 
(初め 時 幸〕。 師義の 養 ふ 所と なり 嫡 家を 
繼 r。 (六 郎) 、伊豫 守、 左 京權大 夫、 彈 

正少弼 、左衞 門 尉、 (治 部 大輔) 。康應 (應 • 
或は 永に 作り、 暦に 作る) 元年 ( 康曆 也) 
五月 九日 卒 、年 四十 一、 法名 大等宗 ( 一 
に 道〕 均、 號圓通 寺、 但州嫖 野に 在り。. 
四 代 時頫 •時義 の 男、 一に 時 照。 (小 太郞、 
但馬 曹司)、 宮內少 輔 、右 衞門佐 C 1 に督 )、 
(営 內大輔 、從四 上、 右衞 門督) 。時義 死 
し、 時頫 •氏 幸と 在國 して 食邑を 襲領 す。 
義滿，時義の暴虐を惡み、氏淸等に命じ、 
往きて之を擊たしむ。兄弟敗走して 明 
德ニ 年、 兄弟 徽 服して 京に 到り、 懇欵謝 
罪。 義滿 •之を 聽 き、 遂に 其の 罪を 敉 す。 
是によ 9 氏淸等 •叛 して 京師を 攻 む、 時 


脚 .' 蜇琿 して 功 あり、 義滿 •賞して、 時 
熙に但 馬を 賜 ひ、 氏 幸に 伯耆を 賜 ふ。 是 
ょり 時頮 •山 名の 宗を繼 ぎて、 一 色、 京 
極、 赤松 Q 三 氏と 代りが は リ 、侍 所 職に 
補す、世に稱して四職と日ふ。後、藓髮 
して 巨 川 居士と 日 ふ、 永享七 年 七月 四日 
卒 、年 六十 九。 法名 巨 川常頰 、稱 光明 菴、 
號大明 寺。 時熙 •作詩 及び 倭 歌を 好み、 其 
の 詩歌 世に 傳 ふ。 弟 氏 幸は 右 馬頭、！ に 
氏 之、 頜伯 耆國 。其の 弟時县 は 小次耶 • 
氏淸の 養子 也。 

五代 持豐 •時 頫の 男、 左衞門 佐、 (小 次耶、 
右衞門 佐〕、 右 衞門督 •彈正 少弼 、但 馬、 
因幡、 伯耆 、備 前、 備 後、 播 磨、 美 作、 
石 見の 八州 守護。 (従三位) 。後 剃髮 して 
名を 宗全 と更 む。 文明 五 年 三月 十九 日卒、 

年 七十、 法名 最高 崇 (道) 峯 、號遠 碧院、 
宗全は面色甚だ赤し、齿人呼んで赤人道 
と 日 ふ。 弟頫高 •實は 時 義の弟 高 儀の 子、 
嘉吉 記に 修理 大夫に 作る。 

六 代敎豐 •時頫 の 男、 (小 太 耶〕 、伊豫 守、 
彈正少 弼 、(同大 弼 、從四 位下〕。 怛州 生、 
應仁 元年 九月 九日 卒 、年 四十 六、 法名 梅 
南支 (宗〕 嶺 、諕 大智院 。その 弟是豐 は 彈 
正忠 、或は 小 ノ弼 、其の 子 七 郞賴忠 なり。 
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又 是豐の 弟 勝豐は 1 i 貴の 養子。 其の 弟 政 
豐は 治部少 輔 、諸 本に 载せず 。其の 弟 六 
郞時豐 、其の 弟 七 郞豐久 、其の 妹は 細 川 
右 京大 夫 勝 元の 妻、 其の 妹は 斯波 右兵衞 
佐 義廉の 妻 也。  _ 

七. 代 政 豐 •敎豐 の 男、 a 貫は 持豐四 男〕、 從 
四 位下、 ( 治部少 輔) 、右 衞門尉 ( 又督〕 、 
左衞門 佐、 彈正少 弼 (右 ^ 門督 )。 明應八 
年(文_ニ年〕正月廿三日卒、年九十九、 
號宗 源院、 鎭室宗 護。 弟に 四郎豐 保。 
また 政豐の 子に 俊豐 (彈正 小 ノ弼 、早世、 
號 潮音 寺、 高歌 宗哦〕 、致 豐. (彈正 少弼) 、 
誠豐 (右 衞門督 、後堯 威〕 の 三男 あり。 
(猶ほ 長子 次郞 常豐 也〕 と。 

八 代 誠豐 •政 豐の男 •(右 衞門督 、後に 堯 
威、 與次郎 、彈 正忠 、左衞 門 佐〕。 入道 光 
威。 大永八 年 二月 (三月〕 十四日 卒 、年 
三十 六、 法名 支峯大 通.、 號 光明 院。 

九 代祐豐 •誠豐 の 男、 一本に 致 豐のニ 男、 
(一に， 紹 翻、 繼翻 、韶頫 )、 右 衞門督 。入 
道宗詮 。天 正 八 年 九月 (五月) 廿 一日 卒、 

七十、 法名 鐵山 韶頫 、號 銀山 寺。 

以下 第二 十一 項を 見ょ。 一に 

十代 楝豐 •祐豐 Q 男、 次郞 、永 祿九年 五 
月 十六 日卒 、年 十八、 法く 瑞 馕宗麟 、號 
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宗鑑 寺。 丨 

十一 代 義親 •棟豐 の 弟、 右衛門 督 、天 正 
元年 正月 廿 九日 卒 、年 二十 一、 法名鈕 江 
宗龎 、號 極樂 寺。 

4 河内 翁 草、 鎌 倉 武士の 所領を 擧げて ■、 
「七 千 町 •河内の 內 •山 名 右馬允 氏 政」 と、 

徵證な し。 

5 和 泉 足 利 氏 •弘和 ニ 年 (永 德ニ 年〕 に 
山 名 氏淸を 以て 當國 守護と す。 明 德ニ年 
(元 中 八 年〕 十二月 晦日、 京都 內 野合戰 に 
て討死、四十へ歳。その敗北後、明德三 
年 正月 四日に、 大 內義弘 •和 泉、 紀伊兩 
國を賜 ふ。 

6 紀 伊至德 年中ょ リ明德 まで 山 名 氏 • 
當 國を領 し.、 山 名 修理 (權〕 大夫 義理は 
名 草 郡 大野 城に 據 る。 明德 記に 「山 名修 
理は 大野に 有 9 ながら、 舎弟 草 山 駿河守 
に 美 作 勢を 指し そへ 云々： J と。 

義理は 時 氏の 男、 師義の 弟に して、 山 名 
修理 檣大 夫、 彈正少 弼た 9。 足 利 義滿に 仕 
へ、 屢 々戰功 ありて、 紀伊國 に 封ぜら る、 
元 中 八 年、 氏淸に 黨 して 叛し 、未だ 兵を 
發せ ずして、 氏淸旣 に 敗 死す。 義理 •之 
を 悔い 屢 々謝罪す。 義滿 •聽 かず、 遂に 
紀州を 除かれ、 大內 義弘に 賜 ふ。 祀 州の 
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兵 皆 義理に 背く、 義弘 •兵 一. 千を 帥ゐ て、 
義理を 擊 たんと 欲す。 是に 於いて 義理 • 
子の 氏 親、 時理等 六十 三人と 船に 駕 して 
千 潟 浦を 發し由 良湊に 到リ 、乃ち 謂 ふ、 
我が 事復 すべから ずと。 遂に 淡跻 興國寺 
に 入り、 氏 親、 時 理等廿 七 人と 薙染 、僧 
とな 9 各々 四に 別れて 去る。 その 男に 義 
淸 (修理 大夫〕 、氏 親 (中務 大輔〕 、時. 理 
(五郎〕 の 三人 あり。 

續 風土記、 名 草 郡 五箇 莊黑 江村 古城跡 條 
に 「村の 南、 山上に あり。 國造 家の 舊記 
に 『築きし 年月 詳か ならず。 靑侍 •西 島 
を 遣は し 守らし む』 と あり。 土人の 傳に 
山 名 修理 太夫 義理の 弟 草 山 駿河守 高義の 
居城な りと いふ」 と。 又 同 郡 烏 居 浦 城跡 
條に 「誰の 築きし か詳 ならず。 南朝 記筲 
に 『弘和 ニ 年閏 正月、 山 名 修理 大夫 義理 • 
藤 白の 城を 守る』 と。 今 も 土人 •山 名の 
城跡と 云 ひ傳へ たり。 五畿内 志の 文に ょ 
れ ば、 當城も 山 名 以前は 南朝 方の 城と 見 
ゅ。幡川村纖林寺の文書にょれば、『建武 
中に、 淺間 入道 沙彌覺 心、 其の 子 入道 忠 
成、 正 平年 中、 営 方 •保 田 山城 判官 宗 兼』 
と あり。 此の 人は 當城 に ;^ 城せ しならん 0 
後大內 氏當國 守護の 時は、 其の 代 背 陶氏 • 


當城を 守りし ならむ. 一と。 

また 「永穗 村 古城跡は 山 名 修理 大夫 義理 
が 居住の 地と いふ。 今 南 村に 山 名九郞 右 
衞門 とい ふ もの あり。 義理の 末葉と いふ、 
義理 蟄居の 地なる‘ べし」 と。 又 「舊家 地 
士山，名源之右衞門。家傳に其の祖を宮內 
大輔 とい ふ、 明德 頃の 人な り。 此の 時、 

山 名 修理 大夫 義理 •此の 地に 蟄居す。 其 
の子を榮壽丸といふ、宮內大輔*養ふて 
子にす。子孫*世々當村に住す、家に國 
宗の 太刀を 藏 む」 と。 

又 大野 莊中 村舊家 平次郞 は、 家傳に 日 ふ 
1 ，其の 祖を山 名 修理 大夫 義理の 孫 山 名 佐 
太郞理 康とい ふ。 修理 大夫 •貞 和の 頃-、 
當國守護職にて藤白城に居城す。明德三 
年、 修理 大 夫の 弟 陸奧 守氏淸 •足 利將 軍に 
背く。 修理 大夫 ，は 其の 兄弟な れ ば、 將軍 
家ょり 氏淸に 一味 せんこと を 疑 ひ、 書翰 
を' 修理 大夫に 給 ふ。 右の 答 書 延引の 内、 
•氏淸 滅亡す。 將軍家 •大內 右 京大 夫義弘 
をして 修理 大 夫を 討たし む。 雨の 森、 名 
草 山、 日 方 山の 三 城 皆 落城す。 則ち 藤 白 
の 城を 燒 き、 日 高 郡 由 良興國 寺に 落 行き 
剃髮 して 僧と なり、 旣 にして 伊勢に 逃れ、 
幸福 大夫に 寄る； 修理 大 夫の 子 五一郎 時 理* 
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亂を遴 けて、 春 日 山麓に 蟄居し、 一男を 
生む。 則ち 當 家の 元祖 佐太郞 理康な り。 
將軍 家ょり 尋ね あるに 因って 山 名を 改め 
て 石 井と して、 子孫 代々 當村に 住して 農 
民と なる」 と 見 ゆ。 

又那實 郡 新田 廣芟 村舊家 地士に 山 名理左 
衞門 あり。 其祖は 山 名 修理 大夫 義理の 孫 
侍從 三助と. いふ ものに て、 浪人と な リ、 
此の 地 LL 來 り、 利 兵衞と 改名し、 田中莊 
段 村を 開發 す。 子孫 世々 此の 地に 住すと 
ぞ 0 

7 播磨 嘉吉亂 後、 山 名持豐 •當 國を頜 
し、 應 仁の 亂に失 ふ、 その 間、 廿五年 也。 
一本 嘉吉 記に 「山 名匠 作、 同 右馬助、 同- 
金 吾」 云々 と 0 

8 美 作 正 平 十五 年、 山 名 時 氏 •當國 に' 
攻め入る。 是ょリ 先き、 伊豆守 時 氏の 子 
師義 (右衞 門 佐、 初め 師氏〕 •足 利 義詮に 
背き、 時 氏を 勸 めて 南朝に 歸 順す。 是の 
年、 時 氏 父子 •步騎 四千 五 百を 將ゐ て、 
守護 赤松 筑前守 良 範 (法 號世貞 、則 村の 
ニ子) の 屬 城を 攻めん とし、 其の將 小 池 
中 書-福 依 八左衞 門を して、 篠葺城 (大 
庭 郡三畸 河原 村) に 向は しめ、 淀 井 丹 波 
守、 武田刑 部 左衞門 等を して、 高 田 城 (後 
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勝 山城) を 攻めし め、 自ら 精兵を 督 して 
國府 1C 入 5 、院莊 城 C 構 城) を陷れ 、諸 
城 •風を 望んで 降 9、 遂に 十九 年、 當國 
を領す (略史〕。 前 各項 參 照。 

後 これを 失 ひ、 嘉吉亂 後、 山 名敎淸 •再 
び 當國 守護と なる、 應仁 武鑑に 「山 名 兵 
部少 輔敎淸 •居城 大庭郡 高 田」 と あるは 
何に 據れ るか。 又 一族 判官 忠 政を 鶴 山城 
に 置き、 忠政 は當 城に 卒すと。 又 東 作 志、 
英田郡 林野 保 猪 臥 村矢櫃 山條に 「城主 猪 
臥 入道は 山 名 氏に して、 山 名坊菴 入道 忠 
政の 子 也。 忠政に 一女 一男 あリ 、女は 虎 
御前と 號 し、 田 ロ 薩縻守 光政の 室 也。 男 
は 山名藏 人と 云 ふ、 後に 猪 臥 村に 徒 リ、 
仍って 猪 臥 入道と 號 す」 云云と。 以上 醫 
王 山 記に 見 ゆ。 

新 免 家 記に 「文明 十二 年 六月、 山 名藏人 
大 夫、 山 名 猪 臥 入道、 兩大將 にて 五 百， 餘 
騎を 引率し、 吉野郡 小 房 城を 攻む J と。' 
又 作 州 古城 記に 「金剛 寺 城は 新 野 西 村に 
在り、 山名忠 村 •此に 居る」 と。 又 岩 尾 
城主に山名忠重.同淸堅あり、文_三年 
新 免伊實 守に 攻めら る。 

9 備前 嘉吉亂 後、 山 名持豐 •當國 を 瓴 
せし が、 應仁ニ 年 •赤松 政 則 •其の 臣浦 
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上 則宗 をして、 山 名の 守護 代 小鴨 大和 守 
を逐 はしめ、 當國を 奪 ふ。 

10 備後正 平 十七 年、 山 名 時 氏 •當國 を 
略し、 後に 足 利 義詮に 降る。 明德 の亂、 
その子 氏淸 •謀反して 誅せ られ 、之を 失 
ひ、 備中 守護 細川滿 之、 其の 子 基 之 •相 
繼いで 守護を 兼攝 す。 嘉吉 中、 山 名 時 氏 
の 曾孫 持豐 •赤松 滿 祐を誅 せし 功を 以っ 
て 守護に 補し、 次子 是豐 -5 遣して 神邊に 
治せし む。 文明 中、 宗家 政豐 ( 是豐 の從 子〕 
の 次子 又次郞 俊豐 •入って 守護を 襲 ro 廛 
へて 山 名 氏 政に 至り、 天文 七 年、 大內義 
隆に滅 さる (地誌 提要)。 

藝藩通 志、 甲 奴 郡條に 「志. 貿志羅 山は 山 
名 氏 淸の 居城と いふ。 城池、 石垣、 今に 
存す 。按ずる に、 氏淸 のこ 》に 来る、 い 

.まだ 其の 證を 見ず。 或は、 神邊道 上の 城 
主、 山 名 氏の 一族に て も あるべき か」 と。 
又 福 山 志 料に r 深 津郡 神邊 城は、 嘉吉應 
仁の 比， 山 名是豐 、又 山 名 近 江 入道 丈 休 • 
當城に 居る」 と。 • 

又 御調 郡高裉 山城、 八幡 城は 並に 下津村 
にあ P。 高 根は 山 名 三 郞豐 澄、 同 左 近が 
所 居 也。 山 名家 系圖に 「備後 杭 城に 居る」 
と。 高 根 山の こと X 見えた リ。 八幡 城は 


主 名 •詳 ならず とぞ 。又 「同 郡樓 山城は 西 
野 村の 地に て、 三 原 城の 北に ぁり。 相傳 
ふ、 「文應 、文 永. の 間、 山名權 左衞門 入道 
氏 正なる 者 •居りし が、 弟 備中に 殺さる。 
後 氏 正が 子 •備 中を 討って、 再び 此の 城 
に 據 りし」 と o 又 折 保 免 幾は 西 野 村に あ 
り、 山 名 氏の 戰 場と いふ。 ' 

大 內義隆 記に 「義隆 の 一代に、 安藝 國武 
田が 城 •金山、 嚴島 神主が 城 •.櫻 尾、 備 
後國 には 山名宮 內 少輔理 興が 城 •神 鳥 も 
切り取って、 備沖 、備 前に 至る ぎで、 な 
びかぬ 武士は. なかり けり」 と载 せ、 又殘 
太平 記に 「天文 七 年 七月、 杉原忠 興 •神 
邊 城主 山 名 興 氏を 追 落し、 當城を 賜 ふ」 
と、 杉 原條を 見ょ。 

又 大內氏 實錄に 「天文 十七 年 六月、 神邊 
の 村 尾 城主 山 名 宜內少 輔理 興を 討っ (平 
賀家譜、古文書〕」と载せ、備中府志に 
「元龜 の 始め、 備 後の 先 國主山 名 宮內少 輔 
氏 正 •尼 子と 一味に て、 大內と 不通し、 
數 年に 及ぶ。 終に 山 名は 居城 神邊を 離散 
す」 と、 藤 井 條參照 。 " 

11 防 長 永 仁の 頃、 山 名勝 重 あり、 又弘 
治' の 頃には 山 名勝 村 ありと。 

12 豐前應 永の 頃、 山 名 相 摸 守 氏 政 •上 


毛 郡大村 城に 據 る。 相 摸 守は、 貞和 年中 
に 征西將 軍宮に 從ひ て、 當國に 下り、 始 
めて 此の 城を 築く。 後、 筑 後川の 役に 戰 
死し、 其， の 子武藏 守は 大 內敎弘 に從 ひ、 
武藏守 (0 子相摸守氏政(一に武藏守氏昌〕 
は、 應 、水 六 年ょ 9 大內盛 見の 軍役に 服し 
たりと 云 ふ。 又應 永の 頃、 田 川 郡に 山 名 
淨雲 あり。 

13 新田 氏族 佐 田 系圖に 「遠 江 守鎭景 • 
山 名 伊豫 守賴 氏の 家を 繼 ぎ、 山 名 兵部大 
輔と稱 す」 と。 

14 肥 後 太平 記卷 三十 三に 山 名 因幡 守 あ 
り、軌王の士也。 

15 隱岐正 平 中、 山 名 時 氏 •當國 を 略し、 
之を その 孫 •氏 之に 傳 ふ。 元 中 七 年、 義滿 • 
氏 之の 封を 取め、 その 弟滿 幸に 授く 。後 
に 滿 幸も誅 せられて、 佐々 木 氏 •當國 を 
賜 ふ。 

16 石 見 第二、 第三の 兩 項を 見ょ。 又 敎 
清の 男 政淸は 、文明 九 年 十一月、 當國に 
居る と。 

17 出 雲 正 平 中、 時 氏 •此の 地を 奪 ひ、 
吉野に歸順し、また足利氏に屬して守護 
たり。 孫滿 幸に 至り、 元 中 末、 守護を 奪 

はる。 


18 伯 耆興國 元年、 尊 氏 •山 名 時 氏を 當 
國 守護と す。 正 平 中、 吉野に 歸順 し、 後 
將軍 義詮に 降り、 本州を 長子 師義に 與へ、 
師義 卒して、 其の 子 氏 之 •嗣 ぎて、 河 村 
郡 松 崎に 治す。 元 中 七 年、 其の 弟滿幸 • 
之を 將軍 義滿 に 譜 し、 擊 つて 之を 走らす。 
義滿 •因つ て滿 幸を以 つて 守護と なす。 
滿 幸も尋 いで 誅せふ れ 、義滿 •氏 之を 復 
封し、久米郡倉吉に居り、子孫に傳ふ。 
七 世 澄 之に 至り、 國勢 日に 衰へ 、大永 四 
年、 尼 子經久 に滅 さる (地誌 提要〕。 第二、 
第三 項參 照。 

山 名 系圖に 「氏 之 (山 名隱岐 ニ耶 、右 馬 
頭‘ 之は 一に 幸に 作る〕 丨頫之 C 大膳大 夫) 
—敎之 (相 摸 守〕 丨豐之 (宮 內少 輔〕 J と 載 
せ、 氏 之は 元 中 八 年、 久来郡 倉吉 に據る 
と。 その 孫 兵部少 輔敎 之は 會見郡 久坂瑞 
仙 寺を 建立す、 永享 十一 年 九月 二十 八日 
の 兵部少 輔が判 書を 蔵す。 又 文明 四 年 文 
書に 之定 、文明 九 年 文書に 元 之* 見 ゅ 0 
又 尾 高 城主 山 名 伯 耆守氏 重の ニ 男に 岸備 
前 守氏秀 (伯 # 守 守 重の 弟)」 ぁり。 

19 洇 幡伯耆 •但馬 等と 共に、 山 名領國 
中 屈指の 地に して、 初め ニ 上 域に 據 る。 
當城は 一に 岩 常の 城と 云 ひ、 文 和 年中、 
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山 名次郎 政 氏の 次男 伊豆守 時 氏の 草創に 
して、 ニ 上 神社は、 時 氏が ニ 上 山 在 城の 
時、氏神として崇敬す .0 其の後、功を累 
ね、 威を 立て、 隱岐 、出 雲を も 拾は りし 
が、 故 ありて 南方に 歸頤 し、 更に 足 利 氏 
に 下り、 備 後、 但 馬、 美 作、 丹 後、 丹 波 
を も領 し、 其の 一族の 知行 また 數國に 及 
びし かば、 一時は 十二 國の 多き に 及び、 
世人 •六 分 I 殿の 稱 を立つ 。 

時 氏は 應 安四 年に 卒して、 その 男 中務大 
輔氏冬 •嗣 r と 云 ひ、 鳥 取 城下 三味 山 一 
行 寺の 捭碣銘 に「 鎭國靜 光大 禪定 門 ^ 塔、 
因 州 大 守、 孝子 山名源 氏 重 •之を 造 建立 
す、 應 安四 辛亥 仲 呂廿八 日記」 と あるに 
據れ ば、 ニ 代は 氏 冬の 弟 右馬助 氏 重なら 
ん と。 氏 重は 巨澧郡 中島 村なる 古 系圖に 
は 時 氏の 九 男と し、 普通の 系圖 、及び 明 
德記に は 八 男と す。 

第三 代は 氏 冬の 男 中務權 大輔氏 家な り、 
蓋し 氏 重が 養 ひて 嗣 としたる かと。 四 代 
は中務 大輔頮 貴に て、 氏 家の 子と も、 實 
は滿 幸の 子と も 云 ふ。 和漢の 才あ りて、 
永享年中、新續古今集の作者の列に入る。 
應 仁 記に f 嘉吉 元年、 公方 義敎 •弑 せら 
る、 時、 额貴も 其の 席に 侍して 死去す」 
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と。又前述 0 古系圃には「滿幸 0 嫡子三 
十郎 幸康 あり。 滿幸減 亡の 時、 ニ歲に て 
難を逃れ、鷲峰山に入マ。嘉吉元年死す」 
と 見 ゆ。 是の 人、 卽ち頮 貴に 當 0、 幸康 
は 其の 初 名な らんと 云 ふ。 頮貴が 死亡の 

後は、 但 馬の 出 石屋 形 入道 宗全の 子左衞 
門 佐勝豐 •入部して. •高 草 郡 布 勢に 居り、 
之を 布施 屋 形と 稱す (因幡 志) と。 

三代 氏 家までは ニ 上 城に 居リ 、その 嗣無 
貴の 時 •同 郡 恩 地の 會下 村に 築きて 轉住 
し、 勝豐 に 至り 布施に 移る。 布施、 三 上 
等の 條參 照。 因幡 志に 「恩 地 村 寺 山城は 山 
名 酒 貴の 城 趾 J と 載せ、 又 「布 勢 城は 高 
草 郡 布 勢邑に 在リ 。城 山の 後は 漫々 たる 
湖水に て、 風景 奇勝な り。 中 昔、 當國の 
守護 職 山 名 左衞門 佐勝豐 •文 正 元年、 巨 
濃 郡ょ 9 轉 じて、 當所 天神 山に 築いて 移 
住せられ、 其れょり 中務 大輔豐 國 まで 八 
代の 間、 連綿と 相績 ありし ー國の 都府 
なりけ り。 其の 比、 國中の 武士 參勤 交替 
して 繁昌す。 然るに 天 正 九 年、 國主山 名 
豐國 入道 禪高 •府を 烏 取久松 城に 移せし 
かば、 桑田 碧 海 •須臾に 改まりて、 常 城 
广 は 無 主の 廢丘 とな リぬ」 と。 三 上條參 照。 
また 「久松 城 (鳥 取 城〕 は、 天文 十四 年屋 
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形 山 名 左 馬 介 誠 通 •高 草 郡 葙勢在 城の 時、 
郭外 第一の 附侯 として 築く。 繩 張は 長 臣 
武田豐 前 守 高 信の 家人 田 原 某 也。 高 信 (初 
名 又 五郎〕 は 父を 山城 守と 云 ふ、 若狹武 
田 大膳大 夫 信 賢の 庶流に して 若 州ょり 來 
る。 永祿六 年の 頃、 高 信 •叛を 謀り、 當 
國 大半を 奪 ひ、 當 城に 在りて 威勢を 振 ふ。 
布 勢の 武威 衰へ しが、 中 務大輔 山 名豐國 
入道 禪高に 至り、 山中 鹿 之 助と 謀を 通ず。 
高 信防戰 すと 云へ ど 叶は ず、 高 草 郡 鴨 尾 
の 城に 荅む 、時に 天 正 元年 也。 高 信は 在 
城 十 I 年に して、 豐國 •鳥 取に 入城し、 
後 毛 利に 屬 して、 山 名 豐弘を 守護 代と す、 
豐弘は三吐權左衞門と稱す、但馬の屋形 
山 名 祐豐の 弟 一一 一 上 兵 庫 頭の ニ 男な り」 と。 
高 草 郡 本 高 村 多 治 見 八幡は 山 名彌次 郞豐 
數を祀 0、 又 氣多郡 嗚瀧邑 八幡 社は 山 名 
小三郞 氏豐の 靈を祀 る.。 文 氣多郡 鷲 峰 村 
枸屍郡 城は 山名彈 正なる 國侍 居城 也と。 
而 して、 安西 軍 策に 「但馬 國山名 入道 宗 
仙、 山 名大 藏大輔 豐國」 等を 載せ、 又豐 
鑑に「夫正八年、秀吉*山名鏵高のふま 
へし 烏 取の 城を 圍 まんと し 給 ふ、 云々」 
と。 又 地 志 提要に 「宗家 持豐 の. 三 子 勝 豐， 
高 草 郡葙施 城に 治す。 天文 中、 其の 曾孫 


誠 通 •鳥 取に 築きて 之に 移る。 旣に して 
宗家 祐豐 (持 豐の支 孫〕 と瞭を 生じ、 兵 
を 交へ て 敗 死す。 子 幼なる を以 つて、 家 
臣 •籾を 祐豐に 納 る。 祐豐 * 弟 豐定を 遣 
はして 國を監 せしめ、 布施 城に 居る。 豐 
定 卒して 子豐數 •代り 立つ。 永祿 中、 家 
臣武田 高 信 •誠 通の ニ子を 弑 して、 鳥 取 
城に 據 つて 叛く 。豐數 .•之を 伐つ、 克た 
ず。 元龜ニ 年、 豐數 卒し、 弟豐國 立つ。 
天 正 ニ 年、 尼 子 勝久に 合して 高 信を 誅 す。 
旣に して 毛 利氏來 9 攻め、 豐國 •終に 毛 
利 氏に 屬す。 ，八 年、 豐 臣秀吉 •來 りて 鳥 
取を 圍む 。豐國 •出で て秀吉 に投 ず。 (山 
名氏十ニ设、凡そニ百六十ー年〕云々」 
と あり。 豐國 の 妻は 勇婦と して 名高し。 
當國 守護は 一本 系圖 に 「政 氏— 時 氏 11 


丨師氏丨滿幸^頫貴 
I 時 義—氏 家— 幸康 
I 時義 —時頮 丨持豐 I 勝 豐—豐 時， 


Tf 重 

13 

丨 氏 冬 


1S 門 


2 

1 


丨豐 重丨豐 治-源 七郞 
— 豐賴— 誠 通 卜 整 數— ® 

また 但馬 M 形祐豐 C 韶 、照〕 の 弟 「豐定 - 


豐次 、弟# 國 一と 載せ、 續羣 書類 從系圖 
1C は 「氏 冬£ 冬 ft 每に時 氏、 師義 に從ひ 
て兵を西州に張り、後に足利義滿に仕ふ..9 
治 部大輔 、中 務少輔 。明 德ニ年 氏淸に 黨 
し、 因幡の 兵士 三百を 帥ゐて 京師を 攻め、 
遂に 敗れて 因幡に 奔り、 狀を 具して 義滿 
に 懇請し、 再び 足 利 氏に 事 ふ)— 氏 家 (中 
務權 大輔〕 丨頫貴 (中 務大輔 、所 詠の 歌は 
新續 古今 集に 載る〕 丨勝豐 (左 衞門 佐、 因 
幡 守護、 實 は持豐 男〕 丨豐時 ( 治部少 輔、 

一に 大輔 、左衞 門 佐、 伊豫 守〕、 弟豐重 ( 從 
五位 下、 治部少 輔 )丨 豐治 ( 治部少 輔) J。 
また 豐重 5 弟 r 豐賴 (左 馬 助、 號高源 院 ：> 
丨誠通 (天文 六 年 八月廿 二日、 叙從 五位 
下、 任 左 馬 助、 因幡 守護〕」 と。 

また 第三 項 政豐の ニ 男 「致 豐 (小 次 郞、 
彈正少 弼 "同大 弼 、但 馬、 因幡-ニ 州の 
守護、 從四 下。 •天文 五 年 七月 三日 卒 、年 
六十 五、 一に 九、 號 栖鳳院 、法名 芳心 宗傳〕 
—豐定 (九郎 •從四 下、 中務少 輔 、同大 
輔 、彈 正大 弼 、因幡 守護。 永祿 三年 三月 
二十 三日 卒、 號壽 仙院) 丨豐 一: 【中務 小 ノ輔、 
(初め 元豐 )、 從五位 下、 母は 細 川高國 女、 
因幡守護、毛利輝元に恩して烏取城.に居 
9、 剃髮 法名 徹菴禪 高。 元龜九 (天 正 六 


¥ 也〕 年 六月 (五月)、 秀吉 •師を 帥ゐて 
烏 取 城を 攻む 。塑 國 •家臣 吉^ 一久、 森 
下道 與 、中 村 春 次 等を して 之を 防がし む。 
豐 阈 •潜 かに 志を 秀吉に 通じ 城す。 
隆久等 •防 守して 拔 けず、 而 して 勢 屈し、 
栂蜞 き、 遂に 自盡 す。 秀吉 •宮部 善祥坊 
をして 烏 取 城を 守らし む。 後に豐 國 •東 
照 大神宮に 填 ふ。 公 •其の 一族なる を以 
つて 頗る# 遇 4 •- られ 、關 原の 役 神 君の 命 
を奉じて姐井武藏守に噬して赴く焉。後 
に但馬 七味 郡を 賜 ひ、 大 坂の 役、 本 多 上 
野 介に 從いて 赴く 焉 。寬永 三年 十月 七 ロ 
卒 、年 七十 九、 號東 林院】 —锼 政 (平 右衞 
門)」 と 。猶ほ 次の ニ 項を 見ょ。 

20 村 岡 藩 前項 豐 國の 後は、 その 男 「平 
右衞門 餿政 (但馬 七味 郡 福 岡 六 千 七 百 石) 
丨 伊豆守 矩魃 (義隆 、義 照、 知 高、 義顯) 
—彈 正隆遒 (正 盛、 主稅〕 —因幡守豐就— 
中務锼 喧 (主 殿) 丨靱質 義德— 中 將義有 
(蜜 窣 、小 太郎) ，丨 主 殿義蕃 —義問 —義濟 . 
丨義 路」 にして、 但 厍 七昧郡 村 岡、 慶應に 
至り 一茂 干 石、 もと 六 千 七 百 石。 (明治 三 
千 七 百 九十 石〕。 現今 男爵。 家紋 五 七の 
桐、 七 葉 根笹 、丸に ニ 引 雨。 

武鑑、 山 名 小次耶 Q 紋 次の 如し。 
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21 但馬山 名 宗家に して、 その 歷 代は 第 
三 項に 在り。 その 居所、 此隅 山城は 出 
石 郡 出 石邑に 在り。 地名 辭著に 「今 宮內 
の 西 * に 在リ 。山 名 氏 •此に 築き、 七 世 
二百 餘 年の 治 城と 爲せ り。 故に 山 名 城と 
も 云 ふ。 初め 南北朝の 際、 本州 摄亂數 年、 
山 名 時 氏 •其の 諸子を 率ゐ 、山陰、 山陽 
を 锊畧 し、 因幡、 伯耆 、丹 波、 丹 後、 美 
作の 五國の 守護と 爲 y、 但州は 其の 五子 
時 義の封 國た り」 と。 又 提要に 「時 義* 
此隅 山に 治す。 後に 時義 •嫡宗 を 承け、 
最も 驕蹇 、元 中：！ ハ 年 卒し、 子時熙 •封を 
襲ぐ。 將 軍義滿 •其の 强 盛を 悪み、 時頫 
の 叔父 氏淸 、従兄 滿幸に 命じて 之を 伐た 
しむ。 時頫 •削髮 出 亡し、 氏 淸 •代って 
守護となる 0- 八年氏淸*誅死し、義滿. 
時頫の 無罪を 憫み 、之を 復纣 す。 子持豐 
に 至り、 赤松 氏の 亂を 討ち、 功を 以っ て、 
播磨 、美 作、 備 前の 三 州を 加 封す。 應仁 
元年、 持豐 •細 川 勝 元と 難を 京都に 構へ、 
接戰 凡そ 七 年、 文明 五 年 卒し、 其の 孫 政 
豐 •嗣 ぎ、 黨援传 散 じ、 僅に 本州を 保つ。 
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第二 項參 照。 

後三佾祐蹵に至っ -0 、日に益々微弱、天 
正 ニ 年 徙リて 出 石に 治す (初め 有 子 山と 
云ふ)」と。陰德太平記に「宗全.1、摘子を 
伊豫 守敎麫 と 日 ふ。 次子 勝！：； 一 は 因 州の 守 
謹 中務權 太夫粞 貴の 绽子 となり、 高 草 郡 
布施の 天神 山に 城郭を 築き、 布施 左衞門 
と稱 して、 M 形の 號を免 さる (布施 條參 
照) o 四世にして又子孫なし、家沮等.伹 
馬の 屋形山 名次邯 誠 ^ は、 一門の 宗領な ， 
ればとて、之に歸す。誠！2^因つて族子 
左 馬 助 誠 通を 因 州 屋形 とせし が、 後に 國 
境の 爭 起り、 兩家 不和と なり、 天文 十七 
年、 祐 餿 •喂 つて 誠 通を 殺す」 と。 
これよ U 前、 山 名 氏は、 文明 九 年、 京都 
の 軍に 利を 失 ひて より 勢 衰へ て獨 立し 
難く、 天文 八 年、 尼子大 內阈爭 Q 時は、 
尼 子の 幕下と なり、 永 祿九 年に 尼子義 久， 
毛 利 氏に 降參 せし より、 亦 毛 利の 幕下と 
なる。 その後、 尼 子 義久の 伯父 孫 四 耶勝 
久 •義兵を 舉げ しか ば、 織 田 信 長より 敎 
寄を 賜は り、 丹 後、 伹馬の 勢 ニ千餘 璐を 
以って加勢に厲けらる。元瓰ニ年十月* 
伯 州 末 石 落 域し、 山陰 道 •苒び 毛 利の 幕 
下と なる。 秀吉 •天 正 五 年、 常 阈を征 し、 
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朝涑郡 山 ロ 竹 田を 討ち 從へ 、養父 郡まで 
亂 入して 旗を 返し、 天 正 八 年、 再度 •亂 
人して、 出 石に 至り、 祐豐 (一に 昭豐) 
を 亡ぼす。 時義が 明德 中、 當國の 守に 拜 
せられてょり、こ \ に至つて七 © 、凡そ 
二百 二十 八 年な 9 ( 提要〕 と。 

昭豐と 云 ふは 諸 系圖に 見えず、 澤庵紀 年 
錄には 「山 名 宗詮」 とし、 他 州に 出奔す 
と。 系圖に 依れば、 宗詮は 即ち 祐豐の 法 
名な り。 一說に 「天 正 ニ 年、 宗詮 •隱 居、 
子慶 五郎 氏 政 (德石 丸、 堯頫〕 •家督し、 
八 年 五月、 氏 政 出奔し、 宗詮 卒去」 (地名 
辭書) と 日 ふ。 野史に ^ 「中 務權 大輔氏 
家の 男中務 大輔頫 貴 (後に 頮豐 > 父に つ 
いで 出 石 城に 居り、 右衞門 佐と 稱す 。天 
正 八 年 五月、 秀吉に 降りて 亡ぶ」 と。 
最期の 居所 出 石 (有 子 山〕 城は、 天 正 ニ 
年に 山 名 慶五郞 氏 政が、 前述 此 隅の 城を、 
この 絕頂に 移して 築きし ものに て、、 俗に 
高 城と 云 ふ。 同 八 年、 秀吉 再征の 時、 養 
父 郡ょり、 淺間 坂を 踰え て、 ここに 至 り、 
軍兵を 弘原谷 福 成 争に 屯して 城を 攻 む。 
今弘原 下 村と 稱 する 處 、其の 古跡な り。 
此の 時、 出 石の 城主た リし 人は、 澤庵和 
尙の錄 には、 宗詮と あ yo こは 氏 政の 父 


右衛門 督祐豐 が 事に て、 氏 政 •旣に 相續 
して 城主たり しが、 五月 十六 日、 出奔し 
て、 父 宗詮 のみ 留 り、 廿 一日 この 地に て 
卒せし 也 (但 馬考〕 と。 寬政 系譜に 「政 
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丨政 豐丨 

小 次郞 
躍 正少解 
同大 猫 
宗傳 


丨安豐 
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丁 祐豐 
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蹿 正大 ^ 

因蟠守 謹 


丨豐數 1 

溫十郞 

丨豐定 h 豐國 豐政 

平左德門 

丨豐晴 

兵 庫 

f 東 陽 

宗鑑寺 伴 職 

1 誠豐 —祐豐 丨堯艘 —堯 政— 恒雙 

遛 E 忠 宗詮  慶丘郞  照 政 
右衛門佐 出 石 城 右窗門 佐 S 冠 
光威 

又 生 野に 山 名 一族 あり。 その 古城は 何れ 
の 時に 築かれし か、 詳かな ら ざれ ど、 山 

名 左衞門 尉常熙 •法名 嬾眞 居士と 云 ふ 人 
居りて、 其の 人の 詩に 「丁 未腦 月、 台 命 
を 承は りて、 生 野の 陣 を開發 す」 と 云 ふ 
序 あり。 嬾眞 居士は、 義政將 軍の 時、 富 
士見 行に 供奉せ し 人な れ ば、 此の 丁 未は 
應永 三十 四 年 也。 され ど 山 名 系圖に は 漏 
れたリ (但 馬考〕 と。 

氏 政は 後豐 臣秀賴 に屬 して 大坂 城に 籠 


る。 その 男堯 政も當 城に ありて、 元 和 元 
年 五月七日 戰 死し、 恒豐は 舊臣淸 水平 左 
衞門正 親の 養. 子と ■な リ 、四百 八十 石を 頜 
す。 その 男 山 名 正大 夫额豐 、淸 水平 左衞 
門 豐賴等 也。 第三 十三 項參 照。 

22 丹 後 山 名 時 氏 •正 平 七 年 八月、 足 利 氏 
に 背きて 南朝に 歸順 し、 本、 國を奪 ひしが、 
後 正 平 十九 年 (貞治 三年〕 再び 足 利 氏に 
降り、 本州 及び 因幡、 伯 # •丹 波、 美 作、 
五ヶ 國の 守護と なる。 子師 義を經 て、 孫 
滿幸に 至 9、 明德ニ 年 冬、 また 足 利 氏に 
反し、 敗北して 當國を 奪は る 0 

23 丹 波 正 平 七 年、 山 名 時 氏、 その 男師 
義 と共に 擧兵 、南朝に 歸順 す。 後 當國を 
併せ、 同 十九 年、 足 利 義詮に 降り、 當國 
等 五州の 守護に 補 せらる 。時 氏 卒し、 第 
四 子氏淸 •守護 職を 襲ぎ しも、 元 中 八 年 
謀反して 誅に 伏す。 明德 記に 「去る 程に 
播磨守 數千騎 を 率して、 丹 波まで 上り、 
奥州は 和 泉ょり 八幡へ っめ、 匠 作は 紀伊 
國ょ り 天 王 寺へ 打って出で、 同時に 方々 
ょり 責上 る、 云々。 去る 程に 播磨守 •ニ 
十六 日の 暮程に 、丹 波國篠 村に 着き、 合 
戰の 評定 有りけ るに、 小蕻の 次 郎左衞 門 
尉 •進んで 申しけ るは、 此の 勢 •常 國に 


若き たる 事は、 定めて 京都へ も 聞え っら 
ん 。さらん に 取っ ては 若し 敵 •桂 川を 越 
えて、 老の 山手 に 馳上っ て 相 支へ ん時 
は ゆ X しき 大事に て、 山 も 越し 候べ し。 
其は 國堺の 勝 貢に 成って、 都へ 入らむ 事 
不定なる べし o K 今夜 山を 越えて 峰の 堂 
に 俾を とつて、 京 勢のは たらき を 目の 下 
に 見なして、 八幡、 山畸へ てっし 合せて 
御 合 戰あ るべき と 申したり ければ、 げに 
もとて、 二十 六日の 夜より 山を 越えて、 
播磨守 •兵 一千 餘騎 、峰の 堂に 陣を 取り、 
三 引兩の 旗二流 •桂 川の 河原、 松 尾 山の 
嵐に 吹 靡かせて 罄へっ  '廻 天の 機を ぞ 
爭い ける j と 。その他は 第二 項を 見よ。 

24 秀鄕流 藤 原 姓 m 井家 記に、 波 多 野 氏 
の 事を 述べ、 「さて 經基 公より 七 代、 正 四 
位 侍從 因幡 守 行秀公 •闪 州の 守護 國 司と 
して、 因幡、 伯耆 、美 作 三箇國 を 守 謹す。 
行秀 公より 代々 守護 國司 職を 守り、 四 代 
の 後胤、 因幡 中 將刑部 大輔波 多 野 秀綱公 
の 御 嫡子を 因 州の 國司 右近 衞中將 左衞門 
太夫 波 多 野秀行 公と 申し 候。 御 ニ 男を ば 
美作少 將左京 太夫 波 多 野秀高 公と 申し 
候。 元来、 因幡 守行秀 公は 山 名 氏の 御子 
にて、 常 家を 相續 あられて 候 ゆへ、 其の 
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比は 御 本姓は 隱れ て、 山 名 殿と も 申して 
候。 その後、 山 名家を とろへ、 波 多 野 • 
御 弓矢 强くな り 候て は、 佾上 には 山 名の 
- 中興と 思 ふ」 と、 ハタ ノ條參 照。 

25 遠 江 當國山 名 郡 山名庄 ょり 起る。 山 
名七耶 ぁり、 北 島條を 見ょ。 

26 有 道 姓兒 玉餿武 藏の袞 族に て、 七 黨 
系圖に 「吉島 三 耶大夫 行 遠— 親 行 (山 名 
大夫四 郎) J と载せ 、史料 本には 「吉島 ロ 
ロ ( 吉 島三大 夫〕— 親 行 (山 名大 夫〕— 家 親 
(島 名 刑 部丞〕 J と 見 ゆ。 

2r 下總岩 松 右 京大 夫 本領 注文に 「下總 
國藤意 村 •山 名 兵 部」 と。 

28 上野綠 野 郡 山 名 邑は源 姓 山 名 氏の 發 
祥地に して、 國志に 「山 名 城。 新田 三耶 
義範 •始め 山 名と 號 す。 大 炊助義 重の 三 
男 也。 任 伊豆守、 從 五位」 と。 山 名 八幡 
宮 ぁり。 又 紋譜帳 に 伊豆守 義範の 紋を三 
つ 柏と す。 

29 大江姓 磐 城 國石城 郡 夏 井邑 大_ 魂 社 
の 社家に して、 康安 元年 十二月 十五 日の 
兵 部 大輔吉 良 治 家の 判 書に 「大國 魂 神主 
山 名 下野 守 殿」 と。 地名 辭書に 「この 山 
名 氏は、 矢 野 目 如来 寺の 傳に 、大江 姓と 
云へば、正應五年の國魂氏配分狀に薯判 


せる 『在 廳官 人中 務亟大 江』 の族鍩 なり 
と知らる」と0珥今山名隆貞君あり0 
30 相 馬 氏族 相 馬 系圆に 「胤季 は 四 IP 、 山 

名 左 京大 夫の 養子に 成り、 家督 相續 す」 
と 0 

31 岩代鹽 松 城主に 山 名義 久 あり、 石檢、 
四 木 松、 鹽 松、 大內 等の 條參 照。 

32 藤 原 北 家 尊卑 分脈に 「高 藤の 裔 孫、 
賴明—泰明—泰藤丨泰房—疏段丨範定丨 
範梭— 女 (山 名忠 浚の 室 也。 忠浚は 0 山 
名義 範—義 行丨忠 俊』 也)— 顯 g— 顯從 
C 山 名〕 貞氏 丨從 E1 彳康 政— 從惠 丨實惠 — 
■政」 と旯 ゆ。 

33 淸和 源氏 賴光 流江戶 幕臣に して、 寬 
政 系譜に 「淸 水平 左衞門 蹩 賴ニ男 平八耶 
豐 常— 伊豆守 豐明 。家紋 丸に ニ 引 •兩 、五 
七 桐、 七 枚 漆」 と。 第二 十一 項參 照。 

34 雜载 その他、 秀康卿 給 帳に 「千 石山 
名淡路 J を载 せ、 又 江戶の 歌人に 山 名義 
豐( 日臺) あリ 、玉 山と 號す 。また 大村藩 
に存 し、 又 伊豫 西條 の 翳に 山 名 軒 脩 あり、 
爰 疑と 云 ふ。 又 住吉浪 蜇家に 山 名大 助廣 
政(行雅〕ぁり、その男大助貫義は、明沽 
時代 名聲 を擧ぐ 0 

その他、 布施、 三 上、 關ロ 等の 條を 見よ。 
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又越後、甲裴等にも存す。 

山 字 ヤマナ 和名 抄 、上野 國多胡 郡に 山 
宗鄕を 取め て 也 末奈と 註す。 高山 寺 本に 山 
字と あるを ょしと す。 山 名鄕は 曾 我物 語、 
難 太平 記、 續 太平 記 等に も 見 ゆ。 # 
山那 ヤマナ 大隅國 大隅郡 佐多鄕 御崎 三 
所權 現の 社 司に 山 那佐渡 あり。 

山中 ヤマ ナカ 三 河、 甲裴 、伊豆、 近 江、 
.美 濃、 上野、 磐 城、 加貿 、越 前、 備 後、 長 
門 等に 此の 地名 あり。 其の 他， 猶ほ 多から 
ん 0 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 尊卑 分脈に 「小 
笠 原 大膳大 夫 長 氏 丨政宗 (山中 四 IP )— 孫 
，四郞 長 信、 弟 彥四郞 長宗 J と 載せ、 小 笠 
原 系圖に 「長 氏 五男 政宗 (號 山中 四郞〕 」 
と 見え、 諸家 系圖纂 これに 同じ、 又 中興 

系圖に 「山中 •淸和 、小 笠 原 彥太郞 長 氏 
男四郞 政宗 •之を 稱 す」 と。 

2 滋野姓 根津氏 の 族に して、 家紋 松 皮 
菱 、抱襄 荷。 根 津權右 衞門之 成 (寛 永〕 の 
男 市 左 衞門之 房 •外戚の 家 號を用 ひて、 
子孫 •江 府に仕 ふ。 

3 甲 裴都留 郡 山％ より 起る。 勝 山 記、 
明應三¥に山中打死"大永七年に山由太 
郞左衞 門、 「立 正 寺の 檀方 山中 太郎 左衞 
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門」 など 载 せ、 明 臆 ニ 年合戰 に 討死す と 
云 ふ 。江 戶 幕臣に 此の裔 あり、 寬政 系譜、 
第一 項 小 笠 原 流に 妝 め、 家 記に 「先祖 累 
世 甲裴國 都留郡 山中 城に 住せし ょり 家號 
とす」 と。 家紋 丸に 裏錢 。「鹿 助— 下野 介 
次 (武 田信昌 、信 虎に 仕 ふ、 山中 城〕— 美 
作介秀 (信 虎臣〕— 美 濃 介 勝 (信 支臣 、深 
澤 城主、 天 正 十八、 九 八 死、 通 心)— 左 
大夫介 行 (主 水。 勝賴 、家康 に 仕 ふ〕 丨左 
大夫介 重 (輿 九 郞〕」 にして、 子孫 六 百 三 
十 石、 又 松 皮菱を 家紋と すと 云 ふ。 

4 甲 州 藤 原 姓 家紋 丸に 三 柏、 丸に 橘。 
寬政呈 譜には 橘 姓と す。 「山中 空 右 衞門吉 
久 ( 嘉平 次、 信 支 家臣〕— 七 左 衞門吉 正— 
喜 兵衞吉 長」 にして、 子孫 江府に 仕 ふ。 

5 秀鄕流 藤 原 姓 「舘野 刑 部 政 行 1 佐 野 

新 九 郞宗 政— 同宗 淸—內 匠 助宗信 (母方 
の 姓に ょ y 山中と 改む 丨 宗安 (山中 金 左 
衞門〕 」 な り (田 原 族譜〕 と。 

6 房總 千 葉 系圖に 「常 高は 七 部、 山中 
十郎義 成の 聱と 成り、 家督 相續」 と 載せ、 
また 「飯 高殿 胤忠 の姝は 山中 丹 後 守の 妻」 
と。 また 房總 治亂 記に 土岐賴 春の 家人 山 
.中 甲斐 守 •見 ゆ。 

7. 武藏葛 飾 郡 逾江 村に 在りて、 小 田 原 


役 帳に 山中 內 瓱 助を 擧 r。 兒玉 郡長 沖 飯 
玉 明 神社 神主 家、 秩父 郡の 社家、 埼玉郡 
の 名家 等に 見 ゆ。 その他、 上田 條參 照。 

8 桓武 平氏 關 氏族 伊勢 發祥に して、 關 
左 近大夫 實忠の 末孫 山中 上野 介 盛 元に 至 
令 り、 北條早 雲に 屬 して 關東に 下る。 其の 
子 「修理 亮盛高 (氏 綱、 氏康に 仕 ふ〕— 上 
野盛定 (氏 康臣 、三 浦 城〕— 修理 元定 (小 
田原沒 落後、 家康に 仕へ 二百 石〕— 市郞 
右衞 門元吉 (五百石〕」 家紋 •揚羽蝶な ど 

見 ゆ。 

小 田 原 重臣 山中 氏の 事は、 相 州 兵亂 記に 
「伊勢の 國荒 木、 山中、 多 目、 云々 七 人」 
な， ど 載せ、 國府臺 合戰に 「ニ陣 山中」、 ま 
た 「小 田 原の 住人 山中 修理 亮 ' など 見え、 
甲 陽 軍鏗に 「伊勢ょり 七 人、 あらき、 山 
中」 など 記し、 小 田 原 分限 帳に 「中 郡 串 
橋鄕 、百 八十 貫 •山中 彥十 郞」 などを 擧 
r o 窄 
又 山中 大炊 助、 同 內匠助 等 見え、 又 山中 
金右衞 門信實 、その 男 金 七 耶吉實 、家紋 
圏の 內ニ 引。 又 「山中 近 江 守氏賴 (三 好 
澄 元、 後 早 雲に 仕 ふ) 丨內匠 助賴次 (彥四 
郞 * 氏康に 仕 ふ ノー大 炊 助 賴元丨 新右衞 
門 直 元 (源 太郞 •家康 に 仕へ 三百 石)— 七 


左 衞門直 利」 など 莧政 系譜に 見 ゆ。 

9 三 河 井田 系圖 1C 山中 彌次 郞忠 時を 载 
せ、 又 碧 海郎の 詩人に 山中 帶刀獻 (子哎 〕 
あり、 信天翁と 號 す。 

10 尾 張 知 多 郡の 名 族に 見 ゆ。 

11 美 濃 閑 遊 謾錄に 「可兒 の 山中 吉八耶 
の 家に 一碟 を藏 す」 云々。 濟暉 亭と號 す。 
12 佐々 木 氏族 近 江 國甲賀 郡 山中 邑 ょり 
起り、 尊卑 分脈、 及び 佐々 木系圖 等に 「佐 
々木 太郞定 綱— 賴定 (山中 十郞 )」 と 載せ、 

其の後は 「賴定 (山中 十郞 、法名 窓顋〕 丨 
泰定 (四 部、 法 持顋〕 
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と。 江戶 幕臣に 此の 裔と云 ふ あり。 _ 
系譜に 「家紋 檜 扇の 上 ニ 挺 墨、 丸に 橘、 
五輪 違。 太郎右 衞門幸 正 (幸寬 、寶曆 幕 
臣 )」 ょり 系あリ 0 

13 橘 姓 近 江 网甲實 郡 山中より 起る。 山 
中 橘 氏 系圖に 「以 長— 宗兼 (改弁 三 郞大 
夫)— 梭直 (平 新 五郞 、子息な く、 御 下知 
に 依り、 所帶 等を 井せ て、 宗兼の 兄宗俊 


のニ男重尊に |1 與す〕|重尊(實は宗.俊の 
子、 本 僧、 山 僧禪修 房〕 丨佬家 (橘)、 弟 
正 尊 (山 僧 土 佐 房)、 弟 俊 信 (平 中 務丞、 
山村 上鄕 下司、 山中 地頭〕— 有 浚 (太郞 右 
衞門 尉、 山中 地頭)、 弟 後 村 (衞門 ニ 郞。 
その 弟は 僧、 式部 信禪 、その 男 中 務襃祥 
也)— 賢 信 C 大進 房) 丨實秀 (助 房、 山中 地 
頭〕 丨梭定 (山中 大和 守、 ^ 名淨圓 、近 江 
甲賀 郡、 宇田 村、 上 村、 酒 人 村、 三 箇所 
領地〕 丨後淸 (山中 又左衞 門、 江 州 甲貿) 
弟 俊 正 (山中 福 永 •法名 淸林 、慶長 ニ 年、 
權現樣 に 召 出さる〕 丨某 (山中 忠三 郞〕 、弟 
俊 治 (五郎左衛門 尉、 淨 閑)— 後 重 (次 左 
衞門 尉〕。 家紋 橘」 と 見 ゆ。 

寬政 系譜に も 同族 山中 氏 ニ 家を 載せ、 「家 
紋丸に 三 成 枝 橘、 五枚笹 、十三 七 桐」 と 
見え、 寬政 呈譜に 「奈 良麻呂 の 後胤。 備 
前 守— 橘 太 勝 浚— 丹 後 守 兼 俊丨祀 伊 T 
石 見守 爲後 (十耶 、代々 佐々 木 家に 仕 ふ) 
丨橘内 長 浚 (山 域 守、 佐々 木承禎 、後 秀吉 
に 仕へ て 一 萬 石、 關ケ原 除 封〕 丨藤 太信悛 
—紀伊 守 幸 俊 (道 越)、 弟 八 藏宗俊 (家康 
に 仕へ て 千 石〕— 橘 左 衞門本 後 (八 藏)丨 
丹 波守訢 俊— 五郎左衛門 東 俊」 と あリ。 

14 近 江 前 兩項參 照。 この 氏は 甲賀 二十 


1家桕木三家の一にして、热見系圆に , & 
潆守爲浚の女は山中氏室」と载せ、應仁 
略記に山中の民部-細川兩家記に「甲贺 
の 谷 山中 新 左衞門 J (細 川條 に詳か 也 
その他、 山中 遠 江 守、 山中 又 三 郎等 見え、 

鈎の 陣には 山中 十郞 •武功を 盡 す。 次い 
で 山中 宮內少 輔實 成、 山中 秀_ あリ 。秀 
國の子 山城 守 (長 俊) は 秀吉に 仕 ふ。 初 
め 橘內 、佐々 木承植 家臣な リき 。その 男 
宗浚、以下前項參照。また平井系圖に山 
中 丹 後 守 あり、 ヒラ 4 .條を 見ょ。 
又與地志略等に「蟹城の城は土山村蟹坂 
に 在リ 、永祿 十一 年紀に 『佐々 木承禎 の 
臣 山中 丹 後守秀 _ C 一に 橘 內長俊 〕 が楣 
籠る 蟹 坂の 城を 攻 崩す』 と。 此の 邊 •古 
城 ありし なるべし 。今 その 遺址 未詳。. 山 

中氏は佐々木定綱の末男山中八、耶賴定ょ 
り相續 して、 鈎の 役には 山中 十郞 •功 有 
リ 、甲實 二十 一家の 隨一な り J と。 又 名 
跡 記に 「柏木 莊 山中 氏 邸址は 宇田 村に あ 
0。 嘉祿ニ 年、 山中 中務丞 俊 信 •北條 氏 
の 命を 受け、 鈴 鹿 山の 賊を 討つ。 功を 以 
つて 柏木 莊を領 し、 後太郞 右衞門 有 浚、 
大監物賢浚、左衞門大夫氏浚、有荇丸贸 
秀 •相 繼ぃで 之を 頜す "橘 六 賴俊に 至り 
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佐々 木 氏に 屬 す。 其の 弟 治 部 丞秀浚 •正 
平 十二 年、 南朝に 仕へ、 楠 正 儀と 合して 
賊軍を 討つ。 旣に して 桕木 氏の 裔源藏 人 
と 云 ふ 者、 舊邑 を復せ んと 欲し、 來り攻 
む。 山中 木工 助 •之を 拒ぎ て 屈せず。 其 
の 後、 新 左 衞門範 俊、 大和 守 氏範 、大和 
守尊範 、右京亮 俊範 、左 衞門重 俊 •相繼 
ぎて ® 襲す。 應仁 元年 頜邑を 失 ふ。 

井原 莊山 中古 城址は 山中 村 道路の 南に ぁ 
り。 建久五 年、 山中 俊貞 •源氏の 命を 受 
け、 鈴 鹿 山を 守る .0 其の 時に 築く。 嘉祿 
ニ 年、 伊勢の 奉幣使を 護送す。 建武ニ 年、 
山中 助 房 •新田 氏の 命を 受け、 之を 守る。 
天文 十一 年 九月、 山中 丹 後 守秀國 •伊勢 
の牝畠 具 敎と戰 ふ、 高 島！ 一中 守 高 賢 •來 
り援 く。 土 兵 五十 三人を 殺す、* 畠 氏 怒 
り、 一 萬 ニ千騎 を發 し、 鈴 鹿 山を 踰ゅ。 
六角 氏 亦 五千騎 を發 す、 大に戰 ふて 伊勢 
の 兵を 破り、 ニ 千 三百 人を 殺す。 之を 蟹 
坂の 合 戰と日 ふ。 秀國の 子孫 •織 田 信 長 
の爲め 封を 奪は る」 など 見 ゆ o その他、 

岩室、 安井 等の 條參 照。 

又 高 島 郡 「井伊 村の 井伊 城は、 山中 丹 波 
守秀國 居城の 跡 也、 秀國は 高 島 七 頭の 一 
人 也。 織 田 信 長の 爲め亡 さる」 など あり。 
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15 中原 姓 岡 本 氏裔に して、 覺兵衞 時 員 • 
家康に 仕へ て 山中と 改む 。家紋 丸に 橫ニ 
引、 丸に 手杵の 打 違。 その 男を 喜 兵衞信 
時 (千 之 助) と 云 ふ (寬政 系譜)。 

16 伊勢 關長門 守 侍 帳に 「四十 石山 中忠 
左衞 門」 を 載せ、 又 儒者に 山中 猶平恕 之 
(宣 卿〕 あり、 天水と 號 す。 又 四日 市 末 永 
村の 人山 中忠 左衞 門は 万古 燒が 各々 家法 
を秘 して、 廣く 迸に 傳 へざる を 憾み、 嘉 
永 以來 、屢 々製造を 試み、 百方 經驗を 積 
み、 明治 三年に 至リ 終に 精 良の 器具を 製 
する を 得たり。 乃ち 廣く 其の 法を 人に 授 
く。 是に 於て 万古 陶器を 製造す. る 者、 頓 
に 其の 數を 加へ、 國產の 一とな れ り。 

17 伊實壽 永の 頃、 山中 太耶 政淸 ありと、 
第二 十三 項を 見ょ。 

18 大和 山邊 郡の 豪族に して、 至德 元年 
の 大和 武士 交 名に 山中を% せ、 筒井 時代 
に 山中 胤 順、 又 筒井 定次 重臣に 山中 氏 あ 
り、 中 坊條を 見ょ。 

19 河内. 楠 木 家臣に 見え、 室町 時. 代には 
山中 遠 江 守 あり、 藥師 寺條參 照。 又 元 和 
の 頃、 山中 四郞 兵衞 •讚 良 郡 中垣 內村に 住 

す。足立條、及び三十ー項參照。 

20 藤 原 南 家 二階 堂 氏族 御 評定 次第に、 
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「應安 六 年 正月 十二 日、 山中 書禪行 照。 同 
七 年 正月 十日、 中務少 輔入 道行 照。 同年 
正月 十三 日、 中 書禪行 照」 と。 こは 山城 
家に して 中務 たりし による。 藩翰譜 、成 
田條に 「爰に 下 總守氏 長は 弓馬の 藝に達 
しける のみに あらず、 和歌の 道に も 深く 
すき. てけ 90 山中 山城 守 長 浚 (足 利 殿の 
御時より右筆の人なりけり>同じ道にす 
きし かば、 遙に 消息を 通して 相 語 ふこと 
年を 經ぬ」 と。 二階 堂條を 見よ。 

21 摄津東 成 郡 大塚城 は 天 王 寺荼臼 山に 
在 9 て、 天文 十五 年、 細川晴 元の 士 山中 
又三郞 •當 城を 築きし も 程なく 陷 る。 後 
大阪陣の時、德 )|! 家康當處に陣すと見ゅ。 
又 大阪の 富豪鴻 池 家は 橘 姓 山中 氏 也、 鴻 
池愾を 見よ。 内、 鴻池家 山中 道 億は 利 休 
門下の 茶人と して 名高し。 

22 祀伊 元弘 三年 正月、 當國の 幕軍 井上 
入道、 山中 五郎 等 •河内に 攻め 來り しも 
破られし 事 あり。 又續 風土記 那貿郡 下 
丹 生 谷 村條に 「城跡 •小名 岡に あり。 山 
中 彈正忠 政 利 •上下 丹 生 谷 村、 並に ill 原 
村を 領 し、 こ X に 居城す。 其の 孫 政 方の 
時、 長享ニ 年 三月、 名手 新藏 人、 及び 宇 
野の 一族 等と 相戰ひ て 敗 死し 城 此の 時 


破滅す 。今 其の 子孫 •上 丹 生 谷 村に 在リ 
て、 世々 地士た P。 城 地を 以て 墓地と す。 
嘉應ニ 年、 足 利將軍 義滿公 •和歌の 浦 遊 
覽の時の記に、岡城に入り給ふ事を書 
す。 岡ノ 城は 即ち 此城 Q 事なる べし」 と。 
又 上 丹 生 谷 村 r 舊家 山 中 虎吉は、 其の 祖 
を 山中 彈正忠 政 利と いふ。 文 安二 年 四月、 
初めて 當郡丹 生 谷 村 川原 村を 領す 。政 利 
の 子を 政 氏と いひ、 政 氏の 子を 政 方と い 
ふ。 政 方 •長 享ニ年 三月、 名手 新藏 人、 
宇 野 一族と 戰 ひて 戰 死す。 政 方の 子を 勘 
十郞利 方と いふ、 當 村に 蟄居す。 子孫 勘 
十郎 政秀 とい ふ もの、 地 十に 命ぜられ、 
世々 當 村に 住す」 と。 

又 熊 野の 豪族に 在り、 永祿 十一 年、 有 馬 
を攻 む。 又 海 部 郡濱中 庄大畸 浦 地士に 山 
中 又 七 あ yo 

23 赤松 氏族藝 藩 通 志、 豐田 郡 兩名村 山 
中 氏條に 「先祖は 赤松 兵 衞則實 にて、 播 
磨の 人、 赤松 律師 則祐が 遠 孫、 流 落して 
此に來 り、 其の 子孫 兵 衞則義 . 農民と な 
り、 氏を 山中と 改 む。 其の 子 仁左衞 門、 蔚 
山に て戰功 あり。 則實 より 今の 要藏 まで 

十代、 系圖 、記錄 等-安永 年中、 燒 失す」 
と 見 ゆ 0 


24 備後 御調郡津蟹村 00 古壘は、山中彈 
正の所居と云ひ.、又八チ壇は四十貫村に 
あり。 毛 利、 尼 子の 合戰に 、比 ■尾 城士山 
中、 藤 名、 岡 部 等、 兵を こ X に 出して 雲 
師を 防ぐ と 云 ふ。  / 

25 安藝 安西 軍 策に 山中 佐 渡 守、 山中 十 
郎太 郎等を 載せ、 通 志に 「高 宮郡船 山城 
は 大毛寺 村に あり。 山中 佐 渡祐 成の 所 M、 
後に 熊 谷 氏に 亡 さる」 と载 せ、 又 「尾 首 
城 •久保 城は 並に 勝 木 村に あリ 。尾 首は 
松浦甚 五左衞 門、 久保は 山中 佐. 嫂の 所 守 
と 云 ふ」 と。 

又 「豐田 郡 新 域 山は 上 河内 村に あり。 天 
正の 比、 山中 忠兵街 兼 時の 所據 J と 見え、 
又 「佐 伯 郡 海老 鹽濱 山中 氏は 先祖 孫右衞 
門 某 •山中 鹿 之 助 幸' 盛が 女を 娶リ 、草津 
村に 住す。 裔孫 •海老に 移 リ、 數代里 職 
たり、 孫左衞 門ょり、 今 好 助に 至る、 九 
设」 と 見 ゆ。 

又 豐田 郡荻路 村 山中 氏は 「先祖 山中 太郞 
政淸 •壽永 三年、 伊賀 國山田 郡 平 田 城に 
て戰功 あり。 其の 末 •山中 市內兼 友、 永 
祿 中、 此の 國に來 り、 毛 利 元 就に 仕 ふ 0 
其の 孫 •左 衞門義 倉 •初めて 農に 降る。 今 
の 作次郞 まで 八 九 代-家譜 燒 失して、 其 


の詳な る 事し るべ からず」 と。 

26 長 門 當國の 豪族に して、 博 多 日記に 
「長 門國分 、一、 タス ー ノ三耶 父子、 若 
黨 、己 上 四十 一人 o 1.、 山中 七郎 兄弟、 
若黨 、い 上 十一 人、 云々」 と。 

27 肥 後 永 正 元年の 菊 池 政 隆侍帳 に 山中 
對 馬守綷 世 •見え、 一に 中 山に 作る。 

28 石 見 丸 山 小 笠 原 系圖に 「七 代下總 守 
長 性— 長祐 (山中 丹 後 守)」 と载せ たり。 

29 出 雲 尼 子 家臣 山中 鹿 之 助 幸 盛は 橘 姓 
と傳 へらる 。第 十三 項の 族 人が、 佐々 木 
氏に 從 ひて 當國に 移リ 、守護 代 尼 子 氏 (佐 
々木 族) に 仕へ レ ものな らん。 尼 子 又 四 
郎經久 に 至り、 本國の 命に 從 はず、 常國 
を 攻め 從へん とせし かば、 六角 貞賴 •大 
に 怒リ 、經久 を 追 出し、 鹽冶掃 部 助を 當 
國の 代官と 定む o 經久 •此の 事を ば 無念 
に 思 ひけれ ども、 せん 方な く 諸 ^ を流湏 
せし かば、 其の 家人 ども、 最 井-河 副 等 
を 始めと して、 皆 妻子 兄弟を 育てん が 爲 
め、江州へ上りて、六角に仕へ、國に留 
る 者と ては、 山中 鹿 介が 一 類の み 也 > 山 
中 •舊好 忘れ 難く、 I 族を 語ら ひて、 十 
七 人を 得、 猶ほ當 _〇〇 の頭梁 質 麻と 云 
ふ 者を 味方と し、 正月 元日、 富 田の 域へ 
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手引 させ、 文明 十八 年、 富 田へ 攻め入り 鹽 
谷を 殺す と傳へ らる (陰德 太平 記〕 。此の 
鹿 之 助は 蓋し 幸 盛 先代の 人に て、 代々 鹿 
之 助と 稱せ しもの ならん。 

幸 盛は 初め 甚次郞 、歳 十六に して 義久に 
從ひ * 伯耆 にて 大功 ありたり と傳 ふ。 安 
西 _m 策 等には 山中 鹿 助と 載せ、 豐鑑 等に 
鹿 之 助と あ 9。 雲 州 夜話に 「因幡、 伯耆 
兩國 大半、 山中 鹿 之 助に 歸 服す」 など あ 
る 如く、 次第に 四隣を 攻略して、 遂に 主 
家を して， 十一 州の 太守たら しむ。 その 覆 
減に 當 りても 再三 死力を 盡 して 同 復を計 
り、 最後に 上 月城陷 りて (天 正 六 年 七月 
三日〕、 備中 阿部 河 上に 殺さる X まで、 終 
始志を 變 へず、 主家の 爲に 死す、 事蹟は 
擧 げて國 史上に 輝けり。 朝に 夕に 其の 主 
を變 へて 怪まざ りし 戰國 一般の 異士 豪傑 
中に 斷然 傑出す。 

30 . 因幡 强 力の 荒法師に 山中 道 好 あり。 
又 智頭郡 'に 山中 新 左 衞門等 見 ゆ。 

31 丹 波 氷 上 郡の 名 族に て、 丹 波 志に 「山 
中彌助 •子孫 今 出 村。 彌助 塚、 十一月 子 
孫ょり 祭る。 元 來足立 氏の 分れな り」 と。 

32 丹 後 橘 姓 松 本 氏の 裔に在 リ、 松本條 
參照-又丹波郡の豪族にて、山中定太郎 


は 橋枳域 (丹 波 村 橋 木〕 に據 る。 

33 雜载長倉追罸記に「山中がさがーり藤」 
また 「山中は 日 扇」 など 見 ゆ。 下りて 德 
川 時代、 刈 谷 土 井 藩 用人、 龜田岩 城 藩 童 
臣 、柏 原 織 田 藩 用人、 池 田 支 藩 重臣、 毛 
利藩惻 用人、 薦野 土方 藩 重臣、 小 田原大 
久保藩 用人 等に 見え、 又 山中忠 兵衞記 • 
名高く、 山中、 太 田の 德川 記な ど 見 ゆ。 
又 橘 姓 山中 加 右衞門 廣久あ 5、 元 和 幕臣 
となる、 家紋 橘、 三角 桕 •浮 杯 也。 又宍 
'戶藩の志士に山中#左衞門廣成、又日野 
家雜 掌に 見え、 又 佐 州 役人 附に 「橘 姓 • 
山中 又 四 郞」 を载 せ、 猶ほ 奥州、 北 越、 
加實 、志 摩、 吉備 、防 長、 伊豫 等に も存 
し、. 又 名優 實惡 の祖に 山中 平九郞 仙 家、 
又 幕臣 奇人に 山中 源 左衞門 あり。 

山 永 ヤマ ナガ 
山 長 マ ナガ ヤマ メ オサ 
山 梨 ヤマ ナシ 甲斐 國に山 梨 郡あリ 、和 
名抄に 夜滿奈 之と 註し、 東西 ニ 郡に 分ち I 
郡內に 山 梨 鄕を收 めて 也萬奈 之と 註す。 今 
鎭目村 に 山 梨 岡 あり、 其の 遺 名な りと。 

に 下總國 千 葉 郡に も 山梨鄕 を收 め、 又 近 江 
等に 此の 地名 存 す。 

1 山 梨縣主 山梨縣 とは 後の 東西 山 梨 郡 


の 地 也。 此の 縣主は 大同 類聚 方卷 二十 九 
に 「奈 川介藥 は、 甲裴國 山梨縣 主の 方に 
て、 其 里 之等闵 驗 安方」 と 見ぇ、 拙著 甲 
裴に 「大同 方の 僞書 である 事は、 今更 云 
ふ 必要がない けれど、 其の 材料は 他の 信 
據 する 事の 出來る 書籍から 得た もので あ 
らうと 云 ふので 史料と して 弓 用す る 
學 者も尠 くない。 余 も 自己の 研究の 立 
場から、 色々 探った 結果、 採るべき 點が 
多いやうに思ふ。殊に此の名稱の如きは 
虛僞の ものとは 思 はれない ので ある。 山 
梨 縣と云 ふは、 後の 山 梨 郡、 其の 内で も 
主として 山 梨 西 郡を 指す のであって、 此 
の縣 主の 治 所は 和名 抄に謂 ふ、 山 梨 西 郡 
山梨鄕 の 地と 思 ふ。 山 梨鄕は 今の 縝 R 村 
近傍を 云 ふ。 鎭目の 名 稱は縣 主の 治 所， 
中世に なって は 郡衙 所在地であった から 
起った もので あらう 。此の 村に 式 內社山 
梨 岡 神社が 祭って ある。 縣主が 奉齋 した 
社で、 神 裁 政治を 執った 所、 宮 自身が 官 
衙のや うに 思 はれる。 今 も社內 に コホリ 
石と 云 ふの が ある。 郡衙の あった 地ら し 
い。 此の 社の 背が 岡陵と なって 居る、 所謂 
る 山 梨 岡で、 余甞て 全山を くまなく 探ぐ 
ったが、 此の 邊には 古墳が 頗る 多い。 其 


れが山上、中腹. !11 雜と時代の順序を現 

はして 居る 事は 大いに 注 E に 値する。 神 
社の 奧宮と 云 ふの も 石室で 最古の 神社 形 
式を 彷彿させる」 と。 

2 物 部 氏族 地理 志 料、 下總山 梨 鄉條 に 
舊 事本祀 に 「_速日命十 -# の孫物部印葉 
• 連 公と 日 ひ、 其の 姊を物 部 山 無 媛と 云 ふ」 
と。 山 名、 遠 江、 物 部 等の 條參照 0 

3 桓武 平氏 千 葉 氏族 下 總國千 葉 郡 山 梨 
鄕 ょり 起 9、 千 葉 介 常 胤の 後 也と 云 ふ。 
千 葉 家臣に 山 梨 十 太夫 (千 葉條) 見え、 
その他 多し。 又 管 窺 武鑑に 「天 正 七 年、 
里 見 義弘 は久留 里の 城代 兩 人の 內 、山 梨 
孫九郞 •去る 比 死去 故、 云々」 と。 後世、 江、 
戶幕臣にぁりて、寬政系譜に「山梨犮右衞 
門 胤 之 •北條 家臣、 慶長中 家康に 仕 ふ。 そ 
の 男 彈右衞 門 胤次」 と。 家紋 九曜 、半月。 

4 淸和 源氏 中興 系圖に 「山 梨 •淸 和、 
月見 里と も」 と 見 ゆ。 

5 雜载 その他、 岩 村 松 平 藩 重臣に 見え、 
又 駿河菴 原の 儒者に 山 梨 東平憲 (支度) 
ぁ5、稻川と號す、音韻に精しく書に巧 
み 也。  . 

月見 里 ヤマ ナシ 前條參 照。 又 日用 重寶 

記に 此の fill 見 ゆ。 


山 梨 子 ヤマ ナシ 建武 元年の 津輕降 人 交 
名に 「山 梨 子彌六 入道」 を 載す。 

山納 ヤマ ナフ ャマ ノ條參 照。 

山 成 ヤマ ナリヤマ ナス 武藏 等に 存 す。 

山 西 ヤマ 一一 シ サン サイ サン セイ 駿 
河、 相 摸 等に 此の 地名 あり。 

1 若 狹建久 七 年の 源平 祗候交 名 (百合 

;' 文書) に 山 西 庄司 賴宗 •旯ゅ " 
2坂上姓紀伊國市脇村 || ; -|- ;寺に五輪の 
石塔 ニ基あ り o 1 は 「坂 上長 澄 •これを 
建つ」 と あり。 是れ山 西 家の 先祖なる ベ 
し。 子孫 左衞 門督經 同と いふ もの、 天 正 
年中、 豐 太閤の 根 来攻の 時 •若 山 ロを 固 
め、 又 根 來西坂 本を 守る。 凱陣の 後、 其 
の 賞と して 陣羽織と、 山 西の 苗字と を 賜 
ふ (續 風土記) とぞ。 

3 攝 津熊內 村の 名 族 等に 在り。- 
4 源 姓 佐 州 諸 役人に 「源 姓 •山 西 篤 之 
進」 と 見 ゆ。 

5 雜載 山城、 伊勢、 志 摩、 信 濃、 武藏、 
岩 代 等に 存 す。 

山 仁 田 ヤマニ タ筑  名 族、 姬野家 記 

に 長 百姓と 載せたり。 

山 根 ャマネ武藏阔埼玉郡に山根庄ニ十 
八ケ村 あり。 又 岩 代 等に 此の 地名 存 す。 


1 倥々木氏族佐々木系絪に「佐佾七耶 
左 衞門淸 信 丨次郎 左 衞門淸 重 丨長淸 (山 
根八那〕」と見ゆ。 

2 石見那實郡波佐村大字長田に鎌滿城 
趾ぁリ 、一に 力 ニ 力 四 城に 作る、 城主は 

山 根 修理 之 介 也と。 

3 伯耆 •日 野 郡福吉 村福吉 神社の 菸 神主 
山 根 氏は 進 氏の 子孫 (進また眞氏)と溥 
ふ。 進 •樂々 福 等の 條參 照。 

4 因幡 木 下 氏の 被官に 山 根治 部 •見え、 

また 若樱 城主 山 崎 氏の醫 師に 、山 根 東 庵 

ぁり 0 

5 丹 後 竹 野 郡の 名 族に して •平 井 氏 家 
臣 也。 

6防長防州華浦の儒者に 1[1 根淸ぁり、 
華 陽と 號 し、 萩 藩に 仕 ふ、 門下に 秀才 多 
し。 又 明治 二十 八 年臺菏 役に 山 根 信成少 
將 ぁり、 總督宮 に 従って 轉戰々 死し、 男 
爵を賜 ふ。 嗣子を 山 根 一貫と 云 ふ。 

7 攝津 八 部郡奧 平野 村 等の 名 族に 見 
ゆ。 其の 他 多し。 

8 八 田 氏族 宍戶 氏の 族に て、 家政 四 世 
の 孫 知 家、 その 男 家 時 •山 根 五耶 左衞門 
. と 云 ひ、 常陸國 多賀郡 友 部 城に 住し、 六 
世に して 子な く、 佐 竹義昭 の子義 昌を嗣 


ヤマ ナシ  ヤマ ナシ —— ヤマネ  ヤマネ  雲 九 


ヤマ 4 ヤマネ —— ヤマ ノ ヤマ / 塞 0 


とせし が、 義昌 死して 城廢 す。 又 山 能、 
山尾、山野に作る «> 三條參照。 

9 秀鄕流 藤 原 姓參考 諸家 系圖に 「山 根 
氏 •本名 下河邊 、又 幸 島、 又 松 ヶ岡、 又 
桑 治。 紋 •九星、 七曜、 花 車。 鎭 守府將 

軍 藤 原 秀鄕八 代 孫 行 平 (下 河邊莊 司、 婧 
兵 弓の 達人な り、 源賴朝 公に 仕へ て 寵臣 
也。 度々 戰功 あり。 弟 行 光は 下 河 邊左衞 
門 尉、 別に 子孫 あ 9〕丨 朝 行 (始め 下河邊 
氏、 下野 幸 島の 郡を 領 して、 幸 島四郞 と 
云 ふ。 弟 行 時は 幸 島 五郎、 別に 子孫 あり〕 
丨行村 (太 郞 、一に 四郎- 嫡男に て 父の 
後を 繼ぐ〕 —此 間代 數 不詳 (數 代の 間、 陸 
奥 伊達 郡に 住す〕— 定吉 (始め 幸 島 半 助、 
松 ヶ岡 九 郞右衞 門。'  始めて 松 ヶ岡 氏に 改 
む。 天 正の 初め、 伊達 政宗の 旗下に 屬 す、 
後 去って 滇士 となり、 京都に 登りて、 秀 
吉公に 仕へ て 鷹 馬の 役を 勤め 諸國を 巡行 
す。 信 直 公 •同 十九 年 秋、 九 戶政實 の亂 
に、 軍監淺 野彈正 少弼長 政の 軍に 從って 
三戶に 來 る。 長 政の 請 ふに 依りて 召 抱ら 
れ 、九戶 郡 山 根 村を 賜 ふ。 其の 御文に 『糠 
部 九 戶之內 •尻 引 跡 職 一圓 云々。 天 正 十 
九 霜月 二十四日、 御諱御 花押、 松 ヶ岡 九 
郞右衞 門』 と〕— 尙吉 C 宗三郎 、山 根 九郧 


右衞 門、 信 直 公の 時 家督。 利 直 公慶 長 六 年 
春、 岩 崎 御陣 御供、 後 知行 在 名に て、 命 
に 依って 山 根 氏に 改 む。 同 九 年 八月、 山 
根 村 百 八十 七 石 ニ 斗 八 升 六合え、 今度 御 
加增 、合せて 二百 石を ふ。 同月 九日 付、 
御 墨 印 御證文 ぁり。 同 十九 年大坂 御陣御 
供す。 妻は エ藤掃 部 助 祐吉の 女〕— 吉正 
(或は 吉 周、 宗三郞 、九郞 右衞 門。 妻は 
勝 又 右 馬 丞淸辰 女〕」 云々 と。 

40 磐城栅 倉 松 平 藩 重臣た 9。 

11 備作美 作 (河 野 氏裔 、鳥 取條を 見ょ〕、 
備前 共に 存 し、 又 津山藩 分限 帳に 「五十 
石山 根 五助、 六 石 三人 扶持 山 根 平八郞 」、 
等 見 ゅ。 

12 雜载 .加 貿藩給 帳に 「二百 石 (松 皮菱 
內三巴 y 山裉淸 次」 を载せ 、又 大和 國高 
市 郡 高 取の 名 族 ( 滿法 寺) に 見え、 又 伊 
勢丨志摩、武藏等に存す。又 1; 木又葙衞 
門の 從者に 山 根 武兵衞 ぁ 
山 練 ヤマ ネリ 毛 利 藩に 在りと 云 ふ。 
山野 ヤ マ / 和名 抄 、大隅 國菱刈 郡に 亡 
野鄕を收む、高山寺本には出野に作る、蓋 
し 山野の 談かと 云 ふ。 又 遠 江山 名 郡に 山野 
莊 ありて、 那智 山永祿 元年 文書 等に 見え、 
又備 後、 筑前 等に 此の 地名 存 す。 


1 牛屎 氏族 大隅國 菱刈郡 ( 薩摩國 伊佐 
郡) 山野 邑 ょり 起り、 同地 山野 城に 據 る。 
島 津貞久 の 時、 山野 孫次郎 あり (三 國名 
勝 圖繪〕 。牛屎 氏の 一族に して ' 兀弘の 比、 
山野 孫ニ郞 c 或は 彌次耶 に 作る〕 •城主な 
リ 。又 永 和 三年 十月 二十 八日の 記に 山野 
左衞門尉元詮、又應永の季、鹿兒島福昌 
寺 奉加帳に 山野 因幡 守賴元 •見え、 移り 
て 文明 記に 「菱刈 孫 三 郎忠氏 •牛 尿、 太 良 
の 兩院を 併せ 率ゐし 事」 見 ゆ。 かくて 牛 
M 氏 •衰微す。 永 祿十年 十一月、 島津義 
虎を山野の城主たら1む。旣にして此の 
地を 求 摩の 相 良 氏に 與へて 和睦せ しが、 
叛服屢 々K: て、 遂に 十二 年 九月、 又義虎 
に 與へ 、其の 臣税所 篤 職を 城主と す (地 
理纂 考〕 とぞ 0 

2 攝律保 元 ニ 年、 山野 新 右 衞門等 八 名、 
協力して 粉濱 村を 開發 す。 初め 住吉 郡、 
慶長 中ょり 東 成 郡に 屬 すと 傳 ふ。 

3 大和 大和 伴田庄 注進 狀に 「藤 源 太 (や 
ま の〕 觀音寺 免」 と あり。 

4 上野 利根 郡 下 河 田の 城主に して、 天 
正の 頃、 山野 越 前 あ UO 

5 八 田 氏族 中興 系圖に 「山野。 藤 姓、 完 
戶太郎 左衞鬥 家 宗男五 郞左衞 門 尉 家 時* 


之を稱す」と。山尾條第一項、山根條第 
八 項參 照。 

6 雜 f 流 江 安室 記に 「平 福 村の 城主 山 
野 勘 解 由」 を载 せ、 武鑑、 水戶家 重臣、 
又 三春 秋 木 藩 用人に 此の 氏を 收む 。又 律 

山 藩 分限 帳に 「五十石 山野 一江」 見え、 
又 能 登 馬碟の 七 名に 山野 氏 あり •サン •ノ 
也 •マツ ナギ、 大 谷* 山 王條を 見ょ。 又 
陸 奥 •下野、 武藏 、攝津 、播磨 、備 前、 
美 作、 肥 後 等に 存 し、 又 幕府 藝 者の 書付 
に 「十 人 扶持、 御た のし 御用、 山野 勘 十 
郎、今以つて同高*山野吉左衞門」と。 
山 能 ヤマ/ 諸家 系 圖黎に 「佐 竹義 篤— 
義昭 、弟 義昌 (山 能)」 と。 山 尾、 山 根、 山 
野 等の 條參 照。 

山 # ヤマノ 上 兩條參 照。 

山野 井 ヤマノ 4 岩 代、 長 門 等に 此の 地 
名 あり、 その他、 山 井條參 照。 

丨河野 氏族 藝藩通 志、 佐 伯 郡大原 村。 
山野 井 氏條に 「先祖 山野 井淸景 は、 伊豫 
网河野 秀淸が 子な り。 此の 國に來 り、 始 
めて 能 美 島を 闢 き、 松 尾 山の 城に 居る 0 
四$!直氏.應永の比、山城を毀つて、別 
に 第 宅を 構へ 大原 村に 居る。 第 十三 世 景 
重 •朝鮮の 役に 從ふ 。十一 价重久 ょり、 


〇 


農 間に 降 リ里正 となる。 元 和 中、 藩 君 入 
封の 日、 船に て迎へ 奉り、 貝 蛤、 ^ 柑な 
どを 進ら す。 今に 至リ 、君 公 東行、 船路 
なれば、此の物を奉るを例とす。祖淸景 
より、 今 源 五郎まで、 凡そ 二十®、 家に 
足利將 軍 家御敎 書、 大 內家感 狀 等を 蔵す 
鹿川村に同族あリ、其の祖八大夫は朝鮮 
の 役に 從ひ 、歸 朝の 後 別家す。 其の 家に 
朝鮮 飯 器を 蔵す」 と。 

又 能 美 城は 大原 村に あり。 山野 井 源 八 兵 
衞淸景 より* 三世 居 守す。 麓 城 も 同村に 
ありて、 又 淸景が 所 築 也と。 按ずる に 能 
美 城は 牙城に て、 其の 要害の 爲に 、此の 
堡を 構し ならん と。 又 堀 越 城は 同 郡 高 田 
村に ありて、 山野 井 淸景が 族 山野 井 修理 
の 所 保と 傳へ 、「北 堀 ニ 所 も 同村に あり、 
一は 大將 軍、 一は 小屋 城と よぶ。 又 八瀨島 
某の 所 居 あり、 山野 井 氏 •か 爲に 屠らる。 此 
の 麓 原に 陣場 とい ふ 所 も あり」 (通 志〕 と 0 

2 紀 伊海 部 郡 濱中庄 大島浦 地士に 山野 
井 又四郎 •見 ゆ。 

3 雜载 その他、 信 濃、 武藏 等に も存 す® 
山ノ井 ヤマ / 砵 前後 兩條を 見よ。 

山 井 ヤマノ  4 ヤマキ 山城、 下野、 播 

磨、 肥 後 等に 此の 地名 存 す。 


1 藤 原 南 家 堂上 家の 稱號 也- 洛 東に 山 
井寺ぁリ。尊卑分脈に「巨勢麻呂—中納 
言 貞嗣— 営 内 ■高 仁 1 相 校 介 保 蔭 丨大納 
言 道 明 丨播磨 守 尹 文— 永賴 (號 III 井 三位) 
丨左兵 佐 能 通 J と 見 ゆ C 
2 藤 原 北 家 尊卑 分脈に 「道 長— (關 白) 
敎通 丨權 大納言 信 家 ( 號山 井〕— 近 江守忠 
網— 左 兵衞佐 長 兼— 散 位 忠政 J と 見 ゆ。 
中 院條參 照。  ， 

3 同上 道 陵 流 尊卑 分脈に 【開 白 道隆丨 
■道 賴 (號山 井 大納言) 丨左 馬頭 忠綷丨 天台 
座主 ^ 尋」 と 見 ゆ。 

4 同上 道 綱 流 兼 家の 三男 道 網 も 山 井大 
，納 言と 稱す 、中 村條を 見ょ。 

5 同上 水無瀨 流 榻井兼 里 ニ 男 兼 仍を祖 
とす。 第一 一 一 項 家名を 興した る 也。 「兼 仍丨 
兼 前 丨 氏榮 — 仍敦 (兼 敦〕 丨 仍孝 (兼 長〕 丨 
氏 興— 氏 暉—氏 胤丨氏 親— 兼 文」 にして、 
德川 時代、 新 家、 四 條 流。 御藏 米 (三十 
石 三人 扶持、 明治 二百 五十 四 石餘) 。寺 町 
通 椹 木 町 上る。 寺は 大起 寺。 外様。 現今 
子爵」. 家紋 菊。 


山 井 •御 合印 
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維新 以來 •五 七 桐を 用 ふ。 
6大神姓樂人の家にて笛を家業とす。 
大神 系圖に 「爲遠 ( 大神 氏〕— 是季丨 基 政 
( 實は弟 也〕 丨基賢 (內舍 人〕 丨宗 賢— 忠賢 
(右近 將監〕 —景 貞^ 


1 —景能 — 景資 
I 景 政— 景光丄 


丨景朝 — 景經 
—景遼 ~T 景繼 ヅ 景永 

' 」 筑前 S 

—景 重—景 成 L 景秀 
，景盛 


と载 せ、 一本には 「喑 任— 晴遠丨 是季- 
基 政丨基 賢丨宗 賢— 景賢丨 景基丨 景貞- 

景政^ 1 


丨景 光. H 景朝 T 景經 丨 景吉 
I 景氏 

丨景 茂-^ 景繼 ^~景 永 丨 景親 
—景成 1 景秀 
丨景盛 
—景重 丨景房 
丨葛榮 
I 景貸 丨 景宗 

と。 その他、 大神 條參照 。內 、景 光は 安 
藝 守、 後 醒醐 天皇の 笛の 師範*  ■雅樂 頭に. 
任ぜら る。 其の 孫景繼 は筑前 守、 後圓融 
帝の 笛の 師範たり。 その 後裔、 德川 初期 • 


景福 あり、 その 養子 景元 (實は 林廣 有の 男 
廣 直) は 近、 江 守、 その 男景 村、 その 男景 
實は 光格 天皇 笛の 師範、 備中介 •雅樂 頭 
たり 0 

7 紀姓 石淸水 祠官に して、 石淸水 祠官. 
系圖に 「善 法 寺尙淸 丨道淸 丨昇淸 ( 號山 
井〕」 と载せ 、また 紀氏 系圖に 「垂 井光 淸 
— 住淸 —最淸 c 號山 井〕」 など 載せた 90 

8 紀伊楠 木合戰 注文に 「今年 C 正慶 ニ) 
正月 五日、 河內國 甲斐 庄安滿 見に 於い 
て、 合戰を 致し 打 死せ し 人々、 祀伊國 
御家人 井上 入道と、 □上人 道、 山 井 五郎 
以下 五十 餘 人、 皆 楠 木の 爲に 打たれ 畢ん 
ぬ」 と 0 

9 信 濃 詉訪の 名 族に て 「耙州 に 在り、 
栗 田の 支流と 云 ふ」 と 見 ゆ。 

10 秀鄕流 藤 原 姓鎭 西の 豪族に て、 武藤 
系圖に 「武藤 經資— 筑後前 司時經 (山 井 
殿、 法名 崇 印〕 丨 大和 守親經 (法名 本元) 
丨 大和 守經秀 (志賀 、法名 宗政 )— 孫ニ郞 
貞 盛」 と 載せ、 一本に r 經 資丨經 時 (山 

井但馬 守〕」 と 見え、 太平 記卷 三十 三、 大 
原 合 戰條に 山 井三郞 惟則、 又鎭西 要略 文 
明 ニ年條 等に 見 ゆ。 

11 相 良 氏族 肥 後 國山鹿 郡 山 井邑より 起 


る。 相 良 系圖に 「 賴景ニ 男宗賴 •山 井 四 
郞左衞 門」 と 載せた リ 。山 井、 內 田、 高 
橋を 領す 。宗賴 は 山北鄕 西 安寺に 「大檀 
那 遠江國 住人 相 良四郞 左衞門 入道」 と あ 
る 人 也。 子孫 •內 田、 高 橋 等の 條參 照。 
12 菊 池 家臣 嘉吉 三年 持 朝 侍 帳に 山 井 勘 
解 由 允重績 、永 正 元年 政隆侍 帳に 山 井 丹 
後守賴 直、 同 ニ 年 連署に も 見 ゆ。 

13 雜 载徂徠 門 山 井 善 六 鼎は 字を 君彝と 
云 ひ、 崑 崙と號 す、 嗣な し" よりて、 そ 
の 後、 渡 邊璞輔 をして 再興せ しむ。 その 嗣 
. 幹 六 (實內田光充男)は明治に名を擧ぐ。 
又 秀康卿 給 帳に 「.百 五十石 山 井 左 近、 百 
石山 井 惣五郞 」 を载せ 、又 越後 •信 濃、 
武藏 等に 存 す。 

山野 宇 ヤマ / ウ宇 都営 氏の 族に して、 
常 陸 國眞壁 郡 山野 宇邑 より 起り •尊卑 分脈 
に 「宍戶 太 郞左衞 門 尉 家宗丨 五郎左衛門 家 
時 C 號山野 宇、 法名 道 知〕 丨 彌四耶 知 時、 弟 
六郞 家義 J と 見 ゆ。 

山能ャ マノ ゥャマ  ノ條を 見よ。 

山內 ヤマ ノウ チ ヤマウチ ヤマチ 和 
名抄 、薩 摩國 出水 郡に 山內鄕 を收む 。その 
他、 丹 波、 豐後に 山內庄 •見え. 又 山城、 
相 摸、 常 陸、 羽 後、 越後、 備 中、 備後 等に 


此の 地名 存 す。 

丨 首 藤氏 族 相 摸 國鎌倉 郡 山內 ょり 起 
る。 大族 也。 尊卑 分脈に 「首 藤義通 (山 
內) 、其の 子 浚 通」 (スドゥ 條三 〇 八 四 頁 
を 見ょ〕 と 載せ、 また 山 內首藤 系圖に 「守 
藤 權守資 通— 通義 (刑 部亟 、以上は 三 〇 
八 五 頁に 詳か 也)— 俊 通 (鎌足 公 •天 智天 
皇の政 を 執し、 白 鳳 年中、 藤 原 姓を 賜 ひ、 
六# に 分れ、 首 藤を以 つて 第一に 居く。 
故に 當 家の 俗名 •首 藤 刑 部、 首 藤 三部 等 
と 云 ふ。 然 らば 今 俊 通 •始めて 相 摸山內 
に 居住し、 其の 地を 以 つて 家名と 爲 し、 
山 內首藤 刑 部 亟後 通と 號 し、 白 一文字、 
黑 一文字を 家紋と 爲 す。 武家 S 長 •八幡 
太郞義 家の 御室は 資 通の 姉た るに 依り、 
貞 任、 宗任 •御 征罸の 時-幼少に して 義 
家の 幕下に 屬す 。已 にして 奧州に 身 在る 
十二 年 云々。 平治亂 Q 時、 源 義朝に 相 具 
し、 十二月 二十 八日、 四條 河原に て 討死 
し畢〕 
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2 氏人 保 元 物語に 「相 摸には 山 內須藤 
刑 部丞浚 通、 その 男 瀧 ロ 俊 綱」 を 載せ、 
平家物語に 「相 摸國 住人 山 內須藤 刑 部丞 
俊 通」、 曾 我物 語に 「相 州 山 內三郞 J* ま 
た 山內瀧 ロ太郞 (一二 七 六 頁) 等を 擧げ、 

源平 盛衰 記に 「相 摸 國山內 須藤刑 部丞浚 
通」、 また 「刑 部坊悛 秀は 、相 摸國 住人 山 
內須藤 刑 部丞俊 通と 申せし 者が 子息に 侍 
る。 彼の 俊 通は 去に し 平 治の 合戦に 義朝 
が 伴して 六條 河原の 軍に 討死し 云々」 と 
見ぇ、 又 「山內 瀧 ロ三郞 四郞は 廻文の 時、 
富士の 山と 云々、 惡 ロしたり し 者 也。 兩 
人が 髻切り 出家せ させて、 追放ち ければ、 
手を 合せ 悅 びて 出で にけ り J と。 又東鑑 
卷一 、治 承‘ 四 年 八月， 十日 條に 「山 內首藤 
瀧 ロ 三 郞經浚 等は、 曾って 恩 喚に 應ぜ ず、 
刹へ 條 々の 過言を 吐く 云々」 と。 又 十月 ニ 
十三 日條に 「瀧 ロ 三 郞經 俊は 山 內庄を 召 
放たれ、. 實平に 召し 預けら る」 と。 

又 十一月 條に 「二十 六日 甲 戌、 山 內瀧ロ 
三郎經 俊 •斬罪に 處 せらるべき の 由、 內 
々其の 沙汰 あ 9。 彼の 老母 (武衞 の 御 乳 
母 也〕 之を 聞き、 愛息の 命を 救ふ爲 、泣 
々參 上申して 云 ふ、 資通 人道 •八幡 殿に 
仕へ、 廷尉禪 室の 御 乳母と 爲 りて 以降、 


代代の 間、 徽忠を 源 家に 竭す 、勝げ て 計 
ふべ からず" 就中 悛通 •平 治戰 場に 臨み、 
骸を 六條 河原に 曝し 訖んぬ 。而 るに 經 俊， 
景親に 與す るの 條 、其の 科責 .•餘 りぁリ 
と雖 、是れ 一旦 平家の 後 聞を 憚る 所 也。 
凡そ 軍陣を 石橋 邊に 張る 者は、 多く 恩赦 
に 預る歟 。經浚 •亦 盍んぞ 曩 時の 功に 優 
せざる 哉と 云. へり。 武衛 。殊に 御 旨な く、 
預け 置く 所の 鎧を 進むべき 由、 實平に 仰 
せらる 。實平 •之を 持參 す。 唐櫃の 蓋を 
開いて 之を 取り出し、 山內 尼の 前に 置く、 
是れ 石橋 合戰の 日、 經俊の 箭 •此に 立っ 所 
の 御 鎧 袖 也。 件の 箭ロの 上 に 瀧 ロ三郞 藤 
原經 俊と 註す。 此の 字の 際ょり 其の 斑を 
切り、 枷 鎧 袖に 立ちながら 今に 之を 置か 
る X 太 だ以 って 炳 ( 揭〕 焉たる 也。 仍って 
直 ほ讀み 聞かしめ 給 ひ、 此の 箭を殘 さる 
云々。 經 俊の 罪科に 於いては、 刑法を 遁 
れ 難しと 錐、 母の 悲歎に 優し、 先祖の 勞 
効を寡し、忽に梟罪を宥さる云々」と。 

又 系圖に 「經狻 ‘• 保延 三年 誕生、 平治亂 
の 時、 所勞に 依りて 發向に 及ばず。 平淸 
盛 •軍に 勝ち、 平氏 雖爲 亡蟄 (勢〕、 隱遁 
して 山內に 住みて 家 續を爲 す。 弟子は 平 
氏に. 仕 ふ。 源 家の 世と なり、 再び 出世、 


更に 二君に 仕へ ず 云々。 嘉祿 元年 六月 ニ 
十一 日、 行年 八十 九に て 死。 今年 出家， 
法名 頓宗永 悟。 此の 人の 時まで 紋 一文字 
也。 然り而 して 平氏の 餘流 蜂起の 時、 合 
戰 •利な くして、 勢 州 佐々 良 島に 退去の 
時、 大神宮の 神 膳に 備ふ 三角 柏を とりて、 
笠 じる しに 用 ひて 合戰に 勝け る 故、 柏を 
紋に用 ふ」 と。 

凡そ 此の 氏 •東 鑑卷 一、 五、 九、 二十 一、 
二十 U に 山 內首藤 瀧 ロ 三 郎經後 •十、 十 
一、 二十 一に 山內先 二部、 十五、 十六に 
山內刑 部丞經 俊、 二十 一に 山 內太郞 、山 
內次郎 、三十、 三十 ニに 山 內左衞 門 太郞、 
三十、三十ニ、三十五、三十六、叫十 -; 
四十 四、 四十 五、 四十 六に 山 內藤內 、三 

十四に 山 內左衞 門 尉、 三十 五に 山 內左衞 
門次郞 、三十 六、 四十 八に 山 內兵衞 三 郞、 
三十七に此內中務三郞ヽ山內三郎左衞門、 
四十 ニ、 四十 四、 四十 六に 山內新 左衞門 
尉 成 通、 四十 五に 山 內三郞 左 衞門尉 通廣、 
四十 七、 四十 八に 山 內三郞 左 衞門尉 通 兼 
等を 載せ、 又 承 久記卷 四に 山の 內 彌五郞 
等 見 ゆ。 以下は 第 八 項 以後に 多し。 

3 藤 原 北 家 上 杉 氏族 これ も 相 州 鎌 倉 郡 
山 内ょり 起る。 上 杉憲顯 0• 後 也。 山內系 


圖に憲 房 (女院藏人、兵庫助、杉谷殿〕 _| 
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と。 その他、 ゥへ スギ 條を 見ょ。 室町 時 
代、 鎌 倉 管領の 執事と して 頗る 盛な り。 
後 •主に 代りて 管領と 云 ふ。 顥定に 至リ 
上野 平 井に 城く。 

4 山 內歷代 

一代 憲方 •安房 守、 右京亮、 法名 道 合、 
道 號天樹 、號 明月 齓。 靡 曆元己 未 四月 ニ 
十日 剃髮 。一本 同 四月 三十、 任 管領、 應 
永 元 甲 戌 十月 廿 四日 逝、 六十 歳。 

ニ 代 憲定 •憲方 ニ 男、 一本 山內 殿、 右京 
亮 、安房 守、 號佐 々入道、 法名 長 基、 應 
永 十二 乙 酉 八月 十七 日、 補任 管領、 號光 
照 寺、 道 號太全 (大全〕、 應永 十九 壬 辰 十 
二月 十八 日 逝、 年 三十 八。 


ヤマ ノウ 


三代 憲基 •憲定 長男、 山內 、安房 守、 應 
永 甘 (一に 甘 ニ) 任 管領、 或 云 同 甘 三年 
五月 十八 日 補 管領、 鶴 岡 總 奉行、 應永廿 
五 年 正月 四日 逝、 行年 二十 七、 法名 信 (一 
本心) 元、 道號海 印、 號 宗德院 。或は 云 
ふ、 應永廿 六 亡 逝、 號崇寘 院。 

四 代 憲實 •憲基 男、 安房 守、 實は民 部大輔 
房 方 一男、 應永廿 六 年 正月 任 管領、 寬正 
七 年 丙 戌 三月 六日 (防 州 山 ロに て〕 逝" 或 
は 云 ふ應永 元年 房 州に て 逝、 法名 長 棟 周 
防、 號雲 洞、 道 號高岩 (雲 洞 院高岩 長 棟 庵 
主〕。 管領、 次は 弟淸 方、 次は 其の 男 房定、 
次は 憲實の 男憲忠 也。 ゥ ヘス ギ條參 照。 

五代 憲忠 •憲實 男* 童 名 龍 若 丸、 山內右 
京 亮 、文 安の 比、. 管領 十ヶ國 、此の 時、 
家臣 長 尾昌賢 入道 也。 享德三 甲 戌 十二月 
廿 七日、 成 氏の 爲 、御所に て 討死、 號興 
連院 (興 運院 )、 號大韶 、名 長鈞 、(又 號 
大釣 、法名 道 供)。 弟に 僧秀晟 (周淸 、大 
德寺〕 、僧 法亨 (法 興、 建 長 寺 長生 庵 僧〕、 
周岱 (周 泰、 秀岱藏 主〕、 妹に 比丘尼 理慶 
C 理 度" 北條園 城寺虛 中小 師) あり。 

六 代房顯 •憲忠 の 弟 t I 本 兵部少 輔 、憲 
忠 猶子、 上 杉四郞 、一色 氏 女、 成 氏と 對 
陣 時、 寬正 元年 二月 十二 日、 武州 五十子 
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陣中に て疴 死、 在 鎌 倉 十二 年、 行年 三十 
一 (ニ〕、 號 太光院 、號淸 岳、 名淸 純、 本 
系に 云 ふ、 寬正七 丙 戌 二月 十二 日、 五十 
子陣 にて 逝。'  , 

七 代顯定 •房顯 Q 嗣 •一本 四耶 、字 可淳、 
右 馬頭、 民 部大輔 、實は 越後 上 杉 相 州 房 
定 次男 也。 房顯に 子息な し、 之に 依リて 
長尾景 信 '. 之を 迎へ 、顯定 をして 家督を 
繼が しむ、 年 十四、 C 時に 應仁 元年 也、 此 
の 年 任 管領)、 永 正 七 年 六月 廿日、 長 尾 
爲景對 治の 爲 、越後 國に發 向、 勝利を 得 
と雖 、信 州 高 梨 •蜂起し、 椎屋に て 討死。 
或る 書に 云 ふ、 康正 年中、 關 東兵亂 止ま 
ず、 顯定 •之を 退治す、 永 正 六 年 七月 ニ 
十八 日、 長 尾 太 郞爲景 ，越後に て 謀反、 
顯定發 向、 合戰に 討 勝つ、 爲 景同阈 西濱 

に 敗走、 同 七 年、 越 州 又 一揆、 顯定 敗軍、 
同 六月 二十日、 信 州と 越 州との 堺 、長 森 
原に て、 高 梨の 爲 に 討死、 五十 七、 法名 
海 龍 寺 可 諄 皓茶 。一 害 說 く、 顯定の 舍弟 
九郞房 義と號 す、 越 中に 住す、 家老 長 尾 
六郞 爲景 •謀反、 房義 と合戰 、房義 •雨 
溝に て 討死。 玆に 因り 顯定發 向、 同 六 年 
七月 廿 八日、 武州發 足、 越 中に て 合戰、 
爲 景同國 .西濱 敗北。 長 尾、 高 梨 條參 照。 
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八 代憲房 •憲忠 の 弟周淸 ( 大德 寺、 文明、 
周 代 3 ) の 男 •五郞 、右 馬頭 ►永 正 七 年、 
顯定 討死、 顯實 幼稚の 間、 名代と なり、 
顯實 早世 後、 家を 繼ぎ 、(永 正 十二 年) 任 
管領， 號 龍洞院 、大成 道憲 、大永 五 年 (十 

五 年〕 四月 十六 日 逝、 五十 九 歳。 

九代翥 廣 •憲 房の 嗣 、上 杉四郞 •實は 古 
河 公方 高 基 息 也、！！ 房 逝去 後、 憲政 •稚 
き 間、 養子と なり 家督せ しむ。 任 管領。 ■ 
憲政 生長 後、 本姓に 復 す、 宮原祖 也。 

十代 憲政 •憲房 男、 兵部少 輔 、天 正 十 年 
三月 十八 日、 越 州に て 景勝の 爲 生害、 臨 
川 寺、 法名 立山 光 建。 憲政 •相 州 七澤上 
杉七郞 朝 寧の 子を 養 ひて 子と 爲 し、 憲勝 
と 名 づけ、 藏 人と 號 す、 永 祿五年 三月、 
* 條氏康 に 武州松 山城に 於て 降る。 後 氏 
康 •憲 勝に 武 州都 築 郡 三百 貫の 地を 授 く。 

5 山 內上杉 雜载甲 陽 軍鑑に 「山 內上杉 
は 上 州 平 井に ^ 城し、 相 摸、 武藏 、下 總、 
.安房、 常 陸、 出 羽、 陸 奥、 下野、 越後、 
佐 渡、 信 濃、 飛驛 、上野、 十三 ヶ國の 諸 
侍 •平 井へ 出仕す」 と载 せ、 傳說雜 記 ビ 
は 「十五 國」 と 云 ふ。 又 鎌 倉 九 代 記に 「房 
顯の嫡 子を 越後より 招いて、 上 杉 民部大 
輔顯 定と號 し、 上 州 平 井城を 築いて、 公 
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方 成 氏と 戰 ふ。 顯定 •旣に 鎌 倉に 入って 
山內に 居住す」 と 載せ、 王 代 一 覽に 「文 
明八年、山內上杉顯定は、 ± 州平井に城 
を 構へ、 八 ヶ國に 下知す」 (名跡 志、. 地名 
辭書〕 と。 又嘉吉 記に 「上 杉 右京亮 憲忠、 
顯定 (民 部大 夫〕」 など 見 ゆ。 その他は ゥへ 
スギ、 ナガ ヲ等 の條に 詳か也 0 

6 房總 千 葉 家 十七 代 胤 直 家臣に 見え、 
又 十九 代 家臣に 山 內傳內 あり。 

7 秀鄕流 藤 原 姓 中興 系圖に 「山 內 •藤 
姓、 結 城 中務少 輔直 朝の 男 兵部少 輔氏義 • 
之を 稱 す」 と。 

8 會津 一本 山內首 藤 系圖に 「經 浚の 子 
通 基 •其の 子季 基と 共に、 泰衡 追討の 軍 
に 屬 して 功 あり。 陸奧 國會津 郡、 大沼 郡、 
越後 國魚绍 郡を 給は y、 會律郡 伊 * 山 入 
の 里 中 丸 城に 居る」 と 見 ゆ。 即ち 季基は 
山 內橫田 氏の 祖に して、 塔 寺 長 帳に 「長 
祿 年中、 山內越 中」 と 云へ る 1 將 在り、 
又 橫田村 伊 夜彥 神社 再興の 時* 地中ょ リ 
堀 出せし 鰐口 (徑 一尺 一寸 五分： 銘に 「寄 
進し 奉る、 彌彥大 明 神、 奥州 會津橫 田 山 
內越前 守 藤 原俊泰 、時に 永 祿十年 丁 卯 十 
一月 吉日、 願主 敬白」 と。 

その後、 天文 十二 年 癸 卯 七月、 葦名 盛 氏 
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の 兵 •伊南、 伊北に 入る。 橫田氏 •先づ 
敗れ、 後 其の 麾下と 食る。 永祿 中に 越 前 
守俊泰 あり、 天 正中に 刑 部 大輔氏 勝 あり 
C 舊 事雜考 、溫故 拾 要 抄〕 。新 風土記を 合 
考す るに、 蘆 名の 止々 齊 、及び 義廣ょ 9、 

山 內刑部 大輔に 通ぜる 文書 あり。 又 上 杉 
景虎へ 紅 端の 員數を 贈りた るを、 景 虎ょ 
り 謝せる 狀あ 地名 辭書 )。 首 藤、 著名、 
伊南、 伊北、 大波、 橫 田、 星 等條參 照。 
其の 館迹 は大溶 郡橫田 村に 在りて、 新 編 
風土記に 「山內 氏 代々 の 居城に て、 中 丸 城 
と稱へ しと ぞ 。家傳 に據 るに 『山內 氏は 首 
藤 刑 部丞後 通が 後胤に て、 後 通が 子綷俊 • 
鎌 倉 右大將 泰銜を 伐ちし 時、 軍功 有って* 
會津郡伊牝、大沼郡金山谷の地を賜ひ、 
子孫 其の 地を 頜 し、 十 餘 代の 孫 刑 部大輔 
氏 勝 •天 正中まで 此の 城に 住せり』 と。 

氏 勝 •葦名 氏の 麾下に 屬し て戰功 あり。 
天 正 十七 年、 伊達 政宗 •會津 に 亂入せ し 
時、 磨 上 原の 戰 、味方 敗軍し、 義廣 •常 
州に 出 すと 聞き、 一族 川口 左衞門 佐、 
野 尻 兵 庫 頭、 布澤 上野 介 等と 密談し、 餺 
つて 政宗に 降り、 氏 勝の 猶子 高 根 澤左馬 
助、橫田出羽を人茛とし、在所に歸リ、 
ニ人も、やがて邊歸る。政宗.大に怒り、 


• - • 一 

大波支蕃をして氏勝を攻む。長沼盛秀も 

梁 取の 舘を攻 落す。 氏 勝 •是を 聞いて、 
川口に 橫田丹 後、 同 出 羽、 須佐大 膳を、 
松坂峙 には 目黑彈 正、 矢 澤河內 、营家 太 
郎左衞 門を 殘 しおき、 自ら 梁 取に 馳向 ひ、 
再び 館を 取 返し、 更に 布澤の 敵に 向 ふ。 
敵の 伏兵 •松 坂 峠に あリ 、氏 勝 散々 に 敗 
れ 、城を 差して 引返す。 敵 是を逐 ふ。 城 
兵 •中 丸新藏 人、 大 垣雅樂 、石 伏監 物、 
伊藤 新 平、 齋藤 伊豆、 目黑 右馬助、 范島 

右近 等 出で 戰 ひ、 氏 勝 辛ぅじて 城に 人る。 
夜中 •城を 出で、 大鹽 、只 見の 兩城に 橄 
籠る。 

氏勝パ石田治部少輔三成に政宗が構虐を 
訴 ふ。 又 氏 勝が 弟橫田 大學は 東照宮に 奉 
仕し、 駿府に あり。 氏 勝 •執政の 許に 危 
急 旦夕に ある ことを 告げし かば、 やがて 
大學を 差 下され、 上 杉 景勝の 加勢 •甘糟 
備後 守、 須田大 炊 助、 三條 右近、 河村彥 
左衞門 等 も來リ 、氏 勝大に 勢を 得て 奪戰 
し、 敵軍 敗走す。 氏 勝 •再び 此の 城に 入 
り、 加勢の 諸將 と共に 布澤に 向 ひ、 境澤 
の 邊に て、 苒び 伏兵に 遭 ふ。 橫田出 羽， 

同 兵 庫、 同 周 防、 同 安藝* 同日 向、 矢澤 
河内 等 討死し、 大に敗 綾して、 又 大鹽水 
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窪兩 城に 入 U 、 援犄等 も 越後へ 歸リ 去る。 
斯くて 政宗は 草野備 中を 橫 田の 城に 留置 
き、 氏 勝を 押 ふ。 豐臣家 •政 宗が 抨頜の 
地を 削って、 本領 長 井に 移し、 會津仙 道 
を 以 って 蒲 生 氏鄕に 賜は り、 氏 勝 •自ら 
舊領を 失 ひ、 流浪の 身と なれり 。越後に 
住って、上杉景膊に隳し、又蒲生氏鄕の 
招に 應 じ、 再び 會 津に歸 リ、 氏鄕 卒して、 
其の 子秀行 •宇都 宮に 移りし 時、 兄弟 留 
て上杉氏に寄食す。弟大學.故ぁりて會 
津を去 9、 最上 義光に 仕へ し 時、 氏 勝 も 
從ひ 行きし が、 其の後、 兄弟 共に 最上を 
去り、 慶 長の 末年、 氏 勝 •白 河に 在って 
病死す。 氏 勝が 嫡孫 •當 家に 仕へ て、 子 
孫 今に 在り」 と。 

又 同 野 尻 村の ft 迹は中 丸 城と 云 ひ、 文明 
の 頃、 山 內信濃 •築き 住せし と 云 ひ、 又 
瀧 谷 組 瀧 谷 村の 館迹は 巖谷 城と 稱 す。 永 
正 年中、 橫 田の 城主 山 內秀浚 ニ 男攝律 守 
長 後 (一名は 浚 正) と 云 ふ 者 住せ りと 0 
「薄 家 •山； E 吉右衞 門。 此の 組の 鄕頭な り。 
先祖は 山 內攝津 長 浚と て、 葦名 氏の 旗下 
となり、 此の 村' に 住せり 。其の 子を 內匠 
浚 基と 云 ふ、 今の 吉右衞 門が 九 世の 祖な 
り 一と o 


又西方村の館迹は、天文十四年、大石組 
沼澤村 S 地頭 山內彥 次郎俊 興の ニ 男 左 馬 
丞氏 信と 云 ふ 者 •始めて 居住す。 氏 信が 
四 代の 孫 右近 重 勝 •天 正 六 年、 大概 太耶 
左衞 門に 語ら はれ、 上 杉 謙 信に 內應 し、 
菹名盛 氏に 叛かん とす。 苹就ら ずして 自 
殺す。 

又 檜 原 村 墳墓 •一は 前面に 「山 內嫂前 守 之 
墓」 と 彫り、 後に 「故飧 野原 領主、 ^ 前 
守は 首 藤 刑 部梭通 S 末葉 也。 寬文九 年 己 
酉 十月、 ^ 孫橫田 三 友齋浚 益 建つ」 と 刻 
めり。又一は前面2「山內犮京亮之墓」と 
刻み、 後 面に 「故 拚 野原 領主、 左京亮 は 
首 藤 刑部饺 通の 末葉、 ^ 前 守の 嫡男 也」 と 
ぁリ 。又當 村 館 迹は天 正の 頃、 山內 氏の 
支族隳 前守佬 範と云 ふ 者 住せし と傳 ふ。 
その他、芦名盛詮家臣に山內越中ぁり。 
又菅 家、 齋藤 、伊藤、 目黑 C 以上 四 天)、 
渡 部、 高 根 澤 、中 丸、 大槻 ，川口、 星 等 
の條參 照。 又 新 編 風土記、 大沼郡 中范井 
組 和 泉 新田 村條に 「此の 村は 寬永元 坪、 山 
內四郎 右衞 門と 云 ふ 者 •和 泉 村の 境内に 
て開發せし所な9。其の子孫與市と云ふ 
者、 今に 此の 村の 肝 煎を 務む J と。 
又會津 郡 ロハ 見 館迹は 「水 久 $ とい ふ、 


S 
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四 項、 及び 第二 十項參 照。 また 船 井 郡 橋 
爪 城 (橋 爪 村〕 主に 山內 伊勢 守 通 意 あり、 
その 一族 山 內將監 通 倫は、 丹 後 與謝郡 水 
戶部 氏の 鸷と なり、 本庄、 菅野兩 城主と 
なる。 又 三ノ宮 城 (三 ノ宮 村) は 山の 內 

甚右衡 門、 弟 小 太夫 等 居住す。 

又 丹 波 志、 天 田 郡條に 「山內 氏 •子孫 友 淵 
村。 紋丸に 三 ッ 柏、 赤 井浪 人と 言 ひ 傳ふ。 
古家と 雖 、古の 塚 無し」 と。 又 「山 內氏 • 
子孫 河 合 村 上 河 合。 日向 側 坪 ノ內と 云^ 
近所に 住す」 と。 又 氷 上 郡條に 「山 ノ內 
氏 •大河 村。 古家 山の 內 甚右衞 門、 弟 小 
太夫の 贰人 •船 井 郡 三の 宮城 主 也。 浪人 
に て來 住す」 など 見 ゆ。 其の 他、 以下 各 
項に 多し。 又 見聞 諸 家紋に 


17 因幡 智頭郡 佐 治 鄕餘戶 村 古城は 山內 
與四郎 左衞 門の 居所 也と。 

18 宇都 宮氏 族豐 前の 豪族に して、 如法 
寺 輝 則の 弟 房 純 •山內 氏を 稱す とぞ。 

19 大神 氏族 日向の 豪族に て、 佐 伯系圖 
に 「佐 伯 惟康 丨隆實 (山 內傳 松)— 惟 全」 
と 見え、 正 平 四 年 文書に 「向州 高 知尾庄 


一 跡は 日向 山 内の 族、 悉附參 候 了」 と、 
高知穗 、三 田 井 等の 條參 照。 又 日向 記に 
山內藤右衞門尉等を擧 <# 。 

20 備後 第一 項通資 •正 和 五 年、 當國に 
下向し、 惠蘇三 上の ニ 郡を 頜 す。 山內首 
藤 系圖に 「縫 殿 助 通 網 丨通資 (童 名長壽 
丸、 首 藤 三 郞、 彌三郎 。丹 州ょり 始めて 
備後國 に 下向して、 惠蘇郡 地 毘七鄕 を頜 
し、 家門の 徒を 定め、 庶子に 擬 す。 因つ 
て當 家の 中興と 爲 す、 法名寶 待院殿 長 快 
妙 通 庵主。 關 東中國 所々 にて 之を 領 す。 ニ 
十五歲制髮、夢窓の室に人り、岡通寺に居 
住する 程、 殆んど 三十 八 年、 軒を寶 持と 
號 す。 斯の 時に 當 つて、 山內 家職を 與り 
知らし め、 晝 夜、 千 手前に 子孫の it 等を 
祈り 奉る 云々〕、 弟 行 網 ( 三 耶四郞 •法名 
妙覺〕 、其の 弟 通 俊 (五郎、 法名 淨覺 )、 
其 弟 通 明 (首 藤六郞 、號 竹內〕 、妹 (出 雲 
女房〕」 と。  • 

子孫 別れて ニと なる、 甲 山、 莼 山の 兩山 
內氏 •これ 也、 以下 ニ 項に 詳か 也。 

21 甲 山家 藝藩通 志に 「甲 山は 本鄕 村に 
あり。 山 內通資 •久和 四 年 •新 市村蕻 山 
より 此に 移り 居る。 十餘 ft を歷 、元 資， 
毛 利 氏に 從ひ長 門に 移る」 と。 次項參 照。 


一代 通資 •前項 及び 次 項を 見ょ。 

ニ 代 通 時 •通 資嫡 男、 彌三郞 、彥三 耶、 
刑 部亟 。延度 元年 生、 貞和五 年 七月 七日、 
行年 四十 二死、 法名 心 翁淨 仙。 弟に 又 三 
耶通廣 、神 三郎盛 通 あり。 

三代 通繼 •通 時の 嫡男、 刑 部三耶 、肥 前 
守。 女子 有り、 行年 二十 •五 歳に て 死、 法 
名續 宗昌繼 。建武 三年 六月 晦日、 山門 合 
戰の 時、 武功の 锻： あり。 通 繼 一人、 石 見 
大家、 安藝 毛 利 •見知る 着 到 これ 有り。 
地 毘莊總 領」 弟に 通忠 あり。  ， 

四 代通忠 •通 繼の 弟、 刑 部 四 郞 、下野 守。 
法名 通源昌 深、 ニ 男たり と雖 、通 繼に 贸 
子な きに ょり 養子と 爲 る。 吉川綷 伢 の 娘 
を 嫁る。 其の 弟 房 重は 比丘尼 (？〕、 其の 
妹は 熊 谷太郞 の 妻。 

五代 糇通 •通 忠の 男、 上野 介、 法名 月漢 
淨光 。妻は 毛 利 備中守 光房の 息女」 弟 通 
任は 備中 上山熙 親の 整 子と なる， 小 ノ輔十 
郎 、其の 子太郞 通 冬は 山上と 號 す。 通 任 
の 弟ニ郞 通則、 其の 妹は 熊 谷太郎 の 妻。 

六 代 時 通 •熙 時の 男、 上野 守、 法名 栢叟 
淨貞 、永 享年 中、 妻は 费州 毛利備 中守粮 
元の 女。 弟 五郎 通 ^ は兵衞 尉、 其の 妹は 
吉川 室。 又 通 高の 子 高 春は 熊谷藏 A、 其 
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の 弟 高景は 吉 川次郞 、其の 弟 通 近は 多貿 
山 出 雲 守と 號 す。 其の 弟太郞 也。 

七 代 泰通 •時 通の 男、 山內 上野 守、 法名 
高山 淨昇 。其の 弟泰 近は 宇 野播磨 乎。 

八 代. 豐成 •泰 通の 男、 新 左 衞門尉 •大和 
守。 中國に 隱れな き 力 有る の士 也。 玆に 
ょり 高野山に て 一 境の 地を 買 取り 伽藍を 
建立して 千聖 院と號 し、 薪の ^ 迄 深山に 
買 ひ 添 ふ。 今に 當 家の 先祖の 弔 •退 轉な 
き 者 也。 法名 千 聖院殿 瑞 翁昌慶 居士。' 弟 
豐 則は 天 野 出 雲 守、 其の 子 元豐は 天 野。 
豐 則の 弟 豐 房は 和智 彈正忠 と號 す。 

九 代 直通 •豐 成の 男、 次郞 四郞 、上野 守。 
妻は 藝州 毛利藏 人の 女。 遂 一紀 之 在京 連、 
中國の 名人、 播 磨、 備中 (備前 か〕、 備 後、 
諸 所に て數十 □郡を 領 す。 法 名勝 翁 良 貴。 
其の 弟 直 貞は 吉川治 部 太 輔と號 す。 

十代 豐通 •直通の 男、 次郞 四郞 、法名 三 
溪良主 居士、 * 齡微 にして 设寅を 保つ 短 
也。 女子 二人 有り、 嫡女 は隆 通に 嫁し、 
ニ 女は 早®。 妹は 藝州 完戶 妻、 隆 家の 母 
也。 隆家は 安藝 守 元 就の 聱、 その 男 元 孝 
は備前 守、 その 男 元附は 備前 守たり。 又 
豐通 第二の 妹は 多賀山 伯耆 守の 妻 也。 

十一 代隆通 •豐 通の 養子、 童 名 婿 法士、 
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新 左衞門 尉、 多貿 山伯耆 守。 是 ょり 山內 
. の 血脈 斷絕 して 他流と 爲る 云々。 法名 露 
休 居士。 一男 也、 豐 通に {貫 子な きに 依り、 
息女を 嫁して 養子と 爲 す。 妻 死去の 後、 
改めて 藝州熊 谷 伊豆守 信 直の 息女を 妻と 
す、 法名 電光 元永大 姉、 廣 通の 母 也。 隆 
通は 法名 ■雲 支 鶴 居士、 天 正 四 年 十， 月 十 
五日、 行年 五十 七に て 死、 天文 年中、 毛 
利 陸 奥 守 元 就の 幕下に 屬 す。 

十二 代 元 通 •隆 通の 嫡子、 少 輔四郎 "刑 
部少輔 。實子 ありと 雖 、末世を 考へ 、且 
つ 別 腹の 子細 あるに 依り、 舍弟廣 通に 惣 
領を讓 る。 時人 •之を 感ず。 法名 月嶺 淨圓、 
天 正 七 年 七月 十五 日、 三十 三 歳に て 死、 
母は 豐通の 女 也。 妹は 宮庄 因幡 守の 妻、 
其の 弟廣 通は 舎兄 元 通の 養子と 爲 る。 本 
名は 多實山 氏、 it 通の 子 也。 母は 藝州熊 
谷 伊豆守 信 直の 女 電光 元 永大姉 也。 

十三 代 廣通 •童 名 鬼 松、 千 松、 九耶 兵衞 
尉、 肥 前 守、 大隅 守、 隆 通の 三男 也。 弟 
元宗は 元 通の 實子 也、 佐々 部五郞 右衞門 
尉と 號す 。其の 女は 佐々 部左衞 門の 妻、 
其の 女は 桂忠 左衞 門の 妻、 其の 弟 通久は 
彌八郞 、治 左衞 門と 云 ふ。 

十四 代 元資 •廣 通の 男 •童 名宮德 、九郞 
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兵衞 、釆女 正、 治 部大輔 "妹は 神 村 肥 後 
守の 妻、 其の 妹は 完戶丹 後 守の 妻、 其の 

妹は 黑澤丹 営の 妻、 其の 弟 主 宇は 童 名 佐 
內 、其の 弟 就 時は 勘 解 由 左 近、 女子 あり。 
その 養子 就 次は 元資の ニ 男たり と雖 、就 
時に 實子な きに 依り 息女を 嫁して 養子と 
爲 す。 其の 子 勝 次、 その 妹は 兒玉 與右衞 
門の 妻、 其の 弟竹槌 は多賈 山と 號 す。 

十五 代 就 通 •元 資の 男、 童 名 鬼 松、 釆 女、 
九郎 兵衞 尉、 治 部大輔 、妻は 益 田 右衞門 
大夫從 五位 下 藤 原— 元 好の 末子 源 兵 衞尉就 
景の女 也。 就 通の 弟 就 次は 童 名能槌 、主 
馬、 五郎 右衞門 尉、 就 時の 養子、 其の 妹 
は 熊谷帶 刀の 妻、 其の 弟 正 由は 童 名 鬼 之 
助、 吉川友 之 助と 號 す。 其の 弟資實 は 童 
名 竹 松、 內 記、 和智 藤兵衞 尉と 號 す、 其 
の 男 正 宣は菊 松， 八 之 丞と云 ふ。 

十六 代 通 直 •就 通の 男、 童 名長槌 、麻 呂、 
彌三郞 。妻は 吉川駿 河 守 元 春の ニ 男吉川 
藏人廣 家の 末子 毛 利隱岐 守 就 賴の女 也。 
妹は 兒玉 小川 四郞の 妻、 其の 弟は 彌九耶 、 
其の 妹は 模本 太郞 左衞 門の 妻 也。， 

又 通 志、 備後惠 蘇 郡條に 「山 內通資 •本 
姓は 酋藤な り。 相摸阈 山內鄕 にあり しを 
以つて 假名と す。 正 和 五 年、 常 地に 來リ、 


新 市村葫 山に 始めて 城を 築き 居り、 三 上、 
惠 蘇の ニ 郡を 領 す。 後茹 山を ば、 弟 通 浚 
に 讓 9、 甲 山に 居る。 通資 、通 時、 通繼、 
通惠 、煦通 、時 通、 泰通 、蹩 成、 直通、 
豐 通、 隆 通、 元 通、 廣通 、元資 、凡そ 十 
四世にして、長門に移る」と '0 
而 して 山內本 鄕圆通 寺は、 元亨 年中、 山 
內首藤 左衞門 尉通資 の 創立と 傳へ 、また 
安西 軍 策 等に 「山內 大和 守 商 道、 弟豐 通」、 
また 山內 新左衞 門尉隆 通な ど 多く 見 ゆ。 
22 薪 山家 前 ニ 項 參照癍 城は 通 志に 「葫 
山は 新 市 村に あり。 山 內通資 •始めて 築 
き居る。後弟通饺に讓り、十八设居守し、 
通信に 至る。 其の後は 毛 利 家ょり、 吉川 
廣家 をして 支配せ しめられ しと) へり。 

茶臼 山は 同村に あり。 山內 家人、 金 谷 治 
部 道 政が 所 居」 と。 

系圖に 「通 俊 (五耶 淨覺〕 丨通宗 (五郎 ニ 
郞 。其の 弟は 又ニ郎 通義 、其の 妹は 本鄕 
又三郞 の 妻、 其の 妹は 滑與 五耶の 妻 也) 
—通秀 (一本に 通義の 子、 涌 喜但馬 守と 
號す 。その 弟忠 通は 多賀 村相傳 、童 名 永 
壽 丸」 と。 

又 通 志に 「山 内通 後は 兄通資 の讓 をう け 
て、菰山に居る。其の後は通友、通安、 


通 高、 通宗 、通 康 、通 近 •通 思 < 通繼、 
通憲 •通廣 、通 時、 通績 、通定 、通信、 
凡そ 十八 世、 薪 山に 居りし が、 天 正 辛 卯、 
落城す J と 見 ゆ。 

23 備後 雜载通 志に 「惠蘇 郡 金 谷 城は 南 
村に あり。 山內 家人 金 谷 右京の 所 居、 此 
の 外 六 郎谷山 も 城墟 なりし といへ ど、 其 
の遺址も見ぇず '0 小垣內城、保賛山は同 
村に あり。 小 垣內ぼ 守者詳 ならず。 保賀 
山は、 毛 利、 尼 子 爭戰の 時、 山內の 援兵 
屯營の 所な 9」 とい ふ。 

又 尾 道條に 「城墟 、宅址 戰場附 。雲井 山 
は 高 村に あり。 傳へい ふ、 首 藤通資 •此 
の 城を 築き、 山內瀧 ロ九郞 通英 をして 守 
らしむ。 或は 田 中 河内、 滑 兵 庫 等を 置く 
とも あり」 と。 又藝備 古蹟 志に 「 ^ 津原城 
は 三 上 郡 高 村に 在り、 山內瀧 ロ次郎 通英 
の據 U し 所」 と。 その他、 上原條 七三 一 
頁、 岡 村條八 七三 頁等參 照。 

24 安藝 賀茂 郡新庄 村の 山內 氏は 本姓は 
首 藤、 備後惠 蘇 郡 本鄕 島山の 城主、 山內九 
郎兵衞 就 道の 弟、 次 郎孟通 •武 藝諫 習し 
て、 諸國を 巡り 此に留 る」 と。 又 下 三 永 
村の 山內 氏は、 先祖 山 內筑後 勝賀 、父を 
九郞 兵衞廣 道と 云 ふ。 毛 利 移 封の 日、 兄 


元資は 長 門に 從ひ 、勝 K は 留リて 土民と 
なると 云 ふ C 

25 防長備 後山 內氏の 後に して (第二 十 
項 以下 參照) 、毛 利 家の 重臣 也。 武鑑に 毛 
利 藩 老臣 山 內九郎 兵衞 等を 栽す。 殊に 縫 
殿廣 通は 治镫 多く、 其の 名高し、 又 山內廣 
邑 (士英 ) は 毛 利 廣規 o 次男、 山內 家を 
嗣 ぎ、 畢廣 く、 琴 躉と號 す。 

26 伊豫 久米郡山之內ょり起るか。樣草 
記、 正 平 頃に 山內筑 前 守 通 任 •見 ゆ。' 

27 土 佐 長 曾 我 部 家臣に 山內源 五 あ リ、 
香 川條參 照。 その他、 山內 家の 事は 第三 
十六 項を 見ょ。 

28 祀 伊日 高 郡 北 道 邑地士 に 山 內太郞 兵 
衞あり、又後世藤堂家 '1 に存す。 

29 攝 律當國 にも 多く、 第一 項 氏の 倚と 

云 ふ。 . 

30 伊勢 東鑑 、元曆 元年 五月 十五 日條に 
「伊勢 國 云々、 山內瀧 ロ三郎 J ( 大井條 一 
〇 七三 頁) を载 せ、 又元久 元年 四月、 平 
氏の 餘澌富 田 進 士三耶 基 度、 若菜 五 邡盛 
高等、伊勢、伊萁兩國の所々に蜂起し、 
守 謹 山內首 藤 刑 部丞綷 饺を鹄 ふ。 終 饺も 
ー時其の猛威に敵し難く、遂に舘を捨て 
» 迖 る。 
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その後、 桑 名 郡 矢 田 城は 山內 主計 俊賴、 
その 男 勘 解 由 左 衞門俊 行、 その 男 半右衞 
門 俊 元 居 守‘ (三 國地 志) と载せ たり、 矢 
田條參 照。 又 伊勢 內宮 祠官 にも 見 ゆ。 

31 源 姓應仁 私記に 「山內 一家 (右衞 門 

督源 持豐 人道 宗 全，)」 と。 山 名條參 照。 

32 佐々 木 氏族 近 江の 豪族に して、 尊卑 
分脈に 「佐々 木 六角 左 衞門尉 時 信— 信詮 
( 山內〕 丨 義重 丨 義 綱」 と载せ 、佐々 木 系 
圖にも 「信詮 、山內 五郎」 と 註し、 又 「信 
詮 (使、 五郎、 左衞門 尉、 叙留 、從五 下、 
備中 守、 播州 藤 井寺 合戦、 貞和三 九十 七 
に 打 死)— 義重 (ニ 郎 、左衞 門 尉) 丨義綱 
(明德 三相 國寺 供養 隨 兵、 三郎 、左衞 門 
尉〕」 と 見 ゆ。 

■氏人は 太平 記卷 三十 ニに 山內 五耶 左衞門 

信詮 、卷 三十 四に 「佐々 木 六角 判官 入道 
崇 永、 舍 弟山內 判官」、 三十 九に 「倥々 木 判 
官 入道 崇 永、 舍 弟山內 判官 入道 崇譽 J 等 
見え、 滋貿郡 衣川 城 (衣川村) は、 山內駿 
河守宗 網が 居城の 跡な り。 朝 倉 真影と 戰 
ひし人なりと。又臌仁記卷三に「六角方 
山內三 郞」 見 ゆ。 

33 美 濃 方縣郡 城 田 寺 城 (上 城 田 寺 村) は 
明應五 年， 土 岐成賴 人道 宗安移 = 住み、 
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其の 子 美 濃 守 政 房 も 亦 河 手 城より 移り 居 
9 しが、 其の後、 天 正の 頃、 山內掃 部 助 
實通 (山 內對馬 守 ー豐の 一族な り) •大桑 
より 城 田 寺の 地の 城に ぅつり、 當村 また 
西庄 村を 領 知して ありし とい ひ、 又山內 
傳兵衞 、山 內兵庫 頭 等 見 ゅ。 

34 尾 張 春 日 井 郡羽黑 城は 長久 手 合戦の 
とき、 秀吉 •舊壘 を 修復して、 山 內猪右 
衞鬥 等を して 守らし む、 太閤 記に 「卯月 
十四日、 羽黑の 古城 御 普請を 仰 付けられ、 

堀 尾 茂 助、 山內猪 右衞門 尉、 伊藤 掃 部 助 
を 入 置かれ、 小牧に 對 し" 向 城 十 餘ヶ所 
の城主を相定め、萬づ搲の條目を物に記 
し 付け、 同廿 九日、 御馬を 納め 給 ふ」 と 記 
せり。 當國の 此の 氏は、 初め 但馬守 盛 豐* 
丹 波より 當國に 来り、 上の 織 田 (伊勢 守 
信 安) に 仕へ、 家老-^ して 黑田 城に 住す。 
其の 子は 猪 右衞門 尉一 豐 C 對馬 守) 也。 
山 內系圖 に 「藤 原、 家紋 白黑 一文字。 家 
傳に云 ふ、 秀鄕 末流、 瀧 ロ 刑 部 承 ■後 通の 
後胤 也 U 後に 丹 波國に 居る。 先祖 •丹 波 
國一戰 の 刻、 强敵に 依り、 敗軍に 及ぶ 時、 
大將 •自ら 進み 馳す 。時に 指 物 折 傷の 故、 
柏の 枝を 指 物と 爲し 、返し 戰 ひ、 卽ち勝 
利を 得たり。 柏 枝葉 三っ殘 る、 是に 於い 
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て 吉例と 爲し 、丸の 內三葉 桕を以 つて 家 
紋と爲 す。 

盛豐 ( 但馬 守、 丹 波國に 生れ、 後に 尾 州 
に 移リ 、織 田 伊勢 守に 仕へ て 家臣と なり、 
黑田 城に 居る。 弘治 三年、 岩 倉に て 討死) 
丨 某、 弟一豐 (伊 右衞 門、 對馬 守、 從四 
位下、 尾 州に 生れ 秀吉に 仕 ふ〕— 忠義 (土 
佐 守、 侍従、 遠州懸 川に 生る、 實は 修理 
亮康豐 の 子〕」 ど。 次に I 豐の弟 「康豐 (修 
理亮 、信 長に 仕 ふ〕、 其の. 弟日泰 (山 内法 
眼、 尾 州に 生れ、 後に 甲 州に 移 リて信 支 
に 仕 ふ〕— 政義 (山 內源三 郞 、甲 州に 生れ、 
信 支 •五味 常連の 跡 職を 賜 ふ、 故に 舊名 
を 改めて 五味 主 殿 助と號 す。 天 正 十 年、 
家康公 •甲 州に 入り、 武 田の 士 をして 麾 
下に 屬せ しむ。 信 支の 近習 六十 人、 今 井 
九 兵衞政 長を以 つて 隊長と 爲 す}— 1 直 
C 金右衞 門、 備前 守)」 と。 

又 一本に 「助 淸—刑 部丞 助通丨 同義 通— 
同 後 通— 瀧 ロ 四 郞梭綱 C 平 治亂戰 死〕— 經 
後 (山內 首 藤三郎 、右馬允。 弟は 瀧 ロ 四 
i 秀〕 丨經通 (山 內首藤 太、 瀧 ロ 四 郞、 
相 州 山內に 住す)— 右馬允 後光 (三 耶 、弟 
に 三 郞五 郞悛貞 ぁり〕— 右馬助 助 俊 (漉 ロ 
四郎 。弟 四郞 光莪は 相 州 佐 野に 住す〕.— 


右馬助 通貞 .(瀞ロ 四郞〕 — 右馬助 盛 浚 (藤 
三郎〕 — 刑部丞 豐通 (藤 太郞〕 丨 右馬助 貞 
通 (瀧 ロ 三 郎〕 丨 日向 守 盛 通 (孫 七 耶〕— 日 
向 守 通久 (藤 太郎〕 丨 13 向 守豐俊 孫 太郎) 
丨孫太 郞久豐 C 丹 波 三 宮城 主) 丨但馬 守 盛 
豐 (尾 州黑田 城主) 丨政直 (五味 源 三郞 、五 
昧祖〕 、弟 土 佐 守一豐 (四 品〕、 弟 修理 亮 
康豐 j と。 

35 山內侯 前項 丹 羽 郡 岩 倉 村の 士 山內對 
馬 守一豐 3 後に して、 豐鑑 、太閤 記 等に 
山 內對馬 守と 載せ、 家譜に r 彌六貞 通 c 將 
軍義 政、 義尙に 仕 ふ)— 日向 守 盛 通— 某 
丨 日向 守— 太 郞久豐 ( 義唷に 仕へ 阿波に 
至り、 後尾 張に 赴く；：— 相 摸 守盛豐 (猪 助、 
累世 丹 波_ 橋 瓜 城主、 久豐の 時、 尾 張 岩 
倉 織田敏 信に 仕 ふ〕 丨一豐 C 土 佐 高 知 山 ニ 
十 萬 ニ 千 六 百 石〕— 忠義 ( 實 は一豐 弟康豐 
の 子 丫忠豐 —豐昌 J と。 

その 略歷は 藩 翰譜に 「山 內土佐 守 藤 原 一 
豐は 、鎮守府 將 軍秀鄕 朝臣 十代の 孫、 山 

■内の 首 藤 刑 部丞義 通が 後胤、 但馬 守盛豐 
(父 久豐 •丹 波 三 営 城主) が ニ 男な り。 成 
豐 •生 國は丹 波の 人、 尾 張の 國に 移りて、 
上の 織 田に 仕へ、 其の 家の 老 として 黑田 
の 城に 住む。 足 利 殿の 御 時、 三 管領の 一 
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っ武衞 Q 家、 世々 尾 張の 國の 守護た U。 
尾 張 八 郡の 地を ニっ に 分ち、 家人して 治 
めしむ。 上 四 郡は 織 田 伊勢 守 信 安 まも リ 
て、 岩 倉の 域に ぁり、 此の 家を 上の 織 田と 
いふ。 下 四 郡は 織 田 大和 守 まもりて、 主 
の武衞 と共に 淸洲の 城に ぁり。 信 長の 御 
父彈正 忠信 秀は 、この 大和 守が 下の 三 奉 
行 (三 奉行は 織 田 因幡 守、 同 藤左衞 門、 
同彈正 忠〕 の 其の 一人な りとぞ 0 
弘治 三年 岩 倉の 合戰に 打ち 死す。 嫡男 十 
郞 •父と 共に 討れ ぬ (時に 十六 歳〕。 一 豐， 
十二 歳に て 父に 離れ、 長大の 後、 猪右衞 
門と 名のりて、 織 田 信 長 朝臣に 仕 ふ。 織 田 
殿 •失せ 給 ふ 後、 羽柴 殿に 隨ひ て、 天 正 
十一 年、 若狹の 國高濱 城を 賜 ひ、 同 十三 
年、 近 江 國長濱 城に 移り、 對馬 守に なさ 

れ 、十八 年 遠 江國懸 川の 城に 移る、 時に 
五 萬 石 也。 これ 年来の 戰 功を 賞せられ し 
所な り。 慶長五 年の 秋、 德川殿 •奥の 景 
勝中納 言 御 追討の 時、 一豐 先陣に 在って、 
下野 國 宇津宮に 至る。 か、 る 所に 上方 • 
又 軍 起り、 國々 の 飛脚 到来して 急を 告 ぐ、 
され ども 未だ 事の 體 分明なら ず 。こ に 
来れる 大名 小名、 妻子 從類 •悉く 大坂に 
あリ 、人々 の 周章 斜なら ず。 ー豐が 妻、 
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さる さかし き 人な れば 、しかるべき 侍く 
だせし に ぞ 、精し き亊は 知れに ける」 と。 

一塑の 妻は 梶原 氏、 一に 近 江 浅 井 家臣 若 
宮友 興の 女と 云 ふ。 其の 賢婦 たりし 事は 
三 歳の 童子 も 知れ P。 

「其の後、 一 ^ •先陣の 人々 と共に 驄せ上 
りて、 所々 に 軍す。 一 堕の 功 •莫大な リ 
しか ば、 此の 年、 土 佐の 國を賜 ひ、 土 佐 
守に 任ず。 入部の 後、 悅び 申す のために、 
大御所に 參リし 時、 土 佐の 國 、租税の 歲 
額を 問は せ 給 ひしに、 凡そ 二十 萬 ニ 千 六 
百斛と 申して 候と 答べ 奉れば、 大に潴 か 
せ 給 ひ、 さては 思 ふに も 似ぬ 小國な りけ 
り。 昔し 長 曾 我 部が 家の 富 •眼 ひし 程、 
又 太閤 かの 家に 入り 拾 ひし 時、 元 親が 設 
けし 有樣 、其の 國の税 入 •凡そ 百离斛 ば 
かりもやあらんずらんと思ひしヵば 1| 
ひし 者を と 仰せけ るに、 一暨 感涙に 堪へ 
ず、 忝な き 事に ぞ思ひ ける。 同 九 年、 從 
四 位下に 叙す (此の 日、 主 正 坊とい ふ荼 
入を 給 ふ〕。 十 年 五月 十三 日、 子息 •伏 見 
に 来り、 初めて 將軍 家に 見參 す、 對馬守 
に 任じ、 大御所の 聱君 にな さる (御 姪 松 
平隱岐 守定 勝の媪 を笼 君と なさる〕。 此の 
年 九月 廿日、 ー豐 卒す、 六十 歳。 
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其の 子 侍 從兼土 佐 守 忠義 C はじめ 對馬 守} 
實は 一豐の 弟 修理 亮康豐 が 嫡男、 家繼ぎ 
し 後、 慶長 十五 年 三月 朔 日、 從四 位下、 
土 佐 大 坂の 軍 起リし 時、 南海ょり 押 
渡って 城を 攻む 。寬永 三年 八月、 侍從に 
任ず。 明 曆ニ年 七月 三日、 子息 等に 所領 
を 分ち 讓 りて 致仕し、 寬文四 年 十一月 廿 
四日、 七十 三 歳に て 卒す。 侍 從兼對 馬 守 
忠豐は 忠義の 嫡子、 母は 大御所の 御 養女、 
承應 元年 從四 位下に 叙し、 明 曆ニ年 •侍 
從に 任じ、 寬文九 年 六月 十五 日 致仕、 同 
八月 五日 卒す、 六十 一歳。 子息 從四 位下 
土 佐 守豐昌 (はじめ 筑後 守〕 家っ ぎし 年 
十二月 侍從に 任ず」 と。 地名 辭書に r 一 
豐. の 子 忠義の 時、 全 州撿田 凡そ 二十 四 萬 
石、 明曆ニ 年-墾田 三 萬 石を 忠直 (忠義 
次子〕 に 分封し、 幡多郡 中 村に 居く。 元 
祿ニ 年、 忠 直の 子豐 明に 至り 除 封せられ、 
其の 舊封は 本宗に 復せ しむ。 また 忠 直の 
弟 一安 •明曆 中 幕府に 仕へ、 上總 國武射 
郡 小 池の 地を 頜せ しが、 安永 九 年、 本宗 
よ 0 土 州の 墾田 一 萬 石を 其の 裔孫豐 信に 
附與 す。 幕末に 當 り、 藩主 豐信 •賢 名 あ 
リ 、退隱 して 容 堂と 云 ふ。 明治維新の 盛 
業を 翼賛し、 遂に 版籍を 奉還して、 王政 


復古の 實を擧 げたり」 と。 

南路 志に 「高智 城は 慶長六 年 秋の 初め 繩 
張り 惣 廻り 十六 町、 八 年に ニの 郭菩 請、 
十六 年に 三の 郭瞢請 成る。 初め 河 中 山と 
稱 し、 寬永 中に 及び、 高 智を以 つて 名字 
と爲す j と。 

忠豐の 後は、 寬政 系譜、 及び 武鑑に 「豐 
昌 ( 國 松、 筑 後、 筑後守 •土 佐 守、 侍從) 
丨豐房 (兵 助、 民 部、 民 部大輔 、土 佐 守、 
侍從、 實は山 內次 郞大夫 I 俊が 長男〕— 豐 
隆 c 初め 豐 長、 右京、 猪右衞 門、 土 佐 守、 
侍従、 實は 山內次 郞大夫 一俊が 三男〕 丨豐 
常 (■千代、 大 助、 土 佐 守、 侍従〕— 豐敷 
(初め 重 固、 市 正、 伊右衛門、 民 部 大輔、 
土 佐 守、 侍從 、實は 家臣 山內 主馬 規重が 

男〕— 豐雍 (初め 峯 善、. 恭豐 、松 之丞 、國 
松、 筑後 守、 土 佐 守、 侍從 )— 豐策 (邦 之 
丞 、筑後 守、 土 佐 守、 侍從) 


丨豐興 

土 佐 守 
侍從 

仂 s 1 

—豐資 豐额 


土 i 守 

—豐道 

犬 隅 
元次却 


政 太 ^ 

土 佐 守 
KT 太® 

三 鏡 16 17 

—豐範 丨豐景 

土 佐 守 
少將 


4 V 

丨豐 惇 

式部 


讓 

5 

| 丨豐箸 丨豐信 h 豐尹 

菜 松 輝®  / 

雅五郎 兵 庫 介 
©著 + 佐 守 

少将、 贈從 一位 
势堂 

1 —長元— 1 1 

黑 田 長 
昭養子 

丨薦 

大學 

--女子 

= 條'打萬簏中 

內 、豐昌 、豐癯 、豐頮 、豐 信は、 名君の 
譽 高し。 土 佐 高 知、 二十 萬 ニ 千 六 百 石、 後 
廿四萬 ニ 千 石、 明治 十九 萬 三千 十 石 •賞 
四 萬 石。 現今 侯爵、 家紋 白黑 一文字、 丸 
に 三 葉 柏。 


山內 

(高 智) 
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中 村 侯 忠義の ニ 男 修理 大夫忠 直 (土 
佐 中 村 土 居、 三 萬 石) の 後に て、 寬政系 
譜 に、 その 男 「右近 大 夫豐定 (豐 直、 豐 
仍 、豐闡 、ニ 萬 七 千 石)— 弟大膳 亮豐明 (直 
久、 三 萬 石) 丨九耶 太郞豐 成丨遠 江守豐 產 
(次 項を 見ょ〕 J と 載せ、 藩翰譜 に 一 修理 
大夫 藤原忠 直は 忠義の ニ 男 •母 忠豐に 同 
じ、 按す るに、 一豐の 弟 忠義の 父 _ 修理 亮_ 


(康塑 ) とい ひしな り。 若し 此の 忠 直して、 
其の 跡を 繼がせ しに や、 詳なる 事は 知ら 
ず。父の所領分ち讓られ、三萬石と云ふ墾 
田に や。 寬文七 年 六月 九日、 五十 五 歳に て 
卒す。 其 子 右近 大夫蹵 直 •父に 繼 ぐ。 延 
H 五 年 十月 十三 日卒 、子な かりし かば、 
弟大膳 亮直 久 • 掛 嗣とな る。 直久 •初め 父 
が 領を三 千 石 分って 領す 。兄が 家を 繼ぎ 
て、 おのが 領を 合せ、 三 萬 石を 頜せ しな 
り」 と。 又 頭註に 「元祿 ニ 年 •幕府の 小 
老とな りしが、 八月 罪 かぅ むりて、 所領 
收 公され たり」. と。 

37 高 知 新田 侯 忠義の 四 男 「遠 江 守 一安 
(伊 右 衞 門〕— 式部 之豐 ( 實忠義 五男 梅 介) 
丨主鸱 豐淸 ( 大次郎 、贲大 膳 亮豐明 三男) 
丨遠江 守豐產 ( 實九耶 太郞豐 成 四 男、 松 
助、 一 I 千石丫 I 守豐泰 (實 本家 土 

•佐 守豐疱 む 弟)— 遠 江 守 豐武— 遠 江守豐 
贤丨扒 律 守暨福 (贸 本家 豐策 孫、 黑田長 
元 次男  >- 弟 侍從豐 誠 (豆 誠)/ 高 知 新田、 
一蔺 三千 石、 (明治 四千 七 百 二十 石〕。 現， 
今 子爵 ~ 


38 一族 家臣 以上の. 外、 「盛 甦 四 男 修理 亮 
康蠻丨 土 佐 守 忠義、 弟 伊豆守 一 唯 ( 豐前 
守、 三千 石) 丨次郎 右衛門 一輝— (§ 次郞 
大 夫一狻 丨民 部豐房 (土 佐 守赞昌 萎 子)、 
弟 土 佐 守 蹩陉 (豐房 養子)」 と。 又 明治、 
豐信の 男 豐 尹、 豐積 の男豐 政は 共に 男爵 
を 賜 1。 又 武鑑， 重臣に 山內蒎 藏 、同 左 
術 門、 同 庄三郎 、同 伊織 等、 又 山 内 主馬、 
同下總 、同 昇 之 助、 同 伊織、 同 右近、 同 
搭部 等を 載せたり。 

殊に 山內 主馬 規重 (矩 重、 七郎) は 幼時 
神童と 呼ばれ、 長 じて 學深 く畏 齋と號 す。 
擧げ られ て國老 となり 治績 甚だ 多し。 
他姓に て， は 深 尾、 五藤、 桐 間、 福 岡、 柴 
田 等ぁリ 、各 條參 照。 又 野中 條を 見ょ。 
39 三 河 守 部、 首 藤 等の 條に詳 か 也。 又 
碧 海 郡 「橋 目 城 (橋 目 村) は 山 內源內 、加 
藤 與右衞 門 •居住。 同所 白山 社は、 山內支 
內 •生國 加州ょり 勸 請」 と 見え、 又 額 田 
郡 柳 田 城は， 親 氏 時代、 山內氏 居住す。 

又 竹 內條參 照。 

40 遠 江 三 條中納 言 家 代官に 山 內駿河 守 
(一 五 五一 頁) あり。 又 山 名 ( 周智〕 郡 天 
方 城 ( 天方鄕 向天方、 今 森 町 城下〕 は、 始 
築 年代 詳かな ら ず。 天 方 氏 (山內 氏〕 の 


居城 也。 四耶 三耶 •今 川 氏に® せし が、 
永 祿 十二 年 五月、 德川 氏に 攻められて 降 
る。 翌元趦 元年 十月、 城主 山內 山城 守 (天 
方 山城 守 通 重) •又 家康に 攻められ、 防ぐ 
事 叶は ずして 降を 乞 ふ。 これょり 德川氏 
の® 城と な 9 しが、 元© 三年 九月 下旬、 
信 主 •！： 寓餘の 兵を 引率して 常 城を 攻 む。 
41 幕臣 % 政 系譜に 「山 內右馬 允 ^ 饺 •か 
後胤、 家紋 •丸に 三 枇杷 葉、 白黑 一文字" 
宇左衞 門蹵山 •享保 幕臣」 と。 又拽 左衞門 
董正 (治 卿) は學深 く、 鴻 谷と披 し、 野 
州 ^ 岡の 代官と なり、 ニ茁 石の 地を 管す 
る や、 二宮 尊德を 舉げて 善政を 施し。 死 
して 神と して 祀ら る。 

42 雜載紋譜牒に「山內茑次耶健平，紋 
梅 鉢」 とす。 下って 秀 給 帳に 「W 石 
山內勘 左衞 門、 五 拾 石山 内 七 右衞 門」 を 
载せ、又堀尾山城守給帳に「五打八拾石 
.山內 源藏 、五百石 山 内角 右 衞門等 J 見え、 
又 百々 系圖に 山 內下總 ，加贸 藩 給 帳に rc 
百 八 拾 石 (丸內 白雲の 二字〕 山內淺 之丞 j 

を擧げ 、又 伏 見 役人 地方 山內丈 助、 目 付 
山內 茂兵衞 等見ゅ C 

又薩州 島 津義久 の 臣山內 四 郞左衞 門は、 
慶長 中、 唐土ょり 煙草 種を 得、 此を 宅地 


そ マ/ ウ ヤマ ノオ  ヤマ メ オ ヤマ ノオ ヤマノ へ 実 六 


に 栽培して 大いに 研究す。 又 田 布施 流 砲 
術 家に 山 內太郞 兵衞久 重、 又 天 一 坊の謀 
主 山內伊 貿亮は 元九條 家臣 也と。 又 鯖 江 
藩に 山 內嘉榮 治、 畫家に 山 內林齋 C 帶岳) 、 
又 羽 後 能 代の 名 族、 信 濃、 備 前、 筑前等 
にも 見 ゆ。 又 武藏入 間 郡 塚 畸邑の 人に 山 
內 伊太 郞憲氏 あり、 初め 上杉關 左、 後老 
墓 毛虫と 云 ひ* 遂に 憲 氏と 改 む。 熊 本 神 
風 連に 殺さる。 

山之內 ヤマノ ウチ 前條に 多く 云へ り 0 
その他、 南隅 系圖に 「山 之內氏 系圖略 •姓 
平、 或 藤 原、 又 小 野と 云 ふ。 家讓 名は 種、 
薩州 川邊郡 知覽 ょり、 此の 高山に 移住と 云 
ひ 傳ふ 。初代 甚右衞 門— 種 平— 種 武—種 茂 
丨種 春」 と。 初代 甚右衞 門は 永 祿六年 癸 亥 
誕生 也。 又薩 摩大汝 八幡宮 社家に 見え、 又 
武藏 等に 存 す。 

山 尾 ヤ マ / ヲ常陸 等に 此の 地名 存 す。 
1 八 田 氏族 常陸國 茨城 郡 宍戶莊 山尾鄕 
ょり 起り、 淸和 源氏 系圖に 「八 田 左衞門 
尉 知 家 丨四郞 左 衞門尉 家政 丨壹岐 守 家 周 
丨太郎 犮衞門 尉 家 宗丨宗 時 (山 尾 五郎 左 
衞門 尉、 法名 道 知〕 丨知時 (安藝 守、 法名 
性 知〕— 朝 里 (從 五位 上、 安藝 守、 资名常 
嘵〕 丨基家 (從 五位 上、 ■遠 江 守、 法名 希宗) 


丨持朝 (從 五位 上、 備前 守、 後に 時 朝と 
改む 、一本に 滿朝) 」 と。 山 根 條第八 項を 
見ょ。 又 山野、 山 能、 宍戶 等の 條參 照。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 常 多珂郡 山 尾邑ょ 
リ 起る。 小野畸 下野 守 通 春 •此の 地に 築 
きて 此の 氏を 稱 す。 小 野 崎 條を 見ょ。 

3 伊佐 氏族 中 村 下野 守秀宗 •山 尾藏人 
と 云 ふ。 中 村、 伊達、 伊佐 等條 に詳か 也。 

4 ■淸和 源氏 土岐氏 族 土 岐系圖 に r 揖斐 
讚岐 守詮賴 丨行久 (山 尾 民部少 輔〕— 益 賴 
(中 務少 輔〕 」 と载 せたり。 

5 伊賀 氏族 伊 貿盛景 の 後裔 也と 云 ふ。 
次項參 照。  、 • 

6 伊勢 鈴 鹿 郡の 豪族に して、 名勝 志に 
「山 尾 氏宅址 は 田 村 字 奧條に 在り。 $ 
にして 周圍 の土壘 、濠 址を存 す。 峯 氏の 與 
力 山 尾 甲斐 守 之に 居る。 (一說 に 云 ふ、 山 
尾 盛 助 •享祿 年間、 此に 住す。 後、 助左衞 
門 •峯 家に 仕 ふと)。 天 正 ニ 年、 峯城陷 る 
の 時 滅亡す。 其の 子孫は 龜山 城主 石 川 氏 
に 仕 ふ」 (五 鈴 遺 響、 古老 口碑〕 と。 

7常陸第 > ニ、三の三項を見ょ。猶 
ほ 眞壁郡 山尾邑 より 出づる もの あリ 、小 
卷條を 見よ。 

8 因幡 智頭郡 尾ノ見 口村 牛 頭 天 王 神主 


に 山 尾 氏 あり (因幡 志〕 0 
9 防 長 山 ロ 藩士に あり。 殊に 山 尾庸三 
は 幕末 明治に 功多く 子爵を 授けら る。 そ 
の 嗣子を 三郞と 云 ふ。 

山 長 ヤマノ ヲサ ャマ 、ャマ ベ 等の 條參 
照。 もと 山 部の 首長たり し 氏に して、 長は 
原始的 力 パネ か。 

丨出雲 當國賑 給 歷名帳 に、 山 長石 女な 
る 者を 收 む。 

2 山 長 首 前項 氏の 更に 首 姓を 賜へ る 者 

也。 賑給歷 名 帳に 「山 長 首 阿 由 女、 外 三 
名」 を收 む。 

山 之 城 ヤマ ノキ 日向 等に 存 す。 

山 之 ロ ヤマ / クチ 飛驛 、日向に 此の 地 
名 あり。 其の 他は 山 ロ條を 見よ 0 
山 下 ヤマ ノシタ ャマシタ 條を見 よ。 

山上 ヤマノ へ ヤマ ノ 力 ミ 數流 あり。 

ャマヵ ミ條を 見よ。 

山 之 上 ヤマノ へ ヤマ ノウへ 近 江！： 蒲 

生 郡 山 之 上 村より 起る。 蒲 生 家臣に 山 之 上 
源 八郞 •見 ゆ。 その他 ャマヵ ミ條參 照。 
山邊 ヤマ / ベ 斯く訓 ずるを 正しと すれ 
ど、 今 通俗に 從つ て、 ャマ べ條 に收 む。 

山 於 ヤマノ へ ャマべ 條を 見よ。 

丨 山於眞 人敏達 帝の 御裔 にして、 姓氏 


錄、左京皇別に「山於眞人。大原眞人と 
同祖 J と 載せたり 。大和 _ 添 上 郡山邊 鄉 
より 起り しか 0 

2 無 尸の 山 於 氏 春 m 氏の 族に して、 山 
上 臣の族 也。 山上 條を 見よ。. 

3雜載甲裴の奥山氏は山於姓にして、 
山上 憶 良の 裔と云 ふ、 ォクャ マ 條を 見よ。 

山 之邊ヤ マノべ 下總 等に 此の 地名 存 す。 

その他、 前後 兩條 、及び ャマ べ條を 見よ。 

山野 邊 ヤマノ ベ 前 ニ 條 、及び ャマ べ條 

參 照。 

1 羽 前 最上 郡 山邊鄕 (山 之邊) より 起 
る。 永 正の 頃、 山邊 式部なる もの あリ て、 
寒 河 江 記錄に 旯ゅ 。以下 次 項を 見よ。 

2 淸和 源氏 斯波 氏族 前項 最上 山 邊の山 
邊館は 、績 太平 記、 當國 勢の 内に 山邊と 
載せ、 又 最上 家 知行 附に ri 萬 九 千 三百 
石 •山浼 右衛門」 と あり。 皆當 館の 主な 
るべ し。 山形より ニ 里 ほど 西の 山際に て、 
最上 義 光の 四 男 山野 邊義忠 は 山形 改易の 
時、 水戶 侯へ 預けられ、 其の 子孫は 一 萬 
石を 領 して、 客分に て ありし が、 後に 家 
老職を 勤む (風土 略記) と。 

此の 流は 最上 系圖 1C 「義 光— 義忠 (號山 
野邊右 衞門大 夫、 水 戶賴房 陪臣) 1 義堅 


ヤマノ へ 


(土 佐 守〕. 一と 載せ、 また 山野溴 系圖に 「義 
光— 義忠 (號 山野 邊右衞 門大 夫、 法名 道 
慶大 居士、 寬文四 辰 十二 十四、 七十 七 逝 
去)— 義棟 (內藏 助)、 弟義政 ( 禰八耶 、土 
佐守義 堅)— 義方 ( 改義淸 、若狹 守〕 丨義 
達 (主 水 正)」 と 見 ゆ.。 

3 雜載 また 高 崎 志 等に 見え、 又 武藏、 
岩 代、 磐 城 等に 存 す。 

山家 ヤマ ノへヤ マべ 條參 照。 

山 之村ヤ マノ ムラ  ヤマムラ 條 を 見ょ。 

山 之 守 ヤマノ モリ ヤマ モリ 條を見 ょ C 

山 羽 ヤマハ 

1 佐々 木 氏族 近 江發祥 か。 

2 雜载池 田 支 藩 重臣に 見え、 又 武藏等 
に 存 す。 

山 橋 ヤマハ シ 

山幡 ヤマハ タ以下 數條參 照。 

1 中臣姓 尊卑 分脈に 「大中 臣輔親 (號 
四條〕 丨輔隆 、弟 輔經 (祭主〕 丨親定 (祭 
主〕 丨親仲 (祭主) 丨親隆 (祭主、 號 山幡〕 
丨能隆 (從 ニ、 祭主〕 丨隆通 (號岩 出)」 と 
見 ゆ。 又中臣 系譜に 「( 宮田〕 大司宣 茂— 大 
司 明 輔丨明 宣丨相 摸三郞 兼 輔丨輔 浚 (山 
幡三郎 )」 と 云 ふ も 見 ゆ。 

•2 荒木 田 氏族 伊勢 外宮 祠官 に 見 ゆ。 


ヤマノ へ I ヤマハ タ 


山饥 ヤマハ タ前後 兩條參 照。 

1 平 姓 伊贸阈 の 名 族に して、 川 合 氏の 
族な りと、 丸の 内に 梶の 葉を 家紋と す。 
2 武藏入 間 郡 勝呂 住吉の 神主に 見 ゆ。 
山 服 ヤマハ タ前 ニ條參 照。 又 田 中 藩 知 
行 割 帳に 「三百 石山 服淸 太夫」 を擧ぐ 0 
山發 ヤマハ ツ 

山濱 ヤマハ マ 羽 前 等に 此の 地名 存 す。 
山林 ヤマハ ヤシ 

山 原 ヤマハ ラ 原 田 家臣に 此の 氏 見え、 
又 加 貿藩铪 帳に 「八十 石 (丸內 ツタ〕 山 原 
熊 之 助」 を擧 げたり。 

山 東 ヤマ ヒガシ サント ゥ條を 見ょ 。猶 

ほ 遠 江に 此の 地名 あり。 

山彥 ヤマヒ n 三絃の 名家に 山彥塬 四郎 
あり。 初代は 相 州 戶塚の 人、 村 上 氏、 ニ 代 
は その 門秀次 郎存 信、 三代は 其の 男 秀次郎 
也。 又 山 彥河良 も 名高し。 

山人 ヤマ ヒト 和名 抄 、下野 阔都贸 郡に 
山人 鄕を收 む。 

山 平 ヤマヒ ラ ヤマダ ヒラ 

山 生 ヤマ フ應仁 私記に 「山 生 入道 淸蔭 
(九郞 左 衞門隆 浚、 姓詳な らず) 」と見 ダ。 
山吹 ヤマ ブキ 武藏、信濃、羽後、石見 
等に 此の 地名 あり。 


ヤ マ/メタ I そマフキ窆六七 


ヤマフ チ —— ヤマへ 


ヤマへ 


ヤマ フキ —— ヤマフ チ 


1 松 岡 氏族 信濃國 伊那 郡 山吹 邑 より 起 
る。南信史料に一山吹村龍ロ原の城は應 
永廿五 ■年、 松 岡 氏の 分流、 龍 口藤 三郞 •在 
名を 以て 氏と し、 其子豐 後、 其の 子 新 八 
郎 、其の 子 彌四郞 に 至リ斷 減」 と (關 氏)。 
2 宮崎 氏族 これ も 前項の 山吹 邑 より 起 
り、 居城は 山吹 村 丸 山に あり。 其の 先は 
宮崎 太郞長 康よリ 代々 座 光寺 原に 住居 
し、後十五毋の孫右馬允.天文中、松岡 
氏に 屬 し、 山吹-田 澤 、越 田 二百 貫を 領 
し、 居を 山吹に 構へ て 氏と なす。 永祿十 
一年、 家名を 矢 ふ (南 信 史料〕 と 云 ふ。 
3 信 濃 前 ニ 項を 見よ。 又 筑摩郡 宮腰城 
(営 腰、 今日 義村 と改 む〕 は 一に 山吹 城と 
も、 宮轶 城に も 作る、 木曾義 仲の 居 館 也。 
又義 仲の 妾に 山吹 あり、 癸と も 云 ふ、 巴 
と共に 勇婦と して 名 あ 9。 

4 平 姓 千 葉 氏族 陸 中 磐 井 郡 山吹より 起 
る。 大原條 ニー 九 〇 頁を 見よ。 

山伏 ヤマ ブシ京 極 殿 給 ^ に 「二百 石山 
伏 式部」 を 載せ、 又武藏 、羽 後 等に 此の 地 
名 あり C 

山淵ャ マフ チ 

山 藤 ヤマフ チ サン トウ 

丨 秀鄕流 藤 原 姓 下野 國足利 郡 小俣邑 の 


名 族に して、 傳へ云 ふ 「天 慶亂 後、 當地 
の靈 地に 堂宇 建立し、 弘法 大師 作 五大 尊 
像を 匱き 給 ふ。 この 時、 秀娜 公の 六 男 北 
面の 士淸光 •奉行と なり、 父と 共に 下向 
す。 これょり 前、 山城の 藤 原 氏と 云 ふ 意 
味ょり、 山 藤と 賜 ふ」 と (山 藤 六 右衞門 
氏)。 その後、 山 藤 喜 彌太等 f、 田 井、 
長 沼、 皆 河 等の 條參 照。 

2 雜载 その他、 石 見那貿 郡に 山 藤 桂 ニ 
郎君 あり。 その 調査に 據れば 武藏埼 玉、 
入 間、 上野 甘樂 、新田、 高畸 等に 此の 氏 
ありと ぞ 。猶ほ サント ゥ條參 照。 

山 太 ヤマ フト 東鑑に 山 大宗 高 •見 ゆ 0 
山麓 ヤマ フモト. サン ロク 筑前に 山麓 
黨 あり、 內田 文書に 見え、 又 井樓纂 聞に 「立 
花 公 配下 山麓 黨 J 云々 と。 

山邊 ヤマ .ベ ヤ マ/ベ 大和 國に 山邊郡 
あり、和名抄に夜萬乃倍と註し、書紀に耶 
磨 能 謎と あリ 、後世は ヤマ ベと 訓 ず。 接に 
山 邊庄起 り、 東大寺 夏 錄に見 ゆ。 次に 同 添 上 
郡に も 山邊鄕 を 載せ、 次に 上 總國に 山邊郡 
ありて 也 末 乃 倍と 訓 ず。、、 れも 後世 ャマペ 
と 云 ふ。 又 鎌 倉淨 光明寺 文明 八 年 文書に 「上 
總國 山 邊保」 、本 郡 松 谷勝覺 寺の 田卷に 「山 
邊 ノ莊」 、富 田 光明寺の 鐘銘 等に も 見 ゆ。 


賽 


次に 出羽國 最上 郡 (羽 前 村 山 郡) に、 山邊鄕 
を收む 。その他、 攝津國 能 勢 郡に 山邊莊 あ 
りて、 東 寺 正中 ニ 年 文 ^ に 見え、 また 陸 奥 
に 山邊 郡、 その他、 伊勢、 信 濃 等に 此の 地 
名存 す。 

1 山邊縣 主 尾 張 氏の 族 也。 山邊縣 とは 
後の 大和 國山邊 郡の 地に して、 神 名 式* 
此の 郡に 「山 邊御縣 神社 (大 、月次、 新 
嘗： >」 を收 む。 此の 縣主の 奉仕せ し宮な る 
べし。 而 して 天孫 本紀に 「建 麻 利 尼 命は 
石 作 連、 桑內連 •山 邊縣主 等の 祖 J と载 
せ、 天平 寶字五 年紀に 「大和 介 外從五 位 
下山 邊縣主 男 笠に 外從 五位 上を 授 く」 な 
ど あるは 此の 縣主 裔也リ 
2 山 邊之別 和氣氏 の 族に して、 古事記 
壅 仁 段に 「大 中津 日子 命は、 山邊之 別、 
云々 等の 祖 也」 と 見 ゆ。 此の 別 •公 姓を 
稱 す。 次 項を 見ょ。 

3 山邊公 前項 別の 氏 姓に して、 天武前 
紀に山邊君安麻呂あり。姓氏錄は右京皇 
別に 收め 「山邊 公。 和 氣朝臣 と 同祖」 と 
載せたり。 垂 仁帝裔 也り 
4 攝律の 山邊公 前項の！ 族に して、 姓 
氏錄、提津皇別に | 山邊公"和氣朝臣と 
同祖、 大鐸和 居 命の 後 也」 と 載せた 00 


5山邊眞人天武帝の御裔にして、齊趄 

ニ 年 九月紀 に 「和氣 王の 男女 •大伴 王、 
長 岡 王、 名 草 王、 山 階 王、 釆 女王、 並に 
隳 籍に復 し、 從四 位下 三 島 王の 男 •林 王、 

從四位 下 三 使： 土の 男女 •三直 王、 霄取 王、 
三 宅 王、 畝 火 女王、 石 部 女王、 從四位 上 

守 部 王の 男 •笠 王 •何 鹿 王、 猪 名 王に 姓 
を ill 邊眞 人と 賜 ふ」 と ある 後に して、 紹 
運錄に 「天武 天皇— 舍人 親王 一 I 


丨 御一^ 王- 7-和氣王 » |> 

丨三使王厂小倉王 
I 三 島 王 

— 守 部 王-猪 名 王-乙 村 王 

從四上  無位 

と旯 ゆ。  - 

6 山邊 宿禰 正倉院 天平 二十 年 文書に 見 
え、左京に貫す。5邊縣主の後か。 

7 無 尸の 山邊氏 數流 あれば、 何れの 後 
か詳 かならず。 播磨 風土記、 東大寺 奴婢 
幅、 正倉院 天平 十七 年文軎 等に 見 ゅ。 

8 大和 前 各項參 照。 後 - ft も山邊 郡の 豪 
族. にして、 源 賴 政の 裔と云 ふ、 次項參 照。 
又 檜牧氏 も 此の 族な りと。 

9 淸和源 氏賴政 流 大和 阀宇 pt 郡の 豪族 
にして、 榛原の 山 ^ 城に 據 る。 此の 地は 


源賴政 の涔 里に して、 其の 子忡 網の ニ 男 
有 網の 子孫、 代々 榛原 村山邊 城に 據ると 
傳 へ、 又赤埔 系圖に 「文治 ニ 年、 當郡領 
主 山邊 伊豆守 有 網 (源 三位 孫)」 と 見 ゆ 0 
又國 民鄕士 記に 「宇陀 郡山邊 泰網 (嘉吉 
元年、 天神 千 句の 頭 人 也。 山邊は 源 三位 
賴 政の菸 里に て、 賴 政の 子 伊豆守 仲 網、 
ニ 男 有 綱は 義經 の聱な り。 一味に 依って、 
文治 三年、 時定に 討と て、 子孫 山 邊に住 
む。 賴政 旗は 白 綾の 中に、 八幡、 春 日、 
水分を 昏き •下に 紫の 葉を 書く 也。 系圖 

一卷 、綸旨 一枚、 水分緣 起 ー卷 、同鄕 圖 
一枚、 山邊 村に 殘 す。 三 井は 木俟神 也。 
大物 主の 子孫、 母は 稻葉 八上姬 也)、 山邊 
藤 九 郞廣網 、同 春 千代 丸、 同源 十郞滿 綱、 
同源 七郞滿 綱、 同 兵 部、 山 邊淸庵 淨貞、 

同小 熊 女 (母は 多 田次郎 女 於 萬〕。 與カ (三 
井大 夫、 戒 場四耶 左衞 門、 戒場甚 四郞 )」 

と 0 

而 して 大和 志 料に 『文中 「山邊 は」 ょリ 
「八 上姬 也」 と あるまでの 間、 誤 寫脫字 あ 
りて、音義通暢ならずと雖、舊里は亦墦 

家系 圖に 「盛 安：：：：：：： 宇陁 郡は 源 三位 賴政 
の頜所 也」 と あれば、 舊頜の 誤寫な るべ 
く、 「賴 政の 子 …… 討とて」は、同系譜に 

ヤマへ 


「盛 則. h 文治 ニ 年、 當郡領 主 山邊 伊豆守 
源 有 網 (源 三位の 孫) の 糜 下、 時定の 軍 
と戰ひ 死す」 と 云 ひ、 又東鑑 、文治 ニ 毕 
六月 二十 八日 條に 「左 馬頭の 飛脚 參者 す。 
去る 十六 CT 傲 從平六 時定 •大和 國宇多 
郡に 於いて、 伊豆 右 衞 11 尉 葆有綱 (茬經 
聱) と 合戦す。 然り而 して 有 網 •敗北し 
て 深山に 入り 自殺し、 耶從 三人は 傷 死し 
了ん ぬ。 殘邂五 人を 搦む 云云。 是れ 伊豆守 
仲 網の 男 也」 と 見 ゆれば T 討と て」 は 「討 
らる X J の 誤字なる べし。 

「紫の 葉 J は、 北吉品 記に、 此の 旗の 事を 
記して 「宇陁 郡山邊 村に 源 籾 政の 旗と て 
あり。 白帛 一幅 也 •長 七 尺、 槿 一尺 五 寸、 
墨に て 南無 八幡 大 菩薩、 南無# 日大明 神、 
南無 水分 三 所大明 神-藤の 丸 あり」 と 云 
へれば、 藤の 丸の 誤な らん 0 「三 井木 俣の 
神末也」とあるは前文に「子孫山邊に住 
す J と あると 衝突 すれば、 疑ら くは、 鍩 
簡に して、 與カ 三井大 夫の 系譜を、 こ 
に 攢入 せる ものなる べし。 以上 誤謬を 正 
し、其の文意を推すに、山邊郡は源賴政 
の所領にして、其の孫有網こ、に住し、 
因って山邊を氏となせり。然るに義經. 
歡を賴 朝に 失 ひ、 迖 S する に 及び-有 網 • 
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其の 聱た るに ょり、 鎌 倉の 家人 平 六時定 
の爲 めに 來 討せられ、 遂に 敗 死せ しも、 
子孫 存 する ありて、 山邊に 住すと 云 ふ 意 
義な るべ し』 と。 

10 平 姓 丹 後 國竹野 郡の 豪族に して、 芋 
野 城に 據 る。 坪 倉條に 詳か 也。 

n 伊勢 河 曲 郡 山 邊邑ょ 9 起る。 天武紀 
に 「山邊 君 安麻 呂 •從 ふ、 天皇 大に 喜び 給 
ふ」 と あるは 此の 地の 人 か。 名勝 志に 「山 
邊赤 人宅址 C 經 塚、 赤人硯 水〕。 山邊村 字 
會戶の 山上に 在リ 、松樹 茂 生す。 側に 經 
塚 あ 往時 土中ょり 佛經の 一字を 書せ 
る 小石を 出せり。 又 山麓に 古 井 あり、 淸 
水 •常に 盈ちて 涸乾の 患な し。 碑 あり 『山 
邊赤人 井』 の數 字を 刻す。 相傳 ふ、 往昔、 
赤 人 居住し、 常に 此の 井水を 用 ひ、 筆硯 
に 供せ り。 後年、 朝廷 試筆の 時、 亦 之を 
獻 じ、 歳々 以 つて 例と なすと (勢 陽 俚諺、 
勢 陽 雑記、 勢 陽 俚諺 拾遺) 。按ずる に 赤 人 
の 故 居と 稱する もの、 大和、 上總 、越 前、 
近 江 等 •數處 にある こと 諸 書に 散見す 0. 
未だ 孰れが 是な るを 詳に せず* 今 暫く 疑 
を 書す」 と。 山 部條參 照。. 

又 三國地 志に 「山邊 春 日 逃 隱 。日本 後紀 
纂にー I 桓武 天皇 延曆 十二 歳 八月 丁 卯 夜、 
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內舍 人山 邊眞人 春 日、 春宮 坊帶刀 舍人紀 
朝國 、共謀して 帶刀舍 人 佐 伯宿禰 成人を 
殺す。 明日 事覺 る、 春 日 等 即ち 逃れ 隱 る。 
帝 大いに 怒り 給 ひ、 寡して 天下に 求む。 
後に 伊勢 國に 之を 捕へ て以 聞す。 左衞士 

佐從 五位 上 巨勢臣 島人 •格 殺す。 或は 日 
ふ、 春 日 等 •皇太子の 密 旨を 承く』 と按 
ずるに 春 日は 本 郡 山邊の 人なる を以つ て 
爱に寓 する 乎」 と、 

12 桓武 平氏 關東 流上總 國山邊 ょり 起 
る。 千 葉 系 圖に 「忠賴 丨賴_( 山邊 禪師〕 」 
と载 せ、 千 葉上總 系圖に は 「賴尊 (山邊 
祖 、禪師 〕| 常 遠 丨常宗 (笠 間押領 使〕— 
宗平 (中 村庄 司〕」 と 見 ゆ。 子孫 •土 肥、 
中 村、 土屋 等の 條に詳 か 也。 又 J 本 千 葉 系 
圖に r 忠賴 —賴高 (山 邊三 郞〕 」 と 載せ、 
又 中興 系圖に 「山邊 •平、 禪師賴 尊 •之 
を稱 す」 と。 

義經 記に 「上 總國の 住人、 ぅさ、 やまの 
ベ、 あいかく は、 のかみ の 勢 一千 餘騎、 
すへ 川と 云 ふ 所に て 源氏に 馳せ 加は る」 

と 見え、 長 倉 追 罰 記に 「山邊 、西牧 は梶 
の 葉を 打つ， 一な ど あり o 

13 出 羽 最上 郡 山邊鄕 より 起り、 寒 河 江 
系圖に 「永 正 甲 戌 二月、 山邊 討死」 と载 
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せ、 又 同記錄 、永 正 十一 年に 山邊 式部* 
見 ゆ。 ャマノ  ♦へ 條參 照。 

14 淸和 源氏 斯波 氏族 山野 邊敍忠 は、 又 
山邊右 衞門大 夫義忠 に 作る、 山野 邊條を 
見よ。 

15 雜载 その他、 撰 解 文集に 山邊 辰康を 
載せ、 又 加 賀藩給 帳に 「百 石 (丸 內抱骠 
羽) 山邊沖 •右衞 門」 を擧げ 、又 律 山 藩 分 
限 帳に 「十五 人 扶持 山邊 文禮 J あり。 
又武藏 、常 陸、 磐 城、 岩 代、 志 摩、 信 濃 
等に 存 す。 

山家 ヤマべ 次條に 併せ 收 む。 又 羽前國 
東 村 山 郡 山家 邑 より 起る もの ありて、 最上 
分限 帳に 「山家 河内 守 •領地 三千 石」 と载 
せ、金勝寺山のつじきに館跡ありと。 

山 部 ヤマべ 太古 以 來の大 氏族、 否 氏族 
と 云 ふよりは 寧ろ 種族と 云 ふ 方、 穩當な ら 
んか 。され ど 此の 部は 早く 散亂 して、 諸奈 
族 私有の 民と なりて、 其の 名の 下に 隱れし 

.もの 多く、 猶ほ品 部と して 殘 りし 山 部 も、 
早く 統一を 失 ひ、 加 ふるに 桓武 天皇の 御名 
を 避け 奉りて、 其の 稱呼 中絕せ しか ば、 こ 
れを 研究す る 事 甚だ 難し。 拙著 日本 古代史 
新硏 究參 照。 

伴 部と しての 山 部は 職業 部の 一と 見る ベ 


く、 主として 山 通を 業と せし ものと 考 へら 
れ 、海 部の 漁業を 職と する に對 す。 神代 記 
祀に 大山 津 見神と 大海 (綿〕 津旯 神と あり。 
津 見は 積に て、 原始的 カバ ネに 外なら ざれ 
ば、 大山 津 見神とは 山 部の 長の 神なる 意に 
て、 大海 津 見神とは 海 部の 長なる 神の 意 也。 
即ち 此の 二部 民の 崇拌 せし 神に して、 二部 
民を 代表し 給 ふ 者と 見るべし 。ょりて 前者 
には、 底津 海祇 、中 津海祇 、上津 海 祇を數 
へ、 後者には、 中 山祇、 薙山祇 、鞍 山祇 等、 
八 山津見 神 あり、 共に 族 神の 多き を傳 へた 
るは、 此の ニつ の 部 民の 多 かりし を 語る も 
のと 見るべく、 殊に 此の ニ 神 族の 活動が、 
我が 神代 史上に 在 P て、 待に 異彩を はなち、 
共に 皇室の 外戚た るは、 太古、 此の 二つの 部 
が 大勢 力を 有せし 反映に あらず して 何ぞ 0 
猶ほ かの 海 幸、 山 幸の 神話の 如き も、 此の 
二部 民の 爭 ril を 神話 化せし にあらざる かと 
の說 あり。 、 、 
記紀の 傳へ に據れ ば、 大山 津見 神の 御 女 木 
華咲姬 命は、 天孫の 皇后に 立ち 給 ひて、 火 閨 
降 命、 彥火 々出 見 尊の ニ 神ん 產み奉 y、 海 
幸、 山 幸の 神話と なり、 山 幸なる 彦火々 出 
見 尊が、 海神 綿津見 神の 女と 婚し給 ひて、 
皇位を 繼ぎ給 ひしは、 二部 族が 皇室を 袂涊 
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し 奉る 旁. •其の 榧 勢を 爭ひし 事實を 語る と 
云ふを得ん .0 而して此等にょれば、山積族 
は 隼 人 族と 密接なる 關 係を 有せし が 如く、 
或は 山積 族、 即ち 後の 山 部の 民は、 隼 人と 
同潘 族に あらざる かと も考へ られ 、或は 隼 
人とは 山積 族の 一種に して、 地方 的の 稱號 
に 過ぎず とも 思は る。 (隼 人條參 照)。* 
その後、 古事記 應神 段に 「此の 御 性、 海 部* 
山 部、 山守 部、 伊勢 部を 定め 賜 ふ 也」. と 見 
ゆるは、 從來山 部の 民、 海 部の 民の 未だ 部 
圓體を 形成せ ざり しを、 初めて 組織的に 品 
部と 定め 給 ひし ものと も 見るべく、 海 部、 
伊勢 部 (磯部) は 綿 積 族を 以 つて、 山 部、 
山守 部は 山祇 族を 以つて 形成せられ しな 
らん。 而 して 皇子 大 一守 命を して 山 部を 率 
ゐしめ 給 ふ、 即ち 應神祀 四十 年條に 「苋道 
稚郞 子を 立て 》 嗣と爲 し 給 ひ、 即日、 大山 
守 命を 任じて、 山刀 林野を 掌ら しむ」 と 見 
ゆ。 ょりて 此の 皇子の 御名 大山 守とは 斯く 
山 部、 山守 部を 率ゐ給 ひしょりの 尊稱な る 
や 明かな らん か。 猶 ほ仁德 即位 前祀に 「倭 
の 屯田、 及び 屯 倉が 山守の 地 か、 否かに つ 
きて 爭あ る」 を 載せたり。 よって 山 部には 
廣大な る 地の 附隨せ しを 窺 ふべ し。 

次いで 仁德 段に 「將軍 山 部 連大桅 J と ある 
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は、 大 山 守 命の 薨後 、山 部を 掌 リし 人なら 
んか 。而 かも 此の 人 •罪 ありて 誅 され、 其 
の 後、 吉備上 道臣の 管理せ し處 となりし に 
や、 淸寧卽 位前紀 に 「天皇 •即ち 使を 遣は 
し、 上 道臣 等を 啧 m して、 其の 頜 する 所の 
山 部を 奪 ひ 給 ふ j と 見え、 次の 顯宗 朝に 至 
り、來目部小楣が大功を货して、此の部の 
總頜的 伴 造と なし、 以つて 山 部 連 姓を 賜 ふ。 
以下 各項 參照 0 

此の 品 部の 裔は 中古に 至る も、 多く 山 部を 
氏と せし ならん も、 延膊四 年 五月祀 に r 臣 
子の 鱧 > 必ず 君の 諱を遒 く。 比 者 •先帝の 
御名、 及び 朕の 諱 、公私 解 犯、 猶ほ聞 くに 
忍びず、 自今 以後、 立し く 並に 改め 漣く ベ 
し。 是 に 於いて、 姓 白髮 部を眞 髮 部と爲 し、 
山 部を 山と 爲す j と ある 如く、 桓武 帝の 御諱 
を 避けて、 單に 山と 云 ふに 至れり。 

1 大和 以上に て當阈 平 群 郡 夜 麼鄕の 如 
きも、 もと 山 部に て、 此の 部 民の 住居せ 
し 地と 考へら る o その他、 山、 山邊 、山 
直 等の 條參 .照。 

2 河內讚 良 郡に 山家 鄕あ りて、 和名 抄 

に 見 ゅ o . 

3 和 泉 山、 山守、 山 直 等の 條を 見よ。 
4 攝津 山、 山守 等の 氏 あり。 
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5 伊勢 員辨 郡に 野摩鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 又 山邊氏 あリ。 

6 遠 江 天平 十二 年の 濱名 郡輸租 帳に、 
「津築 鄕山部 乎 佐、 山 部首 木、 外 七 名 J を 
載せたり。 

7 上 總下總 上總に 山邊 郡、 千 葉 郡に 山 
，家鄕 あり。 山 部の 住居せ し 地なる べし。 
8 常 陸多珂 郡に 山部邑 あり。 

9 近 江小槻 山、 佐々 貴 山、 近 江山 等の 
條を 見よ。 又甲賈 郡に 山 直鄕あ リ。 

10 信 濃 和名 抄 、當 ㈣ 筑摩 郡に 山家 鄕を 
收 め、 也 末 無 倍と 註す。 又佐久 郡に. 山 部 
邑 あり。 

11 上野 天平 十九 年 法隆寺 資財 帳に 「食 
封 •多 胡 郡 山部鄕 五十 戶 J と 載せ、 又國分 
寺より 發 掘され し 文字 瓦に 「山 部」 と 見 
ゆる あり 0 

‘ じ 奧州耶 麻 郡は 山 部の 住居せ し 地 か。 
13 越後 古志 郡に 夜麻鄕 ありて、 和名 抄 
に 見え、 又 磐 船 郡に 山家 鄕 あり。 

14 越 中越 前山、 山守、 角 山 等の 條を旯 

上 0 

15 丹 波 山條を 見よ C 
16 伯耆 山守 條を 見よ。 

17 出 雲 天平の 賑铪歷 名 帳に 「波 如 里 山 
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部藥 女」 を 載す、 猶ほ山 長條參 照。 

18 播磨播 磨 風土記に 「宍禾 郡安師 里は 
後に山守里と日ふ。然る所以は*山部三 
馬 •任ぜられて 里 長と 爲リ き。 故に 山守 
と 日 ふ」 と 載せ、 また 比 治里條 ■に 「比 治 
と名づ くる 所以は、 難 波長 柄豐前 (孝 德) 
天皇の 世、 揖保 郡を 分ち て、 宍禾 郡を 作 
リし 時に、 山 部 比 治 •任ぜられて、 里 長 
と爲 9 き。 此の 人の 名に 依りて、 故れ 比 
治 里と 日 ふ」 など 見 ゆ。 又 和名抄 、赤穗 
郡に 野 麻 鄕め收 む、 猶ほ 山條參 照。 

19 吉備 山守 部、 吉備 、上 道、 吉備 律、 三 
島 等の 條參 照。 

20 ' 豐前 •宇佐 郡に 野麻鄕 あ y て、 和名 抄 
に 見 ゆ。 その他、 膽狹 山、 勇 山 等の 條參 
照。 

21 豐後豐 後 國戶籍 に 「戶主 山 部 牛、 外 
四 人」 を 載せたり。 

22 筑紫 御井 郡に 山家 鄕あ りて、 和名 抄 
に 見え、 又 御笠 郡に 山家 邑 あり。 

23 肥 前山 條を 見ょ。 

24 膽狹山 部 勇 山 部な®。 イサャ ■マ 條を 
見よ。 

25 山 部 阿 弭 古山 部の 伴 造に して、 景行 
紀に 「山 部阿弭 古の 祖小左 J なる 者 見 ゆ。 
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26 山 部 直 出 雲臣の 族な らん。 天平 十 | 
年の 賑給歷 名 帳に 「犬 上 里 山 部 直宇奈 吾、 
外 ニ」 等を 載せ、 後 延曆四 年に 至り、 部 
字を 略して 山 直とな れ り。 ャマ條 を 見ょ。 

27 山 部 連山 部の 伴 造 家に して、 仁德段 
に 山 部大楣 連なる 者 見 ゆ。 次の 氏とは 別 
也。 

28 久米 族の 山 部 連山 部の總 領的伴 造な 

-れど 、前項 氏とは 流を 異にす。 淸寧紀 ニ 
年條な る r 播磨國 司 山 部 連 先祖、 伊與來 
目 部 小楣」 の 後に して、 小栀 •億 計 (仁 賢)、 
弘計 ( 顯宗〕 二王を 奉じて 功 あり > 山 部の 
總領的 伴 造と なり •山 部 連 姓を 賜 ふ C 顯 
宗紀 、元年 條に 「詔して 宣は く、 凡そ 人 
主の 民を 勸 むる 所以は、 惟れ 官を授 くる 
也。 國の 興る 所以は 惟 だ 功に 賞す る 也。 
夫れ 前 播磨國 司來目 部小楣 (更 の 名は 磐 
楣) •求め 迎へて 朕を 擧げた リ。 厥の 功 • 
茂し 焉 。志 顔す る 所は 言す に 難 (は Sr ) か 
る 勿れと。 小楣 •謝して 申さく、 山官は 
宿ょり 願 ふ 所 也と。 乃ち 山官に 拜 し、 改 
めて 姓を 山 部 連 氏と 賜 ふ o 吉備 臣を以 つ 
て、 副と して、 山守 部を 以つて 民と 爲す 0 
善を 褒めて、 功を 顯は し、 恩を 酬いて、 
厚に 答べ、 寵愛 •殊 絕れ て、 富 •能く 濤 


ふ もの 莫 し」 と 見 ゆ。 

「富 莫能傣 J と あるを 以 つて、 其の 勢力の 
大なりしを知るべし。中臣氏本系_に「山 
部 歌 子 連 (御 食 子の 母)」 あり。 此の 裔と 
す、 推 古 朝の 人 也。 その後、 天武 朝に 至 
り宿獮姓を賜ふ。(猶ほ三島條參照)。 

29 III 部 宿禰 前項 山 部 連の 後に して、 天 
武祀 十三 年條に 「山 部 連、 云々 に 姓を 賜 
ひて 宿 彌と日 ふ」 と 見 ゆ。 氏人には 有名 
なる 山 部 亦 人 あり。 三國地 志、 山 部 赤 人 
故 居 引用の 和歌 ニ聖傳 に 「山のへ の あか 
人と いふ ありけ り。 うたに あやしく、 た 
へな りと かける o し かは あれ ども、 その 
か ぞいろ •さだかなら ぬ やうに、 つたへ 
もの すれ ども、 村 上の みかと、 儒 門に み 
ことのり まし"^-、 ゆうそくのは かせに、 
とはせ たま ふて、 かんかへ とていは く、 
しか*'''-^*、 その 傳の あらまし を、 こ、 に 
しるすな るべ し。 天武の すべらぎ の 白 鳳 
三年 二月、 みかとの おもと 人、 伊賀のう 
ねめ |!1 邊の峯子のはらに、みこうまれま 
します ためし ある；； とながら、 あさまし 
き、 夫 田 見 こを なし、 時に、 もろ こに う 
まれた まふ (中略)。 赤 人は うまれ 給 ふす 
がた、玄ことにぁかぅましませば*かく 


ヤマへ 


御名下したまはりぬとや。山濟は山邊の 
直豐 名が むすめ、 峰 子が はらに いで 給 ふ 
にて、 則ち 姓と せし とか や」 と。 山邊條 
參 照。 

30 信 濃 以下は後也の山部氏也。當國な 
るは 佐久郡 山部邑 ょり 起る。 甲 陽 軍 避に 
「ャ マべ 四十 騎 J と 見 ゅ。 猶村 上條參 照。 
31 美作笠庭寺歌に「勝南郡魔取莊(芥 
子 八 升) 山 部 氏 利」 を擧 C 。 . 

32 肥 後 阿蘇 社 北宮の 祝に 山 部 氏 あり。 

十二 社中、 第 九の 新 彥明神 (若彥 明 神の 
嫡子〕を祖とす 0. • 

33 雜载播 磨 龍 野の 名 族に 山 部 氏 あり、 
本姓 明 石 氏に して、 景の男 造酒 助景一 • 
我家は 山 部な りと て 此の 氏に 改 む。 又 磐 
城の 平の 名 族に 在りて、 享保 元年 緣起に 
「山 部 美 作 守 政治」 見 ゅ、 又筑前 等に 在り 
と。 その他、 久 米、 三 島 等の 條參 照。 

山保ャ マホ 

山 廻ャマ マハリ 

山 丸 ヤマ マル 藤 原 南 家相 良 氏の 族に し 
て、 相 良 系圖に 「內田 四 耶宗賴 丨賴平 (山 
丸五郞 左 衞鬥〕 」 と あるょ 9 出づと 。山 * な 
らん か o 

山 見 ヤマミ 
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山道 ヤマ ミチ ャマ デ條を 見ょ。 

山峯 ャマ ミネ 

山宮 ヤマ ミヤ 甲斐、 闵幡等 に 此の 地名 

存し 、その他、 到る 所に 此の 宮あ らん。 

1 淸和源 氏武田 氏族 甲裴 _ 西 山裂抓 山 
宮邑ょり起り、武田系 [11 に「武田信滿— 
信 安 (山宮 民 部 小' \輔)丨 信 兼 (右近 介)」 と 
載せ、 河 窪 系 固 •諸家 系阔® 等に も同桡 
見 ゆ。 

2 橘 姓 魔 野 佐 洩守 滿定の 後に して、 其 
の 男 「滿以 — 定久 丨滿政 丨 廣滿 — 敏督 丨 
滿 次丨賴 吉丨滿 則丨滿 信— 箱 暢 —滿賴 
(山 宮中 務大輔 )」 なりと 。井手 條參 照。 

3 藤 原姓駿 河の 名 族に して、 永祿 年中、 
藤 原 長 好 •府中 淺間 社に 仕 ふ。 駿府內 外 
寺社 記に 「山 ，宮 神前 役山宮 善吉 」>載 す。 

4 雜载 その他、 儒者に 山宮官 兵 衞惟深 
あリ 、雪 樓と號 す。 

山 向 部 ヤマム カヒべ ヤマ ムコべ 正調 

不明。 皇太 神宮 儀式 帳に 「山 向部吉 刀自 女、 

虫麻呂 J などを 載せた リ 0 

山村 ヤマムラ 和名 抄 、大和！： 添 上 郡に 

山村 鄕を 載せて 也 末 無 良と 註す、 後に 山村 

庄起る。次に尾張_春部郡に山村鄕を收む。 

その他、 近 江、 陸 前 等に 此 ，の 地名 存 す、 猶 
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C 


ほ # 通 名詞と しては 極めて 多 かるべし。 

1 山村 己 知 ヤマムラ ノコ チ 條を見 ょ。 

2 山村 日 佐 大和の 古 族、 山村 己 知 部の 
内に て、 譯 語の 職に つき L 者の 後 也。 推 
古紀 に奈良 譯語惠 明と ある も 同じ。 奈良 
山村に 住居せ しが 故に、 奈良 とも、 山村 
とも 云 ふ 也。 姓氏 錄 、日 佐條に 「大和 國 
添 上 郡 山村 日 佐」 と 見 ゆ。 ナラ、 及び ヲ 
サ條參 照。  ， 

3 山城の 山村 日 佐 東大寺 古文書、 天平 
寳字五 年 十一月の 山城 宇治 郡の 文に 山村 
日 佐豐國 (考證 ) を载 せ、 また 延曆ヒ 十 
三年 四月 紀に 山村 日 佐 駒 養、 また 大同 類 
聚方卷 五十 四に 「山城 國相樂 山村 比 差 人」 
を、 また 七十 四に 「山城 國相樂 郡 山村 日 
佐 J 等を 擧 ぐ、 比 差は 日 佐なる べし。 姓 
氏錄 、日 佐條に .は 「山 代 相樂郡 山村 日 佐」 
と あり。 大和 山村ょり 分 居せ し 也。 又延 
曆 二十 三年 四月紀 に 「右兵衞 大初 位下 山 
村 日 佐 駒 養 •白 雀を 献 ず。 近 江 國稻五 百 
束を 賜 ふ J と。 こは 近 江の 人 か。 

4 山村 臣 天平 寳宇四 年 十二月 紀に見 ゆ。 

5 山村 忌 寸 山村 己 知の 後に して、 寳_ 
八 年 七月紀 に 「左 京人 從六 位下 檑日佐 河 
內等 三人に、 姓を 長 岡 忌 寸と賜 ひ、 正 六 


位 上 山村 許智 大足 等 四 人に、 山村 忌 寸と 
賜 ふ」 と 見え、 姓氏 錄は 、大和 諸蕃に 「山 
村 忌 寸 。己 知と 同祖、 古 鱧 公の 後 也」 と 
载せ たり。 しかるに、 貞觀 六年紀 に 安野、 
夏野、 全 子等 ありて、 紐 朝臣 姓を 賜 ふ 際 
「 IB 角 宿禰の 後 也」 と 註す るは、 假の假 冒 
に 過ぎざる •へし 。され ど、 こは 山村 己 知 
等が 總べ て紀臣 の 管理せ し 者なる が 故に 
て、 理由な きに あらず、 詳細は、 コチ、 
ヲサ、 及び 紀條を 見ょ。 

6 山村 宿禰 前項 氏の 後なる べし P 紀 略、 
萬壽 三年 四月 九日 條に 山村 宿禰 眞舒な る 
者 見 ゆ。 

7 用 明帝裔 大和 國添上 郡の 豪族に して、 
帶解村 山村 城の 城主 也。 前 諸 項と 緣故あ 
らん も、 後 性は 用 明 帝の 皇孫 山村 王の 裔 
と傳 ふ。 大乗 院頜 段錢 日記 ( 享德ニ 年〕 に 
「大 宅寺庄 •下司 山村、 給 主 古市」 と 載せ、 
筒井 時代、 山村 新八筝 見 ゆ。 

河內延 元の 昔、 楠 氏に 從ひ動 王せ し 
土に、 山村 左衞門 •見え、 その後、 永祿 
ニ 年の 交野 郡 侍 連名 帳に 「津田 村 山村 助 
治郎舂 則、 穗谷村 山村官 六 兵 衞尉泰 民」 
等を载せ、寬永三宮4殿着座覺に「津田 
村 山村 氏 三 軒， 穗谷村 山村 氏 一軒」 と あ 


9 攝津湏 花 屈指の 名 族に して、 寺 島、 
尼ケ 崎の ニ 家と 共に、 大阪三 町人の 一た 
50 

10 播磨 己智 族に して、 播磨 風土記、 餻 
磨 郡 巨 智里條 に 「右は 巨 智等 •始めて 屋 
づ くりして、 此の 村に 居りき。 故れ 因り 
て 名と 爲 す。 草 上と 云 ふ 所以は， 韓人 山 
村 等が 上祖 •柞巨 智貿那 •此の 地を 請 ひ 
て、 田を 墾リし 時、 一聚の 草 あり、 云々」 
など 見 ゆ。 

11 丹 後 竹 野 郡の 名 族に して、 平 井 氏の 
家臣な りき。  ' 

12 中臣 姓中臣 系譜に 「(三 條〕 能 宣—宣 
理 —輔宣 丨宗宣 (山村 五郎〕」 と 見 ゆ。 

13 伊賈 伊勢 神宮 祠官に 見え、 又閼長 門 

守 侍 帳に 「百 五十石 •山村 六左衞 門」 と 
载 せ、 又 伊 質 上野 本 町の 名 族に 山村 彥次 
郎あリ 、藤 堂高吉 •入國 の 際、 此の 家に 
居り、 後上 野 城に 移る。 又 松 坂の醫 師に 
山村 右一郎 重 高 あり、 通 庵と 號 す。 又 志 
摩に も 見 ゆ 0 

14 遠 江山 村 修理 等 あり、 大澤條 を 見ょ。 

15 相 摸 小 給 地方 由緖卉 に 「鍛冶 山村 邾 
右衞 門。 先祖 正宗ょり 代々 相 州 鑲倉に 住 


居 仕り、 北條家 永 五十 貫の 所を 取 来り 候。 
曾祖父 惣右衞 g: 網 廣 •永 廿貫 、云々」 と。 

16 甲 裴朿山 梨 郡 山村ょ U 起る。 東 鏗* 
一條 次邡 忠賴の 家士に 山村 小太耶 •見 ゆ。 

17 大江姓近江發祥の豪族にして、大江 
音 人の 裔 、參河 守定 基の 後、 左 衞門尉 良 
道 •常 阔山 村の 地に ありて、 山村 氏を 稱 
す。 其の 男 新左衞 門 良 利 •信 濃 木 曾に 移 
る。 家紋 丸に 一文字。 次 項を 見ょ。 又 堅 
田の 茶人に 山村 退 庵宗嫌 あり、 屯 翁と 披 
す。 

18 信濃美濃前項氏の後にして、寬永系 
P に 「大 江定 基が 苗裔、 近 江 國 山村鄕 に 
住して 家號 とす」 と 見 ゆ。 定基は 「大江 維 
時— 齊光 丨定 基」 にて、 大江條 に 詳か 也。 
但し 一に 「大江 匡 房の 後」 とも 云 ふ。 家 
紋丸に 一文字、 杏葉。 寬政 系譜に 「左衞 
門尉应 道— 三 河 守 良 利 (三 耶左衞 門、 慶 
長 四 年 九月 六日、 信 州 福 島 死)— 三郞左 
衞門良 候 (道 祐 、木 曾 義昌に 仕へ 仙三耶 
義利沒 落後、 久々 利 五 千 七 百 石〕 丨甚兵 
衞良勝 (十三 耶〕」 と 見 ゆ。 

筑瞍郡 華： 瓶 城は 吾妻 村 妻 籠に 在 9、 治 承 
年中、 木 曾義 仲の 出城 也 > 天 正 十二 年、 
木曾左馬頭義昌*豐臣家に想し、當城に 
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長臣 山村 甚兵衞 良 勝を 置く。 九月 二十 七 
日、 德川の 兵 •之を 攻めて 玻ら ると。 其 
の 他は、 木 首、 千 村、 馬場 等の 條を 見ょ。 
又 美 濃久 々利 九 人 衆の 一とし、 水 曾 氏 流 
とも あり。 後 福 島 館に 據 る。 

良 勝の 後は、 その 男 「七 耶冇衞 門 良 安 (尾 
锒 家臣)、 弟甚兵 衞良豐 (三 耶九 郎〕 丨甚 
兵 衞良忠 (三 郎九耶 、七郎 右衞 門)」 と 見 
え、 武鑑に、 福 島 热川七 千 五百石、 


© 


山村 甚兵衛 


又 一族に 山村 宗用ぁ り 、德川 氏に 仕へ て 
功 尠からず。 その 六佾 孫宗仁 (良哲 、士 
廸〕 は學藝 に 秀で、、 蛇 山と 绒す 。その 
男三郞 右 衞門良 由 (蘇 門、 字は 君裕〕 も、 
學德 共に 高く、 尾 州 家の 老臣と して 治繚 
多く、 別に 三千 石を 賜 ひ、 伊勢 守に 任ぜ 
ら る。 

19 越後頸城郡靑木城(金谷村)は山村 
氏の 居城 也。 山村 安信は 當郡靑 木の 領主 
にて、 先祖ょり 久しく 當國に 有りし 者 也 0 
安信 •武士の 用具は 大刀に しく 物な し、 
か >|る重资は身自ら造作せずんぱぁらず 
とて、 應安 年中、 京都より 釾ェ信 國を呼 
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下して、 師と爲 し、 刀を 鰕 ひ 打つ。 初代 
は安信、ニ代三代は正信、四代は信重、 
又信景 と 云 ふ。 五代 右京亮 重 信は 屋形上 
杉定贸 の 侍な りき。 

20 山村 営 陸 前！： 営 城 郡 實澤村山村箝に 
據り蛤 ひし 南朝の 皇胤に して、 常時の 文 
害に 「宮城 郡 山村宮 J と 載せたり。 この 営 
は 「宇津 峰宮の 御子」 かと 云 ひ •又 『宇 
都 峰 宮は 、尊長 頌王の 長子 守 •水 親王に 當 
る」 との 說あ り。 

21 陸 前の 山村 氏 高 柳、 淸久 、大河 戶等 
の條參照。、 

22 雜载源 平 盛衰 記に 「八條 判官 資忠 は、 
山村 政 連が 爲に殺 さる 云々」 と 見 ゆ o T 
りて 德川 時代に、 鲭江間 部 藩 中老 (幕末 
山村昇)、上野 |11 松平藩重臣，須坂堀蒱用 

人、 •福 山 阿部 藩 用人 等に 見え (武鑑〕、 又 
京栎藩給帳2「ニ西石山村新右衞門」を 
载 せ、 又加茛 藩 給 帳に 「五百石 (丸內 一文 
字〕 山村 源 五左衛門、 三百 五十石 (花形) 
山村 織 江」 等 見 ゆ。 又 家 傳 史料に 山村 十 
耶右衞 門、 香 宗我部 記錄に 山村匀 左衞門 
等あリ 0 

又土浦藩瑚學者に山村才助昌永(子明)， 
その他、 武藏 、磐 城、 岩 代、 播 磨、 備 前、 
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寒！！ 
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紀 伊、 周 防 等に 存 す。 

山邑 ヤマムラ 前條と 通ず。 

1 攝津菟 原 郡 魚 崎の 名 族に 在りて、 享 
保 年中、 酩酒 正宗を 創め、 文化 中、 旣に 
其の 名 天下に 知らる。 

2 長 州 朝鮮 陶土 師季 光、 上官の 二人、 
毛 利 氏征韓 に從ひ て歸 化し、 季 光は 山邑 
作 之 丞と稱 す、 深 川 茶碗 屋の 初めな り 0 
3 雜载 その他は 前條參 照。 

山村 許智 ヤマムラ ノコ チ 次條を 見ょ 0 
山村 己 知 ヤマムラ ノ コチ 神 護 景雲 ニ 
年 二月 耙に 「山村 己 知人 足 J 等 見え、. 後に 
山村 思 寸姓を 賜 ふ。 又 山村 許智 とも 载 せた 
り。 その他は、 山村、 己 知 等の 條參 照。 
山村 己 知 部 ヤマムラ ノコ チべ 己智は 
秦 氏の 族 也と 云 ふ、 n チ條を 見ょ。 鈥明紀 
に 「百 濟人己 知 部 •.投 化す。 倭 國添上 郡 山 
村に 置く。 今の 山村 己 知 部の 先 也」 と ある 
後に て、 山村は、 和名 抄に 大和 國添上 郡 山 
村 鄕と見 ゆる 地 也。 

山村 一口 同-! 麗人 ヤマムラ y n マ ビト 高麗 

族に して、 鈥明紀 二十 六 年條に 「高麗 人頭 
霧喇 耶陛等 •筑 紫に 投 化す。 山背 國に 置く、 
今の 畝 原、 奈良 、山村の 高麗 人の 先祖 也」 
と载 せた リ。 
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山 室 ヤマム ロ 伊勢、 三 河、 上總 、越 中、 

肥 後 等に 此の 地名 存す。 

丨桓武 平氏 伊勢 國飯高 郡 山 室邑ょ 9 起 
る。 平 盛 久の裔 にして、 山 室十郞 兵 衞 • 
當 地に 據る 。名勝 志に 「山 室 城は 當村奥 
殿に 在り、 建 曆ニ年 九月、 伯耆の 人山 室 
兼 高なる 者 •始めて 之を 築き、 歷世 之に 
居る。 兼 氏に 至りて 子な し、 * 畠 具敎の 
三 子 具 鄕を養 ひて 嗣とな し、 兼鄕 と稱 す。 
天 正 四 年、 父子 俱に田 丸 城に 自殺し 城廢 

す」 (古老 口碑、 勢 州 見聞 記) と。 又 志 摩 

にも 在リ 0 \ 

2 淸和 源氏 上總の 豪族に して、 武射郡 
山室邑 ょり 起る。 此の 地に 城址 あり、 大 
永 中、 山 室常隆 •之に 居り、 天文 元年、 
飯櫃 城へ 移り、 相傳 三世、 威を 近 郡に 震 
ふ。 事は 山 室譜傳 記に 見 ゅ。 又 地理 志 料 
に 「飯櫃 城墟は 谷臺 山に 在り。 天文 中、 山 
室常隆 •此に 築き、 氏 勝、 光勝 •傳領 す。 
常隆は 源爲 朝の 裔に して、 初め 山 室 城に 
居る、 因って 氏と す焉 。後 北條氏 に 屬し 
て、 ニ總 六十 ニ 域の 旗頭と 稱 す。 天 正 十 
八 年、 小 田 原陷リ 、本 多忠勝 •房總 を洵 
ふ。 光 ^ •獨り 降らず、 遂に 自盡 す， I と 
载せた リ。 
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3 下總小 原子 砦は 永祿 中、 山 室 常 陵の 
築く 所に して、 天 正 十八 年陷る 。又 千 葉 
家臣に 山 室 刑部少 輔 、山 室 主 殿、 山 室藏 
人、 山 室 但馬等 見 ゆ。 

4 相 摸當國 御所 八幡宮 文明 十三 年 棟 札 
に 「當所 政所 山 室 周 防 入道 了 春」 と。 

5 雜载篠 山 青山 藩 用人、 綾部 九 鬼 藩 重 
臣等に 見え、 又武藏 、信 濃 等に 存 す。 

山 持 ヤマモ チ ヤマチ 安藝 _贸苽 郡 福 
本 村の 名 族に ありて、 通 志に 「家譜を 失 ひ 
て、 世代 詳なら ず。 され ど 世々 當村 の祠職 
を 勤む。 應 永の 比、 下野 國 ょり、 同姓 山路 太 
郞左衞 門 •來 りて、 家を 嗣 ぐ。 其の 比旣に 
二十 四 代に 及ぶ といへ り。 其の後、 里 職た 
るを 以つ て、 祠官は 外人に 讓れ ， と。 山 持 
はもと 山路な り。 後に 字を 改む J と 見 ゆ。 

山 本 ヤマ モト 和名抄 、山城 阈綴喜 郡に 
山本鄕 を收む 、和 銅 四年祀 に 山 木 驛と見 ゆ 
る 地 也。 次に 攝津 國河邊 郡に 山 本 鄕を收 め 
て 也 萬 毛 止と 註す。 次に 美 濃 國不被 郡に 山 
本鄕 、また 出羽國 (羽 後) に 山 本 郡 あり、 
也 末 毛 止と 註し、 郡內に 山 朱 鄕を收 む。 次 
に ft 岐國 阿野 郡に 山 本鄉あ 9 て、 也禺毛 止 
と訓 じ、 ま 允 同國刈 田 郡に も 山本鄕 を收 む。 
次に 筑後國 に 山 本 郡 ありて、 也览毛 止と 註 


し、又肥後國にも山本郡ぁりて、夜末毛止 
と pi じ、 また 山本鄕 を收む 。その他、 莊と 
しては、山城-攝津、相摸、越前、讀岐、 
肥 前、 肥 後 等に 存し 、猶ほ 安房、 上總 、常 
陸、 近 江、 信 濃 •上野、 岩 代、 越 前、 越 中、 

越後、 安藝、 戥 前 •筑 後、 肥 前 等 •此の 地 
名 多し。 

1 質 茂 姓 上質 茂 社 若宮 祝に 此の 氏 ぁ 
り、 贺茂縣 主 姓と 稱 す。 又 下 鴨 社 氏人に 
ぁりて 鴨 縣主 姓と 云 ふ。 加 茂 注進雜 記に 
「永 承 六 年 十二月 十九 日に、 成 助 •栩 ■宜 
ょり 神主に 補す- 大池 神主と 號せ り。 歌 
人に て 代々 の 撰 集に 入る。 此の 次の 神主 
山 木 神主 成經 、永 保 ニ 年に 補任す。 寬治 
五 年に 安成 •正 禰宜に 補任せ ら る。 同 五 
年に、 重 助 •禰宜 にな さる。 同年 六月 ニ 
十二 日に、 成繼 •神主。 此の 時、 同 七 年 
に 當社 にて 競馬 はじまれり 。天 仁 ニ 年 十 
一月 十九 日に、 重 助 •神主たり。 次に 成 
家 •棬 禰宜 ょり 保安 ニ 年 三月 三日に 補任 
せらる-天 承 ニ 年 四月 三日、 山 本 神主 成 
平 •補任せられ ぬ。 此の 次に 成 重 •保延 
ニ 年 四月 十三 日に、 貴 布 獮獮苴 よ U 神 
主に 成り、 重繼 •片 岡禰宜 より 久安 元年 
に 神主に なさる。 仁 平 ニ 年 十二月 二十 九 
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日に 貴 布禰 禰宜 ょり、 保久 •神主に 補任 
せらる。 同 ニ 年に 重 忠 •舍兄 三人を 超え 
て、神主になさる。次！4高倉院御宇に、 
山 本 禰宜家 平 •神主に 勅許な り. ぬ」 など 
見 ゆ。 

又 「若宮 社 緬宜從 四 位下 •西 池 左 兵衞尉 
氏德 0 同 祝 •正 五位 下 ，山 本 左 京亮季 村。 
澤山 社！！ 立 •正 五位 下 •山 本 「一一 河 守 兼 益。 
同 祝 •正 五位 下 •岡 本 民 部 權大夫 保 家」 
など 多し o 

2 藤 原 姓 加 藤氏 族 もと 上 加 茂の 神職な 
リ 。後藤 原 氏に 改 むと。 家紋 梶 葉、 五 七 
桐。 寬政 系譜に、 山 本 民 部 丞道照 (氏® . 
友 仙、 法眼、 慶安 幕臣) ょり 系 あり。 

3 幕臣 藤 原 姓 以上の 外、 中 野 新三郎 正 
爲 (猿 樂 者) •元 祿 幕臣と なりて、 山 本に 
改む 、家紋 丸に 違 魔 羽、 七曜。 又 山 本 金 
左 衞門正 利 C 寶永 幕臣) あ 0、 五三 桐、 
右 巴を 家紋と す。 以下 寬政 系譜に 系 あり。 
4 藤 原 式 家 古く 右大臣 緖嗣 ? 川の 男) 
山 本家と 云 ふ、 一時の 稱號 也。 

5 藤 原 北 家 閑院家 流 尊卑 分脈に 「洞院 
公守.山本相國と號す。其の子诞泰は後 
山 本 左 府と號 す」 と载 せたり。 

6 同上 阿野 流 後世， 閑 院流阿 野實 直の 
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後裔、 贸顯 S 末子 勝忠 •山 本家を 创 む。 
堂上 家の I にして、 羽 林 家、 新 家た リ。 
其の 子 「實 富丨公 尹—實 覩| 公逵 丨贸 福 
丨公弘 丨 贤城—迓政|铽庸」にして、德 
川 時代。 家領百 五十石、 後 百 七十 五 石 餘， 
明治 二百 六十 四 石。 烏 丸 通 一條 上る、 寺 
は松林院。現今子砑。 


7 山本院地名辭杏、 |11 城紀伊郡柏股條 
に 「柏 原野は 今稱 して 伽 草 山と 日 ふ。 此 
の御草の名は、襃長年中、村民泰某が此 
の地を官へ献じ祿場と爲したるに因る 0 
(此の 御 草 山は 伏 見の 東に 連なる 山 なれ 
ど、 延喜 式、 柏 原 陸 丑 寅 角ニ岑 と 云 ふ 中 
ならん) 。秦氏 は、 もと til 木院の 下司に て、 
此の 山は 院祖 淨藏貴 所へ 勅 賜と 云 ふ。 山 
本院は ^ 前 堂の 事に て、 正 嘉ニ 年の 古文 
書を 傳へ 、柏® 陵 下司 大進阿 間 梨と あり」 
と。 その他は 秦 、三 善 等の 條參 照。 

8 茶師 山城 宇治に 在りて、 幕府の 茶師 
たリ 。今に 名高き 宇治 茶は、 足 利 氏の 初 
世、 葛 野郡栂 尾の 良種を 移して、 此の 地 
に 栽た るに 初 まり、 泫に 天下の 名産たり。 


ヤマ モト  ， § 


ヤマ モト  ヤマ モト  ヤマモ ト 賽 


茶 師山本 氏は、 元祿の 頃ょり 幕府の 命を 
被り、 ft 襲して 其の 業を 弘 む。 元 文 三年、 
湯屋 谷 (綴 喜 郡 宇治田原 村) に 一種 美 色 
の 煎茶を 製せ る 者 あり。 山 本 氏 四 世嘉兵 
衞 •之を 賞味して、 奇品 と爲 し、 天上 天 
下 一の 銘を 撰み、 天 保 六 年、 六 世嘉兵 
衞 •小 倉 村 碾茶焙 爐中に 圑珠 を爲す 者を 
獲た $ 、香味 絕隹 なり。 即ち 新 製 玉 之 露 
と號 し、 世に 弘 む、 是を 玉露 製の 始と爲 
す. (地名 辭 書) と。 

9 大和 春 日 若 営 葛 上 郡 伴 田 西 御庄 注進 
狀に 「山 本 尼 御前 給」、 また 山 本殿な ど 見 
え、 又 長 祿寬正 記に 「筒井が 方に も、 上 
の 庄ニ郞 三郎 、山 本次郞 五郞等 討死 也」 
と。 又山邊 郡の 豪族に 在り、 東 里 村 大字 
深 野に 據る。 * 畠 晴 具の 臣山本 外 記の 裔 

也。 又 添 上 郡 古市 氏 配下 將に山 本 孫九郞 
等 見 ゆ。 又 三輪 社々 家に 在り。 

10 河内 諸家 系圖纂 に 「山 本義 經—賴 高 
(住 河 內國〕 J と 載せ、 (第 十九 項參 照)、 長 
祿に寬 正 記 「佐 竹 勢 木 山 本 新 犮衞門 尉 • 
討死」 の 事 見 ゆ* 弘川衆 の r 也。 又 永祿ニ 
年 交野 郡總侍 連名 帳に 「津田 村 •山 本 三 
郞國 次」 を 载せ 、寬永 三 宮拜殿 着座 覺に 
「山本氏ニ軒」と、。又八尾の名族に見ゅ。 


11 攝津 多くは 淸和 源氏、 第 十九 項 氏の 
後裔に して、 浪花、 及び 矢 田 部 郡の 名 族 
に 見え、 又 鎏 加 流 神道 學者に 山 本 原藏信 
義 あり、 復 齋と號 す。 又 西の 営の 人山 本 
典 壽は狩 野 派の 霸家に して、 如 春 齋と號 
す。 又住吉 郡の 狂歌 師山本 好古は 平野 鄕 
古道具屋な り。 又眞 神道 流 柔道の 祖 に 山 
本 民 左 衞門英 早 あり。 

12 和 泉 日 根 郡 土 丸 城 (大土 村 城 山) は 
貞和 中、 楠 族の 築きし もの 也。 俗書に 云 

ふ 「天授 四 年、 長慶 天皇 讓 位、 五月 二日 
吉 野を 出で させ 給 ひて 常 城へ 御幸 あり。 
途次 湯淺 、山 本、 野 上 •贊 川、 橋 本の 諸 
將 •迎へ 奉りて、 高野山に 登 9 給 ふ」 と 
同 郡 石 田 村の 名 族 山 本 氏は 鳥 取 氏の 裔也 
と。 又堺の 人山 本 茂 兵 衞は山 本 新田を 開 

發 す。 又堺の 人山 本 助 五郎は. 紹鷗 門下 茶 
人と して 名 あり。 

13 熊野紀 伊 國牟婁 郡 人 鹿莊の 地は 古 熊 
野 三 山の 領な りし も、 山中 僻遠な れ ば、 
其の 令 行 はれず。 因りて 山中の 守護と し 
て、 京都よ 0 士族 山 本 氏を 招く。 山 本 氏 
に 三 子 あり、 長子は 入 鹿の 地頭、 次は 尾 
呂志莊 の 地頭、 三男は 西 山 娜竹原 村に 居 
ると 傳 ふ。 人 鹿、 尾呂志 等の 條參 照。 


當 地方の 豪族に して、 太平 記卷 十二に 山 
本四郞 次郞忠 行、 同 二十 ニ、 三十 四 等に 
「山 本 判官、 東四郞 、西 四郞 以下の 熊 野 
人」 云々 と。 又延德 三年に 「總 領義 家、 
施主 山 本」、 大永 三年に 山 本 助 九 郎義則 等 
見 ゆ、 ィルカ 條に詳 か 也。 又尾呂 志、 竹 
原 等の 條參 照。 

又續 風土記に 「市 海 村、 龍 松 山 城址は 村 
の 北に あり。 玉 置 氏 系譜に 『天 正 九 年の 
比、 山 本 主 膳康忠 •當 城の 主と なり、 其 
の 伯父 玉 置 圖書直 浚 •後見と な リ て、 共 
に當 城に 住す。 天 正 十五 年、 杉 若 越後 守 
の爲に 落さる』 と。 山 本 氏は 『朝 來七ヶ 
村、 富田莊 十四 ヶ村 、栗 栖川四 群、 田邊 
三莊 、萬呂 村、 日 高 郡鹽屋 村、 萩原 村 等 
を領 す』 と あり j と。 玉 置條參 照。 

又 「岩 田鄕 •中古は 熊 野權現 の 領地なる 
べし。後毋に至りて、山本氏.市ノ瀨村 
に 居住して 此の 地を 領 す」 と。 又 岩 田 村 
釣 塀 卸 砦 跡は 小名 田 熊に あり。 「山 本 氏の 
家老 山 本 兵 部の 城と いふ。 兵 部は 當 村、 
及び 市 ノ瀨岡 村の 內を領 せし」 とぞ。 

又 生 馬 村 山 王 社に 永 正 十四 年、 領主 安宅 
大炊之 助 俊 判 •三の 宮修螫 の 棟 札、 天文 
十五 年、 山 本 治 部 少輔忠 朝 •ニの 営 修造 


の棟札あり。又蛇喰城跡は山本兵部の城 
跡な りと 傳 へ、 又 下 戶川條 に 「山 本 倥 大 
夫 •此 地の 山 方 ニ 里の 間を 領 す」 と 見え、 
詉訪明 神社 痠長十 年 社殿 修造の 棟 札に、 
「領主 山本旲 左衞 門」 と あり。 

又 岡 村 尻 付 山砦 跡は 村の 乾に ありて、 山 
本 主 膳 正の 出城と いふ。 又萚家 井澗淸 介 
條に 「和 田 新兵 衞行忠 の 子を 楠 本 六 郎忠 
實とい ふ。 山 本 氏の 婿と な リ 、三 栖 村、 
岡 村 等を 領 し、 龍 ロ 城に 居城す。 六设の 
孫を 忠延 とい ふ。 永 祿 中、 三 好 氏の 爲に 
城を 陷さる 。山 本 主 膳 •依りて 常 村に 住 
す、 井 潤淸 介は 其の 婿な り」 と。 

又田邊 城下 八 王子 砦條に r 湯 川 氏 •江川 
浦の 北西 谷の 八 王子 山 ロに 砦を 築く。 天 
文 二十 ニ 年 八月、 守護 畠 山 氏 •山 本 掃 部 
廣信 をして、 湯 川 氏を 擊 たしめ、 これを 
降す。 廣信 •城代と して、 八 王子の 砦を 
守 保す。 大和 大納言の 臣杉若 越後 守、 芳 
養 泊 城ょり、 天 正 十八 年、 城を 此處に 移 
して 居る。 淺野氏 •封を 本國に 受け、 淺 
野 左 衞門佐 •八 王子 城代たり」 と。 又 古 
座 浦 善 照 寺の 開基を 山 本#! 內之 祐弘忠 と 
いふ。 本願 寺 織 田 氏 合戦の 時、 弘忠の 兄 
兵衞 尉弘 朝戰 死す。 弘忠 剃髪し、 天 正 十 


三年 當 寺を 建立す とぞ 。又 r-n 田 山の © 臣 
山 本 掃 部廣 信は、 日 高 郡 上野 庄高 城を 守 

る I と 見 ゆ。  、 

その他、 堀內 、椎 橋、 小山、 中 岩 (山 本 
主膳大 夫〕 等條に 多く、 又 朝來舊 家に 山 
本 氏 ぁり。 

14 紀伊 前項を 見ょ。 その他、 那賀郡 東 
毛 村 域 跡は 山 本 氏の 居所と 傳へ 、又 溝 ロ 
村舊家 山 本 喜兵衞 は、 古く 萬 壽 年中ょり 
沙汰 人の 家に て、 其の M を 山 本 彌左衞 門 
と云ふ。小牧の役に泉州に出張し、代々 
此の 地に 住し、 地 土、 大莊屋 を つとむと 
見え、 又木 津村地 士山本 次左衞 門、 杉 原 
村 地 士山本 角 左衞門 (東屋 御前 社の 神職) 
等、 續 風土記に 在り。 

又 有 田 郡 * 凑村舊 家 山 本 才兵衞 は 「參州 
室 城主 室 兵 庵 頭の 末葉に して、 兵 庵 頭の 
子 彌三郞 は 伯父 山 本彌丘 衞に養 はれ、 遂 
に 山 本を 以 つて 氏と し、 信 康 公に 仕 ふ。 
其の子勘助は東照神君に仕へ、其の子十 
太夫は 忠輝 公に 仕 ふ。 後 南 龍 公の 召に 依 
つて 國に來 り、 八 百 石を 賜 ふ。 其の 子 
才兵衞 •病身に て 仕を 辭 す、 公 命じて 村 
中 砂濱の 地を 賜 ふ。 即ち 其の 地を 開墾し 
て设 々住す」 と。 第廿 九項參 照。 


又那貨 郡 粉 河 村 城の 腰に 域 跡 ぁリ て、 山 
本 氏の 居所と 云ひ傳 へ、 又埼風 土 記、 三 
栖莊下 三栖村 龍 口山 城跡 條に 「村の 巽に 
ぁリ 。樘本 某の 家 記に、 山本數 馬の 弟、 
岡 村の 地頭 楠 本六耶 は 御簾 S 莊を奪 ふ J 
云々 と 0 

又 天 正 十二 年 名 草 郡 ^ 士衆 判に 山 本 熊 之 
助 •見え、 又紀州 家 重 S に 見え (武鑑： T 
其の他にも多く、內山本跔之助道璲(善 
甫) は 後に 幕臣と なる。 家紋 抱 柊、 三 頭 
左 巴、 丸に むかひ 鳩。 

15 荒木 田 姓內営 栩禰笠 家筋 御に 「山 本 • 
荒木 田 元 興 四 世 孫 山幡 滿綷が 十五 fit 山幡 
忠經の 裔」 と。 又 地下 榧 獮苴以 下 系豳に 
「源 義定 後裔 • 蕤里一ー：佾孫末廣の一男末 
辰を 祖 とす」 と。 又 「伊 羿諾宮 物 忌 父 • 
山 本、 荒木 田、 宗家 山 本源 義里 二世の 孫 
裔 J など 見 ゆ。 

16 度會姓 土宮內 人物 忌に して、 神宮 記 
錄に 「山 本 ( 御鹽燒 物 忌〕 度 會貞裕 家系、 
駿河國 富 十 郡 山 本 村、 初代 宗 方。 同 血 系 • 
道 支 (羽根 氏)— 滿眞 (白米 氏〕 云々」 と。 

17 伏勢 鈴 鹿 郡 山 本堡は 山 本 村に 在リて 
山本刑部少辅.居守せしが、天正亂に嫡 
男 彌七郞 、ニ 男砾樂 寺 •濃 州 岐阜に て戰 
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死す。 その 時、 刑 部 も 病死して 此の 城廢 
すと 見え、 又 三重 郡 西 坂 部 村 奥 城の 谷 城 
には、 永祿 中、 山 本豐前 •據 y しと 云 ひ、 
t た 桑 名 郡 東方 村に 山 本 氏 あり、 その 先 
祖山 本式 部 介 •天 正中、 西 別 所 村 城主 後 
藤 彌五郞 を 助けて 織 田 氏と 戰ひ 死す。 世 
に 和 泉 式部と 誤 まらる。 

又德川 時代、 儒者に 山本覺 太夫 玨あ り、 
凹 庵と 云 ふ、 韓氏な りと。 又 松 坂の 俳人 
に 山 本子英 あり、 一に 岩 本 氏と. 云 ふ。 又 
關長門 守 侍 帳に 「三十 石山 本五郞 助」 を 
擧 r。 

18 伊竄松 倉 家臣に 山 本 七 介義純 あり、 
その 男 權兵衞 尉義安 ( 鐵心〕 と共に 勇名 高 
し。 義 安は 後に 伊豫 松 山 松 平氏に 仕 ふ。 
又 七 介は 山 本 七 助 茂 純と も あり、 松倉條 
を 見ょ。 

19 淸和 源氏 近 江國の 豪族に して、. 全國 
の 山 本 氏は 多く 此の 裔と稱 す。 當阈淺 井 
郡 山 本ょり 起 9 しなるべし。 尊卑 分脈に 
「義 光— 相 摸 介義業 (刑 部 太 郞) 丨遠杠 守 
義定 ( 號山 本〕 
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六 S 


丨義經 —— 

本光資 

货 普 •若茯 等 守 
號山本 冠者 


丨義明宠浦冠者 
1 蔑 弘—義 重 

號 OJP 本 
判 』 『代 


ーー 義高丨 義繼七 條院 判官 
鳐織 冠者 

丨 光祐— 義澄 H 賴繼 S 左— 

伊賀 守 11 fi 直左將 S 

，義 賢— 師茂 

越後 守 
山 本 ニ 郎 
(三部〕 

丨 « 春 早 水 判官 代、 九倏院 判官 代 
— 胤義 豊接 冠者 

丨袁義 S 鳴 冠者— 宣義  . 

丨親 定-定 兼九修 -院 判官 代 

と。 猶ほ 義經の 子には 左 兵 尉義兼 (柏木)、 
大島 冠者 義 成、 河内 冠者 賴 高を 載せた 
又 諸家 系 圖纂に 「山 本義 定 ( 義業 一男. 
近江國 山本鄕 に 住す。 式部 丞 、左 兵衞 尉、 
近 江 守、 八 條院に 候 ふ〕— 山 本義 經 (法名 
光賢、 伊賀、 若狹 等の 守、 兵衞 尉、 平氏 
の訴に 依り、 安元 二十 ニ卅 、倥 渡 國に配 
さる。 治 承 三、 勅 免に 依りて 歸 n、 同 四 
年 十二 朔 、平 知 盛 •數 千騎 を銮ゐ て 山 本 
柏木の 亭を攻 む。 義經 及び 子弟 等 挑戰、 
遂に 討 貢け 館舍 •敵の 爲に 放火され、 義 

經 •縑倉 に 下向〕— 義弘 (錦 織、 號錦織 判 
官代 、壽永 二十 ニニ 十一、 右 衞門少 尉、 
使の宣 旨を 蒙る。 元 曆元正 二十 一、 義仲 
に 同意し、 關東士 の 入洛 後、 粟 律 原より 
逐電)— 義 重」 と。 


又 義經の 弟 「光祐 (ニ 郎 、伊賀 守- 號山 
本〕 1 義澄 (又 ニ郎 )丨 賴繼 (左 近將監 、宣 
陽 門院 判官 代〕、 弟賴直 (左 近 將監 〕」 と 見 
ゆ。 その他、 源、 及び 柏木、 錦 織、 大島、 
箕浦 、河内、 早 水、 豐後 、眞 鳥等參 照。 
20 氏人 平家物語 に 「近 江 源氏 山 本 冠者 

義 高」 を 載せ、 又 源平 盛衰 記に 「近 江國 
源氏 •山 本 左 兵衞尉 義恒」 、また 「近 江 國 
には 山 木 冠者 義淸 •柏木 判官 代義康 、錦 
織 冠者 義廣 .」 と。 又 東 鑑卷 一に 「平 知 盛 
卿 •近 江國に 下向、 源氏 山 本 前兵衞 尉義 
經 、同 弟 柏木 冠者 義兼 等と 合戰 す」 (柏木 
條〕 と擧げ 、分脈に' 「義 弘._ 永 正廿 、義 
仲 追討の-時、 軍兵と 爲り 、入洛の 後、 行 
方 知れず 云々」 と。 

而 して 輿地 志 略 等に 淺井郡 「山 本山 城は 
田 中 村に 在りて、 田 $ とも 云へ り。 新 
羅三 郎義 光の 末、 山 本 遠 江 守義定 、山 本 
判官 義恒 •山 本 冠者 義 明、 山 本 冠者 義暗 • 
保 元、 平 治の 後 蟄居、 治 承 四 年、 高 倉の 
宮の 令旨を 給は り、 新 宮十耶 、藏人 行 家. 
來り 催す。 一族 •早速 隨ひ 奉り、 山 本山 
に 楣 こもる。 新 中納言 知 盛 ニ 萬餘騎 を 率 
して、 江 北に 進發 あり、 山 本 等 •城を 開 
退して 悉く 敗北す。 其の後、 太 曾に® し、 


讜 


山本等智略を以って、甲贸三郎入道成资 
を 語ら ひ 討ち取 リ 、山 本義 恒 •案内 者に 
て 當國に 打 越えて、 江* に 在陴 。山 本 魁 
兵と なり、 愛 智 川まで 出張、 山 本義 恒、 
甲 賀成覺 •國 中の 奉行 職と なって、 兵粮 
五百石を 百濟 寺ょりか りょせ、 此の 謝禮 
として、 押 遠の 庄內 五村を 永代 寄附 あり」 
と。 又 淺井郡 朝日 庄總社 五ノ坪 八幡宮は 
山 本 判官の 勸請 也と。 

21 六 波羅家 臣 太平 記 卷一に 、山 本九郎 
時 網を 載せ、 卷九に 「山 本八耶 入道、 同 
七郎 入道、 子. 息彥三 郎 、同小 五郞 、子息 
彥 五耶、 同 孫 四耶」 見 ゆ。 近 江赉 場に 死 
し、 同地 蓮華 寺 過去帳に 「山 本八郎 入道 
支桓 0 三十 三歲 )、 同十郎 人道 源德 (四十 
七歲〕 、子息 彥三郎 繁盛 (十九 歳)、 同小 五 
邯爲盛 (四十 七歲 )、 子息彥 五 郞爲泰 、同 
孫 十 郞繁 敎」# を擧 ぐ。 

22 江戶 幕臣 源 姓 第 十九 項 氏の 末流 山 本 
氏は 江戶幕 臣に 多く、 寬政 系譜に ニ 十七 
家 見 ゆ。 家紋 烏 居 笠 木の 上 烏 ニ 羽內に 石 
曼、 丸に 四 石 疊 等。 内に 「もと 甲 質 郡に 
住す」 と载 せた る あり。 

23 •佐々 木 姓 家紋 四 目 結、 五三 桐。 吉田 
锇部 正正 重の 門人 山 本道 旬 政 勝 •秀中 1 に 
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仕 ふ、 その 男 「道 味 政 春— 善 左 衞門政 守」 
等 見 ゆ。 

24 栄 族家傳 に 「宋 張季 明の 後胤に して、 
張 氏 也。 近 江國の 住人 桂 元 隆全昌 •天文 
の 頃、 替を以 つて、 淺 井下 野守久 政に 仕 
ふ」 と。 家紋 丸に 梶葉 、蝠蝠 、杏葉 牡丹。 
主 通宗 孝に 至リ 、江 戶に 下り、 醫を以 つ 
て 聞 ゆ。 その 男 逸 之 助 三 安 ( 宗妙 、宗洪 V 
幕府に 仕 ふ。 藝者 寄附に 「二百 俵醫師 山 
本宗洪 、今以 つて 同 高」 と。 

25 近 江 前 六項參 照。 また 彥根の 國學者 
に、 山 本 傳左衞 門昌蔭 (永樹 、椿 舍 、右 
仲 太〕 あり、 實は 中島 瀨兵衞 の 男 也。 又 
山 本彌三 五郎 あり、 始めて 人妻 人形を 綠 
りしと 云 ふ 0 

26 美 濃 藤 姓名 細 記に 「大野 郡 岐禮村 白 
倉 明 神社は 山 本中納 言 藤原貞 興の 靈を祀 
る。 後醍醐 天皇 •隱岐 に 遷 され させ 奉 ひし 
時、 貞興 もこ 》 に 配流せられ、 建武 元年 薨 
ず。 其の 子を 山 本 判官 貞 元と 云 ひ、 子孫 • 
美 濃に ありて、 山 本 氏を 名乗る」 と 見 ゆ。 

27 濃 尾 前後 數項參 .照。 その他、 德川時 
代、 大垣戶 田 藩 重臣に 見え (武鑑)、 又 尾 
張の 國學 者に 山 本淸樹 あり、 龜 園と 號す。 
又 山 本 梅 逸 (亮 、明 卿〕 は 菡家 として 名を 
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舉げ 、又 色 菊 門诽 人に 荷 兮山本 武右衞 門 
あり。 又 美 濃 裏 那郡 明智の 人山 木芳翠 は 
明： ^ 時代、 洋通の 大家たり 。又 第 四十 八 
項參 照。 

28 葙 姓 間 野 氏族 尾 張の 名 族に して、 家 
紋ニ引龍。家譜に「山本冠者 || 經 0 胤、 
間 野與三 右衛門 邑弘 (岩 倉 織 田 氏に 仕 ふ〕 
丨小六 耶邑重 (信 長に 仕へ、 山 本に 復す： > 
丨六右 衞門邑 次 (家康 に 仕へ、 千 五百石)。 
丸に ニ 引、 軸 梅 鉢」 と 見 ゆ。 

29 菅原姓 室 氏の 裔茂 成を 祖 とす。 家紋 
三 頭 左 巴、 丸に 山 文字" 家 記に 「掰三 i. 
茂 成 •本 多 百 助 信 浚に 屬 し、 山 本* > 

後家 康に仕 ふ。 その 男 勘 介 茂 春 郎〕 
I 十 大夫茂 房 (祀州 家臣〕、 K 九 右衞門 茂與 

• 丨 同 茂 則— 越 中 守 茂 明 C 出 雲 守、 千 石〕— 
十 大夫茂 親— 八 部 右 衞門苽 珍 J と" 

30 淸和 源氏 吉見 氏族 家紋 右三 巴、 擢の 
丸。 寬政 系譜に 「理 兵衞政 長 4U 本を 稱 し、 
その 男忠兵 衞知候 •幕臣と な 
を領 す」 と 0 

31 富 永 氏族 嘉吉 三年、 洞院資 粞常阀 よ 
り歸洛 す。 「松 平 太耶 左衞門 泰親の 娘 •實 
無の子富永五耶實興を生み、富.水の御所 
と云ふ、三州 |11 本氏の祖也」(浪合記〕と。 
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第五 項參 照。 

32 三 河 幡豆郡 野 場 城 (野 場 村) は、 夏 目 
氏 屋敷 也と 云 ひ。 また 山 本 法 心の 息 新 八、 
息 彌左衞 門、 大須實 掃 部な ど 住すと、 三 
川 堤、 二葉 松 等に 見え、 又 額 田 郡 坂 左右 
城 (坂 左右 村〕 の 城主は、 都築惣 左' 衞 門、 
及び 山 本 才藏な リ と。 又 山 本 小次郞 、山 
本 四 兵衞等 見え、 又 寶飯郡 八幡 城は 八 
幡宮後 の 山、 一丁田と 云 ふ處に 在り、 山 
本 帶刀賴 重 住すと 見え、 異本に 稻垣帶 刀 
と 云 ふ。 又菱木 野天 神社々 人に 山 本 氏 あ 
り。 又 八 名 郡 照 山城 (賀茂 村) は、 二葉 松 
に 「山 本 勧 助 •此 所に 出生」 と。 勘 助は 
牛 窪 牧野 氏に 仕 ふ。 第三 十四 項を 見ょ。 
當國 出生 江戶 幕臣は 殆んど 皆 第 十九 項 氏 
の 裔と傳 え、 寬永寬 政 兩系圖 に 「山 本 冠 

者義 重の 胤 •四 兵衞 正直 (松 平淸康 、廣 
忠に仕 ふ、 天 正 二死〕 丨九兵 衞正繼 (丑 
之 助、 新 太郞 )丨 四 兵 衞正吉 (丑 之 助〕 丨同 
正 茂 (子孫 六 百 石〕、 家紋 鳥居 笠 木の 上 烏 
■ニ 羽內に 石叠 (寬永 系圖に は 石疊に 鳥居 
上 鳩 ニ)、 丸に 四石疊 J と。 又 正 吉のニ 男 
「七 耶左衞 門 正 信 (五郎八、 千 八 百 五十石〕 
丨七郞 兵 衞正勝 (千 五百石〕、 家紋 丸に 四 
石叠」 と。 
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又 「近 江 判官 義隆 (義定 三代 冠者 義 高と 
も〕 の 末流、 櫻 井 住 喜 右 衞門正 高— 喜 平 
次 正 高 (遠 州 掛川戰 死〕、 弟 喜右衞 門正賴 
(紀州 家 •後 前 田 利 常 家臣〕、 弟 新 五左衞 
門 重 成 (助 八 部、 正 成。 家康 I-C 仕へ、 ニ 

千 石)— 新 五 右 衞門吉 正、 家紋 丸に 鳩 一 
番 •左 九曜 巴」 と。 又 「山 本 甚次郞 淸近 
(信 近。 廣忠 、家康 に 仕 ふ〕— 藤 右 衞門近 
正— 同 盛 近、 家紋 丸に 桔梗 (寬永 に 丸に 
五桔粳 )、 下り 藤」 と 0 

又本國 未詳の ものに 「山 本義 定 後裔、 松 
平 長 門 守 利 興 家臣 猿 樂山本 淸右衞 門 重 時 
(寶永 幕臣〕、 家紋む かひ 鳩、 下 藤 丸、 陰 
の 蔦」。 「山 本權右 衞門忠 村の 男 同義 行 (幕 
臣 y 家紋 三 頭 左 巴’ 蔓 柏」、 又 武鑑に 

一 @ "L  馨 P 

喑 •駿 河蒿 科を 領し 、永 祿九年 死、 その 男 
忠兵衞 正義 •家康 に 仕へ 二百 石。 家紋 一 
巴* 柏 葉 C 又 幕末 侠客に 山 本 長五郞 (淸 
水次郎 長) あり。 猶ほ 次項參 照。 

34 淸和 源氏 吉野 氏族 有名なる 勘 助晴幸 
は、 駿 河の源 氏吉野 冠者の 後と 傳 ふ。 而 
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して 吉野 冠者とは 縝守將 軍 源滿 政の 裔、 

木 田 重 賢の 男 太郎 重季 •吉野 冠者と 號し 
て承久 の亂に 京方に 在り、 蓋し 是か 。富 
士郡山 本 村に 吉野氏 ありと 云 ふ。 冠者の 
後胤 吉野淨 雲 入道 貞倫 は累 掛山本村に往 
し、 八幡宮の 祝 戶な り。 貞 倫の ニ 男谭正 
貞久に 至り、 今 川 氏に 仕へ、 氏を 更 めて 
山 本と 云 ふ 。家紋 三 巴。 文明 十 年 七月 十 
二日 戰死 。其の 男 圖書 ( 彈正〕 、其の 四 男 
源 助貞幸 •參州 牛 蓬 牧野 右馬允の 家令 大 
林 勘 左衞 門の 養子と なり/勘 助と ボ t。 
勘 助 •永 祿四年 河 中島に 戬 死す 上 v '.o 子 勘 
藏信供也と。信共は長篠役に戰死サ、莪 
晴 幸の 異母 弟に 新 四 郡 成 行 (賴重)あり、び 
後に 結 城 秀康に 仕へ、 山本帶 刀と 稱 し、 
ニ千石を頜すとぞ。 

江戶 幕臣に 勘 助晴幸 入道 道 鬼の 倚と 云 ふ 
者 ありて、 寬政 系譜に 「初め 牧野 家に 仕 
へ、 九耶 兵衞正 重に 至 U 幕臣と なる、 ニ 
百 五十石。 家紋 三頭犮 巴、 蛇 目」 と。 

35 甲斐 巨摩郡の豪族にあ 9* て、「山本土 
佐 守は 武河の 南宮に 住す」 など 見え、 中 
巨 縻郡西 條村山 本 氏は* 愚妻の 實家 にし 
て、 淸和 源氏 義光孫 山 本義 定の 後と 云 ふ。 
中に つき 攝津守 忠告は、 學和漢 に 通じ、 


歌を 好 く，. i、 元 道と 號 す。 國志 に 「其の 
他、 靱檜鈹 吹の 技に 至る まで 蕰奥を 極め 
ざるは なし」 と。 神代祀 白一歛 傳の著 あ 9。 

- 墓は 今 山 梨縣史 蹐 として 保存 さる。 又當 
阈出身江戶幕臣に「山本冠者義重十六代 
孫 右 衞門忠 恒 (九邱 左衞 門、 信 主 家臣〕— 
彌右 衞門忠 主 (土 佐、 家康に 仕 ふ)— 彌右 
衞門忠 房 (千 人頭)。 家紋 左 三 巴 •羽 帚 打 
遠、 黑餅に 山 文字」 と 見 ゆる 者 (寬政 系 
譜) あ 9。 

又 西 花輪 邑山本 氏は 「左大臣 藤 原 魚 名 末 
孫 山 木 勘 助啃 幸の 裔に して、 九 代 後胤 山 
本式 右衞 門尙 良、 同八郞 右衛門 長 建、 同 
伊 左 衞門幸 建」 と 在り (舊家 錄) •0 又 甲 
府の名 族に 在り、 其の 先は 松 木次耶 三 郞、 
其の 男 七 左衞門 法名 了存 、府中の 撿斷と 

. な リ 、後山 本 氏と 改 む、 子孫 •德川 時代 
町 年寄たり。 又 誠忠 萚家錄 に 「相 州津久 
井境鵷 川上 野原 通替備 役、 山 本土 佐 守忠 
主後胤山本金右衞門篤敬 1_ と。又幕末俠 
客に 山 本 仙 之 助祐天 あり。 

36 桓武 平氏 尊卑 分脈に 「貞 盛— 維衡— 
正 度— 貞季— 兼 季—盛 兼 丨信兼 丨兼隆 
(山 本 判官)， 一と 見 ゆ。 山 木の 誤 也。 

37 伊豆江州淺井郡山本の住士山本政村 


は 當國小 浦に 住すと 傳へ 、又 田 子 村の 士 
に 山 本 常任 あり、 * 條早雲 長 氏に® す。 
「田 子の 山 本 左 衞門 尉」 と見ガ 、相 州 兵亂 
記に 「田 子の 山 本」、 * 條五代 記に 「船 大 
將山本 信 濃 守」 などを 载せ たり。 

38 相 摸 小 田 原大久 保 藩 用人に 見え、 そ 
の 他に も 在り、 次項參 照。  _ 

39 武藏常 阈 にも 多く、 先 づ多麼 郡には 
矢 野 口村 阈安 社の 神職に 見え、 又 下 恩 方 
村の此の氏は新編風土記に「鍛冶山本內 
記康 重、 山 本 外記康 照、 山 本 左 司馬國 重、 
以上 三 家は 昔より 四 町 八 段の 除 地を 賜り 
て 々下 原に 住する により、 是を下 原 
鍛冶と 呼べり-。 此の 余、 元 八 王子に 住す 
る 山 本 藤 五宗國 、山 本 藤 吾安國 、山 木 長 
門 照 重が、 子孫の 三 家 も、 下原銨 冶と い 
へど、 下 原の 名は 當 所より 起り し唱な り。 
御 人國の 後、 下 原の 鍛冶に 千 本の 槍を ぅ 
たせられ しと 云 ふ も、 當所 及び 八 王子の 
六 家な りと 云へ り。 共に 相 州 正宗が 傅を 
以つて刀劎を製造せり」と" 

又 元 八 王 寺 村 山 本 氏は 「小名 鍛洽屋 村に 
住せり、 除 地 九 段 五 畝 十六 步を 賜は る。 
先祖を 周 重と 云 ふ。 天 正 四年當 所に 来り 
住し、 古の 五部 人道 正宗が 傳を以 つて 刀 


J 


鈕を 製造す。 しばし ぱ柬 照宮の 御用を 勅 
めしにょり、屋敷地を賜9しと云ふ。三 
代 目 半十郎 、弟 金 左 衞門 と共に 水 戶義公 
の棺 へ： 鍛ひ しこと あり。 この ゆ幺に 兄 半 
十耶は相摸守宗國、弟金左衞門は武藏太 
耶安國 と 名を 賜りし と 云 ふ。 その後、 有 
德院殿 •御 刀を 命ぜられ、 濱御 殿に 出で 
鍛をな せし にょり、 御 紋付の 茶色の 御 羽 
織を 賜は りて、 今に 至る まで 其の 子孫の 
家に 藏 せり。 安一!  •後に ト幽 と號せ 9」 


-o 


又橫川 村に 山 本源 次昭 重、 同 重郎 右衞 『 
照廣 、西 之 入 村 波 羅門社 の 神職、 '.-. 5 ? .tr t 
名 族、 又 秩父郡 新大瀧 村の 山^^^  § 
佾强石組の內大血川に ^ がり0初れ甲 >;. 
家に 仕へ しが、 後！^ 北條窆 仕へ しょ 
し 也」 と。 又府內 備考に 「(下 谷區山 時 町〕 
山 本 仁 太夫。 右は 明 和 五子 年中ょり 町内 
に ft 在 候。 起立の 儀、 往古 •長 鳥 確 右 ^. 
門と 申す 浪人 有り、 當時は 小^ y 町と mm 
へ、 其の 砌は 藥師堂 前と 相唱へ ：^に 
罷 在り、 所々 寺社 境内、 井に 明 地 等ら 
草 作 之 居、 其の 外 種々 見 卅物等 仕り 渡 佾送 
り 候 處、 追々同桡の者.差加は0大勢に 
相 成り、 磔右 衞門链 •世話 致し 罷 在” 候。 
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當仁 太夫 迄 十一 代相續 仕り 候。 往古ょ S 
仕來候 家業は、 綾取、 猿 若、 江戶萬 歳、 
辻 放 下、 操リ 、淨 瑠璃、 說敎 、物眞 似、 
仕形 能、 物讀 •講釋 •辻 勸 進」 等な n 
40 淸和 源氏 新田 氏族 安房 國 安房 郡 山 本 
邑 ょり 起り しか。 里 見 系圖に 「義 連丨義 
宣 ( 號山 本〕」 と载 せ、 又 一本 里 見 系圖に 
.「里 見 五 郞義胤 (上 州、 元弘 三年、 義貞に 
屬 す) 丨義宣 (山 本 左 近 將監) J と 見え、 又 
「義 胤— 義連 (刑 部少輔 、左 近 牌 監 、奥州 
へ 下向して 太守と 成る 山 本の 祖〕 丨 胤 
幸 (山 本 左 衞門大 夫〕」 と。 又 中興 系圖に 
「山 本 •淸 和、 本國 安房、 里 見 刑部少 輔義 
胤 男、 左 近 將監義 行 •之を 稱 す」 と。 

41 上 總國志 に 「 山 本 村 山中に 城墟 あり」 
と载 せ、 里 見 軍記に 「湯 名 島の 城主 山 本 
左 京亮」 など 見 ゆ。 又 久留 里黑田 
藩 番頭に 此の 氏 見 ゆ (武鑑〕？ 

42 下總 小金 本土 寺 過去帳に 「山 本 五郎 
太郎 •永 正 十二 乙 亥 七月 金に て、 古河の 
人 也」 と。 又 山本雅 樂助等 見 ゆ。 

43 桓武 平氏 大搡 氏族 常 陸の 豪族に して 
大緣 系圖に 【吉 田太郞 盛 幹 — .石 河 次 一郎 家 
幹 


丨國 # 石 川 系 圏に 山 本 四 S3 〕 


丨武# 山 本 五郎、 又 石 川 五 軋 

丄咼幹 以下 石 川 系 園に 據ろ.- 
石 川 六郎 

丨 ^ 幹 山 本十郞 兵 衞大夫 
兄隹武 幹 子 


— 望 幹 ~T 忠幹 丨 

小ニ郎 |民芤大夫 

s _丨 裘 

丨宗幹 1, 所被兹 

ニ 郞 袪 成锃 


彳重^ ― 光幹 —— 幹康 f g 

— 幹 村 —— 幹 直武熊 主 

又 諸家 系 圖纂. に 「袞 幹の 四 男 山 本 四 郎、 
五男 五 郞武幹 (山 本、 吉 田、 又 一書に 常 
葉〕」 と载 せ、 また 大掾傳 記に 「石 川ニ郞 
家 幹の 五男 山 本 五郎は 吉田鄕 の 先祖 也 0 
十郞は 望 幹、 •吉 田鄕の 本 主 五郎 武幹藏 養 
子と して、 吉 田、 山 本 兩鄕の 主 也」 と 見 
ゆ。 大 掾條參 照。 

而 して 新 編 國志に 「山 本 •那珂 郡 山本鄕 
(今 茨城 郡の 地〕 ょり 起る。 石 川 家 幹の 五 
子武幹 •.山 本五郞 と稱 し、 山 本に 居る レ 
子な し、 弟 望 幹嗣ぐ •吉田 山本兩 鄕 地頭 
たり (系圖 ，鹚王 院系圖 )。 忠幹 •山 本 民 
部大 夫と 稱 し、 薙髮 して. 道 國と稱 す (藥 
王院 文書〕、 建 長 中の 人 也 ( 吉田 文書〕。 
其の 子 重 幹 •五郎 左衞門 尉に ニ子 あり、 
廣 幹、 光幹と 日 ふ。 廣幹 •出で 》 税所氏 
を嗣 C C 光幹は 山 本左衞 門次郎 と稱す ( 藥 
王 院系圖 、及び 文書〕。 其の 子 幹泰は 孫 太 


部と 稱す 、高 柿內の 本 主な リ。 子保榦 ぁ 
り (文書〕」 と。 税 所條參 照。 又 「水 戶 (初 
馬場〕 城は 初め 大掾の 族、 馬場 次 郎資幹 • 
居城し、 文治 四 年- 資幹 入って 本宗を » 
r に 及び、 弟 山本武 幹に 讓 る。 後 ^ ル 氏 • 
城主たり、天正、文祿年間、右的氏居城 
し、 慶長中 水 戶德川 氏 •封 ぜら る」 と， 

44 常 陸 前項を 見ょ。 又 下 妻 井上 藩用メ 
に 見え (武鑑〕、 又！： 學者 rc 山 本隱倫 ぁり。 

45 •兩毛 武鑑、 高 平 藩 用人に 载 せ、 
又 同 藩士 山本敏 直は 馬術 心と 狂歌を 以 って 
名ぁり0又下野の儒者に山4 ^ ^^、雲 
起) ぁリ 、南 陽と 號す。 ' 汁、 義 .. 

46 磐 城 岩 代 田 村 家臣に 見え、 又 岩瀨郡 
に 存 し、 又 耶麻郡 高 柳 村 瀧澤 は、 承應元 
年、 本 村の 神職 山本紀 伊が 五男 茂 兵 衞* 
此の地に新田モ開きて瀧澤と名付けし也 
とゾ 。新 編 風土記に 「_訪 神社 神職 山 本源 
之 進 •寬永 の 頃、 紀 伊藤 原 度 房 •當 社の 神 
職と なる、 今の 源 之 進 常 信が 八 代の祖 な 


_ 0 


又 小 沼 村 詉訪 神社 「神職 山 本大隅 •高 柳 
村に住す。寳永中、主稅藤原度通*當社 


の 神職と な 


y 


今の 大隅度 綷が四 代の 


祖なり 」。又讓屋村詉訪神社「神職山本遠 


江 •寬 文中、 正大 夫 某 •常 社の 神職た リ。 
今の 遠江義 行が 六 世の 祖なり J. と。 又會 
津 藩士 山 本義衞 a 啃は蒞 末 大いに 戦 ひ、 
後资馬 と稱 し、 京都府 會議 長と なる。 

47 結 城 家 秀康卿 給 帳に 「九 千 四百 石、 
內七西 石與 力、 御# 請 與頭 山本對 馬。 五 
百 石山 本宮內 、三百 石山 本 作兵衞 、三百 
石山 本 淸右衞 門、 二百 石大 M 從山 本莊九 
郎」 等を 載す。 

48 淸和源 氏 滿政流 越後 山 本 氏 系圖に 、 
「家紋 四っ目 •饌紋 •紺地 丸の 內抱莕 荷、 
幕紋 •白地 丸の 内 ニ ッ 引、 指 物紋 •空色 
半月。 淸和 源氏、 滿政 (幼名 春 日 磨〕 丨忠 
重 (山 本 刑 部)— 重實— 重 遠— 重 直 (實は 
弟)— 重滿 —重義 (山 本太郎 、尾 張 岩 倉 城 
主)—敢繼丨重親—泰親丨賴氏—時重丨 
軍： 顯 (尾 張阈菱 野 地頭 山 本三郎 左 衞門尉 
時 重 長男 成り〕 丨義顯 丨義隆 (左 馬亮 〕丨 
義勝 丨 義繼 丨 重 勝 丨 勝 範 (太郞 左衞門 尉) 
天文 九 年、 重綷— 重 道 弟 重 勝。 重 勝 •故 
有って 三 州を 退去し、 後 越後 國魚沼 郡に 
知人 有って 來 る 。此の 時， 先祖 傳來の 系 
圖を 改め窖 き逭 す。 子孫 永久 大切に 可 致 
者 也」 と。 

49 越後說項亏照。魚沼郡に山本村ぁリ。 


又 蒲 原 郡 等に 存 し、 又 長 岡 牧野 藩 家老に 
此の 氏 あリ 、幕末、 山 本 勘 右衞 門の 養子 
帶刀 (實は 安田 渡の 男 堅 11 一郎) は 常 藩の 
重鎮 也。 

50 信 濃 小縣郡 浦里の 山 本 氏は 丸に 山を 
家紋と す。 又水內 郡の 人山 本公簡 (子 文) 
は 儒者と して 名 あり、 中 齋と號 す。 

又 幕臣に 「先祖 信濃國 。山 本 又 助正繩 (三 
河に て 松 平 淸康に 仕 ふ〕— 又 十 郞繩 義丨 
與 1 一； 兵衞繩 次 (家 庚に 仕 ふ〕。 家紋 丸に 左 
巴」と云ふあり。又幕末、松本の人沂藤 
茂左衞門の弟山本貞一郎は勖王家として 
名高く、 從四 位を 贈らる。 又戶隱 神職 山 
本格 馬の 男泰 明は 明治 神道 界に 活動す。 

51 越 中 _波 郡 石黑鄕 山 本 村に、 山 本 城 
あり、 山 本 志摩據 りしと 。雜賀 、石黑 等 
の條參 照。 

52 加絜加貿藩給帳にジ.千ニ百石(丸內 
枝 柿) 山 本 久太郞 、三百 石 (片 喰} 山 本 九 
郞 太夫、 百 五十石 (同〕 山 本 治 太夫、 二百 
五十石 (丸 內 葛〕 山 本源 次郎 、二百 石 (丸 
內三 雁金) 山 本 茂 八、 二百 石 (丸 內立三 
引) 山 本 新左衞 門、 ニ, 石 (四ッ 目 結〕 山 
本 多 助、 二百 石 (五三 ノ桐〕 山 本三耶 太 
夫、 百 六十 石 (丸內 花菱〕 山 本文 左衞 門、 


百 石 (丸 內ッル 柏) 山 木 桑 全-三十 五 俵 
(丸內桔梗〕外七人扶持 [11 木銨三耶、百六 
十 石山 本 勘 兵衞 J 等 見え、 又 山 木 善 太耶 
氏 云 ふ 「祖 父は 金澤 藩の 典 醫、 家紋 •七 
资の內 に 抱煨羽 •藤 原 氏の 裔」 と。 

53 利 仁 流 藤 原 姓 福 井 毛 谷 黑龍 神社 飼 官 
山 本 氏は 銥 守府將 革 上總介 利 仁の 四 男 藤 
原 利 行の 裔 にして、 醛醐 天皇の 御代、 今 
立 郡 山 本の 莊に 住み、 因 リて山 本姓を 稱 
す。 後 吉田郡 森 田 村 舟橋 そ 谷 神社の 神職 
となり、 三十 六代景 賴は朝 < Ai 敏景 に從ひ 
て戰功 ありと ® へらる。 

54 越 前前 項參 照。 又 越 前 家に 多： ^ ふ 

四十 七 項 1。 又 足— ^ ^ 5 谷 
別 所 村に 山 It'、 

I 常は 小爱と 唱す。 山 本 f 朝 雲 
景の遣 臣な りと傳 へ、 六 條村小 稻澤 光， S 
寺の 檀家に して、 同 寺 奴 十 t 
よりの 過去帳 ありと o (第>^ 八 項 參照〕 0 
又當阀 名 鍛冶に 山 本 伊勢 大橡ぼ 


55 紀姓若 狭の 名 族に て、 家紋 灯 ノ 


武鑑に 


山 本 美 作 守 
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56 丹 後田 邊 牧野 藩 重臣、 営 津松平 藩 用 
人 等に 見 ゆ。 

57 丹 波 水上 郡 名 方 城 (名 方 村) は 山 本 氏 
の 居城に して、 此の 氏は 伊勢 桑 名 城主 但 
馬 守の 後と 云 ふ。 丹 波 志に 「山 本 氏 •子 
孫稻畑 村。 子孫 一家 •醫師 德田宗 光と 云 
ふ。 古 當所沒 落の 時の 浪人、 今 又右衞 門、 
分家 共 七 家」 と。 又 「山 本 氏 •子孫 新鄕 
村、 古家 也。 分 加兵衞 、分家 共に ニ 三 軒」 
と。 又 「山 本 氏 •子孫 野 山村、 栢原‘ 主 織 
田 上野 介 殿の 時、 名 方 村の* に 田地 中屋 
敷 跡 有り。 或は 城跡と も 云 ふ。 山 本太郎 
左衞門 居住、 上野 介 斷絕に 付、 野 山村え 
引： > て 弓 師範す。 山 本 但馬守 •子孫 野 山 
村， 伊勢 國桑名 城主 也。 朝鮮 征伐の 時、 
之に 隨ひ 、浪人 居住す」 など 見 ゆ。 

58 日 下部 姓但 馬の 豪族に して、 日 下部 
系圖に 「磯部 貫主 奉 佃— 家貞 (朝来 山 本領 
主〕」 と 載せ、 また r 輕部 六部 大夫 俊通丨 
同大 夫 俊 宗—俊 直 (山 本新大 夫〕 ——1 


— 俊經 

丨 長家 丨長員 

两ニ郎 


-經 村— 家 光-重 正 
丨經長 —— 一 - 家 房 
—經房  - 重 房 


59 因 伯 法 美 郡 楠 城 村 山 本 氏は 楠 氏被官 
の 士な りと。 又 八 上 郡 水口 邑松尾 城は、 
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伊田 氏の 家老 山 本源 太の 構と 見え、 又 山 
本 喜 平 次 等 あり、 又慶長 中、 藤 原 家の 浪 
士山本 四 郞大 夫、 山 本三郞 左衞 門、 山本久 
助 等 あり。 又 因幡 志に 「小 代庄山 本忠兵 
衞 尉。 山 本、 坂 本、 上田、 毛戶 、西 垣、 
水 間、 廣井 、井上、 中 村、 荒木、 田 村、 
今 井、 村 尾、 東 垣、 前 垣、 営 垣、 林、 中 
村、 飛 安、 大 谷、* 村」 と。 

60 营 家族 美 作の 名 族に して、 尾 房 城主 
有 元 又 三部 佐 吉の男 志 摩 介佐壽 は、 當國 
右手 山 本に 在りて 山 本と 稱す 。その 五世 
孫 主 水 佐 盛の 長男 與左衞 門佐義 、弟與 治 
郎義賢 等、 三 星 山城 主 後藤 勝 基に 仕へ、 
宇喜多直家と 戰ひ、 後に 宇喜多 氏に 仕 ふ。 
その後、 佐義は 勝 田 郡 倉 見に、 義 賢の 裔 
は 同 郡 市塲 、宮 山に 住すと 云 ふ。 又 後， 藤 

家の 重臣 山 本 甚右衞 門良宗 の 男に 甚內良 
親、 權內時 良の 二人 あり。 時 良は 後藤 日 
向 守 基 兼に 仕へ、 又甚阼 の 男 半大夫 良久 
と共に、 勝 基に 仕へ て、 子孫 勝 田 郡 福吉 
に 存 し、 又 權內の 男 良貞に ニ 男 あり、 甚 
右衛門、 權左衞 門と 云 ふ、 同 郡植 月の 山 
本 氏の 祖 也と。 又 瓜 生 原、 苫田郡 下 高 倉 
等に 此の 氏存 す。 

61 大內 氏族 東 作 志には 「勝 北 郡 梶並庄 
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の 名 族に して、 大內姓 也」 と。 中 谷 村 神 
営 寺 鐘 名に 見え、 又 流 江 安室 記に 「勝 南 
郡 百々 村 城主 山 木 與次郎 J、 同吉留 村 庄屋 
に 山 本 善兵衞 、英田 郡 山 外野 村に 「山" 

殿 塚 あり、 當郡原 村の 人」 と。 又^^ 郡 

平野村庄屋に山本伊右衞門、 '1; 本ィす 
又 「山 本與友 衞 門は 同姓 與 _ 郞と字 に 朝 
鮮 役に 從ひ 、後大 坂 城に 入りて 千 r を 賜 
ふ。 落城 後歸 村、 特南郡 和 氣庄倉 見 村に 
住す」 と \ 

62 淸和 源氏 山 1 族備 ^ 國の名 族に し 
て、 源 賴 光四 代の 孫 山 縣三郞 一^一  f 憤 
山縣河內守虎淸の長男山縣曾庭入\荔|‘ 
直 •始め 宇喜多直家に 屬 し、 後 故 あつて 
浪人し、 備前兒 島 郡に 居る。 偶々 宇喜多 
の 臣に して、 久 来郡蔗 神 山城 主たり し 花 
房 助 兵衞直 次の 招請に ょり、 天 正 ニ 年 三 
月、 荊 神 山に 移る。 其の 孫 久左衞 門昌家 
の 時、 宇喜多 家 亡ぶ。 その 男與惣 兵衞昌 
則 ( 當地に 来り、 山 本屋と 稱す〕 丨 三右衞 
鬥正韋 (姓を 山 本と 改め、 藏元 職を 勤む) 

三 右 衞門和 索 •札 元 役たり。 與市道 賢 • 
相續 し、 七 世に して 當主 正憲 氏に 及ぶ と 
云ふ0々の他にも多し0 
63 安藝藝藩通志に「安费郡苗代村杉迫 


城は 山 本 甲斐の 所 居」 なりと。 又 同 郡窝 
原邑 八幡は 天文 十七 年に、 山 本 房 勝、 岡 入 
兼 信の 重修 なりと 云 ふ。 下って 德川 時代、 
廣島淺 野 藩 用人に 此の 氏 見 ゆ (武鑑〕。 j 
64 防县當 地に も 多く、 山 本 誠 一郎 朝 正 
は 幕末 志士と して 名 あり。 

65 三 枝 姓 阿波の 名 族に して、 故城 記に 
g 西 郡 分、 山 本殿 •三 枝 氏、 家紋 庵 中に 
五 梅」 と見ゆ \o  . 

66 阿波 前項 參照 。その他、 故城 記、 上 

郡 美 馬 三 好 郡 分に 「山 本殿 •平氏 •三ッ 
スハマ 粼」 と 載せ、 又 板 野 郡 岡 崎の 儒者 
に 山 本 善 太子 善 あり。 

67 土 佐當國 の 豪族 森 氏は、 近 江ょり 來 
り、 入國の 初め、 山 本 氏に 寄る。 又香宗 
我 部 家臣に 山 木 良 助 •見え •又 佐 川の 儒 

者に 山 本 仙藏梵 (文 翼) あり、 日 下と 號 
す。又玉岡禮(文進)、澹拍齋晋(照德}等 
も 又 名高し。 又 山 內 藩士 山 本 順 吉の 長男 
正 胤 (兼 馬、 忠亮 、字士 介) は 勤王の 士 
也。 ( 森條參 照〕。 

68 豐後 大友 家臣 山本對 馬守玄 常は 一 萬 
石を領すと云ふ。鈕道$達人也。其男赀刀 
次元 國は尾 州 侯に 仕へ •三千 石を 領 す。 

69 桓武 平氏 長 野 氏族 县野 系圖に 「三郞 
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左衞 n 久 盛— 兵部少 輔義富 (大野 稗 畑 城 
主)— 義親 (山 本八耶 〕」 と 載せ、 永享應 
の顷 、企 救 郡の 豪族に 山 本義 親 •見 ゆ。 

70 豐前前項參照"又元錄天正の顷、宇 
佐郡に山本重贤あり。又後世、小倉の士 
山 本 宗碩は 碁を 以 つて 杵築 藩に 仕へ、 そ 
の 男克敬 (子璞 、健 齋〕 は 儒者と して 名 
高く、 友 石と 號 す。 

71 筑後應 永戰覽 に 「筑後 住人 山下監 物」 
見え、 又 山 木 郡に 在りて、 天文 廿年高 良 
山領山 本 郡撿地 帳に 山 本七耶 、永 祿 十三 
年に 山 本河內 •同 新 右 衞門尉 等 見 ゆ。 

72 菊 池 氏族 筑後合 原 系圖に 「七 郞锊直 
—锊俊 (山 本、 倥 野)」 と 載せ、 又 野 州 菊 
池 系圖 に「政則のニ男政隆.山本郡頜、 
山 本ニ郞 、山 本 氏祖ヒ と 見え、 又 阿蘇 惟 
澄 申狀に 「山 本 云々」 と。 又 託 麻 文書に 
山 本西莊 云々、 笠 氏 系圖に 山 本 內古閑 長 
载 •見 ゆ。 關係 あるか。 

73 禰寢 氏族 大隅 國大隅 郡の 豪族に し 
て、 山 田 城 (小 根 占、 山 本) に 據 る。 福 
寢 氏の 支族に して、 小 松 氏 系圖に 「五世 
孫 ニ 耶淸 治の 第三 子淸高 (山 本と 號す〕 」 
と見ぇ、地理菘考に「小松氏系阖を按ず. 
るに、 五 ft 孫 ニ郞淸 治の 弟淸高 •山 木と 
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號 すと 見へ た リ。 按ずる に、 彌寢院 は 根 
占 氏 以前， 長 田 次郎 致將 •是を 領 す、 云 
々J と。 ネジ メ條麥 照" 

74 薩隅 前項參 照。 又 高 域鄕麥 之 浦 村に 
一條 社 ありて、 古へ 新田 宮奉幣 使 一條 某 
殿の靈を祀リ、此の時*1條殿に扈從せ 
山人の 遠 裔 、今に 常 鄕 士族 山 本 某 • •« 社 
の 祭 ^ を 司る とぞ 。又 武鑑、 鹿兒岛 藩 用人 
に 此の 氏を 载 せ、 又 薩藩勘 王家に 山 本 四 
郎 ( もと 神 田 橋 直 助) あり、 贈 從四位 。又 
山 本 犓兵衞 は _家 に 功多く 伯 ^ を 賜 ふ 0 

75 大伴姓 兼 貞を祖 とすと 云 ふ。 肝 付 氏 
の 族 か。 又 翁 草、 鎌倉時代 武士の 所 ^ .： 
擧げて 「七 千 町 •山 本次郞 兼 光 ノ 1 p 4 
係 あるか。  K 

M 薛繪春 正 家は 法 ^ 山 本— 三 f 
C 舟 木〕 を祖 とす。 一に 此の 人は 山 域 の觸 
學者と傳ふ0その男次^ハ銜最正(七十 
郞) 又 秀で、 春 正を 家號 其 男 丘、 k 一 
郎 (八 左衞 門〕 政 幸 (常 照〕 •其 
春繼 ( 庄吉 、柏木 伴 助)、 その 男 欠 1 
正 令 (勝 之丞) は 柏木 氏を 稱 し、 後 春 歹 j 
復 し、 名 古屋に 移る。 其 男 正 之 (敬 道) に^ 
り、 甲 育を 造り、 子孫 •傳 へて 業と す。 

又 禁中 塗 師山本 利 兵衞家 は 初代 武繼 、ニ 
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代 周 三、 三代 光春— 四代武 光、 五代 利 兵 
衞は 明治時代の 人 也、 代々 名を 得たり。 

7r 雜载 その他、 武鑑、 西 條松平 藩 用人、 
仁 正 寺 市 橋 藩 側 用人、 ft 山 稻葉藩 重臣、 
鳥羽稻垣藩家老、三上遠藤藩 /11 人、最 
上 家々 老等 を擧 r、 又播 磨の 士に山 本 佐 
左衞 門、 慶長 頃に 山 本宗佐 記ぁリ 。又 栗 
山犬 瞎 家臣に 山 本 甚大 夫 •見え、 又袄田 
藩、 岡 山 藩、 大村藩 等に 存 し-又 幕臣に 山 
本 新 平、 同傳 左衞 門、 千 人頭に 山 本彌七 • 
見ゅ。又京極殿給帳に「三百五十石山本 
九郞右衞門、七巨石山本休雲、ニ百五十 
石山 本七郞 兵衞 、二百 石山 本 藤兵衞 、百 
五十石山本市之丞、百三十石山本十左衞 
門、 百 五十石 小人 頭 山 本 平 太夫、 八十 石 
山 奉行 山 本 九兵衞 」 等 見え、 又 田 中 家臣 

知行 割 帳に 「二百 石山 本 長左衞 門、 百 石 
山本與 右衞 門、 二百 石山 本 孫九郞 、百 石 
山 本 喜兵衞 、百 五十石 山 本 庄兵衞 、百 五 
十 石山 本 市右衞 門、 百 石山 本 小太郞 j を擧 
ぐ。 又 堀 尾 山城 守 給 帳に 「四百 三十 石山 本 
.治 兵衞 、五 吉 石山 本 角 太夫、 二百 石山 本 
藤 八」 等 見 ゆ。 又 槍術家 大內 無邊の 塄山本 
宗久は 無邊 流を 創む、 その 男 佐久內 也。 
儒者としては、幕臣山本嘉六信有(天莆〕 


ヤマ モト 


あり、 學 名高く、 北山 > 號 し、 又 諸藝に 
達す。 その後 妻 多 美は 湘 桃と 號 し、 書晝 
に 巧みな りき。 又 山本漪 之 助明晴 ( 實は 
竹 田 氏) は 東 溪と號 す。 又 山 本 信 謹 (公 
行) は 綠 陰、 茶佛 老人と 號す 、その 男 額 
藏信 錫は 學半 、箕 山、 その 弟 卯 之 助 信 孝 
(天 桂) は 素 堂、 ズ緣 陰の 女翠雲 (江 英、 
屋蘇〕 は 晝 に 巧み 也。 又 山 本 信 ( 當國) あ 
り、 順 天と 號す 。又 京都の 儒者 洞 雲 山 本 
泰順 C 三 徑) も 名高し。 

又 梶井宮 坊官に 山 本 民 部 卿 •見え、 大炊 
御門 家 諸 大夫に 此氏 あり-殊に 山 本 近 江 
守正臣 (鈥 若〕 は 和歌 國學に 秀で、 淸溪と 
號 す、 藤 姓 也と。 又 相 摸 守 嘉之も 名高し。 
又 鷹 司 家 侍、 花 山院家 侍、 坊城 家雜 掌、 
今 出 川 家諸大 夫、 本願 寺 用人 (山 本 半 兵 
衞) 、曼殊 院諸大 夫に 山 本 伊勢 守、 同 近 
江 守 等 見え、 又國學 者に 山 本 伊兵衛 格 
安丨山 本吉利 C 桃溪) 等 名高く、 又江戶 
の醫者に山本猶齋貞雅(金俊〕、又京都の 
人山 本章 夫 (もと 正九郞 )s 醫術 本草に 精 
しく、 溪 愚と 號す 0 又 佐 州 役人 附に 「淸和 
蒎氏山 木 桐之丞 、町 同心 山 本 良左衞 門、 
藤 原 姓 •町 同心 山 本 茂 右衞 門」 等を 载せ 
た リ0 
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又 貞德門 俳人に 風 外 軒 山 本 西武、 京 俳人 
に 山 本海德 •見え、 又 江戶の 戯作者に 山 
本 靜觀房 (善 兵衞好 阿) あり。  、一 
茶人と しては、 織 部門 下に 山 本 政 勝ち'  1 
道句と號し、又石州流に山本三友欠ま5  1 
又 山 本宗雄 (幕府 奥 坊主〕 もォ 高し 又 
江戶 書家に 山 本 菊 治 昌 信、 山 本 左 兵衞智 
光 (蘭 州)、 山 本維碩 (松 南、 龍齋〕 等、 

皆 名高し。 

又畫家 としては、 應擧 ， ;-1 に 山 本宅 助岑鼎 
同數馬 守 鱧 〔龜岡 氏) 等 見ん 又 狩 野探幽 

門下に 山 本 素 程 (守 次)、 その 男' & パ‘'  > 
の男宗川等皆名を擧げ、又狩野常信門乃， 
に 山 本 養 仙 あり。 又 山 本內藏 丞友是 あり、 
後 狩 野 友 我と 云 ふ。 又 山 木 長 六 子方は 南 
谷と號し、又山本理兵衞等見え、浮掛繪 
には 山 本 平 七 郞義 信、 同 平七郞 重 春、 又 山 
本傳六 等 あり。 又津 III 藩分哏 II に 「五十石 
山 本 恭ニ郎 、五 石 三人 扶持 山 本 正 造-同 
山本貫一郞」を擧げ、又幕 !5 源姓に山本 
半右衞門信定あり、下藤を家紋とす 0- 又 
浪花 淨瑠璃 に 山 本土 佐掾 •.名高く、 又 明 
治 能 樂界の 大家に 山 本 東 (大藏 流) あり。 
現代には 山 本 達 雄 等の 名士 多く、 又 志 摩、 
遠 江、 陸 奥、 羽 前、 羽 後、 佐 渡、 伊淥、 


筑前 等に 見 ゆ 0 

山元 ヤマ モト 前條と 通ず。 又 南隅 系？！ 
に 山元 氏 系？！ あり 4 贺前兵 衞丨五 耶 右衛門 
丨勝 左衞門 」 等 見え、 又武藏 等に 存 す。 

山 本 寺 ヤマ モト デラ サンボ ンジ嵘 に詳 
か 也。 また 山 本 寺 伊逸 守 •山 本 寺 木 土 頭 等 
見 ゆ。 

楊 梅 ヤマ モモ 大和阈 添 下 郡に 暢梅宮 
(光仁 天皇 饩 砲 三年)、 杩梅陸 (平 城 天皇 御 
陵) 等 あ 0。 

1 嵯嵯源 氏 ^ 卑 分脈に 「嵯哦 天皇の 御 
子 源 定 C 大納言、 右大將 、號楊 梅)」 と 見 
ゆ。 サガ 、贺 陽院 等の 條參 照リ 
2 村 上 源 ^. 久我家 の 族に して、 尊卑 分 
脈に 「具 平 親王— 師房 —顯房 彳顯雅 (六 
男、 權大納 言、 號楊 梅〕— 雅長 (美 濃 守)、 

弟顯定 (左 馬頭、 一に 顯宗〕 丨定宗 (少納 
言* 民 部 小 ノ輔) 」 と 見 ゆ。 

3 藤股北家尊卑分脈に「兼家—傅大納 
言 道 綱— 參議皱 經— 左中將 敦家— 刑 部 卿 
圾兼 丨讚岐 三位 季 行— (揚梅 流〕 重季 ( 修 
理愐大 夫〕一^ 行 (從 ニ、 兵 部 卿〕 丨綷季 
(宮内 卿〕— 親忠 c 左中將 •本 經忠〕 丨 兼行 
(民 部 卿 丫兼商 (右 衞門 督丫兼 親 C 兵 部 
瘸 、左 中將 )丨 兼 邦 C 同上 丫兼英 ( 左中將 〕 


I 兼 重 (本 兼 興)」 と 載せ、 又 0 •季の 弟に 
. 「從 二位 伊忠 (男 忠資) 、從！ 一一 位 忠兼 j あ 
り。 又 兼 高の 兄に 太 宰大贰 饺兼 、弟に 大 
藏_盛親(その男親行、孫親家)、また兼 
親の 兄 「能 行 C 從三位 、本名 重 兼) 丨定行 
( 左中將 )」 など 見 ゆ。 

4 淸和源 氏 宇 野 氏族 大和 阈添下 郡杩梅 
ょり 起る。 諄 卑 分脈に 「賴 親— 賴房 (荒 
加 質〕— 陸 奥守賴 後丨驼 禪師仁 範—基 輔 
(揚梅 九 郞) 丨右 將監基 親— 賴隆 —賴 重— 
賴贸」 と 見. え、 中興 系圖に 「楊 梅 •淸 和、 
九郎 基輔 •之を 稱 す」 と。 太 田條參 照 0 
5 宇都 宮 氏族 宇都 宮 大系 圖 ic r 賴 房— 
仲 房 (揚 梅)」 と载せ 、又 「賴 道の 末子 楊 
梅 仲 房 •常 陸 N4 目 代に 補 せらる」 とあリ 0 
その後は 「仲 房— 仲 祐—時 祐丨仲 時丨仲 

司— 仲經丨 仲 淸—淸 司 丨淸光 (小山 田)」 
也。 小山 田條を 見ょ。 

山守 ヤマ モリ 山 部、 山守 部條參 照し 
1 山守 連山 守 部の 伴 造 家に して、 天平 
六 年の 出 雲！： 計會幀 に 「伯 耆一 I 久来郡 木 
ェ山守 連 伊 等 志」 など 見 ゆ。 

2 宇治山 守 連 物 部 氏の 族に て、 姓氏 錄、 
山 域 神 別に 「宇治山 守 連。 同 ( 饒速 日) 神 
六世孫伊香我色雄命の後也ーと载せたリ。 


3 和 山守 首祀 直の 族に して •性 氏錄， 
和泉神別家和 |11 守首"同上(逍根命の後 
也)」 と 載せたり。 和は 和 泉の 下略なら ん 0 
4 攝津璀 仁 帝 倚に して、 姓氏 錄 •攝涑 
. 皇別に「山守。璀仁天呈皂+五十日足彥 
命の 後 也」 と 見 ゆ。 

5 越 前 天平 神 護 ニ 年の 阈 司 解に 「上 家 
鄕戶主 山守 五十 公 J など 見 ゆ。 

山 盛 ヤマ モリ 前條を 見ょ。 

山 森 ヤマモリ同上。而して加汊藩铪幀 
に 「千 五百石 (丸 內ニ 雁金) 山 森 敬 馬、 五 S 
石 (丸內一雁金〕山森襪太邯、西五十石(同〕 
百石加增山森雄ニ耶、百五十石(同)山森彌 
五左衞 門、 百 五十石 (同) 山 森 九兵衞 、西 石 
(同) 山 森 十 之 助」 等 多く、 又 美 濃、 尾 張、 
武藏等に存す。 

山守 部 ヤマ モリべ 職業 部の 一にして、 
應神祀 五 年條に 「諮 阀に令 して、 海人 及び 
山守 部を 定む J と 載せ、 古氺記 應神眹 に 「此 
の 御 掛 •海 部 •山 部 •山守 部、 伊勢 部を 定 
め賜ふ也」と見ゆれど、 111 部と山守部の差 

異常 かならず 。蓋し 山 部とは 本来 種族 名に 
して、山守部は山を守らしむる爲に設けた 
る 職業 部な らん か。 和 銅 三年 二月 祀に 「初め 
て 守 山戶を 充て、、 諸 山 ひ 木を 伐る を ^ ぜ. 
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しむ」 と ある 守 山戶は 、即ち 古の 山守 部と 
同樣 Q 者と 思は る。 

而 して 顯宗 紀元 年條に 「來目 部小楣 •謝し 
て 申す、 山官は 宿ょり 願 ふ 所な りと。 乃ち 
山官に 拜し 、改めて 姓を 山 部 連 氏と 賜 ひ、 
吉備 臣を以 つて 副と 爲し 、山守 部を 民と 爲 
す」 と载せ ，、また 「狭々 城 山 君韓帒 宿禰、 
云々。 陵戶に 充 V X、 兼ねて 山を 守らし め、 
籍 帳を 削除して、 山 部 連に 隸 す」 など 見 ゅ 
れば 、此の 部は 特に 山 部 連の 部 曲と なし 給 
ひし ものと も. 考へら る 0 
丨 大和 當國に は 廣瀨郡 に 山守 鄕 あリ。 

ャマ 、山 部 等の 條參 照。 

2 山城 山、 山守 等の 條參 照。 

3 備中 大税貴 死亡 人 帳に 「賀夜 郡 板 倉 
鄕板倉 里 戶主烏 取 部 佐 美麻呂 口山 守 部 島 

賣 J、 また 「同 郡 多 氣鄕田 次 里の 人山 守 部 
身 足」 などを 载せ たり。 

4 伯 耆久来 郡に 山守 鄕あ りて、 和名 抄 
に 見 ゅ、 此の 部 民の 住居せ し 地 也。 後世 
山守 庄 起る。 

山家 ヤマヤ ャマガ 、ャ マ， へ 等條を 見ょ。 
山 谷 ヤマヤ 羽 前、 羽 後 等に 此の 地名 あ 
り。 ヤマタ 11 、サン ャ 等の 條を 見よ。 なほ 
次條參 照。 


ヤマヤ —— ヤマ ヨシ 


山屋 ヤマヤ サンヤ 前條參 照。 

1 淸和 源氏 渡 邊條を 見ょ。 

2 陸 奥 武鑑、 津輕藩 用人に 此の 氏を 载 
せ、 又 南部 參考 諸家 系圖に 山屋勘 右衞門 
勝 興 等 見 ゆ。 

3 雜 载江戶 の 人山 屋半 三郞は 隅 田 川の 
水を 以つて 酒を 造り、 成功す。 又 越後 等 
に 存 す。 

山士ロ  ヤマ ヨシ 一一 後 國蒲原 郡 山吉邑 ょり 
起る。1氏家譜に據れば「平大納言賴盛の 
後裔 池 源 五は 伊豆守と 稱し 、後に 山 吉小次 
郞と云 ふ」 と、 ィケ 條參 照。 三條 衆の 隨一 
にして、 三條城 (裏 館 村〕 は 初め 山吉 氏の 居 
城 也。 永 正中、 山 吉孫五 郞景長 あり、 一に 
政 久 とも、 丹 波 入道と も 見 ゆ。 主君 長 尾 信 
濃 守 爲景の 懇望に 任せ、 當城を 差 上げ、 同 

郡 木場に 移る。 後長 尾 平 六 俊 景 * 天 正 年間、 
此の 地に 據 り、 國中に 威を 振 ふ。 舊記に 「山 
吉孫五 郞景 長は 三條 城主に て、 九 萬 貫を 領 
し、 長 尾 信 濃 守爲景 に 屬 す。 永 正 十一 年、 
爲景の 懇望に 任せ、 當 城を 差 上げられ、 同 
郡 木場へ 移る J (* 越雜 記〕 と。 

又 「山吉 氏は 永 正中より 三 條城に 居り、 天 
正 五 年、 三條 城主 山吉孫 次 郞豐守 病死に つ 
き、 三 條を立 除き、 三 島 郡 上田の 內 、大屋 


ヤマ ヨシ —— ャマヮキ窆さ 


村へ 移 リ、 同 七 年ょり 木場へ 移る。 雙 守の 
舍弟孫 次 郎景長 •相續 して、 後 支 蕃と云 ふ」 
と 見え、 北國 太平 記に 「三條 城主 山吉 支蕃 
允が 家斷絕 して、 植 田坂戶 山の 城主 甘糟近 
江 守景 持を 三 條へ指 遣し 置き 給 ひける も、 
謙 信 •兼ねて 寵愛の 小姓 井 地 峰 勘 五郎に、 
山吉が I 跡 三條の 城、 並に、 六十 ニ 騎の城 付 
領を 悉く 恩賞 あらんと 宣ひ ける」 と。 

又 越後 治亂 記に 「謙 信 十四の 春、 潜 かに 上 
洛せし供に戶倉、秋山、曾根、鬼小岛、鬼 
山吉」と载せ、また「當國には、他_ ^' ‘で 
も 威を 拫ひ 、鬼神の 如く 云は れて、 一騎 常 千 
と 聞え し異 士數輩 ありけ る 其の 中に、 人相 
の 人に 替 りて 眼 ざしに も 恐れられけ るは* 
まづ鬼 小島 獮太郞 、鬼 山吉 小次郞 なり」 と 0 
又彌彥 山中の 荒 山城 主に 櫻井宗 方、 黑田和 

泉 守 •山吉 宮內少 輔等 見え、 又木 場 城 (木 
場 村〕 は 新發田 謀叛の 瞭 、景勝 當 城を 築き、 
本 城に 蓼 沼 藤 七、 ニ 丸に 山 吉主蕃 允を 詨く 
とも 旯ゆ。 

又 古志 郡 堀 金城は、 源 義家の 家臣 浦 部 兵 庫 
兼 陸の 居所に して、 數十 世に して 山 吉長門 
守に 至る とも 傳 へらる。  . 

山 脇 ヤマワ キ 

1 證岐 當國の 豪族に して、 全 ft 史に 「山 


脇城は山脇村に在リ。山脇左馬亮久友、 

及 re ® 蛮 助 •之に 居る」 と 見 ゆ。 

2備後奴可郡の名族にして、藝藩通志 
に 「人 江村 山 脇 氏は 先祖 山 脇 治兵衞 ，宮 
氏に 仕へ、 祿 四千 石を 受く 。京 廣尙 •出 雲 
に 移る 時 •懷眙 の 侍婢を あた ふ。 男子を 
產み て、 平左衞 門と 稱 す。 今の 忠 助は 其 
の 後な り、 惠蘇郡 川 北 村に 分家 あり」 と。 

3 扔 前 原 田 氏 文 和 ニ 年 記錄に III 脇 源 五 
兵 衞規征 •見 ゆ。 平 姓 か。 

4 攝津驼 木 村！ I m 配下の 勇 將に山 脇 源 太 
夫 重 信 あり、 後 池 田 勝 入に 仕 ふ。 武鑑、 
岡 ill 藩 重臣に 此の 氏を 載せたり。 

5 發 家 その祖山脇正節は織田信忠に仕 
へ、 その 男 道 作 主 心 •曲直 瀨正賴 に 學 び、 
恃醫となり、法印に叙せらる。五朝に歷 
仕し 功多し。 甥 支修 •家を 嗣ぎ 、更に 淸 
水尙德 (主 飛、 子樹) を嗣 とす。 これ 近 
世 發舉の 泰斗 山 脇 東 徉 C 名は尙 德〕 にし 
て、 もと 丹波龜 山の 人、 淸水東 軒の 子な 
り。 享保 十一 年、 朝廷の 醫 {目 山 脇 支 修の 
養子と なり、 翌年 その 家を 餌ぐ、 時に 歲 
十三、、、れ性*學を好み、捋览强記なり 
しによ る。 一日 林東溟 の 塾に 遊び、 史記 
の輪讀を聞きしが、柬洋その文を諳誦し 


て 諸 生を 想 かせ、 談 梅花の 詩に 及ぶ や、 
我れ 梅花の 詩を 好む とて、 吟誦す る處* 
忽ち 和漢 古人 二百 首に 及びし J と 云 ふ。 そ 
の 男 東門 (橘 侃、 仲 陶〕 •亦 名 あり。 

6 美 作 草 刈家傳 に 「来 山 甚次郎 •山 脇 
氏を 打取る」 (天 正 十 年) と。 

7 雜载 その他、 加賀藩 給 帳に 一二 百 石 
(丸內 チ キリ〕 山 脇門大 夫」 を载 せ、 堀 尾 
山城 守 給 帳に 「二百 八十 石山 脇 八右衞 門」 
を 擧 ぐ。 又筑 後久 留米十 軒 屋敷に 山 脇 萬 
之 助、 四條派 畫家に 山 脇廣成 (東 輝〕、 ま 
た 土 佐の 名 族、 又 元 和の 頃、 會津 藩士に 
見え、 又武 蔵、 信 濃、 播磨 、攝津 、山城 
(藤 原 姓と 云 ふ〕 等に 存 し、 明治 女流 教育 
家に 山 脇 房 子 あり。 

山 分 ヤマ ワケ 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

八 ?* ヤミゾ 常 陸、 下野、 岩 代に 八 溝 山 • 
常 陸に 八溝嶺 神社 あり。 

矢 道 ヤ ミチ 美 濃に 此の 地名 あり。 

屋宮 ヤミヤ ヤノ、、、 ヤ條參 照。 

矢 向 ヤムケ 羽 前に 矢 向 神社 あり。 

矢 村 ヤム ラ武藏 等に 此の 氏存 す。 

谷 村 ヤ ムラ 甲斐、 筑後 等に 此 地名 存 す。 

八 女 ヤメ 筑後國 八 女よ y 起る。 景行祀 
に 「天皇 •八 女縣に 到 U 5 す、 則ち 藤 山を 


超えて、 南 粟 岬を 望み 給 ふ。 時に 水 沼 縣主 
猿 大海 •奏して 言 さく、 女神 冶 リ 、名を 八 
女津 媛と 日 ふ、 常に 山中に 焐す と。 故れ 八 
女國の 名は 此に 由り て 起れ り」 と 0 
この 八 女は 後世の 上 妻 郡 矢 部に して、 ? ft : 紀 
通證に 「今縣 主祠 あり」 と。 又 八 女は、 後 
佾 上下 ニ 郡に 別れ、 上 妻、 下 妻の 兩郡 とな 
る、 持統 記に 「筑 後阑上 陽咩 郡」 あ P、 こ 
れ上妻 郡の 事に して、 上 妻は 力 ミツ ヤメの 
約な りと 0 

され ど此 等に 據れ ば、 古代 八女雔 は 上 妻 郡 
の 山中に して、 其の 地は 上棄下 妻 平 垣 部よ 
り遙 かに 懸絕 す。 今 和名抄 の鄕 名を 調査す 
るに、 上 妻 下 妻 ニ 郡の 鄉里 は、 桑原 鄕を除 
けば、 何れも 上 IMI： 福 B 町 以西の 平 垣 部に 
存 し、 矢 部は、 それよ V 山中 數 里の 地に あ 
り、 故に 若し 上 妻 下 妻 ニ 郡の 地が 古の 八 女 
縣內 とすれば、 八 女の 稱は斯 くの 如く 地域 
の懸絕 する 山地よ n 起 リし亊 となりて、 J 
般の 例に 反する 事 甚 しかるべ し。 

また 筑後神 名 帳 上 妻 郡に、 上 八 目 雄 女神と 
下 八目津 女神と を 載せた 9。 然 らば 則ち 上 
八 女と 云 ふ も、 下 八 女と 云 ふ も、 上 妻 郡內 
にあり しにて、 上 八 女 下 八 女と、 上 妻 下 妻 
とは 別なる が 如く 考へら る (矢 部 村 北 矢 部 


ヤマ ワキ 


ヤマ ワキ —— ヤメ 


ヤメ 


六！！ 一九 一 


ヤメ —— ヤモリ 


ヤ モリ —— ヤヤマ 


ヤヨ ス —— ヤ リタ 


六 一一 一九二 


窟 後に 鄕八 女律嫒 神社 ありと)。 

思 ふに 中古 初期、 國郡 制度 施行の 際、 八 女 
縣の故 地に 八 女 郡 (陽 咩) を 置き、 平 垣 部の 
妻 地方の 多くの 地までを も、 其の 郡內に 含 
ましめ しが、 程なく 妻 郡と 改めて、 上 妻 下 
妻の ニ 郡と せし ものと 考 へらる。 釋記 引用 
筑後 風土記 •旣に 上 妻縣の 語と あれば、 八 
女郡の'名は極めて短期間に過ぎざりしなら 
ん 。その他は ツマ 條を 見よ 0 

矢 持ャモ チ 

矢 本 ヤ モト 武藏 、陸 前 等に 此の 地名 存 
し、 奥州 矢 本 氏は 陸 前 國桃生 郡 矢本邑 より 
起る。 桓武 平氏 鎌 倉 權五郞 の 後裔と 云 ふ。 
タニ モト、 長江、 三分 一所 等の 條を 見よ。 

谷本ヤ モト タニ  モト 條を 見よ。 

八本 ヤ モト 同上 參 照。 

0 ヤモメ  江戶の 惡漢に 鰥庄 三あリ 、あ 
だ 名なる べし o 

八森ャ モリ  ヤ チモ リ條を 見よ。 

谷 盛 ヤモリ 武藏豐 島 郡に 谷 盛庄 あり。 
中 豐澤村 八幡 所 藏明應 九 年 村 岡 五郎 左衞門 
重義が 記せし 緣記の 略に 「秩父 十郞武 網に 
奥州 征伐 軍忠の 賞と して、 源義家 より 一字 
を與へ 、基 家と 號 し、 谷 盛 庄を宛 行 ふ」 と 
载す 。此說 若し 實なら んには 古き 庄名な り。 


矢 守 ヤモリ 仁 和 寺 侍に 矢 守左衞 門權大 
尉 •見え、 又 同 営 諸 大夫矢 守 對馬守 平 好は 
勤王家と して、 正 五位を 贈らる。 

矢 山 ヤヤマ 鎭西の 名 族に して、 筑紫系 
圖に 「筑 紫四郞 惟門 丨貞治 (同 越後 守、 養 
子、 初 名 矢 山 彌三郞 、後の 名昭 門、 法名 岸 
松良祝ごと見え、又豐前の豪族にあり。筑 
紫 氏の 族 也。 タク シ 、少貳 等條參 照。 
屋山ヤ ヤマ 前條 氏の 一族に して、 岩屋 
城主 高 橋 家 重臣 也。 藩 翰譜に 「光 種が 七 代 
の 孫 長 種 •死して 嗣な し。 高 橋が 家の 子丨 

屋 山、 * 原、 福 田、 伊東の 者 共 •大 友に 一族 
を 乞 ひて 主の 家を 繼が せんとす」 と载 せ、 
又豐薩 軍記に 「屋 山中 將 •坤の 方を 守る」 
と。 又 語 鏡 草按に 「屋山 隼 人倥恒 安」、 また 
岩 橋 家 文書の 連署に 「屋山 隼 人 佐恒安 (判〕」 
と ありて、 寬延 記に r M 木 町 律 江 社 末社 祗 
園祠 •筑紫 家老 屋山隼 人 佐の 建立」 と。 

而 して 屋 山系 圖に 「中 務少輔 種 速 (初め 三 
介、 今 村 美 作 入道 宗 加の 男 屋山長 門 守 •筑 
前 故 北 原伊貿 入道 鎭久に 仕へ、 長 門 守の 女 
を以つ て 之に 妻は し、 屋 山家を 苒 興して、 

岩屋 城代と 爲す 。籠城 九 年、 天 正 十三 年 七 
月廿 七日 落 域戰 死〕— 太郎 次耶 (岩屋 戰 死、 
時に 年 十三)、 弟 掃 部 入道 宗源 、弟 彌左衞 門 


入道 休齋 (直 次、 主 家老 職)、 妹 (御井 郡 下 
弓 削 村 庄屋 源 右衞門 妻)」 と。 又、 武鑑、 下 
手渡 立 花 藩 家老に 此の 氏を 載せたり。 

八 代洲ヤ ヨス 東京 耶揚子 河岸は 猢余 子、 
八 代 洲 、八 代 曾、 八重 洲 とも 書せ り。 皆假 
借の 文字に して、 紫 一本に 「昔 ヤヨ ウスと 
云 ふ異國 人に.， 此所 にて 屋敷を 賜りし ょり 
の 名な と。 案ずる に、 慶長 日記に 「十 
九 年 甲 寅 九月 朔日 、阿蘭陀 人耶子 •虎子 ニ 
匹を献する」ょし見え、駿府政事錄にもあ 
り。 同人 かと 云 ふ (御府内 備考)。 ヤン m 丨 
ステンに て、 和 蘭 船 航海士、 慶長五 年 漂着 
來朝 、幕府に 信任 さる。 三 浦條參 照。 

彌生庵 ヤヨ ヒア ン狂 歌師の 家名、 初代 
雛 丸 . ニ條 家ょり 賜 ひ、 三代に 及ぶ。 

鎗居 ャリ 4 

鎖 小路ヤ リ コウ チ 磐 城 國相馬 郡の 苗字 
にして、 相 馬 藩の 槍の 指南番た りし 家な り 


-o 


繾小牧 ヤリ n マキ 細 川兩家 記に 見 ゆ 0 
* 師 ヤリシ 藝藩通 志、 廣鳥府 故 家に 「中 
町鎗師 •祖 善左衞 門は 延享 三年、 口糧を 賜 
はりし ょり、 今爲之 助まで 四 世、 鎗 細工を 
なす」 と。 ヤ ハギ 條參 照。 

鎗田 ヤ リタ 武藏 等に 此の 氏存 す。 
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一: 凡 

繾田 ヤ リタ 上 總 の 豪族に して、 房總治 
亂記に「天正十六戊子ニ月下句、桠木左近* 
小濱 城主 鎚田美 濃 守の 相 州 三 浦に 屯して、 
北條氏 直と 合戰 しける 留守を 窺 ひて、 小濱 
城を 夜 討に して 攻 取る」 と 載せ、， 下總 小金 
本土 寺 過去帳に 「鎚田 左 衞門次 耶」 見 ゆ。 
又武藏 等に 存 す。 

鍵 谷 ヤリダ II 石 州の 名 族に して、 元德 
年間より 存 すとぞ 。 

翁 中'  ヤ リナ カ攝 律に 在り、 ォホ ツカ 條 
第二 項參 照。  ‘ 

繾光 ヤリ ミツ 菊 池 系圃 に 「鍵 光 勘 解 由」 
なる 者 見 ゆ。 菊 池 條參 照り 

« 水 ヤ リミゾ 前條參 照。 

野老 ヤ ロウ ト n ロ條を 見よ。 

野 老山ヤ ロウ ヤマ トコ ロャ マ條を 見よ。 

矢 渡 ヤワ タリ 佐 州 役人 附に 「平 姓 •矢 
渡 孫 右衛門」 を 載せた 5。 ャド 條參 照。 


ヤリタ —— ヤワ タリ 


溫泉 ユ ユセン ウン セン 和名 抄 、但 
馬國 二方 郡に 溫泉鄕 を收 めて 由と 訓 ず、 後 
世 湯 村 あり。 次に 石 見 國通摩 郡に 溫泉鄕 を 
载せ 、由と 訓じ 、後世 湯 里、 湯 城 等存 す。 
次に 伊豫 國に溫 泉 郡 ありて、 和名 抄に 湯と 
訓じ 、次に 肥 後 國山鹿 郡に も溫 泉鄕 を收む 。 
湯 ユ ヌルユ 也。 同條 及び 木綿 條參 照。 
湯 ユ 前條の 外、 湯 瀧 ハ 伊豆 下野〕、 湯 川 
(信 濃、 岩 代、 若狹〕 、湯 烏 (阿波、 肥 後)、 
湯埼 (紀 伊)、 湯 肥 後 等〕、 湯 湖 (下野)、 
湯嶽 (磐 城〕 等 多し。 

1 湯 直祀 II 造 族に て、 天 長 十 年 三月紀 


rl 


に 湯 直國立 等 . IE 直 姓を 賜 ふ。 キ條參 照。 
2 佐々 木 氏族 出 雲國意 宇 郡湯鄕 .ょり 起. 
り、 佐々 木 系圖に 「 F5 岐守義 淸—出 雲守泰 
淸 丨七耶 左衞 門賴淸 —泰信 (睞湯 十耶左 
衞 門) 丨賴信 (十郎 次郞) •弟 貞雅 (次 郎兵 
衞 )、弟公淸(源三耶左衞門)丨義網(信濃 
守、 源 三 左衞 門)」 と载せ 、又 「鹽冶 滿通丨 
高 淸—豐 高— 政 通 (湯 與五郎 ，出 ^ 島根 郡 
坪 谷 村 知行) 丨宗淸 (湯 與五郎 )」 と 見 ゆ。 
又 「賴淸 (賴 氏と も、 七耶 •玉 造 城主， 湯 ^ 
に 居り 氏と す)— 泰信 C 十郎 、玉 造 城主)— 
公 淸丨義 網 (窝士 名 判官、 又 布自奈 、元 弘 


ユ さ 一 一 
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rl 
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忠臣〕 丨 政道— 宗淸 — 誠 勝 丨 淨光 — 高忠 
—泰重 丨泰敏 丨惟宗 1 永 綱 丨玆矩 (龜井 
武藏 守；}」 と ぁり。 玆矩は 玉 造 湯 s 住人、 初 
名湯 新 十 郞國 綱に て、 左 衞門永 綱の 男 也。 
カメ 斗條 に詳か 也。 又 「佐々 木末 孫 雲 州 住 
人 湯次郞 右 衞門尉 源 元 長、 舎弟 湯 釆女正 
元 綱」 など 見ぇ、 又 安西 軍 策に 湯 佐 渡 守、 
湯 信 濃 守を 载せ 、又 湯九郞 左衞 門な ど 諸 
書に 見え、 又 「出 雲 國湯氏 ー黨 j と あり。 

因幡 因幡 志に 多く 見 ゆ、 前項 氏の 族 
也。 フジ ナ條參 照。 

4 美 作 勝 南郡鹽 湯鄕溴 鄕 村ょり 起る。 
太古、 國神 •此の 湯を 發現 し、 その子 萬 
多比古，此の地に住す。子孫*中设に至 
り 姓を 湯と し、 文 祿の頃 故 ありて 鳥 越 氏 
に改 む。 祖廟 存 し、 由 屋樣と 云 ふ。 東 作 志 
に 「湯 氏。 板屋 又兵衞 、淺 後屋惣 兵衞、 
一族 二十 五戶 J と。 又 後藤 條參 照。 

5 秀鄕流 藤 原 姓 佐藤庄 司は I IC 湯庄司 
とも 云 ふ、 佐 藤-信 夫 等の 條に詳 か 也。 
大鳥 城に 據 る。 

6 雜载 その他、 東鑑に 湯次郞 四 部を 载 
せ、 又 備前神 名 帳考奥 書に 「安永 戊戌 九 
月晦 、備藩 湯 明 善」 と。 又 大和 三輪 社々 
家に 湯 福宜 あり。 


由 宇 H 4 ゥ條を 見よ。 

湯淺ユ アサ 

1 紀直姓 紀伊國の大族にして、在田郡 
湯 淺庄 より 起る。 その 出自 は詳か なら ざ 
れど 、氏族 志には 「紀國 造 族 也」 とし， 
湯 淺系圖 には 「宗重 (湯 淺權 守〕」 より 系 
あれ ど、 それ 以前を 云は ず、 一に 姓氏 不 
詳と見 ゆと ぞ 。宗 重は 淸盛 に屬 す。 其の 
子宗光 •阿瀨 川 氏と 云 ふ。 又 源賴 光の 末 
孫 也と も傳へ 、又 平氏と も 云 ふ。 以下 各 
項を 見よ。 

2淸和源氏說績風土記には「源賴光の 
末孫、 安田 莊の 地頭 職 太 郎忠宗 の 男權頭 
宗重 •湯 淺城に 、居る を以 つて 湯淺を 氏と 
す」 と、 安田、 及び 保 田條參 照。 地理 志 


料は この 說を 採れ 


o 


3 秦姓承 安 建久の 頃、 湯 淺新大 夫秦宿 
福と 云 ふ もの あり、 文書 多し、 クルス (栗 
栖) 條を 見ょ。 

4 藤 原 姓 鎌倉時代の 當庄 公文に 藤 原 姓 
あり。 又 中興 系圖に 「湯 淺 •藤 姓、 本國 
紀 伊、 熊 野 紐 伊 湯 川 家 一族」 と、 湯川條 
參 照。 

5 系 圖湯淺 系圖に 「宗重 (湯 淺權 守〕— | 
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为 

, 6 氏人 粉 川# 緣起に 「康； 


氏人粉川寺緣起に「康和元年、藤原 
宗 長」 を 載せ-又 明惠 上人は 平 七 武者 重 
國の男 •母. は 湯 淺宗 重の 女と あり。 次に 
平 治 物語に 湯 淺镏 守宗重 •見え、 平家 物 
語に 「紀 伊國 住人 湯淺權 守 宗重以 下、 畿 
内の 兵 ニ 千餘人 •大衆に さし 添へ て、 堂 
衆を 攻めら る」 と载せ 、又 r 祀伊國 の 住 
人湯淺 權守宗 重が 子、 湯 淺七郎 兵衞宗 光」 
なド.見え、又源平盛衰記に「祀伊國住人 
湯淺 權守宗 重、 祀國 住人に 湯淺權 頭 人道 
宗重が 子息 湯淺兵 衞尉宗 光 j と。 

また 崎 山 文書 元曆 元年 二月 四日の 賴朝判 
書に 湯 淺の 入道、 東 鑑卷十 ♦九に 湯 淺兵衞 
尉宗光.見え、承久四年に阿互川庄司、 
寬喜 三年に 一族 連署の 事 あり。 又 永 仁の 
頃、 湯 淺四郞 入道 願 達 (栗 栖條參 照〕、 湯 淺 
權守宗 景の男 森 九 郞景基 c 森條參 照)。 又 
正應ニ年十ニ月に湯淺黨在京結番次第， 
存 す。 又 楠 木合戰 注文に 「正月 十九 日 湯 
淺黨 、云々 C 同 二月 二日、 吉野執 行 •打 
落さる ロ。 此の 外、 湯 淺ー黧 所所、 押 寄せ 
せ、 合戰を 致す 由、 其の 聞え あり」 と 0 
又 「楠 木の 爲 に 取 籠め られし 湯 淺黨交 名 
(正 慶元 十二月 H)  •安田 次郞 兵衞尉 重顯- 
阿 矢 河總六 入道 定佛 、藤 並 彥五郞 入道、 
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石垣 左 近 將監宗 有， 生 难 藏人師 澄、 宮原 
孫三郎 、湯淺 彥次郞 時 式、 糸 貿野總 五郎 
(癍を 被る)」 等 見 ゆ。 

又 太平 記卷六 に 「楠 兵衞正 成は、 去年 赤 
坂の 城に て 自害す。 燒 死にた る眞 似を し、 
落たり しを、 實と心 得て、 武家ょり 其の 
跡に、 湯 淺孫六 入道 定佛を 地頭に 居 置き 
たり」 と 載せ、 又卷 十二に 湯淺 權大 夭、 
二十 ニに 湯 淺 入道 定佛 (阿瀨 河 入道) あ 
り、 楠 木 正 成に 從 ひて 動 王す。 又 三十 ニ 
に 湯 淺 新兵 衞尉 、三十 四に 湯淺 太郎 * 建 
武ニ年 二月 一 日 文書に 湯 淺 木本 新 左衞門 
尉宗 元、 花營 三代 記に 「永 和 五 年 九月、 
湯淺 域沒落 j と。 又 文 安中-南朝の 後胤 
を 奉じて、 湯 淺城 に楣 籠る 事な ど ありて、 
又長祿 1記に「義就方に湯淺ニ郞」など 
载 す。 

■所領 居城 續風土記、在田郡鳆主條に 


「中古、 山 保 田莊は 高野山の 領な 


〇 


廣 


莊 、宮崎 莊は熊 野 山の 頜とな る。 保 元の 
頃に 至りて、 湯淺權 守 •大低 郡 中を 押領 
し、 湯淺莊 に 居る。 此よリ 後、 山 保田莊 
は 楠 氏の 頜とな り、 又湯淺 氏の 領主と な 
る。 湯淺莊 は、 湯淺氏 亡ぶ る 後、 白 樫 氏 
あり、 保田莊 には 貴 志 氏 あ 0、 宮畸莊 に 


は宮畸 氏 あリ 、藤 並， 田 殿には 湯 淺氏 の媒. 
あリ 。石垣 莊は畠 山の 臣神保 氏の 領とな 
る。畠山の守讁職たりし時、宮原莊、廣 
莊に 居城を 構へ、 近 鄕の莊 司 等 •其の 旗 
下に ® す。 豐 太閤 •南征 の 時、 公邑 とな 
る」と0  . 

又 •「湯 淺莊頜 主 •中世 湯 淺氏 、當郡 諸 莊 
を領 し、 居城を 當莊に 築く.」 と o 又 「吉 
川 村 方寸峙 城跡は 村の 南に あり。 湯淺犓 
守宗 重の 築きし ものな り」 と。 又 r 靑木 
村 古 域 跡は 湯淺榴 守宗重 •方寸 峙 ょリ此 
に 移す。 後 康曆ニ 年 四月、 湯 淺孫六 入道 
定佛の 孫 左 京亮の 時、 落城す」 と。 

又 「山 保田莊 領主。 中古 高野山の 領地な 
リ、 湯 淺權 守宗重 •代々 地頭 職たり。 建久 
八 年、 鎌 倉ょり 此地の 下司 職を 文设に 命 
ぜら る。 文覺 •其の 職を 宗 重の 子 湯 淺兵 
衞宗光に讓る。承元四年、鎌倉ょり新に 
宗光を 地頭 職に 命ず。 淸 水の 城 •其の 居城 
な リ 。地は 高野領 なれ ども、 地頭 •其の 
職を 代々 にせし ょり、 其の 威强 く、 安田 
莊 司と唱 し、 自己の 領地の 如くな れ り。 
元弘 年中、 安田 莊司 •武 命に 叛 くによつ 
て、 楠 正 成 •此を 討ち、 此の 地 •正 成領 
す。 其の後、 亦 湯 淺氏 の領 となり、 南朝 
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代 幸 湯 
丸千淺 


守續 


10 幕臣 家紋 丸に 揚羽蝶、 粼の內 萬 字。 
寬政 系譜には 平氏 支流に 收め 、家譜には 
「熊 野八庄 司の 一、. 湯淺權 頭宗 重の 裔」 と 
す。 伊右衞 門賢廣 •元祿 年間、 幕臣と な 
る、 以下 系 あり。  * 

11 藤 原 姓 阿波の 豪族に して、 故城 記， に 
「那東 郡 分、 湯淺殿 •藤 原 氏、 家紋 大文字 
吉甲」と载せ、阿州將軍裔記に「湯淺次 
太夫兼綱(小次郞父也>阿州長山住人」と 
あり。 その他、 細 川、 営 原 等條參 照。 

12 伊豫 豫韋 記、 正 平 中に 湯淺 氏を 載せ 
たり 0 

13 安藝 賀茂 郡の 名 族に して、 藝藩通 志 

に 「內 村湯淺 氏。 先祖 湯 淺大膳 •若 俠國 
ょり 來 U 佐 伯 郡 三 宅 村に 住して、 三 宅 支 
蕃と稱 す。 子 主計 •武田 氏に 從ひ て戰功 
あり。 武田 亡びて 後、 此に轉 移す」 と。 
14 備後通 志、 世羅 郡條に 「鶴 丸、 尾 首 山 
は並に伊尾村にぁり。鴻丸は、下見加賀、 
尾 首は、 湯 淺越 中の 所據 とい ふ」 と 見 ゆ。 
又湯淺 肥 後 廣吉け 惠蘇郡 錦 山城に 據 る、 
森 勝條參 照。 
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15 营原姓 美作國の名族にして、粢北條 
郡 靑柳庄 軒 戶宮社 簿書に 「天文 十二 卯年、 
湯淺大 炊助菅 原輝吉 •営 守と 申す。 茁治 
元年に 湯淺土 佐守营 原 正 治、 云々」 と。 
又苫田 郡 知 和の 湯淺氏 は 加 茂 山城 之輔の 
裔 、七 代 孫 政 之進眞 繚 に至リ 、湯 淺と改 
姓す と傳 ふ。 其 十二 世を 土 佐 丞と云 ふ。 

16 備前播 磨 赤松 家臣 湯淺 右馬允 宗白は 
播磨の人、後備前池田侯に仕ふ。その裔、 
心 俊の 男英 ( 子饺) は學 德萵 く、 その 男 新 
兵 衞元禎 (文 祥) に 至って、 天下に 名を 
擧ぐ、常山これ也。その男新兵衞明善. 
亦 名 あり。 猶ほ 第廿 四項參 照。 

17 源 姓 石淸水 社家 宦仕に 此の 流 あり。 

18 伊勢 多氣郡 志氣 村に 湯 淺宅址 あり。 

19 桓武 平氏 干葉 氏族 匠 嗟 八郎 常廣の 後 
にして、瓱瑗黨のー也。千葉家三代常長 
の 重臣 湯 淺小太 郞 •九 代 胤 網の 執權に 湯 
淺大 膳、 その他 湯淺大 隅、 十代 時 胤の 御 
守 衆に 湯 淺小太 郎‘ 十一 代 賴 胤の 執 榴に 
湯淺帶 刀、 十二 代胤宗 0 執 槪 に 缇 淺雅樂 
允、 十四 代 氏 胤 家臣に 湯 淺左 兵衞 •十五 
代滿 胤の 六 人 守 衆の 一に 湯淺 小次郞 、十 
.六 代 兼 胤の 家老に 湯淺對 馬、 その他、 湯 
淺主蕃 允、 湯 淺 小太郞 、また 胤 持 家臣に 
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に 屬す 。子孫 世々 此の 莊 を押頜 す。 天 正 
年中、 保 田 三助 友 宗と云 ふ もの、 柴田勝 
家に 屬しズ 戰 死す。 其の 養子 次郞 とい ふ 
もの、 猶ほ保 田莊を 保つ。 太閤の 南征ょ 
り沒收 して、 盡 く公邑 とせり j と。 保 田 
條參 照。 又 廣莊等 V 湯淺領 たりき。 

8 紀州雜 载星尾 村 神 光寺は、 弘長 中、 
保田莊 地頭 湯 淺左衞 門尉宗 業の 建立と 云 
ひ、 又 湯淺村 「寶林 寺は 鹽屋 小路に ぁり。 
寬文 三年、 湯淺 權守宗 重の 末葉 八郞 左衞 
門 宗淸の 男八郞 兵 衞宗敎 •建立す J と。 
又 「畸山 氏の 元祖は 湯淺 權守宗 重の 男に 
て、 埼 山七郞 兵 衞尉宗 光と いふ。 田 殿、 石 
垣の兩莊を知行し、內*埼山勝摩。住す。 
宗 光の 妹は 高 倉院の 武者 所 伊藤 重國に 嫁 
し、 明惠 上人を 生む」 など 多し。 又 安田 莊 
司は 湯淺 權守宗 重. の 子、 湯淺 兵衞宗 光の 裔 
にて、 種々 系圖 ，ど 傳 ふ。 ャス ダ 條を見 ょ。 
その他、 保 田、 糸 我、 阿 a 川、 阿瀨 川、 
湯 川、 多須 原、 崎 山、 ^ 田、 南 •木本、 
長 田、 吉 原、 粉 河， 藤 並 等 Q 條を 見ょ。 
又 林、 湯 川、 六十 谷 ( 十番〕 、白 樫 等の 條 
參 照。 又 志 富 田莊舊 家に 湯 淺淸右 衞門ぁ 

! 一‘  一 
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溢 浅 兵康 助、 輔胤 、勝 胤 等の 紈權に 見え， 

又 利 胤 家臣に 湯 淺华人 正 等 多く、 又 小金 
本土 寺 過去帳に 「湯 淺傅淨 入道 •文明 十 
五八 月」 を 載せたり。 

20 平 姓 江戶嵇 臣に して、 良 文の 流 也と 
云 ふ o 蓋し 前項 氏の 一族な らん。 家紋 十 
喵、 藤 丸。 三 右 衞門淸 S •元 和 九 年に 東 
頼 門院に 仕 ふ。 子孫 寬政系 m に 見 ゆ C 

21 加贤加贺藩給幀に「丙十石(菊水)湯 
浅 五耶 兵衞 、百 五十石 C 丸內 十六 菊〕 湯 淺 
澜五耶、三十五俵外七人扶持淖淺彌左衞 
門 J 等 見 ゆ。 

22 越後 新發田 溝 ロ 藩 用人に 見 ゆ。 

23 和 泉 和 焱 堺の苡 人错淺 作 兵 衞常是 • 
家 康に 仕へ、 茑ら銀 货鍺 造を 掌り、 梅 印 
を 刻す。 銀座 由緒 ^ に 「湯济 茂 三 郎」 と 
あるは" 其の 裔な らん。 又 ® 長 中釾エ に 
港 淺点 右衞門 宗 運見 ゆ。 猶山本 條參 照。 

24 雜載浯 淺古系 圖は 東京 附近に 本物 • 
有りと ぞ 。又 湯 淺倉平 (内大臣) は 長 門 
憋浦宇贺邑の人、漀師康菴の男也。又湯 
淺菔孫 氏 あり、 予が两 師 、漢學 者に して、 
古文 研究に 貫献 する 所、 鮮少に あらず。 
常 山と 同様 吉備 VO 人な PO また 會津 藩士 
に 在り、 旅顒 閉塞隊 湯淺竹 次郎少 佐の 如 

H アサ 


き、 その 一人也。 又鲭江 藩 (培 浅 锭次耶 )、 
摄津 •河內 、山城、 出 雲、 陸 奥、 筑 前、 
外 九州に も存 し、 又武藏 等に も 在り。 

山 石 佐 d アサ ィハサ 條に詳 か 也。 中興 系 
圖 •ユの 部に 收め 「岩 佐 •藤 原」 と。 

浴 部 d アミべ 正訓 不明。 正 倉 院文畨 、 
蜜 前國加 目 久也里 戶籍に 洛部彌 波なる 者 あ 


o 


由 井 ユ 4 武藏 、辟 河 等に 此の 地名 存 す。 
その他、 ユヒ 條耷 照。  ， 

1 日 奉 姓 武藏の 奈族 •西菰 の 一にして、 
宗賴の ニ 男宗弘 •由 井の 別當に 補せられ 
て、 子孫 世々 由 井を 家掳 とす。 多 摩 郡 由 
井ょり起りし也 .0 七热系圖に「宗賴一^ 
親— 宗弘 (由 井、 日別當 、ニ 廳官 、京 
都 奉公〕一 


丨爲貞 -T 爲實 a * 


由并ニ 


丨知實 5 丨弘網 田| 

ふ -s . ' 
丨宗時 « 五丨宗恒立川ヨ 

と。 又 由 井二 耶の 男に 泊 江 大夫 、その 孫 
に 由 井 五耶、 その 男に 太郎爲 能 ありて、 
西 氏 系圖 これに 同じ。 又 新 •編 風土記、 由 
井邑 條に 「當國 七 蒸の 內 、西の 斑の 大夫 
日の 宗忠が 弟宗弘 •由 井の 別當に 補 せら 


ユア サ ユイ 


れ てよ リ 、子孫 世々 由 井を 家绒 とせり と 
沄 ふ。 是 今よりは 七 百年餘 も 前の 事な れ 
ば、 土人の 由 井浪 三に 始 t ると 云 ふ もの 
は、賒ずるに足らざる事知べし」と。裉 
三の 本は 第 四 項を昆 よ 0 

* 桓武 平氏 三 浦 氏族 和 田系圓 に 「杉 本 
太耶義 宗丨宗 實 (三 耶 •轅籾 W 軍 •院宣、 
義澄捎 取 時、 付 平 宵 隨逐 、趑久 三年 七月 
廿 六日 也) 丨實常 (由 井太耶 、建 保 年 中卒) 
I 家常 (同 七耶〕 ， 


—家資丨長家-1-家親^*ギ| 

S 比 「宗連 
L 永 承 S 
丨货兼^-政氏去£2 

I 滅家 —義兼 — 松！？ 丸 

方 un r E: » 

と。 又 中興 系圖に 「由 井 •平 姓、 本 3 :駿 
河、杉本太郄義宗男三耶宗.¥之を稱す」 
と旯 ゆ。 

3 氏人 前 ニ 項の 氏人は 東魃卷 九に 由 井 
八 郡、 十二に 由 井七耶 •見 ゆ。 

4 桓武 平氏 * 條氏族 相 州兵亂 記に 「永 
祿三年、氏康*氏政へ御家督を 3[ り玉ふ。 
ニ 男 由井裉 三 殿は 武州瀧 山城 主 整 君に し 
申す、 後には 陸奧守 氏 照と 申しけ るな り」 
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と载せ 、また 「小 田 原 方の 物見 由 井の 源 
三 殿」、 また 本朝 三國 志に 「由 井 源藏 云々」 
と、 大 石條參 照。 

5 駿河 ユヒ條 及び 第二 項參 照。 又興津 
の 人に 由 井 源藏ぁ り、 鎌 倉 武士の 裔 也と。 
又 由 井 正 雪は 駿河由 井染 家 傳三郞 (一に 
彌左衞 門) の 男、 幼名 久来な りと 傳ふ 0 
駿府留 帳 抄に 「由 井 正 雪は、 元 來駿府 
素性の 者、 幼少の 時、 臨濟 寺に 之れ 有 
リ 、讀 物な ど 仕り、 其の後、 江 戶へ罷 出で、 
七 書な ど 講釋仕 9、 太平 記の 評判 讀とな 
り、 自分に も 平家物語 評判な どを 作り、 
軍學の 弟子を 數多 取り 候ぅて、 方々 名を 
發し たる 由に 候。 兩親 共に 駿 府の宮 崎に 
罷り 在り 候。 庚 安四 年 八月、 一類 殘ら ず、 
駿河に 於いて 御成 敗、 兩親 もは り 付に か 
X り、 正 雪の 首 も 亦、、 江 戶 ょり 返し 候ぅ 
て、 阿部 川 西 河原に 隨從 自害の 者 どもと、 
一同 八 人 •獄門に か X り 申し 候。 

正 雪は 當年 四十 ニ 歳の ょし。 かくの 如く、 
事 終りて 以後、 正 雪 自害の 宿所 •駿府 茶 
屋町梅 屋九郞 右衞 門の 悴を 呼び寄せ、 召 
捕の 時の 樣 子を 承り 喉へ ば、 御 同勢に て 
梅屋 所を 取卷 き、 夥しく 表騷 動の 節、 正 
雪 •隨從 Q 若き 者 共は、 是非 切って 出づ 


ユイ 


べしと、 色々 申し 候へ ども、 正 雪 かくて 
召 捕 はれ 候は ば， 拷門に 逢 ひ、 見苦しき 
死を 仕るべく 候。 唯々 一所に て 尋常に 切 
腹に 極り 候と 申す 0 少しも 騷が ず、 かた ひ 
ざ 立て、 扇を 手に 持ち 居リ 、書 置と 見え 
認め 終り。 其の儘、 切腹 仕り 候。 殘 りの 
者 共 も おも ひ < に 自害」 (地名 辭書〕 云 

々と a 

6 伊香 姓 近 江の 豪族に して、 伊香 系圖に 
「柏 原 神 大夫助 延丨同 神大夫 安助— 保 房 
(由 井八郞 、嘉祿 比の 人、 安助の 手ょり 後 
三條 下司 職を 讓 得す〕, 

|盛安丨女子後三條下司篛女、號平_王女 
伊藤 太 

丨 宗安 -T 吉房 -T 吉員辰 王兵@ 

倚 藤 次 五' i 左 | 

衞 門®  L 宗士  ロ 左衞門 次®、！ K 頃 

丨 ^ _大 進 阿闍梨 、積善 寺別當 

丨 伊藤 六— 右衞 門四郞 右衞門 

7 淸和源氏江戶幕臣にして、家紋丸に 
ニ 本 鷹 羽、 丸に 三 目 結、 丸に 梅 鉢。 由 井 
五郎 右 衞門忠 治 •江府 に 仕 ふ。 以下 系 あ 
り (寬政 系譜)。 

8 越後 三 州 志、 能 登 國珠洲 郡 黑峯條 に 
「天 正中 斯城迹 に 據っ て、 越後の 上 杉より 
由 井 淨定と 云 ふ將を おける を、 國祖 •雪中 
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に 鶴 飼の 妙嚴 寺に 逗留 ありて、 その 城を 
攻させ 玉 ふに、 元朝 陷域な り。 仍って 褒 
美して 這の 寺を 淨土宗 にな さる 》 にょり 
て、 國祖の 尊像、 位牌 ありと 云 ふ。 但し 國 
祖黑峯 攻城の こと、 諸 記に 甞って 見へ ず。 
寺 僧 緣起暨 作の 妄涎 なる か。 妙巖 寺は 三 
崎 權現の 別 當兼帶 の 寺 也」 と 0 

9 筑前 軍記 略に 見 ゅ。 

10 伊豫松山藩儒に由井源七郎正德あ 
り、 溫 古堂 天 山と 號 す。 

11 雜载 その他、 信 濃、 攝津 、山城 等に 
'、見 ゅ。 なほ 次 條參照 0 
油井 ユ 4 アブ ラ 4 武藏 、下總 、岩 代 

等に 此の 地名 あり。 

1 橘 姓 信 濃の 名 族に して、 高見 澤刑部 
へ 諸以 C 保 元 頃) の弟以 近は 油井 兵 衞と稱 
す、 井手 條を 見ょ。 

2 油井 氏族 ァ，フラ 4 條を見ょ。 

3 出 雲 神 門 郡 比布智 神社 天文 廿四年 棟 
札に 「油井 新次郎 J を 載せ、 堀 尾 山城 守 
給_に「三十五石、袖井喜八郞」を擧ぐ。 

4 雜载 その他、 アプラ ヰ條に 多く、 又 
武藏 等に 存 す。 

遊 井 ユキ 大館 日記に 遊 井 治部少 輔を载 

•せたり o 


、湯#  ユキ 前 各 條耷 照。 又上總 に 此の 地 
名 あり 0 

由 {于 ユウ ユ 和名 抄 、周 防阀玖 珂郡に 
由宇鄕 を收 め、 また 長 門 等に 此 S 地名 存 す。 
丨秀鄕流藤原姓中興系圖に【由宇*藤 
姓、 秀鄕 末流 J と 見 ゅ。 
2斯波家臣斯波家の電臣にして、明德 
記卷 中に 「由 宇、 二宮、 申 蜚 、朝 倉」 と。 
又應仁記等にも見ゅ。斯波、甲裴、朝倉 
等の 條參 .照。  ， 
a 直 ロ ユウキ首藤氏の族にして、山內首 
藤系圖 に 「縫 殿 助 通 網— 五郎 通 浚— 五郎 ニ 
郞通 宗丨通 秀 (號涌 喜但馬 守)」 と载 せ、 一 
に 通秀を 通義の 子と す。 

勇 崎 ユウ ザキ備 中等に 此の 地名 あり。 
勇 山寺 ユウ ザ ンジ美 作に 勇 山寺 莊 あり。 
祐乘坊 ユウ ジャウ バウ 常 德院江 州 動 座 
着 到に 見 ゅ、 又 現存す。 

湯 浦 ユウラ 肥 後に 此の 地名 あり。 

湯 坐 ユ N 湯坐の亊に仕へ奉りし人の裔 
也。 湯 坐の 事は 湯 坐 部條を 見よ。 

丨 大湯坐 氏 ォホュ ヱ條を 見よ。 

2 若湯 坐 氏 物 部 氏の 族 也。 ヮヵ  一 I ヱ 條 
を 見よ。 

3 惊橋湯 坐 正倉院 天平 寶字ニ 年 文書に 


見 ゆ。 クラ ハ シ條參 照。 

4 額 田 部 湯 坐 氏 凡 河内 氏の 族 也。 ヌヵ 
タべ ノユ H 條を見 よ。 

5 茨城 湯 坐 連 凡 河内 氏の 族に して、 湯 
坐 部の 伴 造 家 也。 常 陸風 土 記に 「茨 域 國 
造の 初祖 天津 多祁 許呂 命は、 息 長 帶比資 
天皇 (神 功 皇后〕 の 朝に 仕へ て、 品 太 天 
皇の 誔れ ましし 時までに 當れ り。 多祁許 
呂命に 子 八 人 あり、 中 男は 筑波使 主 •茨 
城 郡 湯 坐 連 等の 初祖 也」 と 見 ゆ。 

6 無 尸の 湯 坐 氏 湯 坐 部の 後 か。 正 倉院 
天平神謹ニ年文書に湯坐佐加波岐なる者 
見. ゆ。 

湯 人 d ヱ HN ビ ト前條 氏に 同じ。 

1 大湯人 氏 ォホュ ヱ條を 見よ。 

2 若湯 人 氏 物 部 氏の 族 也。 ヮヵ. 1 ヱ 條 
を ^ よ。 

湯 江 ユエ 大蔵 姓の 名 族に して、 大藏系 

圖に 「来 生宗 綱の 子種 元 (湯 江 四郞〕 J と 見 

ゆ。 大藏 、原 田 等の 條參 照。 

由衞  H N 前後 各條を 見よ。 

湯 坐 菊 多 ユ N / キク タ 同上。 

〇 湯 坐 菊 多臣 凡 河内 氏の 族 也。 キ クタ 
條を 見よ。 

湯坐百ー理 ュ N y ワタリ 同上。 


〇 湯 坐亘理 連 宗何 部の 裔也 。ヮタリ 條 

を 旯 よ。 

湯 坐 部 ユ卫べ 職業 部の I にして、 又 湯 
人に 作る。 湯 坐は 神代祀 に. 「亦 云は く、 彥 
火 火 出 見 尊 •他 婦人を 取りて、 乳母、 港 母、 
及び 飯锊 、湯 坐と 爲た まふ。 凡べ て 諸 部 • 
備へ行はれ、茭ひ奉る焉」と載せ、玄た古 
事 記 垂仁段 に 「大湯 坐、 若湯 坐を 定め、 宜 
しく 日足し 奉るべし」 など あるに よりて、 
貴人の 兒を 育て 奉る 爲に設 くる 職なる を 知 
るべ く、 かく 並べ 擧ぐる 時は、 恐らく 兒に 
湯を 浴す る爲 の婦な るが 如し。 而 して 湯 坐 
部とは 其の 爲に設 S したる 品 部に て、 其の 
费 用を 分擔 する の 民な らん。 垂仁段 に 「天 
皇 •其の 御子 (本 卒 智和氣 御子〕 に 因りて、 
■烏 取 部、 烏 甘 部、 品 連 部、 太 湯 坐、 若； f 坐 
を 定 む」 と 見 ゅ。 而 して饩 瓰三 年祀 等に 此 
の 部民裔 見え、 猶ほ 古く 雄 略 紀に 「湯 坐 i£ 
城 部 連武彥 J なる 人 見 ゅ、 P2 城 部條嗲 照。 
1 上總の 湯 坐 部 和名 抄 、周 准 郡に 浯坐 
鄕を收 む、 此の 部 民の 住みし 地 也 0 
2 大湯坐 部 ォホユ ヱべ 條を旯 よ。 

3 若湯 坐 部 ヮヵ ユヱ X 條を 見よ。 

4 雜载 その他は ユ M 條令 .照。 

湯 部 ュ N ベ 職業 部の 一にして、 前條部 


ユイ ユエ 


H 


H / ワ 


ユ H ノワ — ユ工へ  六竞九 


ユオ — ユカ ハ 


に 同じ C 孝 德紀に 1 湯 部の 馬、 云々」 と あ 
9 0 

湯 尾 ユヲ 

湯 母 竹 田 d ォモノ タケ ダ 湯 母は 湯 坐、 

湯人に同じ。 

〇湯母仿田連尾張氏の族忙て、此の氏 
甞つて湯坐れの事に關與せしにより複姓と 
せし 也。 タヶ ダ 條を 見よ。 

湯鄕  d ガゥ ュノガ  ゥ條を 見よ。 

、溫 姑兄  H ガサ 湖 名抄 、紀伊 國在田 郡に 溫 
笠鄕 を收 む、 延喜 式の溫 笠驛も 此の 地 也。 

湯 河 rl 力 ハ 次條に 併せ 云へ り。 

湯 川 ユカ ハ 祀伊に 湯 河 庄 、能 登に 湯 河 
四柳庄 •見え、 その他、 駿 河、 信 濃、 羽 後、 
備 中、 豐前 等に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 武田 氏族 紀伊國 日 高 郡 湯 川 
庄 より 起る C 武田 系圖に 「武田 信 光— 信 
忠 ( 惡三郞 •改高 信、 父 勘當 、紀州 に 下 
'る、 熊 野 八 莊の‘ 內 、湯 川祖ど と 載せ、 ま 
た 若 州 湯川彥 衞門覺 書に 「湯 川 家老 四 天 
王 •榛 (湊〕 、高 垣、 津村 、林、 以上 四 人。 湯 
川の 名字は、 湯 川 一門なら では 名乗り 申 
さず 候。 •一、 湯 川の 先祖は、 古昔 甲斐 國武 
田の 次男な り。 武田の 家に 三人の 子 あ リ、 
嫡子と 次男 湯 川とは、 本腹の 一 腹 一生な 


り。 三男は 後腹の 子たり、 嫡子、 次男が 
ためには 繼母な リ。 然るに 昔は 國 々の 守 
護より、 禁中へ 三年づ 、の 王番 ( 大番か 〕 
の 勤に、 都に 三年づ 相 詰め 候。 武田の 
家の 當番の 時、 嫡子 武 田太郎 •病氣 にて、 
上洛 仕る 事 成らず > 其の 代 番に 次男 •登 
るべき ところに、 三男の 母 C 繼母た る 故、 
我が 子を # に 立たすべき ため 1C 、 次男を 
指 置き、 我が 子の 三男を 嫡子の 代番に 登 
せ 勤 させ 候に 付、 禁中より 其の 褒美に、 
三男に 若 狹の國 を 下され 候。 若狹 Q 武田 
の 由來 •是な り。 

次男は 代番に 登らざる を 不足に して、 甲 
州を 立 退き、 紀 伊の 國熊 野の 内、 湯 川と 申 
す 所に 城を 構へ 居住す、 湯 川の 先祖 是れ 
也。本來、武田の家の次男也。_家の紋は 
ヮリビ シ也 。それより 湯 川 末々 の 代に、 
紀伊國 の ロ 部へ 押出 だし、 日 高 郡 小 松原 
と 云 ふ 所に 居城す。 紐 伊 國は七 郡に て、 
三十 七 萬 石の 所 也。 高 野の 頜分は 此の 外 
な 90 右 七 郡の 內 、有 田 郡、 日 高 郡、 牟 
樓の 郡、 三 郡に て、 湯 川 領分 有りて、 紀 
伊國の 旗頭な り。 直 春 代には 家康樣 とも、 
弓箭 契約 仕り、 家康 樣よリ 馬を 湯 川に 下 
され 候 得 ば、 直 春よ ド' 鷹 を •進上 仕り. たる 


由、 聞® へ 候" 湯 川 も、 大腊 •紀 伊一! へ 
ft 向の 時 迄は 相續な y。 

一、 湯 川、 何れの 時 か、 禁中よ n 湯 川を 
副將 軍に 成し 給 ひ 候。 一、 禁中より 湯 川 
に 下され 物-同じく 御 許 L 成され 候」 云 
々と。 

又 湯川實 記に 「其の 先は 甲裴源 氏武 田 ^ 
よリ出つ。元 ^ を惡1ご節信忠と云ふ。弘 
安の 頃に や あリ けん、 罪 ありて 稲野 湯 川 
に 遠 流せら る。 是 よ” 芳锭 の內 梅と いふ 
所に 居住す。 三郎 の 孫、 孫 六 信 有 •輿 力 
人に 勝れ、 南北 朗の 時、 熊 野 八庄 司の 其 
の 一人な り。軍功の赏によりて、在田、 
a 高 ニ 郡を も 併せ 領 し、 本國の 牌 頭と な 
りて、 湯 川 s 丸 山に 城く」 (名勝 圖會〕 と。 
2 ’ 同上 奈古氏 流 前項 氏と 同族なる ベけ 
れど、紀州武田系圖には「(武田〕川次郞 
範 長— 忠長 C 湯 河庄司 、本営 住〕 丨 光長 (同 

庄 司)— 光春 (四耶 、同庄 司)、 弟 光 時、 
弟 光平 (八 郞 〕」と載せ、又中興系圖に「湯 
川 •淸和 、本國 IE 伊、 奈古十 郞義 行が 八 
代 庄司忠 長 •之を 稱す J と 見 ゅ。 

3 氏人 太平 記卷 十七に 湯 河庄 司を 載 
せ、 又 常時、 湯 川 孫 太郎 •見 ゅ。 その後、 
永¥以來御番蜎に「四番.湯川安房人道」 


シ： 载せ 、また 文 安 年中 御番 Ifel に 「四 番， 
渚 川 安房 守、 同 佐 渡 式部少 輔 、在！： 衆 • 
湯 川新庄 司」 等 見 ゅ。 又康： Jr: 段錢 引付に 
「三十 貫 文 •湯 河 安房 人道 殿 •紀 州芳養 庄 
所々 段錢 !_ と。 一に 湯 川中務 少輔と あ り 
と 云 ふ。 又 「孫 太郞 より 五世 孫 某 •箕外 

.を請じて、鳳生を建つ、永正十九年に死 
す」 とぞ o 

又常德院江州動座着到に「東山殿祗候人 
衆 •湯 川 安房 守」 を 載せ、 また 細 川兩家 
記に 湯 川 直 光、 また 「畠 山 殿を祀 州より、 
玉 木、 湯 川 (直 光〕 •御供して 境津へ 入り 
給 ふ」 と。 直 光は (孫 太 郞七世 ) 営 內少 
輔政 春の 男に して、 民 部 小 ノ輔に 任ず、 そ 
の 男 直 春 •秀吉 の 南征に 服從せ ず、 戰敗 
れ牟婁 に 走リ て. 死す。 第五 項を 見よ。 

4 所領 續 風土記、 日 高 郡 領主 條に 「中 
世、 菌 、財 部の 地は 新宮の 神 頜-高 家の 
地は樂 譃院宮 、並に 民 部 卿の 頜な り。 此も 
新宮 の領 となる。 余は 詳なら ず。 後 性、 土 
豪' 割 據をな し、 寒 川 氏 •寒 川莊に 據リ 、玉 
置 氏 •山地、 川上の ニ 莊を 領しジ 其の 余 
は传湯川氏の版圖に入リて、中に就き、 
逸見 氏の 矢田莊 を領 し、 愛洲 氏の 南部を 
領す るが 如き 狀態な リ。 蹵 太閤 南征 、諸 
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豪を 討 平げ て、 皆 公 邑とな せり」 と。 

又 「小 池 莊 領主 •中古、 熊 野新宮 の神領 
となり、 後世に ては、 湯 川 氏の 頜とな る。 
他は 詳なら ず」 と 云 ひ。 又 「志 質莊は 中 
世領主詳ならず、後併湯川氏の領となる」 
と。 又牟婁 郡 「狄 津莊下 秋津村 領主 •中 
毋 湯 川 直 光、 又 愛洲 元： ST 同 長 俊の 領地 
なり」 など、 その他に も 多し。 芳 養、 湯 
淺 、安田、 熊 野、 畠 山、 玉 置 等の 條參 照。 

5 居 域略歷 日高郡丸 |[1 村龜山城跡は衬 
の 中央に あ 9、 湯 川 氏の 本 城に して、 續 
虱 土 記に 「湯 川 氏は 武田 家ょり 出で、 祖 
を武 田三郎 とい ふ。 源義 家の 弟義 光の 後 
なり。 後 宇多院の 時、 罪に 依って 本阈牟 
婁郡洛 河に 蟄居す。 後 此の 地の 賊を 討ち、 
功に 依り 罪を 较 され、 牟婁 郡を 服 ふ。 芳 
養莊を 治めて 子孫に 庳 ふ。 三 耶の孫 两 太 
耶 •北朝に 屬し 、功に 依リ 、在 田、 日 高、 
卒婁三 郡を 賜 ふ。 彌太郞 七 代の 孫を 政 春 
•とい ふ、 宮內少 輔と稱 す。 明應 三年、 足 利 
義澄 •南方 副將 軍に 任ず。 政 春の 子 直 光 • 
民部少 辅と稱 ふ、 小 松原 城に 移る。 

畠 山 右 京大 夫 高 政 •紀泉 河三國 守護と 爲 
り、 三 好 修理 大 夫と 戰 ふ。 直 光、 弟 湯 川 
帶 刀、 弟 湯 川 右衛門 大夫、 湯 川 甚大 夫 等 • 
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三 好 軍と 戰ひ肽 れて 討死す 。武田 信 支の 
男 直 春 •茭 子と な リ 、中務 少辅 と稱 す，' 父 
の封を魁ぐ。©臣氏南征の時、城を焚く。 
直 春の 弟を 治 部 小 ノ輔直 光と いひ、 其の 末 
子を 湯 川 丹 波 守と いひ、 浪人と なる。 後 
藝侯に仕へ、ニ千石を領し、営島奉行と 
な リ、子孫今に溥ふ」と。 

又 「印南 庄中村 城跡は 村の 两北 にあり て 
要害 山と いふ。 湯 川右衞 門大 夫の 居 域な 
リ」 と C 又 三尾莊 「比 井浦 比 井城 跡は 村 
の 北、 山 ロに あリ 、湯 川直眷 の ^ 」 とい 
ふ。 猶ほ 凑條參 照。 

又牟婁 郡 「日向 村 ^ 跡に 村 中日 向 明 神の 
東に あり。 湯 川 宮内少 輔 光春の 砦 跡な り」 
と 見え、 又 「潺 川 氏 •江川 浦の 北、 四 谷 
の 八 王子 山に 砦を 築く。 天文 二十 ニ 年、 
白田山氏*山本廣信をして、槳たしめて之 
を 降す」 と。 又芳養 庄 境村呰 跡は 一村の 
西に あり、 湯 川 氏 築く」 と。 又 「林 村 内 
羽 位 城は 村の 北に あり、 湯 川彌 太邯 光 # • 
六 波 羅 ょり 常 郡を 與へら れし時 築き、 內 
梅と 名付けて 居住す 。其の後、 被官林 左 
京 進 •是を 謹る とい ふ」 と 見 ゆ。 

又「東 |11 村龍神山城跡は村の艮、山上にぁ 
リ 、湯 川 氏 C 城な り」 と。 又 地名 辭 ぶに 
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「天 正 十三 年、 湯 川 直 春 •京 軍に 打 破られ 
芳養泊 城に、 逃れ、 又 龍神 近 露 山に 保み、 
鹽見峙に奮戰せしかば、京軍死傷するも 
の 敷を 知らず。 遂に 田邊の 城に 引退き、 
兵を 分ち て 一 韻 城を 圍む 。兩 陣相對 する 
事、 一月 餘 り、 京 軍 •山 谷噏 _ にして、 
進退 自由なら ざるに 苦み、 遂に 和睦して 
旋へ る。 翌年、 豐 太閤の 命に依りて 本領 
を 安堵し、 其の 族 三百 人を 率ゐ 、和 州 郡 
山の 城に 參覲 す。 彎秀長 •直 春を 旅舍に 
毒殺す。 其の 臣湊 右京 / ia れ 還りて 泊の 
城を 攻めて 戰 死す 」 と。 

> 族 裔山田 庄名屋 浦 源 行 寺は、 文明 中 
湯 川の 一族 左衞 門次郎 の 建立と 云 ひ、 「日 
高 郡 御坊 村 西本願寺 御坊は 天文 元年、 湯 
川 直 光の 建立」 と 見 ゆ。 又 小 松原 村 法 林 

寺は 當莊龜 山城 主 湯 川 民部少 輔直 光の 建 
立と あり。 

又續 風土記、 日 高 志賀莊 傑に 「六十 人 地 
士湯川 元 右衛門。 祖は湯 川 直 春の 弟 小 中 
村の 頜主湯 川 源吉淸 勝な り。 淸勝 は、 小 
松原 落城 後、 小 中 村に 歸 V 農民と なる。 
慶長 十八 年 病死す、 其の 子祐之 進 ,. 元 和 
五 年 六十 人地士 となる」 と载せ 、又 有 田 
郡 一廣 莊地士 湯 川了祐 、湯 川 直 光の 弟 安 


藝 守の 後な り。 天 正中、 小 松原 落城の 後 
島 村に 蟄居し 當地に 來 る。 其の 裔藤之 右 
衞門 •寳曆 年中、 地士 、幷に 大莊屋 とな 
る。 代々 地士 を相續 す」 と。 
又當國大畑氏は日高 & 山域主湯川民部少 
輔直 光の 末、 次 部 右 衞門直 光の 裔と云 ひ、 
又牟婁 前 道 湯 川 村の 舊家に 地士湯 川與兵 
衞 あり。 「天 正中、 湯 川 直 春 毒殺 後、 嫡子 
丹 波 守 光春 •大和 大納言に 仕へ 三千 石を 
頜 す。 秀長沒 落の 後、 淺野 家に 仕へ て藝 

州に 移る。 與 兵 ^ は 光春の 支族なる べし」 
と 0 

又 小 野 村 舊冢澤 氏は 湯 川莊司 光政の 弟 次 
耶勝 光の 裔 にて 能 城に 據 ると、 澤條を 見 
ょ。 又 當_ 儒者に 湯 川 丙 次元 綱 (要、 丁 
甫〕 あり、 仁齋 門、 東 軒と 號 す。 又 幕末、 
田邊 藩儒に 湯 川 浴 (君 風〕 あり、 黑仙堂 費 
洞と 號 す。 その他、 栗 山、 西、 大畑 等の 
條參 照。 又那實 郡滿家 村の 地士に '湯 川 善 
十郞 あり。 又 東 牟婁郡 四村莊 下湯 川邑湯 
川 氏系圖 には 「武田 信 重の 男 豆 州 湯 川 城 

主 湯 川 直 光 •足 利 三 好 家の 戰に戰 死し、 
その 男 直 孝 •漂泊して 熊 野 下湯 川邑に 居 
住 j と 見 ゆると ぞ 0 

■連歌 湯 川 氏 花の 本 宗匠 宗祇 法師は、 


在 田 郡 下津野 村吉備 野の 伎 樂師の 子 也。 
應永 二十 八 年生る、 連歌に 優れ、 その 名 
天聽に 達す。 「勅に ょリ參 内の 時、 俗姓を 
尋ねさせ 給 ひし かど、 卑賤の 身なる こと 
を憚りて、湯川政春が族なるょしを勅答 
す。 湯 川は 本國の 著 姓に て、 政 春は 宗祇 
が 門下な れ ば、 かリ そめに 斯 くは 申せし 
なり。 後 政 春に 此の 事を 語りければ、 政 
春が 面目なり とて 深く 悦びし ょり、 遂に 
湯 川 氏を 冒せり J と傳 ふ。 後に 東國に 行 
脚して 箱 根 山に 卒し、 駿州 K: 葬りし とぞ。 

8 淸和 源氏 武田 氏族 油 川 氏流武 田信昌 
の 子 信惠を 祖 とす。 其の 子 「信 友— 信吉丨 
信 次— 信 貞丨信 忠—信 似」 也。 家紋 割菱、 
花菱。 藝者 書附に 「二百 俵餒師 湯川嘉 三、 
今以 つて 同 高」 と载 せ、 寬政 系譜に 「道 

閑 養子 壽三延 房— 同 春 房」 等 見 ゆ。 

9 河内 湯 川 直 光は、 當國の 守護 代たり 
き、 畠 山 條參照 0 

10 大和 吉 野の 湯川庄 司は、 白銀 村 湯 川 
に 據 りしな らんと 云 ふ。 太平 記卷 三十 一 
に「 熊 野 湯 川庄 司」 と载せ 、その後、 鄕 
士記にも湯川庄司*見え、又慶長元和冬 
夏， 軍記に 湯 川 五兵 衞 あり。 

11 M 原 姓江戶 幕臣に して、 寬政 系譜に 


「家紋丸に角の內花菱、丸に花荽"猿樂者 
湯 川 喜 右衞門 永貞 (學意 〕」 より 系 ぁリ。 

12 安藝 淺野家 重臣 湯 川 氏の 事は、 第五、 
六の 兩項を 見よ。 又 藝藩通 志、 廣島府 故 
家に「京橋町平住屋。先祖併々紀伊湯川 
庄を領 す、 因って 湯 川を 氏と す。 天 正 年 
中、 湯 川宗有 •所領を 失 ひ、 來リて 毛 利 
氏に 寓 し、 府下 眞 鍋 門外に 住す。 後に 次 
子を遠し贾く(今阿部六之丞が祖)、己は 
長子 宗久 と共に 祀 伊に 歸 る。 元 和 入 封の 
顷 、宗久 が 子 宗家 來リ て、 祖父 宗 有が 舊 
宅に 住す。 藩 君の 恩 遇を 蒙る。 二世 彥市 
郞 •家 貧しく 磨 刀を 業と せし が、 腰々 火 
災に逢 ひ、 ますく 家產を 失 ふ。 宗家よ 
り 今の 甚太郞 まで 七 代」 と。 

又 「石 見屋町 磨師阿 部 氏。 先祖 湯 川 市 左 
衞門鄕 治は 祀 伊の 人、 天 正中 来って 毛 利 
氏に 託す。 元 和 已來數 伢 街 長たり。 四 世 
六左衞 H 資可 •磨 刀を 江 戶庄右 衞門に 學 
び、 遂に 阿部を 家號 とす。 業を 以って ロ 
糧を賜 ふ、 今の 六 之丞に 至る 七 代」 と 見 
ゅ 0 

13 雜載 その他、 加 贸藩給 帳に 「百 石 (澤 
瀉丸) 湯 川 右門」 を 栽せ、 又 京 極 殿 給 帳に 
「ニ 千 石 (內 記との >0 湯 川 治 兵衞」 を收 


ユカ ハ 


め、 又大村 藩 湯 川 氏は 士系錄 に I 湯 川 某丨 
新左衞 門 (白 石に 住〕 J と 見え、 又筑 後國史 
に 「野 崎 作十郞 氏 利の】 一男 重ニ郎 は 湯 川 
氏を 嗣 rj と。 又 長 藩士 湯川庄 藏は元 治 
蛤門に戰死す。 

油 川 ユカ ハ 前 條第八 項、 及び アブ ラガ 
ハ 條を 見よ。 又 中興 系圖に 「油 川 •淸 和* 
本_ 甲裴 、油 川」 と あり。 

湯 上 H 力 ミ 

1 秀鄕流 藤 原 姓 攝津國 有 馬 郡 湯 上の鄕 
より 起る。 家紋 下 藤のぅ ち 上文 字、 橫木 
瓜。 彌次 右衛門 兼 政 •江 府に仕 ふ、 子孫 • 
~ 寬 政 系譜に 在り。 

2 岩 代 耶麻郡 上 遠 田 村 下 遠 田 村の眞 福 
寺は 湯 上 費 前の 草創 也と。 

油 上 rl 力 ミ アブ ラ 力 ミ條を 見よ。 又大 
和國十津川鄕鎗持由緖書に「小井村庄屋油 
上喜傳 次」 を 載せた 9。 

遊 上 d 力 C/ 武藏 等に 存す 0 

8 ユキ 壹岐國 は 一にュ キと云 ふ。 又 越 
後、 阿波 等に 此の 地名 存 す。 

1 雪 連伊岐 直の 族に して、 萬 葉 集卷十 
五に 雪 連 宅麻呂 あり。 伊 伎 氏 本 系輯に 「古 
麻呂丨宅麻呂(月讀宮長官〕」と载せ、古 
疏呂 は懷風 藻に 「雪 連 古麻呂 」 と 見 ゆ。 そ 


ュカハ 1 ュキ 


の 他は ィキ條 を 見ょ 0 

2 無 尸 前項 氏 Q 族裔 也。 正 倉 院 天平 十 
三年 文書に 此の 氏人 見 ゆ。 

由岐 ユキ 阿波 國海部 郡 由岐邑 ょり 起 
r ノ 、故城 記、 海 部 郡 分に 「由岐 殿 •平氏、 

钉貫 座」、 「同 北 殿 •平氏、 蟬の上 羽」 と 見 

ゆ 0 

由 木 ユキ ヨシ 4 前後 數條耷 照。 

1 小 野 姓橫山 斑武茲 阔多麼 郡 由 木 村 
ょり起リ、小野氏系_に「橫山綷兼丨隆 
家 (由 木 六 耶〕 丨廣家 (室 伏)」 と 載せ、 一本 
”に「經兼丨保锊(由木六耶)丨廣保」、玄た 
. 七 熟 系圖に 「野 大夫綷 兼— 保經 (由 木 六) 
—廣保 (室 伏 六 太〕 •弟 孝 保 (大串 ニ〕、 弟 
保 信 (六 IP )— 保 光 (三 郎 〕丨 康淸」 と 見 ゆ 9 
2 日 奉 姓 これ も武藏 の奈 族に して •西 
熬に屬す。重直を祖とす。七热系圖に「宗 
貞丨重 直 (由木五大夫)丨由本叫大夫丨田 
ロ 太」 と载せ 、西 氏 系圖に 「由 木 三 耶大 
夫 重 直— 由 木 四耶 大夫丨 某」 と あり、 川 
ロ、 田 ロ 等の 條參 照。 

3 源 姓 中興 系圇に 「由 木 •源 •本 阈武 

藏由 木、 左衞 n 尉 利 重 •之を 稱 す」 と あ 

«yc 

4 出 雲 建武五 年文咨 に 「出 雲 國大原 郡 
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ェ キ —— ュ キエタ 


d キ 


內香折 新宮の 事、 十 部 三郞爲 家 申す に 就 
いて、由木六郞に相觸る \ の處、無音の 
由、 云々」 と。 柳 田條參 照。 

5 雜载 餘目舊 記に 「奉行 人數 •不絕 殿、 
二階 堂 殿、 きら 殿、 ゆき 殿と 云 ふ」 と。 

行 3. キ 陸 前に 行 神社 あり、 その他、 前 
數條參 照。 

湯 木 ユキ ユ ノ キ前 數條參 照。 又藝藩 
通 志、 備 後國惠 蘇 郡條に 「釜 峰 山、、 迫 城、 並 
に湯木村にあり。上は湯木三耶則重の所居。 
此の 跡より、 西南に 物見が 段と いふ あり。 
下は 守 者 しれず、 濠塹の 形な ど 遺れ り」 と。 
猶ほ涟 川條を 見よ。 

油 木 ユキ 前數 條參 照。 

遊 木 ユ キ紀伊 國卒婁 郡 遊 木 浦より 起 
る。 續 風土記、 遊 木 城跡 條に 「村の 午 未、 
山上に あり。 元 縫の 頃、 有 馬主 蕃 築く 處と 
いふ。 支 蕃の 子を 遊 木 五右衞 門と いふ。 堀 
內 安房 守に 仕へ、 二百 石を 頜す 。高麗 陣の 
時 軍 中に 死す。 其の 子を 遊 木喜藏 とい ふ、 
大坂陣 の 時* 大坂 方に 屬し迖 亡して 終る 處 
知らず」 と 0 

遊 | 吾 rl キ前 數條參 照。 

袖 木 ユキ H / キ H X キ武藏 、尾 張 

等に此の地名ぁりて、近江下追邑の人柚木 


淸兵衞 知 雄は 儒者と して 名 あり。 字を 伯 華 
と 云 ふ。 その 弟大支 仲 素 も 亦 名高く 綿 山と 
號 す。 又 吉備 地方に も存 す。 

@ 編 ユキ アミ ユキへ 職業 部の 一にし 
て、靱を作るを職とせし品部也。貞觀儀式 
に. 「靱 は靱編 氏 •之を 造る」 と载 せ、 また 
四時 祭式に 「但し 靱は 、靱編 氏 •作る」 と。 
.また 「河 內國靱 編戶 P 百姓」 など 見 ゆ。 な. 
ほ靱 作條參 照"  . 

〇 靱 編 首 姓氏 錄 、未定 雜姓 、河内の 部 
に 「靱編 首。 神 志 波 移 命の 後て へり、 見 
えず」 と あるは、 靱 編の 伴 造 家 也。 

«5 編戶 ユ キアミべ 職業 部の 一、 靱 編を 
出す 人 戶を云 ふ。 

1 豐後 日 高 郡に 靱編鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 但し ユ ヶヒ' ぺ條參 照。 

2 河内 丹 比 郡に 在り、 前條參 照" 

行 合 ユキ ア ヒ攝津 、岩 代、 陸 奥 等に 此 
の 地名 ありて、 磐 城 行 合 城 C 高 溜 村 上 行 合) 
は 田村顯 盛の 居城な りと 0 
雪 入 d キィ リ 常 陸に 雪 入 山 あり。 又 信 
濃 等に 存す 0 , 

雪 浦 ユ キウラ 陸 中、 肥， 前 等に 此の 地名 
あり 0 

行 枝 H キヱ ダ 備 前の 名 田に 行 枝 (平 三 
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耶) •見ゅ o 又武藏 等に 存 す。 

雪 岡 ユキ ヲカ 丹 波 國多紀 郡の 名 族. にし 
て、 長澤兵 部少輔 に 仕へ し 雪 岡 彌兵衞 より 
出づ 。彌 兵衞は 落城の 日戰 死、 その 男 五郎 
太夫を、 乳母 抱きて 下 村 百姓 五郎 左衞 門と 
m ふ 者の 家に 遁れ 、子孫 十數家 ありと。 

行 岳 ユ キヲカ ナメォ カ條參 照。 

行 岡 ユキ ヲカ 前 ニ條參 照。 

丨 源 姓 岩淸 水祠官 にして、 警间 壯士 也。 
2 行 岳 御所 浪 岡、 裳 綿 等の 條を 見よ。 

¢2 方 d キカ タ ナメ カタ 條を 見よ、 なほ 
岩 代に 此の 地名 あ yq 

行 形 ユキ カタ 前條參 照。  • / 

行 川 ユキ 力 ハ 下總 小金 本土 寺 過去帳に 
「行 川 五郎 左衞 門. •玉 作、 天 正」 と 見 ゅ。 

行 上 ユキ 力 ミ吉備 、攝 律、 武藏 等に 存 
す 0 

雪上  H キカ ミ吉備 地方に 在り。 

行 木 ri キキ ナ メキ 山陰の 豪族に して， 
應 仁記卷 三に 行 木 山城 守を 載せ、 應仁 別記 
等に も 見 ゅ。 太 田 垣、 山 名 等の 條參 照。 
又關 東に も ありて、 下總 、小金 本土 寺 過去 
帳に 「小 西 行 木六郎 次郎 J を擧げ 、武藏 等 
に 存す 0 

行 葛 H キク ズ . 


行 坂 rl キサ 力 因幡の 名 族に して、 行 坂 
藏人等 ぁり、 戶板 條參 照。 

行 崎 ユキサキ又吒崦氏ぁり。 

柚 木 崎 ユキ ザキ 日向の 豪族、 ュ ♦スキ ザ 
キ條を 見よ。 

prr 崎 ユキ ザキ前 ニ條參 照。 

行 定 ユキ サダ 藝藩通 志、 安藝 高宮郡 條 
に 「行 定城は 一に 信 元 城と 稱す 。酒 井 勘 右衞 
門の 所 居* 或は 行 定內藏 助と いふ」 と 見 ゆ。 
雪 澤 ユキ サハ 羽 後に 此の 地名 存 し、 新 
編會津 風土記、 大沼 郡橫田 村條に 「伊 夜彥 
神社 神職 雪澤 攝津 。庄大 夫 重 氏と 云 ふ 者よ 
り 先は 詳なら ず。 今の 攝津 重 # は 重 氏よ リ 
五代の 孫な り」 と。 

S 下 d キシタ  ユ キノ シタ條 を 見よ。 

雪 jS ユキ シマ 

一打田 ユキ タ ナメタ ギヤ ウダ 

1 武藏埼 玉 郡 行 田 村より 起る。 東鑑、 
承久三年宇治合戰手頁人の內に行田兵衞 
尉 •見え、 又 成 田 分限 帳に 行 田半藏 ぁり。 
2 下總 豐田 郡 5 ： 結 城 郡；} の 豪族に して、 

行 田 城に 據 る。 文明 中、 行 田 宮內あ •り、 
多 買 谷 家植に 攻められ、 行 田 城、 常樂 寺， 
下 栗 城 等、 陷 落して 衰 ふ。 

3 高撟氏 族 越後 彌 彥中條 神主に 此の 氏 
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あり、 元祿の 切支丹 宗門 御 改帳に 「勝 谷 
大明 神々 主 行 田 左 近」 と 見 ゅ。 

4 雜载肥 前 淀 姬社承 元三 年 流鏑馬 交 名 
に 「養父 郡 行 田」 を载 せ、 又 信 濃 等に も 
存 す。  一 
雪 田 ユキ タ 前條參 照。  V 
雪竹ュキタヶ 
行武 ユキ タケ 

袖 木 谷 ユキ ダニ ユノ キダー 一 豫章 記に 
柚 木 谷 殿 見 ゅ、 河 野條を 見ょ。 

雪 平 IL キ タヒラ ユキ 匕 ラ 武藏埼 玉に 

存 す。 

勒作 ユキ ツクリ 職業 部の 一にして、 靱 
編に 同じ。 令 集 解、 雜 H 戶に 「靱作 •五十 
八戶」 を载 せたり 。ユ キアミ 條參 照。 

行俊ュキトシ 

行 友 d キ トモ 安藝 一實茂 郡 三津村 の 名 
族に 在り、 先祖 行 友 源 左 衞門光 寂は 松 尾 城 
に 居り、 小 早 川 氏に 屬 す。 永祿 年間 戰功あ 
り。 後に 農と な リ寬文 年間、 吉久 ょり 世々 邑 
の祠官 たり (通 志)。 又吉備 地方に も存 す® 
行 永 ユ キ ナガ 

行 業 d キナリ 讚 岐 に 在りて、 全 ft 史に 
「行 業 域は 岡 村に 在り、 岡 隼 人 行 康及び 行 
業 •之に 居る」 と。 岡條參 照。 
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¢2 野 ユキノ 但 馬に 行野庄 あり。 

雪 野 ユキノ加贸の名族にして、加贸藩 
給 帳に 「百 三十 石 (丸內 ヶン 片喰〕 雪 野 兵 左 
衞 門」 を 舉 ぐ。 

雪下  d キノ シタ ユキ シタ鎌 倉に 此の 

地名 あ リて生 W 御所 義明は 雪下 殿と 云 ふ、 

足 利、 小 弓、 生贸 等條を 見ょ 0 又 井戶葉 栗 系 
圖に 「快季 •雪下 等 ^ 院法印 小野廣 澤大阿 閣 
梨、 應永 二十 七 年 十月 十七 日 補 せらる」 と、 
丹、 中 山等條 參照 。又 奥州に 此氏 現存。 

1 延 H キノ ブ香宗 我 部 家臣に 行延彥 四 
郎 •見 ゅ 0 
行 則 H キノ y 

行 橋 ユキ ハ シユ クハシ 
行廣 ユキ ヒロ 

1 筑 前志麼 郡 惣社 神官に 行廣氏 あり 
て諸害に見え、現今饩畸に行弘轧君あり。 
•2 石 見 服 部治邯 兵衞の 男 五郎 右衞 門は 
行廣 氏を 稱 す、 石 見 志に 見 ゅ。 

行弘  rl キ ヒロ 前條を 見ょ。 

111 吹 ユキ フキ 

1 佐々 木 氏族 伊吹 宗 重の 子 重 成、 雪 吹 
を稱 すとぞ 0 

2 雜载 秀康_ 給 帳に 「七 百 石 雪 吹 喜 左 
衞 門、 三百 石 雪 吹 長三耶 」 等 見え、 S 前 
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等に 存 す。 

行 部 ユキべ 

行 萬 ユキ マ 阿波 國の 豪族に して、 故城 
記、 名 西 郡 分に 「行 萬 殿 •平氏」 と 載せ、 
又 一本に 「行 万 殿 •久 米" 平氏、 立 ニ 引 龍 
十文字」 と 見 ゆ。 

行 万 ユ 4 マ 前條を 見ょ。 

行 正 ユキ マサ 備前 等に 此の 氏存す 0 

行 待 ユキ マチ 武藏 等に 在り。 

行 松 H キマツ 伯耆. 1 會見 郡の 豪族に し 
て、 永 正、 大 永の 頃'  尾 高 城に 據 りしを、 
大永 三年、 河 村 郡なる 靜條 氏と 共に、 出 雲 富 
田 城主 尼 子 經久に 追 落され、 但馬の 山 名 右 
衞門督 入道 宗詮に 寄食せ しぶ、 志を 得ず し 
て 遠近に 流浪せ り。 此の 時、 當城 には 尼 子 
氏の 配下の 將吉田 筑前守 (或は 筑後 守〕 •居 
りて 在番 す。 其の後、 行 松 氏は、 天文 九 年 
十月、 因幡 山 名の 將 •武田 山城 守が 尼 子國 
久と 橋津に 戰ひし 時、 南條 等と 共に 武田氏 
に 與カ せし が、 永祿五 年に 至り、 尼 子 氏が. 
衰へ て、 毛 利 氏の 勢强大 になり しに 乘 じ、 
彼の 家に 依賴 し、 南條 氏と 共に 歸國 して、 
再び 當城に 入る。 行 松 左 兵 衞尉正 盛 入道 こ 
れな り。 

正 盛は 永 祿七 年に 病死し、 當城に は 毛 利 氏 


ュキマッ —— ュ キヤ マ 


の 部下 備後 神邊 城主 杉 原 播磨守 盛 重、 元 就 
の 命を 以つて 之を 守る。 その 頃、 尼 子 氏 再 
び 興り、 三保關 ょり 打づて 出で、 度々 當郡 
に 亂 入し、 同 十二 年に 至り、 當時尾 高 城に 
在りし 行 松 入道が 子息 も、 彼に 降參 す。 此 
の 人 •その後、 天 正 十 年の 頃、 八橋の 船 上 
細 木 原 城に 籠りし が、 毛 利 氏の 將加藤 佐 渡 
に 被られて 出で \ 降る (伯耆 志〕 とぞ 。そ 
の 他、 杉 原條を 見ょ。 安西 軍 策に 「行 松 人 
道 云々」 と载 せたり。 

行 宗 ユキ ムネ 土 佐の 豪族に して、 その 
文書に 「大忍 皮 內行宗 名に 於いては、 恩賞 
と爲 し、 右近 尉弘 重の 管頜 •相違 あるべ か 
らざ るの 旨、 仰に 依り狀 件の 如し。 正 平 十 
一年 二月、 出 雲 守 時 □花押」 と。 又 永 正 八 
年 文書に 大忍西 河行宗 名の 支證の 事、 云々。 
行宗兵 衞左衞 門」 (南 路志〕 と。 その他 •武 
藏等 {C 存 す。 

1 行 本 ユキ モト 吉備 地方に 存 す。 

一一 本 ユキ モト 同上。 

由宣！ I 門 ユキ モン 

行 森 ユキ モリ 吉備 地方に 在 9。 

行 山 ュ キヤ マ 加 賀藩給 帳に 「百 五十石 
(丸內ッタ)行山彥左衞門、百五十石(同〕行 
山 八十 左衞 門、 百 五十石 (同〕 行 山重郎 左衞 
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門」 と载 せ、 又武藏 等に 存 す。 

行 結 ユキ ユヒ 佐々 木 氏の 族に して、 佐 
々木 系圖に 「乙 立 営內少 時 綱 (法名 時 M )— 
泰網 (行 結 佐 渡 守〕」 と载 せたり。 

行 士ロ  d キヨシ 太平 記卷 三十 三に 「大將 
細 川 伊豫 守 (式部 大夫繁 氏) が 首と •家人 行 
吉掃部 助が 首と を 取る」 と。 又吉備 地方に 
、存 す。 

雪 士ロ  ユ キヨシ 吉備 地方に 在 
行 善 ユキ ヨシ 備 前の 名 田に 見 ゅ。  • 
幸義 ユキ ヨシ 吉備 地方に 在り。 

行 寄 ユキ ヨリ 三 坂元弘 三年 十二月 文書 
に 「行 寄 小三郎 •搦手 大將軍 也 J と。 

湯口  ユ クチ 陸中_ 稗 貫 郡 Q 豪族に して 
湯口 村より 起る。 稗 貫 氏の 一族 也、 ヒェヌ 
キ條を 見よ。 蜷川 日記、 天文に 湯口 大藏丞 
を 載せた 9。 

その後、 佐 竹 藩主に 湯口 正司嗣 久 (橫 手の 
人〕 あ 5=^才學を以つて聞え、 -|1 淵と號す0 
.又、 武藏  > 信 濃 等に も存 す。 

的 rl クハ  マト ィク ハ 條を 見よ 0 又 撰 
解 文集に 的師枝 •見 ゅ。 

的 羽 ユクハ マト バ 同上。. 又 志 歧 に 在 

り、 こは マト パ か。  - 
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弓 削 d ゲ 弓 削 部、 及び 其の 伴 造の 裔 也、 
ユゲべ 條を參 厢- 

1 弓 削 連 高 魂 尊の 裔に して、 弓 削 部の 
總領的 伴 造 也‘- 天日駑 翔 矢 命ょり 出づ。 
天孫本紀に「弓削連の祖倭古連」とぁる 
は、此の氏人也0又雄略紀に弓削連煦棟， 
見え、 天武 朝に 至り、 朝臣 姓を 賜 ひしが、 
庶流は 猶ほ連 姓を 稱 す。 

2 物 部 流の 弓 削 連， 前項 氏を 冒せる 也。 
天孫 本紀 、饒速 日 命 十三 世 孫 物 部 尾 興 連 
公の 條に 「此の 連 公は、 弓 削 連の 祖 •倭 
古 連 女子 阿佐 姬 、次に 加 波 流 姬 •各々 を 
妻と 爲し 、兄は 四兒を 生み、 弟は 三兒を 
生む」 と 見 ゆ。 四 兒三兒 とは.、 大市御 狩、 
守屋 、今 木金 弓 若 子、 布都姬 夫人、 石 上 
貧 古 •麻 伊古、 多 知 髮の七 人を 云 ふ。 即 
ち守屋が弓削大連と云ふは、母姓を冒せ 
し 也。 これょ リ 此の 氏 •二流と なり、 相 
涩 同して 別ち 難 けれど、 姓氏 錄には 明白 
に 二流と せり。 

此の 氏人に. は、 天平 ^ 字べ 年紀に 淨人ぁ 
り、 宿禰 姓を 賜 ふ。 道 鏡の 兄弟 也。 此 人、 
及び 道 殺を、 天 智帝窒 孫と なすは 誤 也。 
寶龜三 年 四月祀 に 「下野 國 •言 ふ > 造藥 
師寺別 常道 絞 •死す。 道銳は 俗姓 弓 削 連、 
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河内の 人 也、 云々。 其の 弟淨 人、 云々 一と 
見 ゆ。 第五 項參 照。 又 系圖に 作れば 「伊香 
色 雄— 十 市 根 丨膽咋 — 五十 琴— 伊 莒弗ー 

丨目 大連丨 范 山 丨 尾 興 

—守屋 

弓 削 連 阿佐 姬珍加 利々 
— 布 都 久留丨 木蓮 子— 麻 佐 良— S 鹿 火 

3 播磨の 弓 削 連 物 部 氏の 族に して、 貞 
觀六年 八月祀 に 「播 磨國筋 磨 郡 人 陰陽 寮 
陰陽師 從八位 下 弓 削連是 雄、 父 正 六 位 上 
弓 削 連 安人 等、 本 居 匕 改めて、 河 內國大 
縣郡に貫附す \1 と载せ、また十五年十ニ 
月紀に r 河内 國大縣 郡 人 陰陽 允 正 七 位 上 
弓 削 連 是 雄、 本 居を 改めて、 右京 三條三 
坊に 貫す」 と 見 ゆ。 後に 宿禰 姓を 賜 •ふ。 

4 弓 削 宿 禰高魂 尊の 裔 、第一 項 弓 削 連 
の 後に して、 天武紀 十三 年條に 「弓 削 連、 
云々、 姓を 賜 ひて 宿 彌と日 ふ」 と ある 後に 
して、姓氏錄、左京神別に「弓削宿禰。 
高 魂 命の 孫 天日 餞 翔 矢 命の 後 也」 と 載せ、 
また 河内 神 別に 「弓 削宿禰 。天 高 御 魂の 
命の 孫天毗 和 志 可 氣流夜 命の 後 也」 など 
見 ゆ C 

5 物 部 流の 弓 削宿禰 第二 項 弓 削 連の 後 
にして、 天武紀 十三 年條に 「弓 削 連 •云 


々、姓を 賜 ひて 宿 禰と日 ふ」 と 載せ-ま 
た 天平 迈 字 八 年 七月祀 に 「 授刀少 志從八 
位 上 弓 削連淨 人に 性を 弓 削宿彌 み 賜 ふ」 
と 。また ^ a 元年 四月耙 に 「外從 五位 下 
弓 削 連 弓 高等 三十 八 人に、 姓を 宿禰と 賜 
ふ、 云々 C 未だ 歳月を 經 ずして、 皆 本姓 
に 徨 す」 など 載せたり。 

氏人には 有名なる 僧 道 镋 あり o 此の 人、 
齊趦三 年 四月紀 に 「道 镋死 す。 道 镋は俗 
姓 弓 削 連 •河内の 人 也」 と 載せ、 また 天 
平寶字 八年祀 、九月の 勅に 「此の 禪師の 、 
晝夜朝廷を護り仕へ奉るを見るに、先祖 
の 大臣と して、 仕へ 奉りし 位 名を 繼がむ 
と 念 ひて 在る 人な りと 云 ひて 云々」 と あ 
る「先祖大臣」とあるは、守屋大！を指 
す 事 •明白な れ ば、 物 部 流の 弓 削 氏な y 
しや 疑 ふ餘 地なければ、 昔ょり 天智皇 孫 
の說 ありと 雖 * 採り 難し。 

公卿補任、天平资字八年條に「道镋禪師。 
俗姓 弓 削宿禰 、河 內阈の 人、 大納言 淸人の 
舍弟 也。 或る 本に 云 ふ、 天智 天皇の 孫* 
施基王子の子也」と载せ、跖扔に「施基 
王子、光仁天皇>湯拟親王、春日王、海 
上 王、 (女王) •梪井 親王、 (弓 削〕 道 ^ 法 
王、 淨 人軔臣 (帝王 系圃) J と。 また 僧 辋 
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補任に 「小僧 都 道 鏡は 河內國 人、 弓 削 氏。 
天智 天皇の 皇孫、 志 基 親王 第 六 子 也」 と 
云 ひ、 また 紹運錄 にも 「施 基 皇子— 弓 削 
淨 人、 弟 道 鏡 禪師」 など 見 ゆ。 

其の 他、 氏人は 正倉院 天平 寶字六 年 文書 
に 「弓 削 宿禰 伯万呂 (河内 國若江 郡 人)」、 
また 同 八 年 文書に 「弓 削宿禰 伯麻呂 (河內 
國逾川 郡 加 美 鄕戶主 弓 削 宿禰廣 足の 戶〕」 
など見え、また弘仁三年三月紀に「右京 
人 弓 削宿禰 立麻呂 、連理 木を 献 す」 など 
見 ゆ。 弓 削 朝臣、 弓 削御淨 朝臣は 此の 後 
也。 又 姓氏 錄 •友 京 神 別に 「弓 削 宿 福。 
石 上 同祖」 と 載せたり。 

6 皇別弓 削宿禰 前項に 併せ 云へ り。 

7 地祇の 弓 削 宿 禰神爾 伎 都 麻の 裔と云 
ふ。 姓氏 錄 、左 京 神 別、 地祇の 部に 收 め /' 

「弓 削宿禰 。天 押穗根 命 •御手を 诜ひ給 
ふ 時に、 水中ょり 化生せ し 神、 爾伎都 麻 
ょり 出づる 也」 と 載せた リ。 

8 播磨 流の 弓 削宿禰 第三 項 氏の 後に し 
て、 元麼 元年 十二月 紀に 「右京 人外 從五 
.位下 行 陰陽 寮 助 弓 削連是 雄に、 姓を 宿 禰 
と 賜 ふ。 神鏡 速 日 命の 後 也」 と 見 ゆ。 是 
雄は陰陽道に秀で、後に陰陽頭たり。猶 
ほ 弓 削宿禰 の 事は 弓 削 御 淨縻に あ 90 
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9 弓 削 朝臣 物 部 氏の 族に して、 弓 削 宿 
禰の後也。寶龜元年四月紐に「從五位下 
弓 削宿禰 牛 養 等 九 人に、 姓を 弓 削 朝臣と 
賜 ふ、 云々。 未だ 歳月を 經 ずして、 皆 本 
姓に 復 す」 と あり。 

10 無 尸の 弓 削 氏 物 部 氏の 族、 弓 削 連の 
後 也。 

n 日 下 弓 削 氏 正倉院 天平 寶字四 年 文書 
に 見 ゆ ひ クサ カ條參 照。 

12 大弓 削 氏 弓 削 部の 裔か 。正 倉院 天平 
廿年 文書に 「大弓 削 若万呂 (下 總國 海上 郡， 
城 內鄕戶 主 大弓 削 刀良戶 ロ)」 など 見 ゆ 0 

13 河内 前 各項 氏は 袷ん ど 皆、 本 貫 河内 
國 也。  、 . 

14 大和！ 一智 伊豫 守家增 家臣に 弓 削 新 左 
衞門 あり、 南 法 華 寺 文書に 弓 新と 見 ゆる 
人 也。 

15 伊勢 奄藝 郡の 豪族 稻生 氏は 弓 削 氏と 
云 ふ、 稻 生、 和 田 等の 條參 照。  ， 

J6 近、 江淺井 郡に 弓 削 村 あり。 而 して 江 
濃 記に 淺 井家 重臣 弓 削 氏、 又 弓 削六郎 左 
衞門等 見 ゆ、 姉 川に 死す。 又 同 主 膳 正、 
同 新兵 衞 あり、 本能 寺に て討苑 す。 また 
之より 前、 江* 記、 模本 當方 被官に 「弓 

、削」 を收む 0 
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17 美 濃 池 田 郡 段 村に 弓 削 寺 ありて.、 新 
撰 志に 「弓 削 道 鏡 法師 建立な りと 云 ふ。 
後世、 氏 家の 家士に 弓 削 修理 亮あ り、 元 
龜ニ年 五月、 卜 全と 同時に 太 田に て戰死 
したりし は、 此の 寺の 旦那 か、 又は 此の. 
地に住みし人なるべし」と。 

18 三 河 長 坂、 上野、 平 岩の 諸氏は 弓 削 
姓な り、 各條參 照。 內平岩 家傳に 「孝 謙 
天皇 御宇、 弓 削 氏の 族 •河 內國に 繁衍 す。 
其の 族 後に 零落し、 三 河に 移り、 長男は 
平 岩に 居り、 ニ 男は 長 坂に 居 9、 三男は 
都筑に 住す。 子孫 •其の 居所を 氏と す」 
と 云 ひ、 寬政 系譜には 「物 部 弓 削 大臣 守 
屋の 後」 とす。 

19 信 濃 高 島 城は 天 正 十 年 二月、 織 田 氏 
に 陷 入られ、 其の後、 川尻 秀隆 の 臣弓削 
重藏 •城代たり。  • 

20 上總 中原に 玉 前 神社 ありて、 豐玉姬 
命を 祀 る。 祠官は 弓 削 氏 也) 

21 常 陸 新 編 國史に 「弓 削。 茨城 郡 竹 原 
弓 削 名ょり 起る、 府中の 舊家六 人の 内な 
り。 蓋し 故の 在廳官 人の 内な り。 弘安作 
田 勘 文の 中、 府中 在廳の 別名の 內 に 弓 削 
名 あり。 これ、、 、の 氏の 起る 所な り。 小 
囡 天 庵の 家臣に 弓 削 左 近 あり、 手拜 坂に 


戰 死す」 と 0 

22 播磨 第三、 第 八 兩項を 見ょ、 現今 も 
存 す。 

23 備前美作笠庭寺記に「西々條郡圖宗 
寺別府 (上品 紙 千 束〕 弓 削 氏 利」 と 見 ゆ。 
■ほ 次 項參 照。  ' 

24 菅家族 原 田 日向 守忠 門の 裔な りと。 

スガ ハラ 條參 照。 

25 筑紫辑 西 要略、 建武 元年に 弓 削 左 兵 
衞 ぁり、 規矩、 長 野 氏に ® す。 下って 高 
榣 家臣に 弓 削了以 ぁり、 豐薩 軍記に 「岩 
屋城 山城 戶の 守 {If 」 と 見 ゆ。 

これょ y 前、 寬延 記に 「茂 後 三 原 郡 小 郡 
町 祇園 社は 文 和 ニ 年 建立、 地頭 筑紫廣 門 
臣弓 削大 藏大輔 、神領 三反餘 寄附」 と 載 
せ、， 又少甙 、筑紫 系圖に 「上野 介廣門 • 
妻は 弓 削 左衞門 尉淸重 入道 幽全が 女、 (今 
の右衞門が祖也。女ニ人ぁ9、黑田長政 
の 室と 廣 門の 妻と 也) J と 見 ゆ。 

26 日向 日向 記‘、 弓 削大隅 守、 「佐 土 
原 衆、 弓 削 伴 九郎 J、 弓 削次郞 左 衞門等 見 
ゆ 0 

27 薩隅島律家譜，天文に弓削民部少輔 
を 載せ、 又大 隅の 僻 弓 削等薩 (波 月〕 は菡 
を 以つて 名 あり、 天 正中の 人 也。 
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28 雜载 その他、 高趦文 害に 弓 削 治 部大 
輔殿 を载せ •また 增山正 利率 實に 弓削內 
藏助 •見 ゅ 0 

由氣 3. ケ 前條參 照。 

〇 由氣忌 寸後 伊賀 風土記に 「國 造由氣 
忌 寸」 なる 者 見 ゆれ ど、 明かなら ず。 
勒位 ユケキ 撰 解 文集に 見 ゅ、 靱頁 氏に 
同じ。 ユ ケヒ 條を 見ょ。 

弓 削 島 d ゲシマ 伊豫に 弓 削島庄 •見 ゅ 0 
弓氣田 ユ ゲタ 甲斐 巨 摩 郡 南部 地方の 名 
族 也と。  - 
弓 削 田 ユゲタ 前後 兩條參 照。 

1 弓 削 姓 中興 系圖に 「弓 削 田 •弓 削」 
と 見 ゆ。 

2 豐前草 野 氏 正 平 文書 等に 見 ゆ。 

弓 削 多 ユゲタ 前 ニ 條參 照。 

1 藤 原 姓寬永 系圖 には 井氣 多に 作る。 

家紋 上り藤の 内に 弓 文字、 梨 子の き リロ。 
今 川義元 家臣 弓氣 多七郎 ニ郎基 利は、 後 
家康に 仕 ふ。 その 男 「攝浚 守昌吉 (源 七 
郎 、ニ 千 十 石〕— 忠右衞 門 昌 勝— 同昌友 
丨源 七郎元 珍」 と あり C 寬政 系譜〕。 

2 淸和淸 氏 江戶 幕臣に して、 家紋 丸に 
桔梗。 寬政 系譜に 「紀伊 家臣彌 右 衞門基 
政 丨同景 福 J と、 以下 系 あり。 
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弓 削御淨 ユゲノ ミ キョ 弓 削 氏の 族 也。 
〇弓削御淨朝臣天平 3? 字八年九月祀に 
「弓 削 宿 禰淨 人に、 姓を 弓 削御淨 朝臣と 賜 
ふ」 と ある 後な れど 、寶龜 六 年 ニ月祀 に 
「是 ょり 先、 天平 資字八 年、 弓 削 宿 踊を 以 
つて、 御淸 朝臣と 爲し 、連を 宿禰 と爲 す。 
是に至つて皆本姓に復す」と載せ、また 
同 七 年 三月紀 に 「勅す、 前日、 弓 削宿禰 
を 改めて、 弓 削 連に 復 す。 伹 し故從 五位 
下 弓 削 宿 禰薩颅 は、 菸に 依りて 改む 勿れ」 
と。また天酿元年六月紀に「河內國若江 
郡 人 弓 削 淨人廣 方、 廣 田、 廣 m 等、 去る 
寶龜 元年、 土佐_ に 配す。 宜しく 其の 罪 
を 宥 し、 木鄕に 放ち 還すべし。 但し 京に 
入る を 得ず」 など 見 ゆ。 

351 連 ユケ匕 和名 抄、 52 後 國海邊 郡に 及 
連 鄕を收 む。 日 田 郡の 誤に して、 靱編鄕 に 
同じ o 

勒負 ユ ケヒ ユヶヒ べ條を 見ょ。 

1靱茛直靱負部の伴造たりし氏也。涪 
和祀 等に 見 ゅ。 大伴條 參 照。 

2 靱 M 宿 禰靱钗 連の 後 か。 天平 S 字 八 
年 十月 祀に靱 頁 宿 禰島麻 呂なる 者 旯ゆ 0 
3 白 髮部靱 茛 淸寧 帝の 御名 代なる 靱 M 
部 也。 シラ 力べ 條を見 よ。 


ユケノ ミ —— ユ ケヒ  so 九 


ユケヒ —— H ケヒ / ; ュ ケヒ/ —— ユケヒ へ ユケ 匕へ —— ユケへ a 5 


4 美 作 笠 庭 寺 記に 「眞島 郡眞 島鄕 (折 
敷 百 枚〕 靱貧貞 兼 J を 載す。 

5 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 松 尾 深 志 系圖に 
「信 貴— 長臣 (靱 貢〕— 長 泰 ( 靱萁 〕— 長 朝 
(靱覓 〕」 と あれ ど、 こは 官名を 名と せし 
, に 過ぎ じ。 

«9 ユ ケヒ 前條 氏に 同じ、 ユ ヶヒべ 條參 
照。 ユキォ ヒの意 也。  • 

彳靱連 姓氏 錄 、卷 末不载 姓の 一也。 姓 
名 錄抄に は ユヵ ミと 訓ず 。靱貴 部の 伴 造 
たりし 氏な らん。 

2 靱宿 禰前條 第二 項 氏に 同じ。 捨 芥抄、 
姓名 錄抄 等に 見 ゅ。 

鞍 負 ユ ケヒ靱 貢に 同じく 靱 部の 後 か。 
延喜の 周 防 國珂玖 鄕戶籍 に 「裁 盲 子 丸、 裁 
一目 乂丸 "外 ニ 名 J を载 せたり。 

19 大 # j ユ ケヒ / オホ トモ 次 條參照 0 

〇 靱大 伴 連大伴 氏の 族 也。 ォホ トモ 條 
を 見よ^* 

M 大伴部  H ヶヒ ノォホ トモべ 倭義 

大伴武 日に 靱 部を 授け 給 ふ。 これより、 此 
の 靱部は 大伴 連の 部 曲と なりて、 靱大俘 部 
と 云 ふ。 オホ トモ 條を 見よ。 

©丹 比 ュ ケヒ / タチ ヒ 以下 三條參 照〕 
〇 靱 丹 比 連 尾 張 氏の 族 也」 タデ ヒ條を 


見ょ。 

觀 負 丹 比 d ケヒ / タチ ヒ 前後 兩條參 
照。 又ユ ヶヒべ 條參 照。  ' 

〇 靱 貢 丹 比 宿！ 一尾 張 氏の 族 也。 タヂヒ 
條を 見ょ。 

M 負 多 治 比部ユ ケヒ ノ タチ 匕べ 反 正 

帝の 御名 代 部と して 殘 れる靱 貢 部 也。 

勒俘 ユケ -ヒ ノト モ靱大 伴の 後 也。 

〇 靱 伴 連大伴 氏の 族 靱大伴 連の 後 也。 
承 和 八 年 ニ月紀 に 「陸 奥 國黑川 郡 大領外 
從六位下勳六等靱伴連黑成 |^ 、借りに外 
從 五位 上を 授 く」 と 見 ゅ。 

鞍部  rl ケヒべ 次條に 併せ 云へ り。 

鞍 負部ユ ケヒべ 職業 部の 一にして、 靱 
を 貢 ひて、 貴人の 御前を 藝 I 衞す るを 職と せ 
し 品 部に して、 天孫 降臨の 際、 大來目 •部 •靱 
を資ひ 御前に 立ちて 降る。 姓氏 錄 、大伴 宿 
1 一條に 「大來 目 部を 以 って 天 靱貢 部と 爲 す。 
天靱 貴の 號は此 に 起る 也」 と 見 ゅ。 こは 天 
孫の靱 貢 部 也 0 下って 景行紀 四十 年條に 「日 
本武尊 •此の 宮 (酒 折宮) に 居り 給 ひ、 靱部 
を' 以っ て、 大伴 連の 遠祖 •武 日に 賜 ふ 也」 
と あるは、 日本 武尊 の靱貢 部 也。 中古に 及 
びて は、 衞門府 、左右 衞士' 府 、左 右兵衞 府の 
五衞府を置く、後には左右の近衞、衞門、兵 


衞の 六衞府 となれ り。 衞府は 即ち ュヶ ヒノ 
ッ ヵサに して、 此の 部の 繼續也 0 
さて 上代、 天皇、 皇后 •御 親ら 使役し 給へ 
る靱貴 部を 以 つて、 御名 代 部と して 後世に 
殘し 給へ る 者 多し。 以下は 皆 御名 代と して 
殘 れる靱 部 也。 

■ 1 刑部靱 部 允恭 皇后 忍 坂 大中姬 の 御名 
代として庳はりし靱部にして、钬明祀に， 
「刑 部靱部 阿利 斯 登」 ぁリ 、莲北 (肥 後} M 
造 家の人 也。 アシ キタ 條參 照。 

2 匀靱部 安閑 帝の 御名 代と して 定めら 
れし靱 部 也。 マガリ 條參 照'. 

4 甲 裴武尊 •當國 酒折宮 にて 靱 部を 大 
伴 氏に 賜 ふ。 

5 備前 和名 抄 、當 _ 邑久 郡に 靱寅鄕 を 
收 めて 由 介 比と 註す。 御名 代と して 傳は 
りし靱 部の 居住せ し 地なる べし。 

5 豐後 豐後國 風土記、 日 田郡靱 編鄕條 
に 「磯城 島 営 御宇、 天國排 開廣庭 ( 钬明〕 
天皇の世に、 0, 下部对等'か祖.邑阿自、 
靱 部と して 仕へ 奉りき。 其の 邑 R 0 •久 L 

く 此の 村に 就きて 宅を 造りて 居れり。 斯 
の名に因りて靱貧村と云ひ、後の人.改 
めて靱 編と 日 ふ」 と载せ たり。 

弓 部 ri ゲべ ユミべ 職業 部の 一にして、 


弓 削 部に 同じ。 ユミ 條參 .照。 

弓 削 部 ユゲべ 職業 部の 一にして、 弓を 
作る を 職業と せし 品 部 也。 綏靖紀 には 弓 部 
に 作リ 、又垂 仁紀に 「神 弓 削 部」 と 云 ふを 載 
せたり。中掛に及ぶも、そのー部は官戶と 
して 殘 り、 雜エ戶 に 編入せられ、 令 集 解. に 
「雜 エ戶 。古記、 及び 釋に云 ふ、 別記に 云 
ふ、 弓谢 三十 三戶 J と载 せたり。 

1 河内 當國に 多し、 ユゲ 條參 照。 又 和 
名抄 、若 江 郡に 弓 削鄕を 收め て、 由 介と 註 
し、 神 名 式、 同 郡に 弓 削 神社 ニ 座 (並に 
大 、月次、 相甞 、新 甞)」 を 載せ、 また 丹 
比郡にも弓削神社ありと。又地名黔書に 
「弓 削は 若 江 志 紀に 渉る 地名な れど 、此な 
る 弓削鄕 は 今 八 尾 村な り」 と。 又 中性、 
弓削莊 •起り、 太子 傳 玉林抄 ，法隆 寺 文 
窖等に 見 ゆ。 

2 甲斐 八 代 郡に 弓 削 神社 あり。 弓 削 部 
の 住みし 地に て、 大賓ニ 年 二月 紀に 「歌 
斐國 •梓弓 五 百 張, 献 す」 と载 せ、 また 
臨時 祭式に 「甲斐 同 槻弓 八十 張」 ^ ど 見 
ゆる、 皆當國 此の 部の 製作 也。 

3 常 陸 新 治 郡に 弓 削 村 あり。 弓 削條參 

照。 

4 近 江 高 島 郡に 弓 削 神社 あり、 弓 削 部 


の 奉齋せ しもの なるべし。 

5信濃臨時祭式に「信濃國梓弓苒張」 
と载 せ、 また 大寶ニ 年 三月 紀に 「信 濃 國丨 
梓弓 一千 二十 張を 献 す」 と 記し、 また 慶 
雲元年四月紀に「ー千四百張」など見ゆる 
にょり、 此の 部 民の 存せ しを 知るべし 0 

6陸前延曆十八年ニ月紐に「陸奥_新 
田 郡 百姓 弓 削 部 虎麻呂 、妻 丈 部小廣 刀自 
女 等を、 日向 國に 流す。 久しく 賊地に 注 
み、 能く 夷 語を 習 ひ、 屢々 謾語 を以つ て、 
束 俘の 心を 騷動 すれば 也」 と 見 ゆ。 

7 丹 波 桑田 郡に 弓削鄕 ありて、 養老 六 
年 ニ月紀 に 「丹 波 國弓削 部 名麻呂 J なる 
者 見 ゆ。 弓 削鄕は 和名 抄に 見え、 後に 弓 
削村と云ひ、源平盛衰記に「丹洲の弓削」 
など あり。 又 弓削庄 •起る 0 

8 但馬 因幡 臨時 祭式に 「怄 馬、 因幡の 
兩國は 各々 弓 二十 八 張」 と 見 ゆ。 

9出雲天平十一年の賑給歷名帳に「波 


10 吉備弓 削 部 雄略祀 に r 官者 吉備弓 削 
部虛 空」 なる 者 見 ゆ。  ■ 

11 美 作 和名 抄 、久来 郡 弓削鄕 は 此の 部 
の 住みし 地 也。 後 弓削庄 •起る。 


12 伊淥 越智郡 弓 削 島は 此の 部 民の 住み 
し 地な らん。 又 弓削庄 •見 ゆ 0 
13 锼前田 川 郡に 弓 削 田なる 地名 あ 
又 築城 郡に 弓師の 地存 す。 延喜 式に、 當 
國 ょり 弓箭を 貢 進す る ^ 見 ゆ。  . 

14 筑後御 井 郡に 弓削鄕 ありて、 和名抄 
に 見 ゆ。 

15 神 弓 削 部 神社 領の弓 削 部 也。 垂仁祀 
に 見 ゆ。 

16 弓 削 部首 出 雲なる 弓 削 部 Q 伴 造 家な 

リ 。「漆 沼鄕深 江 里 弓 削 部首 吉事、 外 ニ 名」 
大税賑 蛤歷名 帳に 見 ゆ。 

17 弓 削 部 連 備中弓 削 部の 伴 造 窃か。 天 
平 十一 年の大 税萁 死亡 人_ に 「違 守鄕； 一一 
井 里 戶弓削 部 連 田 道」 など 見 ゆ。 

18 雜载 その他、 弓 削 部の 伴 造、 後裔は 
條に あり。 

湯 子 ュ n 祀伊阔 湯 子 川村菸 家 地 士に湯 
子 半 左衞門 あり (續 風土記〕。 


鄕を收 む。 傳へ云 ふ、 「文治 中、 源賴朝 •武 
藤資 賴を以 つて、 田 川、 鉋 海の 郡を 管せ し 
む。 資賴 •其の 臣遊佐 太郞繁 元を して、 五 
町野を治せしめ、子孫*職を驿ひ、泫に全 
部を 稱 して、 遊 佐 郡と 稱 す」 と。 蓋し 後世 


ユケへ 


ユケへ 


ユケへ — ユサ 


六 四 一一 


如 里 弓 削部豢 美奈賣 、外 ニ 名」 を载せ 遊 佐 ユサ 和名抄 、出 羽 郡胞海 郡に 遊 佐 


ユサ 


の 事な らん。 遊 佐庄は 平安 末期、 攝家頜 に 
して、 藤 原基衡 •その 庄司 たリ き。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 羽 前 國飽海 郡 遊佐鄕 ょ 
り 起る。 前述 遊佐繁 元の 後と 云 ひ、 又 小 
山家の 庶流 也と 云 ふ。 新 編 風土記に 「遊 
佐 大楣址 .は 應仁の 頃、 遊 佐 某が 出 羽 守護 
代と なり、 其の 子 太 郡 繁光が 居 9 し 地な 


又 酒 田 東禪寺 城は、 其の 創建 詳なら ず。 
源賴朝 •武 藤氏を 大 泉の 庄 司たら しめし 
頃 (武 藤條參 照〕 •坂 田次郞 なる 者 •此に 
居り、 本 郡を 管せ しが 如し。 サカ タ條參 
照。 遊 佐 太 耶繁 元は 五町 野と 云 ふ處に 居 
りし. が、 水災に 係りて、 文 正 年中、 當 地に 
移る。 その後、 武藤左 近 將監滿 氏 •遊 佐 
氏を 減し、 天 正 年中、 武藤氏 •其の 臣東 
禪寺右 馬頭を して 之を 守らし む (新風 土 
記) と。 茁內 物語に r 文 正 年中、 洪水に 
て東禪 寺の 城 壘破壤 しける を、 遊 佐太郞 
繁元 •今の 城 地に 移し、 酒 田の 城と いふ」 
と。 酒 田 城は 即ち 後の 東 禪寺城 也。 東禪 
寺陵參 照。 

此の 氏の 起原、 沿革、 歷 代の 名稱 等、 何 
れも詳 かなら ざれ ど、 その 發祥 地は 當國 
にして、 以下は 皆當國 より 移りし ものと 


ユサ 


考へらる。ーに此の氏*管原姓とも云ふ、 
遊 座條を 見ょ。  ■ 

2 奥州 蓋し 前項 氏の 裔に して、 奥州 探 
題 畠 山家に 仕へ しなるべし 0 金花抄 に 「高 
國寺 建立の 時、 遊 佐內藏 介正賴 ぁり。 安 
達 郡 岩倉舘 主 也」 と 云 ひ、 又 古 箝辨に 「下 
川 崎の 岩 倉舘は 、高 國の臣 遊 佐 內藏頭 居 

る。ニ本松赛に仕へし遊佐1統の祖也」 
と昆 ゆ。 

而 して 相 生 集に 「栗 ヶ棚舘 は 畠 山 義繼の 
臣遊 佐內藏 介が 住所 也。 領地は 川畸 村な 
れど 、常に 來り 居りし」 と 載せ、 又 南 杉 
田の 落 合の 「营 田舘は 遊 佐筑後 守、 その 
子 左 馬、 その子 掃 部まで、 こ X に 住す。 
畠 山 義繼の 世に て、 掃 部が 嫡男 孫九郞 は 
義繼に 供して、 平 石、 粟の 巣に て 相果つ J 
と。 杉 田、 瀧 ロ 等の 條參 照。 

又本宮 の 愛宕山 舘に據 り、 又 「逾川 田 小屋 
舘は遊 佐 丹 波 守、 同下總 守の 父子 住せし 
地 也」 と 見え、 又 「遊 佐 右 藤右衞 門、 嫡 
子 新 右衞門 居る」 と 云 ふ、 後者は 伊達 成 
實に從 ひし 人 也。 又 伊達正宗 家臣に 遊 佐 
丹 後 •見え、 又武鏗 、伊達 藩 用人に 收む。 

又 遊 佐次郞 左衞門 C 淸左衞 門、 養 順。 淸 
兵衞の 男) は 儒者と して 名高く、 木齋と 


ユサ S ご I 


號 し、 又 神道に 通ず。 

3 牝國 これ も 畠 山 家臣に して、 諸 書に 
多く 見え、 三 州 志、 越 中礪波 郡條に 「蓮 沼 
城は 松 永 鄕蓮招 村領に 在り。 兇賊 遊 佐 新 
左 衞門慶 親 •永 正、 大永 の顷 、蓮 沼 近鄕を 
押頜して、此の城に據るの處、同郡木舟 
にて 慶親 討死」 と 云 ふ。 

また 長家 記に 「天文 十九 年、 遊 佐 美作續 
光 •加州 松 根の 洲崎兵 庫の 援兵を 提げて、 
五月 三日 津 幡を發 し、 能 登へ 進む」 と。 
土 肥條參 照。 後、 續光は 上 杉 謙 信に 降り、 
長 綱 連 父子 六 人を 殺して 七 尾 城陷 る、 長 
條を 見ょ 0 

4 河内 これ も 畠 山 家臣に して、 一族 中 
最も 勢力 あり。 出自詳 かなら ざれ ど、 家 
傳に 「小山 下野 守 朝政が 後裔な り」 と载 
せ、 又 中興 系圖に 「遊 佐 •藤 姓、 本國 河内、 
小山 家 末葉、 由 佐 共」 と あれ ど、 第一 項 
氏の族なるや察するに難からず。 

氏人は 太平 記卷 三十 四に 「畠 山が 執事 遊 
佐 勘 解 由左衞 門」 と 載せ、 三十 八に 遊 佐 
入道 性 阿 •見 ゆ。 その後、 明德 記に 「河 
內國の 守護 代 遊 佐 河 內守國 長」 を 載せ、 
長 祿寬正 記に、 遊 佐 新左衞 門、 遊 佐 河内 
守、 「遊 佐一黨 、譽田 一 戴」、 遊 佐次郎 左衞 


門、 「遊 佐 新 左 衞門長 直 •大將 にて、 大和 
勢 押 寄す る」 など 多く、 又 「遊 佐 河内 守 
國 助、 同 七 郎」 など あり、 畠 山條に 詳か 
也。 その他、 筒井、 中 村、 岡 部 等の 條參 照。 
國助 は一 -K: 助國に 作る、 その 戰 死後、 同 
族長 直 •河内 守と なりて、 若 江 城を 守り、 
. 又國 助の 男 順 盛 も 後に 河内 守と なり 入道 
して 印 叟と稱 す (野史〕 と。 又應仁 別記に 
遊佐河內守、又應仁私記に「遊佐十郞(直 
量〕」 等 見え、 又 細 川兩家 記に 「畠 山 方の 
遊 佐 河内 守」 など 多し。 

その後、 遊 佐 長敎 あり、 長經 の 卒 後、 政 
國を迎 へ、 その子 高 政に 至る 迄、 ょく 之 
を 輔佐し、 その 卒 後畠 山 氏 全く 威な し。 
その子を 信 敎と云 ふ。 

5 居城 拙著 河内に 「若 江 郡 若 江 城 (若 
江村若 71 南)。畠山義深守護代遊佐氏を 
匱き 守らし む。 享德 年間、 白 田 山 政 長、 義 
就 兄弟 •相爭 ふの 際、 義就 。守護 代 遊 佐 河 
內守 國に ょりて 政 長と 爭 ひ、 寬正 元年 
九月 當城に 入る。 政 長の 攻む るに 及び、 
河内 守 •之を 大和 龍 田に 逆襲せ しも 敗 死 
す。 義就 •又 ■山城に 週る。 十月 十一 日、 

，政 長 •遊 佐 長 直を 河内 守に 任じ、 十五 日 
當城に 入り、 十八 日義 就を 嶽山に 攻めて 

ユサ 


祀伊に 走らす。 同 五 年 正月 四日、 政 長 • 
遊 佐 長 直を 當城に 留めて 上洛す。 文 正 元 
年 九月、 義就 •耙 伊を 出づ 、長 直戰は ず 
して 名 良に 遁れ 、義就 入城し、 國助が 子 
左 金 吾を 河内 守と なして 當城に 置き、 十 
一月 二十 五日 入洛す。 後長 直 •又當 城を 
攻め、 左 金 吾を 大和に 追 ふ」 と。 

又 河 內郡五 條堡 (枚 岡 南 村 河内〕 は 遊 佐 河 
內守 •籠城の 跡 也と 云 ひ、 又 石 川 郡金胎 
寺 ill 城 (東 條村甘 南備) は 正成屬 城の 一な 
りしが、 明德 年間に 至り、 畠 山 基 國の將 
遊 佐 氏 •此 に據 る、 寬 正、 畠 山 內抗の 際 
は 義 就の屬 城たり。 


6 紋章 見聞 諸 家紋に 


7 攝津東 成 郡 模本 村の 名 族 等に 見 ゆ。 
8 和 泉 大烏郡 深 井堡 (深 井村 深 井〕 は 永 
承 年中、 畠 山下總 守、 遊 佐 河内 守 等の 據 
城な リしが 、細 川高國 攻めて 陷 る。 

9 紐 伊 應永六 年、 畠 山基國 •當 國を頜 
する や、 名 草 郡 大野 城を 築き、 遊佐豐 後 
守 入道、 同 民 部を 守護 代と し、 その後 有 


ユサ 


田 郡廣 域を 築く。 白 H 山條を 見ょ。 而 して 

康正段錢引付に「百 ||: 文.遊佐 ^| 內守殿、 
祀州 役々 御耍脚 J と 載せ、 下って 遊 佐 河 
內ぁリ 、洲脇 氏 云 ふ 「遊 佐 河内は 畠 山尙 
順の 執事 县敎な 0、 尙順 •難を 遊け て- 
紀州廣 城に 在り 。後 兵を 起して 畠 山義费 
を攻 殺す。 永 正 元年 (甲子〕 に 至り、 義豐 
の 子義英 (七月 十日、 義英 •堀內 入魂* 義 
英入國 云々) と 成を 行 ひ、 一家 和睦す、 
家督を 植長 に 讓 りて、 廣城に 住す 云々 (東 
牟奧郡 誌)」 と。 

又續風土記、伊都郡中 ^ 村霜 |!1 域跡條に 
「畠 山 記に 日 ふ、 永 祿戊 午年 九月-隅 田 一 
族 忝 城 云々。 同 十一 戊辰 年 十月、 遊 佐 勘 
解 由 左 衞門尉 直 基 •畠 山 秋 ^ を 迎 へ、 伊 
都 郡垂 井村の 北、 岩 食 池の 西、 下山の 城 
に 人れ 奉る と ある、 下山 城此な り」 と。 
10 江戶幕臣小 <11 氏の裔と云ふ。遊佐左 
內五郞瑞(ト庵、丸卜、可育>元祿菘臣 
となる。 寬政 系譜に 「家紋 雨 頭 左 巴、 掄 
拔 」と载せ、婺者齊附に「ニ丙俵*發師 
遊 佐九郞 J と 見 ゅ。 
n 雜載な ほ 以下 敬 條參 照。 

游佐 ユサ 前條 氏に 同じ 0 

由 佐 d サ前 ニ條參 照。 


ユサ  六 51111 


rl サ ユサ  H サカ I ュシマ  六 四 一四 


1 秀鄕流 藤 原 姓 讚岐の 豪族に して、 香 
川郡由佐邑ょり起る。秀鄕十四齿の孫常 
陸國益戶の城主下野權守顯助の後2云 
ふ。 地名 辭書に 「顯助 •足 利 尊 氏に 從ひ、 
建武ニ 年の 役、 京師に て戰ひ 死す。 尊 氏 • 
是を愍み、其0子彌次郎秀助に香川郡井 
原の 莊 司を 賜 ふ。 細 川賴之 •城を 鳥屋の 
岡に 築く に 及んで* 秀助 をして 是に 守ら 
しむ。 觀應ニ 卯月 二十 五日の 左 兵 衞尉狀 
に 『由 佐 彌次郞 殿』 と。 秀助の 子 又六秀 
行、 秀 行の 子四郞 右 衞門秀 政、 秀 政の 子 
次郎右 衞門助 盛 •應仁 元年、 山 名 細 川の 
亂、勝元方に從ひて功あり。應仁元年七 
月 二十日の 勝 元 判 書に 『由 佐次郞 右衞門 
殿』 と。  . 

助 盛の 子 左 京進秀 盛、 秀 盛の 子 平 右衛門 
秀武は 三 好 氏に 從 ひて 戰功 あり。 天 正 年 
中、 長 曾 我 部の 來征に 至り、 由 佐 氏 •之 
に 降附 し、 後 遂に 退 轉 す」 と。 益 戶條參 
照。又全讚史に「由佐城は由佐村に在り。 
由佐彌治郞秀助 * 之に居る。天正時、由 
佐 左 京 進なる 者 あり o 子孫に 加 藤四郞 右 
衞門秀 重なる 者 ありて、 生 駒 侯に 仕へ、 
三百 石を 受 く。 由 佐 久左衞 門 云 ふ、 加 藤 
家 •余が 先设の 家相 也」 と。 見聞 諸 家紋 


に 


2 遊 佐 流前條 氏に して、 長 倉 追 罰 記に 
「越 前の 織 田と、 由 佐の 河内 守が 瓜の 紋」 
と 見 ゆ。 

湯 坐 ュザュ ヱ條を 見ょ。 

遊 座 ユザ遊 佐 氏に 同じ。 參考諸 系譜に 
「遊 座 氏。 本 湯 佐と 書す。 中 村。 姓营 原、 紋 
丸內車 測。 道 春 (遊 座 ® 獄 、陸 奧ニ本 松 城 
主 ニ 本 松 義繼の 家臣 也。 天 正中、 ニ 本 松 氏 
を 去って 浪士 となり、 諸國 武者修行を なす。 
信 直 公 同 十九 年 秋、 九戶政 實の亂 に、 軍監 
淺野彈正少弼長政の軍に從ひて、三戶に來 
る。 長 政の 請に 依って 召 抱ら れ 、地方 百 石 
を 賜 ふ、 利 直 公 •慶長 五 年 そ、 岩 崎 御陣 御供、 
後 命に 依って、 公子 花卷侯 彥九郞 政 直 君に 
花卷に 仕 ふ。 元 和 ニ 年、 和 貿郡滑 田 村に 百 
石を 賜 ふ。 同 九月 十二 日付、 公子 御 黑印御 
證文 、井に 小高 目錄 ぁり〕 丨春和 (一に 春 知、 
善 七。 ニ 本 松に 生る、 父に 從て來 る o 一 本 
實弟 也。 妻は 高橋惣 兵 衞愛常 女〕」 と。 

湯 佐 ユサ 前條 氏に 同じ。 

油 佐 ユサ 由 佐 氏に 同じ o 南海 通 記に 「由 


佐 云々」 と。 カゥ サィ 條を 見よ。 

湯 坂 H ザ 力 相 摸 等に 此の 地名 あり。 

湯 1刖  H サキ ユマへ 肥後國 球 磨 郡 湯 前 
邑 より 起り しか。 日向 記に 湯 前對馬 介、 湯 
前 主 水 正、 湯 前 彥六左 衞門尉 等 見 ゅ。 

湯 里 ュ サト 

00  H サハ 信 濃、 羽 前、 羽 後、 越後 等 
に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 石 川 氏族 石 川 有 光の 後 也。 
石 川條參 照。‘ 

2 小 野 寺 氏族 羽 後 國雄勝 郡 湯澤邑 より 
起り しならん。 西 馬 音內道 直の 弟を 湯澤 
三 郎道定 と 云 ふ、 大森條 に 系 圖あリ 、す 
ホ モリ、 ヲノ デラ 等の 條參 照。 

3 平 姓 湯澤英 澄の 男驼 四耶 ( 壽 平) 英甲 
は 武術に 秀で、 幕府に 仕 ふ。 その 薇 子 新 
太 郞は 幕末 官軍と 戰ひ 、會律 城に 入る。 
4 雜载 その他、 信 濃 (石モ チ 木瓜)、 武 
蔵 等に 存 す。 

由澤 2L ザハ ョシ ザハ 條を 見よ。 

油 科 ユシナ 信 濃 等に 存 す。 

湯 島 H シマ 和名 抄 、武 藏阈豐 島 郡に 湯 
島鄕 を收 めて 由 之 萬と 註す。 今 東京 市内 
に 湯 島 あり、 地續き 本鄕は 湯 島 本鄕な り。 
但馬 にも 此の 地名 存 し、 武藏 等に 此の 氏 あ 


袖 板 H X イタ 桓武平氏县野氏の族にし 
て、 建武の 頃、 柚板士 II 內廣貞 あり。 長 野、 
規矩、 門 司 等の 條を 見ょ。 

袖垣  H X ガキ攝 津國八 部 郡の 名 族 也。 
湯 次 ユ スキ 和名 抄 、近 江 ^ 淺井郡 L- 湯 
次鄕を改めて由須木と註す、後に湯次莊あ 
リ 。朿寺 正中 ニ 年 文書に 「近江湯次庄、坊 
城 中納 言領」 と。 

柚 木 崎 ユ X キザキ ユキ ザキ 日向_ の 

袞族に して、 日向 記に 『柚 木畸久 五耶、 內山 
衆*杣木畸丹後守」等見ぇ、又柚木畸正家 
あり、 松 方條參 照。 

袖 木 谷 HX キヤ H フキ ヤ伊浼 の 名 族、 

河 野 氏の 族に して、 越 智系圖 に 「河 野 通忠 
— 通 貞 C 柚 木 谷 殿〕」 と 載せ、 淥章 記に も 見 
ゅ。 河 野條參 照。 

袖の 木 ユズ ノキ 甲斐 國山梨 郡に 此の 地 
名 あり。 

柑原 ユズ ハラ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

作 原 ユスハラ餿後大分郡べ幡村に柞原 
八幡宮 ありて、 仲哀 天皇、 應神 天皇、 神 功 
皇后を 祀 る。 大 友條參 照。 

柚冬ュ •スフ ュ 

柚 森 HK モリ 


ュス イタ —— ュス モリ 


石 動 d スル ギ ィス ル ギ條を 見よ。 又 越 
後彌彥社上條神官に在リ .0 
遊 措 部 H スルべ 羽 前！！ 鉋 海 抓 遊 項 部邑 
より 起る、 武藤氏 配下の 將 也。 

湯 瀬 ユ セ ュノ セ條を 見よ。 

勇 蘇 ュソ 

〇 異蘇 造 天孫 本祀に r 五部 造を 伴頜と 
爲 し* 天 物 部を 率ゐ 、天降り 供奉す」 と 
ある 一に 此の 氏を 載せたり。 

湯 田 ユダ 和名 抄 、伊勢 國度會 郡に 湯 田 
鄕を收 め、 又 式 内湯 田 神社 •見 ゆ、 また 湯 
田 御厨 あり。 その他、 下野、 陸 中、 陸 奥、 
羽 前、 周 防、 薩麼 等に 此の 地名 存 す。 

1 神 崎 氏族 薩摩國 高 城 郡 湯 田 邑よリ 起 
り、 湯 田 城に 據る 。此の 氏は 神畸 太耶成 
兼より 出づ 。成 兼 •莫禰 を 賜は り、 弟 掃 
部 介 成 繼に湯 田を 讓 る。 成繼 因って 氏と 
，す。 神 崎 條を 見よ。 薩摩郡 上 之 城 r 阿久 
根、 大川 村) は 薩州 家の 臣湯田 兵 庫 介 成 
重の 尻 城と 云 ふ、 この 族 か。 

,2 桓武 平氏 適 谷 氏族 これ も 薩州湯 田よ 
り 起る。 鶴 田 四 郎重 茂の 子太郎 左 衞門尉 
重 行の ニ 男六郎 左衞 門尉經 重が 11 •，代の 
孫、 民部少 輔重信 •氏を 湯 田と 云 ふ。 ^ 
谷 氏の 族 也。 其の後、 東鄕 氏の 別 族 白濱 


rl スル キ —— ユタ 


後藤 右衞 門なる もの、 渚 田 城を 守る。- C 濱 
氏は東鄕七代右蒐のニ男重茛の後裔也。 
3 藤 原 姓 周防吉敷郡湯旧邑ょ〇起る0 
安西 軍 策に r 大內方 渎田 氏」 を 載せた 0。 
4 雜載新 編 會决 風土記に . 會津 堤澤熊 
野京神職湯田右_。元祿中讚岐安道と云 
ふ者、常社の神職とな0、今の右 3|| 安家は 
四 世の 孫」 と 載せ、 又武藏 、信 ^ 等に 存 す。 
由 田 ユタ 蒎姓 、柴合 氏の 裔 にして、 後 
に岡本と改め、傅方衞門淸房(次右衞門〕に 
至り、 更に 由 田と す。 家紋 源 ft- 車。 済 房は 
元祿 頃の 人に して、 ft 府に仕 VO その他は m 
シダ 條參照 0 

油田 ユタ 千蕖 氏の 族 東 氏ょ” 分れた る 
氏に 油田 氏 あり、 アブ ラダ 條を見 ょ。 千 菜 

氏 流 系圖に 「七 郎胤盛 (木 名 時 信、 狨油 田、 
法名 道 胤) 

丨義胤丨胤元小穴* 

丨胤掲 -J- ltl 信 — 胤 持抽七 

S 七耶 | «七郎泠名»31 
未配分 6$- |^.^ 

立 想 * - 沏 |5 
« 八诹 

丨定胤 

式部 房 

と。 又 陸 中に 此の 地名 あり、 又 信 濃 等に 此 
の 氏存 す。 

由 太 ユダ 前數條嗲照。明脃三年相阙寺 


ユタ  六 B1 3C. 


ユタ サカ — ュチ 


ュチ H / 


ュノ カウ 1 ュ / メ 沒| 六 


供養に 由 太 太 郞之春 •見 ゅ。 

湯 田 坂 ユダ サカ 信 濃國詉 訪に 多く、 菱 
井桁に鷹羽違を家紋とす。 

弓 館 rl ダ テ 

湯 谷 ユタ-一 因幡 等に 此の 地名 存 す。 

1 秀 ■流 藤 原 姓廣澤 氏族 備後國 三谿郡 
の 豪族に し. て、 和 知 左衞門 隆實の 弟を 湯 
谷又八部久豐と云ふ、ヮチ條を見ょ。藝 
藩 通 志、 三 谿郡條 に 「萩原 山は 家 原、 大 
谷 ニ 村に か る。 享祿の 比、 湯 谷 又八郞 
の 所 居。 福 山は 灰 塚 村に あり。 萩原 城の 
子 城な り」 と あり。 

又 「烏巢 山は 三 玉 村に あり。 赤松 山城 則 
久 、又 加 板 原 佐 渡の 所 居。 一說 に、 加 板 
原は、 湯 谷 又八郞 が ことなり。 また 廣澤 
元 家 も、 同 A なりと いふ： 一と。 又 安西 軍 
策に 「高 橋 大九郞 家臣 湯 谷 氏」 等を 收 む。 
2 淡路 當國山 田の 古城 主 也。 

3 雜载其 他、 出 雲、 石 見、 攝津 等に 存 す。 
湯 地 d チ 日向の 豪族に して、 正 平 三年、 
伊東 夜叉 丸に 從ひて 下向せ しょり 代々 重臣 
也。日向記に「稻津、落合、湯地、川崎、此の四 
天は 下向の 人數な れ ば、 客 座に 直し、 國の 
四 天は 亭座に 直る」 と载 せ、 又 f 富 田 城主 
湯 池 五郎 九耶 C 改志摩 介)」、 「都 於 郡 衆 •湯 


地 又三郎 、都 於 郡 衆 •湯 地 宮內少 輔」、 1 土 
崎 衆 •湯 地 式部 丞 J 「湯 地 丹 後 守覺定 •廿 五. 一 
等 見え、 又 湯 地 長 門 守、 湯 地 五郎左衛門 尉 
湯 地 五郎四郎 等 多く、 武鑑、 伊東 藩 用人に 
载せ たり。 

由 地 d チ 前條參 照、 武藏 等に 存 す。 

湯 築 ユ ツキ 伊豫に 湯 築城 あリ。 

杠 ュ， ッリハ 

讓原  d ヴリ ハラ 上野に 此の 地名 ありて* 
武藏に 此の 氏存 す。 

湯殿 山 H ドノ サン 羽 前 國田川 郡に 湯殿 
山 神社 ありて、 大山 祇 命を 祀る 。風土記に 
「湯殿 山別當 は、 注 連 寺、 大日 坊と ありて、 
共に 廣大 也。 外に 衆徒 あり。 一山の 總號を 
日月 寺と 稱 し、 眞言 宗な .り。 中に も 注 連 寺 
は、 根元 執行と 稱 す」 と。 羽 黑條參 照。 

由 並 ュ ナミ 

湯 野 ユメ 和名搀 、備 中國 下道 郡に 湯 野 
鄕を 取め て、 由 乃と 註し、 その他、 岩 代、 
出 雲 等に 此の 地名 存 す。 

1 佐々 木 氏族 佐々 木條參 照。 

2 美 作 作 州 古城 記に、 ニ 山城は 余 野 下 
に 在りて、 湯 野 氏 •據リ し 地 也」 と。 

溫泉野 ュノ  ュ ノウ 石 見國邇 摩郡溫 泉 
野よ リ起る 。櫛 山城 主に 溫泉野 和 泉 守 家耦、 


溫尾 城主に？ >1 泉 野 佐 渡 守 家 経 等 あり。 

湯鄕 ユノ ガウ 肥 後の 名 族に して、 永 正 
元年 菊 池 政 隆侍 帳に、 湯鄕治 部 允賴常 •見 ゆ。 

湯の 川 H ノカハ 美 作阈英 田 郡の 豪族に 
して、 湯の 川 刑 部は 江 見庄瀨 戶邑に 據る、 
奥 瀨戶に 屋敷 跡あリ 。ユヵ ハ 條參 照。 

柚 木 ュノキ  ユキ條 を 見よ。 

湯野澤 ユ ノサハ 羽前國 村 山 郡に 湯野澤 
邑あり、關係あるか。山北小野寺遠江守義 
道 家臣に 湯 野 澤氏見 ゆ。 

湯瀨  d ノセ 陸中國 鹿 角 都 湯 韻邑 より 出 
づ 。丹 治 姓、 安保 氏の 族 也。 鹿 角 由来 記に 
見 ゆ、 安保 條參 照。 

湯 谷 ユ ノ タ-ー ユタ -I 條を 見よ。 

湯 原 ユノ ハラ ユハ ラ條を 見よ。 

湯 目 rl ノメ 羽 前國置 賜 郡 湯 目邑 よリ起 
る。 附近の 洲島 (栖 島) 八幡宮は 湯 之 目 肥 前 
守の 再興な りとぞ 。この 人は 伊達 家々 臣に 
して 大橋 城主た リき 。伊達 世臣譜 略に 「津 
田 氏は 姓 藤 原、 舊稱湯 目。 其の 出身 詳かな 
ら ず。 其の 先 •$: 々羽 州 置 賜 郡長 井莊大 橋 
城に 住す。 第 九 世 政 宗 君の 世" 丹 波 某 •始 
めて 當家に 屬 して 臣と稱 す。 その 數 世の 孫. 
丹波重久は同莊筑茂城に移住し、其の子豐 
後重康 、その子 豐 前景 康 •十七 ft 政 宗君の 
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2 遠 江敷智 郡の 名 族に して、 由 比 兵 部 
なる 者の 後裔と 云 ふ。 

3 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 州 鎌 倉 由 比濱ょ 
り 起る か。 杉 本 太 郞義宗 の 後に して-和 
田 系圖に 「杉 本 三 郞宗實 の 長男 由 比太郎 
實常 j と 見 ゆるょり 出づ 。由 井條參 照。 

4 江戶 幕臣 前項 氏の 後裔と 稱す 。家紋 
丸に竪三引、九嚼。家譜に「義宗が三男和 
田 三郞 宗實の 長男 由 比三郞 太郞實 常が 後 
裔」 と 載せ、 寬永 寬政兩 系譜に 「家康 家 
臣淨圓 光正 (寬 政には 彥次郞 常 重〕— 彥次 
郞 光勝 (民 部 重 勝、 今 川 家臣、 後家 康に 
屬し 、五十石〕 丨 平兵衞 光運 (光勝〕— 長 
兵衞 光憲 (四百 五十石)」 と 見 ゆ。 

5-上總應永廿五年十月廿九日の持氏判 
書に 「由 比 左衞門 入道 殿」 (後 鑑〕 を 載す、 
進士條 第五 項を 見ょ。  ， 

6 源 姓筑 前の 豪族、 大友 家臣に して、 
鏡 山 文書に 「由 比九郞 親滿」 を载せ 、又 
軍記 略に 「志 摩 郡 泊 城主 泊 美 作 (源 姓〕 の 
嫡子駿河云々、駿河の伯父由比紀伊守政 
長」 など 見 ゆ、 泊條參 照。 また 由 比 仲 次 
耶等 あり。 

7, 雜载 その他、 紀州藩 重臣に 見え、 又 
山內 藩士 由 比 五左衛門 (三百 石)、 その 養 


子 九 兵衞等 あり。 

又 加 貿藩铪 帳に 「七 百 石 (丸內 ニ 引〕 由 比 
覺左門 門、 二百 石 (同〕 由 比 三 0 、百 三十 
石 (同〕 由 比 作左衞 門、 ■四百 五十石 (丸內 
立三引)由比勘兵衞」等を擧ぐ。 

油 比 rl ヒ ユ 4 、及び 前條 氏に 同じ。 
由比濱 d ヒガ ハマ 

木綿 .H フ 和名 抄 、安藝 國實茂 郡に 木綿 
鄕を收 む、 延喜 式に 木綿 驛 と見ゆ ■る 地 也。 
又豐 後に 此の 地名 存 す、 由 商 條を 見ょ。 太 
平記卷 三十 三に 木綿 左 近 將監と あるは 此の 
地ょり 起る、 由布條 に詳か 也。 

遊 部 rl フ 大和 國高市 郡に 遊部鄕 あり、 

ァソピ ベ 條に詳 か 也。 

湯 生 ユフ 近 江 國野洲 郡に 湯 生莊 あり 
て、 大安 寺 資財 帳に 「園 地一處 •野 洲郡結 
圍莊 J と 見 ゆ。 輿地 志 略に 「是れ 栗 太、 野 
洲ニ 郡に か X れる庄 なり。 栗 太 郡 大門 村、 
.橫 江村、 野 洲郡三 宅 村、. 欲貿村 、大林 村、 
以上 五ヶ 村を 云 ふ 也。 臣 按ずる に、 是れ古 
昔の 悠紀 をと り 行 ひし 地なる べし。 文字 轉 

じて湯生の字を書すなり。すでに河海抄に 
も迓江國湯次莊と出でたり」と。 

由 布 ュフ 和名 抄 、豐後 國速見 郡に 田 布 
鄕を收 む、 由 布の 誤 也 


? 大神姓 大神佐 伯系圖 に 「植 田忠 綱の 
男 有 里 (由 布 氏)」 と 載せ、 將士 軍談に 「由 
布 加賀守 (由 布院 城主、 姓大 神、 代々 豐 
後 速 見 郡 由布院 山馬嶽 城主 也。 大神惟 基 
より 廿四 代、 由 布 氏 > 十二 # の 孫、 由 布 加 
貿 守より •大友 衰微に 因って、 立 花道 雪 
に 屬す 。或は 云 ふ、 甲裴 守よ リ屬 す。 一 
に 云 ふ 道 雪 大老 第一と〕— 家續 (初め 八 
郞 、後 甲斐 守に 改 む。 母は 戶次常 陸 介 親 
家の 女、 道 雪姨 也。 大永六 年 馬嶽 初陣、 

永祿 、元 縫 年間、 藤 北 立 花兩城 大老 一座、 
天 正 ニ 年 致仕〕 丨 惟重 C 幼名 喜 三、 後 伊豆 
守、 別に 家を 立て V 大友 家に 仕 ふ)— 惟 
長」 と 0 

次に 惟重の 弟 「惟 時 (大炊 助、 筑前嘉 良 
山城代、宇美鄕內七十艽町>永祿七年甲 
子 三月 二十 五日、 豐前柳 浦 合戦の 時 初陣、 
時に 十六 歳。 是 より 大小 三十' 戰 、感状 
十四 通 •大小 疵四ヶ 所、 天 正 十五 年より 
柳 川に て 七 百 石、 其 冬 十二月 十三 日、 肥 
後 和 仁の 城攻の 時、 城主の 弟 和 仁 彈正親 
範に 胸板を 射させて 卒 、時に 歳 三十 九〕 丨 
女、 弟 惟貞 (奎 右衞 門、 勝右衞 門、 大炊 
助。 文祿の 頃 百 石、 元 和より 三百 石、 文 
祿 元年 四月 十二 日 朝鮮に 供奉、 時に 十五 


歳、 慶長ニ 年 又 供奉、 同 五 年 九月 十三 日 
大津 城攻 一番 乘 、並に 分 取、 江上 島 原 共、 
亦戰功 あり。 後 剃 髮 して 鐵 雲と 號す )、 弟 
三五兵衞(ーに源五兵衞、又上總入道雪 
下と 云 ふ。 奧州棚 倉に て卒 、年 七十 六、 
其の 子宮 內 惟貞、 又 云 ふ、 惟貞は 備後惟 有 
の 曾孫、 外 記 隆克の 孫、 美 作 惟延の 長子 
也と。 天 正 十二 年 十月 四日 善導に て戰 死、 
嫡子、 實は 弟彥 助、 次子 孫右衞 門、 弟 美 
作 惟 次、 食 祿 四千 五百石、 城番 、寬永 十九 
年 九月 十四日 卒 と、 孰れ 是か〕 」 と。 

又 惟貞の 長男 安右衞 門惟悦 は 松平總 州に 
仕へ、 五百石、 次男 安藤 段 右衞門 惟友は 
松平忠 明に 仕へ、 五百石、 三男 由 布嘉內 
惟信、 四 男 由 布 藤 右 衞門惟 元、 三百 石な 


-o 


太平 記卷 三十 三、 筑後大 原 合戰に 木綿 左 
近將監 、九州 治亂 記に 「由 布 山城 主 由 布 
美 濃 守 惟信」 など 此の 族なる ベく、 又 速 
見 郡 立 川 氏は 木綿 氏の 裔 也と。 

2 豐前應 永 正 長の 頃、 企 救 郡の 豪族に 
木綿 和 泉 守ぁリ 。又證 日 志に 「溫湯 主 水 
正は 由布鄕 の 人、 豐前門 司 城に 據 る」 と" 

3 筑後 第一 項を 見よ。 當國 氏人は 高 良 
山 天文 廿年山 本 郡檢地 帳に 由布總 右衞 


門、立花家臣 '-- 由布惟信、井樽纂聞等に見 
え、 又 来 多 比 系圖に 「丹 波 守の 女 •由 布 勝 
右衞門 入道 鐵雲 妻」 と载せ 、問 注 所 系圖に 
「安武 安房 守の 孫 女は 由 比鐵雲 室」 と、 又 
矢島釆 女の 女は 由布夸 •岐の 妻と 見え、 又 
立 花 茂 虎の 女は 由布監 物に 嫁す、 又 由 布 
氏 筆記 ぁり。 

4 雜载 その他、 伊東 藩 用人に 見え、 又 
武藏 等に 存 す。 

油 布 ユフ  前 各條を 見ょ。 

結 城 ユゥキ 下 總國 に 結 城 郡 ぁり、 古語 
拾遺に 「天 富 命 云々、 穀 木の 生 ふる 所を、 
故れ 結 城 郡と 謂 ふ」 と载 せ、 和名 抄に 由不 
被と 註し、 郡內に 結 城鄕 を收む 。この 地ょ 
り 起り しにて、 鎌倉以 來の大 族 也。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 尊卑 分脈に 「小 ill 四耶 
政 光— (結 城〕 朝 光 (從五 下、 上野 介、 出 
家號同 阿、 建 長 六 ニ 廿四卒 ) 


I 朝 後 

平方 M 邱 
左衞門 剽 

丨朗廣 - 

使 £ 五下 

大福 

少甫 
A 河 出 
信 傍 

一— 時 光 

寒 河 0 £: 
/C 

-3 分 

山河 五 如 


廣綱 字 重 — 時 重 

徒從五 下 I 大内新  上野 判官 
上野 介 | 左衝門  使 

丨時廣 丨 貞廣 丨 朝祐 

七 K 左 方 ® 門 尉 使 
衢 gl gj 左嵇門 尉 

—廣義 

キ衡 門昆 

丨祐廣 丨宗廣 -r 親廣 

強 七は 上鈐介 _ ||河守 
衞 門*^ 1 10 

使左衝門尉 
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と载 せ、 又 結 城 系圖に 「政 光 (下野 大橡) 
丨朝光 (結 城七郎 、賴朝 公 •烏帽子 子と 
爲 し、 初め 宗朝 と號 し、 後に 名を 上野 介 
朝 光と 改 む" 無双の 近臣 也 母は 寒 河 局 
と諕 す、 八 田 武者 所宗賴 の 女 也。 建 長 六 
年 三月 廿 四日 死、 八十 七歲 、號稱 名 寺、 法 
名 日 阿 彌 、結 城 西 宮村稱 名 寺に 墓 あり)」 
と。 又秀鄕 流 結 城 系圖に 「瓞 光— 朝 光 (結 
城、 左衞門 尉、 上野 介、 七 邸、 法名 日 阿〕 
—朝廣 (後嵯峨 院天野 御幸に 供奉、 大夫 
尉)」 と 見 ゆ。 

2 賴朝 落胤 說結城 系 ■に 「賴 朝— 朝 光 
(舟 八 田 右衞門 尉宗網 女、 稱寒河 尼)」 と 
載せ、 又 小山 結 域 系圖に 『朝 光 •賴朝 御 
子 也」 と 見え、 又 秀鄕流 小山 系圖に 「朝 
光 •結 城 七郎 、上野 守、 稱名日 阿 蚴陀。 
賴朝 御子 也" 建 長 五 年 癸丑 二月 廿 四日 • 
御 年 八十 八)」 と。 

又中山本結城系圖に「朝光*母八田宗 [|11 
の狼。仁安ニ年誔生。賴朝ニ十歲、母ニ 
十二 歳、 朝 光を 生む、 嫡子たり と雖 ，然 
れども 時 政の 女 •賴家 、贸 朝を 生みて、 
將軍 家を 繼 ぐ。 治 承 四 年、 朝 光 •十四 歲 
にて 結 城に 移り、 茭和 元年 鎌 倉に 至り、 
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朝 揠軍也 結將る 右人 倉 又と 之か帽 にしに しむ 養ぜ 頜光賴 
光當 の0 城のに 大 •征 結0 をら 子告て 、て 、 、ら をと 朝 
卿腹嫡 仁の 嫡依將 郡 夷 城 勤く  、げ明 左、 賴賴る 賜號の 

はの 子 安 郡 子り •司 大家  む 之 五て 日 折 一朝 朝 、ふす 御 

治 實たニ 主を 、日と 將譜  、を 分 日 上 烏 箱 • 4： 是 。。前 

承 朝り 丁と 請粲 本し 軍に  是勤筋 ふ 洛帽を 許洛れ 其賴に 

四 公と 亥爲取 一六て 源っ  れ めの バす子 賜 さに 結の 朝 於 

庚 4 雖年 すり 手 十 知賴關  結よ 直 ふ ベ 、ふず 、城 後 •い 

子 S 、誔 。奉 兩餘る 朝 東 城と 垂亨し 五 、 、歷家 左 御て 

年 T 當 生母 リ人州 所 公 下 家。 を 合と 分家 一々 の 衞劎元 

、 為 時し 儀、 •を 也以總  五是着 念て 筋に 日の 祖 門、 服 

十 f 管 給は 朝相悉 。前國  分に す $ 、直 歸密諸 也 督幷し 

四 彖領ふ 八 光 計く 然は結  筋 於る 普其垂 りか 士0 兼に 、 

歳 ^ 北 也 田 卿り 掌れ 、城  のい 所 fi の あてに •南 上野 結 

の； t' 條矣宗 をて 內ど築 郡 始 ての 夜り 之 朝 先 都 野 州 城 

時 以 時。 綱 立 、にも 一は  め 朝 人 犮， 。を 光 打 大介寒 七 

政大 のて 右收縑 手、'  也 光 •折 諸旣 見を を怫 に河郞 

結く の將痕 \ 大む 倉兩鎌  し •須 烏士 にる 召 望 供 任 本朝 
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の 結 是鎌妻 人 一 ば 白 賞 時 弟て 日 一 u 五し 州 卿 其せ u 將城 
例 城れ 倉 鏡 道、 ず 川と 、金 、 、 、 、箇て 南は のて 給 軍に 
•左 結に に ふ 尊 、三し 泰剛泰 朝 奥悉國 、都 便 後野 ふの 移 
相衞 城於詳 為氏 吾 十て 衡別銜 光州く の 相大ち 、州 矣前リ 
違 門の いし 漂 將妻ー 、悉當 館 卿 泰記總 州 佛是左 寒。 に 、 
せ督 家て aif 軍鏡箇 奧くム 阿三 銜す 役大 供れ 衞川將 於 同 
ず 政の 大ー S のに 所 州 退 | 津十 退に 、塲養 結 門 本 軍い 五 
> 朝恒將 、，五 詳 をの 治 f 借 三 治 及 其莊上 城督頜 手て 年 
鎌參 例； 朝 1 代 か 所 内し $ 山 歳の ばの 十洛家 兼を づ 、辛 
倉 上 、万 光 S 先也铪 、畢 にの 時ず 外 ニの の 上 賜 か 結 丑 
にの 朝 S 卿 5 祖 。也 賜ん $攻 時、。 、鄕時 高 野 ふら 城 
て 時 光 f 足 、ふぬ $ め 也 文 諸 、 、祖介 所 御 七 鎌 

、に 十 為？ 忑利  之 所。 f 上。 治 國幷先 也に 也 劎郞倉 

將至五 緦 T S 左 を 、其 S る 先 五 にに 打。 任。 を 朝に 

軍つ 代？ ^ 馬 記 首の! J 。 陣年  て 東の 右ず  賜光參 

手ての m ヲ $ 頭 すと 時 3 泰と八  恩 海 忠大。  ひと 上 

づ 、孫， g 正 にしの 其 衡爲月  處道 賞將朝  、名 、 

か 其 、ふ、 \ 吾義  及て 忠の のつ 七 あ 十と 和 光 幷乘大 
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り 七 給 重 ニと 男に 是白ー り 御に 其 如 成 五一 稱今十 法 信ら 
給*® ふと 男 名は 移れ 川 、 、所 隙の く朝箇 、名に 四 名し 御 
ふ 孫。 名 •乘 常リ 便に 朝是 中な 限 勤 代 國朝寺 到 日を 了鈕 
先 朝其乘 野る 州、 ち 移 光れに き •むにの 光に る；^ 日り を 
は祐 のり 州 也に 平 白り 三 結 結 故 三 。至 總卿之 迄 £ 阿‘ 賜 
、•外、 大 。移 山川； 设城城 、年 諸る 役以れ 、: と® ふ 
伊 足 所天內 一り 民の S のの の 一に 家 迄* .H 來有朝 + 號豐云 
豆 利々 明莊 、、部 高 2 孫 名 間 生 在中 、 2 、り 光 J す*々 
國尊恩 七に 朝 小 大祖猛 廣譽と • リ諸嫌 f 子。 卿 i 。 甲、0 
足 氏 所箇移 光川 輔也 g 總也名 鎌、 國倉 の， 建 和 一 
柄 將も村 リ卿七 信。 g の —づ倉 結のに 5 孫 石；'  長 州 、 

山 軍 多、 、四郞 朝 五赁代  くに 城大 てて々  塔 七 五 南朝 

に •し 駒大世 左と 男 深、  る 在家 名 m 妙 相 •‘年 都 光 

て 京0 場内の 衞 名は f ニ 座る にの 役為續  結 ナ 癸に 卿 

合 都 一四 彌孫門 乘武念 男 敷 也て 在 •漂、  城 上 丑て 一 

戰へ 、箇 三時 尉る 州 急 • 一 - は 鎌 先 试 海 西， ニ 出 代 

、攻朝 村 郞廣義 。平 序奧  間 鎌 諸 倉 代繁道  営 J 月 家 • 

朝 上 光を 宗の廣 六 山0、 州 あ 倉 役は の气十  村5! ニ 、忠 
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祐先陴 して 勝利を 得、 其の 時の 勸賞 •武 
州關鄕 、肥 後國 小島 莊、 紀伊阈 比呂鄕 、 
其の 外、 諸國に 恩 所ぁリ 、之を 記す に 及 
ばず、 詳かに 源 威 集に 見 ゆ。 朝祐は 九州 
多々 羅濱 にて 討死」 と。  C 
3 氏人 平家物語に 結 城七耶 朝 光を 載 
せ、 又 東鑑卷 ニ" 三、 十、 十三、 十四、 
十五、 十六、 十七、 十八、 十九、 二十" 
二十 一、 二十 ニ (死〕、 二十 三、 二十 四、 
二十 五、 二十 六、 二十 七、， 四十 四、 八十 
七 (？) に 結 城 七耶軔 光、 二十 五、 三十 九 
に 結 城 七郞 朝廣 、三十 ニに 結 城 五郎、 三 
十三に 結 城 上野 判官、 三十 四に 結 城 大蔵 
權少 輔朝廣 、三十 九に 結 城 上野 入道、 四 
十四に 結 城 上野 十耶 を载 せ、 又 承 久記卷 
ニに 結 城七郞 朝 廣を收 む。 
又文永ニ年の香取造營記に「祭殿一字丨 
結 城 郡 課役、 地頭 上野 介廣綱 •造 進」 と。 
又楠木合戰注文に「結城、白河、村雲前 
司の 手 物 •手 貧 二百 餘 人、 打 死 七十 餘 人、 
云々」 と 載せ、 梅 松 論に 結 城大夫 判官 親 
光、 親 光が 父 結 城 白 河 上野 人道な どを 擧 
げ 、又 太平 記卷 一に 結 城 上野 入道、 卷三 
に 結 城 上野 入道、 卷 六に 結 域七郎 左衞門 
尉、 九に 結 城 九耶左 衞門尉 親 光、 十三に 
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結城判宵親光、十四に結城大田判宵親光、 
ニ十に奥州の住人、結城上野入道道忠、 
三十 三に 結 城 右 馬頭 等 多し。 

宗廣 入道 道 忠は 誠忠 無二の 士に して、 伊 
勢 津市藤 方 結 城 神社に 奉祀す、 白 川、 上 
野等條 參 照。 又 茂 木 越 中 入道 明 阿軍忠 状 
に 「白 河 上野 入道 代、 及び 大田判 官親光 
以下 凶徒、 數萬騎 を 引率して、 結 城の 郡 
に 寄せ 來る」 (建武 三年 十二月) と。 又 南 
方 紀傳に 「正 慶ニ年 冬 十月 十日、 北 畠顥 
家 •正三位に 叙す。 義良 親王 •陸 奥大守 
に 任ず。 則ち 奥州へ 御 下向。 結 城 上野 介 
人道 道忠 •御ぅ しろみたり。 本ょり 陸は 
凶徒 悉く 靜謐」 云々 と。 

又參考 太平 記に 「中に も 結 城 上野 入道が 
乘り たる 船、 悪風に 放たれて、 渺 々たる 
海上に ゆられ 漂 ふこと 七日 七夜な り。 旣 
に 大海の 底に 沈む か、 羅刹國 に 墮つか と 
覺 えしが， 風 少し 靜 りて、 是も 伊勢 安濃 
津 (今 川 家、 毛 利 家 本には 吹 上 村に 作 9、 
金勝院 、西 源 院本には 安濃 津に 作る〕 へ 
ぞ吹き 着けられけ る。 爰 に て十餘 日を 經 
て 後 (天 正本には、 m 田の 吹 上と 云 ふ 所に 
十四日 逗留 云云〕、 猶ほ邋 州へ 下らん と、 
渡海の 順風を 待ちけ る處に 、俄に 重病を. 
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受けて起洁もさらに叶はず、定業搔リぬ 
見へ ければ、 云々、 •大蔵 榴小 ノ辅に も (北 
條 家、 金 勝院 、西 源 院 、天 正本には 宮內 
小 ノ輔に 作る。 小 ノ輔は 異本に 或は 大輔 、金 
勝院 ?' 又云ふ、名親秀と、非也。結城家 
譜を 按ずる に •道忠 の 子 修理 大夫親 朝、 
親 光は 兄 也、 下转 之に 傚へ)、 我が 後生を 
弔 はんと 思は ^ 、 供佛施 僧の 作 善を も 致 
すべからず、更に稱名讀經の追貧をも成 
すべから ず。 ロハ 朝敵の 首を 取って、 我が 
墓の 前に 懸け 竝べて 見すべし と 云 ひ 匿き 
ける 由、 傳へて 給は り條へ と、 是を 最期 
の詞 にて、 刀を 拔いて 逆手に 持ち、 齒嚙 
をして ぞ死に ける (又 云 ふ 結 城 上野 入道* 
結 城 家譜を 按ずる. に、 結 城 祐廣の 子 上野 
介宗廣 、法名 道中 r 諸 本 並に 云 ふ、 名は 
道忠 、但し 金勝院 、两源 院本、 間々 亦 源 
秀に 作る、 蓋し 其の 別號 乎」 と。 

大田 判官の 事は 大田條 第 六十 ニ 項を 見 
ょ。 又 建 武ニ年 十一月 十五 日の 太 政官符 
に 「陸 奥國 、應に 前參 .河 守從五 位下 藤 原 
朝臣 親 朝を して、 常阔白 河 抓 內 上野 民 部 
五郎、 同 孫七耶 、同 彥三郎 親義 、同 左衞 
門大夫廣光、同一ーー郞泰重、同七郞朝秀、 
同 孫 五耶 左衞門 尉 母子 等の 跡を 領知 V し 
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び 男 氏 方 宗讓す 相鄕赤 田地 河 分 道 城 田 城分領 又て 奉 京む 
本 親に に 廣狀る 副 、羽鄕 四村鄕 跡郡舍 盛、 讓延頜 じ大べ 
條光 降從の •所へ 草鄕 、條 、々、。郡 廣同與 元 知、 夫き 
第 2 りひ 長 件、 て 間 、高 東 同。 同一 內ー 國狀 元せ 宜 大事 
六 益 、し 男の 他 、鄕彌 足 洞國ー 下、、 跡 同に 年し し' 判。 
項® 汚 も 親 如の 孫。 熊鄕院 狩、 總下 河。 莊っ 四む く 事 右 
.をは 名 、朝し 妨 子右鄕 、。河 出入 野邊ー 北一 月べ 件 侍 正 
見 終を 後一1- あ 七 彼 、細 ー鄕 羽道國 、 、方、 ニし の從ニ 
よ 始傳父 七と る 郞の吉 谷、 內國跡 中 櫻 同攝陸 日て 親 藤 位 
。勤 ふの 郞 。ベ 左 所 胡鄕參 田餘* 泉 葉 國津奧 のへ 朝 原 行 
王 、遺 、 か 衞頜鄕 •河 在 部 同 莊鄕宇 前國宗 9 が 朝 中 

す 惜言親  ら門等 、大國 家内 國內0 多 司 白廣云 勳臣納 

、しに 廣 ず 尉は 岩 岩， 渥。、 寒 ニー 莊入河 入々 功 公言 

太む 背 w 。顯手 畸鄕美 一尾 河 階、 、道莊 道1- の 明 兼 

田べき は 後 朝繼鄕 g 郡、 靑郡堂 下 同道. 南 道と 賞宣大 

條 して 初 日に 證 、曹 內京 村內 下總國 榮方忠 。と、 藏 

» 。足め  の讓 文牟蠢 、都、 知 野 國律ハ 知の  爲勅卿 

及 次利宮  爲 與を呂 3 野 屋淸行 入 結 輕結行 所 しを 左 
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佛月三 又 寺居備 天平 光 ^ 町 門 永 町 鎌 城 筋 河河大 g 前 ま 

丫朔年 一 ど 、中 野時丫 S 時下 尉祿 •倉 七は 守出藏 S 司た 
ふ 日 、にと 新 守行賴 ‘衣 代總 9 六 下 時郞結 等羽大 5 入 白 
震 卒北っ 見 福、 幸 出 S 結、 結ぶ 年 野 代 朝 城 多權輔 w 道 川 
臀 、陸 朝ゅ寺 行の 家 S 城關城 S 諸 下、 光 七く 守、、、 結 
上 歲道光  。丫有 時の 結 七 東 家 1 役 總武の 郞見爲 大そ興 城 
野 六よ 丨 ‘相 、時 城郞八  と 人の 士紋 しえ 興 藏の國 文 

介 十り^  S 雙關 、七 、家此 。附內 のをと 、 、權他 ニ 書 

八 上 f 罘丫 白素耶 初の の に y 所三载 長結少 、年、 

承、 洛 i 七‘ に懷 、め 一氏  っ &領 つせ 倉城輔 左に 元 

久號 、朝  郞 § 供を 上宗 たの 關 $ と 巴 、追 大、 衞結弘 

三 妙康廣  、赞 奉遂野 朝り 宗 東 命し1 7 又 罰 藏白門 城 三 

年藏元 3 上 七 ニぐ'  介、 。家  衆 思て f 紋記少 河 尉修年 

辛 院ニ大  野郎 人。 d 後 結に  •坌バ \ 譜に輔 參廣理 に 

巳 信年藏  介、 i 後 f 上 城し  結 5 — 又牒っ 、河 光權白 

生 阿 丁、  へ 法 公 嵯箨野 系て  城と 萬 翁に 五 結 守 、大河 

、彌已 承 法名 盒峨垃 介圖、  左 。八 草 っふ城 * 結 夫 上 

宗 陀三久  藏 禪巧院 ％ 朝に 室 衞又 千、 結ん 參白城 館 野 
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天 十五 仙 將功年 光歳 辰と 源 曾 合 建 士三久 す 寶年永 波 十 尊 
海 七月 大 軍を 壬 g 十 生 云 寺つ 戰武丫 日 明 \ 山 庚 八 大三久 
居ロ朔 、•抽 辰 £ 六 、ふ 月て に 三‘ 卒親 绝宗 寅年 居 日 明 
士丙剃 平 洛ん閏 : 、 康丫當 軍忠年 S 、王 S 岳 七 辛 士卒 兩 
丫子髮 方 陽づニ £ 大 永‘ 需賞 功丙货 歳に 1 大月未 \ 、親 
‘卒 、の 丨て 、月 4 龍 ニ £ 11 にを 子 中二 事 寶居朔 生 拍歲王 
f ' 號 兩赴歲 ニー# 年 贺大依 抽四務 十 ふ 左 土日、 S 九に 
衣歲聖 所く 二十 汗 默癸左 居りん 月大ー 、衞 丫卒久 g 十 近 
伊六 朝を 、十八 德馨 未衞士  、じ 十輔 、延 門丄 、明 寶ニ侍 
佐 十 * 賜 先 三日一痛 、門。 常、 九。 正慶佐 S 歳 親 七、、 
ス七應 ふ 齲 也 、£ 渾家大 弟 州 歳 日嘉忡 ニ； A 二王 郎號正 
小 、永。 0 0 武 5 尖 s 夫を 關三 、元 寺 年盎關 十に 、新 和 

搞稱三 延是同 州 X 备關0 左 郡 十九 三大 己-刑 、事 中 福 元 
の 華 年 文の ニ 若 今ら 館 嘉衞を ニ 州 年 朝 酉 5 部 法 ふ 務寺年 
祖藏丙 三 歲年林  今に 曆門 賜に 多 乙阛十 苦少藏 、少 • 壬 

、寺 子年 、癸戰 文 > て 三尉 ふ抵 々已 貴一# 輔寺正 輔西子 
g 聖正戊 武已に 和 弟 死年廣 。る 良生大 月金に 殿應 • ° 月 六 

，朝 月 戌 州 、軍 元 直 、戊義 松 、濱 、焐 十丐嫁 、三文 友 月 
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刑 部 大輔) 、弟 基 光 ( 彈正少 輔 。貞和 五 年 
己 丑 生" 永 享ニ年 庚 戌 五月 十一 n 庚 丑卒、 
歳 八十 ニ、 號廣 智寺萵 岳禪 贵大焐 士)丨 
滿廣 (中 務大輔 。應 安兀年 戊 申 生、 應永 
二十 三年 丙 申 四月 九日 卒 、歳 四十 八、 號 

福 勝 寺 雲 叟堅龍 大店 土)— 泰朝 ( 小山 家を 
繼 r、 號塑 安寺、 妹は 小山 民部少 輔遠光 
に 嫁す。 又泰 朝の 男滿泰 也〕」 と。 

次に 泰朝の 弟 「氏 朝 (中 務大輔 。應、 7X 八 
年 辛 巳 生、 永 享十 一年 己 未 ニ 月 戊 子、 鎌 
倉に て 持 氏 生害、 長 # 寺と 號 す、 上 杉 安 
房守憲 贸 2讒 に 依る 也。 氏 朝 •持 氏 幼君 
を 補佐し、 結 城 城を 保ち、 初戰 怠らず、 
已に 三年を 經 、城 中 失火、 敵を 支へ 難し、 
是 n- 故、 幼君を 日光に 移し、 氏 朝 父子 三 
人、 一族 諸 士一茁 餘人戰 死 U 後 春 王， 安 
王を 捕へ、 憲實 上洛、 濃 州 垂井金 蓮 寺に 
て ニ子を 誅 す。 氏 朝歲 四十、 號咄 通院 藤 
山 明 永大活 土〕— 長 朝 (•左 馬 助、 圍 田家を 
級ぎ、 結 城と 云 ひ、 武州に 退く y 弟 朝 兼 
(次耶 。應永 三十 一年 甲 辰 生、 氏 朝に 隨 
つて 死、 歲 二十、 安隱寺 に 葬す、 法名 慧 
海大焫士 ^ 弟持朝ハ七郎^應永ニ十八年 
己 未 生-氏 朝に 隨 つて 死、 歳 二十 一、 安 
R1 寺. 大英聖 雄大 焫士 )— 成 朝 (中 務 大輔。 
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一に 氏 朝の 男-本名 重 朝、 四郎 、上野 介， 一 
修理 大^: と 見 ゅ。 永享 十一 年 己 未 生、 結 
城 戰の 時、 僅に 三 歳、 綑母 •抱いて 佐 竹 
に ^ る、 寶德 三年 辛 未、 結 城に 歸リ 、後 
に 持 氏の 末子 成 氏を 佐け て、 憲 實の嫡 右 
京亮， f を 討つ、 享德 三年 甲 戌 十二月 ニ 
十七 日 也。 世を 擧つて 之を 褒 む。 寬正三 
年 壬 午 十二月 二十 九日 己 寅、 雪 打に 依リ 
残、 歳 二十 四、 虢巖舟 院天江 永誠大 居士) 
丨氏廣 (七郎 、中 務大輔 、资德 三年 辛 未 生 • 
文明 十三 年 辛 寅 三月 二十 九日 癸卯卒 、歳 
三十 一、 乘㈣寺 日峯宗 光大 居士〕— 政 朝 
(中務 大輔。 一に 氏 朝の 孫、 成 朝の 男、 
七郎 、左衞 門 尉、 中 務大輔 とす。 文明 九 
年 丁酉 生、 天文 十四 年 乙 巳 七月 十三 日卒、 
歳 六十 九、 稱永正 寺宗明 孝顯大 居士)— 政 
勝 (中 務大輔 。永 正 元年 甲子 生、 永祿ニ 
己 未 八月 朔日卒 、歳 五十六、 有髮 老僧、 
大雲藤 長大 居士)— 晴朝 (中 務大輔 。天文 
三年 甲 午 八月 十一 日 生、 慶長 十八 年 癸丑、 
越 前北莊 にて 卒 、歳 八十 一、 稱孝 顯寺宗 
淨孝 善大屈 土〕— 秀康 ( 參河 守、 中納 言、 

喑 朝の 子と 爲る 〕」 と。 松 平條參 照。 

又 政 朝の 弟 「高 朝 (小山 家を 續ぎ 、小山 
六 郞と稱 し、 後に 下野 大掾 と號 す。 永 正 
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五 年 戊辰 生、 天 正 ニ 年 甲 戌 十二月 晦日 卒、 
六十 七) 丨秀網 (小山 下野 大掾 〕」 と。 
又兩結 城 系圖に 「上野 介氏廣 丨左衞 門督 
政 朝 丨七耶 政 勝 (左 近 將監) ，弟 下野 守 高 
朝 (天 正 十二 年 十二月 晦日 卒 、六十 七〕— 
六郎暗 朝 (左衞 門 尉， 庾長七 年 七月 二十 
日卒 、七十 三)」 と。 

結城戰場物語ビ「爱にニ男、三男、若君 
春王殿、安王殿とてニ人まし$すを、め 
のとの 女房 かし、、 くして 抱き 取つ てまぎ 
れ 出で •下野 國日 光山へ 落ち、 衆徒を 賴 
みたて まつり、 深く 忍ばせ 申せし を、 結 
城の 七郎氏 朝 •此の 由を ったへ 間いて 申 
しける は、 抑 も 我等が 先祖 朝 光 •右 大將の 
御 時は 足利義 重と 家を 論ずる 事 在って、 
互にい し ゆを 爭ひ しに、 身 不肖の 悲し さ 
は、 尊 氏ょ” 此方は、 東 一源 家に 從 ひし。 
一旦 賴み 奉る 主君な れば 、某 養育 申さん 
とて、 竊か に迎い を 奉り、 結 城が 城へ 移 
し 申し、 深く 忍ばせ 中せ しに、 都へ 此の 
由 聞え つ、、 安から ぬ 事 成りと て、 さて 
は 春 王 兄弟に、 結 域の 七 郎氏 朝が 賴 まれ 
ぬる こそ 奇怪な り。 昨 刻う つして かな ふ 
t じ、 急ぎ 討 手を 下せと て、 京 勢 已に下 
りけ リ。御子千王殿*其の時け未だ御所 


d フキ  忘 1 


ュ フキ  rl フキ  d フキ  室 g 


の宮と 申して、 御 年 十四に 成り 給 ふ、 大 
將軍の 司を 蒙り、 亦 上 杉 兵 庫 頭 •侍 大將 
を承リ打立っ -2» 。五萬餘騎.都を立って、 
關東結 城が 城へ 向 はれけ る。 

結 硬 七郞氏 朝 •此の 由を 傳へ きき、 安 か 
らぬ 事な りと て 打 立つ さ ふらい、 たれ だ 
れぞ 、舎弟は ら の三郞 光義、 駿河守 朝 助、 
御 一族に 取って は 山河 三郞 、たけいの 三 
Ir 、 たもぶ かの 八郎 殿を 始めと して、 宗 
徒の 一族 十餘 人、 都合 其の 勢 一千 餘騎、 
結 城が 城の 内へは せ 集り、 矢 倉 かいたて 
かきならべ、 石弓 どぅ づきは りかけ させ、 
寄手遲 しと 待ち かけたり。 大將軍 御所の 
宮向 はせ 給 ひける 間、 近國は 申す に 及ば 
ず、 沲 道、 関東、 甲斐、 信 濃、 奥の 兩國 
の 者 共まで、 走 加は り 候 間、 都合 其の 勢 
十 萬餘騎 •結 城が 城へ 押しょ せて、 時を 

どつ とぞつ くりけ る o 
抑 も かの 結 城が 域と 申す は、 西は 大河を 
搆へ 、四方の 總堀廣 く 深ければ、 大船 も 
泛ぶ 如く 也。 水の 上の 岸は 二十 四 丈 •聳 
えたる に、 亂秔 打って 逆茂木 引き、 小 盾 
を あまた 突き 建てければ、 異 國の樊 噜、 
張良も '» 面を向べきゃぅぞなし。縱へば_ 
秦の始 皇帝、 成 陽宮の 四面に 鐵の 築地を 


四十 丈に つかせて、 敵を 防ぎ 給 ふが、 秋 
は 必ず かりがねの 南國へ 渡る に、 飛行の 
障りなればとて、南北の築地に陽門と名 
けて、 窓を あけさせ 給 ひしが、 今 此の 城 
の ありさま、 膜 門なければ、 鳥 だに も 走 
り 難ぅ ぞ見え にけ る。 

城の 内には 塚 原 彌太郞 、営 田彌 助、 番塲 
の彌 六、 鹽 田の 與 三を 始めと して、 劣ら 
ぬ ほどの 靖 兵を 百餘人 揃へ て、 さしつ め、 
引きつめ、 いる ほどに、 寄 手十騎 、二十 
騎 、打たれざる 日は なか リ けり」 と。 

又 小山 系圖 (C 「小山 泰 朝— 氏 朝 (結 城 中 
務大輔 •叔父 滿廣の 家督、 嘉吉 元年 辛 酉 
四月 十六 日、 結 城に て 討死、 年 四十 四、 
法名 圓 通院 勝 山 明 永)」 と。 又 千 葉 系圖に 
「常 兼の 妹は 結 城 隼 人 正室〗 と 載せ、 その 
後 「胤 業は 柏木 八郞 、結 城 大膳大 夫の 聱、 
次男を 養子に 遣は し、 結 城の 家督 相續 J 
と 見 ゅ。 又那須 系圖に 「十五 代 明 資の妹 
は 結 城 彈正少 弼藤 原義 永の 室、 顯賴 及び 
資永の 母」 と。 

左 衞門督 政 勝の 卒 後、 長男 中務少 輔 明朝 • 
嗣ぎ しも 一日に て 死し、 政 勝の 甥 六 郎喑 
朝 •嗣ぎ 中 務大輔 、左衞 門 督と稱 す。 小 
田 原 記に 「天正十 /\. 年六月ニ十ニ日、八 


王子の 城へ 柙 寄す。 此の 城は 氏 政の 舎弟 
北 條陸奧 守 氏 照の 居城な り。 氏 照は 小 田 
原に まし まし、 本 城に 橫地監 物、 ニ 丸に 

.中 山勘 解 由、 狩 野 I 庵、 近 藤 出 羽 守 •籠 
り、 下野 國稹 本、 小山の 兩城も 陸 奥 守の 
城な り。 模本には 近 藤 出 羽 守 籠りし を、 
結 城の 晴朝 •先陣に て、 是も 不日に 貴 落 
す」 と。 又 秀康卿 給 帳に 「五千石 •暗 朝 
樣」 と 見 ゆ。 

5 上野 國志に 「邑樂 郡 小 泉 故城。 結 城 
氏 朝、 並に 長子 七郞持 朝の C 又 子 •結 城戰 
場に て戰 死、 持 朝が 子 小太郎 持 光 •逃れ 
て 上 州 甘 樂郡富 岡に 隱れ 、主税 介と 號す 0 
延 □元年 始めて 小島 城を 築き 移住し、 吾 
妻 郡 七十 一村を 領す 。大永 三年 卒 。其の 
子 支 蕃頭秀 光、 其の. 子 六 郞四 郎秀 信、 後 
に主税 介と 號 す。 永祿戊 辰 四月 十七 日卒、 
此の 人膂カ あり。 其の 子 淸四郎 秀 親、 後 
に大炊 介と 改む 。永祿 十三 年 十二月 二十 
六日 卒 •(間 文) おいて 戰死 、嗣子な し。 
小山 下野 守 高 朝が 男彥 太郞重 明を 嗣子と 
す。 後對馬 守と 號 し、 天 正 十三 年 八月 十 
ニ日卒。其の子六郎四郞秀朝、後に大炊 
介と 云 ふ。 此の 人の 時沒 落し、 後 松倉豐 
後 守 重 政に 仕へ て、 大阪 にて 討死す」 と。 


6 白 河 家 七郞朝 光 •文治 五 年、 輿 州征 
伐に 軍功 ありて、 白 河、 名 取を 賜 ふ、 第 
一、 第二、 第三 項 寒. 照。 一に 文治 中、 朝 
光 •仙 蛮 城に 居る と傳へ ら る。 その後、 
東鏗、嘉緑ニ年に「朝廣*白川に降り、 
公曉 と詐稱 して讓 叛 する 者を 辩つ」 と。 
その 男祐廣 •奥州 白 河に 下る。 當流に て 
は、 祐廣を 嫡子と す。 その後は 系圖に 「祐 
磨 (孫 七 左衞門 I 1 に廣耦 子) 丨宗廣 (上 
野 介、 源秀〕 丨親光 (結 城 太 田 判官〕、 弟 
親廣 ( 大藏少 輔 •七耶 左衞 門〕」 と。 
又秀鄕 流 系圖に 「祐廣 (白 河彌 七左衞 門、 

奥州 白 河 居住)— 宗廣 (結 城 上野 入道、 
笠 置 城 我 向 •□南方 大將 •伊勢 國吹上 村 
にて 病死、 道 绒君 山、 一に 源 秀 、諱道 忠) 
丨親朝 (大藏 少輔 、七郞 兵衞 尉、 修理 大 
夫。 始めて 小 峰と 號す 。次に 道绒の ニ子 
脫か •東 山)、 弟 親 光 (九 耶左衞 門、 睞太 
田大夫 判官。 宮御 方と なり、 大友 左近將 
監と引組みて、六條河原に討死す〕」と。 
次に 「親 鞒—顯 朝 ( 大膳大 夫、 親 朝 一男、 

文書 •M 父宗廣 より 相 傅す 。道 號大 印、 
一本 大 年、 相 公〕 丨滿朝 (左 兵 衞 尉、 道號 
長 川、 諱道久 公)— 氏 朝 ( 彈正少 弼 、普 光 
院 殿の 御 時、 八 坂 塔 供養、 棧敷參 候〕 丨 


眞朝 C 號 關川院 殿、 修理 大 夫、 道號海 龍、 
諱 道 朝〕— 政 朝 ( 彈正少 弼 、道 號鈣 山、 諱道 
總 、義尹 公方 中國放 生津御 下向の 時、 
御 方に 參 し、 永 正 七 年 八月 十日 御供して 
沒 落、 義尹 公一 字を たまは り、 義永 と號 
す〕 丨顯賴 (左 兵衞佐 •諱道 永、 狨長溪 0 
弟資永 は 那須太 郎、 那須資 親の 養子、 永 正 
十三 年 六月 七 ロ 自害)— 義網 (左 兵衞 佐、 
法名 門 舟院 道海義 綱。 弟義 親は 三 河 守， 
法名 不說 、永 祿五 年月日、 其の 妹は 大關 
土 佐 室 也)— 時耦 (左 京大 夫)」 と。 

次に 氏 朝の 弟 f 廣朝 (常 陸 介、 長 川 ニ 

.男、 道號齢 仲、 諱宗 椿〕— 眞廣 C 播糜 守、 
松 岩 長 公〕 丨兼廣 (常 陸 介、 就 山 成 公： I— 
顯廣 (民 部大輔 、大幢 建 公〕 丨親朝 (民 部 
大輔 〕」 と。 

又「宗 廣 —七郞 親 朝 C 初め 親廣、 三 河 守〕 丨 
七耶顯 朝 ( 大膳大 夫、 左兵衞 尉、 彈正少 
弼) 丨左兵 衞尉滿 朝 (中 務丞 、修理 大 夫) 
— 彈正少 弼氏朝 (入道 義秀〕 — 修理 大夫直 
朝— 彈正少 弼政朝 (入道 愈 山道 綱、 心 源) 
丨宮 內少 輔顯賴 (白 川 記、 相 樂系圖 には 
潁朝に 作る。 右兵衞 佐、 左 京亮 、入道 道 永 
長溪 )— 左 兵 衞佐義 網 (道 海〕— 左 京大 
夫晴耦 (初め 前廣 )丨 七 若 丸義颞 (治 部大 


輔 、修理 大夫) J と 見 ゆ。  • 

又 白 川 結 域 系 固に r 祐廣 c 白 河 彌七 左衛 
門〕|宗廣(結城上野<道、违武四年九月、 
伊勢 安濃 津にて 逝去、 年 七十、 道 號君 山、 
諱道忠 〕— 親 朝 (修理 大夫 、始铖 小 峰、 迸 
號朿山。弟親光は七郎左衞門、云々、汰 
田條を 見ょ)— 顯籾 c 大膳大 夫、 親 籾 一男、 
號大年 相 公、 文 杏は 祖父 宗廣 ょり 相 ^ 也 U 
その 弟 小 峰 三 河 守 朝 常 •子孫 小嶂條 を 見 
ょ。その弟讚岐守朝胤也)—滿朝(左兵衞 
尉、 號長 川久 公〕— 氏 朝 (彈 正少弼 、號義 
秀好忠 )丨 直 朝 (修理 大夫 •铖 關川院 殿， 
號海藏 道 朝〕— 政 朝 ( 彈正少 弼 、道 技 心 江、 
法名 道 緦 、上洛 時爲彼 飛 為 井 殿、 いなば 
堂內於 西方 【房】 一 n 鞠 御 曾 •是 58 細 川 殿 
一日 御請 待。 越 中に て 今 出 川 御所と 對 面、 
永 正 七 年 庚 午 九月 十：：： 沒落 )丨 頭賴 (左 兵 
衞 佐、 法名 道 永、 道號長 溪) 、弟资 永 (政 
朝 ニ 男 •那 須太郎 と號 す、 資 親の 婿 费子 
と爲 り、 後に 資親 •男 資久を 生み、 資久 
をして 家督と 爲 さんと 欲し、 大田原 出 雲 
守、 其の 子備前 守に 泣 言して 日 ふ、 我が 歿 
後は 必ず 資久 をして 家を ^ がしめ よと。 
是に より 大田原 •急に 福 原 城を 攻む 、資 
永*士卒七八人を逍はし、暗夜に黑羽城 
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に 至り ^ を 東橹に 放ち、 其の. 騷亂に 乘 じ、 
偫 かに 西 河岸ょり 入り、 資久 を懷拘 して、 
一傾 原 城に 還り、 大田 原と 相戰ひ 、終に 貴 
けて 資 久を剌 殺して 自殺す〕」 と。 
次に顯賴の男「義綱(左兵衞佐、號門舟 
院 、法名 道 海，. 道號義 綱〕、 弟義親 (白 川 
關七郎 、號 不說 、法名 不說 、芦名 修理 大 
夫 平 盛 氏の 婿、 天 正 十八 年、 豐臣 秀吉卿 • 
相 州北條 氏を 擊滅 す、 閼東 奥州の 諸 將* 
悉く 小 田 原に 馳せて 幕下に 屬 す。 義親 • 
使者を 其の-旗頭 伊達 政宗 に 附 して、 驚 馬 
を 献じ 、姓名を 達す。 政 宗 •小 田 原に 至 
り、 秀吉 Q 爲に譴 責 •罪を 恐れて 底 倉 山 
に留 り、 使者を 諭して、 先に 白 川へ 還へ 
し、而る後、隳馬を以って己の贈物と爲 
して 之を 献 ず。 未だ 始めょり 義親の 姓名 
を 言は ず、 歸るに 及んで、 義 親に 誘 ひ 言つ 
て 日 ふ、 子の 事を 强陳 したれ ども 報な し、 
子 姑ら く 退隱 して 秀吉の 命を 掛 てと。 義 
親*所爲を知らず、居城の西金勝寺に退 
く。 旣に して 秀吉 •奧 州に 赴き、 小峻 城に 
人り、 小 峰を 以っ て、 關兵衞 尉に 授く 。是 
に 依って 釣 親 •遂に 浪人と なる。 妹は 大 
關土 佐の 室 也」 と。 

義網の 後は、 その 男 「啃網 (左 京大 夫) 丨 
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晴常—晴辰(中畠上野、中烏城主〕丨晴時 
(大學 助、 法號大 可 院底叟 道 徹 、天 正 十 
八 年 十月 十九 日、 奥州 大崎に て戰 死、 時 
に 年 二十 一、 一に 四十 一、 同 州 仙 道 長 松 
院に 葬す〕— 時俱 (大學 、後 相樂次 左衞門 
と號 す、 法名 西慶〕 」 と。 

又 氏 朝の 弟 「廣朝 (常 陸 介、 長 川 ニ 男、 
號靈 中〕— 直廣 (播磨 守、 號松岩 長 公〕— 
兼廣 (常 陸 介、 就 山 成 公)— 顯廣」 と。 
、、の 系圖は 誤れる が 如し。 奧 羽永襃 軍記 
等に 據 るに 「白 川 結 城 氏は 分れて 二流と 
なり、 二箇所に 住す。 一は 結 城 彈正少 弼 
、治 網と 云 ふ、 兵 多くして 賴る威 あり。 一 
は 小 峰 左 京亮義 親と 云 ひ、 祿微 にして 兵 
歡 し、 中頃 郤あリ て 音 門を 絕ち しが、 治 
網 •重病に て勞れ 、今は の 時旣に 近し、 
嫡子 七 若 丸 •纔 かに 七歲な リけれ ば、 小 
峰義 親を 後見に 賴みて 終に 卒す。 義親 • 
俄に 心 替 りして、 七 若を 追 ひ 退. け、 白 川 
城に 乘 入り、 小 峰には 一族を 居え 置きけ 
る。 常 陸の 佐 竹義重 •之を 聞き、 ニ 千の 
兵にて、白川の本城を卷かせ、我が身は 
三百 餘の 勢を 率ゐ 、山頌 の 城を 攻む」 と。 
また說ぁり、『小田川岩久保の切岸館は、 
結 城 治 部大輔 義顯 •其の 白 川 城を 關七郎 
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義 親に 乗っ取られし 後は、 此 に ^ すと 0 
白 川の 事 どもを 記錄せ る もの、 多く 義親 
を 以つ て、 暗 綱の 實子 とし、 白 川の 正統 
の やぅに 傅へ、 仙 臺の白 川上 野が 系 圖 に 
も、 義親を 晴 綱の 嫡子の やぅに 記す。 相 
樂 〔須竄 川 人) が 系圖に は、 次男の 様に し 
るした リ 。然れ ども* 秋 田の 白 川七耶 の 
家傳 たる 說に は、 義 親は 白 川の 別家の 小 
峰 氏と す。 されば 當時に ぁりても、 白 川 
城下 近邊 は、 皆義 親に 歸依 したりと 雖、 
小 田 川、 大田 川、 踏瀨 、大和 久邊 は" 皆 
義顯 方に て、 義親に は 服せ ずして、 義顯 
の 正統な りし こと、 大和 久村 芳贺市 良 右 
衞 門の 傳へ たる 書物に も歷然 たり。 

今に 於いても、 かの 白 川上 野の 通行には、 
城下、 幷 に 五箇村 邊の菸 家 •民間に 落た 
る 者、 目 見に 出て、 紋付の 肩 衣な ど 贈り 
物 有り。 白 川七郞 へは、 大田 川、 大和 久 
の 百姓 •目 見に 出る 。其の 遺風の 由來を 
想ふに足る。白川記に「義顯は鄕、忍、 
柏木を 供と して、 下野へ 落ち、 會津へ 行 
き、 身を 柳津 虛空藏 堂へ 托し、 暫く 年月 
を 送りけ る。 然るに 天 正 十一 年、 蔥名盛 
氏 •虛 空藏へ 參詣 し、 義 顯に對 面 ぁって 
其の 唆、 松 本 右近を 以 って、 佐 藤大 隅が 


方へ 申 越し、 和睦な リて 、其の 年 九月、 
義顯 •白 川 城へ 歸住す J 云々』 と (古事 考、、 
地名 辞，、 野史 等〕。 

白 川七耶 系圆に は 「顯 朝—滿 籾— 氏朝丨 
籾 脩 (修理 大 夫、 法名 關川院 殿 海藏道 朝〕 
— 政 朝 (彈正 少弼 )— 顯賴 (左 兵衞 佐、 法 
名 長 淡逍永 、弟資 永 •那須 太耶云 々〕—義 
網左兵衞佐、鬥舟院殿道海義網〕丨喑綱 
(左 京大 夫、 法名 門齊 院〕 丨義 顯 (治 部 大 
輔 、幼少の 時、 永祿 年中、 正月 四日、 小 

峯義親 逆心、 落城 後、 3 1; 窪 切 木石 城活 住、 
a 親 •追討の 計略を 廻す砌 、太閤 公に 義親 
不義の 子細 ありて、 兩城沒 落〕— 朝 網 (大 
坂 落城 後、 出 羽へ 下リ 、明 莳ニ年 三月 八 
ロ卒 、治 部左衞 門、 法名 梅林 寒 公)」 と。 
子孫 白 川、 和 知 等の 條を 見ょ。 

7 譖 岐家白 河 結 城 氏 ば 親 朝の 子 三人 あ 
りて、 三 家に 分る。 前項 •及び 小峯 家と、 
此の 流 也。 こは 三男の 家に て 「讚 岐守朝 
胤 (法名 大道)— 同 朝 治 (冏 成〕— 光胤 
(大功 寄 公)— 讚 岐守廢 朝 (天 枝 光 公〕 丨同 
宗廣 (直 翁〕— 同 政 胤 丨顯朝 (彌 七耶 、永 
正七庚午四月ニ十ニ 0 、小佐久田討死と 
と 見 ゆ。 

8 白 河 雜載 その他、 八槻営 天文 八年經 
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_に「大 0 那奧州白川藤原朝^直廣」筇 
見 ゆ。 猶ほ關 、小峯 • 內河等 .'} 寐を見よ。 

. 9 陸 前 仙 事 城 の 外、 南 目 古 館 等、 抟朝 
光の 據 りし 地と 傅へ、 又 結 城 七耶 あり、 
III 內條を 見よ。 

10 降 奥 第三 項 令 照。 又建武 元年、 津軻降 
人交名に「小國彌三郎泰經，結域七郎左衞 
門 尉 •之を 預 る」 と。 又 日本 國郡 志に 「九戶 
地は九戶茂時*此を領して、世々馬匹を 
貢す。 元弘 中、 之を 結 域 親 朝に 授 く」 と。 

11 出 羽 白 川 結 城 文書、 延元 元年 四月 宗 
廣入 道の 譲 状に 「出 羽國 云々 J と、 第三 
項を 見よ。 又 南北 择亂の 際、 結 城 氏の 一 
族 •當國 に 在りて 動 王す。 又 秋 田の 結 城 氏 
•は 第 六 項、 及び 白 川條を 見よ。 又 山形 兩 
所 営 給 人に 結 城 氏 あり。 

12 加 賀河內 茁一福岡城は一名結城舘と云 
ふ。 貞和以 來 、藤 原 軍 宗 •常 莊の 地頭と 
し て此に 居る。 康正ニ 年 造內离 段 ^ 引付 
に「十貫文*結城左近將監殿*段錢。 
三貫七百九十文*結城左近將監、加贺國 
河田庄 •段 錢 J と 載せ、、 永 享以 來御番 帳 
に「一番*結城四郎一ー；郎、ニ岙.铑城越 
後人道-結城十耶、五番*結城七耶」等 
見 ゆ。 
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又 文 安 年中 御 赉幀に 「一番 •結 城 上野 入 
道、ニ岙*結城貼解由左衞門人道、結域 
十耶、結城七耶、在阈衆、五赉*結城七 
耶 I 等を 擧げ 、县享 元年 常德院 江 州 御 励 
降 常時 在陣 衆に 「御供 衆 •結 域 新 介 (七 

耶也、藤原)、評定衆*結城如贺守(藤原)、 
1赉衆 * 加州結城蚱璁亮」等を载せ、永 
祿六年 諸 役人 附に 「外 校 詰 衆 •結 城彥七 
耶 、二番 •結 城 民部大 輔贞 胤、 結 城 又 七 
耶忠 達」 等 見 ゆ。 又 これょり 前 •白山 古 
記に「銪城七耶四耶*白 |1! 禪定を造替す」 
と あり。 又鏑木 系圇に 「右衞 門大夫 •初 
- め 結 城 右衞 門」 と 技す と。 

其の焐 域 石 川 郡 福 岡 域は 三 州 志に 「河內 
庄福 岡邑領 に 在 n, て、 又 結 城と 謂 ふ。 結 
城 七 郡 四耶宗 浚 •據れ り。 此の 後、 天 正 
三年八月、信長公*江活、能美の諸堡を 
攻むる時に、福岡乃煲名見ゆ、即ち是れ 
也 。宗 浚の 茭父 を宗弘 と 云 ふ。 今 福 岡邑 
民の 故 家に、 代々 七郎 左衞 門、 七耶 兵衞 
と 通 稱 する あ 9、 宗 浚の 末孫と 云 ふ」 と。 

13 丹 後 注進 丹 後阔詻 庄鄕保 惣田數 目錄 
帳に 「丹 波鄉西 八十 町 七 反 三百 八步 内、 
六十 町 •段 錢沙汰 致し、 此の 外、 御免の 
由申し候、結城越後」と。又逮畏ニ年關 
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白 道家 記に 「丹 波莊 地頭 基 綱」 を 載せ、 康 
正 ニ 年 造內裡 既錢 引付に 「五 貫 文 •結 城 
越後 人道 殿、 丹 州 舟 (丹) 波鄕 、段錢 。五 貫 
文 •結 城 越後 殿.、 丹後國 丹波鄕 、段錢 J 
など 見 ゆ。 

14 丹 波 康正造 内裏 段錢引 付に 「三 貫 文 • 
結 城 越後 殿、 丹 波 國穗津 保、 段錢 J と。 

15 安藝 通 志、 豐田 郡條に 「古壘 •大濱 
村に あり。 毛 利 家人 結 城左衞 門の 所 居 J 
と 載せ， 又 同 郡 故 家條に 「戶野 村 結 城 氏 • 
先祖 結 城 左衞 門は 毛 利 家に 屬す 。時に 尼 
子の 遺臣 山中 鹿 之 助、 同 家老 I 印 場柴之 
助と 共に、 毛 利に 降る。 左衞 門に 內論あ 
りて、 河 井新 左衞 門と 共に、 兩 人を 周 防 
に 護送し、 途中に て、 これを 殺す。 新 左 
衞 門は 鹿 之 助を 討ち、 左衞 門は 柴之 助を 
討つ。 Q ち 左衞 門は 天 野 元 政に 從ひ 、賢 
茂 志芳の 城に 居る。 毛 利徙封 の 時ょり、 
浪人して 戶野 村に 來る 。享 保の 比、 孫 太 
郎といへるもの\、五代の祖なり。今村 
內郡 平と いふ もの、 其の 裔な りと て、 孫 
太郞代の文書を持傳ふ。されど、设次さ 
へ 詳 ならず」 と。， 

又 「大濱 村戶野 氏。 先祖 結 城左衞 門が 長 
子 七右衞 門、 はじめ 戶野に 居る。 母の緣 


にて 大濱 村に 移り、 戶野 桂左衞 門と 稱 す」 
と。 又貿茂 郡條に 「曾 場 山は 原 村に ぁリ、 
一に 曾 都 山と いふ。 結 域 盛 貞の所 居と い 
ふ。 一に 杉 野次 郞義喑 C 1に義淸に作る> 
又 杉 野次郞 右 衞門隆 兼と も 云 ふ。 按ずる 
に 杉 野は、 大內 氏の 麾下な と。 

16 鎭西 宮方結 城 右 馬頭は 山隈原 合戰に 
戰 死す。 又 菊 池 持 朝嘉吉 三年 侍 帳に 結 城 
次大 夫友鄕 を载せ 、小 西 氏 矢 部 城代に 結 
城 彌平治 •見 ゅ。 又大村 藩に 此の 氏 ぁ 9。 

17 京畿 第三 項參 照。 又 康正造 内裏 段錢 
引付に 「十五 貫 文 •結 城 左近將 監殿 、內 
州 甲可鄕 段錢 。ニ 貫 文 •結 城 左 近 將監、 
.河 內國 甲可鄕 段錢 J と载せ 、又應 仁 別記 

.に 結 城下 野 守、 細 川 雨 家 記に 結 城主 膳 正、 
等 見 ゅ。 下って 曇 華院家 司に 結 城筑後 守、 
結 城 安藝 介 等 ぁり。 

18 伊賢伊勢北皇家臣錄に「結城條助、 
同 半 蔵」 を 載せ、 伊. 賀彌 八堡は 此の 氏の 
居所と 傳へら る。 又 伊勢神宮 祠官に 見え、 
又 志 摩に も存 す。 

P 三 河 第一 一一 項を 見よ。 

20 遠 江 風土記 傳に 「結 城祠 、結 城 塚、 按 
ずるに 續 太平 記、 永享 十一 年、 井伊 介 八 
郎 、井伊 彌四郞 等 •今 川に 屬 して、 結 城 


朝 光を 攻むと っ袖浦 記を 案ずる に、 結 城 朝 
光、 及び 其 ■の 子朝忠 は 此に戰 死す」 と 見 
ゅ。 又笹岡 城 (ニ 俣 村) あり。 築城の 時 
代詳 かならず 。地を 穿てげ 陶器 矢 根 等 出 
づ 。風土記 傳に結 城 七 郞朝光 •始めて 築 
く かと 云 ふ。 

21 駿河阿 州 將軍裔 記に 「結 城 m 馬 守 重 
正过駿州志多住人」とあり。 

22 源 姓 中興 系圖に 此の 氏を 源 姓と す。 
23 雜载 その他、 周 防德川 藩の 儒者に 結 
城璧 (照 卿〕 あり、 香 崖と 號す 。又怛 馬、 
因幡、 攝津 、武藏 等に 存 し、 說敎節 及び 
操りに 結 城 孫三郞 •名 あり 0 
結 崎 ユ フザキ 大和國 城下 郡 結 崎 邑ょリ 
起る。 桓武 平氏、 貞 盛の 後 也と 云 ふ。 宗淸 
の裔に て、 もと 服 部 氏、 淸 次に 至り 觀阿彌 
と稱 し、 此の 氏を 稱 す。 觀世 、服 部 等の 條 
に 詳か 也。 また 結 崎 二十 五 人 衆、 その 一臈 
廣海氏 にして、 同 邑糸井 神社緣 起を 藏 す。 

夕 田 ユ フタ 美 濃に 此の 地名 ありて、 武 
藏等に 此の 氏 あり。 

作 木綿 ユ フック リ職業 部の 一にして、 
神代 紀一書 に 「天日 鷲 神を 作木絲 者と 爲す J 
と 見 ゅ。 木綿を 作る を 職と する 部 民 也、 伊 
勢 神宮に 木綿 作 内 人 あり。  . 


夕日  d フ ヒ武藏 國秩父 郡橫 瀨邑に 夕日 
長右屋敷跦’あり、風土記稿に「高條山の內 
にあり、 荊棘 生 ひ 茂りた る ー區の 地を、 夕 
日長 者の 屋敷 跡と 呼ぶ、 事跡 審なら ず」 と。 
朝日 條參照 0 

結緣  d フフ チ ケチ エン 備前赤 磐 郡に 
此の 氏 存 し* ュの 部に 收 む。  . . 

湯船  d フネ 伊贺に 湯船 庄 あり。 その他、 
山城、 肥 後 等に 此の 地名 存 す。 

湯 舟 d フネ 

湯 部 d ベ d 卫べ 職業 部の 一也。 ュヱ、 
及び ュエ べ條を 見よ。 

湯 横 d マキ 美 作阈眞 庭 郡 中 福 田邑の 名 
族に して、 溥へ云 ふ、 白 鳳 年間の 浦 木大輔 
に 始まる と。 世々 中 福 田 浦 木に 住居す 。同 

地 福 田 神社は、 上 浦 木、 下 浦 木の ニ 神を 祭 
り、 古昔より 其 祭 時には、 必ず 大輔の 裔. 
之に 與る 。昔 出 雲の 國造 •浦 木 家に 宿りし 
時、 掼の 薪を 以 つて 風 壚を 進む。 大社 地方 • 
横の 薪を 見ず、 阈造 •其の 盛に 然ゅ るを 見 
て、 姓を 湯 横と 改めし むと。 遠祖 平 左衞門 
より 里 正と なり、 源 兵衞の 代には 舊高 二百 
五十 餘 石を 所持せ りと (名 間 集)。 

00  ユマへ ユザ キ條を 見よ 0 
弓 ユミ 越 中 _ 新 川 郡 弓庄 より 起る。 天 


ュ フヒ 


文 十四 年、 松 倉 城主 皇山 修理 太夫 種 長麽 T 
に、 揖美庄 助 五郎と いへ る 者 あり。 是れ越 
中 土着の 士に して、 搰 美は 一に 弓に 作れば、 
助 五郎は 此の 弓庄の 住士な らん (三 州 志〕 
と。 揖美 庄條參 照。 

由 美 ユミ筑前の儒者に由美希賢(方圓 
の ニ 男) あり、 原 泉と 號 す。 當网由 美邑の 
人 也と。 後 加貨 藩に 仕へ、 二百 石を 賜 ふ。 
ョシミ 條參 照。 

弓 井 rl ミ砵 

弓河內 ユ ミカ ハチ 因幡國八上郡の士に 
「弓 河 內六耶 左 衞門」 あり (因幡 志)。 

弓 狩 ユミ カリ 美 作 國久来 郡 北の 庄の名 
族に して、 中 山 神社 歳 初 行事に 神 鹿 祭 あリ。 
桓武 天皇の 御宇、 之を 禁じられた るを 以つ 
て、 子孫 賴信 •射禮 の紀念 として 弓 狩を 姓 
とし、 中古 下 ニケょり、 北庄 に轉 居す。 一 
族に賴信氏もあり(名聞集)と。 

弓 木 ユ ミキ. ユギ 越 前 家 老臣に 弓 木 左 
衞門 あり、 松 平條を 見ょ。 

弓 倉 ユミ クラ 紀伊國 日 高 郡の 名 族に し 
て、 續 風土記、 南 谷 村 舊家利 大夫條 に 「_ 先 
祖弓 倉理大 夫は 大塔宮 1C 屬 し、 古より 當村 
を 知行す。 大莊屋 を 勤め、 地士に 命ぜられ 
し 事 あり J と 云 ひ、 又 島 村 地 士弓倉 楠太郎 


ユミ ユミ クラ 


を擧 ぐ。 

nr lff ユミ ゲタ ユゲタ  / 
nr 崎 ユ C/ ザキ 

HT 田 d ミ タ新撝 會津 風土記に 「弓 田 氏 
は稻荷 神職、 其の 先を 飯篠 山城 守 直 家と 云 
ふ、刀棺の術に長ぜリ。後伊贸守長威齋と 
改む 、神道 流の 始祖 也」 と。 飯 筏 條參照 。 
そ. の 他、 信 濃、 武！ 弊 城 等に 存 J。 

湯水  H ミヴ近 江に 湯水 庄 ぁり。 

弓手 ユミ テ ユン デ 
nr 長 ユミ ナガ 

湯峯 ユミ ネ ユノ ミネ 磐 城、 岩 代 等に 

此の 氏存 す。 

弓 野 ユミ / . 

弓 場 ユミ バ キユ ゥバ條 を 見ょ。 又 十津 
川鄉鎗 持 由緖赉 に 「谷瀨 村 弓埸武 兵衞」 又 
涟川伴 五郎 n 柔道家に 弓 ^ 彈右衞 門 ぁ 9 。 
弓 部 ユミべ ユゲべ 職業 部の 一にして、 
弓 削 部と 云 ふに 同じ。 綏靖紀 に 【弓 部稚彥 
をして、 弓を 造らし む」 と 見 ゆ。 

1 石 見 類聚 M 史卷 八十 九に 【廷肘 二十 
一年 云々、 石 見！： 人 弓 部 鉦 主 j と 見 ゅ。 

、 2 雜載 その他、 ユゲ v 條に 多し。 

弓 元 ユミ モト d モト 吉備地 方に 存す。 
弓 家 ユミ ヤ武藏 に 弓矢 神社 ありて、 武 


ユミ ケタ 1 ミヤ  01 九 


f 


H ミヤ マ 1 ュ モト  ri モト- — ュ ヤマ  ユラ S 1I1Q 


る 也、 家紋は 謙に 薄な と。 

4 雜载鳥 取 藩士 湯 本 信 好の ニ 男武彥 は 
本姓 堀 氏、 母は 湯 本 信 一の 女 也と。 幕末 
名 あり。 又 東 作 志に 湯本甚 七、 又 安藝、 
武藏 、伊勢、 志 摩 等に 見 ゆ。 


藏等に 此の 氏 存す。 

弓 山 d ミヤ マ 

湯 村 d ムラ 甲斐、 岩 代、 但 馬、 出 雲 等 
に 此の 地名 あり。 內奧 州の 此の 氏は 伊達 郡 
湯村ょり起る。永正十年伊達_宗判書に「湯 
村 助十郞 知行、 羽 州 上長 井庄女 島鄕內 、云 

々しと 0 

湯 目 d メュノ  メ條を 見ょ。  11 
夢 ユメ  ィメ 江 戶の俠 客に 夢市郞 兵衞 
あリ 、あだな か。 

湯 本 ユ モト ユ / モト 相 摸、 下野、 磐 

城、 岩 代、 陸 中、 越後、 美 作、 長 門 等に 此 
の 地名 あり、 猶ほ多 かる •へし。 

1 小 野 姓 猪 股 黨小野 氏 系圖に 「猪 股忠 
兼 丨~ ^7 野 三 政 家 丨 小三耶 資綱 — 小 平 六 範 
綱— 六 f 问綱丄 一一郎 兼 綱 (湯 本〕 一 _ 

丨重綱 T 政綱 3 ハ、 左 近— 

I 基 綱—  ( ' 

— 時 兼 小一- 5 — 盛兼彥 六 

2 上野 前項 氏な らん。 羽 尾 記に 「湯 本 
云々、 上 州 吾妻 郡の 豪族に して、 吾妻 七 
黨の 一 J と 云 ひ、 又 加澤記 等に 見 ゆ。 吾 
妻、 羽 尾、 殖栗 等の 條參 照。 

3 尾張鹽 尻に 「尾 州 湯 本 氏は 信 州 詉訪 
の 出な リ 。湯 本の 百姓 •今に 鹿を 持參す 


湯元  ユ モト 前項 氏に 同じ、 吉備 地方に 
存 す .0 

由 本 ユモ  ト ョシモ ト條を 見よ。 

湯屋迁 d ヤノ ツチ 京都 鴨 社！ 一宜 縣主祐 
賴のニ 男祐繼 •湯屋 辻と 稱す 、梨 木 條を見 
よ。 

湯 山 ユ ヤマ 攝津 、相 摸、 陸 前、 因幡 等 

に 此の 地名 あり。 

1氏家氏族陸前の豪族にして、玉造郡 
湯山邑 より 起る。 大畸家 配下の 將に して、 
天文の 古川 狀に湯 山甲裴 •見 ゅ。 古川 刑 
部に 組せ ざり し士 也。 その後* 伊達 成實 
記、 天 正 十六 年に 湯 山 修理 亮ぁ り、 伊達 
氏に 仕 ふ。 而 して 封內 記に 「多生 定古壘 
は大畸 家臣 湯山駿 河の 所 居」 と。 

2 關東 武藏に 存 し、 又下總 小金 本土 寺 
過去帳に 湯 山 五郎次 郎を载 せたり。 

3 越 中 射 水 郡 湯山邑 より 起リ 、湯 山 左 
衞門 續甚は 湯 山城に 據る 。河 田條 一六 四 
九頁參 照。 


由 良 ユラ 和名 抄 、伯 耆國 八橋 郡に 由 良 
鄕を收め、又隱岐國知夫郡に由良郷を載せ 
たり* 後者には 名神大 沘 由 良 比 女神 社 鐄座 
す。 庄名 としては 丹 波、 紀护 、淡 路に 見え、 
その他、上野、羽前、丹後、讚岐(由良神 
社〕、 伊豫、 土 佐 等に 此の 地名存 す。 

1 丹黨族 新里恒 房の 孫 光 綱を祖 とす。 
武藏七黨系圖に乃新里レ丹三大夫恒房丨 
太郎光房丨(由良)光網(由良三左近〕一^ 

丨實 綱— 時 綱 丨實敎 丨敎綱 こ 
丨經氏 -T 光 氏— 實氏 又 •= 

丨朝氏 左 近难 S、 彥 四 

と 載せ、 井戶葉 栗系圖 には 「光經 (由 良 
五郎 左 近)— 經氏 CI 一一郎) 丨光氏 ( 彥三 郞、 
左 近 將監) 丨實氏 (又 三 郞〕 J と 見え、 中興 
系圖に 「由 良 •丹 治」 と。 
.承久記卷三に「由良のさこん」見ゅ、此 
の 氏人なる べし。 

2 小 野 姓 猪股黨 上野國 新田 郡 由 良鄕ょ 
り 起る。 松 陰 私語に 「金山 城主は 岩 松 家 
代々 忠臣に して、 小 野 堇十有 九 代の 後胤、 
橫瀨前 信 濃 守_繁 の 嫡子 雅樂 助成 繁 J と 
载せ、中興系圖に「由议*小野姓」と。 

3 氏人 太平 記卷 十に 由 良 新犮衞 門 (具 


滋) 、十四に 由 良三郎 左衞 門、 同 美 作 守、 
十五に 由 良 三 邱左衞 門 尉 •十七に 由 良 越 
前 守 光 氏、 二十 一に 「由 良 越 前 守 光 氏 •五 
n 餘騎 tc て 云々」 と。 又 三十 一に 由 良 新 
左衞門 入道 信 阿、 三十 三に 由 良 兵 庫 助、 
同 新 左衞門 尉 等、 多くは 南朝に 忠勧 す。 
その後 縑倉大 草紙に 「由 良橫瀨 云々、 新 
田左少 將義宗 朝臣の 子 兵 部 卿 (新田 六 郎) 
を 輔 く」 と。 以下、 次の 諸 項を 見ょ。 

4 淸和 源氏 新田 氏族 前項 氏に 同じ けれ 
ど、 後 ft、 新田 氏の 族と 稱し 、諸家 系圖 
纂由 良系圖 に 「義顯 (新田 越後 守、 越 前 
金 崎 城に て 自害)、 弟貞氏 丨貞治 (新 六 郞、 

信 濃 守」 丨貞國 (新 六 郎 、信 濃 守〕 丨國繁 
(新 六 郞 、信 濃 守〕 丨景繁 ( 新六耶 、信 濃 
守〕 丨阈經 ： 新六郎 、信 濃 守 W— 泰繁 (.新 六 
郎 、信 濃 守) 丨成繁 (新 六 郎 、信 濃 守〕丨 
國繁 (新 六郎 、信 濃 守、 弟顯 長は 新 六 耶) 
丨貞繁 (信 濃 守)、 弟貞長 (新 六 郎) 丨貞房 
(新 六耶 〕」 と 見 ゆ。  ' • 

又加澤 記に 「由 良 氏と 申す は、 新田 源氏 
の嫡対 なり。 義興卿 に 子 一人 ありし を、 
越後に 捨て置かれけ るが、 後には 出家し 
給ひける。こ、に上州小野の鄕の地頭、 
m 永の 比、 彼の 出家を 介抱せられ、 還俗 


ユラ 


させて 小 野が 家を ぞ繼がせけるに、段々 
家 •繁榮 してけ る。 其の 頃、 岩 松 源氏 • 
本の新田氏に立歸リ、新田武藏守とぞ名 
乘り ける。 其の 頃、 小 野 氏 も 由 良 氏に ぞ 
改めけ る。 由 良 氏 •漸く 繁昌して、 文明 
の 頃は、 間 川を 限り、 當國 東の 方は 四 分 
して、 其の 一 分を 領 知し 給 ふ」 と。 又 新 
編武藏 風土記には、 貞氏を 新田 義宗の 孤 
兒 とす 0 

寬永 系圖に は 「新田 藏人義 兼ょり 三代 又 
太郎 政義 •初めて 由 良と 稱 し、 政義 ょり 
四 代 左 中 將義貞 が 四 男を 新 六郞貞 氏」 と 
し、 寬政呈 譜 、一に 「義宗 が 長男 •故 あり 
て 祖父 義貞の 子と 成る」 と 云 ふ。 寬政系 
譜 •これを 疑 ひ、 「官 本の 系圖 、及び 諸 記 
錄に 見る 所な し J と。 

、又 續群書 由 良 系圖 には 「源 姓、 家紋 桐」 と 
し、 義貞の 男、 義宗の 弟に 「淸和 天皇 十 
七 代 •貞氏 (良 阿彌 、橫瀨 新 六 郎 、新田 
義貞 討死の 時、 貞氏六 歳、 乳母の 夫 •懷 
抱す 焉 y 藤澤 遊行 僧を 憑み て遴 難す。 漸 
く 生長して 剃髮 して、 良 阿 彌と號 す 。其 
の 後、 遺 俗して 铐臣橫 瀨家 1-- 附い て、 狡 
壻と爲 りて、 橫滞新 六郞 と號 す、 法名 良 
道〕— 貞治 C 新 六部， 信 濃 守、 上野 新田 金 


山城に生る、法名良窗〕-丨貞1:(斩六耶、 

信 濃 守、 生國 同前 •法名 良 順)—®: 繁 (新 
六耶 、信 濃 守、 生阔同 前、 法名 宗悅 ) 1 
景繁 ( 新六耶 、信 濃 守 •生阈 同前、 法名 宗 
忠) 丨國經 (新 六郞 、信 濃 守、 武州湏 it 合 
戰 の、 時 討死、 法名 宗功〕 丨泰繁 (橫瀨 斩六 
耶 、後 雅樂 頭， 生阔 同前 •父 國綷 討死に 
付き 厲松 |^ 殿に從ふ、御 ^ 有リ) 丨 成 
繁 (始めて 由 良 新 六 邯と改 む。 光源 院義 
輝 公 • &) 咨を 成繁に 賜 ひ、 橫瀨を 改めて 
由 良 刑 部大 輔と號 す。 其 c 後、 信 濃 守と 
號す 。越後 輝 虎、 佐 竹義重 •羽 生、 黑川、 
沼田 等の 處々 に 出張し、 氏 政と 相 戦 ふ 時、 
成繁 •能く 居城を 守る。 故に 輝 戊 等の 全. 
平 還る。 成繁 •追 擊 し、 1 香 餘 人を 討ち 
捕 ふ。 氏 政 •其の 軍功を 感じて、 感状 五 
通を 賜 ふ。 又 輝 戊 •赤 垣に 陴 する 時、 成 
繁 父子 •軍功 あり。 光源 院殿 •三 好に 殺 
さる x 時、 義昭 •楕害 を 成繁に 賜 ひ、 軍 
忠を 袖ん ずべき 由を 吿ぐ 。法名 宗得) 丨 
國繁 (成繁 2 長男、 由 良 新 六 郎 •信 濃 守、 
法名 良 太。 天 正 ニ 年 四月 五日、 輝 元 •桐 
生 金山に 出張の 時、 國繁 •居城を 堅守し 
て防戰す。故に輝光の全箪退く。氏政* 
感迸を 阈繁に 賜 ふ。 小 田原沒 落 以後、 秀 


ユラ  六望 一 


ユラ 


ユラ 


藝 I 


吉*常陸牛久を賜ひ、朱印を國繁の母に 
授 く。 是の母 •能く 居城を 守る 故 也。 其 
の 後、 東 照大權 現、 台 德院 殿に 奉仕す〕、 
弟顯長 ( 但馬 守、 足 利に 入り、 長 尾 修理 
亮 家の 赘壻 と爲 る〕。 又國繁 2 男貞繁 (由 
良 新六郞 、從 五位 下に 叙し、 出 羽 守に 任 
じ、 後に 信 濃 守に 改む〕 、弟貞 長 (新 六郞、 
市兵衞 )| 貞房 (新 六郞) 」 と。 

又寬政 系譜、 新田 族譜 等に 「貞氏 (新田 六 

耶 、良 阿彌 、良 道〕 丨貞俊 (良 治、 橫瀨新 六 
郞 、信 濃 守) ， * 
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5 居城 氏人 上野 國志に 「新田 郡 新田 金 
山城。 由 良成繁 •此に 居る。 天 正 年中、 
長尾顯 長と 共に、 小 田 原に 參勤 の虛 止ら 
れ て歸ら ず。 後下總 に 移されて 城廢 す」 
と、 橫瀨條 に 詳か 也。 また 岩 松、 新田 等 
の條參 照 . 氏人は 橫 瀨條參 照。 又 相 州 兵 
亂記に 「上 杉 普 代の 家人、 並に 長 尾但馬 
守、 由 良 信 濃 守」 と载 せ、 * 越 軍記に 「永 祿 
+ 年 四月、 新田 城主 由 良 信 濃 守を 攻めら 
る」 と。 又武藏 大日 堂 棟 札に 由 良 信 濃 守 • 
見 ゆ、 國繁の 事な り。 弟 顥長け 長 尾を 繼 
ぎて 館 林を 兼 知し、 成繁は 桐 生 城を 奪 ひ、. 

一時 勢力 大な り。 後國繁 •天 正 十六 年、 
桐 生に 移り、 同 十八 年沒 落す。 長 尾、 桐 
生 等の 條を 見ょ。 

上野 國志に は 「元龜 三年 十月 二日、 桐 生 
の諸士  •金山に 內應 す。 同 十二月、 桐 生 
家の 岩間、 中島 I 野 ロ •謀反 發覺 して 刑 
せらる。 同 十三 日、 新田 勢 •桐 生の 城へ 


取掛 る。 桐 生 勢 敗軍して、 又次郎 は 津府 
子 刑 部を 召 連れて、 潜 かに 佐 野に 逃れ 去 
る。 依って 桐 生 城は、 由 良 成繁の 手に 人 
って、ニの丸に藤生紀伊、三の丸に金谷 
因幡を 置き、 橫瀨掃 部 助長 繁は 城代と し 
て、 本丸に 居らし む。 同 四 年、 成繁 •家 
督を 長子 國繁に 讓 り、 桐 生に 隱 居す。 其 
後、 天 正 十六 年、 由 良！： 繁 •金山の 城を 
開いて、 桐 生へ 移り、 同 十八 年沒 落す」 と。 

6 後裔 寬政 系譜に 「賴繁 — 刑部貞 長— 
播磨守 負 整 C 侍従、 左少將 )丨 信 濃 守貞通 
丨 新 六郞貞 雄— 貞 陰」 と。 家紋 五 七 桐、 
ニ引兩 、丸の 內 葵の 水。 又 武鑑に 


由 良 信 丸 源貞陰 


■三 河 當國の 豪族に して、 碧 海 郡 中島 
城 (中島 村) は、 由 良氏數 代の 居城に し 
て、 與太郎 光兼 •大永 元年 卒 、息 甚次耶 
光家、 其の 子孫 八郎 光重の 時、 弘治ニ 年、 
松 平 (深 溝) 好景 •當 城を 襲 ひ 取り •後 
板 倉彈正 滿賴を 置く、 然るに 彈正 •永 祿 
四 年 反して、 吉良驼 川に 屬 し、 家康 •深 
瀵 松 平好景 をして 攻めし む、 彈正 叶は ず 
して岡の城に逃る後、好景*其の子主殿 


介 伊忠を 置く。 二葉 松に 「ニケ 所 •在り、 
由 良 平八郞 、同 與太郎 、板 倉彈正 重定、 
永 祿四年 落城、 松 平大炊 助好景 •長 良繩 
手 討死」 と 見 ゆ。 

8 越 前 西方 寺 城は 曆應 中、 第三 項 由 良 
越 前 守 光 氏の 據 りし 地に して、 旁 近の 六 
城を 略して、 官軍 •大いに 拫 ふと。 太平 
記、 大 日本史、 廢城考 等に 見 ゆ。 

9 丹 波 氷 上 郡に 由良莊 ありて、 貿茂注 
進雜記 等に 見え、 丹 波 志に 「由 良 氏 •子 
孫 北 由 良 村。 先祖 由 良 佐兵衞 尉、 三郞、 
五耶 兵衞 佐と 兄弟 三人 •天 正の 比、 越 前 
國福 井へ 浪人に て 行 气後當 村に 歸 住す。 
所の 者 福 井 殿と 云 ふ」 と 載せ、 又 「由 良 
若 狭 •子孫 小 多 利 村。 古 屋敷を 若狹 屋敷 
と 云 ふ。 戌 亥の 山裾に 墓 あり」 と。 又 「由 
良 山 本殿 •子孫 加 茂 庄梶原 村。 小 多 利 村 
の 由 良家ょり 出づ 、弟の 家 也。 民家 南の 
茅 野の * に 石 牌 有り、 カサ ンホゥ 居士、 
子孫 本家 武右衞 門、 鞍轡等 有り」 と。 

又 天 田 郡條に 「由 良 氏 •子孫 田野 村」 と 
あり 0 

10 赤松 氏族 赤松 範資 の 七 男 則 網の 族な 
り。 赤松 條參 照" 

11 源 姓紀 伊の 名 族 也。 日 高 郡に 由良邑 


あリ '、關 係 あるか。 續 風土記、 诲部郡 門 
前村古城跡に「村の南山の麓、字かぅた' 
いとい ふに あり。 由 良 庄左衞 門の 居城と 
いひ 傳 ふ。 天 正の 比の 人な りとぞ 。橫濱 
村 八幡 営 永 仁 四 年の 棟 札に 『奉行 左衞門 
尉 源 佐 能』 とい ふ あり。 又興國 寺綠 起に 
『此の 莊 は、 後鳥羽院 皇后 修明 門院の 御 
領 也。 御 代官 伊 王 犮衞門 能 茂 入道 西 蓮』 
と あり。 意 ふに 由 良 莊左衞 門は 其の 子孫 
なるべし 。村 中 莊左衞 門の 後な 9 とい ふ 
もの あリ」 と 0 

12 淡 路津名 郡 由良邑 より 起る。 安宅 條 
を 見よ。 

13 讚岐 姓讚岐 國寒河 郡 油良邑 より 起 
る。 また 寒 川 氏の 祖に油 良 大人 あり。 「古 
美大 人の 男に て 山 田 郡 油 良に 移る」 と傳 
へらる。 油 良 山に 神前 社存 す。 その後、 

' 三谷景 之の 弟景光 •油 良の 地を 領 して 由 
良 伊豆守と 稱す。 後の 由 良 氏の 祖に して、 
その 男 由 良 遠 江 守景廣 •.由 良 城に 據る 0 
全讚史 、由 良 山城 條に 1 ，由 良 遠 江 守の 要 

: 城 也 こ 水 正 五 年 八月、 香 西！！' 前 守 元 定* 
兵 ニ 千餘騎 を率ゐ て、 來リ攻 むる 甚だ 急 
也。 山 本 首領、 山 谷 伊豆守 •之が 接を 爲 
り、 而 して 保つ を 得ず して 竟に 降る」 と。 


又 「六 條城は 六 條 村に 在リ 、其の 墟 •今 
の長專 寺是れ 也" 由 良 遠 江 守 兼 光 •之に 
居る J と。 

14 豐前永 享應 仁の顷 、田 川 郡の 豪族に 
由 良爲家 あり。 

15 筑前 軍記 略に 由 良 重 留六郞 次郞 、同 
大學助 等 見 ゅ、 原 田、 泊 等の 條參 照。 

油 良 ユラ 讚 岐 の 豪族に して、 全 讚 史に 
「油 良 大人は 府を山 田 郡 油 良に 移す、 即ち 油 
良 氏の 祖」 と、 前條を 見ょ。 

由 良 藤 ユラ フデ 丹 治 姓 丹鍩の 族な りと 
由 良條參 照。 

百合  ユリ 以下 數條參 照" 又 有名なる 百 
合若大臣の傳說あリて、筑前續風土記等に 
見 ゅ。 「隳 島嵯峨 天皇の 御代、 四 條 左大臣 
公 光の 子 百合 若 大臣 •九州の 蕃鎭 として、 
豐後國 に 住せられ L が、 異賊襲 来せし 時、 
勅を 受けて、 是を討 平げ、 此の 島に 暫く 居 
給 ひしを、 其の 家臣 別府刑 部貞澄 •舍弟 別 
府貞 莨の 兩人 •大人を 島に 猞置い て歸 りけ 
る。 後には 大臣 •島の 夷と なりて、 久しく 
爰に ■住めり。 然るに、 昔 大臣 久しく 猃ひ匱 
かれし 綠 丸と 云 ふ大慙 •其の 內室の 使と し 
て 往来せ しな ど、 言 ひ傳へ たり。 凡そ 百合 若 
大臣の 事は、 豐後國 大分 郡 府內に 其の 舊跡 


多く、 別府 兄弟が 墓 も、 速 水 郡 石垣 村に 在 
り。 又 上野 國にも 其め 遺跡 有り。 如何なる 
人にや、古書に見えざれば、いとぅたがは 

と， と。 

豐前 にて は 「嵯峨 天皇の 御宇に、 大 唐より 
異賊 •襲 ひ 来る 事の 有りし に、 由 里 若 大臣を 
大將に て、 數萬 軍兵を 西國へ 指し 向けら る。 
其の 時、 彥山は 殊更に 丹誠を 抽づ べき 由、 
法 蓮 上人 •別 勅を 蒙る」 (九州 軍記) と。 又 
武藏に も 在りて、 紫の 一本に 「大多 橋は 大 
多 ぼつち が 掛けた る 橋の よし 傳ふ 。四つ 谷 
新 町の 先、 笹 壊の 手前な り。 肥 後國八 .代 郡 
の 中に、 百合 若 塚 あ 9、 塚の 上に 大木 あり。 
百合 若は 賤き 者な り、 大臣と 云 ふは 大人な 
り。 大太 とも 云 ふ。 大人に て 大力 あ 9 て强 
弓を 弓く」 と。 

上野に ては、 碓井嶺 より 東へ 下る ニ 里に 坂 
本 宿 あり。 此 宿より 松 井田まで ニ 里 半、 其 
の 道の 側に 百合 若 大臣の 足跡 石 あり。 日本 
武 尊を 誤 リて かくと いふかと 傳へ 、又 奥 羽 
にて は、 觀 蹟聞老 志に、 「名 取 郡 千貫嶺 上に 
一石 あり。 綠丸は 由 利 若が 飼 ふ 所の 鷹兒の 
名な り。 其 主を 戀ひ て謫 居に 至り、 書を 夫 
人に 傳 へ、 死後 石に 化すと、 由 利 若草 紙に 
見 ゆ。 因って 言 ふ、 此の 邊 •乃ち 往昔の 元 


海 島 也と。 由 利は 一に 百合に 惟る、 俗說に 
日 ふ、 嵯峨 帝の 朝： 豐後 刺史 百合 若 あり、 
# 力 あリて 善く 射る。 此の 時 蒙古、 高 句 置. 
日本 國を襲 ふ。 仍って 百合 若に 命じて 之を 
討ちて 功 あり 云々 と。 豐後 府內に 百合 若の 
墓 ありて、 今 猶ほ存 す焉」 と。 

由 利 ユリ 和名 抄 、出 羽 國鉋海 郡に 日理 
鄕 あり、 由 利の 誤に して、 後世 附近を 合し 
て 由 利 郡と なる、 今 羽 後國內 也。 又 袖 利 郡 
に 作る。 

1 中 姓 出 羽の 豪族に して、 前述 由 利 郡 
ょ 9 起る。 東鑑 、文治 五 年 九月 七日 條に 
，「泰 衡郞從 由 利 八 郞云々 、童忠 日ぶ、 奥 六 
郡內 、貴 客 •武 將の譽 を備 ふるの 由、 兼 
ねて 其の 名を 聞く」 と载 せ、 また 十二月 
二十四日' 條に 「H 藤 小 次 郞行笟 、由 利 中 
八 維 平、 営 六 慊仗國 平等、. 奥州に 發 向」 な 
.ど 見え、 ま •た 義經 記に 「出 羽國に 聞 ゆるせ 
ん とぅの 大將に 由 利の 太郞と 申す 者」 な 
ど 見 ゆ。 又卷 二十 一、 建曆 三年 五月七日 
，條 に r 由 利 中 八大郞 (維久 か)、 遂に 所領 
を 召 放たる、 云々」 と。 

維久は 維 平の 子に して、 これより 飽海郡 
へ 移 y、 その 男 正 重に 至り， 正應四 年、 
再び 由 利 西 目舘に 遷 住し、 その 男 政 春に 


至り" 正中 年間， 栗 山 館主 鳥海彌 三 郞の 
爲 に 川 西に 殺さる。 これより 前、 應長元 
年、 院内 大物 忌 神社の 祭禮に 、彌 三郞の 
從士*政春の家 [5 と大に爭論せし亊ぁり0 
政春の家臣 * 栗山館に火を放ち、翌正和 
元年には、 鳥 海の 家士等 •西 目 城に 忍 入 
り、 八方より 火を 掛 く。 是 に 於いて、 政 
春 •避けて 福 田 村 鳴澤に 移 り、 尋いで 小 
石 箝に 移りし が、 正中 元年、 又も 島 海彌三 
郞に圍 まれて、 政 春 •戰 死、 當郡は 烏 海 
氏に 歸す (新風 土 記)。 矢 島 十二 頭 記に 「正 
中元 宇、 鳥 海 彌三郎 殿 •由 利の 中八郞 殿 
を責 むる。 中八郎 殿 •城 落ち、 則ち 爆 腹」 
と、 烏 海條參 照。 

その後、 建武 元年、 奥州 國司 北畠顯 家の 
手に 屬 して 合戰 したる 人に、 由理 助八忠 
宗と云 ふ 人 見え、 又 羽 源 記、 谷地 原 町 合 
戰 、並に 會津 武者 討死の 條下に 由 利十郞 、 
同 十二 卷に由 利 十 郎忠 勝な ど 見え、 又 前 
述由利 仲八郎 政 春は 由 利 郡 五 馮 八 千 石の 
旗頭な ど傳ふ (風土 略記、 新 風土記〕。 

2 淸和源 氏 前項 由 利 氏は 一に 多 田 源氏 
の 族と 傳 へら， る。 子孫識 澤條を 見よ。 

3 由 利 十二 黨 室町 時代、 由 利 郡に 割據 
せし 豪族に して、 仁賀 保、 矢 島、 赤 尾 津、 


子吉 、芹 田、 打 越 (內 越)、 石澤 、巖屋 (岩 
屋) •渴 保、 貼 川、 下 村 •玉 前 ■(玉 来) の 
十二 氏を 云 ふ。 多くは 信 濃ょ U 移住の 士 
なる が 如し。 猶ほ 一に 芹 田を 省き、 由 利 
の 後なる 瀧 澤氏を 加へ、 地名 辭書 ，風土 略 
記を 引きて、 「往古は 由 利 中八郞 の 子孫 • 
由 利 殿と て、 當郡 主な り。 其の 家沒 落の 
後、. 應永 元年、 鎌 倉 殿に て 十 ニヶ 所に 武士 
を 置いて、 郡 中を 警 固す、 之を 十二 黨と 
稱す 。十二 黨 とは、 赤尾津 、貼 川、 子吉、 
仁嘉 保、 內越 、渴 保、 石 it、 瀧澤 、矢 島、 
玉 米 •下 村、 岩屋、 是な り。 一記に 玉 米 
を 除き、 羽根 川を 加 ふる 說 あり。 慶長中 
まで、 十二 黨連綿 せし が、 今は 僅に 仁嘉 
保 殿の 遺跡 相續 する のみ」 と。 又 打趣舊 
記に「洎利十ニ頭。楠氏のー族、仲太郎。 
又次郎 光重 •瀧 澤住 (小 笠 原 氏族〕。 小 三 
郎 光宗 •子吉 住 (同上)。 四 郞左窗 門 光貞 • 
赤 宇津 住 (池 田 氏)。 式部 光安 •玉 来 住 (小 
笠 原 氏族)。 鳥 海三郞 •西 岡 住。 新田 義貞 
一族 •長濱 住。 羽根 川 修理 太夫 •長 濱、 
新田 氏 同 住。 左兵衞 •岩 倉 住 (小 笠 原 氏 
族〕。 木 曾 左 馬 介 •矢 鳥 住。 彌八郞 •石澤 
住 (小 笠 原 氏族)」 と。 應永未 年の 事 也と 
云 ふ。 各條 、及び 小 笠 原、 大井 •毯 野、 


根 井， 小 野 寺 等の 條を 見ょ。 又文祿 年間、 
饳 利七騎 とて、 秋 田 藤九郞 •戶澤 九郞五 
耶 、本堂 源 七耶 •赤 尾津 孫次郎 、仁 賀保 
兵 庫、 瀧澤刑 部、 打 越 孫太郎 、岩屋 右兵 

衞を數 ふ？ 

4 丹 後 加 佐 郡に 由 里 邑あリ て、 丹 波 郡 
丹波鄕 Q 豪族に、 天 正 c〇 項、 由 利 介 之 進- 
-見ゆ。 

5 丹 波 天 田 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
「由 利 氏 •上 佐々 木 村、 小 野原と も 言 ふ」 
と 載せ、 又 「四方 由 利 殿 •子孫 萩原 村、 
村の 東に 由 利 殿 屋敷と 云 ふ 字の 畑 有り」 
と。又後进、當國の傑僧に由利滴水(宜 
牧) あり、 天 龍 寺 管長と なる。 

6 藤 原 姓 源平 盛衰 記に 「由 利 小 藤 太が 
後家に 合せて、 召し 仕 はれけ り」 と。 

7 長門當國の豪族にし *¥ 、博多日記に 
「四月 六日、 風聞の 如く ば、 長門國 厚東、 
秋 吾、 岩 永、 由 利、 伊佐、 ア □マ ツヤ、 
河 越、 アサ、 皆 先帝の 御 方に 參ず、 云々」 
と载せたり。美禰郡大峰の地頭にして、 
「厚東、 由 利 (大峰 地頭〕 云々、 長 門 殿 
御館に押寄せ畢んぬ」と。建武中興の功 
臣 也。 

8 鎭西 五條 家 文書に 「元 中 四 年、 將軍 


宮 •由 利 信 濃 守を 使して 令旨を 賜 ふ、 云 
々J と。 

9 雜载 幕末、 明治の 功臣に 福 井 藩士 由 
利 公正 あり。 賞 八 百 石を 賜 ひ、 後に 子爵 
に 列 せらる。 

由理 ユリ 前 各條と 通ず。 

由 里 ユリ 同上。 

油 利 ユリ 同上 o . 

油理 ユリ 同上。 又 筑前原 田家 臣 に油理 
四兵衞 あり。 朝鮮 征伐に 鐵砲紕 頭たり。 

動 橋 ユル ギバシ 加 質の 豪族 也， フ9バ 
シ條を 見ょ o 又 渴山涑 條袞 照) 

00  ユル ギバシ 同上。 
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1 百濟 族百濟 王家の 氏に して、 本邦に 
歸 化せし 者賴る 多し。 其の 内に て、 氏 姓 
を 賜へ る 事の 明かに 見 ゆるは、 天平 寳字 
ニ 年祀に 「余 益 人、 余 東 人 等 •百濟 朝臣 
. 姓を 賜 ひ」、 同 五年祀 に 「余 民 養女 等 •百 
濟公 姓を 賜 ひ」、 承 和 七年紀 fc r 余 河 成、 
余 福 成 等の 百濟 朝臣 姓を 賜 ひし」 事を 載 
せたり。 百 濟條參 照。 

2 伴 姓 肝 付 氏の 祖伴 兼行は、 大友 皇子 
の子內 大臣 余 那足八 世 孫と 傳 ふ。 

餘 ヨ 前條 、及び 大內條 を 見よ。 又 榊 原 


主輔 撰の 竹 雨 齋餘處 士 墓竭銘 に 「馬 韓國餘 
璋王 太子 琳聖 云々.」 と。 又 餘東菴 の 間に 「吾 
龃 •傳へ 言 ふ、 馬韓國 * 境に 靑木山 あり」 
云々。 

^ m 東大寺 要錄卷 ニに 此の 氏 見 ゆ。 

山仅開 ヨアケ 和名 抄 、筑後 國三潴 郡に 夜 
關鄕を 敬む、 夜 開の 誤に して、 夜 明邑存 す。 
次に 豐後國 日 高 郡に も 夜關鄕 あり、 又 夜 明 
邑存 す。 次に 肥 後國に 山 鹿 郡、 菊 池 郡 等に も 
夜關鄕 を载 せ、 又 日向 國那珂 郡に 夜 開鄉を 
收む。  I 

夜 明 ョアケ 


m ハ 板 ヨ イタ 越後に 與板城 •見 ゆ。 

與家 ヨイへ 土 佐 安藝 郡 野 根 村 城 福 寺 文 
明 棟 札に、 與家惣 兵衞尉 あり、 崎 濱條參 照。 

用 田 ヨウ ダ 相 摸に 此の 地名 あり •モチ 
ダ條參 照り. 

用 土 ヨウ ド 武藏の 豪族に して、 榛澤郡 
用土鄕 ょり 起る 〇 フデタ 條に詳 か 也。 又秩 
父、 畠 山、 北條 等の 條參 照" 

氏人は、 深 谷 記、 上 椹 普 代 家臣に 用土斩 左 
衞門 、天文 十九 年 三月 十九 日 氏康判 書に 用 
土 新 左 衞門尉 •夏 目 記に 用 土 新 左衞門 尉な 
ど 多し、 康邦の 事に して、 風土記 稿 •榛澤 
郡 用 土 城 (用 土 村〕 條に 「村の 西の方に あ 
り、 今は 雜木生 ひ 茂り、 四方に 堀の 躓 殘れ 
り。 是れ 則ち 藤田康 邦が 時、 築きて 在 城せ 
し處な り。 天文の 頃は 高 城と 云 ふ、 康邦、 
及び 其の 子 重 遠 も 同じく 居城と すと 云 ふ。 
按ずる に 康邦 •始め 重利と 稱し 、花園 城に 
住し、 用 土 鄕の邊 をす ベて 所領と なし、 元 
ょ 5 山 內上杉 氏に 屬せ しが、 上 杉 氏の 勢 次 
第に 镦な るに 及んで、 * 條氏康 の 三男 氏吉 
を 養子と し、 當國秩 父 郡 岩 田 天神 山の 城を 
附與し*秩父新太郎氏邦と名の £>- せ、居城 
花園を も 氏 邦に ゆづ り、 己は 此の 地へ 退去 
し、 名を 用 土 新左衞 門と 改め、 永 祿 三年 八 
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I 月 十三 日 死す。 其の 子 新 左 衞門重 連 •初め 
彌八郎 と稱す 。遣 領を繼 ぎしが、 不幸に し 
て 頓死せ り。 * 條 家より あたへ し 文書 •管 
窺 武鑑に 見へ たり。 此の 壘 、重 遠 死せ し 時 
廢せ しか、 或は 御 入國の 後、 國中 城々 多く 被 
却せられ しとき 廢城 となり. しか 詳なら す」 
と。 藤 田、 秩父 等の 條參 照。  • 

又 上野 國 志、 金 井村 條に 「用 土 新 左 衞門居 
所、 小 田 原氏康 よ ^ 城代と して さし 置く。 
武田勝 賴に攻 取られ、 用 土 氏 出奔、 行衞を 
知らず」 と。 

要 堂 ヨウ ダウ 工ゥダ ゥ 也。 備後國 世 羅 
郡 土 井城は 松 崎 村に あり。 承 和 年間 (？•)、 
要 堂 日向が 所 據と傳 ふ C 藝藩通 志)。 

與賀 ヨガ 肥 前 佐 賀郡に 與實庄 、同 本庄、 
同 新庄等 •見 ゆ。 

余鄕 ヨガ ウ武藏 等に 此の 氏存 す。 

橫川  ヨガ ハ ヨコガ ハ 條を 見よ 0丨 

預岐 ヨキ 熊 野本宮 社家に して、 熊野國 
造の 後裔と 云 ふ。 熊 野、 橘、 和 田條を 見よ。 

與木 ヨキ 和名 抄 、能 登國能 登 郡に 與來 
鄉を收 め、 與岐と 註し、 高山 寺 本には 與木 
に 作る。 今 興 喜邑存 す。 

世 木 ヨキ 渡 會氏の 族、 雅彥 を祖 とす。 
セギ 條を昆 よ。 


ヨウ ト ヨキ 


依 儀 ヨギ  H ギ 也。 

世 聞 ヨ キキ  * 

0P  ヨグチ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

與倉  m クラ 下摁 、薩縻 (日 置 郡〕 等に 此 
の 地名 ありて •鹿兒 島 藩士、 攝津 、武藏 等 
に 此の 氏 存 す。 

_ m クラ 

除 村 m ケム ラ 石 見、 出 雲 地方に ありと。 

餘五ロ  m ゴ 十五の 意 也、 フデ ハラ 條を見 
ょ。 又 江戶. の 醫師に 餘吾古 庵 •名 あり。 

余 語 m ゴ 近 江 國 伊香 郡に 佘語庄 あり 
て、 I に 佘吳庄 に 作る。 興 福 寺 官務帳 等に 
見え、 輿地 志 略に 「佘 湖庄 。中 河内、 椿 坂、 
大 谷、 片岡鄕 十二 村、 丹 生鄉九 村、 以上 ニ 
十四 ヶ 村を 云 ふ」 と。 

1 菅原姓 佐々 系譜に 「盛 政 •餘 語右衞 
門 大夫营 原 入道 梅哲 、先祖、 本國 江州餘 
語庄人、盛政に至る五代、參州衣城主也」 
云々 と。 サツ サ條を 見ょ。 近 江 國 伊香 郡 
余 語 庄ょリ 起り しにて* 寬政 系譜に 「中 
江 兵 部 大夫長 興 •此の 地に 住す。 其の 子 
近 江 守宗 長の 時より 此の 氏を 稱 す」 と 云 
ふ。 家紋 陽 劍梅鉢 、丸に 三 梅花。 宗長十 
三代 孫 「信 朝— 市 右衛門 (弟に 六 右衛門 
あリ ) 丨 久三郞 正 勝 •弟阈 松、 弟 久兵衞 


ヨキ —— m n 


勝久 (信 長に 仕 ふ〕— 通 三 郞伊成 (勝 俱、 

三 西 石)— 久兵衞 正 重 (勝 盛)」 等 見 ゆ。 

2 雜 载武藏 、出 羽 (橫條 參照) 、山陰 與 

に 存 す。 

與語 ヨゴ 前後 數條參 照。 

1 美 濃 梶川 系圖に 「梶川 正 作— 女 (等 
語 半 左衞門 妻) 丨與語 甚五 兵衞 、弟與 語定 
平、 妹 山陰傳 之 助 妻」 と。 

2 桓武 平氏 餘吾將 軍 維茂の 後な りと 云 

ふ 0 

餘語 ヨゴ 余 語に 同じ。  . 

^ 吳 ヨゴ 同上。 

餘戶  mn  アマ リベ 條を見 ょ。 

橫 mn  橫 川、 橫山 、橫慠 、橫 野、 樯町 
等多し。而して源平盛衰記に「奥山權守， 
其の 子の 橫新大 夫 伴 藤 •云々」 と载 せ、 又 
新 編會津 風土記、 耶麻郡 新宮社 承 安元 年 神 
器銘に「橫三耶 17 見ゆ。卽ち奥カの氏也。 
奥山 •城 等の 條參 照。 

余 古 m ゴ 前數 條嗲 照。 又 十 fill 抄 に 「昔 
中納言 和 田 麿の 末に、 余 古 太夫と 云 ふ 者 あ 
りけ り。 年來- 大和 ^ 三綸 市の 傍に 城を 造 
りて 住け るに、 妻の 敵に 竞られ て、 域 も 破 
れ兵も悉く打失せて笠置山寺の窟に隱れて 
住みけ る」 と。 


ヨ n P I1 七 


ヨ n ィ 


m n 
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室 八 


橫井  mn 4 備 前、 ft 岐等に 此の 地名 存 

す、 その他 多 からん。 

1 桓武 平氏 北條 氏族 家譜に 「時 政 十 世 
孫 相 摸 ニ 郞晬 行の 子 •尾 州 蟹 江邑に 來 り、 
後橫 江村に 移りて 橫井 氏を 稱 す」 と 云 ひ、 
又 「時 行 四 世 孫 橫江源 五郎 時 利 (愛知 郡橫 
江の 人〕 丨橫井 掃 部助咿 永 ( 橫井に 改む、 
橫井黨 の祖〕 — 丹 後 守 時 勝— 雅樂 助時延 
丨 伊織 助 時 泰丨隼 人時 安」 なりと。 代々 
海 東 郡 赤目の 域 主たり。 又 一に 「時 政 十 
三代 橫井政 持の 長男 宗 長、’ 其の 先代々、 
尾 張 國海東 郡 赤目の 城主に して、 橫井を 
稱 す」 と。 平野 條參 照。 又 中興 系圖 に , 橫 
井 •平、 北 條家余 流、 紋三 鱗」 と 見 ゆ。 
又 時泰の 弟には 孫十郞 時 雄、 治大 夫、 孫 
右衞門時朝、また隼人時安の兄に信濃守 
時 家 等 見 ゆ。 その他、 氏人には 海 部郡橫 
井邑の 士に橫 井 神 耽 あり、 * 條早 雲に 屬 
して、 橫 井越 前 守と 稱す 、第二 項參 照。 
又織田眞記に「橫井雅樂助の篠橋を攻む 
云々」 と 見え、 又 橫井忠 兵衞 あり。 又 中 

島 郡 祖父 江村の 士橫井 作左衞 門は、 前述 
時泰 、同族 孫 左衞門 等と 共に、 關 ケ原戰 
に從 軍す。 又 r 橫井 伊織が ー黨 •従軍」 
と* 高木 條參 照- 


これょり 前、 長 倉 追 罰 記に 1 4b 條殿 •三 
ぅろこ、 同橫井 も是を 打つ」 など 载せ、 
その子 孫は 尾 州 家に 仕へ、 武鑑に 本 藩 御 
用人の 外、、 高 須松平 藩 重臣に 見 ゆ。 殊に 
橫井 孫左衞 門時殷 (本 藩 重臣、 千 三百 石〕 
は俳人として名あル、也有(野有〕と號 
す。 又十郞 左 衞門時 諄の 男、 圖書時 辰の 弟 
千秋 (安 時、 田 守、 八 百 石〕 は 本 居 門下 
の國學 者と して 名 あり。 又 猪右衞 門の 男 
時 冬は、 明治 經濟 史學 者と して 名高し。 
また 峰 須實氏 創業 文武 有功の 土に、 此の 
氏 見 ゆ。 

2 相摸前項參照。相州兵亂記に「小田 
原の 中に 八州 無 雙の强 弓と 聞え たる 橫井 
神助と 云 ふ 者、 三 浦の 城代」 と。 また r 此 
の橫 井、 本國尾 州の 住人な りしが、 弓箭 
修行に 東國に 下りて、 北條 殿に 軍功を 積 
んで 一方の 大將を 承は る」 など 载 せ、 又 
小 田 原 記に 「永 正 十三 年 云々、 三畸の 城 
を 取 立て、 橫 井越 前 守を 置き 給 ふ」 と 見 
え、 兵亂 記には、 檳江越 前 守と も あり。 

3 近 江 蒲 生氏鄕 家臣に 橫井 武左衞 門、 
同太郞 兵衞等 見え、 當國の 此の 氏 も 三つ 
鱗を 家紋と す。  、 , 

4 豐前豐 前 國中津 の 鄕士に 橫井 文. 四郎 


あり、 蓮 如上 人の 法 弟と な リ 、天 正 年間、 
和泉國 貝塚 近 木に 移住し、 耍艰 寺を 創建 
す。 

5 備前津 高 郡橫 井邑より 起る。 松 田家 
の 重臣に して 富 山城 主 也，、 松 田條を 見よ。 

6 讚岐全 讃史に 「橫 井城は 橫 井村 古河 
上に 在り、 今 中 屋敷と 日 ふ。 尾 池 玄蕃頭 • 
之を 城く。 主蕃は 平賴盛 S 裔也乂 以下 八 
ニ ◦、八 ニー 頁を 見よ〕。 古老 云 ふ、 橫井 
に 舊姓ニ 家 あり。 一を 橫井丹 後と 云 ひ、 
一を 中條彈 正と 日 ふ。 尾 池 主蕃 •辟して 
家臣と 爲す 。而 して 中條 •西に 在り、 丹 
後は 東に 在り、 而 して 城は 其の 中に 在り、 
故に 中 屋敷と 稱 す」 と。 又 治安の 頃、 橫 
井 丹後淸 氏と 云 ふ 人 ありと ぞ。 . 

7加實加貿藩給帳に「ニ百石(十六菊 
葉〕 橫井 孝次郎 、百 二十 石 (三 ゥ D コ} 橫 
井 源兵衞 、三百 石 (石竹 一 化〕 橫 井元 仲、 八 
十 石 橫井壽 伯」 等 見 ゆ。 

8 肥 後 第一 項の 族、 その 祖 細川忠 興に 
仕 ふ。 幕末 •橫井 太平の ニ 男に 平四耶 
時存 あり。. 小 楠と 號 し、 又畏齋 と 日 ひ、 
晚 年、 沼山维 村に 居りて 沼 山と 號 す。 家 
世々 肥 後 侯に 仕 ふ。 文化 六 年 熊 本に 生る。 
經義を 講 明し、 宋儒辂 致の 陳腐を 排 して 


別に 道義の 學を唱 へ、 事 專ら實 用に 適す 
るを 務む 、時人 目して 實學と •す。 幕末 功 
多く、 維新の 際、 參舆 に擧 げられ しも、 
明治 ニ 年 正月 暗殺 さる。 その 男 時 雄 •小 
楠 兄 S 子 左 平 太の 後を 嗣ぐ 0 

9 雜载 その他、 畫家に 樓井金 谷 あり、 
もと 大津の 人、 名古屋 1- 移る。 又 伊勢、 
志 摩、 美 濃、 攝津 -武藏 等に 存 し、 又武 
鏗 •安中 板 倉 藩 年寄、 小 田 原 大久保 藩 年寄 
等に 見え、 又 秀康痛 拾 帳に 「百 石 橫井馏 
藏 ，三百 石橫井 太兵衞 J を擧げ 、又 正 法 
院 (酒屋〕 書 上に、 橫井 入道 法 橋宗淸 • 
見 ゆ。 

横內 ヨコウチ陸奥等に此の地名存す。 

1 淸和 源氏 信 濃の 豪族に して、 源 仲 政 
の 裔朝敎 を 祖 とすと 云 ふ。 

2 雜 载武藏 等に も存 す。 

橫江  mn エ 越 前、 加 賀に橫 江 庄あリ 0 

又 因幡 等に も 此の 地名 存す 0 

丨橫 江臣加 實國石 川 郡 橫江邑 ょり 起 9 
しなるべし。 靈異 記に 「橫 江臣成 貞女は、 
越 前 ^ 加賀 郡の 人 也。 云々」 と 云 ふを 载 
せたり 0 

2' 利 仁 流 藤 原 姓 尊卑 分脈に 「林 六郎光 
明— 基 光 (橫江 七郞 )1 同七郞 光利— 同 四 
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耶 光房 」と载せ、三州志に「石川郡璜江 
城は 橫 江鄕橫 江村に 在り。 古へ 林 光明 五 
. 男橫 江七郞 基 光、 其の 子七郎 光利、 其の 
子四郞 光房の 三世 •此の 樓江鄕 を 頜せり 0 
又蠢永 ニ 年、 林 光明 •橫江 庄を含 劍宮へ 
寄附の こと、 盛衰 記に 見 ゆ。 又莊 嚴講 記、 
安貞 ニ 年 四月 八日に、 橫江 一川と 云 ふ 者 
見へ たり •若しくは 同族 か」 と。 

3 桓武 平氏 北條 氏族 橫井條 を 見ょ C 又 
相 州兵亂 記に 橫 .江 神助の 外、 橫 、江 忠兵衞 
等見ゅ 。又 三 浦條參 照。 

4 因幡 智頭 郡橫 江邑 領主に 橫江左 近 あ 
り (因 一志)。 

5 雜载近 江 國栗太 郡 北山 田 村に 在り、 
享保 十九 年 膳 所 城主 本 多康敏 に 仕 ふ。 家 
紋は 上り藤な りと。 同國 には 又 三つ 鱗を 

家紋と する あり、 又 會津藩 劍士に 橫江彌 
八 •見 ゆ。 

橫尾  mn ヲ 信 濃、 上野 等に 此の 地名 存 
す。 

1 淸和 源氏 芳美 氏族 和 田系圖 裏書に、 

「芳美 太郞貞 後 丨梭家 (橫 尾〕— 又 ニ 郎狻 
真 丨次郎 太郎饺 重 丨悛泰 (三 木 彥次郞 入 
道)」 と 見 ゆ。 

2 上野 吾妻 郡 橫尾邑 より 起る。 割田粢 
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を旯 ょ。  . 

3 滋野姓 海野氏の族にして、信濃國外 
縣郡橫尾村ょり起リ.橫尾域 |- 據る。岩 
下 豐後守 幸久の 孫、 幸 兼の 男 幸 成 •橫尾 
一一 一耶と 云 ひ、 後怛馬 守と 稱す 、これ か。 
橫尾 域は 村 上義淸 の 爲に 陷ら る。 

4 平 姓 中 村 氏裔 也 > 六 右 衞門昭 平 ( 與 
左衞 門、 行隆 、享保 幕臣) に 至り、 此の 
氏を稱す。家紋丸に蔓柏、丸に花澤滇、 
五本骨扇に日の丸。 

5 豐後 當 國の榮 族に して、 圖田帳 に 「玖 
珠郡 山田鄕 山 階 村 二十 五町： 一一 段 云々- 地 
頭 職 小 田 左 衞門尉 重 成、 橫 尾十耶 成資 跡」 
と。 ■また f 飯田鄕 惠良村 云々、 本 庄橫尾 
十郎 成資跋 J と あり。 

6 中國山 名家 臣に橫 尾 軍兵 衞 C 新後條 
鸯照 、見え、 又 尼 子 家臣に 橫尾源 助久 盛、 

.又 因幡 木 下家 臣 に、 橫尾氏 C 子孫 智頭 郡) 

あり。  ' N 

7 雜載 その他-東 鏗卷 二十 七に 橫尾左 
近將監 を 載せ、 又 佐 賀藩儒 に 橫尾定 ( 靜 
安) あり、 又 同一: の 儒者 橫尾 文輔道 質は 
紫 洋と號 す。 又菘 仙毫 藩士 橫尾東 作. 南 
島 開拓に ■功 ありと。 又豐 前、 武藏 、山城、 
捵律、播磨等に存す。 


m n 才 雲 


mn 才力 —— mn 力 ハ 


m n 力 
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謹 0 


橫岡 ヨ n ヲカ 下野、 羽 後 等に 此の 地名 

あり 0 

橫岳  mn ヲカ  mn ダケ 條を 見ょ。 

橫 大路 mn オホチ 山城、 相 摸、 肥 前 等 
に 此の 地名 存す。 

丨 橘 姓 肥 前國の 豪族に して、 河 上元亨 
三年 五月 文書に 橫 大路 次郞 人道 西迎 を载 
0 せ、 大河 記録 正 元元 年に 「字 佐社領 大豆 
■ 津別 府雜掌 •橫 大路 彌三郎 種 經と爭 論」 

の 事 見え、 又 深 堀 文書、 曆應ニ 年に 橫大 

路次郞 入道、 また 彼 杵郡正 平 十七 八年應 
安五 年 一揆 連判 狀に 「波 佐見橫 大路 彥 七」 
あり、 波 佐 見條參 照。 

2 大藏姓 三 原 系圖に 「秋 月三郞 種 雄— 
種 幸— 種 家— 種賴 丨種經 (橫 大路 彌三 
郎) J と 見 ゆ。 

橫門  mn カド mn モン 醛酺源 氏の 稱 

號に あり、 尊卑 分脈に 「醍醐 天皇 丨西宮 左 
大臣 高 明— 大納言 後 賢— 顯基 (號橫 門中納 
言、 號橫 川)」 と 見 ゆ。 

橫河  mn ガハ 次條に 併せ 云へ り。 

橫川  mn ガハ ヨガ ハ 伊實 、遠 江、 伊 
豆、 武藏 、近 江、 信 濃、 上野、 下野、 岩 代、 
陸 前、 羽 前、 羽 後、 大隅 等に 此の 地名 存 す。 
1 嵯哦源 氏 尊卑 分脈に 【嵯哦 天皇— 源 


明 (嘉祥 三 出家、 法名 素然 、橫 ;• に 於ぃ 
て、 橫川 宰相 人道と 號す〕 丨舒 ( 參議〕 丨 
善 (後 撰 伶 者〕— 義 (信 万 守)」 と 見 ゆ。 

』 醛醐 源氏 尊卑 分脈に 「高 明— 悛 賢一一 


丨顯基 丨 資綱 丨 家 賢 — 家 俊 丨 賢智 

中納 Is 中納苜 中納言 陸 具 守 祠干柞 者 

丨隆國 -T !!: 俊丨浚 實丨忠 高— 仁齋 

中納言 大納言 美 乃 守 


大納言 


-隆綱 

袞議 

i 丨俊 明- 

大 納言 

_ 丨國俊 

中將 


'浚 能- 

大納窨 


- 能 賢丨狻 高丨敦 房 

兵飭佐 


丨能明 | 狻雅 

參菡 

— 明 賢 — 梭通 — 慶算 丨 良算 

强大弼 傍 前 權守 


3 藤 原 南 家 尊卑 分脈に 「巨 勢 麿の 裔 孫、 
武 藏公榮 成— 上總公 承 仁— 重 浚 (_ 十 
郞大 夫と 號す )」 と载せ 、中興 系圖に 「橫 
川 •藤 姓、 左大臣 武 智麻呂 十四 代、 十郎 
大夫重 浚 •之を 稱 す」 と。 中 河條參 照。 
4 甲斐 東 山 梨 郡 熊 野 村の 名 族 也。 

5 奥州 白 河 郡 橫川邑 ょり 起 る もの あ 
り、 橫川暨 前 守、 息 左 馬 丞四郎 、橫川 左 
馬 允 等" 文書に 見 ゆ。 

又 岩 代に も 見え、 又 南部 藩士 三 田 村勝衞 
の 男異 治は 橫川 氏に 養 はれて 橫川省 三と 
稱す 。日露 役の 志士と して、 其の 名 •高 
く、 勳五 等に 叙せ ら る。 
山陰源平盛衰記に|橫川郡司(石見 
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國) J を 載せ、 下りて 今川國 氏の 裔義 元の 
子氏眞 •流浪して 出 雲國橫 川に 住し、 橫 
川 氏を 稱す と傳 へらる。 その 五代 孫 氏 重 • 
美 作に 移り、 その 孫 五郎八 元 氏 •森 家に 
仕ふ。又因幡木下家臣に橫川氏ありで、 
子孫 智頭 郡に 存 すとぞ 。 

■平 姓 大隅國 桑原 郡橫 川より 起る。 當 
地 橫川城 (中 之 村) は 一名 長 尾 城* 此の 
氏の 古城 也。 傳へ云 ふ、 左 馬頭 平行 盛の 
子肥後守信基の後にして、其0三男藤內 
左 衞門信 行の 嫡子を 橫川藤 內兵衞 尉 時 信 
と 云 ひ、 時 信より 六 代 種 氏まで 當城に あ 
りしが、 その後 菱刈 氏、 次いで* 原 氏の 
領とな 9、 永祿 年間、 島津 氏に 攻められ 
て 亡ぶ (名勝 圖繪) "又 地连 基考 、嗷啦 郡 
踊鄕橫 川 村條に 「建 久八年 圖田帳 に、 橫 
川院 三十 九 町 五段と あり。 承久の 比、 橫 
川 藤 內兵衞 尉 時 信 •領主たり。 時 信は 種 
ヶ 島の 元 組 肥 後 守 信 基と 同族に て、 平淸 
盛より 出ず。 信 基が 三男を 藤 內佐衞 門 尉 
信 行と いふ、 時 信は 其の 息 男な り。 永祿 
年中に 至り、 島津 家に 皈す J と。 

又 「安良 神社、 康曆ニ 年に 藤 原 藤 內左衛 
門正知、貞永五年に左衞門尉藤原長親、 
應永 二十 九 年に 酒 井 蜆 久 、资德 ニ 年に 酒 


井久 重 等 修復の 棟 札 あり。 城は 中 之村橫 
川に 在り。 承久の 比、 橫川藤 內兵衞 尉 時 
信 •此の 地を 領 して 居城と す。 時 信は 左 
馬頭 平行 盛の 子 肥 後 守 信 基の 三男 藤內左 
衞門信 行の 息 男な り。 時 信ょり 第 六 代を 
河內守 種 氏と いふ」 と。 又 肝 付 系 圖に兼 
悛の次 女は 橫川氏 室と 見 ゆ。 

8 宇都 當 氏族豐 前の 豪族に して、 宇都 
宮大 系圖に 「信 景丨爲 平 (橫川 氏〕」 と あ 
り。 又 橫川宮 大 夫、 矢 頭條を 見ょ。 

9 日向 e 橫川氏 佐々 木 氏の 族幸祐 は備 
前 阿闍 梨。 R 向國諸 縣郡 光明寺の 別當、 
橫 Hi 正行院 々主 也。 ノム ラ條參 照。- 
10 雜载赤 穗 義士に 橫川勘 助 (勘 平) 宗判 
(利) あ y、 藤 原 姓、 五雨 三人 扶持、 もと 
讚 岐丸鏠 .の 士 也と。 又算數 家に 橫川主 悅_ 
見え， 又彥根 藩士に 橫川塬 藏蒲汀 (明治) 
あリ "その他、 美 作、 備 前、 播 磨、 攝津、 
美 濃、 武藏 等に 存 す。 

橫上 3 n ガミ中 姓に して" 東鑑卷 一に 
橫上 中四郞 惟重 •見 ゆ。 

橫木  m n ギ 

榈 ヨ コ ギ 伊勢神宮 驼 祭宮內 人に して、 
荒木 田 姓、 實は 家祖大 江 姓と 見 ゆ。 

橫 © 3n クマ 筑後 等に 此の 地名 あり。 


m n 力 ハ —— m n クマ 


® 座 mn クラ 因幡.橫痄長者*見ゅ(因 

皤志％ 

橫藏  mn クラ 次條 に 併せ收 む。 

橫倉 ヨ n クラ 美 濃、 下野 •土 佐 等に 此 
の 地名 存 す。 

1 桓武 平氏 大橡 氏族 常 陸國の 豪族に し 
て、 大掾 系圖に 「馬場 小ニ耶 資幹丨 馬場 
太郞朝 幹 ( 橫 倉太郎 〕丨 敎 幹、 弟 某 (橫倉 
次郞 〕」 と载せ 、又 大橡傳 記に 「馬場は 橫 
倉 •嫡 たり」 と。 大掾 、馬場 等の 條 參照リ 
2 出 羽 天童 家臣に 橫 倉八耶 ぁリ 、永 慶 
軍記 等に 見 ゆ。'  . . 

3 雜载 その他、 高麗 文書に 橫倉但 馬 守、 
同 甚左衞 門、 同與 一を 擧げ 、秀康 卿 給 帳 
に「ニ百石橫會淸|ーー郞1を载す。 

橫栗  mn クリ 3 クリ .和名 抄 、上線 國 
逋生 郡に 橫栗鄉 を 取む。 

模越  mn ゴシ 列 前、 越 前、 越後 等に 此 
の 地名 ぁリ て、 武藏 等に 此の 氏存 す。 

橫座  m n ザ m コク ラ條を 見ょ。 

橫： 一则 ヨコ サキ 信 濃 等に 存 す。 

撗里  m n サト 武藏 等に 存 す。 

橫澤  mn ザハ 武藏 、岩 代、 羽 後、 肥 前 
等に 此の 地名 あり。 

1 藤 原 姓 伊達 郡橫澤 より 起リ 、伊達 兵 


m n クラ —— m n サ c 


に 仕へ 一 尸 名 氏を 攻 む。 新 編會津 風土記’ 
安積 郡 小 倉 山 館 跡 條に 「一に 鶴 島 城と 稱 
ふ。 诉 藤氏 代々 の 居城に て、 天 正の 頃、 
薩糜守 盛 恒と云 ふ 者 住せり。 此の邊 多く 
伊藤氏の所領なリしにや。伊藤丘の*系 
事蹟 詳なら ず。 村老 の 傅 ふる 所は、 盛 恒. 
天 正 十七 年、 橫澤 彥三郞 が爲 に此 所を 攻 
落されて •福 良 村に 奔 り、 苒 rc 橫 澤と戰 
ひ、 遂に 討死せ り」 と 云 ひ、 又 同 郡鵷山 
館 も 彥三耶 に 奪は ると。 又 耶麻郡 野 邊澤 
村 天 正 頃の 地頭に 橫澤丹 波 あ リ。 

2 陸 前 陸 中 葛 西 記に 橫澤出 雲、 又 千 葉 
民 部 胤 好 家臣に 橫澤太 耶右衞 P1 等 見 ゆ。 

3 小野拃 橫山黨 市 右 衞門信 元に 至り、 
此の 氏を 稱 し、 江府に 仕 ふ。 家紋 •丸に 
萬 字。 寬政 系譜に 見 ゆ。 

4 ■訪神 家族 信 濃の 名 族、 又 甲 裴甲府 
靑沼に 橫澤米 太郞氏 あり。 

5 雜載東 鑑卷 三十 一、 三十 三に 橫澤六 
郎 、下って 田 中 家臣 知行 割 帳に 「三百 石 
橫 澤市大 夫、 ニ 千 石 橫澤宮 内」 等 見 ゆ。 
又 江戶の 外科 醫に 橫澤支 伸 あ リ。 

與五澤 ョゴサ ハ 

橫島  mn シマ ■常 陸、 下野， 肥 後 等に 此 

の 地名 存 す。 

ヨ n サハ —— m コシマ六四31 


m n シマ —— ヨ n スカ  

1 桓武 平氏 大掾氏 族 常 陸國の 豪族に し 
て、 小 栗系圖 に 「小 栗 遠 江 守 重 政 丨重家 
( 稱橫 島〕— 重 光」 と载 せ、 又 新編國 志に 
f 一 橫 島。 眞壁 郡橫島 村に 出 づ 。重 政の 四 子 
重 家 •橫 島四郞 と稱 す、 子 あり 重 光と 日. 
ふ」 と。 又 新 治 郡橫島 村ょり 起る とも あ 
y o 

2 雜载增 山 正 紙 事實に 下 館 頜橫 島左衞 
門、 與兵衞 を载せ 、又 武藏 、奥州 等に 見 ゆ。 
橫須賀 m n スガ 尾 張、 三 河、 遠 江、 相 
摸、 常 陸 等に 此の 迪名存 す。 

1 桓武 平氏 三 浦 氏族 相 摸 國三浦 郡橫須 
賛邑 ょり 起る。 三 浦 系圖に 「佐 原 太 邸 兵 
衞尉景 連— 惡遠江 守 盛 連 丨時漣 (使、 從 
五 下、 六部 左 衞門尉 )」 と あるを 祖 とし、 
橫須質 系圖に 「時 連 丨賴連 (對馬 守、 十 

耶左衞 門 尉、 弘安 合戰の ，時 滅亡〕— 政 連 
(次郞 兵衞 尉〕 丨時連 (十 郡〕、 弟 盛 政 (孫 
三郞〕 」、 及び 賴 連の 弟 「行 連 (甲斐 守、 
十郎 左衞門 尉〕— 信 連 (ニ 郞)」 、また 行 連 
の 弟に 「七郞 兵 衞尉泰 連、 四郎宗 連、 與 
ー實 連、 與次忠 連、 與三明 連、 下野 守宗 
明」 等を 收む 。子孫に 杉 本、 貼 川、 長 井、 
走 水、 営 田 あり、 各條參 照。 

その 後裔-北 條永祿 役 帳に 「五十 貫 文 • 


ヨ n スガ 1 a n セ 

三 浦 橫須貿 、橫 須貿 安藝 守、 諸 役 一切 御 
免、 棟 別段 錢、 懸錢 i も、 此の 外 五十 貫 
也。 御 公方 樣へ 永代 買得、 但し 着 到は 百 
貫 役、 前々 の 如く 仰せ 定めら る X 也」 な 
ど 見 ゆ。 貞 連の 男 「負 澄 1 久 連— 連秀」 

等 代々 安藝 守たり。 連秀の 男に 「右衞 門 
佐義淸 (その 男 又次耶 義定 •連定 に改む )、 
又四郎 連 直、 平太郞 義爲 、小 次郞 、里 見 
成義 妻」 等 あり。 

2 武總 前項の 族 人 也。 小金 本土 寺 過去 
• 帳に 「橫 須貿 作兵衞 •寬永 三 丙 戌 五月、 
橫須 實市郞 左衞門 •元 祿十 # 四辛已 正月」 
など 旯ゆ。 

3 雜载尾 張 國知多 郡に 橫須竄 城 (橫須 
貿村〕 あり、 城主は 誰と いふ 事 定かなら 
ず C 又奧 州に も 此の •氏 あり。 

橫 B mn スミ 加 實國に 在り、 三 州 志に 
「石 川 郡橫隅 城は 富 樫庄堂 村頜に 在り。 橫隅 
右衞門 •住めり」 と。 

« 住 mn •スミ 前條參 照。 

橫瀬 ヨ n セ武藏 、常 陸、 阿波、 肥 前 等 
に 此の 地名 存 す。 

1 丹 治 姓 丹 黨族武 藏國秩 父 郡橫 瀨邑よ 
り 起る。 丹 三 冠者綷 房の 裔 、横 脛 時 経の 
ニ 男 時 網を 祖 とす。 七 黨系圖 に 「橫 腔、 


m n セ a 四 二 


中村惡 三時 親— 時 綱 (橫瀨 馬 允) 丨時久 
(九 右近)」 と 載せ、 井 戶葉栗 系圖 に 「時 
久 (九郎 左 近)」 •と 見え、 中興 系圖に 「橫 
瀨 •丹 治」 と。 

'又 新 編 風土記に 「橫瀨 村。 當村は 丹の 黨 
の 在 名の 地な り。 七 黧系圈 に 『丹 治武信 • 
陽成天皇3御宇、元慶元年に武藏國押領 
使と して 下向し、 加 治鄕に 住せり。 武信 
より 七 代 丹 貫主 武 峰、 一に 武平 とも あり。 
其の 子 丹 三 冠者經 房が 末裔 •橫瀨 馬 允 時 
耦 、同 九， 郡 時久等 この 所に 住し、 在 名を 
稱 せし』 となり。 されば こそ、 此の 地に 
は 丹 生 社を 勸請 せり。 或は 云 ふ， 橫瀨六 
郞左衞 門なる もの 住せし と。 其の 邸 跡 • 
今尙寺 坂と 云へ るに あり。 屋 敷 跡 •小名 寺 
坂に あり、 橫 瀨六郎 左衞 門なる 者の 邸 跡 
.なりと 云 ひ 傳ふ 。その 續きに 字 今 市と 云 
へる 所には、 町屋 ありて 市な ど 立ちし よ 
し 云 ひ傳 ふ」 と 見 ゆ。 

2 小 野 姓 猪 股黨武 藏榛澤 郡橫瀨 より 起 
り、 小 野 氏 系圖に 「男 衾 野五郞 重任— 某 
(無 動 寺) 丨重政 (橫瀨 野 八、 また 彌八郎 
—太郞 右衞門 重基丨 小太郞 左衞門 成 重— 
成季 J、 及び 「甘糟 光忠— 惟忠 (號 橫瀚) 
など载せ、七黨系圖には「踅任丨某(天 


動 寺) 丨重政 (橫瀨 野 八) 


重 基 成 重 — 成季 丨 盛 氏 

太 I 本 左 

丨馋 基-一-浚 經丨賴 兼 

I ニ 太 太 
一 丨經高 六 

丨重保 T 經 春— 成 經 小* 

1 か基 | 時定 

— 重 兼 丨國重 丨重員 丨 時 員— 好 員 

野太  六 兵 新兵 

丨季 重— 季 政— 遠 忠丨忠 ロ 

小 太 

—重經 ~r 時 重 • ' 

— 時久 

-季明 「經朝  ， 

I 經重 ト 經泰 

と。 又 中興 系圖に 「橫瀨 •小 野* モン 五 
七桐」と。又新編風土記に「橫韻村、此の 
地は 上野 國 金山 城主 橫瀨信 濃 守の 先祖 出 
生の 地に して、 同氏の 所領な り」 と。 而 
して 鎌 倉大 草紙に 「持 氏 御方橫 瀨」 を载 
せ、 子孫 上野 金山に 據 る。 第 七 項參 照。 
3 淸和 源氏 新田 氏族 前項 氏に 同じな れ 
ど、 新田 正傳或 問に 「金山 要害は 義貞討 
死の 後 •破棄し、 義宗の 孫 橫瀨六 郞信濃 
守貞氏 •應永 二十 四 年、 金山に 築く」 と 
云 ひ、 由 良 系圖に は 「義貞 —貞氏 ( 橫瀨 

ヨ n セ 


新太郞 」丨新六郞貞治(信濃守〕丨间貞國 
丨同 國繁— 同 景繁— 同_經— 泰繁」 と、 
詳細は ユラ條 を 見ょ。 家紋 五 七 桐、 ニ 引 
雨、 丸の 內葵に 水。 猶ほ 次の ニ項參 照" 
内” 國繁は 連歌を 好み、 新撰 菟玖波 集の 
作者たり。 

.武藏 新 編 風土記， 埼玉 郡須賀 村條に 
『橫瀨 氏の 家譜を 闇す るに、 橫瀨信 濃守國 
經 •武州 須貿 合戦の 暗 討死し、 法名 宗功 
と號 す。 其の 子雅樂 頭泰繁 •法名 宗 虎と 
稱 し、 父 國經 討死の 時-萬 松院 殿ょり 書 
を 賜は ると 載せたり。 即ち 其の 家 所藏の 
文書に も 「去年 十二月 三日、 武州に 於い 
て須賀 合戦の 時、 父 信 濃 入道 打 死 並に 
自身 疵を 被る 云云」 末に 「正月 九日、 橫 
瀨雅樂 助 殿、 義唷」 と 見 ゅ。 年代を 载せざ 
れど •雅樂 助は 大永 天文 中の 人な り』 と。 
その他、 須貿條 第 六 項參 照。 又 同 郡 町塲 
城 條に 「土人 傳ふ る處 の一說 に、 當城は 
元 成 田 氏の 支 城な りしが、 永祿 年中、 上 
杉 謙 信 上洛 せんと、 相 州 鎌 倉に 至りし 時、 
成 田 氏 •謙 信に 叛き しか ば、 謙 信越 後へ 
歸陣の おリ から、 常 城を 攻 落して、 上 州 
金山 城主 橫瀨 雅樂 助成 繁 に 與ふ 。其の 
臣木戶 主 齋忠 朝を して 守らし む。 然るに 


忠朝 •勢 徴に して 守リ雖 ければ-成 田 氏 
に © せり。 故に 謙 信 再び 兵を 我して 貴め 
取り、 支 齋 入道 自殺せ り、 これ 天 正 十三 
年の ことにして、 雅樂 助成 繁 、再び 坤廓 
を 修め、 河原 井 某を 置いて 守らし む。 謙 
信 卒して 後、 又 成 田下總 守 再び 攻取 リ、 
己が 弟 大藏少 輔 を守將 とし、 樱井隼 人 介 
を副將 とす」 と o 由良 、成 田 等條參 照。 

5 上野 第三 項 氏は 代々 畀松 家の 重臣な 
り。 六 郞貞 氏の 後、 其の 子貞俊 、其の 子 
貞國 、代々 橫瀨六 郞と稱 す。 文明に 至り、 
岩 松明 純 •長樂 寺の 長老 松 蔭を して、 金 
山に 繩張 せしめて 居城と する や、 貞一 I の 
男、 家老 信 濃 守阀繁 入道 宗悅に 政務を 委 
ぬ。 これょり 檨瀨氏 •勢， 漸く 大 、其の 子 
業繁に 至り、 强 盛の あまり、 潜して 遂に 
主人 岩 松を 蔑に し、 金山 木 丸に 居城す 0 
業 繁ょリ 、一: 經 、康繁 •相 镄い で、 金山 
城主たり 。康繁 までは 柄 ほ 橫瀨 と稱せ し 
が •成繁 •氏を 由 良と 改め、 將軍義 輝 公 
の 御供 衆に 加へ られ 、刑 部 大輔 と稱 し、 
氏康，謙信と遯々合戦.。天正十六年、 
成繁の 子 ^ 繁 •小 田 原に 拘留 せられて 曖 
になり、 金山を 明 渡して 桐 生へ 引退き、 
金山には小田原の家賴淸水±野介在番す 
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(後上 野 志) と。 その他は 由 良條を 見ょ。 
而 して 松 蔭 私語に 「金山 城に 於いて、 橫 
瀨 國繁亭 、岩 松 殿御 座の 次第は t 上座の 
中央は屋形、御相伴衆*左右ニ行に着せ 
られ 、左は、 新 野、 西 谷、 矢 島、 高 林、 

富澤 、福澤 以下、 被官 中、 伊丹、 金 井、 
沼 尻 以下。 其の 間、 賞翫の 牢人 衆。 右は、 
逾 河、 田 中、 綿 打、 脇 谷、 堀 以下 0 御 一 
家" 着座の 次第、 左は 岩 松 流、 右は 遠 江 
流の 事」 と 見え (地名 辭書〕 、又 北 越 軍記 
に 「橫瀨 上野 介が 居城 金山」 古戰 錄に橫 
瀨雅樂 介成繁 、永 祿六年 諸 役人 附に 「關 
東 衆 •橫瀨 信 濃 守 (由 良)」 など 見 ゆ。 
その後、 市 兵衞貞 長の 孫、 貞 房の 次男 貞 
顯 、再び 橫瀨左 門と 稱 し、 江戶 幕府に 仕 
ふ。 美 濃 守、 駿河 守、 侍從 たり、 その 男 
「左衞 門 (式部〕 貞國 丨駿河 守貞隆 丨 同貞 
臣丨兵 康貞經 j にして、 武鑑に 「兵 庫 男 
在 衞 門、 千 石 


6 下總 常總 軍記に 「馬 洗 城主 橫顯主 膳」 
見 ゆ。 

7 小 野 姓 甘糟流 小 野 系圖に 「野次 廣忠 
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丨 太郞忠 網 — ^太郞 光忠 (承久 云々〕 — 惟 
忠 (五郎、 號橫瀨 、足 利久 (方 か〕 祗 候」 
と载せ、常德院江州動座着到に「五番. 
橫 瀨次郞 C 小 野〕」 を 收 む。 第二 項參 照。 

8伊勢軏明郡の豪族にして、廣永堡は 

橫瀨驼 次 郞 直行の 居城 也。 永 正 四 年、 萩 
澤若狹 守が 爲に戰 死し、 その 男監物 •越 
前に 流寓 、三男 修理 亮 •民間に 降る。 又 
橫瀨 勝五郞 等 見 ゆ。 廣永 城は 名勝 志に 「廣 
永村の東牝部、字內の坪にぁり、今小阜 
たり。 城門 及び 外濠の 址を存 す。 橫瀨賴 
直.之に居る。永祿十ー年、賴直の孫眞 
尙の 時、 織 田 信 長の 爲めに 減され、 城廢 
す」 (五 鈴 遺 響、 橫瀨 系圖〕 と。 

9 桓武 平氏 重 盛 長男 維 盛の 子 右 京大 夫 
盛 政 子孫に して、 維 盛ょり 六 代に、 橫顚 
孫三郞 と 云 ふ もの ぁり。 原 信 濃守義 建の 
聱と なる。 其の 子 大和 守盛圓 、其の 男 伊 
勢 守 正 盛 •文明 元年 逝去と 傳ふ 、小 松條 
を 見ょ 0 

to 雜载 その他、 伊豫 鳥 生 貞實が 曆應元 
年 軍 忠狀に 「侍 大將 橫瀨孫 五郎」 を 載せ、 
又 安西 軍 策に 橫瀨 氏を 擧ぐ。 ■ 

® 關 mn ゼキ  mn セキ 

1 桓武 平氏 梶原平 三景 時の、 末孫 也と、 
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坂 原條を 見ょ。 

2 信 濃 信 州 詉訪の 此の 氏は 丸に 蝶を 紋 
とし、 又武藏 等に 存 す。 

橫曾根 ヨ コソ ネ武藏 、常 陸、 下野、 越 
後 等に 此の 地名 存 す。 

橫太  m n タ 和名 抄、 駿河國 安倍 郡に 橫 
太 ^ を收め、與古太と註す。延喜式には橫 
田 驛と見 ゆ。 

橫田 ヨ n タ 和名 抄 、出 雲 國仁多 郡に 橫 
田鄕 を收む 、.後に 橫田庄 起る。 又 大和に 橫 
田庄 (東大寺 文書〕 見え、 その他、 駿 河、 上 
總 、近 江、 信 濃、 下野、 岩 代、 陸 中、 越 中、 
越後、 石 見、 安藝 等に 此の 地名 存 す。 

1 橫 田臣駿 河の 古豪 族に して、 天平 十 
年の 正税 帳に 橫 田臣大 宅なる 者 見 ゆ。 

2 駿河 前項の 裔か 。後 性、 中 村 一氏の 
老臣に 橫田內 膳宗治 ぁり、 中 村條を 見ょ。 
又 文 祿五年 六月 文書には 內膳正 村 詮とぁ 
リ 。その後、 一氏 卒し、 その 男忠一 •伯 
耆十. 七 萬 石を 頜す 。され ど 狂暴に して、 
宗 治の 諷諌を 怒り 之を 斬る。 橫田の 嫡男 
主馬 助 此の 由を 聞き、 飯 山城に 立籠る。 
忠一が 家人 •橫 田に 組みす る 者 多く、 堀 
尾 山城 守忠晴 は、 出 雲隱岐 の 軍勢を 以つ 
て、忠一を援けしが、城中に籠る兵1 


人と して、 命い きんと 思 ふ 者な く、 柳 生 
五耶 右衛門 尉 ( 但馬守 宗矩の 弟〕 も、 所 
綠によりて城に籠る。されど多勢に打貢 
け、 柳 生 も 藤 井助 兵衞 •が 爲に 討たれ、 城 
中が 兵 •城に 火 かけて 死す。 

V3 武藏足 立 郡 桓戶 村の 名 族に 在 0 て、 
風土記 稿に 「古は 陸奧一 :會津 郡の 民な り 
しが、 寬永 十一 年、 當 所に 來 y て 土着せ 
り。 其の 家系を 閱す るに、. 山內 五郎 左衞 
門尉悛網が後胤にて、俊綱より六代橫田 
兵 部 大輔浚 治、 はじめて 橫 田を 氏と す。 
其の 子 刑 部大輔 賴悛は 又 山 內を稱 せり。 
此の 人より 六 代 山 內越中 守 俊泰の 次男を 
橫田左 馬 助 光弘と 云 ふ。 これ 半十耶 が 祖 
先な り。 それより、 左 馬 助長 房、 左 馬 助 
光房、丹波守隆房、安藝、兵庫、善九郞 
など 連綿と 記し たれ ど、 事跡、 年代 等す 
ベて 詳なら ず。 た ^ 善九郞 は 天 正 十八 年 
に 流湏 せし *' 見 ゆれ ど、 何れに 仕へ しか 
は载せ ず。 それより 後は すべて 傳を 失へ 
リ 。又 祖先の 持ちし ものと て檐 一筋を 藏 
す」と。又下大谷澤村三島社の神職家に 
見え、 又 豐島郡 巢鴨邑 の 人橫田 順藏 惟孝 
は、 本姓 高津 氏、 八 郞兵衞 の 男、 同邑橫 
田嘉內 の 養子と なる。 仁齋派 の 儒者に し 
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て、 乾 山と號 す。 その 男を 惟 無と 云 ふ。 
4 宇都 宮氏族 下野阔 河内 郡槿 田邑 ょり 
起る。 g 宮系圖 に 「朝 綱— 成 網 丨賴網 
丨賴業 (橫 田四郎 、從五 下、 越 中 守、 伊 
豫守 護、 上 三 河、 法名 蓮 阿〕」 と 載せ、 又 

一本に 「賴業 丨業義 、弟 時 業 C 松 野 竹林 
出 羽 守〕— 泰業 (長 門 守〕— 貞朝 (安藝 榴 
守 W— 泰朝 (安藝 守、 實は武 茂 時景 Q 男) 
I 師朝丨 元朝 (高 尾神坊 )、 弟 良 深 (池 上 
院主)、 弟耦 業」 と。 又 「泰 朝— 師網— 網 
業— 綱 親 (實は 大山 田 氏 朝 次男)— 綱英— 
網 邑丨網 維— 網 久—網 員— 網 通」 に 至り 
減 亡、 慶長ニ 年の 事 也。 

上野 國 志に 「橫田 城は 河内 郡 橫田鄕 兵 庫 
塚と 云 ふ 所に あり。 奧街道 雀 営 驛の 西の 
方に て、 十 町餘り 也。 宇都 官越中 守賴業 • 
始めて 築く、 嘉禎 三年 丁酉 十月な り」 と。 
又 「上 三 河 城は、 宇都宮 賴網の 次男 橫田 
四郞 左衞門 尉賴業 •建 長 元年 之を 築く。 
其の 五世 孫 安藝 守 負 朝に 子な し、 武茂泰 
朝を 養嗣 とす。 其の 男、 長は 師 綱、 次は 
伴 業 (改名 親鐧〕 にして、 伴 業の 後は 上 三 
川、 中 三 川の ニ 家と 爲る 。師 網に 三 子 あ 
= '、長は 網 業、 橫田鄕 を傳領 し、 次男 良 
業は 刑 部鄕 を傳領 し、 三男 元朝は 今泉鄕 
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を 僂頜 。元朝の 男但馬 守 盛 朝は 上 三 川 
五郎 兵衞繼 浚の 後を 承け て、 本 城に 入る、 
永祿 年中の 事 也。 その 五世 孫四耶 左衛門 
高 光に 至り、 慶長ニ 年 滅亡」 と。 

5 歷代 

一代 賴業 •宇掷 宫賴耦 ニ 男、 越 中 守、 從 
五位 下、 四郞 左衞門 尉、 判官。 母は 棉原 
平 三 平景 時の 女。 楛田鄉 千餘 町を 領 す。 
建 長 元 己 酉、 同 郡 上 三 川 城を 築いて 移住 
す。 建 治 三 丁 丑 八 H 十一 日卒 、八十 三、 
歌人。 その 長男 泰親は 五 郞左衞 門 尉、 伯 
■父 宇都 宮泰網 の 猶子、 嗣子な し、 甥 業 澄 
を以 つて 家督と 爲 す。 

一一 代 時 業 •賴 業の ニ 男* 出 羽 守、 從五位 
下。 母は 安藤 右 馬 大夫藤 原 祐宗の 女。 弘 
安七年甲申ニ月十日卒、四十八。その弟、 
卽ち賴業の三男、義業は讚咳守、七駔、 
那須郡 松野鄕 を領 す。 その 男 篤 業は 松 野 
右京亮、 母は 蒲 生 內藏助 藤 原 網鄕の 女 也 C 
次に 義業の 弟 秀賴は 八耶 、蒲 生 網 鄕の家 
督 、初 名實 業。 その 男秀 貞は 蒲 生 安藝 守、 
嗣子な く、 多 功 朝經の ニ男景 貞 を 家督と 
爲す 。次に 秀賴の 妹は 後藤 筑後守 藤 原 基 
賴の室、基宗の母也。その妹は_山田趑 !:'. 
守平貞 林の 室、 貞浚の 母 也。 
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三代 親泰 •時 業の 長男、 越 中 守、 從 五位 
下。 母は 小 田 筑後守 藤原宗 朝の 女。 嘉曆 
三年 戊辰 六月 十八 日卒 、七十 一。 その 弟 
業 澄は 五郎 左衞門 尉、 河内 郡 石井鄕 を領 
す。 その 男 家業は 石 井五郞 也。 

四 代泰業 •親 業の 長男* 長 門 守。 母は 鹽 
谷 新 左 衞門尉 藤原泰 朝の 女。 建武ニ 年 甲 
戌卒 、五十一、 月日 不詳。 弟 朝 業は 壬 生 
三部、 早世。 その 弟 親 綱は 和 泉 守、 四郞 
兵衞 尉、 河內郡 落合鄕 を頜 す。 その 男 業 
親は 落 合 河内 守、 四郞 兵衞 尉と 云 ふ。 

五代 貪 朝 •泰 業の 男、 從 五位 上、 安藝 守。 
母は 服 部 五郎 大夫 越智晴 親の 女。 應 安五 
年 壬 子 十二月 二十 五日 卒 ，六十 四。 

六 代泰朝 •貞 朝の 嗣 、安藝 守。 實は武 茂 
美 濃 守 藤 原 時景の 三男。 母は 芳貿 伊實守 
淸原 高貞の 女。 至 德ニ年 丙 寅 二月 二十 八 
日卒 、五十二。 その 妹は 蒲 生 五郎 左衞門 
尉 藤 原 貞宗の 室、 秀 家の 母 也。 

七 代 師綱 •泰 朝の 男、 安藝 守。 母は 益 子 
出 雲 守 紀貞 正の 女。 應永 二十 六 年 己 亥卒、 
六十 五、 月日 不詳。 その 弟 伴 業は 五郎 兵 

•衞 尉、 宇都 宮氏 綱の 猶子と 爲 りて 親 綱と 
改 む。 その 男繼浚 は 上 三 川怛馬 守-五部 
兵衞 尉， 上 三 川 中 三 川 等の 祖 也。-' 
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八 代 綱 業 •師 綱の 男、 出 羽 守、 太郎 左衞 
門 尉。 母は 宇都 宮侍從 氏 綱の 養女。 永 享. 
八 年 丙辰卒 、五十 七。 その 弟 良 業は 五郞 
兵衞 尉、 河内 郡 刑 部鄕 を領 す。 その 男 業 
知は 刑 部五郞 左衞門 尉と 云 ふ。 又 良 業の 
男、 元朝は 七郎 兵衞 尉、 河內郡 今 泉鄕を 
頜す 。その 男 盛 朝は 今 泉但馬 守、 四郞左 
衞門 尉、 上 三 川繼狻 の 家督 也。  、 

九 代 綱 浚 •綱 業の 男、 出 羽 守、 從五位 下、 
‘太郞 左衞門 尉。 母は 武茂 右兵衞 尉 氏泰の 
女。 寬正ニ 年 辛已卒 、六十。 その 妹は 大 

山 田 美 濃 守 藤 原 氏 朝の 室、 その 妹は 上 三 
川 五郎 兵 衞尉繼 梭の室 也。 

十代 綱 親 •綱 後の 男、 越 中 守、 四郎 兵衞 
尉。 實は大 01 田 美 濃 守 氏 朝の ニ 男、 母は 
橫田綱 業の 女。 文明 九 年 丁酉 九月 朔日討 
死、 四十 八。 妹は 大山 田 八 郎綱定 の 室 也。 
十一 代綱英 •綱 親の 男、 四郞 左衞門 尉。 
母は 佐 竹六郞 左 衞門尉 源義彘 の 女。 天文 
三年 甲午卒 、八十 四。 弟 保 業は 五郞 左衞 
門 尉、 父と 共に 討死。 その 弟淸 業は 七郞 
兵窗 » 、父兄と共に討死。その弟辰業は 
九郎 兵衞 、河内 郡 桑島鄕 を頜 す。 

十二 代綱邑 •網英 の 男、 0 S 兵衞 尉。 母 
ば 佐 野 大炊助 藤 原 氏 綱の 女。 天文 九 年 庚 
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子 十月 八日 卒 、六十。 

十三 代 綱 維 •綱邑 の 男、 四 郞左衞 門 尉。 母 
は 益 子 權守祀 正 光の 女。 天文 十八 年 己 酉 
九月 二十 七日、 喜 連 川 五月女 坂に て、 
宇都 宮尙 綱と 共に 討死* 四十 六。 弟 維 業 
は 五郎、 母は 太 野大炊 助淸原 高貞 Q 女、 
兄と 共に 討死。 その 弟彌 業は 六郎 、母は 
芳貿左 衞門尉 淸原高 盛の 女、 同上 討死" 
その 弟 茂 業は 七 部、 母 同上、 同上 討死。 
その 弟 業 通は 八 郎 、母 同上、 同上 討死。 

十四 代 綱久 •綱 維の 嗣 、十 郎 。實は 綱 邑の 
六 男 •舎兄 五 人 討死の 刻、 常陸阈 笠 間に 
赴きて、 佐 竹 家に 養は る。 然る 後、 家名 
を相續 す。 天 正 四 年 丙子卒 、五十 九。 

十五 代 網 員 •綱久 の 男-出 科 守、 十耶。 
母は宇都宵侍從興綱の女。.文祿四年 2; 未 
六月 二日 卒 、四十 六。 弟 綱 房は 勘 解 由 左 
衞 門、 監 物。 その 弟 網 正は 圖書 助、 襃長 
十二 年 癸未 十一月 十一. 日歿 、法名 道徹" 
その 弟 親久は 支蕃 、淺野 家に 仕 ふ。 

十六代綱通.網員の男、四 115 兵衞尉。襃 
長 ニ 年 丁酉 十月 十三 日、 宇都 宮一門 •故 
ありて 斷絕 、時に 歳 二十、 芳賀郡 沖 村に. 
潜 居す。 弟 網 好は 五郎、 佐 竹 家に 仕 ふ。 
その 弟 綱克は 七郞 、出家 法名 能範 -栩， 1 1 


僧鄱に任ぜられ、芳 :-.' (郡眞岡鄕持法院開 
基、 正 保 四 年 丁亥 十月 二十 六日 寂。 

十七 代 綱 胤 •綱 通 S 男、 四郞 大郞 、五 右 
衞 門" 稻葉家 1C 仕 ふ、 正 保 四 年 丁亥 正月 
二十 三日 歿 、法名 憲 山道 意。 

6 氏人 東 鑑に出 羽 前 司 時 業、 越 中 五郎 左 
衞門 尉泰 親、 越 中八郞 秀賴等 見ぇ、 又鹽屋 
系圖 に 「泰钠 の 女は 橫田越 中 守 親 業 室」、 
.益 子 系圓に 「貞 正— 女 (橫田 安藝 守泰朝 
室)。 正 光— 女 c 橫 田四耶 兵衞 尉綱邑 室)」 
と。 下って 幕末、 芳買 郡眞 岡の 人 橫田藤 
四郞祈 綱は、 其 男 藤 太 郞昌 綱と 共に 勤王 
家に して、 國難に 殉ず 、父は 贈 正 四 位。 
7 桓武 平氏 三 浦 氏族 田 村 太夫 淸顯の 家 
臣に橫 田 平 內左衞 門 盛 尊 ぁりて、 下栈脇 
舘： 御舘 村 下 枝〕 に 據る 。「芦名 盛 實の男 
綱實 •安積 郡橫田 城に 居りて 氏と す。 そ 
の 五世 孫 盛 兼に 至リ 、田 村 氏に 仕 ふ。 そ 
の 孫 盛 尊 也」 と。 

8 岩瀨岩 代岩瀨 郡橫 田の 豪族に 橫田治 

部 小 ノ 輔ぁリ 、伊達 氏に 降る。 成實記 に‘ 見 
ゆ 0 

9 首 藤氏 族 岩 代 國大沼 郡 橫田邑 より 起 

る。 山內 氏の 一族に て、 ヤマ ノウ チ條 に 

詳か 也。 又 中興 系圖 ic r 橫田 •藤 原、 本 


國 陸奥橫 田、 山 内 刑 部亟義 通の 後胤」 と。 
氏人は 北 越雜 記に 「大鹽 城には 橫 W 左 馬 
助を 置く」、 また 新 編會律 虱 土 記に 「大鹽 
城主 左 馬 助は 氏 勝の 猶子」 など 見え、 又 
永祿に 橫田山 內越前 守 俊 泰 、天 正に 橫田 
日向、 同 出 羽、 同 兵 庫 •同 風防、 同 安藝* 
同 丹 後、 同大 學、 寬 文に 橫田三 友 齋俊益 等 
多し、 山 內條を 見ょ。 又 太 沼 郡 「大鹽 村舘 
跡は 中 山城と 稱ふ 云々 0 天 正 十八 年、 伊達 
氏 •橫 田を 攻めし 時、 山內 氏 勝が 猶子 槿田 
左 馬 助 某と 云 ふ 者、 此の 城に 據リ し」 と傳 
へ、 又 「本名 村舊家 藤左衞 門。 橫田土 佐 某 
が 子： 孫な リ 。土 佐は 山 内 氏 勝の 支族に 
て、 氏 勝に 従って、 攻戰 の每に 、戰功 多し。 
氏 勝 所領を 失 ふの 後、 土 佐 も浪々 S 身と 
なり、 仕官せ ず、 鄕里に 居て 終れり」 と。 
又「越河村舊家藤三郞。山內氏勝が猶子 
橫田出 羽が 九 代の 後な リ 。氏 勝 •出 羽と 
左 馬 助と を 人 賞と して、 政 宗を 方便 在 
所 一 歸 りしに、 二人 も 亦' 逃れ 歸る 。明年、 
氏 勝 •松 坂 峠に て 敗軍せ し 時、 出 羽 •衆 
に 先ち て戰 ひ、 命を m せし j と 云 ひ、 又 
會津 藩儒に 橫田 淸四郞 浚 益 あり、 河 求、 
三 友 等と 稱 す。 

10 陸 奥橫田 五郎 行 長 あり、 鱗 崎 氏の 祖 


と' m ふ (三部 小 ノ史〕 。力 キザ キ條を 見ょ。 

11 詉訪神 家族 信 濃の棄 族に して、 詉訪 
系圖に r 高木 行 澄— 家 行 (橫田 六郎〕 .一と 見 
ゆ。 更級郡 に橫田 川原 あリ 、城 條耷 照- 

12 甲裴 西 山 梨の 豪族に して、 もと 「近 
江 佐々 木 氏の 族、 次 郎 兵衞兹 耦 •甲贺 抓 横 
田に あリ て、 此の 氏を 稱 す。 穿 紋四目 結 
の割リ たるな り、 釕抗に 似た リ。 又 六本 
の 箭 車」 と。 五世 備中守 高 松 •本州に 來 
る。 軍鏗 には 「本 國伊勢 の 人 J と 見 ゆ。 
其の 養子 「十郎 兵衞 康景 (實は 原 美 濃 守 
長男〕 •县篠 に 戰 死す。 其の 男甚右 衞門尹 
松 (一に 光胤、 又尹植 、甚五 郎) は 後に 
德川に 仕 ふ」 と。 第廿 四項參 照。 
又信主の家臣に橫田備 111 守(津久條)、樓 
田十郎 兵衞 (和 田條參 照) 等 見え、 前述 
勝 賴臣橫 田 甚右衞 門は 高 天神 城を 守る、 
烏 居條參 照。 その 男を 述 松と 云 ふ。 その 
他*次項を見ょ。 

13 武田 氏族 巨 摩 郡の 豪族に して、 武河 
衆の 一、 一條 氏の 後裔 也。 又 南部 地方の 
名 族に 見 ゆ。 

14 丹 後 丹 波 郡 主 基 村 城 (岡枳 村) の 域 
主に 橫田溥 太夫 あり。 

15 丹 波 天 田 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
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r 橫田三 郞左衞 門 藤 次 •子孫 大身 村。 大坂 
滇人 也。 屋敷瓢 を橫屋 市と 云 ふ。 此の 續 
きに、 先祖の 森成德 •天神と 云 ひ、 子孫 
祭る」 と。 猶ほ見 田條を 見ょ。 

16 出 雲 仁 多 郡 橫田鄕 ょり 起る。 この 地 
は 田 中 八幡 社 元 曆ニ年 文書に 出 雲 阈橫田 
莊と 見え、 明德 記に 「仙 洞 御領 出 雲國橫 
田莊 J と。 氏人は 源平 盛衰 記に 「出 雲の 
住人 橫田兵 衞維行 J. 見 ゆ。 

17 淸和 源氏 吉見 氏族 石 見國の 豪族に し 
て、 吉 見賴忠 の ニ 男賴擧 * 橫 W 邑に居 9、 
橫田 孫四郞 と稱 す、 その後 也と。 

18 美作笠庭寺記に「久来北條郡錦織鄕 
(鮒卅 枝；} 橫田宗 重」 と 云 ふを 载せ 、下り 
て 三 星 山城 士に橫 田 又左衞 B あリ 。又 小 
原 勢に 橫田氏 •見え、 又 勝 花 郡 小 吉野七 
箇 大社 詉訪宮 棟 札に 「大願 主 橫田左 金 吾 
藤 原 朝臣 繼 家、 同 七 右 衞門延 次」 と あり。 

19 安藝 藝藩通 志、 高 田 郡條に 「橫田 氏。 
其の 先 橫田備 中は 武田信 支の 將 たり。 其 
の 子 重兵衞 、其の 子 藤 右 衞門淸 春 •秀賴 
に屬し、大阪敗後、三原に來住す。初め 
備中が 子 重兵衞 •信 支より 藥 方を 授けら 
る、 故に 家 今に 至る まで、 返 魂 丹 及び 疵 
藥を 製す」 と。 


大 伴姓筑 前 國住吉 神社 神官に して、 
東鑑 等に 見 ゆる 佐伯昌 助， の 裔な りと。 佐 
伯條を 見よ .0 又橫田 丈夫 氏 云 ふ、 「余が 家 
往古より 筑前國 住吉に 在リ て、 代々 住吉 
社の 大宮司な U しが、 祖先は 道臣 命に し 
て、 其の 七 世 孫は 室屋大 連と 記録に あリ。 
然るに 鈥明紀 によれば 『大連 金 村 (室屋 
大蓮 .の 孫〕 は 住吉 宅に 居り、 病と 稱 して 
朝せ ず 云々』 と あ P。 余が 家の 記 錄の一 
部 •天 正 年間の 兵燹に 罹りて、 不詳の 點 
あり。 唯住吉 社に 奉仕せ しは、 住 吉大神 
を 慕 ひて 九州に 下りし ものな りと、 性々 
言； t ふるのみ。 かの 治 承の 頃、 國事に 奔走 
して、 東鑑に も 名を 留めた る 佐伯昌 助は、 
住吉 神官 中の 偉物に して、 其の 子孫 代々 
當 社の 神職を 襲ぎ、 後には 氏を 橫 田と 改 
めた 9。 神木 一夜の 松が 起き 上りし 時の， 
神官 橫田左 衞門佐 盛秀は 、此の 佐 伯昌助 
の 後裔な り。 され ど橫 田家 も享保 年間に 
至って 退き、 後には 他より 再 仕の勸 め あ 
りて 止まざる を以 つて、 相續 者を 立て \ 

橫 田の神 職を 繼が しめ、 明治に 至る」 と。 
盛秀は 永享 頃の 人に して、 天文の 頃には 
佐 伯宗能 あり。 又 天 和の 頃 櫂 田 左 藏秀盛 
ありて、 昌 助の 十七 世 孫と 見 ゆ。 橫田氏 


又 云 ふ 「秀 盛に 弟 三人 あり、 盛 St 、 秀滿、 
昌 勝と 云 ふ。 皆昌 助の 靈示に 恐れを 抱き 
たる 爲め か、 身を 農に 委して、 盛 重は 茂 
藏 、秀滿 は滿藏 、昌 勝は 勝藏と 改名す。 
茂藏は 字橫 田に 住す、、、 の 地は 橫 田家 祖 
先 傳來の 墳墓の 在る 所に して、 元 文 三年、 
橫田盛： >: -地藏尊を作りて、舊來の墳墓 
を 合祀す るまでは、 橫 田家の 墓 四十 有 三 
ありて、 內三箇 は 土墳な りと 云 ふ。 該涸所 
には 細き 道 ありて、 北側には 住吉 大宮司 

宮崎 家の. 墓 あり、 南側は 橫 田大宮 SJ の 墓 
.地な りしな 90 而 して當 時は 該 墓地 西部 
の 堤防は 字 蓑 島に 通ず る 道路に して、 此 
の 堤防は 那轲 川の 護岸 堤防な リ しと 云 
ふ。 滿藏 と勝藏 とは 宇 蓑 島に 住す。 祖先 
佐伯昌 助が 別墅な 0 し 白 葉の 森の 在る 邸 
内の 一部 也。 又橫田 大宮司の 住せし 本邸 
は、住吉宮西に接近し、宮畸大宮.司の住 
せし f 接す」 と。 信 否 猶ほ考 ふべ し。 

21 肥後應仁私記に「橫田勘左衞門嚴正 
C 肥 後 熊 本 住人)」 と 見 ゆ。 

22 桓武 平氏 千 葉 氏族 阿波 國の 豪族に し 
て 「名 東 郡 分、 橫田殿 •千 葉、 平氏， 月 
に 星の 丸」 と 載せ、 また 上 郡 美 馬 三 好 郡 
分に 「橫田 殿、 千 葉、 平氏、 月 星の 丸」 と 
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見 ゆ。 

23 物 部 姓 大和國添上郡の亵族にして、 
橫田 隼人久 勝は 治 道 村橫田 城に 據 る、 橫 
田 物 部の 裔 也と。 松 倉政秀 の 母は 此の 氏 
也。 國民 鄕士 記に 「橫田 平 城、 橫田治 部 J 
と 載せ、 又 r 橫田治 部 (天， 降臨 二十 五 
部 橫田物 部)、 橫田 隼人久 勝」 と擧げ 、又 
一本に 「松 倉 一族 橫田 喜右衞 門、 橫田治 
部 ( 橫田物 部〕、 橫田 隼人久 勝」 と。 叉 筒 
井 諸 記に 「和 州 筒井 流 藤 原 姓 (世々 橫 田家 
と 云 ふ。 元と 白 Em 家臣と 云 ふは 誤 衫 也〕、 
松倉彌 七郞藤 原 政 秀 (母 橫田物 部 姓 也〕 j 
と、 松 倉條參 照。 但し 橫田 ( 秀雄〕 大審院 
判事 (現今 明治 大學々 長〕 は 櫟本 氏の 裔 
也と ぞ 。櫟 本條參 照。 

24 佐々 木 氏族 近 江國甲 實郡橫 田ょり 起 
る。 家譜に 「佐々 木 三 郞秀義 の 末孫 次郎 
兵衞尉 義綱 •溥 井伊 豫守吉 高に 屬し 、戰 
功に 依り、 橫田川 和 泉 村の ほとりに 釆地 
を 受け、 家 號を橫 田に 改む」 と。 十二 項 
參 照。 又 中興 系圖に 「 橫田 •宇多、 モン 釕 
貫」 と。 吉高 五代 孫 「備中 守 高 松 (武田 信 

虎、 及び 信 支に 仕へ、 三千 貫、 天文 十五 
年 信 州 戶石戰 死〕 丨十郎 兵 衞綱松 ( 實は原 
美 濃 守 虎 胤長 男、 彥十那 •長 篠戰 死〕— 


甚左衞 門 尹 松 ( 武田沒 落後、 德川 氏に 仕 
へて 五千石) 丨次郞 兵衞述 松— 備中守 由 
松— 又助遙 松— 備中 守濱 松— 和 泉 守 準 松 
(筑後 守、 九 千 五百石〕 丨甚右 衞門以 松」 
にして、 家紋 四 目 結、 釕拔 、矢羽 車。 


# 


橫田甚 右衞門 


>, 


25 蒲生氏族秀賴を祖とす。 

25 藤 原 姓 陸 奥阈橫 田ょり 起る。 家紋 丸 
に 枇杷 葉、 白 一文字、 黑 一文字 ■源 大夫重 
後 •寶永 中、 江府に 仕へ、 子孫 寬政 系譜 
に 見 ゆ。 

27 大舘 氏族 文 {為年 中 御番帳 に 「五番 在 
國衆 •大 舘橫田 修理 亮」 を擧 C 、 女、 舘 •餘 
參 照。 

28 雜载 その他、 岡 中 川藩蒂 頭、 笠間牧 
野 藩 重臣. に 見え (武鑑〕、 又京楹 殿 給 帳に 
r 三百 石橫田 半左衞 門」、 堀 尾 山城 守 給 帳 
に 「百 三十 石橫田 助兵衞 ，1 を擧 ぐ。 
又日向諸縣郡吉田鄕天神社天正十七年棟 
札に 橫田新 助、 香 宗我部 家臣に 橫田神 兵 

衞 、橫田 源 右衛門、 佐 州 役人 付に 「淸和 
源氏 •橫田 甚三郞 」、 伏 見 役人に 橫田彥 十 
郞 •見 ゆ。 又 里 見 三 郞大夫 盛賴の 男橫田 


三 大夫盛 次は 戶川藩 家老と なる  乂烏取 
藩士 橫田友 次 郎靖 之は 勤王家、 生 野の 義 
擧に 加は る、 贈 正 五位。 又 知 恩院承 仕に 
橫田攝 律、 ^ 學 者に 橫田 惟萆 ( 宗甫 )" 本 
願 寺 用人に 橫田內 膀、 橫田志 律 馬 等 見え、 
又 伊豫 喜 多郡藏 川に 橫田蜞 松 君 あり ふ 又 
盡家に橫田復庵汝圭、茶人に橫田宗朴， 
家傳 史料に 橫 田七郎 兵衞等 見 ゆ。 又 上野 
の 儒者 橫田宗 碩術は 字を 伯愼と 云 ふ。 又 
遠 4 の 儒者に 橫田保 兵衞苽 (凇擀 、松 ^ ) 
あ り、 柏 圍と號 す。 又 山城、 攝津 、大和、 
伊勢-美濃、尾張、武藏、備前等に多く、 
また 京都 東 商 瀨 K 濱町の 人橫田 敬藏順 宣 
(淸兵 衞) は齊肄 の 主人な れど 、劾 王家に 
して、 從 五位を 贈らる。 又 大正 年間、 司 
法大臣に下野の人橫田千之助あり。 

與小田  mn タ 前條參 照。 

與子田 ヨ コタ ヨネ タ 同上。 

橫田川 耳 n タガハ 

橫竹 ヨ n タケ 次の ニ條參 照。 

1 佐 伯 姓 安藝 嚴島 社々 司 六 家の 一也 0 
イツ クシ マ、 サへギ 等の 條參 照。 

2 少贰 氏族 龍 造寺隆 信 家臣に 橫竹越 前 
賴 次あリ 、安武 茱圖に 見 ゆ。 

S 武 . mn タケ豐 前、 肥 前 等に 此の 地名 


ヨ コタ 


ヨ コタ 
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ぁリ 。その他は 次條を 見よ。 

橫岳 3 n. タケ 肥 前 國神培 郡 橫武邑 より 
起る。 小 ノ貳 氏の 族に して、 少贰 系圖に '「肥 
前 守貞賴 —賴房 (橫岳 孫 次 郎‘橫 岳祖〕 丨賴 
貞 (橫岳 中務少 輔〕 丨資誠 (讚 岐守〕 、弟 胤勝、 
弟政貞(下野守〕」と載せ，又筑紫系 |1. に「賴 
房(文安元年、肥前三根郡に赴く〕丨資貞(兵 
庫 頭、 中 務大輔 、讚 岐 守、 法名 本 知〕」 と 見 
ゅ。 少 貳條參 照り 

氏人は 鎭西 要略、 永 享六年 正月 條に 「肥 前 
國郡伯 千 葉、 高木、 龍 造 寺、 小 田、 江上、 
於 保、 姊河等 r 橫岳賴 房 (賴 房は 少貳 滿資の 
弟〕 と 相會 して、 合せて 探題を 伐つ」 と载 
- せ、 又 文明 ニ 年、 文 龜ニ年 等に 「少貳 一族 
馬場‘ 橫岳 、云々」 と。 又 肥 陽 軍記に 「明 
應 中、 橫岳 云々」 と。' 少貳 、逾 川、 馬場 等 
の 條を 見よ。 その後、 龍 造 寺に 屬 す、 龍 造 
寺家酣 下の 將に橫 岳賴次 ぁり、 筑 後を 改む。 
而 して 佐實 古文書 纂に橫 岳 家 文書を 收 めた 

橫 田地 mn タチ 兩毛 地方に 存 す。 

橫谷  mn タニ ヨコ ヤ備 中、 備後 等に 

此の 地名 存 す。 

1 上野 吾妻 六黨の I 也。 羽 尾 記、 加澤 
記等に見ゅ。 


3 コタニ —— mn タモ 


2 丹 波 永 上 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
「橫谷 氏 •小 野 村。 此家に て 年暮に 餅を 搗 
き 置く に、 夜中に 一つ も 無し、 不思議な 
り。 これに 依り歲 暮に搗 かず、 年明けて 
搗 くと 云へ り。 謂は 知れず、 系圖燒 失し 
て、 今 先祖な し 公家ょり 出 づと云 ふ」 と。 
3 金工 その覦橫谷治兵衞盛次は京都の 
人、 宗 與と號 す。 幕府に 仕へ て 二百 俵 ニ 
十 人 扶持を 賜 ふ。 その 男 守 與次貞 (友 周〕 
は宗 知と 云 ひ、 後宗 與と稱 す。 その 養子 
次兵衞 ，長 三部) 友 常は 遯庵宗 琅と號 す。 
その 男友貞 、そ ^ 男 支 圃友信 (文 卿〕 は 盲 
人な れど學 深く 藍 水と 稱 せり。 金工と し 
ては. 宗珉の 後、 養子 宗與 、その子 宗琅、 
代々名ぁり。獨ほ柳川條參照。 ".-» 

4 雜载紀 伊 國相賀 庄淸水 村 地士に 橫谷 
直次郞 ぁ 9。 又攝津 、播磨 •備 前、 武藏、 
信 濃 等に 存す。 

撗丹  mn タン ョ nil 吉備 地方に 存 す。 

橫田物 都 mn タ モノ / ベ mn タノ モ 

ノメ ベ この 橫 田は 何れの 地 か 未詳な れ 
ど、 恐らく 駿河國 安倍 郡 橫太鄕 にして、 橫 
田 臣と關 係 あるか。 物 部の 一種に して、 天神 
本紀に 「天 物 部 等 二十 五部 人」 の 一に 收 む。 
物 部、 橫田 等の 條參 照。 


3 コチ 3 S 


橫池  mn チ mn ィケ 次條氏 に 同じ 0 
橫地 ョコチ遠江、上總、筑前等に此の 

地名 存す Q 

1 淸和 源氏 遠 江 國城飼 郡 橫地邑 ょり 起 
りし 豪族に して、 八幡 太郞義 家の 庶子 橫 
地太耶 家長の 後と 云 ふ。 家長は、 ニ 俣 氏 
之を 養育し、 成人して、 橫地村 を頜す 0 
家臣 ニ 俣 氏、 松 井 氏、 共に 豐田 郡 ニ 俣. 村 
の 城主と なる。 「橫地 殿 •紋舞 鶴、 及び 三 
巴 ■甲な り」 と。 早く 保 元 物語に 「遠 江 
には 橫地 、かつまた、 井 のん 郞」 と 載せ、 
東鑑 、治 承 五年閏 二月 十七 日條に 「當國 
住人 橫地 太郞長 重、 勝 間 田 平 三 成長 等、 
濱松庄 橋 本邊に 到る」 と。 また 文治 三年 
八月 十五 日條に 「的 立 橫地太 郞县 重」、 建 
久 元年 十一月 七日 條に橫 地太郎 、曆仁 元 
年 二月 五日に 橫 地太郞 兵 衞尉長 直 (當國 
御家人に て、 奉行 人〕、 同 ニ 年 正月に 橫 
地太郞 兵衞長 直、 違 長 ニ 年 三月に 「造 閑 
院殿雜 掌の 事 云々、 築地 I 本 •橫地 人々 J、 
正 嘉ニ年 正月 六日に 橫 路左衞 門次耶 、又 
橫 地左衞 門次郎 長 重、 弘長 三年 正月 十一 
日に橫地左衞門次郞師重(五十、五十一、 
五十二 等〕 など. 見え、 また 至 德 三年 六月 
ニ十七日の古請文、正平六年、曆應ニ年 


等の 文書に 橫地左 京亮長 連を 載せたり。 
代々 橫地城 に 據る 、城は 東 橫地邑 に 迹存 
す。  ' ' 

又 太平 記卷 四十に 橫地 山城 守、 また 今 川 
記に 「享德 五 年、 遠 江 國の橫 地 •勝 間 田 • 
蜂起、 小夜 中 山 ロに 合戰 J と 載せ、 又 文 
明 八 年 春、 橫 地四郞 兵衞 •勝 間 田 修理 亮 
と共に、斯波氏に臌ひて、今川義忠と戰 
ひ、 二人 戰 死、 義忠 も橫地 殘黨に 襲擊さ 
れて 死す。 又宗忠 手記 等に も 見 ゆ。 今 川、 
狩 野-勝 間 田、 堀 越 岡 部 等の 條を 見ょ。 
又 拙著 遠江參 照。 

又 一面、 永享以 來御番 帳に 「二番 •橫地 
孫太郎 」を載せ、又文安年中御岙帳に卜ニ 
番 •橫地 太 郞」 を擧げ 、下って 德川 時代、 
井伊 藩 中老に 見 ゆ。 此の 氏は 一に 藤 原 北 
家 魚 名流と 傳へ 、井伊 氏と 同族と 云 ふ、 
丸 山 條に詳 か 也。 

2 尾張愛知郡の豪族にして、尾張志等 
に 「植田 城は 植田 村民 戶の內 に 跡 あり。 橫 
地太郞 左衞門 尉秀綱 •始めて 遠 江 國 ょり 
此の 地に 移り 住みし よし。 十 ft の 孫 越後 
守秀 重、 その子 小 左 衞門秀 房 •其 S 弟吉 
蔵秀 種、 其の 弟 新 三郎秀 行な ど、 世々 此 
の城主たり衆 *3» 秀網は文明七年乙未九月 


m n チ 


十一 日、 身 まか y て 遠來院 光# 秀綱 居士 
とい ふ。 秀重は 文祿ニ 年癸已 九月 十一 日 
1C 亡びて、 姉川院 名# 道念 居士、 秀房は 
天 正 十二 年 甲 申 六月 二十 三日 V 當國海 東 
郡 蟹 江に 戰 死して、 蟹 房院釾 翁 仁榮 居士、 
秀 種、 秀 行の 二人は 天 正 十二 年 四月 八日、 
愛智郡 長久 手に 戰 死して、 長 種 院弓岩 道 
節 洁士 、長 行院銕 山宗心 居士と いふょ し、 
同村 全久 寺の 古 位牌に 見えたり」 と。 又寬 
政 系譜に 「橫 地主 水 (信 長、 信 雄に 仕 ふ) 
— 勘 之丞吉 次 (家康 に 仕 ふ) — 次郞 左衞 
門吉綱」家紋三龜甲」と。 

3 藤 原 姓 第一 項參 照'' 寬政 呈譜に は 「源 
氏に して、 義 家め 流 也。 先祖 遠 州 橫地村 
に 住す。 其の 後裔 橫地逾 谷 助 元 次 •久野 
城に 戰 死す。 其の 長男 多 左 衞門元 貞は 武 
田家臣、沒落後、德川氏に仕ふ。家紋_甲 
の 內 花菱、 三 葉 鶴の 丸」 と。 又 I に 「元 

、次の 長男 所 左 衞門義 次、 次男 太 左 衞門元 
貞に して、 義次は 寬永 系圖に 政吉に 作る。 
信 支に 仕へ、 沒 落後 家康に 仕 ふ」 と 云 ふ。 
家紋 龜 甲の 內 花菱、 鶴の 丸、 打 違 柏。 

4 武相 北條氏 照の 重臣に 橫地監 物承吉 
信 あり、 八 王 寺の 守將に して、 小 田原征 
伐の 時、 藤 田 能 登 守信吉 、甘 粕備 後守淸 


長等*前登して本丸へおし入り、散々に 
貴 か、 りければ、 大將橫 地監物 •防ぎ 兼 
ねて 落 行きげ ると ぞ 。この 人は 元 八 王 寺 
锊に橫 地 堤を 築く。 又 兒玉郡 雉 岡 城の 守 
將に 、橫地 左 近忠 春あリ 。天 正 十八 年、 
小 田 原 城と 共に 落 去し、 家 康打入 ありて、 
當城を 松 平主蕃 頭 淸宗に 賜へ り。 

5 荒木 田 姓 伊勢 内宮 榧 ■立 ( ニ 家} 家た 
り。 次條參 照〕 

6 日向 日向 記に 橫地美 作 入道 •見 ゆ。 
7 加 質 當藩給帳に「三百石(丸內ニ手 
杵〕橫地主税、ニ西石(三龜甲〕橫地勘 
左衞 門、 百 八十 石 (龜 甲內 花菱〕 橫地庄 
兵衞 、三十 俵 (■甲 崩〕 外 六 人 扶持 橫地 
八郞」 等 見 ゆ。 

橫知 ヨ n チ 前後 數條參 照。 伊勢の 豪族， 
度會氏の族にして、渡會ニ門系圃に「秋並 
丨常相 (大和 掾〕 —延兼 (大內 人)— 季光 

(ニ 禰宂〕 丨常親 (一福 宜 •橫 知) —— 一 
■ 一 

- 親任— 常 行— 常雅 j 親雅 1 長 雅丨重 雅- 

描 ニ 五位  大位  六 位 £ 

I 雅繼 H 雅 主— 雅 見— 雅景 
s* l 雅 並— 雅朝 丨雅家 

- 親 行— 親晴 

外從五 三 


mn チ i 


m n チ 


m n チ 


丨光仲 11 、長寬 ニ 四十 Ass 

- 光忠— 光親— 重 親— 量忠 

一 ® 搐嵇 

丨光俊 丨覺 俊— 覺圓— 重 成 丨行光 

描、 五位 佾 佾 蟁 

-雅 光丨有 光— 有 雅—有 任 P 
—守忠 丨 季忠 _ 砠 親 

橫路 3 n チ mn ミチ 前 數條參 照。 

1 淸和 源氏 遠 江の 豪族、 橫地 氏に 同じ。 
東鑑卷 四十 八に 橫 路左衞 門次郞 長 重を 载 

せたり 0 

2 備後藝 藩 通 志、 惠蘇 郡條に 「尾 引 村 
橫路 氏。 先祖 橫路與 一 右衞門 •山內 家の 
士人な 9。 一日 賊 その 室に 人リ 、忽ち 形 

夕 

を慝 して 茶臼の 陰に 入りけ る。 與 一右衞 
門 •茶臼を 幷せ て、 斬り 放ちけ り。 主人 • 
感 賞して、 其の 刀を 茶臼 丸と 命け ける。 
今に これを 持傳 ふ。 山內家 •長 門 移 封の 
時、 次郞 右衞 門と いへ るが、 病 あ 0 て從 
ひ 行がず、 今の 義藏 まで、 十八 世」 と。 

3 石 見次條 第一 項 氏に 同じ。 

橫道  mn チ ヨ n ミチ 前數 條參照 0 
丨 御神本 氏族 石 見國邋 摩 郡 橫道邑 より 
起る。 御神本 系圖に 「福 屋兵衞 次 郎兼仲 
丨兼綱 (橫 道)」 と载 せ、 家系 錄に 「兼 網 


3- n チ —— 3 n テ 


(橫道 村 住〕— 帶刀 (天文 十九、 銀山 入〕 丨 
石 見守 淸高 (小 笠 原長旌 家臣〕— 源 介 高 光 
(永 祿 元年、 尼 子に 從軍〕 I 權允政 光 (兵 
庫 介、 尼 子 十 勇士の I)J と (石 見 志〕。 

2 尼 子 家臣 十 異士に 橫道兵 庫之助 あ 
9、 前項 參 照。' 傳說に 據れ ば、 兵 庫に て 
山中 鹿 之 助の 配下と なると。 安西 軍 策に 
「出 雲 勢 •橫 (摸〕 道 石 見守、 同 兵 庫 助」、 ま 
た 「橫道 兵 庫、 同， 弟權 允、 橫道源 助」 等 
多く、 橫道源 助、 励 權允 等は、 因幡 八 東 
郡市塲 城に 據 る。 

橫塚  mn ツカ 常 陸、 岩 代 等に 此の 地名 
ありて、 常 陸の 此の 氏は、 新編國 志に 「橫 
塚。 眞壁 郡橫塚 村ょり 出で たり。 眞壁 氏の 
臣橫樣 源 左衞門 あり、 家 記に 出で たり」 と。 
又 二十 八 社考に 「那珂 郡藤內 神社 •今 茨城 
郡に 屬 す。 寬治 中、 八幡 太 郞義家 云々、 神 
主橫塚 氏を 置き (今 床 宿 氏 •乃ち 其の後 也)、 
以つ て祠 事を 奉ず」 と。 

橫作  mn ツクリ 和名 抄 、丹 波國 桑田 郡 
に 橫作鄕 を收 む。 楣 作の 誤り かと 云 ふ。 一 
に 延喜 式、 本 郡與能 神社 あるを 見れば、 橫 
能の 誤 かと。 石 見に 此の 氏 あり。 

橫手  mn デ 甲斐、 武藏 、上野、 磐 城、 
羽 後 等に 此の 地名 あリ。 


ヨ n テ — mn ト H 瓦 i 一 


1 淸 和. 源氏 武田 氏族 甲斐 國巨摩 郡橫手 
邑 より 起る。 一條 氏の 族裔に して、 信 浚 
を祖 とす。 國志 等に 「一條 六郞信 長の 裔、 
靑木 彌十骱 義虎 2 男に 信定 あり。 其の 男 
尾 張 守 信 立の 次男 監物滿 友 (信國 ) •武田 
信支に仕へ、橫手村を頜して氏とす。其 
の 子 半 右衞門 (源 三〕 也」 と。 家紋 割 菱。 

2 柳澤 氏族 柳 澤條第 八 項を 見よ。. 

3 羽 後 平 鹿 郡 橫手邑 より 起り、 橫手城 
に 據 る。 小 野 寺 氏 配下の 將に して、 天文 
中 橫手佐 渡 守は 金澤 金乘坊 と 通じて 湯澤 
城を 攻 む、 小 野 寺條參 照。 弘治 元， 年、 佐 
渡 •敗 死して 衰 ふ。 永慶 軍記、 語 傳仙北 
次第等に見ゅ、 

4 多々 羅姓山 ロ 氏の 族に して、 橫手九 
郞兵衞 重 幸 等 あり、 山ロ條 を 見よ。 
橫出 ヨ n デ 前條參 照。 武藏 等に 存 す。 
橫手飛 mn テ トビ 
撗度  mn ド mn ワタリ 

1 橫度連 物 部 氏の 族に して、 天孫 本祀 
に 「物 部 建彥連 公は 橫廣連 云々 等の 姐」 
と あるは、 橫度の 誤寫 か。 

2 無 尸の 橫度氏 物 部 氏の 族に して、 前 
項 氏の 族なる べし。 神 護 景雲 三年 祀に 「大 
和 國添上 郡 人 橫度春 山」 あり、 櫻 島 連 姓 


を 賜 ふ。 a 島 條參 照。 

橫戶  mn ト 下禆 等に 此の 地名 存す。 
橫淳 *mn ヌ 武藏條 を 見よ。 

橫沼  mn ヌマ 周 防國の 俳人に 橫沼榮 三 
郞素兄 ぁり、 玉 心 堂と號 す。 

横根  mn ネ和 名抄 、下 總國 海上 郡に 橫 
裉鄕 を收む 。又 尾 張 國智多 郡に も 橫根鄕 を 
載す。 其 他、 武藏 、安房 等に 此の 地名 存 す。 
1 桓武 平氏 干葉 氏族 海上 氏より 別れし 
氏に て、 下總阑 橫椹鄕 より 起る。 東鑑文 
治 五年條 に 「下 總國 三埼莊 橫根」 、文 永 ニ 
年 香 取 造螫 文書に 「三 埼莊 加納橫 根、 作 
料 米 八十 石」 など 見え、 千 葉 系圖に 「海 
上胤景 の 子敎胤 (橫杻鄕主〕」と、海±條 
參 照。 

2 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 尊卑 分脈に 「小 
笠 原長淸 長 (横根 法眼〕 J と载せ 、諸 

家系圖驀に「加々美次郞遠光丨長淸、弟 
阿 一 (橫根 別當) 」と見え、又小笠原系圖 
に 「長 淸丨圓 長 (橫褪 法眼)」、 中興 系圖 
に「橫根*藤、法眼 11 長*之を稱す」と0 

橫根寺 mn ネデラ 淸和源 氏武田 氏の 族 
にして、武田系圖に「武川時信丨信源(橫 
根 寺)」 と载せ 、また 諸家 系圖纂 に 「(一條) 
甲 裴守時 信— 信塬 (橫栈 寺 別 當阿闍 梨)」 と 


3 n ト —— ョ コネ テ 


見 ゆ。 

橫野 ヨコノ 尾 張 等に 此の 地名 あり。 

1 日 下部 姓 但 馬發祥 の 豪族に して、 日 
下部 系圖に 「糸 井湛 勝丨 弘景 (橫 野太郞 〕」 
と 見 ゆ。 日 下部 條參 照。 

2 赤松 氏族 播磨 、美 作の 名 族に して、 
吉野郡 吉野庄 五名 村橫 山城 主に 橫邶大 膳 
(坂 部條參 照)、 また 延德の 頃、 小 原 勢に 
橫野 小兵 衞等見 ゆ。 而して 五名 村の 里 長 
橫野氏は東作志ー」「鼻祖を橫野六郎と云 
ふ。 嘗 つて 播州 長 水 城主 宇 野下總 守祐淸 
の從弟 宇野內 & •助の 子 二 歳なる を、 六郎 
が 養子と す。 (橫 野は 宇 野の 一族に して、 
老臣 一員な り)。 然るに 天 正 八 年 庚 辰 五月 
六日、 羽 柴秀吉 •大 軍を 帥ゐて 長 水の 城 
を攻む 。落城の 前日、 六郎の 家臣 高橋與 
九郞 •幼 兒を携 へて 城を 出で、 近邊に 潜 
居す。 果して 翌日 落城して、 城樓に 火の 
手の 揚がる を 見て、 作 州に 落ち 来り、 此 
の 村に 到る。 六 郎 •家 豐饒 にして、 黃金若 
千を 幼兒 に附 せし 故、 豆 田 村 農 下山 氏な 
る もの、 釆地を 多く 買得て、 終に 大農と 
なる」 と。 次 項參 照。 

3 淸和 源氏 大和 國宇智 郡の 名 族に して 
宇 野 氏の 族 也* ウノ 條を 見よ 0 


3 3/ 


纛 


橫佩  m n ハキ 藤 原 南 家 ^: 成は 橫佩 大臣 
と稱す 。フデ ハラ 條に詳 か 也。 

橫胚  an ハギ 武 藏七熬 、丹箫 族に して、 

丹 貫主 武峰 a に 武 平) の 男 終 房の 末裔 也 J 
七銥系圖に「ニ大夫武平丨钙房丨時親(號 

橫 脛、 中 村惡三 )| 時 門 (七) 丨時峯 < 右)丨 
景 時」 と 栽せ、 また 時 門の 弟 r 橫瀨馬 允 時 
綱、 彌 郡四耶 時景 、及び 四耶時 高 (その 男 
四 郎ニ耶 兼 時〕」 を收 め、 井戶葉 栗系圖 •こ 
れに 同じ 〇 

橫橋  m n ハシ 

1 度會姓 伊勢 外宮 P 祠官に して、 度 會 
系圖に 「箕 曲貞雄 丨廣雅 (ニ、 牛草い ー忠 
雅(六位〕—雜元(橫橋、1_立) —— | 

- 宗康丨 雅康— 元 村—烫 雅丨雅 任 
I 宗高丨 元 定丨元 益丨元 有— 定經丨 光行 

七五«« 

. と 見え、 又雅任 弟 「雅冬 (四 丫雅右 (四〕 
丨雅 憲—雅 主丨雅 貫」 と。 猶ほ大 主條を 
見ょ9又內宮社家にも在り。 

2 雜载尾 張 國谋部 郡 高 宮社 々家に 存 
し、 又武藏 、陸 前、 攝津 等に も存 す。 
橫走  mn ハ シリ 和名 抄、 駿河阑 駿河郡 
に 橫走鄕 を 取め て 與古波 之 里と 註す。 

横®  m n ハタ 


m n C キ —— m n ハタ ^ 查 


3 n へ —— m n マツ 


m n ハタ —— mn 匕 ロ 


橫畠  m n ハタ 

模濱 ヨ n ハマ 武藏 、陸 奥 等に 此の 地名 

あり 0 

1 淸和 源氏 南部 氏族 陸 奧國* 郡 橫濱邑 
• ょり趄 る。 南部 族七戶 氏の 族に して、 慶 
則を 祖 とす。 天 正 年間 •七戶 城 南部の 代 
官なリ 。家紋 丸內抱 銀杏の 葉、 割菱。 
又參考 諸家 系圖 に橫 濱九耶 左衞門 茂慶等 
見 ゆ。 

2 雜載 鶴牧水 野 藩 重臣、 藤 堂 藩 家老 等 
.に 見え、 又加實 齋 給 帳に 「五 百 五十石 (丸 
內 石叠〕 寄 合 組橫濱 善犮衞 門」 を 擧ぐ。 

橫林  mn ハヤシ 信 濃、 伊豫 等に 此の 地 

名 あり。 

) 淸和 源氏 木 曾 茂の 族に 此の 氏 あり。 
義 賢の 三男 義 重の 男義秀 •信 州 水 內郡橫 
林に ありて 此の 氏を 稱 せし 也と。 

2 備 作又備 前の 名 族に 存 し、 又 作 州 吉 
野 郡 粟井 庄春日 社 社家に 橫林和 泉、 橫林 
攝津等 見 ゆ。 

撗原  mn ハラ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

橫張  mn ハ リ武藏 等に 存 す。 

橫廣  mn 匕 ロ 

〇 橫廣連 物 部 氏の 族 也。 m コト、 及び 
m n ワタリ 條を見 よ。 


撗部 m n ベ 

1 備前 吉備津 社の 社家に 在りて、 後世、 
三 官の一 、右 行事に 橫 部隱岐 •見 ゆ。 

2 美 作 三 星 城主 後藤 家々 臣に ぁり。 又 
勝 田 郡 田熊邑 (東 作 志に 庄屋 橫部惣 次郞) 
久来郡 塚角邑 等の 名 族な りと。 

3 雜载 その他、 播 麿、 攝津 、武藏 等に 
# す。 

橫邊田  mn ベタ 肥 前 國杵島 郡の 豪族に 
して、 鎭西 要略 等に 見 ゆ。 

橫掘 ヨ n ボリ 上野、 羽 後 等に 此の 地名 
存 す。 

1 三 善 姓 上野 國群馬 郡 橫堀邑 ょり 起リ 
しが。 三善淸 行の 裔 、倫 重七毋 孫康 持が 
三男 重 里の 後 也と 云 ふ。 

2 雜載 下野 國志に 「 芳絜郡 祖母 ヶ井里 
長橫堀 氏」 を载 せ、 又武藏 、磐 域 田 村 郡 
等に 存 す。 

橫幕 3 n マク 美濃國 安八 郡 小 野 村 古城 
址は橫 幕 帶刀信 兼の 居城な りし 由、 名 細 記 
にの せ、 また 尾 張、 武藏 等に 見 ゆ。 

橫枕  mn マ クラ 筑後の 名 族に して、 開 
基帳に「高津村威光理大明神、地頭橫枕長 
門 建立」 と 見 ゆ。 

廣松  mn マツ 


ヨ n ミ — ヨ n ミソ  六 s 五 B 


橫見  m n ミ 武藏國 に 橫見郡 あり、 和名 

抄に與 古 美、 今吉 見と稱 す」 と 註し、 高山 

寺 本には 今 以下の 四 字な し。 此の 氏 現存す。 

撗溝  mn ぐ/ ゾ 

1 藤 原 南家エ 藤氏 族 H 藤 景隆の ニ子 時 
隆を祖 とすと 一方 ひ、 日向 記には 「維景 の 
次男 景任 •甲裴 のエ 藤、 徳水 、橫溝 云々 
等の 元祖 也」 と 見 ゆ。 

2 氏人 東鏗卷 十五、 ニ 十五、 二十 六、 
三十、 三十 ニ、 三十 三、 三十 四に 橫溝六 
郞義 行、 二十 五、 二十 六、 三十 七、 四十 
五に 橫溝五 郞資 重、 三十 六に 橫溝七 郎、 
三十 九、 四十 一、 四十 四、 四十 五、 四十 
六、 四十 八に 橫 溝七耶 五郎 忠光 、四十 八、 
五十に 橫溝彌 七 志 £〕 景を载 せ、 承久記 
卷四に 「ょこみ ぞ五 郞」 見 ゆ。 

又 梅 松 論に r 橫溝禪 門の 宗徒、 云々」 ま 
た 「橫 遗八郎 最前 討死 j など ありて、 太 
平記卷十に橫溝五耶入道、橫溝 /\ 郎等多 
し0 

3 奥州 第 i 填の 族に して、 エ藤氏 と 共 
に、 糠 部 郡、 其 他を 領す (南部 文書)。 氏人 
，は 建武. 元年 四月、 多 田貞綱 花押の 書に 「糠 
部 郡 闕所事 云々、 三 戶橫溝 新 五郎 入道 跡」 
と。 又 同年 七月 二日 (南部 文書) に 「伊達 


五郎 入道 善惠 •申す。 糠 部 郡 南門 內橫溝 
六 耶入道 淨 Qi 跡の 事 •御 下 文の 旨に 任せ 
云々」 と。 また 年月 不明 文書に r 當郡給 
主 中-御 方に 參 する輦 注進 •同 披露し 畢 
んぬ 。一 戶新蛤 人橫溝 孫次耶 ( 淺 野太耶 
跡) j と。 孫次郎 入道は 武家 方に 與す 。ょ 
りて 其の 遺 地を 孫 六重賴 に與 ふ。 又建武 
元年 十二月 七 U の ものに T 佐々 木 五耶 泰 
網 •橫溝 孫 二部 入道 子息铯 一丸、 同 六 郞 
子息 ( 號熊 丸) を 召し 進む る 事 云々」 と。 

又 同 ニ 年 二月 二十 一日の 八戶 文書に 「構 
溝彥三 郞祐貞 •申す、 糠 部 郡 南門 内、 橫溝 
馘五耶 入道 跡の 事、 云々」 と。 祐貞は 一 
に 助三耶 とも あり、 北 白 田 ^ 司に ® して、 
勘 王す。 又 同年 九月 六日の 修理 亮沙彌 判 
書に「橫溝孫六重賴申す、糠部南門內、 
橫溝六 耶入道 跡、 中 里 村の 事。 伊達 彥五耶 
辭 退地なるの由、注交に載せ候間、先日、 
重賴 に 宛 行は れ候條 云々。 南部 又次郎 殿」 
と。 その後、 湏岡 御听 配下 重臣に 此の 氏 
あり、 又 郡 中 名字 等に 見 ゆ 0 
4 筑 後河原 氏 文書に 「將軍 家政 所 下す、 
筑後闽 三 潴庄內 、高 三潴村 の 住人、 地頭 
職に 補任す る 事、 橫溝 五耶' 法 印 (法名 生 
阿)。 右 地頭 職、 先 列を 守 リ、 御 □汰の 狀 • 


m n ミ ソ 


仰する所件の如し。正元元年十ニ月 --«- 六 
日、 安主淸 原、 知 家事 淸 原、 令 左 衞門少 
尉 藤 原、 相 摸 守 平 朝臣 御 判 (北 悚重 時〕、 
武藏守 平 朝臣 同 (重 時の 子 同 長 時)」 と。 
又 「異賊 合 戰勳 功の 事、 追って 御 計 ひ ぁ 
るべき の 状、 仰に 依り 執 達 件の 如し。 正 
應六年 正月 廿 五日、 花押 (日の 裏に 在り)、 
陸 奥 守 (花押)、 相 摸 守 (花押)。 橫溝馬 次 
郞 殿」 と。 又 「弘 安四 年 蒙古 合 戰勳功 賞 
配分の 事。 一人 •橫溝 馬 次 郎資爲 法師。 
田地 五町 •筑 後國三 潴庄田 脇 村 (牛 尾 田 
孫 太 郞跡、 -、 屋敷 ニ 宇、 一宇 •彌 次郎 丸、 
一宇 •八郞 太耶 。右 孔子 配分 •此の 如し、 
云々。 嘉元 三年 四月 六日 •上總 介 平， 朝臣 
(花押〕、 橫溝 助三耶 殿」 と。 

又 「安樂 寺 筑後高 三 潴 田地 二十 町 ( 橫溝 
左衞 門次郞 、同 庶子 等 跡)、 同阈 藤吉松 童 
丸、 同 (庶子 等 跡〕 田地 二十 町の 事、 右 天下 
靜證の 祈 禱の爲 、寄進す る 所也仍 りて 
状 件の 如し。 貞治四 年 八月 廿五 日、 花押 
(義 詮將 軍〕、 安樂 寺 寺 務大烏 居 法 印 御 房」 
と。 又 「三 井潴 郡內國 分寺參 町の 事、 預 
け 置き 候、 云々。 永 享九年 四月 廿 一日、 
橫溝助 三郎殿 」 と。 又 「三 潴庄高 三潴村 
內橫溝 分壹 町の 事、 幷に三 潴郡內 國分寺 


內 田地 三 町の 事、 云々。、 水 享 九、 八月 四 
日、 知 音 (花押) 、正 梅 (花押〕、 橫溝 助 -: 一 
郞 殿」 と-- 又 一 可舉 事、 京都の 状 •件の 
如し、 享德 元年 十一月 十五 日敎直 (花押)、 
川原 助三耶 殿」 など 見 ゆ。 橫选は 高三醏 
村 中の 地名 也 (筑 後將士 車 談〕 0 
5 溝 ロ 氏族 筑後の 名 族、 前項と 関係 あ 
らん。 蒲 池 氏 配下の +T にして、 川瀬 m 念 
寺 過去帳に 【梅 岳 道了炕 士 、元 和 五未 年 
五月 十八 日、 漶ロ C 舘主山 下 切 信 s 子橫 
溝 六 郎廣 次、 六十 八歲 。峰 雪道 降 居士、 
寬永六 卯年 十二月 九日、 橫溝六 耶の子 六 
郎運定*道立信士、正和ニ酉年六月十三 
日、 運定の 子 六 良 右衞門 光定」 など 見 
え、 又緣 記に 「中に も、 山 下 ® 信、 橫溝 
六郎 入道 道 了 父子、 山 下落 去の 後は、 下 
妻 郡 溝 口村へ ^ 居せ しが、 騎馬に 鞭打つ 
て當 寺に 來る云 々」 と。 

6 日向 第一 項の 族に して、 上 州 府 領主 
に 橫峯 入道 •見 bp 。 野 村條を 見ょ- 
7 雜载相 摸 中 郡 南 奉 野 村 今. % の 槿溝氏 
は 家紋 三鳞 也と。 又武藏 等に 存 す。 

橫道  ヨ n ミチ ョコ デ條を 見ょ。 

橫路  mn ミチ 同上。 

橫光  m n ミツ 餿前阔 原 田 文 和 ニ 年記錄 


m n ミソ — m コミッ ^ 芸 


3 n ミ ソ 


3 n ヤマ s 五六 


て、 いと ひろき 地に して、 其の 名の 遺 リし 
ならん。 元橫 山村の 地に 橫山 氏の 石碑 • 
今に 存せリ 、これ 全く 橫山庄 の 本 村なる 
にや」 と o 

2 出 自小野 氏 系圖に 據れ ば、 此の 氏は 


m n ミツ —— m n ヤ 


に橫 光右 馬 丞元維 •見 ゆ。 

M 水 ヨ コ ミヴ 信 濃 等に 存 す。 

與古光 mn ミツ 豐前 等に 在り。 

橫村  mn ムラ 武藏 等に 存 す。 

橫目 ヨ n メ 越後の 豪族に して、 三條衆 
の 一也。 

撗本  mn モト 

橫森  mn モリ 甲斐 國巨摩 郡 三ノ藏 村の 
名 族 也。 その他、 武藏 、信 濃 等に 存 す。 

橫谷  mn ヤ 3 n ター I 條を 見ょ。 

撗屋  mn ヤ 出 雲 等に 此の 地名 あり。 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏族 甲斐 國巨摩 郡の 
名 族に して、 加 實美遠 光の 裔 、高 室 民 部 
少輔 昌秀の 次子 豐前 守吉政 •武田 信 主、 勝 
賴 に 仕 ふ。 其の 子 淸藏政 次 (四郞 左衞 門) 
の 子吉 次に 至り、 氏を 橫 屋と改 む。 大阪 
の 役に 創を 蒙リ 、大津 村に 住すと 云 ふ。 
紋松皮 花菱。‘ 

2 江戶 幕臣 前項 氏と 同族と 云 ふ。 元祿 
の 頃、 又右衞 門長聽 •江府 に 仕 ふ。 家紋 
丸に 松皮菱 、三階 菱。 

3 雜载 その他、 橫 谷條參 照。 又 武藏、 
相 摸 等に 存す。 

橫矢  mn ヤ前 ニ條參 照。- 
丨淸和 源氏 紀伊 國牟婁 郡の 豪族 也" 橫 


m コヤ  . m n ヤマ 


矢六耶 あり、 野 長 灌條を 見よ。 

2 備中松 山 板 倉 藩 用人に 在り。 

3 土 佐 香 宗我部 家臣に 橫 矢三郎 兵衞あ 
り。 又 鄕士に 橫屋 儀衞門 •見 ゆ。 

4 雜载 その他、 武藏 、羽 前 等に 存す。 

橫山  mn ヤマ 延喜 式、 加 貿國に 橫山驛 
を收 む、 和名 抄に 加賀郡 驛家鄕 と ある 地 か 
と 云 ふ。 その他、 和 泉、 武藏 、近 江 等に 橫山 
庄 、また 遠 江、 駿 河、 上 總 、近 江、 陸 前、 
陸 中、 羽 前、 越 前、 丹 波、 周 防、 蔭 摩、 大 
隅 等に 此の 地名 存 す。 

1 小 野姓武 藏の大 族に して、 南 多 摩 郡 
橫山庄 より 起る。 この 地は 東鑑 、建曆 三 
年 五月七日 條に r 橫山庄 •大 膳大 夫」 と 
載せ、 新 編 風土記に 「此の 橫 山の 名は 古 
き pi へな り。 七 黨系圖 、橫 山黨ハ 祖從四 

位下 武藏 守隆泰 、其の 子 武藏權 守義隆 • 
始めて 橫山に 住して より、 子孫 橫山 氏を 
稱 し、 數代 此の 地を 傳頜せ しが、 橫山右 
馬 允 時 兼が 代に、 建曆 三年 五月、 和田亂 
に 討死し、 家絕 えけ るよ し、 東鏗に み ゆ。 
同書に橫山の庄を大膳大夫に賜ふと見 
ゆ、 時 兼が 所 頜沒收 の 地なる べし。 今の 
由 井 頜元橫 山村、 新橫 山村、 八 王子 橫山 
宿な どの 邊は 、すべて 往古は 橫 山と諕 し 


小 野 篁の 後 也と 云 ひ 「篁 (參議 ) 丨保衡 
(阿波 守〕 丨忠範 (出 羽 守) 丨義村 (二位 中 
將〕 丨忠時 (常 陸 介〕— 時 仲下總 守〕— 時 
季 (治 部大輔 、相 摸 介、 從四 下〕 丨隆泰 ( 一 
に 孝泰 、從四 下- 武藏 守〕 丨義隆 ( 武藏犓 
介、 一に 義 孝、 號 武藏大 夫、 始めて 橫山 1C 
住し、 橫山大 夫、 野大 夫と 號 す)— 資隆 (野 
別當 、一に 助 高、 或は 助 孝、 又資 孝、 號 
野 三別當 。八幡 殿 源 陸奧守 •長 元元 年 戊 
辰 十月、 相 摸國柳 下に 生れ 給 ふ 時、 資隆 
卿*御引目の役.に仕へ、鳴絃の役を兼ぬ、 
その外 鳴 絃 の 役 三人の 内、 一人は 常 陸 介 
爲範 、一人は 蒲 野 介廣隆 、一人は 宇都 宮 
記 三 郞是景 、守 刀 f 進む る 人 六 人の 内、 
一人 •秩 父權 守武恒 、一人 •出 雲 目 代 兼 次、 
一人 •相 摸介是 成、 一人 •馬 庄司淸 行、！ 

人 •伊藤 兵 衞尉眞 家、 一人 •駭河 判官 家 光 
と〕、 弟に 次耶 、時資 (猪 俣 介三耶 と號 
す、 武藏大 夫、 義隆の 三男)、 四郞 、五郎 
(陸 奥戰 討死)、 六 耶 C 遠 田野 入道 跡、 家 


光 (野次 大夫資 兼)、 七郞 、義兼 ( 橫山野 
八)、 良範 (九 耶〕 、阿閉 梨 (號 楊 下 君〕 等 
見 ゆ。 

一本には 莽孝の 弟 「時 資 •接 山 介 三 郎、 
猪 俣 元祖」 とし、 義 孝の 子には 「野 三 別 

當 安孝、 五耶 某、 野次 大夫 六郎家 光、 七 
耶某 、橫山 八 郎義 兼」 を 載せ、 七戰系 圃 
はこれ と 同校に して、 「孝泰 (從四 下、 武 
藏 守〕 丨義孝 ( 橫山大 夫、 武藏權 介、 始め 
て橫 山に 住す〕、 弟時資 (樓山 介 三)」 と 見 
ゆ 0 

3 武藏阈 造 族 說予 輩甞っ て卑說 あり。 
その 一節を 引用 せん i 山 猪 股兩蕻 は、 
小 野 系圖に 據る も、 七 锞系圖 ょり 云 ふ も、 
小 野 姓であって、 敏達 天皇の 皇子 春 日 親 
王の 後裔、 小 野 朝臣 ^ ょり 出づ となっ て 
居る。 小 野 氏を 春 日 皇子の 後裔と する の 
非なる は、 從來 蜃 々述べた 處 であって、 
今更 論ずる 迄 もない が、 茧の 後裔と する 
事 も 果して 事 實で あらぅ か。 之れ を說明 
する 前に、 樣山满 の！ g 莽孝 、猪 股媒 の祖 
時資の 父なる 孝泰 に 至る 系圖を 载せる と 
次の 如くで ある。 「莢— 保 衡—忠 範丨義 村 
—忠時 (常 陸 介〕— 時忡 (下總 介〕— 時季 
(相 摸 守)— 孝泰 (また 隆泰 また 隆義 とも 
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見える、 武藏 守)」 と。 

孝泰 の 長男が 義孝 (蕤隆) で、 武砝檷 介と 
なり、 始めて 橫山庄 に 住んで 檳山大 夫と 
も、 野大 夫と も 云つ た、 これが 橫山 潔の 
11 である 。その 弟 時資 は橫山 介三耶 と 云 
ひ、 その子 時範 •始めて 猪 股野 兵衞 尉と 
稱 した、 これが 猪 股 锞の祖 である。 橫山 
義隆の 子 資隆は 別當 、野 ニ郎と 註し、 又 
橫山 黨系圖 には 「县保 六 年 七月 二十 九日、 
別當 職に 補 せらる」 と 見え、 其の 子經兼 
は 「從五 下、 野大 夫、 康中五 年、. 賴義奥 
州 合戦に 功を 袖ん ず」 と 註し •其の 子隆 
兼は、 县秋記 永久 元年に、 愛甲 某を 殺し 
たと 記せる 橫山黨 某ら しい。 それで 大體 
孝泰の 時代 も 逆算 出来ょぅ、 卽 ち 此の 人 
は、 いくら 古い 人と しても、 長 保 年間の 
資隆の 祖父で、 康平 年間なる 經 兼の 曾祖 
父で、 而 して弘 仁 時代の 篁の 八 世の 孫 だ 
から、 平安 中期を 出 づる事 i 来ない の 
である。 然るに 之ょり 前、 橫山 蒸の 發祥 
した 多 摩 郡には、 旣に小 野 鄕も あり、 小 
野 神社 も ある。 從 つて 孝泰が 武藏 守と な 
リ 、始めて 此の 地に 來た爲 に、 小 野 氏が 
此の 地に 出来た とは 云へ ない と 思 ふ。 
橫山黨 の 致 祥地な る 多 磨の 橫山 は、 今の 
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八 王子 附近 c 地で、 古鄕 の當っ べき もの 
がない。古鄕我生時代には、 1 だ未開地 
が 多く、 人家 疎で あつたから であらぅ 0 
而 して 小 野鄕は 新 編 武蔵 風土記 以来、 府 
中邊と 政 定 されて 居る、 それは 式 內小野 
神社が 其の 地に あるから であるが、 なほ 
府中の西南、八王寺の朿南、即ちほ ^ 府 
中 八 王 寺を 底邊 とし、 南方に. 〇r かいた 三 
角 形の 一角に も、 小 野路 村が 殘存 して 居 
るから、 八 王 寺 即ち 昔の 横 山から 遠から 
ぬ 地に 小野鄕 が あったに 速 ひない。 而し 
て 式 內小野 神社を 府中 附近 本 宿 村の 小 野 
宮とせ ずして、 一宮 小 野 明 神に當 てると、 
小 野鄕は 其の邊 から ^ 幡鄕 G 泣 跡なる 高 
幡 村の 南方を 經 て、 八 王 寺、 即ち 橫山ま で 
が鄕 域であった のか も 知れない。 小 野 神 
社を一宮小野明神とする說は、式社考以 
來 、考 證 土 代、 神祗志 料 •待 選 神 名 牒、 
地名 辭窨の 採用す る處で 、本 宿 小 野営 說 
の新編武藏風土記、神社蔌錄、大日木史、 
地理 志 料に 對抗 して 居る。 而 して 此の 一 

宮の 名は、 確實 に旣に 東鏗治 承 五 年條に 
見えて 居る ので あるから、 たと へ 此の 社 
を 式內の 古社 小 野 神社なら ずと しても、 
早く 此の 神の 氏子なる 小 野 氏の 奉ずる 處 


$ 


mn ヤ V 


m n ヤマ 


となって、 此の 河南の 地に 勸 請§れ 、而 
して 更に 一族が 其の 西橫 山に 移って、 橫 
山 氏と なった と考 へても 無理とは 思. へな 
い。 そ •の 上、 此の 黨の 人が 古くから 野 別 
當と か、 野大 夫と か、 野 先生と か、 又は 
野三郞 、野 七郞な ど、 野の 字を 稱 して 居 
る 事な どを 併せ考 へたなら ば、 小 野 氏で 
ある 事 丈は 正しい と 見た 方が よい。 
しかし. て 小 野 神社は 式 内の 古社で あっ 
て、 殊に 元 慶八年 七月 十五 日には、 從五 
位 上から 正 五位 上に 登って 居る、 よって 
系 圖謂ふ 如く、 小 野隆義 が武藏 守と なっ 
て 此の 地に 来り、 其の 子義 孝が 橫山に 土 
著して 小 野 氏が 始めて 此の 地に 蔓っ たと 
は 云へ な：，。 隆義は 平安 中期 以上、 古い 
人とは 出來な いからで ある。 小 野 神社の 
存 する 事に より、 又 小 野鄕の ある 事に よ 
って、 小 野 氏の 此の 地に 移住した のは 極 
めて 古い 時代と せねば ならない ので あ 
る。 もし 神道 寄書 引寶 _ 三年 官符を 信據 
すべき ものと すれば、 此の 社は 天下 勝寶 
七歲に 官社 となって 居る ので あるから、 
創立は もっと 古い 時代であって、 小 野 篁 
より 遙か以 前の 事と せねば ならぬ。 

小 野は 鄕名 として、 叉 神社 名と して 名高 
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いば か 9 でな く、 御牧と して 國史に 現は 
れて 居る。 卽ち 日本 紀 略、 延喜 十七 年に 武 
藏小 野牧駒 三十 匹を 仁壽 殿に て天覽 にな 
って 以來 、天 曆八年 等に も 見えに 居る、 
しかるに 延喜 式、 武藏國 の 御牧には 其の 
名が なく、 多 摩 郡に 屬する 御牧と しては、 
由 比と 小川と が ある、 而 して 由 比 も 小川 
も、 紀略に ない 處を 見れば、 小 野 牧と云 
ふのは 此 等の 内、 孰れ かの 一っ か、 又は 
相 接近せ る此等 二者を 併せ 呼んだ ものら 
しい。 果して 然 らば、 小 野とは 鄕名 とし 
てょりは、 もっと 廣い 地域の 名稱 であっ 
たと' せねば ならぬ。 而 して 小は 接頭語に 
過ぎまい から、 小 野は 野原を 意味す る 丈 
の 地名ら しい。 しかく 考ふる 時は、 此の 
小 野なる 埔名は 此の邊 の廣莫 たる 原野を 
指した もので、 小 野と 云 ふ 氏族が 此の 地 
に來 たから 發 生した ものとは 云へ ない の 
である。 從 って 橫山黨 は 小 野 氏であった 
としても、 近 江の 小 野から 起った 春 日 氏 
族の 小 野 氏、 即ち 妹子や 堇を 出した 小 野 
氏と する 事が 出來な いので ある。 

延喜 式、 左 馬寮條 に據 ると、 牧場の 官職 
としては、 甲裴 、信 濃、 上野 等では 牧監 
を 置き、 武藏 のみには 別當が 置かれて あ 
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った。 それ 故、 橫山黨 系圖に 「資高 •長 
保 六 年 七月 二十 九日、 別 常 職に 補 せらる、 
仍 つて 橫 山野 別 當と號 す」 と ある 別 常 は* 
此の 御牧の 別當 であって、 野 別 常とは 小 
野牧の別當なるを意昧する事がわかるの 
である。 つまり 橫 III 氏は 畠 山重忠 の 家と 
同樣に 御牧の 別當 から 發 達したら しい 0 
かく 考 へて 來 ると、 益々 橫山 氏を 中央で 
榮えた 小 野 氏と する 事が 出來な いので あ 
る。 然 らば 何 氏から 出た か、 次に 其を 考 
へょぅ。 

小 野 神社は 此の 地 小 野 氏の 崇敬を 受けた 
神社に 違 ひない と 思 ふが、 此の 神社の 祭 
神は 考 證 以来、 多く 天押帶 日子 命と して 
居る。けれど、これは古事記や、岬氏錄 
が、 都の 小 野 氏を 孝昭 天皇の 皇子 天 押帶 
日子 命の 後裔と する 事から 推定した も 
ので、何も古い傳へがあつたのでない。 
しかるに 式 社考は 本社 祭神を 「武 藏阐造 
祖兄武 日命祖 神」 として 居る。 これは 前 
者の 如く、 社名ょり 妨りに 常て たものと 
思へ ぬから* 反つ て古傳 と考へ られ 、且 
つ 兄武 日は 兄 多毛 比で あらぅ が、 兄 多毛 
比として、菸事祀や高橋氏文の文に據ら 
ず、 兄武 日と喾 いた ^ は 反つ て c 然 らし 


く思はれる3兄武ロ、即ち兄多毛比は武 
藏 11 造 家の M である 3 此地の 小 野 氏が、 
此の 人を 祖神 として 祀 つたと すれば、 武 
藏國 造の 一族であった からでな からぅ 
か。 常 國 々造 S 1 族が 當郡 にも 多く 佶た 
事は、 中古 常 郡の 大領 たりし 大伴 直が 此 
.の 一族で あり、 又 刑 部 直の あるので わか 
る。 蓋し橫 山 斑は 當阈々 造の 一族に て、 
常 郡々 瓴な る大伴 直から 分れた 氏で、 小 
野鄕に 住みて 小 野を 稱 し-小 野 神社を 創 
立し、 而 して 又 小 野 御牧の 別當 として 橫 
山の地に /5 を定めたものであらら』と。 
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5 歷代 略譜 小 野 系 圖に據 る。 

一代 義隆 •前述す。 

ニ 代資隆 •同上。 

三代 經兼 •資隆 の 嫡子、 橫 山次郞 大 夫、 
從五位 下、 始 M ょり 十八 代。 八幡 殿 •奥 
州 貞任を 責め 給 ふ 時、 橫山 野次 大夫小 野 
經兼 •先陣を 承は y 畢んぬ 。彼の 貞任の 
首は、 經兼 •之を 承は 9、 親は 定兼小 六 
郞 •之を 請け 取る。 郎等 惟長 子 仰 太田懸 
返 之、 針 八寸 、貞任 自高矢 倉 之 上 開矣。 
冋射出矢而たつる所に、御方射入矢者、 
經 兼、 道 兼 C 經兼 甥〕、 忠兼 (猪 俣〕 三人 
也。 又 八幡 殿 •上野 阈多 胡四耶 別當 (大 
夫〕 高 經 、仰せに 從ひ 奉らざる に 依りて、 
見 玉 有 大夫廣 行 •討 手を 承は り、 舍弟有 
兰 別當を 代官と 爲 して、 四郎別 當を討 取 
り、 其の 首を 武藏國 足 立 郡 御 狩の 宿に 進 
む。 首は 經兼 •之を 承は り、 椚に返 (懸 
歟) さす。 後に 至リ 、彼の 木は 四郎 別當 
の柴 云々。 

四 代隆兼 •經 兼の 男、 撗 山野 大 夫、 從五 
位下、 十九 代。 六條 判官 殿御 代官 愛甲 內 
記平大 夫を 打つ に 依リ 、十七 ケ條 の 衾宣 
旨を 蒙 0、 而爲近 江 國伊加 磨菰 先生 守 未 
大將 軍、 以東 海道 十五 ケ國 武士楗 責 之、 


三年 之 間 追歸 、宣旨 御 使 十七 ヶ度 也。 然 
りと 雖、 秩父權 守 重 綱、 三 浦 平 太 郞爲 次、 
縑倉權五郎景政等に仰せ、責らる^間、 
京都に 參り 、咎な きの 由、 六條 判官 殿 蒙 妙 
之 仰、 給 白 弓 袋 愛甲 庄 云云。 

五代 時 重 • !! 兼の嫡 、橫 山權 守、 從 五位 
下、 粟飯原。 

六 代 時廣 •時 重の 男、. 橫山權 守、 從 五位 
下、 出 雲權 守。 右 大將家 •奥州 泰銜を 討 
取り、 其の 首を 時廣 •承りて 嫡子 時 兼を 
代官と 爲し 、郎等 惟 永 末 小、 比 企 七 太 廣 
網を して 之を 懸け、 以 つて 針 付に す、 針 
八寸。 

七 代 時 兼 •時廣 の 男、 橫山 右馬允。 右衞 
門督殿 •養 和 ニ 年 壬 寅 五月、 相 摸國縑 
倉 比 企 谷に 生れ 給 ふ 時、 御 引目 忮 •上 總 
介 廣恒 、弦 打饺 三人、 內 一人は 大 庭三郞 
平 太景義 、一人は 諸國 兵衞定 連、 御 守 刀. 
奉 人 七人內 、橫山 太郞時 兼、 一人 •畠 山 
次郞重 忠、 一 人 •梶原 平太景 時、 同源 太 
景季 、和 田 太 郎義 盛、 一人 •宇都 宮彌三 
郎朝 網、 一人 土 屋兵衞 尉 義淸。 

其の 他は 前後 各項 參 照" 

6 氏人 烏 羽 天皇 永久 元！- 三月 四日、 武 
藏人 橫山隆 兼' •愛甲 某を 殺す を以 つて、 


翁 陸、 相 摸、 上野、 下總 * 上總 の國 司に 
勅して、 其の 黨 二十 餘人を 討たし む (長 
秋 記には 橫山黨 と あリて 名な く、 愛甲 某 
は內 IE' 太郞と あり、 今系圖 に 據る 。大日 
本史〕 。次に 保 元 物語に C 武藏に は 云々， 
橫山惡 次、 悪五」 と载せ 、平家物語に 「橫 
山 云々」 と。 又 源平 盛衰 記に 橫 山太郞 時 
兼、 「橫 山黨に 彌太郎 と 云 ふ 者、 云々」 な 
ど 見 ゆ。 猶ほ武 藏條參 照。 

又 東鑑卷 五に 橫 山野 三、 九、 十、 十三、 十 
四、 十五に 橫山襁 守時廣 、十に 橫 山三郎 、 
二十に 橫山 太郞時 兼、 二十 一に 橫山 六耶、 

橫 山七耶 、橫 山九耶 、橫山 右馬允 時 兼、 
二十 一、 三十 四に 橫山 五耶 等 見 ゆ i 
又 太平 記卷 十に 「武 藏國の 住人 橫 山太郎 
重眞 J を 載せ、 又 河 村 系圖に 橫山 新大夫 
小 野 孝 兼 •見 ゆ。 

7 橫山 黨東鏗 、建 保 元年 五月 六日 和 田 
合戰に 討れ し橫 山人々。 橫山右 馬 文、 や 
ない (屋 井〕 の六郎 、平 山次耶 、同小 次 
郞 、あいはら (栗 飯 原) 大郞 、同小 次耶、 
同 藤 五郎、 たなの 兵衞 、たなの 大耶 、岡 
の次郎 、小山 大耶 、ち こんし (ち 》 ぅ；} 次 
郎 、同 太郞 、同 次耶 、同 五耶、 古 郡 左衞 
門、 同 五郎、 同 六耶 、同 おい (甥) 一人、 


同 弟 二人、 同次郎 、くぬ きた (們 田) の 大 
耶 * 同 次郞 、同 五郞 、同 三郎 ，同 五耶、 
同 又 五郎、 橫 山六耶 、同 七骼 、同 九郞、 
云々」 と。 

又 七 黧系圖 •小 野系圇 等に 「橫 山黨 •橫 
山、 樺 田 (椚 田、 擇田) 、海老 名、 藍 原、 
平 子、 野 部 (野 村)、 山畸 、嗚瀨 、古 郡、 
小 倉、 大 貫、 葛 生 C 菅生 )、 糟屋 、由 木、 
室 伏、 大 串、 千與 宇、 伊平 (惟平)、 樫 生 
(樫 原〕、 古市、 田屋 、八 國府 、山 ロ、 愛甲、 

小 子、 平 山 •石 川、 古澤、 小 野、 古庄、 
中 村、 田 名、 小澤 、小 俣、 (藤 田〕、 (續 3 、 
(山 崎〕 J を擧 C 。 

8 桓武 平氏 村 山 蒸 七 黨系圖 に 「山 ロ 六 
耶家浚 一^ 光 (橫山 五郎)」 と 見 ゆ。 

9 武藏前 各項 皆當國 の 士 也。 又 風土記 
稿-橘 榭郡條 に 「升形 山城は 上菅生 村の 
東に あり。 奪 登る こと 凡そ 二三 町 程に し 
て、 頂に 至れば 高 手な り、 眺望い とょし。 
永祿 十二 年、 武田信 支 •小 田 原へ 亂入の 
とき、 今の 名主 忠左衞 門が 先祖 橫山 式部 
少輔弘 成 •此 所に 壘を 築いて、* 條家の 
爲に 守れり と 云 ふ。 小 田 原 記を 按ずる に、 
信 主は 此の 時 平 間を 波って、 稍 毛 十六 鄕 
を 放火せ しこと 見 ゆ。 この邊 も、 かの 十 
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六 鄕の內 なる にや」 と。 

又 「上 营生村 橫山氏 "先祖は 式部 小輔弘 
成と 云 ふ、 弘成は 小 田 原 北條 家の 家人に 
て、 行方 彈正に 屬せ り。 永祿 十二 年、 武 
田 信 主 •此の 邊へ亂 入の 時、 田 島 兵 部 左 
衞門之 房、； g 林 圖書定 朝 等と 同じく 壘に 
こもりて 防戰 せし、, と* 諸 記録に 載る 所 
なり。 かのとき 楣 tl リ しは 村內 升形 山の 
城なる べし。 この 近鄕 に橫 山を 氏と する 
もの 若干 あり。 皆 忠左衞 門が 家ょり 別れ 
しもの なりと 云 ふ。 按ずる に、 下 菅生村 
本遠寺の過去帳に『六種院宗 11 日心大居 
士 、永 祿ニ己 未年 八月 二十 六日、 橫山式 
部少輔 八十歲 』 と あ®^、/ れ弘 成が 父な 
るに や。 今忠 左衞 門が 家 ® を尋ぬ るに 『桂 
淨日久 信士、 慶長八 年 九月 七日』 と ある 
もの 古しと 云 ふ。、； れは將 監と稱 せし も 
の \ 法諡なりともいへど、  その まことを 
しらず」 と。 又 「下 菅生 村橫山 氏。 先祖 
を 式部. 少 輔と稱 す。 小 田 原北條 家に 仕へ 
しもの な 5。 村 內本遠 寺の 堂を 再與せ し 
下菅生 村の 農民 橫山七 左衞門 も、 また 式 
部少輔を祖とすと云ふ。是等一家ょり出 
でし ものに や 詳なら ず 。今に 至る まで 十 
三代に 及ぶ といへ ども、 その 間の こと、 
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た ^ 本遠寺過去幀に姓名をしるすのみに 
て、 別に ® へ もな し。 今 子孫 別家せ る も 

.の村內にすべて五軒あり」と。又朐林村 
「接 山 氏も舊 家の ょしい ひ溥 ふれ ども、 其 
の 詳なる ことを しらず、 是も林 平が 所持 
せし如き古系圖を藏しマ、親る古き家な 
れど も、 外に 記錄な ければ 今ょり 考ふべ 
からず」 と。 

又總社 社家に 見え、 又淘宮 術の 元服 橫山 
三 之 助 興 孝は 同姓 三 五耶の 男に して、 丸 
三と 稱す 。源 姓な りと。 

10 上總 地理 志 料に 「日 在 城は 上總 介廣 
常が 子 姪の 所 居に して、 後世、 土岐氏 の 
臣橫山 照 元 •之を 戌る」 と。 

II 常 陸大 掾淸元 家臣に 橫山對 馬 一友 
(一武)あり、その男彌七耶一士ロ(一重> 
德川 家康に 仕へ 二百 二十 石を 賜 ふ。 藤 原 
姓と 云 ひ、 家紋 丸に 雪 根笹 、丸に 一文字 
也。 又那 珂郡柬 野 村 他 殿 神社 飼 官に在 リ 
て、 橫山 德貉は 勤王の 志士と して 知らる。 

12 兩毛 小山の 士大將 に 槿山 藤藏 あり、 
佐 竹 家臣 根 田經 浚に 討たる 0 乂德川 時代、 
安中 板 倉 藩 年寄に 見え、 又 桐 生の 俳人に 
橫山恒 庵 見 佐 あリ 0 

13 磐 城 岩代會 律の榮 族に して、 新 编 風 
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土記に「會津郡檑戶$'舘迹は橫 1!1 春信* 
住せり」 と 云 ひ、 「舊家 善 八 •此の 村の 名 
主にして、 山內氏 勝が 家臣 橫山帶 刀 某と 
云 ふ 者の 後裔な り」 と 見 ゅ。 帶 刀の 事は 
瀧 澤條參 照。 又 大沼郡 大鹽村 「舊 家長 右 
衞 門" 山內 家臣 橫山帶 刀 道 吉がニ 男 能 右 
衞門道信が八代の孫なり。道信。氏勝が 
時、 六十 里 越、 八十 里！ 一雨 ロを 固めし」 と 
云 ひ、 「八 木澤 村白幡 神社 神職 橫山左 仲。 
父を 大和 依 弟と 云 ふ、 寬政 中、 常 社の 神 
截と なる 一と。 

又 田 村-岩 瀨等に も存 し、 又 伊達 郡 森 山 
村 神明 宮社 人に 橫山備 前 •見 ゅ。 

14 陸 前文 治 五 年、 第一 項 氏は 當 國川內 
地方を 分 賜 さる。 

15 羽 前 東 田 川 郡 橫山邑 より 起る。 邑內 

に 大寶寺 屋形武 藤 家 支族の 別居せ し 邸 館 
あ 9。 沒落の 年代 詳なら ず (風土 略記) と 
云 ひ、 又 「橫 山城 主は 丸 岡より 移り、 押 
切 ^ 前 守と いふ、 天文 比の 人 か。 その後、 
藤 M より 橫 山を 攻め、 押切 備前に 代る、 
之" 橫山大 膳と いふ、 永 祿中 か。 天 正中、 
惡屋形 •大 膳を 殺し、 武藤 茂兵衞 •之に 代 
る」 (地 藏堂緣 起、 管 原氏舊 記、 平 藤氏 舊 
記、 羽 源 記、 安倍 氏筆餘 、地名 辭 書〕 と。 


16 加 實當國 に 橫山驛 あり、 關係 あるか" 
前 田家 重臣 橫山 氏は 第一 項 氏の 裔にし 
て、 橫山淸 三部 長隆 (半 喜〕 を祖 とす。 こ 
の 人前 田 利 長に 仕へ、 近 江 柳瀨に 戰 死す。 
その 男 因幡 長秀 、山城 守 長 知 C 三 郞 、大 
膳、武藏〕、：五右衞門長忠、左兵衛常隆 
の 四 人 •皆 利 長に 仕 ふ。 長 知 (法名 县英〕 ， 
最も 名 あり •その 男は 大膳康 支、 土 佐 守 
興 知、 式部 長 治、 內 記知淸 、大學 兼 知、 
主 膳宗知 ( 雅知 )、 雅樂長 堅 (隼 人豐 知) に 
して、 興 知の み 江府に 仕へ、 他は 前 田家 
臣也 。(第二 十五 項參 照)。 

系譜に 「野 內太郞 時 久—左 近時 盛— 太郞 
考時 (家 時〕 丨大膳 時 治— 權守時 安— 治 部 
時忠— 野 大夫兼 氏 C 山城〕— 右馬允 常時— 
左 衞門兼 宗丨三 郞左衞 門 時 直— 式部 兼 友 
丨野大 夫 時 永— 內記時 知— 七郎 太郞時 家 
丨 淸三郞 兼 長— 淸左衞 門 長 時— 三 郞大夫 
兼 康丨雅 樂頭兼 則 丨將監 時隆丨 淸三郞 長 
隆 (前 田 利 長臣〕 丨 一一 一部 (大 膳、 武藏) 長 
知 (山城 守)— 大膳康 支 C 三 郎丫左 衞門長 
重 •弟 主計 康次 J と あり。 家紋 三 柏 葉、 
黑餅に 右 萬 字、 丸に 右 萬 字、 重 ニ 萬 字。 
又 中興 系圖に I 檳山 •小 野、 本國相 摸、 紋 
三 柏、 雪笹 、萬 字、 參議篁 九代武 藏守義 


孝 •之を 稱 す」 と。 

氏人は 加實藩 給 帳に 「三 萬 石 (丸內 萬 字) 
內叫千 石與カ 知、 橫山遠 江 守。 ニ 千 五 百 
石 (同)、 內五 苗 石與カ 知、 橫 山大搭 。一 
萬 石 (角 內同 )、 人 持、 內ニ 千 石 與カ 知、 
千 石 同心 知、 橫山藏 人。 三千 五 丙 石 (三 
巴內 同〕 同， 內三百 石與カ 知、 橫山外 記。 
ニ 千 石 (萬 字)、 同、 內六百 石與カ 知、 橫山 
中務 。千 石 (蔭 丸內 同〕、 同、 橫山內 藏助ヮ 
八 百 石 (角內 同) 橫山義 門。 ニ 苗 石 (同〕 橫 
山 他十郞 "五百石 (蔭 丸內 M〕 橫 [II 牛右衞 
門。 三百 石 (萬 字 W 橫 山小右衞門。ニ哲石 
(丸內 萬 字〕 橫 山次邡 兵衞。 rr 石 (七 ^ 內 
萬 字〕 橫山 昌次郎 」 と 。又 武鑑に 橫山 1.11 城 
等 見 ゆ。 殊に 加 實騷勤 忠臣に 橫山藏 人、 
又橫山 政寬の 男圖聿 ：： 政 孝 C 小 五郎 > 多 門、 
藏人、說夫〕は致堂と號す。諸道に秀で、 
藩 政に 盡 す所大 也。 また 明治、 橫山隆 平 
は男爵を賜ふ、その男隆俊也、 

17 江戶 幕臣  前項 土 佐 守 興 知 (五千石〕 
の後にして、その弟內記知淸*嗣ぎ、其の 

男 「左 門 元 知 1 左門忠 知丨侨 豆 守淸萆 丨 
左 門 知 遠 丨內記 知 明」 にして、 家紋 黑餅 
に 右 萬 字、 丸に 右 萬 字、 重ニ禺 字“ 


橫山內 記 


その他、 各項に 多く、 又 橫山武 左 衞門正 
森は寬文 !'9 年御家人に加へらる。家紋丸 

に 厲 字、 桔梗。 

18 相摸臌 永の 頃、 當國 鄕士に 橫山大 膳 
ぁ リ、 小 栗條を 見ょ。 

19 源 姓 家紋 丸に 竪三 引、 丸に 三階 菱。. 

橫 山次耶 兵衞 正直 •江 府に仕 ふ。 

20 藤 原 姓 家紋 堅綸 違、 丸に 八鈕 花輪 違。 
橫 山九郞 左 衞門淸 照 •松 平氏に 仕 ふ。 一 
に塬 助に 作る。 その 男 源 助淸正 C I に 九 
左衞 01 源 助 正 勝 (家 康に仕 ふ、 ニ 百 石) 
— 甚左衞 門 正 次」 等、 寬政 系譜に 旯ゅ。 
21 平姓家紋丸に右萬字、粼。先祖五郎 
助淸範 •幕府 御 賄 方たり。 その 嗣傳 右衞 
門貞信 (實は 中 村 氏〕 也。 

22 菅原姓 家紋 梅 鉢橫山 太郎 兵衞正 利* 
江 府に仕 ふ。 同族に 丸に 右 萬 字を 家紋と 
する あり o 

23 遠 江山 名 (周 智) 郡の 名 族 也と。 

24 令 河 額 田 郡 柳 田 城 C 柳 田 村) は 松 平 親 
氏の 時代. 山內氏 •居住し、 後 鈴 木 氏， 
橫山五 郎右衞 門 (五郎 兵 衞ッ等 住す。 又 家 


康 家臣に 橫山源 助淸政 あり、 家紋 輪 違 也。 
その他 各項に 多し。 

25 美濃多藝郡直江(多藝村直江)の住 
人に 橫山 山城 守 長 知 あり、 長隆の 男に し 
て、 前 田家に 仕 ふ。 新撰 志に 「橫 山山 域 守 
長 知は、 こ >|の生れにして、前田家に仕 
ふ。 敷々 軍功 ありて、 終に 加賀の 國老と 
なる」 と。 第 十六 項を 見ょ。 又 岐阜 竹屋町 
の 人 橫山七 衞門等 見 ゆ。 又德川 時代、 加納 
、水 井 藩 家老、 添 役 等に 此の 氏 あり (武鑑)。 

26 佐々 木 氏族 近 江の 豪族、 高 島 氏の 族 
にして、 尊卑 分脈に 「佐々 木 信 網 丨高島 隱 
岐守高 信— 出 羽守賴 網— 河 內守賴 信 (橫 
山三郞 、從五 下、 左 門 尉)— 阿波 守賴有 
(同 五郎)」 と 載せ、 又 佐々 木系圖 に 「賴 
信 丨賴有 (橫山 五郎 左兵衞 尉)— 賴冬 (左 
衞門 尉)」 と 見え、 又 「高 信 丨泰信 丨泰氏 
丨師 網— 下坂 次郞左 衞門重 秀—豐 前 守 高 
重— 高 兼 (橫山 美 子〕」 と あり、 又 中興 系 
圖に 「橫山 •佐々 木定網 末、 高 島 高 信， の 
孫 賴網長 男 三 郞賴信 •之を 稱 す」 と。 

高 鳥 郡橫 山村より 起リ しにて、 同邑橫 山 
城 ft 橫山 下野 守 居城の 跡、 平 城 也'、、 の 人 
は 高 島 七 頭の 一人に して、 織 田 信 長の 爲 
に 亡 さる。 或は 日 ふ 此の 橫山 氏は 作 渡 守 


，高 長 也と。 又 興 地 志 略に r 武曾域 (武曾 
村)は橫山^*野守が诘城の跡なリ下野守 
は 佐々 木の 庶流、 高 島 七 頭の ー艮也 ▽佐 渡 
守 高 長と いへ るは、 此の 下野 守が ことに 
して、 武曾橫 山を 頜 す」 と。 

これょ C 前 •文 安 年中 御侨帳 に 「佐々 木 
橫山 」 を 載せ、 又 平 井系圖 等に 見え、 又 
淺井 三代 記、 京 梅 家臣に 橫山搐 部 頭 家 痊 
を擧 r o 

27 近 江 前項參 照。 又淺井 郡 (伊香 郡) に 
も橫山 庄ぁリ 、恧地 志 略に 「元 暦 元年、 
.源 賴朝 •、常 庄を園 城 寺に 寄附 Q こと、 寺 
門 記に 見えた リ。 所在 詳なら ず」 と。 又 
東鑑に 見 ゆ 0 

又 蒲 生 郡に も橫 山村 ぁリ て、 橫山喜 内は 
蒲 生家に 仕 ふ。 これょ U 前、 橫山 太耶左 
衛門 •應 仁の 初、 御 陣甲 货山の記に出づ 
とぞ 。喜內 は 氏鄕に 從ひ て、 奥州 鹽川城 
一茂 三千 石を 領し 、蒲 生 喜 内と 云へ り。 
後 蒲生備 中眞令 と 云 ひて、 石 田 三 成に 仕 
ふ。 その 男大膳 •共に 關ヶ 原に 死す。 

又 伊香 郡橫 山村に 槿山大 明 神 あり、 私考 
に f 橫山和 泉の 氏神、 神主 様 山 氏 (和 泉 
守と 別 系)」 と 載せ、 又當國 に 「丸に鈕か 
たばみ 一を 家紋と する あり。 


m n ヤマ 
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28 丹 波 人 旯系圖 に I 桑田 郡 云々、 高山 
.笹 山、 橫 山、 久 下、 永澤」 と 見 ゆ。 又當 
國天 田郡橫 山城 (福 智山〕 は 荒木 氏の 居城 
なりし が、 後 鹽見大 膳賴氏 •苒 築して 據 
. 9、 橫山大 膳と 稱す 。その 男 信 房は 波 多 
野 氏に 仕へ、 天芷 中、 明智 氏の 爲 落城。 
近江佐々太氏の族也と。又「大膳は永祿 
中隱 居、 功雲と 云 ひ、 堀 村兒の 段に 移る」 
と。又丹波志に「天田郡宗部 4-:> |、橫山香 
雲 •子孫 媸村 。江川に 住み、 橫山に 搔き 
上け の 城を 築き 住み、 橫山 殿と 云 ひ、 稱 
號に 改めたり と 云 ひ、 又 橫山姓 故に 地名 
を改 むと。 香 雲の 石碑は 水 落と 云 ふ 所に 
在り。 橫山大 膳 •明智 光秀の 爲 、落され、 
兄弟 五 人 あり。 三代 孫 右衞門 (以下 一門 
系圖あ.リ〕云々。本家又三1郎 分家 九 軒 
元鹽見 氏 也」 と 見 ゆ。  - 

29 河内 交野 郡片野 神社 2 大禰宜 家は 此 
の 氏 也。 又 ft 良 郡の 名 族に ありて、 寶永 
ニ 年、 新左衞 門は 橫 也 新田を 開く。 

30 和 泉 和 泉 郡に 橫山莊 あり、 もと 鄕に 
して、 行 基 年譜、 和 田系圖 裏書 文書 等に 
見え、 又狹衣 物語に 「和 泉の 橫 山」 と。 和 
田 系圖に 橫山福 善三郞 あ り、 此の 地の 人 
ならん。 その他、 次 項 及び 松 田， 參 照。 
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31 紀伊續 風土記、 那貿郡 粉 河 庄粉河 村 
橫山 淸次郞 條 に「家傳にいふ、其の祖を 
橫山 右京と いふ。 泉州橫 山に て、 五百石 
を頜 し、 其の 地に 住す。 其の後、 根 來寺 
に與 力し、 根 來沒 落の 時に、 野 上 八幡 山 
の戰 ひに" 掘 源 八と いふ ものを 討 取り、 
其の 身 も 傷を 蒙りて 死す d 其の 子を 次 部 
大夫 とい ふ、 當村に 來り 、世々 此の 地に 
住す」 と。 又新宮 社僧に 橫山 覺泉院 、橫 
山 良泉坊 等 あり。 

32 淡路 鎌倉時代、 第一 項 橫山時 兼は 當 
國の 守護た リ き。 

33 土 佐 當國土 佐 郡の 豪族に して 一條 國 
司に 屬 し、 後 元 親に 降る、 又 左 京 進へ 降 
る も あり。 氣良 城主 橫山 氏の 事は'  長 曾 
我 部條を 見ょ。 又 元 親の 若手 家老に 橫山 
九郞 兵衞 あり。 又 香 宗我部 家臣に 橫山喜 
太夫 •見え、 又 幕末、 安藝 郡 下山 村の 志 
土に 橫山英 吉正利 (安之助〕 あり、 從 五位 
を 贈らる G 

34 日向日向記に橫山宮內左衞門尉等見 
ゆ 0 

35 藤 原姓大 隅の 豪族に して、 橫 山久內 
忠篤覺 書に 「我等 先祖 事、 忠久公 •上方 
より 御 下向の 時分、 東條 安房と 申して、 


六 3 a 


氏は 藤 原 氏、 家の 字は 忠と云 ふ 字を 名乗 
る。 近衞 殿より 相 添へ られ -罷下 n 候。 
左 候うて、 橫 川を 領 して 罷り 在 リ、 其の 
後、 安房 事、 民部少 に 罷り 成リ 、日向の 

合戰に 木の 脇む つの 原に て、 戰死 仕り 候 
) & 0 

向の 島は 京 八幡 持に て •野 ロ 殿 •曖 られ 
候。 其の後、 御 家 御頜分 に罷肷 リ •右 民 
部 小 ノの嫡 子 安房を 向の 島え 召し 移され、 
則ち 橫 山を 名乗る。 左 候うて、 向の 島廿 
五社. の 座主を 仕り、 代々 相續 致し 候處， 
座主 橫山 大圓 房と 云 ふ 者、 一年、 御 家に 
神社 頜衆崇 リを なすと、 聞し 召し上げら 
れ 候うて、 惣べて 左 樣の衆 •御法度の 時 
分、 切腹 仰せ付けられ 候。 其の 孫 H 歳に 
罷リ犮 るを 御 助け 成され、 鹿兒岛 の內、 

當所 村への き 候うて、 罷洁り 候 迄、 二階 
堂 殿の 取む、、 に 罷リ成 9、 其の後、 山伏 
に 成り、 橫山 大眾坊 と 云 ふ。 我等 家より 
座主 仕り 候て、 叶は ざる 儀に 付、 鹿兒島 
よりかけ 候うて、 庚 主 相 勧 め 申し 候」 と。 
又 地理 基考に 「楔 島 長 門 城は I 名 1 1 ; 角 城 
とも云ふ。當島は、上古山城國男山八幡 
宮の封戶にて、野ロ氏.世々其の司たリ 
云々。後、釆地を橫山に賜. 0 其の子を 
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安房と 云 ふ。 忠久 •安房に 命じて 常 島の 
地頭 職と し、 橫 山城に 在り、 因って 榇山 
を家號とす4と。 

36 禰寢氏 族 一に 藤 •取 性 禰寢 氏の 族と 云 
ひ、 一に 平 判官 良宗 の 後と ぁリ 。大始 泉 
C 一 〇 八 四 頁〕、 肝 付、 禰痙 等の 條を旯 ょ。 
又烚 良>  窝 山 等の 條參 照。 

37 薩隅 以上 兩項參 照。 幕末、 鹿兒鳥 藩 
士橫山安容の奖子正太郎安武(實は森喜 
右衛門 有恕の 三男) •名 ぁり。 

38 高 月 氏族 肥 前の ■名 族に して、 藤 姓と 
云 ふ。 大村藩 等に 在り。 

39 整 前 宇佐 郡の 豪族に して、 元龜天 正 
の頃、樓山末實ぁり。 

40 安藝 通 志に 「高 宮郡關 山城、 東 殿 山 
は 並に 鈴 張 村に ぁり。 關 山は 天文の 頃、 
東 藤 山に 作る。 橫山民 部 •所 守と いふ」 
と見ぇ、又「鈴張村橫山氏。先祖橫山右 
馬 肋 苽- Iwi は 大內求 人た‘ り。 其の 裔 •數家 
に分る、滇品の受領狀を藏するの家ぁリ」 
と 0 

又 「廣岛 府播磨 庵町 草津屋 。祖 横山吉 右 
衞門は 佐 伯 郡 草 維 村に 居る。 其の 子 猪 兵 
衞 •出で X 今の 宅に 居る。 家 •初めは 酒 
造を 業と し、 後世々 陶器を 责 る、 今の 彥 


九耶 まで 十代」 丨と 。猶ほ 次. 項參 照。 

4! 淸和源 氏武田 氏族 安藝 沼田 郡 中 調子 
村の 此の 氏は 武 田元繁 の 弟 接 山 光重の 後 
にして、 姪 光和 •立つ て 後、 品 川、 內藤 
等に 讒せ られて 農と なると 云 ふ。 

42 備 後宮 氏 家臣に 橫山長 門、 同 河内 等 
見 ゆ。 

43 营原姓 美 作 國梶並 庄中谷 村の 名 族に 
して、 東 作 志に 「武男 山 八幡宮 社秄橫 山 
氏、 梶並庄 百廿ニ 社の 社務たり。 證文左 
に 擧 <* 。 神 名 (名は略す)右否廿ニ社は從 
前ょり 奉仕 社た るの 旨、 則ち 御 快 面に 之 
を 記され 候條 、社務 相違 あるべからざる 
者 也。 鈴 鹿 丹 波守隆 、鈴 鹿 下野 守 (在 江 
戶) 、鈴 鹿 筑前守 雄 橫山主 稅之介 殿」 と。 
又檳山 氏 略 系に 「藤 原 姓、 其の 素 •梶並 
氏に て、 营原 姓な りしを、 中古 吉野郡 五 
名村槿 山城 主 橫山 式部 大輔と 云 ふ 者 •來 
りて 家を 嗣ぎ 、姓氏を 革む と 云 ふ。 亦 皆 
木と pi， 日へ しこと も有リ 。橫山 式部 大輔景 
信 •康正 元年 乙 亥年 生、 天文 十 年 辛 丑年 
死、 八十 七 歳。 大藏 大輔常 盛、 左 近大夫 
峯 盛、 左 近 大夫家 盛、 宮大 夫秀盛 ( 改皆 
木)、 河 內守景 家 (復橫 山)、 主税介 景久、 
遠江守景隆(始め右衞門)、 |5 岐保民、左 


馬助景 敷、 右門最 包」 とこ 世代 C 內 • & 
隆は 豪活 才器 ありて、 公苯に 得たり。 聚 
敷は溫琢閑雅にして、阑學を好む(東作 

志〕。  . 

又 一に 「一品 式部 裯 六 ft の 孫平彔 経 •相 
州橫 山に 住し、 因って 氏と 爲す 。其の 子 
景 興ょり 三 佾時兼に至^建賡三年五月、 
和田義 盛に 與 し、 北 條莽 時を 討ち、 事 成 
ら ずして 長子 時 直と 共に戰 死し、 橫山城 
陷 る。 ニ 男 時 S： •幼な り、 通れて 諸 阔に 
潜 匿し、 後 英多郡 吉野庄 に 住し、 其の 子 
長景 の 孫景阈 に 至 リ、 赤松 則 村に ® し、 
王亊に勤む。後圆心*足利氏に應ずるも 
依然として、 南朝に 奉仕す。 長 S の 孫 S 
實に 至り、 嘉吉 三年、 勝 田 郡 梶並庄 に 移 
り、偶々八幡宮々司县基*歿して嗣なき 
に 依り、 景 贸 •其の 宮司と なる」 (名 間 集〕 
と傳 へらる 。第一 項を 誤 リし 也。 

44 美 作 前項 參照 。その他、 山 外野 安 屯 
系譜に 「安朿 多 兵衞 (接 山甚 冇衞 門、 大 
原 村 五郎 左衞門 親 也〕」 を 載せ、 又 勝 南 郡 
吉村社 人に 橫山藏 人、 吉野郡 吉 野庄王 子 
權現社人に橫山常陸、英田郡僧垛莊八幡 
宮社人に橫山常陸、父眞庭郡美甘村の名 
族にぁりて、瓜生原橫手城卞橫山氏の裔 


ョ コャ マ 


ヨ n ヤマ 


m n ヤマ 


S 
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かと 云 ふ。 

45 雜载 その他、 田 中 本 多 藩 用人、 山中 
大久藩 重 HT 尼 崎 松 平 藩 用人 等に 見え ( 武 
鑑〕、又森家重臣に橫山刑部左衞門(ニ千 
七 百 石)、 ォホ ツカ 條參 照。 又 田 中 藩 知 
行 割 帳に 「百 石 •橫 山林 右衞 門」、 秀康鄕 
給 帳に 「六 百 石 御使番 橫山彌 三左衞 門」 等 
見 ゆ。 

又江戶 の！ ^ 者に 橫山 一郎 樵 (幕臣 尊 明の 
男) あり、 儋 人と 號 す。 又 國學 者に 橫山 
當 永、 岩淸水 社々 家 ( 從官〕 に 見え、 又 橫 
山 平 馬の 女み ちは 歌を 好く し、 月 屋桂子 
と號 す。 その 義子 保 三 由 淸は國 史國學 に 
通じ、 著書 多し。 

又京都の«家に橫山一章(舜朗〕あり、華 
山と 號 す。 又 本草 家に 橫山 潤、 肥 前 島 原 
の學 者に 橫 山德溪 (正 邵〕 、洋畫 家に 橫山 
文 六 (松 三 郞) 、其の 祖は 奥州 南部の 人、 
寬 文中 千島 擇捉に 移る と。 ■その他、 越後、 
陸 前、 陸 中 •相 摸、 三 河、 美 濃 •信 濃、 攝 
津 、備前 等に 多く、 又 周 防 山 ロの 人橫山 

好 子は 明治時代に 名 あり。 

橫 m コヤリ堀尾山城守給帳に「百五 
十 石 橫遣忠 三 郞」 を载 す。 

撗度  mn ワタリ  m n ト條を 見よ。 


橫渡  mn ワタ y 越後 等に 存 す、 ョコド 

條參 照。 

余 社 m サ次條 を 見ょ。 

與謝 ヨサ 丹 後國に 與謝郡 ありて、 和名 
抄に與 佐と 註す。 雄略紀 二十 ニ 年 七月 條に 
丹 波 國餘社 郡、 顯宗祀 に 余 社 郡、 但馬阈 正 
稅帳には與射郡に作る。又元亨釋書に\「如 
意 尼は 天 長 帝の 次 犯、 丹 州 余 佐 鄕の人 也」 

と、 寬知 集に 與佐郡 與謝村 •見 ゆ。 與謝氏 
は 此の 地ょ n 起り しか、 日用 重寶記 等に 見 

ゆ。 又 俳人 與謝蕪 村は 本名 谷 ロ 寅、 攝津東 成 
郡 毛 馬 村の 人 也、 谷 ロ條參 照。 

與祥  m サカ 和名抄 •越 前 國敦買 郡に 與 
祥鄕 を收 む。 

與澤 ヨ サハ 常 陸に 此の 地名 あり。 

依羅  m サミ 次條 氏に 同じ。 

依 網 m サミ 前後 敷 條參 照。 

1 依 網 屯 倉阿弭 古丹 波 氏の 族 也" 依 網 
は 一に 依羅に 作り、 又單に 網、 又は 羅と 
も 記 载せリ 。依 網 屯 倉とは 依 彌に 在りし 
皇室 御領に して、 其 地は 攝河泉 三 州に 跨 
る (吉田 吏 伍 先生 說 )。 卽攝 律國住 吉郡に 
大羅_ あリ て、 和名 抄に於 保與佐 美と 註 
し、 又 河 內國丹 比 郡に 依羅鄕 あり、 それ 
より 和 泉 國大烏 郡 ' 2 日 V し 屯 倉頜の 地 1C - 


して、 此の 氏は 其の 屯 倉の 首長たり し 氏 
也。 氏人は 早く 仁德祀 四十 三年 條に 「依 
緻屯倉 阿弭古 •異 烏を 捕へ て 天皇に 献 ず」 
と 見 ゆるを 以 つて、 此の 屯 倉の 創匮は 其 
れ以 前な りしを 知るべし。 蓋し崇 神祀六 
十二 年 冬 十月 條に 「依 網 池を 造る X 今朿 
成 郡 依羅 村に 存す〕 と あるを 以つ て、 其 
の頃の創匮ならんか。古琪記には、仁德 
段に 「又 丸邇 池、 依羅池 を 作る」 と 見 ゆ。 
池を 堀り、 新田を 開墾して 屯 倉を 匿 かれ 
し 也。 下って 皇栎祀 - 元年 五月 條に 「河 
內國 侬羅屯 倉 前に 於いて、 翹岐 等を 召し、 
射獵 を觀 せし む」 と。 この 屯 倉官舍 は 丹 比 
郡 三 宅鄕の 地に して、 田邑鄕 は 田 部の 住 
居せ し 地なる べし。 此の 氏は 後に 依羅阿 
毘古 、又は 我 孫と 载せ たり。 

2 依 羅阿毘 古丹 波 氏の 族に して、 前項 
氏に 同じ。 古事記、 開化 段に 「鹿： 豐波豆 
羅和氣 王は、 道守臣 、忍 海 部 造、 御名 部 
造*稻羽忍海部、丹波之竹野別、依羅之 
阿 毘古 、等が M 也」 と ある 後に して、 神 
功紀に 依 網吾彥 男垂見 あり。 播政 前記に 
「神， 誨給ふ 事 ありて 宣 はく、 和 魂は 王 身 
に服して、袤命を守り、驼魂は先鋒と爲 
りて、師沿を導かむと。即ち神敎をけて、 


拜禮し 給 • 0 因りて 依 網吾彥 男垂 見を 以 
つて、 祭神 主と 爲 す」 と 見 ゆ。 これょり 
子孫*住吉神社に奉仕す。下って天平十 
八 年 九 H 祀に 「依 羅我孫 忍 麻 呂」 あり。 
天平勝寶ニ年に至リ、宿禰姓を賜ふ。攝 

津住吉 郡に 住めり。 . 

3 依 羅造 こは 物 部 氏の 族に して、 依羅 
物 部 Q 伴 造 か、 或は 依羅屯 倉 職 負の 後な 
るべ し。 神 護 景雲 元年紀 に 「五 苗世 麻 呂、 
里上等に依羅連姓を賜ふ」と。河內國志 

祀 郡、 丹 比 郡 等の 氏 也。 

4 依羅連 河内 阈侬羅 の 地に ありし 豪族 
なり。 雄 略 朝， の 顷 、依 羅連 柴垣 あり。 

5 物 部 流の 依羅連 前項 氏を 冒せる 也。 
天孫 本祀に 「( 饒速 n 命 十一 舟 孫〕 物 部 布 
都久留 連 公。 此の 連 公は、 大長谷 (雄 略〕 
朝の 御世、 大連 と爲 り、 依羅連 柴垣の 女 
太姬を 妻と 爲 して 一兒を 生む」 と 見え、 
次に 其の 子 「物 部 多 波 連 公は 依羅連 等の 
祖」 と あり。 卽ち多 波が 母 姓を 冒せる を 
知るべし。 其の 他、 柄 ほ 饒速ロ 命 「十三 

侍の孫物部吳足尼連公は、侬羅連等の祖」 
と 見 ゆ。 吳足 尼は 布 都 久留の 孫に 當 る、 
或は 多 波の 子な らん か。 

JH 倉 院神諫 设雲 元年 正月 文进に 「大初 位 


彐 サミ 


下 依 羅連國 堅 (左 京人)」 など あるは 此の 
後に してノ 姓氏 錄は左 京 神 別に 「依 羅 連。 
饒速日命十ニ世の孫懐大連の後也」と.0 
懷とは 前述の 布 都 久留に 同じ。 また 右京 
神 別に 「依羅 連" 同 神 十 ft 伊 己 布 都 大連 
の 後 也」 など 載せたり。 

6 造 流の 依 羅連 第三 項 依羅 造の 後に し 
て、 神 護 景雲 元年 七月 紀に 「河内 _志紀 
郡人從六位±依羅造五百伢麻呂、丹比郡 
人從六位下依羅造里上等、十一人に依羅 
連を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

7 ?T 濟 族の 依羅連 姓氏 錄 、河内 諸 蕃に 
「依 羅 連' 連 字な き 本 多し、 考證 木には あ 
り。 なき 方ょ かるべし) 0百濟_ 人素禰 志 
夜庥美 乃 君の 後 也」 と 載せたり。 

8 物 部 依 網 連 物 部 氏族、 第五 項 依 網 連 
に 同じ 天平 四年紀 に 人 會あリ 、朝臣 姓を 
賜 ふ。 姓氏 錄 、河内 神 別に 收め、 「物 部 依 
羅 連。 神饒速 日 命の 後 也」 と载 せたり。 

9 依 羅宿禰 侬羅我 孫の 後に して、 天平 
. 將寶ニ 年 八月 紀に 「攝津 一: 住吉郡 外從五 

位下 依 羅我孫 忍麻呂 等の 五 人に、 依羅宿 
彌の 姓を 賜 ふ」 と あ yo 姓氏 錄は 攝津皇 
別に 載せ、 「依 羅宿禰 、日 下部 宿 禰と同 
M 、 彥坐 命の 後 也。 續 H 木紀と 合す」 と 


ヨサミ 


あり 0 

10 依羅靭 臣物部 氏の 族に して* 次の 氏 
に 同じ。 拾 芥抄に 見 ゆ 0 
11 物 部 依 羅軔臣 物 部 依羅 連の 後に し 
て、 天平 四 年 五月 紀に 「正 六 tt r 物 部 依 
羅 連人會 に、 朝臣 姓を 胳 ふ」 と 載せた yo 
12 丹 後 當國與 謝の 郡 名は m サ、、 > と關係 
あるかと 云 ひ、 又 第二 項 引用 古事記に 建 
甥波 ¥ 羅和氣王の後裔.侬網の阿觅古と 
あるは 竹 野 抓 網 野鄕 と關聯 する 處ある .へ 
しと。 同族 多ければ 也。 

13 越前侬 羅部の 倚 か。 天平 神 ^ ニ 年の 
阔司解 に I 野 田 鄕戶主 依 羅虫麻 SJ なる 
•者 見 ゆ。  \ . 
14 , 雜載 その他、 以下 敬 條を 見よ。 

網 m サミ 前條參 .照。 

1 大網公 毛野氏の族也」ォホョサミ條 
を旯 よ。 

2 大神大 網 造 三輪 氏の 族 也。 ォホ m サ 
ミ條を 見よ。 

依 網 田 部 ョ サミ ノタべ  ■部の 一に 
して、依網屯倉に使役せし品部也。河内阈 
丹 比 郡に 田邑鄉 あ P。 田 部の 住みし 地なる 
.へし。 

依 羅田部  m サミ ノタべ 前 婼氏に 同じ 0 


m サミ —— m サミ ノ 忘宕 
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m サミ / — ョサ ミへ 


〇 依 羅田部 連 物 部 氏の 族に して、 依 網 
屯 倉に 使役せ し 田 部の 伴 造 家 也。 天孫 本 
紀に 「饒速 日 命 十四 世 孫 物 部 倭 古 連 公は、 
依 羅田部 連 等の祖 」 と 見 ゆ。 

網津守 ヨ サミ / ツモ リ津 守條參 照。 

〇 網 津守連 尾 張 氏の 族に して、 姓氏 錄、 
和 泉 神 別に 「網津 守 連。 同上 (天 香 山 命 
の 後 也)」 と载せ たり。 

依 網 屯 倉 m サミ / ミヤ ケ 依 網條に 併 

せ 云へ り。 

依 羅物忌 ョ サミ ノモノ イミ 攝 津住吉 

神社の 神 奴、 視の 後に して、 天平 勝 寳ニ年 
八月 紀に 「神 奴 意支奈 、視 長月 等 五十 三人 
に、 依 羅物忌 の 姓を 賜 ふ」 と あるょり 出づ。 
住吉 、神 奴、 物 思、 祝 等の 條參 照。 

網 部 m サミべ アミべ ョ サミ 以 T 各條 
參照。 3 サミの地にありし品部なれど、他 
國に 移リ しも 多し。 猶ほ アビ コ條參 照 0 
1 河内 和名 抄 、丹 比 郡に 依羅 鄕を收 め 
て與佐 美と 註す。 攝津住 吉郡大 依 羅の分 
翻 かと 云 ふ。 

2 攝津  m サミ、 ォホョ サミ 等條參 照。 
3 和 泉 こは 依 網の 地に ありし 物 部 か 0 
姓氏錄、和泉神別に「網部。同上(伊香 
我 色 雄 命の 後)」 と 見 ゆ。 


ヨサ $ へ ヨシ 

4 三 河 和名 抄 、碧 海 郡に 依網鄕 を 取め 
て與佐 美と 註す。 高山 寺 本には 依納に 作 
る 0 

5 丹 後 ョ サミ 條參 照。 

6 上 網 部 拾 芥抄 等に 見る。 

7 雜载 その他、 武藏 等に 存 すとぞ 。 

依 網 部 ョ サミべ 同上。 

依羅部 ヨ サミべ 同上。 

網戶  m サミべ 同上。 又 野 田 文書に 網戶 
宮內 大輔な る 人 •見 ゆ。 

網 部 物 部 m サミべ / モ / / ベ 和泉國 

依 網の 地に ありし 物 部に して、 姓氏 錄 、和 
和皇 別に 「網 C1 本には 納 、或は 細に 作る) 
部 物 部。 同上 (布 留宿禰 と 同祖〕、 日本 紀に 
漏る」 と载 せたり。 布留 流の 物 部 氏に て、 
春 日 氏の 族 也。 

與一 一一 ヨ サン 十三 男の 意に して、 源平 盛 
衰記に 「舆 三兵衞 尉重景 、石 童 丸と 云 ふ 童 
船に 心得た る 者と て、 云々」 と。 

0 ヨシ ゼン 

1 漢族天應元年紀に、この氏ょり吉水 
連を 賜 ふ 事を 載せた yo 
2 善宿彌 拾芥抄 、姓氏 錄抄に あり。 ョ 
シミと動ずべきか。 

3 三 善 姓 ゼソ條 に 詳か 也。 


ヨシ —— ヨシイ S 六 八 


良 ヨシ  マコト 山城 •に 良 峰 あり 0 
丨良臣 政事 要略に 「和 泉國 司良臣 gs 田 
麻呂」見ゆ、淳和朝の人也。其の他、拾 
芥抄 、姓氏 錄抄 にも 此の 氏を 載せたり。 
2 良 朝臣 拾 芥抄に 見 ゆ。 前項 氏の 後 也。 
3 無 尸の 良 氏良臣 、良 朝臣 等の 後 也。 

與次  m ジ 餘次 •余 次 等に 作る、 もと 十 
ニ 男の 意より 起る。 

士ロ  ヨシ  キチ 條を 見よ。 

能 ヨシ  ノウ 條を旯 よ。 又宗像 社に 能大 
夫' あ リ。. 

善縣 ヨシアガタ美濃の豪族にして、嘉 
祥ニ年 祀に 「美 濃 一方 縣郡前 權大頜 外 正 八 
位下 善 縣貞繼 に、 姓を 善根 連と 賜 ふ」 と 見 
ゆ。 美 濃 阈造族 か。' 

吉荒 ヨシ アレ 武藏 等に 存す。 

士ロ井 ヨシ 4 和名 抄 、，伊豫 阈久来 郡に 吉 
井 鄕を收 めて、 與之 爲と訓 じ、 又攝涕 に吉 
井庄 、その他、 和 泉、 上野、 越後、 佐 渡， 
備前 、備 中、 筑 前- 筑後 等に 此の 地名 存 す。 
1 吉井連 新羅 族に して、 上野 國多胡 郡 
吉 井邑より 起リ 、天平 神 護 ニ 年 五月紀 に 
「上野 國に 在る 新羅 人 子 午 足 等 一 百 九十 
三人に、 姓を 吉井 連と 賜 ふ」 と 載せ、 上 
野阈志 •多 胡 郡吉井 壘條に 一， 續 日本紀 に 


日 ふ、 天平 神 護 四 年 五月 壬 戌、 上野 阈新 
羅人子 午 足 等 一 百 九十 三人に 姓を 吉井連 
と 賜 ふと o 依 リて以 つて 考ふ るに、 和名 
抄に所謂俘0也。而して新羅虜を匱く所 
か。 壘は 其の 始封の 人が 據リし 地 か」 と。 
信じ 難し。 俘囚は 蝦夷の 俘 也。 なほ 羊、 
多 胡、 伊香保 等の 條參 照。 

2 吉井宿 彌高瓸 族に して、 寶龜八 年 四 
月紀に「正八位下日置造飯麻呂等ニ人に 
姓を 吉井宿 踊と 賜 ふ」 と 載せ、 姓氏 錄、 
大和諸蕃に「吉井宿彌。日置造と同龃、 

伊利 湏使主 (男 麻 a 臣〕 の 後 也」 と 載せた 
50 

3 大和 直 姓 大和 國の名 族に して、 大倭 
神社の 社 司 也。 社 司 吉井正 信 家系に 「大 
和直義 連の ニ 男 云々」 と、 ヤマト 、市礒 

等條參 照。 又 多 田 氏の 目 代 西 室 氏は、 後 
に吉井 氏と 云 ふ、 II シム D 條を 見ょ。 

4 六 波羅 太平 記卷 九に 吉井 彥三郞 、同 
四耶等 見 ゆ-近、 江 番場に 死し、 蓮華 寺 過 
去 帳に 「吉 井彥三 耶忠 連、 同 四耶 忠信」 
と 載せたり 。第 十六 項の 族 人 か 0 
5 河内 幕末、 大ケ塚 村の 人に 吉井 一耶 
あり、 後に 長 野 氏を 稱す 、天誅 組 志士の 
一人也。 


6 神 奴 連 姓攝津 國 武庫 郡 西 京 神社の 舊 
神職に して、 藤 原 鎌足 九 代の 後胤、 藤 原 
千晴の 三男 神 奴 連 信 良を 祖 とす。 門內浦 
泉淨 かりし 故、 吉 井と 謂 ふ。 安和 ニ 年 丨 
攝 津西宜 に 蟄居す。 後廣田 八幡 南宮 八幡 

姪 兒大明 神 01 社兼帶 社務と なる。 其の 子 
良繼 也。 現代 良鄕は 五十一 代に 當 ると 云 
ふ 0 

7 和 泉 和 泉郡吉 井村ょり 起る。 東鏗に 
吉井鄕 •見え、 建武 年中、 尊 氏の 旗下に 
吉井大 膳亮 あり。 其の 後裔 •吉 井五郞 九 
郞は信 長に 仕 ふ。 大烏郡 綾井の 城主 也。 

8 阿波 當國の 豪族に して、 故城 記、 那 
西 郡 分に 收 む。 細 川 家臣に して、 吉井左 
兵衞大 夫行康 (左衞 門〕 は、 一宮、 伊澤 • 
多 田 等と 共に、 三 好 長 治を 誅 す。 細 川、 
三 好、 一宮、 伊澤、 日和 佐 等の 條參 照。 

9 菊 池 氏族 伊豫 國吉 井鄕 ょり 起る。 菊 
池武 重の 後 也と 云 ふ。 

10 . 土 佐 本山 家の 重臣に して •本山 將監 
の 家老 吉井 氏は、 賣生 野の 谷 ロを 守りし 
が、 長 曾 我 部 氏に 討たれて 降る。 モトャ 
マ 條を 見よ。 

11 筑 後生 葉 郡吉 井邑より 起る。 東鑑卷 
三十 六、 寬元ニ 年 六月 十六 日條に 「筑後 


御家人 吉井四 耶長廣 •矢 部十郎 直 澄と 筑 
後阈生葉庄得安名、厣敷田 ^ 事を相論す」 
と •矢 部條嗲 照。 

12 筑前肥 前怡土 郡吉 井邑ょり 起る。 南 
* 朝の顷 は 武家 方の 將な りしが 如く、 そ 
の後の事、缜西要略、革記略等に見ゅ0 
「元趦 ニ 年 正月、 吉井左 京 •钯 前 阈岸岳 城 
主 草 野四耶 種 吉 と、 領地の 堺を爭 論し、 
度々 將に 合戰に 及ばん とす。 草 野四耶 は 
元 原 田 了榮の 三男 也。 草 野中 務永久 の 交 
子と なりて 家を m co 玆に 因り、 了 榮 • 
深 江 豐前 守を 以 って 和睦を 勸む と雖 •草 
野 •更に 承引せ ず、 剌へ鹿 家 峠を越え て、 
吉井 、深 江、 兩 人の 城下を 境き 拂 ふ。 小 
勢た るに ょり、 使を、 小金 丸-波 多 江 等 
に 遣は して、 加勢を 乞 ふ。 小金 丸、 波 多 江、 
同 十五 日の 暮 方、 由 井重留 等と 吉井濱 に 
出張す るの 塔、 草 野 方 •利な くして 引退 
く。 之に 因って、 吉井 、深 江 も 亦 居城に 
引 人る。 小金 丸、 波 多 江 等 此の 由を 聞き、 
夜 明を 待ちて 引退かん と 欲し、 先づ 野陴 
を 取る、 云々。 

寅 刻 許リ 、草 野 勢 •押 寄せて 興を 作る 0 
小金 丸 等 •備を 押出し、 敵陣を 候 ふに、 
只 四 五 百 人 •一 送に 在り 0 敵の 小勢た る 


ヨシ -f 


ヨシイ 


ヨシイ 


六 3 九 


ヨシイ 


を 見、 小金 丸、 波 多 江 等、 深く 入って 攻 
め戰 ふの 處 、草 野の 伏兵 六 百餘 人、 青木、 
大村 等の 兵と、 一度に 起り、 小金 丸、 波 
多 江 等の 後を 包んで 責め 戰ふ 。身方 大狼 
狽 して、 重 留六郎 、波 多 江上 總介鎭 種、 
同 次郞 .、岩 熊 河内、 吉田又 五郎、 德丸勘 
左衞 門、 ■鬼 木次郞 八 等の 三十 九 人 •一時 
に 戰 死す。 深 江 r 吉井等 •鐵炮 の 音を 聞 
き、一騎齪に龊け來りカを盡して攻め戰 
ふ。 草 野、 大村已 下、 二度の 合戰 に於い 
て 打 質け て、 草 野を 指して、 將に引 入ら 
ん とする 處を 追討ち して、 討ち取る 首 百 
許り、 鹿家岭 に 切り 掛けて 歸陣 す。 原 
田 •之を 聞き、 雙 方を 鎭 めんと 欲し、 高 
祖 ょり 打って出 づ 。此の 時、 兩陣已 に 引 
退く の 由を 聞き、 加 布 里 城に 滯留 す。 重 
留 、波 多江已 下の 士、 吉井濱 にて 戰死の 
骸骨を、 其の 所々 に 送リ 、而 して 將に草 
野吉 井の 和睦を 爲 さんと す」 と。 その 
他は 原 田、 草 野 等條參 照。 又 怡土郡 白山 
宮 御幸の 連名に 「吉井 支蕃 允、 同 蔵人 允」 
等 見 ゆ。 

13 薩隅 南隅 系圖に r 吉井氏 系圖 略、 藤 
原 姓、 家讓 字は 淸 、定紋は 輪內 一蝶 形。 
初代 牟右衞 門— 掃 部 兵 衞—淸 信丨淸 兼— 


ヨシイ 


淸親 丨淸祗 」 と。 又 鹿兒島 藩士 吉井 幸輔 
友實 は、 幕末 明治 功多く 賞 千 石を 賜 ひ、 
伯爵に 列せ らる其 嗣子は 幸 藏其子 勇 也。 

14 安藝 藝藩通 志、 廣島府 故 家條に 「猿 
樂町鞘 師吉井 氏。 先祖 羽 仁 五郎 衞門は 毛 
利 家人な りしが* 浪人して 府下に 住し、 
磨 刀を 以つて 業と し、 本 阿 彌と稱 す。 子 
太郞 右衞門 •備 前の 吉 井村に 住き、 善く 
刀 鞘を 製す。 毋に吉 井 鞘と 稱す 。遂に 吉 
井を 以 つて 家號 とす」 と。 羽 仁條參 照。 

15 備前上 道 郡吉 井邑ょり 起る。 備 前古 
刀の 内に 吉井 鍛冶 あり、 爲 則の 作に r 吉 
井 住、 正 和 三年」 の銘 あり。 其の 子景則 
は 「吉井 住、 貞和五 年」 と銘 し、 其の 子 
弟 一流に 數 多の 名匠 ありと ぞ。 

16 利 仁 流 藤 原 姓 後藤 氏の 族に して、 秀 
鄕流 後藤 系圖 に 「左 衞門尉 基 淸—前 佐 渡 
守 基 綱 (關東 評定 衆〕 — ニ郎左 衞門尉 基 親 
丨六郎 基秀 C 號吉 井)」 と あるょり 出づ。 

17 源 姓 家紋 丸に い 文字 巴 •丸に 三 星。 
吉井左 五 右 衞門定 次は 櫻 田 館に 仕へ、 そ 
の 男定元 •御家人と なる。 又 中興 系圖に 
此の 氏を 源氏に 收む。 

18 藤 原 北 家 攝家流 鷹 司、 及び 松 平條を 
見よ。 幕末、 左 兵衞督 信任の 養子 左兵衞 


ヨシイ —— ヨシイへ  袞岂 


督信發 (侍 從 、實は 津 山 松 平 越後 守 # 孝 
弟、 哲丸 、和 之 助) は 明治維新 後- 吉井 
氏に改む。その嗣信謹、その嗣信贺也，、 
上野 吉井藩 一 萬 石 (明治 ニ 千 百 六十 石〕、 
現今 子爵 U 

19 雜载 秀康卿 給 帳に 「二百 石 由 井 五郎 
右衞門 J を 載せ ►又 堀 尾 山城 守 蛤 帳に 「百 
四十 石 •吉井 仙太耶 J、 津山 分限 帳に 【四 
石 三人 扶持 •吉井 兵 佐」 等 見 ゆ。 

' 又但馬 朝来 郡 梁瀨邑 の 人 吉井義 之は 幕末 
動 王の 士に して、 生 野の 義擧に 加は り、 
後長 州に 逃れ、 功多し、 贈 正 五位。 又 鯖 
江 藩に 吉 井叔藏 ，東 作 志に 吉井金 介、 信 
濃、 武藏 、攝 律、 山城、 周 防、 長 門 等に 
存 す。 

吉居 ヨシ 4 前條參 照。 結 城戰場 物語に 
結 城方吉 M- 氏 見 ゆ。 

義井 ヨシ 4 吉 井と 通ず。 

芳井 ヨシ ヰ 同上- 武藏に 在り。 

好 井 ヨシ 4 同上。 伊勢、 志 摩、 武藏等 

に 存 す。 

士ロ池 ヨシイ ケ信濃 、武藏 等に 存 す。 

吉 井田 ヨ シキ ダ 山城 革 島 家臣に 吉 井田 
長 助 •見 ゆ。 

義家 ヨシイへ 信 濃 等に 存 す。 


士ロ家 ヨシイへ 武藏 、信濟 等に 存 す。 

吉植 3 シウ N 武藏 等に 存 す。 

士ロ內 ヨシ ウチ キチ ナィ 條を 見ょ。 

士ロ浦 ヨシ ウラ 安房、 痤後 、安藝 等に 此 
の 地名 あり C 

1 赤松 氏族 上 月 系圖に 「左 近將 監滿秀 
1( 本 田) 右衞 門佐秀 盛 丨八郞 左 衞門尉 信 
氏 (氏を 吉浦 と改む J 丨 信 貞 (幸 左衞門 
尉)」 と 載す、 カウ グ キ條參 照- 
2雜載攝津、武藏等にも存す。 

義浦 ヨシ ウラ 前 條參照 U 

良 枝 ヨシエ ヨシエ ダ 

〇 良 枝宿禰 安倍 氏の 族に して、 大戶首 
の 後 也。 承 和 元年 十二月 祀に 「散 位 外從 
五位下大戶首淸上、雅樂笙師正六位±同 
姓 朝 生 等の 十三 人に、 姓を 良 枝宿禰 と 賜 
ふ 。安倍 氏の 栈別 也」 と载せ たるょり 起 
り、 同 三年 閏五 月紀に 一河 內國人 遣 唐音 
聲畏 外從五 位下 ^ 枝 宿 ■淸 上、 遣 唐 ■師 
雅樂 答笙師 同姓 軔生 、云々 等 ■、本 居を 改め 
て、 右京 ニ 條ニ坊 に 貫附す J と 見え、 ま 
た貞稅 七 年 十月 紀>  和 爾部宿 禰大田 麻 a 
の 傳に 「雅 樂權少 11 外從 五位 下 良 枝 宿 踊 
淸上 、云々。 本姓は 大戶首 河. 1 :國の 人」 
など 見 ゆ。 


士ロ江 ヨシエ 越前-越後等ヒ此の地名存 

す。* 

1 吉江 宿禰 前項 氏に 同じ かるべ し。 除 
目 大成 抄、 康平八 年條に 「 攝津少 目吉江 
宿禰秋 時」 など、 此の 氏人 也。 

.2 無 尸の 吉江氏 除 目 大成 抄等に 見 ゆ 0 
前項 氏 S 族裔 也、 

3 中條 氏族 趣 後 國蒲原 郡 吉江邑 ょり 起 
り、 太平 記卷 二十 九に 吉江 小四郞 、又 三 
十に 「吉注 中務が 武藏國 の 守護 代に て、 
勢を 集めて 居たり ける、 云々」 と。 
吉江邑 の吉江 城は この 氏の 居城 也。 もと 
、中條 氏の 族に して、 吉江小 四 郎政 房は 觀 
應ニ年 二月、 攝州 武庫 川の 堤に 高 越後 芋 
師泰を 襲 ひ、 槍に て 突 落して 首を 取る。 
饺上杉 家に 隨ひ 、當國 にて 譜代の 家人と 
なる。 中 務尉定 仲 (道 房〕 は 當城 にあり た 
5。又長島城(長島村〕も吉江氏の居城に 
して、天正十年に至り、吉井喜四郎.魚 
.律へ 加勢、 蕪 城忠 死せ り。 一子 長滿丸 • 
未だ 四歲な れば 、喜 四耶の 後室を 藤 田 能 
登 守信吉 に 綠付 け、 當城 主と す、 手前 ニ 
百 五十 騎 、與カ 五十 顧の 士大將 也。 
玄た長尾系圖、謙信樣城持大將衆に吉江 
常 陸 入道， 吉江辙 部 助を 载 せ、 景勝 楼家 


中 侍に 吉江喜 四耶 •見 ゆ e 又 加 能 越 三 州 
志、 越中阈 新 川 郡 魚津 城條に 「天 正 六 年 
戊寅、上杉景勝*此の域を修理して、河 
田豐前 、士： ： 江 織 部を 置く。 九 年辛已 、越 
後の 山 本 寺 伊豫、 吉江错 部、 同 喜四耶 、芊 

川 縫 殿 •鈴 木 藤 丸、 锒田荜 人、 黑金孫 左 
衞門 •爰に 嬰 城す と、 前 田 創業 記に 見 ゆ C 
十 年 五月、 景勝 三千 八 百の 兵に て 這 城に 
保む を、 信 長 公の 諸將 之を！ 一み、 柴田勝 
家 •奇計を 以て、 河田吉 江を 欺きて 討 取 
り、 域陷 y つる こと、 太閤 記 等の 諮 錄に 
見 ゆ 。是 ょり 佐々 成 政 •據れ り」 と。 
■藤 原 北 家 上 杉 氏族 上杉蒽 政の 支族に 
て、 吉江行 房を祖 とす。 家紋 藤 丸、 竹 小 
雀、 十六 菊 葉、 五 七 桐、 絶 甲の 內左三 巴、 
丸に 根笹 。次郎 左 衞門正 核 •元 文 i： 年 幕 
臣と なる。 その 男 左衞門 政 祠 也。 


吉江 左衞門 


5 日 下部 姓 朝 倉 氏 S 族に して、 八 木 安 
高の 裔 也'"* 

6加質加賀藩給帳に「百石(四花菱)吉 
江久 太夫、 百 石 (同〕 吉江淸 助」 等 見 ゆ。 
7 雜載 その他、 信 濃、 武轻 等に 存す。 


ヨシイへ —— ヨシエ 
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見 ゆ。 


士ロ枝 ヨシエ 前條參 勝。 

吉雄  m シヲ 長畸の 醫に吉 雄圭齋 あり、 

種痘に 功多し。 

士ロ尾 ヨシヲ 越後、 肥 後 等に 此の 地名 存 

す。 

由 雄 m シヲ 

吉岡  m シヲ 力 越 中、 伊豫に 吉岡庄 •見 

え、 又 相 摸、 常 陸、 信 濃、 陸 前、 羽 前、 加 

賢、 越 中、 佐 渡、 因幡、 備前 等に 此の 地名 

あり。 

1 本 間 氏族 佐 渡 國雜太 郡 吉岡邑 ょり 起 
り、 吉岡城 (眞 野村吉 岡〕 は 本 間遠 江 守 正 
方の 創 築と 云 ふ。 本 間 氏の 族吉岡 殿の 居 
れる 所な 9 しが、 天 正中、 景勝の 臣藤田 
能登守に攻められて落城降參す。本間條 
に 詳か 也。 

2 倥 渡 前項 參 照。 文 倥 州 役人 附に 「藤 
原 姓 •吉 岡多吉 J を载せ たり。 

3 下總 小金 本土 寺 過去帳に、 吉岡若 挟 
守 •「吉 岡 六 左衞門 •天 正 十一 癸未 六月」 
等 見え、 又 當國の 此の 氏は 四ツ 目を 家紋 
とすと ぞ o 

4 相 摸 小 田 原 分限 帳に 「三 浦 郡 走 水 四 
十 貫、 吉岡 與次郿 」を载 せ、 又德川 時代、 
小 田 原 藩士 吉岡儀 大夫信 之 ( 府生〕 は國學 


者と して 名 あり。 

5 尾 張 愛知 郡の 人 吉岡次 右衛門は 染物 
に 精し く、 秀吉に 召されて、 大阪 天滿橋 
邊に 移る。 その 宅 跡 •上 中 村に あり。 

6 藤 原 姓 先祖 岡 氏と も吉 氏と も號 す。 
ょりて 兩 字を 併せて 吉岡 とす。 家紋 六角 
の 內三桕 、柏の 丸。 權 右衛門 利宣 •延寶 
年間、 江府に 住 ふ。 

I 大和 古市 氏 配下の 將 に 吉岡仁 兵衞あ 
y。 又大倭 神社 宮 座に 吉岡氏 ありて 藤 姓 
と 云 ふ。 又 高 取 藩 中老 格に 此の 氏 見 ゆ。 

8 山城 吉岡流 劎 術の 祖吉岡 仁 右 衞門憲 
房 (憲法、 兼 房、 拳法、 建 法〕 は、 京都 四 
條の燊戶の家に生れしが、鈒を好み、宮 
本武 藏と鬪 かは し、 勝 貴な し。 その 男 又 
三 郎も亦 名 あり。 

9 丹 後 竹 野^^ 橋 城 (烏 取 村 木 橋〕 は吉 

岡 伊豫 守の 居城 也。 伊豫 守は 長 享ニ年 正 

月 逝去し、 其の 子 伊豫 守 高 善の 時 落城す 
と 0 

to 丹 波 氷 上 郡の 名 族に 在りて、 丹 波 志 
に 「吉岡 平 太夫 •子孫 奥 村 三毛。 古へ 又 
右衛門と 云 ふ 人 •川 勝 金次郎 殿の 御 先祖 
え 奉公 勤め、 大阪陣 の 時、 功 有って 取 立 
てられ、 次第に 昇進して 家老と なる」、 と 


11 赤松 氏族 因幡 國高草 郡 吉岡邑 より 起 
る。 因幡 志に 據るに 「村 上 天皇の 後裔、 
囊 氏の 族 也。 當 邑を領 する により 吉岡 
氏を 稱 す」 と。 太平 記卷 三十 ニに 吉岡安 
藝守 •見え、 その後、 吉 岡春齋 の男將 監 
定勝は 父祖 傳來の 丸 山城 (六 反 田 村) に據 
る。又地理志料に「防已尾山城(ッぐラ 
ヲ 、岩 本 村) も 亦、 吉岡 氏の 築く 所、 又 
湯 村に 簑上 山城 あり、 近古 吉岡 氏の 所 築」 

と 0 

安西 軍 策に 「吉 岡の 城には 入道 霣 休、 嫡 
子 安藝 守、 ニ 男 右近 •循 籠る」 と 載せ、 
又陰德 太平 記に 「吉岡 質 休 •云々」 と。 
夜襲して 羽柴 勢を 苦しめし も、 後糙 道を 
絕 たれて 落城す。 

12 備前 當國の 名刀 匠に 吉岡 I 文字 あ 
り、 磐 梨 郡 吉岡邑 より 起る。 備前 、長 船 
等條參 照。 その 祖を助 吉と云 ひ、 「備 前國 
吉岡 住人、 左兵衞 尉助吉 、嘉 元三 年」 と 
銘し 、其の 子弟 •助義 、助 光、 助 茂、 助 
秀 等、 永 仁、 正應 より、 建武 、貞 和、 正 平 
の年號 を 刻す る 者 あり。 又 正中 一文字と 
て、 「備 前國 岩名莊 地頭 漉 吉 氏」 と 刻む も 
の あリ 、元弘 比の もの 也 C 古刀 銘鏗) と。 


13 金工 その祖吉岡餿後介芾繼(重次〕は 
後に豐前介(一に守〕と云ひ、藤原姓を稱 
し、 宗 a と號 す。 その後は 「(甭 繼 __ 

- 長 次— 宗 次— 近 次— 滿次 T 恒 次— 定次 
— 庄左衞 門 I 尹宗 
—久 次-重 長-重 廣-易 次- 淸 次-奥 次-照 次 

宗 林 

なりと o 

14 安. 藝高田 郡吉田 町の 名 族に 在りて、 
藝藩通 志に 「多 治 比 村 世 良 氏の 支族な り」 
と 見 ゆ。 次 項を 見ょ。 又 毛 利 家臣に 吉岡 
一味 齋ぁ り、 劎士 也。 京 極 內匠に 暗殺 さ 
る、 その 遺子 * 小 倉に て 復仇を 遂 ぐと 云 
ふ。 

15 大江姓 安藝の 名 族に して、 毛利弘 元 
の 庶子 見 付 次郎元 氏の 後 也。 其の 男 元 正、 
其の 男 元 網な りと。 

16 石 見 安西 軍 策に 「益 田が 若黨吉 岡」 
など あり o 

17 河 野 氏族 伊豫 國桑村 郡 吉岡邑 ょり 起 
る。 家紋 丸に！！ 一文字、 丸に 十文字。 豫 
韋記に 「得 能 越後 守 ( 吉岡 殿)」 と载 せ、 
4 た 「吉岡 方 宮山太 郎- 中川彈 正、 吉藤 
帶 刀」 など 多し、 皆 南朝の 忠臣 也。、 
これより 前、 吉岡 村の 人に 吉岡鬼 一 (歸 


ヨシ 才力 


一) 邀 海ぁリ 。都に 上リ て兵學 を 梅む。 
源 義經 •その 女と 通じ、 その 兵書を 得と 
傳 ふ。 

又 後世、 助 左 衞門道 利 •江 戶 時代、 樓田 
館に 仕へ、 子孫 幕臣に 加へ らる。 

18 大友 氏族 豐後の 豪族に して、 大友系 
圖に 「親秀 の 子野津 五郎 賴宗 の 庶流に 吉 
岡 氏」 を载 せ、 諸家 系圖篆 も 之に 同じ 0 
又 一本に 「大友 左 近將監 親 時 丨親尙 (田 
原 太郞〕 丨親道 ( 吉岡兵 部少 輔〕 丨親忠 (三 
耶〕」 と 見 ゆ。 

子孫 •豐筑 の 間に 多く、 近 藤氏 康曆 元年 
閏 四月 二十 八日 文書に 「吉 岡將監 入道 ( 筑 
後國驼 木 村 富 永 名〕 云々」、 また 五條 家大 
永 八 年 文書に 民部少 輔 ( 吉岡か )、 同 天文 
廿年 文書に 吉岡三 河 守、 また 吉岡宗 歡、 
吉岡左 衞門大 夫 等を 栽せ、 又豐西 記に 「大 
永 三年、 大 友の 代 將吉岡 鑑貞 、山 下 親 俊. 
筑後に 出張し、 國 中の 政務を 行 ひ、 同 五 
年、 豐後に 歸 る」 と。 
又九州軍記に吉岡宗觀を载せ、又劈薩軍 
記に吉岡越中守統定、吉岡主好、同助次 
郞 、同 左 馬 助 等 多く 見え、 又鶴畸 城 合戰 
條に 「城主 吉岡甚 橘統增 は、 大友 宗麟の 
命に從ひ、臼杵丹生島に籠城して、鶴畸 

ヨシ 才力 


城には統增の祖父參河守入道宗勸が後室 
妙麟尼 (丹 生 小次耶 正 浚が 女〕 と 云 ひける 
者 •守 黎し焐 たりけ るが、 心 砲く まで W 
にして、 坂顇 、巴が 跡を 追 ひ、 智涞： 5 ： 術 
逞しく 類 ひ 少なる 尼な 9。 嫡子 掃 部 佐統 
久 ( 鎮興) は® 前 國妙 見嶽 にて、 龍 造 寺と 
戦 ひ 討死し、 次男 越 中 守統定 •泣 跡を 相 
續 し、 是れも 天 正 六 年、 日 州 高 域に て 討 
死す。 統增は 次男 統定 •か 子に てぞ 有りけ 
る」 と。 鹌埼城 は德川 時代、 肥 後 細 川 侯 
別邸を 置きし 地に して、 吉岡 人道 宗戠の 
故 居城 也。 その 孫 甚吉統 益 •天 正 十四 年、 
不在の 日、 薩州の 兵 来り 圍み しが、 甚士！ r 
の 祖母 妙 林 尼 •高 田鄕士 を 召集して 之を 
防ぎ、 遂に 乙津 川に 追 擊 して、 大捷を 得 
たり。 又 常 山祀談 に 大 友の柙 吉岡 下總入 
道 宗觀 、云々 を 載せ、 日向 記に 吉岡搽 部 
助 鎌 興 •見 ゆ。 

19 筑後 前項 參 照。 又 下 妻 郡 古 岡 村ょり 
起る もの あり。 阔史 に 「吉岡 村 城跡 •天 
正 十二 年 ' 吉 岡加賀 守 •鋩 廣 C 爲に 之を 
守る」 (明、 實 記) と 載せ、 領主 附に 「門 
戶の 士吉岡 氏」 を擧 ぐ。 又 田 中 知行 割 帳 
に 「一千 石 •吉 岡伊戡 」 •見え、 又 河北 正 
德五年 七月 十一 日 文 杏に 吉岡常 巴 あり。 


ヨシオ 力 a 七 iij 


ヨシカ ケ —— ョシカハ謚七3 


ヨシ 才力 


20 肥 前後 藤 家 事蹟に 「明 臆 云々、 黑髮 
山 法 印 賴憲は 吉岡 氏、 彼杵 松原の 人」 と。 

r 肥後牛島文書、義鎭判書に吉岡三河 

守 • !:, ゆ。 

22 桓武 平氏 漉 谷 氏族 薩摩國 の 豪族に し 
て •漉 谷庄司 重國の 第三 男吉 岡三郎 重 保 
の 後 也。 重 保は 一に 重 直に 作る。 逾 谷、 
大 前、 東鄕 、祁 答院 、人 來院 、高 城、 鶴 
田 等條參 照。 又三國 名勝 圖繪に 「漉 谷 光 
重 三男 吉岡三 郞重直 •郡 答院 地頭と なり、 
祁答院 を 氏と す。 其の 一族 大村 又次郞 諸 
重 •(漉 谷 久重ニ 男〕 云々」 など 云 ひ、 又 地 
理 纂考 に 「寳治 ニ 年の 春、 吉岡 三郞重 直 
(逾 谷太郎 光重の 弟 三 子、 重 直 •或は 重 保 
に作る>鎌倉ょり來り、祁答院の地頭に 
て、毋々虎居城に住し、下城と改め、祁 
答院を 以 つて 氏と す。 是れ逾 谷 五家の 一 
なり」 と o 

23 淸和源 氏武田 氏族 本鄕條 を 見ょ。 

24 雜载 その他、 六鄕藩 用人に 此の 氏 見 
え (武鑑)、 又 加 賀藩給 帳に 「二百 石 (綠 
雲笹內 花菱) 吉岡與 四郎」 を 载 せ、 又黑 
田 藩に 存し 、又壢 尾 山城 守 給 帳に r 六 百 
石 吉岡大 位 五郎」、 水戶の 柔道家に 吉岡宮 
內左衞 門 あり。 


ヨシオ 力 —— ヨシカ ケ 


又 松 倉 重 政の 家臣に 吉岡九 右衞門 あり、 
呂宗に 使す、 松 倉 條に詳 か 也。 又 甲裴の 
名 族に 存 し、 又國學 者に 吉岡德 明 あり、 
もと 天台 僧* 向島 牛 御前の 別當 たりき。 
又 攝津に 多く、 又 江 戶の 商人に 吉岡十 次 

郎あ 9。 その他- 吉備 地方、 信 濃、 伊勢、 
志 摩 等に も存 す。 

義岡  m シヲ カ島津 氏の 族に して、 島津 
家譜に 「久豐 の 男 豐久の 子孫 •義 岡を 稱 す」 
と 載せ、 又 系圖に 「豐久 •伯耆 守、 義 岡， と 
號す "文明 十六 年、 日向 飫肥に 於いて 戰 死、 
年 六十 四」 と。 

好 岡 ヨシ ヲカ前 ニ條參 照。 

士ロ香 ヨシカ キツ カゥ 條 、及び ヨシカ ハ 
條に詳 か 也。 

士ロ柯 ヨシカ 同上。 

吉賀 ヨシ ガ 石 見 鹿 足 郡に 吉柯庄 あり、 
中古 鹿 足 郡を 吉貿 郡と も稱 す。 本 氏は 此の 
地名を覓ひし也。 

士 ロ 垣 ヨシ ガキ 

吉懸 ヨシカ ケ 伊勢の 名 族に して、 紀 姓、 
■小泉氏の族也。紀條第卅九項を見ょ。猶ほ 
小 泉條參 照。 壹志郡 南； 城に 據 る、 小倭條 
參 照。 天 正 十二 年 八月、 三 太 夭なる ものに 
至りて、 蒲 生氏鄕 に 攻められ、 その 臣八角 


彈正忠 Q 爲に 殺さる。 子 市之亟 •圍を 衝き 
て 遁走す (五 鈴 遺 響 •古老 口碑、 タ勝 志)。 
士 ロケ 崎 m シガ サキ 
若 形 ヨシカ タ備前 等に 存 す。 

吉形  ヨシ カタ 因幡に吉方の地名あり。 
吉片 ヨシカ タ備 前邑久 郡に 此の 氏 あり。 
士ロ門  m シカ F 

能 門 ヨシカ ド 能 登の 名 族 也、 ノト 條を 
見ょ。 

好 金 ヨシ カネ 
士ロ金 ヨシ カネ 

吉河 ヨシカ ハ キツカ ハ 次條に 併せ 言 

へり 0 

士 口川 ヨシカ ハ キツカ ハ ヨカハ 和名 

抄 、播磨 國美囊 郡に 吉川鄕 を收 め、 與加波 
と 註す。 又 越後 _舊 古志 郡 今 三 鳥 郡に 吉河 
庄 ありて •高 松院 御領と 見え、 今吉 川邑存 
す。 又播 磨に 吉 河上庄 、吉河 下庄 •見 ゆ。 
その他、 大和、， 攝津 、三 河、 駿河 、武藏 、 
常陸、近江、播磨、備中、安藝-紀伊、筑 
前 等に 此の 地名 存 す。 

丨吉 川宿禰 姓名 錄抄に 見 ゆ。 

2 無 尸の 吉川氏 拾芥抄 等に 見 ゆ。 

3 橘 姓 大和_ 平 群 郡の 豪族に して、 當 
國士 屬鄕ょり起る。家紋丸 |.. 蔦、菏水'士！2 


川內 膳、 その子 喜藏 は： 貴 山に 城を 築き 
て據る 。鄕士 記に 「吉 川喜藏 C 信 貴 山に 
住す、 後 松 永)」 と载せ 、大和 社寺 記に 「志 
貴 山の頂に 古 域の 址あリ 。古へ 吉 川喜藏 
と 云 ひし 武士  •築 か れしと 'かや」 と载せ 、 

信 貴 山 代 記に 「吉 川內 膳、 同 子喜藏 (後 
內膳 )• 當山 城を 構造し、 永 祿元 年に 亡び、 
それょ U 松 永 彈正 •此の 城に 住す」 と。 

又 三 河 後 風土記に 「天 正 十 年 六月 二日、 
大和の 鄕士 、吉川 善兵衞 •案内に 立つ J 
と载せ 、又 吉川六 兵 衞正次 •德川 幕府に 
仕 ふ。  . 

4大和前項參照。その他、赤逋系圖に 
「十市郡 !!1 坊村吉川利右衞門男五右衞門 
賴康 •養子と なる」 と。 その他 多く、 又 
奈良 神職の 子吉川 泰ニ郎 (一に 和歌 山の 
人〕 は、 明治時代 功多く、 郵 M 會 社の 社 
長たり き。 

5 河内 錦 部 郡 三日 市邑 の 名 族に あり、 
屋號ビ 油 屋と呼 ぶ。 もと 宮家、 諸侯の 本 
陣たリ >v 0 

6 攝津能 勢 郡 吉川邑 よ U 起り、 同邑吉 
川 城は 吉川豐 前 守定滿 の掳所 也。 天 正 元 
年 十月 二十 一一 一日、 鹽川 伯耆 守長滿 'CO 圍む 
所と なり、/ 十一月 四日 陷 落す。 その他、 


浪華の 地に も 多し 0 

7 和敁堺の名族に昆ゅ。又文化七年、 
吉川俵右衞門，堺南灣ー圓、南<大波止、 
堅 川筋の 堀！ 1、大小；11濱筋ょり中之町濱 
に 至る、 內川 筋の 堀割、 並に 楔 之 町濱ょ 
n 錦 之町濱 に 至る まで、 ニ十艽 間 川の 川 
幅を 四 間 幅に 埋立 つる 工事を 埃 成す。 こ 
の人は江戶淺草 (0 人にして、其の間、俵 
右衞 門の 勞苦 •甚だ 多 かりし も、 ょく 困 
難に 打ち勝ち 、遂に 其の 宿志を 達した る 
は 殊功と 云 ふべ し。 墓碑は 吾妻橋 通吉川 
井の 側に 有リ 、又 墓は 超顋 寺に 存 す。 

8 紀伊績 風土記に 「海 部 郡 衣奈 浦 薺 家 
地士吉 川次郞 右衞 門」 を载せ 、「其の 祖を 
吉川县門守といふノ昌山氏に屬し、在田 
郡 吉川村 を領 す。 長 門 守の 子 左 近大夫 • 
畠 山沒 落の 後、 浪人と なり、 代々 常 村に 
住す。 畠 山 一空ょ リ 左近大 夫に 『父 長 門 
守の 知行 •相違な く領 知せ しむ』‘ と ある 
文書を 藏 む」 と。 

又 「在 田 郡 中 野村舊 家 地 士平林 甚右衞 門 
は、 其の 祖を吉 川 甚右衞 門と いふ。 廣域 
主畠山卜山の臣なリ。ト山沒落の後*浪 
士とな り、 當村 に蟄炳 して 吉 川の 氏を 改 
めて、 母方の 姓を 名乘 る。 寶曆 年中 地士 


となる」 と o 

又「芈窠郡神山村辛怒磚山城跡は村の南 
にあり" 天 正 十六 年、 大和 大納言の 命に 
ょり、 吉川平 助、 同一 一一 藏 、塯內 安房 守 等、 
此の 城を 守 リ、 寺 谷 村 境、 茱萸の 木が 多 
尾の 城を 攻め 落す」 と 0 
9 淸 和！^ 伊 質の， 名 族に て、 通 三位 賴 
政の裔と稱す。島ヶ原條を見ょ。 

10 佐々 木 氏族 吉川源 十耶 先祖 迸に 「源 
姓吉川 氏'  家の 紋 • !! 、 また 丸 之 内 鵁> 
幕の紋 •拾 五本 骨 扇子 之內左 巴 ◊吉川 源 
藏廣直 •人皇 五 拾 九 代 宇多 天皇 苗裔、 佐 
々木 源 藏秀義 の 嫡流 •六角 大膳大 夫 一： 1 轺 
(始め太郞〕庶子に御座，候。文明 0 末、近 
江阈 野洲郡 吉川 村に W 城 罷り 在り 候。 こ 
れに 依リ 、佐々 木を 相 改め 吉 川と 稱號 
仕り 候 所、 永 正 壬 中 五月 十七 日、 五十 三 
歳に て 病死 仕 U 候、 葬 地相 知れ 申 3 ず 
候ゝ 母は 尊 氏 竹： 球 六 代の 裔 、義敎 將軍の 
四男、政知の長子義澄將軍5娀に御座候- 
柿 娘、 並に 死去、 年 ^ 、， 葬 地相 知れ 申 3 
ず ^ 0 

吉川小次耶家春：水祿十一年九片七日、 
織 田上總 介 平信 長 •四 茂 餘骑を 率ゐ て、 
佐々木父子の觀音城に馮餚るを费落3 
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地 (池〕 越三郎 景兼丨 馬 三 郎景 義丨綷 義 
(吉香 三 S— 友 兼 (左衞 門 尉、 小 ニ耶) 」 
と 載せ、 日向 記に 「維 永の 嫡子 駭河權 守 
維景 、次男 維 重、 是を駿 河の H 藤と號 す。 
入江、 船 越、 岡 部、 大 田、 蒲 原、 禁 架、 
興 律、 池屋 、松 野* 矢 部 •原、 橋 爪、 中 
島、 久 野、 小 安地 等 維 重の 支流 也」 と。 
•吉川 系譜は、 キ ツカ 條 、一九 〇 六 頁を 見 
ょ。 又吉 川系圖 に 「入江 右馬允 維 淸—山 
城 櫂 守 淸定丨 右馬允 景兼丨 右 馬 三郞 景義 
丨 三 耶經義 (吉 河邑に .居り 氏と す。 吉 香、 
木 河、 吉河、 後 吉 川と 記す〕— 小次郞 友 兼 
(右衞 門 尉、 法名 道哲) 丨左衞 門 財 朝經 (初 
め經 兼、 播磨國 福 井 庄を領 す〕 丨左衞 門 尉 
經光 (承 久 三年、 宇治川の 戰功に 依リ 、安 
藝國山 縣郡大 朝本庄 地頭 職に 補 さる)！ _ 
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次郎 
安藝 住 

1 丨經家 

甥 


五部 5* 河 守 駿抦守 r 河 守 
次®  土 佐 守 g « sf? « 治芤ん» 
建武箄功  子 


一—經 長 丨實經 丨虎熊 丸 

彌次 K 

丨經 茂丨經 兼 ' ^ 

小 次 郎 


る。 家 春。 甚だ 焦つ て、 怨を 報ぜん とて 
脫 ると 雖 、時節を 得ず、 遂に 信 長の 爲に 
本 國を立 退き、 伊竄國 石 川と 申す 所え 移 
住 仕り 罷 在り 候。 死去の 年號 、葬 地、 相 
知れ 申さず 候。 吉川半 兵 衞好春 •天 正 三 

年七月、小次 1^ *伊賀國石パょり 、江 州 
下 甲 實郡石 部に 移住 仕り 候。 權現樣 •廣 
直に 御舊好 御座 候 故、 小次郞 、幷 に塬次 
郞 、兼ねて 拜講し 奉る 云々」 と。 

次に 吉川半 助好忠 、同 半 兵 衞好正 (好忠 
聱 、妻國 女)、 同源 次郎廣 末 (家 春 弟〕、 
男惣 次郎廣 元を 載せ、 次に 「吉川 惟定 元 
成。 初代、 本 國近江 、生 國武藏 。幼名 千 
代 松 丸、 後五郞 左衞 門、 隱炤 仕幽 子。 吉 
川 源藏廣 直が 八 代の 孫、 再勤 初代に 御座 
候。 元 和 ニ 丙 辰 刻、 武州 日本 橋に 出生 仕 
り 候。 後承應 .ニ 年 九月、 吉 田兼從 先生ょ 
り從の 字を 賜 ふ、 之に 依リ 、實 ろ を從時 
と 相 改め 申し 候。 元 成 九 歳の 節 •父 病死 
仕り 候 故、 母 身の 存在 養育 •仕るべき 鉢 
御座. なく、 據ろな く價 人に 附し養 ひ 仕り 

候て、 其の 身は 泉 南に 歸登 仕り 罷 在り 
候。 母 •旅行の 趣 候 節 •元 成え 我が 申し 
聞け 候 趣、 必ず 忘れ 間鋪 候。 其の 方 祖父 
は江州一郡の城主に候。右は尾州馬場氏 


の 種裔に て 候 得 共、 悲しい 哉、 懸命の 地 
を 失 ひ 關東 に浪 零す」 云々 と。 
n 一代 目 吉川源 十郞從 長、 三代 目 源 十 郎從 
安、 四 代 目高 百 俵 源 十 郞從門 云々。 寬政三 
年 辛亥 十二月、 神道 方吉川 源十郎 判」 と。 
藝者 書付には 「百 俵 •神道 者 吉川惟 足、 
今以つ て 同 高、 吉川 源十郞 」 と载せ 、寬 
政 系譜に 「先祖 近 江 國野洲 郡吉川 村ょり 
起る。 家紋 丸に 蔦、 丸に 鶴。 五郎 左衞門 
從時 c 惟 足)— 源 十 部從長 (惟 順〕— 源十郎 
從 安— 惣次 郞從 運— 源 十 郞從 門— 富 之 助 
從 方」 と あ リ。 

11 尾 張 愛知 郡 牛 頭 天 王 社々 家に して、 
源 姓 也と 0 • 

12 源姓紀 州 家臣に して、 次郞右 衞門一 

.信に 至り、 幕臣と なる。 その 男 「備後 守 
一 從—攝 津守從 弼—加 實守從 行」 也。 家 
紋丸に 四 目 結、 笹 龍膽。 


吉 川加貿 守 


13 甲 裴甲府 の 名 族に 在り、 もと 五味 氏 

と稱 す。 

14 藤 原 南家ェ 藤氏 族 駿河國 有 度 郡吉香 
邑 ( 吉川) よリ起 リ、尊卑分哌にス入江〕 
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と。 又 中興 系圖に r 吉川 •藤 姓」 と。 

15 氏人 東鏗に 吉香小 ニ郞 あり、 一九 〇 
六 頁を 見ょ。 又 承 久記卷 四に 吉川 小次郞 
を擧げ 、吉川 系譜に 『經義 の 子 友 兼は、 
正 治 ニ 年 正月、 梶原 I 京 時 父子 •叛逆 上洛 
の 時、 友 兼 •梶原 三郎兵 衞尉景 茂と 戰 ひ、 
景茂を 討 取る、 然れど も 自ら も 深手を 頁 
ひければ、 程なく 死す。 

友 兼の 子經 兼は 父 友 兼が 梶原 三郞 兵衞を 
討 取 9 たる 功に 依リ て、 源 賴家 •播 磨國 
福 井 庄を經 兼に 給 ふ。 是れ 即ち 梶原 が舊 
領地なり。其の下文に「下す、播磨_福 
井庄 住人、 地頭 職に 補任の 事、 藤 原經兼 リ 
右人を 彼の 職と 爲 すべし。 但し 庄務 、及 


び 年貢 課役に 於いては、 濫妨を 成さず、 
沙汰 致す ベ さの 状 •件の 如し。 正 治 ニ 年 
正. 月 二十 五日、 賴 家」 と。 

經 兼の 子 經光は 承久 三年、 後鳥羽院 御 謀 
叛の 時、 關 東の 御 方に 參り 、六月 十四日、 
宇治橋 合戰に 粉 骨を 盡す 。其の 軍忠に 依 
り、 安藝 國大 朝本庄 等の 地頭 職に 任ず。 
右京 兆義 時の 下 文 あり。 又泰 時執權 の 時、 
駿河國 木 河、 幷 せて 播磨國 福井庄 地頭 職 
に 補す るの 由 下 文 あり、 元 仁 ニ 年 正月 一 
日の 日付 也。 是に 吉川庄 の 領地 •駿 河、 
播磨 、安藝の 三國。 

經 光の 子經高 •經 高は 始めて 安藝國 に 下 
りて 在宅す、 是れ ょり 吉川 嫡流は 安藝に 
あリ 。庶流は 播州に 居住す C 經 高の 子 五郎 
次郎經 盛 •建武 ニ 年 三年 間、 安藝 國 住人 
熊 谷 四 郎三郞 が、 矢 野 城に 籠りて、 將軍 家. 
に 背く。 經盛 •將軍 家 御 方と して 忠戰し • 
尊 氏 卿 •御 判 書を 賜 ひて 感 賞す』 と。 以 
下 各項を 見ょ。 

又 地理 志 料に 「吉川 家譜を 按ずる に、 藤 
原經義 •壽永 ニ 年、 駿河 守護に 補せられ 
て 吉川邑 に 居り、 子孫 世襲す、 因りて 吉 
川を以 つて 氏と 爲 す、 友 兼は 其の 子 也」 


-o 


16 阿倍氏族前項氏は一に騣河阿倍朝臣 

の裔と 云 ふ。 

17 滋野姓 信 濃の 聚族に して、 增田望 月 
系圖に 「望 H 重 行 (逮州 、法名 行 0) 丨兵 
耶衞門 (號吉 川)」 と 見 ゆ。 

18 武捣新 編 風土記、 足 立 郡 卷に 「八幡 
村 喜 木 庵は 荒 井山に あり。 昔 成 田下拽 守 
•か 家 士吉川 喜 内と 云 ふ もの、 成田沒 落の 
後、 此の 庵を 造りて 幽棲す と 云 ふ。 石碑 
あり、 吉 川和悉 n 長、 吉川左 太夫 政 義、 

吉川槨 兵銜 長貞 、吉川 喜 內忠長 等が 交 名 
を 彫る。 忠吉 は卽ち 此の 庵を 造りし もの 
なり、 本尊 彌陀の 像を 安す」 と。 又下拽 
小金 本土 寺 過去 幀に 「吉 河大贰 、吉 川大 
贰」 等 見 ゆ。 

19 常 陸行 方 郡 吉川邑 ょり 起る。 鹿 島 文 
書、 嘉元四 年 十二月 二十日の ものに 「鹿 
島 社大禰 !0: 能 親 代县 H •常 睦阈 行方 郡大 
崎 鄕內吉 河 孫 四 耶春锷 、云々 等と、 常 社 
供料 米 以下の 事を 相 論す」 と。 

又 小 鹿 野、 額贸 、松 本 等と 共に、 鹿 島 氏 
の 四 家老の H に 在りて、 鹿 島 治亂記 等に 
見え、 又 六地藏 過去帳に 「キ ツカ ハ 殿」 
と。 又後鈕 客に 吉川氏 あり、 塚 原條參 照。 
20 大江姓 羽前阈 西 村 山 郡 吉川邑 より 起 
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る。 寒 河 江 系圖に 「左 澤彥 三郎滿 政の 舍 
弟吉 川八郞 五郎 政 周 •相續 し、 兵部少 輔 
と稱 す。 永 正 甲 戌 二月 十日、 長 谷 堂に て 
討死、 山形 義定 •入部 延引の 故 也」 と载 
せ、 又 伊達 世次考 に 「永 正 十一 年 甲 戌 ニ 

月、 吉河兵 部 以下、 敵 一千 餘 人、 長 谷 堂 
城を 抜く」 と。 

21 幕臣 大江姓 家紋 寄九曜 、櫻 九曜 。吉 
川三郞 右衞 門宣淸 •享保 中 幕臣と なる。 
22 播磨第 十四 項 氏の 族 也 •同 項、 及び 第 
十五 項參 照。 但し 美囊郡 に 吉川邑 (吉川 
鄕〕 存す 。氏人は 太 乎 記卷 六に 「播 磨國の 
住人 吉河 八郞 J、 また 十九に 「吉河 云々」、 
金谷條 一六 〇 一. 頁參 照。 又吉 川六郞 あり。 
その後、 吉川 系譜に 「播州 福 井庄は 正 治 
年中 以来、 吉川嫡 家の 領地たり と雖 、一 
旦 庶流に 分與 し、 福井庄 二十 八 箇所 主 護 
數人に 及び、 後 他家 領と なる。 然れ ども 
今度 箪功の 賞と して、 吉 川次耶 三郞に 返 
付 さる。 其の 文に 『播 磨國福 井庄の 事、 
返され 訖ん ぬ。 早く 競 望の 族を 退けて 全 
所務せらるべきの由、仰せ下さる \ 所也。 
應仁 三年 三月 五日、 散 位 判、 丹 後 守 判、 
吉 川治郞 三郞 殿』」 と。 

又 峰 相 記に r 吉川が ； 族 • 福 井庄を 拜頜 


して 下 y ける」 と载 せ、 又 古刀 銘鑀に 「三 
木 郡 吉川淸 次」 見 ゆ。. 

23 因幡 邑美郡 雁金 尾 城は、 天 正 九 年に 
吉川 式部 少輔經 家 築く、 又 山 名豐國 家臣 
に吉 川隆久 、山 名 條參照 。また 吉川 式部 
吉川平 助 等 因幡 志に 見 ゆ。 

24 美 作 作 州 古城 記に 「烏 越 域は 久来郡 
上 打 穴に 在り、 天神 山の 城は 同 下 打 穴に 
在り。 並に 吉川 藏人廣 家の 所據 J と 載せ、 
上 打 穴 邑吉川 氏は、 廣 家の 弟 五郎 末 光 • 
鳥 一一に 住す、 その 裔な りと。 

25 石 見 一本 吉川 系圖 に 「駿 河守經 見、 
實經 兼の 男、 本庄 •石 見國別 府市 木を 領 
す」 と 載せ、 又吉川 文書に 「石 見 國邇磨 
郡內佐 磨の 事、 吉川次 郞三郞 代に 相 渡さ 
る.べし3仰にょリ執達*件の如し、文明 
ニ 年 正月 七日、 盛 安 判、 弘泰判 •原 田 初 
泉 殿、 三 浦 兵 庫 助 殿 J と。 而 して 石 旯志 
に 「邇摩 郡の 殿 村 域 主 吉川和 泉 守經康 は 
吉川元 春の 支流、 永祿四 年、 物 不言 域に 
居る」、 「福 光村 物 不言 城主 吉川 式部少 輔 
經家 •吉川 經高塄 •天 正 九 年 七月 鳥 取 城 
に 自殺す」 など 見 ゆ。 猶ほ三 隅條を 見よ。 

26 安藝 第 十四、 第 十五の 兩 項を 見よ。 
その後、 建武 三年 十 I R 三日 尊 氏 判 書に 


「吉川 五郎次 郞殿」 と あり、 經 盛の 事に て， 
又 南山 巡狩 4 等に 見 ゆ、 熊谷條 參 照。 其 
の子駿河守經秋は、文和元年、藝州坂域 
攻め、 並に 諸 所 合戦の 時、 武家 方と して 
戰ひ 、文 和 三年 十月 五日の 義詮判 書に 「吉 
河駿河 守 殿」 と 見 ゆ。 その 男駿河 守經見 
は、 應 安四 年、 鎭西菊 池 肥 後 守が 九州を 
討從 へ、 今 川 伊豫 守貞世 入道 了 浚 •九州 
探題に補せられて下る時、これに從軍し、 
又 文 和 ニ 年、 九州 宮方 蜂起せ し 時、 經見 • 
探題に 屬 して 戰ふ 。皆萃 忠狀 ありと。 

次に 經見の 男駿 河守經 信は、 永 享七 年に 
雙後國 人 等 判 逆せ しにょり、 大內 修理 大 
夫 盛 見 •大將 として、 之を 征伐す る 時、 
其の 手に 加は りて、 豐後國 立 石 城 攻に忠 
節を盡す。是に依りて飯尾大和守，同肥 
前 守 •將 軍の 仰と して、 敎齊を 下す -, 永 
享 七# 十月 二十 七日、 吉川駿 河 守 殿」 と 
見 ゆ。 次いで 永享 十一 年の 山門 合戦、 同 
十二 年の 大和 闕合戰 、皆 草 忠 あり。 嘉吉 
元年、 赤松 滿祐 * 將箪義 敎を弑 して、 播 
州に 下 9、 幕府 討 手と 蟹 坂に 合戦せ し 時、 
経 信 • f| 戰あ りて、 敎 書を 給 ふ。 「萬 吉元 
年 五月 二日、 細 川 右 民 頭 持 K、 吉河駭 河 
守 殿」 と。 九月 三日、 討 手の 勢 •赤松と 


人 丸 塚に 合戰 、锊信 •先陣 忠節を 盡 し、 
將東 家ょり 敎書 、太刀 等を 下さる。 

同年、 若狹阈 一色 殘黨 蜂起し、 武田大 膳 
大夫信 賢 •領國 なれば、 急ぎ 下向す る 時、 
管領 細 川 持 之 •武 田が 援助と して、 吉河 
氏を 遣は す。 經信 •小勢に て馳下 = 合戰 
に 利を 得。 細 川 持 之 状に 吉川駿 河 守と 見 
ゆ。 又寫吉 元年 十二月 二十 二日の 若狹佐 
分鄕 合戰 、十一月 同 國小濱 合戰 、皆 功 あ 

り。又文安五年十月十一日、細川勝元狀 
に 吉川駿 河 守と 载せ 、杏 德ニ年 六月 二日、 
伊勢 守 入道眞 蓮狀に 同人 見 ゆ。  . 

經 信の 男 左 衞門大 夫 之 ^ •康正 三年 藝州 
合戰に功あり、下總前司、左衞門尉狀に 
吉川左 衞門大 夫と あり。 

次に 之經の 男 次 郎三 郎經 基は 後， に 駿河守 
たり。 寬正六 年 六月 二十 五日 尾 張 守 判 
書に「河野伊漾守通治退治の事云々。吉 
川次耶三郞殿」と。應仁亂に勝元方に瓛 
し、 應仁 元年、 同 ニ 年の 勝元狀 * 應仁ニ 
年の義政判寄等に「吉川次郎三郞」と载 
せ、 文明 三年 義政判 書に 「安藝！： 山 郡 内 寺 
原鄕 、同 有 間、 並に 北方 村 同 河 合、 同 南 


又 安西 軍策卷 一に、 「、 水 正 三年 十一月 云 
々、武 田 云々、 吉川 _河 守經 基」 と载 せ、 
又 その 男 伊豆守 阀 經、 吉川 治部少 輔元 経、 
吉川治 部少 輔興經 (又 永 正 十一 年、 駿河 
守 興經) 等 見え、 系譜に 「元經 •鸫 基の 
初名也。锊基の子伊豆守阈經、阈經の子 
治 部少 輔元經 •父に 先立って 卒す" 元經 
の 子 治 部少輔 興經 、大力に て强弓 レ 引く。 
興 經の子 治 部少輔 元 春、 後 騣河 守に 任じ、 
從四 位下に 叙 せらる。 元 春 •實は 毛 利 元 
就の ニ 男-興 經 •養子と す。 元 春 •氏を 
吉 川と改 む。 天文 十八 年、 元 春 •藝州 新 
庄小倉山城に入る、興經の家督たる |- 依 
る」 と。 又陰德 太平 記に 吉田經 基、 云々 
など多し。猶ほ毛利'山方、山內等の條 
を 見ょ。 又 見聞 諸 家紋に 

長 野 

吉川 

その 居城は 藝藩通 志、 山縣 郡條に 「小 倉 
山は 新莊 村に あり、 或は 紅葉 山と も 云 ふ。 
正 和 年中、 吉川綷 高 •规 めて 此に 居城す 0 
天文 中、 興經に 至り 亡ぶ。 ^ 山は 同村に 
あ =、ーに樋 1!] に作る。永祿年中、吉川 
一^一 •初めて 此に 域を 築く、 廣 家まで 此 


に 居る。 平家 丸は 吉川經 高の 所 焐」 と。 
新庄の 八幡宮は 「經高 •駿河 闷ょり勸請 
し、 後に 二百 六十 石の 社 鏆を附 す、 祠官 
隱岐の 先祖 大和の 時な り」 と。 

又 「山 縣郡藤 丸は 上石、 志路原 •ニ 村の 
羿に あり。 上 見 木工の 所 居、 一に 氏を 安 
井に 作る。 下陀才 域は 中原 村に あり。 ニ 
営 佐 渡 馋實が 所 历 、俊 實は吉 川 家の 志 兵、 
常時ニ宮が七本鎗とて、芮名の率あり」 
と。又「飯野山、佘谷山、龍谷山、並に 

寺 原 村に あり。 飯 野は 栗屋耷 河 (一に 栗 
柄に 作る〕 G 听 居。 余 谷は、 m 屋滢 4 衞 
門の 所 居。 一に 吉川锊 世、 又元替 とも 云 
ふ」 と。 又 「士 |-1 川 氏菸址 は 海嗯寺 村 松 本 
にあり、 元 春 室 人の 所 焐 j と 云 ふ。 

又 「高 営 郡 木宗 !11 城は山頂にありて、上 
深 川、 中 深 川、 福 田、 小 河原 村、 四 村铑界 
の 地な り。 士 11 川 興 経 これを 築き、 いまだ 
移らず して 死せ りと いふ。 福 田 村の 所傳 
には、 奥 西 仲 綱と いへ り、 是非を 詳にせ 
ず」 と。 又 r 片山は 小河厣 村に あリ o 1 
に、 こ幺 とほ 山と 稱 す。 吉 川興綷 の 家人、 
蹵島主 計の 所 守」 と 見 ゆ。 

27 , 大江姓 毛 利 氏族 前項 氏を 嗣 ぎしに て 
毛 利系圖 '- 「元 就 I 元 # (小 ノ輔次 郎 、治 


方 村 等の 事、 勳功の {風と して 元經に 宛 行 
云々」 と 0 


ヨシカ ハ ヨシカ ハ ヨシカ ハ 1 一 ■ 


ヨシカ ハ 

部少輔 、駿河 守 •天 正 十四 年 十一月 卒、 
法名海翁〕」と。又毛利條に詳か也。元春 » 
天文 二十 一年 九月、 西條槌 山城 主管 三郞 
左衞 門を 討 取り、 同 ニ 十二 年、 尼 子方 米 
原左馬允を討取る。又備後龈城主視甲嬰 

守、 同 治 部大輔 、同 長 門 守を 討 取る。 又 
翌年五月十ニ日、毛利元就に伴って、藝 
州 五日市に て、 村 田 入道、 杉 生彥太 郎等 
と合戰 して 勝利を 得、 同年、 毛 利 元 就、 
同備 中守隆 元、 小 早 川隆景 、父子 兄弟と 
相 共に、 五月 晦日、 藝州 廿日 市 折數畑 山 
下に 於いて、 宮川 甲斐 守と 合戦して 勝利 
を 得ゝ討 取る 首 數七百 五十 餘 也。 

同年 六月 二十日、 元 春 •父 元 就の 命を 以 
って、 石 州 長 安城を 攻め、 長 安 入道 降參 
城 明 渡、 同年 七月 二日 元 春 •石 州に て、 小 
坂 宮內な る 者と 戰ひて 勝利を 得、 同年 九 
月 五日、 元 就に 從 ひ、 備後國 俣 木 域を 攻 
め 城主 野 間 常 陸 介を 降參 せしめ、 陶全姜 
の 加勢 •羽 仁中務 、小 幡左衞 門が 籠った 
る 出城の 新 丸を 乘 取る。 

その子 孫は 系圖に 「元 春 
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ヨシカ 
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X 兀長 

1 II 丄 

内 少 ® 


丨元景 

1 L 


丁 女子 厂某 

益 田玄  七 兵衞 

1 —廣 正— 廣 嘉—廣 耙| 介 

美 濃 守 S 


丨廣 家— 

吉川藏 人 
元長早 & 


r 就賴 


故奸家眘右京一 

と载 せ、 又 永 祿六年 諸 役人 附に吉 川駿河 
守と 载 せ、 永 祿三年 信長狀 、永 祿 十年義 
昭內書 等に 吉川駿 河 守、 天 正 十三 年秀吉 
判 書に 吉川治 部少輔 、また 同 十二月 和 泉 
守經安 消息に 吉川少 輔元長 (元 春の 男)、 
十四 年に 吉川洽 部少輔 、同駿 河 守、 吉川 
藏人 、十七 年 朱印に 「羽 柴吉 川恃從 J、 十 
八 年に 「羽 柴新庄 侍從 j と、 三男 廣 家の 
事に て、 十九 年、 雲 州 富 田に 移り、 富 田 
侍從 とも、 戶田 侍従と も、 羽 柴吉川 侍従 
とも 見 ゆ。 又 山 內系圖 に 「吉川 駿河守 元 
春 ニ 男 藏人廣 家 末子 毛 利 隱岐守 就 賴」 と。 
又 安西 軍 策に 「吉川 元 長、 舎弟 左 近 尉元 
氏、 三男 民 部 大輔廣 家」、 r 吉川藏 人頭 侍 
從廣家 •其の 比は 又 次 郎經 言」 など 載せ、 
又 吉川和 泉 守 等 見 ゆ。 元 春は 天 正 十四 年 
に 卒し、 三男 廣家 •家名を 嗣ぎて 雲 州へ 
移 リ、 富 田 城 二十 萬 石を 食す。 慶長關 原 
の 役、 毛 利 輝 元を 輔 け、 西 軍に 黨せ しも、 
西 軍の 敗亡を 察し、 欺を 家康に .通じ、 以 
つて 毛 利 家の 安泰を 謀る。 亂 後、 毛 利 氏 


所領を 削られて 僅に 長 防 ニ 州を 保ち、 廣 
家は 除 封、 其 子廣 正は 毛 利の 封 内に て、 
岩國六萬石を給皮らる。城址に橫山村に 
在り。 諸侯の 列に あら ざり しも、 幕府 • 
特に 其 城 築を 聽 し、 特異の 待遇を 爲せリ 0 

寬政 系譜、 及び 武鑑に 「元 春 (駿河 守、 
實毛利 元 就 ニ 男〕— 元 長 (治 部少 輔〕 丨弟 
廣家 ( 藏 人頭〕 丨內藏 助廣正 (美 S— 廣喜 
(監物 〕丨內 藏助廣 猶丨. 勝 之助廣 達— 經永 
(左 京) 丨經倫 (監 物、 號衡 山、 實毛利 志 
摩 守廣寬 弟) 丨經忠 (和 三 郎〕 丨寬三 郎經 
賢— 經禮 ( 監 物、 實經 賢舍 弟〕 丨尙五 郞經 
章 ( 實經禮 弟〕— 經幹 ( 監物〕 丨終 建」 と 見 
ゆ。 周 防 岩 國六萬 石 (明治 三 萬 六 千 三百 
十 石〕、 現今 子爵。 

又經 幹の 第三 男 重吉は 特に 男爵を 賜 ふ。 
28 首 藤氏 族 山 內首籐 系圖に 「上野 介頮 
通 J 


1 丨時通 丨泰通 丨豐成 -r 直通 丨豐通 


上野 守 i 守 大和 守 

- 通 高 丨 高景 

五郎  吉川次 恥 

兵 霞 


上野 守 

—直貞 

吉川祜 部大 « 


と 見 ゆ。 猶ほ吉 川 友 之 助 等 見 ゆ。 

29 鎌 倉 幕臣 東鏗卷 五に 吉 河ニ耶 、四十 
に吉 河右衞 門、 吉河三 郎等 見 ゆ。 第 十四 
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三郞 入道 忠茂 ( 吉窪 殿)， I と あり。 スガ ヌ 
マ 條參 照。 

吉倉  ヨシ クラ 岩 代 等に 此の 地名 あり。 


丨拌姓 伴 氏 系圖に 見 ゆれ ど、 系は なし。 
2 近 江 蒲 生 郡の 名 族に して" 中之鄕 (東 
櫻 谷 村〕 に 住す。 橘 內左衞 門は.、 天 正 十 
一年、 蒲 生 賢秀の 女 三條殿 C 儀 光院) •豐 
臣秀吉 に 嫁す る 時、 女 佐の 臣た り。 又 蒲 
生氏鄕家臣に士！；倉吉左衞門*見ゆ。 

3 藤 原 姓 越後 國頸城 郡の 名 族に して、 
天津 社の 舊祠職 也。 また 室 川 氏 あり。 

4 雜载尾 張- 武藏 等に も存 す。 

能藏 ヨシ クラ 甲 裴國巨 摩 郡の 名 族に し 
て、 一本 武田 系圖に 能 藏常陸 •見' ゆ。 

士ロ越 ヨシ ゴシ武 蔵、 ft' 濃 等に 存 す。 

吉小神 ヨシ n ガミ 

士ロ坂 ヨシ サカ 武藏 等に 存 す。 

吉崎 ヨシ ザキ 下總 、越 前 等に 此の 地名 
ありて、 大村 藩に 存 し、 又 「新田 十郞維 氏 
の 男 今 井 五郎 惟義の 裔 、太郞 兵衞 惟則の 男 
庄兵衞 惟忠は 吉畸 氏と 稱 す」 と 云 ふ。 又 伊 
勢、 志 摩、 備前 等に 存 す。 

吉貞 ヨシ サダ 大和に 吉貞庄 あり。 

士ロ里  ヨシ サト 丹 後 國竹野 郡に 吉里保 あ 
り。 又 美 濃に も 此の 地名 存 す。 


1 菅 原姓吉 里次郞 右衞 門信貞 •江 戶府 
に 仕 ふ。 家紋 丸に むか ふ 梅、 梅 鉢。 

2 關東 鎌倉大 草紙に 「長 尾景 春の 一味 
吉里宮 內左衞 門 尉」' を 載す。 

3 肥 前 東 妙 寺建武 文書に、 吉里種 成 • 
見 ゆ。 

士 ロ 澤 ヨシ ザハ 丹後に吉澤保(竹野郡レ， 

見_え、又上野等に此の地名存す。 

1 桓武 平氏 北條 氏族 信 濃 國小縣 郡の 豪 
族に して、 鹽田氏 の I 族な りと 云 ふ。 弘 
長年 間、 吉澤城 主 民 部 あ 9。 

2 信 濃 前項と 同族 か。 高遠の 新 衆 (永 
祿四 年) に 吉澤 善三郞 、伊那 郡關 家々 臣 
に 吉澤 伊豫 あ y、 下條 家に 通ず。 闊條第 
十二 項を 見ょ。 又 下 條家士 に 吉澤六 郞. 
見え、 又 詉訪の 此の 氏は 丸に 花 澤瀉を 家 
紋 とす。 

3 甲裴巨 摩の 名 族に して、 身延 過去帳 
に 吉 澤下總 守を 載せ、 一蓮 寺 過去帳に 「應 
永廿 三年 •吉澤 J、 また 天文 十五 年頃" 吉 
澤但馬 守 等 あ リ。  ♦ 

4 武 藏橘樹 郡に 在りて、 新 編 風土記に 
「先祖は 世々 當所 の鄕士 な りしが、 天 正の 
頃より 百姓と なれり。 天 正の 水_ に 民 部 
と、， へる、： ル 先祖の 名な りと 云 ふ。 家 


傳 に 吉澤氏 は 藤 原 姓に て、 先祖を 近 藤、 
左近將 監能 成と 云 ふ。 其の 子を 吉 澤三郎 
重 成と 云へ り、 牟代 等詳な らず 。其の後 
の 事は 猶ほ傳 へず、 この 重 成が 時、 今の 地 
頭 加々 美 金右衞 門が 先祖 才兵衞 正 光 •流 

浪 して / 、、 の 地へ 來 り、 つ ひに 重 成に 依 
賴せ り。 天 正 十六 年、 召 出されて 御家人 
となりし 後、 猶ほ當 村に 居れり」 と。 猶 
ほ 加々 美條 第五 項參 照。  ， 

又 人間 郡の 名 族に 在りて、 「吉澤 氏は 戶 
倉、 井上の ニ 氏と 共に、 もと 比 企 郡 松 山 
の 浪人に して、 本 郡坂戶 村に 移り-族 也」 
と。 又 多 摩 郡 養澤村 揲犓現 社の 神主 家に 
見 ゅ。 

又橘樹郡登戶村の井上系圖に異吉澤兵庳 
介を 載せ、 又淸和 源氏 云々、 元 家の 譜に 
「二十 八歲に して、 新に 吉澤 と號 す。 則ち 
紋を 改めて、 登 藤 丸を 附 くる 也。 是れ藤 
は吉澤の吉字也。後佾の吉澤家*之を斑 
き訖 る。 意趣は、 吉澤の □尉の 官を以 つ 
て傳 ふ、 故に 吉澤と 名乘る 也-'  併し 井上、 
吉澤 、兩 名と 名乘 るべき 也矣 。弟 吉澤五 
郞右齋 門元宜 、悴乓 助 良」 と。 

5 近 藤氏 族 尊卑 分 M に 「近 藤 太 能 成 丨 
重 能 (吉澤 三郎) J と 見 ゅ、 前項 參照。 


- を ® 滋と改 む〕. I と载せ 、また 尊卑 分脈に 
も 「賀 茂忠行 ( 丹波犓 介)！ 保憲 ，弟 保 胤 
(一に 保憲ニ 男に 作る。 姓を 慶 滋と改 む〕、 
弟 文章 ^ 士保章 ( 姓慶滋 、從四 上、 能 登 守〕 
丨爲政 (從四 上、 文章 博士、 式部 小 ノ輔、 


6* 上野 新田 郡の 名 族に して、 丸に 三つ 
隣を 家紋と す C 

7 雜载 その他、 下 妻 井上 藩 家老に 見え 
(武鑑〕、 又 書家に 吉澤雪 蒼、 又 山城、 攝 
津、伊勢，志摩、尾張、越後等に存す。 
能澤 ヨシ ザハ 前條參 照。 又 信 濃 詉訪神 
家の 族 也と。  • 

芳澤 3 シ ザハ 前 ニ條參 照。 又 俳優 芳澤 
あらめ、 初代， ゆ 山 下權七 (春 水)、 ニ 代は 其 
の 男 崎 之 助 (四海 堂)、 三代は その 門人 崎 之 
助、 四 代は 山 下 市 五郎、 後 崎 之 助と 稱 す。 
又 鯖 江 藩に 芳澤增 ニ •見え、 又武藏 、信 濃 
等に存す。又現代政治家に芳澤謙吉あり。 
由澤 ヨシ ザハ 前赞條參照。 

00  ヨシ ザハ 同上、 信 濃 等に 存 す。 
義澤 ヨシ ザハ 同上、 武藏 等に 存 す。 
吉志  ヨシ シキ  シ條を 見よ 0 
士ロ敷  ヨシ シキ ヨシ キ條を 見ょ。 

00  ヨシ シゲ  . 

1 慶滋 朝臣 賀茂 氏の 族に して、 朝野 群 
载卷 二十 六、 及び 姓氏 錄抄 、拾 芥抄 等に 
見ゅ。加茂氏系圖に「吉備麻呂丨小黑麻 
呂—諸 雄 (參議 、少納 言〕— 人麻呂 (左少 
辨 〕— 江 人 r 丹 波 守〕 丨忠行 (丹 波 守)— 保 
胤 ( 大内 記、 管 三位 弟子、 法名 寂 心。 姓 

ョッサ ハ — ヨシ シケ 


內藏權 頭、 外 記、 姓慶璲 )」 と。 又 保 章の 
弟 保 遠 も 「權 陰陽 博士、 同 助、 主計 助、 
正 五 下 •姓 慶滋」 と 見 ゆ。 

2 無 尸 前項 氏の 族裔 也。 撰 解 文集 等に 
見 ゆ。 

3 備中大 甞會和 歌集に r 後一 條院 、長 
和 五 年 十一月、 主 基、 備中國 風俗 參入音 
聲 、深 井 里、 都 宇 郡、 善滋 惟政」 と。 

盖 11 滋 ヨシ シゲ 前條を 見ょ。 

良 階 ヨシ シナ 

1 良 階 宿 福 物 部 氏の 族に して、 阿刀 氏 
の 後 也。 貞觀六 年 八 H 紀に r 左 京人 支 蕃 
大允正 六 位 上 阿刀 連 粟麻呂 、主 殿 大屬正 
六 位 上 阿刀 宿禰石 成、 下野 檣 小 Nm 正 七 位 
上 阿刀 連禰 守、 右京 人 陰陽 允 阿刀 物部貞 
範等 、並に 姓を 良 階宿禰 と 賜 ふ。 神饒速 
日 命の 裔孫 也」 と。 もと 攝津の 豪族たり。 
2 無 尸 前項 氏の 族裔 也。‘ 

士ロ島 ヨシ シマ ヨシ マ 越 中等に 此の 地 
名存 す。 

ヨシ シケ —— ヨシ シマ 


丨 有 道 姓兒玉 蒸 武 蔵の 豪族に して、 七 
燕 系圖に 1 遠 峯丨平 兒玉絰 行— 保焱— 行 
遠 ( 吉島ー 一一 耶大 夫〕、 弟 行 保 (吉島 五耶)」 
と 載せ、 史料 本には 「保義 —□□( 吉島 
三大 夫}、 弟行義 (四 大夫〕 、弟 行 保 (吉島 
ニ〕— 保 延 (與島 太)— 重延 (同 太〕、 弟延 
守 (ニ)、 弟景信 (五)」 と。 山 名、 與島、 
島 名、 吉 田、 多 子、 竹澤 等の 條參照 j 
2 雜 载吉備 、播磨 •攝津 等に も存 す。 
好 島 ヨシ シマ ヨシ マ 桓武 平氏 岩 城 氏 
の 族に して、 磐 城國磐 城 郡 好 島 庄 ょり 起る。 
磐 城 系圖 に 「淸货 I 二十代 隆行 (次 耶) 、弟 
淸秀 (好 島三郎 、隆 行ょり 十 年 前に 下り、 森 
屋殿 を賴み 、好 島を 持ち 給 ふなり〕」 と ^ 
せ、 その後 「下 總守親 陵の ニ 男 好 鳥 殿」 と 
見ゅ。仁科岩城系_には「又太郎師隆—三 
耶隆家 丨 游道 小太邱 安隆 丨 盛隆(ニ识法 
名 素 竹) 丨隆淸 (好 島 又 太 耶) 丨泰行 (彥ニ 
郞)」 を 擧げ 、又 盛隆の 兄 「太郎 義淸 丨太耶 
淸實 丨淸秀 (好 間ニ耶 )、 弟 盛 重 (ニ 耶 、兄 
の跡を繼 <'' )」と。又阔魂系圖には「高久三 
郎忠衡 丨岩城 ニ 郎忠淸 丨好岛 太郞淸 隆丨新 
田太郞師隆丨岩城太郞行義」と旯ゅ。 

諸系 11 が载する處、袷んど全く符合せずし 
て、 其の 關係 探リ 難き も、. 科 ^ 城 糸阔の 

S 


ヨシ シマ 


ヨシ シマ  ヨシ シマ  ヨシ シマ —— ヨシ スミ ^ 八 3 


又 太 郞師隆 は、 國魂 系圖の 新田 太 部 師隆な 
るべ く、 又 飯 野 八幡宮 緣起に 「岩 域 太郎淸 
隆嫡 男師隆 、淸隆 三男 高宗」 あり、 これ 仁 
科 岩 城系圖 Q 三郞隆 家に 當 らん かと 云 ふ。 
氏人は 正應 三年 文書に 「岩 城 郡 好島庄 西方 

預 所、 式部 孫右衞 尉賴泰 •地頭 好 島 小太郞 
盛 隆と相 論す る 山の 事。 右 東方 預所 •地頭 
と 先年 相 論を 致す の 刻、 山に 於いては、 建 
長 六 年に 御 下知を 蒙る、 云々 J と。 又 元亨 
四 年 文書に 「好 島庄 西方 預所 伊實前 司賴泰 
(今は 死去〕 の 子息 ニ 郞左衞 門 尉 光貞が 代官 
義直 •地頭 好 島 又太郄 隆淸 (今は 死去〕 が 子 
息 彥太郞 泰 行と 相 論す、 好 島山の 事。 右の 
山は 泰行の 祖父 盛隆 •違 亂を 致す 時、 東方 
の 例に 准ず」 云々 と。 

又元久 元年の 八幡宮 御領、 好 島 御庄 注進 狀 

に 「鹽明 神 五段、 謙 倉 明 神 一丁、 大 折寺大 
般若 三 丁、 神宮 寺 五町、 御供田 十四 丁 四 反、 
大般衆 六 人 九 丁、 仁王 講衆六 人 九 丁、 東 執 
行 三 丁、 西 執行 三 丁、 專當 二人 一丁、 承 仕 
二人 一丁-営 司 ニ 丁、 宮人 一丁、 大漏宜 ニ 

丁、 大視  一丁、 詔師 一丁、 八 女 八 人 八丁、 
禰宜 十二 人 六 丁、 荷 擧丁六 丁 各 五段、 立 行 
事 二人 東西 各 五段 (御 蓋 役、' 御幡 役、 此の ニ 
人。 立 行事 役は 御造榮 等、 諸事 宮中の 事、 東 


西に 立て、 鄕 村を 走り 廻り、 當社の 社 役、 相 
披露 申すべき 分)、 相 人 六 人 三 丁、 預所給 田 
十 丁、 惣追使 三 丁、 檢 非違 使 ニ 丁、 郡 司 給 田 
十 丁、 H 文 給 田 五 丁、 夫頜三 丁、 已上百 七 
丁 七 段、 本 免。 

散 仕 六 段、 雜仕給 田 三 段、 紙師三 段、 人道 
衆 二十 丁。 新田 太郎十 丁、 好 島三郞 十 丁、 
深 澤三郞 十 丁、 千 倉 三 郎五 丁、 片寄 三郞八 
町、 大 森三郞 十 丁、 戶 田三郎 十 町 •田戶 次 
郞十 丁、 大 高三郞 十 丁、 紀平次 五段 (散 仕)、 
小淸次 五段 (散 仕〕、 摺師五 人 二十 五段、 中 
四郞 五段、 源 藤 五段、 紀平次 五段 •近 藤 五 
段、 已上百 十八 町 一段 八 合は 新 免。 殘る 所、 
□ □田 二百 九十 七 町 陸 段 一 合 •內 新田 二十 
玖 丁 f 一一 段 四 合、 得 成 十 陸 町 九 段 四 合、 吉光 
玖 町 陸段壹 合、 內 新田 壹町八 段。 右目 錄* 
件の 如し。 元久 元年 九月 一日、 公文 行 在 判」 

又 飯 野 文書、 貞治 中に 好 島 新兵 衞、 應 安中 
に 好 島 和 泉 守隆吉 、また 白河證 古文書、 文 
安中に 岩 城 周 防 守淸隆 、寶德 中に 好 島 和 泉 
守隆衡 あ 9。 又 相 馬 文書 應永 十七 年 五 郡 一 
揆の 連署に 好 島 •見 ゆ。 又 地名 辭書に 「好 間 
は 古書に 多く 好 島に 作り、 中古は 庄名に も 
呼び、 好 島 御庄と 云 ひ、 石淸水 八幡 社頜た 


り。. 岩 城國魂 系圖に ょれば、 好 島 太 郞淸隆 
は、 文治の 比の 地頭たり。 蓋し 淸隆 •田 土 
を拓 きて、 之を 石淸 水に 寄せ、 命じて 好 島 
庄と 呼ばれし ならん。 是ょ 0 のち、 岩 城 太 
郎の 家に、 好 島の ー稱 あり。 元久 注文に 好 
島三郞 とい ふは 給 主にて、 岩 城 太郞の 家と 
各々 別な らん。 本庄 は元久 注文に 五莳町 許 
の 田數 を擧げ 、東西に 分ち、 預所 職は、 寶 
治 以後、 飯 野 伊賀 氏に 歸 したり。 『陸 奥國好 
島庄 西方、 御 年貢 帖 絹、 可 京 進 仕事。 負 和 
四 年 十月 二十 七日、 左 衞門尉 盛 光、 進上 御 
奉行所』 云々」 と。 その他、 好 間條を 見ょ。 
又 白 土、 磐 城、 间魂 等の 條參 照。 

吉末  m シス N 丹 後 竹 野 郡に 吉末保 あり。 

W0  ヨシ スチ 

美 澄 ヨシ X ミ 3 シグ ミ、 及び 吉住 條參 
照。 

00  ヨシ ズミ 同上。 

士ロ住 ヨシ •スミ 陸 前 等に 此の 地名 存 す。 
丨善積 氏族 丹 波 國氷上 郡 野 上野 城 (野 
上野 村) は 吉住卯 之 助の 居城に して、 丹 

波 志に 「吉住 卯 之 助、 又吉 積。 子孫 •春 
田 部庄野 上野 村、 古城 有り、 古城の 部に 
出す。 今 茂 左衞門 一黨な り」 と载 せ、 又 
r 吉住氏 •子孫 加 茂 郡牧 村。 今太郞 右衞 門、 


淸兵衞 、辻 右衞 門、 善 六の 四 軒 J と。 

2 出 羽 羽黑山 下旬 家老に 吉住氏 あり、 
羽黑 、下旬、 眞田 等の 婼參 照。 

3 雜载 その他、 岩 槻大岡 藩 年寄、 又 山 
崦本多 藩 重臣に 見え、 又御關 家筋 目に 「吉 
住 氏より 享保 末の 頃、 高野山 正 ^ 院 より 
來る書 付の 寫 、本紙 吉住 氏に 在り」 と 0 
又 和 泉 住 吉の社 家 某 •長唄を 好み、 杵屋 
rl 人となりて 吉住 小三郎 と稱 す。 又 鯖 江 
藩<吉住已之助、肥後下益城郡松橋町に 
吉住正 男 君 あり。 

吉瀨 ヨシ セ 信 濃 高逮の 新 衆に 吉灌善 四 
郎 •見 ゆ。 

能 瀬 ヨシ セ ノセ條 を 見よ 0 

良田 ヨシダ 和名 抄 、信 濃 國筑摩 郡に 良 

田鄕を载せて與之太と |)1! ず。後舟吉田村と 
云 ふ。 次に 長 門國厚 狹郡に 良田鄕 を收 め、 
後に 吉田邑 と 云 ふ。 又 讚 岐國多 度 郡に 良田 
鄕を收 め、 與之 多と 註す。 

〇 伴， 过田連大伴氏の族にして、讚岐國 
多 度 郡 良田 鄕 より 起る。 齊銜ニ 年 正月 祀 
に 「大判 事 兼 明 法博 士備 後介從 五位 下 伴 
宿禰宗 •卒す。 宗は 本姓 伴 良田 連、 後に 
改めて伴宿禰と爲る」と载せ、また類聚 
符宣 抄卷 七、 貞元ニ 年 六月 廿五 日の 讚 吱 


國司 解に 「散 位 正 六 位 上 伴 良田 連定 信を 
以つ て、 越 次して 管 多 度 郡 大領外 從七位 
«± 伴 良田 連 宗定が 死 興の 替に 補任せ らる 
, X を 請 ふ 状」 あり。 皆 此の 氏人 也。 

士 口田 ヨシダ キチ ダ 和名 抄 、常 陸國那 
珂郡に 吉田鄕 を 敬む、 後に 吉田 郡の M 起 
y (將門 記〕、 又 吉田注 と 見 ゆ。 次に 伊豫 國 
周激 郡に 吉田鄕 あり、 高山 寺 本には 與之多 
と訓 ず。 又 越 前 C 足 羽 郡)、 備後 (蘆 田 郡)、 
安藝 (高 営 郡〕 等に 吉田 郡* 又 山城に 吉田神 
社、 吉田寺 あり。 庄名 としては 大和、 相 摸、 
常 陸、 近 江、 若狹 、越後、 播磨 、出 雲、 周 
防、 日向 等に 見え、 また 若 狹に吉 田 麻 保、 
吉田 三宅庄 、常 陸に 吉 田社庄 、播磨 に吉田 
本社 南庄等 あり。 その他、 河内、 三 河、 遠 
: 江、 甲斐、 武藏 、上總 、下總 、信 濃、 上野、 
下野、 岩 代、 陸 前、 陸 奥 •羽 前、 羽 後、 能 
登、 因幡、 備 中、 長 門、 紀伊 、阿波、 土 佐、 
筑前 、筑 後、 豐前 、肥 前、 肥 後、 大隅 等に 
此の 地名 存 す。  ’’ 

1 吉田連 春 日 氏の 族に して、 吉氏の 連 
姓を 賜へ る 者な リ。 吉條參 照。 姓氏 錄は 
左 京皇別 に收 め、 「吉田 連。 大春日 朝臣と 
同祖、 觀松彥 香 殖稻 天皇 (諡 孝昭〕 の皇 
子 天 帶彥國 押 人命 四 世の 孫 彥 SE 命の 後 


也。 昔 磯城 瑞離宮 御宇 御 間 城 入彥 (祟 神) _ 
天皇 c 御代、 任那國 •奏して 申す、 臣の 
國の 東北に 三巴汶 ( 上巴汰 、中 巴汶 、下 
巴汶) の 地 あり。 地方 三百 里、 土地 人民 
亦富鏡、新羅阀と相爭ひ、彼此攝治する能 
はず、兵戈相尋ぎ民.生を聊んせすっ臣* 
請 ふらく は將 軍を して、 此の 地を 治めし 
め給は ^ 、即ち贵國の部と爲さむと也0 
天皇 •大いに 悦び 蛤 ひ、 群 痼に 勅して 應 
に 遣は サベき 人を 奏さし む。 卿 等 奏して 
日 さく、 彥國霄 命. の 孫_ 璀津彥 命、 頭上 
に 貧 あり、 三岐 にして 松樹の 如し (因り 
て松樹 君み 號す〕 。其の 長 五 尺、 力 •衆人に 
過ぎ、 性 •亦異 悍 也と。 天皇 •鹽璀 律 彥 
命を して 遣は し 給 ひ、 勅を 奉じて 鎭め守 
る。 彼の 俗 •宰 を稱 して 吉>爲 す、 故に 
其の 苗裔の 姓を 謂 ひて、 吉 氏と 爲 す。 男、 
從五 位下 知須等 •奈良 京 田 村里の 間に 家 
居す。 仍 りて 天埏國 押開戣 栩彥 天皇 (誼 
聖武) の神焰 元年、 吉田 連の 姓を 賜 ふ。 
(吉は 本姓、 田は 居 地の 名を 取る 也)。 今 
上 (嵯哦 ) 弘仁ニ 年に 改めて 宿彌の 姓を 賜 
ふ也。續日本紀に合へ -») 」と見ゅ ^ 

また 承 和 四 年 六月紀 にも， 「始祖 鹽垂津 は 
大 倭の 人 也。 後國 命に 傾 ひ、 性き て 三 己 
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汶の 地に 居る。 其の 地 •遂に 百濟 に隸 す。 
鹽乘律 八 -Hi: . 孫 達 率吉大 尙 、其の 弟少尙 等、 
國を懷の志あり"相尋いで來朝し、设々 
醫術を 傳へ 、兼ねて 文藝に 通ず。 子孫 • 
奈良京 田 村の 里に 家居す。 仍リて 元め て 
姓を 吉田 連と 賜 ふ」 と あれ ど (猶ほ 三 間 
名條參 照)、 嘉祥 三年 十一月 紀には 「書 
主は 右京の 人 也。 本姓 吉田連 •其の' 先は 
百濟 ょり 出. づ 。祖正 五位 下 圖書頭 兼內藥 
正 相 摸介吉 田連宜 、云々」 と 見 ゆるに ょ 
れば 、或は 歸化 人に て、 其の 家系. を 飾ら 
ん爲 の假 冒と も 見ら る。 

宜は初 め 僧 惠铵 、その 男 古麻呂 (内 藥 正、 
侍醫) •その 男 書 主 也。 皆 名高し。 

2 吉 田宿禰 前項 引用 姓氏 錄に 「吉田 連。 
今上の 弘仁ニ 年に 改めて 宿彌 姓を 賜 ふ 
也」と見え、弘仁ーー年九月紀に「右京人 
正六位上吉田連営麻呂等に、姓を宿禰と 
賜 ふ」 と あるに 合す。 その後、 承 和 四 年 
六月紀に ' 「右京人左京亮從五位上吉田宿 
禰書 主、！ 一中 介從五 位下 同姓 高 ft 等に、 
姓を 興 世 朝臣と 賜 ふ。 始祖 云々 (前項に 
引けり〕」 と旯 え、 興佾 朝臣を 賜 ふ。 

3 大和 十 市 郡 十 市 家々 老に吉 田莊司 • 
見え。 又 法 貴 寺 氏人 長 谷川 黧に 吉田氏 あ 


4 


り。 下って 德川 時代、 郡 山 柳澤藩 年寄に 
見え (武鑑〕、 十津 川鄕士 に吉田 正義 あり、 
勤王の 志 厚く、 天誅 組に 加は る。 維新 後、 
文武 舘を 設立して 子弟を 養成し、 特に 從 
五位を 賜 ^ 。 

河内 丹 比 郡の 吉田 氏は 楠 木 家々 臣吉 
田 兵 庫 頭の 後 也と。 また 交野 郡の 人、 延 
元の 頃、 南 家に 從 ひて 勤王せ し士 に、 吉 
田 源 八 •見え、 下って 永 祿ニ年 交野 郡總 
侍 中 連名 帳に 「律 田 村 吉田民 部 入道 順覺、 
杉 村 吉田大 學進長 朝」 等を 載せ、 又寬永 
三宮拝殿着座に「津田村ニ軒、杉村一軒、 
尊 延寺村 一軒」 と あり。 

又 河内 郡 吉田村 の 名 族に あり。 殊に 吉田 
思 支は 學を 好み、 藏書 數千卷 、書院を 富 
景樓 と名づ く。 片桐侯 •江 戶 聖堂に 倣 ひ 
て 和漢の 書を 寄せ、 田 3 支 •又學 田 ニ ' & 石 
を附す Q 

和 泉 日 根 郡 佐 野 町 •尾 崎 村 等の 名 族 

に 見 ゆ。 

-攝津 太平 記卷 三十 六に 「當國 守護 代 
吉田肥 前 房 嚴覺」 見 ゆ。 こは 近 江 佐々 木 
氏の 族 也、 第 十六 項を 見よ。 

又 芄原郡 住吉村 吳 田の 名 族に、 此の 氏 あ 
リ て、 吉田 內府定 房の 三男 藤 田 幸 麿より 


出づ 。延元 ニ 年 三月、 當地に 下り 住す。 
後 橫田氏 女を 娶リ 、ニ 男 三女を 生む。 子 
孫 庶民と なる。 今に 宸翰、 勅書、 寶 M を 
傳 ふとぞ 。又 武庫の 名 族に 在 r 、 油 屋と 
云 ふ。 吉田 善右衞 門は 蘆 田 新田を 開き、 
後 亦 和 田 山を拓 く。 又 八 部 郡 ニツ茶 M 村 
の 名 族、 又 浪華の 名 族に も 多く、 叉 三 田 
九 鬼 藩の 添 役に 見 ゆ (武鑑〕。 
■藤股北家勸修寺流堂上家の稱號にし 
て、 尊卑 分脈に 「内大臣 高 藤八佾 孫勸修 
寺 (坊 城大藏 卿〕 爲 房— 參議 爲隆— 伊豆 弁 
光房 丨權 大納言 經房 (號吉 田、 大宰 帥、 
正 治ニ薨 、五八〕 丨定經 (參議 )- 
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號吉田 
吉田大 w 

丨經賢 

S 

兵 部 卿 


號吉田 

中納言 


中御門 

大納言 

大師 

1 丨經藤 

經 任 兄 


嵇中 麻 中 五 窃 
枳別 當檢別 筲 


丨爲 俊-光 方- 

春官泛右中辨 

I 經 守- 經躬 

轿中 


_丨 || 


厂爲 治- 經邦 丨綷 成— 經 保— 經 仲— 爲仲 

闻中 ff. 治大 s if 少 *3 

丨锫 luK-,- 定 房-一- 宗房參 南朝、 任 s g 

苞か 納言內 大臣  右少將.新 ¥ 柞者 

Il ds 5s' H7r 丨 守房麥 S、 ？ 位大  S 

|丨 2^ 賴篇ーハ £. 

雄 冷 余 


一—糧 


—隆 長— 藤 長-兼 長 -r 淸長 

禱中納 3 * 中 « 大 W 中 

c 神 尻) 

1 ' 冬 方 T 冬 長-高 光 

SS 吉田  穎 £ » 

「賴國 I 冬 光 

丨資 房- 資定 士 房 
1 
消閑 寺 
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氏人は 梅 松 論に 吉田 大納言 定房癇 、太平 
記卷 一に 吉田內 大臣 定 房、 吉 田中納 言 冬 
房、 卷 十三に r 抑 も 彼の 宣房棚 と 申す は、 
吉 田大甙 資經の 孫 藤 三位 資 通の 子な り」 
と。 又 地名 辭書に 「吉 田家 宅址 。神樂 岡 
蓮、 神 龍院の 門前を 大納言 經房の 舊 跡と 
す。 經房は 勸修寺 家に して、 別業を 此に 
S く。 其の 日記を 吉 記と 日 ふ。 子孫 世襲 
して吉田と號す。其の裔に定房ぁリ、後 
醐_ 帝の 藩邸に 在る や、 之に 庳 たり。 故 
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を以つて寵侍せられ、內大臣に進む。定 
房は 其の 父經長 に 繼ぎ 、朝 典に 諳 練し、 
其の 日記を 吉槐 記、 吉讀 記と 日 ふ #0 吉黃 
記は、 其の 族經饺 (勘 修寺〕 の 日記と ぞ 
(宣胤 痼 記、 大 日本史〕" 又宣 房、 藤 房 も 
同族に て、 定 房と 同時と す、 其の 家を 万 
里 小路と 云 ふ」 と。 

8 ト部姓卜部兼熙を龃とす。卜部條第 
十八 項を 見ょ。 その後は、 尊卑 分脈に 「兼 
豐 丨兼熙 (號吉 田、 神祇 大 副、 長上、 正 
三位、著直衣)丨兼敦(同上、昇殿〕丨兼 
富 (神大 副、 長上) 丨兼名 (同上、 從ニ〕 丨 
兼俱 (同上、 從 ニ、 南朝 詔 著 直 衣〕— 兼 致 
(神 紙 權大輔 、長上〕 丨兼滿 (神祇 少 副〕丨 
兼 右 (從 ニ.〕— 兼 見」 と。 又 これょり 前、 

ト部兼 直の 弟 「兼 名 (從四 下、 右 京大 夫〕 
— 兼顯 C 治部少 輔〕— 怒邇 (大僧正)、 弟 兼 
雄 (民 部大輔 、從 五上)、 弟 兼 好 (藏 、左 
兵衞 佐、 俗名を 以 つて 法名と 爲す〕 J と。 
鎌 倉 以来、 神祇 次官と して、 その 長官な 
る 白 川 伯 家を 凌ぎ、 殊に 兼 方 (ト 部、 平 

野 等條參 照〕、 怒邇等 名高く、 兼俱に 至 
り 家學を 振起して、 唯一 神道を 大成す。 
又 兼 好は 徒然 草に て 名高く、 又 太平 記に 
見ぇ、下って長祿寬正記に吉田兼益*出 
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で、 又宣贸 の 男 兼 右は 兼滿 の嗣 となり* 
從ニ位 神紙大 副たり。 その 男 兼 見、 梵舜、 
共に 名を 擧げ 、又豐 鏗に吉 田 侍從兼 治、 
吉田左 衞門督 兼 見 卿、 細 川 系圖に 吉田左 
衞門尉 卜 部 兼 治な ど 見 ゆ。 又 地名 辞 # に 
r 永 延年 中、 卜 部 神祇 大副 兼延 •吉田 神社 
社務に 補せられ しょ リ、 裔孫 •世々 之を 
掌る。 吉田 神道 家 •卽ち 是れ也 (神祇 志 
料、 吉 田系圖 )。 ト 部條參 照。 

吉田 神道 家は 卜 部 氏なぃ。 其の 祖兼延 • 
吉田 神社の 社務に 補せられ てょ リ 、子孫 
世 職と し、 八 世 孫 兼 方 •神祇 栩大 副に 任 
じ、釋日本祀を著はす(ト部條參照)。十 
世孫兼熙*吉田氏と稱し、後圓融の朝に 
一族 上疏 して、 朝臣 姓を 賜 ひし こと、 後 
深 心 院關白 記に 見 ゆ。 文明 年中、 兼俱 
あり、 神道を 說 きて 一家を 成す。 我が 邦 
娜道 •此に 至り  一® 一す と 云 ふ。 整臣 氏の 
時、 左 近 衞佐兼 治の 長男 兼從 (細 川 藤 孝 
の 外孫) •豐 _廟の 社務 職と 爲り 、家を 弟 
兼 英に讓 り、 別に 萩原 家を 起す。 其の 弟 
子吉川 惟定 •德川 氏の 初 世に あた 9、 神學 
を以っ て 著は る。 兼從 の祖 兼 見の 弟梵舜 • 
僧と 爲リ 、德川 家康に 親任せられ、 又 神 
道を 弘 めたり •故を 以つ て、 德川氏 一代、 
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海內の 社 人、 巫祝の 徒は、 大低吉 田 氏の 
所知に歸せしめ、神紙管货の號を立てし 
む」 と (卜 部、 萩原、 吉 川等條 參 照)。 又恣 
に 神號神 位を 濫與 す、 宗源宣 旨 (宗源 神 
宣〕 •これ 也。 されば 全國の 神職 •殆ん ど 
其の 酣下 となり、 裁許 狀を與 へらる 》 を 
恒 とせり 。從つ て 勢力 •甚だ 大な りき。 
兼 見 以後は 知譜拙 記に 「兼 見 ( 從ニ 、大 
副、 犮衞門 督丫兼 治 (左 兵衞 佐、 大蔵 卿) 
—兼英 (右兵衞 佐)— 兼 起 (刑 部 少 、元 兼 
里〕— 兼 連 (昇殿、 侍從 、貞享 元、 发 兵督) J 
と 見え、 その後は 「兼 起 I 兼 敬 — 兼韋 丨 良 
延 丨 良俱 丨 良 連 — 良 長 — 良 ^ 丨 良義 (長 
義〕 丨良 正」 にして、 德川 時代、 半 家 ,' 舊 

家。 七 百 六十 六 石、 後 七 百 六十 石餘 (明 
治 四百 三十 八 石餘〕 。吉田 村。 家老 •鈴 鹿 
I 族。 外樣 、神 紙 道。 現今 子爵。 


9 吉田 社々 家吉田 神社は 京都市 吉田町 
に 在りて、 建 御 實豆智 命、 伊波 比 主命、 
天 之 子 八 根 命、 比賣 神を 祀り 奉る。 その 
祠官に は 「鈴 鹿 權預從 三位 中臣連 胤、 鈴 
鹿 正 禰宜正 四 位 中 臣勝文 •吉田 權颺宜 正 


四 位 卜 部良祥 、鈴 鹿權祝 正 四 位 中臣頫 明、 
吉 田權祝 正 四 位 卜 部良榮 、鈴 鹿權視 正 四 
位 中臣芳 春、 吉田 社々 司 鈴 鹿 正 五位 中臣 
光行、 鈴 鹿 從四位 中 臣正靜 、木 社 司には 山 
田 若宮 正 禰宜從 六 位藤 原 有 年、 鈴 鹿 若宮 
權禰宜 從六位 中臣通 安、 大角神 樂岡社 祝 
從五 位藤 原 友 平、 若宮 前 正視 鈴 鹿 故 出 雲 
介 中臣正 純、 神人 鈴 鹿 多 珀中臣 通 幸、 鈴 
鹿 福 造 中臣通 任、 中 川 千 別齋部 親 成」 等 
あり。 卜 部、 中臣 、鈴 鹿 等の 條を 見ょ。 
又 吉田權 漏 宜正四 位 卜 部良祥 の 家系は • 
「神祇 少副卜 部 兼有 ニ 男 兼 氏 (從 五位 下、 
神 祗權少 副、 元 和 四 年 四月 十五 日 卒〕— 兼 
則— 兼 條丨兼 成— 兼 時—. 良久 丨良 喬丨良 
武 丨 良能 丨 良祥 — 良知」 にして、 又 「吉 
田權視 神 紙 權大副 卜 部 兼 致 朝臣 養子、， 實 
神祇 大福 卜 部 兼 富 卿 男、 神祇 權大副 兼 香 
朝臣 孫兼隨 (元 兼將 、藏 人、 治部少 .輔 、從 
四 位 上 神祇 少 副)— 兼有— 兼 里 (弟に 兼 氏 
あり〕 丨 兼景 I 兼 林 1 兼彥‘ _ 兼 員 I 良 興 
丨 良弼 丨 良 行 丨 良貞 丨 良榮」 と 見 ゆ。 

10 淸原 姓吉田 系圖に 「業忠 (內 昇殿 侍 
從) 丨宗賢 (侍従)— 宣賢 (實 はト部 兼俱の 
男)— 兼 右 (吉田 右兵衞 督 、從 ニ〕」 と 見 ゆ。 

11 藤 原 北 家 花 山 院家流 尊卑 分脈に 「花 


山院 右大臣 家 定丨定 伊 (寺 僧正、 吉 田、 

三 井 長 吏、'  南 松院) 」 と 見 ゆ。 

12 山城 第 七 項 以後、 及び 次 項を 見よ。 
その他、 仁 和 寺諸大 夫に 吉 田陸與 守、 又 
九條家 侍、 土 御門 家家 司 等に 此の 氏 あり、 
その他は 第 十八 項を 見よ、 その他に も 多 

’ し 0 

13 秦姓伏 見稻荷 社の 社家に して 南 松 本 
家より 分る 0 

14 伊賀 名 賀郡種 生 村 草稿 寺の 地は 吉田 
兼好が隱棲せし地と饉へらる。親房伊贸 
記に 「國見 山 草蒿寺 あり。 信 西 法 印 開基 
本願 也」 と。 その後 頹廢 •元 祿季年 僧 龍 
雲 再建して 舊名に 因る。 近世 篠田原 敬 • 
弘融 、頓 阿、 兼 好の 三 像、 及び 兼 好 行状 
傳記 等を 此に藏 む C 三 國地 志〕 と。 

15 伊勢 多氣 郡の 褻 族に して、 多 氣窓螢 
に 「むかし 吉 田と 云へ る 馬乘 リあ4、云 
々J (源條 參 照) と 載せ、 名勝 志に 「吉田 
氏 砦址は 茂 原 村 字 木馬 瀨 (舊 桃ヶ 原野〕 に 
在 0、 今 耕地 山野 地 等と なれり。 享祿ニ 
年、 * 畠 氏の 臣吉田 兼行 •始めて 之 & 
き、 家士 木馬 海 勘 解 由を して 居 守せ しむ。 
北畠氏亡ぶるの後、其の子兼房*天正中 
來 りて 之に 住す。 兼. 良に 至りて、 他に 移 


リ、 碧 廢す 。其の 子孫 •今 ^ ほ 存 せり」 
(吉田 氏 系圖 、古老 口碑〕 と。 

又 織 田 信 雄 亡びて、 羽柴秀 次の 當 國を頜 
するや、吉田修理亮*長島城を守る。又 
神宮 社家 喜 早 系圖に 「武田 信 虎— 信繁丨 
信 知 (望月、 後吉 田〕 丨忠知 (望月、 後吉 
田〕」 と。 又 舟 木 家臣に 見え C 舟 木條參 照〕、 
又 志 摩に も存す 。又 第二 十七 項參 照。 

16 佐々 木 氏族 近 江國 愛知 郡 吉田邑 ょり 
起り、 尊卑 分脈に 「佐々 木 三郞秀 義丨嚴 
秀 (吉田 右馬助〕 丨義基 (左衞 門 尉〕、' 弟義 
.久 、弟 賴淸 、弟 義宗 、弟 泰秀 —秀信 (弟に 
秀長ぁ 長秀 c 弟に 秀佐ぁ =〇 丨秀 時」 
と载 せ、 又 泰秀の 弟に 宗泰 を收 む。 又 佐 
.々木 系圓に 「秀義 j 嚴秀 (六 良、 法 橋、 
吉田 、紋 翔〕， r また 「嚴秀 (吉田 六 郎、 
山 法師、 法 橋、 家紋 三粼〕 」 と载 せ、 正應 
本に 「嚴秀 (六 郎 、法 橋 —— 
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と。 又 中興 系圖に r 吉田 •宇多、 佐々 木 
源 三秀義 男、 六郎 嚴秀 •之を 稱 す」 と。 
氏人は 太平 記卷 二十 四に 「佐々 木 吉田源 
左衞 門尉秀 長」 を 載せ、 三十 六に 「攝津 

守護 代 吉田肥 前 房 嚴覺 j 見え、 下って 永 
享以來 御番帳 に 「一番 •吉田 五郎、 吉田 
千壽 丸」、 文 安 年中 御番 帳に 「一番 •吉田 
四 郎左衞 門 尉」 を擧げ 、又 常 德院江 州 動 
座 着 到に 「一番 衆 •江 州 佐々 木 吉田源 四 
郎 I を 载 せた U。 その他は 第 六十 四 項を 
見ょ 0 

而 して 蒲 生 郡 川 守 村に 吉田氏 邸 趾ぁ リ、 
佐々 木 秀義の 六 男 吉田六 耶嚴秀 の 後と 傳 
へ、 又 「川 守 城 (川 守 村) は鐘ヶ 嶽山內 
に あり。 吉田 安藝 守定 雄の 居城 也」 と 見 
ゆ。 又遴賀 郡 松 本 城主 松 本 民部少 輔 は、 
佐々 木 氏の 一族 吉田 上野 介 道 室の 男と 見 
え、 又 江 濃 記に 「六角 義賢 家臣 吉田新 介」 


を擧 r。 又 吉田筑 前 守 (室 木條耷 照) 見 
ゆ 0 ' • 

17 弓術 吉田流 諸家 系 岡 S 吉田 系圆に 、 
「佐々木族也。秀義六男法橋嚴秀，士 [1 田と 
號 す。 爾 ょり 以来 世 系 紛失す。 家紋 三 鳞。 
佐々木ょり三目結を賜ふ。日評彈正*伊 
賀に 居り、 射藝に 達し、 天下 •其の 右に 
出づる 者な し。 其の 門 葉 •數人 ありと 雖、 
吉田出 雲 守 •獨り 其の 妙を 得。 故に 出 雲 
守を して 家傳を 繼 がしむ。 佾を舉つて吉 
田 派と 稱 す。 某 ( 吉田出 雲 守、 江 州の 人、 
佐々木旗下七人の內也。法名道 0 〕」と〇 
始祖 出 雲 守は 寬永 系圇に も 某と し、 寬政 
呈譜に 「太郞 左 衞門重 政 (下野 守)」 に 作 
る。 日置彈 正麴秀 に學 ぶと。 一に 重 政の 
祖父 上野 介 重 長 •佐々 木 家 旗 木 頭たり、 
日 置彈 正に 學ぴ て、 射 術 S 妙を 得、 その 
男 出雲實 重は 佐々 木義贤 に 仕 ふ、 その 男 
出 雲 守 重 政 也と。 又 一に 重 政は 重 長の 男 
と云ふ。庳ふる所、各々異也^今諸傳說に 
ょりて系圖を作れば次の如し。但し眞否 
は猶ほ 考究すべし。 法 橋 嚴秀裔 "上野 介 重 
長 C 茂畏 、重贸 _: に 太耶左 衞門重 政、 I に 
出雲守〕丨出雲赞重—出雲守窀政(一に経 
茂、 茂 K •寬政 系譜に 重忠 、助 左衞 門、 
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家紋丸.に三目結、粼-加貿藩に最も多し、 
第五 十七 項參 照。 猶ほ松 本條參 照。 

13 角 倉流醫 家に して、 寬永 寬政兩 系譜 
に、 第 十六 項 「秀 綱— (弟) 次郎左 衞門尉 
宗 網— 四 郞左衞 門 尉秀春 丨德春 (初め 光 
.秀 、四郞 左衞門 尉、 仁 庵、 名醫 、山 域 嵯哦 
角 倉 住、 應仁 二八 十六 死〕 丨宗林 C 载舟、 宗 
臨〕 丨宗忠 (與 次、 光信、 宮內卿 •靖 節、 一に 


濟舟 、弟に 紀兵衞 光雄 ぁり〕— 光治 (與三 
郞、 與左衞 門、 淨林〕 、弟宗 桂 ( 與次 、意 
安、 宮內 卿、 明に 遊びて 明主の 病を 治す 丨 
一に 意 庵〕 丨 光好 ( 與 七、 了以 、支 叟〕 、.弟 
宗恂 (孫 次郞 、光政、 民部涮 、意 安、 意 庵、 
支 子。 家康に 仕へ 五百石〕— 吉皓 (初め 宗 
達、意安、如見〕—安愴(岩麻呂)丨宗恬 
(宗運 )」、 子孫 七 百 石を. 領 す。 家紋 三重 扇 
地 紙 之內鳩 酸 草、 角 四 目 結。 又 意 安の 孫 
應 安元 瑞も亦 名 ぁり。 

19 近 江 以上 數 流、 及び 次 項、 その他に 

も 多し。 又 當國に 丸に 三つ 柏を 家紋と す 
る あり 0 

20 丹 波 姓醫家 丹 波康賴 ，の 後胤 •典藥 頭 
賴 基ょり 出づ 。數代 、近 江 志賀に 住し， 
初め 志實 氏な りしが、 淨勝に 至り、 外戚 
の家號 吉 田を 冒す と 云 ふ。 家紋 向 梅、 十 
六葉八重菊、五七桐。寬永莧政兩系譜に 
「坂 民 部 卿 士傀四 男 魅 春 庵淨快 (一に 實は 
淨貞の 男、 士怫の 猶子 也と〕— 盛 方 院淨秀 
(雅 冬、 一に 實は典 藥頭篤 直が ニ 男〕 丨盛 
方院淨 孝— 同淨 喜— 同 淨 運— 同淨 見— 同 
淨 盛— 同 淨忠— 同 淨勝丨 同淨慶 (家 康に 
仕 ふ)、 弟 同淨珍 」 と。 

21 美濃新撰志に「大野郡北方村古城址 


は 吉田休 三 入道の 住みし 趾 也」 と 云 ひ、 
又吉田 助次郞 喜 武等見 ゆ。 又 加納永 井 藩 
用人に あり。 

22 淸和 源氏斯 波 氏族 尾張國 愛知 郡の 豪 
族に して、 尾 張 志に 「岩 塚 城 (岩 塚 驛越 
前〕 の 城主は、 吉田內 記 守 氏 入道 長英が 遠 
祖歷 代のぅ ちなる べし。 守 氏は 斯 波武衞 
の 一族たり しが、 武衞家 衰镦の 後、 長男 
內記元 氏に 家督を 繼が せ、 蟄居して 長英 
と稱 し、 天文 元年 八' 月 十三 日 亡せ ぬ。 か 
くて 元 氏は 織 田 信 長 公に 仕へ て、 永祿十 
一年 九月 十三 日 •勢 州 大河 內の城 に 戰死 
す。 其の 子吉 田九耶 左衞 門は 信 雄 公に 仕 
へて、 天 正 九 年 舊賴岩 塚を 頜す 。此の 時 
は 七 社大明 神の 社の 乾の 方に、 先祖 傳領 
の 敷地 八畝步 ある 屋敷に 住へ る 由、、、 X 
の 社 司吉田 氏の 家譜に 見 ゆ。 又 長英が 遠 
祖吉 田治郞 左 衞門重 氏、 同 11 一郎 兵 衞門等 
が 名 も、 應永 元年、 文明 元年な どの 梁 牌 
に 殘 り、 長英が 岩 塚の 城主たり しことは、 
吉田 氏が 家 記、 また 尾陽雜 記に も 見えた 
9 J と 0 

23 淸和漓 氏 信任 流 これ も 尾 張の 名 族に 
して、 寬永 系圖 には、 第 十六 項 「士 rl 田嚴 
秀が ニ男義 久の裔 J とし、 寬政 if 譜には 


「淸和 源氏、 新 右衛門 尉 信任が 末葉」 とす。 
右京 進 某の 男 「主 水 家 澄 c 右京 進、 信 長 
に 仕 ふ〕— 主 水 家 次 (右京 進 •弟に 淸左衞 
門家爲 あり〕— 主 水家隆 (家 澄、 信县 、秀 
士ロ 、後尾 州義 直に 仕 ふ〕— 多 右衛門 種久、 
弟 市 左 衞門政 形」 にして、 家紋 丸に 鳩 酸 
草、 巴 文字。 

24 尾 張 藤 姓 織 田 信 長家 臣吉田 小兵 衞時 
勝、 その 男四郞 兵 衞正時 •家康 に 仕 ふ。 
家紋 丸に 鳩 酸 草、 下 藤 丸。 又 信 長 家臣 太 
郞右 衞門吉 次、 その 男太郞 兵衞吉 重、 家 
紋鳩酸 草な ど 多し。 

25 尾 張 以上 三項參 照。 その他に も 多し 0 
又 中島 郡 高 御堂 村の 名 族に 吉田主 水 正 家 
澄 あ り。 又 大國靈 神社々 家に 見え、 又廳 
匠 吉田半 平由緖 書に 「檣 現 樣え召 出され、 

御藏 米 八十 石、 在所 尾 州 海原 (東〕 郡 佐 折 
村 御 差 置、 云々。 吉田瀨 左衞門 」 と 。こ 
れも第ニ十七項參照 0- 

26 淸和 源氏 足 利 氏族 三 河 國 吉田庄 ょり 
起る。 尊卑 分脈に 「廣澤 太 郎義 利— 義博 

(號吉 田 11 一郎 丫一一 i 川 守和義 (尾 張 一一 一郎〕 丨 
陸 奥 守棟義 、弟 宮內少 輔義 幸」 と 見 ゆ 0 
子孫 出 羽に あり、 杼 窪條參 照。  • 

27 淸和 源氏 得 川 氏族 これ も 三 河 發祥に 


ヨシ タ 


して •新田 族譜に 「得 川 三 河次郞 有 氏— 
左 衞門尉 家 氏— ニ郞益 氏— 次 郎太郞 業 氏 
丨賴業 (吉田 左衞門 尉、 至德 ニ年浪 合の 
敗 後、 三 河國に 來 り、 幡頭 郡吉田 村に 住 
して、 吉 良東條 右兵衞 督に屬 す)— 恒賴 

(四郎 〕— 賴親 (吉田 源太耶 、吉良 三 河 守 
義泰に 仕 ふ、 寬正ニ 年 八月 五日 死)— 貞賴 
(七郎 、齋宮 助、 吉良 持淸に 仕 ふ〕 丨賴高 
(孫 七 郞 、太郞 兵衞 、吉良 中務大 夫持廣 
に 仕 ふ、 天文 八 年 八月 二日、 今 川義元 •吉 
良 東 條を攻 む。 八面 山丨に 於いて、 主と 共に 
討死、 法名 凉洲 月潭) 
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と。 第二 十五 條參 照。 

28 松 平氏 族寬政 系譜に 「櫻 井 松 平の 末 
流な り。 家紋 九曜 、裏 櫻」 と。 醫師吉 田 
榮元忠 寄 •寶永 年間、 幕臣と なる。 
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29 1 .河 以上 數項參 照。 又 八 名 郡 山吉田 
村 大室大 明 神社 人に 吉田氏 あり。 

30 遠 江濱松 の釾 客に 吉田 一刀 齋 あり。 

31 駿河今 川 家臣に 見え、 又 第 六十 ニ 項 
參 照。 又 府中 淺間 社々 僧滿 藏坊は 吉田氏 
を稱 す。 

32 淸和 源氏 武田 氏族 甲 州の 令 族に して、 
尊卑 分脈に 「武 田太郞 信義— 左 兵 尉 有 il 
丨有信 ( 號吉 田、 吉 田太郞 、又諕 鹽 部) 丨 
小太郞 有 朝— 又太郞 有 網 丨彌六 有 政」 と 
载せ 、また 武 田系圖 に 「信義— 有義 (吉 
田祖*吉田四郞)」と見ぇ、又「小松、厲 
爲等祖 J と。 家紋 花菱。 

又 諸家 系圖蟇 に 「( 吉田〕 有義 (信義 四 男、 
虢吉 田四郞 、中宮 侍 長 •右兵衞 尉、 從五 
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33 同上 信 春流武 田系圖 に 「信 有 ( 改信 
春)丨成春(三郎、刑部少輔、號吉田注光 
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入道)」 と 載せ、 諸家 系 圖纂に 「信 春丨成 
春 ( 號吉田 刑 部大輔 )」 と 見 ゆ。 

34 同上 大井流 兩武田 系圖に 「大井 陸 奥. 

守 信 明— 彈正少 弼春 明— 次郞信 家— 左 馬 

助 信 房丨信 包— 次 郎 信達丨 上野 介 信 常 

(松山全貺〕丨信家(吉田八郎九郞〕」と見 
ゆ 0 

35 甲斐 前後 數項參 照。 國志に 「大系 圖 
に、 武田兵 衞尉有 義の男 有 信 •吉 田、 又 
鹽 部と 稱 す。 其の 子吉田 小太郞 有 朝、 其 
の子又太' 1! 有綱 男 孫 六 有 政と 記す。、、 
の 人 •太平 記、 貞和四 年に 逸見 孫 六 人道 
と 見 ゆ。 後に 武田信 春の 次男 吉田 三郞成 
春 (刑 部少 輔〕 入 1 道 性 光 あり、 應永 中の 人 
也。 一蓮 寺 過去帳、 亨祿五 年 正月 十七 日 
に 『臨 阿 •吉 田但 馬』、 信 主の 時、 吉田左 
近 助 信 生 あり、 大井 氏ょ 9 出づ J と。 吉 
田 左 馬 助は 三 州 長篠 城を 守る。 大 井條參 
照。 

36 幕臣義光流寬政系譜、義光流に吉田 
氏 ニ 家を 載せた 9。 家紋 抱 襲 荷、 蔦。 上 
總介忠 輝 家臣 吉田七 兵衞盛 次の 後' 也。 ま 
た 五三 桐を 家紋と する あり。 

37' 淸和源 氏 小 笠 原 氏族 家傳に 「下條 伊 
豆 守 信 氏の 末孫に して、 始め 古 屋を稱 し、 
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中頃、 吉田に 改 む」 と 云 ふ。 家紋 四菱、 
.丸に ニ 引。 吉田佐 五 右衞門 忠雄は 江府に 
仕 ふ。 

38 利 仁 流 藤 原 姓 尊卑 分脈に 「墓 崎 後藤 
ニ惟峯 (住 信 濃國〕 I 島 田權守 惟重— 景重 
(吉田 小 八郞大 夫〕」 と载せ 、大友 系圖に 
は 「島 田 權守行 景丨景 親— 景重  < 吉田小 
八郎大 夫〕 J と 見 ゆ。 子孫 江 戶幕 | 臣にぁ 
0 て、 丸に 一山、 丸に 九枚笹 。また 轡十 
文字、 五 七 桐 等を 家紋と す。 寬政 系譜に 
吉田櫂 兵衞義 盛、 その 男七郞 左 衞門伴 春 
(寶永 御家人) を载せ 、後 「外 家の 氏 源 姓 
に改 む」 と。 又 「吉田 十 兵 衞直正 (もと 
齋藤、外家の號にょり吉田に改む>御徒 
に 加へ ら る」 と 云 ふ も あり。 

39 淸和 源氏 村 上 氏族 ■尊卑 分脈に 「賴信 
丨賴淸 — 美 作 守 家宗丨 山城 安淸宗 丨宗季 
(吉田 冠者、 大學 助〕— 宗賴 C 高 松院藏 人、 
判官 代〕— 淸宗 (同 非藏 人、 本 滿宗〕 J、 ま 
た宗賴 の 弟 「康宗 (上野 三 郞) 、弟季 光、 
弟 家 賢— 家 綱」 など 見え、 又 I 本には 「宗 
季丨季 光 (九 條院判 官代〕 、弟 宗賴 —淸宗 J 

と あり 0 

40 信 濃 源平 盛衰 記に 「信 濃國の 住人 吉 
田 安藤 馬 允」 を 載せたり。 後世なる は、 
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前數項 氏の 裔と稱 す。 

謙 訪郡吉 田 山城 (北大 鹽村〕 は 吉田某 の 居 
城と 見え、 詉訪志 料に 「逸見 兵衞尉 有 |1 
の 男吉田 太郎有 信を 始祖と す。 甲 州 北山 
筋吉田 鄕を領 し" 氏號を 起す。 有 信に ニ 

: 子 あり、 長男は 小太郎 有 朝に て、 家名を 
相續せ リ 。其の 男を. 又太郞 有 綱と 云 ふ。 
次は有政*繼 <'' 、貞和四年の記に逸旯孫六 
入道と、 有 政の 事 也。 應永 中、 式部少 輔吉 
田三郎 成 春 入道 性 光なる もの あ 9、 老い 
て嗣 なし、 武田信 春の 次男を 養子と なす、 
之れ を 吉田但 馬 守と 云 ふ、 子孫 繁榮 所在 
に 分 居す。 中に 吉田 五郎 右衞 門と 云 ふ 人 
あリ 、永祿 以後、 詉訪郡 代の 令 吏を 永 勤 
せ®。 其の 男 馬 之 助 •天 正中 浪人し、 田 
澤 に 住居 歸 農す J と。 又當國 儒者に 吉田 
豐八 郞淸別 C 士庶〕 あり、 麓 湖、 靈鳳 等と 
號 す。 又 丸に 抱澤 潟を 家紋と する あり。 

41 相 摸 保 元 物語に 「吉 田次耶 は 龜若の 
傅」 と。 また 源平 盛衰 記に 「吉 田黧」 を载 
せ" また 吉 田四郞 等 多し。 

42 有道姓兒玉黨武藏の豪族に1て、七 
黨系圖 に 「吉島 行 保の 子保弘 ( 吉田ニ 耶)」 
また 「小 代 遠 廣丨遠 平— 俊 平 (吉田 小 ニ 
郞〕」 など 見え、 史料 本に 「有 貫首 遠 蜂— 一 
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見 玉 郡に 黃田鄕 ありて、 地名 辭書に 「今 吉 
田 林 あり、 吉田は 黄 田に 同じ かるべ し 0 
生野山の西面にあれば、兒玉町、及び金 
屋 、鼠 下、 淺見な ど、 皆 黃田鄕 の 城 H に 
して、 本鄕 はやが て兒 玉の 別名と も 謂 ふ 
べし」 と o . 

43 武藏深 谷 記、 上 杉 普 代 家臣に 吉田與 

I 


右衛門 •見え、 又皭羅 郡 四方 寺 村の 此氏 
は 祖先を 吉田紡 伊 守と 號 し、 成 田下捣 守 
長康に 仕へ て、 屢 々戰功 ありし と 云 ひ 傳 
へ、 葛 和 田 村の 民 江 里 川十耶 左衞門 が 古 
記に 「長康 •吉 田祀伊 守、 江 里 川 左京亮 
の兩 人を して、 成 田家 七騎の 旗頭を 命じ、 
越後 國へ 援兵. たらしめ しとき、 景勝と 戰 
ひて、 吉良須 坂に て兩人 共に 討死す」 と 見 
ゅ。 又 新 編 風土記に 「下奈 良村褒 善者吉 
田 市右衞 門、 公ょり 苗字を 名乗り、 帶刀 
を も 御免 ありし 者な り」 と。 

又 足 立 郡 寺 谷 村の 名 族に 在りて、 「先祖は 
小澤 木工 之 進と て、 成 田下總 守が 家人な 
りしが、 天 正 十八 年の 戰爭に 武門を すて、 
幡羅郡 四方 寺 村に 住す。 後 大河 内金 兵衞 
に 所緣 ある 故に、 金兵衞 •木工 之 進が 次 
男 孫 三郞に 命じて、 當 所を 開墾せ しむと 
な 9。 又い かなる 故に や、 此の頃ょり 氏 
を吉田と改めし」と見え、又當郡に丸に 
橫木瓜 を 家紋と する あり。  . 
又埼玉 郡に 存 し、 又 榛澤郡 地頭に 吉田與 
右衛門 あり、 野邊 條參 照。 又 櫻澤村 の 此 
の 氏は、 風土記 稿に 「本家は 秩父 郡に あ 
リ て、 次左衞 門と 云 ふ ものな り、 分家せ 
し 年代は 傳へず 0 先祖 和 泉 守と 云 ひし 者、 


北條氏に仕へて、壓々軍功あり、氏政の 
感状 二通 •本書は 秩父 郡に あり J と、 又 
男 衾 郡 鉢 形 城 士に吉 田 源 太左衞 門 •見 ゅ。 
荏 原郡大 井村嶺 雲 寺 中興の 開基は 吉田半 
左 衞門重 房と 稱 して、 境内に 墳墓 も あり 
その 碑 陰に 「重 房は 越 前の 人な り。 故 あ 
9 て 相州粕 谷に 来りて 住居せ しに •後當 
村へ 移りて 村民と なり、 當 寺を 開基し、 
萬 治 三年 五 H ニ 十一 日、 享年 六十 五に し 
て 死せ り」 と。 又 久良岐 郡に 吉田 新田 あ 
り、 「萬 治 ニ 年、 江 戶 材木 町の 商 勘 兵 衞. 
願 ひ 上て、 大丸小 丸 ニ 山の 土を もて、 四 
方に 長 三千 五 百 五十 間餘の 堤を 築き、 入 
海を 埋めて 渐 田を 開け 9 。大 丸は 中 村、 
小 丸は 太 田 村に あり。 功畢っ て 後、 己が 
苗字 吉田 といへ るを もつ て、 即ち 新田の 
名と す。 勘 兵衞 •此の 功に ょりて 苗字を 
名乘 り、 帶刀 する ことを 許さる」 と。 

又 比 企 郡 平 村 山 王 社の 神主に 在りて、 も 
とは 社 守な りしと 云 ふ。 又下總 小金 本土 
寺 過去帳に 「吉田 藤 左衞門 •江 戶三 崎丹隆 
寺且 方、 應承四 年 卯月」 と。 又 忍 城主 成 田 
長 S 臣に吉 田 紀伊守 元國あ 9 と、 前述 
IE 伊 守に 同じき か。 その 裔宗以 の 孫、 宗 
敬の 長男 市 右衞， C 宗敏 ( 士行〕 は瑤 泉と號 
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し、 公益を 計る。 

44 房總當 地方に も 多く、 下總な るは 四 
ツ 目を 家紋  とす。 

45 上野 氏 政 花押 文書に 吉田和 泉 守 •見 
ゆ。 又 明 和の 變 、山 縣大貳 と 好み ありし 
吉 田支蕃 は、 當國小 幡織田 信 邦の 老臣に 
して、 又 罪せら る。 明 和 四 年 八月の 申 渡 
に 「織 田 美 濃 守。 其方の 家 來吉田 支蕃 儀、 
權高に て、 役柄 不相 應の義 ども 之れ 有る 
に 付、 先達て 咎め 申し付け 置き 候 由、 然 
る處 ，支 蕃儀 •山 縣大貳 と 申す 者に 出會 
ひ、 甲府 、碓氷 、箱 根 等の 御 要害の 儀な 
ど. 物語 致し 御 場所柄 Q 儀を 申し 散ら 
し 候 者に 付、 吟味 申 付け 置候內 、延引に 
及び 候 段、 不埒の 至りに 候。 之に 依り 隱 
居 仰 付けられ 候」 と 0 山縣 、織 田 等條參 照。 

46 桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸 國那實 郡の 吉 
田鄕 ょり 起る。 今 茨城 郡に 入り、 式內吉 
田 神社は 今 茨城 郡吉田 村に 在り、 本社 嘉 
元 四 年の 神事 目録に 「吉田 鄕九箇 村」 と。 
吉 田、 千 波、 拂澤 、阿佐、 信 田 尻、 笠 原、 
来澤 、狐澤 、古宿を 云 ふが 如く、 又藥王 
院 安貞 ニ 年の 撿 田目錄 、及び 應永 二十 八 
年の 注文に 吉田 六鄕と あるは、 吉 田、 酒 
戶 、河 埼-細 谷- 吉沼 、山 本を 日 ふ 也 0 


又 これょり 前、 將門 記に 「吉田 郡 蒜 間 江」 
見 ゆ、 本州 私 稱の郡 名に して、 吉田社 仁 
平 元年 留守 所の 牒. にも、 吉田郡 倉 員 村、 
嘉 元の 田 文 等に も 見 ゆ (郡 鄕考 、地理 志 
料〕。 又吉 田の 莊 ありて、 東鑑 、建 曆ニ年 
條に 「常 陸國吉 田莊」 と。 後に 近 衞家領 

となる o 

この 氏は 多氣重 幹の 子淸 幹の 後に して、 
大掾 系圖に r 爲幹 (常 陸大 掾〕 丨繁幹 (上 
總介〕 丨淸幹 (吉 田次郞 、攝 津權守 3丨 盛 
幹 ( 吉田太 郞〕 丨幹淸 (吉 田太郞 、大戶 祖〕 
丨 廣幹 (吉田 太 郞〕 — ^ 幹ハ ^ 田太郞~ — 有 
幹 (同 太 郎)」 と 載せ、 また 廣 幹の 弟に 盛 幹 
(吉田次部>見ゆ、大戶條參照。 
又大椽傳記に「重幹の子致幹 £0 舍弟淸幹 
の 嫡子 吉田太 一郎 盛 幹、 云々。 吉田は 三 頭 
也。 吉田三 頭は 吉 田、 石 川、 馬場 也。 本 
は 吉 田、 石 川の 兩頭 也。 吉 田の 太 耶盛幹 
の 嫡子 幹晴 •吉 田太郞 、大戶 •其の 嫡 也。 
盛 幹の 次男 石 川ニ郞 家 幹に 十 人の 男子 こ 
れ 在り。 嫡子 矢 田太郞 云々。 五郎 •山 本 
五郞は 吉田鄕 の 先祖 也。 十郞は 望 幹、 吉 
田 鄕の本 主 五 郞武幹 •藏 養子と して、 吉 
田、 山 本、. 兩鄕の 主 也〕 

吉 田太郞 •大戶 摘たり。 白 方、 多良畸 、 


勝 倉、 市 毛、 武 田、 堀 ロ* 道理 山、 藤 佐 
久 等は 吉田族 也。 馬場は 橫倉 •嫡た 90 
青柳、 袴塚、 箕河 、吉沼 、河 崎、 柊 河、 
此等は 馬場の 名字 也。 馬場 名字は 近代 總 
領 ょり 分る \ に 依り、 樓岛 大使 役を も、 

府中の 分 南 郡の 役 番をも 勤む る 也。 士 口田 
三 頭は 一な れど も、 吉田郡 巡番を 勤めず、 
吉田 郡の 役は、 吉 田、 石 川の 兩家に 同ぅ 
して昔の如く勤を爲す。 

吉田郡 一族 名字。 吉 田太郞 (大戶>此の一 
族 •矢 田 部、 猫 崎、 前 田、 上野、 平須、 
白 方、 多 良 崎、 勝 倉 •市 毛、 吉 田、 武 田、 
堀 ロ、 新 平、 道理 山、 藤佐久 。石 川太郎 
(矢 田) •島 田、 平戶 、河 股、 久 来、 常 葉 0 
(石 川四郞 V 上 阿久津、 下 阿久津、 神主、 
宮 下、 山 下。 (石 川五郞 ) •吉 田。 (石 川 十 
郞 •養子と なり、 山 下の 名字を 繼 ぐ) •恒 
富(今此の名字なし)。(石川六郎>大野。 
(石 川 八 郎〕 •大 泉、 小 泉 •前 野* 蛭 町、 臼 
根、 幡 山、 石 崎。 (石 川七郎 、一に 十 IP 、 
庶子 方 也〕 •長須 、深 佐久 、原、 大川 、戶 

方、 波 見、 鷲 塚、 大 窪。 (石 川 九 郞) •今 
大 窪、 石 川は 伊勢 守被官 也 j (今 大 窪、 石 
川は 奥の 石 川 也。 大窪石 川 伊勢 守と 申す 
は 殿中 奉公 也)。 


馬場 太郎 (橫 倉)、 馬場 次郎 (青柳〕、 此の 
兩人 は總領 を爭ふ 義有リ 。袴塚、 箕 河， 
枝 河、 河畸 、吉 沼、 八 辻、 川 和 田、 宇 木、 
石畸 、菖蒲 井、 中 山、 此の 面々 は 近代 捣 
頜奉 公の 方 在る 也。 吉 田家の 子 中、 本 主 
方、 恩賞 方、 ニ樣に 分るな り。 吉 田の 一 
族.. 中、 大野、 勝 倉、 青柳、 三人 張本人と 
して、 摁領に 背く 時、 彼の 三人 同心の 人 
數を 恩賞 方と 云 ひ、 大總領 に付き、 忠節 
在る 人數は 、本 主 方と 云 ふ 也。 其の 故は 
吉 田が 人手せられ し 後、 彼の 三人に 同心 
せし 人數 、訴訟に 依りて 之を 免じ、 本領 
の 地を 返し 充 つる、 是を 恩賞 方と 云 ふ。 
忠節の 人數 には 本領を 返し、 其の上 恩賞 • 
之れ 有る に 依り、 本 主 方と 云 ふ。 家の 子 
と 云 ふは、 本頜を 持ちた る 名代の 人 •奉 
公す るを 家の 子と 云 ふ 也。 一家の 端な れ 
ども、 本領 重代の 名字 •懸かる 所 無き 人 
は、 家の 子と 爲 さず、 是を 家人と 云 ふ 也」 
と 0 

又 諸家 系 圖纂に 「致 幹— 淸幹 ( 吉 田と號 
す。 文治 元三 月、 石 川ニ郎 家 幹 •吉田 郡 
垣 富 鄕信田 尻 谷の 地 (東は 大野 鄕堺を 限 
り、 南は 平戶 鄕堺 Q 溝を 限 リ 、西は 多 志 
水を限り、牝は大串畸根元を限 0 )を、 
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吉田 神社に 寄附す。 祠官大 舍人貞 恒の請 
に 依る〕— 盛 幹 (吉田 太 郞〕 丨幹淸 (士ロ 田 太 
耶 •大戶 嫡流) 丨廣幹 (同 太郎〕 丨有幹 (同 
太耶 )」 と载せ 、又 芹 澤系圖 に 「惟 幹 (吉 
田 云々、 太祖)— 爲幹 (多氣 )— 重 幹 (吉 田) 
丨 宗幹 (吉 田) 丨 資幹 (馬場 小次耶 〕 — 淸幹 
(吉 田次郞 〕丨 盛 幹 ( 吉田太 郎〕 —辁 淸—廣 
幹— 有 幹. I と 見 ゆ。 

その 略歷は 新 編國 志に 「吉 田。 茨 域 郡吉 
田鄕 ( 古那轲 郡の 地) ょリ 起る。 多 氣義幹 
の ニ子 淸幹に 出づ 。淸幹 •次耶 と稱 し、 
那珂郡 吉田鄕 に 居る、 因て 氏と す。 其の 
長子 盛 幹 •太郎 と稱 し、 弟を 思 幹 •成 幹 
と 云 ふ。 盛 弟の ニ子に 幹淸 、宗幹 あり。 
幹淸 •又 太郎 と稱 す。 又 ニ子 廣 幹、 盛 朝 
あり。 廣幹 •吉 田太郞 と稱 す。 其 午 有 幹 
あり ( 系圖) 、又 太郞 と稱す (石 川系圖 )。 後 
其の设系.詳かならず。蓋し吉田氏數世 
以後、 勢力 振は ず、 應永 中に 至 リて纔 か 
に 其の 嗣を存 する のみ。 是を 以て、 鹿 島 
大使の 如き も、 石 川 氏 •大 率ね、 其の 役 
に 供す (稅所 文書〕」 と。 

47 常 陸 前項 參 照" 又 長 福 寺 文書に 「吉 
田 郡恒富 鄕鹽畸 村 内、 吉田大 禰宜恒 成 知 
行 分、 應永九 年 云々」 と。 吉田 社の 事は 
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吉彌 侯、 小槻 、大舍 人 部* 田 所 等 條參照 0 
又 六 地藏 過去帳に 吉田 彥太邡 、吉 田ヒ n 
六 等 見 ゆ。 又德川 時代、 水 戶藩發 に 在 リ、 
吉 田坦藏 (坦 、資坦 •後 漢官 •字學 馐) は 
林庵茧 墩と號 す、 後 祿を奪 はれ、 佐々 木 
と稱 し、 更に 吉田 に復 す、 その 男定 吉康 
臣は 字を 士貞と 云 ふ。 又 同藩の 擧者 に吉 
田 本 助尙典 あり、 愚 谷と號 す、 その 男 平 
太郞令 世 (平坦) は活 堂と 云 ふ、 擧和漠 に 
亘 る。 又罄 師吉田 惯齋訥 言 (子 敏) も馐名 

あ CNO 

48 磐 城 磐 城 郡 好 間邑熊 野 社 神主 家は 吉 
田 氏に て、 天文 八 年 文書に 「好 間 熊 野大 
夫」 と 見 ゆ、 好 島 條參照 。又 飯 野 八幡宮 
天文 二十 年の 鐘銘 1C 「平 本 頋吉田 十郞兵 
衞し と。 又田衬 家臣に も あり。 

49 岩 代磐瀨 に 存 し、 又會津 に 鍛冶 吉田 
氏 あり。 又當 地方に 信 濃 詉訪 ょり 移 y し 

もの ありと o 

50 留守 氏族 餘目铒 記に 「畠 山 殿 •留守 
一族に 吉 田と 申す 人を たのみ 給 ふ、 云々」 
と。 畠 山條參 照。 

51 桓武 平氏 畠 山 氏族 陸 奥の 衆 族に して 
皇山重 忠の裔 、淨法 寺‘ の 族 也。 淨法寺 
條參照 。 〔淨 法 寺 氏の 家 別れ、 松 岡、 太 田 
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(松 岡 別れ〕、 吉田 (同上〕、 駒嶺 (同上)」 
と 見え、 又 天 正の 頃、 吉田兵 部 あ 9、 九 
戶政實 に 屬 す。 

52 秀鄕流 藤 原 姓 羽 後 國平鹿 郡 吉田邑 ょ 
り 起る。 小 野 寺 氏の I 族に して、 吉田孫 
市郞陳 道は 吉田 城に 據る (柞山 志)。 西 馬 
音內 、小 野 寺、 大森 等の 條參 照。 

53 出 羽 前項 參 照。 又 佐 竹 家臣に 吉田藤 
右 衞門里 仲 (小 ノ室〕 、儒 名 ありて 蒲洲 と號 
す。 その 男 藤 右衛門 (源 蔵〕 里 美 (千秋〕 は 
謙 齋と號 す、 又 名高し。 

54 越後 頸 城 郡に 吉田庄 あリ、 「十一 町 九 
段 百 八十 步」 と 見 ゆ。 此の 地ょり 起る か。 
吉田 氏は 當郡直 峰 城主たり し 事あリ 。又 
蒲 原に 存 し、 又 三 島大弭 神文祿 元年 末社 
幅に 吉 田兼廣 ，見 ゆ。 又 明治に 吉田東 伍 
先生 あり、 大日 本 地名 辭 書を 著して、 天 
下に 名を 擧ぐ 。本書 も 亦 貴 ふ 所 甚だ 多し。 

*55 佐 渡 佐 州 役人 附に 「淸和 源氏 •吉田 
九兵衞 、吉田 林 右衛門、 源 姓 •吉田 七 左 
衞 門、 藤 原 姓 •吉 田官藏 J 等見少 C 

56 利 仁 流 藤 原 姓 越 中の 豪族に して、 井 
ロ 氏より 分る。 井口、 宮崎 、石黑 等條參 
照。 又 第三 十八 項參 照。 又 新 川の 畫家に 
吉田公 均 あり、 江上 漁夫と 號 す。 
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57 加竄 の吉田 氏， 富 樫 家 配下の 將に して 
富 樫 記 等に 見えたり。 又 加 賈藩給 帳に 「七 
百 五十石 ( スハ マ) 吉田左 近右衞 門、 五 百 
石 (丸內 同〕 吉田左 門、 三百 石 (井桁 內同〕 
吉田才 一部、 四百 五十石 (藤 丸 內ゥ， ヶ) 吉 
田 錫、 二百 五十石 (同〕 吉田 孫之丞 、百 五 
十 石 (同〕 吉田藤 馬、 百 石吉田 藤兵衞 、三 
百 石 吉田牛 之 助、 百 五十石 吉田孫 太夫、 
二百 五十石 吉田 九次郞 、二百 五十石 吉田 

金太郞、ニ百石吉田査左衞門、另五十石 
吉田 岩次郞 、ニ 百 石 C 丸內片 喰〕 吉田淸 三 
.郞 、百 五十石 C 丸內五 柏〕 吉田 喜十郞 、百 
，ニ 十 石 (丸 內スハ マ〕 吉 田半藏 、百 石 (丸 
內 花菱) 吉田 廉三郞 、百 五十石 (丸 內片 
喰〕 吉田判 太夫、 百 石 C 丸內 花菱) 吉田鑑 
十 IP 、 十 人 扶持 吉田 左兵衞 、二十 人 扶持 
(丸內 古文 字〕 吉 田道碩 、十五 人 扶持 吉田 
權 平」 を擧 ぐ。 第 十七 項を 參照 せょ。 

次 吉田茂 承の 男忠 左衞 門茂雅 (執 禮 、彥 
兵衞、 大貳〕 も _弓術にて名ぁり9 
58 _ 前 秀康卿 給 帳に 「一 萬 四千 石 ハ 內四 
千石與 力、 御 簪請與 頭〕 吉田 修理、 六十 
七 石 五斗 八 升 五合 吉田 万右衞 門」 等旯え 、 
又 第 六十 四項參 照。 又淸和 源氏に て紋茗 
荷の 者 あり。 又 幕末 •福 井 藩の 名士に 吉 
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田 悌藏篤 あり、 東 篁と 號す。 

59 行司 家 初代 吉田 追風は 善 左 衞門家 次 
と 云 ふ、 福 井の 士 也。 傅へ 云 ふ、 初め 聖 
武朝 、相撲の 式を 定めし 時、 志 貿正林 • 
功 あり。 後 故 あリて 此の 家に 寄食し、 其 
餹 の 式を 傳ふ 。ょりて 家 次に 至り、 後鳥羽 
帝に 召されて、 五位、 豐後 守に 任ぜられ、 
一昧淸 風の 宸 筆を 賜 ふ。 子孫 •ニ 條家に 
仕へ、 又 肥 後 細 川 家に 客たり。 永く 橫網 
免許、 行司の 任免を 掌る。 

60 若 狹武田 氏の 族に して、 武 田家 酣 L 
の將 也。 

61 楠 田 氏族 丹 後 國丹波 郡の 豪族に して 
楠 田 氏の 一族 也、 天 正 十年戰 死す、 楠 田 
條參 照。 

62 丹 波 天 田 郡の 名 族に 在り。 丹 波 志に 
「吉田 氏 •子孫 牧村 。先祖 ■業に て、 六 人 
衆に 從 ひて 駿河國 ょり 来る 家な と。 
又 氷 上 郡 北 油 良の 名 族に 在り、 同邑 城主 
別 所吉治 家老 吉田 孫兵衞 は、 第 八 項 流と 
稱 す。 

63 但馬 因幡 伯耆 •但馬 太 田 文に 吉 田大納 
言 (物 部條參 照)、 又 烏 取 金工に 吉 田次郞 
八武親 (本姓 高埜 氏〕 あり。 又 烏 取 藩士 吉 
田 直 人保實 (早 藏 、子 華〕 •實は 穴 山 梅 庵 


の 男 也。 勘 王家に して 贈 正 五位。 又 杉 原 
家臣 等に 見 ゆ。 . 

64 出 雲 佐々 木 氏の 族 也、 第 十六 項を 見 
ょ。 猶ほ飯 石、 能義 等に 吉 田の 地名 存 す。 
又 佐々 木 系！！ に 「富 田四郞 左衞門 義泰丨 
羽田 井 六 郞 賴秀丨 二位 法眼祖 雄 (號吉 田) 
—秀賴 C 六 郎左衞 門、 吉田〕 —師高 (四 耶〕」 
と 載せ、 また 秀賴の 弟 「淸秀 (寬 正の 比、 
八郎 左衞 門、 雲 州 吉田庄 內恒名 地頭〕— 貞 
秀 ( 吉田四 郎〕」 と。 

氏人は 太平 記卷 三十 ニ、 山 名 右 衞門佐 • 
敵と なる 條に 「佐々 木 佐 渡 判官 入道 道蕃 
が 十目 代に て、 吉田肥 前が 出 雲國に 在る 
を 追 出し、 事の 子細を 相觸 るに、 富 田 判官 
を 始めと して、 伊田 云々 等、 皆 同意し、 出 
雲、 伯耆 等を 打順 ふ」 と 見え、 又 出雲大社 
神主 出 雲 貞孝正 平 十二 年 正月の 目安 言上 
に 吉田肥 前 房嚴覺 、應 安三 年 八月 社家 連 
判狀に 前 守護 代 吉田肥 前 房嚴覺 等 あ リ。 
又 常 德院江 州 動 座 着 到に 「一 # •雲 州 佐 
々木 吉田 右京亮」 を 載せ、 見聞 諸 家紋に 


為 


吉田 


た大 永の 顷 、尼 子 氏の 軍將 吉田筑 後 守 


(一に 筑前 守〕 は 伯耆を 討ち、 會見郡 尾 高 
城に據る、行松條を見ょ。又安西軍策に， 
r 吉田筑 後 守、 舍弟左 京亮」 、「 大江の 城に 
は 吉田左 京亮が 嫡子 肥 前 守」、 又吉 田八耶 
左 衞門等 多し。 吉田左 京亮義 辰は、 弘治 
年中、 備中國 尼 子 幕下の 守護と して、 大 
松 山に 在 城す ( 備中府 志)。  . 

又 尼 子 最後 上 月 城 籠城 士に吉 田三郎 左衞 
門 •見え、 又 大社 祠官 吉相 意 休は 明に 往 
き剌鉞 を學 び、 その 男 意 安、 その 男 一貞 
は 越 前 福 井に 住せり と。 

65 御神本 氏族 石 見の 豪族 V して、 兼季 
の裔な り。 石 見 志に 「美 濃 郡 上吉田 屋敷 
は 吉田 入道の 居所、 益田秀 兼の 男 吉田兼 
家の 一族 也」 と。 又邇摩 郡 飯 原 村 飯 原 城 
主に 吉 田伯耆 守ぁリ 、「御神本 氏 益 田秀兼 
の子吉田兼家の族か」と。又石州銀山紀 
聞に 「山 大工 吉田與 三右衞 門、 吉田藤 右 
衞 門」 等 見 ゆ。 

66 赤松 氏族 太平 記卷ニ 十九に 吉田彈 正 
忠盛淸 •見え、 又 後世、 黑田 家臣 吉田壹 

岐長 利は 幼名 六 之 助、 後六郎 太夫、 壹岐 
或は 翠 庵と 稱す 。先祖は 赤松の 家臣に し 
て、 父は 飾 東 郡 八 代 村の 人、 八 代 六郞左 
衞 門と 云 ふ。 天文 十六 年に 生れ、 十七 歲 


にして 黑田美 濃 守苑隆 に 仕 ふ。 後 孝 高に 
仕へ、 吉田 姓を 用 ふ。 其の 故 じ 「黑 田の 
家臣に 赤松 一族 吉 田の 末流なる 吉田喜 三 
右衞 門と 云 ふ 者 あり。 人品ょ かりけ るに 
や、 孝 高 第一の 家臣た 9。 彼が 姓を 用. ふ 
べしと 仰せられけ る 故、 本姓を 用 ひずし 
て吉 田を 用 ふ」 と。 六 之 助の 母は 孝 高の 
乳母な リ 。六 之 助 I 生の 間、 合戦 小攻合 
併せて 五十 七 度、 別 所 軍との 合戦には、 常 
に 拔群の 働 あり。 筑 前人 國の 後、 ^: 岐と 

改め、 千 五百石を 賜 ひ、 慶長九 年 *. 如 水 
卒す、 此 Q 時、 壹岐 •法體 して 水 安と 琥 
す。 その 男 七 左 衞門重 成は 初 名 又 助 •耳 
川、 朝鮮の 軍に 功 あり、 ニ 千 石を 食む。 
晚年黑 田 東 市正隆 政に 仕へ、 四千 石を 賜 
ふ。 その 男 右 馬 太夫 知 年は 後に 六 耶 太夫 
と改 む。 又壹岐 は 毛利秀 包の 息女を 娶る 
と 云 ふ 0 

67 備前 三 星 記に 當國の 士吉田 氏 見え、 
又 藤 原 姓に て 藤の 丸を 定紋と し 替紋を 左 
本一つ相とするあり、税所條參照。 

68 美 作 勝 北 郡 上野 田邑服 部 氏文逬 、寬 
文 十一 年の 長繼 花押畨 に吉田 平兵衞 •元 
祿に吉 田 松 太 郎等 見 ゆ。 又 森 家臣に 吉田 
作 平、 又津山 藩 分限 帳に 「五十石 吉田榧 
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74 防長長門，に良山鄕ぁり、前條參.照。 


平、 五十石 吉田保 雄、 四十 五 俵 吉田兎 助」 

等 見 ゅ。  I 

69 備後櫃 田 村道 迫 山は、 文祿 中、 吉田 
新三郞 高吉の 所 居と 云 ふ。 小 龐條參 照。 
又 福 山 阿部 藩 年寄に 見 ゅ。 又 同藩 士新洁 

賴母繁 興の 男豐 辰は 吉田 助左衞 門と 稱す 
とぞ o 

70 藝州武 田 族 諸家 系 圖纂に 「大 膳大夫 
信 賢の ニ 男 基 綱 •號吉 田、 又武 田、 從五 
下、 安藝 守、 無雙 大力の 勇者、 安藝 國代 
ぎ」 と o 

.安倍 姓 安藝 國 豐田 郡大草 村の 名 族に 
して、 先祖は 安倍 兵衞有 政と よびて、 喑 
明が 後な りと いふ。 有 政 •土 肥 次 郞實平 
に 從ひ て、 此の 土に 来り、 當郡和 木 村に 
居りし が、 其の後、 有 祐とい ふ もの、 小 
早 川 隆景の 時、 大 草村兒 田と いふ 所に 第 
宅を 賜 ふ。 後 又大具 村、 及び 世羅 郡上德 
良 村と に 分家して、 三兒 田と よぶ。 貞享 
ニ 年上 京して、 官職を ぅけ、 陰陽 家と な 
る。 有祐 より 大 隅まで、 凡そ 十五 代 許な 
り。 天明 年中 火災に 逢 ひ、 書記を 失 ふ」 
とい ふ (藝藩 通 志〕 P 

72 安藝 前 ニ項參 照。 又 通 志に I 紙屋 町 
檜物師 。先祖 吉田彥 左 衞門房 重 •明應 の 


頃ょり、 世々 檜 物 邻エを 業と す。 三掛彥 
左衞 門爲從 * 慶長庚 子、 藩 家に 祀伊 に從 
ひ、四货彥左衞門行久ニ兀和中祀伊ょり 
本府に 移る。 其の後 七 代を 經 て、 今の 文 
極に 至る、 凡そ 十二 代、 舊 業を 以 つて 國 
用に 供す。 今 口糧を 賜 ふ。 ニ 伢 彥左衞 門 
信 方、 甲斐に あるの 日、 所 賜の 畫扇ニ 面 • 
今に 藏 せり」 と。 

又 山縣郡 今吉田 村に 吉田氏 •見え、 又淺 
野 藩士に あり。 殊に 藩士 吉田 健次耶 は 歌 
人と して 名 あり、 如 雲と 號 す。 明治の 事 
也。 

73 藤 原 姓 行成 流 藤 原 行成 (一條 條參 照) 
の 裔と傳 へ、 初め 松 野と 云 ふ。 松 野 平 助 
は 織 田 信 長に 仕へ、 その 男 支蕃重 基に 至 
り、 吉田 氏を 稱 す。 大阪 城士に て戰 死す。 
その 男 「十郎 左 衞門重 賢 (又 星 野 氏を 稱 
す〕 丨友之 允重矩 (初 名 重 次、 實は出 雲 藩 
士三島 通 種の 三男、 毛 利 侯に 仕 ふ〕 丨 十耶 
左 衞門矩 行」 にして、 矩行 五世 孫 賢 良の 
男 寅次郞 矩方 ( 大次郞 、字義 卿) は、 即ち 
松 陰に して、 又 二十 一回 猛士 と號 す。 實 
は 杉 正 一 常道の 男、 母 瀧 子は 村 田 右 中の 
女、 兒玉太 兵衞に 養 はれ、 後 杉 氏に 嫁し 

.て 松 陰を 生む。 賢 婦人と して 名高し。 


而 して 大內 有名 衆 帳に 「奉行 人吉 田右衞 
門 尉」 を载 せ、 福 井 八幡 営明應 十 年 文書 
に 吉田 上野 守 重 兼 ぁり。 又 毛 利 藩 用人に 
見え (武鑑〕、 又 吉田矩 方は 前項を 見よ。 
その他、 吉田年 磨 秀實も 勤王家に して、 
贈從四 位、 又 吉田庄 助 篤 之 も 勤王の 士た 

MV  to 

75 藤 原 南 家 河 律 系圖に 「河津 ニ那 氏 澄 
丨某 ( 吉大 夫〕— 某 ( 吉田彥 左衞 門〕、 弟 某 
C 吉田 八左衞 門) J と 見 ゆ。 河津 條參 照。 

76 紀伊源 姓紀州 日 高 郡 矢 田莊の 豪族に 
しで、 同 莊吉田 村より 起る。 その 城跡に 
八幡 山の 内、 城峯に ぁり。 吉田藏 人の 城 
跡な りと 傳へら る。 氏人は 正 平 十四 年の 
道 成 中 鐘銘に 「檀那 源万壽 丸、 幷に士 门田 
源 賴秀」 と 載せ、 また 天授 ニニ 戊 午年 春 
月の 鬼瓦 鈴に 「一方 檀那 吉田 源藏人 賴秀、 
ニ 男 源 金毘羅 丸」 と。 

77 隅 田 黨紀州 伊都 郡 橋 本の名 族に して 
小 西 善介秀 勝の 裔と云 ふ、 小 西條に 詳か 
也。又續風土記、隅田黨吉田佐市を擧ぐ。 

78 熊 野 別 當族祀 州、： •婁 郡吉 '!| 邑 より 起 
る。 熊 野別當 泰敎 五代 孫範智 .'弟を 範秀 
とい ふ。 當村に 來リ 住し、 富 田 法 橋と 號 


す。 範秀の 孫範盛 も 富 田に 住して、 吉田 
少犄 とい ひ、 富 田南莊 を領 す。 續風土 記 
富 田莊條 に 「中古 熊 野锱 現の 社頜な り。 
舊は莊 二つに 別れて、 南莊、 * 莊とい ひ、 
南莊は 內川修 理大 夫、 北莊は 吉田某 •此 
を 掌り し」 と 云 ひ、 又 「十九 凋 村 若 一王 
子權現 社 神主 吉田 大和は、 吉田範 秀の後 
なり」 とい ふ。 又 熊 野 別 當系圖 に 「富 田 
法 橋 範 仁丨範 盛 (吉田 法眼)」 と あり。 

79 祀伊前 三 項、 及び 第 七十 ニ 項 等、 皆 
當國の 氏 也。 又 名 草 郡 藤 白 浦 藤 白 若 一 
王子 榧 現 社の 神主に 吉田氏 •天 正 十二 年 
¥ 衆 判 連 害に 「吉田 村吉田 右衞門 作、 
同村 吉 田孫大 夫」 を 載せ、 又 在 田 郡廣莊 
廣村 资圆 寺は 畠 山の 家 士吉田 喜 兵 衞實景 
とい ふ もの、 建立と 云 ひ、 又 地士六 十 人 

■の 内に 吉田 安右衞 門、 那實郡 神 戶 村地士 
に 吉田次 助 等 多し。 

80 阿波 常 國 にも 多く、 書家 吉田 節齋寬 
は 南 陽と 號 し、 又 名 東 郡 南 新居の 人吉田 
熹六は 明治、 新聞記者 として 名 あり。 

81 讀岐鹽 鉋 (シア ク〕 條を 見よ。 又 全 讀 
史に 「中 村 城は 吉 田主蕃 •之に 居る。 今 
の 柿樹 地藏 は是れ 其の 墓所 也 I と。 

82 新坫 氏族 伊豫の 豪族 也 新 佶 條參 照。 


83 土 佐 長岡郡吉田邑ょリ起る。吉田備 
中 守 周 孝は、 足 利 尊 氏の 時ょ リ 、此の 地 
に 在りて、 累世 長 岡 郡 十四 ヶ 村を 領 す。 
長 曾 我 部國親 •之と 通じ、 媒を 求めて 國 
親の 妹聱 とす (南跻 志)。 長 曾 我 部系圖 に 
は 「國 親の 父 兼 序の 妹 (吉田 室)」 と 見 ゆ。 
而し て國親 •山 田元義 との 戰に、 吉田大 
備後 •之を 助く、 山 田條を 見ょ。 

又 元 親 家老 分に 「吉田 備中守 •同 次耶左 
衞 門、 吉 田伊貿 守」、 若手 家老 分に 「吉田 
彌 右衛門、 同 11 一郎 左衞 門」 等 見え、 (南海 
通 記〕、 又 天 正 十 年 八月、 元 親 •阿波 渭山 
城 (德 島) を拔 くや、 吉田 康梭を して 守ら 
しめしが、 十三 年、 豐臣秀 長、 同秀次 等に 
攻められて 陷る 。その後、 山 內 家臣 吉田 
光四 耶のニ 男 元 吉正秋 ( 寬兵衞 •子悅 ) は、 
東洋と 號 す、 藩 政 藩學に 盡 す所大 也。 そ 
の 子を 正 春と 云 ふ。 

84 豐前 原 田 氏 文 和 ニ 年 三月 文書に 吉田 
內記昭 政 •見 ゆ。 

85 豐後保 元 物語に 吉 田兵衛 あり、 爲朝 
に從ふ。又吉田太郞*見ゆ。 

86 大友 氏族 堤 氏 流 堤 系圖に 「堤 駿河守 
久 茂— 戶 次次 郎左衞 門重秀 (吉 田等祖 )」 

と 見 ゆ。 


87 少甙氏族武藤系圃に「賴平^::男宗平、 
賴安 (左衞 門 尉)、 資時 (吉 田四耶 •左衞 
門 尉、 弘安四 年 菜 古 戦、 寮 岐島 前に 於い 
て 討死)、 資家 (右衛門 尉)、 景村 (士 rl 田 小 
次耶 •有智 山に て 討死〕」 と 載せ、 又筑紫 

系圖に 「轅平 丨宗平 C 武藤刑 部丞 、在京〕 
—賴安 (词 左衞門 尉〕— 資時 (吉田 四 耶左 
衞門) J と 見 ゆ。 

88 筑前宗 像 社 犓少宮 司、 及び 殿上 職に 
吉田氏ぁリ、共に藤萌性と云ふ。又遠鉍 
郡內 1の地頭に吉田氏ぁり、又 « 贫村 
吉田 氏は 應永十 年 文 ^ を 藏 し、 又 軍記 略 
に 吉田又 五耶 ぁり、 吉井條 を 見ょ。 又黑 
田藩苫田氏は第六十六項を見ょ。又秔月 
黑田藩重臣に見え，黑田藩傜荠吉田凍之 
助 全は 磐石と 號 す。 又 御笠 抓隈村 60 人 田 
中淸助のニ男吉田重茂良秀(田中甫吉)は 
勤王の 士 にして 從 五位を 贈らる。 なほ 森 
條參 照。 

89 藤 原 姓 高木 氏族 筑後の 癸 族に して、 
草 野 系圖に 「上 妻次耶 兵衞尉 家 能 弟 家 
基 •吉田 三 郎」 と。 一に 「ね 木 肥 前 守 文 貞 
— 家 基 (士ロ田三耶ごとぁるは誤也-寶治文 
書には 「家 能の 父 家宗 S 弟を 家 基」 とす。 
その 男能览 は 吉田小 三 耶、 S 治 文赉に 法 
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名 足 阿と 見 ゆ。 又 家 基の 弟 北 野次 郞兵衞 
尉 貞宗の 男に 次郞大 夫家實 •見 ゆ、 西芈田 
系 圖に吉 田三郞 家實と あるに 當るべ し 0 
又 吉田氏 系圖に 「下總 守 家秀— 家宗 (上 妻 
次郞 太夫 y 弟 家 基 (吉 田三郎 、一に 家職、 
或は 家元に 作る〕— 能 茂 ( 吉田 小三郞 - 法 
名 足 阿)」 と 見 ゆ。 筑 後國史 に 「百 鍊鈔延 
靡 元年 五月 條に左 衞門尉 能 茂 法師 ぁり。 
此の間 系統 •考 ふる 所な し」 と。 

氏人は 寳治ニ 年 九月 十三 日、 左 近 將監平 
朝臣 (六 波羅牝 條長 時)、 相 摸 守 平 朝臣 (重 
時〕 の 下知 狀に 「筑後 國上妻 庄內蒲 原 次 
郞丸 地頭 主 殿 助泰房 •名主 吉 田三郞 能 茂 
法師 c 法名 足 阿〕 と 相論條 々C 1、 蒲 原 次 
郞丸 名主 職の 事、 右對 決の 處 、象 房が 申 
す 如く ば、 當所は 、寬元 ニ 年拜領 せしめ 
畢んぬ 。足 阿 •自由に 任せ 押 領所務 の條、 
其の 謂れな し。 且っ 地頭の 進 止た るべき 
の 由、 足 阿が 進む る 所の 代々 惣 地頭 等の 
私 下 文に 見 ゆ。 仍って 其の 職を 改易す ベ 
しと、 言上す る 所と 雖 、證 文の 旨に 任せ、 
地頭の 進退た るべ し、 云々。 

足 阿が 申す 如く ば、 蒲 原次郞 丸 地頭 職は、 
右大將 家の 御 時、 文治 ニ 年、 祖父 家秀、 
親父 家職 等に 之を 宛て 給 ひ 畢んぬ ,° 其の 
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後， 藤內民 部大夫 遠景、 並に 掃 部 頭 親 能 
法 印 •惣 地頭に 補 せらる と雖 、家職が 小 
地頭 職た るに 於いては、 其の 煩 ひなし。 
仍 りて 家職 •建久 八 年に 政所の 御 下 文を 
賜 ひ畢ん ぬ。 但し 駿河 前司季 時. 法師 •傳 
領の 後、 建 保 三年、 家職の 郞從家 村の 男、 
名主 職を 競 望の 時、 家職 •子細を 駿河前 
司 入道の 處に 申さし め、 右大將 家の 御 下 
文 •施行せられ 畢んぬ 。爾 ょり以 來 、右 
大將 家の 御 下 文に 任せ、 相違な く 知行せ 
しむる 上は、 惣 地頭の 下 文た y と雖 、何 
ぞ 後日の 違亂 あるべき 哉の 由 相 存じ 得る 
所、 私の 下 文 也 •云々。 

名主 職は 地頭の 進退 職 也。 右大將 家 •文 
治、 建久 地頭 職の 御 下 文は 先 判た るの 由、 
泰房 •之を 申す と雖 も、 家職 •彼の 御 下 
文を 賜 ふに ょり、 您 地頭を 補 せらる と雖、 
小 地頭 職に 於いては、 代々 違亂 なき £日、 
足 阿 •陳 ぶる 所、 其の 謂れな きに 非ず。 
隨ひて 又、 右大將 家の 御 時、 地頭 職の 御 
下 文を 拜領 する 輩は、 惣 地頭を 補 せらる 
i の 日、 名主 職を 安堵せ しめ、 小 地頭と 號 
する は 鎭 西の 例 也。 然 らば 則ち 足 阿 •名 
主 職たり、 惣 地頭 S 所 勘に 相從ひ 、有限 
の 年 貫 以下の 課役に 於いては、 先例に 任 
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せ、 沙 、汰 致すべし 矣。 

‘ 一 、 地頭 屋敷 給 田の 事。 一、 得 萬 名-云 
々等」 と 0 

下りて 領主 付に 「( 少甙 末) 吉田 •吉田 村 
に居り、十ニ町を領す」と。上妻砘吉田 
に舘 跡あリ 。又 天 正の 頃、 吉田 式部 大輔 
あり、 その 裔 、故 ありて 中島 氏を 稱す 0 
後 中島 圄次耶 •吉田 村に 住して、 文沓を 
藏す 。一に 「吉田 村は 建 長 四 年、 水田 天 
滿宮を 分祀 せる 吉田 天滿宮 の 所在地 なれ 
ば、 或は 大 鳥居 氏の 族 か」 と、 非 也" 又 
下 妻 郡 馬 間 田 村に 吉田大 膳 城跡 あり、 上 
妻吉田 氏の 支族 也。 

90 肥 前 藤 律 郡に 吉田邑 あリ 。而 して 淀 
姬社貞 和 七 年 三月 廿 一日 文書に 吉田藤 ニ 
郎 、深 堀 文書、 觀應ニ 年に 吉田彥 次 郎等 
見え、 又逾江 系圖に 「公 勢の 男 公 政 •母 
は吉田 右馬大 夫の 女」 と。 また 鎭西 要略 
に 多く 見 ゆ。 後に 有 馬 氏に 從ひ 、又 龍 造 
寺 氏に 從ふ もの あり。 又大村 藩土屋 氏の 
一族に 吉田氏 •見え、 又長畸 の 書家 吉田 
晚稼 (市 十耶の 男〕 •名 あり。 

91 大村 氏族 大村 純炉の 三男 忠豐 •右京 
亮と稱 す、 その 男 純 盛 也。 その 裔 •吉田 
氏と も、 大村 氏と も 云 ふ。 


92 兒玉熬 小 代 氏族 小 代 系圖に 「小 ニ郞 
饺一 C- 法名 生 蓮の ニ 男 浚 光 •吉 田三耶 と稱 
す」 と 0 

93 肥後嘉 吉三 年の 荀池持 朝 侍 帳に 「吉 
田 式部少 輔公貞 、吉田 淸左衞 門 守 浚、 吉 
田駿河 守友定 J 等を 载 せ、 永 正 元年の 政 
隆恃帳 1C 「吉田 左衞門 公也、 吉田 新十郎 
公 棟」 等 見え、 また ニ 年の 連署に 吉田左 
衞門 尉公 世 あり。 

94 息 長 性薩麼 鹿兒岛 郡 (もと 大隅始 羅 
郡) 吉田鄕 ょり 起リ 、古記に 「吉 田鄕 は、 
往古 大藏 姓の 人" 数 代 •郡 司たり 。烏 羽 
院天仁 三年の 顷 、大藏 行 忠なる 者 あり、 
當 地を以 つて、 執 印行 贸に沽 却し、 行 賢. 
此の 地を 源 爲重に 讓 る o( 爲 重は 鎭 西八耶 
爲朝の ニ 男と 云 ふ〕。 爲重 •此を 長 太夫 淸 
道に 讓る 。(爲 重は 淸 道の 外祖父 也" 淸道 
は息長姓にて、其の祖は日本武尊の御子， 
息 長 宿 禰ょ リ出づ 。息 長 宿 禰 四十 餘代の 
孫、 大隅國 正 八幡宮 神官 公文 執當 、權政 
所助淸 、其の 子は 即ち 政所 御供所 檢校權 
法 印 長大 夫淸道 也。 承久ニ 四廿七 死、 年 
八十 四〕。 淸道 •始めて 吉 田を以 つて 家號 
と爲 す。 (阈分 宮內の 桑畑冢 は、 此の 庶流 
也)。 
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ニ 代 吉田院 司 御供所 檢 校吉淸 •建 久八年 
七月、 右大將 家ょり 安堵の 御 下 文を 賜 ふ。 
同 九 年、 社家の 御 下 文を 賜は る o( 吉田御 
供 所の 城主に て、 忠久公 の 時 之を 守る)。 
三代 太郞 守淸 、四 代 太 郎淸弘 、五代 又 五 
郎淸 高、 公文 執當 云々」 と。 

又 或る 記に 「大 隅國正 八幡宮 神官 公文 執 
常 檣 政所 神事 奉行 息 長助淸 •領分の 諸 所 
神 河 村 楠 原 別 府分園 田 等 也。 天 仁 三年 正 
月 十九 ロ、 行 賢 執 印 •吉 田院を 貫 得して 
葆爲重に讓る。三位大藏行忠の沽却也。 
同年 ニ月廿 五日、 國 SI 在 免 判、 神 領の始 
め 也 云云」 と。 又 I 說に 「犓 政所 檢汶棰 執 
印 長 太夫 淸道 (助淸 の 子、 吉田祖 * 承久 
ニ 年 四月 廿 七日 死、 年 八十 四) •源 爲 重ょ 
り吉田院を讓らる云云。領分の諸所.神 
河 村 •國分 寺、 社津 村、 楠 原、 別府 、九 

體堂 分、 園 田 等 也 云云」 と C 三 國 神社 傳 

記) 0 : 

又、 三 國名勝 圖會に 「鹿 兒島郡 吉田鄕 松 尾 
城は 佐 多 之 浦 村に 在リ て、 吉 田の 本 城 也。 
三位 大 藏行忠 の 後、 數代吉 田を 頜 す。 天 
仁 三年 正月に 至 9、 國分 八幡 執行 行 賢 • 
此の 地を 得て、 神領 とせし が、 後 源 爲朝 
の 次子 爲重に 讓る 。爲重 •更に 外孫 長大 


夫淸道 に授 く。 淸道は 日本 武尊の 子息 長 
王子ょ リ出づ 。居城に 據 つて 吉 田を 氏と 
す。 其の 子吉淸 •箱 朝に 仕 ふ。 九 世 孫に 
若 狭 守淸正 あり」 と。 又 「上の 城 ( 吉 田、 
本 城 村〕 は 吉田美 作守淸 存 S 居城 也-と 
3 ふ。 蒲 生、 大蔵 等の 條參 ，照- 
地理 基考に 「吉 田鄉は 舊名羅 郡に 趄せし 
を、 天 正 十五 年、 鹿兒岛 郡に 隸 けり。 
牲古 大蔵 行忠 •數世 、吉 0. を 領 す。 天 仁 
三年 正月、 大隅國 國府鄕 八幡 神社の 執 印 
行 賢 •吉 田を 奪 ひ、 へ 幡の 神頜 とす。 旣 
にして源爲重に讓0、爲重*是を外孫長 
太夫 淸道 に讓る 。淸道 は吉 田を 家绒 とし、 
其の 子吉淸 •右 大將賴 朝に 仕 ふ。 吉淸ょ 
り 九 世の 孫 吉田淸 ： 止は、 島 律元久 に從ひ 
て 京師に 上り、 能 登 守に 任ず。 後に岛 津 
久 ir か 執事たり。 永 正 十四 年、 淸 正ょり 
五世の 孫吉 田若狹 位 清 •吉田 城に 據って 
讓 反す。 同年 二月 十二 日、 島 涑忠隆 •城 
を攻 む。 位淸 •カ盡 きて 降を 乞 ひ、 十四 
日に 城を 開け 渡して、 薩麽 出水 郡 山 門院 
に 走る」 と o 

又 「西 佐 多 浦 村 松 尾 域は 吉田 吉淸 •守 謹 
方に 想して、 累代の 居城な 0 しを、 永 正 
十四 年、 吉田位 淸 •叛 して 遂に 落 居す。 
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其の後>島津左衞門歲久(島津義久弟> 
吉 田の 領主たり。 後祁 荅院に 移りて、 此 
の 地 •鹿 兒 島の 直 隸とな れ り」 と。 

その 系は、. 吉田氏 系圖に 「姓 息 長、 家讓 
名は 淸 、元吉 田、 一應 •吉川 氏を 稱し亦 
舊氏 に 復 す。 庶家 •吉田 氏と 稱する 際に 
分れし は、 吉田 氏と 稱し 、吉川 氏と 云 ひ 
し 時は、 吉川 氏と 稱す 。定紋 輪內三 蝶。 
人皇 九 代 開花 天皇— 彥坐 命— 大箇 直雅王 
— 雅箇城 王— 息 長 宿！！— 大伴 武將丨 初代 

幸 道— 淸展 丨淸 房— 淸定丨 淸延丨 淸成丨 
淸泰 — 淸興 丨 淸盈 — 淸次 (俗 稱丹波 守〕 丨 
淸次 (俗稱 何右衞 門〕 丨淸 繼丨淸 治— 淸宣 
丨淸 良— 淸 茂— 淸 親— 峯淸 丨淸易 —淸次 
(俗稱 藤兵衞 )— 淸次 (俗 稱 助右衞 門〕— 以 
淸丨淸 次 (俗 稱秀 助〕。 ■ 

息 長宿禰 •御 母は 高 材比賣 、其の 第二の 
御子 大 伴武將 •其の 裔幸道 •初めて 吉田 
氏を 稱へ、 大隅國 に 下 リ、 拾 良 郡 吉田名 
主 職と なる。 時に 賴 朝右府 •總追 捕 使た 
るの 後な り。 卽ち 此の 人を 初代と す。 ニ 代 
淸展は 吉田 治部大 夫と 云 ひ、 母は 川野筑 
前 守 通昌の 女'  三代 淸房は 吉 田飛驊 守と 
云 ひ、 四 代淸定 •吉田 民部少 輔 、法名 定省 
と云ふ。五代淸延*吉田左近將監、法名 


定圓と 云 ふ。 六 代淸成 •支 蕃 頭と 云 ふ 0 
此の 人 五代の 祖淸展 の 母が 川 野 筑前守 源 
通昌の 女なる を以つ ての 故に、 吉 田の 吉 
ー字を上に置き、 ;11 野の川一字を下に定 
め、 此の 二字 吉 川を 一家の 氏稱 とす。 志 
布 志 大窓寺 開山 中興 建立の 故、 開山 塔に 
淸 成の 位牌 あり。 法名 安定 與公 居士と 云 
ふ。 舍弟 あり、 名を 吉田善 友と 云 ひ、 志 
布 志に 居住す。 此の 人に 三男 三女 あり、 
r 男淸泰 •本家 伯父 淸 成の 養子と なる。 
ニ 女は 新納藏 人頭の 妻、 此の 蔵人 頭， は 志 
布 志 居住、 後に 始良郡 加 治 木に 轉 移。， 三 
女は日高四耶右衞門尉の妻、四男大安. 
年齢 八 歳の 時、 鹿兒 島の 士 五代 某の 養子 
.となり、 壯年筑 前 守と 云 ふ。 五男 宗淸 • 
民部少輔、法名雪松、跡を繼ぐ。六女は 
垂水她 頭上 井 氏の 妻 也。 

七 代淸泰 •幼名 虎 千代、 後 治 部 少輔と 云 
ふ。 高山 波 見 八 町の 領主、 先代 淸 成の 舎 
弟 善 友の 嫡子に して 養子と なり、 法名 韋 
甫宗瑞 居士。 此の 人の 義弟 刑 部大 夫は 養 
父淸 成の 實子 にして、 淸泰の 養子、 後即 
ち 養父 淸成 •中老に 至り 上洛し、 在京 
中、 飛 烏 井 氏の 女 奥 殿を 妾と して 列れ 下 
り、 其の 腹に 出生す。 此の 刑 部大 夫に 三 


男 あり、 I 男は 後に 怡全老 と 云 ひ、 此の 
人出 生後、 父 刑 部大夫 •班 あリて 上洛し、 
柏木 榮雅 の聱 となり， 又 其の 腹に ニ 男 あ 
り、 長 •實は ニ 男に して、 刑 部少輔 、法 
名宗 俊と 云 ふ。 次は 即ち 三男 丹 後 守、 法 
名蓮與 、後 熊 毛 郡 種子 島に 移住、 一子 出 
家して雲岳和尙と云ふ。祖父即ち五代淸 
延のニ 男 善 友は 實父に して、 其の 三男 民 
部少輔 は實 弟な リ 。此の 實弟 民部少 輔に 
一男 四 女 あり、 一は 女‘ 日 高 彥左衞 門 法 
名 宗悅の 妻、 ニ も 女 •日 高彥 三郞の 妻、 
三は 男、 吉 田八郎 と 云 ひ、 四は 女 •大畸 
士日高 左 近 將監重 長の 初 妻、 五は 女 •同 
鄕士日 高 攝津介 重 知の 妻」 前に 云 ひし 吉 
田八郞 法名 半 雪 休 列に ニ 男 一女 あり、 一 
は 男 彌右衞 門と 云 ふ、 母は 檢見崎 常 陸 守 
の 女、 ニは 男 彥三郎 法名紹 意、 後 網 賢と 
稱へ、串良士.野村小外記耦積の鹜養子と 
なる。前0長男馘右衞門.法名雪庭宗柏 
Z 呼び、 一男 あり ニ 兵 衞と云 ふ、 母は 吉 
川 丹 波守淸 次の 女、 三は 日 高 佐 渡 守 重 世 
の 妻、 重 世 死去 後家 村 宇助に 嫁す。 又 
刑 部大 夫の 男 怡全老 に ニ 男 ニ 女 あり、 一 
は 男 勘 左衞 門と 云 ふ、 妾腹 出に して 川 野 
淸右衞 門の鍪 子たり。 ニは 女 志 布 志士 田 


原大藏 助の 妻、 此の 大藏助 •元 彌平次 は 
又 十 右衛門と 云 ふ、 美 濃 _ 関ヶ原に て戰 
死す。 三は 女 •志 布 志に 居 注と、 經歷不 
明。 四は 庄內 、後對 馬と 稱へ 、焚 父怡全 
老の 跡を 相繼す 。 

本家 淸泰に 一男 あり、 淸 興と 云 ひ 家を 繼 
c o 八代淸 興は 波 見 八 町の 領主と して 居 
住。 吉川丹 波 文法 名 龍 室宗玖 居士、 一 
男 ニ 女 あり。 一は 淸盈 •家を 繼ぎ 、ニは. 
女 •山 本五郞 右衛門 法名紹 榮の 妻、 三は 
女 •刑 部少輔 の 妻。 九 代 淸盈 •吉川 丹 波 
守、 人道 如 閑、 法名 雲 山宗閑 居士、 慶長 
三年 戊戌 八月 二十 九日 死去、 此の 人 •日 
焱福 島に 移る。 波 見 八 町の、 1 として、 
日荔新 波に 六 町、 片 上に ニ 町を 給せ ら る。 

ニ 男 一女 あり、 一は 丹 波 守淸次 •家を 繼 
ぐ。 ニは 民部少 輔 、此の 人の子 孫 •薩焱 
和 泉に あり。 一子は 四郞 右衛門と 云 ふ、 
其の 四 郎右衞 門の 女は 高山 士川俣 丹 後 守 
家充の 妻 ◊十代 丹 後守淸 次、 母は 鹿兒島 
士 五代 筑前守 助 友の 女に して、 法名 蘭 室 
宗秀 居士、 四 男 ニ 女あリ 、一男 何 右衛門 
家 次 •家を 繼ぎ 、ニは 治 部右衞 門、 法名 
宗說、外祖日高宗悦の绽子となり、三は 
五郎兵衛 •入道 道 柏、 法名 桂 岩 常 林 居士、 
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長 じて 庶家を 造 立す。 四 男 太左衞 門、 幼 
名 伴兵衞 、此の 人も庶 家を 造 立す。 五は 
女、 同族 吉田彌 右衛門の 妻、 同人 死後、 
日高禰 三右衞 門爲榮 CD 妻、 六は 飯隈 小坊 
中 門 也坊悚 朝の 妻、 十一 代 何 右 衞門家 次、 

法名 宗董 、母は 日 高 彥右衞 門 法名 宗悦の 
女、 ニ 男 あり、 一男 淸繼と 云 ひ 家を 繼 r。 

十二 代 新 次 郎淸繼 、此 人ょり 同族 吉田次 
耶左衞 門、 同六郎 左衞 門の 承諾を 得、 再 
び 本 氏に 復 して •吉田 氏を 稱 ふ。 

庶家 初代 淸 次、 俗稱 五耶 兵衞 門、 入道 道 ， 
柏と 云 ふ。 天 正 ニ 年 甲戌誔 生、 母 日高彥 
右衛門 法名 宗悦の 女、 串 良 柏 原に 居住、 

此の 人 •琉 球國 王病氣 療治の 爲め 、國王 
の 命に ょり、 兩度 出張 渡海、 國王平 癒の 
結果、 種々 拜領の 品 ありて 歸國 、寬永 ニ 
十 年 癸未 七月 二十 八日 死去、 法名 桂 岩 常 
林 居士、 享年 七十 四」 と。 

95 肝 付 氏族 實 字を 名乗 字と すとぞ 0 

96 薩隅前 ニ項參 照。 又 鳥 律系圖 に 「又 
四郞 善久の 女子 (吉 田ニ郞 四郞 io」 と载 
せ、 又 島 津久豐 配下に 吉田 領主 吉田淸 正 
あり、 應永 二十 年 伊集院 賴久 の亂に 功 あ 
リ 。又大 永 ニ 年、 勝久家 臣吉田 氏 •新納 
近 江 忠武を 討つ。 後世 又吉 田大藏 あり、 
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B 向 諸 縣邡古 井原に て戰 死す。 又吉 田澜 

右衛門 等 見 ゅ。 

又鹿兒 島 郡 吉田鄉 本 石 村 (もと 大隅拾 羅 
郡) 八幡 営 相 殿に 吉田若 抉 守瘇を 祀 り、 
又 出水 郡 野田鄕 若宮 大明 神は I に 吉田若 
狹守笾 を 祀る とぞ。 

又鹿兒 鳥 藩士 吉田淸 成 (已之 次) は、 幕末、 
明治、 _家に 功多く、 子爵を 賜 ふ* その 
嗣子 淸風 也。 

97 宗氏 族對 馬の 名 族に して、 天文 十五 
年、 宗氏の 族に して、 仁 位 郡に ある もの 
を、 仁 伊、 峯 、吉 田、 波 多 野 等の 諸氏に 改む 
(宗氏家譜〕0又下縣郡嚴股志贤の陶エに 
吉田又 市 あり、 閼係 あるか C 
98 大藏姓 幕臣 猿 樂者吉 田 喜太郎 信 好 
は、 もと 稍 波、 又 大蔵を 稱し 、後 吉 田を 
稱す。寬政系譜には卜部姓に收む。家紋 
丸に 桔梗、 左 一一 1 巴。 

99 幕臣 以上 各項 所載 幕臣の 外、 猶ほ佐 
々木 嚴秀五 代秀 時の 末孫 四 郞三耶 秀長 
(長 秀 、文 次郎) •幕府に 仕 ふ。 家紋 直 四 目 
結、五七桐。又吉田長圆良徹.宽、水御家人 
となる。家紋丸に打違鸞羽、角四目絃、 
巴の 古文 字" 又士 ：； 田 梅 窀鄕直 あり、 家紋 
三 地 紙の 內鳩酸 草、 四 目 結。 
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その 男 澤右衞 門 兼 貞は 十雨 三人 扶持、 近 
習な りき。 


又鉞醫 に 吉田兼 則 ( 秀淸〕 あり、 寬政 系譜 
は 藤 原 姓に 收む 。家紋 丸に 三 柏。 又駿河 
P 大納言 忠 長家 臣吉田 主税正 明の 男 孫三郞 
正 勝 •幕臣と なる。 藤 原 姓、 家紋 蔓 柏、 
むか ふ 梅。 猶ほ次 項を 見ょ。 

100 醫家藝 者 書附に 「二百 俵 0 外科 吉田 
自 庵、 今程 三百 俵 寄 合 吉田自 庵」 と。 寬 
政 系譜、 未 勘に 「昌全 ( 自菴〕 丨昌建 C 自 
碩 •自 菴〕」 と。 家紋 丸に 桔梗、 茶實 。又 
「ニ Hn 俵 •醫師 吉田一 庵 •今 以つて 同' 高、 
小 普請 吉田宗 益」、 「二百 俵 •醫師 吉田永 
元、 今程 二百 五十 俵 寄 合」 等 見 ゆ。 

又、 江戶の ■師に 吉田林 庵宗山 あり、 水戶 
侯に 仕 ふ。 又良醫 に士 虽順昌 、空 曇と 號 
Z す。 又 小 河 筆記に 「當 方の 醫師吉 田朔庵 
倔、 只今 吉田壽 山と 申す 之 あり 候」 と。 
叉 幕臣 馬場 兵 右衛門の. 三男 成德は 叔父 吉. 
田 長肅の 養子と なり、 長 叔と稱 し、 蘭馨 
と號 す、 蘭 ■として 名 あり。 門人 中條言 
善を 嗣 とす。 又筑 後の 人吉田 自庵昌 全は、 
もと 坂 田 氏、 長 崎の 醫吉田 安齋 鉅豐 (自 
休) の 嗣とな り、 南蠻派 の瘩醫 として 名 
高し。 前述 自庵に 同じ。 

101 赤穗 義士 吉田忠 左衞門 兼亮は 藤 原 姓、 
二百 石、 郡 代に して、 新月 庵、 白砂と 號 し、 


102 愧儡師 人形 遣 吉田冠 ニ あり、 後西 川 
伊三郎と 稱す 。二世 冠 ニは 始め 桐 竹紋三 
郞 、三 # 冠 ニは 吉田 東九郞 、後 陸 奥大橡 
と稱 す。 西 川條參 照。 又 文 操 齋吉田 文 吾 
(國 五郎〕 も 名 あり。 又 人形 遣吉田 德藏の  ， 
男 玉 造 •湏 花に て 名人と 稱せら る。 ニ 代 
玉 造 C 佐々 木 熊 次郞〕 は 明治時代、 名高 
し。 又 吉田文 三郞冠 子は 狂言 作者と して 
も 名 あり。 

103 雜载撰 解 文集に 吉田 氏を 載せ、 下つ 
て德川 時代、 三 上 遠 藤 藩 重臣、 有 馬 藩 重 
臣 、烏 山 大久保 藩 重臣、 八幡 青山 藩 重臣、 

柳 河 立 花 藩 中老、 小鴨 松 平 藩 用人 辂等に 
見え (武鑑)、 又 田 中 藩 知行 割 帳に 「二百 
石吉田 小吉」 を 載せ、 又龜田 藩 執政 吉田 
松籟は 俳人と して 名 あり。 又吉田 五一郎 左 
衞門爲 閑は 本姓 小篠 氏、 前述 吉田 元高に 
射法を 學び、 吉田 氏を 稱 す。 初め 水戶 侯、 
後淺野 侯に 仕 ふ。 又 幕臣 吉田忠 藏桃樹 は 
鰲岐 と號 す。 良吏と して 名高く、 又 雨 岡 道 
人と 稱 す。 又 鯖 江 藩に 吉 田作 助、 伏 見 役 
人に 吉田重 左 衞門等 見 ゆ。 又 京 極 殿 給 帳 
に 「三百 ニ 十 石吉田 喜兵衞 、三百 石吉田 


又 太夫、 二百 石吉田 又兵衞 J、 堀 尾 山城 守 
給 帳に n 一 百 五十石 吉田良 庵、 三十 五 石 
三人 吉田 又右衞 門」 等 見 ゆ o 又 溝 ロ 家臣 

にあ リ 0 

又 森 川 藩士 吉田孫 兵衞有 隣は 儒者と して 
名高く、 孤山と 號 し、- 又 京都 嵯哦 の 人吉 
田 周 庵の 男 七兵衞 光由は 算數 家と して 名 
高く、 細 川 藩に 仕 ふ。 又 幕臣 吉田 定吉彥 
信は 賢 輔と云 ひ、 竹 里と 號す 。後に 慶應 
義塾 敎授 たり。 又 江戶の 儒者に 吉田藤 八 
希 賢、 吉田圓 齋 子方 (名は 平)、 又 吉田新 
之 助訥所 等、 皆 名 あり。 

又茶道にては、仙田宗浚門下吉田宗意あ 
り。 田 村 家臣に して、 時習 軒 隣 好と 號 す。 
又 同藩 吉田 要人は 板 橋閑淸 に學 び、 時習 
軒宗 意と 號し 、その 門 伊藤 次郎 •其の 嗣 
となり、 吉田 時習 軒 宗貿と 云 ふ。 又吉田 
長三耶 、又吉 田 庄左衞 門は 石 州 流の 茶人 
として 名 あり、 宗 雪と 號 す。 又 前述 宗竄 
の 妻 カキは 、水 月 尼と 稱 して 夫の 後を 嗣 
げり。 又畫 家には 吉 田偃武 あり、 又 浮世 
繪に吉 田 魚 川、 吉 田兵衞 (京都)、 又 京都 
の 醫吉田 南 涯の女 佐 登 (大倉 笠 山の 室) も 
名高く 袖 山と 號 す。  . 
又吉田 德左衞 門は 揷 花に 名 あり、 萬 松窬 
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ヨシツ、、/ 


3 シッル ヨシ トミ ^ Q 六 


丨桓武 平氏 平義次 •土 佐 國香美 郡に 住 
し、 子孫 •其の 名を 氏と せし が、 後吉次 
に 改 むと 云 ふ。 

2 陸 奥津輕 新莊の 領主 也。 津輕 、大畸 
等の 條を 見よ。 

義次 ョシ ツグ 前條を 見よ。 

善 積 ョシツ ミ 和名 抄 、近 江 國高島 郡に 
善積鄕 を收む 、古くは 脚 身と 云 ひし 地 也、 
ァシ ミ條參 照。 後に 善 積 郡の 私稱 起り、 又 
善 積庄ぁ 9、 東鑑 、文治 ニ 年 二月 二十 九日 
條に 「所 衆 中原 信 房は 造酒 正宗 房の 孫子た 
るに より、 殊に 優 賞せられ、 今日、、 近 江 國 
善 積 庄を賜 ふ。 是れ圓 勝寺領 たりと 雖 、信 
房 所望. の 上、 宗房の 舊勞を 酬いら る X 爲 、此 
の 如し」 と。 猶 .ほ a シミ 各條參 照。 

丨 淸和 源氏 前述 江 州 善積庄 より 起る。 
蓴 卑 分脈に 「經 基— 滿 政—忠 隆— 齊賴丨 
惟 家 (號善 積、 藏 、左 兵 尉) —— 


I 基齊— 

又 善 a 
辻 岡 源 太 
承 安元 
被 誌 了 


— 惟 齊丨 

善 積 fi gc 
左铙 門廚 


盛齊 I 經齊 


雨 谷太郎 


同搜太 


善 積 先生 

—靜經 

廷 曆寺 

< 行政 

¢£ 1¢ 

忠基 ！ S 遠 

善 積 又 同七郞 
ニ $ 改掐 齊 

吁 蠢守 


家齊 -II 基 正-維正 

同源太辻五郞 

—齊 陵- 齊繼， 


同ニ郞 同藏人 
九 i 
蔵人 

_ 

l^ ft 同五郞 


-長齊 

丨齊重 


丨忠 行丨忠 遠- 景遠 -義景 

善 積 ニ郎同 七郞軻 官代 先生 

—定齊 -T 齊親 
丨齊信 

勾 當 


同三郞 

改寅仲 


ー丨丨 忠 ■齊 H 齊範 


同 又 太郞 


丨正仲 


厂 1 『齊時 


费 田 小太郞 

丨齊行 

同 二郞 

丨遠義 


と。 又 中興 系圖に 「善 積 •淸 和、 本國近 

, .江、 右衞門 大尉 滿政四 代 左 兵 衞尉惟 家 • 
之を 稱 す」  とあリ 0 

2 雜载 前項 氏 庶流には 「辻 岡、 兩 営、 
辻、 豐田、 富 塚、 與利 井、 周波 部、 澤 股、 
羽 仁」 等 あり。 各條を 見ょ。 又 古代 脚 身 
臣あ 9、 閼係 あらん。 又武藏 等に 存 し、 
猶ほ次條、及び 3 シズミ條を見ょ。 

吉積 ヨシツ ミ前條 、及び m シミ 條參 照。 

1 藤 原 姓 京都 北 野天 神社 社家 神 部の 一 
にして、 藤 原宗次 後裔と 云 ふ、 三 家 あリ。 

2 丹 波の 吉積氏 氷 上 郡の 名 族に して、、 
田 中、 平 岡と 共に 柿 芝 村の 三 家と 云 ふ、 
丹 波 志に 「吉積 丘 •柿 芝 村、 平 岡、 田 中 
に 同じく 古家 也。 先祖は 備前 中納 言秀秋 
に 仕官す」 と。 猶ほ吉 住條參 照。 

3 雜载 その他、 藝備 、攝津 等に 存す C 


吉鶴 ヨシツ ル 

士ロ出 ヨ シデ 羽 前に 此の 地名 あ 90 
士ロ年 ヨシ トシ 河 內國長 野邑の 名 族、 吉 
年来 藏は 天誅 組の 志士 也。 

吉藏 ヨシ トシ 又吉： 成と 云 ふ も あり。 
吉利 ヨシ トシ 薩 縻の聚 族に して、 島 律 
系圖に 「薩摩 守 國久— 伊勢 守秀久 (吉 利と 
稱す〕 」 と 見 ゆ。 島津 條參 照。 

00  ヨシ トビ 陸奧 に， 好鸱庄 あり。 

士ロ富 ヨシ トミ 近江阚 高 島 郡に 吉富莊 あ 
り、輿地志略に | 京東山今熊野におさむる 
ところの 泰和 年中の 院宣に 見えたり」 と、 
次に 武藏國 多 摩 郡に 吉富莊 、次に 丹 波 S 桑 
田 郡に も 吉富莊 ありて、 神 護 夺文書 に 見 ゆ。 
又 山城に 吉 富新庄 、備 前に 吉富 (白 坂) 名、 
豐前に 吉富邑 あ リ。 

丨宇 都宮氏 族 豐前國 上 毛 郡 吉富邑 ょり 
起る。 宇都 宮大 系圖に 「城 井 冬 網— 房 政 
( 吉富 右京 進) , 


丨秀 種— 秀網丨 政 家- 
-房淨 


丨韻 -^ nr 能敎， 
一— 某 r 敎善 

— 政 善 


—鎭隆 -T 能 勝 

I JP 


家譜には「ーに大和守甫耦0男、兵部小ノ 
輔家 綱の 弟を 宇都 宮右京 進 房 政」 とす、 
廣津條 令 照。 而 して 吉富秀 種は 應永正 長 
の 頃、 能敎は 天文 永祿 の顷 、著は る。 

2 筑肥 吉富元 平 •旯 ゆ。 又 肥 前の 豪族 
に 在り、 御厨、 龍 造 寺 等の 條參 照。 

吉留 ヨシ トメ 筑 前の奈 族に 吉留兵 庫 助 
あり。 又 原 田 家臣に 吉留彌 11 一耶、 朝鮮 征伐 
に 従軍す。 

盡3 友 3 シ トモ 

1 善 友 朝臣 物 部 氏の 族、 佐 夜 部首の 後 
也。 承 和 六 年 十月祀 に 「攝 津國人 直講博 
士從六 位下 佐 夜 部首 穎 主に、 姓を 善犮朝 
臣と賜 ひ、 左 京 四 條ニ坊 に 編附 す」 と あ 


- o 


2 伊漾の 善 友 朝臣 こは 物 部 氏族、 風 早 
直の 後に して、 承 和 六 年 十 紀に 「伊 
潆國 人外 從五 位下 風 早 直 豐宗等 一 煙に 姓 
を 善 友 朝臣と 賜 ひ、 兼ねて 邊籍を 除き、 
左 京 四 條ニ坊 に 貫附 す。 天神 鐃速日 命の 
後 也」 と 載せたり 0 

士ロ豐 ヨシ トヨ 島津氏の族にて豐久を祖 
とすと 云 ふ。 島 津條參 .照。 

士ロ名 ョ シナ 和名 抄 、陸 奧國 行方 郡 (磐 
城〕 に 吉名鄕 を收め 、高 ill 寺 本には 與之奈 


と 註す。 後に 吉名衬 、吉奈 村 等 殘れ り。 

芳名 ヨシ ナ 下野の \ 芳名 主計 豐重 (三 
耶次)は、太平眞鏡流紉法の祖にて、眞镋 
齋と號 t . 

士 口中 ヨシ ナカ 

吉長 ヨシ ナガ 次條に 併せ 云へ り。 

吉永 ヨシ ナガ 長 門に 吉永庄 、丹 後に 吉 
永 保-その他、 遠 江、 駿 河、 石 見、 備前 C 名 
田) 等に 此の 地名 存 す。 

1 藤 原 姓 中興 系圖に 「吉永 •藤 姓、 本國 
遠江吉 永鄕 、モン 檜 扇水卷 、鎌足 公 六 代 
遠 江 守 家 氏 •之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

2 近 江 蒲 生 郡 白 野の 名 族 也と。 

3 筑後 天文 二十 年 高 良 山檢地 帳に 吉永 
善右衞門、永祿十三年に吉長善右衞門* 
旯ゆ。 

4 雜载備 前 國和氣 郡に 吉永村 ありて、 
當國に は吉 長、 吉 永、 兩氏 共に 存す 。又 
武藏 等に 在り。 

士ロ波  ヨシ ナミ 武藏 等に 存 す。 

士ロ成  ヨシ ナリ 備前 建久名 田の 名に 見 

ゆ 0 

1 坂 上 姓 奥州 田 村 郡の 嚷族 にして、 吉 
成系圖に「田村義顯丨行顯(孫四耶、御 
代 田 城主)— 補 守 (大和 守、 孫 七 郎〕— 政 


房 (矢 部 太夫、 吉成氏 を 稱 す) 丨淸信 (勘 
解 由兵衞 )— lB] la (十 方 院修驗 始リ) 」 と 見 
ゆ0タムラ、ミ 3 タ等秌參照0又岩瀨、 
白 河 等に も存 す。 

2 常 陸久怒 郡镐 の 十二 所 社 天 正の 棟 札 
に 吉成 71* 見守 ありて、 新 編！： 志に 「吉成 
同棟札に士：；成讚歧、同£、 |.(1 撖部あり、 
もと 白 河の 臣な るべ し。 後 佐 竹 氏に 仕 ふ」 
と。 その後 •久恝 郡 5 士吉成 信 吉の 孫乂 
右衞門信貞は水藩に仕へ、良臾として美 
蹟 多く、 又 海防に 力を 用 ふ。 明治に 至り 
正 五位を 贈らる。 

3 下野 大輪 村の 士に吉 成藏人 あり。 

-4 雑 載 細 川兩家 記に 「三 好 方吉成 勧 介」 

. を 载せ 、又 武藏 、攝津 ，嫂 前 等に も存 す。 

吉馴 ヨシ ナレ  . 

盖ロ努 ヨシ ヌ 拾芥抄 に 見 ゆ。 次條 氏に 同 
じき か o 

士 口野  ヨシヌ  m ノノ 條を旯 ょ。 

吉貫 ヨシ ヌキ 六鄉 衆に 吉 It 氏 あ リ。 

士ロ沼 .ヨシ ヌマ 桓武 平氏 大掾氏 の 族に し 
て、 常 陸！： 那 B1I (茨 S 郡 吉诏邑 よ” 起る。 

.大掾 系圖に 「馬場 小 ニ 耶資 幹の 子 某 •士 tl 沼 
七耶」 と あるよ リ出づ 。吉 田、 馬場 等の 條 
を見ょ。又武藏等に存す。 


ヨシ トミ ヨシ ナ 


ヨ シナ ョ シナ！ 


m シナ 


ヨシ ヌマ一 ； g 七 


ヨシネ —— ヨシ/  ヨシ/ =3 シノ S 0 八 


盖ロ根 ヨシ ネ 


〇 善根 連 美 濃の 豪族に して、 i 嘉祥ニ 年 
紀に 「美 濃 國方縣 郡 前 權大頜 外 正 八 位下 
美 縣貞繼 に、 姓を 善根 連と 賜 ふ」 と ある 
ょり 出づ 。美 縣條參 照。 

由 根 ヨシ ネ 

士ロ野 ヨシ / ヨシ ヌ エシヌ 大和 國吉 

野 郡は、 神武 天皇 以来の 名區 にして、 元 正 
天皇 朝には 芳野監 .を 置き、 國郡 以外に 立て 
り。 後 郡と なり、 和名 抄に與 之 乃と 註す。 又 
律 疏斷簡 ( 大館高 門 所蔵) は 日本 國六 十七と 
ありて、 和泉國 、佐 渡 國を擧 げたれば、 天 
平寶字 元年に 和 泉國を 立ら れし 後に 記せし 
者な れど、 「芳 野監 •芳 野國 、郡 ニ、 鄕 三、 
里 九」 と あるを 思 ふに、 當 時、 芳野國 と 
云 ふが ありし 故に、 六十 七國 となせ しなら 
ん 。而 して 大和を 大倭 とかき、 山城を 山 代 
と あるに て、 延曆以 前、 即ち 奈 良の 朝の 事 
なる を 知るべし ( 莊 園考〕 と .0 郡內 に吉野 
鄕 ありて、 與之 乃と 註し、 現今 吉野宮 あり 
て、 後醍醐 天皇を 奉祀す。 

次に 美 作 闕英多 郡に 吉野鄕 を收 む、 中世 • 
吉野 郡の 私稱 起る。. 又 勝 田 都に も 吉野鄕 あ 
りて、 古吉野 村" * 吉野邑 等殘れ り。 その 
他、 攝津 、甲斐、 武藏 、上總 、羽 前、 加 賀、 


越 前、 阿波、 讚岐 、土 佐、 薩摩 等に 此の 地 

名存 す。 

1 吉野首 大和 國吉野 郡吉 野の 土 豪 也。 
古事記、 神武 段に 「其の 地 ( 吉野河 尻) よ 
り 幸 行 ませば、 尾 ある 人 •井より 出で 來。 
其の 井に 光 あり。 爾に問 ひ 給は く、 汝は誰 
ぞ やと 。答へ て 日す、 僕は 國神 、名を 井水 
鹿と 謂す と。 此は吉 野 首 等が 祖 也」 と载 
せ、 また 神武 紀に 「天皇 云々、 吉野に 至 
ります 時に、 人 あ U て 井の 中より 出づ、 
光りて 尾あリ 。天皇 •之に 問 ひて 宣は く、 
汝は 何人 ぞ 、對へ て 日 さく ノ臣は 是れ國 
神 ■名を 井光と 爲 すと。 此は 則ち 吉野首 
部が 始祖 也」 と 見 ゆる 井光の 後 也。 中古 
に^' て大領 たるより 見れば、 勢力 •大 
なりし が 如し。 後に 連 姓を 賜 ふ。 

2 吉野 連吉野 首の 後に して、 天武紀 十 
ニ 年條に 「吉野 首 云々 に、 姓を 賜 ひて 連 
と 日 ふ」 と あり。 姓氏 錄 、大和 神 別に 收 
め 「吉野 連、 加 彌比加 尼の 後 也。 諡 神武 
天皇 •吉 野に 行幸 あらせられて、 神瀨に 
到り、 人を 遣は して 水を 汲まし め 給 ふ。 
使者 •還りて 申す、 井光 女 ありと。 天皇 • 
召して 問 ひ 給は く、 汝は 誰人ぞ やと。 答 
へて 申す、 臣は是 れ 天より 降 y 來 りし 白 


雲 別 神の 女 也。 名を 豐御 富と 申す と。 天 
皇 •卽ち 水 光 姬と名 づけ 給 ふ。 今 吉野連 
が 祭る 所の 水 光 神 •是れ 也」 と 載せたり。 
下って 承 和 十五 年 十一月 祀 に 「大和 國吉 
野 郡 大頜吉 野連豐 益、 政績 •聞え あるに 依 
リ 、借に 外從 五位 下を 授 く」 と 載せた リ。 

3 壹岐 の. 吉野連 式內社 佐 肆布都 神社の 
舊大 宮司は 吉野 連と 云 ひ、 記錄に 大宮司 
常 陸介吉 野連秀 政」 など 見 ゆ。 

4 吉野眞 人敏達 帝の 御裔 にして、 姓氏 
錄 、大和 皇 別に 「吉 野眞 人。 大原眞 人と 
同祖」 と载 せたり。 氏人は 類聚 國史 等に 
見 ゆ。 

5 無 尸吉野 首の 族裔 也。 正倉院 天平 勝 
寶六年 文書に 「知牧 事擬少 頜外從 八 位下 
吉野百 島」 を 載せ、 また 天平 質 字 元年 十 
ニ月紀に「吉野大兄」など此の氏人也。 

6 後裔 大和 志 料、 吉野郡 井 戶村條 に 「水 
光女の 子孫 こ\に 住し、 井戶 氏と 稱 し、 
设々 郡 中の 名 族たり。 國 民鄕士 記に 『吉 
野 郡 井 戶兵衞 (神武 天皇 •日 财國 ょり 舟 
師を 起し、 難 波に 到り 玉 ふ。 熊 野に 廻 リ、 
吉野に 入り 給 ふ。 井の 中に 光有リ 、尾の 
生へ し 井光と 云 ふ 神 出で X、 天皇に 仕へ 
奉る。 是れ吉 野 首 役の祖 也：}』 と。 褒長机 


州 高附帳 に 『八十 九 石 ニ斗餘 、吉野 郡 井 
戶藤辰 入道』 と、 是れな り。 兵衞の 後裔 • 
今尙ほ 存在し、 伊藤を 氏と せり」 と。 

7 眞人倚 第 四 項 吉野眞 人の 族裔に して 
類聚 符宣抄 等に 見 ゆ。 

8 吉野 衆徒 吉野に 藏王堂 金 峰 山栩現 あ 
り、 古社たり しが 如き も、 中世、 僧 徙* 
此の 神を 擁し、 朝野の 尊信を 得て、 頗る 
勢力 あり。 院政 期 頃ょり、 子守、 勝手 等 
の 神人 等と 共に, 屢 々神 興を 舁いで •事 
を 京師に 訴ふ。 I 代 要 記、 皇帝 記鈔 ，百錬 
鈔 、太平 記 等に 窺 ふべ し (神祇 志 料)。 又 
太平 記卷 七に 吉野の 執行 岩 菊 丸 等 見 ゆ。 

9,吉野八旗庄司、十六庄司、三十六公文 
近古 吉野 に 八 旗の 庄司 とて、 一郡の 總將 
あり、 秋 律、 御料、 堀、 御園、 小 野、 佐 
野、 廣 橋、 畑 山の 八 氏を 云 ふ。 その 下に 
十六 庄司 とて、 檜 垣庄司 (北 儒)、 •尼ヶ 生 
庄司 (御料 庄 、加 藤氏)、 梨 子 堂庄司 (御 
料庄 〕、 奧谷庄 司 (古田 鄕) 、鹿 場庄司 (古 
田鄕〕 、中 戶庄司 ( 黑澤鄕 、今に 庄 司と 云 

ふ〕、瀧庄司(加名生半鄕〕*小古田庄司 
(古田 鄕 }、 西 山庄司 (丹 生半鄕 )、 西谷庄 
司 ( 黑瀧鄕 )、 池 田庄司 (池 田鄕〕 、麥 谷庄 
司 (小川 鄕〕 、加 藤庄司 (河 野鄕) 、桂庄 司 
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( * 山鄕) 、(外 ニ庄司 未詳) Q 十六 氏、 及 
び 三十 六 公文と て、 善 城 公文 (御料 庄 )、 
平 溶 田 公文 (古田 鄕〕 、大日 川 公文 (加 名 
生半鄕 )、 四邑 公文 (官 上部 庄〕 、営 瀧 公 
文 (中 庄鄕〕 、樫 尾 公文 (同上〕、 阿智 我 公 
文 (官 上部 鄕 、土 田 氏〕、 同 公文 (同上、 楔 
本 氏)、 同 公文 (同上、 中 村 氏)、 同 公文 
(同上、樋ロ氏)、土田公文(同上、相摸 
と 云 ふ〕、 立 石 公文 C 同上、 加 藤氏〕、 永 
瀨公文(黑瀧鄕)、脇川公文(同±〕、河野 
鄕 公文 (大西 氏、 東 氏、 伊藤 氏、 大西助 
五郎、 東稔宗 & 兩士は 强弓の 達人 也〕、 C 此 
の 他の 二十 一公 文は 詳かな ら ず〕 等の 諸 
豪 ぁり (吉 野舊事 記、 大和 志 料〕。 . 

又 八旗庄 司の 一、 吉野庄 司 與逸正 網の 子 
九郞 某な ど 見 ゆ。 御料、 芋瀨 等、 各條參 

.照。  、 

10 宇陀の 吉野氏 芳野條 を 見ょ。 勢 陽 軍 
記に 「秋 山、 澤 、吉 野、 云々」 と。 

n 攝津 能 勢 郡 吉野城 (歌 垣村吉 野) は 吉 
野 式部の 住居せ し 地 也と 云 ふ。 又 東 平野 
町の 名 族に 在り、 其の 園 地 •雅趣に 富む 
を以 つて 名 あり。 

12 美 濃の 吉野氏 保 元 物語 官軍 勢 汰の條 
に 「美 濃國に は 平野 平 太 (一本には 平 太 
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夫、 或は 大夫に 作る)、 吉 野太耶 j と •ま 
素 同じく 白 河 殿を 攻 落す 條に 「美 濃國住 
.人 平野 平 太、 同國の 住人 吉野太 郎と 名乗 
つて 鯧 入りけ る」 と。 當時 、美 濃 屈指の 
•豪族たり し 也。 以下 次 項を 見ょ。 

13 淸和 源氏 前項 氏の 後を 嗣ぎ しか。 諄 
卑分脈に「木田三郞重長(住美乃阈東有 
武鄕 ) 丨 木 田 判官 代重國 、弟 木 田上麂 重 
賢— 太郎 重季 (號吉 野 冠者〕— 重泰 (吉野 
太郞) 」 と 載-せ、 又 中興 系阖に 「吉野 •淸 

和、. 木 田 氏 末流、 太郞 重泰 •之を 稱 す」 

と 0 

重季は 又木 田太郞 と 云 ひ、 承久 京方、 勤 
王して 殺さる。 ス重泰 の 弟は 頭 行 上人憲 
禪 に て、 相 州 大山の 開基 也。 

14 尾 張 愛知 郡 御器所 村地藏 堂に 吉 野 右 
馬 允の 宅址 あり。 右馬允は 前津小 林の 住 
士 、山 田藤藏 盛 重が 婿 也。 

15 藤 原 姓 上總阈 廳南武 田 兵 部大輔 家に 
吉野 筑前權 守信淸 あり。 その 男 主計 信 通 • 
小 田原滅 後、 家康に 仕 ふ。 家紋 軍酣 _扇、 
緖付螺 > 

16 駿河當 一: に吉野 冠者の 後裔 あり、 山 
本條 第三 十四 項參 照。 而 して 富士郡 山 本 
村に 吉野氏 ありと。 
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17 小 野 姓 武藏の 豪族に して、 小 野 氏 系 
圖に 「橫 山經兼 丨孝久 1 樫 生 禪師觀 念— 
重 孝 ( 吉野 太郞 )」 と载せ 、大里 郡に 吉野 
川 あり、 その 地ょり 起る か 9又七黨系圖 
に 「觀念 (樫 生禪師 )| 重季 (吉 野太〕 丨實 
重 (太〕— 重 光 ( 彥太〕 丨經 重」 と载せ 、ま 
た 重 光の 弟に 「有 重 ( 彌ニ )、 重季 (三)、 
廣義 (野 七) J 等 見 ゆ。  ， 

18 武藏 前項、 及び 次の ニ 項を 見ょ。 又 
那轲郡 秋 山村 天神 社 神職 家に 見え、 又 人 
間 郡 福 岡邑に ありて、 新 編 風土記に 「家 
系 及び 此の 家の 來由 を傳へ ざれ ど、 天 正 
以來 、世々 の， 墳墓 •村 內西養 寺 境内に あ 
るの 類 (文 和 ニ 年に 吉 野資祐 、永 仁 ニ 年 
に 吉野政 信)、 舊き 家なる ことは 自ら 見る 
べし。 備州長 船 勝 光の 槍 一筋， 長刀 一拫、 

且つ 天 正 十八 年 庚 寅の 文章 三 通を 藏せ 
9」 と。 又 大里郡 中 曾 根 村の 名 族に あり 
て、 先祖を 吉野三 河 守と 1K ふと ぞ 0 
19 成 田 氏族 成 田 系圖に 「成 田太郞 助廣 
■の 子六耶 ( 彥 、吉野 三部〕」 と 見 ゆ。 而し 
て 新 編 風土記" 多 摩 郡 上師岡 村に 此の 氏 
を 載せ、 「先祖は 成 田下總 守の 家人に て、 
御 入國の 頃、 此の 地に 来り、 師岡 村を 開 
墾せ L と 云 ふ。 其の 人は 吉野織 部 助と 云 
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ひし 由、 即ち 新 町村を も 開いて、 寺院 ま 
で 起立せ し 人な り。 又隣 村 河邊村 も、 こ 
れが 新開の 地な りと 云 ふ、 され ど 舊記等 
も、 のこら ざれば、 往昔の ことを 詳にし 
がた し」 と o 

又 忍 城條に 「天 正 十八 年、 太閤 秀吉 •小 
田 原陣の 時、 氏 長 及び 弟左衞 門尉泰 親は、 
小 田 原. の 加勢に 加は り、 當城 に は留 居と 
して、 成 田 肥 前 守 泰季を 置きて 守將 とし、 
行 田 ロに 島 田 出 羽 守、 荻野傳 右衛門* 坂 

本將監 、福 田 治 部右衞 門、 吉野源 太左衞 
門、同源三、同源七、步卒共に五百人を 
置く」 と。 また 吉野織 部も旯 え、 又 吉野勘 
解 由 某 あリ 、その 男 久左衞 門 直 正 (勘 解 
由) •水利を 起す。 その 男を 佐右衞 門と 云 
J' o 

20 橘 姓武州 多 摩 郡 檜 原 村 大嶽山 藏王權 
現の 神主 家に して、 橘 氏 也と 云 ふ。 新 編 
風土記に T 檜 原 村吉野 氏。 先祖は 北條氏 
の麾下にて吉野對馬守橘盛光といへり。 
天 正 元年 四月 二十 九日 歿す、 法名を 凌雲 
院貴州 道 富と 號 す。 其の 子九郞 右衛門 も、 
又對馬 守と 稱 せり。 これより 以來 、迸々 
相蹟 して 今 十三 代に 及ぶ と。 家紋 丸の. 內 
に 酸漿 草、 替紋 丸の 內に 橘な り" 家系 武 
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器な ども 中古まで 傳 へたり しが、 今は 逸 
散せしと云ふ、た ^ 文書ニ通を藏す」と0 
21 上總 下總第 十五 項、 及び 次項參 照' 
又三ツ 柏を 家紋と する あり。 

22 淸和 源氏 新田 氏族 里 見義浚 十七 代堯 
.光ょり 三代 堯 成を M とすと 云 ふ。 家紋 紐 
©四 目 結、 丸に 櫻 花。 伊左衛門 信 行 •德川 
時代、 櫻 田 誼に 仕 ふ、 子孫 幕臣たり。 

23 秀鄕流 藤 原 姓 佐 藤氏 族大 友義 長 三男 
萩原 安藝 守 重 則の 後に して、 そ 6 男 上 松 
兼 太 郎義勝 •古河 公方に 仕へ、 常 陸國吉 
野 間に 住し、 天文 十五 年、 佐 野 氏 t 仕へ、 
姓を 吉 野と 改 む。 その 男 「光長 (吉野 新 
右衛門、 兼太郞 〕丨 光 方 (太 左衞 門、 新 右 
衞 門〕 丨太 左衞 門— 太 左衞 門— 吉右衞 門」 
なりと o . 

24 越後 三 島 郡 ニ 田 打 物 部 神社 神主に 吉 
野 氏 あり、 ニ 田>  物 部 等の 條參 照。 

25 美 作 笠 庭 寺 記に 「吉野 郡 吉野保 (白 
来 I 石〕 平吉 基」 と 見 ゆ 0 
26 菊 池 氏族 筑 後の 豪族に して、 合 原 氏 

系圖に「菊池武時—武重—武士丨武铵(菊 
池 七郞〕 —悛光 C 筑後山 本 郡、 石 浦 主馬 丞、 
草 野 氏の 家臣と 爲 る〕 丨武之 C 草 野庄吉 野 
五郎。 草 野 庄石浦 付に、 菊 地 合 原、 の 靈を 


崇め、 每歲 十一月 十九 日に 祭禮を 行 ふと。 
此の 祠は石 浦 村に 在りて、 民家に 合 原を 
以つ て家號 と 爲す者 十 家計り、 又 吉木村 
中に 吉野 尾と 稱 する 地 ありて、 草 野 氏の 
舘址 也と 傳ふ とぞ〕 丨武治 (合 原 次郞 、左 
衞門 尉〕 丨武次 (同 左衞門 尉〕— 浚 行 (同 右 
衞門 尉)— 浚 重 (菊 池 彌次郞 )、 弟 浚 正 (若 
抉 守ノ 若宮 社 司〕— 淸正 (式部 丞〕 —淸伸 
(外 記丞) 丨淸次 (市 左衞門 尉) 丨饺信 (兵 
部丞 )— 後祐 (加 質 守〕— 浚 白 (土 佐 守〕— 
俊 克 (加賀 守) 丨俊光 C 佐 渡 守)— 俊 行 (初 
め 掃 部、 安藝 守と 改む) 」( 將士 軍談〕 と。 
又田中家臣知行割帳に「ニ西石吉野數右 
衞 門」 見 ゆ。 

27 有 馬 氏族 松 浦 山 代 文書に 「ありまの 
ょしの 若狹 介」 を载 せたり。 

28 日向 日向記に「|ーー |[] 衆.吉野監物」、 
及び 吉野 孫九郞 等 見 ゆ。 

29 加 贸加貨 藩 給 帳に 「四百： 九十 石 (角 
內万 字〕 吉野 良三耶 、百 五十石 (二重 角 
內万 字) 吉野 鐵三耶 J 等 見 ゆ。 

20 雜載 その他、 撰 解 文集に 此の 氏を 載 
せ、' 又德川 時代、 小 田 原 大久保 藩 年寄に 
見 ゆ。 その他、 ill 城、 伊勢、 志 摩、 攝津、 
備 前、 信 濃 等に # す。 
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芳野 ヨシノ  ハ ウノ ホウ ノ前條 參 照。 

又 大和、 淡路 、肥 後 等に 此の 地名 あり。 

1 芳野 朝臣 前 條第四 項 氏の 族 か。 大間 
書に 此の 氏人 あり。 

2 □槍 族 大和 國 宇陀 三將の 一にして、 
宇陀 郡 宇賀志 村 東 鄕壘に 據リ 、天日 槍の 
子 # 山霞壯 夫の 裔と傳 へらる。 戰國 時代、 
筒井 氏に 屬 す。 家紋は 藤の 丸。 

早く 正 和 四 年 若宮 神主 祐臣 祭禮 記に 「流 
鏑 馬十騎 •芳野 ニ騎 と 載せ、 勢 州 四 家 
記に S 洲 宇陀 三人 衆 •芳 野」 と 見 ゆ。 
又 芳野义 左 衞門淸 兼 等 多く、 ^ 民鄉士 記 
には 「東鄕 、山城、 芳野宮 内」 と 見え、 
又 「筒井 惣 麾下、 芳野乂 左 衞門淸 兼、 與 
力 C 檜牧主 殿、 勝山淸 助〕」 と。 又 「宇陁 郡 
芳野 宮內少 輔 (紋は 藤の 丸、 春霞 壯の末 
也。 宇陀 三將の 中 也。 異本には 『紋は 藤 
の 丸、 宇陀の 三 家と. 云 ふ。 春霞の 壯の末 
敷、 村 居に 城跡 •これ 有リ』 と)、 芳野亦 
藏 (異本には、 此の 下に 『筒井 主 殿 頭 • 
郡 山 落城 後" 福 住は 加勢』 と 記せ リ)」 と 
(大和 志 料)。 

3 源 姓 下 總國葛 飾 郡 松 崎の 名 族 也。 南 
朝の 忠臣 裔 、南北 合一 後、 當國に 來リ、 
此の 氏を 稱 すと® ふ。 芳野 五右衞 門の 男 
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療 .倫 (叙 a 〕 •學名 あ n、 南山と 諕 す。 そ 
の 長男 克 、次男 世 育 (悪 三 邯 •立 藏 } は 金 
陵と 號し 、三男を 道 紀と云 ふ。 金 陵 •最 
も名高く、その男新一郎世行(秀六郎)は 
楔 陰と 號す 、幕末の 志士 也。 弟を 世 經と 
云 ふ。 衫 、 

4 雜载 その他、 鯖 江 藩士に 芳野輕 平 • 
見え、 又武藏 等に 存 す。 

吉 « ヨシノ 前ニ條 氏に 同じ 0 
義野 ヨシ/同上。 武藏 等に 見 ゆ。 

能 野 ヨシ / ノウ ノ 同上 0 
良 野 ヨシノ 和名 抄 、讚 岐阈 那珂 郡に 良 
野鄉を 取む、 後世 吉野邑 と 云 ふ。 儒者 良 野 
平 助芸之 (伯 耕〕 は 此の 地の 人に して、 華 陰 
と號 す。 

士 口野 國栖 ヨシ/ ノクズ クズ條 を 見ょ。 
又 源平 盛衰 記に 「吉 野阈栖 とは 舞 人 也。 淸 
見 原の 天皇 •大伴 王子に 恐れて、 吉 野の 奥 
に澦リ、罟屋の中に忍び御座しけるに、阈 
栖の翁 •粟の 御 折に ぅぐ ひと 云 ふ 魚を 具し 
て、 貢 御に 備へ 奉る。 朕 •帝位に 上ら ば、 
翁と貫御とを召さんと宣ふ、云々。位に卽 
きて召されしょリ以來、元 0 の御祝には、國 
栖の翁 •參 りて、 格 竹に 風 凰の 装束を 蛤 ひ 丨 
て、 舞 ふと かや。 ^ の 明の 五節に も •此の 

ヨシノ —— ヨシ / / ^ 一一 
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翁參りて、粟の御蚜にぅぐひの魚を持參し 
て、 御 祝に 進る」 と。 

士ロ野 國巢部 ヨシノ ノク X ベ タズべ 條 

を 見よ o 

士ロ野 郡 文 ヨシ / / コホ=> / フミ 

◦吉野 郡 文 思 寸坂上 氏の 族 也" フミ 條 
を 見ょ 0 / 

士ロ延 ヨシ / ブ 備前建 久名诏 に 和氣 郡吉 
延 (洗面〕 見え、 又 現存す。 又 香 宗我部 家臣 
に 吉延源 三 郞 ぁリ。 

吉 葉ョシ パ 

士 口羽 ヨシ バ ヨシ バネ武 藏國埼 玉 郡 八 

幡 町の 名 族に して、 新 編 風土記に 「先祖を 
「吉羽 彥之丞 と 云 ふ。 其の 子 圖書某 •成 田 下 
總守氏 長に 仕へ て、 郡 内池 守 村に 住せし が、 
成 田 氏 滅亡の 後、 一 很 人となり、 天 正 十九 年. 
の 頃、 當町へ 移り 寬永十 年 死す。 其の 子淸 
左衞 門ょり、 今の 與右衞 門まで •代々 町 年 
寄 役を 勤む るを もて、 領主ょり、 苗字を 許 
せり。 家譜、 舊記等 はった へ ざれ ど、 成 田 
分限 帳に 吉羽圖 書が、 知行 三十 六 貫 文と 载 
せた るに 符合せ り。 家に 具足 I 領と指 物を 
藏 す。 指 物は 先祖 彥之丞 が 用 ひし ものな り 
とい ひ 傳 ふ」 と。 

士ロ場 ヨシ バ 武藏に 在り、 前條と 同族 か。 


ヨシ ハサ — ヨシ ハラ 


吉迫 ヨシ ハ ザ マ 

良椅 ヨシ ハシ 和名 抄 、武藏 國久良 郡に 
良椅鄕 を收 めて 與之波 之と 註す。 

士ロ橋 ヨシ ハシ 武藏 、下總 等に 此の 地名 
ありて、 新 編 風土記、 兒玉郡 高 柳 村條に 「那 
賛郡駒 絹 村の 民 友 七 所藏の 文書に、 吉橋和 
泉、 弟 高 柳 因幡 守と 見え、 且つ 吉橋 氏は 永 
祿元 頃、 信 主に 屬 し、 近 鄕の戰 に屢々 
功 ありし かば、 榛澤 郡の 內大 塚、 賀美 郡の 
內長濱 にて、 十 貫文づ 地を 宛てられし 
事 も あれば、 舍弟高 柳 因幡 守 も當村 に 住し、 
在名をもて氏とせしにや」と見え、又那轲 
郡 駒 衣 村條に 「吉橋 氏。 先祖は 吉橋大 膳と 
て、 牝條 安房 守 氏 邦に 仕へ、 元 和 四 年 十一 
月 二十 八日 卒し、 法名 雪岫 安齋と 號 す。 家 
譜を傳 へ ざれば、 其の 詳 .なる 事は 知れ ざれ 
ど、 鉢 形ょ リ出 だせし 文書 三 通を 所持せ る 
にても、 舊 家なる こと 知るべし」 と。 

吉濱 ヨシ ハマ 三 河、 相 摸-安房、 陸 中 
.等に 此の 地名 ありて、 武藏 等に 存 す。 

士ロ原 ヨシ ハラ 和名 抄 、美 作 國苫西 郡に、 
布 原鄕を 敗む、 高山 寺 本には 「吉 原鄕 •與 
之 波 良 」と見ゅ。次に讚岐國多度郡に吉原 
_ を收 めて、 與之波 良と 訓じ 、次に 伊豫 國 
和氣 郡に 吉原鄕 ありて、 與之波 良と 註す。 
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又 山城、 丹 後、 長 門、 伊豫， 土 佐 等に 吉原 

庄 、その他、 駿 河、 武藏 •常 陸、 羽 前、 備 

後、 紀伊 等に 此の 地名 存 す。 

1 吉原宿 禰紀 伊の 古 姓に して、 弘仁ニ 
年閏 十二月 紐に 「紐 伊 國人祀 直祖 刀自 賣 
の 子嗣宗 •言 ふ、 天下の 人 •皆 父の 姓 
を 承け て、 身は 公民と なり、 長く 調 唐を 
貢す。 而る に嗣宗 •獨り 身 •貫す る 所な 
く、 久しく 課役に 背く。 是を以 つて 母戶に 
附せん と 欲すれ ど、 外戚 許さず。 且つ 他 
の 子と 爲る は、 假濫 •制 あり。 伏して 望 
むらく は、 親 母の 居に 因りて、 姓を 藤 代 
宿禰と 賜は らんと。 勅して、 吉 原宿禰 と 
し、. 左 京に 貫す」 と载 せたり。 

2 伊 實大箇 山 長 木の 豪族に 吉原氏 ぁ 
り。 波 瀨條を 見ょ。 

3 甲斐 東 八 代 郡の 名 族に して、 天 正中 
吉原又 兵 衞ぁリ 、始め 今 川 氏に 屬 す。 子 
孫の 者 十二 家に 分れたり と。 

4 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 安房 犓守の 孫、 大 
柹次郞 宗 長の 男 宗安 は吉 原四郞 と稱 す。 

5 利 仁 流 藤 原 姓 尊卑 分脈に 「利 仁の 曾 
孫 越 前 國押領 使 伊 傅— 則 光 (祗候 宇治 關 
白 家、 從五 下、 吉 原四郞 、號吉 原)— 則 重 
(堀 河 院判官 、挦部 助、 越前權 介、 號吉 


原 介)、 其の 弟 則 貞 (稱田 判官 代)、 弟 孝 
則 S 父 三郞〕 丨助實 (吉 原齋藤 ニ〕」 と载 
せ、 また 孝 則の 弟に 「章 經 、章 員、 行經」 
等 見 ゆ。 

又 「則 重 丨助宗 C 河 合齋 藤始) J と 載せ、 
その男に「左馬允被遠、左衞門尉成實、 
景實 、內舍 人宗景 、四郞 宗康」 等を 收 む。 
戰國の 頃、 吉 原次郎 兵衞 あり、 鈴 木、 柴 
田 等の 條參 照。 

6 丹 後 丹 波 郡 吉原莊 ょり 趄 9、 注進 丹 

後 國諸庄 鄕保惣 田數 目錄帳 に 「加 佐 郡 池 
內保 十九 町 ニ 段內 、八 町 三 反 百 八十 步* 
吉原 殿。 丹 波 郡 吉原庄 七十 八 町 八 段 七十 
七步內 、三十 九 町 四 段 三十 九步 •地頭 吉 
原 殿」 と载 せたり。 以下 次 項を 見ょ。 

7 淸和 源氏 一色 氏族 前項 丹 波 郡 峰 山城 
に 據 る。 常 城は 一に 吉 原山祗 山城 (峰 山 
町吉 原〕 と 云 ふ。 嘉慶 年中、 一色 左 京大 
夫詮範 •山 名播 磨守滿 幸と 戰ひ 、敗れて 
加 佐 郡を 引拂 ひ、 當山に 城を 築きて、 吉 
原 左 京詮範 と 名乘る 。其の 子滿範 •山 名 
氏の 陣代 となり、 後山 名 氏を 破リ 、明德 
三年 再び 當國 守護と なりて 加 佐 郡に 移 
9 •陣代 近 藤 遠 藤の 一族を 當城に 置く。 
其の後 吉原越 前 守の 家 士近藤 支 蕃 、同 兵 


3 シ ハラ 


庫等*居城せり。吉原越<^4色松丸 
の ニ男義 道が 別 腹の 弟に， V: 方へ 郞義饺 
の 伯父に 當る 、初め 吉原左 夫と も、 
又左近とも云へり ;° 常德院江メ動座着到 
K 「御供 衆 •一色 吉 M # /s 」 I : 0 

8 藤 原 姓大友 氏の 族 也。 備#^ 世 羅郡 
吉原 村より 起る。 藝藩通 志に 「豫、 瀨 
貿山は 、並に 吉原 村に あり。 瀨賈は 一に 
瀨河に 作る。 共に 吉 原三郎 兵衞元 種の 所 
據とい ふ。 按ずる に、 今 下津田 村に、 吉 
原 氏が 裔 あり、 其の 家譜に よるに、 元 種 
は、 吉原豐 後 元 親が 嫡子に して、 其の 先 
は、 齋院 次官 藤 原 親 能より 出で、 天文 年 
間、 元 親 •杉 派を 築き、 其の後、 弘治年 
中、 元 種 •瀨賀 山に 移りし が、 後 毛 利 氏 
に 屬し 、遂に 長 門に 徒る と 見た り」 と。 
又 「龍王 山、 宗平 城は、 並に 同村に あり。 
龍王は、 吉原與 三左衞 門元忠 の 所 居、 吉 
原 親芳が 嫡子な りと いへ”。 また 元 種が 

.弟と もい ふ。 宗 平は、 吉原が 装 人 宗高小 
四郎の 所 守」 とい ふ。 

又 「下津 田 村吉原 氏。 先祖 周 防 前 司吉原 
親貞 といへ る もの、 始めて 此の 國に來 る 
とい ふ。 其の後、 吉原信 濃 親 行 以下、 世 
次 もよ く 知れたり。 天文 年中、 吉原豐 後 
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元 親 •當郡 則 光の 庄 に居リ 、杉 城を 築き、 
毛 利 氏に 從ふ 。其の ニ 男吉原 備前親 浚 • 
任を 亂 し、 夫より 今の 趣 之 助まで 七 世、 

.親读 が 兄 元 種は、 長 門に 從ひ 、後に 氏を 
神 村と 改む とい ふ」 と 見 ゆ。 

又永曆 年間、 御調 郡 西 丸 城主に 吉原金 信 
あリ 、一に 田 村 近 信に 作る と。 又 奴 可 郡 
西 城 町に 吉原氏 あり。 「先祖 吉原 周兵衞 は 
人 江村 尺 田に 住す。 明曆 中、 市兵衞 •此 
の 地に 來 る。 數世の 間、 坊 長、 また 里 正 
を 勤む。 今の 吉郎 次まで、 八 世」 と。 

9 久枝 氏族 藝藩通 志に 「江 田 島吉原 氏。 
先祖 久枝忠 三 通 重は 貞和ニ 年、 甲斐より 
此に 來リ 、第五 佾 農民と な 9、 久 枝を 改 
めて 吉 原と 稱 す。 六 世より 世々 里 正」 と。 

10 常 陸 信 太 郡 信 太庄の 豪族に して、 吉 
原 邑よリ 起， る。 香取應 安の 海 夫 注文に 「ふ 
つとの 津 、した 一方 小 田 知行 牙、 一方 吉 
原 知行」 と 載せ、 又 東 國戰記 •小 田 天 庵 
旗下に 「上 室 城主 吉原越 前」 見 ゆ。 また 
新編國 志に 「吉 原作 太郞 •亦 佐 竹 氏に 仕 
へて 大工たり。 後出 雲と 稱す 。其の 子 出 
雲の 子 修理、 後に 出 雲 守たり。 其の 子修 
理 •作 太郞と 云 ふ」 と。 

11 岩 代 新 編 會津 風土記に 「大沼 郡 高 田 


ヨシ ハラ  六 3£ 1||1 


3 シハラ 


ヨシ ハラ —— ヨシヒロ 
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村舊家 •吉原 源之丞 。世々 此の 地に 住し 
て、 先祖ょ ヴ 商人の 司を 勤めし と 云 ふ。 
此の 村の 長 光寺 も、 文 安の 頃、 彼が 先祖 
左京義元*建立せ『し」とぞ。 

12 豐前 元龜天 正の 頃、 下 毛 郡の 豪族に 
吉原源 內 あり。 

13 紀伊 第一 項參 照。 子孫 湯 淺黨に あり。 
14 雜載 その他、 篠山靑 山 藩 家老に 見え、 
又 京 極 殿 給 帳に 「四百 五十石 吉原 仁右衞 
門」 を 載せ、 又 堀 尾 山城 守 殿 給 帳に 「四 
百五十石吉原左門、四百石同小平太卜等 
見 ゆ。 又島津 藩士 吉原重 俊は 明治時代、 
日本銀行 總裁た り。 

又 大和 靈 安寺 假名 緣起に 「嘉禎 四 年、 吉 
田 牧野 爭論 にょり 云々」 と。 尾 張 名古屋 
の 俳人に 吉原醉 雨 •見え、 又 美 作 安東 系. 
譜に吉 原甚五 左衞門 あり。 その他、 武藏、 
信 濃、 美 濃、 一一 後、 攝津 等に 存 す。 

00  ヨシ ハラ 前後 數條參 照。 

〇 善 原 忌 寸 日本 後 紀に 「善 原 忌 寸 依. 一な 
る もの 見 ゆ。 桓武朝 外從五 下た リ。 

能 原， ヨシ ハラ 同上。 

1 能 原宿禰 藤 原 氏の 族に して、 公 痛 補 
任に 「藤 原 良 繼の男 長栈 •大同 年中、 能 
原宿禰を賜ふ，|と载せたリ。 


2 無 尸 類聚 符宣抄 卷十に 能 原 恒典見 ゆ。 
:3 シ ハラ 前數 條參 照。 

ヨシ ハラ 同上。 又 伊勢に 葭原 神社 
又 攝津西 成 郡 九條 村の 名 族に 見 ゆ。 
ヨシ ハラ 前 數條參 照。 

ヨシ ハラ 同上。  ， 

ヨシ ヒ n キミコ 條を 見よ。 

ヨシ ヒサ 香 宗我部 家臣に 吉久彥 七 


好 原 

葭 M' 

あ y 

由 原 

芳原 

吉彥 

吉久 

衞門 ぁり。 

良人 ヨシ ヒト 和名 抄 、筑前 國怡土 郡に 
良人 織を 收 む。 ヨヒト かと 云 ふ。' 

吉平 ヨシ ヒラ 武藏 等に 存 す。 

士ロ開 ヨシ ヒラキ 正訓 不明。 

士ロ弘 ヨシヒロ 

1 大友 氏族 豐後國 國埼郡 吉弘邑 ょり 起 
る C 吉弘 侯條參 照〕。 大友 系圖に 「能 直の 
子 (田 原) 中務少 輔泰廣 •庶流 吉弘」 と。 
田 原 直貞の 第二 子 又三郞 を祖 とす。 田 原 
系圖に「泰廣丨基直—直貞(藏人 1- 如、豐 
後 香賈莊 地頭と 爲 りて、 吉弘鄕 *-. ノし す〕.— 
豐 前六郎 貞廣— 正 賢 ( ^ レ 又 三 ^ i 直輔 
(土 佐 守)— 鑑理 c 始め 鑑 直，， フ郎 、藏人 
佐)—鎭信(太郞、新藏人/^|大夫、加 
兵衞、 \ 道宗鳳*又宗 1?1 .: \_ ^ ^ |紹蓮、 
妹 ; T 大 友義 統 、戶次 山城 守、 ニ 至たり〕丨 


統幸 (松 一太郎、 加 兵衞 ••襃 長 五 年 九月 
石垣 原に て戰 死〕— 政 宣 (加 兵衞 、松 市、 
立 花 家臣)、 弟正久 (加 左衞 門、 細 川 家臣〕」 
と 見 ゆ。 

又國 志に 「吉弘 正 堅は 田 原 直貞の 第二 子、 
又三耶 と稱 す」 と。 南北朝 頃の 人 也。 又 
1 に 「吉弘 石 見守 源氏 直 (大友 能 直 末子 
吉弘藏 人泰廣 十代の 孫 也。. 弟 左 馬助鑑 廣 
は 天 正 六 年 日 州 耳川戰 死)— 左 近 大夫鎭 
信 (日 州 高 城戰 死、 宗及) 丨統幸 (加 兵衞、 
文祿四 年ょ り立花家に仕ふ、宗雲。弟に 
七 左 衞門統 貞あ り〕— 政宣 (樹 白、 千 石、 
番頭)、 弟淸 太夫 (祀伊 家臣〕」 と。 高橋條 
參 照。 

氏人は 鏡 山 文書に 鑑理 あリ 、左 近大 夫た 
り。 又 五條 家 文書に 吉弘 左近大 夫、 九州 
軍記に 吉弘 鑑理 、又 「天文 十三 年、 吉弘 
左 近 •朽網 下野 守 親滿を 斬る」 と。 豐薩軍 
記に 吉弘左 近 大夫鎭 信 等を 载せ 、又國 志 
に 「吉 弘統 行の 墓は、 石垣 村道の 西に あ 
り。襃長五年 » 大友義統.兵を擧ぐるや、 
散 亡の 舊臣 成く 集る。 吉弘統 行 •乃ち 東 
西の 利害を 說 し。 忠諫 行は れ ず、 尙ほ馑 
擊苦 戦して、 此に 死す」 と。 

又 日向 記に 吉弘 大藏少 輔 、吉弘 左 近 太夫 


鎭宣等 見え、 又 安西 軍 策に 吉弘搭 部 助、 
吉弘右 衞門大 夫、 又 藩 翰譜に f 義鎭 入道 
宗麟 •大に 悦び、 元龜 元年、 吉弘左 京大 
夫 鏗理が 舍弟主 膳 兵衞 鎭理 、云々」 と。 
高 橋條を 見ょ。 

2 雑 載 又 周 防の 人吉弘 佐 介 元 常 (磬 齋、 
菊 潭) あり、 水戶 家に 仕 ふ。 又武藏 等に 
穿す。 

吉廣 ヨシヒロ 尾張國大蚝神社中隳に吉 
廣氏 見え、 又 安西 軍 策に 吉廣貿 兵衞尉 •旯 
ゆ、 吉弘 氏に 同じ かるべ し。 

ヨシヒロ 讀岐國 の 豪族に して、 全 
讚 史に 「好 廣城は 東 谷 村に 在リ 。好 廣兵庫 
頭 •之に 居る。 元 暦の 時、 源 家に 屬 して忠 
あり j と 0 

吉福 ヨシ フク 

善 淵 ヨシフ チ 

丨善澠 宿 禰尾張 氏の 族に して、 貞觀五 
年 十二月 祀に 「右京 人 左 史生正 八 位下 六 
人 部連吉 雄に、 姓を 善 湖 宿禰と 賜 ふ。 天、 
孫 火 明 命の 後 也」 と 載せた リ。 

2 善 淵 朝臣 前項と 同族に して、 貞觀四 
年 五月紀 に 「美 濃國厚 見 郡 人外 從五 位下 
行助敎 六 人 部 永貞、 讀 岐少目 從七位 上 六 
人 部 愛 成、 散 位 從七位 下 六 人 部 行 直 等の 


ヨシヒロ —— ヨシフ チ 


三人に、 姓を 善 瀬 朝臣と 賜 ふ。. 天孫 火 明 命 
の 後、 小 ノ神積 命の 裔 孫、 伊與部 連、 次 田 
連 等と 同祖 也」 と 載せた リ 。永 貞は 大學 
博士  •光孝 帝侍讀 、愛 成 も大學 博士、 昇 
殿を 聽 さる 0 

3 物 部 流の 善 湖 朝臣 伊豫の 豪族に して 
貞觀 十五 年 十二月 紀に 「左 京人 外從 A. 位 
下行 助敎越 智直廣 峰に、 姓を 善 淵と 賜 ふ。 
其の 先は 神饒速 日 命の 後ょ U 出づる 也」 

と 見 ゆ。 越智 氏の 族 也。 

ヨシフ チ 

1 伊豫の 吉 藤氏 宇 和 郡 好 藤邑ょ 9 起る。 

豫章 記に 吉藤帶 刀 見 ゆ。 吉 岡條參 照。 

2 雜载香 宗我部 文書、 元 政 花押 書に 吉” 
藤氏 見え、 又武藏 等に 存 す。 

能 部 ヨシべ 東鑑卷 五十に 能 部 五郎 犮衞 
鬥尉 •見 ゆ。 

吉掘 ヨシ ボリ 

代 島 ヨシ マ 

與島 ヨシ マ 武藏の 豪族、 有 道 姓、 兒玉 
黨の 一にして、 七 黨系圖 に 「吉島 行 保の 子 
保延 (與島 太郎) J と 載せ、 史料 本に 「行 保 
(吉島 ニ〕 丨保延 ( 與島 太〕— 重延 (同 太)、 弟 
延守 (一一〕、 弟景信 (五〕」 と。 吉島 條參 照。 
好 間 ヨシ マ 磐 城 國石城 郡 好 間 在ょ y 起 


ヨシフ チ ヨシ マ 


る。 好 島. 吉®^ の 條に詳 シ にして •繫域 
系圖に 「淸 實丨涪 秀好島 三 邸) j と ある 好 
島に 同じ。 又 仁 科 岩 城 系圖に 「淸實 —淸 
秀 (好 間 ニ郎 )、 弟 盛 重 (ニ 郡-兄の 跡を 繼 
ぐ)」と载せ、下つて「親隆丨隆景(好間三 
0、 兵部少 輔 /H 總 介、 披車 ロ〕 j と あり、 
岩 城 家譜 これに 同じ。 

隆景 は、 後に 那 轲 郡 車 城主と なる。 子孫 • 
車條に .詳か 也、 猶ほ砥 上條參 照。 

好 島 3 シマ ヨシ* シマ 條を 見ょ 0 

吉益  m シマ ス 

丨淸和 源氏 畠 山 氏族 畠 山 政 長の 一族 政 
慶 •祀 伊に あリ て、 餿 臣氏 に滅 され、 同 
族醫 師吉益 半笑齋 に賴 りて 其の 氏を 冒す 
と傳 へらる。 その 男 道 安政 光 •淺野 侯に 
從ひて 安藝に 移り、 重宗を 生む C 重 宗の 
男 周 介爲則 (公言、 周 輔 、要 助) は 名醫と 
して 名 あり、 東 洞と 號す 。その 男に 周 介 
猷 C 修夫〕 、淸 (子 直)、 辰 (子 良〕 あ り、猷* 
最も 名 ありて 南 涯と號 す。 その 弟子 直 ま 
た 名高し。 

2 幕臣 外科 替吉益 貞庵の 男 春 菴重陸 • 
御家人と なる。 源 姓、 家紋 九曜 、四 目 結。 
3 雜载 その他、加贾藩給帳に「百石吉 
益 北洲」 を 載す。 


m シマ I 3 シマ ス s Juj 


シマ ス —— ヨシ マツ 


3' シマ ツ 


ヨシ マツ 


蹇 


慶增 ヨシ マス 佐々 木 氏族、 江* 記に 慶 
增 ( 大原 同名、 春 極 殿 庶子、 御 家の 子と 申 
し、 御紋 せらる と载 せ、 又 堀 尾 山城 守 
給 帳に 「五百石 慶增 安太 夫」 など 見 ゆ。 

吉町 ヨシ マチ 奥州 津輕の 豪族に して、 
湏岡 家に 仕 ふ。 吉町 彌右衞 門に 至り、 白銀 
に 住して、 花 和 郡 西 根の 押たり しが、 天 正 
六 年 七月、 大浦爲 信 方ょり 內應の 計略を 施 
し、 本鄕竹 鼻口、 赤 茶 ロ、 十 川口の 三方ょ 
”滇 岡へ 押 寄す (一統 志；}。 湏 岡條參 照。 

吉松 ヨシ マツ 肥 後、 大隅 等に 此の 地名 
あり 0 

1 淸和 源氏 家傳に 「土 佐 冠者務 義の男 
吉良 八^^ 俊の 後 也」 と 云 ふ。 土 佐國土 
佐 郡の 豪族に して、 もと 一條 家に 屬 し、 
天文 二十 三年 文書に 吉松孫 兵衞尉 •見 ゆ、 
山 田條參 照。 大高 坂、 國澤 等と 共に 左 京 
進に 降り、 長 曾 我 部 配下と なる。 土 佐 軍 
記、 吉良 退治 條 に 「永 祿六年 云々、 郡 侍 
吉松 等の 城 持、 皆降參 して 家老と なる」 
と。 又 「元 親 公 女子 C 四) 吉松十 右 衞門內 
室 也、 男子 一人 有り」 など 見え、 又仙臺 
柴田外 記 書 狀に吉 松道與 ぁり。 又 高 知 山 
內 藩士に 見 ゆ。 その他、 吉 良、 及び 長 曾 
我 部條參 照。 ， 


-江戶 幕臣 前項 氏の 一族に して、 吉松 
'安 兵衞正 之の 男忠 三部 正穀 は江府 右筆と 
なる。 家紋 丸に 三 石、 松葉 菱の內 三 石。 


吉松 平兵衞 


3 豐前 宇佐 郡の 豪族に して、 元 鏠天正 

の 頃、 吉松鎭 俊 あり。、 

4 日 下部 姓 日向の 豪族 也 X、 日 下部、 眞 
幸 等條を 見ょ。 藤 原姓吉 松 系圖に は 「孝 
德 天皇— 表 来 親王— 荒 島麻呂 ( 天 智三甲 
子年 降誔 、正三位、 亞 相、 但馬 守、 但し 
腰 書 略〕— 治 國 (天平 三) 丨國良 ( 寳字 ニ〕 
國守 (延曆 十二〕— 乙 長 ( 弘仁 八〕— 礒主 


(承 和 四) 丨貞禰 ( 貞觀 九〕— 親 直 (寬平 九 
生、 宰相 近 江 守〕— 佐 遠 (延喜 二十 ニ、 日 
下 大膳大 夫〕— 貞秀 (天 庚 中生、 日 下礒部 
貫首〕— 貞豐 (安和 元 生、 日 下 尾 張 守〕— 
貞隆(永舴元生、日下左近將監〕丨貞義(寬 
仁 ニ 生、 日 下但馬 守〕— 貞英 (天 喜 ニ 生、 
因幡 守〕— 貞平 (應德 三 生、 日 下陸奧 守〕丨 
重貞 (保安 ニ 生、 日 下但馬 守、 ニ 條院御 
宇、 永 曆庚 辰、 宣旨に 任せ、 院宣を 蒙り、 
本國を 捨て、 鎭西に 下向せ しめ、 日 州 諸 
縣郡眞 幸院に 至りて 頜主 となり、 吉松鄕 


に 居住、 玉 泉 寺 施主) 丨貞能 (日 下 彈正大 
弼、久安元生、十六歲にて父と相伴ひ、 
西國に 下向して 吉 松太郎 と號 し、 後に 彈 
正と 改む〕 —貞榮 (吉 松若狹 守、 三 郞大 夫、 
永 万元誔 、日 州吉 松、 榮は秀 と讀む 也〕 丨 
貞繼 (能 登 守、 小字 豐 若、 太 郎 )丨 貞季 (万 
太郞 、紀 伊 守、 弘 安四 年 正月 ニ 日 生〕 丨貞 
，房 (左 衞 門三郎 、元 弘ニ年 五月 十八 日 親父 
ょり 讓狀 あり〕、 弟貞純 (草 壁 六部 大 夫、 
延文四 年 十一、 月 十日 肥 州 菊 池 城下 戰死) J 
と 0 

5 藤 原 姓 前項 貞 房の 嗣 「重 榮 (榮は 秀 
と訓 ず。 遠江褙 守、 則ち 賴秀也 U 小字 三 
郞大 夫、 相 良 修理 亮 、日 下 氏 貞房に 佾 子 
なきに 依り、 相 良 伯耆守 長榮の ニ 男 •人 
吉 より 來 りて 猶子と 爲リ 、重 榮と號 す。 
子細 ありて 改正、 藤 原 姓に 改 む。 幕紋は 
九曜 、平生 覉の 丸、 元祖より 傳來の 法 也). 


丨重久 -T 重 智丨重 延—重 宗丨重 義-賴 重 丨 

i 松：  左 砕 門 佐 安® 守 主計 佐 wa 正 兵 a 佐 
長 門 守 _ 

丨白 峰 ^ 川 菜 | 

籾 谢 i -I 
大 B 寺 住 


- 重 治— 重陳 丨重德 

六 右 銜 八耶  休左&1:» 

門 周 左舫£闺 

六 ^！ 逢 


r I? 馬 
佐 兼 能 室 

又貞季 CO 弟に 德泉 律師 あり。 又賴 重は 「永 
祿 十二 年 春、 眞幸院 を 去りて、 三股 院の 


領主 北鄕尾 張守忠 親の 鑕下に 成り、 老父 
重義 同道 移住す る 者 也、 玆れ ょり 都の 城 
住人と 成る」 と。 

6 雜载 その他、 備 前、 攝津 、武藏 、伊 
豫 等に 存 す。 

芳松 ヨシ マツ 前條參 照。 

吉麻野 ヨシ マノ  ヨシ アサノ 中興 系 圖 

に 「吉麻 野 •藤 姓、 五耶 行泰 •之を 稱 す」 
と 見 ゆ。 

吉丸 ヨシ マル 肥 前彼杵 郡に 吉丸名 乙 名 
あ $ て r 肥 前に 此の 氏存 す。 

盡ロ 海 ヨシミ 以下 數條參 照。 

〇善海眞人皇別の貴姓にして、延曆ニ 
十四 年 ニ月祀 に 「左 京人 駿河王 廣益王 等 十 
六 人に、 姓を 善海眞 人と 賜 ふ」 と 載せたり。 

美 見 ヨシミ 前後數 條參 照。 

丨美見 造 百濟族 也。 養 見の 略に て、 ァ 
ッミか と 云 ふ。 延曆 七年紀 に 「美 濃國厚 
見 郡 人羿 虡濱 倉に 姓を 美 見 造と 賜 ふ」 と 
載せ、 また 承知 三年 祀に 「美 濃 國人主 殿 
寮少遒美見造貞繼-本居を改めて、左京 
六條ニ坊に貫附す。其の先は苒濟_人也」 
と 見え、 また 大同 類聚 方卷 三十 九に 「大 

. 甲藥 。美 濃 國厚見 郡 令 美 見 造の 家に 傳ふ 
る藥方 也」 など あるは 此の 氏人 也 0 


2美作眞庭郡目木邑の名族なリと。 
士ロ身 ヨシミ ヨシツ ミ 近 江 國野洲 郡に 
吉 身の 地 ありて、 東 寺 文書に 「正 和 三年、 

七 條院頜 、近 江國 吉身庄 J と 載せ、 南部 文 
書に 「吉身 御庄 檢注 E 錄を 注進す る 事、 建武 
元年 十二月 日」 と旯ゆ る吉身 庄に當 るかと 
云 ひ、 又 此の 吉身庄 は 高 島 郡 善積鄕 ならん 
かと 云 ふ。 アシツ ミ、 及び ヨシツ ミ條參 照。 
1吉身臣脚身臣の後にて、アシをヨシ 
と 改めし か。 同樣の 例は 多し。 天平 ^ 字 
七 年の 國解に 「玆貿 軍 團少毅 吉身臣 三 田 
次」 なる 者 見 ゆ。 ヨシツ ミ條參 照。 

2 吉身 宿彌 拾芥抄 に 見 ゆ。 前項 氏の 後 
か -0 或は吉水發禰に同じきか、然らば漢 
族 也。 

3 無 尸の 吉身 氏'  姓名 錄抄に 見 ゆ。 

士ロ美 ヨシミ 前後 各條參 照。 その他、 遠 
江 國濱名 郡に 吉美鄕 あり。 又 近 江 國野洲 郡 
に 吉美庄 •見 ゆ、 前條 Q 吉身庄 に 同じ。 又 
丹 波に も 吉美庄 •見 ゆ。 而 して 天台 座主 記 
に 「第三 十三、 襪大 僧都 勝範 云々、， 近 江國 
野 州 郡の 人、 吉美 氏」 と 見 ゆるは、 前條氏 
に 同じき か o 一に 吉美 侯の 裔かと 云 ふ。 

好 見 ヨシミ 日用 重寶 記に 此の訓 あり。 
良 美 ヨシミ 撰 解 文集に 見 ゆ、 前後 各條 


參 照。  • 

吉見  ヨシミ 和 泉に 吉見蒐 田庄 、近 江に 
吉見 庄ぁリ 、吉 身庄に 同じ。 又武藏 に 吉見 
郡、 橫見 郡の 事 也。 郡 內に吉 見 庄ぁリ て 岩 
殿 山の 綫起に 見 ゆ。 その他、 丹 波、 長 門 等 
に 此の 地名 存 す。 猶ほ前 各 條嗲 照) 

1 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「葩賴〔三河守〕 
丨範 M (吉 見、 順 大寺阿 閤 梨、 吉 見中納 
言 公、 母 藤九郞 盛 長女〕 丨爲賴 (外 家の 所 
頜相傳 に 依りて、 吉見 と號 す。 號吉見 ニ 
郎 、或は 爲範 、改名 歟) _ 
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治 承 五年閏 二月、 志 田 三 郞義廣 •鎌 倉 
を 謀る 時 •小山 朝政と 下野 國 登々 呂木 
澤の邊 にて 戰 ひしに、 下河邊 行 平等 •古 
我 高 野 等の 渡を 固む 。範賴 も 同じく 來り 
て朝政が勢に馳せ加はると云へり。急卒 
の 間、 馳來 ると きは 遠路を 隔てし には あ 
ら じ。 常 所ょり 高 野邊 までは 相距る こス 
遠からず。 當 時、 範賴 •常 所に 居りし に 
や。 吉見 系圖を 案ずる に r 範賴の 男 阿 闍 
梨範圓 •吉 見を 氏と し、 次郞 と稱 す」 と 

，.あり。 想 ふに 此の 人、 建久四 年、 範賴 生害 
の 後、 爰に來 り、 其の 子孫 相繼い で此所 
に 住せし なるべし。 範 _ の 男 爲賴- 其の 
孫義世 •永 仁 四年隱 謀 •顯れ て誅せ られ 
し 由、 系譜に 見えた 9。 東鏗 文治 三年 十 
月 十三 日の 條に 「畠 山 次 郎重忠 が 所領 • 
伊勢 國 沼田 御厨を 召 放たれ、 吉見次 郞賴 
網に 充行 はる 云々」 と 載す、 これ 範賴の 
男に や、 され ど 系譜には 見えず』 と。 

4 秀鄕流 藤 原 姓 小山 氏の 族に して、 結 
城 系圖に 「小山 政 光 丨賴經 (吉見 三 郞 、武 
州 住人、 但し 養子 也)」 と载 せ、 又 小山 系 
圇 に 「初 名 朝 信、 武藏阈 吉見太 郎賴 茂の 
家督、 母は 賴 茂の 女」 と旯 ゆ。、. 

5 越後 蒲 原 郡 鹿瀨村 の 豪族に ありて、 


享祿 の ^ 、 吉見忠 親 •見え、 又 新 編 會津風 
土 記に 「津川 町 御 小 厣舘趾 C 大永ニ 年、 
吉見左 京 包 廣 •此を 築き、 其の 子 兵庫忠 
親、 其の 子 式部 忠春 迄、 三代 住せし」 と 
云 ひ、 又鹿顚 墳墓は 「土人 云 ふ、 昔此所 
に 吉見次 郞某と 云 ふ 者 住し、 後に 津川町 
御 小 居舘 に 移る と。 此の 塚み な 吉見氏 先 
祖の 墓な り」 と。 又舊 事雑考 、享祿 三年 
の 記に 「鹿瀨 村に 住せる 吉見忠 親と 云 ふ 

者、 律 川 町 新 善 光寺の 領 五ケ 村を 押頜」 
せし 由 見 ゆ C 

6 越 中 當國池 尻 城には 桃 井 氏 •住せし 
を、 應 安二 年、 吉見左 馬 助 •攻めて、 之 
を陷る 事 見え、 又 觀應ニ 年 八月 十八 日、 
吉見參 河 守 •三 引 保赤藏 寺に 保む を、 桃 
井 直 信 •推しよ すと。 長 野條を 見よ。 

能 登第 一項 三 河 守爲忠 の 後に して、 
三 州 志に 「鹿 島 郡 能 登 部 城は 能 登 部下 村、 
今 鹿 島 郡 丸 保內に 在り。 應 安二 年、 吉見 
伊豫 入道 •四月 二十 八日より 六月 朔日ま 
で、能登，部城に於いて日夜接戰のこと、 
得江季員軍忠古狀中に見ゅ」と。又「應 
安二 年 四月 二十 八日、 桃 井 直 常の 徒 •能 
州へ 亂入 の處 、得 田加賀 介 章 房 •金 丸 城 
に到り、吉旯左馬助に屬し、連日合戰」 


のこと、 章 房軍忠 古 状 中に 見 ゆ 〇 又 吉 II 
氏賴な ど 多し、 (桃 井、 及び 山 方條參 照)。 
その後、康正造內裡段錢引付に「ニ百三 
十 文 •吉見 右 馬頭 殿 •能 州の 內 所々 段錢 J 

と载 せ、 又 貞和ニ 年、 吉見搽 部 助 •木 尾 

0 

嶽城を 陷る亊 など 見 ゆ。 
8淸和源氏伊奈氏族中興系圖に「モロ見， 
淸和 、本國 能 登、 伊奈 三耶 爲扶の 男 三 f 
之を 稱 す」 と。 里' 說 也。 

9 加實 ，應 安二 年 九月 十二 日、 桃 井 直 和 • 
河北 郡 宇多 須 山の 間に 陣す るを、 同 十五 
日、 吉見左 馬 助 •其の 城を 攻め 陷 し、 同 
十七 日、 松 根 S 陣を追 陷 すと、 得 江 八耶 
次郞季 員軍忠 古 状に 見 ゆ。 又 三 州 志に： 松 
根城は 五 筒 庄松根 村領に 在り、 方 人相 傳 
ふ、 毒 永の 役、 木曾義 仲 •布營 の 地と 云 
ひ、 應 安二 年、 桃 井 直 和 •此の 松 根に 陴 
する を、 九月 十七 日、 吉昆左 馬 助 追 ^ し 
て、 此の 陣を 取得し こと、 得 田箄房 軍忠 
古狀 中に 見 ゆ」 と (桃 井條參 照)。 又德川 
時代 1 加 貿藩給 帳に 「百 石 (丸內 花荽〕 吉 
見久之 助」 と 見 ゆ。 

10 丹 波 第 一項の 族に て、 市 島 城 (市 島 
村) に 掠る。 吉見 家系に 「範 賴の 次男 吉 
見 三 郞資重 •丹 波 ^ 鹿 集鄕に 移 y 、 其の 
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裔孫 式部 少輔則 重 •天 正 十 年、 明 智の兵 
に 破滅 せらる」 と。 又 丹 波 志に 「吉 見庄 
上 垣 城は 吉見 氏の 居城 也。 古へ 兄弟 八 人 
あり、 吉見八 屬と云 ふ。 關東に ては 岩戶 
吉 見、 吉見岩 戶と云 ふ 所に 住居せ リ 、丹 
波に 移リ 住す。 吉見八 屬と云 ひ、 八 人 兄 
弟 来る。 次男 吉 見守 重 •是 れ吉 見の 城主 
となる、 守 重は 助 太夫と 云へ り」 と。 

又 水上 郡條に 「修驗 •子孫 下 竹 田 村奧前 
木戶 。伊勢の 國 ょり 來 る、 子孫 孫 兵 衞* 
近年 緣 にょりて、 吉見氏 一を 名乗る」 と。 
又 「吉見 氏 •子孫 吉見庄 上へ 垣 村。 古城 
主、 古へ 兄弟 八 人 有り、 吉見八 屬と云 ふ、 
云々」 (前に 引け 9〕 と。 又 r 吉見助 太夫 
守 重 •子孫 吉見庄 上へ 垣 村。 古城 主 也、 
古城の 部に 出ず。 七 代 以前 落城、 助 太夫 
は 同 郡 市 原 村 杉 谷に 墓所 有り」 と。 

又 「吉見 氏 •子孫 上へ 垣 村 倉 部。 吉見佐 
兵衞 •井上 家と 古の 爭論 有り、 其の 故は 
此 所の 吉見 氏、 明智 光秀に 從 ふに 付、 井 
上 氏 •忿 9、 吉見が 家ヒ 住する 處 、吉見 • 
歸 りて、 其の 次第を 聞く。 井上の 日 ふ、 
吉見は 明智 氏に 隨ひ 、二心 有る に 付、 元 
の 宅に 入れず と。 之に 依りて 吉見は 何 鹿 
郡 志 賀邊に 暫く 浪人な 9。 其の後、 井上 
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家に降參し、末撥に至るとも、兄弟の親 
を 成すべし と 約し、 血判 盃を 取り かは し 
歸參 す」 と。 又 「吉見 氏 源 太夫 •子孫 吉見 
庄 上田 村。 助 太夫の 家な り。 源 太夫の 墓、 
岩 戶村今 寺と 云 ふ 所に' 石 堂、 是れ 也。 源 
太夫 •夫ょり 代々 村の * 脇に 居る」 と。 
又 天 田 郡條に 「吉見 氏 •子孫 田野 村樂々 
葉」 など 見 ゆ。 

U 因幡 前 引吉見 系圖に 「家 朝 ( 彌次郞 、 
伊豫 守、. 因幡 吉見) 」 と载 せ、 又 一本 吉見 
系圖に 「範賴 の 子範國 •八 上 郡 土 師鄕三 
百 町を 領 し、 門 尾の 中 山城に 居る」 と 見 
え、 因幡 志に 「門 尾 中 山 古城は、 範賴の 
嫡男 吉見 次郎 範國 •居り、 後 中 山ょり 小 
田 谷に 移住せ しか」 と。 後裔は 巨 濃郡延 
興 寺 村に あ*^ 

氏人は 康正ニ 年造內 裏段錢 引付に 「ニ 貫 
三百卅 五 文 •吉見 彌ニ郞 殿、 因幡 國高野 
鄕內小 田 保 段錢」 など 見え、 又延 興寺邑 
城主に 吉見営 內大醑 、同 兵 庫 (又 兵部少 
輔) など ありと。 又 因幡 志に 「姥ヶ 谷 城 
は大 谷の 城と も 云 ふ。 吉見兵 部 大輔の 城 
にして、 蒲 冠者 範 賴十餘 代の 後 孫なる 
由傳 ふ。 範賴 •當國 に 漂泊、 その子 吉見 
次郞 範國 •土 師鄕 三百 町を 領 し、 門 尾の 
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中 山に 在 城す。 長 臣村井 某、 田 中 氏、 瀧 
山 氏、 西 垣 某 等、 その 被官 たり。 吉見彌 • 
三郎は 故 有って 但馬に 轉 住し、 二方 郡 芦 
生の 城を 持ちて 鹽屋周 防 守と 云 ふ」 と 0 
又 池 谷 村 天滿宮 は頜主 吉見宮 內大輔 の勸 
請と 傳へ 、又 多 田 系圖に r 因幡國 吉見政 
家」 ぁり。 

12 但馬 前項、 及び 鹽屋條 を 見よ。 

13 石 見 源 範賴の 後裔、 上瀨三 河 守賴見 
より 出づ 。其 父 賴行 •弘 安五 年に 初めて 
能 登より 當國 に來 たる。 その 時-羽 隅、 
長 a 、 波 多 野、 落 合、 水津 等の 諸氏 •從ひ 
來 ると 傳 ふ。 吉見 系圖に 「賴行 (此の 代、 
三 州より 能 州に 來 る。 三 河 守、 式部 四郞 
と 云 ふ。 異賊 襲來の 時、 中國の 大將 とし 
て 石 州に 發向 す。 弘 安五 年 十月 下旬 •能 
登國 より、 石 州に 至リ 、吉貿 郡に 下着、 
此の 時 供す る 侍は、 羽 隅、 長領 .波 多 野、 
落 合、 水 律〕 L 賴直 (大蔵 大輔 、能 州。 弟 

'下 瀨滿 林賴性 、弟 上瀨三 河守賴 見は 石 州 
吉見祖 と〕— 直賴 (兵 庫 頭〕— 弘信 (兵 庫 
頭。 弟 左衞門 大夫賴 世は 能 登 守と〕— 賴 
弘 C 三 河 守〕— 成賴 (三 河 守〕 ； 
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弘治 元年 二月ょり 八月まで、 陶尾張 守 •豐 
筑防長雲伯備藝石州九ヶ國の勢を催し、 
石 州 津和野 居城、 拾 三本 松を 晝夜攻 むる 
といへ ども、 陶 •叶は ずして 退く 。其の後、 
藝州毛 利 元 就の ために 陶 ぅたる。 而 して 
防 長兩國 •元 就の 國とな る。 此の 時、 長 
州 阿武 郡 一郡、 同 厚東、 恒 富、 吉 見、 防 
州、 德地 、正 賴 •領 し 玉 ふ J. と。 

又 石 見 志に 「賴行 (孫 四 郎 、三 河 守。 弘 
安四、沿海防禦の功に依り、五年、石見 
五 百 町を 賜は り、 同 十月、 鹿 足 郡 木 曾 野 
に 下着、 永 仁 三年に 津和野 三本 松 城を 築 
き 移る。 延慶 (？) ニ 年 四月 卒、 原 樂義全 


居士  •源流 寺の 塵に 葬る、 五十 九。 弟賴 
擧は橫 田 孫四郎 、橫 田に 居り 氏と すと)—, 
賴直 (大 藏大輔 。弟 賴祐は 下瀨滿 林 加賀 
守、 靑原鞍 懸 城主。 其の 弟賴 右。 其の 弟 
賴見は 上頜 日向 守、 其の 子賴恒 は應仁 中 
淡路 守。 賴 見の 弟 直 見。 其の 弟賴 重は 一 
に 賴繁 、左 近將監 。其の 弟義 直。 其の 弟 
長 幸は 高津與 次、 南朝の 忠臣。 大正 十三 
年 一月、 贈 正 五位、 裔今 中島 氏〕」 と。 
次に 賴 直の 男 「弘信 (兵 部 大輔- 興國元 

年 上洛、 勤務〕 丨弘信 C 三 河 守、 長 門 厚東、 
周 防德 佐を 增鏆 、正 長 元年 木部 八幡を 建 
立〕 丨賴弘 (三 河 守、 應仁 亂に將 軍 方、 永 

明 寺 建立、 文 安三 卒 、大年 道椿大 居士。 
その 弟 賴久は 長 野 美 濃 守、 道 川 城主。 其 
の 弟 直 信は 竹 內四鄞 〇 其の 弟景 信は 柳 縫 
殿、 柳 城主。 其の 弟賴 賢は 中屋七 郎〕 丨賴 
世 (行方不明〕、 弟成賴 S 河 守〕、 弟弘 
景 ( 宮內少 輔〕 、弟 宗賴 (兵 庫 頭〕」 と。 

次に 成 賴の男 「賴元 (源 三郞) 、弟賴 高 (上 
野 介)、 弟賴貞 (兵 部 大輔) 、弟 賴豐 (左 
馬 助)、 弟賴安 C 右馬助〕、 弟賴 氏、 弟賴 
岡 (太 郞〕 、弟弘 安 (上總 介〕、 弟朝貞 (嶽 
成公〕」と。次に賴岡の男「賴興(三河守、 
吉賀 八幡宮、 立戶 八幡宮を 建立、 享祿五 


卒 、入道 得 陽 法名 得 陽 永 公)— 女 (竹 内妻) 
弟正賴 (妻は 少將 、大內 義隆の 姉)、 弟隆 
賴 ( 大內 旗下、 天文 九 年 十一月、 Irl 口野 
坂 峠に て、 陶但馬 守 光長と 差違へ 死す〕、 
弟 (安房 守)、 妹 C 上 習 氏 §、 弟 (上野 善 
右衛門)」 と。 

次に 隆賴— 「正賴 (幼 春 王 丸、 出家 傳法寺 
慶 性、 後 還俗して 正 賴と云 ひ、 大藏 大輔 
家を 嗣 ぐ。 弘治 三年 秋、 元 就より 戰 功に 依 
り 長 門 阿武 郡を 受 く〕— 廣賴 (三 河 守、 永 

祿 十一、 出 雲 富 田 城に 討 入り、 尼 子義久 
入道 瑞 閑を 生 捕り、 毛 利に 渡す。 度 長 五 
萩に 移る〕 丨元賴 (慶長 ニ 朝鮮 出陣、 手 M 
後歿 。妹は 吉川 彥次郞 の 妻〕— 廣行 C 大阪 
城 落城 後、 加賀 、京都、 小 倉 等を 漂流‘ 
元 和 四 年 八月、 萩 平安 古に て 討死〕 丨德行 
(安藝 一本木に 生る。 妹は 品 川 氏 妻)」 と。 
此の 氏、 博 多 日記、 三月 條に 「長 門より 
早馬 到來 、石 旯國 より 吉見 殿を 大將 にて、 
三千騎 にて 向 ふ 間、 大峰と 云 ふ 所に、 豐 
田、 厚 束 以下 勢を 向けられ、 廿 九日 卯 起 
に 矢 合せの 由、 告げ 來 る」 と。 その 居所 
津和野 城は 舊名 三本 松、 明德ニ 年に 吉見 
五郎 政 親の 頜 築と 云 ひ、 大內 氏實錄 に 「吉 
見氏'の祖參河守義行は弘安年中、石州に 
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下 商し、 一本松に 城き て 居り、 後 三 木 松に 
改む 。義 行の 主 孫 賴弘の 子 成賴に 至り、 
大內氏に屬す。其の子信賴、仲弟賴興* 
家を 嗣 ぎ、 季彌七 正賴に 傳 ふ。 正賴 •毛 利 
氏に 附庸 し、 晚 年、 隊武郡 指 月 山に 隱栖 
す。 男廣賴 •元賴 、廣長 等、 相續 ぎて 慶 
長中絕 家」 と。 

又 石 見 志に 「鹿 足 郡津和 野の 三本 松 城主 
吉見參 河 守正賴 、この 後、 五代 德 行に 至 
つて 絕 ゅ」 と。 又 同 郡 「德 永の 德永 城主 

吉見參 河 守賴行 •弘 安五 年、 沿海 岸 防護 
の 功に 依 9、 石 見 三百 町を 賜は り、 同 十 
月、 木 曾 野に 入部、 延慶ニ 年 卒」 と。 
正賴は 安西 軍 策に 吉見 大蔵 大輔正 賴と载 
せ、 又 中 國治亂 記に 「天文 廿一年 五月 朔 
日、. 大內義 長 •石 州の 吉見 大藏大 輔正賴 
を攻 む。 正 賴息男 _ 王 丸 (後に 元服、 吉 
見 三 郞廣賴 と 云 ふ〕 を 人質と す 云々」 と 
云 ひ、 又吉川 記に 「二十 三年、 正賴 •元 
就に 内通」 と。 正賴の 室は 大內義 隆の姉 
にて 少 將と稱 すと ぞ 。又 右田 條參 照〕 

14 幕臣 吉見 範圓 の 裔と云 ふ。 寬政 系譜 
に 一家を 載せたり。 家紋 丸に 左 魔 羽 打 違、 
丸に梨切ロ"吉見山三郞*將軍秀忠に仕 
へて、鷺匠たリと。. 


ヨシミ 

15 藝備通 志、 豐田 郡 田 萬 里 村條に 「末 
德師 山は 同村に あり。 師の字 > 1 に 寺に 
作り、 又 子に 作る。 吉見 氏の 所 居。 末德 
師は 其の 名な 9 とい ふ」 と 見 ゆ。 その他、 

• 松 本條參 照。 

16 鎭西福 田 系圖に 「隱永 十一 年 七月 五 
日、 俵 坂御陣 云々。 御大 將吉見 彥次郞 殿 J 

と 見 ゆ。  、r 

17 和 泉 日 根 郡の 名 族に して、 寶 ■年間、 
吉見小 佐 治 V 吉見 村を 開墾す。. 因って 吉 
見 村と 名づ くと 傳 ふ。 

18 大和 添 上 郡の 豪族、 別 所條を 見ょ。 

19 菅原 姓 ^ 野 社々 家系 圖に 「社務 吉見 • 
菅原道 眞丨高 視—雅 規丨資 忠—孝 標丨定 
義丨在 良— 爲恒 (•北 野 社別當 職〕— 眞幾 
(北 野 社務 別當 職〕 丨高猷 (菌 崎)— 忠慶 
(稱吉 見) — 慶嚴 丨 仁嚴 — 勝 盛 I 勝禪 丨 慶 
禪丨親 禪—慶 祐—禪 陽 (松 梅院〕 丨慶譽 
(密 乘院〕 1 禪 嚴丨禪 尋—禪 能— 慶藝 (松 
聚院 >丨 禪尙 ( 密乘院 ) 丨 禪 藝丨禪 親— 禪 
豫—禪 椿 丨禪祝 (松 觀院 )丨 禪兆 (勝 藏院ノ 
丨禪勝 C 密乘院 ) 丨 禪果 ( 密 乘院〕 丨禪光 
丨禪興 卜禪永 丨禪 昌—禪 意丨禪 珍— 尙禪 
丨禪 覺—禪 深丨禪 章— 禪秦 丨禪恒 丨禪隆 
C 復飾資 隆〕 丨 資陳」 と 見 ゆ。 


ヨシミ  i 


又 禪昌の ニ 男 「禪嘉 丨光禪 — 禪哲！ 禪智 
—禪 雄— 禪 頂— 禪仰 —禪靜 —緙鎭 (復飾 
資鎭) 丨 資 胤」 と 見え、 又 一 最珍 (北 野 朝 
日 寺 別當〕 —祐淸 (妙 藏院〕 丨祐緣 —祐經 
丨祐繁 丨祐嘉 —眞慶 丨舜襃 (光 蘭院) 丨立 
慶 丨乘慶 (光 菌院〕 丨忠慶 (光 藺院〕 丨公趦 
丨幸尊 ( 眞 滿院) —幸隆 ( 眞滿院 〕丨 幸秀— 
幸忠 —幸祐 丨明祗 ( 眞滿院 ) 丨禪乘 C 妙藏 
院〕 丨禪祐 — 禪智 (眞 滿院〕 丨禪 有— 禪徑 
— 梅 禪—禪 榮—禪 委丨禪 住 丨禪順 丨禪俊 
丨禪 成— 禪 豪— 隆永 C 元禪 永〕」 と あ リ。 

20 伊勢 東鑑 、文治 三年 十月 十三 日に 「畠 
山次郎 重忠の 所領 伊勢 國溶田 御厨を 召 放 
たれ、吉見次郎賴綱に充行はる」と。 

21 尾 州菅姓 愛知 郡の 名 族に して、 京都 
の 人岡畸 左 近 营原直 勝 •勅に ょりて 名 古 
屋 東照宮の 祠官 となり* 姓名を あらため 
て、 吉見官 内 大輔源 幸 勝と 云 ふ。 鹽尻 に 
r 吉見家 本 三河國 帳」 など 载せ ，又 吉見左 
京大 夫 幸 和は 國學 者と して 名 あり、 恭钎 
と號 し* 風水 翁、 龍洞亭 等と 稱 す。 

22 三 河 前 各項を 見ょ。 

23 雜载 その他、 宇 和 島 伊達 藩 年寄、 長 
島 增山藩 用人、 飯山冰 多 藩 用人 等に 見え 
(武鑑)、 又祀州 家臣 吉見鍪 右衞門 あり、 


弓術に 名高く、 三十 三 間 堂に 射る。 又 山 
城 宇治の 茶人に 吉見苒 齋 •見 ゆ。 又增 III 正 
利 事贸に 「家老 吉見賴 母 介」、 その他 吉見 
平 八 等を 載せ、 又 信 濃 下水 內郡水 澤邑の 
人吉 見英受 は緘醫 (明治) として 名高く、 
又 幕末、 吉見 作右衞 門の 養子 寬 ( 實は多 
羅尾修 次耶三 男〕 は 書 畫に巧 みなりし と。 
その他、 攝津 、信 濃、 房總 等に 見 ゆ。 

ヨシミ チ 

1善道宿禰尾張氏の族にして、伊與部 
連の 後裔 也。 令 義解序 (天 長 十 年 二月 十 
五日) に 「正 五位 下行 阿波 守臣 善道 宿禰 
E 貞 」 など 見 ゆ。 後に 朝臣 姓を 賜 ふ。 

2 善道 朝臣 前項 氏の 後に して、 承 和 三 
年 十一月 祀 に 「右京 人 散 位 正 五位 下 善道 
宿禰眞 貞ー烟 、宿禰 を 改めて、 朝臣を 賜 
ふ」と見え、又承和十ニ年ニ月紀に，「散 
位 從四 位下 善道 朝臣眞 貞 •卒する 也。 眞 
貞は 右京の 人 也 d 故 炉貿 守從 五位 下 伊豫 
部 連 家 守の 男 也 •云々。 •天 長 五 年に 上表 
して、 姓を 善道 朝臣と 賜 ふ」 と あり。 明 
經學 者と して 名高し。 

吉光 ヨシ ミツ 越 前に 吉光 名、 その他、 

上野、 讚 岐等に 此の 地名 あ リ。 

1 秦姓備 後國 御調 郡の 名 族に して、 藝 


藩；迎志に「吉川村吉光氏。先祖秦氏なリ。 
安和 中に、 秦吉光 ぁリ 。其の後 吉 光を以 
つて 氏と する にや、 村の 天神 社 棟 札に 『元 
應ニ年 •大旦那 吉 光幸 右衞門 』 と ぁり。 
今の 柳兵衞 まで 五十 餘世 、歷 代の 假名、 
實名 等、 杭 稻荷社 記に 見 ゆ」 と。 猶ほ羽 
田條參 照。 又 現今 嚴島 町に 吉 光昇 君 ぁリ。 
2 尾 張大縣 神社 神官に 此の 氏 ぁリ。 

3 雜载 讚岐吉 光城の 事は 尾 越、 及び 尾 
池條を 見ょ。 

士ロ滿 ヨシ ミツ 

士ロ水 ヨシミ ゾ 大和 吉野 に吉 水神 社 •名 
右 问く 、その他、 山城、 陸 中等に 此の 地名 ぁ 
り。  . ， ' 

1 吉水造 漢族に して、 天應 元年 紐に 「左 
京人 正 七 位下 善 麻呂等 三人に、 姓を 吉水 
連と 賜 ひ、 從七 位下 善 三 野 麻呂等 三人に 
吉水 造を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
2吉水連前項氏に同じく、賜姓の事は 
前に 云へ り。 姓氏 錄は左 京諸蕃 に 收め n 吉 
水 連。 前 漢魏郡 人 蓋寬饒 ょり 出づる 也」 
と载 せた リ 。寬鏡 の 事は 漢書に 見 ゆ 0 
3 吉 水宿禰 前項 氏の 後 か、 姓名 錄抄 1C 
見 ゆ。 

4 秀鄕流 藤 原 姓 下野 國安蘇 郡吉 水邑ょ 


り 起り、 結 城 系 圆 Ic r 佐 野太 耶基 網—！！ 
綱 (安房 守 •吉 水太耶 どと 載せ、 また 佐 
野！： 曾 沼 系圖に 「戶矢 子七耶 有 網 一K 耶 
大夫基 網 1 國網 C 號吉水 太 郎) 丨迓網 (又 
太 郡〕— 成 網 (彌 太耶〕 」などぁ 0 ょり出 

づ 。また 實網の 弟に 「僧 辨淸、 g 廣 (ニ 

郎 、宇治川に て 死)、 賴綱 (四 郎)」 等 ぁ 

90 

又 下野阈 志、 佐 野系圖 1C 「阀網 •佐 野 庄 
吉水鄕 に 住む、 仍 リて吉 水と 號す 、母は 
成 浚の 女。 その 男贸網 云々」 と。 佐 野 條 
に詳か 也。 

5 雜 載延曆 中の 名發 に吉 水神 德ぁ リ、 
侍醫となる。その孫淸平は天湃中典藥少 
屬 たり。 又 名僧 窓 鎭は吉 水 和 尙と云 ひ、 
又太平記に吉水院宗信を載せ、又會涑天 
文 十八 年內岙 帳に 吉水院 云々。 その他 • 
攝津 、伊勢、 志 摩、 武藏 等に 存 す。 

良 棟 3 シミ ネ 以下 數條參 照。 

〇良棟宿禰物部氏の族にして、肩野連 
の 後 也。 元慶 元年 十二 H 紐に 「右京 人 散 
位從五位下凊野連道主、近江少目從七位 
.上肩野連乙守-並に良楝宿蝴を賜ふ。道 


主* 言 ふ、 先祖は 神饒 速：！： 命より 出づる 
也」 と 載せたり。 


m シぐ / チ ヨシ ミツ 


ヨシ ミツ 


ヨシミ ツ —— ョシミネ ^ ニ；11 


花 良 僧 左 頭 
山 is ■疋中 
僧正 遍 
正 照 


左 頭 $ 

辨少貞 

將 


丨 ^ 1^ ;. 住 良因院 、仍賜 良 因 朝臣 姓) 


厂由 14 小僧郡、淸和御眭蜃上人 
右近 少將 、雲 林院 
廷唇寺 別當 


良 ^ ヨシ ミネ 良 峯條を 見ょ。 

良 峰 ヨシ々/ ネ 同上。 

良峯 3 シミ ネ良 棟條參 照。 

丨良岑 朝臣 桓武 帝の 皇子 安世ょり 出 
づ 。姓氏 錄 、左 京皇 別に 「良 峯 朝臣 0 從四 
位下 良峯 朝臣 安齿 、是れ 皇統 彌照 天皇 (諡 
桓武〕 の 御子 也 b 從七 位下 百 濟宿禰 之 _• 
女 孺と爲 りて 供奉し、 生み 奉る 所 也 〇 延 
曆ニ -F 1 年 十二月 二十 七日、 特に 姓を 良 
峯 朝臣と 賜 ひ、 左 京に 貫す」 と载 せたり。 
猶ほ 公卿 補任、 天 長 七 年條に 「大納言 正 
三位 良峯 安世 •薨 ず。 皇統 彌照 天皇の 皇 
子、 母は 女 孺從七 位下 百濟 宿_永 繼が生 
み 奉る 所也焉 、云々。 延曆 二十 一年 十二 
月、 待に 姓を 良岑 朝臣と 賜 ひ、 右京に 貫 
す」 と。 また 弘仁六 年 六月 紀に r 右京 人 

從四 位下 良岑 朝臣 安世、 云々* 左 京に 貫 
附 す」 など 見 ゆ。 

2 後裔 良岑 朝臣の 後は 紹運錄 に 「良峯 
安齿 (正三位、 大納言、 右大將 .、母 女孺 
百 濟永繼 女〕 


丨 木蓮 歌人 
陸奧守 

丨晨 直— 衆 樹 

左中將 治 部 卿 

と、 尊卑 分脈 ほ X 同じく、 r 晨直 c 丹 波 守〕 
丨衆樹 c 參議) 丨義方 (左 中將) 」 とし、 晨 
直の 弟に 「木蓮、 清風 (左少 將〕 、良 松 c 大 
和 守〕」 を 敗む。 

良峯 氏系圖 には 「宗貞 ( 遍 照、 寬平ニ 正 
十九 入滅、 七 五〕！ 素性 c 良 因 朝臣 y 其 
の 弟 支 理 (姓を 椋 橋と 改め、 始めて 尾 張 
國丹羽 郡に 住し、 當郡 司と 爲る〕 丨恒 則— 
美 並 (椋 橋)— 賴利丨 惟 賴丨季 光 (本姓 良 
峯に改 む)」 など 見 ゆれ ど、 信じ 難し。 こ 
は 丹 羽 郡 司椋橋 氏が、 此の 系を 假冒せ し 
にす ぎず。 クラ ハ シ條 、及び 二 ハ 條を參 
照せ ょ。 素性 法師は 名を 支 利と 云 ふ。 

> 多 臣族丹 羽 氏族 良峯 朝臣の 後と 云 ふ 
如き 假冒に 過ぎず。 前項、 椋 橋、 丹 羽 等 
條に詳 か 也。 當國 の大 族に して、 良峯系 
圖に 「惟賴 (下 總 介、. 椋 橋〕 J 


-季光 

小 i 
本 主 
尾 張 介 


丨恒季 -T- 季高丨 高 成-！- 高 春 


惟孝 
散 位從 
五 下 


装 田賴 


|—堯_ 厂長季 ~r 光高 
丨 惟光 ト兼季 成海大 夫 

四 度 使 九 
郡務 十五 


丨眞遠 

前0三郎 


丨龍還 

長 S 


原大夫 

丨高義 

立 木 田大夫 

丄奠 

丄 尚 弘 

上野 插守 

丨 # 子平忠 硌妻 


爲通 T 恒高 T 高 通 ' 局宗- 安高-高利 


m 


太郎 


r ls r 


五郎  ニ邱 


I 恒 貞-恒 通-通 平 

三郎  太郎  次跖 

I 族 甚だ 多し。 その 主なるは、 立 木 田、 
成 海、 前 ロ、 長鹽 、和 田、 前部、 小口、 
稹 社、 原、 廣戶 、林、 池 上、 土 佐、 上野、 
下野 •羽黑 、岩 部、 箱 羽、 羽黑 、小 弓" 
前 野 等 也。 各條を 見ょ。 

4 肥 後 建 久八年 潤 六月の 球 磨 郡 田數領 
主 目錄に 「人 吉庄六 百 丁。 鎌 倉 殿 御領 五 百 
丁 •預所 因幡 大夫 判官。 永 吉 三百 丁 •地頭 
良峯師 高、 子息 字 平、 耙平次 (不知 實名〕 、 
須惠小 太郞家 基 •領百 五 丁」 など 見 ゆ。 . 

5 雜载文華秀麗集に良岑安世、また諸 
家系 圖纂の 良 岑系圖 は 分脈に 同じ、 又 本 
朝毋紀>天襃四年十ニ月條に「肅所左近 
將 監良岑 朝臣 義 方」 見 ゆ。 又 武藏に は吉 
峰、 吉峯 、兩氏 共存す Q , 
吉牟田 ヨシ ム タ武藏 等に 存 す。 

^0  ヨシ ム ，ネ惟 宗條參 照。 

1 令宗 朝臣.. 秦氏の 族、 惟宗 朝臣の 後 也。 
氏族 志に 「惟宗 朝臣 直宗は 法律に 通じ、 明 
法 博士に 任ぜられて、 子孫 • * 職と す。 主 
孫允亮 •尤も 名を 知らる。 一條 帝の 時、 葵 
請して、 姓を 令宗 朝臣と 改む (政事 要略、 


ヨシ ミネ 


ヨシミ ネ 


ヨシミ ネ —— m シム ネ窒 13 


本朝 文粹 、江 談抄 、婧 往生 傳〕 C 後冷泉 帝 
の 時、 豐前 守令宗 朝臣 業 任 あり」 と。 又 政 
事 要略 卷五 十三に 此の 氏人 あり。 

2 多 来 氏族 政事 要略 引く 多 来 氏 系圖に 
「志 質 高 穴太宮 御宇 若帶 (開化) 天皇の 御 
性 •来を 以 つて 大籠に 入れ、 而 して 天皇 
に献 ずる 也。 因りて 令宗を 改めて、 多 米 
連の 姓を 賜 ふ」 と あれ ど詳 ならず。 

士ロ宗 ヨシ ムネ 趑野 氏の 族に して、 增田 
望月系圃に「望月重行—左京亮重_丨彌次 
耶重光§ 宗と號 す) J と 載せたり。 

士 口村 ヨシ ムラ 

1淸和源氏攝津.1能勢郡の豪族にして 
吉村城 (栗 栖) は 天文 年中、 吉村豐 後 守 源 
盛光の據りし地にして、その後裔*今猶 
ほ存 す。 又 浪華の 畫家に 吉村周 山 充興あ 

P、 探 仙と 號 す。 

2 曾 根 連 姓 大和阈 葛 下 •廣 瀨兩郡 の 名 
族に して、 樋 ロ片岡 氏の 族なる が 如し。 
氏人は、 片岡 彌太郞 麾下に 吉村 小兵 衞秀 
之、 筒井 定次 配下に 吉村新 次郞要 之、 大 
坂 城 士に吉 村 小助敬 之 等、 鄕士 記に 見 ゆ。 
また 順 慶 葬式 帳に 吉村 小兵 衞を 載せ、 又 
廣瀨 神社 神主に 吉村重 次 あリ 、片 岡、 樋 
ロ、 廣瀬等 條參 照。 又 天明 中、 吉村 光貞 


あリ 、法 隆寺夢 殿 太子 繪傳を 镆寫 す。 

3 伴 姓 近 江 發祥か 。諸家 系圖 基の 伴 氏 
系圖に 見 ゆ。 

4結解氏族近.江蒲生郡の名族也、前項 
と 同族 か。 蒲 生氏鄕 に 仕へ し 結 解 胸 之丞 
は、 天 正 十二 年、 氏鄕の 伊勢 轉封に 從ひ、 
名を 吉村助 右衛門と 改めた リ と。 

5 濃 尾 安八 郡 西 島 村 古 城址は 吉 村次郞 
左衞 門の 居城な リ しと 云 ひ、 又 石 津郡高 
須に高 洲山千 手 坊聖眙 寺 あり、 もと 海 西 
郡 松 木 村に 在リ て、 吉村兵 庫 頭造詧 す。 
その 古城は 新撰 美 濃 志に 「松/木 村 古城 
址は吉 村 兵 庫 頭信贸 、吉村 又吉郞 安 實：高 
ニ 萬 石〕 •天 正の 頃まで 居住し、 其のち 德 

永 法 印壽昌 •ニ 萬 石 (或は 三 萬 五千石〕 を 
領 して、：  >. に 居り、 慶長五 年 高須に ぅ 
つりしょ し 美 濃 名 細 記に 見えたり」 と。 
又 「吉村 源齊 あり、 窟にか くれ 住みし と 
いひ 傳へ 、今 も 燒米石 あり、 いはやの 廣 
さ 四面 九 尺 ばかり あり。 源齊 はじめの 名 
を、 吉 村太郞 左 衞門氏 勝と いふ、 强カの 
聞へ ありければ、 武田信 主 •招き けれど 
も應ぜず、信支怒リて殺害せしょし、ぃ 
ひ 傳へ たり。 其の 子 七左衞 門は 苗木 城主 
遠山 久兵衞 に 仕へ、 千旦 林に 住す」 と。 


6 參河 設樂 郡戶津 呂村 の吉村 古屋鋪 は 
吉村彈 正の 居所と 見え、 又久松 系圖に 吉 
村 椿左衞 門宣秀 あり。 

7 武藏橫 見 郡の 名 族に して、 小 田 原 役 
帳に 吉村助 五耶が 「知行 十 貫 文 •吉見 郡 
久米 田の 内」 など 見えたり。 

8 信 濃 下 伊那 郡の 名 族に して、 吉村次 
郎は 知行卅 貫 文を 頜 し、 松 岡 氏に 屬 す。 
其の 子中務 、其の 子 平 六、 其の 子 治左銜 
門を 經 て、 永祿 中、 吉村小 次 郎元貞 に 至 
る 。慶 長の 始め、 主家と 共に 沒 落す (南 
信 史料) と 云 ふ。 又 下 條家士 に 吉村和 泉 • 
見 ゆ。 

9 奧州寬 喜 三年 都々 古和 氣緣 記に 「奉 
行 大寺佐 渡 守 光房、 家老 鹽澤讚 岐守 光茂、 
家老 吉村 大膳亮 光則 J 等 見 ゆ。 何れも 石 
川 有 光の 親類に て、 大寺 氏の 家臣な りと。 
又 田 村 家臣に 見え、 岩瀨 郡、 又 陸 前、 陸 
奧等 にも あり。 又 白 川 松 平 藩 重臣に 見 ゆ。 

10 中國 安藝の 儒者に 吉村 重助晋 あリ、 
秋 陽と 號 す。 又吉村 隆藏駿 あリ 、裴 山と 
號 す。 又津山 森 藩士 吉村兵 助は 起 倒 流柔 
術 家と して 名 あり。 又津山 松平蒱 分限 帳 

.に 「六 石 三人 扶持 吉村忠 左衞 門」 見ゅ o 
又 出 雲 石 見地 方に 存 し、 又 因幡阔 法 美 郡 
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ヨシ ムラ 


廣西 村の 勤王家に 吉村 儀一郞 あり。 

11 紀 伊那 貿郡動 木 村に 在りて、 續風土 
記に r 舊家地 士吉村 左 馬 之 助。 家傳に 其 
の祖を 吉村常 慶とい ふ。 野上宮 山の 戰ひ 
に戰功 あり。 三 子 あり、 長を 淸左衞 門と 
いふ、 岩 手に て死ナ 。ニ 男を 彌次郎 とい 
ふ、 畠 山家に 仕へ、 五百石を 領し戰 死 
す。 三男を 新次耶 とい ふ、 * 川 日延邑 に 
て、 根 来の 衆徒と 戰ひ て戰 死す。 故に 村 
中 岡太郞 左衞 門と いふ もの、 弟を 養子と 
し、 吉村 左ぶ 衞とい ふ。 封 初、 地士に 命 
ぜられ、毋々此の地に住す」と。又上野 
村 地士に 吉村嘉 膳 あり。 又紀州 家 重臣に 
見 ゆ。 

12 土 佐 ニ 咼野山 高室院 過去帳に 「日 窓 妙 
用 禪定尼 •土 州 香 宗我部 殿、 吉村甚 助 殿、 
元 鐘 三年 五月 四日」 と 見え、 又 香 宗我部 
家臣に 吉村嘉 助 あり。 又 吉村春 峰は 大湊 
考 ，を 著は す。 又 幕末、 吉村 寅太郞 重鄕あ 
り、 高 岡 郡 檮原邑 の 鄕士 太平の 長男に し 
て、寬仁大度、能く人を愛し、陣頭に立 
てば 剛勇 無 雙の奚 士也 。壯 年の 頃より 勤 
王の 志 厚く、 文 久ニ年 四月、 島津久 光の 
上洛に 際し、 途に 要して 攘夷を 迫る。 後 
天誅 組に 入り、 文久 三年の 秋、 高 取 城 攻 


ヨシ ムラ 


めの 時、 檜を 揮って 城 將秋山 某を 斃 す。 
猶ほ片 岡條參 照。 贈 正 四 位。 

13 豐前宇佐郡の豪族にして、天文永祿 
の 頃、 吉村源 六 左衞 門、 元 ■天 正の 頃に 
は 吉村 雅樂允 あり。 

14 筑前怡 土 郡の 名 族、 元 亀の 頃に 吉村 
重 左衞門 あり。 又粕 屋郡篠 栗の 名 族に 見 
え、 又 秋 月 黑田藩 用人 1- あり (武鑑〕。. 

15 藤 原 姓 肥 前大村 藩に 在り。 又 吉村五 
右衞門 •見え、 又長畸 の 儒者に 吉 村芷隆 
あり、 紫 溟と號 す。 

16 雜载又 福 島 正則の 家臣に 吉村 又右衞 
門 .^ 充あり、後松平定綱に仕ふ。又小給 
, 地方 由緒 書に 吉村又 右衞門 C 大坂陣 に 從 
軍) を载せ 、又 近衞家 侍に 見え、 又圓山 
應 擧門晝 家に 吉村蘭 陵 (孝敬) あり。 又 加 
.置 藩 給 帳に 「百 五十石 (丸 內六 星〕 吉村莊 
助」 を 載せ、 佐 州 役人 付に 「藤 原 姓 •吉 
村 儀 一郎 一、 又 田 中 家臣 知行 割 帳に 「百 五 
十 石吉村 仁右衞 門* 苗 石吉村 仁兵衞 、百 石 
吉村 久左衞 門」 を 擧ぐ 。又 薩 摩の 醫士に 
吉村臨 古 一週 宜 あり。 ■又 相 摸、 駿河 、伊勢、 
志摩、越前(鯖江藩に吉村泰治)、若狹等 
に存 し、 又 狂言 作者に 吉村新 七 あり、 古 
河 默阿彌 の 事 也" 
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士ロ ® •ヨシ ムラ 前條 氏に 同じく、 武藏等 

に 存 す .0 

芳村 ヨシ ムラ 吉 村と 通じ 用 ふ。 又 京都 
の 醫師に 芳村夭 仙恂益 あり、 學問淵 博、 雨 
亭と號 す。 又杵屋 正次郎 門に 芳村 伊三郎、 
子弟 相續 ぎ數 世に 至る。 

由 村 ヨシ ムラ 前 數條を 見よ。 

義村 ヨシ ムラ 同上。 

1 源 姓 家紋 丸に 打違隳 羽 左 重、 義の古 
I 文字。 義村査 左 衞門勝 休 (內藏 之 助〕 •寶 
永年間 御家人と なる。 

2 丹 後 竹 野 郡の 豪族に して、 俵 藤太秀 
里 公の 門人 義村肥 後 守秀淸 より 出 づと傳 
ふ。 天 正 年間、 義 村市耶 左衞門 ありて 「肥 
後巢 城は 平 井 肥 後 守の 長臣蕤 村市郞 左衞 
門の 居城」 と 云 ふ。 

3 雜载 その他、 銀座 由緒 書に 義村淸 五 
郎 •見 ゆ。 

能 村 ヨシ ムラ ノ ムラ 條參照 0 

1 藤 原 姓 石淸水 八幡 社々 家に て、 大禰 
宜に 「能 村 (祝 部〕、 能 村 (藤 原 姓〕」 等 見 
ゆ。 

2 雜载 その他、 武藏 、攝津 等に 在り。 

好 村 ヨシ ムラ 前數條 を 見よ。 

士ロ茂 ヨシモ チ 安藝に 吉茂庄 あ 


士ロ持 ヨシモ チ 伯耆一 :會見 郡の 名 族に し 
て、 石 田 村の 豪家 也。 

士ロ用 ヨシモ チ 武鑑、 井伊 藩 用人に 載せ 
たり。 又 名刀 匠に 吉用 あり。 

士ロ本 ヨシ モト 

丨本間 氏族 安藝阈 豐田 郡の 名 族に して、 
藝藩通志に「田野浦村吉本氏。先祖、本 
間 繼武 より 十二 代、 關東に 居る。 第 十三 
掛 武賴 雄より、 阿波に 居 0、 氏を 大 西と 
改む 。夫より 九 代を 經 て、 総 兵衞賴 直 
初めて 此の 國 に 來リ 、當 村に 住して、 外 
戚の 氏吉 本を 稱す 。賴 直より 今の 料次郎 
まで 八 代な り。 同村 利 三 太、 結 次、 吉左 
衞 門、 皆 別家 一族な り」 と。 本 間、 大西 
等の 條參 照。 

2 土 佐 常 國の勤 王家に 吉本塔 助 元 枝 あ 
リ 、安藝 郡 田野 浦 邑の士 也、 贈從 五位。 
3 雑 载その 他、 美 作 勝 北 郡 豐田 庄宮內 
村 庄屋に 吉本氏 (民 治)、 また 武藏 •尾 張、 
美 濃、 出 雲、 石 見 等に 存 す。 

士 H 兀 ヨシモト武藏、加贸等に存すとぞ。 

善 本 ヨシ モト 前 ニ條參 照。 

由 本 ヨシ モト 同上、 武藏 等に 見 ゆ。 

好 本 ヨシ モト 同上、 伊勢、 志 摩 地方に 
此の 氏存 す。 


良 本 ヨシ モト 同上。 

能 本 ヨシ モト 同上。  . 

吉森  ヨシ モリ 信 濃 等に 存 す。 

芳森 ヨシ モリ 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

士ロ盛 ヨシ モリ 能 登の 名 族に して、 大谷 
十二 名の 一、 平時忠 の 裔と傳 ふ、 大谷條 を 
見ょ。 

士ロ屋 ヨシヤ 長門國 阿武 郡 萩 堀 內春日 神 
社の 舊 社家に 吉屋氏 ぁリ 、建 久の大 般若 經 
を藏 す。 

士ロ安 ヨシ ヤス 美 濃に 多し 0 

士ロ柳 ヨシヤ ナギ 

吉山 ヨシヤマ 長 門、 周 防 等に 存 す。 

芳山 ヨシヤマ' 

盖ロ世 ヨシ m 

1 善 世 宿禰 河内の 豪族、 掃 守 連の 後に 
して、 承 和 ニ 年 二月 紐に 「河 內國人 右 小 
史掃 守連豐 永、 少典鎰 同姓 豐 上等に、 姓を 
善掛宿 禰と賜 ふ。 天 忍 人命の 後 也」 と载 
せ、また同三年八月紀に「河內國人左小 
史善迸宿禰豐上等、本居を改めて、右京 
四 條ニ坊 に貫附 す」 と あり。 

2 無 尸善掛 氏 拾 芥抄に 見 ゅ。 前項 氏の 
族裔 也。 檑 守條參 照。 

良 依 3 シ ヨリ 伊賈の 名 族、 服 部 氏の 一 


族 也。 服 部 條を見 X。 

善理 ヨシ リゼ ンリ近 江の 彔族 、佐々 

木氏の族にして、佐々木系_に「愛智ニ耶家 
康丨 右馬允 資家— 重康： 善理左 近 將監) 丨信 
康 (三耶兵衞尉〕|重命、弟良重(三河房)」 

と 見 ゆ。 

00  ヨシ ロ 和名 抄 、近 江 香 郡に 余 
領鄕を 載せ、 高山 寺 本には 余吳に 作る。 又 
神 名 式に 與志漏 神社 あり C 
吉和  m シワ 淸和源氏足利氏の族にして 
逾川 系圖に 「義 行—滿 賴丨滿 家 (又 次 IP 、 
永享四 年 遁世、 號吉 和」 と 見 ゆ。 

吉和田 3 シワ ダ武藏 等に 存 す。 

四 杉 m スギ 3 ツ スギ 條を 見ょ。 

與助 ヨス ヶ 

四瀨  m セ 伊勢の 名 族、 度會氏 の 族に し 
て、 大神宮 3 社家 也 。ニ門系圓に(箕曲〕 
貞敎 —廣雅 (ニ禰宂、牛草)丨雅商(问瀨、 
六禰定 、保安 四薨) 丨高廣 (四 瀨 、同〕— 高 
康 (平 治 元卒〕 丨爲康 ( 柬鑑 に爲 保)— 師 高丨 
高 春丨高 興— 高 淸—高 利」 と 載せ、 また 「高 
房 (一禰 直、 湖崎〕— 高 平 瀨 、四 獮 S、 
天茭元薨〕丨啃兼(蒜田、ニ禰立)、弟商倫 
(四瀨、 = 禰立、建久ニ甍)と見ゆ。 

與賴 ヨセ 甲裴に 此の 地名 あ 
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四十 住 3 ソズ$ 日用 重寶 記に 此の 訓* 

見 ゆ。 

四十 八 願 ヨソ ナガ 

依田  ヨダ  m リタ 信 濃に 依田 庄ぁ り。 

丨神 依田 公 三輪 氏の 族に して、 神護景 
雲 ニ 年 十二月 紀に 土 佐 國土佐 郡 人 神 依 
田 公 名代 等 四十 一人に、 姓を 賀 茂と 賜 ふ」 
と载 せたり。. 實茂 、三輪 等の 條參照 " 

2 宇多 依田 大和 三輪 氏の 族 也。 

3 金 刺 姓 信 濃 國小縣 郡 依田ょり 起る。 
信 濃 國造族 金 刺 氏の 後に して、 當國の 豪 
族 也。 系圖に は 源 信 濃守爲 公の 子 六 郞爲 
實の 後と 云 ふ、 依田 ニ郞 、その子 ニ郞實 
信 •義 仲に 從ふ 、其の 子三郞 信 行、 其の 弟 
源八廣 綱な りと。 氏人は 源平 盛衰 記に 「信 
濃國 住人 余 田ニ郞 」を載せ、東鑑に與田 
小太郞 と ぁるに 當 る。 又後毋 、下 社 神樂 
役 檢校大 夫 (增澤 氏、 初め 非 持 氏、 又 依 
田 氏〕 と 見え、 詉訪の 此の 氏は 丸に 笹龍 
膽を 家紋と す。 

4 淸和 源氏 滿快流 信 濃の 豪族に して、 
前項 氏に 同じ。 源滿 快の 後と 云 ふは 信じ 
難 けれど、 尊卑 分脈、 旣に r 滿快丨 滿國丨 
爲滿 —爲公 (信 濃 守〕 丨爲實 (依田 六郎) J 


厂 實 信-,- 信 行— 信、 登 (手 深 太郎〕 - 信 綱 
ニ 郎大夫 一三 邸 

丨豐平 | 行俊—資行^-唯心-7-行盛 


/>' 太郞  餒 轺太郞 同三郎 | 

一 丨常遠 


依田 方 衞門大 夫 


左兵衞 r 朝 一 了 

依田 中務丞 

とぁれば、これに從ふもょし。又1系圖 
に r 爲實 (依田 六郞 )| 
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ニ郎大 夫 
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I 行 一貫 j 行士  ロ丨 行 常-信 常-信 守- 

ニ郎左 衞門石 見守 伊勢 守 芦田  下總守 

f 守 


信蕃丨 康國松 平 修理 大夫 
右衞門 佐 

I 信吉 i 元吉但 i 、 

铕賀 守 、. 

厂1ー 15 # 鹆八郎 

と 見え (小 縣郡 志〕、 又 依田 系譜 ' 及び 飯 
田 系譜に 「依田 ニ郞大 夫 實信丨 飯 沼左衞 
門 尉 資行丨 左 兵 衞尉常 遠、 弟 唯 心 (これ 
ょり 依田に 改む〕 丨左衞 門 大夫行 盛、 弟 
中 務丞朝 行— 盛 長— 右衞門 佐經光 (蘆 田 
を稱號 とす〕 丨右衞 門 尉 時 朝— 四郞 爲繼 
丨慧 光房 迎源 —迎 直— 良圓 丨喜鐵 房丨彌 
四郎 丨 彌五耶 ハ 良 | » _ 左衞門 尉貞泰 — 九 
耶左衞 門 尉 行 朝— 左 京 亮朝貞 丨喜九 (阿 


彌陀怫 ) 丨彌七 丨 又四郞 W 浚— 右 衞門佐 
滿春 (海 雲 長 儀〕 丨左衞 門 大夫隆 春— (弟〕 
備前守 (入道 支 永 齋) 丨 下野 守 信 守— 源 十 
1® 信蕃 (常 陸 介、 十 萬 石〕 丨源 十郎 康阙 (修 
理大 夭〕、 弟 新 九 耶康眞 (右 衞門大 夫、 三 
萬 石)」 と旯 え、 また 信 守の 三男 「源 八郎 
信 幸 (伊賀 守、 信 行、 幸慶〕 丨肥前 守 信 守 
(初め 信 盛、 六郞 ニ郎〕 丨( 弟〕 肥 前 守 信 政 
(ニ 千 五百石〕— 內藏助 信 重— 源 六郎信 
重」 など 見 ゆ。. 家紋 丸に 三 蝶、 釘拔 。一 
族 丸に 尻 合 三 蝶、 三 蝶の 內 水玉、 釘拔 繫、 
丸に 揚羽蝶、 丸に 鳩 酸 草、 下 藤 等。 

又 野史に 「信 守 (一に 幸 政) の 男 信蕃は 一 
に 幸 致、 又 幸 政に 作る。 初め 新 六郎 、後 
右衞門 佐、 常 陸 介と 云 ふ。 その 弟 善 九耶、 
源八郞 (信 幸)、 又 信蕃の 長男 康國は 一に 
幸 平、 幼名 竹 福 丸、 後 源 十郞 、十 萬 石を 
賜 ひ、 松 平 源 十 郎康國 と 云 ふ。 ニ 男康莧 
は 一に 家貞 、又康 勝、 幸 正 等に 作る、 幼 
名 福 千代 丸、 後 松 平 新 六郞 .上野 藤 岡 三 
，萬 石、 右 衞門大 夫、 後 罪 ありて 越 前にて 
秀康に 仕へ'、 五千石、 加藤宗 月* 號 す、 
一に 福 井城 代、 七 千 石、 その子を 內 膳と 
云 ふ」 と。 猶ほ 以下 各項を 見ょ。 又 「信 
■守 ニ 男 平 左 衞門政 勝— 友 右 % 門 政 武丨平 


左 衞門政 有— 平次耶 政 次」 け 吉宗に 仕へ、 
町奉行と なり、 和 .1  水 守、 费前 守に 任ぜら 
る、 千 百 石 也。， 

5 居城 小縣郡依田城ハ武石村いは誇永年 
間、 木 曾 義仲據 る。 もと 依田 爲實 、實信 
の 居城な りしと 云 ふ、 下って 佐久郡 穴 小 
屋城(春卩山奥〕は蔥田小屋ともあり。依 ， 
田信蕃 •天 正 十 年、 此の 地に ょりて 附近 
を 討っ。 其の後 天 正 十 年 七月、 德川氏 • 

攻め 落す 事 見 ゅ。 又 高 呂 城は 天神 林 村の 
西に 在 0 て、 天神 林 城と も 云 ふ、 依田 小 
隼 人の 居城に して、 小 隼 人は 信蕃の 弟な 
りと 云 ふ。 又 野澤城 (野澤 村〕 は 天文の 
顷 、伴 野貞範 •城主たり しが、 後 前山に 
移り、 天 正中顷 は 依田 肥 前 守 •居城す と 
見 ゅ。 又 相 木に 依田 能 登昌朝 あり、 田 ロ 

條參 照ノ又 大井條 、松 井條 等を 見ょ。 

6 滋野姓 これ も 信 濃の 豪族に して、 淺 . 
羽本滋野氏三家系圖に「(滋野〕滋氏王丨 
藏人敦 重丨 又三耶 爲重丨 法師 僧 光— 盛弘. 

I 民部丞 久盛丨 盛 忠 (葦田 七郞 •信 州 依 
田元 |1 )丨訥前守朝盛—五郞左衞門尉長 
澄 (蝶 花形を 以って 幕紋 とす、 子孫 多し〕 J 

と 0 

7 淸和源 戌 宇 野 氏族 これ も 信 濃に て、 


「字 野 下野 守輥弘 の 子七耶 親 治、 其の 子 太 
郞有氏 は 信 濃 依田 城に 據 りて 依田を 家號 
とす」 と 云 ふ 0 其の 子 鞠 子 冠者 ニ郎有 光が 
子孫 某、 尊 氏に 屬 すと。 家紋 丸に 三 蝶、 
丸に 蝶 花形。 その後、 「右馬允 全 良 (上野 
板 鼻 城) 丨六耶 全賀 —下總 全眞 (佐 久郡平 
原 城、 村 上義淸 家臣〕— 又 左 衞門信 盛 (信 
主に 恩す〕 丨源藏 盛昌 、弟 右近 之 助昌忠 

(二. 傍 合戦 討死〕— 右馬助 盛繁 (源 七郞、 
家康 に® す〕— 又左衞 門盛吉 J と 見え、 寬 

，永 系圖 には、 前述 信 蕃の家 も 此の 流と 云 
ふ。 村 上條參 照。 

8 上野 翁 草、 鎌倉時代の 武士 所頜 を擧 
げて 「八 千 町 •上野の 内、 依田 彌次郎 幸 
安」 と あれ ど詳 かならず 。下って 宗县の 
東路 の津 登に 「(永 正 六 年〕 可 諄 •九月 ニ 
十五 日、 太守の 佳例の 法樂 連歌、 依田 中務 
小ノ輔 光幸の 宿に して、 云々」 と。 こは 藤 
岡 城主 (綠野 郡〕 蘆 田 新 六 幸 貫と 同人に し 
て、 上杉定 正の 家臣 也。 その 男下總 守 幸 
成は 依田 屠 守に て、 淨法 寺に 居り (蘆 田 
記)、 永祿 三年より 武田信 支に 愿 す。 甲 陽 
軍鏗に 「西 上野 衆 依田 八十 騎 J と 見え、 
後遠州ニ俣に移り名倉城主れリ、その男 
右 衞門尉 幸 正は、 即ち 依田 信蕃な りと。 


前 各項 參 照。 

又 上野 國 志に 「碓氷 板 鼻 古城は 依田 肥 前 
守 •此に 居る」 と 云 ひ、 又 r 牒谁壘 
主 •依田 六耶を 入 混く」 と。 平 pi 革 鏗に 
r 魔 巢 •依田 六耶 •八十 S5 」 と 見 ゆ。 

9 甲斐 東 山 梨 郡 等の 名 族に して- m -r< 
依田 氏の 後 也。 甲裴阏 志に 「元 文中、 依 
田 下野 守 幸 成 •當 N に來 U 武田家 に 仕 ふ。 
其の 男 右 衞門佐 信 蕃也又 六 左 衞門政 次 
I 武田家 に 仕へ、 梅 雪に ^ す。 其の 子彌吉 
正定は 後に 左衞 門と 改 む。 又 倍 主 家臣 依 
田甚五左衞門守氏—その男全左衛門守秀 
(守直)は家康に仕ふ。又信虎家氓依田備 
前 信 正、 その 男 左 近 信吉等 多く、 又 誠忠 
脔 家錄に 「依田 伊 質 守仿行 後胤、 天 正 0 
後處士 として 邑事を 掌る。 靑島庄 高 田、 
依田 重 左衞門 安儀。 同上 •依田 惣十郞 安 
耕」。 また 「依田 右近 將監 守芳 十代 後胤、 
湯澤村 依田 直助芳 M 、 同 十二 代 後胤 問 村 
依田 孫 七 正武」 など 見え、 又 八 代、 巨 ® 
等に も存 す。 

10 武藏整 島 郡に 依田 槨左衞 門 •見え、 
又 家 傅 史料に 「依田 君 捭銘 。君 諱は 貞鎭、 
字は 伊織、 自ら 偏 無と 號 す。 武の府 中の 
人 乜>  姓は 源-五十嵐は 其の 氏、 後 故 あ 
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りて、 氏を 依田と 改む 。父は 井田 攝津守 
是政の 曾孫、 來 y て 家 姓を 繼 r。 母は 乃 
ち 五十嵐 氏 也。 父母 已に 歿して、 東都 谷 
中に卜居する者*年あり、中年以來、私 
に 先代 奮 事本紀 を濟 し、 研耩覃 思、 深く 
此の 學を 造す。 其' ■の 著す 所の 書を 本紀_ 
と號 する 者 三十 三卷 、諸 神鎭座 記と 日 ふ 
者 二十 ー卷 •秘傳 錄と日 ふ 者 十八 卷 、空 
華 集 十七 卷 、灌傳 深秘の 書に 至 リ、 總計 
百 三十 有餘卷 、是れ にて 君の 志を 觀るべ 
し焉」 と。 又 府中 本 町の 長 百姓 五十嵐 定 
右衞 門と 見 ゆ 0 

11 丹 波 余 田條參 照。 又 水上 郡の 名 族に 
して、 丹 波 志に 「依田 氏 •子孫 下 竹 田 村 
の內 前本戶 、是は 大內村 堀 家に 出づ ると 
云 ふ」 と。 又 天 田 郡條に 「依田 氏 •子孫 
3111 間 村」 と 見 ゆ。 又 上 杉 家臣 依田 新八郞 
秀復 は機迅 流鈒 術の祖 也。 又 楠 流 兵法を 
學び 、後に 笹山靑 山 侯に 仕 ふ。 

12 室町 幕臣 永享以 來御番 帳に 「一番 • 
依田 九郞 J を 載せ、 又 文 安 年中 御番 帳に 
P 同上」、 また 常 德院江 州 動 座 着 到に 「依 
田 孫九郞 」 見 ゆ。 

13 幕臣 醫家 幕府 藝者 書付に 「三百 俵醫 
師 依田 支 春、 今程 千 五百石、 小 普請 依田 
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道隆 j と 載せ、 寬政 系譜に 「陽德 院主 春 
— 貸 春— 道 隆」 と。 

14 淸和源氏小笠原氏族伴野氏のー族に 
して、 「刑 部 大輔貞 元- 丨相摸 守貞平 丨若狹 
.守 貞信丨 宮內崖 行— 能 登 守貞守 (伴 野庄 

前山 城 住〕— 對馬 守貞吉 、弟 大蔵 左 衞門貞 
直— 小 隼 人 守 直 (五兵 衞 、實は 伴 野筑後 
守昌種の男。蘆田信蕃に仕へそ依田を稱 
す)— 小 隼 人貞淸 丨左 兵衞貞 道」 なりと。 
家紋 蝶の 丸 (三 蝶〕、 揚羽蝶。 

15 雜载 その他、 武鑑、 佐 倉 堀 田 藩 用人 
(又明治に百川依田學海あり)、出石仙石 
藩 用人に 見え、 又 讃岐の 儒者に， 徐卿 依田 
喜 左 衞門處 安 あり、 竹 雲と 號 す。 水戶藩 
に 仕へ、 史館總 裁たり。 また 武衞流 砲術 
> 家に 依田 倥 助 直 有 あり、 男大助 延年 •將 
軍 吉宗に 仕 ふ。 又 小 給 地方 由緒 書に 「御 

天守 番 依田 依 五右衞 門、 御 天守 番 跡目 依 
田 新八郞 」 等 あり。 

又 谷 文 晁門晝 家に 依田 瑾 ( 盈科齋 竹 谷) あ 
り、 その他、 攝津 、山城、 相 摸 等に 存 す。 
與田 ヨ タ周 防に 與田保 あり、 その他、 
前條參 照。 東鑑 に與田 小太郞 •見 ゆ。 

代 田 ョ ダ シロタ 前 ニ 條參龉 。又 シロ 
タ條を 見よ。 又 岩 代 等に 存 す。 


六 藍 0 


余 田 ョダ ョ デン 前 各條參 照。 

1 金 剌姓淸 和 源氏と も 云 ふ、 依田 條を 
見よ。 又 源平 盛衰 記に 「信 濃_ 住人 余 田 
ニ郞」 と沄ふ 者 あり。 

2 丹 波 水上 郡 余 田よ リ起 る。 人 見系圖 

に 余 田 城主 余 田 監物爲 家を 載せ、 又 丹 波 
志に 「佘田 喜 助 •舍 田德尾 村。 古 鴨 坂 上 
村の 城主の 分れ、 佘田喜 助の 石 牌 中 地と 
云 所に 『俗名 •余 田 喜 肋 爲 重、 法名 花屋 
淨盛 居士』 と 彫 付く。 是は元 文 五 年に 建 
てた るな り」 と。 又 「佘田 左 馬頭 •子孫 
余 田德尾 村。 天 正 ニ 年 六月 十三 日 落城 (古 
城の 部に 出づ〕 、子孫 上へ 野と 云 ふ 所に 本 
家、 今 辰右衞 門、 分れ 谷 上と 云 ふ 所に、 
.五兵 衞 、幸 右衞 門、 源 之兹 、新 四郞 、惣 
十郞 、ともに 六 軒 J と。 又 「余 田 又太郎 
爲綱 •此の 佘田 谷に 來り 居住す」 と。 

又 「余 田 源 左衞門 •子孫 中 竹 田 村 安 下。 
余 田 竹よ リ、 此所に 來り 住す」 と 載せ、 
，又 「余 田 氏 •子孫 竹田鄕 下 友 政。 余田監 
物 か、 小 谷 入口 左に 石 牌 有り、 昌 m 守繁 
居士と 銘 す」 と。 又 「余 田 氏 •子孫 酒 梨 
村。 古酒 梨 殿と 云 ふ、 在中の 屋敷に 古 墓 
有り、 七 代 斗に 成る」 と。 it 端悌參 照。 
3 菊 他 氏族 一本 菊 池 系圖に 「武 時— 武 
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茂 (木 野對馬 守)— 武方 (余 田 五郎)」 と。 

• 4 雜载 その他、 武藏 、攝津 、播磨 、.備 
前 等に 存 すとぞ 0 • 

餘田  m ダ 前 數條を 見ょ。 又 陸 前に 此の 
地名 存 す。 

與泰 ョタ 和名 抄 、讚 岐 國大內 郡に 與泰 
鄕を收 め r 泰は 日の訓 の 如し」 と 註す、 日 
は 田の 誤な らん かと 云 ふ。 

余 谷ョタ 11 

代 谷 m タ- 1 禮 

與知  m チ 和名 抄 、佐 渡國雜 太 郡に 與知 
鄕を收 む。 與禰の 誤 かと 云 ひ、 又國邑 志 稿 
に 「與 知を 伊知に 訛り、 市 之澤と 云へ るは、 
此遺號 か」 と 論じた 9。 

余地 ョ チ 信 濃 國佐久 郡に 餘地峠 あり 
て、 當國に 此の 氏存 す。 

與津 ョツ 土 佐 等に 此の 地名 あり。 

四 門 m ツカ ド シモン、 及び 林條を 見ょ。 

四签 ョ ツカ マ 武藏 等に 此の 氏 有リ。 

四ッ签 m ツカ マ 同上。 

世繼 ョ ツギ 武藏に 代繼の 地名 ありて、 
常國に 此の 氏存 す。 又 京都の 奈商世 繼臺六 
眞 a (岐阜 屋八郞 兵衞) は畫を 能くし、 寂 
窓と 號 す。 • 

四 倉 m ツクラ 磐 城！； 石 域 郡 四 倉 村よ リ 
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起る。 桓武平 氏 千 葉 氏の 族、 新妻 彈正の 裔 
也“ 新妻、 神 谷 等の 條を 見ょ。 又武藏 等に 
存 す。 

四 車 ョツ グル マ 相 摸 取の アグ 名 也。 四 
車大 八は 羽 後 秋 田 在 五十 目 村の 人 也と。 

四 杉 m ツスギ 武藏 等に 存す。 

四： y ョツ ツジ 山城、 攝津 等に 此の 地名 
存 す。 

丨 四 辻宮 順德 帝の 御裔 にして、 尊卑 分 
脈に 「順 德院 丨善統 親王 C 號四 辻宮 )丨 尊 
雅王丨 善 成」 と 載せ、 紹運錄 に 「善 成 (賜 
源 姓、 權大納 言」 と 見 ゅ。 又 尊卑 分脈に 
「善 成 •歌人、 文 和 五 正 六、 源 姓を 賜 ひ、 

從 三位に 叙す。 儀 同 三 司、 准 大臣、 左大 
臣 、(内大臣)、 (權 大納言〕、 從一 位。 應- 
永 二八 ニ 十九 出家、 常勝。 同 九九 三薨、 
七十 七 歳、 號四 辻」 と。 

2 四 迁 家 順 德帝裔 。四 辻宮の 後裔 也。 
前項を 見ょ。 

3 藤 原 北 家 日 野 家 流、、 れも 堂上 家の 稱 
號に して、 尊卑 分脈に 「日 野 民 部 卿 資長 
— 權中納 言 兼 光— 頭中納 言賴資 (勘 解 由 
.小路、 又號四 辻〕— 中 納言經 光— 同 兼 光— 
權中納 言 光 業 (勘 解 由 小路〕— 兼 網」 と 見 
ゆ 0 
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4 同上 閑院家 流 西 園 寺 公経 の四男實藤 
を祖 とす。 初め 藪內 家、 後に 四 辻と 云 ふ。 
羽 林 家の 一也 T 桷大納 言贸藤 丨參議 公 重 
丨同 實爲丨 同 公春 丨左少 將實 ■— 榴大納 
言秀顯 (季顯>元公全)丨柢中納言實茂丨 
同季 俊丨捅 大納言. K 仲— 同 公 音丨根 中季 
遠— 栩 大公 遠— 麥議 季滿 丨桷 大季 繼丨同 
公理 丨栩 中季 K— 左中將 季輔丨 公韶 丨公 
尙 丨 季藤 丨 實長 I 公亨 — 公 ® — 公說 I 公 
績—公 健— 公 質— 公康— 公大」 にして、 
現今 室町と 改む 。宝 町、 蔽等條 に詳か 也 U 
德川 時代、 四 辻 (室町) 家、 羽 林 家、 舊 
家。家頜ニ百石、方領百石、後ニ百石。 
梨 木 町 U 寺 鞍馬口 淨善 寺 ,0 内々。 家業 神 
樂 、和 琴、 箏 。現今 伯爵" 


5 雜載承 久記卷 五に 四 辻 云々 と。 

者 度， ョット 

四ッ松  m ツマ ツ美滇 の 名 族に 四 ッ松景 
左衞門 ぁり。 

四ッ目  m ツメ 

四 谷 m ツヤ 武藏 等に 此の 地名 あり。 
丨武藏 府內四 谷より 起り、 東鏗卷 二十 
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一に 四 谷太郞 、四 谷三耶 等を 載せ、 この 

地の 事は、 新 編江戶 志に 「四 谷。 四ヶ所 

の 谷 ある ゅへ に 四 谷と いふ。 千日 谷 (四 

谷の’ぅち)、茗荷谷(大久保なリ〕、千欧 

谷 (青山に 近し)、 大上谷 (高 井戶邊 、四 

谷ょりは 凡そ 一里 半餘も 隔たり)。 四 谷 名 

主 勘 四郎 に尋 ぬるに、 『往古は た Sr 、 武藏 

野に 續 きたる 曠野に て、 させる 家居 もな 

し。 わづ かに 家 四 つあリ 、梅屋 、木屋 (今 

久保屋 とい ふ〕、 茶屋、 布屋 の 四 軒 有リ。 

甲 州 往来の 族 人の やすみ 所な り。 然るに 

御當地*日々御繁昌に付、錐を立るの地 

もな き樣 になり ぬる 故に、 四ッ 家名 さへ 

今は ぅせて、 四 谷と 書き かへ ぬ』 と。 往古 

此の邊は、千駄ヶ谷に屬す、牝條家舊記 

に 四 谷は 見えず、 千 駄ヶ谷 の 地名は 見 ゅ」 
と 0 

,又御府內備考に「四ッ谷は事蹟合考に『往 
古は 今の 尾 陽 公の 表門の 邊に 民家 一軒、 
坂 町の 上の 方に 一軒、 その外の 所は さ だ 
かなら ざれ ど、 ニ 軒あリ しょり、 鳴子 高 
井戶の 方より 四 谷と 稱して 、往来の やす 
らひ 所と したり』 とい ひ 傳 ふ。 江戶砂 子等 
に 『昔 四ケ 所の 谷 ありし よ 9 起り し 地名 
な 9 と 書きし は、 全く 文字に つきての 臆 
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說にして、取るべきも 0- にあらざれば、 
省きて 载 せず』 J と。 

2 雜载 その他、 日向 延岡 藩儒に 四 谷 行 
藏恒之 あり、 穗 峰と 號す 。幕末ょり 明治 
に 亘 る。 又 尾 張、 士ロ備 、豐前 等に 存 す。 
猶ほ 以下 各條參 照。 

四屋  m ツヤ 信 濃、 羽 後、 越後 等に 此の 
地名 あり。 

四 家 ョツヤ尾張に此の地名ありて、奧 
州 田 村 郡に 此の 氏 あり。 

世津谷 ョ ツヤ 武藏 等に 存 す。 

與 、律 屋 m ツヤ 富 樫 記に 與津屋 五耶 •旯 
ゆ 0 

四 柳 m ツヤ ナギ 能 登 國の名 族に して、 
能 登 (鹿 島) 郡 四 柳 保ょり 起る。 田 數目錄 に 
見 ゆ。 社家 等に 此の 氏 あり。 

四手 井 m テキ 花 山院家 侍に 見 ゆ。 

與等 3 ド 次條參 照。 

〇 與 等 連武內 宿騸裔 、葛 城臣の 族に し 
て、 山城 國乙訓 郡與杼 神社と、 神 名 帳に 
見 ゆる 地名を 真 ふ。 姓氏 錄 、山城. 皇別に 
收 め、 「與等 連。 鹽屋 連と 同祖。 彥太忍 信 
命の 後 也」 と 見 ゆ。 

淀 m ド 出 雲に 淀庄 、その他、 山城、 土 
佐 等に 此の 地名 存 す、 猶ほ 前條參 照“ 又 近 
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江 大石黨 の 一に 此の 氏 見 ゆ。 

淀 井 3 ド 4 山名時氏配下の將に淀井丹 
波 守 あ リ、 山 名條參 照。 

與藤 ヨ トウ 藤 原 南 家の 一、 尊卑 分脈に 
「巨 勢 麿— 眞作丨 右大臣 三 守— 近 江 守有貞 
丨皇 后宮 大進綷 邦— 少納言 治 方— 春 営大進 
遠規丨 春宮亮 元尹丨 冷泉 院判官 代 寧 親— 左 
兵 佐 惟任— 下野 守 兼任— 從 五上 惟赏 (與藤 
大 夫と 號 す。 康和 五五卒 、六 七 七)」 と 見 ゆ。 

淀川 ヨ ドガ ハ 山城， 羽 前、 羽 後、 土 佐 
等に 此の 地名 ありて、 信 濃 等に 存 す。 

淀 澤ョ ドサ ハ 
淀繩ョ ドナ ハ 

淀 野 mF/ 武藏 等に 存 す。 

四 10 田 ヨト ミ シ トミ 利 仁 流 藤 原 姓の 一 
にして、 尊卑 分脈に 「疋田 齋藤爲 賴の孫 竹 
田四郞基康七佾孫齋藤基賢の子基胤(左衞 
門 尉、 從五 下、 四 富 七 耶) J と 載せ、 中興 系 
譜に 「四 富 •藤 姓、 齋藤 判官 基 成 六 代七郎 
基 胤 •之を 稱す j と あり、 その他は シ トミ 
條を 見ょ。 

與{苜 ヨト ミ 前條參 照。 

淀屋  m ドヤ伏 見 銀座 頭 役に 淀 屋次郎 右 
衞門 (家康 時代)、 また I 浪華の 人淀屋 言當は 
茶道を ょくし、 个庵 、或は 古 庵と 號 す。 又 


淀齒辰五耶は岡本三耶右衞門の裔、吉安の 
杲 、罪 ぁり ヽて家 產を沒 收 さる。 岡本蝾 を 見 

時に 地所 大阪に 於いて ニ 千 石、 尼ヶ畸 に 四 
ヶ 所の 別墅ぁ り。 千 石 以上の 船舶 十八 隻、 
其の 他家 財什资 •悉く 沒收 さる。 其の 品目 • 
黄金 鶴一對 、珊瑚 簾 一片、 成 陽宮の 棟瓦 四 
個、 千 枚 分銅 一個、 金銀 雀 十六、 黄金 藥鐳 
一個、 黄金 茶碗 三 個、 大枝 珊瑚 十 枝、 伽羅 

製の 睹 二十、 寄 棗 幅 三千 四百、 未央宮 棟瓦 
一個、 定家卿 色紙 三、 黄金 佛 三十、 名茶 器 
數 百、 珊瑚 百 萬 遍珠數 一連-白銀 碗 十五、 
碁盤、 碁石 (金銀を 以つて 製し、 黑檀の 匣 
1C 盛る 者〕 一對 、硝子 障 二十 八、 純金 棍百 
本、 毛氈 長さ 二十 間 巾 四 間なる 者 四十 八、 
其の 小なる 者 百 五十 枚、 刀釾七 百、 檜 長刀 
三十 七、 金 百 十二 萬兩 、白銀 八 千 五 百 貫、 
地所 金券 數十 萬兩 、其の 他數多 ぁ P (事實 
譚 •.人名 辭 書)。 

與那 ヨナ 

米內 ヨナ ィ陸中 阈岩手 郡 来內邑 ょり 起 
る。 陸 奥 阿倍 氏の 族、 貞 任の 後 也と 云 ふ。 家 
紋顆の 羽。 奧南蒋 指錄に 「地士 来 内、 一方井 
は、 阿部 貞 任の 庶流に して、 紋は骤 の 羽な 
り」 と 載せ、 縣史談 に 「一方井 刑 部、 来 內 
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右近 •栗 谷川 仁 左衞門 等、 二十 六 代 信 直 公 
のために •日戶 、玉 山、 下田、 逾 民、 乙 部、 
大釜 等を 討伐し、 信 直 公に 服從 せし かば、 
岩 手 郡 •是 より 全く 南部の 有に 歸 す」 (地名 
辭 書〕 と。 又參考 諸家 系圖に 氏人 見え、 又 
武藏 等に 存 す。 

米內澤 ヨナ イザ ハ 阿仁、 加 成 等の 條を 

見よ。 

米 良 ヨナ イヴ ミ n メィ グミ 條を 見よ。 
代 永 ヨ ナガ 甲斐の 名 族に して、 詉訪神 
家の 族 也。 その 一族 •江 戶 幕臣と なる。 寬 
政 系譜、 未 勘に 收む 。「始めは 代 永 氏、 道定 
が時，岩波に改む。家紋丸に篠、支一家」 

と 0 

米 子 ヨナ ゴ 信 濃、 伯耆 等に 此 o 地名 存 

す。 

夜 梨 3 ナシ 和名 抄、 駿河國 志 太 郡に 夜 
梨鄕 を收 む。 

米 生 ヨ ナフ 3 ネフ 條を見 よ。 

與名本 ヨナ モト 武藏 等に 存 す。 

餘西 m-l シ岩代 阈岩瀨 郡に 此の 氏存 す。 

余 奴 ョ ヌ 

〇 余 奴 臣武內 宿 踊 裔、 扛 沼 氏の 族 也。 
ェヌ條 を 見よ。 

與努  m ヌ • ョメ 
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〇 與努忌 寸倭漢 坂 上 氏の 族に して、 坂 
上 系圖に 「性 氏錄に 日 ふ、 志努 直の 第三 
子 •阿良 直は、 是れ 與努忌 寸 、云々 等 七 
姓の祖也」と昆ゆ。ヨノ條參照。 - 

四 主 3 ヌシ尾 •張の 名 族、 良 峰 氏の 一族 
にして、良峰系圖に「立木田大夫高茬丨散 
位高光—右衞門大夫高重丨宗高丨刑部左衞 
門 尉 員 高 (四 主 左衞門 尉〕— 高 持 (左衞 門 次 
耶)」 と 見 ゆ 0 

米 ヨネ 越後、 伯 者 等に 此の 地名 あり。 

米 井 ヨネ夺 コ メ 4 

. 1 淸和 源氏 高屋 氏族 近江發 祥の蝥 族に 
して、 尊卑 分脈に 「森 源 太 重 家 丨泰義 (来 
井 太 IP 〕— 光泰 (同 孫 ニ 耶〕 丨泰仲 (同 彥ニ 
郎) 、弟 泰忠 (来 井四耶 )、 弟泰淸 (同 五 
郎〕 」 と 載せ、 中興 系圖に 「来 井 •淸 和、 

高 谷 三郞景 遠 五代 太 耶泰義 •之を 稱 す」. 
と 見 ゆ。 

2 關束 謙倉大 草紙に 来 井藤 五郎 •見え、 
又 干葉 家臣に 在リ 、武藏 1C も存 す。 

3 雜載 その他、 東 作 志に 「美 作 東北 條 
郡 高 倉 庄下高 倉 村 庄屋 来井菅 治」 見 ゅ。 

米 石 ヨネ イシ ヨナ イシ 

米 市 ヨネ イチ 

米贫  ヨネ イプ ミ n メイ グミ 陡を 見よ 0 
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米 岡 ヨネ ヲカ 武藏 等に 存す。 

米 奥 ヨネ オク 伊勢、 志 摩 等に 存 す。 

米 川 ヨネ 力 ハ 但耆 、周 防 等に 此の 地名 
ありて、 大和 奧 山村の 人 米 川 儀兵衞 一貞 (淨 
光の 男〕 は 京師に 上リて 儒者と なり、 名聲高 
し。 又 香道 来 川 流の 祖に米 川 常 伯 あり、 東 
庵と 號 す。 又 武藏に 存 す。 

米窗 ヨネ クボ 大江 氏の 族に して、 大江 
廣元の 男親 廣の裔 、親忠 (来 窪 ニ 郞) の 後 也。 
寒 河 江條參 照。 又武藏 等に 存 す。 

米久保 ヨネ クポ信 濃、 武藏 等に 存す。 
米倉 ヨネ クラ 遠 江、 甲裴 、陸 前、 越後 
等に 此の 地名 あり。 

1 淸和漓 氏 武田氏 族 甲斐 國八代 郡 米倉 
邑 ょり 起る。 武田 系圖に 「信義— 来 倉 太 
郞」 と 載せ、 また 「奈胡 十郞 藏人義 行丨藏 
人太郞 義繼— 彌太郞 信繼 C 来 倉〕」 と 見え、 
又 諸家 系 圖纂に は 「信義— 忠義 ( 號 来倉彌 
太 一郎、 信義 一男" 母家 女房)」 と あり。 な 
ほ 中 尾、 早 川 等の 條參照 0 

某 後裔は 寬永寬 政 系圖に 「信繼 十代 孫 丹 
後 守宗繼 (重 繼 ，武川 住， 長篠戰 死、 墓惠 
林 寺〕 丨彥次 郞喑繼 、弟 五郎 兵衞 忠繼 (主 
計 助。 その 弟に 丹 後 守信繼 、左大 夫 蠻繼、 
彥大 夫利繼 、加 左衞門 滿繼等 あり〕 丨六郎 


右衞 門信繼 (丹 後 守、 寬政に 種繼 、實は 
宗繼の 三男) 丨助右 衞門永 時 ( 淸繼 、五男〕 
丨 助右衞 門政繼 ( 昌 純、'  一 閑〕— 丹 後守昌 
尹 (初め 昌忠 、市 左衞 門、 六郞 右衞 門。 
下野 皆 川 一 萬 五千石〕」 と。 

初め 武田信 支 •小 笠 原 長 時の 老臣 太 田 (會 
田〕 彌 助を 刈屋原 域に 攻めし 際 (天文 廿一 
年 八月〕、 米倉 丹 後 昌友 •始めて 竹 束を. 製 
し、 鐵砲を 防ぐ、 是れ 日本 竹 束の 起原な 

りと 云 ふ。 昌友 •一に 重繼に 作る。 丹 後 
守黄：繼‘長篠にて戰死し-その男彥次郎 
喑繼(主計>亦名あり、その弟五郡兵衞 
忠繼 •家康 に 仕 ふ。 以下 次 項を 見ょ。 

2 来 倉 侯 武藏國 風土記 稿、 久良岐 郡 来 
倉 陣屋 (金 澤〕 に 「小名 六 浦、 引越の 兩 所に 

か >1 れ り。 昔 こ 》 に 能 仁 寺、 泥牛菴 、慶 
藏院な ど 云 ふ ありし を、 元 祿九年 •来 倉 
丹 後 守昌尹 •此の 邊を 領地に 賜 ひし 時、 
彼の 菴を 金龍院 Q 前に 移し、 慶藏院 とい 
へる 條驗は 相 摸國に 移せし 由、 則ち 今 同 
國 三浦鄕 村に 修驗踗 藏 院あリ これな り。 
それ 等の 蹟に 陣屋を 構 ふ」 と。 其の後は、 
「助 右 衞門昌 純 ( 一 閑〕— 丹 後 守昌尹 (昌 
SI)— 主計 頭昌明 (丹 後 守、 長 門 守。 弟 六 
‘郞右 衞門昌 仲に 三千 石 分 知)— 丹 後守昌 


照— 丹 後 守保敎 (大 膳、 後忠 仰， 主計 妬、 
實は柳 澤保山 吉保四 男)— 鍋 一一 一 邵 里矩丨 
丹 後 守昌晴 (實 同姓 六耶 右衞 n 昌倫ニ 男〕 
丨 長 門守昌 賢— 丹 後 守昌由 (主計 頭- 榮 
寬齋 、實は 米倉 賴母昌 喜の 弟〕 丨丹 後守昌 
後 ( 實水野 左 近 將監忠 鼎 四 男〕— 丹 後守昌 
壽 (實朽 木 土 佐 守 綱 方 養 方 叔父〕— 丹 後 守 
昌言 —昌威 」 にして、 武 藏金澤 (六 浦)， 

一 萬 ニ 千 石 (明治 ニ 千 七 百 石〕。 現今 子爵 _ 
猶ほ寬 政 系譜、 此の 末流 六 家を 載せたり。 
家紋 隅 切 角に 花菱、 萎の 實。 


旗本 「三千 石 •来 倉賴 母」 と あるは、 昌 
尹 ニ男昌 仲の 後 也。 

3 甲 信 第一 項の 族 今 も兩國 に 多く、 又 
今米倉村に来倉正信君あり。猶ほ宮脇條 

. 參 照') 

4 陸 前 葛 西 家臣に 来 倉 支蕃あ り。 岩 尻 
邑堀 合舘に 據る (封 內 風土記)。 

5 美 濃 来 倉八郞 右 衞門等 •新撰 志に 見 
ゆ 0 

6 松 浦 氏族 •松 浦 古 來略傾 記に 「来 倉 新 
七郎源 和秀は 佐 志 將監五 代の 孫 也」 と。 


「 


7 雜載 その他、 ^ 後日 田 郡 陣屋 廻 村の 
人 来 倉 市 右 衞門の 男 一 平 (永 一一は 勤王家 
也*後贸業家として名高し。又遠江螌田 
郡に 来 倉 城 あり。 又 森 家檢地 奉行に 来 倉 
主 水 •見 ゆ。 又菘臣 に 米倉 庄藏 、男 半 左 
渐門等 あり。 

米藏 ヨネ クラ 前條參 照。 又 丹 後 楠 田 氏 
の 族に この 氏 あり、 クス ダ 條參 ，照。 又 甲斐 
巨！；？ 郡に も存 す。 

米 坂 ヨネ サカ 

米 崎 ヨネ ザキ コメ ザキ陸 前阔氣 仙 郡 

来崦邑 ょり 起る。 葛 西 家臣 千 葉 安房 廣綱 • 
此地に 據 る。 又 常 陸、 備前に 此の 地名 あり。 

米 里 ヨネ ザ ト淸和 源氏 小 笠 原 氏の 族に 
して、 尊卑 分脈に 「小 笠 原 太 郞县經 丨長村 
(小 笠 原七耶 、號来 里 入道) 丨七 耶太郞 長 光」 
と 栽せ、 また 小 笠 原 系圖に 「長 經の子 長 村 
(號来 里 入道、 一本 来 田 七耶) 」 と 見え、 又 
中興 系圖に 「来 里 •淸 和、 小笠胶 遠 光男 入 
道 長宗 子七耶 •之を 稱 す」 と。 諸家 系 岡 基 • 
此等に 同じ 0 

米澤 ヨネ ザハ  n メザハ 上野、 羽 前 等 

に 此の 地名 あり。 

1 清 和 源氏 新田 氏族 淸和 源氏 系圖に 、 
「里 見義 基の 子 重 基 (米 澤〕 丨蜇 宗丨 基宗 」 


と a ゆ o 

2 奥州 陸奧 國ニ戶 郡に 来 澤邑あ り。 

3 中國安 西 軍 策に 来澤 入道 •見 ゅ。 

4 雜載 金工に 一柳 軒 来： 澤陣藏 信隨あ 
り。 又 甲斐、 信 濃、 武藏 、伊勢、 志® 等 
に 存 す。 

米 下 ヨネ シタ 下總の 名 族に して、 里 見 

配下の 將 也。 

米 島 ヨネ シマ 武藏 等に 存 す。 

米 城 ヨネ シロ 

米 多 ヨネ タ メタ 條を 見ょ。 

米 田 ヨネ タ コメタ マイ タ 和名 抄、 

美 濃 NK 茂 郡に 来 田鄕を 收む 。その他 陸 奥、 

抒磨 等に 此の 地名 存 す。  . 

1 淸和源 氏 小 笠 原 氏族 小 笠 原長經 の 男 
長 村 •来 田 七 郎と稱 す。 中興 系圖に 「来 
田 •淸 和、 小 笠 原 遠 江 守長經 男七郞 長 村 • 
之を 稱 す」 と。 来 里條參 .照し 

2 三 河 額 田 郡大 井野 村の 士に来 田 左 京 
あ 

3 橘 姓 近 江 國滋 賀郡の豪族にして、来田 
登 岐守橘 求 政は 志 贺郡坂 本の 產士な り。 
初の 名は 貞 能、 剃髮 して 宗贤 と號 す。 將軍 
足利義 輝に 仕へ、 後 義昭に 仕 ふ。 義昭の 勘 
氣を うくる に 及び、 細 川 兵 部大輔 藤 孝に 


す。 一に 【求 政は 初め 細川幽 齋の臣 にし 
て、 中頃 足 利 家に 仕へ、 又 細 川 家に 歸參 
す」 ともい ふ。 武功の みに あらず、© 術に 
達す。 細 川 氏 •丹 後を 領 する や、 與謝 >：; 律 
城 C 宮津 町) に 撩る 。城は 細 川 藤孝忠 興 父 
Hr の 築造 也。 宮津府 志に r 細 川 氏 入阐の 
時、 宮津 八幡に 城 取あ りと 雖 、槌墙 を檎へ 
ず、 別に 館を 樽へ 之に 居る。 後家 臣 米田沒 
岐守宗 K を 此の 館に 留めて 近鄕の 政祺を 
執らし む J と 見え、 三 家 物語には 「天 正 
十 年， 細 川 氏 常 城を 築く」 と 云 ふ。 
その後、 大阪 城士 、主馬が 組に 来田監 物 
あり。 求 政の 子 米 田監物 貞 安の 苹に して、 
「攝州難波の役簡城す、大坂の部將也。大 
坂 落城の 後、 近 江阈 志贺郡 坂 本 两敎夺 に 
来り、 五 年 寓 焐し 、肥 後に 行って、 又 細 川 
氏に® す。 子孫 相續 きて 細 川 家に あり.、 
来 田が 出自詳 ならず。 其の 家に ては 『大 
和越智 の 末 菜』 と 云 ふ、 求 政が 父祖 •相 
知れず」 (輿地 志 略) と。 以下 一一; 項 參照 0 
後 •長 岡に 改 む。 細 川 藩 上 卿 三 家の 一に 
して、孤山逍稿に「我藩.世々上痼たる 
者 三 家 あり、 日く 松 井 氏、 日く 来 田 氏、 
日く 有吉氏 也 •是の 三 家は、 其の 先ノ传 
大功 勞を公 室に 有す、 故に 先 公 •報ずる 


ヨネ クラ —— ヨネ サ 


ヨネ ザ 


ネタ 


ヨネ タ 


S 


ネタ 


ヨネ タ 


ヨネ タ I ヨネ タニ  空 三 六 


に 重爵厚 祿を以 つてし、 之を 子孫に 傳へ 
しむ。 # 々 絕ゅる 無し。 来 田 氏の 先、 開 
國の 際に 當つ ては 三世、 其の 初 © を宗堅 
君と 日 ひ、 次を 主 功 君と 日 ひ、 次を 紹寬 
君と日ふ。以下毋々城北竹部里に葬す。 
宗堅 君は. 丹の 宮津 ■に 卒し、 支 功 君は 濃岐 
阜 に 戰 歿す、， 设遠 く壤隔 り、 塋の 所在を 
失 ふ。 今大 夫君 •深く 之を 悼む 焉 。家臣 
に 命じ 遠く ニ 州に 赴き、 徧く訪 ふ も 得ず。 
乃ち 其の 野に 就き、 ー标の 土を 戴いて 歸 
る。 大 夫君 •拜 して 之を 迎へ 、盛る に 小 
棺を以 つてし、 之を 先塋の 首に 葬り、 建 
つるに 石碑を 以つ てし 其の 功 烈を紀 す」 
と 見え、 又’ 國志に 「見 性 寺は 米 田 助 右衞門 
是政 •追善の 伽藍に して、 監 物是季 建立、 
米 田 氏の 菩提 所 也" 祖先. 三代の 靈廟 ぁり」 
(地名 辭 書) と。 幕末 長 岡監物 (米 田與七 
郞) •國老 として 功多く (長 岡條參 照)、 そ 
の 弟 来 田 虎雄 も 男爵を 賜 ふ。 (現今 子爵、 
ニ 代 来 田國臣 )。 

4 平 姓大橋 氏族 前項と 同一な れ ど、 新 
撰 美 濃 志 等に 「大橋 助 左衞門 定理 •来 田 
に 住す、 其 男 求 政 •来 田 源三郞 、後 壹岐 
守、佐々木義秀が家人、後和州郡此住、將 
監は其 男」 と。 大橋條 一二 八 一 頁 參照ゲ 


5 平 姓 南 條系圖 に 「南條 勘三郧 丨元信 
(南 條大膳 •細 川！ 一中 守に 仕 ふ〕— 元 知 (南 
條左 近、 細 川 越 中 守 ニ 男 元 信 •之を 養 ひ、 
女を 以 つて 之に 妻は す、 後 改長岡 左 近)— 
是庸 (来 田監 物、 仕 細 川 越 中 守、 来 田監物 
是長爲 家督)」 と。 前 ニ項參 照。 

6 半田 氏族 大和 國葛下 郡の 豪族に して 
「米 田龜松 丸、 同 八兵衞 、同 助右衞 門、 
同壹 岐守宗 賢、 同 周 防 守 ' 等、 鄕士 記に 
見 ゆ。 半田 條を 見ょ。 また 永祿六 年 諸 役 
人附に 「奈良 御供 衆 •来 田 源三郞 •-. と 見 
ゆ。 前 三項參 照。 

7 淸和 源氏 賴親流 大和 發祥 、もと 越智 
氏、 後 外 家の 號来 田に 改むと 云 ふ。 家紋 
丸に 揚羽蝶、 _ 荷 丸。 臼 字 杏葉。 新右衞 
門 正 利の 男 助 右 衞門正 芳 •御家人と なる。 
又 同姓 武右 衞門饯 堅 •延享 に 御徒と なる.。 

8 攝津能 勢， 郡の 名 族 也'  * . 

9 赤松 氏族 岡 本 系圖に n 滕市郎 村 茂 (助 
方 •窃 IJ 尉)— 同 五郎 滿雅 (来 田 三 左衞門 
尉、 入道 三 休〕— 昌辑 (號来 田 淸八耶 )」 と 

見 ゆ、 

10 橘 姓 新居 氏族 ■伊豫の 豪族 也。 新居、 
越 智 (九 八 四 頁〕 等の 條を 見よ。 

11 雑 载 源平 盛衰 記に r 源 人馬 允 来 田」 を 


載せ、 下りて 武鑑、 烏 山 大久保 藩 年寄に 
此の 氏を 收む o t た攝津 、播 磨、 備 前、 
«. 岐等に 見 ゅ。 

米 竹 ヨネ タケ コメ タケ 
米 谷 ヨネ タ -I  マ イタ H n メタ 11  攝 
津國河 邊 郡に 米谷莊 ぁりて、 貸 茂 神 記に 
「攝津 河邊郡 山 本鄕蕨 野 田 十五 町、 来 谷莊と 
號 す。 貞觀六 年 三月 •之を 寄す」 と载せ 、 
文書 •壽永 三年に 攝津國 米 谷莊な ど 見 ゅ。 
丨 大和 添 上 郡の 豪族に して、 五ヶ谷 村 
来 谷 城に 據 る。 筒井 時代、 来 谷 肥 前 ぁり。 
2 河内 交野 郡 椁葉村 小 烏 部の 名 族 也。 
3陸前志田郡澤田の城主にして、伊達 
, 世 次考に 「天文 三年、 新田 安藝 守賴遠 • 
其の 主 大崎義 直に 叛 す。 古川、 名 生 等 之 
に 應ず 。古川の 宿老 米 谷 兵部熙 正 •其の 
主刑 部少 輔特頫 を 諫めて 日 ふ、 當に賴 遠 
を棄て、以って宗家に奉事し、自ら邪を 
爲さ Sr れば 可也と。 豐島 宮內持 胤、 佛坂 
发馬助の兄弟等窺リに賴遠を助けん事を 
勸 む。 持頮 •之を 信じ、 遂に 其の 子 又 三 
郞直 fi を 磐 手澤に 遣は す。 是に 於いて 来 
谷頫正 •却って 疑は る。 其の 宅 •古川 實 
城に 在り •、岸を 切りて 出仕せ ず。 五 年 正 
月、 持 卿 .' 之を 攻め、 射 矢 日々 雨の 如し .0 


義直 •戍を 置き 兵を 發 して 之を 救 ふ。 而 
かも 平地に して、 敵を 禦ぎ 難き を以 つて、 
兵 部 •潜 かに 澤田 要害に. 入り、 以つて 自 
ら守 る」 と o 

4 雜载 その他、 攝津 、山城、 武藏 、伊 
勢、 志 麼等に 存 す。  ， 

米 地 ヨネ チ 大野 條一ニ 六 八 頁を 見ょ。 
米 律 ヨネ ツ ヨネ キツ コメツ 三 河、 
遠 江 等に 此の 地名 存 す。 

1 淸和 源氏 家譜に 「三 河 郡 司 来 津太郎 
時濟十 一代 孫 友 馬 介義道 、尾 張阈 住人 古 
渡 和 泉 守正忠 の笼 子と なり 氏を 藤 原に 改 
め、 正 重と 稱す 。その 男 右馬助 正 種 •三 
河に 移る。 その 男 左 馬 助 勝 政 也」 と あり。 
家紋 十一 枚 楼櫚 葉、 五 星り 
2 € 部姓說 前項 氏は また 一に 「和 爾 
日觸臣 十# 孫、 駿河一 :富士 郡大頜 和爾部 
宿禰餿 麻 呂の 後裔に て、 富士 大宮司 家 也。 
國 能の 子 富 士三郎 右 衞門尉 信 政 •碧 海 郡 
米 律に 移住して 氏と す」 と。 宫士 條參 照。 
富 士系圖 には 「大宮司 國能— 信 政 (富士 
11 一郎 右衞門 尉、 三 河國碧 沲郡来 律 村に 住 
す) 丨信賴 (来 津四郎 •能 登 守〕— 親 勝 (来 
津四郞 三 耶) J と载 せ、 又 信賴の 弟 「信 勝 
• (米津 六郞 、刑 部大輔 )丨 信顯 (来 律 刑 部 


小ノ輔 )」 と ぁ 50 

3 物 部 姓 說 中興 系圓 には 「来津 •物 部、 
モン 棕櫊葉 、钉 貫、 五 星」 と 見 ゆ 0 
4 藤 原 姓 說 又ー說 に 「藤 原 道 隆の 後裔 
信 濃 守親康 、其の 子 親 勝 •来 津大 夫と 稱 
す。 其の後 也」 とも 云 ふ。 

又 藩 翰譜に 「出 羽 守 藤 原 田 盛は、 勘 兵衞 
尉 田 政が 男、 累代の 先祖 •德川 譜代の 御 
家人なリ。田盛が曾祖左馬助勝政、其の 
子 小 大夫政 信 •德川 殿に 仕 ふ。 世に 傳 ふ、 
閼 白道隆 公の 後、 信 濃 守親康 、其の 子 親 
勝は来津新大夫と稱す ^> 来津の祖*是な 
り 。親 勝 七 代の 孫 刑 部少輔 信 勝 •始めて 
三 河 國高橋 庄を頜 すと いへ り。 一向茑 修 
の 門徒 等が 叛 きし 時、. 政 信 •御 方に ぁつ 
て、 終に ニ 心なく、 三方が 原の 戰に 先懸 
して 討死す」 と。 家紋 楼梠 葉。 

5 系圖 略歷寬 政 系譜に 「右馬助 正 種— 
左 馬 助 勝 政— 藤藏 常春、 弟 小 大夫政 信丨 
保 屋助康 勝 (彥七 郎〕— 梅干 助 正 守 (彥七 
郎： >— 粘之丞 正義— 喜 大夫正 勝— 梅干 助 
政 次 (千 七十 石〕— 同 盛 政— 百 助 盛 興丨梅 
干 助 政 從 J と。 また 政 信の 四 男 勘 兵衞田 
政の 裔は 諸侯に 列 せらる。 その 男 出 羽 守 
田 盛 也 


ニ莖松 等に 「碧 海 郡 来 津域 (来 津村) け 来 
津 氏の 店 城 也」 と 云 ひ、 来 津藤藏 人道 淨 
心は 家康 十六 將の 一として 名 あり。 又 米 一 
津藤 太邯道 锊等旯 え、 又 藩 翰譜 Ic r 古き 
三 河 物語と いふ 者に、 来津 藤藏 、同小 大 
夫と 見えたり 。此の 二人 •或は 叔姪 、或 
は 兄弟の 間な りし や、 詳な る亊を 知らず。 
彼の 藤藏 •年老いて ▲道の 後、 渖眞と 名 
づく 。其の 若 かりし 時、 矢 田作 十耶 、波 
切 主税 、大厣 左 近 右衞 門な ど 相 並びし 刚 
め 者に て 有りけ り。 

小 大夫政 信の •子、 則ち 勘乓衞 尉 田 政な 9、 
初め 小 枚の 御 陣 ょりして、 三方が 原の 軍 
に 隨ひ 、文祿 中、 中納言 家に 付ら れて使 
番の 職を 奉 9、 疫長五 年 秋、 山道の 供奉 
し、 同 九 年、 關東の 町奉行 職を 承は り、 
寬永 元年 十一月 廿 二日、 六十 ニ歲 にして 
死す。 出 羽 守 田 盛 •父に 繼 ぐ • 茁 治 元年 
四月 •御 杏 院番の 頭と な リ 、宽文 1 一一 年 六 
月 七日 大蒂頭 に 逑リ 、同 六 年 二月 十六 日、 
大坂の城番と成る、ー孩五千石 -|: 賜ひて 
武藏國 久岐 を頜 す。 嫡子 伊勢 守 政 盛、 ニ 
男 周 防 守 盛 信」 と。 又 来 津淸 右衛門は 泉 
堺政 所と 爲る。  \ 
その後は、 寬政 系圖 、及び 武鑑に ch 藏 


ヨネ タニ —— ヨネ ツ 


ヨネ ツ 


ヨネ ツ 


議 


ni-K  ツ 


ネツカ 


ヨネ ツキ —— ヨネ ハラ 


ヨネ ハラ —— ョネムラ六產八 


助 田 盛 (出 羽 守〕 I 伊勢 守 政武 (出 羽 守、 後 
號澤 翁)— 小 太夫 政矩 (初め 盛 氏)— (弟) 
監 物政容 (出 羽 守、 後 政恒〕 丨相摸 守 政崇 
(伯耆 守、 越 中 守、 遠 室〕 ト出羽 守 通 政 ( 播 
磨 守：} 丨 _ 中 守 政 懿—相 模守政 易 (酒 井 左 
衛門尉 忠發 弟〕— 伊勢 守 政 明 ( 實酒 井左衞 
門 尉忠發 弟〕— 伊勢 守 政 敏丨政 賢 (初め 武 
藏久喜一萬千石、次に上總大網、後寬政 
十 年、、 出 羽 村 山 郡長 瀞一萬 五千石、 後一 
萬千石、明治三千三百伊石)。現今子爵。 
又 田 盛の ニ 男 小 大夫田 賢の 裔は四 f 石を 
領 す。 茶人と して 名高く、 田 翁と 號 す。 


来 津 


来津小 太夫 


6 武藏埼 玉 郡久喜 陣屋 (久喜 町〕 は 風土 
記 稿に 「本 町の 內東に あり、 元の 領主 米 
津氏 •世々 住せし が、 寬政 + 年 出 羽 國村山 
郡長 靜へ所 替あリ しょり 廢 せり」 と。 又 
多 摩郡片 山七騎 の 一. に 来津 勘兵衞 あり。 
7 雜载 その他-越 中等に 存 す。 

米 塚 ヨネ ゾカ  n メヴカ 


米 月 ヨネ ツキ 美 作 國勝南 郡 公文 庄社人 
に 来月 越 前 •見 ゆ。， 

米中 ヨネ ナカ  n メナ 力 
米 永 ヨネ ナガ  n メ ナガ 加 貿の名 族に 
して、 嘉祿 三年、 米 永 大夫氏 澄 •白山 神主 
職を 重代に 非ず と雖 、大桑 讃岐 次郎 光行に 
讓 補 -， る 事 見 ゆ。 大桑條 一一 三 ニ頁參 照。 
米 野 ヨネ / n メノ 尾 張、 美 濃、 上野 
等に 此の 地名 あり。 

1 橘 姓 家紋 丸に 茶の 實 、橘、 丸に 稻穗 
「来 野 助 右 衞門康 武丨彥 兵 衞康濟 丨助右 
衞 門康淸 j 等、 江 戶府に 仕 ふ。 

2 羽 前置 賜 郡 赤 湯 石室 佛像銘 に 「天 正 
ニ 年、 来野舆 三左衞 門」 見 ゆ、 赤 湯を 開 
きし 人 也 0 

3 , 淸和 源氏 伊賀の 名 族に して 島 ヶ原一 
族 也* 島 ヶ原條 を 見ょ。 

4 肥 後 細 川 支 藩 用人に 此の 氏 あり。 

米濱 ヨネ ハマ  n メハマ 

米 林 ヨネ パ ヤシ  n メバ ヤシ 

米 原 ヨネ ハラ マイ ハラ 3 メハラ 上 

總 、近 江 等に 此の 地名 あり。 

1 近 江 坂 田 郡 来原邑 より 起る。 文明 年 
中、 佐々 木 家臣 米 原 平 內四郎 なる 者 あり。 
之より 前、 明德記 中卷に 来 原の 平 五見- 2 “ 


3 山陰 安西 軍 策に 米 原 左 馬 允-来 原 平 
內兵衞 、米 原 助十郞 (尼 子方) 等 見え、 文 
石 見 志に r 君、 谷 村 京 ^ 原の 東 城主 来 原 市 
之 助 綱 政。 永 祿四年 十二月、 吉川元 春 • 
日和 年 越の 時、 来 原 市助耦 正、 同 右衞門 
尉降參 (石 見 家系 錄)」 と 載せ、 又 尼 子方 
將に来 原 左 馬 允 (吉 川條〕 、尼 子の 最後、 
上 月 城に 籠る 士に来 原 助四郎 あり。 

4 日向 日向 記に 「紙屋 城主 来 原 主稅 助」 
又 米 原民 部少輔 等 見 ゆ。 

米 生 ヨネフ ヨ ナフ 和名 抄 、筑 後國三 
毛 郡に 来 生鄕 を收 めて 與那 布と 註す。 

〇 大 藏姓鎭 西の 豪族に して、 大藏氏 系 
圖に 「岩 門少卿 種 輔丨種 網 丨宗耦 (米 生 
, 次郞 )丨 種 雄 (米 生 次 郎〕 、弟 種忠 (*鄱 三 
郎〕 、弟 種 元 (湯 江 四耶) 」 と見ゆ 。 

米 町 ヨネ マチ  n メマチ 
米滿 ヨネ ミツ  n メ ミツ 
米 光-ヨネ ミツ  n メ？ ゾ 
米 虫 ヨネ ムシ  n メム シ 
米 村 ヨネ ムラ  n メム ラ 岩 代 等に 此の 
地名 存す。 

1 淸和源 氏 諸家 系圖藝 、御當 家系 圖 に 
「乙 葉三郞 賴李 •米 村等祖 J と 見 ゆ。 

2 大坂 城士 大野 治 長の 臣に央 村馏右 衞 


門なる 者あリ 。後淺 野 長 治に 仕へ、 五 百 
石を 賜 ふ。 

米 持 ョネ モチ  n メモ チ 淸和源 氏 井上 

氏の 族に して、 信 漉！！ 高 井 郡 米 持 邑 ょり 起 
る。 尊卑 分脈に 「辍 季—滿 贺丨 井上 九耶家 
光— 忠義 (来 持 三 耶) 丨村上 七 邱義 直— 村 上 
太耶義 基— 米 持 又太耶 a 敎—同 太 郎泰義 」 
と載せ、又忠義の弟に「同四耶光平、義貞」、 
光平の 子に 「同 ニ耶县 光 (安木 田 ニ郞) 」 を 
擧げ 、また 義敎の 弟に 「同 ニ耶義 繼 、同 三 
郎 a 通、 米 持 六 郡 基 家、 同七郎 基輔 J、 義繼 
の 子に 同ニ耶 茛 繼を收 む。 又 中興 系圖に 「米 
持 •淸 和、 本國信 濃、 井上 掃 部 助賴季 三代 
五 郞家光 •之を 稱す j と o 而 して 佐久郡 茂 
田 井城 (茂 田 井村) は 一に 倉 見 城、 天文 中丨 
来 持主 殿 介 •居城す と。 

米 望 ョネ モ チ前條 氏に 同じ 0 

米 本 ョネ モト n メモ ト下總 等に 此の 
地名 ありて、 奥州 田 村 家臣、 また 武藏 、岩 
代、 磐 城 等に 此の 氏 あり。 

米 元 ョネ モト ?T 見、 武藏 等に 存 す。 

米 守 ョネ モリ 伊勢に 来 守 納所 あり。 

米屋 ョネャ  コメャ 

. ヨネ ヤ 3 ネタ二 條を見 よ。 

米 山 ヨネ ヤマ  n メヤマ 


ヨネ モチ —— m ネヤマ 


1 桓武 平氏 伊勢 平氏の 一にして、 維 盛 
六 世の 商 盛 賢の 後 也と。 

2 佐々 木 氏族 佐々 木 高 網の 子 野木洸 
網、 孫泰浚 •富士山 下 来 山に 住し、 此の 
氏を 稱 すと 云 ふ。 

3 信 濃 伊那 郡の 名 族に して、 南 向村 葛 
島に 宅 跡 ぁり。 天文 弘治の 顷 、来 山 倉 之 
助 •之に 住して •知行 十五 貫 文を 領 し、 
船 山の 片桐 氏に® し、 天 正 十 年！！ 田 氏の 
爲に 主家と 共に 沒 落す (伊那 細見 記〕。 

4 雜载 その他、 美 作草莉 系圖に 来 山 石 
見を 栽せ、 又武藏 、美 濃、 猶ほ 多から ん。 

米山內 ヨネ ヤマウチ 

餘能 ヨメ 和名 抄、 駿河國 志 太 郡に 餘能 

鄕を 取む。 高山 寺 本には なし。 

世 能 ヨメ 安藝に 世 能 庄、 伢 能苑 山村 等 

見 ゆ。 

余 野 ヨノ 攝津 、伊賀 等に 此の 地名 存 す。 

1 藤 原 姓 伊賀 國伊賀 郡 佘野鄕 ょり 起 
る。 與努思 寸と緣 故 ぁるか。 但し 藤 原 氏 
と傳ふ 、惣紋 丸の 內に 橘。 予野 一族は 予 
野 •治 田、 白 樫、 大瀧 、桂の 五村に 亘 る。 

2 雜载 前後 數條參 照。 

予野  3/ 前後數 條參 照'』 

與野 ョノ 武藏に 此の 地名 ありて、 東鏗、 


元胯 元年、 佐々 木三邡 盛 綱 •藤 戶渡 3 條 に 

r 與 野太郎 、橘 三 •同 五」 など 見 ゆ。 

夜 野 ヨノ 前數 條參 照。 

與野根 ヨ ノネ 

與原  m ハラ 

良人  m ヒト アラ ヒト 和名 抄 * 筑前圉 

怡土 郡に 良人 鄕を收 む。 

呼 m ビ ヨブ 

與吹 m フキ 源平 盛衰 記に 與吹與 三 見 ゆ" 

呼子， ヨブ n 

1 嵯哦源 氏 肥前㈣ 東 松 浦 郡 呼子 邑 ょり 
起る。 上 松 浦 斑の 一にして、 海 屯 諮 ^ 記 
に 「源 義。乙酉年、使を逍はして來朝し、 
書して 呼子 一岐守 通 a と稱 す。 歳に ニー 
船を 遺は すを 約す。 小 ニ 殿 管下 •呼子に 
居 P、 麼下の 兵 ありて、 呼子 殿と 稱 す」 
と昆ゆ o 

2 寮 岐 前項、 及び ヵモ チ條を 見ょ。 

3 雜载 その他、 原 田 家臣に 呼子 氏 あ 

與布土  m フド怛 馬阔 朝来 郡與布 土庄ょ 

り 起る。 應 仁記卷 三に 「與布 土」 氏 見 ゆ。 

呼野 ヨ プノ 锼前に 此の 地名 あ D。 

丁 m ポロ  もと勞 役に 服す る 人を 云 ふ。 

鎪丁 C クハ ヨ ボ D) 條， 照。 

〇 丁 勝 ^ 前の 豪族に して、 正 倉 院文ぶ 、 


ョノ ヨホロ  兗；1ー九 


ヨネ ヤマ ヨノ 


m ホロ —— m ホロへ 

丁 里 戶籍に r 戶主丁 勝馬 手、 外 十一 人、 
戸主 丁 勝長凫 、外 二十 一人、 其の 他 十七 
人」 を收 む。 

丁子 ヨボロコ 下 總國香 取 郡 丁子ょり 起 
る 0 

一丁田 m ホロ ダ 奥州 弘前の 人 一丁田 左 

門 朝 行は 笑 堂と 號し 、詩文 •書に 秀づ 。そ 
の 他は ィッチ ヤゥダ 條 に 詳か 也。 

丁 野 m ボ □ / m ボ/ 和名 抄 、近 江國 
淺井郡に1^野鄕を收めて與保乃と註す、後 
に 丁 野 村 ぁり 。此の 地ょ 9 起り しにて、 京 
極 記に 丁 野 彌助ぁ 9。 また 江 濃 記に 「淺井 
父子 •丁 野若狹 守を 先陣と して 五 千餘騎 出 
張」 と。 藤 原 姓 八 田 氏の 族に して、 丁 野 右 
衞門佐 家 治 ぁ 9、 八 田 條に詳 か 也。 

丁 部 ヨ ポロべ 丁、 鑕丁 等條參 照。 伊勢 
安東 沙汰 文に 「當時 営 中 注進の 分。 本 御田 
の 名 付、 幷に丁 部 ^ 名字の 事。 合せて 宮中、 
注進の 分 . 甿、 c 但し 此の 內 五段 半は 供用 勤 
.仕の 御田 也。 殘リ四 段 半は、 或は 在 地 直 會 
饗料 、或は 船 所 料、 或は 毐當 得分 田 也〕。 新 
加半(赤坂)丁部鶴三郞(納所住人〕。本加半 
(泉 御田) 丁 部河路 宮內 。新 加 半 ( 與波 井) 丁 
部 中跡路 半西郎 。新 加 半 ( 淺方〕 丁 部 河路石 
若四郞 。新 加 半 (森 前、 一名 岡 崎) 丁部_ 跡部宮 


m ホロへ 


內充 。新 加 半 (古神 田) 丁 部 同宮內 允" 新 加 
半 C 鳥 加 部、 但し 大餅 十七 枚 •之を 成す〕 丁 
部 納所 全次郞 。新 加 半 (烏 加 部〕 丁 部 藤 三 
郎 。新 加 半 (野 依) 丁 部 納所 若大夫 入道。 新 
加 半 (比津 目〕 丁 部 納所 松三郞 。新 加 半 (木 
本〕 丁 部 金輪 乙 石四郎 。新 加 半 (木本〕 丁 部 
金輸闱 王六郞 。新 加 半 (道 師田〕 丁 部 納所匀 
當 。新 加 半 C 深 見〕 丁 部 納所 道 海 房。 新 加 半 
(深 見〕 丁 部 納所 乙四郎 。新 加 半 (平 田 •一 
名 多毛、 又 一名 丸 子〕 丁 部 押 加 部 刑 部 入道。 
新 加 半 (多毛、 石瀨 "兩 所に 之れ 在 =0 丁 部 
同 刑 部 入道。 新 加 半 (小 世 古 ロ) 丁部彥 三部。 
新 加 半 (小 世 古 ロ〕 丁 部 文三耶 。本 加 半 (赤 
目〕 丁 部 納取沒 近 允。 己 上 一町 也。 此の 內 
五段 半は 宮中 供用に 備へ 進む る 御田 也。 殘 
り 四 段 半、 內 一段 半は 漕 丁 部 船 所 料、 田 船 
貨に 之を 用 立つ (又、 直會 饗と號 す〕。 一段 半 
は 在 地 直 會祓饗 料 所 (又 衆 頭の 饗と號 す〕。 
一段 半は 宮中 直會赦 酒肴 •幷に 方々 に 進む 
る 所 Q 酒肴 料に 之を 置かる。 

一、 除 御田 分。. 本 加 半 ( if 古 ロ)  丁 部 孫 次 
郞 。本 加 半 (堀 田) 丁 部 納所 友 近 允。 新 加 半 
(垣 副〕 丁 部 納所 若大夫 入道。 新 加 半 (逾 見) 
丁 部 押 加 部. 刑 部 入道。 本 加 半 (葦田) 丁 部 金 
輪 秋 次郞 。新 加 半 ( 氣 宇志、 一名 古河) 丁 部 


m マ —— ヨモ キタ 2 SU 


納所 忍 阿彌 陀佛 。新 加 半 (赤目) 丁 部 納所 忍 
阿彌 陀佛 。新 加 半 (鉋 森 ロ開饗 料 所〕 丁部納 
所 忍 阿彌 陀佛 。以上 四 段、 云々」 と。 その 
他、 猶ほ 多く 見 ゆ。 

余 間 ヨマ 信濃等に此の氏存す。. 

1 位 間 瀬 ヨ マ セ 信 濃に 此の 地名 あリ。 

夜 見 ヨミ 伯耆に 夜 見 島 あ 90 

余 村 ョ ムラ 

四方 ヨモ シカ タ 日向 諸縣郡 吉田鄕 天 
滿宮享 祿四年 棟 札に 「鍛冶 四方 藤 原 重 元」 
見 ゆ。 又 京師の 鑄エに 四方 安平 •名 あ •り。 
又 狂歌 師に 四方 山人 (又 四方 赤 良〕 あり、 太 
田條を 見ょ。 又 四方 歌 垣 等 見 ゆ 0' 猶ほシ 力 
タ條參 照。 

0 ヨモギ 東鑑卷五に 1| 七耶*見ゆ。 

蓬 ヨモ ギ 安房に 蓬 島、 陸 中に 蓬 山 等 あ 
りて、 烟田 文書、 貞和 三年に 「ょもき の 佐 
太の 金 藤 五郎」 なる 者 見 ゆ。 

蓬 坂 ヨモ ギザ 力 因幡 國氣 多郡會 下村會 
下城に 蓬 坂 與十郎 と 云 ふ 武士 居城せ り。 定 
紋 丸の 内に 菱と 梅花な りと。 

蓬澤 ヨモ ギザ ハ 甲裴に 此の 地名 ありて 
武藏 等に 此の 氏存 す。 

* 田 ヨモ ギダ常 陸、 磐 城、 陸奧 等に 此 

の 地名 存 す。 


1 奥山 氏族 磐 域 _ 白 河 (石 河ノ郡 蓬 田邑 
ょり 起り、 蓬 田 館 (蓬 田 村〕 は 蓬田芳 光の 
居所 也" 其の 子 下野 守 法 光、 其の 子 利 光 
に 至り、 石川昭 光と 俱に 伊達 政 宗に從 ひ 
て、 仙臺角 田に 移る。 元 和の 老人 物語に 依 
れば 「蓬 田 城主 •奥山 下野 居住、 代々 武 
功の 家に て、 無比 類の 働き 有リ J と あれ 
ば、 奥山 姓なる にや 考ふ べし (上野 玉 三 
郎 氏) と。 

2 雜载 その他、 陸 奥、 信 濃 等に 存 す。 
蓬 原 ヨモ ギハラ  ' 

蓬 村 ヨモ ギ ムラ 信 濃 等に 在り。 

四方 田 ヨモ タ シハゥ デン 條に詳 か 也。 

又 京都の 歌人に 四方 田 長淳あ リ。 

四方 津 ョ モツ 
世 保 m ヤス セ ホ 

丨 淸和源 氏 土岐 氏族 美濃國 山縣郡 世 保 
庄(關白道家記に家領美濃价保庄)ょり起 
る。 尊卑 分脈に 「賴康 (惣領 、左 近 將監) 
丨康行 (刑 部大甫 、本義 行〕 丨康政 (孫 五 
耶 、右馬助 •大 膳大 夫、 號佾 安、 領 伊勢 
守護 職、 法名 善昌 、道 號文 岩、 號勝 善院) 
丨持賴 ( 刑部少 輔 、大跻 大夫) 」 と载 せ、 
又 土 岐系圖 は 「康 行— (伢 保〕 康政 C 设保 
右馬助と 號 す、 大膳大 夫。 伊豫 守護 職を 


領 す。 法名 善昌 、道 號文 岩、 諕勝 善院、 
九月 十四日 卒〕— 持賴 (大 膳大 夫、 刑 部少 
輔 、將 軍の 命に依り、 永 享年 中 五月 十六 
日、 大和 國に .て 自殺、 道號春 岩、 號龍源 
寺、 寺は 勢 州に 在り。 一應 仁略紀 に 出づ) 
丨政賴 ： 孫 五郎〕」 と 見 ゆ。 

氏人は 應 仁記卷 ニに 世 保 五部* また 「世 
保 孫三郎 政 康が本 城は 上箕 田に 在 9J と。 
又應仁略 |2- に世保孫三郎政康、「世保の軍 
奉行 志 田 見」、 「价 保の 家の 子 山田彈 正」、 
また 土岐世 保 五耶 持賴な ど 見え、 又 新撰 
志、 世 保村條 に&美濃源氏に齿保と名乘 
る 武士は、 みなこ、 の 人なる べし。 世 保 
孫次郎 貞賴 は、 分脈 系譜に 云々。 

貞賴の 曾祖父 重饺は 「美 乃 國岩饊 鄕本 主、 
承久に 京方に て 討たれ 了ん ぬ」 と、 同系 • 
譜に しるせり。 世 保 刑 部少 輔持賴 は、 南 
方紀傳 に 「永享 元年 己 酉 七月 十四日、 伊 
勢の 國 司滿雅 •蜂起、 仁 木 持 長、 一色 義 
貫、 長 野、 雲 林院、 * 畠 中 將持康 •これ 
をふせぐ。土岐佾保刑部小ノ輔持賴.大將 
として、 岩 田に おいて 合戰 、國 司滿雅 • 
打賈 け、 すなは ち 打 死」 など 見 ゆ 0 
十二 年 庚申 五月 十六 日、 伊勢の 守護 土岐 
世 保持 賴 •退治と して、 將軍細 川 ft 岐の 


守に 仰せて •大和の 國多武 の军 にお ゐ て、 
合戰、持賴ぅちまけ自害す。又江濃記に 
「伊勢 S 伢 保と 申す は、 伯耆 十耶賴 藤の 子 
息 賴康の 末葉 也」 ともしる して、 こ V の 住 
人な り しが、 伊勢の 守護 職を ぅけ 給は り 
て、 彼の 國に ありし なるべし。 椿 葉 記に 
「正县 元年の しはすに、 南方の 御 叛 反、 伊 
勢の 國司 •打 出で、 土岐の 輿 安と 合戰 す」 
としる す』 と o 

2 伊勢 前項 參照 。河 曲 郡 上 箕田村 土岐 

? 城は 土岐與 安、 世 保持 賴 の 居所と 云 ひ、 
應仁 記に 「應仁 ニ 年 六月 云々 •土岐 卅保 • 
上意に 違背す るの 條 、國 司へ 仰 4 - 出さる。 
御 退治 異義な き 也。 同 二十 八日， ft 保 本 
城 上箕 田林畸 、幷 .に 外 城 柳 若松、 同時に 
責め 落さる。 同 二十 九 ロ、 伢保が 與カ楠 

原 城 落つ る 也」 と。 又應仁 略記に 「伊勢 
へは、 土岐 の伢保 五郎 政 康 •打 入りぬ」 

• と あるは、 持 賴の誤 かと 云 ふ。 その他、 
關條參 .照。 又 土 岐條を 見ょ。 

3 淸和源 氏 小島 氏族 尊卑 分脈に 「滿政 
裔 孫、 小島 五郎 重 平— 太耶策 饺丨 五郎 重 
行 丨孫五 耶萆連 丨貞粒 (世 保 孫ニ耶 、世 
保 又 三郞源 盛 後の 子と なりて 相續〕 J と。 

與安 ョ ヤス 前條 氏に 同じ。 


ヨモ キタ —— m ヤス  ヨヤス  ヨヤス  ぬ g 一 


ヨヤス —— m リア 匕 

货 安 ヨヤス 同上。 美 濃、 肥 前 等に 存 す。 

代々 木 mm ギ 

與良  m ラ對 馬下縣 郡に 與良鄕 あり、 和 
名拽 に 脫す 。その他、 信 濃 等に 此の 地名 あ 
5 0 

1 信 濃. 當國の 豪族に して、 佐久 郡與良 
邑 より 起り、 與良 城に 據 る。 城は 一に 依 
羅城に 作る、 舆良町 後に 在り。 天 正 三年、 
與良遠 江 あり、 武田 に屬 す。 甲 陽 軍鑑に 
十騎と 見え、 又 r 與良遠 江は 氏を 小山と 賜 
ふ」 など 载せ たり 0 

2 雜载モ の 他、 武藏 等に 此の 氏 見 ゆ。 
依羅  m ラ ョサ ミ條を 見よ。 又 前條參 照。 
與利 ヨリ 和名 抄 、遠 江 國山香 郡. に 與利 
鄕を收 む。 後に 周智郡 井與利 P 杉 村 あり、 
奮名與利_と。 

賴 my  ライ 條を 見よ。 

寄 合 ヨリ ァヒ 信 濃の 豪族に して、 淸和 
源氏 村 上 氏の 族な り。 尊卑 分脈に 「賴 信丨 
賴淸 丨仲宗 丨忡淸 丨盛滿 —爲國 (村 上黨祖 ) 
丨性延 (配 流 信濃國 、號村 上、 文 大中黑 〕丨 
延時 (寄 合 ニ郞丫 惟信 (寄 ^ 三 郞太耶 )— 時 
資 ( 小ニ郎 〕丨 時 直 (孫 ニ 郡)」 と 載せ、 又 惟 
信の 弟に 「入 山太郞 基辅 、六 郎信基 (山 田 
條)」、また時資の弟「四郞實信丨孫四郎實 


ヨリ アヒ —— ヨリ 力 ハ 


清丨政 信」 など 見え、 又 實淸の 弟 九郎 實賴 
を 取む。 又 中興 系圖に 「寄 合 •淸和 、崇德 
院之 判官 代 泰 基の 男太耶 信 次 •之を 稱 す。 
又 村 上 迸延の 男、 延時の 子雅信 •之を 稱 す。 
亦 賴 信の 孫賴淸 •之を 稱 す」 と。 

與利井 m リキ 淸和 源氏 善 積 氏の 族に し 
て、 尊卑 分脈に 「滿 政丨 忠賴 •主 孫 富 塚 人道 
正 佐 丨定隆 (與利 井 太 郎〕 —齊重 (刑 部丞〕 J 
と 載せ、 齊 重の 弟に 「周波 部 太 郞定 重、 澤 

、俣 四 郞定 幸、 五 郞定 網-七 郞定 氏」 を收 め、 
中興 系圖に 「與利 井 •淸和 、左衞 門 大尉 滿 
政 六 代 山 塚 正 佐 男 太 耶定隆 •之を 稱 す」 と 
あり。. 

寄 居 ヨ=>  キ 武藏 、下野、 越後 等に 此の 
地名 あり。 

寄 江 ヨリエ 越後の 豪族に して、 蒲 原 郡 
新 潟 城 (新 馬' 市) の 城主に 寄 江 土 佐 守 あり。 
後、 天文 十一 年、 三條の 長 尾 平 六が 兵を 擧 
げし 際 •當 地に 森 岡 十左衞 門を 置く。 

依岡 ヨリヲ 力 土 佐 軍記に 依岡 氏 あり、 
北 之 川 條を旯 ょ。 又武藏 等に ■存 す。 

賴兼 ヨリ カネ. 能 登の 名 族、 大谷 十二 名 
の 一也。 大谷條 を 見ょ。 

賴川 ヨリ 力 ハ. 

賴河 ヨリ 力 ハ，  , 


m リカ ミ 六 盏ーー 


依 上 ヨリ 力 ミ 和名 抄 、陸 奥國 A 河 郡に 
依 上 鄕を收 む、 今 常 陸 國久慈 郡に 屢 す。、 I 
の 地より 起り しにて、 淸和 源氏 佐 竹 氏の 族 
也。 佐 竹 系圖に 「昌義 次男 宗義 •依 上 持 玉 
ふ、 和 泉 守 御子 也」 と。 又 「古屋 依 上」 と 
見え、 また 「昌義 の 子 隆義支 孫 行 義丨刑 部 
大輔師 義丨掃 部 助言 義丨和 泉 守自義 (依 上 
祖)」と。また革岛系圖に「昌義丨義季丨 

義秀丨 酒 出 八 耶秀義 、主 M 秀 行— 和 泉守義 
長 ( 號依 上、 天 龍 寺 供養 隨兵〕 」 と。 また 佐 竹 
白 石 系圖に 「上總 介義季 •北 酒 出、 後 依 上」 
など 見 ゆ。 

而 して 新編國 志に 「依 上 •依 上 保より 起る。 
牝酒出 義資の ニ子 顯義 •彌 次郎 と稱 す。 三 
子 あり、 義敎 、義泰 、義實 と 日 ふ。 義敎 • 
播 磨守義 長と 日 ふ、 式部 亟 、和 泉 守、 白 河 
郡 依 上 保を 食む、 因って 氏と す。 足 利 尊 氏 
に 仕 ふ。 子 先し、 山 入 與義三 子宗義 を嗣と 
す、 三郎 、和 泉 守と 稱 す。 上 杉彈秀 に數す 
るを 以つて 亡ぶ」 と。 山 入條を 見よ。 
又郡鄕考に「今鴣村に依上と云ふ地あり。 
卽ち舊 名の 存せ るに て、 中世 保と なり、 依 
上呆 と唱へ しより、 今は 保 內と呼 ぶ 事と 成 
れリ O A 河 文 普、 建武 元年、 已に當 國依上 
保と 見 ゆ。 同 ニ 年 十月、 延元四 年 四月 文書 


には、 はや 白 河 結 城 氏 •知行せ り。 後 結 城 
/ 親 朝 •武家に 降り、 其の 新 知行を 削られし 
時に、 此の 鄕をも 失 ひて、 佐 竹 氏の 有たり。 
佐 竹 系圖に 依 上 氏 あるは、 此の 時に 支族を 
匮きたるに0る〇後依上宗義、山入與義と 
共に、 上 杉禪秀 が 筇にて 亡びた るょり、 復 
再び 結 城 氏 朝が 地と なり、 足 利 持 氏 •腱 永 
三十 年 九 n、 白河殫 正少弼 に 與ふる 状に 『陸 
奥阈依 上 保、 佐 竹 依 上三郞 跡の 事、 料 所と 
爲 して 預 置 く 也』 と旯ゆ 。云々」 (地名 辭書) 
と。鎌倉大草紙には「佐竹上總介ニ男依上 
三耶 、舎弟 尾 張 守」 等を 载 せ、 叙 山 入祐義 
の 三男 義數 •宗 義 の 跡を 承く。 その他、 佐 
竹、 山 入、 北 酒 出、 酒 出、 野 ロ" 高久 、搞、 
門 等の 條參 照。 

依 神 ヨリカミ前條氏に同じ。 

寄 木 ヨリ キ秀鄉 流 藤 原 姓、 阿曾沼 氏の 
族に して、 阿曾沼 系圖に 「佐 貫 四 郞廣 光— 
左衞 門尉廣 家 — 又太郞 la ^ — 親 時 (寄 木 ニ 

郎〕」 と 見 ゆ。 

寄來 ヨ リキ. 阿波の 聚族 にして、 故城 記、 
麻 植郡 分に 「寄來 殿 •小 笠 原、 源氏、 松 皮 
橘の 枝」 と载せ たり。 

又 異流も ありて、 上 郡 美 馬 三 好 郡 分に 「寄 
來殿 •香 川、 左 巴」 と 見 ゆ。 


寄氣 ヨキ 前 ニ條參 照。 

寄 木戶  m リキ ド 上野 阀邑樂 郡 寄 木戶邑 
ょり 起る。 秀鄕流 藤 原 姓に して、 佐 貫 •古 
海 等と 同族 也 0 

寄 崎 ヨリ ザキ 

賴實 ヨリ ザネ 美作國 勝 * 郡小吉 野庄驼 
內 村の 名 族に 見 ゆ。 

寄 重 ヨリ シゲ 

寄 島 ヨリ シマ 
寄 高 ヨリ タカ 

® 高 ヨリ タカ 

依 竹 ヨリ タケ 秀康卿 給 帳に 「五十石 依 
竹」 と 見 ゆ。 

寄 立 ヨリ タチ 武藏 等に 此の 氏存す 0 

寄 波 ヨリ ナミ 

賴信 ヨリ ノブ 美 作 國久米 郡 弓 削 村の 名 
族にして、凊野物部乙麿の裔なりしと傳ふ0 
名聞 集に 「古， 昔、 中 山 神社の 歳 初 行事に、 
鹿を 以 つて 牲と爲 す 。其の 儀、 正月 十五 日、 
久来郡 弓 削 鄕人下 ニ 筒 村賴 信の 名に 會 し、 
射禮を 行 ふ。 詰 朝に 至り、 大管 山に 遛 し、 
鹿ニ頭を濩れば、卽ち之を中山神社に-獻ず、 
名け て 神 鹿 祭と 日 ふ。 桓武 天皇の 御代、 之 
を 禁ず C 弓 狩 條參 照〕。 而 して 志呂 神社は、 
和 銅 六 年 四月、 物 部 乙 磨 •賴 m に 土人を 集 


め、 評決の 上、 常 山に 勸請 し、 正 安四 年頭 
株を 紺 織し、 賴信 家は 役 来を 献納す。 又 伊 
勢 神宮 造 铙の 料を 寄す るは 慶光院 の 寺主淸 
傾 尼 上人ょり、 周 链尼 上人に 至る t で、 之 
に 與れ UO 後 改めて 内宮は 山本釆 女、 山 田 
は 靑木隼 人の 管す る 所と な U て、 賴信 家. 
作 州に 於け る 大麻の 配布を 抬任 せり J と 0 
又武藏 等に も 見 ゆ。 

賴則  my  ノリ 

賴廣 ヨリ ヒロ 攝津阈 矢 田 部 郡須 磨の 舊 

家に 在り。 

依 生 ヨリ フ 若 抉に 依 生庄 ぁり。 

依藤 ヨ リブ チ播磨 の粲 族に して、 赤松 
家配下の將也。赤松家風條々事に「常方御 
年寄 •依藤」 と 見 ゆ o 氏人は 太平 記卷 九に 
寄藤十耶兵衞、その後、異本嘉吉記に「寄 
藤太郎 犮衞鬥 尉 嫂 房 •千 本 村の 地藏堂 にて 
腹を 召さる」 と 見え、 上 月 記に 「依藤 制 三 
耶 (播州 三 草 山に 出張 仕り 候)」 と。 又應仁 
記卷ニに「赤松勢依藤戣後守」を戟せ、細 
川兩家 記に 「享祿 三年、 依藤 退治 云々」 と、 
別 所條を 見ょ 0 

又 赤松 記に 「別 所 孫 右衞門 •依藤 太郎 左衞 
門跡を しんたいす」 など 多し。 

賴藤 ヨリ フチ 丹波國 の 名 族に して、 丹 


ヨリ 力 ミ m リキ 


ヨ リキ —— ョ リノ フ 


ヨリ ノフ — ヨリ フチ空 四 m 


ヨルキ —— ヨロ ヒツ 


m ロヒツ 


塞 3 


ョ=\ フヂ —— m ル キ 


波 志に 見 ゅ 

寄 藤 ヨリ フチ 依藤 氏に 同じ。 

賴政 ヨリ マサ 能 登の 豪族、 大谷 十二 名 
の 一にして、 平時 忠の裔 と 云 ふ。 大友條 を 
見よ 0 # 

依光 ヨリ ミツ—  土 佐の^^ 也。 

賴光 ヨリ ミツ 能 登大谷 十二 名の 一、 大 
谷條を 見よ。 

寄 峰 ヨリ C/ ネ備前 等に 此の 氏存 す。 

寄 本 ヨリ モト 
依 元 ヨリ モト 

寄 安 ヨリ ヤス 攝窜の 名 族に して、 建武 
年中、 劎エ 來國次 •同國 長引 江村を 開發 す。 
その 後裔 也と。 

」禹 木 m ル キ ヨロ キ マン キ 

丨 土岐 氏族 マン キ條を 見よ。 

2 佐々 木 氏族 近 江 國高島 郡 萬木邑 より 
起る。 尊卑 分脈に 「佐々 木定 綱— 廣 綱— 
山城 孫太郞 惟 綱 丨ニ郞 範定 (號萬 木 ニ 郞) 
丨範信 (萬 木 太 郞) 、弟 賴定 (ニ 郞) 、弟韋 
. 耦 (三 郞) J と 載せ、 又 佐々 木 系圖に 「惟 綱 
(萬 木太郞 左衞 門) 丨範定 J と。 
また範定の兄に範網(右衞門尉〕、弟に又 
太郞季 綱 (その 男 三部 惟定)、 三 郡 惟 景、 
幸智 等を 收め 、また 正應 本に 「範網 (万 


木 又 ニ 郞〕 丨範信 (太 耶)」 、弟に ニ 郞 、三 
郎 •彥 三部を 载す。 

3 雜载京 極 殿 給 帳に 「七 百 石 (鐵砲 方 
一人〕 万木彌 三右衞 門」 を 載せ、 又武藏 
等に 存 す。 

餘棱 ヨロ ギ相 摸國に 餘綾郡 ありて、 和 
名抄 ('C 與呂岐 と 註し、 郡內に 餘綾鄕 を收め 
て與呂 支と 訓 ず。 

萬 部 ョロ  V へ 

萬屋 m p ブャ泉 州 堺の 茶人に 萬屋吉 松. 
名 あり。 又 近き 世 I 江戶の 人 江 澤松五 郞は 
萬屋梅 逸と 號 し、 俳句、 外諸藝 に 達す (人 

名辭 書〕。 

鐘師  m p ヒシ 後世 甲胄 エを 、鎧 師と云 

，ふ。 春 田條參 照。 

甲 作 ヨロ ヒック -!; 職業 部の 一にして、 
甲、 即ち 鎧を 作る を 職と せし 品 部 也。 又 鎧 
作に 作り、 令 集 解には 雜エ戶 に 收 め、 内に 
「古記、 及び 釋に云 ふ、 別記に 云 ふ、 鍍戶 
二百 十七 戶 、甲 作 六十 ニ戶」 と载せ たり 0 
而 して 山城 國綴喜 郡に 甲 作 里 あ 9 て、 東大 
寺 奴婢 帳に 見え、 靈龜ニ 年 九月 紀に 「山背 
甲 作 客 小 友 等 二十 一人、 訴へて 雜戶を 免れ、 

山背 甲 作の 四 字を 除き、 改めて 客 姓を 賜 ふ」 
と あるは、 此の 品 部裔の 人なる べし。 その 


後 •天平 勝寳 四年紀 に 「京 畿諸國 の 甲 作、 
云々 等の 雜戶は 、改姓を 蒙る と雖 、本業を 
免れず」 と 見 ゆ。 客條參 照。 

鐘 作 ヨロ ヒック リ 職業 部の 一にて、 養 
老六年 三月 紀に r 紀伊國 鎧 作 名 床」 見 ゆ 0 
その他、 前條を 見ょ。 
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六 

來 ライ 刀匠の 名家に して、 その 祖來太 
郎國 行は 大和の 人、 國吉の 男 •詳細は 延壽、 
菊 池 等の 條を 見ょ。 その 嗣來國 浚は 來孫太 
郎_梭 と、 來源國 俊と 銘 する もの あり。 そ 
の 後は 「國饺 


-_光 {£ ^* ^ -^光重 

，倫國 

-國宗 
-國末 


_ 國光左 街！： E 

光® 同人 


"I 次 • 


■國秀 


「國泰 厂 國次來 霞 次 

囲秀同人 

一 — 國長 — 固 長 

又 後世 ■、粟田口の 鍛工に 來法道 ぁり、 二世 
〃は 貞享 頃の 人 也。 

賴 ライ ヨリ 

1 橘 姓 小 早 川 隆景の 家臣 彌惣兵 衞橘正 
茂の 裔に L -t 、 賴道圓 は 備後三 原の 人、 
始めて 安藝に 移る。 一に 正 茂 •人道して、 
賴道圓 と稱 すと。 その 男 r 道 喜— 善祐 J 


—惟淸 — 

—忠 七耶 
-傳五 郎 


惟完，椎*) |« 春水、字*(千軚、伯栗) 

a ic A; 

母 道 エ氏、又«伯栗、交化十三年 « 
Mi、 》 « 、 nf 亭 
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交 政 六 年生 

丨醉 —八邡 y at i 

子 春 

» g 

« 政 八 年生* 

0B 正 21 tt  \ 

r 女 • • . 

と (武藤 敬 次耶 氏 ^ 又 山陰の 姪铕耦 (士 
常) は 立 齋と號 す、 文 久三歿 。又 春風の 
孫、 元 鼎の 男鉉 (君 擧) は 父 早く 歿し、 山 
陽に 育てられ、 達 堂と諕 す。 又 一系 圖に 
「總兵 衞正茂 (小 早川隆 彔臣 )— 彌七耶 道 
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丨惟完 -r 襄 5 陽- 

春 水 

— 岩 七 


「誠 一 

— 元 協 ' 兀緖 h 循ニ郞 

— 辰 之 助 ' 
—久 一郎 

—八 郡 
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郎 
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ic 
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三 

-惟疆 i 兀盟 I 三 樹一ー 一郎 丨八郞 (養子〕 
一— 元 ft -T ll 丨惟淸 


—啤柔 丨舜壽 

杏 坪 

丨富三 郞 


I 愼—方 
丨碓— 鷹 次郞 

山陽の 母は 飯 岡義齋 の 次女 靜 •山陽 後妻 
小石 氏は 近 江の 人、 小石 梨 影 C 里惠〕 、貞 
節と諡 す。 山陽の 墓は 京都 圓山長 樂寺境 
內に あり o 

2 磐 城 石 川 郡 山 橋邑の 三澤舘 は、 應德 
年中、 石 川 氏の 家臣 賴 氏の 築きし ものと 
云 ふ。 

3 雜载 その他、 長畸の 書家に 賴在漁 あ 
り、雲溪、遊龍等と號す。又備前にも此 
の 氏 あり。 

羅井 ラキ 賴氏に 同じ。 春 水は 羅井彌 太 


郞 、杏 坪は 羅井 萬. 四郞 と稱す 。又 山賴は 羅 
井久 太郞と 云 ふ。  f 
來位ラ イキ  、 

來 1111  ライカ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

來迎寺 ライカ ウジ 河内、 下總 、近 江、 
越後に 此の 寺 名、 又 山城に 來迎院 あり。 

.賴 尊 ライ ソン 『武藏 等に 存 す。 

來野 ライ / クル ノ播 磨の 豪族に して 
天文の 頃、 來野 伊豫 守 滿兼あ リ 、櫻 井條を 
見よ。 

雷 野 ライ / 日向 記に 雷 野 藤 兵衞尉 •見 
ゆ 0 

老木. ラウ キ陸中 閑 伊 郡の 老木 邑 より 起 
る。 源 姓、 閑 伊 氏の 族 也、 ヘィ 條を 見よ。 
又 老木 八幡宮 あり。 

郞等 ラウ トウ 東鑑に 郎等 池 次郎 、その 
他、 郎等 金 十 郎等 見 ゆ。 

廊の坊 ラ ウノ ボウ 擗內 、汐崎 等の 條を 
見よ。 

樂 ラク 歸化族 也。 初め 秀吉 •聚樂 第に 
て、 朝鮮の 陶工 朝四郞 (長 次郎) に 命じ、 燒 
物を つくらせ、 聚樂の 二字を 底に 印せ しむ。 
これ 樂燒の 起原 也。 長次郞 は その 名 •長 祐、 
韓人 宗慶の 男 也。 初め 佐々 木 氏、 後田 中 氏 
を稱 す、 田 中條を 見よ。 一に 永 正 S、 支 


那人阿 未 夜 •歸 化して 宗慶と 云 ふ。 其の 子 
長祐*樂氏の祖也と。又宗慶のニ男吉左衞 
門 常 慶は樂 字の 金印を 賜 ひ、 天下一の 號を 
許され、 氏を 樂と稱 すと。 又 吉左衞 門 一入 
の 弟 長左衞 門は 加賀 河北 郡大 樋に 移リ 、大 
插燒を 始 む。 

樂音寺 ラク オン ジ丹 後に 樂 音寺庄 ぁり。 

樂滿 ラクマン 武藏 等に 存 す。 

樂林寺 ラク リシ ジ 山城に 樂 林寺庄 ぁり 0 

樂世 ラセ 

捋城 ラ ツジヤ ウ 越 中に 埒城庄 •見 ゆ。 

$i 山 ラ フザン 武藏 等に 存 す。 

蘭 ラン 信 濃 等に 此の 氏存 す。 

欄 木 ラン キ 武藏 等に 存 す。 

3^  ^3  ランダ 

藍 野 ラン / ア 4 ノ條を 見ょ。 

蘭 幕 ラン マ ク武藏 _ 白子 村 白 髭 社の 社 
家 也。 
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七 

李リ 

1 李姓倭漢氏の族にして、坂上系圖に 
「姓氏 錄 、第二 十三 卷に日 ふ、 阿智 圧*譽 
_ 田 (腿 仁〕 天皇の 御 -ft 、 七 姓の 漢人 等を 率 
ゐて歸 化す。 七 姓とは 云々、 次に 李 姓、 
是れ刑 部史 の祖 也」 と あり。 アヤ (漢) 、 
坂 上等 5 條を 見ょ。 

2 李 氏 唐 族に して、 後に 思 寸姓を 賜 ふ。 
天平膊 » ニ年紀に「唐人正六位 _]1 李元頊」 
等 見 ゆ。  ， 

3 李 忌 寸 李元頊 の 後に して、 天平齊 字 
艽年 十二月 紀 1C 「唐人 外從 五位 下 李元頊 


に、 姓を 李 忌 寸と賜 ふ」 と 見 ゆるょり 出 
づ o • 

4紀伊朝鮮度尙道箠山 0. 人李ー恕(字 
眞榮) •文 祿の役 歸 化し、 耙州 侯に 仕 ふ。' 
儒 名高し。 その 男 全 直 ( 字衝 正} は 梅溪、 
潜 窩 、江 西 等と 號 す。 

5 肥前李參平*慶長の役、歸化して、 
鍋 島 氏に 仕 ふ。 後金 江 氏と 稱 し、 松 浦 郡 
泉 山に 居る。 

6 薩麼日 置 郡に 此の 氏 在 り0ノ 2/ 0 コ 
條を 見ょ 0 

7 肥 後 朝鮮 王族 李宗 閑より 出づ とぞ 0 


もと 原 田 氏、 熊 本の ^ 者 原田頤 (子 友 t 
出 自を尋 ねて 李 氏に 改 む。 紫溟と 技す。 
柳 リウ  ャナギ條を見よ。又柳蘭溪は宋 
人、 冉氏 、建 長 寺の 開山 也。 

劉 リウ $ ヴチ  支 抓沃 室の 氏なる を以 
つて、 漢 帝の裔 と稱 する 倭 漢坂上 氏の 族 
裔に は、 劉と 稱 する 人 尠からず o 濟 に铒西 
大藏氏 より 出で し 人に 多し。 又 源平 盛衰 記 
に 「我は 是れ大 唐の 琵琶の 博士 劉 次 邯廉承 
武 也」 云々 など 見 ゆ。 

丨 藤 原 姓 劉伯陽の裔と云ふ、藤取條第 
七十 三 項を 見よ。. . 

2 雜載 5!5 後日田の人劉|1ー吉姦(字君 111 ) 
は •廣卸 淡 窓の 門、 十哲の 一と 稱せら る。 
その 男三耶 昇 (君 平) は 冷 窓と 稱 す、 又 名 
あり。 又 江 戶の菡 家に 劉 安生 (元 育、 字 
君铖) あり、 一に 薛 山と も號 す。 又 石 見 
等に 此の 氏存 し、 又安舒 廣岛 の馐 求に 劉 
元高 •見 ゆ 0 

又大和出の學者京瀨三右衞門維翰が劉龍 
門と稱するは、倭沃氏の族、志贸穴太村 
主の 裔な るに 據る。 

柳 幸 リウ カウ 石钆等に此の氏在り。 
柳樂 リウ ガク ナラ 條を 見よ。 

琉球 リウ キウ 


y y リウ —— リウ キウ  空 S 


リウ クワ —— リキ マル II' キマル — リタ  リツコ —— リム  空 ^ 


! 琉球國 王 尙 (シヤゥ) 條を 見よ。 
y2 琉球 介 _ 井 玆矩を 云 ふ。 カメ ヰ條を 
見よ。 

柳 光 y ウク ワウ 石 見 等に 存 す。 

流 御 リウ ゴ美 作の 名 族。 安室 條を 見よ。 

柳藏寺 リウ ザウジ 中興 系圖に 「柳藏 寺、 
藤 原、 龍 造 寺に 同じ。 奥州 住人 駿河守 政 家 • 
之を 稱 す」 と。 龍 造 寺條を 見よ。 

龍^ j 寺 リウ ザウジ リュゥ ザゥジ 條を見 
ょ 。 • 

流 崎 リウ ザ キリ ウ ガザ キ常 陸の 名 族 

にして、 新編國 志に 「流 崎 •平氏に 出づ 、佐 竹 
氏 近習の 士 、武 藏の牢 人」 と あり。 その他、 
リュゥ ガサ キ條參 照。 

柳ー亭 リウ テイ 戯作者 柳 亭種彥 は 幕臣 高 

屋 彥四耶 の 事に して、 ♦諺 紫 田舎 源氏 等の 作. 

名高し。 二世は 高 橋彌太 郞廣 道な り、 笠亭 

條參 照。 又 落語家に 柳 寧 燕 枝 (長 島 傳次郞 ) 
あり 0 、 

»| 亭 リウ テイ 戲 作者に 龎亭鯉 丈 (俗稱 
八右衞 門) あリ 、花 曆八笑 人 等の 作 名高し 0 

李 家 リカリ ケ 

利 木 リキ 遠 江に 此の 地名 あり。 

•李 癸 リキ 

力 丸 リキ マル 上野 等に 此の 地名 存 す。 


1, 那波 氏族 上野 國勢多 郡 (群 馬 郡) 力 丸 

邑 より 起り、 力 丸壘は 力 丸伊貿 守の 古城 

と 見え、 又 「力 丸の 舊壘 は、 那 波の 一族、 

日向 守廣宗 •貞治 六 年、 之に 移住し、 氏 

を 力 丸と 改 む。 永 和 三年 卒し、 善昌寺 殿. 

と號 せられ、 其の 裔カ丸 佐 介 •天 正 十八 

年沒 落す (那波 家譜、 後上 野 志) とぞ。 

2 奧州田 村 家臣 等に 此の 氏 見 ゆ。 

3 越後 古志 郡 桐 島 村の 根古屋 城は、 力 

成 中 務慶忠 の 居所 也と。 

4 平姓筑 前の 名 族に して、 宗像社 權擬 

' 大宮司に 此の 氏 あり。 平 朝臣 姓と 稱 す。 

5 雜 载姬路 酒 井 藩 小姓 頭 用人 等に 此の 

氏 見え、 又 秀康卿 給 帳に 「力 丸 藤左衞 門」 
あり 0 

利 喜 丸 リキ マル 前條 氏に 同じ。 

陸 川 リク ガハ 信 州 詉訪の 名 族に して、 
丸に 花 澤瀉を 家紋と す。 

陸 田 リク タ紀伊 族に して •紀氏 系圖に ， 
「高 藤成忠 の 子 俊 連 (陸 田六郞 兵衞 )」 と ある 
より 出づ 。クガ タ條を 見よ。 

利 光 リク ワウ トシ ミ ッ條參 照。 

里 松 庵 リシ ヨウ アン 遠 州流揷 花に 里 松 
庵 一壽 あリ 、初代は 鶴 岡 氏 也。 

利 田 リダ  越 中に 此の 地名 あ リ 、トシ ダ 


條を 見よ。 

立 古 リツコ リフ n 備前 等に 存 す。 

丄 JLL 齋 リツ サイ リフ サイ 

立 ® リツ セン リフ セン 土 佐の 豪族に 

して、 秦氏撿 地 帳に 「夜 須莊 地頭 立 仙 孫 右 
衞 門」 見 ゅ。 

笠亭 リツ テイ 戯曲 家 笠亭 仙果 、初代は _ 
大宅姓 高 橋彌太 耶廣 通、 ニ 代は 篠田 久次郞 
也 0 

利 生 リフ 武藏の 豪族、 桓武 平氏 野與激 
の 一にして、 七 黨系圖 に 「野 與基、 水— 終 長 
丨弘經 (利 生 五郎 大夫〕 」 と 載せ、 史料 本に 
は 「弘經 •利 生 五大 夫、 又 高 柳」 と 見 ゅ。 

利 府リフ  陸前阈 宮城 郡 利府 色より 起る“ 
元 ■の 頃、 留守 氏 •利府 城に 據る 、よりて 
利府 殿と 稱せら る (封 內 風土記、 留守 家譜) 0 
留守 條參 照。 又 陸 中に も 此の 氏存 す。 

利 見 リミ トシ ミ 淸和源 氏武田 氏の 族 
にして、 尊卑 分脈に r 義猜 —黑 源太淸 光— 
義氏 C 利見與 一)」 丨遠 信」 と载 せ、 また 武田 
系圖に も r 義氏ハ 利見與 ニ〕」 などと 載せ、 
又 諸家 系圖 暴に 「義氏 •淸光 十一 男、 利見餘 
一 j と。 又 中興 系圖に 「利 見 •淸 和、 武田義 
喑の 末、 佘ー 義民 •之を 稱 す」 と あリ。 

林 リン 薩 州の 名 族に あり、 ノシ ロコ 條 


を 見ょ。 又 華 ^ 5 林 家は ハヤシ 條第百 項に 
詳か 也。 

輪 阿 リン ア 同朋の |に して、 文 安 年中 

御 番帳に 見ゆ。 

林 丘寺リ ソキ ウジ 山 域の 名刹に して、 
雲上明赞に「林丘寺*御宗旨蹕、御頜三百 
石、 修學 寺村咅 羽 御所、 御 里 坊院參 町 東 角。 
御 紋菊 也。 御 家 司 村 上 隼 人」 と。 

林光院 リンクワウ砵ン康证造內裡段錢 
•引付に 「五 貫 文 •林 光院段 錢の 内」 と。. 
臨 山 リン ザ ン原田 家臣に 臨川與 三右衞 
門 あり。 

臨 川 寺 リン セン ジ 山城の 名刹に して、 
康正 造內裡 段 錢 引付に 「三十 貫 文 •臨 川 寺 
頜 、質 州 •若 州兩 所-の 段 錢」 と 見 ゆ。 

輪寶 リソ バウ 甲 州に 鹼寶 一揆、 日 一揆 
あり。 日條を 見ょ。  . 

輪 王 寺 リン ワウ ジ リン / ウジ 寬永十 
五 年 •將軍 家 光 •奏上して、 皇弟 今の 営 (令 
澄 法 親王) を 上野 東 数 山の 門跡に 請 ひ 奉り、 
勅許を 得。 親王は 慶 安二 年 一品、 明曆 元年 
天台 座主、 次いで 綸 王寺號 を 蛤 ふ。 寬永寺 
は 天 海の 開山、 親王は 其の後を 嗣がせ 給 ひ 
しなれば、 寬永 寺の 宮 とも 申すべきな れ ど、 
朝廷 •これを 厭 はれ 給 ひ、 別に 輪 王 寺め 宮 


リム ア リムヮゥ 


號を蛤 心に 也。 その 法 系は 「输 王寺宮 (虢 
日光 宮) 。•怒 眼 大師 (江 州 人 也、 永 正 七年誔 
生 •元 和 ニ 年 •百 七 哉に て 大僧正に 任ぜら 
れ 、寬永 ニ 年、 巨十六 0 にて東馭 |〇 寬永寺 
を 造る。 同 二十 年、 百 三十 四歲に て東溆 山 
本院に遷化し、日光 111 に葬り、釤堂を、比叙、 
東 数、 日光の 三 山に 造る〕— 公海 }# 三宮丨 
入道守澄親王丨入道天寘親王—入道公辨親 
王— 入道 公寬 I— 公遵准 三宮丨 入道 公 啓 
親王 丨 入道 公 障 親王— 入道 公延 親王— 入道 
公 澄 親王— 舜仁淮 三宮— 入道 公紹 親王— 慈 

性淮三 営— 入道 公 現 親王」 也。 

而 して 雲上 明覽 I-C 「(御 宗 il 美 台) 輪 王寺淮 
后 窓 性 親王 •五十 五、 一品、 管頜宮 •前 天台 座 
主。 光格 天皇 御 養子、 實は有 栖川故 韶仁親 
王 御子。 同 公 現 親王 •二十 ニ、 一品、 仁 孝 
天皇 御 桑 子、 實は伏 見 邦家 親王 御子。 御頜 
一 萬 三千 石、 京 御 里坊廣 小路 新道 •元稱 一 
條 河原 御殿。 

御紋 •菊  、 

號衣黑 白 上 リ押法 • 
御 合 B § l llk ll! 御 小 切 

學頭 •凌雲 院前 大僧正。 紅葉 山 御別當 •佛 
頂院權 僧正。 執當 • 圓这 院大 僧都" 眞锘院 


大僧都 、龍王 院大 僧都。 御宮 利 當 •寒 松院 
大僧 都。 御 笾家別 常 •東漸 院大僧 郡、 大怒 
院大 僧都、 津梁 院大 僧都。 女御 S 家 別 笛 • 
誇 昌院、 觀成院 、春 性院 、戤 善院 、林 光院、 
福 衆院。 御 使役 •元 光院 •現 fil 院 。坊官 •古 

田 治 部 卿、 1 宮內卿 。御 家 司 •伴 酸 河 守。 
寄 合 席 •御用 人 •麻 生筑前 守、 鈴 木安赛 守、 
山本近江守、餿岛 01- 勢守。表坊官.乙葉大 
進、 進 藤大藏 ■。同 緒 大夫 •矢 田 倍 長 門 守、 
小 杉但馬 守、 安藤 播磨 守、 本 間 信 ® 守。 御 
側 御用 掛 •佐 野將 W、 渡邊帶 刀。 御 奏者 • 
高 橋 西 市、 吉城藏 人、 黑川左 盛。 同 常 加勢 • 
大澤靱 岸 本 外 記、 馬場 主蕃 、乙 葉監物 。 
京 御 留主居 •岩 井左衞 門」 と。 

兩 リヤウ 大中臣 姓 也。 カス ガ條 第三 十 
ニ 項を 見ょ 0 

良緣寺 リヤ ウェン ジ 
兩鄕 リヤウ ガウ  ' 志麼 等に 存 す。 

1 555 鑑寺リ ヤウ カンジ 比 企 尼 御所の 一に 
して、 雲上 明 ^ に 「IT 敗 寺宗諄 入道 女王 •五 

十二。 光格 天皇 御 茭 子、 實は伏 見 故貞钗 親 
王 御 女。 御 宗旨 禪 •御領 百 二十 石、 鹿ヶ谷 
谷 御殿。 御 家 司 田 原 左衞門 尉。 御 兼 帶 、禪 
知院 殿、 御領 百 二十 石、 江 州 高 島 郡拜戶 J 
と。 御紋 •裏 十六 菊。 • 
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リヤ ウキ —— リヤ ウト  リ ユウ リュウ 力 リュウ 力 —— =-ュゥサ六 1 0 


兩金 リヤウ キン 備前赤 磐 郡に 在 0。 
領家  y ヤウ ケ攝 津國 武庫 郡に 頜家莊 あ 
9、 •鹿 垣、 藏 人、 小 林、 伊 刀 志の 四邑を 云 
ふ。 又 遠 江、 岩 代 等に 此の 地名 存す 。而 し. 
て 石 見國に 此の 氏 ありて、 源 姓と 稱 す。 石 
見 志に 「美 濃 郡橫田 村大嶽 山城 主に. 領家加 
實守源 家 也 あり。 淸和 源氏 足 利 直 冬の 裔と 
.稱 す。 領 家加實 守は、 正 平 二十 ニ 年、 ニ 本 
松 城主 內 田三郞 致 茂を 亡ぼして 傍 近を 併す 
(家系 錄 )」 と。 又 邑智郡 目 貫 村 東屋 城主に 
頜家加 實守源 玉 光 あ リ。 橫田領 家 氏の 同族、 
加貿 守は 代々 襲名」 と。 

兩國 リヤウゴク衋家に兩國平あり、兩 
國橋に 住みし にょる。 

1 S 山 リヤウ ザ ン y ヤウ セン 山城、 岩 

代、 豐後 等に 此の 地名 ありて、 堂上 家の 稱 
號 に 靈山 あり。 藤 原 * 家 勸修寺 家 流に して 
定 長を 祖とす と 云 ふ。 

00  リヤ ウタ 豐後大 神 系圖に 「野 尻 四 
郎遠 綱の 弟有亮 ( 靈田 執行〕— 有 寛— 有季」 

と 見 ゆ。 

兩頭 リヤウ トウ •羽 前國鉋 海 郡に 烏 海山 
兩所宮 あ 9、 大物 忌 社と 月 山との 兩所， にて、 
又兩頭 営と 云 ふ。 その 社家を 兩頭大 夫と 稱 
す。 


11 リュウ リウ 

1 中臣姓 伊勢神宮 社家 系圖に 「龍、 朝 
明 郡 司大頜 、中. 臣 朝臣、 本家 龍熙四 男、 
初代 龍猴 香」 と 見 ゆ。 

2 雜载 その他、 彥根 藩儒 龍草廬 、現今 
史家に 龍肅君 あり。 又 伊勢に 龍嶽 •飛驛 
に 龍 峰、 越' 後に 龍 島 等の 地名 存 す。 

11 1® 院リ IL ウウン キン 文 安 年中 御番 _ 
に 「奈良 御供 衆 •龍 雲院 J を擧 C。 

寵 崎 リュウ ガサ キ リウ ザ キ 土 岐條參 
照。  . 

1 秀鄕流 藤 原 姓 常 陸 國信太 郡 (稻敷 郡) 
龍崎邑 ょり 起る。 新锔國 志には 「龍畸 。 
或は 云 ふ、 下 河邊氏 .の 族な り。 下 總國下 
河 邊庄龍 崎の 地ょり 起る。 加 志 村 文書に 
嘉吉 三年、 佐 竹義顯 の狀に 『久慈 西 郡の 

內 、下 小 檑村龍 崎 宮內亟 跡』 と あり 0 さ 
れ ば、 もとこの 邊 の 地頭な りしと 見 ゆ」 
と 0 . 

氏人は 鎌倉大 草紙に 龍 崎 尾 張 守、 嫡子 伊 
勢 守を 載せ、 また 嘉吉 中、 龍畸 右京亮 あ 
り、 土岐條 を 見よ。 而 して 龍畸 城は、 「下 
河 邊政義 の 子孫 • !!• 崎 氏 •奕 ft の 居 域に 
して、 應永 中、 鎌 倉 持 氏 •管領 上 杉 氏憲 
の 爲に逐 はる x や、 龍 崎 尾 張 守-其の 子 


伊勢 守は、 持 氏の 流離 中、. 之に 從ひ て勞 
あ り。 後土岐 氏の 有と な CV、 豐臣 秀吉の 
時、 芦名盛重を 此に 居らし めしが、 盛 重 • 
後に 江 戶畸 に遷 り、 城 遂に 廢墟 となる」 
(新 編國 誌) と。 又永享 中、 鹿 島 富有 注文 
に 「龍 崎彈 正大 弼 •岩間 鄕 知行」 と あり、 
岩間 條參 照。 

2房總前項參照。里見家重臣に龍崎外 
記 •見 ゅ、 義 通、 實堯 等の 妹婿 也。 その 
他、. 里 見條參 照。 

3 雜载 その他、 薦野 土方 藩 用人に 見え、 
京 極 殿 給 帳に 「二百 五十石 龍 崎 牛 之 助」 
を 敗む。 なほ リウ サキ 條參 照。 

龍瀨 リ H ウガセ タッセ- 武藏 等に 存す 0 

龍 華 リュウ ゲリ ウゲ近 江國滋 M 郡に 
龍華庄 あり、 上 龍 華、 下 龍 華、 途中の 三邑を 
云 ふ。 その他* 山城、 河阼 、備後 等に 此の 
地名. 見え、 又駿 河、 甲斐に 龍華院 あリ。 

龍 花 寺， リュウ ゲジ越 前に 龍 花寺庄 •見 

ゅ 0 * 

龍®! 寺 リ ュウザウジ肥前國佐贸郡龍造 
寺ょり 起り、 秀鄕の 裔佐藤 公淸の 子 左衞門 
尉季淸 •初めて 當國に 下り、 其の 子季喜 (季 
益)、 その 男季家 •賴 朝ょり‘、 此の 地を 賜は 
りて、 龍 造 寺と 稱す み傳 ふ。 又 此の 邑名は * 


もと 天台宗の 寺院 龍 造 寺より 起り しにて、 
或は 「常 州 筑波山 龍 造 寺の 僧 •來 住」 と簿 
へ、 其の 開基 等は 詳なら ♦され ど、 寺の 廢址 
は 後世まで 歷然 たりと。 覺阿 法師 •此 より 
出で て 人栄し •禪 法を 傳 ふと 云 ふ。 

1 藤 姓 高木 氏族 その 出自 にっきて は、 
前述の 如く、 後世は 秀鄕流 藤 原 姓と 云へ 
ど、 菊 池 系圖に は 「高木 肥 前 守 文 貞—季 
平 (龍 造 寺〕」 と 栽せ、 又鎭西 要略に 「太 宰 
大贰季 貞の仲 子を 三郞 大夫季 平と 云 ふ、 
子孫 •肥 前國に 繁茂す。 國分 氏、 長瀨 氏、 
富畸 氏の 先祖 也。 或は 日 ふ、 龍 造 寺 氏は 
季 平の 子孫 也」 と。 

これ 等に 據れ ば、 高木、 大 村、 菊 池 等と 
同樣 、鎭西 藤氏の 一派に して、 系圖に 據 
れば •中關 白道隆 の. 裔と傳 へらる。 通 字 • 
家紋" その他よ U 見る も、 此の方よ し。 
要略が 「或は 日 ふ」 と 云へ るは、 憚 かる 處 
ありて 也。 詳細は、 高木、 大村 、菊 池 等 
の 條を 見よ 0 史徵墨 寶考證 も 「龍 造 寺 氏の 
祖 は 高木 季網の 次男 季家 (南 次郞〕 に て、 
文治 ニ 年、 肥 前 龍 造 寺 村の 地頭 職と なり、 

因つ て 氏と す」 と。、 

2 秀鄕流 藤 原 姓說藩 翰譜は 龍 造 寺 記を 
引いて 「秀鄕 七 代の 孫 藤原季 喜の 時に、 


八郞 御曹司 源爲 朝に 從ひ て、 鎭西に 止 9 
.龍 造 寺に 住す。 季喜 十二 代の 後胤 •山城 
守 家 兼たり。 此の 流を ば 水 江の 龍 造 寺と 
名づ く。 家 兼が 嫡子 豐前守 家 純が 子を、 
六郞 次郎周 家と 云 ふ。 周 家が 子 山城 守隆 
信が 時に 至って、 家を 起し、 武威 •九國 
に 震 ひしな り」 と。 又 肥 陽 軍記に 「藤 原 
秀鄕 七® 孫季 r •左衞 門 尉に 補せられ、 
* 面の 侍た り しが、 源 爲朝に 從ひ 、ニ 男 
季喜 、季 次を 相伴 ひ、 西國に 下着し、 肥 前 
國の小 津東鄕 に 休息所を 給は り 安堵す」 

と 0 

又 龍 造 寺 系圖に 「秀鄕 C 從四 位下、 武藏 
守、 鎭 守府將 軍 俵 藤 太〕— 千 常— 公脩 丨文 
行— 公 光 丨公淸 (佐 藤 左衞門 尉)— 季淸 
(久壽元年、九州に於い“、源爲朝，猛威 
を振ふの時*鏗使と爲りて、肥前に下向 
す〕 丨季喜 (左衞 門 尉、 季慶 、季吉 。散 位、 
肥 前 執行。 父 季淸と 同じく 下向して、 佐 
嘉郡 小津鄕 龍 造 寺 村に 居る。 此の 地 後に 
季喜 名と 云 ふ。 隱 居して、 菴を 山中に 結 
び、 烏 羽 法皇の 爲に 、念 佛 三昧を 修 し、 其 
の 地を 鳥羽院 山と 稱 す、 遺跡 •猶 ほ存 す) 
丨季家 (龍 造 寺、 初め 高木、 南次郞 と號 
す)」 と。 又季 喜の 弟 「 季益は 南三郎 、龍 


造寺、號長瀨、法名性圓、又上圓)」とぁ 

MVO 

又 新撰 事蹟 通考に 「藤 原秀鄕 (從四 位下、 
武藏 守、 鎭 守府將 軍、 始め 近江國 田原鄕 
に 居る、 因りて 田 原 藤 太と 稱し 、後に 字 
を 俵に 改む〕 丨千常 (從五 位下、 左衞門 尉、 
鎭 守府將 軍〕— 文 脩 (從四 位下、 內舍 人) 丨 
文 行 (從 五位 下、 左衞門 尉) 丨公光 (從五 
位下、 相 摸 守)— 公淸 (伊豆守)— 秀淸 (左 
衞門 尉、 久 安二 年 二月、 肥前國 に來 りて、 
龍 造 寺鄕に 住す。 藩翰譜 には 秀鄕七 世の 
孫季善 •鎭 西八郞 源爲 朝に 從ひ て、 九國 
に 止り、 龍 造寺鄕 に 住す、 季善 十二 代の 
孫 家 兼 也と 2 孰れが 是な るかを 知らず〕 丨 
季善 (左衞 門 尉〕— 季家 (左衞 門 尉、 文治 元 
年、 九州 記には 三年と 爲 す、 今 系圖に 從 
ふ。 その 九月 二十 七日、 季家 •鎌 倉の 家 
人と 爲 りて、 佐 實郡龍 造寺鄕 の 地頭 職に 
補 せらる。 是 ょり 龍 造 寺を以 つて 家號と 
爲す〕 —季益 (左 衞門 尉〕 丨季時 (左衞 門 
尉、 弘 安四 年、 蒙古と 戰 ひて 討死)」 と。 
又 九州 軍記に 「鎭 守府將 軍 藤 原 秀鄕七 代 
の 孫 左衞門 尉季淸 •官吏に 補せられ、 肥 
前の 國街に 下向し、 其の 嫡孫 季家 •賴朝 
卿ょり佐贾郡龍造寺邑を賜はる」と載せ、 
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又 倉富傳 記に 「云々」 と、 クラト ミ條ニ 
一七 七 頁を 見ょ 0 又 肥 陽 古跡 記に 「中 比、 
藤 原 季慶と 云 ふ 者、 當國に 下リ 、季吉 名 
地頭 職を 賜は り、 其の 子季 家、 其の 嫡孫 
季兼 •龍 造 寺 村を 安堵す」 と。 

又筑 後將士 軍談に 「大織 冠 第 七 代 藤原秀 
鄕の子 千尋、 文 脩の ニ 代 •鎭 守府將 軍と 
爲 9、 其の 子 左 衞門尉 文 行、 相 摸 守 公 光、 
伊豆守 公淸 、左衞 門 尉季淸 •院牝 面と 爲 
る。 其の 子季嘉 •近 衞院 * 面と 爲 り、 格 
勤の 勞を盡 すと 雖、 志を 得ず、 仍って 肥 
前國にァ向して、龍造寺村に居住す(陰。 
按ずる に、 九、 諸、 並に 日 ふ、 秀鄕七 代 
孫 左衞門 尉秀淸 •官吏に 補せられ て、 肥 
前の 國街に 下向す と。 九 云 ふ、 其の 子を 
散 位 季 善と掳 す、 云云と〕。 其の 子 左衞鬥 
(陰〕 季家 倉の 御家人と 成って、 初 
めて 龍 造 寺 村の 地頭 職を 賜 ふ (九、 陰。 
按ずる 1T 九 云 ふ、 龍 造 寺 村の 地頭 職、 
及び 筑前國 長 淵莊 、其の 外處 々の 地を 封 
ぜらる 云々。 諸に 云 ふ、 秀_ の 嫡孫 秀家 
に、 賴朝 卿より 文治 三年に、® 前 佐嘉郡 
龍造寺村、其の外所々を賜ふ、云々〕。其 
の 子左衛 門尉季 益、 其の 子季 時、 其の 子 
(實は 弟) 家 益 (陰、 九〕 •龍 造 寺、 井に 筑 


前 國比伊 郡 (今 按ずる に、 西國に 比 伊 郡 
なし。 倭名搀 鄕名に 肥 後 國八代 郡 比伊鄕 
あり。 書紀に 火 國に 作り、 風土記に 火 邑 
に诈る、火國の名は是ょり起る。後に前 
後の 兩國と 爲り火 を 改めて 肥と 爲 る。 而 
して龍造寺の賜ふ所は恐らくは此の肥伊 
鄕に 非ず。 當に肥 前雨筑 中に 在るべき か。 
本文 誤る、 今考シ る 所 無き 也)。 筑後國 荒 
木 村の 地頭 職を 玉 ふと かや (荒木 地頭 職 
の 事は 荒木 條參 照)」 と。 

3 藤 姓兼隆 流說又 一本に 「龍 造 寺は 七 
條 大納言 藤 原兼隆 の 後裔 也。 兼隆の 後、 
故 ありて、 肥 前に 流さる。 永享 十一 年、 
肥 前にて 病死す。 始め、 松 浦 某の 女を 娶 
りて、男子を生み、後京都に至りて將軍 
家に 仕へ、 母 姓を 冒して" 松 浦 左 馬 助 兼 
信と 稱す 。後に 又 肥 前に 来りて 上 松 浦と 
稱す。是れ龍造寺の曩祖也。兼信七进の 
孫 有 田九郞 左衞 門信吉 、其の 子 信 家 夭す。 
其の 子 家 治 幼穉也 (龍 造 寺 ^ 稱し 、後に 諫 
早七郞左衞門と改む)。故に信家が弟(信 
吉が四 男) 隆信 •家督を 嗣 ぎて 龍 造 寺 山 
城 守と 稱 す」 と。 

4 佐々 木 氏族 說大友 記に r 大友篾 本の 
大名、 肥 前 國龍造 寺隆信 (佐々 木末 孫 也)」 


一〇 


5系圖季喜の男季家以後は、龍造寺系 
圖に 「季家 (龍 造 寺、 初め 高木 南 次 郡と 
稱す 。肥 前 國佐嘉 郡 龍 造 t 頭、 同國三 
重 屋新莊 地頭、 筑前國 長淵莊 地頭、 元 暦、 
文治、 建久 年中、 右大將 家の 御 下 文を 賜 

ふ〕 1 . 
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永 上 

丨 女子 

小 城 氏* 


—忠季 丨季高 

次 e 
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—彌 三耶 

苽 木* 
忠* 子 


丨惠利 居士 
丨眞赍房仁比山 

水上 山 


ー丨信 願— h 神 光 長老 空 a 
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丨家永 丄 局 家- 7 

法 成 寺 法* 寺 
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丨 孫六鄄 


丨 家 廣 
丨家 成- 

長 瀬 五 邸 


丨家淸 

畏 獺 * ニ那 

II 光覺坊 
厂家弘 


-觉異 僧！ > 蠢、 IH IM lsg 
-女子 


奚鑀-r 智輿 
丨辨房 
-女子 


— 家 種 六® 

* 武 a 交 日、 相 催 一族" 可强參 云々  、 
丨家攻 孫ニ |55 、亦七邡、宗»、又家昌、 注名* |« I 
<| 武三年、 || 拿氏 ^ £ 之和 « 、康永、貞和、 |)(| 應之 £! 交«讁 
丨 家信* 丸® 

—宗喜 *十 0 


| 家連5ハ甜、左近搏 |8: 
帶* 文康安 度々 之蹬文 


厂 家是霎 授- 一年 之證 文丨家 治^ 

f ffi CA 明德こ年丁巳九月任若狭守 
式 穿 丞 主計允、若狭守、能《丸或家俊 


_丨 康秀— 家 秀丨家 氏 (六 耶 、隱岐 守 •右衞 

若 狭 六郎 W 六 郎 
或麥次 
,兹 名 栗 秀 

門大 夫、 法名 瑞應寺 殿。 應永四 年 十二月 
二十 一日、 少贰貞 賴牒に 云 ふ、 今度 一家 
の 人々、 不 儀の 處 、御 分は 無 他事 云々) 
丨康家 0 一郎、 右 衞門大 夫、 隱岐 守、 法 
名定翁、龍造寺ニ流祖。文明五年、寶琳 
院 龍造敎 寺を 再興す。 其の 頃、 忠浚 と號 
す、 三男 澄覺法 印を 以つ て、 中興 開山と 
爲 す。 延德 元年、 任 右衛門 大 夫、 明應任 
隠岐 守、 永 正 ニ 年の 頃、 號隱岐 入道、 水 
个 、江 新舘に 隱 居し、 佐嘉 城を 家 和に 讓 り、 


水ヶ江 を 末子 家 兼に 授 く。 永 正 七 年 三月 
廿 一日 卒 J と。 

又 「公 淸—季 淸—季 益 (萌 造 寺)— 宿 阿— 
安秀— 榮秀— 家 氏 丨胤家 (龍 造寺豐 前 守、 
法名 定翁〕 丨家兼 (胤 家 三男、 辋家督 •山 
城 守、 法名 刚忠〕 4 純 (豐後 守、 法 名鑑 
翁)一^ 門 C 家 純 弟〕— 周 家 C 家 純 子、 六耶 
次郎〕 —隆信 (天 正 十二 年 死)」 と。 

又 「公儀え 差 上 候系圇 には 此の 如く畨 载 
すと 雖 、家 兼の 父定 翁は、 隊岐守 安家と 
云 ふ。 胤 家は 安家の 嫡子 也 J と。 

又寬政 系譜に 「家 親 C 家季 、左衞 門 尉〕 丨 
家 平 (民 部大輔 、又 次耶〕 丨家是 (家 貞、 
九 耶次郎 、民 部丞〕 丨家治 (主計 充 、若 抉 
守)— 康秀 (若 狹次耶 * 安秀) 丨家秀 (家 
次、 又六耶 、榮秀 〕一^ 氏 (刑 部 大輔、 隱 
岐 守) 丨胤家 (家 光、 康 家〕— 家 弘 (戣 前 守 
胤 家： >、 弟 家 和 (家定 、家 員、 民 部 大輔、 
山城守、瞟岐守、村中龍造寺氏〕、弟家兼 
(兵 庫 頭、 山城 守〕」 と。 

又 新撰 事蹟 通考に r 季時弟 家 益 (左衛 門 
尉、季時戰死す、故に家跡を撖 0 〕丨家 
淸 (又 四 耶 、法名 心覺 )| 家 親 (又 四 郞、 
法名修善、足利尊氏に属す〕—家平(孫六 
郞 、民 部大輔 、始の 名は 家 種。 貞和五 年 
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室 B 


二月 二日、 肥 後 玉 名 郡 野原 西 鄕增永 名 地 
頭 職に 補 せらる) 丨家昌 (又 七 部、 鎭西探 
題 一色 賴行 入道 道 猷に屬 す〕— 家 治 (若 狹 
守、 鎭西 探題 今 川貞世 入道 了 俊に 屬 す。 
按ずる に、 九-州 記. には 家 益、 家季 、家 親、 
家政、 家 平、 家定 、家 治に 作る\ 今 系圖 
に從 ふ〕 丨安秀 C 若狹守 、太 宰少貳 貞賴に 
屬す〕 丨家秀 (又 四郞 )— 家 氏 (隱歧 守、 始 
め 僧と 爲 りて 龍 造 寺の 住職と 爲 り、. 後 遺 
俗して 家を 繼 C) 丨 康家 (右 衞門 大夫隱 
岐守 、始めの 名は忠 俊、 永 正 七 年 三月 ニ 
十一 日 死、 法名 定 翁、 慶雲 院と號 す。 按 
ずるに、 公 光ょり 康家に 至る 次第は 諸 本 
同から ず、 今 諸 書を 校合す〕^ 1 


丨乱 ^ 干葉 i に從ひ 筑前 住、 終に 千 i を 續ぐ 
豊前守 

—家 ffl 给 龍 萑寺住 瞼、 兄 千 葉を 越ぐ 故に 還俗、 佐 質 城 住， 

注舰缝應’减正十七、八月死 
I# 澄瓷法 印、 寶辦院 住職 

丨家兼 | 

水 江 域 
號剛忠 
天タ 十五 
三十 死 
g 忠淨金 

富春禕 師 
水上 山 住 
©; 

小并樋村 
瑞懕寺 M 
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天文 十 W 
正 二三 

馬堪頼 周 
i 討死 


丨周家 

六 ® 次郎 

5 S? !0 
- 11 . 
丨賴沌 

孫 八郎 、兄弟 三人 
舐圃原 戟死 


.隆胤 


總領 ILJ 家の 嗣 

丨信蜀 

安房 守 

— 信 房 

豊後守 

丨 長 信 

和袅守 


_丨 女 


大塚銜 重 妻 


丨家 門-一-家 泰 


和 泉守ト 
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兄 i 戟死 


長 三® 

— 鑑兼 丨 家晴 

甲斐 守 上總介 
孫九郎 安房 守 
左 衞門佐 
水江城 
元 龜元十 
一 廿七死 

励榮室 


, )|1 ^ 刑 部大輔 、早世 


—胤 久丨 

民 部大輔 
大和 守 
天文 八 年 
八三卒 
長 雲久公 

—胤尙 

右京亮 

丨盛家 

伯萑守 


- 11 榮—隆 信— 

宮内大 關抟 部 大輔 
豊前 守‘ 山垆守 
天 正 十七 始め 隆 li 
三三卒  莨 周 家 男 

— 家 乾 

越 前 守 

丨鎭家 
- E 時 

新 五®  « 


^_ ic 蒲池鎭 逑妻 
小 m 鎭光妻 

— 政 家 丨 隆房 

始め 鎮賢鍋 島 直 茂 
太郞21郎養子 
民 部 大 _ 

肥 前 守 

— ^ M 江上 武 種 * 子 
汀 上夂 四鄭 

一-家信 

粹藤貴 明 養子 
十 左衞門 
始善次 鄞 


又 一系 圖に 「家 種 (式部 允〕— 家政 (右 衞 
門 尉、 實は舍 弟)— 家經 (左 近 將監〕 丨定 
是 (式部 允〕 丨家治 V 若狹 守〕— 康秀 (若狹 
六 郡〕— 家秀 (六 耶大 夫)— 家 氏 (隱岐 守〕 
—康家 (右 衞門大 夫〕— 胤 家 (豐前 守)、 弟 
家 和 (民 部 大輔〕 I 胤和 (刑 部大輔 )、 弟 胤 
久 (民 部 大輔〕 — 胤榮 ( 宮內少 輔 、經 房〕— 
隆信 (山城 守、 稱 淸久〕 」 と。 


又筑 後將士 軍談に 「家 益 •又 四 郎 家淸、 
又六郞 家 親を 生む。 (按ずる に、 九は、 

家 益、 家季 、家 親、 家政、 家 平、 家定、 
家 治を 序し、 以つて 六 代と 爲し 、陰は 家 
親 •初め 家 季と號 すと 爲 す、 今 姑ら く 之 
に 從ふ〕 。元弘 年中、 家 親 •官軍に 恩し、 
一族 龍 造 寺左衞 門次郞 入道 善智 、鑰尼 行 
心坊 增秀 等と 共に、 探題 平英 時を 誅伐す。 
建 武の亂 に、 沙彌修 善 (家 親 法名〕 •尊 氏 
卿に 屬 して、 長 午 孫六郞 家 種と 相 共に 軍 
功を 勵 して、 御感を 得たり。 貞和 、觀應 
の 間、 次男 民 部 大輔家 平 •源 直 冬に 從つ 
て-、 筑前國 河北 合戰 、及び 鹿 子 木の 攻戰 
に 武坊 を献 ず。 直冬勸 賞に、 肥 後國野 原 
西鄕增 長の 名の 地頭 職を 賜は り、 又 家 平 
の 子 又七郞 家昌 •一色 道猷 に屬 して 軍忠 
度々 也。 

其の 子 若 狹守家 治は、 今 川 了 俊に 相從つ 
て 所々 軍功 ぁり。 其の 子 若 狹守六 郎 安秀 • 
大宰少 貳貞賴 に ® して 功 ぁり。 其の 子 又 
六郞家秀、隱岐守家氏(陰。今按ずるに、 
應永戰覽に、 11 造寺下總守吉信*豐前の梶 
木 峠に て戰 死の ことを 载 たり)、 同康家 • 
始の名 (陰、 九〕 右 衞門大 夫 (九〕 梭忠 (陰 
九) •文明、 明應の 比ょり、 武威を 振 ひ、 


漸く 强大に な リ、筑前太宰府の小烏诘家 
信の 女を 娶リ 、男子 五 人を 產 めり (九〕。 
其の 一は 豐前守 胤 家 (九、 陰。 按ずる に、 
陰 日 ふ、 千 葉 胤 盛に 至って、 贫前 に往き 
て 住す、 北山 村 上の 祖也) 、故 有って、 其 
の ニ •隱岐 守 家 和 (陰には 家 員〕 •總領 と 
なる (陰、 九)、 龍 造 寺 村に 居る、 仍って 
村 中 龍 造 寺と 稱す (陰)。 三は 澄麂法 印 •同 
國寶 林院の 住持 也。 四は 山城 守 家 兼 (九、 
陰)、 水ヶ江 と 云 ふ 所に 住し、 剃髮 して 
(陰〕、 刚忠 と號す (九、 陰)。 五は 富春禪 
師.同國水上山2住職にして、小井樋村 
瑞應 寺の 開山 也。 其の 頃、 康家 •所領の 
封 內千 五， 百町餘 、數十 ヶ村鄕 を 分って 嫡 
子隱岐 守 家 和、 四 男 山城 守 家 兼に 讓り與 
へ、 康家薙 髪して (九〕、 定 翁と 改め、 永 
正 七 年 三月 廿一 日卒 (陰、 九：}。 

家 和は 初 名 右 衞門大 夫 家 正、 延德の 比、 
龍造寺疋統を繼ぃで佐實城に居る。文龜 
ニ 年 壬 戌 正月、 戰 功に 因って、 佐貿郡 小 
城 郡の 內にて 二百 町 餘り加 祿の地 あ リ。 
家を嫡男刑部大輔胤和に讓りて、家和は 
771 正 十七 年 八月に 本 去す。 胤和 も 程なく 
卒しけ る 故、 ニ 男 大和 守胤久 •始め 寶林 
院に 入って 桑門と 成 U けれども、 忽ち 法 


服を 脫し 、兄の 跡を 嗣い で總領 2 なり、 
文_ 四 年 三月、 又佐賀 、小 城兩 郡の 内に 
て 三百 三十 丁 加 恩の 封を 受けに けり。 天 
文 五 年 秋、 豐後の 大守大 友 修理 大夫義 鑑. 
故 有りて 筑後國 生 葉 郡の 地 二百 町を 胤久 
に 遣は して 交を 結びけ り 。其の 比- 大內 
義隆 •中 _數 州を 頜し 、且つ 九州を 幷せ 
まほし く 思 ひ、 家臣 杉 興 連を 代將 として、 
享祿 三年 秋 八月、 軍を 肥 州に 發 す。 筑紫 
尙 門、 朝日 賴實 •渠魁と して* 已 に 来 多 
原 苔 野 ロに 至る。 

大宰少 甙冬尙 •龍 造 寺を 賴ん で是を 拒が 
しむ。 龍 造 寺 大和 守胤久 、同 ill 城 守 家 兼、 
同 和 泉 守 •父子 一族、 其の 勢 一千 餘騎、 
田手繩 手 1C . 至って、 興 連が 一 萬餘騎 に 向 
って 相戰ひ 、互に 死 創 若干に して、 雌雄 
未だ決せざる半、鍋島范右衞門尉淸久、 
同 左 近 將ギ義 房、 同随 河守淸 房、 父子 一 
族、 及び 石 井一 黨、 其の 兵 二百 餘 、皆 赤 
熊を かづき、 橫合に 突掛 り、 萬 死 一生に 
打领 ふ。 大內方 •軍 破れて、 先陣の、 大將 
尙 門、 賴實 •討たれ、 士卒 成く 敗走す 0 
小 ノ甙 冬尙 •其の 功を 賞し、 同阈河 副莊一 
千 町を 封ず。 家 兼 日 ふ、 此 度の 勝 軍は、 
偏に 鍋 島が 所 爲な U とて、 淸久が 次男 淸 


房を、 家 純 S 長女に 婚 して、 本莊 鄕の內 
敷 十 町を 與へ けり。 家 純は 家門の 兄 家 兼 
の 長子 也 (九)。 長子锼 後 守 家 純 •家督を 
弟和枭守家門(始めニ耶兵衞)に讓リ、家 
純の 長子 六郞 次郞周 家、 是れ隆 信の 父 也" 
其 弟 僧 豪 ^ •寶 林院 住持と 爲る 、隆信 • 
僧たる時の師也。其の弟純家也(陰〕。 
天文ニ年癸已冬、陶尾張守入道道麟.肥前 
の國に 入って、 小 ノ甙 冬尙が 龍った る 勢 一 51 
寺の 城を 責め、 軍を 分って 佐貨に 向 ふ。 
龍诗寺 家 兼 •是を 聞いて、 鍋 鳥、 納富以 
下、 一族 老臣を 遣は し、 巨 勢、 大童、 神 
崎、 若宮 原に 於て 相戰ふ 。鍋 島淸久 、同 
淸房の 父子、 一族、 一命を 輕ん じ突鬪 ふ、 

云々」 と 0 V 
6 氏人 略歷 肥 陽 軍記に 「源平の 戰 に、 
肥前_ 牛 尾 山の 別當 、志を 源氏に 通ず。 
藤原季 家、 高冰 宗家、 草 野 永 平等、 呵功 
をっ くして 關 東の 御家人と な リ 文治 
中、 季家 •龍 造 寺 村の 地頭 職と なり、 八 
幡大 神を 勸 請して、 子孫の 永久を 祈る」 


-o 


諫早 家系 事蹟 集卷一 、龍 造 寺季家 代に 「T 
す 肥前阔 御家人 龍 造 寺季家 所。 右、 平家 • 
朝威に背ぃて零落の時、縝西の贸大略は 
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相從 ふと 雖 、季家 等は、 彼の 凶賊に 興せ 
ず忠功 を 致す 所、 神妙 也 G 仍 りて 季家 •相 
傳の 由緒に 任せ、 龍 造 寺 村の 地頭 職に 爲 
すべし。有限の年貫所當に於いては、本 
所の 下知を 用 ひ、 先例の 如く 髒怠 あるべ 
からず、 向後、 御家人と 爲り 、忠勤を 抽 
んずべ きの 旨、 鎌 倉 殿の 仰に 依りて、 執 
達 •件の 如し。 文治 元年 十二月 六日 (平〕 
盛時 奉」 と。 

又 龍 造 寺 文書、 文治 ニ 年 九月 二十 七日に 
「下す 肥 前 國小津 東鄕內 、龍 痙 寺 田 畠 •縑 
倉 殿の 御 下 文の 旨に 任せ、 藤原季 家を 以 
つて 地頭と 爲す 事、 云々」 と。 又歷 代鎭 
西 要略に 「文治 ニ 年 九月 廿 七日、 肥前國 
佐 貿郡主 藤 原季家 •鎌 倉 御家人と 爲 9、 
肥 前 國龍造 寺の 地頭 職に 補 せらる。 御敎 
書に 日 ふ、 平家に 屬せ ずして、 源 家に 忠 
あるに 依リ云 々。所謂る 草 野、 高木、 龍 造 
寺、 菊 池、 渠れ皆 同胞 云々」 と。 又 藩 翰 
譜 頭注に 「龍 造 寺は 肥 前の 地名に て、 季 
喜の 子季家 •源 範賴 に從ひ て、 平氏を 筑 
紫に 伐ち、 功を 以って 此の 地の 地頭 職に 
補 せらる。 而 して 本 支兩家 あり」 と。 

又 淀姬社 文治 ニ 年 文書に 「小 律 東 鄕龍造 
寺 地頭 藤原季 家、 高木 南 ニ 郞季 家」 等 見 
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え、 又 龍 造 寺 文書、 嘉祿 三年に 季 家男季 
益、 弘 安五 年に 龍 造 寺 小 三 孤 左衞 門、 北 
肥戰 誌に 「建 治 ニ 年 云々、 肥 前 國龍造 寺 左 
衞 門尉季 益」 など 見え、 又 正 和 ニ 年に 「龍 
造 寺八郞 家 貫 申す、 祖父 持 善 云々」 と。 
その後、元弘ニ年に「龍造寺又六郎家親、 
於 保 五郎 宗 喜、 高 太 伯耆守 家 朝、 深 堀 孫 
太 一郎」 云々 と 見え、 又 要略、 建武 中興の 
際に 「龍 造 寺 氏 等、 探題 英 時を 討っ」 と。 
又 鎭西志 建武四 年條に 「龍 造 寺 云々」、 又 

要略、 延文四 年條に 「武家 方 龍 造 寺 左 近 
將監 J と 載せ、 建德ニ (應 安四) 年に 「龍 造 
寺 等、 今 川貞 世に 屬 す」 と。 

下って 永享六 年に 「龍 造 寺 等、 少貳氏 .に 
屬 して 探題を 伐ち、 云々」、 また 明 應ニ年 
に 「龍 造 寺 氏 •少 貳政資 に從 ふ」 と。 又 
龍 造 寺 隆信譜 に 「豐前 守 胤 家 •千 葉 胤 盛 
に從 ひて 筑前に 如く  •小山、 村 上等の 祖 
也。 傳に日 ふ、 明應六 年、 三 前 ニ 島守 護 
太宰少貳政資父子：大內義興の爲に滅さ 
る。 翌年、 筑紫滿 門、 東尙盛 •千 葉 胤 盛 
と合戰す。河上千葉氏の軍，敗れて、筑 
前に 奔 る。 胤冢 •之に 從ひ 、同 八 年、 千 
葉 新 介 •大 內義 興に 謁し、 興 常と 名のる」 
云々 と。 
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又鎭西 要略に 「龍 造 寺康家 入道 定翁 は惣 
頜を宗 子 家 和に 讓 り、 又 別箝を 水 江に 修 
築して 隱 居し、 七の 三男 兵 庫 助 家 兼 •水 
江 家を 嗣 ぎ、 家 兼 入道 削 忠 •佐贸 城を 創 
築す」 と。 こは 前項の 如く、 康家に 至り、 
長子 胤 家は 本領を 繼ぎて 村 中 龍 造 寺と 稱 
し、四子家兼は水江に居りて水、江龍造寺 
と稱 せし 也" 後に 家 兼は 家 純を 生み、 家 
純は 周 家を 生む。 周 家の 子は 即ち 隆信に 
して、 天文 十七 年、 村 中 家の 嗣 •絕 えた 
れ ば、 隆信 之を 繼 ぎて 山城 守と 稱 し、 弟 
長 信 •水 江 家を 繼 ぐ。 肥 陽： 卓 記に 「龍 造 
寺の 嫡子 胤 家は、 明應 の亂に 少甙に 與し 
戰 敗れ、 千 葉 胤 盛と 共に 筑前へ 赴かれ、 
次男 家 員 •惣領 を繼 ぎ、 村 中 龍 造 寺と 日 
ふ。 そ' の 嫡胤員 •早世し、 次男 大和 守 胤 
久 •家督と 爲 りしが、 天文 八 年 卒去し、 
嫡子 豐前 守胤榮 •相續 し、 水箇江 家門の. 
息女を 娶 る。 天文 十七 年、 胤榮 卒して 男 
子な し。 これょり 前、 康 家の 四 男 孫九耶 
家 兼は 水 箇 江の 隱居 料を つぐ。 その 孫 長 
法師は、 寶琳院 豪 覺法印 S 弟子な りしが、 
後 還俗して 隆 信と 稱 す。， 天文 十七 年， 村 
中 龍 造 寺の 跡絕 えたれば、 胤， 榮の 後室を 
娶り 、その 家を 繼ぎ 、大いに 家を 興す。 


五州 ニ 島の 大守 是れ 也」 と。 その他は、 
水、 江、 村 中 兩條を 見ょ。 

又鎮西 要略に 「天文 十二 年 •肥 前 州 三 根 
郡 綾部 城主 馬場 肥 前守賴 周は、 小 ニ 氏の 
一族 也。 三 根、 養父 郡の 地を 頜 して 勢 
ある 伯 也。 夫の 賴周 •龍 造 寺 一族の 小 ニ 
箝 に 侍し、 而 して樯 威を 振 ふを 悪み、 密 
かに 冬尙に 語って 云 ふ、 彼の 龍 造 寺は、 
義隆に 好し、 當家を 崇敬す と雖 、而 かも 
內心 不爾 、必ず 自立の 志を 狹 まん 乎。 果 
し て 常 家の瞽 たるべき 者は 龍 造 寺なる の 
み、 公 •心に 怠る 勿れ、 今是に 彼等を 討 
減せ ざるべ からざる 也、 云々。 冬尙 •之 
を諾 し、 某に 知る 焉 0 是れ少 貳斷滅 の 濫 
應也 0 

密謀 •已成 5、 牒 して 有 馬、 松 浦、 及び 
西 肥 前の 銪曹を 合して 敵 形を 立てし む。 
是に 於いて、 有 馬喑純 •師 を將ゐ て、 高 
來 ょり 起 り、 松 浦 方に 出張して、 皮 古 日 
鼓 岳に 陣 す。 松 浦 斑 •方に 起る。 是に於 
いて 少贰 冬尙 •龍 造 寺 削忠と 千 葉 介 胤勝 
と拒む、云々。龍造寺伯耆守盛家(法名刚 
運〕 加勢と して 松 浦に 如き、 鶴 田に 會し 
て挪子 城に 陣 し、 龍 造 寺 豐後守 家 純、 六 
郎次郎周家、左馬助胤門、新五耶钒明、 


於 保備前 守胤宗 (龍造寺一族、 /\ 戶城主 
也〕等、多久に向ひ、龍造寺和泉守家門、 

孫 八 郎賴 純、 右京亮 胤 直、 伊豆守 常 家、 
播磨守盛家等 ;1 藤津に向ふ也。都べて其 
の 兵 三千 餘騎 也。  ， ， 
十三年春ニ月、龍造寺*有馬と钯州多久 
にて 合戦、 龍 造 寺の 先蚯龍 造 寺六耶 次耶 
周 家、 擊ちて 多 久氏宗 利の 陣を 敗り、 梶峯 
城に 切り入る 云々。 龍 造 寺 伯 耆守盛 家、 
同隱岐 守、 同日 向 守 等 •數百 兵に 將 とし 
て 獅子 城に 據 る」 云々 と。 

又豐薩 軍記に 「天文 十七 年 三月 三日、 整 
前 守胤榮 卒しぬ。 室は 故 和 泉 守 家門の 女 
なり。 女子 一人の みに して 男子な く、 旣 
に 斷結に 及ばん としけ る， に 依つ て、 家臣 
等相議 して、 胤榮の 舎弟 越 前 守 家 就か、 

又は 故 六 耶次耶 周 家の 子に 中納 言の 公と 
て、 寶琳 寺の 住僧に て ありけ るを や、 名 
跡には 定む べきと、 區々 にして 決し 難 か 
りし かば、 龍 造 寺の 八幡宮に て® を 取り 
L に、 中納 言の 公に 相 極る。 今の 隆信 • 
是な り。 去る に 依って、 石 井尾 張守忠 房 
が 宅に 於いて 遼俗 をす X め、 民 部 大輔隆 
胤と 號 し、 胤榮の 後室に 締合せ て、 龍 造 
寺 家の 惣 領とぞ なしけ る。 其の後、 隆胤 


を 改めて 隆信 と披す 。此の 人は 智奚相 兼 
ね、陲倫轺類の良胯なりければ、一度九 
州を伐ちしたがへ、威名を天下に顯はさ 
ん と、 軍 慮を 廻らし ける 程に、 勢いょ い 
ょ强大 になり て、 肥 前國 中は 云 ふに 及ば 
ず、 隣 國をも 伐 取りぬべく 見へ し」 と 0 
又 河 上 社 文 害、 天文 十四 年 二月 甘 八日に 
「龍 造 寺 宮內 大輔胤 榮」 、同 十六 年 閩 七月 
十一 日に 藤 原版 榮 、 1[ た «| 造寺赞前守瓶 
榮など载せ、天文十七年に龍造寺伊豆守、 
同廿一年に龍造寺孫九耶鑑兼、永祿元年 
に 龍 造 寺 山城 守 藤原隆 信等昆 え、 又錤西 
志に 「永 祿 元年 •河 上 山 座主 增純の 扱に 
依り、龍造寺隆信*神代勝利、江上武種と 
和平 會 合して、 違 失すべからざる の 連判 
を 成し、 以つて 之を 河 上 社に 取む o 其の 
連署 •今に 傳 ふ」 と。 

又大友 記に 「龍 造 寺 山城 守隆信 •屋形 を 
そむき、 大身な れば 、他家を たょらず、 
一旗を 以 つて 大勢を 催し、 筑後 表へ 出づ J 

と見え、又有馬世譜、方圆公(義貞、初 
は喑 直) 條に 「公の 時、 九州に て 大友篯 
鎮入道宗麟、其の子義統*资前、 « 後、 
筑 前、 筑後 、肥 前、 肥 後の 兵を 催して、 
日向の 國に發 向す。 島津義 久 •薩 ST 大 
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ノ隅 、日向の 勢を 以 って 合戰 し、 大友 敗 * 
す。 是に 因って 龍 造 寺隆信 •大 友に 背き、 
九州 大に 亂れ て、 島津 、大 友、 龍 造 寺 等 • 
合戰止む事なし。(軍記に是ょゲ先、龍造 
寺 •中 國の毛 利に 一味して、 大友 家に 背 
く。 宗麟 •高 良 山に 在陣 して、 隆 信が 居 
城 肥 前佐實 へ 押 寄せら る。 此の 時、 有 馬 
修理 大夫義 純 人道 仙 岩 •松 浦、 藤津 、杵 
島、 彼杵 、高來 Q 勢を 従へ、 西の方 橫邊 
田ょり 押 寄らる 云々 一 西國 太平 記 第 六 九 
十 丁】。 今 按ずる に、 永祿 十二 年 二月 七日、 
隆信 •須 古の 城を 攻 落し、 夫ょり 兵を 進 
めて 佐 賢の 城を 攻 取る。 然れば 此の 役の 
頃は、 いまだ 佐貿在 城なる まじ。 此の 役 
は 同年 正月 二十 三日の 事な り。 義純 入道 
仙 岩は 例の 誤りな り。 畢竟す るに、 大友 
に屬 した まふ 事は 疑 ふべき にあらず〕。 

隆 信の 勢 •盛に して、 肥 前 一國に 手を の 
ばす ほどに、 (隱德 太平 記に 『永 祿ニ年 正 
月 •千 葉 胤連 •肥 前 小 城の 郡を 全く 領 し、 
龍 造寺隆 信に I 味して 居りけ る 所に、 有 
馬義定 入道 仙 岩 •千 葉が 領地を 併呑 せん 
と 思 ひければ、 大 村純忠 、西 鄕純久 、'深 
堀、. 後藤、 伊万里 等を 帥 ひて、 親ら 先陣 
として、 長子 鎭 純を 後陣と して、 平井經 
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治、 石豐後 守、 田 中、 井本、 志自岐 等を 
相從 へて 押 寄す る』 云々。 その後、 御 女を 
もって、 隆 信が 男 民 部 大輔鎭 賢 (後に 政 
家) に 嫁して、 神 崎 郡 十六 鄕の內 、西 六 
鄕を假粧田として遣はされ、御和 & ぁり 
て 無事を 謀らせた まふに 因って、 境邊靜 
まり 暫し触 仙事 に屬 す」 と。 

小川 文書に 「義統 判 書に 龍 造 寺 山城 守 • 
現 形 候」 と。 又豐薩 軍記 卷之 三、 龍 造 寺 
蜂起の 條 に 「天 正 六 年 十一月 十二 日、 大 
友宗麟 •日 州 高 城の 軍に 討ち 貴 けられし 
ょり、 九 國ニ島 •忽ち 蜂起して、 鐘鼓國 
中に 囂しく、 强きは 弱ぎ を 虐げ、 卑 きは 
貴を 凌がん として、 干戈 一日 も 止む 事な 
し。 中に も 肥 前 國龍造 寺 山城 守隆 信と 云 
ひけるは、其の質*雄威にして、才伎人 
に越へ、手づから猛獸を挫くに難しとせ 
ざる 程、 强雄な る 故、 如何なる 鐵城 、石 
郭に ても攻 むる に 落さず と 云. ふ 事な く、 
計る に 降らず と 云 ふ 事な し。 旣に肥 前 一 
國を 伐ち 從へ 、後には 肥 後、 筑 後の 兩國 
-1: 押領 して、 大 友、 島 律を も 亡ぼさん と 
ぞ したりけ る」 と o 

又 九州 記に 「隆信 •高 良 山砦 西、 久留来 
の 城を 破る」 と 載せ、 武雄 後藤 文書に 「敬 
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白天罸 起請文 (天 正 十二 年 四月 十一 日〕 云 
々、龍 造 寺 常 陸 守」 と。 又 五條 家、 天 正 十 
五 年 正月 廿 三日 文書に 「龍 造 寺 政 家 (花 
押)」、 また 龍 造 寺 山城 守に 關 する もの 多 
し。 而 して 藩 翰譜に 「政 家 •四 位の 侍從 
に 上りて 卒し、 三 男 駿河守 高 房を、 鍋 島 
直 茂 •養 ひて 子と せし が、 そ‘ れも 二十 六 
歳に て 死し、 高 房が 子季明 •訴 ふる 事 あ 
りて、 奥州 會津に 流され、 六. 十三 歳に て 
死し、 龍 造 寺が 家 •長く 絕ゅ」 と。 詳細 
は 鍋 島條を 見ょ。 

7, 家紋 高木、 鍋 島、 大村 等條參 照。 又 
杏葉 紋に關 しては、 沼田 氏 云 ふ 「龍 造 寺 
左 衞門大 夫 信 成は -, 兀龜 元年 八月 十九 日、 
大友 氏と 戰 ひて、 これを 被り、 勝利の 祀 
念に、この紋を用ゐし事は、隱れなき事 
實 也」 と。 大 友條參 照。 

8 武雄家 後藤 家 減 亡の 後、 鍋 島 氏 • !!: 
信の 三男 家信を 置き、 一 萬 石を 給す。 鍋 
島條を 見ょ。 

9 諫早家 鍋 島 氏 •水箇 江 流 龍 造 寺鏗兼 
を 高 來郡諫 早に 置き 一 萬 石を 授く 。後一 
萬 五千石 也。 明治に 至り、 一學 •男爵を 
賜ふ、その男諫早家崇也。諌早條參照。 

10 肥 前雜载 後藤 家事 躓に 龍 造 寺 右京亮 


胤 直 ど 載せ、 堤 系圖に 「筑前 守 良 元の 後 
妻は 龍 造寺冢 門 女」 と。 その他、 小 ノ甙 、渣 
川、 涟江 、馬場、 中 村、 小 鹿 島、 有 馬、 高 
木、 大 村、 神代、 松 浦、 千 葉 等の 條參 照。 又 
治亂 記に 「龍 造 寺 家 治の 祖父 有 田九郞 左 
衞門 信吉」 云々 と。 

11 筑 前前 各項 參 照。 又 北 肥戰 志に 「龍 
造 寺六郎 家 益は、 弘 安中 蒙古 凍寇 の 時、 
壹岐 の大瀨 門、 小瀨 門、 松 島 等の 浦々 に 
於いて、 賊 兵と 打戰ひ 、軍忠 を 袖で しか 
ば、 筑前國 比伊鄕 、筑 後國驼 木 村を 給は 

りぬ」 と 0 

12 筑後荒 木 系圖に 「大江 (？) 宗 レン (荒 
木 氏)— ニ 代 宗家 (宗心 〕 丨 三代 家ス •、、 、 
弟 持 善 (龍 造 寺 氏、 剃髪して 妙 戒と號 す。 
將士 軍談に 『特 善は 諱に して、 もちょし 
と讀む か o 甚だ 法號に 似た UO 然れ ども 
妙戒は 法名た る こと 明 なれば、 姑く 諱と 
す。 文書に ニ 男 九 郞宗 3 シと ある 人 か、 
宗 重を も ニ 男と あり、 分明なら ず。 陰、 
九 等を 按ずる に、 龍 造 寺 氏は、 藤 原秀鄕 
の 末孫に して、 諱に秀 、家 等の 字を 多く 
用 ゆ。 又 入道して、 善 知修善 等の 名 あり。 
又四郞 、又 六郞 "又 七郞 、或は 三郞、 六 郞、 
次郞 、孫 三 郡、 孫八郞 など 云 ふ 名 も あリ。 
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又 【龍 造寺冢 益 •驼木 村 地頭 職を 玉 ふ。 
家 益の 子 又 四 郎家淸 、又 六郎家 親、 元弘 
年中*云々】とありて、妙戒と時代合辩 
ず。 然 れば筂 木 氏は、 元と 龍 造 寺と 由緒 
あるべく 思は る。 妙戒は 龍 造 寺の 目 代に 
て、 氏を 譲られた る 人な どには 非ざる か。 
今考へ 質す 所な し』〕— 家 房 C 彌六 入道)、 
弟實 善、 弟家彌 、弟 家實」 と。 

又 持 善の 弟 「宗重 C ニ 男と あリ 、妙 戒は龍 
造 寺 氏なる 故、' 宗 重を ニ 男と 云 ふ。 又實 
に 就いて 妙 戒をも ニ 男と 云へ るか 分明な 
らず〕 J と (將士 軍談〕。 

この 系圖は 面白し、 猶ほ 研究の 要 あ！^。 
原書を 見 ざれば 明白なら ざれ ど、 或は 大 
江は 大村の 誤讀 か。 その他、 前 各項、 及び 
近 藤、 荒木、 蒲 池、 黑 木、 田 川-三毛、 
安武 等の 條參 照。 

13 肥慠龍 造 寺隆信 •天 正中、 玉 名 地方 
を領 し、 甥の 安房 守 家 治を 慕 嶽の 城主と 
す。 而 して 高 瀨願行 寺 中に 龍 造寺隆 信の 
首 墓 あり。 隆信は 六郞 次郞周 家の 子、 一 
說に隆 信は 有 田 九 郎左衞 門 信吉が 子と あ 
り。 肥 前國密 開城 主な り。 天 正 十二 年 ニ 
月 十四日、 肥 前 有 馬に 於いて 戰 死す (國 
志 略〕 と。 
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14 豐前元瓰天正頃、京都郡に龍造寺信 
周 ありと o 

15 雜 載會津 風土記に 「龍 造 寺 氏、 民 部 
大輔 J 見 ゅ。 又 茶人に 龍 造 寺 六 郞次耶 ぁ 
り、 利 休 時代の 人 也り 

龍 山 リュウ ザン 武藏 等に 此の 氏 ぁり。 

龍神 リュウ ジン 紀伊 N 口 高 郡 lU 城莊の 
豪族に して、 瀧 村ょり 上を 領 す。 橄虱土 記 
,に「土井村蛋山城跡は村の南にぁり。龍 
神 山城 守 •南部 川 谷を 領し 、此の 地に 居城 
を 築きし 跡な り」 と。 又 「島 湘村舊 家 六十 
人地士 龍神 幸右衞 門。 家系に 云 ふ •源 三位 
賴政の 男賴氏 •賴政 生害の 後、 京都を 落ち、 
當國日 高 郡 龍神 谷に 遁れ來 り、 其の 地を 領 
す 。因りて 龍神を 以つて 氏と す o 其の 裔 • 
南部 川 谷を 領 して、 土 井村に 城を 築き 居城 
す。輕井川村天寶明神社永正十四年の楝札 
に、 山城 入道-及び 龍神 新藏 人正忠 等の 名 
ぁり。 土 井 落城 後、 次郞 七郎 とい ふ 者 ぁり、 
當村に 移 y、 農を 業と す。 元 和 七 年、 六十 
人 地士に 命ぜられ、 今に 相績 す」 と。 

又 龍神 村舊家 龍神 氏條に 「家傳 にい ふ、 祖 
は 源 三位 賴政の 後、 和 泉 守 某と いふ。 和 泉 
守*亂を遨けて當地に來り、 01 神氏と稱し、 
殿 垣內に 住す。 其の 居を 屋敷 跡と いひ、 殿 
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垣內の 名も此 より 起る」 と。 また 龍神 熊 右 
衞 1 : を 載せ、 又 海瀨氏 も 同族な りと。 
龍樹寺 リュウ ジュジ 

〇 龍 樹寺宮 後小松 帝の 御裔に して、 紹 
運錄に r 後小松 院丨 皇子 (龍樹 寺と 號し 
奉る〕」 と 見 ゆ。 又 小川 宮 とも 申す。 

龍 瑞 リュウ X イ武藏 等に 存 す。 
龍水院 リュウ スイ 4 ン 文 安 年中 御番帳 
に 見 ゆ。 

龍 泉 リ H ウセ ン尾 張、 駿 河、 武藏 、羽 
後 等に 此の 寺院 名 ぁり。 河内の 此の 氏は 橘 
姓に して" 長 祿寬正 記、 河内 勢に 「龍 泉、 
甲裴庄 J と 載せ、 また 「酒匀 、堀、 片岡 、龍 
泉 孫 次 郞」 など 見 ゆ。 各條 、及び 楠 木、 畠 
山條參 照。 

龍 谷 リュ ウダ in  y ウヤ タッタ ニ條を 

見よ。 

龍 治 リュウ チ 

龍 頭 リュウ ヴ 

龍寶寺 リュウ ハ ウジ 近 江に 龍 寶寺庄 ぁ 
りて、 又隆法 寺に 作る。 

龍 見 リュウ ミ タッミ 條を 見よ。 又長祿 
寬正 記に 龍 見 孫 左 衞門尉 •見 ゆ。 

龍 門 リュウ モン 大和 吉野 郡、 近 江 伊香 
郡に 龍門庄 あり。 而 して 美 作の 名 族に 此の 
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氏 ありて •、東 作 志、 勝 南 郡 勝 田 鄕勝間 田 村 
條に 「龍 門 氏 •元 石 州 人、 (後 改姓、 木 村〕、 
是れ 本陣 木 村 平 右 衞門家 也」 と 見 ゅ。 これ 
ょり 前、 美 作 三 星 山城 土に 龍 門淸兵 衞を载 
せ、又百々村花藏寺七毋快音は黑村住龍門 
氏 也と。 又 東 吉田邑 龍 門 氏は、 「田 原秀鄕 五 
世 孫 後藤 助 永の 子實遠 •その. 弟實基 •平 治 
の 亂に戰 ひ 敗れて、 大和 國 宇田 郡 龍 門庄に 
迖 る。 治 承の 役、 召に 應じ て戰功 あり。 賴 
朝ょり 地頭 職に 補せられ、 居城を 構へ て 氏 
を 龍 門と 改 む。、、 れょ 9 十二 世 孫 行 重 •天 
文 八 年 歿し、 照 重 •永 祿ニ 年、 當國三 星 山 
城主 後藤 勝 基に 賴 る。 勝 基 •芳 職の 列に 加 
へ、 東吉 田、 外數 村に 於いて、. 一千 五百石 
を 宛て 行 ふ。 天 正 七 年 三月、 後藤 氏 •宇喜 
多 氏と 戰ひ 、敗 戰 して、 後藤 基 政 等 主従 十 
八 人 •長 內村に 於いて 切腹す。 照 重 も 亦 其 
の 中に 在り、 時に 年 五十 四。 遺子 淸 兵衞久 
重 •遁れ て 吉川元 春の 旗下に 屬 し、 元 春 •重 
用して、 作 州 防戰の 一 將と爲 す」 など 傳 ふ。 

菱 リョウ 菱川氏 也。 

綠阿 リヨ クア 室町 時代の 同朋に して、 
文 安 年中 御番帳 に 見 ゅ。 
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類 家 ルイ ケ陸奥 國三戶 郡 類家邑 ょり 起 
る。 奥州 南部 家臣に して •康正 三年、 田 名 
部戰に 武功 あり、 礪崎 條參 照。 

類當 ルイ タウ 源 姓に して、 中興 系圖に 
「類當 •淸 和」 と载 せたり。 

留守 ルス 一: 府在 廳官の 一にして、 古く 
扶桑 略記、 天慶ニ 年條に 留守 阈宰と 見 ゆ。 
廣く 留守 所と 云へ ば、 目 代、 惣大 判官 代、 
總撿 校、 税所 、大帳 所、 田 所、 朝 集 所、 健 
見所、 國掌所 等を 總稱 し、 留守 職と 云へ ば、 
待に 定められし 人 ありし が 如し。 

1 奥州 本 留守 •新 留守 所賴 朝の 奥州 征 
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伐 以前、 多 貿國府 に 在りて、 民政に 與り 
し 留守 職な りしが、 大河 兼任の 叛亂に 黛 
して 亡ぶ。 卽ち 東鑑 、建久 元年 二月 六日 
條に 「次に 新 留守 所 •本 留守、 共に 兼任 
(大河 次郞〕 同意の 罪科 あり。 左右な く、 
誅 せらるべし と雖 、暫く 葛 西 三 郞淸 重に 
預けられ、 甲 二百 領の 過料を 召さるべし 
云々。 本 留守は、 年 齡已に 七 旬、 斬罪に 
處 せられず と雖 、終を 取る の條 、程な き 

事歟 云云。 次に 方々 勢 ども 中、 濫電 (鹽 
链) 以下の 神領に 入りて 狼藉を 現は すべ 
からず 云々」 と 載せ、 程なく、 同 四月 十 
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五日 條に 「左 近將監 家录 (號 伊澤) •陸 奥 
國 留守 職た るべき の 由、 定めら る。 彼の 
國に 住し、 民庶の 愁訴を 聞き-申達す ベ 
きの 旨、 仰せ付けら る m 所 也」 と 見 ゆ 0 
2 伊澤 氏族 前項の 如く、 苑久 元年 (文 
治 六 年)、 賴朝 •其の 家人 伊澤 左 近將監 家 
景を陸奥留守職として逍はす。子孫大ぃ 
に 榮ぇ •頗る 威を 餌 ふ。 その 出自に つい 
ては 伊澤 條に詳 か 也。  ' 

その 世代は、 餘目菸 記に 「伊澤 四 郞家景 • 
官途を ば 左 近 將監家 景と號 す。 ニ 代 目 民 
部丞家 元、 三代 左 兵衞丞 家廣 、四 代 左 兵 
衞丞恒 家、 五代 目 出 羽 守 家信、 六 代 目 遠 
江 守 家 助、 七 代 美 作 守 家 高、 八 代 目 美 作 
ニ郞家 冬. 九 代 淡跻キ 、十代 彈正少 弼、 

十一 代駿河 守 家 助 C 明か〕， 十二 代 四 郎詮 
家、 母は 山內方 息女し ぅてん C 主 典 か〕 腹 
也。 大畸 •朔 (柵 か) の 上 校の 御 判 形に 
て、 留守の 家を つがれ 候を、 IMr 御 3 
たにて 腹を 切られ、 下腹の 舍兄美 作' 持 家 • 
留守の家にた \ れ侯。是れまでは十三代 
目に、 男子なくて、 伊達 大膳大 夫 持宗の 
氣 長 谷 五耶 郡宗 •遺跡に 立たれ 1 是れ 
まで 十四 代、 其の 息に 藤 王 丸、 十歲に て 
卒す。 以上 十五 代。 
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留守の 家には、 あはた のく はんばくより 
家と いぶ 字 •持 字な り。 景とい ふ 字 •先祖 
に 候へ 共、 それは IU1 しての 字に 候 也。 
伊澤と こそ 申すべき に、 留守と 號 する 事、 
ゅいしょ 候 也。 奥州を ば仁德 天皇の 御宇 
に 當リ、 將軍忠 平と 云 ふ 人、 平 泉に 居住 
して、 王の けしんに て、 奥州を 知行す。 
いせいに 尙 々まし 候 也。 其の後、 後 冷 

泉院 御宇、 安部貞任と 云 ふ 人、 當國 探題 
也" 其の 時、 八幡 太耶義 家 •さ だた うを 
っいふく (追 服) し、 秀衡 祖父な たり (亘 
理〕 の權太 郎淸 平たんだ いに 定め 給 ふと 
いへ ども、 秀衡い せいに ふけり、 兩國を 
公領と し 越後のう かいより こなたを 知行 
し、 ちよく ぢ やうを も そむき、 かま くら 
殿 •平家を た いぢし、 日本 國を 掌の 內に 
し 給 ふといへ ども、 したが ひたて まつら 
ざり し ゅへ に r 文治 五 年に 御發向 有って、 
秀衡 をたい ぢ し、 平 泉まで 御 下向 候て、 
御歸に 三 迫 おっ \ み 松 山と 申す 所に、 御 
陣を めされ、 兩國を 日本の 諸 侍に 御酣 分、 
其の時、賴朝*奧州守護に畠山庄司重忠 
をな すべきと 仰せ 出た さる。 

梶原平 三景 時し げた ^ に、 內 々ふくはい 
(不快〕 の 間、 申して いはく、 昨日の 秀衡、 


今日の 重忠た るべ しと 申す 間、 賴朝 さて 
本朝に 賴 朝に 心安き 輩 •誰か 候べき と 仰 
せらる。 其の 時、 かぢは ら取 あへ ず 申し 
ていはく、 誰と 申す とも、 伊澤の 四 一郎 家 
景なら ではと 申す によりて、 賴 朝の 御 靛 
に、 所詮 日本 第一の 大國な り、 此の 絕 (儘 
か〕 賴朝 居住と 存じ 候へ 共、 鎌 倉に 歸るべ 
し。 然 らば 常に 動 座 有べ し。 其の 間の 留 
守と 號 して、 家 景を指 置かるべし とて、 
則ち 御 判を くださる。 

如何にい せいふ けん 候へ ども、 外様には 
執事、 侍 所と いふ もの 候は ず 候。 留守に 
は 佐 藤を しつじと いひ、 南宮を 侍 所と 云 
ひ 候。 大崎 •京都よ リ貞和 ニ 年に 御 下向 ま 
へは、 佐 藤を ば 御 父と 云 ひ、 家 部を ば 御 
母と 云 ひ 候。， 六 代 目 遠 江 守 家 助の 代まで 
は 七百鄕 知行、 九 代 目淡路 守までは、 名 
取 宮城 百廿鄕 を頜 知に す。 大崎に は兩國 
諸 侍の 御座 •前々 より 相 定め 候。 伊達、 
葛 西、 南部、 三人は 何事 も 同輩に 御座す。 
一間 か □(ら か〕 さがり 候。 前々 は 留守 殿 
は 伊達、 葛 西より 逐だけ 御座 あがり 候。 
伊達 宗冬 威勢を 取られ" 留守 家 助い せい 
をう しな はれ 猱以後 、留守の ^ * 一間 半 
さがられ 候 J と。 
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又伊達毋臣家譜には「左近將監家景(伊 
澤條參 照) •文治 六 年の 春、 奥州 留守に 補 
せられて、 州內 宮城 郡 岩 切 高 森 城に 住す。 
子孫、 因りて 留守を 以つて 氏と 爲 す。 家 
景の子 民部少 輔家元 、家元 •歿して 其の 
女乙姬 •家を 承け、 乙姬 歿し、 其の 從祖 
父 宮城 小四郎 家業の 子 兵衞尉 (稱留 主 介) 
家廣 •家を 承く。 家廣の 子四郞 左 衞門尉 
家政、 家政の 子 新 左衞門 尉家繼 •後を 繼 
がず、 是に 於いて 家繼の 子左衞 門次郎 家 
明 •祖を 承く。 家 明の 子 參河權 守 家 任は 
小字 辰 法師 丸、 後に 彥次 郎と稱 し、 又 次 
郞兵衞 、老いて 松 法師と 號 す。 建武ニ 年、 
北 皇中納 言 賜 ふ 所の 感狀 •文 和 元年 尊 氏 
が 賜 ふ 所の 書、 永 和 三年 儀 山 公 (常 家 第 
九 世祖〕 が 賜 ふ 所の 盟替書 あり。 是の 時、 
奥州 宮城 郡、 柴田 郡、 黑河郡 內南迫 七 邑、 
栗 原 郡、 會津河 沼 郡、 相 摸 國甘繩 谷地を 
領 す。 家 任の 子 參河守 持 家、 持 家の 子參 
河ニ郞 重 家、 重 家 •天 海 公 (當家 第 十一 
祖) の 第二 男を 子 養して 嗣と爲 し、 之を 出 
羽 守 郡 宗と稱 す、 初め 長 谷 五郎と 云 ふ。 
是ょり先、重家に子あり、攝津(初め次 
郞) 滿 家と 日 ふ。 後に 郡宗に 奉仕し、 降 
つて 其の 臣とな り、 子孫 餘 目と 稱する 也.- 


郡宗の 子 藤 王 丸は 早世す •是に 於いて 香 
山 公 ( 當家 十三 ft 祖) の 第二 男を 養 ひ、 藤 
王 丸の 妹を 配して 嗣と爲 す。 之を 安房 守 
景宗と 云 ふ、 小字 四郞 、後 右 京大 夫と 稱 
し、 又 相 摸 守た 9。 景宗 の 子 相 摸 守顯宗 
(小字 藤 五耶)、 顯宗 •保 山 公 (常 家 十五 
世 祖) の 第三 男を 養 ひて 嗣と爲 す-之を 
上野 介正景 (小字 六耶 、老いて 雪齋) と稱 
す。 貞山 公の 時、 始めて 當家 に隄 し、 釆 
地 ニ 萬 石を 賜 ひて、 岩 井 郡 黄海 邑館に 住 
し、 一門に 列す。 是ょリ 先、 天 正 十八 年、 
太閤 秀吉 •兵を 擧げて 奥州 ニ 州を 征 し、 

兵を 進めて 會津に 到り、 石 田 治 部 三 成を 
以つて先驩と爲す。三成*漾め書を相馬 
義胤に 贈り、 且日ふ 此の 意を 以つ て、 正 
景に 報ずべ しと。 義胤 •因リ て 三 成の 意 
を 以 つて 正景に 報ず。 義 胤の 書 •今に 家 
に藏 すと 云 ふ。 此の 時に 及んで 蘭 東の 諸 
將 •秀吉 の 師を迎 へざる 無く、 た ^ 大猗義 
隆、 葛西晴 信、 黑河晴 氏、 及び 正景 •期 
に 後る 矣】 秀吉 •甚だ 之を 怒りて、 四 家 
の 城邑を 收 む。 獨 り正景 は貞山 公の 叔父 
也) 故を 以つ て當 家に © す」 と 0 
3 氏人 東鑑 、建 長 ニ 年條に 「陸 奧國留 
守 所 兵衞尉 (家 廣)」 を 載せ、 康元 元年に 
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留守 兵衞 尉、 また 鹽釜社 嘉祿三 半 •文查 に 
留守 家元、 文 永 ニ 年に 【家 廣 法名 行 妙が 
子息 四耶左 衞門尉 家夺へ の讓状 J、 弘 安八 
年に「家廣(沙彌行妙)が家政への讓状」 
等ありて、又家政入道淨妙が正安ニ年讓 
状に 「祖父 行 妙 •孫子 新 左衞門 尉家繼 (家 
明 親父〕 に讓ら る、 弘安九 年 也。 亡母 平 
氏、 云々」 と。 又 同年、 家政 (沙 彌淨 妙) 
が ♦子孫 鏠彌 丸への 讓状 あり。 

又德治 ニ 年 幕府 裁許 状に 「毛 利左抨 藏人 
親忠 女子大 江 氏 •留守 左衞 門次郞 家 明 代 
資 有と、 京 城 郡 岩 切 村を 相 51 .する 事。 右 

當 村は、 留守 左 衞門尉 家政 法師 法名 淨明 
の 所領 也。 妻尼眞 妙に 讓與 、寘妙 •永 仁 ニ 
年、 孫 女大江 氏に 讓與 云々」 と。 又德治 
三年に 留守 縫彌 丸の 讓状 あリ 。龜网 丸と 
は 家政の 孫、 家 明の 弟 也。 村 岡 先祖 文明 
と 云 ふは、 此の 人 かと 云 ふ。 村 岡條參 照。 
又鹽 竈神 社 文 和 ニ 年 文書に 伊 贸守廣 家、 
文 和 四 年の 左 近 將監判 書に 留守 松 法師、 

伊達系圖に「留守相摸守顯宗、同±野介 
政 景 (六 耶 〕」 等を 载せ 、又 文祿に 「利府 
城主 留守 上野 介政景 •淸水 城に 移 居 J の 
事な ど あり。 又 八幡 條に 留守 長 門彈正 等 
多し。 


その他は、 伊澤、 餘 0、 党 城、 餘部 •高 
森、 管 谷、 山內 、須 藤、 伊達、 村 岡、 八 
幡 、嚷 8T 南宮 、佐 藤、 大畸 、吉 良、 ¢3 
山、 斯 波、！ 田、 最 所、 毛 利、 淸久 、高 
柳 等の 條參 照。 

又伊達*臣家譜に「留守は本伊澤と稱し、 
參河檷 守 家 任に 至りて、 餘目 氏と 稱 し、 
上野 介正景 に 至りて、 高 森 氏と 稱す 。留 
守は 家景以 來 •之を 稱 す。 本姓は 藤 原、 
其の 先は 詳かな ら ず」 と 見 ゆるに 付き* 
地名 辭# は 「按ずる に、 留守 家譜は、 寬 
永 以後に 傍系 餘目 氏の 世 系を 取 9、 淺に 
本 系の 缺 けたる を 補 ひ、 誤りて 傍系を 本 
系に 立てた る 者な り。 餘目氏 記 錄と呼 ば 
る-*、 近時 發 見の 古咨は 、即ち 留守の 本 
系を 叙し、 且幾多 の ^ 跳を も载 せた る 者 
なるが、中に餘目參河權守家任 5: 見ず」 
と 云 ひ、 又 「永 正の顷 、留守 家 記録 (此 
は餘目氏記錄といふに同じ)は、迓世追 
修の 系譜と 大 相違 あり。 三代 家 廣 までは 
異なし、 四 代恒家 以下、 十二 代の詮 家に 
至る 九 代を、 家譜には 六 代と 爲し 、世代 
の县短 •相距 るの みに あらず、 名諱も 持 
家の外、 相 合は ず。 蓋し 家政は 四 代恒家 
の 同胞な りと 雖 、嫡流に あらず。 餘部鄉 
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岩 切 村 以下の 地を 分 知せ る 庶流の み。 
家譜 追 修に あたり、 古文書の 『家政— 家 
繼丨家 明 …… 』等に つたへ し 讓狀を 取り、 
妄に 推して 留守の 本宗に 立て、 以つて 如 
是の 誤を 致す 者歟 。留守 文書、 文 安二 年、 
弘 安八 年の 讓状に 、家政に 兄弟の ありし 
由 見え、 又 右衞門 尉へ、 吉書 金を 納 むる 
由 見 ゅるが、 右 衞門尉 (吾妻 鏡、 康 元元 
年に 宮城 右衞門 尉) は、 即今 恒家に して、 
總領な リ ければ、 一分 地頭た る 庶流ょり、 
吉書 金を 納 進して、 本 支の 禮 儀を 存した 
るな らん」 と o 

又 云 ふ 「餘目 參河家 任は、 留守 嫡流の 人 
にあらず。 建武 、文 和の 證 文の あるに 據 
れば 、必定 松 法師の 父た るべ し。 家譜に 
『老いて 松 法師』 と 注す るは、 杜撰な り。 
又永和三年 0 餘目參河守をも、家任とす 
るは 信じ 難し。 永 和は 文 和， の 後、 二十 餘 
年な れ ば、 松 法師と 同人 歟 。伊達 世次考 
に 持 家と 定め、 家譜に 家 任の 子を 持 家と 
す。 又 f 家 任の 子 參河守 持 家』 と あり、 永 
正の 古記に も、 十三 代を 持 家と すれ ど、 
齿 代 全く 異なり。 されば 同名異人と 爲 す。 
(六 代 家 冬の 冬を トウと よま ば、 家 任に 同 
じ。 伊達 宗遠を 宗冬 とも 書せ る 例な り。 


され ど それ も 世代 相違す)。 十一 代 家 助と 
ある も、 家 明の 誤なる ことは、 本書、 他 
所に 家 明 •數 見す るに て、 之を 正すべし。 
此の 家 明は 應永 前後の 人歟。 

留守の 嫡流 家 明の 時には、 高 森 (岩 切〕 に 
居れる こと、 古記 錄に 明かな り。 然 らば 
餘目氏 は、 何の 頃ょりか、 上 館、 中 城 共 
に 遊け て、 他に 居 邸せ る 者と 謂 ふべ し。 
庶流 餘目 は、 持 家 以後、 象聲漸 く衰へ し 
に、 嫡流 留守は 伊達 氏に 結び、 棺や 興れ 
るに 似たり 。餘 目の 別 系に 出で し 村 岡 氏 
の 興る も 此の際な り。 又 永 正の 古記に 據 
れぱ 、留守 嫡流 十三 代祖持 家に 至 9、 男 
子な くして、 伊達 郡 宗を養 ふと。 家譜の 
所載と いたく 違へ り。 古記 又 『郡 宗の息 
藤 王 丸、 十歲に て 卒す。 十五 代 也。 今は 
十六 代 也』 と ぁれば、 本書は 安房 景宗の 
時の 撰述に 係る」 と。 

又 「留守 所址は 即ち 國府址 の 中に 屬す。 
或は 說を 作して 『留守 職は、 在廳官 人の 
一 なれば、 もと 國府 (市 川) に 居りし も、 
文治 六 年、 初代 伊澤 家景は 岩 切 城 高 森に 
邸館を詧み、爾後伢襲、政景に至るまで、 
岩 切を 居邑 とす』 云々 と。 今 按ずる に留 
守氏は、六代家助の時、鹽竈の駒畸に在 


城の 事、 十一 代 家 明の 時、 高 森 及び 村 岡 
に 在 城の 事、 又 南宮を 中 館と 云へ る 事 等 
は、 古書に 徵 見す。 伊達毋 臣 家譜、 並び 
に 餘目氏 世 系を 混 亂せる 留守 家譜に、 家 
景 以後、 代々 高 森に 居城す と爲す 者は、 
斷乎 として 信じ 難し。 政景 時代の 分限 帳 
に" 多 質 國府の 邸宅の 多く 見 ゆるに 據 り、 
其の 頃まで 『居邑 は多貿 國府 (市 川〕、 城 
塞は、 岩 切 (高 森)、 齣 崎 (鹽竄 )、 村 岡 
(利府 )、 別館は 南 営』 と 推 想 せらる、 猶 
ほ考 ふべ し」 と。 

4 水澤家 前者の 後裔は 陸 中 水澤 館に 居 
リ、伊達家に屬してー萬六千百三十五石 
餘 ( 千 六 百 十三 貫 五 百 八十 四 文〕 を 領 す。 
伊達世臣家譜に「留守上野介正景に至り、 
當家に 屬し 、元 和 元年.、 邑 を金猗 に 移す。 
その子 武藏宗 利 •元 和 中、 金硫 館ょり 移 
U て、 水澤館 に 住す。 その子 和 果宗直 •秩 
一 萬 三千 石、 其の 子 上野 宗景 に嗣な く、 
雄 山 公の 三男を 養 ふ、 之を 上野 村 任と 稱 
す。 貞享 元年、 增封 ありて、 前と 併せて 
ニ 萬 千 六 百 石、 元祿八 年、 肯山公 •村 任 
に 三 萬 石を 分與 し、 新に 昇りて 諸侯に 列 
す。後故ありて其の地を收め、其0裔* 
後當 家に 仕へ、 一門に 列し、 ニ 千 石を 保 


ち、 是 Q 年、 公 •別に 伊達 安藝 守 村 元の 子 
をして、 宗景の 後を續 がしめ、 之を 和 泉 
村景 と稱 す、 秩一离 六 千 石な り。 莓 に 仍 
りて 上 伊澤 郡 水澤に 館す。 治を 去る 三十 
里 也」 と。 その他は 伊達 條を 見ょ。 

5 出 羽 留守 家東鑑 卷 八、 文治 五 年 十月 
二十四日 條に 「當阔 撿 注の 間、 所々 地頭 
門(間)田を倒さるべき由の事、尤も擁き 
聞 食 さる。 出 羽、 陸 奥に 於いては、 夷の 地 
たるに依リ、度々新制にも除かれ畢んぬ。 
偏に 土 (古〕 風を 守り、 更に 新 儀な し。 然れ 
ば 件の 門 (間) 田 等は 何ぞ 停廢せ ら れん 
哉。 限 9 ある 公田の 外、 門 (間) 田は、 
年来の 如くに て、 相違 あるべ からざる の 
旨* 鎌 倉 殿の 仰に 依り、 執 達 •件の 如し。 
十月 二十四日。 前 因幡 守。 出 羽 留守 所」 

と 0 

又 承 久ニ年 十二月 三日 幕府 執達狀 に 「出 
羽國 兩所宫 修造の 事 云々。 北 目地 頭 斩留 
守 殿」 など 見え、 又 砂 越 大乘院 年代記に 
「應永 十六 年、 留守 殿 •塚 湄沒 落。 天文 七 
年、 岩 見 州 銀 堀 出し。 十五 年 三月、 留守 
殿 •錢甕 百 貫を 堀 出さる。 弘治 元年 四月、 
カリ ガハ にて、 留守 太 郎殿打 死。 文祿ニ 
年 六月、 越後 人 衆に、 庄內 、來 次、 留守、 


小國 、高麗 陣立 足」 (地名 辭 書) など あり。 
この 留守に 本 新の 兩家 あり、 本 留守は 新 
田 目 館に 據 り、 丸 岡 氏を 稱 し、 後 ft は 今 
井 氏と 云 ふ。 丸 岡、 丸 子、 新田 目 等條を 
見ょ。 又 新 留守は 遊 佐 鄕北目 館に 據 0、 
烏 海 兩所宮 の 神事に 關與 す。 大物 思、 丸 
子、 遊 佐 等の 條を 見ょ。 又 羽 源 記に 庄內 
侍 留守 遠 江を 載せたり。 

6筑前八幡|^1訓に「箱畸の宮留守を 
はじめて、 僧俗の 社官 •固めたり しか ど 
も、 憑む 所の 軍 ども 落ちぬ る 上は 角ても 
如何 あるべき とて、 三 所の 神體を 唐櫃に 
ぅつし 參ゐら せ、 泣々 宮を 出し 奉る 間、 
餘り火 急の 事な れば 、神輿に さへの せ 申 
さず。 御供には、 留守 左 衞門定 重 •平 左 
衞門景 親、 同景康 、圖書 允定秀 、已下 社 
官共參りたり」と。後世*笪畸神頜配分 
に 「八 石 三 斗 五合 •留守 河内 介、 云々」 
と。 大宮司の 次 也、 ハ n ザ キ條參 照。 

7 大隅 これ も國府 在廳の 豪族に して、 
弘安 年中、 石 清水 善 法 寺 法 印 了淸の 下向 
する や、 石 清水 八幡の 神領 を， 留守 刑 郡 
(部 か〕 左 衞門眞 用 等に 代り 掌るな ど 見 
ゆ。 平 山條參 照。 その子 孫は 正 八幡宮 (鹿 
兒島 神宮) の祠官 たリ 、桑 幡條參 照。 阿 


蘇 系圖に 「惟 KS 蘇 內記〕 の 女 •留汴 右 
衞門蝥 妻 (正 八幡 社 司、 知行 五百石)」 と 
载せ 、また 阿蘇 文書に も 見え、 又三阈 神 
社傳記に「神主留主七耶右衞門」など、 
此の 氏人 也。 

8 肥 前 河 上 社 承 元三 年流鋪 馬 交 名に、 
「佐嘉 郡 留守 所」 と 見 ゆ。 この 氏 も 現存す。 

9 筑後筑 後 國史に 「留主 兵。 留主 式部 
大輔英 永は 筑 後草 野の 人 也。 元© 元年、 
大友 親貞に 從ひて 肥 前に 出張す。 八月 ニ 

，十日 (陰には 二十 一日〕、 小 河內に 於て 戦 
死す (九、 陰〕」 と。 

10 雜载 儒者に 留守 退 藏友信 あ P、 もと 
奥州の人、痕花に居りて希货、或は括澳 
と號 す。 

留主 ルス 前條に 併せ 云へ り。 

留武 ルム トメ タケ 桓武 平氏に して、 
中興 系圖に I 留武 •平」 と 載す。 


レイ カム I レイ セム 


レイ セム 


レイ セム 


妻 


レ (れ) 


引 

索 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

キ 

レ 

レ丨 

ル 

ャ 

匕 

wmm  ' 

チ 

シ 

丨 

r\ 

5 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

ュ 

ム 

フ 

ス 

ク 

7 

レ 

□ 

3 

r\ 

ン 

V 

レ 

ネ 

レ 

レ 

セ 

丨 • 

丄 

レ 

ヶ 

レ 

ォ 

レ 

ィ 

%_ 

レ 

へ 

ヲ 

ハ 

キ 

レ 

9 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

レ 

メ 

ホ 

b 

V 

• 

3 

1 

六 

レ 

レ 

U 

レ 

モ 

レ 

マ 

レ 

ナ 

レ 

タ 

レ 

サ 

レ 

力 

11 鑑寺 レイ カンジ， リヤゥ ヵンジ 條を見 
上 0 

令 荒 レイク ワウ 磐 城 相 馬 郡の 名 族に し 
て、 奥 相 志 等に 見 ゆ。 

冷 ^ レイゼン シミヴ 山城に 冷泉 殿、 

冷泉 小路 •冷泉 萬 里 小路 等 あり。 

1 冷泉 宮 後鳥羽 帝の 御裔 にして、 紹運 
、錄に 「後鳥羽院— 賴仁 親王 (號 冷泉 宮) 丨 
僧道乘 (前 大僧正、 上乘院 一長 者)」 と。 
兒島 、公卿 ( ク ガゥ、 ニ 〇〇 五 頁) 等の 條 
に 詳か 也。 

2 藤原此家長良流堂上家の稱號にして 


尊卑 分脈に 「長 良 六 男參 議淸經 十二 伢孫 
大藏少 甫範昌 (高 倉條を 見ょ〕 丨左 近將監 
永經 (號 冷泉〕— 左 馬 權頭永 賢— 中務 大甫 
永忠— 長 門 守範賢 


丨 1| 

「範廣 丨 範定ト 水 基— 永 藤— 永 宣 

左將藍 兵 部 卿 左 馬頭 參漭 

r 永 季 ィ 永 行-永 藤丨永 豐丨永 繼-永 康-永 家 


參裔 


參議  00  權中 

丨永 俊-永 宣 

參菡 


權中 


3 


同上 日 野 家 流 尊卑 分脈に 「右大臣 內 
麿の 男 參議眞 夏の 裔 、四 條右大 弁盛經 (四 
條條參 照) 丨大掘 池 參議信 盛— 右 京大 夫 


親業(號冷泉)—大內記親瓸(早世)、弟刑 
部 卿 顯 盛— 右 京大 夫 光家 丨顯高 —大膳 大 
夫 業 家— 勘 次官 業 梭丨有 茂」 と 載せたり。 
4 同上 四 條家流 尊卑 分脈に 「魚 名— 末 
茂の 裔、 權 大納言 隆 季丨隆 房 (大納言、 
宿所 冷泉 萬 里 小路 也 •號 冷泉」 と 見 ゆ。 
中 御門、 四條 、三條 等條參 照。 源平 盛衰 
記に冷泉大納言惓房とぁるは此の流也。 
5 同上 勸修寺 流 尊卑 分脈に r 勸修 寺參議 
爲房 丨朝隆 (號 冷泉 中納 言〕— 朝方 (堤大 
納言〕 丨朝定 (中 営 大 進)— 朝 基 (勘 解 由 次 

官〕— 朝 快」 と 載せ、 又 朝方の 弟 「兵 部大甫 
朝 親— 治部少 朝 淸丨铙 隆丨隆 源」 等 見 ゆ。 

同上 吉田流 尊卑 分脈に 「吉 田中納 言 
爲經丨 權中納 言 終 賴 (號 冷泉〕 


6 


.44 


,1H1I 


丨帻 定软— -h 爲保 一-親 俊 

榷屮  . 

，同上 閑院家 流 尊卑 分脈に 「(西 園 寺〕 
太 相 國公經 


'. 貫 氏— 公 相 —— 實 顯 S* 

大政大臣牦冷京相國疠礒 

公^ -T 萁茂 


—實 雄-公 守- ^ 泰— 

S 山 本 後山 本號冷 杂 
方大臣相3  左府 大納5 
於 南朝 任 
大臣 云々 
柱 名 費 元 


i 

— 正数 |-實 紹 
丨實濟 r 圓什 


- 同上 御子 左 流 尊 珲 分脈に 「長家— 思 
家— 浚 忠—饺 成 丨桢 中納 言定 家— 栩中納 
言爲 家^ ^ . —— I 


丨爲氏 


「爲成 「爲邦 


御子 左 右兵 背 中膊 

丨爲敎 -爲秀 h 爲尹 T 筠 之- 爲富— 

立 栩 « 中 ts 大 左中將右兵督 

丨爲相 卜 女子 ef  I 持 和 (之 爲) 

冷 祭 將軍久 明 甩中 
中衲官  rl 


I 爲廣 -爲 和- 爲益 

と。 爲 之の 後裔を 上 冷泉と 云 ひ、 持 和 (持 
爲). の 流を 下 冷泉と 云 ふ。 御子 左 系 圖もほ 
V 同 ^ にして、 「定家 (令 泉)— 爲 家— (冷 
泉) 爲相 ( 母安嘉 門院 右偷門 佐 阿佛〕 丨爲 
秀丨爲尹(應永ニ十四正ニ十五躲) ^ f 


丨爲 之丨爲 當-爲 廣-爲 和- 爲 益- 爲滿 

« 大 S 描 入 樊大 8 播中  拖大 

- 持-政 爲-爲 孝-爲 f 'fs 被- 爲 勝- 爲將 

持 to S 左 中將 

と。 諸家 系圖 纂も此 等に 同じ。 爲相の 弟 
爲守 け 咦 月と 稱 す。 

9 上 冷泉 家 前項 爲滿 の 後は r 爲 賴丨爲 
淸—爲 綱— 爲久丨 爲村丨 爲泰 丨爲筚 —爲 
則— 爲 全— 爲理 丨爲祀 (神宮 大宮司〕— 爲 
系 J、 にして、 德川 時代、 羽 林 家、 海 家。 
三百 石 (明治 三百 十 石〕。 今 出 川 北 御門 西 


へ 入。 雜掌平 清水、 近 藤、 中 川。 寺眞如 
堂」 外 ^ 、 家業 和歌、 蹴 鞠。 現今 伯爵。 

玻 一 衣 
御 印 


冷 


10 下 冷泉 家 前々 項爲將 の 後は 「爲景 (權 
中、 實 爲純鄕 孫〕— 爲元 丨爲經 —爲浚 丨 
宗家 — 爲榮 丨 爲 1)11 — 爲起 丨 爲行 — 爲柔 I 
爲奚」 にして、 德川 時代、 羽 林 家、 菸 家。 
初め 百 五十石 (後 三百 石〕、 後 百 八十 石、 
明治 二百 六十 石餘 。二階 町 東側、 寺は 南 
禪寺 、外様。 現今 子爵」 


冷泉 


その他、 藤 谷條參 照。 又 播磨越 部 庄は冷 
泉家領 にして、 十六夜 日記に 「こしべ の 
庄」 と あり。 又 藤 原 (惺 高〕 條參 照。 

11 藤 原 北 家 花 山院流 冷泉 中納言 爲尙等 
あり、 今 城、 高 玉 等の 條參 照〕 

12 村 上 源氏 久 我家 流 尊卑 分脈に 「北 畠 
權 大納言 師重 丨參議 持 房 ( 號冷 泉、 元弘 
元 七 五 出家) 丨左少 將 持定丨 右中將 顯持 
丨顯 光」 と载 せ、 又 特定の 弟に 「定能 (そ 
の 男 定統〕 、顯統 (その 男雅 持)」 等 あ 9。 


13 多々 羅姓 大內 氏と 同族に して、 慕 吉 
中、 冷泉 五耶 高 祐は企 救 郡 小食 城に 據る。 
大内條 を 見ょ。 その後、 冷泉 民部少 輔興 
锼 の 男 左 衞門尉 降 锼は、義興、義隆に歷 
任し •陶啫 K 叛亂の 時に 戦死す。 安四 軍 
策に 「冷泉 判 宿 陵 ^ (大內 方〕」 と 載せ、 
又 天文に 冷泉 判官、 又 冷泉 五耶 判官 あり、 
永祿五 年、 門 司 柳 浦に 於いて 立花鏗 連と 
戰ひ て戰 死す。 又隆 ?| は天文の顷、餿前 
企 救 郡に 在り。 子孫 毛 利 藩に 仕へ、 幕末、 
長 藩 勘 王 志士に 冷泉 五耶 綏赞 あり。 

14 筑前海 東 緒國 記に 「重 家。 丁亥 年、 
我が 漂流 人を 送 9、 宵 して 冷泉 律 布衣臣 
平 與三郞 重 家と 稱 す。 大友殿 管下 也」 と。 
平氏たり し 也。 

15 關東朿 鑑卷 二に 冷泉 冠者 賴 典を 載せ 
又承久記卷四に冷泉七邱(？〕見ゆ。又下 
つて相州兵亂記、持氏最後條に冷泉民部 
少輔あ P。 

16 雜载 その他、 冷泉 融逋僧 等 あ 〇0 
* 原 レイ ハラ 公卿 補任に 見 ゆ、 藤 股 艮 

繼の 室は 此の 氏な P。 

例 名 レイ メイ 播® に 例名庄 あり。 

連 レン 楠 木合戰 注文に 連 一族 •見 ゆ。 
蓮華 院 レンゲ 4 ン 明德 記卷 中に 蓮華 院 
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塞 八 


菊紋 
御 合印 


畠 山に 從ふ事 見 ゆ。 

蓮華 光院 レンゲ クワウ キン 山城の 名 

刹に して、 雲上 明覽に 「蓮華 光院 •御 宗旨 
眞言、 御領 三百 石、 號 安井、 洛 東。 大覺寺 
御門 跡 御 兼帶。 

押 羽織 花色 秩父絹 御 
「备 _/ 合印 白 上り 御輿 號衣 
(略」  藍 地 龜甲形 白 上り 小 
紋顱卷 腰帶紺 

院家 •寶 潼院、 寶持院 。坊官 、.諸 大夫 -轲 
野陸奧 守、 御用 人 •矢 木筑前 介」 と 見 ゆ。 
蓮華 寺 レンゲ ジ 伊勢、 常 陸、 近 江、 美 
濃、 岩 代、 陸奧 、越後 等に 此の 寺 名、 地名 • 
存 し、 小 早 川 系圖に 「美 作 守 敬 平の 四 男 蓮 
華 寺 直 正」 など 見 ゆ。 

蓮華 王院 レンゲ ワウ キン 
蓮藏院 レン ザウ砵 ン '山城 國に 蓮藏 院庄 
あり 0 

蓮佛 レン ブツ 伊勢 安東 專當 沙汰 文に、 
「丁 部蓮怫 次 IP 」 を载 せた P。 
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1 唐 族 延曆五 年 紐に 「唐人 盧如津 」 あ 
り、 清 川 思寸 姓を 賜 ふ。 淸 川條參 照。 

2 雜载薩 摩 日 置 郡 伊集院 村に 在り、 ノ 

シロ  n 條' 'を 見ょ。 

また 江戶 幕府の 儒者に 盧元 右衞門 元敏あ 
り、 草 拙、 淸素 等と 號す 。范 陽盧氏 の裔、 
明萬曆 中、 君 王 •長 崎に 來 9 庄左衞 門を 
生む。 その 男支琢 、その 男 草 拙 也。 嗣を 
鼷と云 ふ。 

呂 ロ 香 取條ー 五八 ニ 頁を 見よ。 
愣野ロゥノ  、 


錄 ロク 漢族に して、 大寶 元年 八月 紀に 
「僧 惠耀 、信 成、 東樓に 勅し、 並に 還俗し 
て 本姓に 復せ しむ。 代 度 •各々 一人也。 慧 
耀は姓 •錄 、名 •兄 麻呂 J と载せ 、、また 養 
老 三年 正月 紐に 錄兄麻 呂の事 見え、 後に 羽 
林 連を 賜 ふ。 

山 ハ ロク ムツ條を見ょ。 

角 ロク  ツヌ、ツノ條を見ょ。又0クと 
音讀 する ものは 漢族に して、 錄 氏と 云 ふに 
同じ。 

鹿苑寺 ロク ヲン ジ康正 造內裡 段 if 引付 
に 「十三 貫 ^ 五 文、 鹿 苑寺領 、同 州 昧野郡 


段錢」 と 見 ゆ。 

六 筒 ロクカ 伊 質に 六 箇山庄 、肥 後に 六 
箇庄 あり、 關係 あるか。 

六嘉  ロク カ武藏 等に 此の 氏存 す。 

六 鄕 ロク ガウ 河内 國河內 郡、 及び 若 江 
郡に 六 鄕庄 •武藏 國荏原 郡に 六 鄕庄 、六顆 
保 •また 備後に 六鄕 山庄等 見え、 其の 他、 
羽 後 等に 此の 地名 存 す。 

1 桓武 平氏 畠 山 氏族 武藏國 荏 原 郡 六鄕 
保ょり 起る。 この 地は 明德ニ 年に 足 利 氏 
滿が 下總國 大窓恩 寺へ 與へし 寄附 状に、 
「武藏 國六鄕 保內大 森 云々」、 同寺臌 永 十 
一年の 文書に も 「六 鄕 保內大 森」 と あり。 

又 鎌 倉 鶴 岡 八幡 社 藏同七 年の 文書に 「六 
鄕保內 原 鄕」 など 見え、 中古 治亂 記に 六 
鄕庄 とも 載せたり。 この 氏は 畠 山 氏の 庶 
流に して、 烏 山系 圖に 「重 長 (江 戶彥太 
耶 )丨 冬 重 C 六 鄕四郎 ，又 號石濱 、家紋 裳 
黑)」 と 見 ゆ。 

2 武藏 前項參 照。 又 荏 原 郡* 蒲 田 村に 
六鄕 地頭 行方 彈正 (平 姓〕 屋鋪跡 あり、 行 
方條參 照。 又 新 編 風土記、 橘 樹郡下 星 川 
村條に 六 鄕加賀 守 某 屋敷 跡は 村の 南に あ 
9。 この 屋敷 ^ あるを 以つ て、 地名を も 
加 賀屋敷 と 呼 ベリ。 其の 地は 山上に して 


登る こと 二十 丁半 餘 、上に 平地 あリ 。今 畠 
となりて 廣さ 二十 四 段餘の 所な PO 山の 
半旗に 廢井 ニヶ 所 あ P、 其の I は 徑ニ尺 
五寸 許、 凋に 望んで 手を 拍つ ときは ひ ^ 
き あり。 故に 土人かん かん 井戶と 呼ぶ。 是 
れ屋敷 ありし 跡と 云へ る證 とすべき か 0 
され ど 加賀 守が 事跡は 僂 はらず。 小 田 原 
所領 役 帳に 六 痼 殿と 記せし は、 荏 原 郡大 
森 村の 傳へに よれば 『上 杉 管領 家の 一族、 
式部 大輔と 云 ふ 人な り』 と 云 ふ。 然るに 
同所に 據れ ば、 當所も かの 式部 大 輔の領 
せし地なる時は、加賀守も亦式部大輔の 
一族な どに て や 有 けん C とかく 今よりは 
其の 實を 知るべからず」 と。 

3 藤 原 北 家 上 杉 氏族 前項、 及び 上杉條 
參 照。 

4 藤 原 南家エ 藤氏 族 羽後國 仙 * 郡六鄕 
邑 より 起る。 風土 略記に 「六 鄕は 戶數八 
百餘 、昔、 六 鄕兵庫 頭 殿 •當 所に 居住し 
玉 ふ。 當所六 _ を 以 つて 名と する は、 上 深 
井、 下 深 井、 天神 堂， 野范 町、 西 根、 東 
根* 此の 六鄕を 以てな リ J と。 二階 堂 氏 
の後にして、長倉追罰記に「たてヴなはニ 
階 堂、 同 六 鄕も是 を 打つ」 と 見 ゆ。 初め ニ 
階堂信濃守行光が十代孫山城乎忠行.寶 


德 元年 四月、 鎌 倉 政所に 補せられ、 執事 
評定 衆と なる。 忠行の 七 代 河 內守某 の 時 
に 至り、 此の 地に 住し、 依つ て 六 癤を家 
號 とす。 其の 男を 六鄕兵 庫 頭正乘 とす。 
家譜には 「時 信— 騁河守 維 遠— 左 衞門尉 

維 兼— 駿河守 維 行— 左 衛門尉 行 遠 (白 尾 
三耶〕 — 山城 守 行政 (白 尾三耶 )丨 倍 濃 守 
行 光 (賴 朝に 仕 ふ〕 丨紀伊 椎守行 盛— 信 濃 
守行忠 丨丹後 守 行宗丨 山城 守 行 貞丨丹 後 
守 行廣— 同行 光— 左衞 門尉忠 廣— 同之忠 
— 山城 守忠 行— 中務權 大輔政 行— 中務大 
輔有 泰丨彈 正大 弼照 行— 山城 守 唷泰— 某 
(河内 守〕— 某 (阿波 守 通行、 仙 * 郡 六！！ 
を領 する にょり 六 鄕氏 と稱 す〕 丨彈正 道 
行— 兵 庫 頭 政 乘 丨伊贺 守 政 勝 (長 五耶〕」 
と。 二階 堂條參 照。 

氏人は 山* 小 野 寺 遠 江 守義 道家 方に 六 
鄕 、最上 義光 書に 六鄕政 乘 •見 ゆ。 政乘 
は 初め 長 五耶と 稱 す、 小 野寺義 道の 部下 
也。 父を 道行と 云 ひ、 一に 「道行 丨 通行 
丨政 乘」 也と。 天 正 十六 年閏 五月、 政 乘. 
義道 に從ひ て、 戶澤盛 安 等と 白 瀧 長 峰に 
陣して、秋田贸季と戰ひ、山*兵敗溴す。 
政 乘 •由 利に 赴き 相議 して 和平を 講じ、 
義道と 實季と 成を 行 ふ。 政 乘 •時に 弱冠 
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なれ ど、 智度 •人に 過 r (永 慶 軍記〕。 後 
兵 庫 頭と 稱 して、 舊邑を 保有し、 山 * 七 
人の 一員たり。 後に 秀吉 、家康 に ® す (野 
史 )o 次 項を 見よ。 又 六 鄕兵庫 あり、 ォホ 
タヒラ、 ナガ ヰ 等の 條參 照。 

5 六 鄕侯藩 翰譜に 「兵 庫 頭 藤 原政乘 は、 
二階 堂 信 濃 判官 行忠が 後、 彈正忠 道行が 
男、 其の 祖 •代々 出 羽國山 北六鄕 の庄の 
地頭たり しより、 六 鄕とは 名乗りし なり。 
豐臣 太閤 •世を 知し 召されし 後、 政 乘* 
本頜を 安堵す (山此 衆 七 人の 中な 0。 所 
領いか 程と いふ 事を 知らず〕。 朝鮮の 軍 起 
りし 時、 健 促に 隨ひ 、軍勢 率ゐ て、 筑紫 
の 御 陣に馳 せ參 る。 慶長五 年の 秋、 德川 
殿 •奧の 上 杉 御 退治 あるべき にて、 山牝 
の 人々 は、 出 羽守義 光に 隨ひ て、 軍す ベ 
しと仰せ下さる。政乘三百人にて、馳せ 
來 る。 同國の 住人 小 野 寺 遠 江 守 綱 元は、 
双び なき 西方と 聞いて、 政乘か しこに 押 
し 寄せて、 同 十月の 初より、 十一月の 始 
めに 至って、 攻め 戰ふ： と 五六 度、 多く 
の 敵を 討ち 減し、 其の後、 常陸國 府中の 
地を 賜 ひて 移る (一 萬 石)。 元 和 九 年、 出 
羽！： 由 利 郡を 賜は りて、 本庄の 城に 移る 
(ニ 萬 石餘〕 、寬永 十一 年 四月 二十 八日、 


六十八歳にして卒し、嫡男長五郞政滁繼 
ぎ、 寬永 十七 年 十二月 二十 九日、 伊實守 
に 任じ、 延寳四 年 六月 晦日、 致仕して、 
家を 嫡男 佐 渡 守 政 信に 譲る。 政 信 •萬 治 
三年 十二月 二十 八日 父が 讓を受 く」 と。 
その後は 寬政 系譜、 及び 武鑑に 「伊 實守政 
勝— 佐 流 守 政 信 丨伊貿 守政晴 (阿波 守〕— 
(但馬 守 政久〕 弟 伊 實守政 長 丨兵直 頭 政 林 
( 實政長 弟 式部 政 蔭 男〕— 大和 守 政 速 (政 
秦〕 1 阿波 守 政 純— 兵 庫 頭政恒 (政 純の 
兄 主 殿 頭 政 芳の 男〕- 7 佐 渡 守 政 和 (政 殷) 
丨兵庫 頭政鑑 」 丨 政 賢と 見え、 出 羽本庄 
ニ 萬 石、 (後 ニ 萬 二十 一石、 明治 一 萬 三千 
二百 七十 石、 賞 一 萬 石〕 現今 子爵。 家紋 
三龜 甲の 內 七曜 > 1 龜甲の 內七曜 、蔦。 


その 重臣に 六鄕主 水、 同平藏 、同內 匠、 
同 中務等 あり。 

上 ハ 角 ロ クカク  ロ ツカ ク 多くは 京都 六 

角ょり 起る。 

1 六角 宮高倉 帝の 御裔 にして 紹運錄 
に 「高 倉 院—坊 門院 (範子 内親王、 六角 
宮と號 す〕」 と 見 ゆ。 


2 藤 原 北 家 日 野 家 流 堂上 家の 稱號に し 
て、 尊卑 分脈に 「右大臣 內麿の 男 參議眞 
夏の 裔、 參 議有國 丨參議 廣業丨 文章 博士 
家經— 左 大弁正 家 丨左少 弁 俊 信丨參 議顯 
業— 參議俊 經—權 中納言 親經 (號六 角〕丨 
中宮 大進宗 親— 右 京大 夫 俊國丨 參議綷 雄 
— 大內記 正 經丨正 雄」 と 載せ、 又 中興 系 
圖 に 「六角 •藤 原 姓、 不比等 苗 親 經の男 
行經 •之を 稱 す」 と あり。 

3 同上 堀 河 家 流 尊卑 分脈に 「道 長— 娌 
河 右大臣 賴宗 —大宮 右府梭 家丨坊 門馏大 
納言宗 通 I 大納言 重 通—權 中納言 家 通 
( 號 六角)— 中 將敦通 丨中將 氏 通 丨參議 茂 
通 (號高 倉)— 參議有 通— 參議廣 通丨淸 
通)」 と 載せ、 源平 盛衰 記に 「六角の 宰相 

家 通」 あり。  • 

4 同上 日 野 家 流 烏 丸 大納言 光廣の ニ 男 
木工 權頭廣 賢 (はじ ゆ 桃園 氏〕 を 祖 とす。 
其の 子 「越 前守廣 治— 主 膳廣豐 へ 監物〕 — 
大 膳廣滿 廣雄丨 越 前 守廣孝 (伊豫 
守、 侍從、 實大澤 定時 四 男〕」 と。 家紋 鶴 
丸、 浮 線 龍、 龜丸 •松 丸、 笹 丸。 


> 同上 中 御門 流 壬 生 基 起 0 三男 基 維の 
後に して、 雲上 明赞に 「從 三位 基 起 卿 末 
男 基 維— 益 通— 孝 通— 知 通— 光 通— 和 通 
丨 能 通— 聰通 J と 見 ゆ。 能 通— 博 通— 主 
通に して、 德川 時代、 羽 林 家、 新 家。 御 
蔵米 (三十 三人 扶持、 明治 二百 五十 四 石)。 
塔 之 段 (丸太 町堺町 東 人)。 寺 松林 院 。現 
今 子爵。 博 通は 有職、 本草 等に 通ず。 


六角 


號衣 
御 印 


6 中原 姓 中原 系圖に 「大 外記師 遠丨大 
外 記 師元丨 大外記 師尙丨 (六角) 師重 (大 
外 記， 家 娘〕 丨師兼 (同上) 丨師顯 (同上) 
—師古 i (同上〕 丨師右 (同上)— 師茂 (同 
上〕 丨師 s 】 と。 中原、 押 小路 等條參 照。 
諸家 系圖 暴には 「師重 (六角、 大外 記、 
局務 、圖書 頭、 大炊 頭、 主計 助、 筑後 守、 
承 久三七 廿卒) 


—師 兼- r 師爲 師名 
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丨 1 -_ 


- 佐々 木 氏族 江 州 佐々 木の 嫡 家は 信 網 
の 後* 二流と なり、 一を 六角と 云 ひ、 他 
を京搔 と稱 す。 共に 京都 居 舘の 地名を 採 
れるに て、 此の 氏は 尊卑 分脈に 「佐々 木 
信 網— 泰網 丨賴網 (左衞 門 尉、 備中 守、 
從五 下、 法名 祟 西、 延慶 三十 ニ廿四 死、 
六十 七才〕 — 時 信 (三 耶 、從 五上、 叙留、 
左 衞門尉 •今嫡 家。 法名 支 派、 一に 流。 
貞和 二八 廿六 死、 四十 一才〕— 氏賴 c 新 後 
拾 作者、 從 五位、 叙留 、使、 左衞門 尉、 
母は 長 井 宮內大 甫大江 時 千の 女。 康永ニ 
十二 廿九 使の 宣 、同 四 四十 一從五 下、 使 
元の 如し〕 丨義信 (三 耶 、貞治 四十 一八 死、 
十六 才、 一に 廿六) 、弟滿 高 (從五 下、 叙 
留 、備中 守、 使、 左衞門 尉〕」 と。 泰網 •京 

都 六角に 舘せ しにょ 9 此の 稱ぁ P。 

佐々 木系圖 には 「時！ 一 r 
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I 義弼 (右 衞 門#)、 弟 S 永 (中 務大辅 、武 
田 信 主を 憑み、 甲 州に 在 9)、 妹 (畠 山修 
理大 夫義網 妻)、 妹 (伊勢 國司 妻〕」 と。 

8 氏人 佐々 木條を 見ょ。 その他、 太平 
記卷ニ 十五に 「六角 判官、 舍 弟六耶 左衞 
門」、 三十 四に 六角 判官 入道 祟 永 等 見え、 
又明德 記に 佐々 木 六角 判官 滿 高、 永享以 
來御岙 帳に 「御 相伴 衆 •六角 大膳 大夫滿 
網、 文明 比の阈 持 外様 衆 •佐々 木 六角」 
等を 載せ、 又 文 安 年中 御 蒂帳に 「外 ^ 大 
名 衆 •佐々 木 六^ 一大 膳大 夫」 見 ゆ。 又 腿 
仁記卷 ニに 六角 四郞 高耝 、應仁 私記 等に 
も 六角 四郎高 賴の事 見 ゆ。 又 餘目菸 記に 
六角 殿 云々 と。 

又 江 濃 記に 「六角 京 極 合戰の 事。 中頃、 
應仁亂 の 時 •六角 方は 山 名 一味、 京 極 方 
は 細 川 一味に て、 兩 家圖ら ざるに 敵 味方 
とな リ 、互に 彼を 亡ぼし、 近 江ー國 を 合せ 
て 知行 せんとす。 去る應 仁 元年 五月、 京 
極の亂逆の時、佐々木六角焓洚丸、同切 
內宮內 太輔政 綱 •在京 S 間に、 京 極 方 政 
淸 •近 江へ 下向し、 一國を 治めむ とす。 
伊庭 雪隆 •六角 方に て、 觀音 寺の 城に 有 


ロク カク 


ロク カク 


口 クカク 


S 七 一 


□ クカク 

り丄かば、馳せ向ひて防戰ひ、終に討死 
してむげり。苘ニ年十月三日、山內政綱 
下向し、弓削と云ふ所に馳向ひ、責戰ひ 
ければ、 京方 三 井、 丹 州 信 高 討死し、 其 
の 翌年 文明 元年 五月、 六 肩 _壽 丸 蜂起し、 
觀音 寺の 城に 楣 籠る。 京都ょり 多 賀豐後 
守 •京 極 方に て責下 9、 京 極 政 信を 相伴 
ひ、 觀音 寺の 城を 責め けれども、 終に 落 
ちずして、六角方*運をひらき « 同三年 
十一月 十二 日、 兩 方合戰 有って、 政 信 生 
害 有りし とか や 0 

其の後、 明應永 正の 頃、 畠 山 細 川 合戰の 
頃には、京極殿は政元と一味し、六角殿 
，は 畠 山と 一味に て、 義尹 公方を 取 立て 申 
されけ り。 此の 時、 中國の 探題 大內左 京 
大夫義 興せめ のぼり、 公方を 御供 申し、 
京都に 備へ 奉り、 大內 •十三 年の 間、 管 
領に 任じけ り。 此の 時分、 出雲隱 歧兩國 
の 守護は、 京 極の 八 刀 國なれ ば、 守護 代 尼 
子 伊豫 守 •京 極 方の 命に ょり、 中 國を攻 
めしたが へむ とす。 されば 尼 子 勝れた る 
武勇の 大將に て、 十 ケ國程 かの 幕下に 屬 
しける。 かくて 中國か やうに 亂れ * 其の 
間 十三 ケ 年、 大內殿 •管領を 辭退 有りて、 
周 防國へ 下向し、 元の 如く 中國お さめむ 


ロ クカク 


n クカク 
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と 所々 の 合戰や む 隙な し」 と。 

又 勢 州 四 家 記に 六角 左 京 太夫 源義 堅を 载 
せ、 又淺井 三代 記に 「佐々 木 六角 義實卿 
は、 江 南觀音 _寺 山に 住 城す、 云々」 と。 
又紅濃記に「六角屋形義賢*是を聞いて 
大いにい かり、 當 家は 賴朝卿 の 御代ょり、 
此方 惣 領の號 ありて、 江 州に 冠 長たり」 
と沄ひ 、又 江 北 記に 「當方 御 家 わかりの 
事、 六角 殿、 大原 殿、 云々」 と。 

ノ 後裔 佐々 木 系譜に r 近 江 源氏、 佐々 
木 源 三秀義 ょり 十三 代、 江 州 守護、 觀音 
寺 山城に 住す。 高賴 c 六角 大膳大 夫〕— 近 
綱 (四郞 、早 性、 子孫な し)、 弟定賴 C 從 
四 位 上、 彈正少 弼 、管領 江 州、 幷に 伊實 
國 守護、 家兄 近 綱早进 、實子 御座な きに 
付、 家を 繼ぎ 申し 候〕 丨義賢 (左 京大 夫、 
法名 承禎 、江 州、 伊實 、並に 伊勢の 内、 
朝 明 郡、 三重 郡、 山城の 內牝白 河 等を 領 
す〕— 義治 (右 衞 門 # 、 永 祿四 年、 父 義賢 • 
江 州 日 野え 隱居 仕り、 義治 家督を 繼ぎ申 
L 候。 子細 御座 候て、 同 十 年、 義 治又隱 
居 仕り、 弟 義定に 家を 讓 り 申し 候〕、 弟義 
定 (始め 近 江 守-後 中 務大輔 に 改む 。母は 
能^ 丑 畠 山 左 馬 助の. 女。 永祿六 年、 兄義治 
の 譜代 家老 後藤 但馬 守と 申す 者を 成敗 仕 


る。 之に 依 0 國中 it fr 相傳の 家來 霞 
仕り. 候に 付、 本 顔 寺 門跡 ^ 如 •取扱 ひ 申 
され、. 同 十 年、 兄 義治も 又隱居 仕り、 義 
定家 を繼ぎ 申し 候" 時に 義定 •未だ 若輩 
に 御座 候 故、 父 義賢 後見 仕り、 共に 江 州 
觀音寺 山城に 在り 候。 永 祿天 正の 間. 平 
信 長の 挑戰に •江 州 沒落 仕り 候。 江 州ょ 
り 直に 參州 へ罷 越し、 檁現 樣え參 り 控え 
仕リ 候〕— 高 知 ( 大膳亮 、初め 民 部 大輔、 
母は 佐々 木馬 淵 兵 部 大輔女 •雒 母は 武田 
勝賴の 女、 實は義 信の 女、 知行 ニ 千 石〕丨 
義忠 (源 兵衞 、母は 佐々 木右衞 門督義 治 
女、 ニ 千 石〕— 求 馬 助 (源 兵衞 、實 子)」 と。 
又' 義忠の 弟‘ 「幸 海 ( 靜慮院 、母は 津田左 
馬 助 女}、 弟高慶 (民 部、 母は 生 駒 ft 岐守 
一正の 女、 病氣に 依り、 京都 蟄居 仕り 候) 
丨外記 C 伯父 源 兵 衞の 養子〕、 弟內 記-其 
弟 元 僚 (鎌 倉 鶴 岡 相承 院 、始め 惠 光院) J 
と 見 ゆ 0 

又一本に「ニ十毋義賢 i 
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10 重臣 六角 義賢に は 六 宿老と て 後藤 但 
馬守秀 勝、 進 藤 山城 守貞 治、 目賀 田攝津 
守 網淸 、蒲 生 兵衞大 夫賢秀 、三 雲 三耶左 
衞門尉 成 持、 平 井 加賀守 定武の 六臣 あり、 
各條參 照。 

11 武 藏橘樹 郡に. 六角 太耶 あり、 佐々 木 
條に詳 か 也。 又 富 澤家錄 に 「富 川澤 六角 政 
澄 •入道して、 六角 入道忠 景と號 す。 應 
仁 年中-鎌 倉に 勤 仕す、 年 七十 九 歳」 と。 

12 奥州. 新 編會津 風土記、 耶麻郡 金曲條 
r 「石塔。 六角 氏の 塔に や、 村に 六角と 
云 ふ 字 あり。 佐々 木 六角 三郞 左衞門 時 信 
が 子孫 住せり と。 今 も 六角 氏を 稱する 者 • 
村 中に 殘れ り」 と。 

13 雜载 その他 •東 鏗卷 四十 七に 六角 侍 
從家基 見 ゆ。 

六 川 ロクカ ハ 信 濃 等に 此の 氏存す 0 

六月 一日  ロクグ ワッツ イタ チ ゥリハ 

リ 條を昆 よ。 


六 字 ロ クジ淨 瑠璃 語に 六 字 南無 右衞門 
•あ PO 

六十 谷 n クジフ ダ 11  ムリ ダ 條を 見よ。 
六 車 ロ クシ ヤ讚岐 の 豪族に して、 安富 
氏の 重臣 也。 全 讚史に 「六 車 城は 富 田 中 村 
に 在り。 六 車宗湛 •之に 居る」 と 見 ゆ。 又 
雨 嫌 城を 守る、 ヤス トミ 條を 見よ。 

錄田  ロク ダ大隅 國嗷嗷 郡 弟子 丸 守 公 神 
元 和 再興 棟 札に 「當 地頭 錄田左 京亮政 德」 を 
载 せたり。 

六 條 ロク デウ 京都に 六條 、美 濃に 六 條 
鄕 、その他、 枰 前、 備 中等に 此の 地名 あり。 
條 里の 制より 起り しなれ ぼ 猶ほ 多から ん。 
丨 宇多 源氏 紹運錄 に 「敦實 親王の 御子 
重 信 •六條 左大臣」 と見少 0 

2 六條宮 後鳥羽 帝の 御裔に して、 紹運 
錄に 「御 鳥 羽 院丨雅 成 親王 ( 披六 條宮〕 」 
と 見 ゆ。 

3 村 上 源氏 久 我家 流 尊卑 分脈に 「具 平 
親王— 土 御門 右大臣 師 房— 贈 正 一位 顯房 

(號六 條右府 )— 久我太 政 大臣 雅實 丨權大 
納言顯 通— 明 雲 (大僧正〕 J、 また 顯 光の 弟 
「中院 入道 右 府雅定 — 久我內 大臣 雅 通— 
土 御門 内大臣 通 親— 後久 我 太 政 大臣 通 光 
丨( 六 條) 右少將 通有— 内大臣 有 房 (镣六 


條內府 し. 


I 有忠. 

霄 中 

S 六條 

丨光忠 

1-0 


有 光— 有 孝— 有定 丨有繼 = 有 雉 

« 中 左中將  « 大 中 左 少 W 

-忠顯 —顯經 —稚光 丨光淸 * 定 

袭思  左 &鬥住_中  權 大 
千 a 

又 名 和系圖 に 「具 平 親王 •六寐 中務 

宮と玻 す」 と 見 ゆ。 

氏人は 源平 盛衰 記に 六 條右大 E 海 顳 房、 
t た 「明 雲 僧正と 申す は 久我太 政 大臣 雅 
實の御 嫡子、 六條源 大納言 顯 通の 御子 也」 
と。 下りて 太平 記卷 ニに、 六條少 將忠顯 
を 載せ、 又 越 中の 國司に 六條正 顯と云 ふ 
あり。 又 伊豫 周智 郡西樂 寺は 「宽治 元年 
六條 右大臣 顯房苒 建」 と ® ふ。 

その 後裔は 知譜拙 記、® K 上明镜 等に 「榧 
大納言 有 定丨正 二位 有 繼—栩 中有廣 (狻 

久 、有 親)— 有 純丨榴 中 有 和— 有 網— 房 忠 
丨有 藤— 有 起— 有 榮丨有 庸—有 家— 有 言 
丨有容 — 有 義丨有 熙」 と 見え 德川 時代、 
霖 家、 菸 家。 二百 六十 五 石餘 (明治 三 
百 二十 三 石)。 寺 町 石 築 師 下る。 寺は 百 
萬遍塬 光院 。現今 子爵 y 


六條 


4 仁 和 寺 候 人 村 上 源氏と 云 ひ、 仁 和 寺 
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侯 人 系圖に r 定房 (雅兼 卿 四 男、 六條中 
納 言〕 丨雅行 ( 號六 傑〕 !_ と载 せたり。 

5 藤 原 南 家 尊卑 分脈に r 少納言 通憲— 
參議修 範丨大 宰大貳 範能丨 左 京大 夫 有能 
丨右 京大 夫資 能— 參議康 能 ( 號六條 宰相〕 
— 侍 從有範 丨左中 將康範 丨右少 將康忠 」 

と 見 ゆ。  _ 

6 藤 原 * 家 尊卑 分脈に 「基實 •六條 殿 
と號 す」 と 載せ、 源平 盛衰 記に 六 條攝政 
基實公 •見 ゅ。 

7 同 四 條家流 尊卑 分脈に 「左大臣 魚 名 
— 美 作 守 末 茂— 贈 太 政 大臣總 繼丨少 納言 
直 道— 出 羽 守 連 茂丨勘 解 由 長官 佐忠丨 山 
城 守 時 明— 右衞 門佐賴 任— 春 宮大進 隆經 
—顯季 (六 條 修理 大 夫、 號六條 、宿所 六條 
烏 丸〕— 左.^ 大 輔顯輔 c 號六條 、哥道 一流 

!!  . 1.1 1 

—淸艚 1 ハ條 淸季 丨季經 

宮大進 

_— |8 — 

刑 部 g 
大空 大 

- 家衡— 家 清-盛 家-氏 家-家 俊- 季浚 -顯後 
■家季 (劈 ハ條〕 —季範 —顯範 d 家 顯 -定範 
, I 重 顯-顯 保 


ロ クテウ 


と。 六條 家系 圖も 之に 同じ。 而 して 源平 
盛衰記等に六條修理大夫顯季等見ゆ。 

8 同上铊 山院流 尊卑 分脈に 「大炊 御門 
櫂 大納言 經實— 中 御門 左大臣 經宗 丨賴實 
(號六 條) J と载せ たり。 太 政 大臣 也。 

9 同上 小 野宮流 尊卑 分脈に ー實賴 曾孫 
土 御門 帥經 通— 參議顯 家 ( 號六條 大貳〕 
—筑前 守基實 —越 後 權守基 明— 圖書助 公 
基」 と 見 ゆ 0 

10 同上 高 藤 流 尊卑 分脈に 「葉 室光賴 (諕 
六條) 」 と 見 ゆ。 葉 室條參 照。 

11 同上 日 野 家 流 本願 寺 系圖に 「日 野 右 
大弁 有信丨 式部 大輔宗 光— 宗業 ( 號六條 
三位〕 丨業 茂丨業 行— 宗 雄」 と载 す。 

12 淸和 源氏 尊卑 分脈に 「義 家丨義 親— 
爲義 (六 條 判官と 號 す。 從五 下叙留 、左 
衞門大尉、保元々七十七へ斬らる、六十七 

、哉〕」 と载 せ、 平家物語に 「熊 野は 故六條 
判官 爲義が 末子 十郎義 盛」 など 多し。 

13 同上 多 田 氏族 中興 系圖に 「六條 •淸 
和 源 姓、 多 田太郎 蔵人 行 網 •之を 稱 す」 と 
载せ •源平 盛衰 記卷 十四に 「六 條藏人 仲 
家、 其の 子 蔵人の 太郎 J 等 見 ゆ。 

14 大和 小 田 切 氏 配下の 將 に 六 條兵部 あ 
9 0 


ロク トウ —— ロクハラ 2 七9 


15 雜载 その他、 平家物語に 「宮の 御 乳 
母子 六條亮 大夫宗 信」 を载せ 、又 東鑑卷 
，四十 一、 四十 五に 六 條侍從 公實等 ぁり。 

丄ハ 動 ロク ドウ 源平 盛衰 記に 六 動太郎 光 
景 •見 ゆ、 林六郞 が 郎等 也。 

•K 波羅 ロク ハラ 京都 六波羅 より 起る。 
丨桓武 平氏 尊卑 分脈に 「淸盛 •六 波羅 
太 政 大臣と 號す j と载 せたり。 その他 多 
くの ものに 見 ゆ。 平條を 見よ。 

2 六波羅 探題* 條條に 詳か 也。 その他、 
若狹 守護 職 次第に 「陸 奥 守 重 時 朝臣 •六 
波羅此 殿、 號極樂 寺 殿。 寬喜 三年よ 9 御 
拜領 、御 代官 原 小三郎 兵 衞尉廣 家」 と。 又 
楠 木合戰 注文に 「兩六 波羅殿 代、 一方 竹 
井、 一方 有貿 J など 見え、 太平 記卷 八に 
「六 波羅 の * 方 越後 守 仲 時」 等を 载せ 、近 
江 國番場 宿 蓮華 寺 過去帳に 「敬白、 陸 波 
羅南北 過去帳の 事。 元 弘三稔 癸 酉 五月 七 
日、 京都 合戰に 被れて より、 當君兩 院丨 
関東 御 下向の 間、 同 九日 ン近 江國 馬場 宿、 
米 山麓 一向 堂 前に 於いて 合戰 、討死 自害 
す。 交 名 •荒々 注文の 事。 越後 守 仲 時 (ニ 
十 S)」 と。 

又 備中國 賛陽郡 有 木 神社 •永 仁 五 年 六 波 
羅 家書の 上 包に 「六 波羅 式部 大輔 平時 輔、 
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駿河守 貞範」 等 見 ゆ。‘ 

3 淸和源 氏 小 笠 原 氏族 小 笠 原 家譜に、 
「小 笠 原 長經の 子淸經 (六 波 羅ニ郞 、母は 
本 三位 中將 重銜 Q 女)」 と载 せ、 中興 系圖 
に 「六 波羅 •淸 •和 源 姓、 本 國甲裴 、紋三 

階菱 、加賀 美 小次郎 長 淸男小 笠 原 遠 江 守 

長經 •之を 稱 す」 と。 今 も 信 濃に 此の 氏 
あり 0 

丄ハ物  口 クブツ 大和 葛 上 郡 名 柄 村の 人、 
森新吾の次男龍藏*六物を氏とし、空滿と 
號 す。 

鹿 鳴 ロク メイ 日向の 儒者に 鹿 嗚守房 あ 
り、 東郊 齋探 氰 と號 す。 

六郞  ロ クラウ 東鑑卷 三十 八に 六 郞兵衞 
尉 時 連 •見 ゆ、 北條氏 也。  ， 

九足バ鳥  ロクロ ミ 伊勢 國 三重 郡六呂 
見邑 より 起る。 藤 原 姓に して、 中興 系圖に 
「九 足 八 鳥 •藤 原 姓、 本國 伊勢三 重 郡」 と 


和 ワ .ャマ ト條を 見ょ。 

我 有 ヮ アリ 

和 井田 ワネ ダ武藏 等に 存す。 

和井戶 ワキ ド 信 濃 等に 存 す。 

和井內 ワキ ナイ 淸和驚 にして、 陸 中 
阈閛伊 郡 和 井内 村ょ リ起リ 、光積を 祖 とす。 
家紋 四 目 結。 參考 諸家 系圖に 見 ゆ。 又奧南 
舊指錄 に 「和 井内 云々、 鎭西八 郎爲 朝の 子、 
閉伊 十郎行 光の 末」 と。 又 和 井内 三 平 光吉 
等 あり.、 その他は 閉 伊、 篥田 等の 條參 照。 
喂府 ワイフ 肥 後 國菊池 郡隈府 より 起る。 
菊 池、 赤 星 等の 條參 照。 又 菊 池 持 朝 侍 帳に 


「隈 府次郎 右 衞門武 治」 を载 せたり。 

王 ワウ 皇胤を 王 氏と 云 ふ 事 あり。 氏と 
なれる は 多く、 歸化姓 也。 樂浪王 氏の 事は、 
フミ、 カフ チノ フミ 膝を 見ょ。 

1 王 姓 原始的 力 パネの 一也。 コ キシ條 
を 見ょ。  / 

2 高麗 族大责 元年 ^ に 「勑 す、 僧 東樓、 
云々、 並に 還俗せ しめ、 木 姓に 復 す。 東 
樓は姓 王、 名は 中 文 J と 見え、 姓氏 錄、 
左 京 諸蕃に 「王。 高 通 國人從 五位 下 王 仲 
文 C 法名 東樓) の 後 也」 と 載す。 

3 新 城 蓋 山 流 神 趣 元年紀 に 王吉勝 


見 ゆ 
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ワイフ 


ワウ 


畫 
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ワウ 


り、 新 城 連 姓を 賜 ふ。 又 王多寶 あリ 、蓋 
山 連 姓を 賜 ふ。 

4 百濟族 天平 寳字 五年紀 に 「百 濟人王 
國島等 五 人に 揚津連 姓を 賜 ひ、 王 寶受等 
四 人に、 楊津造 姓を 賜 ふ」 と。 楊 津條參 
照。 

5 唐 族延曆 六年紀 に 「唐人 王 維 倩、 朱 
政 等に、 榮山思 寸 姓を 賜 ふ」 と载せ 、ま 
た 同 十年紀 に 「唐人 王 希 逸に、 江 田 忌 寸 
姓を 賜 ふ」 と。 又 八 淸水連 姓を 賜 ひし も 

あり。 各條參 照。 

6 蝮 王 氏數流 あり。 ダ デ ヒノミ ブ條を 

見ょ。 

7 華 山 源氏 皇胤 也。 クヮザ ン 、及び ハ 
ク等條 に 詳か 也。 

8 三 條帝裔 三條 天皇の 御裔に して、 尊 
卑 分脈に 「三 條院— 小 一條 院丨敦 貞王丨 
敦輔王 丨通季 (王 氏 之 由 宣下〕— 式 季王丨 
兼 式 王— 兼資主 丨兼康 王— 兼 俊 王— 兼 重 
王 丨 兼 持 王 丨 兼輔王 — 兼淸 王」 と 載せ、 
兼康 王の 弟 「兼隆 王— 兼 時 王— 兼 親王— 
兼 邦 王 丨 知 兼 王 丨 兼英王 丨 兼 雄 王 — 兼 之 
王」 と。 三 條條に 詳か 也。 

9 雜载鈥 明朝、 百 濟歸化 醫師に 王有棱 
陀 あり (名 醫傳〕 ® ^ 神 護 景雲 元年 紀に 「私 


鑄 錢人王 淸麻呂 等 四十 人に 姓を 鑄錢 部と 
賜 ひ、 出 羽國に 流す」 と。 又 現今 武藏等 
に 存 す。 

王 井 ワウ 4 正訓 不明。 

王 川. ワウ 力 ハ 同上。 

黃木 ワウ キ 

王子 ワウ ジ 大和、 和 泉、 武藏 、播 磨、 
IE 伊 等に 此の 地名 ぁリ 。熊 野 王子 社ょり 起 
りしな れ ば、 猶ほ多 かるべ し。 

1 遠 藤氏 族 遠 藤 系圖に 「六 郎爲 長の 子 
爲明 (王子 次郞 左衞門 尉〕 丨長繼 ( 彌四郞 
左衞門 尉、 武者 所、 左 馬 允。 隱岐院 北面 
祗 候の 間、 去る 承久 三年 六月 十四日、 宇 
治 手に 於いて、 長繼 •合 戰の忠 を 致す と 
錐、 御方戰 被る  の 間、 妻の 綠に 付き、 大 
和 國長谷 河 里に て 自害し 畢ん ぬ。 弟に 土 
用法師丸ぁり〕—貞繼(龍ロ、養子〕」と見 
ゆ 0 

、2 雜载 その他、 武藏 等に 存 す。 

王 身代 ワウ シン ダイ 伯 耆國大 仙 山 附近 

の 村に ぁり。 右は 御醛醐 天皇が 隱岐 ょり 遺 
御になり、更に御歸京遊ばさる \ に際し、 
途中の 變を盧 かり、 某なる ものを、 天皇の 
裝束に て 輿に 乘 らしめ、 天皇は 兵士の 間に 
交り 給 ひて 御歸京 遊ばされ、 某 f ものに、 
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王 肩 代なる 氏、 並に 種々 の 引出物を 賜は り 
たりと 傳 へ、 今 それを 保存し 居れ 9 と 云 ふ 
( 天野祿 鄕氏 )。 

往生 院 ワウ ジャウ 4 ン 山城、 河内 (庄 )、 

越 前、 肥 後 等に 此の 地名 寺 名 あり。 

黃地 ワウ チ 武藏 等に 存 す。 

王 藤內 ワウ トウ ナイ 大藤內 に 同じ 〇 同 
絛 、及び 吉備 、吉備 津等條 を 見よ。 東鑑卷 
十三に 王 藤 内* 又 王 藤 内 又太郞 康遠 あり、 
備前國 吉備津 宮祠官 にして、 曾 我十郎 に 殺. 
さる .0 曾 我物 語、 日向 記、 新 編會津 風土記 
等に 見 ゆ、 猶ほ藤 內條參 照。 

往藤內 ワウ トウ ナイ 前條 氏に 同じ。 

王 野 ワウ / 美 作 國久米 郡 上 神 目 邑の名 
族、 里 正にして、 苗字 帶刀 御免たり き。 

王 野 田 ワウ ノダ 淸和 源氏 木曾義 仲の ニ 
男義重 •信 濃大鹽 村に 城を 樽へ、 王 野 田 殿 
と稱 すと。 仁科條 爻 見よ。 

王 部 ワウべ 壬 部の 誤なる べし。 

〇 蝮 王 部 タデヒ ミ ブ條を 見よ。 

和 海 ワウ ミ 東鑑卷 四十に 和 海三郎 家眞 
を载 せたり。 

和 我ワガ 次條參 照。  _ 
〇 和我君陸中國和我郡が豪族にして、 
天平 九 年 四月 紀に 「田 夷 遠 田 郡 領外從 七 


N 


位下 遠 田 君 雄 人を 海道に 差遣し、 歸服狄 
和 我 君 計安壘 を 山道に 差遣す J と 見 ゆる 
は、 此の 氏人 也。 

和賀 ワガ陸 中に 和實 郡、 伹馬に 和賀庄 

あり。 又下總 等に も 此の 地名 あリ。 

1 和 賀君前 條和我 君に 同じ。 次 項 和 賀 
も 關係あ らん か。 

2 淸和 源氏 多 田 氏族 陸 中國和 賀郡の 豪 
族に して、 和 賀城 に據る 。出自 に 關 して 
は、 一に 攝律 守賴 光の 弟 多 田 大和 守賴親 
の 裔と云 ひ、 又俗說 に 「賴朝 •奥州 下向の 
時、 刈 田 郡 小 田 島に て 一女 (小 田 島 五郞 
左衞門 尉平 義春の 女〕 を寵 し、 其の 女* 
男子を 生む。 其の後、 建 仁 ニ 年に 至り、 
宇都 宮賴綱 •其の 子を 伴 ひ、 將軍に 謁し、 
、賴 家ょり 名を 多 田 式部 大輔 賴忠 と與へ ら 
る。 これ 此の 氏の 祖 也」 (稗 貫 家 S と。 
又 一に 「賴朝 •伊東祐親の 許に 在りし 時、 
祐 重の 女に 通 ひて 生める 男子 千 鶴 ( 忠賴、 
式部大輔>和贸に逃れて，和贺御所と云 
ふ、 これ 此氏の M 也」 と。 共に 最も 信じ 
難し。 賴忠 より 十六 代、 民部少 輔義 明、 其 
の子薩 摩守義 治は 天 正 八 年 死し、 長男は 
早毋、次男孫次耶廣忠は稗貫氏の嗣とな 
り、 三男 又 次 耶義忠 、四 男 主馬 忠 親* 忠 


!7 力 


親の 子 義弘等 見 ゆ。 多 田、 稗 貫、 達 曾- 
宫 手、 本堂 等 S 條參 照。 

3 氏人 東鑑卷 四十 六に 和賀 五郎右衛門 
尉、 また 和 實三郎 兵 衞尉等 見え、 又 中尊 
寺正應 元年縑 倉 下知 状に、 和賀 右衞門 
五耶 行 盛、 建武 元年 十二月 津輕降 人 交 名 
に 「和 賀右衞 H 五耶 •之を 預 る」 と。 そ 
の 後、 奧南盛 風 記に 「永 享七年 五月、 和 
實 小次郎 、須々 孫伊實 、一家の 好を 拾て 
、確執に 及ぶ」 と 載せ、 又餘 目舊記 に 「和 

.賀 、蒜 貫、 云々」 と擧げ 、又 永慶 軍記に 
「奥州 和絜の 領主 多 田 Ml 守義忠 •山 北と 
戰ふ事 度々、 後山 北 遠 江 守と 和す」 と。 
又 奥 南 舊指錄 に 「和 賀の藓 主 多 田 又次耶 
義忠 •天 正 十八 年 十月、 ニ子の 城代 後藤 
半 七を 討 取る」 と 載せ、 又永慶 軍記に 「天 
正 十九 年の 秋、 和 賀薩摩 守義忠 •敗れて 
土民に 殺さる」 と。 

4 居城 初め 刈 田 郡 小 原 城に 住し、 後 和 
贸 郡更木 邑梅澤 館に 移る (刈 田、 小 田 島 
條參 照)。 建久 中の 事に て、 多 田 式部 大輔 
忠 明の 時と 云 ふ。 その後* ニ子 城 (ニ子 
邑ニ子 森： > を 築 く0 又 「忠 明は 式部 大夫忠 
賴の 子に て、 元 久ニ年 ニ子に 城く」 と。 

5 滅亡 天 正 十八 年 淺野彈 正 長吉 下向、 
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_ 摩 守義治 •敗北して 亡ぶ。 野史には 「ニ 
十四 世 主馬 忠親 •天 正 十八 年、 城 邑を失 
ひて 後、 伊達 政 宗を憑 み、 慶長五 年、 兵 
を 起して、 南部 氏と 戰ひ 、六 年 四月* 南 
，部 利 直に 攻められ、 岩 崎 城陷 る」 と。 南 
部、 木 堂、 只 野 等條參 照。 又 伊達 勤王 事 
歷に 「天 正 十八 年、 小 田原陴 の 時-和 賀 
氏は 主馬 助忠 親に て、 幼 主な りければ、 
家人览柳藏人を遠らむとせしに、南部信 
直 •奥州 者は 上方 衆に 笑は るべ し、 折節、 
上方 者 筒井 三郞 右衞門 •下向して ぁれば、 
名代と しま ゐら すべし、 など 歎きて、 表 
裏して ければ、 秀吉公 •和貨 郡を 沒收し 
て 信 直に 賜 ひぬ。 

忠親 •之を 怨み、 度 長 五 年に 至って、 南 
部 利 直が 上 杉最勝 と 一味の 內窖を 、六鄕 
伊實 守ょり 得し かば、 伊達 政 宗に呈 し、 
九月、 軍を 起して、 岩畸城 に 籠る。 明年 
二月、 忠親 •利 直に 破られ、 逃れて 宮城 
野の 國分 寺に 入れり。 住持は 稗 貫 氏の 族 
なりし が 故な リ。 旣 にして 利 直 •和 質 一 
揆の 事を 家康 公に訴 へ、 五月、 忠親 •礼 
問せられ むと す。 因りて 政 宗よ 9、 『とて 
もの 忠節には、 切腹 相賴 まれ 度、 御子 孫 
の 儀は 如 在 之れ ある 間 敷』 と 言 送られし 


ワカ  f 


I 


ワカ —— !7' 力 V 7 力 V —— ワカ V ケ 17 カイ タ —— ワカ イヌ ^ 七 八 


かば、 忠親 9 快く 諸して 哪腹 せり。 一子 
主馬 義弘 •初め 江 刺 郡 正 法 寺に 雛 僧たり 
しを、 政宗 •召し 祿 して、 子孫 仙臺 藩士と 
なりぬ (以上 仙臺舊 藩士 和 賀系圖 、記録、 
及び 南部 家® 舊正錄 等を 參 取す)」 と。 

6 奥州雜 载陸前 國営城 郡國分 寺に 「南 
部和賀 郡舊主 (多 田 式部 大輔忠 賴 十七 世 
孫) 和 實 主馬 源忠 親」 の 墓 ぁり (封內 風土 
記〕、 免 盛 岡 本 誓 寺 開基は 和竄是 信 房 (親 
齎法 弟〕 と傳 ふ。，  ， 

7 下總岡 田 郡 和 實邑ハ 若 村〕 ょり 起る。 
和實 十郞に 至 り、 永 正 十三 年、 多竄谷 氏の 
配下 赤松 民 部に 殺されて •其の 家 亡ぶ。 

若 ワカ 前 ニ 條參 照。 

丨 奥州 陸 前 國栗原 郡 和 我 神社の 地ょり 
起る かと 云 ふ。 東 鍵 卷 九、 文治 五年絛 に 
若次郞 を 載せたり、 此の 地方の 豪族た SV 
しが 如し o 

2 土 佐 もと 一條 國司に 屬し ，、後！ f 曾 我 

部氏に降シ。 

若 井 ワカ 4 參河智 鯉 鮒 宮楝 札に 「奉 建 
立總社 五十八 社大明 神宮、 永 和 戊 午 十二月 
十三 日、 神主 若 井 六 良右衞 門」 と 見 ゆ。 そ 
の 他、 縑倉大 草紙に 「若 井 云々 J 見え、 又 
武藏に 4 存 す。 


少井 ワカ 4 大和 志 料に 「高 市 郡 八 木に 
少井門 子 あ 9。 其の 夫 某は 近 江國滋 實郡大 
津の人なり。夫死する，に及び、爲めに怫像 
を 造り 冥福を 祈らん として、 其の 材 (所謂 
.る 霹靂 木〕 を、 彼の 國高島 郡 三 尾 山ょり 獲、 
之を 八木衢 に晚 致せし 秘造 ，るに 及ばず して 
死したり。 玆に沙 門德道 •'長 谷 里の 刀彌等 
と 謀り、 十一 面觀 音を 造らん とせし も、 費 
用の 供すべきな く、 徒に 山 頭に 委し、 空し 
く數 年を 閱 しぬ。 會 々藤 原 房 前 •大和の 班 
田 使に 補せられ、 國內を 巡視す。 德道 •因り 
て 其の 狀を 具し、 房 前 •親しく 造佛の 木材 
を檢 し、 爲に 朝廷に 奏し、 正税稻 三千 束を 
申請し、 地を 今の 地に 卜し、 造 立に 從事せ 
しめ、 神 龜四年 三月 三十日を： 以 つて 功を 竣 

、 S. 

へ、 供養の 式を 行は る。 これょり 彼の 道 明 
が 創立せ る 堂塔を ば 本 長 谷 寺と 稱し 、之を 
分つ。 是れ ill ち 長 谷 寺 建立の 由緖 也」 と。 

若 池 ワカ イケ 攝津の 名 族に して、 山 本 
村の 名 族に 此の 氏 あり。 傳へ云 ふ、 多田滿 
仲の家人に坂上右衞門尉賴次、若池兵衞尉 
貞滿 あり。 その 末葉 二十 四 家を、 右衞門 方、 
兵衞 方と 云 ふ。 右衞門 方は 各 獅子に 牡丹を 
定紋と し、 兵衞 方は 各 丸の 内に ニ 柏の 紋を 
定めて， 兩 家を 分ち、 村民 •是 を宮衆 と稱 


すと そ。 

若 井田 ワヵ キダ 

若 泉 ワカ イプ ミ 

丨有道 姓 兒玉黨 武藏國 兒玉郡 (實美 郡〕 
若泉庄 (村 五十 七〕 ょり 起る。 七 黨系圖 に 
「庄弘 高の 子弘定 、其の 子弘能 (若 泉大郞 
左衞 門)— 正弘 (太 郎〕 丨盛氏 (又 太 郎ニ 
郞) 」 と 載せ、 史料 本に. は 「庄權 守弘 高丨 
弘定 (左 ニ〕— 弘能 (太〕— 正 弘 (太〕、 弟 時 
弘 (ニ〕、 弟氏義 (三)、 弟經季 (木 西 左 近 
四)、 弟朝弘 (五〕」 と 見 ゆ。  ' 

2 常 陸 茨城 郡 (新 治 郡) の 豪族に して、 
永 正の ^ 、 若 泉五郞 左衞門 あり、 土 浦 城 
に據 る。 十三 年、 管 谷 左衞門 尉勝貞 •小 田 
政治の爲に攻めて之を殺す(菅谷系圖)。 

若 犬 甘 ワカ イヌ カヒ 次條 氏に 同じ。 

若 犬 養 ‘ワ カイ ヌカヒ 若 犬 養 部、 及び 犬 

養 部條參 照。 

1 若 犬 甘 連 尾 張 氏の 族に して、 若 犬 甘 
部の 伴 造 家 也.。 天孫 本祀に 「火 明 命 六 世 
■孫 建 多 乎 利 命は 笛 連、 若 犬 甘 連 等の 祖 J と 
载せ たる 後に して、 後に 宿 禰 姓を 賜 ふ。 

2 葛 木 稚犬連 前項 氏に 同じ。 皇極紀 に 
「葛 木 稚犬養 連 網 田」 なる 者 出づ。 

3 若 犬 養宿禰 前項 氏の 後に して、 天武 


紀 十三 年條に 「若 犬 養 連、 云々 等に、 姓 
を 賜 ひて 宿禰と 日 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄は 
和 泉 神 別に 收め 「若 犬 養宿禰 。火 明 命 十 
五设の孫古利命の後也」と载せたり。 

4 河内の 若 犬 養宿禰 前項 氏と 同族に し 

て、 姓氏 錄 、河内 神 別に 「若 犬莠宿 禰。 
同 神 (火 明 命〕 十六 世 孫 尻 調 根 命の 後 也」 
と 見 ゆ。 若 江 郡の 古 族 かと 云 ふ。 

5 備 前前 諸 項、 及び 若 犬 養 部の 裔なる 
べし。 拾芥抄 に 「延曆 十二 年 云々。 諸國 
をして、 新宮の 諸 門を 造らし む。 備前國 
は 陽 明 門を 造る、 若 犬 養 氏 也」 と 見 ゆ。 
6 若 狹越中 拾 芥抄に 「 延曆 十二 年 六月 
庚 午、 諸國 をして、 新 宮の諸 門を 作らし 
む、 云々。 若狹 、越 中の ニ國は 皇嘉 門を 
造る、 若 犬 甘 丘 也」 と 見 ゆ。 

若 犬 養 部 ワカ イヌ カヒべ 職業 部に し 
て、 犬 養 部の 一種 也。 イヌ 力 ヒ條を 見よ。 
和 泉國 日 根 郡 犬 飼 村は、 此の 部の ありし 地 
かと 云 ふ。 その他 前條を 見よ。 

若 命 ワカ イノ チ 正訓 不明、 武藏 等に 此 
の 氏存 す。 

十八 女 ワカ イロ 下野 阈芳實 郡 十八 女よ 
リ 趄 る。 次條 氏に 同じ。 

若 色 ワカ イロ 下野 等に 此の 地名 存 す。 

ワカ イヌ —— ワカ イ 12 


1 淸原 氏族 下野 阈芳賀 郡 若色邑 ょり 起 
る。 芳實氏 の 族に して、 芳賀 系圖に 「左 
兵 衞尉成 高 (茂 高) の 男、 高 益の 弟、 左衞. 
門 尉 高 盛は 若色鄕 を 頜 す、 若 色、 淸水等 
の 祖 J と 見 ゆ。 

2 常 陸 新編國 志に 「十八 女、 又 若 色。 
戶村本 佐竹譜 に、 多實庄 の內の 奉公 衆に 
十八 女 あり。 寬永舊 記に 多 實郡石 岡 村に 
若色帶 刀と 云 ふ 浪人 あり、 戰功 ありし も 
のな りと 云 ふ。 十八 女と 若 色と 其の 訓同 
じ、 これ 同族な り」 と。 

3 雜载 その他、 親繫門 侶 交 名に 若 色の 
慶西 •見 ゆ。 

吾鄕ヮ ガゥ 

和 ^ ロヮ ガゥ  、 
若 海 ワカ ウ ミ 常 陸に 此の 地名 あり。 

若 江 ワカエ 河 內國に 若 江 郡 あり、 和名 
抄に和 加 江と訓 ず、 養老 四 年 六月 紀に見 ゆ 
るを 初見と す。 而 して 地名 辭書に 「本来、 
若 江 逾川一 境を 成し、 凡 川 內國に 屬 し、 又 
三野縣 あり。 國郡制 置の 時、 若 江 適 川 ニ 郡 
に 分れたり と雖 、延喜 式、 涟川 神社 御 野 神 
社を 若 江 郡に 列せ しめ、 和名 抄 、巨 麻 郡を 
若 江 郡に 隸せ しむる 等涩亂 あり」 と。 郡內 
に 若江莊 ありて、 當宮緣 事抄に r 左辨官 下、 


ワカ イロ I ワカエ 


石淸永 八幡宮 寺頜 、(保 元三 年)、 河 內阈若 

、江 莊」 と。 

1 若 江 造 倭漢 氏の 族に して、 河內阈 若 
江 郡 名を 貧 ふ。 姓氏 錄 、右京 諸 蕃 に 收め 
「若 江 造。 後漢靈 帝、 の 苗裔 奈率張 安 力ょ リ 
出づる 也」 と 見えた リ 0 
2 若 江宿禰 前項 氏の 後なる べし。 除 目 
大成 抄 、姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 

3 無 尸 若 江 造の 族、 及び 裔也 。今昔 物 
記卷 二十 五の 第二、 朝野羣 載卷 十一、 外 
記 日記 等に 見 ゆ。 

4 讚 岐寬弘 元年の 大內郡 戶籍に 若滿 
刀自、 外 一人を 擧 CO 

5 祀伊那 質 郡 中津川 阿 彌陀堂 永 德 元年 
三月の棟木に「若江光正、若江秉廣」等 

見 ゆ。 

6藤原姓應仁私記に「若江莊司(藤原 
眞長) J と载 せたり。 

7 雜载 名發傳 に 若 江 家繼 あり、 內藥 正、 
侍醫 たり。 又武藏 等に 存 す。 

若 江 寺 ワカエ デラ 

〇 若 江 寺 宿 禰除目 大成 抄に見 ゆ。 . 

若 尾 ワカ ヲ 

丨詉訪神家族甲斐阑巨麻部若尾ょリ起 
る。 詉訪 社大稅 爲仲 孫秀遠 C 若 尾 三 耶〕 の 


ワカエ —— ワカ 才 S 七 九 


ワカ オ —— ワカ 才ミ  ， ワカ オミ  ワカ キ —— ワカ クリ  実 Q 

若 癸 ワカ キ 


後と 云 ひ、 詉訪 系圖に ■は 「行 長の 弟 家 遠 
若 尾祖) J と 載せ、 前 田家 本には 「大視 神 
太爲 仲— 神 五 郞爲 盛— 神 大夫盛 行— 檢校 
家 遠 (若 尾、 以下 祖)」 .と。 後®、 若 尾 藤 
三—、 惣三駱 、新 五郎 等、 又 巨 摩、 山- 
等に 存し 、殊に 明治に 若 尾 逸平 あり、 巨 
萬の 富を 作る、 又 一世の雄と 稱す べし。 

2 淸原姓 前項 氏は 一に 淸原 氏に して、 
通 雄 六 世 孫典跽 新 全 •天 喜 五 年 九月、 當 
國に來 9 逸見に 住す。 其の 男 小島 新 雄ょ 
り十七设小島多門正雄に至リ、武田信虎、 
晴信 に 仕へ、 正 雄の 男 縫 殿 清 信 •若 尾 村 
を 賜は りて 若 尾を 氏と す。 其の 男 半兵衞 
信定 也と。 紋立 澤瀉。 

3 雜载 一本 武田系 圖に若 尾 兵 部、 北 越 
記錄に 若 尾 治 部 少輔昌 堅、 一族 紀伊 藩士 
に 存 し、 又武藏 、伊勢、 志縻 等に 存す。 

若 小 見 ワカ ヲミ 姓名 錄搀に 見‘ ゆ。 次條 
，氏に 同じ。 

若麻績 ワカ ヲ ミ麻績 部、 及び 若 麻績部 

條を 見ょ。 

1 若 麻績直 若麻績 部の 伴 造 家に して、 
除 目 大成 抄等に 見 ゆ。 • 

2 信 濃 若麻績 部の 伴 造 家 か。 善 光寺 緣 
起に 「皇極 帝の 朝、 ft 濃國 伊奈 郡 人麻績 


里 若 麻績東 人」 i m せ、 和名 抄 、伊那 郡に 
麻績鄕を收む。頸ち.其の地に在りし豪族 
にして、 善 光寺を 創 違せ し 人と 傳へら る。 
大 日本史に 「推 古 帝の 時、 若 麻績東 人の 
•建つ る 所 也 (伊呂波 字 類紗〕 。神皇 正統 記、 
瑾囊鈔 、源平 盛衰 記 等の 諸 書を 按ずる に、 
本 田 善 光の 建つ る 所と なすは 恐らく 謬な 
リ。故に採らず」‘と 0- 本田條參照。 

3 雜载 その他 •武藏 等に 存 す。 

若 麻績部 ワカ ヲミべ .、麻 績部の 一種 也。 

ヲミ ペ條參 照。 

1 遠 江寳龜 ニ 年 三月 紀に 「遠 江 國磐田 
郡 主 帳 無位 若湯 坐 部 龍麻呂 、私物を 以つ 
て、 窮民 廿人以 上を 養 ひて、 爵ニ 級を 賜 
ふ J など 見 ゆ。 

2 上 總萬葉 集卷廿 に 「帳 丁若竊 績部諸 
人、 長柄 郡 上 丁若擁 績部首 (上 總 防人)」 
などを 载せ たり。 

3 下野 延曆 元年 五月 組に 「下野 國 安蘇 
郡 主 帳 外 正 六 位下 若 麻 績部牛 養 云々、 軍 
粮を献 じて、 外從 五位 下を 授けら る」 な 
ど 見 ゆ。 當郡に 麻綾鄕 ぁり。 又芳貿 郡に 
若績鄕 •存 し、 和名抄 に 見 ゆ。 

若績 ワカ ヲミ 前條の 省略 也。 又 若色條 

參照。 


〇 若 癸宿禰 除 目 大成 抄等に 見 ゆ。 恐ら 
く奈 癸の 誤なる べし。 

若木 ワカ キ羽 前. 等に 此の 地名 存 す。 

1 祀伊續 風土記、 伊都 郡 上 夙 村 待乳峯 
城址 條に 「畠 山 記に 『天 正 九 年 辛 已年八 
月、 織 田 信 孝 •高 野攻 のとき、 志 貴 若木 源 
右衞門 •高 野 珠德院 に 從ひ て、 待 乳 山に 出 
張し、 出城の 大將 となり、 戰功 を顯 すと 
いへ ども、 終に 敗走し、 高 野に 引退く』 
と あり」 と o 

2 讚岐 若木 信 濃 守信忠 と 云 ふ 人 ぁり 1。 

若 銀 ワカ ギン 正訓 不明。 美作國 勝 南 郡 
魔取庄神主に若銀大夫と云ふ人見ゆ。 

若 日 下部 ワカ クサ 力べ 御名 代 部の 一 
にして* 仁德 段に 「若 日 下部 王の 御名 代と 
爲 して、 若 日 下部を 定 む」 と 載せたり。 詳 
細は クサ 力べ 條を 見ょ。 

若 桑 ワヵ クハ 

若 倉 ワカ クラ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

若 栗 ワカ グリ ワクリ 和名 抄 、尾 張國 
葉 栗 郡に 若 栗鄕を 收 め、 神 名 式に 羽 栗 郡 若 
栗 神社 ぁ 9、 今 大家 鄕島村 和 栗の 地に 錤座 
すとぞ 。又 常 陸 等に も 此の 地名 存す 0 
〇 丹 治 姓 丹 黨族武 藏七擻 系圖に 見 ゆ。 


一に 葉 栗と もあリ 。、メグ リ條參 照。 

若 子 ワカ n ワクゴ 加賀に 若 子 村 (庄〕 

あり 0 

若 兒玉 ワカ コダマ 武藏阈 埼玉郡 若兒玉 
邑ょ”起る。秀鄕流藤原姓にして、尊卑分 
脈に 「足 利 大夫成 行— 園 田七郞 成 實丨重 
, 澄 (若兒 玉 五郎)」 と载サ 、東 鏗卷 三十 ニ、 
四十に 若兒玉 小次耶 を擧 0。 新 編 風土記に 
「若 小 玉 村は 古へ 若兒玉 小次耶 と 云 ふ もの 
住せし 地に して、 其の 頃は 地名 も 若 見 玉と 
書きし を、 後 若 子 玉と 書き、 再び 今の 字に 
改めたり と 云 ふ。 按ずる に 東鑑、 嘉 禎四年 
二月 二十 三日. 將軍 供奉 到着 交 名の 內に、 
若兒玉 小次耶 と 記す。 是れ 土人の 所謂 小 次 
耶な るべ し。 建 長 ニ 年 三月 閑院 殿造螫 の 内、 
又若兒 玉次耶 と あり '-%' 是も 其の 一族なる ベ 
し。 今村內 小名 鞘戶 耕地は 小次耶 が 宅蹟に 
て、 中古まで 屋舖鎭 守の 祠殘 り、 奥の 営 耕 
地と 稱 せし ょし 傳へ たり。 され ど 今 皆 陸 田 
となりて 祠も失 ひたり」 と。 

若 佐 ワカ サ 和名 抄 、安藝 國佐伯 狐に 若 
佐鄕 を收む •その他、 因幡 等に も 此の 地名 
存 すれ ど、 此の 氏は 多くは 若 楔 姓の 裔にし 
て、 現今、 石 見、 出 雲、 吉備 •襯津 、信 濃 
等に 存 す。 


ワカ n —— ワカ サ 


若 櫻ワ カサ  ワカ サクラ 條を旯 よ。 

若狹 ワカ サ若狹 國は 和名 抄に和 加 佐と 

註す。 

1 若狹國 造 阿倍 氏の 族 也。 若 狭の 名稱は 
臀 稚樓 (若 樓〕 部より 來る とも 思は るれ ど、 
此の 國 名は 早く 旣に 鎏仁紀 に 見え、 又 開 
.化 帝 皇孫 室毘古 王は、 若 狭 耳 別の 祖なる 
事、 古事記、 開化 段に 載せた るを 以つ て、 
稚樓 部とは 關係な かるべき か。 され ど 此 
の國造 家が 稚櫻部 臣を稱 せし 事 も 明白な 
れぱ、或は此等總べては後设よりの追記 
なる か。 又は 遇然 名稱喑 合した る 者 か。 
或は 若 櫻 部の 本源 地、 大和 若 櫻の 地名は 
本來 此の 國 名より 起れ るか。 猶ほ考 ふべ 
し 0 

此の 國造は 阿倍 氏の 一族なる 膳臣 氏に し 
て、 高 橋 氏 文に 「和 加佐國 は、 六 雁 命に 
永く 子孫 等が、 遠つ 世の 國 家と 爲せ よと 
定めて、授对賜ひてき。此の事は世々に 
し 過 まり、 違へ じ」 と ある 如く、 膳臣の 

祖磐鹿 六 雁 命が 賜へ る國 也。 其の 國 造と 
.なりたる は 允恭 朝の 事に して、 國 造本 紀 
に 「若 狹國 造。 遠 飛 烏 朝 (允恭〕 の 御世 
代、膳毘祖佐白来命が兒荒礪命を國造と 
定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 國內に 若狹彥 神社 あ” 


ワカ サ 


て、 若诀彥 神、 若 狭 比咩 神を 祀 -0。 遠 敷 
郡 遠 敷 村に 上下 二宮 ありて、 上 社は 龍 前 
に、 下 社は 遠 敷に 鏔 座し 給 ふ。 蓋し 國造 
治 所 も 此の 附近に 在りて、 當社は 其の 宗 
祀と考 へらる 0 猶ほ逮 敷- ヤマト 等の 條 

參 照。  ， ， 

2 若狹宿 禰若拱 國造の 後なる べし。 拾 
芥抄 、姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 

3 若 狭 朝臣 拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

4 桓武 平氏 三 浦 氏族 若 抉 守た y し 職名 
を、 子孫 •稱號 とせし にて、 三 浦 系圖に 
「佐 原 十 郎左衞 門尉義 連 丨太郞 兵衞 尉景 
連、 弟惡逮 江 守 盛 連— 五郎左衛門 尉 盛時-一 

丨盛氏—氏連|氏阴ー .-*. *若狹五 » 

野比七郞，七耶五邯 

丨宗 義—景 明 T 賢明 若 K 守 

S . S 守 I ( 

ぽ说左 皤， 時 明 若狹五 S 判官 
T1 ® 舟 綾小路 少納 i 宣女 、中 先代 典 力 
丨景 繼六耶 方 《鬥 尉 

丨盛明 S ハ 

と载せ 、東 鏗卷 三十 六に 若狹： 九 郎左衞 門 
尉、 太平 記卷 六に 三 浦 若狹五 郡、 十に 三 
浦 若狹五 郎氏明 等 見 ゆ。 猶ほ 同族 泰村も 
若 抉 守た リ しより、 子孫 若狹 を稱號 とす。 
即ち 東鏗卷 三十 一、 三十 三、 三十 四、 三 
十五、 一一ず 十六、 三十 七、 三十へ に 若 侠 守 


ワカ ザ 宝 八 一 
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泰村、三十六、三十八に若狹次郞景村、 
三十 八に 若 狹守次 男 駒 石 丸％ 見 ゆ。 

5 惟宗姓 島津氏 族 島 津宗 兵衞尉 忠久の 
弟を 若 狹兵衞 尉 忠季と 云 ひ、 承久 三年 宇 
治 川の 合戰に 討死す。 詳細は 津 々見、 島 
津 、越 前 •三方 等の 條を 見よ。 

承 久記卷 一に 「わかさ 兵衞た V すけ」、 卷 
四に 「わかさの 兵衞 (一に 部〕 入道」 と あ 
るは 此の 人に て、 又東鑑 、卷 三十 四、 仁 
治ニ年に「若狹四郎忠淸の所頜、若狹國 
依 生莊」 と ある 依は、 瓜の 謬なる べしと 
云 ふ。  ' 

6 淸和源 氏 賴親流 朝日 賴 時の 後胤 •曲 
灕賴定 の 子を 若狹吉 高と す。 

7 龍 造 寺 氏族 式部 允 定是の 男 家 治 •若 
狹 守たり しにより、 その 男康秀 •若狹 六 
郎と稱 す。  ノ • 

8 淸和 源氏 武田 氏族 若 狹武田 氏を 云 
ふ。 詳細は タケ ダ 條を 見よ。 

9 雜载 その他、 方鑑卷 三に 若 狹守經 俊 
を 載せ •又 武藏 等に 存 す。 又 若狹少 將と 
は 木 下 勝 俊の 事 也。 キノシ タ條を 見よ。 
若 舍 ワカ サ常 陸の 名 族に して、 元德三 
年の 文書 あ yiQ 若舍 人の、 誤 か。 > 

若 崎 ワカ サキ 周防の名族にして、营原 


道眞が 四男淳 茂ょり 出づ 。その 十七掛 孫 重 
勝の ニ 男 重 次* 若畸 右兵衞 尉と 稱す 、そ © 
孫 重 好 •外戚 橘 姓を 冒し、 其の後、 四 代 孫 
好 次 •本姓に 復 すと 云 ふ。 家紋 •梅 鉢、 笹 
龍膽〕 

若狹遠 敷 ワカ サメ ヲニフ 

〇 若 狹遠敷 朝臣 ヲ -I フ條を 見ょ。 

若 狹耳 ワカ サノミ 々/ 

〇 若 狹耳別 丹 波 氏の 族 也、 ミミ 條を見 

稚櫻部 ワカ サクラべ ワカ サベ 次條氏 

に 同じ 0 

若 櫻 部 ワカ サクラべ. ワカ サベ 履 仲 天 

皇の 御名 代 部に して、 天皇の 都なる 磐余稚 
櫻宮 S 稚 櫻て ふ 名を 貢 ひ 奉りし 也。 稚櫻は 
.十 市 郡に ぁりて、 此の 名義に つきて は、 履 
仲耙三 年條に 「天皇 •兩枝 船を 磐 余の 市 磯 
池に 泛べ て、 皇犯と 各々 分れ 乘 りて 遊 宴し 
給 ふ。 膳 臣余磯 •酒を 献る 、時に 櫻 花 •御 
盞に 落つ。 天皇 •之を 異しみ 給 ひ、 則ち 物 
部長 眞膽 連を 召し、 詔して 宣は く、 是の花 
や 時 じくに 來れ り、 其れ 何處 の花ぞ 矣 。汝 • 
自ら 求むべし と。 是に 於いて、 長眞膽 連 • 
獨り 花を 尋ねて、 掖上の 室 山に 獲て 之を 献 
ノる 。天皇 •其の 希有を 歡び たま ひ* 卽ち宮 の 


名と 爲 した まふ C 故れ 磐 余稚樱 営と 謂 ふは、 
其れ此の綠也。是の日に長眞膽連の本姓を 
改めて、艚櫻部造と日ふ。又膳眨余磯を號 
けて 稚櫻部 臣と日 ふ」 と あるに て 知るべし。 
稚櫻部 造、 及び 稚櫻 部臣は •此の 事に より 
て、 各々 此の 部の 伴 造と なり、 其の 氏名に 
部 名を 貢 ふに 至りし 也。 猶ほ若 楔 部 造を 見 
よ。 此の 部は 以上の 如き 傳說 あれ ど、 若 楔 
部は 多く ワカ サベと 訓 ずるよ リ 見れば* 或 
は附會 ，の 傳說 か。 

1 大和 城 上 郡に 若 櫻 神社 あり。 

2 和 泉 第 十一 項參 照。 

3 美 濃 大寶ニ 年の 栗 栖太里 戶籍に 若 櫻 
部久 志波賣 、其の 他、 半 布 里 戶籍に 妻 一 
名に 此の 氏人 見 ゆ。 

4 若狹若 狹條參 照。 

5 越 中 承 和 六 年 十二月 紀に r 新 川 郡 若 
佐 野 村」 あり。 

6 因幡 八 上 郡に 若 狹鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 

7 出 雲 天平 十一 年の 賑給歷 名 帳に 「若 
櫻 部 ^ 支 S 賣」 なる 者旯ゆ 。 

8 播 磨赤穗 郡に 若 狹野村 あり。 
9安藝天長十年十月祀に「佐伯郡人若 
® 部繼 常」 と 云 ふ 人 見え、 和名 抄 、同 郡 


に若狹鄕を收む。若櫻の 7 カサなるを知 
るべ し o ' 、 • . 

10 若 櫻 部 造 物 部 氏の 族に して、 苦 櫻 部 
の 伴 造 也。 若 楔 部條に 引きた る 履仲紀 の 
文に ょり 知るべし。 猶ほ 姓氏 錄 、右京 神 
別に 「若 栩部 造。 同 神 (神 饒速日 命) 三世 
孫出雲色男命の後也*四佾孫物部長眞膽 
連、 初め 去 來穗別 天皇  <:諡履仲>兩枝船 
を 磐 佘の市 磯 池に 泛べ て、 皇妃と 分れ 駕 
らして 遊 宴し 給 ふ。 是の 時、 膳 臣余磯 • 
酒を 献り ける に、 櫻の 花 •飛び 來て 御盞に 
•浮べり 。天皇 •異 しと おも ほして、 物 部長 
眞膽 連を 遣は して、 尋ね 求めし め ^ ひし 
に •乃 4 掖 上の 室 山に 採り 得て 献リ き。 
天皇 •之を 歡ばせ 給 ひ、 佘磯に 姓を 稚樱 
部 臣と賜 ひ、 長眞膽 連に 姓を 稚櫻部 造と 
賜 ふ」 と 見 ゆ。  I 

n 和 泉の 若 櫻 部 造 前項と 同族な れ ど、 
姓氏錄、和粜神別 |-^ は「若櫻部造。饒速 
日 命 七 世の 孫 止 知尼大 連の 後 也。 履 仲 天 
皇の 御世、 櫻 花を 採りて 之を 献 ず。 仍 りて 
物 部 連を 改めて、 若 楔 部 造を 賜 ふ」 と载 
せたり C 

12 稚 樱部臣 安倍 氏の 族、 膳臣 より 出づ。 
履仲祀 に 「又 膳 臣佘 磯を 號けて 、，稚 櫻 部 


ワカ サク 


臣と日 ふ」 と载せ 、又 古事記に 「 此 s 御世 
(履 仲 朝)、 若 楔部臣 等に 若檯 部け 名を 賜 
ふ」 と。 總說參 照。 天武 朝に 至り、 钒臣 
性を賜ふ。又壬申祀に稚樫部臣五存瀚ぁ 
り、 持統祀 十 年 卒し、 直大壹 を 贈らる。 
13 出 雲の 稚樱 部臣 天平 十一 年の 眼 給歷 
名 帳に 「若 楔 部 臣大 土、 外 三人」 を 載せ 
たり。' 

14 稚櫻部 臣族 前項の 一族に して、 眼 給 
歷名 帳に 「若 櫻 部臣馬 依、 外 十二 人」 を 
載せたり。 

15 若 櫻 部 朝臣 第 十二 項 若 櫻部臣 の 後に 
.して、 天武紀 十三 年條に 「若 樱部臣 、♦云 
々等に、 姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ」 と 見 ゆ。 

姓氏 錄は 右京 皇別に 收め 「若 櫻 部 朝臣。 
阿倍 朝臣と 同氏。 大彥 命の 孫 伊波 我 加 利 
命の 後 也。 日本 紀 合す」 と 載せたり。 

16 近 江 三 上條を 見ょ。  : 
17 因幡 •第 六 項參 照。 後世 山 名 氏 配下 也。 
矢 部條を 見ょ。 

18 雜载 その他、 撰 解 文集 等に 見 ゆ。 又 
萬 葉 歌人に 若 楔 部 君 足 ぁリ。 

若狹部 ワカ サベ 前條 氏に 同じ。 又 石 見 

等に 存 すと ぞ。 

若 《下部 ワカ サベ ワカ サンべ ュ〒は豸な 


ワカ サク I ワカ サへ 


れど 、こは サの假 字と して 使用せ しにて 若 
樱部に 同じ. かるべし。  ゾ 
〇 若苄部 首 三河國の_に1て-、若， 
部の 伴 造 家たり-しならん。 類聚 符宣抄 •第 
七に「八名郡主幀外從八位上若节部冇統忠」 
なる 者旯ゆ 。 

若 {六 人 ワカ シシ ヒト 職業 部の 一にて、 
宍人の一種也。卍倉院天平打字ニ年文杏に、 
此の 氏人 見 ゆ。 

若柴 ワカ シバ 新 編 常 陸阈 志に 「 -K- 柴。 
河内 郡 若柴 村の 領主な”。 天 正中、 若柴民 
部と 云 ふ 事、 詳に 古城 門に 出で たり」 と。 

若 芝 ワカ シバ 前條參 照： 

若 島 ワカ シマ 

若 代 ワカ シロ 

若 杉 ワカ スギ 筑前に 若 椹 神社 あり、 閱 
係 あるか。 豐後 II 大分 郡莊隈 村 ®; 王の 土に 
若 杉 卯 太郎直 網 あり、 本姓 神 崎 氏、 橘 姓に し 
て、遠保の裔と渾へら.る。天忠紐の士也。 

又 土 御門 家家 司に 若 杉 氏 •見え、 又武藏 等 
に存 す。  . ， 

若瀨 ワカ セ . . 

若 曾 ワカ ソ 備前 地方に 存 す。 

若 園 ワカ ソノ 肥後の彔族にして、萏吉、 
三年 菊 池 持 朝の 侍 帳に 若囿 山城 守忠 幸を 裁 
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ひたる 也。 


せ •又 永 正 元年 政 隆侍帳 に 「若 園 源 兵衞忠 
道 •若 圍源左 衞門忠 村」 等 見ぇ， 同 ニ 年 連 
署に も出づ 。 

若 田 ワカ タ 和名搀 、上野 國片岡 郡に 若 
田鄕を 敬め、； 和 加 多と 註す。 

丨 毛 野 氏族 若 田 部の 伴 造 家たり し 者の 
裔な るべ し。 補陀洛 山 草創 建立 修行 記に 
「勝 道 上人は、 下 毛 國芳貿 郡の 人に して、 
俗姓 若 田 兵 也。 其の 先祖は、 人皇 十一 f、 
活 目入彥 五十 狹茅 (垂 仁〕 天皇 第 九 皇子 池 
速 別命 •勅使と 爲 りて、 伊勢大神宮を 五 
十 鈴 川上に 崇め 奉る。 然れど も 事緣に 依 
りて 東國に 下向す 0* 其の後、 病疾に 依り、 
1目を損す？故に還洛する能はず、遂に 
止つて、下毛野國に住.し、八島に室して、 
鄕 人と 爲 り、 子孫 綿々 たり 焉 。池 速 別命 
十八 代の 孫を 高 藤 介と 稱す 。一子な きを 
歎 *§ 、云々」と。 

また 元亨釋 書に 「釋勝 道、 姓は 若 田 氏、 
野の 下 州芳貿 郡の 人 云々、 道 •神 護 景雲 
元年 四月を 以 つて 跋渉を 企つ」 など 見 ゆ。 
和名 抄 、當 國片僴 郡に 若田鄕 ぁり。 

2 紀伊 平家物語 H 「本営、 新宮 、那 知、 
若 田* 田邊 云々」 と 見 ゆ。 

2 美作眞 庭 郡 一色に 妙法 寺 あり。 相傳 


ふ、 後鳥羽 帝の 皇子 •此に 薨 ず。 侍臣 若 
田將監 、林 兵 庫 等、 祠を 立て X 之を 祭る 
(作 陽 誌) と。 若 田 氏の 後裔は 百 六十 六舊 
家の I た リ。 

4 雜载 その他、 攝津 、伊勢、 志 摩、 尾 
張 等に 存 す。  ， 

和 方 ワガタ 

和 形 ワガタ 信 濃 等に 此の 氏存 す。 

若 竹 •ワカ タケ 

若 旅 ワカ タビ 下野 阈芳貿 郡に 若 旅邑ぁ 

り 0 ' 

若 田 部 ワカ タべ 職業 部の 一にして、 田 

部の 一種 也。 正倉脘 天平 勝寳 三年 文書に、 

「若 田部廣 足」 なる 者 見 ゅ。 

又武藏 等に 存す。 - 

若帶 ワカ タ ラシ 若帶 部の 裔 か。 

1 美 濃 大寶ニ 年 春 部 里 戶籍に 若帶消 波 
賣なる 者 見 ゆ.。 

2 若帶 日子 •若帶 部の 伴 造 家に て、 日子 
は彥 にて 原始的 ヵバ ネな らん。 和 銅 七 年 
六月 紀 TC 「若帶 日子の 姓は 國諱 に 觸る X 
が爲にン改めて居地に因り'て之を賜ふ」 
と 見 ゆるの み。 

若帶部 ワカ タ ラシべ 御名 代 部の 一にし 

て、 成務 帝の 御諱 •若帶 日子なる 御名を 貢 


1 出 雲 天平 六 年の 出 雲 計會帳 に 「進上 
雇 民 若 帶部村 男」 見 ゆ。  ‘ 
2 美 濃 春 部 里 戶籍に 「若 帶部阿 Has、 
外 一人」、 其 他 半 布 里 戶籍に 「母に 一、 同 
黨に 一 J、 栗 栖田里 戶籍に 「母に 一」、 鄕 
里 不明 戶籍に 「寄 人に 一人」 を 載せたり。 

若津ヮ ヵツ  ， ， 

若 杖 部 ワカ ツ N べ貞觀 十六 年 十月 紀に 
「石 見 國人若 杖 部豐 見」 あり。 類聚 國史卷 八 
十七には 若枝 部と あ y。 杖 部條參 照。 

若 月 ワカ ツキ 次條參 照。 

1 祀姓 山城 石淸 水祠官 系圖に 「竹 幸淸 
丨幸 海— 源義淸 (若 月 十 耶)」 と 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 次條 氏に 同じく、 又 中興 系 
圖に源 姓と し、 又 一に 安田 氏の 裔 とす。 
3 越後 下田 城主に 若 月太郞 左衞門 あり。 

若 機 ワカ ツキ 大和、信濃に若槻庄あり 
て、 信 濃なる は 若月庄 とも 見 ゆ。 

1 箍 和 源氏 義家流 信 濃 國水內 郡 若槻庄 
ょり 起る。 尊卑 分脈に 「義家 丨義隆 (陸 
奥六耶、森冠者〕 -| 賴隆(伊豆守、從五下、 

#> 住 信 乃國， 號若槻 、或 輪形 片 、一に 輪竄 
月、 住 信 乃 國 、法名 蓮 長〕— 賴胤 (下總 守、 
從五 下) 丨賴廣 (號押 太 郞〕 ； 


—賴繁 -T- 義繁 盗れ 下 


麻. 左赙 e 
若拥左 

iff- ^ ff 


左 将 

|_#耽若月左衡門大夫 
方 1 gp 剧從 i 下袪名 滓 光 


— 胤義 

押 田 
3 太* 

丨重胤 

齊田 ニ* 

—賴輔 — 

號 7.- 梢 左 
ft 門 大夫 

若 落 

接 名 a w l 

—铕直 

右 £ 

丨重國 
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-賴忡 —繁義 T- 賴幸 wl-i 

若捭 五耶 同 P 發人 I 
妣 C 川院费 A 太 


丨家茂 左 i 人 

丨铕 茂丨 繁茂 丨義季 

茶 押 费人大 夫 修理 亮 
逛« 人 從五下 

丨轅 浚— 信 浚 

四部*人*人 

— 賴盛利 官代 


— 信 ® 


丨義秀 -T 賴景 

孫 太 瓜 

丨賴重 

多 胡 ニ郞 

厂光费 


若播 
又 太邯 

厂義胤 

五® 

丨賴基 

六 « . 


若 月 一 一一* 


と 載せ、 賴忡 の譜に 「若 槻庄內 多 胡 尾 田 

兩ロ (鄕) 相傳 也」 と 見え-又 中興 系圖に 

「若槻 •淸 和、 本 國信濃 、森 六郞 義隆の 男 

賴隆 •之を 稱 す、 又 輪形 月、 亦 若 月 共」 
と あり 0 

氏人は 東鑑卷 四十 六に 若槻 伊豆 前 司を 载 
せ、 見聞 諸 家紋に 


若槻 


その他、 森、 神 田、 多 胡 等の 條參照 ( 


2 清 和 源氏 村 上 氏族 諸家 系网 基に 「義 
隆 —賴隆 (從五 下、 伊豆守、 狨若槻 )」2 
ある 外， 賴信 (配流 信 州、 村 上、 若槻、 
深 原、 云々 等祖) J と 見 ゆ。 

3 淸和 源氏 武田 氏族 一に 信 濃 若槻氏 (若 
月 氏) を 安田 遠 江守義 定の裔 とす、 ヤス 
ダ 條を旯 ょ。 

4 甲斐 東 山 梨 郡 杣ロ邑 Q 名 族に して、 
若槻 五郎兵衛 尉 等 あ 0。 

5 大和 當國添 上 郡の 豪族に して、 若槻 

庄 ょり 起リ 、若槻 城主たり。 

6 雜载 その他、 細 川兩家 記に 若槻 伊豆 
守を 載せ、 又 京都の 儒者に 若槻敬 (子 寅) 
あり、 幾 齋と號 す。 又 長 州の 儒者に 若 月 
大中 (伯 禮) あり、 大野と 號 す。 又 現今 若 
槻禮 次郎 あり、 政治家と して 令名 高く、 
屢 々大官 に 列 せらる、 男爵 0 雲 州の 士 也。 

輪賀月 ワカ ツキ 淸和 源氏、 前ニ條 氏に 
同じ。 

和歌 月 ワカ ツキ 同上、 信 濃に 現存す。 
輪形 月 ワカ ツキ 亂 上、 中興 系圖 等に 此 
の 氏 見 ゆ。 

若 鶴 ワカ ツル 吉川經 家の 家士 に 若 鶴甚 
右衞門 •見え、 安西 軍 策に 若 鷀甚右 衞門式 
部 あ リ。 


若 出 ワカ デ 

若舍人 ワカ トネリ ワカ ツネ 舍人 條參 

照。 常 陸國 行方 郡に 若 舍人鄕 あり、 鹿 . © 文 
書 等に 見 ゆ。 此の 氏人の 住みし 地 也。 後裔 • 
永く 傳は りて、 文 ^ 今に 存す 。若 舍人宗 重 
が正應(正を〕五年の讓状に「なめかたの 
郡 わかと ねの むらは、 重代 相 博の 所 也。 然 
者— お ほす ち 幸 もと、 しげょ しのれ いに 任せ 
て、惣領のもん所を相置いて、子息のいぬ 
はぅ丸に讓りたぶ也」と。 

また 延度ニ 年 執 權連署 の 下 文に 「若 舍人昶 
六宗重 法 印 法名 性觀が 女子 平氏、 今は 出家 
法名 性 阿 •後家 良 忍、 並に 息 男六耶 行 幹と、 
行方 郡 若舍人 村を 相 論す る 事。 右 村は 永 仁 
四年七月、ー圓行幹に讓リ附し、翌年五月、 
安堵の御下文を申し與ふ、云々」と。玄た 
元德 三年 法 阿 和 輿 状に 「若 舍人村 北方は、 
行幹が重代の私領也"而して芷和三年、北 
方 分を 以つ て、 後家 藤 原 氏 (今は 法 阿)、 幷 
に懷姙の子に讓り與ふ、云々」と(地名辭 
書〕 0 

若 舍人部 ワカ トネリべ 舍人 部の 一種 
にして、 常 陸に あり。 其の 裔洱葉 集卷 It- lc 
「茨城 郡 若舍 人部廣 足」 など 見 ゆ。 有 濟國人 
和加志.豐王の後と傳へらる。 


ワカ ツキ 


ワカ ツキ —— ワカ ツル 
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若菜 ワカナ  . \ 

1 中臣姓 伊勢の 名 族に して、 中 臣氏系 
譜に 「大神宮 司 茂 生— 安 賴—大 司 千 枝— 

大 .司 公枝 — 少副公 輔—大 司 公房 — 大司公 
衡 (元 ニ 條院侍 長、 號 若菜 前 司〕— □枝、 

弟仲輔 、弟 隆圓 、弟 公， 賴」 と 見えたり。 

伊勢 前項 參 照。 又 鈴 鹿 郡の 豪族に ぁ 
りて、 若菜 城 (小 野 村 殿の 内〕 に據る 。同異 
不明。 若菜 五郎 盛 高は、 元久 元年 四月、 

平氏 蜂起の 時、 其の 黨 魁 たり。 鈴 鹿 山を 
扼 して、 所々 橫 行の 後、 平 賀朝雅 の爲め 
に、 關小 野に て 斬らる (東 鑑 、五 鈴 遺 響〕 • 

と (伊勢 名勝 志)。- 

東鑑に は：， 「伊勢 平氏 若菜 14 郎 j と载せ 、 

三 國地硫 に 「三重 郡 日永 堡 。按ずる に、 

東鑑に 若菜 五郎の 城郭 日永 云々 j と 見え、 

また 坂 部 城は 「若菜 五郎が 萩原 小太郞 に 
命じて 守 11 せしめし 處な り」 と。 又 河 曲 
郡 若松 城 (三 浦 盛時)、 三重 郡 高角 城 等 も、 

皆 又 その 若黨 たりき。 關 、岡、 員辨 、富 

田、 三 浦、 平贤 、山內 等の 條參 .照。 

上緦 土氣 古城 再興 記に 「天 正 七 年、 

伯 耆守殿 (酒 井康 治) 御 祈 禱の事 有り。 諸 
家中 御供に て、 縣大明 神に 於いて、 三日 
'御酒 宴 成されし 事 ぁり。' 狩 野 右京亮 重 信 
: . 


3 


を 召 寄せられて 牛 若辨慶 を繪に if 日 かせ、 
若菜 豐前 。之を 賄 ひ、 寳殿に 置く」 と。 

雜载 又武藏 等に 存 す、 又 次條參 照。 

和賀 名- ワガナ 下野の 名 族に して、 末 乃 鄕 
流 藤 原 姓、 大川島 四郞行 俊の 男 高 島 八 1 郎行 
春の 裔也 。その他 前條參 照。 

和金 ワカネ小野姓橫山黨の”にして、 
小 野 系圖に 「荊 田 三 郞左衞 門 尉 義季の 子 時 
季 (和金. 七郞 •左衞 門 尉〕— 長義 (左 衞門五 
耶〕 — 唐 五 Ir l と 見 ゅ。 

若 野 ワカ / 攝津 國住吉 郡の. 人 若 野 某な 
る 者、 蕓薹 子の 實を以 つて 製油す る 事を 發 
明す 0 これ 本邦 菜種 子 油 製造の 嚆矢 也。〃 又 
武藏 等に 存 す。 

五 ロ 河 ワカ ハ アカハ 和名 拽 、伊豫 國伊 
豫郡に 吾川鄕 を收 め、 和 加 波と 註し、 高山 
寺 本には 阿加 波と 訓 ず。 又 土 佐國に 吾川 郡 
吾川 鄕ぁ り、 その他" アヵハ 條を 見ょ。 又 
日用 重寶 記に 此の 訓見 ゅ。 

1 吾川 直 アヵハ 條を 見ょ。 

2 新居 氏族 前述 伊豫 國 吾河 鄕ょ 9- 起 
.る。 新居 系圖に 「高 市 大 夫國義 , 


— 高 義丨盛 義—淸 義—知 義丨義 兼— 秀義. 

大夫  大夫  源 四 部 御谷  吾河 太 吾河 新 左丨 

r 高 政— 吾河 三郎  復 太 S& 衞£ 

司 侍 云々 國侍  , 
吾河 大夫  • 


= 


と载 せ、 豫韋 記に 「元曆 の 比 •高 市 武者 
所淸 儀、 同 五郎 友 儀、 云々。 其の 孫 繁昌、 
吾河 鄕に 居住す るを 吾河と 云 ふ」 と 見え、 • 
又 矢 野系圖 等に 見 ゆ。  . 

而 して 溫古錄 に 「吾川の 館址は 上 吾川村 

に 在り、 元曆 中、 吾川 後 儀 •此に 居りて 
平氏に 黨 し" 河 野 通信の 減す 處とな る」 

と 載せ、 豫箄 記に 「正 平 一ネ 三年 云々、 
吾河、 黑田 、岩！！ P 谷 衆 最前に 馳參 ず」 と。 
吾川 ワカ ハ 前條 、前び アヵ ハ條を 見ょ。 
*- 林 ワカ バヤ シ 大和、 山城に 若 林 庄* 
見え， その他-伊 質， 三 河、 遠 江、 武藏、 
、陸 前、 越 中等に 此の 地名 存 す。 - 

1 攝津 苋原 郡篠原 村の 名 族 也。 rm 明 
天皇の— に嚴藤 太夫 重 則なる 者 あり、 
勅命に ょりて、 安藝 嚴島明 神に 使し、 其 
の 功に ょリ當 郡 內郡家 今の 南莊を 賜は 
る。 其の 裔若林 隼 人尉範 房 •保 元の 頃、 
荒熊穴藏守興定に次いで、牝山城主とな 
る。 二十 四 代 太郞 左衞 門尉滿 秋の 世に 至 
り、 本庄 、山路 庄 、今 南庄 、都 竄庄 、吹屋 
庄を領 す」 と傳へ 、其の 子 宗左衞 門 正 秀 • 

. 天文 九 年 正月 二十 二日、 芄原 合戰に 死す。 
其の 系圖に 「十九 代 中 祖勝岡 (若 林 隼 人 


尉、 藤 永 八 年 七月 二十 五日 卒) 丨 秀勝 丨 


筠秀— 滿眞 丨滿 重— 滿秋 —滿 介— 正滿丨 
正 家— 正 雄— 政 永— 敏英丨 利 綱—忠 次— 
正 富」 と 見 ゆ。 

又當郡北 (11 城(錄原村}は荒熊氏の居城な 
りしが、 建武の 頃、 城主 討死して、 其の 
後 荒廢 しける を、 若 林 隼 人 佑 勝 岡なる も 
の來 りて、 舊 城主の 女を 娶リ "家名を 相 
續 すと 云 ふ。 天文 年間、 若 林正秀 なる 者 
戰死 すと ぞ 0 

2 赤松 姓 前項 氏は 一に 村 上 源氏、 赤松 
則 村の 三. 男忠 則の 後と も 云. ふ。 

3 和 泉 岸 和 田 藩に 若 林 喜 右衞門 あり、 
舟坂氏、西村氏と共に岸和田築港に功多 
し 0 

4 中原 姓 伊勢 守 有 家の 後 也と 云 ふ。 家 
紋井桁  > 朦^ 又 中興 系圖に 「若 林 •中原、 
紋 井筒〗 と 見 ゆ。 武藏松 山城 主上 田 案獨齋 
家臣 新左衞 門龍定 C 和 泉〕 の 男 新 左 衞門直 
則 •家康 に 仕へ、 千 百 石、 その 男六郎 左 
衞門三 由 也。 長條第 十三 項參 照。 , メ 

5 松 平氏 族 三河國 碧 海 郡 若 林 村ょり 起 
る。 この 地は、 康正ニ 年 造 内裏 段 錢並國 
役 引付に 「八 百 十 文、 借 宿 五郎 殿 •三 河 
國 豐原庄 若林鄕 段錢」 と 見 ゆ。 氏は 五井 松 
平の 庶流に て、 家 康の臣 作 右 衞門忠 直よ 


ワカ ハヤ 


り系ぁリ。家紋丸'._井桁、五本骨扇。 

6 藤 原 姓 •永 井 氏裔 也」 家紋 鞠 抉、 井筒 
に 蔦" 庄藏友 住 •若 林を 稱 ■し、 その 男 源 
內友矩 •幕臣と なる。 寬政 系譜、 第 四 項 
も i 滕姓に 收む o 

7 甲裴 南部 地方の 名 族に して、 甲 陽 軍 
鑑に若 林 1 一 ； 郞兵衞 なる 者 見 ゆ = 

8 信 濃 第二 項と 同樣 、赤松 則 村の 三男 
1 則の 後と 云 ひ、 又 詉訪 地方に 在りと ぞ o • 
9 武藏源 賴義の 臣若林 某は 足 立 郡箕田 
鄕に住すと傳へ、豐島郡±駒込村妙義社 
神主 若 林 氏は 「昔は 日 奉 氏、 小膝 太郎と 
て 西黨の 族な り。 管領 家の 頃は 南黨 と稱 
し、 又 南 一揆と もい へり。 戰爭の 世、 姓 
名を 蠻 じて 稍 葉左衞 門と 改む 。然るに 熊 

王が 先祖 若 林大膳 •相 州 川 村ょ 9 来て 神 
職と なる、 寬永 年間な り。 夫ょり 设 々相 
續す J と 云 ふ。 

又 多 摩 郡 下 小山 田 村の 名 族に 此の 氏 あり 
て、 先祖を 若林但 馬と 云^ •小山 田 氏の 
人に つかへ しとな り。 おも ふに 北條氏 分 
國の頃、<此邊を領せし小山田彌三郞等に 
つかへ しならん かと 云 ふ。 又 棚 澤村熊 野 
社の 神主 家に 存 し、 又 上田 家臣に 在 9、 

第 四 項、 及び 上田 條參 照。 又埼玉 等に も 


見 ゆ。 

10 日 奉 姓 西 黛 前項を 見ょ。 又 鎌 倉大草 

紙 等に 見 ゆ。 

11 加賀 三 州 志に r 鈕 城は、 長享の 頃， 
賊魁沖 坂 平九郞 居たり。 後 若 林 長 門 居た 
りけ るを、 天 正 八 年、 佐 久間盛 政 •謀り 
て 長 門を 殺し、 斯の 城を 取れり」 と 見え、 
長 門は 又 能 美 郡 小 松、 石 川 郡 松 任 城に 據 
り、 又 同 郡 館 山城に も 居 館す。 又 三 州 志、 
江 沼 郡 山中、 黑谷條 に 「天 正 八 年 三月* 

土 屋隼人 (御供田 村 s 鄕士〕 、窪 田大炊 (安 
吉村鄕 士) と共に、 若 林 長 門の 家 士を率 
ひて、 此 に 退く と あり。 ^ 田 記を 按ずる 
に、 天 正 八 年 九月 二十日、 日 谷の 奥に 山中 
と 云 ふ 湯 本 あり •。此の 山に 堡障を 築き、 
吉 田と 號 し、 朝 倉の 士、‘ 並に 賊魁 の常德 
之に保むを、勝家之を攻めて五日にて城 
陷ち たれ ども、 柴田 方に も 重 創を 被む る 
者 四、 百 人 あり. しと あり。 又 今年、 若 林 長 
門.勝家の爲に殺さる、云々 -1_ と。 

又 石 川 郡 野々 市 城は 天 正 八 年、 勝 家 •賀州 
の 諸堡を 攻め 屠 ふるの 時 •若 林雅樂 助、 
同 甚八郎 •之に 掠る を、 勝 家 謀つ て 之を 
殺し、 勝 家 姑ら く 居た る、、 と、 織 田 軍記に 
見 ゆ。 その後、 加 質 藩 給 帳に 「百 石 (丸 
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ワカ ハヤ 

內桔梗 〕 若 林 淸左衞 門」 を 載す。 

12 平 姓 中興 系圖に 「若 林 •平、 本國越 
前」 と载 せた り。 天 正 三年、 朝 倉の 殘黨 
景健 •蜂起して、 河 野、 龍 門、 板 取、 木 
目の 諸 城に 楣籠 る。 時に 一揆の 大將を 若 
林. 某と 云 ふ。 此の 族 か。 

13 丹 波 氷 上 郡の 名 族に して、 丹 波 志に 
「若 林 文 平 •和 田庄若 林村ノ 年若の 時ょ リ 
手挪を 好む。 父は 若 林 仁 兵 衞と云 ふ」 と 
見 ゆ。 猶ほ山 畦條參 照。 

14 \ 伯 耆伯耆 の卷に 見え、 又 美 作 東北 條 
郡 阿波 八幡 棟 札に 「伯 州 之 住 若 林四郞 兵 
衞」 と。  ' 

15 安藝 安西 軍 策に 若 林 藤 兵衞尉 (輝 元 
方〕 等 見 ゆ。.  f 

16 橘 姓 豐後國 若林鄕 ょり 起 0、 直隆を 
祖 とす。 家紋 丸に 蔦、 蛇 目。 豐薩 軍記に 
若 林 入道 道 閑を 載せ、 又 日向 記に 若林大 
炊 兵 衞尉秀 信 •見 ゆ。 後世、 武左 衞門隆 
治，寬文中江府に仕ふ。 

17 雜載 その他、 佐 倉 掘 田 藩 重臣に 存 し、 
又 儒者に 若 林 新 七 進 居 あり、 賓齋 (弦 齋〕 
と號 す。 又 越 中 富 山の 彫. 刻 者に 若 林 六 歌 
兵 衞隔水 あり、 氏 春の 男 也。 又 越後、 磐 
城、 岩 代、 尾 張、 山城、 攝津 、備 前、 肥 
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後 等に 存 す。 又 關县門 守 給 帳に 「五十石 
若 林 藤兵衞 、四十 石 若 林 勝次郞 」 を 載せ 

たり 0 

若 原 ■ ワカ ハラ I 美 濃、 武藏 、尾 張、 攝津 
等に 見 ゆ。 

若 生 ワカ フ ワカ オ 藤1にして、石 
川太郎 左衞 門の 裔 、治郎 左衞 門を 祖 とす。 
又武藏 等に 存 す。  丨 
若. 藤 ワカ フチ源 氏に して、 家紋 五本 骨 
屋子 日の丸、 丸に 角 四 目 結。 奎右衞 門 高 豐， 
延寶 御家人に 加 へらる。 

若 部 ワカべ 萬葉歌人に若部择入あり。 
若 間 ワカ マ 

若松 ワカ マツ 和 泉、 伊勢、 加 賢に 若松 
庄 •見え、 又 山城、 常 陸、 岩 代、 羽 前、 加 
賢、 筑 前、 肥 前 等に 此の 地名 穿す。 

1 有 道 姓 兒玉黨 の 一にして、 武 藏七黨 
系圖に 「四方 田 七 郞高 綱— 遠 經 (伊勢 若 
松 太 郎左衞 門 尉〕 丨則經 C 太郎〕 丨忠經 (七 
郞)」 と 載せ、 又 則 經の弟 「某— 時 綱 (中 
務承 1., )」 など 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 景泰の 孫 照 幸の 男 照 則を 祖 
とすと ぞ 0 

3 桓武 平氏 岩 城 氏族 仁 科 岩 城 系圖に 、 
「岩 城下 總介隆 守— 常 陸大 掾義衡 丨資經 ■ 
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( 鹽五郞 、本名 i)J と 見 ゆ。 

4 島津 氏族 島 津系圖 に 「忠長 (三 郞左 
衞 門、 伊作 〕丨 左 京 進 久淸— 下野 守忠親 
— 下野 守久親 (若松 家祖： >」 と あり。 

5 雜载 その他、 鎌倉大 草紙に r® 治 
部 小 ノ輔 入道 法 松」 を 載せ、 又 一條 家 侍に 
若松 氏 見え、 又攝 律、 山城、 武藏 、磐 城* 
岩 代、 陸 前、 陸 中等に 存 す。 

見 ワカ ミ ヮカ ヲミ 條參照 C 
若 美 ワカ ミ 同上。 

若水 ワカ ミヴ 有 道姓兒 玉黨 也* ヮカ ィ 
ズ ミ 條を 見ょ。 

若宮 ワカ ミヤ 筑 前に 若宮 庄 •見え、 そ 
の 他、 相 摸、 信 濃、 肥 前 等に 此の 地名 あ =N0 
社名と しては 天下 至る所に あらん。 

1 若宮 臣 安倍 氏の 族に して、 紹運錄 に 
「建 沼 河 別命 丨意布 比 命 (若宮 臣 、云々 の 
始祖)」 と 見 ゆ。 淸和祀 に 「伊勢 小ノ目 若宮 
臣秀 雄」 あリ 。此の 氏人な らん。 

2 大伴 若宮 連大伴 氏の 族に して •正 倉 
院 天平 勝 寶ニ年 文書に 此の 氏人 見 ゆ。 

3 無 尸の 大伴 若宮 氏 正倉院 天平 勝 ii 元 
年 文書に 見 ゆ。 大伴 若宮 連の 族裔 也。 

4. 無 尸の 若宮 氏 萬 葉 集に 若宮 年魚 麻 
呂 、また 正倉院 天平 勝寶 三年 文書に も此 


の 氏人 あり。 

5 若宮 神主 中臣 氏の 族に して、 春 日 若 
宮の祠 官也 d 家號を 新藥師 •又 千 烏と 云 
ふ。 力 スガ、 千 烏 等の 條を見 よ。 

6 秀鄕流 藤 原 姓 近 江 國坂田 郡 若宮より 
起る。 俊 成を祖 とす。 山 內一豐 の 夫人 若 
営 氏は 此の 族 友 興 (淺井 家臣) の 女と 云 
ふ。 家紋 藤 巴。 山內 條參 照。 

7 淸和 源氏 吉見 氏族 吉見 範圆の 子 尊 範 • 
鎌 倉 若宮 社務 別當 となり、 其の裔 此の 氏 
を稱 す。 吉 見、 鎌 倉 等の 條參 照。 

8 淸和 源氏 武田 氏族 甲斐 國八代 郡 下黑 
g 若宮 よ 、り 起る。 石橋 大石 寺の 系圖 に 「黑 
駒の 若宮 氏は 石橋 (武 田八郞 信繼〕 の 一族 

也」 と 見 ゆ。 

9 菊 池 氏族 菊 池 案 圖に 「式部 少 輔隆泰 
—隆顯 (若宮 四郞) 」 と 載せ、 菊 池 風土記、 

j これより 前 「經隆 •隈 部三宮 若宮 靈神是 
れ 也」 と 見 ゆ。 

10 雜载 平家 落 武者 六騎の 一、 筑後柳 川 
附近 (今の 沖 端 村 字 片原町 の 地) に留 りて 
漁業を 營む 。往昔、 海賊 •矢を 放ちて 國 
內を掠める時、此の六騎之を克く防ぐ0 
此の 地を 今矢留 村と 云 ふな ど傳 ふ。 又 美 
濃の 人 若宮 春 貞は 古語 拾遺 集說を 著は す 
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とぞ 。その他、 武藏 等に 存 す。 

若宮 部. ワヵ ミヤべ 

〇 物 部 若宮 部 物 部の 一部に して、 肥 前 
國佐嘉 郡 若宮に あリ しを 名に 貧 ひしが 如. 
し。 肥 前 虱 土 記、 三 根 郡 物 部鄕條 に 「此 
の鄕の 中に 神の 社 あり、 名を 物部抨 津主 
之 神と 日 ふ。 曩 者、 小 墾田 営 御宇、 豐御 
食 炊屋姬 (推 古〕 天皇、 來目 皇子を して 將 
軍と し、 新羅を 征伐に 遣は し 給 ひき。 時 
に 皇子 •勅を 奉りて 筑紫に 到り、 乃ち 物 
部 若宮 部を 遣りて 社を 此の 村に 立て、 其 
の 神を 鎭め 祭らし め 給 ひき。 因りて 物 部 
鄕と日 ふ」 と a えたり。 

和漢 ■ワカ ン 木 付 肥 前 守 親 重は 和漢 將軍 
と 呼ばる。 木 付條參 照。 

若 村 ワカ ムラ 紀伊國 の 名 族に して、 天 
正 十二 年 名 草 郡 豪 士衆判 帳に 「野 上 艟野川 
村若村萬助」を載せ、又武藏等に存す。 

若紫 ワカ ムラ サキ 常 陸の 名 族に して、 
新 編國志 等に 見 ゅ。  ，ゝ 

若 目 田 ワカ メタ 下野 國那須 郡 若 目田邑 
ょり 起る。 碓 井條參 照。 

若 本 ワ 力 モト 備 前、 攝津 、武藏 等に 此 
の氏存 す。 

若 森 ワカ モリ 美 濃の 名 族、 武儀郡 山縣 
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郡 等に 見え、 又 武藏等 に 存 す。 

和 家ヮ ヵャ 

若 柳 ワカ ヤナ ギ 甲斐-下野、 陸 前-陸 

中等に 此の 地名 ありて、 武藏 等に 見 ゆ。 

若 山 ワカ ヤマ 能登に若山庄あリ。又周 

防、 紀伊 等に 此の 地名 存 す。 

1 若山眞 人热 ，田 神宮の 社家に して、 四 

- 家 あり、 猶ほ 他に も存 す。 

2 尾 張 前項參 照。 その他、 德鳥 蜂須 K 
藩 用人に 此の 氏 •見え、 又 現今 若 山 善 三 
郎君 あり、 前項と 同族 か。 

3 伊賀 名貿郡 西谷邑 古城に 掠る。 

4 雜缺 その他、 山形 秋 元 藩 用人に 見え、 
又 阿波 S 儒者に 若 山 壯吉搔 (用 搔) あり、 
勿 堂と 號す 、第二 項參 照。 又武藏 に存 し、 
又津山 藩士 分限 帳に 「十， 八 俵 i 二人 扶持 若 
山爲五郎」を載せ、又淨瑠璃若山節を始 
めし 人に 若 山 五耶 兵衞 あり。 又 美 濃、 攝 
律、 山城 等に 存 す。 

若 倭 ワカ ヤ マト 若 倭 部、 及び 其の 伴 造 

の 族裔 也。— 

〇 若 倭 連 尾 張 氏の 族に して、 若 倭 部 連 
と 云 ふに 同じ。 姓名錄 抄 、拾 芥抄 等に 見 
ゆ 0 

若 倭 部 ワカ ヤマト ベ 御名 代 部の 一にし 

ワカ ヤ —— ワカ ヤマ  空 ^ 


ワカ ヤマ *7 カヤ マ ヮ カヤ マ ワカ ユ H .M0 


て、 開化 天皇の 御爲に 設け、 天皇の 御名な 

る 若 倭 根子 日子 大毘毘 命の 若 倭を 名に 貢へ 

る 也 (大正 八 年 四月 七日 新考 〕。 

丨尾張 氏族 姓氏 錄 、右京 神 別に 「若 倭 
部。 同 神 (火 明 命〕 四毋の 孫 建 額 明 命の 後 
也」 と 見 ゆ。 

2 物 部 氏族 姓氏 錄 、左 京 神 別に 「若 倭 
部。 神 饒速日 命 十八 ft の 孫子 田 知の. 後 也」 
と 見え、 一には 「若 倭 部。 神 牟須比 命が 
十八 ft の 孫子 田 知の 後 也」 と あり。 

3 河内、 大縣 郡に 若 倭彥命 神社 (鍬)、 若 
倭姬命 神社 (鍬〕 ありて、 神 名 式に 見 ゆ。 

4 遠 江 萬 葉 集 卷廿に 「主 帳 丁 麁玉郡 若 
倭 部 身 麻呂」 を 载 せたり。 作者 履歷に 饒 
速日十八齿孫子田知の後とす。當國麁玉 
郡に 若 倭 神社 ありて、 延喜 式に 見 ゆ。 

5 美 濃 大寳ニ 年の 春 部 里 戶籍に 「若 倭 
部 之祁良 賣」 、肩々 里 戶籍に 「若 倭 部 身賣、 
移 手賣」 、及び 鄕里 未詳 戶籍に 「寄 人 若 倭 
部都賣 、乎 麻 . S 賣 ，1 等を 載せたり。 Z 

6 能 登， 珠洲 郡に 若倭鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 

7 但馬元 慶ニ年 九月 紀に 「美 含 郡從七 
位 上 若 倭 部 氏 世、 貞 氏* 貞 道」 等 あり、 
楓 朝臣 姓を 賜 ふ。 楓條參 照。 


出 雲 當國に 多し。 天平 六 年の 計會帳 
に 「進上 雇 民 若 倭 部 都々 賣」 を载 せ、 ま 
た 賑給歷 名 帳に 「出 雲鄕朝 妻 里 若 倭 部 多 
吾美 女、 外 一人。 ■杵築 鄕因佐 里 若 倭 部 富 
曾、 外 四 人、' 稗 原 里 若 倭部牟 良自 、外 五 

人、 稗 原 里 若 倭 部生賣 、日 置鄕若 倭部猶 
賣 、外 七 人、 神 戶若倭 部 紐津賣 、外 一人、 
足 幡里若 倭 部 久津賣 、小 田 里 若 倭 部 腰 麻 
呂 、城 村里 若 倭 部 遊 足、 外 二人、 滑狹鄕 
若 倭 部歲賣 、外 九 人、 其の 他猶ほ 十七 人」 
を 載せた り。 

9 紀 伊當國 和歌 山は 此の 部 民の ありし 
地なる べし。 

10 若 倭 部 連 尾 張 氏の 族に して、 若 倭 部 
の 伴 造 家 也。 天孫 本紀 に 「(火 明 命) 五毋 
孫 建 筒 草 命は、 若 倭 部 連、 云々 の祖 J と 
载 す。 姓氏 錄 、若 倭 部條に 見 ゆる 建 額 明 命 
は 此の 建 筒 草 命の 父 也。 氏人は 正 倉院天 
平 神 護 元 部 文書 等に 見 ゆ。 

11 天神 系の 若 倭 部 連， 姓氏 錄 、右京 神 別 

に「若倭部連。神魂命七佾孫天简草命の 
後 也」 と 見 ゆるは、 前項を 誤 o 傳へ しな 
るべ し o 

12 播磨播 磨 風土記、 揖保郡 栗 栖里條 に 
「栗栖 と名づ くる 所以は、 難 波高 津宮 (仁 

# 


德 } 天皇 •勅して* 刊れる 栗 子を、 若 倭 部 
連 池 子 V に 賜 ひき。 即ち 將ち 退り 来て、 此 
の 村に 殖え 生し き。 故れ 栗 栖と號 'ぐ」 と 
載せた. り。， 

13 出 雲の 若 倭 部 連 賑給歷 名 帳に 「若 倭 
部連廣 足、 外兰 人」 を 載せたり。 

14 若 倭 部 臣出雲 臣の族 か。 これ も 若 倭 
部の 伴 造 家な らん。 賑铪歷 名 帳に 「若 倭 
.部 臣忍足 等 九 人 J を 載せ、 また 出 雲 風土 
記に 「出 雲 郡、. 郡 司 主 帳 無位 若 倭 部臣」 * 
また 類聚 國史卷 八十 七に 「延曆 二十 年 六 
. 月 云々、 出 雲 郡 人 若 倭 部臣眞 常」 等 見 ゆ。 
15 若 倭 部 臣族賑 給歷名 帳に 「若 倭 部臣 
族稻 石、 外 一名」 を 載せたり。 

若湯 ワカユ 物 部 氏の 族に して、 若湯 坐 
氏の 後なる べし。 朝野 群载卷 二十 二等に 見 

ゆ C 

若湯 坐 ワカ ユ N 湯 坐の 一種 也、 湯 坐 
及び 若湯 坐 部 條參 照。 _ 

1 無严の 若湯 坐 類聚 國史卷 八十 七に、 

r 延曆 二十 一年 云々、 山城 國人 若湯 坐 五月 
麻呂 」 を 載せ、 其の 他、 類聚 符宣抄 等に 

見 ゆ。 

2 若湯 坐 連 物 部 氏の 族に して、 若湯 坐 
部の 伴 造 家 也。 天孫 本紀に 「( 饒速 Er 命 七 


世の 孫〕 大咩布 命は 若湯 坐 連 等の 祖 J と 
ある 後 也。 此の 人は 垂仁 朝の 人に して、 
高 橋 氏 文 一2 「若湯 坐 連 等の 始祖 物 部 意富 
賣布 連」 と 見 ゆ。 景行 朝に わたりて 朝廷 
に仕へし也。延喜式、攝津國河邊郡に高 
賣布 神社“ 賣布 f 社の ニ 社を 收む 、此の 
人.と關係あるべし。下つて天武朝に至り、 
宿 鋼^^ 賜 ふ。 され ど 連 姓の 人 も 猶ほ多 
く 見 ゆ。 即ち 當國な るは、 貞觀五 年 八月 
祀に 「攝津 國河邊 郡 人 散 位 正 六 位 上 若湯 
坐 連 営 足、 主 殿 允 正 六 位 上 若湯 坐 連 仁 高 
等 三人、 本 届を 改めて、 左 京 職に 隸 す」 
など、 此の 族 也。 

3 河内の 若湯 坐 連 姓氏 錄 、河内 神 別に 
「若湯 坐 連。 膽杵磯 丹杵穗 命の 後 也」 と载 
せたり 。又 物 部族 也。- 

4 近 江の 若 ^ 坐 連當國 文書に 「保 長 若 
湯 坐 連 廣津」 等 見 ゆ。 

5若湯坐宿禰物部氏の族、若湯坐連の 
後に して、 天武紀 十三 年條 に 「若湯 人 連、 
云々 に、 姓を 賜 ひて 宿 福と 日 ふ」 と 載せ、 
また 養老 三年 五月 紀に 「尤 初 位下 若湯 坐 
連 家主、 云々. に、 宿禰 姓を 賜 ふ」 など 見 
ゆ。 姓氏 錄は左 京 神 別に 「若湯 坐 宿 禰。 
石 上と 同祖。 一本に 伊香 色 雄 命の 男大咩 


布 命、 若湯 坐 等の 祖」 キ載せ 、また 攝津 
神別に「若湯坐宿禰。石上朝臣と同祖。 
神饒速日命六份孫伊香我色雄命の後也」 
など 見えたり。 

6 雜载 その他、 撰 解 文集に 若湯 坐 氏を 
收 む。 

若湯 人 ワカ r|N  前條 氏に 同じ。 

I 若湯 人 連 物 部 氏の 族 也、 天武 朝に 見. 
ゆ 0 

2 若湯 人宿禰 前條を 見ょ。 

若、 湯 坐 部 ワカ HN ベ 職業 部の 一にし 
て、 又 若湯 人に 作る 0 ■湯 坐 部の I 種に して、 
古事記 垂仁 段に 「本牟 知 和 氣 御子 云々、 大 
湯 坐-若湯 坐を 定めて、 日足し 奉るべし」 

と 載せ、 また 「天皇 •其の 御子に 因りて、 

烏 取 部、 烏 甘 部 •品 遲部 ，大湯 坐、 若湯 坐 
を定 む」 など 载 せたり。 ユ H * へ條參 照。 

若 呂 ワカ ロ •三 河の 名 族に して、 渥美 郡 
牟呂屋敷は若呂兵庫頭政茂の居城也と。 

若 王 ワカ ワウ 熊 野別當 系圖に 「片田 行 
宗丨賴 氏— 家 氏 〈若 王〕」 と 見 ゆ。 ニヤ タヮ 
ゥ條參 照。  • 

若 王子 ワカ ワ ウジ =ャクヮゥ* 57 條を見 
よ。 京都 若 王 寺 住職 家は 德川 時代 三十 石 三 
人扶持、明治ニ百五卡四石餘を賜ひ、明治 


に 至 リ、 名家の 故を 以 つて 男爵を 賜 ふ。 若 

王子 文 健 •これ 也。 その他、 武藏 等に 見 ゅ。 

脇 ワキ 阿波、 ft 岐 •肥 前 等に 此の 地名 

存 す。 

1 淸和 源氏 伊勢の 名 族、 仁 木 氏の 庶流 
也と 云 ふ。 仁 木、 向井 等の 條參 照。 

2 甲斐 八代郡の名族木鄕八邯左衞門の 
甥 又市郞 は、 駿河 先方 脇 善 兵衞に 養は れ 
て 脇 氏を； ！IE す。 

3 和氣姓 中興 武家 語 系圖に 「脇 •和 氣」 
と 載す。 

4安藝加茂郡§名族にして、群藩通志、 
「乃 美 尾 村 脇 氏は 脇屋義 助の 子義治 •四國 
に 逃れ、 其の 子義直 •潜 かに 藝備の 間に 
隱れ 、至 德ニ年 卒す。 常時、 脇屋を 省き 
脇と 稱す 。義 直が 八 併 ^ 孫 兼 親 •毛 利 元 
就に 屬 す。 兼 親が 曾孫 俊 信 •農と なる」 
と 0 

5 多々 良 姓 周 防の 名 族、 大內氏 の 族に 
して、 若狹守 某を 祖 とす。 

6 藤 原姓豐 後 大分 郡 贸來邑 の 名 族 也。 

7 阿波 藤 姓 阿波 固 美 馬 郡 脇 邑ょリ 起 
る。 保安 中、 讚岐栩 守 藤 原 仲 房 •此の 地 
に 據リ 、文明 中に 至る と溥ふ 。阿波 志に 
「藤 原 仲 房は 脇犓 頭と 稱 す。 中 御門 中納言 
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家 成の 裔と傳 へらる。 家 成は 保安 中、 讚 
岐守に 任ぜられ、 阿野 大領 貞宣の 女を 娶 
りて章隆を生む。章隆の後*來リて脇町 
に 居り、 相 襲ぅて 仲 房に 至 リ、 文明 中、 
去って 伊豫に 適く。 又 備中守 あり、 所謂 
る 阿波 藤氏 •是れ 也」 と。 而 して 「脇 城 
は 脇 町に 在り、 四 州 交衢の 地、 連山を 貢 
ひ、 芳野 河を 帶ぶ 。藤 原 仲 房の 據 りし 地 
にして、 天文 ニ 年、 源 長慶 •重葺 し、 參河 
守 #= 與をして之を守らしむ。弘治ニ年 
源信顯 •此に 居り、 天 正 十 年 秦親吉 •之 
を 奪 ふ」 と 0 

8 淸和 源氏 武田 氏族 これ も 阿波の 豪族 
にして、 故城 記、 上 郡 美 馬 三 好 郡 分に 「脇 
殿 •武 田、 源氏、 芰菱」 と 載せ、 又 一本 
に 「阿波 郡 分、 脇 殿 •武 田、 源 爷 菱」 

と あり C 

9讚岐前ニ項參照。羽床氏の家臣に脇 
絲目 あり、 七 人 衆の 一たり。 羽 床 條參照 0 
全 讚史に 「脇 城は 脇絲目 •之に 居る」 と 
載せたり。 

10 宇佐美 氏族紀 伊國 伊都 郡の 名 族に し 

.て、 續風土 記、 柬家 村地士 •脇 文 兵衞條 
に 「家傳 に 其の 祖を 宇佐美 豐前守 祐西七 

'代の 孫 大和 守爲 興と いふ。 大和より 當地 


に 来り 住す。 爲興九 代孫惣 右 衞門宗 興と 
いふ もの、 脇 氏と 改 む」 と。 

11 雜载 その他" 井伊 藩 重臣に 見え、 下 
つて 日露 役の 志士に 脇 光三 あり、 近 江彥 
根の 人、 原姓淺 岡 氏 也。 當國の 此の 氏は 
梅 鉢を 家紋と す。 又攝津 •伊勢、 志 摩、 
山城、 武藏 、伊豫 等に 存す 9 
涌 直！！  ワキ 前， 條參 照。 

1 首 藤氏 族 通 秀を祖 とす。 山 內首藤 系 
圖 に 「通 綱— 五郎 通 俊— 五耶 ニ郞 通宗丨 
通秀 (浦 喜但馬 守と 號す 〕」 と 見えたり。 
山 內條參 照。 

2 備後藝 藩 通 志に、 奴 可 郡 「丸 原 山は 油 
木 村に あり。 浦 喜 德若丸 •居 守せ し」 と 

、 、 o 7 

ふ 

和 木 ワキ 小 早 川 系圖に 「季平 •新庄 次 
郞 、椋梨 始祖、 小 田、 和 木、 大艸 、上 山 等 
の 一 兀祖 也」 と载. せ、 又 信 濃 等に 存 す。 

脇 井 ワキ ヰ 
脇內 ワキ ウチ 

脇 川 ワキ 力 ハ 大和 吉野 三十 六 公文に、 
「脇 川 公文 •黑 瀧鄕 J と％ え ( 舊事 記)、 又 
越後 等に 存 す。 

脇 坂 ワキ サか 

1 物 部 姓 近 江 國淺井 郡 脇龙庄 より 起 


る。初め物部、後に藤原に改む。淺井秀 
政の 三男 生 政の 孫敎政 •此の 地の 下司と 
なり、 此の 氏を 稱 すと 云 ふ。 其の後、 五 
世 安政の 子甚內 安治 •織 田、 豐臣 に歷仕 
し、 賤ヶ嶽 の 七本鎗 として 名 あり。 / 

2 淸和 源氏 說 前項 氏は 又 I に 美 濃土岐 
氏の族にして、安明の男安治に至り、天 
下に 名を 擧ぐと 云 ふ。 

3 藤 原 姓 前 ニ項參 照。 安治は 豐鑑卷 三 
に 脇 坂 中務少 輔と载 せ、 寬 永、 寬政 系譜、 
藤 姓に 收 め、 外 介 安明ょり 系 あり。 又 藩 
翰譜に 「中 務少輔 藤 原 安治は、 近 江 ^ 脇 
坂の 庄の 住人、 脇 坂 安明が 男 也 (安明 •名 
は 外 介と 云 ふ〕。 安明 •織 田 殿に 隨 ひ、 永 
祿十 一年 本 國觀音 寺の 戰に 討死す。 明 十 
ニ 年、 明 智日 向 守 光秀 •信 長の 仰を 承り • 
丹波國 に發 向して 赤 井と戰 ふ .0 安治 •其 
の 頃は 甚內と 申して i 生年 十六 歳、 光秀 
が 手に 屬 して  < 能き 敵 討って 首 取る。 此 
の 年、 始めて 淺 井の 郡に して、 羽柴 殿の 
見參に 入る。 元 縫 元年 秋、 織 田 殿 •攝津 
國の戰 ひ 利 あらず と 聞いて、 秀吉 •近 江 
_ を 立って 信 長の 陣に馳 せ 參 る。 幼き 者 
を ば 悉く 跡に 止めら る、 安治 一人 •密か 
に隨ひ參りたり、秀吉ぅへには怒り給ひ 


しが、 其の 志を 感じて 鞍 置た る 馬 一匹を 
ぞ給 ふたりけ る。 天 正 四 年、 織 田 殿 •丹 羽 
五郎 左 衞門尉 長秀を 奉行と して、 安土の 
城を 搆へ給 ふ。 石垣の 御料に、 御家人 等 • 
大石數 多獻 る。 丹 羽が 下部 等 •秀吉 の 參 
ら せられし 大 石を 盗み取らん とす。 安治 
はしたなく 行 合 ひ、 長秀が 侍 一人 •取って 
質と して 歸り ける。 秀吉 •此を 感じ 給 ひ、 
初めて 所領を 賜は りたり (百 五十石〕。 

同 六 年、 秀吉 •播磨 國三木 城を 攻め 給 ひ 
し 時 •赤 絹に 輪 違の 紋付 たる 母 衣を 取り 
出して、 これ 賜らん と 思 はん 者は、 望み 
申せと 宣 ふ。 安治 •進み出で、 御 許し 蒙 
つて 賜は らば やと 望みし かば > 賜 はりて 
けり。 其の 母 衣 着て 城に 向 ひ、 能き 敵と 
戰ひ 、首 取って 見參に 人る、 秀吉 御感斜 
ならず (これょり して 桔梗の 紋を 改め、 
輪 違を 紋と せり)。 此の 年、 神吉 城の 先驅 
し、 十一 年 四月、 近 江國志 律が 嶽の戰 ひ、 
高名 七 人の 中に して、 其の 賞を 賜は る (五 
千 石)。 十二 年、 信 雄、 秀吉 、中 違 ひ-ぁ 
りし 初め、 兼ねて 信 雄より 秀士ロ に 出され 
し 人質、 瀧 川下 總守雄 利が 男を ば 安治が 
預り たり。 雄 利 •使 立て、 夫れ に 候 ふ 息 
男が 母、 以っ ての 外に 違例し、 今は かう 
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と 見え 候 ふ。 哀れ 安治の 御 芳志に て、 暫 
しが 程、 此へ 賜は りて 此の® の 暇 乞を 
も、 せ させば やと 云は せけ リ 。安治 •哀 
れに思 ひし かば、 暫し 許した らんは、 何 
か 苦し かるべき とて、 送り 遣は す。 雄 利 • 
頓 がて 引 具して、 伊實國 上野の 城に 立籠 
る。 安治 •安から ぬ 事に 思 ひ、 抻寄せ て 
城を 攻めん ことを 望む。 秀吉 •聞 も敢へ 
ず、 天晴れ 己 も秀吉 たばかって、 瀧 川に 
與み せんと 思 ふな、 己が 勢の 分際、 いかで 
彼' か 勢に 向つ て、 戰ふ ことを 得べ きとて、 
以っての外に怒り給ふ。安欲.急者己が 
母を 質に 參ら せて 打 立ち、 其の 勢 僅か ニ 
十騎に は 過ぎ ざり けり。 鞭镫 合せて 打っ 
程に、 伊賀 國に 人って、 羽柴 殿の 御 使と 
'して、 安治 是に來 りたり。 御 方に 參 らんず 
る 輩は、 恩賞 これ 輕から ずと 言觸 れ言觸 
れ 行く 程に、 國人等 •是處 、彼處 ょり 馳せ 
參る 。今宵 上野の 城を 襲 ひ 攻む 、瀧 川 •斯 
程、 無勢なる べしとは 思 ひも 寄らず、 取る 
もの も 取り あへ ず、 上野の 城を 落ちて、 
伊勢の 國にぞ 去って ける。 安治 •早馬を 
參らせ て 此の 由を 吿 ぐ、 秀吉 •大に 驚き 
給 ひ、 御 使を 賜 ひて、 安治を 止めて 彼の 
國を 守らせら る。 
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明 十三 年 五月、 攝津國 能 勢 郡を 賜 ふ、 2 
萬 石)。 此の 年 七月、 秀吉關 白に 任じ 給 
ひ、 安治に 叙爵 させ 中務小 ノ輔 にな さる。 
八月、 大和 國高 取の 地に 移され (ニ 萬 石)、 
十月* 又 淡 路國洲 本 城を 賜 ひ、 三 萬 石、 
十四 年 秋 •長 曾 我 部 土. 佐 守 元 親、 仙石權 
兵 衞秀久 、加 藤 左 馬 助嘉明 等と、 豐後國 
に 押 渡り、 大友が 兵と 共に、 為 津が 勢と 戰 
ふ。 味方 散々 |C 討ちな されて 引き 退く、 
安治 嘉 明の 二人 止って 戰 ふこと 止まず、 
關 白の 御 感をぞ 蒙リ ける。 十八 年-相 摸 
の 北條が 亡びし 時、 安治 •四國 の 人々 と 
東海を 押 渡って、 伊豆 國 下田の 城を 攻め、 

文 祿元年朝鮮の役、安治 * 又嘉明、嘉隆 
等と、 海路の 先陣を 承って 押 渡り、 王城 
に 攻め入る 。签 山ょ リ王城 に 向 ひて、 道 
路や 》 も すれば 差 塞が リ 、味方の 往來穩 
ならず。 安治が 計ら ひに て、 要害 一所 撺 
へて、 軍兵を 分て 守らす、 今年 六月、 朝 
鮮の 兵數萬 人 •押 寄って 彼の 要害を 攻 む。 
安治 .迤 の 由を 聞き、 急ぎ 王城を 立て 馳 
せ向ひ、城中ょりも切て出づ、寄手散々に 
討ちな されて 逃げ走る、 首を切る こと 一 
，千餘 、生 捕は 二百 餘 人と 記したり。 斯る 
所に 朝鮮の 水 軍、 夥しう 巨濟を 差して 押 
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向 ふと 聞いて、 嘉明 、嘉隆 と共に、 夜を 
日に 繼ぃ で馳 せ歸リ 、熊 川に 至る。 安治 • 
急ぎ 兵船に 取乘 り、 眞先に 進み、 見 乃 梁 
の邊に て、 彼の 全 羅水軍 節度 使 李 舜臣等 
が兵を討ち被り、明ニ年ニ月ニ十ヤ日の 
戰 に、 李 舜臣が 巧み 出して 伶 り たる 板屋 
船を 乘 取りぬ。 

慶長ニ 年、 大 明との. 和親 被れて、 四月 安 
治 等 又 朝鮮に 押 渡り、 藤 堂、 加 藤、 九 鬼 
の 人々 と 熊 川に 入って 船 揃へ し、 七月 七 
日夜、 巨濟に 押 渡って、 彼國の 統制 使 元 
均等が 軍を 討 被る。 安治が 手に 乘 取る 所 
の 敵 船 十六 艘 •同 八月 十五 日の 夜、 南 原 
城を 攻め 落し、 安治が 手に ニ 千餘 人が 首 
を 切る。 此の 戰の 事、 安治が 碑の 文に 九 
月 十五 日の 夜、 藤 堂 高 虎と 共に 先驅 し、 
泗 川の 城を 落す と錄 せり。 泗 川と 云へ る 
こと 不審、 これ 南 原の 事な*' 。又 南 原の 
敗れし は 八月 十五 日の 夜の 由、 大河 內秀 
元が 記に ぁり。 此の 時、 太 田飛驛 守 一吉 
と、 藤 堂と 先駔 を爭ひ .しこと あり。 南 原 
攻 口の 圖を 見る に、 高 虎、 安治が 陣並び 
て、 西南の 隅に 當れリ 。二人 一所に 攻め 
し事さも有り灼べし。朝鮮の書にも八月 
十、 五 夜と 見 ゆ。 大明の 書には、 八月 十六 


夜と 見 ゆ、 誤れる か。 碑文の 記す 所は 地 
の 名と. 月と 共に 異な リ 。され ども 此の 碑 
は 林道 春の 撰びし 所な れ ば、 據 あるべき 
にや、 覺束 なし。 

同 三年 四月、 安治 •蜂 須貿 阿波 守 家政と、 
共に 蔚山に 趣き 後卷 し、 寄 手の 多勢と 戰 
いて 首數多 打取り、 此 年の 夏 本朝に 歸 る。 

，六月 二十 二日、 この 年頃の 功を 賞せられ 
て、 所領の 地 加 へらる (三千 石)。 程なく 
大閤薨 じ 給 ひ、 同 五 年の 秋、 德川 殿、 奥 
の上杉退治あるべしとて御下向あり。安 
治 •我が身は 大坂に 留 つて、 嫡男 淡 路守 
安元に •軍勢 付けて、 奥の 御陣 に參ら す。 
九月 十五 日、 關が原 合戰の 時、 安治 安元 
父子 •上方の 多勢を 打ち破り、 十四 年 九 
月、 伊豫 國大洲 の 城を 賜 ひ、 ニ 萬 石を 加 
へ、 五 萬 三千 石 餘を領 す。 

元 和 元年、 安治 致仕、 同 三年 洛陽 西洞院 
の舊 宅に 引 籠り、 寬永 三年 八月 六日、 年 
七十 三 歳に て來 し、 嫡子 甚內 安忠 •世を 
早ぅ しければ ぃニ男 淡路守 安元 •家を 繼 
ぐ。 安元 •童 名は 甚太郞 、慶長 五 年 正月、 
淡路 守に 任ず。 元 和 元年 父が 讓 りを 受け、 
同三年、信濃國伊奈琊飯田の城に移り、 
上總國 一の宮の 地 五千石を 合せ、 五 萬 五 


千石也 .0 此の人.弓矢の藝に堪能なるの 
みならず、 文 道に 心を 寄せ、 和漢の 文書* 
家に 貯ふる 事 これ 多し。 中に も 和歌の 道 
を 深く 好みて、 武家 第一の 歌人 也。 寬永 
，の 頃、 諸家の 系圖を 召されし に、 祖父の 代 
ょり 記し 一切め て、 『北 南 それとも 知らず、 
此糸 の、 ゆか U ばかりの 末の 藤 原』 と。 
七十 歳、 承應ニ 年 十二月 三日に 卒す。 男 
子な かりし かば 舎弟 虎松 丸 (安治の 五男) 
を 子と す、 從五 位下 佐 渡 守に なされ、 安 
經と名乘る。设を早ぅしたりけれぱ、將 
軍 家の 仰せ 蒙りて、 堀 田 如 貿守正 盛が 弟 
を 子と し、 左兵衞 安利と す。- 是も 世を 早 
ぅし、 加實守 正 盛が ニ 男を 養 ひて 又世嗣 
となす。 初め 甚太郞 安吉と 申す、 慶 安四 
年 十二月 廿 八日 叙爵、 中務少 輔に 任じ、 
安元 卒して 家を 繼ぐ 、五 萬 三千 石、 ニ 千 
石は 同 六 右衞門 某に 分つ。 寬文 十二 年 五 
'月十-四日、播磨國龍野の城に移る(本領 

の 儘) J と。.  、 . 

寬政 系譜 •及び 武鑑に 「安治— 安元— 中 
務少輔 安政 (實堀 田 正 盛 ニ 男.)— 淡 路守安 
照 (幽 水〕— 伊勢 守安淸 (淡 路 守)--- 淡 路守 
安興 ( 中務少 輔) 丨 中務少 輔安弘 丨( 弟) 伊 
勢 守 安 實！ 圖書頭 安親 (同姓 一角 安 種の 
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三位、 刑 部 卿、 同 三年 五月 四日に 病、 七 
日を 經て 十二 日、 伊淥阈 越智 郡に て 病死、 
三十 七歲 、正 法 寺 殿と 號す 。明治 十六 年. 
八月 六日、 從 三位を 贈らる」 と o その他 
は 以下 各項を 見ょ。 

3 新田 氏族 田 中流 淸和 源氏 系圖に 「田 
中 重 網 丨綷 村— 重 村 (刑 部 卿、 昇殿、 號 
脇屋 殿、 四國に 於いて 死去し 畢ん ぬ)」 と 
見 ゆ。 

4 信 濃-^® HT に 「義助 丨義治 (應永 
十四年、八十五に，て伊豫宇和島にて病逝、 
新田 大明 神と 號す〕 —#、 治 (童 名 勅 若 丸、 
又太郎 •次耶 左衞 門。 貞和四 年、 上 州 新 
田庄に 生る、 母は 家 女房。 M 永年間、 # 
治、 黑 lll' ^g^、 兼治獨 り 

上 信 間を 徘徊す。 ヌ義 治， 義宗 •士 剧衡 
能，の館匕賴，む、義治ー人四國に往かず、 
铤體 して、 猶ほ上 信 間を 俳徊し、 應永五 
年 八月 二十 七日、 年 五十一 病， を以 つて - ft 
州關 田に 逝く、 法名 凌雲 休 岳) 丨義遠 (童 

名阈 松、 左 近、 次郎左 衞門 。應 、水 元年、 

上 州 新 野邑に 生る、 母家 女房。 應永 十一 年 
四月七日、知行新田庄分鄕公田百町。永 
享 三年 十二月 五日、 年 三十 八に て、 信 州 
更科 にて 戰死 、法名 一葉 凋 雪)— 尹 治 C 绒 


新田、 又號岩 松、 童 名 勅 次郎 、惣 左衞 門、 
主税 。應永 二十 四 年 十月 十二 日、 信州關 
田に ^ る。 母は 望月 吉安の 女、 終る 所詳 
かならず、 法名 泰得方 夢。 弟 安治は 脇屋 
次耶 と號 す。 庄五郎 、庄为 衞門 。應永 二十 
七 年 七月 ニ 十日 信州關 田に 生る、 母 同上、 
法名 空 山 圓理 )」 と。 

次に 尹 治の 男 「房 治 ( 號岩 松、 又號 新田、 
童 名 勅 若、 藏 人、 將監 。嘉吉 元年、 信 州 
關田 生、 法名 桐 雨 寂 窓〕— 氏 治 (諕 岩松帶 
刀。 寬正五 年、 信 州關田 生。 母は 岩 松 朝 
兼女、法名陰 |[( 道璲〕、弟朝治(號脇屋、 
勑次郎 、八 兵衞 、出 羽。 應仁 元年 信州關 
田 生。 母は 百津 光季 女。 大永四 年 七月 八 
日、 半 五十へ にて 信 州鹽灘 にて 戰 死、 法 
名凉 山顯忠 。妹は 高 梨 左衞門 室、 母 同上〕 
丨國久 (號 正木、 和 泉。 上 州 邑樂郡 正木 
村に 家す、 故に 稱と爲 す。 牝條氏 直に 屬 
し、 武州寶 島 郡 平 川に 逝く)、 弟忠治 (勅 
次 郡、 万次郞 、藏 人、 金左衞 門。 永 正 十 
一年 信 州 關田生 •母は 贊川氏 道の 女。 天 
正 六 年 五月 十五 日、 信 州 伊奈 郡 松 尾 城主 
小笠原信貴に屬す〕—嶺治(始め國治、又 
昌治 、童 名 勅 若、 金六郎 、金 左衞 門。 弟 
忠 村は 半 助、 惣左衛 門〕— 嶺榮 (勅 次 郎 、八 


兵衞 、金 左 衞 門。 天 正 十一 年 信 州 松 尾 生、 
.母は松平正網の妹、采地せ捣州闋宿、寬永 
九年五月ニ十七日、年五十にて關宿に病 
逝 •法名 凉院淸 閑)— 傅 兵衞巔 胤」 と。 
又綠榮 の 妹は 「大久 保 家 勝の 室、 母 同上。 
其の 弟 a 定は藏 人、 主稅 。其の 弟嶺親 は 
辰 之 助 •九 兵衞 、度 長 八 年 本庄に 生る。 
其の 弟嶺 重は 栗 田家を 繼 r。 虎之助、 庄 
左衞 門」 と 0 

5 越 前 系圖に 「義 助 季子 政綷 (脇 谷 次 
耶 、父 卒する 時、 儐にニ 歳、 家 士平井 小 
源 太 •之を 携へ て、 越 前國 及び 長 州に 匿 
る。 民 •之を 崇んで 脇屋 殿と 號 す。 應永 
六 年 死、 六十 三、 法名 了 願) 丨忠政 (兵 庫 
助〕 丨爲政 (朝 倉貞景 に® す、 右衞門 尉〕 
丨爲近 (次郎 兵衞 尉、 朝 倉敎景 に® す、 
寬正四 年 十二月 四：！！、 越前國 大野 郡粜光 
寺 城に 討死、 四十 一歳〕— 小次郞 (父と 共 
に 討死、 十七 歳)、 弟 僧 C 越 前 ^ 足 羽 郡薤 
雲菴) 、妹 (上 坂 長 門守秀 孝の 妻)、 弟爲 
長 (源 左衞門 尉)— 長 助 (源 六 郞〕— 永 明 
(次郞 太郞 、朝 倉 義录に 仕へ、 元 琏四年 
義景 滅亡 後、 越前國 鞍谷に 匿れ、 出家、 
號# 房) 丨義範 C 又兵衞 、義景 滅亡 後、 同 
國今立 郡 粟田部 邑伊藤 善 右衛門の 許に 匿 
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る。 弟 永 常は 新九郎 、其の 弟 定則は 兵 右 
.衞門 と 云 ふ〕 丨義信 (又 太郎 、越 前 秀康卿 
に 仕 ふ〕 丨義次 (佐 右衞 門、 忠昌 朝臣に 仕 
ふ〕 丨 義峰ハ 又太耶 u I 義光ハ 又八郞 い ー 義 
則 ( 甚左衞 門) 丨義明 (七 右衞 門〕— 義重 
(甚 蔵〕— 義長 (新 右 衞門〕 丨義方 (又 八耶、 
毋 々越 前 家に 仕 ふ〕」 と。 

6 中 國藝藩 通 志、 奴 可 郡條に 「八幡 馬 
場は 中野时 にあり。 大富 城を 去る、、 と、 
十 町 許、 平地 松原な り。 永祿 のころ、 出 
雲 尼 子ょり 野 尻 下野* 脇屋刑 部、 川 添 
美作等を將として、大富山を窺は-しめ、 
爰に陣 す。 宮氏屢 々兵を 出して、 防ぎ 戰 
ひ、 奧宮豐 後、 橫 山 長 門、 同河內 等が、 
弓 力に 敗られて 、去れり」 と。 又 安藝 加 
茂 郡に あり、 脇條參 照。 

7 鎭西脇 屋左衞 門義久 あり、 新田、. 佐 
田 等の 條 に 詳か 也。 又後设 、豐後 小 浦の 
儒者に 脇屋 儀ー郞 長 之 あり、 愚 山と 號 し、 
細 川 侯に 仕 ふ。 

8 雜載富 士系圖 に 「大宮司 義 尊の 女 • 
脇 屋義助 側室、 鶴 江 方」 と。 又 沼田 土岐 
藩 重 ^ に 見え、 又桃靑 傅に 脇屋 又八郞 广无 
明〕、 又 美 濃 (根 尾條參 照〕 に 存 し、 武藏に 
ぁリ。又新田滿次服豐純の男貞常は脇谷 
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左 兵 衞と云 ふ C 又 松 陰 私語に 脇 谷 云々 と、 
岩 松 家臣 也。 

脇 谷 ワキ ヤ 前條 氏に 同じ。 

我 直！！ 屋 ワキ ヤ 同上。 

脇 山 ワキヤ マ 筑前 等に 此の 地名 あり。 

和久 ワク 和名抄 、丹 波 國天田 郡に 和久 
鄕を收 む。 後に 和 久莊 C 屬村 十一〕 起る。 又 
播磨 等に も 此の 地名 あり。 

1 和 久勝貞 觀ニ年 二月 紀に 「正 六 位 上 
和 久勝淸 子务リ 。外從 五位 下」 を 賜 ふ。 
2 無 尸 和， 久 勝の 族 類. なるべし。 正倉院 
天平 寶字六 年 文書、 及び 姓名 錄抄 等に 見 
ゆ 0 

3 在 原 姓 業 平の 後 也と 云 ふ* 

4 佐々 木 氏族 丹 波 和久莊 ょり 起り、 茶 
臼 山城に 據 る。 當城は 又 安尾 城、 或は 和 
久城に 作る、 原 村に 在リ 。錄： 倉 時代、 鹽 
見 政 信 •幕府ょり 和 久庄を 賜 ひ、 當地に 
居城を構ふと云ふ、 || 見條參照0當莊.の 
事は、 東 寺 正 元 四 年 文書に 「最 勝光院 頜、 
丹波國 和久莊 J と 載せ、 此の 氏は 和久系 
圖 に 「鹽見 政 信 •天 田 郡 和 久莊を 賜 ひて 
原邑茶 ： 白山に 居り、 其の 子 利 長に 至り、 
始めて 和久 氏と 稱 す」 と。 後 和 久次郎 あ 
り。 又 中古、 和久文 五郎 •步士 を 務めたり 
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と、 丹 波 志に 見 ゆ。 

又 太平 記卷 二十 七に 和久 四耶 左衞門 尉を 
載せ、 又 足 利義政 家臣に 和久壹 岐守 あり • 
書を 好く す。 又豐 臣秀吉 の 臣に和 久又兵 
衞宗 是あリ 、大坂 2 役、 義を 重んじて 戰死 
す。 又 和久半 左 g 門 俊英 あり-礎を 好く 
す 。これ 等 も 此の 族 か。  一 
5 越後 上 杉 家の 名臣な リ しと、 子孫 無 
し。 又元祿 吉良附 人に 和久半 太夫 ありと、 
6 雜载 その他 •會津 等に 存 す。 

倭久 ワク 前條と 通ず。 又 太平 記卷 二十 
ニ、 神 南 合戰、 0' 幡 侍の 中に 倭久 修理 亮* 

見 ゆ、 高 草 郡 委文 鄉倭 文の 城に 據る かと 云 
ふ。 シド リ條參 照〕  . 

和且ハ ワグ 和名 抄 、志 靡 國答志 郡に 和 具 
鄕を收 む。 この 地ょり 起り しにて、 內宮引 
付に 「船 越 御厨 下司 和具藏 人」 を 載. せ、 又 
志 摩 七 島 豪族 9 一に 見 ゆ。 九 鬼條參 照。 

和久井 ワク キ 信濃等に.仏す。 

涌 井 ワク 序 武藏 等に 此の 氏 在り。 

湧 井 ワク 4 
和久田 ワク ダ ， 

或 水 ワク ミツ 大藏姓 の m 族に して、 大 
藏系圖 に 「別 府次郞 種 長 (或 水 四 耶) J 
と 見 ゆ っ大藏 、別府 等の 條參 照。 


和久本 ワク モト ヮキ モト 條參 照』 

涌 谷 ワク ヤ 陸 前 國小田 郡 (遠 田 郡} 浦 谷 
邑よリ 起る。 もと 大畸家 臣诵谷 正 冇衞門 • 
浦谷鉈 に 掠る。 後 伊達 領とな り、 天 正 十九 
年、 伊達 安藝 元宗 •亘理 城よ U 移る。 仙蠆 
藩 一門の 名 族たり、 亘现條 を 見よ。 

和 倉 ワク ラ 能 登 等に 此の 地名 あり。 

1 源 姓 阿波 國の亲 族に して、 故城 記、 
那西郡 分に 「和 倉 殿 •源氏 •紋カ ドス ハ 
マ」 と载 せたり 0 

2 土 佐 南北朝の 顷 •和 倉 源 四 部 あ 9、 
花囿宮に從ひて勒王す。佐伯綷貞軍忠状 
に 見えたり o 

若 栗 ワクリ ワカ クリ條 を 見よ。 
和久里 ワクリ 若狹一 : 遠 敷 郡 和 久里邑 よ 
リ起る。百合文畨、建久七年源平兩家祗候 
贸交名に「和久里四耶兵衞尉時繼」を載せ 
たリ 。ワカ ク リ條參 照。 

和 栗 ワクリ 武藏 等に 此の 氏 存 す。 

和 光 ワク ワウ 同上。  • 

別 ワケ 地方 官職 名 也。 もと 別は 皇族の 
-稱號 なりし が、 その 地方 官とな りて 下り 給 
ふや、 多くは 其の 地名を 冠して 「某々 別」 と 
稱し給 へる より、. c 然と 皇 別の 地方 官の通 
稱 となれ る 也。 よりて 別は、 阈造 、縣 主、 
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及び 稻閩以 外に 存せ しに あらず。 別にして 
國造 なる あり、 縣主 あり、 稻匿 ありし 也。 
即ち •一: 造、 縣 主、 稻禹 等に か 》 はらず、 皇 
族にして地方官たりし答は、凡べて別と云 
ひし 也。 但し 中には、 國 造、 縣 主、 若しく 
は稻 置に あらず して、 地方 在住の 皇族が、 別 
と 稱し給 へる 方 もな きに あらざる が 故に、、 
狭義に 解 すれば、 此の 威 造、 縣 主、 稻置た 
りし 別を 除き、 單に 地方の 一部を 領し給 ひ 
し 皇族、 皇別の カバ •外と もな すを 得べ し 0 
此等 別は、 後世 多くは 他に カバ ネを 賜は 
り、 或は 臣 、或は 君、 時には 直、 又は 首を 
稱し給 へり。 ょりて、 後 ft 單に 別と 稱 せし 
は 極めて 尠な し、 否殆ん どなし と 云 ふ も 可 
な 唯 別 君 あり、 こは 別にして. 君 姓を 賜 
へる 者が* 猶ほ從 来の 別なる 稱を 殘留 して、 
常： 複の カバ ネの 如く 使用す る 者 也。 此等別 
君は 其の 地名を 氏と する を 常と すれ ど、 
中には 氏名を 稱 せず とも、 單に別 公と 云 ふ 
のみに て、 其の 地に ては 其の 族を 明かに す 
るを 得る が 故に、 單に別 公と 云 ひなら はし、 
終に 別は 氏の 如く、 公は 姓の 如くな れるあ 
り0これ別氏、又は和氣氏の起股なりとす0 
以下に見ゅるは、總べてか、る經過を經て 
氏と なり-たる 別 ( 和氣〕 氏と す 。猶ほ 詳細は 


日本 上代に 於け る 社 會 m 織の 研究、 力 パネ 

編を 見よ。 

1 山城 Q 別 公 丹 波 氏の 族に して、 姓氏 
錄 、山珅 皇別に 「別 公。 同上 (彥坐 公の 
後 也〕」 と あるは、 何 地の 別 公な りし か 0 
凡そ 此の 氏族に 別 多ければ、 何れ > 測 リ 
難 けれど、 ir lt 山城なる よ 0見れ过、葛野 
之 別の 後 か、 此の 別は 袁邪本 王の 後 也。 

2 攝津の 別 公 弘仁 ニ年祀 に 「攝津 阈人 
別君淸 名」 あり。 御 林 宿 踊 姓を 賜 ふ。 

3 和 泉の 別 公 倭武尊 の 伽 倚に して、 常 
阔內 にあり し 別 君の 後な 和 泉 郡に 和 
氣 村あリ 、又 阈內 神名幀 に 「和 泉 郡 正 五 
位下 和 氣社 J を 載す、 此の 地を 頜せ しか。 
され ど 後世 日 根 郡颂な るよ n ll れげ ：：： 栈 
郡 内の 別 君た U しか、 今詳 かにし 難し。 
氏人は天平九年 60 和枭監正稅帳に「日根 
郡少領 別 君餿麻 呂」 を 載せ、 姓氏 錄は、 
右京皇別に收めて「別公。砟部同氏」と 
載せ、又和泉皇別に却氣公あリ、次條參 
照。 その後、 承 和 三年 三月 紀に餒 主 益 雄 
等 あり、 又 此の 族に^ •ら ず。 ® ほ次條 
及び縣キ」條を見よ。 

4 伊勢の 別 公 倭武孩 の 御 裔 也。 イヨ、 
及びィセ修を見ょ <3 


ワケ  , 空 九九 
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5 播 磨の 別 君 これ も倭武 尊の 御裔 にし 
て、 第三 項 氏の 族 也。 播磨 風土記、 揖保 
郡狹野 村條に 「別 君 玉， 手 等が 遠祖は、 本 
I 川 內國泉 郡に 居りき。 地の 便りょ から ざ 
るに 因りて、 遷 りて 此の 土に 到る。 仍り 
て 云 ひけら く、 此の 野は 狹 しと 錐、 猶ほ 
居るべき也、云々」と見ゆ。 

6 備 /前 の 別 公吉 備之石 先 別の 後 也。 石 
无 別は 後に 公 姓を 賜は 9、 磐 梨 別 君と 云 
ふ。 其の 嫡流は 藤 野別眞 人に して、 この 氏 
は 支流た 9 し 家 也。 天平 神 護 元年に 「別 公 
菌守等 九 人に、 吉備石 成 別宿禰 を 賜 ふ」 
と。 石 成條を 見ょ。 

7 越 前垂 仁 帝の 裔か 。當國 足 羽 郡の 別 
の後にして、神名式、當郡に分神社を收 
む。 氏人は 天平 神 護 ニ 年の 足 羽 郡 司 解に 
「別鷹山、部下上家鄕戶」、 ^ た「驚山の 
親父 豐 成」 等を 载せ 、また 鷹 山 施 入 帳に 
「田 領別竹 山」、 また 天平 神 護 ニ 年の 國司 
解に 「上 家鄕戶 主別袭 麿、 同鄕戶 主 別 破、 
野 田鄕戶 主別大 n 元、 礒 部鄕戶 主別廣 島、 
蘇 墓 鄕戶主 別、 堀江鄕 戶主別 五 百依戶 ロ、 
同 長 島」 等、 多くを 载せ たリ 0 
和 i! 取 ワケ 前條氏 を眞名 書に したる 迄に 

て" 異なる 處な けれど、 後设は 多く 此の 字 


を 用 ひ、 カバ ネの 場合は 別 字を 用 ふ。 

1 和 泉の 和氣公 倭武 尊の 御裔 にして、 
前條 第三 項 氏に 同じ。 姓氏 錄、 和 泉皇 別に 
「和瘕 公。 犬 上 朝臣と 同祖 •倭 建 尊の 後 
也」 と载 せ、 これより 前、 大寶 三年 四月 
紐に 「和氣 坂 本に 君 姓を 賜 ふ」 と あるは、 
此の 庶流 か。 宗家は 古くよ 珍 君 姓 也。 前 
條を 見よ。 

2 讚岐の 和 氣公景 行 帝の 御裔に して、 
此の 和氣は 別に 同じ。 伊豫 御村 別の 後に 
して、 臭 觀八年 十月 紀に 「讚 岐 國那轲 郡 
の 人 •因 支 首 秋 主、 同姓 道麻呂 、宅 主、 
多 度 郡の 人 •因 支 首 純 雄、 同姓 國 益、 巨 
足、 男繩 、文武、 陶道 等の 九 人に、 姓を 
和氣 公と 賜 ふ。 其 先は 武國凝 別 皇子の 苗 
裔 也」 と载 せ、 その 系は 圓珍の 和 氣系圖 
に rc 因 支 首〕 忍 川丨止 伊— 身— 友 足— 石 
弓— 道 万呂 c 三 實には 道 麻呂〕 丨宅 成— 僧 
圓珍 c 得度 也〕」 と 見 ゆ。 その他、 前述 貞 
觀 八年紀 の 人々 多く あり、 御村 條 (五 九 
〇 三 頁 以下〕 に 詳かな り。 

圓 珍の 事は、 天台 I 座主 記に 「圓珍 和尙 
は、 讚岐國 那珂郡 金 倉鄕の 人、 和 氣氏母 
は 佐 伯 氏、 空 海 阿 闇 梨の 姪 也— I と 載せ、 
また明匠略傳に「智證大師齟珍。俗姓は 


和 氣 、讚岐 國那轲 郡 金倉鄕 の 人 也。 父は 
宅 成、 母は 佐 伯 氏、 故 僧正 空 海の 姪 也」 
.と。 また 天 長 十 年度 牒に 「沙彌 圆 珍。 年 
十九、讚岐國那琍郡金倉鄕戶主 0 支首宅 
成の 戶ロ  •同姓 廣 雄」 と 見え、 また 諸 門 
跡譜に 「智證 大師は、 法諱圆 珍、 和 氏、 
If 州那轲 郡の 人、 父は 宅 成、 母は 佐 伯 氏、 
弘法の 甥、 弘仁六 年に 生る」 と。 また 元 
亨釋 書に 「釋圓 珍。 姓 和 氏、 讚 州 那珂郡 
人、 父は 宅 成、 母は 佐 氏、 弘法の 甥 也。 
其の 家 巨富」 など 载せ たり。 

3 和 氣宿禰 前 條和泉 別 君の 宗族に て、 
縣主た りし 氏 也。 承 和 三年 二月 祀に 「和 
泉國人 遣唐使 淮錄事 縣主益 雄、 文 散 位 文 
貞等に 姓を 和 氣宿禰 と 賜 ひ、 又本坫 を改 
めて、 右京 ニ條ニ 坊 に貫附 す」 と 見 ゆる 
は、 此の 氏人 也。 

4 備 前の 和氣宿 禰垂仁 帝の 御 裔に して 
吉備 之石无 別の 後 也。 其の 宗族たり し 藤 
野 和氣眞 人は* 淸麻呂 の 誠忠 •反りて 道 
鏡の 思む 所と なり、 姓名を 改めて、 別 部 
穢麻呂 とせら る 〈神 謹 景雲 三年 九月)。 そ 
の 後、 寶龜 元年、 * さる X に 當り 、此の 
氏を 賜 ひ、 後に 朝臣と なる。 次 項を 見ょ。 

5 和氣 朝臣 前項 和氣 宿禰の 後に して、 


寶龜： 太 年 九月 紀に 「從五 位下 和氣宿 禰淸 
麻呂、廣虫に姓を朝臣と賜ふ」と見ゅ。 

淸麻呂 の 事は、 延歷 十八 年 ニ月紀 に 「贈 
正三位 行 民 部 卿 兼 造営 大夫美 作 備前國 造 
和氣 朝臣 淸麻呂 薨ず 。本姓は 磐 梨 別 公、 
右京の 人 也。 後に 藤 野 和氣眞 人と a： む。 
淸麻呂 •人と 爲り 、高直、 匪躬の 節 あり。 
柿廣 虫と 共に、 高 野 (孝 謙， 稱德〕 天皇に 
事へ、 並に 愛 信を 蒙りて、 右兵衞 少尉に 
任ぜら る。 神 護の 初め、 從五位 下を 授け 
られ 、近 衞將監 に遷 り、 特に 封 五十 戶を賜 
ふ。 姉廣 虫は 笄年に 及び、 嫁を 從五 位下 
葛 木 宿禰戶 主に 許す。 旣に して 天皇 •落 
筋し 給 ふや、 隨 ひて 出家して 御 弟子と 爲 
る、 法名 法 均、 進 守 大夫尼 位を 授けられ、 
委す るに 腹心を 以てし、 四 位の 封、 井せ 
て位祿 、位田を 賜 ふ。 寶字八 年、 大保惠 
美 忍 勝： •叛逆して 誅に 伏し、 連 y -s んで 
斬に 當る者 三百 七十 五 人 也。 法 均 •切 諫 
し、 天皇 •之を 納れ給 ひ* 死刑を 減じ、 
以 つて 流 徒に 處 す。 亂止 むの 後、 民 •飢 
疫を 苦しみ、 子を 草 間に 弃つ 。人を 遺は 
して 收 養し、 八十 三兒を 得、 同名の 養子 
として、 葛 木 首を 賜 ふ。 

此の 時、 ft 道 鏡 •幸を 天皇に 得、 出 人に 


替蹕 し、 一に 乘輿 に擬 し、 號 して 法王と 
日 ふ。 大宰 主神 習宜 阿蘇 麻 呂 •道 鏡に 媚 
事し、 八幡 神 敎と镐 はりて 言す、 道 鏡を 
して 帝位に 即か しめば、 天下 太平な らん 
と。 道 鏡 •之を 聞き、 情 喜び、 自 廣 す。 
天皇 •淸 麻呂を 牀下に 召して 宣は く、 夢 
に 人ぁリ 、來リ て 八幡 神 使と 稱し 、云 ふ、 
事 (情) を 奏する 爲に 、尼 法 均を 請 ふと。 
朕 •答へ て 日 ふ、 法 均は 軟弱に して 遠路 
に 堪え難し、 其の 代に ^ 麻呂を 遺は さん 
と。 汝 •宜しく 早く 參 りて 神の 敎を膣 く 
べしと。 道 鏡復た 淸麻呂 を 喚び、 募して 
大臣の 位を 以っ てす。 是 ょり 先、 路眞人 
•道 鏡の 師 たり、 淸麻呂 に 語って 云 
ふ、 道 鏡 •若 I 天位に 登ら ば、 吾 •何の 
面目を 以っ て、 其の 臣た るべき、 吾れ ニ 
三 子と 共に 今日の 伯 夷た らん 耳と。 淸麻 
S •深く 其の 言を 然り とし、 常に 致命の 
志を 懷 く。 

往 きて 神宮に 詣づ 。神 •託宣して 云々 0 
淸麻呂 •祈 9 て 申す、 今大 神の 敎ふ 所、 
是れ國 家の 大事 也。 託宣 •信じ 難し、 頭 
はくば、 神異を 示し 給へ と。 神 •卽 ち忽 
然 •形を 現は し 給 ふ。 其の 長 •三 丈 許り、 
色は 滿 月の 如し。 淸麻呂 •魂を 消して 度 


を 失 ひ、 仰ぎ見る 能は ず。 是に 於いて 神. 
託宣 あり、 我が 國家は 君臣の 分 定まれ 
り。 而 して 道 銃 •悖 逆 無道に して、 輙く 
神器を 望む。 是を以 つて 神爽踅 怒し、 其 
の 祈を 應か ず。 汝歸 りて 吾が 言の 如く 之 
を 奏せょ 。天つ日嗣は 必ず 皇緒 を續 rq 
汝 •道 親の 怨を馏 る >• 勿れ、 吾 必ず 相濟 
はんと。 淸麻呂 •歸 リ來リ 、奏して 神 敎 
の 如し。 天皇 •誅 する に 忍び 給は ず、 因 
皤 員外 介と 爲し 、尋い で 姓名を 改めて、 
別部穢 麻 呂と爲 して •大 隅國に 流す。 尼 
法 均を 遼 俗せ しめて、 別部狹 虫と 爲 して 
備後國 に 流す。 道 鏡 •又 追 ひて 將に淸 麻 
S を 道に 殺さん とす。 雷雨 晦暝 、未だ 刑 
を 行 ふに 即か ずして、 俄かに 勅使 來リ、 
僅かに 免る、 を 得た リ、 云々。 寶扔 元年、 
聖帝 •踐齚 し 給 ひ、 勅 ありて、 京に 入らし 
め、 姓を 和氣 朝臣と 賜 ひ、 本位 名に 復 す、 
云々。 延曆 十七 年 正月 十九 日薨 ず、 云々」 
と。 賜 姓、 その他の 事は 藤 野、 石 成の 兩 
悚に詳 か 也。 

その 出自に ついては、 日本 後紀 、前 引條 
に r 淸麻 a の 先は、 垂仁 天皇々 子 鐸石別 
命より 出づ 。三世 孫 弟彥王 •神 功 皇后に 
從ひ て、 新羅を 征し 、凱旋す。 明年、 忍 


ワ ケ ワ ケ ワ ケ 六 六 〇一 


ワケ 


熊 別 皇子 •逆 謀 ぁり。 皇后 •弟彥 王を 遣 
はし、 針 間と 吉備— との 堺山に 之を 誅せし 
め 給 ひ、 軍に 從ふ功 を以 って、 藤野縣 に 
封 ぜられ 、因って 家す 焉 。今 分れて 美 作、 
備前の 兩國と 爲る也 ◊高祖父 佐 波 良、 曾 
祖父 波 伎 豆、 祖宿奈 、父 乎 麻呂の 墳墓 • 
本鄕に 在りて、 拱樹 •林を 成す。 淸麻呂 • 
竄せら る X の 日、 人の 伐 除す る 所と 爲る P 
歸リ來 り上疏 して 狀を陳 ぶ。 詔して 佐 波 
良 等 四 人、 幷せて 淸麻呂 を以 って‘、 美 作、 
備 前、 兩 國の國 造と 爲す 、云々」 と。 

また 姓史錄 "右京 皇 別に 「和 氣 朝臣。 箠 
仁 天皇 皇子 鐸石 別命の 後 也。 神 功 皇后 • 
新羅を 征伐し、 凱旋 歸 H 給 ふ。 明年、 車 
駕 •都を 還る、 時に 忍 熊 別 皇子 等 •竊炉 に 
逆 謀を 構へ、 明 石の 堺 に 於いて 兵を 備へ 
て 之を 待っ。 皇后 •監識 し 給 ひ、 弟彥王 
を 針 間と 吉備 との 堺に 遣は し、 關を造 y 
て 防がし め 給 ふ、 所謂る 和氣關 •是れ 也。 
太平の後に、駑に從ひし勳を錄して、酬る 
に 封地を、 M ってし 給 ひ" 仍って 士ロ備 磐 梨 
縣を 賜は り、 始めて 之に 家す 焉 。光仁 天 
皇の寶 ■五 年に、 改めて 和 氣 朝臣の 姓を 
賜ふ也。續日本紀に合す」と载せたり。 
此の 氏 s 系 圖バ 和氣氏 系圖に r 垂仁帝 


ヮケ 

丨鐸石 別命 c 母は 丹 波 道主 女〕— 雅鐸石 別 
- 命 (或は 云 ふ、 始めて 吉備盤 梨 別 君 姓を 賜 
ふ〕— 田 守 別 王 (一に 云 ふ 健眞別 王〕— 茅 
彥王 (一に 云 ふ 健緖別 王〕— 麻 己 目 王 (一 
もに 云 ふ 依國別 王) 丨 意富 己 目 王 (一本に 
『異說 に 云 ふ、 始めて 吉備磐 梨 君 姓を 賜 
ふ』 と〕 — 伊比 遲別王 丨 伊 大比別 王 丨 萬 子 
(或は 萬 侶と 日 ふ)— 古 麻 佐 (難 波 朝 庭、 藤 
原 長 舎を 立つ〕— 佐 波 良 (美 作備前 兩國々 
、造) — 佐 波 豆 (同〕 丨 宿奈 (同〕 — 平 麻呂 
(同、 一本， に 乎麻呂 〕 丨 淸麻呂 ( 從三 、大納 
，言-母* 贈 正三位〕、 妹廣蟲 (正 四 下、 葛 木 
戶主 室〕」 と 見 ゆ。 

6— 景 行帝裔 の和氣 朝臣 讚 岐 公の 裔なる ' 
讚岐 朝臣の 後に して、 貞觀四 年 八月 紀に 
. 「從 五位 下 守 大判 事 兼行 明 法 博士  •讚 岐激 
臣永直 卒す。 永 直は 右京の 人 也。 本姓は 
讚晓 公、 讃岐國 寒 川 郡の 人 也、 云々。 承 
和 三年に 姓を 朝臣と 賜 ひ、 本 居を 改めて、 
右京 職に 隸す 、云々。 長子 時人 •父の 業 
を傳へ 、姓を 和 氣 朝臣と 改 む」 と 載せ、 
また 同 六 年 八月 紀に 「右京 人 散位從 五位 
0 上讃岐 朝臣 高 作、 右 大史正 六 位 上 讚岐朝 
臣時 雄、 右 衞門少 志 正 六 位 上讚喊 朝臣 時 
人 等に 姓を 和氣 朝臣と 賜 ふ。 其の 先は 景 
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塞ー一 


行 天皇の 皇子 神 櫛 命よ W 出づる 也」 と 載 
せたり 0 

•京師の 和 氣氏垂 仁帝赍 、和氣 朝臣 淸 
麻呂の 後に して、 和 氣系圖 に 「淸 麻呂 11 
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r Il w-T- 成 綱-仲 尚— 繁氏 

典 藥權介 典 葉 介 左 馬 商 丹 波 守 
S 醫 

— 仲 知 

針 if 士 

丨氏 成-仲 成-岑 成-麻 呂 成， 

侍 醫 典藥助 侍瞽 

と。括孤を附したるは、尊卑分脈の傳也。 
又 家 麻 呂は 公卿 補任に 「高 野 弟嗣の 孫」 と 
す、 その 先 百濟人 也。 

代々 醫 家に して、 侍醫 、典藥 頭、 醫 博士、 
針博士等に至9、又淸廊呂の故事にょり 
て、 代々 宇佐 使 なれ ど、 今繁を 避けて 之 
を 省く。 系圖に 異本 多く、 畠 山 牛 庵 家 本 
には「廣掛弟眞綱—貞興丨時雨—正 {& 」 
と見え、半井本*これ忆同じ。何れも誤 
多し。 

8 山城 當國に 和氣庄 あり、 その他の 事 
は 前 各項、 及び 前條 第一 項を 見ょ。 

9 河内 丹此郡に別莊あリ、上代別のあ 
.りし 地な らん。 又 當國足 立 氏は 和氣 朝臣 
淸麻呂 の 裔と云 ふ。 足 立條參 照。 

10 攝 津前條 第二 項參 照。 又 東 成 郡 玉 造 
の 名 族に 和氣氏 あり、 高津屋 吉右衞 門と 
云 ふ。  .• 

11 景行帝 裔大寳 三年 紀に和 氣坂本 あ 
り、 君 姓を 賜 ふ。 第一 項參 照。 
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12 備前 _ 仁帝裔 、石 先 別の 後 也。 前 各 
項、 及び 前 條第六 項を 見ょ。 その他、 大 
同類 緊方卷 二十 五に 「和 氣藥 (又 神 根 藥〕 
は、 備前國 和 氣飯成 (一本に 和 氣郡頜 和 
氣臣飯 成〕 等が 傳 ふる 所に して、 元少彥 
名 命の 方 也」 と。 又 「美 谷久須 梨、 備前 
國和氣 飯 成の 家 方 也」 など 見 ゆ。 

當國に 和氣郡 あり、 磐 梨 縣の故 地に して、 
後藤 原 郡と なり、 勇に 和 氣郡 と改む 。磐 
梨、 赤 坂、 藤 野、 藤 原 等の 條參 照。 郡內 
に 和 氣 村あリ 。又 和名 抄 、磐 梨 郡に 和氣 
鄕を收 む。 而 して 後®、 太平 記卷 七に 和 
氣彌次 郞季經 あり、 動 王の 士 也。 和 田、 
兒 島、 三 宅 等の 條參 照。 また 和氣 彌四郞 
と 見 ゆ。 

猶ほ 和氣郡 地方 古墳に 陶棺 多し、 或は 和 
氣 一族と 關係 あるかと 云 ふ。 

13 美 作 和名 抄 、勝 田 郡に 和氣鄕 を收 む。 
古代、 和氣 (別〕 の ありし 地 也。 下って 新 
免 家 古書、 芦 河 內傳記 等に 永祿の 頃、 和 介 
周 防 ありて、 一に 和氣周 防に 作り、 新 免 
家 侍 帳に 「和 氣周防 •笹凋 堀 切の 城 J と 
見 ゆ。 

14 阿波 美 馬 郡の 豪族 也。 脇 氏に 同じ。 

15 讚岐 第二、 第六兩 項を 見よ。 又寬弘 
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元年の 大內鄕 戶籍に 和氣用 女を 載せ、 又 
後世、 全 讚史に 「木德 城は 多 度 郡 木德村 
.に 在り、 和 氣道隆 •之に 居る」 と。 又 和 
氣備後 守 道久な ど 云 ふ 人 ありと ぞ。 

16 伊 ■當國 に 和氣郡 ありて、 和名 抄に 
和 計と 註す， 伊豫、 三 村 等條參 照。 又漾 
章 記に 「孝 元 天皇 御 弟 伊豫 皇子 云々、 和 
氣姬を 娶リて 三 子を 產み給 ふ J 云々 と载 
せ、 また 「元 家 (久 来權 介)、 その子 家 時 
(和 介大夫 〕」 と 見 ゆ。 

又 河 野 系圖に 「元 家 C 久来襪 介 〕丨 家 時 (和 
氣大 夫〕 丨爲批 (號浮 穴 御舘).」 と あ 9 て、 
浮 穴 系圖に 「伊豫 親王— 爲世 (母 和氣 五郎 
大夫家 時の 女、 名を 浮 穴四郞 と 日 ふ〕」 と 
見え、 また 和五郞 大夫家 時と も 記され 

今 井 系圖に 「爲世 次男 爲時 •外祖父 家 時 
の 養子と 爲 り、 家 時 •所領を 讓 り、 越智 
姓を 授 く、 河 野 氏の 祖 也」 と。 その他は、 
越智 、河 野、 新居 等の 條參 照。 

17 雜 载經國 集に 和氣 眞耦 •見え、 又 陸 
奥 話 記に 「散 位和氣 致輔」 あり。 下って 江 
戶の 儒者に 和 氣行藏 (行 三、 大道〕 あり、 
柳 齋と號 す。 又 加貲に 和氣の 地名 存 し、 
又 京都 陶工に 和氣 ■亭 あり。 その他、 山 
城、 攝津 、豐前 •伊勢、 志 摩 等に 存 す。 


和 介 ワケ 前 ニ. 條氏に 同じ。 

丨 伊豫 伊豫 別の 裔な るべ し。 

2 河 野 氏族 前條 、及び 越智 、河 野、 新 
居、 矢 野 等の 條を 見よ。 

3 美 作 k 條を見 よ。 

和 家 ワケ 前三條 氏に 同じ。 又 北 原兼耦 
の 舎弟 行 浚は 和 家 氏の 祖と あり、 * 原條を 
見よ。 

和氣島 ワ ケシマ 備前 一宜 吉備津 社々 家 
にして、 維新 頃、 三 老に和 氣島豐 後 •見 ゆ。 
分瀨 ワケセ 近 江の 名 族、 中原 氏の 族に 

•V- 

して、 江 州 中原 系圖に 「(井口〕 員經 丨英經 
( 號分瀨 三耶 •左衞 門 尉、 法名 西 生、 惣頜 
氏經 弟、 分瀨の 始め 也〕— 眞經 (分 瀨對馬 入 
道、 源 太、 彈 正忠〕 」 と 載せ、 井口 系圖に 
「英經 (分 瀨之 始〕 丨眞經 
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別 野 ワケノ  ヮヶ條 を 見ょ。 

別 火 ワケビ 出雲大社の 官祠 にして、 重 
職たり。 ィグ モ條參 照。 又應 安三 年 八月の 
連 書に 「別 火 財 貞吉」 、又 古志 系圖に 「重 信 
の 弟 九 右衞門 家信、 妹は 大社 別 火 貞吉の 妻」 
と 〇 - 

別 部 ワケべ 別 (和氣 W 氏 部 曲の 意 也。 

1 播磨播 磨 風土記、 ft 容郡條 に 「鹿を 
殺しし 山を 鹿 庭 山と 諕く 。山の 四面に 十 
ニ 谷 あり、 皆生鐵 ある 也。 難 波豐前 (孝 
德) 朝廷に 始めて 進めし 也。 見 顯は しし 
人別 部 犬、 其の 孫 等 •發し 奉れる 初めな 
り」 と 見 ゆるは、 何れの 別の 部 曲 か 。或 
は 當國別 君の 配下 か。 

2 備前石 梨 別の 部 曲に して、 神 護 景雲 

三年 紐に 「藤 野 郡 人別 部大 原、 邑久郡 人 
別 部 比 治 等に、 石 生別 公 姓を 賜 ふ」 と 見 
ゆ。 石 生條參 照。 

3 貶 姓 神 護 景雲 三年 九月 紀己 丑の 詔に 
「淸 麻呂 等は、 云々、 姓を ば 取りて、 別 
部と 成し 給 ふ 云々」 と 見 ゆ。 後 和 氣宿禰 
に 復す 。和 氣 、藤 野 等の 條參照 C 
4 伊實後 伊賀 風土記に 「國造 別部眞 人」 
なる 者 見 ゆ。 

和氣部 ワケべ 同上。 伊勢 安 吏 專當沙 汰 

ワケノ —— ワケへ 


文に 「此の 御田は 和氣部 伊勢 守 入道 寄進の 
間 •當時 子息 藏人 入道 許、 大餅、 ル 皆 進ずる、 
十一 枝 也」 と。  • 

分 部 ヮヶぺ 前 ニ條耷 照。 

丨藤原 南 家 H 藤氏 族 伊勢 國の衮 族に し 
て、 安濃 郡 分 部 村ょり 起 U、 長 野 家 記に 
エ藤 一族と す。 初め エ藤祐經六世孫ニ耶 
右衛門 高景 (家 記に 親 光〕 •尊 氏に 仕へ、 
安濃 郡長 野 地頭た P。 曾孫 四郞 ニ郞 光久 
•に 至り、 分 部を 稱 す、 弟光恒 、その子 光 
高 •相 繼ぃで 县野家 に 仕 ふ。 長 野 .,' 細 野 
等の 條參 照。 

2 淸和源 氏說寬 政 系譜は 淸和踔 氏 支流 
. に 收め 、「掃 部 助 光 直の 長男 若狹守 光定 
(四郞 ニ 郞 、民 部丞 、長 野 家に 仕 ふ〕 丨與 
三 左衞門 尉光恒 (一に 光 直の ニ 男)— 左 京 
亮光高(四郞ニ耶〕丨左京亮光嘉(四郎ニ 
耶 、與 三左衞 門、 ニ葆石 餘を頜 す〕」 と。 
代々 分 部 城に 據る 。城は 分 部 村 束 垣內に 
在り。 氏人は 勢 州 四 家 記に 「分 部 左 京 亮. 
長 野に 叛 き、 信 長の 幕下に つく」 と。 光高 
に 至り、 細 野 藤 光の 三男 四耶 ニ那 光嘉を 
嗣 とす。 舆 三左衞 門政窸 の 事に して、 左 京 
亮と云 ふ も 同人 也。 奄藝郡 中 山城に 居 9、 
後に 上野 城に 移る。 伊亂 記に 分 部 左 京 進 
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ワケ人 
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と载 せ、 又關ヶ 原戰に 分 部 左 京 亮政壽 と 
見 ゅ。 その他、 三 國地 志に 忠兵衞 光勝 c 慶. 
長 三卒〕 、民 部丞 光宗 (文 祿 ニ卒〕 等を 载 
せた リ。  翥 

3分部侯前項矛部政壽の後にして、永 
祿十 一年、 織 田 氏の 兵 •北 勢に 入る や、 
政壽 、及び 河 * 內匠助 等、 これに 屬 し、 
信 長の 弟 信 包を して、 長 野 家を 嗣 がしめ、 
之を 別府 上野 城に 眞き 、政 _は 移 9 て 中 
山城に 居る。 文祿 初年、 信 包 •邑を 失 ふ 
や、 豐 臣秀吉 •政壽 を 上野 城に 留めて 一 
萬 石を 給す。 > 

藩 翰譜に 「左 京 亮源政 壽は 累代の 先祖 • 
.伊勢 國に 住して、 當國 安濃 奄藝兩 郡の 主 
長 野が 家の 被 官たリ 。永 祿十 一年 春、 織 
田 殿 •伊勢 國を 討たん とて、 先づ細 野の 
城を 攻めら る。 左 京 亮政壽 、河北 內匠助 
と 打 連れて、 信 長の 御陣に 參リ 、申しけ 
るは、 1 T 抑も县 野の 家と 申す は、 エ 藤左衞 
門 尉 祐經が ニ男薩 摩守祐 長が 子孫 •元弘 
の 初め、 當國 安濃 郡を 頜 して、 長 野の 地 
に 住せし よ 9、 長 野とは 名乘 つてけ り。 
(伊勢 軍記には、 元弘の 初、 H 藤次郞 左 
衞 門高景 •當 郡を 賜は りし 由 見えたり。 
ー說に 薩 摩守祐 長が 時、 旣に當 郡を 領せ 


しと 云 ふ、 何れ か 實なる 事を 知らず)' * 
條旣に 亡び、 尊 氏將 軍の 時に 至って、 安 
濃 奄藝兩 郡の 地頭 職を 賜は り、 手に 從ふ 
所の 軍勢、 凡そ 五 千 人 •國 司 * 畠 殿と 地 
を 爭ふ こと、 代々 を 經 て、 左衞門 尉祐則 
が 代に 及び、 國司源 中納言 具敎卿 と 中 直 
りし、 彼が ニ 男を 申請 ひて、 己が 家を 繼 
がす •今の 長 野次 郎具祐 と 申す 是な り。 
彼旣 にエ 藤が 後胤に 非れば、 一族の 間 も 
快から ず-あはれ 長 野 か 家、 絕えざ らん 
やぅを 計らは せ 給は らんに ば、 政壽等 • 
如何にも 計って、 彼が 一族 郞從 等、 皆々 
味方に 參ら すべきに て 候』 とぞ 望みけ る。 
織 田 殿大に 傥び給 ひて •頓 がて 舎弟 信 包 
を 長 野 上野 介と 名乗らせ、 軍勢を 餘多差 
添へ， 當國 上野の 域に す袅置 かる。 去る 
程に、、 長 野次 郎具祐 •長 野の 城に たまり 
兼ね、 父の 國 司を 賴ん で、 多氣の 郡に 落 
行く、 雲林院 、草 生、 家 所、 細 野* 乙 部、 
中 尾の 者 共、 降 人に 成って 參り しか ば、 
分 部、 河北を 初と して、 悉く 皆 信 包の 手 
にこ そ 附られ けれ。.. 

其の後、 織 田 殿 失せ 給 ひ、 秀吉齿 を 知し 
給 ひし 後-文 祿 の 初、 •上野 介 信 包 •聊士 
の 事に 罪せられて 本領を 押 奪 はれ、 近 江 


國 に 移されし 時、 關白 •別の 仰 ありて、 
左 京 亮政壽 に、 上野の 城を ば 賜りけ り ( I 
萬 石〕。 慶長五 年 秋、 政 壽 •德川 殿に 從ひ 
て、奥に向ふ、上方にも亦軍起りぬと聞 
えし かば、 政 壽 •東 國の御 方と して、 本國 
に馳歸 y、 己が 城を 捨て、 富 田が 安濃 律 
の 城に 入って、 城の 東を 固め、 戰後 、勳 
賞 行 はれ、 所領を 倍し、 ニ 萬 石を 賜 ふ。 
政壽 女子の み 有りて、 男子 無ければ、 其 
の 外孫を 養 ひて 家繼が す、 左京亮 光信と 
ぞ申 ける。 伊勢 軍記を 按ずる に、 光信は 
政騫が 婿 長 野 治 右衞門 某が 男 也。 某 * 兀は 
尾 張國の 者、 童な y し 時ょり 上野 介 信 包 
に 仕へ て、 齋藤治 助と 申せし 也。 信 包 • 
長 野の 家を 繼 ぎし 時、 其の 氏を 給 ひし か 
ば •長 野とは 名乘れ るな り。 光信が 代、 
近 江國大 溝の 地を 賜 ひて 移る。 其の 子 伊 
賀守嘉 治 •明 曆四年 六月 十日、 三十 ニ 歳 
にて 橫 死、 其の 子若狹 守嘉亮 •年 十九 歳 
にして、 寬文七 年 六月 十二 日に 卒し、 世 
嗣な かりし に 依って、 池 田 修理 亮長 信が 
子を養って併嗣とす、寬文七年十ニ月ニ 
十七 日、 叙爵して 隼 人 正に 任し、 信 政と 
名乘 る」 と。  . . 

寬政 系譜、 及び 武鑑に 「光嘉 丨 光信— 嘉 


f 


治 ハ 光鄕 ：>! 嘉高丨 隼 人 正 信 政 (落 狹守* 
池 田 修理 長 信 三男〕— 左 京 亮光忠 ^ 初め 光 
重〕— 若狹乎 光 命 (和 泉 守、 風齋〕 丨隼人 
正 光庸 (若 狹守 •靜 好〕— 左 京 亮光實 —若 
狹守 光邦— 左 京 亮光寧 丨若狹 守 光貞 (實 
板 倉 伊豫 守 勝 明 弟)— ^ 之 丞」— 光利 P 光 
謙と 見え、 近 江 大溝ニ 萬 石 (明治 六 千 七 
百 三十 石〕。 現今 子爵。 家紋 丸に 三 引、 庵 
に 木瓜、 一一 一 引 龍。 

譽： 

4 雜 載-その他、 加賀藩 給 帳に 「百 二十 
石 (丸 內立三 引) 分 部 十左衞 門」 を载せ 、 
又木苣家に分部惟信、また美濃、尾張等 
に 存 す。 

別 ® ワケ ミヤ」 ベック ベ ッグ ゥ條を 見 
上 0 

分 目 ワケメ  ヮヶべ の 訛 か。 

別 倭 ヮケヤ マト 老德紀 に 別 倭稚ぁ 0。 
コト ャマ ト條を 見ょ。 ■ 

輪湖ヮ n 信 濃 等に 存 す。 

和 佐. ワサ 大伴 姓に して、 紐 伊 國名草 郡 
和 佐庄 より 起る。 歡喜 寺延文 五 年 文書に 「和 
佐义 次郎實 村 •地頭 職と なる 事」 見 ゆ、 藤 


原條 第五 十項參 照。 又元弘 文書に 和 佐 又 次 
郎大 伴實村 あり。 而 して續 風土記、 井口村 
舊家和 佐 氏條に 「其の M は、 A 伴 孔子 古 十 
九 代の 孫 助 太 郎範 兼と いふ。 當莊に 住す。 
元弘の 頃、 和 佐 又 次 部大 伴實 村と いふ もの 
あり、 元弘の 文書に あらは る。 畠 山守 護の 
とき、 半 太夫 實範 と. > J もの ニ百|^を領 
す。 實範の 子を 孫次郞 實豐 とい ふ、 根來寺 
衆徒の 爲に 所領を 奪は る。 實豐の 子を 九郎 
大夫氏 實とい ひ、 氏 實の子 半左衞 門は、 慶 
長年 中、 大阪に 一昧 する を以 つて 淺野 家よ 
り是を 討つ。 弟九郎 右衞門 « 範 •初めより 
大 阪に與 せず、 因りて 家督を 相續 す。 

その 男 森右衞 門實延 •元 和 封 初の 後、 藩士に 
命ぜら る。 其の 子を 和 佐 大八範 遠と いふ、 
射 勢を 善くし、 貞享 三年 四月 二十 七日、 京 
都 三十 三 間 堂に て 敷へ 矢々 射る。 一晝夜 發 
つ 處の總 矢數 、一 萬 三千 五十 三本。 其の 中 
通り 矢 數八千 百 三十 三本、 天下 此の 數に及 
ぶ ものな し。 是に よりて 三百 石を 賜 ひ、 後 
又 二百 石を 加扶 す」 と。 

又 和 佐 莊條に 「地頭 •延 文、 の 頃、 地頭 職に 
和 佐 又次郞 甯村とい，ふあり」と载せ、又下 
和 佐村舊 家に 和 佐 森' 右衞門 •見 ゅ。 

和 射 ワサ 和名 抄 、阿波 國那賀 郡に 和 射 


鄕を收め、高 !11 寺本に「射の讀*左の如し」 

と 0 

輪 座 ワ ザ武这 等に 存 す。 

和 崎 ワザキ 石 見、 出 雲 地方に 在 

和 作 子 ワサ n 美作阈 吏 * 條 郡下津 川 村 

庄屋に 和 作 子岩吉 •見 ゆ (東 作 志〕。 

五ロ崔 ワサ 、ギ アサ サギ 也、 丹 波に 吾 雀 

庄 •見 ゆ。 ヾ 

和 佐 田 ワサダ 石 見 等に 存す 。その他、 

以下 ニ條と 通ず。 

早 田 ワ サダ ハ ャタ倏 耷 照。 

1 早 田 宮後嵯 峨 天皇の 皇子 宗尊 親王の 
御子 僧眞覺 は 早田宮 僧正と 稱し給 ふ。 母 
は 中將源 具敎の 女、 後 澄 俗し 蛤 • 0 その 
男宗 治は 左中將 、從 三位、 後醍醐 院御桊 
子 也。 太平 記卷 二十 一には 「先帝の 御 外 
戚早 田宮」 一と。 又 諸家 系 岡 慕に、 宗 治の 
妹「鹽谷判官高貞妻、太平記に云ふ、先 
帝の 御 外戚 早 田宮の - 御 女、 弘馓 殿の 西の 
尉と 云 ふ J と あり。 

又史徵 墨 ■寶 考證に 「阿蘇 文書、 正 平 十二 
年 征西府 沙汰 文に， 『嫂 後 阈 早田莊 地頭 職、 
關 東の 時より、 菊 池 故 宮兵部 卿 殿御 相傳 
の 地』 と ありと。 尊卑 分脈を 險す るに、 
宗尊 親王の 子 『眞兑 •早 田宮僧 正と 號 す。 


ヮヶへ i ヮサ  ヮサ  ヮサ I ヮ サタ  六六0七 


ヮ サタ 


ヮ サタ 


ワサ タキ —— ワシ才 突 0 八 


其の 子宗治 •後 醛醐 天皇の 御 猶子、 從三 
位、 左 中將』 と あり、 是れ 即ち 営 三位 中 
將な り。 延元ニ 年の 冬、 肥 後に 下る。 同 
時に 五辻 宮 •大陬 日向 征伐の-令旨を 阿蘇 
文書に 载す 。兵 部 卿は 即ち 五辻 営に て、 
宗 治の 兄なる べし」 (地名 辭 書) と。 

2 雜载 この 氏 •對馬 尾 崎に 存 す。 

植田 ワサダ 和名 抄、 豐後國 大分 郡に 稽 
.田鄕 を收め (植に 誤る〕* 後 稍田莊 •興る。 

1 大神姓 前述秸 田鄕 ょり 起る。 大神惟 
基 三男 惟定の 後と 云 ひ (大 神、 臼杵 、緖 
方 等條參 照〕、 又 稽田四 郞 惟定と 載せ、 又 
季定に 作り、 猶ほ 阿南 惟季 の 弟と も、 惟 
季の 子と も あり。 大神佐 伯 系圖に は 「大 
彌太惟 基 七 男 惟平 (又秀 平、 稽田七 郞大 
-夫〕 , 


丨貞 網— 助 網 -T 有 綱— 淸 綱— 惟 綱- 忠綱丨 

植 al A- E 


丨貞基 


— 成 綱 


—綱詮 秋岡祖 

—有里自布祖 
— 遠 綱— 季綱 

丁 有亮 S 田铁行 


丨重 浚大 神— 惟 次 


左 衞門 四郎 


I 康綱十 時 氏 

r 範綱入 倉 ナ郎- 卜 盛 綱 sy .. 

2 氏人 圖田 帳に 「糙 田庄 三百 三十 五町 


三 段、 領家 大納言 二位 御 局 云々。 重國名 
十五 町 三 段 •植田 八 1 郎有綱 跡、 四 條侍從 
殿 知行、 而 して 當國 住人 具 谷 主 入道 信覺、 
云々」 と 載せ、 地理 志 料に r 圖田 帳に 御 
家人 植田 八郞有 綱、 大神 系圖に 「惟 基の 
子季定 .•植 田三耶 と 稀す」 と" 又志實 氏 
永 仁 五 年の 文書に ^ 田三郞 朝 綱を 载 せ、 
正 平 ニ 年の 阿蘇惟澄 注進 狀に 「豐 後國早 
田庄內 滿吉名 地頭 職 田 尻 道 綱 」 云々』 と。 
而 して 安東貞 一郎 氏 云 ふ 「大友 氏 一族に 
同姓を 名 乘る者 あるを 知らず。 大分 郡 種 
田村大字下宗方に稽田神社ありと聞く、 
緣因 あらん。 大分 郡 阿南 村は 元 阿南 庄に 
て、 賀 來の庄 の隣庄 なり。 賀來 の 隣 庄* 
即ち精田の庄なり。大分市に稍田を名乘 
るは 宗家 精 田鐵三 c 故人)、 別家 (小生の 
本家) と、 其の 分家 ニ戶 あるの み。 小生 
の 前任地 •東國 東 郡の 田 舍朝來 村に 秸田 
盛 (神官)、 精 田武雄 (酒造家〕、 西武 藏村 
に 耥田說 ニ (收入 役〕 の 三 家 あるを 知れる 
も" 系統を 知らず。 同地 方には 同姓 多 か 
らん。 紋章に 左 三つ巴、 替紋抱 茗荷な り、 
杵築 若宮 八幡宮の 紋章は ニ 個 共、 弊 家と 
同樣な B、 緣因 あるに や」 と。 

3 雜載 その他、 攝律國 菟原郡 筒井 村の 


名 族に 見え、 又武藏 等に も存 すとぞ 。 

早 田 井 ワサダ 4 遠 江の 名 族に して、 井 
伊 系圖に 「井伊 盛 直の 子 赤 佐三郞 俊 直 •早 
田 井 等の 祖 J と 見 ゆ。 井伊、 奥山 等の 條參 
照。 

我 澤ヮサ ハ 

* ワシ 武藏に 鷲 神社 多く、 又 下野 都貿 
郡 神 鳥 谷に 鷲 城 あり。 武藏 、太 田、 小山 等 
の 條參 照。 

驚尾ワシヲ ワシノ ヲ 山城、 丹 波 等に 

此の 地名 存 す。  . 

1 藤 原 北 家 四 條家流 尊卑 分脈に 「四條 
櫂 大納言 隆 親— 權中納 言隆良 (宿所 東 山 
鷲 尾、 又 四 條と號 す〕— 左 兵衞督 隆宣— 
從三 位隆宗 J と。 次に、 隆宣の 弟 「左 中將 
隆嗣— 櫂中納 言隆職 (善 勝 長) 丨權 中隆右 
(同上〕 丨參 議隆廣 、•弟 權 中隆敦 I 左中將 
隆 豐丨權 大納言 隆 遠— 參議隆 賴丨權 中隆 
康 丨隆惠 (西 林院 )」 と 見 ゆ。 羽 林 家の 一 
にして、 その後は、 知譜拙 記、 雪上 明覽 
に 「隆康 (季經 男) 1 參議隆 尙丨權 大隆量 
丨 隆光 — 權大隆 尹 — 同隆長 (畫に 秀〕 丨 隆 
熙 丨 隆建 I 隆仲 丨 隆純 丨 隆 敬彳隆 賢 丨 隆 
聚— 隆辑」 と あり。 

氏人は 太平 記卷 八に 蹵 尾中納 言を 載せ， 


下つて戰國の頃、權中納言隆康ぁリ、實 
I は權 大納言 季 經の ニ 男 也。 德川 時代、 百 
八十 石、 方領西 石、 後 百 八十 石 (明治 ニ 
百 六十 九石餘 、賞 二百 石〕。 石 藥師通 北 
側し 寺は 鞍馬 上海 寺。 内々。 家業 神樂。 
現今 伯爵“ 又隆聚  一一 男隆順 は 男爵を 賜 ふ。 
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椬武 平氏 伊勢の 豪族に して、 尊卑 分 
脈に 「貞 盛丨維 衡—正 度 丨貞衡 (阿 濃津 
三郎 )一 1 - 


丨貞淸 H 家衡 


安濃 滓 
三 ® 

中宮 長 


金尾太耶 
住 伊勢 M 

—淸 綱. 

桑 名當 
律 二部 
S 同 
ニ郞 


丨貞國 1遠銜 

陷明門  住 三 河 
院長  团吉良 


丨維綱 丨 

號 g ic 右 
3- -ST  尉 
桑 名 三部 
右衞門 1'1 
投 fl 河院 
御代 西 國 
海联蜂起 
之 時 令 靜 
is al: 任 右 
s-^ 門昆 


「 顯 綱— 顯淸 
「良 基 
— 良 平 平 

丹 後九郎 S 津守 
桑 名 九郞 文治 i， 年 云 V 

_丨 女子 

柘桔彌 平 ニ左衞 STK 宗淸耷 
家 捎母 


と 載せ、 又 諸家 系 圖纂に 「安濃 津三 郞貞 
衡丨 同貞淸 (中宮 長)— 家衡 (鷲 尾 太郞、 

住 勢 州)、 弟淸綱 (鷲 尾次郞 、富津 次郎〕 
丨惟綱 (後白河 御 時 云々、 桑 名 三 郞〕 J と 
見 ゆ。 


ワシオ 


3 三 河 前項の 一族、 鷲 尾 右衛門 尉遠衡 
の 後裔 •幡豆 郡吉 良に 住し、 其の 裔鷲尾 
五郎 時秀 が戰 死の 後、 其の 子孫 八 名 郡 多 
来邑に 移住す と傳 へ、 又 碧 海 郡に 和 志 取 
神社 ありて、 官社 考集說 に 「新 家 千 足 云 
ふ、 鷲 塚 村は 昔 鷲 尾 氏の 領地に て、 同氏の 
塚 あるに ょりて、 鷲 塚 村と 云へ りと。 按ず 
るに、 諸家 大系 圖に 、平貞 盛 五世 孫を 驚 
尾遠衡 とい ふ。 『住 三 州 吉 良』 と あり、 か 
、れば 鷲 取には 由な き歟」 と。 多 来條參 
照。 

4 信 濃 高 井 郡 小 菅權硯 社の 神主 家 等に 
見 ゆ。 

5. 桓武 平氏 千 葉 氏族 下總の 豪族、 匝瑗 
黨の '一にして、'  千 葉 大系 圖に 「匝瑗 八郞 
常廣の 男 常 定广鷲 尾太郞 次) の 後」 とす 0 
鷲 宮を千 葉鄕に 建て、 其の 祠 •生 實村に 
在りと ぞ。 

6 鷲 尾庄司 平家物語 卷 九、 老馬條 に 「御 
曹子 •やがて 熊 王が 髻を 取上げさせ 給 ひ 
て、 父を ば 鷲 尾 庄司武 久と云 ふ 間、 これ 
を ば 鷲 尾 三 郎義久 と 名 乘らせ て、 一谷の 
先 打たす J と。 また 源平 盛衰 記に 「鷲 尾 
三郞 云々」 と。 この 氏は 丹 波 國多紀 郡 鷲 
尾 村より 起る かと 云 ふ。 三郞 義久 は義經 

ワシ才 


を 助けて、 一谷 城 背後の 道を 案内し、 後 
に 奥州に て 死す。 次 項、 及び 多賀條 * 又 
片岡條 第二 十三 項 等參 照。 

7 攝津東 下 村の 名 族に して、 簿へ云 ふ 
「其の 先、 桓武 平氏に して、 高 望 王 七 世 
の 後胤 安濃 津三耶 貞淸の 長子 太耶 家衡* 
初めて 鷲 尾を 氏と す。 其の 太耶子 桑 名 維 
網 •後白河 院御 宇* 西國の 海賊を 討ち 右 
衞門 尉と 爲る 。其の 子武久 •幼名 熊 王 丸、 
後 愛 之四郎 と改む 。故 ありて 乳母の 故 鄕 
なる 丹 生 山 田莊小 河に 來リ、 煺 師を 業と 
す。鷲尾經春これなリ。_永の亂、源義 
經 •此の 地に 來 り、 鹎越 山道を 案內 す。 
これょり名を義久と改め、義經に從ひて 
忠勤を 袖ん ず。 其の 子 小 太 郎義 時は 義久 
が 衣川 ^ て 討死せ し 後、 當 地に 歸 リ土杂 
となる。 後裔 •戰國 の 頃、 別 所 氏 2 m し、 
天 正 七 年、 秀吉 •別 所 氏と 戰ふ に當 リ、 
その 領土を 沒收 せられし」 と。 この 胬尾 
氏の 外、 山 田 莊內に 麓 尾を 稱する 者 尠か 
らず 。其の 一は 多 井畑 村に 住し、 其の 傳 
に 「驚 尾賴 春は 厄 除 八幡の 神主たり し」 と 
云 ふ。 猶ほ 白^: 等に も、 又 苋原郡 瀨寺 
村の名族等にも見ゆ。 

8 多々 良 姓 大內氏 の 一族に して、 海 東 


ワシ才 


S 九 


ワシオ —— ヮ シ n 


.諸國 記に 「國 茂。 戊 子の 年、 使を 遣は し、 
來 りて 觀音 現像を 貿 し、 書して 長門州 鷲 
尾 多多 良 朝臣 國 茂と 稱 す」 と。 

9 雜载 その他、 松 月 堂 古流 揷 花の 祖に 
鷲尾隆 良、 史家に 鷲 尾 順 敬 氏 あ y。 

鷲 家 ワシカ 大和に 此 ％ 地名 あ y。 

鷲 川 ワシカ ハ 武藏 等に 此の 氏存 す。 

和食 ワジキ 和名抄 、土 佐國 安藝 郡に 和 
、食 鄕を收 めて 和 之岐と 註す、 後に 和食 庄起 
る。 又 阿波 等に も 此の 地名 存 す。 

1 源 姓 阿波 國那 實郡租 食邑 ょり 起る。 
故城 記に 「和食 颴 •源氏、 ヵド スハ マ」 
と 見 ゆ。 

2 土 佐 佐 伯 杏仙 曆應 三年 文書に 和食 孫 
四郞見ゆ、宮方、勤王の士也 '0 後一條國 
司に 屬 す。 赤 野 八幡 社 古 鰐口 銘に 「應永 
三十 三年 正月、 願主 內藏 九郞 右衞 門」、 明 
•應五 年の 棟 札に 「大 檀那 和食 親忠」 等 見 
え、 又 天文 中の 古簡 にも 和食 左衞門 太夫 
親忠 あり。 又 香 宗我部 記録に 「元 親へ 降 
參 J と 見 ゆ。 

00  ワシ クラ 

鷲 子 ワ シコ 淸和源 氏 佐 竹 氏の 族に し 
，て、佐竹家譜に「義胤の子義高*鷲子別當」 

. と载 せたり 0 


ワシサ キ —— ワシッ 


K 崎 ワシザ キ越前 等に 此の 地名 あり。 
驚 澤 ワシ ザハ 武藏 、信 濃 等に 存 す。 

驚 宿 ワシシ ユ ク 下野の 豪族、 宇都 宮氏 
の 族に して、 鹽屋郡 鷲 宿よ V 起る。 鹽谷系 
圖に 「泰 朝の 子 朝宗を 此の 氏の祖 」 とし、 
また 宇都 宮系圖 に 「朝 綱— 鹽谷四 部 兵衞朝 
業— 周 防 守 親 朝— 周防權 守朝宗 I 貞朝 (鷲 
宿四郞 W— 朝 氏」 と 載せ、 下野 國齑に 「朝宗 
(四郞 左衞門 尉〕、 その子 貞朝は 鷲 宿四郞 と 
云 ふ」 と。 

ワ シス ワシノ ス條を 見よ。 

驚 田 ワシダ 岩 代 等に 此の 地名 存 し、 美 
作 勝 北 郡 行方 村の 名 族に あリ 。三 星山湏 士 
の裔 、安永 天明の 頃、 鷲 田 三 治は 竹內 流の 
拳法に て 名高く、 門人 七 百 人 ありし とぞ 0 

又 織 田と も 見 ゆ。 又攝津 、山城 等に 存 す。 

* 3 獄 ワシ ダケ ワシガ ダケ 能 登の 名 族、 

社家に 見 ゆ。 

驚 谷 ワシタ U ワシノ ヤ條を 見よ。 

K 津. ワシヴ ワシノ ツ尾 張、 遠 江 等に 
此の 地名 あり。  ， 
1 丹 羽 姓 尾 張 國知多 郡の 名 族に して、 
鷲津 村より 起る。 鷲津 伊勢 守 光兼 •名 あ 
リ 。又 丹 羽 郡 丹 羽 邑の名 族に 在リ 。傳へ 
云 ふ、 丹羽縣 主 稻万呂 の裔 •鷲 津地 頭と な 


ワ シツ  窝|〇 

りて 此の 氏を 稱 す。 數 掛 の 孫 甚左 衞門繁 
光 •當 地に 移る。 その 六 世の 孫齒林 (應 V 
學名 あり。 その 男松隱 (混)、 その 男 益齋 
(弘 )、 その 男毅堂 (宣 光、 字 重 光/九 藏) 
參 等皆學 名高し。 又 尾 張 志に 「鷲 律 九藏 •前 
田 利 家に 仕 ふ」 と。 後の 九藏毅 堂は 幕末 
明治の 人、 勤王の 士 也。 

2 多々 良 姓 防 長 Q 名 族に して、 安西 軍 
策 等に 見 ゆ。 次條を 見ょ。 ， 

3 雜载 その他、 美 濃、 攝津 等に 存 す。 
驚 頭 ワシ ブ駿 河、 周 防 等に 此の 地名 存 
す。 

丨多々 良 姓 周 防 國都濃 郡 驚 頭 庄 ょり 起 
> :。 大內九 盛 房の 男 但馬權 守 盛 保を 祖 
とす。 玉 海に 「治 承 四 年、 流人 盛 保 •召 
遺」 の事旯 ゆ。 その 三 - fit 孫釋惠 尼 •其の 
所領を 大內 十四掛 弘家の ニ 男長弘 に讓與 
し、 長弘 は延 元元 年、 足 利 氏に 與黨 して、 
周 防の 守護 代と 爲る (鷲 頭系圖 、太平 記、 
梅 松 論)。 長弘の 子に 但馬 櫳守弘 員、 信 濃 
守貞弘 の 二人 あり。 文 和 元年、 貞弘 •大 
內弘掛 と 鷲 頭 庄白坂 山 合戦の 事，、 證文あ 
り(大內氏實錄〕。又江良八幡社磊吉三年 
の 棟 札に 「大津 郡 深 川莊 八幡 大菩薩 宮， 
守護 代 鷲 頭 弘忠 •造營 」 と。 又吉川 記に 


-f 笈頭 云々」 など 多し。 大內 、右田 •笠 井 
等の # 參 照。 

2 暨前 文明、 大永の 頃、 前項 鷲 頭弘信 • 
當國 京都 郡に 在リ 0 . 

3 蔭 隅 鹿兒 島島 律 藩の 側 用人に 見え、 
又薩摩東福ヶ城多質大明神社家に此の氏 
あり、 「天 正 七 年 二月、 鷲 津 不勧院 •義久 
の命にて勸請す」と 0 

4 雜载 その他、 相 良田 沼 藩 添 役に 見 ゆ。 
驚 塚 ワシヴ 力 三 河 等に 此の 地名 あ P。 
1 桓武 平氏 大掾 氏族 常陸國 の 豪族に し 
て、 石 川 家 幹の 後 也。 

2 雜载鷲 塚 茂 右衞門 あり、 井手 條を見 

上 0 

K 取 ワシ トリ 和名 抄 、三 河 國碧海 郡に 
驚 取 鄕を收 め、 「和 之 止 利、 驛 家」 と 註す。 
而 して 神 名 式に 和 志 取 神社を 載せ、 國內神 
名 帳に r 正 五位 下贤取 天神」 と あり。 

驚 野 ワシノ 美 濃、 信 濃 等に 多し とぞ 0 
驚 巢 ワシノ ス ワ シズ 上總 、美 濃、 下 
野 等に 此の 地名 あリ。 

1 平野氏族美濃國多藝郡释巢邑ょリ起 


支 光と 申す は大 炊が 弟 也。 隱れな き强盜 
名譽 の大刚 の 者に て 候 ふ、 賴みて 御 ^ 候 
へ」 云々 と 0 

新撰 志、 多 藝郡鷲 巢村條 に ■「鷲 栖支光 • 
俗名 平三實 遠は、 Is 人な リ 。平 治 物語 
の、 義朝が 野 間の 內海へ 下向の 條に 『去 
る程に、義朝は大炊がもょにおはせしが、 
かくても あるべき ならねば、 やがて 立 出 
で 給 ふ 云々。 鎌 田を 召して、 洱道は 宿々 
通 W 得が たし。 是ょ U 內海へ 著 かば やと 
思 ふぼ 如何と 宣へ ば、 焚 栖支 光と 申す は 
大炊が 弟な り。 隱れな き 强盜名 譽の大 削 
の 者に て 候。 憑み て御赞 候へ と 申せば、 
然るべ しとて、 此のょ しを 仰せら る、 に、 
支 光悦び て、 云云。 小船に て 下る 云々』 
としる し、 同 物語の 岡畸 本に 『內 記平大 
夫 行 遠が 子、 俗名 內 記平藏 さねと を 出家 
して、 主 光 法師と 申す 云々』 と 見え、 吾 
妻 鏡の 建久 元年 十月 二十 九日の 條に 『平 
三眞遠 は 內記大 夫 行 遠 子息、 云云』 とし 
るし、其の割注に『出家後、鷲粞源光と 
諕 す。 平 治 敗軍の 時、 左 ft 廐 御 共と 爲 り、 
秘計を廻らし、內海に送”奉 0 也』と見 
えたり」 と。 その他、 平野、 內記 寿 墓 
安八、 中 川 等の 條を見 よ。 猶ほ紀 、池 田 等 


C 條參照 

2 淸和源 氏 土岐 氏族 同上 鷲 巢邑 ょり 起 
り、 尊卑 分脈に 「池 田 美 濃 守賴忠 右 馬 
椹 頭之康 ( 從五 上、 找 8^、 技 麻藏 寺)」 
と载せ、土岐系圇にも同様旯え、また「賴 
忠丨左 京大 夫賴益 丨同持 益— 同 成 賴丨美 
濃 守 政 房— 光 蓮 cf 市 正〕」 と 云 ふ も 見 
え、 光 蓮 •又 光敦と あり。 又 新撰 志に 【鷲 
巢六耶光敦は、土岐左京大夫筘薺の弟に 
て、： >|に 住せし 由、 土 岐系圖 に 見えた 
り J と 0 

氏人は 文 安 年中 御番帳 に 土岐驚 巢九郎 を 
載せ、 又 鷲 巢六郎 光親 (土 岐條 )、 鷲 巢大 
膳大夫 光康 (大橋 、ツシ マ 條) 、また 鷲 巢 
六郎 左衞 門、 驚 巢九郞 兵 衞等旯 ゆ 0 
又 山 縣郡北 野 村なる 「古城 址は 、はじめ 
驚 巢 C 名 細 記には 驚 見と す〕 美 作 守が 店り 
しとい ふ。 弘治 元年の 秋、 齋藤秀 龍 入道 
道 三 •長子 義 龍と县 良 川に て合戰 し、 道 
三 •利 あらず して 引退き、 此の 美 作 守の 
明き 城に 取 籠 n .翌ニ年春、城田の城に 
うつれり」 と。 

3 幕臣 前項 氏の 裔 •幕臣に あり。 莬政 
系譜に 「家 祖浓跻 守淸晓 ：實は 菅田氏 、 
萨 1 左衞 門浩富 (祀州 家臣 奥 村 正 春 男) 


る。 平野 平 太 (內記 平 太 行 遠〕 の 次男 平 三 
贸遠 ( 一に 眞 遠) •出家して 鷲 律 支 光と 稱 
し、 平 治の 亂に 死す。 平 治 物語に 【鷲 栖 


ワシツ I— ワシノ ス 


ワシノ ス 


ワシノ ス 
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幕府に 仕へ、 千 石を 賜 ふ。 家紋 桔梗。 そ 
■の 嗣伊发 衞門淸 茂 也。 

鷲 極 ワシノ ス前條 に 云へ り。 

驚 谷 ワシノ ヤ 下總の 豪族に. して、 桓武 
平氏 相 馬 氏の 族 也。 相 馬 郡 鷲 谷ょり 越り、 
相 馬 系圖に 「相 馬 五郎 左 衞門尉 胤 村 丨胤定 
(鷲 谷 ニ郞) J と 見 ゆ。 

鷲 部 ワシぺ 安藝 國の 豪族に して、 通 志、 
安藝 郡條に 「鷲 部 城は 江 田 島に あリ 。鷲 部 
は 城主の 氏な り や、 今所傳 なし」 と。 

輪 島 ワジマ 能 登に 此の 地名 存 し、 武藏 
等に 此の 氏 あり。 

和 島 ワジマ 武藏 、出 雲、 石 見 等に 存 す。 

鷲 見 ワシ e スミ 條を 見ょ。 その他、 驚 
見大學あり、又美濃山縣郡牝野城主に鷲見 
美 作 守直康 (カサ ィ條 一四 四 七 頁〕、 同 鷲 見 
美 作 守 C ヮシノ ス條〕 等 あり。 

鷲 峰 ワシ ミネ 讀岐に 鷲 峰 寺 あ 妙。 
鷲本ヮ シモ ト 

驚 森 ワ シモ リ信濃 等に 存 す。 

驚 山 ワシヤ マ ワシ Z ヤマ遠 江 小 笠 郡 
土方 村の 人 鷲山恭 平氏 云 ふ 「三 河 後 風土記 
に 鷲 山 傳八郞 なる 者 あり 。其の 子孫 •御家人 
となり、 明治 十四 五 年頃、 鷲山義 房と 稱 し、 
本所綠 町に 住居せ し 事 あ 90 其れ 以來 、居听 


不明、 同氏 方には 系圖 あらん か」 と。 又秀康 
卿 給， 帳に 「五百石 鷲山傳 八」 を载せ たり。 

和 角 ワ スミ ワツノ 加 實藩給 帳に 「ニ 
百 三十 石 (蔭 七 寶內钉 貫〕 和 角 和 助、 百 石 
(同〕 和 角 織 人」 などを 載す。 

吾 全 ワゼ 佐々木氏の族にして、京極高 
秀の 子秀滿 、吾 全 氏と 云 ふと ぞ。 

早 稻川 ワ如カハ 奥州 田村大 夫淸顯 
公家中に早稻川修理*見ゆ、早稻川邑に住 
す。 早 川條第 八項參 照。 

早 稻田ヮ セダ 

和 太 ワダ ギタ 和名抄 、三 河 國八名 
郡に 和 太 鄕を载 せ、 本 國神名 帳に 「八 名鄱和 
田 天神」 •見 ゆ。 次に 渥美 郡に 利 太！' あり。 
次に相摸國大住郡にも和太鄕.見ゆ。 

〇 和 太 連. 中臣 氏の 族に して、， 和 泉國大 
鳥 郡 和 田鄕 ょり 起り、 姓氏 錄、 和 泉 神 別 
に 「和 太 連、 同上 C 大中臣 朝臣 同祖)」 と 
载せた り。 

和 田 ワダ 一一 ギタ 和名 搀 、和 泉 國大鳥 
郡 和 田鄕 を收 め、 爾木 多と 註し、 高山 寺 本 
には 邇岐 多と訓 ず。 後に 和田莊 •起り •、金 
削 寺 文書、 楠 木 正 儀 書狀に 「和 泉國和 田莊 
頜家戳 C 朝 用 ''^ 〕 の 事，、 料 所の 儀を 止め" 金 
刚寺 一圓の 知行 •相違 あるべ からぶ るの 由 


の 事、 去る 正 平 九 年 十一月 十八 日の 綸旨 • 
此の 如し。 早く 仰せ 下されし 旨に 任せ、 寺 
家に 居る 雜掌を 下地に 沙汰 せらるべく 候、 
恐々 謹言」 と。 又 法隆寺 古今 目 錄抄に 和 田 
莊 、島津 文書、 仁 治 三年に 「島 律忠 時を 和 
泉 和 田莊 地頭 職に 補す」 と。 

次に 丹 波 國氷上 郡に 和 田莊あ 9。 その他、 
伊勢、 若狹 、誠 前に 和 田莊 •見え、 又攝 律、 
三河、甲裴、駿河、相摸、武藏、安房、迓 
江、 信 濃、 上野、 岩 代、 陸 中、 羽 前、 羽 後、 

備 前、 美 作" 安藝、 周 防、 紀伊 、阿波、 土 
佐、 薩摩 等に 此の 地名 存 す。 

1 和 田 首紀直 族に して、 和 泉 國大烏 郡 
和 田 鄕の稻 置な‘ べし。 姓氏 錄 •和 泉 神 
別に 「和 田 首。 同上 (道 根 命の 後〕」 と あ 
り。 — ギタ 條參 照。 

2 和田史 

3 無 姓 前 條和太 連、 及び 前 ニ 項 氏の 後 
にして、 以 T 諸 項 和 田 氏に も 此の 族 ある 
べし 0 

4 橘 姓 河 內發祥 の 豪族に して、 楠 木 氏 
の 族 也。 尊卑 分脈に 「正 遠— 正 成、 弟 正 
氏 (和 田 七 郎) 丨行忠 C 新兵 衞尉) 、弟 賢 快 
(新發 〕」と载せ、橘氏系圖に「正成弟汜氏 
(和 田七郎 、改正 季 、同 自害) の 子を 行忠 


\ 


(新兵 衞) 、高 家 (四 條繩 手に 於いて 討死)、 
賢 快 (新發 意〕、 賢秀 (新 發意 、同 高 家〕 Ji 
し、 猶ほ 「楠 正 儀— 新 平 正 平— 朝 成 c 和 田 
左衞門 入道 淨 永)— 政 高 (和 田 新左衞 門) 
丨 正直 (平 八〕 丨成啃 c 和田掭 部 助)— 正 光 
(和 田平衞 門)— 正饺 (楠 右馬助)— 正 長 
(楠 右近〕— 正 虎」 など 見 ゆ。 

又梶川 系圖に 「好古 丨爲政 丨行資 丨成經 
I 兼 遠^ 1, 


r if — il Hi 


轫田离 3室 

r 正宠— 正 之* 正 成 I 一英 

大和 守 大和 守 
1^ ^ 和泉守、疋六位 

—行逮 

—行忠 

丨高貞 


と。 又 玉 林 院系圖 に 「正 澄 (初 名 正 遠〕 丨 
正 成 •弟 正 遠 (和 田 孫三耶 、後に 和 泉 守 
と號 す。 桓武 天皇 十七 代の 孫 也。 正 澄 • 
聲 養子と 爲 りて、 正 成の 妹を 妻と す〕— 高 
家 (新 三 郞 、後 新兵 衞尉 、和 泉 守。 貞和 
□年 戊 子 正月 五日、 四 條嗫に て 討死。 弟 
正隆は 五郎 •港 川に て 討死。 其の 弟賢秀 
は新發意、へ屋顛幸弟子。其の弟行 ^ は 


新兵 衞' と)— 某 (五郎、 觀應 年中， 八幡 合 
戰に 討死〕 丨正武 (始め 正 兄、 和 泉 守。 永 
德 元年 冬 生、 貞治 年中 秋 病臥す。 家臣 中 
島 左 近、 大 井田 源 次郞に 託し、 妻子を 片 
付け、 ニ 男 種子 丸は 出家 さすべし と 也。 
依って 兩人 種子 丸を 携へ 、高 野へ 登山す。 
寺 僧 •姓名を 問 ふといへ ども、 隱密の 身 
分た るに ょり、 姓名を 顯し 難し。 僧 云 ふ 
中島の 中と、 大 井田の 井と を以つ て、 中 
井 左 源 太と 呼. ぶべ しと 云 ふ Y 正 種 (中 井 
左塬 太、 正 武のニ 男、 成長の 後 僧を 嫌 ひ、 
河 內上郡 野 田 宗湛の 聱養 子と 成る。 貞治 
元の 生、 應永の 頃、 石 川 郡に て 野 伏の 爲 
に 死〕— 某 (左 内)、 弟正特 (左內 、後 左大 
夫、 或は 左兵衞 尉、、 江 州甲賀 郡に 住す、 
則ち 甲竄に 子孫 あり、 有 馬に て 死。 弟 某 
は 野 田 新兵 衞 、丹 州に 住し、 田邊に 子孫 
あり) 丨元政 (和 田 左 近兵衛 尉、 文明 年中 
矢に 中つ て 死：}」 と o 

又 泉 州 志に 「和 田 氏 域蹟は 和 田 村に 在り、 
今 森 中に 寺 ありて 多 聞 天を 安ん ず。 相傳 
へて 和 田 新發 意の 守 本尊 也。 又 宇佐 八幡 
森 あ®'、 和 田 氏の 崇祭せ し 所 也。 和 田 氏 
は 家系に 云 ふ、 楠 左兵衞 尉成康 Q ニ 男 太 
郞親逮 •曾って 河 州より 移って 泉 州 和 田 


村に 住す、 故に 和 田と 號 す、 是れ和 田 氏 
の祖 也。 其の 子 四 郎高 遠、 其の 子孫 三耶 
正 遠 也。 楠 正 成の 妹 •高遠に 嫁して 正 遠 
を 生む •故に 正 遠は 正 成の 甥 也。 其の 子 
孫 高 家、 正武等 •同阈 岸 城に 住む、 之を 岸 
和 田と 日 ふ。 後に 河 州に 歸リ 、楠の 末葉 
と 眉 じく 次 饗邑に 住す。 又 上 W 田と號 す 
る 者 あ 9 て、 吉 野に 住す。 是れ亦 其の 先 • 
泉 州 和 田 村ょり 出づ」 と 見 ゆ。 又 中興 系 
圖に 「和 田 •橘」 と あり。 

5 氏人 康平 年間に 和 田 源 秀あリ 、交野 
郡 和 田 寺を 再建す と陣 ふ。 下って 太平 記 
卷三に 和 田 五郎 正 遠 あり、 延元中 武者 所、 
湊川戰 死 (大日 本史 )。 又卷六 に 「河 內國の 
住人 和 田 孫三郞 •楠 S 前に 來 .て 云々」 と 0 

又十六に和田五郎 1£! 隆あり、一に彌五耶、 
正 成の 弟 也と。 湊河戰 死、 廣 嚴寺祓 牌に 
和田五耶正隆と見ゆ。正遠と同人也4 
又 和 田 系圖裏 書に 和 田 左 兵 衞尉正 興 ( 延 
元ニ)あり、高木條を見ょ。又千葉系圖 
に. r 和 田 五郎、 楠木帶 刀」 などを 載せ、 
又 太 •平 記卷 十八に 和 田次郞 、十九に 和 田 
近 江 守 •二十 五に 「二十 許なる 若武者 • 
和 田 新 發意源 秀」 など 見え、 又 二十 六に 
「和 田新發 意、 舍弟新 兵衞 、同祀 六 左衞 


!7 タ 


ヮ タ 


ヮ タ 
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門 子息 二人」 など 载 せ、 「又 和. 田 新兵 衞高 
家、 舍 弟新發 意賢秀 」’ また 和 田 新兵 衞 
正朝な ど 多し、 以上 四條 啜に 戰死 す。 
その後、 卷三 十四に 和 田 和 泉 守正武 ぁり、 
正 儀と 勤王せ しが、 終る 所を 知らず ( 大 

日本史)、 又 和 田 五郎 正忠 ぁり、 賊 將土岐 
賴貞を 靳 る、 土 岐條參 照。 又正武 •嶽山 
城 (龍 泉 寺 城〕 に據る 事 見ぇ、 又弘和 ニ 年 
正月 こ 日、 山 名氏淸 •下 赤 坂 城を 攻 む。 
城 將和田 新九郞 、同 孫 一 一郎 守り 難く 當城 
を 去りへ 氏淸 代りて 據 るとぞ 。 

下りて 長 祿寬正 記に 「河内 勢 和 田」 を载 
せ、 又應 仁記卷 一に 「楠が 末葉 •和 田、 
隅屋 、甲斐 庄」 など 多し、 甲裴庄 、隅 屋< 
畠 山 等條參 照。 更に 後世、 甲 田 村の 士和 
田 佐 市は 天誅 組に 人リ 、正 五位を 贈らる。 

中臣姓 前 ニ 項とは 別 なれ ど、 楠 氏 
の 盛時に. は 其の 旗下に 屬す 。此の 流は 和 
田 系圖に 「大 中臣 、氏神 伊勢 大神 (奉 崇 
河 州、 號森 山大明 神〕。 常 磐 卿— 方エ 卿— 
國子大 連 公 丨 國足 丨 意 美 磨 丨 淸磨 (右大 
臣〕 丨諸魚 ( 參 謹〕— 知 治 麿— 宗銜. (式部 少 
輔)— 知衡— 助平 (河内 守、 大中大 夫 •西 
，田 寺、 墓所 有 石 河〕 


助 明 

散 位 知 足 房 

丨 助 有-有 實 -有鹽 I 成貞- 國貞， 

散 位 文 沸 房 


S5 平薦ー  1 11 1 11 , 


I 章貞 H 貞言長 谷川* 務 
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— 郡戶馬 
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柱 名 成 顔 法 連 信 
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奈 R 0 
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厂助 # 中 別當宮 侍 
散 位 


淀 
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大和 田 i re ly 


散 位 


丨太郞 大 夫-助 房， 


—助乘 H 助景 助— -T 助 村^^ 虞 

—央 g 鼠 高 野 善集院 
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大和 前 司 妻 
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丨 女子 
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〔S I1 靈毋 r 藤—! 三郞 


丨重 政丨 
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丨朝快 
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小太郞 
ス进 


五 


—景親 ~r 最村 d 景安 


九 部 

助 和* 
子 


刑 部丞 

-隆覺 
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注 蓮 ^ 

—信 ® 


丨爲 助— 幸 有 肥 前 S 
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房 


ム •ハ 二 在 


—十郎 1 一郎 「助 家-春 海 SSI 

房 I 


- ニ郞—助實-1-助利—助方- 

■K  夫 l ij ハ® 

1 功 角 大力 者— 
A 郞 先生 


丨助賴 先生 太郎 

1 — 助 遠 

—助吉 -T 宗 範丨 宗 俊— 資宗 


先生 

三郎 

I 女 
a 阿 


左 巧門剧左&門尉左近將鳌 
法 阿佛 袪 名 砰佛 

丨宗 時丨宗 氏 兵— 

刑 部丞 

丨光氏 T 光貞 S 兵纛 

左® 門 射 一 

法 ^ 唱 I— 光基 三 g 


.助 政 丨助康 I 祐景兵 街 ^ 
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fi sn 房 助 5 


—顯覺 -T 法 成 房-持 現 房 

十® 房 | 
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测 11 


丨萬昭 


冊 S 
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丨實延 S M 

厂 r^ il w. 乘ー房 
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歎 位 
四郎 


中 三 


1 ^ 興 高 野 惠智房 

丨助守 貫 眼 房 

中二 

|钳顯散位丑郞-叻時散位<郞 


- 助 守- T- 淸眞知 吉氏 改姓 云々 


小大夫 


進 仕 

— 正圓- 行 眞 


丨助 兼！ 助 正-助 綱 —— 

松田&姐  ， 

丨助業ー-ー郞先生  「成 景丨 景賴 
丨昉 時- 叻實- 助 景-景 房 ： 

中 九 部 中 太 刑 部丞  W 35 左 
衞門尉 


— 助 守 -T 助 遠 


彌捉太 
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淸潆 -r 助 家-助 泰- 


平太 修： 

理榷亮 
法 性 蓮 


1 孤 


丨明網 
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— 中四郎 
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丨大進 房 


丨良秀 -榮家 r 2 X 
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VKE  I 1C 六烏 ^ 野右衢ウ八® 
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丨塬三 


厂助氏-助朝-盛助丨助直丨助 $ 

左 % 門葙人 2 左 近 將 K* 近 a 方 ^ 將 e 

藏人  拄£心丨 

法 ^ 策 


^.s  . 

法 性 金 法 性 珍 


丨助 信-一- 助貞 T ■助 久， 

:: f*5 ffi  守 
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is 


丨 女子 

庄 ra 并 p 
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生 
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I アサ 六郎 T* 師村 — r 新 平 太 

新 太 恥 

- 左 ニ大夫  - 理眠房 


-P  厂禪定 房 

I 相 田四郞 
.敎明 房 

丨師忠 一 ^ ^ 中 三— 師 正— 師康 

散 位 六郞  中七郎 匿 書 助 

丨師包 T 左 中 大師 門^^ 

七 郞 
數位 

佐 土 櫂； 才 

丨師淸 一， 師義 

散 位 中二 
九郞 


i 丨師里 I 師尙 ■ 

新 ニ 耶又 ニ郎 
祛弘阿 


丨 11 


丨師員 

新 太郞 

丨師盛 


- 師家 n- 師近 法名 德阿 


1 * 子 郡 戶耷貞 妻 

— 彌太郞 
I 師一 1 - 藤 六 
ー丨彌 三 郞 

丨 女子大 和大坂 


1 - gi? 平. 

新三郞 

丨隆覺 

越 前 房 

長 野 住 


丨兵衞 尉 

—ニ耶 

丄二郎 

~ 女子— 女子 宇 W 石 
I— 女子 法 S 

花 田則繼 宴 


丨師 篤— 師高丨 -r 師直刑 部左衛 n ii 

橘 三 g 去 ® 門 尉 改 姓 親 橘 氏 
德門固  丨取察 
—經露 美 乃 法 橘 g 穸 

— 師光橘 六 兵®® 梭- 适 

—師仲 丨師宗 

丨興實 —師成 修理亮 
信 野 法 橋 

厂 女子 和 田 助 遠 妻 


和 田 系 圖別卷 に 「裏書に 云 ふ、 大中臣 氏 
は 伊勢 國に 多く 之れ 在り。 笠驗 は菱 唐草 
也、 云々。 岳 本 大臣 (姓は 大中臣 、南京 
の 時の 人 也。 異本に 云 ふ 新 京 時の 人 云々〕 
左 山中 大夫 助平 : ― I 


痛 之 


I 太郞大 夫 
丨ニ 郞大夫 
丨 三 郞大夫 
丨四 郞大夫 

丨五 郞大夫 

丨六郞 大夫略 之 

甲荽庄 

江舲校 女 爲妻 
|姊 子 向江 平大 夫妻 也 
1.0 . ^ 黑山字 算法 麻 妻 也 


.八 郞大夫 助 時- 


— 小 大夫助 守 

厂中權 守 助 兼-助 正- 您 三助 網， 
丨三耶 先生 SI 似 


丨彌源 太 助 守—- 一-左 近 將監助 遠 法名 
左 兵 衞尉明 綱 
厂彌三 部 


.中 四 部 
— 藤 ニ 
- 大進房 


丨淨延 房良秀 


丁 彌王房 
丨源 ニ助久 
— 源 三 


丨修里權亮淸遠法名聖蓮. 
— 左 兵 衞尉榮 家 
丨藏人 阿 闇 梨賴實 


I 修理 亮助家 (法名 正圓 、子息 助泰) 丨 
左 衞門藏 人 助 氏 (備前 守、 法名 正榮) 丨 


藏人尉助朝(法名正心〕—左近將盛撕(備 
前 守、 法名 性 金〕 丨左近 將監助 直 ( 筑後守 • 
法名 性 珍。 弟太郞 次郎助 高は 法名 性 堅、 
廿七 歳〕— 左 近 將監助 量 (法名 昌善 、四十 
ニ歲) 」 と 見 ゆ。 

.氏人 和 田 文書に 「下す 和 泉 國大鳥 郡 
和 田 御庄 •庄官 百姓 等 存知すべき 事。 右 
新田の 取當 一斗 五 升 三合肆 夕、 段別 沙汰 
致すべく、 自 餘の雜 公事に 於て は、 更に 
沙汰 あるべからず。 仍って 下す 所 •件の 
如し。 建 長 六 年 卯月 二十 ニ 日、 明緣 。花 
押」 と载 せ、 又 「下野 前 司爲重 申す、 女 
子、 并 せて 所頜證 文の 事。 散狀に 就き 重 
訴狀此の如く候上は、早く參洛を企て、 
明かに 之を 申さるべき の狀 件の 如し。 康 

元 ニ 年 二月 七日、 平 (花押〕、 和 田 左近將 
監 殿」 と。 

又 「和 泉國 御家人 和 田 修理 亮 入道 性 蓮 • 
大番 役， Q 事、 院 御所 萬 里 小路 面 棟 門に 於 
いて、 七月 一日ょり 十月 一日に 至る、 庶 
子 明 盛、 盛 家と 相 共に、 代官 範定 を以っ 
て 勤 仕 候。 仍って 執 達 件の 如し。 弘 安八 
年 十月 七日、 兵 庫 助 (花押)、 左 衞門尉 (花 
押)」 と。 

又 正 安三 年 七月 二日に 「京都 大番の 事 云 


V 


々、和 甶修理 亮殿」 、同 十月 十日に 「和 泉 
國御 家人 和 田 修理 亮助 家」、 正 和 三年 十月 
-十 二日に 修理 亮助 家、 元亨四 年 十月 三日 
に 「土晈 、多 知見 等の 事に ょり 云々、 修 
理亮助 家」、 元德 三年 二月 五日に 「當庄 一 
在廳職 事 云々、 法 橋 良 喜 (花押〕、 金太庄 
書生 殿」 と。 

又元弘 元年 十一月 三日に 「春 日 社 領和泉 
阈和田 庄上條 御 年貢の 事 云々。 下司 修理 
亮殿 云々。 領主 祐圓 (花押〕 J と载 せ、 又 
同 十一月 三十日に 「大歌 十 生 職 事 云々、 
兵部少 丞 (花押〕、 1臈 出納 殿」 と。 又 「同 
日、 左大弁 (花押)、 藏人兵 部丞殿 J と。 
又 十二月 一日、 散 位 親景状 に 「蔵人 所 I 
勞 殿」 など 見え、 又正慶 元年 十二月 九日 右 
馬權 頭、 相 摸 守狀に 「大 塔宮 、井に 楠 木 兵 
衞尉正 成 事、 誅伐の 爲、 云々」 と。 同 ニ 年 四 
月 十四日に 「和 泉國 御家人 和 田 修理 亮助 
家、 □中次 助秀 •茅 葉屋 城に 於いて 合戰 
を 致し、 手 貢 ひ 注文。 物具徹 、若 黨八郞 
家 網、 云々。 定 □(花押)" 資淸 (花押〕」 
と。 又 四月 二十日の 注進 状に 「和 泉國御 
家人 和 田 修理 亮助家 •茅 破屋 城 大手 箭倉 
の 下を 堀る 時、 今月 (四月 二十日)、 若黨 
新 三 郞顯宗 •腰骨を すこし 右へ よりて 射 


られ 候」 と。 當時 、幕府 軍に 屬 し、 千 早 
城 攻に 加は りし 也。 

程なく 前後して、 大塔宮 の 令旨を 賜 ひて 
官軍に屬す。「【ー見了す、左少將(花押)】リ 
和泉國 御家人 和 田 修理 亮助家 •謹んで 言 
上す。 早く 且つは 度々 合戰の 忠節に 依 9、 
且つは令旨に任せ*速に恩直に預リ、弓 
箭の 勇を 成さん と 欲する 間の 事。 右 助 家 
は 今年 四月 三日、 忝くも 令旨を 下し 賜は 
るの 間、 自身に 於いては 治 病 更發の 間、 
數 輩の 軍勢を 子息 助康に 差 副へ 畢んぬ 0 
仍つて御方に馳參ぜしめ、去る四月八日 
赤井河源戰場に於いて合戰の忠を致すの 
條 、大和 近 戶內源 四郎 、同 五郎、 見知ら 
しめ 畢んぬ 。同 二十 七日、 名 越 尾 張 守 前 
司 •發 向の 刻、 久我繩 手に 於いて、 身命 
を惜 まず、 合戰を 致し、 若黨彌 五耶、 孫 
九耶 •疵を 被る の條 、大和 國宇 野七耶 入 
道、 播磨國 安田 左衞 門三郞 •見 及. ぶ 所 也。 
然 らば 早く 合 戰の忠 、無雙 奉公を 爲 すの 
上は、 御 外題 御敎 書を 賜は り、 恩賞に 預か 
らんと 欲す。 仍って 恐々 言上 件の 如し。 
元弘 三年 五月日」 と。 

又 「和 泉國 御家人 和 田 修理 亮助 家、 同 子 
息亮太 郞助康 、今月 三日 馳參じ 候。 此の 


旨を 以 って 御 披露 あるべく 候、 恐 惶 謹言。 
元弘 三年 十月 十八 日、 修理 亮助 家。 進上 
御 奉行所。 承 了 (花押)」 と 見え、 同 十二 
月 ニ 十七 日の 右 中弁狀 、及び 右近 將監邦 
久狀に 「和 田庄惣 下司 職、 井せ て 得 富、 

恒富等 名、 放光 寺 蕨 祈 所 俗 別當の 事、 當 
知行 相違な し 云々、 和 田 修理 亮 (助 家) 殿」 
と 見え、 四 年 正月 二十 五日の 右兵衞 尉 状 
も 之に 同じ。 

その後、 建 武ニ年 六月 十六 日に 「和 泉國 
大歌 十 生長 官職の 事 云々、 山城 權守 親景、 
謹 上 藏人所 一勞殿 」、 又 同 十八 日大 內記狀 
に 「一蔼 出納 殿」 など 載せ、 延元 元年 十 
一月 十八 日に r 吉 野殿總 門大番 役の 事、 
兵 衞ニ郞 と 相 共に 云々。 惟正( 花押)、 和 
田 修理 亮 人道」 と。 又 興 國ニ年 十二月 五日 
に 「越 中 國石黑 庄內大 光寺 地頭 職」、 二月 
四日 狀に r 近 木 以下 散在 十 生 云々、 刑 部 
權大輔 許 J、 五月 一日 状に 「修理 亮入 道、 
井に 一族、 神妙 云々」 など あり。 

下って 正 平 五 年 十二月 七日に 「參川 M 釜 
谷庄內 兼淸石 地頭 職の 事、 云々。 和田藏 
人 許」 と 見え、 七 年 六月に 「和 泉 國御家 
人 和 田 藏人助 氏 軍忠状 」 、八 年 七月 十九 日 
左 衞門少 ft 狀に 「和 田 藏人助 氏 申す、 金 
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田鄕總 判官 代 職、 並に 長 曾 禰鄕郡 司 職は 
重代 相傳 本領」 と。 又 十 年 十二月 三十日 
に 「蔵人に 補す 云々、 和 田 左 衞門尉 許」 と 
载せ 、十五 年 二月 三日 及び 四日に 「和 泉 
國近木 (鄕) 以下 散在 十 生長 官事」、 また 

「十 生 朝 用 分 御代 官職 云々、 和 田左衞 tl 藏 
人 許」、 同 五日 狀に和 田 左 衞門藏 人 助 氏 等 
見 ゆ。 又 二十 四 年 九月 二日に 「和 田 織 下 
司職已 下、 名 田 畠 云々、 和 田藏人 許」 と 
載せ、 文中 元年 九月 二十 一日に 「本領 一 
同 知行 •相違な し。 和 田 蔵人 殿」 と 見え、 

ニ 年 十月 十四日に 「散在 十 生 三分 一知 行 
云々、 和 田備前 守」 など 多し。 

又 一方 武家 方に 屬し 「和 泉 國信太 神主 職 
g 事、 先例に 任せ 知行せ らる べし 云々。 
延 文. 五 年 三月 十日、 沙彌 (花押〕、 和 田藏 
人 殿」 と 見え、 又 「御 方に 參ら るて へ 
り、 所領の 事は 子細 あるべからず 猴 也、 
恐々 謹言。 三月 十日、 道 誓 (花押)、 和 田 
一族 御中」 と。 又 「御 方に 參 ずれば、 本 
領 •子細 あるべからず、 幷 せて 所望の 地 
の 事* 公方に 申すべき の狀 件の 如し。 延 
文 五 年 卯月 二十 八日 (花押)、 和 田 左近藏 
人 殿」 と。 又 「御 方に 參じ 、忠節を 致す、 
祖父 和 田 修理 亮 入道 跡の 事、 知行 相違 あ 


るべ からざる の狀 件の 如し。 延文五 年 五 
月 七日 •(花押〕、 和 田 左 近 蔵人 殿」 など 
載せ、 又 一方 「和 泉國 御家人 和 田 左 衞門藏 
人 和 氏 •軍忠 を 申す 事 云々。 延文五 年 六月 
日、 承 了 C 花押〕」 、また 「和 田 上條頜 家職 半 
分の 事」、 同年 七月 十四日、 「兵 部大輔 (花 
押 y 和 田 左 近藏人 殿」 と。 又應 安七 年 七 
月 二十 六日 民 部大輔 (花押) 書に 和 田備前 
守 殿な ど 見 ゅ。 

その後 「和 泉 國大鳥 郡 和田庄 下司 職內、 
五十 貫の 事、 宛 行 ふ 所 也、 云々。 明德三 
年 七月 十日、 左 京 權大夫 (花押)、 和田慶 
松 殿」 と 云 ひ、 又 「和 泉 國上神 大和 入道 
大寳 、同 太郞 友衞門 尉、 同 孫次郞 、幷に 
親類、 被官人 等 •同國 鹽穴內 •鹽穴 南 新 

九郞 、北 村 兵 庫 助、 同 親類 以下 跡の 事、 
飯 尾 下 總前司 爲數に 宛 行は れ訖ん ぬ。 早 
く 彼 所に 莅み 、沙汰せられ、 爲數 代た る 
べき 由、 仰せ 下さる 所 也、 仍って 執 達 • 
件の 如し。 長 祿ニ年 八月 二十 五日 •加 賀 

守 (花押)* 丹 後 前 司 (花押)、 和 田 殿」 

と 0 

又 「去る 二十 六日、 御 家督  鎵リ 、出仕 
致され 候、 云々。 長 祿四年 九月 三十日、 
長 誠 (花押)、 長 直 (花押)、 和 田 殿」 と 見 


え、又畠山狀に「御在陣.誠に感悦候、 
云々。览正ニ年十一月一日、政長(花押)、 
和 田 殿」、 「國 代官の 事、 久枝筑 前 •申し 
定め 候。 寬正艽 甲 申 九月 十六 日、 常繁、 
和 田 備前守 殿」 と。 又 「畠 山 右衞門 佐義 
就の 下國に 就いて、 早速 境 南庄に 着陣せ 
しめ、 今に 在 陣の由 •注進 到來 、尤も 神 
妙、 彌々 粉 骨せ らるべ き 者、 喜び 入る ベ 
く 候、 恐々 謹言。 十月 九日、 持久 (花押)、 
和 田次郞 左衞門 殿」 と。 又 九月 二十 九日 
の 政 長狀に 和 田 殿な ど 見 ゆ。 

又應 仁亂に は 「大內 勢 •堺 南庄に 着岸す 
べきの 由 云々。 七月 廿日、 常繁 (花押〕、 
和 田 備前守 殿」 と载 せ、 又 「大內 勢 •近 
日、 攝州 中島え 亂 入の 由、 聞 候の 間、 云 
々。應 仁 元年 十一月 二十 六日、 持久 (花 
押〕、 和 田 備前守 殿」 と あり。 又 常 繁狀に 和 
田備前守紱、應仁三年卯月ニ十五日の九 
郞状に 和 田 左近將 監 殿、 又 , 天 王 寺 合戰の 
時、 忠節を 致す 云々、 持久 (花押) 和 田 左 近 
將監殿 J と。 その後、 十月 四日の 政 國狀に 
和 田 左 近將監 殿、 持久狀 に 和 田 左近將 監 
殿 •「信 太 城 合戰の 時， 云々。 持久 (花押〕 
和 田 左 近 將監殿 J など ありて、 文明 元年 
十月 十四日の 之 種、 貞基状 に 和 田 左 近將 


監殿と 見え、 又 「上 神 源 次貞 基と 同名 六 
郎左衞 門 尉と 鋅楣に 及ぶ 云云。 文明 十五 
年 六月 二十 九日、 爲規 C 花押) 元 連 (花押) 
和 田筑後 守 殿」 と。 又基綷 状に 和 田次耶 
左衞門尉殿、「熊取庄の事に就き出陣云 
々。六月 十一 日、 常泰 (花押)、 國役 面々 (御 
中)」 など も 見え、 又 常泰狀 に 和田筑 後 守 
殿、 基經状 に 和 田 又 八 殿、 同じく 基經状 
に 和 田 又 八 どのへ、 包紙に 「當國 守護 細 
川 民 部大輔 殿御 書」 と ぁリ。 

又 「泉 州 和 田內原 跡 事、 云々。 山崇 (花 
押)、 順 正 (花押〕、 和 田太郞 次 部 殿」、 「糨 
長(花押〕、和田太郞次郎殿」、「香西叫郞 
左衞門 元 盛 (花押〕 「和 田 宮一殿 (御 速報)」 
など 多く、 又 「今度、 菱木 にて 合戰 は、 
御 固 ロに 於*^ て、 御 親父 太郞 次郎 殿御 討 
死 •比類な き 御 忠節 云々。 香 長 (花押)、 
長家 (花押)、 和 田 含 市 殿 (御 番所)」 と 見 
え、 又 r 父 太郎 次郞 討死ボ しむる の條云 
々0 時宣 (花押)、 和 田 宮與代 どのへ」 な 
ど 載せ •又 「林 三耶 右衞 門跡 職の 儀、 天 
文 十 年 六月 五日、 常 盛 (花押)、 和 田雅樂 
佐 殿」 と。 又 「和 泉國御 家人 和 田 愛 王 丸 • 
山門蜂起にょり馳參ずる」亊旯ぇ、又淸秀 
状に 「和 田 殿 (御宿 所)」 など あ リ。 


8 岸 和 田 氏 キジ ヮダ條 を 見ょ。 岸 和 田 
彌五郞 治 氏、 大輔 房定智 、特從 房 快智 等、 
皆勤 王の 士 也。 

9 和 泉前條 以下 •、以上 諸‘ 項 全部嗲 照。 
又 岸 和 田 古城 (岸 和 田 市上 町) は 此の 氏の 
居城に して、 和 田 新兵 衞尉高 家 •始めて 
城廓を 此處に 築く。 ょりて 岸の 和 田と 稱 
し、後に邑名となると傳へレる。蓋し元 
弘 三年、 楠 木 正 成 •攝河 泉 一一； 州を 賜ふや 、 
和 田 新三郎 (新兵 衞 尉の 童 名) を 當國に 置 
く。 高 家が 當城を 築きし は 此の 時 かと。 
その子 正武 また 當城に 住す。 第 四 項、 橘 姓 
和 田 氏は 當國に ありて は、 恰も 守護 代の 
如き 地位に ありし にて、 正 遠 (武荠 所， 
五郎 •又 正隆 、延 元元 年 五月 二十 九日 湊 
川戰 死〕、 正武 (和 泉 守) の ニ 代、 共に 丨勢 
力 あり。 

傳說に 掠れば、 その後 室町 時代 も、 信 濃 
民 部 大 夫泰義 ( 應永 )、 其の 子 兵 部 大夫泰 
連 (正 長)、 其の 子の 和 田 兵 衞佐義 明 (嘉 
吉〕 、その 弟 和 田左衞 門 尉義基 •( 资德〕 等、 
代々 居城と せし と傳 ふれ ど、 應永 以後、 
當國は 細 川 氏の 領國に して、 賴長以 後、 
細川氏の持有、敎春、常有、政有、元有 
等、 代々 和 泉 守護と 稱 し、 又 泉州府 君と 


云 ひ、 細 川 系？ 一に 岸 和 田 城主と 註 すれば、 
常 城は 細 川 氏の 所有に して、 もし 岸 和 田 
氏 •常 城に 在リ とすれば、 その 配 r たりし 
ならん か。 挹ほ松 浦 氏が 常 城に 在りて、 
今の 岸 和 田 城 (新 城〕 は、 その 锊詧な る 
事、 マツ ゥラ 條を 見ょ。 

又 上 城 (美 木 多 村 上〕 は 和田裉 秀の捕 城 也 
と 云 ひ、 和 田 氏の 裔 •今檢 尾に ありと。 
又 大烏郡 和 田 城 ( 久世村 和 田) は 和 田 高 浚 
の據城 也。 又 和 田 正 遠の 次男 和 田 石 律 五 
耶 正朝 s 子 和 田 和 泉 守 高 之 •出家して 明 
頓と稱 し、 一宇を 痤立 して、 印部 消 場と 
呼ぶ。 後三佾 善 寂の 時、 永 正 十 年 本山ょ 
り 永 正 寺の 號を與 へられ、 後に 永祥 寺と 
改 むとぞ 。又大 烏 郡 市 村の 名 族に 此の 氏 
あり 0 

10 攝津前 各項參 晡。 浪華の 名 族 以下に 
多し。 又 島 上 郡 芥川 城は 久しく 細 川 氏の 
屬 城に して、 永 祿十 一年 九月 • m 長 •當 
國に 入る や、 細 川六耶 (聰明 丸)、 三 好 日 
向 守長緣 等 店 守せ しが •長 綠迖れ 、十月 
ニ日信長入城して、和田伊贺守惟政に與 
ふ。 元龜四 年に 至り、 驼木村 重に 攻めら 
れて陷 落す。 又 商 槻堡 (大冠 村 四 天 川、 
古 高 槻) は、 永 祿十 一年 和 田 伊 K 守 惟政 
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の 築きし もの 也、 後 大津傳 十 郞當 城に 據 
る。 なほ 蔴 木、 高山 條參 照。 和 田 惟政は 近 
江の 士 也、 第 十四 項參照 o その後、 高槻 
藩 和 田祗忠 ( 義軒〕 の 季子 泰純璞 は 御醫に 
上げられ、 法 橋に 叙せられ、 又 舍韋齋 東 
郭と號 す。 その 養子 哲郎 (中 村 氏〕 は 默所 
泰 冲と號 す。 能 登 介を 賜 ふ。 

11 大和 平 群 郡の 豪族に あり-て、 一に 輪 
田 氏と も 云 ふ。 もと 鳥 見庄の 下司に して、 
享德. ニ 年の 大乘院 御領 段錢 日記に 「鳥 見 
庄 下司 輪 田 鳥 見入 道」 を载 せ、 子孫 •鳥 
見 城に 捕る。 鄕士 記に 「鳥 見 平 城 (和 田 
右衞 門、 福 西 藤賀) J と あり。 又 葛 上 郡 御 
所の 名 族に 見 ゆ。 

又吉野 郡の 名 族に 在りて、 和 田 和 泉 守の 
裔と傳 へられ、 吉野舊 事 記に 「和 田 氏 某、 
永德 元年 中 冬、 和 泉 守正武 (和 田 氏) 卒 

,, す。 其の 子孫 次郞 •父の 遺命に 任せ、 散 
卒を聚 めて、 赤 坂 城に 籠り 居リ 、山 名の 大 
軍を 引受け、 兵略を 竭す .と雖 、數 度の 戰に 
力 疲れ 矢鴆 き、 半 更に 臨んで 落城す。 因 
つて 軍士を 率ゐ 、南方に 至る 刻、 御料 大 
夫成淸 に參會 せしめ、 群議の 事訖り 候。 帝 
士 (？〕、 然る 後、 成淸 に與 力して、 吉野殿 
の 守護の 爲 、御料 庄に 居住す。 其の 子孫 
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今に 在り。 又 和 田 村と 云 ふ 所々 あり。 其 
の 里の 長た る 者を 和 田と 呼び、 而 して 姓 
と爲す 故に、 和 田 氏 多く あり。 後に 天 正 
六 年 十月、 信 長 公。 之を 降さん 爲 、筒井 順 
慶 b 將 として、 進發 して 飯貝邑 に 至る。 
爰に和 田 氏、 北 村、 堂 島、 池 田 等を 始め、 
其の 外、 遠近の 諸士  •群參 して 防戰 、此 
の 時 和 田 六 兵 衞と云 ふ 者、 進んで 前騎を 
射 落す」 と载 せたり。  . 

又 高 市 郡の 名 族、 吉野郡 下 市の 富豪 等に 
見え、又十律川鎗持由緖書に「小川村庄 
屋和田 勝右衞 門」 を擧 又 中 納言和 田 
磨 あり、 余 古條を 見よ。 

12 物 部 姓 物 部 守屋の 後と 云 ふ。 又 弓 削 
氏に して、 守屋大 連の 末孫と 傳へ 、和 田 
五郎 兼 通、 また 和 田 豐前守 等 あ 9、 子孫 
伊能 氏と 云 ふ、 その 條を見 よ。 又 「大永 中、 
和田藏 人なる もの、 東國 より 伊勢 國 每 藝 
郡稻生 村に 來 り、 i 領を 支配して 稻生城 
を 築き、 名を 藤 盛と 改 む」 とも あり。 

13 伊勢 前項 參 照。 又 輪 田條を 見よ。 又 
内宮 祠官 にあり て、 皇太 神宮 地下 權禰宜 
本営 別宮內 人物 忌 父 等 家内 帳 等に 見 ゆ。 

14 淸和 源氏 善 積 氏族 近 江 國甲貿 郡 和 田 
邑 より 起 y、 和 田 系圖に 「六 孫 王、 本 系 
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內 一流、 右嵯哦 天 王 以降、 代々 本 系 次第、 

天 元 ニ 年 十月 二十 1 0' 源 順序、 井 寬平九 
年 十二月 十三 日宣 旨に 分明 也。 善 積兵衞 
尉 惟 家— 藏人忠 賴丨 駿河丞 惟忠 (外祖父 
縣惟宗 の 子と なる、 母は 縣惟宗 の 女〕— 刑 
部 丞惟仲 (片測 御厨 預 〕丨 右馬允 惟 浚丨右 
馬 允 惟 良— 惟 氏 (兵衞 尉、 法名 道壽 )丨 惟 
基 ( 藏 人、 法名 昌壽〕 丨惟顯 (孫 太 郞 、法 
名昌 遇〕 丨氏家 (太郞 左衞門 尉、 法名 元 遇、 
住 江 州、 號和 田〕— 惟 基 (太 郞犮衞 門 尉、 法 

名常遠〕丨惟秀(太郞左衞門尉)丨惟賴(小 
次郡、弟に心觀、其の弟に惟春を收む〕丨 
惟宣 (伯 耆 守、 享祿ニ 年 三月 十二 日卒 、法 
名宗深 〕丨 惟助 (伊貿 守、 天文 十五 丙午 年、 
荒木 山城 守を 攝州 高槻 城に 伐つ 時、 惟助 
奮戰 して 死す。、 此の 時に 當リ 、三 河 人 松 
平 宗十那 親 信 •惟助に 寄宿す、 故に 惟助 
に 從ひ 、高槻 に 赴き 同時 戰死〕 丨 惟政 (伊， 
貿 守、 將軍義 輝 公、 及び 義昭 公に 仕 ふ。 
時に 惟政 •細 川 藤 孝と 江 北に 執事たり。 

元 ■元年 八月、 三 好 山城 守 •日向 守 等、 
攝州に 蜂起し、 九月、 信 長 •義昭 と 之に 
赴く。 此の 時に 當 り、 朝 倉義景 、淺井 長 
政* 江 州に 出陣す。 信 長 •之を 聞き 歸洛 
し、 猶ほ 敵の 襲來を 恐れ、 柴田勝 家、 及 


び 和 田 惟政を して 後 殿たら しむ。 惟政 • 
命を 承け、 忠功 を勵み 、攝 州芥田 河、 高 
槻のニ 城を 賜 ひて 居る。 第 十項參 照。 義 
昭 公の沒 落に 及び、 天 正 元年 癸 酉 八月、 
信 長 •荒木 攝津守 村 重を して 惟政を 討た 
しむ。 村 重 •陣を 攝津馬 塚に 張り、 惟政 
は 糖 塚に 陣す 。村 重 •將 に 敗北 せんとす、 
因りて 高札を 揭げ 、惟政の 首を 擭る 者に 
は 千 貫を 賞 せんと。 中 川瀨兵 衞淸秀 •之 
を 見、 伺 ひて 惟政を 搫ちて 其の 首を 得。 
時に 年 四十 ニ〕」 と。 

次に 惟政の 弟 「定利 (新 助、 天 正 ニ 年 七 
月、， 信 長 •勢 州 長 島 一向 一揆 攻擊の 時、 
從軍戰 死〕。 其の 弟定敎 (八耶 、天 正 十 年 
信 長公薨 、此の 時に 當リ 、東 照 君 •泉 州 
現にて 信 長の 费を 聞き、 俄に 甲貿越 して 
關東 に歸 る。 時定 •忠 功を 盡 し、 誓 書を 
賜 ひ、 後に 三 州吉 田に 召され 祿を賜 ふ〕 丨 
定勝 (勝 兵衞 、文祿 五 年に 上 總國土 岐、 
下總 方田鄕 若干 石を 賜 ふ： >」 と。 又 惟政の 
男 「惟長 (傳 右衞門 、江 州 長 原に て甲賀 
郡 和 田 村を 賜 ふ、 慶長 十九 年 九月 十五 日 
也)」 と。 

この 氏は 甲 質 二十 一家、 南山 六 家の 一に 
して、 和 田 村 門 田に 公方 屋敷 存 す。 而し 
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て 永祿 記に 和 田 伊 貿守 惟政、 永祿六 年 諸 
役人 附に r 御供 衆 •和 田 伊賀 守惟软 」 と 
载せ 、藩 翰譜に 「天 正 元年 七月、 將軍義 
昭 、織 田 信 長と、 御 不快の 事 起る。 近 江 
國甲實 の 住人 和 田 伊賀 守 惟政 •將 軍の 御 
方と して 攝津國 に陣 す。 信 長 •和 田を 始 
として、 敵の 大名、 悉く 榜に 記して 之を 
る」 と o 

寬永 系圖に は、 此の 氏を 佐々 木 氏 流に 收 
め、 寬政 呈譜に は 淸和 源氏、 滿政 流と し、 

家譜に 「太郎 左 衞門氏 家 •甲 賀郡和 田に 
住せしょり起る」と云ふ。家紋丸に橫木 
瓜 の內左 巴、 裏 楽、 輪。 「氏 家 四 代 孫 信 
濃 守 某 丨宗立 丨 伊賀 守 維 政 (惟政〕— 傳右 
衞門維 長 (惟長〕— 同 維 重— 同 維 久—源 左 
衞門惟 春」 と、 八 百 九十 石。 

15 佐々 木 氏族 六角 氏の 庶流に して、 近 
江 國神崎 郡 和 田 村ょり 起り、 和 田 山城 (和 
田山〕に據る、和田山の城と云ふもの是 
なり。 輿地 志 略に 「六角 政賴の 三男 和 田 

出 雲 守 高 成 •是れ 神 崎 郡 和 田 氏. の 元祖 也。 
永祿 の亂 に 馬 淵 山城 守 家 網、 同 兵部少 輔 
建 網、 同 右衛門 太夫 賢久 、同定 房、 家 盛、 
松原 彌兵衞 賢 治、 木 村 筑後守 重 孝、 営 木 
右兵衞 太夫 賢祐 、和 田 喜 助、 同 新 助 等 籠 

ヮ タ 


城し、甚だ防戰す。然るに箕作の城沒落 
にょって、 佐々 木 義弼の 卞 知に ょって， 
和 田 山の 城を 開き、 甲賀に 參陴 す、 永祿 
十一 年 九月な り」 と。 

又滋賀 郡 雄 琴 城 (雄 琴 村) も 輿地 志 略に 
『相傳 ふ、 和 田 源 內左衛 門秀純 居城の 跡な 
9 と， いふ。 明智 軍記に 「雄 琴の 城には、 
和 田 中 務亟秀 純」 と 載せ、 四海 太平 記に 
は 「雄 琴の 城主 和 田 兵部少 輔 J と 見 ゅ。 
按ずる に 和田秀 純は、 佐々 木 六角 高賴の 
弟、 大膳大 夫 高 盛が 子な り』 と。 又 「六 
角定賴 Q 弟 高 盛 •和 田 大膳大 夫と 稱 し、 
その子 中務 丞秀純 J と あり。 

氏人は 文 安 年中 御番 帳に 「四 '# 在國衆 • 
和 田 中 務丞」 を 載せ、 應 仁記卷 三に 「佐 
々木 勢 和 田」 と、 又 常 德院江 州 勧 座 着 到 
に 「四番衆*和田與九郎」見ぇ、又扛濃 
記に 和 田 主審 あり。 、 ' 

16 淸和源 氏 高 屋氏族 これ も 江 州の 奈族 
にして、 尊卑 分脈に 「柳 冠者 宗實丨 河 曲 
五郎 實忠丨 源 ニ實 信— 彌ニ 郞賴實 丨彌三 
耶賴泰 丨賴信 (和 田彌五 郎〕 丨重信 (同 又 
五郎)」 と 載せ、 輿地 志 略に 「和 田 孫次耶 
眞逮は、淸和源氏滿季 £0 後胤、小倉進士 
景眞 弟、 河 曲 五郎 四 代の 庶流 也」 と 見 ゅ。 
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17 蒲 生 氏族 これ も 江 州 發祥に して、 蒲 
生 系圖に 「惟賢 (始めて 江 州 蒲 生を 領す〕 
—權ニ 郎悛影 


— ll — !l 4 Mi — li l Il i li 

丨俊 直— 女子— 良 浚— 賴秀 丨秀綱 

1 一： 郞 藤三郞丹波房和田三郎又三郞 

好 乾 室 禁連 
I 俊 恒碰田 六郞 

と。 又 一本に 「蒲 生太郎 惟季丨 惟俊、 弟季 
俊 (和 田 ニ郞〕 」 と 載せ、 又 蒲 生 浚顯は 近 
江 國甲實 郡 和 田に 住して 和 田と 稱すと 云 
ひ、 又 下野 守秀 綱の 弟 「政秀 •和 田 丹 後 
守」 と 見え、 又 中興 系圖に 「和 田 •藤 姓、 
本國近 江、 鎭守 府將軍 秀鄕九 代、 權次郞 
俊景 •之を 稱 す」 と。 

18 淸和 源氏 土岐 氏族 美 濃國の 豪族に し 
て、 土 岐系圖 に 「C 淺野〕 土岐 判官 光行 丨判 
官 代國衡 丨十郞 國 重— 賴衡 (和 田 元祖)」 
と 載せ、 又 同族 小 里 氏の 裔に和 田 助右衞 
門 (作 兵衞〕 あり、 ヲ 9 條參 照。 

19 美 濃 藤 姓 池 田 郡 C 楫裴 郡〕 和 田邑 ょり 
起る。 左 兵 衞尉藤 原叙繼 •和 田鄕 地頭 職 
となりて 此の 氏を 稱 す。 新撰 志に 「和 田‘ 
村 和 田 氏 宅址和 田 左 兵 衞尉藤 原叙繼 (後 
に叙國と改む>和田鄕地頭職な9。其の 
子新兵衞尉叙宗、其の子五 115. 兵衞尉利叙、 


其の 子八郎 兵衞尉 叙吉の 時、 本巢郡 船 木 
庄 十六 條村に 移れり。 太閤 記に のせた る 
和 田 彌太郎 も、 こ 》 ょ 9 出で し 人 か」 と。 
又 同志、 本巢郡 美 江 寺 村 古城 趾條に 「城 
主は 和 田八郞 、和 田 佐 渡 守 •和 田 伊與守 
高 成、 和 田 將監高 行 等、 代々 玆に 住みて、 
土岐 氏に 從ひ しと 云 ふ。 天文 十一 年 九月 
三日の 夜 軍に 放火に やかれて、 廢城 とな 


る 


と 


國井氏 云 ふ 「美 江 寺 城は 船 木 村に 在り。 
土岐 氏の 臣和田 佐 渡 守義繁 、其の 子八郞 
將監義 直、 其の 子瑞 門院 可 心、 其の 子 杉 
本 市 兵 衞直定 •世々 之に 住す。 八郞 ょり 
五 ft の 孫 高 行と 云 ふ 者 あり、 土 岐賴藝 に 
仕 ふ。 天文 十一 年 九月 三日 夜、 武田信 重 
の 軍勢 來 y( 齋藤秀 龍の 襲 ふ 所と なり)、 
防ぎ 難く、 高 行 •火を 放ちて 自殺す 。其 
の 子兩人 共に 城を 落ちて 行方 知らず」 と。 
又. 「十七 條の 要害は、 延元中 土 岐賴貞 の 
四 弟 (賴 遠の 弟) 船 木 三 郞賴胤 草創 也。 其 
の 後、 永 享嘉吉 の 頃、 仙 石 犓左衞 門尉秀 
豐 •之に 居り、 嘉吉ニ 年 十一月 十七 日 病 
死す、 此の 後、 和 田 五郎 兵 衞利詮 住す。 
其の後 時代 遙に隔 たり、 享祿 中、 林駿河 
守 政 長 •更に 之を 改築し、 ニ 男 惣兵衞 ま 


で 相續い で 在 域す」 と。 

20 美 濃 前 ニ 項 共に 當國の 名 族 也。 その 
他" 和 田 主馬 等 見え、 又 社 人に 和 田 氏 あ 
9。又德川時代、大垣戶田藩重臣に存す 
(武鑑)。 

21 良岑 氏族 良 峰 系圖に 「成 海大 夫長季 
丨前ロ 三 郞眞 遠— 遠 包 (和 田三郞 )丨 光 包 
( 新次郞 〕」 と 見 ゆ。 

22 尾 張 前項 參照 。また 葉 栗 郡黑田 城 C 黑 
田 村〕 は、 和 田 河内 守 築く と 云 ふ。 

23 奥 平氏 族 三 河の 豪族に してい 奥 平 系 
圖に r 貞狻 丨道頓 、弟 某 (和 田 出 雲 守、 
親類 六 人の 座主 也) 


某 —— 某 — 某 


l r 


出 雲 守 

,某- 


長 兵衞 彌右銜 門 

-某 —— 某 I 某 


彌六郎  善 右衞門 刑 部 左 五耶 右 街 E： 

衞門 

-某 宗圓— 某 某 某 某 

阖昏  霞 理 民部丞 修理 亮 B 番 修理 
• 親 顏座上 

丨宗 本丨某 I 某 某 _門< 

岡 田 I 某 三 郞左衞 門 

丨閑心 元 喜 — 安久 H 某 某 某 
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正托討 


土 佐 守 土 佐 守 |土 <* 守 .+ 佐 守 小 源 太 

丨角宗 — 見 林 i 某 某 

市兵衞 市左瘀門金之茁 久次郎 
. 兵法 名人 孫 左衞門 孫 左 g 十 部 右衛門 

24 三 河 前項 參 照。 又 八 名 郡 和 田 村ょり 


起 リし和 田 氏 あり。 和 田 民 部は 同村 和 田 
城に 據る 。又寶 飯 郡 1 .西 郡 蒲 形 城は— 正 
平顷 、和 田 倉 人兼淸 •居城す」 と。 また 
鵜 殿條參 照。 

又額田郡鴻巢城(大幡村)の城主 :.- 和田兵 
衞 太夫 あり、 天 正 ニ 年'、 甲 州ょり 入 置く、 
(異域 伊 庵と も 云 ふ)。 次に 上 村 源十郞 居 
守」 と。 又德川 時代、 吉田松 平 藩 家老、 
西尾松平藩用人等に此の氏あり(武鑑)。 

25 幕臣 橘 姓 和 田七郎 正 氏 末孫 大石氏 
裔 、安 兵衞 持義に 至り、 和 田に 復 し、 江 
府に仕 ふ。 寬政 系譜に- 「家紋 丸に 花 橘、 
菊 一と。 又 「島 浦撿校 益 一 丨春徹 直秀」 家 
紋九曜、丸に丸蔦と。 

26 遠 江域阔 郡 和 田 村に 和 田 構 あり、 和 
田義盛 住む と 云 ふ。 又 磐 田 郡に 和 田 鳥 塞 
(波 简島 村) あり、 元龜 三年 六月 •家 康丨 
當塞を 構 ふとぞ 。又 懸川太 田 藩の 番頭に 
此の 氏 あ 90 

以駭 河 今 川 家臣に 見え、 社家に 和 田 戌 
(も と眞 光院〕 あ 9。 

28 .甲斐 西 山 梨 郡 相 川 村 和 田より 起る。 
又 巨 摩 郡 西 野 村の 古 族に 見え、 又 都留郡 
炅池村に和田氏*住居せリと云ふ。又和 
田 兵 衞大夫 あり、 上野の 人 也り 


29 倭 太 姓 信濃國 安曇 郡の 名 族に して、 
穗高 社の 舊社 職な り。 こは 安曇 氏と 關係 
深き 大和 氏の 族、 倭 太 氏 裔と云 ふ。 安曇、 
倭 太、 穗 高等の 條參 照。. 

30 大井 氏族 信 濃 國小縣 郡の 豪族に して、 
和 田 城は、 天文 十六 年、 武田晴 信 •秋 山 
晴 近を 城主と し、 後 大井備 前信定 •居城 
す。 此の 信定は 武石城 主大 井信 廣のニ 男 
にして、 又 和 田 大炊介 信 定と云 ふ。 大井 
條を見ょ »0 

31 淸和 源氏 滿季流 中興 系圖に 「和 田 • 
淸 和、 本國信 濃、 武藏 滿季 十三 代 柳 河 
曲 末孫 九郎賴 信 •之を 稱 す」 と载 せ、 又 
伊那 武鑑に 「和 田 金 左衞門 (十五 貫 文〕」 
見 ゆ。 又 村 上條參 照。 

32 桓武 平氏 北條 氏族 伊豆！ 一の 豪族に し 
て、 平 直 方 •初め 熱 見の 和 田に 居り、 和 
田 四 郞大 夫と 云 ふ。 北 條條を 見ょ。 

33 同上 三 浦 氏族 相 摸國三 浦 郡 和 田邑ょ 
り 起る。 尊卑 分脈に r 三 浦介義 明— 椹 本 
太郞義 宗一^ 盛 (和 田 左衞門 尉〕 丨常 盛、 
弟 義秀」 と載ぜ 、また 和 田 系圖に 「義明 
—— 義 {示 
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34 氏人 平家物語に 和 田 小 太 郎義 盛、 和 
田 三 郞宗實 を载 せ、 又 源平 盛衰 記に 「三 
浦大 介が 家の ■子 和 田 三 郎宗眞 / 又 「和 田 
三耶 宗實 、同 四耶能 胤」 等 見 ゆ。 三浦條 
參 照。 

又 東 i 卷一に 和 田 三 耶義實 、一、 ニ、 三" 

四、  六、 八、 九、 十一、 十三、 十四、 十 

五、  十六、 十七、 十八、 十九、 二十、 ニ 
十一に* 和 田 太 郎義 盛、 一、 ニ、 十五に 
和 田 次耶義 茂、 ニに 和 田 池ニ耶 、三 •四 
に 和 田 四 耶義 胤、 三、 四、 五、 九、 十一、 
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十二、 十五、 十八に 和 田 三 郞宗實 、十" 
十五に 和 田 五郎、 十六、 十七、 十八、 十 
九、 二十 一 C 死) に 和 田三郎 尉 常 盛、 十 
六、 十七、 十八、 二十、 二十 六に 和 田 三 
郞朝 盛、 十七、 十八、 十九、 二十 一 (死〕 
に 和 田 平 太 胤長、 十八に 和 田三郞 重 茂、 
二十 一に 和 田四郎 、和 田 奥 田 太、 和 田 新 
兵衞 尉、 和 田四郞 左衞門 尉義直 (死〕、 
和 田 五郎 兵 衞尉義 重 (死〕、 和 田六郎 兵衞 
尉義信 (死)、 和 田六郞 兵 衞尉義 重、 和 田 
七郞秀 盛 C 死〕、 二十 五に 和 田 (秋 田の 誤) 
城介景 盛、 三十 一に 和 田兵衞 尉、 三十 ニ 
に 和 田四郞 左 衞門尉 等 見 ゆ。 

和 田 次 郞義 茂は、 一に 小次郞 と 見え、 又 
朝 盛は 承 久の役 官軍に 屬し 勤王す。 義盛 

は 系圖に 「母は 游： 女子 玉、 江 戶七郞 左衞 
門能範 に誅 さる、 六十 七 歳」 と。 その 事 
蹟は三 歳の 童子 も 知る が 故に 略す。 翁 草 
に 鎌 倉 武士の 所擧 を擧げ て、 「一 萬 七 千 
町 •相 州武州 豆 州の 內 •和 田 小 太 郞義 盛。 
千 八 百 町* 和 田 小 太 郞義 次」 と あれ ど詳 
かならず。 又紋譜 帳に 和 田 左衞門 尉義盛 
の紋は 三 引 龍に 巴な りと。 又橫 山條參 照。 
35 幕臣 平 姓寬政 系譜 良 文 流に 和 田 氏 あ 
0 家紋 七曜、 月に 星。 甚右衞 門 盛 貞丨 


り 


寳永 御徒に 加へ ら る。 又駿河 大納言 忠長 
家臣 和 田吉左 衞門義 則の 子孫は 幕府に 
仕 ふ。 家紋 丸に 橫 木瓜、 丸に 三 引。 

36 武藏當 地方に も 多く、 新 編 風土記に 
「橘樹 郡 今 井村 和 田 源藏 、同 傳左衞 門、 と 
もに 御靈屋 村の 百姓な り。 何れも 和 田 小 
太郞惟 盛 (義 盛) 末葉な りと、 系圖 武器 等 
も藏 せ.』 が 今は 失へ り」 と。 なほ カメカ 
ャ條 一七 八 ニ 頁を 見よ。 又 荏 原 郡 南 品 川 
の 名 族に あリ 、鳥 海 條を見 よ。 又 高麗 文 
書に 和 田 左衞門 尉を 載せ、 又 多 摩 郡 平 井 
村八幡社ゐ神主家に見ぇ、又往古大久野 
七 騎と唱 へて、 この 地に 土着せ し 士七人 
あり® 和 田 •小山、 云々 也と。 

又 埼玉郡 和 田 村より 起り しもの ありて、 
成 田 ■分限 帳に 和 田七郎 と 云 ふ 人 見 ゅ。 又 
風土記 稿、. 入 間 郡條に 「ニ 本木 村、 和 田 
は、 和 田 小太郞 義 盛の 館 跡な りと 云へ ど、 
附會 にや。 中古、 別に 和 田 氏なる もの 住 
みし 所に や」 と。 

37 安房里昆家臣也。又古く齋部宿禰本 
系 帳に 「統 光の 妻は 當國 住人 和 田 權守正 
忠の 女、 長 德ニ年 死」 と。 

38 上 總東鑑 に 「和 田 左衞門 尉義盛 •日 
來 上總國 伊北 庄に 在り」 と载せ "又 建 保 


元年五月條に「上總國伊牝郡(平九郞左 
衞門 尉、 同 國幾與 宇 (藤 內 兵衞〕 」 など 見 
え" 又 沼田の 莊池和 田の 地は、 古へ 和 田 
太郞正 治が 城 居せ し 地な 9、 因って 名づ 
くと 傳へ 、池 和 田 城は 里 見 軍記、 諸國廢 
城考等に見ゆ。又山中城は根古屋の地に 
在 9、 和 田 胤信 •此に 居り、 小 田 原に 屬 
して、 近鄕 十四 村を 領せ しが、 天 正 十八 
年に 亡ぶ とぞ。 

39 下總千 葉 家臣に 多く、 六 代 胤 綱 旗本 
八 組頭に 和 田 越 中 •また 胤 綱の 妹は 和 田 
小次郞 の 妻と。 また 其の後、 和 田 左衞門 

尉 も 千 变 家 婿たり。 又 二十 ニ 代輔胤 旗本 
- に 和 田 兵 庫 助、 その後 和 田內藏 允、 和 田 
左 衞門尉 等 見 ゆ。 又 相 馬 郡 布 佐は 古の 臺 
村に て 和 田氏領 し、 和 田 前の 地名 殘 る、 
城跡 也。 

40 和 田 祝 常 陸の 名 族、 鹿 島' 社の 祝に し 
て、 新編國 志に 「和 田 •鹿 島 郡 和 田の 地ょ 
り出づ (梶 山村の 内に あり〕」 と。 而 して 古 

丈 書抄に 「權官 六 人 •和 田權視 」 を 載せ、 
氏人は 應永 二十 九 年の 連署に 和 田 祝大中 
臣次 家、 永 享七年 連署に 和田權 祕 部中臣 
久 家、 案 主 和 田久道 等 見え、 文祿四 年の 
三 田 村神頜 配分に . 五 石は ぅり」 と あ 90 


41 淸和 源氏 佐 竹 氏族 常 陸の 豪族に して 
和 田 城 (坂 本 村〕 は、 文明 中、 佐 竹 氏の 族長 
倉伊義 の ニ 男義成 (和 田 ニ 郞〕 居城し、 子 
孫相嗣 ぎ、 慶長七 年に 羽 州に 移る。 又宍戶 
城は 天 正中、 佐 竹 氏の 爲に 減せられ、 佐 
竹 氏の 將 、和 田 河内 守 •居城す」 と。 又 
佐 竹 家臣に 和 田大隅 守、 そ. の 男 安房 守爲 
照は 奥州 白 河赤舘 城を 守る。 

42 上野 群 馬 郡 和 田ょり 起る。 和 田義盛 
の 六 男 (或は 七 男〕 義 信の 裔と云 ひ、 或は 
在 原 姓 長 野 氏の 族と 見 ゆ。 楠 木合戰 注文 
に 「大赉 衆 •紀伊 手、 佐 貫 一族、 江戶 I 
族、大胡一族、高山一族、足利藏人ニ艱 
跡、 山 名 伊豆 入道 跡、 寺 尾 入道 跡、 和 田 
五耶 跡」 と あるは， これな らん。 

又 太平 記卷 二十 四に 和 田 越 前守宣 茂、 ニ 
十七に 和 田 越 前 守 等 見え、 その他、 和 田 
筑後 守な ど载 せ、 又 鎌倉大 草紙に 「和 田 
備前 守、 同 隼 人」、 また 相 州 兵亂 記に 「和 
田、 云々 等，、 皆 長 野の 聲 也」 と。 又 蓑 輪 
軍記に 「業 政の 聱 •和 田の 城主 和 田 新兵 
衞の尉 友 網 云々」 と。 長 野、 蓑 輪條參 照。 
また 和 田 城主 和 田 兵衞大 夫な ど 見え、 甲 
陽軍鑑 には 「西 上野 衆 •和 田 三十 騎」 と 0 
又 北 越 軍記に 「景虎 •和 田 城を 攻め、 烏 


川に て 和 田 喜 兵衞を 討ち 猞つ』 と。 此の 
合戦の 次第は 和 田 記に 委しく 見え、 當時 
籠城の人々の中には、此の邊在名の人多 
し® 又 上野 名跡 考に 「和 田 古城、 今 高 崎と 
改む 。和 田 氏 系圖に 「和 田義 盛ょり 出で、 
世々 和 田の 城主な り。 天 正 十八 年、 小 田 
原 滅亡に 從ひ絕 家」 と。 

'又國 志に 「和 田 城は 群 馬 郡、 今の 高 崎 也。 
和田義盛の七男六郞0衞門義信*鎌倉合 
戰の 時、 遯れて 蟄居し、 上野 國に 至る。 
其の 子 正 信 •始めて 和 田の 城を 築き、 代 
々居住し、 十代の 孫 右 衞門大 夫 信 輝は 上 
杉 憲政に 屬し 、天文 七 年 七月、 武州川 越 

合戰 Q 時 討死す。 其の 子 右 衞門大 夫業繁 
也し 永祿六 年 •信 支 •馬を 上 州に 出して、 
箕輪 城を 責 落す。 此の 時、 信 支に 降る 者 
九 人* 大羅 、高山、 白 倉、 倉貿 野、 王土、 
上田、 後閑、 永禰 、和 田、 是れ 也。 

同 九 年 七月、 上 杉 輝 虎 •和 田 域を 責 む。 
信 主 •之を 聞き 臣撗 田十郞 兵衞を 遣は し 
て、 之を 救は しむ。 輝 虎 •大 軍を 以つ て、 
之を 攻 むと 雖 、和 田、 橫 田、 相 共に 能く 
守り、 防戦 遂に 敵を 拂 ふ。 天 正 三年、 武 
田勝賴 •遠 州長篠 城を 責 むる 時、 麾下に 
屬し •五月 二十 一日、 酒 井左衞 門の 鐽下 


に 戰 死し、 其の 子 信 業 •實は 跡 部 尾 張守塬 
勝資の嫡男、羯子と爲り女子を妻 ?1 す、 
始め 又八郎 、後 右兵衞 大 夫と 稱 す。 甲 州 
亡滅の 後、 北條氏 直に 屬 し、 天 正 十八 年 

七月、 豐 臣秀吉 •相 州 小 田 原を 貴む。 此 
の 時、 和 田 城を 出で 》 小 田 原 城 中に 入り、 
同月 十五 日 城 陷る 。故に 城を 去って 和 田 
城に 歸 らんと 欲すと 雖 、敵 •途を 遮り 入 
る 能は ず、 城 も 亦 亡ぶ」 と。 

又 「和 田 下城は 同 郡 下 之 城 村に ■在り。 和 
田 業 繁の弟 和 田 趣 中 守 正 盛 (始孫 市 郎、 
又 左 衞門尉 信 景と號 す〕 居住し、 兄業繁 
と 同時に 武田信 主に 降り、 信 支 及び 勝賴 
に 仕へ、 武田 滅亡の 後、 牝條氏 直に® し、 
天正十八年、小田原城に入りて、居城も 
亦 滅亡す」 と。 又 「下城 古城は 和 田左衞 
門 •居住」 と 見え、 又 新 堀壘は 群 馬 郡 新 
堀 村に 在り、 和 田左衞 門の 古城な りしと 
傳 ふ。 

43 上野 藤 姓 新田 郡の 豪族に して、 岩 松 

文書、 康 安二 年 二月 二十 一日 基 氏 判 害に 
「白旗 一揆、 上野 阈藤家 一揆、 和 田 宮內少 
輔を相 具し 云々」 と 見え、 又 常 陸 那轲郡 
部 垂村甲 明 神社 弘治 三年 奉加帳に 「百疋 
和 田 掃 部 助」 と あり、 常 郡 和 田 氏は 丸に 
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59 丹後竹野郡の豪族に‘て、三津城(三 
津邑) は 和 田 助 之 進 末 次の 居城 也 e 
60 丹 波 氷 上 郡 和 田 村より 起る もの あ 
リ。 同邑蛀 山 岩 尾 城は 和 田 城と も 云 ふ。 

和 田 氏の 居所に して、 永祿 中沒 落す。 
後天 正 元年、 木戶住 丈坊 •此處 に據 リ、 

佐 野下總 守と 號 す。 明 智の亂 に 又沒 落せ 
り。 この 和 田 氏は 桓武 平氏 三 浦の 族 かと 
云 ふ。 和 田 日向 守は 永 正 十七 年、 信 濃國 
南 和 田より 來リ 、谷 野 兵 部に 賴 りて 兵 部 
の鸷 となりし が、 程なく 兵 部を 討つ。 ニ 
代 H 作 左衞門 •永 祿中 亡ぶ。 
丹波志に_「和田氏.子孫岩屋村。先祖は 
和 田 村の 城主 和 田駿河 入道に して、 後此 
所に 來 住す」 と。 又 「和 田 氏 •子孫 遠 坂 
村 和 田。 先祖は 關 東より 來る 、浪人な り。. 
此所を開發して住し、字を和田と云ふ」 
と。 又 「和 田庄司 •黑の 井 支 地下 村。 天 
正の 比、 地士 在り、 子孫 字 檜 山と 云 ふ 所 
に 古塚 あり」 など 見 ゆ。 

又 天 田 郡條に 「和 田 加 茂 太夫 •子孫 多 保 
市 村。 古へ 屋敷 在中、 戊 亥の 田地に 和 田 
と 云 ふ 所 •是れ 也。 其の 近所を 和 田の 前 
と 云 ふ」 と。  霍 
61 但馬 朝来 郡の 名 族 也と。 
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62 因幡 智頭 郡大内 邑 草木 城は 和田祐 興 
の居所にして、木下乘雲に屬し、その家 
老たリ (因幡 志〕 と。 又德川 時代、 烏 取 池 
田 藩の 重臣に 見 ゆ (武鑑)。 

63 伯耆樂 々福 神社 往古の 社家に 和 田 氏 

あり。 その他 多し。 . 

64 佐々 木 氏族 義淸渝 中興 系圖に 「和 田 • 
宇多-佐々 木 義淸末 一. と あり。 

65 赤松 氏族 負 盛を 祖 とす。 又播磨 の士 
和 田甚助 •美 作 三 星 山城 主に 仕 ふ。 子孫 

作 州 勝 田 郡 位田に 在り。 

65 美 作 宇喜多直家 家臣に 和 田 七 郎左衞 
門義起 あり、 子孫 勝 田 郡 上 香 山に 存 す。 
又 和 田 助 叫 郞 あり、 延原條 を 見ょ。 又 安 
東 系譜に 「「江 見 若 狹守九 女は 吉 村の 和 田 
市 右衞門 ( 義高) 妻。 右 和 田 市 右衛門 家を 
安東 八郎 左衞門 (信 治、 德兵衞 高 信の 三 
男) •繼 c、 ll'h ち豐國 社の 内に て、 原、 北 
山、 吉 村、 和 田の 四ヶ 村を 後藤 氏ょり 拜 
頜」 と。 この 氏は 和 田義盛 裔と云 ひ、 天 
正 年中、 信 治 •安東 氏に 改め、 後 又 和 田 
に 復 す、 勝 田郡吉 村の 名 族 也。 

又 吉野郡 讚 甘庄 辻堂の 舊冢に 和 田 氏 (亦 
兵衞〕 、後 粟井 氏と 云 ふ。 又芮田 郡 上 河 
L /M 里 正に 和 田 治 部 左衞門 •見え'  又各務 


系譜に 「兵 庫 正 氏 五 女 .鬯 久田村 福 田 和 
田 右衞門 妻」 と。 又 地理 志 料に 「一 2 上 分 
に 玉 林院あ 常 山 派の 柊 驗 にして" 楠 
氏の 族 和 田 元 政の 子 玉 林の 後 也」 と。 第 
四 項參 照。 

67 三宅姓備前阈兒島郡和田邑ょり起る 
かと 云 ふ。 兒岛高 德の父 を 和田備 後守菇 
長と 云 ふ。 三 宅 姓の 後に して、 太平 記卷 
七に 「備 前には 今 木、 大宫 太郎 幸範 、和 
田備 後ニ邵 菇 長」 と载 せ、 又 卷 十六に 「高 
德が塄 松 崎 彥四耶 、和 田 5： 郞一 、「高 德が 
父備 後守範 長， 一、 また 「今 木 太郎 砥秀 •舍 
弟次郞 範 仲、 中 西 H 邵範顯 、和 田 五郎 砬 
氏、 松 崎 彥五 郞筛 家、 主從 十七騎 j (三 宅 
條參 照〕 など 見 ゆ。 

また 「和 田備 後守範 長、 子息 11 ;郎高 德、 
佐々 木の 一 ^ が 舟ょり あがる」 と。 又 「筛 
後 守 •或る 辻堂の 前にて 馬を 扣へ て、 若 
黨共に 向って 申しけ るは、 あはれ 一族 共 
だに 打 連れた りせば、 播磨 の ^ 中を は 安 
く 蹴 散して 通る ベ かりっ る 物を、 方々 の 
手分に向けられて、ー族一所に质らざリ 
つれば、 力無く 範長 討たるべき 時刻の 到 
來しける也ー今は遁るべしとも错ぇねば、 
最茇の念佛，心閑かに唱へて腹を切-りん 
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と 思ふぞ 。其の 程、 敵の 近付かぬ 樣に防 
げ とて、 馬ょり 飛んで 私り、 辻堂の 中へ 
走 入り、 本尊に 向 ひ 手を 合せ、 念 怫高聲 
に ニ 三百 返が f 唱へ て* 腹 一文字に 搔切 
つて、 其の 刀を ロに 加へ て、 ぅっぶしに 
成って ぞ飢せ た®' ける 0 
其の後、若黨四人っ ^ きて自害をしける 
に、 備後 守が いとこに、 和 田 四郞範 家と 云 
ひける 者、 暫 らく 思案し ける は、 敵を ば 一 
人も滅 したる こそ、 後までの 忠なれ 、追手 
の 敵 ども、 赤松が 一族 子 共に て や 有らん、 
さも あら ば 引 組んで 差違 へんずる 物を と 
思 ひて、 刀を 抜いて 逆手に 拳り、 甲を 枕 
にして 自害した る體に 見えて ぞ 臥したり 
ける。 此へ 追手 懸り ける 赤松が 勢の 大將 
には、 宇 彌左衞 門次郞 重 氏と て、 和 田が 
親類な 9けり。まさしきに迁堂の庭へ魏 
來て 、自害した る 敵の 首を とらん とて 是 
を 見る に、 袖に 著た る笠符 、皆 下 黑の文 
也。 重 氏 •拔 たる 太刀を 抛げ て、 あら 淺 
猿し や、 誰 やらん と 思 ひたれば、 見 島、 
和 田、 今 木の 人々 にて 有け るぞや 、此の 
人達と 邋く 知ら ば、 命に 替 りても 助く ベ 
かりつ る 物を と、 悲み て泪 を梳 して 立ち 
たりけ る o * 


和 田四郞 •此の 聲を 聞きて、 範 家* 是に 
有りと て、 が ばと 起き たれば、 重 氏 •肝 
をつ ぶしながら、 立 寄つ て、 こは いかに 
とぞ悅 びけ る。 纏が て 和 田四郞 を ば 同道 
して 助け おき、 備後 守を ば 葬禮 懇ろに 取 
沙汰して、 遺骨を 故鄕へ ぞ 送りけ る。 さて 
も 八十 三 -|| は 討たれて、 銑 家 一人 助り け 
る、 運命の 程 こそ 不思議な れ J と。 相傳 
ふ 和 田備 後守範 長の 在所は、 邑久郡 射 越 
村な りしと。 範長は 兒 島三郞 高德が 親に 
て、 一族 和 田 四 郎範 家、 同 五郎範 氏、 射 
越五郞 左 衞門尉 範定 、今 木太郞 範秀 、舍 
弟 次 郞範 仲、 大富太 部 幸範 等、 皆勤 王の 

.士 也。 兒島 、三 宅、 及 ■び 各條參 照。 又 中 
西 四 郞範 房は 太平 記には 範顯と ぁ 90 今 
* 島 村 中 西の 人な りとぞ (和 氣絹〕 0 

68 備 中前 項參 照。 又 德川 時代、 庭瀨板 
倉 藩 用人に 見 ゅ。 

69 備後藝 藩 通 志、 三谿 郡條に 「向江 田 
村 和 田 氏。 先祖は 和 田 正武の 子、 正 繩 • 
弟正淸 と共に 貞治 中、 足 利 直 冬に 屬 して、 
遂に 備後の 江 田廣 川に 住居す。 今の 良 左 
衞 門まで 十五 代な りと いへ り。 建武 元年、 
正 成へ 下さる 綸旨 を持傳 ふ、 又正淸 が怫 
像を 納めて 持 居たり し陣 鼓. の 胴を 藏せ 
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リ 。佛は 毋羅 郡廢觀 福 寺の 小 堂に 在りと 

.> ふ」 と 0 

70 安藝 通 志、 佐 伯 郡條に 「小 方 村 和 田 
氏。 先祖より、 此に 家す とい ふ。 元和以 
來 、數代 里 正たり。 明 和 年中、 功勞 ある 
を以つ て、 氏を 稱す るを 許さる 。國老 上 
田 氏の 釆地な れば •彼の 家より 武器 •乘 
馬を 與 へらる。 宗同手 作の もの も、 亦 家 
に 藏 す。 今 代を 孫左衞 門と いふ」 と。 そ 
の 他 多し。 

71 , 防長當 地方に も 多く、’ 又 長 州 藩 勤王 
の士に 和 田 小傳次 あり、 生 野の 義擧に 加 
.はる、 贈從 五位 也。 

72 熊 野 直 姓 紀州熊 野の 豪族に して、 日 
高 郡 和 田よ リ起リ しかと 云 ふ。 熊 野 本宮 
の 社家に して、 熊 野 直の 裔と云 ふ。 續南 
行雜錄 等に 見 ゆ。 その 系圖に r 大 阿刀 足 
尼 命— 稻比大 直 ( 建毛呂 乃 命〕 丨大乙 世 乃 
直— 國志麻 乃 直— 夫 都 底 乃 直— 大刀 見 乃 
直 丨 石 刀 福 直 — 土 前 乃 直 — 高 屋古乃 直 — 
伍 百足 c 正 七 位 上勳八 等、 郡 司 擬大領 )丨 
租萬侣 (擬 大領〕 丨蝶 ( 從七 位擬少 領 、延 
曆十四年三月、改めて連姓を賜ふ〕-丨多實 
志 麿 ( 大領) 丨奧主 丨廣主 丨廣繼 —廣方 
(寬平 九 年、 行幸の 時、 行 長と 爲 り、 郡 


司に 任ぜられて 之を 頜し 、橘 氏に 改 む) 丨 
良 輝 丨 良 形 丨 良 冬 (號 和田庄 司) 丨 良 和 
(號和 田庄 司〕— 良 仲 (玻和 田庄 司〕— 良 保 
丨良 國」 と。 

以上は 竹坊 家の 家系に して、 尾 崎 家の も、 
の も大體 同樣な れど 、唯 土 前 乃 直の 下に 
「代々 國 造と 爲 り、 熊 野大神 奉齋に 任ず」 

と 見え、 良國の 後は 「良 村 (和 田 庄司大 
夫。 後白河 院 御幸 時の 行宮を 竹坊 と绒 し、 

良 村を 以つて 之を 司らし む〕 — 良 正 ハ 號和 
田)」 と あり。 

又 當社楠 氏 系圖に 「神 丹 杵穗命 五世 孫、‘ 
熊野國 造大阿 刀 足尼廿 六 世 和 田 右兵衞 尉 
良 正の ニ 男 •良 成— 成 民 C 次郎 左衞門 尉、 

河 內國石 川 郡に 住し、 千 早七鄕 領主〕— 正 
浚 (和 田 刑 部 尉)— 正 支 (左 近 太夫、 和 田 
五郎、 千劎破 館に 住して 七鄕 を領 す〕— 正 
成— 正 儀 1 正 勝 J と载せ たり。 

その他、 第 七十 四 項、 及び 熊 野、 楠 木、 

穗 積、 尾 張、 尾 治 等の 條參 照。 又 本宮西 
座に 和 田 右源太 •見 ゅ。 

73 藤 原 姓 熊 野 族 熊 野 別 當系圖 に 「宮畸 
法眼 贽遍 丨同焭 憎— 淨遍 (和 田 禪師) J と 
見え、 又 「盛 宗—權 在 廳盛意 丨寬盛 (和 
田 趣 師)」 など 载せた り。 


!7 タ 


74 紐 伊 以上ニ項を見よ。また隳山檢校 
竹坊も 中頃 和 田 氏よ” 繼 ぎて 和 田を 氏と 
す。續風土記に「應永年中*和田駿河守 
世 賢と いふ 人 あ 9 て、 これを 其の 祖と云 
ふ。 應永の 文書に、 和 田四郎 左衞 門と い 
ひ、 又 河 井駿河 守と いふ あり。 此れ 蓋し 
一人に て、 世 賢の 事なる べし。 文明の 文 
書に和田駿河守あり、又永正の文書に和 
田駿河 あれば、 代々 の 內 、駿 河と 多く 稱 
せし ならむ」 と o 

又「檜葉村舊家次耶右衞門、先祖は三村 
鄕和氣 村より 出で、 本宮の 尾畸坊 と 同じ 
き 家と 云 ふ。 文明 年中より 慶長の 頃 迄" 
世々 當村に 住みて、 四 村莊の 檢斷 職と 云 
ふ。®々 次 郎右衞 門と 稱ずれ ども、 土人 
は 和 田檢斷 とい ふ」 と あり。 又 太 地 村舊 
家に 和 田 孫才次 ありて 朝 比 奈義秀 の 後と 
云 ひ、 東 四郎賴 仲、 和 田藏 人、 又賴 村、 
長 盛、 盛賴 等の 名、 古き 文書に 見 ゅ。 其 
の 祖先なる べし。 豐太閤 征韓の 時 •和 田 
勘 之 丞賴國 •朝鮮に 討死す と C 其の 弟を忠 
兵衞賴 之、 賴 之の 孫 忠 兵衞賴 元と 云 ふ。 
又堀內 家臣に 和 田藏 人、 又慶長 十一 年 和 
田 金右衞 門は 與兵 次を 羽 差と し、 創めて 
館を 捕 ふと 云 ふ。 又 矢 田 村 地士に 和 田 伴 


ヮ タ 


七、 又 太 田 組 和 田な ど 見 ゆ。 その他. 太 
地、 高山、 尾 崎-竹 坊 、色 川、 堀內 等の 
條參 照。 

又 日 高 郡に 和 田 村 ありて、 三 埼神鎭 座し、 
鹽畸氏 代々 神主たり。 熊 野 和 田 氏と 閼係 
深 かるべし。 又 名 草 郡に 和田庄 あり、 後 
に 五箇 莊と云 ふ。 高野山 永 仁 七 年の 下知 
狀 、田 所 氏、 享德 三年 文書 等に 見 ゆ。 林條 
參 照。 又 和 田 新兵 衞行忠 の 裔 あり、 楠 本、 
山 本 等の 條參 照。 

75 阿波 源 姓 小 笠 原 氏の 族と 云 ふ、 家紋 
菱 。天 正 八 年 八月、 土 佐 兵と 戰ひ て戰死 
す。 細 川兩家 記に 和 田 源 四郞 あり、 當國 
の士 か。 又 故城 記に 「名 東 郡 分、 和 田 殿 • 
武田 、源氏、 荽」 と 見 ゆ。 

76 讚 岐全讚 史に 「本庄 城は 小 松庄に 在 
り。 能 勢大藏 •之に 居り、 文明 中、 和 泉 
の 人、 和 田 小太郞 正 利 (和 田 和 泉 守 正則 
の 子 也) 此の 邦に 來 りて、 大藏の 嗣と爲 
り、 天文 中、 入道して 寺を 建て V 祐善坊 
と 謂 ふ、 今の 興 泉 寺是れ 也」 と。 

77 土 佐 一條 家臣に 西 和 田 氏 見え、 又 土 
佐 和 田 氏 先 M 書に 「和 田 若 狹守義 則 公 (土 
佐和田氏祖、桓武平氏、三浦大介義明の 
遠裔 也。 應永 二十 三年 冬 十二月、 一族を 
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相 具し、 鎌 倉より 土 佐に 來 りて、 土 佐 郡 
和 田 村に 止り、 邑 主と 爲る 。翌年 四月、 一 一 
城を 築き、 或 名 あり、 地名の 起る 所以 也。 
天水 分 命を 奉祀して、 產土大 神と 爲 す、 
子守 大明神 •是れ 也〕 丨義政 (和 田 左衞門 

尉〕— 義元 (民 •部〕 丨義春 (式部〕— 義孝 (肥 
後、 本 川 小 松 村に 移 5 —義次 C 肥 前〕 丨 
義忡 ( 筑後〕 —義久 ( 筑前〕 丨義家 (越後、 

小 松 村 住、 後 ニ 男 隼 人を 召 連れて、 森鄕 
中 切 村 住。 弟義 信は 新左衞 門、 小 松 村 住 
と〕— 義淸 ( 彥之亟 、一一 前、 長 曾 我 部 氏 被 
官〕 、弟義 直 (隼 人。 森鄕中 切 村 住、. 後 森 
鄕土居 村 住)」 と。 

又 先祖 書に 【和 田 若 狭と 申す 者、 鎌 倉よ 
y 浪人 仕り 候 由、 尤も 本領は 相 模國と 申 
傳へ 候。 先年 御國福 鳥え 落ち着き 暫の 中* 
福 島に 居住、 夫より 土 佐 郡 森鄕の 內え罷 
越し居住、此所を直尺和田村と今に申し 
傳へ 候。 右 若狹の ■枠 和 田 左衞門 尉、 其の 
子 和 田 民 部、 其の 子 和 田 式部、 四 代 迄は 右 
- 和 田 村に 诘往 し、 式部悴 和 田 肥 後代に 本 
川え 引越し 候' 肥 後 枠 肥 前 •其の 子筑 後， 
其の 子筑 前、 其の 子筑 後、 其の 子 越 前の 
代 迄は 主君な しにて、 本 川の 内、 高 野 村 四 
町 六 反 十九 代の 所を 心の 儘に 支配 仕りし 


フタ 


由、 代々 申 ^ へ 候。 越 前代ょり、 元 親 公 
御代に 相 成り、 越 前の世 悴庄助 父子と も 
元 親 公え 御 奉公 仕り、 右高 野 村 本領の 外、 
、御國 所 、並に 豫州宇 摩 郡の 中に て 本 知 六 
町 五反餘 、都合 百 四十 三 石 餘拜領 仕り 居 
し 申せし 由、 云々 J io 

78 筑 後東鑑 、文治 五 年に 「鎭西 三潴庄 
地頭、 和田義 盛を 停止せ しめ 候」 と。 下 
りて田中藩知行割_に「六百石和田太郞 
左衞 門」 など 見 ゆ。 

79 肥 後 永 正 元年の 菊 池 政隆侍 帳に 和 田 
兵 庫 頭重 德を擧 r。 猶ほ 八十 一項 參照。 

, 80 薩摩藤 姓 薩摩國 伊作 郡 和田邑 ょり 起 
る。， 三 國 名勝 圖會に 「田 中 城。 鎌 倉の 初 
め、 和 田 親 純の 居 域 也。 親 純は 藤 原 純 友 
の 弟 伊豫 守 遠 純の 裔 とす。 其 後胤に 伊作 
平 四 郞實澄 ぁり。 初め 村 岡 良 文 四® 孫 伊 
伶 平次貞 時* 九州の 總追捕 使と して 肥 前 
羽島に居る。其の四舟：平次郞良道，當邑 
を頜 す。 良 道の 嫡女は 菊 池 四郞經 遠の 妻 
なりしが、後和田八郎親純に嫁す、ょつ 
て 親 純の 裔 伊作を 稱 す」 と。 詳細は 伊佐、 
伊作、 池の 邊 等の 條に詳 か 也。 

81 高木 氏族 日向の 豪族に して、 菊 池 系 
圖に 「高木 三郞右 衞門宗 重— 三郞 右衞門 
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重 兼、 弟重久 (和 田次郞 左衞門 尉、 法名 
善覺 、和 田 丘の 養子と 成リ 、姓を 大江に 
改む〕 丨次郞 右 衞門尉 正 連 (石 見守'、 法名 
正覺 )丨 備前 守正久 .(法名 定覺〕 丨豐前 守 
正 能 (法名 支 覺〕 丨遠江 守 正直」 と 見 ゆ。 
82 大江姓 前項 參 照。 又 日向 記に 和 田 左 
衞五郞 •見え、 又 當國の 鍛工に 和 田彈正 
國義 あり、 浪華の 人國 平の 男、 和 泉 守を 
賜 ふとぞ 。 

33 肥 前 大村 藩の 和 田 氏は 楠 家の 族に て 
信 長の 臣惟 成の 裔と傳 ふ ( 士系錄 )。 

84 幕臣 幕府 藝者 書付に 「三十 人 扶持 儒 
者 和 田 春 堅 (後 改傳藏 )、今程四百俵，一と 
載せ、 寬政 系譜は 未 勘に 收 め、 「長韋 (春 
堅〕— 方淸」 と 見 ゆ。 

85 雜载 その他、 東戰通 志、 建 保 元年、 

じ 泉 親 平 同志に 和 田 某 •見え、 鎭西 要略， 
貞治 元年 六月 條に 「鎭西 宮隨從 の 將和田 
氏」 を擧 ぐ。 又 加 藤淸正 家臣に 和 田備 中、 
內裏內 匠 職に 和 田 氏 (明治に 和 田 善 平) あ 

舞 

.り 0 

又 神 陰流劎 客に 和 田兵衞 、又 梶尾流 柔道 
に 和 田十郞 右 衞門正 重 あり。 又 京都の 歌 
人に 和 田以悦 あり、 一華 堂宗 翁と號 す。 
その 弟宗允 (子 誡〕 は 儒者に して靜 觀 高と 


號す。又京都の阈學者に和田五郎左衞門 
定胤 ありて、 江戶！ 者に 和 田 長 純 (宗 
淳 、襲 明) あり。 又 江 戶の 俳人に 和 田 一甫 • 
名高く、 又 甦 前、 志 摩、 石 見、 出 雲 等に 
存 し、 又播磨 三日月 藩士 和 田赞之 進 寧 (子 
永) は算歟 家と して 名 あり、 箄學 と號 す。 
又 幕末、 靖銳隊 に 和 田 三兵衞 (幕臣) あり。 

綿 ヮタ 

輪 田 ワダ 攝津國 八 部 郡に 輪田莊 ありて 
古文# 類 基、 後深草 天皇 建 長 ニ 年 關白藤 原 
道家 處分状 に 「院領 •攝 津_ 輪 田庄」 と。 
また 「輪 田庄 •報恩 寺領」 と 見 ゆ。 中世 築 
島して 港 泊を 修めた る 比より、 輪 田 泊の 名 
廢れ て- 專ら兵 庫 島と 稱 し、 南 岬に 和 田畸 
の 名を 殘 す。 

1 大和の 輪 田 氏 和田條 を 見よ。 

2 伊勢員辨郡'の豪族にして、文治中輪 
田 右馬允は 西 野尻邑 向野 城に 據る 。五輪 
塔 •今に 殘 るとぞ 。 

和 多 ワ ダ 前各條 と 通ず。 武藏に 存す。 

丸 田 ワダ ヮニタ 條を見 よ。 

綿 井 ワタ 4 次條參 照り 

渡 井 ワタ 4 甲斐 市 川の 名 族に 在り。 ヮ 
タラ ヒ條參 照。 又武藏 等に も存 す。 

渡植 ヮタゥ|4 武藏 等に あり。 


ワタ —— ワ タウ エ 


I 

綿 打 ワ タウ チ 上野_ 新田 郡 綿 打 邑ょリ 
起る。 淸和 源氏 新田 氏の 族に して、 大舘次 
郎宗氏 の 長子 綿 打太郞 爲氏の 後 也。 新田 系 
圖には 「大 館次郎 家 氏 丨爲氏 (綿 打太郞 )丨 

氏義 (太 郎 、義貞 卿に 從 ひ、 延元 三年 三月 
六 R、 金ケ崎 に て 討死)— 某 C 大炊 助、 父と 
共に 金 崎 打 死)、 弟氏賴 (五 郎〕 丨某 (五郎太 

郞) J と 見 ゆ。  • 

氏人は 女 平記卷 十四に 「當 家の 一族には 綿 
打 刑 部少 輔」 と 載せ、 又 土 佐 堅 田 小三郞 軍 
忠狀に 「花園 宮 御手 人 綿 打 殿、 又 新田 綿 打 
人道 殿」 など 見え、 岩 松 文書、 新田 庄内庶 
子方 配分に 「綿 打鄕 、綿 打九郎 知行」 と。 
その後、 松 陰 私語に 「當 方の 門 葉 •綿 打 左 
近 將監」 を擧 r。 新田、 岩 松、 橫瀨 等の 條 

參 照。 . 

綿內ワ タウ チ 

1 淸和 源氏 信 濃 國高井 郡 綿內邑 ょり 起 
リ 、綿 內城に 據 る。 當城は 一に 春 日 城と 
も ありて、 淸水村 棗 山頂に 存 す。 綿 折 氏 
代々 の 居城に して、 甲 陽 軍鑑に 三十 騎と 
あり。 此の 氏は 村 上 氏の 族黨な リし が、 
後武 田に 降り、 永 祿ニ 年、 上 杉に 通ぜし 
により 族滅 さる。 中興 系圖に 「綿 內 •淸 
和、 本國信 濃更科 綿内鄕 y モン 花菱、 井 


上 左 衞門尉 信滿の 男， 元趦 年中、 兵 庫 助 
正 滿 •之を 稱す」 と。 

2 雜载 その他、 前項を 見よ 0 
渡津  ワ タウ ツ ヮタ ツ條を 見よ。 

渡海 ワタウ ミ 大村 藩士に 在リ。 

和 田 垣 ワダ ガキ 明治に 和 田 垣 謙 三 博士 

あリ 0 

綿 川ヮ タカ ハ 

和 田 木ワダ キ武藏 等に 存 す。 

綿 木 ワ タキ 越 前 等に 此の 氏 在リ 0 
渡來  ワタク 豐前に 此の 氏 あ 9。 

渡 守 ワタシ モリ 次條 氏に 同じ。 

度 守 ワタシ モリ 職業 部の 一にして、 渡 
部に 同じ。 

〇 度 守 首 春 日 氏の 族に して、 度 守の 伴 
造 家 か。 姓氏 錄 、山城 皇別に 「度 守 首。 
村 公と 同祖」 と 載せたり.。 宇治の 度 守を 
掌 y しか。 

渡漱  ワタセ ヮタ ラセ 條を 見よ。 

綿 瀬 ワタセ 常 y 院江州 勧 座 着 到に 綿 瀨 
隼 人 佐を 載せたり 。ヮ タラ セ 條參 照) 

和 多 田ヮタ ダ 

1 淸和 源氏 武田 氏族 家傳に 「武 田六郞 
信 網の 三男 七耶 三郎 frr 利、 安藝阔 高 田 郡 
和 多 田に 住する により 家號 とす」 と 云 ふ。 

ワタウ チ —— ワタタ  0 ^ 


ヮタゥ チ 


ワタタ ワタツ 力 
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家紋 七 割 角 四 目 結、 抱 柊。 紀州 家臣 和 多 
田孫电利常丄旱保江戶御家人となる。 

2 雜载 その他、 加貿藩 給 帳に 「二百 石 
(丸 內瓜〕 和 多 田 順 八」 を 載せ、 又 京 極 殿 
給 帳に 「出 羽 守 殿 七十 石 和 多 田 小右衞 門、 
五十石鷹歴和多田三十郞」を擧ぐ。 

綿 田 *7 タダ 前條と 通ず。 武藏 、信 濃 等 
に 存 す。 

綿 谷 ワタタ II  ヮタ ヤ條を 見ょ。 

和 達ヮ タツ 

度津 ワタツ ワ タウ ツ ワタ ウト 和名 

抄 、三 河 國寶飫 郡に 度津鄕 を收 めて、 和 無 
都と 訓 じ、 高山 寺 本、 那波 本には、 和 多 無 
都と 註す。 扶桑 略記、 治曆 三年 條には 寳飫 
郡 渡津鄕 とも あり。 又 佐 渡 佐 渡 郡 羽 茂本鄕 
村に 度 律 神社 あ 9 て、 五十猛 神を 祀 る。 又 
石 見 等に も 此の 地名 あり。 

1 度津臣 前述 三 河の 度 律ょり 起り しか 
氏人は 法 隆寺良 訓補忘 集に 見 ゆ。 天平 寶 
字 六 年の 頃の 人 也。 ホ條參 照。 

2 渡 津宿禰 前項 氏の 宿. 禰 姓を 賜へ る 者 
也。 姓名 錄抄に 载せ たり。 

3 無 尸 正倉院 天平 感寳 元年 文書に 見 ゆ。 

渡津 フタ ツ 前條 氏に 同じ 0 

綿聚 ワタヴ 力 甲斐 國東山 梨 郡綿壤 村よ 


り 起る。 

海祇 ワ タツミ ヮタは 海、 ッ ミは 原始的 
カバ ネ 也。 海祇 族とは 海神 族を 云 ふ。 詳細は 
アマべ 條を 見よ。 又 綿 積と 記し、 綿津見と 
も あり。 又 阿波に 和 多 都 美 神社、 對馬に 和 
多 都 美 神社 ありて、 延喜 式に 見 ゆ。 又下總 
に 海神の 地名 ありて、 龍神 社 •鎭 座す。. 

綿代ワタテ ワタ シロ  メテ條 を 見よ 0 

渡 部 ワタナベ ワタべ ワタリべ 職業 

部の. にして、 渡船の 事を 職と せし 品 部 也。 
拾芥抄等に見ゆ。又越後に此の地名存す。 
後毋の渡部氏は主として、嵯峨源氏にして 
渡 邊典に 同じ。 

渡邊 ワタナベ 前條參 照。 又攝津 、磐 城 
等に 此の 地名 存 す。 

1 嵯哦 源氏 攝津國 西 成 郡の 渡邊 より 起 
る。 尊卑 分脈に 「嗟 峨 天皇— 源 融 (左大臣) 
丨昇 (河原 大納言〕— 仕 ( 武藏 守〕— 宛 (宾 
田 源 次〕— 綱 (內舍 人、 源 次別當 、源 次 敦* 
子と なし 養育 云々、 但し 仁 明 天皇 四 代 孫、 
賴光 朝臣 郞等四 天 其の 一)」 と ある 如く、 
網は 源 敦の 子と なる。 よりて、 尊卑 分脈 
には 又 「仁 明 天皇— 源 光 (西 三條 右大臣) 
丨賢 (左 少將〕 丨敦 (源 次、 多田滿 仲の 聱) 
丨綱 (渡邊 流)」 とも 载せ 、また 松 浦系圖 


に 「綱 •武 藏箕 田に 生る。 仁 明 天皇 四 代の 
孫 源敦 •養って 子と 爲す 、源 次、 別當。 
其の子久(松浦祖)、枸(渡邊源ニ广岔、 
家紋 三 星 一 引兩〕 」 など 見 ゆ。 嵯哦 、仁 明 
兩條參 照。 

-系圖 綱の 後は 尊卑 分脈に 「綱— 久 (源 
ニ、 源 別當 •鎭西 松 浦 w 
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又渡邊 系圖に 「渡 部 綱 (五位 內舍 人、 天 
下 第 I の 弓 上手 也〕 丨久 (鎭西 松 浦の祖 • 
源 次、 別當 〕 I 正 (松 浦小漓 次、 宣旨に 
依りて公賴に改む〕丨安(一本に正の弟。 
後 三 條院瀧 ロに 仕 ふ、 源 五大 夫。 弟 礼 • 
松 浦と)、— 傳 (白川院瀧ロに仕ふ、源大夫、 
從五 下、 總官 。渡 邊摁 官是 ょり 始まる。 
同じく 左右 衞門に 任ず。 十六 歳の 時、 祀 
伊 國伊戶 半大夫 『主人た ^ との 家人な り』 
三十四騎の勢を、傳1人して討つ。其の 
太刀を伊戶丸と名づ -< と云々。其の後、 
渡邊に住す。箕田家の摁官は傳を始とす 
云々〕 丨雙 (堀川 院餛 ロに 仕 ふ、 坊門左 馬 
允)— 重 (鳥 羽院 北面 瀧 ロ〕— 滿 C 烏 羽院北 


ワタ ナヘ 


ワタ ナヘ 


ワタ ナヘ 
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面 瀧 ロに 仕 ふ、 左 馬 允。 天下 第一 弓の 上 
手な り。 鳥 羽院の 御 時、 召 出されて、 一 
人に仰せて百手の.っ \ から仕れと、仰に 
依って 仰の 如くに 仕る 0 重ねて 衣を 給は 
ると き、 さほぅ 之れ 在りと 云々)、 弟 親 
(瀧 ロ摁官 、左右 衞門 尉〕、 弟 調 (鳥 羽院 
武者 所、 源 次〕、 弟敎 (源 五郎〕」 と。 

次に 滿の男 「備 ( 崇德院 ii ロに 仕 ふ。 営 
次 瀧 ロと、 本 所に て 事を いたし 死す と 云 
I ふ 也〕— 任 (近 衞院瀧 ロ、 左 馬 允。 弟 加は 
坊 門次郞 。其の 弟禰は 崇德院 武者 所“ 其 
の弟諧は瀧ロ、本所にて源ニ郞と同死〕丨 
省 (渡 邊播 磨次郞 、保 元 合戰の 時、 賴政 
一味、 其 S 三 條宮御 方と して、 宇治に て 
死す〕— 授 (渡 邊摁官 、兵衞 、薩摩 守、 出 
家。弟與は源太左馬允。其ゎ弟廣。其の 
弟鎮 。其の 弟 昇は 瀧 ロ 左 馬 允。 其の 弟 競 
は 渡邊瀧 ロ、 賴政郞 等と〕」 と。 

次に 授の男 「知 (後白河 院 武者 昕 、左 馬 
允’) 丨悟 (瀧 ロ左衞 門、 信賴鄕 逆心の 時、 
義朝に 與 して 自害。 弟 走は 源 太と〕 丨學 
(高 倉院瀧 ロに 仕 ふ、 刑 部丞 。平家 兵亂 
の 後、 九郞 判官 殿の 御沙汰に て摁官 に 任 + 
ず。 弟 及は 源 次、 兵 庫 頭、 源平 兵亂に 平 
家 方に て、 福 原の 軍に うたれぬ と 云々〕— 
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生 (後鳥羽院に， 仕. ふ、 源 八、 出家、 字 治 
にて 討死。 弟 守は 承 久兵亂 の 時* 営 方に 
てぅた る" 01 種 (源 次〕— 定 C 後 横 河 院に 
仕 ふ、 源 大 夫。 關東被 候 •出家 法名 昭訏、 
元 仁 ニ 八、 本 知所帶 等の 事、 右 大將家 T 
文を 賜 ふ。 文曆ニ 九十 四、 所帶 安堵を 下 
さる。 後將軍 家の 御 下知、 嘉禎四 年 四月 
十二 日、 御 公事を 下され、 御 書を 充てら 
る)— 集 (後 堀川 院 武者 所、 瀧 ロ 源 次〕丨 
運 (四 條院瀧 ロに 仕 ふ、 摁官 、四 條院金 
自一勞 、延應 元年 正月 左 馬 允、 次年 仁 治 
ニ 年 二月 左衞門 尉、 本所營 之。 弟 有は 源 
三兵衞 尉、 法名 有 阿と あり〕— 應 (兵 衞 尉、 
越後 國赤田 保 地頭 職。 弟 了は 源 次 兵衞と 
云 ふ〕」 と 0 

次に 應の男 「貞 (源 六、 天下 第一 弓 上手 
也。 弟 渡は 瀧 ロ 源 次、 一に 源 三と惫 り〕— 
備 (赤 田七郞 、弟に 隆 あり〕— 照 (後醍醐 
天皇の 瀧ロ藏 人、 延元ニ 年 八月に 攝津國 
難波地頭職、興國ニ年六月十四日に越中 
國上津 見 保を 賜 ふ。 貞和四 年、 河 州 風 森 
合戰 討死 >- 國 (左 兵衞 尉、 觀應ニ ，曆 三月 
— 二十 二日に 友 衞門少 尉、 同 九月 十七 日 江 
州 蒲 生 野に て 討死、 四十 九。 弟 長は 久 五‘ 
郞 、一に 文五郞 〕丨 等 C 瀧 口中 務少輔 、筑 
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後 守。 正 平 四 年 三月 十五 日に 能 登 國白井 
地頭 職を 賜 ひ、 同 五 年 五月 二十 七日に 越 
中 國楡原 保 地頭 職を 賜 ふ。 弟 憑は 左 馬 允 
たり〕— 直 (瀧 ロ兵衞 尉、 中務少 輔 〇 弟 副 
は 左 馬 允、 武者 所、 小 武者 入道と 號 す。 
其の 弟 房は 源 五〕 J と。 

次に 直の 男 「持 (左 馬 允、 弟に 成を 收 む) 
|擇(四郞左衞門尉〕丨番(後圓融院に仕 
へ、 左 近將監 。弟 源增は 山 徒、 後に 高 野 
山に 住して 助 阿 闇 梨と 號す〕 丨與 (後小松 
院に 仕へ、 摁官に 任ぜら る、 左 馬 允〕— 
蜱 (左 近將監 。攝津 國柳津 、渡邊 、中 村 
を領 す。 明徳 三年 正月 十八 日に、 楠 正 勝 
と 相 共に 河内 領守白 I 山基國 と千鈕 城に戰 
ひて、 楠 共に 南山 逃亡、 同年 九月、 南山 
ょり 入洛して、 大 內義弘 、に 從ひ て、 將：単 
義滿に 謁し、 應永八 年に 難 波を たまぅ 丫丨 
光 (左衞 門 尉、 嘉吉 元年、 播州 赤松 滿祐 
と 合戰の 刻、 畠 山 持國に 從ひ 、赤松 滿重 
を 討 取る、 大力と 云々〕— 元 ( 與左衞 門 尉、 
畠 山德 本に 從ひ て、 應仁 元年 二月 京都の 
合戰に 討死 云々)、 弟 近 (赤松に 從ひ て吉 
野に て 討た. る。 中材源 五と 云 十〕 •弟 道 
C 嶽山城 の合戰 討死と 云々、 野 田 孫三郞 と 
云 ふ〕」 と。 


次に元2男「興(筑前守、三好長基に從 
ひて、 桂 川 S 合戦に 細 川 高 賴を討 取る と 
云々〕、 弟 行 (左 衞門 尉、 夭 王 寺 合戦に、 高 
國 郎等 梶原 光祐を 討 取るな り)、 弟 重 (平 
八、 討死〕— 永 (長 門 守)。 又 重の 弟武 (難 波 
源 五、 同 死〕、 弟繁 (同源 七、 同 死)」 と。 
次に 興の 男 r 植 (與左 衞 門。 波々 三 宅に 
て 三 好宗三 討死の 後、 方々 に 身を 隱 す。 
其の後、 三 好長慶 •渡 邊は がぅ の 者と て 
尋ねけ る、 隱れて 居す。 植がい とこを、 渡 
邊津 村の 者 ども、 渡邊 の摁領 とて 出す。 
長慶 •本 知を たま ふ、 又植 •出で て摁領 
を 爭ふ 、され ども 植 •摁領 故に 本 知を た 
まふ。 天 正 十九 年の 事 也と 云々〕— 吉 c 與 
-左衞 門。 三 好 左 京大 夫 義繼に 從 ひ、 本願 
光佐とー味にして、信長と元_元年九月 
に 攝 州合戰 、度々 高名、 次の 天 正 元年 十 
一月に、 信 長と 合戰に 義繼 と共に 自害す 
と 云々)、 弟忠 (薩摩 守、 和泉堺 浦に て 討 
死す〕、 弟孟 (備前 守、 同 死〕、 弟 調 (同 
死〕、 弟昌 (同 死)」 と。 又 吉の男 「則 (孫 
三郞 。信 長の 召に 依って 相從 ふ。 本 知を 
たま ふ〕— 滿 (甚 七、 筒井 伊賀 守に 從 ふ) 
丨書 (與 左衞門 〕、 弟範專 (眞息 房 律師 • 
興 福 寺 興 善 院住； > 。書の 男 光 c 與左衞 門)」 
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/ 淺羽 本には、 綱の 孫 正の 弟に、 安、 貞、 
攝津權 守 精 (その 男勸〕 の 三人を 裁せ、 貞 
の裔は 「貞 — 直 — 源 大夫聞 j 敬 — 堅 丨 傳 
, (瀧 ロ大 夫、 總官 、大往生、 元亨釋 書に 入 
る〕 丨 右馬允 滿丨 (渡 邊〕 省 (播 磨ニ郎 、保 
■元 合 戰賴政 一味〕— 薩靡守 授—竇 前守繁 
丨 n 一郎 右 衞門兼 丨三郞 左 衞門經 I 瀧 ロ 左 
自衞門 企— 俊 忠—刑 部丞忠 房」 と。 子孫 三 河 
に 移る、 第 十六 項を 見ょ。 その他 多し。 

又 遠 藤 系圖に 「永 嚴 (遠 藤十郞 房、 總官。 
此の 時 始めて 一文字 輩、 當國豐 鳥 郡箕田 
里ょり 渡 邊所 に來往 也〕— 女子 (箕田 源大 
夫傳の 妻) 丨滿 (右馬允〕— 省 S 磨 ニ 郞) 
—授 (兵 衞尉〕 —繁 (右 衞門 尉、 豐前 守〕、 
弟湛」 など 見吵。 

•3 氏人 平家物語 劎の卷 に 「その 比、 攝 
津守賴 光の 内に、 綱、 公 時、 貞 道、 夫武 
とて、 四天王を 仕は れけリ 。中に も 綱は 
四天王の 隨 一也。 武藏國 美田と 云 ふ 所に 
て 生れたり ければ、 美田 源 次とぞ 申しけ 
る。 一條 大営な る 所に、 賴光 •聊か 用事 
ありければ、 綱を 使者に 遣 さる。 夜隱に 
及びければ、 鬚 切を 帶 かせ、 馬， に 乘せて 
ぞ遣 しける。 彼 處 に 行きて 尋ね •問答し 
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て歸 U ける に、 一條 堀川の 戻 橋を 渡りけ 
る 時、 東の つめに、 齡 二十 餘と見 えたる 
女の、 虜は 雪の 如くに て、 誠 U 姿幽な り 
ける が、 紅梅の 鞋に守 懸け •佩 帶の 袖に 
經持 ちて、 人 も 具せ ず K 獨り 南へ 向 ひて 
ぞ 行きけ る。 綱は 橋の 西の つめを 過ぎけ 
るを、 はた r ^ - と 叩きつ  >1、 や、 何 地へ 
おはす る人ぞ 、われ 等は 五條 わたりに 侍 
り、 頻に 夜深けて おそろし、 送 リ給ひ な 
んやと调々しげに申しければ、網は急ぎ 

馬ょり 飛び 下リ 、御馬に 召され 候へ とい 
ひければ、 悦ばしく こそと いふ 間に、 綱 
は 近く 步み 寄りて、 女房を 搔き 抱きて、 
•馬に 打ち 乘 せて、 堀川 東の つめを 南の 方 
へ 行きけ るに、 正 親 町へ、 今一 ニ 段が 程 
打ち も 出で ぬ 所に て、 この 女房 •後へ 見 
向きて 申しけ るは、 誠には 五條 わたりに 
は， さした る 用 も 候は ず •わが 住所は 都 
の 外にて 候 ふなり。 それまで 送りて 給 ふ 
な“ やと 申しければ、 承り 候 ひぬ、 何處 
まで も 御座所へ 送 U ま ゐらせ 候 ふべ しと 
. いふを 聞きて、 頓 がて いつくし 力り し 姿 
を替へ て、 怖 しげなる 鬼に なりて、 いざ 
わが. 行く處 は、 愛宕山 ぞとい ふま に、 
綱が 髻を摑 みて 提げて、 乾の 方へ ぞ 飛び 
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行きけ る。 網は 少しも 騷が ず、 件の 鬚 切 
を さつと 拔 き、 空 ざまに 鬼が 手を ふつと 
切る。 

綱は * 野 社の 廻廊の 屋の 上に どぅと 落 
つ。 鬼は 手を切られながら、 愛宕へ ぞ飛 
び 行く。 さて 綱は 廻廊よ り 跳リ 下りて、 
髻に附 きたる 鬼が 手を 取 9 て 見れば、 雪 
の貌 へに 引替へ て、 黑き事 限な し。 白 毛 隙 
なく 生 ひ 繁り 、銀の # を 立てた るが 如く 
なり。 これを 持ちて 參 りたり ければ、 賴 
光 •大に 驚き 給 ひ* 不思議の 事な りと 思 
ひ 給 ひ、 晴 明を 召せと て、 播磨 •守 安倍 晴 
明を 召して、 如何 あるべき と 問 ひければ、 
綱は 七日の 暇を 給り て愼 むべ し。 鬼が 手 
を ば 靡々 封 じ 置き 給 ふべ し 云々」 と。 
その後、 綱が 養母 ( 實は 伯母〕 •渡邊 より 
上り、 尋ね 來 りて、 綱 「鬼の 手を 取 出し、 
養母の 前に ぞ 置きたり ける。 母 打ち返し 
打ち返. し、 これを 見て あな おそろし や、 
鬼の 手と いふ ものは、 か \ る 物に て あり 
ける やとい ひて、 さし 置く 樣にて 立ち ざ 
まに、 これは わが 手 なれば、 取るぞ よと 
いふ ま >, に、 恐ろしげ なる 鬼に なりて、 
空に 上りて 破風の 下を 蹴被リ て、 虛に光 
りて 失せに けり。 それより して、 渡邊黨 
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の屋造には、被風を立てず、東屋作にす 
ると かや。 綱は 鬼の 手を 取り返されて、 
七日の 齊被 ると いふ も、 仁王 經の 力に 依 
りて 別の 子細な かりけ リ J と。 

又 元亨釋 書に 渡邊傳 C 長 承 三年 逝) を 載 
せ、 又 保 元 物語、 主上 三條殿 行幸の 事、 
附 官軍 勢汰の 條に 「兵 庫 頭源賴 政に 相從 
ふ 兵、 誰々 ぞ 、先づ 渡 邊黨に 省播 磨次耶 、 
授薩 摩兵衞 、連 源 太、 與 右馬允、 競 瀧 ロ、 
丁七唱 を 始めと して 二百 騎ば かりな 9 J 

と。又白河殿攻め落す條に「兵庫賴政 0. 
手に も、 渡 邊黨に 省、 授 、連 源 太、 競 瀧 
ロを 始めと して、 東の 門へ 押し寄せて、 
揉みに 揉ぅ で攻 办 入れば、 平 馬助忠 正、 
多田ノ 藏人大 夫賴憲 •爰を 先途と 防ぎ 戰 

ふ」 と Q 

又 平家物語に 「大內 守護の 源 三位 賴 政、 
郎等には 渡邊 省」、 「三位 入道の 年 比の 侍 
渡邊源 三 競 瀧 ロ」、 「伊豆守 力及ばず、 わ 
が 郎等の 競を 召して、 云々」 など 多く、 

又渡邊 長七唱 、渡 邊源五 右馬允 昵 、，渡 邊 
授 、渡邊 省* また 與ノ布 馬 允、 續源 太、 ま 
た淸 など 載せ、 源平 盛衰 記に 渡邊源 五 馬 
允昵 、渡 邊の源 三 競、 大夫 判官 郎等 小 源 
太嗣 、源 次 加 ( 大夫判 官郎 等〕， 渡 邊黨滿 


馬 允、 與馬 允、 丁七唱 (賴政 郎等)* 「唱丁 
七、 淸 、濯」、 「唱 法師、 源 八 副」、 「渡 邊 
黨に 連、 列、 濯、 嗣 、淸 、守、 配-早、 
至」 など 多し。 

又 東鑑卷 三十 六に 渡 邊右衞 門四郞 •又寬 
元元 年條に 「渡 邊 海賊 人 云々、 刑 部丞綱 
法師 云々」 など 見え、 又 楠 木 合戦 注文に 
渡 邊孫六 (正 成 配下) •見えたり。 以下 各 
項を 見よ。 

4 家紋 見聞 諸 家紋に 


渡邊 

曾禰崎 


.渡 邊中屋 


o 嵯哦 源氏 日月 也 
ニ 渡 邊 佐々 木本 黑シ 

-5 攝津 前述の 如く、 綱は 養母が 攝津渡 
邊に 住みし 關 係ょり、 當國に 住み、 子孫 
此の 地を 裉據 として 渡 邊黨と 云 ふ。 此の 
綱の 養父 敦は 源滿 仲の 婿な B、 か X る緣 
故ょ y 滿仲の 子賴 光に 仕へ て、 四天王の 
一人と なり、 又 その子 孫なる 省、 授 •連、 
與、 競、 日 J 等は 賴 光の 後裔 賴政 に從へ り。 
.殊に 競は 京都 第一の 美男、 智勇 無 雙と云 
はれし 人に て、 平宗 盛が 鎮 りに ほしが 0 


し 事は、 世の 皆 知る 所 也。  . 

なほ 古今 著 聞 集に 此の 地 【藥師 堂は 源 三 
左衞門 翔の 先祖の 氏寺に して、 番の馬 允 
が時修理したり」など見ぇ、又備(赤卧 
七郞) の 男昭は 延元ニ 年 八月、 攝津國 難 
波 地頭 職たり き。 その 後裔は、 寬政 系譜 
に 「與三 左衞門 近— 刑 部 少輔 忠丨同 長— 
下野 守 某 (源 三郞 、室町 幕府に 仕へ、 攝 
津 安倉 城に 住し、 安倉 氏と 云 ふ。 淨 林〕— 
主 殿 助 某 (源 三郞 、宗 林〕— 與三左 衞門淸 
( 義昭滅 後、 信 長に 仕へ、 安倉 領主、 宗 
佐〕— 仁 兵 衞定丨 藤三郞 勝 (三百 石〕。 家紋 
三輪 貫、 波の 丸 八 頭」 と。 又 座 摩 神社の 
祠官 となり、 又大 阪天滿 天神 社々 家に 存 
し、 又 渡 邊十郞 源 契は 曾 根 崎の 地を 開气 
後ニ郞 左 衞門薰 も亦來 りて、 その 後裔は 
露の 天神の 営 座と して 繼績 す。 その他 第 
ニ 項參 照。 

又渡邊 與右衞 門 重 (元 縫 元 死、 宗貞) の 女 
は、 豐臣 秀吉に 仕へ て 二位 局と 稱 す。 そ 
の弟筑 後 守 勝 C 速 見 庄兵衞 、三千 石)、 その 
男 筑後守 正 ( 與右衞 門〕— 與右 衞門眞 01 
千 三百 石〕、 子孫 幕臣， 家紋 蔦 葉、 三 星 
一文字な り。 又戰國 の 頃、 渡邊 勘大夫 等、 
當國に 活動す、 こは 江 州の 支族、 第 十三 
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項 流な り。 又後齿 、浪華の 儒者に 渡 邊元 
•愷 あり、 百 濟と號 し、 又 書家に 渡邊實 あ 
り、 頑 石と 號す 。又： 木ょり 前、 文龜元 
年、 渡 邊治郎 左衞 門は 誓願 寺を 創立す と 
ぞ 。又 渡邊 宮內少 輔登の 男 內藏介 礼は 豐 
臣家に 仕へ、 元 和 元年 戦死す、 船 津梳槍 
術の祖 也。 

6 秀鄕流 藤 原 姓 荒木 氏族 これ も攝津 の 
豪族にして、荒木系圖に「笳木大藏丞高 
村 I 美 作 守 重 元 ( 攝 州花隈 城主〕— 志 摩 守 
元淸— 渡邊 小四郞 (渡邊 氏 養子、 信 長の 
爲 生害)」 と 見 ゆ。 

7 赤松 氏族 赤松 則 村 十二 代 孫 則 國の子 
與七郞 則景 •攝 津波 邊に 住して 其の 地名 
を 家號 とすと 云 ふ。 家紋 月、 丁子 車。 則 
景四代 孫 立 軒 則智は 眼科 醫に して、 延享 
以來 幕臣と なる。 

8 河內和 泉 楠 木 氏 配下の 將に 見え、 又 
後 性、 伯 太 藩主 渡邊氏 あり、 第 十六 項を 
見ょ。 又 堺の明 吏に 渡邊直 (良 雄) あり。 

9 大和 柳 生 藩 用人に 此の 氏 あり。 その 
他 多し。  、 

10 貿 •茂 姓 上賀茂 社の 社家に あり、 實茂 
縣主姓 也。 又 下 鴨 社 氏人に も 在りて、 鴨 

'.縣 主 姓 也。 內上實 茂 社家 渡 邊登顯 の 男 豪 
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顯は 、俳人に して 名高 X、 牛 山と 號 す。 

11 山城 寬政 系譜に 「田 中 住人 渡邊出 雲 
守 (松 永久 秀 家臣〕— 左 馬 助 重 (李齋 。久 
秀 、後家 康に仕 ふ〕 丨吉 左衞門 多」 と 見 
え、 又 「出 雲 守告— 宮內少 輔昌 (秀吉 に 仕 
ふ〕 丨內 藏助札 ( 大坂城 死〕」 と。 ^ 紋三 
本 骨鬲に 日の丸、 三本 骨 扇に 三^ その 
他、 梶井宮 侍に 渡邊出 羽 介、 また 松 尾 社 
旅所 社家、 廣幡家 諸大夫 等に 見え、 又 革 
島 記錄に 「渡 邊 (又 渡 部〕 與市大 夫、 渡 邊 
與 三次」 等を 載せ、 又近衞 家臣 渡 邊求馬 
始興 は® 家と して 名 あ P、 その他は 雜载 
に 收 む。 

12 伊賀 伊勢 桑 名 郡の 豪族に ありて、 永 
祿の頃 、渡 部 掃 部 介は 東方邑 城に 據る 0 
又 北 畠 家臣 「渡 邊筑後 守 信— 甚右衞 門 朝 
丨太郞右衞門秀」、家紋丸に三星、蔦と云 
ふもの見え、又伊實±野廣禪寺は、元和 
元年 渡邊 了の 創建， せる 禪房な り。 了は 勘 
兵 衞と稱 し、 藤 堂 氏に 仕官して 大坂 役に 
戰功 あり。 次 項を 見ょ。 又 武鑑、 眄堂藩 
家老に 此の 氏を 載せ、 又 關長門 守 侍 帳に 
「百 五十石 渡邊 松右衞 門」 見 ゆ。 又 津藩渡 
邊八左 衞門重 通 C 高 之 助〕 は名臣 として 聞 
え、 又 儒者に 渡邊碩 也 あり。 
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13 近 江 江 北 記に 「一 亂初刻 御 被官衆 • 
渡邊 J を 載せ、 又淺井 三代 記に 「京 極 家 
臣 渡邊監 物」 を 擧 r。 又 豐鑑卷 四に 「中 村 
式部 小ず さに 渡邊勘 兵衞」 と。 監物 は淺 
井 郡 速 見 村に 住し、 京 極 家 物 頭を 動む。 
その 息 勘 兵衞 一雄 (一に 了、 また 量 綱〕 は 
秀吉に 屬し 、後に 藤 堂 家に 仕へ て 一 萬 石 
を頜 す。 前項 參 照 ..° 

又寬政 系譜に 「村瀨 伊 實守吉 正— 伊豆守 
重 次— 市 兵 衞吉成 (織 田 信 孝に 仕 ふ〕 丨吉 
兵衞定 (正吉 •渡邊 に 改め 秀忠 に 仕 ふ)」 
と。 家紋 七 文裏錢 。又 京 極 殿 給 帳に 「四 
百 石 渡 部 孫兵衞 •二百 石 渡 部 七左衞 門、 
百 石 渡 部 亦 兵 衞>  九十 石 渡 部 作兵衞 J 等 
を擧 ぐ。 又 淺井郡 小 倉 村 宇佐 八幡宮は 前 
述渡邊 勘兵衞 、同筑 後 守の 氏神な りと。 
又 後世、 膳 所 藩士 渡邊支 助の 男宗助 _ は、 
幕末 勧 王の 士 にして正五位を贈らる，。又 
渡 邊圭介 ぁ 9。 

14 美 濃 薪 撰 志に 渡 部 源 內を载 せ、 渡邊 
氏 も 多く、 禪僧に 渡 邊南隱 ぁ „ 

15 尾 張渡邊 孫左衞 門の 男 宗右衞 門久重 
(久 明) は 信 長に 仕 ふ、 その 男に 孫 左衞門 
久勝ぁり、子孫江府に仕ふ、家紋丸に三 
星 一文字、 三本 骨 三 扇、 粼 。又 尾 州 家 重臣 


に 在リ 。三 州 浦 部渡邊 家の 嫡流 也。 次 項、 
及び 第二 項に 詳か 也。 一 萬 四千 石、 代々 
半 藏と稱 す。、 明治に 至り、 渡 邊半藏 は 男 
爵を賜 ふ。 猶ほ 一族 同家に 多し、 次 項を 
見ょ。 

その他、 後世 當國 儒者に 渡 邊善齋 道 一、 ® 
家に 渡邊渡 (周 溪 、土 佐 派べ 又 尾 州 藩士 渡 
邊 源右衞 門は 俳名 ぁりて、 岱靑 と號す ノ 
16 浦邊家 三 河 國額田 郡の 豪族に して、 
第二 項、 俊忠 、忠房 父子の 裔 也。 又 「渡邊 
綱の 後裔 左 衞門尉 企の 子箕 田兵衞 尉俊忠 
が 六 世 孫 源 左衞門 安綱の 子 源 次 道 綱 •當 
國に來 り、 浦邊に 住して 七鄕の 領主たり。 
其の 子國 綱— 行 綱丨春 綱」 と 云 ひ、 また 
國 綱の 弟 「範綱 (源 太左衞 門) •浦 邊に住 
す。 其の 子 氏 綱 丨 高 綱 — 守 綱 — 重 綱」 なり 
.と。 浦 邊七鄕 には 渡部黨 多し。 內定國 村 
には 渡 部 忠右衞 門 •居住せ り。 

淺羽本 渡邊 系 ®, には 「企 丨悛 忠丨忠 房丨 
(以上 第三 項を 見ょ〕— 元 綱 (源 三、 義滿 
將軍代 〕丨 朝 綱— 持 綱- 


•道 綱 ■ 

半三 
三 州 
浦邊住 


丨國綱-春綱±>ー 

—範镯 清 左衞門 尉 
丨有 綱® ニ 郞 


と载せ 、寬政 系譜には 「兼 (後嵯峨 院に 
仕 ふ〕— 經 (次郞 、左衞 門 尉、 惣官〕 — 企 
(右衞門尉、惣官〕丨浚忠(源六 > 箕田兵衞 
尉 俊 重に 養は る〕— 忠房 (刑 部丞) 丨滿綱 
(源 次、 右馬允、 渡邊 武者 所、 義滿に 仕 ふ〕 
丨元綱 (源 次 犮衞門 尉 丫賴綱 (源 次、 右 
馬 允〕 丨 安綱 (源 左衞 門〕— 道 綱 (源 次、 額 
田 郡 浦 部 村 住〕 
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內 、治 綱の 裔 は前叫 尾 張 家 重臣に して、 
吉 綱の 裔は次 項 氏 也。 

U 渡邊侯 前項 吉綱 の裔 にして、 野史に 
「綱 十九 世 孫 道 綱 •額 田 郡 浦 部に 移る。 そ 

.の 男 源 太 左 衞門範 綱、 その 男次郞 四郞氏 
綱" その 男 源 五 左 衞門高 綱」 と。 その 男 
半藏守 綱は 十六 將の 一にして、 藩 翰譜に 
「渡 邊丹後 守 源 吉綱 は、 忠右衞 門 守 綱が 
孫、忠右衞門霜綱が子、德川譜代の御家 
人な り。 守 網 初め 半藏と 申して、 永祿四 
年長 澤の 城を 攻められし 時、 先懸 して 小 
原藤十郎を打取る。明艽年九月ニ十九日、 
赤 坂の 戰 、御 方 一の 先陣、 忽に 利を 失 ふ、 
半藏 一人 取って返し、 戰ふ事 凡そ 十 度、 
中にも高名の鎗三度に及ぴ、御方.終に 
勝 軍し、 敵の 大將 板倉彈 正、 討れ 死す。 
搶半藏 と 呼ばれし は、 此の 時ょりの 事な 
9 けり、 小 坂井兩 度の 戰ひ "先を 懸けて 
高名し、 今年 一向 專修の 門徒 等、 叛き參 
らせ しに、 守 綱 父子 また 其の 門徒な れば、 
針 崎に 楣 籠り、 明 永 祿七年 正月 十七 日の 
戰ひに 、其の 父 源 五 左 衞門高 綱 •矢に 中 
りて 死し ぬ。 

其の後、 守 綱 •罪 免され て 召されし 日、 
父の 遺 領給 はリ 、又 新 恩の 地を 加 へらる 


(父の遺領苗貫、三十貫を加へらる〕0そ 
の 後、 遠 州懸塚 •越 前の 金が 崎、 近 江の 
姉 川、 此の ほか 一言 坂、 三方が 原、 田 中、 
天 方、 大 井の 城の 戰ひ 、凡そ 一生の 高名 
數ふ るに 暇 あらず。 中に も元龜 三年 十二 
月 二十 二日、 武田 入道 信 主 •遠 江國に 發 
向し、 三方が 原に 至る。 御 方、 打 M けて、 
濱 松の 城に 入る。 敵 追す がりて 寄せ 來 る。 
守 網 •舍弟 半 十 郎秀綱 等と 門 おし 勝き 打 
て 出て、 終に 敵を 打ち 被る。 長 湫の戰 に 
は、 足輕 の大將 を 承り、 關東に 移り 玉 ひ 
し 時、 武藏國 松 山の 地に て 所領 三千 石、 
足輕 三十 人を增 して 五十人を 屬せら る。 
九 戶 名護屋 等の 御陣 に從 ひ、 奥の 上 杉 追 
討のと き、 足輕の 兵 百 人を 屬せら る。 慶 
長 十五 年、 守 綱 •嫡子 半藏重 綱と 共に、 
尾 張 殿に 屬 せられて、 三 州 賀茂 郡に て 五 
千 石、 尾 張に て 八 千 石、 武州江 州の 所領 
* は 元の 如く、. すべて 一 萬 四千 石、 足 輕を 
屬 せらる 事 元の 如し 0 元 和 六 年 四 nr 九日、 
守 綱 七十 九 歳に て、 尾 張國に 死す。 

丹 後守吉 綱は 重 綱 第 四の 男、 始め 重 綱が 
ニ男忠 七 # 忠綱 •將軍 家に 召 仕は る。 重 
綱が 所領の 内.、 武藏國 比 企 郡の 地を 以て、 
忠綱に讓り與ふ(三千石)、忠綱 * 兀和九 


年 七月 二十 二日、 年 二十歳に て 世を 早ら 
す。 彼の 所領を 重 綱に 返し、 重耦 承って、 
忠綱が 舍 弟吉耦 (半 之丞) に 下し 給 はん 事 
を望みしかば、其の請に任せらる。吉網 
寬文 元年 十一月 八日、 大 坂の 城畨と 成っ 
て、 和 果國姨 寺の 地 一 萬 三千 石を 領 せり。 
同 八 年 六 E： 十九 日 卒し (六十 歳〕、 子息 越 
中守正綱つぐしと。 

寬政系譜、及び武鑑に「半藏重綱(忠右衞 
門)— 丹 後守吉 綱 (大 學〕 丨越中 守 方 網— 
備中守 基 網 ( 實は吉 綱 弟藤藏 長 ^ 長男) i 
越 中 守 登 綱丨费 前 守 信 網 (主 殿〕— 丹 後 守 
伊 綱 丨弟駿 河 守 豪 綱— 大學頭 # 網— 弟 越 
中 守 則 綱— 丹 後 守 潔 綱 (松 月)— 丹 後 守 草 
綱 (備中 守〕」 丨寬 綱と 見 ゆ。 和 泉 伯 太一馮 
三千 五一 m 二十 石 (明治 六 千 七十 石〕 にし 
て、 現今 子爵〃 家紋 丸に 三 星 一文字、 日 
の 丸 三本 骨の 三 扇り 


18 和 田家 三 河 國八名 郡の 奈族に して、 
郡 內和田 城 (和 田 村〕 は 二葉 松に 「古代 和 
田 民 部 住す。 後 渡 部 久左衞 門、 永 祿 年中、 
其の 息圖 書助淨 、元龜 元年卒 、其の 子 山 
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城 守 茂 J と载 せ、 三 川 聞 書、 和 田 村 八幡 
宮 文明 十七 年 棟 札に 渡 邊雅樂 助、 天文 ニ 
年に 渡邊 新三淸 友を 擧ぐ。 

此の 流は 寬政 系譜 等に 「綱 丨久丨 安— 源 
大 夫傳丨 右馬允 昇— 源 三 競— 源 七馴丨 右 
馬允昵 C 源 五〕— 明— 成丨俘 — 右 衞門尉 照 
(小 太 郎〕 — 左 衞門尉 兼— 雅樂之 助 村 — 五 
郎元丨 新 三 郎吉丨 七 右衞門 則丨源 三武 
(雅樂之助)丨久左衞門競(八名郡和田村 
住〕 丨久 左衞門 信丨问 書 助 盛 (新 藏 、家康 
に仕ふ〕丨十右衞門永丨彌之助充！嫋之 

助 勝— 權六郞 正 (ニ 千 五百石)」 と 載せ、 
又 「信の 三男 山城 守 茂 (七 千 石〕— 監物忠 
— 久犮衞 門 善 丨同進 (五千石〕 丨十郞 右衞 
門 勇」 と 見 ゆ。 家紋 三 蛇 之 目、 三文 裏錢、 

蛇 目、 囊荷 C 

又戶 田茂睡 一門 系圖に 「渡邊 信 ( 久左衞 
門、 永 祿九年 五月 十八 日歿 、六十 三〕 丨 
盛 (新藏 、圖書 助、 元龜元 年 八月 二十 六 
日歿 、三十 九〕、 弟 光 (彌之 助、 慶長八 年 
歿 、六十 六)、 弟 茂 (新 藏、 久左衞 門、 山 
城 守、 從五 位下、 七 千 石、 寬永 十五 年 正 
月 四日 歿 、八十 八〕 丨忠 (新 藏 、監 物、 實 
は 戶田忠 勝の ニ 男 •台 命に よリ 渡邊 氏に 
養は れ ' ' 六 千 石を 賜 ふ。 那須に 蟄居し、 
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慶安 元年 五月 二十 六日 歿 、六十 四〕— 善 
( 久左衞 門、 祖父 茂の 養子と なり、 渡邊家 
を嗣 ぐ、 七 千 石〕— 進 (新藏 、.平 吉 、久左 
衞門 、五千石)、 弟 均 C 久助 、千 石)、 弟 保 
(久藏 、千 石)」 と。 

又 善の 弟 「重 (平 左衞門 、忠長 卿に 附屬、 
那須に 蟄居、 父 忠の 後を 嗣 ry 妹 (細 井 金 
兵 衞勝武 妻)、 弟 高 (十 兵衞 、父と 共に 預 
けらる〕、 妹 C 筒井 治 左衞門 妻〕、 弟 明 (仁 
七右衞 門、 重の 名跡を 嗣 r、 敉免の 後、 
大關土 佐 守が 家臣と なる〕、 弟 正 C 善 左衞 
們、 赦免の 後、 松 平下總 守に 仕 ふ〕、 妹 (松 
下善大 夫妻)、 弟馮 (茂 右衞 門、 恭 光、 茂 
妥 、茂睡 、父と 共に 召 預けられ、 後 許さ 
る、 伯父 戶田政 次の 養ふ處 となる〕、 弟 幸 
(傳 右衞 門、 大澤基 宿が 養子と なり、 三 郞 
右衞 門墓實 とい ふ〕」 と。 又 茂睡の 子には、 
覺 (伊 右 衞門〕 、元 周 ( 薩太郞 、茂 右衞 門、 
勘右衞 門〕 等 あ 5、 戶田 陵を 見よ。 


19 三 河 前 三 項を 見よ。 その他、 寳飯郡 
岩 略 寺 城 C 長澤村 御城 山〕 は 三 河 堤に 「駿 
河方七頭籠」と載せ、出生記に渡邊源藏 
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と ぁり。 又 松 平 三 河 守の 城址と 傳 ふ。 又 
•渥美 郡 波瀨城 (波瀨 村) は 城主 渡部彌 市 
郞な り。 後紀州 家に 仕へ、 千 石を 鏆す、 
同彥 太夫と 云 ふと。 又寬政 系譜に 「網 十 
九 代 源 太 左 衞門範 綱の 長男 次耶左 衞門治 
綱— 次郞 三郎正 網 (支 蕃〕 丨支蕃 允 利 綱、 
弟 半 兵 衞眞綱 (織 部、 家康に 仕へ 五百石〕 
丨半兵 衞勝綱 c 千 石)」 と。 家紋 丸に 三 星、 
蔦、 三 蛇 目。 

又家康 家臣に 渡 邊兵左 衞門正 吉 (吉 左衞 
門、、 源 大夫傳 Q 子孫)、 その 男甚七 郞吉 重、 
家紋 丸に 三 星 一文字 (寬 永には 蛇 目)、 日 
の 丸 三本 骨 三 扇、 夕顔の 葉 半月。 又 兵 八 孝 
の 男 吉左衞 門悅 、家康 に 仕 ふ、 その 男 同 重 
也、 子孫 九 百 石。 家紋 丸に 三 星、 九曜 0 
又 松 平 系圖に 渡邊 八右衞 門ぁリ 、藤 井條 
を 見ょ。 又 武鑑に 

渡邊 渡 邊 
主 斗 喜 右衞門 

又 渡邊照 ぁり、 家康に 仕へ、 後 小 笠原與 
八 邸に 仕 ふ。 その 男 好は 上 杉 氏に 仕へ* 
好の 弟 厚は 小 笠 原、 武田に 歷仕 し、 その 
男 高は 福 島 氏、 後 佐 倉 侯に 仕 ふ。， ての 孫 
勤 •媸田 正 俊に 從ひて 安中に 移 9 年寄、 


五百石た リ 。その 裔昌の 養子 敬 (蒔 田 氏、 
勤の 外 支 孫〕. の 男彌 一兵 衞治 (齋宮 •子 
修〕 は 藩 治に 盡す所 多く、 城代、 文武の 總 
敎 、六 百 石たり。 、 

田 原 三 宅 藩臣渡 邊定靜 (登、 字 子 安、 伯 
登) は 華 山と 號 す。 學漢 蘭に 亘り 、早く 
攘夷の 無謀を 論じて 反つ て 罪を 得、 贈 正 
四 位。 又® 家と しても 名高く、 その 弟定 
固 (如 山〕、 及び 華 山の ニ 男 舜次諧 (小 華) 
等、 皆 衝：； 高し。 

又播豆 郡寺津 Q 神主 渡 邊政香 あり、 三 河 
志を 編す。 又 加 茂 郡 寺 部の 名 族に 見 ゅ。 
20 遠 江 高 天神 城下に 渡 邊金 太夫 屋敷 跡 
あり。 又濱 松の 儒者に 渡 邊操 あり、 蒙 庵 
と號 し、 字を 友 節と 云 ふ。 

21 駿河遠 藤 系圖に 「授 (兵 衞尉〕 丨繁 (右 

衞門 尉、 豐前 守。 駿河國 興 津左衞 門 尉の 
家人 也。 此の上、 伏 見ニ郞 につら をぅた 
る 》 處 、遠 藤 刑 部 左 衞門尉 正 綱 •一門の 
耻た ると て、 伏 見 ニ郎を 殺害し 畢ん ぬ。 
乃ち 其の後 繁世 1C 出づ る處 也〕— 嗣 (源 左 
衞門〕 丨勝 (左衞 門 尉)— 生」、 又嗣の 弟 「兼 
•(豐 前ニ郎 左衞 n 尉〕 丨經 {： ニ 郞左衞 門 尉、 
弟 披は源 左衞門 尉と 云 ふ〕— 正 (瀧 ロ左衞 
門 尉〕— 基 (源 次)、 正の 弟 持 c 三 郎左衞 門 
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尉) j 等 見 ゆ。  - 
當國の 此の 氏には、 花菱を 家紋と する あ 
り。 又 富 士系圖 に 「大宮司 義 尊の 女は 渡 
邊莊 司の 室 」 と。 又 富 澤記錄 に 渡 邊隼人 • 
見 ゆ。 

22 囚獄佐家甲州の豪族にして、寬政系 
譜に 「源 次大夫 安— 左 馬 允至— 伊 裴四郞 
好— 源 五郞 於— 源 太郞譬 — 源 八 高— 源 太 
郞宗丨 源 三 實丨源 五郎 則丨源 二部 續—宮 
內少 輔忠丨 新 左 衞門光 (源 太郞〕 丨 隼人恒 
(源 三〕— 右京亮 知 (源 ニ郞〕 —豐 後繩 (源 
ニ、五十貫文〕丨囚獄佑守(源五砰—源 
藏 安、 i 獄長 c 源 五郎)」 と。 家紋 三輪 
抜、 丸に 三 蛇 目、 三 木 扇の 內三蛇 目。 甲 
裴國志 等に 「嵯峨 源氏 渡邊 綱の 後裔 十六 
世 源 次 (左 京亮) 知 •武田 氏に 仕へ て 功 あ 
り、 その 男繩 (豐 後〕— 守 (囚獄 佐〕— 安 
(囚 獄 佐〕— 長な り」 と。 家紋 三 星 一文字。 
又 /\ 代郡「城山は本栖湖の北にあり、溝 
壘存す。里人は源吉春と云ふ人 '0 墟と云 
ひ 傳 ふれ ども、 其の 人 未だ 考 へず。 天文、 
永祿 中、 武 田の 文書に 本 栖在城 云々 と 見 
えたる は、 此 所に 籠 置く 國界 警衞の 士な 
り。 壬 午の 年、 波 邊囚獄 佐 之に 據 る」 と。 

. 23 甲斐 前項 參照 。その他、 武田 家臣 渡 
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邊武 右衞門 定正 、その 男彌兵 衞定勝 等 あ 
り •家紋 丸に 三 星 一文字、 丸に 三 柏。 又 
山梨郡鎭目の名族、又駒飼なるは武田氏 
の 臣渡邊 肥 後の 裔と云 ふ。 又渡邊 金大夫 
あり。 又 八 代 郡 西の 海 衆に 渡邊氏 、九 一 
色 衆に 渡邊 治耶 左衞 門、 同 五郎 兵衞 、同 
次郞 兵衞 、同 但馬等 見え、 又 壬 午起 請 文、 
御岳 衆に 波 邊氏 、誠忠 舊家錄 に 「渡 邊源 
ニ 綱 末流 渡 邊三左 衞門綱 信 後胤、 天 正 
自 後處士 として 邑事を 掌る、 靑島庄 高 田 
渡 邊喜內 之 家。 御岳 衆 •渡 邊三左 衞門綱 
信 後胤、 同渡邊 平 次 右衞門 美淸 J などを 
擧 ぐ。 又都留 郡に 在りて、 勝 山 記、 永 正 
十四 年條に 「内野の 渡邊 式部」 なる 者 見 
ゆ。  • 

24 信濃詉 訪の 此の 氏は 三ツ 星に 一字を 
家紋と す。 又 高 島 藩士に 波邊 國武 あり 丨 

. 明治時代、 國事に 功多く、 子爵を 賜 ふ。 
其の 男 千 冬 也。 又 渡 邊千秋 も 功多く、 男 
爵を賜 ふ。 その 男 千 春 也。 

25 伊豆 相 摸北條 家臣に 渡 邊織部 あり、 
その他 多く、 又 後 小 田 原 大久保 藩 重臣に 
見 ゆ。 

26 武藏遠 藤 系圖に 「省 (播磨 ニ 郎〕 丨授 
丨湛 (武藏 國道知 ニ 郞の 家人 七 八 人、 太 
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.刀 長刀を 持ちて 打 入り、 湛に 耻を與 へん 
とする 間、 遠 藤 右衞門 尉爲俊 •家人を 以 
つて、 是を 防がせて、 湛を隱 し 畢んぬ 0 
又隱 岐院祗 候の 間、 去る 承久 三年 六月 十 
四日、 宇治の 手と 爲 9、 京方に て 矢 合せ 
以前に 落ち 失せ 畢ん ぬ。 而 して 當國湯 山 
に 隱れ 居る 處 、召 取られ、 關 東へ 參る 日、 
召 人と 成 9 、天 野 左衞門 尉に 預けら る〕 
丨衡 (源 左衞門 尉〕— 久 (一一郎 兵衞 門〕— 習 
(彌ニ 部〕。 又 久の弟 全 (擺 ロ、 弟 勝は 源 
四郎 兵衞 尉)— 接 C1 一郎 兵衞 尉)、 弟 撰 (三 
郞〕」 と。  . 

新 編 風土記、 荏 原 郡 馬 込 村 渡 邊氏條 に 「先 
祖を ■渡 邊對馬 守 正 久と云 ふ、 其の 年代を 
傳へ ず。 此の 人後に 改めて 四郞 犮衞 門と 
稱せ り。 此の 餘對馬 守が 事跡は 更に 傳へ 
ずと 云 ふ。 思 ふに 正久は 管領 家な どの 舊 
臣に して、 世を 農耕の 間に 遁れ たる 人歟、 
か る ゆえを 以 つて、 其の 事實を 傳へざ 
るな らん」 と。 又 多 摩 郡 南 小 曾 木 村の 名 
族に 存す 。又 御府内 備考に 「茶屋 町渡邊 
氏。 山 屋と云 ふ。 淺草寺 志に 云 ふ、 並木 
町草分の時ょり、先祖平三部居宅繩張に 
で 取り、 代々 半 11 一郎と 稱す 。今に 至り 十 
代、 酒 商賣を 業と す。 傳祛院 公英 僧正の 
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時、 今より 六 代 已 前、 半三郞 ，隅 田 川の 水 
を 汲み 酒を 造り 參ら せた る處 、僧正 滿悅 
ありて、 隅 田 川 諸 白と いふ 名を 授けら る。 
夫より 毋 上に 賣弘 めしとな り。 今は 攝州 
伊丹より 廻る 酒を 砂 越に して、 その上 調 
合せるな り。 紅葉 山 御用は 貞享 年中よ 9 
これを 勤む。 又水戶 殿御 用を も 今より 七 
八十 年已來 達するな り。 山屋 半三郞 は 渡 
邊氏に て、 源氏 也、 その 先 多田滿 仲に つ 
かへたりと傳ふ。今の宅地は淺草寺よリ 
かへ 地に 與 へし 所なる よし」 と 見 ゆ。 

又 風土記 稿、 秩父郡 根 古屋城 (橫瀨 村〕 條 
に 「村の 東南 寄に あり。 土人の 傳へに は、 
4b 條氏 直の 家臣 渡邊監 物.、 淺見 伊賀 守 在 
城せ し 遺跡な りと 云 ふ。 按ずる K 恐ら ぐ'- 
は 傳へを 誤るな からん か。 * 條 安房 守 氏 
邦 •鉢 形に 在 城せ し 時、 家臣を して、 こ 
X に 交代せ しめ、 當 郡の 警備と せし とこ 
ろなる べし。 伊實が 名は 旣に氏 邦 分限 帳 
にみ へたり」 と。 又 埼玉郡 向古河 村渡邊 
氏條に 「相傳 ふ、 祖先は 賴政に 仕へ し 渡 
邊競に して、 賴政 宇治の 戰ひに 打 死の 時、 
彼 0 首級を笈の內に人れ、猪隼.太と共に 
當國に 來リ 、今の 古河 城 地 •街道な りし 
其の 所の 觀音堂 •下に 埋めて、 當所に 住 
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し、 猪 隼 太は 今の 古城 下の 方に 住せし が、 
其の 子孫 近き 頃退轉 して、 此の 渡 邊の子 

? 孫 のみ、 今も存 す。 中古は 渡 邊主水 介と 
云 ひ、 古河の 足利晴 氏に 仕へ し 頃、 同人 
ょり 與へし 文書 一通を 藏 す」 と。 

又 成 田 左 馬助秦 之の 家臣に 渡邊莊 兵衞重 
綱 あり。 その 男 三 五郎 重 次は 家康に 仕 ふ、 
家紋 蛇 目。 又 足 立 郡の 人 渡邊 氏は 小右衞 
門 新田を 開發 す。 又 葛 飾 郡 西 大輪 邑の人 
渡邊 邦藏邦 伸は、 神道 無念 流の 劎士 とし 
て 名 あり、. 渡邊 越後 朝 綱 (北 條 家臣〕 の 子 
孫に して、 父を 義榮と 云 ふ。 

又 下河洚 系圖に 渡 邊次郞 犮衞 門を 載せ、 
又 風土記 稿‘ 葛 飾 郡 上 川 崎 村 渡 邊條に 「世 
々名主を 勤む。 所蔵の 系圖に f 祖先は 一 
色 公 深が 七 代の 孫 一色 宮內大 輔直朝 •天 
文中、 足 利晴氏 及び 義氏ニ 代の 間隨從 し、 
後に 幸 手庄に 蟄居し、 慶長ニ 年 十一月 十 
四日 卒す。 法 ft 大虛院 月庵盧 雪と 號 す。 
村 內正蓮 寺の 開基たり。 其の 子義 直は 義 
氏 逝去の 後、 東照宮に 召 出さる。 一色 右 
京某が龃なり。弟政義は當村に住し、渡 
邊を以 て 氏と し、 元 和 ニ 年 三月 朔日 死す」 
と。 又 八甫村 の 名主 等に も あリ。 

27 下總岡 田 郡 古 間 木に 渡 邊周防 守 元 綱 


あり、 常總軍 記に 多實谷 高經に 攻められ 
し 事 見 ゆ。 又 印旛 郡 龍 腹 寺 寳塔造 立 記に 
渡 邊次郞 (千 葉條〕 を 載せ、 又 佐 倉 堀 田 藩 
重臣に 渡邊氏 あり (武鑑) 第 十九 項參 照。 
又 明治 長 南の 人 渡邊辰 五郎は 女子 職業 學 
校 を 4^1 立す。 

28 ,常陸新編國志2「渡邊？嵯峨源氏に 
て、 攝津 國渡邊 ょり 出で たり (尊卑 分脈)。 
今 所々 にあり」 と。 德川 時代、 守 山 松 平 
藩附 人に 渡邊氏 •見 ゆ (武鑑〕。 又 明治、 
大阪每 日 新聞記者に 渡 邊治あ y。 

29 上野 下野 黑羽 大關藩 中老、 沼田 土岐 
藩 用人 等に 見え、 多くは 三 星に 一文字を 
家紋と， す。  i 

30 磐 城 菊 多 郡 (石 城 郡) に 渡邊邑 あり、 
關係 あるか。 田 村大瞎 太夫 淸顯 公家 中に 
渡 邊雲龍 齋あリ て、 正樂館 (澤石 村 富澤) 
に 據 り、 又 渡邊加 茂右衞 門は 國ク坪 館に 
據 るとぞ 。又德 川 時代* 湯 長屋 內藤 藩の 
年寄 格に 見 ゆ。 , 

31 耶麻新 編會津 風土記、 耶麻郡 下 高額 
村條に 【舘 迹 •至德 の 頃、 渡 邊左京 進 長 
勝 •本 郡 十 ニケ 村を 鏆 し、 ft を此 所に 築き 
居住せ し J と 載せ、 また 都 澤村條 に 「舘 
迹 •渡 邊帶刀 入道 居りし」 と 云 ひ、 又 小 
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布 瀨原村 條に舘 迹 •相傳 ふ、 元 ■天 疋 
の 頃、 渡 部忠兵 衞直忠 •住す」 と 見え、 又 
新 宮村熊 野宮棟 札に 渡 部 中 兵 衞 、又逾 谷 
村 「温泉 神社 神職 渡 部衞 門、 先祖は 會津郡 
檑原組 成 岡 村の 領主 渡 部 越 中 陸 明と 云 ふ 
者の 十 世の 孫な り。 父は 嘉右衞 門 陸緣と 
云 ひ、 衞門 •明 和中當 社の 神職と な リ き」 
と。 又 慶長六 年 文書に 「渡 部 一類 云々」 と。 

32 河. 溶 新 編 風土記に 「古坂 下 村 舘迹は 
渡 部 中 務と云 ふ 者 住し、 天 正の 初め、 驼 
井 丹 波 某 住し、 同 十 年の 頃は 伊藤 勘 解 由 
某 住せし」 と。 又 「御 稷 神社 神職 渡 部 丹 
波。 寬 文中 河內經 長と 云 ふ 者、 當 社の 神 
職と なり、 相續い て 今に 至る ol 經長は 今 
.の 丹 波 政晴四 代の 祖な り」 と 見 ゆ。 又 「窪 
倉 村 舘迹は 渡 部 監物某 •住せし」 と 云 ひ、 
「茅 本村舘 跡は 天 正の 頃、 渡 邊中孫 C 務) 
某 •住せり」 と 云 ふ。 又 生 江 氏 四 家老の 
一に 渡 部 氏 •見 ゆ。 

33 大沼高 田 村 伊佐 須美 神社 「神職 渡邊 
伊豫 •其の 先、 渡 邊四郞 光房は 內 舍人從 
六 位下 渡邊 綱が 八 世の 裔に て、 鳥 羽院北 
面の 侍な り。 光房が 次男 大和 惟治 •當國 
に 來 り、 其の 孫 長 門賴綱 •建 暦の 頃、 此 
の 社の 禰宜 となる • ° 六 世の 孫を 近 江 長と 
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云 ふ、 初め 五部と 稱す 。此の 時 •神職 五 
員の 内に 入る。 本宮 八幡 御正 體に渡 邊五 
郞源 長と あるは、 此の 近 江が 事な 9。 近 
江が 八 世の 孫 大藏大 輔則綱 •始めて 長官 
に 任じ、 則 綱 九 世の 孫を 渡 邊伊璨 惟一 則 
と 云 ふ、 今の 長官な り。 

文明 十八 年頃、 神職 渡邊 大和 某が ニ子 萬 
壽丸 •夙 慧に て、 葦名 盛 高に 賞され、 後 
には 渡 邊主殿 光 綱と 號 し、 河 沼 郡 台 村に 
て 三十 貫 文の 地を 頜せ り」 と。 當社 •昔 
は 神主、 宮司、 檢 校ょり 已下 三十 ニ员の 
神職 ありし も、 德川 時代は、 長官の 外、 
十三 人な リ と。 . 

又 大登村 舘迹は 一天 正中まで、 山內 氏の 
臣渡邊 長 門 綱 孝と 云 ふ 者 住す。 此の 村の 
名主 十郎 右衞 門と 云 ふ 者 •彼が 子孫な リ 
とて、 今 舘迹に 住す」 と 見え、 「舊 家十郎 
右衞 門。 祖先は 渡 部長 門 綱 孝と て、 代々 
山 内の 重臣に して、 大登 、桑原、 河 井の 
三 村を 頜す 。伊達 政 宗 •會津 に 亂 入し、 
大波 支蕃 をして 山內氏 勝を 攻む ると き* 
綱 孝 •左 杓に 據って 能く 防ぎ、 大波 •嚴し 
く攻 むれ ども 破る こと 能は ず、 氏 勝 漂泊 
の 後、 綱 孝 仕官を 求めず、 家に 終る。 網 
孝が 嫡孫 十郎左 衞門綱 泰と云 ふ 者 •村長 
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六 i 


となり、九代相續いで今に至9し」と载 
せ、 又 r 河口 村 熊野宮 神職 渡 部 丹 波。 何 
の 頃に か 大和 某と 云 ふ 者、 初めて 神職と 
なり、 四 世を 經て 今の 丹 波 重 政に 至る」 


-o 


34 會津上 荒 久田村 舘迹は 渡 部 源 左衞門 • 
居住せ りと 云 ひ、 中 荒 井村 舘趾は 長 沼 三 
郞左衞 門 常 則と 云 ふ 者 築き、 慶長 中、 渡 
部 友 京 助 某 住せ y と 云 ひ 傳ふ 。而 して 中 
荒涉 「舊家 源吉は 此の 村の 名主な り。 渡 
部 左 京 助が 弟 源 五郎 某と 云 ふ 者の 八 ft の 
孫に て、 撥々 此の 村に 住せり。 左 京 助は 
蒲生氏に仕ふ」と 0- 又田島の熊野宮「神職 
渡邊但 馬、 昔 千 一と 云 ふ 巫女、 榊 職を 司り 
相續いて九毋、萬-1に至るまで巫女にて 
職を 勤む。 萬 一は 寬 文中の 者な り、 萬 一が 
子を 彈 正宗 忠と云 ふ、 今の 伹馬宗 興は、 
完忠が 五® の 孫な リ」 と。 又 宮下村 八幡 営 
「神職 渡邊出 羽、 寬 文中 勝 大夫久 安 •神職 
となつ てょり、 今の 出羽久 明まで 五掛な 
リ」 と 載せ、 界村鹿 島 神社 「神職 渡 部 信 
濃、 延寶中 權大夫 某と 云 ふ 者、 當 社の 神 
職と なりき。 今の 信濃義 興は 六 世の 孫な， 
り J と。 又 古町 石塔は 慶長 五子 八月、 渡 
部 丹 波 守 某の 墓な りと 云 ふ。 


35 岩 代 以上 四 項、 皆 當國の 氏 也。 その 
他、新編會津風土記に「安積郡福良村磐 
掎 神社 神職 渡 部 出 羽。 其の 先は 數 馬敎忠 
とて、 羽 州 最上の 者な りしが、 萬 治寬文 
の 頃、 此の 地に 來り 、當 社の 神職と なり 
き。 今の 出羽忠 次は 五世の 孫な り」 と。 又 
岩瀨 地方には 渡邊 、渡 部、 共に 存 し、 又 
安達 郡の 渡邊 氏は、 下り 藤の 中に 三 星 一 
文字を 家紋と し、 その他、 當 地方の 此の 
氏は 三 星 一文字、 丸に 三 星、 笹龍膽 等を 
用 ふと ぞ 。又 信 夫 郡 小 河 星 宮大明 神社 人 
に 渡 邊出雲 •見え、 又 伊達 郡 川 俣の 名 族 

にあり と 0 

36 陸 前 伊達 藩に 存 し、 又 渡 邊三郞 兵衞直 
の 男淸潔 高は 香 取流劎 客と して 知らる。 
37 陸 奥 南部に 渡 部 右兵衞 •見え、 又 律 
輕の名 族に 渡邊氏 ぁり。 

38 出 羽 由 利 郡の 豪 欺に 渡 部 氏 ぁリ 。鳥 
海氏に屬し、常滿律師の滅後、栗山城に 
據 り、 康安 元年ょり 進 藤氏と 爭 ふ。 烏 海、 
由 利、 進 藤、 生內 、中 主 等條參 照。 下って 
橫手の 儒者に 渡 邊恒あ 9、 子觀 と. 號 す。 
又 山 本 郡 檜 山の 人 渡 部 斧 松は 新 鎌を 發明 
し、 又 開墾 水利 等に 盡す所 多く、 其の 德 
今に墓はる。又上，杉支藩用人、上ノ山松 


平 藩 用人 > 長 瀞米津 藩 小姓 頭 等に 渡邊氏 
あり。 猶ほヮ タノべ 條參 照。 

39 佐 渡 佐 州 役人 附に 「源 姓 •渡 邊勘五 
郞 "峨峨 源氏 •渡 部. 甚 助、 渡 邊 佐左衞 門、 
渡邊次 郞大 夫、 渡邊與 一郎」 等を 載せた 


o 


40 越後 右馬允 恒の男 等は 赤 田兵衛 尉と 
稱 す。 當國赤 田 保 地頭 職たり しに 因る。 
子孫® 襲す。 渡 邊系圖 には 「應 •越後 國 
赤 田 保 地頭 職 I と あり、 第二 項、 及び 赤 
田條 に 詳か 也" 

又 蒲 原 郡に 渡 部 村 ありて、 鄕 本、 久田等 
の 地と 共に、 もと 佐 渡 本 間 氏の 領土な り 
き。 而 して 渡 部城存 し、 古へ 渡 部 左衞門 
-尉國 行と 云 ふ 人 住すと 云 ふ。 同 郡內 には 
後世 も、 渡 部 氏 多く、 「安用 村 舊家渡 部 市 
郞右衞 門。 先祖は 渡 部 左 近 將監盛 遠と て、 
貞治五 年、 縑 倉ょり 爰 に 來 住せし と傳 へ、 
代々 肝 煎を 勤む」 と。 又 「菓瀨 村 白山 神 
社 神職 渡 部宮內 。先祖を •三 大 夫と 云 ふ。 
何時の 頃に か、 當瓧の 神職と なる。 其の 
後、 延寶 中に 筑後盛 次と 云 ふ もの あり、 
今の 営 内が 六 世の 祖な り」 と。 又 「五十 
島 村 若宮 八幡宮 神職 渡部奧 頭。 正德 の顷、 
渡 部 遠江吉 信と 云 ふ 者、 當 社の 神 幟と な 


I 
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りしと 云 ふ。 今の 奥頭吉 政は 吉信が 孫な 
り」 と。 叉 「日出 谷 村羽黑 神社 神職 渡 部 
信 濃 •正德 元年、 渡 部 善 大夫某 •神職と 
なり、 今の 信擴廣 直が 四® の 祖なリ J な 
ど 見 ゆ。 

又 頸 城 郡 府中 八幡の 舊 神職に 渡邊氏 ぁり 
て、 「前の 渡邊 、奥の 渡邊 J の兩 家に 分れ、 
文書に 「府中 八幡 神頜百 石の 内、 五十石 
は 渡邊 式部、 五十石は 渡邊 千之丞 配分た 
るべ し」 と。 又 黑川藩 重臣に 見 ゆ。 

41 越 中 渡 邊筑後 守 等は 「正 平 五 年 三月 
二十 七日、 越 中 國楡原 保の 地頭 職」 たり。 
下って 武家涩 目 集に 「越 中 國士渡 部、 秋 

■山、 川瀬、 水 野 等 •番兵と して、 新 川郡宮 
崎 城を 守る」 と 見え、 又 三 州 志 K 「礪波 
郡隱尾 城は 庄下 鄕隱尾 村領に 在りて、 渡 
邊源 左衞門 •住せり」 と。 

42 能 登 渡 部 瀧 口中 務少輔 等は 正 平 四 年 
三月 十五 日、 當國白 井の 地頭 職に 補せ ら 
れ 、後世 社家 等に 存 す。 

43 加賀 武鑑、 前 田 藩 用人に 見え、 給 帳 
に 「千 石 (三 ッ並 星) 渡邊 余四郞 、二百 五 
十 石 (同) 渡 邊守衞 、二百 石 (同〕 渡 邊治部 
左衞 門、 五 百 三十 石 (丸內 川) 渡邊市 之丞、 
百 六十 石 (丸 內三 星) 渡邊數 馬、 百 五十石 


(同〕 渡邊 善左衞 門、 百 石 (同〕 渡邊左 太夫、 
七 百 石 (蔦〕 渡 邊小隼 人、 三百 石 (左 三 巴) 
渡邊 要人、 二百 五十石 (三 星 下 一文字〕 渡 
邊三四耶、七十石(丸內三星)渡邊勘太郞、 
百 石 (同) 渡 邊友之 進、 百 三十 石 (丸 內覇〕 
渡邊 十兵衞 、百 二十 石 (丸 內正ノ 字〕 渡 邊 
燊太郎 、百 五十石 C 三 星) 波 邊 淸太郞 、ニ 
十 人 扶持 渡 邊魯齊 、ニ 十 人 扶持 渡邊三 休」 
等を 擧ぐ。 

44 越 前 秀康卿 給 帳に 「五百石 渡 部傳兵 

衞 、五百石 渡 部 午兵衞 、百 五十石 渡 部 安 
藝 、百 石 渡 部 菊 友衞 門」 を载せ 、又 明治 
時代、 府中の 人 渡邊洪 基は 高官に 昇る。 
又 鯖 江 藩士に 渡 邊助 市、 同時 太郎 、同 新 
藏 、同 末太郞 等 見 ゆ。 

45 若 狹國帳 正 一位 八幡 三所大 神の 社 司 
に 此の 氏 あり。 

46 丹 後 諸 庄鄕保 惣田數 目錄帳 に 「加 佐 
郡 •□□社 十六 町 九 段 二百 七十 步內 、六 
町 三百 五十二 步 •公文 分渡邊 源左衞 門」 
を载 せ、 下って 峯山京 極 殿 番頭に 渡邊氏 • 

見 ゆ。 

47 丹 波 籾 井家 記に 「波 多 野 老中 家渡邊 
大學繼 浚， 一を 載せ、 丹 波 志に 「渡 邊氏 • 
子孫 下 竹 田 村の 內前 本戶 。子孫 山 田 本家 


，半 右衛門、 古の 茶臼 在 0。 分家 十 兵衞、 
好右衞 門、 右衞 門、 勘 六の 五軒」 と。 又 
武鑑， 栢原織 田 藩 用人に 渡邊氏 を 載せ、 又 
篠山 藩儒に 渡邊世 順 あり、 隴 雲と號 す。 

48 淸和 源氏 新田 氏族 山 名、 志實 、南條 
等の 條を 見ょ 0 

49 因 伯 前項 參照 。此の 地方に も 多く、 
又 因 州 池 田 藩士 渡邊 金右衞 門の 男靱萁 • 
事に ょりて、 父の 友 河 合 又 左衞門 の 男 又 
五郞に經さる。寬政十一年-钮貢の男數 
馬*茄木又右衞門吉村の援助 2: 得て、伊 
賀 上野に 復瞽 せし 事は、 天下に 名高し。 

50 出 雲 尼 子方 將 に 渡邊 十耶 三耶 、渡邊 
源十郞 等 見え、 上 月 城に 籠る 士に渡 部内 
藏 助あリ 。又 後世、 松 江 松 平 藩 重臣に 渡 
部 氏 •I ゆ。 

51 石 見 美 濃 郡津田 村に 渡邊城 あり。 石 
見 志に 「城主 渡邊源 吾。 渡 邊奎之 助は 吉 
旯頜 七日 市 給 人、 同 能 登丞は 小 笠原臣 (石 
見 家系 錄)」 と。 又 「木部 村 渡邊 城主 渡邊 

入道 宗入 、渡邊 源 吾の 一族 ►弘治 三年、 
門 司 合戰に 石 州 人渡邊 入道 宗入 •參加 (陰 
德〕」 と 見 ゆ。 

52 播磨 赤松 氏族と 稱 する 渡邊氏 あり、 
第， 七 項、 及び 次 項を 見よ。 
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53 美 作橫手 城主 橫山 家臣に 渡 邊遠江 守 
ぁり、 子孫 勝 田 郡 瓜 生 原に 存 す。 又 新 免 
家 侍 帳に 「渡邊 又 左衞門 •小の 谷淸 水の 
構」 と 載せ、 又 永祿の 頃、. 渡邊 又右衞 門、 
渡邊武 三等 見 ゆ。 又 勝* 郡 河内 村の 名 族 
安室 氏は、 もと 渡邊 氏、 播磨 赤松 氏の！ 
族に して、 安室の 城主た $ しと ぞ 。又 河 
原 八 株の 一に 渡邊氏 •見え、 又英田 郡澤田 
の渡邊 氏は、 播州 安積 將監 の 分家、 天 正 
八 年、 安積 新兵 衞 •當地 に 来り、 渡邊と 
改 むと ぞ 。又 吉野郡 小の 谷 村 庄屋に 渡邊 
十 右 衞門ぁ 9。 又 津山藩 分限 帳に 「三百 
七十 石 渡 部 勘 解 由、 五十石 渡部宗 兵衞、 
七十 石 渡 部 與十郞 、十 人 扶持 渡 邊支 瑞、 
五十石 渡 部 順 長、 四十 五 俵 渡 部 嘉志爲 ， 
渡部惠助、五十石渡邊斧助、五石三人袂 
持渡邊 敬齋」 等を 載せ、 又 武鑑" 勝 山 三 
浦 藩 重臣に 渡邊 氏を 收 む。 又 渡邊 源左衞 
門 •見え、 又久来 郡 袖 木 上の 名 族に 存 す。 

54 備 中高 松 城主 淸水 長左衞 門の 家臣に 
此の 氏 見え、 德川 時代、 庭 瀨板倉 藩 年寄、 
新 見關藩 用人に 渡邊氏 あり。 

55 備後藝 藩 通 志、 奴 可 郡條に 「五 品 嶽 
は 川 西 村に あリ 。.天 正中" 宮景 盛が 老臣 
渡 部 內藏の 所 居。 其の後、 佐 波 越後 •石 
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見ょり 來 9, 居る。 福 島の 時* 長 尾 隼 人 居 
守」 と 見え、 又 桑田 氏 配下に 渡邊氏 あり。 
56 安藝 通 志、 佐 伯 郡條に 「古壘 •上 河 
內村 にあり。 河内 肥 後の 所 居、 或は 渡邊 
飛驛 (一に 肥 後) ともい ふ、 詳なら ず」 

と。 又 安藝 郡條に 「古壘 ニ 所、 押 込 村に 
あり。 ニ壘 •川を 隔て、 相對 す。 守 者は 
知れず。 或は 云 ふ、 一は 野 間 氏 家人、 渡 
部 貞吉の 所 居、 一は 陣城 とょぶ、 其の 別 
堡なり や」 と。 又 高 田 郡條に 「淸源 山、 
長 見 山、 並に 下 小 原 村に あり。 淸源は 門 
田 (一に 門出〕 太郞 左衞 門、 長 見は 渡 部 太 
郞左衞 門の 所 居」 と载 せた リ。 

又 渡 部 飛 驛宅址 は 高 田 郡 下 小 原 村の 内、 
永 見に ありと。 又 元 就 記に 渡 邊太耶 左衞 

門(天文〕、安西軍策に.渡邊左衞門、镀邊 
太郞 左衞門 尉通國 、同 神 右衛門、 同 新 右 
衞門 、同小 三郞 、犮衞 門 大夫等 見 ゆ。 多く 
は 當國 の 士 か。 內太郎 左衞 門は 勝の 男、 
名は 通と も 見 ゆ。 元 就の 功臣、 その 男を 
長と 云 ふ。 又 通 志、 溶 田 郡 「打 越邑渡 部 
氏。 先祖 渡 部 八 郞五郞 は、 輝 元 •廣島 築 
城の 時、 地 割の 役に 加は る」 と。 又貿茂 郡 
因幡は 因幡の 人 渡 部 某 隱栖の 地 也と。 

57 防 長 毛 利 藩 重臣に 在り、 前項 參 照。 
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當 地方の 此の 氏 も 丸に 三つ 星、 三つ 星 一 
文字を 家紋と す。 又 幕末 渡 邊定輔 の 第 內 
藏太暢 (久 之. 助、 庸輔 、遜) は 勤王の 士、 
贈 正 四 位。 

58 紀伊 畠 山 家臣に 渡 邊與 左衞門 (玉 置 
條〕 見ぇ、 又 雜實根 來 衆徒に 渡 邊 藤左衞 
門 ぁり。 根 來 、野 ロ、 荒木 等の 條參 照。 
又德川 時代、 紀伊家 重臣に 見 ゅ、 第 十九 
項參 照。 

59 阿波 故城 記、 板 西 郡 分に 「渡 部 殿、 
小 笠 原 (？) 、三つ 骨 扇、 雲 地 丸 日」 と 載 
せ、 又祖 谷の 豪族に 渡 邊氏 •見ぇ、 又那 
賢 郡 海 正 八幡宮 社家に 渡邊氏 ぁり。 又 蜂 
須賀氏 創業 文武 有功の 士に列 せらる。 

60 讚岐全 讚史に 「渡邊 城は 上圓座 村に 
在り。 渡邊 市之丞 、及び 三之丞 。之に 居る。 
香 西伊貿 守の 海賊 奉行 也」 と 載せ、 又 「比 
地 山城は 比地大 村に 在り、 渡 邊河內 守 • 
之に 居る」 と。 

61 伊 漾豫章 記、 正 平に 渡 邊 又次郎 、同 
彌三郎 等を 載せ、 下りて 松 山 松 平 藩 用人 
に 此の 氏 •見 ゅ。 

62 豐後國 東 郡眞玉 村の 名 族 渡邊氏 は大 
神 姓と 稱 し、 同 郡德六 村の 渡 邊氏は 藤 原 
姓と 云 ふ。 


63 國前直 姓 豐前國 上 毛 郡 吹 出濱の 名祠 
古 表 八幡 神社の ■大宮司 家 也。 國前國 造の 
後裔な リ と。 緣起に 玉 手 翁 ( 鈥 明朝)、 藤 
重 人 (養老〕 等を 擧 ぐ。 下 U て 幕末、 越後 
守重堅の男、石見守重喬に弟に上野介重 
名 (堅 石〕 あリ 、國學 者と して 名高く、 七 
の 男 重 蔭、 孫裔 上野 介 重 春、 重石 丸 等、 
れも學 名 あり。 殊に 重 春は 勤王の 志 深 
く、 又豐前 志 等の 著 あり。 

又 築 上 郡 志に 「日の 浦 城跡は 篠瀨 村に あ 
り。 宇都 営 氏の 臣渡邊 右京 進督 、同與 十 
郎 居る。 天 正 十七 年、 宇都 宮鎭 房の 中津 
城 1C . 欺かれて 討たれし 時、 同志の 者と 其 
の 城内に 戰 死したり。 按ずる に 渡 邊豐前 
志に 『系譜に 云 ふ、 右京 進 重 國は城 井城 
主 宇都 宮民 部少 輔鎭 房に 屬 し、 日 之瀨城 
主たり。 天 正 十七 年 己 丑 四月 八日、 鎭房 • 
中 律 城に 於いて、 城主 黑田孝 f に 討たる 
、時、 粉 骨 力 戰を致 し、 廣律廣 運 寺に 入 
リて 自殺、 行年 五十 四歲』 と あれ ど 如何。 
城 井谷 物語に、 廣運 寺に 自殺せ るは、 野 
田 新 助と 吉田八 太夫の ニ 人の みに て、 他 
は 城 中に 戰死せ る 旨 記し、 且つ 重國 とは 
如何、 豐州 治覽 、其の 他皆督 としたり」 
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64 豐 前前 項參 照。 又 宇佐 郡の 豪族に 在 
りて、 文 明大 永の 頃には 渡邊 光、 天文 永 
祿に 同鎭弘 、その後、 同 純 政 等 見え、 大 
友義統判書に渡邊石見守、同加貿守等を 
载す。キリ 3 セ條參照。又小倉の士に渡 
邊甚五 左衞門 (大津 山條) あり。 

65 筑前原 田 家臣に 見え、 又 秋 月 黑田藩 
用人 等に 在り。 

66 筑後堤 家臣に 渡邊 三五內 あり。 又 五 
條家 天文 二十 年 六月 十九 日 文書に 渡 部 能 
登 守 殿、 文 祿の北 野 座主 坊 文書に 渡邊三 
郎右衞 門 尉 包 辰 (小 早 川秀包 の 家臣 か〕 等 
見え、 又 田 中 家臣 知行 割 f に 「千 石 渡邊 
喜兵衞 、二百 石 渡邊 八左衞 門」 を 載せ、 
又 有 馬 藩 重臣 (武鑑〕 にあり。 又久留 米の 
人 渡 邊助六 •見 ゆ。 

67 m r 綱 も 當固に 下向す と 云 ふ。 その 
他、 松 浦、 宇久 島、 五島 等條 に 詳か 也。 
又大村 藩に 存 し、 士系錄 に 「波 佐 見 村、 
彼杵 村、 千 綿 村 等に 所領 あり」 と。 瀧 ロ、 
今 村、 森、 原 ロ 等條參 照。 又大 村七騎 の 
ーと傳へ、その裔、幕末に渡邊巖ぁり0 
その 男淸は 幕末 (賞 四百 五十石)、 及び 明 
治に功多く、男爵を賜ふ。その嗣を環と 
云 ふ。 又 淸の弟 昇 も同樣 功多く > 子爵を 


賜 ふ。 

68 肥 後 早 川 系圔に 「淸 (松 浦次耶 、源 
爲朝に 仕へ、 保 元元 年 七月、 烏 羽 白 河 殿 
に 於いて 戰 死〕— 進 S 邊次郞 、遺 腹の 子 
也。 肥 後 阿蘇に 來 U て大営 司に 仕へ、 舊 

稱渡邊 に 復 す)：. 秀村 (渡 逢 近 江 守、 進が 
四 代の 孫 也。 建 長 五 年、 云々)」 と。 早 川、， 
松 浦 等條に 詳か 也。 又 甘 木條參 照。 又 田 
尻 文書、 義鎭判 書に 渡邊能 登 守を 載せ、 
又 天草 亂 、益 田 好 次女 婿に 渡 部 小 左衞門 
あり 0 

69 日向 油津 の士に 渡邊甚 之 助 •見え、 
諸縣郡 一宮 大明神 天 正 棟 札に 「鍛冶 渡 邊 
刑 部 左 衞門源 秋」 を 載せ、 又武！ T 延岡 
內藤藩 重臣に 收 め、 又當 國の懦 醫に波 邊 
宗臨 あり、 正 庵と 號 す* 其 男を 榮と云 ふ。 

70 雜载その他、陘仁記に幡差渡部六耶 
太郞を 載せ、 下りて 德川 時代、 酒 井 縫 殿 
頭 用人に 見え ( 武鏗 )、 又 幕府 小 給 地方 由 
緖書に r 渡邊主 膳、 石火矢 師渡邊 佐 次 右 
衞門 (地方 五十石)」 を 載せ、 又 堀 尾 山城 
守 給 帳に 「三百 五十石 渡 部 十 右衞門 •三 
百 二十 石 渡邊與 五右衞 門、 二百 四十 石 渡 
部貞 右衛門」 等 あり。 又 輪 王 寺宮御 側 御 
用掛に 渡邊帶 刀 •見 ゆ。 
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また 江戶の 儒者に 渡 邊政之 助 之 望 •荒 陽 
と號 す。 又 渡邊魯 (正 鳳〕 は 樵 山と 號 す。 
又 香 宗我部 記錄に 渡邊 主計を 載せ、 文 江 
戶の 醫師に 渡邊 魯庵鈥 (伯 敬)、 渡 邊正壽 
( 昌倫 )、 渡 邊東溪 、渡 邊壽庵 (正 淳) 等 あ' 
5。 又 渡 邊松軒 (順 治 部 慣始 、有終) は 幕 
末 志士たり。 

又武林 唯七隆 重の 父を 渡邊半 右！ i 門と 云 
ひ、 又 要 流 棒術の 先祖に 渡 邊又吉 及 入道 
宗高 あり。 又寬 政に 渡 邊胤大 、蝦夷 地を 
視察す。 又 武衞流 砲術 家に 渡邊 助右衞 E 
景綱あり、又圓山派衋家に渡邊巖(維石) 
あり、 南 岳と 號 す。 又 谷 文 兆の 門に 渡邊 
又藏映 あり、 支 對と號 す。 父 甚藏從 (溱 
水〕 も 名高く、 又 支 對の男 赤 水 (昂〕 も 名 
あり。 又 狩 野 派に 渡 邊了慶 、浮世 繪に渡 
邊左近 あり。 又 書家 渡邊正 信は 水 野 家臣、 
素 元と 稱 し、 素 平と 號 す。 又 渡邊彭 (文 
平〕は東河と號す。又石州流茶人に渡邊 
作 左 衞門宣 あ 9、 立 庵と 號 す。 又 幕末 京 
都 町奉行 與カに 渡邊金 三部 あり。 その他、 
至る所に 存 す。 

綿 鍋 ワタナベ 安房 舊里 正に 綿 鍋 氏 あ 
り、 洲埼 神社 綠起 二部を 傳ふ 。又 大和に 在 
5。 實は予 の 祖父 長兵衞 ( 實は 大和 小 房 安田 
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氏〕 •先祖の 由 緖を考 へず、 維新の f、 妨りに 
此の 氏を 屆け出 づ 。故に 希 姓と 思 ひしに、 計 
らざ りき 安房の 名 族に 同稱の あらんとは。 

渡那部 ワタナベ 渡 部、 渡邊に 同じ。 應 
仁 略記 卷一に 渡 那部黨 と あり。 

渡多邊 ワタナベ ワタぺ 同上。 

綿 貫. ワタ ヌキ 以下 數條參 照。 

1 藤 原 姓 上野の 豪族に して、 群 馬 郡 綿 
貫ょり起る。楠木合戰注文に「大番衆* 
大和 道。 新田 一族、 里 見 一族、 費 島 一族、 
平賢武 藏ニ郞 跡、 鉋 間 一族、 園 田 淡路入 
道 跡、 綿 貫三郞 人道 跡、 沼田 社別當 跡、 
綿 貫ニ郞 右衞門 入道 跡」 と载 せ、 又 太平 
記卷十七に綿貫五郡左衞門を擧ぐ。下り 

て大 草紙に 綿 貫 越後 守、 補 貫 多 利 丸、 同 
龜房丸 等 見え、 中興 系圖に 「綿 貫 •藤 姓、 
本國 上野」 と あり。 

2 三 浦 氏族 武藏國 久良岐 郡戶部 村の 名 
族に して、 新 編 風土記に 「本 苗は 三 浦な 
りと 云 ふ。 祖先は 法名を 道忠と 云 ひ、 俗 
稱卒年 等詳な らず 。され ど 小 田 原 北條氏 
より、 當所の 小 代官、 名主 等に 與へし 文 
書を 今に 藏 すれば、 當時小 代官な ど 勤め 
しものに や。 村 內字幡 切、 或は 元 屋敷な 
ど值ふる所、是れ道忠が居跡なりと云ひ 
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傳ふ 。其の 子孫 內膳宗 重と 云 ひし もの、 
名主を勤め延寶年中に死す」と。 

3 桓武 平氏 千 葉 氏族 下 總國葛 飾 郡の 名 
族に して、 成 田參詣 記に 「ニ總 の 馬牧の 

櫂 輿は 天 正 江 戶開府 ょりの 事 也。 上野、 

中 野、 下野を 小金と 稱へ 、佐 倉の 七牧、 
及び 印西 牧を 通じて 數ふれ ば、 f 1 牧と 
す。 牧 子と 號 する 士凡そ 四十 名 •各地に 
散在し、 其の 長を 綿 貫と いひ、 小金 驛に 
住せり 。先祖は 千 葉 氏の 庶族な りとぞ 0 
每年 春秋 二度に 官命 ぁりて、 ニ歲以 上の 
駒を 捕らへ しむ J と。 又 小金 本土 寺 過去 

帳に 「綿 貫 宇 右衞門 •元祿 九 J と 云 ふを 
载せ たり 0 

4 淸和 源氏 肥 後國の 豪族に して、 北 里 
系圖に 「源 賴親 (滿 仲の ニ子〕— 信義 (肥 
後に 來り 阿蘇 郡 小 國鄕北 里に 居り、 後に 
綿 貫次郞 左衞門 信義と 改む〕 …… 妙義丨 
定義 (* 里加實 守)、 弟義親 ( 絲貫 五郎 左衞」 
門).# 見 ゆ、* 里條 に詳か 也し 
5 雜载 安西 軍 策に 綿 貫 新右衞 門を 載せ、 
又 田 中 藩 知行 割 帳に ■「一 百 石綿 貫 平 七」 を 
欺む。 又 幕末 長 州 藩士に 綿 貫 治 郎辅 ぁり。 
又 明治 筑 前 © 人 綿 貫吉 £■ は 高言に 昇る。 
そめ他信濃、常陸等に存すとぞ。 


四月 一日  ワタ ヌキ 前 條氏に 同じ。 中 
興 系圖に 「四月 一日 •平、 本 國下總 J と 見 
ゅ。この |1|! は下學集に見ぇ、日用重寶記に 

は 四月 朔 日と あり。 

四月 朔日 ワ タヌキ 前 ニ條に 同じ。 

渡 貫 ワタヌ キ 同上。 

更衣 ワタ ヌキ 同上。 

和 田野 ワダ ノ 丹 後の 豪族に して、 竹 野 
郡 和 田野 城は 一色 軍記、 丹 後 舊事記 等に 篠 
山 五右衞 門の 居城と す。 又 一城 あリ 、和 田野 
大和 守の 居城に して、 大永の 頃 住すと。 

綿 延 ワ タノべ 新 編 常陸國 志に 「佐 都宮 
奉加帳、 永 正 十四 年に 綿 延彌四 郞忠淸 、同 
新 左衞門 あり」 と。 

渡野邊 ヮ タノべ 羽 前 國田川 郡遠貿 神社 
所 藏長祿 四 年 三月 十八 日 銅器 銘に 「渡 野邊 
四郞 重吉 J を 載せたり。 渡 邊條參 照" 

綿 引 ワタ ヒキ常 陸國の 豪族に して、 那 
珂 (茨城) 郡 藤 井 鄕藤內 大明神 永 正 四 年 十一 
月 十日の 棟 札に 「大 檀那 綿 引 藤 原 道 朝」 を 
載せたり。 又武藏 、甲斐 等に 存 す。 

綿 幡ヮタ ハタ 錦 幡の誤 か® 

渡 部 ワタべ ヮタナベ 條に詳 か 也。 

和 田 守ヮダ モリ 

綿 谷 ワタヤ ワタタ 1| 太 神宮 司附 屬戳 


掌 人家 系に 「綿 谷 (知 家事) •橘 朝臣、 本姓 
，源、 初代 文 則」 と载 せ、 又 神 郡 司、 神戶司 
家系 帳に 「綿 谷 (安濃 西 郡少頜 V 源 朝臣、 

4 本家 綿 谷 氏、 文 直 ニ 男 文 兼」 など 見 ゆ。 

渡柳ワ タヤ ナギ ワタリ ヤナ ギ條を 見ょ。 

和 田山ワ ダヤ マ但 馬に 此の 地名 ありて、 
大和 國栖 の裔に 和 田 山 氏 あり、 タメ 條ニ 〇 
五 〇 頁に 詳か 也。 

渡 瀬 ワタ ラセ 上野、 陸 前 等に 此の 地名 
あり 0 

1 淸和源 氏 新田 氏族 上野 國山田 郡渡瀨 
邑ょリ 起る。 新田 氏の 庶流に して 詮繁を 
M とす。 詮繁 は義貞 の男貞 氏八设 孫 (橫 
溜〕 由 良 刑 部少輔 成繁の 末子 也。 新田 族 
譜に 「詮繁 (渡瀨 左衞門 佐、 小次郎 。豐 
太閤に 仕へ、 遠 州 橫須賀 城主、 三 萬 石を 
頜 す。 文 祿四年 七月、 碓氷峠に 配流、 同 
所に て 自害〕— 詮資 (渡 瀨 又四郞 、遠 州 渡 
瀬 村に 住す、 母は 有 馬豐氏 女〕— 某 (源 左 
衞 門〕— 某 (源 左衞 門〕 丨某 (源 次郞〕 」 と。 
その他は 由 良條を 見ょ。 

2 紀伊 牟婁郡 野中 村 地士に 渡 瀬 安兵衛 
あり 0 

3 加 賀加貿 藩 給 帳に 「二百 三十 石 (丸 
內ニ 引) 渡瀨 三郞 治」 を 載せた 9。 


4 雜载筑 後 酒 井系圖 1C 「渡渖 將監 、大 
橋 長 左 衞門尉 家系に 父の 舊友 渡瀨 左衞門 
佐」 と。 その他、 豐 前、 攝津 、伊勢、 志 
摩、 尾 張、 武藏 等に 存 す。 

度會 ワ タラ 匕 伊勢に 度會郡 ありて、 和 
名抄に 和 多 良 比と 註す。 

1 度會 神主 伊勢 國造 伊勢 直の 後に して 
伊勢神宮 三 神主の 一、 度會 郡ょり 起り、 
天神 本紀に 「天 牟良雲 命は 度會 神主 等の 
祖」 と 見 ゆ。 牟良雲 命は、 豐受太 神宮 踊 
宜 補任 次第に 「天 牟羅雲 命 (I 名 天 ニ 上 
命、 一名 後 小 橋 命) •右 命は 阈常立 尊の 子、 
天 八 下命の 子 •天 御 下命の 子、 天 合 命の 
•子， 天 八 百日 命の 子、 天 八十 萬 魂 命の 第 
ニ子、 神 魂 命の 第一 子、 櫛 眞乳魂 命の 子、 
天 曾 己多智 命の 子、 天嗣梓 命の 子、 天 鈴 
梓 命の 子、 天 御雲 命の 子 也」 と载せ 、ま 
た ニ 所 太 神宮 例文、 度會遠 m 奉仕 次第と 
あるに 1 天 卒羅雲 命 •天 御中 主 尊 十二 世 
孫 天 御雲 命の 子」 と 云 ひ、 また 神宮 雜例 
集卷 一に 「天 卒羅雲 命は、 國常立 尊 十二 
世の 孫、 度會 神主が 遠祖」 など 見 ゆ。 其 
の 孫 天日 別命 (又 天日 鷲 命) は、 神武 朝に 
伊勢國造に補せられ、其の裔に，國造大若 
子 命 (一 名大 幡 主命) あ リ。 垂仁 朝、 大神 
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伊勢に 遷幸せられ L 際、 御供に 仕 奉る。 
大若子 命の 裔は、 禰宜 補任 次第に 「大若 
子 命、 一名 大幡 主命、 右 命は 天 牟羅雲 命 
の 子 天波與 命、 子 天日 別命の 第二 子彥國 
見實岐 建與束 命、 第一 子彥田 都久騸 命、 
第 I 子 彥榍津 命、， 第一 子彥 久良爲 命の 第 
一子 也、 云々。 垂仁 天皇 即位 二十 五 年 丙 
辰、 皇太 神宮 •伊勢 國 五十鈴の 河 上に 鎭 
り 座す 時、 御供 仕り 奉りて 大 神主と 爲る 
也」 と 載せ、 また 神宮 雜例 集に 「大若 子 

命は 天 牟羅雲 命 七 世 孫度會 神主が 遠祖」 
など. 見 ゆ。 大若子 命の 弟 乙 若 子 命は、 補 
任 次第に 「右の 命は 大若子 命の 弟 也 ...0 景 
行 天皇、 成務 天皇、 仲哀 天皇、 三代の 御 
设、 大 神主と して 仕へ 奉る」 と载せ 、ま 

た 倭 姬命世 記に 「國造 大若子 命 (一 名大 
幡 主命〕 •御 共に 參り相 ひて 供へ 奉る。 國 
風俗を 白 さしめ き、 云々。 舍人 として 弟 
乙 若 子 命を 進めき」 など 見 ゆ。 

禰宜 補任 次第に 「乙 若 子— 爾佐葙 丨彥和 
志理— 阿波 良 波 丨乙乃 古— 神主 飛鳥 丨 
少庭丨 調丨吉 田— 御 氣—兄 虫丨虫 名— 淸 
足 — 御原 丨 勝辨 丨 高 主 丨 春彥 丨 員 晴丨康 
平— 喑彥— 一禰 宜正 五位 下度會 神主 貞雄 
(長保三年九月十四日に任、外祖父廣隣の 


讓 、度會 の 姓を 賜 ふ」 と 見え、 其の後は 
此の 族 •凡べ て度會 神主と 見 ゆ。 され ど 
遙か 古なる 和 銅 四 年 三月 紀に 「伊勢 國人 
磯部 祖父、 高 志の 二人に、 姓を 渡 相 神主 
と 賜 ふ」 と あり。 祖父は 補任 次第に 「ニ 
門吉 田の 男大 建冠奈 波の 男 也。 庚 子年 籍 
に 誤りて、 石 部 姓を 貴 ふ。 而 して 和 銅 四 
年 三月 十六 日‘ の 官符に 依りて、 舊姓 神主 
に 復 す」 と 見 ゆ。 され ど 其の後 も、 神 護 
景雲 元年 八月 紀に 「等 由 氣宮禰 宜外正 六 
位下 神主 忍 人」 と载 せ、 また 類聚 國史に 
「承 和. 三年 云々、 豐受 神社 禰宜正 六 位 上 神 
主 虎 主」 など 見 ゆれば、. 猶ほ單 に 神主と 
稱せ しを、 後 一條 帝の 代、 明かに 度會神 
主と 云 ふ 事と なれる 也。 

此の 氏、 古代は 神國 造と して、 中古 以後 
は 度會 郡大領 家と して、 全 族 •外宮に 仕 
奉れり。 大神営 諸雜 事記卷 一に 「( 豐受神 
営) 福宜に は、 天 村 雲 命の 孫 神主 氏 (即 
ち 此の 氏〕 を 別け 定め 置き 供奉ら しめき J 
と あり。 猶ほ イセ、 力、、、、 カンヌ シ 等の 

條を 見ょ。 

2 系 圖度會 氏 系圖に 「天 御雲 命 丨天芈 
羅雲命 (天 ニ 上 命、 其の後、 小 橋 命と も 
云 ふ。 皇孫 天降り 給 ふ 時 供奉る〕— 天 波 與 


命— 天日 別命 丨彥國 見 貿岐 建與束 (來 命〕 
(ニ 男、 國見 社是 也) 丨彥田 都久禰 命— 彥 
楣津命 丨 彥久 良爲命 ； 


大若子 命 

，乙 若 子 命 ~r 爾佐布 命 


i 小 爾佐布 命 h 事 代 命 


1 彥和 志理 命—, 
丨小 和志理 命 


— 阿波 良 波 命- 1-| |« 友命「爾波(ー門〕 


丨 御倉 命 


— 飛鳥 (ニ 門〕 
丨水通 (三門〕 


丨 大佐々 命 

丨野古 命 

丨乙乃 古 命 h 小事 ( 四 門) 
大若子 命は 「越國 に 荒ぶ る 凶賊 阿彥 あり 
て皇 化に 從は ずノ取 平に 罷れと 詔して、 
標劎を 賜 ひ 遺く。 即ち 幡上 罷り 行き、 取 
平げ て 返し 事 白す 時、 天皇 •歡ぴ 給 ひて、 
大幡 主と 名を 加へ 給 ひき。 黍 仁 天皇 即位 
二十 五 年 丙 辰、 皇 大神宮 •伊勢 國 五十鈴 
河 上宮に 鎭 3 座す 時、 御供 仕へ 奉りて 大 
神主と 爲 る」 と。 その 弟 こ 若 子 命は 「景 
行、 成務 、仲哀 の 三代、 御 母、 大 神主と 
して 仕 奉る」 と。 その子 爾佐布 命は 「I 
男、 神 功、 應神の 兩 代、 大 神主」 と。 又 弟 
小 爾佐布 命は 「ニ 男、 仁德 天皇の 御 宇大 神 
主」、 その 男彥和 志理 命は 「一男、 履 中天 
皇の 御宇、 大 神主」、 その 弟 小 和 志理 命は 


「ニ 男、 反 正 天皇の 御宇、 大 神主」、 其の 弟 
事 代 命り 「三男 •允恭 天皇の 御宇‘ 大神 
主」 と。 

又彥 和志理 の 男 阿波 良 波 命は 「安康 天皇 
の 御宇、 大 神主」、 その 弟御 倉 命は 「三男、 

淸寧 天皇 3 御宇、 ニ 所 大神宮 大 神主」、 阿 
波 良 波の 男 佐 布 友 命 P 「一男、 顯宗 天皇 
の 御宇、 ニ 所 太 神営大 神主」、 その 弟 大佐 
佐命は「ニ男、雄略}す皇の御宇、ニ所大 
神宮 大 神主。 天皇 二十 一年 丁已 、皇大 神 
の復 託宣に 依り、 等由氣 神を、 丹 波國與 
佐郡眞丹原ょり、大佐倥命を使と爲して、 
伊勢國 山 田 原に 迎へ 奉りて 鎭り 座す、 今 
の 豐受太 神宮 •是れ 也」 と。 其の 弟 野 古 命 
は 「三男、 或る 書に 云 ふ、 乃々 古 命、 仁 
賢 天皇の 御宇、 ニ 所 太 神宮 大 神主」 と。 
又 其の 弟 こ 乃 子 命は 「四 男-武烈 天皇の 
御宇、 ニ 所 太 神宮 大 神主。 此の 命 •四 男 
を 生む。 四 門に 別けて 各々 石 部 姓を 賜 ふ」 
と .0 その 男爾 波は 「一男、 一門。 ニ所大 
神宮 大 神主た るの 由 あ 9 と雖 、何の 御宇 
かを 知らず、 又 此の 裔 •知れず、 尋ぬべ 
し焉」 と。 その 弟 飛 烏は 「ニ 男、 ニ 門。 
繼髖 天皇の 御宇、 ニ 所 太 神宮 大 神主、 ニ 
門の 始祖、 是れ 也」 と。 又 其の 弟 水 通は 


「三男、 三門。 安閑、 宣 化の 兩代ニ 所大神 
宮大 神主、 三門の 始祖、 是れ 也」 と。 其 
の 弟 小事は r 四 男、 四 門。 鈥明 天皇の 御 
宇、 ニ 所 太 神宮 大 神主、 四 門の 始祖 •是 
れ 也」 と 見 ゆ。 

3 ニ 門 氏人 系圖 飛鳥 (始めて 石 部 姓を 
賜 ふ、 ニ 門の 祖 也。 繼體の 御宇、 ニ 所 太 
神営大 神主、 営 崎 氏神 鎭 座)— 少庭 (三男、 
用 明 崇峻兩 代、 ニ 所 太 神宮大 神主)— 調 ロ 
(一男、 舒明 御宇、 ニ 所 太 神宮 大 ，神 S— 
丨吉田 (一男 •孝德 御宇、 ニ 所 太 神宮 大 
神主) 


I 奈波大 建 冠-- r M 父持統 朝-一所 大 神主、 石 部 姓 

丨志初 太 - 君 f 顔宜 、神主 

丨志古 夫-小 君—.  ‘ 

ニが 大 神主 

—御氣  兄蟲  蟲名 — 淸足 — f 

ニ所大神主外宮顔宜職始右舍人 大内人 


ー丨 御原-勝 辨-高 主. 

大内人 大內人 大内人 


丨妙見 女子 欺 
— 宗雄 一男 

丨冬雄囲宜—康彥正八位上丨有ロ六位， 


2# 4位用丨 !| - 1 4安， 


IIE s —ぼ 犯 H_ '^ !i !I -< '.w 


1 ^ 


五位  1 

T 茂 世-用 安-用益 

五位  番按  播阐宜 

丨用 重-用 家 

.信 忠-延 房-重 延-重 方丨重 安 —— 

六 位 大杓人 同 同 


r M 光- 康彥 -康 村- 康尙 -p m 高 

同 描® 宜大 杓 忌 同 一大 tts 

r 康顯 

tff M 宜 

—康 淸-康 繼-棄 主- 康賢 -康長 

« 任 五な  大物 忘 毋檢 
大内人  玉串 

1 丨秋並 T 行 相一® 延—行 雄丨 行康， 

' 佐 奈岐 s igl 宜 五 位 從ゼ下 
宮內人  — 


丨 N 安-重 一-重 元-重 淸 

罹 官莩副 御 炊 副 ® 同 
菝 馋 

.# 海-保 貫-文節- 爲 安- 賴 安-安貞， 

一— it 康大物 忌 父 


i 

宜 

大內人 


推 任 


官符 


1 典 行- 1 J U 仃琢 —I 


Is  一 丨行安 丨行弘 I 氏 末 

R — 推 T 玉 弟 
厂替泪太神宮同長上案主、 » 所、 

舍 + 兄 部、 大和 揉" 神主 


1 || 丨景興丨 11 — 


_丨 兼眞— 兼 近 丨貞家 2宜， 

同 


一 丨貞胤 T 貞直 ~貞繼 -貞季 

tp, 符、 I3J I 筘爵 M 5 C 五位 


ヮ タラ ヒ 


ヮ タラ ヒ 


!7 タラ ヒ 


塞 


ワ タラ 匕 


17 タラ 匕 


ヮ タラ 匕 


六 31 


同 


.慶 尊-負 興 

僧 五從 

丨 宗家 丨家正 -T 家 淸 T 家長 S 位 

E 叙爵 I LS I 宜 

五位 丨家尙 五位 

— 家 治 五は 

丨家 朝-一-家 高 

厂 家 員 

—家國 H 家滿 ~r 家 ^ 

— | 家興 | 家賢 
家 氏- 憲 家-家 成 

丨常親  、(橫 知條) 
(川 田、 岩 淵條) 

r 常任  (久恭 本條〕 
丨滋 兼-一-常 氏 (赤 畝、 蒜 田條) 


—延 兼- 季 光- 

大 B 人 ニ顔宜 


ii 宜 


1 


丨常貴 

六爾宜 

_Hi イ議 H II (蒜 田條) 

—賴房 (吹 上條〕 


案キ： 政 
所 

兄 部 

豊識 

精 阚宜 


丨冬綿 


「春 彥 

一阉 宜 
白大夫 


三 S 宜 
蒜 a 

丨常賴 

六 位 番檢 

「爲賴 

i 宜 

丨時忠 

僧 


ニ翌 


(今 西條) 


(その他、 淵 崎、 四瀨 、礫 木、' 
須 原、 大 齿 古、 村 松、 曾禰、 
松原、 宮後 等條〕 

i 丨氏守  C 午 草、 岩 淵條) 

一! 一宜 

丨氏賴 -画  (小 須條) 


-裊晴 - 
1 i 


-康 平- 

一爾宜 
尾 上 


丨 有利 

樓面宜 
^燒物 忌 

丨彥喑 I 

一類 宜 
眼 度會姓 


(尾 上條) 


丁_ 
簑曲 

丨忠雄 

搐 

丨康雄 

一禰 宜 
津垚 

丨康政 

一一 羯宜 
藤本 


- 11 - 


丨康唷 

四 鬆宜 

丨助喑 

權園宜 

r li 


(池 町條) 
(玉串 條) 
(岩 淵條〕 


r 廣雅 -p 貞 任—貞 綱 

ニ 商 宜 | 三國宜 二 I 宜 
牛 草 !|| 遏 泉 


丨守 康-貞 i 

B 爾宜 (河 崎、 堤條) 

丨雅高 (四 韻 燦) 

六爾宜 

丨忠雅 ( 齿木橫 橋條) 
丨季 雅-季 生-常 行 

.5  檜 垣 

+ C 以上、 尾 上、 簑 曲、 上田、 津邊、 藤 
本、 池 町、 岩 淵、 玉串、 牛 草、 川邊、 
泉、 河 崎、 堤、 四瀨 、世 木、 橫 橋、 
松 木、 檜 垣、 田 中、 拝 田 等條〕 


— 廣^ 廣行權 任， 

伊佐 奈岐官 内宮 宮拏 
紳 主、 內人 大内人 


-, Bi 貞 丨 m l 了 宜丨 ^ ^ 權_宜， 
同 從五下 


—晴 浚-生 行- 晴 長-成 喑 -喑秀 - 

罹 爵宜從 五 下權： 一宜 同 同 
官符 


—啻泰 

f 秀長 -T 晴盈 -晴周 
一 丨晴高 


-晴宗 (佐久 ロ) 

一彌 宜 

-晴香 


丨 貞時權 間 宜， 


—崑 良—貞 衡官符 ， 

外 同 宮符正 四 下 


—貞經樓颳宜， 


丨 家 贞—貞 員- 經 員-時 員— 時嗣 

同、 四 位 樓踊宜 同 


丨經 方丨經 茂- 雅經 -經興 
>經 盛 T 經衡- 時 經-經 香 


同 


同 


— 經秀木 H 允-盛 秀 


一— 經 S|-r 延經 t 延 良-良 雄 
I 經考 -光經 


正 四 上 


同 


丨晴& 官符， 


丨道圓 —貞親 -一- 真 長 

憧 播 一 

正五下厂親&? 


—晴良 -r 延行西 河原 (西 河原 條〕 

從 四 上 j 三 鹿宜 

震 宜 I 季 房— 晴 親—淨 智 —— 

灌顔 宜同從 五 下僧 


丨行言權 從 E— 行峯 
丨辨慶 -晨尙 T 民 部 房- 尙昌 

衝 | 

一 長 尙~~8|18 眞 

罹 從五下 

丨弘任 番檢六 位— 光行-光貞 棰聞 宜丨 


丨光淸 — 光弘— 淸弘 — 弘 末-弘 胤-弘 房 

播大 FJ 人 罹 商 宜五位 S 桉穷聞 宜官符 同 

大内人 

-宗 光- 廣 光-. 康光 -T 基 光-藤 光 

匿0宜同四1播猱宜  玉串  i 宜 

丨氏 光-盛 光 

罹阈 宜番按 

丨彥 光-彥 貞 


_ 


榷酺宜 同 


定宗- 信 宗-忠 宗丨宗 明-宗 彥 

同 叙 轚同 5: 位授 

- 辟 1 章-時 延 -1- 延忠 

— 宣尙- 時 尙-時 春 

榷|| 宜同 

- 宣重- 宣氏 

丨春忠 -忠 員- 忠雄 -忠 長— 忠香 •昌長 

同 四 位 同 五位 同 同 四 位 

丨延茂 -T 延雄 T 延明 T 延文 


—喑 房， 

黑宜 


麵21 上 


七两宜 


五問宜 


丨泰明 

丨 文明- 師 明- 延明 
丨延 誠— 趙延 -p 延名 

前 描 ニ彌宜| 

正 pi 上 | 51 生 <« 

丨茂成 丨 延俊 丨 延秀 — 延鄕 

ISNI 宜 同 四 位 同 五位 

丨 興 勢 -r 秀延 t 延頁 -r 貞喑 

正 £ 下 | 晨延 | 晨春 

丨延春 T 延蔭 


I 道 基- 延顯 


丨良春 


厂 宗春 

4 三門 氏人 系 圖—水 通 (安閑、 宣 化、 兩 
代 ニ 所 太 神宮 大 神主、 是れ 三門 始祖 也) 
丨 加味 C 敏達 御宇、 ニ 所 太 神宮 大神 主〕 丨 
馬 午 (皇棰 御宇、 ニ 所 大神宮 大 神主) 丨 
針 門 (一男、 小ノ山 中 神主)— 飛 烏 (三男、 
庚 午年 籍に 誤リ 、石 部 姓と 爲す者 也) 丨 
國益 (一男、 同〕— 牛 長 (一男、 度會郡 
擬大領 、正 八 上、 神主)— 虎 主. C 一 男、 禰 
宜 、外從 五位 下、 弘仁五 甲 午年 任、 在任 


十四 年)。 又 牛 長 弟 □□(一男* 禰 直、 神 
主、 弘仁ニ 年 卯年 任、 在 三年、 此の 子 • 
舊姓に 復す〕 — 牛 主」 と。 

5 四 門 氏人 系圖 小事 (鈥明 天皇 御宇、 
ニ 所 大神宮 大 神主、 四鬥の 始祖 是れ也 。 
爾の 時、 次 小事 女を 宮子內 親王の 御杖 代 
玆奉リ き。 爾の 時、 天皇 安德 、人民 化樂、 
仍リて 小事 薨 ずる 時、 東國 民を して 其の 
墓を 作らし め 給 ふ 也。 其の 靈 •度會 宮郡內 
田 上 大水 社と 稱し 之を 祭る、 祝を 神主 氏 
人に 任ず。 又宮 子の 靈は 同所に て 前 社と 
號し 之を 祭る。 私 云 ふ、 宜崎丸 山 也。 神皇 
雑用 先 規錄に 云 ふ、 『小事 •伊志 (一男)、 
宇 麿 (三男〕、 久遲良 (四 男)』 と。 尋ぬべ 
きなり」 


丨 M 良大仁 冠-加 良孝德 -I 所 太 s 宮大 神主‘ 
久涯良 同人 か 
I 久遅 良大仁 冠 

丨伊志 f 朝 こ 所 太 神官 大绅主 

丨# ^ 宫子 内親王 御 枝 代 


丨知 in 良 和 薄 顧 ± - 龍 □養老 嬲 宜—安 麿 丨 

天平 補任 

—I 富抒- 得 麿-人 成 T 後 河—, 

齊明朝  <1  大内人 踊 宜 

讓宮  丨廣河 


一— 河繼鱷 宜 ▲河 ) a 宜 


— 香 路-蟲 麿— 乙糰 —眞水 I 

神主 <•!. 從 七下大 #忌父辞主_苴 

11 ,>£ ^|捆 宜 "神主 

丨忍人*五月齊-1-財麼|眞雄 

神主  gw a s: « 宜 
獮 宜 秫 主 _ 主擗主 

廣河 一男— 土 主！ 一宜、 典主 


l 人、 大辞* 御馬 


-澤 行- 遼秀- 兼 平-茂 兼-光 茧丨 

伊 共 奈太砷 営 太»宮 判官 代 大物 总父 

岐官  大 W 人 司 目 代 

大內人 


1 55 並|  错- 用. 


丨久 弔丨淸 國丨淸 氏* BS* 大 C 人 

S 檢五位 同 

丨末 用— 道 用- 國 用-真 用 

瑢彌宜 同 

茂 遠-福 友-友 永-永 貞 

榷 31 宜大内 人* 拥宜播 11 宜 


丨貞淸 T 淸 良- 淸舂 T 光 淸丨淸 富 


同、 五 仗 


同 四 位 同 


同 £ 2: 下 


_丨 國正 丨淸行 


丨淸 重-友 淸 -友眞 I 友 世 

宵 掌 罹！ 一宜 同 五位 
大内人 


, 良 用-用 賢- 宣贸 -延並 

播两宜 同 同 宫箪 


内 人、 两 


—延淸 E— 延右 

—延貞 T 延雅 (出口、 幸 若、 尾 時 味) 


權 痛 笪 

丨延康 一- 延義 

五位  —a 

—延 光-^延 宗盖 

J ー| 延晴 五位 


ワ タラ ヒ 


ワ タラ ヒ 


ヮ タラ ヒ 


0..^ 


!7 タラ ヒ 


ヮ タラ ヒ 


17 タラ 匕 


六 塞 


1 内宮 大内 人， 
權識宜 


丨賴 重- 賴 經-賴 憲-憲 繼-憲 雅. 

內宮宮 同 四： a 同 同 四 同 
掌內人 


r 宗政 丨政延 

樓阑宜 

-賴 時-光安-光能-光胤 

權瀚宜同叫位棒驗宜宫符正四下 


丨 光兼- T 光銜— 


撞一宜 


同 


-光藤 

— 光祐-光晴 
— 光 通 

_丨_ 光香 

-光顯 -T 光幹-光房 
§下ー—光厚 
4 卩 偷 T- :* 光 i 光 
厂親光 


官符 


玉串 


丨光員 

丨光澄 H 光重 


, 光久 玉串 


丨光鄕 

-光範 
丨光 有-光 前 
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6 雜载 中興 系圖に 「度 會 •忌 新」 と 見 
ゆ。 その 氏神 社は 類聚 本源に 「営 畸 氏神 
社(度會郡宮崎に坐す、度會神主必氏社〕0 
右は .^ 會 神主が 氏の 遠祖 天 牟羅雲 命 (一 
名天ニ上命、一名後小橋命>天御中主尊 
.十二 世 孫 也」 と .0 弘 安の 頃、 度 會行忠 こ 
種の 神道を 創め、 度會家 行に 至って 大成 
し、 類聚 神 紙 本源を 著は す。 後延 佳、 延 
經 等出づ 。出口 條を 見ょ。 又 常 彰-正 身 
等國學 、神 凄に 名高く、 又 仁齋門 儒者に 
季莨 (福 島 造酒〕、 本草 家に 常 民 ぁり。 皆 
世に 聞 ゆ。 其 他、 系 圖所载 各 氏條を 見ょ。 


7/ 白大夫 度會春彥の事にし.て、土佐國 
長 岡 郡大律 村岩戶 山に 墓 あり。 傳へ云 ふ、 
营亟 相に 仕へ し 人に して、 亟相西 調 薨去 
の 後、 亟 相の 子 高視が 土 佐 守と 爲 り、 任 
國 したる を 尋ねて、 此の 地に 來り 病死し 
たりと、 营家瑞 應錄 、土 佐 遺聞錄 等に 見 
ゆ。 猶ほ 営地條 參 照。 

系圖に は 「春 彥 (六 男、 冬 雄の 養子、 一 
禰宜 、從五 下、 I 員、 白太 夫の 明 神 •是 
也。 延喜 十八 補任、 同 二十 年 外從五 下、 
延喜 二十 一年 錄に云 ふ、 1 一月 三日 庚 午、 
伊勢 福 宜春彥 •叙從 五 下、 承 平三辭 、晨 
晴に讓 り、 天慶七 正九薨 一と あり。 

渡 # ワ タラ ヒ前條 氏に 同じ、 武藏に 此 

■の 氏 存す。 

百 一理 ワタリ 和名 抄 、，下 總 阈印幡 郡に 日 
理_ を收 む。 高山 寺 本に 日理と あるを 良し 
とす。 次に 美 濃 國貿茂 郡に 日理鄕 、また 可 
兒郡に も 同名鄕 を收 む。 次に 陸奥國 安達 郡 
C 高山 寺 本には 信 夫 郡、 岩 代〕 に 日理鄕 、又 
日理郡 あり (磐 城)、 和名 抄に和 多 里と 註し、 
郡內に日理鄕を收め和多利と訓ず。次に越 
前 國足羽 郡日理 鄕 、高山 寺 本に 見え、 和 多 
利と 註す。 次に 越中闕 婦 資郡に日理鄕、次 
に 因幡 國八上 郡に 日理鄕 、又延 喜 式に 和 多 
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理神社 »* 見ゅ。次に豐後國日高郡に日理鄕、 
次に 肥 後 國菊池 郡に 日理鄕 を 敗め、 又 信 濃、 
肥 前 等に 亘理 、日理 の 独 名 あり。 

1 大伴亘 理連大 伴 氏の 族に して、 延曆 
十六 年 正月 紀に 「陸 奥 ■亘理 郡 人 五百木 
部黑 人に、 大 伴亘理 連を 賜 ふ」 と ある 後 
也。 陸 前 國亘理 郡 亘理鄹 ょり 起る。 
2湯坐亘理連宗何部の裔にして、神護 
景雲 三年 三月 紀に 「亘理 郡 人外 從七位 上 
宗何部 池 守 等 三人に、 姓を 湯 坐亘理 連と 
賜 ふ」 と载 せたり。 ユ M 條參 照。 
3無尸日理氏大同頼聚方に「日理藥は 
陸 奥 國日理 捌 人 等の 家に 傳ふる 所の 方な 

り J など 見 ゆ。 前 ニ 氏の 孰れ かの 族なる 
べし。 

4 奧州.藤原姓尊卑分脈に「秀鄕丨鎭守 
府 Jf 軍 千 時— 將 軍太郞 千淸丨 下野 守 正 賴 
丨五郡 太 大夫賴 遠 (下 總國住 人〕— 亘權守 
經淸 ( 亘理權 太夫、 十二 年 合戰の 時、 貞任 
同意、 後に 賴義 朝臣に 降り 首を 刎られ 畢 
る〕— 權大 夫淸衡 —淸綱 a 旦十郎 、『或 本 
に 經淸の 子 基 2 :淸か 】衡 の 弟 云々』) と」 と 
見え、 又 淸衡の 弟に 經 元を 收 む。 又 御舘 系 
圖に 「秀鄕 — 千 常— 文 脩— 兼 光 (鎭 守府將 
軍) 丨正賴 ( 從五 位下)— 經淸 (號渡 權大 
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夫〕 丨淸衡 C 奥州 御舘)」 と。 以下 佐 藤， 藤 
原、 平 泉 等條を 見よ''  又 中興 系圖 ic 「 亘理* 
藤 姓、 本！ I 降 奥、 紋丸 星. ど 內三 ヶ月、 御 箝 

權 太夫 經淸孫 平 泉 火 瓜 梭衡 •之を 稱 す」 

毛 あり。 

氏人は 後三年 記に 「みちの 國に 淸衡 、家 
銜と いふ もの あり。 淸衡 •わた リの權 太 
夫 經淸が 子な り。 經淸 •貞 任に 相ぐ して 
討たれに し 後、 武則が 太郞 武貞 •經淸 が 
妻をよびて、家銜をばシませたるなり」 

と 。その他は、 藤 原、 平 泉 等條を 見よ。. 
その 居 館は 封內 風土記に 「名跡 志、 觀聞 
志 •共に 日 ふ、 豐田 館 跡は 東西 五十 七 間、 
南北 三十 九 間、 安倍 賴 時の壻 、亘 理欉太 
夫 經淸の 居城な り 0 貞任 滅亡 已 後、 移り 
て 平 泉に 居る。 平 中、 經 淸亦戰 死し、 
其の 子 淸衡ニ 歳、 云々」 と。 安倍、 藤 原、 
荒 川、 海道 等の 條に詳 か 也。 

5 桓武 平氏 千 葉 氏族 奥州 亘理郡 (今 磐 
城) より 起る。 千 葉 常 胤の 三男 武 一§ 左 兵 
衞尉胤 盛 •文治 奥州 征伐に 功 ありて、 伊 
具、 宇多、 亘理の 三 郡を 賜 ふ、 建久 元年 
■ 十一月の 事 也。 曾孫 肥 前 守宗胤 •乾 元の 
蠢 頃、 亘理城 に 移リ 、その 孫 石 見守 高廣の 
子因幡守廣胤.初めて亘理氏を稱す。尊 
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氏の 頃の 人 也。 其の 子 行 胤な り。 子孫 宗隆 
に 至りて 子な く、 伊達 _宗の 子 元 宗を嗣 
とす。 子孫 •伊達 家に 仕へ て、 ニ 萬 石を 
頜 す。 

系圖 、及び 古の 事は 武石條 を 見ょ。 高廣 
は 「曆應 元年 五月、 泉 州 阿倍野に 戰 死し、 
その 男廣 胤は 同年 八月、 尊 氏ょり 上洛を 
命ぜられ、 本領 三 郡を 安堵す J と。 又 相 
馬 文書、 建 武ニ年 六月の 國宣に 「伊具、 
日理 、宇多、 行方 等の 郡、 金 原 保、 檢斷の 
事、 事 書 •之を 遣は す。 早く 武石上 總權 
介 胤 顯と相 共に 彼の 状を 守り、 沙汰 致す 
べき 者な り。 國宣 V 此の 如し」 と载せ 、 
又建武 年間 記に 武石ニ 郞左衞 門 尉 •見 ゆ。 
又 行 胤は、 伊達 系 圖八代 宗遠條 に 「弘和 元 
年 秋、 亘理肥 前 守 行 胤と 刈 田に 戰ひ 、大 
にこれ を 破る。 行 胤 遂に 麾下に 屬 す」 と。 
又 千 葉 大系 圖 、亘 理系 圖、 设 次考 等に 見 
ゆ 0 

その 減 亡は 奥 相秘鑑 等に 據 るに 「大 永年 
中、 武石 領主 卒去し、 幼稚の 一子の みに 
て、 守り 難しと て、 家門 相馬顯 胤公へ 賴 
みしが、 老臣 どもは、 私に 来澤の 伊達 糙 
宗に與 して、 其の 麾下に 屬 し、 一家の 亘 
理兵 庫宗隆 •領主と なる。 兵 庫は 一女を 
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伊達稿宗 © 妾とし、其の腹に兩子出生す、 
長男 綱宗は 天文 十二 年に 早 性せ しか ば、 
次男 元宗 をして 亘理を 繼が しめ、 兵 庫 頭 
と稱 す。 元宗 •老後、 元 安齋と いひ、 そ 
の 子 美 濃 守 重宗は 相馬義 胤公の 妹を 娶り 
しも、 天 正 十八 年、 隆胤 •重宗 に 殺され 
しにょり、 相 馬と 亘理と 一生 對面 なかり 
しとぞ 。重 宗の子 安藝 守 定宗は 伊達の 一 
門 十 人の 一に 列せ』 れ 、浦 谷へ 移る」 と。 

次項參 照。 重宗の 後は、 伊達 世臣 家譜に 
「重宗 •慶長 九 年、 老を告 ぐ。 貞山公 •別 
に 栗 原 郡 高淸 水の 田 千 石を 賜 ふ。 是に於 
いて、 又 茂 庭 氏の 子宗 根を 養 ひて 女に 配 
す。 其の 裔、 设々 一家に 列し、 五千石の 
祿を 保ち、 亘理伯 耆と稱 す」 と。 

6 伊達 氏族 前項を 見ょ。 又世臣 家譜 略 
記に 「武石 石 見守 高廣 .の 子 因幡 守廣胤 • 
始めて 亘理を 以つ て稱 號と稱 す。 其の 子 
肥 前 守 行 胤 •永 德 元年 辛 酉 秋、 伊達 第 七 
世宗遠 君と 戰ひて 大いに 敗績 し、 終に 當 
家の 麾下に 屬 す。 其の 六 世 孫 兵 庫 允宗隆 
に 子 無く、 十四# 1 本 君の 十二 男 元宗を 
請ひ、女を配して嗣もなす。是れを兵庫 
頭と 稱すひ 天 正 十九 年、 徙 りて 遠 田 郡 浦 
谷邑に 居る」 と。 
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又 伊達 家譜に 「綱 宗 •彥 四郎 、母は 亘理 
氏、 兵 庫 頭、 宗隆が 養子」 と 載せ、 また 
「弟 元宗は 乙 松 丸" 兵 庫 頭、 從五 位下、 
入道 元 安と 號す 。兄 網宗 •戰 死の のち、 
宗隆が 養子と なり、 亘理 郡亘理 城に 住し、 
天文 二十 年の 春 上洛し、 光源 院義 輝に 謁 
す」 と载 せ、 伊達 世臣 家譜に 「.百 一理 武石 
宗隆に 男子な く 直 山 公 (種 宗〕 の 第 十 I 子 
綱宗を嗣とす之を彥四 1|5 と稱す。天文 
十二 年 三月、 懸 田の 役に 戰 死す。 ( 亘理家 
傳に は穗原 役と す、 伊達 族 譜に從 ふ) 云 
々」 と。 又觀 蹟聞老 志に 「醫王 館は 尾 山 
村に 在り。 伊達 精 宗 君の 第 十九 子亘理 兵 
庫の 居 館 也。 姓を 武 石三郞 平成 胤の 家に 
冒す」 と 見 ゆ？， 

その 後裔は 性臣 家譜に 「亘理 美 濃重宗 は 
天 正 十九 年、 亘理 郡ょり 遠 田 郡 大澤邑 百 
百 館 (舊 中島 監物意 成の 居 也〕 に 移る、 釆 
地 八 千 石。 子 定宗は 安藝と 稱 す。 慶長 十九 
年、 始めて 伊達 氏を 賜 ふ。 寬永 元年、 墾 
田を 加へ 秩一萬 石、 後に 加 賜 あり、 併せ 
て. ニ 萬 石と 爲 る。 子 安藝 宗重 •雄 山 公の 
時、 秩ニ萬 ニ 千餘石 也。 肯山 公の 初め、 
公子 兵部少 輔宗勝 •幼君を 輔 く。 原 田 甲 
裴宗 補 •國 事を 毐に す。 宗重 •之を 憂へ 
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.てノ 宗輔 等の 陰 事を 江 都 幕下 吏に 訴 ふ。 
寬文 十一 年 三月、， 幕下 酒井雅 樂頭忠 清 • 
宗輔の 訟 獄を聽 く。 宗輔 •辭窮 .L 、 潜 刀 
を以 つて 不意に 宗 重を 斬 リ 、宗重 死す。 
宗 重の 子 安藝 宗元 •是の 年 六月、 公 •黑 
印を 賜 ひ* 父の 忠 死を 以 つて、 早く 其の 

. 祿 位を 襲が しむ。 七 年 三月、 公 •宗 の 
忠 志を 追 思して、 親ら 『盡忠 旯龍 院』 の 五 
字を 書して 賜 ふ。 宗元 •此を 其の 祠 堂に 
扁 す」 と。 その他は 伊達 條を 見ょ。 又 上 
杉 •長 谷 等の 條參 照。 又 「伊達 美 f 元 
安 (本名 亘理) ，一な ど あり 0 

7 武 藏橘樹 郡の 豪族に して、 「 E 新犮衞 
門 早 勝は 新田 義貞 s 臣 也、 本 郡亘田 村を 
領 す」 と 傳へら る。 但し 異^% し。 此の 
人は 太平 記卷 十五、 十八に 亘理新 在衞門 
と载せ たり。 南朝の 忠臣 也。 

8 穗積姓 鈴 木 氏族 一に 新左衞 門は 三 河 
の 人と、 渡 里條を 見ょ。 又 熊 野別當 鳥居 
重 氏の 裔 とし、 父は 兵 庫頭忠 吉と稱 すと。 

9 雜载 その他、 蒲 生 家臣に 亘理 八左衞 
門 •見 ゅ。 

日理 ワタリ 前條に 併せ 云へ り。 

一旦 ワタリ 三 河、 肥 後 等に 此の 地名 あり。 

その他 •前後 各絛に 載せたり。 
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渡 ワタリ 武藏埼 玉 郡に 渡庄 •見え、 又 
三 河、 槃城 、伯耆 、肥 後 等に 此の 地名 存 す。 
1小槻姓應仁私記に「渡七郞(小槻季 
形)」 を载せ たリ。 

2 伴 姓 三 河 國碧海 郡 渡 邑ょ り趄 る。 伴 

氏 系圖に 「正 助— 近 高 (渡 郡 司)」 と 載せ、 
又 諸家 系圖纂 に 「幡豆 郡 司 正 助— 近 高 (號 
渡 郡 司) J と旯 ゆ。 

3 淸和. 源氏 武田 氏族 躧崎 、松 前 等の 條 
を 見ょ。 又渡黨 の稱 あり。 

• 4 常 陸 小 野 崎 氏の 家老な り、 一 〇 一九 
頁參 照。 

5 詉訪姓 佐 州 役人 附に 「詉訪 姓 •渡 七 
郞兵衞」を擧 <* 。 

6 雜载 その他-堀 尾 山 域 守 給 帳に 「六 
.十 石 渡 勘次郎 、百 石渡久 六」 等を 栽せ、 
又武藏 等に 存す 。其 他 前後 各條參 照。 

渡 里 ワタリ 三 河、 常 陸 等に 此の 地名 あ 
り。 その他、 前後 各條參 照。 三 河 碧 海 郡 渡 
城 (本 鄕村 渡) は、 鳥居 中務 、同 伊賀 守忠吉 
等、 代々 の 居城に て、 又 今 村 彥兵衞 、山 田 
淸七等 も當村 出生 也と。 又 天文 十 J 年、 織 
田信秀 •當 地に 砦を 構 ふ。 當國渡 里 氏は 穗 
積 姓 鈴 木 氏の 裔に して 烏 居 重 氏の 子忠氏 • 
波里傳 內と稱 す。 其の 子 「重 茂— 忠 茂— 重 

ワタリ 


俊 丨 重 •勝 丨 忠勝 1 忠俊 ，—忠 吉 丨 忠 景 (新田 
義貞 の臣に て、 亘新 右衛門と 稱す〕 」な りと。 
子孫に 烏 居 氏 あり。 トリ ヰ條を 見よ。 又 酒 
井 系圖に 「左衞 門 尉の 女 •渡 里 久兵衞 妻」 


又 千 葉 家臣に 渡 里 山城 守 ありて、 千 葉系圖 

に 見 ゆ。 

渡 利 .ワタリ 中国の 豪族に して、 淸和源 
氏 多 田 氏の 族な りと。 渡 利 系圖に 「賴國 — 
賴 基— 賴隆丨 正 賴丨資 賴丨資 正丨資 勝— 正 
勝— 正 家— 國賴丨 都 津木賴 勝— 勝 廣丨勝 房 
丨顥廣 (弘 安四 年 蒙古 討 手の 大將〕 — 顯繼、 
弟正顯 (美 濃に 領地を 賜 ふ〕- 7 顯資 (元 弘、 
笠 置 山 籠城)— 亘則顯 (初め 忠景 、兵 庫 介。 
播磨 伊奈 庄 半分を 賜 ふ) 1_ 

〜廣隆 "T 廣 信-!- ® 浚— 信經 
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丨 女子 
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大 夫妻 

1 正常‘ 

高見 七郞 
出 雲 住 


-正景 

石嗝大淋住「正荀 -常範 出 雲 住 

|掃 1| 丨_ ^ 
實 K 景ニ男 
竹 原 住 — IE T C 

丨女子  原 勘 右衛門 養子 

內 藤正尙 妻— ^: 子 

丨基實  原 si ftr s 

获住  —女子 

石并 平三郞 妻 
津和野 住 —%— 

渡 利俜 七郎 
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、正 基丨 

越後 守 

丨 女子 
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r 英範 

松若益右柘門 
勝 光寺 玉 淵 妻 
半田 平 七 妻 

丨 激ニ郞 

丨 安松 


と (石 見 志〕、 又實 茂條參 照。 

和 多 利， ワタリ 蠣崎 、松 前 等條を 見ょ。 
涉河 ワタリ ガハ 東鑑卷 十に 渉 河 彌五郞 
を载 す。 

渡 木 ワタリ キ 大村 藩に 存 す。 

渡 島 ワタリ シマ 北海道の事にして、古 
代渡鳥蝦夷ぁり。蝦夷の一種にして、齊明 
紀拉 年條に 「阿倍 臣云 々。有 間濱に 於いて、 


渡 島 蝦夷 等を 召し 聚め 、大に 饗して 歸 る」 
と。 また 持統紀 に 「一一 度 島 蝦夷 伊奈 理武 志」 
など 見 ゆ。 もと 越國に 屬 せし 也^ 

.後毋 の 事は 安倍、 安東、 上國 、下國 、湊、 
蠣崎 、松 前 等の 條を 見よ。 

涉谷 ワタリ ダニ 東鑑卷 八、 九に 渎谷次 
郞高 重、 九に 渉 谷 四 郞時國 、三十 六に 渉 谷 
次郞 太郞武 重 等 見 ゆと。 逾 谷の 誤 か。 

渡 沼 ワタリ ヌマ 武藏 等に 存 す。 

渡 野 ワタリ / 同上。 

渡 橋 ワタリ ハシ 

渡 部 ワタリべ ヮタナベ 條を 見よ。 

渡 村 ワタ SS ムラ 武藏 等に 存 す。 

渡 柳 ワタ y ヤナ ギ武藏 國の褻 族に して 

平家物語に 「渡 柳 彌五郞 淸忠一 を载せ •源 
平 盛衰 記に 渡 柳彌五 郞淸忠 •見 ゆ。 埼玉郡 
渡 柳 村より 起り しにて.、 新 編 風土記に 「渡 
柳 村に 戶場 口山と 呼ぶ 塚 あり。 此の 塚の 中 
より 近き 頃、. 石棺を 堀 出せり。 其の 中に 九 
尺 程 ■の 野太 刀 あ 9、今村內本性寺に納め置 
けり。 土人の 話に、 こは 當所に 住せし 渡 柳 
彌五郎 といへ る 人を 葬 y たる 塚な ^. んとい 
へり。 成 田 分限 帳に 『十八 貫 文 •渡 柳將 監』 
と 見えし は 在 名を もて 名と せし ものに て、 
復た 彌五郞 の 子孫な らん か」- と。 


和 ワタル 近 江の 人に 和 忠秋 あリ- 歌人 
として 名高く、 揚 園と 號す 。その他は ヤマ 
ト條を 見よ 0 

和 地 ワチ 和名 抄 、三 河國 渥美 郡に 和 太 
鄕 あり、 和 地の 談 かと 云 ふ。 後に 和 地莊起 
る。 而 して 信 濃 等に 此の 氏 あり。 猶ほ以 下 
數條參 照。 

-fp 治ワチ 和名 抄 、遠 江阔 敷智郡 に 和 治 
鄕を 敬め、 今濱名 郡に 和 治邑存 す。 而 して 
筑後 ，堤 家臣に 和 治 右衞門 あり、 その他 前後 
數條參 照。 

和智 ワチ 前後 數條參 照。 

和 知 ワチ 丹 波 國船井 郡に 和知莊 、その 
他、 美 濃、 信 濃、 備後 等に. 此の 地名 存 す。 
1 秀鄕流 藤 原 姓 備後國 三谿郡 和 知邑よ 
U 起る。 當 郡の 郡 主にして 、「俵 藤 太の 
裔 、初め 武 藏の廣 澤を頜 せし 故に 廣澤を 
氏と し、 備前藤 戶の戰 功に よりて、 建久 
中、 備後の 内 十二 鄕を 賜は り、 正中 年間 
に 至り、 始めて 當郡 に來 り、 遂に 和知鄕 
に 居りて 和 知を 以 つて 家號 とし、 又國廣 
山、 南天 山 等に 移りて、 九佾 (七 性と も 
云 ふ〕 城 居せ り」 と。 此の 說に よれば 廣 
澤の 族な り、 大慈 寺の 山號 を廣澤 山と い 
へる も綠故 あるべし。 され ど、. 旣に承 元 


年中'に八幡宮を勸請せる|れば、正中 
ょり 百年 前、 旣 にこ >1 に 来れる が 如し 0 
但し此 Q 比は 猶ほ關 東に ありな* から、 領 
地へ 勸請 せし か 。初めて 當郡へ 来りし 人 
名は 一に 荑方 とい ひ、 或は 義之 ともい ひ 

て詳な らず (藝藩 通 志)。 廣 澤條參 照。 

2 . 氏人 和 知 村 八幡宮 記に ■「承 元年 間、、 
和 知 村 城主 和 知實方 •鎌 倉ょり 勸請 せり」 
と载 せ、 又吉舍 村大慈 寺の 記に 「應永 ニ 
十八 年、 和 知 信 濃氏實 •開基に て、 永祿 
十二 年 和 知 越 前元鄕 •再建す」 と (通 志〕。 
又高田郡條に「江田、余谷、並に上甲立村 
あり。 江 田は 楊柳 山の 前、 佘谷は その後 
なり。 應永 年間、 宍戶氏 •和 智彈 正と 鬪 
戰の 地な り」 など 見 ゅ。 又 雲 州 軍 話、 永 
正 七 年に 「和 知豐後 守、 同少輔 五郎が、 

尼 子 經久に 降りし」 事を 載せ、 毛 利 元 就 
記に 「尼 子 浪人 山中 鹿 之 助の 計略に て、 
和智と云ふもの、兄弟にて元就の嫡子備 
中守隆 元を、 佐々 部に て 毒害す」 と (地 
名辭 書)。 その後 永祿竽 中、 毛 利 氏 •嚴島 
神前にて和智兄弟を殺す。 

3 居城 通 志、 備 後三谿 郡條に 「國廣 山 
は 和 知 村に あり、 一に ニ 川 山と もい ふ。 
初め 國廣石 見が 所 居、 後 和 知 與三實 方よ 


り、 七 世 これに 居る 一と 载 せ、 又 「南天 
山は 吉舍 、淸 綱、 ニ 村の 界に あリ 。和 知 
新三耶 ょり 九 世 所 居」 と。 永祿の 末、 和 
知 左衞門 隆實に 至りて、 毛 利 家に 從ひし 
も、 嚴 島に 押 籠られし が、 憤る 事 ありて 
や、 神前に 據 りて 叛 きければ、 弟 湯 谷 又 
八 一郎 久豐 とともに、 引出 だして 殺され、 
家 遂に 亡びぬ と。 

又 f 世羅郡 砂 走 城は 赤屋 村に あり。 明應 
ょり 天文 頃、 和 知豐後 •此に 據る とい ふ。 
此の 他 •得 能 對馬が 城 墟あリ といへ ど， 
，今 其 所を 失 ふ」 と。 又 「甲 奴 郡 郭公 山は 
和 知豐後 •こ \ に 城を 築ける 時、 郭公の 
鳴くを聞きて、た ^ 有明の月ぞ殘れるの 
歌を 思 合せ、 不吉な りと て、 修築を 停め 
たり」 と 云 ひ、 又 「小 城 山は 和 知 村に あ 
り。 毛 利 家の 臣和知 源十郎 の 所 守」 とい 
ふ 0 

4 防 長 前項 氏の 裔に ，して、 長 藩の 名 族 
也。 殊に 和 智資實 の 孫、 資喬 の子恕 卿 (君 
實 、九郎 左衞 門) は、 學名 ありて 東郊と 
號 す、 又 良吏たり。 

5 守 藤氏 族 山 內首藤 系圖に 「山內 上野 
守泰 通^ + 


.豐成 丨 直通 — 豐通 丨 隆通 — 元 通 — 廣 通- 

大和守 上野 守 次抝四郎伯耆守  刑1  K 前 守 
號和笮 51 正忠 

一-元 資 (治 部 大輔) 丨資實 (童 名 竹 松、 內 
記、 號和智 藤兵衞 尉) 丨正宣 C 菊 松、 八 之 
亟)」 と 見 ゆ 0 

6 秀鄕流 藤 原 姓 結 城 氏族 螌城國 白 河 郡 
の 豪族に して、 白 川 結 城 系圖に 「朝 網— 
朝眞 (和 知 安左衛門〕、 弟 朝 治 (和 知七耶 
右衞 門〕」 と载せ これょり 前證 古文書 
永 正 十五 年に 「和 知 新 ひやぅ へとの」、 又 
• 增見の福正寺に、永正中の邑主和知騣河 
守 一慶の 位牌 あり (古事 考 )。 又 新 編 常 陸 
國士  1 に 「和 知。 棟 札に 和 知 主 膳、 同筑前 あ 
り。 この 比は 佐 竹の 臣なれ ど、 もと 白 河 
の臣と見ゆ。白河の家人に和知氏あるこ 
と、 白 河關物 語に 見えたり」 と。 

和智山 ワチヤ マ 備後に 和智 山の 内宮 あ 

90 

和 束 ワッカ 山城に 和束庄 あり、* 野 社 
文書に 見 ゆ。 この 地ょ 0 起り しにて、 淸和 
源氏畠山氏の族也。畠山系圖に「尙順の子 
某 (和 束 屋形) 」 と 載せ、 その 「女子 (一色 
式部 小 ノ輔藤 長 母 V」 と 見 ゆ。 

五 ロ 妻 ワツマ 武藏に 存 す、 その他は アグ 


ヮチ  ヮチ  ， ヮチ—— ヮツマ  粢 芫 


*7 テ ヮ ナミ 


マ 條を見 よ。 

和 出 ヮ テ武藏 等に 存 す。 

和戶 ヮ ト和 名抄 、相 摸 國足柄 下 郡に 和 
戶鄕 ぁ、 リャ マト か。 又 陸 奥 國磐城 郡 (磐 城) 
に和鄕を收め、夜末登と割ず。和戶の下略 
かと 云 ふ。 その他、 S- 裴 、武藏 等に 此の 地 
名存 す。 その他、 ャ マト 條を 見よ。 

和德ヮ トク 

1 和 德史ャ マト か。 神 護 ニ 年に 至り、 
大縣史 姓を 賜 ふ。 大 縣條參 照。 

2 奥州 ャマ ト條を 見よ。 猶ほ 淺瀨 石、 石 
;11- 、 大 光寺、 南部、 大浦 等の 條參 照。 
吾那 ヮナ武 藏國入 間 郡 吾那 保より 起る。 
今 市 村 法 恩 寺の 年譜 錄に 吾那 安藝 守 光泰、 
又 三 ヶ島長 宮社正 長 元年 九月 二十 三日の 棟 

札に 吾那 安藝 守 •見 ゅ。 . 

和名 ワ ナ 前條 氏に 同じ 0 
和 中 ワ ナカ 紀 伊の 名 族に して、 湯淺氏 

の 族 也。 

和 那美ヮ ナミ 但馬に 和那美 神社 •見え 
(鳥 取條參 照)、 又 一一 後に 此の 地名 ぁり。 又 
因幡に 和奈 見の 地存 す。 

和 南 ワ ナミ 淸和源 氏 高屋 氏の 族に して 
尊卑 分脈に 「山 田 五 郞實村 丨大炊 助實經 (和 
南 三部〕— 信 實 (和 南彌三 郎〕 5 など 見 ゆ。 岸 


!7 ナミ ヮ 二 


本 氏の 庶流と す。 また 中興 系圖に 「和 南 • 
淸和、武藏守滿季九代山田三郞實賢四代大 
炊 助實經 •之を 稱寸 J と。 X 近 江發祥 か。 

和 波 ワ ナミ 前 各條參 照。 

和瑪 ワ|| 以下 各條 、及び ヮ = べ條參 照。 
丨和珥 君 三. 輪 氏の 族に して、 大和 國添 
上 郡 和 邇邑ょ 9 起る。 地 神 本紀に 「(素 盞 
烏 尊 八 世 孫〕 阿 田 實田須 命は 和 珥君 等の 
祖」 と 見 ゆ。 . 

2 和 铒臣春 日 氏の 族 也、 前條に 詳か 也。 

和爾 ワー I 次條に 併せ 云へ り。 

和 通 ワ II 前後 各條 、及び ヮ- 1 べ條參 照。 
1 和 邇臣春 日 氏の 族に して、 大和 國添 
上 郡 南部なる 和 蓮ょり 起る。 其の 地には 
紳名 式、 和 爾坐赤 坂 比古獬 社 ( 大 、月次、 
相嘗〕 、和珥 下 神社 ニ 座を 載せたり。 孝 
昭帝の 皇子 天 足 彥國押 人命の 後、 所謂る 
春 日 氏族の 宗家に して、 孝踎紀 に 「天 足 
彥國押 人命は、 此れ 和珥臣 等が 始祖 也」 と 
見 ゆ。 氏人は 古事記 開化 段に 「丸 邇臣の 
祖 •日子 國意祁 都 命」 (開化 紀には 「和 珥 
臣の 遠祖 姥津 命)」、 其の 妹意祁 都 比賣は 
開化 天皇の 皇妞 也。 次いで 崇神紀 、垂仁 
la に 「和 珥臣の 遠 M 彥國嘗 J あり。 五大 
夫の 一人に して、 埔安彥 を 討ちて 功 あ 9。 
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其の 孫 •鹽乘 津彥は 出で ゝ任那 を鎭 守す 
(吉 田條參 照)。 次いで 仲哀祀 に 和铒 臣祖 
武振熊 あリ 、又 難 波 根子 建 振 熊 命と 云 ひ、 
應 神、 仁德 帝に 歷 仕す。 其の 子大矢 田宿禰 
は 神 功 皇后の 新羅 征伐に 從ひ 、皇后 凱旋 
の 後 も、 鎮守 將軍 として 彼の地に 留る (眞 
野條參 照)。 又應 神祀に 、和 琪臣祖 日觸使 

•主 あり。 古事記には 比 布禮能 意富 美と 载 
せた るに •より、 大臣たり しを 知るべく、 
其の 女 •宮主 矢 河 枝 比 賣は應 神 天皇の 皇 
犯と なり、 皇太子 菟 道稚郞 子を 生み 奉る。 
その後、反正帝のニ妃も、共に此の氏な 
る 丸 邇臣木 事の 女 也。 後、 此の 氏の 宗族 
は 春 日に 住む、 よりて 春 日和 邇臣 と稱 し、 
又 春 日 臣と稱 す。 カス ガ條を 見よ c m L 

猶ほ仁 賢 朝に 丸邇 日爪臣 あり。 

2 掇津の 和邇臣 拙著 攝津に 『忍 熊王征 
討 0■ ■際、 皇后 方の 將軍 となった 建 振 熊 命 
は、 孝 照 天皇の 皇子 天 足 彥國押 人命の 後 
裔に して、 彥國葺 命の 孫、 大口 納命の 子 
である 。其の 子大矢 田宿禰 と共に 神 后に 
從っ て、 新羅を 征 し、 大矢 田は 鎮守 將軍 
として彼の地に止り、建振熊は凱旋して、 
更に 忍 熊 征討に 功を 建てた ので ある。 此 
の 人 •又 難 波 根子と も* 難 波宿禰 とも 云 


ふ (古事記に 難 波 根子 建 振 熊 命、 仁德紀 
に 和 珥臣祖 難 波 根子 武振 熊、 抉 桑 略祀に 
は 「和 珥臣の 祖難波 根子、 一に 云 ふ 難 波 
宿 禰武振 熊」、 姓氏 錄に難 波 宿 禰と見 ゅ)。 
蓋し 此 等の 功に ょり、 難 波に 地を 賜 ひ、 
この 地に 住居して 居た からで あらぅ。、, 
れ ょり 此の 人の 一族なる 春 日 氏族 •大い 
に 當國に 榮 えた。 武庫 郡の 津門 氏、 都努 
氏、 有 馬 郡の 羽 束 氏、 八 部 郡の 眞野 氏、 
西 成 郡の 猪 甘 氏、 島 上 郡の 物 部 氏、 高 生 
氏、 其の 他、 井代 氏、 和邇部 氏、 春 日 部 
氏 等 •皆 此の 族で ある。 

難 波 宿禰は 後 仁德朝 •出で 飛 驛の宿 儺 
を伐征 する. 事 あれば、 長壽に 過ぐ る きら 
ひ あるが、 其の 實犮 程では ない。 征韓當 
時 大矢田 宿禰な る 子 あれ ど、 上古は 皁 ，婚 
の 風 あれば、 難 波 三十 六歲 、大矢 田 十八 
歳 位と する 事が 出来る。 是れに 應神 天皇 
の 御享齡 三十 ニを 加 ふれば、 仁德の 初 世、 
難 波は 六十 八歲 である 。七十 歳で 賊徒 征 
伐の 將軍 となる 不可能の 莩で はない。 云 
々』 と。 

3 山城の 和 珥臣第 | 項なる 和 珥臣祖 日 
觸使 主は、 山城 木幡 宇治 地方に 住居せ 90 

4 丹 波の 和 邇臣和 邇臣の 庶流に して、 


承 和 ニ 年 三月 紀に 「丹 波國 人右诉 衞府將 
曹和 邇臣龍 人、 本 居を 改めて、 左 京 五條 
ニ坊に 貫 附 す」 と 見 ゆ。 ， 

5 春 日和 珥臣 第一、 項 和 珥の 地なる 和邇 
臣の 宗家は、 後に 春 日に 移' 春 日和 珥臣 
と 云 ふ。 雄 略 紀に春 日和 珥臣深 目 ぁり、 
其の 女 童女 君は 雄 略 帝皇扼 也。 古事記に 
は 「天皇 •丸 邇之佐 都 紀臣 の女袁 抒比賣 
を婚 さむと、 春 日に 幸 行の 時* 媛 女に 道 
に 逢 ひ 絡 ふ 云々」 と 載せ、 又 後に 「春 日 
の袁抒 比賣」 とも 見 ゆ。 此の 人の 頃に 春 
日に移りしが如し。此の氏*後に春日臣 
と 云. ふ、 カス ガ條を 見ょ。 

6 和 邇系圖 駿河淺 間 大社の 大宮司 家は 
和爾部 姓に して 系 圖を傳 ふ。 眞餳詳 かな 
らざれ ど、 參考の 爲に 引用せ ん 。「孝 昭天 
皇丨天 足 彥國押 人命 C1 に 天押帶 日子 命、 
母は 皇 .B 世襲 足 媛 命、 天 忍 男 命の 女 也)— 
押 緩 命 (一に 忍 鹿比賣 命、 母は 違 田 背 命 
の 妹 宇 那比媛 命 也。 孝 安 天皇の 皇后)、 弟 
和爾 日子 押 人命 (一に 稚押彥 命、 母 同上、 
大倭和邇里に居る〕|彥國姥津命(一に彥 
意祁豆 命)、 妹 意祁都 比賣命 (開化 天皇の 
犯-日子 坐 王の 母)」 と。 

次に 彥 國姥津 命の 栗 「伊 富 都久命 (妹 袁 


祁都依 比责 命は 日子 坐 王 犯、 山 代 大筒 城 
眞 若 王 等の 母 也)— 彥阈葺 命 (崇神 天皇 朝 
十 年 九月、 武埔 安彥謀 反の 時、 大彥 命と 
共に 勅を 奉じて 山 代に 向 ひ 之を擊 平ぐ)、 
弟小篠 命— 稻都美 命 (丈 部 宿禰祖 )、次に 
小篠 命の 弟 乙國葺 命—麴 乘津彥 命 (崇神 
天皇 六十 五 年 七月、 詔を 奉じて 任 那國に 
鎭 守し、 三 己汶の 地に 居る。 吉 田宿彌 、興 
世 朝臣の 祖 )— 久麻 古流 (任 那國に 居る) 
丨滿大 伯」。 

次に 鹽乘律 彥の弟 「乙 加 豆 知命 (伊勢 國 
に 居る。 飯 高宿禰 、壹志 宿 踊、 炉部 造の 
祖〕 丨穴太 足 尼 命 J と。 次に 彥國苺 命の 長 
男 「建 耶須禰 命— 八 千 足 尼 命 (景行 天皇の 
朝、 吉備 {八 國造に 定め 賜 ふ。 安那 公、 大阪 
臣祖) 」と。次に彥國苺のニ男「大ロ納命 
丨 大難 波 宿 漏 命、 弟彥忍 人命 (成務 天皇 
朝、 武射國 造に 定め 賜 ふ 9 武射臣 、春 日 
部の 祖) 、弟 彥汝命 (成務 天皇 朝、 天皇 • 
彥汝 命を 針 間國に 遣は して 固 境を 定め 賜 
ふ。 その 女は 印南 別孃命 にして、 母は 吉 
備比賣 命。 彥汝の 男彥武 宇志 命は 葺 占臣、 
根連、櫛代造、猪甘首の祖)、彥汝の弟眞 
侶 古 命 (一に 大 E 侣古 命、 成務 天皇 朝 額 
田國 造に 定め ^ ふ〕」 と。 
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次に 大難 波 宿 漏の 男 「難 波 根子 建 振 熊 命 
(神 功 皇后の 征韓に 供奉、 凱旋 後、 忍 熊 
王を 伐ちて 功 あり〕、 弟 建 穴 命 (葉 栗 
臣 、度 守 首祖〕 」 と 。次に 「建 振 熊 命 I 


丨来觸搞大臣命若狹 !«1 三方郡和爾部神社是也， 

丨日觸 使 屯 命- -! 宮道宅 媛 

山 代 之 小蟒邑 住 一!.! 宮 主 矢 河 玲 


」矢 河 枝 媛 
應秭 天皇 纽 

，小 一嗣 緩 

一に 莉那辨 S 
應， 碑天皇此 

丨 a 子臣 — 

仁 德 天皇 供奉 

丨國依 媛 


丨 水路 子臣 

允恭 天皇 佚 奉 
椟海 之志賀 住 


足國臣 

丨津古 臣丨阿 提古臣 
— 倉 子臣 H 栲繩臣 
一- 眞金臣 

丨竹 瀨臣丨 蟲萬呂 臣—與 呂比臣 
—建津 S H ■男 人臣 I 江間臣 
厂 小車臣 丨 山黯臣 

和珥 玉野祖 


-大矢 田宿禰 命- 

神 功 皇后 征韓供 奉 
留彼國 S 鎮守 將軍 


, 丨佐久 命 T 鳥 見 命 


毋新 SE 王槽榻 女 

丨武義 命 


蹬中 天皇 朝 
物 部 

眞 野臣祖 

丨 小椋臣 


丨八河 足 尼 命— 牟禮命 

,石持足它命—鯨子臣仁德天皇朝 «: 壬生部供奉 


丨八腹 木 事臣- 


—武 背立臣 n |||¥_ 


,_1 女 


« 大宅臣 姓 

— 五十 足 

水 取臣趄 

丨 美細嫒 

I 佐 都 紐 M 一に f 臣 、大倭 添裒丸 通 里 居住— 


j 弟 比賣 

反 正 天 皇妃 


i 


- 婦事臣 蘇 健臣 

构 部首 
布瑠 宿國祖 


物部贫駔 

— 麻目臣 

細部檢部碰 

丨大 島臣 ~r 健豆臣 


大倭 添® 
山邊鄉 住 


由 上臣祖 


'IP  -^1 

-ィ島 子 大倭添 S 开代邑 住 
允恭 朝采女 井代 臣祖 


丨 人華臣 -T 牟久 臣丨於 保貝臣 

一に # 臣 春 日 朝臣と 
仁德 天皇  沛 本朝 臣祖 

11 11 - 岡上臣 H 野 依臣 

詔 號糟垣 臣 | 小 野 朝臣 祖 

—1  L 津幡臣 

撕并臣 fi- 


丨日 爪臣 

1 — M 女 君 雄 略 天 皇妃、 春 日大郎 皇女 母 

丨 河內臣 T 美 奈古臣 丨山栗 臣居高 市評久米 里 

, 負 久米臣 姓 
一— 荑緩楔 體无皇 S 


i 丨 田作 臣 ^ „ 

丨墙君 |@ ーに蕻者 1|5 女、广賢天皇妃、春日山田皇女母、 


I 磐 邊臣— 船守臣 


丨磐萬 侶臣丨 稚子臣 —nl> 束 


^^1  000, 


「都 瑠臣 

. 大楣臣 h 井尻 臣—寘 虎 

天智朝 三年 ニ =:、« ?•[! 薄 部臣姓 


卜 ，壬 S 大海 人皇 子、 興 村國男 s、i、 塞不 破關、 

I 君 手 5 i.! 近^ !奏軍功、天武天皇即位、論 1-' 封八千戶賜—— 

|濱主壬申亂大有軍功——4<居愛宕郡主政 


丨 大石從 五位 下、. 志 我 郡大萤 、丨 M 全 

丨白 1¢ 造 東大寺 大佛判 官 、正 六 位下、 初 補 志 賀郡大 領| 


— H ® 近 江 少掾 、右京 少進 

—官足刑部ル錄、鑄錢司判官—滔敷近江目 


_ 田 _主 水 115 佑 H 77C 主 掃 部 助、 從穴 位下 
i 馬 甘 大炊允 

丨年萬呂刑部少丞—松麻呂大判事 


— 弟 足！ 

從 セ位ド-纟 
愛宕 郡 少領 


丨宗人天平神護元年七月、改臣明宿蒲姓 

從 W 位 上 
駿河揉 


—男ノ 

從七位 下 
愛宕 郡少領 
賜 宿！！ 姓 


—$ J£ 山城 大目 
丨直 楫愛 g 郡 擬少 ® 


と。 (上古の 分は 僞作 也)。 宗 人の 後は、 富 
士 、大久 保 等 0 條を 見ょ。 

丸 Ml  マル 前條と 通じ 用 ひらる。 

丨 丸 連 中臣 氏の 族に して、 丸 部 連と 同 
族 か。 ヮ = べ條參 照。 養老 七 年 紐に 丸 連 
男 事 あり。 また 天平 十 年の 和 泉 監正税 帳 
に 「祭 幣帛 使 位 子无位 丸連羣 麻呂」 など 見 


ゆ。  . 

2 中 臣丸連 前項 氏と 同族な，， るべ し。 天 
平 十八 年 四月 紀 に 中 臣丸連 張 弓 ぁリ 。天 
平 神 護 ニ年紀 に 朝臣 姓を 賜 ふ。 

3 中臣丸 朝臣 前項 氏の 後に して、 _ 
神 護 ニ 年 三：！！： 紐に 「左 京人 正 五位 下 中 臣 
丸 連 張 弓 等 二十 六 人に、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。  . 

4 越 前の 中臣丸 朝臣 類聚 符宣抄 第一 卷 
に r 氣比太 神宮 営 司 正 六 位 上 中臣丸 朝臣 

良 (一字 欠〕」 ぁり。 天曆四 年頃の 人 也。 
5 丸 臣春日 氏の 族に して、 前條和 爾臣 
と 云 ふに 同じ。 孝 昭本紀 に 「天 足 彥國押 
人命は、 大春 日、 丸 等の 祖」 と 見 ゆ 0 
6 無 尸 正倉院 天平 十一 年 文書 等に 此の 
氏人 ぁリ 0 , 

7 周 防 延喜年間の玖轲鄕戶籍に九吉賣 
等を 载 す。 

8 雜载 その他、 マル 條に 多し。 殊に 安 
房の 丸 氏 最も 名 ぁリ。 

和 众 ワ二 前各條 氏と 通じ 用 ひらる 。寬 
平 元年 十二月 二十 六日の 太宰府々 官の 連署 
に 「正 六 位 上行少 典 和 〈小 臣安身 J と 云 ふ 人 
見 ゆ。 和 邇臣と 云 ふに 同じ。 

丸 通 ワ二 和邇 、和爾 に 同じ。’ 
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〇 丸 邇臣春 日 氏の 族 •和 邇臣に 同じ。 
又 和珥臣 とも 記せり。 

0 ワ II  前 各條と 通じ 用 ひらる。 

1 鳄 積和邇 君の 族なる べし。 積は 津見 
とも あり、 原始的 カバ ネの 一也。 天武耙 

五 年條に 「倭 國添下 郡 鰐 積 吉事」 なる 者 
見 ゆ。 

2 河内 前項 氏の 裔. か。 長 祿寬正 記に 「遊 
佐が 家来には、 岡 部 野太 郞、 鳄左衞 門 次 
耶 、廣瀨 高屋原 父子、 中 村 孫七郎 、云々 
と。 畠 山條參 照。 

和 仁 ワ二 前 各條と 通ず 0 
I 肥 後和邇 氏の 裔か 。當國 の 豪族に し 
て、 和 仁 丹 波 守親續 は、 玉 名 郡 和 仁 村 \ 
吉墟村 十 町 •筑 後國 白木 村 等 百 二十 町を 
頜し 、代々 和 仁 村 田 中 城に 居る。 氏人は 
黑木 由來 記に 「黒木 大蔵 大輔助 能の 女子 
は 肥 後國和 仁 氏の 室」 と 載せ、 又 小 代 文 
書、 大 友宗麟 書中に 「和 仁彈正 忠 (天文〕」、 
また 由 布 系圖に 「惟 時 •肥 後 和 仁の 城攻 
の 時、 城主の 弟 和 仁彈正 親範に 射ら る」 

と 0 

また 肥 陽 軍記に 「草 野、 和 仁、 云々」 な 
ど 見え、 又 新撰 事蹟 通考に 「和 仁親續 (和 
仁 丹 波 守、 後に 制 髮 して 自沐 と號 す〕— 女 


ヮニ 


C 邊脊親 行の 妻)、 弟親實 (勘 解 由* 天 正 
十五年九月、佐々成政 * 隈部親泰を山鹿 
城 村 城に 圍む 時、 一揆 •虛 に乘 じて、 隈 
本の 留守を 犯す。 成 政 •對 城を 東西に 築 
きて 守兵を 置き、 碼本に 還る。 守兵 • © 
盡き 保守に 苦しむ。 成 政 •人を 筑後柳 川 
に 遣は し、 糧を 立花宗 茂に 請 ふ 〇 宗 茂 • 
自ら兵1、將として、糧を對城に入る。親 
實 、及び 邊春親 行 等、 兵を 出して 其の 歸 
路を 遮る。 宗茂 •大いに 狨ひて 之を 破る 0 
十一月、 成 政 •之を 怒り 親ら 數百鏞 を 率 
ひ、 来りて 親實を 伐つ。 邊春親 行 •坂 本の 
居城を 弃 て、 親 實と俱 に 田 中 城に 據 る。 
守成 甚だ 固し。 成 政 •亦 俄かに 之を 攻め 
ず親行の人と爲りを知り、密かに書を 
送りて、 親實を 殺さし む。 親 行 •其の 賞 
に 迷 ひ、 成 政の. 爲 に 欺かれ、 遂に 親實を 
殺して 成 政に 降る)、 弟親範 (彈 正〕、 其 
の 弟 (人 鬼。 十二月 六日、 親實 •害せら 
れ 、親 範 、親宗 •奪戰 して 俱に 死し、 一一 
族夷滅 し、 宗 社丘墟 す)」 と。 

2 越 中 川上 條を 見ょ。 

3雜載その他、攝津、備前等に存す0 
m 川 ヮ二ヵ ハ 信 濃 等に 此の 氏 見 ゅ。 
鳄ロ ワ二グ チ 多々 良 姓， 大內 氏の 族 類 
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にて、 盛 家を 祖 とす。 , 

和 仁 古 ワ二 n 三輪 氏の 族に して、 和珥 
君が 一族 也。 姓氏 錄 、大和 神 別に 敬め、 「和 
仁 子。 大國主 六 # の 孫、 阿 太 竄田須 命の 後 
也」と载せたり。その後、承和元年耙に「右 
京人 和 邇子 眞麻呂 等に、 大神 朝臣 姓を 賜 ふ j 
と。 大 神條參 照。 

和邇古 ワ1|コ 前條 氏に 同じ。 

和 爾古ワ 一 in 五 郡 神社 記に 「飛鳥 坐 六 
箇處 神社、 飛鳥 坐 神社 •加 美 鄕鳥形 山の 尾 

前に 在り。 社家 者 (和 爾古 連〕 の說に 日 ふ、 
飛鳥 神社 四 座。 第一 •杵 築の 大己貴 神、 第 
ニ •神 南 火 飛鳥 三日 女神、 第三 •上 鴨味鈕 
高彥根 命、 第 四 •下 鴨 八重 事 代 主命 也」 と 0 

丸 子 ワ =n  マルコ マリコ 前 數條氏 

に 同じ。 マルコ 條を 見よ。 

1 丸 子 連 丸 子 部の 首長たり し 氏 也。 マ 

ル コ條を 見よ。 

2 仲 丸 子 連 大俾氏 の 族 也。 ナカ 條を見 

よ。  、 

3 丸 子宿禰 マル n 條を 見よ 0 
4 丸 子 公 マル n 條を見 よ。 

5 無 尸 マル n 、 及び マリ n 條を 見よ。 
丸 子 部 ワ =n ベ 和邇君の部曲にして、 
和邇の 子 部の 意なる べし。 マル n ベ 條 (五 
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七 ◦九 頁〕 を 見ょ。 

和爾 神人 ワ 11  メカ ンビト ワ ニノ ミワ 

ビト 和珥 君と 同族に て、 大和 和爾 神社を 
奉齋せ し 三輪 公の 族 也。 天平 十二 年の 遠 江 
國濱名 郡輸租 帳に 「新居 鄕和爾 神人 飯麻呂 、 
外 一名」、 其の 他、 猶ほ三 名旯 ゆ。 

和爾神人部ヮ-*メヵンビトべヮ-|ノ 

$ ヮビト ベ 和 爾 神人の 部 曲に して、 遠 江 
國濱名 郡輸租 帳に r 新居 鄕和爾 神人 部 古 麻 
呂」 など 見 ゆるは、 前 條和爾 神人の 部 曲た 9 

し 者の 裔な らん。 

鳄淵  Ml フチ 出 雲國に 、鰐 淵 寺 ぁりて、 
康 正造內 裡段錢 引付に 「二十 一貫 九 •十 文 
鰐 淵寺領 、雲 州 所々 段錢 J と。 この 氏は 武 
藏に存 す。 

和 通 部 ヮ ニべ 和 邇臣の 一族、 及び 部 曲 
にして、 又 丸 部に 作る。 姓氏 錄 、右京 皇別 
に 「和邇 部。 天足彥 國押 人命が 三世 孫彥國 
聋命の 後 也」 と载 せたり。 

1 大和 當國和 蓮の 地には 後世 和 邇庄和 
邇中庄 など 起り、 東大寺 要錄 等に 見 ゆ。 
2 攝津 姓氏 錄、 攝津皇 別に 「和 邇 部。 
大春日 朝臣と 同祖。 天 足 彥國忍 人命の 後 
也」 と 載せた yo 

3 樂 人貞觀 五年紀 に 和 邇部大 田麻呂 あ ヾ 
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りて、 宿禰 姓を 賜 ふ。 第 十九 項を 見よ。 
4 山城 姓氏 錄、 山城 皇別に 「和 邇 部。 
小 野 朝臣と 同祖。 天 足. 彥國押 人命が 六 世 
の 孫、 来餅搗 大使 主命の 後な り。 一本に 
彥姥津 命が 三世の 孫、 難 波宿禰 の 後 也。 
日本耙に合す」と载せたり。 

5 近 江 眞野條 、及び 丸部條 第三 項を 見 
よ。 戡賀 郡に 和邇庄 ありて、 寺 門 傳記補 
錄等に見ぇ、輿地志略に「後醛醐天皇 _1 11 
井寺へ 下した まふ 處 Q 宣 旨に 見えたり。 
* 濱中濱 、南 森、 高 城、 今 宿、 中 村、 
小 野、 以上 七ケ 村を 和 邇庄と 云 ふ」 と。 
古く この 氏の ありし より 起り し 地名 也。 

猶ほ第 十 g 項、 及び 小 野條參 照。 

6 尾 張 葉 栗 郡に 多く、 又 山 田 郡に 和爾 
神社、 又 春 日 井 郡に 和爾 良の 地 あり。 皆 
此の 部の ありし 地なる べし。 第 十六 項參 
照。 

n 駿 河富士 郡に 在り、 第二 十四 項參 照。 
8 加 賀齊衡 元年 五月 祀に 「加 賀國 節婦 
'和 邇部廣 刀自 女 j なる 者 見 ゆ。 丸 部條第 
十三 項參 照。 

9 若狹 三方 郡に 和爾部 神社 あ 9 て、 神 
名 式に 見 ゆ。 

10 丹 波 當國の 計嵯と 思は る" •正 倉院文 


書に和邇部稻賫なる者見ゅ。多耙郡所貫 
か、 タキ 條參 照。 

11 周 防延喜 年間の 玖 珂鄕 戶籍に 「伊寶 
鄕戶主 和 爾部今 男、 玖 珂鄕和 爾部白 虫賣、 
濱刀 自費」 等を 载せ たり。 

12 對馬 當國に 和珥津 あり、 關係 あるか。 

13 和珥部 臣春日 氏の 族に して、 和邇部 
(丸 部) の 首長 也。 其の 家系を 見る に、 多 
くは 和邇臣 ，即ち 春 日臣と 同族な りと 稱 
す。 蓋し 此の 氏族に ては、 其の 部 曲を 支 
配す るに、 多く 同族を して 管理せ しめし 
力 如し。 され ど異 淀 と稱 する も存 す。 

14 近 江の 和珥部 臣春日 氏の 1族にして 
和 珥部臣 鳥、 同 忍 勝 等 •志 絜郡眞 野 村に 
住し、 庚 寅の 年、 眞野臣 姓を 資ふ 。小 野 
氏と 同族に して、 類聚 國史卷 十九に 「弘 
仁 四 年 十月 丁 未、 小 野 籾 臣野主 等 言、 猿 
女の 興、 國史に 詳かな り矣 。猿 女 養 田は 
.近 江 國和邇 村、 山城 國小野 村に 在りて、 
今 小野臣 、和 邇部臣 等、 旣に 其の 氏に 非 

.¥ して 猿 女を 貫 せらる、 云々」 と。 小 野、 
猿 女、 寘野 等の 條を 見よ。 

15 美濃の和珥部臣天武前耙に和珥部臣 
君手ぁり、此の國人也。壬申の功苗にし 
て、 その 男 大石も 父の 封 四 分の 一を 賜 ふ。 


猶ほ丸 部條參 照。 

尾 張の 和 爾部 臣當國 天平 六 年 十二月 
の 正税 _ に 「葉 栗 郡 郡司少 頜外從 八 位 上 
勳十 二等 和 爾部臣 若 麻呂」 見 ゆ。 猶ほ第 
六項參 照。 

17 播 磨の 和 邇部臣 丸 部條第 八、 十二の 
兩項參 照。 下って 貞觀 五年汍 月耙に 「飾 
磨郡人播磨博士和邇部臣宅繼」を载せ、 
、また 同 」ハ年八月耙に「鍩磨郡人播磨權醫 
師和邇 部 臣宅貞 、同 ¥」 等 ぁり。 共に 
邇宗 宿！！^ を 賜 ひ、 「天 帶彥國 押 人命の 後 
也」 と 見 ゆ。 チ カム ネ條參 照。 

18 和 邇部宿 禰春日 氏の 族、 和 邇部臣 の 
後に して、 姓氏 錄 、左 京皇 別に 「和 邇部 
宿禰 。和 安部 朝臣と 同祖。 彥姥津 命が 四 

性の 孫、 矢 田 宿 禰の後 也。 續 日本 紀に合 
す」 と 見 ゆ。 

19 樂人和 邇部宿 禰和邇 部の 後に して、 
貞觀五年八月紀に，「左京人外從五位下行 
雅樂少 允 和 邇部大 田麻呂 に、 姓を 宿禰と 
賜 ふ。 大 田麻呂 •自ら 言 ふ、 天帶 彥國押 
人命の 後 也」 と 見 ゆ。 大田 麻呂は 、貞觀 
七 年 十月 紀に r 雅 樂權大 允外從 五位 下 和 
缝部 宿彌大 田麻呂 卒す。 大田 麻呂は 右京 
の 人 也、 云々。 大 田麻呂 は 本姓 和邇 部、 


後に 宿獮を 賜 ふ。 卒する 時、 年 六十 八」 
と载せ たり。 その 裔 •茂 光、 用 光、 用 枝 
等 皆 有名、 殊に 茂 光は 三歲 童子 も 知る。 

20 越 中の 和 邇部宿 禰官 舍納穀 交替 記に 
「史生 和 邇部宿 彌圃 繼」 なる 者 見 ゆ。 

21 和 安部 臣 和の 安部 臣の意 也。 和爾部 
と 誤りた る もの 多し。 アベ 條を 見よ。 

ゝ 22 和爾部 朝臣 和 安部 朝臣の 誤 也。 ァベ 
條を 見よ。 

23 . 無 尸 和邇 部宿禰 等の 裔 也。 平 戶記等 
に 見え、 又 撰 解 文集に 和 邇部氏 を收 む。 

24 駿 河和邇 部宿禰 の 裔に して、 富士郡 
淺間 神社の 祠官 也。 富士 郡大領 の 家な り 
しと 云 ふ。 和邇 、富士 等の 條を 見よ。 

丸部ワ 11 ベ マルべ マリべ 和 邇臣の 

部 曲に して" 和 邇 部と 云 ふに 同じ。 姓氏 錄、 

右京 皇別に 「丸 部。 和 安部と 同祖。 彥姥律 命 

の 男 伊 富都久 命の 後 也」 と 載せたり。 

1山城神龜三年の出雲鄕計帳に1丸部 
豢美 奈賣」 を 載せ、 また 當國の 計 帳と 思 
はる X 正倉院 文書に 丸 部 安太 等 見 ゆ。 

2 甲斐 正倉院 天平 寳字六 年 六月 三日 文 
書に 「甲 裴國巨 摩 郡 栗 原 鄕戶主 丸 部 千万 
呂」 なる 者 見 ゆ。 , 

3 近 江 和 邇部條 第五 項、 及び 第 十四 項 
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參 照。 又 正倉院 天平 寶字ニ 年 二月 二十 四 
日 文書に 「丸 部國足 (近 江國玆 實郡 )」 を 
载 せたり。 趟實 郡に 和 通 村 ある 事前に 云 
へり。 

4 美 濃 春 部 里 大寳ニ 年戶籍 に 「丸 部 安、 
丸 部 阿 麻賣」 を载せ 、同年 肩々 里 戶籍に 
丸 部島賣 、三 井田 里 戶籍に 丸 部妹賣 等を 
載せたり。 和 邇部條 第 十五 項參 照。 

5 尾 張 山 田 郡に 和 爾 神社 あり。 和邇部 
條第六 項-第 十六 項等參 照。 

6 奥州 磐 城 郡に 丸部鄕 ありて、 和名 抄 
に 見 ゆ。 此の 部 民の 住居せ し 地に して、 
元慶ニ年六月紀に「陸奥云々、驛使丸部 
瀧 麻呂 J など 見 ゆ。 

7 越 前 天平 神 護 ニ 年 十月 二十 一日の 越 
前國司 解に 「足 羽 郡 安昧鄕 戶主丸 部 月 足、 
上 家 鄕戶主 丸 部 五 百 島、 坂 井 郡 桑原 驛家 
子 戶主丸 部 度、 高 屋鄕戶 主 丸 部 僧」 等を 
载せ 、また 寶_ 十一 年 四月 三日の 越前國 
坂井郡司解(林康員文書).に「主政外從七 

, 位下 丸 部 某」 など 見 ゆ。 ょりて 足 羽 坂 井 
兩郡に 多 かりし を 知る。 足 羽 郡には 丸 部 
と 云 ふ 地名、 殘れ り。 猶ほ それょ o 北、 
加 實 の 方に も 此の 部 民 あり、 和 邇部條 を 
見よ。  • 
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8 ，播磨 第 十二 項參 照。 又播磨 風土記、 
讚 容郡中 川 里條に 「昔 近 江 (天 智〕 天皇の 
世、 丸 部 貝 (具〕 也 あり、 是れ仲 川 里の 
人 也」 と 見 ゆ。 猶ほ和 邇部條 第 十七 項參 
照。 

9 備 中正 倉 院 文書、 大税貢 死亡 人 帳に 
「都 宇 郡 建 部 鄕岡本 里 戶丸部 得 麻」 など 見 
ゆ。 此の 郡に 丸 部 村 あり。 

10 周 防 和 邇條第 十一 項參 照。 

ノ 11 讚 岐第 十五 項參 照」 その後 丨寬弘 元 
年 大內郡 戶籍に 「戶主 丸 部房吉 、講師 丸、 
元 安、 安政」、 外 三十 三人を 载せ 、下りて 
多 和文 庫 所 藏大濱 八幡 営 掛佛の 背銘に 、 . 
「讚 州 三 乃 郡三畸 庄船越 八幡宮 云々、 康正 
元年 十一月 二十四日、 大顔主 丸 部 泰家敬 
白 J と 見え、 全 讃史に 「讚 州 十一 郡戶主 
三 野 郡 丸 部 氏」 (地理 志 料〕 を擧 げた 9 。 

12 丸 部 臣春日 氏の 族、 和 邇部臣 と 云 ふ 
に 同じ。 最も 早く 物に 見えた るは、 播磨 
■風土記に 「志實 高 穴穗営 ( 成務〕 御世、 丸 
部昆等が始'龃*比古汝弟を遣はして、國 
堺を 定めしむ。 爾の 時、 吉備比 古、 吉備 
比寶の 二人 •參 = 迎へ き。 是に比 古汝弟 • 
吉備比 賣を娶 りて、 兒 S 南 別孃を 生む。 
此の 女 端正に して、 當時に 秀れ たり。 爾 
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の 時、 大帶日 古 (景行 ) 天皇 •此の 女を 娶 
リ給は んと欲 ぼして、 下り 幸 行し 耠 ふ」 と 
あれ ど 古事記と 傳を 異にし、 且つ 年代 合 
は ざれば 採り 難し。 詳細は キビ 條參 照。 
下って 天平 神 護 元年 七月 紀 に 「左 京人 甲 
蜚 員外 目 丸 部臣宗 人」 等 ぁり、 宿禰 姓を 
賜 ふ。 その他、 和 邇部條 を 見ょ C 

13 加實の 丸部臣 天平 ニ 年 二月 二十 六日 
の 越 前 國正税 帳に 「加 賀郡司 主 帳 无位丸 
部臣 人麻呂 J なる 者 見 ゆ。 和 邇部條 第 八 
項參照 I 

14 因幡の 丸 部 臣元慶 六 年 十 | 月紀 に， 
「因幡 國法美 郡 人 左 大史正 六 位 上 丸 部. 臣 
百世の 男 三人、 女 一人 •本 居を 改めて、 
右京 三條に 貫附 す」 など 見 ゆ。 

15 讚岐の 丸 部臣寶 縫 ニ 年 三月 紀に 「讚 
岐國三 野 郡 人 丸 部臣豐 持」 を 載せ、 また 
承 和' 十五 年 十月 紐に 「讚岐國言ふ、三野 
郡 人 從四位 上 丸部臣 明麻呂 、云々、 當郡の 
大領に 任ぜら る」 など、 此の 氏人 也。 そ 
の 裔は第 十一 項を 見ょ。 

16 丸 部首 丸 部の 首長たり し 氏 也。 丸 部 
臣とは 流を 異にす。 

17 丸 部 連中 臣 氏の 族 か。、、 れも丸 部の 
首長た y し 氏な らん 。天 合 座主 記卷 一に 
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00  ワラ シナ 同上。 

K ワラビ 常陸國 行方 郡 蕨邑 ょり 起リ、 
正 和 ニ 年 沙彌妙 日讓状 に 「わかぅ み ひ 村 内、 
わらびの 四郎太 郎 入道」 を 載せ、 又 家譜に 
「荒原 鄕蕨 村」 と 見 ゆ。 

厳 岡 ワラビ ヲカ羽 前 等に 此 ，の 地名 あり 
蕨 野 R ラビ S 

丨蕨 野勝豐 前の. 豪族に して、 類聚 國史 
卷五十四に「天長四年云々、下毛郡擬大 
領蕨野 勝 宮守」 なる 者 見 ゆ。 


3 


-壹岐 の 蕨 野 勝 承 和 十二 年 六月 紐に、 
r 壹岐 島醫師 外大初 位下 蕨 野 勝 眞吉」 なる 
者 見 ゆ。 

日向 諸 縣郡吉 田 鄕天滿 天神 社 享祿四 
年 十月 十八 日 棟 札に 「題 主 蕨 野 織 部丞實 
明」 •見 ゆ。 

0^ *7 ラ ヤ ワラタ IJ 

割澤 ワ リサ ハ 信 濃 等に 存 す。 

割 田 ヮ リタ ヮ リデン 信 濃 等に 存 す。 

その他は カツ タ條を 見よ。 上野 吾妻 七騎の 


一に 橫尾割 田下總 守 あり。 

吾 ヮ レ 

我 有 ヮレ ァリ ' 

我 科ヮレ シナ 

我 田 ワ レ タ武藏 等に 此の 氏存 す。 
五 ロ 全 !7 レ マ タ ヮゼ條 を— ょ 0 

我 谷 ヮレタ II 

我 山 ワレヤ マ 信 濃 等存 す。 

(昭和 十一 年 八月 稿〕。 


姓 ^ 家 糸大 辭典 
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姓氏 家 糸大 辭典 s 8 


秋 永 アキ ナガ 

. 1 藤 原 姓伊萁 國の名 族に して、 國史現 
在大村神社々家等に見ぇ、天正十五年棟 
■ 札に 「奉 蓮宮鹿 島 大明神 云々、 秋 永 因幡 
守 藤 原康續 、神 子 藤 原 次 郞大 夫、 諸 職人 
羽根 七郎 太夫 藤 原貞吉 、同 藤 原 左 衞門大 
夫 •笛吹 與ー 太夫、 別府長 太夫、 同金大 > 
夫* 同 三部 太夫、 岡 田 兵 左 門、！？ 五郎太 
夫、 同 新左衞 門、 安田 治郞大 夫、 中 村 
甚五耶 、 森 七右衞 門、 比 土 喜三郎 、同 藤. 
助、 同太郞 太夫、 同 甚右衞 門、 郡 藤右衞 
門、 柏 尾 藤 治 郞」 と 載せ、 元 和 七 年 棟 札 
に 「神主 秋 永 康正藤 原 朝臣」、 正 保 四 年 棟 
札に 「神主 秋 永久 兵衞 藤原康 正」 など 見 
ゆ 0 

2 雜载 常陸阈 潮來 附近 津知 村に 此の 氏 
四 五十 戶を存 し、 祖先は 賴 朝に 仕へ、 そ 
の 命に より 鹿 島 神宮に 戰 勝を 祈願し、 そ 
Q 儘 土着せ し^ Q と傳 ふ。 又 肥 前 _ 小 城 
郡 別 府に十 餘戶存 し、 丸に 釕 貫を 家紋と 


す。 その他、 洗 後久 留来 市外、 豐前 中津市 
郊 、東京 等に 存せ り。 此の 氏は 古代 阿 紙 
奈 姓の 後裔 かと 考へ られ 、後世は 藤 原 姓 
と稱 せし が 如く 思は る (秋 永麟 平氏) と。 

會田 アヒタ 一六 三 頁を 見ょ。 その他、 
羽 前 上 山に 會田氏 あ 9 て、 足 立 藤九耶 遠 兼 
の 裔と傳 へ、 永 曆 元年 四月 二十 八日、 建久 
四 卯月 十一 日 (賴 朝〕 等の 文書を 傳へ 、觀應 
ニ年十ニ月廿三日尊氏判書に足立大炊介と 
見 ゆと ぞ 。足 立條參 照。 

網 谷 アミ ター | 加實江 沼 郡、 攝津 武庫 住 
士ロ 、長 門の 下關 、荻 等に 存 すとぞ 。 

3 石 生 イハオ 岩 尾、 ィハ ナス 等條參 照。 

岩室 イハム ロ ォホエ 條を 見ょ。 

今 仁 イマ- 1 今 仁 系譜に 「五郞 (元 應中丨 
豐前 宇佐 彌勒 寺頜高 家 鄉山下 保 司〕 丨能憲 
(負 和 中)— 經賴 (觀應 中)— 忠秀 (文明 中)… 
ニ 郎ニ郞 (明應 中) _ 


—賢 直丨忍 可 

天文 中 女 « 

植松 ウ X マツ 六 ニニ 頁を 見ょ。 その他* 
讚 岐の 豪族に 在リ 、香 西 氏の 一族に して、 
南海 通 記に 「植松 四郎は 香 西 左近將 監元耦 
が 四 男 也。 错兵 にして 飛 矢 八 町に 至る 云々」 
と o カゥ サィ、 香 川 等條參 照。 その他、 同 
帶 刀、 同左衞 門尉資 信、 太耶 左衞門 等 多く 
見 ゆ。 

上 島 ウへ ジマ 力 ミ ジマ 兩條を 見ょ 0 
猶ほ淸 和 源氏 新田 氏の 族、 大箝宗 氏 C I ニ 
〇 五頁參 照) の 後と稱 する 者 あり。 その 次 

男 「成 氏 (母 姓久 保を 名乘 る〕— 小 太 郞通淸 
丨五郞 左衞 門尉淸 氏、 弟 六 郎左衞 門 尉 通 純、 
弟 有 若 丸 C 早 逝〕、 弟八郎 左衞門 尉通秀 j に 

，して、 通 純 •甲 州 山中に 隠れ、 上 島と 稱 す、 
子孫 十四 家 ありと ぞ。 

江 波戶 2 バト下總香取に在りと。 

繪 場 卫 バト 同上。 

江 鳩 ヱ バト 同上 0 

帶谷 オビタ II 淸和源 氏 小 笠 原 氏の 族に 
して、 甲 信 ニ 州に 見え、 又攝津 ( 帶谷傳 三 
郞氏) に存 す。 

大江 オホ H 1〇 九九 頁 以下を 見よ。 猶 


— 尙賢丨 基 實丨實 知— 小兵 衞 

伊豆守  主 水 主 水 正 S 永 中 
¥ 祿 中 栗 永 辞 中 天 正中 
今 仁 ？* 住 
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ほ 伯 耆倉吉 の 名 族に 在り。 その 祖 「大江 伊 
賀守 重利は 美濃國 岩室 域 主にして、 岩室 氏 
を稱 し、 織 田 信 長に 屬す 。その後、 義休に 
至り 范尾 氏に 仕へ て 倉吉に 住す」 と。 義休 
の 三男 市部 右衞 門の 孫 岩室 常右衞 門は 京都 
に 上り 醫師 となり、 宗 賢と 稱し 、その 女 鶴 
子は 閑脘宮 典 仁 親王に 仕へ 奉り、 名を 磐 代 
と 賜 ふ。 實に 光格 天皇の 御 生母に して、 贈 
從 一位、 現今 大江 神社に 奉祀す。 

大倉 オホ クラ 一一 四 九 頁 以下を 見ょ。 
猶ほ 一一 四 ニ 頁 以下 參照 。その外、 越後 新 
發田の 名 族大倉 氏は、 鎌 倉 武士の 後裔と 傳 
ふ、 淸和 源氏 小 笠 原 氏の 族 か。 近世玳 々通稱 
を 貞 .七と 稱 す。 明治 大正 財界の 偉人 大倉喜 
八郞は 此の 家の 次男と して 生る、 祖父 貞七 
は 公益を 計り、 慈善を 好む。 父貞 七は 學藝 
5:- 好み、 賴三 陽と 友たり。 喜八郞 は 幼名 鶴 
士 1 T 明治 六 年大倉 組を 起す、 前後 奮鬪 多年 
遂 1C 財界の 雜 たり。 而 して 國事に 貢献す る 
處 多く、 男爵を 賜 ふ。 そ © 男 喜七郞 、その 
嗣子 喜六郎 也。 又 喜八郎 女婿 大倉籴 馬 氏は 
伊豫の 人、 エ學者 なれ ど、 史學を 好み、 伊 
曾 乃 神社 等の 著 あり。 予輩 とも 親好 厚く 
本書 貿ふ所 尠からず、 謹んで 謝意を 表す。 

柿 花 カキ ハナ 和泉國 信達莊 の 名 族に し 


カキ ハナ 


て、 橘 性、 楠 木 正 行の 後裔と 傳 へらる。 正 
行の 後、 その 男 「正 綱— 正俱 丨正隆 丨正理 
(左 京大 夫、 弟は 大和 當麻 寺の 僧たり〕— 行 
康 (熊 野に 入る〕— 正 浚— 成 良 J K: して、 「南 
4b 朝 時代、 十津 川ょり 熊 野に 至り、 室町 時 
代、 根 來 に至り、僧兵となり、姓を魇して、 
立 花、 矢 野、 梶 本、 片 木、 豐 前、 大河 内、 
稂來な どと 稱 し、 裉來氏 •和 泉を 頜す るに 
及び、 柿 花 彌四郞 伊利は 信 達莊に 移り、 海 
會営 寺の 鎮守 ' 丘 神社の 神域を 護る。 實に 

此の 氏の 祖 也。 柿 花の 名は 同 莊內の 地名に 
存 すれ ど、 もと 插の 木片を 殘し 、南を 市に 
改め-立 花の 花を 添へ しにて、 氏名ょり 字 
名と なりし ものなる も 、此の 地 •柿の 老木 
多ければ、 それに も 因りし ならん か。 天 正 
十三 年 三月 二十 一日、 織 田 氏の 兵 •根 來雜 
貿衆 を擊つ や、 伊利 •大い K 雄 山 峠に 戰 ふ。 
その後、 易然 •柿 花 邸に 住す。 その 裔 •一 
は 山城に 分れ、 他は 信 達莊に 在りて 百數十 
戶に 及ぶ」 とぞ 。宗家は 舊藩 時代、 鄕士 .格 
にて、 幕末には 柿 花 右橘、 その 男宗內 、そ 
の男宗 治. 郞輝房 等、 勤王の 大義を 唱へ 、西 
鄕 隆盛、 德川慶 喜 等も來 泊し、 词族矢 野 氏 
(信 達 神社々 家) の 女は 德大寺 家に 入りて、 
實 則を 生む。 又 右橘は 儒學 、宗內 は 和歌、 


カキ ハナ I カサ キ 六 六 七 Q 

當主 門治郞 、又 輝 房の 男 啓 正 氏は ^ 濟學者 
として 名あリ o 

笠 置 カサ ギ 1L 四 四 八頁參 照。 又 隱岐國 
知 夫 郡 黑木村 美田の 名 族に 在りて、 系圖に 、 
「(天 照 太 神、 八幡 杵築大 明 神)、 大伴 氏系圖 
(系圖 次第 具 別 在 之)、 人皇 三十 九 代 天智天 
王 (舒明天王之孫母皇極『帝』也)白愿ニ年 
壬 戌ょり 同 十二 年 壬 申まで 御卽位 也-近 江 
大 津宮是 也。 大伴 王子は 天 智天王 御子 也。 
多 禰朝山 勝 部と 申 事は、 驚 王と 云狄 を對 治‘ 
して 申し。 多 漏 高 賴賴淸 とつるな り。 

大 伴明衡 、雲 州 朝 山 太郞家 綱、 ニ郞泰 綱、 
宗 綱、 行 家、 利宗 、秀宗 、三 川 守 重 綱、 佐 
土守宗 綱、 同 守 直 綱、 義 綱、 上 行 院大德 法 印、 
敎 家、 秀 綱、 笠 置 小納言 入道 信淸 、解脫 法 

印、(隱州へ〕彥三郞伴淸、大進阿快圓*良_ 
阿 快 支、 彌 四郞淸 助、 彌四郞 助延 、'備 中守淸 
，成、 宗衞門 助 保、 備 中守淸 助、 宗 右衛門 備中 
守綱淸 、與三 左 衞門尉 家 綱、 善 左 衞門尉 政 
綱、 庄左 衞門淸 綱、 庄兵 衞貞靜 、庄 兵衞淸 
長、 八郞左 衞門淸 庵、 新兵 衞、 八郞 左衞門 
淸 置、 八 郞左衛 門、 榮次郞 善膺 J と。 

附記 「傳來 の 古文書、 4b 條家下 文 等に ある 
人の 名は 系圖に 見え ざれば、 笠 置 氏に 閼係 
あるや否や明かな'らず。與三左衞門尉は尼 


子 義久の 富 田. 七 年 籠城に も、 一方の 部將た 
りき. 1( 松 浦 靜縻 氏) と。 

葛 城 カツ ラキ 一 五 五 五 頁 以下を 見よ。 
又 昭和 四 年、 山階宮 菊麼王 S 御子 茂麼王 (六 
ニ 九 四頁參 照) •臣籍に 御 降下、 葛 城 家を 創 
立し 給 ひ、 伯爵に 列せ ら る。 

川 北 力 ハ キタ 一六 三 一 頁を 見よ。 又 一 
系圖に 「光忠 (長 野 越後 守) 丨宗忠 ( 條理大 
夫〕— 藤 直 (左衞 門、 永 正) 丨通藤 (尾 張 介〕— 
秸藤 C 宮 內大輔 。細 野、 川 北、 分 部 祖 )丨 藤 

定 (源 次郎 •大和 守〕— 藤 光 (細 野 伊豆守、 
三 引 龍〕— 藤敦 (細 野 九右衞 門〕、 弟光壽 (天 
文 ニ 年 入道、 木瓜、 割菱 、川 北 居城)、 弟 光 
高 (分 部 左 京大 夫)」 と 載せ、 又 「光 壽丨祐 
壽 (川 北內匠 、織 田 信 兼 家臣〕」 と 見 ゅ。 そ 
の 他は 續 編を 見よ。 

菊 竹 キク タケ キクチ ク 筑後國 竹 野 

(浮 羽〕 郡の 名 族に して、 菊 池 氏の 一族 •此 
の 地に 住し、 楽の 一字と 郡 名の 一字を 採 9 
しかと 云 ふ (菊 竹 紫 陽 氏)。 

木 島 キシマ 一八 七 一 頁を 見よ 0 その他、 
房總 叢書、 長生 縣 一ッ松 村に 木 島 氏を 載せ、 
「賴朝 公より 船頭 給を 賜 ふ」 と傳 ふ。 本家を 
縫 殿 助と 云 ひ、 分家 も 多し (古屋 氏〕 とぞ 0 
捕 * クス ノセ 橘 姓 楠 木 氏の 裔と云 ふ。 


力 サキ —— クス ノセ 


クス セ條參 照。 又 土 佐に 多く、 明治には 楠 
瀨幸彥 (陸相)、 楠瀨熊 治 (中將 、楠 瀬 火薬 
發明 者) 等の 名士 ぁり。 

粟飯原 ク .リイ ヒハラ 粟飯原の 裔 也* 維 
新の 際 文字を 誤りし ものと 云 ふ。  、 

猿 田 サルタ ニ 七 一三 頁、 五 五 五 七 頁を 
見よ。 

城 之 內ジヤ ，ウノ ウチ キノ  ウチ條 を 見よ。 

淸和 セ イワ 羽 前國田 川郡黑 川の 名 族 也 
と。 淸和 源氏の 事は 五八 五 四 頁 以下、 及び 
三 一二三 頁を 見よ。 

田 ロ タグ チ 三 三 七 五 頁 以下を 見よ。 猶ほ 
攝津田 ロ 氏の 事は 五八 六 五 頁を 參照 せよ。 

太 美 タミ 備前の 名 族、 安仁 社の 社家 也。 
宮崎條 を 見よ。 

寺 石 テラ イシ 土 佐の 名 族 也と。 

寺 部 テラべ 三 八 六 七 頁を 見よ。 內 第三 
項國府 八幡 神主 家の 系 圖を得 たれば、 次に 
載す。 「大伴 遠祖 天 押 日 命 苗裔 武日連 五十六 
讶 孫大伴 朝臣 光 氏 •勅使、 則ち 當宮の 初代 
々嫡之 也。 元は 大江 氏たり と雖 、天智 天皇 
の 勅定に 依り、 此の 氏は 庶子に 讓 9、 神主 
の 一家は 代.？ •氏は 大伴 、名字は 寺 部を 名 
乘る 也。 元祖 •大伴 光 氏神 主 (寺 部 兵 庫 頭、 
位階 四 品)丨 光守 (寺 部 兵 庫 守)— 光利 (兵 庫 
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頭)— 光貞 (圇丧 頭)— 光阔 (左 京 進〕 丨貞國 
(兵 庫 頭)— 光國 (？}— 光重 (左 京 進〕— 光常 
(圖書 頭〕— 光景 (兵 庫 頭〕— 光秋 (左 京〕 丨光 
政 ( 宜內少 輔 )— 光則 (助 太夫)— 光家 (利 部〕 
— 惟光 (孫 左銜門 尉)— 光 仲 (釆 女〕— 光元 

(左 京)— 光廣 c 兵 庫)— 光俱 ( 搜屋〕 丨 光春 
C 圖書〕 — 光賴丨 光行 (宮 H〕— 光村 (左 京 進〕 
丨久光 (刑 部)— 春光— 光 洞 (刑 部)— 貞光 
(孫 八 郞 、室 大草近 藤 it 女)— 由 光 (助大 夫、 
室 岩 瀨和泉 守 女〕— 重 網 (隱 岐 守)— 法網 (攝 
津 守)— 光 仲 (刑 部 少輔) 丨貞林 (釆女 正) 
丨 光高 (阿波 守〕— 致 光 (主 税 )丨 博 光— 要人 
(實は 森 村 佐 竹 刑 部の ニ 男 室 阿波 守 光高 女) 
— 朝 光 (隼 人、 隱岐 守、 大 伴宿禰 、文政 九卒〕 
丨宣光 (實は 弟 主 殿〕」 と。 

トク トミ 周 防 國防府 (國 街) の 名 族 
にして、賀茂姓也。その祖資長.建两三年 
初秋、 東大寺の 命に ょりて、 大和 國 ょり 當 
國 々府に 下向し、 阈廳候 人た”。 阿 彌陀寺 
文明 十七 年 棟 札に 「國衔 举行加 茂 盛 明 (花 
押〕、 加 茂國資 (花押、 藤 原盛隆 (花押)、 
藤 原 正繼 (花押)、 平房泰 (花押〕、 作 事 奉行 
加 茂 安家 (花押)、 藤 原 重 保 (花押)、 云々」 
と 見 ゆる 質 茂陶資 は、 他の 文 普に 得 富 國資 
と 載せ、 其の後-毛 利 家 文書 •山 ロ 我 向 手 
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配の もの. に、 「弘治 三年 丁已 三月 中旬 云々。 
爰に 南都 東大寺の 候 人頭 侍 大將德 富 伊豆守 
仁 宮と云 ふ 者 あり」 と。 又 得 富 右 衞門尉 茂 
貞なる 者 見 ゆ。 弘治 以後は 毛 利 家に 屬 し、 
九州に 渡りし 事 も あり。 當 時より 後は、 得 
富と 德富 とを 混用し、 一族 多く、 富 葵を 定 
紋 とす (家風 錄 、周 防 國府の 研究、 得 富 和 
美、 同 博 之 氏 報)。 その他は 三 九 四 三頁參 照。 
利根川トネガハ  三 九 八 一 頁^ I 見よ。 そ 
の 他、 越後 西 頸 城 郡の 名 族に 在りて、 能 生 
村 方面に 甚だ 多し。 利根 川久衞 氏の 書 pc 據 
れば、「大伴姓と朦へ、鎭西，より上野に移り、 
遂に 越後に 封ぜ られ 、小 出 山觀音 堂の 除 地 
として、 相當 Q 地を 頜し 、代々 左 近と 稱せ 
し」 とぞ o 

外 村 トノ ムラ 三 九 八 六 頁を 見よ。 その 
他、 近 江 國神畸 郡 山 前 五涸莊 金堂 邑 の 名 族 
外 村 氏は 那須與 一宗 隆 (資 隆〕 の 後裔と 傳へ 
ら る。 宗隆は 源平 戰の勳 功 賞と して、 丹 波 
國 五個荘 以下の 地頭 職を 賜 ひ (四 三 ニ 一 頁 
參照) 、而 して 當地 五箇 莊 附近、 那須 氏と 
云 ふも少 からず、 蓋し 其の 間に 關係 ある や 
察する に 難から ざるべし 。詳細は 續編を 見 
よ。 宗族は 代々 與左衞 門と 稱し 、照 敬に 至 
商業に 從 事す。 子孫 巨 萬の 富を 積み、 或 


り 


は 郡 山 藩等數 藩の 財政を 助け、 或は 公益 事 
業に 盡 し、 又 文藝に 名を 得た る 人 多し。 「照 
敬 ( 與左衞 門；^ 丨淨秋 (同上〕 i 


丨 得 候— 基 信- T- M 信 丨榮信 丨爲信 


同上 


同上 


同上  同上  同上 
■石山 梅 苔 


= 有 常 丨有慶 —有壽 

市郞 兵齒 同上  同上 

—嘉久 = 元 成 = 元 明丨某 • 

宇兵衞 同上 娶屋 宇兵衞 同上 
宇内 

鳥 羽 トバ 三 九 八 七 頁を 見よ 。その他、 
紀伊國 有 田 郡の 名 族に 在りて、 「藤 原 北 家中 
關白 道隆の 後裔、 山城 烏 羽より 起る」 と傳へ 
らる 。氏人は 太 田水責 記に r 有 田 郡 西廣鳥 
羽 掃 部 正 信 居」 を 載せ、 士姓舊 事 記に r 有 
田 郡西廣 城主 鳥 羽 掃 部 助 正 信」 と 見え、 子 
孫紀州 家に 仕 ふ (鳥 羽 正 雄 氏〕。 

戶諸 トモ ロ 下 總國香 取 郡に 在 9。 

中鹽 ナカ シホ 五 ニ 六 七 頁 (藤 原 條第四 
十九 項〕 を 見よ。 

仁 木 ニ ツキ H キ四四 七 八 頁 以下に 詳 
か 也。 內美 作の 仁 木 氏は 第 十 項に 載せた る 
も、 系 圖を得 たれば 次に 载せ ん。 r 義 長丨滿 
長— 滿將— 敎將丨 成 將丨貞 長— 高 長 (浦 上 
宗景に 仕へ、 作 州 勝* 郡 下野 田 村 構 城主、 
墳墓 あり、 仁 木 美 濃の 塚と 見 ゆ) 丨義利 (左 
京 進、 尼 子 氏に 仕 ふ、 勝 北 郡 植月中 村に 墓 


あ 9〕— 義喑 ( 左 源 太、 初め 尼 子 氏、 後 三 星 
城主 後藤 勝 元に 仕 ふ〕— 義元 (左 源 吾、 後藤 
勝 元に 仕へ、 宇喜多 氏と 戰ふ 。子孫 下野 田 
仁 木 氏 也)」。 

義元の弟「義時(源吾、勝元夫人を東北條郡 
岩 尾 山へ 護送し、 翌日 勝 元 自害、 城陷 る。 
後に 毛 利 氏に 仕へ て、 東北 條郡 下野 村 小 丸 
山に 住す〕— 義高 (民 部、 右京亮、 毛 利 氏に 
仕 ふ〕— 義治 (甚 五郎、 後甚 五兵 衞 、東南 條郡 
籾 山村 住) 丨義直 1 義秀 —義 益— 義久 J。 子 

孫 •勝 田 村 下野 田、 苫田郡 籾 山、 一宮 山 方 
等に 多し。 現今 仁木義 家、 仁 木 大次君 等 あ 
リ 。又義 益の 兄弟 守 興は 初め 勝 長 (次 郎八 
郞 、甚 五兵 衞 、周 防 守、 從五 下〕、 江府に 仕 
ふ、 同上 第 十五 項を 見よ 0 
溫湯 ヌル d 四 五 七 五 頁、 及び 木綿 條を 
見よ。 

波 多 ハタ 四 七 ニ 九 頁の 終より 多し。 內 
第 十五 項 源 姓 松 浦 黨波多 氏 (四 七三 一 頁) は 
肥前國上松浦吉志嶽城主波多家系圖に」嵯 
哦 天皇 第二 皇子 左大臣 源 融公の 後胤。 初代 
波 多駿河 守高狻 (領地 八 萬 三千 三十 九 石 七 
斗 程の 地、 前 三州大 守： K 翁 了徹大 居士)  — 
山城 守 持 (ニ 代 目〕— 駿河守 達— 越後 守 利！ 
肥 前 守定丨 下野 守 時— 駿河守 尙丨相 摸 守 勝 


— 山城 守延丨 肥 前 守 進— 相 摸 守 盛— 山城 守 
貞丨出 雲 守 政— 丹 後 守 近— 下野 守 積 1 相 摸 
守 鍈—三 河 守 親— 隠岐 守 利 (平戶 に 湏 人)丨 
四郎左 衞門尉 和 (松 浦に 改む〕 丨 仁兵衞 正丨 
同 盈丨笹 右 衞門武 丨猪藤 次 近— 安 右®: 盛 
I 文平陶 丨 百 助久」 と 見 ゆ。 

藤 橋 フチ バシ 藤 原 姓に して、 下野 國那 
須郡 鍋掛の 名 族 也。 「藤 橋 對馬守 藤 原 淸久、 
同市 正通淸 、同 左膳定 成、 同對馬 正道 重、 
同封 佘 政、 同 林 之介久 吾、 同 高邑」 等、 墓 

碑に 見 ゆ (後裔 鈴木喬 照〕。 

程 原 ホ ドハ ラ甲裴 國郡內 熊井戶 (開 地 
村) の 名 族に して、 藤 原 姓と 傳 ふれ ど 出典 
不明。 程原述 比の 談に 據れぱ 「都ょりの 落 
人 裔と傳 へ、 現今 十七 八戶 あり」 と。. 

堀籠 ホリ ゴメ  五 五〇四 頁を 見ょ。 その 
他、 信 濃、 磐 城、 岩 代、 陸 前、 陸 中等に 存 
し、 殊に 陸 前黑川 郡には 百 二三 十戶 、信 濃 
佐久 郡には 六 七十 戶存 すとぞ 。而 して 佐久 
郡 野澤邑 社家 堀 筋 氏は 藤 原 姓 •家紋 丸に 釕 
貫、裏紋扇。永祿年中、堀籠秀俊.從五位 
下に 叙せられ、 子孫 秀を通 字と す。 

堀 米 ホ リゴメ 同上 頁を 見よ。 羽 後谷地 
町に數十戶存し、その他、常陸、信濃に見 
え、 なほ 堀 込 氏は 甲斐、 上野、 その他 關東 


地方に 多し とぞ。 

(昭和 十 I 年 十一月 八日 稿)。 


姓氏 家系 大 辭典 補遺 終 
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稿 終っ て 

• . • 

やっと 出來 上っ た。 明治 三十 三年 神嘗祭の 日、 上京して 諸家の 系圖を 集め 出してから 三十 七 年 目に 成 •り、 葵の 葉末 (松 平 
氏族 調查〕 を 作って から 二十 八 年、 春 日 氏族の 研究を 書いて から 二十 六 年、 氏族 研究資料 三十 冊を 纏めてから 二十 ニ 年、 
日本 上代 氏族制度を 著は してより 二十 年、 姓氏 家系 辭 書を 發 表して より 十六 年、 日本 古代史 新 研究を 著は してより 九 年、. 

而 して 一切 他の 事業を 捨て、 專心 本書の 編纂に 從 事して より 滿 -A 年で ある 。其の 基礎工事た る 史料 f 鬼 集に 三十 餘年も 費' し 
たので ある 故， これを 纏める 事は 何ても ない と 思つ て やり 出した ので あるが、 なか <然 うは 行かず、 朝から 寢 るまで 書 
会- 續け * 毎日 平均 三十 枚， 一年に 一 萬枚づ 、の 原稿を 書いて、 ニ 年と なり 三年と 經 っても、 まるで 末の 見通しが っかず、 
身體 も疾れ 、資力 も盡き 、生活が 次第に 苦しくな ったので、 何度 やめようと した か 知れぬ、 出來 ない 事を 無理 押に やって 
居る 樣に 思へ たからて ある。 しかし 止めに したら 如何なる か、 自分 ばかりでなく、 迷惑を かける 人が 甚だ 多い ので、 絕體 
絕命窮死に陷るに違ひない。そんな藥て、やむなく|*を續けた、丁度大瀑布の上流を橫切らうと漕いで居る樣なもので、 
何度も 押 流され 相に なつた が、 兩岸か ら關係 者、 主として 迷惑を 蒙る 人達が 危い^ ■と 注意す る、 全く 命から がら、 やつと 
渡りき った、 と 云 ふよりは 渡りき るべ く餘 儀な くされて 六 萬 枚の 原稿を 書き 了っ たのて ある。 斯様に 完成と 云 ふ 事を 偉大 
と考 へた 譯てな く、 寧ろ 完成して 何になる かとさへ 考へ もした が、 せねば 成らぬ 爲 に、 っまり 完了 さへ すれば、 所有る 桎へ 
梏から 逃れて 人間 並に 暮せ る、 それが 何ん なに 愉快な 事で あらう と、 毎日 毎夜 其れを 樂 しみに 急いだ のて あったが、 さて 
出來 上つ た 今日になる と、 やはり 不快て ある、 其れは 急いだ 爲に 缺陷が 尠く ない 事を 見出した からて ある。 若し 許される 
なら、 も 一度 初めから 書き直したい、 けれど 其れは 殆んど 不可能 ど 云っ てよ い、 かくして 私の 不滿は 永久に 續く 事で あらう し 一 
再按 、しかし 其れは 餘 りに 欲が 深 かすぎ る、 _ 分 勝手で ある。 聖 世に 生れ、 神明の 加護を 得なければ、 無事 今日 あるを 得 
たて あらう か 0 パンを與へ、激勵を加へ、私の爲に祈って吳れた多くの人があったでないか。生還は全く其れ等の結果て 
ある 事を 此處 に斷言 して、 厚い 感謝の 意を 捧げよう。 但し 其の 詳細に 至っ ては 他日に 讓る 。(昭和 十一 年 十一月 十八 日〕 


^ 出 文 協 承認 1 
い 40239 號ノ 


HADE  in  OCCUPIED  JARSJl 


r 


. 


一 ； 


典辭 大系 家 氏 姓 

ヤ レワ — リ トマ •卷六 第 


爲' 


a 

ュ 

ャ 

モ 

メ 

ム 

-一':.  . 

$ 

T 

リ 

— • 

宍 

六 

§ 

フ^^ 

七 

ノ、 

六 

五 

九 

八 

五 

五 

七 

~JUm 

稿 

終 

て 

卷 

尾 

補 

遺 

9 

P 

1 

レ 

巔 

ル 

一-へ ‘ 

リ 

ラ 

交 

S 

U 

S 

2 

六 

六 

五 

六 

六 

五 

六 

六 

五 

四 

七 

六 

五 

四 

五 

THE  LIBRARY 
UNIVERSITY  OF  CALIFORNIA 
LOS  ANGELES 


^CIRCULATING 


